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貨幣レジームの変革とベーシックインカムの持続可能性
―文明の未来はマルクスではなくダグラスが握っている―

井上智洋§

概 要

本稿では、「不況からの脱却の困難性」「バブルに対する促進性」「貨幣発行益分配
の不透明性」といった 3つの欠陥を持った現在の貨幣レジーム（貨幣の流通する制度・
仕組み）をどのように変革すれば良いかを示す。また、新しく提案される貨幣レジー
ムの下で、ベーシックインカムが税金とともに貨幣発行益を財源とした場合に持続可
能であることを確認する。

1 序論
資本主義批判をめぐって
資本主義は今なお多くの問題を抱えている。というよりも、前世紀末から資本主義の持

つ欠陥はますます露わになってきている。
資本主義の黄金時代たる高度経済成長期が終わった後の 70年代に、先進諸国の経済成

長は軒並み低迷した。幾つかの国では、石油ショックによるマイナス成長を経験し、ヨー
ロッパでは失業率が高止まりした。

1990年代に日本は慢性的な不況に陥り、未だにそこから脱却できずにいる。2008年に
アメリカで住宅バブルが崩壊したが、それを発端とした金融危機と世界不況は、各国に経
済の混乱と停滞をもたらし続けた。

§早稲田大学大学院経済学研究科 Email: inouetomo@gmail.com



このような現状に直面して、資本主義そのものが破綻に瀕しているといった声が聞かれ
る。そもそも資本主義は選択されるべき経済体制でなかったといった主張も存在する。だ
が一体、資本主義に代わり得るより良い経済体制などあるのだろうか。
マルクスを読み資本主義を批判することは、20世紀を通じて人文系知識人の典型的な

身振りであり続けた。彼らのうちの一部は、ソ連型社会主義国をユートピアと信じた。
残りはオルタナティブな経済体制のヴィジョンを提示することなく、さらには不況や失

業といった現実的な問題を十分に分析することもなく、ただひたすらに資本主義そのもの
を批判し続けた。
何のオルタナティブなヴィジョンもなしに資本主義の廃絶を唱えることは、無責任なだ

けでなく、知的な怠慢でもある。将棋の対局で勝つために思考をめぐらすことよりも、将
棋盤をひっくり返すことの方が思い切りを必要とするが、頭を使わずに済むのと同じで
ある。
資本主義が多くの問題を引き起こしているならば、そのような問題を一つ一つ検討し、

解決策を講じるような地道な作業が必要となる。そのような作業の過程で、知性は試され
磨かれていく。
この世のことはおよそ何であれ、一長一短がある。良い点も悪い点も全てを消滅させる

ことが、良い点を残しつつ悪い点を無くしていくことよりも優れた選択であるとは、誰も
思わないだろう。
資本主義は悪だからその一切を廃絶しようとする極端な営みが、どれだけ多くの人災を

もたらし、どれだけ多くの人たちに耐えがたい苦痛をもたらしたかを、我々は何度でも省
みるべきである。
そうではあるけれど、現在の経済体制の枠内で、発生する諸々の問題に対しその都度弥

縫策を講じるようなやり方にも限界がある。問題の表面的な部分だけを見て対処しても、
その首根っこを押さえていないがために、いつまで経っても抜本的な解決に至らないとい
うことになりかねない。

貨幣レジームとは
不況による失業は、資本主義経済の最も重要な問題である。失業者の就業支援は、その

ような問題に対する考えなしの表面的な政策である。少なくなった雇用のパイを多くなっ
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た失業者で奪い合っているのだから、各人をどれだけ支援しても全体の失業者数は減るこ
とがない。
そうではなく、そもそも不況によって雇用が減って失業が生じているのだから、不況そ

のものを解決しなければならない。しかしながら、不況の解決のために極度の金融緩和政
策を実施した結果バブルが発生し、それがはじけた時に旧に倍する激しい不況に見舞われ
る、ということも考えられる。
バブルや不況を引き起こす大元のところに何があるのかと私自身がつらつらと考えた結

果見出されたのが「貨幣レジーム」である。それは、「貨幣が発行され流通する制度・仕
組み」を意味しており、金本位制度や管理通貨制度などがその一般的な具体例である。
現在の貨幣レジームは管理通貨制度ばかりでなく準備預金制度からも成り立っている。

準備預金制度とは、銀行が預金の一部だけを準備として保有し、後は貸し出しに回すよう
な仕組みのことをいう。それによって、銀行は信用創造を行い、貨幣を増大させることが
できる。
本稿では準備預金制度とともに、中央銀行が銀行の銀行としての役割を果たしているよ

うな仕組みに焦点を合わせたい。すなわち、本稿で問題としたいのは、

中央銀行が貨幣を発行し、それが市中銀行に受け渡され、市中銀行が信用
創造によってさらに貨幣を増大させる

という貨幣の発行・流通の仕組みである。そのような現在のレジームを総体として、「銀
行本位の貨幣レジーム」と呼ぶことにしよう。

貨幣レジームの変貌
資本主義は、基本的には自然発生的な経済原理である。だが、良く指摘されるように、

資本主義を安定的に発展させるには、国家が市場のルールを定める必要があり、時には特
定産業を保護するような政策が必要になることもある。
貨幣レジームもまた、資本主義の安定的な発展のための人為的な構築物であり、しかも

時代に応じて変貌を遂げてきたものである。日本について言えば、江戸時代には幕府が独
占的に金貨や銀貨などの貨幣を発行し流通させていたが、明治時代には、日本銀行が創設
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されて政府とは別の経済主体が貨幣発行を担うようになった。それとともに銀行制度や金
本位制度が敷かれて、資本主義的発展のための礎が築かれた。
昭和恐慌期には、金本位制度から管理通貨制度に完全に移行したが、このような貨幣レ

ジームの変革が、後の高度経済成長を可能にしたとも考えられる。現在、日本経済は再び
大不況に苦しめられているが、貨幣レジームを変革しようという動きはほとんど見られ
ない。
私は、現在の銀行本位の貨幣レジームを絶対的なものとは考えない。確かに、それは幾

つもの歴史的な失敗を踏まえて築かれたものである。しかしながら、別の言い方をすれ
ば、行き当たりばったりの歴史的過程を経てできあがったのであり、必然性をもって現在
の姿になったとは言い難い。
さらに重要なのは、現在の貨幣レジームはもはや時代に合わないということである。高

度経済成長の終わった 1973年より後の時代を「ポスト近代」として区分するとしよう。日
本やアメリカの経済は、20年以上も前からだいたいバブルか不況のどちらかの状態にあ
る。ポスト近代という時代を特徴付ける経済現象はバブルと不況であり、今この時は「バ
ブルと不況の時代」のただ中にある。
後で論じるように、現在の銀行本位の貨幣レジームではバブルや不況を制御し難い。し

たがって、それにとって代わるような理想的な貨幣レジームのヴィジョンが求められ、実
際にそれを実現すること、つまり「貨幣レジームの変革」が必要となる。
私が本稿で示そうとしているヴィジョンを一言で言うと「国民本位の貨幣レジーム」と

いうことになる。そこでは、

中央銀行から家計、それから預金を通じて市中銀行、消費を通じて企業へ
と向かう貨幣の流れ

が生じる。つまり、中央銀行が発行した貨幣をまず手にするのは銀行ではなく国民（家
計）である。したがって、私のいう「貨幣レジームの変革」は、貨幣の流れを逆転させる
という意味合いを持っている。
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資本主義のオルタナティブはあるのか
それでは、そのような貨幣レジームの変革が実現するとして、その時の経済体制は一体

どのように位置付けられるのか。資本主義なのか、それとも別の体制なのか。
私はここで資本主義の完全なオルタナティブを提示しようとしているわけではない。正

確に言えば、ソ連型社会主義も資本主義の完全なオルタナティブとして存在していたわけ
ではない。
近代資本主義は、およそ、

1. 資本の自己増殖的な運動

2. 市場経済

3. 銀行本位の貨幣レジーム

といった 3つのファクターを含んでいる。この内、資本主義にとって最も本質的なのは、
1番目の「資本の自己増殖的な運動」である。
「資本の自己増殖的な運動」は、生産要素として資本を投下すると、最終的には投下し
た以上の収益が得られ、そのような収益がまた新たな資本となる、といった循環的な過程
を通じて資本が増えていくような運動である
資本のこの運動は基本的には自然発生的なものであり、特に近代以降は、国家的な制度

によって後押しされてきたけれど、国家権力やその他の人為的な力によって、今さらその
ような運動を止めることは不可能に近い。
ソ連型社会主義国であっても、資本の自己増殖的な運動の担い手が、資本家から国家に

代わっただけであり、資本の運動そのものが消滅させられたわけではない。
そういう意味で、ソ連型社会主義もまた資本主義の一種と言うことができる。ただ、2

番目のファクターである「市場経済」を「計画経済」に置き換えた点において、典型的な
近代資本主義では無くなっている。
我々は、既に計画経済が市場経済よりも遥かに効率が悪いということを知っている。し

たがって、ソ連型社会主義を目指すべきでもなく、計画経済を導入すべきでもないこと
は、あえて論じる必要もないだろう。その点について言えば、私は筋金入りのリバタリア
ンであり、自由主義的な市場経済の賛同者である。

5



1番目や 2番目ではなく、3番目のファクターのみを改めることが、ここでの提言となっ
ている。したがって、私の提言が実現したところで、そのような経済もまた資本主義の枠
内に留まるが、ソ連型社会主義とはまるきり違った意味において、それは典型的な近代資
本主義ではなくなっている。
それをさしあたり「国民本位の資本主義」と呼ぶことにしたい。それこそがポスト近代
の時代にふさわしい経済のあり方だと私は考えている。

資本主義を手なずける
国家が度々暴走する怪物であるにも関わらず、社会にとって不可欠なものであるなら
ば、国民の生活や幸福を破壊しないように国民自らがそれを賢く飼い慣らす必要がある。
それと同様に、資本主義が度々暴走する怪物であるにも関わらず、それをまるきり廃絶
することが不可能であるならば、国民自身がそれを手なずける必要がある。
その手綱として貨幣レジームがあるはずだが、今我々が手にしている手綱はむしろ資本
主義の暴走を加速させるものでしかない。どのような手綱であれば資本主義が我々に益す
る家畜となるだろうか。そういったことを本稿でこれから議論していきたい。
資本主義がもたらす害悪としては、不況による失業とともに貧困があげられる。新しい
貨幣レジームをもってしても、失業を完全に防ぎ切れるものではない。また、ワーキング
プアの問題を見ても分かるように、就業しているからといって貧困に陥らないとも限ら
ない。
貧困に対処し得る有力な制度として近年ベーシックインカムが注目を浴びている。ベー
シックインカムは、収入の水準に拠らずに、全ての人に無条件に、最低限の生活費を一律
に給付する制度である。
ベーシックインカムもまた資本主義の怪物的な暴力性から国民を守るための手段として
位置づけられる。本稿では、ベーシックインカムのメリットと副作用を説明し、「国民本
位の貨幣レジーム」の下でこそ、それが持続可能であることを示したい。
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2 貨幣理論
2つの貨幣
私は、目下のデフレ不況の主たる原因は貨幣量の不足にあり、貨幣量の増大によって不
況からの脱却を図るべきだと考えている。その点において、いわゆる「リフレ派」の見解
を支持している。
それにも関わらず、多くのリフレ派の経済学者とは異なって、日本銀行に対する要求や
批判に力点を置いているわけではない。日本銀行が通常の金融政策によってマネーサプ
ライを自在にコントロールできるような貨幣レジームには必ずしもなっていないからで
ある。
一般にマクロ経済学の分野で貨幣的モデルを作る際には、ヘリコプターマネー方式での
貨幣量の増大を想定する。それは中央銀行が発行した貨幣が直接家計に給付されるような
経済を表している。そのような経済であれば、確かに中央銀行はマネーサプライを自在に
コントロールできる。
それに対し、現実経済において貨幣は、ハイパワードマネーとマネーサプライとに分
かれており、中央銀行が直接コントロールできるのはハイパワードマネーだけである。マ
ネーサプライは市中銀行から企業への貸し出しの際の信用創造によって増大する。
企業からの資金需要が増大せず、貸し出しが増えないのであれば、信用創造はなされず
マネーサプライも増大しない。ハイパワードマネーを増大させても、マネーサプライは増
大せず、通常の金融緩和政策は効力を失う。
この点について言えば、私の考えはリフレ派に対峙する「日銀擁護派」に近くなる。そ
うではあるが、貨幣量を増やすような政策は意味がなく、不況脱却のためには規制緩和や
構造改革が有効だと言いたいわけでもない。

信用創造とゼロ金利
もう少し詳しく説明しよう。ここでは話を単純にするために、現金が存在せず、ハイパ
ワードマネーが日銀当座預金に積み立てられた準備預金のみで構成され、マネーサプライ
が企業や家計が市中銀行に持つ預金残高のみで構成されるとしよう。
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最初にひとまず、法定準備率という足かせが存在しないと仮定する。すると、資金需要
さえあれば、市中銀行は企業に対し幾らでも貸し出しを行えることになる。
市中銀行はあらかじめ定められた預金残高の範囲内でしか貸し出しを行えないわけでは

ない。なぜなら、信用創造によって預金残高が増大するからである。
つまり、企業に貸し出された額だけ、いずれかの市中銀行の預金残高が増大するのであ

る。したがって、貸し出せば貸し出すほど市中銀行全体の預金残高は増大し、貸し出し可
能額も増大する。
信用創造によって預金残高が増大するにつれて、貸し出し可能額も残高も増大するの

で、原理的には無尽蔵に貸し出しを行うことができる。
もちろん、実際には法定準備率の分だけ日銀当座預金に準備預金を積み立てなければな

らず、無尽蔵ということにはならない。ハイパワードマネーの量と法定準備率によって、
貸し出し残高およびマネーサプライは上限を画されることになる。
ところが、もし、ハイパワードマネーの量が十分多いために、マネーサプライが増え続

けた挙句、金利がゼロに到達したらどうだろうか。それ以降、どれだけハイパワードマ
ネーを増やしたとしても金利は下がらず、貸し出し残高もマネーサプライも増えることは
ない。
ハイパワードマネーを増やし続けてゼロ金利に到達すると、それ以降預金準備率は法定

準備率から乖離していき、貨幣乗数は低くなっていく。これは 2001年からの日本経済で
実際に観察されたことである。
こうなると、もはや通常の金融緩和政策は効力を持たなくなる。金利を引き下げること

もマネーサプライを増やすこともできないので、金利政策ばかりでなく量的緩和政策もま
た効力を失う。
その場合でも、消費需要が増大すれば、投資需要が、続いて資金需要が増大し、マネー

サプライも増大する。だが、マネーサプライが増大しなければ、消費需要が増大すること
もない。
鶏が先か卵が先かという話で言えば、先立つ鶏も卵もなく、何も生み出されない状態が

これに当てはまる。全くの八方塞がりであり、通常の金融緩和政策で不況からの脱却を図
ることは不可能となる。
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貨幣供給の2つのモード
以上の説明から分かるように、金融政策を中心に見た場合に、マクロ経済は大きく二つ

モードに分けて考える必要が生じる。それらを

1. 外生的貨幣供給モード

2. 内生的貨幣供給モード

と名づけることにする。
1番目の外生的貨幣供給モードは、ハイパワードマネーの量と法定準備率によって、貸

し出し額およびマネーサプライが上限を画された経済状態を表している。その場合ハイパ
ワードマネーは中央銀行によってコントロールされ、マネーサプライの量は外生的に決定
付けられる。
これは一般的なマクロ経済理論が想定している経済の状態であり、この状態の金融緩和

政策を中央銀行から家計へ直接現金を給付するヘリコプターマネーとしてモデル化した
としても、現実の性質を大きく損ねることはない。

2番目の内生的貨幣供給モードは、ゼロ金利に到達した後に現れる。この場合、ハイパ
ワードマネーの量と法定準備率によって、貸し出し残高およびマネーサプライの上限が画
されることがない。そのため、ハイパワードマネーの増大がマネーサプライを増大させる
ことがなく、中央銀行はマネーサプライをコントロールできなくなる。
この時マネーサプライは、ゼロの金利を所与としつつ、需要や供給の水準、資本ストッ

クなどの経済の状態によって、内生的に決定される。

3 デフレ不況の脱却に向けて
現在可能な金融政策
今日の「リフレ派」と「日銀擁護派」との政策論上の議論を見ていると、理論的背景と

して「リフレ派」には外生的貨幣供給理論があり、「日銀擁護派」には内生的貨幣供給理
論があるように思われる。
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外生的貨幣供給理論が正しいとするならば、中央銀行がマネーサプライを外生的にコン
トロールできることになる。内生的貨幣供給理論では、市中銀行が信用創造を行いマネー
サプライを増大させると考える。そうであれば、中央銀行がマネーサプライを自在にコン
トロールすることはできないかもしれない。
「リフレ派」と「日銀擁護派」の議論が噛み合わない一つの理由は、現実の貨幣レジー
ムの下では、内生的貨幣供給モードも外生的貨幣供給モードもあり得るという前提を踏ま
えていないことにあるかもしれない。
現在の日本は基本的には、内生的貨幣供給モードにあり、ハイパワードマネーが増大し

てもマネーサプライはほとんど増大しない。
しかし、これは理論をそのまま当てはめた場合の話であり、そこでは単純化のために金

利は 1種類しか想定されていない。現実には、短期金利とりわけコールレートがほとんど
ゼロであっても、長期金利がゼロ付近になったわけではない。
日銀が長期国債を買い入れ、長期金利を引き下げることができるならば、それによって
貸し出し金利が引き下がり、企業への貸し出しが増大しマネーサプライも増大するとも考
えられる。
したがって、日銀は長期国債の買い入れ額を増大させるべきである。しかし、もはや企
業からの資金需要は増大しないかもしれず、その効果は不確かである。不確かではある
が、実施するだけの価値はある。

マネーサプライをコントロールできる経済主体は何か
実は、内生的貨幣供給モードであっても、マネーサプライを増やす確実な方法がある。
ただし、その担い手は中央銀行ではなく政府となる。
ここで、一度財政政策に目を向ける。財政支出の増大は財源が税金の時と国債の時とで
効果が異なる。税金でまかなう場合、財政支出乗数は、租税乗数をそこから差し引くこと
で 1となる。
つまり、税金を財源とした財政支出の増大は、その分だけGDPは増大させるが、それ

以上の効果は望めない。乗数効果は存在しない。したがって、いつまでも財政支出による
景気の下支えを続けなくてはならなくなる。
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次に、政府が市中銀行に国債を買い入れさせ、それを財源として財政支出を増大させる
ケースを考える。そうした場合、信用創造が発生し、それだけでマネーサプライは増大
する。
市中銀行が国債の買い入れを通じて政府に貸し出された貨幣は政府支出によって家計や

企業のものとなる1。そして、家計や企業によっていずかの市中銀行に預金され、預金残
高だけが増大する。
そのような形でのマネーサプライの増大は、預金準備率が法定準備率より高く、貸し出

し余力がある内生的貨幣供給モードだからこそ可能となる。外生的貨幣供給モードの場
合、市中銀行から企業への貸し出しがクラウディングアウトされてしまい、マネーサプラ
イは増大しない。なぜなら、マネーサプライの上限が定まっているからである。
以上の分析から次のことが言える。外生的貨幣供給モードの場合、マネーサプライをコ

ントロールできるのは政府ではなく中央銀行である。これはマクロ経済学によって通常想
定されているような経済である。
対して、内生的貨幣供給モードの場合、マネーサプライをコントロールできるのは中央

銀行ではなく政府である。これは、経済学に精通している人ほど、強烈な違和感を抱かざ
るを得ないような命題である。

マネーファイナンス
内生的貨幣供給モードであれば、国債を財源として政府支出を増大させる形でマネーサ

プライを増大させることができる。マネーサプライが増大すれば、資産効果を引き起こす
ことで消費を増大させられる。このような形でデフレ脱却を図ることで何か問題が生じな
いだろうか。
もちろん、そのような財政政策によって国の借金は増大する。だが、国債を日本銀行が

買い入れれば、将来世代に負担を残すことにはならない。この時、日本銀行の主な役割は
マネーサプライを増大させ、不況からの脱却を図ることではなく、国債を吸収して将来世

1より正確に言うと、まず市中銀行が国債を借り入れた時点で、政府が日銀当座預金に持つ預金残高が増
大する。その際、市中銀行にある預金残高が減るわけではないことに注意が必要である。次に、政府支出の
際、政府が日銀当座預金に持つ預金残高が減って、その分だけ家計や企業が市中銀行に持つ預金残高が増え
る。結局のところ、日銀当座預金は変化せず、市中銀行の預金残高が増大する。
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代の負担を減らすことである2 。マネーサプライの増大は政府の役割である。
日本銀行が国債を保有している場合であっても、それは市中銀行が保有している場合と
同様で、いつか政府はその借金を返済しなければならないと思われるかもしれない。だ
が、原理的にはその必要はない。
日本銀行がもし公的機関でないならば公的機関にすべきだし、公的機関であるならば国
債が日本銀行に渡ったところで、公的な赤字が増大したことにはならない。それは右手が
左手に借金しているようなものであり、借金としての実質的な意味を持たない。
日本銀行をも公的部門とみなした場合、日本銀行が国債を引き受けたとしても、公的部
門の借金が増えることにはならない。あるいは、政府と日本銀行をまとめて「統合政府」
としてみなした場合、その「統合政府」の借金が増えることにはならない。政府は、この
「統合政府」の純債務額を強調して公表すべきであり、政府のみのそれも租債務額を強調
して公表することは無用な不安と混乱を引き起こす。
「日銀の国債直接引き受け」つまり政府が日本銀行に直接国債を買わせることは、1930

年代に昭和恐慌からの脱却を図るために、高橋是清によって実施された。しかし、現在こ
の直接引き受けは法律で禁止されている3。
現在の貨幣レジ－ムにおいても、「日銀の国債間接引き受け」つまり政府が市中銀行に

国債を買わせて、日銀がその国債を吸収することは可能であり、企図していると否とに関
わらず、現に実施されている。
直接であれ間接であれ、これらの政策は日銀が発行した貨幣を政府が家計や企業にばら

まくこと意味する。別の言い方をすれば、貨幣発行益（シニョレッジ）を財源として財政
支出を行っていることになる。

2この点について FRBのバーナンキ議長はこう言っている。

日銀による国債買い入れは、元利負担のある債務をそれらがないマネーに換えることによ
り、現状の赤字と元利負担、ひいては将来の税負担についての国民の期待感を低下させます。
(Bernanke 2003 : 訳書 138-139ページ)

3財政法第 5条にはこう書かれている。

すべて、公債の発行については、日本銀行にこれを引き受けさせ、又、借入金の借入につ
いては、日本銀行からこれを借り入れてはならない。但し、特別の事由がある場合において、
国会の議決を経た金額の範囲内では、この限りでない

12



FRBのバーナンキ議長が改めて「ヘリコプターマネー」4 と呼んで一般にも知られるよ
うになったこの手法、「国債のマネタイゼーション」あるいは「マネーファイナンス」と
も呼ばれるこの手法には批判が多い。麻薬を使うかの如く不道徳で、副作用の大きいその
場しのぎの手法だと考えられているのである。
しかしながら、マクロ経済学者にとって、それは異常なものではなく、むしろ馴染み深
いもののはずである。なぜなら、貨幣経済モデルでは、一般にヘリコプターマネー方式
で、中央政府から直接家計に貨幣が給付されるような金融政策が組み込まれているからで
ある。
それに、貨幣量の増大は、その場しのぎの政策でないどころか、貨幣経済に生きる我々
が積極的に為すべきことである。不況からの脱却のために貨幣を増大させるべきだと言う
に留まらない。絶えまなく貨幣を増大させるべきであり、そうしなければ、慢性的なデフ
レ不況を生じさせるような経済の中で我々は生きている。私は一連の数理的な論文で「ハ
イブリッドモデル」という枠組みを用いて分析し、そのことを確認した5 。

ハイブリッドモデルによる分析
今日の標準的なマクロ経済理論は長期と短期とに分かれている。長期の理論モデルでは
供給側の要因が、短期の理論モデルでは需要側の要因が、それぞれ主たる分析対象となっ
ている。前者では、技術進歩率はプラスで、価格調整速度は無限大である。後者では、技
術進歩率はゼロで、価格調整速度は有限である。
ところが、現実経済では通常、技術進歩率と価格調整速度はともにプラスでかつ有限で
ある。私は、このような特徴をそのままモデルに含めることを考えた。既存の長期モデル
と短期モデルとを複合したこのようなモデルを「ハイブリッドモデル」と呼ぶ。
表 1は、長期モデルと短期モデルに対比させた形でのハイブリッドモデルの特徴を示し
ている。すなわち、長期モデルでは技術進歩率がプラスであり、価格調整速度が無限大で
ある。短期モデルでは技術進歩率がゼロであり、価格調整速度が有限である。無限大やゼ
ロは現実的な値ではない。

4
Bernanke (2002)

5井上 (2008a,2008b)、Inoue and Tsuzuki (2010)、Tsuzuki and Inoue (2010)
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表 1: ハイブリッドモデルの特徴

技術進歩率 価格調整速度
長期モデル プラス 無限大
短期モデル ゼロ 有限
ハイブリッドモデル プラス 有限

ハイブリッドモデルは、非現実的な無限大やゼロといった値を排している。そこでは、
技術進歩率がプラスであり、価格調整速度が有限である。長期モデルと短期モデルのそれ
ぞれ現実的な特徴を引き継いでいる。
私は、このハイブリッドモデルに基づいて、技術進歩率と貨幣成長率が定常状態におけ

る物価上昇率や失業率にどのような影響を与えるかを分析した。その結果、貨幣量一定の
経済では、技術進歩率が高ければ高いほど定常状態における失業率が高くなることが明ら
かになった。そのようにして発生する失業は、長期の「技術的失業」ということができる。
技術的失業は、貨幣成長によって解消することができる。ただし、その場合でも貨幣成

長率が技術進歩率より低ければ、デフレーションを伴った長期的な失業、つまり長期的な
デフレ不況が発生する。

貨幣発行益と信用創造
以上で見たように、私はハイブリッドモデルを用いて、「技術進歩率以上の率で貨幣量

が増大し続けなければ慢性的なデフレ不況に陥る」という帰結を導いた。我々は適切な額
の貨幣発行益を積極的に財源とし続けなければならず、そのような持続的な貨幣発行益の
源泉は技術進歩にある。技術進歩が存在する限り貨幣発行益を使い続けられるし、使い続
けなければならない。
そもそも近代以前の国家には、「貨幣発行益」と「税金」の 2種類の財源があった。と
ころが、中央銀行が設立され、さらには中央銀行の国債直接引き受けと政府発行貨幣が法
的にあるいは事実上禁止されることになった。その禁止によって、国家による貨幣発行益
のあからさまな全面的活用は不可能となった。
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近代以降の貨幣経済では、マネーサプライの大半は、中央銀行ではなく市中銀行が信用
創造によって作り出している。したがって、貨幣発行益を享受しているのは、まず市中銀
行であり、それから企業、家計へと不透明な形でその利益が流れていっている。中央銀行
は、貨幣発行益を独占しておらず、マネーサプライを必ずしも自在にコントロールできる
立場にはない。

近代からポスト近代へ
近代は、投資機会の豊富な時代であり、企業への貸し出しに伴う信用創造が盛んに成さ

れる時代である。金本位制度であれば、ハイパワードマネーの量は金の量によって制約さ
れ、したがってマネーサプライの量も制約される。そんな、「金の足かせ」6 から解き放
たれるだけで、貨幣成長の低迷に悩まされることは無くなる。
近代という時代そのものが、ソローモデルにおける移行期間に相当する。それは、つま

り技術進歩率（ないし自然成長率）と同じ率で資本が増大することが適切であるような定
常状態ではなく、その定常状態に至るまでの移行期間である。
その期間では、初期の資本ストックの水準が低ければ低いほど速く成長することができ

る。このような期間では、「金の足かせ」さえなければ高い率での成長が見込めるし、比
較的投資需要も大きいので、貨幣成長の低迷に悩まされることはない。
日本では、金本位制度が完全に廃止された 1930年代から高度経済成長が始まっている

と見ることもできる7。それは太平洋戦争によって中断されたものの、戦後においてまた
復活している。
それに対し、ケインズのいう「投資機会が貧しい富裕な社会」が到来した今のこの時代

を「ポスト近代」と呼ぶことにしよう。それは、ソローモデルにおける定常状態に相当す
る時代であり、基本的には技術進歩率と同程度の経済成長率しか見込めない。
そのような時代では、生産設備への投資の機会がより貧しくなっており、信用創造が十

分になされず、貨幣成長の低迷故の不況が引き起こされる傾向が生じてくる。ゼロ金利に
至るまで、ハイパワードマネーを増大させても、それ以上にマネーサプライが増大しない
ような事態が発生してもおかしくはないのである。

6
Eichengreen (1996)

7一般には 1955年から高度経済成長が始まったと考えられている。
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あるいは、信用創造によって増大した貨幣が、生産設備への投資にではなく、土地や株
式へ投機的につぎ込まれ、バブルが引き起こされるとともに一時的に高い成長率が実現す
ることもある。
実際、日本やアメリカの経済は、20年以上も前からだいたいバブルか不況のどちらか

の状態にある。「ポスト近代」というこの時代は今のところ、「バブルと不況の時代」なの
である。
中央銀行がよりバブルに警戒的だった日本では不況が長く続き、より不況に警戒的だっ
たアメリカではバブルが長く続いた。いずれにせよ、バブルも不況も実需不足という同一
の原因によって発生する。

今政府がなすべきこと
不況から脱却するには、マネーサプライの増大が必要である。マネーサプライが増大す
れば、資産効果により消費需要が増大し、投資需要も増大する。そうすれば、信用創造が
なされ、さらにマネーサプライが増大する。
ところが、政府抜きで、中央銀行と民間部門からなる経済システムを考えた場合、突然
バブルが立ち現れるでもしない限り、マネーサプライは増大しようがない。したがって、
政府が主導してマネーファイナンスを実施し、マネーサプライを増大させなければなら
ない。
不況から脱却するためには、マネーファイナンスの重要性をを政府が認識し、国民に公
言し理解を求め、実際に国債を積極的に発行し、また日銀に買い入れさせる必要がある。
ただし、今の貨幣レジームの下でそれを実施すると、諸々の問題が発生する。したがっ
て、いずれは貨幣レジームそのものを変革していかなくてはならない。しかしながら、日
本経済にそれを待っている余裕はなく、マネーファイナンスは今すぐにでも大々的に実施
されなければならない。
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4 国民本位の貨幣レジーム
金融緩和政策の危険性
現在可能なマネーファイナンスは、日銀の国債間接引き受けである。それはちょうど財

政政策と金融政策とが合わさった形になっている。
金融政策によって一般に、市中銀行に多大な流動性が供給され、金利が引き下げられ

る。このような金融政策を含む日銀の国債間接引き受けによって、景気回復とともにバブ
ルが引き起こされる可能性がある。
今の貨幣レジームの下では、日銀が発行した貨幣をまず手にするのは市中銀行であり、

その後企業、そして家計である。したがって、家計が消費需要を増大させる前に、市中銀
行から貸し出された貨幣が企業によって株式や土地に投機され、バブルが発生する可能性
がある。そして、そのようなバブルは、市中銀行の信用創造によって、簡単に作り出され
るのである。

2000年の ITバブル崩壊後、FRBのグリーンスパン元議長は、政策金利を引き下げる
ことで、アメリカ経済の景気回復を図ろうとした。その後、住宅価格の急激な上昇が起き
たために、2004年に政策金利を引き上げたが、それでも長期金利は上昇せず、住宅価格
は下落しなかった。
その際に、グリーンスパンが発した有名な言葉が”Conundrum”つまり「謎」である。謎

の正体は、ゼロ金利政策のただ中にあった日本で資金調達し、アメリカの国債を購入する
円キャリートレードにあった。そのようなトレードのために長期金利が上昇せず、住宅バ
ブルは膨らみ続けたのである。
このように、過度な金融緩和政策は自国や他国のバブルを引き起こす可能性を持ってい

る。したがって、日銀の国債間接引き受けも金融緩和政策を含むが故にこの危険性を有す
るのである。現代が、「バブルと不況の時代」である限り、そのような危険は避け難い。こ
の時代にあっては、不況からは脱却しにくいために過度な金融緩和政策を必要とするし、
脱却に成功したと思ったときには既にバブルが引き起こされてしまう。
現在の貨幣レジームは理想的なものではない。それは、ポスト近代資本主義に適合して

おらず、それがためにバブルや不況を引き起こしてしまう。
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貨幣の流れの逆転
私の考える理想的な貨幣レジームは、多くの貨幣経済モデルで想定されているようなも

のである。すなわち、それは中央銀行が発行した貨幣が直接家計へと給付され、そのよう
な形でしか貨幣が増大しないようなレジームである。
そこでは、中央銀行が発行した貨幣が市中銀行に直接渡ることがなく、また市中銀行は

信用創造を禁じられているので、貨幣量を勝手に増大させることができない。それゆえ
に、中央銀行が完全にマネーサプライをコントロールできる。そして、マネーサプライ
は、目標となる物価上昇率を保つような形でコントロールされることになる。
したがって、この貨幣レジームは、

1. 貨幣発行益配当

2. 100%マネー経済

3. インフレターゲティング

という三つのファクターから構成されることになる。
「貨幣発行益配当」とは、貨幣を発行することで得られる利益をそのまま国民に分配す
ることを意味する。「100%マネー経済」8 は、フィッシャーによって提案されており、そ
こでは、市中銀行は信用創造を行わず、中央銀行が発行した貨幣のみが流通する。「イン
フレターゲッティング」は、目標となる物価上昇率を定めることである。
中央銀行が発行した貨幣が「貨幣発行益配当」として直接家計へと給付されるこのよう

なレジームの下では、貨幣の流れはまるきり逆転する。すなわち、これまでのレジームに
おける

中央銀行から市中銀行それから企業、家計へと向かう貨幣の流れ

に代わって、

中央銀行から家計、それから預金を通じて市中銀行、消費を通じて企業へ
と向かう貨幣の流れ

8
Fisher (1935)
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が生み出される。
このような流れの方向性の違いから、これまでのレジームと理想的な貨幣レジームをそ

れぞれ

• 銀行本位の貨幣レジーム

• 国民本位の貨幣レジーム

と名づけることができる。
「銀行」と「国民」は、それぞれのレジームにおいて、中央銀行が発行した貨幣を最初
に手にする経済主体を表している。それらは同時に貨幣発行益の恩恵を最も確実に享受す
る経済主体でもある。
市中銀行と国民 (家計)のどちらが、貨幣を先に手にしても、マクロ経済に及ぼす影響
は、結局のところ変わらないとも考えられる。確かに、銀行や企業が完全に合理的な行動
を取り、また全ての家計が全く同じに振る舞い、それらの間に資産や所得の格差が全くな
いならば、どの経済主体が貨幣を先に手にしようが、なんらの違いも発生しない。
しかしながら、平成バブルを見ても分かるように、実際には信用創造によって作り出さ

れた貨幣が過剰に企業に貸し付けられ、土地や株などにつぎ込まれ、それらの価格がファ
ンダメンタルズを大幅に超えることもあり得る。市中銀行や企業が合理的な行動を常に取
れるわけではない。
もちろん、家計も常に合理的なわけではなく、家計に直接貨幣を給付したところで、完

全にバブルがなくなるわけではない。そうではあるが、家計は半ば貯蓄=投資主体である
とともに半ば消費主体でもある。給付された貨幣の全てを貯蓄や投資に回す富裕層もいる
が、全てを消費に回す貧困層もいる。
もし、一人当たり月々3万円の給付がなされるとしよう。そのような 3万円は貧困層に

とっては消費に向けることのできる多大な恵みの雨となるが、富裕層にとっては資産運用
に向けるためのあまりに微々たる資金源にしかならない。それだけで、バブルが引き起こ
されるとは考えにくい。
別の言い方をすれば、銀行や富裕層などの一握りの経済主体に貨幣を集中させると、バ

ブルが引き起こされやすくなるが、多くの貧困者を含む国民の間に広く薄く貨幣をばらま
く分には、バブルの発生傾向はほとんど高まらず、それでいて消費需要を増大させられる
のである。
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貨幣発行益配当
貨幣発行益は、そもそもが国民に配当されるべきものである。前述したとおり、技術進

歩がある限り貨幣量を増大し続けられるし、増大し続けなければならない。持続的な貨幣
発行益の源泉は技術進歩である。少なくとも近代以降の経済では、常に技術が進歩し続け
ている。
持続的に例えば月 3万円といった給付が可能なのは、我々の経済において絶えず技術進

歩が起きているからである。今年、１台の自動車を作るのに 4人の労働者が必要だとして
も、生産設備の発展によって 10年後には 3人で済むようになっているかもしれない。こ
れが技術進歩であり、経済発展の最も重要な原動力である。
経済が安定的に成長し続けるには、少なくとも技術進歩率と同じ率の貨幣量の増大が必
要となる。年率 3%の技術進歩が常に起きているのであれば、貨幣量の増大率も 3%以上に
しなければならない。もし、技術進歩が起きているにも関わらず、貨幣量を全く増大させ
なければデフレ不況に陥ってしまう。逆に言えば、技術が全く進歩していないにも関わら
ず、貨幣量だけが増大し続ければ、景気が加熱し過ぎて、インフレーションが発生する。
貨幣発行益の源泉は、経済全体で起こっている技術進歩である。そして、技術力は、個

人的な力であるとともに社会的な力でもある。すなわち、技術は現在を生きる個々人、研
究者や技術者のたゆまぬ努力によって進歩するが、彼らの高度な研究開発は、先人達が残
してくれた技術に関する知識の集積を基礎とする。さらには、日々生み出される技術その
ものが、市場を通さずにつまり外部経済を通じて、別の技術革新を促しもする。
現在の研究者、技術者はその努力分の見返りを得ている。いや、それは十分とは言え

ず、一層の見返りが必要であるとも考えられる。だが、それを超えた分、先人達の遺産に
相等する利益や技術革新のネットワーク外部性に相当する利益は、誰か特定の個人に帰属
されるべきものではない。そのような利益は、国民全体で先人達に感謝しつつ分け合う他
ないものである。
そうであるにも関らず、これまで貨幣発行益を最も確実に享受してきたのは、銀行とい

う特権的な集団である。確かに、市中銀行から企業へ資金が貸し付けられ、企業が財を生
産し、その売り上げの一部は賃金や株式の配当の形で家計へ渡されていく。したがって、
家計もまた多少のおこぼれに預かれるかもしれない。しかし、その配当のされ方は、不透
明で不確実で不当なものと言わざるを得ない。
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例えば、我々は住宅ローンとして、銀行から融資を受けることがある。それは本来ただ
で受け取ることのできる貨幣である。個人に融資する際にも、銀行は信用創造を行い貨幣
を増大させる。貨幣の増大は、その分だけインフレーションの傾向を高め、国家が貨幣発
行益を国民のために分配する余力を失わせる。
信用創造を禁止すれば、銀行が融資している分に相当する貨幣を国民はただで手にする

ことができる。我々は本来我々のものであるはずの金を受け取る代わりに、銀行から金を
借りてあまつさえ利子まで払っている。我々はそろそろ、我々自身のあまりのお人良しぶ
りに自ら呆れる時が来ているのではないだろうか。
ここで明確に述べておくが、貨幣発行益を享受する権利は全ての国民が持っており、そ

の公正な分配は国家の義務である。神のものは神のもとへ、国民のものは国民のもとへ納
められるべきである。

100%マネー経済
100%マネー経済、つまり銀行による信用創造が禁止された経済では、法定準備率は

100%であり、預金残高は準備預金の残高に等しくなる。また、ハイパワードマネーはマ
ネーサプライに等しくなる。
そこでは、銀行は勝手に貨幣を創造し貸し出しに回すことはできない。それならばどう

やって銀行は貸し出し業務を営めば良いのだろうか。
既に色々な案があって9、特に私はこだわりがないのだが、例えば「普通預金」と「定

期預金」とを明確に分けて、前者は利子がつかず単なる金庫の役割しか果たさず、後者は
企業への貸し出しに回され利子がつく代わりに必ずしも元本は保証されないという形に
すれば良い。
基本的には、部分準備制度の下では預金の元本は保証されない。もちろん現在では、ペ

イオフ (預金保護)により、銀行が破綻しても 1000万円まで預金が保護されるが、それは
部分準備制度の欠陥を埋めるための弥縫策にしか過ぎない。
そもそも、現在の貨幣レジームが欠陥だらけの代物であり、部分準備制度の下では預金

は全てリスク資産のはずなのだが、ペイオフによってなんとかリスクを取り除いているの

9例えば、Huber and Robertson (2000)は、市中銀行も他の金融機関同様に貸し出しのための資金を市
場から調達すべきだと提言しているが、それでも構わない。
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である。だが、ペイオフのように人が確実にリスクなしに不労所得を得るために国家が肩
入れすること自体が、自由主義経済の原則に反している。
リスクを回避したければ低利子を感受しなければならないのが金融理論の原則である。

リスクがなく流動性も確保されている「普通預金」が無利子であってもそれは奇妙なこと
ではないのである。
次に、定期預金の元本が保証されないとするならば、普通預金ばかりになり定期預金が

少なくなって、企業への貸し出しが不活発になるという懸念が抱かれるかもしれない。だ
が、このような定期預金に貨幣を預け入れるのは、株式や投資信託を購入するようなもの
であり、必ずしも国民によって忌避されるわけではないだろう。
いずれにしても、信用創造が禁止されるにも関わらず、貸し出し業務を担うのはこれま

で通り市中銀行であり、その業務が新たに設立する公的機関に移されるわけではないとい
う点が重要である。

インフレターゲティング
技術的なことを補足しておくと、家計に貨幣を給付する主体は理論的には中央銀行なの

だが、実際にそれを担うのは政府がふさわしい。その場合、中央銀行が国債直接引き受け
を行い、その分だけ政府が全国民の預金口座に振り込むという形になる。
その際重要なのは、国債を買い入れる額を中央銀行の側が決めるということ、それから

その額の貨幣を余すことなく政府が国民に給付することである。それから、中央銀行が買
い入れ額を決定する際の目標を明確にするために、インフレターゲティングを導入するこ
とである。
私の先のハイブリッドモデルを用いた分析によれば、有効需要不足による失業を解消で

きるような物価上昇率はゼロではなく数パーセントの高さを持つ。一般にも適切な物価上
昇率は 2%だと考えられている。そのような物価上昇率を目標として、中央銀行がマネー
サプライの量を調整することは、マクロ経済の安定化に貢献する。
しかしながら、現在の貨幣レジームの下でのインフレターゲティングの導入は、日銀擁

護派が言うように少々無謀なところがある。私の考えによれば、今マネーサプライをコン
トロールできる立場にいるのは、日銀よりもむしろ政府だからである。
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対して、上記のような理想的な貨幣レジームの下では、中央銀行が国債の買い入れ額を
決定することによって、マネーサプライの量を完全にコントロールできるので、インフレ
ターゲティングの導入は理に適っている。

ダグラス少佐の社会信用論
以上のような貨幣レジームの提案は、ケインズの『一般理論』でダグラス少佐と呼ばれ

ている人物のものと似通っている。ダグラスは、『社会信用論』10 の中で、生産のオート
メーション化によって、労働が節約され失業者が増大していくと述べた。これは、私の言
葉で言うと「技術的失業」に相当する。
オートメーション化による潜在生産の増大に応じて、消費が増大すれば不況も失業も発

生することがない。だが、消費はそれほど増大せずに「過少消費」が発生し、必然的に不
況に見舞われることになる。不況を防ぐためには、貨幣発行益を国民に配当し、消費を増
大させなければならない。このようにダグラスは主張したのである11。
それは、「デフレ不況を防ぐためには、貨幣成長率を技術進歩率より高くしなければな
らず、そのような貨幣成長は貨幣発行益配当によって実現すべきである」という私の提案
とほとんど重なっている。
ただ、ダグラスの重要な提案として他に、「信用の社会化」がある。つまり、これまで
市中銀行が担ってきた企業への貸し出し業務を、市中銀行の代わりに「国家信用局」のよ
うな公的機関が独占的に担うべき、というのである。そのような変革によって完全に市中
銀行は消滅することになる。
これは言わば、銀行に限定した社会主義的計画経済ということになる。だが、通常の
企業を社会主義化することと同様に、この試みもまたうまくいかないだろう。与信行為は
民間の銀行にとっても難しいが、公的機関にとってはなおさら困難だからである。その点
について言っても、私は筋金入りのリバタリアンであり、自由主義的市場経済の賛同者で
ある。
「信用の社会化」以外の彼の提案は、資本主義の諸々の問題を解決するための有効かつ
現実的なものと私は考える。ケインズは、

10
Douglas (1924)

11ダグラスのこのような主張は、日本では例えば関 (2010)によって紹介されている。
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文明の未来はダグラスかマルクスかによって決定されるだろう。そして自
分はマルクスは嫌いだ。

と書いたと言われている。私は、マルクスが嫌いではないが、文明の未来はマルクスでは
なくダグラスが握っていると信じている。

5 ベーシックインカム
ベーシックインカムとは
貨幣発行益はベーシックインカムの有力な財源の一つとして考えられる。ここでは、ま

ずベーシックインカムについて簡単に説明する。
ベーシックインカムは、収入の水準に拠らずに、全ての人に無条件に、最低限の生活費

を一律に給付する制度である。また、世帯ではなく、個人を単位として給付されるという
特徴をも持つ。
例えば、最低限の生活費を月 5万円とするならば、5万円が毎月、国から給付されるこ
とになる。どんな富裕者でもどんな貧困者でも、無条件に一律に 5万円受給できるのであ
る。3人家族ならば、これだけで 15万円の収入になる。
この制度は、まだほとんどどの国でも採用されていないが、欧米では盛んに議論されて

きており、日本でも 2009年くらいから、研究者以外の一般の人々にも知られてるように
なってきた。
日本には、生活保護、失業給付、母子手当て、年金などの社会保障が既に存在するが、

ベーシックインカムがこれらの制度に取って代わるべきだという主張が増えてきている。
ベーシックインカムの利点としては、さしあたって、

• 貧困対策の包括化

• 制度の簡素化

• 景気の活性化

の３つが挙げられる。
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貧困対策の包括化
貧困対策として現在中心的な役割を担っているのは生活保護である。しかし、生活保護

は、救済に値する者と値しない者と選り分けなければならず、その選別はしばしば失敗す
る。それは、生活保護以下の所得しか得られないワーキングプアが野放しになっている現
状を考えれば、一目瞭然だろう。
選別の行政コストは馬鹿にならないし、不正受給が度々指摘される12。働いて賃金を得

ればそれだけ受給が減らされるので、労働意欲を抑制され、貧困から脱却しにくくなる。
生活保護の対象者は屈辱的な烙印を押されかねない。それゆえ、多くの人々が、生活
保護を受給しなければならない境遇そのものをどん底と考えている。生活保護はセーフ
ティーネットの役割を果たしていないのである。生活保護があるから失業しても安心とは
誰も思っていない。
生活保護の諸々の問題点は、それが選別的であることから生じている。それに対し、ベー
シックインカムはアンチ選別的である。生活保護は「選別主義的社会保障」であり、ベー
シックインカムは、それとは対照的に「普遍主義的社会保障」である。
ベーシックインカムでは、労働しているかどうか、病気であるかどうかを問わない。金
持ちであるか貧乏であるかも関係ない。全国民があまねく受給するものだから、取りこぼ
しが無く、誰も屈辱を味わうことがない。また、労働しても受給額は減額されないので、
労働意欲も損ねにくい。
ベーシックインカムは、貧困の理由を問うこともない。人は母子家庭や失業、老齢と
いった理由で貧困になる。このような理由の明確な貧困に対処するために、母子手当や失
業手当が制度化されている。しかし、全ての人が受給の対象となるのであれば、そういっ
た制度は不要となる。

制度の簡素化
ベーシックインカムを導入し、既存の諸々の社会保障制度を廃止することによって、社
会保障に関する行政制度は、極端に簡素化される。社会保障に費やされる事務手続きや行

12不正受給は、実際にはごく小数だが過大な注目を浴びる。
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政コストが大幅に削減される。しかし、ベーシックインカムはあくまでも貧困に対処する
ものであり、それ以上のものではない。社会保障は、

• 貧困者支援

• 障害者支援

の二つに分けて考えることができる13。
失業や母子家庭は、「貧困」を招くものとして考えられる。老齢や病気、寝たきり、身

体障害は、貧困を招くばかりでなく、出費の増加やそれ自体の労苦も問題となるので、そ
の部分については「障害（ハンディキャップ）」として分類するのが適当である。
ベーシックインカムは、貧困者支援の全てに取って代わることができるが、障害者支援

の代わりにはならない。後者については、これまでどおりの制度が維持されなければなら
ない。
ただし、老齢に対処する老齢年金（いわゆる年金）については、ベーシックインカムの

問題とは別に見直しが必要である。それは、所得比例型になっているが故に、莫大な財政
支出を必要とする。また平均的に貧乏な若年者から平均的に富裕な高齢者への多額の所得
移転が発生している。
例えば、ベーシックインカムとは別に給付される月 3万円ほどの一律老齢年金が現行制

度に取って代わられるべきかもしれない。もっとも、現行制度は国民と政府との契約に
よって維持されており、その契約を反故にするような制度改革は許されないだろうが。

景気の活性化
ベーシックインカムは、景気を活性化する効果を持つ。その制度の下では、全ての国民

が月々5万円といった現金を受給する。だが、高所得者により多く課される税金がその財
源であるならば、それは内実、富裕層から貧困層への所得移転となる。
一般に、貧困層は、富裕層よりも消費性向が高い。つまり所得のうちの消費に回す割合

が高い。したがって、ベーシックインカムは、消費需要を増大させ、景気を活性化する効
果を持つ。

13小沢 (2002)は、社会保障を「現金給付」と「物的給付」とに分類しているが、それらはおよそ本稿で
の「貧困者支援」と「障害者支援」に対応している。
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しかしながら、景気が加熱し過ぎれば、生産が需要に追いつかなくなり、インフレー
ションを招く危険性もある。ベーシックインカムに対する反対論は、主に「財源」と「副
作用」にまつわるものである。「副作用」のうち最も重要なのは、インフレーションであ
る。それについては後ほどまた論じる。

財源
給付額が一人月 5万円ならば、全国民分の総額は年間で 70兆円ほどになり、それだけ

の財源を確保する必要が生じる。財源として一般に考えられているのは税収である。
70兆円の増税は負担が重過ぎるから無理だろうと断念してはいけない。注目すべきなの

は、単なる増税額ではなく、増税額と給付額の差し引きである。この差し引き額を全国民
で平均すると、理屈の上ではゼロとなる。平均的には負担も受益も発生しないのである。
しかし、階層別に見れば、富裕層はマイナス（損）、貧困層はプラス（得）となる。中間
層は、大雑把に言って、プラスマイナスゼロである。自分の納めた税金が給付となって、
ブーメランよろしく自分に返ってくるだけである。
それならば、単純に富裕層から貧困層へ所得を再配分すれば良いだけで、こんな壮大で
無駄なバラマキをする必要は無いのではないかとの疑義が呈されるかもしれない。しかし
ながら、単純な再分配の方がベーシックインカムよりも実質的なコストが掛るのである。
まず、一人あたり 5万円の給付に必要な 70兆円は実質的なコストではない。なぜなら、
金は使ってもなくならないからである。私の使った金は、他の誰かの所有物となる。国が
使った金も誰かの所有物になる。この世から消えてなくなるわけではない。
くだんの話は、全国民の納めた 70兆円が全国民に戻ってくる、というだけのことであ

る。70兆円はコストではないし、消えてなくなるわけでもない。繰り返しになるが、重
要なのは増税と受益の差し引きで、各階層にどれだけの損や得が生まれるかである。
それから、単純な再分配の場合、選別のための行政コストが掛る。これは実質的なコス

トであり、前述したとおり、貧困者とそうでない者を選り分けるコストは馬鹿にならない。
そうはいっても、ベーシックインカムの方も行政コストがゼロなわけではない。給付の

際にどれだけ事務手続きなどに労力が掛かるかが問題となる。70兆円納めて、70兆円全
額国民に戻ってくれば良い。だが、極端な話その内の 10兆円程が事務手続きとして費や
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され、役人の給与として吸い上げられて、60兆円しか戻ってこないというのでは、国民
は烈火のごとく怒り出すだろう。
しかしながら、全国民の銀行口座に毎月振り込むようにすれば、ランニングコストはほ

とんど掛からない。70兆円はほとんど無事に帰ってくるのである。そのためには社会保
障番号の導入が必要とされる。その場合、初期費用は掛るが、社会保障番号は納税番号と
兼ねることで行政機構をむしろ効率化することだろう。
次に、富裕層が増税を忌避するので、結局実現しないのではないかとの悲観論が思い浮

かぶ。だが、現在でも年金と福祉を合わせた社会保障給付費は 60兆円程であり、70兆は
けして突飛な数値ではない。そうはいっても、富裕層の負担増は避けられない。
所得税や消費税の増税に抵抗があるというのであれば、例えば、国民のほとんどが支

払っていない相続税をベーシックインカムの財源とすれば良い。相続税を財源としたベー
シックインカムは、相続財産の再分配機能を果たす。そして、それは国民の階層が永遠に
固定化されてしまうのを防ぎ、社会の活力を維持するのに役立つ。
あるいは、地球環境に負担を掛ける活動を抑制するための税金「環境税」や国民の共有

財産であるはずの資源に対する税金「資源税」を財源とするということであれば、所得税
や消費税よりも抵抗感は低くなるかもしれない。

副作用
ベーシックインカムの副作用として、

• 労働意欲の低下

• 過剰消費

• インフレーション

が考えられる。
ベーシックインカムが導入されたならば、その給付額である月５万円の収入で満足し、

労働しなくなる人が出てくるかもしれない。あるいは、そのような人は極めて稀ではある
けれど、ベーシックインカムによる月 5万円の収入にパート労働による 10万円ほどの収
入を加えることで満足する人が続出するかもしれない。
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このような労働意欲の低下は、商品やサービスの供給の担い手が減ることを意味する
のだから、総じて供給量の減少をもたらす。そして、需要量に対して供給量が過少であれ
ば、インフレーションが発生する。
次に過剰消費について考える。ベーシックインカムによって、月 5万円が全国民に配ら

れれば、その分消費需要が増大する。税金を財源としたベーシックインカムは富裕層から
貧困層への所得移転を意味する。一般に、貧困層は富裕層よりも消費性向（所得のうち
の消費に回す割合）が高い。したがって、ベーシックインカムの額が高ければ高いほど、
消費需要が増大し、景気が活性化する。しかし、それによって需要量が生産量を超過すれ
ば、インフレーションが発生する。
つまり、ベーシックインカムの副作用はなべて、インフレーションとなって現れるので

ある。別の言い方をすれば、この制度の副作用の度合いは物価上昇率によって図ることが
できる。給付額が高ければ高いほど物価上昇率は高まる。給付額が７万円で、あるいは１
０万円でインフレーションになるかもしれない。その額を正確に算定することは難しい。
逆に言えば、給付額は過度のインフレーションにならない程度に抑えるべきであるし、

そうしなければ、持続可能な経済システムとはならない。私が５万円と初めに言ったの
は、その額であれば、恐らく過度のインフレーションにはならず、それでいて人々がこの
国でギリギリながらも生存を確保できる可能性が高いからである。

6 貨幣レジームの変革とベーシックインカムの導入
固定BIと変動BI

それにしても、給付額が 5万円とは少々しみったれている。ベーシックインカムが最低
限の生活を保障するものであるならば、もう少し高い給付額が必要とも考えられる。
給付額を高くした結果、過度のインフレーションが発生するのであれば元も子もない

が、もし、5万円の給付で物価上昇率が低位に留まるならば、もう少し額を増やすことが
できる。その積み増し部分を貨幣発行益でまかなうと物価上昇率の調整を行いやすい。
貨幣発行益配当も多ければ多いほど、景気を活性化するのと引き換えに、物価上昇率を

高める。逆に言うと、ほどよい物価上昇率になるように、貨幣発行益配当の額を決定する
ことは、低い失業率、高い消費水準、高い経済成長率を約束する。
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既に述べたように、国民本位の貨幣レジームの下では、中央銀行がインフレターゲティ
ングの目標値に適合するように、国債の買い入れ額を決定する。そして、政府は責任を
持ってその額の貨幣を国民に給付する。
物価上昇率が 2%になるように、中央銀行が国債の買い入れ額を、年々増やしたり減ら

したりすれば、景気は常に安定的となる。技術進歩率が 3%で、目標となる物価上昇率が
2%の場合、両者を足した 5%の率で、貨幣量を増やしていくことになる。そして、それに
相応した額の国債が買い入れられ、それに相応した額の貨幣が給付される。
しかしながら、現実経済においては、予期せぬ技術ショックが絶えず起きており、技術

進歩率は常に変化する。またそれゆえに正確に技術進歩率を測ることは難しい。したがっ
て、実際には、貨幣成長率、すなわち給付額のマネーサプライに対する割合を常に 5%に
固定しておけば良いというわけではない。
物価上昇率が 2%になるように、給付額を増やしたり減らしたりするファインチューニ

ング（微調整）が必要となる。ただ、ファインチューニングの結果を後から振り返れば長
期トレンドとして 5%前後の貨幣成長率になるかもしれない。
相続税などの税収を財源とした国民への給付部分を「固定BI」と呼ぶことにしよう。そ

して、貨幣発行益を財源とした給付部分を「変動BI」と呼ぶことにする。「変動BI」の給
付額は、物価上昇率が 2%になるように決定されるが、この給付額は経済情勢の変化に呼
応して変動することになる。
また、たとえ貨幣成長率にそれほど変化がなかったとしても、時を経るごとに貨幣の絶

対量が増大するわけだから、給付額もまた増大していくことになる。したがって、最低限
の生活を保障する給付額がどのような額であれ、いずれはその額を超えることになる。
私の提案するベーシックインカムのプランは、このように固定BIと変動BIの二階建て

となる。固定BIは富裕層から貧困層への資産移転であり、変動BIは貨幣発行益の全国民
への配当という形を取っている。さしあたっての給付額の目安は、それぞれ 5万円と 3万
円としているが特に額にこだわりがあるわけではなく、特に後者の方は変動し、また増大
していくのである。
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持続可能なベーシックインカム
それでは、なぜ固定BIだけではいけないのだろうか。固定BIは、税収が財源になって

いるがために、急激な技術ショックや資源価格の高騰などの経済変動が起きたとしても、
機動的に額を変えることができない。不況やインフレーションを防ぎ経済を安定化させる
役割を担えない。
不況が発生したならば税収が減り、ベーシックインカムの既存の給付額を維持できなく

なるかもしれない。また、インフレーションが発生したならば、給付額は維持できるもの
の、その額では生活できなくなるくらい物価が上昇するかもしれない。
したがって、最低限の生活が保障されているからマクロ経済は不安定でも構わない、と

いうことにならず、ベーシックインカムを持続可能なものにするためにも、引き続き経済
の安定化政策が必要とされるのである。そのために、変動BIが必要なのである。
逆に変動BIだけではなぜいけないのか。この場合、マクロ経済は安定的になるけれど、
個人が受ける給付額の方が経済動向に左右されて不安定になる。すると、最低限の所得が
保障されず、ベーシックインカムとしての役割を果たさなくなるかもしれない。
したがって、ベーシックインカムがその定義通り、最低限の所得保障の役割を果たし、
なおかつそれが持続可能であるためには、固定BIと変動BIという 2階建ての仕組みが必
要なのである。

実現プロセス
貨幣レジームを変革する前に、まず成すべきことは、国債の間接引き受けでも良いの
で、マネーファイナンスによって、このデフレ不況から脱却することである。
その際、国債の増発を子供手当ての財源とする。それから、それと同様に国債を財源と
した「大人手当」を制度化する。そして、子供手当と大人手当を統合し、変動BIとする。
変動BIは、増税を必要としないので固定BIよりも実現し易いだろう。したがって、ま
ず変動 BIから実行に移すべきである。その後に、社会保障の諸々の制度を廃止しつつ、
税金を財源とした固定BIを導入する。
変動BIを増やし、デフレ不況からの脱却を果たし、それによって税収を増やしてから、

既存の社会保障制度の整理や固定BIの導入を行う。そのような実現プロセスが望ましい。
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まず人々が、今よりも生活の余裕を持てるようになってから負担の話をしなければ、抵抗
感を抑えることは難しいからである。
同時に、貨幣レジームの変革も実行に移していくが、これもある日突然に完全な姿にな

るという体のものではない。国債の直接引き受けを可能にするための財政法の改正は賛成
多数であればすぐにでも可能かもしれない。だが、100%マネー経済に移行するためには
法定準備率をいきなり 100%にするのではなく、現行の 1%程度から徐々に上げていく形
を取らなければならない。
私が望ましく思う変革は、かつてコミュニスト達が起こしたような黙示録的な革命でも

なく、現実的な問題に対しその場しのぎのパッチをあてることでもない。理想的なレジー
ムをヴィジョンとして描き、そこへ向かって漸進的に諸制度を変えていくことである。
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ୌ⯙Ⓩലྡྷࡒࡖ࠷࣬㔘⼝࡛ࣜࣁ࣭ࣞࢡሒ࣬ࡢ⩇㈠ᮇ⌟ࠉ௧㜾࡙ࡖ

ណࢅᩙࡡࣜࢸ࣓ࡡ༟ୌࡿࡐࠊࡒࡀ࡙ࡊᶅ⣬ࢅࣜࢸⓆᒈ࣓ࡒ᩺ࠉ࡛ࡵࡡ

ࠉࡢ࡛ࡆ࠷࠷࡙ࡊኣࡡࡼࡿࡐࠊࡾ࠷࡙ࡿࡈ࡞࠾ࡼ᪺ࡽࡻ࡞✪◂ࡡࡂ◂✪ᠺ

ᯕࢅ☔ヾ୕ࠉ࡚࠻࠹ࡒࡊ㏑ࡡධ⯙Ⓩ࡞ㄚࡒࡿࡼࡎㅎ᮪௲ࠉ࡚ୖࡡຘ഼࡛ࡵ࠹࠷

ࡒࡊࢹࣆࢨࢅ㔔Ⅴࡡࡐ࡛ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤ࡛ࢷࣛࣄࢨ࢞ࣝࣆᛮࡡࡡ

࡛㏑ࡢ࡛ࡆࡾྊ⬗࡚࡛ࡆࡡࡆࠊ࠹ࢀ࠵௺ᴏࡡ⤄⧂ᵋ㏸ࡡንᐖ࡛ࡵ㏻ິ࡙ࡊ

ࠊ࠷ࡵ࡚ࡱ࠹ゕࡢࡡࡾ࠷

ⓆᒈⓏࡡ⾙ሒ㏳ಘᢇࡾࡹࢂ࠷࡙ࡊ᮪௲࡛ࡒࡊ࡞⬗ྊࢅን࠹ࡻࡡࡆࠈ

ࡴࡒࡼ࠵ࠉࡵ࡛ࡆࡾࢂ㛭࡞ῥ࡛ᐠ⤊ࢪࣄ࣭ࢦࡾࡹࢂ࠷ࡿࡐࠉ࡛ࡆࡾ࠵

࡙ᣞᦤ࡛࠷ࡵ࡚ࡱࡾࡌᛦ࡙࠷ࡗ࡞࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆ࡙ࡴࡒࡼ࠵࡚ࡆࡆࠊࡾࡿࢂ

ᣲࡽ㏁ࠉࡢࢤࡡࡐࠉࡣࡼࡾ⤽⤾Ⓩ⏍⏐ᛮ୕࡛᪴ࡡࡐ⠂ᅑහ࡚ࡡ㈜㔘୕᪴

࡚࡛ࡆࡾࡴ࡛ࡱ࡙ࡊ࡛⨠㒼ࡡโᗐㅎᙟឺࡾ࠻ᨥࢅࡿࡐࡦࡻ࠽ࠉ⎌ይᚘࡾࡻ࡞

⩇࣭࣭ࣚࢷࡡຘ഼࡞࠻ᥦࡀ㈜㔘୕࡛᪴ᘤࠉࡢᛮ୕᪴⏐⏍Ⓩ⤾⤽ࡡࡆࠊࡾࡀ

Ⓩ⣵ฦࡒ࠷ࡘ࡛ࡵ࡞༟⣟షᴏࡡཬᚗࢅຘ഼ഁࡄུᐖ࡚࡛ࡆࡾࡿྊ⬗ࡖ࡞

ࢸ࣭࢚ࣆࠊࡒࡿࡈ⌟ᐁ࡙ࡖࡻ࡞⏐⏍ᑛဗ⛸ኬ㔖ࡒࡊ౪ᣈ࡞㐅ᒈࡡᶭࠉࡒ

ࡾ࠵ࠉࡿࢂ᮪௲ࡒ㏑ࡱ࠷ࠉࡂ᥈ࡢ࡚ࡆࡆࡢ㆗ㄵࡡ࡙࠷ࡗ࡞ゆ⎨ࡡ࣑ࢫ

ຘ഼ࡾࡄ࠽࡞࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆࠕࢹࢪ࣎ࠔࠉ࡙ࡊᯕ࡛⤎ࡒࡖ㝏࡞ᶭ⬗ධࡢ࠷

ንᐖ࠹࠷࡛ࠉࡒࡊⅤࡢࡼࢵࢴ࣏ࣚࡷࢿࣜࣥࢅ㔔ちࠉࡔࢂࡌࠊࡾࡌ㟸∸㈹

Ⓩຘ഼ࡡၡ㢗࡚ࡾ࠵

ᨼវ࡞࠾࠷࡞ᕰሔࡒࡖㄢ࡛ᾐ㈕ࡡណࠉࡽ௦࡛୕⮫ဗᕣืࠈ

ࢂࡡἛ≟ࠉ࡚࠾ࡾၡ㢗࡛ࡀኬ࠾ࡾࡌႋ㉫ࢅᾐ㈕࡞௧ୖࠉ࠾ࡾࡌཬᚺ࡞

ࠊࡾ࡞࡛ࡆࡾࡿࡼࡴ㐅ᠺ⥽්ࡡຘ഼࡞࠹ࡻࡾࡀᑊᚺ࡚࡞㌶ࡵ࡞ን࠾ࡍ



ࠉࡢ࡛ࡆࡡࡆࠊࡾ࠵ᵕ࡚ྜྷࡵ࡙࠷ࡗ࡞ᙟឺࡡ⏕㞘ࡵ࡙࠷ࡗ࡞හᐖࡡຘ഼ࡢࡿࡐ

㢫ᐂᑊᚺࡳྱࢅ⏍⏐࣬Ὦ㏳㐛⛤ධ⯙࡚ࡡሒࡡఎ㐡㏷ᗐࡡ㔔こᛮᴗᗐ࡞ቌኬ

ࠕⓏ⌦ࠔ࡙࠷࠽࡞࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆ࣬ࢹࢪ࣎ࠔࠊࡾ࠷࡙ࡊណࡵࢅ࡛ࡆࡾࡌ

ຘ഼ງࡡຸ⫄ࡷ࣑ࢫࣛࠉࡢን࡞㧏ᗐ㐲ᚺ⬗ງࡡࣈࢰࡾࡌ᭯ࢅຘ഼ງࠉ

ሒࡡὮࠔࢅࡿㄖࢤࠔࠉࠕࡲ
ࠉ
࣐
ࠉ
ࣖ
ࠉ
ࢼ
ࠉ
ࢢ
ࠉ
࣭
ࠉ
ࢨ
ࠉ
ࣘ
ࠉ
ࣤ
ࠉ
ࡊ
ࠉ

ࠉ

ࠉ
ࡼ
ࠉ
഼
ࠉ
ࡂ
ࠉ
⬗ኣᶭࡾࡀ࡚ࡡ࡛ࡆࠕ

ࡾࡿࡈࢂࡼࡦୌ᪁࡚ሒ࡛ࡢࡿࡆࠊ㸝Marazzi, 1999㸞ࠕࡾ࠵ຘ഼ງ࡚

࠻ゕࡵῥ࡛⤊ࢪࣄ࣭ࢦࡡណ࡚ࡒࡴྱࡵၡ㢗ࡡវຘ഼ࡒࡱࠉࡽ࠵࡚ឺ

ᚡ≁ࡡὬࢺ࣭ࣖࢲࢲ࣏ࣜ࡞ࢀࡆ࡛ࡾ࠻ᤂ࡙ࡊ㍀࡛ࢅゕㄊࢅἛ≟ࡡࡆࠉ࠹ࡻ

࠷࡛ࡾ࡞こᅄ⏐⏍Ⓩ├࡚ࢆࡆࡽථ࡞⏐⏍ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࠔࠊࡾ࠵

⣪ᆀ࡛࡞ᗇ᰷ࡡࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࠉࡢࡡࡾ࠷࡙ࡿࡈ㑇࡚྇ࡆࡐࠉࡀ࡛ࡾࡿࢂ

ゕࡾ࠵࡙ࡊ
ࠉ
ㄊ
ࠉ
ࡊโ㝀ࢅᙟឺࡡሒࡢమ⮤ࡿࡐᴣᛍ࠹࠷ሒ࡛ࠊ㸝ྜྷ୕㸞ࠕࡾ࠵࡚

ゕㄊ㒂ฦࡡࡽ࠾ࠉࡢሒࡾࡌὮ㏳࡙࠷࠽࡞ῥ♣ఌ⤊࡞ᐁ⌟ࠉࡡࡡࡵ࠷

ሒ࡚࡚ࡆࡆࠉ࡞࠻ࡹࡿࡐࠊࡾࡿࡼ࠻⩻࡛ࡾ࠵ሒࡡࡐࡦࡻ࠽Ⓠಘུ࣬ಘࢅゕㄊ

㸤ゕㄊ⬗ງࡡၡ㢗࡛࡙ࡊᤂࡢ࡞࡛ࡆࡾ࠻༎ฦ᰷ᣈ࡛ࡾ࠵ゕ࠷ࠊ࠹ࢀࡓࡾ࠻

ࠊ㸝Marazzi, 2002㸞ࡾ࠵࡚ࡡゕㄊ⾔Ⅵࡢຘ഼࡛ࡷࡱ

࣐ࢤࠔࠉࡽ࠽࡚ࢆᏈࢅណྱኣᵕࡢㄊ࠹࠷࡛ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࠉࢆࢀࡔࡵࠈ

ࡵࡿࡐ࠽࠹ࡱࡊ࡙ࡊቌᖕࢅࡈ࡚࡛ᫍࡆࡾࡌᙁㄢࢅࡡࡵࡾࠕࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼࣖ

≟ࡡ⌟ࠉࡐࡆ࡙ࡖࡻ࡞࡛ࡆࡾࡴヾࢅࡈኣᵕࡡࡐࢀࡊࡳࡢ࡚ࡆࡆࡊ࠾ࡊࠊࡾ࠵

Ἓࢅୌ㈇࡙ࡊᤂ࡛ࡆࡾ࠻┘ᣞࠉ࠻࠷ࡢ࡛ࠊ࠹ࢀ࠵࡚ࡀࡌࡲ࡛ࠉࡾ࠷࡙ࡿࡈ

௧ୖ࠹ࡻࡡၡᾃ࡞࠾☔ࠊࡾࡂ࡚ࢆ࠾ሒ࣬ࢪࣄ࣭ࢦຘ഼ࡾࡄ࠽࡞

ࡢ࡛ࡆ࠹࠷࡛ࡾࡅ୕ࡊᢪࢅ㔔こᛮࡡࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤ࡚ࣜ࣊ࣝࡱࡉࡱࡈ

ゆ࡚ࡢ࡙ࡗ࠾ࠉࡵ࡙ࡊ࡛ࡾࡀຘ഼࡛ࡽࡀࡖࡢࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤฦ㞫࡙ࡿࡈ

ࠊ࠾࠹ࢀࡓࡡ࠷ࡻ࡙ࡊࡲ࡛ࡡࡵࡡ᪺⮤ࠉࢅヾㆉ࠹࠷࡛ࡒ࠷

㐠රࡾࡻ࡞ࢪ࣏࣭ࣁ࣭ࣀ .Jࠉ࡙࠷ࡗ࡞ࠕゕㄊㄵⓏ㌷ᅂࡡῥ⤊ࠔࡢࢵࢴ࣏ࣚࠈ

Ⓩ⾔Ⅵ࡛ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤⓏ⾔Ⅵࡡ༇ืࢅᘤࡗࡗࡀㄵ࡚ࡆࡆࠉࡒ࠷࡙ࡋ H.

Ὡࡡெ㛣ࠉ࡙࠷࠽࡞Arendt(1958)ࠊࡾ࠵࡚↓⮤ࡂࡇࡢ࡛ࡆࡾࡌ㉫ࢅࢹࣤࣝ

ິⓏ⏍Ὡࡢḗࡡ㸨࡞ࡗ༇ืࡔࢂࡌࠊࡾࡿࡈຘ഼ labor ࠉ work ࠉὩິ

action ࡚ࠊࡾ࠵ຘ഼ࠔࠉࡢெ㛣ࡡ⫏మࡡ⏍∸ᏕⓏ㐛⛤࡞ᑊᚺࠊࠕࡾࡌࠔࠉࡢெ

㛣Ꮛᅹࡡ㟸⮤↓ᛮ࡞ᑊᚺࡢࡿࡐࠊࠕࡾࡌࡡࠍெ㛣ࡡ⏍ࢅ㉰࡙࠻ᣚ⤾ࡾࡌெ

ᕝⓏࠔୠ⏲ࢅࠕషࡽฝࠊࡌὩິࠔࠉࡢ├ெ࡛ெ࡛ࡡ㛣࡚⾔ࡾࡿࢂ။ୌࡡ

Ὡິງࡿࡐࡣࢂ࠷ࠉࡽ࠵࡚ࠕ⮤మ࡛ࠊࡾ࠵࡚ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࡡ࡙ࡊපⓏ㡷

ᇡࡾࡄ࠽࡞ⓆヨࡢὩິ࡚ࡢ࠷ࡾ࠵ࢪ࣏࣭࢚ࣤࣆࣂࡢࡿࡐࠉࡽ࠵ᨳ࡙᩺ࡊࡐࠉ



ࡈ࡛༇ืࡿࡐࠉࡢຘ഼ࡾࡄ࠽࡞ࢹࣤࣝࠊࡾ࠵ງ࡚ࡾࡴࡋࡢࢅ࡛ࡆࡒ

ࠊࡾ࠷࡙ࡿࡈ΅⦨ࡢ࡙ࡊහᐖ࡛ࡽ࠾ࠉ࡙ࡖಖ┞ࡵ࡛࠷ࡽཱི␏≁࠹࠷࡛ࡾࡿ

⏍⥌ᣚ࡙ࡊ࡛ࡀࡼࡒࡢࡡྊḖណ⩇ࢅࠉࡡࡡࡵࡾ࠷ࡢ࡙ࡿࡼ࠻ຘ഼ࡢெ

㛣ࡡெ㛣ࢅࢆ࠻ࡹࡾࡒぜᏽࡢࡿࡐࠊ࠷ࡊᮇᮮࡢ⚶Ⓩ㡷ᇡࡡහ࡚ࡡࡵࡾࡿࡈ

ࠊ࠷ࡵ࡛ࡆࡾࡌᵋ⠇ࢅࠕ⏲ୠࠔࡡெ㛣ࠉࡽ࠵࡚

ࡈ࡙ࡊᴣᛍྍ࡛ࡡᨳᛦࡾࡌ࡛‵ᇱࢅࣔࢨࣛ࢟ཿࠉࡢ㆗ㄵ࠹ࡻࡡࡆࠈ

ࠉࡾ࠷࡙ࡖࡱࡊ࡙ࡊ࡞๑ᥞࢅᬊ⫴࠹࠷ዦ㞌โ࡛ࡢࡂࡺࡀࡖࡄࠉ࡞࠻ࡹࡾ࠷࡙ࡿ

㛭౿↋ࡵၡ㢗࡛ࡡ✇ᮇࡢၡ㢗ᥞ㉫ࡡࢹࣤࣝ࠻࠷ࡢ࡛ࠊࡾࡀ࡚ࡵ࡛ࡆࡌࡲ࡛

ࠊࡾ࠵࡚ࡒࡊฺົࠕຘ഼ࠔࡢ㎾࡛ࠉࡣࡿࡻ࡞ࢹࣤࣝࠊ࠷࠻ࡽ࠵ࡢ࡚

⚶Ⓩ㡷ᇡ࡛පⓏ㡷ᇡࡡ㛣ࠔ࡞♣ఌⓏࠕࡡࡵࡾລ⮾ࡢࡿࡐ࡙ࡷࠉࡊපⓏ㡷

ᇡ࡛ྜྷୌちࡒࡖ⮫࡞ࡾࡿࡈ㸝ࠔ⤊ῥࡢࠕ⚶Ⓩ㡷ᇡ࡞ᒌࠉࡒࡖ࠵࡚ࡡࡵࡌㄊ⩇

࠷࠽࡞㛭┞ࡡၡ㢗⣌࡛࠹࠷࡛⤣ᴣᛍ࠹࠷࡛ࠕᨳ⤊ῥࠔࡾ࠻ゕ࠻ࡈ࡛┢□

ࡢຘ഼࡛ࠊ㸞ࡾ࡞࡛ࡆࡾࡿࡼཡࡽཱིࠕᨳࠔࡼ࠾ㄊࡡࡐ࡙ࡷࠉࡿࢂ⌟࡙

ᚪこࡡඖ㊂ࢅᑍࡾࡌ࡛ࡼ⏍㐛⛤࡚ࡡࡐࠉࡽ࠵ណ࡚ࡢᾐ㈕࡛࠹ࡆࠊ࠷ࡊ➴ࡵ

ឺ≟ఌ♣ࡾࡌᨥ㒼ᐐ㛭ᚨฺࡡࡗୌࡓࡒࠉࡽ࡛㇗ᑊࡡᾐ㈕ࡢࠕ⏲ୠࠔ࡙ࡊ

ࠊࡾࡿࡈฝࡲ⏐

ὩࠔࡾࡌᇱᮇⓏ᮪௲࡛ࢅኣᩐᛮࡡெ㛣ࠉࡊ㢟ᥥࢅࡲࡡຘ഼ᨳᛦࡡ㎾ࠈ

ࠉࡂ⮾ࡿࡐࠊࡾ࠷࡙ࡊ๓ᢌࡢࢹࣤࣝࠉࢅἛ≟ࡒࡖࡱࡊ࡙ࡊᚡ⾮ࠕິ

ࠉ࡙࠻࠵࡚ࡆࡆ࠻࠷ࡢ࡛ࠊ࠷ࡿᐖࢅ࠷ࡢ࡛ࡆࡒࡖ࠵ၡ㢗ᥞ㉫࡚㔔ኬࡗ࠾

௧୕࠹ࡻࡡຘ഼ࡡᴣᛍࠉࡢ≁ᏽࡡṌྍⓏലྡྷ࡞ᙁࡂぜᏽࡢ࡚ࡡࡾ࠷࡙ࡿࡈ

ࠉࡽ㝀ࡾ࠵ఌⓏຘ഼࡚♣ࡢຘ഼ࠊࡾࡿࢂᛦ࡞࠹ࡻࡾ࠵ᚪこࡾ࠻⩻࡛ࠉ࠾ࡡ࠷

㸦ெࡡெࡾࡻ࡞Ꮣ❟ࡒࡊ⾔Ⅵࠉࡍࡀ࡚ࡢ࡛ࡆࡾࡱ࡛࡞రࡡ࠾ࡼᙟ࡚㞗ྙⓏ

こ⣪ࡡࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤ࡞ࡠࡗࡢ࡞ຘ഼ࠉណ࡚ࡡࡐࠊࡾ࠷࡙ࡖ࡛⛤㐛

ࡉ࠻⤧ࡡ⛤ຘ഼㐛ࡾࡻ࡞Ⓠᒈࡡ⩇㈠ᮇࠊ࠾࠹ࢀࡓ࠷ࡢ࡚ࡡࡒ࠷࡙ࡿࡱྱ

㇗ࡢ࠷ࡾ࠵⣟࡞షິࡷ⛤Ⓩ㐛⌦⏍ࡾࢆࡒຘ഼ࠉࡐࡆ࡙ࡖࡻ࡞ን㠁ࡾ

& 㸝Braverman, 1974; Gordon, Edwards࠹ࢀࡓࡀࡌណ⏻࡞㟻ഁ࠹࠷࡛ࡒࡀ࡙ࡿࡈ

Reich, 1982㸞ࡡࡐࠊലྡྷ࣭࣭ࣚࢷࡄࢂࡽ࡛ࡢ⩇࡙࠷࠽࡞ᆵⓏ࡛ࡆࡾ࡛࡙ࡲ࡞

ࠊࡾࡀ࡚

ࠉࡽ࠵࡚ࡡࡵࡾࡴ㐅ࡊᢪ࡞ᚥᗇⓏࢅฦᴏ࡛ᑍ㛓ࠉࡢᏕⓏ⟮⌦Ἢ⛁ࡡ࣭࣭ࣚࢷࠈ

࡙࠷࠽ࢅ♇ᇱ࡞࡛ࡆࡾࡌฦゆ࡛༟⣟షᴏࢅຘ഼ࠉࡎࡈ㏝ሔࢅຘ഼⦅⇅ࡢࡿࡐ

⏐⏍රమⓏࡷᠺ⥽ࡡெဤࠉ࡚࡛ࡆࡾࡌゆమࢅහ㒂ㄫㇿโࠉࡢ࡛ࡆࡡࡆࠊࡒ࠷

ࡈཀྵ⌦⟯ࡡࡼ࠾ႜ⤊࡚ࡱࣜ࣊ࣝࡡషᴏᡥ㡨ࡡᐁ㝷ࠉ࡛ࡆࡡࢆࢀࡔࡵࡢ⏤゛



ࠊࡾࡿࡈ㐡ᠺฦ㞫ࡡᐁ⾔࡛ᵋࡾࡹࢂ࠷ࠉ࡙ࡊ࠹ࡆࠊࡾ࠷࡙ࡊណࢅ࡛ࡆࡾࡿ

࡙⤊ࢅ⛤㐛ࡡୌ㏻ࠉࡢຘ഼࠹ᢰெ㛣ࠉ࡙ࡖࡻ࡞ࠕ⌦ྙࠔࡡຘ഼࠹ࡻࡡࡆ

రࢅ࠾ࡡࡵషࡽฝࡌὩິ࡚᩷ࠉࡂࡢ∞Ⓩິష࡚ࡱ࡞㑇ඔࠊࡾ࡞࡛ࡆࡾࡿࡈ

ࠉ㇗㒂ฦᑊࡾࡂฝ࡙ࡼ࠾ࡆࡐࡦࡻ࠽షິࡡࣚࣁࣚࣁ࡞ࠍ࠹ࡻࡡࡐࡊ࠾ࡊ

༟మ࡚ࡢỬ࡙ࡊ⮤㊂ࡢࡡ࠷࠻ࡊᙔ↓࡚ࡼ࠾ࡍ⮤ࡢࡿࡐࠊࡾ࠵ࡡ㒂ฦ࡛⤎ࡦ

⏐⏍ࡢၡ㢗࠹࠷࡛࠾ࡾࡿࡈ࡞࠾࠷ࡀࡗࡦ⤎ࡡࡐࠉࡓࡡᚪこ࡛ࡆࡂࡗ

ࠉࡢ⩇࣭࣭ࣚࢷࡂࡺࡀࡖࡄࠊࡾࡿࡈ㞗⣑࡞㒂⌦⟯ࠉ࡙ࡿ࠾㝎ࡽཱིࡼ࠾ሔ⌟ࡡ

ㄚᴏ࡛ࡡ࡙ࡊຘ഼ࢅࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࡼ࠾ᘤࡀࠉࡒࡱࠊࡾ࠵࡚ࡡࡒࡊᵋ

࡛ᐁ⾔ࡡฦ㞫ࡂࡘ࡛ࡵ࡞ኬ㔖⏍⏐ࠉࡢ௺ᴏ⤄⧂ࡡᕠኬࢅᣅࠉࡀຸຘ഼ࢅ

ቌኬࡡࡐࠉࡾࡎࡈຸຘ഼ྙࠔࡒࡱࡵ⌦ࡢ࣏ࣤࣥࣝࣇࠊࡂ࠷࡙ࡿࡈࠕ

ࠊࡾ࠷࡙ࡊ♟ࢅ࡛ࡆࡾࡿࡈ⏕㐲⩇࣭࣭ࣚࢷ࠻ࡈ࡞Ⓩຘ഼▩ࡾࡹࢂ࠷

࡛ࡆࡾࡿࡈಀ㐅࡙ࡖᶭ࡛┞ఔࠉ⛤㐛ࡡࡆࡂ࠷࡙ࡿࡈ΅⦨හᐁࡡຘ഼ࠈ

ࠉࡣࡼࡾ࠵࡚ࠕ࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆ⩇㸠ᶭ㸲࣭࣭ࣚࢷࠔࠊ࠷ࡵ࡚ࡱ࠹࠷ࡢ

ຘ഼ࢹࣤࣝࡡ࡙࠷ࡗ࡞Ⓩᯗ⤄࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆࠉࡢ࡛ず࡞ᑊᚺࠉࡽ࠽࡙ࡊ

Ṍ࠹࠷࡛࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆࠉࡽࡱࡗࠊࡾ࠻࠷࡛ࡒ࠷࡙࠻ࡔᣚࢅㄕᚋງࡐࡆࡼ࠾ࡓ

ྍⓏṹ㝭ࢹࣤࣝࠉࡣࡼࡃࡼⓏᯗ⤄ࡢᏼ࡞ᾃ࠵ࠉ࡚ࡆࡆࠊ࠹ࡱࡊ࡙࠷

ࢀ࠵࡚ࡀࡌ├࠻ᤂࢅ㛭౿ࡡᴣᛍࡡࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤᴣᛍ࡛ࡡຘ഼࡙ࡴࡒࡼ

㸞࡙ࡖࡻ࡞㏣ࡡࡐࡢ࠷ࡾ࠵㸝࡙ࡖࡻ࡞ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤຘ഼ࠉ࡞࠾ࡊࡒࠊ࠹

ᏽ⩇࠹࠷࡛࠷ࡢ࡛ࡆࡾࡿࡈណ࡚ࠉ୦⩽ࡢ༇ืࡊ࠾ࡊࠊࡾ࠵࡚ࡀࡾࡿࡈ⌟

ᐁࡡຘ഼ࡢ≺㌗⩽ࡡᐓ࡞ࡡࡵ࠹ࡻࡡ㝀ࠉࡍࡿࡼኣࡡࡂሔྙ࡙࠷࠽࡞༝഼࡛

㔔こࡿ࠵ḗⓏ࡚ࠉࡢࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤ࡙࠷࠽࡞ຘ഼ࠉࡼ࠾ࡓࡡࡾ࠷࡙ࡖ

ࠊ࠷ࡿࡈ㝀ᏽ࡞ᑻ㟻ࡡ࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆ࣬ࢹࢪ࡙࣎ࡊỬࡢࡿࡐࠊࡌࡒᯕࢅᙲ

ຘ഼࡛ࡡࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤฦ㞫࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆࠉࡢࠉࡡ᭯≁࡞ຘ഼࡛࣐ࢤ

ࠊࡾࡿࢂᛦ࡞࠹ࡻࡒ࠷࡙ࡖ❟ࡽᠺ࡙ࡖࡻ࡞ṌྍⓏ⥽ᠺࡡ㛭౿ࡡࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼࣖ

ࡖ࠵ዞࡡࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࡾࡄ࠽࡞ຘ഼ࠉࡣࡿ࠷⏕ࢅ⌟⾪࠷ᙁࡊᑛ࠹ࡵ

ࡆࡾࡌᑙථ්࡞පᘟࢅࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤ࡞ຘ഼࡙ࡴࡒࡼ࠵ᅹ⌟ࠉࡐࡆࡼ࠾ࡒ

ࠉࡒࡱࡵࡿࡆ࡙ࡊࡐࠊࡾ࡞࡛ࡆ࠹࠷࡛ࠉ࠾࠷ࡢ࡚ࡡࡾ࠷࡙ࡖ࡞ၡ㢗࡛

ࠊ㸝Coriat, 1991㸞ࡾ࠵࡚ࠕ⌦ྙࠔࡡຘ഼ࡡ࡚ࡔࡒ࠾ࡡื

ᴣᛍࡡຘ഼ࠉࡣࡼࡾࡌንິ࡞࠹ࡻࡡࡆ㛭౿ࡡࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤຘ഼࡛ࠈ

ࡡ⩇ᏽᵾ‵Ⓩࡾࡌ㛭࡞ຘ഼ࠊࡾ࠵࡚ࡍࡢ࠷ࡼࡣࡿࡄࡿࡈゞ්᳠ࡒࡱࡵ

ୌ࠾ࡈࡈ࠷ࢅࡗ༟⣟࡙ࡊこ⣑ࡢࡿࡐࠉࡣࡼࡾࡌெ㛣࡛⮤↓࡛ࡡࡓ࠷࠵ࡡ㛭

౿࡚ࡡࡆࠊ࠹ࢀࡓࡾ࡞࡛ࡆ࠹࠷࡛ࠉࡾ࠵ずゆࢹࣤࣝࡢⓏ࡛ࢪࢠ࣏ࣜࡵⓏ࡛



አࡡᴣᛍ࠹࠷ຘ഼࡛ࠉࡽ㝀ࡾࡌᣚ⥌ࢅ⩇ᏽࡾ࠻ࡲ࡞ጂᙔࡡࡆࡊ࠾ࡊࠊࡾ࠻࠷ࡵ

ᘇࡢណአࡾࡄ࠽࡞࣑ࢫࢸ࣭࢚ࣆ࣬ࢹࢪ࣎ࡐࡆࡼ࠾ࡓࠊ࠹ࡱࡊ࡙ࡖࡂ≺࡞ຘ

ࡡ↓⮤ெ㛣࡛ࠔࠉࢆࢀࡔࡵࠊࡾ࠵࡚ࡡࡒࡿࢂ⌟࡙ࡖၡ㢗࡛␏≁ࡢንᐖࡡ഼

࡞ࡽࡱ࠵ࡢ࡛ࡆ࠹ࡱࡊ࡙ࡖཡ࠷ᣌࡼ࠾ຘ഼࡞Ᏸධࢅᛮ࠹࠷࡛ࠕ㛭౿ࡡࡓ࠷࠵

ᬸ࡚ࠊࡾ࠵ୌ᪁ࡡࡆࠉびⅤࡣ࠻࡛ࡒࠉࡢ࡚ࡲࡡ㎾ࡾࡄ࠽࡞ຘ഼ࡡᨥ㒼࡛࠷

ࠊ࠷ࡊ㞬ࡵ࡛ࡆࡾ࠻⩻ࢅ࠾ࡡࡒࡖࡆ㉫ࡏឺࡾࡌᣞᦤࢹࣤࣝ࠹

ࠉ࡙࠷ࡗ࡞Ἓ≟࠹࠷࡛ࡳࡆࡽථ࡞ຘ഼ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࠉࡢࢵࢴ࣏ࣚࠈ

ࢵࢴ࣏࡙ࣚࡊࡐࠊࡾ࠷࡙㏑࡛ࠕࡾࡌ⏕࡞㐠රⓏࢅࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࠔ

㟸∸㈹ࠉࡗࡗࡅ୕ࡽཱིࢅౚࡒࡖ࠷࡛ࡾ࡞ᅏ㞬ῼ゛ࡡᛮ⏐⏍ࡢ࡞රమⓏࠉࡢ

Ⓩຘ഼ࡡ㔖Ⓩビ౮ၡ㢗ࢅ࡛ࡆࡾࡂ࡙ࡊ㔔ちཱུࡡࡼࡿࡆࠊࡾ࠷࡙ࡊ㏑ࠉࡼ࠾

ࠉࡢ࡞ࡴࡒࡾ࡞⬗ྊ⌟⾪࠹ࡻࡡࡆࡔࢂࡌࠊࡾࡿࡈြ♟ᴣᛍࡾ␏

ຘ഼࡛ࠉࡢࡡࡵ࠹࠷㔖Ⓩ࡞ᢍᥩິ࡙ࡖࡻ࡞࡛ࡆࡾࡿࡈဤࡾࡿࡈெ㛣ࡡὩິ࡛ࠉ

ࠊࡾ࠵࡚ࡡࡀࡾࡿࡈࡲ

࡛ࡱ࡞ࢠࢴࣅࢹࡡࡗୌࢅណࡡ࡛ࡆ࠹࠷࡛ࡾࡿࡈဤິࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࠈ

ኣᵕࡢㄊ࠹࠷࡛ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࠉ࡞࠹ࡻࡒ㏑࡞๑ࠊ࠷ࡊ㞬ࡢ࡛ࡆࡾࡴ

ណࢅᏈࠉࡣࡿ࠻࠾࠷࠷ࠊࡾ࠵࡚ࡼ࠾ࡾ࠷࡚ࢆ㟸∸㈹Ⓩຘ഼ࡡఘᘿࡌࡼࡒࡵ

ᖉ⤎ࠉࡢኣඔⓏࠊࡾࡿࡼ࠻⩻࡛ࡾ࡛ࡡࡵ

࡞ᙟᠺࡡெⓏ㛭౿ࠉࡽ࠵ᑊெ㛭౿࡚ࡡᙟࡡ࠾ࡼరࡢ࡛ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࠈ

࠷࡙ࡿࡈࠕአࠔࡼ࠾∸⏐⏍ࡢ⩾ຘ഼࡙࠷࠽࡞Ⓩຘ഼࣭࣭ࣚࢷࠊࡾ࠹ࡽࡗ

࠾ࡊࠊࡒࡖ࠵ᐖ᪾࡚࡛ࡆࡌ㞫ࡽวࢅᕤ⮤ࡼ࠾ຘ഼ࠉࡣࡿ࠻ንࢅ᪁࠷ゕ̿̿ࡾ

ࠊࡾࡂࡌࡷࡀࡗࡦ⤎ெ࡛ຘ഼ࠉࡢ࡙ࡖ࡛࡞⩾Ⓩຘ഼ࣤࣘࢨ࣭ࢢࢼ࣐ࣖࢤࡊ

ࡼࡾ࠻⩻࡙ࡊᴗࡽࡒ࠵ࡊࡈࠉࢅ࠾ࡡࡾࡿࢂ⌟࡚࣭ࣤࢰࣂࡾ࠾࠷ࡿࡐ

࣭࢙ࣛࡡࢠࢴ࣭ࣛ࣌࢜࣠࠹ࡻࡡ࠾ࡒࡖࡂ༇ืࡡຘ഼࡛ࡦ㐗࡞ୌ᪁ࠉࡣ

࡛ࢹ࣭ࣛ࢜ࣝࣈ࠷ࡼࡣࡿࡄࡋࢆ⏉㈜㔘࡚࡞㞌ᒌⓏຘ഼ࡢ࡞ୌ᪁ࠉࢹ

ࠊ࠹ࢀࡓࡾၡ㢗࡛ࡡࡗୌࠉ⨠ᕱࡡ୦⩇ᛮࡡࡆࠊࡾ࡞࡛ࡆ࠹࠷

㸝ࡢ࣭ࣂ࣭࣋ࣜࣆᏕఌሒ࿈ᙔ࡞㒼ᕱࠊࡌࡱࡊࡒ࠷㸞



㕖‛⾰⊛⫾Ⓧਅࠆߌ߅ߦ‛ㆮવ⾗Ḯ▤ℂߩᄙ᭽ᕈ 
                       㗇↰ ᢥ 
 
㧝㧚ߦߓߪ 
ࠪࡘࠡࠆࠃߦᏒ႐ߩߒ߈ߚߒㅴⴕߦᕆㅦޔ80ᐕઍએ㒠ޔߣൻ࡞ࡃࡠࠣߩᷣ⚻ 
ߡ߅ߦ⢛᥊ߚߒ߁ߎޕࠆߡߍㆀࠍᄌኈߥ߈ᄢߪ㘩ຠㇱ㐷ㄘᬺޔࠅࠃߦൻ⥸ోߩࡦࠝ

వㅴฦ࿖ߩㄘޔ⡯⢻࿅ޔ㘩ຠડᬺޔߪ࿖㓙Ꮢ႐ߪߢല₸⊛ߦ⺞㆐ߥ߁ࠃߥ߈ߢ⾗Ḯޔ

ޔߡߓㅢࠍଔ୯ߥᄙ᭽ߚߞߣ㧕࡞ࡢࡠ࠹ၞ㧔ޔޠߐߒࠄࡁࡕࡦࡎޟ߿ㄭធᕈߜࠊߥߔ

ᄙ᭽ߥᶖ⾌⠪ޔࠅ߅ߡߒߣ߁ࠃߒ᳞⸷ߦ࠻ࡦࡔࠣਥⷐߥㄘ↥‛ャ࿖ޔ߃ߐߢࠬࡦࡈߩ

↥ᶖ⊛ߥᣉ╷߳ߩᡰេࠍⓍᭂ⊛ߦⴕޕࠆߡߞߥߦ߁ࠃ߁ 
 ㄘᬺ㘩ຠㇱ㐷ߥ߁ࠃߩߎࠆߌ߅ߦᄌኈㆊ⒟ߡ߅ߦ㊀ⷐߥᗧ⟵ࠍ߇ߩࠆߔ‛߿ኅ

ߥࠍㆬᛮ⋡ᮡ߇㊂߿ᕈ↥↢ߡߒ⽾৻ޔߪߡߞߦࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޕࠆߢㆮવ⾗Ḯߩ⇓

᧪⒳߿㧔⋥ᄁߐߒࠄࡁࡕࡦࡎޔၞ߿⾰ⅣႺ⊛ຠߩߤߥᯏㄘᬺ߿ߒ߆ߒޕߚ߈ߡߒ

ઍᤨޔㇱ৻ޔߪ⢒⒳ߚߒߦᮡ⋠ࠍߺߩᕈ↥↢ߚߒ߁ߎޔ߽ߡߒߦࠆߔ᳞⸷ࠍ⾰ຠߩ㧕ߤߥ

ㆃޕࠆߢߩࠆߡߞߥߦࠇ 
 ᚒ߇ޘᧄⓂޔߪ࠴ࡠࡊࠕࠆ↪ߢ⍮⼂߿⍮㧔ߪࠆᗵᖱ༵ޔᅢ㧕ߦ㑐ࠆࠊഭࠍ

⫾ⓍߩḮᴰ࠼ࡘ࠴ࠖ࠹࡞ࡑ߿࠻ࠬ࠾ࠝࠪࡘࠡࠆ߃ᝒߣᵷࠄ߆⺰⼏ߩᄙߩߊೝỗࠍᓧ

ᧄ⾗ࠍޠ࠭ࡦࡕࠦޟߔߺ↢߇㕖‛⾰⊛ഭࠆࠊ㑐ߦᅢ༵ޔᗵᖱ߿⼂⍮ߜࠊߥߔޕࠆߡ

⫾Ⓧߦ൮៨ޔߪߦߚࠆߔ㕖‛⾰⊛ᛩ⾗ߤߥࠣࡦࠖ࠹ࠤࡑޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇߐߥ߇

 ޕ߁ࠈߢߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇߐ⋤߃ᝒߡ߅ߦ⢛᥊ߥ߁ࠃߩߎߪ⢒⒳ޔߢࠎਗߣ
ࠅขࠍታᘒߩ‛⢒⒳ߣ㘩ຠㇱ㐷ㄘᬺߩࠬࡦࡈߌࠊࠅߣޔߪᧄⓂࠄ߆ὐⷰߚߒ߁ߎ 

ޕࠆߔߦߣߎࠆߍᚒߣޘห᭽ߩℂ⺰⊛ߦߢߔ߇࠴ࡠࡊࠕข߇ߣߎࠆߡࠇ߹⚵ࠅ╙৻

ㇱ৻߇ᢢߩㄘߩవㅴฦ࿖ޔߦ߁ࠃࠆࠇࠄߦዷ㐿ߩ╷↥ᶖ⊛ᣉޔ߇ࠆߢ↱ℂߩ

ᵈ)ࠆߢࠄ߆ࠆࠇࠄᓧࠍໂ␜ߩห᭽߽ߡߟߦ⁁ಽᨆߩᣣᧄޔߦߚࠆࠇࠄߦ  ޕ(1
 
 
㧞㧚⾗ᧄਥ⟵ߩઍ⊛ᄌኈߣㄘᬺ㘩ຠㇱ㐷 
㧔㧝㧕࠼ࠜࡈਥ⟵⊛ㄘᬺࡓ࠭࠾ࠞࡔߩ 
 ㅧᬺㇱ㐷ߣห᭽࠼ࠜࡈߦਥ⟵⊛ㄘᬺޟޔ߽ߡ߅ߦวℂൻߣᯏ᪾ൻޟ߿ޠ᭴ᗐߣታⴕ

߇❰⚵⡯⢻࿅ਛᄩ߿ਛᄩⴕߪ᭴ᗐߜࠊߥߔޕߚߡࠇߐᔀ⽾߇ේೣߚߞߣޠಽ㔌ߩ

ᜂᒰޔߒㄘ᳃ޟߦߐ߹ߪㄘࠍᚲߚߒഭ⠪ߡߞߥߣޠㄘᬺ↢↥ࠍታⴕ߁ࠃߩߎޕࠆߔ

↥↢ᄢ㊂ߦ߁ࠃߩߎߚ߹ޕߚߒଦㅴࠍൻ❰⚵ߩㄘᬺㇱ㐷ߔࠄߚ߽ࠍ↥↢ᄢ㊂߇ߘߎේೣߥ

 ޕ(Allaire, 1996)ࠆߢߩߚߡࠇߐ⏕߇〝⽼ࠅࠃߦᏒ႐ࠆࠃߦ࿖ኅߪ‛↥ㄘߚࠇߐ
 ઁᣇޔ㘩ຠડᬺ߿ᵹㅢડᬺޔߪㇺᏒഭ⠪ᏪߩჇടࠍㅢߩߘߚߓᏒ႐ᄢߦޔㄘ

ߚ࿖ోࠍ㘩ຠේᢱ߿‛↥ㄘߥ⊛ᮡḰߢ⊛⾰ဋޔߕࠇࠄ❈ߦᱶᕈ․ߩᣇ⊛↥ߩ↥↢ᬺ

߇ᒻᚑߩ↥ߚࠇߐဋ⾰ൻޔࠇߐኾ㐷․ൻޔࠅߥߣ㊀ⷐߦ⊛⇛ᚢ߇ߣߎࠆߔ㆐⺞ࠄ߆ᚲࠆ

ᔅⷐޕࠆߥߣၞߩߣߏኾ㐷․ൻࠆࠃߦ↥ᒻᚑޔߪߩߘ߫߃㓸Ⓧലᨐࠍㅢޔߡߓ㘩ຠ

ડᬺ߿ᵹㅢડᬺࠆࠃߦ㓸⩄⾌↪ࠍᷫߪߦߚߩߘޕࠆߖߐ↢↥⠪ߩᮡḰ⊛⢻ജోߩ࿖

ߥ▸ᐢߩ✵⸡ㄘᬺᢎ⢒ޔߒ߇࿖ኅߦߚߩ⊛⋠ߚߒ߁ߎޕߟᜬࠍ⋊ߦ᥉ߩߢ࡞ࡌ

ㄘ߅ߥޕࠆߢߩߚࠇࠄߔߔ߇ᢛࡈࡦࠗ ޔߪ࿖ኅޔߪߡ߅ߦᎿᬺൻߩ↥↢㘩ຠᬺ



㘩ຠⴡ↢⊛㕙ߚߞߣᦨዊ㒢ᐲ߆ߒߢ↥ຠߩຠ⾰ߦ㑐ߪߡߒޔߕߖᮡḰ↥ຠ߇ᄢ㊂

 ޕߚߞߥߦߣߎࠆࠇߐ↥↢ߦ
ߒㅴⴕ߇ኾ㐷․ൻߥ⊛ℂߩ༡⚻ߪߢࠬࡦࡈޔߡߓㅢࠍㄘᬺࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈߚߒ߁ߎ 

↥⇓ߪߢጊߥ߆ะߦ⠹⒳ߚ߹ޔߦ↥↢‛ߚߒߣਛᔃࠍ⪀↠⠹⒳߮ߪߢᄢᐔේޕߚ

ޕࠆߡߒ␜ࠍᜬ⛯⊛ᷫዋߩⶄว⚻༡ߩ⇓ኅߣ‛߇ߩએਅޕߚߞߥߦߣߎࠆߔൻ․ߦ

1994ᐕߪߢ⚻༡✚ᢙߩ ߩ‛↢↥㗵ޔߪ‛↢↥ኾ㐷ㄘኅࠆභࠍ3ഀ ࠆߡභࠍ8ഀ
 ޕ(CES, 2009, p.15)ࠆߢߩ
 
 㧝 ‛߮ࠃ߅ኅ⇓ߩ↢↥㗵ഀߩวޔኾ㐷ࡊࠗ࠲ߩ⚻༡ᢙഀߩว 
ኾ㐷 ‛ ኅ⇓ ⶄว⚻༡ ⚻༡ታᢙ(ජ) 

㗵ഀว ‛ ኅ⇓ ⚻༡ᢙ ‛ ኅ⇓ ⚻༡ᢙ ‛ ኅ⇓ ⚻༡ᢙ 

1970 40 2 5 14 64 61 46 34 34 804 

1987 76 7 30 9 75 54 15 18 16 491 

1994 79 7 32 7 75 53 14 18 15 378 

ౖ㧦RICA 

 
หߣ᭽ᑼࡦࠝࠪࡘࠡߥ⊛⥸৻ޔ߽ߡ߅ߦࡦࠝࠪࡘࠡ⊛ㇱ㐷ߩ㘩ຠㄘᬺ߅ߥ

᭽ޔ㗅⺞ߥ⾗ᧄ⫾Ⓧ߇ㅊ᳞ޔࠇߐ㘩ຠડᬺ߿දห⚵วડᬺޔㄘ᳃߇↢↥ᕈ⋉ߩ৻ㇱࠍ

ᛩ⾗ߦᝄࠅะ߇߆ࠆࠇࠄߌὐࠬࡦࡈޕࠆߢߩࠆߡߒߥࠍㄘᬺ߽ߡ߅ߦ㓸⚂⊛ߥ

┙ᚑߦ⊛ᡆ߽ߡ߅ߦㄘᬺㇱ㐷߇ਥ⟵⊛⾓ഭ㑐ଥ࠼ࠜࡈޕߚࠇࠄ߇ޠᧄ⫾Ⓧ⾗ޟ

⠨ࠍߣߎߚߡࠇߐห▤ℂࠅࠃߦ⡯⢻࿅ߣ࿖ኅ߇ޠᒻᚑߩㄘᬺᚲᓧޟޔߪߣߎߚߡߒ

ᘦޔ߫ࠇߔ⚊ᓧߡߒ߁ߎޕ߁ࠈߢࠆ߈ߢᒻᚑࠆࠇߐㄘᬺᚲᓧ߳ߩቯߚߒᦼᓙޔ߇ㅀ

ߩߚߒว⛔ߣ߳ࡓ࡞ࡁ⾌ਥ⟵⊛ᶖ࠼ࠜࡈߩഭ⠪⾓ࠍ⾌ㄘኅᶖޔߒߣน⢻ࠍ⾗ㄘᬺᛩߩ

 ޕࠆߢ
 
㧔㧞㧕࠼ࠜࡈਥ⟵⊛ㄘᬺߩ᭴ㅧ⊛ෂᯏߣᣂࡓࠫߒ 
߇ࠈߎߣ  70ᐕઍޔߣࠆߪߦㆊㄘ↥‛ߩ〝⽼ߩ㒢ޔኻᄖ⊛⚂ޔ㔛ⷐߩᄌൻߞߣ
ߦߣߎࠆ㒱ߦ᭴ㅧ⊛ෂᯏߚ߹㘩ຠㇱ㐷߽ㄘᬺޔߢߣߎࠆߔ㑐ㅪߣᄌኈߥ⊛⥸ోߩᷣ⚻ߚ

Ⅳޔߕࠄߥߺߩഠൻߩ⾰ቭ⢻⊛ຠߩ㘩ຠޔߪᄢ㊂↢↥ߩਥ⟵⊛ㄘᬺ࠼ࠜࡈޕߚߞߥ

Ⴚ⊛ෂᯏߣஜᐽࠢࠬ(BSEޔㄘ⮎ᄙᛩ)ࡦࡕ࡞ࡎޕࠆߢߩߚߞߥߦߣߎߔࠄߚ߽ࠍ‐⡺߳
ࡁࡕࡦࡎޟ߿ὼ⥄ޔߪⷞ⇼ߩ߳ࡓ࠹ࠬࠪ↥↢⊛ᡰ㈩ޔߦ߁ࠃࠆࠇߐ␜ߦᔊㆱߩᶖ⾌⠪ߩ

 ޕࠆߡࠇߐ␜ߦᄌൻߩᅢ༵ߩᶖ⾌⠪ࠆ᳞ࠍޠߐߒࠄ
 ᄢ㊂↢↥ᄢ㊂ᶖ⾌ߩਅޔߢㄘ↥‛㘩ຠ߇㊂⊛ߦ㘻ޔߣࠆߊߡߒᄙ᭽ߥຠ⾰᳞ࠍ

ജਥ↥↢ޕߚߞߥߦ߁ࠃߔ᧪ࠍ㥿㦉ߣߐ෩ᩰߩㇱ㐷⊛⚵❱ൻߩ↥↢ޔ߇ᄙ᭽ൻߩ㔛ⷐࠆ

ߔ⺖ߦ⊛ਛᄩ㓸ᮭࠍຠ⾰ⷙᩰߥࠢ࠶ࡀࠚࠫߚߒ㊀ⷞࠍⴡ↢⊛ⷙᩰޔߪ⟎ㇱ㐷⊛ⵝߥ⊛⟵

ኾޔ߇⺧ຠ⾰⊛ⷐߥߚᣂߜࠊߥߔޕߚߖࠄㆃࠍㆡᔕߩ࠲ࠢࠕߩㅴൻ߳ߩ㔛ⷐޔߢߺߩࠆ

㐷․ൻࠆࠃߦⷙᮨࠄ߆ᷣ⚻ߩᄙⷺൻߩࠬࡦ࠹ࡇࡦࠦࠆࠃߦ⚻ᷣ㧔ᄙຠ⒳ዋ㊂↢↥㧕߳⒖ߩ

ⴕ߇ᕆോޕࠆߢߩߚߞߥߣ 
 ㅀ࠼ࠜࡈߥ߁ࠃߩਥ⟵⊛ㄘᬺߩෂᯏޔࠟߪ Ꮢߣᤃ⥄↱ൻ⾏ߩߢਅߩWTO࠻࠶
႐⊛⺞ᢛߩജߩਅߢㄘᝄ⥝߿ⅣႺ⼔ߚߞߣ᭽ߥޘ⺰ℂࠍขࠅ᰷ߚࠇᎺߢ࡞ࡌ



1988ޔࠅߥߦߣߎߔߺ↢ࠍ╷ዷ㐿ߥߚᣂߩ ᐕߩㄘᝄ⥝ࠆߋࠍ OECD ൘๔߿ 1992
ᐕߩℂ⊛␜ߦ㑐᰷ࠆߔᎺⷙೣߩ⊒Ꮣౕߦߤߥൻޕߚࠇߐ 
ޔߚߞߣዷ㐿ߩᵴേࠬࡆࠨߚߒߣบࠍ༡⚻ߦ߁ࠃࠆࠇߐ␜ߦࡓ࠭࠷ㄘ႐ߚ߹ 

ㄘᬺᵴേߩᕈᩰ߽ߡߟߦㆡᔕࠍㄼޔߦࠄߐޕߚߞߥߦߣߎࠆࠇࠄຠ⾰Ꮕൻࠆࠃߦຠ

ޔᄢⷙᮨ㓸⚂ဳㄘᬺޔߒࠄߚ߽ࠍᏅൻߩㄘᬺ↢↥ၞޔߒଦࠍ▵⺞ߩ㜞ઃടଔ୯ൻ߳ߩ

ߚߞߥߦߣߎߔߺ↢ࠍᏅൻߥ⊛ㇱ㐷ᮮᢿߚߞߣⅣႺ⊛ㄘᬺޔㄘᬺߩޠ࡞ࡢࡠ࠹ޟ

༡⚻ޔߪ▵⺞ߩߢ࡞ࡌ༡⚻ޔ࡞ࡌၞߩ߳࠻ࠬࠠ࠹ࡦࠦߒᣂߥ߁ࠃߩߎޕࠆߢߩ

⾗Ḯ߿ㄘᬺ⠪ޔࠬࡦ࠹ࡇࡦࠦߩຠߩߡߟߦ⹏ଔၮḰୃࠍᱜߚߒ߁ߎߡߓ✚ޕߚߖߐ⺞

ޔࠅߥߦߣߎߔࠄߚ߽ࠍᄌኈߩߩ߽ߩߘ࡞࠺ࡕ↥↢ޔࠅ߅ߡߒଐߦේೣ❰⚵ߒᣂߪ▵

ᣂޟߥߚຠ⾰࡞࠺ࡕޠᷣ⚻ߩ(Allaire, 2002)ߺ↢ࠍࠣࡦࠖ࠹ࠤࡑߪߢ࡞࠺ࡕߩߎޕߚߒ
㘩ຠᎿᬺޔ߇ᖱႎࠆߔ㑐ߦ㔛ⷐޔߦ߁ࠃࠆߔ↥↢ࠍຠ↥ࠆࠇᄁޔߡߓㅢࠍߤߥᏒ႐⺞ᩏ߿

ࠍᄾ⚂ൻߩߢ㑆ߩߣᬺ↥㑐ㅪޔൻ❰⚵↥↢ߒᣂ߇ࠇߎޔࠇߐࠢ࠶ࡃ࠼ࠖࡈߣ༡߳⚻߿

ߣ⥝ㄘᝄࠍឭଏࠬࡆࠨߩߢ༡⚻ޔߡߓㅢࠍ⥝ᝄ↥↢ߩၞ↥ຠߚ߹ޕߔࠄߚ߽

ࠍᄌኈߩࡓࠫߚߒ߁ߎޕࠆߢߩߔଦࠍಽᮭൻߩࡓ࠹ࠬࠪࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗޔ߇ℂ⺰߁

 ޕ߁ࠃࠇࠄߣ߹ߦ߁ࠃߩߩએਅ߫ߖ␜
 
 
 
 
㧞 ࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈㄘᬺࠄ߆ຠ⾰ߩ⚻ᷣ߳ 
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ෂ
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ㆊ↢↥ෂᯏ Ꮢ႐ߩ㕖‛⾰ᕈࠍᤋߚߒ⺰

 ෂᯏ㧔BSE, GMO㧕ߩ

ౖ㧦Bonneuil, Thomas (2009), p.528ࠅࠃ╩⠪ടᎿ 
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 ઍ⚻ᷣߪ⍮⼂ߦࡓ࠭ࡒ࠽ࠗ࠳ߩࠬࡆࠨ߿ၮ⒖ߣ߳ᷣ⚻ߚߠⴕߚߒ߁ߎޕࠆߡߒ

ࠖ࠹ࠬࠫࡠޔᖱႎޔࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦޔᄁ⽼ޔࠣࡦࠖ࠹ࠤࡑ߿᭴ᗐߪߣᵴേࠬࡆࠨ

ࡒࠦޔ✵⸡ᢎ⢒ޔ⊑ⓥ㐿⎇߿⼂⍮ߚߒ߁ߎޔ߽ߡߺߡߞߣࠍડᬺߩߟ৻ޕࠆߢߤߥࠢ࠶

Ḯߩജ┹ߩડᬺߩߎ߇⾗㕖‛⾰⊛ᛩߩ߳╬ࠣࡦ࠴ࠦޔ࡞ࠨࡦ༡ࠦ⚻ޔࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘ

ᴰޕࠆߡߞߥߦㄘᬺ㘩ຠㇱ㐷߽߹ߚᄙ᭽ߥଔ୯ࠍߚߒ↥ຠޔࠆࠃߦᄙ᭽ߥᶖ⾌⠪

ᡰߣ࿖ࠅ߹ߟޕࠆߦਅޠᷣ⚻ߩ⾰ຠޟߥ߁ࠃࠆߥߣḮᴰߩജ┹߇᳞⸷ߩ߳࠻ࡦࡔࠣ

㈩⊛ㄘᬺ࿅ࠅࠃߦਛᄩ㓸ᮭ⊛ߦห▤ℂࠢ࠶ࡀࠚࠫߚࠇߐຠ⾰߇ෂᯏߦ㒱ޔࠅ㊂⽼ᐫ

ߩᶖ⾌⠪ߚߞߣߐߒࠄޠࡁࡕࡦࡎޟޔᯏ⢻ᕈޔ⼔േ‛ᗲޔ㘩ຠో߿ⅣႺޔ߇㘩ຠડᬺ߿

ᣂߒ㔛ⷐ࠻࠶ࡑࠜࡈౣࠍൻޔߊߴࠆߔⷙᩰ߿ᩰઃࠍࡉ࠴ࠕࠪ࠾ࠗߩߌჇᱺޕࠆߡߖߐ

ၞౕߦ࠼ࡦࡉൻߥ߁ࠃࠆࠇߐၞ⊛ຠ⾰߿ᯏㄘᬺࠆࠃߦⅣႺ⊛ຠ⾰߽߹߁ߎߦߐ

ߚߒኻᔕߦࠇߘޔࠇߐߢᏒ႐߇㕖‛⾰⊛ଔ୯ߚߒ߁ߎޕࠆߦਛᔃߩ㔛ⷐߒᣂߚߒ

↢↥߇᭴▽ߩࡓ࠭ࡒ࠽ࠗ࠳ߩᷣ⚻߫ࠇߌߥࠇߐਛߩࠄ⥄ߦ႐ࠍᜬߜᓧߦࠇߘޔߕኻᔕ

ޔߚ߹ᚑุ߽ߩࡦࠝࠪࡘࠡߩㄘᬺㇱ㐷ߥߚᣂߚߒ߁ߎޕߥ߈ߢ▽᭴ࠍⓍ⫾ߚߒ

ᒰㇱ㐷ߣ↥↢ౣߩ⫾Ⓧߩน⢻ᕈޕࠆߢߩࠆߡߞ߆߆ߦ 
 એਅߚߒ߁ߎޔߪߢ㕖‛⾰⊛⫾Ⓧਅࠆߦㄘᬺ㘩ຠㇱ㐷ߩ‛ຠ⒳࡚ࠗࠪࡌࡁ

ޔၞޔⅣႺ߿ޠߐߒࠄࡁࡕࡦࡎޟߩㅀޔߪߘߎຠ⒳ޕ߁ࠃߒߦߣߎࠆߔ⸛ᬌߦࠍࡦ

ᯏ⢻ᕈߩߤߥᄙ᭽ߥଔ୯ࠍᣂߒ⫾Ⓧߦ⛔วߦߚࠆߔᚢ⇛⊛ߥ⟎ࠍභ߆ࠆߡ

 ޕࠆߢࠄ
 
 
㧟㧚ޟຠ⾰ޠᷣ⚻ߩਅߩߢ⢒⒳⎇ⓥ 
㧔1㧕ຠ⒳Ꮢ႐ߩߢᏅൻ 
  ㅀࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޔߦ߁ࠃߩਅߩㄘᬺㇱ㐷ߪࡦࠝࠪࡘࠡߩ࿖ኅߣ⡯⢻࿅ߩߣ㑆
࠺ࡕ⊛⟵ਥ↥↢ߩߢߎߘޕߚߡߒߥࠍ⽷Ḱߪࡦ࡚ࠪࡌࡁຠ⒳ࠗޔࠇߐห▤ℂߢ

ㄘᬺ↢↥Ⅳߚߓㅢࠍᯏ᪾ൻߣൻቇൻޔ⾌ᄢ㊂ᶖߣ↥↢ᄢ㊂ߚߓㅢࠍⷙᩰൻߩ‛↥ㄘޔߪ࡞

ႺߩᮡḰൻޔⷙᮨࠍᷣ⚻ߩ᭴ᚑⷐ⚛ޔߒߣ⢒ᚑࠆࠇߐຠ⒳߽㊂ࠍၮḰߢߩߚߡߒߣ

ℂ⊛↥ຠ㧔⛔ߪߢࠬࡦࡈޔߪߡ߅ߦᷣ⚻ߩߩᓟࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޔߒ߆ߒޕࠆ

ේ↥⒓ AOC߿ℂ⊛␜⼔ IGP㧕߿ᯏㄘᬺߦࡘࠫ࡞࡞ࡌޔ ߩ5ੱ ㄘᬺߩ1ੱ
⠪߇㑐ਈޔࠅ߅ߡߒ㊂⊛ߦ㘻ߚߒᏒ႐ޔߡ߅ߦ߿ଔ୯ߩḮᴰߥ߁ࠃߩ࠼ࡦࡉ߇㕖

 ޕ߁ࠃ߃⸒ߣޔࠆߦޠᷣ⚻ߩ⾰ຠޟߚߒว⛔ࠍଔ୯ߥ⊛⾰‛



ࠇߐว⛔ߦޠᷣ⚻ߩ⾰ຠޟޔߚ߹߽ࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗߩຠ⒳߿⒳ሶߡ߅ߦ⢛᥊ߚߒ߁ߎ

ࠃߩᰴߌࠊࠅߣޔࠅߥߦ⊛┹ߔ߹ߔ߹ޔߦߚߩ㔛ⷐߚࠇߐᏅൻߪຠ⒳Ꮢ႐ޕࠆߡ

 ޕ(Bonnueil et al, 2006)ࠆߢߩࠆߡࠇߐᏅൻߣᏒ႐߳ߥ߁
⨲㒰߿ຠ⒳㐿⊒㧔ㄘ⮎⠴ᕈߚߒㅊ᳞ࠍࠫ࠽ࠪߩߣㄘᬺᛩ᧚ߣ⒳ሶࠆࠃߦᄙ࿖☋ડᬺ

⠴ᕈ GMO㧕 
⩻߿₸ߩ㉄ࠞࠪ࡞ࠛߪߢ⒳⪀߫߃ߣߚޕᏅൻࠆࠃߦࡊࠗ࠲ߩ↪ߩ㘩ຠടᎿᬺ⠪

ሶ↪ߩዊ㤈ຠ⒳ޔᄾ⚂ᩱၭࠆࠃߦടᎿะߩߌ㊁⩿ຠ⒳ޕߤߥ 
ᩏ⺞ࠣࡦࠖ࠹ࠤࡑߪࠇߎޕᏅൻߩ⾰ቭ⢻⊛ຠޔߒߥ⊛ᯏ⢻ߩ㘩ຠࠆߔኻߦᶖ⾌⠪

߫߃ߣߚޕߔࠄߚ߽ࠍᏅൻߛࠎㄟߺ⚵ࠍᖱႎߩࠄ߆ omega3 ߿⒳ຠ⒳⪀ߥ㊂⼾ንߩ
⁛り⠪↪ߩዊ₹ࠬࠗࠞ Solindaޕࠆ߇ߤߥ 
 ޕຠ⒳ߚߒㆡวߦ᭽ᦠߥ․ߩߤߥᯏㄘᬺ
 ޕ᭽ߩຠ⒳ߚߒㆡวߦᏅൻࠆࠃߦℂ⊛␜(AOC,IGP)
 ߩ‐ޟߪߢ࠻ࡑ࠻߫߃ᔃ⤳ߣޠ߫ࠆࠇฎຠ⒳߇ᓳᵴޔߒ㊂⽼ᐫߢߤߥⓍᭂ⊛ߦ⽼

ᄁޔ߆߶ࠆߡࠇߐSyngenta ࠻ࡑ࠻ᮡߚߒ⊑㐿ߩ␠ Kumato ߥࠢ࠶࠴࠱ࠠࠛ㤥ߩߘ߇
ᒻ⁁ߥࠖ࠹࡞ࡈ↞ߣ㘩ᗵޔࠅࠃߦᶖ⾌⠪ߩᅢ⹏ࠍඳޔߚ߹ޕࠆߡߒᩕ㙃ᯏ⢻⊛ߥຠ

ޕࠆߡߞߥߦ߁ࠃࠆࠇߐ⊑㐿߽ߤߥຠ⒳ߩ࠻ࡑ࠻ߛࠎߊᄙࠍࡦࡇࠦޔߡߒ㊀ⷞࠍ⾰

 ޕ߁ࠃࠇߐ␜ߦ߁ࠃߩߩએਅߪ㆑⋦ߩࡦ࡚ࠪࡌࡁຠ⒳ࠗߩߢ㑆ߩࡓࠫߩߟੑ߅ߥ
 
 㧞: ຠ⒳ࠗࡓࠫߩߟੑߩࡦ࡚ࠪࡌࡁ 
 ࡦ࡚ࠪࡌࡁਥ⟵⊛ຠ⒳ࠗ࠼ࠜࡈ 

(1940ᐕઍ㨪70ᐕઍ೨ඨ) 

㕖‛⾰⊛⫾Ⓧਅߩຠ⒳ࠗࡦ࡚ࠪࡌࡁ (1980ᐕઍ㨪) 
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႐߳ߩ INRAߩᛩ⾗ 
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ሶᏒ႐߳ޕ᭴ᗐߣታⴕߩಽ㔌ޕ 

߇Ḯో⾗ߣࡦ࡚ࠪࡌࡁ㧦ࠗ࡞࠺ࡕᆔછ

 㓸ਛߦ࠲ࡦߩ߆ߟߊ

ࠖ࠹ࠤࡑ㧦ࡊ࠶ࠕࡓ࠻ࡏ

ࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗߚߓㅢࠍࠣࡦ

᭴ᗐࠍડᬺ߇▤ℂ 

ᮡࠆࠃߦࡓࡁࠥߣࠢ࠹ࠗࡃ

Ḱൻ㧔ࠞࡑᡰេㆬᛮ㧕 

ࡁ㧦ࠗ࡞࠺ࡕᆔછߥ⊛㓸ᮭ

 㓸ਛߩోߣࡦ࡚ࠪࡌ

ෳടဳࠗߣ឵ߩߢ㑆ߩખ㑆

 ࡦ࡚ࠪࡌࡁ

ࠗߥ⊛ၞߢ⊛ಽᢔޔߩⶄᢙ

⊛㧦ℂ࠲ࠢࠕࡦ࡚ࠪࡌࡁ

␜↥ຠޔෳടဳㆬᛮ࠻࠶ࡀߩ
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Ḱ⽷㧔⢒ᚑ⠪ᮭ COVޔㄘᬺ⠪․ᮭ㧕 

 ࠬࠢࠕߩຬోߩ⒳ሶ߳ࠆߔ⾗ߦㄘᬺᚑ㐳

ຠ⒳ޔ⸵․ࡓࡁ⽷㧔ࠥ⑳

 ᧪㧫㧕ߩCOVޔ⸵․

 ⽷ኾ↪⊛ᛩߩᎿᬺㇱ㐷߳

 ⽷ᣇ⊛

 ᩱၭࠆࠃߦ࠲ࠢࠕຠ⒳

ᚲ㧦Bonneuil et al., (2006), p.42߮ Bonneuil and Thomas (2008), p.133ࠄ߆ 
 
 
㧔㧞㧕ᄙ᭽ߥຠ⒳ࠗࡓࠫࡦ࡚ࠪࡌࡁ 
 એਅߪߢ㕖‛⾰⊛⫾Ⓧਅߩຠ⒳ࠗࠆߌ߅ߦࡦ࡚ࠪࡌࡁᄙ᭽ߥຠ⒳ࠗࡦ࡚ࠪࡌࡁ

 ޕ߁ࠃߺߡߊߒޔߡߟߦታᘒߩ
 
ԘGenoplanteࠦࡓࠕࠪ࠰ࡦ 
 ޔᄙ࿖☋ኦභડᬺߦਥዉࡓࡁࠥࠆࠃߦ⸵․‛↢ߚࠇߐ₪ᓧ┹ޔߪWTOࠍㅢߡߓᡰ
㈩⊛ߥะߩ߳ࡓࠗ࠳ࡄࡓࡁࠥࠢ࠹ࠗࡃߚߒ߁ߎޕࠆߡߞߥߣォ឵ࠍฃޔߡߌINRA
ߘޔߦߚࠆߔ࿁ㆱࠍࠢࠬ⊛ቇߩߣߎࠆࠇࠄ߃ߐࠍ⸵․‛↢ߦડᬺߩࠄࠇߎޔ߽

ߦ1999ᐕޔߖߐ࠻ࡈࠪߣ߳ࡓࡁࠥ‛ᬀࠍ⢒⒳⎇ⓥߩ Genoplanteߪࠇߎޕߚࠇߐ⟎⸳߇ INRA
ߣ CNRSޔ㐿⊒⎇ⓥᯏ㑐(IRD)ޔ࿖㓙ㄘᬺ㐿⊒࠲ࡦ(CIRAD)ߚߞߣ⎇ⓥᯏ㑐ߩ߶
ㄘᬺදห⚵ว♽ડᬺޔ߆ Biogemma (Limagrainߣ Coop de Pauޔ Unigrain ޔSofiproteolߩᜬ
ߣᩣળ␠㧕ߜ Rhone-Poulenc␠ޔBioplante␠ࠍ⛔วޟߚߒ⑼ቇ⊛ᕈᩰߩ⁛┙ᴺੱ(GIS)ߢޠ
ᄙ࿖☋ડߢߣߎࠆߔࠍㆮવ⾗Ḯߣ㊄⾗߇⡯⢻࿅ߣ┙ㄘᬺ⎇ⓥᯏ㑐ߪߦߎߎޕࠆ

ᬺਥዉဳߩຠ⒳ࠗߦࡦ࡚ࠪࡌࡁኻ᛫ࠆߔᆫ߇ࡓࡁࠥ߅ߥޕࠆߢߩࠆࠇࠄᛩ⾗ޔߪ

INRA 80ޔ߇ࠆߢఝవ⎇ⓥ⺖㗴ߩㇱޠቇ‛↢‛ᬀޟߣㇱޠ⢒⒳(GAP)‛ㆮવቇޟߩ
ᐕઍߩಽሶ↢‛ቇߩዉᤨὐ߶ߪߦߤ INRAౝㇱߢ⺰ࠍᒁ߈ᷓޔߩߩ߽ߚߞ߆ߥߐߎ
ೞߥേំ࠽࠭࠽ࠗࡠࠪޔߕ߹ޕߚߒࠄߚ߽ࠍ(Arabidopsis)߇ߣߎߚߒߣ‛ᬀ࡞࠺ࡕࠍ⇼
ࠍឭߢ߹ࠇߎޕߚߒ GAPߪ‛ㇱዪߦᔕߡߓ✬ᚑᬀ࡞࠺ࡕߩߎޔ߇ߛߩߚߡࠇߐ‛
ࠇߐ⏕ౣ߇ఝߩታ㛎ቶࠆߔኻߦ⢒⒳႐ޔߡߒ߁ߎޕߚߞ߆ߥߪߢᩱၭ⒳߽ߘ߽ߘߪ

‛ᬀߥ↪ߦਛߩࡓࡁࠥߩ࠽࠭࠽ࠗࡠࠪߪⓥ⎇ࡓࡁࠥߚߒ߁ߎ߫߃ޕߚߞߥߦߣߎࠆ

ㆮવ⊛ᄙ᭽ᕈࠍߩઁޔߡߒߛ⒳ߦዉ߈ߴࠆࠇߐㄘቇ⊛ߥ㜞ઃടଔ୯ࠆߩㆮવሶࠍ

⊒ࡓࡁࠥޕࠆߢߩ߁ߣࠆߔ㊀ⷞߚߒ߁ߎߩᆫޔߪINRA ᢙߩ⒳ࠆࠇߐⓥ⎇ࠅࠃߦ



ࠃࠆߔ᫈ࠍⓥ⎇ߡߟߦߊᄙߩ⒳ࠆߡࠇߐᩱၭߢࠬࡦࡈޔߒࠄߚ߽ࠍᷫߥ⪺㗼ߩ

ߩINRAޔߢਛߚߒ߁ߎޕߚߒߎ߈ᒁࠍᘒߥ߁ GAP2003ޔߪᐕߩࠄ⥄ߦ⢒⒳⎇ⓥߟߦ
ߪࠇߎޕߚߞߥߦߣߎ߁ⴕࠍߺㄟࠅ⛉ߣߒ⋤ߥᄢߡ INRA ࠆࠃߦ GMO ⎇ⓥ߳ߩ␠
ળߩࠄ߆ᩮᒝᛕ್ߦޔߦ߁ࠃࠆࠇࠄ⊛⎇ⓥߩࡦ࡚ࠪ࠶ࡒߩࠄ⥄ߩߡߒߣᱜ⛔ᕈ߇⪺

ࡕ࠺ߥ߁ࠃߩᰴߊߴࠆߔᱜᒰൻࠍⓥᵴേ⎇ߩࠄ⥄ޔߡߒⷡ⥄ࠍߣߎࠆߡࠇߐⷞ⇼ߊߒ

㈩ᘦ߇⺧ⅣႺ⊛ⷐߪߦ৻╙ߩߘޕߚߒߣߣߎࠆߔ㊀ⷞࠍ㗔ၞࠆߩലᨐࡦ࡚ࠪ࠻ࠬࡦ

࠼ࡦࠛ߿ዊ㤈ࠄ߆ቇ⊛ⷰὐߪߦᰴޕࠆࠇߐ㊀ⷞ߇⦟ຠ⒳ᡷߚߒㆡߦૐᛩⅣႺޔࠇߐ

ޠ⼺ᄢࠪࠦࡠࡕ࠙࠻ޟߩߡߒߣኅ⇓㘺ᢱߪࠇߎޕࠆࠇߐ㊀ⷞ߇⢒⒳ߩߤߥࡔࡑ࠰⼺࠙

ߎޕࠆߢࠄ߆⋬ߩ߳ߣߎࠆߡ㜞ࠍଐሽᐲߩ߳☨ධ߿ࠞࡔࠕ߇ߖࠊวߺ⚵߁ߣ

ࡘ࠺ޔዊ㤈ࠗ߿ᄢ㤈ޔߢᣇ৻߁ⴕࠍ⾗㓸ਛ⊛ᛩߦᓧ₪ߩ⼂⍮ࡓࡁࠥߩߢ⒳࡞࠺ࡕߡߒ߁

㊁⩿ㇱߚߞߣࠬ࠲߿ࠢ࠾ࡦ࠾ߚ߹ޔߩߢ⠹⒳ㇱ㐷ߚߞߣ⼺ᄢޔࠅࠊ߹߭ޔዊ㤈ࡓ

㐷ߩߢ⢒⒳⎇ⓥߩ᫈߇ឭ᩺ߦߺߥߜޕࠆߢߩߚࠇߐ 2001ᐕࠄ߆ 2005ᐕߩ㑆ࡈޔߢ
ޔ⨲ࠎࠇ߁߶ޔ࠻࠶ࡠࡖࠪࠛ߿ࠢ࠾ࡦ࠾ޔߪຠ⒳ࠆߡࠇߐ㍳⊓ߦᣂⷙߦࠣࡠ࠲ࠞߩࠬࡦ

ߢࡖ࠴ࡏᵗࠞޔࡄޔ⼺࠭ࡦޔࡠޔࡔࡑ࠰ ࡕ࠙࠻ޔߒኻߦߩࠆߢએਅߟ4
ࠆߢߩࠆߡߞߥߣߤߥ(108)ߨߚߥޔዊ㤈(130)౻⾰⎬ޔ(159)࠻ࡑ࠻ޔ(㧔686ࠪࠦࡠ
(Bonneuil et al. 2006)ޕ 
 
ԙㄘ᳃⾗ᧄࠆࠃߦ↢‛ㆮવ⾗Ḯ▤ℂ 
 ㅀߥ߁ࠃߩ⊛⎇ⓥᯏ㑐ࡓࡁࠥࠆࠃߦ⎇ⓥ߳ޔߪ࠻ࡈࠪߩ⢒⒳႐߽ߦᄌൻࠄߚ߽ࠍ

એ೨ߪදห⚵วޔߪߢᄢ↥ߩ⪀㊁ߥ߁ࠃߩࡘ࠾࠲࡞ࡉ߫߃ޕߚߞ߆ߥ߆߅ߪߦߕߐ

ߪߦ INRAࡘ࠾࠲࡞ࡉᡰㇱࠆࠃߦ⢒⒳ߦଐሽߩߎޔ߇ߚߡߒ⎇ⓥᚲߩၮ␆⎇ⓥ㊀ὐൻ
␠⢒⒳㑐ㅪળࠆߔᚲߢห߇ࠄ⥄ߪࠄ߆ߡߞߥߊߥࠇࠄᓧࠍຠ⒳ߊߩ⿷ḩޔࠅࠃߦ

OBSࠍㅢޔߡߓၞߦㆡߚߒ㊁⩿ߩຠ⒳ࠍ⢒ᚑޕࠆߢߩߚߞߥߦߣߎࠆߔ࿖ౝ⊒ㅍะߌ
ߩᒰޔฦ⒳㊁⩿ຠ⒳ߩ↪ᯏᩱၭޔ߆߶ߩࠦ࠶ࡠࡉ߿࠷ࡌࡖࠠߩߌャะߕࠄߥߺߩ

AOCࠡࡀࡑ࠲ะߩߌຠ⒳ࠍ⢒ᚑޔჇᱺߩߎޔߒᣇߩ㊁⩿ㄘኅߩ㔛ⷐߦᔕޕࠆߡ߃ 
 
Ԛ⋥ᄁߦㆡߚߒ⢒⒳ 
 ㄭᐕ߽ߡ߅ߦࠬࡦࡈޔ↥ᶖ⊛ߥᵴേ߇Ⓧᭂ⊛ߦㅴޕࠆߡࠇࠄㄘ᳃ࠆࠃߦ㊁

ᄖᏒ႐߿⋥ᄁᚲޔߊߥߢߌߛ⋤↥ߩߢ㊂⽼ᐫ߽ޟㄭធᕈࠆߔ᧪↱ߦޠၞ⊛ຠ⾰ࠆࠃߦᏅ

ൻߦขߚߒ߁ߎޕࠆߢࠎ⚵ࠅ⢛᥊ߡ߅ߦ INRAࡦ࡛࠾ࠖࡧࠕᡰᚲߣ⒳ሶળ␠ޔ㊂⽼
ᐫ(Casino PEIFLޔߪ(ࡊ࡞ࠣ Qualitomfilޔߢ࠲ࠬࠢߩࡦ࡛࠾ࠖࡧࠕ߁ߣ ࡊ߁ߣ
ߡߓㅢࠍోࡦࠚ࠴ࠗࡊࠨߩߢ߹ࠅዊᄁࠄ߆⒳ሶޔߪࠇߎޕࠆߡߞⴕࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠ

 ޕࠆߢߩ߽ߚߒߣ߁ࠃߒ⢒ᚑࠍຠ⒳ߚߒㆡߦฦ⒳⋥ᄁߩ࠻ࡑ࠻
 
ԛߩ࡞ࡢࡠ࠹᭴ᚑⷐ⚛ߩߡߒߣㆮવ⾗Ḯ 
 AOC߿ IGPߚߞߣℂ⊛␜↥ຠࠅ߹ޔߪᮡḰ⊛ߥߢ᧪ຠ⒳ࠍᜰቯ߇ߣߎࠆߔ
ޔߒ⢒ᚑ߇INRAޔ႐วߩޠ(AOC chataigne d'Ardeche)ᩙߩࡘࠪ࠺࡞ࠕޟޕࠆߢ߫ߒ߫ߒ
⊛ᯏ㑐ࠅࠃߦ⊓㍳ޔࠇߐ⸽ߚࠇߐຠ⒳ࠍ↢↥⠪࿅߇ᜎุߪࠇߎޕߚߒ↢↥ᕈߪ㜞ޔ߇

᧪ຠ⒳ޕࠆߢߩߚߞ߆ߥߪߢㆮવ⾗Ḯ߇ߐ࡞ࠞࡠߩຠߩ․ᓽઃߡ߅ߦߌ㜞ߊ⹏

ଔޔࠇߐㆮવ⊛߳ࠈߒߪߢߎߎޔ߇ߐࡠ࠹Ꮢ႐⊛ߦ㜞ઃടଔ୯ൻޕࠆߢߩࠆߡࠇߐ



↢↥ᕈߩ⺰ℂࠍࠫࡔࠗߩ࡞ࡢࡠ࠹ߩߘࠈߒޔ߽ࠅࠃᒝ⺞ޔߢߣߎࠆߔ᧪⒳ࠢߩ

ࠠࠗࡂޔࠅࠃߦว⚿ߩߣᎺ⥄ὼޠጊࡘࠪ࠺࡞ࠕޟޔࠅ߅ߡߒߣ߁ࠃߖߐ㜞ઃടଔ୯ൻࠍ

᧪ߥᏗዋߪߢߎߎޕࠆߡࠇࠄ߆ߪ߇ㅪ៤ߩߣࡓ࠭࠷ߚߒߣࡑ࠹ࠍࡔ࡞ࠣ߿ࠣࡦ

⒳ߩᄙ᭽ᕈߩోߣᏒ႐⊛ᵴ↪ޔ߇ℂ⊛␜ࠅࠃߦน⢻࠶ࡍࠬࠛߚ߹ޕࠆߡߞߥߣ

᧪⒳ߩᣇࠢࠬࡃޟޔߪ(AOC piment d'Espelette)ࠪࠟ࠙࠻ߩ࠻ Gorriaߩຠ⒳㓸࿅ߦዻޔߒ
ᒰ)ޠࠆߡ߃ਈߦ‛ߩߎࠍߐᄦਂߩߘ߇ߣߎߩߎޔߒ␜ࠍߐࡠ࠹ࡋߥ⊛ㆮવߪ㓸࿅ߩߎ
 AOC2010ޔࠫࡍࡓࡎߩᐕ 8 12ᣣធ⛯)ޕ 
  
Ԝᯏㄘᬺะߩߌෳടဳ⢒⒳ 
ᯏㄘᬺߦ㑐᰷ࠆߔᎺⷙೣ ߆ߒ⒳ሶߚࠇࠄߢᯏㄘᬺ᧦ઙޔ2004ᐕએ㒠ޔߪ2092/91

ᯏㄘᬺߢ↪ߩߎޕߚߒߣߥࠄߥߪߡࠇߐⷙೣޔࠅࠃߦ⒳ሶᏒ႐ࠆߌ߅ߦᯏㄘᬺ

߫߃ޔߒ┙ᚑ߇࠻ࡦࡔࠣ INRAߩ♽ળ␠ޟߩAgri Obtention␠ߪޠᯏㄘᬺ↪ຠ⒳ࠍ
ᔅࠍຠ⒳⦟ߩࠬࡦࡑࠜࡈࡄߢⅣႺ᧦ઙਅߥૐᛩޔߪᯏㄘᬺޕࠆߡߒ⢒ᚑ߆ߟߊ

ⷐޔߒߣၞⅣႺ߳ߩㆡᔕ߿․ᓽ⊛᧦ઙࠍㆬᛮߩၮḰߡߒߣዉߩߢ߹ࠇߎޕࠆߔㆮવ⎇

ⓥޔߪၞ⊛ធ⛯ࠍᶖోޔߒ࿖ߢ࡞ࡌᐢ▸ߦ᥉ߦ߁ࠃࠆߔᄙᄢߥദജ߈ߡࠇߐߥ߇

ࠊߥߔޕࠆߥߦߣߎࠆㄼࠍߒ⋤ߥᄢߩ⇛ㆬᛮᚢߪ⊑ຠ⒳㐿ߩ↪ᯏㄘᬺޔࠅߢߩߚ

₪ࠍᷣ⚻ߩⷙᮨߣ↪ㆡߩߢၞߥ▸ᐢߩߢ㓸⚂⊛᧦ઙࠆࠃߦᮡḰൻޔߪᯏㄘᬺ↪ຠ⒳ߜ

ᓧޔߦߚࠆߔᐢ▸ߥⓨ㑆ࠆߔࡃࠞࠍㆮવሶဳߩቯൻࠈߒޕߥߪߢߩࠆ᳞ࠍⅣ

Ⴚᤨߩ㑆⊛ᄌൻߦㆡ↪ޔߦߚࠆߔຠ⒳ౝࠍߐࡠ࠹ࡋߩߢ⛽ᜬߢߣߎࠆߔㆮવሶဳᤨߩ㑆

⊛ቯᕈ߇⏕ޕࠆߢߩߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇߐ 
Ꮊⷙೣ᰷߅ߥ no.2092/91ߩ╙ ߥ߈ߢᚻ߇⒳ሶߩຠ⒳ߥㆡಾޔ1995ᐕએ㒠ޔࠅࠃߦ᧦6

ᣂߚ߹ޕࠆߡࠇࠄᄖ߽ࠆߔߣࠆ߈ߢ↪ࠍ⒳ሶߥߢ᧪↱ᯏㄘᬺޔߪߦ႐ว

ⷙೣߒ no.889/2008 ╙ߩߘޔߪ 55 ޔߦߚࠆߔ↪ࠍ⒳ሶߥߒ᧪↱ߦᯏㄘᬺޔߢ᧦
ട⋖࿖ࠅࠃߦਈࠆࠇࠄ߃นߩߡߟߦႎ๔ᦠࠍᚑࠍߣߎࠆߔⷙቯߩߎޕࠆߡߒႎ๔

ᦠ2008ޔߡ߅ߦࠬࡦࡈޔ߫ࠇࠃߦ ᐕޔߦᯏㄘᬺ⒳ሶଏ⛎ᬺ⠪ߪ 88 ⠹⒳ߜ߁㧔ࠆ
65㧘㊁⩿ ⨲㚅ޔ33 9㧕ࠍ߿ޕᓧߕᘠⴕㄘᴺߚࠇߐ↥↢ߢ⒳⧣ࠆ↪ࠍᯏㄘᬺ⠪ࡦࠗޔߪ
㧔ⷙ࠻ࠬޠน⊛⥸৻ߩߚߩ↪ߩ⒳ሶߥ߈ߢขᓧߢᯏㄘᬺᚻᴺޟߩ࠻࠶ࡀ࠲

ೣ no.1452/2003╙ ߆߁ߤ߆ࠆߢᚻน⢻߇⒳ሶߩຠ⒳ࠆߔᩱၭߩಽ⥄ޔߢⷙቯ㧕ߢ᧦5
ࡀ࠲ࡦࠗࠍ⺧↳㒰ߦߚࠆߔ↪ࠍᘠⴕ⊛⒳ሶޔ߫ࠇߌߥߢᚻน⢻ߒ߽ޔߒ⚝ᬌࠍ

2009ᐕޕࠆߥߦߣߎࠆߔ␜ឭߦ⸽ᯏ㑐ࠍࠇߎᓟᣣޔߒශࠍࠇߎޔⴕߢ࠻࠶ 5 15
ᣣޔᯏㄘᬺ↢↥ᚻᴺߥࠄࠃߦ⒳ሶࠍ↪ࠆ߈ߢᩱၭ⒳ߒߥຠ⒳ߪࡊࠗ࠲㊁⩿ߢ

ߢ⠹⒳ޔ41 43 ߪ㒰↳๔ઙᢙߩㅀߚ߹ޕࠆ 2008 ᐕߦ 2 ਁ 2,991 ઙߚߞߢ㧔⠹⒳ 1
ਁ ⪀㊁ޔ3,891 ⨲㚅ޔ8,408 ⧣ޔ59 632㧕ޕ 
 
ԝෳടဳ⢒⒳ߣㄘ᳃ߩࠖ࠹ࠖ࠹ࡦ࠺ࠗࠕᄌኈ 
 ᯏㄘᬺߢ↪ࠆࠇߐ⒳⧣ߪૐᛩޔߢၞߩⅣႺߦㆡߡߒ↢⢒ߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߈ߢ

ߊߦߒ㆐ᚑࠍᷣ⚻ߩⷙᮨ߫ࠇࠄ߆␠⒳⧣ળߡߞ߇ߚߒޔᄁ㊂⽼ߩᄢ㊂ߤ߶ࠇߘޔߦߚ

ޔ߇ෳടߩ⢒⒳߳ߩ⠪↥↢ߩၞߚ߹ޔߊߥߪߣߎࠆࠇߐଦㅴߦ⊛㘧べ߇⢒⒳ޔߦߚ

ᒰၞߦㆡߚߒຠ⒳⢒ᚑߦߚߩ㊀ⷐߥⷐ࿃ߩߘޕ߁ࠈߢߔߥࠍ㓙ޔ⢒⒳⎇ⓥ⠪ߣㄘ

ᬺ↢↥⠪ߩߣදജ㑐ଥߩࠬࡦࡈߦߎߎޕ߆߁ࠈߢߩࠆߥߣߩ߽ߥ߁ࠃߩߤߪㆮવ⾗Ḯ



ዪ BRGޟ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊㄘ႐ߩߢࠢࡦࡃࡦࠫߣ↢‛ᄙ᭽ᕈߩ▤ℂᚻᴺߩቢᕈߩ⎇ⓥޠ
ㅀ⸤ߩ㧔એਅߚߺߡߒ⸛ᬌߡߟߦ㗴⺖ߚߒ߁ߎޔߢߣߎࠆߔ⚫ߡߟߦ(2005-2007)
ߪߊᄙߩ Demeulenaere, 2009ࠆࠃߦ㧕ޕ 
ߪߦ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩߎ  INRAߩ㓸࿅ㆮવቇߩ⎇ⓥ⠪(Goldringerߤߥ)߿Ⓝ‛ㆮવ⾗Ḯࠦ
ࠆߔℂ▤ࠍࡦ࡚ࠪࠢ INRAࠢࡦࠚࡈࡦࡕ࡞ᡰᚲߩᜂᒰ⠪ޔዊ㤈ߩ᧪⒳ߩోߣㆬᛮ
ޔߪޠ⡯ੱࡦࡄㄘ᳃㧩ޟޕࠆߡߒෳട߇ߤߥࡊ࡞ࠣޠ⡯ੱࡦࡄㄘ᳃㧩ޟࠆߩ㑐ᔃߦ

ᯏㄘᬺࠍࡦࡄㅧߦߩࠆߔㆡߚߒᯏዊ㤈ࠄ⥄ࠍᩱၭߚߒ߁ߎޕࠆߢߩࠆߡߒ⑼ቇኾ

㐷ኅߣㄘ᳃ޔ߉ߥߟࠍߣᓐߩࠄᦼᓙߣⴕേࠍ⺞ᢛࠆߔᓎഀࠍᜂ߇ߩࠆߡߞຠ⒳߿ຠ⒳㓸

࿅ߩ‛⾰⊛ᡰࠆߚ߃⒳ሶޔߢߎߎߒ߆ߒޕࠆߢߩߥ⎇ⓥ⠪߿ㄘ᳃ࠢࠕߥࡠ࠹ࡋࠆߥࠄ߆

⒳ޔߪߩࠆߡߒᯏ⢻ߡߒߣޠ࠻ࠢࠚࠫࡉࠝ࠳ࡦ࠙ࡃޟࠆߔᢛ⺞ߦ⋦ࠍ㓸࿅࠲

ሶౕߚߞߣ⊛ޟޔߊߥߪߢߌߛߩ߽ߥ↢‛ᄙ᭽ᕈⷰߚߞߣޠᔨߎߒ߆ߒޕࠆߢߩߥ

ޕ߁ߣߚߡߞᜬࠍ߃⠨ߚߞߥ⇣ޔߡߟߦᄙ᭽ᕈ‛↢ޔᒰೋߪㄘ᳃ߣቇ⠪⑼ޔ႐วߩ

ㄘ᳃ޟߪࠇߘޔߡߞߣߦຠ⒳ߩᄙ᭽ᕈࠍޠᗧߪࠇߎޔࠅߢߩߚߡߒຠ⒳ߩ⊒ဳࠍ

ㅢߡߓ⋥ᗵ⊛ߦ⹏ଔߒ߆ߒޕߚߞߢߩࠆ߈ߢ㓸࿅ㆮવቇ⠪ޟߪࠇߘޔߡߞߣߦㆮવሶߩ

ᄙ᭽ᕈࠍޠᗧߪࠇߎޔࠅߢߩߚߡߒห৻ߩຠ⒳ߩਛ߃ߐߢౕޕߚߞߢߩࠆࠇࠄ

⊛ޔ߫߃⸒ߦㄘ᳃⦟ޟߡߞߣߦዊ㤈ޔߪߣޠၮḰࠆߥߣຠ⒳ࡇࠦߥ☴⚐߽ߣߞ߽ߩ

ዊߟᜬࠍㆡᔕജ㜞ߡߒኻߦⅣႺᄌൻޔߪߣዊ㤈⦟ߪߡߞߣߦ㓸࿅ㆮવቇ⠪ޔ߇ߔ␜ࠍ

㤈ޔߪࠇߘޕߚߞߢߩߥⅣႺ⚂ߥࡠ࠹ࡋߦ㓸࿅߇⋥㕙߽ߣߞ߽ޔ߈ߣࠆߔㆡᔕߚߒ⊒

ဳࠍ⥄ὼㆬᛮߩߘޔߒⅣႺ߳ߩ㓸࿅ߩㆡᔕࠍଦㅴޔߡߞߢߩࠆߔ㓸࿅ߩㆮવቇ⊛߳࠹

ߢㆡಾ߇߁߶ߩᔨⷰߩᓟ⠪ߪߡߞߣߦᯏㄘᬺ⢒⒳ࠎࠈߜ߽ޕࠆߢߩࠆߡߒ␜ࠍߐࡠ

 ޕߥ߽ߢ߹߁⸒ߪߣߎࠆ
ㄘ᳃ޕߚߞߥߦߣߎࠆߖߐᄌኈࠍᩱၭታ〣ߩㄘ᳃ޔߪળߩߣቇ⠪⑼ߣㄘ᳃ߚߒ߁ߎ 

ࠍ‛↢ߡߒߣࠇᵹߩㆮવሶޔߒ⣕ළࠍ࿕ቯ⊛ⷰᔨߩߡߟߦຠ⒳ޔߪᄌൻߩ߃⠨ߩߜߚ

2003ޔߡߒ߁ߎޕࠆߡࠇߦߣߎߚߞߥߦ߁ࠃࠆ ᐕ߇࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩᆎ߹ࠆએ೨ޔߪߦ
ᓐߪࠄຠ⒳ᷙߩߤߥᕁߡߞ⺋ޕ߁ߣߚߞߢߣߎߥࠄࠃ߽ຠ⒳ߪߣߎࠆߓᷙ߇

ߚߡࠇߐ⛘ᜎߡߒߣߔࠄߚ߽ࠍߣߎߥ߆ߟߩߒࠅขߪߣߎߚߒ߁ߎޔ߽ߡߒߣߚߞ

ຠߢᘒ⁁ߩ৻หࠅߚࠊߦᢙචᐕޔᓟޔࠅࠃߦળߩߣ㓸࿅ㆮવቇ⠪ߒ߆ߒޕࠆߢߩ

⒳ࠍ⛽ᜬ߇ߣߎࠆߔήᗧ߁ߣࠆߢᗧ⼂ࠅ߹ߟޕߚ߈ߡ߃↢⧙߇ⅣႺߩߣ⋧↪ߦ

ߢߩߚߞߥߦ߁ࠃࠆߔ↪ណ߽ࠄᓐࠍ႐┙ߩ㓸࿅ㆮવቇ߁ߣࠆߔዷᦸࠍㅴൻߩዊ㤈ߡߞࠃ

ߒోߢᒻߩ߹߹߇ࠆࠍຠ⒳ޔߪ⑳ߢ߹ࠇߎޟޕࠆߡߞ⺆߇ੱ৻ߩㄘ᳃ߚߒ߁ߎޕࠆ

ߒ߆ߒޕߚߒ߹߈ߡߒߣ߁ࠃ 2003ᐕએ㒠ߪ⑳ޔߩᣇᴺߦ⌕ᚻߪ⑳ޕߔߢߩߚߒౝࠆߥ⧰
ᖠࠍᗵߓᆎޔߪ⑳߽ߩ߁⸒ߣޕߚߒ߹ߡ㐳ᦼޔߡߞߚࠊߦ⥄ಽߩዊ㤈ࠦࠍࡦ࡚ࠪࠢ

⛽ᜬ࡞ࡌࠩࠗߪ⑳ޕߔߢࠄ߆ߚߡߞ߆ࠊ߇ߣߎߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ(INRAߩ㓸࿅ㆮવቇ
⠪ Isabelle Goldringer ޕߚߒ߹ߨ߆ࠆߥ߁ߤߣࠆߔᷙޔ߆ุ߆߈ߴߔᷙޔߦ(ߣߎߩ
ᓐᅚᷙޡߪ߽ోߩߟ৻ߩᣇᴺߥࠎߎߪ⑳ޕߚߒ߹⸒ߣޢࠃߔߢ㘑ߡߒߦᣂߒᣇᴺ

ޕߔߢߩߚߒߦߣߎࠆߺ⹜ࠍᣇᴺࠆߖߐะࠍᄙ᭽ᕈ߽ࠅࠃోߪ⑳ޕߔߢߩߚߒᚻ⌕ߦ

ࠦߩߎ߇߆⺕ޔߊߥߪߢߩࠆ߇Ꮧᦸߩ⑳ޔߦߣߎࠆߔోࠍࡦ࡚ࠪࠢࠦߩ߹߹߇ࠆ

ޔߡࠇߊߡߞⴕߡߞᜬࠍዊ㤈ߩ⑳ߦᚲࠆ⥋߇ߜߚੱߩߎޔߣߎࠆࠇߊߡߒଔ⹏ࠍࡦ࡚ࠪࠢ

Gaston)ޠߔߢߩߥᏗᦸߩ⑳ޔ߇ߣߎࠆࠇߊߡߡߒሽߢ߆ߎߤ߇ዊ㤈ߩߎ 2006ޔࠎߐ
ᐕ 1ߒߛߚޔ Demeulenaere, 2009ߩࠄ߆ᒁ↪)ޕ 
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ㅢࠍ࡞ࠢࠗࠨߩᩱၭߪຠ⒳ߩࠄࠇߎࠈߒޔߊߥߪߢ߈ߴࠆࠇߐ⡛ⷞߢᒻߩ߹߹߇ࠆ
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Demeulenaereޕࠆߥ⇣ߪߣ⇛ᚢޠ࠼ࡦࡉၞޟࠆߔᔒะࠍ㜞ઃടଔ୯ൻߩຠ↥࡞ࡢࡠ
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㑆ߦޠኻߡߒᗧࠍઃਈࠍޠߣߎߥ࡞ࠞࡠޟޔߡߒߣ߁ࠃߒㅧߥ߁ࠃࠆߔะߣࠆߦ
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⑼ ,ᓟߩߘ ,ࠇߐᣉⴕ߇ޠቇᛛⴚၮᧄᴺ⑼ޟߦ1995ᐕ ,ߒᜰ⋠ࠍޠቇᛛⴚഃㅧ┙࿖⑼ޟ ,ߪߢ࿖߇ࠊ
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╙ߢ߹ࠇߎ ,ߢਅߩቇᛛⴚၮᧄᴺ .ࠆߡߒߚᨐࠍഀ 1 ᦼ㧔1996㨪2000 ᐕᐲ㧕, ╙ 2 ᦼ㧔2001㨪2005

ᐕᐲ㧕, ╙ 3ᦼ㧔2006㨪2010ᐕᐲ㧕⑼ቇᛛⴚၮᧄ⸘↹߇╷ቯࠇߐ, ⑼ቇᛛⴚߩᝄ⥝ࠍ✚ว⊛ߦផㅴߡߒ
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⑼ቇᛛⴚࠆߔ࠼ࠍᄢቇߩᒻᚑߢޠ⇇ߦߪߦࠄߐ ,ߒ⇇ߩ⑼ቇᛛⴚࠆߔ࠼ࠍᄢቇࠍࠅߊߠ

Ⓧᭂ⊛ߦዷ㐿ߚࠆߔ, ╙ 2ᦼ⑼ቇᛛⴚၮᧄ⸘↹21 ,ߡ߅ߦ♿ COEࡓࠣࡠࡊ㧔2002㨪2006ᐕᐲ㧕

♿21  ,ߒታᣉࠍ COEߩࡓࠣࡠࡊ⹏ଔᬌ⸽ࠍ〯߹ߚ߃ߢ㊀ὐൻࠍ࿑ࠅࠃ ,ࠅలታ⊒ዷߚߒᒻ

╙ ,ߚࠆ࿑ࠍዷ㐿ࠆߥᦝߢ 3ᦼ⑼ቇᛛⴚၮᧄ⸘↹2007 ,ߡ߅ߦᐕᐲ࡞ࡃࡠࠣࠅࠃ COEࡓࠣࡠࡊ
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ⷐߥⷐ⚛ࠅ߅ߡߞߥߣ, ᄢቇ㑆ߩ⎇ⓥ⾌㈩ಽߩᩰᏅߪߣߎ߁ߣࠆߢࠎ↢ࠍ㗴ⷞࠆߡࠇߐ. ᄢ

ቇߢ⎇ⓥࠍⴕ߁ߢ, ┹⊛⾗㊄ࠍᓧߪߣߎࠆ, ⎇ⓥታᣉߩߚߩၮ⋚ࠍᢛߦ߽ߣߣࠆ߃, ⎇ⓥߩଔ
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ᚑ 14 ᐕᐲࠄ߆ᢥㇱ⑼ቇ⋭ߩᬺ㧔⎇ⓥὐᒻᚑ⾌╬ഥ㊄㧕ߡߒߣភ⟎ߚࠇߐᦨᄢⷙᮨߩ┹⾗㊄ߩ
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⎇ⓥᚻᴺߪߡߒߣ, ᐔᚑ 20 ᐕᐲ࡞ࡃࡠࠣߩ COE ߟߦὐߚࠇߐណᛯߢ㧨␠ળ⑼ቇ㧪ߩࡓࠣࡠࡊ
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ࠄ 2007ᐕᐲࠍ⾌⎇⑼ߥ߁ࠃߩߤߦขᓧߡߟߦࠆߡߒ⺞ᩏߚߒ.㧔࿑㧝㧕 
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ߞ߆ߥߡߒขᓧࠍ⾌⎇⑼ ,ࠅ߇⸤ࠆߔଔ⹏ࠍޠ❣ⓥታ⎇ޟ ,ߚ߹ .ߚߞ߆ߥ߇❣ታߩ⾌⎇⑼ ,ߪ

ߚ 1 ઙߩઁ ,ߪ 12 ઙߩ❣ᬺ߇㜞ࠍߐᒝ⺞ࠆߔᢥ㕙ߣߩࠆߢᲧセޟ ,ߡߒ⎇ⓥታ❣ߦޠ㑐ࠆߔ⸥タ߇

ᒙߚߡߞߥߣߩ߽㧚 
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ᧄ⎇ⓥߪߢ, ᐔᚑ 20 ᐕᐲ࡞ࡃࡠࠣߩ COE ⑼ߩ࠳㧘ὐߡߒ㑐ߦ㧨␠ળ⑼ቇ㧪ߩࡓࠣࡠࡊ

⎇⾌ขᓧ⁁ᴫࠄ߆ណᛯℂ↱ߩߣߩ㑐ଥࠍಽᨆ࡞ࡃࡠࠣ ,ߒ߆ߒ .ߚߒ COEߪὐߥߪߢߺߩ࠳

ⓥታ⎇ߩᬺផㅴ⠪ో ,߈ߢᗐߦኈᤃߪߣߎࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߡ߅ߦᬺផㅴᜂᒰ⠪߽ណᛯߩઁߊ
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ធ⚻⾌䋺700000,㑆ធ

⚻⾌ 210000䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

Ꮢ႐ⅣႺ䊶↢ᵴⅣႺ䈱⒎ᐨᒻᚑ䈮䈍䈔䉎⑳

䈱ද㵪䇶䇷䈱ታቯᴺቇ⊛᭴ㅧ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3406: ᳃

ᴺቇ 

2005ᐕᐲ:10140000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺7800000,

㑆ធ⚻⾌ 2340000䋩 

2006ᐕᐲ:10660000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺8200000,

㑆ធ⚻⾌ 2460000䋩 

2007ᐕᐲ:8840000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6800000,㑆ធ

⚻⾌ 2040000䋩 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

Ꮢ႐䈫ᴺ䈱ᓎഀಽᜂ䈱ⷞὐ䈮ၮ䈨䈒⍮⊛⽷↥

ᴺ䈱ᐲಽᨆ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3406: ᳃

ᴺቇ 

2005ᐕᐲ:800000 

2002ᐕᐲ:1000ජ 

2003ᐕᐲ:1200ජ 

2004ᐕᐲ:900ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ṁ⸃䈜䉎ᴺ䉲䉴䊁䊛䈱 21♿⊛⛔ว䈮ะ䈔

䈢ᴺᚢ⇛-ⴕ䊶Ꮢ႐䊶↢ᵴ䈱Ყセ⎇ⓥ- 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3406: ᳃

ᴺቇ 

2002ᐕᐲ:7540ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺5800ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1740ජ䋩 

2003ᐕᐲ:8320ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6400ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1920ජ䋩 

2004ᐕᐲ:7930ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6100ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1830ජ䋩 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

䉰䉟䊋䊷ⓨ㑆䈮䈍䈔䉎ⷙ▸䈱↢ᚑ䈫ᴺේℂ䈱

តⓥ㵪㵪ᴺቇ䊶Ꮏቇ⊛䉝䊒䊨䊷䉼 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3401: ၮ

␆ᴺቇ 

2001ᐕᐲ:5100ජ 

2002ᐕᐲ:3800ජ 

2003ᐕᐲ:1800ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 
⍮⊛⽷↥ᴺ䈮䈍䈔䉎ขᒁ䈫ᐨ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

264: ᳃

ᴺቇ 

2001ᐕᐲ:800ජ 

2000ᐕᐲ:1700ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 
䉟䊮䉺䊷䊈䉾䊃䈫⍮⊛⽷↥ᮭ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

264: ᳃

ᴺቇ 

1999ᐕᐲ:700ජ 

1998ᐕᐲ:1300ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

⍮⊛ᚲᮭᐲ䈱ౣ᭴ᚑ--䇸ᖱႎ䈱⚻ᷣቇ䇹

䈎䉌䈱䉝䊒䊨-䉼 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

910: ⍮⊛

ᚲᮭᴺ 

1996ᐕᐲ:1300ජ 

1997ᐕᐲ:700ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 

ਗⴕャ䈫⍮⊛⽷↥ᮭ-ᮭ䈱ⴕ䈫䈠䈱Ử

↪䈱ಽጘὐ䈱ត᳞ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

264: ᳃

ᴺቇ 
1996ᐕᐲ:1200ජ 

030: ㊀ὐ

㗔ၞ⎇ⓥ 
⍮⊛⽷↥ᮭ䈱⻉㗴 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

1993ᐕᐲ:5000ජ 

1994ᐕᐲ:2300ජ 

1992ᐕᐲ:5000ජ 



030: ㊀ὐ

㗔ၞ⎇ⓥ 
⍮⊛⽷↥ᮭ䈱⻉㗴 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  1991ᐕᐲ:6000ජ 

䌉02 
⮮

ཅ୶ 

ၮ⋚⎇ⓥ

(A) 

ઍᣣᧄ䈱㓏ጀ⁁ᴫ䈱⸃㵪䊚䉪䊨-䊙䉪䊨

ㅪ⚿䈎䉌䈱䉝䊒䊨䊷䉼 
ઍ⠪ ␠ળቇ 

2009ᐕᐲ䋺15600ජ 

(⋥ធ⚻⾌䋺12000ජ, 

㑆ធ⚻⾌䋺3600ජ) 

2008ᐕᐲ䋺12610ජ 

(⋥ធ⚻⾌䋺9700ජ,  

㑆ធ⚻⾌䋺2910ජ) 

010: ․

ផㅴ⎇ⓥ 

ઍᣣᧄ㓏ጀ䉲䉴䊁䊛䈱᭴ㅧ䈫ᄌേ䈮㑐䈜䉎

✚ว⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 
  

2005ᐕᐲ:242580000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺186600000

,㑆ធ⚻⾌ 55980000

䋩 

2006ᐕᐲ:38220000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺29400000,

㑆ធ⚻⾌ 8820000䋩 

2007ᐕᐲ:42510000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺32700000,

㑆ធ⚻⾌ 9810000䋩 

2004ᐕᐲ:25610ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺19700ජ,㑆ធ

⚻⾌ 5910ජ䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ᣣᧄ㓏ጀ䉲䉴䊁䊛䈱᭴ㅧ䈫ㆊ⒟䈮㑐䈜䉎✚ว

⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3801: ␠

ળቇ 

2002ᐕᐲ:8710ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6700ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2010ජ䋩 

2003ᐕᐲ:24050ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺18500ජ,㑆ធ

⚻⾌ 5550ජ䋩 

2004ᐕᐲ:11700ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺9000ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2700ජ䋩 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

ઍᣣᧄ䈮䈍䈔䉎␠ળ㓏ጀ䈱ᵹേൻ䈫ౣ✬

䈮㑐䈜䉎✚ว⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

2002ᐕᐲ:1600ජ 

2003ᐕᐲ:2300ජ 

2004ᐕᐲ:1400ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

䊐䉤䊷䊙䊤䉟䉷䊷䉲䊢䊮䈮䉋䉎␠ળቇ⊛વ⛔䈱

ዷ㐿䈫ઍ␠ળ䈱⸃ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

2002ᐕᐲ:3000ජ 

2003ᐕᐲ:3400ජ 

2004ᐕᐲ:3700ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 
⒎ᐨ㗴䈻䈱ㅴൻ䉭䊷䊛ℂ⺰⊛䉝䊒䊨䊷䉼 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

2002ᐕᐲ:6200ජ 

2003ᐕᐲ:4100ජ 

2004ᐕᐲ:3500ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

ઍᣣᧄ䈮䈍䈔䉎␠ળ㓏ጀ䇮䊤䉟䊐䉴䉺䉟䊦䇮

␠ળ㑐ଥ⾗ᧄ䈱ㅪ㑐᭴ㅧ䈱ಽᨆ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

2002ᐕᐲ:2200ජ 

2003ᐕᐲ:4000ජ 

2004ᐕᐲ:2200ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

䊐䉤䊷䊙䊤䉟䉷䊷䉲䊢䊮䈮䉋䉎␠ળቇ⊛વ⛔䈱

⛮ᛚ䈫ᣂ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

2001ᐕᐲ:5800ජ 

2000ᐕᐲ:3600ජ 

1999ᐕᐲ:3600ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 
วℂ⊛ㆬᛯℂ⺰䈱␠ળቇ⊛ౣ᭴ᚑ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

1999ᐕᐲ:2100ජ 

1997ᐕᐲ:5500ජ 

1998ᐕᐲ:4100ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

วℂ⊛ㆬᛯℂ⺰䈮䉋䉎ᗧ࿑⊛␠ળᄌേ䈱ಽ

ᨆ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

1996ᐕᐲ:800ජ 

1997ᐕᐲ:500ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 
␠ળ᭴ㅧ䈫␠ળㆊ⒟䈱䊐䉤-䊙䊤䉟䉷-䉲䊢䊮 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

1995ᐕᐲ:3900ජ 

1994ᐕᐲ:4400ජ 

1996ᐕᐲ:1600ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

␠ળ䊈䉾䊃䊪-䉪䈱✚ว⊛⎇ⓥޯℂ⺰䊝䊂䊦

䈱㐿⊒䉕ਛᔃ䈮 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

1995ᐕᐲ:1500ජ 

1994ᐕᐲ:2600ජ 

1996ᐕᐲ:1300ජ 

050: ✚ว

⎇ⓥ(A) 
␠ળ⊛䉳䊧䊮䊙䈮㑐䈜䉎ᢎℂ␠ળቇ⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

122: ␠ળ

ቇ 

1992ᐕᐲ:2800ජ 

1991ᐕᐲ:2000ජ 



050: ✚ว

⎇ⓥ(A) 

ળ␠ቇ䈮䈍䈔䉎ℂ⺰䈫ᔨ䈱䊐䉤-䊙䊤䉟䉷-

䉲䊢䊮 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪  

122: ␠ળ

ቇ 

1989ᐕᐲ:2400ජ 

1990ᐕᐲ:2000ජ 

160: ࿖㓙

ቇⴚ⎇ⓥ 

ධ䉝䉳䉝ᄤ᳓↰Ꮺ䈮䈍䈔䉎ၞ↢ᘒ♽᭴

ㅧ䈱ⅣႺ⸘↹ቇ⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  1990ᐕᐲ:2500ජ 

160: ࿖㓙

ቇⴚ⎇ⓥ 

ධ䉝䉳䉝ᄤ᳓↰Ꮺ䈮䈍䈔䉎ၞ↢ᘒ♽᭴

ㅧ䈱ⅣႺ⸘↹ቇ⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  1989ᐕᐲ:9500ජ 

䌉03 

ㄞ

䉂䉋

ሶ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

↵ᅚหෳ↹␠ળ䈫䉝䊐䉜䊷䊙䊁䉞䊑䊶䉝䉪䉲䊢

䊮 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3402: 

ᴺቇ 

2002ᐕᐲ:2100ජ 

2003ᐕᐲ:2000ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

䊈䉾䊃䊪䊷䉪ဳ␠ળ䈱᧪䈫ઍᴺቇ䈱ᣂ

✬ᚑ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

262: ᴺ

ቇ 

2001ᐕᐲ:1600ජ 

2002ᐕᐲ:1400ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

᰷Ꮊ⛔ว䈱ਅ䈪䈱䊐䊤䊮䉴ᙗᴺ᭴ㅧ䈱ᄌኈ䈱

⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

262: ᴺ

ቇ 

2000ᐕᐲ:4000ජ 

1999ᐕᐲ:3700ජ 

䌉04 
ጤ

ᱜᒾ 

ၮ⋚⎇ⓥ

(B) 

ᣇಽᮭᤨઍ䈱␠ળ㓚-࿖䊶ᣇ࿅

䈱ᓎഀಽᜂ䈫ㅪ៤䈱ᴺ⊛ಽᨆ 
ઍ⠪ ␠ળᴺቇ 

2009ᐕᐲ䋺2990ජ  

(⋥ធ⚻⾌䋺2300ජ,  

㑆ធ⚻⾌䋺690ජ) 2008

ᐕᐲ䋺3640ජ  (⋥ធ

⚻⾌䋺2800ජ,  㑆ធ

⚻⾌䋺840ජ) 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

␠ળ㓚ᡷ㕟䈫ᣇ࿅㵪␠ળ㓚䈮

㑐䈜䉎ᣇ࿅䈱ᓎഀ䈱ౣᬌ⸛㵪 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3404: ␠

ળᴺቇ 

2006ᐕᐲ:3100000 

2007ᐕᐲ:2990000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺2300000,㑆ធ

⚻⾌ 690000䋩 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

ක≮╷䈫ᴺ-⊛ක≮㒾ᴺ䈫ක≮䊶⮎

ᴺ䈫䈱㍲䈮㑐䈜䉎ᴺ⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3404: ␠

ળᴺቇ 

2005ᐕᐲ:2500000 

2004ᐕᐲ:3300ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
ක≮⾌䉮䊮䊃䊨䊷䊦ᣉ╷䈱ᴺ⊛᭴ㅧ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3404: ␠

ળᴺቇ 

2002ᐕᐲ:1700ජ 

2003ᐕᐲ:1100ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ഭ⠪䈱ੱൻ䊶ᄙ᭽ൻ䈫ഭ⠪䈱⋉ઍ

ᐲ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

265: ␠ળ

ᴺቇ 

2001ᐕᐲ:2100ජ 

2002ᐕᐲ:1400ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 
᰷Ꮊ⛔ว䈱ᴺ╷ㆊ⒟䈱ታ⸽ಽᨆ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

261: ၮ␆

ᴺቇ 

2001ᐕᐲ:6400ජ 

2002ᐕᐲ:3700ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ഭἴ㒾䈱ઍ⊛⺖㗴-੍㒐䇮ఘ䇮⡯ᬺᓳ

Ꮻ䈱৻ൻ- 

⎇ⓥઍ

⠪ 

265: ␠ળ

ᴺቇ 

2001ᐕᐲ:1000ජ 

2000ᐕᐲ:2400ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ഭၮḰᴺ䊶ഭ⠪ἴኂఘ㒾ᴺ䈱ቯ䊶

ᣉⴕ䈮㑐䈜䉎ේผᢱ䈱✂⟜⊛ㅙ᧦⊛ಽᨆ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

265: ␠ળ

ᴺቇ 

1999ᐕᐲ:800ජ 

1997ᐕᐲ:1500ජ 

1998ᐕᐲ:600ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

␠ળ㓚⽷ᴺ䈱⎇ⓥ-␠ળ㒾ᢱ䉕ਛᔃ䈫

䈚䈩- 

⎇ⓥઍ

⠪ 

265: ␠ળ

ᴺቇ 

1997ᐕᐲ:1300ජ 

1998ᐕᐲ:600ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

ኅᐸ↢ᵴ䈫⡯ᬺ↢ᵴ䈱⺞䈮㑐䈜䉎┙ᴺ

╷⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

265: ␠ળ

ᴺቇ 

1995ᐕᐲ:1600ජ 

1996ᐕᐲ:1300ජ 

080: ৻⥸

⎇ⓥ(B) 
ഭ⠪䈱ᒁㅌㆊ⒟䈮㑐䈜䉎ᴺቇ⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

265: ␠ળ

ᴺቇ 

1995ᐕᐲ:1000ජ 

1994ᐕᐲ:3300ජ 

090: ৻⥸

⎇ⓥ(C) 

EC␠ળ㓚᧦⚂䊶䊐䊤䊮䉴䉕ᒰ⠪࿖䈫䈜䉎

ੑ࿖㑆␠ળ㓚᧦⚂╬䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

241: ␠ળ

ᴺቇ 

1989ᐕᐲ:600ජ 

1988ᐕᐲ:1400ජ 

䌉05 
⮮ᧄ

㓉ብ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

䉝䉳䉝䈱ㅧᬺ䈮䈍䈔䉎⚵❱⢻ജ䈫ຠ䉝䊷

䉨䊁䉪䉼䊞䈱േᘒ⊛Ყセಽᨆ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3701: ⚻

༡ቇ 

2006ᐕᐲ:8320000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6400000,㑆ធ

⚻⾌ 1920000䋩 

2007ᐕᐲ:8320000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6400000,㑆ធ

⚻⾌ 1920000䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

⥄േゞ↢↥䉲䉴䊁䊛䈱ㅴൻ䈫㕟ᣂ䈮䈧䈇䈩䈱

࿖㓙Ყセ䈫᧪䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3701: ⚻

༡ቇ 

2005ᐕᐲ:10140000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺7800000,

㑆ធ⚻⾌ 2340000䋩 

2006ᐕᐲ:9490000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺7300000,㑆ធ

⚻⾌ 2190000䋩 

2007ᐕᐲ:9490000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺7300000,㑆ធ

⚻⾌ 2190000䋩 



300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ਛ࿖ㅧᬺ䈱࿖㓙┹ജ䈫ᣣᧄડᬺ䈱㐿

⊒䇮↢↥ᚢ⇛-ຠ䉝䊷䉨䊁䉪䉼䊞䈱ⷞὐ䈎䉌

- 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3701: ⚻

༡ቇ 

2005ᐕᐲ:8710000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6700000,㑆ធ

⚻⾌ 2010000䋩 

2003ᐕᐲ:9490ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺7300ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2190ජ䋩 

2004ᐕᐲ:8710ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6700ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2010ජ䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ᖱႎ㕟䈱ㅴዷ䈫 e䊎䉳䊈䉴䊝䊂䊦䈱⥄േゞ

ᵹㅢ䉲䉴䊁䊛㕟ᣂ䈮ᨐ䈢䈜ᓎഀ䈱࿖㓙Ყセ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3702: 

ቇ 

2001ᐕᐲ:8970ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6900ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2070ජ䋩 

2002ᐕᐲ:8450ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6500ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1950ජ䋩 

2003ᐕᐲ:8450ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6500ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1950ජ䋩 

2004ᐕᐲ:8450ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6500ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1950ජ䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

⥄േゞ↢↥䉲䉴䊁䊛䈱ㅴൻ䈫㕟ᣂ䈮䈧䈇䈩䈱

࿖㓙Ყセ䈫᧪䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3701: ⚻

༡ቇ 

2002ᐕᐲ:10270ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺7900ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2370ජ䋩 

2003ᐕᐲ:9620ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺7400ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2220ජ䋩 

2004ᐕᐲ:9620ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺7400ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2220ජ䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

⥄േゞ↢↥䉲䉴䊁䊛䈱ㅴൻ䈫㕟ᣂ䈮䈧䈇䈩䈱

࿖㓙Ყセ䈫᧪䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

277: ⚻༡

ቇ 

2001ᐕᐲ:7020ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺5400ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1620ජ䋩 

2000ᐕᐲ:5400ජ 

1999ᐕᐲ:5900ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 
⥄േゞ⽼ᄁᵹㅢ䉲䉴䊁䊛䈱࿖㓙Ყセ⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

277: ⚻༡

ቇ 

1999ᐕᐲ:2900ජ 

1997ᐕᐲ:3200ජ 

1998ᐕᐲ:2900ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

⥄േゞ⚵┙⥄േൻ䈫↢↥䉲䉴䊁䊛䈱ዷ㐿䈮㑐

䈜䉎࿖㓙Ყセ⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

277: ⚻༡

ቇ 

1996ᐕᐲ:2900ජ 

1997ᐕᐲ:2900ජ 

1998ᐕᐲ:2800ජ 

160: ࿖㓙

ቇⴚ⎇ⓥ 
⥄േゞ⚵┙⥄േൻ䈮㑐䈜䉎࿖㓙Ყセ⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

1993ᐕᐲ:3500ජ 

1995ᐕᐲ:3500ජ 

1994ᐕᐲ:3500ජ 

  ᣣ㖧↥ᬺ╷䈱Ყセ⎇ⓥ 
⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
    

䌉06 
ᴧ

ᐙ 

ၮ⋚⎇ⓥ

(C) 
ⴕὑ⺰⊛⚻༡⾗Ḯ䉝䊒䊨䊷䉼䈱ᒻᚑ ઍ⠪ ⚻༡ቇ 

2009ᐕᐲ䋺1170ජ  

(⋥ធ⚻⾌䋺900ජ,    

㑆ធ⚻⾌䋺270ජ)    

2008ᐕᐲ䋺1430ජ   

(⋥ធ⚻⾌䋺1100ජ,  

㑆ធ⚻⾌䋺330ජ) 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ᚢ⇛䈫⚵❱䈱േ⊛⋧↪:⚵❱䈮䉋䉎ᚢ⇛䊄

䊥䊐䊃䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3701: ⚻

༡ቇ 

2005ᐕᐲ:1100000 

2006ᐕᐲ:900000 

2007ᐕᐲ:1430000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺1100000,㑆ធ

⚻⾌ 330000䋩 



320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ᗧ࿑䈞䈙䉎⚿ᨐ䉕⺒䉂ㄟ䉖䈣⚵❱⸳⸘⺰䈱

ዷ㐿 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3701: ⚻

༡ቇ 

2002ᐕᐲ:1300ජ 

2003ᐕᐲ:700ජ 

2004ᐕᐲ:1300ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
⚻༡ቇ䈮䈍䈔䉎ᗧ࿑䈞䈙䉎⚿ᨐ䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

277: ⚻༡

ቇ 

2001ᐕᐲ:500ජ 

2000ᐕᐲ:1300ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 
⚻༡ᚢ⇛䈮䈍䈔䉎㑆ធ⊛䉝䊒䊨-䉼䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

277: ⚻༡

ቇ 

1997ᐕᐲ:1000ජ 

1998ᐕᐲ:800ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 

ᚢ⇛⊛ᄌൻ䉕ᝒ䈋䉎䈢䉄䈱⎇ⓥᴺ䈱ᗧ

⟵ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

277: ⚻༡

ቇ 
1996ᐕᐲ:900ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ᚢᓟᣣᧄ䈱䉟䊉䊔-䉲䊢䊮:ᄢⷙᮨ䊂-䉺䊔-䉴䈱

᭴▽䈮䉋䉎ታ⸽䈫ℂ⺰᭴▽ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

277: ⚻༡

ቇ 

1995ᐕᐲ:1900ජ 

1994ᐕᐲ:4300ජ 

1996ᐕᐲ:800ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 

ᛛⴚ⠪䈱䉨䊞䊥䉝䊶䉻䉟䊅䊚䉪䉴:ᛛⴚ⒖ォ䈫ᛛ

ⴚ⫾Ⓧ䈻䈱ᓇ㗀䈱ታ⸽⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

277: ⚻༡

ቇ 
1993ᐕᐲ:900ජ 

䌉07 
ᷓየ

੩ม 

ၮ⋚⎇ⓥ

(A) 

䊡䊷䊨ዉ䈫EUᄢ䈏EU⚻ᷣ䈮䈿䈜⻉ല

ᨐ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

ᔕ↪⚻ᷣ

ቇ 

2008ᐕᐲ䋺10790ජ 

(⋥ធ⚻⾌䋺8300ජ,  

㑆ធ⚻⾌䋺2490ජ) 

2007ᐕᐲ䋺10400ජ 

(⋥ធ⚻⾌䋺8000ජ,  

㑆ធ⚻⾌䋺2400ජ) 

2006ᐕᐲ䋺13000ජ 

(⋥ធ⚻⾌䋺10000ජ, 

㑆ធ⚻⾌䋺3000ජ) 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

⾏ᤃ䇮⋥ធᛩ⾗䈫᳃༡ൻᡷ㕟䈱ਛ࿖ㅧᬺ

↢↥ᕈ䈻䈱ᓇ㗀:ડᬺ䊂䊷䉺䈮䉋䉎ታ⸽ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3604: ᔕ

↪⚻ᷣቇ 

2005ᐕᐲ:7200000 

2006ᐕᐲ:5200000 

034: ․ቯ

㗔ၞ⎇ⓥ 

࿖㓙⾏ᤃ䊶⋥ធᛩ⾗ℂ⺰䈱᭴▽䈫䊂䊷䉺䈱ၮ

⋚ᢛ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

2005ᐕᐲ:14400000 

2001ᐕᐲ:12800ජ 

2002ᐕᐲ:12800ජ 

2003ᐕᐲ:13200ජ 

2004ᐕᐲ:14400ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 
ᣣᧄ䈱↥ᬺ᭴ㅧ䊶↢↥ᕈ䈫⚻ᷣᚑ㐳 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3604: ᔕ

↪⚻ᷣቇ 

2003ᐕᐲ:5500ජ 

2004ᐕᐲ:5100ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

䉝䉳䉝⻉࿖䈱↥ᬺ䊶⾏ᤃ᭴ㅧ䈫⚻ᷣᚑ㐳:䉝䉳

䉝㐳ᦼ⚻ᷣ⛔⸘䈮ၮ䈨䈒ታ⸽⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

271: ⚻ᷣ

ℂ⺰ 

2001ᐕᐲ:1700ජ 

2002ᐕᐲ:1600ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 
ㄭઍ䉝䉳䉝Ყセᢙ㊂⚻ᷣಽᨆ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

273: ⚻ᷣ

╷(⚻

ᷣᖱ) 

2001ᐕᐲ:10010ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺7700ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2310ජ䋩 

2000ᐕᐲ:9500ජ 

2002ᐕᐲ:12740ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺9800ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2940ජ䋩 

1999ᐕᐲ:7100ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
㊄Ⲣ㕟ᣂ䈱ㅴዷ䈫䊙䉪䊨⚻ᷣ䈻䈱ᓇ㗀 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

271: ⚻ᷣ

ℂ⺰ 

1999ᐕᐲ:500ජ 

1997ᐕᐲ:2300ජ 

1998ᐕᐲ:500ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
ኻᄖ⋥ធᛩ⾗䈫⎇ⓥ㐿⊒ᵴേ䈱ⓨᵢൻ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

271: ⚻ᷣ

ℂ⺰ 

1997ᐕᐲ:800ජ 

1998ᐕᐲ:500ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
ᣂ䈚䈇䉬䉟䊮䉵⚻ᷣቇ䈫ᣣᧄ⚻ᷣ䈻䈱ᔕ↪ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

271: ⚻ᷣ

ℂ⺰ 

1995ᐕᐲ:1700ජ 

1996ᐕᐲ:500ජ 

090: ৻⥸

⎇ⓥ(C) 

ડᬺ䈱ዻᕈ䈫ኻᄖ⋥ធᛩ⾗-㔚᳇ᯏེ↥ᬺડ

ᬺ䊂-䉺䈮䉋䉎ታ⸽ಽᨆ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

273: ⚻ᷣ

╷(⚻

ᷣᖱ) 

1995ᐕᐲ:200ජ 

1994ᐕᐲ:400ජ 

090: ৻⥸

⎇ⓥ(C) 
ὑᦧ䊧-䊃ᄌേ䈫࿖㓙⾗ᧄ⒖േ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

904: ࿖㓙

⚻ᷣ 

1993ᐕᐲ:500ජ 

1992ᐕᐲ:1300ජ 

050: ✚ว

⎇ⓥ(A) 

⾏ᤃ㤥ሼ,ὑᦧ䊧-䊃,䈍䉋䈶ౝ㔛ᄢ䉕䉃㐿

䊙䉪䊨╷䈫䈠䈱ታ⸽ಽᨆ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

351: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ

⺰ 

1986ᐕᐲ:5000ජ 

1987ᐕᐲ:3000ජ 

060: ✚ว

⎇ⓥ(B) 

ኻᄖ䊙䉪䊨ਇဋⴧ䈫࿖ౝ⚻ᷣ䈱⺞ᢛ╷䈮䈎

䉖䈜䉎ᴦ⚻ᷣ⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

351: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ
1986ᐕᐲ:1400ජ 



⺰ 

䌉08 

ᄢႦ

ੑ

㇢ 

500: ․

⎇ⓥຬᅑ

ബ⾌ 

ᕈ䈮䈢ᚲᮭ䈫ੱ⊛⾗ᧄᛩ⾗:䊐䉞䊥

䊏䊮䈫䉟䊮䊄䊈䉲䉝䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

273: ⚻ᷣ

╷(⚻

ᷣᖱ) 

1999ᐕᐲ:400ජ 

2000ᐕᐲ:400ජ 

䌉09 

⪭ว

ᕺ⟤

ሶ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

䉝䉳䉝⻉␠ળ䈮䈍䈔䉎ਥᇚൻ䈱Ყセ⎇ⓥ:ㄭ

ઍൻ䈫䉫䊨䊷䊋䊦ൻ䈮䉋䉎䉳䉢䊮䉻䊷䈱ᄌኈ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

2701: 䉳䉢

䊮䉻䊷 

2006ᐕᐲ:5300000 

2007ᐕᐲ:6370000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺4900000,㑆ធ

⚻⾌ 1470000䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

19ޯ20♿᧲ർᣣᧄ䈱೨ㄭઍဳ↢䊶↢ሽ䊶

⒖േ䊶ᱫ䊌䉺䊷䊮䈱ᱧผੱญቇ⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3801: ␠

ળቇ 

2005ᐕᐲ:8190000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6300000,㑆ធ

⚻⾌ 1890000䋩 

2006ᐕᐲ:6370000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺4900000,㑆ធ

⚻⾌ 1470000䋩 

2003ᐕᐲ:15080ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺11600ජ,㑆ធ

⚻⾌ 3480ජ䋩 

2004ᐕᐲ:8450ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6500ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1950ජ䋩 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

ᱧผ␠ળቇ䈱ℂ⺰䈫⎇ⓥᣇᴺ䈮㑐䈜䉎✚ว

⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3801: ␠

ળቇ 

2005ᐕᐲ:4200000 

2006ᐕᐲ:3400000 

2004ᐕᐲ:3900ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ੱญṛ䊶ᷫዋᤨઍ䈮䈍䈔䉎ᣂ䈚䈇ੱญℂ

ቇ䈱᭴▽ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3201: ੱ

ᢥℂቇ 

2005ᐕᐲ:7280000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺5600000,㑆ធ

⚻⾌ 1680000䋩 

2003ᐕᐲ:11050ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺8500ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2550ජ䋩 

2004ᐕᐲ:9750ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺7500ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2250ජ䋩 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

䉺䉟䈱᳃⥄ᴦᐲ䈱⊒ዷ䈫Ꮢ᳃␠ળᒻᚑ䈱

น⢻ᕈ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3501: 

ᴦቇ 

2005ᐕᐲ:2700000 

2003ᐕᐲ:3800ජ 

2004ᐕᐲ:4400ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

䉝䉳䉝ኅᣖ䈱ᄌኈ䈫䇸વ⛔䈱ഃㅧ䇹䈮㑐䈜䉎Ყ

セ⎇ⓥ-ᣣᧄ䊶㖧࿖䊶ਛ࿖䊶䉺䉟 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3801: ␠

ળቇ 

2005ᐕᐲ:2600000 

2003ᐕᐲ:5300ජ 

2004ᐕᐲ:5200ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 

೨Ꮏᬺൻᦼᣣᧄ䈱ኅᣖ䈫䊤䉟䊐䉮䊷䉴䈱␠ળ

ቇ⊛⎇ⓥ:ၞ⊛ᄙ᭽ᕈ䈱⸃䈫࿖㓙Ყセ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3801: ␠

ળቇ 

2001ᐕᐲ:4200ජ 

2002ᐕᐲ:4100ජ 

2003ᐕᐲ:3500ජ 

2004ᐕᐲ:3100ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 
䉝䉳䉝⻉␠ળ䈮䈍䈔䉎䉳䉢䊮䉻䊷䈱Ყセ⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3801: ␠

ળቇ 

2001ᐕᐲ:6240ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺4800ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1440ජ䋩 

2002ᐕᐲ:14950ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺11500ජ,㑆ធ

⚻⾌ 3450ජ䋩 

2003ᐕᐲ:11310ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺8700ජ,㑆ធ

⚻⾌ 2610ජ䋩 

031: ․ቯ

㗔ၞ⎇ⓥ

(A) 

ධ䉝䉳䉝䈮䈍䈔䉎䉳䉢䊮䉻䊷䈫᭴ㅧᄌേ 
⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

2000ᐕᐲ:8100ජ 

1999ᐕᐲ:9600ජ 

1998ᐕᐲ:8700ජ 

170: ഃᚑ

⊛ၮ␆⎇

ⓥ⾌ 

䊡䊷䊤䉲䉝␠ળ䈱ੱญ䊶ኅᣖ᭴ㅧᲧセผ⎇ⓥ 
⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

1999ᐕᐲ:0ජ 

1997ᐕᐲ:0ජ 

1998ᐕᐲ:0ජ 



160: ࿖㓙

ቇⴚ⎇ⓥ 

ᣣᧄ䈫䊣-䊨䉾䊌䈫䈱ᢥൻ䊶ᢥᵹ䈱ᱧผ䈫

䉻䉟䊅䊚䉪䉴 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

223: ␠ળ

ቇ(␠ળ

㑐ଥ) 

1999ᐕᐲ:2100ජ 

1997ᐕᐲ:2400ජ 

1998ᐕᐲ:2100ජ 

170: ഃᚑ

⊛ၮ␆⎇

ⓥ⾌ 

䊡-䊤䉲䉝␠ળ䈱ੱญ䊶ኅᣖ᭴ㅧᲧセผ⎇ⓥ 
⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
    

170: ഃᚑ

⊛ၮ␆⎇

ⓥ⾌ 

䊡-䊤䉲䉝␠ળ䈱ੱญ䊶ኅᣖ᭴ㅧᲧセผ⎇ⓥ 
⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
    

170: ഃᚑ

⊛ၮ␆⎇

ⓥ⾌ 

䊡-䊤䉲䉝␠ળ䈱ੱญ䊶ኅᣖ᭴ㅧᲧセผ⎇ⓥ 
⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
    

030: ㊀ὐ

㗔ၞ⎇ⓥ 
ⅣႺ䈱ᄌേ䈫ੱญ䈱ᄌേ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

1993ᐕᐲ:14000ජ 

1992ᐕᐲ:14000ජ 

I10 
ᄢ┻

ᢥ㓶 

ᚢ⊛⪚

⧘⎇ⓥ 
ႎ㈽♽䈱ㆬᅢ䈱↵ᅚᏅ䈮㑐䈜䉎⚻ᷣታ㛎 ઍ⠪ 

ᔕ↪⚻ᷣ

ቇ 

2009ᐕᐲ䋺1300ජ  

(⋥ធ⚻⾌䋺1300ජ) 

2008ᐕᐲ䋺1800ජ  

(⋥ធ⚻⾌䋺1800ජ) 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 
⡯႐䈱↢↥ᕈቯ䈱䊙䉟䉪䊨䉣䉮䊉䊜䊃䊥䉾䉪䉴 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3604: ᔕ

↪⚻ᷣቇ 

2006ᐕᐲ:3500000 

2007ᐕᐲ:3900000䋨⋥

ធ⚻⾌䋺3000000,㑆ធ

⚻⾌ 900000䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

䉝䊮䉬䊷䊃⺞ᩏ䈫⚻ᷣታ㛎䈮䉋䉎⾗↥ㆬᛯ䈫

⾂⫾䊶ᶖ⾌ⴕേ䈱ಽᨆ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3606: ⽷

ቇ䊶㊄

Ⲣ⺰ 

2005ᐕᐲ:12740000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺9800000,

㑆ធ⚻⾌ 2940000䋩 

2006ᐕᐲ:11830000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺9100000,

㑆ធ⚻⾌ 2730000䋩 

2007ᐕᐲ:11830000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺9100000,

㑆ធ⚻⾌ 2730000䋩 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ᩰᏅ䈱ઍ㑆⒖ォ䈫ᗧ᰼ଦㅴဳ␠ળ䉲䉴䊁

䊛䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3604: ᔕ

↪⚻ᷣቇ 

2005ᐕᐲ:13520000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺10400000,

㑆ធ⚻⾌ 3120000䋩 

2006ᐕᐲ:13520000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺10400000,

㑆ធ⚻⾌ 3120000䋩 

2004ᐕᐲ:13520ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺10400ජ,㑆ធ

⚻⾌ 3120ජ䋩 

034: ․ቯ

㗔ၞ⎇ⓥ 

ኅ⸘ⴕേ䈱ታ⸽ಽᨆ䈮ၮ䈨䈇䈢⚻ᷣᐲ䈱

⹏ଔ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

2005ᐕᐲ:14900000 

2001ᐕᐲ:17700ජ 

2002ᐕᐲ:16000ජ 

2003ᐕᐲ:12600ජ 

2004ᐕᐲ:14500ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
ᚲᓧᩰᏅ䈫⒢䊶␠ળ㓚ᐲ䈱ౣಽ㈩ലᨐ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3606: ⽷

ቇ䊶㊄

Ⲣ⺰ 

2002ᐕᐲ:1700ජ 

2003ᐕᐲ:1200ජ 

2004ᐕᐲ:1200ජ 



300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

䉝䊮䉬䊷䊃⺞ᩏ䈮ၮ䈨䈒ല↪㑐ᢙ䈱ᒻ⁁䈱ផ

ቯ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

3606: ⽷

ቇ䊶㊄

Ⲣ⺰ 

2001ᐕᐲ:8580ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺6600ජ,㑆ធ

⚻⾌ 1980ජ䋩 

2002ᐕᐲ:14040ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺10800ජ,㑆ធ

⚻⾌ 3240ජ䋩 

2003ᐕᐲ:14040ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺10800ජ,㑆ធ

⚻⾌ 3240ජ䋩 

2004ᐕᐲ:14040ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺10800ජ,㑆ធ

⚻⾌ 3240ජ䋩 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ഭᴺ䊶⒢䊶␠ળ㓚ᐲ䈏ഭᏒ႐䈮ਈ

䈋䉎ᓇ㗀 

⎇ⓥઍ

⠪ 

275: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ

⺰ 

2001ᐕᐲ:1000ජ 

2000ᐕᐲ:1000ජ 

1999ᐕᐲ:1400ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
ᣂ䈚䈇䊙䉪䊨⚻ᷣቇ䈱╷⊛น⢻ᕈ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

271: ⚻ᷣ

ℂ⺰ 

2001ᐕᐲ:800ජ 

2000ᐕᐲ:800ජ 

1999ᐕᐲ:900ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

㓹↪ኻ╷䈶␠ળ㒾ᐲ䈏㓹↪ᄢ䈮ਈ

䈋䉎ലᨐ䈱⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

275: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ

⺰ 

2001ᐕᐲ:900ජ 

2000ᐕᐲ:2500ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 

⒢䈏ഭᏒ႐䈮ਈ䈋䉎ᓇ㗀䈮㑐䈜䉎ታ⸽

⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

275: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ

⺰ 

1997ᐕᐲ:1500ජ 

1998ᐕᐲ:800ජ 

031: ․ቯ

㗔ၞ⎇ⓥ

(A) 

ኅ⸘ᶖ⾌ⴕേ䈱ℂ⺰⊛ታ⸽⊛⎇ⓥ 
⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  1998ᐕᐲ:2100ජ 

030: ㊀ὐ

㗔ၞ⎇ⓥ 
ኅ⸘ᶖ⾌ⴕേ䈱ℂ⺰⊛䊶ታ⸽⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  1997ᐕᐲ:2000ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 

ㅌ⡯㊄䇮ડᬺᐕ㊄⒢䈫ഭᏒ႐䈱ᵹേᕈ

㑐䈜䉎ℂ⺰⊛䇮ታ⸽⊛⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

275: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ

⺰ 

1995ᐕᐲ:1000ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 
↢ᵴ䈱⾰䈮㑐䈜䉎⸘㊂⚻ᷣಽᨆ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

275: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ

⺰ 

1994ᐕᐲ:1000ජ 

210: ᅑബ

⎇ⓥ(A) 
↢ᵴ䈱⾰䈮㑐䈜⸘㊂⚻ᷣಽᨆ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

275: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ

⺰ 

1993ᐕᐲ:1000ජ 

䌉11 
ศ㊁

⋥ⴕ 

011: ․

ផㅴ⎇ⓥ

(COE) 

䉝䉳䉝㊄Ⲣෂᯏ䈫䊙䉪䊨⚻ᷣ╷䈱ኻᔕ 
⎇ⓥઍ

⠪ 
  

2001ᐕᐲ:110000ජ 

2000ᐕᐲ:110000ජ 

2002ᐕᐲ:149063ජ

䋨⋥ធ⚻⾌䋺114664ජ,

㑆ធ⚻⾌ 34399ජ䋩 

1999ᐕᐲ:125000ජ 

2003ᐕᐲ:169000ජ

䋨⋥ធ⚻⾌䋺130000ජ,

㑆ធ⚻⾌ 39000ජ䋩 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
ኅ⸘䈱⾗↥ㆬᛯⴕേ䈮㑐䈜䉎ℂ⺰ታ⸽ಽᨆ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

272: ⚻ᷣ

⛔⸘ቇ 

1999ᐕᐲ:800ජ 

1997ᐕᐲ:900ජ 

1998ᐕᐲ:600ජ 

050: ✚ว

⎇ⓥ(A) 

⾗ᧄᏒ႐䈱⥄↱ൻ䊶࿖㓙ൻ䈫ᣣᧄ䈱⚻ᷣ᭴ㅧ

䈱㐳ᦼዷᦸ:ℂ⺰䈫ታ⸽ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

311: ৻⥸

ℂ⺰ 

1989ᐕᐲ:2600ජ 

1991ᐕᐲ:1500ජ 

1990ᐕᐲ:2500ජ 

090: ৻⥸

⎇ⓥ(C) 

ᣇ⥄ᴦ䈱⽷ᡰ᭴ㅧ䈱ℂ⺰⊛䊶ታ⸽

⊛ಽᨆ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

351: ⽷

ቇ䊶㊄Ⲣ

⺰ 

1989ᐕᐲ:500ජ 

1987ᐕᐲ:700ජ 

1988ᐕᐲ:500ජ 

160: ࿖㓙

ቇⴚ⎇ⓥ 

ᐭ䊶↥ᬺ㑐ଥ䈱Ყセಽᨆ䈫╷ᒻᚑ᧦ઙ䈱

⸃ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

1989ᐕᐲ:2300ජ 

1988ᐕᐲ:3300ජ 



䌉12 
⪤ේ

⢻ਭ 
          

I13 
↰ਛ

ᗲᴦ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ᴦᄌേ䈫ᣣᧄੱ䈱ᗧᔒቯ䈱䊜䉦䊆䉵䊛-

ᔃℂቇ䊶⚻ᷣቇታ㛎䈫ో࿖⺰⺞ᩏ䈱⛔ว- 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3501: 

ᴦቇ 

2006ᐕᐲ:16250000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺12500000,

㑆ធ⚻⾌ 3750000䋩 

2007ᐕᐲ:24050000

䋨⋥ធ⚻⾌䋺18500000,

㑆ធ⚻⾌ 5550000䋩 

034: ․ቯ

㗔ၞ⎇ⓥ 
ઍ㑆ኂ⺞ᢛ䈱ᴦቇ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

2001ᐕᐲ:14000ජ 

2002ᐕᐲ:14000ජ 

2003ᐕᐲ:16500ජ 

2004ᐕᐲ:12500ජ 

010: ․

ផㅴ⎇ⓥ 

㜞ᐲ⚻ᷣᚑ㐳⚳ੌએᓟ䈱ᣣᧄᴦ䈱ታ⸽⊛

⎇ⓥ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 
  

2001ᐕᐲ:26000ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺20000ජ,㑆ធ

⚻⾌ 6000ජ䋩 

2002ᐕᐲ:14300ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺11000ජ,㑆ធ

⚻⾌ 3300ජ䋩 

2003ᐕᐲ:19500ජ䋨⋥

ធ⚻⾌䋺15000ජ,㑆ធ

⚻⾌ 4500ජ䋩 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ᣣᧄੱ䈱ᴦਇା䈫ᴦ䉲䉴䊁䊛ᡰᜬ䈮㑐䈜

䉎⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

267: ᴦ

ቇ 

2001ᐕᐲ:1200ජ 

2002ᐕᐲ:700ජ 

300: ၮ⋚

⎇ⓥ(A) 

ㆬᐲ䈱ᄌൻ䈏ᴦᄌേ䈮䈿䈜䉟䊮䊌

䉪䊃䈮㑐䈜䉎ᣣ☨ห⎇ⓥ:ዊㆬ䈮䉋䉎

ᄌൻ䈱ᣣᧄ⊛․ᕈ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

267: ᴦ

ቇ 

2000ᐕᐲ:3100ජ 

1999ᐕᐲ:4500ජ 

1998ᐕᐲ:4200ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ήౄᵷጀ䈱Ⴧᄢ䈏ᚢᓟᣣᧄౄ䉲䉴䊁䊛䈱

ᄌኈ䈮ਈ䈋䈢䉟䊮䊌䉪䊃 

⎇ⓥઍ

⠪ 

267: ᴦ

ቇ 

1999ᐕᐲ:700ජ 

1998ᐕᐲ:1400ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 

ᚢᓟᣣᧄ䈱ᴦ䉲䉴䊁䊛䈱ᱜ⛔ᕈ䈱ᄌኈ䈫

⛮⛯-࿖᳃ᗧ⼂䈮䈍䈔䉎䇸55ᐕ䇹䈱ᐛᓇ䈱

ᬌ⸽- 

⎇ⓥઍ

⠪ 

267: ᴦ

ቇ 

1995ᐕᐲ:1200ජ 

1996ᐕᐲ:400ජ 

1997ᐕᐲ:500ජ 

310: ၮ⋚

⎇ⓥ(B) 
55ᐕ䈱፣უ 

⎇ⓥಽ

ᜂ⠪ 

267: ᴦ

ቇ 

1995ᐕᐲ:4100ජ 

1996ᐕᐲ:1800ජ 

090: ৻⥸

⎇ⓥ(C) 

䇸ౄᡰᜬ䈭䈚䇹ጀ䈱ᛩⴕേ䈫ᴦਇା䈮

㑐䈜䉎⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

267: ᴦ

ቇ 

1993ᐕᐲ:600ජ 

1992ᐕᐲ:1700ජ 

090: ৻⥸

⎇ⓥ(C) 

ᡰᜬౄ䉕ᜬ䈢䈭䈇ᮭ⠪䈮㑐䈜䉎ታ⸽⊛

⎇ⓥ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

261: ᴦ

ቇ 

1991ᐕᐲ:600ජ 

1990ᐕᐲ:600ජ 

䌉䋱

䋴 



㆐↵ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
൮⾗ᧄᏒ႐ᴺ䈱┙ᴺឭ⸒ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

3406: ᳃

ᴺቇ 

2002ᐕᐲ:600ජ 

2003ᐕᐲ:600ජ 

2004ᐕᐲ:600ජ 

320: ၮ⋚

⎇ⓥ(C) 
ᣣᧄ ⾗ᧄᏒ႐ᴺ䊝䊂䊦䈱᭴▽ 

⎇ⓥઍ

⠪ 

264: ᳃

ᴺቇ 

2001ᐕᐲ:700ජ 

2000ᐕᐲ:700ජ 

1999ᐕᐲ:700ජ 
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ὐ
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ὐ 

䊥䊷䉻䊷ฬ 
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ᴺ╷ቇ 
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᧲੩ᄢቇ 

ᴺቇᴦቇ⎇ⓥ⑼✚วᴺኾ
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I05 
 ࠲ࡦ༡⎇ⓥ⚻ࠅߊߠߩ߽

 �ࡉࡂࠕࠫࠕ
᧲੩ᄢቇ ⚻ᷣቇ⎇ⓥ⑼⚻༡ኾ ⮮ᧄ 㓉ብ 

I06 
ᣣᧄડᬺࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗߩ� 

৻ᯅᄢቇ 
ቇ⎇ⓥ⑼⚻༡䊶 

䊙䊷䉬䊁䉞䊮䉫ኾ 
ᴧ ᐙ 

I07 
␠ળ⑼ቇߩ㜞ᐲ⛔⸘ታ⸽ಽᨆ

ὐ᭴▽� 
৻ᯅᄢቇ ⚻ᷣ⎇ⓥᚲ ᷓየ ੩ม 

I08 
⸳࿖ኅᑪߣ⇛㐿⊒ᚢߩࠕࠫࠕ᧲

 ㆡ↪น⢻ᕈߩ
╷⎇ⓥ 

ᄢቇ㒮ᄢቇ 
╷⎇ⓥ⑼╷ኾ ᄢႦ ੑ㇢ 

I09 
ⷫኒߣౣߩ✬ᚑߑࠍ

 �ὐࠕࠫࠕߔ
੩ㇺᄢቇ ᢥቇ⎇ⓥ⑼ⴕേᢥൻቇኾ ⪭ว ᕺ⟤ሶ 

I10 
ੱ㑆ⴕേߣ␠ળ⚻ᷣࡒ࠽ࠗ࠳ߩ

ࠢࠬ� 
ᄢ㒋ᄢቇ ⚻ᷣቇ⎇ⓥ⑼⚻ᷣቇኾ ᄢ┻ ᢥ㓶 

I11 
Ꮢ႐ߩ㜞⾰ൻߣᏒ႐ࠗߩࡈࡦ

✚ว⊛⸳⸘� 
ᘮᙥ⟵Ⴖᄢቇ ⚻ᷣቇ⎇ⓥ⑼⚻ᷣቇኾ ศ㊁ ⋥ⴕ 

I12 
Ꮢ᳃␠ળߩࠬࡦ࠽ࡃࠟࠆߌ߅ߦ

ᢎ⢒⎇ⓥὐ� 
ᘮᙥ⟵Ⴖᄢቇ ᴺቇ⎇ⓥ⑼ᴦቇኾ ⪤ේ ⢻ਭ 

I13 ᐲ᭴▽ߩᴦ⚻ᷣቇ� ᣧⒷ↰ᄢቇ ⚻ᷣቇ⎇ⓥ⑼ᔕ↪⚻ᷣቇኾ ↰ਛ ᗲᴦ 

I14 ᚑᾫᏒ᳃␠ળဳડᬺᴺߩഃㅧ ᣧⒷ↰ᄢቇ ᴺቇ⎇ⓥ⑼᳃ᴺቇኾ  ㆐↵ 

http://www.jsps.go.jp/j-globalcoe/05_kyoten_i.html
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I01ᯏ㑐ฬ㧦ർᶏᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦ᄙరಽᢔဳ⛔ᓮࠍ⋡ᜰߔᣂઍᴺ╷ቇ 

ਛᩭࠆߥߣኾ╬ฬ㧦ᴺቇ⎇ⓥ⑼ᴺᓞታോኾ 

ᬺផㅴᜂᒰ⠪㧦㧔ὐ࠳㧕↰ ༀਯ ᢎ ᄖ 18ฬ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

ᄢቇోߩ⏕ߥ᧪᭴ᗐߩਅޔߦ㧞㧝♿㧯㧻㧱ޟࡓࠣࡠࡊᣂઍ⍮⊛⽷↥ᴺ╷ቇߩ࿖㓙ὐᒻ

ᚑߢ߹ࠇߎߡߒߣޠߚ߈ߡߍ㜞᳓Ḱߩᚑᨐࠍ〯߹ߢߎߘޔ߃ᓧߚࠇࠄᣂߒᴺቇᣇᴺ⺰ߩઁࠍᴺቇߩ

㗔ၞߦᄢㆡ↪ࠆߔߣ߁ࠃߒవㅴ⊛ߥᢎ⢒⎇ⓥ⸘↹ޔࠅߢఝߡߒߣࡓࠣࡠࡊߚࠇᦼᓙޕࠆ߈ߢ 

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޟޔߪߡ߅ߦᣂઍ⍮⊛⽷↥ᴺ╷ቇߩ࿖㓙ὐᒻᚑߡ߅ߦޠ⇐ቇ↢ࠍ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪

߮ࡓࠣࡠࡊᣇะ⊛ㅪⅣဳᢎ⢒ޔࡓࠣࡠࡊၮ⋚ᢎ⢒ޔࠅ߅ߡߒࠍ❣ታߚ߈ߢࠎ⚵ࠅขߦ⢒ᚑߩ

వዉ⊛⎇ⓥ⠪ᵹࠆߥࠄ߆ࡓࠣࡠࡊ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪ࠦߩࠖ࠹࠾ࡘࡒ᭴▽ੱࠆࠃߦ᧚⢒ᚑߩข⚵ޔߪ㜞ߊ⹏

ଔޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ 

⎇ⓥᵴേ㕙ޟޔߪߡ߅ߦᣂઍ⍮⊛⽷↥ᴺ╷ቇߩ࿖㓙ὐᒻᚑ⾰ߡ߅ޠ㊂ߦ߽ߣ㜞᳓Ḱߩ⎇ⓥ

ᚑᨐࠍߢߎߘޔࠅ߅ߡߍᓧߚࠇࠄᣂߒᴺቇᣇᴺ⺰᳢ࠍ↪ᕈߦߩ߽ࠆߩ⊒ዷߢߩ߽ࠆߔߣ߁ࠃߖߐ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔᦼᓙࠍⓥᚑᨐ⎇ࠆߥᦝޔߡߒࠄᾖߦ❣ታߩⓥᵴേ⎇ߩᬺផㅴᜂᒰ⠪ޕࠆ

↥⽷⊛⍮߇ᔨߩߎޔߊߥߪߢ⏕߽ߒߕᔅߪᔨߩᣂઍᴺ╷ቇߔᜰ⋠ࠍᄙరಽᢔဳ⛔ᓮޔߒߛߚ

ᴺએᄖߩᴺ㗔ၞߩߤߦ⒟ᐲ߹ߢㆡ↪น⢻ޔࠍ߆ߩࠆߢᦝߦ߇ߣߎߊߡߒߦ߆ࠄᒝޕࠆࠇࠄ᳞ߊ 

 

I02ᯏ㑐ฬ㧦᧲ർᄢቇ࠼ࠜࡈࡦ࠲ࠬޔᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦␠ળ㓏ጀߣਇᐔ╬ᢎ⢒⎇ⓥὐߩ⇇⊛ዷ㐿 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

ᩰᏅ㗴ߦὶὐࠍᒰߚߡ␠ળ㓏ጀߣਇᐔ╬ߦ㑐ࠆߔ⇇⊛ߥᢎ⢒⎇ⓥὐࠍᒻᚑߩߢ߹ࠇߎޔߚࠆߔ

ᢎ⢒⎇ⓥታ❣ࠍ〯߹ߚ߃᭽ߥޘᎿᄦ߇ಝޔࠅ߅ߡࠇߐࠄᚑᨐ߇ᦼᓙࠆ߈ߢఝޔࠅߢࡓࠣࡠࡊߚࠇ⹏

ଔޕࠆ߈ߢ 

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޔߪߡ߅ߦ࿖㓙⊛ߦㅢ↪ࠆߔታ〣⊛ߥᢎ⢒ࠞޔࡓࡘࠠ㙃ᚑ߇ࡓࠣࡠࡊḰ߅ߡࠇߐ

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ޔߊ⒟ඳ჻ਈᢙ߽ᄙ⺖ߩߢ߹ࠇߎޔࠅ

⎇ⓥᵴേ㕙ߩ⾰ޔ߽ߡ߅ߦ㜞ታ❣ࠍޔࠅ߅ߡߒᧄὐᒻᚑߦ㑐ࠆࠊᶏᄖߩജᄢቇ╬ߩߣ⎇ⓥㅪ

៤ߩታലᕈ߽ᦼᓙޕࠆ߈ߢ 

Ꮏߥ⊛ౕࠆߥᦝߪߡߟߦᣇࠅߩⓍᭂ⊛ㅪ៤ߩߣቇಽ㊁ߩઁࠆࠊ㑐ߦਥ㗴ߩᧄὐᒻᚑޔ߅ߥ

ᄦᡷༀ߇ᦸ߹ޕࠆࠇ 

 

I03ᯏ㑐ฬ㧦᧲ർᄢቇޔ᧲੩ᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦ࠣᤨ࡞ࡃࡠઍߩ↵ᅚหෳ↹ߣᄙᢥൻ↢ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

␠ળ⑼ቇࠍ✚ว࠳ࡦࠚࠫޟࠆߔᐔ╬ߣᄙᢥൻ↢ߩߡߟߦޠ⇇ᦨ㜞᳓Ḱߩᢎ⢒⎇ⓥࠍ⋡ᜰߔὐ

ߢࡓࠣࡠࡊߥ⊛ᗧ᰼ߚߒᄢࠍⷞ㊁ࠄ߇ߥ߃߹〯ࠍ❣ታߩߢ߹ࠇߎޔࠅߢ⏕߇᧪᭴ᗐޔߡߒߣ

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ޔࠅ

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޔߪߡ߅ߦ࿖㓙⊛ߥ⧯ᚻੱ᧚⢒ᚑ߿ឭ៤ᯏ㑐ߩߣㅪ៤ࠅߥ߆ޔߪߡߟߦᐲ⊛ߥḰ߇

࠽ࠬࡠࠢࠍࡓࠣࡠࡊᚻ⎇ⓥ⠪⢒ᚑ⧯ޔߦ․ޕࠆ߈ߢᦼᓙߡߒߣ↹⸘ὐᒻᚑߩߢᢎ⢒㕙ޔࠅ߅ߡ߈ߢ
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ᦼޔߪߺ⹜ߚߌߠ㑐ㅪࠍⓥ⎇ߩߢᶏᄖߣഥ⊛ᜰዉࠆߔኻߦ↢ᄢቇ㒮ߩࠬࠦ࡞࠻ࠢ࠼࡞࠽࡚ࠪ

ᓙޕࠆ߈ߢ 

⎇ⓥᵴേ㕙ޔߪߡ߅ߦ㧞㧝♿㧯㧻㧱ߩࡓࠣࡠࡊ⛮ᛚ⊒ዷ࡞ࡃࡠࠣޔ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊዷ㐿ォ឵

ߩߣᯏ㑐ઁࠍᶏᄖߚ߹ޔࠅ߽❣ታߦࠇߙࠇߘޔ߇ࠆߡߒቯ⸳ࠍ⟲㗴ߩߟ㧞ߦౝ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ

ㅪ៤⸘↹߽ᦼᓙޕࠆ߈ߢ 

ࠃߦߣߎߚߍᐢࠍⷞ㊁ޔ߽ߡߒߦߥ㑆㆑ߪߣߎࠆߢᢿ㕙৻ߩ↢ᄙᢥൻ߇↹ᅚหෳ↵ޔߒߛߚ

⚵ขߩߣ⟲㗴ߩߟ㧞ߒᣂޔࠄ߆ߣߎߥߪߢ⏕චಽߪߢᲑ㓏ࠍ⺰ᣇᴺޔߪߒㅢߩᚑᨐࠆ

 ޕࠆࠇ߹ᦸ߇ദജߩൻౕߣ⏕ൻߩ᭴ᗐߩጀ৻ߊߡߒߦߩ߽ߥታ⏕ࠍ

 

I04ᯏ㑐ฬ㧦᧲੩ᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦࿖ኅߣᏒ႐ߩ⋧㑐ଥࡠ࠻ࡈ࠰ࠆߌ߅ߦ 

ʊ⑳⊛⒎ᐨᒻᚑߦ㑐ࠆߔᢎ⢒⎇ⓥὐ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

ᄢቇోߩ⏕ߥ᧪᭴ᗐߩਅߩࡠ࠻ࡈ࠰ޔߦ࿖㓙⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐߢ߹ࠇߎޔߡߒߣߚ߈ߡߍ㜞᳓

Ḱߩᚑᨐࠍ〯߹ࠍࠇߎޔ߃⛮ᛚߡߒ⊒ዷࠆߔߣ߁ࠃߖߐ⌕ታߟ߆ታ⊛ޔࠅ߅ߡߞߥߣ↹⸘ߥఝࡊߚࠇ

 ޕࠆࠇࠄߣࠆߢࡓࠣࡠ

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ߦࡠ࠻ࡈ࠰ޔߪߡ߅ߦ㑐ࠆߔℂ⺰ᢎ⢒ࠍㅢߚߓᣣᧄߩታቯᴺ⎇ⓥ⠪ߣ࿖㓙┹ജࠆߩ

ᴺᓞኅߩ㙃ᚑߦടޔ߃⻉ᄖ࿖ߩࠄ߆⇐ቇ↢ߦኻߩࡠ࠻ࡈ࠰ޔߒ⎇ⓥᢎ⢒ࠍᅑബޔߒฦ࿖⁛⥄࡞ߩ

ߒឭଏࠍࡓࠣࡠࡊ᧚⢒ᚑੱߥߚᣂޔߦ߽ߣߣࠆߔ㙃ᚑࠍᴺᦡታോኅߣᴺቇ⎇ⓥ⠪ࠆ߁ߒነਈߦᒻᚑ࡞

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ߊ㜞ߪᗧ᰼ߩ⚵ขࠆߔߣ߁ࠃ

⎇ⓥᵴേ㕙ߢ߹ࠇߎޔߪߡ߅ߦߚ߈ߡߍ㜞ᚑᨐࠍ⊒ዷޔߖߐߦ㑐ߩࠖ࠺࠲ࠬࠬࠤࠆߔ

లታ߇ࡠ࠻ࡈ࠰ޔฦ࿖ߩᢥൻᱧผߦᩮߦߣߎߔߑ⇐ᗧߚߒᣣᧄߩᄙ᭽߿ߚ߆ࠅߩࡠ࠻ࡈ࠰ߥ․

⊛Ⓧᭂߩⓥᚑᨐ⎇ࠆߌ߅ߦⓥὐ⎇ࡠ࠻ࡈ࠰ߥߩߤࠎߣ߶߽ߦ⊛࿖㓙ߦࠄߐޔಽᨆߥ⊛ቇߩ⾰

 ޕࠆ߈ߢᦼᓙ߇ะߩ⾰ࠆߥᦝޔࠇߐ↹⸘߇ᶏᄖ⊒ାߥ

ߡߒߦ߆ࠄߦᦝޔ╬↪ᕈߩߡߒߣಽᨆᔨޔࠅ߇㕙ߥ⏕ਇ߅ߥߦᔨߩࡠ࠻ࡈ࠰ޔߒߛߚ

 ޕࠆࠇࠄ᳞߇ߣߎߊ

 

I05ᯏ㑐ฬ㧦᧲੩ᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦߽ࠅߊߠߩ⚻༡⎇ⓥࡉࡂࠕࠫࠕ ࠲ࡦ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

ᢎߩߢ߹ࠇߎޕࠆߡߞߥߦ⏕߇᧪᭴ᗐޔߡߒߣ⇇⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐߔᜰ⋠ࠍ༡⎇ⓥ⚻ࠅߊߠߩ߽

⢒⎇ⓥᵴേߩታ❣߽㜞ޔߊ⸘↹ో߇ᯏേᕈࠍᜬߚߞఝޔࠅߢࡓࠣࡠࡊߚࠇ⹏ଔޕࠆ߈ߢ 

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޔߪߡ߅ߦᄢቇ㒮ቇ↢ߩ⎇ⓥ⢻ജะߦขߚ߈ߢࠎ⚵ࠅታ❣ࠍޔࠅ߅ߡߒὐᒻᚑ⸘↹

␠ߩⓥᚑᨐ⎇ޔߦ․ޕࠆ߈ߢଔ⹏ޔࠅ߅ߡࠇߐ↹⸘߇ⓥᜰዉ⎇ߚߒኻᔕߦࠅߊߠߩ߽ࠆߢ⊛⋠ߩ

ળㆶర߳ߩข⚵ߪ㜞ߊ⹏ଔޕࠆ߈ߢ 

⎇ⓥᵴേ㕙ߩ⾰ޔߪߡ߅ߦ㜞⎇ⓥᚑᨐࠍޔߒ࿖㓙⊛߇ࠢࡢ࠻࠶ࡀߥ᭴▽ޔࠅ߅ߡࠇߐ⎇ⓥㅪ៤

 ޕࠆ߈ߢታലᕈ߽ᦼᓙߩ

 ޕࠆࠇ߹ᦸ߇⸛ᬌᎿᄦࠆߥᦝߡߌะߦታߩ↹⸘ޔߪߡߟߦ⢒ᚑᒝൻߩਛᩭ⎇ⓥ⠪ޔߒߛߚ
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I06ᯏ㑐ฬ㧦৻ᯅᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦ᣣᧄડᬺࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗߩ ʊታ⸽⊛⚻༡ቇߩᢎ⢒⎇ⓥὐʊ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

ᢎ⢒⎇ⓥᵴേߩߢ߹ࠇߎޔߢ⏕߇᧪᭴ᗐޔߡߒߣ⇇⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐߔᜰ⋠ࠍⓥ⎇ࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗ

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ߣࠆߡࠇఝ߇ో↹⸘ޔߊ㜞߇❣ታߩ

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޔߪߡ߅ߦᄢቇ㒮ቇ↢ߩ⎇ⓥ⢻ജะߦขߚ߈ߢࠎ⚵ࠅታ❣ࠍޔߒὐᒻᚑ⸘↹ߩ⋡⊛

ᄢޔࠄ߇ߥߒ߆ߒޕࠆ߈ߢଔ⹏ޔߡߡࠇߐ↹⸘߇ⓥᜰዉ⎇ߡߒኻᔕߦⓥ⎇ࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗࠆߢ

ቇ㒮ቇ↢⧯ᚻ⎇ⓥ⠪ߩ⧷ᢥ⊒⢻ജะߩߚߩᣇ╷ޔߪߡߟߦᦝߦలታᎿᄦޕࠆࠇࠄ᳞߇ 

⎇ⓥᵴേ㕙ߩ⾰ޔߪߡ߅ߦ㜞⎇ⓥᚑᨐࠍߦ․ޔߒታ⸽⊛ᣇᴺ⺰ߩข⚵ޔ߿ၮ␆⊛࠲࠺⫾Ⓧ߳ߩ

ข⚵ߪ㜞ߊ⹏ଔޔߚ߹ޕࠆ߈ߢᶏᄖߩߣᐢ▸߇ࠢࡢ࠻࠶ࡀߥ᭴▽ޔࠅ߅ߡࠇߐ⎇ⓥㅪ៤ߩታലᕈ߽ᦼ

ᓙޕࠆ߈ߢ 

 ޕࠆࠇ߹ᦸ߇Ꮏᄦࠆߥᦝߡߌะߦഃㅧߩ࠻ࡊࡦࠦࠆ߈ߢା⊑ߦ࡞ࡃࡠࠣޔߒߛߚ

 

I07ᯏ㑐ฬ㧦৻ᯅᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦␠ળ⑼ቇߩ㜞ᐲ⛔⸘ታ⸽ಽᨆὐ᭴▽ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

␠ળ⑼ቇߩ㜞ᐲ⛔⸘ታ⸽ಽᨆࠍ⋡ᜰߔ⇇⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐޔߡߒߣ᧪᭴ᗐ߇⏕ߩߢ߹ࠇߎޔߢ⎇

ⓥᵴേߩታ❣߽㜞ޔߊ⸘↹ో߇ᯏേᕈࠍᜬߚߞఝޔࠅߢࡓࠣࡠࡊߚࠇ⹏ଔޕࠆ߈ߢ 

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ߥ⊛ᷣ⚻ޔߪߡ߅ߦᡰេߩ⋠⑼ࠕࠦޔߊߥߢߌߛ⸳ቯޔ㜞ᐲߥ⧷⺆ᢎ⢒߿⧷⺆⺰ᢥᷝߩ

ᜰዉ߇ߤߥⴕޔ߇ߚ߈ߡࠇࠊᣂߦߚឭ᩺ࠍ╬ࡉࠗࠞࠕ࠲࠺ߚࠇߐᩭߚߒߣᢎ⢒ߪ㜞ߊ⹏ଔޕࠆ߈ߢ 

⎇ⓥᵴേ㕙ޔߪߡ߅ߦߩ࠲࠺㓸⸘߿⎇ⓥ⠪ࠦߩࠖ࠹࠾ࡘࡒ↪ᡰេޔߤߥ⎇ⓥㅪ៤ߩታലᕈ

߽ᦼᓙޕࠆ߈ߢ 

ࠆߔዷ⊑⛯⛮ࠍޠળ⊛ㆬᛯ␠ߣⷙ▸⊛⹏ଔߩࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ઍޟࡓࠣࡠࡊ㧞㧝♿㧯㧻㧱ޔߒߛߚ

ޕࠆߢᔅⷐ߇ദജࠆߔㅪ៤ߣࡊ࡞ࠣߥ⊛⸽ታޔߡߒࠄߚ߽ࠍᚑᨐߥ⊛Ⓧᭂ߇ࡊ࡞ಽᨆ⎇ⓥࠣࡠࠢࡒ

ᶏᄖᵷ㆜ߩ↢ᄢቇ㒮ቇޔߪߦߚࠆ㜞ࠍ࿖㓙ᕈޔߕ߃⸒ߪߣ㜞ߪ₸⿷లߩඳ჻⺖⒟ቇ⠪ᢙޔߚ߹

 ޕ߆ߥߪߢᣇ╷߽ᔅⷐߩቇ↢Ⴧട⇐ޔߊߥߢߌߛ

 

I08ᯏ㑐ฬ㧦╷⎇ⓥᄢቇ㒮ᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦᧲ߩࠕࠫࠕ㐿⊒ᚢ⇛ߣ࿖ኅᑪ⸳ߩㆡ↪น⢻ᕈ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

⏕߇᧪᭴ᗐޔߡߒߣ⇇⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐߔᜰ⋠ࠍޠㆡ↪น⢻ᕈߩ⸳࿖ኅᑪߣ⇛㐿⊒ᚢߩࠕࠫࠕ᧲ޟ

ࡠࡊߚࠇఝߚߞᜬࠍᚢ⇛ᕈߣᯏേᕈ߇ో↹⸘ޔߊታ❣߽㜞ߩᢎ⢒⎇ⓥᵴേߩߢ߹ࠇߎޕࠆߡߞߥߦ

ᧄὐᒻߩߡߒߣዷဳ⊑ߩߘޔ߈ߠၮߦᚑᨐ㜞ߚࠇࠄᓧߢࡓࠣࡠࡊ㧞㧝♿㧯㧻㧱ޕࠆߢࡓࠣ

ᚑ㧔ㄘᬺ⊒ዷ↥ᬺ⊒ዷߣ࿖ኅᑪ⸳߁ߣⶄ⌒⊛࠴ࡠࡊࠕ㧕ߪᗧ᰼⊛ޔࠅߢ㜞ߊ⹏ଔޕࠆ߈ߢቇ㐳

 ޕࠆߡࠇߐᢛߊࠃᡰេ߽ߩᄢቇޔߦవ㗡ࠍ

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޔߪߡ߅ߦᄢቇ㒮ቇ↢ߩ࿖㓙ൻᢎ⢒ߦขߚ߈ߢࠎ⚵ࠅታ❣ࠍޔࠅ߅ߡߒὐᒻᚑ⸘↹ߩ

ࠠࠞ߁ၭࠍഃㅧᕈߣၮ␆ቇജߡߒኻᔕߦޠㆡ↪น⢻ᕈߩ⸳࿖ኅᑪߣ⇛㐿⊒ᚢߩࠕࠫࠕ᧲ޟࠆߢ⊛⋠

ߩᢎຬߩࠄ߆ⷞ㊁ߥ⊛⇇ޔᢛߩᢎ⢒ߩਛᔃ⺆⧷ߦ․ޔࠅ߅ߡࠇߐ↹⸘߇ᜰዉޔ߿ࡓࡘ

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ߊ㜞ߪ࠻࡞ࠢ



- 5 - 
 

⎇ⓥᵴേ㕙ߩ⾰ޔ߽ߡ߅ߦ㜞⎇ⓥ⠪ߣ⎇ⓥᚑᨐࠍޔࠅ߅ߡߒ࿖㓙ᯏ㑐߿ᶏᄖߩᄢቇ⎇ⓥᚲߩߣ

࿖㓙⊛߇ࠢࡢ࠻࠶ࡀߥ㜞᳓Ḱߢ᭴▽ޔࠅ߅ߡࠇߐ⎇ⓥㅪ៤ߩታലᕈ߽ᦼᓙޕࠆ߈ߢ 

߇ਸ਼ലᨐ⋦ޔߡࠇࠊⴕߦ⊛⾰ታ߇ㅪ៤ߥኒ✕ߩߣಽᨆᷣ⚻ߣᴦಽᨆޔߪߡߞߚߦὐㆇ༡ޔߒߛߚ

ߥߡࠇߐߚḩ߇ቯຬߩᄢቇ㒮ޔߣߎߥዋ߇❣ඳ჻ภਈታޔߚ߹ޕࠆࠇߐᦼᓙ߇ߣߎࠆࠇߐߺ↢

 ޕࠆࠇࠄ᳞߇ദജߩጀ৻ߩߢᢎ⢒㕙ޔࠄ߆ߤߥߣߎ

 

I09ᯏ㑐ฬ㧦੩ㇺᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦ⷫኒߣౣߩ✬ᚑࠕࠫࠕߔߑࠍὐ 

㨇ὐᒻᚑߩ⋡⊛㨉 

㧞ޔኅᣖ⑳↢ᵴⷫߩߤߥኒߢࠆߡ߈ᄢߥ߈ᄌኈੱᷣ⚻ޔࠍญ␠ળ╷Ꮢ᳃ᮭߤߥ

ߥࡠࠢࡑߩߢ᭴ㅧᄌേߩߣ㑐ଥߢ⸃ࠆߔ⇇⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐޔߡߒߣ᧪᭴ᗐ߇⏕ޔߢᢎ⢒⎇

ⓥᵴേߩታ❣߽㜞ౕޔߊ⊛ߟ߆⌕ታޔࠅ߅ߡߞߥߣ↹⸘ߥ࿖㓙⊛ߥ⊒ାജ߽ᄢ߈ఝࡓࠣࡠࡊߚࠇ

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ޔࠅߢ

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޔߪߡ߅ߦᣢߦᄢቇ㒮ቇ↢ߩᶏᄖ⎇ⓥᵴേࠍᵴ⊒ൻߩߤߥࠆߡߖߐታ❣ࠕࠫࠕޔࠅ߇

⺆⧷ߦ߽ߣߣࠆ㜞ߦ⊛ቇ㓙ࠍኾ㐷⊛⢻ജޔߡߒኻᔕߦ↹⸘ὐᒻᚑ߁ߣᚑ✬ౣߩߣኒⷫߩ

߮ߩࠕࠫࠕ⸒⺆⢻ജࠍ㜞ߦࠄߐޔ߿ࡓࡘࠠࠞࠆᶏᄖ࠻ࠗ࠹ࠨὐࠍᵴ↪ߚߒᜰዉߜ߈߇

ߒߣ߁ࠈ࿑ࠍలታߩࠬࡄࠕࡖࠠߥ⊛ᄙరޔὐࠆߡߒᢙ୯ൻࠍ㆐ᚑ⋡ᮡޔߚ߹ޕࠆߡࠇߐ↹⸘ߣࠎ

ቇ⇐ߩ߳☨᰷ߣࠕࠫࠕ߇↢ቇߩੱ৻ޔ߿࿖㓙⊛න឵ᐲߩߣᶏᄖὐߦ․ޕࠆ߈ߢὐ߽⹏ଔࠆߡ

⚻㛎ࠍⓍޔߣߎࠆߡߒߣߣߎ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪ࠬࡦࡃࡈࠗ࠴ࠨߩᡰេ߽ߡߒߣ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ߊ㜞ޔ߽ߣߎࠆߢࠎㄟߺ⚵

⎇ⓥᵴേ㕙ⷫޔߪߡ߅ߦኒࠆߋࠍℂ⺰⊛ታ⸽⊛ߩ⾰ߦ㜞⎇ⓥᚑᨐࠍޔࠅ߅ߡߒ࿖㓙⊛߽ߦ

ᚑᨐࠍ⊒ାޔࠅ߅ߡ߈ߡߒ⹏ଔޔߚ߹ޕࠆ߈ߢᣢߦᶏᄖߩ㧤ᄢቇ߇ᧄߩࡓࠣࡠࡊᶏᄖߣߎࠆߥߣࡉࡂ

 ޕࠆ߈ߢታലᕈ߽ᦼᓙߩㅪ៤ߩⓥ⎇ޔࠅ߅ߡߒᛚੌࠍ

ߺ⚵ℂ⺰⊛ᨒޔᷓࠍ⺰⼏ߩߡߟߦ㑐ଥ⋦ߩߘޔಽ▵ൻߩࠆߔ㑐ଥߣᄌኈߩኒⷫޔߒߛߚ

 ޕࠆࠇ߹ᦸ߇ߣߎࠆߔദജߦߚࠆߔታࠍ⊛⋠ߩᚲᦼߩ↹⸘ޔߡ↪ࠍಽᨆᚻᴺߥㆡಾޔߒൻ✺♖ࠍ

 

I10ᯏ㑐ฬ㧦ᄢ㒋ᄢቇޔ੩ㇺᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦ੱ㑆ⴕേߣ␠ળ⚻ᷣࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ߩ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

ޔࠅߢ⏕߇᧪᭴ᗐޔߡߒߣ⇇⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐߔᜰ⋠ࠍޠࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ߩᷣ⚻ળ␠ߣ㑆ⴕേੱޟ

㧞㧝♿㧯㧻㧱ߩߢ߹ࠇߎߩࡓࠣࡠࡊᢎ⢒⎇ⓥᵴേߩታ❣߽㜞ޔߊ⸘↹ో߇㓶ᄢߢ⏕ߥ⋡ᮡࠍᜬ

 ޕࠆߢࡓࠣࡠࡊߚࠇఝߚߞ

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޔߪߡ߅ߦ⎇ⓥ⠪㙃ᚑᯏ㑐ߡߒߣථᛮߥᚑᨐࠍޔࠅ߅ߡߍὐᒻᚑ⸘↹ޔࠆߢ⊛⋠ߩ

વ⛔⊛ߥ⚻ᷣቇߣᣂߥߚầᵹࠆߢⴕേ⚻ᷣቇߩਔ⠪ࠍวߖࠊᜬߟၮ␆ቇജߣഃㅧᕈࠍၭࡘࠠࠞ߁

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ߊ㜞ޔߪὐࠆߡࠇߐ↹⸘߇ᜰዉ߿ࡓ

⎇ⓥᵴേ㕙ޔߪߡ߅ߦ㜞⎇ⓥᚑᨐࠍޔߒવ⛔⊛ߥ⚻ᷣቇߢߚ߈ߡࠇࠊᢙቇ⊛ᚻᴺ⸘㊂⚻ᷣಽ

ᨆߦട࠻ࠤࡦࠕޔߡ߃⺞ᩏ߿⚻ᷣታ㛎ߩߤߥᣂߒᚻᴺߩណ↪ޔ߿⣖⑼ቇᔃℂቇ␠ળቇ╬ߩߣⲢ

วޔࠅ߅ߡࠇߐ↹⸘߇⎇ⓥߩ᧪ᕈ߽ᦼᓙޕࠆ߈ߢ 

ߥࠄߥߦࠄ߫ࠄ߫߇ὐᵴേޔߡߌะߦታߩ↹⸘ޔࠅ߅ߡߒᢔߢᄙᓀ߇ࡓࠣࡠࡊⓥ⎇ޔߒߛߚ
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 ޕࠆࠇ߹ᦸ߇⸛ᬌᎿᄦߩߤߥࠆ⛉ࠍὶὐޔ߁ࠃ

 

I11ᯏ㑐ฬ㧦ᘮᙥ⟵Ⴖᄢቇޔ੩ㇺᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦Ꮢ႐ߩ㜞⾰ൻߣᏒ႐ࠗߩࡈࡦ✚ว⊛⸳⸘ 

[ណᛯℂ↱㨉 

ᧄὐ߇ឝޟࡑ࠹ߚߍᏒ႐ߩ㜞⾰ൻߣᏒ႐ࠗߩࡈࡦ✚ว⊛⸳⸘ߪޠᢾᣂߟ߆ޔࠅߢᗧ᰼⊛ޔߢᏒ

႐߁ߣ⾰ߩⷞὐߩࠄ߆ಽᨆߪᣂޔߊߒ⹏ଔޔߚ߹ޕࠆ߈ߢႶ㐳ࠍᆎޔᄢቇߩࠄ߆ᡰេ߽㜞ߊ⹏

ଔޕࠆ߈ߢ 

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ࠅߥ߆ߪࡓࡘࠠࠞޔߪߡ߅ߦలታޔࠅ߅ߡߒ⹏ଔޔߛߚޕࠆ߈ߢ࿖㓙⊛⎇ⓥ⠪⢒ᚑߥ

 ޕࠆࠇ߹ᦸ߇ߣߎࠆߔߦ⏕ߦᦝޔߪߡߟߦᡰេߩߤ

⎇ⓥᵴേ㕙ޔߪߡ߅ߦ㧞㧝♿㧯㧻㧱ߢࡓࠣࡠࡊ৻ቯ᳓Ḱߩ⎇ⓥᚑᨐࠍࠍࠇߘޔࠅ߅ߡߍ〯߹߃

ታࠆߔߣߓߪࠍಽᨆ࠲࠺࡞ࡀࡄޔߦ․ޕࠆ߈ߢଔ⹏ߡߞߢ⏕Ყセ⊛ޔߪ↹⸘ⓥᵴേ⎇ߩ࿁ߚ

⸽ಽᨆ⎇ⓥߩߢ߹ࠇߎޔߪߡߟߦታ❣ߪ㜞ߊ⹏ଔޔ߈ߢᓟߩᚑᨐ߽ߡߟߦᄢߦᦼᓙߒޕࠆ߈ߢ

ਔߩᢎ⢒ⓥ⎇ޔߡߒ⏕ൻࠍᗧߩ⾰ߩᏒ႐ࠆߢ㎛ᔨޔߪߡߟߦធวߩߣℂ⺰㕙ޔࠄ߇ߥߒ߆

㕙ߩ✚วൻࠍᎿᄦ߇ߣߎࠆߔᔅⷐޕࠆߢ 

 

H12ᯏ㑐ฬ:ᘮᙥ⟵Ⴖᄢቇޔᑧᄢቇᩞޔੳ⩄ᄢቇᩞࠕ࠾࡞ࠜࡈࠞޔᄢቇᩞࠢࡃ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓:Ꮢ᳃␠ળߩࠬࡦ࠽ࡃࠟࠆߌ߅ߦᢎ⢒⎇ⓥὐ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

ᧄὐޔߪ㧞㧝♿㧯㧻㧱ߩࡓࠣࡠࡊᚑᨐߦ┙⣉ޔࠅ߅ߡߒઍߩᏒ᳃␠ળޟࠍᄙᢥൻᄙઍᏅ

ࠛޕࠆߢࡓࠣࡠࡊߥ㓶ᄢࠆߔߣ⊛⋠ࠍⓍ⫾ߩ࠲࠺ᩏ⺞ࠆ߆߆ߦࠬࡦ࠽ࡃࠟߩޘ⒳ޔߡߣޠ⇇

ޔߺࠍὐ⌒⌕ᷓ⥝ޔߤߥⷞὐࠆߖߐኻᔕࠍࠖ࠹ࡆࠪࡦࡐࠬߩᏒ᳃ߣࠖ࠹ࡆ࠲ࡦ࠙ࠞࠕߩ࠻

ᧄὐߩࡈ࠶࠲ࠬߩദജࠆࠃߦᏒ᳃߿࠲࠺⼏ળߩߤߥ࠲࠺⫾Ⓧߣ㑐ㅪߚࠇߐ␜ߡߒᵴേ⸘↹߽ᦼ

ᓙޔߚ߹ޕࠆ߈ߢႶ㐳ࠍࡊ࠶ࠪ࠳ߩᆎޔᄢቇߩᡰេ߽లታࠆߡߒὐ߽⹏ଔޕࠆ߈ߢ 

ੱ᧚⢒ᚑ㕙ޔߪߡ߅ߦ⎇ⓥᵴേ㕙ߩߣធวߊࠃ߇⠨ޔࠅ߅ߡࠇࠄ߃⧯ᚻ⎇ⓥ⠪ߩ⺰ᢥၫ╩╬ߩᜰዉߥ

᳞߇╬లታߩࠆߥᦝߩߚࠆߔ⢒ᚑࠍ᧚ੱߥ⊛࿖㓙ޔ߇ࠆ㕙߽ࠆ߈ߢᦼᓙ߇ᚑᨐߥචಽޔߤ

 ޕࠆࠇࠄ

⎇ⓥᵴേ㕙ޔߪߡ߅ߦ㧞㧝♿㧯㧻㧱ߩࡓࠣࡠࡊᚑᨐߦ┙⣉ޔߡߒᦝߦ㊁ᔃ⊛ߥ⺞ᩏࠍડ↹ߡߒ

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ࠅ߅ߡߒ↹⸘ࠍⓥ⎇ߥ㊀ⷐ߽ߦ⊛᧪ޔߤߥࠆ

ߣߎࠆߔᒝൻࠍㅪ៤ߩ㑆࠻࠶࠾࡙ߩߟ㧢ޔߣߎࠆߔߦ⏕ጀ৻ࠍౝኈߩᔨߩࠬࡦ࠽ࡃࠟޔߒߛߚ

 ޕࠆࠇࠄ᳞߇Ꮏᄦߩࠆߥᦝޔߪߡߒ㑐ߦߤߥ

 

I13ᯏ㑐ฬ㧦ᣧⒷ↰ᄢቇ 

ὐࡓࠣࡠࡊߩฬ⒓㧦ᐲ᭴▽ߩᴦ⚻ᷣቇʊᦼᓙታ␠ળߦะߡߌʊ 

㨇ណᛯℂ↱㨉 

ᧄޔߪࡓࠣࡠࡊᐲߣᦼᓙࠍ㎛ᔨޔߡߒߣᴦቇߣ⚻ᷣቇߩⲢวࠍ࿑ޟޔߟߟࠅᐲ᭴▽ߩᴦ⚻

ᷣቇߩޠ⇇⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐࠍ⋡ᜰߔ㊁ᔃ⊛ߥ⹜ޔࠅߢߺ㜞ߊ⹏ଔޕࠆ߈ߢ 

ੱ᧚⢒ᚑ㕙21ޔߪߡ߅ߦCOE-GLOPE ߅ߡߒࠍ❣ታߚ߈ߢࠎ⚵ࠅขߦᢎ⢒ߩ↢ᄢቇ㒮ቇߡߓㅢࠍ╬

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ޔࠅ߅ߡࠇߐ⸘⸳ߊࠃߪࡓࠣࡠࡊᢎ⢒ߔᜰ⋠ࠍว⛔ߩቇᷣ⚻ߣᴦቇޔࠅ



- 7 - 
 

⎇ⓥᵴേ㕙21ޔߪߡ߅ߦCOE-GLOPE ޟࠅࠃߦࡓࠣࡠࡊᧄޔࠅ߅ߡߒࠍ❣ⓥታ⎇㜞ߚߓㅢࠍ

ᐲ᭴▽ߩᴦ⚻ᷣቇߩޠ⇇ߩ࡞ࡌࡊ࠶࠻⎇ⓥᚑᨐࠍޔߍ࿖㓙⊛ߥὐ߇ߣߎࠆߥߣᦼᓙޕࠆ߈ߢ 

ޕࠆࠇࠊᕁߣߥߪߢኈᤃߪߣߎࠆߔ▽᭴ࠍޠᴦ⚻ᷣቇޟߒᣂߡߒⲢวࠍቇᷣ⚻ߣᴦቇޔߒߛߚ

߇ߣߎߊⴕߡߒታޔߟߟߒൻౕߦᦝߢㆊ⒟ߊⴕߡㅴࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߦታ㓙ޔߪ㗴⺖ߥ⊛㊁ᔃߩߎ

ᦼᓙޔߚ߹ޕࠆࠇߐඳ჻⺖⒟ቇ↢ޔߡߟߦ⇐ቇ↢ࠍߚఝ⑲ߥ⧯ᚻ⎇ⓥ⠪ࠍ㓸ࠆᣇ╷ߎࠆߓ⻠ࠍ

⇇ߩޠᴦ⚻ᷣቇࠆࠇ߹ᦸ߇ߣߎߔࠄಝࠍᎿᄦߣദജߩጀ৻ߩߚߔᑧ߫ߦᦝࠍ❣ታߩቇਈޔߣ

⊛ᢎ⢒⎇ⓥὐࠍ⋡ᜰߔ㊁ᔃ⊛ߥ⹜ޔࠅߢߺ㜞ߊ⹏ଔޕࠆ߈ߢ 

ੱ᧚⢒ᚑ㕙21ޔߪߡ߅ߦCOE-GLOPE ߅ߡߒࠍ❣ታߚ߈ߢࠎ⚵ࠅขߦᢎ⢒ߩ↢ᄢቇ㒮ቇߡߓㅢࠍ╬

 ޕࠆ߈ߢଔ⹏ޔࠅ߅ߡࠇߐ⸘⸳ߊࠃߪࡓࠣࡠࡊᢎ⢒ߔᜰ⋠ࠍว⛔ߩቇᷣ⚻ߣᴦቇޔࠅ

⎇ⓥᵴേ㕙21ޔߪߡ߅ߦCOE-GLOPEࠍㅢߚߓ㜞⎇ⓥታ❣ࠍޔࠅ߅ߡߒᧄޟࠅࠃߦࡓࠣࡠࡊ

ᐲ᭴▽ߩᴦ⚻ᷣቇߩޠ⇇ߩ࡞ࡌࡊ࠶࠻⎇ⓥᚑᨐࠍޔߍ࿖㓙⊛ߥὐ߇ߣߎࠆߥߣᦼᓙޕࠆ߈ߢ 

ޕࠆࠇࠊᕁߣߥߪߢኈᤃߪߣߎࠆߔ▽᭴ࠍޠᴦ⚻ᷣቇޟߒᣂߡߒⲢวࠍቇᷣ⚻ߣᴦቇޔߒߛߚ

߇ߣߎߊⴕߡߒታޔߟߟߒൻౕߦᦝߢㆊ⒟ߊⴕߡㅴࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߦታ㓙ޔߪ㗴⺖ߥ⊛㊁ᔃߩߎ
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�
0HDVXULQJ� WKH� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ� UDWH�� WKH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWH�� DQG�
WKH�WLPH�GLVFRXQW�UDWH�XVLQJ�D�K\SRWKHWLFDO�GLFWDWRU�JDPH
�
7DNDQRUL�,GD
*UDGXDWH�6FKRRO�RI�(FRQRPLFV��.\RWR�8QLYHUVLW\
<RVKLGD��6DN\R��.\RWR�����������-DSDQ
LGD#HFRQ�N\RWR�X�DF�MS
�
.D]XKLWR�2JDZD
)DFXOW\�RI�(FRQRPLFV��2VDND�6DQJ\R�8QLYHUVLW\
������1DNDJDLWR��'DLWR��2VDND�����������-DSDQ
N]�RJDZD#HFR�RVDND�VDQGDL�DF�MS
�
$EVWUDFW��7KLV�SDSHU�LQYHVWLJDWHV�D�K\SRWKHWLFDO�GLFWDWRU�JDPH�WKDW�IHDWXUHV�ERWK�VRFLDO�
DQG� WLPH� GLVFRXQWLQJ� DQG� VLPXOWDQHRXVO\� HVWLPDWHV� VRFLDO� SUHIHUHQFH� SDUDPHWHUV�
LQFOXGLQJ� WKH� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ� UDWH�� WKH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWH�� DQG� WKH� WLPH� GLVFRXQW�
UDWH��5HVSRQVHV� IURP� ������ -DSDQHVH� DGXOWV�ZHUH� FROOHFWHG� WKURXJK� DQ� RQOLQH� VXUYH\��
DQG�WKHLU�UHVSRQVHV�ZHUH�DQDO\]HG�XVLQJ�D�UDQGRP�SDUDPHWHU�ORJLW�PRGHO��7KH�IROORZLQJ�
UHVXOWV� ZHUH� REWDLQHG�� )LUVW�� WKH� PDUJLQDO� XWLOLW\� GHULYHG� IURP� RQH¶V� RZQ� LQFRPH� LV�
WZLFH�DV� ODUJH�DV� WKH�PDUJLQDO�XWLOLW\�GHULYHG� IURP� LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ��6HFRQG�� VRFLDO�
SUHIHUHQFH�IRU�WKH�SUHVHQW�LQFRPH�RI�D�VWUDQJHU�HTXDOV�VRFLDO�SUHIHUHQFH�IRU�WKH�LQFRPH�
RI� DQ� DFTXDLQWDQFH� ���� GD\V� ODWHU�� RI� D� FORVH� IULHQG� ���� GD\V� ODWHU�� DQG� RI� D� IDPLO\ᇫ
PHPEHU� ���� GD\V� ODWHU�� 7KLUG�� WKHVH� VRFLDO� SUHIHUHQFH� SDUDPHWHUV� DUH� FRUUHODWHG�ZLWK�
HDFK�RWKHU�DV�ZHOO�DV�ZLWK�LQGLYLGXDO�FKDUDFWHULVWLFV�VXFK�DV�JHQGHU�DQG�DJH�
-(/�&ODVVLILFDWLRQ��'����'����'��
.H\ZRUGV��GLFWDWRU�JDPH��LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ��VRFLDO�GLVFRXQWLQJ��WLPH�GLVFRXQWLQJ
�
�

�



���,QWURGXFWLRQ
�
� � (FRQRPLVWV� KDYH� ORQJ� DVVXPHG� WKDW� KRPR� HFRQRPLFXV� LV� RQO\� FRQFHUQHG� ZLWK� LWV�
RZQ� SD\RII�� +RZHYHU�� ZLWK� WKH� GHYHORSPHQW� RI� EHKDYLRUDO� HFRQRPLFV�� HFRQRPLVWV�
KDYH� FRPH� WR� XQGHUVWDQG� WKDW� DOWUXLVP� FDQQRW� EH� FRPSOHWHO\� H[FOXGHG� HLWKHU� IURP�
ODERUDWRULHV� RU� IURP� DQ� XQGHUVWDQGLQJ� RI� WKH� UHDO� HFRQRP\�� $� JRRG� H[DPSOH� WKDW�
VKRZV�WKH�H[LVWHQFH�RI�DOWUXLVP�LV�D�FRPSDULVRQ�EHWZHHQ�XOWLPDWXP�DQG�GLFWDWRU�JDPH�
H[SHULPHQWV��8OWLPDWXP� JDPHV� LQYROYH� D� JLYHU� RU� GLFWDWRU� �'�� DQG� D� UHFLSLHQW� �5��� D�
FHUWDLQ� VXP�RI�PRQH\� LV� WKH�YDOXH�RI� WKH�JDLQ� IURP�H[FKDQJH� WKDW�ZRXOG�EH� ORVW� LI�5�
UHMHFWV�WKH�RIIHU��'�RIIHUV�VKDUH�V� WR�5��OHDYLQJ�KLPVHOI�ZLWK�WKH�UHPDLQGHU����V��5�FDQ�
HLWKHU� DFFHSW� WKH� RIIHU� RU� UHMHFW� LW�� LQ�ZKLFK� FDVH� ERWK� UHFHLYH� QRWKLQJ�� 7KH� SUHYLRXV�
OLWHUDWXUH�IRXQG�WKDW�PRVW�RIIHUV�DUH�EHWZHHQ�����DQG�����RI�WKH�VXUSOXV��WKHUH�DUH�DOPRVW�
QR� RIIHUV� EHORZ� ����� DQG� WKH� ORZ� RIIHUV� DUH� IUHTXHQWO\� UHMHFWHG�� 'LFWDWRU� JDPHV� DUH�
GLIIHUHQW� IURP�XOWLPDWXP�JDPHV�EHFDXVH�5
V�DELOLW\� WR� UHMHFW�DQ�RIIHU� LV� UHPRYHG��7KH�
ILUVW� FRPSUHKHQVLYH� VXUYH\V� RI� ERWK� JDPHV� �VXFK� DV� )RUV\WKH� HW� DO�� ������ LQGLFDWHG�
WKDW�'�RIIHUV�RQ�DYHUDJH�DERXW������ZKLFK�LV�PXFK�ORZHU�WKDQ�WKH�ILJXUH�LQ�XOWLPDWXP�
JDPHV�EXW�VWLOO�UHPDLQV�SRVLWLYH�
��%HKDYLRUDO�HFRQRPLFV�KDV�UHFHQWO\�LQYHVWLJDWHG�VRFLDO�SUHIHUHQFHV�DV�ZHOO�DV�WLPH�DQG�
ULVN�SUHIHUHQFHV��)HKU�DQG�6FKPLGW��������PRGHOHG�IDLUQHVV�DV�VHOI�FHQWHUHG�LQHTXDOLW\�
DYHUVLRQ�� ,Q� WKH� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ�PRGHO�� RQH¶V� XWLOLW\� LV� GHWHUPLQHG� E\� RQH¶V� RZQ�
SD\RII�DQG�E\�GLVWULEXWLYH�LQHTXDOLW\��WKH�ODUJHU�WKH�LQHTXDOLW\�EHWZHHQ�RQHVHOI�DQG�WKH�
RSSRQHQW� LV�� WKH� ORZHU�RQH¶V�XWLOLW\� LV��&RQFXUUHQWO\�ZLWK� LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�UHVHDUFK��
VRFLDO�GLVFRXQWLQJ� UHVHDUFK�KDV�EHHQ�DFFXPXODWHG� �-RQHV� DQG�5DFKOLQ�������������� ,Q�
WKLV�OLWHUDWXUH��VRFLDO�GLVWDQFH�LV�GHILQHG�DV�WKH�GHJUHH�RI�UHFLSURFLW\�WKDW�VXEMHFWV�EHOLHYH�
H[LVWV� ZLWKLQ� D� VRFLDO� LQWHUDFWLRQ�� 7KH� VRFLDO� GLVWDQFH�� WKHUHIRUH�� LQGLFDWHV� KRZ� FORVH�
VXEMHFWV� �IULHQGV�� IULHQGV� RI� IULHQGV�� DQG� VR� RQ�� DUH� WR� HDFK� RWKHU��$OWUXLVWLF� EHKDYLRU�
GHFUHDVHV�ZLWK�VRFLDO�GLVWDQFH��ZKLFK�LV�SUHGLFWHG�E\�WKH�LQYHUVH�GLVWDQFH�ODZ�RI�JLYLQJ�
�VHH�*RHUHH� HW� DO�� �������0XFK� UHVHDUFK� KDV� EHHQ� FRQGXFWHG� EDVHG� RQ� WKH� IROORZLQJ�
IDFWRUV�DQG�SURFHGXUHV�
�
l ³HDUQHG´�ULJKW�WR�EHFRPH�WKH�GLFWDWRU��+RIIPDQ�HW�DO�������
l GRXEOH�DQG�VLQJOH�EOLQG�SURFHGXUHV��+RIIPDQ������
l VLOHQW�LGHQWLILFDWLRQ�DQG�IDFH�WR�IDFH�FRPPXQLFDWLRQ��%RKQHW�DQG�)UH\������
l FRPSOHWH�GRXEOH�EOLQG�SURFHGXUH��-RKDQQHVVRQ�DQG�3HUVVRQ������
l SLFWXUH�YLHZLQJ�SURFHGXUH��%XUQKDP������
l SRYHUW\�DQG�PHGLFLQH�LQVWHDG�RI�PRQH\��%UDxDV�*DU]D������
l GHJUHH�RI�DQRQ\PLW\�DQG�JHQGHU��'XIZHQEHUJ�DQG�0XUHQ������
l RSSRUWXQLW\�WR�PDNH�D�UHTXHVW��5DQNLQ������
l IDPLO\�QDPH�RI�UHFLSLHQW��&KDUQHVV�DQG�*QHH]\������
l UHTXHVW�DQG�FRPPXQLFDWLRQ�HIIHFWV��<DPDPRUL�HW�DO�������
l JHQGHU�DQG�H[SHFWDWLRQV��$JXLDU�HW�DO�������
l GLUHFWHG�DOWUXLVP�DQG�IXWXUH�LQWHUDFWLRQ��/HLGHU�HW�DO�������
l IULHQGVKLS�QHWZRUNV��*RHUHH������
l VRFLDO�LQWHJUDWLRQ��%UDxDV�*DU]D�HW�DO�������

�
� � 1RWH� WKDW� DOWKRXJK� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ� DQG� VRFLDO� GLVFRXQWLQJ� DUH� ERWK� VRFLDO�
SUHIHUHQFHV��WKH\�DUH�FOHDUO\�GLIIHUHQWLDWHG��7KH�UHVXOWV�RI�GLFWDWRU�JDPHV�LQGLFDWH�WKDW�'�

�



RIIHUV�D�FHUWDLQ�VKDUH�HYHQ�WR�D�VWUDQJHU��6XFK�DOWUXLVP�FDQ�EH�H[SODLQHG�E\�LQHTXDOLW\�
DYHUVLRQ��,QWHUHVWLQJO\��WKH�VKDUH�WKDW�'�RIIHUV�WR�5�LQFUHDVHV�LI�5�LV�QR�ORQJHU�D�VWUDQJHU�
EXW� DQ� DFTXDLQWDQFH�� 7KLV� SKHQRPHQRQ� FDQ� EH� H[SODLQHG� E\� VRFLDO� GLVFRXQWLQJ�� 7KLV�
SDSHU�SURSRVHV�D�PHWKRG�IRU�VLPXOWDQHRXVO\�HVWLPDWLQJ�WKH�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�UDWH�DQG�
WKH�VRFLDO�GLVFRXQW�UDWH�
� � ,Q� DGGLWLRQ�� WKLV� SDSHU� LQWHJUDWHV� WKH� WLPH� GLVFRXQW� UDWH� HVWLPDWLRQ� ZLWK� WKH�
VLPXOWDQHRXV� HVWLPDWLRQ� RI� WKH� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ� UDWH� DQG� WKH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWH���
6RPH� SUHYLRXV� VWXGLHV� KDYH� VLPXOWDQHRXVO\� LQYHVWLJDWHG� WLPH� DQG� VRFLDO� GLVFRXQWLQJ�
�5DFKOLQ�DQG�-RQHV�����D���7KLV�SDSHU� LV� WKH� ILUVW� WR�H[SOLFLWO\�PHDVXUH� WKH� LQHTXDOLW\�
DYHUVLRQ� UDWH�� WKH� WLPH� GLVFRXQW� UDWH�� DQG� WKH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWH� LQ� WKH� LQHTXDOLW\�
DYHUVLRQ�PRGHO��:H�FRQGXFWHG�GLFWDWRU�JDPH�H[SHULPHQWV�ZLWK�VRFLDO�GLVWDQFH�DQG�WLPH�
GHOD\V� XVLQJ� FRQMRLQW� DQDO\VLV�� 5HVSRQVHV� IURP� ������ -DSDQHVH� DGXOWV� ZHUH� FROOHFWHG�
WKURXJK� RQOLQH� VXUYH\V�� DQG� WKHLU� UHVSRQVHV�ZHUH� DQDO\]HG� XVLQJ� D� UDQGRP�SDUDPHWHU�
ORJLW�PRGHO�
� � :H� REWDLQHG� WKH� IROORZLQJ� UHVXOWV�� )LUVW�� WKH� PDUJLQDO� XWLOLW\� GHULYHG� IURP� RQH¶V�
RZQ�LQFRPH�LV� WZLFH�DV� ODUJH�DV� WKH�PDUJLQDO�XWLOLW\�GHULYHG�IURP�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ��
7KLV�PHDQV�WKDW�RQH�ZLOO�EH�EHWWHU�RII�LI�WKH�FKDQJH�LQ�RQH¶V�RZQ�LQFRPH�LV�PRUH�WKDQ�
KDOI� RI� WKH� FKDQJH� LQ� LQHTXDOLW\�� 6HFRQG�� VRFLDO� SUHIHUHQFHV� IRU� D� VWUDQJHU¶V� SUHVHQW�
LQFRPH� HTXDO� VRFLDO� SUHIHUHQFHV� IRU� WKH� LQFRPH� RI� DQ� DFTXDLQWDQFH� ���� GD\V� ODWHU��
RI� D� FORVH� IULHQG�����GD\V� ODWHU�� DQG�RI� D� IDPLO\�PHPEHU�����GD\V� ODWHU��7KLUG�� WKHVH�
VRFLDO�SUHIHUHQFH�SDUDPHWHUV� DUH� FRUUHODWHG�ZLWK�HDFK�RWKHU� DV�ZHOO� DV�ZLWK� LQGLYLGXDO�
FKDUDFWHULVWLFV�VXFK�DV�JHQGHU�DQG�DJH�
� � 7KH� SDSHU� LV� RUJDQL]HG� DV� IROORZV�� 6HFWLRQ� �� H[SODLQV� WKH� VXUYH\� GHVLJQ�� 6HFWLRQ� ��
IRUPDOL]HV�RXU�GLFWDWRU� JDPH��ZKLFK� FRQVLGHUV�ERWK� VRFLDO� DQG� WLPH�GLVFRXQWLQJ� LQ� LWV�
FRQMRLQW�DQDO\VLV��6HFWLRQ���GLVSOD\V�WKH�HVWLPDWLRQ�UHVXOWV�IRU�WKH�VXEVWLWXWLRQ�EHWZHHQ�
RZQ� LQFRPH� DQG� VRFLDO� SUHIHUHQFHV� DQG� EHWZHHQ� WKH� VRFLDO� SUHIHUHQFHV�� 6HFWLRQ� ��
SURYLGHV�FRQFOXGLQJ�UHPDUNV�
�
���6XUYH\�DQG�'DWD
�
���ᇫ9DULRXV�GLFWDWRU�JDPH�H[SHULPHQWV
�
� � 7KLV� VHFWLRQ� H[SODLQV� WKH� VXUYH\� ZH� XVHG� WR� LQYHVWLJDWH� WKH� VRFLDO� SUHIHUHQFHV� RI�
UHVSRQGHQWV� EDVHG� RQ� WKHLU� UHSOLHV� WR� D� VWDQGDUG� GLFWDWRU� JDPH�� :H� SUHVHQWHG� WKH�
IROORZLQJ�VFHQDULR�
�
6FHQDULR��
<RX� KDYH� MRLQHG� D� SV\FKRORJLFDO� H[SHULPHQW�� <RX� DUH� JLYHQ� �������� -3<� �������
86���JLYHQ����-3<� ���86���DQG�DUH�WROG�WKDW�\RX�FDQ�VKDUH�WKH�PRQH\�ZLWK�3HUVRQ�
$��<RX�DUH�QRW�DFTXDLQWHG�ZLWK�$�DQG�ZLOO�QRW�PHHW�$�GXULQJ�WKH�H[SHULPHQW�RU�LQ�WKH�
IXWXUH��$�GRHV�QRW�NQRZ�\RX��$�FDQQRW�UHIXVH�\RXU�SURSRVDO��+RZ�PXFK�PRQH\�ZLOO�
\RX�JLYH�WR�$"

�

�+RZHYHU�� WKLV� SDSHU� LV� QRW� FRQFHUQHG� ZLWK� ULVN� SUHIHUHQFH� HVWLPDWLRQ�� ,QWHUHVWLQJO\��
&DUOVVRQ�HW� DO�� ������� IRXQG� WKDW� LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ� LV�SRVLWLYHO\�DVVRFLDWHG�ZLWK� ULVN�
DYHUVLRQ�

�



��1H[W��ZH�FKDQJHG�WKH�VRFLDO�GLVWDQFH�RI�3HUVRQ�$�DQG�LQYHVWLJDWHG�KRZ�WKLV�LQIOXHQFHG�
WKH�DQVZHU�
�
6FHQDULR��
3UHYLRXVO\��3HUVRQ�$�ZDV� DVVXPHG� WR�EH� D� VWUDQJHU��1RZ�\RXU� UHODWLRQVKLS�ZLWK�$�
KDV�FKDQJHG��DQG�\RX�DUH�DVNHG�WKH�VDPH�TXHVWLRQ��3HUVRQ�$�LV�
l $�VDPH�VH[�DFTXDLQWDQFH�ZLWK�ZKRP�\RX�DVVRFLDWH�FORVHO\
l $�VDPH�VH[�IULHQG�ZLWK�ZKRP�\RX�GLQH
l $�VDPH�VH[�EORRG�UHODWLYH��IDPLO\�PHPEHU�
$VVXPH�\RX�KDYH�VXFK�UHODWLRQVKLSV�ZLWK�SHRSOH�

�
��/DVWO\��ZH�FKDQJHG�WKH�WLPH�GHOD\�GHWHUPLQLQJ�ZKHQ�3HUVRQ�$�UHFHLYHG�KLV�VKDUH�DQG�
LQYHVWLJDWHG�KRZ�WKLV�LQIOXHQFHG�WKH�DQVZHU�
�
3UHYLRXVO\��3HUVRQ�$�ZDV�DVVXPHG�WR�LPPHGLDWHO\�UHFHLYH�WKH�PRQH\��7KH�WLPH�GHOD\�
LQ�ZKLFK�$�UHFHLYHV�WKH�PRQH\�KDV�EHHQ�FKDQJHG�WR�WKH�IROORZLQJ��DQG�\RX�DUH�DVNHG�
WKH�VDPH�TXHVWLRQ�
l 2QH�GD\�ODWHU
l 2QH�PRQWK�ODWHU
l 2QH�\HDU�ODWHU
l 7HQ�\HDUV�ODWHU
<RX�FDQ�UHFHLYH�\RXU�VKDUH�RI�WKH�PRQH\�ULJKW�QRZ�

�
����5HVSRQGHQW�FKDUDFWHULVWLFV
�
� � 7KH� H[SHULPHQW� VXUYH\� ZDV� FRQGXFWHG� LQ� -XO\� ����� E\� DQ� ,QWHUQHW� LQYHVWLJDWLYH�
FRPSDQ\�� 7KH� WRWDO� QXPEHU� RI� UHJLVWHUHG� VXEMHFWV� H[FHHGHG� ��������� DQG� WKHLU�
FRPSRVLWLRQ� UHSUHVHQWHG� -DSDQHVH� GHPRJUDSKLF� FKDUDFWHULVWLFV� YHU\� ZHOO�� 7KH�
UHVSRQGHQWV� ZHUH� VHOHFWHG� IURP� -DSDQHVH� DGXOWV�� 6LQFH� H[SOLFLW� VWUDWHJLF� LQWHUDFWLRQV�
GR� QRW� H[LVW� LQ� GLFWDWRU� JDPHV�� ZH� FRXOG� FDUU\� RXW� WKH� JDPH� RQOLQH�� SHUIHFW� GRXEOH�
EOLQGQHVV�FRXOG�EH�PDLQWDLQHG��DQG�PDQ\�UHVSRQVHV�FRXOG�EH�FROOHFWHG� LQ�D�YHU\�VKRUW�
SHULRG�RI�WLPH��2Q�WKH�RWKHU�KDQG��VRPH�IUDPLQJ�HIIHFWV�DUH�XQDYRLGDEOH��EHFDXVH�RQOLQH�
VXUYH\V�PD\� KDYH� GLIIHUHQW� SV\FKRORJLFDO� LPSDFWV� RQ� UHVSRQGHQWV¶� DQVZHUV��ZH�PXVW�
DQDO\]H�WKH�DQVZHUV�FDUHIXOO\�
� �1RWH�WKDW�UHVSRQGHQWV�ZKR�UHSOLHG�WR�WKH�FRQMRLQW�TXHVWLRQQDLUH�UHFHLYHG�����-3<����
86����5HVSRQGHQWV�ZKR�UHSOLHG�LQ�DQ�XQUHDOLVWLFDOO\�VKRUW�SHULRG�RI�WLPH�ZHUH�H[FOXGHG��
3UHYLRXV� VWXGLHV� SRLQWHG� RXW� WKDW� LQFHQWLYH� VWUXFWXUH� LQIOXHQFHV� WKH� UHVSRQVH� UHVXOWV�
�6HIWRQ� ������ )RUV\WKH� HW� DO�� �������5HFHQW� UHVHDUFK� KDV� LQGLFDWHG�� KRZHYHU�� WKDW� WKH�
SUHVHQFH�RU� DEVHQFH�RI� DQ� LQFHQWLYH� LV� XQUHODWHG� WR� WKH�RXWFRPHV�REVHUYHG� LQ�GLFWDWRU�
JDPHV��%HQ�1HUD�������(QJHO��������
��7KH�IROORZLQJ�DUH�WKH�LQGLYLGXDO�FKDUDFWHULVWLFV�RI�WKH�������UHVSRQGHQWV��6L[�KXQGUHG�
ILIW\�HLJKW� �������� ZHUH� PDOH�� DQG� ���� �������� ZHUH� IHPDOH�� 7KH� DYHUDJH� DJH� ZDV�
�������)LYH�KXQGUHG�WKLUW\�RQH���������ZHUH�XQPDUULHG��DQG�������������ZHUH�PDUULHG��
6L[�KXQGUHG�ILIW\�WKUHH���������KDG�FKLOGUHQ��WKH�DYHUDJH�QXPEHU�RI�FKLOGUHQ�ZDV������
)XUWKHUPRUH�� ���� �������� ZHUH� XQLYHUVLW\� JUDGXDWHV�� DQG� ���� �������� KDG� IXOO�WLPH�
MREV��7KH� DYHUDJH�KRXVHKROG� LQFRPH�RI� WKH� UHVSRQGHQWV�ZDV� ����PLOOLRQ� -3<� ��������
86����7KH�DERYH�ILJXUHV�DUH�FORVH�WR�WKH�DYHUDJHV�IRU�DOO�-DSDQHVH�DGXOWV�

�



� � 1RWH� WKDW� SUHYLRXV� H[SHULPHQWV� ZHUH� OLPLWHG�� WKH\� KDG� VPDOO� VDPSOH� VL]HV� DQG�
ELDVHG� VDPSOH� FRPSRVLWLRQV� �H�J��� VRPH� VDPSOHV� ZHUH� FRPSRVHG� VROHO\� RI� XQLYHUVLW\�
VWXGHQWV���,Q�FRQWUDVW��WKLV�VWXG\�KDV�WKH�DGYDQWDJH�RI�D�ODUJH�VDPSOH�WKDW�LV�FRPSRVHG�RI�
LQGLYLGXDOV�ZLWK�GLYHUVH�FKDUDFWHULVWLFV�
�
���ᇫ'LFWDWRU�JDPH�ZLWK�VRFLDO�GLVFRXQWLQJ
�
� � 1H[W�ZH� SUHVHQW� WKH� VXUYH\� UHVXOWV� RI� D� GLFWDWRU� JDPH�ZLWK� VRFLDO� GLVFRXQWLQJ��:H�
DVNHG� UHVSRQGHQWV� DERXW� VRFLDO� GLVWDQFHV� WR� GHULYH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWHV�� $V� ZDV�
H[SODLQHG�DERYH��VRFLDO�GLVWDQFH�LV�GHILQHG�DV�WKH�GHJUHH�RI�UHFLSURFLW\�WKDW�UHVSRQGHQWV�
EHOLHYH� H[LVWV� ZLWKLQ� VRFLDO� LQWHUDFWLRQV�� 6RFLDO� GLVWDQFH�� WKHUHIRUH�� LQGLFDWHV� WKH�
FORVHQHVV�RI�VXEMHFWV��IULHQGV��IULHQGV�RI�D�IULHQG��DFTXDLQWDQFHV��HWF�
� � -RQHV� DQG� 5DFKOLQ� ������� PHDVXUHG� VRFLDO� GLVWDQFH� E\� DVNLQJ� UHVSRQGHQWV� WR� UDQN�
����SHRSOH�E\�RUGLQDO�QXPEHUV�� ,Q�FRQWUDVW��RXU�VXUYH\�DOORZV� UHVSRQGHQWV� WR�GLUHFWO\�
GHWHUPLQH� WKH� VRFLDO� GLVWDQFHV� IRU� VWUDQJHUV�� DFTXDLQWDQFHV�� IULHQGV�� DQG� IDPLO\�
PHPEHUV��2QH� DGYDQWDJH� RI� RXU�PHWKRG� LV� WKDW�ZH� FDQ�PHDVXUH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWHV�
RYHU�VRFLDO�GLVWDQFHV�H[SUHVVHG�DV�FDUGLQDO�QXPEHUV�
� �6HWWLQJ�WKH�GLVWDQFH�WR�RQHVHOI�DV���XQLWV�DQG�WKH�GLVWDQFH�WR�SHUIHFW�VWUDQJHUV�DV�����
XQLWV�� ZH� DVNHG� DERXW� VRFLDO� GLVWDQFHV� IRU� VDPH�VH[� DFTXDLQWDQFHV�� VDPH�VH[� IULHQGV��
DQG� VDPH�VH[� IDPLO\� PHPEHUV�� 7KH� PHDQV� DQG� VWDQGDUG� GHYLDWLRQV� RI� WKH� VRFLDO�
GLVWDQFHV�JLYHQ�LQ�WKH�UHSOLHV�DUH�VXPPDUL]HG�DV�IROORZV�
�

� 0HDQ 6�'�
$FTXDLQWDQFH ����� �����

)ULHQG ����� �����
)DPLO\�PHPEHU ����� �����

�
��7KH�VXUYH\�UHVXOWV�RI�WKH�GLFWDWRU�JDPH�YDU\�DFFRUGLQJ�WR�VRFLDO�GLVWDQFH��7KH�UHVXOWV�
LQFOXGH�WKH�DYHUDJH�RIIHU�UDWH��WKH�SURSRUWLRQ�RI�]HUR�RIIHUV��DQG�WKH�SURSRUWLRQ�RI�HTXDO�
RIIHUV�
�

� $YHUDJH�RIIHU�UDWH =HUR�RIIHU�
SURSRUWLRQ

(TXDO�RIIHU�
SURSRUWLRQ

6WUDQJHU ����� ����� �����
$FTXDLQWDQFH ����� ����� �����

)ULHQG ����� ���� �����
)DPLO\�PHPEHU ����� ���� �����

�
��6RFLDO�GLVFRXQWLQJ�LV�GHILQHG�DV�RQH¶V�DELOLW\�WR�PDNH�FKRLFHV�LQ�DFFRUGDQFH�ZLWK�WKH�
LQWHUHVWV�RI�D�UHODWLYHO\� ODUJH�VRFLDO�JURXS�ZLWK�ZKLFK�RQH�VKDUHV� LQWHUHVWV��+DPLOWRQ¶V�
NLQ�VHOHFWLRQ� WKHRU\� DUJXHV� WKDW� DOWUXLVP� LV� JUHDWHU� LI� WKHUH� LV� PRUH� JHQHULF� RYHUODS�
�D� KLJKHU� GHJUHH� RI� NLQVKLS��� 5DFKOLQ� DQG� -RQHV� �����E�� DUJXHG� WKDW� NLQVKLS� FDQ� EH�
LGHQWLILHG� LQ� WHUPV�RI�VRFLDO�GLVWDQFH�� WKH�FORVHU�RQH�IHHOV� WR�VRPHRQH�HOVH�� WKH�JUHDWHU�
RQH¶V� JHQHULF� RYHUODS� ZLWK� WKDW� SHUVRQ� LV� OLNHO\� WR� EH� DQG� WKH� PRUH� DOWUXLVWLF� RQH� LV�
H[SHFWHG�WR�EH�WRZDUG�KLP�KHU�
� � 7KH� VXUYH\� UHVXOWV� DUH� DV� H[SHFWHG�� 7KH� RIIHU� UDWH� LV� WKH� KLJKHVW� �UHVSRQGHQWV� DUH�
WKH� PRVW� DOWUXLVWLF�� IRU� D� VDPH�VH[� IDPLO\� PHPEHU� ZKRVH� VRFLDO� GLVWDQFH� IURP� WKH�

�



UHVSRQGHQW� LV� WKH� VPDOOHVW�� DQG� WKH� UDWH� LV� DOVR� IDLUO\� ODUJH� IRU� D� VDPH�VH[� IULHQG�
ZKRVH� VRFLDO� GLVWDQFH� IURP� WKH� UHVSRQGHQW� LV� VPDOO��+RZHYHU�� WKH� UDWH� LV� WKH� VPDOOHVW�
�UHVSRQGHQWV�DUH�WKH�OHDVW�DOWUXLVWLF��IRU�D�VDPH�VH[�VWUDQJHU�ZKRVH�VRFLDO�GLVWDQFH�IURP�
WKH�UHVSRQGHQW�LV�WKH�ODUJHVW�
� � )LJ�� �� GHSLFWV� WKH� UHODWLRQVKLS� EHWZHHQ� WKH� WKUHH� GLVWULEXWLYH� LQGH[HV� DQG� VRFLDO�
GLVWDQFH��$Q�LQFUHDVH�LQ�VRFLDO�GLVWDQFH�OHDGV�WR�D�GHFUHDVH�LQ�WKH�RIIHU�UDWH��DQ�LQFUHDVH�
LQ�WKH�SURSRUWLRQ�RI�]HUR�RIIHUV��DQG�D�GHFUHDVH�LQ�WKH�SURSRUWLRQ�RI�HTXDO�RIIHUV�
�

�)LJ���!
�
����'LFWDWRU�JDPH�ZLWK�WLPH�GLVFRXQWLQJ
�
� � :Hᇫ QH[W� SUHVHQW� WKH� VXUYH\� UHVXOWV� RI� WKH� GLFWDWRU� JDPH� ZLWK� WLPH� GLVFRXQWLQJ��
$VVXPLQJ�WKDW�5�LV�D�VWUDQJHU�ZKRVH�UHFHLSW�RI�WKH�PRQH\�LV�GHOD\HG��ZH�FRQGXFWHG�WKH�
GLFWDWRU�JDPH�E\�FKDQJLQJ�WKH�WLPH�RI�UHFHLSW�IURP�WKH�VDPH�GD\�WR�RQH�GD\�ODWHU��RQH�
PRQWK�ODWHU��RQH�\HDU�ODWHU��DQG�WHQ�\HDUV�ODWHU��
��7KH�VXUYH\�UHVXOWV�RI�WKH�GLFWDWRU�JDPH�YDU\�GHSHQGLQJ�RQ�WKH�WLPH�GHOD\�DQG�LQFOXGH�
WKH�DYHUDJH�RIIHU�UDWH��WKH�SURSRUWLRQ�RI�]HUR�RIIHUV��DQG�WKH�SURSRUWLRQ�RI�HTXDO�RIIHUV�
�

� $YHUDJH�RIIHU�UDWH =HUR�RIIHU�
SURSRUWLRQ

(TXDO�RIIHU�
SURSRUWLRQ

7RGD\ ����� ����� �����
2QH�GD\ ����� ����� �����
2QH�PRQWK ����� ����� �����
2QH�\HDU ����� ����� �����
7HQ�\HDUV ����� ����� �����

�
��:H�DVVXPH�WKDW�RQH¶V�RZQ�SD\RII�LV�UHFHLYHG�SURPSWO\��ZKLOH�5¶V�SD\RII�LV�GHOD\HG��
7KHUHIRUH��WKH�GLVFRXQWHG�SUHVHQW�YDOXH�RI�5¶V�SD\RII�GHFUHDVHV�DV�WKH�WLPH�GHOD\�IRU�5�
LQFUHDVHV��7KH�VXUYH\�UHVXOWV�DUH�DV�H[SHFWHG��7KH�RIIHU�UDWH�LV�WKH�KLJKHVW��UHVSRQGHQWV�
DUH� WKH� PRVW� DOWUXLVWLF�� ZKHQ� WKH� PRQH\� LV� JLYHQ� WR� 5� SURPSWO\�� DQG� WKH� UDWH� LV� WKH�
ORZHVW��UHVSRQGHQWV�DUH�WKH�OHDVW�DOWUXLVWLF��LQ�WKH�FDVH�RI�D�WHQ�\HDU�GHOD\�
�
����6XPPDU\
�
��:H�VXPPDUL]H�WKH�ILQGLQJV�WKDW�KDYH�EHHQ�REWDLQHG�VR�IDU��)LUVW��WKH�DYHUDJH�RIIHU�UDWH�
ZDV�������IRU�WKH�QRUPDO�GLFWDWRU�JDPH��ZKLFK�VOLJKWO\�H[FHHGHG�WKH�SUHGLFWLRQV�LQ�WKH�
SUHYLRXV�UHVHDUFK����±�����
��7KLV�UHVXOW�PD\�UHIOHFW�WKH�FXOWXUDO�GLIIHUHQFHV�EHWZHHQ�-DSDQ�DQG�:HVWHUQ�FRXQWULHV��
-DSDQHVH�FXOWXUH�LV�RIWHQ�GHVFULEHG�DV�KRPRJHQHRXV�DQG�FRRSHUDWLYH��3UHYLRXV�OLWHUDWXUH�
KDV�REVHUYHG�WKDW�SDWWHUQV�RI�DOWUXLVP�LQ�-DSDQ�DUH�GLIIHUHQW�IURP�SDWWHUQV�RI�DOWUXLVP�LQ�
:HVWHUQ�FRXQWULHV��5RWK�HW�DO��������%XFKDQ�HW�DO���������
��$QRWKHU�SRVVLEOH�UHDVRQ�IRU�WKLV�UHVXOW�LV�WKDW�WKH�DYHUDJH�DJH�RI�WKH�UHVSRQGHQWV�ZDV�
������ DQG� WKH� VDPSOH� LQFOXGHG� VRPH� VHQLRU� FLWL]HQV�� 7KH� RIIHU� UDWH� FRXOG� EH� KLJKHU�
EHFDXVH� DJH� LV� SRVLWLYHO\� DVVRFLDWHG�ZLWK� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ��ZKLFK�ZH�ZLOO� H[DPLQH�
ODWHU�� 1RWH� WKDW� WKLV� VXUYH\� ZDV� GRXEOH� EOLQG�� DQG� XQLIRUP� FRPSHQVDWLRQ� ZDV� SDLG�
WR� WKH� UHVSRQGHQWV�� 5HFHQW� UHVHDUFK� KDV� LQGLFDWHG� WKDW� WKH� LPSDFW� RI� DQ� LQFHQWLYH� RQ�

�



'¶V� JHQHURVLW\� LV� PRUH� FRPSOLFDWHG� WKDQ� ZDV� SUHYLRXVO\� WKRXJKW� DQG� WKDW� LW� YDULHV�
DFURVV� LQGLYLGXDOV� �%HQ�1HUD�������(QJHO��������)XWXUH� UHVHDUFK�ZLOO� LQYHVWLJDWH�KRZ�
LQFHQWLYH�VWUXFWXUH�LQIOXHQFHV�VXUYH\�UHVXOWV�
� � 0DQ\� VWXGLHV� KDYH� IRXQG� WKDW� DOWUXLVP� LV� LQYHUVHO\� SURSRUWLRQDO� WR� VRFLDO� GLVWDQFH�
�*RHUHH� HW� DO�� �������7KLV� SDSHU� REWDLQHG� UHVXOWV� WKDW� DUH� VLPLODU� WR� WKRVH� REWDLQHG� LQ�
SUHYLRXV�UHVHDUFK�
� �/DVWO\��DOWKRXJK�IHZ�VWXGLHV�KDYH�PHDVXUHG�WKH�WLPH�GLVFRXQW�UDWH�LQ�GLFWDWRU�JDPHV��
5DFKOLQ�DQG�-RQHV������D��LQYHVWLJDWHG�D�VHWWLQJ�LQ�ZKLFK�WKH�SD\RII�ZDV�GHOD\HG�IRU�'��
ZKLOH�WKH�SD\RII�ZDV�SURPSWO\�JLYHQ�WR�5��.RYDULN��������DOVR�PHDVXUHG�WLPH�GLVFRXQW�
UDWHV�ZKHQ�SD\RIIV�ZHUH�GHOD\HG�IRU�ERWK�'�DQG�5��,W�IROORZV�IURP�WKHLU�UHVXOWV�WKDW�VHOI�
FRQFHUQHG�IDLUQHVV�PD\�EH�GLVFRXQWHG�DW�GLIIHUHQW�UDWHV��:H�DSSURDFK�WLPH�GLVFRXQWLQJ�
IURP� D� GLIIHUHQW� DQJOH� DQG� DVVXPH� WKDW� RQH¶V� RZQ� SD\RII� LV� UHDOL]HG� QRZ�� ZKLOH� WKH�
RSSRQHQW¶V�SD\RII�LV�GHOD\HG��7KHUHIRUH��RXU�WLPH�GLVFRXQW�UDWH�FDQ�EH�FKDUDFWHUL]HG�DV�
D�VRFLDO�SUHIHUHQFH�
�
���'LFWDWRU�*DPH�ZLWK�6RFLDO�'LVFRXQWLQJ�DQG�7LPH�'LVFRXQWLQJ
�
����&RQMRLQW�DQDO\VLV
�
� � 3UHYLRXV� UHVHDUFK� KDV� GHDOW� VHSDUDWHO\� ZLWK� VRFLDO� DQG� WLPH� GLVFRXQWLQJ� LQ� GLFWDWRU�
JDPHV��7KLV�SDSHU�SURSRVHV�D�QHZ�PHWKRG�WR�VLPXOWDQHRXVO\�PHDVXUH�WKH�UDWHV�RI�WKUHH�
VRFLDO�SUHIHUHQFHV��LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ��VRFLDO�GLVFRXQWLQJ��DQG�WLPH�GLVFRXQWLQJ�
� � &RQMRLQW� DQDO\VLV� DVVXPHV� WKDW� HDFK� DOWHUQDWLYH� LV� D� SURILOH� FRPSRVHG� RI� DWWULEXWHV��
,I� ZH� LQFOXGH� WRR� PDQ\� DWWULEXWHV� DQG� OHYHOV�� UHVSRQGHQWV� ILQG� LW� GLIILFXOW� WR� DQVZHU�
WKH� TXHVWLRQV�� 2Q� WKH� RWKHU� KDQG�� LI� ZH� GR� QRW� LQFOXGH� HQRXJK� DWWULEXWHV� DQG� OHYHOV��
WKH�GHVFULSWLRQ�RI� WKH�DOWHUQDWLYHV� LV� LQDGHTXDWH��$IWHU� FRQGXFWLQJ� VHYHUDO�SUHWHVWV��ZH�
GHFLGHG�RQ�WKH�IROORZLQJ�DOWHUQDWLYHV��DWWULEXWHV��DQG�OHYHOV�
�
'�GLYLGHV���������-31��������86���ZLWK�5�
5� LV� D� VWUDQJHU�� D� VDPH�VH[� DFTXDLQWDQFH�� D� VDPH�VH[� FORVH� IULHQG�� RU� D� VDPH�VH[�
IDPLO\�PHPEHU�
7KH�WLPH�GHOD\�IRU�5¶V�SD\RII�LV�]HUR��RQH�GD\��RQH�PRQWK��RU�RQH�\HDU�

�
� � 7KH� QXPEHU� RI� SURILOHV� EHFRPHV� XQPDQDJHDEOH� LI� DOO� SRVVLEOH� FRPELQDWLRQV� DUH�
FRQVLGHUHG��ZH�DYRLG�WKLV�SUREOHP�E\�DGRSWLQJ�DQ�RUWKRJRQDO�SODQQLQJ�PHWKRG��)LJ����
GHSLFWV�D�UHSUHVHQWDWLYH�TXHVWLRQQDLUH��:H�SRVHG�VL[WHHQ�TXHVWLRQV�WR�HDFK�UHVSRQGHQW��
7KHUHIRUH��WKH�WRWDO�QXPEHU�RI�DQVZHUV�ZDV����������� ��������
�

�)LJ���!
�
����'HYHORSPHQW�RI�WKH�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�PRGHO
�
� � $� ZHOO�NQRZQ� PRGHO� WKDW� GHVFULEHV� VRFLDO� SUHIHUHQFHV� LV� WKH� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ�
PRGHO��WKLV�VHFWLRQ�GHYHORSV�VXFK�D�PRGHO�WR�DGGUHVV�WKUHH�VRFLDO�SUHIHUHQFHV��LQHTXDOLW\�
DYHUVLRQ��VRFLDO�GLVFRXQWLQJ��DQG�WLPH�GLVFRXQWLQJ�
��)HKU�DQG�6FKPLGW��������PRGHOHG�WKH�VRFLDO�SUHIHUHQFH�RI�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ��ZKLFK�
PHDQV�WKH�GHJUHH�WR�ZKLFK�SHRSOH�UHVLVW�LQHTXLWDEOH�RXWFRPHV��)RUPDOO\��FRQVLGHU�WZR�

�



SOD\HUV�� LQGH[HG�'�DQG�5��DQG� OHW�[� ��['��[5��GHQRWH� WKH�YHFWRU�RI�PRQHWDU\�SD\RIIV��
7KH�XWLOLW\�IXQFWLRQ�RI�SOD\HU�'�LV�JLYHQ�E\

8' = [' −α� ×PD[^[' − [5 ��`−α� ×PD[^[5 − [' ��`�
��3DUDPHWHUV�α��DQG�α � �GHQRWH�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�DQG�HQY\�UHVSHFWLYHO\��1RWH�WKDW�ZH�
IRFXV�RQ�α��EHFDXVH� [' − [5 ≥ ��LV�QRUPDO�LQ�GLFWDWRU�JDPHV�
� � ,W� LV� XVXDOO\� DVVXPHG� WKDW� WKH� XWLOLW\� IXQFWLRQ� LV� OLQHDU� LQ� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ�� 7KH�
LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�PRGHO�SUHGLFWV�� WKHUHIRUH�� WKDW� WKH�GLFWDWRU�PDNHV�D�ILIW\�ILIW\�RIIHU�
LI�α��!�����DQG�D�]HUR�RIIHU�LI�α���������7KH�OLQHDULW\�DVVXPSWLRQ�LV�LPSRVHG�WR�NHHS�WKH�
PRGHO�DV�VLPSOH�DV�SRVVLEOH��+RZHYHU��H[SHULPHQWDO� UHVXOWV�VXFK�DV� WKRVH�RI�)RUV\WKH�
HW�DO�� �������KDYH�VKRZQ� WKDW� WKH�DYHUDJH�RIIHU� LV�DURXQG������RQO\�����RI�GLFWDWRUV�
FKRRVH�]HUR�RIIHUV��DQG�����FKRRVH�ILIW\�ILIW\�RIIHUV�ᇫ,I�ZH�DOORZ�IRU�D�FRQFDYH�XWLOLW\�
IXQFWLRQ��WKH�RSWLPDO�RIIHUV�DUH�LQ�WKH�LQWHULRU�RI�>������@��)RU�H[DPSOH��.RYDULN��������
DGRSWHG�D�VWDQGDUG�&REE�'RXJODV�XWLOLW\�IXQFWLRQ�RQ�WKLV�JURXQG��
� � ,Q� WKLV� SDSHU�� ZH� SRVWXODWH� WKDW� VRFLDO� SUHIHUHQFH� LV� GHWHUPLQHG� E\� GLVWULEXWLYH�
LQHTXDOLW\�� VRFLDO� GLVWDQFH�� DQG� WLPH� GHOD\�� :H� WKXV� DVVXPH� WKDW� DQ� LQFUHDVH� LQ�
LQHTXDOLW\��GHQRWHG�E\�T5� �['���[5��FDXVHV�D�GHFUHDVH�LQ�XWLOLW\�DV�D�UHVXOW�RI�LQHTXDOLW\�
DYHUVLRQ��:H�GHQRWH�WKH�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�UDWH�E\α ��1H[W�ZH�DVVXPH�WKDW�DQ�LQFUHDVH�
LQ�VRFLDO�GLVWDQFH��GHQRWHG�E\�V5��OHDGV�WR�D�GHFUHDVH�LQ�XWLOLW\�EHFDXVH�WKH�GLFWDWRU�KDV�
OHVV� FRQFHUQ� IRU� WKH� RSSRQHQW��:H� GHQRWH� WKH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWH� E\β �� )LQDOO\�� ZH�
DVVXPH�WKDW�DQ�LQFUHDVH�LQ�WKH�WLPH�GHOD\��GHQRWHG�E\�W5��FDXVHV�D�GHFUHDVH�LQ�XWLOLW\�DV�
D�UHVXOW�RI�GLVFRXQWLQJ�WKH�RSSRQHQW¶V�YDOXH��:H�GHQRWH�WKH�WLPH�GLVFRXQW�UDWH�E\γ ��,Q�
VXPPDU\��ZH�PRGHO�WKH�VRFLDO�SUHIHUHQFH��

T5
−α × H[S�−β × V5 �× H[S�−γ × W5 ��

DQG�REWDLQ�WKH�IROORZLQJ�XVLQJ�ORJDULWKPV��
−α × OQT5 − β × V5 − γ × W5 �

��7KH�UDQGRP�XWLOLW\�WKDW�'�REWDLQV�IURP�FKRRVLQJ�DOWHUQDWLYH�L�FDQ�EH�H[SUHVVHG�LQ�WKLV�
LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�PRGHO�DV�IROORZV�

8'L = OQ ['L −α × OQT5L − β × V5L − γ × W5L + ε'L �

ZKHUH��ε 'L �GHQRWHV�DQ�LQGHSHQGHQWO\�DQG�LGHQWLFDOO\�GLVWULEXWHG�H[WUHPH�YDOXH��,,'(9��
WHUP��1RWH�WKDW�ZH�KDYH�DVVXPHG�WKDW�RZQ�XWLOLW\�LV�WKH�ORJ�RI�RZQ�SD\RII�� OQ ['L ��DQG�
KDYH�QRUPDOL]HG�LWV�FRHIILFLHQW�WR���
�

�6HH�DOVR�%ROWRQ�DQG�2FNHQIHOV��������IRU�DQ�DOWHUQDWLYH�PRGHO�
�6RPH� SUHYLRXV� PRGHOV� DGRSWHG� D� K\SHUEROLF� IRUP� LQVWHDG� RI� DQ� H[SRQHQWLDO� IRUP�
�-RQHV� DQG� 5DFKOLQ� ������� +\SHUEROLF� PRGHOV� FDQ� EH� FRPSDWLEOH� ZLWK� H[SRQHQWLDO�
PRGHOV�E\�D�VLPSOH� WUDQVIRUPDWLRQ�RI�YDULDEOHV��)RU�H[DPSOH�� LI�SV\FKRORJLFDO� WLPH� LV�
VHW� DV� D� ORJDULWKP� RI� SK\VLFDO� WLPH�� DQ� H[SRQHQWLDO� GLVFRXQWHG�PRGHO�ZLWK� UHVSHFW� WR�
SK\VLFDO� WLPH� FDQ� EH� WUDQVIRUPHG� LQWR� D� K\SHUEROLF� GLVFRXQWHG�PRGHO�ZLWK� UHVSHFW� WR�
SV\FKRORJLFDO�WLPH��7DNDKDVKL�������
�,Q�WKH�FDVH�RI�D�ILIW\�ILIW\�RIIHU��T5 = ����ZH�FDQQRW�GHILQH� OQT5 �DQG�LQVWHDG�HVWLPDWH�
OQ��+ T5 � �

�



����5DQGRP�SDUDPHWHU�ORJLW�PRGHO
�
� �&RQGLWLRQDO�ORJLW��&/��PRGHOV��ZKLFK�DVVXPH�LQGHSHQGHQW�DQG�LGHQWLFDO�GLVWULEXWLRQV�
�,,'�� RI� UDQGRP� WHUPV�� KDYH� EHHQ� ZLGHO\� XVHG� LQ� SUHYLRXV� VWXGLHV�� +RZHYHU�� WKH�
LQGHSHQGHQFH� IURP� LUUHOHYDQW� DOWHUQDWLYHV� �,,$�� SURSHUW\� GHULYHG� IURP� WKH� ,,'�
DVVXPSWLRQ� RI� WKH� &/� PRGHO� LV� WRR� VWULFW� WR� DOORZ� IRU� IOH[LEOH� VXEVWLWXWLRQ� SDWWHUQV��
7KH� PRVW� SURPLQHQW� H[DPSOH� LV� D� UDQGRP� SDUDPHWHU� ORJLW� �53/�� PRGHO� WKDW� FDQ�
DFFRPPRGDWH�GLIIHUHQFHV�LQ�WKH�YDULDQFH�RI�UDQGRP�FRPSRQHQWV�
� � $VVXPLQJ� WKDW� SDUDPHWHUV� DUH� GLVWULEXWHG� ZLWK� GHQVLW\� IXQFWLRQ�� I �α �β�γ �᧤7UDLQ�
������/RXYLHUH�HW�DO������᧥��WKH�53/�VSHFLILFDWLRQ�DOORZV�IRU�UHSHDWHG�FKRLFHV�E\�HDFK�
VDPSOHG� GHFLVLRQ�PDNHU� LQ� VXFK� D�ZD\� WKDW� WKH� FRHIILFLHQWV� YDU\� RYHU� SHRSOH� EXW� DUH�
FRQVWDQW�RYHU�FKRLFH�VLWXDWLRQV�IRU�HDFK�SHUVRQ��7KH�ORJLW�SUREDELOLW\�RI�GHFLVLRQ�PDNHU�
Q�FKRRVLQJ�DOWHUQDWLYH�L�LQ�FKRLFH�VLWXDWLRQ�W�LV�H[SUHVVHG�DV

��
/QL�α �β �γ � = H[S�9QL�α �β�γ �� � H[S�9PL�α �β�γ ��P=�

1∑ �
ZKLFK�LV�WKH�SURGXFW�RI�QRUPDO�ORJLW�IRUPXODV��WKH�REVHUYDEOH�SRUWLRQ�RI�XWLOLW\�IXQFWLRQ

�9QLW �� DQG� DOWHUQDWLYHV� Q ��� «�� 1�� 7KHUHIRUH�� 53/� FKRLFH� SUREDELOLW\� LV� D� ZHLJKWHG�

DYHUDJH�RI� ORJLW�SUREDELOLW\� �/QL �ZLWK�GHQVLW\�IXQFWLRQ�� I �α �β�γ ���ZKLFK�FDQ�EH�ZULWWHQ�
DV

��
3QL = H[S�9QL�α �β�γ �� � H[S�9PL�α �β�γ ��P=�

1∑⎡
⎣⎢

⎤
⎦⎥ I �α �β�γ �GαGβGγ∫∫∫ �

:H�DVVXPH�KHUHDIWHU�WKDW��� I �α �β�γ ��IROORZV�PXOWLYDULDWH�QRUPDO�GLVWULEXWLRQV�
��%HFDXVH�WKH�53/�FKRLFH�SUREDELOLW\�LV�QRW�H[SUHVVHG�LQ�FORVHG�IRUP��VLPXODWLRQV�QHHG�
WR�EH�SHUIRUPHG�IRU�WKH�53/�PRGHO�HVWLPDWLRQ��53/�FKRLFH�SUREDELOLW\�LV�DSSUR[LPDWHG�
WKURXJK� D� VLPXODWLRQ�PHWKRG��:H� FDQ� DOVR� FDOFXODWH� WKH� HVWLPDWRU� RI� WKH� FRQGLWLRQDO�
PHDQ�RI�WKH�UDQGRP�SDUDPHWHUVK�α�β�γ _ \L ���FRQGLWLRQHG�RQ�LQGLYLGXDO�VSHFLILF�FKRLFH�

SURILOH�\Q ��JLYHQ�DV
K�α�β�γ _ \L � = >3�\L _α�β�γ � I �α�β�γ �@ � > 3�\L _α�β�γ � I �α�β�γ �GαGβGγ∫∫∫ @

�
� � $FFRUGLQJO\�� ZH� FDQ� GHPRQVWUDWH� YDULHW\� LQ� WKH� SDUDPHWHUV� DW� WKH� LQGLYLGXDO� OHYHO�
ZLWK�WKH�PD[LPXP�VLPXODWHG�OLNHOLKRRG��06/��PHWKRG�RI�HVWLPDWLRQ�XVLQJ�����+DOWRQ�
GUDZV���)XUWKHUPRUH��VLQFH�D�UHVSRQGHQW�UHSHDWHGO\�FRPSOHWHV�VL[WHHQ�TXHVWLRQQDLUHV�LQ�
WKH�FRQMRLQW�DQDO\VLV�� WKH�GDWD�IRUP�D�SDQHO��DQG�ZH�FDQ�DOVR�DSSO\�D�VWDQGDUG�UDQGRP�
HIIHFW�HVWLPDWLRQ�
�
����(VWLPDWLRQ�UHVXOWV�
�
� � 2XU� HVWLPDWLRQ� UHVXOWV� DUH� VKRZQ� LQ� 7DEOH� ��� 6LQFH� ZH� DVVXPHG� WKDW� �� I �α �β�γ ��

�/RXYLHUH� HW� DO�� �������S�� ����� VXJJHVWHG� WKDW����� UHSOLFDWLRQV� DUH�QRUPDOO\� VXIILFLHQW�
IRU� D� W\SLFDO� SUREOHP� LQYROYLQJ� ILYH� DOWHUQDWLYHV�� ������ REVHUYDWLRQV�� DQG� XS� WR� WHQ�
DWWULEXWHV�� 7KH� DGRSWLRQ� RI� WKH� +DOWRQ� VHTXHQFH� GUDZ� LV� DQ� LPSRUWDQW� SUREOHP� WR� EH�
H[DPLQHG��+DOWRQ��������%KDW��������IRXQG�WKDW�����+DOWRQ�VHTXHQFH�GUDZV�DUH�PRUH�
HIILFLHQW�WKDQ�������UDQGRP�GUDZV�IRU�VLPXODWLQJ�DQ�53/�PRGHO�

�



IROORZHG� D�PXOWLYDULDWH� QRUPDO� GLVWULEXWLRQ�� WKH� HVWLPDWHV� DQG� WKH� VWDQGDUG� HUURUV� DUH�
UHSRUWHG� IRU� WKH� SDUDPHWHU
V�PHDQ� DQG� VWDQGDUG� GHYLDWLRQ�� UHVSHFWLYHO\�� $OO� HVWLPDWHV�
KDYH�WKH�H[SHFWHG�VLJQV��DQG�WKHLU�W�YDOXHV�DUH�DOO�VWDWLVWLFDOO\�VLJQLILFDQW�DW�WKH����OHYHO�
�

�7DEOH��!
�
� � )URP� WKH� HVWLPDWHV� RI� WKH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWH� �β = �������� DQG� WKH� WLPH� GLVFRXQW�
UDWH��γ = ���������ZH�FDQ�FDOFXODWH�WKH�ZHLJKWV�DWWDFKHG�WR�WKH�VRFLDO�GLVWDQFHV�DQG�WKH�
WLPH�GHOD\V��)LUVW��RQ�WKH�EDVLV�RI�([S��������îV5���WKH�IROORZLQJ�ZHLJKWV�DUH�JLYHQ�IRU�
VWUDQJHUV��DFTXDLQWDQFHV��IULHQGV��DQG�IDPLO\�PHPEHUV�
�

6RFLDO�GLVWDQFH :HLJKW
6WUDQJHU ����

$FTXDLQWDQFH ����
)ULHQG ����

)DPLO\�PHPEHU ����
�
��1H[W��RQ�WKH�EDVLV�RI�([S���������îW5���WKH�IROORZLQJ�ZHLJKWV�DUH�JLYHQ�IRU�GHOD\V�RI�
RQH�GD\��RQH�PRQWK��DQG�RQH�\HDU�
�

7LPH�GHOD\ :HLJKW
2QH�\HDU �����
2QH�PRQWK �����
2QH�GD\ �����

�
���$QDO\VLV�5HVXOWV
�
����6XEVWLWXWDELOLW\�EHWZHHQ�RZQ�LQFRPH�DQG�VRFLDO�SUHIHUHQFH�WHUPV
�
� �7KLV�SDSHU�IRUPDOL]HG�WKDW�XWLOLW\� LV�GHSHQGHQW�RQ�RZQ�LQFRPH�DQG�VRFLDO�SUHIHUHQFH�
WHUPV� DQG� WKDW� WKH� ODWWHU� GHSHQGV� RQ� GLVWULEXWLYH� LQHTXDOLW\�� VRFLDO� GLVWDQFH�� DQG� WLPH�
GHOD\��$W�WKLV�SRLQW��ZH�H[DPLQH�WKH�PDUJLQDO�UDWH�RI�VXEVWLWXWLRQ��056��EHWZHHQ�RZQ�
LQFRPH�DQG�WKH�VRFLDO�SUHIHUHQFH�WHUPV�
�
5HVXOW����056�EHWZHHQ�RZQ�LQFRPH�DQG�GLVWULEXWLYH�LQHTXDOLW\
7KH�056�EHWZHHQ�RZQ� LQFRPH� �ORJ��DQG�GLVWULEXWLYH� LQHTXDOLW\� �ORJ�� LV� α  ��������
7KLV�PHDQV�WKDW�D����LQFUHDVH�LQ�LQHTXDOLW\�LV�FRPSHQVDWHG�E\�D��������LQFUHDVH�LQ�
RZQ�LQFRPH�WR�KROG�XWLOLW\�FRQVWDQW��&RUUHVSRQGLQJO\��D����LQFUHDVH�LQ�RZQ�LQFRPH�
LV�FRPSHQVDWHG�E\�D��������LQFUHDVH�LQ�LQHTXDOLW\�
�
5HVXOW����056�EHWZHHQ�RZQ�LQFRPH�DQG�VRFLDO�GLVWDQFH
7KH�056� EHWZHHQ� RZQ� LQFRPH� �ORJ�� DQG� VRFLDO� GLVWDQFH� LVβ᧹� ������� 7KLV�PHDQV�
WKDW�D���XQLW� LQFUHDVH� LQ�VRFLDO�GLVWDQFH� LV�FRPSHQVDWHG�E\�D������LQFUHDVH� LQ�RZQ�
LQFRPH� WR� KROG� XWLOLW\� FRQVWDQW�� &RUUHVSRQGLQJO\�� D� ��� LQFUHDVH� LQ� RZQ� LQFRPH� LV�
FRPSHQVDWHG�E\�D������XQLW�LQFUHDVH�LQ�VRFLDO�GLVWDQFH�
�

�



5HVXOW����056�EHWZHHQ�RZQ�LQFRPH�DQG�WLPH�GHOD\
7KH�056� EHWZHHQ� RZQ� LQFRPH� �ORJ�� DQG� WKH� WLPH� GHOD\� LVγ ᧹� ������� 7KLV�PHDQV�
WKDW� D���GD\� LQFUHDVH� LQ� WKH� WLPH�GHOD\� LV� FRPSHQVDWHG�E\�D������ LQFUHDVH� LQ�RZQ�
LQFRPH� WR� KROG� XWLOLW\� FRQVWDQW�� &RUUHVSRQGLQJO\�� D� ��� LQFUHDVH� LQ� RZQ� LQFRPH� LV�
FRPSHQVDWHG�E\�D������GD\�LQFUHDVH�LQ�WKH�WLPH�GHOD\�

�
��7KH�WUDGHRII�EHWZHHQ�HFRQRPLF�JURZWK�DQG�GLVWULEXWLRQ�KDV�EHHQ�DQ�LPSRUWDQW�LVVXH�LQ�
PDFURHFRQRPLFV��5RWHPEHUJ��������,Q�-DSDQ��EHFDXVH�LQFRPH�GLVSDULWLHV�FDQ�QR�ORQJHU�
EH� LJQRUHG�� WKH�GHJUHH�RI�VXEVWLWXWDELOLW\�EHWZHHQ�RZQ�LQFRPH�DQG� LQHTXDOLW\�PXVW�EH�
LQYHVWLJDWHG�DW�WKH�LQGLYLGXDO�OHYHO�
��7KH�PRVW�LQWHUHVWLQJ�ILQGLQJ�LV�5HVXOW����7KH�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�PRGHO�DVVXPHV�WKDW�
WKH�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�SDUDPHWHU�LV�OHVV�WKDQ�WKH�FRHIILFLHQW�RI�RZQ�LQFRPH��α <����:H�
REWDLQ� D� UHDVRQDEOH� UHVXOW�ZKHQ� WKH� FRHIILFLHQW�RI�RZQ� LQFRPH� LV� WZLFH� WKH� LQHTXDOLW\�
DYHUVLRQ�SDUDPHWHU��α = ��������:H�FRQFOXGH�WKDW�XWLOLW\�ZLOO�LQFUHDVH�LI�WKH�LQFUHDVH�LQ�
RZQ�LQFRPH�LV�PRUH�WKDQ�KDOI�WKH�LQFUHDVH�LQ�LQHTXDOLW\�
��5HVXOW���VKRZV�WKDW�D������FKDQJH�LQ�RZQ�LQFRPH�LV�LQGLIIHUHQW�WR�D���XQLW�FKDQJH�LQ�
WKH�RSSRQHQW¶V�VRFLDO�GLVWDQFH��)RU�H[DPSOH��WKH�GLVWDQFH�EHWZHHQ�DQ�DFTXDLQWDQFH�DQG�
D� IULHQG� LV� ��� XQLWV�� WKHUHIRUH�� D� FKDQJH� WKDW� UHSODFHV� DQ� DFTXDLQWDQFH� IRU� D� IULHQG� DV�
WKH�RSSRQHQW� LV�FRPSHQVDWHG�E\�D�����GHFUHDVH�LQ�RZQ�LQFRPH��,Q�DGGLWLRQ��5HVXOW���
VKRZV�WKDW�D������FKDQJH�LQ�RZQ�LQFRPH�LV�LQGLIIHUHQW�WR�D���GD\�GHOD\�RI�RSSRQHQW¶V�
UHFHLSW��7KHUHIRUH��D�GHOD\�RI�WKH�RSSRQHQW¶V�UHFHLSW�E\�RQH�PRQWK�LV�FRPSHQVDWHG�E\�D�
���LQFUHDVH�LQ�RZQ�LQFRPH�
�
����6XEVWLWXWDELOLW\�EHWZHHQ�VRFLDO�SUHIHUHQFH�WHUPV
�
� �1H[W�ZH�H[DPLQH�056�EHWZHHQ� WKH� VRFLDO�SUHIHUHQFH� WHUPV��GLVWULEXWLYH� LQHTXDOLW\��
VRFLDO�GLVWDQFH��DQG�WKH�WLPH�GHOD\�
�
5HVXOW����056�EHWZHHQ�GLVWULEXWLYH�LQHTXDOLW\�DQG�VRFLDO�GLVWDQFH
7KH�056� EHWZHHQ� LQHTXDOLW\� �ORJ�� DQG� VRFLDO� GLVWDQFH� LV� β �α ������� 7KLV�PHDQV�
WKDW� D� ��XQLW� LQFUHDVH� LQ� VRFLDO� GLVWDQFH� LV� FRPSHQVDWHG� E\� D� ��� GHFUHDVH� LQ�
LQHTXDOLW\� WR� KROG� XWLOLW\� FRQVWDQW��&RUUHVSRQGLQJO\�� D� ��� LQFUHDVH� LQ� LQHTXDOLW\� LV�
FRPSHQVDWHG�E\�D������XQLW�GHFUHDVH�LQ�VRFLDO�GLVWDQFH�

�
5HVXOW����056�EHWZHHQ�GLVWULEXWLYH�LQHTXDOLW\�DQG�WLPH�GHOD\
7KH�056�EHWZHHQ� LQHTXDOLW\� �ORJ��DQG� WKH� WLPH�GHOD\� LV� γ �α  ��������7KLV�PHDQV�
WKDW�D���GD\�GHOD\� LQ� WKH�RSSRQHQW¶V�UHFHLSW� LV�FRPSHQVDWHG�E\�D������GHFUHDVH� LQ�
LQHTXDOLW\� WR�KROG�XWLOLW\� FRQVWDQW��&RUUHVSRQGLQJO\��D����GHFUHDVH� LQ� LQHTXDOLW\� LV�
FRPSHQVDWHG�E\�D�GHOD\�RI�WKH�RSSRQHQW¶V�UHFHLSW�E\������GD\V�

�
5HVXOW����056�EHWZHHQ�VRFLDO�GLVWDQFH�DQG�WLPH�GHOD\
7KH�056�EHWZHHQ�VRFLDO�GLVWDQFH�DQG�WKH�WLPH�GHOD\�LV�β � γ  ��������7KLV�PHDQV�WKDW�
D���XQLW� LQFUHDVH�LQ�VRFLDO�GLVWDQFH�LV�FRPSHQVDWHG�E\�GHFUHDVLQJ�WKH�WLPH�GHOD\�E\�
������GD\V� WR�KROG�XWLOLW\�FRQVWDQW�� ,Q�RWKHU�ZRUGV��D���GD\�GHOD\�RI� WKH�RSSRQHQW¶V�
UHFHLSW�LV�FRPSHQVDWHG�E\�D�������XQLW�GHFUHDVH�LQ�VRFLDO�GLVWDQFH�

�



�
��7KH�PRVW�LQWHUHVWLQJ�RI�WKHVH�ILQGLQJV�LV�5HVXOW����*LYHQ�WKDW�VRFLDO�GLVWDQFH�WR�RQHVHOI�
LV���XQLWV�DQG�WKDW�VRFLDO�GLVWDQFH� WR�D�VWUDQJHU� LV�����XQLWV��ZH�FDQ�FDOFXODWH� WKH� WLPH�
GHOD\V�IRU�WKH�UHFHLSWV�RI�DFTXDLQWDQFHV��IULHQGV��DQG�IDPLO\�PHPEHUV�WKDW�DUH�LQGLIIHUHQW�
WR�WKH�LPPHGLDWH�UHFHLSW�RI�D�VWUDQJHU�
�

6RFLDO�GLVWDQFH 7LPH�GHOD\
$FTXDLQWDQFH ����GD\V�� ��������������

)ULHQG ����GD\V�� ��������������
)DPLO\�PHPEHU ����GD\V�� ��������������

�
� � 7KH� UHODWLRQVKLSV� DERYH� DUH� GHSLFWHG� LQ� )LJ�� ���$VVXPLQJ� WKDW� WKH�056� YDOXHV� DUH�
FRQVWDQW�� WKH� WUDGHRIIV� EHWZHHQ� WKH� WLPH� GHOD\� DQG� VRFLDO� GLVWDQFH� IRU� DFTXDLQWDQFHV��
IULHQGV��DQG�IDPLO\�PHPEHUV�DUH�SORWWHG�LQ�D�VWUDLJKW�OLQH�EHWZHHQ�RQHVHOI�DQG�VWUDQJHUV��
�

�)LJ���!
�
� �5HVXOW� �� VKRZV� WKDW� D����FKDQJH� LQ�GLVWULEXWLYH� LQHTXDOLW\� LV� LQGLIIHUHQW� WR� D���XQLW�
FKDQJH� LQ� RSSRQHQW¶V� VRFLDO� GLVWDQFH�� )RU� H[DPSOH�� JLYHQ� WKDW� WKH� GLVWDQFH� EHWZHHQ�
DQ�DFTXDLQWDQFH�DQG�D� IULHQG� LV����XQLWV��D�FKDQJH� WKDW� UHSODFHV�DQ�DFTXDLQWDQFH� IRU�D�
IULHQG�DV�WKH�RSSRQHQW�LV�FRPSHQVDWHG�E\�D�����LQFUHDVH�LQ�HTXDOLW\��,Q�DGGLWLRQ��5HVXOW�
��VKRZV�WKDW�D������FKDQJH�LQ�LQHTXDOLW\�LV�LQGLIIHUHQW�WR�D���GD\�GHOD\�RI�RSSRQHQW¶V�
UHFHLSW��7KHUHIRUH��GHOD\LQJ�WKH�RSSRQHQW¶V�UHFHLSW�E\�RQH�PRQWK�LV�FRPSHQVDWHG�E\�D�
����GHFUHDVH�LQ�LQHTXDOLW\�
�
���'LVFXVVLRQ
�
����&RUUHODWLRQV�EHWZHHQ�WKH�VRFLDO�SUHIHUHQFH�SDUDPHWHUV
�
� � ,Q� WKH� 53/� PRGHO�� ZH� FDQ� FDOFXODWH� WKH� HVWLPDWRU� RI� WKH� FRQGLWLRQDO� PHDQ� RI� WKH�
UDQGRP�SDUDPHWHUV��FRQGLWLRQHG�RQ�WKH�LQGLYLGXDO�VSHFLILF�FKRLFH�SURILOHV��DFFRUGLQJO\��
ZH�LQYHVWLJDWH�WKH�FRUUHODWLRQV�EHWZHHQ�WKH�LQHTXDOLW\�DYHUVLRQ�UDWH��WKH�VRFLDO�GLVFRXQW�
UDWH��DQG�WKH�WLPH�GLVFRXQW�UDWH�DW�WKH�LQGLYLGXDO�OHYHO�
� �7KH�FRHIILFLHQWV�RI�FRUUHODWLRQ�DUH�FDOFXODWHG�DQG�DUH�SUHVHQWHG�LQ�7DEOH����$OWKRXJK�
WKH�YDOXHV�YDU\� LQ� VL]H�� WKH\�DUH�DOO� VWDWLVWLFDOO\� VLJQLILFDQW�DW� WKH���� OHYHO�� ,QHTXDOLW\�
DYHUVLRQ� DQG� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWHV� DUH� QHJDWLYHO\� FRUUHODWHG��ZKLOH� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ�
DQG�WLPH�GLVFRXQW�UDWHV�DUH�SRVLWLYHO\�FRUUHODWHG��WKH�VRFLDO�DQG�WLPH�GLVFRXQW�UDWHV�DUH�
SRVLWLYHO\�FRUUHODWHG��
�

�7DEOH��!
�
� � 7KHVH� FRUUHODWLRQV� REVHUYHG� DW� WKH� LQGLYLGXDO� OHYHO� VXJJHVW� WKH� H[LVWHQFH� RI� D�
V\VWHPDWLF� PHFKDQLVP� WKDW� JHQHUDWHV� VRFLDO� SUHIHUHQFHV� WKDW� FDQ� EH� FDWHJRUL]HG� LQWR�
FRQJHQLWDO� DQG� DFTXLUHG� FKDUDFWHULVWLFV�� 7KH� IRUPHU� LQFOXGHV� LQWULQVLF� IDFWRUV� VXFK� DV�
KHDOWK��DJH��DQG�JHQGHU��DQG�WKH�ODWWHU�LQFOXGHV�LQFRPH��HGXFDWLRQ��PDUULDJH�VWDWXV��DQG�
RFFXSDWLRQ�
�

�



����5HJUHVVLRQ�DQDO\VLV�RI�VRFLDO�SUHIHUHQFHV�RQ�LQGLYLGXDO�FKDUDFWHULVWLFV
�
� �:H� QH[W� UHJUHVV� WKH� VRFLDO� SUHIHUHQFH� SDUDPHWHUV� RQ� LQGLYLGXDO� FKDUDFWHULVWLFV�� 7KH�
H[SODLQHG� YDULDEOHV� DUH� WKH� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ� UDWH�� WKH� VRFLDO� GLVFRXQW� UDWH�� DQG� WKH�
WLPH� GLVFRXQW� UDWH�� 7KH� H[SODQDWRU\� YDULDEOHV� DUH� D� IHPDOH� GXPP\�� DJH�� D� PDUULDJH�
GXPP\��DQG�QXPEHU�RI�FKLOGUHQ�
� � 7KH� UHJUHVVLRQ� UHVXOWV� DUH� VKRZQ� LQ� 7DEOH� ��� 7KH� LQHTXDOLW\� DYHUVLRQ� UDWH� LV�
VLJQLILFDQWO\� DVVRFLDWHG� ZLWK� WKH� IHPDOH� GXPP\�� DJH�� DQG� WKH� PDUULDJH� GXPP\�� WKH�
VRFLDO�GLVFRXQW� UDWH� LV� VLJQLILFDQWO\�DVVRFLDWHG�ZLWK�DJH�RQO\�� WKH� WLPH�GLVFRXQW� UDWH� LV�
VLJQLILFDQWO\�DVVRFLDWHG�ZLWK�WKH�IHPDOH�GXPP\�DQG�DJH�
�

�7DEOH��!
�
� � 7R� VXPPDUL]H�� WKH� LQGLYLGXDO� YDULDEOHV� WKDW� DUH� FORVHO\� DVVRFLDWHG� ZLWK� VRFLDO�
SUHIHUHQFHV� DUH� DJH� DQG� WKH� IHPDOH� DQG� PDUULDJH� GXPPLHV�� 1RWH�� KRZHYHU�� WKDW� ZH�
GLG�QRW�DGGUHVV� WKH� LQGLYLGXDO�FKDUDFWHULVWLFV�DW� WKH� WLPH�RI� WKH�53/�HVWLPDWLRQ��JLYHQ�
WKDW� WKH\� GLUHFWO\� LQIOXHQFH� VRFLDO� SUHIHUHQFH� SDUDPHWHUV�� $W� WKLV� SRLQW�� VLJQLILFDQW�
FRUUHODWLRQV� FDQQRW� EH� IRXQG� EHWZHHQ� VRFLDO� SUHIHUHQFHV� DQG� HGXFDWLRQ�� LQFRPH�� DQG�
FHUWDLQ�RWKHU�FKDUDFWHULVWLFV��
�
����5H�HVWLPDWLRQ�RI�WKH�53/�PRGHO�XVLQJ�PHDQ�VKLIWLQJ�SDUDPHWHUV
�
��)LQDOO\��ZH�UH�HVWLPDWH�WKH�53/�PRGHO�XVLQJ�PHDQ�VKLIWLQJ�SDUDPHWHUV��,Q�SDUWLFXODU��
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Abstract

We investigate the effect of social distance, the time delay of send-
ing money to the recipient and the personal characteristics of a dic-
tator on the dictator behavior in the hypothetical dictator game ex-
periment by conducting the on-line questionnaire. We confirm that
(1) the larger the social distance between a dictator and her recipient
is, (2) the smaller the offer by the dictator is. (2) The later the offer
timing becomes, the smaller the offer is.(3) The utilitarian level, age,
income and the marital status explain the dictator behavior as well as
gender, neuroticism and agreeableness, which have been pointed out
in prior studies. These results can be applied to the design of donation
promotion policy.

1 Introduction

Recent experimental/behavioral studies have shown that economic decision-
making is defined by more factors than traditional economic theory assumes.
A person is lazier than the traditional economic theory assumes and prefers
the status quo. Therefore, they may be reluctant to choose a better choice
than the present one. Given this characteristic, the default choice is very
important. The U.S. government has implemented the policy which considers
this. (Thaler and Sunstein(2009) (28))

We investigate what affects the dictator behavior in the dictator game
experiment (Kahneman et al.(1986) (17), Forsythe, et al.(1994) (13), Hoff-
man, et al.(1996) (16)). In the dictator game, there are a dictator and a
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†Graduate School of Economics, Kyoto University
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recipient players. In the first stage, a dictator receives an endowment from
the experimenter and chooses how much money she sends to her recipient.
In the second stage, the recipient receives the proposal from her dictator
and always accept the proposal unlike the ultimatum game. If a dictator is
rational and selfish, she sends no money to her recipient in the Nash equilib-
rium. However, a lot of experimental results and hypothetical choice results
indicate that people donate more than this equilibrium. (Camerer (2003) (5),
Engel (2010) (10))

Prior studies reveal that various factors affect the dictator behavior. In-
dividual characteristics, social distance, time delay of receiving money, the
property right of the endowment (Cherry et al.(2002) (7), Oxyoby and Sprag-
gon (2008) (23)) and the requent from a recipient (Rankin (2006) (25), Ya-
mamori et al. (2008) (31)) are known to affect the dictator behavior. We
focus attention on the first three factors. Individual characteristics are such
as personal trait, gender, age, etc.. Social distance is often regarded as the
psychological distance between a dictator and a recipient and between a dic-
tator and an experimenter. Time delay of receiving money means that the
offer to a recipient (and/or a dictator) is not done right now but done a week
(or a month, even a year!) later.

Let us explain the effect of individual characteristics in detail. Brandstätter
and Güth (2002) (1) and Ben-Ner and Levy(2008) (2) find that individ-
ual personality significantly affects the dictator behavior. Brandstätter and
Güth (2002) (1) conducted a dictator game, an ultimatum game, and three-
person ultimatum game experiments. 1 They found that a person with high
benevolence (or agreeableness) offers higher amount of money to the recipi-
ent in the experimental dictator game and to the powerless recipient in the
experimental three-person ulitimatum game. Ben-Ner and Levy (2008) (2)
conducted two dictator game experiments. In an experiment, subjects were
payed (Pay) and in the other experiment, they were not payed (No Pay).
In both experiments, they answered the questionaire on the personality
trait (NEO five-factor inventory). Their experimetal result indicates that the
amount of offer is not significantly different between two experiments, that a
nueurotic person and an extroversive person offer significantly higher amount
of money in the No Pay experiment and that a person with high benevolence

1A three-person ultimatum game consists of one proposer and two recipients. In the
first stage, a proposer offers the amount of money to each of two recipients. The amount of
money can be different between the recipients. One of the recipients is called “a powerful
recipient” and has the option to accept or reject the offer. If the powerful recipient rejects
the offer, the game is over and all the players gain nothing. If she accepts the offer, the
game is over and all the players gain payoff according to the offer. A remaining recipient
is powerless and the same as the recipient in the dictator game.
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offers significantly higher amount of money in the Pay experiment. On the
other hand, Swope et al. (2008) (27) found that the personality trait does not
significantly influence the dictator behavior. Some studies clarify that a fe-
male is more generous than a male and that the choice of a female is expected
to be generous by both male and female. (Eckel and Grossman (1998)(9),
Fernando et al. (2009) (11), Dufwenberg and Muren (2006) (8))

Let us explain the effect of social distance on the dictator behavior. Social
distance in the dictator game experiments is anonymity (i) between an exper-
imenter and a dictator and (ii) between a dictator and a recipient. Hoffman,
et al. (1996) (16) focused on the type (i) anonymity with the double blind
method and found that the larger social distance between an experimenter
and a dictator is, the smaller the offer is.

Bohnet and Frey (1999) (3), Charness and Gneezy (2008) (6), Johan-
nesson and Persson (2000) (20), Frohich et al.(2001) (12), Martawardaya
(2006) (19), Brañas-Garza et al.(2006) (4) and Goeree et al.(2010) (14) con-
sidered social distance the type (ii) anonymity. However, as far as we know,
there are three studies that examine social distance between a dictator and
a non-anonymous recipient such as a parent, a brother and a friend of the
dictator. Brañas-Garza et al.(2006) (4) found that the offer to the friend
of a dictator is significantly higher than the offer to the mere classmate of
the dictator. Goeree et al.(2010) (14) found that a dictator donates higher
amount of money to her friend than to her friend’s friend. On the contrary,
Martawardaya (2006) (19) found that this kind of social distance does not
affect the hypothetical choice of a dictator.

Some studies also investigate the relationship between social distance and
the amount of money that is sent to another person from the perspective of
“social discount rate”. Jones and Rachlin (2006) (21) conducted a survey in
the form of a questionnaire to more than three hundred people and attained
that the larger social distance is, the smaller the amount of money and that
the amount is discounted in the hyperbolic form rather than in the expo-
nential form. The hyperbolic discounting is usually observed when a person
discount the future value of something.

Let us survey the time delay of donating. Kovarik (2008) (18) examined
the effect of the time delay of sending on the altruitic behavior by conducting
the dictator game experiment. The experimental result shows that the short
delay does not significantly affect the amount of the offer and that the amount
decreases (i.e. the behavior becomes selfish) when the delay becomes longer.
Because the delay of sending money is applied not only to a recipient but
also to a dictator, the dictator considers the effect of the delay imposed not
only on her recipient but also on herself.

Taking these prior studies into account, we examine (1) what kind of
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the personal trait affects the dictator behavior, and (2) how social distance
between a dictator and a recipient and the time delay of sending money to
the recipient affect the dictator behavior. General social trust measure, the
utilitarian measure (Yamagishi and Yamagishi (1994) (30)), income, educa-
tional background, married state and the number of the dictator’s children
have not been considered, although these variables can affect the dictator
behavior. In addition, prior studies on social distance and the time delay
of donating have the room for analysis. In the dictator game experiments,
we do not have the generic result on the relationship between social distance
and the offer by a dictator to the non-anonymous recipient. Only few prior
studies focus on the time delay of sending money to a recipient. We deeply
examine these topics.

Thus, our study has the following features. (1) We analyze the rela-
tionship between a dictator and her recipient from the various perspectives
and (2) we collect a lot of information about the personal characteristics of
a dictator to investigate her behavior. These provide a new insight into a
dictator behavior. Moreover, this study is consistent with the recent dicta-
tor game experiments, which investigate when the dictator acts selfishly (or
altruistically). (Levitt and List, 2007 (22), Guala and Mittone, 2010 (15))

The recent development of the on-line questionnaire research has enabled
such studies. In this kind of research, we can choose the respondent group
from the huge number of potential respondents. Thus, we can specify the
detail characteristics of respondents. Additionally, the on-line questionnaire
research has the merit of collecting large amounts of data quickly. It is con-
sistent with our purpose, although the data of the dictator game experiment
is usually collected in the laboratory.

Let us summarize our results. First, the larger the social distance be-
tween a dictator and her recipient is, the smaller the offer of the dictator
is. The hyperbolic discounting explains this relationship. Second, the later
the timing of the offer to her recipient becomes, the smaller the offer by the
dictator is. This relationship is also explained by the hyperbolic discounting.
Third, the utilitarian level, age, income and the marital status explain the
dictator behavior as well as gender, neuroticism and agreeableness, which
have been pointed out in prior studies.

Our results are important in making a donation policy. Although the use
of personality trait is difficult, utilizing the infomation such as gender, age
income level and the marital status can be considered to increase incentives
for donating more. In Japan, the amount of offer is much smaller than the
U.S. However, NPO and NGO have become very active recently in Japan.
Additionally, public finances have worsened in twenty years. Considering
these situations, the central and local governments started the offer increase
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policy such as a tax deduction for offer, and hometown tax. We reveal that
a person with certain kind of characteristics is reluctant for contributing
money. Using our results, it is possible to make the system in which such a
person can contribute money voluntarily. Such a policy recommendation is
one of our contributions, and consistent with the recent trend of the policy
design which is based on the human behavior.

This paper is structured as follows. Section 2 presents our hypotheses.
In Section 3, we introduce the overview of the questionnaire survey through
internet. In Section 4, we examine the relationship among individual char-
acteristics, social distance and donating behavior of a dictator. In Section 5,
we analyze the effects of the time delay of donating to a recipient and of the
personal characteristics on the donating behavior. In section 6, we discuss
the possibility of policy application by using the results of the previous two
sections. Section 7 concludes this paper.

2 Hypotheses

We examine the hypothesis about the social distance, that is “the larger the
social distance between a dictator and a recipient is, the smaller the offer to
the recipient is” (hypothesis one). The result of Jones and Rachlin (2006) (21)
support this hypothesis in the different context from the dictator game and
show that the hyperbolic discounting well explains the relationship between
the offer and social distance. Brañas-Garza et al.(2006) (4) and Goeree
et al.(2010) (14) support the hypothesis in the dictator game experiments.
However, Martawardaya (2006) (19), which utilized the on-line questionnaire
survey does not support it.

Let us explain the second hypothesis, “the longer the time delay of donat-
ing is, the smaller the offer is”. Kovarik (2008) (18) basically supports this.
Additionally, according to studies on time discounting, we check whther the
hyperbolic discounting well explains the decrease in the offer.

Let us explain the hypotheses on the personal characteristics. We propose
the hypothesis three, which is “a male dictator sends less money than a female
dictator”. Eckel and Grossman (1998) (9) supports this hypothesis. Accord-
ing to the meta-analysis by Engel (2010) (10), we propose the hypothesis
four, which is “the older a dictator is, the more amount of money she sends
to the recipient”. From the results of Brandstätter and Güth (2002) (1) and
Avener Ben-Ner and Ori Levy(2008) (2), we propose the following hypothe-
ses. “a person with high neuroticism sends the larger amount of money (the
hypothesis five)”, “a person with highe extraversion sends the larger amount
of money (the hypothesis six)” and “a person with high agreeableness sends
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the larger amount of money (the hypothesis seven)”.
Let us propose the hypothesis about the other personal characteristics.

Because a utilititarian person will possibly make a decision selfishly, such a
person will send smaller amount of money (the hypothesis eight).

Because we cannot reason the effect of the following characteristics on the
dictator behavior, we clarify the effects in this paper. It is not clear whether
a person with high onscientiousness sends larger amount of money. Such a
person would regard the recipient, who does nothing, as a lazy person and
send only a small amount of money. If a general social trust of a person
is high, she puts her trust on even a stranger. Thus, she would send larger
amount of money. However, it is not clear how her offer will change when the
social distance or the time delay changes. In addition, the effects of following
variables are ambiguous. Does a person with high income generously donate?
Does a person with high educational background do so? Does a married
person do so? Does a person with her children do so?

Hypothesis 1: The larger social distance is, the smaller a dictator sends.
Hypothesis 2: The longer the time delay of sending moeny to a recipient,

the smaller a dictator sends.
Hypothesis 3: A male sends less than a female.
Hypothesis 4: The older a dictator is, the more she sends.
Hypothesis 5: The more neurotic a dictator is, the more she sends.
Hypothesis 6: The more extrovert a dictator is, the more she sends.
Hypothesis 7: The more agreeable a dictator is, the more she sends.
Hypothesis 8: The more utilitarian a dictator is, the less she sends.

Question 1: How does a highly conscientious person send to the recipient?
Question 2: How does general social trust affect the dictator behavior?
Question 3 How does the real life income affect the dictator behavior?
Question 4: How does the educational background affect the dictator ba-

havior?
Question 5: How does the marital status affect the dictator bahavior?
Question 6] How does a person send to the recipient when she or he has

a child/children?

3 Hypothetical Dictator Games through In-
ternet Survey

We often investigate the behavior of a dictator who is payed according to the
performence in the laboratory experiment. Sefton (1992) (26) and Forsythe
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et al.(1994) (13) found that the payed dicatators send smaller amount of
money than dictators whose decisions are hypothetical.

On the other hand, the meta-analysis by Engel (2010) (10) shows that
the hypothetical decision is not significantly different from the real decision.

Considering these results, our approach, the hypothetical dictator game
experiment through the Internet, does not give rise to serious methodological
problems. However, the questionnaire survey through the Internet has both
merits and demerits. We compare the laboratory experiment with this survey
to explain the advantages and disadvantages of this survey.

Let us explain the advantage of the on-line questionnaire survey. This can
assign the characteristics of a respondent. For example, we can exclude the
people in the twenties and/or undergraduate students from the respondent
pool. In most of the laboratory experiments, the subjects are undergraduate
students. The number of the subjects is much larger in the on-line question-
naire survey than in the laboratory experiments. It is possible to conduct the
questionnaire to more than a thousand people, while at most four hundred
subjects can participate in the experiments. Finally, the on-line question-
naire survey does not take time to collect the data, while the laboratory
experiment usually takes time until the enough number of observations is
collected.

Let us explain the disadvantage of the questionnaire survey through the
Internet. Contrary to the laboratory experiment, it is difficult to control the
behavior of a subject by giving the monetary incentive. In this survey, a
subject is usually payed fixed reward. Moreover, this survey cannot control
the environment of a subject, while the laboratory experiment can control
the environment as the researcher likes.

Our purpose is to analyze the dictator behavior with various attributes.
Considering the advantages and disadvantages which are described above, it
is more appropriate for us to conduct the on-line questionnaire survey.

3.1 Data Collection Method

We designed the questionnaire items and asked an Internet survey company
to collect the data. The company has collected data from May to July
2010. The total number of data after exclusion of some improper answers is
1347. The Table 2 indicates the statistical information of respondents. The
respondents are payed JPY 500 (∼= $ 6) after finishing the questionnaire.

We asked following questions. First, the respondents were asked to sixty
questions on the personal trait based on “Big five personality model”. We
used Japanese version of these questions developed by Wada (1996) (29). The
only difference between the original version of Wada (1996) (29) and ours is
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the number of alternatives. While there is originally seven alternatives per
question, there is five alternatives per question in ours.

In the Big Five personality model, a character trait is explained by ex-
traversion, neuroticism, openness, conscientiousness and agreeableness. In
our study, each personality has twelve questions. A person with high ex-
traversion can have positive emotions and seek stimulation in the company
of others. A highly neurotic person can feel unpleasant emotions easily, such
as anger, anxiety, depression, or vulnerability. A person with highly open-
ness can appreciate for art, emotion, adventure, unusual ideas, curiosity, and
variety of experience. A person with high conscientiousness can show self-
discipline, act dutifully, and aim for achievement. Such a person prefers
planned to spontaneous behavior. A person with high agreeableness can
be compassionate and cooperative rather than suspicious and antagonistic
towards others.

Then a respondent answered sixteen questions about general social trust
and utlititarianism. These are the Japanese version of the questionnaire items
in Yamagishi and Yamagishi (1994) (30). There were five alternatives per
question. Then a respondent expressed the social distance of her acqueitance,
friend and relative as the integer between zero to one hundred when social
distance toward a stranger is assumed to be one hundred.

Finally, a respondent played the following hypothetical dictator game
experiment.2 In the question, a respondent, who assumed to be given a hun-
dred thousand yen from the experimenter, was asked to choose the amount
of money that she sent to the hypothetical recipient. She could select her
answer from JPY 0 to JPY 100,000 by the interval of JPY 10,000. She was
asked how much she would send money to an anonymous person who was an
utter stranger and had not seen before, did not seen during the experiment
and would not see in the future. This is the default question. Then we asked
her about the amount of money that she sent to the following people. These
are the questions on the social distance.

1. How much will a respondent send to a respondent sent to the same sex
acquaintance with whom she did not have the personal association?

2. How much will a respondent sent to the same sex friend with whom

2The following is an example of a question. “Please imagine that you participate in
the psychological experiment. The experimenter gives you a hundred thousand yen and
instructs that you can send money to the person “A”, who is an utter stranger and whom
you have not seen, do not see during the experiment and will not see in the future. “A” is
informed that an anonymous person has the chance to send money to ”A” and that “A”
cannot reject the proposal from the person. In this situation, how much will you send
money to “A” ? ”
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she went to meal?

3. How much will a respondent sent to the same sex brother, sister, or
relative?

Then we asked her about the amount of money that she sent to the same
person as the default question in the following timing.

1. How much will a respondent send to the person a day later?

2. How much will a respondent send to the person a month later?

3. How much will a respondent send to the person a year later?

4. How much will a respondent send to the person ten years later?

4 Offer to the various recipients3

Table 1 indicates the offer to the various recipients. The offer to the stranger
corresponds to the typical dictator game experiment and is about JPY 32,000,
32% of the offer rate. According to Camerer (2003) (5), this rate is 13% to
50%. Because our rate to the stranger is in this range, our survey is valid.
This table also indicates that the offer rate to the acquaitance, the friend
and the relative is 35%, 40% and 44%, respectively.

By the Wilcoxon test, the offer rate difference between the stranger and
the acquaintance, between the acquaintance and the friend and between the
friend and the relative is significant at 1% level, respectively. This supports
the hypothesis one and is consistent with Jones and Rachlin (2006) (21).

We confirm that the hypoerbolic discounting is observed in the relation-
ship between the social distance and the offer. With using the integer (D) as
which a respondent expressed the social distance between her and a recipient
and the offer (V ), we estimate v and β in the equation V = v

1+βD . The

nonlinear regression estimates v = 4.5291 (0.058) and β = 0.0036 (0.003) 4

and the coeffcient of determination is 0.8128.
Let us examine the effects of the personal characteristics and of the social

distance on the offer. We estimate the effects by the random effect tobit
regression because the data set is in the form of the panel data and the
offer is truncated by zero. The list of the variables are in the table 2. A
personality value in the Big Five model is the average of the questions about

3The analysis in this and the next sections is done by STATA11.
4The value in the parentheses is the standard error.
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the personality. This is calculated for each respondent. The values of the
utilitarian and the general social trust is calculated in the same way.

The estimation result is in the table 3. The coefficient of the acquaintance,
friend and relative is positive and significant, respectively. The coeffcient is
larger in the relative than in the friend, and it is larger in the friend than in
the aquaintance. This is consistent with the result of the Wilcoxon test. The
coefficients of sex, income and utilitarian are negative and significant. The
coefficients of neuroticism and agreeableness are positive and significant.

The following is the summary of the present analysis.

Hypothesis one (the larger the social distance is, the smaller the dictator
sends) is supported.

Hypothesis three (a male sends smaller than a female) is supported.
Hypothesis five (a neurotic person sends more) is supported.
Hypothesis seven (an agreeable person sends more) is supported.
Hypothesis eight (an utilitarian sends less) is supported.

Finally, we analyzed the data more closely. The dependent variables are
the offer to the stranger, to the acquaintance, to the friend, and to the rel-
ative, respectively (Table 4). The estimation result by the tobit regression
indicates that the coeffcients of gender, agreeableness and utilitarian are pos-
itive and significant. The coefficient of neuroticism is positive and significant
except for the offer to the acquaintance (13% significance). The coefficient
of income is negative and significant in case of the offer to the acquaintance
and to the relative. The coefficient of the marital status is negative and sig-
nificant in case of the offer to the acquaintance and is positive and significant
in case of the offer to the relative.

This result indicates that a male dictator would send less and that a selfish
person would send less. It also indicates that a neurotic dictator would send
more and that an agreeable dictator would send more.

The effect of income and the marital status is newly found by the close
analysis of the data. A married person sends more to her relative but less to
the acquaintance. A person with higher income sends less to the acquaintance
and the relative.

Answer of the question three: the higher the income of a dictator is, the
less she sends.

Answer of the question five: a married dictator sends more to the relative
but less to other people.

Let us discuss on the results in this section briefly. The result in the
relationship between the social distance and the offer does not only support
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Jones and Rachlin (2006) (21), Brañas-Garza et al.(2006) (4) and Goeree et
al.(2010) (14) but also seems to be the first to find that the social discounting
is expressed by the hyperbolic discounting in the context of the dictator game
experiment.

Then we consider the effect of the personal characteristics on the offer.
The effects of gender is the same as the prior studies.

We attain the new findings on the effect of the personal traits. A dictator
with high agreeableness sends more regardless of the social distance. This
is not pointed out by Brandstätter and Güth (2002) (1) or Ben-Ner and
Levy (2008) (2). Although these prior studies found that such adictator
sends more money in the experiment with real payment, we find that she
sends more even in the hypothetical choice.

The hypothesis six is not supported, an extrovert dictator sends more.
This is a different result from Ben-Ner and Levy (2008) (2). Because only a
few experimental dictator games focus on the effect of the personal trait, we
need to collect more data to check out the effect of extrovert.

Interestingly, the higher income decreases the offer in some cases. This
result seems to be counterintuitive because it seems to be natural that the
person with lower income will donate less. The person with the higher in-
come might be much more selfish than the one with the lower income. This
result sheds light into the fact that the income might affect the dictator be-
havior in the laboratory. The subjects in the laboratory experiments are
usually undergraduate students. There is the income difference among the
undergraduate students. Thus, it might be necessary to attain the income
information of a subject by the ex-post questionnaire.

The effect of the marital status on dictator behavior suggests that it is
more important for a married person to donate to the related recipient than
to the unrelated recipient. A question remains a challenge: Does a married
person increase the offer to her partner? In most cases, a person is not related
with her partner with blood. However, she has very close relationship with
her partner.

5 Offer to the stranger recipient in the future

Table 5 shows the offer rate when a dictator sends money to the anoymous
recipient in some future. We see that the later the timing of sending money
becomes, the smaller the amount of money is.

The hypothesis two is supported. The Wilcoxon test indicates (1) that
the prompt offer is significantly higher the offer in a week later, (2)that the
offer in a week later is significantly higher than the offer in a month later,
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(3)that the offer in a month later is siginificantly higher than the offer in a
year later and (4)that the offer in a year later is siginificantly higher than
the offer in ten years later.

As in the previous section, we examine how a respondent decreases the
money by the timing of sending. We assume that a respondent adopts the
hyperbolic discounting (V = v

1+βT , where T means that the money is sent
to the anonymous resipient in T days later). v and β are estimated by
the nonlinear regression. The regression result is v = 2.822 (0.032) and
β = 0.00009 (0.00001) and the coefficient of determinant is 0.5940. That is,
a respondent discounts the money to be sent to the anomymous recipient by
v = 2.822

1+0.00009T .
Including the prompt offer, we apply the random effect tobit regression

to the data. Table 6 indicates (1)that the coefficients of the dummy variables
on the delay are all negative and significant, (2)that the coefficients of sex
and utilitarian are negative and significant and (3)that the coefficients of
agreeableness and neuroticism is positive and significant.

Hypothesis two is supported: the later the timing of sending money to the
recipient is, the smaller the offer is.

Hypothesis three is supproted: a male dictator sends less than a female
dictator.

Hypothesis five is supproted: the more neurotic a dictator is, the more
she sends.

Hypothesis seven is supproted: the more agreeable a dictator is, the more
she sends.

Hypothesis eight is supproted: the more utilitarian a dictator is, the less
she sends.

Let us investigate the dictator behavior in a certain future by applying
the tobit regression (Table 7). The coefficientes of sex and utilitarian are
negative and significant in all the cases. The coefficient of agreeableness
is positive and significant in all the cases. The coeffcient of age becomes
positive and significant when money is sent in the far future. The coefficient
of the marital status is negative and significant except when money is sent in
a week later. The coefficient of conscientiousness is positive and significant
except when money is sent in ten years later.

In addition to the findings in Table 6, we find the followings. (1)The
more conscientious a dictator is, the less the offer is. (2)A married dictator
sends less. On the other hand, (3)when money is sent in far future, the older
a dictator is, the more she sends. This supports the hypothesis four.

Followings are the results of the open questions.
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Question 1: The more conscientious a dictator is, the less she sends.
Question 5: A married dictator sends less.

Let us discuss on the results briefly. The fact that the hypothesis two is
supported confirms the robustness of the prior results in the context of the
dictator game. Our results are different from that of Kovarik (18). First,
while the way of discounting by the subjects is not clear in Kovarik (18),
we show that the they estimate the future money value with the hyperbolic
discounting. Second, we also reveal how the personal characteristics affect
the amount of money to be sent to the stranger in some future.

If money is sent in some future, the following characteristics of a dicta-
tor affect the dictator behavior; sex, age, the marital status, neuroticism,
conscientiousness, agreeableness and utilitarianism. We discuss the effect of
the age and marital status briefly. The older a dictator is, the more she
donates. This is consistent with the meta-analysis of Engel (2010) (10). The
older people become, the gentler and the more altruistic their personality
may become.

The effect of the marital status has not been pointed out. A married
person may wish to use money for herself and/or her family rather than to
send money to the anonymous person. Especially this is more clear when the
timing of sending money becomes later and later.

Finally, let us interpret why the more conscientious person will send less.
Such a person will be satisfied more when she gets money by her own work
than when she is given money by someone else without any work. She will
not send much money because doing so is not undesirable for her.

6 Discussion

With the questionnaire through the Internet, we investigate (1) the effect
of the social distance and the time delay of sending money and (2) the effect
of the personal characteristics on the dictator behavior. Our results do not
only confirm the prior results but also reveal that some unconsidered vari-
ables really affect the dictator behavior. The larger the social distance is,
the smaller the offer is. The longer the time delay of sending money to the
recipient, the smaller the offer is. When a dictator sends money to the re-
cipients with the various social distances, gender, neuroticism, agreeableness
and utilitarian affect the dictator behavior. These variables also affect the
dictator behavior when she do so in the future. In some cases, the marital
status, income and conscitiousness are significant.
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We reveal what condition a person selfish and what kind of personality
trait induce her to behave selfishly. Conducting the on-line questionnaire
study, we can detect the factors to affect the dictator behavior more deeply.
The followings are the summay of our findings.

The factor which makes a dictator increases the offer.

• female

• high neuroticism

• high agreeableness

• low conscientiousness (only when the offer will be done in some future.)

• low utilitarianism

• low income (only when the offer is done to the vairous recipients.)

• unmarried (exception: the offer to the relative.)

The factor which makes a recipient increases the offer.

• the social distance from a dictator is short.

• the timing of being sent money from a dictator is short.

The factor which makes a dictator decreases the offer.

• male

• low neuroticism

• low agreeableness

• high conscitiousness (only when the offer will be done in some future.)

• high utilitarianism

• high income (only when the offer is done to the vairous recipients.)

• married (only when the offer is done to the relative.)

The factor which makes a recipient decreases the offer.

• the social distance from a dictator is long.

• the timing of being sent money from a dictator is long.
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Let us discuss on the policy contribution by this study. From the point
of policy building, it is important to understand the condition when peo-
ple will donate more. While the percentage of donating households is not
different between Japan and the U.S., the amount of offer is much higher
in the U.S. than in Japan. To increase the amount of offer, the Japanese
government started to implement the policy for increasing the offer because
the financial condition of the Japanese government has been worsing. It has
to increase the revenues except for tax. In August 2010, the government
made a team comprising officials of the Treasury and the Cabinet Secre-
tariat in order to discuss ways to expand the offer. The local governments
also have been debating how to increase the offer. For example, a“hometown
tax” was launched in 2008. By this tax, more than JPY 5,000 of offer to
the local government to which a person prefers is allowed to use tax deduc-
tion. Additionally, Japanese national universities, which was recomposed as
independent administrative institutions have been fund-raising.

However, the growth rate of offers has been small in Japan in 2000’s.
Although the long-term economic recession and anxiety about the future
may affect the donating behavior, the small growth rate also suggests that
the current offer policy is insufficient.

To increase offer, as well as a campaign calling for voluntary contributions,
it is necessary to promote offers by policy measures. Our result plays a part
for the offer promotion policy. If a person has the characteristics which reduce
the offer, the tax incentive will be effective to promote such a person to donate
more. For example, the following institutional change can realize. If a person
donates to a person or an organization that exists in a distant place (this
implies that the social distance is large), she can take a larger tax write-off.
High income people can do so much more than the low income people if they
donates. However, it is difficult to apply the tax deduction policy which
utilizes the personal trait. If the government decided the amount of the tax
deduction after the personality test, all the people would make false answers.

7 Conclusion

We utilizes the hypothetical dictator game experiments through the on-line
questionnaire and investigates (1)the effects of the social distance and of
the timing of sending money on the dictator behavior and (2) the effects of
personal characteristics on the dictator behavior in various situations. The
experimental results indicate the followings. The longer the social distance is,
the smaller the offer is. The longer the timing of sending money to the anony-
mous recipient is, the smaller the offer is. The various presonal characteristics
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such as gender, personal trait, income and the marital status influence the
offer when the dictator sends money to the recipient with the various social
distance as well as when she do so to the anonymous recipient in the various
timings. These results reveal hen the dictator becomes altruistic or selfish.
Even considering that the results can be biased because of the subject pool,
our results can deserve the design of the donation promotion policy. The
robustness test of our results can be the future work.
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[1] Brandstätter, H. and Güth W. “Personality in dictaor and ultimatum
games” Central European Journal of Operation Research, vol.10, pp.191-
215, 2002

[2] Avener Ben-Ner and Ori Levy, “Economic and Hypothetical Dictator
Game Experiments: Incentive Effects at the individual level” Journal
of Socio Ecnomics, vol. 37(5), pages 1775-1784, 2008

[3] Bohnet, I. and Frey, B.S. “The sound of silence in prisoner’s dilemma
and dictator games,” Journal of Economic Behavior & Organization 38:
43-57, 1999
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stranger acquaintance friend relative
Average offer 3.183 3.451 4.040 4.383

Std. Dev. 2.089 1.932 1.595 1.521

Table 1: offer to various recipients (ten thousand yen). offer is significantly
different between “stranger” and “acquaintance”, between “acquaintance”
and “friend”, and between “friend” and “relative”.
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variable name comment max min ave. std. Dev.
sex 1 indicates a male.　 1 0 0.488 0.500
age 79 20 40.649 12.565

marriage 1 is married. 1 0 0.606 0.489
childen of children (1 means no children.) 5 0 0.901 1.065

education junior high graduate= 5,..., finishing
graduate school= 1

99 1 3.63 7.028

income household income 9 1 2.759 1.497
Extraversion 5 1 3.122 0.670
Neuroticism 　 5 1 3.248 0.698
Openness 5 1 3.201 0.577

Conscientiousness 5 1.083 3.094 0.550
Agreeableness 4.917 1 3.280 0.531

Gtrust general social trust 5 1 2.928 0.732
Utilitarian utilitarian measure 5 1 3.186 0.636

Table 2: List of independent variables

dependent variable = offer
acquaitance 0.324 (0.047)∗∗∗

friend 0.980 (0.046)∗∗∗
relative 1.349 (0.046)∗∗∗

sex −0.529 (0.098)∗∗∗
age 0.0002 (0.0049)

marriage -0.070 (0.123)
children 0.009 (0.058)

education -0.003 (0.007)
income −0.060 (0.033)∗

Extraversion -0.013 (0.091)
Neuroticism 0.192 (0.079)∗∗
Openness 0.097 (0.097)

Conscientiousness -0.076 (0.094)
Agreeable 0.447 (0.100)∗∗∗

Gtrust -0.007 (0.085)
Utilitarian −0.494 (0.098)∗∗∗
constant 2.979 (0.752)∗∗∗

Number of obs 5388
Number of groups 1347

Wald χ2 1160.35(16)
prob > χ2 0.000

Table 3: Random Effect Tobit Analysis: offer to the various recipients. 666
and 6 observations are 0, and 6, respectively. ∗, ∗∗, and ∗ ∗ ∗ indicate 1%,
5%, and 10% significance, respectively.
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stranger acquaitance friend relative
sex −0.749(0.144)∗∗∗ −0.5739(0.1236)∗∗∗ −0.4367(0.0944)∗∗∗ −0.361(0.089)∗∗∗
age 0.0032(0.0068) 0.0039(0.0058) -0.0033(0.0044) -0.0014(0.0042)

marriage -0.207(0.182) −0.2955(0.1556)∗ -0.1106(0.1188) 0.2246(0.112)∗∗
children 0.0148(0.085) 0.0426(0.0733) 0.0343(0.0560) -0.0401(0.0528)

education -0.003(0.01) -0.0094(0.0087) -0.0037(0.0065) 0.003(0.0062)
income -0.0556(0.049) −0.0736(0.0417)∗ -0.034(0.0317) −0.0602(0.0299)∗∗

Extraversion -0.114(0.135) -0.1264(0.1155) 0.051(0.088) 0.065(0.083)
Neuroticism 0.272(0.118) ∗∗ 0.1556(0.1004) 0.178(0.077)∗∗ 0.155(0.072)∗∗
Openness 0.1129(0.1436) 0.087(0.128) 0.056(0.094) 0.139(0.088)

Conscientiousness -0.1500(0.1387) -0.1446(0.118) -0.071(0.09) 0.061(0.085)
Agreeableness 0.4894(0.1476)∗∗∗ 0.5228(0.1262)∗∗∗ 0.360(0.096)∗∗∗ 0.3253(0.0909)∗∗∗

Gtrust 0.086(0.1259) 0.0301 (0.1079) -0.029(0.082) -0.038(0.078)
Utilitarian −0.6358(0.1455)∗∗∗ −0.5239 (0.1240)∗∗∗ −0.395(0.095)∗∗∗ −0.369(0.089)∗∗∗
Constant 3.359(1.112)∗∗∗ 3.981(0.9502)∗∗∗ 4.03(0.725)∗∗∗ 3.339(0.684)∗∗∗

Number of obs 1347 1347 1347 1347
LR χ2 93.38(13) 91.56(13) 83.24(13) 89.83(13)

prob > χ2 0.000 0.000 0.000 0.000
Pseudo R2 0.0165 0.0164 0.0161 0.0177

left cencored obs. 287 199 97 81
uncencored obs. 1058 1148 1250 1262

Table 4: Tobit Analysis: offer to the stranger, acquientance, friend and
relative. ∗, ∗∗, and ∗ ∗ ∗ indicate 1%, 5%, and 10% significance, respectively.

right now a week a year ten years
offer 3.183 2.803 2.455 2.169

Std. Dev. 2.089 2.197 2.227 2.298

Table 5: offer to the stranger recipient in the various time span (ten thousand
yen). offer is significantly different between “right now” and “a week later”,
“a week later” and “a month later”, “a month later” and “a year later”, and
“a year later” and “ten years later”.
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dependent variable = offer
onew −0.540 (0.05)∗∗∗
onem −0.678 (0.05)∗∗∗
oney −1.052 (0.051)∗∗∗
teny −1.504 (0.052)∗∗∗
sex −0.814 (0.171)∗∗∗
age 0.012 (0.008)

marriage -0.345 (0.216)
children -0.023 (0.102)

education 0.015 (0.012)
income -0.070 (0.058)

Extraversion -0.196 (0.161)
Neuroticism 0.285 (0.140)∗∗
Openness 0.112 (0.171)

Conscientiousness -0.260 (0.165)
Agreeableness 0.545 (0.176)∗∗∗

Gtrust 0.079 (0.150)
Utilitarian −0.807 (0.173)∗∗∗
constant 4.042 (1.324)∗∗∗

Number of obs 6732
Number of groups 1347

Wald χ2 1029.06(17)
prob > χ2 0.000

Table 6: Random Effect Tobit Analysis: offer to the stranger in the various
time span. 2,181 and 10observations are 0 and 10, respectively. ∗, ∗∗, and
∗ ∗ ∗ indicate 1%, 5%, and 10% significance, respectively.
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a week a month a year ten years
sex −0.804(0.167)∗∗∗ −0.774(0.167)∗∗∗ −0.675(0.192)∗∗∗ −0.509(0.232)∗∗
age 0.0108(0.008) 0.009(0.008) 0.023(0.009)∗∗∗ 0.03(0.011)∗∗∗

marriage -0.288(0.210) −0.374(0.210)∗ −0.455(0.242)∗ −0.673(0.292)∗∗
children 0.03(0.10) 0.049(0.099) -0.066(0.114) −0.088(0.138)

education 0.014(0.011) 0.015(0.011) 0.019(0.013) 0.028(0.015)∗
income -0.079(0.057) -0.072(0.057) -0.043(0.065) -0.026(0.078)

Extraversion -0.181(0.156) -0.191(0.157) -0.197(0.180) -0.297(0.218)
Neuroticism 0.166(0.136) 0.114(0.136) 0.148(0.157) 0.349(0.191)∗
Openness 0.056(0.166) 0.144(0.167) 0.072(0.191) 0.107(0.231)

Conscientiousness −0.314(0.160)∗∗ −0.272(0.161)∗ −0.324(0.184)∗ -0.150(0.222)
Agreeableness 0.487(0.170)∗∗∗ 0.455(0.171)∗∗∗ 0.457(0.196)∗∗∗ 0.618(0.237)∗∗∗

Gtrust 0.009(0.146) 0.059(0.146) -0.034(0.168) -0.066(0.204)
Utilitarian −0.831 (0.169)∗∗∗ −0.775(0.169)∗∗∗ −0.824(0.194)∗∗∗ −0.866(0.235)∗∗∗
Constant 4.697(1.289)∗∗∗ 4.271(1.288)∗∗∗ 4.118(1.481)∗∗∗ 1.982( 1.780)

Number of obs 1347 1347 1347 1347
LR χ2 90.41(13) 84.66(13) 63.35(13) 52.61(13)

prob > χ2 0.000 0.000 0.000 0.000
Pseudo R2 0.0162 0.0153 0.0119 0.0105

left cencored obs. 382 397 492 617
uncencored obs. 963 950 853 728

Table 7: Tobit Analysis: offer to the stranger in various time spans. ∗, ∗∗,
and ∗ ∗ ∗ indicate 1%, 5%, and 10% significance, respectively.
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On Statistical Inference embedded in the Market   by  Tomonori Koyama *

(General Meeting of JAFEE in Nagoya University, Mar. 2011)

1   Introduction

There is precedence in prof Metcalfe about the research of Fisher's principle. Therefore, we have to 

look through his 1998 book. 

2   Abstract of Metcalfe(1998)

　Let us give a rough sketch for his book. In prologue, he guides us to a tapestry of modern economy. 

He explains that our living economy is always full of change and turbulence and that the closer we 

look into micro-dimension of economic activities, the more we are forced to see such difference in 

many kind of economic indices as would be lost sight of if we work in highly aggregated level. It is 

declared that method of Fisher's principle is useful for analyzing the above mentioned type of 

economy.i

　In lecture 1, we are led to two competition concepts originated in Adam Smith. They will diverge 

into the one equilibrium analysis and the other dynamic economic picture of Georgescu-Roegen or 

Hayek. In the second half, Metcalfe tries to make us convinced that evolution operates universally 

and that by grasping evolution as a reasoning framework, it is qualified to be the theory relevant to 

any domain beyond such particular disciplines as ecology or genetics. Emphasis is on population 

thinking. Since this lecture examines the validity of application of Darwinian dynamic concepts in 

detail, reading it is essential.

　In lecture 2, he applies perspective of population to the market. A replicator equation in closed 

system is deduced from studying transition law of entities. Analysis of competitive evolution begins 

with evaluating the change rate of mean unit cost ̇h . In this case, variation of selective trait is 

relevant to one-dimension of unit cost. Here, Metcalfe demonstrates usefulness of that statistical 

thought which is included in the Fundamental Theorem of Natural Selection presented by R. A. 

Fisher. In addition he extends the application of his principle to the between group analysis by 

introduction of exit and gives an outline towards analyzing some developmental subjects, 

particularily increasing returns to scale.

　In lecture 3, Fisher's principle is applied to some cases, where selective traits spread in multi-

dimension. The focus is upon examination of product differentiation. After presenting clear 

consequences of his principle, he reflects the concept of turbulence and notes limitations due to the 

assumption of Marshallian normal condition. Topic goes on to comparison between equilibrium and 

evolution, where the former is referred to critically. In epilogue, it comes a summary of necessity and 

importance for understanding economic process paying the more attention to difference in various 

levels.

* Address : Miyamoto House 2F- 5, Saikata-cho 18, Ichijouji, Sakyo-ku, Kyoto 606-8157, JAPAN♯

          Email : koyama.klarheit@gmail.com
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　In the second part (lecture 4), it is considered what type of scientific and technological policy is to be 

desired in the economy with frequent innovation. Metcalfe distinguishes between science and 

technology clearly. They follow their own logic and become the knowledge realm based on distinct 

institutions. Linear innovation model is likely to lose effect, because there is no such a distinction in 

it. Metcalfe insists that because the framework of market failure based on the concept of Pareto 

optimality distorts interpretation of economic phenomena, we can't appreciate economy based on 

innovation and knowledge creation. A symbolic consequence is Arrow's paradox. According to a vision 

in this lecture, while market imposes selection process on innovation growing in colonies, it also 

works as a test site of various innovation activated through its process. Given this vision of co-

evolution between market and technology, we are willing to regard Pareto inefficiency not as market 

failure, but as a necessary condition to make market work. Therefore, we are led to reject the 

viewpoint that only Pareto efficiency measure with respect to resource allocation is right. Rather, the 

efficient state of always out-of-equilibrium and moving economy depends on the greater connectivity 

between institutions relevant to creation of innovation. He refers to it, that such a thinking has been 

prevalent in UK and brought some technology development programms. Thus, a trend of technology 

policy has shifted from funding basic scientific research a priori specified on the premise of linear 

innovation model towards trying to acquire ‘ Exploitable Areas of Science ’ and to provide the more 

suitable environment for innovative behavior.

　At the end of book a representative researcher Heinz Kurz, who is the modern classical, gives a 

series of lectures critical comment and from a evolutionary viewpoint Metcalfe maintains his own 

thought.ii

　Only partial as the above is, Metcalfe's research covers the more fields. In this paper we will 

explore a possibility of his Fisher's principle in relation to statistical inference. 

3   Thinking in Multidimensionl Character Space

In this section, we take up the results presented in lecture 2 of Metcalfe(1998) structurally. The aim is 

in deducing proposition 1 under a relatively general assumption. Suppose that situation in which 

there are m selective traits in the population of n entities with variation. A entity i is specified 

at a locus in character space {z 1  , z 2 ,  , z
m} ∈ℝm

. Throughout the most contents in this paper, 

we will assume that average excesses of growth rates are represented by a linear combination of each 

average excess of m traits. We will call it symmetrical assumption.iii

g i−gS =−1[ zi
1 −z

1] − 2[ zi
2−z

2 ] −⋯− m [ zi
m −z

m] 　(1)

Proposition 1

When a set of being-selected entities is represented by given character space ℝm
, if their traits are 

symmetrical with respect to suffix, a weighted sum of covariances in the market (grobal efficiency), a 

weighted sum of rates of average traits (conservation principle), a expection of evolutionary rates of  

individual growth rate, and magnitude of weighted variance of growth rates are all equivalent.
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Proof

In the following, we use two lemma. Fisrt, let us introduce a concept of grobal efficiency in a well-

defined sense. This concept is not only useful by itself, but via later propositions it also will turn out 

that it connects different kinds of representation in a market process.

Lemma 1 (grobal efficiency in a market) iv

Under any symmetrical assumption, a market is efficient in that sense in which it totally supports 

growth rates of entities with the superior selective traits.

Proof

Under a symmetrical assumption with m=1 , by equation (8) in Metcalfe(1998), it follows that

gi−gD=−[hi−hs ] ∧ ≝ f / f . Differentiating the left expression by time and substituting 

a replicator equation ṡi= sigi−gs  deduced by Metcalfe in his book's lecture 2 into it, we have the 

next relation :

ġ i=∑
i

ṡ i hi

  
= ∑ si gi−gshi 　(2)

  
= covs g ,h 

The other hand, substituting individual growth rates into (2), ∑ sigi−gshi =−2
var sh follows. 

Then, the following results from it.

cov sg ,h =− var sh  0 　(3)

(3) means that there is negative relation in covariance between growth rates and unit costs. 

Therefore, this market selection process supports growth rates of firms with relatively the smaller 

unit costs. If we calculate for gi−gD=−1 [hi−hs] − 2 [i−s ] of m=2 in a similar way, the 

following results are givenv :

1∑ ṡi hi 2∑ ṡii= 1∑ si g i−gshi 2∑ sigi−g si 　(4)

                      
= 1 covs g ,h  2 covs  g ,

Substituting gi−gD=−1 [hi−hs] −2 [i−s] into the right hand of (4) and transforming the 

average excess of growth rates into one of trait, a weighted sum of covariances is :

1 covs g , h  2 covs g , =− 1

2
varsh  212cov sh , 2

2
var s 　(5)

                         

=− 
1
,

2
 cov sh , h  cov sh ,

cov s , h cov s , 1

2


3



                         
≝− t K2

  0
　(6)vi

Since covariance-matrix is positive semi-definite, this weighted sum of covariances

1cov s g , h  2cov s g , is not positive. Therefore, when each traits are given in their fixation 

and market selection coefficients  are not negative, even if the one covariance would be positive, 

this market can totally support growth rates of entities with the superior traits, for negativeness of 

the other covariance term could balance seemingly irregular effect of the above positive term.

　Calculating for the general symmetrical assumption (1) inductively, we see that a grobal efficiency 

will hold in m1 dimensional Euclidean space ℝm1
inclusive of traits and growth rate :

1 covs g , z
1  2 cov sg , z

2 ⋯mcov sg , z
m =− t K 2

  0
　(7)

, where t = 1 , ,m is a vector of market selection coefficients and K2={cov s z
k 
, z

 l  }k , l=1 , ,m

is m×m covariance-matrix with weighted variances in diagonal elements.

Lemma 2  (conservation principle)

Under the symmetrical assumption, selection improves the weighted sum of mean traits in a given 

market over time.

Proof vii

Under a symmetrical assumption of m=2 , evolutionary rate of a vector of mean traits is regulated 

as follows :

̇hṡs
=−K 21

2


　(8)

From (8), 1
̇h 2

̇ =−1

2
covs h ,h  212cov s , h  2

2
cov s ,=− t K2

 follows. The 

other hand, the same quadratic form appears from substituting average excesses of each traits

−1 [hi−hs] − 2[i−s ] into variance of growth rates ∑ si gi−gs 
2

. Therefore, we have the 

following equation :


1

∂h
∂ t

 
2

∂ 
∂ t

=−var
s
g   0

　(9)

This result ensures that even if change rate of the one mean trait degrades, the other mean trait is so 

rapidly improved as to surpass the degeneration. That is, from the vewpoint of Es [1h2] as a 

whole, total performance of traits is improved through selection. If we take up pencil in the same way, 

a general form of concervation principle is as follows :

1
˙
z
1 
 2

˙
z
2
⋯m

˙
z
m

=− 
t
K 2

  0 　(10)
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Then, let us evaluate a expectation of evolution of growth rates.

̇gs=∑ ṡ i g i∑ si ġi

  
=∑ sig i−gs gi  E s ġ 

  
= vars g  Es ġ  　(11)

If we suppose constancy of market growth, ∂ gs /∂ t = 0 follows. By lemma 2, variance of growth 

rates is equal to t K2
 . Hence, the following equation.

Es∂ gi∂t =− 
t
K2


　(12)

By lemma 1, 2, and (12), the grobal efficiency in a market, the left hand of conservation principle,

vars g  , and E  ġ are connected by means of t K2
 . Then, we can proceed as follows.

−∑
j

 j covs g , z
 j 
  − ∑

j

 j ̇z
 j 

  − E s ġ   var sg   
t
K2

  0
　(13)

The above result is related to Kimura's Theorem. It will be touched upon later.

q.e.d.

4   Meaning of Cumulant Theorem

Exploring Fisher's principle in lecture 2, Metcalfe restates it as Cumulant Theoremviii : ‘ the rate of 

change of the n th cumulant of the population distribution is proportional to the n1 th 

cumulant of the population distribution of behaviors ’. He gives the following result for a case, where 

business units compete by their unit costs one-dimensionally. ix

̇1
h =−2

h 

̇2
h =−3

h 

　　　(14)

̇3
h =−[4

 h−32
h ]

Now, let us define n th central moment of  random variable x around mean 1 as

n≝E [ x−1
n ] . Then, there is a relation 1 =1 , 2 =2 , 3 = 3 , 4 = 4−32

2
, between their 

central moments and cumulants.x Therefore, (14) are equivalent to the next expressions.
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̇1
h  =−2

h 

̇2
h  =−3

h 

　　　(15)

̇3
h  =−4

h 

The above implies that change rate of cumulant at each level is proportionate to the cumulant at only 

by one high level. Even if we resolve characteristics of distribution {h1 , h2 ,  ,hn} into 1st, 2nd, and 

more forward ... central moments indefinitely, cumulants are related with difference of one level. If we 

are to restate result (15), it is appropriate to describe it in terms of generating function.

  Cumulant generating function is derived from the logarithmization of moment generating function. 

So, essentially the above pointed result means that under assumptions given by Metcalfe in his book 

(lecture 2), two functions which generate {̇1 ,̇2 ,} and {1 ,2 ,} are equivalent with each 

other. Moment generating function and distribution correspond uniquely via well-known inversion 

formula. Therefore, given some market selection coefficients, (15) implies that changes of central 

moments are controlled by distribution itself all over the level. This statement is formal content of 

Fisher's principle, where under the simplest setting. From the above, it has turned out that the 

evolution of variation in population arising in one-dimensional competitive character space is driven 

by immediate information included in that variation set. That is, we can have understood selection 

works by fuelling itself as Lewontin says.

　However, if selection works for two and more dimensional traits, Cumulant Theorem is a little 

intricate in representation. We have to accept existence of covariance terms. In case of m=2 , the 

following relation appears.

̇1

h

̇1

=−K 21

2


̇2

h

̇2

=−K 31

2


̇3

h

̇3

=−K 41

2


      ⋮

̇n
h

̇n
=−K n11

2


, where coefficient-matrices are as follows :
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K2 = 2

h
covs h ,

covs  , h 2

 
K3 = 3

h
cov s  , h

2 − 21

h
cov s  ,h

covs h ,
2 − 21


cov s h , 3

 
K 4 = 4

h− 3 2

h 
2

  
cov s  , h

3 − 31

h
cov s , h

2  31

h
2

cov s  , h − 32

h
cov s , h

         cov s h ,
3 − 31


cov sh ,

2   3 1


2

covs h , − 32


cov s h ,   4

 − 3 2


2

    ⋮

Kn1 = n1

h − n2

hn−1

h

  
[∑k=0

n

−1k nk 1

h
k

cov s  , h
n−k ] − n cov s  , h n−1

h

         
[∑k=0

n

−1k nk 1


k

cov s h ,
n−k ]− n cov s h , n−1



  

n1

 − n2

n−1

 

, where nk is binominal coefficient. Generally, if population is involved with m selective traits 

and they are symmetrical with respect to suffix, the result we have is :

̇n
1 , ̇n

 2 , , ̇n
mt =−Kn1 1 ,2 , ,m

t
xi

The j th row in this equations ( 3n ) has the following solution.

̇n
 j  =−1 [∑

k=0

n

−1knk1
 j 

k

covs z
1 , z  j 

n−k
]

     

−2 [∑
k=0

n

−1 knk 1
 j 

k

cov s z
2 , z  j 

n−k
]

       ⋮

     

−m [∑
k=0

n

−1knk 1
 j 

k

cov s z
m ,  z  j

n−k
]

     
nn−1

 j   1cov s z
1
, z

 j
 ⋯ mcov s z

m
, z

 j 


　(16)

Under a general symmetrical assumption, this is statistical law which rules changes of central 

moments of independent distributions in multidimensional selection process. In case of character 

space ℝm
, instead of the preceding cumulant terms, it appears matrices {K2 , K3 , } which are 

symmetrical with respect to suffix.
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5　A Feature of Replicator Dynamic

　As Metcalfe points throughout his book, each business unit in population doesn't put optimum 

behavior into practice. It is diverse behaviors that they follow. And market does continually (re)find 

some unit which happens to be fittest with relation to specific environment at each time. As replicator 

dynamic explores the bounds of selection set, consequence is always fluctuating due to environmental 

contingency.xii Here, a priori rule about total design is not required. For, design non-teleologically 

results only from the fact that while variety in behavior is selected in a market,  selection is going on 

by reproduction of entities with each traits.xiii

　In replicator dynamic, there is another property that it is accompanied with optimum principle 

relevant to system as a whole.xiv The next proposition is a starting point of this property.

Proposition 3  (maximum principle of market selection)

Under a symmetrical assumption of m=1 , for small change of time  t , there is some selection 

rule so that it induces such variation of market shares { s1 , s2 , , sn} as absolute decrease of 

mean unit cost −hs is at the maximum.

Proof  (Metcalfe)xv

When market shares change, we aim at acquiring condition to maximize (absolute value of)

−hs=−∑sihi . For it, Metcalfe makes use of the following two constraints.

∑si= 0
　(23)

∑ 1

s
i

 s
i
2= 2 var

s
h t 2

　(24)

(23) follows from normalization of frequencies ∑sisi=1 . (24) does from equivalence 

transformation of weighted variance of growth rates under a symmetrical assumption of m=1 .xvi 

By applying these constraints, we can construct a Lagrangian function :

ℒ si ,1 ,2=− hs 1∑ 1

si
 si

2
−

2
var sh t

2 2 ∑  si 
　(25)

　

, where 1 ,2 are Lagrange's multipliers. First order condition for extremal value is :

∂ ℒ
∂  si

=−hi 
21 si

si
2 = 0

　(26)

∂ℒ /∂1=0 and ∂ℒ /∂2=0 correspond to two constraint functions as they are. Multiplying the 

both side of (26) by si and summing up for i , 2=hs results. Then, (26) has the following form.
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 si =
sihi−hs

21
　(27)

Squaring (27) and substituting it into (24), we obtain 1 /2 1=± t  . Because hihs

corresponds to  si0 , we pick up 1=−1/2 t  0 . Returning this result to (27), it follows 

that :

 si
 t

=− si hi−hs 　(28)

Since  tdt when time variation is infinitesimal, (28) results into the form ṡi/ si=−[hi−hs] . 

This is that rule which to define maximization of −hs . If we symbolize average excess of a trait

j as z
 j ≝z i

 j−z
 j

according to Kimura(1958), the preceding rule is expressed by the following 

differential equation.

˙log si =− z
h 

　(29)

q.e.d.

6　Welfare Evaluation derived from Market Selection and Kimura's Theorem

　There is no welfare economics in Metcalfe(1998).xvii However, in his 2002 paper there is a analysis 

where welfare outcomes due to market selection process are evaluated from a viewpoint of efficiency 

of sorting rate. Here, we will summarize his results. 

　Fitness of a business unit i is function of market shares {s1 , s2 , , sn} . So, if population 

competes in multidimensional character space {z1 , , z
h
, , z

m} ∈ ℝm
, average excess of fitness

g , ∃ i necessarily depends on z
 j 
,∀ j in (1). Hence, even if unit cost hi should be at the best 

performance, it can't ensure that replicator dynamic drives the business unit i into the state

si 1 ,∃ i . Market doesn't a priori require a business unit with the best production efficiency to be 

selected.

　Then, does market improve mean efficiency of production ? The following calculation gives us 

answer.

̇z
h
=−1 covs z

h 
, z

1 
⋯ h covs  z

h 
, z

h
 ⋯mcov s z

h
, z

m


h th term in right hand is sure to contribute for decreasing mean unit cost ̇z
h

over time. But 

depending on how traits are dispersed, there is room for positiveness of the whole right hand. So, we 

can't say market always improves average production efficiency. As Metcalfe insists, lesson is that we 

must deal with any statement about market efficiency carefully. Neverthless, by the preceding 

proposition 2, we have known that market drives own efficient state in the weak meanings of 

conservation principle.

　Metcalfe's proposition 3 has established the result that competitive process following a specific type 
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of replicator equation maximizes the improvement rate of a given mean trait. Then, we will see that 

this result holds in the general dimension again. We must remember that proposition about grobal 

efficiency in a market has been equivalent to the very conservation principle.

　Making reference to a method of Kimura(1958), Metcalfe raises a question : when variations

{ s1 , s 2 , , sn} exist, if you are to make (absolute value of) change rate ̇hs of population mean

hs maximum, what pattern of change these shares have to follow ?  He gives the following answer.

Proposition 4

In the market where entities in population compete with two types of trait {h ,} , absolute values 

of both ̇hs and ̇s are at their maximum when each market share is continually changing subject 

to the following equation.

˙log si =− {c1[hi−hs]  c 2[i−s]}   (30)

, where c1 and c2 are arbitrary nonnegative constants.

Proof  (Metcalfe)xviii

In relation to variation of market shares { s1 , s2 , , sn} , we will look for a condition to 

maximize −hs . But, since by (8) the change rate of hs depends on both cov s h , h and

cov s h , , the rate ̇hs does on two-dimensional selection set {hi ,i} . Via a device of 

constructing one-dimensional pseudo-selection set {hi
✶
, s} , Metcalfe has skillfully reduced his 

proof to the form of proposition 3.

　Let us adjust i of all entities to market average value s and cancel out the shift of growth 

rates due to this adjustment by altering unit costs hi into hi
✶

, where hi
✶=hi1/ f i−s . 

Since h✶=h holds, we can gain ̇h✶=̇h . Thus, we have only to look for a condition to maximize 

absolute value of −hs
✶

. Suppose the following Lagrangian.

ℒ si ,1 ,2= F .  1G . 2H . 　(31)

　

where  F . =−hs
✶
=−{∑ sihi

✶
∑ si hi

✶
∑  sihi

✶
} 　(32)

       

G . =∑ 1

si
 si

2 −
var sg  t 

2

1gs t 
2

= 0
　(33)

       
H . =∑ si = 0

　(34)

　In the above, (32) to maximize is different for the case in symmetrical assumption of m=1 . For, 

here hi
✶

co-varies with market shares. Constraint function (33) derives from replicator equation in 

lecture 2 of Metcalfe(1998).xix (34) follows from normalization of frequency variables.

　First and second order conditions for maximization are :

10



∂ ℒ
∂  s

i

= 0 ,∀ i ∧

∂ℒ
∂ 

j

= 0 ,∀ j

∂
2
ℒ

∂ si
2
=

21

si
 0

By the left hand expression of first order conditions, we obtain 21  si/ si=[hi
✶−hs

✶] ,∀ i . Let us 

square it, sum up for i , and then substitute into G  .=0 . Because ∑1 / si  si
2

is eliminated, 

the next equation follows :


1
=−

1

2  vars h
✶


var
s
g 

1g s t

 t

, where we have taken account for 10 from second order condition. We can gain the following 

result by eliminating 1 . After that, we have only to perform  t 0 .

 si
 t

si
=− var sg var sh

✶


1

1g s t
[hi

✶
−hs

✶
] 

ṡ
i

si
=− varsg varsh

✶

[hi

✶
−hs

✶
]

　

Thus, by defining c≝2

 g/2

h✶ 1/2 it follows the form ˙log si=−c[hi
✶−hs

✶ ] .

　If we restore one-dimensional pseudo-character space {hi
✶
, }∈ℝ1✶

to its original state

{hi ,i}∈ ℝ2
, ˙log si =−{c1[hi−hs ]  c2[i−s ]} follows. Here, ̇hs is decreasing by the fastest rate

− vars gvar s h✶−1 / f  ̇s . By the same token, the result follows that path regulated by

˙log si=−c[i

✶−s

✶ ] maximizes ̇s .

q.e.d.

　Metcalfe refers to this result as Kimura's Theorem. His proof is along the line of contracting ℝ2

to ℝ1 ✶
. Let us generalize this result by applying the same method to m dimensional space 

subject to symmetrical assumption.

　By making the first trait in (1) represent the bundle of traits due to each competitive entity, we 

contract {zi
1
, zi

2
, , zi

m}∈ ℝm
to {zi

1✶
,z

2
, ,z

m}∈ ℝ1 ✶
. This operation is done through the 

following expression.

zi
1✶

= zi
1


2

1

[ zi
2 
−z

2
] 

3

1

[ zi
3
−z

3
] ⋯

m

1

[ zi
m
−z

m
]

　(35)

　The above operation which we have shown is similarly effective for all j=1 , 2 , ,m . Then, we 

can apply the same proof procedure devised by Metcalfe. It is not difficult to confirm that under the 

general symmetrical assumption Kimura path holds again. They are written down by the following 

equations including (29) and (30).
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˙log si =− { c 1 z
1
 c 2 z

2
⋯ cm z

m}
　(36)

The fastest decreasing rate of weighted mean of zi
1 ✶

is :

̇z
1✶ =∑ ṡi zi

1✶ ∑ si ż i
1✶

    

=−2

g 
2

1 ✶
1/2

−
1


1

0 
2̇z

2  
3̇z

3 ⋯ 
m ̇z

m

By symmetry, even if we exchange suffix of traits, similar formulae have to hold. Hence, the following 

relations.

1 ̇z
1  =−12

 g 2
1 ✶

1/2
− 0 2 ̇z

2  3 ̇z
3  ⋯m ̇z

m

2 ̇z
2 = −2 2

 g 2
2 ✶

1/2
− 1 ̇z

1  0 3̇z
3 ⋯ m ̇z

m 

      ⋮


j ̇z

 j =−
j2

g 
2

 j ✶
1 /2

−
1 ̇z

1  
2̇z

2  ⋯ 0
j

⋯
m ̇z

m 　(37)

      ⋮

　　　

As we have already gained 1
˙

z
1  2

˙
z
2 ⋯m

˙
z
m  =−2

g 
by lemma 2, j th expression in (37) 

results into  j

22

 j ✶=2

g 
. Therefore, (37) gives the next relation.

1
22

1✶ =⋯=m
2 2

m✶ = 2
g 

　(38)

Via 2 , we can have returned from pseudo-character space ℝm ✶
to normal ℝm

. By combining 

result in this section with proposition 1, we have the following implication.

　If selection process induces pattern of market shares along the Kimura path and the symmetry 

between selective traits are fully conserved, then ̇z
 j 

for all j are decresing the faster. Moreover, 

from equivalence relations given by proposition 1, the left hand of (10) 1 ̇z
12 ̇z

2⋯m ̇z
m

is 

equal to −2

g 
. Therefore, quadratic form of the right hand − t K 2

 is at its minimum. If we 

describe the range of efficiency conservable in a given market by  , −2

g    follows. That is,

1cov s g , z
1  2cov s g , z

2 ⋯ m covs g , z
m  pointing to a degree of global efficiency has a 

lower bound −2

g 
. Thus, if a market process makes well-defined market shares change along the 

Kimura path, it implies that weighted sum of covariances in lemma 1 has the largest efficiency over 

this time scale. In the same time, if we trace results in this section conversely, it follows the 

implication that subject to constant returns to scale, invariable character, and frequency change on

˙log si=z
g 

, (1) will imposes the market efficiency as sorting rate upon a given population the most 

forcefully. 

　However, because selection fuels its own variety, this −2

g 
itself tends to 0. The force of weighted 

12



sum of covariances, which supports growth rates of the superior entities from the grobal and total 

viewpoint, will tend asymptotically towards 0 without reconstruction of variety by innovation. 

Although a index of magnitude of variety is variance of growth rates in (13), ̇2

g = 3

 g
results from 

symmetrical assumption. Hence, it seems that market in this case are falling off from this grobal 

supporting force at a comparatively slow pace.xx

　We illustrate this situation through a form of symmetrical assumption m=2

( z
g =−1 z

h − 2 z


) which is set up in Metcalfe(2002). A vector of mean traits along the Kimura 

path will change as follows.

1 1 / f
f 1 

̇hs

̇s
=− var sg   var sh

✶


 vars✶


The first row is ̇hs 1/ f  ̇s=−{var s g vars h
✶ }

1/2
=−2

g 
1/2

2

h 2/ f cov s h , 1 / f 22

 0 . 

From ∂E s [h1/ f ]/∂ t  0 , this composite mean trait hi1/ f i is decreasing (being 

improved) over time. However, even if we allow 2

g 
to be comparatively stable, the next term

2

h   2/ f cov sh ,1/ f 22

 tends to 0. Therefore,  0 follows from

∂E s [h1/ f ]/∂ t  0 . Taking account for symmetrical structure in this model, we have the same 

result from second row.

　The results which we have shown in section 3～6 will, hopefully, play a role of reference point : the 

most optimum grobal efficiency. But it is only a first, short step. We must remember the severe fact 

that traits elements {z1 , z2 , , z
m} in (1) are symmetrical with respect to suffix and independent 

with each other. In market, there is correlation (epistasis in biological term) between them. In lecture 

3 of his book, Metcalfe clearly illustrates epistasis with a construction in which accumulation 

propensities f i are proportionate to their average excess of unit margin z
m

. However, it seems 

there remain a few things to be done.xxi Moreover, if we redefine market in question and regard it as 

open-ended process, we must allow of change of individual trait due to innovation or entry-exit and 

change of selection coefficient vector  due to contingent market environment. In this case, validity 

of our results will fall off.

　We have given a short summary for Metcalfe's Theory. Then, we will explore implication of the 

above structure.

7　Statistical Inference embedded in Kimura path

In this section we start with the simplest setting. Let us deal with z
h ∋ {h1 , , hn} as a sample 

which has occurred from a probability distribution. Thus, z
h

consists of a parameter  and 

additional noise.

Proposition 5

In the context of statistical inference, proposition 3 implies that pattern change of market shares 

corresponds to the Cramér-Rao lower bound , and hence, is statistically efficient.

13



Proof  

First, it is necessary to specify when equality holds in Cramér-Rao inequality e
2
I1 .xxii we follow 

Frieden(2004) mostly. Taking up  zh as a unbiased estimator about z
h

, the following 

definition is given.

E [  z
h 
−]≝∫dzh [  z h−] p  z

 h
∣ = 0 　(39)

, where dz
h=dh1dh2 ⋯ dhn and pzh∣ is probalility density function of data z

h
with 

unobserved force  . Differentiating (39) by parameter  , expression is :

∫dzh  −
∂ p
∂

−∫dzh  p= 0
　(40)

The second term of left hand is 1. Moreover, taking account of transformation
∂ p

∂
= p

∂ ln p

∂ , we can 

write (40) as follows.

∫dzh  −
∂ln p

∂
p = 1

By factorization, the above expression results into the following one.

∫dzh {∂ln p

∂
 p}{ − p }= 1

　(41)xxiii

According to Frieden, if we define the following two vector A . and B . , (41) is equivalent to 

the next representation by inner product.

∫dzh  A z h⋅B  z h = 1 ∧ A z
h
 = k  B z

h
   (42)

  

where  
A z h ≝

∂ln p

∂
 p , B z h ≝  − p , k  = const.

Thus, by combining (42) with unbiased condition (39), we obtain necessary condition corresponding to 

the bound of e
2
I=1 .

∂ ln p

∂
= k [ −] ∧ E [  z h−]= 0

　(43)

Note that the left expression follows from the right one of (42). Since variance of error is minimized at 

the lower bound of Cramér-Rao inequality, our estimator  zh is efficient.

　We have understood that frequencies (market shares) change along the Kimura path under a 

symmetrical assumption of m=1 . So, we can restore the following property from proposition 3.

14



˙log si =[hs−hi ] ∧ Es [hs−hi ] = 0 　(44)

(43) and (44) are isomorphic. This means that two loci with each scale of change and distinct spaces 

happen to be concurrent under specific set of assumptions. That is, the path ˙log si =− z
h

induces 

such variations { s1h1 ,  , snhn} as make hs the efficient estimator derived from data

{h1 , , hn} . This relation tells us it is possible that market as population with variation and 

contingent environment could make use of statistical inference as its own coherence principle. The 

reason why we use the word coherence is because market works as a solver of statistical estimation 

despite the unconsciousness of each entity to the whole consequence.

  Thus, a replicator dynamic following maximum principle of proposition 3, if we should apply a 

statistical parameter hypothesized behind the process to its pattern of frequency change, remains 

consistent with the Cramér-Rao lower bound as a path of change, hence, statistically efficient.

q.e.d.

Now, our consideration is ready.

* Author hands out the second half of this presentation and the discussion part in appointed day. 

Thank you for your reading !
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i Although there is a gap between economic visions presented in part 1 and part 2 of Metcalfe(1998), it is due to 

two approach of selection and variety (innovation) on which he focuses. In our opinion, his book suggests that 

it is a important agenda to bridge the gap by extending the method of Fisher's principle.

ii In relation to Kurz's theoretical view, see Kurz and Salvadori(1995, 2003).

iii Basically, we adopt Metcalfe's original symbol set. A entity is indexed by i∈ {1 ,  ,n} and a trait is by

j∈ {1 , , m} . Like a case of unit cost, we suppose that any trait z
 j 
,∀ j is the superior the smaller it 

is. If we are to deal with value of such competitive traits (for example, investment propensity) as is the more 

advantageous the large it is, we have only to take the reciprocal. Also, we must distinguish between power 

index and trait index. If a index is on the upper right and it is of any trait, by putting it in round bracket, we 

will show its number or letter is of trait.

iv We presented this concept in our 2009 paper, where it was written in Japanese. 

v We illustrate case of m=2 by the equation in Metcalfe(2002), in which population is differentiated over two-

dimension of each unit cost hi and (reciprocal of) each investment propensity i .

gi−gD =−1 [hi−hs] − 2 [i−s ] follows from connecting a individual supply rule

gi=−i f [ pi−hi] , pi−hii/ f  with individual customer flow equation gDi=g D[ps−pi] by 

means of the balanced growth assumption gi=gDi , where 1= f / f  ,2=/ f  . Metcalfe 

himself distinguishes between production routines {hi} , accumulation routines { f i} , and innovation 

routines { i ,i} (1998, pp.44-45). Of course, his view has clear meaning in relation with theory of firms. In 

this paper, however, we give abstract view priority to understand a structural implication of market selection 

under symmetrical assumption.

vi In next section, we will show the reasen why we symbolize this matrix as K2 .

vii Expression (8), (9), and concept of conservation principle was presented by Metcalfe(2002). All we have done is 

only to restate the proof under symmetrical assumption and to integrate it into proposition 1.

viii cf. Metcalfe(1998), p.64. 

    Cumulant is of family of generating function and plays a important role in judgement of normality and then 

some. Mathematically, characteristic function t =E [ei t x ] ( i is imaginary unit) is the more favorable, 

but if we are not to cling to details, it is sufficient to consider moment generating function =E [et x] . Now, 

we can expand e
t x

into series 1 x t x2
t

2/2!  x3
t

3/3!⋯ . Moment generating function becomes

t  = 1  E [x] t E [ x2]t 2/2!  E [ x3]t 3/3! ⋯ . Therefore, Along the coefficients of ∑ t
n /n! we 

obtain n th moment about randam variable x conveniently. Cumulant generating function is defined by

 t  = logt  . If you are to obtain n th cumulant, you have only to differentiate  t  n times 

and to substitute t=0 into its result. There are ensured one-to-one correspondence between distribution 

and moment generating function by inversion formula (Sinai 1985, ch.14). Hence, we can represent 

characteristics of distribution by its moment generating function.

ix In this paper, we symbolize n th moment around mean by n . We would be allowed to omit weighting 

variables (market shares of output) s1 , s2 , , sn sometimes not to make expressions complicated. By the 

way, substantially, we should have considered some definitions of shares the more thoroughly. In this respect, 

see lecture 3 in Metcalfe, op.cit.

x This relation follows from definitions of moment generating function t  and cumulant generating 

function. If we expand t =e  t , it follows that :

   e
 t = e0 {e 0 ̇0 }t {e 0 ̇02̈0 }t2 /2!  {e0̇ 033 ̇ 0 ̈00}t3 /3! ⋯ . 
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      By comparing this result with t  = 1  E [x] t E [ x2]t 2/2!  E [ x3]t 3/3! ⋯ , we obtain a relation

̇ 0=E [x ] , ̈0=E [ x2]−E [ x ]2 , 0=E [ x3]−3E [x2]E [ x ]2  E [ x]3 , . By transforming it into 

the representation around mean, 1 =1 , 2 =2 , 3 =3 , 4 = 4−32

2
, is given.

xi Note that Kn1 in this expression is not the same as coefficient-matrix Kn1 in case of symmetrical 

assumption of m=2 . The former corresponds to general case of (1). In passing, t  means transpose of a 

vector.

xii  Metcalfe(1998), p.60.

xiii  On an explanation about how useful replicator dynamics is for analyzing market process, see Metcalfe, op. 

cit., pp.93-96 and Foster eds. (2001), p.8. About the logistic locus of a type of equation ṡi= sigi−gs  , see 

Metcalfe(1988, 2008). Sengupta(2001) extends this line by a stochastic model and applies it to econometric 

study.

xiv  Metcalfe(1998), p.64.

xv  cf. Metcalfe(1994), Appendix. See also Crow and Kimura(1970), ch.6.

xvi  By combinating var sg  ≡∑ si gi−gs 
2 =∑1 / sidsi /dt

2

with

var sg  = 2∑ sihi−hs
2 =2

vars h , (24) follows.

xvii Metcalfe(1998), p.9.

xviii We follow Metcalfe(2002). Although we try to give concise presentation because all the calculation process is 

a little long, the point is as they are.

xix Squaring the both sides of
 si= si t{gi t t −g t t

1g t t  t } t and summing up for each member 

of population result into (33).

xx We start with ∂ vars g /∂ t =∑ si gi−gs
3  2∑ si gi−gs  ġ i−̇gs  . As Metcalfe assumes the constancy 

of growth rate of market, ̇gs=0 . So, the right hand is 3

g  2∑ si gi−gs  ġ i . When we differentiate (1) by 

time, it follows that ġ i =1covs g , z
1 ⋯m covs g , z

m  = − t K 2
 . Therefore, we have

̇2

g  = 3

 g − 2 t K 2
{∑ sigi−g s} , where the sedond term {  } of right hand in this expression is 0. Hence,

̇2

g  = 3

 g
. This result is substantially the same as Kimura(1958, sec.6) gives in the context of genetical 

biology. Kimura has deduced ̇2

g 
as a sum of third moment around mean and epistasis terms, but since in 

advance we have abstracted epistasis (interaction operating between selective traits) by symmetrical assumption 

(1), our result is the simpler. When fitness distribution in a population is close to normal distribution, 3

g 
is the 

much smaller than 2

g 
. Therefore, referring to his own result, he suggests natural selection doesn't consume 

additive genetic variance in population so fast. (cf. Kimura, ibid.)

xxi  Metcalfe consistently deals with epistasis by means of alteration of definition of weight variables. See 

Metcalfe(1994, lec.3 in 1998, 2000, 2007), and Foster et al.(2006).

xxii where e
2

is variance of error ∫ dzh {  zh−}
2

p about parameter  and I is Fisher 

information ∫ dzh {∂ ln p

∂ }
2

p about this  .

xxiii Squaring the both sides of (41) and applying Cauchy-Schwarz inequality, Cramér-Rao inequality

I e
21 follows.
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ൻ)ߣߚ߈ߡߒ⺑ޔߪߢߌߛࠆߔᓟ⍮ᕺޕࠆߢߌߛࠆ⺆ࠍ࠻ࠬࠆࠃߦ 

ᧄႎ๔ޔߪߢ⑼ቇᣇᴺ⺰ߩߥ߁ࠃߩߎޔࠄ߆␠ળ⑼ቇߡߟ⾰․ߩ⠨ኤߦࠄߐޔߒ

ౕ⊛ߥ⎇ⓥࠅߩᣇߡߟߦᬌ⸛ޔߒߛߚޕࠆߔ␠ળ㗔ၞߩߢㅴൻޔߪ↢‛⇇ห᭽ޔߦ

ߒߦࠅ৻ࠍߡߴߔߦޘシޔߢߩࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߡߒ␜ࠍዷ㐿ߩ⥄⁛ߢ㗔ၞߩࠇߙࠇߘ

ಽ㊁ߩ⸘ോળ⽷ࠆߔߣኾ㐷ߩႎ๔⠪ޔߪߢᧄႎ๔ޔࠅߚߒߐޕߥ߈ߢߪߣߎࠆߓ⺰ߡ

ടㅦ߇߈േߩߡߌ࿖㓙⊛⛔৻ൻ߳ะߩળ⸘ၮḰޔᦨㄭޔߪߢಽ㊁ߩߎޕࠆߔ⠨ኤߡߟߦ

ߦࠬࡠࡊߩߎޕࠆߡߒᄌൻߦࠢ࠶ࡒ࠽ࠗ࠳߇ળ⸘ᐲߩฦ࿖ߡᣣᧄ߽ޔࠅ߅ߡߒ

ኻޔߡߒ⎇ⓥ⠪ߦ߁ࠃߩߤߪ㑐ਈߚߞߣ߆ߩߥ߈ߴߔ㗴߇⎇ⓥ⠪ߩ㑆ࠃࠆࠇߐ⺰⼏ߢ

 ޕࠆߡߒໂ␜ࠍᔅⷐᕈߩᣇᴺ⺰⎇ⓥޔࠅ߅ߡߞߥߦ߁

⑼ቇ⊛⎇ⓥޔߪߦℂ⺰⎇ⓥޔᱧผ⎇ⓥޔታ⸽⎇ⓥޔᔕ↪⎇ⓥ࠴ࡠࡊࠕߥ߹ߑ߹ߐߤߥ

ᔕޔߪߩࠆߔ㑐ଥߦ⊛ធ⋤ߣ⸳ഃᡷ㕟ߩᐲߩታࠆߔᄌൻ(ㅴൻ)ߣޘೞޘᤨޔ߇ࠆ߇

↪⎇ⓥߕ߃⛘ޔߪߢߎߘޕࠆߢㅴൻࠆߔ␠ળᐲߦኻߡߒឭ᩺ߚߒ㗴⸃╷߇ㅴൻߩ

ᔅࠍ㗴⸃᩺ߥߚᣂߦࠄߐޔߒ㕙⋤ߦ㗴⁁ᴫߥߚᣂޔᨐ⚿ߩߘޔߒ߷ࠍᓇ㗀ߦ〝⚻

ⷐࠅ➅߇ࠬࡠࡊࠆߔߣᐢࠍࠬࡠࡊߥ߁ࠃߩߎޕࠆࠇࠄߍㅴൻ⺰⊛ࠄ߆࠴ࡠࡊࠕಽᨆ

ߚߒߣࠅ߆߇ᚻߩ߳⺰ળ⑼ቇᣇᴺ␠ޔߢߣߎࠆߔ⠨ኤࠍ⟵ᗧߩᔕ↪⎇ⓥࠆߌ߅ߦߎߘޔߒ

 ޕ

 

ҋᧄႎ๔ߩ᭴ᚑҌ 

[Σ] ㅴൻ⺰⊛ߩ࠴ࡠࡊࠕᗧ⟵ 

(1)ㅴൻ⺰⊛⼂⺰̆⑼ቇᣇᴺ⺰ߩⵣߌߠ(࠲ࡔℂ⺰ߩ࡞ࡌ㗴) 

(2)ㅴൻࠆߔ⎇ⓥኻ⽎(ℂ⺰ߩ࡞ࡌ㗴) 
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[Τ] ↢‛ቇ␠ળ⑼ቇߩᣇᴺ⺰ 

(1) ᣇᴺ৻ర⺰߆ᣇᴺ⺰ੑర⺰߆㧙⥄ὼ⑼ቇ(‛ℂൻቇߤߥ)ߩߣኻᲧ 

(2) ⎇ⓥኻ⽎ߩ․⾰ 

(3) ␠ળ⑼ቇߩ․⾰ 

(4) ዊ 

[Υ] ⽷ോળ⸘⎇ⓥߩᣇᴺ⺰ 

(1) ળ⸘ߩ࡞࠺ࡕㆬᛯౣᬌ⸛ 

(2) ታߩળ⸘ᐲߣℂᔨߩߡߒߣળ⸘࡞࠺ࡕ 

(3) ળ⸘⎇ⓥࡊࠗ࠲ߩ 

 

[Σ] ㅴൻ⺰⊛ߩ࠴ࡠࡊࠕᗧ⟵ 

(1)ㅴൻ⺰⊛⼂⺰̆⑼ቇᣇᴺ⺰ߩⵣߡߒߣߌߠ 

↢ߩㅴൻߩᱧผޔߪ⍮ޔߦ߁ࠃߩήᯏ‛ࠄ߆ᯏ‛ߩഃߦᆎ߹ޔࠅන⚦⢩ࠄ߆ᄙ

⚦⢩߳ߥ߹ߑ߹ߐࠆߌ߅ߦ♿ࠕࡉࡦࠞޔ⒳ߩᄢ⊒↢ູޔ㘃ߩㅴൻߩ࠻ࡅޔߡ⚻ࠍ↢ᚑ

⺆⸒ߩߎޔࠅ߇↪ߩ⺆⸒ߌࠊࠅߣޔౕߥ߹ߑ߹ߐޔߪߡߒߣᓽ․ߩ࠻ࡅޕࠆ⥋ߣ߳

࠻ࡅޕߚ߈ߡߞ߇ᐢ߇⇇ߩቇ⑼ᢥൻޔࠇ߹↢߇ቇ⑼ߡߒߘⴚ⧓ޔቬᢎޔ⺆‛ߡߒㅢࠍ

ㅴൻ (りᄖ⊛ㅴൻ)ߩቇ⑼ᢥൻࠄ߆ㅴൻ(りౝ⊛ㅴൻ)ߩቇ⊛᭴ㅧ‛↢ޔߪᓽ․ߩㅴൻߩ

⊛ࠅࠃࠍ⇇ߊᏎࠅขࠍಽ㆐⥄ޔ᧪ᧄޔߪㅴൻߩ⼂ቇ⊛⍮⑼ޕࠆߦὐߚ߈ߡߒዷ⊑ߣ߳

ߎޔࠇࠄ߃⠨ߣߚ߈ߡߒㅴൻߡߒߣౕߩߚࠆ㜞ࠍሽ⛯ജߩߡߒߣ࠻ࡅޔߒ⸂ℂߦ⏕

ߺߣߩ߽ߋ⛮ߌฃࠍ(વ㆐ᶿ᳸⇣ᄌ)ࡓ࠭࠾ࠞࡔߩㅴൻ‛↢ߪߦ⊛ၮᧄ߽ࠬࡠࡊㅴൻߩ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ

ߣ⺰⼂ㅴൻ⺰⊛ޔߪ႐┙ࠆߔߣ߁ࠃߒ⸂ࠄ߆ⷞὐߩ⺰ㅴൻࠍ⼂ቇ⊛⍮⑼ߦ߁ࠃߩߎ 

߫ߥ߹ߑ߹ߐޔࠇℂ⺰߇ዷ㐿ߚ߈ߡࠇߐ[౷Ⴆ,1997,2001,2002]ޔ߫߃ߣߚޔ߇David Hull

ࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔㅴൻߥ⊛⥸৻ࠆߔ൮៨ࠍᢥൻㅴൻ߿ㅴൻ‛↢ޔߪ⺰⼂ㅴൻ⺰⊛(↢‛ቇ⊛)ߩ

ឭ໒ࠆߔ[Hull, 2001]ޔߜࠊߥߔޕᢥൻቬᢎߩઁߩߘ㗔ၞࠆߌ߅ߦ⻉ᔨ߿⑼ቇℂ⺰߽ޔ

DNA ޔࠅ߅ߡࠇࠄ߃ߣࠆߡߒᯏ⢻ߡߒߣޠ↪ሶ⋦ޟ߿ޠⶄሶޟޔߦห᭽ߣ‛↢߿

 ޕߚߺߡߒᢛℂߦ߁ࠃߩએਅޔߡߒ㉼⸂ߦࠅߥ⠪╩ࠍࠇߎ

 

࿑ 1 ↢‛ㅴൻ⑼ቇㅴൻߣၮᧄⷐ⚛ 

[↢‛ㅴൻ]         [ၮᧄ⊛ⷐ⚛]       [⑼ቇㅴൻ] 

ㆮવሶ            ⶄሶ        ၮ␆ᔨ 

⚦⢩ 

↢‛            ⋧↪ሶ        ൮⊛⑼ቇℂ⺰ 

 ቇ ᵷ                       ࠾ࡠࠦ

 ቇ ળ                        ࡓ࠺

⒳             ⴊ  ⛔          ቇ⑼[ቇ㗔ၞ] 
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ߤߥቇ⠪⑼ޔߡߒߣਥߔଦࠍᶿ᳸߿ㅴൻߩ⺰ℂ߿ၮ␆ᔨߡ߅ߦቇㅴൻ⑼ޔߒߛߚ

ޔࠛ߇ࠆߡࠇߐ៰ᜰ߇[࠻ࡅߩߡߒߣ‛↢⊛ળ␠]ሽߩ࠻ࡦࠚࠫࠛߩ ⻉ߣ࠻ࡦࠚࠫ

ᔨ߿ℂ⺰ߩߣ㑐ଥߪᔅ߽ߒߕᢛℂߩߎޕߥߡࠇߐ㗴ߪߡߟߦળ⸘ߩㅴൻࠍ⠨ࠆ߃

㓙ߦᡷޕߚࠇ⸄ߡ 

ߚ߃໒ࠍ⟵ᛕ್⊛วℂਥߡߟ߆ޔߪ⺰⼂ㅴൻ⺰⊛ߥ߁ࠃߩߎޔ߽ߡߒߦࠇߕ  Karl 

Popper ⊛ᛕ್ޔߜࠊߥߔޕ[Popper, 1972(1974)]ࠆߌⵣઃࠍ⺰㕖ቯޔ⺰ታޔ⺰⻪นߩ

วℂਥ⟵ޔ߫ࠇࠃߦ⺑ߩឭ␜ޔ෩ᩰߥ⸽ࠅ⺋ޔ࠻ࠬ࠹ឃ㒰ޔ⺑ୃߩᱜ/ᣂ⺑ߩឭ␜

ㅴ‛↢ޔߦ߁ࠃߚߒㅀߪࠇߎޔࠅ߅ߡࠇߐߣࠆߔㅴᱠ߇⼂⍮ߡߒㅢࠍࠬࡠࡊߚߞߣ

ൻࡓ࠭࠾ࠞࡔߩ(ᄌ⇣ᶿ᳸વ㆐)ߣኻᔕޕࠆߡߒ⑼ቇᣇᴺ⺰ࠅߩᣇࠆߋࠍ⼏⺰⥄

࠴ࡠࡊࠕ⊛ㅴൻޔ߇ߥࠇߒ߽߆ߥ߹㚔ᨴߦ࠻ࠬ࠹⊛㛎⚻ޔࠅߢ㗴ߩᒻ⠰ቇߪ

 ޕࠆ߈ߢߪߣߎࠆߓ⺰ࠍᅷᒰᕈߩߘޔࠄ߆ὐⷰ߁ߣᢛวᕈߩߣ

 

(2)ㅴൻࠆߔ⎇ⓥኻ⽎  

 ㅴൻ⺰⊛⼂⺰ޔߪ⑼ቇ⊛⍮⼂ࠅߩᣇࠍㅴൻ⺰⊛ߦಽᨆࠆߔ⼂⺰ޔߣ࡞ࡌ⎇ⓥኻ

߈ߢ߇ߣߎࠆߌಽߦ࡞ࡌ⺰ℂࠆߔಽᨆߦ⊛⺰ㅴൻࠍሽᑄᚑ↢ߩᢥൻળ␠ߩߡߒߣ⽎

ߩ࠻ࡅޔߚ߹ᔨ߽⻉ࠆߔ㑐ㅪ߿ળᐲ␠ޔߕࠄߥߺߩ‛↢ޔߪߢ࡞ࡌ⺰ℂߩᓟ⠪ޕࠆ

↢ሽജࠍ㜞ߩߘߦߚࠆりߩᄖߢㅴൻߣߚ߈ߡߒޔߪߣߎߩߎޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ↢

ߚߒޕࠆߥߦߣߎࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߦⓥᣇᴺ⎇ࠆߔߣ⽎ⓥኻ⎇ࠍࠬࡠࡊㅴൻߩળᐲ␠߿‛

ㅴࠍ⸛ᬌߩߢ࡞ࡌ⺰ℂߩߎޔߦߚࠆតࠍᣇࠅߩળ⑼ቇ⎇ⓥ␠ޔߪߢᧄႎ๔ޔߡߞ߇

 ޕࠆߔߦߣߎࠆ

ࠆࠇߐ⸂ℂߦ߁ࠃߩ߆ࠆߔᗧ߽ࠍ(progress)ޠㅴᱠޟ߇⺆ߩ(evolution)ޠㅴൻޟޔ߅ߥ 

⽎ኻߩ⺰⼏߇⥄ࠇߘޔߒ߇ଔ୯ⷰߩ߆ࠄߪߦᔨߩޠㅴᱠޟޔߒ߆ߒޕᄙ߇ߣߎ

ߚߒㅢࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩⶄ(વ㆐)ᶿ᳸⇣ᄌޔߒឃ㒰ࠍࠇߎߪߡߞߚߒߐޔߢߩࠆߥߣ

↢ᚑ⊛ޔᯏ⊛ᄌൻࠍᗧࠍߣߎߥ߉ߔߦࠆߔ⏕ޕߚ߈߅ߡߒ 

 

[Τ]↢‛ቇ␠ળ⑼ቇߩᣇᴺ⺰                   

(1)ᣇᴺ৻ర⺰߆ᣇᴺੑర⺰߆ 

ᛕ್⊛วℂਥ⟵߿⺰ℂታ⸽ਥ⟵ߢߤߥዷ㐿ࠆࠇߐ⑼ቇᣇᴺ⺰ޔߪߢ⥄ὼ⑼ቇߌࠊࠅߣޔ

‛ℂቇൻቇߩℂ⺰ࠍ߇ߣߎࠆࠇࠄߓ⺰ߡߒߣᄙߩߢߎߘޕ⑼ቇ⊛ℂ⺰ߩ⺑ޔ߇␠

ળ⑼ቇ⎇ⓥߩ႐ߩߘߦ߹߹ᒰ߅ߥޔߪ߆߁ߤ߆ࠆ߹ߪߡᬌ⸛ߩޔߢߎߘޕࠆ߇⥄

ὼ⑼ቇ߽␠ળ⑼ቇ߽ᣇᴺ⺰ߩ㆑ࠆߔߣߥߪᣇᴺ৻ర⺰ޔ߆⥄ὼ⑼ቇߣ␠ળ⑼ቇߪߢ

ᣇᴺ⺰ࠆߔߣࠆߥ⇣߇ᣇᴺੑర⺰ޔ߁ߣ߆ฎౖ⊛ߥ⺰ὐޕߚ߈߅ߡࠇ⸄ߦ 

 ⑼ቇ⊛⺑ߩ৻⥸᭴ㅧޔߡߟߦHempel[1965 ]ࠆࠃߦቯᑼൻࠍෳ⠨ޔߣࠆߔߦᰴ߁ࠃߩ

 ޕࠆࠇߐᢛℂߦ
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           ࿑ 2 ⑼ቇ⊛⺑ߩ৻⥸᭴ㅧ 

                        () 

 

 

 

⺰ℂࠆߔㅊ᳞ࠍᴺೣ(L)⺰ℂޔߪߦᵴേߩቇ⑼ޔߣࠆߺߡ߃⠨ߡߠߣ߽ߦቯᑼൻߩߎ 

⑼ቇޔߕࠄߥߺߩߩޘ(E)ࠍ⺑ࠆߔᱧผ⑼ቇޔߪࠆ․ቯߩ⚿ᨐ(E)ࠍታࠆߔ᧦

ઙ(C)ࠍㅊ᳞ࠆߔᔕ↪⑼ቇ߽ߡߒߦࠇߕޔ߇ࠆ߇ㅢߩ৻⥸᭴ㅧ߽߆ߒޔࠅ߅ߡߞ߽ࠍ

߃⠨ߩ⺰ᣇᴺ৻రޔ߇ࠇߎޕߥߪ㆑ߣ߁ࠈߢળ⑼ቇ␠ߣ߁ࠈߢὼ⑼ቇ⥄ߪࠄࠇߎ

ᣇޕࠆߢ 

ࠬ࠹ߥ෩ኒޔߡߴᲧߣ⺰ℂࠆߌ߅ߦὼ⑼ቇ⥄ޔߪ⺰ℂࠆߌ߅ߦળ⑼ቇ␠ޔߡߒኻߦࠇߎ  

ࠃߚߞߣߥ߆ߒߢߩ߽ࠆ߃ࠍะߥ⊛⿲ޔࠅߢ⊛ᱧผᴺೣޔߚߥ߈ߢ߇࠻

ℂߩ⾰⇣ߪߣ⺰ℂࠆߌ߅ߦὼ⑼ቇ⥄ޔ߇ㇱಽߩᴺೣ(L)⺰ℂޔߜࠊߥߔޕࠆ߇႐┙ߥ߁

 ޕࠆߢ⺰ᣇᴺੑర߇ࠇߎޔࠅ߇႐┙ߩߣࠆߥߦ⺰

⚦ߥ⼏⺰[Popper,1957]ߥࠢ࠾࡙ޔ߇ࠆߔ⇛⋬ߪᱧผ⊛⽎ࠍ৻⥸ൻߚߒᱧผᴺೣ

ߪࠇߘޔ߫ࠇߔߣࠆࠇߐឃ㒰߇ᛕ್น⢻ᕈޔߡࠇߐਥᒛߡߒߣࡑࠣ࠼߇⊛ะ⿲ߪࠆ

⑼ቇ⊛⍮⼂ࠍ⾰․ߩߡߒߣߩߎޔߡߞࠃޕࠆ߃ߣߥߡ߃ᗧߩߢᣇᴺੑర⺰ߪᡰ

ᜬߥ߁ࠃߩߘޔߒ߆ߒޕߥ߈ߢⷞὐߪߣޔߦ⎇ⓥኻ⽎߇ㅴൻ⊛․⾰ࠍߤ߆ࠆߡ߃

ℂቇ‛ޔ߃ਈࠍᓇ㗀ߦᣇะߩ㗴㑐ᔃ߿ᣇࠅߩ᥉ㆉᴺೣ(L)߇ࠇߘޔ߈ߣࠆߔ⋠⌕ߦ߆߁

ൻቇ╬ޔ↢‛ቇߡߒߘ␠ળ⻉⑼ቇߩ⎇ⓥࠇߙࠇߘߦ࿕ߩ․ᓽޕࠆߡߒࠄߚ߽ࠍ 

 

(2) ⎇ⓥኻ⽎ߩ․⾰  

ߘޔߢߩߥߪߣߎࠆߔᄌൻߦ⊛ᓞ⥄߇⽎ⓥኻ⎇ߩߘޔߪߡߟߦൻቇℂቇ‛ޔߕ߹  

ࠗ࠲ࡘࠪࡦࠗࠕޔࡦ࠻ࡘ࠾ޔࠇߐዷ㐿߇ℂ⺰⑼ቇࠆߔតⓥࠍᴺೣࠆߔ㑐ߦ⾰᥉ㆉ⊛ᕈߩ

೨ࠍ᥉ㆉᴺೣߩቯ․ޔࠎࠈߜ߽ޕߚ߈ߡߒㅴዷ߇ⓥ⎇ߩ⺰ℂߥ⊛᥉ㆉࠅࠃޔߡߞࠃߦࠄࡦ

ឭߚߒߣޔߢ․ቯߩᏫ⚿(E)ߩߚߔࠄߚ߽ࠍೋᦼ᧦ઙ(C)ࠆߔ⚝ᮨࠍᔕ↪⑼ቇ(Ꮏቇ)߽⋓

ᱧผ⑼ቇޔߪⓥ⎇ࠆߔ⸂ࠍ(ߤߥบ㘑ޔἫྃޔ㔡)⽎ߩࠅ࿁㒢৻ޔߪࠆޕࠆߢࠎ

 ޕࠆ߃ߣࠆߔዻߦ

ߩ⛯ሽࠄ߇ߥߒ㕙⋤ߦⅣႺߥ߹ߑ߹ߐޔߪ‛↢ࠆߢ⽎ⓥኻ⎇ߩቇ‛↢ޔߡߒኻߦࠇߘ 

น⢻ᕈࠍ⥄ᓞ⊛ߦㅊ᳞ߡߞ߇ߚߒޔࠅ߅ߡߒⅣႺߩߣ⋧↪ࠄ߇ߥߒࠍㅴൻޕࠆߟߟߒ

ᗧߢ߆ߥߩ⚂ⓨ㑆⊛ޔ⊛㑆ᤨ߇⾰ᕈߩ⽎ⓥኻ⎇ޔࠅߥ⇣ߪߣൻቇℂቇ‛ޔߡߞ߇ߚߒ

ޔ߫߃ߣߚޕࠆߡߞ߽ࠍ⒳ࠆߤߚࠍ⼆♽ߩ⎇ⓥޔߪ৻࿁㒢ߩࠅᱧผ⊛᧪ߩㅪ⛯ߣ

߿⦟ຠ⒳ᡷޔᣇઁޕࠆߥߣၮᧄ߇ᣇᴺߩᱧผ⑼ቇߡߞ߇ߚߒޔࠅߢߩ߽ࠆࠇߐ⺑ߡߒ

⛘Ṍෂᗋ⒳ߩ⼔ߩߚߩߤߥᣇᴺߩ㐿⊒ޔߪ⑼ቇ⊛⺑᭴ㅧࠆߌ߅ߦⵍ⺑㗄ࠊߥߔޔ

ߔࠅߚߒᛥޔࠅߚߒଦㅴࠍㅴൻ‛↢ޔߡߒࠅߚߒߦഃㅧߦߚᣂࠅߚߒ⦟ᡷࠍᏫ⚿ㇱಽߜ

ේߩߣߥߢ߈ߴߔੂࠍ♽ᘒ↢ޔߒߛߚޕࠆߔᒰߦᔕ↪⑼ቇߡߞ߇ߚߒޔࠅߢⓥ⎇ࠆ

᥉ㆉᴺೣ(L) 

ೋᦼ᧦ઙ(C)   

⺑ኻ⽎(E) 

ㆇേᴺೣ(L) 

ೋᦼὐᤨߣೞ(C)   

⪭ਅὐᤨߣೞ(E) 
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 ޕ߁ࠈ߇ⷙᓞߩቯ৻ߪߦⓥ⎇ߥ߁ࠃߩߎޔߢߩࠆ߇ೣ

⠪╩ ?߆߁ࠈߢน⢻ߪⓥ⎇ߩℂ⺰⑼ቇࠆߔតⓥࠍᴺೣߥ⊛᥉ㆉޔߡ߅ߦቇ‛↢ޔߪߢ

⥄りߩߎߪߦߩߌߛࠆ߃╵ߦචಽߥ⍮⼂ޔ߫߃ߣߚޔ߇ߥ߇ㆮવߦࡓ࠭࠾ࠞࡔ㑐ߔ

ࠍᯏ⢻߿᭴ㅧߥ⊛ၮᧄߩ‛↢ޔߪߤߥ⺰ℂࠆߔ㑐ߦࡓ࠹ࠬࠪ⚻ޔࡓ࠹ࠬࠪ∌ޔ⺰ℂࠆ

⸃ࠆߔߣ߁ࠃߒℂ⺰ߩࠄࠇߎޔߒߛߚޕࠆ߃ߺߦ߁ࠃࠆ߃ߣ⎇ⓥߪ↢ℂቇ߿⣖⚻ቇ

ߊߠߣ߽ߦ⟵ਥࡦࠖ࠙࠳ޔߪࠆޕߥࠇߒ߽߆ߩࠆߡߒࡊ࠶ࡃࠝߣ㗔ၞߩ

ㅴൻࡓ࠭࠾ࠞࡔ(ᄌ⇣θ  ޕߥࠇߒ߽߆ࠆࠇ߹ⓥ߽⎇ࠆߔߣ߁ࠃߒ᭴ᚑౣࠍવ㆐)⥄᳸

 

(3) ␠ળ⑼ቇߩ․⾰ 

↢‛ቇߩ⎇ⓥኻ⽎ߪ↢ߩり⊛․⾰߿ⴕേ᭽ᑼޔ߇ࠆߢ␠ળ⑼ቇߩ⎇ⓥኻ⽎ޔߪ

ᔨ߿ᐲޔߒߛߚޕࠆߦᔨ⻉߿ળᐲ␠ߩߡߒߣ‛↥ߩߘޔ߽ࠅࠃ߁ߣ⥄࠻ࡅ

ߚߒᛥࠅߚߒଦㅴࠍࠄࠇߘޔߪߦ⢛ᓟߩߘޔߊߥߪߢߌࠊࠆߔㅴൻߦ⊛ᓞ⥄ࠅᢥሼㅢߪ

ᓇߦⴕേ᭽ᑼ߿ଔ୯ⷰߩ࠻ࡅ߇ㅴൻߩᐲޔߚ߹ޕࠆ߇ሽߩ[࠻ࡦࠚࠫࠛ]࠻ࡅࠆߔࠅ

㗀ࠍਈ߽ߣߎࠆ߃ㅏޔ߽߆ߒޕߥߖ↢‛ቇޔࠅߥ⇣ߪߣ⎇ⓥ⠪߿⸒⊑ߩ⎇ⓥᚑᨐߣ⎇

ⓥኻ⽎ࠆߢᐲ߿ᔨ߇ߣ⋧ߦ↪ߒว߁႐ว߇ᄙߩࠄࠇߎޔߡߞ߇ߚߒޕࠆޘ⋧

↪߽ߚ␠ળࠪࠬߩࡓ࠹ㅴൻࠍࠬࡠࡊኻ⽎߁ߣߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒߣὐߦ␠ળ

⑼ቇޕࠆ߇⾰․ߩ 

ߦਛߩ⛯ㅪߩ↪⋦ߩߣળో␠߿ࡊ࡞ࠣߩߘޔࠍળ␠ߩߘ߮ࠃ߅࠻ࡅޔߡߒߊ߆

ߐޔߦห᭽ߣߩࠆߤߚࠍ⼆♽ߩ⒳ࠆߌ߅ߦቇ‛↢ޔ߈ߣࠆߔߣ߁ࠃߒ⺑ߡߒߣሽࠆ

ࠍ⽎ߩࠅ࿁㒢৻ޔߪࠇߎޕࠆߥߦߣߎࠆࠇߐዷ㐿߇ⓥ⎇ࠆ✄ࠍᄌㆫߩળᐲ␠ߥ߹ߑ߹

ㅊ〔ߡߒ⸃ࠆߔ߁ࠃߒὐߦߐ߹ߢᱧผ⑼ቇޕࠆߢ 

࡞ߥ߹ߑ߹ߐޔߦߚࠆߔ⸂ࠍ㗴⺖ࠆߔ㕙⋤߇ળ␠ޔߦߪߣᱧผ⑼ቇߥ߁ࠃߩߎ

߈ߴߔੂࠍ♽ᘒ↢ޔߪߢ⇇ߩቇ‛↢ޕߚ߈ߡࠇߐታᣉޔࠇߐ⠨᩺߇ળᐲ␠ࠆᚑࠄ߆࡞

ࠇߐ⼂ᗧߤ߶ࠇߘߪේೣߥ߁ࠃߩߘޔߪߢ⇇ߩ࠻ࡅޔ߇߁ࠈߢේೣ߇▸ⷙߩߣߥߢ

ޕࠆߡߌ⛯ߒᄌൻ(ㅴൻ)ߪળ␠ߩߘ߮ࠃ߅࠻ࡅޔࠇࠊⴕ߇⸳ᣂᡷᑄߩ࡞࡞ߕ߃⛘ޔߕ

Ⓧᭂߦ⸳ᣂᡷᑄߩ࡞࡞߇࠻ࡅߩ႐┙ߥ߹ߑ߹ߐߦ⊛ળ␠ޔ⊛ᷣ⚻ޔ⊛ᴦޔߪߢߎߎ

ⓥ⺰ᢥ⎇ޔߪߦ⊛⥸৻ޔ߇ࠆ߇ߣߎࠆߔ↹ෳߦߎߎⓥ⠪߽⋥ធ⎇ޕࠆߡߞࠊ߆߆ߦ⊛

ࡅޔ߽ߡߒߦࠇߕޕᄙ߇ߣߎࠆࠊ㑐ߦ⊛㑆ធߡߒࠅߚߒᛕ್ࠅߚߒ␜ឭࠍේ᩺ߢߤߥ

ߢ‛↥ߥ⊛りᄖޔ߽ࠅࠃ߁ߣㆡᔕߥ⊛ቇ‛↢ޔ⊛りߩり⥄ޔߪળ␠ߩߘ߮ࠃ߅࠻

ߦᘒ⁁ߥ߁ࠃߩߤߦ⊛⚳ᦨޕࠆߡߌ⛯ࠍㅴൻޔߡߒㅢࠍ⸳ᣂᡷᑄߩ࡞࡞ߥ⊛ળ␠ࠆ

ⴕߪߡߟߦ߆ߊ⌕߈⺕߽⏕ޔߊߥߪߢߌࠊࠆߡߞ߽ࠍࡦ࡚ࠫࡆߥ⋥㕙ࠆߔ㗴ߘߣ

 ޕࠆߦਛߩㅪ㎮ߥߒߡᨐߩޘ╬↢⊑ߩ㗴ߥߚᣂޔ␜ឭߩ╷⸂ߩ

↢‛ቇߩߣᲧセޔ߫߃ߢ␠ળ⑼ቇࠆߌ߅ߦᔨ߿ᐲ╬ߩౝኈੱޔߪὑ⊛ߦടᎿ߿ߒ

߆ߒޕࠆߢน⢻߇વ㆐ሽࠆࠃߦ(╬࠻࠶ࡀ࠲ࡦࠗޔ☋ᦠ)ᇦᚻᲑߥ߹ߑ߹ߐޔߊߔ

߽ࠅࠃ‛↢ޔߢὐ߁ߣࠆߔવߦ⥄ߡ߃ࠍⓨ㑆㑆ᤨߡߒࠍ࠻ࡅޔߪࠄࠇߘޔ߽

ᨵエᕈޕࠆ߇↢ߩ↢ሽߪ㧝࿁㒢ߩࠅ⽎ޔ߇ߛ␠ળᐲޔߪᄖ࿖ߩᐲ߿ㆊߩ
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ᐲࠍ⥄࿖ߩᐲߦขࠅ߽ߣߎࠆࠇน⢻ᤨޔࠄ߆ߣߎࠆߢⓨࠍߡ߃ሽ⛯ᡷᄌ߇น⢻

ޔߊߥߢߌߛᱧผ⑼ቇ߁ߣ⸂ߩ⼆♽ߥ⊛ᱧผޔߪ႐วߩળ⑼ቇ␠ޔߡߒߊ߆ޕࠆߢ

ᔨᐲ╬ߩ᭴ㅧᯏ⢻ߩߘߣㆡ↪น⢻ᕈߦ㑐ࠆߔಽᨆ࡞࠺ࡕߜࠊߥߔޔ᭴▽ಽᨆ߽

 ޕߚ߈ߡࠇࠊⴕߦࠎ⋓

ߔㅀ⸤ߪࠆ⺑ࠄ߆႐┙ߥ⊛ቴⷰࠍ⛮ߥ⊛⛯ㅪߩ⽎ߩㆊޔߪᵴേߥ߁ࠃߩߎ

߽ࠍᄌൻߩ߆ࠄޔߡߒ㑐ਈߦ⊛Ⓧᭂߦታޔࠅߥ⇣ߪߣ࠴ࡠࡊࠕߩᱧผ⑼ቇ߁ߣࠆ

↢ࠍታ[E]ߥߚᣂޔߣࠆߔࠄ߆ὐߩߎޕࠆߢᵴേࠆߔߣ߁ࠃ߃ᄌࠍ᧪ߩࠄ⥄ޔߒࠄߚ

ᵴേߩᔕ↪⑼ቇࠆߔ↪ㆡࠍℂ⺰[L]ࠆߌߟ߮⚿ࠍࠄࠇߘߣೋᦼ᧦ઙ[C]ߥߚᣂޔߦߚߔߺ

 ޕࠆߡૃߦ

߹୶ℂⷙೣࠄ߆ᴺᓞޔߪળᐲ␠ࠆࠇߐ⠨᩺ߦߚࠆߔ⸂ࠍ㗴ߥ߹ߑ߹ߐޔߒߛߚ

ߐᗐቯߡߞࠃߦዉߩߘޔߣ᧤ߩ࡞࡞ߢ߹ߊߪࠄࠇߘޔ߇ࠆߢᄙ᭽ߪᒝജߩߘߢ

߁ࠃߒ⺑ߦ⊛࿃ᨐࠍ⽎ߥ⊛㛎⚻ޔࠅߢ࡞࠺ࡕߥ⊛ℂᔨߛࠎㄟߺ⚵ࠍߣലᨐ(Ꮻ⚿)ࠆࠇ

ࠄޔߪ႐วߩߎ]ⵍ⺑㗄ߩ⁁ޔߪߢߎߘޕࠆߡߞߥ⇣߇⾰ᕈߪߣ⺰ቇ⊛ℂ⑼ࠆߔߣ

ᣂߩߎޕࠆࠇߐឭ᩺߇ઙ᧦ߥߚᣂߔߺ↢ࠍⵍ⺑㗄 [Ꮻ⚿]ߩߦߚࠆ߃ᄌࠍ[㗴⺖ߩ߆

ߩߘޔ߇ߛߕߪࠃ߫ࠇߔ⸽ᬌߡߺߡߒዉߦታ㓙ޔߪ߆߁ߤ߆ࠆߔᚑഞ߇ઙ⸳ቯ᧦ߥߚ

ᒰุߩᬌ⸽ߪታ㓙ࠈߎߣߩኈᤃޕߥߢ␠ળ⑼ቇߩ႐วޔ‛ℂቇ߿ൻቇߥ߁ࠃߩታ㛎ቶߢ

ߑ߹ߐߪߦታ␠ળޔ߇ߥ߆߶ࠆߔኤⷰࠍᓇ㗀ߩߢታ␠ળޔߢߩߥ߈ߢ߇࠻ࠬ࠹ߩ

 ޕࠆߔᷙ߇ⷐ࿃ߥ߹

ߢ᭽৻ߦ߁ࠃߩ⽎ℂ⊛ኻ‛ޔߪⴕേ᭽ᑼ߿ଔ୯ⷰߩ࠻ࡅࠆߢਥߔ߆േࠍળ␠ޔߚ߹

ߘળ␠ߦࠄߐޔࠅ߅ߡ߃ࠍᕈ․ߥࠢ࠾࡙ߚߞ⽶⢛ࠍᱧผߩ․߇ࠅߣ߭ੱ৻ޕߥߪ

ޔᤨ߽ߩ߽ߩ ઍ߿ၞߩ․⁛ߦࠇߙࠇߘޔߡߞࠃߦ․ᕈࠍᏪ߮ߕ߃⛘߽߆ߒޔࠅ߅ߡᄌൻ(ㅴ

ൻ)ߥ߁ࠃߩߎޕࠆߡߒℂ↱ߥ⊛⥸৻ߩ࡞࠺ࡕޔࠄ߆ᅷᒰᕈࠍ⚻㛎⊛ߦᬌ⸽ߪߣߎࠆߔ࿎

㔍ޔߪߦ߈ߣޔࠅߢߩ߆ࠄଔ୯್ᢿߡߠߣ߽ߦ⠨᩺ߚࠇߐᐲ(࡞࠺ࡕ)ࠍᚲਈ(⋡ᮡ)

ൻቇ߿ℂቇ‛ޕࠆ߽ߣߎࠆࠇߐ⸛ᬌ߇╷ᣇߩߚࠆߌߠㄭߦࠇߘࠍታޔߒ࿕ቯߡߒߣ

ߥ߉ߔߦ㗴ߩ⒟ᐲޔߪߩࠆߢጀ࿎㔍৻߇࠻ࠬ࠹⊛㛎⚻ࠆߌ߅ߦળ⑼ቇ␠ޔߡߴᲧߣ

ⓥᣇᴺ⎇ޔ߈ߣࠆ߃⠨ࠍ╬ᄌേᕈޔᕈ․ޔᄙ᭽ᕈߩ⽎ⓥኻ⎇ߩߘޔ߇ࠆ߽⸂ࠆߔߣ

 ޕ߈ᄢߪᓇ㗀ࠆ߃ਈߦ

ડޔߪ࡞࠺ࡕࠆࠊ㑐ߦડᬺ⚻༡ޔߕࠄߥߺߩ࡞࠺ࡕࠆࠊ㑐ߦ╷ᷣ⚻ળ␠ޔ߫߃ߣߚ

ᬺ␠ળߡ߅ߦડᬺߪࠆኂ㑐ଥ⠪߇⋥㕙ࠆߔ⺖㗴ࠍ⸃ߡߒߣ࡞࠷ߩߚࠆߔឭ

ߩߎޕࠆ߃ߣ࡞࠺ࡕߥ⊛ℂᔨ߽ࠅࠃ߁ߣ⺰ቇ⊛ℂ⑼ޔߪ⥄ࠄࠇߘޔ߇ࠆߡࠇߐ᩺

ߡߒߣᔕ↪⑼ቇޔ߇ߣߎࠆߔតⓥࠍ࡞࠺ࡕߥㆡಾߡߒㅢࠍᡷༀߣዉߩ࡞࠺ࡕߩߎޔ߈ߣ

⟎߁ߣ߆߁ߤ߆ߩࠆࠇࠄߌߠὐ߇㗴ߩ࡞࠺ࡕޕࠆߥߣขᝥㆬᛯߩⷙḰࠍ⠨ࠆߺߡ߃

ߩઁޔࠬࠨࡦࡦࠦࠆߔኻߦଔ୯ⷰࠆߥߣ೨ឭޔߕࠄߥߺߩℂ⊛ᢛวᕈ⺰ߩౝ࡞࠺ࡕޔߣ

ⷙḰ߽ߥᦌᤒ߿߿ޔߚߞߣታㆡวᕈ߆ߣ㗴⸃ജߩߡࠍޘ╬ᢛวᕈߩߣ࡞࠷

߹ޔࠅߥߦߣߎࠆࠇㆬᛯࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩ⏕ߦቯᑼൻߪߩࠆߔ࿎㔍߁߁ߘޕࠆߢᗧ

ޔߪߢ␠ળ㗔ၞߩ࡞࠷ࠆߌ߅ߦ㐿⊒ᡷ⦟ޔߪࠬࡠࡊ㗴ߩ⌀ன್ߩቯࠃߦ࠻ࠬ࠹
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ߦᴫ⁁ߩ߈ߤ߈ߣߩߘޔߚߞߣฃኈน⢻ᕈ߿ㆡ↪น⢻ᕈߩߘޔ߽ࠅࠃ߁ߣขᝥㆬᛯࠆ

ଐሽࠆߔⷐ⚛ࠍޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߢࠎ␠ળ⑼ቇޔߪߡ߅ߦ⑼ቇ⊛⺑ߩ৻⥸᭴ㅧߦ

࠺ࡕߥ⊛ℂᔨ߽ࠅࠃ߁ߣ⺰ℂߥ⊛㛎⚻ޔ߇ߩ߽߈ߴࠆࠇࠄߌߠ⟎ߦ᥉ㆉᴺೣ(L)ࠆߌ߅

ቇ⑼ߪળ⑼ቇ␠ޔࠄ߆ߣߎߩߎޔߒߛߚޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ߆ߥߪߢߩᄙ߇ߣߎࠆߥߣ࡞

࡞࠺ࡕߩߚߩ㗴⸃ޕࠆߢ⊛↥↢㕖ߪߣߎࠆߔᛕ್߆ߣࠆߢᧂᚑᾫ߆ߣߥߢ⊛

ࠍળ␠ߩࠇࠊࠇࠊ߽ࠅࠃޔࠅߢᔅⷐ߇⍮ߡߒߘࠡ࡞ࡀࠛޔ㑆ᤨߥᄙᄢߪߦ⠨᩺ߩ

߈ߴࠆࠇߐଔ⹏ߊ㜞ߪ⟵ᗧߩߘޔࠅߢᵴേࠆߔߣ߁ࠃߒ₂⽸ߦߣߎࠆߔߊߔ߿ߺࠅࠃ

߹߹ߩߘ߇ᣇᴺߩᔕ↪⑼ቇࠆߌ߅ߦൻቇ߿ℂቇ‛ޔߪⓥ⎇ߥ߁ࠃߩߎޔߡߒߊ߆ޕࠆߢ

ᒰޔ߇ߥ߃ߪߣࠆ߹ߪߡታߩ㗴ࠍ⸃ߦߚࠆߔ⹜ⴕ㍲⺋ࠍ⍮⊛⹜ޔߡߒߣߺ

ᔕ↪⊛ߥ⎇ⓥ㗔ၞߣ⟎ޕ߁ࠃ߈ߢ߇ߣߎࠆߌߠ 

ߢ⽎ⓥኻ⎇ޔ႐วࠆߔߣ߁ࠃ߃⠨ࠍ⺰ℂࠆߚߦ᥉ㆉᴺೣߡ߅ߦળ⑼ቇ␠ޔߦߺߥߜ

⛘ߡߞࠃߦ↪⋦ߩߣ࠻ࡅ߽߆ߒޔࠇߐ⚂ߦ⊛ⓨ㑆ޔ⊛㑆ᤨ߇⾰․ߩᔨ߿ᐲࠆ

߃⠨ߣߎࠆߔ᭴ᚑࠍ⺰᥉ㆉ⊛ℂߥ߁ࠃࠆߔ⺑ࠍ⾰․ߩࠇߘޔ߫ࠇߔߣࠆߡߒㅴൻߕ߃

߅ߦળ␠ޔࠈߒߦߥߢ߁ߘޔࠈߒߦࠆࠃߦ⟵ਥࡦࠖ࠙࠳ޔ߅ߥޕߥࠇߒ߽߆ߊߦ

൮ޔߪ⺰ℂߥ߁ࠃࠆߔ⺑ࠍࠬࡠࡊㅴൻࠆࠃߦ↪⋦ߩߣ࠻ࡅߣᐲ⻉ޔᔨ⻉ࠆߌ

⊛ߥℂ⺰ߩߩߘޔ߇1ߥࠇߒ߽߆⚦ߪߡߟߦᓟߩ⎇ⓥ⺖㗴ޕ2ߚ߈߅ߡߣ 

  

(4) ዊ 

(‛↢)⽎ኻ⺑ޔߦ߁ࠃߩ⼆♽ߩ⒳ޔߪߢቇ‛↢ޔߣࠆߺߡߣ߹ᐲౣࠍ⺰⼏ߩߢ߹ࠇߎ

⸤ࠍ(ὼᶿ᳸⥄)ࠬࡠࡊࠆߡߌ⛯ߒㅴൻߕ߃⛘ߡ߅ߦᴫ⁁ߚࠇߐቯ․ߦ⊛ⓨ㑆㑆ᤨ߇

ㅀ⺑ࠆߔᱧผ⑼ቇ߇ၮᧄߩ࠻ࡅޔߒߛߚޕࠆ߃ߣࠆࠃߦຠ⒳ᡷ⦟ᬀޔᨋޔ↥⇓ޔ

േᬀ‛⼔╬ߩޘㅴൻࠬࡠࡊ(ੱὑᶿ᳸)ࠍ⎇ⓥࠆߔ㗔ၞ߽ߪߢߎߎޔࠅߦ៤ࡅࠆࠊ

ޔߪⓥ⎇ߥ߁ࠃߩߎޕߥ߈ߢᓇ㗀߽ήⷞߩኂ㑐ଥ⠪㓸࿅߳ޔߕࠄߥߺߩ[࠻ࡦࠚࠫࠛ]࠻

ᔕ↪⑼ቇߡߒߣ⟎ޔߚ߹ޕࠆࠇࠄߌߠℂ⺰⑼ቇߩߡߒߣ⎇ⓥࡦࠖ࠙࠳ޔߪߦਥ⟵߽ߦ

࠳ޔߪࠆޕࠆࠇࠄ߃⠨߇ߤߥ⺰ℂߩࡓ࠹ࠬࠪ⚻ޔࡓ࠹ࠬࠪ∌ޔ⺰ㆮવℂߚߠߣ

❰⚵Ꮖ⥄ޟ߫߃ߣߚޔ⺰ℂߥ߁ࠃ߁ࠍ(વ㆐ᶿ᳸⇣ᄌ)ࡓ࠭࠾ࠞࡔㅴൻߩ⟵ਥࡦࠖ࠙

ൻߩޠℂ⺰߽ߤߥ⠨ޕࠆࠇࠄ߃ 

␠ળ⑼ቇޔ߽ߢ␠ળࠆߌ߅ߦ⻉ᔨ⻉ᐲᤨߩ㑆ⓨ㑆⊛ߥᄌㆫࠍ⸥ㅀ⺑ࠆߔᱧ

ผ⑼ቇޔߚ߹ߡߒߘޕࠆ߇ታߩ㗴ࠍ⸃ߥ߹ߑ߹ߐࠆߔߣ߁ࠃߒ⚵ߩ㐿⊒ዉ(␠

ળ⚻ᷣ╷╬ߩ࠻ࡅޔࠅࠃߦ(ޘଔ୯ⷰ߿ⴕേ᭽ᑼߦᓇ㗀ࠍਈޔ߃⁁ᴫ߇ᄌൻࡠࡊࠆߔ

ࠬ(ੱὑᶿ᳸)ࠍ⎇ⓥࠆߔ㗔ၞޔࠅ߇ᔕ↪⑼ቇߦኻᔕࠆߔ⎇ⓥ㗔ၞޕࠆ߃ߣ  

␠ળ⑼ቇࠆߌ߅ߦ᥉ㆉᴺೣޔߪߡߟߦ⻉ಽ㊁ࠆߌ߅ߦ⎇ⓥᚑᨐࠍෳᾖࠄߥ߫ࠇߌߥߒ

                                                   
1 ৻⥸ൻࡦࠖ࠙࠳ߚࠇߐਥ⟵ࠕ࠺ࠗࠕ߁ߣ[Hodgson & Knudsen, 2009]ߪ㝯ജ⊛ߢ

 ޕߚߒ⸛ᬌߦࠄߐᓟߡߟߦᒰุߩߘޔ߇ࠆ
2 એޔߣࠆߔࠄ߆⺰⼏ߩ᥉ㆉℂ⺰ᴺೣ(L)ߩ⟎ࠍභ߈ߴࠆℂ⺰ޔߪߡߟߦ↢‛ቇ

ᣇᴺޔ߫߃ߢᗧߩߘޔࠅ߇น⢻ᕈߟ߽ࠍ⾰ᕈࠆߥ⇣ޔߡߓᔕߦಽ㊁⻉ߩળ⑼ቇ␠߿

ੑర⺰ߪࠆᣇᴺᄙర⺰ޕࠆ߈ߢ߽ߣߎ߁ߣ 
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นߩ⺰ℂߥ⊛൮ࠆߔ㑐ߦࠬࡠࡊㅴൻߚߒㅢࠍ↪⋦ߩߣ࠻ࡅߣᐲᔨޔ߇ߥ

⢻ߦࠄߐ߽ߡߟߦ⎇ⓥࠆߔଔ୯ޕ߁ࠈߛࠆ߇ 

⎇↪ᔕࠆߔߣ⽎ኻࠍ⊑㐿ߩ࡞࠺ࡕߩߚߩ㗴⸃ޔߢ߆ߥߩⓥ⎇ߩࠄࠇߎޔߢࠈߎߣ 

ⓥޔߪ␠ળᐲߩㅴൻࠬࡠࡊ⥄ߦᓇ㗀ࠍਈޔߚࠆߢߩ߽ࠆ߃ᣇᴺ⺰ߩⷞὐࠄ߆⥝

ᷓޔߢߎߘޕᰴ▵ޔߪߢ␠ળ⑼ቇࠆߌ߅ߦᔕ↪⎇ⓥߩ৻ޔߡߒߣ╩⠪ߩ⎇ⓥ㗔ၞߢ

 ޕࠆߔ⸛ᬌߡߍࠅขߡߒߣࠍ⺰ℂࠆߌ߅ߦ(⺰⸘ോળ⽷ߦߊߣ)ળ⸘ቇࠆ

 ⽷ോળ⸘ߩ㗔ၞޔߪߢ⋡ਅޔળ⸘ၮḰߩ࿖㓙⊛⛔৻ൻࠍⷞ㊁ߦߦࠢ࠶ࡒ࠽ࠗ࠳ޔߡࠇ

ᄌൻࠆߡߒᦨਛߩ߳ࠬࡠࡊߩߘޔࠅߢ⎇ⓥ⠪ߩ㑐ࠅࠊᣇ߇ߩߘޔߚ3ࠆߡࠇࠊ

ᣇᴺ⺰ߡߟߦ⠨ኤߪߣߎࠆߔᗧ⟵ߣ⠨ޕࠆࠇࠄ߃ 

 

[Υ] ⽷ോળ⸘⎇ⓥߩᣇᴺ⺰ 

(1)ળ⸘ߩ࡞࠺ࡕㆬᛯౣᬌ⸛ 

 ળ⸘(⽷ോળ⸘)ޔߪ⊛⋠ߩડᬺߩᵴേታᘒⷰߩࡠࡈߣࠢ࠶࠻ࠬޔࠍὐࠄ߆ㆡಾߦᤋߒ

ߞ߇ߚߒޔࠅߦߣߎࠆߔឭଏࠍળ⸘ᖱႎߥ↪ߦᗧᕁቯߩኂ㑐ଥ⠪ߩ╬ᛩ⾗⠪ޔߒ

㓸ߩ࡞࡞ࠆߔⷙቯࠍળ⸘ᐲ(ળ⸘ಣℂߩߚߩߘޔߪਥⷐ⺖㗴ߩળ⸘ቇ(⽷ോળ⸘⺰)ߡ

ว)ޕࠆߦ⸘⸳ߩળ⸘ቇ߫߃ߣߚޔߦߢ߹ࠇߎޔߪߡ߅ߦ㕒ᘒ⺰ߣേᘒ⺰ޔේଔળ⸘⺰

߹ߐޘ╬ળ⸘ᣇᴺߩޘޔ⟵ታਥޔ⟵ਥ↢⊑ޔௌⷰ⽶↥⾗ߣⷰ↪⾌⋊ޔ⺰⸘ଔળᤨߣ

ޔ߆ࠆߢวℂ⊛⺑ߩળ⸘ᐲߩታޔߪࠄࠇߎޔߒߛߚޕߚ߈ߡࠇߐ␜߇⺰ℂߥ߹ߑ

߃ࠁࠇߘޔߒ␜ࠍ⺑ߥ⊛࿃ᨐߩ㛎⊛ታ⚻ޔߡߞߢ࡞࠺ࡕࠆߔ␜ឭߩઍᦧ᩺ߪࠆ

 ޕߥ߃ߪߣ⺰ቇ⊛ℂ⑼ߥ߁ࠃࠆࠇߐ⸽ߡߞࠃߦታߦ

ታߩળ⸘ᐲୃߩᱜ߿ᣂ⸳ޔߪળ⸘߮ࠃ߅㑐ㅪᐲ߿ડᬺᵴേࠆߌ߅ߦㅴൻࠬࡠࡊ

࿅ᷣ⚻ޔၮḰ⸳ቯᯏ㑐(ડᬺળ⸘ၮḰᆔຬળ)ޔߪߡߞߚߦቯ╷ߩߎޔ߇ࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߦ

ㅪวળޔ⸽࠻ࠬ࠽ࠕදળޔળ⸘჻දળ╬ߩฦ⒳ኂ㑐ଥ࿅ߩࠄ߆ᆔຬޔߤߥⶄ

ᢙ߇࠻ࡦࠚࠫࠛߩ㑐ਈޕࠆߡߒળ⸘⎇ⓥ⠪߽ߡߒߣࡃࡦࡔ⋥ធ㑐ਈࠆߔ႐ว߽ࠆ

 ޕࠆ߽ߣߎࠆߔ㑐ਈߦ⊛㑆ធࠅࠃߦ╬㔀⺰ᢥߚ߹ޔߒ

ഃᡷᑄߩᐲߩઁޔߪ⸒╷ឭߩߡߌ㗴⸃߳ะࠆࠃߦߜߚળ⸘ኾ㐷ኅߥ߁ࠃߩߎ  

⊑ߩ㗴ߥߚᣂߡߒߘ⸂ޔឭ᩺⚝តߩ╷⸂ߩ㗴ࠆߔ㕙⋤ޔߦห᭽ߣࠬࡠࡊߩ⸳

ߢࠬࡠࡊߊ⛯ߦ㆙᳗ߦ߁ࠃ߁ߣ̖↢⊑ߩ㗴ߩߦࠄߐޔߺ⹜ߩᡷ㕟ࠆߥࠄߐޔ↢

ޔߦ߽ߣߣዷ⊑ߩขᒁࠬߪડᬺޕ߁ࠃߺߡߍࠍࠬࠤߩ⸘ળࠬߡߒߣ৻ޕࠆ

⾼߫ࠇߔࠄ߆ᛩ⾗⠪ޔ߇ߚ߈ߡߞߥߊᄙ߇ߣߎࠆߔ↪ࠍࠬߦࠅࠊઍࠆߔ⾼ߢ␠⥄

ߩࠬߣ⇣ห್߇ߩߣߊߦߒ㗴ޔߢߎߘޕߚ߈ߡߓ↢߇ળ⸘ߩⷞὐࠄࠇߎࠄ߆

ࡈࠝߪߢታോޔ߇ߚࠇߐዉ߇ળ⸘ᣇᴺࠆߔಽ㘃ߦࡊࠗ࠲୫⾉⾓ߣࡊࠗ࠲⾼ޔߒ⼂ࠍ

                                                   
ޔߒ⚫ߡߟߦ⸡ᢎߣ⋬ࠆߔ㑐ߦⓥᣇᴺ⎇ࠆߌ߅ߦࠞࡔࠕޔߪਛ [2010]↰߫߃ߣߚ 3

IFRSޔߪદ⮮[2010]ޔߚ߹ޕࠆߡ⺑ࠍᔅⷐᕈߩᆫ߁ࠍޠ߆ߪߣ⸘ળޟ ว⛔ߩ߳

ൻ߇ㅴዷࠆߔᣣߩࡓ࠭ࡒ࠺ࠞࠕޔㅌầࠍෂᗋޔߒ⽷ോળ⸘ࠅߩᣇ߿ᣇะᕈࠍዷᦸࠆߔ

ᔅⷐᕈࠍᜰ៰ޕࠆߡߒ 
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ߩߎޔޔߚߚࠇߐߥ߇Ꮏᄦߩൻࠬࡦࡃ 2 ಽᣇᑼࠍᑄᱛࡦࡃࡦࠝࠍߡߴߔޔߒ

ࠬൻࠆߔᣇะߢᡷ⸓߇ㅴޕࠆߡࠇࠄળ⸘ߩ㗔ၞߦ߁ࠃߩߎޔߪߡ߅ߦᐲߣታോߣ

 ޕࠆࠇࠄߺߊᄙ߇ࠆࠇߐ⸓ᡷ߇ળ⸘ၮḰߡߒㅢࠍ↪⋦ߩ

 

(2)ታߩળ⸘ᐲߣℂᔨߩߡߒߣળ⸘࡞࠺ࡕ 

  ታߩળ⸘ᐲ(ળ⸘ၮḰ)ޔߪታോߩᣇะౕߣߌߠ⊛⚿ᨐࠃߦࠢ࠶ࡃ࠼ࠖࡈߩࠄ߆

ⓥ⎇ߩߡߒߣ႐ࠆߔ⸛ᬌࠍᣇࠅߩળ⸘ᐲߩታޔ߇ࠆߡߒㅴൻߡߒㅢࠍ↪⋦ࠆ

㗔ၞ߽ߩߢߎߎޔࠅᚑᨐ߇ታߩᐲ⸳⸘ߦᓇ㗀ࠍਈࠆ߃㕙߽ޕࠆታߩળ⸘ᐲ

ߡߞ߽ࠍᓞᕈ⥄ߩ⒟ᐲࠆߢ㗔ၞߩ⥄⁛ࠇߙࠇߘޔߪߣⓥ⎇࡞࠺ࡕ⸘ળߣࠬࡠࡊㅴൻߩ

ዷ㐿ޔ߇ࠆߡߒ⋧ߦᓇ㗀ࠍ߷ߩߘޔ߫߃ߣߚޕࠆ߽ߡߒ⋧↪ޔߪታ㗴ߩ

ࠄߐߣലᨐߩߘޔ(ታᣉ⸒ⷙ▸⊛ឭ)↪ㆡߩߘ⠨᩺(ℂᔨ⊛⠨ኤ)ߩ࡞࠺ࡕ⸘ળߩߡߒߣ⸂

ࠍㆊ⚻ߚߞߣᬌ⸛(ℂᔨ⊛⠨ኤ)ౣߩ࡞࠺ࡕ⸘ળޔ(↪េߩᚑᨐߩታ⸽⎇ⓥ)⏕ߩ㗴ࠆߥ

 ޕࠆߤߚ

ᡷឭ᩺ߩળ⸘ᣇᴺޔߣࠆߺߡߒኻᲧߣ(ሽવ㆐ᶿ᳸⇣ᄌ)ࡓ࠭࠾ࠞࡔㅴൻޔߪࠇߎ

ࠍലᨐߩ⒟ᐲࠆޔࠇߐㆬ(ᶿ᳸)ߡߞࠃߦ㗴⸃ജࠆࠃߦታᣉޔࠅ߇ታᣉ(ᄌ⇣)⸓

⊒ើߚߒળ⸘ၮḰߪታോߡߒߣቯ⌕(ሽવ㆐)ޔߡߒߘޕࠆߢࠬࡠࡊߚߞߣࠆࠇߐ

ታߦㆡ↪ࠆߡࠇߐળ⸘ᐲޔߡ߅ߦᐲൻߚࠇߐળ⸘ၮḰޟߪ⋧↪ሶ⊛ᓎഀࠍޠ

ᨐߩߘޔߒߚਛߩߢ೨ឭ߿ၮ␆ᔨ╬ޟߪⶄሶ⊛ᓎഀࠍޠᨐޔߦࠄߐޔߒߚળ⸘ၮḰߩ

ో⊛♽ޟߪⴊ⛔ࠍޠᒻᚑޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆߔ㉼⸂ߣߩ߽ࠆߔ৻ᣇޔℂᔨߩߡߒߣળ⸘

⺰ℂߩߢਛߩߘޔߒߚᨐࠍޠ↪ሶ⊛ᓎഀ⋦ޟޔߪ࡞࠺ࡕ⸘ળߥ⊛⥸৻ޔ႐ว߽ߩ࡞࠺ࡕ

ߔ൮៨ࠍ࡞࠺ࡕ⸘ળߩቯ․ޔߦࠄߐޔߒߚᨐࠍޠⶄሶ⊛ᓎഀޟߪ╬ၮ␆ᔨ߿೨ឭߥ⊛

 ޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆߔ㉼⸂ߣߩ߽ࠆߔᒻᚑࠍޠ⛔ⴊޟߪ⑼ቇߪࠆቇᵷ߿⺰൮⊛ળ⸘ℂࠆ

ޔߡߒߣ࠻ࡦࠚࠫࠛߔଦࠍㅴൻߩ࡞࠺ࡕ⸘ળ߿ળ⸘ᐲޔߡ߅ߦ㗔ၞߩࠇߙࠇߘߚ߹

ળ⸘⎇ⓥ⠪߿ฦ⒳ߩኂ㑐ଥ⠪߇⋧↪ߦ㑐ਈޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߺߣࠆߡߒ 

࿑)ࠆߥߦ߁ࠃߩએਅߣࠆߺߡߒᢛℂࠍ㑐ଥߩࠄࠇߎ  3)[౷Ⴆ, 2008]ޕ 
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࿑ 3 ળ⸘ࠆߌ߅ߦᐲㅴൻ࡞࠺ࡕㅴൻߣၮᧄⷐ⚛ 

  [ၮᧄ⊛ⷐ⚛]                 [ળ⸘ᐲߩㅴൻ]       

              ᔨ㗔ၞ        ࠛ࠻ࡦࠚࠫ㗔ၞ 

  ⶄሶ          ળ⸘ၮ␆ᔨ                 ၮḰ⸳ቯᯏ㑐 

                                                    

⋧↪ሶ        ળ⸘ၮḰ                ߩޘኂ㑐ଥ⠪ 

                                (ળ⸘⎇ⓥ⠪߽) 

   

 ⴊ  ⛔          ળ⸘ၮḰ♽         ኂ㑐ଥ⠪㓸࿅ 

 

 

 

 

   [ၮᧄ⊛ⷐ⚛]                  [ળ⸘ߩ࡞࠺ࡕㅴൻ]       

              ᔨ㗔ၞ        ࠛ࠻ࡦࠚࠫ㗔ၞ 

  ⶄሶ         ળ⸘ၮ␆ᔨ                

                                                    ߩޘળ⸘⎇ⓥ⠪ 

⋧↪ሶ        ൮⊛ળ⸘ℂ⺰            

                 ቇ  ᵷ           

ળ⸘⎇ⓥ⠪㓸࿅ 

 ⴊ  ⛔          ቇ⑼[ቇ㗔ၞ]            (ቇળޔ⎇ⓥળ) 

 

ߞࠃߦ࠻ࠬ࠹⸽ߥ⊛㛎⚻ޔߪᒰุߩળ⸘ᐲࠆࠇߐឭ᩺ߦߚߩ㗴⸃ޔߦߺߥߜ  

⻉ޔ߫߃ߣߚޔߪߢߎߘޕࠆߥߦߣߎࠆࠇߐቯ್ߡߞࠃߦ㗴⸃ജߩታޔߊߥߪߢߡ

ⷙቯߣේℂߪࠆ⻉ⷙቯ⋧ߩ⺰ℂ⊛ᢛวᕈߩ࡞࠺ࡕޔߕࠄߥߺߩ೨ឭࠆߥߣၮ␆ᔨ

(ex.⋉⾌↪߆⾗↥⽶ௌޘ╬߆)ߩㆡวᕈޔ⻉ේℂ(ex.⊒↢ਥ⟵ޔኻᔕේೣᤨޔ ଔ⹏ଔ)ߩㆡว

ᕈߚߞߣታⴕน⢻ᕈߦ㈩ᘦߚߒⷐ࿃߇⠨ᘦޕࠆࠇߐ 

 

(3)ળ⸘⎇ⓥࡊࠗ࠲ߩ 

 ᧄႎ๔ߩߢ߹ࠇߎޔࠅߚߦ߱⚿ࠍ⠨ኤޔࠄ߆ળ⸘⎇ⓥߦࡊࠗ࠲ߩ߆ߟߊࠍ⼂ޔߒ

 ޕߚ߈߅ߡߴㅀߦන◲ߡߟߦ⟵ᗧߩࠇߙࠇߘ

 

1. ᔕ↪⎇ⓥߩߡߒߣળ⸘ߩ࡞࠺ࡕ㐿⊒ 

⚻༡ታᘒߊ⦟ࠅࠃࠍឬ౮ߩߚࠆߔળ⸘ᐲ(࡞࠺ࡕ)ࠍ⠨᩺ߦࠄߐޔߒᡷ⦟ࠍടࠅࠃޔ߃

↪ߥౕߩߡߒߣળ⸘ࠍ࡞࠺ࡕዷ㐿ߥ߹ߑ߹ߐޔߪࠇߎޕࠆߔᇦᚻᲑࠍㅢᤨߡߒⓨࠍ

ߡ߃વ㆐ޔࠇߐㆡ↪ߩࠄࠇߎޕࠆ߁ࠇߐᡷ⦟ߩᚑᨐߩߘޔߪኻ⽎ࠅߥⅣႺߩࠅߥᄌൻߣ
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್߇னߡߞࠃߦ࠻ࠬ࠹⊛㛎⚻ޔߡߞߣࠄ߆ߛޕࠆ߇น⢻ᕈࠆߥߊߥߢലޔߦ߽ߣ

ߣߚߒૐਅ߇ㆡᔕജߩߘޔࠇࠊ߇ᅷᒰᕈߩ೨ឭࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕ⸘ળޔ߽ࠅࠃ߁ߣࠆߔ

 ޕࠆࠇߐߥߺ

 

2. ᱧผ⊛ᐲ⎇ⓥ߮ࠃ߅ታ⸽⎇ⓥߩᗧ⟵ 

ળ⸘ߊߠߣ߽ߦ࡞࠺ࡕળ⸘ᐲᤨ߇ઍߦ߽ߣߣㅴൻߩߘޔࠄ߇ߥࠅߤߚࠍࠬࡠࡊࠆߔ

ㅴൻߩ⚵ࠍߺ⺑ࠆߔᱧผ⊛ᐲ⎇ⓥߩߢ߹ࠇߎޔߪᱧผ⊛⚻✲ߔ␜ࠍᱧผ⑼ቇߡߒߣ

ߒኻߦ㗴⸃ജߩ࡞࠺ࡕ⸘ળޔߡߒኻߦⓥ⎇࡞࠺ࡕ⸘ળߩ⸤ޔߡ߃ടޕࠆ߇⟵ᗧߩ

⾗ߡߒߘޔ⒖ⴕߩ߳⺰േᘒࠄ߆⺰㕒ᘒߩߡߟ߆ޔ߫߃ߣߚޕࠆߥ߽ߦߣߎࠆ߃ਈࠍໂ␜ߡ

↥⽶ௌⷰ߳ߣዷ㐿ࠍ✲⚻ࠆߔ⸃ޔߢߣߎࠆߔߩળ⸘㗴߳ߩ⸃᩺ࠍ⠨ߩߚࠆ߃

ᚻࠍࠅ߆߇ឭଏޔߚ߹ޕࠆ߁ߒㄭᐕ߹ߦࠎ⋓ߔ߹ߔዷ㐿ࠆߡࠇߐታ⸽⎇ⓥ࠺⊛⸘⛔ޔߪ

⸂㗴ߩ࡞࠺ࡕ⸘ળޔߢߣߎࠆߔ␜ឭࠍ㑐ଥߩ⽎ߩߪߊߒㆊ߽ߡߠߣ߽ߦ࠲

ജޔታㆡวᕈࠍᬌ⸽ޔߒળ⸘߮ࠃ߅࡞࠺ࡕળ⸘ᐲߩᡷ⦟߿ᣂߥߚ⠨᩺ޕࠆ߈ߢ₂⽸ߦ 
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                                                                         ޕ߁ࠃ߃ߣ㗴⺖ߥࠣࡦ
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 ޕ߁ࠈߛࠃߡߞߣࠆߦ̆̆ߩ߽ߚߒᦝᣂߦ
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ߟߕੱ৻ࠍޘ㧘ੱߪߩߥ㊀ⷐޕ4߁ߣߛ߈ߴࠆߡᒰࠍὶὐߦߣߎ߁ߣ߆ߩࠆࠇߥߦ߁ࠃ

⠨ᘦࠅߢߣߎࠆߔ㧘ኅᣖߩ৻ຬࠅߚߒߦࠅߊߊߣ߭ߡߒߣ㧘ኅᣖౝߩᡰ㈩ജߦ߁ਇ

ᐔߥಽ㈩ߩߘ߿㑐ଥᕈࠍήⷞޕࠆߢߣߎ߁ߣߥࠄߥߪߡߒࠅߚߒ 

ߟߦḮ⾗ࠆ᳞߇㧘ੱߦ⠪᩺┙ߥ⊛㧘␠ળߪ࠴ࡠࡊࠕࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߡߒߘ

ߔⷐ᳞ߦ߁ࠃࠆߴ⺞ߡߟߦ⢻ജߥᄙ᭽ߩࠄᓐࠆߔᄌ឵ߣᯏ⢻߳ࠄ߆㧘⾗Ḯߣ࠭࠾ߩߡ

 ޕ5߁ߣࠆߢߩ߽ࠆ

ߒࠄ㑆ੱߦ⌀ߦ⊛ⓥᭂޟޕࠆߌ߆ߍᛩߦ߁ࠃߩᰴࠍ⾰ߥ⊛ࠬ࠹࠻ࠬࠕߪࡓ࠙ࡃࠬ

ޕߣޠ㧕߆ߩߥ⊛㧔ਛᔃ߆ߩߥ㊀ⷐ߇ᵴേߥ߁ࠃߩߤߩ㧘ੱ㑆․ߦߚߩᵴ㧔ੱ↢㧕↢

ߩ㧘ᰴߡߒߘ 2 㑆ሽੱ߇ផ⒖ߪࠆᄌൻߥ߁ࠃߩߤޟ(1)ޕࠆࠇߐ␜ឭ߇⇼ߥ⏕ߩߟ
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ߩ৻ຬ߈↢ߩߡߒߣᣇߣㆡว߆ߩࠆ߈ߢ㧘ߡߒߘߒ߽ޟ(2)ޕ 6ޠ߆ߩߥߪߢ߁ߘ߇㧘

ਈߚࠇࠄ߃ੱࠍ㑆ሽߡߒߣฃߌ߫ࠄߥࠆߔߣ߁ࠃࠇ㧘ߥ߁ࠃߩߤᵴേߴࠆࠇߐߥ߇

ࡆࡄࠗࠤ㧘ߪ⚛ⷐߥਇนᰳߡ߅ߦ࠴ࡠࡊࠕࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ࠅ߹ߟޕ7ޠ߆ߩߥ߈

 ޕࠆߢ࠻ࠬߩߡߟߦ㕙ߩ㧘↢ᵴ⋦⻉ߩ↢ੱߚߒ㑐ㅪߦࠖ࠹

㧘2ߪߦ࠻ࠬߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߚ߹ ߩࠇߙࠇߘߩ࠻ࠬ㧘ߦ৻╙ޕࠆ߇ᓽ․ߥ㊀ⷐߩߟ

㗄⋡ߪ㧘ߡߴߔࠅߢߩ߽ߩ㧘⾰⊛ࠅ߅ߡߞߥ⇣ߦ㧘߇ߡߴߔࠇߙࠇߘਛᔃ⊛ߦ㊀ⷐ

㑐ㅪߦߡߞࠃߦᣇᴺߥⶄ㔀ࠆࠇߐ⊑ߦ⊛㛎⚻ߪࠄࠇߘ㧘ߦੑ╙㧘ߣߎ߁ߣࠆߢ

߅ߦቯᑼൻߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ⊛ၮᧄࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘߅ߥޕ8ࠆߢߣߎ߁ߣ߁วߒ

ߦታ㧔㧕ࠆࠁࠄ߇ߤࠎߣ߶㧘ߪ⟵ቯߩߡߟߦޠ㧔being able to㧕ߣߎࠆ߈ߢޟ㧘ߡ

ၮߡߠߦߣߎࠆߢߩ߽ࠆࠇߐᵈᗧޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ 

 1 ߩ࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߚߒ␜ឭߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߪ 10 㗄⋡ߩߘߣౝኈޕࠆߢ 

  

 1 ੱ㑆ߩਛᔃ⊛ߥᯏ⢻⊛࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ 

 

↢ ᱜᏱߥ㐳ޕߣߎࠆ߈ߢ߁ోࠍ↢ੱߩߐᣧᱫޕߣߎߥߒߦዅ෩ࠆߩ↢ᵴ

 ޕߣߎࠆߔࠍ

り⊛ஜᐽ ஜᐽޕߣߎࠆߢㆡಾߥᩕ㙃ࠍ៨ขߒ㧘ㆡಾߥዬߦޕߣߎࠆ 

り⊛ో ⥄↱⒖ߦേ߈ߢ㧘ജߦߤߥ᛫ࠆߔਥᮭ⠪ߡߒߣ㧘り⊛Ⴚ⇇ࠍᜬޕߣߎߟ 

ᗵ ⷡ  ᗐ 

ജᕁ⠨ 

ߢ߇ߣߎࠆߌฃࠍᢎ⢒ޕߣߎߟᜬࠍሼ⢻ജ⼂ޕߣߎࠆ߃ࠍᗵⷡߩࠄࠇߎ

 ޕߣߎߟᜬࠍ↱⥄ߩାઔᕁᗐޕߣߎࠆ߈

ᗵᖱ ᗲߣߎࠆߖ㧘གྷޕߣߎࠆߌಾᦸ߿ᗵ⻢߿ᱜᒰߥᔶࠍࠅ⚻㛎ޕߣߎࠆ߈ߢ 

ታ〣ℂᕈ ߈ࠃ↢ᵴߩ᭴ᗐߡߚࠍ㧘ੱ↢⸘↹ߡߟߦᛕ್⊛ߦᾫ⠨㧔ᛕ್⊛ౝ⋭㧕߇

 ޕߣߎߟᜬࠍ↱⥄ߩᔃ⦟ޕߣߎࠆ߈ߢ

ㅪᏪ A   ઁ ߌฃࠍੱઁޕߣߎࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߈↢ߦߚߩ㧘ઁੱߦ✜৻ߣੱ

㧘ߩߤߥ↱⥄ߩ⸒⊑⊛ᴦ㓸ળޕߣߎࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ␜ࠍ㧘㑐ᔃࠇ
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หᖱޕߣߎࠆ߈ߢ 

B  ⥄ዅᔃࠍᜬߜ㧘ዮㄗࠍฃߥߩߣߎࠆߌ␠ળ⊛ၮ⋚ࠍᜬੱઁޕߣߎߟ

Ꮕࠆࠁࠄ㧔ޕߣߎࠆࠇࠊᛒߡߒߣሽࠆߩዅ෩ߟᜬࠍଔ୯ߒ╬ߣ

ࠍߣߎࠆࠇࠄ⼔ࠄ߆ᗧࠆߔ㧕 

⥄ὼߩߣ↢ േ‛㧘ᬀ‛㧘⥄ὼ⇇ߦ㑐ᔃࠍᜬߜ㧘ߣࠄࠇߘ㑐ޕߣߎࠆ߈↢ߡߞࠊ 

ㆆ߮ ╉㧘ㆆ߮㧘ࡦ࡚ࠪࠛࠢᵴേ㧔᳇᥍ߒࠄ㧕ࠍᭉޕߣߎࠆߒ 

ⅣႺߩ 
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ࡆࡄࠗࠤࠆߡߞᜬ߇ࠇߙࠇߘ㧘ࠅߢሽߚߞ߽ࠍ⊛⋠ߡߴߔߪ㧘ੱ㑆ߦ৻╙ߕ߹

ߣࠆ߇㊀ⷐᕈߦߣߎࠆࠇߐㆬ߮߇ᯏ⢻ࠆଔ୯ߡ߅ߦቯߩᧄੱࠄ߆㓸วߩࠖ࠹

ߒߘ9㧘ࠄ߆ࠆࠇࠄᓧ߇ଔ୯ߩߘࠄ߆ታߚࠇㆬ߫߇ࠄࠇߘ㧘߫ࠇࠃߦࡦޕࠆߢߩ߽߁

ࠇࠄᓧ߇ଔ୯ߩߘࠄ߆ታޠߚࠇߐታⴕߡߞ߇ߚߒߦታ〣ℂᕈޟ㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡ

 ޕ10ࠆࠇߐߥߺߣ㊀ⷐࠄ߆ࠆ

ࠆߢਥᒛࠆࠇߐ⺞ᒝ߮ߚ߮ߚߡߞࠃߦࡦߪࠇߎ̆̆ߪ㓸วࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߦੑ╙

㑐ߦ↱⥄ޕ11߁ߣޠࠆߡߒࠍᐲ↱⥄ߟ߽ߡߒ㑐ߦㆬᛯߩᯏ⢻ޟ߇ੱࠆ㧘̆̆߇

㧘̆߇ࡦ㧘ߪࠇߘޕࠆߡࠇߐߥࠄ߆㕙ߩޠ↱⥄⊛Ⓧᭂޟ㧘ߡߒߣਥߪ⸂ߩࡦࠆߔ

̆ਥ⊛ߦ⥄Ꮖߒ⚝ᮨࠍ↢ੱߩ㧘ᢿߒ㧘ߡߒߘⴕേ̆̆߁ߣࠆߔⓍᭂ⊛⥄↱ࠍ⊒ើߔ

ࠤߥᄙ᭽߇ޘ㧘ੱࠄ߆㑆ⷰੱߩߘޕࠆߡߒᗧࠍߣߎࠆߡ߃ࠄߣࠍ㑆ੱߡߒߣሽࠆ

ߺߣ㊀ⷐߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߡ߅ߦᗧ߁ߣࠆߔㆬᛯࠍᯏ⢻ࠄ߆ㆬᛯ⢇ߩࠖ࠹ࡆࡄࠗ

㧘ߡߞࠃߦߣߎࠆߔ↪ណࠍ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߚ߹ߪࡓ࠙ࡃࠬޕࠆߢߩࠆࠇߐߥ

ੱ㑆ߒࠄ߇ߒࠄ㓚ߪߦߚࠆࠇߐ㧘ᴦ⊛⥄↱ߩᓎഀࠍ㧘ߪ࠭࠾⊛ᷣ⚻ޟ⥄↱

 ޕ12ࠆߡߞᜬࠍ⸂߁ߣޠߥࠄߥߪߡߞߪߣߎߥ߁ࠃࠆࠇߐߚḩߡߒቯุࠍ

╙ਃߪࡓ࠙ࡃࠬߣࡦߦ㧘ᯏ⢻ߣห᭽㧘⦟ߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤᐭߩ⋡ᮡߣ㒢⇇ࠍᛠ

㐿⊒߿ᴺ⠪┙ࠆ㧘⽿છߪࡦޕࠆߡߒ⥌৻ߡ߅ߦὐ߁ߣࠆߢ㊀ⷐߢࠆߔី

╷┙᩺⠪ߪ㧘ੱޟߩޘ㧔well-being㧕ࠅࠃࠍޠᄙߊ₪ᓧࠍߣߎࠆߔ⋡ᮡߚ߹ޕࠆߔߦ㧘

ߜࠊߥߔᯏ⢻㧘ࠆଔ୯ߩ㧘ᦨૐ㒢ᐲߦ߁ࠃࠆߔᯏ⢻ߊߒࠄ㑆ੱߦචಽࠅࠃ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ

ࡦ㧘ߪࠇߘޕࠆߔߣ⊛⋠ࠍߣߎࠆߍߒߦࠍࠄᓐ߽ࠅࠃޠ㑣୯ޟߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

ࡃࠬߪࠆ㧘ߡ߅ߦὐ߁ߣ╬ᐔߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߈ߴࠆ߃߇㧘ੱߪߢ႐┙ߩ

ᨐߦ⊛ળ␠߇ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߡ߅ߦὐ߁ߣ㑣୯ߩߡߒߣ㧘ᴦ⋡ᮡߪߢ႐┙ߩࡓ࠙

ࠬߣࡦ㧘ߪߡ߅ߦᚻᴺߩߘ㧘ߒ߆ߒޕࠆߢߩࠆߡࠇࠄ߃ਈ߇㊀ⷐᕈߦᓎഀߔߚ

 ޕࠆߡߞߣࠍᣇࠅ߿ࠆߥ⇣߇ࠇߙࠇߘࡓ࠙ࡃ
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㧘ࠍ႐┙ߩࡓ࠙ࡃࠬࠆߔߣ߁ࠃߒ␜ឭࠍ࠻ࠬߩ৻໑ߡ߅ߦળ␠ߥ⊛㧘ᄙరߪࡦ

᳃ਥਥ⟵ߦၮߊߠ⊛⸛⺰ߩน⢻ᕈࠍ⢿ߡߒߣࠆߢߩ߽ߔ߆〒㔌ߪࠇߎޕࠆߣࠍ㧘ℂᕈ

߁ߣࠆ߁ߒ₂⽸ߦዷ⊑ߩળ␠߿⠪ઁߕࠄߥߺߩ㧘⥄ಽ⥄り߇ᢿ್ߚߓㅢࠍᾫᘦߊߠၮߦ

⊛㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬߢᣇઁޕࠆߡߠၮߦ᭴ᗐߩ↱⥄⊛ⴕὑਥߜࠊߥߔਥᒛ㧘ߩࡦ

㧘ߡߒኻߦ႐┙ߩࡦ߁ߣࠆߔ㉯ᚑࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆଔ୯ߦ⊛ળ␠ߡߓㅢࠍ⺰⸛

㧔well-being㧕ߣⴕὑਥᕈࠍߣߩ߳ߣߎࠆߔᙬ⇼ߣ㧘ᄢᄙᢙߦߚߩ↱⥄ߩዋᢙ⠪

 ޕࠆߡߒߣ߁ࠃߒᛕ್ߢߣߎࠆߔ␜ឭࠍෂᗋߩ߳ߣߎࠆ߁ࠇߐήⷞ߇↱⥄ߩ

 

ᧄ⺰ᢥߪߢ㧘ੱ㑆ߩ⊒ዷ㧘⽺࿎ߩ㗴ߡߞࠊ߆߆ߦ㧘ᚒ߇ޘᒛߪߩ߽߈ߴߔߣ߆

 ޕࠆߔ⸛Ყセᬌࠍ⺰⼏ߩਔ⠪ߩߣࡓ࠙ࡃࠬߣࡦ㧘ࠅ⛉ࠍὶὐߦߣߎ߁

㧘ߣࡦࠆߔ㊀ⷐⷞࠍ̆̆↱⥄⊛Ⓧᭂߌࠊࠅߣᒛ̆̆ߩ↱⥄ߥ⊛൮ߩ㧘ੱ㑆ߢߎߘ

ᴦ⊛ේℂੱߌࠊࠅߣ̆̆ߡߒߣ㑆ߡߞߣߦᔅⷐࠍ࠻ࠬࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ̆̆ࠆࠇߐߣ

㊀ⷐⷞߩࡓ࠙ࡃࠬࠆߔਔ⠪ߩ⸃ߩᏅ⇣ߦὶὐࠍᒰߡߡ㧘ߩࠄࠇߘ⸃ߩ㑐ㅪᕈߟߦ

 ޕࠆߔ⠨ኤߡ

ߢᧄ⺰ᢥޕ߆߁ࠈߛࠆߡߒ㗼ൻߡ߅ߦᣇࠅ߿ߚߞ߁ߤߪ⇣Ꮕߩ㧘ਔ⠪ߪߢࠇߘ

ߩ㧘ᰴߪ 2 㧘ԙߣ⸂ࠆߔ㑐ߦ↱⥄⊛㧘Ԙਥߪࠇߘޕࠆߔ⸛ᬌߡߡᒰࠍὶὐߦ⸂ߩߟ

ᔅⷐ㧔࠭࠾㧕ߩ․ቯൻߦ㑐ࠆߔ⸃ޕࠆߢ 

 
 

 ⇣Ꮕߩ⸂ࠆࠄ߆㕙ߩᔅⷐߣ↱⥄ 2
 
2.1 ਥ⊛⥄↱ߦ㑐ࠆߔ⸃ 
 

1) ⴕὑਥ⊛⥄↱ 

႐ว㧘ࠆߔໂ␜ࠍߣߎࠆߢሽࠆߔⴕേߦ⊛㧘ਥߜ߽ࠍ⊛⋠߇㑆ੱߩߡߴߔ㧘ߪࡦ

ⴕὑਥᕈ㧔agency)߁ߣᔨࠍណ↪ߩߎޕࠆߔᔨߪ㧘߭߿⊛⋠ߩࠄ⥄߇ߣଔ୯ࠍ⼂

ߒࠍߩ߽ߩߘ㑆ⷰੱߩࡦ㧘߁ߣࠆߔଔ⹏ߡߞࠃߦ㧘ᾫᘦߒㆬᛯ߈ߠၮߦ㧘ℂᕈߒ

ࠦࠆߔኻߦળ␠ߣ⠪ઁߪߡ߅ߦ㧘ೋᦼߪᔨ߁ߣⴕὑਥᕈߩࡦޕࠆ߃ߣࠆߡ

ㅊߩ⊛⋠ߣଔ୯ߊߠၮߦℂᕈߪߡ߅ߦᓟᦼߡߒߘ㧘ߢᗧ߁ߣෳടဳ߿࠻ࡦࡔ࠻࠶ࡒ

㧘1999ߪએਅޕࠆߢᔨߚ߈ߡࠇߐ⺞ᒝߢᗧ߁ߣ᳞ ᐕᒰᤨࠆࠃߦࡦߩⴕὑਥᕈ

ᔨߩ⺑ߩߎޕࠆߢ⺑ߪ㧘ⴕὑਥᕈߦ㑐ߩࡦࠆߔ⸃ࠍᅤታߦޕࠆߡߒ 

 

ޠ࠻ࡦࠚࠫࠛޟޕࠆߢᔅⷐ߇⺑ߩᄙዋߪߦ⺆↪߁ߣ㨭ࠪࡦࠚࠫ㨬ࠛࠆ↪ߢߎߎ

㧔ઍℂੱ㧕߁ߣߪ㧘⚻ᷣቇߩ⺰ᢥߩࡓࠥ߿ℂ⺰ޘᤨߢ߆⺕ߪࠇߘޕࠆߡࠇࠊ

ઁ⠪ߦߚߩ㧔ᄙಽޟଐ㗬⠪ߦޠଦߡࠇߐ㧕ⴕേੱࠆߡߒ‛㧘ઁ߆⺕߇❣ᬺߩߘߡߒߘ

⠪ߩ㧔ᄙಽޟଐ㗬⠪ߩޠ㧕⋡ᮡߦᾖࠍ‛ੱߥ߁ࠃࠆࠇࠄ⸘ߡߒࠄᜰࡦࠚࠫࠛޟߪ⑳ޕߔ
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ᄙಽߡߒߘ̆̆ฎߣߞ߽ߩߘ㧘ߊߥߪߢ߁ߘޕߥߡߞߪߢᗧߥ߁ࠃߩߎࠍޠ࠻

㧘‛ੱߔࠄߚ߽ࠍᄌൻߒⴕേߪࠇߘޕࠆߡߞߢᗧ̆̆ޠ߈ᄢߩ࡞ࠤࠬߣߞ߽ޟ

ߩり⥄ੱߩߘ㧘ߊ߆߽ߣߪ߆߁ߤ߆ࠆߔቯ⹏߽ߡߞࠃߦၮḰߩᄖㇱ߆ࠍ❣ᬺߩߘߡߒߘ

ଔ୯ࠍ⊛⋠ߣၮḰ್ߦᢿߩߎޕࠆߢߣߎߩ‛ੱߥ߁ࠃࠆࠇߐ⎇ⓥߪ㧘ੱࡦࠚࠫࠛߩ

㧘␠ળ⊛㧘⊛ᷣ⚻ߡߒߘ㧘ߩߡߒߣຬ৻ߩⴐ⥸৻ޕࠆߡߞࠊ߆߆ߊᷓߦᓎഀߩࠪ

ᴦ⊛ᵴേ߳ߩෳട⠪ߩߡߒߣੱߩᓎഀ㧔Ꮢ႐ߦෳടࠄ߆ߣߎࠆߔ㧘ᴦߩઁߩߘಽ㊁ߦ

ߎߩᓎഀ㧕ߩ߹ߑ߹ߐࠆߚߦߣߎࠆࠊ៤ߦ㑆ធធ⋤ߦหⴕേߪࠆ⊛ੱࠆߌ߅

ࠆߢߣ
13
 ޕ

 

ⴕὑ⠪ߦ߆⺕ߩઁߪᒝߊߥߪߢߩࠆࠇࠄ㧘߹ߩߘߚੱߪߣ㑐ଥߥജߪߢߡߞࠃߦ

ߔਅࠍቯߦߚߩಽ⥄߇߆⺕ߩ߆߶ߥߪߢಽ⥄ޕࠆߢߩࠆߔቯߢ㧘⥄ಽ⥄りߊߥ

㧘ߡ߅ߦᗧ߁ߣޠੱߔਅࠍቯߡߟߦ㗴ߩ೨ߩ⋠㧘ߢಽ⥄り⥄ޟ㧘ߊߥߪߢߩ

ੱߪ⥄ਥ⊛ߥ(autonomous㧕ሽޕ14ࠆߢߩߥ 

ቯޕ15ࠆߢޠ㧔reasoned㧕ⴕὑਥᕈߚࠇࠄߌߠ↱ℂޟߪߣⴕὑਥᕈߥ㧘චಽߚ߹

⥄ಽ⥄߇⊛⋠ߚ߹㧘ߊߥߪߢߩ߽ࠆࠇߐߥߊߥ↱ℂߡߞࠃߦߺߕߪߩߩ߽߿ࠇߋ߹㧘᳇ߪ

りઁ߆ࠆࠊ߆߆ߦ⠪ߦ߆ࠆࠊ߆߆ߦ㑐ଥߊߥ㧘ࠍ⊛⋠ߩߘ㆐ᚑߦߚࠆߔߩ߆ࠄℂ↱ߦ

ၮߜࠊߥߔޕࠆߢߩ߽ࠆࠇߐߥߡߠ㧘ੱߚߞߣࠖ࠹࠾ࡘࡒࠦ߿ਥߪ㧘⋡⊛߿ଔ

୯ߦᾖߒࠄวߡߖࠊ⥄ಽ⥄りߩఝߩᕈ⾰ߣ㊀ⷐᕈࠍቯ߈ߢ㧘ߡߒߘ㧘ߎߣ߈ߴߔ߁ߘ

⊛ਥߩ㧘ੱ㑆ࠆߌ߅ߦᔨ߁ߣⴕὑਥᕈߩߎ㧘ߡߒߘޕࠆߢߩߥⴕὑ⠪ࠆߦࠈ

ߡߞᜂࠍᓎഀߥ⊛ਛᔃߡ߅ߦ࠴ࡠࡊࠕࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩࡦ㧘ߪ㑆ⷰੱࠆߔ㑐ߦ↢

 ޕࠆ

 

ߡߒᛠីߦ߁ࠃߩߤ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߟߦᔨ߁ߣޠⴕὑਥᕈޟߩࡦߩߎ

ޠ࡞ࡠ࠻ࡦࠦߩⅣႺޟ㧘ޠㅪᏪޟ߿ޠታ〣ℂᕈޟߩ㧘⥄りߪᓐᅚߊࠄߘ߅ޕ߆߁ࠈߛߩࠆ

㧘ੱߪߣޠታ〣ℂᕈޟޕࠆ߇น⢻ᕈࠆߡߌ㑐ㅪઃߡߒߣㆬᛯⴕὑߚߠၮߦᔨ߁ߣ

㑆ߊߒߣ߭ߪଔ୯ࠆሽ߁ߣࠆߢ᭴ᗐߣ㧘ੱ㑆↹⸘ߩታⴕቯߩ⢻ജߦߣᄢ

ߢᔨߥ߁ࠃࠆߔㅢߣޠଔ୯ߊߠၮߦℂᕈޟߩࠈߎߣ߁⸒ߩࡦ㧘ߪࠇߘޕ16ࠆߔ㑐ㅪߦ

ᗧࠍ⢻ജࠆ߈ߢ↢ߒෳടߦᵹߩߣ㧘ઁ⠪ࠅ߿ᕁࠍ㧘ઁ⠪ߪߣޠㅪᏪޟ㧘ߚ߹ޕࠆ

㧘ߦࠄߐޕࠆߡߒ㘃ૃߣ㕙ߩⴕὑਥᕈߩޠෳടဳޟࠆࠃߦࡦ㧘ߪࠇߘޕࠆߡߒ

ߪࡓ࠙ࡃࠬ 1998 ᐕએ㒠ߡ߅ߦ࠻ࠬߩ㧘ᴦ⊛ޟߥ⊛⾰‛ⅣႺࠍޠ࡞ࡠ࠻ࡦࠦߩ㧘

10 ࠬߡߟߦࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߎޕࠆߡߒ␜ឭߡߒߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆଔ୯ߩ⋠⇟

ⴕޟ߿㧔center of agency and freedom㧕17ޠὐߩ↱⥄ߣⴕὑਥᕈޟࠍ㧘ੱ㑆ሽߪࡓ࠙ࡃ

ὑਥߣଔ୯ߩᩮḮޠ㧔sources of agency and worth㧕18ߦߣߎࠆ߃ࠄߣߡߒߣ㑐ㅪޕࠆߡߖߐ

ዋ߽ߣߊߥ㧘ߡ߅ߦࡓ࠭ࡌߩ․⁛ߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ޟੱߩ㧔well-being㧕ߣⴕὑ

ਥᕈࠍዅ㊀ߦߕߖ㧘ࠣోࡊ࡞ࠆߌ߅ߦᦸ߹ࠍߐߒㅊ᳞ߥ߁ࠃޠࠆߔᴦ⚵❱ࠍᛕ್

߇ᆫߩᓐᅚࠆߔߣ߁ߎ߅ߦ⋛ⷙ▸⊛ၮߥ╬ᐔࠍߣ㧘ⴕὑਥᕈߪ႐วߥ߁ࠃࠆߔ
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ߥ⊛♽ߟ߆⊛ಽᨆࠆࠃߦࡦ㧘ߪߒ࿁⸒ߥ߁ࠃߩߎߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߒ߆ߒޕ19ࠆࠇขߡ

ⴕὑਥᕈߣߩߣߩᣇޕ20ߥߒ⥌৻ߪߣ 

ࡃࠬߣࠆ߇น⢻ᕈ߁߹ߒߡߒ⺞ᒝࠍ㕙ߩฃ⋉⠪ߩ㧘ੱ㑆ߪߢಽ㘃ߩࡦ㧘ߪࠇߘ

 ޕࠆߢࠄ߆ࠆߔᔨ ߇ࡓ࠙

ߔ߿߈ߟ߮⚿ߣ⺰ℂߩ⟵ഞਥߪᔨ߁ߣޠ㧔well-being㧕ޟ㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ

੨ฃߩ㧘ߊߥߪߢᵴേߩታ㓙ࠆߔߣ߁ࠃߒㅊ᳞ࠍ㧘ߡߞࠃߦߣߎߩߎޕ߁ߣ

 ޕࠆߔෂᗋߪࡓ࠙ࡃࠬߣ߁߹ߒߡࠇߐ⺞ᒝ߇㕙߁ߣ

ⴕὑਥߣߪࡦ㧘ߦ㓙ࠆߔࠍߣᯏ⢻ߩታ㓙ߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠍ㧘ᯏળߚ߹

ᕈߩࠍណ↪ߡߒ⺑߇ࠆߔߣ߁ࠃߒ㧘ߩߎ߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ߇⺰⼏ߡߞࠃߦ

⏕ࠈߒޕ߁ߣߥߪߢߌࠊࠆߥߦ㧘␠ળߪᯏળࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߿ឭଏߒ㧘ታ㓙ߩ

ᯏ⢻ߩㆬᛯߪੱߦ↱⥄ߩછ߁ߣࠆߢ߈ߴࠆߖ⸃߇ߘߎ㧘ߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤᯏ⢻ߣ

 ޕ21ࠆߴㅀߣࠆߢᩮߩ㊀ⷐᕈࠆߔࠍ

ߩ㧘ੱ㑆ߪߩߣⴕὑਥᕈߣࠆࠃߦࡦ㧘ߪߡߞߣߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߞ߇ߚߒ

ฃേ⊛ߥ㕙ࠍᒝ⺞ࠇߘޕߚߞ߆ߥ߆ߒߢߩ߽ࠆߔߦ㧘ⴕὑਥߪߣߚࠇߐ

㧔well-being㧕ߩᢥ⣂ࠆࠇࠄ⺆ߢ႐ว㧘ߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤᯏ⢻ߩߡߟߦ᭴ᗐࠇߘߪ⥄ߩ

ᗧ⟵ࠍᒙߪࡓ࠙ࡃࠬߣ߁߹ߒߡࠇࠄෂᗋޕࠆߢߩࠆߡߒ 

 

 

 ↪ណߩࡓ࠭ࡌ⊛ᴦߣ↱⥄ߩᵹ࠭࡞ࡠ (2

ߦ↱⥄⊛ၮᧄߩ࠭࡞ࡠ㧘߽ࠅࠃ߁ߣਥᒛߩࡦ㧘ߪ⸂ࠆߔ㑐ߦ↱⥄ߩࡓ࠙ࡃࠬ

ਥߩੱ߇ࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߪߢએਅޕߥࠇߒ߽߆ࠆ߃⸒ߣߩ߽ߚߒᱜୃࠍ⸂ߩߡߟ

 ޕߊߡࠍ߆ߚߒ↪ណࠍ⺰ℂߩ࠭࡞ࡠߦ߁ࠃߩߤ㧘ߡߒ㑐ߦዅ㊀ߩ↱⥄⊛

 

␠㧘ࠅߢߩࠆߔࠍਇนଚᕈߚࠇࠄߌߠ␆ၮߦ⟵㧘ᱜߪฦੱޟ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߦ৻╙

ળోߩߩߘ߽ࠄߔਇนଚᕈࠍⷒޡߩ࠭࡞ࡠ߁ߣ22ޠߥ߃ߒᱜ⟵⺰ߩޢ⊒ὐߣ

 ޕࠆߡߴㅀߦ߁ࠃߩ㧘ᰴߡߟߦⷰ⋤ߥ⊛࠻ࡦࠞࠆࠇߐ

 

᳞ߦߜߚ⑳ߦ߁ࠃࠆߔ⠨ኤࠍᣇะߩળ⺞ᢛ␠ࠄ߆ὐⷰߩਇนଚᕈߚߒ߁ߘ㧘ߪᣇ߃⠨ߩߎ

ߥߩߣߎ߁ᛒߺߩߡߒߣᚻᲑߩ⊛⋠ߩੱઁߡߒߞߌ㧘ᛒߡߒߣ⊛⋠ࠍฦੱߡߒߘ㧘

 ޕ23ࠆ᳞ߦߜߚ⑳ߦ߁ࠃ

 

ߖ߈ធዉ⋤ࠄ߆ⷰ⋤ߥ߁ࠃߩߎ㧘ߪᩮࠆߔⷐ᳞ࠍᯏળߣ↱⥄㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ

ዅߣᏒ᳃ߥ↱⥄㧘ߪߩ߽ࠆߦ⢛᥊ߩ࠴ࡠࡊࠕߩ㧘⥄りߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߚ߹ޕ߁ߣࠆ

෩ੱࠆ㑆ሽ߁ߣ᭴ᗐߩ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩ࠭࡞ࡠߟ߽ࠍᩭᔃߦㄭߣㅀޕ24ࠆߡߴ 

 

ߩߡߟߦ㑆ሽੱߪᩭᔃߩ⛔㧕વߩᴦᕁᗐߥ࡞ࡌ㧔ߩߎ 2 ࠇߘޕࠆߦᗵ⋤ߩߟ
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ߣዅ෩ߊߒߣ߭ߦߩ߽ߩߡߴߔ㧘ߢߌߛࠆߡߒሽߡߒߣ㑆ੱࠇߢળ␠ߥࠎߤ 㧘(1)ߪ

ଔ୯ߣߎ߁ߣࠆ߇㧘(2) ߩߎଔ୯ߩਥߥᩮḮߪᓐߩࠄౝࠆߥᓼ⊛ㆬᛯ㧔ᓼၮḰߩㆬ

ᛯ㧕ߩߟ৻߁ߣ⢻ജࠅߦ㧘ߪࠇߘ㧘⥄ಽ⥄りߩ⊛⋠ߩ⹏ଔߦၮߡߠ㧘ੱ↢ߡߟߦ

 ޕ25ࠆߢߣߎߩ⢻ജࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߡ┙߽↹⸘

 

ߩߎ 2 ߣⷐ᳞ߥᱜᒰࠆߔኻߦᣇࠅߩᴦ߿㧘␠ળߩੱߥ╬ᐔߦ⊛㧘ᓼߪ᭴ᗐߩߟ

╬ᐔࠆߔኻߦੱߩߡߒߣㆬᛯ⠪ޟߣޠ↱⥄ߩㆬᛯޟߜࠊߥߔ㧘ߪࠇߘޕ߁ߣߊߟ߮⚿

 ޕ26ࠆߢⷐ᳞ߥᱜᒰࠆߔኻߦኻᔕ߁ߣߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒផㅴዅ㊀ࠍਔᣇߩߣޠଔ୯ߥ

㊀ⷐᕈߦߊߣ߇㧔liberties㧕↱⥄ࠆߡࠇࠄߴㅀߢේೣߩ↱⥄ߥ╬ᐔࠆࠃߦ࠭࡞ࡠߒ߽

ᐲࠆߔᡰេ߇㧘ᐭߪߡߞߣߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߪ↱⥄ߥ߁ࠃߩߘޕ߁ࠃ߃⠨ࠍ႐วߟᜬࠍ

⊛ၮᧄ߿ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߚߠၮߦน⢻ᕈ߁ߦᚑ㐳ߪߒߥ㧘߈ߟࠇ߹↢㧘ߕࠄߥߺߩ

⥄↱㧘ታ㓙ߩㆬᛯ⢇ࠍߤߥᗧߡߒߘޕࠆߔ㧘ߪ↱⥄ߩࠄࠇߘ㧘ᴦ⊛ᾫ⼏ߦෳടߒ㧘⥄

ಽ⥄りߦߚࠆߡ┙ࠍ↹⸘↢ੱߩⴕޕࠆࠇߐ 

ห᭽ߦ㧘ߡߞߣߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ᩰᏅේℂࠆߌ߅ߦ㧘ᦨ߽ਇㆄࠍޘੱߥᒁ߈ߔߣ߁ࠃߍ

ߩᓐᅚޕ߁ߣࠆߢ߈ߴࠆࠇߐߦ߆ࠄߡߒ⠨ᘦࠍὐⷰ߁ߣ↱⥄⊛㧘ၮᧄߪᔨ ࠆ

ߦએਅࠇߎ㧘ߪ̆̆߆ࠆߡࠇߐߣᔅⷐ߇ⷐ⺧̆̆ߩల⿷㧕࠭࠾㧘ᔅⷐ㧔ߡ߅ߦ⸂

㧘㑣୯ߪࠆ㧔ߩ㑣୯߳ߩㆬᛯ⢇ߩታ㓙ࠆࠇߐߣߥ߃ࠅ⿷㑆ੱߪߡߞ߹ߒߢࠎㄟߜ⪬

ߣࠆߢ㧕࠻ࡦࡔ࠻࠶ࡒෳਈ㧔ࠦࠆࠃߦᐭ߿㧕Ꮢ᳃ߩ႐วࠆߔߣ߁ࠃߒ߳ะ߽ࠅࠃ

 ޕ27߁

 

ᱜޟߪࠇߘޕࠆߔߣ߁ࠃߒ↪ណ߽ࠍળⷰ␠ࠆߔᗐቯߩ࠭࡞ࡠ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߦੑ╙

ᒰߥ␠ળߪߣ㧘৻ቯߩ⋉ߣ⽶ᜂࠍߣ㈩ಽߩߚࠆߔᨒ⚵߁ߣޠࠆߢߺ⸃ޕ28ࠆߢ

ߔฬ⟑ߦᴦ⊛วᗧ߇ޘੱࠆߔᡰᜬࠍ⺑ᢎࠆߥ⇣ߊߚߞ߹ޟߪ㧘Ꮢ᳃ߪߢળ␠ߥ߁ࠃߩߘ

߁ߣߛ㊀ⷐㇱಽߩߩ߽߈ߴߔห⾥ߪ㧕࠻ࠬߥ߆ߕࠊ߁ߣޠ⽷ၮᧄޟ㧘⋉㧔ߢ߃߁ࠆ

⥄ߌࠊࠅߣ̆̆ޠ⽷ၮᧄޟ߇࠭࡞ࡠ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ࠅ߹ߟޕ߁ߣࠆߔวᗧߦޠߣߎ

ߣࠆߡ߃ᝒߡߒߣᔅⷐ᧦ઙߩߚࠆߖߐዷ⊑ߒᒻᚑࠍ↹⸘↢ੱߩࠄ⥄߇㧘Ꮢ᳃ࠍ̆̆↱

 ޕ29ࠆߡߒ㉼⸂

ၮᧄޟߩㅪ৻ߥᄙ᭽ߦ⊛⾰㧘ߡ߅ߦ᭴ᚑຬ㑆ߩળ␠ߚࠇࠄߌ⒎ᐨઃߊࠃ㧘߇࠭࡞ࡠ

ߡߴߔߩ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߦห᭽ߣߩࠆߡߒߣ߁ࠃߒಽ㈩ߦᱜࠍ࠻࠶ߩޠ⽷

ߣ߁ࠃߒಽ㈩ߦᱜࠍ࠻࠶ߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥᄙ᭽ߦ⊛⾰㧘ߡ߅ߦ᭴ᚑຬ㑆ߩળ␠ߩ

 ޕ߁ࠈߛࠆ߃ߣࠆߡߒ

 

╙ਃߦ㧘ߩࡓ࠙ࡃࠬ⸃ߡ߅ߦ㧘วℂ⊛ߟ߆ᓼ⊛ߥੱߩᩭᔃߪ㧘ੱߩߡߴߔ㑆

ሽ߇ࠆߥ⇣̆̆ࠆߔ␠ળⅣႺࠅ߿ࠆߥ⇣ߣᣇߡߞࠃߦၭ̆̆ࠆࠇࠊߐߣࠆߦ߆

៰ᜰࠍߣߎࠆߡߞ┙ߦ೨ឭߩᰴ߇ࡓ࠭ࡌ⊛ᴦߩ࠭࡞ࡠ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬޕࠆࠇ

㧕ੱߥ⊛ଶߟ߆⊛㧔ቬᢎޟ㧘ߪࠇߘޕࠆߔ 㧘ߪᄙరᕈߩ⺑൮⊛ᢎߚߞㆡߦℂߩߡߟߦ↢
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ଐὼߡߒߣ⛽ᜬࠇߐ㧘࿖ኅߩߎߪᄙరᕈߦኻߒዅᢘߩᔨ߁ߣߥࠄߥߪߡߊߥߐ␜ࠍ೨

ឭߡߒߘޕ30ࠆߢޠ㧘ቬᢎ⊛ߒߥଶ⊛ଔ୯ߩ⠨߃ᣇࠆߥ߆߇ౝኈࠇߢߩ߽ߩ㧘ޟ

ᴦ⊛⠨߃ᣇߩਛᩭߔߥࠍᓼේℂࠍᏒ᳃߇ߜߚฃߌࠄߥࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆࠇ㧘ߚߒ߁ߘ

ᓼේℂߪ␠ળ⊛วᗧߩ৻ㇱࠅ߹ߟޕ31߁ߣޠࠆ߁ߒߥࠍ㧘วℂ⊛ߟ߆ᓼ⊛ߥੱߩᩭᔃ

ߣޠੱߥ⊛ᓼߟ߆⊛วℂޟ㧘ߪࠇߘޕࠆߡ߃ਈࠍᓽ․ߥ․ߥ߁ࠃߩᰴߦᴦᕁᗐߪ

ߢᓽ․ߥ⊛ࠆࠇߐ㒰ᄖ߇㗔ၞߩߤߥ㓏⚖㧘ቬᢎ߿࠳ࡦࠚ㧘ࠫߦ⊛ᗧ࿑ࠄ߆ὐⷰ߁

ౝߩߢ߹วᗧ߁วࠅߥ㊀ߌࠊࠅߣ㧘ࡓ࠭ࡌ⊛ᴦߩᵹ࠭࡞ࡠ㧘ߪ⸂ߩߎޕ32ࠆ

⋭⊛ဋⴧߩㆊ⒟ߦ㑐ޕ33ߥࠄߥઁߦ㉼⸂ߩࡓ࠙ࡃࠬࠆߔ 

 

ߢޢ⌀ޡ߇ᴦ⊛ਥ㗴⊛ᓼߩߡߟߦᣇ߃㧘ᴦ⊛⠨߇࠭࡞ࡠޟ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ

ߌߛࠆߡߞㆡߦℂߦනߛߚ㧘ߪਥ㗴ߚߒ߁ߘޟ㧘ߡߒߣޠߥ߹ᅢࠄߔߣߎࠆߔਥᒛߣࠆ

ߥ߆ߦ㧘ℂߊߥߪߢߣߎࠆߢℂ⌀ߥ⊛㧘ⓥᭂߪ⺰㧘ᴦℂࠅ߹ߟޕ34ࠆߔ៰ᜰߣޠࠃߢ

↪ណߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߞ߇ߚߒޕࠆߢߩࠆࠇߚ߇ቴⷰᕈߩߘ㧘ߡߞࠃߦߣߎࠆߡߞ

ᣇ߃⠨ߩᩰੱߥ߁ࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔᛚߡߒ⥌৻߇ޘ㧘ੱߪߦࡓ࠭ࡌ⊛ᴦࠆߔ

ⷐ᳞ߩ߳↱⥄ߩቯ․ࠆ㧘ߡߒߣᩮߩߡߟߦਇนଚᕈߩ㧘ੱᩰߡߒߘޕࠆࠇߐⷐ᳞߇

ߩߣߎࠆߔ⸒ߡߟߦᓎഀߩ↱⥄㧘ߡߒߣㇱ৻ߩᣇ߃⠨ߚߒ߁ߘ߈ߣߩߎޕ35ࠆߔሽ߇

㊀ⷐᕈ߇ᒝ⺞ޕࠆߢߩࠆࠇߐ 

ߢߩࠆ߃⸷ߦᔨⷰߥߍߒᕋ߁ߣༀߩߡߞߣߦ㧘␠ળోߪ⺰⼏ߩߚࠆߔ⼔ᠩࠍ↱⥄

㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬޕ߁ߣࠆߥߦߣߎࠆ߃⸷ߦ߃⠨߁ߣ߁ᛒߡߒߣ⊛⋠ࠍ㧘ฦੱߊߥߪ

ᴦℂ⺰ߪ㧘ᩮᧄ⊛ߦวℂ⊛ߥਥ㧔agents㧕ੱߩߡߒߣ㑆ሽ߁ߣ᭴ᗐߦၮߢ߈ߴߊߠ

 ޕ36ࠆߔਥᒛߣࠆ

 

ߩߡߴߔ㧘߽ߡߞߢળ␠ߥ⊛ᄙరࠆߔሽ߇⸂୶ℂ⊛ߩⶄᢙࠆߥ⇣߃ߣߚ㧘ࠅ߹ߟ

ੱ㑆ሽߡߞࠃߦᛚߥ߁ࠃࠆࠇߐᱜ⟵ߩේೣ̆̆ࠍ̆̆࠻ࠬࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤឭߔ

ߩߘߚ߹㧘ࠅߢਇนᰳ߇⺰⼏ߩߡߟߦ↱⥄ࠆߥߣᩮߩਇนଚᕈߩޘ㧘ੱߪߦߚࠆ

ߩࠆߔਥᒛߪࡓ࠙ࡃࠬߣࠆ߁ࠅߥ߽ߣ⺰ᴦℂ߁ߥ߆ߦ㧘ℂߡߞࠃߦߣߎࠆߓㅢࠍ⺰⼏

 ޕࠆߢ

 

 

2.2 ᔅⷐ㧔࠭࠾㧕ߩ․ቯൻߦ㑐ࠆߔ⸃ 
 

 ㊀ⷐᕈߩ⺰⸛⊛ߣ㑐ㅪߩᔅⷐߣ↱⥄ (1

ࡆࡄࠗࠤߣ↱⥄⊛㧘ၮᧄߡߒߣᣇᴺࠆߔኻಣߦ㗴ߩ⟵ᱜࠆߔ㑐ߦዷ⊑ߩ㧘ੱ㑆ߪࡦ

ߦޠఝవߩ↱⥄ޟߩ࠭࡞ࡠ㧘ߪࡦ㧘ߡ߅ߦᢥ⣂ߩߎޕߚ߈ߡߒዷ㐿ࠍᔨⷰߩࠖ࠹

ߟߦޠวᗧ߁วࠅߥ㊀ޟ߿ޠࡓ࠭ࡌ⊛ᴦޟ㧘߇ࠆߔߣ߁ࠃߓ⺰ߦ⊛Ⓧᭂߪߡߟ

ߌ߅ߦ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆࠃߦࡦ㧘ߪߢߎߎޕࠆߢ߁ࠃߥߡߒߣ߁ࠈ⺆ߪߡ
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ߟߦ⸂ࠆߔ㑐ߦ㊀ⷐᕈߩ⟵᳃ਥਥࠆߔખࠍࠇߘ㧘ߣ㑐ㅪߩ㧕࠭࠾ᔅⷐ㧔ߣ↱⥄ࠆ

 ޕߊߡߺߡ

 

㧔1994ޢᔅⷐߣ↱⥄ޡᢥ⺰ߪࡦ ᐕ㧕ߡ߅ߦ㧘ᚻᲑߩ↱⥄ߩߡߒߣ⋧ㅪ㑐㧘ߌࠊࠅߣ

ᴦ⊛⥄↱̆̆ᮭߜࠊߥߔ̆̆ߣ㧘⚻ᷣ⊛ߜࠊߥߔ̆̆࠭࠾⚻ᷣ⊛ଢቱᕈ̆̆ߩߣ㑐

ㅪߡߟߦ㧘ᚻᲑߊߥߪߢߡߒߣ㧘ᧄ⾰⊛ߦലߣࠆߢㅀߪࠇߘޕ37ࠆߴ㧘⚻ᷣ⊛࠭࠾

ߡߞࠃߦᴦ⊛⥄↱㧔ᮭ㧕ߪ⼏⸛⊛ߩߘ㧘߇ࠆࠇߐቯߡߞࠃߦ⼏⸛⊛ߚࠇ߆㐿ߪ

ⷐ᳞߁ߣࠆࠇߐ㑐ଥࠍᩮޕࠆߡߒߣ 

ࠍ↱⥄ߩੱߥ߹ߑ߹ߐ㧘ߪਥᒛߩޠఝవߩ㧔liberty㧕↱⥄ޟߩ࠭࡞ࡠ㧘߫ࠇࠃߦࡦ

ఝవ߁ߣࠆߖߐベㇳߚߒࠅ߈ߞߪߩቯᑼൻࠍⴕߪࠇߘޕ߁ߣࠆߡߞ㧘ੱ߆↱⥄ߩ

㧕ᮭߥ߹㧔ᐢ߱ࠃ߅ߦᚲᮭࠄ ߡߞࠃߦቯᑼൻߥ߁ࠃࠆࠇߐ᭴ᗐޕ38ࠆߥ⇣ߪߣ

 ޕࠆߔ៰ᜰߪࡦߣࠆ߈ߢᱜୃߪਥᒛߩ࠭࡞ࡠߥ߁ࠃߩߎ㧘ߒ߆ߒ

߈ߴߔఝవࠍ↱⥄ߪߦ㓙ߚߓ↢߇⓭ⴣ߿⋪⍦ޟ㧘Ԙߡ߅ߦਥᒛߩ࠭࡞ࡠ㧘 ߫߃ߣߚ

ᚑᨐ㧔advantage㧕ߩࡊࠗ࠲ߩઁࠍ↱⥄ߩੱޟԙߪߦ⊛ၮᧄ߇㧘ᓐߣឭ᩺ᒝ߁ߣޠࠆߢ

ࡠ㧘ߚ߹ޕࠆߢน⢻ߪߣߎࠆߔࠍߣߎ߁ߣޠࠆߡߒᛒ․ߡߒ㔌ࠅಾࠄ߆

ߡߴᲧߦᚑᨐߩੱߩࡊࠗ࠲ߥ߹ߑ߹ߐޟ㧘ߡߒߣߩ߽ࠆߡߒਥᒛߦ⊛⥸৻ߦࠄߐ߇࠭࡞

⥄↱㧔ߩ߽ߩߘ㧕ߦ⋧ኻ⊛ߥ㊀ⷐᐲࠍਈ߫ࠇࠃߦࡦޕࠆ߇ߩ߽߁ߣޠࠆ߃㧘࡞ࡠ

ߩੱ߽ࠅࠃᚑᨐߩੱߩ⒳ࠆߩߤߥ㧘ᚲᓧߪߦߎߘ㧘߈ߣࠆߔࠍਥᒛߥ߁ࠃߩߎ߇࠭

⥄↱㧔ᮭ㧕ߦ㊀ⷐᕈࠍਈ߁ߣ߆ߩࠃߡ߃㊀ⷐߥ㗴ߡߒߘޕ39߁ߣࠆ߇㧘␠ળߦ

ኻߩ↱⥄ࠆߔ㊀ⷐᐲߪ㧘ੱ߇⥄ಽ⥄りߩ✚ว⊛Ꮻ⚿ࠍ⹏ଔࠆߔ㓙ߦઃਈߦ࠻ࠗࠚ࠙ࠆߔ

 ޕ߁ߣ߆߁ࠈߛߩࠆࠇߐᤋߦㆡಾߡߞࠃ

ࠇߐࠄߚ߽ߡߞࠃߦߩ߽ߩߘ↱⥄⊛㧘ᴦߪ㊀ⷐᕈߩᴦ⊛⥄↱㧔ᮭ㧕ߩᵹ࠭࡞ࡠ

ࠅࠃᚑᨐߩੱߟ߽ࠍᮭߥ㊀ⷐߦ⊛ᴦޟ㧘ߜࠊߥߔޕࠆ߁ࠇߐఝవ߽ࠅࠃ↪ലߩੱߚ

߽ੱߥ߁ࠃߩߘ߇ᴦ⊛ᮭߩߣߎߟ߽ࠍఝవᐲߩޠᣇ߇࿁ߎޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆ

ࠇߖࠊ⸒ߦࡦޕࠆߢߩ߽ࠆࠇ߫ߣޠ㕖ኻ⒓ᕈߩ㑆ߩᚑᨐߩੱߣᴦ⊛ᮭޟߪࠇ

߫㧘࠭࡞ࡠᵹߩ↱⥄ޟߩఝవᕈߪޠ㧘ߥ߁ࠃߩߎ㕖ኻ⒓ᕈ߅ߥ߽ߡߖߐߓ↢ࠍ㧘⥄↱ࠍ

㗎ߦߥ࿕ᜬߡߒߣࠆߢߩ߽ࠆߔ㗴ⷞߒ߆ߒޕࠆࠇߐ㧘ઁᣇߢ㧘⚻ᷣ⊛ߩ࠭࠾ల⿷ߩ

 ޕ߁ߣࠆߢ⺰߽ߩࠆಾ⸒ߣࠃ߽ߡߒ᫈ߪ↱⥄ߩޘዋࠄߥߚ

 

Ꮢ᳃ߟ߆⊛㧘ᴦ⊛⥄↱㧔ᴦߪߦߚߩᔨൻߣᛠីߩ࠭࠾⊛ᷣ⚻㧘߫ࠇࠃߦࡦ

ⷐ᳞߇⼏⸛ߚࠇ߆㐿ߣ㧘⊛ᗧ㐿ߚ߃߹〯ࠍᅓ⁁ᘒߩޘ㧘ੱߖߐਥዉࠍ㧕ᮭߥ⊛

 ޕ߁ߣࠆࠇߐ

 

ߣࠆߔ⸘✚ࠍႺ⧰ߥ߁ࠃߩߎޕࠆߡࠇࠄߒ⧰ߦᅓ߿⁁┆ߥᄙ⒳ᄙ᭽ߪᵴ↢ߩߣ߮ੱ

㧔ਛ⇛㧕̖̖ޕߥᓧࠍࠆߑߖ៰ᜰߣ␆ၮߥήಽࠆߌ߅ߦળಽᨆ␠ߩ࠭࠾㧘ߪߩ߁

ߡߒߣߚߞߊᄙ߇ߣߏߩ߽ߥਇߪߦࠄߐߢ㧘ታⴕน⢻ߥ߁ࠃࠆߔ୯ߦଔ⹏߇ࠇࠊࠇࠊ
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߽㧘ߪߣ࠭࠾ࠍࠇߘߪࠇࠊࠇࠊޕߥߐߥᚒߩޘᔅⷐߩᔨߪ㧘ᅓߩᕈ⾰ߡߟߦ

ߩ⺰⸛ߣޕࠆߡߒ㑐ㅪߦ⸂ℂ߁ߣ߆߈ߴࠆࠇߐߥ߇ߡߒኻߦᅓ⁁ᘒߣಽᨆߩ

㊀ߦߩ㧔inducing㧕ߔ߈ዉࠍ࠭࠾⊛ᷣ⚻ࠄ߆╷⊛ኻᔕߦ㧘නߪᴦ⊛ᮭࠍ↱⥄

ⷐ㧔pivotal㧕ߊߥߪߢߌࠊߥ㧘ߚ߹ߪࠄࠇߘ㧘⚻ᷣ⊛ࠍߩ߽ߩߘ࠭࠾ᔨൻߩߚࠆߔਛ

ᩭࠆߢߩߔߥࠍ
40
 ޕ

 

ߚ߽߇ᮭ↱⥄⊛㧘ᴦߪ㑐ଥߩ㧕࠭࠾ᔅⷐ㧔ߣ↱⥄ߩߡߞߣߦࡦ㧘ߡߞ߇ߚߒ

ߤߣߦߩ߽ߥ⊛ᚻᲑ߁ߣࠆߔ⿷లࠍ࠭࠾⊛ᷣ⚻㧘ߒଦㅴࠍᵴേᷣ⚻߇ᖱႎ߿࿃⺃ߔࠄ

ޠㅪ㑐㑐ଥ⋦ޟߩ࠭࠾ߣ↱⥄ࠅ߹ߟ㧘߈ߟ߮⚿ߥ⊛᭴ᚑߪߦ㑆ߩਔ⠪ޕߥߢߩ߽ࠆ߹

ߓߪߡߞ߇႐ߩ⺰⼏⸛⊛ߚࠇࠄ߃ᡰߦᮭ↱⥄⊛㧘ᴦߪࠇߘޕࠆߔሽ߇

㧘ੱߡ ޕࠆߢࠄ߆ߛߩ߽ࠆ߈ߢᔨൻᛠីߣࠅ߈ߞߪࠍ࠭࠾⊛ᷣ⚻ߩߜߚಽ⥄ߪޘ

ߩ࠭࠾⊛ᷣ⚻߽ࠅࠃ↱⥄ߪߢㅜ࿖ޛߪࡦ㧘ࠄ߇ߥߺࠄߦࠍㅪ៤㑐ଥߩਔ⠪ߚߒ߁ߎ

ల⿷߇ఝవ߁ߣޜߛ߈ߴࠆ߆ߒߡࠇߐㅢᔨޕ41ࠆߔߣ߁ߣ᠄ࠍ 

 

㧘ߦߚࠆߔᛠីࠍ߆ࠆߡࠇߐߣᔅⷐߦޘੱ߇ߩ߽ߥ߁ࠃߩߤ㧘ߣߊߡߦ߁ࠃߩߎ

ቢోߥᱜ⟵ߩේℂࠍᜬߪߣߎߟ㧘ߤ߶ߐߪߡߞߣߦࡦ㊀ⷐߦ߁ࠃߥߪߢᕁޕࠆࠇࠊᔅ

ⷐߩᛠីߣᔨൻߩᬺߪ㧘ᴦ⊛⥄↱ߦၮߚߠ᳃ਥ⊛ߥㆊ⒟ࠍㅢߡߓⴕ߇ߣߎࠆࠇࠊ

ᦸ߹ߩࡦࠆࠇߐߣߒਥᒛߪ㧘᳃ਥਥ⟵ࠍ᥉ㆉ⊛ଔ୯ࠅ߿ߔߥߺߣᣇޕ42ߛ߁ࠃࠆߢ 

㧨ᔅߣ㧪̆̆↱⥄ࠆߔ㑐ߦ⟵᳃ਥਥߣ㧘㧨⥄↱̆̆ᴦ⊛⻉ᮭߪਥᒛߩࡦߩߢߎߎ

ⷐ̆̆ߩ࠭࠾ߌࠊࠅߣల⿷̆̆㧪ࠍߣኻ┙ࠆ߃ᝒߡߒߣߩ߽ࠆߔ┙႐߳ߩᛕ್ࠍⴕߡߞ

ߩ↱⥄ࠆߌ߅ߦᛠី㧪ߩ࠭࠾㧨ߣల⿷㧪ߣಽ㈩ߩ࠭࠾㧘㧨ߪജὐߩߘ㧘ߡߞࠃޕࠆ

㊀ⷐᕈߩᜰ៰ߪࡦߡߞ߇ߚߒޕࠆߦ㧘ߩ࠭࠾␠ળⷙ▸ߩߡߒߣ㕙㧘࠾ߪࠆ

ߒ⼂ߣࠆߢߩ߽ࠆࠇࠄᒻߡߞࠃߦ⼏⸛ߚࠇ߆㧘㐿ߟߟߒࠅ㈩⋠ߦળ⊛᭴▽ᕈ␠ߩ࠭

 ޕࠆߡ

 

 

 ߡߒ᛫ߦࡓ࠭ࡌ⊛ᛕ್̆̆൮ࡦࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ (2

↱⥄ߗߥޟޕࠆ᳞ࠍ⺑ߦ߁ࠃߩᰴߦߜߚ⠪⺰ߩࡓ࠭ࡌ߫ߒ߫ߒ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ

ߢ߈ߴࠆࠇࠄࠇ߇↱⥄ߦߜ߁ߩ࠻ࠬߩ⽷ળ⊛ၮᧄ␠ߗߥޟߡߒߘ㧘ޠ߆ߩࠆߢ㊀ⷐ߇

ߡߊߥߒࠍ⸒ߩ߆ߡߟߦߣߎߩߎ㧘ߪᠩ⼔⺰⠪↱⥄ࠍ࠭࡞ࡠޕ43ߣޠ߆ߩࠆ

ߣߎࠆߔㆬᛯߒᒻᚑࠍ⸘⸳ᵴ↢ߩ㧘⥄ಽ⥄りߪࠇߘޕࠆߔ៰ᜰߪࡓ࠙ࡃࠬߣߥࠄߥߪ

ߢ⺰⼏ߩߡߟߦ߆ߩߔߚᨐࠍᓎഀࠆߥ߆ߪ↱⥄㧘ߦߚࠆߥߣน⢻ߡߞߣߦޘੱ߇

 ޕࠆ

ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߒහߦ⺰⼏ߩߎ㧘ߡߒߘ 2000 ᐕએ㒠㧘ࠆߥ⇣ߪߣࡦᣇะᕈߩᱜ⟵ߦ

ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛ⊛␆ၮޡᢥ⺰ޕࠆߡ߈ߡߒዷ㐿ࠍ⺰⼏ߩߡߟ

㧔2003ޢࠖ࠹ ᐕ㧕44ߪ㧘ࡓ࠙ࡃࠬ⥄りߩߣࡦ߇ߥ߆ࠄ㆑ߡߟߦ⠨ኤߢߩ߽ߚߒ
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ᠩࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ߁ߣࠆߔᚑࠍ࠻ࠬߡߒߣߩ߽ߥᔅⷐਇนᰳߦ⺰ℂߩ⟵㧘␠ળᱜࠅ

 ޕ45ࠆߢߩ߽ߚߒ⼔

ᦌߦࠅ߹ߪޠ⸃㧔perspectives of freedoms㧕ߩ↱⥄ޟࠆࠃߦࡦ㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ

ᤒߪࠇߘޕ46߁ߣࠆ߉ߔ㧘ߪߦⷰ↱⥄ࠆࠃߦࡦ㧘ࠆߥ߆⥄↱߽⚂߁ߣ⠨߃ᣇࠍ

㧘ੱ߫߃ߣߚޕࠆߢߚߥ߇ὐⷰ߁ߣ P 㧘໑৻㧘ⴕേߡߞߣߦ A ߔߥߦ↱⥄ࠍ

ⴕേ߇႐ว㧘ઁ⠪߁ߣࠆߡࠇߐ⸵߇ߣߎ A ࠍᅹߡߟߦߣߎࠆߍ⚂ߣߎࠆߡࠇߐ

㧘ੱߪߣߎߩߎޕ47ࠆߥߣઙ᧦߇ P ⴕേ߇ A 㧘ੱ߈ߣࠆࠇߐ㓚߇↱⥄ࠆߔࠍ P ⺕ߪ

ⴕേ߽ࠄ߆ A 㧘ߦ⊛ᨐ⚿ߪࠇߘޕࠆߡߒᗧࠍ㕙ߩ↱⥄⊛ᶖᭂ߁ߣߥࠇࠄߍᅹࠍ

ੱ P ੱࠆߥ⇣ߪߣ Q 㧘ੱ߇ P ⴕേߩ A ߁ߣߥࠄߥߪߡߒ㑐ਈ߽ߩߪߡߟߦ

ᗧߡ߅ߦ㧘ੱ Q ੱߩ P ߢߣߎ߁ߣࠆ߁ࠅߥߦ⚂ߩⴕേ߁ߣ㑐ਈࠆߔኻߦ

 ޕࠆ

ߦ⟵㧘ᱜߩ߽ߥ⚦ੜࠎ߱ߊ㧘ߩ߽ߥ㧘㊀ⷐߪߦਛߩ↱⥄㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߚ߹

ㆡߩ߽߁㧘⏕ታߦਇᱜ⟵߫߃ߣߚޕ߁ߣࠆ߇ߩ߽ࠆࠇߐߥߺߣ㧘߇ޘੱߥᴦᵴ

േߦߚߩᄙ㗵₂ߩ㊄ߪ↱⥄߁ߣࠆߔࠍ㧘৻ߩᛩߩଔ୯ߩᐔ╬ޕࠆߖߐߓᷫࠍⅣႺ

ޕࠆߔ㒢ࠍ↱⥄ߩᏒ᳃ࠆߔ੨ฃࠍⅣႺߒ⟥㧘ߪ↱⥄ߩࠬࡀࠫࡆߥ߁ࠃࠆߔᳪᨴࠍ

ᚲ⠪ߩࠄ⥄߇ࠍᜬߪ↱⥄ࠆߌ⛯ߜ㧘ᄙߩߊ⽺࿎ጀߩ↱⥄ߩਛᩭߔߥࠍㄘᡷ㕟ᬺ

ߡߒ⠨ᘦߪߡߟߦ↱⥄ߥ߁ࠃߩߎ㧘ߪࡦߦ߆ࠄ㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬޕࠆߔ⚂ࠍ

ߪߡߟߦߣߎࠆߔ⸂ࠍ┙ኻߩ⒳ߩߎ㧘ߪࠆ㧘ࠆߔ㒢ࠍ㊀ⷐᕈߩ↱⥄㧘ߒߥ

⸒ޕ߁ߣߥߡߒ 

⥄ޟ㧘ߦߨߟߪߣ㧔liberty㧕↱⥄ߩᵹ࠭࡞ࡠޕࠆߴㅀߦ߁ࠃߩᰴߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߦࠄߐ

↱㧔free㧕ߥⴕὑਥ㧛߇ߣ߮ੱߩߘ⸃߈ߴࠆࠇߐ⚂߿㒢㧛ߒ߆ࠆߔ߇ߣ߮ੱߩߘ

߁ߣ㧘ߣߎࠆߢ↱⥄ߪ߆ߥ 3 ߢߩ߽ࠆࠇߐ⺑ߢߣߎߔߦว߈ᒁࠍ⋠㗄ߩߟ

ࠇߘ㧘߇᭴ᗐߩࡦ߁ߣዊ❗߿ᄢߩ↱⥄㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ࠄ߆⸂ߩߘޕ48߁ߣޠࠆ

ࠆߔቯൻ․ࠍ㗄ߚߞߣ߆ࠆߢ↱⥄ߩߚߔߥࠍߪࠆ㧘߆ࠆߢ߇↱⥄ߩࠄ

 ޕ49ࠆߔ៰ᜰߣߥ߈ߢߪߣߎࠆߔ᭴ᚑߦ⊛㧘⺰ℂߪߦߒߥߣߎ

㧘߫ࠇ߽ߩ߽ࠆߥߣਛᩭߩ⊛⋠㧘ᴦߪߦ㧘⥄↱㧔freedoms㧕ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ࠅ߹ߟ 

ߡߒ⺧ⷐߣߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇࠄߴㅀߦ⋤₸߇ߣߎ߁ߣࠆ߽↱⥄ߥߪߢ߁ߘߦ߆ࠄ

ၮᧄ⊛⥄↱㧔liberty㧕ߩቯ․ࠆ㧘ߦߚߩ࿎ጀ⽺ࠆ㧘߃ߣߚ㧘ߪߣߎߩߎ㧘߽߆ߒޕࠆ

ࠆߥ߆ࠆߔᡷༀࠍᵴ⁁ᴫ↢ߩࠄᓐߪࠆ㧘࠻ࠢࠚࠫࡠࡊࠆߔߣ߁ࠃߒ⼔ᠩࠍ╬ᐔߩ

ᴦ⊛߽ߡߞߢ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊⷐ᳞ࠅ߹ߟޕ߁ߣࠆࠇߐ㧘⥄↱㧔freedom㧕ߩਛߪߦ␠ળ⊛

ޕࠆ߽ߩ߽ߥߪߢ߁ߘ㧘߫ࠇ߇ߩ߽ࠍ㧔ᮭේ㧕࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߥ⊛ၮᧄߦ

ޕߥߪߢ߁ߘ㧘ߪ߆ߟߊߩ㧘ઁ߇ࠆߦਛᩭߩ⟵ᴦ⊛ᱜߪ߆ߟߊߩ↱⥄㧘ߡߒߘ

ߢ߁ߘ㧘ߩ߽ࠆࠇ߆߅ߦ㧘ਛᩭߪߦᔨߩ↱⥄㧘߫ࠇࠃߦ⸂ߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߞ߇ߚߒ

ߩ߽ࠆࠇߐߥߺߣ⟵ਇᱜߦ㧘⏕ታ߫ࠇ߽ߩ߽ૐߩ㊀ⷐᕈߦ㧘නߪߦਛߩߘ㧘ߩ߽ߥ

 ޕ߁ߣߛߩࠆࠇߐⷐ᳞ߦ╷ᣉߥ⊛ᴦ߇ߣߎࠆߔቯൻ․ߒࠍࠄࠇߘ㧘ࠅ߽
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൮ߟᜬࠍ᭴ᗐ߁ߣࠆߢༀߥ⊛൮߈ߴߔᒛߪ↱⥄߇ࡦ㧘ߪᛕ್ߩࡓ࠙ࡃࠬ

ߛߚޕࠆߡߒ࿃ߦߣߎࠆߡߒ㉼⸂߇り⥄ࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߒߣ႐┙ߩࡓ࠭ࡌ⊛

ߣࠆߢ߈ߴߔᢛ⺞ߡߞࠃߦ⺰⸛⊛ߊߠၮߦ⟵᳃ਥਥߪߡߟߦ┙ኻߩ↱⥄㧘ߪࠇߘߒ

ࠬ㧘ߪߣߎߩߎ㧘ߪࠆޕࠆࠇࠊᕁߦ߁ࠃࠆߢ⺰⼏ߚߒ⸂⺋߿߿ࠍ⸂ߩࡦ߁

␜ࠍߣߎࠆߡᛴࠍᙬ⇼ᔃߡߒኻߦ᥉ㆉᕈߩ⟵᳃ਥਥߚߒᩮᏅߦᔨⷰߩ↱⥄㧘߇ࡓ࠙ࡃ

ໂޕ50ߥࠇߒ߽߆ࠆߡߒ 

 
 
 㑐ଥᕈߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆߔᗧࠍߣޠᔅⷐޟߣޠ↱⥄ޟ 3
 

3.1 ਥ⊛⥄↱ߣ㑣୯ߋߥߟࠍᔅⷐߩ㕙 
 

ߣ㧘ੱ㑆ߌࠊࠅߣ㧔⺰⼏߁ߣ߆߈ߴࠆࠇߐಽ㈩߇↱⥄⊛㧘ၮᧄߦࠄߐ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ

߁ߤ߆ࠆ߇㑣୯ࠆߔ㑐ߦ↱⥄⊛ၮᧄߥࠇߐ⸵߇ߣߎ߁߹ߒߢࠎㄟߜ⪬ߦએਅࠇߎߡߒ

㧘୮ߦࡓ࠭ࡌߩᵹ࠭࡞ࡠ㧘ߪࠇߘޕࠆߡߒዷ㐿ࠍ᭴ᗐߩࡦ㧘ߢᣇะᕈߩ㧕߆

ઁߦߺ⹜߁ߣࠆߔᚑࠍ࠻ࠬࠆ߁ࠅߥߣ㧘ᴦේℂߡߒ↪ណࠍ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

 ޕߥࠄߥ

 

ߩߣߎࠆߔ⋪⍦ߣ᭴ᗐ߁ߣᏆ⥄ߩߡߒߣ㧘ⴕὑ⠪ߡ߅ߦ࠴ࡠࡊࠕ㨯ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

߁ߣ㧕࠭࠾㧔ޠᔅⷐޟ㧘ߪߦߚߔߛߺ↢ࠍ᭴ᗐߩ㑣୯ߥലߥߡࠇߐ㧘࿕ቯߥ

ⷞᐳ߇ᨐߔߚᓎഀߡߟߦ߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠊ㧘ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

ߣࠆ߇ᓎഀߥ߈ߢㆶరߩߟੑࠆߔታࠍ᭴ᗐߩ㧕࠭࠾㧘ᔅⷐ㧔ߡ߅ߦ୶ℂⷰߩ

 ޕ߁

࠹ࡆࡄࠗࠤߚߒᚑᾫࠅࠃࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆଔ୯ߔߺ↢߇り⥄ߪߦߣ㧘߭ߦ৻╙

㧘ᧂ⊒㆐ࠆߔౝߦ⊛㧘ẜޠߥߡࠇߐዷ㐿ޟߩࠄࠇߘޕࠆ߇ޠᔅⷐޟࠆߔዷ㐿ߦࠖ

 ޕ51߁ߣߛߩޠࠆߔߣᔅⷐࠍᯏ⢻ޟ㧘ߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ

 

ޕࠆ߹ᆎࠄ߆߃⠨ߥ⊛ⷰ⋤߁ߣሽߥ߽ߢ߽ߢ‛㧘േߪ᭴ᗐߩᵷࠬ࠹࠻ࠬࠕ

ࠢ࡞ࡑ࿎┆⁁ᘒ㧔amazing neediness㧕̆߈ߴߊ㛳ߣജ⻉ߥ⊛ၮᧄߩ⒳ࠆ㧘ߪሽߩߎ

ߩߎ㧘ࠇࠄ߃ਈࠍᓽ․߁ߣ࿎┆⁁ᘒ㧔rich neediness㧕ߥ㧘⿃ᴛ߫ࠇࠅ୫ࠍߩࠬ

㧘ߪജ⻉ࠆߌ߅ߦሽߩߎߦߐ߹㧘ߪࠇߘޕࠆߌฃࠍ↢㧕ߦ⇇ὼ⥄ߩߟ৻ߚߞߚ㧔ߦ

ḩ⿷ᗵߣⷐ᳞ߡߒߣ࠭࠾ߩߚߩ㧘චಽੱߥ㑆ߩߡߒߣ⊒ዷߦߚࠆߔ㧘ੱ㑆⇇߿

⥄ὼ⇇ߥ߆⼾ߩࠄ߆េഥߡߒߣ࠭࠾ࠆ᳞ࠍ㧘ሽ߁ߣࠆߔᗧࠆߢߡ߅ߦ
52
 ޕ

 

චߦታ㓙߇ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆߔౝߦ⊛ẜߩࠄࠇߎ㧘ߪ㧕࠭࠾ᔅⷐ㧔ࠆ㧘ߡߒߘ

ಽߦዷ㐿ߦ߈ߣߚࠇߐల⿷ޕࠆߢߩࠆࠇߐ 
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㧘ࠅ߹ߟޕࠆߢޠᔅⷐᕈ㧔needs㧕ޟߩ㧘ᯏ⢻ߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ-㧘Bߢߌࠊߥ߁ࠃߩߎ

ⷐࠆ㧘ߚࠆߢᘒ⁁ࠆߡࠇߐ⇐߇ታߪߢ߹߹ߩߘߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠄࠇߘ

ߪࠆ߱㧘ߦⴕേ᭽ᑼߩቯ․ࠆ㧘ߪߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠄࠇߘޕߔߎ߈ᒁࠍ᳞

߇ⴕേߥ߁ࠃߩߘ㧘ߒ߽ޕߔᜰࠍᘒ⁁ߥ߁ࠃࠆߔⷐ᳞ࠍ㆐ᚑߩⴕേ᭽ᑼߥ߁ࠃߩߘ

ߥߣ߹߹ߥ㧘ਇቢోߊߥ߇㧘ലᨐࠇߐ㧘ਛᢿߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠄࠇߘ㧘߫ࠇߌߥࠄߎ

ߐෳᾖߦᯏ⢻ߪሽߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠄࠇߘ㧘ߦ߁ࠃࠆߔਥᒛ߇ࠬ࠹࠻ࠬࠕޕࠆ

㧘ߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠄࠇߘ㧘ߪߢߒߥታน⢻ᕈߩ㧘ᯏ⢻ߡߞ߇ߚߒ㧘ࠅߢߩࠆࠇ

ࠆߢߩ߁߹ߒߡߞߥߦߩ߽ߩߌߛߥ߹ߦ㧘න⥄ࠇߘ
53
 ޕ

 

᰼ߥ⊛㧘ਥⷰߪ㧕࠭࠾ᔅⷐ㧔ࠆߌ߅ߦਥᒛߩ㧘ᓐᅚߦ߁ࠃࠆߡߒ␜߇ࡓ࠙ࡃࠬ 

⠪ઁߪࠆ㧘⥄りߪࠇߘޕߥ߽ߢᕈะ߿ౝ⊛േ࿃ߩߚߩޠᏆታ⥄ޟ㧘߽ߢ㗿ᦸ߿᳞

ࠄࠇߘ㧘ߡߒߘ㧘ߣߎࠆߢ߈ߴࠆߖߐଦㅴߒዅ㊀ࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥ⊛ẜߒ߹ᦸߩ

ᯏޟ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߞ߇ߚߒޕࠆߡߒᗧࠍߣߎࠆߢ߈ߴࠆߖߐታߡߒߣᯏ⢻ࠍ

⢻ߩᔅⷐᕈ߁ߣޠ⠨ࠄ߆߃㧘ᔅⷐ㧔࠭࠾㧕ࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߣⲢวߢߩࠆߡߖߐ

㧘ࠇߐ㊀ⷐⷞ߽ࠅࠃࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥ⊛ẜߦ㧘නߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ㧘(1)ታ㓙ߡߒߘޕࠆ

(2)ታ㓙ߩଔ୯
 

ࠆ
 

߁ߣࠆࠇߐ㧘ቯߌะࠍᵈᗧߦᯏ⢻ࠆࠇߐታߦᰴߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

୶ℂ⊛ᗧߡ߅ߦ㊀ⷐⷞ߃ࠁࠇߘޕࠆࠇߐ㧘ੱ㑆ߩᔅⷐߪ㧘⊒ዷࠍଦㅴߥ߁ࠃࠆߔⷐ᳞

ߩߘߡߒኻߦ㧘ᐭߦ߁ࠃߚߒᗐቯ߇ࠬ࠹࠻ࠬࠕߌࠊࠅߣ㧘ߪࠆ㧘ઁ⠪㧘ߜ߽ࠍ

࠹ࡆࡄࠗࠤࠆ㧘ଔ୯ߪߣߎࠆߡߒߣ߁߅⸒߇ߣߎߩߎޕ54ࠆߢߩ߁ⴕࠍⷐ᳞ߥ߁ࠃ

ᗧࠆߡߒኻߦᏒ᳃߇㧘ᐭ߽ߢߣߎ߁ߣߥߪߢ㊀ⷐߪߢ⥄ࠇߘߪ↱⥄ߒߥࠖ

߽ޟ㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߒߛߚޕߥ߽ߢߣߎ߁ߣߛ߈ߴࠆߔᒝⷐࠍታߩ㧘ᯏ⢻ߢ

ࠎߣ߶㧘ߪ㧕ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆ㧔ଔ୯ࠄࠇߘ㧘ߪ߈ߣߥߓ↢ߡ߅ߦ႐ߩߘ߇ᯏ⢻ߒ

 ޕ55߁ߣޠߥ߈ߢ߃ߐߣߎࠆߔࠍଔ୯ߥ߁ࠃߩߘߤ

 

㧘ߪࠇߘޕࠆߢߩ߽ߥ߁ࠃߩ㧘ᰴߪߣᓎഀߩ᭴ᗐߩᔅⷐࠆߔ៰ᜰߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߦੑ╙ 

ଔ୯ੱࠆ㑆ߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ㧘ਇ⿷ߣ㒢⇇㧔lacks and limits㧕߁ߣᗧߡ߅ߦᔅⷐ

㧔࠭࠾㧕ߦ㑐ㅪߒ㧘ߩߘౝኈ߇ᛠីࠇߐ㧘ߣࠅ߈ߞߪឝ␜߁ߣ߈ߴࠆࠇߐਥᒛޕ56ࠆߦ

㧘ߒ߆ߒޕࠆߔߣ߁ࠃߓᷫࠍ⇇㒢ߩߘߺߦ⇇㒢ߩ㧘⥄りߪᛛ⠪┹ߚࠇߋߔ㧘߫߃ߣߚ

⡛ߡߞࠃߦ࠼ࠗࡠ࠹ࠬࠆߥή㒢ࠍ࠼ࡇࠬߩᓧߪߤߥߣߎࠆ㧘ޟ┹ᛛޟߣޠߣߎࠆߔ┹ᛛ⠪

߁ߎ㒰ࠅขߦ✜৻ࠍ⇇㒢ߣ⿷㧘ਇ߫ࠇߔ⸒឵ޕࠆߢⴕὑࠆߔήⷞࠍਔᣇߩޠߣߎࠆߢ

ޕࠆߥߦߣߎ߁߹ߒߡߒήⷞ߽ࠄߜߤࠍߣ㑆ᧄᕈੱߣᗧߩߣߎࠆߡ߈↢㧘ߪߣߎࠆߔߣ

㧘ߥ߁ࠃߩޠᱫޟ㧘߫߃ߣߚޕࠆ߹ߪߡ߇ߣߎߓห߽ߡߟߦછ⽿ߣᓼ⟥ߪߣߎߩߎ㧘ߚ߹

ߦޠᱫޟࠆࠇ⸰ߕ㧘ᔅߪޘ㧘ੱ߫ࠇߌߥߒሽ߇㧔vulnerability㧕ߐߔ߿߈ߟ்ߥ߹ߑ߹ߐ

ാᢓߜ┙ߦะࠍ↱⥄߿ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߚ߁߆ᓧࠅ߹ߟޕߥߒߣ߁ࠃ㧘⥄ಽ⥄りઁߣ

⠪ߥ߹ߑ߹ߐࠆߎ߅ߦਇ⿷ߪߢߒߥ㧘ઁ⠪ࠍᡰេࠅߚߒ㧘⥄ಽ⥄りࠍ㜞ߦߚࠆߔࠅߚ
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⽿છࠍᨐޕࠆߢߩߥߒߪߣ߁ߘߚ 

㧘ߒߥࠍߣߏߩ㧘߽ߒዷ⊑ߦ߆㧘ߪࠆ㧔߆ࠆߔ㧘ᯏ⢻ߒᚑ㐳ߦ߁ࠃߩߤ㧘ࠅ߹ߟ 

ߩߡߒߣ㧘ੱ㑆ߊߥߢߌߛᯏળ߿㧘⾗Ḯߪቯߩⴕὑ⠪ߩߡߟߦ㧕߆ࠆߥߦሽߥࠎߤ

ਇ⿷߿⢻ജ⊛ߥ㓚ኂ㧘்ߐߔ߿߈ߟ㧘ᗐቯࠆࠇߐ⢿ᆭߚߞߣ㧘┙ߜะࠄߥߪߡߊߥࠊ߆

ߣޠᱫޟ㧘̆̆ߢᗧࠆߪ㧘ੱ㑆ߜࠊߥߔޕࠆߔ㑐ㅪߦᴫ⁁̆̆ߩ㑆․ੱ̆̆ߥ

ቯ․ࠆ㧘ߚࠆߢሽߚߒ┆࿎̆̆ࠆߡࠇࠄ߃ਈߡߒߣߩ߽ߩᚲਈ߇⇇㒢ߩ㑆ੱ߁

ߩࡓ࠙ࡃࠬ߁ߣߥ߇ߕߪࠆ߈ߢ߁ోࠍ↢ੱߦߒߥ↱⥄ߪࠆࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ

ߩቯ․ࠆ㧘߈ߣࠆߔߣ೨ឭࠍߐߔ߿߈ߟ்ߩߡߒߣ㧘ੱ㑆ߡߒߘޕࠆ߈ߢ⸂චಽℂߪ⸂

⢻ജߪ↱⥄ߣ㧘ੱ↢ߩߚߊߊ߹߁߇ⷐ⚛ߊߥߢߌߛ㧘ੱ↢ࡦࡖ࠴ߥ߁ࠃߊߊ߹߁߇

 ޕࠆߢߩࠆࠇߊߡ߃ਈࠍࠬ

ߥ߈ߢන⚐ൻߟ߽ߩ㧕࠭࠾㧘ᔅⷐ㧔ߩ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ  2

⿃ޡޟ㧘ߦ৻╙ޕߊߟࠅߤߚߦ⺰⚿ߥ߁ࠃߩ㧘ᰴߡߞࠃߦߣߎࠆߍࠅߣߡߟߦᓎഀߩߟ

ᴛޢߥ࿎┆⁁ᘒ㧔rich neediness㧕߁ߣޠ⠨߃ᣇߡߞࠃߦ㧘ẜ⊛ߢታ⾰⊛ߥଔ୯ࠆ⥄↱

ࠃߦ᭴ᗐ߁ߣ࿎┆⁁ᘒߩ㧘ੱ㑆ߦੑ╙ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ␜ߒᜰࠍછ⽿ߩߚࠆߔታࠍ

ࠆߌㆱࠍⵍኂߥೞᷓ߫ߒ߫ߒߡߒߘ㧘ߖࠊะߜ┙ߦ⇇㒢ߩࠄ⥄߇↱⥄ߣ⢻ജߩ㧘․ቯߡߞ

߅ߦᗧ߁ߣࠆߖߐߦ߁ࠃࠆ߈ߢᓧ₪ࠍࠬࡦࡖ࠴ߩߚࠆ߈↢ߊࠃ㧘ߒߣน⢻ࠍߣߎ

 ޕ57ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔቯᑼൻࠍߐߔ߿߈ߟ்ߣ⇇㒢ߩ㧘ੱ㑆ߡ

  

ࠄߐ㧘ߒ⊑ࠄ߆ᔨⷰ⊛࠭࡞ࡠߚߒଐߦⷰ⋤ߥ⊛࠻ࡦ㧘ࠞߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߒ߁ߎ

ߩ࿖ߩߡߴߔ㧘ߡߒߣߩ߽ߥᦨૐ㒢ᔅⷐߦߚࠆࠍዅ෩ߩ㑆ੱޟߪᓎഀߩ㧘ືቇ⠪ߪߦ

ᐭ߇ዅ㊀߈ߴߔၮᧄේℂࠍᡰືࠆ߃ቇࠍឭଏࠬ࠹࠻ࠬࠕ߁ߣޠࠆߦߣߎࠆߔ⊛

┙႐ߩߣਛᐾࠍߪࡓ࠙ࡃࠬޕ58ࠆߡߒߣ߁ߘ㧘ༀߩߡߟߦੱߩࠖ࠹࠾ࡘࡒࠦߣ

ߥ⊛ㇱಽࠍߤߥታ〣ℂᕈ߿㧘ㅪᏪ㧔ઁਥ⟵㧕ߒ៰ᜰߣߒ㔍ߪߥ෩ኒߩߛ

㧔partial㧕ੱ㑆ߩ㐿⧎߁ߣℂᔨࠍⷙቯߡߒߘޕࠆߔᓐᅚ߇ၮᧄ⊛ㆬᛯߡߒߣੱ߿㓸࿅ߦ

છߪߩࠆߖ㧘ືቇ⠪߇ߜߚ㧘̆̆ᙗᴺේೣߩߚߩ୶ℂ⊛ၮ␆̆̆ߡߒߣⷐ᳞ੱࠆߔ㑆ߩ

㐿⧎ߩℂᔨࠍ㧘⥄ߦ߁ࠃߩߤߡ߅ߦ↢ੱߩࠄ․ቯൻߒ㧘⚵ߺߢߩߥߣߎ߁ߣ߆ࠆࠇ

 ޕࠆ

 
 

 ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߩߡߒߣ⚛᭴ᚑⷐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ 3.2
 

ߡߒ៰ᜰߣࠆߢ↱ℂߩ࿎⽺߇⿷ਇߩ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߪߒߥ࠭࠾ߩ⌀㧘ߪࡦ

ߡߒቯᑼൻߡߟߦ߆ߩߥߪߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆࠇߐߣ㧘ᔅⷐߢᣇ৻ߩߘߒ߆ߒޕ59ࠆ

ߚߩޘੱߚࠇࠊᅓࠍ㧘ᮭߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߒ࿃ߦߣߎߩߎޕ߁ࠈߛታߪߩߥ

ߊᄙߚ߈ߡߒ⼔ᠩߦ⊛⛔વ߇㧘ንጀ߽࠴ࡠࡊࠕࠆߥ߆ࠆߔߣ߁ࠃߖߐផㅴࠍ⟵ᱜߦ

㧘ߣ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ↱⥄ߩࡦޕࠆߡߓ⺰ߣࠆ߇ᔅⷐࠆߔ⚂ࠍ↱⥄ߩ
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ࠆߔਵ㔌ߪߡ߅ߦㄭᐕࠅߪ߿ߪߣ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩᔅⷐᦨૐ㒢ࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ

ะߦ߁ࠃࠆߦᕁޕࠆࠇࠊ 

ਥߩࡦ㧘ߦߊߣޕࠆߔ⸛ᬌߡߟߦ㆑⋦ߩ⸂ߩࡓ࠙ࡃࠬߣࡦߚߒㅀߪߢߎߎ

ᒛߩࡓ࠙ࡃࠬߣਥᒛ㧘ߜࠊߥߔ㧘 A) ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㓸วߩᄢߪ㧘⥄↱ߩᄢࠆߢ

㧘B) ᦨૐ㒢ᐲᔅߣਥᒛ߁ߣࠆߢߩ߽ࠆߖߐ⿷㧘లߒᛠីࠍ㧕࠭࠾ᔅⷐ㧔ߦ߽ߣߣ

ⷐᮭ̆̆ߥࠍߤߥਛᔃ⊛ࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ̆̆ߥ․ቯൻ߁ߣࠆߔਥᒛࠍߣ㧘ᯏ⢻

ⓨ㑆ࠆߌ߅ߦ㓸วߡߒߣቯߢߣߎࠆߔ㧘ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㨯ߣ↱⥄ࠆߌ߅ߦ࠴ࡠࡊࠕᔅⷐ

 ޕߚ߈ߡߒ⠨ኤߡߟߦ㑐ଥᕈߩ

 

ᗧߩޠ↱⥄ޟ㧘ߦ߁ࠃࠆߔਥᒛ߫ߒ߫ߒ߇ࡦ㧘ߪ㓸วࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߚߒቯᑼൻ߇ࡦ

ߟ߽ࠍⓨ㑆ߣࠆߢቯߚ߹ޕࠆ߈ߢ㧘ࠆࠃߦࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩࡦߩ⹏ଔ߁ߣ

⸃ߪ㧘㧔↢ᵴ᳓Ḱ߿↢ᵴߚߞߣ⾰ߩ㧕ੱߦޘᔅⷐࠆࠇߐߣᦨዊ㒢ߪߩ߽ߩᯏ⢻ߩⓨ㑆ߢ

ࠤ㧘ߚࠇߐឭߦ⥄⁛ߡߞࠃߦࡓ࠙ࡃࠬޕࠆ߃ਈࠍ⼂߁ߣࠆߢ߈ߴࠆὼߡࠇࠄ⺆

㧕࠻ࠬ㓸ว㧔ߩᯏ⢻߈ߴߔᦨૐ㒢߇ޘੱߥ߁ࠃߩߘߦߐ߹㧘ߪ࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗ

㓸ว࠭࠾ߚࠇࠄߌߠ⟵ቯࠄ߆㕙ߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߜࠊߥߔޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߔߥߺߣ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔቯߔߥߺߣ

 

߇Ḱߔߚḩࠍ࠭࠾߿ᔅⷐߩߡߴߔ߇ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ↱⥄ߩ㧘ੱ߈ߣߩߎ

ߩߡߒߣ࠭࠾㧔࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥᔅⷐࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߪߣᘒ⁁ࠆߡ߈ߢ

ᯏ⢻㓸ว㧕߇㧘ߩࡦᗧ࿑ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ↱⥄ࠆߔ㓸วߦቢోߦ߹ߣࠆߡࠇ

ࠄ߆ᘒ⁁ߚߒ┆࿎߇ޘ㧘ੱߡߞࠃߦߣߎࠆߔᄢࠍ↱⥄ߩޘੱ߇ࡦޕࠆߔᗧߣߎ߁

ᛮߌߩ↱⥄ߚߒߣࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ൮⊛ߥ᭴ᗐࠆߌ߅ߦℂᗐ࿑ߪ㧘ߩߎ႐วࠍᜰߕߪߔ

 ޕࠆߢ

ߩࡦ㧘ߪߩࠆࠊߛߎߦߣߎࠆߔឭࠍ࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߇ࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߒ߆ߒ

ޕࠆߢߩ߽ࠆߔߣ↱ℂࠍሽߩޘੱ߁߹ߒߡߜ⪬ࠇ߷ߎࠄ߆ℂᗐ࿑ࠆߌ߅ߦ᭴ᗐߩ↱⥄

㧘߽ߡߒߣ߁ࠃߖߐᄢࠍ㓸วࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ↱⥄㧘ߪߩߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߃⠨ߢߎߎ

ᔅⷐߥᯏ⢻ߩ㓸วࠍߥ߈ߢ߇ߣߎ႐วߜࠊߥߔޕࠆߢߡߟߦ㧘ᔅⷐߥᯏ⢻㓸ว

 ޕࠆߢሽߩ↱⥄ߥࠇ߹ߦ

ࡓ࠙ࡃࠬᯏ⢻㓸ว㧔ߥᔅⷐߡߞߣߦ㑆ੱࠆࠇ߆ዉߢߣߎࠆߔቯൻ․ࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

ߡߞߦ᭴ᗐ㧕ߩᒛࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩࡦᄢ㧔ߩ↱⥄߇㧕࠻ࠬࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ

ሽ߇㓸วࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆࠇߐߥߺߣ⟵หߣ↱⥄㧘ߪߦߚࠆߥߦᘒ⁁ߥታน⢻ߡߴߔ

ࠆߔⓨ㑆㗔ၞߕࠄߥ߆ߦᔅⷐߥᯏ⢻㓸ว߇߹ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇ 

 

ᯏ⢻ⓨ㑆ߢቯᑼൻߦߣߎࠆߔ㑐ㅪߡߒ㧘ᓟ⮮߫ࠇࠃߦ㧘ޟߩߘᔅⷐߪޠ㧘ᧄੱ⥄り߇ᒰ

ὼߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߈ߴࠆ߃ਇ⿷ߡߒߣ⛘ኻ⊛ߦቯ⟵ޕ߁ߣࠆࠇࠄ᳞߇ߣߎࠆࠇߐ

ߜߚ᭴ᚑຬߩߘߣ㧘ᒰ␠ળߪޠෳᾖၮḰޟߩߚࠆ᷹ࠍ⿷ਇߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㓙㧘ߩߘ
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⸛⊛ߪ࠻ࠬߩᯏ⢻ߟ߽ࠍ㊀ⷐᕈߥ⊛႐ว㧘Ԙၮᧄߩߎޕ߁ߣࠆࠇߐቯ⸳ߡߒଐߦ

ߢߣ߽ߩળ⊛⻉᧦ઙ␠⊛ᷣ⚻ߩ㧘ԙᒰ␠ળߣߎࠆࠇߐቯ⏕ߡߓㅢࠍᢿ್ߩੱޘߣ⺰

ታⴕน⢻ߥ▸࿐ߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߢ㑣୯㧔threshold㧕߇⏕ቯ߇ߣߎࠆࠇߐ⇐ᗧޕࠆߡࠇߐ

ԙߢᜰ៰⊛ᷣ⚻ޟࠆߡࠇߐ␠ળ⊛⻉᧦ઙߪߣޠ㧘ޟ↢↥ᛛⴚߩޘੱ߿ㆬᛯ₂⽸ࠆߔ㊂㧔ߘ

ᓇ㗀ߦሽ⾮ߩធ㧘⾗Ḯ⋤ߤߥⷐ࿃㧕ࠆߔቯࠍࡉࠖ࠹ࡦࡦ₂ࠗ⽸ߩޘੱߡߞߦ⢛ᓟߩ

ࠇߐߣޠࠍߤߥಽᏓ⁁ᘒߩ↪⢻ജ⽷ߥ⊛♖⊛りߩޘ㧘ੱ߆߶ߩⷐ࿃ࠆ߃ਈࠍ

 ޕ60ࠆߡ

ࠄߊߩߤࠍ⽷㧘ߪߢ⟵ቯߩ㓸วࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥታน⢻߇㧘ੱߡ߅ߦ⺰⼏ߩߎ

߆ࠆߡߒ㧘ੱࠍ⽷ߦ߁ࠃߩߤߪ↪߇߆ࠆ߈ߢᄖ⊛᧦ઙ㧔␠ળ⊛⚻ᷣ⊛᧦ઙ㧕ߦ

ࠍ⽷ߥ߁ࠃߩߤ߇㧘ੱߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ࠅ߹ߟޕࠆ߆ࠊ߇ߣߎࠆߡࠇߐ㒢ߡߞࠃ

↪น⢻߆㧔⽷ߩᡰ㈩ᮭ㧕߁ߣ೨ឭߊߥߢߌߛ㧘‛⾰⊛ߟ߆♖⊛ߩ⽷ߥ↪ࡦ࠲ࡄ

ᐲ⊛⾰‛ࠆߔ㓚ࠍ㧔ੱᮭ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߌࠊࠅߣઙ㧘᧦ߥ⊛ᄖࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߦ

⊛ၮ⋚㧕ߩ㕙߇߹ޕࠆߢߕߪࠆࠇ  

 

 

 

 ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ㧔ᮭේ㧕࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛ 3.3
 

ੱߩᯏ⢻ⓨ㑆 

࿑ 1  ࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ᧦ઙઃࠆߌⷐ⚛㧔╩⠪ᚑ㧕 

䉬䉟䊌䊎䊥䊁䉞㓸ว 

 

     䋫 

 

䉣䊮䉺䉟䊃䊦䊜䊮䊃 

↪น⢻䈭䊝䊉 

⽷䊶⾗Ḯ 

䉰䊷䊎䉴 

ᯏળ 

 
ᄖ⊛᧦ઙ䋺 䉣䊮䉺䉟䊃䊦䊜䊮䊃䈮ᓇ㗀䈜䉎㕙 
 

         ᱜ䈭⾗ᩰ䋨䉝䊥䉴䊃䊁䊧䉴䋩 
ᮭജ䈱㕖ኻ⒓ᕈ 

⽷䉇䉰䊷䊎䉴䈻䈱䉝䉪䉶䉴䊶 
ੱᮭ䉕㓚䈜䉎‛⊛ၮ⋚䋨䉶䊮䋩 

⾼⾈ജ䊶ዞᬺ⁁ᘒ䊶Ꮢ႐ᯏ⢻䈱ૐਅ etc㵺 

ੱ䈱↪䊌䉺䊷䊮 

り⊛․ᓽ 

ஜᏱ⠪䈎 

り䈏ਇ⥄↱䈎 

♖᭴ㅧ 

䉴䊃䊧䉴䉕䈉䈔䉇䈜䈇 

ᭉᄤ⊛䈎 
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ࡆࡄࠗࠤ⊛ౝޡߪ╷㧘ߪߩߒ߶ߡߒᕁޟޕࠆߴㅀߦ߁ࠃߩᰴߪࡓ࠙ࡃࠬ

ߦ㑵ߩੱࠆߔߣ߁ࠃߒታࠍࠇߘߢⅣႺߥ⊛㧘ᢜኻߡߞ߹ߒߡߒ⿷ḩߦ⿷లޢߩࠖ࠹

ή㑐ᔃޕ61ߣޠࠆߢߣߎ߁ߣߥߌߪߡߢᯏ⢻ࠍㆬ߮ขߪ↱⥄ࠆଔ୯ࡆࡄࠗࠤࠆ

ߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆ㧘ଔ୯ߪߣߎࠆߔߣᮡ⋠ߦ⊛ᒝࠍߩ߽ߩߘ㧘ᯏ⢻߇ࠆߢࠖ࠹

࠹ࡆࡄࠗࠤߩ߆ߟߊޟ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߚ߹ޕߥߪߢߣߎࠆࠇࠄ᳞ߡߒ 㧔ࠖ߫߃㧘

ᴦ⊛⥄↱߆ߟߊߩ㧕ߪ㧘␠ળ߇චಽߦ㓚߇ࠆߢߩ߽ࠆ߈ߢߩߣߎࠆߔ㧘ઁߩᄙߊ

ޕ62߁ߣޠࠆߢߣߎ߁ߣߥߪߢߩ߽ࠆ߈ߢ㓚߇㧘␠ળߺࠍ⚛ⷐߩὼߪߡߟߦ

⽷ၮᧄߩᵹ࠭࡞ࡠ㧘ߪߩߥᔅⷐߡߒߣ㧘␠ળ⊛ᦨૐ㒢ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߒኻߦ㗴ߩߎ

 ޕࠆߴㅀߣࠆߢߣߎࠆߔ㓚ࠍ␆ળ⊛ၮ␠ߩߚߩߘ㧘ߊߥߪߢߩ߽ߩߘ

ࡠࡊࠕࠆߔኻᔕߦ㗴̆̆ߩ⟵ਇᱜࠆߔኻߦᅚᕈߌࠊࠅߣળᱜ⟵㧘̆̆␠ߩࡓ࠙ࡃࠬ

㧘ࠇࠄߡ┙♽ߊߴ⚵ࠅขߦࠠ࡞ࠛࡅߦ⊛㕙ోߡ߅ߦฬ߁ߣዅ෩ߩ㑆ੱޟ㧘ߪ࠴

ᱜᒰൻߩࡓࠣࡠࡊߚࠇߐ৻ㇱߡߒߘޕ63߁ߣޠࠆߢ㧘␠ળᱜ⟵ߩㆡಾߥℂ⺰ࠍឭ໒ߔ

ߦ㧔ᮭේ㧕࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߥ⊛㧘ၮᧄߚߒ┙⁛⒟ᐲࠆࠄ߆ㆬᅢߩޘ㧘ੱߪߦߚࠆ

 ޕ߁ߣߥࠄߥ߫ࠇߌߥߴㅀߡߟ

⟵ᱜߩߘ㧘ࠄߥߩߟ߽ࠍ᭴ᗐߩߡߟߦ⟵ળᱜ␠߇ળ␠ߒ㧘߽ߪߦࠆߴㅀ߇ࡓ࠙ࡃࠬ

ࠆࠇߐߥߺߣ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛ⊛ၮᧄߡߞߣߦᏒ᳃ߩߡߴߔߡߒߘ㧘߆ߩߥ߇ౝኈߩ

ᯏળߣ⥄↱㧔liberty㧕ߪߣߡߟߦ߆ߩߥ⍮ޕࠆࠇߐߣߥࠄߥߪߡߊߥࠄ␠ળᱜ⟵ߣ

ޠࠆߡߒᓧ₪ࠍ↱⥄ߊߠၮߦࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߪᏒ᳃ߩߡߴߔޟߦ㧘නߪળ␠ߥ߇᭴ᗐ߁

ߩ㓙ࠆߔਥᒛࠍ╬ᐔߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣᮡ⋠ߥ⊛㧘␠ળ߇ࡦޕࠆߢߌߛ߁⸒ߣ

൮⊛ߩ↱⥄ߥᠩ⼔ߩᆫߪ㧘߫ࠇߺࠄ߆ࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߊߥ߽߁ࠃߒ߁ߤᦌᤒߢߩ߽ߥ

㧘߆ᱜ߇㧘ᒰ␠ળߪߢ⸂ߩࡓ࠭ࡌ⊛㧘൮ߪߡߞߣߦࡓ࠙ࡃࠬޕߛ߁ࠃࠆ

㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߡߒߘޕ64߁ߣߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⺑ߡߟߦ߆߁ߤ߆ਇᱜߪࠆ

ߡࠇߐ⠨ᘦ߇ߣߎ߁ᅓࠍ↱⥄ߩઁ߇↱⥄ࠆ㧘ߪߢ⼔ᠩߥ⊛൮ߩߡߟߦ↱⥄ߩࡦ

 ޕࠆߔਥᒛߣߥ

 

2001 ᐕ㧘ࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬߩߎ⇼ߦኻߡߒ㧘ߩ࠷ࠗ࠼ߪࡦ Bielefeld 㐿ߚࠇࠊⴕߢ

ߡߒߣࠆ߇น⢻ᕈࠆࠇߐ↪ᖡ߇ࠇߘޟ㧘߃ߣߚޕࠆߡߒ╵ߦ߁ࠃߩ㧘ᰴߡ߅ߦ⼏⸛

ߦߚߔ߆⽶ߜᛂࠍᅚᕈޟ㧘߃ߣߚ㧘ߒޠࠆߢༀߦߨߟߪ⥄ࠇߘ㧔freedom㧕↱⥄ޟ㧘ޠ߽

↪ࠆࠇߐน⢻ᕈޠ߽ߡߒߣࠆ߇㧘ޟ↵ᕈߩᒝࠇߘ↱⥄ߥ߁ࠃߩߐ⥄߽ޠࠆߢߣߎࠃ

 ޕ65ߣ

ߪߦਛߩᔨߩ↱⥄㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬޕߥߡߒߪ⿷ḩߦ╵ߩߎߪࡓ࠙ࡃࠬ

ߥ߆ࠄਇᱜ⟵߇߹ࠆࠇ႐ว߫߃ߣߚޕ߁ߣࠆ߇㧘⥄ಽߩᆄࠍᒝᆞ߽ߡߒೃ⟏ߥ߇

↱ℂࠍᕈ㧘ቬᢎ߿㧘᳃ᣖ↱⥄ߔࠍ᧼⋼ߚࠇ߆ᦠߣޠߥߪ㤥ੱߦߎߎޟ㧘↱⥄ߩᄦ

ߎ㧘߫ࠇࠃߦࡓ࠙ࡃࠬޕߣ㧘߆߈ߴࠆ߃⠨ߦ߁ࠃߩߤࠍߤߥ↱⥄ߩ㓹↪ਥࠆߔࠍᏅߦ

ߣࠆ߇႐วࠆࠇߐ⼔ᠩߦ㧘ᾲᔃࠇߐ㓚ߡߒߣᮭ߇ߡߴߔ↱⥄ߚࠇࠄߍߢߩ

ߡߞ㑆㆑ࠍᣇߦ㧘නࠅߢߩ߽ࠃ߇⥄ࠇߘ↱⥄㧘ߦ߁ࠃߩࡦ㧘ߡߞ߇ߚߒޕ߁
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 ޕ66ࠆߔਥᒛߪࡓ࠙ࡃࠬߣ㧔absurd㧕㧘ࠆߡߍ߆߽߫ߣߪߣߎ߁ߣ㧘ߛߌߛࠆ

 

ࡆࡄࠗࠤߩᦨૐ᳓Ḱߩߤ߶ߥචੑಽߡߒߣຬ৻ߩળ␠ߪߦࠄߐᐔ╬㧘ߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

ࠄࠆߔኻߦ㧔freedoms㧕↱⥄ߩቯ․ߡ߅ߦᗧߥ߹ߑ߹ߐ㧘ߪߦߚࠆߔㅊ᳞ࠍࠖ࠹

ߢߩ߽ߥ⟵ਇᱜ߇↱⥄߈ߴࠆࠇߐᛥߩࠄࠇߘ㧘ߪᒰ␠ળޕߥࠇࠄߌㆱߪᛥߩ߆

ߪߢ⚛ⷐߥ⊛ਛᩭߩ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛࠆࠇߐ⺧ⷐߡߞࠃߦ᭴ᗐߩ⟵ળᱜ␠ߚ߹㧘ߣߎࠆ

ߟߊࠍ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߥ⊛ਛᔃߪ↱⥄ߩࠄࠇߘ㧘ߢᗧߩߊታ㓙ᄙߡߒߘ㧘ߣߎߥ

 ޕ߁ߣߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ⺑ߡߟߦߣߎ߁߹ߒߡߒ߃߇

ߦࠆข߇ߒߥࠍਛᩭ߇㧘ߪળ␠ࠆߔⷐ᳞ࠍᴦ⊛᭴ᗐߥᱜߢ⊛㧘วℂ߫ࠇߔ⸒឵

ߥ↱⥄ࠆࠇߐߥߺߣ⟵ਇᱜߦታ⏕߇㧘ㆡߦ⟵ᱜ߇ߚ߹㧘߆ߩߥ↱⥄ߥ⚦ੜߥࠄ⿷

㧘ੱߢߣߎࠆߔ⸒ߡߟߦ߆ߩ 㧘ߡߒߘޕࠆߢߩߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒଔ⹏ࠍᐲ↱⥄ߩޘ

ࠆ㧘ߡߒߘޕࠆߥߦߣߎߔ߷ࠍᓇ㗀ߦᣇߩଔ⹏ߩߡߟߦᅓߩ↱⥄㧘ߪଔ⹏ߩߎ

․ቯ߇ߌߛ↱⥄ߩ㧘ᱜ⟵ߦၮߊߠᏒ᳃ࠄࠇߎޕࠆࠇߐߥߺߣࠆߢ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߩ

㊀ߦ․ࠆߌ߅ߦࡓ࠹㧘ᴦࠪࠬߪࠇߘ㧘߫ࠇ߇ߣߎߥ߁ࠃࠆࠇߐᅓ߽ߢߟ৻߆ࠇߤߩ

ᄢᰳߥ㒱ޕ67ࠆߢߩࠆ߈ߢ߇ߣߎ߁ߣ 

 

ᓟ⮮ࠄ߆⺰⼏ߩࡓ࠙ࡃࠬߣ㧘⽷ࠍᚲࠆࠊ߆߆ߦߣߎࠆߔ⚂㧔߇⽷ߩߌߛࠇߤ↪

น⢻߆㧕߿㧘⽷ࠍ↪ࠆߔ․ᓽࠆࠊ߆߆ߦ⚂㧔ᚻ⿷߇ਇ⥄↱ߣߎߚߞߣࠆߢ㧕એᄖ

ቯ⟵ߩ㓸วࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߇ᄖ⊛᧦ઙࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߦᖱᴫߩ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦ㧘ࠛߦ

㒢߇㗔ၞߩߘ㧘ߡ߅ߦᯏ⢻ⓨ㑆ߩ႐ว㧘ੱߩߎޕ߁ࠈߛࠆ߈ߢቯ߇ߣߎࠆࠇ߹

ߣߎ߁߹ߒߡߓ↢߇႐วߥ߈ߢߩߣߎࠆߔએᄢࠇߘ߇ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ㧘ੱࠇߐ

㧘ߪߢߌߛ᭴ᗐ߁ߣᄢߩ↱⥄ࠆߌ߅ߦࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ㧘ੱࠅ߹ߟޕࠆࠇߐផ᷹߇

ߩ߆ࠄᄖ⊛ߥ᧦ઙߡߞࠃߦ㒢ߩ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛࠆ߁ࠇߐᖱᴫⷰ߁ߣὐ߇ㆊߏ

 ޕࠆ߇น⢻ᕈࠆࠇߐ

 

ߦ㕙ߩ↱⥄ࠆߌ߅ߦᔨࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߌࠊࠅߣ㧘ߪߢ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩࡦ

ߟߦ↱⥄ߩޠ⒖േޟߩੱࠆ㧘߫߃ߣߚޕࠆߡࠇߐໂ␜߇ߣߎࠆࠇߐᒛߡߒ⋠⌕

ߎࠆߥߦᓧน⢻₪߇↱⥄ߩޠ⒖േޟ㧘߫ࠇߔᄢࠍ㓸วࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߦ㧘න߈ߣࠆ߃⠨ߡ

߿ᴺᓞߩ㧘ᣢሽߒ㧘߽ߒ߆ߒޕߚ߈ߡࠇࠊ⻭ߪߢ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߢ߹ࠇߎ㧘߇ߣ

ᐲࠄ߆ߤߥ࿃ࠆߔ㧘⒖േࠍ↱⥄ߩ㓚ࠆߔᚻᲑ߿ᯏળߩ₪ᓧߦኻࠆߔߩ߆ࠄ⚂߇

ኻߦ↱⥄ߩੱࠆߔ㚢ベࠍォゞ⥄ߦⷡ⥄ήߦߩࠢ࠶ࡠࡉ㧘ὐሼ߫߃ߣߚ႐ว㧘̆̆ࠆ

ᗧࠍ↱⥄̆̆ߩੱߥ↱⥄ਇߩ⋠ߤߥ႐วߥ߇ᱛ᧦ߩ߆ࠄࠆߔࠅߚߞ߹✦ࠅขߡߒ

ߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆߔ㧘ࠆ․ቯߩ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߩਇߡߞࠃߦ㧘⒖ޟേߩޠ⥄↱

 ޕߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔᄢߦᣇะࠆߔ㆐ᚑࠍ

㓸วࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ࠭࠾߇ᄢߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ↱⥄㧘ߦ߁ࠃߩߎ

⟵ቯߩࡦޕ߆߁ࠈߛࠆߡߒ⠨ᘦߪࡦ㧘ߡߟߦ႐วࠆࠇߐߥߢᣇะᕈߥߒ൮ࠍ
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ߟߦ㗴ߩᄖ⊛᧦ઙࠆࠊ߆߆ߦࠬࡆࠨ߿⽷ߥ↪น⢻߇㧘ੱߪߡ߅ߦࠅ㒢ࠆࠍ

ᒰὼⷞߦ⊛㧘ᐲߪߢቯᑼൻߩࡦ㧘ߚߩߘޕࠆࠇࠊᕁߣߥߡࠇߐḰ߇╷ኻᔕߡ

ࠃߦߣߎߔ߷ࠍᓇ㗀߳࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߩੱߩ߆߶㧘߇ᮭߩੱࠆߚ߈ߡࠇߐ

ߡࠇ߹㒖߇ᄢߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ↱⥄ߥਇนᰳߦ⌀㧘ࠇߐ㒢߇㧘ᯏ⢻ⓨ㑆ߡߞ

 ޕߥߨ߆߹ߒ

 

㓸ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ㧘ੱߪߢᖱᴫᅤߩ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦ㧘ࠛߦߐ߹㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ

วࠆߌ߅ߦᄢน⢻ߥ㗔ၞ߇㒢ߣߎࠆࠇߐ㧘ߦ߃ࠁࠇߘᔅⷐᦨૐ㒢ߩࡄࠗࠤ߈ߴࠆ߃

 ޕࠆߢߩࠆߡߒෂᗋࠍ႐วߥ߈ߢᓧ₪ࠍࠖ࠹ࡆ

⺕ 㧘ߪߦࠆߔኻᔕߦ㗴ߩޘੱࠆߡߒ┆࿎ߦ⌀


ߩ


ߚ
 

ߩ


ߩ


ߚ
 

ߥࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ

ޠ↱⥄ߩ⌀ޟߔߚḩࠍᔅⷐߩ㧘ੱߡߞ߇ߚߒޕ߁ࠈߛࠆߢ㊀ⷐߪߣߎࠆߔቯ․ࠍ߆ߩ

ߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇߐߥ߇ߌߠઙ᧦ߩ߆ࠄߦ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߪߦߚࠆߔ㓚ࠍ

ߞ߽ࠍ⸂ߩߣ߈ߴࠆߔᛥߪ↱⥄ߩቯ․ࠆ㧘ࠄ߆ὐⷰߥ߁ࠃߩߎ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬޕ

ࡄࠗࠤߩࠄ߆㕙ߩ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛࠆࠊ߆߆ߦࡦ࠲ࡄ↪ߩੱߣᡰ㈩ᮭߩ⽷㧘ߡ

 ޕࠆߢߩࠆߔឭ໒ࠍ࠻ࠬࠖ࠹ࡆ

 

 
 ߡߌะߦቯൻ․ߩᮭߣ↱⥄ 3.4

 

ߩᔅⷐࠆߔໂ␜ߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߦਛߩቯ⟵߮᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߪࡦ㧘ߪߢࠇߘ

ⷰᔨ̆̆ޟ㑣୯ߩޠ᭴ᗐ̆̆ࠍၒㄟߦߣߎ⛘ኻ⊛ߦᄬᢌޕ߆߁ࠈߛࠆ߃ߣࠆߡߒ

ߠᗧߥ⊛⺰࠭࠾߁ߣޠᔅⷐޟ㧘ߡ߅ߦ⟵ቯߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆࠃߦࡦ㧘ߦ߆ߒߚ

ߥ߇ߣߎߚ↪ߢ߹ࠆߥߦᦨㄭࠍ⺆↪߁ߣޠ㑣୯ޟߪࡦ㧘ߡߒߘޕࠄߠߒߪߌ

ਥᒛߊᒝߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߣߥߡߒ↪ណࠍޠᔨޟߩ㑣୯߇ࡦ㧘ߪታߩߎޕ68ߚߞ߆

 ޕ69ߚߞ߹ߒߡߞߥߣᩮࠆߖߐ

ᜬࠍ᭴ᗐߚߒ㘃ૃߣޠ㑣୯ޟࠄ߆ᒰೋߚߒឭࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߇ࡦ㧘ࠄ߇ߥߒ߆ߒ

ࠤߥ㧘㊀ⷐ߇り⥄ࡦ㧘ߪ⸂ߩࡦߊߡߢએਅޕ߁ࠈߛน⢻ߪߣߎ߁ߣߚߡߞ

 ޕࠆߢߩ߽ࠆࠇࠊᕁߣߚ߈ߡߞว߈ะߡߟߦ㗴߁ߣ߆ߪߣࠖ࠹ࡆࡄࠗ

 

 

1) ၮᧄ⊛ߟ߆㊀ⷐࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥ 

⺰ᢥޟߩᐔ╬ޠ?߆㧔1980 ᐕ㧕ߡ߅ߦ㧘ߪࡦ㧘ߦ࡞࠻ࠗ࠲ߩߘឝߚࠇࠄߍ⾰ߦኻ

ޢࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ⊛ၮᧄޡߚߞߣࠆ߈ߢ߇ߣߎߔߥࠍߣߎߥ⊛ၮᧄࠆߪߣ߮ੱޟ㧘ߡߒ

ߦࠄߐޕ70ࠆߡ߃╵ߣࠆߢޠ╬ᐔߩ 12 ᐕᓟ㧘ޟߪࠇ߆ၮᧄ⊛ޟࠍޠࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

⟵ቯߣޠ⢻ജࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߖߐ⿷ḩߢ߹᳓Ḱߩቯ․ࠍᯏ⢻ߥ㊀ⷐߡࠊ߈㧘ߢ⊛ၮᧄࠆ

 ޕ71ࠆߢߩࠆߔ
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ၮᧄ⊛ߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ᰴߩ 2 ὐࠍߦ৻╙ޕ㧘ਥߡߒߣり⊛ߥ㧘ޟၮᧄ⊛ߥ

㧔elementary㧕ߣߎ߁ߣࠆߢߩ߽ޠ㧘╙ੑߦ㧘ታ⾰⊛ߪߦ㧘ࠅࠃߩࠄࠇߘⶄ㔀ߥ㧔␠ળ⊛

 㧔cruciallyߥ㊀ⷐߦ⊛ቯޟ㧘ߕߖଐሽߦᘠ⠌ߥᄙ᭽ߥ⊛㧘␠ળߪ↱⥄㧕ߟ߽ࠍଐሽ㑐ଥ⋦ߦ

important㧕߽ޕࠆߢߣߎࠆߢޠߩ 

ߣ߳࠭࠾ߩޘੱࠆߦᅓ⁁ᘒߦ㧘หᤨߪ᭴ᗐ߁ߣ╬ᐔߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߡߒߘ

㑐ᔃࠍะߪࡦޕࠆߢߩ߽ࠆߖߐߌ㧘ᮭߪߣ㧘⥄↱ߩᦨዊ㒢ᐲߩⷐ᳞ߣࠆߢㅀ72ߴ㧘

⥄⊛⾰ታࠍᮭߩࠄࠇߘߡߓㅢࠍ⟵㧘᳃ਥਥߪኻᔕߩ߳⿷ਇ߿ᅓߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

↱㧘ߜࠊߥߔၮᧄ⊛ࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ₪ᓧߡߞࠃߦߣߎࠆߔၒวߥࠄߥ߫ࠇߌߥߖࠊ㧘

࠾ᔅⷐ㧔ߩޘ㧘ੱߪ⸂ߩࡦߩߡߟߦࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ⊛ၮᧄߩߎޕ73ࠆߡߒਥᒛߣ

࠭㧕ߩᛠីߣల⿷ࠍ․ቯࠍ↱⥄ߩ⻉ᮭߩߣ㑐ㅪᕈߩਛߢޕࠆߢߩ߽ࠆߔߣ߁ߘ

⾰‛ࠍ㧘̆̆⻉ᮭߪߦߚߩ⿷ల߮ࠃ߅ᛠីߩ㧕࠭࠾㧘ᔅⷐ㧔ߪ⸂ߩߎߡߒߘ

ࠇࠊߣ߳⸂߁ߣߥߖ߆ᰳ߇࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛ̆̆ߩߡߒߣᮭࠬࠢࠕ⊛♖⊛

 ޕߊዉࠍࠇࠊ

 

 

2) ቯ㊂⊛ߥ㑣୯ߩ᭴ᗐ 

߇ᔨᮭߚ߹㧘ࠇߐ⟵ቯߣޠ↱⥄⊛⾰ታࠍᮭޟ߇ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ⊛㧘ၮᧄߚ߹

㧘ߕࠄ߆ߥዋߪᮭࠆߔ㑐ㅪߣ↱⥄㧘ࠄ߆ߣߎߟ߽ࠍ⾰ᕈ߁ߣޠⷐ᳞ߩᦨዊ㒢ᐲߩ↱⥄ޟ

⊛ၮᧄࠆߔਥᒛߩࡦ㧘ߡߞ߇ߚߒޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߔߥߺߣࠆ߈ߢቯൻ․ࠍᦨૐ᳓Ḱߩߘ

ޠߥ㊀ⷐߦ⊛ቯޟߒߥၮ␆⊛㧘ޠߩ᳓Ḱࠆߪࠆቯ㊂․ࠆޟ㧘ߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

ᯏ⢻ࠍታࠆߔ⢻ജ߃ࠁࠇߘޕࠆߢ㧘ၮᧄ⊛ߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤᔨߩߎࠆߌ߅ߦ㕙ߪ㧘

 ޕࠆߖߐߓ↢ࠍ᭴ᗐߩ㑣୯ߥ⊛㧘ቯ㊂߫߃ߦㆡಾࠅࠃ㧘ߩޠ㑣୯ޟ

ߩࠆ߃⸷ߊᒝࠍ߃⠨߁ߣ↱⥄ޠߥ㊀ⷐޟߌࠊࠅߣ㧘ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤޠ⊛ၮᧄޟ߇ࡦ 

ߢ߇ߣߎࠆߔ౮ߊ߹߁ߦᔨ߁ߣ㧘㑣୯ࠍ᭴ᗐߥⶄ㔀ߩߡߟߦࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߪ

߁ߣߟ┙ᓎߦߩࠆߔᱜᒰൻߡߟߦ߃⠨ߩᮭߥ⊛ᓼߥਇนᰳߦ㑆ੱߊߥ74㧘㑆㆑߈

㊀ⷐߥℂ↱ߜࠊߥߔޕࠆߢࠄ߆ࠆ߇㧘ߩࡦၮᧄ⊛ߪࠇߙࠇߘߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘

ᓼ⊛ᮭࠍߤߥޟቯ⊛ߦ㊀ⷐߩࠇߙࠇߘߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤޠߥ㑣୯ߎࠆߌߟ߮⚿ߦ

 ޕࠆߢߩߥߕߪࠆ߈ߢ߇ߣ

ࠤ㧘ࠍߜߚⓥ⠪⎇⺰ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߊᄙࠍࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߪ⸂ߩࡦߥ߁ࠃߩߎ

ߟ߮⚿ࠍࠄࠇߘ㧘ߡߒߘ㧘߆ߪߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥ㑣୯̆̆ᔅⷐᦨૐ㒢ߩࠖ࠹ࡆࡄࠗ

 ޕࠆߢߕߪߚߡ┙ࠅ㚟ߣ߳⺰⼏ߩߡߟߦ̆̆߆ߪේೣߥ⊛▸ⷙࠆߌ

㧘2004ߦታ㓙ߪࡦ㧘ߊߥߪߢࠅ߆߫ࠇߘ ᐕߦ㧘⥄↱ߚߩᮭੱߪࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߮ࠃ߅

ࠍޠઙ᧦ߩ㑣୯ޟ߁ߣࠆߢߕߪࠆߡߒࠍᩰ⾗ࠆߔᒰ⋦ߦࠇߘ㧘ߡߒߣ␆ၮߩ

 ޕ75ࠆߢߩࠆߡ

 

3) ⹏ଔၮḰߩ⸳ቯ 
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⥄㧘ߦߚࠆߔ⺑ࠍޠߐߒ߹ߙߩޟߩߡߒߣଔၮḰ⹏ߩᔨࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߪࡦ

ࠆߔᗧࠍ↱⥄㧘ߪਥᒛߩߘ㧘ࠄ߇ߥߒ߆ߒޕߚ߈ߡߒ⺞ᒝࠍᗧߥ⊛Ⓧᭂߩߡߟߦ↱

߆ߚߞߢߩ߽߁߹ߒߡዉߦ⸂ℂ߁ߣ㧘ߒ߹ߙߩ߫ࠇߡߞᜬ߃ߐࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

 ޕߥࠇߒ߽

ߡߞࠃߦᯏ⢻㓸ว߁ߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߪߦ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆࠃߦࡦ㧘߇ߛ

ߟߦଔ⹏ߩᯏ⢻ߣࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߪࡦߦࠄߐޕࠆ߇⊛⋠ࠆߔଔ⹏ࠍᣇ߈↢ߩߣ߮ੱ

ࡦࠠࡦࠍᣇ߈↢ߩੱߥ߹ߑ߹ߐ㧘ߢߣߎࠆߔቯࠍၮḰߩ߆ࠄ㧘ߦ㓙ࠆߔ⺑ߡ

 ޕ76ࠆߡߴㅀߣ㧘ࠆߢน⢻߇ߣߎࠆߔࠣ

⹏ߥ߁ࠃߩߘޕ߁ߣࠆࠇ߆ዉߡߞࠃߦޠଔ㑐ᢙ⹏ޟߪၮḰߩ߆ࠄߩߚߩଔ⹏ߩߘ

ଔ㑐ᢙߡߞࠃߦ㧘ߥ߹ߑ߹ߐᯏ⢻ߩ㓸วߦࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߚߞߢ㧘ఝవ㗅ߎࠆߌߟࠍ

ߪࠆᐘ㑐ᢙ㧘ߥ߁ࠃࠆߔଔ⹏ࠍ㧘ᐘᐲߪࠇߘߡߒߘޕࠆߥߣน⢻߇ߣ

㧔well-being㧕ࠍ⹏ଔࠆߔ㑐ᢙ㧘ⴕὑਥᕈࠍ⹏ଔࠆߔ㑐ᢙߤߥ㧘⹏ଔੱߩߚߩ㑆ߩ㕙

ᰴ╙ߢ㧘ታߦᄙ᭽ߥ㑐ᢙࠅ߹ߟޕࠆ߁ࠅߥߦ㧘ࠆ⹏ଔߩ㕙㧘ੱ߫߃ߣߚ㑆ߩ

㧔well-being㧕ⷰߩὐࠄ߆ߦ߈ߣߚ߇㊀ⷐࠍ߆ߩߥࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥ㗅ᐨઃ߇ߣߎࠆߌ

 ޕࠆߢߩ߁ߣࠆ߈ߢ

ߒࠍḰࠆߔࡊ࠶ࠕ࠻ࠬ̆̆ߦ⊛ᛛⴚ̆̆ࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥ㧘㊀ⷐߪࡦ㧘ࠅ߹ߟ

ߢ߇ߣߎࠆࠇߌฃࠍ࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߇ࡦ㧘ࠄ߇ߥߒ߆ߒޕ77ࠆࠇࠊᕁߣߚߡ

ߌ߅ߦᮭ̆̆ߩߡߒߣ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛࠍ↱⥄⊛㧘̆̆ᴦߪ↱ℂߥ߈ᄢߥ߈

ㇱ৻ࠍᮭߪり⥄ࡦޕ߁ࠈߛࠆߢߚߥ߈ߢ߇ߣߎࠆࠇߌฃࠍ㕙߁ߣ⚂ࠆ

ߡߟߦ߆ࠆߔⴕߦ߁ࠃߩߤࠍߩ߽ߩߘ㧘ᮭࠅ߅ߡߒߥߺߣߩ߽ࠆߔࠍᐲ↱⥄ߩ

࠻ࠬࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ࠅ߹ߟޕࠆߡߒᗧࠍ⸂߁ߣࠆߢ↱⥄ߩㆬᛯߩੱߪ

ൻߪߣߎ߁ߣࠆߔ㧘⥄↱߇ߩ߆ࠄᒻߢ⚂߁ߣࠆࠇߐᗧࠍᜬߚߟ㧘ߪࡦ⥄り

߆ߚߒ࿁ㆱ߽ߡߒ߁ߤࠍ⺧ⷐߩࡓ࠙ࡃࠬߥ߁ࠃࠆߓᷫࠍ㊀ⷐᕈߩ↱⥄⊛Ⓧᭂࠆߔਥᒛߩ

⇇ߩ㧘ታߣࠆߔឭࠍ࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ߪࡦ㧘ߦࠄߐޕࠆ߈ߢផኤߣߚߞ

ߒߡߒ㒢ቯࠍ⾰ᕈߥ⊛ታ㛎ߟ߆⊛ዷ⊑ߩ▸㧘ᓼ⊛ⷙߥ߁ࠃࠆߔᯏ⢻ߢਛߩ⺑⸒⊛ᴦߣ

㧘ߪὐߩ࠴ࡠࡊࠕࠆࠇߣ߽ߣ⊛⟵㕖᭴ᚑਥߩߎߩࠇ߆ޕ78ࠆߡߒෂᗋߣߥߨ߆߹

⻉ଔ୯ߪ⠌ᘠ߿ታ〣߿⥄ಽࠍขࠅᏎߊ⇇ߩਛߢⴕേߩߣ߮ੱࠆߔⴕὑߞ߇߈ࠊޟࠄ߆

 ޕࠆߢߣߎ߁ߣ㧘ࠆ߈ߢ߇ߣߎޠࠆߊߡ

ߦߚߩ㧘⹏ଔߪࡦࠆߔ㊀ⷞࠍ㊀ⷐᕈߩ᥉ㆉ⊛ଔ୯ߩ⟵᳃ਥਥߣ⼔ᠩߩߩ߽ߩߘ↱⥄

ᔅⷐ߿⊛⋠ߥଔ୯ߩቯࠍ⁛ᢿࠍߣߎߔߥߢㆱߒ߽ޕࠆߡߌ㧘ߩߎ⹏ଔ㑐ᢙ㧘ߜࠊߥߔ

⹏ଔߦߚߩ㊀ⷐߥଔ୯⋡⊛߇ቯ߫ࠇ߈ߢ㧘㊀ⷐߪࡊ࠶ࠕ࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥ

 ޕߥࠇߒ߽߆ߥߪߢߣߎߒ㔍ߤ߶ߐ㧘ߪߡߞߣߦࡦ

ߣߎࠆߡߒ⟵ቯࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤޠ߈ߴࠆ߃ޟ㧘ߡ߃ਈࠍଔ㑐ᢙ⹏ߦࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ

㧘ᔅⷐ߈ߴࠆ߃߇㧘ੱߪ߈ߣ߁ߣޠ╬ᐔߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ⊛ၮᧄޟ߇ࡦ㧘߃ടߦ

ࡦ㧘߈ߣࠆߣࠍ㉼⸂ߩߎޕࠆ߈ߢ㉼⸂ߣࠆߡߒᗐቯࠍࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩߡߒߣ㑣୯ߥ
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ߦ߁ࠃࠆ߈ߢ߇⺑߽ߡߟߦߣߎߚ߈ߡߒ⸒߮ߚ߮ߚߡߟ⿷ਇߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ߇

ࡓ࠙ࡃࠬߚߞߣޠᦨૐ㒢ޟ߿ޠ㑣୯ޟ㧘ߪᚻᴺࠆࠃߦࡦߥ߁ࠃߩߎ㧘ߡߒߘޕ79ࠆߥ

 ޕࠆߢߕߪߊߦ㧘ലߊߥߣߎࠆߔ⋪⍦ߣ᭴ᗐߩߡߟߦᔅⷐࠆࠃߦ

 
 

4 ᱷߚࠇߐ⺖㗴 
 

ଔ୯ߦ߁ࠃߩߤ߇ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆ․ቯൻ߁ߣ߆ࠆࠇߐ㗴ߪߦ㧘ᓟ⮮ࠆࠃߦᯏ⢻

㓸วߩᔅⷐߩቯᑼൻޕ80ࠆߡࠇߐߥ߽ߡ߅ߦ⺰⼏ߩ 

ࠆࠃߦࡦ㧘ߦ৻╙ 1994 ᐕߩ⺰ᢥߣ↱⥄ޟᔅⷐߪޠ㧘ᔅⷐ㧘ޠ࠭࠾⊛ᷣ⚻ޟߌࠊࠅߣ

ᚻᲑ⊛ଔ୯ࠆߔኻߦ⿷లߩᔅⷐ߇↱⥄㧘ߦᔨ㗡ࠍ⺰⼏ࠆߔߣᮡ⋠ߩ⊑㐿ߥ⊛ఝవࠍ⿷లߩ

ߎࠆߢਇนᰳ߇↱⥄⊛ᴦ⊛Ꮢ᳃ߡߞߣߦ᭴ᚑߩり⥄ࠇߘᔅⷐߪߦࠄߐ㧘ߣߎߟ߽ࠍ

ߦߣߎࠆߔ↪ᵴߡߒߣᚻᲑࠍ↱⥄㧘ߪ⿷లߣᛠីߩ㧘ᔅⷐߪࠇߎޕࠆߡߒߦ߆ࠄࠍߣ

ߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߒ߆ߒޕࠆߢߩ߽ࠆߡᒰࠍὶὐߦᣇߩ↱⥄߁ߣࠆ߈ߢ㆐ᚑߡߞࠃ

ਥᒛߦ߁ࠃߚ߈ߡߺߢ㧘␠ળੱࠆ߈↢ߢ㑆ࠆߢ㒢ࠅ㧘ੱߩ↱⥄ߩᄢ߮ߩߘ↪߇

ઁ⠪ߩᔅⷐ㧔ၮᧄ⊛ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧕ࠍᅓߡߞ߇ߚߒޕߥߨ߆߇㊀ⷐ߆ߩߥ↱⥄ߥ

  ޕࠆߡࠇߐᱷ߇⺰⼏ߥ࿎㔍ߡᭂ߁ߣ߁ࠍ⾰ߩ↱⥄ߜࠊߥߔ㧘ߣߎࠆߔቯൻ․ࠍ

ࡦዞഭࠗߩޘ㧘ੱߪߦ႐วࠆ߉ߔ㜞߇᳓Ḱߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤࠆߥߣ㧘ෳᾖၮḰߦੑ╙ 

߁ߦࠇߘ㧘ߣ࠻ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ㧘ᚻෘߪࠇߘޕࠆ߇ࠇᕟࠆߔૐਅ߇ࡉࠖ࠹ࡦ

ㆊ⼔ߥ㓚ߡߞࠃߦ㧘߭ߩߣ⥄ਥᕈࠍᅓࠆߔߣߥߨ߆㧘ߩ߳ࡓ࠭࠽࠲ࡄ ᔨ߇

ߪࠇߘޕࠆߡࠇ㧘ㆡಾޟߥ㑣୯ߩޠ⸳ቯᬺߩ㔍ࠍߐߒᗧࠅ߅ߡߒ㧘ޟ㑣୯ߩߤࠍޠ

 ޕࠆߢߩࠆߡࠇߐᱷ߇㗴ߩቯ㊂ൻߩ↱⥄ߜࠊߥߔ⺰⼏߁ߣ߆ࠆߔᛠីߦ߁ࠃ

 ╙ਃߦ㧘ᒰ␠ળߡ߅ߦၮᧄ⊛㊀ⷐᕈߟ߽ࠍᯏ⢻⒳⋡ߩ㧘ᦨዊ㒢ࡆࡄࠗࠤߩ

ߦ߆ࠄޕࠆߢ㗴ߩวᗧᒻᚑࠆߔ㑐ߦળ⊛ቯ␠ߩ࡞࡞ಽ㈩ߪߦࠄߐቯ㧘⸳ߩࠖ࠹

ቴⷰ⊛ޟߥᔅⷐޟ̆̆ޠ㘫㙈㧘∉∛ߩ⬧ᑧ╬ߕࠄߥߺߩ̆̆ޠ㧘ਥⷰ⊛್ᢿߩࠍᱷߔ

ߺ⚵ᨒࠆ߃ᝒ߽ࠍ̆̆ޠᢥൻ⊛↢ᵴߩᦨዊ㒢ޟߪࠆޠᵴ↢ߒࠄ㑆ੱޟ̆̆ޠᔅⷐޟ

ળ⊛ቯ␠ߡߒ⸘㓸ߦ߆ࠍᢿ್ߩޘੱࠆߔߣਛᔃࠍ㧘ᒰ⠪ߪߦ㓙ࠆߔߣ߁ࠃߒ᭴ᚑࠍ

ߥᓧࠍࠆߑߖଐߦᢿ್ߥ⊛ਥⷰߩ㧘ᒰ⠪߫ࠇߔ⸒឵ޕࠆ߇㗴߁ߣ߆ࠆߔᒻᚑࠍ

ࠬߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ㧘․ቯࠅߢ㗴߁ߣ߆ࠆߔቯߡߞ߿߁ߤߦ⊛ળ␠ࠍᔅⷐ

ࠅ߽ߢ㗴ࠆ߇ߥߟߦ㆑⋦ߥ⊛ቯߩࡓ࠙ࡃࠬߣࡦࠆߌ߅ߦࠬࡠࡊࠆߔቯࠍ࠻

 ޕࠆ߁

 

ᓟ⮮ࠍ⺰⼏ߩ〯߹ߚ߃ߢ㧘ࡓ࠙ࡃࠬߣࡦ㧘ਔ⠪ߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ᭴ᗐߩ⋧㆑߇

ߔቯࠍᦨዊ㒢ᐲߩ㧘␠ળߪࡦ㧘ߜࠊߥߔޕ߁ࠈߛࠆࠇߐ⚂㓸ߦὐߩᰴߪ㗴ߔࠄߚ߽

ߦߩࠆߡߞᜬࠍⷞὐ߁ߣࠆߢ߈ߴࠆߔⴕࠍⴕὑਥᕈߪળ␠ߣߣ㧘ੱ߮ߦߚࠆ

ኻߒ㧘ߪࡓ࠙ࡃࠬ㧘␠ળߩᦨዊ㒢ᐲࠍቯߦߚࠆߔ㧘ੱߣޘ␠ળ࠭࡞ࡠߪᵹߩᱜ⟵
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㧘߫ࠇߔ⸒឵ޕࠆߢὐ߁ߣࠆߡߞᜬࠍ⸂߁ߣߛߕߪࠆࠇߌฃࠍᴦ⊛᭴ᗐߩ

ߒࠄ㑆ੱߩࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߣਥᕈ̆̆⥄↱ᐲ̆̆⥄ߩㆬᛯࠆߔߣᚲࠅࠍⴕὑਥᕈߩࡦ

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ㆑ߩὐⷰ߁ߣᔅⷐᐲ̆̆̆̆ޠ␆ળ⊛ၮ␠ޟߩߚࠆߔᯏ⢻ߊ
 

ቯߒㆬᛯߦ↱⥄ࠍᯏ⢻ࠆߔ㆐ᚑߦታ㓙ࠄ߆ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤޠ߈ߴࠆ߃ޟ႐ว㧘ߩࡦ

ࠗࠤߥᔅⷐߜࠊߥߔ㧘ࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤޠ߈ߴࠆ߃ޟ㧘ࠅߢߩࠆߡࠍὶὐߦߣߎࠆ߈ߢ

ߔෳടߦ⺰⸛⊛ߦ⊛ⴕὑਥߦታ㓙߇ੱߩߘ㧘ߪߡߒ㑐ߦߣߎࠆߔቯࠍࠖ࠹ࡆࡄ

ࡦࠛߌࠊࠅߣ̆̆␆ળ⊛ၮ␠ߩߚߩෳടߥ⊛㧘ਥߒ߆ߒޕࠆߥߣน⢻ߡߞࠃߦߣߎࠆ

ߟߦ႐วߥ߇↱⥄ࠆߔㆬᛯߒ⚝ᮨࠍᣇ߈↢ߩࠄ⥄㧘ߡߞࠃߦਇߩ̆̆࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲

 ޕ߁ࠈߛࠆ߇႐วߥࠇ߈ߒ⸂ߪߢߌߛਥᒛߩり⥄ࡦ㧘ߡ

↱⥄ߩੱࠆ㧘ߦ߃ࠁࠇߘ㧘ࠅߢຬ৻ߩળ␠ߪ㧘ੱ㑆ߦ߁ࠃࠆߔ៰ᜰ߇ࡓ࠙ࡃࠬ

ࡆࡄࠗࠤߥᔅⷐߡߒߣ㧘ੱ㑆ߪ↱⥄ߚߞ߁ߘޕࠆ߇ߣߎࠆߔ⚂ࠍ↱⥄ߩੱߩઁ߇

ࠄ߆ὐⷰߩዷ⊑ߩ㧘ੱ㑆ߚࠆߢߩ߽ߥ߹ࠍ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛ⊛ၮᧄߩ߳ࠖ࠹

ᐔ╬ߩ↱⥄ߥේೣࠍㅢߡߓ㧘ਇᱜ⟵ߡߞ߇ߚߒޕࠆ߁ࠇߐߥߺߣ㧘ࠗࠤࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ

ߦߚߩቯൻ․ߩ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛߥ߁ࠃߩߘߪൻ࠻ࠬߩߘߣޠ㑣୯ޟߩࠖ࠹ࡆࡄ

ലߥᓎഀࠍᜬޕࠆ߃ߣߟ 

 

ߡߟߦ␆ળ⊛ၮ␠ࠆࠃߦࡓ࠙ࡃࠬ㧘ߪߣቯߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߥ㊀ⷐߡߞߣߦޘੱ

ߴࠆࠇߐߥߡߓㅢࠍࠄߜߤߩ᳃ਥ⊛ቯߚߓㅢࠍ⺰⼏⊛ࠆࠃߦࡦߣวᗧ߁วࠅߥ㊀ߩ

ߦ೨ߩࠇࠊࠇࠊߡߒߣ⇣Ꮕߚ߇ၒߦ㧘㕖Ᏹߪ┙ኻߩਔ⠪ߥ߁ࠃߩߎޕ߆߁ࠈߛߩߥ߈

ޕߥุߪߣߎࠆߡࠇ 

 
ߩ㧘ᣢሽߕࠄࠊ߆߆߽ߦࠆࠇߐߥߺߣ⟵㧘ਇᱜߦ߁ࠃߚߒ⸛ᬌߦߢߔ㧘ࠄ߇ߥߒ߆ߒ

ᐲ߿ᘠ⠌ߡߞࠃߦ㓚ᮭ߿↱⥄ࠆߡࠇߐ߇㧘ታ㓙ࠆߦੱߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩᄢ

㕖ኻߩ㧘ᮭߦ߁ࠃߩࡓ࠙ࡃࠬ႐ว㧘ߥ߁ࠃߩߘޕ81ࠆ߁ࠅߦ⊛㧘ታߪߣߎࠆߍᅹࠍ

⒓ᕈߒ⧰ߡߞࠃߦ㧘ᮭߪࠆߩ㕖ኻ⒓ᕈߦኻ᛫ߦߚߩޘੱࠆߔ㧘ᔅⷐᦨૐ㒢ᐲߩ

㧘ߕࠄߥߺߩ㧘ᒙ⠪ߪ᭴ᗐߩࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤ⊛ਛᔃ߁ߣࠆߔ㓚ࠍ࠻ࡦࡔ࡞࠻ࠗ࠲ࡦࠛ

ߢ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߥᅷᒰߢലߪߦߚࠆߔ⚝ᮨࠍ߆߈ߴޜࠆ߈↢ߊࠃޛߦ߆ߡߒߣੱ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔឭߡߒߣ⺰⚿ߩߟߣ߭ࠆߌ߅ߦᧄ⺰ᢥߪߣߎߩߎ㧘ߡߒߘޕ߁ࠈߛࠆ

 

 
                                                        
ᣣᧄ⚻ᷣᣂ⡞␠㧚83ޢ⊑㐿ᷣ⚻ߣ↱⥄ޡ㧘A㧚K㧚㧔⪺㧕⍹Ⴆ㓷ᒾ㧔⸶㧕㧔2000㧕㧚ࡦ  1 㗁ޕ 
2  well-being ޟޕᄙ߇ߣߎࠆࠇߐ⸶ߣޠ↢ߥ߆⼾ޟߪࠆޠޟ߿ޠޟߪ

well-beingޟߣޠෘ↢ welfareߩߣޠ㆑ߡߟߦ㧘⏕ߥ⺑ߪ࿁ߪㆱߛߚޕࠆߡߌ

ߣߎࠆߔଔ⹏ߡߠၮߦࠅ߆߫↪ല߇ޠ⟵ෘ↢ਥޟࠆߢᓽ․ߩ⟵㧘ഞਥߪࡦ㧘ߒ

ޠ well-beingޟߊߥߪߢޠෘ↢ welfareޟߪߡߒߣ㧘⹏ଔၮḰࠅ߅ߡߒࠍᛕ್ߡߟߦ
㧔ߪࠆ㧘⼾ߥ߆↢㧘㧕ⷰߩὐࠄ߆⋥߇ߣߎߔ㊀ⷐߣᜰ៰ࠆߡߒ㧦ࡦ㧘A㧚
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K㧚㧔⪺㧕ᓼ᳗Ẵᙗ᧻ᧄ⟤㕍ጊᴦၔ㧔⸶㧕㧔2002a㧕㧚ޡ⚻ᷣቇౣߩ↢㧙ᓼືቇ߳ߩ

࿁Ꮻޢ㤀Ỉᄢቇ ળ 59-68 㗁㧘ࡦ㧔2000㧕64-70 㗁ޕᣣᧄ⺆ޟߩޟߣޠෘ↢ߪޠ㧘

ⷫᕈ߇㜞ߊ㧘well-being ߣ welfare ߪ㧘╩⠪ߚࠆࠇߐ੍᷹߇หᷙߩᗧߩߣ well-being
ߣࡦ .Aޡ㧦᜕Ⓜ㧔2010㧕ቇ⺰ᢥࠆ߇ߣߎߔ⸶ߦ⥄⁛ߣޠ᭽ࠅ߈ࠃޟࠍ M. ࠬ

ߡߒߣ⺆⸶ߚࠇࠄ⍮ߊࠃ㧘ߪߢ㧘ᧄ⺰ᢥߒ߆ߒޕޢᔅⷐ̆̆ߣ↱⥄Ყセ⎇ⓥ̆̆ߩࡓ࠙ࡃ

ߡߒ⇛⋬ߪ㧔well-being㧕ߪ႐วࠆߔ႐⊓ߡߌ⛯㧔ޕࠆߡߒ৻⛔ߦޠ㧔well-being㧕ޟ

  ޕ㧕ࠆ
ࡦ㧘߽ߩ߁ߣޕࠆߡߤߣߦᦨዊ㒢ߪߢ⺰ᧄߪߡߟߦⷐߩ࠴ࡠࡊࠕߩࡦ  3

߈ߡࠇߐߥ߇⺑ߡߞࠃߦ⠪⺰ߩߊᄙߦ㧘ታߪߡߟߦ࠴ࡠࡊࠕࠖ࠹ࡆࡄࠗࠤߩ

㧘ࠤߚ ߡߞߥߦ߁ࠃࠆࠇߐឭ໒߇ࠖ࠹ࡆࡄࠗ 25 ᐕએߚߞߚ߇߽߅ߥ㧘ߩߘ⼏⺰

ߦ࠴ࡠࡊࠕߩࡦޕࠆߢࠄ߆ࠆ߃ߣࠆߡߒᾲ⊕ߦᣣߦ㧘ᣣ߆ࠈߎߤࠆ߹㧘㎾ߪ

ᳰᧄᐘ↢㧘Ꮉᧄ㓉ผ㧘ᓟ⮮ሶ㧘Ⴎ㊁⼱৻㧘㋈⥝ᄥ㇢㧔50ߪߡ߅ߦ㧘ᣣᧄߪߡߟ
㖸㗅㧕߶߆㧘ᶏᄖߪߡ߅ߦ㧚S. Alkire, G.A.Cohen, R. Sugden, M. Qizikibash,㧔ࠔࡈ࡞ࠕ

 ޕࠆߡࠇߐ⺰⼏ߊᐢߡߞࠃߦࠄ㗅㧕࠻࠶ࡌ
4  Nussbaum, M. C. (1999). Sex and social justice. Oxford: Oxford University Press,p.34. 
5  Nussbaum (1999),p.34 
6  Nussbaum (1999),p.39 
7  Nussbaum (1999),p.40. ߩߎ⇼ߪ㧘ੱ㑆ߡߒߣචಽߦಽ㘃ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔᩰൻߐ

ߢߩ߽ࠆߔ⺞ᒝߊࠃ߇ࡓ࠙ࡃࠬߦ߈ߣࠆߔߣ߁ߎዉࠍޘᚒߦߩߡߟߦ‛↢ߚࠇ

 ޕࠆ
8  Nussbaum (1999),p.42 
ᬌ⸛㧦ẜౣߩ╬ਇᐔޡ⮮ੳ㧔⸶㧕㧔1999㧕㧚↢㊁↢㧘A㧚K㧚㧔⪺㧕ᳰᧄᐘࡦ  9

⢻ജޢ↱⥄ߣጤᵄᦠᐫ㧚μ-ν㗁, 6-7 㗁, 70-75 㗁ޕ 
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ੱ㑆㐿⊒ޢጤᵄᦠᐫ㧚15 㗁 
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17-18 㗁ޕ 
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Ã�$�&��(Robbins 1935, pp. 92-93.�� Ápp. 140-141.) 
10 Purposive+L¹§'�¨§*
5	%Á�65���¯$+�ZQ�¨§9�Å§'Y��#�5	%�

��o9���5�0'�¨§9�!	%¼À�#�5� 
11 HCI?+�EK@>�����-#*»f+��:'�£§&iU¦%{±�5�*k¥§&1*%

·36),&3(�%Ä�5%���6+�*�o'k¥§%��¿º9V #�5%8���+���	

(Robbins 1935, p. 93.�� Áp. 142.)%Ë-��¨§9�!	%���o*k¥����L. EK@>'251
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9�(Robbins 1932, p. 87.�� 1935, pp. 94-95.�� Í pp. 143-144.) 
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�	9%�(°�9)$	9��(Robbins 1932, p. 35. � 1935, p. 35. � Íp. 55.) 
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pp. 159-160.)  
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ê-qn�(��&Ý08���$���;Í�,µ´,�3)�Î&�8�)^3$�r¿P-Æ¨

´(mê)¶è�8,%�814(Robbins 1932, p. 34. � 1935, p. 34. � Ñ p. 54.)� 
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�Æ¨P-�<)Ò�,�3,QÅ�ÖÓ,yá,�8¥æ)��$�:3$�à)V±�98À

L¢,ÜT%�7�ÖÓ�t[)yá�69�&�)-�,�é;£}c�8�3)��(8~)��

$4�5(Su-±�69�1��Î&�9(��)��(��(Robbins 1932, p. 34. � 1935, p. 34. � 

Ñ pp. 147-148.) 
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(Robbins 1935, pp. 93-94 � p. 142) 
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6ä"$��FB�(';W)f7�L#,�¥&Í�,µ´&,ãY;mê)�8 (Robbins 1932, pp. 

13-14. � 1935, pp. 13-14.� Ñpp. 20-22.)�1���Ì´)·T�Ô�¥;³("��)��$Ù´)·T

�Ôµ´Þ�,�3)V±�8�&-�&74¶���96Ô�¥,R�´V±;�k�84,%�8�

(Robbins 1935, p. 13. � Ñp. 21.)&4Ý0$�8�&�6��¥,R�´(V±;�¥�Í��8®�&Ï

(�$�8&É�698� 
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)�84,&É�6980�%�8�4��¥�zx(6.�0$�Þ��98&-å6(���¥,z

x�&�96,µ´,·w´àÎ�&)�"$�Ê{,µ´,Þ�-���9+.(6(�,%�8��

(Robbins 1935, p. 15.�� Ñp. 24.) 
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� wæ!(�QHRB'ëÉ�$��3�×Ö6®��§�!'�Ñ¦d�$�	 Ýþ���QHR

B$04)��'§�!'�Ñ¦(L. v. MTCAĘLudwig von Mises. 1881-1973.ę$.ø143�

í!�319�ºæ!(��ëÉ_o�"�À$×Ö¿¤6�§�3óz'ė�"� �MTCA'óËÑ

Ă6¿ù��	� 

� MTCA(��_Đ(óË�3�"	
�Ė$0� _Đ"a'�\zÎ6|t� 	3ĘMises 1978 

/ ü p. 5.ę���!û
�óË�"(�MTCA$0� cW'0
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�143�"!�2�×Ö/×Á6×¯�^!�2�vÊ$���Ò�'ă»e$��

 ñª�§�6f���£6�3^!�2�_Đ'Ó�6Æ��3��'Ï¨$��3

_Đ'§ĄÖ#ā¶!�3�ĘMises 1949 / 1966 / ü 1991, p. 35.ę 

�óË�3"(�×Ö6ĈÅ�3�"��#5�×Ö6čï�×ÖČ©'«Ã$ý�

3�"!�3��ĘMises 1978 / ü p. 5.ę 
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)�§ĄÖ#×ÖĈÅ����3"	
^�(�ñ¸'ÙÑ�!�2���'þĄ'Ù�¦(�A"ĕA

'|t"�À$ñ¸!�2�_ĐèÞ$X�Â�ĘMises 1978 / ü p. 6.ę!�3��'0
$�MTC
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��Ę�ď

Ć 2009, p. 291.ę"¶Ñ��V!���'0
#³ą'`·(� 'l_ĐyÔÄć'X�ð¦'[�"�

	+� � 6[ÈÇëÉ�'np",#�m��úĎ6Ó,s����ĘIbid. p. 291.ę"Ă�3� 
17�ëÉ�(�ă×Ö"b¹ÖÔĉ6.�à�#ă«Ã"'Đ'đk"� '_Đóz6Üä�3ß�!�3�

(Robbins 1932, p. 15.�� 1935, p. 16.�� ü p. 25)ºâ!Ô	3��¦�í"(��'�í6ô�Ôÿ"�3� 
18 ���¦¿¤(���$�Ñ¦6��.'!(#	��".�4)�Ð	§�!'�ÑÖč'¿¤6�

�.'"î�14��!�3��Ę�ďĆ 2009, p. 290.ę 
19 �MTCAµ°���* 'óz(��7$½ÎÖ#�iÔ"�å�3á�'�ÑÖ#.'"î�14&

)#1%�"Ă�3"��4(�'§�$�ÑÖ"	
ûò6j� 	3"5���(¥
��(Robbins 

1935, p. 93.�� üp. 142.) 
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"$^1Tv�!���óIbid. pp. 115-116.ô 
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Ô¶5�1zn"$��¸¿"¤ì¿ï���1�/20��#.�!ò�Jâ�$�0�!

���óIbid. p. 126.ô 
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"AQH��/��äIbid. p. 659.å 

 

�0&�Ì���,	!�IQ>;�VÜÊ±u�!��/\V#�I9NÅ®u»�w—v^¿Õ�

²¾½��GKP7:DI9;�3�À!�Ç���/��",	 IQ>;"ÌÎ#��0-"I9
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�ÄÃ!NEO<» ��«w#�%�"ÝZ��!«&���/��3b���/"�
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p. 37.÷���2��$�!�0�AF;8º"P¨�%�»ºj'�¬�I �2D?E9ºÐ±N
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ೋᦼวℂ⊛ㆬᛯ⺰ࠆߌ߅ߦଔ୯ߣ⑼ቇߩ㗴̆̆ࠝࠍࡦ࡞ࠤߣࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ኻᲧ1̆̆ߡߒ 

 
ᧄ2 

 
㧝㧚 ߦߓߪ 
วℂ⊛ㆬᛯ⺰ޔߪߣᚢᓟᦼߦ␠ળ⑼ቇోߦᐢࡠࠢࡒߚߞ߇⚻ᷣቇ⊛ੱߥ㑆ⴕേℂ⺰ࠍᜰߒ

ߤߥᣇ߃⠨߁ߣࠆߔⴕേߦ⊛วℂߪੱޔ߿⟵ᣇᴺ⺰⊛ੱਥޔߪ⟲ⓥ⎇ߩߎޕࠆߢ⒓✚ߚ

ᴦޔߪࠅ߇ᐢߩߘޕߚ߈ߡߖࠍࠅ߇ᐢߢฦಽ㊁ߢ߹ࠆ⥋ߦޔߡߒߦਛᩭߩ⺰ℂߩߘࠍ

ቇࠍਛᔃߡߒߦ␠ળቇ߿ᔃℂቇߤߥᄙጘޔࠅ߅ߡߞߚࠊߦᐢᗧߪߢㅴൻ⺰ߣห᭽20ޔߦ
♿ߩ␠ળ⑼ቇಽ㊁ߡ߅ߦቇⴚಽ㊁ࠍߚ߃ࠍࠅ߇ᜬߟℂ⺰ߡߒߣዷ㐿ޕࠆߡߒ 
࠽ࡊࠪࠖ࠺࠲ࡦ߽ࠗߣᣇޔߣࠆߔᲧセߣ⺰ㅴൻࠍ⟲ⓥ⎇ࠆࠇ߫ߣ⺰วℂ⊛ㆬᛯߩߎ

ᷣ⚻ࡠࠢࡒޕࠆߡߞߥ⇣ߦߪߺ⚵ߩߚߩ⺑ߩߘޔ߃ߪߣࠆߔឭଏࠍ⺰ℂߥ

ቇ⊛ੱߥ㑆ⴕേߩℂ⺰ࠍၮ␆ߦᝪࠆ߃วℂ⊛ㆬᛯ⺰ޔੱߪߢ ⊛⋠ߩ߆ࠄߦ೨ߩㆬᛯ⊛ⴕേߪ

ነࠍ㑐ᔃߦ㑐ଥߩߣᚻᲑ⻉ߥ⒘ዋߩߚࠆߔ㆐ᚑࠍ⊛⋠ߩߘޔࠅ߅ߡߞߥߣ೨ឭ߇ߣߎߟᜬࠍ

ߩᶿ᳸ߩ⒳ࠅࠃ߁ߣㆬᛯ⊛ⴕേߩߟᜬࠍ⊛⋠ߦ⊛⥸৻ޔߪߢ⺰ㅴൻߡߒኻߦࠇߘޕࠆߖ

߆ㆊ⒟ߩᶿ᳸ߩㆬᛯ⊛ⴕὑ߽⥄ὼߩ㑆ੱߪߢㆊ⒟ߩᗧᕁቯߥ⊛ㅴൻޕ1ࠆߔ⋠⌕ߦࠬࡠࡊ

ଔ୯ࠆߥߣᚲࠅߩㆬᛯߩ㑆ੱߡߞ߇ߚߒޔࠇߐ⺑ࠄ values ㆊߩߘߡߒ㔌ࠅಾߪߣ㗴ߩ
⒟߇⠨ኤޕࠆߥߦߣߎࠆࠇߐ 
ߪⴕὑߩߘࠅ㒢ࠆߢ㑆ੱ߇⽎ኻޔࠅߢℂ⺰ࠆߔ⺑ࠍ㑆ⴕേੱޔߪ⺰วℂ⊛ㆬᛯߒ߆ߒ

ଔ୯್ᢿ value judgmentsߪߣή㑐ଥߩߎޕߥ߃ࠅߢଔ୯್ᢿߩ㗴ޔߪฎ࠻ࠬࠕߪߊ
߫߃ߪߢㄭᐕޔ߈ߢ߇ߣߎࠆ㆚ߦઍᤨߩࠬ࠹ R. M. ߿ࠕࡋ A. ߚ߹ޔࡦਥⷰߩ㗴ߒߣ
߽ߢ⼏⺰ࠆߔ㑐ߦ⺰วℂ⊛ㆬᛯޔ߇ࠆߢߩ߽ߚ߈ߡࠇߐ⺰⼏߽ߡߞࠃߦቇᵷࠕ࠻ࠬࠝߡ

ߢળ⑼ቇಽ㊁␠ߩઁޔࠇߢᴦቇޔࠇߢቇᷣ⚻ߪࠇߘޕߚ߈ߡࠇࠄߍࠅขߪਥ㗴ߩߎ

ߣߚߞߢ㗴㑐ᔃࠆࠇߐᒰὼߢᗧࠆޔߪߢὐ߁ߣ⺰ℂࠆߔ⠨ኤࠍ㑆ⴕേੱޔࠇ

ߩߡߟߦଔ୯್ᢿࠆߌ߅ߦวℂ⊛ㆬᛯޔߪᧄႎ๔ࠄ߆ߣߎߩએޕ߁ࠈߛࠆ߃ ࠅขࠍ⺰⼏1
ޔߍೋᦼߩวℂ⊛ㆬᛯ⺰ޔߡ߅ߦଔ୯ߩ㗴ߩߡߟߦᢿ ࠍឭଏޕࠆߔߣ⊛⋠ࠍߣߎࠆߔ 
วℂ⊛ㆬᛯޔߪ㗴ߩଔ୯್ᢿࠆࠊ㑐ߦ⺰วℂ⊛ㆬᛯߩߎ rational choice ߇߁ߣ

ᴦቇߩߤߥ␠ળ⑼ቇಽ㊁ߢ⡞ࠇ߆ᆎߚᚢᓟࠄ߆ 1950ᐕઍޔߪߦ⺰ὐߦߢߔߡߒߣขࠅߍ
␆ၮࠍㆬᛯ⊛ⴕὑࠆࠊ㑐ߦౝ㕙ߩ㑆ੱ߁ߣଔ୯್ᢿޔߪߩࠆߥߣ㗴ߢߎߘޕ2ߚߡࠇࠄ

ߚߒ߁ߎޕࠆߢὐ߁ߣ߆ࠆ߈ߢ┙ᚑߦ⊛ቇ⑼ߡߒߦ߁ࠃߩߤޔ߇⺰ℂߩ㑆ⴕേੱߚ⟎ߦ

㗴ᗧ⼂ޔߪวℂ⊛ㆬᛯ⺰߇ᒰೋੱࠄ߆㑆ⴕേߩ⺑ߩߚߩ ࠆߔឭଏࠍ⺰ℂߥ⊛ቇ⑼ߩߟ1

                                                   
 ᴦቇޔଔ୯್ᢿޔᣂฎౖᵷ⚻ᷣቇޔ㧦วℂ⊛ㆬᛯ࠼ࡢࠠ 1
2 ฬฎደᄢቇᄢቇ㒮⚻ᷣቇ⎇ⓥ⑼․⎇ⓥຬ 
 kazumi@nagoya-u.jp 
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ߩㆊ⒟ߊߡࠇࠄࠇߌฃߢᒻߥ߁ࠃߩߘߚ߹ޔࠇࠄ߃⠨ߣࠆߦߣߎ ߃ᝒߡߒߣᢿ㕙ߩߟ1
ᚻߊ⸂ߺ⺒ߢᲑ㓏ߩೋᦼߩዉޔࠍ㗴ߩቇ⑼ߣวℂ⊛ㆬᛯޔߪࠇߘߡߒߘޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ

 ޕ߁ࠈߛࠆߥߦࠅ߆߇
ᧄႎ๔ߪߢวℂ⊛ㆬᛯ⺰ߩೋᦼߦଔ୯ߩ㗴ࠍᛒߚߞ ࠆࠇࠄߦߎߘޔߒ⚫ࠍᢥ⺰ߩߟ2

ଔ୯ߣ⑼ቇ⊛⎇ⓥߩߣ㑐ଥࠍ⠨ኤౕޕࠆߔ⊛1957ޔߪߦ ᐕߩ F. E. ࠝߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶⺰⠨
ߚߌవ㚟ߦࠇߘߣ 1951ᐕߩ H. ࠆࠃߦࡦ࡞ࠤ⺰ᢥࠍᲧセߩߎޕࠆߔ 1950ᐕઍߩ ⼏ߩߟ2
 ޕࠆࠇࠄ߇ᗧߥ⊛ኻᾖߩߡߟߦ߆߈ߴ߁ᛒ߁ߤࠍଔ୯್ᢿߡ߅ߦ⺰ℂޔߣࠆࠍ⺰
ߘޔߦ㓙ࠆ߃⠨ࠍ㗴ߩଔ୯ߣቇ⑼ࠆߌ߅ߦ⺰วℂ⊛ㆬᛯߩᚢᓟᦼߪߢᦨᓟߩᧄႎ๔ޔߚ߹

ߩࡦ࡞ࠤᴺቇ⠪ߪߢᧄႎ๔߽ߢਛޔߪߡߟߦࠇߎޕࠆߡߺ⹜ࠍ⠨ኤߩߡߟߦઍᕈᤨߩ

⠨ߡߟߦ⢛᥊ߚ߃ᝒࠍ㗴ߦ߁ࠃߩߘ߇ᓐߣᣇ߃ᝒߩቇ⑼ߣଔ୯್ᢿߩᓐޔߍࠅขࠍ⺰⼏

ኤޕࠆߔᓐ1951ޔߪ ᐕߩ⺰ᢥߢଔ୯ߩ㗴ࠍ⊛⋠ߩߘߣ⊛⋠ޔ߈ߣࠆߕ⺰ࠍ㆐ᚑߩߚࠆߔ
ᚻᲑߩ㑐ଥߪࠄ߆ଔ୯ߩ㗴ࠍⓥᭂ⊛ߦឃ㒰ߣߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔਥᒛޔߒଔ୯ߩ㗴߇ឃ㒰

․߁ߣ⟵↥ਥߒߥ⟵᳃ਥਥޔࠄ߆ࠈߎߣ߁ߣࠆ߁ࠅข߽⊛⋠ࠆߥ߆ߢὐߩߘߕ߈ߢ

ቯߩࠡࠝࡠࠝ࠺ࠗߩ㗴ࠍ⺰⼏ߦᒛޕߊࠁߡߒᓐࠍ⺰⼏ߚߒ߁ߘߗߥ߇ㅴ߆ߚߞ⥋ߦࠆ

ߥ⊛ァޔࠅߦดਛߩ಄ᚢߪᒰᤨ߽ߒ᛬ޔ߇ߥߒ⸒ߪߢᧄⓂߪߢ߹േᯏߥ⊛ធ⋤߁ߣ

ⴣ⓭߽ߤߥࠆ߈✕ᒛ߇㜞߹ᤨߚߡߞᦼߚ߹ޕߚߞߢ 51 ᐕߦᒰ⺰ᢥࠍឭߚߒᓐޔߪ
1940 ᐕߦࡓ࠭࠴࠽ߦㅊߡࠇࠊ࿖ࠝࠞࡔࠕࠄ߆ࠕ࠻ࠬวⴐ࿖߳ࠆࠁࠊߚߒ
⍮⼂ੱߩ ࠍઍ⢛᥊ᤨߚߞ⽶⢛ߩᓐߚߒ߁ߘޕߚߞߢ1ੱ 1950ᐕઍೋ㗡ߩวℂ⊛ㆬᛯ⺰ߩᐢ
 ޕࠆߺ⹜ࠍዷᦸߡߖߐ㑐ㅪߣ⢛᥊ߟᜬ߇ࠅ߇
ᧄⓂߩ᭴ᚑߪᰴޕࠆߢࠅ߅ߣߩ╙ ߢ▵2 1950ᐕઍߩଔ୯ߩ㗴ߦ㑐࠶ࠝߣࡦ࡞ࠤࠆߔ

ߩࡓࠗࡂࡦࡍ ࠆߌ߅ߦߎߘޔߒ⋠ᵈߦᢥ⺰ߩࡦ࡞ࠤߢߎߎߚ߹ޕࠆߔᲧセ⠨ኤࠍᢥ⺰ߩߟ2
㗴ࠆࠇߦᢥ⺰ߩߘޔߍࠅขߡߞᓥߦᣦ⺰ߩᓐࠍ㑐ㅪߩࠡࡠࠝ࠺ࠗߣ㑐ଥߩᚻᲑߣ⊛⋠

㑐ᔃࠍᓐᤨ߿ߜ┙↢ߩઍ⢛᥊ࠄ߆⺑ࠍ⹜ޕࠆߺᦨᓟߦ╙  ޕࠆߴㅀࠍዷᦸߣߣ߹ߢ▵3
 
㧞㧚 ଔ୯ߣ⑼ቇࠆߋࠍ  ⠨⺰ߩߟ2
ᚢᓟޔߪวℂ⊛ㆬᛯ⺰ࡠࠢࡒߡߞߣߦ⚻ᷣቇ⊛߇࠴ࡠࡊࠕߥ␠ળ⑼ቇฦಽ㊁ߦᐢࠅ߇ᆎ

ߦ․ޕࠆߚߦዉᦼ߫ࠊߚ 1951ᐕߦ K. J. ߇ࡠࠕ ޡߚߒ␠ળ⊛ㆬᛯߣੱ⊛⹏ଔޢ
ޕߚ߈ߡߒჇട߇ⓥ⎇ࠆߔ㑐ߦวℂ⊛ㆬᛯࠄ߆ᓟߩߎޔࠇࠄ⍮ߡߒߣ㊀ⷐᢥ₂ߩ⺰วℂ⊛ㆬᛯߪ

ࡠࠕߩㅀࠍࠇߘޕߚ߈ߡࠇࠊ⸒ߦޘ᭽ߪߡߟߦࠅ߹ᆎߩ⺰วℂ⊛ㆬᛯߢ߹ࠇߎޔߢࠈߎߣ

ߪ⺰วℂ⊛ㆬᛯ߫ߌ߅ߦᢥ₂ߩ 1951ᐕޔߦ߆⏕ޕࠆߥߣዋ߽ߣߊߥᴦቇߪߢวℂ⊛ㆬᛯ
rational choice߁ߣ߇ᧄᩰ⊛ߦ⡞ࠇ߆ᆎߪߩࠆߥߦ߁ࠃࠆ 1950ᐕߩࡠࠕޔ3ߢࠄ߆

⪺ߊߏ߇ೋᦼߟ߆ޔߩ㊀ⷐߥ ‛ߪߦߩࠆߢ㆑ߩߘߛߚޕߥᱧผࠍᚢᓟએ㒠ࠆߔߣ

ࠍࠅ߹ᆎߩ⺰วℂ⊛ㆬᛯߪߢᧄⓂޔࠄ߆ߣߎࠆ߇ߣߎ 1940ᐕઍᓟඨࠍࠆᗧߢᚢᓟᦼ
ߩએᓟࡠࠕࠍᦼᤨߚߒჇട߇วℂ⊛ㆬᛯ⺰⎇ⓥޔ߮ߣ 1950 ᐕઍޕࠆߔߣ 
ߪߟ1ޔߪᢥ⺰ࠆߍࠅขߢߎߎ F. E. ࠝࠆࠃߦࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ 1957ᐕߩ⺰ᢥޟ⥄ὼᴺℂ⺰㧦

⢐ቯุ߆ቯ߁߽ޔࠅߢޠ߆ ߪߟ1 H. ࠆࠃߦࡦ࡞ࠤ 1951ᐕߩ⺰ᢥޟ⑼ቇߣᴦቇߢޠ
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ࠍଔ୯ࠆࠇࠊᛒߢߎߎߡߞ߇ߚߒޕߚࠇߐߥߡߞࠃߦᴺቇ⠪߽ߣ2ᧄޔߪᢥ⺰ߩࠄࠇߎޕࠆ
ޔNߪ⺰⼏ࠆߋ ቇ⊛ޔౕߢߩ߽ࠆࠃߦ࠴ࡠࡊࠕߥ ⊛ߪߦᴺᕁᗐࠆߌ߅ߦ⥄ὼᴺ natural law
ᔨߣ㑐ߩߎޕࠆߡߞࠊ⥄ὼᴺߪߣ‛ߩ⥄ὼᧄᕈࠄ߆ࠆࠇ᥉ㆉ⊛ߥේℂࠍߣߎߩᜰߡߒ

ࠇߘޔࠇࠄ߃ᝒߡߒߣߩ߽ࠆߔታߦ⊛ၮᧄߪࠇߘޔ߇ࠆࠇߐߪߣታቯᴺߦ⊛⥸৻ޔࠅ߅

ߢਥᒛߩὼᴺ⺰⠪⥄߇ߩ߁ߣࠆࠇߡߒߣታቯᴺߢߣߎࠆࠇߐ⍮ߡߞࠃߦℂᕈߩ㑆ੱ߇

 ޕࠆ
ޔNߡߟߦ㑐ଥߩታቯᴺߣὼᴺ⥄ߩߎ ቇߩߎߪߢਔ⠪ߦ߆߇⑼ቇᕈࠍᜂߟߟߒታቯᴺ

ߩᴺቇ⠪ߥ㊀ⷐࠆߌ߅ߦࡦࠖ࠙ߪࡦ࡞ࠤ .Hޕߚ߈ߡߞߥߦ⺰⼏߇߆ࠆߔ┙ᚑ߇ ߒߣ1ੱ
⍮ਥ⟵⊛ᘒߩὼᴺ⥄ߡߒߣߥ߃ࠅߢኒ♖ߡߒߣቇ⑼ߪㆊ⒟ࠆߔ⍮߇㑆ੱࠍὼᴺ⥄ޔߡ

ᐲุࠍቯઁޕߚߒᣇ F. E. ࠝߚࠇ߹↢ߢ࠻࡞ࡈࠢࡦࡈޔߪࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ᴺቇ⠪ޔߢ⥄ὼᴺ߇
㕖⍮ਥ⟵⊛┙႐ࠄ߆㚛ࠍߣߎࠆࠇߐᛕ್ޔߒ㧔㕖㧕ଔ୯⍮ਥ⟵ⷰߩ⥄⁛ࠍὐߔ㉼⸂ࠄ߆

ޔ߇ࠆߥ⇣ߪߺᱠߩᶦ↢ࠇߙࠇߘߪਔ⠪ޕߚߒਥᒛࠍ┙ਔߩ⺰ቇ⊛ℂ⑼ߣὼᴺ⊛⊒ᗐ⥄ߢߣߎࠆ

ࠆߍࠅขߢᧄⓂߡߒߘޕߚߞߢⓥ⠪⎇ߚ߈↢ࠍઍᤨߩᚢ߽ࠄߜߤ 2⺰ᢥޔߪᣇ߇߽ߣ
ߩᓟߚߒߦวⴐ࿖ࠞࡔࠕࠍߩߩ↢ੱ 1950ᐕઍࠞࡔࠕޔߦᴦቇળߩหᯏ㑐
The American Political Science Reviewߚߖࠃߦ⺰ᢥޕࠆߢ 

 
2.1ᴺቇࠆߌ߅ߦวℂ⊛ㆬᛯ̆̆F. E. ࠝߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶⺰⠨̆̆ࠄ߆ 
ߒ߆ߒޕࠆߢਥ㗴ߥࠇ⡊ᘠߪޠᴺቇߣวℂ⊛ㆬᛯޟ 1950ᐕઍએ㒠ᴺቇᴺືቇߩ┙႐

߫߃ޕߚ߈ߡࠇ߆⡞߇߁ߣ⺰วℂ⊛ㆬᛯ߽ࠄ߆ D. ࠧ߿ࠛࠖ࠹ J. ߇࠭࡞ࡠวℂ⊛
ㆬᛯ⺰ߩᣛᚻߣࠆߢߚߒ߁ߎޔߪߩࠆࠇߐᴺቇᴺືቇಽ㊁ߩߢวℂ⊛ㆬᛯ߁ߣ

ޕࠝࠆࠇࠊᕁߣߩ߽ࠆࠃߦᶐㅘߩ ࠍ߁ߣวℂ⊛ㆬᛯߢᴺቇಽ㊁ޔߪᢥ⺰ߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶

ߩ⠨⺰ߩೋᦼߚߒ  ޕࠆߥߣߟ1
࿁ขࠅᤨࠆߍᦼޔߩᴺቇᴺືቇࠆߌ߅ߦวℂ⊛ㆬᛯߩਥⷐߥ㗴ὐߩ วߩߘޔߪߟ1

ℂ⊛ㆬᛯࠍⴕ߁ਥߩଔ୯⍮ߩㆊ⒟ࠇߙࠇߘޔߪࠇߘޕࠆߢᕈࠍᜬߟੱߩࠄ⥄߇ౝ

ߢߣߎ߁ߣ߆ࠆߖ߈ዉࠍㆬᛯ⢇ࠆ߈ߢวᗧߣ⠪ઁߦ߆ߡߓㅢࠍଔ୯್ᢿߥ⊛ᄖ⊛

ߡߞࠃߦਥ߇ߖࠊวߺ⚵ߩ⒳⒳ߩㆬᛯߥ⊛วℂߢᗧ߁ߣࠆ߈ߢวᗧ߇⊝ޔ߫߃ޕࠆ

ࠇ߹ߦㆬᛯߩߘޔ႐วߚߞⴕࠍㆬᛯࠆ߇ੱޕࠆߥߣ㗴ߩ࡞ࡌ⍮ߪ߆ࠆࠇߐቯߦ߆

ᄖ࿃ߡߞࠃߦ⚛ⷐߩઁߩߘ߽ߣࠇߘޔ߆ߩࠆࠇߐ⸂ℂߡߒߣଔ୯್ᢿߥ⊛ౝߦਥ߇ଔ୯ࠆ

ߥ⊛ౝߦਥޕࠆߥߣ㆑ߥ߈ᄢߪ߆ߩࠆࠇࠄ߃ᝒߦ⊛ intrinsic ଔ୯್ᢿઁߪ⠪ߡߞࠃߦ
⡞߇ᛕ್߁ߣߚ߇ߒ┙ᚑߡߒߣ⺰ℂ߃ࠁࠇߘޔߊߒ㔍߇ᢿ್ߥ⊛ቴⷰޔߚߥᓧࠅ⍮ߪ

ቇℂ⑼ߪࠇߘޔࠄߥࠆߢߩࠆߡߒߑᩮߦߩ߽ߥ⊛ౝ࿃߇ଔ୯್ᢿߩߘޕࠆߢࠄ߆ࠆࠇ߆

߇ߩ߁ߣߊᰳࠍᱜ⏕ᕈߩߡߒߣ⺰ 20♿೨ඨࠍㅢߚߓᛕ್ߩ ޔߪࠇߘߡߒߘޕߚߞߛߟ1
⥄ὼᴺ߇ੱߪℂᕈߡ↪ࠍౝ⊛ߦ⍮ⷡߣࠆߢߩ߽ࠆࠇߐ⠨ߚ߈ߡ߃⥄ὼᴺ⺰⠪ߦኻߡߒ

߽ᒰࠆ߹ߪߡᛕ್ޕߚߞߢ 
ὼ⥄ࠆࠇߐᛕ್ߣࠆߌᰳߦቴⷰᕈߚࠆࠃߦଔ୯್ᢿߥ⊛ౝߡߒ߁ߎޔߪࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝ

ᴺޔࠍ൮⊛ߦ⥄ὼᴺℂ⺰(Natural Law Theory; એਅ NLT)ߣ߮⇣ࠆߥⷞὐࠍࠇߎࠄ߆ᠩ
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߁⸒߇ᓐޕߚߒߣ߁ࠃߒ⼔ NLTޟޔߪߣ⥄ὼᴺߩᱧผ߇ࠅߚߍᢙߥࠇ߈߃ℂ⺰ోߦߡ
ㅢࠆߔၮ␆ࠆߢޠ(Oppenheim, 1957, p. 41)ߪࠇߎޕᓐࠄ⥄߇ߦ߁ࠃࠆṼὼߚߒߣ
߉ߔߦ⒓ߥ⊛ଢቱߩߚࠆߔឭࠍ⸂ߥߚᣂߩߡߒኻߦ⥸৻ὼᴺ⥄ߪߡߒߣᓐޔ߇ࠆߢ

ㅴࠍ⺰⼏ߢ㗅ᐨ߁ߣࠆߴㅀࠍ⺑ߩࠄ⥄ࠄ߆ࠇߘޔߴㅀࠍ⸂ὼᴺℂ⥄ߩ᧪ᓥߕ߹ߪᓐޕߥ

 ޕߊߡ
ߥ⊛⥸৻߫ࠇࠃߦᓐޔ߇ࠆߢߡߟߦ⸂ὼᴺℂ⥄ߩ᧪ᓥߕ߹ NLT 㛎⚻ޔߪ⸂ℂߚߌะߦ

⑼ቇ߿ⷙ▸⊛୶ℂߦዻޔߕߐ⼂⺰ߦዻࠆߢߩ߽߁ߣࠆߔ(Oppenheim, 1957, p. 42)ߎޕ
ߢὐ߁ߣࠆߥߣ㗴ߩଔ୯⍮ߦ⊛ᔅὼߪὼᴺ⥄ߪߢ⸂ℂߩ᧪ᓥޔߪࠈߎߣࠆߔᗧ߇ࠇ

⟵ଔ୯⍮ਥࠆߔࠍ⸂ℂ⊛⥸৻ߚߒ߁ߎޕࠆ value-cognitivismߪࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝޔߡߟߦ
ᰴߦ߁ࠃߩ⺑ޕࠆߡߒ 

 
NLTޟ ଔ୯⍮ਥޕࠆߢߣߎࠆߔᡰᜬࠍ⺰⼂⺰⊛ℂߩ⟵ଔ୯⍮ਥޔߪߣߎࠆߔ⻌ᛚࠍ
ౝࠆߔᢿ್ࠍ߆ன߆⌀ߦ⊛⍮ޔߊߥ㑐ଥߦୟߩଔ୯߳ߥ⊛ౝߩᚻ߈⡞߿ᚻߒޔߪ⟵

ߘ߇ᘒ⁁ߩ‛᧪⽎ኻޔߪߣଔ୯್ᢿߥ⊛ౝޕࠆߔਥᒛߣࠆߔሽ߇ଔ୯್ᢿߥ⊛

ᚻ߁߆ะ߳⊛⋠ߚࠇ㔌ߊ㆙ߦනޔߡߞߢߩࠆߔⷙቯࠍ߆ߥߢ߁ߘ߆ߩ߽ࠆଔ୯ߢ⥄ࠇ

ᲑޕߥߪߢߩߥNLT ਅಽ㘃ߩቯ․ࠆߩଔ୯್ᢿߚߒ߁ߘߪ sub-class ޔ⍮⊛ലᕈߩ
ߩ߽ࠆߥༀߦ⊛ౝ߇ޔࠅ߹ߟ good ᐲߥ⊛ᴺߪߊߒ߽ߥ⊛ᴦߦන߽ߣࠇߘޔ߆ࠆߢ
ߣߎࠆߢㆡᱜߢߣ߽ߩⴕേ߿ justߩߡߟߦ߆ߩߥᓼ⊛್ᢿߩ⍮⊛ലᕈࠍ⢐ቯޕࠆߔ
ᥧߦᗧޔߪߩࠆߔNLT ߩࠄࠇߘࠆࠇࠊߦ⊛ᔅὼߦ⊛ℂ⺰ߡߞࠃߦᓼ⊛್ᢿߥ⊛ౝߪ
 commandsߩߡߟߦ⍮⊛⁁ᘒࠍਈޠޕߛߣߎࠆ߃(Oppenheim, 1957, pp. 42-43) 

 
NLTޔߪߢ⸂ℂߩ᧪ᓥࠅ߹ߟ ߟ߮⚿ߣߣߎࠆߔ⍮ࠍଔ୯್ᢿߥ⊛ౝߦࠄ⥄߇ੱߦᏱߪ

ޔઁߪଔ୯್ᢿߥ⊛ౝߚߒ߁ߘޕࠆߡ ࠄ⥄ߊߥߣߎࠆࠊ㑐߽ߦ⚛ᄖ⊛ⷐߥ߁ࠃߩߤߩ

᥉ߢㅢߥ߁ࠃߩὼᴺ⥄ޔࠅߢߩ߽ߩ⒳㘃ߥ߁ࠃࠆࠇࠄᭂࠍ߆ன߆⌀ߦ⊛⍮ߡߒ┙⁛

ㆉ⊛ߥༀࠆޔࠍ․ቯߩᴦ⊛ᴺ⊛ᐲߩߢߣ߽ߩㆡᱜࠄ߆ߩ߽ߥޕࠆߢߩ߽ࠆߔㅒ

NLTޔ߫߃⸒ߦ ࠍᗵⷡߥ߁ࠃࠆߖߐߎࠍⴕേߦޘᚒߡߞࠃߦᓼ್ᢿߥ⊛ౝߚߒ߁ߘߪ
ᓼߥ⊛ౝ࿃ߪߣ⺰ὼᴺℂ⥄ߦ⊛⥸৻ޔ߫ࠇߺߡߒ߁ߎޕࠆߢߣߎ߁ߣߔߚᨐࠍᓎഀ↢

⊛್ᢿߣห⟵ޕࠆߢߩ߽ߩ 
ὼᴺ⥄ޔ߫߃ߢ⸒৻ߪਥᒛߩᓐޕࠆߔቯุࠍ⸂ὼᴺℂ⥄ߥ⊛⥸৻ߥ߁ࠃߩ⸤ߪᓐߒ߆ߒ

ଔ୯ޔߊߥߪߢߩࠆߔ⸂ℂߡߒߣߩ߽ࠆࠇࠄߌઃ߮⚿ߣౝ⊛ଔ୯್ᢿߦᏱߥ߁ࠃߩ⸤ࠍ

⍮⊛ߥ┙႐ࠍขߥࠄ㕖⍮ਥ⟵⊛┙႐ࠄ߆ታ⸽ਥ⟵⊛ߦℂ⸃ޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆߔᓐߎߪ

ଔ୯߇ࠇ valueߩ⺆߁ߣౝኈࠆߥ⇣ࠍᣇᴺߺ⺒ߢㄟߢߣߎน⢻ߣߛㅀޕࠆߴ 
ᓐޔ߫ࠇࠃߦଔ୯ࠍߔ⸒⪲ value-words ⟵ᱜ߫߃ޕߥߒᜰቯࠍ⽎ኻߪ justice ༀ߿

goodness 㑆ߪࠇߘ߇ࠆࠇࠊߦ߁ࠃࠆ߽߆ߚ߇⽎ኻࠆࠇࠄߌะ߇⪲⸒ߩߘߪฬ⹖߁ߣ
㆑ޕࠆߢߣ߽ߩห᭽ߦଔ୯ࠍߪ⺆↪ߔ․ᕈࠍᗧ⦟ޔߒߥߒ good߿ㆡᱜߥ justߣ
ߥ⊛ౝޔߡߞ߇ߚߒޕߥߪߢߌࠊࠆߔ⸒ߦᓽ․ߩᐲޔ⊛⋠ޔⴕേ߿ᒻኈ⹖߽ੱߚߞ
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ଔ୯್ᢿࠆߌ߅ߦଔ୯ߩ߇ࠇߘޔߪ⢐ቯ⊛ุ߆ቯ⊛ߦ߆㑐ޔߕࠄࠊਥߩ⹏ଔޔߣᓐ߇ౝ

⊛ߦ⹏ଔࠆߔኻ⽎᧪‛ߩ⁁ᘒߩ㑆ࠆߦ㑐ଥߦ⸒߁ߘޕࠆߥߦߣߎࠆߔ⠨ࠇ߃

ࠆߡߒ⋦ߦ⊛ᓼ৻ޔ߫ 2⠪ߩଔ୯್ᢿޔߪᣇ߽ߣଔ୯ࠍᗐቯ߁ߣࠆߡߒᗧߢ
ㅢߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝޕࠆߔࠍޔ߫ࠇߍA߇ኾ⊛ߥᴺߦᓥߪߣߎߥࠊᓼ⊛ߦᱜߒ
ߒ⋪⍦ߪᗧߩࠄᓐޔ߈ߣࠆߴㅀߣࠆߡߞਇᓥ߽㑆㆑ࠆߔኻߦᴺᓞࠆߥ߆߇Bޔߣ
ୟߩଔ୯߳ࠆ߃⠨ߩࠇߙࠇߘޔߊߥߪߢߩࠆߡ value-commitment߇ሽࠆߢߺߩࠆߔ
(Oppenheim, 1957, p. 43)ߩߎޕଔ୯߳ߩୟએᄖߩౝ⊛ߥଔ୯್ᢿߪ⍮⊛ߥലᕈࠍᜬ
ߡߒߣߩ߽ࠆ߃ᝒࠍߩ߽ߩߘଔ୯ߊߥߪߢଔ୯್ᢿߥ⊛ౝߪᓼ⊛ଔ୯್ᢿߡߒߘޕߥߚ

⠨ޔߢߩࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃ᓼ⊛ଔ୯್ᢿࠍ⍮⊛ߥ㗴ࠄ߆ಾࠅ㔌ࡍ࠶ࠝߣࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ

NLTޔߪᓐߡߒ߁ߎޕࠆߴㅀߪࡓࠗࡂࡦ ࠆ߃ᛒࠅขߦ⊛⟵ታ⸽ਥߦߕࠄࠊ㑐ߦ㗴ߩ⍮߇
㗔ၞޕߚߒߣ߁ߘ␜ߣࠆߢ 
⟵㕖⍮ਥ߇ࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝޔߪߩࠆࠇࠊᕁߣ㊀ⷐߢߎߎ NLT ታ⸽ਥߪࠇߘޔ߈ߣ߁ߣ

߁ࠃߩᰴߩᓐߪࠇߘޕࠆߢߣߎߚߒᜰ⋠ࠍᛒߩߡߒߣቇ⑼ޔࠅߢߩߚߺ⹜ࠍ⸂ℂߥ⊛⟵

 ޕࠆࠇࠄߦߥ
 
┙߁ߣߥᓧࠅ߽ߢήല߽ߢലߢᗧߥ⊛⍮߇ଔ୯್ᢿߥ⊛ౝߪ⟵㕖⍮ਥޟ

႐ࠍ⛽ᜬߪࠇߎޕࠆߔޔ߫߃ේℂ⊛ߪࠄࠇߘޔߦ⚻㛎⊛⸽ࠍෳᾖ࠻ࠬ࠹ߡߞࠃߦߣߎࠆߔ

ޠޕߛߣߎ߁ߣߥ߈ߢߪߣߎࠆߔ⸽ߡߒ㑐ߦℂᢙℂ⊛ᩮ⺰ߚ߹ޔߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ

(Oppenheim, 1957, p. 48) 
 
ߣ⚊Ꮻࠆߔ↪ㆡߢਛߩᵴ↢ߩᲤᣣߦ߁ࠃߓหߣߩ߁ⴕߢਛߩቇ⑼߇⊝ޔߦනߪ⟵㕖⍮ਥޟ

Ṷ➈ߩ⺰ℂߩⷙೣࠍቯޠޕࠆߔ(Oppenheim, 1957, p. 49) 
 
ߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝޔࠅ߹ߟ 1957 ᐕߩ⺰ᢥߪ㕖⍮ਥ⟵⊛ NLT ὼᴺ⥄ޔߢߣߎࠆߔਥᒛࠍ

ޕࠝߚߞߢߩ߽ߚߒᜰ⋠ࠍⓥ⎇ߥ⊛⟵ታ⸽ਥߢ⊛ቇ⑼ࠆߌ߅ߦ ଔߥࠢ࠾࡙ߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶

୯್ᢿߣ⑼ቇߩਔ┙㑐ଥߩ 1ᒻᘒߦߎߎࠍޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ 
ޕ߆߁ࠈߛߩߊߟ߮⚿ߢߎߤߣวℂ⊛ㆬᛯޔ߇⺰⸒ࠆߔ㑐ߦὼᴺ⥄ߣଔ୯್ᢿߩᓐޔߪߢࠇߘ

ᓐ2ޔߪ࿁วℂ⊛ㆬᛯޕࠆߡ↪ࠍ⪲⸒߁ߣ╙ ߣࠆߴㅀࠍ⊛⋠ߩᢥ⺰ߩᓐޔߢ౨㗡ߪߦ1
ߣࠆߢߣߎࠆߔቯุࠍน⢻ᕈߩⴕേࠆછ⽿߿วℂ⊛ㆬᛯߪߣߎࠆߔቯุࠍὼᴺ⥄ޟߢࠈߎ

 ,Oppenheim)ࠆߡߒ↪ࠍ⪲⸒߁ߣวℂ⊛ㆬᛯߢߎߎޔߣޠࠆߔ㚛⺰ࠍାᔨߩᦨㄭ߁
1957, p. 41)ޟߢߎߎޕวℂ⊛ㆬᛯޟߣޠ⽿છࠆⴕേ߇ߣޠਗߢޔࠄ߆ߣߎࠆߡࠇࠄ
ߘޔࠅߢㆬᛯߚࠇߐᢿ್ߣ⊛วℂߦੱߪࠇߘޔ߈ߣࠆߔߣวℂ⊛ㆬᛯ߇ࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝ

ߘߒߛߚޕࠆߡߒᜰࠍㆬᛯㄭߦࠇߘ߽ߣߊߥዋޔ߆ࠍᗧวߩ୶ℂ⊛್ᢿߢᗧߩ

 ޕߥߪߢ⸂ℂߥ⊛⟵⍮ਥޔߦ߁ࠃࠆߺߦᰴߪࠇ
╙ ߣ⟵㕖⍮ਥ߁⸒ߩᓐߪᓐߢߎߘޕࠆߊߡ߇⺑ߩวℂ⊛ㆬᛯߦㇱಽㄭߦ⺰⚿ޔߦ2

วℂ⊛ㆬᛯ߇⍦⋫ࠍߣߎߥߒਥᒛޕࠆߡߒᓐߩวℂ⊛ㆬᛯߩ⺑ߪᰴߢߩࠆߢࠅ߅ߣߩ
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ዋߒ㐳߇ᒁ↪ޕࠆߔ 
 
⊛วℂޕߥߒߣ೨ឭࠍߣߎࠆߦᘒ⁁ߥ⊛⍮߇ଔ୯್ᢿߥ⊛ౝޔߪวℂ⊛ᗧᕁቯޟ

ㆬᛯࠍⴕޔߦߚ߁ᗧᕁቯ⠪ߪਈߚࠇࠄ߃⁁ᴫߡ߅ߦᓐߦ㐿ߚࠇ߆ⴕὑߩઍᦧ⊛ߥ╭ߩ

ߚߠၮߦ⸽ߩߡోࠆ߈ߢ↪ߦᓐߪቯߩᓐޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒᗐ੍ࠍ⺰⚿ߩࠇߙࠇߘ

ᗐ੍߇ᓐߦ⊛⚳ᦨߪᗧᕁቯ⠪ޕ߁ࠈߛࠆߥߣ⊛วℂޔࠇࠄ߃ਈߡߞࠃߦᗐ੍ߩࠄࠇߎ

ߩઍᦧ߇⟵㕖⍮ਥޔ߇ࠇߎޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ㆐ߦᲧセ⹏ଔߩᘒ⁁ߥ⊛ઍᦧߩ‛ߚߒ

߃⠨ߣޢ⊛ᕭᗧޡߢᗧ߁ߣࠆߔ┙⏕ࠍㆬᅢ㗅ߥߚᜬ߽ࠍၮḰߥ⊛ቴⷰࠆߥ߆ߢ߆ߥ

ߐ㓚ߡߞࠃߦ⸽ߥ↪น⢻ߪᗐ੍ߩᗧᕁቯ⠪ޕࠆߢㇱಽߩ৻໑ߩᗧᕁቯㆊ⒟ࠆࠇࠄ

⁁ߩ‛ߥࠎߤߩઁߡߞߣߦᓐࠅࠃ߇ᧃ⚿ࠆࠇߐᗐ੍ߒ߽ޔߢߩࠆߥߣ೨ឭ߇ߣߎࠆࠇ

ᘒ߽ࠅࠃଔ୯ߥ߁ࠃࠆ߇ⴕὑߩ╭ࠍᓐ߇ㆬޔ߫ࠄߥߛࠎᓐߩቯߪวℂ⊛߇ߚߒޕࠆߢ

วࠄߊߓหߪቯߩࠄᓐޔ߈ߣࠆߔቯߡߞߥ⇣ߢᴫ⁁ߓห߇ੱߚߞᜬࠍㆬᅢࠆߥ⇣ޔߡߞ

ℂ⊛ޠޕࠆߢ(Oppenheim, 1957, p. 52) 
 
⺑ߩ⺰วℂ⊛ㆬᛯߚߒ↪ࠍ࠴ࡠࡊࠕ⊛ቇᷣ⚻ࡠࠢࡒޔߪ⺑ߩวℂ⊛ㆬᛯࠆߦߎߎ

ޕࠆߔቯุࠍᲧセน⢻ᕈߩੱ㑆ޔߪଔ୯ࠆߌ߅ߦ⺰วℂ⊛ㆬᛯޕࠆߡ߃ᝒߊࠃࠍߺ⚵ߩ

ޔ߇ࠇߘޕࠆߔ⚝ᮨࠍᦨㆡὐࠆߔวᗧ߇߽ߣᣇޔߡߒ⊑ࠄ߆ੱߔਅࠍቯࠆߥ⇣ߡߒߘ

߫߃ 1900ᐕએ㒠ߩ V. ߿࠻ࡄ L. ߦ࠭ࡦࡆࡠࠆࠇㆬᛯℂ⺰ߩၮᧄ᭴ㅧޕߚߞߢᓐ߇
ࠍࠇߘߢߎߎߪࡓࠗࡂࡦࡍ࠶߽ࠝߣߊߥዋޔ߇ࠆߢ⇼ߪ߆ߚߒ⼂ᗧࠍ࠭ࡦࡆࡠ߿࠻ࡄ

ᥧߦᜰ៰ߩߘߡߒߘޕࠆߡߒᜰ៰ߪᱜޕ߁ࠈߛࠆ߃ߣߚߞߢߩ߽ߒ 
ߚߒ߁ߎޔࠃߖߦߥߪߢ⺰⚿ߚߒᗧ࿑ߩᓐ߇ߌߛࠇߘޔߪࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝߡߒߣ⺰⚿ߚ߹

วℂ⊛ㆬᛯ⺰ߩᗧᕁቯㆊ⒟ߦߢߔߣㅀߚߴ㕖⍮ਥ⟵⊛ NLT ႐┙ࠆߡߒߣߩ߽ߩห᭽ࠍ
㗴ߩ⍮ߪ⺰วℂ⊛ㆬᛯޔߡߒ߁ߎޕࠆߌߟ߮⚿ࠍ⸂ὼᴺℂ⥄ߩ⥄⁛ᓐߣวℂ⊛ㆬᛯޔࠄ߆

ቇ⑼ߣଔ୯ࠆߌ߅ߦ⠨⺰ߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝ߇એޕࠆߥߦߣߎࠆߓㅢߦὼᴺ⥄ߦߕ߹ㄟߺ〯ߦ

 ޕࠆߢࠅࠊ㑐ߩߣวℂ⊛ㆬᛯߣࠇߘޔࠅߢౝኈߩᛒࠅขߩ
 
2.2H. ࠆߌ߅ߦࡦ࡞ࠤଔ୯ߩ㗴ᤨߩߘߣઍ̆̆⑼ቇߣᴦቇ̆̆ 
ޔࠤߦ⊛ኻᾖߪߣࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝ  ߣࠆߢߩ߽ࠆ㗬ߦଔ୯್ᢿߥ⊛ౝߪὼᴺ⥄ߪࡦ࡞

ᢿቯߚߒ߁ߘޔߒౝ⊛ߥଔ୯್ᢿߪ⑼ቇ⊛ߦᜂޔߡߒߣߥࠇߐౝ⊛ߥଔ୯್ᢿࠍ෩ኒ

ኻߩᛕ್߇ᓐޔߪߢᢥ⺰ߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝߚߍߢ▵೨ޕߚߒߣ߁ࠃߒឃ㒰ࠄ߆♽ߩᴺቇߦ

࡞ࠤޟޔߪᓐޕࠆߡࠇࠄߍࠅข߇ࡦ࡞ࠤߡߒߣቇ⠪ࠆขࠍ㕖⍮ਥ⟵⊛┙႐ߚߒߣ⽎

㑆ੱߪଔ୯ߥ⊛ኻ⋦ࠆߥනޡ߆ߣޢࠆߢߌߛߟᜬࠍലᕈߥ⊛ኻ⋦ߦනߪଔ୯್ᢿޡߩࡦ

ࡦ࡞ࠤޔߴㅀߣޠߔ߿߈ዉࠍ㑆㆑߃ࠁࠇߘޔߪ⺑⸒߁ߣޢߔ߿ߌฃࠍᓇ㗀ߦ⍮ߩ

ߩࠆߔኻᾖߣ⠨⺰ߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝޔߡߞࠃޕ(Oppenheim, 1957, p. 48, 51)ࠆߡߒᛕ್ࠍ
ଔߢಽ㊁ߩߎߪࡦ࡞ࠤޔታ㓙ޕ߁ࠈߛ߁ㆡ߽ߡߞߣߦᗧ࿑ߩᓐߪߩࠆߍࠅขࠍࡦ࡞ࠤߦ

୯ࠍߛࠎ⎇ⓥࠍᦨ߽∩ὓߦᛕ್ߚߒ  ޕߚߞߢ1ੱ
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ታߪᓐߩ 1951ᐕߩ⺰ᢥޔߪߦวℂ⊛ㆬᛯ߁ߣߪߩߘߒ߆ߒޕߥࠇࠄ⺰ᣦࠝޔߪ
ࠇߘߡߒߘޕߚߞߢߩ߽ߔ⸒ߊࠃࠍℂ᭴ㅧ⺰ߩ⺰ㆬᛯℂߢὐࠆޔห᭽ߣࡓࠗࡂࡦࡍ࠶

⑼ޟᢥ⺰ߩ1951ᐕޕࠆߢ↱ℂࠆߍࠅขࠍࡦ࡞ࠤ߇ࠇߘޕࠆߡࠇߊࠃߦᒰ⺰ᢥޔߪ
ቇߣᴦቇߩߘߪޠ㗴⋡߇ޔߦ߁ࠃߔࠊᴦቇߣ⑼ቇߩ㑐ଥࠍ♖ኒߦಽߩ߽ߚߒߣ߁ࠃߒ

ߐ⺑߇߆㊀ⷐ߇ޔߪߦߚࠆߔ┙ᚑߡߒߣ⺰ቇℂ⑼߇ᴦቇޔߪߢߎߘߡߒߘޕߚߞߢ

߇ࠇߘޕ߆ߩࠆࠇߐಽ㘃ߦએᄖࠇߘ߇ޔߡߞߦ⇵▸ߩቇ⑼߇ߡ߅ߦᴦቇޕࠆߡࠇ

ࠍᣦ⺰ߦ߁ࠃߩߤᓟߩߘޔߒਥᒛࠍߢห⺰ᢥ߇ࡦ࡞ࠤޔߪߢࠇߘޕࠆߢ⊛⋠ߩᢥ⺰ߩߎ

ㅴޕ߆ߩߚߞߡ 
㑆ੱߪߣᴦቇޔ߫ࠇࠃߦࡦ࡞ࠤޕࠆߡߒ⟵ቯࠍᴦቇߣቇ⑼ޔߢ౨㗡ߩᢥ⺰ߪᓐߕ߹

⊛⼂ήᗧ⊛⼂ᗧࠍଔ୯ߪࠇߘޔࠅߢቇߩᴦ⛔ࠆߔ㑐ߦታ〣ߩߣߎࠆߔⷙࠍળⴕേ␠ߩ

ቇ⑼ޔߪࡦ࡞ࠤߡߟߦቇ⑼ߢᣇઁޕࠆߢ㑐ᢙߩᵴേߣᗧᕁࠆߔߣᔅⷐࠍߣߎࠆߔ೨ឭߦ

ࠇߐᓇ㗀ߡߞࠃߦᴦ⊛ኂࠆ߇❭ߦᜬ⛽߿┙⏕ߩળᐲ␠ߩቯ․ߒߥળ⒎ᐨ␠ߩቯ৻ޟߪ

␠ߩ㑆ੱޔߪ㗔ၞߩᴦቇޔࠅ߹ߟޕ(Kelsen, 1951, p. 641)ࠆߡߴㅀߣߩ߽ޠߥߢ߈ߴࠆ
ળⴕേࠍᛒߦߚ߁ଔ୯߇ᄙࠇ߆ዋࠇ߆ߥኻ⽎ޔ߇ࠆࠇߐߣ⑼ቇߚߒ߁ߘߪଔ୯ࠍᴦ⊛

ኂࠍᛒࠄ߆ߎߎޕߥࠊᓐޔߪᴦቇߣ⑼ቇ߁ߣ 2⠪ߪଔ୯ߩ㗴߁ߤࠍขࠅᛒࠃߦ߆߁
ߥ߫ࠇߌߥࠇߐឃ㒰ࠄ߆♽ߪଔ୯್ᢿޔߪߦߚࠆߦ⇵▸ߩቇ⑼߇ᴦቇޔࠇߐߡߞ

 ޕࠆߴㅀ߁ࠃߩᰴߪᓐߡߟߦᴦቇߚߞ߽ࠍᕈ┙⁛ߚߒ߁ߎޕࠆ߃⠨ߣߥࠄ
 
ߪࠇߎޕࠆߔᗧࠍߣߎߥߒߣଔ୯߽೨ឭࠆߥ߆߇ቇ⠪⑼ޔߪᕈ┙⁛ߩᴦቇޟ

߁ࠃ߁ⴕࠍㅀ⸤߿⺑ߩ⽎ኻߦߒߥߣߎࠆߔᢿ್ࠍ߆ᖡ߆⦟߇ࠇߘߪቇ⠪⑼ޔߡߒߣ⺰⚿

ࠅߚߒㅀ⸤ࠍ⽎ኻߩⓥ⎇ߩᓐ߇ቇ⠪⑼ޔߪࠇߎޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆߔ⚂ࠍࠄ⥄ޔߦ

⺑ߩ߈ߣࠆߔ⸒ߪᓐ⥄りାࠆߓଔ୯ߡߞࠃߦᓇ㗀ࠍߣߎ߁ߣߥࠄߥߪߡࠇߐᥧ␜ߒ

ቇ⊛⸒⑼ޕࠆߡ scientific statementsޔߪታ reality್ߩߡߟߦᢿޕࠆߢቯ⟵ޔ
ᬌ⸽น⢻ߡߞࠃߦ㛎⚻ߪ⸒ߩࠄࠇߘ verifiableߢߩߥቴⷰ⊛್ޔߢᢿࠆߔਥߩ㗿ᦸ߿ ᔨ
߅ߦⓥ⎇ߩᦨㄭޔߪଔ୯್ᢿࠄ߇ߥߒ߆ߒޕࠆߢ߆ࠅன߆ታ⌀ߪࠄࠇߘޕࠆߡߒ┙⁛ࠄ߆

ߡߠၮߦ⚛ⷐߥ⊛ᗵᖱߩ⼂ᗧߩᓐߦ․ޔ߿ᕈߩਥࠆߔᢿ್ߦ⊛⥸৻߇ࠄࠇߘޔߪߡ

 (Kelsen, 1951, p. 641)ޠޕࠆߢ⊛ਥⷰߡߒߣᓽ․ޔߚࠆ
 

ߪᴦቇߥ߁ࠃߩߘޕ߁ᛒࠍਥ㗴ࠆࠊ㑐ߦ㗴ߩଔ୯ߦ⊛⥸৻ߪᴦቇޔ߫ࠇࠃߦࡦ࡞ࠤ 

ၮᧄ⊛ߦଔ୯್ᢿࠍᛒߥࠊ⑼ቇߚߒ߁ߘޕࠆߡߞߥ⇣ߪߣᴦቇ߇ቇߦ⊛┙⁛ߡߒߣᚑ

ࠤ߇ࠇߎޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߌㅌࠍଔ୯್ᢿߩਥߦ߁ࠃࠆߡߒ߇ቇ⠪⑼ޔߪߦߚࠆߔ┙

ଔ୯್ᢿߪቇⷰ⑼ߩࡦ࡞ࠤߚ߹ޕࠆߢᘒ⁁ࠆߡߒ┙⁛߇ᴦቇߡߒߣቇ߁ߩࡦ࡞

ߩߘޔߪቇⷰ⑼ߩߎߩࡦ࡞ࠤޕࠆߡࠇࠄߌⵣઃߡߞࠃߦᴺ⺰ߩᬌ⸽น⢻ᕈߩ⺰ℂߣឃ㒰ߩ

ᓟߩ⺰ℂߡߒ⽾৻߽ߡ߅ߦฃޕࠆࠇࠄߌ 
ቇ⑼ޕߥߪߢߌࠊࠆߡߌㅌࠍଔ୯್ᢿࠆࠁࠄߪቇ⠪⑼ޔߡ߅ߦቇ⊛⎇ⓥ⑼ߢࠈߎߣ

⠪ࠆ߇‛ࠍ⠨㊂್ࠍࠇߘޔ߈ߣࠆߔᢿ߆⌀ߦߩࠆߔன್ࠍ߆ᢿߩၮḰߩߎޕࠆߔߣᘒᐲߘ
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ߚ߹߽ߩ߽ߩ ߩੱ߫߃ޔߪᢿၮḰ್߁ߣ߆ன߆⌀ߩߎߒ߆ߒޕࠆߢࠇߩଔ୯ߩߟ1
ߪࡦ࡞ࠤߣࠆߢߩ߽ࠆߥ⇣ߦ⊛⾰ᧄߪߣଔ୯ߩ㘃ߚߞߣࠆ࿑ࠍో㓚⊛ᷣ⚻߿↱⥄

ㅀࠄߥߗߥޕࠆߴ⌀ታ truth ታޔߪߣ reality ೨ߡߒޔߡߞߢߩ߽ࠆߔᗧࠍ⥌৻ߩߣ
ឭߚࠇߐߦଔ୯ valueࠍ⥌৻ߩߣᗧࠆߢࠄ߆ߥߪߢߩ߽ࠆߔ(Kelsen, 1951, p. 642)ߎޕ
ଐߦታߪቇ⊛⸒⑼ޔߪࠇߘޕࠆ߇ኻᔕ㑐ଥߥ߁ࠃߩᰴߢਛߩࡦ࡞ࠤޔߣࠆߡߒ߁

↱⥄ߩੱޔߪߢᗧߩߎޕࠆߢ㑐ଥ߁ߣࠆߥߦ㕖⑼ቇ⊛⸒ߪߩ߽ࠆߔ೨ឭࠍଔ୯ޔߒ

 ޕࠆߥߦߣߎߥ߃ᛒߪߢቇ⊛⎇ⓥ⑼ޔߪਥ㗴ߚߞߣ㓚⊛ᷣ⚻߿
ߩߥ߃ᛒ߆ߒߢᄖߩቇ⊛⎇ⓥ⑼ߪਥ㗴ߥ߁ࠃ߁ߣ㓚⊛ᷣ⚻߿↱⥄ߩੱޔߪߢࠇߘ 

ᗧߩߘޔࠅ߅ߡ߈ߡࠇࠊ߇⪲⸒߁ߣଔ୯್ᢿ߿ଔ୯ߢᗧߩޔ߫ࠇࠃߦࡦ࡞ࠤޕ߆

ޔߪࠇߘޕ߁ߣࠆ߇߁ᛒߡߒߣቇ⊛⎇ⓥ⑼ࠍਥ㗴߁ߣ㓚⊛ᷣ⚻߿↱⥄ߩੱޔߪߢ

ࠆ߇߆․ቯߩ⋡⊛endsߦኻࠆߔᅷᒰߥᚻᲑmeans⸒߁ߣࠆߢᣇࠆߔࠍ႐วࠆߢ
(Kelsen, 1951, p. 642)ߚߒ߁ߎޕ⸒ࠍ⊛⋠ࠆޔߪ㆐ᚑߩߚࠆߔᚻᲑࠍછᗧߦ ቯߦߟ1
ࠆߌઃ߮⚿ߦࠍ㑐ଥߩᚻᲑߣ⊛⋠ޔߢߩࠆߔ 1 ޔߪࠇߎߒ߆ߒޕࠆߔሽ߇ଔ୯್ᢿߩߟ
ታߣኻᲧࠆࠇߐଔ୯್ᢿߪߣᕈᩰޔ߽ߩ߁ߣޕࠆߢߩ߽ߚߞߥ⇣ߩᚻᲑߩ⊛⋠ߣ㑐ଥߣ

⺑߁߆ᓟ⠪߳ะࠄ߆೨⠪ߪࠇߘޔࠅߢߣߎࠆࠇߐ㆐ᚑ߇⊛⋠ߢߣߎࠆ↪ࠍᚻᲑࠆޔߪ

ࠇߎޔߢᣇᴺߩ⺑ࠆߌ߅ߦὼ⑼ቇ⥄ߪࡓ࠭࠾ࠞࡔߩᨐ⚿ߣේ࿃ޕߛߚࠆߢࡓ࠭࠾ࠞࡔߩ

ߔࠄߚ߽ࠍᨐ⚿ޔߪߢὼ⑼ቇ⥄ߪࡓ࠭࠾ࠞࡔߚߒ߁ߎޕߚ߈ߡࠇࠄ↪ߡߒߣ⺑ߥ⊛ቇ⑼ߪ

ේ࿃ߩታࠍ⸽߁ߘޕࠆߔ⠨ߣ⊛⋠ޔ߫ࠇ߃ᚻᲑߩ㑐ଥߦࠆࠇଔ୯ޔߪᚻᲑ߇ታ㓙ߦ⋡⊛

 ޕࠆߢᢿ್ߩߡߟߦታޔࠅ㒢ࠆߢߩ߽ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ㆐ᚑࠍ
 ޕࠆߡߍࠍߥ߁ࠃߩᰴߪࡦ࡞ࠤޔߦߚࠆߔ⺑ࠍࠇߎ 
Σ㧦↥ਥ⟵⚵❱߇ࠇߘޔߪ⚻ᷣ⊛㓚ߦߩߔࠄߚ߽ߦੱߩߡోࠍᅷᒰߥᚻᲑ߁ߣࠆߢᗧ

ޕࠆߢߩ߽⦟ޔߡ߅ߦ 
Τ㧦⾗ᧄਥ⟵⚵❱߇ࠇߘޔߪ⚻ᷣ⊛㓚ߦߩߔࠄߚ߽ߦੱߩߡోࠍᅷᒰߥᚻᲑ߁ߣߥߪߢ

ᗧޔߡ߅ߦᖡޕࠆߢߩ߽(Kelsen, 1951, p. 643) 
ߩߎޔ߫ࠇࠃߦࡦ࡞ࠤ ߟߦታ್ᢿߡ߅ߦࠅ㒢ߩᗧࠆߡࠇߦ⸒ޔߪ⸒ߩߟ2

ߩߎߡߞࠃޕࠆߢ⸒ߚࠇࠄߴㅀߡ ޔࠤߪߟ2 ߦଔ୯್ᢿߩߢᗧߚߍߦᦨೋ߇ࡦ࡞

ޔࠅߢଔ୯್ᢿߩဳߥᱶ․ߪࠇߘޔ߽ߡߒߦࠆࠇߐಽߡߒߣଔ୯್ᢿ߃ߣߚޕߥࠄߥߪ

ޠ߽ߥࠇߐឃ㒰ࠄ߆⇵▸ߩቇ⑼ޟߪଔ୯್ᢿߩဳߩߎߪࡦ࡞ࠤ  ,Kelsen)ࠆߔਥᒛߣࠆߢߩ
1951, p. 643)ޕ 
ࠆޔ߫߃ޕߥߒቯ․ࠍ⊛⋠ޔߪ⸒ߚߒ߁ߎࠆߦ⇵▸ߩቇ⑼ޔ߫߃⸒ߦࠄߐޔߚ߹

ߩቇ⑼ޕࠆ߇႐ว߁㆑㘩ߣᚻᲑߥᅷᒰ߽ߡߞߣߦ⊛⋠ߩޔߪᚻᲑߥᅷᒰߩߡߞߣߦ⊛⋠

ޔߪߣߎㆬ߱ࠍ⊛⋠ߩ߆ࠄߜߤࠄߥߗߥޕߥㆬ߽߫ࠍ⊛⋠ߩࠄߜߤߩߎޔߪ⸒ࠆߦ⇵▸

⑼ቇ⊛⸒߇ᤚࠆߔ▸࿐ࠍߡ߃ଔ୯್ᢿߩ㗔ၞߩࡦ࡞ࠤޔߡߞࠃޕࠆߢࠄ߆ࠆߥߦ⸒

ޠߥ߈ߢߪߣߎࠆߔቯࠍ⊛⋠ޔ߇ࠆ߈ߢߪߣߎࠆߔቯࠍᚻᲑߪቇ⑼ޟޔࠄߥࠆࠅ୫ࠍ⪲

 (Kelsen, 1951, p. 643)ޕࠆߥߣ
ޘ᭽ߪߦ⊛⋠ޔߡߟߦࠇߎߪࡦ࡞ࠤޕ߆ߩࠆߥ߁ߤߪ႐วࠆߔ⓭ⴣ߇ห჻⊛⋠ߪߢࠇߘ 
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ㅀߣࠆߔሽ߇⟲⊛⋠ߥ⊛ⓥᭂ߈ߴࠆࠇߐᦨ߽ఝవࠅ߇ᐨߪߦߜ߁ߩߘޔ߇ࠆ߇⒳㘃ߥ

▸ⷙߥ⊛ၮᧄࠇߙࠇߘޔߪ⟲⊛⋠ߥ⊛ⓥᭂޕࠆߴ a basic normߩᦨ⚳ᒻᘒߡߞࠃߦ᭴ᚑࠇߐ
߆ࠇߤߩ⊛⋠ߥ⊛ⓥᭂߦ⊛⚳ᦨߪ⊛⋠ޕߥߪߢ⸒ߩߡߟߦታޔߢߩߥߩ߽ࠆ 㓸ߦߟ1
ห჻⊛⋠ߥ⊛ⓥᭂࠅߪ߿߫ࠇࠃߦࡦ࡞ࠤޔߒ߆ߒޕࠆᱷ߇⊛⋠ߥ⊛ⓥᭂߩ߆ߟߊޔࠇߐ⚂

ޕߥ߈ߢߪߣߎࠆߔቯࠍ⊛⋠ߪቇ⑼߽ߢߎߎޕߥࠇߐቯ߆߈ߴࠆࠇߐఝవ߇ࠄߜߤߪ

ਛߩࠬࡠࡊߥ⊛วℂࠆߔ⸒ߦ㑐ଥߩᚻᲑࠆߔኻߦ⊛⋠ޟޔߪὐߥ⢄ᔃߩߡߞߣߦࡦ࡞ࠤ

ޠޕࠆߡߒࠍ㊀ⷐᕈߩᦨᄢޔߪߣߎࠆߔᛚ⍮ࠍߣߎࠆߢਇนㆱߪ೨ឭߩ⊛⋠ߥ⊛ⓥᭂޔߢ

(Kelsen, 1951, pp. 644-645)߁ߣታߩࡓࠗࡂࡦࡍ࠶ࠝߦߎߎޕࠆߢᜰ៰ߚߒଔ୯ߩ⋧ኻ
ਥ⟵⊛ᣇࠆߌ߅ߦࡦ࡞ࠤޕࠆ߇⑼ቇޔߪߢ⇵▸ߩⓥᭂ⊛ߥ⋡⊛ห჻߅ߥߪ㗅ᐨࠇࠄߌߠ

 ޕࠆߢࠄ߆ߥߪߣߎࠆ
ޔࠗߪℂ⺰ߩᓐࠄ߆ߎߎ ࡦ࡞ࠤߦߚߩߘޕࠆߥߦߣߎ߁߆߳ะߩቇ⑼ߣࠡࡠࠝ࠺

ታ⊛ᷣ⚻ߪቇ⑼߇ࠬࠢ࡞ࡑޔߪᓐޕ(Kelsen, 1951, p. 647)ࠆߡߍߦࠍቇືࠬࠢ࡞ࡑߪ
ቇ⑼ߢߩࠆࠇߐⷙቯ߽ߡߞࠃߦ⊛ᴦ߿ቇືߡߞ߇ߚߒޔࠅߢㇱ᭴ㅧࠆࠇߐⷙቯߡߞࠃߦ

ቇ⑼ࠅࠃߦ㆐⊑ߩㄭઍ⑼ቇࠄ߇ߥߒ߆ߒޔߒ៰ᜰࠍߣߎߚߴㅀߣߥߖ㔌ࠅಾߪࠄ߆ᴦቇߪ

ߔ㆐ᚑࠍ┙⁛ߦቢో߇ㆊ⥄ὼ⑼ቇޔࠅߥ⇣ߪߣ㗃ߩࠬࠢ࡞ࡑޕ߁ߣߚࠇߐ⸂ࠄ߆ᴦߪ

⑼ߥ↱⥄৻໑ޔࠅߢߚߩ㑐ᔃ⥝ߥ⊛ળ␠ജᒝߚߌะߦᚑഞߩߘޔߪߩߚ߈ߢ߇ߣߎࠆ

ቇ߇㓚ࠆ߈ߢߩߣߎࠆߔᛛⴚߩㅴᱠߒ߆ߒޕߚߞߛߚ␠ળ⑼ቇߢ߹ߎߘߪ㆐ޕߥߡߒ

ᮭജߦᏫࠆߔୟ⊛ߥኂ㑐ᔃࠍℂ⺰ߩਛߦᜬߟ⇼ૃᴦ⑼ቇޟ߃ࠁࠇߘޔߪᴦࠗࠡࡠࠝ࠺

 ޕ(Kelsen, 1951, p. 647)ࠆߢߩࠆࠇࠄߡᝥࠅಾߣޠߥ߽ߢ‛ߩએᄖ
ߢห⺰ᢥޕ߁߆ะߣᴦ⑼ቇᛕ್߳ૃ⇼ࠆࠍࠡࡠࠝ࠺ࠗޔߪ㗴ߩଔ୯್ᢿߡߒ߁ߎ

ߚߩᴦቇߩߡߒߣቇ⑼ߡߞ߇ߚߒߦፋߩଔ୯್ᢿߩߎޔߦ⊛ౕࠅࠃᓟߩߎߪࡦ࡞ࠤ

ߊߒߪߡߟߦࠇߎߪߢᧄႎ๔ޕߊߢࠎㅴߣᣇ߳ߩⓥ⎇ߩࠬࡠࡊᴺ┙ޔ▸ⷙ߿ᓼߦ

⺑ޕߥߒߪઍߦࠅࠊᧄႎ๔ߩߎ߇ࡦ࡞ࠤޔߪߢ 51 ᐕߩ⺰ᢥࠍ⊒ޔߩ߈ߣߚߒᓐߩᴺ
ቇ⎇ⓥࠆߋࠍ⢛᥊ᤨߩߘߣߜ┙↢ߡߟߦઍࠄ߆㑆ធ⊛ߦ⺑ޕࠆߔ 
Ԙ ↢ߜ┙ 
ߪࡦ࡞ࠤ 1881 ᐕࡦࠖ࠙ޕࠆߡࠇ߹↢ߡߒߣੱࡗ࠳࡙♽ࠕ࠻ࠬࠝߦᄢቇᴺቇㇱ

ߒ㒾ߪߩߘ߇ߔᔒߦ⊛ᧄᩰࠍⓥ⠪߳⎇ޔᓟ(1906ᐕ)ߚߒขᓧࠍᴺቇඳ჻ภߢߎߘߒቇߦ
ߪᵴ↢ߩᓐߩ20ઍޔߤߥࠆߔ↥⎕߇ਔⷫߦᄢቇቇਛޔߊߒ⽺ߪਔⷫߩᓐޔߪߦߟ1ޕߚߞ߆
┆ਲ߁߽ޕࠆ߇ߣߎߚߡߒ ീᒝߢᄢቇࡦᒰೋ࠙ࠖߪᓐޕࠆߢ⒳㗴ੱࡗ࠳࡙ޔߪߟ1
ࠇߘߦߚߚߞ߆ߥ߹ᅢࠍߣߎࠆ߃ᛴࠍᒉሶߩ♽ࡗ࠳࡙߇ᴺਥછᢎޔ߇ߚ߃⠨ࠍߣߎࠆߔ

࠙ࠅᚯߦࡦࠖ࠙ޔᓟߚߞߥߊߒ⧰ߦ⊛㊄⾗߇ቇ⇐ߩߢࠣ࡞ࡌ࡞࠺ࠗࡂߚ߹ޕߚߞ߆ߥࠊฟߪ

ࠍᓟ⡯ߩߘޕࠆߡߞߥߣਇวᩰߡࠇ߹㒖ߦ⟵ਥࡗ࠳࡙߇ࠆߔᔕߦ⸤ᄢቇᦠߩᄢቇࡦࠖ

ォޔߤߥࠆߔߣޘᓐߩ⎇ⓥ↢ᵴߪ⛯⛮ߩኈᤃߩߘޕߚߞ߆ߥߪߢᓟߪࡦ࡞ࠤޔᄢᚢഺ⊒ߣߣ

ࠆߔዞછߦᄢቇᢎࡦࠖ࠙ࠄ߆㑐ଥߩߘߡᓧࠍାછߩ⤿㒽ァᄢߢߎߘޔߒൕോߦ⋬㒽ァߦ߽

ᯏળࠍᓧߩࠕ࠻ࠬࠝޔ߿ߣߎࠆᙗᴺ⨲⠪ߡߒߣᵴべᤨߒޘ⪇ߤߥࠆߔᦼ߽߆ߒޕࠆ

࠳࡙ߩห᭽ࠆߌ߅ߦ࠷ࠗ࠼ߡߒߘޔᄢቇ߳ࡦ࡞ࠤޔࠇࠊㅊࠍᄢቇߡߞࠃߦ㗴ࡗ࠳࡙߮ౣޔߒ
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1940ޔࠄ߆ኻㆇേࡗ ᐕࠞࡔࠕߦวⴐ࿖߳ߣࠕ࠾࡞ࠜࡈ࡞ࠞޔߒᄢቇߩࠢࡃᢎ
ߦዞછ1973ޔᐕޕࠆߡߒ⌁᳗ߦ 
☴⚐ࠆࠇ߫ߣቇᵷࠕ࠻ࠬᣂࠝ߿ቇᵷࡦࠖ࠙ߩᓐޔߪߜ┙↢ߩࡦ࡞ࠤߚߒ߁ߎ

ᴺቇߩ♽ޔዋ߽ߣߊߥᧄ⺰ᢥߦࠆߡࠇଔ୯್ᢿࠍឃ㒰ߚߒℂ⺰ߩ᭴▽߳ะߚߌᆫߣή

㑐ଥޔࠄߥߗߥޕߥߪߢଔ୯್ᢿࠍᒝߊᛕ್ޔߒ⥄↱ਥ⟵⊛⊒ᗐߦୟࠆߡߒᓐߩ♽ޔߪ

ᓐߩዬߩߪߢᓐࡗ࠳࡙ߦ♽⥄↱ਥ⟵ޕߛࠄ߆ࠆߢߩߚߞߥߣߣߎࠆ⾍ࠍ࡞࠹࠶߁ߣ

ߚߒਥᒛߊᒝࠍឃ㒰ࠡࡠࠝ࠺ࠗߥ߁ࠃߚߍࠅขߢᧄႎ๔ޔ߇ࡦ࡞ࠤߟᜬࠍᱧ⚻ߚߒ߁ߎ

 ޕ߁ࠈߛߣߎࠆ߈ߢ⸂ℂߪߣߎ
ԙ ᤨઍ⢛᥊ 
߁߽ޔߩߡߟߦߣߎࠆㅴࠍ⺰⼏ߦᛕ್ࠡࡠࠝ࠺ࠗࠄ߆㗴ߩଔ୯್ᢿ߇ࡦ࡞ࠤ 1

1951ޔߪ⺑ߥน⢻ߩߟ ᐕޟߦ⑼ቇߣᴦቇࠍޠ⊒ߩ߈ߣߚߒ⇇ᖱᤨߩߎޕࠆߢᦼ
1945ޔߪ ᐕߦ╙ 2 ᰴ⇇ᄢᚢߛ߹ޔ߃ߪߣߚߒ⚿⚳߇ਇቯⷐ⚛߽ߟߊࠍᛴޕߚߡ߃
಄ᚢ᭴ㅧޕࠆߢ೨ᐕߩ 1950ᐕߪߦᦺ㞲ඨፉߢᣥ࠰ㅪߣวⴐ࿖߇ⴣ⓭ޔߒᦺ㞲ᚢ߇ഺ⊒ߒ
߁ߣ⟵ᧄਥ⾗ߣ⟵↥ਥߚߒߛߜᜬߢਛߩᢥ⺰߇ࡦ࡞ࠤޔࠅ߹ߟޕࠆߡ ᒰޔߪߩߟ2
߁ߣਥ⟵㧕↱⥄ߒߥᧄਥ⟵㧔⾗ߣ⟵↥ਥߚߡߞߒ⢿ྋߦߩᤨ 2ᄢࠗࠡࡠࠝ࠺
ޕౣ߆ߥߪߢߩࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߡࠇ߹߇⼂ᗧߩ߳ ߮ᓐߩ⺰ℂߦᚯޔࠤߣࠆ ߩࡦ࡞ 1951
ᐕߩ⺰ᢥߪᓐߩᴺቇ♽ߩߎޔࠅ߅ߡߟ߮⚿ߣ⺰ᢥߩଔ୯್ᢿߣ⑼ቇߩ㑐ଥ߇ᓐߩ♽ߦᣂ

ፋߩቇ⑼ߣࠡࡠࠝ࠺ࠗޔ߿ߩ⟵ᧄਥ⾗ߣ⟵↥ਥࠆߍ߇ᓐޔߛߚޕߥߪߢߌࠊߒ

⠨ߣࠆߦ⢛ᓟ߇⇇ᖱ߁ߣ಄ᚢߩᦼᤨߚࠇ߆ᦠ߇ᢥ⺰ޔߪߦ⢛᥊ߩ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦ߁ⴕࠍ

 ޕࠆࠇࠊᕁߣߥߪߢ៰ᜰߩࠇᄖ⊛ߤ߶ߐޔߪߩࠆ߃
 
㧟㧚 ߦࠅࠊ߅ 
ᧄႎ๔ޔߪೋᦼߩวℂ⊛ㆬᛯ⺰ࠆߌ߅ߦଔ୯ߣ⑼ቇߩ㑐ଥߩߟ2ޔߡߟߦ⺰⠨ߩߘࠄ߆ᢿ

㑆ⴕേੱߩㅢߦળ⑼ቇ␠߁ߣ⺰วℂ⊛ㆬᛯޔߡߓㅢࠍᧄႎ๔ޕߚߺ⹜ࠍߣߎࠆߔឬ౮ࠍ 

⚿ߊߚ߇ߜ߆ಽߪቇ⊛⎇ⓥ⑼ߣଔ୯್ᢿߪߢߎߘޔߦ߈ߣ߁ᛒࠍࡑ࠹ߩࠈߎߣࠆߢ⺰ℂߩ

߁ߣߚߡߟ߮ ޕࠝࠆߊߡߞ߇߮߆ᶋ߇ታߩߟ1 ੱࠍวℂ⊛ㆬᛯޔߪࡓࠗࡂࡦࡍ࠶

㑆Ყセߩนਇนߩὐߩ⥄⁛ࠍࠇߘޔ߃ᝒߊࠃߢ⥄ὼᴺ⸃㉼ࠍㅢߡߓ⑼ቇℂ⺰ޕߚߡߌߟ߮⚿ߣ

ޕᷓ⥝߇ᣇᴺߩߘߚߡࠇߐᜰ⋠߇ፋߥ෩ኒߩߣቇ⑼ߣଔ୯ޔߪߡߟߦࡦ࡞ࠤߚ߹

ᣇᴺ⺰߽ߣߊߥዋޔ߽ߡߒߦࠆࠇߐᱷߡߒߣ⇼߆ߚߒ⼂ᗧࠍቇᷣ⚻ߢ߹ߎߤ߇ᓐޔߪࠇߘ

ࠇߐᗐቯ߇ߩ߽ࠆߓㅢߦ⟵ቯߩቇᷣ⚻ߩߡߒߣታ⸽⑼ቇࠆߌ߅ߦᣂฎౖᵷ⚻ᷣቇࠆࠁࠊߪ

 ޕࠆߢࠄ߆ߚߡ
ߩࡦ࡞ࠤ 1951ᐕߩ⺰ᢥࠆߌ߅ߦଔ୯್ᢿ߳ߩᘒᐲޔߪᓐᤨ߿ߜ┙↢ߩઍ߽ࠄ߆ℂ⸃ߢ

ࠡࡠࠝ࠺ࠗߩቯ․߁ߣ⟵ᧄਥ⾗ޔ⟵↥ਥߜࠊߥߔޔ಄ᚢ᭴ㅧߩᒰᤨޔߪ㗴ߩଔ୯ޕࠆ߈

ߥᘕ㊀ߩߚߥߖ߹ㄟߜℂ⺰߳ᜬࠍଔ୯್ᢿߩߎޔߪፋߥ෩ኒߩࡦ࡞ࠤޕߊߟ߮⚿ߦ

ᚻ┙ޕߚߞߢߡ 
ߩᓟߪ⸂ℂߚߓㅢࠍઍ⢛᥊ᤨߚߒ߁ߎޔߣࠆߺߡߒ⍑ୄࠄ߆วℂ⊛ㆬᛯ⺰⎇ⓥోࠍࠇߎ
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วℂ⊛ㆬᛯ⺰⎇ⓥߩ⢛᥊ߩ ޕࠤ߆ߥ߈ߢᦼᓙࠍࠅ߇ߡߒߣߟ1 ߟߦࠇߘߪᢥ⺰ߩࡦ࡞
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背景 

 現実の市場では、一般的には一物一価が成り立っていない。一物一価が成り立たなければ完全競争ではなくなり、

需要と供給も不一致で不均衡となる。そのような現実の市場を描くことを試みた。既存の経済学では、現実の市場

の評価を均衡市場の評価にすりかえている。それを打破する突破口になることを目指した。 

理論編 定常市場の状態方程式 

 一物一価の条件をはずして、一物多価の「価格分布のある市場」を表現するモデルを考える。供給価格分布は、

一つの商品について、ある時点の現実の販売価格の分布密度関数 𝑓௦(𝑃) とする。需要価格分布は、消費者（購入

者）の購入予定最高価格の分布密度関数 𝑓ௗ(𝑃) とする。市場取引は、満足化条件で売買が成立すると仮定する。 

 売れ残りがあると言っても、在庫を含めてのことである。最終的に販売量と同じだけ生産者から供給があれば、

需要と供給が一致していると言えないこともないが、新古典派経済学の均衡概念とは異なる。また、実際には廃棄

処分もあるので、ことば通り需要と供給は一致しない。 

第１章 基本モデル 

１－１ 購入率 

 ある消費者が、ある価格 𝑃 以下だったら、その商品を買いたいと思っているとすると、その価格以下の値段

で売っている店が見つかれば、その商品を買うと想定する。消費者はランダムに店を訪れ、想定価格以下なら買う

とすると、供給価格分布曲線のその価格以下での累積確率 𝐹௦(𝑃) で売買が成立する。その累積確率を消費者の需

要価格密度関数 𝑓ௗ(𝑃) で重みづけ積分を行うと、その商品の総需要に対する購入率 𝑅ௗ が求まる。 

𝑅ௗ = න 𝐹௦(𝑃)
ஶ


𝑓ௗ(𝑃)𝑑𝑃       (1) 

𝑅ௗ：購入率 

𝑃：価格（単価） 

𝑓௦(𝑃)：供給価格密度分布 

𝐹௦(𝑃)：供給価格累積確率分布 

𝑓ௗ(𝑃)：需要価格密度分布 
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これは、いずれの価格でも、売れ残りはあるが、売り切れのない場合である。売れ残りも売り切れもある場合は、

後で述べる。供給価格累積確率分布は、以下の通り。 

𝐹௦(𝑃) = න 𝑓ୱ(𝑥)



𝑑𝑥 

 なお、以下の議論はすべて、市場の状態が大きな変化を生じない一定期間の需要、供給、売上である。単位は時

間当たりであるが省略する。 

１－２ 販売率 

 逆に、供給側から見た売上率は以下のようになる。 

𝑅ୱ = න 𝐹ௗ(𝑃)
ஶ


𝑓௦(𝑃)𝑑𝑃       (2) 

𝑅௦：販売率 

𝐹ௗ(𝑃)：需要価格超過確率分布 

(1)とは、供給と需要が逆になる。ただし、需要価格の積分は超過確率分布となる。売り手から見れば、自分の店

の販売価格以上の価格で買ってくれる消費者の割合を考える必要があるからである。これは、いずれの価格でも、

売り切れはないが、売れ残りのない場合である。売れ残りも売り切れもある場合は、通常の商品の場合(1)をベー

スに売り切れがある条件を加えることになる。需要価格超過確率分布は、以下の通り。 

𝐹ௗ(𝑃) = න 𝑓 (𝑥)
ஶ


𝑑𝑥 

 

１－３ 売上価格分布（市場の状態方程式） 

 このような購入率で売買が成立するとき、実際の売上価格の分布 𝑓(𝑃) はどうなるであろうか。需要価格密度

分布 𝑓௦(𝑃) を、各価格帯の購入率 𝐹௦(𝑃) をかけて割り引くことになる。ただし、𝑓(𝑃) を確率密度関数（全区間

の積分を１）にするため、𝐹௦(𝑃) の積分で割る必要がある。 

𝑓(𝑃) =
𝑓ௗ(𝑃)𝐹௦(𝑃)

∫ 𝐹௦(𝑃)ஶ
 𝑑𝑃

     (3) 

𝑓(𝑃)：売上価格密度分布関数（売上密度関数） 

この式が３つの確率密度関数をむすびつける「市場の状態方程式」である。売上価格分布が、供給価格分布と需要

価格分布の関数になっている。 

𝑓(𝑃) = 𝑔൫𝑓௦(𝑃), 𝑓ௗ(𝑃)൯ =
𝑓ௗ(𝑃)𝐹௦(𝑃)

∫ 𝐹௦(𝑃)ஶ
 𝑑𝑃

  

 実際には、売上価格分布 𝑓(𝑃) と供給価格分布 𝑓௦(𝑃) がわかっていて、逆算して需要価格分布 𝑓ௗ(𝑃) を求め

ることになることが多いだろう。一端、需要価格分布がわかれば、例えば供給価格が変わった場合、売上がどのよ

うに変化するか予測が可能となる。 
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１－４ 総売上量・平均売上価格・総売上高 

 総売上量は、総需要量に購入率をかけると算出できる。総供給量に販売率をかけても同様に算出できる。 

𝑄＝𝑅ௗ𝑄ௗ = 𝑅௦𝑄௦      (4) 

𝑄：総売上量（一定期間） 

𝑄ௗ：総需要量（一定期間） 

𝑄௦：総供給量（一定期間） 

実際に売買が成立した消費者購入価格の平均は、価格を売上密度関数 𝑓(𝑃) で重みづけ積分すれば、求めること

ができる。 

𝜇 = න 𝑃 𝑓(𝑃)
ஶ


𝑑𝑃       (5) 

𝜇：平均売上価格 

総売上高は、平均売上価格に総売上量をかけると算出できる。 

𝑆 = 𝜇 𝑄       (6) 

𝑆：総売上高（一定期間） 

ちなみに平均供給価格（平均物価）と平均需要価格は以下の通り。 

𝜇௦ = න 𝑃 𝑓௦(𝑃)
ஶ


𝑑𝑃       (7) 

𝜇ௗ = න 𝑃 𝑓ௗ(𝑃)
ஶ


𝑑𝑃       (8) 

𝜇௦：平均供給価格 

𝜇ௗ：平均需要価格 

 

１－５ 購入者（消費者）余剰 

 消費者余剰とは、消費者が当初購入を予定していた額よりも安く買えた場合の金額の合計である。ある需要価格 

𝑃 での平均消費者余剰差額は、以下の通り。 

∆𝜇ௗ( 𝑃 ) =  𝑃 − 𝜇௦( 𝑃 )       (9) 

∆𝜇ௗ( 𝑃 )：需要価格 𝑃  での平均消費者余剰差額 

𝜇௦(𝑃)：需要価格 𝑃 での平均消費者購入価格 

 𝜇௦(𝑃) を求める。消費者がある価格 𝑃 以下なら買うつもりで買い物に出かけて、その価格以下で買うことがで

きたとする。その平均価格は、価格 𝑃 以下で供給密度分布 𝑓ୱ(𝑥) の重みづけ積分することで求める。 

𝜇௦(𝑃) =
∫ 𝑥 𝑓ୱ(𝑥)

 𝑑𝑥

∫ 𝑓ୱ(𝑥)
 𝑑𝑥

=
1

𝐹௦(𝑃) න 𝑥 𝑓ୱ(𝑥)



𝑑𝑥       (10) 

さらに、全需要価格帯での平均消費者余剰差額は、当初の購入予定価格と実際の購入価格の平均の差で求める。 

∆Mௗ = 𝜇ௗ − 𝜇       (11) 
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∆Mௗ：平均消費者余剰差額 

𝜇ௗ：購入者の平均購入予定価格 

𝜇 は(5) 式で求めている。𝜇ௗ は購入率 𝐹௦(𝑃) と需要密度関数 𝑓ௗ(𝑃) の両方で重みづけ積分を行い平均値を求

める。分母は、(2)式より需要から見た購入率。 

𝜇ௗ =
∫ 𝑃 𝐹௦(𝑃)𝑓ௗ(𝑃)𝑑𝑃ஶ



∫ 𝐹௦(𝑃)ஶ
 𝑓ௗ(𝑃)𝑑𝑃

=  
1

𝑅ௗ
න 𝑃 𝐹௦(𝑃)𝑓ௗ(𝑃)𝑑𝑃

ஶ


      (12) 

従って、 

∆Mௗ =
1

𝑅ௗ
න 𝑃 𝐹௦(𝑃)𝑓ௗ(𝑃)𝑑𝑃

ஶ


− න 𝑃 𝑓(𝑃)

ஶ


𝑑𝑃       (13) 

となる。 

 

１－６ 供給者（生産者）余剰 

 供給者余剰は、現代の販売形態では、販売価格よりも高く売れることは少ないので、ほとんど存在しない。供給

者とは、「メーカー対卸問屋」ではメーカー、「卸問屋対小売」では卸問屋、「小売対消費者」では小売のことで

ある。従って、生産者余剰というのは、供給者余剰の一部である。新古典派経済学では、利潤の合計を生産者余剰

と呼んでいるが、現実にはマークアップ（マージン）が利潤を生んでいるのであって、別のわくぐみで考えなけれ

ばならない。 

 

１－７ 売り切れのある市場モデル ―数量密度関数の導入― 

 売り切れのある場合は、売り切れのない場合の売上価格分布のうち、供給分布を上まわる価格帯で売り切れが生

じると考える。そのためには、確率密度関数ではなく、実際の数量を使って、分布関数間の大小判定ができないと

いけない。そこで、分布関数に総数量をかけた「数量密度関数」を考える。価格分布に関数であることにはかわり

はない。 

供給数量密度分布 

𝑓ொ௦(𝑃) = 𝑄௦ ∙ 𝑓௦(𝑃)       (14) 

供給数量累積確率分布 

𝐹ொ௦(𝑃) = 𝑄௦ ∙ 𝐹௦(𝑃)      (15) 

需要数量密度分布 

𝑓ொௗ(𝑃) = 𝑄ௗ ∙ 𝑓ௗ(𝑃)       (16) 

需要数量超過確率分布 

𝐹ொௗ(𝑃) = 𝑄ௗ ∙ 𝐹ௗ(𝑃)       (17) 

販売数量密度分布（売り切れのない場合の売上数量分布） 

𝑓 (𝑃) = 𝑄 ∙ 𝑓(𝑃)       (18) 
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例えば、価格 𝑃ଵ と価格 𝑃ଶ の間の供給量は、以下の積分で求まる。(𝑃ଵ < 𝑃ଶ) 

න 𝑓ொ௦(𝑃)
మ

భ

= 𝑄௦( 𝐹௦(𝑃ଶ) − 𝐹௦(𝑃ଵ))      (19) 

 売上数量密度分布は、売り切れのない場合の売上数量分布関数と供給数量密度分布関数の値の小さい方の曲線と

なる。例を図１にあげた。 

𝑓 ∗(𝑃) = min ቀ𝑓 (𝑃), 𝑓ொ௦(𝑃)ቁ       (20) 

𝑓 ∗(𝑃)：売り切れのある場合の売上数量密度分布 

 

 
総売上量は、これを積分すれば求まる。 

𝑄∗ = න 𝑓 ∗(𝑃)
ஶ


𝑑𝑃       (21) 

𝑄∗：売り切れのある場合の総売上量 

総売上高は、価格をかけて積分すれば求まる。 

S∗ = න 𝑃 ∙ 𝑓 ∗(𝑃)
ஶ


𝑑𝑃       (22) 

S∗：売り切れのある場合の総売上高 

平均売上価格は、両者で割り算すれば求まる。 

𝜇
∗ =

S∗

𝑄∗        (23) 

𝜇
∗：売り切れのある場合の総売上高 
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図２ 供給累積分布と需要超過分布 

 

 供給量の上限については、販売価格ごとに供給量の上限まで売上がのびることはないとすれば、売り切れ限界を

供給数量密度分布よりも少し下に取ったほうが現実的かもしれない。 

𝑓ொ௦(𝑃) → 𝛽 ∙ 𝑓ொ௦(𝑃) 

𝛽：売上限界率 

例えば、𝛽 を0.9程度に設定するとより現実的かもしれない。実証研究が必要である。 

 売り切れのあるモデルのほうが数学的には一般的であるが、現実市場では、売り切れのないように在庫を用意す

るので売り切れのないほうが一般的である。売り切れのない場合でも、(21)～(23)式は、𝑓 ∗(𝑃) を 𝑓 (𝑃) に置き

換えて使うことができる。数量密度関数を使えば、売り切れのない場合でも、１－５までの方法よりも計算はしや

すい。 

 

１－８ 変数一覧 

 ここまでに登場した変数をリストアップする。 

𝑃：価格（単価） 

𝑅ௗ：購入率 

𝑅௦：販売率 

𝑓௦(𝑃)：供給価格密度分布 

𝐹௦(𝑃)：供給価格累積確率分布 

𝑓ௗ(𝑃)：需要価格密度分布 

𝐹ௗ(𝑃)：需要価格超過確率分布 

𝑓(𝑃)：売上価格密度分布（売り切れのない場合） 

0
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0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000

円 

需要供給分布 

供給累積分布 需要超過分布 
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𝑄：総売上量（一定期間／売り切れのない場合） 

𝑄ௗ：総需要量（一定期間） 

𝑄௦：総供給量（一定期間） 

𝑆：総売上高（一定期間／売り切れのない場合）） 

𝜇：平均売上価格 

𝜇௦：平均供給価格 

𝜇ௗ：平均需要価格 

𝜇ௗ(𝑃)：需要価格 𝑃 での平均消費者購入価格 

𝜇ௗ：購入者の平均購入予定価格 

∆𝜇ௗ( 𝑃 )：需要価格 𝑃  での平均消費者余剰差額 

∆Mௗ：平均消費者余剰差額 

𝑓ொ௦(𝑃)：供給数量密度分布 

𝐹ொ௦(𝑃)：供給数量累積確率分布 

𝑓ொௗ(𝑃)：需要数量密度分布 

𝐹ொௗ(𝑃)：需要数量超過確率分布 

𝑓 (𝑃)：販売数量密度分布（売り切れのない場合の売上数量分布） 

𝑓 ∗(𝑃)：売り切れのある場合の売上数量密度分布 

𝑄∗：売り切れのある場合の総売上量 

S∗：売り切れのある場合の総売上高 

𝜇
∗：売り切れのある場合の総売上高 

𝛽：売上限界率 

 

第２章 市場タイプ別のモデル 

 第１章では、財・サービス市場を想定して、市場モデルを築くことをこころみた。第２章では、そのほかの市場

では、価格分布のある需要供給分析がどのように適用できるかを説明する。基本的には、需要側から見た購入率

（売買成立率）を求める式を代表としてあげる。 

２－１ 財・サービス市場（卸売市場を含む） 

 (1)式を再掲載する。 

𝑅ௗ = න 𝐹௦(𝑃)
ஶ


𝑓ௗ(𝑃)𝑑𝑃       (1) 

 以下のようにも表せる。こちらのほうが売り切れのある場合も含めて一般的である。 

𝑅ௗ =
𝑄

𝑄ௗ
൬=

𝑄∗

𝑄ௗ
൰       (23) 
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２－１－１ 一物一価の場合 

 公共料金のように供給側が一物一価の場合を分析する。需要側には、価格に分布があるので、古典派経済モデル

では分析でない。鉄道など供給量が大きく、売れ残りのない場合で考えればいい。販売価格は一つしかないので、

公定価格で利用しようとする人の割合がそのまま利用率（購入率）となる。 

𝑅ௗ = 𝐹 (𝑃)       (24) 

２－２－２ 引取価格（マイナス価格）が必要な場合 

 リサイクル産業のように、原料価格が下がれば、買い取りではなく、処理費を受け取ることになる。いわゆる逆

有償である。この場合、積分区間下限を－∞に拡張する必要がある。実務上、有償と逆有償に分けて売上高／販売

高などを計算する必要がある。 

 基本的には、普通の財と同じ計算式となる。しかし、ただの処理で終わらずに、リサイクルしてつくった原料や

製品を再び売るとなると、そちらの市場の状況が連動してくる。 

２－２ 債権市場（利子率による分布） 

 債券市場でのパラメーターは、財やサービスのような単価ではなく、利子率である。債権市場（金融業）は個別

審査で決めることもあるので、このようにはならないという批判があるだろうが、第一近似にはなるだろう。財と

同様なので売り切れ（融資資金不足）のない場合だけを説明する。 

２－２－１ 回収リスクがない場合 

 先進国の国債市場のようにほとんど回収リスクがない場合は、財やサービス同様に分析できる。 

𝑅ௗ = න 𝐹௦(𝑟)
ஶ


𝑓ௗ(𝑟)𝑑𝑟       (25) 

r：利子率 

供給：金融機関 需要：借り手 

２－２－２ 回収リスクがある場合 

 借手が高い利子率でも受け入れる場合は、返済しない可能性が高くなるので、貸手の金融機関が貸せる最低利子

率のα（＞１）倍以上のときに貸さなくなる2と仮定する。商品の品質に不安があるいわゆるレモン市場である。 

𝑅ௗ = න ൝න 𝑓ௗ(𝑥)𝑑𝑥



ఈ

ൡ
ஶ


𝑓ௗ(𝑟)𝑑𝑟 = න ቄ𝐹௦(𝑟) − 𝐹௦ ቀ

𝑟
𝛼ቁቅ

ஶ


𝑓ௗ(𝑟)𝑑𝑟       (26) 

 これは密度関数の両サイドのカットに相当する。安すぎると品質に不安が生じて、かえって買う人が減るような

場合にも当てはまる。 

 

                                                   
2 『非対称情報の経済学 スティグリッツと新しい経済学』薮下史郎,光文社新書049,2002年 
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２－３ 株式・外国為替市場（ザラバ市場） ｎ回探査 

 株式市場は、ザラバ市場であるので、一物一価の均衡市場ではない。しかし、買い手にとってはもっとも安い株

価、売り手にとってはもっとも高い株価で売買が成立するという意味で、均衡市場に近い。第１章のモデルでは、

探索はランダムに１回限りであったが、ｎ回探索ではどうなるであろうか。 

 １回で買えない場合でも後何回か別の店を捜すこともある。一般にｎ回捜す場合には、１から「買わない確率の

ｎ乗」を引けばよい。平均探索回数は、実測すれば求められるはずである。探索回数ｎ回の場合の購買率は、以下

の通り。売り切れがない場合である。 

𝑅ௗ = න ቄ1 − ൫1 − 𝐹௦(𝑃)൯ቅ
ஶ


𝑓ௗ(𝑃)𝑑𝑃       (27) 

探索回数ｎ回の場合の売上価格分布は、以下の通り。 

𝑓(𝑃) =
ቄ1 − ൫1 − 𝐹௦(𝑃)൯ቅ𝑓ௗ(𝑃)

∫ ቄ1 − ൫1 − 𝐹௦(𝑃)൯ቅஶ
 𝑑𝑃

       (28) 

 ｎを増やして行くと｛ ｝の中は１に近づく。すると、𝑅ௗ も１に近づき、供給がある限りすべての需要を満た

す。少し新古典派の市場モデルに近くなる。ｎ→∞のとき、売り切れがなければ以下の通りで、需要

関数がそのまま売上関数と一致する。 

𝑅ௗ =１         𝑓(𝑃) =  𝑓ௗ(𝑃)      (29) 

 １００年以上前、ワルラスがパリの株式市場をみて、今の市場モデルを考えついたという話である。当時は、売

り手と買い手が、同じ価格で同じ株数がそろうまで取引ができないしくみであった。まさに現在のミクロ経済学の

市場モデルと同じである。しかし、現在の株式市場・外国為替市場はザラバ市場が主体で、売り手と買い手で条件

が合えば、合った部分だけで取引が成り立つ34。今回提唱した市場モデルで、上記のように探索回数を無限大にす

れば、近似できる可能性がある。 

株式市場は、売り切れがある（売り手は有限）なので、数量密度分布で供給量と比べる必要がある。(20)に

(14)(29)式を代入して、「無限回探査、売り切れがある場合」の売買成立価格分布関数が求められる。株の価格は、

値幅制限の範囲であるので、売上数や売上高を算出するときは、積分区間に上限、下限を設ける必要がある。 

𝑓 ∗(𝑃) = min ቀ𝑓 (𝑃), 𝑓ொ௦(𝑃)ቁ =  min൫𝑄ௗ𝑓ௗ(𝑃), 𝑄௦𝑓௦(𝑃)൯      (30) 

需要と供給の少ないほうで売買が成立し、財の市場と違って需要と供給が対等である。これは

株式市場の構造を表すものであって、株価の動きを予想するものではない。需要分布も供給分布も推定はむずかし

く、それは株価予想のむずかしさそのものである。 

 

                                                   
3 『東証公式 株式サポーター 株式取引編 第３版』東京証券取引所株式総務グループ,東京証券取引所,2008年 
4 『外国為替のしくみ』小口幸伸,日本実業出版社2005年 
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２－４ 中古（下取り）市場 

 財・サービス市場と逆で、売り手が店をおとずれ、予定以上に高く引き取る店があれば、取引が成立する。計算

式は、需給が逆になる。売れ残りのない場合だけを、あげておく。売上率は、(2)式そのままである。 

𝑅ௗ = න 𝐹ௗ(𝑃)
ஶ


𝑓௦(𝑃)𝑑𝑃       (2) 

売上価格分布は、(3)式を需給入れ替えて以下の通り。 

𝑓(𝑃) =
𝑓௦(𝑃)𝐹 (𝑃)

∫ 𝐹ௗ(𝑃)ஶ
 𝑑𝑃

     (31) 

 

２－５ 労働市場 

 ここまでは、フローの市場をあつかったが、労働市場ではストックの市場も必要である。労働市場は、一定期間

にどれだけ就職できるかというフローの市場と、どれだけの人数の割合が就業できているかというストックの市場

の両方がある。 

 労働市場は、既存の経済学ではフローに注目しがちであるが、ストックの賃金がフローとも連動しているので、

単純に需給関係だけで決まるわけではない。過去の経緯が反影する。 

 中古市場と似ていて、労働を職場に売り込みに行く。計算式は、２－４と同じであるが、需給ともに分布が財市

場と異なり、実際の所得分布に近いやや低めの所得のところにピークがあり、高所得側に裾野をひく曲線になる。 

２－５－１ 就職市場（フロー市場） 

 既存の経済学には、ＵＶ曲線によって、就職したいができない人数の割合と、求人しているが就職してくれる人

が見つからない人数の割合を、２次元であらわしている。分布のある需要供給分析を行えば、ＵＶ曲線の具体的な

形を描くことができる。パラメーターは、賃金 𝑤 である。財・サービスと同じように部分市場にわけたほうが、

現実的分析はしやすいだろう。 

２－５－２ 就業市場（ストック市場） 

 経済学では、ジニ係数を求めるときに所得の密度分布関数を使う。分布のある市場分析では、毎回（毎月）同じ

サービスを買い続け、新しいサービスを買い始めるのを就職市場、買うのをやめるのを退職とみなすことで適用で

きる。従って、市場分析を時系列で行い、その変化を追うことで就職／退職の状況をつかむことになる。 

２－５－３ 退職 

 就業市場では就業と退職の差しかわからないので、就職市場の結果を参照することで退職状況をつかむ。データ

があれば退職状況自体を直接調べることができるが、退職は市場とは言えないので別の枠組みが必要である。現実

には、その両面からの分析が望ましいだろう。ここでは、新古典派経済学のように、余暇と労働のトレードオフと

いう考えはとらないが、余暇のあり方が労働に影響を与えていることは労働供給分布を決める要因として考慮する。 
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第３章 市場の結合と合成 

 流通経路に沿って直列で「市場が結合している流通過程」、複数のブランドが同種の製品について「寡占状態を

作っている市場の合成」を考察する。現実の市場は、製造業のようにたくさんの業者から部品の納入を受け、製品

の販売先も多数であるようなネットワークを形成している。産業連関表に、市場の状態方程式を演算子行列として、

入力側と出力側でそれぞれ分布関数を設定して、その合わさったところに実際の取引結果が算出できるような定式

化ができれば、ミクロとマクロをつなぐ新しい方法論が確立できる。複雑な結合と合成は、今後の課題である。各

市場での流通、寡占・独占について表にまとめた。 

 表１ 市場の結合と合成 

 

 

 

 

 

 

 

 一例を説明する。外国為替市場は、「銀行間市場」（プライスメーカー）と「銀行による対顧客市場」にわかれ

る。マスコミなどで流れる為替相場は「銀行による対顧客取引」の相場で、「銀行間取引」で巨額の相対取引の結

果決まった相場で、「卸売り」を行っていると考えることができる。２段階の流通過程である。 

 

３－１ 流通過程 

 既存の経済学では、生産者と消費者が直接取引することを想定することが多い。ここでは、メーカー → 卸問屋

→ 小売 → 消費者の流れの結合ととらえる。既存の経済学では想定しない流通過程での在庫が、市場を安定させ

ている。ここでは、２つの市場の結合を例に説明する。(3)式より。 

卸問屋１→  小売２ 𝑓ଵଶ(𝑃) = 𝑔ଵଶ൫𝑓ଵ௦(𝑃), 𝑓ଶௗ(𝑃)൯ 

小売２ →  消費者３ 𝑓ଶଷ(𝑃) = 𝑔ଶଷ൫𝑓ଶ௦(𝑃), 𝑓ଷௗ(𝑃)൯ = 𝑔ଶଷ൫𝑓ଵଶ(𝑃/𝑘), 𝑓ଷௗ(𝑃)൯        (32) 
１→２での市場で成立した売上分布𝑓ଵଶ(𝑃)にマージンをかけることで、２→３の市場の供給𝑓ଶ௦(𝑃) = 𝑓ଵଶ(𝑃/𝑘) 

とした。 

３－２ 寡占市場 

 ｎ社の寡占状態の市場を想定する。各社の供給の和が全体の供給となる。実際の売上も同様。 

𝑓ொ௦(𝑃) =  𝑓ொ௦(𝑃)        (33)


ୀଵ

 

𝑓ொ௦(𝑃)：全供給分布 

市場のタイプ 流通過程 寡占・独占 
  

財・サービス市場（卸売市場を含む） 〇 〇 
  

債権市場（利子率による分布） 消費者金融 国債・公定歩合 
  

株式・外国為替市場（ザラバ市場） 
外国為替市場 

ファンド 
株式 

  

中古（下取り）市場 転売 買い手 
  

労働市場 労働者派遣業 買い手 
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𝑓ொ௦(𝑃)：各社供給分布 

𝑓ொ(𝑃) =  𝑓ொ(𝑃)        (34)


ୀଵ

 

𝑓ொ௦(𝑃)：全売上分布 

𝑓ொ௦(𝑃)：各社売上分布 

価格ごとに売上を供給量の比率で各社に配分する。それを価格で積分すると各社の売上高が求まる。 

Q = න 𝑓ொ(𝑃)𝑑𝑃 =
ஶ


න ቊ𝑓ொ(𝑃) ×

𝑓ொ௦(𝑃)
𝑓ொ௦(𝑃) ቋ 𝑑𝑃

ஶ


        (35) 

これはランダムに各メーカー製品を買っていることが前提になる。実際のシェアと異なれば、その差がブランド力

と見なせる。未実施であるが、スウィージーの屈折需要曲線が成立する条件を、さぐることができそうである。 

 

応用編 モデル計算 

第４章 定常市場の価格決定例 

 図３に財・サービスのモデル計算の一例を掲げる。需要供給とも正規分布を仮定し、適当なパラメーターを定め

て、供給平均価格だけを横軸に３１段階変化させて、縦軸の売上高予想をグラフ化した。くわしい設定は省略する

が、このような応用例があることを示す。なお、生産関数を想定していないので、価格設定はできないが、収穫逓

増であるなら、このピークで販売することに合理性があるだろう。しかし、３万円を超えたところで落ち込みが激

しいので、やや安く設定すべきかもしれない。これは独占企業が小売段階で価格分散している例である。 
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 図３ モデル計算例 価格設定と売上高予想 

 

 

おわりに 

 モデル計算も、現実の物価・マーケッティングによる検証も未実施で、これから多くの課題が残っている。今回

提唱した市場モデルが例え現実適合性が低くても、検証しうるモデルを提案できただけでも成果ではないかと考え

ている。コルナイ・ヤーノッシュをはじめ多くの経済学への批判は、現実で検証できるモデルの欠如であるからで

ある。 

 ところで、このモデルは市場モデル以外にも使えることがわかっている。有害物質による人体影響の分布モデル

も同じ形をしている。環境から人体への取り込み量の分布と、人体の感受性の分布の組み合わせで、人体への影響

は分布を示す。一体どれくらいの汚染で、人口あたり何人に被害がでるか、どの程度の被害かの分布の推定ができ

る。実際、環境省はこのような計算をシミュレーションで行なっているが、精度が疑わしい。今回のモデルが適用

できれば、環境学の分野の進展にも役立つかもしれない。 
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ᵹࠍㄡޔ߫ࠇᦨㆡන⾌↪✢߇ᓧ੍ޕࠆࠇࠄ▚⚂ψⷙᮨᏅψᦨㆡනᒰࠅߚ⾌↪ᏅψᏒ

႐⽼ᄁଔᩰߩߣᏅ㗵ψනẢ⊒↢ޕࠆߥߣޔណ↪ᛛⴚᏅߦၮߊߠᦨㆡ⾌↪Ꮕࠆߓ↢ࠄ߆

ߠၮߦᏅ㧕ߩା↪ജޔ⚂㧔⾗㊄⺞㆐ജ▚੍ޔࠆࠇߐߪߣㆊẢ⊛࠲ࡍࡦࡘࠪ

 ޕࠆߢẢ⊛࡞ࡖࠪࡑࠆߓ↢ࠄ߆ⷙᮨᏅψᦨㆡ⾌↪Ꮕߊ

 ↢↥⠪ޔߪẢᦨᄢൻⴕേߩߘޕࠆߣࠍ㓙ޔ⋉ᕈޔ₸߇ᗧᕁቯޔⴕേ್ߩᢿၮḰ

 ޔߪⷐ⚛⋉ᕈޕࠆߥߣ

ⷐ⚛⋉ᕈ㧩ⷐ⚛↥㗵㧛ⷐ⚛ᛩ㗵 

        㧩㧔ⷐ⚛↥㊂�↥‛ଔᩰ㧕㧛㧔ⷐ⚛ᛩ㊂�ⷐ⚛ଔᩰ㧕 

        㧩㧔ⷐ⚛↥㊂㧛ⷐ⚛ᛩ㊂㧕㧔↥‛ଔᩰ㧛ⷐ⚛ଔᩰ㧕 

㧩ⷐ⚛↢↥ᕈ�ⷐ⚛ᤃ᧦ઙ   

ⷐޔ߮ߚࠆߔട㈩ࠍ⚛ⷐޔ߫ࠇߔᗐቯࠍ㒢⇇↢↥ജㅛᷫޔଔᩰᚲਈޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߊᦠߣ

⚛↢↥ᕈ߇ㅛᷫޔࠄ߆ࠆߔⷐ⚛⋉ᕈ߽ㅛᷫޕࠆߔⷐ⚛ᛩࠍណ▚ౝߦޔߪߦߚࠆ 

   ⷐ⚛₸҈ሶ₸ޔߪߚ߹ޔ 

   ⷐ⚛⋉ᕈ҈ઁᛩⷐ⚛⋉ᕈ 

 ޔߦࠄߐޕࠆߢᔅⷐ߇ߣߎࠆߢ

ో⋉ᕈ㧩⾗ᧄ⋉ᕈ�⾗ᧄ࠙࠻ࠗࠚ㧗ഭ⋉ᕈ�ഭ࠙࠻ࠗࠚ 

     㧩⾗ᧄ↢↥ᕈ�⾗ᧄᤃ᧦ઙ�⾗ᧄ࠙࠻ࠗࠚ㧗ഭ↢↥ᕈ�ഭᤃ᧦
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ઙ�ഭ࠙࠻ࠗࠚ 

ߦᘒ⁁ߩޔᧄ↢↥ᕈ㧪ഭ↢↥ᕈ⾗ޔߒߣᚲਈࠍᤃ᧦ઙޔࠄ߆ࠆ߈ߢ߇ߣߎߊᦠߣ

ࠆߔ㈩ᷫࠍഭޔߒട㈩ࠍᧄ⾗ޔ߽ߦᒰὼޔࠄ߆⋉ᕈᡷༀേᯏޔߪ⠪↥↢ޔ߫ࠇߔߣࠆ

ߓหޔᨐ⚿ߩߘޕ߁ࠈߛࠆࠇࠊⴕߡߞᴪߦ߈ߩ✢⚂▚੍ߪ₸Ყߩ㈩ᷫߣട㈩ޕ߁ࠈߛ

੍▚⚂ਅࠅࠃޔߢ㜞⋉ᕈ߇ታޔࠇߐ⾗ᧄߩ㒢⇇↢↥ᕈߪૐਅޔߒഭߩ㒢⇇↢↥

ᕈߪޔߒਔ⠪ߩ⋉ᕈᏅޔࠅ߹❗ߪဋ╬ൻᣇะ߳ะࠅ➅ࠍࠬࡠࡊߩߎޕ߁߆ޔߒ

ᒰೋޔߩ⾗ᧄ↢↥ᕈ㧪ഭ↢↥ᕈߩޔ⁁ᘒޔ߈ߣߚߞߥߊߥ߇㒢⇇↢↥ᕈဋ╬ߣߚߞߥߣ

ᦨࠍ↪⾌ࠅߚනᒰޔߣ߁ߦㅒޔࠆߔᦨᄢൻࠍ⋉ᕈోߢ⚂ਅ▚੍ߚࠇࠄ߃ਈޔ߈

ዊൻ߁ߣࠆߔ⋡ᮡ߇㆐ᚑޕࠆࠇߐ↢↥ਥߩᦨㆡൻⴕേߩቢㆀߩ߈ߣߩߎޕࠆߢ㒢⇇

⋉ᕈဋ╬ޔߪଔᩰߢട㊀ߚࠇߐ㒢⇇↢↥ജଔ୯ဋ╬ޕࠆ߽ߢ⻐ߩ 

 ޔߪߢਥᦨㆡൻ㆐ᚑὐ↥↢ޔߡߞࠃ 

  ⾗ᧄߩ㒢⇇⋉ᕈ㧩ഭߩ㒢⇇⋉ᕈ 

   ѕ⾗ᧄߩ㒢⇇↢↥ᕈ�⾗ᧄᤃ᧦ઙ㧩ഭߩ㒢⇇↢↥ᕈ�ഭᤃ᧦ઙ 

   ѕ⾗ᧄߣഭߩ㒢⇇↢↥ᕈᲧ㧩ഭߣ⾗ᧄߩᤃ᧦ઙᲧ 

   ѕ⾗ᧄߣഭߩᛛⴚ⊛ઍᦧ₸㧩㧝㧛⾗ᧄߣഭߩଔᩰᲧ 

 ޕࠆߥߣ

ߪߦ㒢⇇ಽᨆޔ߅ߥ 2 ޔઁߪߟ৻ޕߚࠇߐᵈᗧߦߣߎࠆ߇ᚻᴺߩߟ ⷐ⚛ࠍਇᄌޔߒߣ

⠨ኤ߈ߴߔ৻ⷐ⚛ߺߩนᄌޔߡߒߣ㒢⇇ᄌൻࠍㅊ߁ಽᨆޔߪߟ৻߁߽ޔೋ੍ߦ▚⚂ࠍ

ਈޔ߃৻ⷐ⚛ࠍട㈩߮ߚࠆߔଔᩰᲧઁߡߞ߇ߚߒߦⷐ⚛ᷫࠍ㈩ߡߒ㒢⇇ᄌൻࠍㅊ߁ಽᨆߢ

▚ណߺߩ⚛ⷐ৻ޔߢⷐ⚛ਇᄌઁޔߪߢᚻᴺߩߘޔ߇ߔᜰࠍಽᨆߩ೨⠪ޔ႐วߩߊᄙޕࠆ

᧦ઙߦᛶ⸅ߢ߹ࠆߔട㈩ߩߘޔߢߩࠆࠇߐ㒢ޔ੍ࠅ ▚⚂ޕࠆߥߣ࡞ࠩ߇ᓟ⠪ߩಽᨆޔߪߢ

ೋߦਈ੍ߚࠇࠄ߃▚⚂ࠍ෩ޔߚࠆߔ৻ⷐ⚛ࠍട㈩ޔ߫ࠇߔઍᦧ₸ޔߡߞ߇ߚߒߦ

ઁⷐ⚛ᷫࠍ㈩ޔࠄ߆ߎߎޔߕࠄߥ߫ࠇߌߥߒⷐ⚛⋉ᕈߩᲧセߦၮߊߠⷐ⚛㑆ઍᦧޔⷐ⚛

㑆ⵙቯ߇ਇนㆱޕࠆߥߣ೨ឝߩ࿑ޔߪߢ㒢⇇↢↥ജߩ৻〝ㅛᷫࠍᗐቯࠁࠊޔ߇ࠆߡߒ

 ޕߥߪࠅࠊᄌߦ⾰ᧄ߽ߡߒᗐቯߣߊឬࠍࡉ㧿ሼဳࠞࠆ

 ߢ㒢⇇ಽᨆߩ೨⠪ޕߚࠇߐᵈᗧ߽ߦߣߎࠆߥ⇣߇ߣẢ₸ᦨᄢൻߣẢᦨᄢൻޔߚ߹

ࠍ⚂▚੍ޔߪߦࠆ᳞ࠍᓟ⠪ޕߥߡߞߥߪߣẢ₸ᦨᄢൻޔ߽ߡߒẢᦨᄢൻޔߪ

ਈࠆ߃ᔅⷐޕࠆ߇ 

 ଔᩰᚲਈߚߒߣⷐ⚛㈩ಽߩᦨㆡൻޔߪᢙ㊂⺞ᢛ only ࠅᢙ㊂వψଔᩰ᛬ޔࠅߢℂ⺰ߩ

วߕࠊψᢙ㊂ౣ⺞ᢛ࡞ࡖࠪࡑ߁ߣޔ⊛⺞ᢛߦዻޔߒଔᩰవψᢙ㊂᛬ࠅวߕࠊψଔᩰ

ౣ⺞ᢛߥ⊛ࠬ࡞ࡢ߁ߣޔଔᩰਥዉߩ⺞ᢛߦዻޕߥߐ 

 ᦨᓟߩ↥↢ޔߦ 3 ⷐ⚛ޔߡߒߣࠍ⠨ᘦߦޔ߫ࠇࠇ 

ో⋉ᕈ㧩⋉ᕈ�ᤃ᧦ઙ�࠙࠻ࠗࠚ㧗⾗ᧄ⋉ᕈ�⾗ᧄᤃ᧦

ઙ�⾗ᧄ࠙࠻ࠗࠚ㧗ഭ⋉ᕈ�ഭᤃ᧦ઙ�ഭ࠙࠻ࠗࠚ 

ߐᦨᄢൻ߇⋉ᕈోޔ߈ߣߚߒ┙ᚑ߇ޔ⋉ᕈ㧩⾗ᧄ⋉ᕈ㧩ഭ⋉ᕈޕࠆߥߣ

 ޕࠆࠇߐߚᨐ߇ਥᦨㆡൻޕࠆࠇ
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㧟㧚ᶖ⾌ਥߩᦨㆡൻⴕേ 

ᶖ⾌⠪ޔߪḩ⿷ᦨᄢൻࠍၮḰߦᦨㆡㆬᛯᦨㆡቯᦨㆡⴕേ್ޕࠆߣࠍᢿᜰᮡޔߪᶖ

 ޔߜࠊߥߔޕࠆߢ₸ᓧ₪ߩ↪ലోࠆࠃߦ⾌

  ᶖ⾌ࠆࠃߦല↪₪ᓧ₸㧩ᶖ⾌ല↪㧛⾼⾌↪ 

 ޔߪណ▚ᕈߩ⾌ᶖޔߢߩࠆߌᦠߣ

  ᶖ⾌₸҈ሶ₸ޔߪߚ߹ޔ 

  ᶖ⾌ࠆࠃߦല↪₪ᓧ₸҈ઁ⽷ᶖ⾌ࠆࠃߦല↪₪ᓧ₸ 

2ޔߡߞࠃޕࠆߌᦠߣ ⽷㑆ߢᶖ⾌㊂ࠍᦨㆡ✬ᚑࠆߔ႐วޔ 

   ৻⽷ᶖ⾌ߩࠄ߆㒢⇇ല↪₪ᓧ₸㧩ઁ⽷ᶖ⾌ߩࠄ߆㒢⇇ല↪₪ᓧ₸ 

   ѕੑ⽷ߩ㒢⇇ല↪Ყ㧩㧝㧛ੑ⽷ߩ⾼⾌↪Ყ㧩ੑ⽷ߩ㒢⇇ઍᦧ₸ 

 ޕࠆߥߣ

↢↥㑐ᢙߪ‛ℂൻቇߥ㑐ᢙޕߚߞߢଔᩰࠍᚲਈޔ߫ࠇߔߣ⾌↪㑐ᢙ߽ቴⷰ⊛ߥ㑐ᢙߢ

 ޕࠆߢᔃℂ㑐ᢙߥ⊛ਥⷰߪല↪㑐ᢙޔ߇ߛޕߚߞ

 એࠍਃᰴరᐳᮡޔߡ߅ߦ࿑ᒻ⊛ߦ⠨ޕ߁ࠃߺߡ߃ᐩ㕙ᐳᮡߩ⽷ੑߦ㔛ⷐ㊂ޔࠅ⋓⋠ࠍ 

 ޔߪ↪ലోޕㄟ߈ឬߦࠅ߇ฝਅࠍ✢⚂ᶖ⾌ߚߒᤋࠍଔᩰᲧߩ⽷ੑߣ▚੍

   ోല↪₪ᓧ₸㧩৻⽷ߩല↪₪ᓧ₸�৻⽷࠙࠻ࠗࠚ㧗ઁ⽷ߩല↪₪ᓧ₸�ઁ⽷࠙ࠚ

 ࠻ࠗ

㒢⇇ല↪₪ᓧߩ⽷㒢⇇ല↪₪ᓧ₸㧪ઁߩ⽷৻ޔޕࠆࠇࠊⴕ߇㈩ᷫߣട㈩ޔߦᢿၮḰ್ࠍ

ᷫ߇⽷ઁߡߞ߇ߚߒߦଔᩰᲧߦ⊛ኻᔕޔࠇߐട㈩߇⽷৻ޔ߽ߦᒰὼޔ߫ࠇߦᘒ⁁ߩޔ₸

㈩ోޔࠇߐല↪₪ᓧ₸ߩะ߇࿑ߩ⽷ੑޕࠆࠇࠄ㒢⇇ല↪₪ᓧ₸Ꮕߪဋ╬ൻࠆߔᣇะߦ

ะޕ߁߆ဋ╬ൻ߇ᚑోޔ߈ߣߚߞല↪₪ᓧ₸ߪᦨᄢൻޕࠆࠇߐ 

CAPޔߢᒻߟ┙ߦ⋤㋦ߡߞᴪߦ✢⚂ᶖ⾌ޔߪ✢ⓨ㑆ᦛߩ↪ലోޔߡߞࠃ  ㄟ߈ឬߦဳ

 ޕߔ␜ࠍᦨㆡᶖ⾌✬ᚑ߇ᐩ㕙ᐳᮡߩ㗂ὐߩߘޕࠆࠇ߹

 ᶖ⾌⚂✢ޔࠄ߆〕゠ߩߘޔ߫ࠇߔ࠻ࡈࠪ߇ല↪ߩጊ߇ᒻᚑߩߘޔࠇߐጊߩየᩮࠍㄡࠇ

⾼ࠅߚනᒰޔߣߔ㒰ࠍ੍▚㗵⾼ߢ✢ⓨ㑆ᦛߩ↪ലోޕࠆࠇࠄᓧ߇✢⾌ᦨㆡᶖޔ߫

ߩ↪⾌ CUP ဳⓨ㑆ᦛ✢߇ᓧߩߎޕࠆࠇࠄᦛ✢ࠄ߆〕゠ߩߘޔߣࠆߔ࠻ࡈࠪ߇නᒰࠅߚ⾼

⾌↪߇⼱ᷧߩᒻᚑᷧߩ⼱ᷧޕࠆࠇߐᵹࠍㄡޔ߫ࠇᦨㆡ⾼⾌↪✢߇ᓧޕࠆࠇࠄ 

 

㧠㧚Ꮢ႐ߩ㔛ⷐᦛ✢ޔଏ⛎ᦛ✢ 

੍▚⚂ߣ↢↥ⷙᮨࠍၮ␆ޔߦήᢙߩන⾌↪ߩ CUP ဳⓨ㑆ᦛ✢߇ឬߩࠄࠇߘޕࠆࠇ߆

㧝ᧄ㧝ᧄޔࠍ৻Ꮏ႐ޔ৻ડᬺࠍࠇߘߩߣߩ߽ߔޔ߫ࠇฦᦛ✢ߩᐩὐࠍ⚿߱൮⛊✢ߪᏒ

႐ߩᦨㆡන⾌↪✢ޕࠆߥߣᏒ႐ߩଏ⛎ᦛ✢ޕࠆߥߣᏒ႐ߩଏ⛎ᦛ✢ޔߪ❑ゲߦଔᩰ᷹ࠍ

ޔડᬺᢙޔᎿ႐ᢙޔ߈ߣߚߒ㆐ߢ߹Ꮢ႐ଔᩰᄤ߇✢ଏ⛎ᦛޕࠆߔߦࠅ߇ฝ ޔߣࠆ

ଏ⛎㊂߇㘻ޕࠆߔ 

 ੍▚⚂ߣㆬᅢࠍၮḰޔߦήᢙߩන⾼⾌↪ߩ CUP ဳⓨ㑆ᦛ✢߇ឬߩࠄࠇߘޕࠆࠇ߆
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1 ᧄ 1 ᧄޔߪ৻ᶖ⾌⠪ߩ㔛ⷐᘒᐲࠍޔߢߩߔฦᦛ✢ߩᐩὐࠍ⚿߱൮⛊✢ߪᏒ႐ߩන⾼

ฝ⢋ޔߣࠆ⋓⋠ߦゲ❑ࠍଔᩰޔߪ✢㔛ⷐᦛߩᏒ႐ޕࠆߥߣ✢㔛ⷐᦛߩᏒ႐ޕࠆߥߣ✢↪⾌

ਅߦࠅ߇ૐਅޕࠆߔ㔛ⷐᦛ✢߇Ꮢ႐ଔᩰߩਅ㒢߹ߢ㆐ޔ߈ߣߚߒ㔛ⷐޔᶖ⾌ߪ㘻ޕࠆߔ 

 㔛ⷐᦛ✢ߣଏ⛎ᦛ✢ޔߪᦨㆡൻⴕേߩ⚿ᨐߡߒߣዉޕࠆࠇ߆㕖ᦨㆡⴕേߣᦨㆡⴕേߩߣ

㑆ߩᏅޔߊߥߢജ߬ߞᚢ߁ᦨㆡⴕേ㑆ߩᏅ߇ൎᢌࠍಽޕࠆߌൎ⠪ߪㆊẢࠍขᓧޔߒ

ᢌ⠪ߪ᠗ㅌౣ߆ࠍㄼߩ߹߹ߩߘޕࠆࠇࠄሽ⛯ޕߥ߃ࠅߪ 

 

㧡㧚Ꮢ႐⺞ᢛ 

❑ゲߦଔᩰޔࠅ⋓⋠ࠍᮮゲߦขᒁ㊂㧔㔛ⷐ㊂ߣଏ⛎㊂㧕ߚߞ᷹ࠍᐔ㕙ᐳᮡޔߦ㔛ⷐᦛ✢

ޔ⠪㑆↥↢ޔᶖ⾌⠪㑆ޔߪࠇߘޕࠆ߈ߢ߇ࠬࡠࠢࡦࠕࡖࠪࡑޔ߫ߌឬࠍ✢ଏ⛎ᦛߣ

ᶖ⾌⠪-↢↥⠪㑆ߩᏒ႐ขᒁࠆߌ߅ߦ㚟ߌᒁޔ߈ߒᛮޔ߈┹ࠍ⢛᥊ߡ߅ߦឬߡࠇ߆

 ޕࠆ

ല↪ߩⓨ㑆ಽᨆᷧࠆߌ߅ߦ⼱ᷧޔᵹࠅ┹߇ਅߩ↪⾌ޔࠅ߇ⓨ㑆ಽᨆᷧࠆߌ߅ߦ⼱ᷧޔᵹ

 ޕࠆߢߩ߽ߚߒᎿᄦ߁ࠃࠆߔᏅߢଔᩰ-ขᒁ㊂ᐳᮡᐔ㕙ޔࠅ߇ࠅ┹߇

 2 ὐࠆߔᏅ߇ߣ✢ଏ⛎ᦛߩᏒ႐ߣ✢㔛ⷐᦛߩᏒ႐ޔ✢↪⾌ᦨㆡߣ✢↪ᦨㆡലޔᵹᷧߩߟ

ߜߢଔᩰߩߘޔߣଔᩰࠆߔဋⴧ߇ߣ↪⾌⠪↥↢ߣ↪ᶖ⾌⠪ലޔ߇ขᒁ㊂㧕ޔᐳᮡ㧔ଔᩰߩ

 ޕߔ␜ࠍขᒁ㊂ࠆߔ⥌৻߇ߣଏ⛎㊂ߣ㔛ⷐ㊂ߤ߁ࠂ

↢↥⠪ߩᦨㆡଏ⛎㊂ࠍ᳓ᐔᣇะߒ⿷ߦวޔ߫ࠇߖࠊᏒ႐ߩଏ⛎ᦛ✢߇ฝߦࠅ߇ฝ

ᣇะߦિ߮ޕߊߡᶖ⾌⠪ߩᦨㆡ㔛ⷐ㊂ࠍ᳓ᐔᣇะߒ⿷ߦวޔ߫ࠇߖࠊᏒ႐ߩ㔛ⷐᦛ

 ޕߊߡિ߮ߦฝᣇะߢࠅ߇ฝਅ߇✢

㔛ⷐଔᩰߣଏ⛎ଔᩰޔ߇߈ߣࠆߔ⥌৻߇㔛ⷐ㘻ὐޔଏ⛎㘻ὐߩߘޕࠆߢὐࠍ߃

⠪↥↢ޔࠍല↪ᦨᄢൻ߇ᶖ⾌⠪ޕࠆߥߣࠇഀ▚㔛ⷐ߽ଏ⛎߽ណޔߣߔ߿Ⴧࠍขᒁ㊂ߡ

ߥࠄߣߪⴕേቯㆬᛯߥਇวℂߥ߁ࠃߩߘޔࠄߥࠆߔㅊ᳞ߦ⊛วℂࠍẢᦨᄢൻ߇

 ޕ߁ࠈߛ

 ਃᰴరᐳᮡߦᚯޔߡߞหߓ㗴ࠍ⠨ࠆ߃႐วޔ↢↥‛නᒰߩ↪⾌ࠅߚ CUP ဳᦛ✢ߩ 1

ᧄ 1 ᧄ߇Ꮏ႐ޔડᬺࠍߩߘޔࠄ߆ߔᧄᢙ߇Ⴧޔࠇߟߦࠆ߃ଏ⛎㊂ߩჇടࠍᤋࠇߘޔߒ

ߚ߈ߡߞ߇ਅࠅ┹߇↪⾌ᦨㆡߩ⠪↥↢ߩޘޕ߁ࠈߢߊዉࠍਅ㒠ߩᏒ႐ขᒁଔᩰᄤߪ

ᄤ߈⓭ࠍ⎕ޔ߫߃߹ߒߡߞណ▚ഀޔࠅߥߣࠇᏒ႐ߩࠄ߆ㅌ႐ࠍޕࠆࠇߐߊߥഠᒙડ

 ޕࠆࠇߐᢛ⺞߇ડᬺᢙ࠻ࡦᏒ႐ࠛޔࠇߐᶿ᳸߇ᬺ

 ⺞ᢛޔߪߦଔᩰవⴕဳࠬ࡞ࡢߩ⺞ᢛޔߣᢙ㊂వⴕဳ࡞ࡖࠪࡑߩ⺞ᢛޕࠆ߇ᦨㆡൻ

ⴕേࠍ⺑ޔߪ߈ߣࠆߔଢᴺޔߡߒߣೋߘߎଔᩰᚲਈ㧩వޔ߇ࠆߔߣၮᧄߪଔᩰߣᢙ

㊂ߩ⋧ᓴⅣ⊛ߥ⺞ᢛޕࠆߦ 

 

㧢㧚ഭ₸ 

ഭߣ⾗ᧄߩ↢↥ലᨐࠍⷐ⚛ߦߣߏಽޔߪߣߎࠆ߃ᝒߡߌታ㓙ޔ࿎㔍ޕࠆߢਔ⠪ߩ

⚿วലᨐޔදലᨐߪ⋧ਸ਼⊛ޔࠅߢਇนಽ㔌ޕࠆߢⷐ⚛₂⽸↥↢ߩߣߏᐲࠍᝒ߈ߢ
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ޕࠆߢุޕ߆߁ࠈߛࠆߥߣਇน⢻ߪᯏ⢻ಽ㈩ޔಽ㈩ߩࠬࡌ₂ᐲ⽸ޔࠄߥߚߒߣߥ

ޔߢߩ߁ߣ߹߈ઃ߇ਥⷰᕈߪߦቯ⹏ߩߘޔ߽ߡߒਅࠍଔ⹏ߩߣߏ⚛ⷐޔߡߒኤⷰߦ߇ੱ

㑐ଥ⠪ߩหᗧࠍᓧߥ߁ࠃࠆࠇࠄቴⷰ⊛ߡߒߣߩ߽ߥㅢ↪ߪߣߎࠆߖߐ㔍ޕ߁ࠈߛߒ 

ᐔဋ┹ޔ߫ࠇߨᆔߦᏒ႐ޕࠆߢޠߌ⡞ࠍჿߩᏒ႐ޟޕࠃ߇ߩࠆߨᆔߦᏒ႐ޔߡߞࠃ

ㆊߩߪಽࠆߔㆊࠍᮡḰޔࠅ߹ቯߢ⇇㒢߇ᮡḰ⊛⹏ଔޔࠅࠃߦ┹ޕߊ⌕ߜ⪬ߦ

ẢޔߡߒߣᒰਥߦขᓧޕࠆࠇߐᮡḰႎ㈽ߪ㒢⇇ߢቯ߹ޕࠆⷐ⚛ߩߣߏ₸ߪ㒢⇇߅ߦ

 ޕࠆࠇߐᤚᱜޔࠇࠊⴕ߇ⷐ⚛㑆ⵙቯޔ߫ࠇߢ╬ਇဋޔߒ߽ޕࠆߥߦ╬ဋߡ

₸߇㜞ⷐ⚛ߪߦ㔛ⷐ߇Ვޔߢߩࠆߔⷐ⚛ଔᩰ߇ޕࠆߔⷐ⚛㒢⇇₸ߩဋ╬ൻ

ㆇേޔߪ㒢⇇⾌↪ㅛჇޔઁߩ࠻࡞㔛ⷐᲕࠆࠃߦⷐ⚛ଔᩰ߽ߡߞࠃߦ࠻࡞ផㅴߐ

 ޕࠆࠇ

 એޔߪ⋧ⷙቯ⊛ޔᓴⅣ⊛ߥ⺑ޕࠆߢ࿃ᨐᔕႎ⊛ߥ⺑ߪน⢻ޕ߆߁ࠈߛ⾗ᧄ⽷ 

߁ࠃߩߘޕ߁ࠃ߃⠨ࠍઍᤨޠ⸤ഃߩᧄ⾗ޟߚߡߒࠍᵴേ↥↢ߢഭߩޔߊߥߛ߹߇

ഭ⠪ޔߪജ↥↢ߩഭߩޔ߫ࠇߔߣߚߞ߇ญჇੱޔᵴะ↢ߣᚑ㐳ߢળ␠ߩᆎේߥ

ഭߩߎޔߪ⠪↥↢ޕࠆߥߦߣߎߚߡߞᜬࠍജߔߺ↢ࠍഭẢࠆ߃ࠍ⾌ᜬ⛽ߩ

Ảޔߒ⫾⾂ࠍⓍࠍࠇߎޔߡ┙ߺේ⾗ߦ↢ᵴߩߚߩഭࠄ߆⥄Ꮖ߈⸂ࠍޔߜഭ↢↥

ᕈࠍ㘧べ⊛ߦ㜞ࠆౕ㧔⾗ᧄ⽷㧕ߩߦขޕ⚵ࠅ⾗ᧄⵝߩ᧦ઙޔߪ⾗ᧄ↢

↥ᕈ㧪ഭ↢↥ᕈޔߪߚ߹ޔ⾗ᧄ₸㧪ഭ₸ޕࠆߢޔ 

 ೋޔߦഭ₸ߩߣࠇߘޔߡߞ߇Ყセޔߢ⾗ᧄ₸ߩᕈ್߇ቯޔࠇߐ㒢⇇߅ߦ

ޕࠆߢℂ⺰߁߁ߎޔࠆࠇߐ⛯⛮߇ᧄട㈩⾗ޔࠅ㒢ࠆࠇߐ⏕߇ᕈߩ₸ᧄ⾗ࠆߌ

ഭ₸ψ⾗ᧄ₸ψో₸߁ߣޔ࿃ᨐ⊛ߥ⺑ޕࠆߢ 

 ᯏゲᔨߪഭ⛽ᜬ⾌ߣഭ₸ޕࠆߦഭ⛽ᜬ⾌ߣഭ⋉ᕈࠍᯏゲޔߦഭޔ⾗

ᧄޔߩ₸ဋ╬ൻ♽ߡߒߣ㕒ᘒ߳ߩᢢㆊ⒟ࠍ㗴ޔߒߦਥᦨㆡൻⴕേߣᏒ႐⺞

ᢛᯏ⢻ࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩℂᔨ⊛ᮨߦ౮ߡߒ positive economics 161ޔߪࠇߎޕࠆߔ▽᭴ࠍ ᐕ೨

ଏ⛎ଔᩰ᭴ᚑޔ႐วߩߎޕࠆߢᗐ⌕ࠆࠇࠄᓧࠄ߆ޢቅ┙࿖ޡߩࡦࡀࡘ࠴ߚߞߥߊߦ

 ޔߪ

ഭଔᩰ㧩ഭߩ⛽ᜬ⾌↪�㧔㧝㧗ഭ₸㧕 

ੱ⊛ᛩ⾗ႎ㈽㧩ഭଔᩰ�㧔㧝㧗⾗ᧄ₸㧕 

‛⊛ᛩ⾗ႎ㈽㧩⾗ᧄᛩ㗵�㧔ఘළ₸㧗⾗ᧄ₸㧕 

↪ᢱ㧩ᛩଔ㗵�㧔ფߩ⛽ᜬ⾌₸㧗₸㧕 

⚻༡ႎ㈽㧩⚻༡ᛩଔ㗵�㧔⚻༡⛽ᜬ⾌₸㧗⚻༡₸㧕 

߃ടࠍ↪⾌ᜂ⽶ࠢࠬߩࠇߙࠇߘޔߦࠄࠇߎޕࠆߢᜬ⛯ଔᩰ↥↢ౣ߇ߢ߹ߎߎޕࠆߥߣ

 ޔ߫ࠇ

ଏ⛎ଔᩰ㧩ⷐ⚛⛽ᜬ⾌㧗ⷐ⚛ᮡḰẢ㧗ㆊẢ㧗ࠢࠬ⽶ᜂ⾌ 

ޔઍఘߩᜂ⽶ࠢࠬߣ㑆⚻ㆊᤨޔႎ㈽ߩᓙᔋޔⶄߩജ↥↢ޔ㑆ㆬᅢᤨޔଔ୯ᤨᏅޕࠆߥߣ

 ޕࠆߔᢛวߣᴺ⺑ߩẢขᓧᩮߩޘ╬
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㧣㧚ഭ-ᥜㆬᛯ 

ഭߩᦨㆡଏ⛎ޔߡߟߦਃᰴరᐳᮡߡ↪ࠍ⠨ኤޔߪࠇߘޔ߁ߟ߰ޕࠆߔഭ-ᥜ㑆

ฝޕࠆ⋓⋠ࠍนಣಽᤨ㑆ߦᮮゲޔࠅ⋓⋠ࠍߦゲ❑ޕࠆࠇ߆ዉߡߒߣᨐ⚿ߩᦨㆡㆬᛯߩ

ᣇะߦᥜᤨ㑆ޔࠅ᷹ࠍഭᤨ㑆ޔߪนಣಽᤨ㑆㧙ᥜᤨ㑆ߩޔᒻߢਈޕࠆ߃ᥜᤨ㑆ߩ

ᷫዋߜࠊߥߔഭᤨ㑆ߩჇടߦ߽ߣߣ߇߈ታ⾰⾓㊄₸ߩᏀੑ߇✢⋤ࠅ߇ᰴరᐳᮡᐔ㕙

ᦨㆡഭଏ߇ធὐߩߣ✢ήᏅᦛߩ㑆ߩߣᥜߣታ⾰⾓㊄ޔߣ✢⋤ߩߎޕࠆࠇ߹ㄟ߈ឬߦ

⛎㊂ޕߔ␜ࠍ 

 એߩ㑐ଥࠍਃᰴరᐳᮡߦޕ߆ࠆߥ߁ߤޔߣߔᐩ㕙ࠍഭ-ᥜᐔ㕙ޔߒߣ㜞ߐゲߦታ

⾰⾓㊄ߣല↪ޕ੍ࠆ⋓⋠ࠍ ▚⚂ߪนಣಽᤨ㑆ߢਈޔ੍ࠇࠄ߃ ▚⚂✢ߩߪ߈㧙1 ޔߡߒߣ

ᐩ㕙ᐳᮡߦឬ߈ㄟ߹ޔߢߎߎޕࠆࠇ 

นಣಽᤨ㑆ߩ㈩ಽψഭψ⾓㊄ψᶖ⾌⽷⾼ψᶖ⾌ψല↪ḩ⿷ᔟㆡ 

ψᥜψᶖ⾌ψല↪ḩ⿷ᔟㆡ 

ߩߎޕࠆࠇࠊⴕ߇ㆬᛯߩᥜߣഭޔߦᢿၮḰ್ࠍ߆߈ᄢࠅࠃ߇↪ലߩࠄߜߤޔࠅࠃߦ

 ޔ߈ߣ

ഭోߩല↪₪ᓧ₸㧩ഭߩല↪㧛㧔ഭᤨ㑆�ഭଔᩰ㧕 

ᥜోߩല↪₪ᓧ₸㧩ᥜߩല↪㧛㧔ᥜᤨ㑆�ᥜଔᩰ㧕 

 ޔࠄ߆ࠆߢޔഭଔᩰࠆ⺼ߦߚࠆᓧࠍᯏળ⾌↪㧩ᥜߩᥜଔᩰ㧩ᥜޔߢߎߎ

ోല↪₪ᓧ₸㧩㧔ഭߩല↪㧗ᥜߩല↪㧕㧛㧔นಣಽᤨ㑆�ഭଔᩰ㧕 

          㧩ഭోߩല↪₪ᓧ₸�ഭ࠙࠻ࠗࠚ㧗ᥜోߩല↪₪ᓧ₸�

ᥜ࠙࠻ࠗࠚ 

ࠄᓧ߇₸㒢⇇ߩᥜߣഭޔ߫ࠇߔ㒢⇇ಽᨆߦߣߏ⚛ⷐޔࠍࠇߎޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߊᦠߣ

ߏ⚛ⷐޔࠅ߹㜞ߪ₸ല↪₪ᓧోޔ߫ࠇߔ㈩ᷫࠍ߁߶ૐޔߒട㈩ࠍ߁߶㜞ߩߘޕࠆࠇ

ᦨᄢ߇₸ല↪₪ᓧోޔ߈ߣߚߒဋ╬ൻ߇ᓟ⠪ޕ߁߆ะߦဋ╬ൻᣇะߪ₸ല↪₪ᓧലߩߣ

ൻޕࠆࠇߐ 

ឬ߇✢ⓨ㑆ᦛߩ↪ലోߟ┙ߦ⋤㋦ߡߞᴪߦ✢⚂▚੍ޔߣߔߦਃᰴరᐳᮡޔࠍࠇߎ

CAPޕࠆߌ นಣಽᤨ㑆ߩᥜ߳ߣഭࠆߔᦨᄢൻࠍ↪ലో߇㗂ὐߩߘޔ߈ឬࠍࡉࠞဳ

 ޕߔ␜ࠍᦨㆡ㈩ಽὐߩ

੍▚⚂✢ߦᴪߡߞ㋦⋥ߦታ⾰⾓㊄₸ߩߢ߈ᥜゲᣇะߦ ࠆߔࠅ߇ⓨ㑆⋥✢ߒߣ

ߦᕆፋ߇߈ߩ✢ⓨ㑆ᦛߩታ⾰⾓㊄ޔ߫ࠇ߇߇₸㊄⾓ޕࠆㄟ߈ឬࠍ✢⋤ታ⾰⾓㊄ޔߡ

ߩ↪ലోޔࠅߥ CAP ဳᦛ✢ߩ㗂ὐ㧩ᦨㆡ㈩ಽὐ߇ഭଏ⛎Ⴧߩᣇะߩߎޕࠆߔ࠻ࡈࠪߦ

ഭޔߣࠆߔ㆐ߦ᳓Ḱࠆޔࠇߟߦࠆ߹㜞߇ᥜㆬᅢޔߒะ߇ᶖ⾌↢ᵴ᳓Ḱޔߪ࠻ࡈࠪ

ଏ⛎ᷫߩᣇะߦㅒォޕࠆߥߦߣߎࠆߔ 

 

㧤㧚ഭߩᔟ⧰ಽᨆ 

ㅀߩ⺑ᴺޔߪߢഭߩᦨㆡଏ⛎߇ഭ-ᥜ㑆ߩᦨㆡㆬᛯߡߒߣዉ߽ߣޕࠆߡࠇ߆

⛎ഭଏޔߣࠆߔ⠨ౣࠄ߆⛔વߩቇผᷣ⚻ޕࠆߡࠇ߆ዉࠄ߆ᄢዊᲧセߩ↪ലߩࠬࡊߦ
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ޕࠆߢਥᵹ߇ᣇࠆࠇ߆ዉࠄ߆Ყセߩ㧔⽶ല↪㧕∩⧰ߣᔟㆡ㧔ല↪㧕ࠆࠇࠄᓧࠄ߆ഭޔߪ

ߥߢ⊛␜ޔߡߟߦኻᔕ㑐ଥߩߣᦨㆡ㔛ⷐߣ⛎ᦨㆡଏߩഭޔߪߢᴺ⺑ߩㅀޔߚ߹

 ޕࠆᱷ߇ࠈߎߣ

4ޔߡߟߦኻᔕ㑐ଥߩߘޔ㔛ⷐ㑐ᢙߣଏ⛎㑐ᢙߩഭޔߢ㗄ߩߎޔߢߎߘ ⽎㒢ᐳᮡࠍᣂ

⛎ଏߣഭ㔛ⷐ㊂㧔ᛩ㊂㧕ߦゲ᧲ޕࠆߺ⹜ࠍࡦࠨ࠶࠺ߥන◲ޔࠅࠃߦߣߎࠆߔ↪ߊߒ

㊂ޔࠅ᷹ࠍർゲߦഭߩ↢↥ᕈߣ⾓㊄ޔࠅ᷹ࠍゲߦታ⾰⾓㊄ޔࠅ⋓⋠ࠍධゲߦᱜ⽶ߩല

 ޕࠆ⋓⋠ࠍ↪

ᐳᮡߩ╙ 1 ⽎㒢ߦഭ㔛ⷐᦛ✢㧔ฝࠅ߇ㅛᷫ⊛‛✢㧕ޔ⾓㊄⋥✢ࠍឬ߈ㄟ2ޔߺ ߩߟ

╙ޕࠆ᳞ࠍẢᦨᄢൻഭ㔛ⷐ㊂ߦࠈߎߣࠆߥߊߒ╬߇߈ߩ✢ 2 ⽎㒢ߦታ⾰⾓㊄⋥✢

╙ޔߺㄟ߈ឬࠍ 3 ⽎㒢ߦᶖ⾌ߩല↪ᦛ✢㧔Ꮐਅࠅ߇ㅛᷫ⊛‛✢㧕ࠍឬ߈ㄟޔߺ╙ 4 ⽎㒢

 ޕㄟ߈ᦠࠍㅛჇ⊛‛✢㧕ࠅ߇ᦛ✢㧔ฝਅ∩⧰ߩഭߦ

ഭߩ㒢⇇ല↪㧩㒢⇇⧰∩ߦࠈߎߣߚߞߥߣޔഭߩᦨㆡଏ⛎㊂߇ቯ߹ޔ߈ߣߩߎޕࠆ

ഭߩᦨㆡ㔛ⷐ㊂ޔߚ߹ޔ߫ࠇߌߥߒ⥌৻ߣഭోߩല↪₪ᓧ₸㧩ഭోߩ⧰∩ฃᔋ

₸㧩ડᬺోߩ⋉ᕈޔ߫ࠇߌߥߡߞߥߣޔଔᩰ⺞ᢛᢙ㊂⺞ᢛ↢↥ᛛⴚ⺞ᢛ߇╙ ޔ1

2 ⽎㒢ޔߡ߅ߦᔃℂ⚻ⴕേ⺞ᢛޔᶖ⾌↢ᵴ▤ℂ߇╙ 3ޔ2 ⽎㒢ੱޔߡ߅ߦ㑆⾗Ḯ

▤ℂ㧔ഭോ▤ℂ㧕߇╙ 4 ⽎㒢ޔߡ߅ߦⴕޕࠆߥߦߣߎࠆࠇࠊ 

ߩߡߟߦ㊄⾓ޔߪޢ⺰ℂ⥸৻ߩᐊ⽻߮ࠃ߅ሶ↪㓹ޡ࠭ࡦࠗࠤ 2 㗴ޔߜࠊߥߔޔ

ഭߩ㒢⇇↢↥ജ㧩ታ⾰⾓㊄₸ޔഭߩ㒢⇇ല↪㧩ഭߩ㒢⇇ਇല↪ޟࠍޔฎౖᵷߩ 2 

Ḱߣޠ߮ޔ⁁ޔߪߢഭଏ⛎߇ታ⾰⾓㊄₸ߩ㑐ᢙ2ޔߡߒߣߥߡߞߥߦ Ḱߩ⋠⇟

␜߽ࠅࠊ㑐ߩߣὐ⺰ߩߎޔߪ⺰⼏ߩㅀޕߚ⺑ࠍ↢⊑ߩ↪ਇቢో㓹ޔߒਥᒛࠍ┙ਇᚑߩ

 ޕ߁ࠈߢߔ

 

㧥㧚ഭಽ㈩₸ 

ઃടଔ୯ߦභࠆഭႎ㈽ഀߩวࠍഭಽ㈩₸ߩߎޕ߁ߣᄢߦ߁ࠃߩߤޔߪߐ߈߹

 ޕ߁ߎ߅ߡߒࠍ⟵ቯޔߕ߹ޕ߆ࠆ

  ✚↢↥‛ଔ୯㧩✚㧩✚↢↥‛�ଔᩰ㧩ฦⷐ⚛⛽ᜬ⾌㧗ฦⷐ⚛ሶ 

  ⚐↢↥‛ଔ୯㧩⚐㧩ઃടଔ୯㧩⾓㊄㧗ฦⷐ⚛ሶ 

  ᔅⷐ↢↥‛ଔ୯㧩ౣ↢↥⛽ᜬߦ⛯⛮ᔅⷐߥႯ↢↥‛ଔ୯㧩ฦⷐ⚛⛽ᜬ⾌ 

  ↢↥‛ଔ୯㧩ฦⷐ⚛ሶ 

ഭႎ㈽㧩⾓㊄₸�ഭ↪㊂㧩ഭ⛽ᜬ⾌㧗ഭẢ 

⾗ᧄႎ㈽㧩⾗ᧄ↪ᢱ�⾗ᧄ↪㊂㧩⾗ᧄ⛽ᜬ⾌㧗⾗ᧄሶ 

   ⚻༡ႎ㈽㧩⚻༡⛽ᜬ⾌㧗⚻༡Ả 

   ઍ㧩⛽ᜬ⾌㧗ሶ 

ߦⷐ⚛⽸₂ജࠆߌ߅ߦ⇇㒢ޕࠆߔଐሽߦ₂ജ⽸ߩ߳↥↢ߩ⚛ⷐߩߘߪⷐ⚛ႎ㈽ޔߢߎߎ

ଐሽޕࠆߔⷐ⚛ߩනႎ㈽ߪⷐ⚛ଔᩰޔ߃ࠁ 

ⷐ⚛ႎ㈽㧩ⷐ⚛ଔᩰ�ⷐ⚛↪㊂ 
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 ޕࠆߥߣ

ഭⷐ⚛ଔᩰࠅ߹ߟ⾓㊄₸ޔߪ↢ᵴ᳓Ḱޔ↢↥ᕈޔᷤജޔ‛ଔ᳓Ḱߦଐሽޕࠆߔഭ

⠪ޔߪഭ₸㧩ഭẢ㧛ഭ⛽ᜬ⾌ࠍޔၮḰߦᦨㆡⴕേޔߒ⾗ᧄኅޔߪ⾗ᧄ₸㧩⾗

ᧄሶ㧛ᛩ⾗ᧄ㗵ࠍޔၮḰߦᦨㆡⴕേޔߒ⚻༡⠪ޔߪ⚻༡₸㧩⚻༡Ả㧛⚻༡ᛩ㗵ޔ

ᦨㆡⴕߦၮḰࠍޔ₸㧩ሶ㧛ల↪㗵ޔߪᚲ⠪ޔߒᦨㆡⴕേߦၮḰࠍ

േޕࠆߔࠄࠇߎޔ྾⠪ߩ⢻ജޔߊߒ╬߇㓏⚖㑆⒖േޔ߫ࠇߢ↱⥄߇┹ޔⵙቯⴕേ߇

ޔ߈ฦ₸ߪဋ╬ൻޕࠆࠇߐဋ╬₸ߩ᳓Ḱߦᔕߡߓഭಽ㈩₸ߪ߹ޕࠆ 

⾓㊄ߪߦ㒢ߣਅ㒢ޕࠆࠇߐ⺖߇㒢ઁߪⷐ⚛ߩ⛽ᜬ⾌ࠍⰌ㘩ߥߒ▸࿐ޔߡߒߣਅ㒢

⾓҇⾌ᵴ⛽ᜬ↢ޔߪ㊄⾓ޔߡߞࠃޕࠆࠇࠄ߃ਈߡߒߣ࿐▸ߥࠄਅ࿁ࠍ⾌ᜬ⛽ߩ⚛ⷐ⥄ߪ

㊄҇ઃടଔ୯ߩޔ▸࿐ౝߢᄌേޔߪߦ⥸৻ޔ߃ߒဋ╬₸ߦኻᔕߚߒᏒ႐┹⋧႐ߦᢢ

 ޕࠆࠇߐቯߡߓᔕߦࠇߎ߽ޔഭಽ㈩₸㧩⾓㊄㧛ઃടଔ୯ޕࠆߔ

ޔߪ႐วߩߘޕߥߢࠅ㒢ߩߎߪ႐วࠆߡߞ㒱ߦᘒߩᏱ⇣ޔ߇ળ␠ᷣ⚻ޔߒߛߚ

 ޕࠆߥߦᔅⷐ߇දߩࡑࡑࡦࠕࠫࡦࠗࠤߣࡄࡄࡦࠕ࠹ࡍࡦࡘࠪ

⾗ᧄ㧔ㆊഭ㧕ޔߪߦㆊߚࠇߐߥߦഭߩⴊޔ᳨ߣᶡޔ⍮⊛༡ὑߣᢥൻ߇ㄟࠇࠄ

ਔޕࠆߡࠇࠄㄟ߇ࠄࠇߘߩޘੱࠆߡߒഭޔߪߦഭ㧔ഭ㧕ޕࠆߡ

⠪ࠍ⚿วޔߒ⋧ਸ਼ലᨐࠍ⊒ើޔߖߐᄢಾߦಾߩ࠻ࡦࡔࠫࡀࡑ߇ߣߎࠆ㛽㜑ޕࠆߢ↢

 ޕࠆߢၮᧄߪ㕟ᣂߣᛚ⛮ߩᢥൻᛛⴚ⼂⍮ߩߢ႐ߩ↥

 ⾗ᧄ↢↥ᕈޔࠍഭߩߣ↢↥ᕈᲧߡߞ߇ߚߒߦഭනߩߘޔߒ▚឵ߦޔߢ㧺㧩㨒㧔㧸㧕 

ว⚵ߩㆊഭ㧔⾗ᧄ㧕ߣഭޔߒ▚឵ߦഭනޕࠆ߈ߢ߽ߣߎߊᦠࠍ㑐ᢙ↥↢ߣ

ߢഭ▵⚂ലᨐࠍലᨐߖ count  ޕࠆߢᚻᴺࠆߔᦨㆡ⺞ᢛޔߒ
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㊄Ⲣࠪࠬߩࡓ࠹ᄌኈࡠࠢࡑߣ⚻ᷣ̆̆⾉ௌᮭߩ⸽ൻࠍਛᔃ̆̆ߦ 

 

 

╙ 15 ࿁ㅴൻ⚻ᷣቇળో࿖ᄢળ㧔2011 ᐕ 3  2019 ᣣ㧕 

⍹ୖ㓷↵㧔৻ᯅᄢቇ㧕 

 

⠨ኤࠍ⇇㊄Ⲣෂᯏߚࠇߐߎ߈ᒁߡߞࠃߦෂᯏࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨߩࠞࡔࠕޞⷐᣦޝ

ᚑ⚵ޟߥ⊛⛔વࠆߔߢ߹ḩᦼࠍௌᮭ⾉߇㧘㌁ⴕߪὐ⺰ߥࠇㅢߡߌㆱߦߐࠆߔ

ߩဳޠ㊄Ⲣખ࡞࠺ࡕ㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻߦၮޟߊߠ⚵ᚑ⽼ᄁߩဳޠ㊄Ⲣખߣ࡞࠺ࡕ

ⷰߩᄌൻߩ㊄ᓴⅣ⾗ߩᐲㇱ㐷㑆ࠆߓ↢ࠄ߆ൻ⸽ߩ㧘⾉ௌᮭߪߢ㧚ᧄⓂࠆߢ㆑ߩ

ὐࠄ߆㧘㊄Ⲣࠪࠬߩࡓ࠹ᄌኈߦᷣ⚻ࡠࠢࡑ߇߷ߔᓇ㗀ߦ㑐ࠆߔᰴߩ⺰ὐࠍ⠨ኤࠆߔ㧚╙

㧝ߦ㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻߦ߁⻉⚻ᷣㇱ㐷㑆ߩ⾗㊄ᓴⅣߩᄌൻ㧘╙㧞ߦ㧘⾉ௌᮭߩ⸽

ൻߣ㌁ⴕߩᵹേᕈㆬᅢߩߣ㑐ଥ㧘߮ࠃ߅㧘╙㧟ߦ㧘વ⛔⊛ߥ㊄Ⲣખࠪࠬࠄ߆ࡓ࠹Ꮢ႐ဳ

㑆ធ㊄Ⲣ߳⒖ߩⴕ߇⚻ᷣ╷ߦ߷ߔᓇ㗀㧚  

㧦⸽ൻ㧘ᵹേᕈㆬᅢ㧘⾉୫ኻᾖ࠼ࡢࠗࠠ   

 

 

 ߦߓߪ .1

ࠆߔ⠨ኤࠍ⇇㊄Ⲣෂᯏߚࠇߐߎ߈ᒁߡߞࠃߦෂᯏࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨߩࠞࡔࠕ

ޠᚑ⚵ޟߥ⊛⛔વࠆߔߢ߹ḩᦼࠍௌᮭ⾉߇㧘㌁ⴕߪὐ⺰ߥࠇㅢߡߌㆱߦߐ

Ꮢ႐ޟ㧔࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩဳޠᚑ⽼ᄁ⚵ޟߊߠၮߦൻ⸽ߩ㧘⾉ௌᮭ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩဳ

ဳ㑆ធ㊄Ⲣߣޠ߫߇ߣߎࠆࠇᄙ㧕ߩߣ㆑ࠆߢ㧚߹ߚ㧘1980 ᐕઍᓟඨ࡞ࡉࡃߩ⚻ᷣ

ᦼࠆߌ߅ߦା↪⤘ᒛ㧘1990 ᐕએ㒠ߩ⾗↥ଔᩰߩᕆ⪭ߩߘߣ⚿ᨐߩߡߒߣ㌁ⴕㇱ㐷ߩਇ⦟ௌ

ᮭ㧘1990 ᐕઍᧃߩ㊄Ⲣෂᯏࠆߔߣߓߪࠍ 1980 ᐕઍએ㒠ߩᣣᧄߩ⚻㛎ࠍ࿁㘈ߡߒ㧘વ⛔

ᔅⷐᕈߩォ឵ߩ߳ࡓ࠹㊄ⲢࠪࠬߩޠᏒ႐ဳ㑆ធ㊄Ⲣޟ㧘ࠄ߆ࡓ࠹ࠬࠪߩޠኻဳ㊄Ⲣ⋦ޟߥ⊛

ᄌߩ㊄ᓴⅣ⾗ߩਥ㑆ᷣ⚻߁ߦൻ⸽ߩ㧘⾉ௌᮭߪ1㧚ᧄⓂߚ߈ߡࠇߐ៰ᜰ߫ߒ߫ߒ߇

ൻߦὶὐߡ߅ࠍ㧘㊄Ⲣࠪࠬߩࡓ࠹ᄌኈߦᷣ⚻ࡠࠢࡑ߇߷ߔᓇ㗀ࠍ⠨ኤߩߚࠆߔၮ␆

ⷞⷺࠍᓧࠍߣߎࠆ⋡ᮡࠆߔߣ㧚 

  ᓟ߶ߤߦ߁ࠃࠆ㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻߪߦዋ߽ߣߊߥ㧠ߩߟ⚻ᷣㇱ㐷㧘ߜࠊߥߔ㧘ௌോ

⠪㧔߫߃ߣߚ㧘ቛߩࡦࡠ୫ࠅᚻ㧕㧧⾉ௌᮭ࠲ࡀࠫࠝߩ㧔ߜࠊߥߔ㧘㌁ⴕ㧘ቛࡠ

ේௌᮭ⠪㧕㧧⸽⊒ⴕᯏ㑐㧔SPV㨇Special Purpose Vehicle: ․⋡⊛ᬺ㨉㧘ߩߤߥ␠ળࡦ

SIV㨇Structured Investment Vehicle: ⚵ᛩ⾗ᬺ㨉ߤߥ㧘⾉ௌᮭࠍේௌᮭ⠪㧔㌁ⴕ㧕

                                                        
1 1990 ᐕઍᓟඨߩᣣᧄߩ㊄Ⲣෂᯏߩߘߣᓟߩ㊄Ⲣㇱ㐷ߪߡߟߦ✬ౣߩ㧘Ishikura (2007)㧘⍹ୖ
 㧚ߚߒⷰߢ(2008)



 

 2 

ࠍᜂ⸽↥⾗ߩࠄࠇߘᯏ㑐㧕㧧ࠆߔⴕ⊑ࠍ⸽ߡߒߣ↥⾗ߌⵣઃࠍ㧘ේௌᮭࠅข⾈ࠄ߆

ࠍㇱ৻ߩௌᮭ⾉ߪ㧚㌁ⴕ㧔ේௌᮭ⠪㧕ࠆߡߞࠊ㑐߇ᛩ⾗ኅ㧘ࠆߔ㧘ࠅข⾈ SPV

㧔⸽⊒ⴕᯏ㑐㧕ߦᄁළߒ㧘SPVߩࠄࠇߘߪ⾉ௌᮭࠍⵣઃߡߒߣ↥⾗ߌ⸽ࠍ⊒ⴕࠆߔ㧚

ࠞࡔࠕ㧘ߦ߁ࠃߩ㧚⍮ࠆࠇߐ㧘ࠇߐ⾼ߡߞࠃߦᛩ⾗ኅߪᜂ⸽↥⾗ߩࠄࠇߘ

㧘ㅪߜࠊߥߔᐭ♽ቛ㊄Ⲣᯏ㑐㧔government sponsored enterprises: GSE㧕㧘ߩߟ㧘㧞ߪߢ

㇌ቛᛶᒰ㊄ᐶ㨇Federal National Mortgage Association㧔Fannie Mae㧕㨉ߣㅪ㇌ቛ㊄Ⲣᛶᒰ

㊄ᐶ㨇Federal Home Loan Mortgage Corporation㧔Freddie Mac㧕㨉߇㧘ቛࡦࡠௌᮭࠍ㊄Ⲣ

ᯏ㑐⾈ࠄ߆ขࠅ㧘⾉ௌᮭࠍⵣઃߡߒߣ↥⾗ߌቛࡦࡠᜂ⸽㧔Residential 

Mortgage-Backed Securities: RMBS㧕ࠍ⊒ⴕࠆߔਥⷐߥᯏ㑐ߚߞߢ㧚 

   2007 ᐕ 7 ߦᩰઃߌᯏ㑐߇࠭ࠖ࠺ࡓ㧘ቛߩࡦࡠᑧṛ₸ߩࠍฃߡߌ㧘399

ઙߩቛࡦࡠᜂ⸽㧔RMBS㧕ߩᩰઃࠍߌᒁ߈ਅࠍ2ߣߎߚߍᄾᯏߡߒߣ㧘ࠗࡊࡉࠨ

㧘RMBSߒ⪬ᕆ߇ଔᩰߩᜂ⸽ࡦࡠቛࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍࡦࡠቛࡓ ၮߣ㊄ߩ

Ḱ㊄㧔߫߃ߣߚ㧘LIBOR㨇ࡦ࠼ࡦࡠ㌁ⴕ㑆⾉㊄㧘London Interbank Offered Rate㨉㧕ߣ

 3㧚ߚߒᄢ߇࠼࠶ࡊࠬߩ

ௌᮭ㧘ࡦࡠࠬࠦࡦࡁௌᮭ㧘ࡦࡠ㧘ቛߪߦ㗴ࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨߩࠞࡔࠕ

ߌߛൻຠ⸽ࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍௌᮭࠆߔߣߓߪࠍௌᮭ㧘ᄁដௌᮭ࠼ࠞ࠻࠶ࠫࠢ

ߐⴕ⊑ߡߒߣ↥⾗ߌⵣઃࠍᜂ⸽↥⾗ߩઁߩߘᜂ⸽㧔RMBS㧕ࡦࡠ㧘ቛߊߥߢ

ൻຠ㧔CDO⸽ౣࠆࠇ ൻຠ⸽ౣߡߴᲧߦ႐วߩ㧚⸽ൻຠࠆߡߞࠊ㧕߽㑐ߤߥ

ࡓࠗࡊࡉࠨ㧚ࠆߢ࿎㔍߁ߘߞ߇ߣߎࠆߔផቯࠍߺㄟߩᷣߩ㧘ේௌᮭߪߦ႐วߩ

ߚߒ⪬ᕆ߇ଔᩰߩᜂ⸽㧔RMBS㧕ࡦࡠቛࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍࡦࡠ 2007 ᐕ 7 એ

㒠㧘CDO ᨐ㧘⚿ߩߘ4㧘ࠅߥߦ࿎㔍߇ߣߎࠆߔ┙ᚑ߇⾈ᄁߡߒ㑐ߦൻຠ⸽ౣߥ߁ࠃߩ

ၮḰ㊄㧔LIBOR㧕ߦኻౣࠆߔ⸽ൻຠߩ㊄߇࠼࠶ࡊࠬߩᄢߚߒ 5㧚 

⚿ߚߒ⪬ᕆ߇ଔᩰߩൻຠ⸽ౣൻຠ⸽ࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨ

ᨐ㧘⸽ൻຠࠍ⊒ⴕߚߒᯏ㑐ߩ⾗㊄➅ߩࠅ࿎㔍㧘⸽ൻౣ⸽ൻຠࠍࠆߔ㊄Ⲣ

ᯏ㑐ߩ࠻ࠪࠬࡦࡃߩᲛ៊㧘⍴ᦼ㊄ⲢᏒ႐ࠆߌ߅ߦ⾗㊄⺞㆐㔍ߩߤߥᓘ〝ࠍㅢߡߓ㧘

⇇ਛߩ㊄ⲢᏒ႐ߊߥߢߌߛߚߒੂᷙ߇㧘ᄢᄙᢙߩ࿖ߢޘ㓹↪ᷫߩ↥↢ߣㅌࠍᒁ߈ߚߒߎ㧚

2008 ᐕ 9  7 ᣣߦㅪ㇌ቛᛶᒰ㊄ᐶ㧔Fannie Mae㧕ߣㅪ㇌ቛ㊄Ⲣᛶᒰ㊄ᐶ㧔Freddie Mac㧕

㧘หᐕ߮ࠃ߅㧘ߣߎߚࠇ߆߅ߦℂਅ▤ߩᐭࠞࡔࠕ߇ 9  15 ᣣ࠭ࠩࡉࡦࡑߦ

                                                        
 “Moody's cuts 399 mortgage bonds, most tied to⸤ߩࠬࡆࠨࠬࡘ࠾ߩ␠࠲ࠗࡠ 2
subprime” (on July 10, 2007: http://www.reuters.com/article/idUSN1036971)ࠍෳᾖ㧚ߩࠞࡔࠕቛ
㧘Bank of Japan (2008), p.38ߪߡߟߦቛଔᩰߣ₸ᑧṛࡦࡠ  ෳᾖ㧚ࠍ
3 ቛࡦࡠᜂ⸽㧔RMBS㧕ࡦ࠼ࡦࡠߣ㌁ⴕ㑆⾉㊄㧔LIBOR㧕ߩ࠼࠶ࡊࠬߩߣផ⒖
㧔2006㨪2007 ᐕ㧕ߪߡߟߦ㧘Bank of Japan (2008), p.40  ෳᾖ㧚ࠍ
4 ᣣᧄ㌁ⴕ㧔2008a㧕㧘31 㗁㧚  
ࠬߩௌോᜂ⸽㧔ABS CDO㧕ࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍᜂ⸽㧔ABS㧕↥⾗ࠆߌ߅ߦࠞࡔࠕ 5
㧔LIBOR࠼࠶ࡊ ផ⒖㧔2006㨪2007ߩ㊄㧕ߖਸ਼ࠆߔኻߦ ᐕ㧕ߪߡߟߦ㧘ห 32 㗁ޟߩ࿑
II-2-1ࠍޠෳᾖ㧚 
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ㅪ㇌⎕↥ᴺ߇ 11 ߘߞ߇ਇᴫߩᓟߩߘߣ㧘⇇㊄Ⲣෂᯏߡߌฃࠍߣߎߚߒ⺧↳ࠍ↪ㆡߩ᧦

 㧚ߚߞߥߦೞᷓ߁

ឭߩຠߥᄙ᭽ߚߓᔕߦㆬᅢᐲࠢࠬߩᛩ⾗ኅޟߪࡓ࠹㊄Ⲣખࠪࠬߩޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟ

ଏࠍน⢻ࠍߣߎࠆߔߣㅢߡߓ㧘ᛩ⾗ኅ⵿ߩ㊁ࠍᐢߍ㧘⒖ߩࠢࠬォ㈩ಽࠍല₸ൻޠߒ 6㧘

⾉ௌᮭߩ⸽ൻࠍㅢߡߓା↪ࠍࠢࠬಽᢔࠆߔലᨐࠍᜬߣߟᦼᓙߚߡࠇߐ㧚ߒ߆ߒ㧘

ේௌᮭߪࡓ࠹㊄Ⲣખࠪࠬߩޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟ႐ว㧘ߩൻຠ⸽ߩ㑐ㅪࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨ

㧘2007ߦ㧚ታ㓙ߚߞ߆ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ㓒㔌ࠄ߆࠻ࠪࠬࡦࡃߩ㊄Ⲣᯏ㑐ࠍࠢࠬ↪ାߩ

ᐕ 7 એ㒠ࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨߩ㑐ㅪߩ⸽ൻຠߩଔᩰᕆ⪭ߩᓇ㗀ࠍฃߡߌ㧘৻ᣇߪߢ㧘

⸽⊒ⴕᯏ㑐㧔߫߃ߣߚ㧘SPV㧘SIV㧘⾗↥ᜂࠦߩࡄࡍ࡞ࡖࠪࡑዉ▤ߤߥ㧕ߥߩ

ޠ㨇Ⲣ⾗ᐲ㨉ࠖ࠹ࠪࠔࡈᵹേᕈቢߚߒቯ⸳ߢ㑆ߩߣ㌁ⴕޟߡߞ㒱ߦ㊄⺞㆐㔍⾗ߪߦ߆

ࡠ㧘ቛߪࠆ㧔㌁ⴕ㧘࠲ࡀࠫࠝࠎߚߞ㧘ߪߢ㧘ઁᣇࠅ߽ࠈߎߣࠆߔ↪ࠍ7

ࠫࠝߓ㧘หߪㇱ৻ߩේ⾉ௌᮭߚߒᄁළߦ㧘SPV㧕߫߃ߣߚ⊒ⴕᯏ㑐㧔⸽߇ળ␠㧕ࡦ

ખౣߩࠢࠬޟߪࠇߎ̆̆ߚࠇߐᚯߦ୫ኻᾖ⾉ߩࠄࠇߘ㧘ࠇߐᚯ⾈ߡߞࠃߦ࠲ࡀ

ߣ8ޠ߫ߚࠇ㧚 

ᚑ⚵ޟߥ⊛⛔㧘વߦ߁ࠃࠆࠇߐໂ␜ߦߩࠄࠇߎࠆߔ㑐ߦෂᯏࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨ

ဳߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬߩ߳ࡓ࠹ታⴕน⢻ߣࡧࠖ࠹࠽࠲࡞ࠝߥ⠨ޟߚ߈ߡࠇࠄ߃⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ

߇ൻ⸽ߩ㧘⾉ௌᮭߪߢ㧚ᧄⓂࠆߢᔅⷐ߇ߣߎࠆߔ⸽ᬌࠍ᭴ㅧߩࡓ࠹㊄Ⲣખࠪࠬߩ

⚻ᷣㇱ㐷㑆ߩ⾗㊄ᓴⅣߦ߷ߔᓇ㗀ࠍᬌ⸽ߒ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬࡠࠢࡑ߇ࡓ࠹

⚻ᷣ᭴ㅧߦ߷ߔᓇ㗀ߦ㑐ߩ߆ߟߊࠆߔⷞⷺࠍឭଏ9ࠆߔ㧚 

ᧄⓂߩ᭴ᚑߪᰴࠆߢ߁ࠃߩ㧚╙㧞▵ߪߢ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㊄Ⲣખߦ࡞࠺ࡕ㑐ࠆߔන

⚐ൻߚࠇߐ⾉୫ኻᾖߡ↪ࠍ㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻߡߞࠃߦ㧘㌁ⴕߩ⾉୫ኻᾖࠆߌ߅ߦ

ᵹേᕈߩૐ⾉ௌᮭࠍ㊄߿Ḱࠅࠃߩߤߥᵹേᕈߩ㜞⾗↥߳ォ឵ߒ㧘ߦࠄߐ㧘⾗↥

ㆇ↪ߦ㑐ࠆߔ㌁ⴕߩ⥄↱ᐲࠍ㜞߇ߣߎࠆน⢻ߔ␜ࠍߣߎࠆߥߦ㧚╙㧟▵ߪߢ㧘⾉ௌᮭ

㧘ߒߦ߆ࠄࠍߣߎࠆߔߣઙ᧦ߩਇนᰳࠍᵹേᕈߩൻຠ⸽ࠆߌ߅ߦ㊄ⲢᏒ႐߇ൻ⸽ߩ

ߟߦᐲᘠⴕߩߚࠆߔߊߔ߿ߒขᓧߡߒߣଔ୯⾂⬿ᚻᲑ߇ᛩ⾗ኅࠍൻຠ⸽ߩࠄࠇߘ

㊄ࠍൻ⸽ߩ㧘⾉ௌᮭߡ↪ࠍ㧘ᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖߪߢ▵㧚╙㧠ࠆߔ⸛ᬌߡ

Ⲣࠪࠬࠆߌ߅ߦࡓ࠹ౝ↢⊛⽻ᐊଏ⛎ߩㆊ⒟ࠍᬌ⸛ࠆߔ㧚╙㧡▵ߪߢ㧘ᧄႎ๔ߢᓧߚࠇࠄ⺰

ὐߢ߃߁ߚߒ␜ࠍ㧘㊄Ⲣߩ⸽ൻߩㅴዷ߇⚻ᷣ╷ߦ߷ߔᓇ㗀੍ߩߡߟߦ⊛ࡔࠦߥ

 㧚ࠆߊߊ✦ߢ࠻ࡦ

  

 

                                                        
6 ᣣᧄ㌁ⴕ(2008a)㧘36 㗁㧚 
7 ᣣᧄ㌁ⴕ(2008a)㧘39 㗁㧚㨇 㨉ౝߪᒁ↪⠪㧚 
8 ᣣᧄ㌁ⴕ(2008a)㧘39 㗁㧚  
9 ᧄⓂߪ㧘㌁ⴕࠪࠬߩࡓ࠹⊒ዷߣ⾂⫾㧘ᛩ⾗㧘ሶ₸ߦ㑐ࠆߔℂ⺰ߩߣ㑐ଥߩߡߟߦ Chick 
 㧚ࠆ߽ߢߺ⹜ࠆߔᒛ߳ࡓ࠹㊄ⲢࠪࠬߩᲑ㓏ࠍⷞὐߩ(1986)
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㧞㧚 ⾉ௌᮭߩ⸽ൻߣ⾗㊄ᓴⅣ 

ᧄ▵ߪߢ㧘વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳޟߣޠ⚵ᚑ⽼ᄁဳߩޠ㧞ߩߟ㊄Ⲣખࠪࠬߩࡓ࠹⾉୫

ኻᾖߡ↪ࠍ㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻߡߞࠃߦ㌁ⴕߩ⾉୫ኻᾖࠆߌ߅ߦ㕖ᵹേᕈ⾗↥㧔ߔ

ߦน⢻߇ߣߎࠆߔォ឵߳↥⾗㜞ߩᵹേᕈࠅࠃߥ߁ࠃߩḰ߿㊄ࠍ㧘⾉ௌᮭ㧕ߜࠊߥ

 㧚ߔ␜ࠍߣߎࠆ߹㜞߇ᐲ↱⥄ߩ㌁ⴕࠆߔ㑐ߦ↪㧘⾗↥ㆇࠅߥ

Twinn (1994)ߪ㧘㌁ⴕ߇⾉ௌᮭࠍ⚵ᚑߒ㧘ߩࠄࠇߘ⾉ௌᮭࠍⵣઃߦߌ⾗↥ᜂ⸽ࠍ

⊒ⴕࠆߔ႐ว㧘ߜࠊߥߔ㧘࠻ࠪࠬࡦࡃࡦࠝޟ⸽ൻߩޠ႐วߦ㧚⥄Ꮖ⾗ᧄᲧ₸ⷙ߇

⾉ௌᮭߩ⸽ൻߦ㑐ࠆߔ㌁ⴕߩᗧᕁቯߥ߁ࠃߩߤߦᓇ㗀ࠍ߷ߡߟߦ߆ߔ㧘㌁ⴕߩ

Ảᦨᄢൻⴕേࠍ೨ឭߡ↪ࠍ࡞࠺ࡕࠆߔߣᬌ⸛10ߚߒ㧚ߒ߆ߒ㧘Twinn (1994)ߢᬌ⸛ࠇߐ

㧘ߜࠊߥߔ㧔࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟ㧘ߪߩޠൻ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡦࠝޟߚ

⸽߇ௌᮭ⾉ߚࠇߐᚑ⚵ߡߞࠃߦ႐ว㧘㌁ⴕߩߎ㧕̆̆ޠൻ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡈࠝޟ

⊒ⴕᯏ㑐⾈ߡߞࠃߦขࠇࠄ㧘⸽⊒ⴕᯏ㑐ߩࠄࠇߎ߇⾉ௌᮭࠍⵣઃߦߌ⾗↥ᜂ⸽

㧘ߒలࠍಽᨆߩ㧘Twinn (1994)ߪ㧚ᷓᶆ(2003)ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⺑ࠍ̆̆ࠆߔⴕ⊑ࠍ

ᰴߩ㧟ߩߟ㊄Ⲣખ̆̆࡞࠺ࡕવ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳ࡞࠺ࡕޠ㧔㌁ⴕ߇⾉ௌᮭࠍḩᦼ߹

ᜂ↥⾗ࠆߔߣߌⵣઃࠍ㧔⾉ௌᮭ࡞࠺ࡕޠൻ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡦࠝޟ㧕㧘ࠆߔߢ

⸽߇㧘ߩࠄࠇߘ⾉ௌᮭࠍ⚵ᚑߚߒ㌁ⴕߡߞࠃߦ⊒ⴕࠆࠇߐ㧕㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔ࡈࠝޟ

ߞࠃߦ⊒ⴕᯏ㑐⸽߇ௌᮭ⾉ߚࠇߐᚑ⚵ߡߞࠃߦ㧕㧔㌁ⴕ࡞࠺ࡕޠൻ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃ

㧕ࠆߔⴕ⊑ࠍ⸽ࠆߔߣߌⵣઃࠍௌᮭ⾉ߩࠄࠇߘ߇⊒ⴕᯏ㑐⸽ߩࠄࠇߎ㧘ࠇࠄข⾈ߡ

(1)̆̆࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩߟ㧘㧟ߡߞᓥߦ␜ߩ㧘ᷓᶆ㧔2003㧕ߪ11㧚㧝ߚߒᲧセࠍ̆̆

વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳޠ㊄Ⲣખࠪࠬࡓ࠹㧔㌁ⴕㇱ㐷ߩઁߩߘߣㇱ㐷㧕; (2) ࡦࡃࡦࠝޟ

ࠬ⸽ൻߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬࡓ࠹㧔㌁ⴕㇱ㐷ߩઁߩߘߣㇱ㐷㧕; (3)ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔ࡃࡈࠝޟ

ᐲࠆߔ㑐ߦ㧠ㇱ㐷㧕̆̆ߩડᬺ⸘ኅSPV㧔㌁ⴕࡓ࠹㧕㊄Ⲣખࠪࠬޠൻ⸽ࠬࡦ

ㇱ㐷ߩන⚐ൻߚࠇߐ⾉୫ኻᾖࠆߡߒ␜ࠍ㧚ߩ߆ߥߩᢙ୯ߪ㧘ߩߤㅢ⽻ߢ␜ࠇߐ

 12㧚ࠃ߽ߡ

㨇㧝ࠍᝌ㨉 

વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳޠ㊄Ⲣખߦ࡞࠺ࡕ㑐ࠆߔ╙㧝ߩ⾉୫ኻᾖߪߢ㧘㌁ⴕㇱ㐷ߩ⾗

↥ޟߦ࿖ௌ G (10)ޟߣޠ⾉ L (90)߇ޠ⸥ࠇߐ㧘㌁ⴕㇱ㐷ߩ⽶ௌޟߪߦ㗍㊄ D0 (90)ޠ

ᧄ⾗ޟߣ G (10)߇ޠ⸥ࠆߡࠇߐ㧚㌁ⴕߩ⽶ௌߩ㗍㊄ߦኻᔕߡߒ㧘ߩઁߩߘㇱ㐷ߩ⾗

↥ޟߦ㗍㊄ D0 (90)߇ޠ㧘㌁ⴕߩ⾗↥ߩ⾉ߦኻᔕߡߒ㧘㕖㌁ⴕߩ⽶ௌޟߦ୫ L (90)ޠ

 13㧚ࠆࠇߐ⸤߇

                                                        
10 Twinn (1994), p.143 ޠൻ㧔Modelling the decision to securitize㧕࡞࠺ࡕߩᗧᕁቯߩൻ⸽ޟߩ
 ෳᾖ㧚ࠍ
11 ᷓᶆ(2003)㧘83-84 㗁㧚 
12 㧝ߪߢ㧘න⚐ൻߚߩ㧘ᴺቯ㗍㊄Ḱ₸߽⸽ൻຠߩଔᩰ߽⠨ᘦߥߡߒ㧚 
13 Ԙޟવ⛔⊛㊄Ⲣખࠪࠬߣޠࡓ࠹ԙࠬࡦࡃࡦࠝޟ⸽ൻߩޠ⾉୫ኻᾖߪ㧘ᷓᶆ㧔2003㧕㧘
89 㗁ޟߩ࿑㧢㧙㧞ߦޠၮࠆߡߠ㧚 
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㧘㌁ߪߢ୫ኻᾖ⾉ߩ㧞╙ࠆߔ㑐ߦ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩޠൻ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡦࠝޟ

ⴕ߇㧘⥄ಽ߇ߜߚ⚵ᚑߚߒ⾉ௌᮭ L (90)ߩ৻ㇱࠍⵣઃߡߒߣ↥⾗ߌ⸽ S (20)ࠍ⊒ⴕߒ㧘

વޟ㧚ࠆߔ⾼ࠍ⸽ߩࠄࠇߘ㧘ߡߒࠈ߅ࠍㇱ৻ߩ㗍㊄߇㧘ᛩ⾗ኅ㧕ߜࠊߥߔㇱ㐷㧔ઁߩߘ

⛔⊛㊄Ⲣખ࠻ࠪࠬࡦࡃࡦࠝޟࠄ߆ޠ⸽ൻ߳ޠ㊄Ⲣખ⒖߇࡞࠺ࡕⴕࠆߔ⚿ᨐ㧘

⾉ޟ L (90)ߪޠ㌁ⴕㇱ㐷ߩ⾉୫ኻᾖߩ⾗↥ࠅ߹⇐ߦ㧘㌁ⴕߩ⽶ௌߣ㕖㌁ⴕߩ⾗↥

ߩਔᣇߪߢ㗍㊄ߩ৻ㇱ߇⸽ߦࠇᦧࠆࠊ㧚࠻ࠪࠬࡦࡃࡦࠝޟ⸽ൻߩޠ㊄Ⲣખ

⾗ߩ㧘㌁ⴕߦߕࠇߐ㧘⸽⊒ⴕᯏ㑐߳ᄁළ߇ௌᮭ⾉ߚࠇߐᚑ⚵ߡߞࠃߦ㧘㌁ⴕߪ࡞࠺ࡕ

↥ࠆ߹⇐ߦὐߢ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔࠻ࠪࠬࡦࡃࡈࠝޟ⸽ൻޠ㧕ߩ㊄Ⲣખߣ࡞࠺ࡕ

 14㧚ࠆߥ⇣ߪ

୫⾉ߩ㧟╙ࠆߔ㑐ߦࡓ࠹ൻ㧕㊄Ⲣખࠪࠬ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡈ㧔ࠝޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟ

ኻᾖߪߢ㧘વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳߦ࡞࠺ࡕޠ㑐ࠆߔ╙㧝ߩ⾉୫ኻᾖߢ㌁ⴕߡߞࠃߦ⚵

ᚑߚࠇߐ⾉ L (90)ߩ৻ㇱ㧘ߜࠊߥߔ㧘⾉ Ls (20)߇㌁ⴕࠄ߆ SPV ߳ᄁළࠇߐ㧘SPV ㌁ߪ

ⴕ⾈ࠄ߆ขߚߞ⾉ௌᮭ Ls (20)ࠍⵣઃߡߒߣ↥⾗ߌ⸽ S (20)ࠍ⊒ⴕࠆߔ㧚ኅ⸘ߪ㗍㊄

⸽ޟߡߒࠈ߅ࠍㇱ৻ߩ S (20)ࠍޠ SPV 㧚SPVࠆߔ⾼ࠄ߆ 㗍㊄ޟࠍᄁઍ㊄ߩ⸽ߪ

Ds (20)ߢޠࠆߔ㧚㌁ⴕ߇⾉ௌᮭߩᄁઍ㊄ޟࠍ㊄ C (20)ߢޠߣࠆߔቯࠇߐ

㧘SPVߪㇱ৻ߩௌോࠆߔኻߦ㌁ⴕߩ㧘㕖㊄Ⲣડᬺߡߞߦൻ⸽ߩ㧚⾉ௌᮭࠆߡ ኻߦ

㌁ࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩޠᚑဳ⚵ޟߥ⊛⛔㧚વࠆࠇࠄ߃឵߈⟎ߡߞࠃߦௌോࠆߔ

ⴕએᄖઁߩߘߩㇱ㐷ߩ㌁ⴕߦኻࠆߔௌോ L (90)ߪ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔࠻ࠪࠬࡦࡃࡈࠝޟ

⸽ൻޠ㧕ߩ㊄Ⲣખࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕ㌁ⴕߦኻࠆߔડᬺߩௌോ Lb (70)ߣ SPV ડᬺࠆߔኻߦ

ௌോߩ Ls (20)ߩว⸘15ߒ╬ߦ㧚 

                                                        
᥉ߢௌᏒ႐ߩࡄ࠶ࡠ㧘࡛ߡߒߣߩ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩޠൻ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡦࠝޟ 14
࠼ࡦࡏ࠼ࡃࠞࠆߡߒ㧔covered bond, ᜂઃ߈ௌ㧕ࠆ߇㧚ࠞߩ࠼ࡦࡏ࠼ࡃၮᧄ
࠼ࡦࡏ࠼ࡃ㧘ࠞߦ⊛ኻᾖߪߣൻ⸽ޟ㧚ࠆߡࠇߐ⺑ߦ߁ࠃߩ㧘ᰴߪߡߟߦ᭴ㅧߥ⊛

 ,㧔European Covered Bond Council (2010)ޠࠆߦ୫ኻᾖ⾉ߩⴕ⠪⊑߇↥⾗ߪ㧘ㅢᏱߪߦ႐วߩ
p.84㧕㧚ߪ࠼ࡦࡏ࠼ࡃࠞޟ㗍㊄ขᛒ㊄Ⲣᯏ㑐㧔ޟ⊒ⴕ⠪ޠ㧕ߦኻߡߒ⾗㊄ࠍଏ⛎߇ࠆߔ㧘㗍㊄
ขᛒᯏ㑐ߪ㧘ቛߦࠇߘߣ࡞ࡊࡃࠞߩ↥⾗ࡦࡠ㑐ࠆࠊା↪ߩࠄ⥄ࠍࠢࠬ⾉୫ኻᾖ

ߣ࠼ࡦࡏ࠼ࡃ㧔United States Department of the Treasury (2008), p.7㧕㧚ࠞޠࠆߔᜬߦ߃߁ߩ
ቛࡦࡠᜂ⸽㧔mortgage-backed securities㧕ߩߣ㆑ߦ㑐ㅪߡߒ㧘ᰴߩὐߦᵈᗧࠇߌߥߒ
⺧ఘㆶߩ㊀ੑࠆߔኻߦਔᣇߩⴕᯏ㑐⊑ߣ࡞ࡊࡃ㧘ࠞߪ࠼ࡦࡏ࠼ࡃࠞޟ㧚ߥࠄߥ߫

᳞ᮭ㧔dual recourse㧕ࠍឭଏߢߩࠆߔ㧘⊒ⴕᯏ㑐߇⎕✋ߚߒ႐วߦᛩ⾗ኅ߇రᧄഀࠍࠇⵍࠆ
㧔ห㧕㧚ޠࠆࠇߐ✭ߡߞࠃߦቯ㧔overcollateralization㧕⸳ߩㆊᜂߩ࡞ࡊࡃ㧘ࠞߪࠢࠬ
ࠝޟ㧘ߊߥߪߢൻ⸽ߩޠ࠻ࠪࠬࡦࡃࡈࠝޟ㧘ߢ㧕ࠬࡦࡈߣ࠷ࠗ࠼㧘ߦ․㧔ࡄ࠶ࡠ࡛

㧘ߡߒ㑐ㅪߦ⢛᥊ߩߣߎߚ߈ߡࠇߐ⋠ᵈߦᐲߩޠ࠼ࡦࡏ࠼ࡃࠞޟߩޠ࠻ࠪࠬࡦࡃࡦ

ⴕ⊑ࠍௌࠄ⥄߇㧘㌁ⴕߚߚߞ߆ᒝ߇ଐሽߩ㑆ធ㊄Ⲣ߳ߪߢ⁛ߚࠇㆃ߇ᚑᾫߩ㊄Ⲣ⾗ᧄޟ

↢߇ᐲ߁ⴕࠍᒁฃ⾼ߩᩣᑼௌ␠ߩડᬺ߿㐳ᦼ⾉ઃߦ⾗ේࠍࠇߎ㧘ߒ㆐⺞ࠍ㐳ᦼ⾗㊄ߡߒ

㧔ᄢ၂(2010)㧘335ޠߚࠇ߹ 㗁㧕ߣᜰ៰ࠆߡࠇߐ㧚 
15 㧝ޟࠆߌ߅ߦ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔࠻ࠪࠬࡦࡃࡈࠝޟ⸽ൻޠ㧕ߩ㊄Ⲣખߦ࡞࠺ࡕ㑐ࠆߔ
╙㧟ߩ⾉୫ኻᾖߪ㧘ᷓᶆ(2003)㧘92 㗁ޟߩ࿑㧢㧙㧠ߦޠၮࠆߡߠ㧚ᷓᶆ᳁ߩห࿑ߪߢ㧘
SPVߡߞࠃߦ㌁ⴕ⾈ࠄ߆ขߚࠇࠄ⾉ௌᮭ߇㧘SPVߩ⾉୫ኻᾖߩ⾗↥ߕࠄ߅ߡࠇߐ⸤ߦ㧘
SPV ߡ߅ߦ୫ኻᾖ⾉ߩ SPV ߇㧘⸽㧔“Ss [20]”㧕ࠇߐタ⸤ߦ↥⾗߇㗍㊄㧔“Ds [20]”㧕ߩ
⽶ௌߦ⸥タࠆߡࠇߐ㧚ᧄⓂߪߢ㧘ᷓᶆ(2003)㧘92 㗁ޟߩ࿑㧢㧙㧠ࠆߌ߅ߦޠ SPV ୫ኻ⾉ߩ

ᾖߩ⾗↥ߦ⾉ௌᮭ Ls (20)ࠍㅊടߒ㧘⸽ߩ⽼ᄁઍ㊄ߦኻᔕࠆߔᱜ⾗↥ NWs (20)ࠍㅊട
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વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳߩޠ㊄Ⲣખޟࠄ߆࡞࠺ࡕ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔ࠝ࠻ࠪࠬࡦࡃࡈ

⸽ൻ㧕ߩ㊄Ⲣખ⒖ߩ߳࡞࠺ࡕⴕߦߡߞ㧘㌁ⴕߩ⽶ௌࠆߌ߅ߦ㗍㊄ᱷ㜞ߪਇᄌߩ߹

㗍㊄ߩௌ⽶ߩ㌁ⴕㇱ㐷ࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩޠᚑဳ⚵ޟߥ⊛⛔㧚વࠆߢ߹ (D0) 

㌁ⴕㇱࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩൻ㧕⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡈ㧔ࠝޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟ㧘ߪ[90]

㐷ߩ⽶ௌߩኅ⸘ߩ㗍㊄(Dh) [70]ߣ SPV ⸽ߩ㧚⾉ௌᮭߒ╬ߦ⸘วߩ㗍㊄(Ds) [20]ߩ

ൻߦߡߞ㧘㌁ⴕߩ⾗↥ߢ㕖ᵹേᕈ⾗↥㧔ߜࠊߥߔ㧘㌁ⴕߡߞࠃߦ⚵ᚑࠆࠇߐ⾉ௌᮭ㧕

৻ㇱ߇ᦨ߽ᵹേᕈߩ㜞⾗↥㧔ߜࠊߥߔ㧘㊄㧕ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆࠇࠄ߃឵߈⟎ߡߞࠃߦ㧚

વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳߩޠ㊄Ⲣખࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕ㌁ⴕㇱ㐷ߩ⾗↥ߩ⾉ௌᮭ (L) [90]

ߩ㌁ⴕㇱ㐷ࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩൻ㧕⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡈ㧔ࠝޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟ㧘ߪ

⾗↥ߩ㊄(C) [20]ߣ⾉ௌᮭ(Lb) [70]ߩว⸘16ߒ╬ߦ㧚 

㧟ߩߟ㊄Ⲣખߩ࡞࠺ࡕ⾉୫ኻᾖࠍᲧセߦ߁ࠃࠆ߆ࠊࠄ߆ߣߎࠆߔ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳߩޠ

㊄Ⲣખࠪࠬߪࡓ࠹ᰴߩ․ᓽࠍᜬߟ㧚㌁ⴕߡߞࠃߦ⚵ᚑߚࠇߐ⾉ௌᮭߩ৻ㇱ߇⸽⊒ⴕ

ᯏ㑐㧔SPV ╬㧕ߦᄁළࠇߐ㧘ߩࠄࠇߘ⾉ௌᮭࠍⵣઃࠆߔߣ↥⾗ߌ⸽߇⊒ⴕࠆࠇߐ㧔ߘ

㗍㊄ᱷ㜞ߢௌ⽶ߩ㧘㌁ⴕߡߒߣઙ᧦ࠍߣߎ㧕ࠆߔ⾼ࠍ⸽ߩࠄࠇߘ߇㧘ᛩ⾗ኅ߃ࠁࠇ

ᵹേᕈ⾗↥㧔㊄㧘ࠍㇱ৻ߩௌᮭ㧔㕖ᵹേᕈ⾗↥㧕⾉ߢ↥⾗ߩ㧘㌁ⴕߢ߹߹ߩਇᄌ߇

㌁ⴕࠆߔ㑐ߦ↪㧘⾗↥ㆇࠅߥߣน⢻߇ߣߎࠆ߃឵߈⟎ߦ㧕ߩ߽ࠆߔᒰ⋦ߦࠇߘ㧘ߪࠆ

 17㧚ࠆ߹㜞߇ᐲ↱⥄ߩ

㌁ⴕߩ⾉ௌᮭࠅࠃ߇ᵹേᕈߩ㜞⾗↥㧔㊄㧘ߪࠆ㧘ߦࠇߘ⋧ᒰߩ߽ࠆߔ㧕ߦォ

߇⸽ࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍௌᮭ⾉ߩࠄࠇߘ㧘ߪߩࠆ߇น⢻ᕈࠆࠇߐ឵ SPV ⊑ߡߞࠃߦ

ⴕࠇߐ㧘ᛩ⾗ኅߩࠄࠇߘ߇⸽ࠍ⾼ࠆߔ႐วߦ㒢ߦߣߎࠆࠇࠄᵈᗧߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ㧚

㌁ⴕߩ⾉ௌᮭ߇㌁ⴕએᄖߩᯏ㑐ߦᄁළ߇ࠆࠇߐ㧘ᒰ⾉ௌᮭࠍⵣઃࠆߔߣ↥⾗ߌ⸽

⾗㧔ᵹേᕈޠ㊄ޟ߇ௌᮭ㧔㕖ᵹേᕈ⾗↥㧕⾉ߢ↥⾗ߩ㧘㌁ⴕߪߦ႐วߥࠇߐⴕ⊑߇

↥㧕ߪߣߎࠆࠊ឵߈⟎ߦߥ߃ࠅߎ㧚ߩߎὐߦߚࠆ߆⏕ࠍ㧘㌁ⴕߩ⾉ௌᮭ L [20]

㧘ߪߦ㧚㧞߁ࠃߒ⏕ࠍᄌൻߩ୫ኻᾖ⾉ߩ႐วࠆࠇࠄข⾈ߡߞࠃߦௌᮭ⾈ขᯏ㑐߇

                                                                                                                                                                         
↥⾗‛㧘ታߡߞᓥߦ࿑ߩ㧚ᷓᶆ(2003)ߚߒ P (90)ߪ㧘ડᬺߩ⾗↥ߣኅ⸘ߩ⽶ௌߡࠇߐ⸤ߦ
↥⾗‛㧘ታߪ‛㧘ᑪ⸳߿ᯏ᪾ࠆࠇࠊߢ㧘↢↥ᵴേߪߢᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖߩ㧚ㅢᏱࠆ

ㇱ㐷ߩ⾉୫ኻᾖߡ߅ߦ㧘⾗↥ߩታ‛⾗↥ߡߒߣ㧘ߟ߆㧘⽶ௌߩᱜ⾗↥ߡߒߣ⸥タߐ

ว⛔߇୫ኻᾖ⾉ߩ㕖㊄Ⲣડᬺㇱ㐷ߣ୫ኻᾖ⾉ߩ㧘ታ‛⾗↥ㇱ㐷ߪߢ࿑ߩ㧚ᷓᶆ(2003)ࠆࠇ
 㧚ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ㉼⸂ߣࠆߡࠇߐ
16 㧝ߡ߅ߦ㌁ⴕㇱ㐷ߩ⾗↥ޟߩ㊄ߪޠ㧘㌁ⴕߩ⽷ോ⻉ޟࠆߌ߅ߦ㊄㗍ߌ㊄ߦޠ⋧
ᒰࠆߔ㧚 
17
 ⾉ௌᮭߩ⸽ൻ߇⾗↥ㆇ↪ߦ㑐ࠆߔ㌁ⴕߩ⥄↱ᐲࠍ㜞ߪ㉼⸂߁ߣࠆ㧘ᷓᶆ᳁ࠆࠃߦ

ᰴߩᜰ៰߁⽶ߦ㧚ࠬࡦࡃࡈࠝޟ⸽ൻߪ㧘ේௌᮭߦࡀࡑࡘ࠾ࠍᄌ឵ߢߣߎࠆߔ㧘ࠅࠃ

ߥㆇ↪ᯏળࠆߔࠬࠢࠕߦᯏળߦ࠲ࡀࠫࠝࠍਈࠆ߃㊄Ⲣᚻᴺࠆߢ㧚㊀ⷐߪߣߎߥ㧘ࠝ

ࠝࠆߔኻߦ↥⾗㧕㧘ߥࠄࠊᄌߪ࠻㧘⺞㆐ࠦࠬࠅ߹ߟ㧔ߦߕࠄࠊᄌ߇ௌ᭴ㅧ⽶ߩ࠲ࡀࠫ

ޠࠆߢᄌൻ߁ߣ㧕ࠆߥߦࡀࡑࡘ࠾ᒻ㧩ࠆ߈ߢ↪ߦ↱⥄㧔ࠆߔᄢ߇ⵙ㊂ߩ࠲ࡀࠫ

㧔ᷓᶆ(2003)㧘98 㗁㧕㧚ߪߩ߽ࠆࠇࠊ⸒ߣޠࡀࡑࡘ࠾ޟߢߎߎ㧘㌁ⴕߩᣂⷙ⾉ߡߞࠃߦ
ഃㅧࠆࠇߐ㗍㊄ߊߥߪߢ㧘㌁ⴕߩ⾗↥ߡ߅ߦ⾉ௌᮭߩ৻ㇱޟ߇㊄㗍ߌ㊄ࠊ឵߈⟎ߦޠ

 㧚ࠆߢߩ߽ߚߞ
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ௌᮭ⾈ขᯏ㑐߇㌁ⴕߩ⾉ௌᮭࠍ㧔a㧕⥄Ꮖ⾗㊄⾈ߢขࠆ႐ว㧘߮ࠃ߅㧘㧔b㧕㌁ⴕࠄ߆୫

ࠇߐ␜߇୫ኻᾖ⾉ࠆߌ߅ߦ೨ᓟߩข⾈㧘ᄁළߡߟߦ႐วࠆข⾈ߢ㊄⾗ߚࠇࠅ

 18㧚ࠆߡ

㨇㧞ࠍᝌ㨉 

㧞㧔a㧕ߦ߁ࠃࠆࠇߐ␜ߦ㧘ௌᮭ⾈ขᯏ㑐߇⥄Ꮖ⾗㊄㧔㗍㊄ Df (20)㧕ߢડᬺะߌ⾉

ௌᮭ L (20)⾈ࠍขࠆ႐ว㧘㌁ⴕߩ⾉୫ኻᾖߡ߅ߦ⾗↥ߩ⾉ௌᮭߣ⽶ௌߩ㗍㊄

ࠅ୫ࠄ߆㌁ⴕ߇㧘ௌᮭ⾈ขᯏ㑐ߦ߁ࠃࠆࠇߐ␜ߦ㧚㧞㧔b㧕ࠆߔዋᷫߌߛ㗵[20]ߓห߇

ௌോߩௌᮭ⾈ขᯏ㑐ࠆߔኻߦ㧘㌁ⴕߜࠊߥߔ㊄㧔⾗ߚࠇ Lf (20)㧕ߢડᬺะߌ⾉ௌᮭ(L) [20]

ௌᮭ⾉ߌ㧘ડᬺะߡ߅ߦ↥⾗ߩ୫ኻᾖ⾉ߩ㧘㌁ⴕߪߦ႐วࠆข⾈ࠍ L (20)߇ௌ

ᮭ⾈ขᯏ㑐ะߌ⾉ௌᮭ Lf (20)ࠆࠇࠄ߃឵߈⟎ߡߞࠃߦ㧚 

㧞㧔a㧕ߣ㧞㧔b㧕ߦߦ߁ࠃࠆࠇࠄ㧘㌁ⴕߩ⾉ௌᮭ߇ௌᮭ⾈ขᯏ㑐⾈ߡߞࠃߦ

ข߇ࠆࠇࠄ㧘⾉ௌᮭࠍⵣઃࠆߔߣߌ⸽߇⊒ⴕߥࠇߐ႐วߪߦ㧘㌁ⴕߩ⾗↥߅ߦ

ォ឵߳ߩ߽ࠆߔᒰ⋦ߦࠇߘߪࠆ㧘㊄ߜࠊߥߔ㧘↥⾗㜞ߩᵹേᕈࠅࠃ߇ௌᮭ⾉ߡ

ᵹേᕈߩߤߥ㊄߇ௌᮭ㧔㕖ᵹേᕈ⾗↥㧕⾉ߢ↥⾗ߩ㧚㌁ⴕߥ߃ࠅߪߣߎࠆࠇߐ

⾗↥߳ォ឵ࠆࠇߐน⢻ᕈߪߩࠆ߇㧘㌁ⴕߩ⾉ௌᮭ߇㌁ⴕએᄖߩ⸽⊒ⴕᯏ㑐㧔SPV ╬㧕

߳ᄁළࠇߐ㧘ߟ߆㧘ᒰ⾉ௌᮭࠍⵣઃࠆߔߣ↥⾗ߌ⸽߇⊒ⴕࠆࠇߐ㧔߃ࠁࠇߘ㧘ᛩ⾗

ኅ߇ᒰ⸽ࠍ⾼ࠆߔ㧕႐ว㧘ߜࠊߥߔ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔࠻ࠪࠬࡦࡃࡈࠝޟ⸽ൻޠ㧕

 㧚ࠆߢߌߛ႐วߩ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩ

 

 

㧟㧚 ⾉ௌᮭߩ⸽ൻߣ⸽ൻຠߩᵹേᕈ 

⾉ௌᮭߩ⸽ൻߦ㑐ࠆߔ೨▵ߩಽᨆࠄ߆ផ⺰ߦ߁ࠃࠆࠇߐ㧘㌁ⴕߩ⾗↥ߢ⾉ௌᮭ

ᵹേᕈߩ⸽ࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍ㧘⾉ௌᮭߪߩࠆ߇น⢻ᕈࠆࠇߐᵹേᕈ⾗↥߳ォ឵߇

㧘ᛩߪᏒ႐ᵹേᕈ19ߩ㧚⸽ൻຠࠆߢߌߛ႐วࠆߔሽ߇⋛ᐲၮߩߚࠆߔ⏕ࠍ

⾗ኅߩࠄࠇߘ߇㊄Ⲣ⾗↥ࠍଔ୯⾂⬿ᚻᲑߡߒߣขᓧࠆߔߊߔ߿ߒᐲᘠⴕߡߞࠃߦᡰࠄ߃

㑐ߦ↥⾗㧘ᒰߪߦߚࠆߔ⏕ࠍᵹേᕈߩ↥⾗ࠆࠇߐขᒁߡ߅ߦ㧚㊄ⲢᏒ႐ࠆߡࠇ

                                                        
ⵣઃࠍ㧘⾉ௌᮭ߇߁ⴕࠍ࿁ߩௌᮭߡߞข⾈ࠍௌᮭ⾉ࠄ߆㧘㌁ⴕߪޠௌᮭ⾈ขᯏ㑐ޟ 18
㧘㗵㕙ㅢߪௌᮭ⾉ߩ㧘㌁ⴕߚߩන⚐ൻߩ⺰⼏㧘ߪߢ㧚㧞ߥߒⴕ⊑ࠍ⸽ࠆߔߣ↥⾗ߌ

 㧚ࠆߡࠇߐቯߣࠆࠇࠄข⾈ߢࠅ
ߥ⊛ẜࠆࠇࠄ߃ਈߡߞࠃߦജࠆ߁ߒಣಽߩߎޟࠍޠࡓࠕࡒࡊᵹേᕈޟߩ↥⾗ߪ࠭ࡦࠗࠤ 19
ଢ⋉ߪࠆోᕈ㧔⾗↥ߦઃ㓐ࠆߔ⋉߹ߪߚᜬߜࠍ↪⾌ߒ㒰ߊ㧕ߦߚߩ㧘ੱ߇ޘ༑ࠎ

ࠗࠤ㧚ߚߒ⟵ቯߣ㧔Keynes (1936), p.226㧕ޠ㧕ߚࠇࠄ᷹ߡߞࠃߦり⥄ࠇߘ㗵㧔ࠆߔߣ߁߅ᡰᛄߢ
ߌ߅ߦ㧘‛Ꮢ႐ߪࡦ࠰࠼࠶ࠖࡧ࠺ߡߟߦᔨ߁ߣޠജࠆ߁ߒಣಽߦ↱⥄ࠍ↥⾗ޟߩ࠭ࡦ

ߦ↱⥄ࠍ↥⾗㧘ߪߢᷣ⚻ᐊ⽻ޟ㧚ࠆߡߒ⺑ߦ߁ࠃߩ㧘ᰴࠄ߆ὐⷰߩ឵น⢻ᕈߩߣᐊ⽻ࠆ

ಣಽࠆ߁ߒജߪ㧘ࠍ↥⾗ߩߘ㧘⛮⛯⊛ߥ‛Ꮢ႐ߡ߅ߦ㧘ߊߏᦨㄭߩ߆ߟߊߩขᒁߦ㑐ߒ

឵ᚻᲑߦኈᤃߢ㧘ଔߢᐊଔᩰ⽻ߥߡߞߥ⇣ࠅ߹ߣ‛ଔᩰߚࠇߐߣࠅ߈ߞߪߡ

㧔Davidson (1978), p.62; ㇌⸶㧘70ޠࠆߡߞࠊ㑐ߦᦼᓙ߁ߣࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ឵ߣ 㗁㧚⸶
ᢥߪ৻ㇱୃᱜ㧕㧚 
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ޠ‛Ꮢ႐ߥ⊛⛯⛮ߚࠇߐൻ❰⚵ߦචಽޟߡߒ 㧘චಽߚ߹㧚ߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒሽ߇20

⾈ᄁߢᏆൊቯ⥄ߦߚࠆߔᜬ⛽ࠍ㧘Ꮢ႐⒎ᐨߪߦߚࠆߔሽ߇‛Ꮢ႐ߚࠇߐൻ❰⚵ߦ

㧘ߦ⥸৻㧚ࠆࠇߐߣᔅⷐ߇Ꮢ႐ᐲߩቯ․ߩߤߥ21ޠ⠪㧔market maker㧕ᬺߌ୯ઃޟ߁ⴕࠍ

㊄ⲢᏒ႐ࠆߌ߅ߦขᒁ⾗↥ߩᵹേᕈߪ㧘․ቯߩᏒ႐ᐲࠍ೨ឭࠆߔߣ 22㧚ࡠࡓࠗࡊࡉࠨ

ᵹേᕈߩ↥⾗㧘ขᒁߣࠆࠃߦⓥ⎇ߩᦨㄭߩߡߟߦൻຠ⸽ౣൻຠ⸽ߩ㑐ㅪࡦ

ߕࠄ߅ߡࠇߐᢛߦචಽ߽ߒߕᔅ߇ߺ⚵ߥ⊛ᐲߩߚࠆߔ⏕ࠍ 23㧘ᛩ⾗ኅߦኻߡߒ

ขᒁ⾗↥ߩᵹേᕈ߇චಽߦ⺑߽ࠬࠤߥࠇߐዋߚߞ߆ߥߊߥ 24㧚ᩰઃߌᐲߣା↪

ቢភ⟎ࠎࠈߜ߽ߪ㧘ࠢࠬಽᢔലᨐ㧘ఝవഠᓟ᭴ㅧࠆߔߣߓߪࠍ㊄Ⲣᛛⴚ߽㧘⾉ௌᮭ

ߚߡࠇߐᦼᓙߣߩ߽ࠆ㜞ࠍᵹേᕈࠆߌ߅ߦᏒ႐ߩൻຠ⸽ࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍ 25㧚

㌁ⴕ߇⾉୫ኻᾖߩ⾗↥ߢ⾉ௌᮭࠅࠃࠍᵹേᕈߩ㜞⾗↥߳ォ឵ߒ㧘⾗↥ㆇ↪ߦ㑐ߔ

ࠍᵹേᕈߩൻຠ⸽ࠆߔߣ↥⾗ߌⵣઃࠍ㧘⾉ௌᮭߪߩࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ㜞ࠍᐲ↱⥄ࠆ

ᡰߩߚࠆ߃ᐲᘠⴕ߇ሽߥࠄߥ߆߶ߦࠄ߆ࠆߔ㧚 

⾉ௌᮭߩ⸽ൻࠍㅢߚߓ⾗↥ㆇ↪ߦ㑐ࠆߔ㌁ⴕߩ⥄↱ᐲߩᄢࠅࠃߡߟߦߊߒ⠨

ኤߪߦߚࠆߔ㧘㌁ⴕߩᵹേᕈㆬᅢࠍ⠨ᘦߦߡࠇ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔ࠪࠬࡦࡃࡈࠝޟ

⸽ߩ㧚⾉ௌᮭߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ⠨ኤࠍ㌁ⴕⴕേࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩ㧕ޠൻ⸽࠻

ൻ߇ⴕߚࠇࠊᓟߩ㌁ⴕẢ߇㧘⸽ൻ߇ⴕࠆࠇࠊ೨ߩ㌁ⴕẢࠍ࿁ߪ߆ุ߆ࠆ㧘⾉

ௌᮭߩᄁළઍ㊄߇ㆇ↪ߩߐࠆࠇߐ⋉ᕈߦᏀฝࠆࠇߐ㧚⾉ௌᮭߩᄁළઍ㊄ߩㆇ↪ᒻᘒ

                                                        
20 Davidson (1978), p.62㧔㇌⸶㧘70 㗁㧕㧚 
ࡠࡉ㨇࠻ࠬࡖࠪࡍ㧘ࠬߦߚࠆߔ⸽ࠍߣߎࠆߔᄌൻߢᒻߚߞߛ⒎ᐨ߇Ꮢ႐ଔᩰߩ⸽ޟ 21
ଔᩰߩ೨ᦼ߇㧘ขᒁଔᩰߒⴕേߡߒߣޢ⠪㧔market maker㧕ᬺߌ୯ઃޡߪ㨉ࠖ࠺ࠞ
㧘߽ߡ߅ߦὐᤨߩߤߩ㧘ขᒁᣣ߫߃ߣߚ㧚ߚߡࠇߐᦼᓙߣߋ㒐ࠍߩࠆߔᄌൻߦή⒎ᐨࠄ߆

ᄁࠅᚻੱߩᢙ⾈߇ᚻੱߩᢙߊߒ⪺ࠍ࿁ߚߞ႐ว㧘ࠬߪߦ࠻ࠬࡖࠪࡍ㧘⥄Ꮖൊቯࠍ⾈ߢ

ߡࠇ㧘⒎ᐨࠍ⛽ᜬߦ߁ࠃࠆߔദജޠߚߡࠇࠄ᳞߇ߣߎࠆߔ㧔Davidson (2009), p.86㧕㧚ขᒁ
㧘ᱷߖߐ┙ᚑࠍ‛Ꮢ႐ࠆ⒎ᐨޟ㧘ߪࡦ࠰࠼࠶ࠖࡧ࠺ߡߟߦᐲࠆߔ⏕ࠍᵹേᕈߩ↥⾗

㊄ޟࠆߔߣᯏ⢻ߥਥⷐࠍߣߎޠࠆߔᯏ⢻ߡߒߣᚻ㧔a residual buyer and seller㧕⾈ߣᚻࠅᄁߩࠅ
Ⲣᯏ㑐ߩޠሽ㧘߽ߣ⺑ࠆߡߒ㧔Davidson (1978), p.63; ㇌⸶㧘71 㗁㧕㧚 
㧚ᵹേᕈ߈ᄢ߇ࠈߎߣࠆ߹ߡߞࠃߦ⾰ᕈߥ⊛⛯᳗ߩᏒ႐ߩ↥⾗㧘ᒰߪᵹേᕈߩ↥⾗ޟ 22
 㧔Carvalho (1999), p.133㧕㧚ޠࠆߓ↢ࠄ߆ߣߎࠆߔഃㅧࠍᏒ႐ᐲߩ㧘․ቯߊߥߪߢ⾰ߥ⊛㧘⥄ὼߪ
23 ⸽ൻຠߩᵹേᕈࠍ⏕ࠆߔᐲ߇ਇߚߞߢᖱߡߟߦ㧘ߪࡦ࠰࠼࠶ࠖࡧ࠺ᰴࠃߩ
2008ޟ㧚ࠆߡߒ⺑ߦ߁ ᐕ 2 ╙ 1 ㅳߦቛࡦࡠᜂ⸽ߣ㊄ᧅ⸽㧔Auction Rate 
Security㧕ߩᏒ႐߇⎕✋ߢߩߚߒ㧘ߩࠄࠇߎᏒ႐⒎ࠆߌ߅ߦᐨࠍ⛽ᜬߦߚࠆߔචಽ⾈ߥᚻࠍ
ߩᏒ႐ଔᩰ߇߽⺕㧘߽߆ߒ㧚ࠆߢ߆ࠄߪߣߎߚߞ߆ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߌߟ߇࠲ࡘࡇࡦࠦ

⚳୯ߢ㧘ߪࠆ㧘ߦࠇߘㄭଔᩰߢᄁߣߚࠅᦸ႐วߦ㧘⥄േ⊛ߦ㧘⎕✋ࠆߟߟߒᏒ႐

㧚㊄ᧅߥߡࠇߐൻࡓࠣࡠࡊߪ࠲ࡘࡇࡦࠦߦ߁ࠃ߁ߣࠆߔ㐿ᆎࠍ⾈㧘ߡߞߦ

⸽ߩᏒ႐㧔߮ࠃ߅㧘ߩઁߩߘ⸽ൻຠࠍᛒ߁Ꮢ႐㧕ߒ❰⚵ࠍ㧘⾗ࠆߡߒᛩ⾗㌁ⴕߪ㧘

୯ઃᬺߌ⠪㧔market makers㧕ߪߡߒߣⴕേޠߥߒ㧔Davidson (2009), p.92㧕㧚 
ᒰ⋦ߦ㊄ޝޡ߇㊄Ⲣຠߚࠇߐൻ⸽ߩࠄࠇߎ㧘ߡߒኻߦ㘈ቴ߇ᄁઍℂੱ⽼ߩᛩ⾗㌁ⴕޟ 24
 㧔Davidson (2009), p.92㧕㧚ޠࠆ߇ႎ๔ߩᄙᢙ߁ߣߚߡߍ๔ߣޢߔߢޞ㧔cash equivalent㧕ߩ߽ࠆߔ
25 ታ㓙ߩ㊄ⲢᏒ႐ߪߢ㧘⸽ൻຠߩⵣઃࠆߥߣߌේௌᮭߩࠄ߆రᛄߩน⢻ᕈࠍᱜ⏕ߦ
ᤋߥߒᩰઃ߇ߌᮮⴕߤߥࠆߔ㧘ޟല₸Ꮢ႐ࡓࠗ࠳ࡄ㧔efficient market paradigm㧕ޠ㧔Ԙ⾂⫾ࠍ
ᦨ߽ᦸߥᛩ⾗߳࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ㈩ಽࠆߔ㊄ⲢᏒ႐㧘ԙ⚻ᷣࠍ࠭࡞࠲ࡦࡔ࠳ࡦࠔࡈߩᤋࠆߔ⾗

↥ଔᩰ㧘Ԛ⥄Ꮖ⺞ᢛ⢻ജࠍᜬߟᏒ႐㧕ߩᏒ႐ߪߣ⒟㆙߇ߩታᖱߣࠆߢႎ๔ࠆߡࠇߐ

㧔Grauwe (2008), p.11㧕㧚 
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㌁ⴕߩ೨ࠆࠇࠊⴕ߇㧘⸽ൻ߇㌁ⴕẢߩᓟߚࠇࠊⴕ߇ൻ⸽ߩ㧘⾉ௌᮭߪߡߞࠃߦ

Ảࠍਅ࿁ࠆน⢻ᕈ߽26ࠆ㧚㌁ⴕ߇㧘⾉ௌᮭߩᄁළߡߞࠃߦ⾗↥ㆇ↪㧔⾉ሶ

㧕ࠍ᫈ߕࠄࠊ߆߆߽ߦߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ㧘⾉ௌᮭߩ৻ㇱࠍ⸽⊒ⴕᯏ㑐߳ᄁළߒ㧘

ᒰௌᮭߩᄁළઍ㊄ࠍᵹേᕈ⾗↥㧔㊄㧕ߢࠆߔߣ߁ࠃߒน⢻ᕈ߆ߗߥߪߩࠆ߇㧚

↥⾗㧚ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⺑ࠄ߆ὐⷰߩᵹേᕈㆬᅢߩ㧘㌁ⴕߪߦ⊛⥸৻㧘ᦨ߽ߪ↱ℂߩߎ

ㆇ↪⠪ߩ㌁ⴕߪ㧘㕖ᵹേᕈ⾗↥㧔⾉ௌᮭ㧕ࠄ߆ᦼᓙࠆࠇߐ᧪⋉ߦ㑐ࠅࠃߡߒᒝ⇼

ᔨࠍᛴߤ߶ߊ㧘⾉ሶࠍ߽᫈ߢߡߒ⾉ௌᮭߩ৻ㇱࠍᄁළߒ㧘ߩߘᄁළઍ㊄ࠍᵹ

േᕈ⾗↥㧔㊄㧕ߢࠆߔߣ߁ࠃߒേᯏߪᒝߣࠆߥߊ⠨27ࠆࠇࠄ߃㧚 

㌁ⴕࠄ߆⸽⊒ⴕᯏ㑐߳ᄁළߚࠇߐ⾉ௌᮭ߇࿁ਇ⢻ࠆߥߦ㧘ߪࠆ㧘⾉ௌᮭࠍ

ࠇߐᚯ⾈ߦ㌁ⴕ߇㧘⾉ௌᮭߢ↱ℂߩߤߥࠆ㒱ߦ㊄⺞㆐㔍⾗ߩ⊒ⴕᯏ㑐⸽ߚߞข⾈

↥⾗ᵹേᕈࠍㇱ৻ߩ㧘⾉ௌᮭ߇㧘㌁ⴕߦ߁ࠃࠆࠇࠄߦߩ28ޠખౣߩࠢࠬޟࠆ

㧔㊄㧕߳⟎ߚ߃឵߈ᓟߦ㧘⸽ൻߦ࿕ߦࠢࠬߥ⋥㕙ࠆߔน⢻ᕈ߽ࠆ㧚߹ߚ㧘㌁ⴕ

ㇱ㐷߇㧘⸽⊒ⴕᯏ㑐߳ߩ⾉ௌᮭߩᄁළߣ⸽ൻຠߩᵹേᕈࠍ೨ឭߦ㧘ේௌോࠍᷣ

ߚߞࠍഠൻߩౝኈ↥⾗ߩ㧘㌁ⴕ߫ࠄߥࠆߍਅࠍ෩ᩰᕈߩଔ⹏ࠆߔ㑐ߦ⢻ജߩᚻࠅ୫ࠆߔ

ା↪⤘ᒛ߇ࠆߎน⢻ᕈࠆ߇㧚 

⾉㧘ߪߦߚࠆߔ⺑ࠍⴕേ᭽ᑼߩ㌁ⴕߩߢߣ߽ߩࡓ࠹㊄Ⲣખࠪࠬߩޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟ

ௌᮭߩ⸽ൻࠍ⠨ᘦߦߡࠇᵹേᕈㆬᅢߩᔨࠍలࠆߔᔅⷐࠆ߇㧚ߩߎὐߪᓟߩ

⺖㗴ߚߒߣ㧚 

 

 

㧠㧚 ⾉ௌᮭߩ⸽ൻߣᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖ 

 વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳޠ㊄Ⲣખࠪࠬޟࠄ߆ࡓ࠹⚵ᚑ⽼ᄁဳߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬߩ߳ࡓ࠹

⒖ⴕߦᷣ⚻ࡠࠢࡑ߇߷ߔᓇ㗀ߪߦߚࠆߴ⺞ࠍ㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻ߇㌁ⴕ⚵❱ߩା↪ഃ

ㅧߦ߷ߔᓇ㗀ߡߟߦ⠨ኤߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ㧚ᧄ▵ߪߢ㧘ߩࠄࠇߎ⺖㗴ߩߚߩḰ

ᬺߡߒߣ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬߩߢߣ߽ߩࡓ࠹ᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖߺ⚵ࠍ┙

 㧚ࠆߡ

⚻ᷣోߩ⾗㊄ᓴⅣ᭴ㅧࠍᛠីߪߦߚࠆߔ㧘ᐲㇱ㐷ߩ⾉୫ኻᾖࠍᚑߒ㧘⾗↥

⽶ௌߩฦ㗄⋡ߩኻᔕ㑐ଥࠆ߆⏕ࠍᔅⷐࠆ߇㧚ᧄ▵ߪߢ㧘㧝ޟߚࠇߐ␜ߦ⚵ᚑ

ဳޟߣޠ⚵ᚑ⽼ᄁဳߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬߦࡓ࠹㑐ࠆߔන⚐ൻߚࠇߐ⾉୫ኻᾖࠍዋߒ

లߡߒ㧘ᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖࠆߡ┙ߺ⚵ࠍ㧚  
                                                        
26 ⾉ௌᮭߩ⸽ൻߩ⚿ᨐߡߒߣ㌁ⴕẢᷫ߇ዋࠆߔน⢻ᕈߡߟߦ㧘ᷓ ᶆ᳁ߪᰴߦ߁ࠃߩᜰ

߁ߣࡦ࡚ࠪࠗ࠲ࡘࠠࠆ߃ߺߦ߁ࠃࠆߡߒᓽ⽎ࠍఝᕈߩធ㊄Ⲣ⋤ޟ㧚ࠆࠇߐ៰

㌁ⴕߪࠇߘ㧘ߡߒߘ㧘ߣߎࠆߢ⽎ߩⵣ৻ߣᯏ⢻ߩ㌁ⴕࠆߢ㑆ធ㊄Ⲣਥߪ㧘ታ߇⽎

㧔ᷓᶆ(2003)㧘83ޠࠆ߇น⢻ᕈࠆߖߐૐਅࠍẢߩ 㗁㧕㧚 
ಽ⥄ࠆߔ㑐ߦ⋊ߩ↥⾗⻉ߩઁߩߘૐࠅࠃ߇㧘ᵹേᕈߪࡓࠕࡒࡊᵹേᕈߩ↥⾗ᵹേᕈޟ 27
 㧔Dequech (2000), p.164㧕㧚ޠࠆߡߒᤋࠍା⏕ߥ⊛⥸৻ߊᛴ߇㧘ᗧᕁቯ⠪ߡߒኻߦផቯߩ
28 ᣣᧄ㌁ⴕ(2008a)㧘39 㗁㧚 
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㨇㧟ߣ㧠ࠍᝌ㨉 

㧟ߣ㧠ࠇߙࠇߘߪ㧘વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳߩޠ㊄Ⲣખߣ࡞࠺ࡕ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔ࠝޟ

ߘ㧚ߔ␜ࠍᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖࠆߔ㑐ߦ࡞࠺ࡕ㊄Ⲣખߩ㧕ޠൻ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡈ

⸘ฦᐲㇱ㐷㧔ኅ⸘㧘ડᬺ㧘㌁ⴕ㧘SPV㧘ᐭ㧘ਛᄩ㌁ⴕ㧘ታ‛⾗↥㨇ߪฦ❑ߩߩࠄࠇ

▚ߩᡆ⊛ㇱ㐷㨉㧕ࠍߔ㧚ฦᮮⴕߪ⾉୫ኻᾖߩฦ㗄⋡㧔ታ‛⾗↥㧘⾉㧘࿖ௌ㧘㗍㊄㧘

⸽㧘HPM㨇ࡀࡑ࠼ࡢࡄࠗࡂ㨉㧘ᱜ⾗↥㨇ㅒ╓ภ㨉㧕ࠍߔ㧚ᱜߩ╓ภ㨇㧗㨉ߩᢙ

୯ߩ⽶ߣ╓ภ㨇㧙㨉ߩᢙ୯ࠇߙࠇߘߪ㧘⾉୫ኻᾖߩ⾗↥ߩ㗄⋡㧘⽶ௌߩ㗄⋡ࠍߔ㧚

⾉୫ኻᾖߡ߅ߦ⾗↥ߩ㗄⋡ߩว⸘ߣ⽶ௌߩ㗄⋡ߩว⸘ߢߩߒ╬߇㧘㧟ߣ㧠

ߐ⸤ߦௌ⽶ߣ↥⾗ߪ⋠ฦ㗄ߩ㧘⾉୫ኻᾖߚ߹㧚ࠆߢࡠߪ⸘วߩฦߡ߅ߦ

 㧚ࠆߢࡠߪ⸘วߩฦⴕߡ߅ߦ㧠ߣ㧘㧟ߢߩࠆࠇ

㧟ߪ㧘વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳߩޠવ⛔⊛㊄Ⲣખࠪࠬࠆߌ߅ߦࡓ࠹ᐲㇱ㐷ߩ⾉୫

ኻᾖࠆߢ㧚ޟડᬺߩޠࠆߌ߅ߦታ‛⾗↥㧔㧗K㧕ߪ㧘ޟታ‛⾗↥ߩޠࠆߌ߅ߦว

 㧚ࠆߔኻᔕߦ㗄⋡㧔㧙K㧕

㧠ߪ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ㧔࠻ࠪࠬࡦࡃࡈࠝޟ⸽ൻޠ㧕ߩ㊄Ⲣખࠪࠬߦࡓ࠹ኻᔕߔ

ࠍㇱ৻ߩௌᮭ⾉ߪ㧚㌁ⴕࠆ SPV 㧘SPVߒᄁළߦ ⊑ࠍ⸽ߦ↥⾗ߌⵣઃࠍௌᮭ⾉ߩߘߪ

ⴕࠆߔ㧚ߩߎ⸽ࠍኅ⸘߇⾼ߒ㧘ኅ⸘ߪ㗍㊄ญᐳߩᒁࠅࠃߦߒߣ⪬߈ SPV ⸽ߡߒኻߦ

ઍ㊄ࠍᡰᛄ߁㧚SPV ᨐ㧘⚿ߩߘ㧚ࠆߔ㊄ߦ㗍㊄ญᐳࠍઍ㊄⸽ߚߞขߌฃࠄ߆⸘㧘ኅߪ

SPV ߢ㗍㊄ญᐳߩ㧘㌁ⴕߦࠄߐ㧚ࠆࠇߐ⸘߇↥⾗ᱜࠆߔኻᔕߦ㧘⸽ઍ㊄ߦௌ⽶ߩ

ߩߘ㧚ࠆߎ߇ᝄᦧߩห㗵ߣญᐳ߳㧘⸽ઍ㊄ߩ⟵ฬޠSIVޟࠄ߆ญᐳߩ⟵ฬޠ⸘ኅޟ㧘ߪ

⚿ᨐ㧘㌁ⴕߩ⾗↥ߪߢ㧘⾉ௌᮭߩ৻ㇱࠅࠃ߇ᵹേᕈߩ㜞⾗↥㧔ߜࠊߥߔ㧘HPM㨇ࡂ

㧚ࠆࠊᦧࠇߦḰ㗍㊄㨉㧕ߩ㧘ਛᄩ㌁ⴕߪࠆ㊄㧘 :ࡀࡑ࠼ࡢࡄࠗ  

ᦨㄭߪߢ㧘࠭ࡦࠗࠤ࠻ࠬࡐᵷ⚻ᷣቇ⠪ߩ৻ㇱ߇㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻࠍޟ߁⚵ᚑ⽼ᄁဳޠ

㊄Ⲣખߩߢߣ߽ߩ࡞࠺ࡕᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖߡ↪ࠍ㧘ઍ⚻ᷣޟߩ㊄Ⲣൻߩޠ⎇ⓥ

㧘ߪಽᨆࡦ࡚ࠪࡘࡒࠪߩߡߟߦ㑐ଥ⋦ߩ㊄Ⲣㇱ㐷ߣታ‛ㇱ㐷ߩᷣ⚻㧚ࠆߡߺ⹜ࠍ

Godley and Lavoie (2007)㧘Dos Santos and Zezza (2008)ࠆߔߣߓߪࠍᦨㄭߩ⎇ⓥߦࠇࠄ

⎇వⴕߩࠄࠇߎ㧘ߒ߆ߒ㧚ߚ߈ߡࠇࠊⴕߡߞࠃߦቇ⠪ᷣ⚻ߩᵷ࠭ࡦࠗࠤ࠻ࠬࡐ㧘ߦ߁ࠃࠆ

ⓥ߽ߢ㧘વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬ߇ࡓ࠹೨ឭࠇ߆߅ߦ㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻ

ߡࠇߐ⠨ኤߪߡߟߦᓇ㗀ߔ߷ߦ㊄ᓴⅣ᭴ㅧ⾗߇ࡓ࠹㊄Ⲣખࠪࠬޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟߣ

ࡈࠢ࠶࠻ࠬޟߡߒዉࠍᐲㇱ㐷ߩߤߥ⊒ⴕᯏ㑐⸽ࠆࠊ㑐ߦൻ⸽ߩ㧚⾉ௌᮭߥ

ᭂߢ߃߁ࠆߔ⸂ࠍ᭴ㅧߩޠ㊄Ⲣൻޟߩᷣ⚻㧘ઍߪߣߎࠆߔలࠍޠ࡞࠺ࡕᢛวࡠ

ߣ㧚Pilkington (2008)ࠆߢ㊀ⷐߡ Pilkington (2009)ߪ㧘ޟᓇߩ㊄Ⲣࠪࠬࡓ࠹㧔Shadow Financial 

System㧕ࠍޠᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖߡ↪ࠍ㧘ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳߩޠ㊄Ⲣખࠍ࡞࠺ࡕ⠨ኤ

㧘ߡߒߣ㗴⺖߈ߴ⚵ࠅขࠄ߆ࠇߎ29㧚ࠆߡߒࠍ₂⽸ߥ㧘㊀ⷐߢὐࠆߡߺ⹜ࠍߣߎࠆߔ

                                                        
29 Pilkington (2008)ߣ Pilkington (2009)ߪߢ㧘ޟᓇߩ㊄Ⲣࠪࠬࡓ࠹㧔SFS㧕ޠㇱ㐷ࠍᐲㇱ㐷
㑆ޟߩ⚻Ᏹขᒁࠬࠢ࠶࠻ࡑ㧔current transactions matrix㧕ޟߣޠ⾗㊄ࡠࡈ㧔flows of funds㧕ޠ
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⾉ௌᮭߩ⸽ൻ߇㌁ⴕߩⴕേߦ߷ߔᓇ㗀㧘⸽ൻຠߩᵹേᕈ߇ౝ↢⊛⽻ᐊଏ⛎ߦ

 㧚ࠆࠇࠄߍ߇ᓇ㗀ߔ߷

 

 

㧡㧚 ⚿߮ 

ᧄⓂߪߢ㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻ㧘߮ࠃ߅㧘ߩߘ⚿ᨐߩߡߒߣ⻉⚻ᷣㇱ㐷㑆ߩ⾗㊄ᓴⅣߩ

ᄌൻߦᵈ⋡ߡߒ㧘㊄Ⲣࠪࠬߩࡓ࠹ᄌኈߦᷣ⚻ࡠࠢࡑ߇߷ߔᓇ㗀ࠍ⠨ኤߚߒ㧚ᧄⓂߩߢ⠨

ኤࠄ߆ᓧߚࠇࠄ⺰ὐߪ㧘ᰴࠆߢࠅ߅ߣߩ㧚  

 ╙㧝ߦ㧘㌁ⴕࠄ߆⸽⊒ⴕᯏ㑐㧔․⋡⊛ળ␠㧘ߪࠆ㧘⚵ߺᛩ⾗ᬺߦઍ

ߣߎࠆࠇߐⴕ⊑߇⸽ߡߒߣߌⵣઃࠍௌᮭ⾉ߩࠄࠇߎ㧘ࠇߐᄁළ߇㧕߳⾉ௌᮭࠆࠇߐ

ᵹേࠅࠃߩߤߥḰ߿㧘㊄ߪௌᮭ⾉ૐߩᵹേᕈࠆߌ߅ߦ୫ኻᾖ⾉ߩ㧘㌁ⴕࠅࠃߦ

ᕈߩ㜞⾗↥߳ォ឵ࠇߐ㧘߃ࠁࠇߘ㧘⾗↥ㆇ↪ߦ㑐ࠆߔ㌁ⴕߩ⥄↱ᐲࠍ㜞߇ߣߎࠆน⢻

 㧚ࠆߥߣ

 ╙㧞ߦ㧘⾉ௌᮭ߇㌁ⴕࠄ߆ௌᮭ⾈ขᯏ㑐߳ᄁළ߇ࠆࠇߐ㧘ߩࠄࠇߎ⾉ௌᮭࠍⵣઃ

㧘߇㧘⾉ௌᮭߡ߅ߦ↥⾗ߩ୫ኻᾖ⾉ߩ㧘㌁ⴕߪߦ႐วߥࠇߐⴕ⊑߇⸽ࠆߔߣߌ

㊄߿Ḱࠅࠃߥ߁ࠃߩᵹേᕈߩ㜞⾗↥߳ォ឵ߪߣߎࠆࠇߐ㧘ߥ߃ࠅߎ㧚 

 ╙㧟ߦ㧘⾉ௌᮭࠍⵣઃࠆߔߣ↥⾗ߌ⸽ߩᏒ႐ᵹേᕈࠍ㜞ߩߚࠆᐲᘠⴕߣ㧘

ᛩ⾗ኅߩࠄࠇߎߡߞߣߦ⸽ࠍଔ୯⾂⬿ᚻᲑߡߒߣขᓧߩߚࠆߔߊߔ߿ߒᐲᘠⴕ߇ሽ

ࠆߔ⚿ᨐߡߒߣ㧘⾗↥ㆇ↪ߦ㑐ࠆߔ㌁ⴕߩ⥄↱ᐲ߇㜞߹ߣࠆ⠨ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃㧚  

 ╙㧠ߦ㧘㌁ⴕㇱ㐷߇㧘⸽⊒ⴕᯏ㑐߳ߩ⾉ௌᮭߩᄁළߣ⸽ൻຠߩᵹേᕈࠍ೨ឭ

ౝ↥⾗ߩ㧘㌁ⴕ߫ࠄߥࠆߍਅࠍ෩ᩰᕈߩଔ⹏ࠆߔ㑐ߦ⢻ജߩᚻࠅ୫ࠆߔᷣࠍ㧘ේௌോߦ

ኈߩഠൻࠍߚߞା↪⤘ᒛ߇ࠆߎน⢻ᕈࠆ߇㧚 

 ╙㧡ߦ㧘㌁ⴕ߇⾉ௌᮭࠍ⸽⊒ⴕᯏ㑐߳ᄁළߒ㧘⾉ߩᛄߩࠄ߆ሶࠍ‶

߁ࠆߔ⺑ࠍ↱ℂࠆߔߣ߁ࠃߒߢᒻᘒ㜞ߩᵹേᕈࠍᄁළઍ㊄ߩ㧘⾉ௌᮭߡߒߦ†

 㧚ࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߔឭଏࠍⷞὐߥ㧘㊀ⷐߪᵹേᕈㆬᅢߩ㧘㌁ⴕߢ߃

ᧄⓂⷰߩὐ߫߃⸒ࠄ߆㧘⾉ௌᮭߩ⸽ൻ㧘ߦࠄߐᐢ߫߃⸒ߊ㧘㊄Ⲣߩ⸽ൻࠍଦㅴߔ

ߎࠆ㜞ࠍᐲ↱⥄ߩ↪ㆇ↥⾗ߩ㧘㊄Ⲣㇱ㐷㜞ࠍᵹേᕈߩ↥⾗㧘㊄Ⲣߣࠆࠇࠄណ߇╷ࠆ

ߐఝవ߁ߘߞ㧘߽ࠅࠃߣߎࠆ߃ᡰࠍ㔛ⷐ✚ߦߚࠆߖߐ࿁ᓳࠍᚑ㐳ߩ↪㓹ߣ↥↢㧘߇ߣ

ߩ╷ߚߞߥߣේ࿃ߩ⇇㊄Ⲣෂᯏߩ㧘ߡߠၮߦὐⷰߩࠄࠇߎ㧚ࠆߥߦߣߎࠆࠇ

㗴ߡߒߣ㧘ᰴߩ㧞ὐࠍᜰ៰ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ㧚৻ᣇߢ㧘㊄Ⲣ⾗↥ߩᵹേᕈࠍ㜞ࠆᐲ

ᘠⴕߩஜోᕈߣᱜᕈ߇㧘ⷙᒰዪߡߞࠃߦචಽߦᬌ⸽ߚߞ߆ߥߡࠇߐ㧚ઁᣇߢ㧘1980

ᐕઍએ㒠ߩ㊄Ⲣ⥄↱ൻߩㆊ⒟ߢ㧘㊄Ⲣㇱ㐷ߩ⾗↥ㆇ↪ߩ⥄↱ᐲࠍ㜞߇ߣߎࠆ㧘↢↥ߣ㓹

 㧚ߚࠇߐఝవ߽ࠅࠃߣߎࠆߔᜬ⛽ࠍ↪

                                                                                                                                                                         
߽ਈࠆߡࠇࠄ߃㧚 
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㧝  㧟ߩߟ㊄Ⲣખࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕන⚐ൻߚࠇߐᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖ㧦(1)વ⛔⊛ߥ

ᚑ⚵ޟ㧧(3)࡞࠺ࡕޠൻ⸽࠻ࠪࠬࡦࡃࡦࠝޟ㧧(2)࡞࠺ࡕޠᚑဳ⚵ޟ

⽼ᄁဳޠ㧔ࠝ࠻ࠪࠬࡦࡃࡈ⸽ൻ㧕࡞࠺ࡕ  

 

(1) વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳߩޠ㊄Ⲣખ࡞࠺ࡕ 

㌁ⴕㇱ㐷䈱⾉୫ኻᾖ 

࿖ௌ (G) 10 㗍㊄ (D0) 90 

⾉ (L) 90 ⥄Ꮖ⾗ᧄ (K) 10 

     

㌁ⴕએᄖ䈱ㇱ㐷䈱⾉୫ኻᾖ 

㗍㊄ (D0) 90 ㌁ⴕ䈮ኻ䈜䉎ௌോ (L) 90 

     

     

 

⸽ߡߒߣ↥⾗ߌⵣઃࠍௌᮭ⾉߇㧔㌁ⴕࡓ࠹㊄Ⲣખࠪࠬߩޠൻ⸽ࠬࡦࡃࡦࠝޟ (2)

ࠍ⊒ⴕࠆߔ㧚㧕 

㌁ⴕㇱ㐷䈱⾉୫ኻᾖ 

࿖ௌ (G) 10 ⸽ (S) 20 

⾉ (L) 90 㗍㊄ (D1) 70 

   ⥄Ꮖ⾗ᧄ (K) 10 

 

㌁ⴕએᄖ䈱ㇱ㐷䈱⾉୫ኻᾖ 

㗍㊄ (D0) 70 ㌁ⴕ䈮ኻ䈜䉎ௌോ (L) 90 

⸽ (S)  20   
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ࠍௌᮭ⾉߇㧔㌁ⴕࡓ࠹㊄Ⲣખࠪࠬߩ㧕ޠൻ⸽ࠬࡦࡃࡈࠝޟ㧔ޠᚑ⽼ᄁဳ⚵ޟ (3) SPV

㧘SPVߒᄁළߦ  㧚㧕ࠆߔⴕ⊑ࠍ⸽ߡߒߣ↥⾗ߌⵣઃࠍௌᮭ⾉߇

 

㌁ⴕㇱ㐷䈱⾉୫ኻᾖ 

࿖ௌ (G) 10 ኅ⸘䈱㗍㊄ (Dh) 70 

㊄ (C) 20 SPV 䈱㗍㊄ (Ds) 20 

ડᬺะ䈔⾉ (Lb) 70 ⥄Ꮖ⾗ᧄ (K) 10 

 

SPV 䈱⾉୫ኻᾖ  

㗍㊄ (Ds) 20 ⸽ (S) 20 

㌁ⴕ䈎䉌⾈䈇ข䈦䈢⾉ௌᮭ (Ls) 20 ᱜ⾗↥ (NWs) 20 

     

ኅ⸘䈱⾉୫ኻᾖ 

⸽ (S) 20 ᒻ⾗↥ (P) 90 

㗍㊄ (Dh)  70   

    

ડᬺ䈱⾉୫ኻᾖ 

ᒻ⾗↥ (P) 90 ㌁ⴕߦኻࠆߔௌോ (Lb) 70 

 70 SPV  ௌോ (Ls) 20ࠆߔኻߦ
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㧞(a) ௌᮭ⾈ขᯏ㑐߇⥄Ꮖ⾗㊄ߢ㌁ⴕߩ⾉ௌᮭ⾈ࠍขࠆ႐ว 

㧔ᄁළ೨㧕 ㌁ⴕ䈱 B/S 

ડᬺะ䈔⾉ௌᮭ (L) 20 ௌᮭ⾈ขᯏ㑐ߩ㗍㊄ (Df) 20 

     

㧔⾈ข೨㧕ௌᮭ⾈ขᯏ㑐䈱 B/S 

㗍㊄ (Df) 20 ᱜ⾗↥ (NWf) 20 

     

㧔ᄁළᓟ㧕 ㌁ⴕ䈱 B/S 

ડᬺะ䈔⾉ௌᮭ (L) 0 ௌᮭ⾈ขᯏ㑐ߩ㗍㊄ (Df) 0 

     

㧔⾈ขᓟ㧕ௌᮭ⾈ขᯏ㑐䈱 B/S 

㗍㊄ (Df) 0 ᱜ⾗↥ (NWf) 20 

ડᬺะ䈔⾉ௌᮭ (L)  20   

 

㧞(b) ௌᮭ⾈ขᯏ㑐߇୫⾗㊄ߢ㌁ⴕߩ⾉ௌᮭ⾈ࠍขࠆ႐ว  

㧔ᄁළ೨㧕 ㌁ⴕ䈱 B/S 

ડᬺะ䈔⾉ௌᮭ (L) 20 ᱜ⾗↥ (NWB) 20 

     

㧔⾈ข೨㧕ௌᮭ⾈ขᯏ㑐䈱 B/S 

㗍㊄ (Df)  0 ᱜ⾗↥ (NWf) 0 

     

㧔ᄁළᓟ㧕 ㌁ⴕ䈱 B/S 

ડᬺะ䈔⾉ௌᮭ (L) 0 ᱜ⾗↥ (NWB) 0 

ௌᮭ⾈ขᯏ㑐ะ䈔⾉ௌᮭ  (Lf)     

㧔⾈ขᓟ㧕ௌᮭ⾈ขᯏ㑐䈱 B/S 

㗍㊄ (Df) 0 ㌁ⴕ䈮ኻ䈜䉎ௌോ (L) 20 

ડᬺะ䈔⾉ௌᮭ (L)  20 ᱜ⾗↥ (NWf) 0 
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㧟 વ⛔⊛ޟߥ⚵ᚑဳߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬࠆߌ߅ߦࡓ࠹ᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖ 

    ኅ⸘ ડᬺ ㌁ⴕ ᐭ ታ‛⾗↥ ว⸘ 

ታ‛⾗↥  䋫K   䋭K 0 

⾉  䋭L 䋫L   0 

࿖ௌ   䋫G 䋭G  0 

㗍㊄ 䋫D  䋭D   0 

ᱜ⾗↥ 䋭NWh 䋭NWf 䋭NWb 䋭NWg 䋭NWk 0 

ว⸘ 0 0 0 0 0 0 

䋨ᵈ䋩ᱜ䈱╓ภ䋨䋫䋩䈲⾗↥䋬⽶䈱╓ภ䋨䋭䋩䈲⽶ௌ䉕䈜䋮 

 

 

㧠  ޟ⚵ᚑ⽼ᄁဳߩޠ㊄Ⲣખࠪࠬࡓ࠹㧔㌁ⴕ߇⾉ௌᮭࠍ SPVߦᄁළߒ㧘SPV߇⾉

ௌᮭࠍⵣઃߡߒߣ↥⾗ߌ⸽ࠍ⊒ⴕࠆߔ㧕ࠆߌ߅ߦᐲㇱ㐷⾉୫ኻᾖ 

  ኅ⸘ ડᬺ ㌁ⴕ SPV ᐭ  ਛᄩ㌁ⴕ  ታ‛⾗↥  ว⸘ 

ታ‛⾗↥     䋫K          䋭K 0 

⾉     䋭Lb䋭Ls  䋫Lb  䋫Ls       0 

࿖ௌ       䋫G    䋭G     0 

㗍㊄   䋫Dh    䋭D  䋫Ds       0 

⸽   䋫S      䋭S       0 

HPM      䋫H      䋭H   0 

ᱜ⾗↥  䋭NWh 䋭NWf 䋭NWb 䋭NWs 䋭NWg 䋭NWc 䋭NWk 0 

ว⸘  0 0 0 0 0 0 0 0 

㧔ᵈ㧕SPV㧔Special Purpose Vehicle; ․⋡⊛ᬺ㧕㧘HPM㧔High-Powered Money㧕㧚 

   ᱜߩ╓ภ㧔㧗㧕ߪ⾗↥㧘⽶ߩ╓ภ㧔㧙㧕ߪ⽶ௌࠍߔ㧚 

 

 



 1 

ᐲㅴൻߣ࿖㓙㊄Ⲣෂᯏࡓࠗࡊࡉࠨ  

ᩊ↰ᓼᄥ㇢㧔᧲੩ᄢቇ㧕  

ㅴൻ⚻ᷣቇળ╙ 15 ࿁ో࿖ᄢળ㧔ᣈ㧦ฬฎደᄢቇ㧕  

2011 ᐕ 3  19-20 ᣣ  

ߦߓߪ  

ࠆߔ࿃ߦௌോਇጁⴕߩࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨߩࠞࡔࠕ  2007 ᐕߩ㊄Ⲣෂᯏ2008ޔߪ

ᐕ⑺ߪߦ࿖㓙ᵹേᕈෂᯏߦ⊒ዷߒ⇇⚻ᷣߦᄙᄢߩ⽶ߥᓇ㗀ࠍਈߩߎޕߚߞߡ߃࿖㓙㊄

Ⲣᕟᘓޔߪઍ⾗ᧄਥ⟵ࠍᡰࠆ߃㊄Ⲣᐲߩᯏ⢻ਇోࠍޕߚߞߢߩ߽ࠆߔߦ߆ࠄᧄⓂ

ޕࠆߦߣߎࠆߔಽᨆࠄ߆ὐⷰ߁ߣᐲㅴൻࠍ࿖㓙ෂᯏࡓࠗࡊࡉࠨߩ࿁ޔߪ㗴⺖ߩ

╙㧝▵ޔߪߢᣇᴺ⺰⊛ੱਥ⟵ߦၮߊߠ⚻ᷣੱ⺑ޔࠆߥ⇣ߪߣᘠ⠌ߦଐሽߡߒ⼂ߒⴕ

േੱࠆߔ㑆ߩࠬࡄߣࡓࡘࡅޔࠍ⼂⺰ࠍᬌ⸛ࠍߣߎࠆߔㅢߡߓឭ␜ޕࠆߔ╙㧞▵ߢ

ਇ⏕ታޟߩ࠭ࡦࠗࠤߡߒߘޔ⺰ᐲㅴൻߩ࠭ࡦࡕࠦޔ⺰ࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦߩࡓࡘࡅޔߪ

ᕈޟߣޠᘠ⠌⺰ߩޠᬌ⸛ࠍㅢޔߡߓᐲㅴൻ⺰ߦធㄭࠍ⹜ࠆߺ ࠗࡊࡉࠨޔߪߢ▵㧟╙ޕ1

࿖㓙ㅢޔߡߟߦᵹേᕈෂᯏ࡞࠼ޔߪߢ▵㧠╙ޕࠆߓ⺰ࠄ߆ὐⷰߩᐲㅴൻࠍ㊄Ⲣෂᯏࡓ

⽻ᐲߩㅴൻⷰ߁ߣὐޕࠆߓ⺰ࠄ߆  

 

㧝㧚ᘠ⠌ߦଐሽߡߒ⼂ߒⴕേੱࠆߔ㑆  

 ࿁ࡓࠗࡊࡉࠨߩ㊄Ⲣෂᯏޟဳࡦ࠰ࠢࠨࡠࠣࡦࠕޔߪ⸽ൻޠ⾗ᧄਥ⟵ߦ࡞࠺ࡕᩮᧄ

⊛⇼ࠍᛩࠆߌ߆ߍᘒޕߚߞߢᏒ႐ࠪࠬߪࡓ࠹ᦨㆡߥ⾗Ḯ㈩ಽࠍታ߁ߣࠆߔᣂฎ

ౖᵷ⚻ᷣቇߩ⠨߃ᣇޔߪ㊄Ⲣߩ⸽ൻޔ㊄Ⲣ࡞ࡃࡠࠣߩൻផㅴߩේേജޔ߇ߛޕߚߞߢ

㊄Ⲣߩ⸽ൻ࡞ࡃࡠࠣߣൻޟߪല₸⊛ߥ⾗Ḯ㈩ಽࠍታ߁ߣޠࠆߔᢥฏߪߣⵣ⣻

ੱᷣ⚻ߊߠၮߦ⟵ᣇᴺ⊛ੱਥߩᣂฎౖᵷޕߚߞߥߣේേജߩ⇇㊄Ⲣෂᯏߩ࿁ޔߦ

㊄ߚࠇߐᚑ⚵ߡߠၮߦቛᛶᒰௌᮭߥᄢ⤘ࠆߥ⇣ߩ⒳㘃ޕߚࠇࠄߌ߆ߍᛩ߇⇼߽ߦ⺑

Ⲣ⸽ൻຠߩᩰઃࠍା㗬ߡߒᄙ㗵ߩᛩ⾗ࠍⴕߚߞᛩ⾗ኅ್ߩᢿ߇วℂ⊛ߚߞߢߩ߽ߥ

ޕࠆߢࠄ߆ߛ⇼ߛߪߥߪޔߪ߆߁ߤ߆  

߽ߥ߁ࠃߩߤߪߣ㑆ੱߥ⊛ઍᦧࠆߥ⇣ߪߣ⺑ੱᷣ⚻ߊߠၮߦ⟵ᣇᴺ⊛ੱਥޔߪߢ 

੍ߦቢోࠍ᧪ᧂߢߩߥߪߢߪ㑆ੱޕࠆߢ㑆ੱߥ߁ࠃߩᰴޔߪࠇߘޕ߆߁ࠈߢߩ

⍮ߪߣߎࠆߔ᧪ޔߒߥวℂᕈ߽ߦ㒢⇇ޟޕࠆ߇ਇ⏕ታᕈߣޠวℂᕈߩ㒢⇇ߦ⋥㕙ߑߖ

ߡߞࠃߦޠᘠ⠌ޟ߇ⴕേ߿⼂ߩ㑆ੱޕࠆߔⴕേߡߒଐሽߦޠᘠ⠌ޟޔߪ㑆ੱߥ߃ࠍࠆ

                                                   
1 ╙ 1 ╙ߣ▵ 2 ↰ᩊޔߪ೨ඨㇱಽߩ▵ [2010b]ߩౝኈߦଐޕࠆߡߒ  
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ޕࠆߢ㑆ੱ߁ߣߊߡ߃ᄌࠅࠍޠᘠ⠌ޟߩߘ߇㑆ੱޔߦหᤨߣࠆࠇߐ⚂  

 

㧔㧝㧕ਇ⏕ታᕈߣᘠ⠌  

ޠ⇇㒢ߩวℂᕈޟߣޠਇ⏕ታᕈޟޔߡ߅ߦㄭઍᕁᗐޕ߆߁ࠈߢߪߣޠᘠ⠌ޟޔߪߢ

ࠗ࠺ޔߪߩߚߒ␜ឭࠍේဳߩ㑆ੱࠆߔⴕേߡߒଐሽߦޠᘠ⠌ޟޔߒ⸛ᬌߦ⊛ᧄᩰࠍ㗴ߩ

ߩᰴࠍ㗴ߩޠ⇇㒢ߩวℂᕈޟߣޠਇ⏕ታᕈޟޔߪࡓࡘࡅޕߚߞߢࡓࡘࡅ࠼࠶ࠖࡧ

 ޕࠆߡߓ⺰ߦ߁ࠃ

ផ⺰ޔߪߦԘ⺰⸽⊛ផ⺰ߣԙ⬄ὼ⊛ផ⺰߁ߣ㧞ߩߟ⒳㘃ޕࠆ߇Ԙⷰߪᔨߩ⻉㑐ଥߦ

㑐ࠆߔផ⺰ޔߢ⏕ታᕈߣ⸽᳗ࠍਭߦ߁ߣߟᕈᩰࠍᜬߦࠇߎޕࠆߡߞኻޔߡߒԙߪ

ታߣሽߩ㗴ߦ㑐ࠆߔផ⺰ޔߢ⚻㛎߁ߣࠆߓ↢ࠄ߆ᕈᩰࠍᜬߩߎޕߟផ⺰ߩᧄᕈߦ

ߩ㧔Ǫ㧕⥄ὼޕࠆ߇น⻪ᕈࠅ߇⇇㒢ߪߦℂᕈߩ㧔ǩ㧕ੱ㑆ޕࠆ߃⸒߇ߣߎߩߟ㧞ߡߟ

⚻ㆊߪᄌൻޕࠆ߁ߒ᧪ߪㆊߪߣหߥߢߓน⢻ᕈޔࠅ߇ਇ⏕ታ߁ߣࠆߢ㗴߇

 ޕࠆࠇ߆ዉ߇⺰⚿ߩߟ㧞ߩᰴࠄ߆⺰⼏ߩએޕࠆ

Ԙ⺰⸽⊛ផ⺰ߩ႐วޔⷙೣߪ⛘ኻࠆ⺋ߢน⢻ᕈߩߘޔ߇ߥߪᔕ↪ߦ㓙ޔઁߪߡߒ ޘ᭽ߩ

ߍᅹߦ❥㗫ߪℂ⌀ޔߡߞࠃߦ㕖ᕡᏱᕈߩᔃ⊛⢻ജߩޘᚒߪࠆޔߡߞࠃߦᷙߩේ࿃ߥ

ᣣᏱߪߦߟޔߡߞߥߣ⼂ὼ⊛⍮⬄ࠈߎߣࠆߔᏫߪ⼂⍮ߥኻ⏕ታ⛘ޔᨐ⚿ߩߘޕࠆᓧࠇࠄ

↢ᵴߡ߅ߦ↪ߣ⸽⏕ࠆࠇߐหߓᕈ⾰ࠆߥߦ㧔Hume[1978]:180-82㧕ޕԙታߣሽߦ㑐

ࠈߢࠆߔ⥌วߦㆊ߇᧪ᧂޔߪᏫ⚊⊛⸽ޕߥ߃ࠅ߆ߒߢ⊛ὼ⬄ߪᏫ⚊⊛⸽ࠆߔ

ߥ߈ߢ⸽߆ߒߦ⊛߽⬄ὼ⸽ߩᗐቯߩߎޕࠆߢࠄ߆ࠆߡߠၮߦᗐቯ߁ߣ߁

㧔Hume[1975]:32-39㧕ޕ 

એߩࡓࡘࡅޔ߇ᙬ⇼⺰ੱޔߜࠊߥߔޔ㑆ߩวℂᕈߩ㒢⇇ߣᩮḮ⊛ਇ⏕ታᕈߦ㑐ࠆߔ

ⴕߦ߁ࠃߩߤߪ㑆ੱࠆߔ㕙⋤ߦᩮḮ⊛ਇ⏕ታᕈߣ⇇㒢ߩวℂᕈޔߪߢޕࠆߢⷐߩ⺰⼏

േޕ߆߁ࠈߢߩࠆߔㆊỗߥᙬ⇼⺰⠪್߫ࠇߢᢿᱛߦ㒱ࡓࡘࡅޔ߇ߛޕ߁ࠈߢࠆ

ὼ⥄ߦ߁ࠃࠆߔᢿ್ޔߦห᭽ߣߩࠆߓᗵߒๆߪ㑆ੱޘᚒޕߥߒਈߪߦ႐┙ߚߒ߁ߎߪ

ᒻߦ߁ࠃߩߤߪၮḰߩᢿ್ޔߪߢޕ㧔Hume[1978]:183㧕ࠆߢࠄ߆ࠆߡࠇࠄቯߡߞࠃߦ

ᚑޕ߆ߩࠆࠇߐㆊ߇ᧂ᧪ߣ㘃ૃߣࠆߔᗐቯޔߒ㘃ૃ⊛ߥ⚿ᨐࠍ㘃ૃ⊛ߥේ࿃ࠄ߆ᦼᓙߔ

߃╵ޕ߆ߩߥߪޠജߩኒ⒁ޟߩߘޔߣࠆߔߣߥߪߢ⺰ផ߇ߩㄟ߈ᒁࠍޘᚒߦ߁ࠃࠆ

 ޕࠆߢޠ⠌ᘠޟߪ

ߞ↱߇⺰ផߩߡోߩޘᚒࠆߔ㑐ߦ࿃ᨐޟޕࠆߓ⺰ߦ߁ࠃߩᰴߪࡓࡘࡅޔߡߟߦὐߩߎ

ࠃ߁ߣ߈ߩㇱಽߩ⼂ߩ⾰ᕈߩޘᚒߪାᔨޕߥ߽ߢ‛ߩ⠌ᘠએᄖߪࠈߎߣࠆ᧪ߡ
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߁ࠃߩߎޕ㧔Hume[1978]:183㧕ޠࠆߢㆡಾࠅࠃ߇ߩ߁ߣࠆߢ߈ߩㇱಽߩᗵᖱޔ߽ࠅ

߮ࠃ߅ޔ⽎ኻࠆࠆߡߒ೨ߦᗵቭߒߥᙘ⸤ޔߪାᔨߩޘᚒࠆߔ㑐ߦ㗴ߩታޔߦ

ࡘࡅޔ߇ࠇߎޕࠆߥߦߣߎ߁ߣࠆߔ᧪↱ߺߩߦ⠌ᘠ⊛ㅪធߩߣ⽎ኻࠆߩઁߣ⽎ኻߩߘ

ޔߪାᔨࠆߔ᧪↱ߦ⠌ᘠ⊛ㅪធߩߎޔ㧔Hume[1975]:32-39㧕߇ࠆߢ⺰ޠ⠌ᘠ⊛ㅪធޟߩࡓ

ℂᕈߩ߽ࠅࠃ߁ߣ߈ᗵᖱߩ߁ߣࠆߢ߈ὐ߇㊀ⷐࠆߢ  ޕ2

 

㧔㧞㧕ᗐജߣᘠ⠌ 

න߁ߣࠆࠇ߹↢߇ᘠ⠌ࠄ߆ߒࠅ➅ߩ㛎⚻ޕ߆ߩࠆࠇߐᒻᚑߦ߁ࠃߩߤߪᘠ⠌ޔߪߢ

⊛ฃേߩࠢ࠶ࡠޔ߇ဳౖߩߘޕ߁߹ߒߡߞ㒱ߦ⟵ฃേ⊛Ꮻ⚊ਥߥᧉ⚛ޔߪߢߌߛ⸂ℂߥ⚐

ⷰᔨ⺰߁ࠈߢ ⚵߇⢻േᕈߩ㑆ੱޔࠅߥ⇣ߪߣࠢ࠶ࡠߪߦ⺰ᘠ⠌↢ᚑߩࡓࡘࡅޔ߇ߛޕ3

ޠᗐജޟߣޠᙘ⸤ޟߪࡓࡘࡅޕࠆߢ⋠ᵈߩ߳ޠᗐജޟ߇ⷐὐߩߘޕࠆߡࠇ߹ㄟߺ

㗅ᐨߓหߣ⽎ේශޟޔࠅߢޠᯏ⢻ࠆߔᓳࠍ⽎ශޟߪޠᙘ⸤ޟޕࠆߔኻᲧߦ߁ࠃߩᰴࠍ

ᒻᑼޟޔޠࠇߐ᧤᜔ߦᄌൻࠆߔജࠍዋ߽ߒᜬߦࠇߎޕޠߥߚኻޟޔߡߒᗐജߦ↱⥄ޟޔߪޠ

ⷰᔨ߃឵߈⟎ࠍᄌൻޟޔߚߩߎޕࠆ߈ߢ߇ߣߎޠࠆߖߐᗐജⷰ߇ᔨ㑆ߦ⋧㆑ࠍ⋴ขࠆߔ

ࠃߩߎޕ㧔Hume[1978]:8-10㧕ޠࠆ߈ߢ߇ߣߎߔߺ↢ࠍಽ㔌ߩᔨ㑆ⷰޔ߽ߢߟߪߢࠈߎߣ

 ޕࠆߔ⺞ᒝࠍᯏ⢻ߥ↱⥄ߩޠᗐജޟߪࡓࡘࡅޔߦ߁

ޕ߆߁ࠈߢߩߊߡ߃ᦧߺ⚵ޔߒߺ↢ࠍ⠌ᘠ⊛ㅪធߡߒߦ߁ࠃߩߤߪᗐജޔߪߢ

ߩᣢሽޠߥߒଐሽߦᾫᘦޟߪ㧝╙ޕ߁⸒ߣࠆ߇↪ߩߟ㧞ߪߦޠᗐജޟޔߪࡓࡘࡅ

⠌ᘠߦ⥄േ⊛ߦ㓐߁↪ޔࠅߢഃㅧᕈߪߦਲߩߎޕߒ↪ޔߪᣢሽߩ⠌ᘠౣࠍ⏕ߒ

ାᔨࠍᒝൻࠆߔᓎഀࠍᨐޟߪࠇߎޕߔߚᗐജޟߩޠ⠌ᘠ⊛ផ⒖ࠍޠᒁ߈ߔߎ↪ߢ

 ޕࠆߢⷞὐߩଶⴐ㧔vulgar㧕ޔࠅ

ࠇߎޕࠆߢ↪ޠ⼂ߩᗐജޟޠࠆߎߢ᭽ᑼߥㄤ㆙ޟޔߪߟ㧝߁߽ޔߡߒኻߦࠇߎ

ᤨߚࠇߐߺ↥߇ਇ߉ࠄំ߇ାᔨޔᤨߚߒ㕙⋤ߦᘒߥ߈ߢኻᔕߪߢ⠌ᘠߩᣢሽޔߪ

ޕࠆߢ⢻ജࠆតࠍޠේ࿃ࠆߡࠇ㓝ޟߡߒᒻᚑࠍ⺑ޔߢߣߎߩഃㅧ⊛ᯏ⢻ࠆࠇߐើ⊑ߦ

ޘੱࠆߡߞᜬࠍޠᥧ㤩⍮ޟߪࠆޠታ〣⍮ޟޔߒㅢ♖ߦ᧪߿‛⽎ኻߩߘޔߪ⢻ജߩߎ

ࠆߢⷞὐߩቇ⠪ືޔߪࠇߎޕࠆߢജࠆߔើ⊑߇ 4㧔Hume[1978]BookΣ,Part ΥޔSection 

                                                   
ߩߤߥ⠌✵ࠆਸ਼ߦォゞ⥄߿ᓳ✵⠌ߩࡁࠕࡇޔߡߒߣߟ㧝ߩ㔍ὐߩ⺰⠌ᘠ⊛ㅪធߩࡓࡘࡅߪࡄࡐ 2

႐วߪߦᓳ✵⠌ޟࠅࠃߦᗧ⼂ࠍᔅⷐޡޔࠅߥߊߥߒߣ↢ℂ⊛ߥޢㆇേޠࠆߥߦὐࠍᜰ៰ޕࠆߡߒ

ߢࠇߕߪ⊛ޔ߫ࠇߔߣࠆߢ߈ߩᗵᖱ߇ାᔨࠆߔ᧪↱ߦ⠌ᘠ⊛ㅪធߩࡓࡘࡅޔߪᛕ್ߩߎޔ߇ߛ

 .4-73:[1980]ࡄࡐޕࠆ߃ߣࠆ
Commons[1934]Ch.Τޔߪߡߟߦ⺰ฃേ⊛ⷰᔨߩࠢ࠶ࡠ 3 ,(Σ ޔ(  ኹᎹ ޕࠃߖෳᾖࠍ[2006]  
4 ᩵ᧁ㓉ᄦߪ೨⠪ޟࠍᗐജߩ⠌ᘠ⊛↪ޔޠᓟ⠪ޟࠍᗐജߩౝ⋭⊛↪ߣޠ᩵ޕࠆߢࠎᧁ



 4 

άΤ,άΥ㧕ޕ 

એੱޔߦ߁ࠃߩ㑆ߩᗐജޔߪߦᣢሽߩ⠌ᘠߦ⥄േ⊛ߦᓥ߁↪ޔߣᣢሽߩ⠌ᘠߦᓥ

㧞߁ߣޔ↪ࠆតࠍޠේ࿃ࠆߡࠇ㓝ޟߡߒᒻᚑࠍ⺑ߦᤨߥ߆ߊ߹߁߽ߡߡߞ

ޔࠅߢᯏ⢻ࠆߔ↥↢ౣࠍ⠌ᘠ߇೨⠪ޕࠆߢߩߚߡ߃⠨ߪࡓࡘࡅޔߣࠆ߇↪ߩߟ

ᓟ⠪߇⠌ᘠୃࠍᱜߺ⚵ߪࠆᦧࠆ߃ᯏ⢻ޟޕࠆߢᩮḮ⊛ਇ⏕ታᕈޟߣޠวℂᕈߩ㒢⇇ޠ

ࠆߔⴕേߡߞᓥߦޠ⠌ᘠޟࠆߔㅴൻߡߞࠃߦ߈ߩޠᗐജޟޔߪ㑆ੱࠆ߃ᛴࠍ㗴߁ߣ

 ޕߚߞߢ㑆ੱߊឬߩࡓࡘࡅޔ߇ߩ߁ߣ

 

㧔㧟㧕࠻࡞ࠞ࠺⊛ੱ㑆ߩᛕ್ 

ࠬ࠳ࡦࠨ࠭࡞ࡖ࠴ޔߪ㑆ੱ߁ߣࠆߔㅴൻ߇ޠ⠌ᘠޟߡߞࠃߦޠ⺑ᒻᚑޟ 

ޕࠆߔ⸛ᬌߡߟߦ㑆ੱߊឬߩࠬࡄޔߦᰴߢߎߘޕߚࠇࠄߓ⺰ߦ⚦ߡߞࠃߦࠬࡄ

ߚߒᛕ್ߦ߁ࠃߩߤࠍ㑆ੱߩ࠻࡞ࠞ࠺ࠆߢഃᆎ⠪ߩ⟵ㄭઍวℂਥ߇ࠬࡄޔߦߓߪ

ޕ߁ࠃߒߦߣߎࠆߺߡࠍ߆ߩ  

ޔߊߥߪ⢻ജߩᗵ⋤ߪߦޘᚒޟޕࠆߔቯุߦ߁ࠃߩᰴࠍޠᗵ⢻ജ⋤ޟߩ࠻࡞ࠞ࠺ޔߪࠬࡄ 

ޔߪߢޕ㧔Peirce[1934]:213㧕ޠࠆߡࠇߐ㒢ቯߦ⊛ℂ⺰ߡߞࠃߦ⼂ߩએ೨ߪ⼂ࠆࠁࠄ

ޠ㒢ቯޟߩߎߪᓐޕ߆ߣߎ߁߁ߤߪߣޠࠆࠇߐ㒢ቯߦ⊛ℂ⺰ߡߞࠃߦ⼂ߩએ೨߇⼂ޟ

ᢎ⢒ޟ߇⼂ޔߪߢᣇ⸒ᤃࠅ߆ಽߒዋ߁߽ޕࠆߡ߃឵⸒ߣޠ⺰ផߩࠄ߆ภ⸤ޟޔࠍ

ࠍޠߩ߽ߚߒ⺰ផޟߣޠߩ߽ߚޟޔߡߒߘޕࠆߡߒߣࠆߢޠᨐ⚿ߩㅪᗐฎ߿

߇ߣߎࠆߔ࿎㔍ࠍ⺰⼏߁ߣࠆߢዷ㐿ޕࠆߔ  

ౕԘ㧦✂⤑ࠆߦ⋤ὐޟޕߡߟߦᚒࠆ⌑߇ޘⓨ㑆ޔߪಾߥߩ⋠ࠇᬦߊߥߪߢ

Ⅳ⁁ޕࠆߢలႯߪߩࠆߔ⍮ᕈߩޔߪࠇߎޕޠࠆߢ߈⍮⊛⚿ᨐࠍ⋥ᗵ⊛ࠄ߆࠲࠺

㆑ߥᓸᅱߩ⛽❪ߩᏓޕߡߟߦⷡ⸄ԙ㧦ౕޕࠆߡߒ␜ࠍߣߎࠆߢ࿎㔍߇ߣߎࠆߔ

ߩ⍍㑆ࠆߡߒ߆േࠍᜰޔߊߥߪߢߩࠆขߓᗵߦធ⋤ޔ߇ߛޕࠆߔ⼂ߡߞ⸄ߪޘᚒࠍ

ᗵⷡࠍߩ⍍㑆ߩᗵⷡߣᲧセߩ⛽❪ޔߡߒ⸅ᗵ್߆ߣ߆⚦߈߆ߣ☻ࠍᢿޕࠆߡߒ

ౕԚ㧦⡬ⷡޕߡߟߦ㖸ߩ㜞ૐޔߪᰴߣޘᔃߦવࠆࠇࠄ߃ශ⽎ߩㅦᐲߦଐሽߎޕࠆߔ

ߩએ೨ߪᗵⷡߩ㜞ૐߩ㖸ޔߡߞ߇ߚߒޕߥ㆑ߦࠆߔሽߦએ೨ߩ㖸ࠆߪ⽎ශߚߒ߁

⼂ߡߞࠃߦ㒢ቯޕࠆߡࠇߐ  

ߡߞࠃߦ⼂ߩ⼂߽એ೨ߩ㜞ૐߩ㖸ޔ߽⼂ࠆࠃߦᗵ⸄ޔ߽⼂ߩⓨ㑆ޔߦ߁ࠃߩߎ

㒢ቯޔࠇߐផ⺰ߦၮޟޔ߃ࠁࠇߘޕࠆߢߩ߽ߊߠᚒߪߦޘ⋥ᗵߩ⢻ജޕޠߥߪᗵⷡ⊛ߥ

                                                                                                                                                                     
[1988]p.71. 
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ශ⽎߽એ೨ߩ⼂ߩ㒢ቯࠍฃޔߌᒻߩࠖ࠺ࡠࡔ߿⼂߽ቇ⠌ߣ⠌ᘠోޟߩߎޕࠆߥߣ‛↥ߩ

ߟ߮⚿ߣᩮᧄ⊛ᛕ್ߩ߳⇼ᣇᴺ⊛ᙬߩ࠻࡞ࠞ࠺ޔߪᣇ߃⠨߁ߣޠࠆߢ⺰ផߪ⼂ߩߡ

⥄ߪޘᚒޔ߫ࠇߔߣࠆߢޠᨐ⚿ߩㅪᗐฎ߿ᢎ⢒ޟޔࠅߢޠ⺰ផ߇⼂ࠆࠁࠄޟޕߊ

ಽ߇ߜߚታߦᜬࠆߡߞࠄ߆⊒ࠍࠆߑߖᓧޕߥᚒޟ߇ޘቢోߥᙬ⇼ࠄ߆ޠ⊒

ޕࠆߥߦߣߎ߁ߣߛਇน⢻ߪߣߎࠆߔ  

ᚒࠆࠁࠄߩޘ⼂ޟ߇ᕁ⠨⠌ᘠߦޠᡰߡࠇࠄ߃ᚑޔ߫ࠇߔߣࠆߡߞ┙ࠅᣢሽޟߩᕁ

⠨⠌ᘠࠍޠᶖߣ߁߹ߒߡߒ⼂߇ߩ߽ߩߘᚑ┙ޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߥߊߥߒᙬ⇼ࠄ߆⊒

⇼ᙬߩᧄᒰޕࠆߥߦߣߎ߁ߣߥߪߢ⇼ᙬߩᧄᒰޔߢᏆ᱂⍆⥄ࠆߥනߪᣇᴺ߁ߣࠆߔ

ߥߩ߽ࠆߎߦᤨߚߒㆣㆄߦ႐วߥ߁ࠃߥᓧࠍࠆߑ߆ᛴࠍ⇼ߦᨩߚߡߓାޔߪߣ

ࠃߩߤߪߣޠ⺰ផߩࠄ߆ภ⸤ޟޔ႐ว߁ߣޠࠆߢ⺰ផ߇⼂ߩߡోޟޔߪߢޕࠆߢߩ

ࠆߺߡߞតࠍ㑐ㅪߩߣޠᕁ⠨⠌ᘠޟߣޠ⺰ផߩࠄ߆ภ⸤ޟޔߢߎߘޕ߆߁ࠈߛߩߥߩ߽ߥ߁

ޕ߁ࠃߒߦߣߎ  

 

㧔㧠㧕⸥ภߣ⠌ᘠ  

ǩ㧚ߩ࠭ࡉ࠶ࡏ⸥ภ⺰  

ߦ߁ࠃߩᰴߪᓐޕ߁ࠃߺߡߒ⸛ᬌࠍ⺰ภ⸤ߩ࠭ࡉ࠶ࡎࠆߢవⴕ⠪ߩࠬࡄޔߦߓߪ

ภ㧔signs㧕⸤ߩᗐᔨ㧔conceptions㧕ߪฬㄉ㧔names㧕ࠆߢ⚛᭴ᚑⷐߩ㧔speech㧕⊑ޟޕࠆߓ⺰

⺆߁ߣޠࠪࠗޟ߇ࠇࠊࠇࠊޕ㧔Hobbes[1839]Σ:17㧕ޠߥߪߢภ⸤ߩ‛⥄りޔߡߞߢ

ޟ߇߆⺕ߚ⡞ࠍ㖸ߩߘޔߪߣߎ߁ߣࠆ᧪߇ߣߎࠆߔ⸂ℂߡߒߣภ⸤ߩޠ⍹ޟࠍ㖸ߩ

ߡߒߐᜰࠍޠ⍹ޟ߇⠪ޕࠆߢᗧ߁ߣޔࠆߔផቯߣޠࠆߡߞᕁࠍߣߎߩ⍹ߪᚻߒ

ޠࠪࠗޟ߇ޠᕈ㧔accidents㧕ޟߩޠ⍹ޟޔߪ⠪ߚ⡞ߒࠅ➅ࠍߩࠆߔ㖸⊑ߣޠࠪࠗޟ

ᗐߩޘᚒޔߪᩮ㧔causes㧕ߩฬㄉޟޕࠆߥߦ߁ࠃ߁ᕁߣࠆߢේ࿃ࠆߔᗖࠍ㖸⺆߁ߣ

ᔨߩᩮߣหߩߘޕࠆߢߓᩮߪߣᕁឬߚࠇ߆‛ࠆߩജޔേޔ߈ዻᕈߜࠊߥߔޔ

ޕ㧔Hobbes[1839]Σ:32-33㧕ޠࠆߢ᭽ᘒߩߘ  

ޕࠆ߽ߢᩮߩޠᗐᔨޟߩ‛ޔߦหᤨߣࠆߢᩮߩฬㄉޔߪᕈߩ‛ޔࠅ߹ߟ

ޔߦ߇ߟᜬࠍᩮߩㅢ߁ߣޠᕈޟߩ‛ߪޠᗐᔨޟߩ‛ߣฬㄉޔߡߞ߇ߚߒ

ฬㄉޟߪᗐᔨߩޠ⸥ภޟޕࠆߥߦߣߎ߁ߣࠆ߁ࠅߥߣฬㄉޟ̆ޠ‛ߩᕈޟ̆ޠᗐᔨޠ

߈ዉ߇ᓎഀߥ㊀ⷐߩߟ㧞ߩภ⸤ޔࠄ߆ߎߎޕࠆߢߩࠆߡࠇࠄ߃⠨߇ਃ㗄᭴ㅧ߁ߣ

ᓎߡߒߣภ㧔notes㧕⸤ߪࠆภ㧔marks㧕╓ߩ࿁ᗐޔߪ↪ലߩ㧝╙ߩฬㄉޟԘޕࠆࠇߐ

น⢻ࠍޠ⛯ㅪߩᕁ⠨ߩޘᚒޟޔߢߩࠆߖߐᗐࠍޠᗐᔨޟߩ‛ߪฬㄉޕޠࠆߢߣߎߟ┙
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ߘ߇ߜߚಽ⥄ޔᤨࠆߔ↪ࠍ⺆ߓห߇ޘੱߩߊᄙޔߪ↪ലߩߟ㧝߁߽ߩฬㄉޟԙޕࠆߔߣ

ߩઁߩߘޔࠇᕟޔߒⷐᦸࠍߚ߹ޔ߆ࠆߡ߃⠨ޔ߈ឬᕁࠍޔߡߟߦᨩߩࠇߙࠇ

 ޕ㧔Hobbes[1839]Υ:20-25㧕ޠࠆߢߣߎ߁วߖࠄ⍮ߦ߅ޔࠍ߆ࠆߡߞᜬࠍᗵᖱࠆߥ߆

એޟޔߦ߁ࠃߩฬㄉߪ⠪ߩᗐᔨߩ⸥ภޔࠅߢ‛ߩ⸥ภߩߘޔޠߥߪߢℂ↱ޟߪฬ

ㄉߣᗐᔨߪㅢߩᩮ࠭ࡉ࠶ࡎޔ߇ߩ߁ߣࠆߦߣߎޠߟ߽ࠍ⸥ภ⺰ߩၮᧄ⊛ߥ⠨߃ᣇ

⋦ޘੱޔߦߣࠆߔߦน⢻ࠍᕁ⠨ߥ⊛⛯ㅪߩޘᚒߪ⪲⸒ޔ߈ߠၮߦᣇ߃⠨ߩߎޕߚߞߢ

ࠍࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩน⢻߁ߣޔࠆߔߦℂ⸃ߺ↥߇ޕࠆࠇߐ 

 

Ǫ㧚ߩࡓࡘࡅ⸥ภ⺰ 

ᰴߩࡓࡘࡅޔߦ⸥ภ⺰ࠍᬌ⸛ޕࠆߔᓐߪᰴޟޕࠆߓ⺰ߦ߁ࠃߩᚒ߫ߒ߫ߒޔߪޘળ߁

ᢙߩ‛ߩ㑆ߦ㘃ૃ߮ߚߣ߭ࠍޔ߫߃߹ߒߡߒ㊂߮⾰ߩߤ߶ࠇߤߦ⋧㆑ࠍ߁ࠃ

ߪߡᒰࠍฬㄉߓหߩ‛ߩߡߴߔޔߣ߁ࠃࠇߤ߶ࠇߤߦ㑆ߩ‛߇㆑⋦ߩઁߩߘޔߣ

ߘࠆߔࠍฬㄉߓห߫ߌ⡞ࠍฬㄉߩߎޔߪᓟߚߞ߹ߒߡᓧࠍ⠌ᘠߩ⒳ߩߎޟޔߡߒߘޕޠࠆ

ߘߢวഀ߮ࠃ߅ᖱߥᱶ․ࠆࠁࠄߪᗐജޔࠅ⯃ߦᔃ߇ᔨⷰߩߟ㧝ߩߜ߁ߩ‛ߩࠄࠇ

 ޕ㧔Hume[1978]:20-21㧕ޠߊᛴࠍᔨⷰߩ

ࠍ㘃ૃᕈޟޔ߇ᚑ┙ㆊ⒟ߩภ⸤߁ߣޠࠆߪߡᒰࠍฬㄉߓหߦ㘃ૃᕈޟޔߪߢߎߎ

ޔߡߒߘޕࠆߡࠇࠄߴㅀ߇ߣߎ߁ߣࠆߢ⟵หߣᚑ┙ㆊ⒟ߩ⠌ᘠࠆࠃߦផ᷹߁ߣޠߔ

ⷰߩߟ㧝߇⪲⸒ޟޔߪߦᥙߚߒ┙ᚑ߇ภ㑐ଥ⸤ߩߣᔨⷰߣฬㄉޔߒ┙ᚑ߇⠌ᘠࠎߚߞ

ᔨޟޕࠆߡࠇࠄߓ⺰߇ߣߎ߁ߣޔޠࠆߖࠄ⯃ࠍฬㄉⷰޟ̆ޠᔨޠ㧔⠌ᘠ㧕̆‛߁ߣਃ

㗄᭴ㅧ߇⠨ޟߪࡓࡘࡅޔߦ߁ࠃߩߎޕࠆߡࠇࠄ߃ฬㄉߪᗐᔨߩ⸥ภࡎ߁ߣޠࠆߢ

ࠍᐔߩ⥄⁛߁ߣࠆߓ⺰ࠄ߆ὐⷰߩᕁ⠨⠌ᘠࠍภㆊ⒟⸤ޔࠄ߇ߥߒᛚ⛮ࠍ⺰ภ⸤࠭ࡉ࠶

ಾࠅ㐿ߣߚ⠨ࠆࠇࠄ߃  ޕ5

 

ǫ㧚ߩࠬࡄ⸥ภ⺰ 

 ᰴߩࠬࡄޔߦ⸥ภ⺰ߩᬌ⸛ޕ߁ࠈ⒖ߦᓐߩ⸥ภ⺰ޟޔߪ⸥ภޟ̆ޠኻ⽎ޟ̆ޠ⸃㉼ᕁ⠨ޠ

ᜬࠍߦ㓙ߩᄖޔߒ੍᷹ࠍޠ㒠㔎ޟߦ㓙ߚࠍޠ㔕㤥ޟޕࠆߡߒᚑࠍਃ㗄᭴ㅧ߁ߣ

ෳࠆߔࠍ⠨ߩߎޕ߁ࠃߺߡ߃႐วޟޔ㤥㔕ࠍޠ߁ߣࠆ⋥ធ⚻㛎ߪනࠆߥᖱᘒߦㆊ߉

ޠ㒠㔎ޟ߇ޠ㔕㤥ޟߩߎޔ⍍㑆ߩᰴޔ߇ߛޕߥߡߞᗧ߽⍮⊛ଔ୯߽ᜬࠆߥ߆ޔߕ

ផ߁ߣޠ߁ࠈߛࠆ㒠߇㔎ߢߩࠆ߃߇㔕㤥ޟޔߣࠆࠇࠄᱛߌฃߣ㧔⸥ภ㧕ޠళ੍ޟߩ

                                                   
↰㤥ߦᣢޔߪ៰ᜰ߁ߣᛚ⊒ዷ⛮ࠆࠃߦࡓࡘࡅߩ⺰⺆⸒࠭ࡉ࠶ࡎߥ߁ࠃߩߎ 5  ޕࠆߡߞⴕ߇[1987]
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᷹㧔ᕁ⠨㧕߇ⴕޟޔࠇࠊ㤥㔕ޟߪޠ㒠㔎ࠍޠ⽎ޟࠆߔ⸥ภߩߎޕࠆߥߣޠ႐วޟޔ㤥

㔕ޠ㧔⸥ภ㧕ޟ߇㒠㔎ޠ㧔ኻ⽎㧕ࠍ⽎㧔ઍ㧕ޟޔߪߩࠆߔ㤥㔕ߪ㒠㔎੍ߩళߣޠࠆߢ

 ޕࠆߢࠄ߆ࠆߡࠇߐᇦߦផ᷹㧔⸃㉼ᕁ⠨㧕߁

ߩߚ߃߇㔕㤥ޡޟޔࠄߚ߈ߡߞ㒠ߦታ㓙߇ޠ㔎ޟߡߞߚᒰ߇੍᷹ߩߎޔ⍍㑆ߩᰴߡߐ

ㆊߩએޕࠆߥߦߣߎࠆߔ⛯ᓟ߇ᕁ⠨߁ߣޠߚߞߚᒰߪ੍᷹߁ߣޢ߁ࠈߛࠆ㒠߇㔎ߢ

⒟ࠍⷐ⚂ߣࠆߔᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩԘ㤥㔕ߩ⋥ធ⚻㛎㧔නࠆߥᖱᘒ㧕ψԙޟ㤥㔕ޟߪޠ㒠

㔎੍ޟߩޠళޠ㧔⸥ภ㧕ޟޔࠇߐ㉼⸂ߣ㒠㔎ࠆࠇߐ੍᷹߇ޠψԚታ㓙ޟߦ㒠㔎ࠍޠ⚻㛎ޕࠆߔ

ψԛޡޟ㤥㔕߇ߢߩߚ߃㔎߇㒠ߪ੍᷹߁ߣޢ߁ࠈߛࠆᒰ್ߣޠߚߞߚᢿߎߎޕࠆࠇߐ

ࠊⴕ߇ᢿ㧕್ߩ⏕߁ߣߚߞ߆ߒᱜߪ㧔ផ᷹㉼⸂ߩᕁ⠨ߩవⴕࠆࠃߦᕁ⠨ߩ⛯ᓟޔߪߢ

ߦᕁ⠨ࠆߔ⛯ᓟޔߪᕁ⠨ࠆߔవⴕ߁ߣޠ߁ࠈߛࠆ㒠߇㔎ߢߩߚ߃߇㔕㤥ޟޕࠆߡࠇ

ޕ߽ࠆߡߞߥߣภ⸤ࠆߔ⽎㧔ઍ㧕ࠍᢿ್੍᷹ߡ߅ ޔߡࠇߕߪ߇ᢿ್੍᷹ߩߎޔ߽ߒ

㔎߇㒠ޡޟޔ߫ࠇߌߥࠄ㤥㔕߇ߢߩߚ߃㔎߇㒠ߣޠߚࠇߕߪߪ੍᷹߁ߣޢ߁ࠈߛࠆ

ޔߪ㧝Ბ㓏╙ߩߘޕࠆ߹ᆎ߇ᣏߩត᳞ߡߌ߳ะ⸂ߩ↱ℂߩߘޔࠇߐߥ߇ᢿ್ߥ⊛ቯุ߁

⺑ᒻᚑߩㆊ⒟ߩߎޕࠆߢត᳞ߩᣏޟߪࠅߚߒߐޔߪ㤥㔕ߪ㒠㔎੍ߩళߣޠࠆߢ

 ޕ߁ࠈߢ߁߆ะߦ⸂ߩ㒖ኂⷐ࿃ޔߊߥߪߢᱜୃߩ⥸৻ᴺೣ߁ߣ߁

⽎㧔ઍࠍᗧߩ߆ࠄޔࠅߥߣภ⸤ߡ߅ߦᕁ⠨ࠆߔ⛯ᓟߪᕁ⠨ࠆߔవⴕޔߦ߁ࠃߩߎ

㧕ޔߒᓟ⛯ࠆߔᕁ⠨ޕࠆࠇߐ㉼⸂ߡߞࠃߦ⸥ภߩ⽎㧔ઍ㧕ᯏ⢻ࠍㅢޔߡߓᕁ⠨ߪㅪ

ࡘࡒࠦޔߊߥߢߌߛ߁ߣࠆߡࠇᵹߦ⊛㑆ᤨߪᕁ⠨ޕࠆߢߩࠆߡߒߥࠍࠇᵹߚߒ⛯

ޔ߽ߩࠆߔߦน⢻ࠍࠅ߇ᐢߩߎޕߊߡߞ߇ᐢߦ⊛⛯ㅪߦ㑆ߩޘੱߡߓㅢࠍࡦ࡚ࠪࠤ࠾

⸥ภߩ⽎㧔ઍ㧕ᯏ⢻ߩߎޕࠆߢὐߩ࠭ࡉ࠶ࡎޔߡߟߦߚߍߢ⠨ޕ߁ࠃߺߡ߃

㧭ߣޠࠪࠗޟ߇⊒ࠍࠇߘޔߒ㧮߇⡞ޔᤨߚ㧭ߣ㧮߇ߦᣣᧄ⺆ࠍߔᢥൻߦᚲዻߒ

ߢภ⸤ࠆߔ⽎ࠍޠ⍹ޟߪ㖸⺆߁ߣޠࠪࠗޟࠄ߆ᢥ⣂߿ࡦ࡚ࠪࡀ࠻ࡦࠗޔ߫ࠇߡ

ᕈ㧕ߩ‛㧔ኻ⽎㧦ޠ⍹ޟ߇㖸㧔⸥ภ㧕⺆߁ߣޠࠪࠗޟޔ႐วߩߎޕࠆߔផ᷹ߪ㧮ߣࠆ

ߩਔ⠪߇㧔⸃㉼ᕁ⠨㧕ࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦ߁ߣ♽⺆⸒ߩㅢޔߪߩࠆߔ⽎㧔ઍ㧕ࠍ

㑆ߢޕࠆߢࠄ߆ࠆߡࠇߐ 

ਔ⠪߇ޠᕁ⠨㉼⸂ޟࠆߔᇦࠍ߈ߟ߮⚿ߩޠ⽎ኻޟߣޠภ⸤ޟޔߪߩߥ߈ߴߔᵈᗧޔ߇ߛ

⚐ޟߩภ⸤ߥ߁ࠃߩ㘑㢚ޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆߡࠇࠄ㒢ߪ႐วࠆߔ⥌৻ߦቢోߢ㑆ߩ

ኻᔕ㑐ߩޠᗧౝኈߩภ⸤ޟߣޠภ⸤ޟߦ߁ࠃߩାภࠬ࡞ࡕޔ߿႐วߩޠᜰ␜↪ᴺߥ☴

ଥ߇ⷙ⚂ߡߞࠃߦ෩ኒߦ߹ࠆߡߞ႐วဳౖߩߘ߇ߤߥޔߒ߆ߒޕࠆߢㅢᏱߩળ

ޠ⍹ޟߪޠࠪࠗޟޕ߁ࠈߢ⒘ࠈߒߪߣߎࠆߡߒ⥌৻ߦቢో߇ޠᕁ⠨㉼⸂ޟޔߪߦ႐วߩ
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߹ޕࠆߢࠄ߆ߥࠇߒ߽߆ࠆߡߒᗧࠍޠᱫ❁ޟޔޠㆮᔒޟޔޠකᏧޟޔޠᗧᔒޟߊߥߪߢ

㒢ߪߣࠆ߇⥌৻ߢ߆ߩࠆߔᗧࠍ⍹ޠߩߤޟޔ߽ߦ႐วࠆߴ߆ᶋᕁࠍޠ⍹ޟ߇ਔ⠪ޔߚ

ᗧࠍޠ⍹ߩߤޟ߇㖸⺆ߩߘޔߡ⡞ࠍ⊑߁ߣޠࠪࠗޟߩ㧭ߪ㧮ޔߡߞ߇ߚߒޕߥࠄ

ࠍ߆ߩࠆߔᢥ⣂߿⁁ᴫࠄ߆⍍ᤨߦផ᷹ޕࠆߥߦߣߎࠆߔ႐วߪߡߞࠃߦ㧭ߦ⾰ߡߒ⏕

 ޕ߁ࠈߛࠆ߽ߣߎ߁ߣࠆ߆

㧮ޔࠅ⺆ࠍផ᷹ߣޠࠄߒ߆ߥߪߢ⍮ߪ↵ߩޟ߇㧭ޕ߁ࠃߺߡߍࠍߩޔߚ߹

ࠍァߪ↵ߩޔࠄߥߗߥޕ߁ᕁߣߛ㑆㆑ߪផ᷹߁ߣޢ߆ߥߪߢ⍮ߪ↵ߩޡޟ߇

ߩ㧭ޔߪߢߎߎޕࠆ⺆ࠍផ᷹ߥߚᣂ߁ߣޠ߁ࠈߛァมቭޔߊߥߪߢ⍮ߢߩࠆߡ⌕

ᕁ⠨㧔ផ᷹㧩⺑㧕ޔ߇ᓟ⛯ࠆߔ㧮ߩᕁ⠨ߩਛߢ⸥ภޔ߽ߒ߽ޕࠆߡࠇߐ㉼⸂ߡߞߥߣ

㧭߇㧮ߩᣂߥߚ⺑ࠍฃߌޔ߫ࠇߔߣࠆࠇԘ㧭ߩᕁ⠨㧔⺑ᒻᚑ㧕ψԙ㧮ߩᕁ⠨ࠆࠃߦ

㧭ߩᕁ⠨㧔⺑㧕ߩ⸃㉼㧔ุቯ㧕ߣᣂߥߚ⺑ᒻᚑψԚ㧭ࠆࠃߦ㧮ߩᕁ⠨㧔ᣂߥߚ⺑㧕

ᵹߦ⊛⛯ㅪ߇ᕁ⠨ޔߡߓㅢࠍࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩਔ⠪ޔߢᒻ߁ߣޔ㧕ࠇߌ㧔ฃ㉼⸂ߩ

ߒㅴⴕ߇ߖࠊวࠅ᠁ߩޠᕁ⠨㉼⸂ޟߩਔ⠪ߡߓㅢࠍኻޔߦ߁ࠃߩߎޕߊߡࠇߐᱜୃࠇ

 ޕࠆߢߩߊߡ

⽎ኻߣࠇߘޔߡߞߥߣภ⸤ߒᣂ߇⥄ࠇߘߪ㗄㉼⸂߁ߥߦࠍᗧߩภ⸤ޟޔߦ߁ࠃߩߎ

ࠎ↢ࠍ㗄㉼⸂ߩᰴߦᦝߡߞߥߣภ⸤ߒᣂߚ߹ߪࠇߘޔߺ↢ࠍ㗄㉼⸂ߩߟ㧝߁߽ߋߥߟࠍ

㗄㉼⸂ߣ⽎ኻߣภ⸤ޔࠅߥߦน⢻߇㧔ᗧ↪㧕ࠬࠪࠝࡒߩߡߒߣ↪ᗧߩή㒢ޔߢ

⊛㑆ᤨߩᕁ⠨ㆊ⒟ޕࠆߥߦߣߎ߁ߣ㧔㚍[2001]:13㧕ޠࠆߕ↢ߦή㒢߇ਃ㗄㑐ଥ߁ߣ

ㅪ⛯ᕈߪ⸥ภㆊ⒟ߩή㒢ߩㅪ⛯ᕈߡߞࠃߦᡰޔࠅ߅ߡࠇࠄ߃⸥ภߣኻ⽎ࠍᇦࠆߔ⸃㉼㗄

ᕁޔߢߩࠆߡࠇߐߦ⊛ળ␠ޔߪภㆊ⒟⸤ߩߎޕߊߡߍㆀࠍㅴൻޔࠅߥㅪߦή㒢ߪ

⠨ㆊ⒟ߣ⸥ภㆊ⒟ߩㅪ⛯ᕈߪή㒢ߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩㆊ⒟ޔߡߒ߁ߎޕࠆ߽ߢ㓸ว

 ޕߊߡࠇࠊⴕߦή㒢ߡߒߣㅴൻߩภ⸤߇ㅴൻߩᕁ⠨⠌ᘠߥ⊛

 

㧔㧡㧕⺑ᒻᚑߣഃ⊒  

 ⸥ภߦଐሽࠆߔᕁ⠨ߪផ⺰ޔࠅߢߩ߽ߩߘ⺑ᒻᚑṶ➈Ꮻ⚊ផℂࠍㅢߡߓഃㅧ⊛

ߩ߽ࠆߔኻᔕߦᲑ㓏ߩߟ㧟ߩត᳞ߪࠬࡄޔࠍផ⺰ᒻᑼߩߟ㧟ߩߎޕߊߡߍㆀࠍㅴൻߥ

ߺߡߒ⸛ᬌߡߟߦ㧟Ბ㓏ߩត᳞ޔߢߎߘޕ㧔Peirce [1935]:468-473㧕ࠆߡߓ⺰ߡߒߣ

ޕ߁ࠃ  

ត᳞ߩ╙㧝Ბ㓏ࠆޟޔߪ㛳߈ߴߊ⽎ޔᦼᓙࠍⵣಾޔࠅត᳞⠪ߩᦼᓙߩ⠌ᘠߩ㇎㝷ߔࠍ

ߔޔାᔨޕࠆࠇ߫ߣޠାᔨޟߪ⠌ᘠߩᦼᓙߩត᳞⠪ޕࠆ߹ᆎࠄ߆ኤⷰߩޠ㛎⚻ߥ߁ࠃࠆ
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┙⏕ߦߜ߁ߩޘᚒ߇⠌ᘠࠆࠆߔⷙቯࠍⴕേߩޘᚒޔߪߜ᳇ᜬ߁ߣࠆߡߓାޟߜࠊߥ

⠌ޔߪᒻᚑߩାᔨޕ㧔Peirce[1934]:358-410㧕ޠࠆߢߒࠆߒߥ߆⏕ߔ␜ࠍߣߎࠆߡࠇߐ

ᘠޟޔߒ߆ߒޕߥࠄߥઁߦ┙⏕ߩ㛳߈ߴߊ⽎ⷰޟߩޠኤޔࠅࠃߦޠ♖⁁ᘒޟߪାᔨޠ

ߎߘ߆ߣߪޘᚒޔࠅߢᘒ⁁ߥਇߥࠇߐߚḩޟߪޠᔨ⇼ޟޕࠆߔផ⒖ߦޠᔨ⇼ޟࠄ߆

ࠃࠆߔᶖ⸂߇ޠ߈㛳ޟߩߎޔߪត᳞ޕޠࠆߔ㑵⧰ߣ߁ߎ⌕ࠅㄡߦᘒ⁁ߩାᔨޔߡࠇㅏࠄ߆

ޔᨐ⚿ߩߘޕࠆߔᾫ⠨ࠄ߆ᐲⷺࠆࠁࠄࠍޠ⽎ޟߩߎߕ߹ޔߡ᳞ࠍޠὐⷰޟࠆߥ߁

㧝ߩߟน⢻ߥ⺑ࠍឭଏޟࠆߥ߁ߘࠇߊߡߒᙘ᷹߇ޠᚑޕߟ┙ࠅ 

৻⥸ൻߣࠆߔᰴޟޕࠆߥߦ߁ࠃߩ㛳߈ߴߊታ㧯ⷰ߇ኤޔ߽ߒ߽ޔߒ߆ߒޕࠆࠇߐ⺑㧭

↱ℂ߈ߴࠆ߃⠨ߣࠆߢ⌀߇㧭ޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߢᨩߩᒰὼߪ㧯ޔ߫ࠄߥࠆߢ⌀߇

ߢᨩߩᒰὼߪ㧯ޔ߫ࠄߥ⌀߇㧭ޟޔߪផ⺰ᒻᑼߩߎޕ㧔Peirce[1934]:180-212㧕ޠࠆ߇

ߡߌฬઃߪࠬࡄߣޠ㆚ផℂ㧔retroduction㧕ޟޔߢߩࠆߡߞㄡߦㅒࠍ⺰ផ߁ߣޠࠆ

ࠆ ߩᓟઙ⢐ቯޟ߁⸒ߢᒻᑼ⺰ℂቇޔߢߩࠆߡዉࠍ⢐ቯߩవઙ㧭ࠄ߆⢐ቯߩᓟઙ㧯ޕ6

ੱߩ㚍ࠆࠇߐෘㆄߩߢ㗔ౝࠦ࡞࠻ޟޔߪߦ⊛ౕޕࠆߢ⺰ផߩᒻᑼࠆߡߒ‽ࠍޠ⻪⺋

㧔⺑㧭㧕ޠߥ㆑ߦ⍮㧔governor㧕ߪ↵ߩޟࠄ߆ታ㧯㧕߈ߴߊ㧔㛳ޠળߩߣ

ޠߚߞߢᶏߪ৻Ꮺߩߎᤄޟࠄ߆㧔ታ㧯㧕ޠ⊑ߩൻ⍹ߩ㝼ߩߢౝ㒽ㇱޟޔߔ߈ዉࠍ

㧔⺑㧭㧕ࠍዉ߈ߔ߁ߣ࠻࡞ࡄ࠽ࡏࡦࠝࡐ࠽ޟޔᓕ⠪ߡߟߦ⸥ㅀߚߒ⸥㍳ߣ

⸥ᔨ⎼߇ήᢙޠࠆߦ㧔ታ㧯㧕ޟࠄ߆ᓐߪታޠߚߒ㧔⺑㧭㧕ࠍዉ߈ߔ߇ޔࠄߍ

ޕ㧔Peirce[1932]:619-644㧕ࠆߡࠇ  

 ᰴߩߎޔߦ㆚ផℂࠍਃᲑ⺰ᴺߩᒻᑼߢṶ➈ផℂޔᏫ⚊ផℂߣᲧセޕ߁ࠃߺߡߒṶ➈ផ

ℂޔߪⷙೣ㧔ᄢ೨ឭ㧦ߩߎޟⴼޠࠆߢ⼺⊕ߪ⼺ߩߡోߩ㧕ߣ㧔ዊ೨ឭ㧦ߪ⼺ߩࠄࠇߎޟ

ࠍ㧕ޠࠆߢ⼺⊕ߪ⼺ߩࠄࠇߎޟᨐ㧔⚿⺰㧦⚿ޔࠄ߆㧕ޠࠆߢߩ߽ߚࠇߐࠅขࠄ߆ⴼߩߎ

ዉ߈ߔಽᨆ⊛ផ⺰ߩߎޕࠆߢផ⺰ᒻᑼޔߪߢ೨ឭߩౝኈߩਛߩ⺰⚿ߦౝኈ߇ᗧࠇߐ

 ޕࠆࠇߐ߈ዉߦ⊛ᔅὼ߇⺰⚿ࠄ߆೨ឭޔߢߩࠆߡ

ߩ߽ߚࠇߐࠅขࠄ߆ⴼߩߎߪ⼺ߩࠄࠇߎޟ㧔ዊ೨ឭ㧦ޔߪᏫ⚊ផℂޔߡߒኻߦࠇߎ

ోߩⴼߩߎޟⷙೣ㧔ᄢ೨ឭ㧦ޔࠄ߆㧕ޠࠆߢ⼺⊕ߪ⼺ߩࠄࠇߎޟᨐ㧔⚿⺰㧦⚿ߣ㧕ޠࠆߢ

೨ޔߪߦታ⻉ࠆߡࠇߐ⚂ⷐߦ⺰⚿ޟޔߢ⺰ว⊛ផ✚ߔ߈ዉࠍ㧕ޠࠆߢ⼺⊕ߪ⼺ߩߡ

ឭߦㅀࠆߡࠇࠄߴ⻉ታߪ߹ޠߥߪߡࠇ㧔Peirce[1932]:669-693㧕ߩߎޕផ⺰ᒻᑼ

ߡߟߦోࠬࠢߪᨩߓหߩߘޔߡߒൻ⥸৻ࠄ߆ߩߊᄙࠆߢ⌀߇ࠆޟޔߪ

ޠℂ⊛ᒻᑼ⺰ߔࠍℂ⊛ㆊ⒟↢߁ߣᒻᚑߩ⠌ᘠޟޔߢ⺰ὼ⊛ផ⬄߁ߣޠࠆߢ⌀߽

                                                   
6 Abduction hypothesisޔࠅ߱႐ว߽ߣ ޕࠆ߽߈ߣ߱ߣ  
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㧔Peirce[1932] :619-644㧕ߩߎޕࠆߢផ⺰߇⬄ὼ⊛ޔߪߩࠆߢⴼߩਛߦ⊕⼺એᄖ߽ߩ

 ޕࠆߢࠄ߆ࠆ߇น⢻ᕈࠆߡߞ߇⼺㤥߫߃ߣߚޔߩ

 ㆚ផℂ㧔⺑ᒻᚑ㧕ޔߪⷙೣ㧔ᄢ೨ឭ㧦ߩߎޟⴼޠࠆߢ⼺⊕ߪ⼺ߩߡోߩ㧕ߣ⚿ᨐ㧔⚿

⺰㧦ޠࠆߢ⼺⊕ߪ⼺ߩࠄࠇߎޟ㧕ޔࠄ߆㧔ዊ೨ឭ㧦ߩߎߪ⼺ߩࠄࠇߎޟⴼࠄ߆ขࠅߐ

ޔࠅߢޠផℂߩᴺೣ߳⥸৻ࠄ߆ᱶ․ޟ߇⚊Ꮻޕࠆߢ⺰ផߔ߈ዉࠍ㧕ޠࠆߢߩ߽ߚࠇ

ޔߡߒኻߦߩޠࠆߔ⺰ផߣࠆߔሽ߇⽎ߥ߁ࠃߚߒኤⷰߦߢߔޔߡ߅ߦࠆߔ㘃ૃޟ

⺑ᒻᚑޟߪ⚿ᨐࠄ߆ේ࿃߳ޠߩផℂޟޔࠅߢ⋥ធⷰኤߪߣࠇߘޔࠄ߆ߩ߽ߚߒ⒳ߩ

 㧔Peirceࠆߢ⺰ផޠࠆߔᗐቯࠍߩ߽ࠆߧ߃ߒធⷰኤ⋤ޔ႐วߩߊᄙ߽߆ߒޔࠍߩ߽ࠆ

[1932]:619-644㧕ޟޕ㝼ߩൻ⍹ߩޠߜ┙ߦᚯޔߣࠆߺߡߞᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ⚿ᨐ㧔⚿⺰㧦ޟౝ

㒽ㇱߩߢ㝼ߩൻ⍹ߩ⊒ޠ㧕ޟ߇㛳߈ߴߊታ㧯ޔߪߩࠆߢޠⷙೣ㧮㧔ᄢ೨ឭ㧦ޟ㝼ߪౝ

㒽ㇱߪߦᕷޠߥߒ㧕ߣߦ߆ࠄ⍦⋫ߩߎޕࠆߢࠄ߆ࠆߔ⍦⋫ࠍ⸃ᶖޔߦߚࠆߔ

㧭㧔ዊ೨ឭ㧦ޟᤄߩߎ৻Ꮺߪᶏޠߚߞߢ㧕ޔ߇⺑ߡߒߣᗐቯޕࠆߢߩࠆࠇߐ  

ߕ߽ࠅࠃ⺑ᒻᚑޟߪ⚊ԘᏫޕࠆߔߢ↱ℂߩߟ㧠ߩᰴࠍ⺑ᒻᚑߣ⚊Ꮻޔߪࠬࡄ 

ℂቇ↢ޟߪߦԚਔ⠪ޕޠߥ߈ߢ⺰ផߦ⊛⚊Ꮻߪ⺰⚿⊛⺑ޟԙޕࠆߢޠ⺰ផߥᒝജߣߞ

⊛Ꮕ⇣ޕࠆ߇ޠԛਔ⠪ߩ߁߽ߩ㧝ߩߟ㐳ᚲߩߘޟޔߪޔߡߞࠃߦቇ߮ࠃ߅ቇ

ߦ ᓥ  ߔ ࠆ ♖  ߦ ߟ  ߡ ߩ ߏ ߊ ⥄ ὼ ߥ ಽ 㘃 ߦ  ㆐ ߢ ߈ ࠆ ὐ ߦ  ࠆ 㧔ޠ Peirce 

[1932]:619-644㧕ޕએߩ㧠ὐߩౝኈ߁߽ࠍዋߒߊߒޕ߁ࠃߺߡԘޔߗߥᏫ⚊ߪ⺑ᒻ

ᚑ߽ࠅࠃᒝജߥផ⺰ޔߪࠇߘޕ߆ߩߥᏫ⚊ޟ߇㘃ૃߩታࠍޠផ⺰ޔ߇ࠆߔ⺑ᒻᚑޟ߇

⒳ߩታࠍޠផ⺰ޔ߫߃⸒ߦ⊛ࡓࡘࡅޕࠆߢࠄ߆ߛߩ߽ࠆߔ೨⠪ޔߪଶ⠌ޟ߇ᗐജ

ޔ߇ࠆߢ⺰ផޠߥߒଐሽߦᾫᘦޟࠆ߈ߢߩߣߎ߁ⴕߦኈᤃߡߒଐሽߦޠ↪⠌ᘠ⊛ߩ

ᓟ⠪ޟޔߪᗐജߩౝ⋭⊛↪ߦޠଐሽߡߒⴕޟࠆࠇࠊᾫᘦߦଐሽޠࠆߔផ⺰ޕࠆߢߩߥ

ԙޟޔߡߞ߇ߚߒ⺑⊛⚿⺰ࠍޠᏫ⚊⊛ߦዉ߈ޕࠆߥߦߣߎ߁ߣߥ߈ߢߪߣߎߔ  

Ԛផ⺰ߩᕈᩰޔߢߩࠆߥ⇣߇↢ℂቇ⊛Ꮕ⇣߽↢ޕࠆߓ೨⠪ޟޔߪ⠌ᘠߩᒻᚑ߁ߣ↢ℂ⊛

ㆊ⒟ࠍߔ⺰ℂ⊛ᑼޔ߇ޠࠆߢᓟ⠪ࠆޟߪ㧝ߩߟਥ⺆ߦઃ⌕ࠆߔ㍲㔀ߥㅀ⺆⟲ࠍ㧝

ߩᔨߩࠄࠇߎޟޕޠࠆ߃឵߈⟎ߦㅀ⺆ߩߘ߇ߩ߅ߩ߅ߩਥ⺆ߦౝዻߣࠆߡߒ⠨ߘࠆ߃

ߡߒ߁ߎޔߪߡ߅ߦ⺰⺑⊛ផޕࠆߡߒઃ㓐߇ᗵⷡߩ․ࠆޔߪߦᕁᗐⴕὑߚߒ߁

ߞขߦන৻ᗵᖱߥᒝὓࠅࠃޔࠆߔᏫዻߦⴕὑࠆ߃⠨ࠍ⺰⚿⊛⺑ޔߪᗵᖱߥⶄ㔀ߚࠇ߹↢

↢ࠍ⚛⠌ᘠ⊛ⷐߩߘߪ⚊Ꮻޔࠍ⚛ᗵᕈ⊛ⷐߩᕁᗐߪ⺑ᒻᚑޟޔ߃ࠁࠇߘޕޠࠆࠇࠄࠊઍߡ

ޠಽ㘃ቇߥ⊛⚊Ꮻ⚐ޔߕ߹ޔ߫߃ߢὼ⑼ቇ⥄ޟޕࠆ߇ޠ⇣Ꮕߩផℂ᭽ᑼޟԛޕޠߔߺ

⺰ℂޟޔߦᰴޕࠆߢታߩߘ߇ޠൻቇ߮ࠃ߅㋶‛ቇޔേ‛ቇޔቇ‛ᬀߥ⊛⛔♽ޟޕࠆ߇
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⑼ቇޟޕࠆ߇ޠᄤᢥቇޔ⚐☴‛ℂቇߩߘ߇ߤߥޠታޟޔߡߒߘޕࠆߢ⺑⊛⑼ቇ߇ޠ

 ޕࠆߢታ߇ߤߥޠቇ‛↢ޔ⾰ቑޟޕࠆ

એޔߦ߁ࠃߩᏫ⚊ޟ߇ᗐജߩ⠌ᘠ⊛↪ߦޠଐሽޟߡߒ㘃ૃߩታࠍޠផ⺰ࠆߔᲧ

セ⊛ኈᤃߥផ⺰ᒻᑼߦߩࠆߢኻޔߡߒ⺑ᒻᚑޟߪᗐജߩౝ⋭⊛↪ߦޠଐሽޟߡߒ⚿

ᨐࠄ߆ේ࿃ࠍޠផ⺰ޟࠆߔᗐജࠍޠⷐ᳞ࠆࠇߐផ⺰ᒻᑼޕࠆߢߩߥ㆚ផℂߡߞࠃߦ

⺑߇ᒻᚑޔߣࠆࠇߐត᳞ߩ╙㧝Ბ㓏ޔߡߒߘޕࠆߔੌ⚳ߪᒻᚑޟߚࠇߐ⺑ߐ࠻ࠬ࠹ߪ

ઙ᧦ߩ⒳㘃ࠆࠁࠄࠆߔ⚿Ꮻࠄ߆ℂ⌀ߩߘޔ߃ടࠍ⸛ᬌߦ⺑ޟޕޠߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇ

㗴ࠍ⚻㛎⊛⚿ᨐߩᬌ⸛ࠄ߆ᆎޟ߇ࠇߎޕޠߥࠄߥ߫ࠇߌߥត᳞ߩ╙㧞Ბ㓏ޕࠆߢޠ

߁ߣࠆ㓸ࠍ⚿Ꮻߩ⺑ޟࠆߢޠ⊛⋠ߩ➈Ṷޟޕࠆߢޠ➈Ṷޟ߇ផ⺰ᒻᑼߩᲑ㓏ߩߎ

ߣ㛎⚻ޔ⒟ᐲߩߤ߇⚿Ꮻߩࠄࠇߘޟޕࠆߦ㧟Ბ㓏╙ߪត᳞ޔ߫ࠇࠇߐ㆐ᚑߦචಽ߇ޠ⊛⋠

ߪࠆޔޠ߆ߩࠆߢߩ߽ߒᱜߦ⒟ᐲࠆ߆ࠊߣࠇߘ߇⺑ߩߘޟޔޠ߆⏕ࠍ߆ࠆߔ⥌৻

ߔᢿ್ࠍޠ߆ߩߥߩ߽߈ߴࠆࠇߐᜎุߊోޟ߽ߣࠇߘޔޠ߆ߩࠆߔߣᔅⷐࠍᱜୃߥ⊛⾰ᧄޟ

 ޕࠆߢޠᏫ⚊ᴺޟ߇ផℂᴺߥ⊛ᓽ․ߩߘޕࠆߢᲑ㓏ࠆ

⋪⍦ߣᕁ⠨⠌ᘠ㧔ାᔨ㧕ߩᣢሽޕࠆߥߦ߁ࠃߩᰴߣࠆߣ߹ࠍ⺰㧟Ბ㓏ߩត᳞ߩࠬࡄ

➈ᒻᚑ㧔⊒㧕ψṶߩ⺑ࠆ߈ߢ⺑ࠍޠ⽎߈ߴߊ㛳ޟψ⊑ߩޠ⽎߈ߴߊ㛳ޟࠆߔ

ផℂࠆࠃߦ⺑ߩᬌ⸽ψṶ➈ߢᓧߚࠇࠄᏫ⚿ߣ⚻㛎ࠆ߆⏕ࠍ⥌৻ߩᏫ⚊ផℂψޟ㛳ߴߊ

ߔㅴൻߪᕁ⠨ߩ㑆ੱߡߓㅢࠍㆊ⒟߁ߣޔ┙⏕ߩᕁ⠨⠌ᘠ㧔ାᔨ㧕ࠆ߈ߢ⺑ࠍޠ⽎߈

ߦޠᕁ⠨⠌ᘠߩ㑆ੱޟࠍ␆ၮߩᐲޕߥߪߢߣߎߚߞ㒢ߦ⊑ߩὼᴺೣ⥄ޔߪࠇߎޕࠆ

߃⠨ߣࠆߢߩ߽ߚߒߦ߆ࠄࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩᐲㅴൻߪត᳞ㆊ⒟ߩߎޔ߫ࠇߔߣࠆ᳞

ޠߔߺ↢ࠍᐲߒᣂޟࠆߌ߅ߦᐲㅴൻޔ߇ߩߥᦨ߽㊀ⷐޔߢਛߩߘޕࠆ᧪߇ߣߎࠆ

ᓎഀޟߜࠊߥߔޔഃ⊒ߩޠᯏ⢻ߩၮ␆ޔࠍ㆚ផℂࠆࠃߦ⺑ᒻᚑ߁ߣផ⺰ᒻᑼ᳞ߦ

ߎࠆߔ⊑ࠍᦨༀᚻ߇ᫎ჻ߢዪ㕙ߥ⸂㔍ޔߣߎࠆߔ⊑ࠍ㓚▎ᚲߩ⸘ᤨޕࠆߢߣߎߚ

ᡷߩㅢ⽻ᐲߒ⊑ࠍ↱ℂߚߞߥߊߥߒ↪ㅢߦᄢᕟᘓᦼ߇࡞࡞ߩࡓࠥߩ㊄ᧄޔߣ

㕟ޟߡోߪࠄࠇߎޔߣߎࠆߔ⚝ᮨࠍ⺑ᒻᚑ߁ߣޠផ⺰ᒻᑼࠍᔅⷐࠆߔߣ႐㕙ޕ߁ࠈߢ  

 

㧞㧚ᐲߩㅴൻߪߣ߆㧫 

 ╙㧝▵ߢᬌ⸛ޟߩࡓࡘࡅߚߒᘠ⠌ߩࠬࡄޔ⺰ޠ⸥ภ⺰ߣ⺑ᒻᚑ⺰ޔߪᐲㅴൻ⺰

ㅪ⛯⊛ㆊߩภ⸤ޔߪᕁ⠨ㆊ⒟ߩ㑆ੱޕ߆߁ࠈߛߩࠆ᧪߇ߣߎߊߡߒ߆↢ߦ߁ࠃߩߤߦ

⒟ᤨޔߡߒߣ㑆⊛߽ߦ㧔❑߽ߦ㧕ޔⓨ㑆⊛߽ߦ㧔ᮮੱ߽ߦ㑆ߩ㑆ߢ㧕ή㒢ޔࠅ߅ߡߞ߇❭ߦ

㓸࿅⊛ᕁ⠨⠌ᘠߪ⸥ภㆊ⒟ࠍㅢߡߓㅴൻߣࠆߌ⛯ߒ⠨ޕࠆࠇࠄ߃㓸ว⊛ޟᕁ⠨⠌ᘠޟ߇ޠ
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ᐲޟޔ߫ࠇߔߣࠆߢޠᐲߪޠ⸥ภㆊ⒟ࠍㅢߡߓㅴൻޟޔߪࠆޕࠆ߃ߣࠆߌ⛯ߒ⸥

ภㆊ⒟ޟ߇ߩ߽ߩߘޠᐲߣࠆߢޠ⠨ౕޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆ߃⊛ޔ⺆⸒ޔߪߦᴺᐲ㧔⑳

⊛ᚲᮭޔഭᴺⷙޔ㊄Ⲣ⻉┙ᴺࠍߤߥ㧕ޔ⽻ᐊ߇ߤߥᕁᶋޕ߱߆ 

ߣޠ㧔ᘠ⠌㧕ࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦޟ߇ࡓࡘࡅޔߦ߁ࠃߩޠᚲߣ⟵ᱜޟޔޠᐊ⽻ޟޔޠ⺆⸒ޟ

ޟࠍߩ߽ߛࠎ⸥ภㆊ⒟߃ᝒߡߒߣޠޔߡߞࠃߦߣߎߔᐲߩ↢ᚑㅴൻߩㆊ⒟ࠅࠃࠍ

ߟߦࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦߩࡓࡘࡅޔߢߎߘޕࠆߥߣน⢻߇ߣߎࠆߔᛠីߦࠢ࠶ࡒ࠽ࠗ࠳

 ޕ߁ࠃߒߦߣߎࠆߺߡߒ⸛ᬌࠍ߆ߩࠆߥ߁ߤߣࠆ߃⠨ߦ⊛⺰ภ⸤ߡ

 

㧔㧝㧕ࠦߣࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦ⸥ภㆊ⒟ 

ᵴ↢ࠆߔߣᔅⷐ߇Ԙੱ㑆ޕࠆߢࠅㅢߩᰴߪౝኈߩ⺰ᚑ↢ࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦߩࡓࡘࡅ

ᚻᲑޟߪߦᏗዋᕈޕࠆ߇ޠԙੱ㑆ߪᏆ⊛ઁޔߢ⠪ߦኻޟࠆߔኡᄢ߽ߦޠߐ㒢⇇ޕࠆ߇

ߢ↢⊑ߩ㗴࠭ࡉ࠶ࡎޕࠆߎ߇⓭ⴣߩኂߦ㑆ߩ㑆ੱޔߣߊߟ߮⚿߇ઙ᧦ߩߟ㧞ߩߎ

㕙⋤ߦ㗴ߩ⓭ⴣߩኂߥೞᷓߪߢߒߥޠળ␠ޟ߫ࠇ߃឵⸒ޔߪߢὼ⁁ᘒ⥄ߪ㑆ੱޕࠆ

ࠆࠃߦޠℂᕈޟߣᖱᔨ߁ߣޠᕟᔺߩᱫ߳ޟߪ࠭ࡉ࠶ࡎޔߡߒኻߦᴫ⁁ߥೞᷓߩߎޕࠆߔ

⊛୶ℂࠆࠃߦ⋠ߩޠኤ⠪ⷰߥᐔޟࠆߦ⢷ਛޔߪࠬࡒࠬޕߚߒࠍ╵⸂߁ߣޠ⚂ᄾޟ

⥄Ꮖⷙ߁ߣ⸃ࠍ↪ᗧߚߒ  ޕ7

ࡦࠚࡧࡦࠦߡ⚻ࠍ⺋⹜ⴕ㍲߇ᵹߩᗵᖱࠆߌ߅ߦળߣޔߪ߃╵ߚߒߩࡓࡘࡅ

ߩࠆࠇ߹↢ߡߒߦ߁ࠃߩߤߪᵹߩᗵᖱޔߪߢޕߚߞߢߩ߽߁ߣޔߔߺ↢ࠍࡦ࡚ࠪ

ࠆࠍᨐ⚿ߩ✜ᖱߦߜ߁ߩࠅりᝄ߿ჿߩ‛ੱࠆ߇⑳ޟޕࠆߓ⺰ߦ߁ࠃߩᰴߪᓐޕ߆߁ࠈߛ

ޕࠆㅧࠍᔨⷰࠆ᳇↢ߡᭂߩ✜ᖱޔߡߞ⒖ߦේ࿃ߩߘࠄ߆ᨐ⚿ߩߎߦߜ⋤ߪᔃߩ⑳ޔߣ

⍮ࠍේ࿃ߩᖱᗵࠆޔߦห᭽ޕࠆࠇߐォ឵ߦߩ߽ߩߘ✜ᖱߜᔮߦߩ᳇↢ߪᔨⷰޔߡߒߘ

 㧔Humeޕޠࠆࠇࠄߖߚߚ߈ḝߡߞࠃߦᖱᗵߚߞࠃ߆ૃޔࠇㆇ߫ߣᨐ߳⚿ߪᔃߩ⑳ޔ߫ࠇߔⷡ

[1978]㧦576㧕ޕ 

⋧ᚻߩჿ߿りᝄ߁ߣࠅ⸥ภ㧔߫߃ߣߚᖤߒᖱࠅߔߔ߿ᵅ߈㧕ߩߘࠄ߆ේ࿃ࠍផ᷹

ᚻ⋦ޔߪ߆ߩࠆߢࠇߕߪ⊛߆ߒᱜ߇⺑ߩߎޕࠆߢޠ⺑ᒻᚑޟߪផ᷹ߩߎޕࠆߔ

ࠃߦޠ⸽⺑ᬌޟߩߎޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߆⏕⒟ᐲࠆߡߞࠃߦߣߎࠆߔࠍળߒ⾰ߦ

ᖤߚߞࠃ߆ૃޟࠆߢޠᨐ⚿ޟߪ⑳ޔࠄ߆ޠផ᷹ߩේ࿃ߩߺߒᖤޟߚߞ߹㜞߇ὼᕈ⬄ߡߞ

ߩਔ⠪ޔߪߩࠆߡ߃ᡰࠍᗵㆊ⒟ߥ⊛⺰ภ⸤ߩߎޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߓᗵࠍޠᖱᗵߩߺߒ

ߩᄦᇚࠆߡࠇࠊⴕߊ߹߁߇ࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦޔ߫߃ߣߚޕࠆߢㅢᕈߩޠ㗄㉼⸂ޟ

                                                   
↰ᩊޔߪߡߟߦࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦߩࡓࡘࡅߣޠᚻࠆߑ߃ޟߩࠬࡒࠬ 7 [2010a]ࠍෳᾖޕࠃߖ  
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႐วޔᣣᏱ⊛ߥኻࠍㅢ߅ߡߓޟߩ⸃㉼㗄ߩޠㅢᕈࠍ㜞ޔߢߩࠆ߈ߢ߇ߣߎߊߡ

⋧ᚻ߇ࠍ⠨ޔ߆ࠆߡ߃ࠍᗵࠍ߆ࠆߡߓផߒ㊂߇ߣߎࠆน⢻ࠆߥߣ. 

߃ᕁߦ߁ࠃࠆߡߒ㑐ㅪߦኒធߣࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߪภ⸤ߣޠ⺑ᒻᚑޟޔߦ߁ࠃߩߎ

 ޕ߁ࠃߺߡߒ⠨ኤߡߟߦ㑐ଥߩ⺑ᒻᚑภ⸤ߣࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦޔߦᰴߢߎߘޕࠆ

 

㧔㧞㧕ࠦੑߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒ㘃ဳ 

 ᳰཅᒾޔࠦߪ  ޕ㧔ᳰ[1984]:41-50㧕ࠆߔ⟵ቯߦ߁ࠃߩᰴࠍဳߩߟ㧞ߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒ

Ԙ࠼ࠦޟଐሽဳޟߪߣޠ࠼ࠦޟޕޠ⊒ା⠪ࠍޠࠫ࠶ࡔޟ߇ޠᚑޟޔߒฃା⠪ࡔޟ߇ޠ

ޔߪߦ႐วߩޠଐሽဳ࠼ࠦޟޕࠆߢߣߎߩࠅ߹߈ߴߔෳᾖߦ㓙ࠆߔ⺒⸂ࠍޠࠫ࠶

ฃା⠪ߪߦޠ࠼ࠦޟߚࠇࠄᓥߡߞ⊒ା⠪ޕࠃ߫ࠇߔޠ⺒⸂ޟࠍޠࠫ࠶ࡔޟߩ

ޠା⠪ਛᔃ⊑ޟ̆ޠ⺒⸂ޟ̆ޠଐሽ࠼ࠦޟޔߪࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩဳߩߎޔߡߞ߇ߚߒ

 ޕࠆߢဳౖߩဳߩߎ߇ᗧᕁવ㆐ࠆࠃߦାภࠬ࡞ࡕޕࠆࠇࠄߌߠᓽ․ߡߞࠃߦ♽߁ߣ

 ԙ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟଐሽဳߩဳߩߎޕޠ႐วޔߪߦฃା⠪ߪᣢሽࠍޠ࠼ࠦޟߩෳᾖޟߡߒ⸃

ߥߒෳᾖࠍޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟߪฃା⠪ޔߊߥߪߢߩࠆ߹⇐ߦ႐┙ߥ⊛ฃേ߁ߣࠆߔޠ⺒

ߦ⊛ਥࠍޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟࠆࠇࠊᕁߣߚߡߒᗐቯߦ㓙ߩᚑࠫ࠶ࡔ߇ା⠪⊑ࠄ߇

ផ᷹࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟޔߪࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩဳߩߎޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߔଐሽޠ㉼⸂ޟ̆ޠ

⧓ᢥቇߥ߁ࠃߩⴚ⟥㖸ᭉޕࠆࠇࠄߌߠᓽ․ߡߞࠃߦ♽߁ߣޠฃା⠪ਛᔃޟ̆

ⴚຠߩߣᛕ⹏ޕࠆߢဳౖߩߘ߇ 

 Ԙ࠼ࠦޟଐሽဳߢ⺆↪ߩ࡞ࡘࠪ࠰ޔߪޠޟޔ߫ࠇߔ⸥ภ㧔ࠪࡦࠕࠖࡈ࠾㧕ޠ

ᗐቯ߇ኻᔕ㑐ଥߩ৻ኻ৻ߥ⊛ឃઁߡߞࠃߦޠ࠼ࠦޟߦ㑆ߩޠ㧕ࠛࠖࡈ࠾ภౝኈ㧔ࠪ⸤ޟߣ

߇ߩ㉼⸂ࠆࠃߦฃା⠪ޔ߫ࠇߢਇ⏕ቯ߇㑐ଥߩਔ⠪ޔ߇ߛޕࠆߢ႐วࠆߡࠇߐ

⸤㧔ޠภ⸤ޟޔߪޠଐሽဳ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟԙޕࠆߥߣޠଐሽဳ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟԙޔߓ↢

ภ㧕̆ޟ⸥ภౝኈޠ㧔ኻ⽎㧕̆ޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟ㧔⸃㉼㗄㧕߁ߣਃ㗄᭴ㅧޔࠅ߅ߡߞߥߣ

 ޕࠆߡߞᜬࠍ᭴ㅧߩ㘃ૃߣਃ㗄᭴ㅧߩภㆊ⒟⸤ߩࠬࡄ

ㅧᬺ⠪㧭߇㌁ⴕ㧮ߦⲢ⾗ߒ↳ࠍㄟ႐วࠍ⠨ޕ߁ࠃߺߡ߃㧭߇ᔅⷐߥᖱႎ㧮ߡోߦવ

னߦޠᖱႎޟࠆ߃વߩ㧭ޔࠅߢ㗴߇ޠ㕖ኻ⒓ᕈߩᖱႎޟޔ߫ࠇߢ㗴߇߆߁ߤ߆ࠆ߃

ଐ࠼ࠦޟԘޔߪߦ႐วߩߎޕࠆߥߦߣߎ߁ߣࠆߢਇ⏕ቯ߇߆߁ߤ߆ߥ߇ࠇṳ߿ࠅ

ሽဳ߇ࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦޠᗐቯޟޕࠆߡࠇߐᖱႎ߽ߡߞߣߦ⺕ߪޠหߓᗧࠍᜬߣߟ⠨

ޕࠆߢߩࠆߡࠇߐᗐቯ߇ኻᔕ㑐ଥߩ৻ኻ৻ߩޠภౝኈ⸤ޟߣޠภ⸤ޟޕࠆߡࠇࠄ߃  

ߔᗧߩᖱႎޟߣ㧔⸥ภ㧕ޠᖱႎޟޔ߫ࠄߥߗߥޕߥߪߢ⊛ታߪᗐቯߩߎޔ߇ߛ
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㧭ޔ߫߃ޕࠆߢࠄ߆ࠆߢࠇ߹ߪࠬࠤࠆߡߒኻᔕߦ৻ኻ৻߇㧔⸥ภౝኈ㧕ޠߩ߽ࠆ

ോ⽷ޔߪࠆޕ႐วࠆ߹߇㊄㗵ࠆߖ⾉ߦ⊛േ⥄߫ࠇߌ㜞߇ᜂଔ୯ߩࠆߔ߇

⻉ߩಽᨆࠄ߆⥄േ⊛ߦⲢ⾗㗵߇߹ࠆ႐วߥ߁ࠃߩߎޔߒ߆ߒޕࠆߢߤߥ႐วޔ߽ߢ

ଔ⹏ߩോ⻉⽷ޔߒߥࠇߒ߽߆ࠆ߇ਅߪᜂଔ୯ߩޕߥߪߢ⊛ቯ⏕ߪޠ࠼ࠦޟ

ၮḰ߇ᱜߪߣߒ㒢ޕࠆߢࠄ߆ߥࠄ 

ߦ෩ᩰߡߞࠃߦޠ࠼ࠦޟߪኻᔕ㑐ଥߩ㑆ߩภౝኈ⸤ߣภ⸤ޔ߫ࠇߔߣࠆߢ߁ߘ

߹ߡߞࠃߦޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟޔߊߥߪߢߩࠆߡߞᄌኈࠆߔߣࠆ߇⠨ޕࠆࠇࠄ߃㧭

߽߆ࠆࠇߐ㉼⸂ߣޠࠆߢᦸޟߪߢޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟߩ㧭ߪޠᛩ⾗⸘↹ᦠޟߚߒᚑ߇

ޕࠆᓧࠅ߇ߣߎ߁ߣޠߥߪߢᦸޟߪߢޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟߩ㧮ࠆߔክᩏޔ߇ߥࠇߒ

Ԙߩޠဳ࠼ࠦޟ႐วޔߪߦ⊒ା⠪߇ෳᾖߣޠ࠼ࠦޟࠆߔฃା⠪߇ෳᾖޠ࠼ࠦޟࠆߔ

ޠଐሽဳ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟԙޔߡߒኻߦࠇߎޕࠆߔሽߪߦਔ⠪߇ା⏕߁ߣࠆߢߓหߪ

ା⠪⊑ޔ߇ࠆࠇࠊⴕ߇ߣߎ߁ߣࠆߔផ᷹ࠍ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦߩା⠪⊑߇ฃା⠪ޔߪߦ႐วߩ

ߥߪ㓚ࠆߥߦߓห߇ޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟߩฃା⠪ߣ  ޕ8

Ⓧࠍࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߢㆊ⒟ߩⲢ⾗ᷤޔߪ㌁ⴕ㧮ߣㅧᬺ⠪㧭ޔߣࠆߊߡ߃⠨߁ߎ

ޔߪߦ႐วߩߎޕ߁ࠈߢࠆߺ⹜ࠍวᗧᒻᚑޔⴕࠍߖࠊวࠅ᠁ߩޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦࠦޟޔߨ㊀ߺ

ᛩ⾗⸘↹ᦠߪࠆⲢ⾗↳ㄟᦠ㧔⸥ภ㧕̆ ଔౝኈ㧔⸥ภౝኈ㧕̆⹏ߩ↹⸘ ⹏ଔၮḰ㧔ࠦޟ

ߒផ᷹ࠍଔၮḰ⹏ߩ㧮ߪ㧭ޕࠆࠇࠄ߃⠨߇ਃ㗄㑐ଥ߁ߣ㗄㧕㉼⸂ߪࠆޠ࠻ࠬࠢ࠹ࡦ

㧭ߪ㧮ޕ߁ࠈߢࠆߔߣ߁ࠃߒᚑࠍᦠ↹⸘ࠆࠇࠊᕁߣࠆߔᢿ್ߣ⦟߽ߡߒ⾗Ⲣ߇㧮ߡ

⾗Ⲣޕ߁ࠈߢࠆߔⷐ᳞ࠍᄌᦝߩౝኈ߳ࠆ߁ߒ㉼⸂ߣⲢ⾗น⢻߇㧮ߡߒផ᷹ࠍଔၮḰ⹏ߩ

ᷤߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩㆊ⒟ࠍㅢߡߓਔ⠪ߩਃ㗄㧔ޟߌࠊࠅߣ⸃㉼㗄ޠ㧕ߪޠᄌኈޔߒ

วᗧ߇ᒻᚑޕߥࠇߒ߽߆ߥࠇߐޔߒߥࠇߒ߽߆ࠆࠇߐ 

ภౝ⸤ޟޔ߽ߡߒߣࠆߔ⥌৻ߪޠภ⸤ޟ߽ߡࠇߐᒻᚑ߇วᗧޔߪߣߎߥ႐ว㊀ⷐߩߎ

ኈޟ߿ޠ⸃㉼㗄ߪޠਔ⠪ߢቢోޔߚ߹ޕࠆߢߣߎߥߒ⥌৻ߪߦวᗧᒻᚑߦ㓙ޔߡߒਔ

⠪ߩᗐജߣഃㅧജ߇㊀ⷐߥᓎഀࠍᨐߔߚὐ߽ㅏޕߥߖ 

 

㧔㧟㧕ขᒁߣᐲߩㅴൻ 

  ᰴੱޔߦ㑆␠ળߦᣈࠅߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦࠆߌᣇࠍ⠨ኤޔߦߚࠆߔᐲ⚻ᷣቇ

⠪ J.R.ࠦࠍ⺰⼏ߩ࠭ࡦࡕᬌ⸛ޕ߁ࠃߺߡߒᓐޔߪᐲޟࠍੱⴕേࠍᓮޔߒ⸃ޔߒ

ᄢࠆߔ㓸วⴕὑ㧔Collective Action㧕ߣޠቯ⟵ޕࠆߔޔ߫߃⑳⽷↥ࠍࠆᴺᐲޔߪ

                                                   
ࡦࠗࡢࠢޕࠆߢ㗴ߩޠਇ⏕ቯᕈߩ⸶⠡ޟߚߓ⺰߇ࡦࠗࡢࠢޔߪࠇߎ 8 [1984]╙㧞┨  
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ߩߘޟޕࠆߔᄢࠍ↱⥄ߩᵴേᷣ⚻ߩੱޔߡߞࠃߦߣߎࠆߔᱛࠍ↱⥄߁ᅓࠍ↥⽷ߩੱઁ

㓸วⴕὑߩᒻᘒޔߪ⚵❱ൻߥߡࠇߐᘠ⠌߮ࠃ߅⚵❱ൻߚࠇߐ Going Concern ޠࠆߢ

㧔Commons[1934]:69-70㧕ޕGoing Concern ㇌ㅪޔഭ⚵วޔ࿅⇇ᬺޔ␠ળޔኅᣖޔߪߣ

Ḱᐲޔ࿖ኅࠆߔ⛯⛮ޔߤߥᵴേ㧔⚵❱㧕ࠍߣߎߩᜰޔߪߢߎߎޕߔᐲ߇❰⚵ߣኒ

ធޟޔߡߒߘޕࠆߡࠇࠄ߃ᝒߡߒߣߩ߽ߚߟ߮⚿ߦੱߩⴕേޔߪ⚻ᷣᵴേߩⓥᭂ⊛න

ࠆߢਃ⒳㘃ߩขᒁ㧔transactions㧕߳ෳടߣࠆߢޠߣߎࠆߔቯ⟵ޕࠆࠇߐਃ⒳㘃ߩ

ขᒁޔߪߣԘbargaining transactions㧔ࠣࡦ࠾ࠥࡃขᒁ㧕ޔԙmanagerial transactions

㧔⚻༡▤ℂขᒁ㧕ޔԚrationing transactions㧔ഀᒰขᒁ㧕ޕࠆߢߣߎߩޔ  

Ԙࠣࡦ࠾ࠥࡃขᒁޔߪᴺ⊛ᐔ╬⠪㑆ߩ⥄⊒⊛วᗧࠆࠃߦንߩᚲᮭ⒖ߩォߣቯ⟵ࠇߐ

ޔޠ߆ࠆߡࠇߐ⸽ߪ╬ᐔߩᯏળޟޔߪ㧝╙ޕࠆࠇߐߣ㗴߇㧠ὐߩᰴߪߢขᒁߩߎޕࠆ

㧞╙ޕࠆߢ㗴߁ߣޠ߆ࠆߢࠎㆬࠍᚻ㧕ࠅᚻ㧔ᄁ⾈ߩ⦟ᦨߪᚻ㧕⾈ᚻ㧔ࠅᄁޟ

ߪଔᩰޟޔߪ㧟╙ޕࠆߢ㗴߁ߣޠ߆ࠆߡࠇࠊⴕ߇┹ߥᱜޟޔߪ reasonable㧔

ℂߦㆡࠆߡߞ㧕߁ߣޠ߆㗴ޔߪߢߎߎޕࠆߢᄁࠅᚻ⾈ߣᚻߩᷤജߦᩰᏅߥ߇

ߌߥࠄࠃߦ㧔due process of law㧕߈⛯ᚻߩᴺߥᱜᒰޔߪ㧠╙ޕࠆߥߣ㗴߇߆߁ߤ߆

 ޕࠆߢ㗴߁ߣߥࠄߥߪߡߞᅓߪ↱⥄ᮭߩੱ߫ࠇ

ԙ⚻༡▤ℂขᒁޔߪࠍߔ⠪ߦࠇߘߣᓥ߁ਅ⠪ߩߣ㧞⠪㑐ଥޔߢᴺ⊛⠪

ޔߡߒኻߦߩࠆߢᏗዋᕈ߇ේೣߩขᒁࠣࡦ࠾ࠥࡃޕࠆࠇࠊⴕ߇ഃㅧߩንࠆࠃߦߩ

⚻༡▤ℂขᒁߩේೣߪല₸ࠣࡦ࠾ࠥࡃޕࠆߢขᒁߩዤᐲߦߩࠆߢ࡞࠼߇ኻޔߡߒല

ߪዤᐲߩ₸ man-hour วࠅ㊒ߥᦨㆡߢ႐ᚲߩߘޔᤨߩߘࠍ⚛ⷐ↥↢ోޔߪߣ₸ലޕࠆߢ

 ޕࠆࠇߐ⟵ቯߣࠆߢߣߎࠆߔ↪ߢ

Ԛഀᒰขᒁޔߪᴺ⊛⠪ߩࠆࠃߦንߩ⽶ᜂߣଢ⋉ߩ㈩ಽߣቯ⟵ᮭޕࠆࠇߐജ߇᭴

ᚑຬߦଢ⋉ߣ⟵ോࠍ㈩ಽࠆߔขᒁޔࠅߢข✦ᓎળ߇ળ␠ࠍ᩺▚੍ߩᚑߒၫⴕࠆߔ႐วޔ

ဳౖ߇ߤߥ႐ว߁ⴕࠍಽ㈩ౣߩᚲᓧߡߞࠃߦߣߎࠆߔၫⴕߒᚑࠍ⒢᩺߇ᐭߪࠆ

 ޕ㧔Commons[1934]:59-68㧕ࠆߢߥ⊛

એߪ࠭ࡦࡕࠦޔߦ߁ࠃߩ㧟⒳㘃ߩขᒁࠍ⚻ᷣ⊛ᵴേߣࠆߢหᤨޔߦᴺ⊛ߢ୶ℂ⊛ߥ

ᵴേޕࠆߡ߃ᝒߣࠆߢᓐߪᰴޟޕࠆߓ⺰ߦ߁ࠃߩฎౖᵷ߮ࠃ߅ᣂฎౖᵷ߇‛⾰⊛ᓮߩ

㑐ᔃࠍᜬߦߩߟኻޔߡߒขᒁߪᴺ⊛ᓮࠍቯޟޕޠࠆߔᴺ⊛ᓮޟߪߣޠ᧪ߩ‛⾰⊛

ᓮޟޔߡߒߘޕࠆߢߣߎߩޠขᒁߦౝࠆߔ㧟ߩߟ␠ળ⊛㑐ଥޔߪޔଐሽ⒎߮ࠃ߅ᐨޠ

 ޕࠆߢߩߥ

ߣᘠ⠌ޟޔ߇ࠆߔ⺞ᒝࠍޠᴺ⊛ᓮޟߪ࠭ࡦࡕࠦޔߦ߁ࠃߩߎ Going Concern ᓮࠆࠃߦ
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ⴕേޕࠆߓ⺰ߣޠࠆࠇࠊⴕߡߞࠃߦⴕേḰೣ㧔working rule㧕ࠆߔᡰ㈩ࠍⴕേߩੱޔߪ

Ḱೣࠆࠃߦ㓸วⴕὑ㧔ߪࠆ㓸วᵴേ㧕ߪ㧠ߩߟᓎഀࠍᨐޕߔߚ㧔γ㧕ਇ⏕ታᕈߦ⋥㕙

㧔ε㧕ޕࠆߖߐ⺞ࠍᦼᓙߣ㧔δ㧕ઁ⠪ޔߦߚߩߘޕࠆߔ⸽ࠍታߩᦼᓙߊᛴ߇ੱࠆߔ

ੱߦⴕേࠍ↱⥄ߩਈߪࠇߘޕࠆ߃หᤨޔߦ㧔ζ㧕ઁ⠪ߩ↱⥄ߩੱઁࠍᓇ㗀ߦᦑߎ߁ߣߔ

ോ⟵ߡߞࠃߦ߁ߣࠆࠍ↥⽷ߣ↢ߩੱޔߪߡߟߦ㧔δ㧕ߣ㧔γ㧕ޕࠆ߽ߢߣ

߇ߣߎࠆߍࠍ߁ߣࠆࠇߐ⸽߇ᦼᓙ߁ߣోߩ↥⽷ߣ↢ޔࠇࠄߖ⺖߇⥌৻ߩ

ߥ↱⥄ߩ⠪ઁޟߣޠ↱⥄ߩⴕേޟߡߞࠃߦޠ┹↱⥄ޟޔߪߡߟߦ㧔ζ㧕ߣ㧔ε㧕ޕࠆ᧪

ⴕേߩᓇ㗀ߦᦑ߇ߣߎޠࠆࠇߐ⋧⊛ߦ߇ߣߎࠆߎߡߒߣࠆࠇࠄߍ㧔Commons[1934]: 

81㧕ޕ 

Going Concernޔߡߒߘ ౕߩߘޕࠆߓ⺰ߪ࠭ࡦࡕࠦޔߣࠆߔㅴൻߦ⊛ᱧผߪⴕേḰೣߩ

߇⑳⽷↥ᐲߩㅴൻޕࠆߢ⑳⽷↥ᐲޔߪ⑳⽷↥߇⽷↥㧔 corporeal 

property㧦േ↥ߣਇേ↥㧕ߦ㒢ቯߚߡࠇߐᲑ㓏ޔࠄ߆ή⽷↥㧔 incorporeal property㧦

ௌᮭ㧕ࠍࠆߥߦ߁ࠃᲑ㓏ߡߒߘޔήᒻ⽷↥㧔 intangible property㧦ᥦ☄ଔ୯ߥ⸵․߿

 -㧔Commons[1934]:81ࠆߢߩߚ߈ߡߍㆀࠍㅴൻߦ⊛ᱧผߣᲑ㓏߳ࠆߥߦ߁ࠃࠍ㧕ߤ

83㧕ޔߦ߁ࠃߩߎޕⴕേḰೣߪᐲߩᱧผߩਛߢᜬ⛯⊛ߦᄌൻࠆߥ⇣ޔߒᐲߩਅߪߢⴕേ

Ḱೣ߽⇣ߚߒ߁ߎޔߡߒߘޕࠆߥߦߣߎ߁ߣࠆߥ㓸࿅⊛ᛚߪߦ㧟ߩߟ⒳㘃ޕࠆ߇Ԙ

㓸࿅⊛ᗧߩᓼ⊛ᛚޔԙ⋉៊ߣᄬߩ㓸࿅⊛⚻ᷣ⊛ᛚޔԚജߩ⚵❱⊛ᛚޕࠆߢ   

એޟߊ⺑ߩ࠭ࡦࡕࠦޔߦ߁ࠃߩᐲޔߪޠਇ⏕ታᕈߦ⋥㕙ࠆߔᚒੱޘ㑆ޔߦ⟵ോߩ⺞

ࠍㅢߡߓᦼᓙࠍ⥌৻ߩ⸽ޔ⊛ᷣ⚻ޔߢߩ߽ࠆߔᴺ⊛ޔ୶ℂ⊛ᕈᩰࠍᜬޔࠅ߅ߡߞᱧผ

ޕࠆߢߩ߽ࠆߔㅴൻߦ⊛  

 

㧔㧠㧕ਇ⏕ታᕈࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦߣ  

ਇ⏕ታᕈߦ⋥㕙ࠆߔᚒੱޘ㑆ޟߪᘠ⠌ޠ㧔 convention㧕ߦଐሽߡߒⴕേੱ߁ߣࠆߔ㑆

ߘޕߚߡࠇࠄߓ⺰߽ߡߞࠃߦ࠭ࡦࠗࠤޔߊߥߢߌߛ࠭ࡦࡕࠦޔࠬࡄޔࡓࡘࡅޔߪ

ޕ߁ࠃߺߡࠍ߆ߩߚߡߓ⺰ߦ߁ࠃߩߤߡߟߦᘠ⠌ߣਇ⏕ታᕈ߇࠭ࡦࠗࠤޔߦᰴߢߎ  

1921ޔߪ࠭ࡦࠗࠤ ᐕߦၫ╩ޔߪߢޢ⺰₸⏕ޡߚࠇߐᰴߣߎࠆޟޕߚߡߓ⺰ߦ߁ࠃߩ

ធ⋤ࠍ㑐ଥߥ⊛ℂ⺰ࠆߩ㑆ߩ೨ឭߣ⺰⚿ߩߘޔߪࠇߎޔ߈ߣࠆߔ⼂ߡߞࠃߦ⺰ផࠍ

⍮ޠߥࠄߥ߫ࠇߌߥߢߡߞࠃߦߣߎࠆ㧔Keynes[1973]:15㧕ޔߜࠊߥߔޕផ⺰ߪ㑆ធ⊛ߥ

⍮⼂ߩ৻⒳ޔ߇ࠆߢ⋥ᗵࠆߡࠇߐ⏕₸㑐ଥੑޟߪᰴ⊛㗴ߡߒߣޠ⋥ធ⊛⍮⼂ߩኻ⽎

ࠆߢޠ⊛ℂ⺰ޟࠅߢޠ⊛ቴⷰޟߪ㑐ଥ₸⏕ޔߡߒߘޕࠆߢߩߚߡ߃⠨ߣޔࠆߥߣ
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ޕદ⮮[1999]:75-76㧕ޔ㧔Keynes[1973]:4ࠆߡߓ⺰ߣ  

ታᕈ⏕ޔߡߒࠎ߆ߦផ⺰㑐ଥߩߛߩ㗴ห჻ޔߪᛕ್ߩࠫࡓࠆߔኻߦ⺰⼏ߩߎ

ߎޕ㧔Ramsey[1922]㧕ߚߞߢߩ߽߁ߣޔߥߤߥߣߎޠࠆߔ⍮ⷡߦ⊛ᗵ⋤ޟࠍᐲวߩ

ߒឭߦ㓙ࠆߔᛕ್ࠍ⺰ℂߩ࡞࠶ߢޢℂືቇ⺰⠨⺰ޡ߇ࡦࠗ࠲ࡘࠪࡦࠥ࠻ࠖ࠙ޔߪࠇ

ߦࠬࡄߚߒ⸛ᬌߢ▵೨ޔદ⮮[1999]:88-89㧕ޔ㧔Wittgenstein[1933]5.5422ࠅߢὐ⺰ߚ

߃߹〯ࠍᛕ್࠭ࡦࠗࠤߩߎޕߚߞߢߩ߽ߩ㘃ૃߣߟ㧝ߩὐ⺰ߥ㊀ⷐߩᛕ್࠻࡞ࠞ࠺ࠆࠃ

ࠍᩮᧄ㗴߁ߣ㑐ଥ₸⏕ߩߡߒߣផ⺰㑐ଥޕࠆߔਥᒛߦ߁ࠃߩᰴࠍ⺑⥄ߪࠫࡓޔߡ

ᑄ᫈ޔߒࠆ߇ੱޘ⊛㗴ߡߒߚߦ⏕ାࠆߔᐲว㧔ାᔨߩᐲว㧕߇ࠇߘߪࠆޔ

ߩ₸⏕ߥ⊛ᔃℂ߫ࠇ߃឵⸒ޔᔨߒᣂ߁ߣ₸⏕ߩߡߒߣᐲวࠆߌ⾲ߦߣߎࠆߢ⌀

⸃㉼㧩⏕₸ߩ㑐ࠆߔੱ⊛ߥਥⷰ⺑ࠍਥᒛࠆߢߩߚߒ㧔 Ramsey[1990] Φ ⮮દޔ

[1999]:89㧕ޕ  

ߥ⊛⟵ℂਥ⺰ߚߒਥᒛߢޢ⺰₸⏕ޡޔࠇߌฃࠍᛕ್ߥὓ∩ࠆࠃߦࠫࡓߩߎߪ࠭ࡦࠗࠤ

ߥߪߢߌࠊߚࠇߌฃߦ⊛㕙ోࠍ⺑ࠫࡓޔߒ߆ߒޕߚߞߥߦߣߎࠆߔ᫈ࠍ㉼⸂₸⏕

ߡߒㆶరߦㅊ᳞ߩ↪ᕈࠆߌ߅ߦੱࠍᱜᒰൻߩวℂ⊛ାᔨߩੱޔߪ࠭ࡦࠗࠤޕߚߞ߆

ࠆߢࠄ߆ߚߞ߆ߥ߈ߢᚑ⾥ߦ⺑ࠫࡓ߁߹ߒ  ޕ9

ᓐߪⷐߩߘޕ߆߁ࠈߛߩߚߞߢߩ߽ߥ߁ࠃߩߤߪߣ႐┙ߚߒ㆐ߩ࠭ࡦࠗࠤޔߪߢ

╙ޕࠆ᧪߇ߣߎߔߦਛߩޢ⺰ℂ⥸৻ߩᐊ⽻߮ࠃ߅ሶޔ↪㓹ޡࠆߢ⪺ਥߩ 12 ┨

ᧄ⾗ޟߣޠ₸ሶޟߪޠᛩ⾗ⷙᮨޟޕࠆߓ⺰ߦ߁ࠃߩᰴߪ࠭ࡦࠗࠤޔߢޠᘒ⁁ߩ㐳ᦼᦼᓙޟ

ᧄ⾗ޟߣޠଏ⛎ଔᩰߩ↥⾗ᧄ⾗ޟߪޠ₸㒢⇇ലߩᧄ⾗ޟޔߒଐሽߦ㑐ଥߩߣޠ㒢⇇ല₸ߩ

ޔߪ⠨ᘦ㗄ࠆߦ␆ၮߩޠᦼᓙࠆߔ㑐ߦ⋊ᗐ੍ޟޕࠆߔଐሽߦ㑐ଥߩߣޠ⋊ᦼᓙߩ↥⾗

৻ㇱಽߪᄙࠇ߆ዋࠇ߆ߥ⏕ታߣࠆߡߞ߆ࠊߦᗐቯࠆ߈ߢሽߩታ㧔⾗ᧄ⾗↥ߩࠬ

߁ߒ੍᷹ߡߞᜬࠍା⏕ࠇ߆ߥዋࠇ߆ᄙߪㇱಽ৻ޔࠅߢ㧕ߐᒝߩሽᶖ⾌⠪㔛ⷐޔࠢ࠶࠻

ᔒะߩᶖ⾌⠪ޔᄌൻߩ᧪ߩᢙ㊂߿㘃ဳߩࠢ࠶࠻ࠬ↥⾗᧪㧔⾗ᧄߩ᧪ߥ߉ㆊߦࠆ

⛯ሽߩߘ߮ࠃ߅ޔߐᒝߩല㔛ⷐߩޘᤨࠆߌ߅ߦሽ⛯ᦼ㑆ߩᛩ⾗‛ઙߩߘޔᄌൻߩ᧪ߩ

ᦼ㑆ߦߥࠇߒ߽߆ࠆߎ⽻ᐊ␜ߩ⾓㊄නߩᄌൻ㧕ޕࠆߢ㗼⪺ߥታࠇࠊࠇࠊޔߪ

ߣޠߥࠄߥߦߡᒰߦ┵ᭂޟ߇⼂⍮ߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒଐߦ㓙ࠆߔផቯࠍ⋊ᗐ੍߇

⼂⍮ߩࠇࠊࠇࠊޔߡߟߦⷐ࿃ࠆߔⷙቯࠍ⋊ࠆߌ߅ߦᢙᐕᓟߩᛩ⾗‛ઙޕࠆߢߣߎ߁

 ޕࠆߢߤ߶ࠆ߁ߒήⷞ߫ߒ߫ߒޔߊߒਲߡࠊ߈ㅢᏱߪ

ޔࠆߡߒ㕙⋤ߦޠਇ⏕ታᕈޟߪਥᷣ⚻߁ⴕࠍ⾗ᛩߡ߅ߦᧄਥ⟵␠ળ⾗ޔߦ߁ࠃߩߎ

                                                   
ޕࠆߡߒ㘃ૃߦὐ⺰ߩᛕ್ࡓ࠭ࠖ࠹ࡑࠣࡊߩࠬࡓࠚࠫࠆࠃߦࠬࡄޔߪὐ⺰ߩߎ 9  
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ߤߦޠਇ⏕ታᕈޟࠆߔ㕙⋤ߪਥᷣ⚻ޔߪߢޕࠆߢ⼂ߥ⊛ၮᧄߩ࠭ࡦࠗࠤ߇ߩ߁ߣ

╙ߓหޔߪᓐޕࠆߢଐሽߩ߳ޠᘠ⠌ޟ߇╵⸂ߩߘޕ߆߁ࠈߢߩࠆߔኻᔕߦ߁ࠃߩ 12

ޕࠆߡߞ㗬ߦᘠ⠌㧔convention㧕ߩ⒳৻ޔߪߦታ㓙ޔߪޘᚒޕࠆߡߓ⺰ߦ߁ࠃߩᰴߢ┨

ߩᘠ⠌߇ޘᚒޕࠆߦࠈߎߣࠆߔᗐቯߣࠆߔ⛯ᜬߦή㒢߇ᘒߩޔߪ⾰ᧄߩᘠ⠌ߩߎ

⛽ᜬࠍ㗬߇ߣߎࠆߔߦࠅ᧪ࠆ㒢ޔࠅᘠ⠌⊛⸘▚ᣇᴺޔߪᚒߩޘᬺߒ⪺ߩ⒟ᐲߩㅪ⛯

ᕈ߮ࠃ߅ቯᕈߣਔ┙ޔ߇ߛޕࠆߔᘠ⠌ࠇߘߪ⥄ߪߡߒߣᩮ߇⭯ᒙߢߩߥᒙὐࠍᜬߞ

 ޕࠆߔߟ㧡ࠍⷐ࿃ࠆ㜞ࠍޠਇቯᕈߩᘠ⠌ޟޔߡߒߘޕࠆߓ⺰ߪ࠭ࡦࠗࠤߣޔࠆߡ

Ԙ⚻༡ߣᚲߩಽ㔌ޔࠅࠃߦᛩ⾗ਥޟ߇ᛩ⾗‛ઙࠍ⹏ଔࠆߔ㓙ߦଐߩ⌀ࠆߔ⍮⼂ㇱ

ಽᷫߊߒ⪺߇ㅌޕޠߚߒԙޟሽᛩ⾗‛ઙߩᓧߩᣣߩޘᄌേޟޔޠߪᏒ႐ߦኻߡߒㆊᄢޠߥ

߇േំߩᗧߩὼ⓭ߡߟߦⷐ࿃ࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߦ⋊Ԛ੍ᗐޕޠࠆ߇ะߔ߷ࠍᓇ㗀ޟ

ޔߣࠆߎᄙᢙߩή⍮ߥੱߩ⟲㓸ᔃℂߡߒߣ‛↥ߩࠅߚࠇࠄߍᘠ⠌⊛⹏ଔޔߪỗߒ

߇ᛩ⾗‛ઙࠆޔߪߩࠆߖነࠍ㑐ᔃ߇ᛩᯏኅ߿ᛩ⾗ኅߩ╭ੱ₵ԛޕᤃࠇߐࠄߐߦᄌേ

㧝ߪࠆవࡨ㧟ޔߢਅߩജߩ㓸ᔃℂ⟲ޔߊߥߪߢߣߎ߁ߣ߆ߟᜬࠍଔ୯ࠆߥ߆

ᐕవߦᏒ႐ߩߘ߇ᛩ⾗‛ઙߦ߁ࠃߩߤࠍ⹏ଔޕࠆߢߣߎ߁ߣޔ߆ࠆߔԜᛩᯏኅࠆ

ޔߣߥࠄߥߦ⊛ᘒ߽ᭉⷰ⁁ߩା⏕ߩઃᯏ㑐⾉ޔߊߥߢߌߛᘒ⁁ߩା⏕ߩᛩᯏ⊛ᛩ⾗ኅߪ

ᛩ⾗ߪⴕޕߥࠇࠊ 

ߪࠆᄢᄙᢙޔߪᛩᯏኅߪࠆᛩ⾗ኅࠆߔ㕙⋤ߦޠਇ⏕ታᕈޟߩ᧪ޔߦ߁ࠃߩߎ

ᐔဋ⊛ઁߥ⠪ߩⴕേߦ㗅ᔕޟߪ࠭ࡦࠗࠤࠍࠇߎޕࠆߔߣ߁ࠃߒᘠ⠌⊛್ᢿߣޠ 㧔߱Keynes 

[1937]㧕ޟޕ㓸ว⊛ᕁ⠨⠌ᘠߦޠଐሽߡߒⴕേੱࠆߔ㑆ߦࠇߘߩࡓࡘࡅޔߪធㄭߣߚߒ

ᄢᄙᢙޕࠆขߌಽ߽ฃ⥄ࠍޠᐊ⽻ޟޔ߫ࠇ߈ߢᗐ੍ࠍߣߎࠆขߌฃ߇⠪ઁߩᄢᄙᢙޕࠆ߃

ࠍ↥⽷߿↢ߩಽ߽ઁੱ⥄ޔ߫ࠇ߈ߢᗐ੍ࠍߣߎߥߒଚኂࠍ↥⽷߿↢ߩಽ⥄߇⠪ઁߩ

ዅ㊀ޟޕࠆߔᏒ႐ࠆ߇ޠᛩ⾗‛ઙࠍᦸߣ⹏ଔ੍߇ߣߎࠆߔᗐޔ߫ࠇ߈ߢ⥄ಽ߽ߩߘ‛ઙ

ޕࠆߔ⾗ᛩߦ  

એޔࠤߦ߁ࠃߩ ޔߣ㑆߳ੱࠆߔଐሽߦޠᘠ⠌ޟߚߡߒุߦቢోߡߟ߆ޔߪ࠭ࡦࠗ

ㆃ߽ߣߊ 1936 ᐕ㗃ߪߦォޕ߁ࠃ߃ߣߚߡߓ  

 

㧟㧚ࡓࠗࡊࡉࠨ㊄Ⲣෂᯏߣᐲㅴൻ  

㧔㧝㧕ਛ㑆✚  

࠻࡞ࠞ࠺ߩࠬࡄߣ⺰⇼ᙬߩࡓࡘࡅޔߪߢ▵㧝╙ޕ߁ߎ߅ߡߒᢛℂࠍ⺰⼏ߩߢ߹ࠇߎ 

ᛕ್ޔ⸥ภ⺰ޔ⺑ᒻᚑ⺰ࠍᬌ⸛ߩߘޕߚߒᬌ⸛ࠄ߆ᒁ߈ߪ⺰⚿ߚࠇߐᰴߥ߁ࠃߩౝኈ
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ߦޠᘠ⠌ޟޔࠅ߅ߡߒ㕙⋤ߦޠ⇇㒢ߩวℂᕈޟߣޠਇ⏕ታᕈޟߩ᧪ߪ㑆ੱޘԘᚒޕࠆߢ

ଐሽߡߒⴕേޟޕࠆߔᘠ⠌ߩޠᒻᚑߺ⚵ߣᦧޔߪߦ߃ᗐജޟߩ⠌ᘠ⊛↪ޟߣޠౝ⋭⊛

ࠄ߃ᡰߦޠ⠌ᘠޟߪ⼂ࠆࠁࠄߩޘᚒߚࠍޠᗵ⋤ޟԙޕߔߚᨐࠍᓎഀߥ㊀ⷐ߇ޠ↪

߃ᡰߡߞࠃߦㅪ⛯ᕈߩή㒢ߩภㆊ⒟⸤ߪ㑆⊛ㅪ⛯ᕈᤨߩԚᕁ⠨ㆊ⒟ޕࠆߢޠ⺰ផޟߚࠇ

ήߪㅪ⛯ᕈߩภㆊ⒟⸤ߣᕁ⠨ㆊ⒟ޔߢߩࠆߡࠇߐߦ⊛ળ␠ߪภㆊ⒟⸤ޕࠆߡࠇࠄ

㒢ߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩㆊ⒟ޕࠆ߽ߢԛᐲㅴൻޟࠆߌ߅ߦഃ⊒ߩޠᯏ⢻ߩၮ␆ޔߪ

㆚ផℂࠆࠃߦ⺑ᒻᚑ߁ߣផ⺰ᒻᑼޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ᳞ߦ 

╙㧞▵ౕࠅࠃޔߪߢ⊛ߥᐲㅴൻ⺰ߦធㄭࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦߩࡓࡘࡅޔߦߚࠆߔ

⸛ᬌߩߘޕߚߒ⸛ᬌࠍ⺰ޠᘠ⠌ޟߣޠਇ⏕ታᕈޟߩ࠭ࡦࠗࠤޔ⺰ᐲㅴൻߩ࠭ࡦࡕࠦޔ⺰

ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߪภ⸤ߣޠ⺑ᒻᚑޟԘޕࠆߢౝኈߥ߁ࠃߩᰴߪ⺰⚿ߚࠇߐ߈ᒁࠄ߆

߿ޠภౝኈ⸤ޟޔ߽ߡߒ⥌৻߇ޠภ⸤ޟࠇߐᒻᚑ߇ԙวᗧޕࠆߡߒ㑐ㅪߦኒធߣࡦ࡚

ޘᚒࠆߔ㕙⋤ߦޠਇ⏕ታᕈޟߪߣޠᐲޟԚޕߥࠄ㒢ߪߣࠆߔ⥌৻ߪߦቢోߪޠ㗄㉼⸂ޟ

ੱ㑆ޔߦ⟵ോߩ⺞ࠍㅢߡߓᦼᓙࠍ⥌৻ߩ⸽ޔߢߩ߽ࠆߔ⚻ᷣ⊛ᴺ⊛୶ℂ⊛ᕈᩰࠍᜬߞ

ᛩᯏኅޔᛩ⾗ኅࠆߔ㕙⋤ߦޠਇ⏕ታᕈޟߩ᧪ԛޕࠆߢߩ߽ࠆߔㅴൻߦ⊛ᱧผޔࠅ߅ߡ

ޕࠆߔⴕേߡߒଐሽߦޠᘠ⠌⊛್ᢿޟߪ  

 એࠍ⺰⼏ߩ〯߹ޔߡ߃࿁ࡓࠗࡊࡉࠨߩ㊄Ⲣෂᯏࠍᐲㅴൻ⺰ⷰߩὐࠄ߆ᬌ⸛ࠆߔ

ޕ߁ࠃߒߦߣߎ  

 

㧔㧞㧕ᄢᕟᘓߣᐲㅴൻ  

ߦ㊄Ⲣᡷ㕟ߚࠇߐታᣉߦᦼ࡞ࠖ࠺ࡘ࠾ޔߪߦߚࠆߔಽᨆࠍ㊄Ⲣෂᯏࡓࠗࡊࡉࠨ 

ᄢᕟᘓޕ߁ࠃߒߦߣߎࠆᆎࠍࠄ߆ಽᨆߩᄢᕟᘓޔߢߎߘޕࠆ߇ᔅⷐࠆߔ⸛ᬌߡߟ

ߒ៰ᜰ߇࠭ࡦࠗࠤޔߪࠇߎޕਇቯᕈߩ㊄ⲢᐲࠞࡔࠕԘޕߚߞߢߟ㧠ߩᰴߪේ࿃ߩ

ഭ㑐ߩ༡⠪ఝ⚻ޟԙޕࠆߢ㗴ࠆߔ㑐ㅪߣਇቯᕈߩޠା⁁ᘒ⏕ߩઃᯏ㑐⾉ޟߚ

ଥޟࠆࠃߦޠᚲᓧಽ㈩ߩਇᐔൻ߇࠭ࡦࡕࠦޔߪࠇߎޕޠᜰ៰ࠣࡦ࠾ࠥࡃࠆߔขᒁߦᣈࠆߌ

ᷤജᩰᏅߩ㗴ޕࠆߢԚౣᑪ࿖㓙㊄ᧄߩਇቯᕈޔߪࠇߎޕ࿖㓙ㅢ⽻ᐲߩቯ

ᕈߦ㑐ࠆߔ㗴ޕࠆߢԛޟ⥄↱છਥ⟵ޟߣޠዊߥߐᐭഀޔߪࠇߎޕޠᒰขᒁߦ㑐ࠆߔ

㗴ޕࠆߢ㧔ᩊ↰ [1996]╙㧠┨ޔᩊ↰[2007]ޔᩊ↰[2009]╙㧟┨㧕  

1907ޕ߁ߎ߅ߡߊߒߒዋߡߟߦޠਇቯᕈߩ㊄ⲢᐲࠞࡔࠕޟԘޔߪߢߎߎ 

ᐕ㊄Ⲣᕟᘓ⊒↢ߩේ࿃ࠞࡔࠕߚߞߥߣ㊄Ⲣᐲߩᒙὐߪᰴߥ߁ࠃߩౝኈࡔࠕޕߚߞߢ

ᡰᐫ㌁ޕߚߞߥߣේേജߩ㊄Ⲣᯏ㑐ಽᢔൻ߇ޠࡓ࠭ࡘࡇࡐޟࠆߢ▸ળⷙ␠ޔߪߢࠞ
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ⴕᐲߩ⊒㆐߿ਛᄩ㌁ⴕߩᒻᚑߪ㒖ኂޔࠇߐዊⷙᮨߥ㌁ⴕ߇ᄙᢙੂ┙ࠆߔಽᢔ⊛ߥ㌁ⴕ

ᐲ߇⊒㆐ޕߚߒᄙᢙߩ㌁ⴕߩḰ㊄ࠍࡓ࠹ࠬࠪࠣࡦࠠࡦࡃࠬ࡞ࠦߪㅢ࡛ࡘ࠾ߡߓ

ߢߩߚߒ㆐⊑߇㊄Ⲣᐲߥਇቯ߁ߣࠆࠇߐ↪ㆇߢᩣᑼᏒ႐ޔࠇߐ⸥㌁ⴕ߳㗍ߩࠢ

1914ޔߦߚࠆߔᤚᱜࠍᒙὐߩߎޕࠆ ᐕߦㅪ㇌Ḱᐲޔࠇߐ┙⸳߇㊄Ⲣᐲߩቯൻ߇

࿑ޔ߇ߚࠇࠄലᨐߪ㒢ቯ⊛ޕߚߞߢਛᄩ㌁ⴕࠅࠃߦ┙⸳ߩቄ▵⊛ߥᵹേ⾗㊄ਇ⿷߁ߣ

㗴ߪ⸃ᶖޔ߇ߚࠇߐ㌁ⴕߩḰ㊄ࠍࠣࡦࠠࡦࡃࠬ࡞ࠦ߇ㅢߡߓਛᄩㇺᏒ㌁ⴕߦ㗍⸤

ޕࠆߢࠄ߆ߚߞ߆ߥࠄࠊᄌߪߺ⚵߁ߣࠆࠇߐ↪ㆇߢᩣᑼᏒ႐ޔࠇߐ  

 ᄢᕟᘓߩ㓙ߦ㌁ⴕୟ↥ߣ㗍㊄ขࠅઃߩߌᵄ߇㧟࿁ޔࠅߎ㌁ⴕᕟᘓోߪ࿖ߦᵄࠕޔߒ

35-1933ޔߚߩߎޕߚߒ㕙⋤ߦෂᯏߩ፣უߪ㊄Ⲣᐲࠞࡔ ᐕߦቯߚࠇߐ㌁ⴕᴺߣ⸽

ขᒁᴺࠆࠃߦ㊄Ⲣᐲᡷ㕟ߪᛮᧄ⊛ߩߘޕߚߞߥߣߩ߽ߥౝታޔߪᛩᯏ߳ߩ㑐ਈࠍ೨

ޠᢇᷣޟߦ⊛ᓟߢ㗍㊄㒾ࠍ㗍㊄⠪ߩ㌁ⴕߚߒ↥ୟޔߦหᤨߣࠆߔޠⷙޟ߇ਛᄩ㌁ⴕߦ

ߢ┙⸳㊄Ⲣᐲߩޠᢇᷣߣⷙޟ߁ߣޔߋ㒐ࠍᵄߩߌઃࠅ㗍㊄ขߡߞࠃߦߣߎࠆߔ

㧞ᰴᄢᚢ╙ޔࠅࠃߦ࿖ௌขᓧߩᄢ㊂ࠆࠃߦ㌁ⴕߩ㧞ᰴᄢᚢᤨ╙ߣ㊄Ⲣᐲᡷ㕟ߩߎޕߚߞ

ᓟࠞࡔࠕߩ㊄Ⲣᐲߪ㗅⺞ߥ⚻ᷣᚑ㐳ࠍᡰࠆ߃ᓎഀࠍᨐޕߚߞߥߦߣߎߊߡߒߚ  

ߟߦᐲᡷ㕟ࠆࠊ㑐ߦԙഭ㑐ଥޕ߁ߎ߅ߡࠇ⸄ߦන◲߽ߡߟߦᐲᡷ㕟ߩߟ㧟ߩઁ 

1935ޔߪߡ ᐕߦቯ࠽ࠣࡢߚࠇߐᴺ㧔ో࿖ഭ㑐ଥᴺ㧕߇㊀ⷐߩߎޕࠆߢᴺᓞޔߪ

ഭ⚵วߩᷤജࠍᒝൻޔߒഭᷤജߩᐔ╬ൻࠍታޔߢ⊛⋠ࠆߔ⚻༡⠪ޟߦਇᒰഭ

ⴕὑߩޠᱛⷙቯߩ࠭ࡦࡕࠦޔߪࠇߎޕߚߌ⸳ࠍਥᒛࠣࡦ࠾ࠥࡃࠆߔขᒁࠆߌ߅ߦ

ᷤജߩᐔ╬ࠍታޟߩߚࠆߔᱜࠍޠ࡞࡞ߥቯޟߩߎޔߒߛߚޕߚߞߢߩ߽ࠆߔ

ᱜ߇ޠ࡞࡞ߥቯ⌕߇࡞࡞ߩߎޔߪߦߚࠆߔഭ⠪ߩ⾓㊄ޟߡߞࠃߦ⾼⾈ജߩ

ᄢޔࠅ߇ߥߟߦޠ⋉㧔public utility㧕ޔ߇ߣߎ߁ߣࠆߔ⾗ߦ⚻༡⠪ࠍഭ⠪

એᄖߩ⚻ᷣਥ߽ߦ⼂߇ߣߎࠆࠇߐᔅⷐࠆߥߣ㧔Commons[1924]Ch.ΪޔΫ㧕ߚߩߘޕ

1947ޔߣ㛎⚻ߩද⺞㑐ଥߩㅪ㇌ᐭޔ༡⠪⚻ޔ⚵ഭߩᚢᤨᦼޔߪߦ ᐕ࠻ࡂ࠻ࡈ࠲ߩ

ޕߚߞߢᔅⷐ߇ㆊ⒟ߩ⺋⹜ⴕ㍲߁ߣㇱୃᱜ৻ߩᴺᓞࠆࠃߦᴺ  

 Ԛ࿖㓙ㅢ⽻ᐲ1930ޔߪߡߟߦ ᐕઍߩ▤ℂㅢ⽻ᐲߩ᥉ࠍ〯߹ޔߡ߃╙㧞ᰴᄢᚢᓟ

߇ℂ⺰ߩ಄ᚢߪߦ㓙ߩߘޔ߇ߚࠇߐߺ↢߇࿖㓙▤ℂㅢ⽻߁ߣ࡞࠼IMFޔߦ

㊀ⷐߥᓎഀࠍᨐޕߚߒߚԛޟ⥄↱છਥ⟵ߩޠᓇ㗀ജ߇ૐਅޟޔߒዊߥߐᐭߩޠℂᔨޟߪᄢ

ᚲᓧߩ࿖ኅ⽷ޔࠇߐᄌᦝ߇࡞࡞ߩᒰขᒁഀޕߚߒォ឵ߦℂᔨߩ㧔࿖ኅ㧕ޠᐭߥ߈

ౣಽ㈩ᯏ⢻ᄢ߇ᚲᓧಽ㈩ߩᐔ╬ൻࠍଦޔߒ⾼⾈ജᄢޕߚߞߥߦߣߎࠆߔ₂⽸ߦ࿖ኅ⽷

ߩ᥊᳇ቯൻᯏ⢻ߩᷣ⚻ޔߪቯൻߦነਈޕߚߞߥߦߣߎࠆߔ  
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 એࠞࡔࠕޔ߇⾗ᧄਥ⟵ޟߩ㤛㊄ᤨઍࠍޠᡰߚߞߥߦߣߎࠆ߃ᐲㅴൻߩⷐޕࠆߢ

㧔ᩊ↰[1996]╙㧠┨ޔᩊ↰ ޠਇ⏕ታᕈޟޔߡోߪᐲߩࠄࠇߎᩊ↰[2009]╙㧠┨㧕ޔ[2007]

ᧄਥ⾗ޔߡߞࠃߦߣߎࠆߖߐ⺞ࠍᦼᓙߩਥᷣ⚻ߥޘ᭽ࠆߔ㕙⋤ߦޠ⇇㒢ߩวℂᕈޟߣ

ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߚߒߚᨐࠍᓎഀࠆ߃ਈࠍቯᕈߦ⟵  

 

㧔㧟㧕㊄Ⲣ㕟ᣂߣⷙ✭  

ߩߤߪᐲߩߟ㧠ޕ߆߁ࠈߛߩߚߒὫ⚳ߪޠ㤛㊄ᤨઍޟߩ⟵ᧄਥ⾗ࠞࡔࠕߗߥޔߪߢ 

Ԛޔ⾰ᄌߩԙഭ㑐ଥޔਇቯൻߩ㊄ⲢᐲࠞࡔࠕԘޕ߆߁ࠈߛߩߚߒਇቯൻߦ߁ࠃ

࿖㓙ㅢ⽻ᐲߩਇቯൻޔԛ࿖ኅߩⴕ߈߹ߪߢߎߎޔߜ߁ߩࠅԘߡߟߦᬌ⸛ޕࠆߔ  

 ᳃㑆ㇱ㐷ߩ࿖ௌขᓧ߁ߣᚢᤨߩㆮ↥߇ዧޔࠇߐߊ᳃㑆ㇱ㐷ߩ⽶ௌ⾗↥Ყ₸߇

ߚߞߥߦ߁ࠃࠆߔ 1960 ᐕઍᓟඨޔߪߦ㊄Ⲣਇቯᕈߪ㜞߹ޕߚߞߥߦߣߎࠆડᬺߩ㌁

ⴕ୫߳ߩଐሽᐲ߇㜞߹ޔࠅ㌁ⴕߪᏒ႐ߢ⾗㊄ࠍ⺞㆐ޔࠅߥߦ߁ࠃࠆߔᏒ႐㊄ࡈࡦࠗߪ

ߚߒᕆ㛛߇⍴ᦼ㊄ࠅࠃߦᄢߩ㊄㔛ⷐ⾗ޔߚߩߎޕߚߒᕆ㛛ߦߣߩ₸ 1966

ᐕߪߦ CD ࡦ࡚ࠪࡘࠡ߇Ꮢ႐㊄ߩ Q ߪ㌁ⴕޔߚߚߞ࿁ࠍ㒢ⷙ㊄ࠆࠃߦ

ᣢ⊒ⴕ CD ㊄ޕߚߞߥߊߥ᧪߇ߣߎࠆߓᔕߦ㊄㔛ⷐ⾗ߩડᬺޔࠅߥߣ࿎㔍߇߃឵ࠅ୫ߩ

Ⲣࡦ࡚ࠪࠛࠖ࠺ࡒ࠲ࡦࠗࠬࠖ࠺ߩ㧔㕖㊄Ⲣખൻ㧕ߩ࠴ࡦࠢ࠻࠶ࠫࠢࠆࠃߦ⊒

ߪ࠴ࡦࠢ࠻࠶ࠫࠢߚߒ߁ߎޕࠆߢ↢ 1969-70 ᐕ75-74ޔ ᐕޔ߇ߚߒ↢⊑߽ߦㅪ㇌

Ḱߣ㗍㊄㒾ᯏ᭴ߩදജࠆࠃߦ㊄Ⲣޟߣ࠻࠶ࡀࠖ࠹ࡈߩᄢߥ߈ᐭߩޠ᥊᳇ቯൻ

ᯏ⢻ߦᡰޔߡࠇࠄ߃ỗߒ㊄Ⲣᕟᘓߦ⊒ዷߪߣߎࠆߔ㒐ᱛࡈࡦࠗޔ߇ߛޕߚࠇߐ₸

ޕࠆߢߩߚ߈ߡߞߥߦ߁ࠃࠆߔ⋪⍦ߦ߆ࠄޔߪ㊄ⷙߣ  

ߒᣂࠆࠊᄌߦ㗍㊄ⷐ᳞ᛄߥ߆ઃ߇ሶޕߚߞߢ㊄Ⲣ㕟ᣂ߇ኻᔕߩ߳⋪⍦ߚߒ߁ߎ 

ޔ߇ઍߩߘޕࠆߢߩߚࠇߐ⊑㐿߇ᷣᚻᲑ㧕߈㊄Ⲣຠ㧔ሶઃ 71 ᐕߦ⊓႐ߚߒ

MMMF 㧣8ޔࠅߢ ᐕߦߚߒ CMA(Cash Management Account)ߚߒ߁ߎޕߚߞߢ

ᛩ⾗㌁ⴕࠆࠃߦᣂ㊄Ⲣຠߩ㐿⊒ߦኻ᛫ޔߡߒ㗍㊄㊄Ⲣᯏ㑐߽ᣂ㊄Ⲣຠࠍ㐿⊒ߡߒ

ߚ߽ࠍะߩ㊄Ⲣല₸ᕈࠆࠃߦޠ⊑ഃޟࠆߌᣈߦ༡▤ℂขᒁ⚻ޔߪ㊄Ⲣ㕟ᣂߚߒ߁ߎޕߊ

࠺ࡘ࠾ޔߒߦᦌᤒࠍႺߩᬺോ⸽ߩⷙኻ⽎ᄖߣ㌁ⴕᬺോࠆߥߣ⽎ኻߩⷙޔ߇ߚߒࠄ

ޕߚߞߥߦߣߎࠆߖߐᒻ㜈ൻࠍ㊄ⷙߚࠇߐᒻᚑߦᦼ࡞ࠖ  

1980ޔߢߎߘ  ᐕઍೋ㗡ߦ㊄Ⲣᐲᡷ㕟߇ታᣉ80ޕߚࠇߐ ᐕ㊄Ⲣᴺޔߪߢ㗍㊄㊄ߩ⥄

↱ൻޔઃ߈ᷣൊቯߩㅊޔ⾂⫾㊄Ⲣᯏ㑐ߩ⾗↥ㆇ↪ߩᒢജൻߩߤߥޔⷙ✭߇ታᣉ

82-79ޔߒࠄߚ߽ࠍỗൻ┹ߩ㗍㊄㊄Ⲣᯏ㑐ౝㇱߪⷙ✭ߩߎޕߚࠇߐ ᐕߩਇᴫߣ㜞㊄
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ਅߢ㗍㊄㊄Ⲣᯏ㑐ߩෂᯏߌࠊࠅߣޔ S&L㧔⾂⫾⾉ઃ⚵ว㧕ߩ㕽ㅒォࠆࠃߦ⚻༡ෂᯏࠍ

82ޔߚࠆߔᢇᷣࠍෂᯏߩߎޕߚߒߺ↢ ᐕ㊄Ⲣᴺ߇ቯޔࠇߐ㗍㊄㒾ᯏ᭴ߩ✕ᕆᢇᷣ

ᯏ⢻߇లޔࠇߐS&L ޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇࠄ߇ᄙ᭽ൻߩ↪ㆇ↥⾗ߦ  

 

㧔㧠㧕ⷙ✭ߣᢇᷣᯏ᭴ߩల  

 1980 ᐕઍೋ㗡ߩ㊄Ⲣᐲᡷ㕟ޟޔߪⷙߣᢇᷣߩޠ㊄Ⲣᐲޟߩⷙ✭ߣలߚࠇߐ

ᢇᷣߩޠ㊄Ⲣᐲ߳ߩㅴൻޟޕߚߞߥߦߣߎߔࠄߚ߽ࠍᛩᯏߩ೨ⷙߣ✕ᕆᤨߩᢇᷣߩޠ

ߢߩߚࠇࠊⴕ߇ォ឵ߩ߳ߖࠊวߺ⚵ߩޠᢇᷣలߩᕆᤨ✕ߣኈ⸵ߩᛩᯏޟࠄ߆ߖࠊวߺ⚵

ࠗࡂࠢࠬࠗࡂߩ㗍㊄㊄Ⲣᯏ㑐ޔࠅߢ↢⊑ߩޠ࠼ࠩࡂ࡞ࡕޟ߇ᨐ⚿ߩߘޕࠆ

80ޔߚߩߎޕߚߞߢᛩ⾗ᄢߩ߳↥⾗㊄Ⲣࡦ࠲ ᐕઍᧃߦ㗍㊄㊄Ⲣᯏ㑐ߩ⚻༡ෂᯏ߇

ᄢޔߒ㗍㊄㒾ᯏ᭴ߪ⎕✋ߩෂᯏߦ⋥㕙ޕࠆߔFSLIC㧔ㅪ㇌⾂⫾⾉ઃ⚵ว㒾␠㧕ߪ

㗍㊄㒾ၮ㊄ᨗᷢࠅࠃߦ⎕↥⁁ᘒߦ㒱ޔࠅFDIC㧔ㅪ㇌㗍㊄㒾␠㧕߽ઃ㗍㊄ߦኻߔ

ޕߚߞߡߒૐਅߪ₸Ყߩ㒾ၮ㊄Ḱࠆ  

ߔߺ↢ࠍޠ࠼ࠩࡂ࡞ࡕޟߪ㊄Ⲣᐲߩޠᢇᷣߚࠇߐలߣⷙ✭ޟޔߦ߁ࠃߩߎ 

⸛ᬌ߇ߒ⋤ߩ㊄Ⲣᐲޔߢߎߘޕߚߞߥߣ߆ࠄ߇ߣߎߥߪߢᐲߥᜬ⛯น⢻ޔߢߩ

1991ޔࠇߐ ᐕߦㅪ㇌㗍㊄㒾␠ᡷ㕟ᴺ㧔FDIC1A㧕߇ቯߩߘޕߚࠇߐਥߥౝኈޔߪ⥄

Ꮖ⾗ᧄᲧ₸ⷙߣᣧᦼᤚᱜភ⟎ዉޕߚߞߢ  

 

㧔㧡㧕㊄Ⲣߩ⸽ൻ  

 91 ᐕᴺޟࠅࠃߦ⥄Ꮖ⾗ᧄᲧ₸ⷙߣᢇᷣߩޠ㊄Ⲣᐲ߇ᚑ┙ࠞࡔࠕޔࠅࠃߦߣߎߚߒ

ޕࠆߢޠൻ⸽ߩ㊄Ⲣޟޔߪᄌൻߩ㧝╙ޕߚߞߥߦߣߎࠆߍㆀࠍ⽩ᄌߥ߈ᄢߪ㊄Ⲣขᒁߩ

91 ᐕᴺߦၮޟߊߠᣧᦼᤚᱜភ⟎ߩޠዉࠍฃޔߡߌ㌁ⴕㇱ㐷ߪ⥄Ꮖ⾗ᧄᲧ₸ࠍ㜞ߚࠆ

ޔௌ␠ޔᄖ࿖ௌޔ߇ߩߚߒჇടߡߞࠊઍޕߚߞⴕࠍᷫߩௌᮭ⾉㜞ߩ࠻ࠗࠚ࠙ࠢࠬߦ

ቛࠫࠥࡕ⸽߳ߩᛩ⾗ޕߚߞߢኅ⸘ㇱ㐷ߩ㊄Ⲣ⾗↥᭴ᚑ߽㗍㊄ࠕࠚࠪߩૐਅ߇⪺

ޕߚߞߢ⪺㗼߇Ⴧടࠕࠚࠪߩᐕ㊄ၮ㊄ޔ࠼ࡦࠔࡈ࡞ࠕࡘ࠴ࡘࡒޔᩣᑼޔߊߒ  

 ╙㧞ޟޔߦ㊄Ⲣߩ⸽ൻߩޠᓇ㗀ࠍฃࠅߩࠬࡦ࠽ࡃࠟ࠻ࡐࠦޔߡߌᣇߦ㊀ᄢߥ

ᄌൻ߇ޕߚߞߎᯏ㑐ᛩ⾗ኅ߇Ꮒᄢߥᩣᑼ⠪ߡߒߣ⊓႐ޔߒ⚻༡⠪ߦ⍴ᦼ⊛ߥ⋉ߩ

ᄢߣᩣଔߩࠍଦߔജ࠼ࡦࠔࡈ࡞ࠕࡘ࠴ࡘࡒޕࠆߢߩߚߞߥߦ߁ࠃࠆߌ߆ࠍ

ߩࠆ߃Ⴧ߇ㆇ↪ႎ㈽ߒჇട߇↥⾗↪ㆇ߫ࠇߌ⦟߇❣ㆇ↪ᚑޔߪࡖࠫࡀࡑ࠼ࡦࠔࡈߩ

㓸ਛᛩߦᩣߥ߁ߘߒࠅ߇୯ޔߚߩߎޕࠆߥߣべߣ߁ࠃߒߊ⦟ࠍ❣ㆇ↪ᚑߩ⍴ᦼޔߢ
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ޕࠆߥߦ߁ࠃ߁ⴕࠍ↪ㆇޠ⊛⍴ᦼޟ߁ߣߔតࠍᚑ㐳ᩣߩߡߞᛄࠅᄁߦᓟࠅ߇୯ޔߒ⾗

ᩣߪߦ႐วߩㅒޔߒߪᩣଔߩડᬺߚߞ࿁ࠍ೨੍ᗐߩ࠻ࠬ࠽ࠕ߇⋊ޔᨐ⚿ߩߘ

ଔ߇ਅ⪭ࠆߔะ߇ᒝޔߚߩߎޕࠆߥߊડᬺ⚻༡⠪㆐ޟߪ⍴ᦼ⊛⋉ᭂᄢൻޟߣޠ㜞ᩣ

ଔ⚻༡ࠍޠᔒะޕࠆߥߦߣߎࠆߔ  

 ⚻༡⠪ႎ㈽ߩ৻ㇱߢࡦ࡚ࠪࡊࠝࠢ࠶࠻ࠬ߇ᡰᛄࠆࠇࠊ႐วޔߪߦ⚻༡⠪㆐߇ᩣଔࠍ⍴

ᦼ⊛ࠅߟߦࠆߔߣ߁ࠃߍ⺃࿃ߪ৻ጀ㜞߹ߩߎޕࠆ႐วޔᩣਥߣ⚻༡⠪৻Ⅳᛩ⾗ኅ㧔ࡈ

ޠ㜞ᩣଔ⚻༡ޟޕࠆ߇น⢻ᕈࠆߔ↢⊑߇㗴ޠ⋉⋧ޟߦ㑆ߩߣ㧕ࡖࠫࡀࡑ࠼ࡦࠔ

ޕࠆߢᄌൻߩ㧟╙ޔ߇ࠇߎޕࠆߢࠄ߆ࠆ߇ࠇᕟ߁ߥ៊ࠍଔ୯ߥ⊛㐳ᦼߩડᬺޔߪ  

 ╙㧠ߩᄌൻޟޔߪ㊄Ⲣߩ⸽ൻࠅࠃߦޠᣂߥߚ㊄Ⲣਇቯᕈߺ↢߇ޕࠆߢߣߎߚࠇߐ

8-2007ޔ߇ࠇߘ ᐕࡓࠗࡊࡉࠨߚߒ↢⊑ߦ㊄Ⲣෂᯏޔߢߎߘޕߚߞߢᰴߩߎߦ㗴ࠍ⠨

ኤޕ߁ࠃߒߦߣߎࠆߔ  

 

㧔㧢㧕ࡓࠗࡊࡉࠨ㊄Ⲣෂᯏߣ㊄Ⲣᐲߩㅴൻ  

ޕࠆߢޠⷙ✭ޟޔߪⷐ࿃ߩ㧝╙ߩ㧔ቛᛶᒰⲢ⾗㧕ᄢࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨ  80

ᐕ㊄Ⲣᴺࠆࠃߦ㊄ⷙ✭ߪ㜞㊄ߩቛࡦࡠଏਈࠍࡠࡓࠗࡊࡉࠨޔߢߩߚ

82ޕߚߞߥߣⷐ࿃ߩᄢࡦ ᐕ㊄Ⲣᴺߩ৻ㇱޟࠆߢㆬᛯ⊛ቛࡦࡠขᒁဋ╬ᴺޔߪޠ

Ⲣߚઃ߇ઙ᧦ࠆߥߦਇ⍎߇↪⾌✚ߩࡦࡠޔࠍෳߩ߳ࡦࡠቛߩࠢࡦࡃࡦࡁ

91ޕࠆߢޠൻ⸽ߩ㊄Ⲣޟޔߪⷐ࿃ߩ㧞╙ޕߚߒኈࠍ⾗ ᐕᴺߩᚑ┙એ㒠ޟޔ⾉ઃௌᮭߩ

⸽ൻ߇ޠჇടޟޕߚߡߒቛᛶᒰⲢ⾗ߩ⸽ൻߪޠ㧞ߩߟ㗴ߺ↢ࠍޟޕߔ▵ᐲߩᒆ

ޕࠆߢ↢⊑ߩޠ⋉⋧㗴ޟߣޠ✭  

ᛩ⾗ኅߪࠢࠬޔߢߩࠆߔォᄁߡߒൻ⸽ࠍௌᮭ⾉ߪᚻߒ⾉ޔߪߢޠൻ⸽ߩ㊄Ⲣޟ 

⠨߇ߺ⚵ߩା↪ቢޔߦߚࠆߔߦน⢻ࠍಽᢔ⒖ォࠢࠬߩߎޕࠆࠇߐಽᢔ⒖ォߦ

ᄖㇱޕࠆ߇ԙㆊᜂޔߣԘఝవഠᓟ᭴ㅧޔߪߦઍ⊛ᚻᴺߩౝㇱା↪ቢޕߚࠇߐ᩺

ା↪ቢޔߪߦԘGSE㧔ㅪ㇌ᐭᡰេᯏ㑐㧕ࠆࠃߦା↪⸽ޔԙࡦࠗࡁࡕ㒾ળ␠ࠃߦ

ߒ↪ାࠍߺ⚵ߩା↪ቢߚߒ߁ߎޕࠆ߇ߤߥା↪ᩰઃࠆࠃߦ␠Ԛᩰઃળޔ⸽ା↪ࠆ

ߚߞߡߒ⾼ߦ⊛Ⓧᭂࠍൻຠ⸽ߩޠࡦ࠲ࠗࡂࠢࠬࡠޟߪᯏ㑐ᛩ⾗ኅޔߡ

ޕࠆߢߩ  

ߘޕߚߞ߆ߥߐߚᨐࠍᓎഀߩᱤᱛߩޠ✭ᒆߩᐲ▵ޟߪࡓ࠹ࠬࠪߩା↪ቢߩߎޔ߇ߛ 

ᩰޔߚߥߪߢߌࠊࠆߡߞ⽶ࠍࠢࠬ߇ࠄ⥄ߪ␠ᩰઃળޕߚߞߢޠᩰઃޟ߇ဳౖߩ

ઃᚻᢙᢱࠍⒿߦߚߋᭉⷰ⊛ߥᩰઃࠍⴕߊߴࠆߥߡߞᄙߩߊᩰઃᬺോࠍฃᵈ߁ߣ߁ࠃߒ
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⺃࿃ޕࠆࠇࠄ߆ߦᩰઃࠍା↪ߡߒ⸽ൻຠࠍ⾼ࠆߔᛩ⾗ኅߩ⋉ޔ߽ࠅࠃᚻᢙᢱࠍᡰ

ᛄࠆࠇߊߡߞ⸽ൻຠ⚵ᚑᬺ⠪ߩ⋉߇ఝవޟ߁ߣࠆࠇߐ⋉⋧ޠ㗴ߪߦߎߎ߇

ሽޔߚߩߎޕࠆߔᩰઃળ␠ޔߪᦨㄭߩᅢ⺞ᤨࠍ࠲࠺ߩ↪ޔߒૐᩰઃߌ⾗↥ห჻ߩ

ௌോਇጁⴕࠆߥߦ⋧㑐ࠍૐߊᗐቯޟߡߞࠃߦߣߎࠆߔᭉⷰ⊛ߥᩰઃࠍޠⴕ࠲ࠗࡂޟޔ

ߩൻຠ⸽ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߚߡ߃ਈࠍ߈აઃ߅ߩޠࠢࠬࡠޟߦൻຠ⸽ߩޠࡦ

⚵ᚑᬺോࠍⴕ߁㊄Ⲣᯏ㑐߽ࠍࠢࠬޔᛩ⾗ኅ⒖ߦォߣࠆ߈ߢ⠨ޔߢߩߚ߃ᚻᢙᢱࠍჇ

ࡦࡃࠫࠥࡕޕߚࠇߐఝవ߇ᄢߩൻຠ⚵㊂⸽߽ࠅࠃޠㆩߩᐲ▵ޟߦߚߔ߿

⇛ޔߒシⷞߪޠㆩߩᐲ▵ޟߦߚߋⒿࠍᚻᢙᢱ߽ࠞࡠࡉޕߚߞߢห᭽߽ࠞ

ᅓ⊛⾉ઃߦᚻࠍᨴ߽ߩ߽ࠆჇޕߚ߃  

ࠆߢࡠࡊߩ㧫㊄Ⲣ߆ߩߚߞߢ߁ߤߪᛩ⾗ኅޔߪߢ  SIV ᭉߗߥޔߪ࠼ࡦࠔࡈࠫ࠶ࡋ߿

ߥജߩߟ㧫㧝߆߁ࠈߛߩߚߒ⾼ߦᄢ㊂ࠍൻຠ⸽ࡓࠗࡊࡉࠨߡߓାࠍᩰઃߥ⊛ⷰ

ࡓࠗࡊࡉࠨ㜞ߩࠅ࿁ޕࠆߢޠ⟵⍴ᦼᬺ❣ਥޟߩࡖࠫࡀࡑ࠼ࡦࠔࡈޔߪ߃╵

⸽ൻຠࠍ୫㊄ߦଐሽߡߒᄢ㊂ߦߩ࠼ࡦࠔࡈ߫ࠇߔ⋉₸ߪ㜞࠼ࡦࠔࡈޔࠅߥߊ

⎕߇࠼ࡦࠔࡈޕߥߪߢᜂ⠪⽶ߩࠢࠬߪࠄᓐ߽߆ߒޕࠆߥߣᄙ㗵ߪႎ㈽ߩࡖࠫࡀࡑ

ߩޠ⋉⋧㗴ޟߪߦߎߎޕࠃ߫ߖតࠍ⡯ߩᰴޔߚ߹ޕࠆߢߌߛ߁ᄬࠍ⡯߽ߡߒ✋

᷷ᐥޟޔߡߒ߁ߎޕࠆ߇⍴ᦼᬺ❣ਥ⟵ޟ߇ޠ⍴ᦼ⋉⥋ਥ⟵ߺ↢ࠍޠޕࠆߥߦߣߎߔ 

SIVޔᛩ⾗ኅࠆߔ⾗ᛩ߳࠼ࡦࠔࡈࠫ࠶ࡋޔߪߢ  ߩ㌁ⴕࠆߦਅࠍ࠼ࡦࠔࡈࠫ࠶ࡋ߿

ᩣਥ߿ௌ⠪ࡓࠗࡊࡉࠨߗߥޔߪ⸽ൻຠ߳ߩᄢ㊂ᛩ⾗ࠍኈ߆߁ࠈߛߩߚߒ㧫

߳ޠࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦޟޔޠ㓸ว⊛ᕁ⠨⠌ᘠޟߊߠၮߦ㓸ᔃℂ⟲ޔߪߡߒߣ╵⸂ߩ߳ߩߎ

ᥧࠆࠃߦᐭޟޔߪߡᣈߦᒻᚑޠ㓸ว⊛ᕁ⠨⠌ᘠޟߩߎޔߡߒߘޕࠆߢജ߇ޔଐሽߩ

㤩ߩ⸽߁ߣޠ㗴߇ሽޕࠆߔԘߩࠞࡔࠕਃᄢኦභᩰઃߌળ␠ޔߪSEC ⸽ᐲߩ

ߡߞࠃߦ NRSRO㧔ో࿖⊛ߦ⍮ࠆߡࠇߐ⛔⸘⊛ᩰઃߌᯏ㑐㧕ߡߒߣቯࠆߡࠇߐ㧔ᧄ

ጊ[2008]:101ޔዊ┙[2007]㧕ޕԙ࡞ࡃΤޔߪߢ⥄Ꮖ⾗ᧄᲧ₸ⷙߩ೨ឭࠆߥߣା↪ࠬ

ߡߒߣޠᮡḰ⊛ᚻᴺޟࠍ▚⸘ࠆߔߦߣ߽ࠍᄖㇱᩰઃࠆࠃߦᯏ㑐ߌᩰઃޔߡ߅ߦ▚⸘ߩࠢ

ขࠅߩߎޕࠆߡࠇ㧞ߩߟታߩࠞࡔࠕޔߪ⊛ᯏ㑐ߣ࿖㓙⊛ߥ⊛ᯏ㑐߇᳃㑆ߩᩰ

ઃળ␠ᬺߩോޟߦᥧ㤩߅ޠߩაઃࠍ߈ਈࠍߣߎ߁ߣࠆߡ߃ᗧޕࠆߔ  

ᗐߊૐࠍ㑐⋦ࠆߥߦௌോਇጁⴕ߇ห჻↥⾗㜞ߩࠢࠬ߇␠ᩰઃળޔߪ㗴ߩߟ㧝߁߽ 

ቯߦߣߎ߁ߣߚߡߒ㑐ޔߪࠇߎޕࠆࠊቛߩࡦࡠௌോਇጁⴕో߇࿖⊛ߦᐢࠬࠆ߇

⊛࿖ోޔߪߦ⢛᥊ߩシⷞࠢࠬ࡞ࠗ࠹ߚߒ߁ߎޕࠆߔᗧࠍߣߎ߁ߣࠆⓍ߽ߊૐࠍࠢ

ޔ㗍㊄㒾ᯏ᭴ޔㅪ㇌Ḱޕࠆߔሽ߇ᦼᓙߩേ߳⊑࠻࠶ࡀࠖ࠹ࡈߩ㓙ߩ㊄Ⲣෂᯏߥ
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ᐭࠆࠃߦᢇᷣ߇ᦼᓙޟޕࠆߢߩߚߡࠇߐGSE GSEޔ߽ߡߟߦޠ⸽ା↪ࠆࠃߦ ߩ

⢛ᓟߪߦᐭߩᥧ㤩ߩ⸽߇ᦼᓙߣߚߡࠇߐ⠨ޕࠆࠇࠄ߃  

 

㧔㧣㧕ዊᵴ  

ᄢޕࠆߥߦ߁ࠃߩᰴߣࠆߔᢛℂࠄ߆ὐⷰ߁ߣㅴൻߩ㊄Ⲣᐲࠍ㊄Ⲣෂᯏࡓࠗࡊࡉࠨ 

ᕟᘓᓟߦᒻᚑޟߚࠇߐⷙߣᢇᷣߩޠ㊄Ⲣᐲޔߪ╙㧞ᰴᄢᚢᓟߩࡈࡦࠗߩㅴⴕࠅࠃߦ

ᯏ⢻ਇో㧔㊄Ⲣࡦ࡚ࠪࠛࠖ࠺ࡒ࠲ࡦࠗࠬࠖ࠺ߩ㧕ߦ㒱ߩߎޕߚߞᯏ⢻ਇోࠍᛂ㐿ࠆߔ

⹜ޔߡߒߣߺ᳃㑆㊄Ⲣᯏ㑐ࠆࠃߦ㊄Ⲣ㕟ᣂ߇ߩߎޕߚߞߎ㊄Ⲣ㕟ᣂߪ㊄ⷙᐲࠍᒻ

㜈ൻޔࠅߥߦߣߎࠆߖߐ㊄Ⲣᐲߩⷙ✭߇ㅴⴕޕࠆߔⷙ✭ߪ㊄Ⲣਇቯᕈࠍ㜞

ⷙ✭ޟޔߪ㊄Ⲣᐲߩޠᢇᷣߣⷙޟޔᨐ⚿ߩߘޕߚࠇࠊⴕ߇లߩᢇᷣᯏ᭴ޔߚߚ

ޠ✭ᒆߩᐲ▵ޟߪ㊄Ⲣᐲߩߎޕࠆߢߩߚߍㆀࠍㅴൻߣ㊄Ⲣᐲ߳ߩޠᢇᷣߚࠇߐలߣ

⥄ޟޔᨐ⚿ߩߘޕߚߒ㕙⋤ߦෂᯏߩ✋⎕ߪ㗍㊄㒾ᯏ᭴ࠅࠃߦᄢߩ㊄Ⲣෂᯏޔߒߺ↢ࠍ

Ꮖ⾗ᧄⷙߣᢇᷣߩޠ㊄Ⲣᐲߺ↢߇ߩߎޔ߇ߚࠇߐᐲޟߪ㊄Ⲣߩ⸽ൻࠍޠଦ߽ߔ

ޕߚߞߢߩ  

⾗ቛᛶᒰⲢ㜞ߩࠢࠬޟޔߡߞࠃߦߣߎߊߟ߮⚿ߣޠⷙ✭ޟߪޠൻ⸽ߩ㊄Ⲣޟ 

ߢࠅㅢߩᰴߪⷐ࿃ߚࠇߐଦㅴ߇ޠ✭ᒆߩᐲ▵ޟޕߚߞߥߦߣߎߔࠄߚ߽ࠍᄢߩޠൻ⸽ߩ

ઃᬺ⾉ޔࠞࡠࡉޔߢߩࠆࠇߐ⒖ォߦᛩ⾗ൻ߇ࠢࠬࠅࠃߦޠൻ⸽ߩௌᮭޟԘޕࠆ

⠪ޔ⸽ൻຠ⚵ᚑᬺ⠪ޔߪᚻᢙᢱࠍⒿޟߦߚߋ▵ᐲࠍޠ߽ࠅࠃࠆᄾ⚂ߩᢙࠍჇߘ߿

࠼ࡦࠔࡈԚޕ߁ⴕࠍߌᩰઃߥ⊛ᭉⷰߦߚߔ߿Ⴧࠍᚻᢙᢱߪ␠ળߌԙᩰઃޕࠆߔߣ߁

ൻ⸽ࡓࠗࡊࡉࠨޔߢߩߊߟ߮⚿ߦჇടߩႎ㈽߇⋉ᄢߥ⊛⍴ᦼޔߪࡖࠫࡀࡑ

ຠࠍⓍᭂ⊛ߦ⾼ޕߚߒԛᛩ⾗ኅޟߪ㊄Ⲣޟࠆࠃߦޠ࠻࠶ࡀࠖ࠹ࡈߩᥧ㤩ߩ㓚ࠍޠ

ᦼᓙޔߡߒᩰઃߌળ␠ߩᩰઃࠍߌା↪ޕߚߒ  

 એߩᢛℂࠄ߆㧞ޕࠆ߃⸒߇ߣߎߩߟ㧔γ㧕᳃㑆㊄Ⲣㇱ㐷ߩ㊄Ⲣ㕟ᣂߣᴺᐲᡷ㕟ߩ⋧

↪ߡߞࠃߦ㊄Ⲣᐲߪ⚥Ⓧ⊛ߦㅴൻࠍㆀޟޔߍ㊄Ⲣߩ⸽ൻߦޠޟ߁㊄Ⲣਇቯᕈޠ

ᄢޕߚࠇߐࠄߚ߽߇㧔δ㧕ޟ▵ᐲߩᒆ✭ޟޔߪޠ⍴ᦼ⋉⥋ਥ⟵ޟߣޠ⊛ㇱ㐷ࠆࠃߦᥧ㤩

ޕߚߞߢޠ㓸ว⊛ᕁ⠨⠌ᘠޟߚࠇߐᒻᚑߡߒⶄว߇ᦼᓙߩ߳ޠ㓚ߩ  

  

㧠㧚࡞࠼ᵹേᕈෂᯏߣ࿖㓙ㅢ⽻ᐲߩㅴൻ  

 ᰴ2008ޔߦ ᐕ࡞࠼ߚߒ↢⊑ߦᵹേᕈෂᯏޔߡߟߦ࿖㓙ㅢ⽻ᐲߩㅴൻⷰ߁ߣὐࠄ߆

ಽᨆޕ߁ࠃߺߡߒ  
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㧔㧝㧕࡞࠼ߩᄌㆫ  

ߩࠞࡔࠕၮゲㅢ⽻࿖ޕ߁ߎ߅ߡࠄ߆㗴ߩޠਇቯᕈߩᑪ࿖㓙㊄ᧄౣޟޔߕ߹ 

⊒ὐޔߪ╙㧝ᰴ⇇ᄢᚢޕࠆߢ╙㧝ᰴᄢᚢߪࠞࡔࠕߡ⚻ࠍ⇇ᦨᄢߩ⚐ௌᮭ࿖ߞߥߣ

ޕࠆߢߩߚߒ⒖ⴕߦࠞࡔࠕࠄ߆߽ࠬࠡࠗߦ⊛㊄Ⲣ߽ߦ⊛ᬺ↥ߪਛᔃߩᷣ⚻⇇ޕߚ

ࠬࠡࠗࠆߢၮゲㅢ⽻࿖ߩߡߟ߆ޕߚߞ߆ߥߒታߪߦන◲߁ߘߪ⒖ⴕߩၮゲ࿖ޔ߇ߛ

࠼⽻ၮゲㅢߡߞࠊઍߦࠇߘ߇ࠞࡔࠕޔ߇ߚߞᄬࠍജߊߡ߃ᡰࠍ࿖㓙㊄ᧄߢ⁛නߪ

ޔ߇ਇߩਛᔃ߁ߦၮゲ࿖⒖ⴕߩߎޕߚߞ߆ߥ߈ߢߪߣߎࠆߔ⛎ᄖ࿖߳ଏ⻉ߦ⊛ቯࠍ࡞

⇇ᄢᕟᘓ⊒↢ߩ㊀ⷐߥⷐ࿃ࠆߢߩߚߞߥߣ㧔ᩊ↰[1996]╙ 3 ↰ᩊޔ┨ [2009]╙㧟┨㧕ޕ 

߇ࠞࡔࠕޔߦߣ㐿ᆎߩ಄ᚢޕߚࠇߐ⸂ߦ㧞ᰴᄢᚢᓟ╙ߪၮゲㅢ⽻࿖ਇ㗴ߩߎ

⊛ߥኻᄖ࡞࠼ଏ⛎ࠍታᣉޔߡߒᚢᓟᓳ⥝ᦼ࡞࠼ޟߩਇ⿷ޠ㗴ࠍ⸃ᶖࠆߢࠄ߆ߚߒ㧔ᩊ

↰[2009]╙㧠┨㧕ޔߡߒ߁ߎޕၮゲㅢ⽻࿖ᤨߩࠞࡔࠕઍ߇ᆎ߹1950ޔ߇ߚߞ ᐕઍᧃߪߦ

ᣧ࡞࠼ޟ߽ߊㆊޠ㗴߇ᶋ࡞࠼ޟޔߒෂᯏޕߚߒ↢⊑߇ޠኻᄖ࡞࠼ଏ⛎ࠍᡰࠕߚߡ߃

ߪ㤥ሼߩᏱᡰ⚻ᤃᡰ⾏ߩࠞࡔ 1964 ᐕᷫߦࠢࡇࠍዋߦะ71ޔ߆ ᐕߪߦ⿒ሼߦ

ォߩߘޕߚߓේ࿃ࡦ࠰ࡦ࡚ࠫޔߪᮭޟࠆࠃߦᄢ⎔߽ޠ߽࠲ࡃ╷ޕߚߞߢ  

࿖㓙㊄ᧄࠆߌ߅ߦၮゲㅢ⽻࿖ࠗࠡޟߪߦࠬၮゲㅢ⽻․ᮭޕߚߞ߆ߥߪޠ࿖㓙ᡰ

ޕࠆࠇߐߊߥࠍ✦㊄Ⲣߪ㌁ⴕ࠼ࡦࠣࡦࠗޔߒᵹ߇㊄ࠄ߆ࡦ࠼ࡦࡠ߫ࠇߔᖡൻ߇

ߡߞᜬࠍޠᮭ․⽻ၮゲㅢޟߪࠞࡔࠕၮゲㅢ⽻࿖ࠆߌ߅ߦ࡞࠼IMFޔߡߒኻߦࠇߎ

㤥ሼ࿖ޔߕࠇߐᒝߪ✦߈㊄Ⲣᒁߪߦࠞࡔࠕ߽ߡߒᖡൻ߇࿖㓙ᡰߩࠞࡔࠕޕߚ

ߪ㊄హ឵ߩ࡞࠼ޕߚߞ߆ߥࠇ߆ߒലᨐ߁ߣߔ߿Ⴧࠍᄖ⽻Ḱߡߒࠍ⾈࡞࠼߇

IMF ട⋖࿖ߩㅢ⽻ᒰዪߦ㒢ቯޟߩߎޕࠆߢߩߚߡࠇߐၮゲㅢ⽻․ᮭ࡞࠼ߪޠߩ

ቯᕈࠍ㜞ࠆ৻ᣇޔߢၮゲㅢ⽻࿖ߩࠞࡔࠕ⚻Ᏹᡰਇဋⴧࠍᤚᱜࠆߔߣ߁ࠃߒ⺃࿃ࠍᒙ

ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߚߒߚᨐࠍᓎഀࠆ  

1973 ᐕߦ IMF࡞࠼߇፣უޔߒᄌേ⋧႐ᤨߩઍߦޟߩࠞࡔࠕߣࠆၮゲㅢ⽻

ޕࠆߢࠄ߆ߚߞߥߊߥ߇㊄హ឵⟵ോߩ࡞࠼ޔߪߦࠞࡔࠕޕߚࠇߐᒝൻߦࠄߐߪޠᮭ․

1980ޔߡߒߘ ᐕઍߦࠅࠃߦࠬࠢࡒࡁࠟޔߣࠆ⽷⿒ሼ߇ᄢޔߒ⚻Ᏹᡰߩ⿒ሼߪ

87 ᐕߦኻ GDP Ყߢ 3.4㧑ߦ㆐ޔߡߒ߁ߎޕߚߒ⾗ᧄߩᵹ߇⚻Ᏹᡰ⿒ሼࡦ࠽ࠗࠔࡈࠍ

ߪࠞࡔࠕޔᨐ⚿ߩߘޕߚߞߥߦߣߎࠆߔ⌕ቯ߇࿖㓙ᡰ᭴ㅧ߁ߣࠆߔࠬ 1980 ᐕઍޔߦ

⇇ᦨᄢߩ⚐ௌᮭ࿖ࠄ߆⇇ᦨᄢߩ⚐ௌോ࿖ߦᄢォ឵ࠍㆀߩߎޕࠆߢߩߚߍᄢォ឵ޔߪ

╙㧝ᰴᄢᚢએ᧪ߩᘒߚߞߢ㧔ᩊ↰ [2009]╙㧡┨㧕ޕ  
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એޔߦ߁ࠃߩၮゲㅢ⽻࿖ߩࠞࡔࠕᨐߔߚᓎഀߪᱧผ⊛ᄌㆫࠍㆀޕࠆ߃ߣߚ߈ߡߍ

ⷓᮭ࿖ߩࠞࡔࠕ㤛㊄ᤨઍߪ಄ᚢਅߩ 1950 ᐕઍ1980ޔ߇ߚߞߢ ᐕઍᧃߦ␠ળਥ⟵߇

፣უߪࠞࡔࠕޔߒᴦ⊛ァ⊛ߪߦන⁛ߩⷓᮭ࿖ߪߦ⊛ᷣ⚻ޔ߇ߚߞߥߣ 80 ᐕઍߦ

⇇ᦨᄢߩ⚐ௌോ࿖ߦォ⪭ߡߒߤߥࠆߔၮゲㅢ⽻࿖ߩߡߒߣᕈᩰߪߦᄌኈ߇ޕߚࠇࠄၮゲ

ㅢ⽻․ᮭߦၮߡߠ⚻Ᏹᡰ⿒ሼࠍ⾗ᧄᵹࠆߔࠬࡦ࠽ࠗࠔࡈߢ᭴ㅧ߇ቯ⌕ޔߒ⇇ߩㆊ

⾂⫾ࠍๆߒ࿖ౝߩㆊᶖ⾌ᛩ⾗ࠍ㊄Ⲣޔߡߞࠃߦߣߎࠆߔ⇇ߦല㔛ⷐࠍឭଏߔ

ޕࠆߢߩߚߞߥߦ߁ࠃߔߚᨐࠍᓎഀ߁ߣࠆ  

ߡઃ߮⚿ߦኒធߣࡦ࡚ࠪࡃࡠࠣߩ㊄Ⲣޔߪᄌኈߩᓎഀߩࠞࡔࠕၮゲ࿖ߩߎ

ࠍᄢߥᕆㅦߩ࿖㓙㊄Ⲣขᒁޔ߇ࡦ࡚ࠪࡃࡠࠣߩ㊄Ⲣࠆࠃߦਥዉࠞࡔࠕޕࠆ

Ԙ࿖㓙⾗ᧄขޕࠆ߇❭ߦ㊄Ⲣⷓᮭᒝൻߩࠞࡔࠕޔߪߣߎߩߎޕࠆߢߩࠆߡߒߺ↢

ᒁߩᄢ࡞࠼ߪᑪߡ㊄ⲢᏒ႐ߩⷙᮨᄢߺ↢ࠍߩࠞࡔࠕޔߒၮゲㅢ⽻․ᮭࠍᒝൻࠆߔ

ᓎഀࠍᨐޔߒߚԙ࿖㓙⾗ᧄขᒁⷙߩ✭ࠞࡔࠕޔߪ♽㊄Ⲣᯏ㑐ߩ⋉₪ᓧࠬࡦࡖ࠴ߩ

ޕࠆߢࠄ߆ࠆߔᄢࠍ  

࡞࠼ߦߚࠆ߃ᛥࠍ႐⋦࡞࠼ኻߩ⽻࿖ㅢ⥄ߪᏱᡰ㤥ሼ࿖⚻ޔߢਅߩ᭴ㅧߚߒ߁ߎ

ㆊᵹേᕈߥ⊛⇇ޔߢߩࠆߔ↪ណࠍ╷ૐ㊄ޔߒታᣉࠍ㧕ࠅ㧔⥄࿖ㅢ⽻ᄁ߃ᡰ⾈ߩ

80ޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆߔ⊑㗫߇㊄Ⲣෂᯏޔߒߺ↢ࠍ࡞ࡉࡃ↥⾗ߢ⇇ฦ߇ ᐕઍᧃߦᣣᧄ

97ޔ࡞ࡉࡃ↥⾗ߚߞߎߢࡄ࠶ࡠ࡛߿ ᐕࠕࠫࠕߩㅢ⽻ෂᯏ90ޔ ᐕઍᧃࠞࡔࠕߩ IT ࡃ

21ޔߡߒߘޕࠆߢဳౖߩߘ߇ߤߥ࡞ࡉ ♿ߦߢࠞࡔࠕߣࠆቛޕߚߒ↢⊑߇࡞ࡉࡃ 

2008ޔߦᰴߢߎߘ ᐕ࡞࠼ߚߒ↢⊑ߦᵹേᕈෂᯏߡߟߦᬌ⸛ޕ߁ࠃߒߦߣߎࠆߺߡߒ  

 

㧔㧞㧕࡞࠼ᵹേᕈෂᯏ߇ᗧߩ߽ࠆߔ  

 2007 ᐕ 6 ߢࠞࡔࠕߦᆎ߹ࡓࠗࡊࡉࠨߚߞ㊄Ⲣෂᯏ2008ޔߪ ᐕ⑺ࡉࡦࡑߩ

ޔ߇㊄Ⲣෂᯏޕߚߒ⇇ਛ߳ᵄޔߒዷ⊑ߣᵹേᕈෂᯏ߳࡞࠼ߦᄾᯏࠍ✋༡⎕⚻࠭ࠩ

⇇⾏ᤃߩ❗ዊ࡞࠼ޔᵹേᕈෂᯏߩᵄ߁ߣ 2 ߞߡߞ߇ᐢߦ⇇ਛߡߞࠃߦ〝⚻ߩߟ

ᷣ⚻⇇ޔ߽ߡߞߥߦਇᴫ߇వㅴ⻉࿖ࠆߔߣߓߪࠍࠞࡔࠕޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߢߩߚ

ߥߪߣߩ߽ߩታߪ⺰ࠣࡦࡊ࠶ࠞ࠺ࠆߔߣࠆߢᚑ㐳น⢻ߡߞࠃߦዷ⊑ᷣ⚻ߩㅜ࿖ߪ

07ޕߚߞ߆ߥࠄߥߪߣߩ߽߁ࠍ⪬࡞࠼ߪ㊄Ⲣᕟᘓߩ࿁ޔߦหᤨߣࠇߘޕߚߞ߆ߥࠄ

ᐕ 6 એ㒠ߩ࡞࠼ޔߦ߆ߒߚޔኻޔኻ࡙ࡠὑᦧ⋧႐ߪਅ⪭08ޔ߇ߛޕߚߒ ᐕ 9 ߩ

ࡠ࡙ޔߒ↢⊑߇ᵹേᕈਇ⿷㗴࡞࠼ߦਛᔃࠍࡄ࠶ࡠ࡛ޔ⎕✋એ㒠࠭ࠩࡉࡦࡑ

ၮޔߪߣߎߩߎޕࠆߢߩߚࠇࠊ⾈ߊߥߪߢߩߚࠇࠄᄁ߇࡞࠼ޕߚߒ⪬ᕆߪ႐⋦࡞࠼ኻߩ
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ゲㅢ⽻ߩ࡞࠼ᒝߩߐ⸽߽ߦ߁ࠃࠆߢޕࠆ߃  

 ⚻Ᏹᡰ㤥ሼ࿖ߩ⾗ᧄャ߇⚻Ᏹᡰ⿒ሼ࿖ࠍࠞࡔࠕᡰࠆ߃ᣂ࠭࠶࠙ࡦ࠻ࡉ

㧔BWΤ㧕ߩቯᕈࠍਥᒛࠆߔ Dooley ㆐ޔߪ࿁ߩ㊄Ⲣෂᯏ࡞࠼ߡ߅ߦ⪭߇ߥࠄߎ

ߩਥᒛߩࠄᓐࠍߣߎߚߞ߆ 1  㧔Dooley, Folkerts-Landau, & Garberࠆߡߒߦ⺰ߩߟ

[2009]㧕⫾⾂ޔߡߒߘޕᛩ⾗ߩࠬࡦࡃਇဋⴧ࡞࠼ࠍߩਇቯⷐ࿃ߣ⠨ࡃࡠࠣࠆ߃

⠪⺰ࠬࡦࡃࡦࠗ࡞ ޕ߆߁ࠈߢߩࠃ߫ࠇߔଔ⹏ߦ߁ࠃߩߤࠍ⺰ߩߎޕࠆߔᛕ್ࠍ10  

߇ޠ⿷ᵹേᕈਇ࡞࠼ޟޔߕࠄߎ߇ޠ⪬࡞࠼ޟߗߥߡ߅ߦ㊄Ⲣෂᯏߩ࿁ޔߢߎߘ 

20ޕࠆߥߦ߁ࠃߩᰴߣ߁ⴕࠍᱧผ⊛ኻᲧޕ߁ࠃߺߡߒ⸛ᬌࠍⷐ࿃ߩߘޔ߆ߩߚߞߎ ♿ೋ

㗡ޔߪߢࠞࡔࠕߩ㊄Ⲣᕟᘓ⊒↢ࠬࠡࠗߣ⾗㊄ߩᒁ߇ߍ឴߈ኒធߦ㑐ㅪߚߡߒ㧔ଌ⟤

[1976]㧕ޕᄢᕟᘓᦼޔ߽ߢࠞࡔࠕޔࠬࠡࠗޔࡄ࠶ࡠ࡛ߩ㊄Ⲣᕟᘓ⊒↢ߣኻᄖ㊄ᵹߪ

ኒធߦ㑐ㅪߚߡߒ㧔ᩊ↰[1996]╙ 3 ┨㧕ޕㄭᐕࠕࠫࠕޔߪߢㅢ⽻ෂᯏࠆߔߣߓߪࠍㅜ

࿖ߩ㊄Ⲣෂᯏޔ߽ߢኻᄖ⾗㊄ᵹߩߘ߇㊀ⷐߥᄾᯏޕࠆߡߞߥߣ  

⊑ߩෂᯏࡓࠗࡊࡉࠨޕ߆ߩߚߞߢ߁ߤޔߪߦ႐วߩ㊄Ⲣᕟᘓࠞࡔࠕߩ࿁ޔߪߢ 

07ޕߚߒ⪬ਅߪὑᦧ⋧႐ߩ࡞࠼ޔߦߣ↢ ᐕ 6 ᧃ̆08 ᐕ 3 ᧃߪ࡞࠼ߦኻߢ 19.3㧑ޔ

ኻ࡙ߢࡠ 14.4㧑ਅ⪭࡞࠼ߩߎޕߚߒਅ⪭ߩⷐ࿃ߪᰴߩ 2 ✭㊄ⲢߩԘㅪ㇌Ḱޕࠆߢߟ

ࠆࠃߦᣣ☨㑆ޔᣣ᰷㑆㊄ᩰᏅߩ❗ዊ㧔ߪࠆㅒォ㧕ޔԙࠢࠬ߇࠼ࡦࠔࡈࠫ࠶ࡋ࿁ㆱ

↰㧔ᩊߚേߦᶖ⸂ߩޠ࠼࠻ࡖࠠޟߚߩ [2009]:212-3㧕࡞࠼ޔߦ߁ࠃߩߎޕ

ࡠࠣޔߪࠇߎޕߚߡߓ↢ߪ⪬ਅߩ࡞࠼ࠆࠃߦㅌᷫߩ⾗ኻ☨ᛩޔ߇ߚߞ߆ߥࠄߎߪ⪬

ࠆߢὐࠆߔ⺞ᒝ߇⠪⺰ࠬࡦࡃࡦࠗ࡞ࡃ ߦਅ⪭ᦼ࡞࠼ߩߎޔߪ߈ߴߔ⋠ᵈޔ߇ߛޕ11

ࠆߢߣߎߚߡߞߎ߇ߥ⊛ᤨ৻ࠆߔኻߦࡠ࡙ߩ࡞࠼ޔ߽ߡ߅ ࡄ࠶ࡠ࡛ޕ12

07ޔߪ㗴ޠ⿷ᵹേᕈਇ࡞࠼ޟࠆߌ߅ߦ ᐕ 7 ߪߦᣧ߽ߊᆎ߹ޔߡߒߘޕࠆߢߩߚߡߞ

ߩㅪ㇌Ḱޔߚࠆߔኻಣߦ㗴ߩߎ ECB㧔᰷Ꮊਛᄩ㌁ⴕ㧕ߣ SNB㧔ࠬࠗࠬ࿖┙㌁ⴕ㧕

ߪදቯࡊ࠶ࡢࠬߩߣ 07 ᐕ 12 ߦᆎ߹ࠆߡߞ 13㧚ߡߒߘ㧘08 ᐕ 5 એ㒠ߩ࡞࠼ߦኻ࡙

㧘9ߓォߦߪ႐⋦ࡠ એ㒠ߦᕆߚߞߥߦ߁ࠃࠆߔ㧚ߩ࡞࠼ኻ⋧႐߇ߌߛᄖߢ㧘

08 ᐕ⑺એ㒠߽ਅ⪭ޕߚߒ  

߁ߣࠆߔߪߢࡦࡈኻࠬࠗࠬ߿ࡠኻ࡙ޔߌ⛯ߒ⪬ਅߺߩߢኻ߇࡞࠼ޔߪߢ

                                                   
10 ઍ⊛ߥ⺰⠪ࠆߢࡦࠣࡦࠤࠗࠕ߇㧔Eichengreen[2007]㧕ޕ  
ߪࡦࠣࡦࠤࠗࠕ 11 2008 ᐕ 4 ߦၫ╩ߩ⪺⥄ߚߒᣣᧄ⺆ ߳ߩᐨᢥߪ࡞࠼ޔߢ 2006 ᐕએ㒠࡙ޔ

ࡦࠣࡦࠤࠗࠕޕࠆߡߴㅀߣࠆߡߒଔᷫߡߒኻߦ⽻ᣂ⥝Ꮢ႐࿖ㅢޔޔࡠ [2010]:θ  
12 07 ᐕ 7  20 ᣣʊ�  16 ᣣ12ޔ  10 ᣣʊ�� ᣣ08ޔ ᐕ 3  10 ᣣʊ�� ᣣᤨߩߎޕࠆߢᦼߩ࡞࠼ߪߦ

ኻࠬࠗࠬࡦࡈ⋧႐߽ޕࠆߡߒ  
13 12 ᣣߦ ECB ߣ 20 ంޔ࡞࠼SNB ߣ 4 ంߩ࡞࠼දቯޕߚߞߢMoessner and Allen[2010]:87. 
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㕖ኻ⒓ᕈߦ߁ࠃߩߤߪ⺑ޔߪࡦࠣࡦࠤࠗࠕޕ߆߁ࠈߢߩ⦟ࠄߚߒ㊄Ⲣᕟᘓഺ⊒

ᓟ߇࡞࠼ߦߚߒℂ↱ࠞࡔࠕޟࠍ࿖ௌߩోᕈ߳ߩㅏㆱߣࠆߢޠㅀࠆߡߴ

㧔Eichengreen[2009]:47㧕ߩߎޔ߇ߛޕℂ↱࡞࠼ߪߢὑᦧ⋧႐ߩേޟߩ߈㕖ኻ⒓ᕈࠍޠ⺑

ޟߩߎޕߥ߈ߢߪߣߎࠆߔ㕖ኻ⒓ᕈࡄ࠶ࡠ࡛ޔߪޠ♽㌁ⴕ߇⋥㕙࡞࠼ߚߒᵹേᕈਇ

⿷㗴ߡߞࠃߦ⺑ࡄ࠶ࡠ࡛ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ♽㌁ⴕ࡞࠼ߪᑪߡ⍴ᦼ㊄ⲢᏒ႐ߢ⾗㊄

⺞㆐ࠍⴕ࡞࠼ޔᑪߢߡௌോ߽ࠅࠃᵹേᕈߩૐߦ↥⾗ㆇ↪߇↥⾗࡞࠼ޕߚߡߒਇ⦟ௌ

ᮭൻߩࠢࠬࠖ࠹ࡄ࠲ࡦ࠙ࠞޔߒᄢ࡞࠼ࠅࠃߦᑪߡ⍴ᦼ㊄ⲢᏒ႐ߩߢ⾗㊄⺞㆐

ޕࠆߔ㕙⋤ߦ㗴࠴࠶ࡑࠬࡒߩḩᦼߢߩߥ࿎㔍ߪᄁළߩ↥⾗ૐߩᵹേᕈޔ߫ࠇߥߦ࿎㔍߇

࡙ࠄ߆㧔ㅜ࿖ߡߒ㆐⺞ࠍࡦࡈࠬࠗࠬ߿ࡠ࡙ޔߪࠄᓐߚߒ㕙⋤ߦ⿷ᵹേᕈਇ࡞࠼

ޔࠬߡᑪࡠ ޔᨐ⚿ߩߘޕࠆߔߣ߁ࠃߒォ឵ߦ࡞࠼㧕ߡߍ឴߈ᒁࠍ↥⾗ᵹേߡᑪࡦࡈࠬࠗ

ߦ࡞࠼ࠍ⽻ㅢࡄ࠶ࡠ࡛ޔߪࠄᓐޕࠆߔ⪬ਅ߇ὑᦧ⋧႐࡞࠼ኻߩࡦࡈࠬࠗࠬ߿ࡠ࡙

ォ឵߇࠻ࠬࠦࠆߔࠆߔὑᦧࠍࠢࠬᛴߩߎޕࠆߢߩߚߡ߃ὑᦧߔࠫ࠶ࡋࠍࠢࠬ

ߥߪߣߎࠆߔᯏ⢻ߦචోߪߦᤨ↢⊑ᵹേᕈෂᯏ࡞࠼ߩ࿁ޔᏒ႐߽ࡉࠖ࠹ࡃ࠺ߩߚࠆ

ޕߚߞ߆  

↢ࠍޠ⿷ᵹേᕈਇ࡞࠼ޟ߇㊄Ⲣෂᯏࡓࠗࡊࡉࠨߚߒ↢⊑ߢࠞࡔࠕ࿁ޔߡߞ߇ߚߒ

㊄Ⲣࠆߔ↪ㆇߢߡᑪ࡞࠼ߡߒ㆐⺞ࠍ⽻ㅢࡄ࠶ࡠ࡛߇㌁ⴕ♽ࡄ࠶ࡠ࡛ޔߪේ࿃ߚߒߺ

ᬺോࠍⴕ࡞࠼ޔߊߥߪߢߩߚߡߞ⾗㊄ࠍ⺞㆐࡞࠼ߡߒᑪߢߡㆇ↪ޠ࡞࠼࡞࠼ޟࠆߔข

ᒁࠍᄢ㊂ߦⴕࠞࡔࠕޕࠆߦߣߎߚߡߞ♽㌁ⴕ߇⋥㕙࡞࠼ޟࠆߔᵹേᕈਇ⿷ߪߦޠㅪ

㇌Ḱ࡞࠼ޟ߇ᵹേᕈޠଏ⛎ߢኻᔕࡄ࠶ࡠ࡛ޔ߇ߛޕࠆߔ♽㌁ⴕ߇⋥㕙࡞࠼ޟࠆߔᵹേ

ᕈਇ⿷ࡄ࠶ࡠ࡛ޔߪߦޠฦ࿖ߩਛᄩ㌁ⴕޟ߇ᵹേᕈޠଏ⛎ߢኻᔕߪߣߎࠆߔ࿎㔍ߞߢ

ޔࠣࠇࠊⴕ߇లߩදቯࡊ࠶ࡢࠬࠆߔߣਛᔃࠍㅪ㇌Ḱޔߢߎߘޕߚ ᦨޟߩⷙᮨߥ࡞ࡃࡠ

ᓟߒ⾉ߩᚻޠᯏ⢻߇⚵❱ൻߥ࡞ࡃࡠࠣޔࠇߐⷙᮨ࡞࠼ޟߚߒ↢⊑ߢᵹേᕈෂᯏߩ߳ޠኻ

ಣ߇ⴕࠆߢߩߚࠇࠊ ޕ14  

એࠍ⺰⼏ߩᢛℂߣࠆߔᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ࿁ߩ㊄ⲢෂᯏޔߪߢԘኻ☨ᛩ⾗ᷫߩㅌࠃߦ

ߢࠅ߅ߤᗐ੍ߩ⠪⺰ࠬࡦࡃࡦࠗ࡞ࡃࡠࠣޔߪߣߎߩߎޕߚߞߎ߇⪬ਅߩ࡞࠼ࠆ

08ޔ߇ߛԙޕߚߞ ᐕ⑺એ㒠ߩ࡞࠼ޔኻ࡛ࡄ࠶ࡠㅢ⽻ὑᦧ⋧႐ߪᕆ㛛ߩߘޕߚߒේ࿃ޔߪ

߇㌁ⴕ♽ࡄ࠶ࡠ࡛ޔߪේ࿃ߩߘޕߚߞ߆ߥߪߢޠㅏㆱߩᵹേᕈ߳ߣోᕈߩ࿖ௌ࡞࠼ޟ

⋥㕙࡞࠼ޟߚߒᵹേᕈਇ⿷ޠ㗴ߩߘޕࠆߢߩߚߞߛ⢛ᓟޔߪߦ㊄Ⲣ࡞ࡃࡠࠣߩൻߦ

࡞࠺ࡕࡦ࠰ࠢࠨࡠࠣࡦࠕ߁ߣޠൻ⸽ߩ㊄ⲢޟޔߣᄢߩᏒ႐࡞࠼ࠕ࡚ࠪࡈࠝࠆࠃ

                                                   
14 ޔߪߊߒᩊ↰ ޕࠃߖෳᾖࠍ[2011]  
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ޕࠆߔሽ߇ᘒ߁ߣⓍᭂ⊛㑐ਈߩ㌁ⴕ♽ࡄ࠶ࡠ࡛ߩ߳  

⸽ߩቯᕈߩ࡞࠼ޔߐᒝߩ࡞࠼⽻ၮゲㅢߪޠᵹേᕈෂᯏ࡞࠼ޟߩ࿁ޔߡߞ߇ߚߒ 

ࠆ߃⠨ߣࠆߢᒻᘒ⊑ߩਇቯᕈߥߚᣂߩ࡞࠼ޕߥ߈ߢߪߣߎࠆ߃⠨ߣࠆߢߒ

ࠆߢ߈ߴ ߒ↢⊑ߢⷙᮨߥ࡞ࡃࡠࠣޔߕࠄ߹⇐ߦ࿖ౝࠞࡔࠕ߇ޠᵹേᕈෂᯏ࡞࠼ޟޕ15

ㅜ࿖߽ߦᵄࠬࡦࡃࡦࠗ࡞ࡃࡠࠣޕࠆߢࠄ߆ߚߞ߹ߒߡߒ⺰⠪ߣᣂࡦ࠻ࡉ

ޕ߁ࠃ߃ߣߚߡߒߣ⪬ࠍὐߩߎޔߪ⺰⠪࠭࠶࠙  

 

㧔㧟㧕ዊᵴ  

 2008 ᐕ⑺࡞࠼ߚߒ↢⊑ߦᵹേᕈෂᯏޟޔߪၮゲㅢ⽻ޟߩ߳ޠ࡞࠼ା߇ޠૐਅߚߒ⚿ᨐ

ߚߞߎᘒޟޔߚ߹ޔߊߥߪߢోߥㅢ⽻ޠ߳࡞࠼ ޔߊߥ߽ߢᘒߚߞߎߡߞࠃߦㅏㆱߩ

ޔߪߣߎߩߎޕߚߞߢᘒߚߞߎߡߞࠃߦ✋ขᒁ⎕ޠ࡞࠼࡞࠼ޟߩ㌁ⴕ♽ࡄ࠶ࡠ࡛

ߞࠃߦᄢߩࠢࠬࠖ࠹ࡄ࠲ࡦ࠙ࠞ߇㊄⺞㆐⾗ߩߢ㊄ⲢᏒ႐ࠅ⍴ᦼᄁߡᑪ࡞࠼

ࠣߦਛᔃࠍ᰷㌁ⴕޔߊߥߢߌߛ☨㌁ⴕޔ߇ෂᯏߩ⿷ᵹേᕈਇ࡞࠼߁ߣࠆߥߦ࿎㔍ߡ

ߩᦨᓟߩਛᄩ㌁ⴕޔߪ↢⊑ߩᘒߒᣂߩߎޕࠆߔᗧࠍߣߎߚߒ↢⊑ߢⷙᮨߥ࡞ࡃࡠ

࠶ࡀࠖ࠹ࡈߩ㊄Ⲣޟߩߎޔ߇ߛޕߚߞߢߩ߽ࠆߔ⺧ⷐࠍ࿖㓙⊛⚵❱ൻߩᚻᯏ⢻ߒ⾉

ޔ߽ߤࠇߌߚߒߚᨐࠍᓎഀࠆߔ✭ࠍᵹേᕈਇ⿷㗴࡞࠼ߥ⊛࿖㓙ޔߪ࿖㓙⊛⚵❱ൻߩޠ࠻

᳃㑆㊄Ⲣᯏ㑐ޟߩᢇᷣߩ߳ޠᦼᓙޔߒ⊑⺃ࠍᣂޟߥߚ▵ᐲߩᒆ✭ޠ㗴ߺ↢ࠍߔน⢻ᕈ

ޕ߁ࠈߢࠆ߃⸒ߣߚ㜞ࠍ  

 

ෳᾖᢥ₂  

Commons,  J .R.  [1924] ,  Legal  Foundati on of  C api ta l ism, M acmil l an C ompany.   

Commons,  J .R.  [ 1934] ,  Insti tuti onal  Economics:  I ts  Pl ace i n  Pol i t ical  Economy,  

Macmil lan  Company.  

Dooly, Michael, David Folkerts-/DQGDX�� DQG� 3HWHU� *DUEHU� >����@�� ´%UHWWRQ�:RRGV� ,,�

Still DefinHV�WKH�,QWHUQDWLRQDO�0RQHWDU\�6\VWHP�µ�3DFLILF�(FRQRPLF�5HYLHZ���������  

Eichengreen, B. [2007], Global Imbalances and the Lessons of Bretton Woods㧔ࠤࠗࠕ

ࡦࠣࡦ  [2010], ⇌ἑ᧻ᨋ⸶ ᵗ⚻ᷣᣂႎ␠㧕᧲ޢࠬࡦࡃࡦࠗ࡞ࡃࡠࠣޡ ,  

Eichengreen, B. [2009], ´The Dollar Dilemmaµ, Development Outreach, December, 

                                                   
ߔኻߦਇቯൻⷐ࿃ߥߚᣂߩߎߪߺ⹜ߩൻ❰⚵ޠᚻߒ⾉ߩᦨᓟߥ⊛࿖㓙ޟࠆࠃߦ⚿✦දቯࡊ࠶ࡢࠬ 15

࠼࡞࠼ޟߥ࡞ࡃࡠࠣޔߦߣ⢈ᄢൻߩᯏ⢻ޠᚻߒ⾉ߩᦨᓟޟࠆࠃߦฦ࿖ਛᄩ㌁ⴕޔ߇ࠆߢ╷ኻࠆ

ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆน⢻ᕈ߽ࠆߥߣଦㅴⷐ࿃ߩขᒁᄢޠ࡞  



 31 

World Bank Institute. 

Hobbes, Thomas [1839], The English Works of Thomas Hobbes, Vol.Σ , Υ ,ed. by W. 

Molesworth.㧔㨀ޔ [1992] ࠭ࡉ࠶ࡏ᳓↰ᵗ⸶ޢࡦࠨࠕࠗࠔࡧޡ㧔৻㧕ޔጤᵄᦠᐫ㧕  

Hume, David[1975], Enquiries Concerning Human Understanding and Concerning the 

Principal of Morals, with Introduction and Analytical Index by L.A. Selby-Bigge, 

Oxford University Press, Third edition.  

Hume, David[1978], A Treatise of Human Nature, Reprinted from the original edition, 

edited by L.A. Selby-Bigge, Oxford, Clarendon Press, second edition.  

Keynes, J.M. [1936], The General Theory of Employment, Interest and Money, 

Macmil lan  Company.  

Keynes, J.M. [1937],µ7KH General Theory of Employmentµ, The Quarterly Journal of 

Economics, February 

Keynes, J.M. [1973], The Collective Writings of John Maynard Keynes, vol.Ϊ , A 

Treatise of Probability, Macmil l an  Press  LTD.㧔 J.M.࠭ࡦࠗࠤ  [2010] ⮮㓉ޔ 

ਃ⸶ޢ⺰₸⏕ޡ᧲ᵗ⚻ᷣᣂႎ␠㧕  

0RHVVQHU�� 5�� DQG� :�$�� $OOHQ� >����@�µ&HQWUDO� EDQN� FR -operation and international 

liquidity in the financial crisis of 2008-�µ��%,6�:RUNLQJ�3DSHUV��1o.310, May 

Peirce, C.S. [1932], Collective Papers of Charles Sanders Peirce (ed. by Charles 

Hartshorne and Paul Weiss),  Vol.Τ . Elements of Logic, Harvard University Press. 

Peirce, C.S. [1934], Collective Papers of Charles Sanders Peirce (ed. by Charles 

Hartshorne and Paul Weiss), Vol.Χ . Pragmatism and Pragmaticism, Harvard 

University Press. 

Peirce, C.S. [1935], Collective Papers of Charles Sanders Peirce (ed. by Charles 

Hartshorne and Paul Weiss) , Vol.Ψ . Scientific Metaphysics, Harvard University 

Press. 

Popper, K.R.[1963], Conjectures and Refutations : the growth of scientific knowledge , 

Routledge㧔㧷㧹ޔ[1980]ࡄࡐ⮮ᧄ㓉ᔒઁ⸶ޡផ᷹ߣ㚛㧦⑼ቇ⊛⍮⼂ߩ⊒ዷޢ

ᴺᄢቇ ዪ㧕 

Quine, W. V. O. [1964], Word and Object, the MIT Press 㧔W.V.O.ࠢޔ [1984] ࡦࠗࡢ

ᄢᤩች㙚ᕺ⸶ߣ⪲⸒ޡኻ⽎ޢഹ⨲ ᦠᚱ㧕  



 32 

Ramsey, F.P. [1922?̍ Mr. Keynes on Probability̍ , The Cambridge Magazine 11, 

no.1 

Ramsey, F.P.[1990] Philosophical Papers edited by D.H.Mellor㧔 F.P.ࠫࡓ

 [1996]દ⮮㇌ᱞᯅᧄᐽੑ⸶ޔD.H.ືࠫࡓޡ✬ࡔቇ⺰ᢥ㓸ޢഹ⨲ᦠ

ᚱ㧕  

Wittgenstein, L. [1933] Tractatus Logico-Philosophicus㧔࠙ࠖ[2003] ࡦࠗ࠲ࡘࠪࡦࠥ࠻ 

㊁⍫⨃᮸⸶ޡޔ⺰ℂືቇ⺰⠨ޢጤᵄᦠᐫ㧕 

㚍ሶ[2001]ߩࠬࡄޡᕁᗐޢጤᵄᦠᐫ 

ᳰཅᒾ[1984]ޡ⸥ภ⺰߳ߩᓙޢጤᵄᦠᐫ  

દ⮮㇌ᱞ[1999]ືߩ࠭ࡦࠗࠤޡቇޢጤᵄᦠᐫ  

᩵ᧁ㓉ᄦ[1988]ߣ↱⥄ޡᙬ⇼㧦ࡓࡘࡅᴺືቇߩ᭴ㅧߩߘߣ↢ᚑޢᧁ㐇␠ 

ዊ┙ᢘ[2007]ޟ☨࿖ࠆߌ߅ߦᩰઃߌᯏ㑐ᡷ㕟ᴺߩᚑ┙ޡޠ⾗ᧄᏒ႐䉪䉤ޢ࠲౻ภޔ 

㊁⾗ᧄᏒ႐⎇ⓥᚲ 

㤥↰ਗ਼[1987]ߩ⺰⺆⸒ޟ⚛ឬޠ㧔ᢪ⮮❥㓶↰ਛᢅᒄ᧟ਅ㓉⧷✬ࡘࡅ࠻࠶ࠖࡧࠖ࠺ޡ

 ᳓ᦠᚱ㧕ߩ⨥ᓮޢⓥ⎇ࡓ

ᧄጊ⟤ᒾ[2008]ޡᩰઃߌᵞ⣖ࠞࡔࠕߣᡰ㈩ࠬࡀࠫࡆޢࠅࠊ⚳ߩ␠ 

ᩊ↰ᓼᄥ㇢[1996]ޡᄢᕟᘓߣઍ⾗ᧄਥ⟵ޢ᧲ᵗ⚻ᷣᣂႎ␠  

ᩊ↰ᓼᄥ㇢[2007]ޟ⾗ᧄਥ⟵ߣᐲߩㅴൻޠ㧔ᩊ↰ᓼᄥ㇢✬ޡᐲߣ⚵❱̆ℂ⺰ᱧผ

⁁ޢ᪉ᦠᐫ㧕  

ᩊ↰ᓼᄥ㇢[2009]ޡ⾗ᧄਥ⟵ߩߦ߆ࠍᛥޢ߆ࠆ߃╳ᦠᚱ  

ᩊ↰ᓼᄥ㇢[2010a]ޡޟࠆߑ߃ᚻޢࡦ࡚ࠪࡦࠚࡧࡦࠦޡߣޢ㧙ࠬ⒎ߩࡓࡘࡅߣࠬࡒᐨ↢

ᚑ⺰㧙ޠ᧲੩ᄢቇޡ⚻ᷣቇ⺰㓸ޢ╙ 75 Ꮞ╙ 4 ภ 

ᩊ↰ᓼᄥ㇢[2010b]ޟᘠ⠌ഃ⊒⸥ภㆊ⒟㧔ᡷ⸓ 㧕ޠㅴൻ⚻ᷣቇળ╙ 14 ࿁ో࿖ᄢળႎ๔

㧔ᣈ㧦྾ᄤ₺ኹᄢቇ㧕3  28 ᣣ 

ᩊ↰ᓼᄥ㇢[2011]ޟ⇇㊄Ⲣෂᯏ࡞࠼ߣߩⴕᣇޡޠᲧセ⚻ᷣ⎇ⓥޢ╙ 48 Ꮞ╙ 1 ภ  

ଌ⟤శᒾ[1976]ޡ࿖㓙ㅢ⽻ޢ᧲੩ᄢቇ ળ  

 



基軸通貨の生成・崩壊および安定化メカニズム

辻野正訓∗　橋本敬†

概要
強大な経済力を誇る米国の金融システムの崩壊は，その当事国だけなく世界経済を混乱に貶めた．この世
界金融危機を契機として，ドルは急落，現在も世界的なドル安が続いている．このような，基軸通貨ドルの
信用低下を背景に，より安心かつ安全な新たな国際通貨制度が求められている．仮に，基軸通貨の振る舞い
を説明できる知識があれば，基軸通貨の不安定化や崩壊を最小限に抑えることができる制度設計への指針と
なる．そこで，本研究では，生成・崩壊・安定という貨幣一般の最も基本的な振る舞いに焦点を当て，それ
が基軸通貨においてどのようにもたらされるか，すなわち，基軸通貨がどのように生成して崩壊に至り，そ
して，その安定がどのようなメカニズムで実現されるかを明らかにすることを目的とする．この目的に対す
る手法として，本論文では人工市場モデルのシミュレーション解析を採用し，長期データの解析や経済主体
の通貨に対する選好および地政学的関係を適宜設定した市場における実験をおこなう．本シミュレーショ
ン解析の結果，基軸通貨の在位期間がべき乗則が従うこと，地政学的非対称性により通貨の階層構造が生じ
ること，経済主体が持つ流動性選好が強まるほど基軸通貨の安定が実現されることを示した．

1 序論
基軸通貨は，国際取引で使用される通貨の中でも最も利用・信認される通貨であり，国家，法律，文化とい
う様々な「障壁」を超えて流通する．このような基軸通貨の持つ高い信認と広域な流通範囲は，媒介通貨とし
ての機能を高め，取引コストの削減および財・サービスの時空を超えた交換をグローバルな規模で可能にす
る．その反面，世界経済へのリスクも常に抱えている．例えば，2001年の 9・11テロでは，ニューヨークでの
ドルの決済機能の停止により，アジア諸国の国際決済を完了できない事態に陥ったこともある (中北, 2009)．
近年，基軸通貨ドルを供給する米国を発端として世界金融危機が起こり，それを背景としたドルに対する不
信が拡大，さらなる世界経済への影響が懸念されている．そのため，米ドル本位制の危機について言及する研
究 (鳥谷, 2009)や，新たな国際通貨制度の検討も進められている (United Nations, 2009)．特に，近年では
特別引出権 (SDR) *1 が注目を集めている．SDRがこのような注目を集めているのは，SDRを新たな基軸通
貨として中国政府が提案していることが背景にある．しかし，実物がない SDRは市場介入への制約があるた
め基軸通貨としての利用は難しいとも言われており，現段階では基軸通貨ドルの補完的な役割を担うものと
されている (尾野, 2009)．また，SDRの持つ市場介入に対する制約を除去したものとして，日中によるバス
ケット方式を採用した日中合成通貨の提案もされている (中北, 2009)．このように，現在の基軸通貨を取り巻
く情勢を背景に，新たな制度設計の検討が政府や研究者などによって進められている．
しかし，基軸通貨がどのようにして生成して崩壊に至るのか，そして，いかにして基軸通貨を安定に維持す

∗ 北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科，E-mail：m.tsujino.123@gmail.com
† 北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科，E-mail：hash@jaist.ac.jp

*1 SDR はブレトンウッズ体制のもとで固定相場制を維持するための資金を補完する目的で創設されたが，1970 年代前半に主要国
が変動相場制へ移行してからその目的が弱まり，現在では国際機関における計算単位になっている (尾野, 2009)．
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るのかというメカニズムは未だ十分に解明されていない．このようなメカニズム理解に乏しい中で制度設計を
おこなうことは，目的と異なる効果・影響をもたらす制度を構築してしまうことが懸念される．しかし，原因
と結果を結び付ける知識，すなわちメカニズムの理解があれば，その制度がもたらす効果・影響を十分に把握
した上で，より実効性の高い制度を設計できる．従って，基軸通貨を安定化させ崩壊を未然に防ぐ制度を設計
するには，基軸通貨の生成・安定・崩壊メカニズムを理解することが有効と考えられる．
本論文の目的は，基軸通貨の生成・安定・崩壊メカニズムについて，人工市場モデルのシミュレーションに
より明らかにすることである．そのために，まず，モデルの土台作りとして，理論，実証，人工市場の各研究
成果を再検討する．ここでは，マルクスやメンガー，ケインズの貨幣価値についての理論研究を手掛かりにし
て，基軸通貨の一般的受容性を支える価値の所在を特定する．これにより，通貨取引に望む主体の行動モデル
を提案する．次に，国家・地域間の地政学的非対称性がもたらす通貨取引への影響を示した実証研究の成果を
基に，国際通貨取引を想定した主体間取引の抽象モデルを構築する．このように，これまでの理論・実証研究
からの成果から，基軸通貨モデルの基礎概念を与える．さらに，この基礎概念により従来の貨幣の人工市場モ
デルを発展させることで，国際的な通貨取引を抽象化したモデル，すなわち，国際金融市場モデルを構築す
る．本論文では，この国際金融市場モデルのシミュレーション解析から，通貨の一般的受容性を支える価値と
地政学的非対称性がもたらす基軸通貨のメカニズムを示す．

2 理論研究
理論研究では，対象の性質や原理を思想・哲学的に考察する．これまで，貨幣の一般的受容性を支える価値
や貨幣の生成に関する基礎理論が提案されている．本章では，まず，貨幣の一般的受容性を支える価値につい
てマルクス，メンガー，ケインズの理論を紹介する．その後，メンガーの貨幣生成論について述べる．

2.1 貨幣の実体的な価値

マルクスは，ある国内で通用する貨幣がその利用範囲を国外に拡大する過程において，その貨幣は貴金属の
元来の地銀形態に逆戻りすると主張する (Marx, 1867)．なぜなら，貨幣が国内流通を超えて利用されるとき
には，その貨幣の国内における価値尺度は通用せず，その貨幣の実体的な価値尺度よって評価されるからであ
る．それ故に，マルクスは，その貨幣そのものに実体的な価値が備わるもの（例えば，金や銀）が国際取引で
通用する世界貨幣になりえると論じる．

世界貨幣は、一般的支払い手段、富一般 (universal wealth) の絶対的社会的物質化として機能する．
　 ∼　中略　 ∼　各国は，その国内流通のために準備金を必要とするように，世界市場流通のために
もそれを必要とする．だから，蓄蔵貨幣の諸機能は，一部は国内の流通・支払手段としての貨幣の機能
から生じ，一部は世界貨幣としての貨幣の機能から生ずる．このあとのほうの役割のためには，つねに
現実の貨幣商品、生身の金銀が要求される．それだからこそ，ジェームズ・ステュアートは，金銀を，
それらの単なる局地的代理物から区別して，はっきりと世界貨幣 [money of the world]と呼んで特徴
づけているのである．(Marx, 1867, 翻訳*2 pp.187-188)

しかし，今日の国際取引では，金や銀ではなく特定の国家が発行する通貨が支払い手段や財・サービスの交
換媒体として機能している．その通貨の使用価値は，例えば紙幣であれば紙としての価値でしかない．それに

*2 (Marx, 1962)
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も関わらず，特定の国家が発行する通貨が広く世界で受容されている国際社会の状況を考えるとマルクスの世
界貨幣の考え方は誤りと言わざるを得ない．
マルクスが生きた 19世紀という時代は，人，もの，情報，かねの往来が今日よりも制限され，国家や地域
がそれぞれ比較的独立性が高い政治経済を形成していたと思われる．このような時代背景において，特定の国
家の信用性に依存する紙幣が国際通貨あるいは基軸通貨としてグローバルに流通するようになると予想するこ
とは容易ではないだろう．ただし，不換紙幣が国際取引で流通する以前の時代については，マルクスの世界貨
幣の論理は整合性を欠くものではない．
例えば 19世紀，イギリスは世界一の工業生産・貿易シェアを背景にして自国を中心とする国際的な資金循
環を形成していた．こうした状況によって，ポンドは基軸通貨としての地位を高めたとされる (根本, 2003)．
この当時，ポンドは金との引き替えを保証された兌換紙幣であった．すなわち，基軸通貨ポンドは紙幣という
形態をとりつつ，金そのものの実体的な価値を実質的に持つことから，マルクスの論ずる世界貨幣としての側
面を有していたのである．
また，現在，基軸通貨としての地位にあるドルも，その基軸通貨としての地位が確定したとされるブレトン
ウッズ協定において，金ドル平価を 1オンス=35ドルとしていつでも交換できることが定められており，1971
年にニクソン大統領によって金ドル交換停止が宣言されるまでの期間，ドルは金との交換を保証された兌換紙
幣であった (根本, 2003)．すなわち，ドルもポンドと同様に金に対する信認によって，国際市場において一般
的受容性を持つ世界貨幣としての側面を持っていたのである．
しかし，1971年に，金ドル交換停止が宣言されて以降もドルは基軸通貨としての地位を維持することにな
る．マルクスの世界貨幣の論理で説明できるのは，1971年以前の基軸通貨である．

2.2 貨幣の交換機能から生じる価値

メンガーとケインズは，貨幣の受容性を支える価値として貨幣の交換機能に注目する．そして，この貨幣の
交換機能から生じる価値について，メンガーは市場性 (Menger, 1871)，ケインズは流動性 (Keynes, 1936)と
いう言葉を用いて説明している．市場性と流動性は，その交換物の受容性や交換の容易さの程度を意味する．
これらは，本論文で扱う範囲においては同様の意味として捉えることができるので，これ以降，本論文では市
場性や流動性を交換物の受容性の程度を意味するものとし，これを特記しない限り市場性という言葉で統一し
て説明する．
メンガーとケインズは，ある貨幣が多くの人々から受容されるのは，その貨幣の実体的な価値に起因するの
ではなく，貨幣のあらゆるものと交換できる可能性にあると考える．マルクスも国内通貨の場合は，実体的な
価値が備わらない通貨の国内での交換媒体としての流通を認めているが，その際には，国家の強制通用力がそ
の通貨の価値を補完するものとして存在すると述べる (Marx, 1962)．しかし，メンガーやケインズは，国家
の強制通用力よりも，人々がそれを十分な交換可能性を持つ貨幣として認識しているかどうかによって，貨幣
の受容性が生み出されると考える．
このような貨幣の受容性が生み出される背景には，それを貨幣として人々が認識している現状とそれが今後
も貨幣として存在し続けるという未来への期待が込められている．このような認識と期待が貨幣に対する欲求
をさらに高め，その貨幣の市場性を高めると説明するのがメンガーの貨幣生成論である．このメンガーの貨幣
生成論をさらに踏み込んだ先に，ケインズの流動性選好がある．
流動性選好とは，貨幣の流動性に対する欲望である (Keynes, 1936)．この流動性選好について岩井は次の
ように述べている．
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貨幣とは，媒介であって，商品ではない．ひとびとが商品でない貨幣を一時的にでも保有しようとお
もうのは，それ自体がモノとして役にたつ性質をもっているからではなく，それを媒介とすればモノと
してほんとうに役にたつ商品が間接的に手に入るからであった．だが，ここに逆説がうまれたのであ
る．貨幣がまさに一般的な交換の媒介でしかないということが（そして一般的な交換の媒介であるかぎ
りにおいて），貨幣にその実体性とはまったく独立な流動性という名の有用性のごときものをあたえて
しまうことになるのである．ほんらいは商品を手に入れるためのたんなる媒介でしかないはずの貨幣
が，その商品とならんで，それ自体あたかもひとつの商品であるかのように，流動性選好という名の欲
望の直接的な対象となってしまうのである．(岩井, 1993, pp.169)

以上の文章で述べられる前半部分は，交換を成功させるための手段として貨幣が欲求されるような状況であ
り，これはメンガーの貨幣生成論の中でも説明されている．しかし後半部分については，メンガーの貨幣生成
論とは異なる貨幣に対する欲求が述べられている．すなわち，ケインズの流動性選好という欲望により，交換
を成功させる手段としての貨幣が直接的な欲求の対象へ向けられるようになるというのである．
このような状況下では，貨幣に対する実体的な価値や国家の強制力は必要なくなる．なぜなら，すでに貨幣
が存在していれば，人々はそれを無条件に貨幣として受入れるからである．従って，ドルが基軸通貨として十
分に認識されていれば，ドルと金の交換が停止された後もドルに対する流動性選好が働くため，その後もドル
は基軸通貨としての地位を維持しているという仮説が導かれる．

2.3 メンガーの貨幣生成論

メンガーは，国家の強制力や貨幣そのものの実体的な価値は，貨幣生成の本質的な要素ではないとし，あらゆ
る商品の中から市場性がより高いものを人々が選択していく過程で自然的に貨幣が発生するとする (Menger,

1871)．メンガーは，人々がこのような行動に至る理由として，人々の欲望，市場性というキーワードを用い
て論じている．これらについて，以下で順を追って説明する．

2.3.1 人々の欲望
メンガーは，人それぞれが商品に対する欲望を持つと仮定する．もし，世界に数種類の商品しか存在しない
のであれば，人々は自分の欲望と相手の欲望が一致する交換相手を発見し，互いの商品を交換することで，そ
れぞれの欲望を満たすことができる．しかし，十分に交易が発達し，様々な種類の商品が存在するようになる
と，互いの直接的な欲望が一致する相手を発見することが困難になり，自身の求める商品を入手して欲望を満
たすことは難しくなる．
この問題の重要な点は，自身と相手がそれぞれ欲望する商品に対して，それ自体を相手から直接的に入手す
ることで欲望を満たそうとしているところである．その結果，自身の欲望する商品を持っている相手を発見し
ていながらも，その相手が自身の持つ商品を欲望していない限り交換は成立しない．そのため，彼らはいつま
でも自身の欲望も満足させることができなくなる．
このような問題を回避するためには，相手の欲望する商品を事前に入手しておく必要がある．この必要性に
迫られて入手する商品は，自身の欲望する商品を入手するための手段としての商品である．このとき，その手
段としての商品に対する欲望は，その商品に対する直接的な欲望を動機とするものではなく，その商品を媒介
として真に自身の欲望する商品を入手するための間接的な欲望によって生じるものである．
従って，商品に向けられる欲望は，直接的な欲望と間接的な欲望の 2種類が存在することになる．メンガー
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は，この 2種類の欲望が向けられる商品の価値について，その商品に対して向けられる直接的な欲望を満足す
ることで得られるような価値を使用価値，その商品を所有することが同様な事情の下で同様な効果を間接的に
保証するようなような価値を交換価値を名付けている．

2.3.2 市場性
人々の欲望には，使用価値に起因するものと交換価値に起因するものがある．人々は，交換価値のある商品
を手に入れることで，自身にとって使用価値のある商品を最終的に所有しようとする．ここで問題となるの
が，どのようにして交換価値のある商品が生成され，利用されるようになるのかである．この問題について，
メンガーは市場性という概念で説明する．
市場性とは，すでに述べたように，交換物に対する受容性の程度である．この市場性が高い商品ほど，それ
を媒介として利用することで様々な商品との交換が保証される．すなわち，市場性の高い商品を所有すること
で，自身の欲望する商品を入手し易くなるのである．そのため，商品の市場性の高さはその商品の交換価値を
保証することになる．その結果，自身の欲望を間接的であってもより確実に満足させるために，市場性が高い
商品をあらゆる交換の場で求めるようになるのである．
このようにして，人々がより市場性の高い商品を毎回の交換で求めるようになると，その交換を通じて人々
の商品の市場性に対する認識が進展し，徐々に市場性に富むという理由で求められるような商品が特定され
る．そして，その商品は市場性に富むという理由で，さらに多くの人々から求められるようになり，また，そ
れがその商品に対する市場性をさらに増大させる．このような，正のフィードバックの原理が働くことによ
り，最終的には著しく高い市場性に富むごく僅かな商品だけが残る．
この最終的に残った商品は，その使用価値は以前と変わりはないが，交換価値という意味で他の商品との間
に隔絶たる差が存在する．すなわち，その商品を交換の場に提示すれば，誰からも受取られ，そして，あらゆ
る商品と交換されるようになるのである．ある商品がこのような機能を持つようになったとき，その商品は一
般的な交換手段として通用する貨幣になるのである．

3 実証研究
実証研究では，実際現象の詳細な観測から事実を明らかにする．本章では，まず，各国政府の外貨準備と基
軸通貨の関係について，その後，外国為替取引における地政学的関係の影響について述べる。

3.1 外貨準備と基軸通貨

前述したように，メンガーの説明によると，人々はより市場性の高い商品，すなわち貨幣の所有を通じて自
身の欲望を間接的に満足させる．このような人々が国家を超えて取引をおこなう場合，国際市場で受容される
基軸通貨がその貨幣に該当する．そのため，国際市場で取引をおこなうために，人々は基軸通貨を所有するよ
うになると考えられる．
これを確かめるために，図 1に世界各国の通貨当局が保有する外貨準備の通貨別構成比を示す (本多, 2006)．
横軸は年月である．左縦軸は比率，右縦軸は外貨預金の総額である．図中の棒グラフが通貨別構成比，折れ線
グラフが外貨預金の総額の推移である．棒グラフの通貨別構成についてみると，各通貨で色分けされており，
黄色がユーロ，濃い緑が英ポンド，黄緑がその他の通貨，水色が米ドルをあらわす．
この図をみると，米ドルの構成比が最も高く，常に 60％以上の割合で推移している．この結果は，基軸通
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図 1 世界各国の通貨当局が保有する外貨準備の通貨別構成比

貨である米ドルが世界で最も所有されていることを示す有力な証拠である．しかし，近年になってその構成比
は少しづつ下がっている．
一方，ユーロは，米ドルの構成比の減少を補うように徐々にその割合を増している．その割合は，米ドルを
除くどの通貨の割合よりも圧倒的に高いため，米ドルへの対抗勢力としてみられている．しかし，米ドルが現
実に媒介通貨として世界規模で利用されている以上，各国政府は対ドルレート安定のための介入通貨としてド
ルを所有する必要があることから，現状のドル優位が今後も維持されるという見方もある (根本, 2003)．
世界には数多くの通貨がある中で，各国の通貨当局が外貨準備として保有する通貨のほとんどは，米ドルで
ある．メンガーの貨幣生成論では，様々な商品の中から交換価値を持つ貨幣が生成されることを説明するが，
これを国際市場の問題として考えると，様々な通貨の中から国際的な取引において交換価値を持つ貨幣とし
て，基軸通貨が生成されているように考えることができる．国際市場においては，国内では貨幣として通用す
る国内通貨が国際金融市場において交換価値を持たない商品として存在する．

3.2 地政学的背景と外国為替取引

円とドルのような異なる通貨が取引される市場として，外国為替市場がある．外国為替市場では，現金のか
わりに為替手形が用いられる．この為替手形の売買価格は円とドルの交換比率によって決まり，為替レートと
呼ばれるものとなる．このような，外国為替市場で決定される為替レートと各国通貨の関係を分析したものと
してMizuno and Takayasu (2006)の研究がある．この研究では，各国通貨の為替レートの関係について，相
関ネットワーク*3 という手法を用いて分析している．この分析により，アジア，ヨーロッパ，南アメリカ，オ
セアニア圏の各国通貨がそれぞれの地域内の通貨と高い関係性を持ったクラスターを形成していることが示さ
れ，各地域毎にそれぞれの地域で中心となる通貨が存在することも実証的に明らかにされている．以上の結果

*3 相関ネットワークとは，要素間の相関関係から最小全域木を構築することで示されるネットワークである．
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から，地政学的範囲と通貨の間に相関があること，そして，各地域には中心的な国際通貨が存在するという結
論を導いている．
このように，国際的な通貨取引では，国家や地域の地政学的関係がその取引に影響を与えている．すなわ
ち，自身が属する国家や地域などが持つ制約や慣習によって，自身の行動が少なからず影響を受けているとい
うことである．Mizuno and Takayasu (2006)の研究結果をみると，ヨーロッパ圏は，ユーロを中心としたク
ラスターを形成する．このような結果になっているのは，その地域の国々に政治的経済的な影響力を持つ EU

という経済同盟の存在がその背景にある．このような EUで見られるような，ある地域に限定された諸国間の
連繋は，一つの地域主義のあらわれであると言える．
地域主義については，研究者によって様々に定義されている．例えば，Shulz (2001)によれば，特定の地域
内で秩序を維持する目的，思想，価値の体系をあらわすものであり，また，Gamble and Payne (1996)によ
れば，政治経済的に規定された特定地域を再構築する国家主導型の計画であるとされる．このように地域主義
については，それぞれの研究者が独自の定義をしている．こうした中，坊野 (2005)は，様々な地域主義の定
義からそれらの共通点と重要要素を抽出し，これまでの地域主義に対する見解をまとめ，次に示す特定の状態
が確認される場合，その地域に地域主義が存在すると論じる．

これらを参考に地域主義を定義すると地域主義にとってもっとも重要なものは，ある地域主義に関係
している各国が等しくおなじ「地域性」に対する認識を有し (regional identityの共有)，その「地域」
が外の世界から相対的に自立した単位を構成している，もしくは使用する状態である．そして，国家間
協力であれ，統合された統治機構であれ，それらの活動をとおして地域の政治，安全保障，経済，社会
問題に関する協議をする場をもち，もしくはそれを志向している状態をさす．これらの状態が確認され
る場合，その地域に地域主義が存在する，もしくは動き出しているとみることができる．(坊野, 2005,

pp.71)

坊野が述べる以上の地域主義の考えと EUの状態はまさに接近しており，国際的な取引の中で存在する基軸
通貨の問題を扱うためには，国家だけでなく地域の地政学的非対称を考慮する必要があると考えられる．

4 人工市場
人工市場では，主体間の相互作用と時間発展を考慮した分析枠組みの中でメカニズムの理解を深める．本章
では，現在までに提案されている基軸通貨モデルの変遷についてみていく．そして，現在提案されている基軸
通貨モデル，安冨モデルの内容と問題点について説明する．

4.1 従来モデル

これまで，基軸通貨のモデルとして提案されたものとして，Yamashita et al. (2005)の国際貿易モデルが
ある．このモデルの基礎となるものは，ジョーンズモデル (Jones, 1976)である．以下では，ジョーズモデル
から国際貿易モデルが提案されるまでのモデルの変遷についてみていく．
ジョーンズモデルは，メンガーの貨幣生成論をはじめてモデル化したものである．しかし，ジョーンズモデ
ルは，メンガーの貨幣生成論の最も核となる市場性について，その差異が外部から与えられているなど，その
他にも多くの強い仮定が置かれているとして問題とされている (安冨, 2000)．
その後，岩井により市場性が自律的に形成するモデルが提案される (岩井, 1993; Iwai, 1966)．この岩井モ
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デルは，ジョーンズモデルの問題点を解決するとともに，非平衡状態においてのみ貨幣が存在することを示し
た．しかし，岩井モデルについては，安冨 (2000)により多くの問題点が指摘されている．その中でも致命的
な問題とされているのが，貨幣の生成と崩壊のメカニズムに関する部分である．岩井モデルでは，極端に市場
性が高い商品，すなわち貨幣が外部から与えられない限り貨幣は生成されず，また，貨幣が一度生成すると自
壊することはない．
岩井が以上のような結論に至った原因について，岩井モデルが複数の商品の所有を認めていないことにある
と安冨は指摘する．そのため，安冨は主体が複数の商品を所有することを認めた上で，メンガーが論じる商品
の交換過程で働く知識の伝搬を再現したモデルを提案し，貨幣が自律的に生成と崩壊を繰り返す構造を説明し
た．この安冨モデルを土台として提案されたのが国際貿易モデルである (Yamashita et al., 2005)．

4.2 国際貿易モデル

Yamashita et al. (2005)は，商品を取引する貿易市場と通貨を取引する金融市場とを組み合わせた国際貿
易モデルを提案し，基軸通貨が生成される過程を次のように説明している．すなわち，取引相手の選択におけ
るゆらぎに起因する正のフィードバックにより特定通貨への需要の集中が基軸通貨の自発的な生成につながる
とする．これまで，基軸通貨の研究において人工市場モデルを採用する研究がほどんどおこなわれてなかった
中で，この研究の取り組みは意義深い．
しかし，このモデルには致命的な欠陥がある．それは，基軸通貨が崩壊しないことである．基軸通貨の生成
過程については，メンガーの論拠に基づいた貨幣の自己触媒的なメカニズムが働いており，これまでの先行研
究との整合性はとれている．しかし，そのモデルでは基軸通貨が一度生成すると崩壊しない．これは，すでに
指摘されている岩井モデルと現象的には同じ問題を含んでいることを意味する．しかし，国際貿易モデルの場
合は，主体に複数の商品を所有することを許している．従って，崩壊が起こりえない原因は別にある．
それは，貨幣の自己触媒的なメカニズムが一方向にしか働いていないからである．すなわち，その方向が貨
幣生成のみに向けられているため，基軸通貨の成立と同時にその基軸通貨以外の基軸通貨の選択肢が消え，永
遠にその基軸通貨が選択され続けるような，ある種の平衡状態に陥るのである．この結果について，国際貿易
モデルとほぼ同様のモデルを用いた報告で次のように説明されている．

このモデルにおいては，基軸通貨が存在しないときには基軸通貨は自発的に発生するが，すでに基軸
通貨が存在する場合には，他の通貨が既存の基軸通貨に取って代わることは不可能であるという結果が
得られた．過去の歴史を見ると，かつて基軸通貨であったイギリス・ポンドに取って代わりアメリカ・
ドルが基軸通貨となったが，アメリカが世界最大の工業国，経済大国になってから，ドルがグローバ
ルな基軸通貨に成長するまでに約 80年もの期間がかかっている．ユーロがドルに取って代わり基軸通
貨になる可能性について考えてみると，この実験と過去の歴史は，ユーロが基軸通貨になるのは非常
に難しく，例え基軸通貨になるとしてもかなりの年月を要することを示唆している．(佐々木他, 2003,

pp.103)

以上の説明は，様々な点で指摘すべきところがあるが，基軸通貨の交代に関してのみ限定すると，基軸通貨
が交代しにくいことと基軸通貨が交代するメカニズムが存在しないことを同様なものとして扱っているところ
に大きな問題がある．
基軸通貨が交代しにくいということは，基軸通貨が交代するメカニズムを持っていることを意味する．この
ように基軸通貨が交代するような場合は，そのメカニズムに基軸通貨が生成崩壊するような働きがあるため，
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この働きによって，基軸通貨の交代が頻繁に発生したり，あるいは交代しない場合が長期で続くような状態が
引き起こされる．しかし，基軸通貨が交代するメカニズムを持たない国際貿易モデルの場合は，そのモデルを
どのように動かし，いかに解析しようと基軸通貨に崩壊は訪れず，そのため，基軸通貨の交代が引き起こされ
ることは構造的に存在しえないのである．
しかし，過去に交代を経験している基軸通貨は，その構造に生成と崩壊のメカニズムを含意しており，この
ようなメカニズムが存在しない国際貿易モデルは，基軸通貨のモデルとして十分な正当性を持つとは言い難
い．従って，新たな基軸通貨のモデルには，生成と崩壊のメカニズムを含意したモデルを考える必要がある．
その際，手掛りとなるのが貨幣の生成・崩壊メカニズムを説明する安冨モデルである．

4.3 安冨モデル

4.3.1 自律的な生成と崩壊
基軸通貨研究に応用可能な人工市場モデルを採用する研究として，安冨の貨幣モデルの研究がある

(Yasutomi, 1995; 安冨, 2000)．安冨は， Marx (1867)による直接的交換可能性とMenger (1923)による市
場性の概念に集中したモデルをシミュレーション解析し，物々交換から貨幣が自成・自壊するメカニズムを説
明する．
このモデルでは，全く同じ市場性を持つ商品群から，主体間での商品の交換過程を通じて，他の商品よりも
所有され取引されるような萌芽的な貨幣があらわれる．この萌芽的貨幣は，それが持つ高い市場性によってさ
らなる需要を喚起する．そして，その喚起された需要がさらに市場性を高めるという正のフィードバックが働
く．この貨幣の自己触媒的な構造が安冨モデルで説明される重要なメカニズムの一つである．ここまでは，従
来の基軸通貨モデルにも同様のメカニズムが働いている．しかし，安冨モデルでは，上記の正のフィードバッ
クが貨幣の生成だけでなく，その全く逆に働く構造が備わる．
具体的には，まず最初に貨幣に対する需要が突如として減少し，反対に他の特定の通貨への需要が集中する
ような事態が起こる．これを契機として，市場性が下がった貨幣に対する需要が減っていき，反対に，市場性
が高まった通貨に対する需要が増えていく．このようなことが以降の取引でも起こり続けることで貨幣が崩壊
し，それと同時に，また新たな別の貨幣が生成される．
このような安冨モデルで起きる貨幣の生成と崩壊の双方に対する正のフィードッバックの働きは，Ya-

mashita et al. (2005)の国際貿易モデルにはない．また，安冨モデルにおける貨幣の生成と崩壊は，岩井モデ
ルのように外部からの強い衝撃からではなく，主体間の相互作用の結果としてあらわれる．

4.3.2 安冨モデルを基軸通貨モデルに拡張する際の問題点
安冨モデルは貨幣の基本メカニズムを説明するものとしては十分な説明力を持っているが，これをそのまま
基軸通貨モデルとして利用するには問題がある．まず，基軸通貨は異なる地政学的背景を持つ国家や地域で利
用されるため，モデルの中に地政学的関係性を持つ主体や主体の集団が実現されなくてはならない．しかし，
安冨モデルにはそのような要素を設定する余地はない．また，交換価値に対する直接的な欲望，すなわち，ケ
インズの流動性選好についても考慮されていない．安冨モデルを基軸通貨のモデルへ拡張するためには，以上
の要素を新たにモデルに導入する必要があるだろう*4．

*4 その他にも，自身が欲求する商品を最も所有する主体を瞬時に探し出すことができたり，商品を交換するたびに商品の数量が増加
するなどの問題も見られる．これらの問題点についても，本論文で提案する国際金融市場モデルで解決する．
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図 2 取引の流れ

5 国際金融市場モデル
本論文では，貨幣の生成・崩壊を説明する安冨モデル (Yasutomi, 1995; 安冨, 2000) をベースに，主体間の
取引に地政学的非対称性と流動性選好を考慮した国際金融市場モデルを作成する．ここでは，基軸通貨の一般
的受容性を支える価値と国家間の地政学的関係について，その導入と具体的な実装について説明する．本モ
デルの取引の流れは図 2 のようになる．各 Step の内，Step1，4，6は一般的受容性を支える価値について，
Step2，3，7は国家間の地政学的関係にそれぞれ関係する．取引についての詳細は付録 Aに記載する．

5.1 基軸通貨の一般的受容性を支える価値

基軸通貨の一般的受容性を支える価値については，その基軸通貨が持つ使用価値，手段としての交換価値，
目的としての交換価値（流動性選好）の 3つがある．
マルクスは，金や銀のようなそれ自体に使用価値があるものでなければ国家を超えて流通する貨幣にはなり
えないと論じた．その一方で，メンガーは，貨幣の受容性は貨幣の持つ実体的な価値ではなく，それを通じて
様々なものを入手できるような交換価値にあるとする．メンガーと同じように，ケインズも貨幣の交換価値に
ついて着目するが，交換価値を持つ貨幣が自身の間接的な欲望を満たす手段だけでなく，その交換価値を持つ
貨幣自体に対して直接的な欲望が向けられる事態が起きると考えた．以上をまとめると，基軸通貨の一般的受
容性を支える価値には，使用価値，手段としての交換価値，目的としての交換価値があると考えられる．
以上の 3つの価値のうち，使用価値と手段としての交換価値については安冨モデルにも組み込まれている．
使用価値に起因する商品への欲求については，自身の生産する商品以外のすべての商品からランダムに 1つの
商品を選択することで実装されており，商品をランダムに選択するところに人々の持つ多様な欲望がモデル化
されている．手段としての交換価値に起因する商品への欲求は，各自の持つ閾値よりも高い評価を持つ商品を
すべて選択することで実装される．この閾値は，その商品が十分な交換価値を持つかどうかを主体自身が判断
する基準である．安冨モデルにおける商品の需要は，この 2つの価値が常に働くことで生じる．
国際金融市場モデルでは，安冨モデルにケインズの目的としての交換価値，すなわち，流動性選好を導入す
る．この流動性選好はマルクスの使用価値と競合するように実装し，それぞれの価値に基づいて取引される割
合を調節するパラメータ ω を用意する．この ω の値が 1に近づくほど流動性選好に起因する取引が増大する
ものとする．これは，実体的な価値を持つ金や銀などから実体的な価値のない紙幣への通貨形態の変化を想定
している．

10



5.2 地政学的関係

国際金融市場モデルでは，通貨を供給・交換・消費・処分するエージェント*5 を用意する．ここでエージェ
ントとは，国家を抽象化した概念的存在であり，すべてのエージェントは，他のエージェントと必ず特定の地
政学的関係を持つ．エージェント間の相互作用を伴う活動の多くは，自国と取引相手国の地政学的関係に影響
を受ける．例えば，自国と地政学的に乖離した取引相手国との間では，その地政学的関係によって取引機会が
狭められる．このように，地政学的に乖離した国家間では，その乖離の大きさがそのまま取引を阻害する要因
となる．一方で，地政学的に接近した国家間では，取引機会が拡大する．この場合は，地政学的関係が取引を
促進する潤滑剤として働く．
地政学的関係は式（1）の行列であらわす．

GP =




gp11 · · · gp1n
...

. . .
...

gpn1 · · · gpnn



 (1)

ここで，gpln は，エージェント l のエージェント nに対する関係を意味し，0から 1までの範囲のパラメー
タとして与えられる．このパラメータの値が 0に近いほど，国家間の地政学的関係が離れていることを示す．
従って，この値が小さくなるほど，そのエージェント間での取引機会は少なくなり，互いに供給・所有する通
貨に対する評価を低め，相手が持つ戦略を模倣することが困難になる．gpln を全て 1.0にすれば，地政学的関
係が取引に影響しなくなるため，その部分で安冨モデルと同等になる．

5.3 エージェントの定義

ここでは，本論文で提案する国際金融市場モデルのエージェントの定義について説明する．エージェント i

が持つ属性は，以下の 8変数であらわされる (i = 1, . . . , n)．

｛ 欲求の種類 wti ，

*5 本モデルでは，ある国家に属して通貨取引をおこなう政府や企業，トレーダーなどの経済主体全体を国家という単位で考える．
従って，本モデルにおけるエージェントは，中央銀行として通貨供給を管理，政府として特定通貨を外貨準備として保有，または，
通貨そのものの実体的な価値を求める場合はそれを消費したりする．このように，エージェントを国家の総体として捉える理由は
2つある．1つ目は，モデルの単純化である．本論文は，現実を完全にシミュレートする研究でもなければ，未来の為替レートを予
測する研究でもない．本論文で明らかにすることは，基軸通貨の生成・安定・崩壊の基本メカニズムである．このメカニズムを明
らかにするためには，不必要に複雑なモデルではかえって内部の構造が見えなくなる．そこで，本論文では，基軸通貨を説明する
ために必要な中核要素を的確に抽出し，これをモデル化した基軸通貨の抽象モデルを構築する．そのために，政府，企業，トレー
ダーが担う機能を 1 つのエージェントに集約し，そのようなエージェントの相互作用から基軸通貨の基本的な構造を解明する．2

つ目は，国内の経済主体は国家という単位に集約することが可能なためである．前述したように，各国通貨の外国為替レートは，
国家間の地政学的関係に影響を受けていることが実証されている (Mizuno and Takayasu, 2006)．この研究では通貨レートの相
関からネットワークを構成する．その結果，地政学的関係が接近するような国家ではネットワークが近くなり，反対に，地政学的
関係が離れる国家ではネットワークが遠くなることが示されている．これは，地政学的な差異が通貨取引において経済主体の行動
を特徴づけていることを示唆する．例えば，A と B の国家間の地政学的関係が極めて近い場合，それに属する経済主体の振る舞
いも近似し，他国 Cから見た場合は，Aと Bはほぼ同一のものとして受入れられるということである．こうした状況の極にある
のが一つ一つの国家である．多くの国家は，その国内で共通する法律，商慣習，文化，言語などを持つ．こうした状況の中で，国
内の通貨取引参加者をエージェントとしてみるならば，彼らの地政学的関係の差異は極めて小さい．すなわち，彼らの振る舞いや
他国から彼らを見る目は，彼らを個々の特徴づけられた個人ではなく国家という 1つの単位として存在する．従って，本モデルで
は，国内の経済主体全体を国家という 1単位に集約できるものとして捉え，これを本モデルのエージェントとしてモデル化する．
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欲求する通貨 wi ，
需要ベクトル di ，
所有ベクトル hi ，
通貨評価ベクトル vi ，

得点 pi ，
評価基準mi ，

地政学的関係ベクトル gpi ｝

nは，エージェント数と通貨の種類数を示す．これらの属性の内，wti，wi，pi，mi がスカラー量であり，di，
hi，vi，gpi は n要素のベクトルである．また，pi，mi，vij，gpij は正の実数値を，他は 0以上の整数値を
とる．各エージェントは，それぞれ 1種類の通貨を供給する．従って，通貨の種類と各エージェントは一対一
の対応関係にある．

欲求の種類 wti

欲求の種類は，使用価値に基づく欲求と流動性選好に基づく欲求の 2種類を想定する．欲求の種類は取
引毎に変化しえる．使用価値の場合は wt = U，流動性選好の場合は wt = Lとする．

欲求する通貨 wi

欲求する通貨 wi は，エージェントがそれを入手することで自身の得点を加算することができる通貨で
ある．欲求の種類 wti に応じて欲求する通貨 wi が取りえる値は異なる．wi の初期値は自身の供給す
る通貨 i以外の 1, . . . , nの値からランダムに決定する．

需要ベクトル di

需要ベクトル di = (di1, . . . , dij , . . . , din)の要素 dij は，エージェント iが通貨 j を需要する数量 (0以
上の整数)を示す．需要ベクトルの初期値は，すべて 0とする．

所有ベクトル hi

所有ベクトル hi = (hi1, . . . , hij , . . . , hin) の要素 hij は，エージェント i が通貨 j を所有する数量 (0

以上の整数)を示す．所有ベクトルの初期値は，自身が供給する通貨のみ 1単位だけ所有し他はすべて
0とする．

通貨評価ベクトル vi

通貨評価ベクトル vi = (vi1, . . . , vij , . . . , vin)の要素 vij は，エージェント iの通貨 j に対する評価を
示す（0.0 ∼ 1.0の実数）．通貨評価ベクトルの初期値は，すべて 1.0とする．

得点 pi

得点 pi は，欲求する通貨の入手に成功した取引毎に ρづつ加算する．ただし，減衰率 (0 ≤ γ ≤ 1)の
値に応じて取引毎に減衰する．

評価基準 mi

評価基準mi は，欲求する通貨以外の通貨に対する需要の有無を決定するための閾値である．評価基準
の初期値は，0.0 ∼ 1.0の間の実数値をランダムに与える．

地政学的関係ベクトル gpi

地政学的関係ベクトル gpi = (gpi1, . . . , gpij , . . . gpin)の要素 gpij は，エージェント iのエージェント
j に対する政学的関係 (式 (1))を示す．各要素は，0.0 ∼ 1.0の間で与えられるパラメータであり，１
回のシミュレーションの中では変化しない．
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6 シミュレーション
本章では，国際金融市場モデルのシミュレーション実験の結果を示す．
地政学的非対称性については，地域間の地政学的関係の程度がどのような結果を導くかを実験から示す．基
軸通貨の一般的受容性を支える価値変化については，価値変化が基軸通貨の振る舞いにどのような影響をもら
すかについて明らかにする．

6.1 共通設定

ここでは，本実験で共通する地政学的関係の設定について述べる．全実験で共通する各種パラメータの詳細
は付録 Bに記載する．その他のパラメータと設定は各実験毎に明示する．全シミュレーションで 0 ∼ 10000

ターンをトランジェント期間とし，統計量などの計算には含めない．
すでに述べたように，国際金融市場では，国家間の地政学的関係に引きつけられるようにして通貨取引がお
こなわれる．例えば，ヨーロッパ圏，アジア圏，南アメリカ圏などである．このように，国際的な通貨取引に
は，地域が一つの経済圏として，その内部と外部との間で地域間の地政学的関係を形成する．そこで，本実験
では，地政学的関係に地域の概念を導入することで，国家間の関係だけでなく諸国からなる経済圏を含んだ国
際金融市場を想定する．
本論文では，接近した地政学的背景を持つ国家の集合として地域 A，B，C を想定する．全エージェント
数 n は 30 とし，各地域にはそれぞれ 10 体のエージェントが所属するものとする (A = {i|i = 1, . . . , 10}
，B = {i|i = 11, . . . , 20}，C = {i|i = 21, . . . , 30})．そして，各地域内の各エージェントは，自地域内および
他地域内のエージェントとそれぞれ同じ関係を持つ．すなわち，

gprij =






gprAA (i ∈ A, j ∈ A)
gprAB (i ∈ A, j ∈ B)
...

gprBB (i ∈ B, j ∈ B)
...

gprCC (i ∈ C, j ∈ C)

(2)

とする．ここで，gprXY は地域 X 内のエージェントと地域 Y 内のエージェント間の地政学的関係をあらわす
パラメータ*6 である．そして，地域間の地政学的関係行列 GP r を次のように導入する．

GP r =




gprAA gprAB gprAC
gprBA gprBB gprBC
gprCA gprCB gprCC



 (3)

6.2 地政学的関係と価値の基本実験

地政学的関係と価値の設定が異なる 4パターンの実験をおこない，地政学的関係と価値が国際金融市場モデ
ルの振る舞いにどのよう影響をもたらすか，また，どのような状況下で基軸通貨とみなせるような通貨が生成
されるのかを明らかにする．

*6 地域間の地政学的関係は，地域という強固な関係性に支えられているため普遍的なものとしてみることができる．そのため，地域
間の地政学的関係はパラメータとする．

13



gpBC
r = 0.01

A

B

C

gpCB
r = 0.01

gpCA
r = 0.01

gpAC
r = 0.01

gpAB
r = 0.1

gpBA
r = 0.1

gpAA
r = 1

gpBB
r = 1

gpCC
r = 1

図 3 地域間の関係

本節で示す実験結果は，1試行の典型例であるが，同じパラメータ設定であれば同様の振る舞いが観察され
ることを確かめている．

6.2.1 実験設定:地域主義社会と単一社会
地政学的関係について，地域主義社会と単一社会の 2つの状況を設定する．地域主義社会の設定としては，
図 3に示すような地政学的関係を考える．行列であらわすと式 (4)になる．

GP r
R =




1 0.1 0.01
0.1 1 0.01
0.01 0.01 1



 (4)

各地域は，地政学的属性が接近した国家が集まっている状態を想定しているため，域内取引を抑制することはな
い (gprxy = 1.0)．一方，域外取引については，各地域で地政学的属性が異なる状態を想定するため，その属性に
基づく地政学的関係に従って取引が抑制される要因が加わる．この要因が比較的小さいのが地域 Aと地域 B

であり (gprAB = gprBA = 0.1)，逆に特に大きいのが地域 C である (gprAC = gprCA = gprBC = gprCB = 0.01)．
地域 A,B は，それぞれ地政学的に相違がありながらも，地域 C に対しては共通した関係を持っており，取引
の抑制要因も比較的小さいことから，大まかに見れば一つの経済圏*7 を形成していると言える．反対に，地
域 C は，他の地域に対して地政学的に隔絶した状態*8 にあると言える．
単一社会の設定としては，式 (5)に示すような地政学的関係を考える．

GP r
S =




1 1 1
1 1 1
1 1 1



 (5)

この設定は，地域や国家間の関係がすべて等しい状態である．すなわち，全ての i, j に対して gpij = 1.0であ
る．従って，この単一社会を想定する設定することで，安冨モデルに近似するモデルを考えることができる*9．

*7 例えば，北米や欧州などの経済圏である．
*8 例えば，冷戦中の西側 (A=北米,B=西欧州)と東側 (C=東欧州)が想定できる．
*9 地政学的非対称性がないという意味で安冨モデルと同じであるが，取引相手の選択や評価基準の模倣方法などが安冨モデルと本モ
デルは異なる．
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6.2.2 実験設定:使用価値と流動性選好
基軸通貨の国際市場における一般的受容性を支える価値について，通貨そのものの使用価値と流動性選好の

2つが考えられることをマルクスとケインズの理論を基にしてこれまで述べてきた．
国際金融市場モデルでは，取引において最も優先されるエージェントの欲求に使用価値と流動性選好の概念
を導入している．具体的には，確率 ωが１に近づくほど流動性選好に起因する欲求が喚起され，それに基づい
た取引が展開されるものとしてモデル化している．
本実験では，使用価値に起因する欲求のみで取引が展開される場合 (ω = 0)と使用価値よりも流動性選好に
起因する欲求での取引が多い場合 (ω = 0.7) の 2つの状態を設定する．ここでは，前者を使用欲求状態，後者
を貨幣欲求状態と呼ぶ．
以上の地政学的関係と価値についての設定をまとめたものを表 1に示す．

表 1 地政学的関係と価値の設定

地政学的関係 価値

地域主義社会 使用欲求状態（ω = 0）
地域主義社会 貨幣欲求状態（ω = 0.7）
単一社会 使用欲求状態（ω = 0）
単一社会 貨幣欲求状態（ω = 0.7）

6.2.3 市場性の時系列
ここでは，市場における通貨の受容性をみるための指標として市場性を定義する．市場性の概念は，Menger

(1871)により提唱され，交換物の中でも高い市場性を持つものが一般に受容される交換媒体になりえるとさ
れる．この市場性について，安冨 (2000)は自身のモデルで式 (6)のように定義している．

Mj =
n∑

i=1

vij
n

(j = 1, . . . , n) (6)

ここで，nはエージェント数，vij はエージェント iの通貨 j に対する評価である．すなわち，Mj は通貨 j に
対する全エージェントの評価の平均である．この市場性の値が高いほどそれを需要しながら入手できないでい
るエージェントの多いことを意味し，それを市場に出せば短期間で取引相手を発見できるとして，これを通貨
j の市場性と安冨は定義する．本論文でも安冨の市場性の定義を採用する．
次に，地域主義社会の市場性の時系列について，使用欲求状態（ω = 0）と貨幣欲求状態（ω = 0.7）の結果
を比較し，その違いを概観する．
図 4は，地域主義社会における市場性の推移である．上図が使用欲求状態，下図が貨幣欲求状態の場合の結
果である．どちらも，横軸がターン，縦軸が市場性である．ターン数は最大で 106 である．各色線は通貨の種
類をあらわす．2つの結果に共通する点は，市場性に階層構造があらわれているところである．そして，いず
れの場合も 4つの階層が確認できる．

第 1階層 市場性が約 0.7 ∼ 1.0までの範囲の通貨
第 2階層 市場性が約 0.4 ∼ 0.7までの範囲の通貨
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(b) 貨幣欲求状態（ω = 0.7）

図 4 地域主義社会の市場性（横軸：ターン，縦軸：市場性Mj）

第 3階層 市場性が約 0.2 ∼ 0.4までの範囲の通貨
第 4階層 市場性が約 0.2未満の通貨

一方，2つの結果に相違する点は市場性の安定性である．使用欲求状態と貨幣欲求状態の市場性の変化をみる
と，使用欲求状態は市場性の変化が比較的激しく，貨幣欲求状態は市場性の変化が比較的安定して推移する．
図 5は，全地域のエージェントを対象に各通貨に対する市場性について，それが最大である通貨をターン毎
にプロットしたものである．使用欲求状態と貨幣欲求状態の結果を比較すると，使用欲求状態では最大の市場
性を維持する期間が比較的短く，貨幣欲求状態ではその期間が比較的長いことがわかる．
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(a) 地域主義社会，使用欲求状態（ω = 0）
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(b) 地域主義社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7）

図 5 市場性が最も高い通貨（横軸：ターン，縦軸：通貨の番号，MMC in ALLは全地域で市場性が最も
高い通貨をターン毎にプロットしたものである．）

次に，単一社会の市場性の時系列について，使用欲求状態と貨幣欲求状態の結果を比較する．図 6は，地域
主義社会における地域別の通貨の市場性の推移である．上図が使用欲求状態，下図が貨幣欲求状態の場合の結
果である．どちらも，横軸がターン，縦軸が市場性である．ターン数の最大値は 106 である．各色線は通貨の
種類をあらわす．
まず，2つの結果に共通する点は，地域主義社会の実験でみられたような階層が 2つになっているところで
ある．そして，どちらの結果でも，その 2つの階層をみると市場性が極端に高い場合と低い場合の両極端に分
かれる．
一方，2つの結果に相違する点は市場の安定性である．使用欲求状態と貨幣欲求状態の市場性の変化に着目
すると，使用欲求状態は市場性の変化が比較的激しく，貨幣欲求状態は市場性の変化が比較的安定して推移す
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(a) 使用欲求状態（ω = 0）
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(b) 貨幣欲求状態（ω = 0.7）

図 6 単一社会の市場性（横軸：ターン，縦軸：市場性Mj）

ることがわかる．この結果は，地域主義社会の実験と類似する．
図 7は，全地域のエージェントを対象に各通貨に対する市場性について，それが最大である通貨をターン毎
にプロットしたものである．使用欲求状態と貨幣欲求状態の結果を比べると，使用欲求状態では最大の市場性
を維持する期間が比較的短く，貨幣欲求状態ではその期間が比較的長く推移する．
表 2に市場性の時系列の実験結果をまとめる．地政学的関係が異なる場合については，市場性の階層構造に
違いが生じる．地域主義社会の場合は 4つの階層ができ，単一社会の場合は 2つの階層ができる．欲求を喚起
する価値が異なる場合は，市場性の安定性に違いが生じる．使用価値のみが欲求を喚起する場合（使用欲求状
態）では市場性が不安定に推移し，使用価値よりも交換価値が欲求を喚起する場合（貨幣欲求状態）では市場
性が比較的安定的に推移する．
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(a) 単一社会，使用欲求状態（ω = 0）
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(b) 単一社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7）

図 7 市場性が最も高い通貨（横軸：ターン，縦軸：通貨の番号，MMC in ALLは全地域で市場性が最も
高い通貨をターン毎にプロットしたものである．）

表 2 実験結果のまとめ（市場性の時系列）

地政学的関係 価値 実験結果
階層 市場性の安定性

地域主義社会 使用欲求状態（ω = 0） 4階層 不安定
地域主義社会 貨幣欲求状態（ω = 0.7） 4階層 安定
単一社会 使用欲求状態（ω = 0） 2階層 不安定
単一社会 貨幣欲求状態（ω = 0.7） 2階層 安定
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(a) 貨幣欲求状態（ω = 0.7）

図 8 地域主義社会の市場性（横軸：ターン，縦軸：市場性Mj）

6.2.4 市場性の階層構造
次に，地域主義社会の実験結果で観察された市場性の階層構造について詳しくみていく．そして，各階層か
ら基軸通貨，国際通貨，国内通貨を定義する．
図 8は，図 4の結果から 20× 104 ∼ 40× 104 ターンまでの市場性の時系列を抜き出したものである．観察
期間を限定する理由は，各地域内の市場性との比較の際に 106 ターンという期間では詳細部分が説明し難いか
らである．従って，各地域内の市場性の時系列は，20× 104 ∼ 40× 104 ターンの期間について示す．図 8の中
に書き込まれた 1,16,22は，それぞれの市場性の時系列に対応する通貨の番号*10 を示す．ここでは，1,16,22

番の通貨が，それぞれ第 1階層，第 2階層，第 3階層の市場性に分類される期間に絞ってみていく．
図 9は，それぞれの地域に属する通貨の中で最大の市場性を持つ通貨の推移を示す*11．横軸はターン，縦
軸はエージェントの番号である．赤でプロットされた部分が地域 A，緑でプロットされた部分が地域 B，青
でプロットされた部分が地域 C である．この図をみると，線のようになっている部分と点または短い線が
まばらになっている部分がある．線のようになっている部分は，特定の通貨がその地域に属する通貨の中で
最大の市場性を維持していることを意味する*12．点または短い線がまばらになっている部分は，その地域
に属する通貨の中で最大の市場性を安定的に維持する通貨がないことを意味する．例えば，16 番の通貨は，
20× 104 ∼ 約 30× 104 ターンの期間内において，地域 B に属する通貨の中で最大の市場性を持つ通貨として
安定的に推移しているが，その期間以降ではその市場性は最大ではなくなっている．すなわち，最大市場通貨
の崩壊が起きている．この崩壊時の図 8の状態をみると，30× 104 ターンが過ぎた付近で，16番の通貨の市

*10 すでに説明しているが，この通貨の番号はエージェントの番号とも対応する．従って，番号 1 の通貨は番号 1 のエージェントが
供給する通貨である．さらに言えば，番号が 1 ∼ 10までのエージェントは地域 A に属するため，番号 1の通貨は地域 A から供
給される通貨である．

*11 ここでは，全てのエージェントの通貨評価の集計から各通貨の市場性を計算する．
*12 特定の地域内で最大の市場性を持つ通貨ではない．
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(a) 地域主義社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7）

図 9 市場性が最も高い通貨（横軸：ターン，縦軸：通貨の番号，各色点は特定の地域に属する通貨の中で
市場性が最大の通貨をあらわす．赤，緑，青は，それぞれの地域 A,B,C に属する通貨の中で市場性が最大
の通貨である．）

場性は落ち込み，代わりに 1番の通貨の市場性が上昇している．再び図 9に戻る．地域 B に属する通貨の中
で最大の市場性を維持した通貨の崩壊に少し遅れるようにして，地域 C に属する通貨においても安定した市
場性を持つ通貨が観察されなくなる．この期間の図 8をみると，1番の通貨が第 2階層を一定期間だけ維持し
た後，第 1階層に移っている．この第 1階層に移ると同時期に他の通貨の市場性が著しく低くなり，そのほぼ
すべてが第 4階層の通貨となる．その後も，1番の通貨は第 1階層を維持しており，地域 Aに属する通貨の
中でも最大の市場性を安定的に持続させていることが図 9から確認できる．その一方で，地域 B と地域 C に
属する通貨では最大の市場性を安定的に維持する通貨があらわれなくなる．このように 2つの地域で同時に不
安定な振る舞いが続くのは，第 1階層の通貨があらわれている期間内である．
各地域内のエージェントに限定して全通貨の評価について集計し，各地域の市場性の時系列を示したものを
図 10∼12に示す．いずれも，横軸はターン，縦軸は市場性である．
まず，3つの図の共通点として，1番の通貨がすべての地域を通して第 1階層となる期間がある．全地域で
第 1階層となる通貨は，すべての地域において 0.7以上の市場性を維持することから，国家や地域を越えてグ
ローバルに受容される通貨となっていることを意味する．すなわち，全地域において第 1 階層に属する通貨
は，グローバルに一般的受容性を持つ基軸通貨として考えることができる．従って，1番の通貨は以上の条件
を満たす限りにおいて基軸通貨である．
次に，16番の通貨について着目すると，地域 Aと地域 B のある一定期間において第 1階層に属する通貨と
なっていることがわかる（図 10,図 11）．これは，16番の通貨が地域 Aと地域 B において一般的受容性を持
つ通貨となっていることを意味する．このような通貨は，全地域においては第 2階層に属する．従って，市場
性が全地域で第 2階層に属する通貨は，国際的な取引において高い受容性を持つ国際通貨として考えることが
できる．
このように，地域 Aと地域 B では 16番の通貨がその 2つの地域で第 1階層にあり一般的受容性を持った
通貨として存在する．一方，地域 C ではそれらの地域とは別の通貨が第 1階層にある．例えば，22，25，28，
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(a) 地域主義社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7），地域 A

図 10 地域 Aにおける市場性の推移（横軸：ターン，縦軸：市場性Mj(j = 1, . . . , 10)）
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(a) 地域主義社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7），地域 B

図 11 地域 Bにおける市場性の推移（横軸：ターン，縦軸：市場性Mj(j = 11, . . . , 20)）

27 番の通貨である（図 12）．これらの通貨は，地域 C 内では十分な受容性を持った通貨として通用するが，
地域外ではそのようにみなされない．このような通貨の地域全体としての市場性は，第 3階層に分類される．
従って，第 3階層に属する通貨は，国家間の取引において十分な受容性を持つため国際通貨であるが，それが
通用する範囲はある地域内に限定される．
最後に，どの地域でも第 1階層に属さない通貨は，地域全体としての市場性は著しく低くなるため第 4階層
に分類される．第 4階層の通貨は，国際市場における一般的受容性を持たないため，その通貨供給国内でのみ
で通用するような国内通貨として考えることができる．
以上の結果のまとめを表 3に示す．第 1階層に属する通貨は，あらゆる国家や地域を越えてグローバルに受
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(a) 地域主義社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7），地域 C

図 12 地域 Cにおける市場性の推移（横軸：ターン，縦軸：市場性Mj(j = 21, . . . , 30)）

容される通貨であるため，この階層に属する通貨を基軸通貨として考えることができる．第 2階層に属する通
貨は，国家や地域を越えて受容されるがその範囲が限定的であるため，この階層に属する通貨は通用性の高い
国際通貨としてみなすことができる．ただし，この第 2階層が第 1階層の通貨がない期間にあらわれている場
合は，全地域において最も受容性が高い通貨となるため，通用する範囲が限定されてた基軸通貨としてみるこ
ともできる．第 3階層に属する通貨は，国家間の取引で受容される通貨であるため国際通貨であると考えられ
るが，その通用する範囲は単一の地域に限られる．そのため，全地域において最も受容性が高い通貨となる場
合でも，地域を越えた一般的受容性は持たないので，基軸通貨とみなすことはできない．第 4階層に属する通
貨は，国際的な取引において受容性を持たないので国内通貨としてみなすことができる．

表 3 実験結果のまとめ（市場性の階層構造）

地域全体における階層 受容性される範囲 通貨の種類 市場性の範囲　

第 1階層 全地域 基軸通貨 0.7以上
第 2階層 複数地域 国際通貨 0.4 ∼ 0.7

第 3階層 単一地域 国際通貨 (地域限定) 0.2 ∼ 0.4

第 4階層 なし 国内通貨 0.2未満

6.2.5 市場性と所有残高の関係
まず地政学的関係と価値の設定が異なる 4つの実験について，通貨の所有残高*13 の時系列について各実験
結果を概観する．その後，所有残高と市場性の関係についてみていく．
最初に，地域主義社会における通貨の所有残高の時系列について，使用欲求状態と貨幣欲求状態の結果を比
較し，その違いを概観する．図 13 は，地域主義社会における通貨の所有残高の推移である．横軸はターン，

*13 通貨の所有残高とは．各ターン終了後に各エージェントが所有する通貨の数量 Hj =
∑n

i=1
hij である．
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(b) 地域主義社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7）

図 13 通貨の所有残高の推移（横軸：ターン，縦軸：各エージェントの通貨の所有残高）

縦軸は通貨の所有残高である．上図は使用欲求状態，下図は貨幣欲求状態の場合である．上図の通貨の所有残
高は増減が激しく推移する．一方，下図の通貨の所有残高は極端に多いものと少ないものとがあらわれる．
例えば，下図で所有残高が極端に多い通貨は，1，13，16番の通貨である．この期間の 1,16番の通貨は，全
地域または複数の地域で高い市場性を持つ通貨である．13番の通貨については，全地域で第 1階層に属する
基軸通貨である．このように，所有残高が多い通貨は同時に市場性も高く推移する傾向がある．通貨の所有残
高と市場性の関係についての詳細は後述する．
次に，単一社会における市場性の時系列について，使用欲求状態と貨幣欲求状態の結果を比較する．図 14

は，単一社会における通貨の所有残高の推移である．上図は使用欲求状態，下図は貨幣欲求状態の場合であ
る．横軸はターン，縦軸は通貨の所有残高である．やはり，上図の通貨の所有残高は増減が激しく推移し，下
図の通貨の所有残高は多いものと少ないものがあらわれる．ただし，単一社会の場合は，地域主義社会のよう
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 0

 20

 40

 60

 80

 100

 120

 140

 160

 0  100000  200000  300000  400000  500000  600000  700000  800000  900000  1e+006

St
oc

k

Trun

(b) 単一社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7）

図 14 通貨の所有残高の推移（横軸：ターン，縦軸：各エージェントの通貨の所有残高）

に一時的に所有残高が著しく増大する期間はない．
地域主義社会と単一社会の所有残高の大きさと比較すると，単一社会のほうが全体的に所有残高が少ない

(図 13，図 14)．
通貨の所有残高と市場性の関係について述べる．図 15は，市場性が最も高い通貨（上図）と所有残高が最
大の通貨（下図）をそれぞれプロットしたものである．横軸はターン，縦軸は通貨の番号である．どちらの図
も，地域主義社会で貨幣欲求状態の結果である．
この 2つの結果をみると，市場性が最大の通貨は，同時に所有残高が最大の通貨である傾向があることが分
る．例えば，1，13，16番の通貨に着目すると，これらの通貨の市場性が最大であるときにおおよそこれらの
通貨の所有残高も最大である．この理由については，次の 2つの原因が考えられる．
まず 1つ目の原因について説明する．通貨の市場性が高くなると，その通貨を需要しようとするエージェン
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(b) 全地域で所有残高が最大の通貨（MSC）

図 15 市場性が最も高い通貨と所有残高が最大の通貨（横軸：ターン，縦軸：通貨の番号，地域主義社会）

トも増大する．そうなると，その通貨を供給するエージェントの供給通貨の所有残高も取引によって枯渇する
事態がより起こり易くなり，新たに通貨を供給する機会が増大する．そして，新たに供給する通貨は取引に
よって，また他のエージェントに需要される．市場性が高水準で維持する限り，以上のサイクルが繰り返され
ることでその通貨の所有残高は限界まで増加し続ける．
次に，2つ目の原因について説明する．貨幣欲求状態の場合は，交換価値に起因する欲求に基づいて取引が
おこなわれる機会が増大する．交換価値の場合の通貨の供給は，自身の持つ通貨評価と評価基準に従って決定
される．具体的には，自身の持つ通貨評価が評価基準よりも高ければ新たな通貨を供給し，そうでなければ自
身の持つ通貨を処分する．市場性が高い通貨が自身にとっても評価の高い通貨である場合が多いので，市場性
が高いほど通貨は際限なく供給され続ける．
地政学的関係と価値の設定が異なる 4つの実験について，通貨の所有残高の時系列について各実験結果を比
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較した結果，地域主義社会と単一社会の双方で，使用欲求状態の場合は所有残高の変化が比較的激しく，一
方，貨幣欲求状態の場合は所有残高の変化が比較的安定していることが示された．
この原因は，所有残高が市場性の変化に従って推移しているためであると考えられる．図 15にみられるよ
うに，ある通貨の市場性が高水準にある場合，その通貨の所有残高も多くなることが示されている．従って，
市場性が不安定になれば通貨の所有残高も不安定になり，反対に，市場性が安定していれば通貨の所有残高も
安定的に推移すると考える．以上をまとめると表 4のようになる．

表 4 実験結果のまとめ（市場性の時系列 +市場性と所有残高の関係）

地政学的関係 価値 実験結果
階層 市場性の安定性 所有残高の安定性

地域主義社会 使用欲求状態（ω = 0） 4階層 不安定 不安定
地域主義社会 貨幣欲求状態（ω = 0.7） 4階層 安定 安定
単一社会 使用欲求状態（ω = 0） 2階層 不安定 不安定
単一社会 貨幣欲求状態（ω = 0.7） 2階層 安定 安定

6.2.6 通貨の在位期間の分布
ここでは，本モデルの振る舞いが実際の為替取引などで観測されるべき乗則に従う性質を備えるかを確認す
るために，各ターンで最大の市場性を持つ通貨の在位期間の頻度を調べる．
図 16は，地域主義社会の市場性が最大の通貨の在位期間の頻度を示している．横軸は在位期間，縦軸が頻
度である．上図は使用欲求状態，下図が貨幣欲求状態の結果である．緑線は，近似直線 (f(x) = axb)である．
どちらの結果も，概ねべき乗則に従っている．また，在位期間を比較すると，下図の方が長期に渡って特定の
通貨が最大の市場性を維持し続けていることがわかる．
図 17は，単一社会の市場性が最大の通貨の在位期間の頻度を示している．横軸は在位期間，縦軸が頻度で
ある．上図は使用欲求状態，下図が貨幣欲求状態の結果である．どちらの結果も，地域主義社会の結果と同様
に，概ねべき乗則に従っていると言える．次に，在位期間について比較すると，これも地域主義社会の結果と
同じように，下図の方が在位期間が長期間であることが確認できる．
地域主義社会や単一社会の双方で，使用欲求状態よりも貨幣欲求状態の方が，在位期間が長い基軸通貨があ
らわれいることがわかる．これは，流動性選好の起因する取引が多くなるほど，より長期で安定して持続する
基軸通貨が発生していることを意味する．

6.3 各階層の通貨の発生分布

各階層の通貨の発生数に対して，地政学的関係と価値がどのように影響するかについて明らかにするため，
それぞれのパラメータを変化させ，各階層の通貨の発生分布を調べる．
地政学的関係については，これまでに用いた地域主義社会の設定を採用する．その理由は，基軸通貨を含む

4つの階層が確認された地域主義社会の設定を基礎とすることで，地政学的関係と価値の変化に対する各階層
の通貨の発生数への影響をみるためである．
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(a) 地域主義社会，使用欲求状態（ω = 0），f(x) = axb (a =

221886, b = −1.31)
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(b) 地域主義社会，ω = 0.7，f(x) = axb (a = 51018.5, b =

−1.30)

図 16 市場性が最大の通貨の在位期間の頻度（横軸：在位期間，縦軸：頻度）

6.3.1 実験設定
地政学的関係は，地域主義社会の設定（式 (7)）をベースとし，

GP r
R =




1 0.1 0.01
0.1 1 0.01
0.01 0.01 1



 (7)
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(b) 単一社会，貨幣欲求状態（ω = 0.7），f(x) = axb (a =

2593.2, b = −1.30)

図 17 市場性が最大の通貨の在位期間の頻度（横軸：在位期間，縦軸：頻度）

地域 Aと B，C の関係をパラメータ φによりパラメタライズする（式 (8)）．

GP r
R =




1 0.1× φ 0.01× φ

0.1× φ 1 0.01× φ
0.01× φ 0.01× φ 1



 (8)

φと ω に対して，各階層の通貨がどの程度発生しているのかの頻度をみる．各階層の発生数は，全試行で各階
層の通貨があらわれた回数を積算し，それを試行回数と各ターン数で割ったものである．ここでの実験は，最
終ターン数 105 で各パラメータ毎に 3回の試行した結果である．その他の設定は，これまでの実験と同様で
ある．
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図 18 基軸通貨（第 1階層）の累積発生数（φ：地域 Aと B，C の関係，ω：流動性選好の程度，縦軸：発生数）

6.3.2 基軸通貨（第 1階層）の発生分布
図 18は，基軸通貨（第 1階層：市場性が 0.7以上の通貨）の発生数の分布である．φは地政学的関係に掛
かる重みであり，φの値が 1に近づくほど地域 Aと B，C の地政学的関係は近くなる（他も同様に修正）．ω

軸は価値の変化を示しており，ω の値は 1に近づくほど流動性選好に起因する取引が増える．縦軸は，1ター
ンにおける第 1階層に属する通貨の平均数である．
この図をみると，ω と φが 1に近いほど，より多くの基軸通貨が発生していることがわかる．すなわち，流
動性選好に起因する取引が多く，地政学的関係が近づくほど基軸通貨は発生し易くなることを意味する．この
場合は，特に ω の高さが基軸通貨の発生に影響している．なぜなら，φの値が小さくなる方向へ推移しても ω

が 1に近ければ，基軸通貨の発生がある程度確認できるためである．反対に，ωと φが 0に近づくほど，基軸
通貨は発生しなくなる．

6.3.3 国際通貨（第 2階層）の発生分布
図 19は，国際通貨（第 2階層：市場性が 0.4 ∼ 0.7の通貨）の発生数の分布である．図 19をみると，図 18

と同様に ω と φが 1に近づくほど発生数が高くなることがわかる．しかし，全体的な傾向として，第 2階層
の国際通貨の方が第 1階層の基軸通貨よりも発生数は多い．また，ω の値が 0に近い場合であっても，基軸通
貨のときと比較すると第 2階層の国際通貨はより多く発生していることが確認される．

6.3.4 国際通貨（第 3階層）の発生分布
図 20は，国際通貨（第 3階層：市場性が 0.2 ∼ 0.4の通貨）の発生数の分布である．図 20をみると，図 18

や図 19と全く逆の分布をしていることがわかる．すなわち，ω と φが 1に近いほど，第 3階層の通貨の発生
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図 19 国際通貨（第 2階層）の累積発生数（φ：地域 Aと B，C の関係，ω：流動性選好の程度，縦軸：発生数）
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図 20 国際通貨（第 3階層）の累積発生数（φ：地域 Aと B，C の関係，ω：流動性選好の程度，縦軸：発生数）
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図 21 国内通貨（第 4階層）の累積発生数（φ：地域 Aと B，Cの関係，ω：流動性選好の程度，縦軸：発生数）

数が少なくなり，ωと φが 0に近いほど，第 3階層の通貨の発生数が多くなる．これは，流動性選好よりも使
用価値に起因する取引が多く，地域間の地政学的関係が乖離するほど第 3階層の通貨が発生し易くなることを
意味する．その理由は，地域間の地政学的関係の乖離により，エージェントの行動がより地域内の通貨や取引
相手を選択するような地域志向的な行動をとる結果，各地域内で受容される国際通貨の生成が促進されるため
である．

6.3.5 国内通貨（第 4階層）の発生分布
図 21は，国内通貨（第 4階層：市場性が 0.2未満の通貨）の発生数の分布である．図 21をみると，図 18

や図 19のように，ω と φが 1に近づくほど発生数が高くなるような分布であることがわかる．これは，第 1

階層や第 2階層に属する通貨が多くなると市場性の高い通貨はごく僅かに限定され，その分だけ市場性の極め
て低い第 4階層の通貨が市場に存在する割合が増えるためである．また，第 4階層の発生数は他のどの階層よ
りも圧倒的に多くなる．

7 考察
前章では，国際金融市場モデルのシミュレーション結果を示した．本章では，まず，国際金融市場モデルの
妥当性について検討し，次に，基軸通貨の生成・安定・崩壊メカニズムについて，安冨モデルと比較しながら
説明する．

7.1 モデルの妥当性

次の 3点から国際金融市場モデルの妥当性について検討する．
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1. 本モデルにおいて，国家・地域を超えて受容される通貨が出現し，それが生成と崩壊を繰り返すような
振る舞いをするか．

2. 現実世界では，各国政府は外貨準備として基軸通貨を最も保有するが，本モデルにおいてもこのような
現象が確認できるか．

3. 本モデルの振る舞いに法則が存在するか．

7.1.1 基軸通貨の出現と生成・崩壊の循環構造
基軸通貨は，国家や地域を越えて世界規模で流通・受容されるところに大きな特徴がある．前章では，この
ような特徴を備えるような通貨が本モデルにおいて，出現することを確認している．
本モデルのシミュレーション実験では，通貨が受容される範囲によって分類できる 4つの階層を確認した．
第 1階層は全地域，第 2階層は複数地域，第 3階層は単一地域，第 4階層はどの地域でも受容されない通貨で
ある．この中でも第 1階層は，あらゆる国家や地域において受容される基軸通貨の特徴を備える通貨である．
この第 1階層に属する通貨の出現をみたことで，本モデルにおいて国家・地域を超えて受容される通貨，す
なわち，基軸通貨が出現したことを確認できる．また，本モデルでは，基軸通貨が生成されるだけでなく崩壊
することも確認しており，従来の基軸通貨モデルのような崩壊が起きないという問題はない．
さらに，本モデルでは，基軸通貨だけなく国際通貨などで構成される通貨の階層も出現し，その階層構造が
ダイナミックに変化する．このような階層構造の出現する原因については，ある地域では aという通貨，別の
地域では bという通貨がそれぞれの地域で同時並行的に受容されるような状況が階層構造の形成に影響してい
ることを示した．このような状況は，地政学的非対称性がない実験では確認できない．
現実の国際的な経済取引では，基軸通貨ドルだけでなくユーロや円も利用される．また，欧州に限定した際
には基軸通貨ドルよりもユーロの方が広く利用されている (根本, 2003)．これは，欧州が EUという独自の経
済圏を形成していることが背景にある．このように，現実世界では，ある地域ではドル，ある地域ではユーロ
が利用されるように，各経済圏で利用される通貨が異なっている．その結果として，基軸通貨や国際通貨が同
時並行して存在するような状況が生じていると考えられる．
本モデルでは，地政学的非対称性を考慮した実験において，各地域内で独自に利用される通貨や複数の地域
で利用されるような国際通貨が同時並行的に存在する状況を確認している．

7.1.2 外貨準備と基軸通貨
各国の通貨当局が保有する外貨準備の内，圧倒的に保有されているのが基軸通貨ドルであることを図 1でみ
た．このような，基軸通貨が他の通貨よりも保有されるような状況は本モデルにおいても確認している．
また，市場性が乱高下するような場合では基軸通貨も含めたすべての通貨の所有残高の推移も不安定にな
り，市場性が安定して推移するような場合では各通貨の所有残高も安定することを示した．これは，通貨の市
場性と所有残高が密接な関係があることを示す．

7.1.3 振る舞いの法則性
実際の株式市場での株価変動や外国為替市場での為替レートの変動は，べき乗則に従っている (Muller

et al., 1990)．本モデルでは，通貨の為替レートや価格を設定していないため，ある通貨が最大の市場性を維
持する期間の頻度の分布について調べた．安冨モデルでも，以上の方法で分布を調べている (安冨, 2000)．
本論文では，表 5に示す 4つの設定を対象にして，通貨の在位期間の頻度分布を調べた．その結果，すべて
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の設定でべき乗則に従うような分布が確認された（図 16，図 17）．これにより，本モデルの結果が単なるラン
ダムな要因によって生じるものではなく，なんらかの因果的なメカニズムの存在が示される．

表 5 地政学的関係と価値の設定

地政学的関係 価値

地域主義社会 使用欲求状態（ω = 0）
地域主義社会 貨幣欲求状態（ω = 0.7）
単一社会 使用欲求状態（ω = 0）
単一社会 貨幣欲求状態（ω = 0.7）

7.1.4 モデルの妥当性についてのまとめ
本節では，次の 3点から国際金融市場モデルの妥当性について検討した．
まず，市場性の時系列の結果から，国家や地域を越えて受容される通貨（第 1階層，第 2階層），国家を超え
て受容される通貨（第 3階層）が出現すること，それが生成と崩壊を繰り返すことを確認した．次に，各通貨
の市場性と所有残高の結果から，基軸通貨となるような通貨はその所有残高も多くなる傾向があることを確認
した．最後に，最も市場性の高い通貨の在位期間の頻度分布を調べ，地政学的関係と ω の設定が異なる 4つ
のすべてがべき乗則に従うことを確認した．
以上の妥当性をみるためのすべての要素を本モデルで確認することができた．従って，本モデルは，これま
でに基軸通貨のモデルとして提案された Yamashita et al. (2005)の国際貿易モデルよりも妥当なモデルであ
ると考えられる．

7.2 基軸通貨の生成・安定・崩壊メカニズム

基軸通貨の生成・安定・崩壊メカニズムについて安冨モデルとの比較しながら説明する．そのために，まず
最初に本モデルと安冨モデルの貨幣の在位期間の安定性ついての違いについて述べ，その後，双方のモデルの
生成・安定・崩壊メカニズムについて述べる．

7.2.1 本モデルと安冨モデルの貨幣の在位期間の安定性
市場性が最も高い貨幣の在位期間の頻度について，安冨モデルの結果をみると，最初の段階まではべき乗則
に従っているが，ある期間以降は指数関数的に頻度が減少する (安冨, 2000)．これは，それ以降の分布がべき
乗則ではなく正規分布に従うような分布となっており，それ以降のその振る舞いには規則性がないこと意味す
る．すなわち，安冨モデルでは，ある一定期間を超えて持続する貨幣がランダムに崩壊しているのである．
しかし，本モデルにおける市場性が最も高い貨幣の在位期間の頻度の結果は，べき乗則に従う．そのため，
安冨モデルの結果でみられるように途中で指数関数的に減少することはない．むしろ，非常に長い在位期間を
持つ貨幣も出現している．すなわち，本モデルと安冨モデルでは，貨幣の在位期間の安定性が全く異なると言
える．
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図 22 安冨モデルの生成・安定・崩壊メカニズム

7.2.2 生成・安定・崩壊メカニズム
ここでは，貨幣の在位期間の安定性が本モデルと安冨モデルで全く異なる原因についてみていく．図 22は
安冨モデルにおける貨幣の生成・安定・崩壊メカニズム，図 23は本モデルにおける基軸通貨（第 1階層）と
国際通貨（第 2階層，第 3階層）の生成・安定・崩壊メカニズムを示した概略図である．
図中の Emergeはより上の階層への交換媒体としての質的変化，Collapseはより下の階層への交換媒体と
しての質的変化を示す．また，図 22での Goods，Moneyは，安冨モデルにおける商品と貨幣を示し，商品か
ら貨幣へ変化することで交換媒体としの機能が高められるので．Goodsを下位の階層，Moneyを上位の階層
とする．図 23 での Key Currency(1)，International Currency(2)，International Currency(3)，Domestic

Currency(4)は，本モデルにおける 4階層の通貨を意味し，（数字）はその階層の番号を示す．第 1階層の通
貨ほどあらゆる地域で交換機能が保証されるので，Key Currency(1)が最上位の階層となる．

7.2.3 安冨モデルのメカニズム
まず，安冨モデルのメカニズムについて説明する．安冨モデルでは，商品の中から市場性の高い貨幣が生成
され，それがやがて崩壊すると，次には別の貨幣が生成されるという循環を繰り返す．
この循環の法則を知る一つの手掛りとなるのが，生成された貨幣の在位期間の頻度分布である．この分布
をみることで，貨幣の崩壊に法則性があるか，それともランダムに崩壊するのかがわかる．安冨モデルでは，
在位期間の頻度分布が約 200日ターン前後で指数関数的に減少し，また，在位期間が最長のものでも約 1000

ターン前後で崩壊する (安冨, 2000)．これは，安冨モデルにおける貨幣の崩壊がランダムに起きていること，
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図 23 国際金融市場モデルの生成・安定・崩壊メカニズム

そして，貨幣の在位が不安定であることを示す．
この理由は，安冨モデルの中に，常に存在する商品へのランダムな欲求が強く働いていることと，そして，
そのランダムに欲求された商品を所有する相手を瞬時に見つけてその相手と取引するという構造が含まれてい
るためである．この二つが同時に存在することで，貨幣以外の別の商品に対する需要が集中しやすくなり，そ
の結果として，貨幣が崩壊する．そして，その需要の集中は商品へのランダムな欲求を背景とするため，その
崩壊はランダムに起こり，在位期間の分布も途中で指数関数的に減少すると考えられる．

7.2.4 国際金融市場モデルのメカニズム
次に，本モデルのメカニズムについて説明する．本モデルでは，国内通貨の中から市場性の高い上位階層の
通貨（基軸通貨，国際通貨）が生成される．最下位の階層の通貨は上位方向への変化しかないが，上位階層の
通貨になると下位階層の通貨への崩壊と上位階層の通貨への生成，そして，現階層での安定在位の 3つの場合
がある．
これらの法則性をみるために，本モデルでも安冨モデルと同様に，通貨の在位期間の頻度分布を調べてお
り，その結果はすでに前述しているように，べき乗則に従う（図 16，図 17）．そして，在位期間の分布は安冨
モデルのように短期間で崩壊するものもあれば，安冨モデルではみられない極めて長期間に渡って持続するも
のも確認できる．
このように，安冨モデルより在位期間が安定する理由は，まず一つに流動性選好が在位期間の安定性を高め
るためである．本モデルでは，通貨に対する直接的な欲求として，それが使用価値に起因する場合と流動性選
好に起因する場合があり，それが確率 ωに従って取引毎にどちらかが選ばれる．使用価値の場合は，安冨モデ
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ルと同様にランダムに通貨を選択する．一方，流動性選好の場合は，自身が最も評価する通貨を選択する．そ
のため，すでに市場性の高い通貨があれば，それに対する需要が集中し易くなるので，その地位がより安定す
るように働く．従って，そうした取引が発生することが多い貨幣欲求状態 (ω = 0.7)の方が，通貨の在位期間
が長期に渡って安定的に推移するものが出現し易くなる (図 16，図 17)．
本モデルにおいて在位期間が安定するもう一つの理由は，安冨モデルのように自身の欲求するものを最も所
有する相手を取引相手として選択させるような方法を採用していないためである．安冨モデルのような取引相
手の選択をすると，ランダムに欲求されたものが需要されやすくなるため，ある一つにものに欲求が集中する
と市場性が一挙に高められる．
本モデルでは，相手が何を持っているのかではなく，地政学的関係の近さによって取引相手が選択される．
そのため，自身の欲求するものを必ずしも相手が持っているわけではないので，ランダムに選択されたものに
対する需要の集中が少なくなる．これにより，市場性の低い下位の階層の通貨が上位の階層へと移行する機会
が狭められるため，現階層の通貨の安定性が間接的に高められる．
以上の二つの理由により，本モデルにおいて，通貨の在位期間の安定性が高められる．また，各階層におけ
る通貨の安定性は，上記の二つの理由に加え，地政学的関係が影響する．地域間の地政学的関係が離れるほ
ど，域外の通貨に対する評価やエージェントとの取引機会が減少する．これにより，各地域内で受容される国
際通貨（第 3階層）が独自的に生成される (図 20)．
そして，その生成された国際通貨は，前述した二つの理由により安定的に維持される．他の地域でも，こう
したことが起こるため各地域で安定した通貨が生成され，それが結果的に通貨の階層構造としてあらわれる．
このように，地政学的非対称性が存在する場合は，各地域内の独自性によって階層構造が出現する．ある国
内通貨（第 4 階層）が，その階層構造の最上位にある基軸通貨になるためには，まずその地域内で国際通貨
（第 3階層）として認められ，次に複数地域で受容される国際通貨（第 2階層）となり，最終的に全地域で受
容されなければならない．
その際，各段階での上位階層への移行は，地域間の地政学的非対称性を乗り越える必要がある．もし，地域
間の地政学的関係が接近していれば，その地政学的非対称性を超えて受容されることは容易となる．しかし，
地域間の地政学的関係が隔絶するような場合は，それを乗り越えることが困難となる，その結果，各通貨は現
階層に安定的に在位することになる．

7.2.5 生成・安定・崩壊メカニズムのまとめ
安冨モデルは，商品への直接的な欲求，すなわち，商品のランダム選択がモデルの振る舞いにより直接的に
影響することで，貨幣の生成・安定・崩壊が法則によって決まるのではなく，ランダム要因で引き起こされる．
一方，本論文で提案する国際金融市場モデルでは，地政学的関係に影響を受けて取引相手が選択されること
で，通貨のランダム選択が直接的にモデルの振る舞いに影響しなくなる．また，流動性選好によって，より市
場性の高い通貨の選択が促進されることで，長期間に渡って安定的に持続する通貨の出現が促進される．そし
て，このような通貨の安定性を導く要因が存在する中で，地域間の地政学的非対称性がより拡大していくと，
各地域の独自性が高まるため，通貨の階層構造そのものも安定するようになる．このような，メカニズムが働
くことで，通貨の安定性が高まり，安定的な階層構造が出現する．
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8 結論
前章では，本提案モデルである国際金融市場モデルの妥当性と基軸通貨を含めた各階層の通貨の生成・安
定・崩壊メカニズムについて説明した．本章では，まず本論文の主な成果をまとめ，次に結論として基軸通貨
の生成・安定・崩壊メカニズムを説明し，最後に今後の課題について述べる．

8.1 まとめ

近年，基軸通貨の不安定化を背景に新たな国際通貨制度の制度設計が進んでいる．このような制度設計の
際，原因と結果を結びつけるメカニズムの理解があれば，より頑強で実効性の高い制度設計することが可能に
なると考えられる．しかし，現在では基軸通貨の生成・安定・崩壊メカニズムは十分に解明されていない．
この基軸通貨の生成・安定・崩壊メカニズムを解明する方法として，観察操作可能性に優れる人工市場モデ
ルのシミュレーション解析が有効であると考える．しかし，基軸通貨の人工市場モデルを構築するためには，
これまでの基軸通貨に関わる理論研究や実証研究の知見が不可欠である．そこで，本論文では，理論研究から
マルクス，メンガー，ケインズの貨幣の一般的受容性を支える価値の理論，実証研究から国際的な通貨取引に
おける地政学的非対称性を考慮した国際金融市場モデルを提案した．
基軸通貨の生成・安定・崩壊メカニズムを解明するために，地域間の地政学的関係と価値の概念を導入した
国際金融市場モデルを用いて，シミュレーション解析を実施した．以下に，この解析結果をまとめる．
地政学的関係と価値の設定が異なる 4パターンの実験をおこない，地政学的非対称性が大きい地域主義社会
と地政学的非対称性がない単一社会では，通貨に対する市場性の階層構造に違いが生じることを明らかにし
た．そして，使用価値に基づく取引しかない場合では市場性が比較的不安定になり，流動性選好に基づく取引
が多い場合では市場性がより安定することを示した．
通貨の市場性の階層構造について，各地域内の市場性の時系列を詳細に分析した結果，地域主義社会では 4

つの階層構造の存在を確認し，特に国際市場で一般的受容性を持つ範囲が全地域に及ぶ第 1階層が基軸通貨を
みなすことができることを示した．また，基軸通貨が生成されると同時に，その所有残高も増大することを明
らかにした．
通貨の生成・安定・崩壊の振る舞いの法則性を調べるために，最大の市場性を持つ通貨のターン毎の在位期
間の頻度を分析した．その結果，地政学的関係と価値の設定が異なる 4パターンのすべてがべき乗則に従って
いることを確認した．さらに，流動性選好の取引が多くなるほど在位期間がより長期になることを示した．
各階層の通貨の発生における地政学的関係と流動性選好の影響をみるために，それらのパラメータ毎に実験
をおこない，各層の発生数の分布を調べた．その結果，第 1階層（基軸通貨），第 2階層（国際通貨），第 4階
層（国内通貨）の通貨は，地政学的関係が近く，流動性選好に基づく取引が多いほど発生し，第 3階層（地域
の国際通貨）の通貨は，地政学的関係が遠く，使用価値に基づく取引が多いほど発生することを示した．

8.2 結論

本論文では，マルクスやケインズの通貨の一般的受容性を支える価値の理論と国家・地域間の地政学的非対
称性を考慮した基軸通貨モデルとして，国際金融市場モデルを構築した．この国際金融市場モデルのシミュ
レーション解析では，地域や国家を超えて受容される基軸通貨の生成・安定・崩壊の振る舞いがべき乗則に従
うことを示した（図 16，図 17）．
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そして，以上の解析結果と安冨モデルの貨幣の生成・安定・崩壊メカニズムを比較し，国際金融市場モデル
における基軸通貨の生成・安定・崩壊のメカニズムを明らかにした（第 5章 2節，図 23）．そのメカニズムを
以下で説明する．
まず，第一段階として，ある地域において，使用価値や流動性選好に基づく欲求，または，他の地域で高い
市場性を持つ通貨の流入とその評価情報の伝播によって，その地域で最大の市場性を持つ第 3階層（地域の国
際通貨）が生成される．
続く第二段階では，1：第 3階層から第 2階層の国際通貨へ転移する，2：現階層を維持する，3：下位の階
層へ崩壊する，の何れかに分かれることで今後の展開が変わる．第 1階層の基軸通貨となるには他の地域でも
受容される通貨になる必要があるため，この段階で，第 2階層の国際通貨へ移行する必要がある．この転移に
ついては，地政学的関係がより近い地域から始まる．その理由は，地政学的関係が離れるほど，通貨評価が低
くみなされ，また，地域間のエージェントの取引も起きにくいため，通貨そのものが流入せず，エージェント
の持つ通貨評価の情報も伝播しづらくなることで地域外の通貨が受容され難くなるからである．
第三段階では，第二段階同様に，1：第 2階層から第 1階層の基軸通貨へ転移する，2：現階層を維持する，

3：下位の階層へ崩壊する，の 3つの何れかで展開が変わる．この段階で，第 2階層から第 1階層へ転移する
ことで基軸通貨が生成される．
第四段階では，1：現階層を維持する，2：下位の階層へ崩壊する，の 2つに分かれる．このとき，流動性選
好に基づく取引の発生割合が高い設定では，より現階層を維持する方向へ進む．しかし，反対に，使用価値に
基づく取引の発生割合が高い設定では，基軸通貨の萌芽となるような新たな通貨が出現する可能性が高まるた
め，現階層の維持が容易ではなくなり，下位の階層へ崩壊する方向へ進み易くなる．下位の階層へ進む場合
は，第 1階層の基軸通貨から第 2階層の国際通貨へ転移するため．再び第三段階に戻ることになる．

8.3 今後の課題

本論文では，基軸通貨の基本モデルとなる国際金融市場モデルを構築し，基軸通貨の生成・安定・崩壊メカ
ニズムについて説明した．しかし，地域主義社会以外の地政学的関係を持つような場合の基軸通貨の生成・安
定・崩壊メカニズムについてはまだ十分に解明できていない．そのため，他の地政学的関係の設定でより詳細
な分析を進めるなど，今後も引き続き現在の研究を様々な角度からデータを抽出・分析してより深く理解して
いく必要がある．
しかし，抽象的モデルによる研究だけでは実際の制度設計に対して具体的な指針を与えることはできない．
従って，抽象モデルと現実とを結び付ける研究が必要であり，その研究を基にして具体的な制度設計の方向性
を分析・考察することが必要となる．そのため，今後の研究では，これまでの基軸通貨の研究で議論されてい
る金本位制，固定相場制，変動相場制，超国家的制度などの代表的な国際通貨制度を国際金融市場モデルに導
入し，具体的な制度設計の指針を示すことができる新たなモデルを考案する．
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Menger, C. (1871). Grundsȧtze der Volkswirtschaftslehre. Wien: Wilhelm Braumüller. (カール・メン
ガー著, 安井琢磨，八木紀一郎,『メンガー国民経済学原理』, 日本経済評論社, 1999.).
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付録 A 金融取引のアルゴリズム
国際金融取引とエージェントの更新の手順を説明する．手順は，Step1から Step6の取引に関する部分と，

Step7の評価基準の更新部分に分けられる．Step1∼Step7を 1ターンとする．
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Step1：欲求の変更 1体のエージェント k を選ぶ．エージェント k は，n体のエージェントの中からそれぞ
れ 1回ずつランダムに選ばれる．選ばれたエージェント k は，まず最初に欲求の種類 wtk を確率 ω に従って
決定する (式 (9))．

wtk =

{
L 確率 ω,
U 確率 1− ω.

(9)

確率 ω は流動性選好の程度を表すパラメータであり，0.0 ∼ 1.0 で与えられる．使用価値に基づく欲求
(wtk = U)ならば，k 以外の 1, . . . , nの内のひとつをランダムにとり欲求する通貨 wk に代入する (式 (10))．

wk = nRandom
!=k

(1, n) if wtk = U (10)

ここで nRandom
!=k

(1, n) は，1 ∼ nまでの k 以外の整数をランダムにとる関数とする．前回の取引で欲求した
通貨の入手に成功した場合に上記の作業をおこなう．前回の取引とは，現在のターンまたは過去のターンを含
めた直近の取引を指す．ただし，欲求変更確率 εに応じて，前回の取引の状況に関わらず欲求を変更する作業
をおこなう．
流動性選好に基づく欲求 (wtk = L)のときは，エージェント k が持つ通貨評価 vkj が最大の通貨を wk へ
代入する (式 (11))．

wk = arg max
j

vkj if wtk = L (11)

arg max
j

vkj は，エージェント k が持つ通貨評価 vkj が最も高い通貨の番号をとる関数である．

Step2：取引相手の選択 エージェント k は，地政学的関係に基づいて取引相手となるエージェント l を選択
する．式 (12)にエージェント k が取引相手となるエージェント lを選択する確率 Pkl を示す．

Pkl =
gpkl

n∑

i=1

′

gpki

(i = 1, . . . , n; i &= k) (12)

ここで，
n∑

l=1

′

は l = k を除く l = 1 ∼ nまでの和である．

Step3：通貨評価ベクトル vi の更新 前回の取引において，通貨 cに対する需要を満たすことができなかった
場合，そのときの通貨評価 vkc を上方修正する（式 (13)）．修正幅は，通貨 cを供給するエージェントとの地
政学的関係 gpkc に依存する．

v′kc =

{
vkc + gpkc if dkc ≥ 1,
vkc if dkc = 0.

(13)

同様に，取引相手 lの通貨評価を更新する (式 (14))．

v′lc =

{
vlc + gplc if dlc ≥ 1,
vlc if dlc = 0.

(14)
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上記の作業を終えた後，取引相手と自身の通貨評価を互いにすべて教え合い，両者の地政学的関係に応じて
各自の全通貨評価を次式に従い更新する (式 (15)，式 (16))．

v′′kj =
v′kj + v′lj · gpkj

2
(j = 1, . . . , n) (15)

v′′lj =
v′lj + v′kj · gplj

2
(j = 1, . . . , n) (16)

さらにその後，各エージェントごとに全通貨評価を正規化する．

v′′′ij =
v′′ij
n∑

j=1

v′′ij

(i = k, l) (17)

Step4：需要ベクトル di の決定 エージェント k と l は，それぞれが欲求する通貨 wk, wl についてそれを取
引相手が持っていれば全数量を需要する (式 (18),式 (19))．

d′kwk
=

{
hlwk if hlwk ≥ 1,
0 if hlwk = 0.

(18)

d′lwl
=

{
hkwl if hkwl ≥ 1,
0 if hkwl = 0.

(19)

次に，自身が欲求するもの以外の通貨 i( &= wk)のうち，自身の持つ評価基準mk を超える評価 vki の通貨を
相手が所有していれば，その全数量を需要する (式 (20))．

d′ki =

{
hli if vki > mk and hli ≥ 1,
0 otherwise.

(i = 1, . . . , n；i &= wk) (20)

エージェント lについても同様に需要を決定する (式 (21))．

d′li =

{
hki if vli > ml and hki ≥ 1,
0 otherwise.

(i = 1, . . . , n；i &= wl) (21)

Step5：交換 需要が少ない通貨から１単位ずつ交換していき，どちらか一方のエージェントの総需要
gdi(i = k, l)が満たされるまで続ける．総需要は，式 (22)のように計算する．

gdi =
n∑

j=1

d′ij (i = k, l) (22)

具体的には，次のように交換する．まず，双方の総需要 gdk と gdl を比較し，少ない方の数量が q 単位であ
る場合，交換作業を q回おこなう．毎回の交換作業の最初の時点で，エージェント kの通貨所有量 hkj が最小
のものを sk，エージェント l の通貨所有量 hlj が最小のものを sl とする．交換に伴う数量変化の方法につい
ては，gdk > gdl の場合は (23)∼(26)，gdk < gdl の場合は (27)∼(30)の作業をおこなう．また，両者の総需
要が一致する場合 (gdk = gdl)の計算方法を式 (31)(32)に示す．これは，互いの需要を同時に満たすような
状況を表している．
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• gdk > gdl の場合
最初に，hlj が最小のものを sl とする．

slを設定する (23)

エージェント k の通貨 slの所有量hkslを 1単位増加させる (24)

エージェント k の通貨 slの需要量d′kslを 1単位減少させる (25)

エージェント lの通貨 slの所有量hlslを 1単位減少させる (26)

式 (23 ∼ 26)の作業を q(= gdk − gdl)回おこなう．その後，hk の全要素を dk の各要素分だけ単位増
加させ，hl の全要素を dk の各要素分減少させる．最後に，dl = 0とする．

• gdk < gdl の場合
最初に，hkj が最小のものを sk とする．

skを設定する (27)

エージェント lの通貨 skの所有量hlskを 1単位増加させる (28)

エージェント lの通貨 skの需要量d′lskを 1単位減少させる (29)

エージェント k の通貨 skの所有量hkskを 1単位減少させる (30)

式 (27 ∼ 30)の作業を q(= gdl − gdk)回おこなう．その後，hl の全要素を dl の各要素分だけ単位増
加させ，hk の全要素を dl の各要素分減少させる．最後に，dk = 0とする．

• gdk = gdl の場合

hk = hk + (d′
k − d′

l) (31)

hl = hl + (d′
l − d′

k) (32)

以上の作業の後，dk = 0，dl = 0とする．

Step6-a：消費・得点更新・供給 (使用価値に基づく欲求の場合) 使用価値に基づいて欲求した通貨の入手に
成功した場合 (wtk = U)，その通貨を消費する (式 (33))．

h′
iwi

= 0 (i = k, l) (33)

そして同時に，得点 pi を更新する．得点は，欲求する通貨の入手に成功した取引がより多いほど高くなる．
ただし，減衰率 γ により取引毎に得点は減衰する (式 (34))．

p′i = (1− γ) · pi + ρ (i = k, l) (34)

次に，自身が供給する通貨の所有数がなくなった場合，通貨を新たに 1単位だけ供給する．まだ所有数がある
場合は現在の数量を維持する (式 (35))．

h′
ii =

{
1 if hii = 0,
hii otherwise.

(i = k, l) (35)
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Step6-b：処分・得点更新・供給 (流動性選好に基づく欲求の場合) 流動性選好に基づいて欲求した通貨の入
手に成功した場合 (wtk = L)，各自の得点を式 (34)に従って更新する．次に，i = kのときは，自身が供給す
る通貨の評価 vkk が自身の持つ通貨評価の基準mk よりも高ければ 1単位供給し，自身が供給する通貨の評価
vkk が自身の持つ通貨評価の基準mk よりも低ければ 1単位処分する (式 (36))．

h′
ii =

{
hii + 1 if v′′′ii > mi,
hii − 1 if v′′′ii < mi and hii ≥ 1.

(i = k, l) (36)

Step7：評価基準の更新 Step1から Step6までの作業を n回繰り返した後（すなわち，全エージェントに対
しておこなった後），各エージェントが持つ評価基準を更新する．更新作業は次のようにおこなう．まず，全
エージェントを得点の降順に並べる．得点下位 1/αのエージェント xが得点上位のエージェント y が持つ評
価基準から順に模倣を試みる．x の y に対する模倣の成功確率 IPxy は，模倣エージェント x と被模倣エー
ジェント y との地政学的関係によって次式 (37)で決定される．

IPxy =
gpxy
n∑

j=1

gpxj

(37)

エージェント xが模倣に成功すれば，評価基準mx を更新する (式 (38))．

m′
x = my (38)

エージェント xが模倣に失敗したときは，次の得点順のエージェントの模倣を試みる．これを，模倣に成功
するか上位 1/βになるまで繰り返す．上位 1/βまで模倣に失敗し続けた場合，評価基準mx は変更しない．
最後に，全エージェントの評価基準に平均 0，分散 µの正規分布のノイズを加える．このとき，評価基準が

1より大きく，または 0より小さくなった場合，1と 0が壁となり跳ね返されるとする．この作業を終了した
ところで，1ターンとする．

付録 B 各種パラメータの設定
表 6は，本論文の全実験で共通するパラメータである．

表 6 全実験に共通するパラメータ

エージェント数 n = 30

欲求変更確率 ε = 0.0001

得点の加算値 ρ = 0.1

得点の減衰率 γ = 0.001

評価基準に加えるノイズの分散 µ = 0.00005

模倣エージェント数 n/α = 30/2 = 15

被模倣エージェント数 n/β = 30/3 = 10
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㧘ߡߟߦㅴዷߥ⊛⺰ℂߩ࠴ࡠࡊࠕVOCߩߚࠆ߃ࠅਸ਼ࠍ㗴ὐߚ߈ߡࠇߐ៰ᜰߦߢ߹
Hall and Thelen (2009)ࠍਛᔃޕߊߡߺߦ╙  ޕࠆߔ✚ࠍേะߩࠄࠇߎ㧘ߡ߅ߦ▵6

                                                   
1ጊ↰(2008 pp.115-20)ߪ㧘VOCߩ࠴ࡠࡊࠕⷐὐࠍߢ߃߁ߚߒ㧘ߟ߽߇ࠇߘ㗴ὐࠍ
ᜰ៰ߚߒ⻉⎇ⓥࠍᢛℂޕߚߒ  
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(2) VOCߩ࠴ࡠࡊࠕᐲᄌൻ⺰ߩၮᧄ⊛ߥᨒ⚵ߺ 
ߚࠇߐ␜ឭߡߞࠃߦHall and Soskice (2001)ߡߒߣ⊒ὐߩ⺰⼏㧘ߪߕ߹ VOCࡠࡊࠕ

 ޕࠆߔ⏕ߦਛᔃࠍὐࠆߔ㑐ߦᐲᄌൻߡߟߦߺ⚵ᨒߥ⊛ၮᧄߩ࠴
VOCߪ࠴ࡠࡊࠕ㧘ޟડᬺࠍޠಽᨆߩၮḰߡߒߣฦ࿖ࠪࠬࠍࡓ࠹Ყセߡߞࠃߦߣߎࠆߔ㧘

ߩߡߒߣဋⴧޟ߫߃⸒ߦ⊛┵㧘ߪ⸂ᐲℂߩߘޕࠆߡߌߠᓽ․ࠍᐲ⻉࿐ࠅขࠍࠇߘ

ᐲࠆߦⷰޠ㧔Deeg and Jackson[2007]:159㧕ࠅ߹ߟޕ㧘ᐲߪ㧘࠻ࡄᦨㆡߦၮߊߠ
ᚢ⇛⊛⋧↪ߩ․ቯߩࡦ࠲ࡄߩቯᕈߔࠄߚ߽ࠍⶄᢙߩဋⴧ⁁ᘒࠍᗧߒ㧘ࠪࠬࡓ࠹

ోߪߢ㧘ߥ↱⥄ޟᏒ႐⚻ᷣޠ(LMEs)ߚࠇߐ࠻ࡀࠖ࠺ࠦޟߣᏒ႐⚻ᷣޠ(CMEs)ߡߒߣ
ޕࠆࠇߐLMEsߣ CMEsߩߣᐲ᭴ㅧߩ⋧㆑ߪᐲቢᕈߩሽߡߞࠃߦᒝࠆࠇߐ
(Hall and Soskice[2001]:17-21)ޕVOCߡ߅ߦ࠴ࡠࡊࠕ㧘ࠄࠇߎ ߦ⊛ቯ߇㘃ဳߩߟ2
ሽ⛯߇ߣߎࠆߔਥᒛޕࠆߡࠇߐ 
ߦน⢻ᕈࠆߔᄌൻ߇㧘⻉ᐲߪὐ߈ߴߔ⋠ᵈߡ߃ࠊߊߦਥᒛ߁ߣਗሽߩ㧘⻉㘃ဳߩߎ 

ߺ⚵ᨒߥ⊛ၮᧄߩ⺰ᐲᄌൻߚ↪ࠍ࠴ࡠࡊࠕVOCޕࠆߢὐࠆߡࠇߐ⸒߽ߡߟ
ߓ↢ࠄ߆ᷣ⚻⇇ߡߒߣᄾᯏߩ㧘ᐲᄌൻߪ 㧘Hall and Soskice (2001㧘pp.62-3)ߡߟߦ
ᐲ⊛ౣഃޟߚߠၮߦᲧセఝߡ߅ߦㆊ⒟ߩ㧘ᄌൻߚ߹㧘ߒⷙቯࠍࠢ࠶࡚ࠪ⊛↢ᄖࠆ

ㅧޠ(institutional recreation)߇ⴕࠍߣߎࠆࠇࠊਥᒛޕࠆߔ 
৻ޟޕࠆߡࠇߐ⺑ࠄ߆ὐⷰ߁ߣലᨐߩ㧘ᐲቢᕈߪㆊ⒟ߩᐲᄌൻߩߎ㧘ߡߒߘ 

ᣇߪߢ㧘ᐲቢᕈߡߞࠃߦ㧘⚻ᷣߩ৻㗔ၞߩߢᐲᡷ㕟߇㔐ࠆߛ߹ᑼࠇ⤘ߦߩઁࠅ߇

㗔ၞ߽ߢᄌൻ߁ߣߔࠄߚ߽ࠍㅢ߇ߒ㜞ઁ̖ޕࠆߥߊᣇߪߢ㧘ᐲቢᕈߪ㧘ᩮᧄ⊛ߥ

ᄌൻ߳ࠍࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗߩޠࠆߤߣߒ(ibid. :63-4)ޕ 
એߦ߁ࠃߩ㧘Hall and Soskice (2001) ߇ឭ␜ߚߒ VOCߩ࠴ࡠࡊࠕၮᧄ⊛ߥᨒ⚵ߺ

ࠆߓ↢߇ᐲᄌൻߣਥᒛ߁ߣࠆߔ⛯ሽ߇㧘⻉㘃ဳߦਛᔃࠍലᨐߩ㧘ᐲቢᕈߡ߅ߦ

น⢻ᕈߡߟߦ⸒ߡߒߘޕࠆߡࠇߐ㧘VOC ߚࠇߐ␜ឭߦ⊛൮߇࠴ࡠࡊࠕ 2001 ᐕ
એ㒠ߪߦ㧘ᐲቢᕈߣᐲᄌൻߩ㑐ଥᕈࠍ⚻㛎⊛ߔ␜ߦ⎇ⓥ߇ᄙᢙߚ߈ߡࠇߐߥ㧔cf., 
Hancké, Rhodes and Thatcher [2007]:10-3㧕ޕ 

 
(3) VOCߩ࠴ࡠࡊࠕᐲᄌൻ⺰ߩ㗴ὐ 

VOCߩ࠴ࡠࡊࠕᐲᄌൻ⺰ߦ㑐ࠆߔ㗴ὐߪ㧘ߢ߹ࠇߎᢙᄙߩߊ⎇ⓥߡߞࠃߦᜰ៰ߐ
߆ⓥ⎇ࠄࠇߎޕ(e.g., Hay [2005]㧘Pontusson [2005], Deeg[2005], Streeck [2005])ߚ߈ߡࠇ
ߩᰴߪߊ߈㧘ᄢߡߒߣ㗴ὐߩ⺰ᐲᄌൻߩ࠴ࡠࡊࠕ㧘VOCࠄ 4ὐ߇⏕ޕࠆࠇߐ 
╙ 1 㧘ߒ㊀ߦὐⷰߩᯏ⢻ല₸ᕈߩࠬࡦࡑࠜࡈࡄᷣ⚻㧘ߢ߃߁ࠆߔ⺑ࠍ㧘⻉ᐲߦ
 ޕࠆߢὐࠆߡߒシⷞࠍળ⊛㕙␠⊛ᴦߩߢ߃߁ࠆߔ⸂ℂࠍ㕙㧘ᐲᄌൻߩߘ
╙ ߎ߈ᒁࠍ㧘ᐲᄌൻߚࠆߡߒᗐቯࠍߺߩࠢ࠶࡚ࠪ⊛↢ᄖߦᄾᯏߩ㧘ᐲᄌൻߦ2
 ޕࠆߢὐࠆߡߒήⷞࠍౝ↢⊛ⷐ࿃ߔ
╙ ᒝࠍ㕒ᘒߩ㧘⻉㘃ဳߚࠆߡߒ㒢ቯߦߺߩഃㅧౣߩᲧセఝࠍㆊ⒟ߩ㧘ᐲᄌൻߦ3
 ޕࠆߢὐߥࠇࠄ߃ᝒߦ⏕⊛ࠍ㧘ᱧผ⊛േᘒ߉ߔߒ⺞



3 
 

╙ ࠆߡߒଔ⹏ߦㆊᐲࠍ↪ᕈߩᐲቢᕈߡߒߣᔨߩߚࠆߔ⺑ࠍ㧘ᐲᄌൻߦ4
ὐޕࠆߢ 
ߢ⸂ᐲℂߩ࠴ࡠࡊࠕ㧘VOCߪ㧘Streeck and Thelen (2005)߃ࠊߊߦ㗴ὐߩࠄࠇߎ

ࠇࠄ߃ᝒ߇ࡊࠗ࠲ᐲᄌൻߩࡊࠗ࠲߁ߣ(gradual transformation)ޠᄌኈߥ⊛ẋㅴޟ㧘ߪ
 ޕࠆߡߒ៰ᜰࠍߣߎߥ
ᓐߪࠄ㧘ߦߢ߹ࠇߎ⏕ߚ߈ߡࠇߐᐲᄌൻࠍ 2 ㆊ⒟ߩ㧘ᄌൻߜࠊߥߔὐ㧘ⷰߩߟ

ࠄ߆ὐⷰࠆߔ⋠ᵈߦᨐ⚿ߩὐ㧘߮ᄌൻⷰࠆߔ⋠ᵈߦ ╙એਅ㧘)ߚߒಽ㘃ߦࡊࠗ࠲4 1ࠍ
ෳᾖ)ࠄࠇߎޕ ဋⴧࠆߚࠊߦ㧘㐳ᦼ㑆ߡߒߣߓߪࠍ࠴ࡠࡊࠕ㧘VOCߜ߁ߩࡊࠗ࠲ߩߟ4
 punctuated equilibrium)ޠ࡞࠺ࡕᢿ⛯ᐔⴧޟࠆߌ⸳ࠍࠅಾߥ⍎ߦ㑆ߩߣဋⴧߩᰴߣ
model)ߪ㧘ẋㅴ⊛ߥᄌኈߩࡊࠗ࠲߁ߣᄌൻࠍ⺑߁ߣߥ߈ߢ㧔Streeck and Thelen 
[2005]:4-9㧕ࠄߥߗߥޕ㧘ᢿ⛯ᐔⴧߡ߅ߦ࡞࠺ࡕ㧘ᐲᄌൻߪ㧘ᐲ⊛ቯߩ⛽ᜬࠍ⋡⊛
ᕆㅦߡߒߣᄾᯏࠍࠢ࠶࡚ࠪ⊛↢㧘ᄖߪߊߒ㧕㧘߽ޠ↥↢ౣࠆࠃߦㆡᔕޟㆡᔕ㧔ߥ⊛ẋㅴߚߒߣ

ޕࠆߢࠄ߆ࠆࠇߐߥߺߡߒߣ߆ࠇߕߩ㧕ޠ߃ขᦧߣ፣უޟᢿ⛘㧔ߩᐲ⊛ቯࠆߓ↢ߦ

ࠇߐࠄߚ߽߇⛘ᢿߡߞࠃߦߣߎࠆߔⓍ⫾ߦޘᓢ߇㧘ౝ↢⊛ᄌൻߪߢ࡞࠺ࡕߩߎ㧘ߚߩߘ

 ޕߥ߈ߢ⺑ࠍᄌኈߥ⊛ẋㅴ߁ߣࠆ

 
(╙ 1) ᐲᄌൻࡊࠗ࠲ߩ㧦ㆊ⒟ߣ⚿ᨐ 

(Streeck and Thelen[2005]:Figure1.1, p.9) 

 ᄌൻߩ⚿ᨐ 

ㅪ⛯ ᢿ⛘ 

ᄌ ൻ

 ߩ

ㆊ⒟ 

ẋㅴ⊛ ㆡᔕౣࠆࠃߦ↢↥ 

(reproduction by adaption) 

ẋㅴ⊛ߥᄌኈ 

(gradual transformation) 

ᕆㅦ ↢߈ᱷߣࠅ࿁ᓳ 

(survival and return) 

፣უߣขᦧ߃ 

(breakdown and replacement) 

 
(4) ẋㅴ⊛ߥᄌኈߩߚࠆ߃ᝒࠍᨒ⚵ߺ 

VOCߩ࠴ࡠࡊࠕਥⷐߥ⺰⠪ࠆ߽ߢࠅߣ߭ߩ Thelen ߪ㧘ᱧผ⊛ᐲ⺰ߩ㗔ၞ߅ߦ
ࠍߺ⚵ᨒࠆ߃ᝒࠍᄌኈߥ⊛㧘ẋㅴߡ Streeck 㧘Mahoney ߩߣห⎇ⓥߡߞࠃߦ᭴▽ߡߒ
ࠍᄌኈߥ⊛㧘ẋㅴߪߢߎߎޕ(cf., Thelen[2009])ߚ߈ ߚߒಽ㘃ߡߒߣ࠼ࡕߩߟ5 Streeck 
and Thelen (2005)ߣ㧘ࠄࠇߘ  Mahoneyߚߒ▽᭴ࠍߺ⚵ᨒࠆߔ⺑ߦ✺♖ࠍ࠼ࡕߩߟ5
and Thelen (2010)ࠍขࠅޕࠆߍ 
ᐲᄌൻ㧘ߌࠊࠅߣẋㅴ⊛ߥᄌኈߩḮᴰߦߚࠆ߃ᝒࠍ㧘Streeck and Thelen (2005)ߪ㧘

ޕ(ibid.:9-15)ࠆߔឭࠍ⸂ᐲℂ߁ߣ(institutions as regimes)ޠᐲߩߡߒߣࡓࠫޟ
⋦ߩࠞࠗ࠹࡞࡞ߣࠞࠗࡔ࡞࡞߫߃ߦ⊛┵㧘ߪᐲⷰߩߡߒߣࡓࠫ

࠹࡞࡞ߣᡷᱜቯߩ࡞࡞ࠆࠃߦࠞࠗࡔ࡞࡞ޕࠆߢ⸂ᐲℂࠆߔ⋠ᵈߦ↪

ߚߪߔߺ↢ࠍᐲᄌൻ߇↪⋦ߩߣᱜୃ㉼⸂߁ߥ߽ߣߦጁⴕߩ࡞࡞ࠆࠃߦࠞࠗ
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 ޕࠆࠇߐ⋠ᵈߡߒߣ߈ࠄ
ޕࠆߢߣߎࠆ߈ߢࠍߣጁⴕߩታ㓙ߩߘߣ࡞࡞㧘ߪᓽ․ߩᐲߩߡߒߣࡓࠫ 

↢ౝߔࠄߚ߽ࠍᄌኈߥ⊛㧘ẋㅴߡߞࠃߦߣߎࠆߔ⋠⌕ߦ(gaps)ޠࠅߚ㓒ޟߩߣጁⴕߣ࡞࡞
⊛ᄌൻߩḮᴰ߇⺑ޕࠆࠇߐ㓒ߪࠅߚ㧘ߩࠞࠗࡔ࡞࡞ᐲ⸳⸘⢻ജߦ㒢⇇ߚࠆ߇

ߣߦᄢߩࠅߚ㓒ޕ㧔cf., Pierson[2004]:ch.4㧕ߊߡߒᄢߦ߽ߣߣㆊ⚻ߩ㧘ᤨ㑆ߓ↢ߦ
 ޕࠆߥߣḮᴰߩౝ↢⊛ᄌൻ߇ߣߎߊߡࠇ߆㐿ࠅಾ߇ᯏળߩᚢ⇛⊛ⴕേߩ࠲ࠢࠕߡߞߥ߽

ߩએਅࠄߐߡߒ⋠ᵈߦ㆑⋦ߩࡓ࠭࠾ࠞࡔߔߎࠍࠇߘ㧘ߪᄌኈߥ⊛ẋㅴߩߎ  5 ࡕߩߟ
 ޕ㧔Streeck and Thelen [2005]:18-31㧕ࠆࠇߐಽ㘃ߦ࠼
╙ 1 ߇ᐲߚߡߒᓥዻߦᐲߩߘߡߞࠃߦࠅⵣಾߩ࠲ࠢࠕࠆߔኻߦ㧘ᡰ㈩⊛ᐲߦ

ᓢߦޘ⓭ޠ߃឵⟎ޟࠆߔ(displacement)ޕࠆߢ╙ ߚᣂࠆߔࠍᚑ㐳ߥ⇣․߇㧘⻉ᐲߦ2
ޕࠆߢ(layering)ޠၸⓍޟࠆߔᄌൻߦޘᓢ߇᭴ㅧߩࠄࠇߘߡߞࠃߦߣߎߊߟ߮⚿ߣᐲߥ
╙ 3 ᄌ߇ലᨐߩᐲߚࠇߐ᫈ߦ⊛ᗧ࿑ࠍㆡᔕߩᄌൻ߳ߩᴫ⁁ࠆࠃߦࠢ࠶࡚ࠪ⊛↢㧘ᄖߦ
ൻޟࠆߔṫᵹޠ(drift)ޕࠆߢ╙ ઃਈ߇⊛⋠ߥߚᣂߦᐲߩߘߡߞࠃߦ㉼⸂ౣߩ㧘ᐲߦ4
╙ޕࠆߢ(conversion)ޠ↪ォޟࠆࠇߐ ࠆࠃߦ⾌㧘⥄Ꮖᶖߪߚ߹ᄢ㧘ߥㆊᐲߩ㧘ᐲߦ5
 ޕࠆߢ(exhaustion)ޠᶖ⠻ޟߊߡߒㅴⴕߦޘᓢ߇ㅌߩᐲߡߒ࿃ߦᷢᨗ
ߦ߁ࠃߩߎ Streeck and Thelen(2005)ߩߡߒߣࡓࠫ߇ᐲⷰߦၮߡߠಽ㘃ߚߒẋ

ㅴ⊛ߥᄌኈߩ ⁁ࠆ㧘ߪ 㧘Mahoney and Thelen (2010, pp.14-31)ߡߟߦ࠼ࡕߩߟ5
ᴫࠆߓ↢ߡ߅ߦน⢻ᕈ߇㜞ࠍ࠼ࡕ․ቯࠆߔᨒ⚵ࠍߺឭ␜ޕߚߒᓐߩࠄᨒ⚵߅ߦߺ

ߩᰴߪࠆߥߣ⊒ὐߡ ╙㧔એਅ㧘ࠆߢߟ2 2ࠍෳᾖ㧕ޕ╙ 㧘ߪᴦ⊛ᢥ⣂ޟ㧘ߦ1
⁁ߩᠩ⼔⠪(defender)ߦ㧘ᒝ㧘߹ߪߚ㧘ᒙᜎุน⢻ᕈ(veto possibilities)ࠍࠇߕߩ
ឭଏ߁ߣޠ߆ߩࠆߔࠅߢ㧘╙ 㧘ߪᐲ(targeted institution)ࠆࠇߐߣ⊛ᮡޟ㧘ߦ2
ߩࠆߔឭଏࠍᯏળߩߚߩⴕߩⵙ㊂ߡ߅ߦၫⴕ(enforcement)ߪߚ߹㉼⸂㧘ߦ࠲ࠢࠕ
 ޕ(Mahoney and Thelen [2010]:18)ࠆߢ߁ߣޠ߆

 
(╙ 2) ᐲᄌൻߩᢥ⣂⊛߮ᐲ⊛Ḯᴰ 

(Mahoney and Thelen [2010]:TABLE1.2., p.19) 

 ᮡ⊛ࠆࠇߐߣᐲߩ․ᓽ 

⸃㉼/ၫⴕࠆߌ߅ߦૐߩ࡞ࡌⵙ
㊂ 

⸃㉼/ၫⴕࠆߌ߅ߦ㜞ߩ࡞ࡌⵙ
㊂ 

ᴦ⊛ᢥ

⣂ߩ․ᓽ 

ᒝᜎุน⢻ᕈ ၸⓍ 

(layering) 

ṫᵹ 

(drift) 

ᒙᜎุน⢻ᕈ ⟎឵߃ 

(displacement) 

ォ↪ 

(conversion) 

 
Mahoney and Thelen (2010, pp.22-8)߇ឭ␜ࠆߔᨒ⚵ߪߡ߅ߦߺ㧘ࠆߎน⢻ᕈ߇㜞

ߩ⸤߽ࡊࠗ࠲ߩ࠻ࡦࠚࠫࠛߔߎ߈ᒁࠍࠇߘ㧘ߊߥߢߌߛࠆࠇߐቯ․߇࠼ࡕ 2 ߩߟ
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ߦၮߡߠ․ቯߦࠄߐޕ2ࠆࠇߐ㧘ߪ࠻ࡦࠚࠫࠛߩࡊࠗ࠲ߩࠇߙࠇߘ㧘ᐲߩᡰᜬ⠪㧘

߮㧘ᚢ⠪ߩߣ㑐ଥࠆߥ⇣ߡ߅ߦㅪวࠍᒻᚑࠆߔ(ibid.:29-31)ޕ 
 એߦ߁ࠃߩ㧘ᱧผ⊛ᐲ⺰ߩ㗔ၞߡ߅ߦẋㅴ⊛ߥᄌኈߩߚࠆ߃ᝒࠍᨒ⚵߇ߺ᭴▽

␜ឭ߇㧘Streeck and Thelen (2005)߽ߢ߆ߥߩߺ⚵ᨒߩߎ㧘ࠅ߅ߣࠆߔᓟㅀޕߚ߈ߡࠇߐ
ㆬᛯߡ߅ߦዷ㐿ߥ⊛⺰ℂߩ࠴ࡠࡊࠕVOC߇ࡓ࠭࠾ࠞࡔߔߎ߈ᒁࠍᄌኈߥ⊛ẋㅴߚߒ
 ޕࠆߡࠇ߹ㄟࠅขߦ⊛

 
(5) VOCߩ࠴ࡠࡊࠕᐲᄌൻ⺰ߩㅴዷ 
ߥ⊛⺰ℂߩ࠴ࡠࡊࠕ㧘ㄭᐕ㧘VOCߦߚࠆ߃ࠅਸ਼ࠍ㗴ὐߚߍࠅขߡ߅ߦ▵(3) 
ౣᬌ⸛߇ⴕࠆߡࠇࠊ(Becker [2007], Hall and Thelen [2009])3ޕ 
 Hall and Thelen (2009) ߪ㧘ဋⴧಽᨆߪേᘒ⊛ⷞὐߣਔ┙ߪߣߎࠆߖߐ࿎㔍ߣࠆߢ
㗴ὐ߁ߣࠆߡߒㅏࠍ⚛ᴦ⊛ⷐߩᐲᄌൻߡߒ㊀ߦ⟵㗴ὐ㧘߮㧘ᯏ⢻ਥ߁

߃߁ߚߒ␜ឭࠍⷰޠᐲߩߡߒߣࠬ࠰ޟࠆߢ⸂ᐲℂߥߚ㧘ᣂߦߚࠆ߃ࠅਸ਼ࠍ

ߢ VOCࠍ࠴ࡠࡊࠕᒛߚ߹ޕࠆߡߒ㧘Becker (2007) ߪ㧘ߢ߹ࠇߎᢙᄙߩߊ⎇ⓥࠃߦ
㐿ᕈߩࡓ࠹㧘ࠪࠬߡ߃ࠊߊ㧘ߒᱜୃߦ⊛ᩮᧄࠍᐲቢᕈߚ߈ߡࠇߐ៰ᜰࠍ㗴ὐߡߞ

ߊߥߣߎࠆߔ㒢ቯߦޠ߃ขᦧߣ፣უޟ߮ޠ↥↢ౣࠆࠃߦㆡᔕޟ㧘ߡߞࠃߦߣߎࠆߔ⺞ᒝࠍ

ᐲᄌൻࠍᛒ߁ℂ⺰ߩ᭴▽ࠍ⋡ᜰߩࠄࠇߎޕߚߒ⎇ⓥࠆࠃߦ VOCߩ࠴ࡠࡊࠕᒛୃᱜ
 ޕࠆߡࠇߐᶖ⸂߇ߊᄙߩ㗴ὐߚ߈ߡࠇߐ៰ᜰߢ߹ࠇߎ㧘ߡߞࠃߦ
㧘ߪ 㧘Hall and Thelen (2009)ߣࠆߺߡߟߦᛒߩᄌኈߥ⊛ẋㅴߡ߅ߦⓥ⎇ߩࠄࠇߎ 
ᐲߩߘߣጁⴕࠍߣ㉼⸂߇ߣߎࠆߔน⢻ߥᐲℂ⸃ࠍឭ␜ߢ߃߁ߚߒ㧘Sreeck and 
Thelen (2005)߇ឭ␜ߚߒẋㅴ⊛ߥᄌኈࠍᒁ߈ߜ߁ߩࡓ࠭࠾ࠞࡔߔߎ㧘ޟⵣಾޠࠅ
(defection)ޠ㉼⸂ౣޟߣ(reinterpretation)ࠍ VOCߦ࠴ࡠࡊࠕขࠅㄟޕࠆߢࠎ 
 Hall and Thelen (2009)߇ឭࠆߔᣂߥߚᐲℂ⸃ߩߡߒߣࠬ࠰ޟߪᐲޕࠆߢޠ
ᓥ᧪ߩ VOCߩ࠴ࡠࡊࠕᐲℂ⸃ޟࠆߢဋⴧߩߡߒߣᐲߩޠ㗴ὐߪ㧘߭ߩߟߣᐲ
࠰ޟߥߚ㧘ᣂߒኻߦࠇߎޕߚߞߢὐࠆ߉ߔߒ⺞ᒝࠍߣߎࠆߔቯࠍⴕേߩ࠲ࠢࠕ߇

ߩࠄ⥄ߡߒ↪ࠍᯏળࠆࠇߐഃߡߞࠃߦᐲ⻉߇࠲ࠢࠕ㧘ߪߢޠᐲߩߡߒߣࠬ

ᦼ㑆ߩဋⴧ߇࠲ࠢࠕޕ㧔ibid.:9-10㧕ࠆߡࠇߐߥߺߡߒߣߩ߽ࠆߔ⚝ᮨࠍᣇᴺࠆ㜞ࠍ⋊
ࠃߦߣߎࠆߔ⋠ᵈߦߣߎࠆߡߺ⹜ࠍታ㛎ߥ⊛⛯⛮ߡߓㅢࠍ㉼⸂ጁⴕ㧘ߩᐲ߽ߡ߅ߦ

ߥ⊑ᵴࠆࠇࠄߌߠᓽ․ߦ࠻ࠢࡈࡦ㧘ታ㛎㧘ᷤ߮ࠦ߃ߐߦ႐วߩᐲ⊛ቯޟ㧘ߡߞ

ᴦ੍ࠍᦼ߁ߣࠆߔ⻉ᐲߩℂ⸃߇ޠឭࠆߡࠇߐ(ibid.:14)ޕ 

                                                   
2 Mahoney and Thelen (2010, pp.22-8) ߪ㧘ᄌൻࠍᒁ߈ߔߎ ࡦࠚࠫࠛߩࡊࠗ࠲ߩߟ4
ߜࠊߥߔ㧘࠻ Insurrectionaries㧘Symbionts㧘Subversives㧘Opportunists ࠍឭ␜ޕࠆߔ
ࠄࠇߎ ࡞ߩ㧘߮㧘ᐲߣߎࠆദߦᜬ⛽ߩ⥄ࠇߘ㧘ᐲߪ࠻ࡦࠚࠫࠛߩࡊࠗ࠲4
 ޕߟ߽ࠍㆬᅢࠆߥ⇣ߡߒ㑐ߦߣߎ߁ᓥߦ࡞
3 VOCߩ࠴ࡠࡊࠕℂ⺰⊛ߦᒛୃ ᱜߚߞߥߎ߅ࠍ⎇ⓥ߇ߥ߃ߪߣ㧘Hall (2005) ߪ㧘
ᐲቢᕈߡߟߦ㧘ᐲᄌൻߦ߷ߔᓇ㗀ࠍ⠨ኤࠆߔ㓙ోࠬࡦࡑࠜࡈࡄᷣ⚻ߪߦߦ

߷ߔലᨐߊߥߪߢಽ㈩⋉ߩߣߎࠆߔ⋠⌕ߦ㊀ⷐᕈࠍ⏕ޕߚߒ 
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㧘ဋߡߒߣᚻᲑߥ⊛ౕߔߎ߈ᒁࠍ㧘ᐲᄌൻߢ߃߁ߚߠၮߦ⸂ᐲℂߥ߁ࠃߩߎ

ⴧߚࠇߐ┙⏕ߡߞࠃߦⴕേࠄ߆ㅺ⣕ߩ࠲ࠢࠕࠆߔᚢ⇛ޟࠆߢⵣಾޠࠅ㧘ࠆࠃߦ࠲ࠢࠕ

⻉ᐲޠ㉼⸂ౣޟߩ㧘߮㧘ಽ㈩㗴ߦ⋥㕙ࠆߔᴦㅪวߣ࠻ࠢࡈࡦࠦ߇ᅷදࠍㅢߡߓ

ᑼߩᐲࠍᄌൻޟࠆߖߐᡷ㕟ޠ(reform)߇ᵈ⋡ࠆߡࠇߐ㧔ibid.:17-22㧕ޕ೨⠪ 2 㧘ߪߟ
ᑼᐲߩቯ߇⛽ᜬߢ߆ߥࠆࠇߐ㧘ࠦߩࡦ࡚ࠪࡀࠖ࠺▸࿐ࠍࡊࠗ࠲ߣᐭޟࠆࠃߦ

㧘ࠅߢࡓ࠭࠾ࠞࡔࠆߖߐᄌൻ (from below)ޠࠄ߆ਅޟߊߥߪߢᡷ㕟ߩ (from above)ޠࠄ߆
ࠆߔ␜ឭ߇ 㧘Sreeck and Thelen (2005)ߚ߹ ࠍޠ↪ォޟߣޠ߃឵⟎ޟߜ߁ߩ࠼ࡕߩߟ5
ᒁ߈ࠆߢࡓ࠭࠾ࠞࡔߔߎ(ibid.:18,26)ޕHall and Thelen ࠄࠇߎ߇ ࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩߟ2
ㆬᛯ⊛ߦขࠅㄟߛࠎℂ↱ߪ㧘ࠄࠇߎ ߇ߟ2 VOCߩ࠴ࡠࡊࠕ㑐ᔃࠆߢਛᔃ⊛࠲ࠢࠕ
ࠄ߆ࠆࠊ㑐ߊ߈ᄢ߽ߦࠄߜߤߩޠࡦ࡚ࠪࡀࠖ࠺ࠦޟࠆࠃߦࠄࠇߘߣޠડᬺޟߩߡߒߣ

ࠄࠇߎ㧘ߪ࠴ࡠࡊࠕVOCޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߢ ߞࠃߦߣߎࠆߔ⋠ᵈߦࡓ࠭࠾ࠞࡔߩߟ2
ࡊࠗ࠲ߣ࿐▸ߩࡦ࡚ࠪࡀࠖ࠺ࠦࠆࠇߐߎ߈ᒁߦ⊛Ⓧ⫾ߟ߆⊛↢ౝߡߞࠃߦ㧘ડᬺߡ

 ޕࠆߥߦน⢻߇ߣߎࠆ߃ᝒࠍᄌኈߩ

 
(6) ⚿⺰ 
㧘ㄭߦߚࠆ߃ࠅਸ਼ࠍ㗴ὐߩߡߒߣ⺰ℂ߁ᛒࠍ㧘ᐲᄌൻߦ߁ࠃߚ߈ߡߺߢ߹ࠇߎ

ᐕ㧘VOCୃߩ࠴ࡠࡊࠕᱜ߇⹜ࠆߡࠇࠄߺ(Becker [2007], Hall and Thelen [2009])ߎޕ
࠾ࠞࡔߔߎ߈ᒁࠍᄌኈߥ⊛ẋㅴߚߒ␜ឭ߇㧘Streeck and Thelen (2005)߽ߢਛߩዷ㐿ߩ
߇ࡓ࠭ Hall and Thelen (2009) ߡߞࠃߦ VOCߦ࠴ࡠࡊࠕขࠅㄟ߹߇ߣߎߚࠇᵈ⋡ࠇߐ
ጁࠆࠃߦ࠲ࠢࠕߣ࡞࡞ߩᑼࠍ⸂ᐲℂߩ࠴ࡠࡊࠕ㧘VOCߪHall and Thelenޕࠆ
ⴕࠍ㉼⸂ୃ߁ࠃࠆ߈ߢᱜߢ߃߁ߚߒ㧘ᑼߩ࡞࡞ߩቯߦ㓝ߡࠇߐㅴⴕࠦࠆߔ

 ޕࠆߡߦ⒟ࠍᄌൻߩࡦ࡚ࠪࡀࠖ࠺
ᦨᓟߦ㧘VOC 㧘߫ࠄߥࠆߍࠍߣߎ߈ߴߔ⋠ᵈߡߟߦዷ㐿ߩᓟߩ࠴ࡠࡊࠕ

Mahoney and Thelen (2010)ߡߞࠃߦឭ␜ߚࠇߐ㧘ࠆ⁁ᴫࠆߌ߅ߦẋㅴ⊛ߥᄌኈ࠼ࡕߩ
ߐߩ࠴ࡠࡊࠕVOC߇ߺ⚵ᨒࠆ߈ߢቯ․ߦ⊛ౕࠍࡊࠗ࠲ߩ࠻ࡦࠚࠫࠛࠆࠊ㑐ߦࠇߘߣ
 ޕࠆߢน⢻ᕈࠆߔ₂⽸ߦዷ⊑ߥ⊛⺰ℂࠆߥࠄ
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レギュラシオン理論を基礎とした環境対策と経済成長の関係の長期分析 
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要 旨 

 

本研究では、レギュラシオン理論を基礎として環境対策と経済成長との関係を分析することを目的と

して、そのための理論的枠組みと定式化の方法を検討した。ポランニーの概念等も参照しつつ、社会経

済システムを経済、人間、自然環境の３つの再生産として認識することから出発し、経済と自然環境の

関係はコンフリクトを経て形成される制度によって調整されるとの認識から、経済・環境関係を制度諸

形態の一つとして捉えることを提起した。経済・環境関係の形態は他の制度形態と関連しつつ、需要（投

資、純輸出等）、生産性等複数の経路で成長レジームに影響を与える。環境対策費用に着目することによ

って、これら各経路を整理し、さらにポスト・ケインズ派のカレツキ型成長モデルを応用して、これら

の関係を分析する簡単なモデルを提起した。 

また、右枠組みの有効性を確認するため、戦後から今日までの日本について経済・環境関係の形態及

び成長レジームとの関係の変化の解釈を試み、環境資源低コスト多消費型（1970年頃まで。フォーディ

ズム型成長レジームを支持していた。）、公害規制・省エネ型（80年代初めまで。輸出主導型成長レジー

ムへの移行の円滑化に寄与した。）、自主的取組型（2000年代半ばまで。競争的な制度形態と補完性を持

っていた。）及び環境主導成長志向型（2008年頃から）の各形態とその特性を提示した。 

 

キーワード 

レギュラシオン、ポスト・ケインズ派、環境対策、環境費用、グリーン・ニューディール 
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１．研究の背景及び意義 
1.1 問題認識とアプローチ 

地球温暖化等の地球環境問題と化石燃料やレアメタル等の資源枯渇の可能性とが顕在化する中で、環

境の有限性が今後の経済成長の制約になるとの懸念が高まっている。一方、環境政策の立案調整の場に

おいては、環境対策が経済成長にどのような影響を与えるかが、ますます重要な論点となっている。環

境問題と経済成長との関係を理解することが、経済の動態の理解と環境政策の立案のいずれの面からも、

より重要になりつつあると言える。1 

問題の理解に取り組む際には、その問題の特性を適切に反映しうるアプローチが重要となる。環境問

題と経済成長との関係という問題について広く認識されている重要な特性として、網羅的ではないが、

以下を挙げることができる。 

① 環境問題は、経済が拡大するにつれ、自然環境の不可逆的な変化を伴いつつ進展してきており、環境

と経済との関係は、長期的な時間の経過の中で、その態様を変化させてきていること。（長期的変化） 

② 環境問題は、本質的には、資源・エネルギーと廃物吸収の両面での自然環境からの供給が限界に達す

ることにより生じる問題であること。（供給制約） 

③ 一方、環境問題への対策の態様は、市場のみならず、利害関係者の調整を経て形成される制度によっ

て決まること。（制度） 

④ また、環境対策は、対策投資等を通じた需要の増加等を通じて、経済にプラスの効果をもたらす場合

があること。（需要要因） 

⑤ 環境への負荷と対策は、生産・消費活動の多様な側面で発生しており、産業構造の状態及び変化と密

接に関わっていること。（産業構造） 

これら特性を十分に反映し、かつ理解可能な単純さを維持して問題を分析できれば理想的であるが、

容易ではなく、いずれかの側面に重点を置いてアプローチすることが現実的となる。 

新古典派理論の枠組みに基づくアプローチでは、近年、一般均衡モデルを用いた多くの研究が行われ

ており、②（供給制約）と⑤（産業構造）の側面に重点を置いた分析として有益な成果を上げている。

ただし、このアプローチにおいては、④（需要要因）の側面は捨象されるとともに③（制度）の側面は

外生的な扱いとなり、①（長期的変化）の側面についても、右を前提としたシミュレーションとなる。2 

ここで、今日の現実社会の状況として、科学的に勧告されている水準の対策が国内・国際政治的に導

入されず、将来への不安が高まっていること、一方で経済対策として環境対策を考えるグリーン・ニュ

ーディール等の発想が注目されていることを踏まえれば、③（制度）、④（需要要因）の側面を重視し、

①（長期的変化）の文脈の中で問題を理解する必要性が高まっていると考える。その際には、③（供給

制約）と④（需要要因）の相互関係を考慮すること、及び⑤（産業構造）に必要な考慮を払いつつ分析

の単純さを確保することが課題となる。こうした分析のためには、制度と進化に着目する経済学に基づ

いた研究を進めることが有益と考えられる。 

本研究は、制度と進化に関する多様な理論の中で、レギュラシオン理論を基礎的な枠組みとし、定式

化のためにポスト・ケインズ派の成長モデルの助けを借りることによって、環境対策と経済成長の関係

の長期的変化を分析するというアプローチに取り組むものである。これらの理論は、制度によるコーデ

                                                 
1 本稿では、資源枯渇の問題を含む広義の意味で「環境問題」という用語を用いる。 
2 内生的成長モデルを取り入れることで③（制度）と①（長期的変化）の側面を組み込む取組もあり、注目される。ただ

し、なお④（需要要因）の側面は捨象され、③（制度）の内生的な認識も射程外となる。 
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ィネーション、成長における需要の役割、（均衡以上に）歴史的な変化を重視しており、また、生産性の

内生的な変化への着目によって供給面を含む枠組みとなっている。本稿は、こうしたアプローチによる

分析のための理論的枠組みを検討することを中心的課題とし、その有効性を評価するために予備的な実

証的分析にも着手するものである。 

 以下、まず、先行研究をサーベイした上で（1.2）、これら理論に環境という要素を組み込むための理論

的枠組みを検討し（2.）、次いで、これに沿って定式化を行うことにより、環境対策費用と経済成長の関

係を分析するための理論モデルを検討する（3.）。さらに、これらの有効性を評価するため、予備的に日

本を対象とした実証的分析を行う（4.）。 

 

1.2 先行研究と本研究の位置 

1.2.1 レギュラシオン理論と環境との接点 

レギュラシオン理論形成の中心の一人であった Lipietz (1989、他)は、環境問題に関する政策的提言を

含む著作を発表している。 

より分析的なアプローチとして、Becker and Raza(1999)は、レギュラシオン理論と political ecology

を統合するために、資本主義における「社会の自然との関係の特性」をレギュラシオンの歴史的、弁証

法的方法により分析することを主張している。資本蓄積は物的基礎を得るために自然へのアクセスの特

定の形態を必要とするため、「エコロジー的調整」（ecological regulation）が成立するが、これは、その

複雑性ゆえに、５つの制度諸形態のいずれかの中に含めることはできず、六番目の制度形態と捉えるべ

きであると提案している。 

Zuindeau(2007)は、レギュラシオン理論とエコロジー経済学を架橋して環境問題にアプローチするた

めの基本的な理論的整理と提案を行っている。歴史的・地理的に異なる「経済の環境との関係（Economic 

relation to the environment）」の特定の形態を、レギュラシオン理論を用いて特徴づけて、蓄積体制と

調整様式に応じてどのように異なるかを示すことを提案している。この形態を「環境への影響」、「環境

問題の管理方法」、「環境から経済へのフィードバック」の３つのレベルで捉え、特に対応方法（無措置、

回復措置、予防措置）、財政上の責任（汚染者負担、被害者負担、コミュニティ負担）、対策手法（規制、

税、市場の利用等）に注目して分類することを提案している。自らフランスにおける経済の環境との関

係と蓄積体制の歴史的変化の簡単な描写を試みた上で、今後、特定国の歴史分析と複数国の比較分析を

進めていくことを提案している。 

以上の研究により、レギュラシオン理論により環境問題を分析するための理論的な基礎が得られてい

るが、定量的データの使用も含め分析的に研究を行うための方法論の検討と、具体的な国や時期を対象

とした実証分析の実施は、今後の課題として残されている。 

 

1.2.2 ポスト・ケインズ派成長モデルと環境との接点 

 Kronenberg(2010) は、これ以上の経済成長は福祉向上につながらないと指摘する「エコロジー経済学」

と資本主義の成長過程について重要な洞察を得ている「ポスト・ケインズ派」という二つの異端派は相

互補完的であるとの認識の下で、統合の可能性を検討するため、両者のアプローチを比較している。そ

の中で、動学理論については、分配と成長の関係を重視している点（成長の限界を認識すると分配の問

題が重要となる）、不可逆性や経路依存性を重視する点を共有しており、エコロジー経済学は独自のマク



 

4 
 

ロ経済理論をまだ十分開発していないところ、ポスト・ケインズ派を出発点とすることを示唆している。 

Holt, Pressman and Spash (Eds.) (2009)は、ポスト・ケインズ派とエコロジー経済学のシナジーを追

及する観点から、両理論の方法論や背景の共通性を考察する論文、消費者選択の理論に関する論文、エ

ネルギー使用量と労働時間等の関係から社会の代謝を分析しようとする研究を含め、多数の論文を収録

している。ただし、ポスト・ケインズ派の成長モデルを環境対策に応用しようとするような研究は含ま

れていない。 

 他方、分配・成長モデルにおいて資源を明示する方法論を示したものとして、Michl (1992)があり、産

出（総産出から非原材料中間投入を控除した値）を固定資本、労働、原材料で表すモデル（KLM 生産モ

デル）を用いて、米国の利潤率の長期的低迷の要因を抽出する分析を行っている。 

 ポスト・ケインズ派の典型的な成長モデルを基礎として環境問題を研究するための具体的方法論は、

今後の課題として残されている。 

 

1.2.3 日本における環境対策の経済成長への影響に関する研究 

日本における環境対策の経済成長への影響を実証的に分析した研究として、CGMモデル、マクロ経済

モデル、産業連関分析などの手法を用いて様々な研究が蓄積されてきている。 

特に近年は、地球温暖化対策の中期目標やロードマップの検討と関連した政策的研究が進められてい

る。伴他（2010）は、Forward looking型動学 CGMモデル（Ramsey型モデル）に新エネルギーに関する

ボトムアップ型技術選択を組み込んだモデルを構築して二酸化炭素排出削減等の影響を推計している。

排出削減政策により新エネに関し設置費用の低下と特殊生産要素（設置場所等）の増加が起こるという

内容を含むシナリオを用いて、削減対策が経済に正の効果を持ちうるとの結論を示している。猿山（2010）

は、エネルギー部門を強化した、需要サイドを中核とする標準的なマクロ計量経済モデルにより、環境

税等による排出削減対策の効果と、グリーン・ニューディールによる需要追加（公共投資）の効果を推

計している。藤川（2010）は、産業連関モデルを用いて、温暖化対策として必要と想定される各部門の

追加的投資額のデータを基に、各部門における生産波及効果と雇用波及効果を推計している。 

 1970 年代の産業公害対策における環境費用の経済影響についても、いくつかの分析がある。環境庁で

は、有効需要型のマクロ計量経済モデルに産業別の供給構造の制約を追加した計量モデル（「環境保全長

期計画」の策定に際して開発したもの。環境庁（1977a）の参考資料に概要掲載。）を用いて、1975 年ま

での公害防止対策投資の経済影響を分析した結果、対策費用による価格上昇という「価格効果」を、投

資による需要増加という「所得効果」が相殺したことにより、実質 GDPは増加していたとの推計を示し

ている（環境庁（1977b））。 

 

1.2.4 本研究の位置 

 本研究は、1.2.1、1.2.2の諸研究で示唆されている方向での研究の進展に寄与しようとするものである。

具体的には、1.2.1 の研究で示唆されているレギュラシオンの諸概念による経済と環境の関係理解の取り

組みの一環として、方法論のレベルにおいて、環境対策費用のデータを分析に用いることを試み（ポス

ト・ケインズ派成長モデルと組み合わせることを含む）、また実証のレベルにおいて、日本の戦後から今

日までの歴史的な変容の分析に取り組もうとするものである。これに伴い、概念のレベルにおいても、

ポランニー等を出発点とすることによって環境側面を組み込むための基礎の強化を試みている。1.2.2 の
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文脈から見れば、そこで示唆されている、ポスト・ケインズ派を基礎とした環境を扱うための成長モデ

ルの検討という重要な課題の中で、一つの単純な方法を試みるものである。 

 1.2.3の諸研究との関係においては、一般均衡モデルによる分析が供給制約と経済構造の側面を重視し、

産業連関分析が経済構造と需要要因の側面を重視したアプローチであるのに対して、本研究は、特に制

度、需要要因及び長期的変化の側面を重視した分析の可能性を探求するものである。また、マクロ計量

経済モデルによる諸研究との関係においては、需要重視というモデルの基本性格において共通の視点を

持ちつつ、本研究は、単純で理解の容易なモデルを用いて概念的、記述的分析と組み合わせることによ

り、精緻な予測ではなく、制度や長期的変化の側面を重視した分析を目指すものと言える。 

 

２. 基礎となる理論的枠組の検討 
 ポランニーの概念、古典派に遡る再生産と剰余を重視するアプローチ及びエコロジー経済学を出発点

として、レギュラシオン理論とポスト・ケインズ派成長モデルにおいて環境の側面を位置づけるための

基本的枠組みを検討する。 

 

2.1 経済・人間社会・自然環境の３つの再生産システムとしての社会経済システム 

レギュラシオン理論は、資本主義経済の社会的な調整の必要性に着目する点で、社会経済システムに

ついての基本的認識をポランニー(1957)と共有しており（山田(2007)）、レギュラシオン理論の応用を考

える際にポランニーの着想に溯ることは有効と考える。ポランニーは、本源的生産要素として労働とと

もに自然環境（ないし土地）を挙げ、これらが経済とは別の原理により生産されるものであることを強

調して、市場経済と労働、自然環境との間で起こる摩擦に着目している（Polanyi (1957)）。 

また、環境問題の本質が経済社会システムの持続可能性の危機にあることに鑑みれば、経済システム

を「再生産」としてとらえる古典派に溯るアプローチから出発することが有効と考えられるが、このア

プローチでは、これまで主に資本と労働の再生産が研究されてきている。3 一方、エコロジー経済学は、

経済活動は低エントロピー源として自然生態系による天然資源の供給（ソース）と廃物の同化吸収（シ

ンク）に支えられており、生態系を経済に包含されるサブシステムとして扱うことで理論から捨象する

ことはできないと指摘している（Daly and Farley(2004)）。 

これらを踏まえれば、今日の状況下における社会経済システムの理解においては、資本と労働に関す

る要素に加えて環境ないし生態系に関する要素を明示的に扱うことに合理性があると考えられる。これ

により、社会経済システムを、（狭義の）「経済」の再生産、（労働力をはじめとする）「人間」の再生産、

「自然環境」の再生産という３つのサブシステムにより構成されるものとして捉えることができる4（図

2.1）。 

                                                 
3 再生産と剰余に着目するアプローチについては、植村他(2007)において解説されている。 
4 経済社会システムを経済、人間ないし社会、環境の３つのサブシステムとして捉える考え方は大熊(2006)でも示してい

る。右では利害調整の構造を示すことを重視する観点等から「社会」という用語を用いたが、本稿では、再生産の構造を

示すことを重視し、「資源等を供給する自然環境の再生産」と対照的に表現する観点から「労働力を供給する「人間」の再

生産」という用語を用いている。 
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図 2.1 ３つの再生産としての社会経済システム5 

 

ここで、自然環境の再生産と経済及び人間の再生産の基本的関係を整理しておく。経済再生産は、労

働と生産財(資本設備)とともに、自然環境から天然資源と廃物同化吸収サービスの投入を得て営まれる生

産システムである。自然環境の一部は財産権に基づき所有・管理されているが、多くの部分には明確な

財産権はなく公共財の性格を持っている。所有・管理されている自然環境については、使用の対価とし

て地代が支払われ、生産システムから管理サービス（例えば施肥、間伐等）が投入されるが、他の部分

は無償で使用される。一方、労働力を生産する人間の再生産システムも、自然から無償で生存の基盤と

しての財・サービス（例えば空気、水）を得ており、また、日常的な管理活動（例えば近隣土地の無償

の手入れ等）を行っている。 

環境問題は自然環境の再生産の持続可能性をめぐる問題と理解できる。自然環境から使用する財・サ

ービスには、再生可能なものと枯渇性のものとがある。再生可能な財・サービス（例えば、木材、再生

可能エネルギー）については、適切な量・方法を用い、または適切な管理サービスを投入して、自然環

境の再生産能力の範囲内で使用すれば持続的な利用が可能だが、この範囲を越えれば再生産が劣化し、

持続可能性が失われる。枯渇性の財・サービス（例えば、化石燃料）については、人工資本による自然

資本の代替可能性をめぐって「強い持続可能性」と「弱い持続可能性」の議論がある。前者は、代替は

本質的には不可能であり、枯渇性資源が使用される限り持続可能ではないと考えるのに対し、後者は、

代替は可能であり、資源枯渇分に相当する人工資本の蓄積があれば持続可能性が維持されると考える。

本研究では、限定的ではあるが一定の代替可能性があるとの理解を前提に議論を進める。 

 

2.2．再生産システムの制度的調整における環境の側面 

制度経済学の多くの伝統によれば、社会経済システムのサブシステムである再生産の相互関係は、技

術的条件とともに、コンフリクトを伴いつつ形成される諸制度によって調整されるものと理解される。

多くの研究は労働をめぐる調整に焦点を当ててきたが、ポランニーは、労働と土地の擬制商品化により

                                                 
5植村(2007）における社会経済システムの図を参考とし、自然環境の再生産の要素を付加している。 
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人間と自然が破壊され、これに対して社会から自己防衛の動きが起こり、これらの間の摩擦の結果とし

て制度が形成されるとの理解を、「二重運動」の概念として示している（Polanyi (1957)）。 

レギュラシオン理論では、矛盾を伴う資本主義経済が諸制度により調整されることにより安定的な蓄

積ないし成長が一定期間成立すると理解し、その構造と長期的な変化を制度諸形態、蓄積体制、調整様

式の概念を用いて分析している。制度による調整の側面として、賃労働関係、貨幣形態、競争形態、国

家形態、国際経済への編入形態という５つの制度諸形態が挙げられている（Boyer(1986)、山田(1991)、

他）。2.1 の３つの再生産の概念に照らせば、賃労働関係が人間社会の再生産と経済再生産との関係の調

整に対応し、貨幣形態及び競争形態が経済再生産内部の調整に対応すると言える。 

ここで、社会経済システムが３つの再生産により構成されるとの認識、及び環境問題が深刻化する今

日の状況を踏まえ、自然環境再生産と経済再生産との関係の制度的な調整を制度諸形態の一つとして扱

い、その形態及び成長レジーム（蓄積体制）との関係を分析することを提起したい。これを本稿では「経

済・環境関係」と呼ぶ。経済・環境関係は、社会経済システムにおける自然環境利用の形態であり、生

産技術と同時に、自然に対する財産権、環境利用のルール、対策の費用負担といった社会的に定められ

た制度に依存し、時間的・空間的に異なるものとして定義される6。経済・環境関係は、他の制度形態と

相互に関連しつつ、調整様式の一部を構成し、成長レジームに影響を与える。 

以下、経済・環境関係における調整の基本的な仕組みを確認し整理しておく。資本蓄積を駆動力とす

る生産システムは、より大きな利潤を得るために、自然環境を、より少ない管理サービスの投入で、よ

り多量に使用する傾向がある。そして、生態系の再生産能力を超えて過剰に使用されると（枯渇性の資

源にあっては、多量に使用されて減少すると）、自然環境が劣化し、二つの経路により生産システムに影

響（フィードバック）を与える。第一に、自然環境から生産システムへの天然資源の供給能力が低下す

ることとなる。その結果、それを補うための代替的な資本等の投入が必要になるとともに、天然資源に

かかる地代が上昇することとなる。第二に、自然環境から人間の再生産システムへの生活環境等の財・

サービスの供給が減少することとなる。その結果、公害による被害等の形で人間が影響を受け、その原

因となった主体と影響を受ける主体等との間でのコンフリクトを経て、対策を求める諸制度が形成され

ると理解することができる。 

ここで、コンフリクトの主体（アクター）は、環境の側面では労働の側面より複雑となる。環境が劣

化すると、社会全体や将来世代が被害等の形でそれを負担することとなる。その費用発生（加害）と費

用負担（被害）の関係は、産業公害のように明確なものから、地球規模の環境問題のように空間的、時

間的に拡散し不明確であるものまで、様々な場合がある。前者の場合には公害被害者等が中心的なアク

ターとなる。後者の場合には、自らが直接被害を受けなくとも、他者の被害を認識あるいは予見して、

その軽減、防止のために行動する科学者、市民団体、行政組織等が、連携しながら、アクターとなる場

合があると理解することができる。 

環境対策の諸制度を、こうしたアクター間の調整の結果成立した妥協として理解することができる。

法制度はもとより、協定、さらに社会的に定着した行動規範等も、こうした制度の一つと考えることが

できる。 

こうした制度は、特定の場において形成され、定着される。その代表的なものが国家である。環境問

                                                 
6 Becker and Raza(1999)は、資本蓄積は自然へのアクセスの特定の形態を必要とするため「エコロジー的調整」（ecological 
regulation）が成立するとして、これを六番目の制度形態と捉えることを提案している。 
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題は、空間的に地域レベルから地球レベルまで様々な規模で発生する。地域レベルの問題については、

国家のみならず、コミュニティや地方公共団体が制度形成の場として重要な位置を占めてきた。一方、

地球環境問題においては、制度の形成は、国家レベルとともに、国際機関、国際条約等を含む国際レベ

ルでも理解される必要がある。ここで、原因となる活動、被害の発生、制度の形成・定着という、コン

フリクトと調整に関わる各段階には、それぞれの空間的スケールや時間的スケールがあることに注意を

要する。例えば公害問題については、健康被害は地域で発生するが、有効な対策には国家レベルの政策

決定を要し、地球温暖化問題については、今日の経済活動の影響が将来世代に発生すること等が挙げら

れる。このように空間的スケールや時間的スケールの乖離があると、問題発生、調整、制度形成という

フィードバックが円滑にはつながらない。これが対策の遅れや被害の拡大という現象として現れると考

えることができる。7 

経済・環境関係における制度は、他の制度形態の領域における諸制度と相互に関係しながら形成、維

持される。この関係を「制度補完性」や「制度階層性」の概念に照らして分析することができる。制度

補完性はある領域における制度が別の領域の制度を強化している状態を指し、制度階層性は補完性の構

造にとって特定の制度が相対的な重要性を持っている状態を指す。これらの概念は、制度変化の分析に

おいて重要な意味を持ち、特定の領域における制度の変化が、局所的な変化にとどまる場合と、他の領

域の制度に波及し、さらには社会ブロックの変化を伴いながら制度階層性の変化につながる場合がある

と理解されている（Amable(2003)）。 

経済・環境関係における制度は、これまで一般に制度階層性の下位に位置していたと考えられ、その

形態の特性を、上位の制度との補完性という視点から理解することが有効と考えられる。例えば、1990

年代以降の日本の環境対策制度の整備において、企業の自主性と柔軟性を重視した制度が多かったこと

は、国際経済における競争的性格の強まりとの補完性という文脈で理解することができるだろう。8 さ

らに今後、環境資源の使用にかかるコスト（地代）の上昇傾向が顕在化していくことなどにより（例え

ば資源・食糧価格の上昇、温室効果ガス排出権購入費用の上昇等）、環境・経済関係の相対的重要性が高

まれば、そこにおける調整と制度の形成が他の領域の制度にも影響を及ぼすこととなる可能性があり、

こうした場合には、環境・経済関係について分析することが、調整様式全体の制度変化の理解において

重要な意味を持ってくる可能性があると考えられる。 

 

2.3 環境対策及び費用の概念 

経済・環境関係の形態を特徴づけ、成長レジームとの関係を分析する上で、自然環境の再生産から生

産システムへのフィードバックが貨幣単位で現れるところの、地代と環境対策の費用に着目することが

有効と考えられる。9 特に環境対策費用は、経済活動の多様な側面の中に溶け込みがちであり、これを

明確に定義し把握することが重要な課題となる。 

まず、地代率は、土地及び天然資源に対する需給の状況とともに、財産権の設定や資源所有者・使用

者間の利害調整といった制度的な調整により決定される。自然環境が劣化し希少性が増加すると、既定

                                                 
7 コンフリクトと調整をめぐる空間的・時間的スケールの乖離が対策の遅れにつながるとの考え方は、環境社会学の分野においても、
受益圏と受苦圏の分離という概念（船橋, 1998）によって示されている。  
8  Zuindeau(2007)も、国家形態、競争形態等と環境関係の制度との制度補完性の例を挙げている。（例えば、コミュニティ負担の
環境対策と福祉国家、自由主義的イデオロギーと排出量取引等の手法等。） 
9  Zuindeau(2007)も、環境と経済の関係の特性を把握する際に着目すべき要素として、対応方法、対策手法とともに、
費用負担（汚染者負担、被害者負担、コミュニティ負担）を挙げている。 
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の財産権に係る地代率が上昇するだけでなく、例えば排出権取引のように、環境資源の使用に対する新

たな料金が制度的に設定される場合があり、これも地代の一種として理解することができる。 

次に、環境対策費用について検討する。自然環境が劣化すると、上記のような制度的な調整を経て、

生産システムにおいて、劣化した自然の機能を代替ないし補完する財・サービス（例えば、代替エネル

ギー生産のための追加的設備（太陽光発電パネル等）、廃棄物の減量・無害化処理サービス。以下「環境

資源代替財・サービス」という。）を生産する必要が生じることとなる。 

これは、生産システムの産物ではあるが、自然が豊富であったときには無償ないし安価に得られた自

然環境のサービスを代替するために、追加的に労働、資本等を用いて生産することが必要となるもので

あるという特性を有しており、経済と自然環境の再生産の関係を分析する上では、経済システムの他の

産物とは区別して取り扱う意味がある。この自然環境の機能の代替を行う活動を「環境対策」として把

握することができる。環境資源代替には、生産システムが使用する機能の代替と、人間の再生産が使用

する機能の代替とがある（図 2.3）。前者は生産過程における中間消費として現れ、例えば産業廃棄物の

無害化処理サービスの消費が典型的だが、企業内部での省エネルギーのための設備や労働の投入も、こ

れを切り出すことにより、省エネルギーサービスの中間消費として理解することができる。後者は消費

者による最終消費として現れ、典型例としては水質悪化により強いられたミネラルウォーターの購入等

を挙げることができるが、エコカー等の環境配慮型機器購入（追加的費用の部分）も、従来は無償で使

用していた自然の同化吸収サービスを代替するための消費と理解することができる。 

 

こうした環境資源代替財・サービスの消費に要する費用を「環境対策費用」と定義することができる。

環境対策費用は、生産システムが使用する機能の代替の場合には、直接的には生産者において負担され、

人間の再生産が使用する機能の代替の場合には、直接的には消費者により負担されるのが基本となるが、

その負担形態の詳細は制度により規定される。 

最後に、環境に関する費用として、地代及び環境対策費用の他に、対策が講じられずに引き起こされ

 

人間社会の再生産 

 

自然環境の再生産 

 

労働 

生産財 

消費財 

生存・生活環境 

 

資源＋廃物吸収サービス 

管理サービス 

経済の再生産 

（生産システム） 

図 2.3 環境資源代替財・サービスの生産・消費としての環境対策 

日常的管理 

 

奢侈的消費

財 

自然を代替す

る財・サービス 
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た公共財である自然環境の劣化すなわち自然資本の減耗分に相当する費用がある。これは、現在の経済

取引においては支払われていないが、現在又は将来の被害や損害につながるものとして理解することが

できる。本研究では、これを潜在的環境費用と呼ぶこととする。 

環境対策の程度及び態様、環境対策費用及び潜在的環境費用の大きさとその負担の形態は、制度的調

整により決定される。 

 

2.4 経済・環境関係と成長レジームの関係 

経済・環境関係は、地代及び環境対策費用を接点としながら、様々な経路で成長レジームに影響を与

える。生産性レジームと需要レジームの関係を重視するレギュラシオン理論の理解を基礎に、分配と需

要の関係及び稼働率を重視するポストケインズ派の認識も加味して、この関係を整理すると、図 2.4のよ

うに表すことができる。 

 
成長レジームは、生産と生産性との関係を軸として把握される。生産性は、外的な技術革新により上

昇するのみならず、規模の経済の効果等により生産の増加とともに上昇すると考えられる（生産性レジ

ーム）。生産は、完全稼働に達していない状態において需要に規定されるが、生産性の上昇は、分配に関

需要＝生産 

賃金 

環境資源使用 

環境対策費用 

資源生産性 地代率 

－ 

－ 

－ 

制度による調整 
経済・環境関係 

成長レジーム 

 

生産性 消費 

 

純輸出 

注：－の付いた矢印は、負の効果を表す。 
太い破線矢印は、長期的に強まると考えられる効果を表す。 

稼働率 
雇用率 

地代 

利潤 投資 

－ 

図 2.4：経済・環境関係と成長レジームの関係 

 

環境技術 
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する一定の制度的な調整の下で、需要を増加させる（需要レジーム）。先進諸国の戦後の高度成長の時期

においては、これら効果が累積的因果連関を示しつつ働く、フォーディズム型の成長レジームが形成さ

れていたものと理解されている（Boyer (1986)、山田(1991)、他）。これは、労働力という生産要素投

入について量的拡大ではなく生産性向上を原動力としていることから、「内包的蓄積体制」と呼ばれ、19

世紀の「外延的蓄積体制」と対比されている。 

他方、経済・環境関係においては、環境資源の使用が増加すると、制度的な調整の下で、地代率が上

昇するとともに、環境対策が行われ環境対策費用が発生する。地代率と環境対策費用は、さまざまな経

路で成長レジームに影響を与える。以下、その経路を整理する。 

地代率の上昇は、地代（総額）を増加させ、賃金と利潤への分配を減少させるとともに10、資源輸入国

にあっては輸入として経済からの漏出となる。なお、資源生産国にあっては地代が消費及び投資に与え

る効果を検討する必要があるが、本稿では資源輸入国を想定することとし、この点には踏み込まない。 

地代率は制度的な調整により左右されるが、中長期的には、生産の増加が続けば、環境資源使用量の

増加と希少性の上昇を通じて、地代率の上昇がすう勢となると考えられる（図の太い破線矢印の経路）。

地代率の上昇が続けば、資源輸入国にあっては需要が低下することとなる。これは、成長を拡大させる

成長レジームは、自身の基盤を掘り崩し、その構造的安定性を損なう傾向を含んでいることを意味する。 

一方、環境対策費用の増加は複数の経路で影響を与える。第一に、環境対策の効果として、資源生産

性ないし環境効率を高め、環境資源の使用抑制を通じて、地代（総額）を減少させる。これは、資源輸

入国にあっては輸入を減少させ、純輸出を増加させる。 

第二に、環境対策費用の増加は、中間消費としての環境資源代替財・サービスの生産のための労働と

資本の投入の増加を意味し、これが賃金と利潤の分配に影響を与えれば、消費性向の差異等を通じて、

消費と貯蓄及び投資に影響を与える。分配への影響の如何は賃労働関係に依存するが、ここで単純化の

ために「賃金率（実質）は制度的に決定され環境対策費用により直接には影響されない」と仮定すれば、

環境対策費用の増加は、経済全体における賃金シェアを増加させ、消費の増加と貯蓄の減少につながる

一方、利潤シェア及び利潤率を低下させ、投資を減少させる効果を持つ可能性もある。さらに、利潤率

の低下が企業の受容範囲を超えて、価格が引き上げられれば（これは、実質賃金の低下による分配の変

更を意味する）、価格競争力に影響して、純輸出を減少させる効果を持つ可能性がある。 

第三に、環境対策費用の増加は、環境資源代替財・サービスへの需要の増加を意味し、これらの生産

のための投資を増加させる（ただし、当該需要が増加している間の短期的な効果と考えられる。）。 

第四に、環境対策の実施は環境技術の革新を促進する。これは、資源生産性をより効率的に向上させ

ることにつながるとともに、地代率の上昇が世界的な趨勢である場合には、競争力を上昇させて純輸出

を増加させると考えられる11（この効果は、対策実施による経験及び知識の蓄積により発揮される、中長

期的な効果と考えられる。）。 

 経済・環境関係と成長レジームの間には、以上のような複層的な各種の効果が働くが、これを総体と

して見た時に、成長レジームの構造を支持する方向で機能する場合と、阻害する方向で影響する場合が

                                                 
10 より詳しく見れば、資源生産国にあっては、付加価値の分配において地代のシェアが増加することとなり、資源輸入国にあっては、
中間投入としての資源の価額の増加により付加価値が減少することとなる。 
11 輸出に対する効果のうち、価格上昇による競争力低下の効果は、生産段階において環境資源を大量に使用する産業部門（例え
ば基礎素材産業）においてより大きくなり、環境技術による競争力上昇の効果は、使用段階における環境資源使用節減効果が重要

となる製品を生産する産業（例えば自動車産業、新エネルギー関連産業）においてより大きくなる傾向にあると言える。 
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あると考えられ、前者を「構造的両立性」として理解することができる。例えばフォーディズムにおい

ては、これまで自然環境の側面は注目されていなかったが、経済・環境関係の存在を前提として考えれ

ば、地代及び環境対策費用を上昇させずに環境資源使用量の増加を可能とした経済・環境関係が、大量

生産・大量消費による生産性向上を軸とした成長レジームの成立に寄与していたと考えることができる。

また、原油価格上昇としての地代の上昇はこうした成長レジームの安定性を損なう方向で影響し、これ

に対して行われた省エネルギー対策は、地代を減少させ、成長レジームを回復させようとする方向で機

能したものと言える。 

以上は主として生産能力が限界に達していない状況を想定した中期的な分析であり、長期的な関係に

ついては供給の側面に一層注意を払う必要がある。上記の枠組みでは、生産性と稼働率及び雇用率を軸

として供給の側面が考慮されている（図中の細い破線矢印の経路）。完全稼働又は完全雇用となり生産能

力の限界に達すれば、「生産＝需要」の前提が変化し、生産が供給に規定される状況が現れる。稼働率と

雇用率は生産性と資本・労働の供給量とに依存するが、これらは生産と投資の増加等により変化する内

生的な要素として理解されている。一方、社会経済システムを三つの再生産として理解する観点からは、

供給面の制約として、資本、労働に加え環境資源を考慮する必要がある。環境問題の顕在化は、環境資

源の供給が既に限界に達しつつあることを示している。環境資源の供給制約の状況は、供給量とともに

資源生産性（環境効率）に依存する。 

これら供給の側面に環境対策が与える影響を検討すると、環境対策はまず資源生産性を向上させる。

また、環境対策費用の増加は、中間投入のための資本・労働の投入を増加させ、生産性（労働生産性及

び資本生産性）を低下させる効果を持つが、他方、上記の経路を通じて需要を増加させ、生産性を上昇

させる効果も持ちうる。長期的な供給面での制約の可能性と環境対策との関係は、これらの多面的な効

果の相対的な強度に依存する。ここで、これら効果のうち資源生産性と労働生産性を上昇させる効果に

ついては、資本や技術の蓄積を通じて現れる部分が大きいことに注意を要する。環境対策を講じること

が、資源生産性に資する資本・技術を蓄積させることはもとより、稼働率の低い状況であれば、生産の

増加に寄与し、労働生産性に資する資本・技術の蓄積にもつながる可能性がある。長期的に労働供給の

制約や世界的な環境資源供給の制約が生産を規定する状況が現れた場合において、これらの資本・技術

の蓄積に支えられた資源生産性、労働生産性の水準が、生産の水準に影響を与える可能性があると考え

られるが、この点については、定式化を含めた理論的検討をさらに行うことが必要である。 

 

 

３．環境側面の定式化と成長モデルへの組み込み 
環境・経済関係と成長レジームの関係をより分析的に理解するための方法として、簡単なモデルを含

む定式化に取り組む。分配モデルに、まず生産要素としての自然環境の側面を、次いで環境対策費用を

位置づけ、これをもとにして、ポスト・ケインジアンの成長モデル（カレツキ・モデル）に環境側面を

組み込む方法を検討する。 

 

3.1 分配モデルにおける環境側面 

 再生産と剰余を重視するアプローチでは、産出から再生産に必要な部分を除いた剰余が、諸制度に媒

介されつつ生産要素間で分配されると理解される。ここで本研究では、2.2で整理したように制度的な調
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整の役割を重視し、これが分配を変化させ、さらに稼働率の変化等を通じて剰余の大きさを変化させう

るものとして理解する。 

この枠組みに、2.での検討に基づき、自然環境の側面を位置づけることができる。賃金・利潤の二次元

の分配を示す一部門のモデルに、自然環境の要素を加えて三次元の構造とし、さらに再生産維持に必要

な部分を控除した純の分配を示すと、次のように定式化することができる。 

1- d= Ǒn/ǔ+wn/ǌ+rn/ǆ     3.1.1 

ただし、ǆ=Y / N 

ここで、Ǒn, wn, rn：再生産維持に必要な部分を控除した純利潤率、純賃金率、純地代率、d：産出のうち再生産維持

に必要な部分の比率（減耗産出比率）、ǔ：産出資本比率、ǌ：労働生産性、ǆ：資源生産性（環境効率）、N：環境資

源使用量（生産過程における自然のソース及びシンク機能の使用量。厳密な測定は困難だが、抽象的概念として用い

ている。）。 

すなわち、産出から再生産維持に必要な部分を除いた剰余が、純利潤、純賃金、純地代の間で分配さ

れることとなり、３次元の分配平面として示すことができる（図 3.1の外側の平面）。なお、この分配平

面は、生産性の向上や稼働率の向上により、外側にシフトする。 

 

 環境資源のうち公共財である部分については、再生産維持に必要な減耗分は潜在的環境費用とされ、

実際には負担されない。この部分を rnから控除して 3.1.1式を変形すると、 

 1-td= Ǒn/ǔ+wn/ǌ+ rtn /ǆ     3.1.2  

ただし、rtn= rn-ds 

ここで、td：公共財自然資本の減耗分も含めた減耗産出比率（td=t- ds/ǆ）、rtn：真の純地代率、ds：環境資源使用

１単位当たりの公共財自然資本の減耗（潜在的環境費用に相当する）。 

真の純地代率 rtnは、公共財に対する潜在的な権利が社会全体や将来世代にあると考えれば、これを含

め、自然資本に権利を有する者全体への分配と考えることが可能である。再生産を確保した真の剰余の

分配平面は、原点に向けてシフトすることとなる（図 3.1の内側の平面）。例えば、今、図の A点に位置

rn, rtn 

wn 

(1-d)ǆ 

(1-d�ǔ 

 

 

(1-d)ǌ 

図 3.1 自然環境を含む３次元の分配モデル 

Ǒn 

(1-td)ǆ 

ds 
A 

B 
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しているが、潜在的環境費用すなわち自然資本の減耗 dsが発生しているとすると、これを加味した位置

は B となり、これは、真の純地代率の面でマイナスの位置にあることが、利潤及び賃金への分配を高い

水準とすることを可能にしていると解釈できる。 

 

3.2 環境対策費用の分配モデルへの組み込み 

2.3のように定義した環境対策は、経済活動の様々な部門により実施され、その費用も経済の連関の中

で現れてくる。本研究では、１．で述べた趣旨から、こうした特性をできるだけ考慮しつつも、単純化

して把握し、単純な１部門モデルに組み込むための方法を検討する。 

SEEA（環境経済統合勘定）を基礎に、2.3．の枠組みに応じて調整を加え、整理する。環境資源代替

のための財・サービスを生産する生産活動に着目し、垂直的統合部門の概念の一部を援用して、中間投

入に係る活動も含めて一つの部門として扱い（ただし、現実のデータによる実証につなげられるよう、

投資は別建てのまま扱う）、その他の産業部門とともに２部門の産業連関として整理すると、次のように

表すことができる。 

 

表 3.2.1 環境資源代替財・サービスの生産と環境費用 

 中間消費 最終需要 計 

その他産

業部門 

環境資源代

替部門(垂

直的統合) 

生産部門計 消費 投

資 

輸出 

中
間
投
入 

その他産業部門 X11 － X11 C1 I1 EX1 Y1 

環境資源代替部門 

（垂直的統合） 
X21 － X21 C2 I2 EX2 Y2 

 計 X11+X21 － X11+X21
 C1+ C2 I1+I2 EX1+EX2 Y= Y1 +Y2

 

輸
入 

地代相当部分 M11 M12 M11+M12     

その他輸入 M21 M22 M21+M22     

付
加
価
値 

雇用者報酬 W1 W2 W=W1+W2   

利潤 Π1 Π2 Π=Π1+Π2  

地代（環境資源使用料） R１ R2 R=R1＋R2  

産出計 Y1 Y2 Y= Y1+Y2  

 

ここでは、資源輸入国についても地代を生産費用として把握できるようにするために、輸入を地代相

当部分（天然資源の輸入価額に含まれていると想定する。）とその他の輸入とに分けるとともに、輸入を

産出に含めて扱っている。12 なお、簡単化のため、輸入は国内産業部門を経て最終需要に向かうものと

して扱っている。 

環境資源代替部門として、次表のような生産物を生産する部門を想定する。ただし、これは対象活動

のイメージであり、現実には、全てについて定量的に把握することは困難と考えられる。 

 

 
                                                 
12  輸入を含めて産出として扱う考え方については、Taylor(2004)を参考としている。 
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表 3.2.2 環境資源代替部門の例 

ソース関連 

（資源供給） 

資源枯渇に伴う追加的な採掘費用 内部省エネルギーサービス 

再生可能エネルギー 

資源リサイクル 

環境対応消費財の追加的費用（省エネ

製品等） 
 

シンク関連 

（廃物吸収） 

内部公害防止サービス 

廃棄物処理 

温暖化適応対策 

自然資本関係投資（土壌浄化等） 

 

以上に加え、経済取引の中で支払われていない潜在的環境費用も考慮すると、環境関係費用は次のよ

うに整理できる 

 

表 3.2.3 環境関係費用 

 生産活動における生産費用 消費活動における費用 

環境資源使用料

（地代） 

その他産業部門における地代：

R1+M11 

 

環境対策費用 その他産業部門における環境資源

代替財・サービスの中間消費：X21 

 (=W2+Ʋ2+R2+M12+M22-C2-I2-EX2) 

環境対応消費財・サービスの消費

（追加的費用）：C2 

潜在的環境費用 公共財である自然資本の減耗分（潜在的環境費用） 

注）これらのほか、環境資源代替部門における地代のうち最終需要に対応する部分があるが、相対的に小さ

いと想定されるため、以下では簡単化のために捨象する。 

 

本研究では、生産システムと自然環境の再生産の関係の分析に焦点を当てる観点から、以上のように

整理された環境費用のうち、まず、生産活動における生産費用の部分に着目し、これを、3.1の１部門モ

デルに組み込む。 

資本、労働、環境資源の各生産要素を環境資源代替財の生産に充てられる部分とそれ以外の生産に充

てられる部分に区分し、前者を用いて、賃金率・利潤率・地代率が部門を通じ均一との仮定の下で、環

境対策費用を抽出し明示する。環境資源代替財の中間投入の増加は産出を直接には増加させないので、

各生産要素に係る生産性（産出資本比率、労働生産性、資源生産性）は、環境資源生産財の生産に充て

られる部分を除いた投入量について一定と考えることができる。したがって、次のように定式化できる。 

 pY =Ǒp(Kp+Ke)+ w·(Lp+Le) +r·(Np+Ne) =ǑpKp+w·Lp+r ·Np+pE 

 従って、1= Ǒ/ǔp + w/ǌp + (r+re)/ǆp 

ここで、Ke, Le, Ne: 環境資源代替財・サービスの生産に用いられた部分、Kp, Lp, Np: それ以外の生産に用いられた部

分（以下「生産資本」、「生産労働」、「生産環境資源」と呼ぶ。）、E：環境対策費用（実質）、ǔp：産出・生産資本比率

（=Y/Kp）、ǌp：生産労働生産性（=Y/Lp）（ǔp、ǌpは E により直接は変化しない）、ǆp：生産資源生産性（=Y/Np）（E

により増加する）、re：環境対策費用率（=E/Np）、w·, r· は名目値を表す。 

環境対策費用率の増加は、前述の潜在環境費用を低下させるが、利潤率、賃金率とは直接的には背反

関係にある（図 3.2）。しかし、資源生産性の向上により分配平面がシフトし、これらの低下は一部相殺



 

16 
 

される（図において、例えば分配が Aの状況にあるとき、reが加わることにより B点に移動しようとす

るが、ǆpから ǆp·への上昇により、B·への移動となる）。さらに、地代率が上昇する状況下においては、環

境対策費用率を増加させ資源生産性を向上させることが、これを増加させない場合よりも、利潤率、賃

金率を増加させることとなる場合がある。 

 

 

3.3 カレツキ型成長モデルの応用 

ポスト・ケインズ派又は構造的マクロ経済学において、数量調整を重視し、分配と成長の関係を分析

するモデルの代表的なものとして、カレツキ型成長モデルがある。この分配の要素として環境対策費用

を位置づけることにより、環境対策と経済成長の関係の分析を試みる。13 

3.2 の一部門モデルを基礎として、資源輸入国を扱うために、表 3.2.1 の整理に沿って輸入を明示し、

「付加価値＋輸入」を産出として扱って、地代は全て海外に流出すると想定する。さらに、利潤と環境

費用の２次元を中心に扱えるように、実質賃金率は環境対策費用により直接的には変化しない等の仮定

を置いて単純化すると、次のように表すことができる。 

1- m୮ - wps = Ǒ / ǔp + (rs+e)    3.3.1 

ただし、e=E/Y=re/ǆp、rs=r Np /Y = r/ǆp、 m୮=Mp/Y、wps=wLp/Y =w/ǌp 

ここで、e：環境対策費用産出比率、rs：地代産出比率、Mp：環境資源代替財・サービス以外の生産に投入される

輸入の実質価額（地代相当部分を除く）（「生産輸入」と呼ぶ。）、m୮: 生産輸入・産出比率（eにより直接的には変

化しないと考えることができる。）、wps：生産労働賃金シェア（実質賃金率は制度的要因により規定され e により

直接的には変化しないと仮定すると、wps も同様となる。） 

（利潤曲線） 

3.3.1式を稼働率を加味して変形すると、 

π= {1- m୮- wps- (rs +e )} σ୮തതത× u    3.3.2 
ここで、σ୮തതത：完全稼働時の産出生産資本比率、u：稼働率） 

これが、u-Ǒ平面での利潤曲線を表す（図 3.3）。e又は rsの上昇は、曲線の傾きを小さくして下方に移

                                                 
13 Rawthorn（1982）のモデルをもとに、植村他（2007）の定式化を参考としつつ、環境側面の要素を組み込んでいる。 

r 

w 

ǆp· 

ǔp 

 

 

ǌp 

図 3.2 環境対策費用を組み込んだ分配モデル 

 Ǒ 

ǆp 

r re

d

s 

A 

B 
B· 
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動させる。 

 

（実現曲線） 

 次に、2.4の検討結果を踏まえて I-Sバランスの条件を定式化する。 

 投資は稼働率と利潤率の関数として表すことができるが、これに加え、環境対策費用の増加は、新規

分野の中間消費増加として投資を増加させるので、 

I / K = i0+ iǑ Ǒ+ iu u + ie ė 

ただし ėは eの増加分。（ė=et - et-1） 
 貯蓄は、利潤と賃金から異なる貯蓄率で行われるとして、 

S = sπΠ+swW 
 環境資源代替財・サービスの生産における資本、労働、輸入財の相互の比率が、それ以外の財・サー

ビスの生産におけるそれと同様と仮定し、wpsを用いて変形すると、14 

 S/K=sππ+sw wps σp  
 輸入は、稼働率の影響を受けると理解されているが、加えて、資源輸入国においては、地代（天然資

源価格）の上昇により増加する一方、環境対策による資源生産性向上により減少すると考えられるので、 

IM/ K= m0+ mu u +mr r -me e 
輸出は、利潤率の影響を受けると理解されているが、加えて、環境対策技術は輸出競争力に寄与する

と考えられ、これは研究開発をはじめとする環境対策の経験の蓄積により向上すると考えることができ

る。このほか、世界全体の貿易量の動向や為替レートに影響されるが、それらを x0にふくめれば、 

 EX/ K= x0+ xπ π+ + xe et 
ここで、et は環境対策技術の水準を表す。研究開発をはじめ輸出関係の技術向上に関係する環境対策
費用の累積的な蓄積を産出により標準化した値で代表できるものとして、ここでは以下のように定式化

しておく。 
et = ∑ E୲ି୧ାଵ

ஶ
୧ୀଵ (1 − δ)୧ିଵ  /Y   ただし、δは技術ストックの減耗率 

 均衡条件 I-S+EX- IM=0 より 
 i0+ iπ π+ iu u+ ie ė- sππ - sw wps σp+ xo+ xπ π+ xe et - m0- mu u -mr r +me e=0   3.3.3 
 変形して、 

 π =  iu−xu
sπ−iπ−xπ

u + mee+ieė+xeet
sπ−iπ−xπ

+ io+xo−m0−mrr− sw wps σp

sπ−iπ−xπ
   3.3.4 

 これが、u-Ǒ平面での実現曲線となる。（図 3.3） 

eの上昇は、meeの増加（輸入減）を通じて切片を増加させ、曲線を上に移動させる。このほか、短期

的に ieėを増加させ（投資増）、また中期的に xe et を増加させ(輸出増）、それぞれ曲線を上に移動させる

が、これら効果は期間により現れ方が異なることに注意を要する。 

                                                 
14 Yは wLp, ǑKp, E等で構成され、Eは wLe, ǑKe等で構成される。ここで後者に架空の環境対策費用を前者と同様の比率で付
加した値 E/(1-e)を想定すると、仮定により、これに対する wLe, ǑKeの比は、Yに対する wLp, ǑKpの比と等しくなるので、 

W=wLp+wLe=wpsY+wpsE/(1-e) =wpsY+wps eY/(1-e)= wpsY/(1-e)  
K=Kp+Ke=Kp+(E/(1-e)) Kp/Y=Kp+Kp e/(1-e)=Kp/(1-e) 
ゆえに W/K=wps Y/Kp=wps σp 

   （これは、wpsが eにより直接変化しないと仮定すれば、W/K も同様に直接変化しないことを意味する。） 
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 稼働率と利潤率は、実現曲線と利潤曲線の接点において決定される。 

eの増加は、完全稼働ではないことに加えて一定の条件が満たされる場合、稼働率、利潤率を上昇させ

る場合がある（A点→B点）。これが、環境対策費用における「費用の逆説」に相当する。 

 利潤主導成長・賃金主導成長の分析方法にならって（Uemura(2000), Bowls & Boyer(1990)）、解析的

に分析すると、3.3.2、3.3.3より資本で標準化された超過需要は、 

ED= i0+ iπ{1-mp- wps- (rs+e )} σ୮തതതu + iu u + ie ė- sπ{1- mp- wps- (rs+e )} σ୮തതതu - sw wps σp  

+ x0+ xπ{1- mp- wps- (rs+e )} σ୮തതതu + xe et - m0- mu u -mr r +me e  

 eと uについて偏微分係数を求めると、 

 EDe= (sπ- iπ- xπ)(1+ ୢ୰౩
ୢୣ

) σ୮തതതu + me+ ie ୢୣ̇
ୢୣ

 +xe ୢୣ୲
ୢୣ

   3.3.5 

EDu= iu- mu -( sπ - iπ - xπ){1- mp- wps- (rs +e )} σ୮തതത 

 均衡条件 ED=0 の下で du/de= - EDe / EDu 。 EDu<0 (ケインジアン安定条件)を前提すれば、EDe>0

（3.2.5式）のとき環境費用主導成長が成り立つ。 

 これを定性的に見れば、①利潤が減少した場合の貯蓄減少効果が投資及び輸出減少効果よりも大きい

か（第１項。賃金主導型成長の条件と同等）、②小さい場合には、その差分以上に、環境対策による輸入

減少効果（第２項）、短期的な投資増加の効果（第３項）、中期的な輸出競争力向上の効果（第４項）が

大きいことを意味している。なお、③環境対策によってかかった費用よりも大きな地代節減効果が得ら

れる場合（drs/de< -1）、輸入減少効果（第２項）により、EDe>0となる。 

 以上のモデルによって、2.4で整理した環境対策費用の成長レジームへの多様な影響について、定式化

して理解できるほか、環境対策費用と経済諸変数について計量分析を行うことにより、経済の状況に応

じた効果の相違を分析する可能性が開ける。 

 

 

 

 

図 3.3 環境対策費用における費用の逆説 
Ǒ 

 

 

u 
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４．日本における経済・環境関係の形態及び成長レジームとの関係の長期的変化の解釈 
以上の理論的枠組と定式化の有効性を検証するための予備的な実証分析として、日本の戦後から今日

までを対象として、経済・環境関係の構造及び成長レジームとの関係の長期的な変化の解釈を行う。 

まず、日本版 SEEA（日本総合研究所（2004））の方法を参考として、生産システムにおける主要な環

境対策費用の 1960年代以降の推移を、予備的に推計した。その際、２．の枠組みに基づき、①地代との

対応を考慮しつつシンク・ソース両面の環境対策を把握する観点から省エネルギー対策費用を対象に含

め、②技術開発と輸出競争力につながる側面を把握する観点から環境関係研究開発費用を対象に含める

等の変更を加えている。（データ出所と計算方法の概要を本稿末尾に記載している。） 

環境対策費用産出比率の形で推計した結果の概要を図 4.1に示す。  

 

次に、以上の環境対策費用に関するデータと、環境対策制度の形成過程及び内容等関する情報を、２．

及び３．の理論的枠組み及びモデルに照らして、以下のような視点に留意しつつ整理することによって、

経済・環境関係の形態と成長レジームとの関係の長期的変化を解釈する。 

� 経済・環境関係において、どのような主体間の力学によりどのような制度的調整が行われている

か。（2.2関係） 

� その結果、どのような地代、潜在的環境費用、環境対策費用が発生しているか。（2.3及び 3.2関

係） 

� 環境・経済関係は、環境対策及び環境対策費用を通じて、成長レジームにどのような影響を与え

ているのか。（2.4及び 3.3関係） 

以上の方法により、(1) 1960年代から 70年頃まで、(2) 1970年頃から 80年代初めまで、(3) 1980年代

半ばから 2000年代半ばまで、(4) 2008年頃以降、の４つの時期に区分して解釈した結果を以下に示す。 
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図4.1 環境対策費用産出比率の推移

内部公害防止費用 内部省エネルギー費用 廃棄物処理費用 環境研究開発費用
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(1) 1960年代から 1970年頃まで 

高度経済成長の中、工業生産の拡大に伴い、資源・エネルギーの消費量及び汚染物質の排出量が急増

した。これにより各地で産業公害が発生し、日本の代表的企業や国家的事業である石油化学コンビナー

トからの汚染によって深刻な健康被害が発生した（例えば水俣病、四日市ぜんそく等）。これらの地域で

は、被害補償や排出差し止めを求める住民運動が起こったが、当初は、原因が未解明であること等を理

由に、企業も行政も有効な対策を取らなかった。2.2で触れたように、地域住民と経済開発を主導する大

企業や政府との間で、地域と国という空間的スケールの乖離があったことも、対策の遅れの一因となっ

たと言える。 

また、エネルギー消費量の増大は、この時点では科学的に明らかではなかったものの、温室効果ガス

である二酸化炭素の排出量を、自然の吸収量を超過して増大させたほか、枯渇性資源の残存量を減少さ

せる効果を持った。この間、米国を中心とする国際経済体制及び石油メジャーの影響力の下で、石油価

格は低水準で維持された。 

その結果、この間に環境対策費用の顕著な増加は見られず（図 4.1）、また資源輸入価格に反映される

ところの地代の増加も見られなかった。他方、上記のように公害被害により被害者が負担する費用が発

生するとともに、温室効果ガスの蓄積と枯渇性資源の減少により、将来世代への潜在的な費用は増加し

ていたと考えられる。これを図 3.1の分配モデルに照らして考えれば、高度経済成長の下で賃金、利潤の

同時的な増加が可能となり、両者の分配曲線が上方にシフトしたと考えられているが、この間に潜在的

環境費用は増大しているので、この分を考慮すれば、真の分配平面は後方にシフトし、実際の分配の状

況は、環境の軸に沿って負の領域に位置していたと解釈することができる。 

以上のように、この間の経済・環境関係は、資源エネルギー消費量及び汚染物質の排出量の増大にも

かかわらず、地代及び環境対策費用を増大させず、潜在的環境費用を増大させる構造となっていたと理

解できる。本稿では、この経済・環境関係の形態を「環境資源低コスト多消費型」と呼ぶこととする。 

成長レジームとの関係を見ると、この時期には、生産の増加と生産性の向上の累積的因果連関を特徴

とするフォーディズム型の成長レジームが機能していたが、これは、大量生産・大量消費・大量廃棄を

必然的に伴うものであった。従って、上記の環境資源多消費型の経済・環境関係の構造は、この成長レ

ジームの成立と維持に寄与していたものと考えられる。フォーディズムの分析において環境の側面は明

示的には示されていなかったが、自然環境が豊富であるという前提を外し、制度形態としての経済・環

境関係の存在を前提とした場合には、フォーディズム型の蓄積体制を支える調整様式の一つの要素とし

て、環境資源低コスト多消費型の経済・環境関係が寄与していたと考えることができる。 

 なお、フォーディズムは、前述のとおり、生産要素である労働力の投入の（量的拡大ではなく）生産

性拡大に支えられていたという意味で内包的蓄積であると特徴づけられている。ここで、生産要素であ

る環境資源の投入に着目した場合には、上記のとおりその量的拡大に支えられており、フォーディズム

は環境側面については外延的拡大の性格を持っていたと考えることができる。 

 

 (2) 1970年頃から 1980年代初めまで 

産業公害の深刻化を受けて、各地で住民運動が多発し、訴訟も提起された。これを受けて公害反対の

世論と運動がマスメディアや科学者の支持を得ながら全国に広がり、国政上の重要問題となっていった。

1970 年にはいわゆる公害国会において公害対策関係各法の制定ないし大幅改正が行われ、さらに 1972
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年には環境庁が設置され、以後、各法に基づく規制基準の設定と強化が進められていった。被害者の住

民運動により代表された環境に関する利益が、司法、メディアなどの民主主義のルートを通じて国レベ

ルの政治における重要課題となり、政府部内にも担当官署が設置されるに至ったことによって、前述の

空間的スケールの乖離が埋められ、関係主体間の調整の下で制度の形成が進んでいったと考えることが

できる。 

一方、中東地域における戦争等を契機として、石油輸出国による価格と生産の管理によって、二度に

わたる石油危機が起こり、原油価格が高騰した。これに対応し、企業において生産工程の改善等による

省エネルギー対策が進められ、政府は税、融資、補助等の制度によりこれを支援した。省エネルギー対

策には、化石燃料消費と温室効果ガス排出の抑制のみならず、結果として公害原因物質の排出を削減す

る効果もあった。 

以上の結果、1970年から 80年頃にかけて環境対策費用が大きく増加し（図 4.1）、原油輸入価格とし

ての地代も増加した。これに対応して、潜在的環境費用においては、公害被害に対応する部分が大幅に

軽減されたと考えられる一方、温室効果ガスに関しては、増加傾向は抑制されたものの自然の吸収量を

大きく超過する排出が続いていることから、相当規模の潜在的環境費用の発生が続いたと考えられる。 

このように、この間の経済・環境関係においては、住民運動を起点とした制度的調整により公害に関

する潜在的環境費用が内部化されて環境対策費用が増加し、またほぼ同時期に、国際政治における調整

によってエネルギー資源の地代が増加するとともに、これに対応した環境対策費用の増加も起こった。

本稿では、以上の経済・環境関係を、公害規制と省エネ対策の混合として把握し、「公害規制・省エネ型」

と呼ぶこととする。 

次に、成長レジームとの関係について検討する。レギュラシオン理論では、戦後の高度成長を支えた

蓄積体制は、労働生産性上昇が限界に達して利潤が圧縮されたこと等により 1972 年頃から限界を迎え、

危機に突入したと理解される。その文脈の中で、石油危機による 1974年からの地代の上昇は、利潤をさ

らに圧縮し、危機の深化に寄与したものと考えることができる。 

1974 年から経済は深刻な不況を経験したが、1980 年代には、需要構成において輸出とこれに対応す

る投資により特徴づけられる輸出主導型の成長レジームが形成され、安定的な成長が実現したと理解さ

れている（Uemura, 2000）。この間における環境対策費用の成長レジームへの影響を順次見ていくと、

まず、公害規制の強化を受けて、企業では公害防止対策が強化され、公害防止投資が急増した。これに

ついて政府による融資制度や税制により資金フロー面での支援も行われた。公害防止投資が増加し高水

準にあった時期は、石油危機後の不況の時期と重なっている。利潤率と稼働率が低下し通常の投資が停

滞する状況のもとで、公害防止対策に対応する投資が、短期的に、景気の底を支える一定の役割を果た

したと考えられる15。次に、自動車の排出ガス規制の強化に対応して、自動車メーカーにおいて排出ガス

対策の技術開発が急ピッチで進められた。この排出ガス対策は、燃焼技術全般の向上につながり、結果

として日本の輸出競争力の強化につながったと言われており（環境省（1992）、他）、中期的に、80年代

の輸出主導型の成長レジームの形成に一定程度寄与した可能性が高い。一方、省エネルギー対策は、資

源費用としての地代の上昇を軽減し、輸入の増加を抑制した。特に第１次石油危機に対応して対策を進

めたことが、第２次石油危機に際して影響を最小限にとどめたと言われている。 
                                                 
15 公害防止対策の経済影響について、政府では、コスト増による価格上昇の効果とともに対策投資による需要増の効果があった

ため、「マクロ経済に対しては、高度経済成長過程において大きなショックとならなかったと考えられる」と分析している（環境庁

（1977b）） 
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以上から、公害規制・省エネ型の経済・環境関係は、短期的には稼働率の低い状況において公害対策

のための投資が景気の底を支える効果を持つとともに、中期的には技術開発が輸出競争力にも一定程度

寄与したほか、省エネルギー対策は資源輸入費用としての地代の上昇を抑制し、全体として、60年代ま

での成長レジームの危機から80年代の新たな成長レジームの成立までの移行を円滑化する効果を有して

いた可能性が高いと考えられる。以上の各効果の解釈については、3.3のモデルに照らした計量分析を含

め、より詳細な検討が、課題として残されている。 

 

(3) 1980年代半ばから 2000年代半ばまで 

1980年代に入ると、公害対策の効果により激甚な産業公害は沈静化した。しかし、大量生産、大量消

費、大量廃棄型の経済活動が継続する中で、環境への負荷は発生し続け、80年代には都市生活型公害（大

都市圏の自動車公害等）や廃棄物問題として表面化し、90年頃には、地球温暖化、熱帯林減少などの地

球規模の環境問題として顕在化した。 

都市生活型公害においては、原因者は幅広い生産消費活動に、被害者は大都市圏を中心とする幅広い

生活者に、それぞれ広く薄く拡散していることなどから、産業公害に比較すれば住民運動の圧力は弱ま

った。環境政策は、利害調整において推進力を失い、80年代には、環境影響評価法の廃案（83年）に象

徴されるように、制度強化の動きが停滞した。 

80年代末になると、廃棄物の量的増大による処分場逼迫等の問題が深刻化するとともに、地球環境問

題が顕在化した。92年には地球サミットが開催され、国際的に地球環境問題への問題意識が高まった。 

これに対し、廃棄物問題や環境問題一般に関心を有する市民やその団体、持続可能性への懸念を共有

する各分野の科学者等が新たなアクターとして現れてきたほか、国際的に首脳レベルの問題となってき

たことも背景として高い関心を持つ政治家も増えてきた。 

こうした新たなアクターによる世論の高まりを背景として、新たな制度の形成が進展を見た。例えば、

環境基本法が制定されたほか（93年）、廃棄物処理法の強化、各種リサイクル法の制定、地球温暖化対策

推進法の制定、省エネルギー法の強化等の個別の制度整備が逐次進んでいった。また、消費者の環境意

識の高まり及び国際面を含む企業間取引における関心の高まりを背景として、企業の環境マネジメント

やグリーン購入・調達も広がりを見せた。 

これらの制度は、70年代の公害規制と比較して、一般に、消費者を含む幅広い関係者の協力と役割分

担が重視され（例えば、各種リサイクル法における消費者費用負担）、また、対策の実施及びその内容に

ついて企業等の主体の自主性と柔軟性が重視される（例えば、環境マネジメント等の認証制度、資源リ

サイクル法等における指針設定。）という特徴を持っている。このような特徴の要因としては、幅広い経

済活動に原因が広がっているという問題の特性に効率的に対応しようとしたことのほか、対策強化を求

めるアクターの圧力が公害被害者の場合に比較すれば拡散しており、制度の形成に当たって関係者、特

に企業サイドからの同意が一層重要であったことも挙げることができる。16 特に地球環境問題において

は、工業国と脆弱地域（島嶼国等）、現在世代と将来世代といった形で、原因者と被害者に空間的・時間

的な乖離があることが、制度的な調整の強度を弱めていると考えることができる。 

以上の結果、環境対策費用（産出比）の水準は、1980 年代半ばから 90 年ごろにかけては変化せず、

                                                 
16 リサイクル対策、省エネルギー対策においては、政府内での所管官庁が環境担当官庁ではなかったことも、制度形成における利
害調整において、環境の側面からの圧力を拡散させる効果を持っていたと考えられる。 
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また、90年ごろから 2000年代半ばにかけても、顕著な増加は見られなかった。17 一方、潜在的環境費

用については、有害物質の排出に加え廃棄物の最終処分量も大幅に減少したものの、大量生産・大量消

費・大量廃棄型の経済活動は基本的に継続し、温室効果ガスは自然の吸収量を大きく超過して排出され

続けており、それまでと同程度の水準の費用が発生し続けていたと考えられる。 

以上のように、この間の経済・環境関係においては、当初は住民運動の圧力が低下する中で制度の形

成が停滞し、その後、市民等幅広い関係者の問題意識を背景にした制度的調整により、環境対策費用の

顕著な増加を伴わない、自主性を尊重した形での制度形成が進展した。本稿では、以上の経済・環境関

係を、単純化して、「自主的取組型」と呼ぶこととする。 

次に、成長レジームとの関係について検討する。日本経済は、80年代後半には輸出主導型の成長から

バブル景気へと移行して過剰蓄積の状況となり、バブル崩壊とともに 90年代の長期間の不況へと突入し

た。2000年代前半には、再び輸出に主導される回復を示したが、諸制度間で構造的両立性のある成長レ

ジームとしての確立を見る前に、2008年の世界経済危機に見舞われたと理解されている。また、この間、

アジア諸国との国際競争と分業に直面し、賃金コスト削減等の制度的変化が起こったことが指摘されて

いる（Uemura (2011)）。この間の経済・環境関係は、前述の通り、企業の自主性を柔軟性を尊重し、一

般には環境対策費用の顕著な増加を伴わないものであったが、このことは、上記のような国際競争下で

の費用削減という方向と符合し、国際経済への編入形態及び競争形態の領域を中心とする競争的な制度

形態と制度補完性を有するものであったと考えることができる。他方、環境関連の特定の分野について

詳しく見ると、ハイブリッド車をはじめ燃費性能に優れた自動車の輸出が経済回復の牽引役の一つとな

った一方で、今後の伸びが期待される太陽光発電装置については優位性が低下し、中国、ドイツに生産

量で追い抜かれている。これら分野における環境対策制度の状況を見ると、前者については燃費性能基

準の強化や購入補助等の制度的対策が講じられてきた一方、後者については固定価格買取に象徴される

制度的対応においてドイツ等に先行されていた。以上のような状況を勘案したとき、この間の自主的取

組型の経済・環境関係は、対策におけるコスト増加の抑制に資する一方で、競争力につながる環境技術

向上に関しては十分な効果を挙げたとはいえない面がある。これらを総合的に見た場合に、2000年代前

半の経済回復に対してどのような効果を有していたかについては、明確ではない。 

 

(4) 2008年頃以降 

  2008年に、サブプライム問題を契機とした世界経済危機に見舞われ、日本を含め各国経済は不況に

突入した。各国は、財政出動による有効需要創出を含め、有効な経済対策を模索している状況にある。 

一方、地球温暖化問題は深刻化し、2050年までに世界全体で温室効果ガスを半減する必要があるとの

認識がＧ８首脳会議のレベルで共有されるに至っている。 

こうした状況の中で、経済利益を求める主体と環境対策を求める主体との協調の下で、両者に共有さ

れる政策として、環境対策に投資することで経済を牽引しようとする、いわゆる「グリーン・ニューデ

ィール」を志向する政策が、日本を含む各国で、政治的に高いレベルで提案され、実施に移されてきた。 

具体的には、日本においては、まず、時限的な財政出動措置として、エコカー購入、省エネ家電購入

及びエコリフォーム実施に対する大規模な補助制度（エコポイント制度を含む）が導入された。生産に

おける費用増加を伴う制度については反対も根強く、利害関係者間での調整が続けられ、少しずつ導入

                                                 
17 2000年頃から若干の増加が見られるが、その主な理由は、対策費用の増加ではなく産出の低下にある。 
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が進みつつある。まず太陽光発電等への投資を促進するための固定価格買い取り制度が 2010年から導入

され、対象範囲の拡大が検討されている。排出量取引制度についてもは、導入に向けて制度設計が検討

されている。さらに、長年にわたって実現しなかった環境税についても、歳入不足の状況の中で、2011

年度からの導入が決定された。 

以上のように、この間経済・環境関係は、地球温暖化対策と不況下における経済活性化の両面の利益

を同時に追求するための措置として、それぞれの利益に関わる主体の協調の下で、環境対策の強化が試

みられている。本稿ではこの経済・環境関係の形態を「環境主導成長志向型」と呼ぶこととする。 

この経済・環境関係が成長パターンに与える効果を評価するには時期尚早だが、現時点で可能な範囲

で考察する。補助制度によりエコカー、エコ家電等の売上高は顕著に増加しており、不況下での景気対

策としては相当の効果を発揮したが、これによる直接的効果は短期間に限られる。今後、中期的に成長

レジームの実現に寄与するかどうかは、財政投入の直接的効果だけでなく、対策実施が資源生産性向上

を通じて資源輸入費用の抑制にどの程度つながるのか、輸出競争力に関して生産コスト増による負の効

果よりも環境技術革新による正の効果が大きくなるのか（それはどの程度か）、費用負担を伴う対策が雇

用増加等を通じて消費を増加させる効果を持つかどうかを含む総合的な効果に依存する。ここで、国際

競争下で競争的な制度形態が強まっている中での構造的両立性という観点からは、特に、資源輸入抑制

と輸出競争力強化の効果が重要となる可能性があると考えられる。なお、これらの効果は、国際的な資

源消費の動向や環境対策制度の形成の動向に大きく左右されることにも留意する必要がある。 

さらに長期的な効果は、対策実施による設備及び技術面での蓄積が生産性（労働生産性、資源生産性）

向上にどの程度つながっていくのかに依存すると考えられる。 

 

表４．１ 日本における経済・環境関係の形態及び成長レジームとの関係 

時期 1960      70      80      90     2000     

成長レジーム フォーディズム型  輸出主導型  (輸出主導)  

経済・環境関係 環境資源低コスト

多消費型 

公害規制・ 

省エネ型 

   自主的取組型  

＜その特性＞   

調整の主な主体 （孤立した住民運

動） 

住民運動→国レベル

の政治課題 

市民、科学者等の幅

広い問題意識 

経済面を含む政

治レベルの意識 

制度内容と環境関

係諸費用 

低い環境対策費用

と地代での環境資

源の使用→潜在的

環境費用の増加 

公害対策実施による

環境対策費用の増

加、資源価格として

の地代の上昇 

制度形成停滞の後、

自主性を尊重した対

策が進展→環境対策

費用顕著に増加せず 

財政出動から始

まり、費用増を

伴う制度も検討

中 

成長レジームとの

関係 

累積的因果連関の

基礎である大量生

産・大量廃棄を支

えていた。 

不況下での投資維持

効果、技術競争力へ

の寄与等により、次

の成長レジームへの

移行の円滑化に寄与

した可能性。 

国際競争下での生産

費用の抑制と整合

的。技術的競争力へ

の寄与には不十分な

面があり全体的効果

は不明確。 

財政出動の短期

的効果あり。中

長期的効果は、

費用増を伴う制

度による各種効

果に依存。 

環境主導成長志向型 



 

25 
 

 

６．結論及び今後の研究課題 
本研究は、レギュラシオン理論を基礎とし、ポスト・ケインズ派成長モデルを援用して、環境対策と

経済成長との長期的関係を分析するために、理論的枠組みとそれに対応する定式化の方法を検討し、次

いでその有効性を検討するための予備的な実証分析を行った。 

ポランニーの概念及び経済を再生産としてとらえるアプローチ等を基礎として、経済社会システムを

経済、人間、自然環境の３つの再生産として認識することから出発し、レギュラシオン理論の制度諸形

態の一つとして経済・環境関係をとらえることを通じて、以下のような要素を含む枠組みと定式化の方

法を示した。 

�  経済と環境の関係は、コンクリクトを経て形成される制度によって調整される。その際、原因、

影響、制度形成の場等の空間的・時間的スケールに乖離があると調整が遅れる要因となる。 

�  調整の結果、環境対策が環境資源を代替する財・サービスの生産・消費等の形で行われ、費用

が発生する。 

�  環境対策費用は複数の経路で経済に影響を与え、直接的には利潤を低下させる効果を持つ一方、

資源輸入費用の減少、雇用増加を通じた消費の増加、環境対策投資の増加（短期的効果）及び輸

出競争力の向上（中期的効果）により、需要を増加させる効果も持つ。 

�  さらに長期的には、生産性の低下を通じて労働又は資本の供給面の制約につながる可能性があ

る一方、資源生産性を上昇させて環境資源の供給面の制約を緩和する効果を持つ。 

�  これらの各種の効果の現れ方は、経済の構造と状況によって異なり、経済・環境関係が成長レ

ジームを支持して調整様式の一部を構成する場合と、これに反する効果を持つ場合とがありうる。 

 以上の枠組みを用いて、戦後から今日までの日本を対象に、経済・環境関係の形態と成長レジームと

の関係の変化を予備的に分析することによって、その有効性を確認するとともに、環境資源低コスト多

消費型（1960年頃から 70年頃）、公害規制・省エネ型（70年頃から 80年代はじめ）、自主的取組型（80

年代半ばから 2000年代半ば）、環境主導成長志向型（2008年頃から）の４種類の経済・環境関係を特定

し、その特性及び成長レジームとの関係を分析した。 

 以上の研究により、レギュラシオン理論を基礎としポスト・ケインズ派成長モデルを応用して経済成

長と環境対策の関係を分析するための一つの理論的枠組みと定式化の方法を提起し、また、これによる

日本の戦後から今日を対象とした実証的分析を試行的に行うことができたと考えるが、理論、実証の両

面で次のような課題が残されている。 

理論面では、持続可能性という問題を扱う上での有効性を高めるためには、労働及び環境資源という

供給面での制約が生産をより強く規定するような長期的状況を分析しうるモデルを検討することが課題

となる。実証面では、環境対策費用その他の環境関連費用をより精緻に推計するとともに、各種の経済

効果を計量分析によって検討すること等によって、日本を対象とした実証分析をより具体的かつ定量的

なものとしていくことが必要である。 
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【データの出所と計算方法の概要】 

○内部公害防止費用 

 日本総合研究所（2004）の方法にならい、公害防止施設の累積投資額からその維持管理費用を推計し

た（具体的な推計方法は、公害防止施設の 20年間累積投資額により現在設置されている公害防止施設の

取得価額を推計し、これに 0.1を乗じて維持管理費用を推計するもの。ただし、長期推計であることに鑑

み投資額を実質化した。）。公害防止設備投資額については、下記の省エネルギー投資の推計と整合させ

る観点等から、設備投資動向調査（経済産業省）における公害防止目的投資の比率を、JIPデータベース

における右調査の対象産業部門の投資額に乗じることにより求めた（ただし、設備投資動向調査のデー

タが存在しない時期については、公害防止設備投資調査のデータで同様の推計を行い、接続した）。 

 

○内部省エネルギー費用 

 日本総合研究所（2004）における公害防止費用の推計方法にならい、省エネルギー設備の累積投資額

からその維持管理費用を推計した（具体的推計方法は上記に同じ）。省エネルギー設備投資額については、

設備投資動向調査における省エネルギー目的投資の比率を、JIPデータベースにおける右調査の対象産業

部門の投資額に乗じることにより求めた（ただし、設備投資動向調査のデータが存在しない時期につい

ては、日本開発銀行の設備投資動向調査のデータによる同様の推計等により、接続した）。 

 

○廃棄物処理費用 

 JIPデータベース産業連関表により、廃棄物処理部門から他の産業部門への中間投入額を求めた。 

 

○環境研究開発費用 

 科学技術研究調査（科学技術庁）における、環境保護を目的とした社内使用研究費のデータを用いた。 
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Abstract 
Capitalism is an evolving system. While managerial capitalism was the dominant form of 
capitalism in the post-war era, money manager capitalism emerged in the 1980s. In this paper, 
we focus on two important topics related to the latter. 

First, we note the evolution of the economic system responsible for creating money 
manager capitalism. Managerial capitalism is a product of heavy and chemical industries. 
However, after the two oil crises in the 1970s, heavy and chemical industries became less 
important to advanced economies, particularly the U.S., accompanied by the rapid growth of 
the financial sector. Moreover, financial innovation and deregulation of the financial sector 
helped various funds and other institutional investors speculate and earn enormous profits. 
The role of economic theory in this process is also noteworthy. In post-war capitalism, 
financial systems were strictly regulated because of the influences of Keynes and the 
memories of the Great Depression of the 1930s. However, since the 1970s, Friedman and 
other anti-Keynesian economists started gaining more influence. The combination of their 
support for speculation and the special interests of money managers led the Wall Street to 
loosen financial regulations and to create money manager capitalism. 

Second, money manager capitalism changed the rules of the game and created new 
economic and social diseases. Galbraith once noted three diseases in post-war capitalism: 
dependence effect, social imbalance, and inflation. Although one cannot say that we have 
overcome the old diseases, three new diseases have become widespread: destruction of 
industry, poverty and economic inequality, and financial crises. In the late 1960s, several 
economists thought that financial crises and poverty would in time become lesser problems in 
advanced economies. Unfortunately, these optimistic views turned out to be wrong. Money 
manager capitalism has survived the old zombies. 
Keywords: Money manager capitalism, managerial capitalism, evolution of capitalism, new 
diseases of capitalism 
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1. Introduction 
Capitalism has been an evolving and dynamic system, and various forms of capitalism exist to date. 
In the post-war era, much literature has been produced on managerial capitalism or corporate 
capitalism. The theory of managerial capitalism originated in the classical works of Berle and 
Means (Berle and Means, 1933). According to classical capitalism, stockholders govern the 
corporations they have invested in. Berle and Means argued that this was not true in all cases. In 
mega corporations, for example, stocks are often spread to a large number of stockholders, and 
each stockholder with only a small number of stocks is not able to govern his or her corporation. 
Instead, professional managers have actual control of the corporations. In the post-war era, 
Galbraith wrote extensively on the theory of managerial capitalism, at a time when mega 
corporations dominated the U.S. economy. Planning and bureaucratic control are indispensable for 
mega corporations. Therefore, technostructures who planned and controlled mega corporations also 
dominated the American economy. On the other hand, stockholders had no power of control over 
their corporations, even if they were the legal owners (Galbraith, 1976, Galbraith, 1978). 

Since then, capitalism has undergone a further round of evolution. In contemporary capitalism, 
stockholder sovereignty has survived in some aspects. However, neither the individual stockholder 
nor the owner–manager has survived. Since the 1980s, various funds and other institutional 
investors have been growing rapidly, particularly in the U.S. Today they hold large parts of stocks 
and govern corporations. What Minksy called “money manager capitalism” has emerged (Minsky, 
1996, 1996–97). 

In chapter 2, we show how the stockholders have changed. Until the 1980s, a majority of 
corporate equities were owned by individual stockholders. As each individual owned only a tiny 
percentage of stocks, he or she could not control mega corporations as a single owner would. 
However, today, various funds and institutional investors own a majority of stocks, and can hence 
govern a mega corporation. This is the basis of money manager capitalism. In Chapter 3, we 
discuss the evolution of the economic system responsible for creating money manager capitalism. 
While managerial capitalism had been the product of heavy and chemical industries, money 
manager capitalism a product of financial capital. Since the oil crises in the 1970s, the leading 
sector of advanced economies shifted from heavy industries to finance. Besides, deregulation 
changed the finance business model. The paradigm shift in economic theory and policy, i.e., from 
Keynesianism to Friedmania, facilitated this process. In chapter 4, we argue that money manager 
capitalism changed the rules of the game, while creating new economic and social diseases: the 
destruction of enterprise, poverty and economic inequality, and financial crises. These new 
diseases are widespread in the U.S. and other advanced economies. 

In the post-war era, one considered financial crises to be a problem of bygone days. Many 
economists believed that poverty would be overcome at least in advanced economies in the near 
future. Sadly, their optimism turned out wrong. Money manager capitalism survived the zombies 
we had presumed dead and gone forever. 
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2. Evolution from Managerial Capitalism to Money Manager Capitalism 
Post-war era capitalism is called managerial capitalism. Managers or “technostructures” (a term 
coined by Galbraith), and not stockholders, govern mega corporations. The theory of managerial 
capitalism can be summarized as follows: each stockholder has only a tiny percentage of stocks, so 
that he or she cannot govern a mega corporation. Instead, professional managers take on the 
function of governing a mega corporation. In Japan, managerial capitalism after the war was 
particularly strengthened by cross ownerships within a group of corporations. 

This is not true any longer, at least in the U.S. Figure 1 shows the distribution of stockholders of 
corporate equities in the U.S. Excluding the non-financial corporations, households had 85% of 
total stocks in 1960. This proportion has been declining. Nevertheless, in 1980, households had 
more than two-third of the stocks. However, they have less than 40% today. On the other hand, the 
share of funds and insurance companies has been growing rapidly. Today, funds have one-third of 
total shares, and insurance companies have a sixth. Almost half of the stocks belong to various 
funds and other institutional investors. In the U.S., the structure of stockholding has shifted from 
individuals to funds and other institutional investors. 

Funds and institutional investors have enough money to buy up stocks of a mega corporation. 
Money managers, as primary stockholders, might ask corporate executives to increase dividends or 
stock prices. When their demands are not met, they have the power to fire executives. Money 
managers can do more. When the stock price of a corporation is very low, a fund might purchase 
and restructure it. Legally and logically, a fund is not a stockholder before it buys a stock. However, 
because of pressure of buyout and firing, corporate managers are required to run their corporation 
with an eye on the daily stock price. 

 
3. Emergence of Money Manager Capitalism 
3.1 Structural Change of Economy: From Heavy and Chemical Industries to Finance 
Why has contemporary capitalism evolved from managerial capitalism to money manager 
capitalism? We will now answer this question. 

In the post-war era, managerial capitalism was a product of heavy and chemical industries, e.g., 
automobile and steel. In these industries, mass production systems were typical, which needed 
large amounts of capital and labor. It was natural for their corporate systems to be bureaucratic. 
However, after the oil crises in the 1970s, heavy and chemical industries lost their economic 
dominance in the long term, at least in advanced economies. 

Figure 2 shows the share of national income by industry in the U.S. In the early 1950s, the 
manufacturing sector produced over 30% of national income. This share decreased in subsequent 
years. Nevertheless, in the 1980 it still produced about 20%. In the 2000s, it produced only 10% or 
less. The manufacturing industry in the U.S. has been defeated by Japan and (West) Germany. The 
bankruptcy of General Motors in 2009 was a symbol of the decline in manufacturing in the U.S, 
where General Motors was once a symbol of wealth. It was often said that “What is good for 
General Motors is also good for America.” (1) However, General Motors, having lost in competition 
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with Toyota and other Japanese motor corporations, finally went bankrupt (2). 
Today, the financial sector has displaced manufacturing at the central position of the U.S. 

economy. In the 1960s, finance, insurance, real estate, rental, and leasing produced only 10% of 
national income. Over the years, these sectors produced significantly more, and in 2009, it 
produced nearly twice the percentage of national income generated by manufacturing. 

The finance industry also plays a strategically important role in covering the huge current 
account deficits in the U.S. Since the Reagan Administration in the 1980s, current account deficits 
in the U.S. have been extraordinarily huge, and mot a few economists have been saying that they 
are not sustainable. On the other hand, Japan has exported to the U.S. and accumulated a 
significant amount of dollars. If the Japanese decided to exchange their dollars for the Japanese 
yen, a crisis in the value of the dollar would ensue. However, Wall Street is extremely resourceful 
in making money. Because of the low interest rate policy of the Bank of Japan, the Japanese earn 
little interest on bank deposits. On the other hand, at least until the subprime crisis, they were able 
to expect high rates of return on Wall Street funds. A strong Wall Street stabilizes the dollar. 
Moreover, funds can invest and earn money outside the U.S. While the U.S. is by far the largest 
debtor country in the world, income receipts on assets abroad are larger than income payments on 
foreign-owned assets in the United States. 

However, if the Japanese government restricted the Japanese from holding dollars, Wall Street 
would not be able to cover the huge current account deficits. This scenario is dangerous, and the 
U.S. government must prevent it from happening. In fact, the U.S. government has been 
compelling other countries to liberalize capital accounts. This is known as the Washington 
Consensus (the Wall Street–Treasury–IMF complex).  

We should not ignore the domestic politics of the U.S., wherein, Wall Street is one of the most 
important players. It was not surprising to see former Goldman Sachs Executives like Robert 
Rubin or Henry Paulson become the Secretary of Finance, and to whom deregulation of finance is 
critical (3). Today, the slogan has changed to “What is good for Wall Street is good for America.” 
 
3.2 From Bank-Based Financial System to Market-Based Financial System: Financial 
Evolution 1 
Structural changes in the financial sector are also important. Figure 3 shows the share of financial 
assets of financial intermediaries in the U.S. It is often said that the financial system in the U.S. is 
security market based, and those in Japan and Germany are bank based. However, until around 
1980, commercial banks owned about 40% of financial assets. Adding other depository institutions 
to this figure, the share was about 60%. In the post-war era, banks and other depository institutions 
were also of central importance in the U.S. However, since the 1980s, market-based financial 
intermediaries, such as funds, government sponsored enterprises (GSEs), and so on, have grown 
rapidly. In 2009, about 75% of financial assets were owned by market-based intermediaries. Banks 
and other depository institutions only had 25%. 

Financial innovations, such as financial technology, have played an important role in the rapid 
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growth of market-based financial intermediaries. Financial regulations in the U.S. and other parts 
of the world have also stimulated it. Financial regulations in the post-war U.S. were based largely 
on the lesson learned from the Great Depression, a result of financial meltdown. Many Americans 
thought then that financial regulations were necessary as a preventive measure. The U.S. Congress 
legislated the Grass–Steagal Act in 1933 and distinguished commercial banks from investment 
banks. In the post-war era, the Japanese government also made a similar distinction. Bank deposits 
came under the protection of deposit insurance systems. If banks were left to act freely on their 
own, there would be danger of moral hazard, since banks have an incentive to lend money to high-
risk projects with high returns. In order to prevent moral hazard, banks became subject to strict 
regulations. On the other hand, security market is not restricted with the exception of the rules 
guaranteeing fair trade in the market, because it is not necessary to guarantee the value of stock. 

The BIS (Bank for International Settlements) regulations also affected banks negatively. The 
BIS regulated the capital adequacy ratios of banks, which gave an incentive to banks to build off-
balance sheet entities. As a result, banks securitized loans and sold securities to child companies 
such as SIVs (Structured Investment Vehicles). Thus, banks could decrease their loans from their 
balance sheets. Financial regulations that were severely biased against banks in turn encouraged 
the growth of market-based financial intermediaries, creating a shadow banking system. 

The globalization of financial markets also widened loopholes in financial regulations. Today in 
London, American investors can buy stocks or corporate bonds of American corporations. If the 
American government imposed strict regulations on Wall Street, American investors and 
corporations would trade in London or other overseas markets. Actually, evasion from heavy 
financial regulations in the U.S. was one of the major causes of the rapid growth of the Eurodollar 
in the post-war period.  
 
3.3 From Finance for Enterprise to Speculative Finance: Financial Evolution 2 
Financial sectors also changed their business model. In the post-war era, finance was considered 
crucial for supporting enterprises and developing an economy. This ideal was stronger in Japan 
than in the U.S. Japanese bankers taught their workers that their business was providing money to 
industries critical for the Japanese economy (See for example, Kamiya, 2008, p.15). In 2009, Ikuo 
Uno, President of Nippon Life Insurance Company, criticized the Wall-Street definition of finance 
and said that the aim of finance was to provide money to industries, increase productivity, and 
create wealth (Asahi Shinbun, September 24, 2009). The Industrial Bank of Japan was actually 
called “Tenka-Kokka Bank” (the Bank for the State of Japan) and its aim was to provide long-term 
loans to mega corporations and support the industrialization of Japan (4). 

In the U.S. there existed and still exists the ideal that banks should support enterprises and help 
develop the economy. Traditionally, banking regulations in the U.S. have been strict. Until the 
1990s, banks in the U.S. could not establish subsidies outside their own states. Moreover, some 
states prohibited banks from having any subsidies at all even within their own states. Because of 
these severe restrictions, there remained a large number of small banks in the U.S., which 
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undermined the strength of the banking system. However, the American public tolerated it because 
local banks would lend money to and support the development of their local communities. Even 
today, more than 90% of banks and saving institutions in the U.S. are community banks, whose 
assets are less than $1 billion. Their performances are not worse than the large money center banks, 
which play active roles globally. 

However, the business of money manager capitalism is fundamentally different. Their aim is to 
earn money. Their business is not concerned with the development of enterprises. On the contrary, 
in some cases, Wall Street can earn enormous profits by destroying companies. 

Such change of business model was related to the decline of heavy and chemical industries. As 
we have argued previously, in post-war Japan, the Industrial Bank of Japan was the main source of 
support for the industrialization of Japan. However, we should not forget that it sent executives to 
mega corporations that had borrowed from it. From this viewpoint, the Industrial Bank of Japan 
ruled Japanese corporations. Even if we ignore this aspect, lending money is the primary business 
of banks. The rapid growth of mega corporations, to which the Industrial Banks of Japan had lent, 
should coincide with its interests. The post-war industrialization represented an old and happy era 
for the Industrial Bank of Japan, which came to a close with the oil crises in the 1970s. Heavy and 
chemical industries have been declining since. On the other hand, Japanese mega corporations 
found themselves that they had accumulated enough money during the long economic development, 
and it was unnecessary to borrow money from banks any more. 

The fact that mega corporations did not need loans anymore made business difficult for the 
Industrial Bank of Japan and other long-term credit banks. Finally, in the financial crisis of 1997–
98, the Long-Term Credit Bank of Japan and Nippon Credit Bank went bankrupt and the Industrial 
Banks of Japan could not help tying up with other commercial banks. 

The business model of finance for enterprise does not work well today. However, financial 
institutions can earn profits by speculation. During asset price bubbles, whether stock market 
bubbles or housing bubbles, funds or institutional investors can earn capital gains. Economically, 
capital gains do not create wealth but only change the distribution of wealth. However, fund 
managers are not concerned with that. Moreover, fund managers can make huge profits by short 
selling at the time the bubble bursts. In fact, a hedge fund manager John Paulson did so when the 
subprime bubble burst in the U.S. 

Today, in advanced countries, heavy and chemical industries continue to decline. At the same 
time, mega corporations are accumulating a huge amount of capital. This transforms the business 
model of finance: As finance for enterprise becomes difficult to work today, speculative finance 
has emerged in its place. 
 
3.4 From Keynesianism to Friedmania 
 Economic theory served as a midwife during the birth of money manager capitalism. In the era of 
managerial capitalism, macroeconomic policy was conducted on the basis of Keynesian economics. 
In General Theory, Keynes warned that reckless speculation on Wall Street was dangerous to the 
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national economy and defended its regulation (Keynes, 1973, pp.158–161). Keynes was an 
economist who distinguished enterprise from speculation, and hoped that the euthanasia of the 
rentiers (See, Ito, pp.1–46). As Ito argues, Keynes’s theme of the euthanasia of the rentier was an 
issue specific to the U.K., whose financial sector in London city has no relationship with British 
enterprise. But in the Great Depression, the American public also realized the danger of 
speculations on Wall Street and decided to regulate finance. Memories of the Great Depression and 
influences of Keynesian theories created regulated financial systems in the post-war era. 

So-called Keynesian policies also supported managerial capitalism. Products of mass production 
required responsive markets after all. In the post-war era, guarantee of full employment and 
economic growth were considered obligations of a big government, which is expected to take 
economic measures to avoid severe recessions. Guarantee of stable economic growth also 
guaranteed the demand for the products of mega corporations. Galbraith once criticized that 
Keynesians’ demand management policies in fact served the system of mega corporations and 
created inflation (Galbraith, 1976). 

Ideals of the welfare state are also connected with Keynesian policies. Keynes was skeptical of 
the feasibility of the welfare state. However, redistribution of income to the poor, which might be 
practiced on the principle of the welfare state, would increase consumption, because the marginal 
propensity of the poor to consume is higher. This would prevent severe recessions in the economy. 
In this way, ideals of the welfare state were supported by Keynesian economics.  

However, the two oil crises in the 1970s brought about stagflation. Many economists came to 
think that Keynesian policies were responsible for stagflation. On the other hand, influences of 
Friedman, a representative anti-Keynesian, increased. Friedman was a severe critic of the welfare 
state and big government. Friedman also diverged completely from Keynes on the subject of 
speculation. Friedman defended speculation and argued that speculators stabilize market prices by 
trying to buy at low prices and sell at high prices (Friedman, 1953). He even defended 
destabilizing speculations (Friedman, 1969). The U.S. government has been deregulating finance 
on the basis of pro-Friedman market fundamentalism. Friedman did not choose Wall Street over 
Main Street explicitly. But the business of the Wall Street is speculation, and his defense of 
speculation helps its business. 

 
4. Changing Rules and New Diseases 
Economic and social diseases in the post-war era are dependence effect, social imbalance, and 
inflation—as argued by Galbraith in The Affluent Society. While one cannot say that we have 
overcome old diseases today, money manager capitalism has changed the rules of the game in 
managerial capitalism and created new economic and social disease: destruction of enterprise, 
poverty and economic inequality, and financial crisis.  
 
4.1 Short-Sightedness and Destruction of Enterprise 
Short-sightedness is a defect of contemporary U.S. capitalism. It is often said that this short-
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sightedness has in the long run destroyed the basis of enterprise. 
Theories on managerial capitalism once argued that mega corporations pursue not the 

maximization of profit but the maximization of sales or long-term stable growth. A mega 
corporation is a bureaucratic system. It is not difficult to understand that a bureaucratic system is 
interested in pursuing the growth of its own organization. Moreover, in the long run, growth does 
not conflict with profit-making motives, because large firms can govern their markets and earn 
monopolistic profits. 

To fund managers who buy and sell their stock in the short run, however, performance in the 
short run is important. Theoretically, in an efficient financial market, stock price is determined by 
the discounted present value of corporate profits in the future. Suppose that a firm invests today in 
the development of new products with the potential to earn enormous profits since 20 years later. If 
we could be sure today of these products’ eventual value, the stock prices should suddenly rise, 
even if the firm does not earn profit today. But our predictive powers are limited. 

The so-called Big Three in the U.S. have been defeated by Toyota and other Japanese 
automobile companies because of relatively poor vehicle performance. For example, U.S. cars 
have far worse gas mileage than Japanese ones. Since the 1980s at least, it has been said that the 
U.S. should develop cars that have better gas mileage. However, technological knowledge is also 
indispensible to innovation. Sadly, many CEOs (chief executive officers) or CFOs (chief financial 
officers) do not have such knowledge. They cannot correct the defects of their production system 
to increase earnings. More importantly, spending on innovation reduces profit in quarterly 
accounting reports, possibly making fund managers so nervous that they will sell stocks or fire the 
CEO or other corporate executives. Following the same logic, the CEOs and other executives of 
the Big Three closed the plants burdened with deficits and laid off workers, rather than engaging in 
technological innovation. The regional measures recovered their business situations temporarily, 
without creating profit-making sectors. In the long run, their way of business operation ran into a 
deadlock (See, Kamiya, 2008). 
 
4.2 Poverty and Economic Inequality 
The era of managerial capitalism was an era dominated by labor–management cooperation and the 
middle class. Mega corporations were governed by technostructures, as Galbraith called them. 
Technostructures consisted primarily of the upper-middle class. Mass production systems require 
mass consumption, and a sizable middle class is useful for sustaining mass production systems. 
This is another sense in which General Motors and the Treaty of Detroit were symbols of this era. 
General Motors was called “Generous Motors.” In 1949, it concluded the so-called Treaty of 
Detroit with its workers, under which workers were guaranteed wages and other benefits that rose 
with productivity. In return, General Motors gained the loyalty of its workers (See Krugman, 2008, 
pp.136–141). Institutional factors, such as a strong labor union, progressive taxes, and high 
minimum wages supported raising wages with productivity (Levy and Temin, 2007). 

Money manager capitalism ended this rule of the game. There are two routes to competitiveness: 
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a high-performance path and a low-wage path (For example, Minsky, 1996–97, p.163). Managerial 
capitalism had chosen the former. But pursuing the former requires innovation, worker training, 
and heavy investment. Costs such as these are considered wasteful by fund managers. So money 
manager capitalism chooses the low-wage path. According to Krugman, Wal-Mart’s—a symbol of 
our era—nonsupervisory employees on average are received less than half of real wage what 
General Motors workers were paid thirty years ago (Krugman, 2008, p.139). 

In contrast, salaries of corporate managers have rapidly increased. Institutions are concerned 
with this increase. In U.S. corporations, remunerations of corporate executives such as CEOs and 
CFOs are determined not by stockholders but by remuneration committees and boards of directors. 
It goes without saying that executives determine their own salaries. Norms have also changed 
accordingly. In the era of labor–management cooperation, people did not consider fair for 
corporate executives to earn extraordinary salaries. Today, people tend to reason that since 
corporate performances are determined by the abilities of top executives, hiring executives with 
extraordinary abilities and paying them extraordinary salaries to work hard is justifiable. 

Figure 4 shows the real income of families with different income levels. Until the mid 1970s, 
low-income families increased their earnings similar to how high-income families did. Since then, 
low-income families have not been earning more, while already well-off families continue to 
increase their income. This means that income inequality is increasing rapidly. Since the mid 1970s, 
the income disparities between the lower limit of the top 5% and the upper limit of the bottom 20% 
were around 5 steadily. Since then, they have been increasing and reached 7.4 in 2009 (5). 

Inflation was a serious economic problem in the post-war era. In the 1970s in particular, the U.S. 
economy and other advanced economies experienced high inflation. However, the wage restraints 
of normal workers ended the era of inflation. Since the mid 1980s, low unemployment rates were 
consistent with price stability. Pollin explains that a low unemployment rate without inflation is a 
result of wage restraints. In the 1960s and 70s, labor unions demanded wage increases, and mega 
corporations in turn increased the prices of their products, creating creeping inflation. Today, 
however, wages do not increase significantly, even during periods of economic boom and low 
unemployment. This wage restraint in turn prevents inflation (Pollin, 2005, pp.50–56). Figure 5 
shows the increasing rates of unit labor costs, CPI (consumer price index) inflation, and 
unemployment rates. Clearly, unit labor costs increased rapidly and caused a period of high 
inflation between the mid 1960s to the 1970s. However, since the 1980s, wage growth has been 
low, even when unemployment is low (6). 

The main principle of money manager capitalism is that corporations are possessions of 
stockholders. Extraordinarily high bonuses, stock options, etc. are good for stockholders, because 
giving good incentive to executives is considered necessary for improving corporate performance. 
However, this is not true in reality. The work of a corporate leader involves team work. As 
Krugman argues, it is impossible to assess a corporate leader’s products precisely (Krugman, 2008, 
p.143). In the financial crisis of 2008–09, many financial institutions went bankrupt. Supporters of 
pay-for-performance principles had better express that managers of failed corporations should not 



 10 

receive retirement allowance at all, but rather compensate (some of) the losses incurred by their 
corporations, because their poor performances had bankrupted their corporations. However, many 
managers ended up receiving extraordinarily high retirement allowances. It shows that pay-for-
performance principles are used only to justify extraordinary salaries of managers when it is 
convenient to do so. 

Fund managers receive extraordinary pay as a result of these principles. For example, a hedge 
funds manager normally receives management fees, which is 2–3% of account value, and 
performance fees, which is 20% of profits. But as Bogle states, irrespective of high fees, hedge 
funds do not perform so well (Bogle, 2005). Economic theory may explain the necessity of funds 
in the following way: Amateur investors cannot distinguish good firms from bad ones, while expert 
fund managers can. Therefore, amateur investors are better off entrusting their money to capable 
fund managers. In return, investors pay some portion of the profit they earn to fund managers. 
However, it is well known that average performances of active funds fall below those of index 
funds. Experts do not necessarily know how to select good securities. So, it should be necessary for 
investors to cut down their own profits in order to pay high fees to fund managers. 

Rhetoric and arguments aside, fund managers take no responsibility for compensating any loss 
of funds. In other words, fund managers make profit no matter how funds perform, while investors 
alone absorb all the loss incurred. This distorted incentive encouraged fund managers to take 
excessively high risks, which finally created the worst financial crisis since the Great Depression. 

Money manager capitalism puts strains on wage increase for normal workers. Chronically low 
wages worsen poverty and widen income inequality, bringing about an age of disinflation. 

 
4.3 Credit Bubble and Financial Crises 
Financial crises are an old problem. In the post-war era, financial regulations prevented financial 
crises or meltdowns. However, since the 1980s, financial deregulation has been gaining momentum 
in the U.S. The U.S. government has also been imposing deregulation around the world. This is the 
notorious Washington Consensus. Financial deregulation has brought about financial crises all over 
the world; for example, the Japanese bubble and bubble burst in the 1980s and the 1990s, the East 
Asian financial crisis of 1997–98. The current crisis that started in 2007 is the worst one yet. 

Figure 6 shows the (gross) flows of financial assets and lending of financial institutions as 
percentages of GDP. Since the mid 1990s, under the dot-com and housing bubbles, financial 
institutions increased their lending and borrowing. They made quick and easy profits by borrowing 
money and buying subprime-related securities or lending subprime loans. Their reckless easy 
money injections worsened the bubbles. Under the housing bubble, Wall Street financial 
institutions lent subprime housing loans to home buyers who did not have enough income to pay 
back their debts. However, Wall Street thought that they could count on the rising housing prices as 
guaranteed equity. As a result, Ponzi finance, such as, liar (self declaration) loans, and the most 
notorious, NINJA (“No Income, No Job, and No Assets) loans, was widespread.  

Figure 7 shows personal consumption and residential investment, and mortgage and consumer 
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loans of households and nonprofit organizations as percentages of personal incomes in the U.S. 
Under the dot-com and housing bubbles, households took greater mortgage and consumer loans, 
and increased residential investment and consumption. However, the bubbles further increased net 
worth. Under the bubble, it was profitable for households to lend money and buy stocks or housing. 
It also seemed profitable for financial institutions to lend truly risky subprime loans. Since the mid 
1990s, the U.S. economic growth depended on bubbles and increasing debts. 

The wage and salaries of ordinary workers in the U.S. have not increased for 40 years. Normally, 
workers live within the means afforded by their own wages and salaries. Stagnant wages and 
salaries depress consumption. However, under the bubble, households could borrow and consume. 
Foreign debts increased rapidly at the same time. Some economists argue that U.S. foreign debts 
are not sustainable. However, under the bubble, it was easy to borrow from abroad. To a large 
extent, U.S. economic growth depended on the bubble and increasing debts, which could not be 
sustained without more bubbles. 

Unfortunately, the housing bubble burst ended these blissfully ignorant and happy days. To no 
one’s surprise, many of the subprime loans are not performing now, because they were lent to those 
without the means to pay back. In the midst of the economic stagnation and increasing 
unemployment, households should decrease debts by reducing consumption and housing 
investments. Figure 7 shows that, in 2009, consumption and residential investments as personal 
disposal income were about 10% lower from the peak. It means that households decrease about $1 
trillion spending. 

Financial institutions with huge losses should also withdraw their money and return their debts. 
In 2009, financial institutions decreased financial lending and borrowing by as much as over 10% 
of GDP. This deleveraging depressed the U.S. and other economies. 

Misleading policies of U.S. authorities worsened the crisis. As we have already argued, strains 
on wage increase prevent inflation. It means that an economic boom does not create inflation. 
Nevertheless, most central bankers and the Federal Reserve in particular, naively believe that price 
stability is necessary and almost sufficient for macroeconomic stability. Therefore, Alan Greenspan, 
former chairman of the Federal Reserve Board (FRB), eased monetary policy in the early 2000s 
and poured excess liquidity into the U.S. economy, which in turn created the housing bubble. But 
Greenspan kept to his monetary policies and ignored the bubble. In this way, he aggravated 
financial instability (See Stiglitz, 2010, pp.264–265). 

Greenspan made another mistake. A supporter of deregulation, he appreciated the rapid 
unregulated growth of hedge funds. He even opposed the regulation of credit default swaps (CDSs). 
A thick stratum of CDSs took risks away from loan originators, such as banks, and stabilized 
markets. He said that during the dot-com bubble burst, a thick stratum of CDS saved large 
financial institutions from bankruptcy. The losses incurred by non-performing loans were 
transferred to CDS investors (Greenspan, 2008, pp.370–375). 

The current crisis shows that Greenspan is completely wrong. In September 2008, AIG, the 
world’s largest insurance company, underwent a management crisis because of heavy losses of 
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subprime CDSs. However, AIG was too interconnected to fail, so the U.S. government injected 
public funds and bailed it out. We should not forget that the housing burst in the U.S. was not 
severe. In September 2009, housing prices only decreased by around 25% (according to the Case–
Shiller Index), or by less than 10% (according to the OFHEO index). It was Greenspan who said 
that the housing bubble in the U.S. was not the bubble but froth (Greenspan, 2005). To tell the truth, 
we cannot compare the U.S. “froth” burst with the severe bubble burst of Japan. Excess risk-taking 
on Wall Street transformed the so-called froth burst to the worst financial meltdown since the Great 
Depression, while destroying many financial institutions in the process. If Greenspan or other U.S. 
authorities had not allowed AIG to hold excess CDSs or had not allowed other Wall Street 
institutions to increase leverage, there may not have been such a severe financial crisis. 

Speculation is the business of money managers. Their speculation creates credit bubbles, which 
burst afterwards and create financial crises. It is predictable that the era of money manager 
capitalism should be that of bubbles, bursts, and financial crises. 

 
5. Conclusion: Money Manager Capitalism and New Diseases 
Minsky lays stress on the varieties of capitalism (For example Minsky, 1991, p.10). Capitalism in 
the post-war era was managerial capitalism, while money manager capitalism has become the norm 
today. Wall Street is the driving force of this evolution. Heavy and chemical industries were the 
central actors in managerial capitalism. But we have passed the age of manufacturing. Economic 
theories also support this evolution. In retrospect, Keynesian economics was the main supporter of 
managerial capitalism. Demand management policies guided by Keynesian economics also 
supported the growth of mega corporations. On the other hand, Friedman and market 
fundamentalism pushed for deregulation and gave rise to money manager capitalism.  

Money manager capitalism changed the rules. Fund managers’ short-sightedness preempts firms 
from making meaningful long-term plans. Competitiveness through the low wage path expands 
poverty and economic inequality, and financial deregulation spread financial crises around the 
world. In this way, money manager capitalism created the new economic and social diseases: 
destruction of enterprise, poverty and economic inequality, and financial crisis. In the post-war 
golden age, people thought that poverty would disappear soon, at least in advanced economies, and 
that financial crises would be a problem of the past. Their optimism has been betrayed. Money 
manager capitalism had revived zombies already presumed dead and gone forever. 
 
Note 
(1) Charles Erwin Wilson, ex-CEO of General Motors and later Secretary of Defense, said “for 
years I thought what was good for the country was good for General Motors and vice versa.” 
 (2) We cannot ignore problems of corporate pension funds for the bankruptcy of General Motors 
and Chrysler. 
(3) Wall Street does not oppose all government interventions or regulations. In the current 
subprime financial crisis, the U.S. government has injected huge public funds and bailed out Wall 
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Street. Considerable parts of the funds injected were later used to pay the bonuses and retirement 
allowances of executives of the bailed-out Wall Street financial institutions. In this sense, Wall 
Street welcomes government interventions, while adamantly opposing any regulation of pay 
practice. 
 (4) In the post-war era, there existed three long-term credit banks in Japan: the Industrial Bank of 
Japan, the Long-Term Credit Bank of Japan, and Nippon Credit Bank. Their aim was to help 
industrialize Japan by lending long-term loans for equipment investments. 
(5) Piketty and Saez show that while the top 1% income share has been increasing rapidly in the 
U.S. since the 1980s, it has increased less in the U.K, and not at all in France. From this data, they 
conclude that institutional differences are crucial to income inequality (Piketty and Saez, 2003, 
pp.35-37). 
 (6) Pollin’s and our arguments do not contradict the theory of the Phillips curve. Originally, the 
Phillips curve shows the relationship between unemployment and wage increase (Phillips, 1958). It 
shows that economic boom increases nominal wage, which in turn raises prices. However, the 
amount of wage increase, or whether wage increases at all, is determined by the structures of labor 
markets. When economic boom does not increase nominal wages, there is low unemployment and 
no inflation. 
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Figure 1 Share of Equity Holdings by Sectors, 1950±2009 
Source: Homepage of the Board of Governors of the Federal Reserve System, “Flows of Funds 
Accounts of the United States,” http://www.federalreserve.gov/releases/z1/default.htm. 
Note 1: End of Year. 
Note 2: Excluding holdings by nonfinancial corporations. 
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Figure 2 Share of National Income without Capital Consumption Adjustment by Industry, 
1950±2009 
Source: Homepage of Bureau of Economic Analysis, http://www.bea.gov/index.htm. 
Note: Curves for (1) and (2) do not join each other.  
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Figure 3: Share of Liabilitie s of Financial Institutions, 1950±2009 
Source: Homepage of the Federal Reserve System, “Flow of Funds Accounts of the United States,” 
http://www.federalreserve.gov/releases/z1/. 
Note 1: End of Year. 
Note 2: Government Retirement Funds is sum of those of federal government, states governments, 
and local governments. 
Note 3: Agencies and GSEs.  
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Figure 4: Real Income Limits of Families, 1950±2009 
Source: Homepage of the U.S. Census Bureau, “Income,” 
http://www.census.gov/hhes/www/income/data/historical/index.html. 
Note 1: Income is indicated on the left side, and disparity is indicated on the right side. 
Note 2: Income is indexed (1975 = 100). 
Note 3: Deflated by CPI in 2009. 
Note 4: Bottom 20%, top 20%, and top 5% means the family income of lowest 20%, highest 20%, 
and highest 5%. 
Note 5: Disparity is calculated between income of top 5 and bottom 20.  
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Figure 5: Growth Rate of the Unit Labor Cost and CPI, 1950±2009 
Source: Homepage of the U.S. Department of Labor, “Databases, Tables & Calculators by 
Subject,” http://www.bls.gov/data/. 
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Figure 6: Financial Assets (Flow) and Liabilities (Flow) of Financial Institutions, 1980±2009 
Note: Percentage of GDP. 
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Figure 7: Personal Consumption and Residential Investment, and Mortgage and Consumer 
Loans, 1980±2009  
Note: Percentage of Personal Income. 
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⸳㔚ା✂߮㔚ାᣉߩᧄ࿖ౝޔߡߒឃࠍᛶ᛫ߩ㔚ାડᬺޔߊߴߔ㐿ߦ࿖᳃ߊ

 ޕࠆߢߩߚߒนࠍᴺ᩺ࠆߔ࿖ൻࠍ
ࠊ⸒ߣ㤛㊄ᤨઍߩ⟵ਥ↱⥄ࠬࠡࠗ߇┙ᚑߩᴺ᩺ߩߎޔߪ߈ߴߔ╩․ߦࠄߐ 

ࠆࠇ 1860 ᐕઍߦⴕ߁ߣߚࠇࠊὐ߽߆ߒޕࠆߢ⥄↱ਥ⟵ࠍᮡ᭙ࠆߔᴦኅ
㧔ᚲዻߩౄࠆࠃߦ㆑ߪᱴߤޔߥࠇࠄ⥄↱ౄޔࡦ࠻ࠬ࠼࠶ࠣߪߢౄ

 㧔George࠻ࡦࡂ⤿ോᄢ⽷ޔ㧔Lord Stanley㧕ࠗࡦ࠲ࠬ⤿ㇷᄢߩᒰᤨߪߢ
Ward Hunt㧕㧕ޔ⚻ᷣቇ⠪W. S. ࠫޔߣ࠭ࡦࠜࡧࠚᓟߩ࿖ኅ⺰⠪ߩవ㚟ߣߌ
㔚ାޔ㧔Frank Ives Scudamore㧕ࠕࡕ࠳࠶ቭࠬࠞߩળᡷ⦟ਥ⟵⠪␠ࠆ߃߽
㔚ାᛛⴚ⠪߿㧔Sir Charles Wheatstone㧕ࡦ࠻ࠬ࠻ࠖࡎቇ⠪⑼ߚߒ⊑㐿ࠍ
ߒࠍኻߥ⎬ᒝߩ㔚ାડᬺޔߺ⚵ࠍᚻ߇ࠄ㧔Thomas Allan㧕ࡦࠕࠬࡑ࠻
ಾߡߞታᣉޕߚߞߢߩߚߒ 
                                                   
ޔࠗߦߺߥߜ 5 㔚ାవߪࠇߎޕߚߞߚߦ᥉ߩ㔚ାߡߒవ₸߇࿖ߪߢᄖ࿖⻉ߩએᄖࠬࠡ

ㅴ࿖ߦࠬࠡࠗࠆߢኻ᛫ޕࠆߡࠇࠊ⸒ߣߚߞߢߚࠆߔ࿖㓙㔚ା㔚ᩣᑼળ␠✬

㧔1971㧕ޡ⧷࿖ࠆߌ߅ߦᶏᐩ࡞ࡉࠤ⊖ᐕผޢ㧔࿖㓙㔚ା㔚ᩣᑼળ␠ޔේ⪺㧦Science 
Museum (Great Britain), One Hundred Years of Submarine Cables/ [by Gerald Reginald 
Mansel Garratt] (1950), London: H. M. S. O.㧕ޔ╙ 3┨߮╙ ၔ᳓రᰴ㇢㧔2004㧕ޔ┨5
 .p.10ޔ㧕␠ࡓ㧔ࠝޢ㧙ߩ߽ߚ߈ߡ߃ᄌࠍࠢࡢ࠻࠶ࡀ㔚᳇ㅢା‛⺆ ̆ㅢାޡ
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 એࠅࠃᧄႎ๔ࠬࠡࠗޔߪߢ࿖ౝ㔚ା࿖ൻ߹ߩߢ⁁ᴫࠅࠃࠍ⚦ߦࠄ

⦟ળᡷ␠߿ਥ⟵⠪↱⥄ߚߞߦ⢛᥊ߚߒ┙ᚑ߇㔚ା࿖ൻᴺ᩺ޔߢߚߒߦ߆

ਥ⟵⠪߇ࠄᣂߦࠫࡠࡁࠢ࠹ߒኻߡߒᕈࠍࠇߘޔߦ࿖ኅ߇㔚ାࠍ

ㆇ༡ߣࠆߢ߈ߴߔ⚿⺰ઃޔࠄ߆✲⚻ߚߌᒰᤨߩᕈߦኻࠆߔ␠ળ⊛ⷰᔨߩ

ᄌൻߡ⸂ߺ⺒ࠍⴕޕߊ 
 
 
2㧚ࠗࠡࠬ࿖ౝ㔚ା࿖ൻ߹ߩߢ⁁ᴫ 
 
 ᧄ┨ࠬࠡࠗޔߕ߹ߪߢ࿖ౝ㔚ା✂ߦ߁ࠃߩߤ߇⊒ዷ߁ߣ߆ߩߚߒᱧผ⚻

ߪࠢࡢ࠻࠶ࡀ㔚ାߩ࿖ౝࠬࠡࠗޕࠆߔ⺑ߦẖ◲ࠍ✲ 1840 ᐕઍ㨪1850 ᐕ
ઍ߇ᦨ߽⊒ዷᤨߚߒᦼޕࠆߢᢙቇ⠪ࠬ࠙ࠟߩ㧔Carl Friedrich Gauss㧕ߣ‛ℂ
ቇ⠪ࡃࠚࡧߩ㧔Wilhelm Eduard Weber㧕1833ޔߡߞࠃߦᐕߦᦨೋߩ⏛㊎
ᑼ㔚ାᯏ߇⊒ߩߘޔࠇߐᓟࠬ࡞ࡕ㧔Samuel F. B. Morse㧕 ࡌࠔࡈ࡞ࠕޔ߇
⊑㐿ߦ1837ᐕࠍᑼ㔚ାᯏࠬ࡞ࡕࠆߔㅍାߢ㔚᳇ାภߩߟ㐳⍴2ࠍᢙሼߣ࠻࠶
ߪߩߚߞߥߦ߁ࠃࠆ߁߃⠴ߦ↪ታ߇㔚ାㅢାࠅࠃߦ⊑ߩࠄࠇߎޕ6ߚߒ 1840
ᐕઍߡߒߘޕࠆߢ⎇ⓥ⠪ᛛⴚ⠪ߩਛߩࠄ⥄ޔࠄ߆⎇ⓥᚑᨐߦߣ߽ࠍ㔚ାળ

 㧔Sir William Fothergillࠢ࠶ࠢ߇ߌవ㚟ߩߘޕࠆߊߡ߇ߩ߽ࠆߔᬺࠍ␠
Cooke㧕ޕࠆߢࡦ࠻ࠬ࠻ࠖࡎߣᓐߪࠄ 5⏛㊎ᑼ㔚ାᯏࠍ㐿⊒ޔߒวฬળ␠
´(OHFWULF�7HOHJUDSK�&RPSDQ\µߚߒ┙⸳ࠍߢ 1838ᐕ࠻ࡦࠖ࠺ࡄߩࡦ࠼ࡦࡠޔ
⚂㑆㧔ࡦ࠻ࠗ࠼࠻ࠬࠚ㧙࠙ࡦ 21km㧕ߦᦨೋߩ㔚ା✢ࠍᢝ⸳ޕࠆߢߩߚߒ
߽ߩߘ✢㋕ޔߪߢ࿖ౝࠬࠡࠗޕߚࠇߐታᣉߦߣ↹⸘⸳㋕ᑪߪ↹⸘ߩߎ

1850ᐕઍ㗃ޔߪ␠㔚ାળߚߒ┙ੂߪᒰೋߦࠄߐޕ7ࠆߢߩߚߞߥߣ✢㔚ା߇ߩ
㔚ାᄢᚻޔߒࠅ➅ࠍว૬ࠄ߆ ߡߒ߁ߎޕ8ࠆߥߣߣߎࠆߔ↢⺀߇ߤߥ␠5 1850
ᐕࠬࠡࠗߦ࿖ౝࠆߌ߅ߦ㔚ା✢ߩ✚ᑧ㐳ߪ 14,470km1867ޔ߇ߚߞߢᐕߦ
ߪ 95,956kmޕ9ߚߡߞߥߣ 

                                                   
6 㥲⮮ཅඳ㧔1999 ᐕ㧕ߩࠕࠖ࠺ࡔޡᛛⴚผ 㧙ᵢ─↹߳࠻࠶ࡀ࠲ࡦࠗࠄ߆㧙ޢ㧔᧲੩㔚ᯏ

ᄢቇ ዪ㧕ޔpp. 135 
7 㔚ା✢ᢝ⸳߇ㅴߥߢࠎೋᦼߩᲑ㑆ߪߢ㋕ߩߘޔߢᓟ㔚ା✢߇㋕゠✢ᴪߦᢝ⸳
 ޕߚߚࠇߐㅍା߇㔚ାޔߡߒ↪ࠍ✢㔚ାߩߘߣࠆࠇߐ
8㔚ାᄢᚻ 5 1851ޕࠅㅢߩએਅߪᐕ⿷⊑ߩ␠ ᐕ㧦English & Irish Magnetic Telegraph 
Company1855ޔᐕ㧦Electric and Inߢ ternational Telegraph Company1859ޔᐕ㧦London 
District Telegraph Company1860ޔᐕ㧦United Kingdom Telegraph Company1861ޔᐕ㧦
Universal Private Telegraph CompanyޕJeffrey L. Kieve (1973), The Electric Telegraph: 
a Social and Economic History, Newton Abbot: David and Charles, ╙ 3┨ 
9  Government and the Telegraphs: Statement of the Case of the Electric and 
International Telegraph Company Against the Government Bill for Acquiring the 
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ߞߣߦᏒ᳃⥸৻ߪ㔚ାᢱ㊄ߩએ೨ࠆࠇߐน߇࿖ౝ㔚ା࿖ൻᴺ᩺ޔߒ߆ߒ 

ਇߩޘੱޔߚߚߞ߆ߥߪߢ⊛⥸৻ߪ↪ߩߢᕆᤨએᄖ✕ޔߢ㜞㗵ߦ㕖Ᏹߪߡ

ḩ߇㜞߹ޔߪࠇߎޕߚߡߞ㊄Ⲣ⇇⇇ᷣ⚻߿ㅢା⇇ߩ㔚ାᢱ㊄ᒁ߈ਅߩߍⷐ

ᦸߣว⥌ޔߒᐭߦኻߒᒝജߥജޕߚߞߥߣ 
࿖ౝ㔚ା࿖ൻᴺ᩺ߥ߁ࠃߩߎߪ⁁ᴫਅߚࠇߐ⺰⼏ߢᴺ᩺ޕߚߞߢ㔚ାᢱ

㊄߇㜞㗵ޔߪߩߥ᳃㑆ળ␠߇ㆇ༡ޔࠅߢࠄ߆ࠆߡߒᐭࠆࠃߦ⚻༡߇ᦸ߹

1850ޔߪᗧ߁ߣߒ ᐕઍᓟඨߒ⧙⪙ࠄ߆ᆎ1854ޕࠆ ᐕޔ㔚ାᛛⴚ⠪ߩ
ߕࠄࠊ߆߆ߦ㈩㆐〒㔌߇ࡦࠕࠬࡑ࠻ ߢ߹⺆20 ᐭߢᢱ㊄߁ߣࠣࡦ1ࠪ
ߪ᩺ߩߎޕ10ࠆߔឭ᩺ࠍㆇ༡ߩࡓ࠹㔚ାࠪࠬࠆࠃߦ 1860ᐕߦᓐߣ⸃ࠍหߊߓ
ߡߞࠃߦ㧔John Lewis Ricardo㧕࠼ࠞ.J. Lޔࠗࡦ࠲ࠬߩ⤿ㇷᄢࠆߔ
ౣᐲឭ᩺ޕ11ߚࠇߐJ. L.ߩ࠼ࠞ㔚ା࿖ൻ᩺ࠄ߆ࡦ࠻ࠬ࠼࠶ࠣߪᒰᤨᣢߦ
⾂⫾㌁ⴕᐲዉߡߞࠃߦᚑᨐࠍߚߡߍㇷ⋭ߩ㜞ቭࠬࠞߣ߳ࠕࡕ࠳࠶⚫

ߩࠬࠡࠗߡߒ߁ߎޕ12ߚࠇߐ࿖ౝ㔚ାળ␠ࠍ࿖ൻߩߚࠆߔᴺ᩺ൻ߇ㅴ

 ޕߚߞߢߩߚࠇࠄ
ߚ߹ 1865ᐕࠄ߆ 1866ᐕ࠲ࠬࠚ࠴ࡦࡑߦ⛔⸘දળߩળຬޔࠅߥߣᔕ↪⚻ᷣ

ቇ⠪ߡߒߣฬჿࠍ㜞ޔߪ࠭ࡦࠜࡧࠚࠫߚߡOn the Analogy between the 
Post Office, Telegraph, and Other Systems of Conveyance of the United 
Kingdom, as regards Government Controlࠍ 1867ᐕ 4ߦ⊒ޔߒ㔚ା࿖
ൻࠍᡰᜬ߽ߢ⇇ᷣ⚻ޕ13ࠆߔ࿖ൻߦะߚߌേߪ߈ᄢ1856ޕߚߡߞߥߊ߈ᐕޔ
1865ޕ14ࠆߡߒ㗿⺧ߦਅ㒮ࠍዉߩ㔚ା৻ᓞᢱ㊄ߪᎿળ⼏ᚲ࡞ࡊࠔࡧ
ᐕࡃࡦࠖ࠺ࠛޔᎿળ⼏ᚲߪ㔚ାߩ࿖ൻࠍᬌ⸛ߦߚࠆߔᆔຬળޔߒ⟎⸳ࠍ

หᐕ 10ߦ㔚ାࠪࠬߩࡓ࠹ᡷ⦟ࠍ⼏ળߦ⺧㗿ߩߣߒߴߔႎ๔ᦠࠍᚑߚ߹ޔߒ

                                                                                                                                                     
Telegraphs, London: Effingham Wilson, 1868, p.8 
10 Jeffrey L. Kieve (1973), p.119 
11 Ibid., p.120. J. L. ߪ࠼ࠞ⚻ᷣቇ⠪࠼ࠞ㧔David Ricardo㧕ࠢ࠶ࠢޔࠅߢ↧ߩ
ߦߣ 1837ᐕߦ The Electric Telegraph Companyߚߒ┙⸳ࠍ㧔p.46㧕ޕᓟᐕޔῳߣห᭽
ߚ߹ޔਅ㒮⼏ຬ߽ോߦ London & Westminster Bankߩᓎຬ㧔director㧕᳗ࠍᐕൕޕࠆ
Kieveߪ࠼ࠞޔߪ㗼⪺ߥ⥄↱⾏ᤃਥ⟵⠪ޔߢⓃ‛ᴺ߮⥶ᶏᴺߩ᠗ᑄߢ㊀ⷐߥᓎഀࠍᨐ
ߣߒ㔍߆߁ᛒࠅขߦ߁ࠃߩߤࠍ႐┙ߩᓐߪKieve⥄りޕࠆߡߒ៰ᜰߣࠆߢ‛ੱߚߒߚ
㔚ା࿖ࠆࠃߦᤃਥ⟵⠪⾏↱⥄ޔࠅ߅ߡߞ⛘ߪ㑐ଥߥ⊛㊄㌛ߩࠄ߆⇇㔚ାᬺޔ߇ࠆߡߒ

ൻߩផㅴ⠪ߣߚߞߢ⺑ࠆߡߒ(p. 120)ޕ 
12 Jeffrey L. Keive (1973), p.121 
13 ℉ᥓ㧔1987ᐕ㧕ߩ࠭ࡦࠜࡧࠚࠫޡᕁᗐߣ⚻ᷣቇ 㧙⑼ቇ⠪ࠄ߆⚻ᷣቇ⠪߳㧙ޢ㧔ᣣᧄ

⹏⺰␠㧕ޔp.84, pp.220-223 
14 ㋈ᧁବᄦ㧔2004 ᐕ㧕19ޟ ♿ޟߩㅢା㕟ࠬࠡࠗޔޠࠖ࠹ࠪߣޠㇺᏒㄘห⎇
ⓥળޔ᧲ർᄢቇ⚻ᷣผ⚻༡ผ⎇ⓥળ✬ࠬࠡࠗޡㇺᏒผ⎇ⓥ ㇺᏒߣၞޢ㧔ᣣᧄ⚻ᷣ⹏

 p.133ޔ(p.121-144ޔ␠⺰
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ฦߩᎿળ⼏ᚲߦ࿁ㅍޕ15ߚߒ 
ߌ߆ߞ߈ߥ߈ᄢࠆߔଦㅴࠍ㔚ା࿖ൻߪ㗿⺧ࠆࠃߦᎿળ⼏ᚲࡃࡦࠖ࠺ࠛ

1866ᐕޕߚߞߥߣ 7ޔㇷᄢ⤿ࠗࡦ࠲ࠬߚߞߢࡃࡦࠖ࠺ࠛߪᎿળ
⼏ᚲߩࠄ߆⺧㗿ࠍ⋥ធߩᩮޔߡߒߣ⽷ോᆔຬળ㧔Lords Commissioners of Her 
0DMHVW\·V�7UHDVXU\㧕ߦߡ㔚ାߩ࿖ൻߡߟߦᧄᩰ⊛ߦᬌ⸛ߣࠆߢ߈ߴߔ
ߡߒߘޕ16ࠆߔឭࠍᢥᦠߩ 1868ᐕ 4ޔߦ⽷ോᄢ⤿ࠅࠃߦ࠻ࡦࡂ㔚ା࿖ൻ
ᴺ᩺߇▚੍ߩนߩߘޔߣࠆࠇߐ߹߹นޕ17ߚࠇߐ 
 ㅀߥ߁ࠃߩ⁁ᴫਅߗߥޔࠃߖߦߚߞߢ⥄↱ਥ⟵ߩ㤛㊄ᤨઍࠆࠇࠊ⸒ߣ

1860ᐕઍߦ࿖ൻᴺ߇ᚑ┙߁ߣ߆ߩߚߒ⇼߇ᱷߢߎߘޕࠆᰴ┨ޔߪߢ㔚ା
࿖ൻᴺ᩺߇߃ࠁᚑ┙ߡߟߦ✲⚻ߩߘޔ߆ߩߚߞ⥋ߦಽᨆޕࠆߔ 
 
 
3㧚1㧚ࠗࠡࠬ࿖ౝ㔚ା࿖ൻᴺ᩺⾥ᚑᗧߩ⚦ 
  
࿖ൻᴺ᩺ߦ㑐ޔߪߡߒ㔚ାળ␠߮㔚ାࠪࠬࠍࡓ࠹ขࠅߚߡࠇ㋕ળ

․ߡߒߣ㐳⼏ࠍ⤿ോᄢ⽷ߦᴺ᩺นᓟޔߚߚߡߞวߦኻㆇേᒝߩ␠

ᆔຬળ߇㓸ߩߎޕߚࠇߐᆔຬળߪߢนߚࠇߐᴺ᩺ߩߘߡߟߦᅷᒰᕈߤߥ

ޔߣࠆࠇߐ␜ឭߦਅ㒮ߦ1868ᐕ7߇ᱜᴺ᩺ୃߚ߃߹〯ࠍᨐ⚿ߩߘޔࠇߐ⼏ክ߇
ߣߣߎࠆߔ┙ᚑ߇࿖ౝ㔚ା࿖ൻᴺߦ1868ᐕޔࠇߐนߢਔ⼏ળߪᱜ᩺ୃߩߘ
ߒߛߚޕߚߞߥ 1870 ᐕߦ࿖ൻ߇ታᣉߩߢ߹ࠆࠇߐᦼ㑆ޔߦ㔚ା࿖ൻᴺߪ
1869ᐕ1870ޔᐕߩฦᐕߢ․ᆔຬળ߇㓸ߚࠇߐߢㅊടᴺ᩺߇นޕߚࠇߐ
ᤚ㕖ߩභ⁛ߩࡓ࠹㔚ାࠪࠬࠆࠃߦᐭ߇ᆔຬળ․ࠆߔ㑐ߦ1868ᐕᴺޔߒ߆ߒ
 ޕߚߞߢᆔຬળߚࠇߐ⺰⼏ᦨ߽ߡߟߦ⟵ᗧߩߘ߿
ᓥޔߡߞ࿖ൻᴺ᩺ߩᧄᩰ⊛ߥᬌ⸛ߩߎߪ․ᆔຬળߢⴕޕࠆ߃⸒ߣߚࠇࠊ

ᒰߪᆔຬળ․ޕ߁ⴕࠍಽᨆߦਛᔃࠍ⺰⼏ߩߢᆔຬળ․ߩߎߪߢ┨ᧄߢߎߘ

ᓎຬߩ㌁ⴕ࠼ࡦࠣࡦࠗࠅߢຬ⼏ߩᏒࡦ࠼ࡦࡠޔߡߒߣ㐳⼏ࠍ⤿ോᄢ⽷ߩᤨ

ޔ߿㧔George Goshen㧕ࡦࠚࠪ࠶ࠧߚߞߢኻߦᴺ᩺ߩߎߢ㌁ⴕኅߚߞߢ
㋕࡛ࠢࠅߢࡦࡑᎺߩㆬ⼏ຬߣࡦࠚࠪ࠶ࠧߢห᭽ߦᴺ᩺ߦኻߚߞߢ

ࠍ18ࠄ㧔George Leeman㧕ࡦࡑ 11ฬߩᆔຬߢ᭴ᚑߩߎޕߚࠇߐᆔຬળ
                                                   
15 Jeffrey L Keive (1973), pp.125-128 
16 Reports to Postmaster General by Mr. Scudamore upon the Proposal for Transferring 
to Post Office Control and Management of Electric Telegraphs throughout the United 
Kingdom (3 April, 1868), 1867-1868 (202), XLI. 555 
17  Government and the Telegraphs: Statement of the Case of the Electric and 
International Telegraph Company Against the Government Bill for Acquiring the 
Telegraphs, pp.1-5 
18 Jeffrey L. Keive (1973), p.148 
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ߣੱ⸽ߚߌฃࠍถ༐ޔߪ 1  1 ╵ᒻᑼߢ㔚ା࿖ൻߩ㗴ὐ╬ߩ⏕ࠍⴕޔ
㊀ⷐߥ㗄ߪߡߟߦᆔຬࠆࠃߦណࠍⴕ߁ᒻߢㅴߚࠇࠄ 1868ᐕ 7 1ᣣ19

ࠄ߆ 7 16ᣣ߹ߩߢᆔຬળߩߎޕࠆߢᆔຬળޔߪᴺ᩺⨲⠪ࠕࡕ࠳࠶ࠞࠬߩ
 ޕࠆߡߒ߳ࠍ㑐ଥ⠪ߩߊᄙࠆߔࠍᗧߩኻᚑ⾥ޔ࠭ࡦࠜࡧࠚࠫ߿
ೋޔߦᧄᴺ᩺⨲⠪ߩ⸒⸽ߩࠕࡕ࠳࠶ࠞࠬߩⷐὐࠍ⚫ޕࠆߔᓐߩᓥ᧪ߩ

ਥᒛ߽ࠅࠃࠬࠡࠗޔߪవߦ㔚ାࠪࠬࠍࡓ࠹࿖ൻࠡ࡞ࡌߚߡߒ߮ࠬࠗ

ታߚߒჇടߦ⊛㘧べ߇㔚ႎᢙᛒࠅขߡߞࠃߦዉߩૐ㗵৻ᓞᢱ㊄ᐲޔߩࠬ

߽ࠬࠡࠗޔߦߣ߽ࠍ࿖ൻࠍ࿑ޕࠆߢߩ߽߁ߣࠆߢ߈ߴࠆዉߦᒰ

 ޔߪߡߞߚ
 
Ԙ 〒㔌ߕࠄࠊ߆߆ߦ 20⺆㧔ᚲߣฃขੱฬߪ㒰ᄖ㧕߹ߢᦨᄢ ߢࠣࡦ1ࠪ

⊒ㅍࠍน⢻ߣߎࠆߔ 
ԙ ㆃᑧ߿ౝኈߪ⸤⺋ߩ㋕ળ␠ߩോຬࠆࠃߦࠄ㔚ାขࠅᛒ߇ේ࿃ߢ

㔚ା߇ㇷଢዪޔߣߎࠆߔ✵⸡ߡߒߣኾ㐷⡯ࠍ࠲ࡍ㔚ାࠝޔߢߩࠆ

 ߣߎߋ㒐ࠍㆃᑧ߿⸤⺋ߡߞࠃߦߣߎ߁ᛒߦ⊛ኾ㐷ࠍ
Ԛ ࡦ࠼ࡦࡠએᄖߩᄢㇺᏒ࠼ࡦ࡞ࠗࠕ࠭࡞ࠚ࠙࠼ࡦ࠻࠶ࠦࠬޔ߿

 లߩࠢࡢ࠻࠶ࡀ㔚ାޔࠆࠃߦ⸳Ⴧߩ㔚ାዪࠆߌ߅ߦฦㇺᏒߩ
ԛ ᥧภߩ↪ࠆࠃߦߤߥ㔚ାౝኈߩṳᵨ㒐ᱛ 

 
⊛⋠ߥ߈ᄢ߇⋉ㆶరߩᩣਥ߳ޔߪߡߟߦ᥉ߩ㔚ାޕࠆߢὐߥਥⷐޔ߇

߹ࠇߎޔ߇ᣇߚߠၮߦㆇ༡ℂ▤ߥ⊛৻⛔ࠆࠃߦᐭ߽ࠅࠃ␠᳃㑆ળࠆߢ

࠹㔚ା߽ࠪࠬߡߟߦߤߥᄖ㇠ߚߡࠇߐ㒰ᄖࠄ߆ᕲᕺߩࡓ࠹㔚ାࠪࠬߢ

 ޕߚߒਥᒛࠍߣߎࠆߥߣน⢻߇ߣߎࠆߔ↪ࠍࡓ
ᰴޔߦ⚻ᷣቇ⠪ࠫ߇࠭ࡦࠜࡧࠚਥᒛߚߒ⾥ᚑߩᩮޕߔ␜ࠍ℉ᥓ㧔1987㧕

ߩ㧔1867㧕࠻࠶ࡈࡦࡄߚࠇߐⴕ⊑ߦᆔຬળએ೨ޔߪ࠭ࡦࠜࡧࠚࠫޔ߫ࠇࠃߦ
ਛޔߢ㔚ାߩ࿖ൻߪ 1867ᐕ⺰ᢥߢᓐ⥄り߇⸳ቯߚߒ࿖ൻߡߞࠃߦ⋉ࠍᓧ
 ޕߔ␜ߦ߁ࠃߩએਅࠍઙ20᧦ߩߚࠆ

 
Ԙ ᄙᢙߩᐢ▸ߥ⻉ᵴേޔ߇න৻ߩ൮⊛ߥᐭࠪࠬߩࡓ࠹ਛߢല₸⊛ߦ⚿

วޔࠇߐ⛔วޔࠇߐ⺞ᢛࠆࠇߐ႐ว 
                                                   
19 1868ᐕ 6 18ᣣߦਅ㒮ߢ╙ 2⺒ળ߇㐿ޔࠇߐ․ᆔຬળߦઃ⸤߇ߣߎࠆࠇߐቯߐ
6ޕࠆࠇ 23ᣣߦᆔຬ㐳એᄖߩ 6ฬ߇ㆬછޔࠇߐᆔຬળ߈ߴࠆࠇߐ⺰⼏ߢ⺰ὐ߇ ቯߟ5
ߦߚᓟᣂߩߘޕߚࠇߐ 5ฬ߇ㅊടㆬછ7ޔࠇߐ 1ᣣࠍੱ⸽ߦถ༐ߩߡߒᆔຬળ߇㐿ࠇߐ
 㧔Select Committee on Electric Telegraphs Bill Special Report, Proceedings, Minutesߚ
of Evidence, Appendix, Index 1867-68 (435)(435-Σ) XI. 1,333㧕 
20 4᧦ઙߪߡߟߦ℉ᥓ㧔1987ᐕ㧕ޔpp.221ࠄ߆ᒁ↪ޕߚߒ 
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ԙ ⻉ᵴേ߇᥉ㆉ⊛ߢⷙቯߦࠅ߅ߤⴕࠆࠇࠊ႐ว 
Ԛ ⻉ᵴേ߇ⴐߩ⌒೨ߢⴕߥ߁ࠃߩߤߪࠆޔ߆ࠆࠇࠊᄬᢌ߽ߢਇ⏕

ࠇߐᚑߦߚߩࠬࡆࠨߩੱࠆߡߒߣ߁ࠃߒ㔺ࠅ⎕ߦහᐳࠍߐ

 ႐วࠆ
ԛ ߶ߩ߆ߕࠊߩࠎ⾗ᧄᡰ߃ࠁࠇߘޔߊߥ߆ߒᐕߩޘޔ⚻⾌ൊቯ߇ච

ಽᱜ⏕ߩߘߦㇱ㐷ߩታ㓙ߩขᒁߩ⁁ᘒࠆߡߒ␜ࠍ႐ว 
 
ᓐߪᆔຬળޔߢ⸥ߩ 4 ᧦ઙࠍၮᧄ⊛ߦḩޔߢߩࠆߡߒߚ࿖ኅࠆࠃߦ㔚ା࿖
ൻ߇ߣࠆࠇࠄਥᒛ1868ޕ ࠆߔᐕ․ᆔຬળ 7 6ᣣޔ߽ߡ߅ߦ⸒⸽ߩ
ᴺ⊛⁛භ߿ડᬺࠆࠃߦ⁛භߪޔ߇ߥࠇࠄ㔚ାߩᐭㆇ༡ߦ㑐ߘޔߪߡߒ

ᓞᢱ৻ޔߡߞߢ㗴߁ߣ߆߁ᜂ߇⺕ࠍࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩ࿖ౝ߇ේೣߩ

㊄ࠆࠃߦ㔚ାߪ㔚ାࠪࠬࡓ࠹᥉ߩߚߩ৻ᚻᲑߩߚߩߘޔࠅߢߩᐭߦ

 ޕࠆߡߒਥᒛߣߥߪ㗴߫ࠇߢ⾗ᛩࠆࠃ
 
 
3㧚2㧚ߗߥ⥄↱ਥ⟵⠪ߣ␠ળᡷ⦟ਥ⟵⠪ޔ⑼ቇ⠪ߪㅪว߆ߩߚߒ㧫 
 
ᓟߩᱧผࠄ߆㐓ޔ߫ࠇߺ⥄↱ਥ⟵⠪ߣ␠ળᡷ⦟ਥ⟵⠪ߪᢜኻߢࡊ࡞ࠣࠆߔ

ㅪวߪࠄᓐߗߥޕࠆߡߒදജߡߌะߦ┙ᴺ᩺ᚑߪࠄᓐߪߢᧄᆔຬળޔ߇ࠆ

߇ߢਛߩᗧߩࠄᓐޔࠄ߆ౝኈߩ⺰⼏ߩࠄᓐߪߢ▵ᧄޕ߆߁ࠈߢߩߚ߈ߢ

 ޕࠆߔ⠨ኤࠍ߆ߩߚߡߒ⥌৻
⚻༡⊛ⷰߥὐ್ࠄ߆ᢿߚߒ႐วࠬࠡࠗޔ࿖ౝ㔚ା࿖ൻߪᐭߡߞߣߦ

ᗧ⟵ߩߎޕࠆ߃⸒ߣߚߞ߆ߥߪߢᴺᓞߩࠕࡕ࠳࠶ࠞࠬߪ࿖ൻ⾌↪ߩᭉⷰ⊛▚

ቯߦၮߡߠ᩺ޔߚߚࠇߐ㔚ାળ␠ߩ⾈߮⾈㗵ߦ㑐ߡߒ㗴ὐ߇ᄙ

ㆇ༡߇␠ຠ߮㋕ળ⸵․ޔ߿ߐ↞ߩቯᩮ▚ߩ㗵⾈ߪ␠㔚ାળޕߚߞ߆

ޔࠅ߅ߡߒ៰ᜰߊ㍈ࠍߤߥὐߥߡࠇߐⷙቯ߇ᛒࠆߔኻߦࡓ࠹㔚ାࠪࠬࠆߔ

᳃㑆ળ␠ߩ⾈㗵߿㋕ળ␠ߩ㔚ାࠪࠬߩࡓ࠹⾈ㆇ༡ߦ߁ࠃߩߤߡߟߦ

ޔᄢൻ⤘ߩ㊄㗵⾈ࠆࠃߦᴺߚࠇߐㅊടޔᓟߩߘߦࠄߐޕߚࠇߐ⺰⼏߆߈ߴߔ

㔚ାዪຬߩࠄ⛎ᢱᐕ㊄ߩ㜞㛛ࠬࠡࠗޔߡߞࠃߦᐭ߇ឬߥ߁ࠃߚߡჇ

ࠍᓧߪߣߎࠆήޔߒ߆ߒޕ21ߚߞ߆࿖ൻࠍ⺰⼏ߩࠆ㒢ޔࠅ࿖ൻࠍᡰᜬߔ

߆ߥߪߡߒᦨ㊀ⷞࠍ㗴ߩ༡⚻ߩߡߒߣ༡ᬺߩ࿖༡߽ߒߕᔅߪࠄᓐࠆ

ߢߩߚߒ㊀ⷐⷞࠍଢᕈߩ࿖᳃ޔߒ⺞ᒝࠍᕈߩࡓ࠹㔚ାࠪࠬࠈߒޕߚߞ

 ޕࠆ

                                                   
21 Jeffrey L. Kieve (1973)ޔਛᔘม㧔1999ᐕ㧕ߤߥ 
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ᓐߚߒ⺰⼏߇ࠄᕈߦ㑐ޔߡߒᚒߪޘ 2 ߈ߢ߇ߣߎࠆߍࠍ࠻ࡦࠗࡐߩߟ
╙ޕࠆ 1 ὐࠆߡߣࠆߢ߈ߴߔ㑐ਈߦ⊛Ⓧᭂ߇࿖ኅߡߒኻߦᣂᛛⴚޔߦ
ߞߣWKH�LQWHUHVW�RI�WKH�SXEOLFµ´߿IRU�WKH�SXEOLFµ´ޔߪߢᆔຬળ․ޕࠆߢ
ᣢޔߦߩ߽ߩߘࡓ࠹㔚ାࠪࠬࠅ߹ߟޕࠆࠇߐ␜ឭࠄ߆ኻᣇᚑ⾥߇ⷞὐߚ

ሽߩㇷଢࠪࠬߣࡓ࠹หޟߓ⊛ࠆߔߣޠߩ߽ߥ⼂߇ߢߩߚߓߪࠇߐ

ߣߦ࿖᳃ߪ㔚ାޔߒ⌕ቯ߇ᔨⷰ߁ߣޠᕈߩᖱႎㅢାޟ߫ࠇ߃឵⸒ޕࠆ

ળ␠ߣਥ⟵⠪↱⥄ޔࠅ߇ᐢ߇⼂߁ߣࠆߢ⽷߈ߴࠆࠇߐ㐿ߊᐢߡߞ

ᡷ⦟ਥ⟵⠪ޔ⑼ቇ⠪߇ࠄᖱႎㅢାࠪࠬߩࡓ࠹᥉ߦߚߩജࠍว߇ߣߎࠆߖࠊ

ࡈࡦㅢାࠗࠆ߃⸒߽ߣ␆ၮߩዷ⊑ߩᖱႎ␠ળߪࠇߎޕࠆߢߣߎ߁ߣߚ߈ߢ

 ޕࠆߢὐߥ㊀ⷐߦ㕖Ᏹޔ႐วߚࠄ߆ὐⷰ߁ߣᢛ
╙ 㔚ޕࠆߢὐ߁ߣߚߒᄌൻ߇ᔨⷰ߁ߣޠᕈ߈ߴ߁ᜂ߇࿖ኅޟޔߦ2

ାࠪࠬߦࡓ࠹ኻޟߡߒᖱႎㅢାߩᕈ߇ޠߚࠇࠄޔߢ࿖ൻ⼏⺰ߩᦨ

ᄢߩὐޔߪߩߚߞߥߣ࿖ኅߩᓎഀߦ߁ࠃߩߤࠍ⼂࠶ࠞࠬޕߚߞߢ߆ࠆߔ

ߴㅀߣߥߊߒ߹ᅢߪޠᴺ⊛⁛භ㧔legal monopoly㧕ޟ߽࠭ࡦࠜࡧࠚ߽ࠫࠕࡕ࠳
߹ᅢߪභ⁛ߩ㔚ାࠆࠃߦ⋬ㇷޟߢႎ๔ᦠࠆߔኻߦᆔຬળ߽ਅ㒮․ޕࠆߡ

㔚ାࠆࠃߦᐭߪᚑᵷ⾥ޔߕࠄࠊ㑐߽ߦࠇߘޕࠆߡߒ␜ߦᦨೋߣޠߥߊߒ

࿖ൻࠍޕࠆߢߩࠆᓐߪࠄ㔚ାࠪࠬߦޘੱߩߡߴߔ߇ࡓ࠹⋉ࠄߚ߽ࠍ

߇࿖ኅࠆߢᯏ㑐߁ᜂࠍᕈߦࠇߘޔࠅ߅ߡߞᜬࠍޠ⋉ᕈߥ⊛᥉ㆉޟߔ

࿖᳃ߩㅢାࠪࠬࠍࠬࠢࠕߩ߳ࡓ࠹⸽ࠆߔᔅⷐޔߚࠆ߇㔚ାࠪࠬࠍࡓ࠹

ᐭ߇⛔ߣߛ߈ߴߔਥᒛޔߪߦߎߎޕࠆߢߩࠆߔ࿖᳃ߦኻߡߒ⋉ࠍ⸽

࿖ൻ߇ᆔຬળ․ޔߪᔨⷰߩߎޕࠆࠇࠄ߇ᔨⷰ߁ߣࠆߢ࿖ኅߪߩࠆߔ

ᴺߩ⿰ᣦߩߘࠍ߹߹ណᛯޔ߿ߣߎߚߒਅ㒮⼏ળ߇․ᆔຬળߩᡷᱜᴺ᩺ࠍ⼏

 ޕ߆߁ࠈߛߥߪߢߩࠆ߃⸒ߣߚࠇߐ⼂ߊᐢޔ߽ࠄ߆ߣߎߚߒ
ዊޟߣ࡞ࠚࡈ㧩࠶ޔߪߦᔨⷰߩޠᕈ߈ߴ߁ᜂ߇࿖ኅޟߥ߁ࠃߩߎ

࿖ޔࠆߌ߅ߦઍᤨߚߞߢ⟵ਥ↱⥄߇ᣇ㊎ߩ╷࿖ኅޔߒߣℂᗐࠍޠᐭߥߐ

᳃ߩߚߩ࿖ኅᐓᷤ╷ߩታᣉ߁ߣᱧผ⊛ߥ⢛᥊ߪࠄࠇߘޕߚߞ߇ 1830ᐕ
ઍࠄ߆ 1860ᐕઍߩߡߌ߆ߦᎿ႐ᴺߩᡷ㕟1848ޔᐕߩⴐⴡ↢ᴺߩᚑ┙1833ޔ
ᐕߩᢎ⢒ᴺᡷᱜߣ 1870ᐕߩೋ╬ᢎ⢒ᴺߩᚑ┙19ޔ♿೨ඨߩ⼊ኤᐲߩ⊒ዷޔ
߿ࡓࠨࡦࡌߪ╷ߩࠄࠇߎޕࠆߢ╷ᐓᷤߩߤߥ J. S. ߩ࡞ࡒഞਥ⟵ࠆࠃߦ
␠ળᡷ㕟ߩਥᒛߩࠄࡦࠚ࠙ࠝ࠻ࡃࡠޔ߿␠ળᡷ㕟ㆇേߩᚑᨐޔ߇ࠆ߽ߢ

࿖ኅ߇࿖᳃ోߦ㑐ࠆࠊ⋉ࠍ㓚߁ߣࠆߔᗧ⼂ߣߛߩߚߞߦߎߘ߇⠨߃

 ޕࠆࠇࠄ
㔚ା࿖ൻޔ߇ᒝ߇ᕈᩰߥ⊛ળ␠ߪ╷࿖ኅᐓᷤߚߍߦవޔߒ߆ߒ

ᕈ߁ⴕࠍળ⚻ᷣ⊛ᐓᷤ␠ߥ⊛Ⓧᭂࠅࠃޔ߁ߣࠆߔ⾈ߦ⊛ᒝࠍ↥⽷⑳ߪ

ᩰࠍᜬߩߘޕߟὐߩߎߢ࿖ൻᴺ᩺ޔߪ⥄↱ਥ⟵ᤨઍߩ␠ળ⊛╷ᴦ
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⛽ᜬ╷ߪߣ⿰ᣦࠆߥ⇣߇࿖ኅᐓᷤ╷߽ߡߒߣᵈ⋡ࠇߎޕࠆߢ߈ߴߔએᓟ

╙߿࿖ൻߩᬺ↥ฦ⒳ߩߤߥ㋕ޔߪߢࠬࠡࠗ 2 ᰴ⇇ᄢᚢᓟߩ࿖᳃ஜᐽ
㒾㧔National Health Service㧕ߩᐲዉߢ㗂ὐߦ㆐ࠆߔ࿖ൻ╷߇ᓢߦޘ
ㅴዷߩߘޔ߇ࠆߔᗧߢ㔚ା࿖ൻߩࠄࠇߎߪవ㚟ߩߘޕࠆ߃⸒ߣߚߞߥߣߌ

ਥⷐߥឭ໒⠪ޔߪߜߚ⥄↱ਥ⟵⊛ߥᴦኅ߿ቇ⠪ޕࠆߢߩߚߞߛߜߚ 
 
 
4㧚࿖ౝ㔚ାࠢࡢ࠻࠶ࡀ㐿ߩߘߣᓟߩᖱႎ␠ળߩዷ㐿 
 
࿖ൻߡߞࠃߦ࿖ౝ৻ᓞᢱ㊄ߢ⊒ା߇ߣߎࠆ߈ߢน⢻ߚߞߥߣ㔚ାޔߪᏢ࿖

ౝᄖ߳ዷ㐿ࠆߔᶏᐩ߿࡞ࡉࠤ㔚ାࠍࠢࡢ࠻࠶ࡀᦨᄢ㒢ߦ↪ߚߒႎᯏ㑐

㔚ାߚࠇߐⷙቯߢ࿖ౝ㔚ାᴺߚ߹ޕߚߒᄢߦ⊛ਸ਼⋦ߡߞࠃߦ߈േߩ⇇㊄Ⲣ߿

ขࠅᛒዪߩჇ⸳ޔㇷଢዪߩߢ㔚ାขࠅᛒߩ㐿ᆎߩߤߥᡷༀޔࠅࠃߦ᳃ⴐߩ

㔚ା↪ߩ᥉ߡߒߣ࡞࠷ࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩޘੱޕߚߒ₂⽸߽ߦ㔚ା

㧔ࠗ࡞ࡉࠤᄢᵗᮮᢿߚࠇߐ⸳ᢝߦ1866ᐕޕߚߞߢߩߚߒ᥉ߦ㑆ߊ⍍ߪ
ߣ㧕ߛ❭ࠍᧄࠞࡔࠕߣᧄ࿖ࠬࠡ 1870ᐕߦᣂࠬࠡࠗߦߚ㧩ࠗ࠼ࡦ㑆ࠍ
⚿߱㔚ା✢߇ᢝ⸳1870ޔߪߣߎߚࠇߐᐕߦޘੱࠄ߆⸃ࠬࠡࠗߚࠇߐ࿖ౝ㔚
ାࠍࠢࡢ࠻࠶ࡀᓢߦޘᶏᄖ߳ߣᄢޕߚߞߥߣߣߎࠆߖߐ 
ߡߒ㑐ߦ⸳ᢝߩ࡞ࡉࠤᶏᐩ߿ࠢࡢ࠻࠶ࡀ㔚ାߚߒዷ㐿ߢᶏᄖ߇ࠬࠡࠗ

ߩߣ᳃ᬀ߿ᤃ⾏↱⥄ޔߚ߁ⴕߦㄦㅦࠅࠃࠍᏢ࿖ౝᖱႎ㓸ߩᐭޔߪ

⍴ᤨ㑆ㅢାࠍ⛽ᜬߚ߹ޔߦߚࠆߔᶏァ߇ᧄ࿖ߩߣᗧᔒ⇹ㅢࠍ⍴ᤨ㑆ߢ⏕ታߦ

ⴕޔߚ߁ᢝ⸳ᒰೋߪᐭߩ⾗1870ޔߢᐕએ㒠ߪ࿖ౝ㔚ା࿖ൻߩ㓙ߦ㔚ା
ળ␠ߦᡰᛄߚࠇࠊ⾈㊄ࠍ⾗ᧄޔߡߒߣ᳃㑆ડᬺ߇ᐭߩᗧะߦᴪࠄ߇ߥⓍ

19ޔߪࠢࡢ࠻࠶ࡀ㔚ାߩᶏᄖޕ22ߚߞߡߒ⸳ᢝߦ⊛ᭂ ♿ਛ⪲ࠬࠡࠗߦ
ߦࠄߐޕࠆ߃⸒߽ߣߚࠇߐዷ㐿ߢਅߩ╷ᤃ⾏↱⥄ߚߞߢᴦᣇ㊎ߩ 20♿
೨ඨߩᖱႎ␠ળߩၮ⋚ᛛⴚࠆߢή✢ࠆࠃߦㅢାࠪࠬޔߪߢࡓ࠹ᴦ⊛ァ

ࠍ㑐ᔃ㜞ߦዷ⊑ߩή✢ᛛⴚߪᐭࠬࠡࠗޕࠆࠇߐጀ㊀ⷞ৻ࠅࠃ߇↱ℂߥ⊛

 㧔Guglielmo࠾ࠦ࡞ࡑޕࠆߖߐᄢߦ⊛ޘᄢ߽ࠢࡢ࠻࠶ࡀߩ✢ήޔߒ␜
Marconi㧕ߡߞࠃߦ㐿⊒ߚࠇߐή✢ᛛⴚߩ⥾⦁ޔߪㅢାߩᔅⷐᕈ߇࡞ࡉࠤ߿ਇ
ⷐ߁ߣࠆߢⷐ࿃ߡߞࠃߦ㔚ାߡᭂ߽ࠅࠃࠢࡢ࠻࠶ࡀᣧߢ࠼ࡇࠬฦ

࿖߽ߢ⊒ዷ߽ߢࠬࠡࠗޕߚߡߒᶏ⥶ⴕߩోᕈࠍ⏕ߦߚࠆߔή✢ㅢ

ାߦ⥾⦁ߪⓍᭂ⊛ߦタࠇߘޔ߇ߚࠇߐએߦァ⊛ߥℂ↱ࠄ߆ᶏァࠆࠃߦή

✢ၮᑪ⸳߇ⴕޕߚࠇࠊ 
                                                   
22 ࿖㓙㔚ା㔚ᩣᑼળ␠✬㧔1971ᐕ㧕ޔ╙ 3┨߮╙ 㧝ㇱ㧦╙ޔၔ᳓రᰴ㇢㧔2004㧕ޔ┨5
╙  ޕ┨5 ,4
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ᶏᄖߩ㔚ାߩࠢࡢ࠻࠶ࡀᄢߦ߆⏕ߪᴦ⊛ァ⊛ߥⷐ࿃߇ਥߚߞߢ

ޔߢࠎㄟߺ㘶ࠍࠢࡢ࠻࠶ࡀᶏᄖ㔚ାߩߎޔߪ⸂ߩࠢࡢ࠻࠶ࡀ࿖ౝ㔚ାޔ߇

ޟޔߪ࿖ౝ㔚ା࿖ൻᴺࠬࠡࠗޔߡߞᓥޕࠆߥߣߣߎࠆߔᄢߦ࡞ࡃࡠࠣ

⋉ᕈࠍޠ㊀ⷞࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߚߒ᥉ⷰ߁ߣὐޔࠄ߆᳃㑆ળ␠ߩỗߒ

ኻࠍߒಾࠅᚑ┙ޔ߇ࠆߢߩߚߒࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩߚߩ⸳ߩ

ឭଏ߁ߣ⿰ᣦ߇ታޔߪߣߎ߁ߣࠆߡߒ㧝ࠆࠃߦ㔚ႎߩᕆỗߥჇടߥ

19ޕ߆߁ࠈߛߥߪߢߩࠆ߆ಽ߽ࠄ߆ߤ ♿ᓟඨࠆߌ߅ߦࠬࠡࠗߩᖱႎ␠ળ
ࠍࠢࡢ࠻࠶ࡀᖱႎߚࠇߐ㐿ߦޘੱࠅࠃޔߪᣉⴕߩ㔚ା࿖ൻᴺޔߡ߅ߦ

᭴▽ࠆߔᯏળޕࠆߢߩߚߞߥߣ 
 

1865ᐕ(㧖) 4,662,687 (ႎ) 1872-1873ᐕ 15,535,780 (ႎ) 
1869ᐕ  6,500,000 1873-1874ᐕ 17,821,530 

1870-1871ᐕ  9,850,177 1874-1875ᐕ 19,253,120 
1871-1872ᐕ 12,473,796 1879-1880ᐕ 26,500,000 

 1. 1869ᐕ㨪1880ᐕࠗࠡࠬ࿖ౝߩขࠅᛒ㔚ႎᢙ23 
 
 
5㧚ᧄႎ๔ߩ⚿⺰ 
 
 1868ᐕࠗࠡࠬ࿖ౝ㔚ା࿖ൻᴺ᩺ࠍ⺰⼏ߩㅢߡߓޔߪࠆߊߡ߃Ꮢ႐ࠞࡔ
߇ࠬࠤࠆߔ߇࿖ኅߡߒߣⷐ࿃ߩળ⊛᥉␠ߩᣂᛛⴚߥߪߢߌߛࡓ࠭࠾

ߐኈ߇࿖ൻࠆࠃߦਥ⟵⠪↱⥄ߪߢߩߎ߽߆ߒޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆ

߇ᄌൻߩળ⊛ⷰᔨ␠ࠆߔኻߦᣂᛛⴚ߁ߣ㔚ାޔߪߦ⢛᥊ߩߘߚ߹ޕࠆߡࠇ

㊀ⷐߚߒߖᛚࠍ࿖ኅߩ᳃㑆ᬺ߳ࠆࠃߦਥ⟵⠪↱⥄߇ᄌൻߩߘޔࠅ

 ޕߚߞ߽ߢⷐ࿃ߥ
ᓥޔߡߞᧄႎ๔ߡߒߣ⺰⚿ߩએਅߥ߁ࠃߩ⺑߇ឭ␜ޕࠆࠇߐᧄႎ๔ߢขࠅ

ޔࠄ߆ࠬࠤߚߍᣂߒᛛⴚ߇᥉ࠆߔ೨ឭߡߒߣ࿖ኅࡈࡦࠗࠆࠃߦᢛ

ޔߪߩ⊛ᮭജߩߎ߽߆ߒޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆ߇႐วࠆࠇߐߣᔅⷐ߇

ァ⊛ℂ↱ޔߊߥߪߢࠄ߆ᣂߒ⑼ቇᛛⴚߦࡓ࠹ࠬࠪߚࠇ߹↢ࠄ߆ኻࠆߔ

ᕈⷰߩᔨߩᄌൻߡߞࠃߦᓟޔߢߩ߽߁ߣࠆࠇߐߒᏒ႐ࠍㅢޔߊߥߪߢߡߒ

␠ળ⊛ⷰᔨ߇ߩ߽߁ߣᣂߩࠫࡠࡁࠢ࠹᥉ߦᓇ㗀߁ߣޔࠆ߇ߣߎࠆߔ

                                                   
23 Jeffrey L Keive (1973), p.183. ߒߛߚ㧔㧖㧕ߩᢙሼޔߺߩReports to Postmaster General 
by Mr. Scudamore upon the Proposal for Transferring to Post Office Control and 
Management of Electric Telegraphs throughout the United Kingdom (3 April, 1868), 
1867-1868 (202), XLI. 555, p.17ࠅࠃ⸥タޕ 
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߇ߩ߽ࠆߕㅢߣᄌൻߩળ⊛ⷰᔨ␠ࠆߔኻߦⅣႺᛛⴚߩᣣߪࠇߎޕࠆߢߩ߽

 ޕ߆߁ࠈߛߥߪߢߩࠆ



1 
 

⊛ㇱ㐷ߩ⚻༡̆̆ࠬࡦࡈᐕ㊄ၮ㊄̆̆ࠬࠤߩ 
  
                                 ᐔ㊁ᵏᦶ 
 
㧝㧚⊛ㇱ㐷ߩ⚻༡㗴̆̆␠ળ㒾ᯏ᭴ߩ႐ว̆̆ 
 
ޔߪࠬࡆࠨ⽷ߩߢߎߘޕࠆߢࠎ༡ࠍᵴ↢ߢߣ߽ߩᧄਥ⟵⚻ᷣ⾗ޔߪࠇࠊࠇࠊ 

ਥߦ⑳⊛ㇱ㐷㧔ડᬺ㧕ߡߞࠃߦଏ⛎ޔߒ߆ߒޕࠆࠇߐ⥄↱છਥ⟵࠳ࠕࠆࠇߐߣߚߞ⻭ࠍ

ળ␠ޔߪࠇߘޕ(1)ࠆߢᔅⷐ߇⊛ㇱ㐷ޔߪߦᧄਥ⟵⾗ޔߦ߁ࠃߚ߽ࠬࡒࠬࡓ
ߢࠄ߆ࠆߔሽ߇⋊ߩળో␠ޔߥߒታ߫ࠇߔㅊ᳞ࠍ⋊⊛⑳߇᭴ᚑຬߩߡߴߔߩ

 ޕࠆߢဳౖߩߎޔ߇ឭଏߩߩ߽ࠆࠇ߫ߣ⽷ޔᣣޕࠆ
␠ળోߩ⋉ߩࠬࡆࠨ߿⽷ࠆߔ⾗ߦଏ⛎ޔߪਥߦ⊛ㇱ㐷ߡߞࠃߦⴕޕࠆࠇࠊ⊛

ㇱ㐷ࠍㆇ༡ߕ߹ޔߪߦߚࠆߔᐲ⸳⸘ߦࠇߘޔࠇߐߥ߇ኻᔕࠆߔᴺ߇ቯޔࠇࠄታ㓙

ߩߎޕࠆࠇࠄ߇╬࠻࡞ࠆߔឭଏߦᏒ᳃ࠍࠇߘޔ❰⚵ࠆߔ↥↢ࠍࠬࡆࠨ⽷⊛ߦ

ቯㆊ⒟ࠄ߆⠨ޔߣࠆ߃ᐲ⸳⸘ߟ߽ߩᗧ߇㊀ⷐࠍ߁⸒ޔߪߣߎࠆߢᓙޕߥߚ 
ታ⏕ߟ߆⊛ቯ߇ࠬࡆࠨ⽷⊛ߦᏒ᳃ޔ߫ࠇߡߒࠅ߆ߞߒ߃ߐ⸘⸳ᐲޔߒ߆ߒ

ߞߢ⊛₸㕖ലߦᐲᭂޔࠅߚߞߢᠠ᧡߇ㆇ༡ߩᐲߩߘޕߥࠄ߉߆ߪߣࠆࠇߐឭଏߦ

ᐕ㊄⸥㍳ߩᣣᧄߩㄭᐕޔ߇৻ߩߘޕߥࠇߐឭଏߪߦㆡಾߦᏒ᳃ߪࠇߘޔ߫ࠇߔࠅߚ

㗴ޕ(2)ࠆߢ 
ᣣᧄߩᐕ㊄⸥㍳ޔߪߡ߅ߦㅜਛߩᐲᄌᦝߦߤߥടㅦޔߡࠇߐߩੱޘ㒾ᢱ⚊ઃᷣ

ᦼ㑆߇ᱜ⏕ߦ⸥㍳ሽޔߕࠄ߅ߡࠇߐੱߩᐕ㊄ᮭ߇ଚኂࠆࠇߐ߇ᄢ㊂ߦ⊒ޕߚࠇߐ

❰⚵ޔߊߥߪߢ㗴ߩࠬࡒ⊛ੱߩᜂᒰ⠪߿ߪ߽ޔߪߩࠆߔ↢⊑ߦᄢ㊂߇ᘒߥ߁ࠃߩߎ

⛎ฃߣߩᐕ㊄ޔߪࠇߎޔߜࠊߥߔޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߺߣࠆ߇㗴ߦᣇߩㆇ༡ߩ

༡⚻ޔߪߢߎߎࠍࠇߘޕ(3)ࠆ߃ߣ㗴ߩᐲㆇ༡ޔߊߥߪߢ㗴ߩ⸘⸳ᐲࠆࠊ㑐ߦ
(management)ߩ㗴ޔߜࠊߥߔޕ߁߷ࠃߣ⊛ㇱ㐷߽ߦ⚻༡㗴߇ሽޕࠆߔ 
એਅߥ߁ࠃߩߎޔߪߢߦ㐓ޔߺ⊛ㇱ㐷ޔߜ߁ߩ␠ળ㒾ᯏ᭴ߌࠊࠅߣᐕ㊄ᯏ᭴ߩ

⚻༡㗴ࠍขࠅޔߍ⊛ㇱ㐷ߩ⚻༡ᣇᴺࠅߩᣇࠍᬌ⸛ࠆߦߎߘޔߒ⺖㗴ࠍ៰ޕ(4)ࠆߔ 
ޔߪߢᣣᧄޕࠆߢޘ᭽ࠅࠃߦઍᤨࠅࠃߦ࿖ޔߪᣇߩ༡⚻ߩળ㒾ᯏ᭴␠ޔ߃⸒ߪߣ

ᐕ㊄⸥㍳㗴ࠍ〯߹2010ޔ߃ᐕߦ␠ળ㒾ᐡࠄ߆᳃㑆ߩ⋉․ᱶᴺੱࠆߢᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴
ળ␠ߢロ⋤߇ᐭޔߒ߆ߒޕࠆ߃⸒ߣᄌൻࠆࠃߦઍᤨޕߚࠇߐ▤⒖߇ㆇ༡ߩᐕ㊄ᬺോߦ

㒾ᯏ᭴ࠍㆇ༡߁ߣࠆߔᣣᧄࠅ߿ߩߢ߹ࠇߎߩᣇޔߪ࿖㓙⊛ߪߦ⇣ޕߚߞߢᷣ⚵ว

⋉ᴺߚߒ┙⁛ߪࠄ߆ᐭޔߪߢࠬࡦࡈ߿࠷ࠗ࠼ߚࠇߐᐲൻ߇ળ㒾␠ߦߩ⛔વߩ

ࠆࠃߦ᳃㑆ᴺੱߪߢᧄⓂޔߢߎߘޕߚ߈ߡࠇߐㆇ༡߇ോᬺࠆߔ㑐ߦળ㒾␠ޔߡߞࠃߦੱ

⚻༡ߩવ⛔߇㐳ߩࠬࡦࡈࠍ⠨ኤኻ⽎ߩߘޔߡߒߣ⚻༡ᣇᴺࠍޔߒߦ߆ࠄหᤨߦ

 ޕࠆߔߣߣߎࠆߔ៰ࠍ㗴⺖ࠆߦߎߘ
 
㧞㧚࿖ኅߣ␠ળ㒾ᯏ᭴ߩ㑐ଥ 



2 
 

 
 ⊛ㇱ㐷ߩ⚻༡ࠍࠆ႐วޔ࿖ኅ㧔․ߦ⼏ળߣᐭ㧕ߩߣ㑐ଥࠍ߇ߣߎࠆᔅⷐޕࠆߢ

࡞࡞ߩߘޔࠅߢߩࠆࠇࠊⴕߢਛߩ࡞࡞ࠆቯߦᴺޔߪᵴേߩ⊛ㇱ㐷ޔࠄߥߗߥ

〉⋘ࠆࠃߦᐭޔߪ႐วߥߢ༡⋤ߩᐭޔߚ߹ޕࠆߢࠄ߆ࠆࠇߐቯߡߒㅢࠍળ⼏ߪ

 ޕࠆ߽ߢࠄ߆ࠆ߇ᛩߩ⒢㊄ߪߡߞࠃߦ႐วޔߌฃࠍ
 ޕࠆߢࠅ߅ߣߩએਅߘࠃ߅ޔߪ㑐ଥߩ࿖ኅߣળ㒾ᯏ᭴␠ࠆߌ߅ߦࠬࡦࡈ 
 ␠ળ㓚ᐲࠍ⽷Ḯࠄ߆ಽ㘃ߦ࠷ࠗ࠼ޔࠅߥ⇣ߪߣࠬࠡࠗޔߪࠬࡦࡈޔ߫ࠇߔ㘃ૃ

ળ㓚␠ޟޔߪળ㒾ᯏ᭴␠ޕ(5)ࠆߢࡓ࠹ࠬࠪߩળ㒾ਛᔃ␠ࠆߔ sécurité socialeߣޠ
␠ޟޔࠅࠃߦ✲⚻⊛ᱧผޕࠆᚑࠄ߆㧟ㇱ㐷ߩක≮㒾ㇱ㐷⠧㦂㒾ㇱ㐷ኅᣖㇱ㐷ޔࠇ߫ࠃ

ળ㓚ߩޠᨒ⚵ߪߣߺޔߦᄬᬺ㒾ㇱ㐷߽ሽߦࠇߎޕࠆߔടޔߡ߃⾌ࠍ⽷Ḯߚߒߣ

␠ળᛔഥ␠ળޔ߇ࠬࡆࠨ␠ળ㒾ࠍቢࠆߔᒻߢሽޕࠆߡߒ 
 ␠ળ㒾ᯏ᭴ޔߪવ⛔⊛ߩߘޔߦ⽷Ḯࠍ␠ળ㒾ᢱޔߪࠇߘޔߚߩߘޕߚ߈ߡߒߣ

ᐭޔࠅ߅ߡߒ┙⁛ߪࠄ߆⚻༡ߩ⥄ᓞᕈ(autonomie de gestion)ࠍޔߒ߆ߒޕߚߡߒㄭᐕ
 ޕߚ߈ߡࠇࠄᒝ߇㑐ਈߩᐭ߿ળ⼏ޔࠇߐᛩߦḮ⽷߇ޠળ㊄␠⥸৻ޟࠆߢ⒢ߪߢ
ᛚߦࠇߘޔߒ⼏ክࠍ㧕ో▚੍ߊߥߢߌߛળ㓚੍▚㧔⒢㊄ᛩಽ␠ߪળ⼏ޔߜࠊߥߔ

ࠍਈޕ(6)ߚߞߥߣߣߎࠆ߃ 
ᐭޔߪ␠ળ㒾ᯏ᭴ᬺߩോߣ〉⋘ߩ⽷ോࠍ〉⋘ߩⴕޕ߁೨⠪ోޔߪ࿖⚵❱ߦ㑐ߒ

ߟߦᓟ⠪ޕࠆࠇࠄߨᆔߦᣇ␠ળෘ↢ዪߪߡߟߦ❰⚵ᣇޔߦ࿖␠ળ㓚⋙ᩏዪోߪߡ

 ޕ(7)ࠆࠇࠄߨᆔߦ╬࿖ᐶળ⸘㒮ޔߪߡ
⚂ᄾࠆࠇ߫ࠃߣ⚂ᮡ▤ℂද⋠ߡߞߚࠊߦⶄᢙᐕߣળ㒾ᯏ᭴␠ޔߪ࿖ኅޔߦߪߣࠇߎ

ߣછ⽿ߩࠄ⥄ࠍࠇߘޔߖߐߦ߆ࠄࠍ㗴㧔⋡ᮡ㧕⺖߈ߴߔ㆐ᚑ߇ળ㒾ᯏ᭴␠ޔߒࠊࠍ

ⵙ㊂ߢታࠆߔᣇᴺ㧔▤ℂ㧕ࠍᢥ┨ൻࠆߖߐ㧔ߩߎὐޔߪᓟߦㅀ㧕ߩߘޔߡߒߘޕታ❣⹏

ଔࠍ⋙ⷞ⹏⼏ળߦᆔޕࠆߨ⋙ⷞ⹏⼏ળޔߪฦ⇇ߩઍ⠪ࠄ߆ᚑޔࠅ⼏㐳ޔߪߦਔ⼏ળ㧔࿖

᳃⼏ળߣర⠧㒮㧕ߩหᜰฬࠅࠃߦ࿖ળ⼏ຬ߇ዞޕߊ⋙ⷞ⹏⼏ળޔߪ⋡ᮡ▤ℂද⚂ߩታᣉ

⁁ᴫࠍ⼏ળߦႎ๔ޕ(8)ࠆߔ 
ޔߪᐲࠆࠊ㑐ߦࠇߎޕࠆߡߒ㘃ૃߦ↹⸘ਛᦼߩᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ޔߪ⚂ᮡ▤ℂද⋠ߩߎ

ߦ೨ឭࠍਛᦼ⋡ᮡࠆቯ߇⤿ෘ↢ഭᄢޔߪ↹⸘ਛᦼޕࠆߡࠇ߆ᢝߦ߁ࠃߩએਅߘࠃ߅

ෘ↢ഭᄢޔߪࠇߘޕࠆߢߩ߽ߚߒൻౕߦߚࠆߔ㆐ᚑࠍࠇߎ߇ᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ޔߡߒ

ߣൻౕߩߘਛᦼ⋡ᮡ㧔ޔߪ⤿ෘ↢ഭᄢޕࠆߡࠇࠄߌߠോ⟵߇ߣߎࠆߌฃࠍนߩ⤿

⹏ᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ࠆߦળ㓚ክ⼏ળౝ␠ޔ㓙ߩߘޕࠆߔଔ⹏ࠍ㆐ᚑᐲߩਛᦼ⸘↹㧕ߩߡߒ

ଔㇱળߩ⻁ࠍฃޕ(9)ࠆߌ 
ૃߣ↹⸘ਛᦼਛᦼ⋡ᮡߩᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ޔߪ⚂ᮡ▤ℂද⋠ߩࠬࡦࡈޔߣࠆߺߡߒ߁ߎ

ߣߚߒߦෳ⠨ࠍߩᄖ࿖⻉ޔߪᓟ⠪ޔࠅࠃ߁ߣޕ߁ࠃ߈ߢ⸂ℂ߇ߣߎ߁ߣߛߩ߽ߚ

ߣ࿖ኅޔߪߡߒ㑐ߦᐕ㊄ᐲޕߥߪߢ⼏ਇᕁ߽ߡߡૃߦߩࠬࡦࡈޔࠄ߆ࠆࠇߐ

␠ળ㒾ᯏ᭴ߩߣ㑐ଥޔߪᣣ㑆ߢᲧセ⊛ૃߦ߁ࠃࠆߡޕࠆ߃ 
ߩࠆߡૃߊࠃߣળ㒾ᯏ᭴␠ߩࠬࡦࡈޔߪߩ߽ߩߘᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ߩ༡ਥ⚻ޔߪߢ

 ޕࠆߢࠄ߆ࠆߥ⇣߇❰⚵ౝㇱޔߪਔ⠪ޔࠄߥߗߥޕߥ߃⸒ߪ߁ߘ߽ߒߕᔅޕ߆߁ࠈߢ
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㧟㧚ࠬࡦࡈ␠ળ㒾ၮ㊄ߩౝㇱ⚵❱ 
 
 వ߽ߦᜰ៰ߩࠬࡦࡈޔߦ߁ࠃߚߒ␠ળ㒾ᯏ᭴ޔߪᷣ⚵วߩવ⛔ޔࠅࠃߦᐭࠄ߆

 ޕࠆ߇⛔વߩหቯࠆࠃߦഭޔߡߒߘޕߚ߈ߡࠇߐㆇ༡ߢ❰⚵ߚߒ┙⁛ߪ
ࠇ߫ࠃߣ࿖ኅൻޔߪࠇߎޕࠆߡߒჇ߇ᐲวߩ࿖ኅࠅࠃߦ⒢ᛩߩㄭᐕޔߒ߆ߒ 

߇᳃༡ൻޔࠇߐ߇▤ോ⒖ᬺߣᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴߳ࠄ߆ળ㒾ᐡ␠ߪߢᣣᧄޔᣇઁޕࠆߔ߽ࠅߚ

ㅴޕࠆࠇߐߣߛࠎ৻ޔᣣ㑆ߢㅒߩᵹߦ߁ࠃࠆߡߓ↢߇ࠇޔߒ߆ߒޕࠆ߃␠ળ㒾

ᯏ᭴ߩ⥄ᓞᕈ(autonomie)ⷰ߁ߣὐޔ߫ࠇߔࠄ߆એਅߦߩࠬࡦࡈޔߦ߁ࠃࠆᣇࠆߪ߇
⊛ㇱޔߪࠅࠃ߁ߣࠆߡߓ↢߇ะߩㅒߢᣣޔߡߞ߇ߚߒޕ㜞߇ᐲวߩߘߦ߆

㐷ߩ⚻༡ߢ߹ߎߤޔߦ࿖ኅ߇ߢ߹ߎߤޔߒฦ⚻༡ޔ߇߆ࠆߡߒ┙⥄߇ᡷߡࠊ

 ޕ߁ࠈߛࠆ߃⸒ߣࠆߡࠇ
᳃㑆㓹↪ഭޔ߽ߢޔࠇߐᚑ✬ߦ⡯ᬺߪߦ⊛ᱧผޔߪળ㒾ᯏ᭴␠ߩࠬࡦࡈޔߡߐ 

⠪ߩടࠆߔ৻⥸ᐲޔㄘᬺ⠪ߩࠆㄘᬺᐲޔ㕖ㄘᬺ⥄༡ᬺ⠪ߩടࠆߔᐲޔ․ቯ

⡯ၞ㧔࿖㋕⡯ຬޔോຬ╬㧕ߩᐲߣಽޔ߇ࠆߡࠇ߆㧟ㇱ㐷㧔ኅᣖㇱ㐷⠧㦂㒾ㇱ㐷

ක≮㒾ㇱ㐷㧕ߦߣߏㅪว⚵❱ࠍᒻᚑోޔ߇ࠇߘޕࠆߡߒ࿖ኅᣖᚻᒰၮ㊄(CNAF)ో࿖
⠧㦂㒾ၮ㊄(CNAV)㧔ࠍࠇߎᧄⓂߪߢᐕ㊄ၮ㊄߱ࠃߣ㧕ో ࿖∔∛㒾ၮ㊄(CNAM)ޕࠆߢ
ࠆߢಽ㈩╬㧕ᯏ㑐ߩḮ⽷ޔฃขߩ⒢ޔᓽߩോ㧔㒾ᢱ⽷ߩ㧟ㇱ㐷ㅢޔߡ߃ടߦࠇߎ

␠ળ㓚ᯏ㑐ਛᄩᯏ᭴㧔ACOSS㧕ో߇࿖ᯏ㑐ߡߒߣሽޔߚ߹ޕࠆߔ⛎ઃ㧟ㇱ㐷ోߩ࿖⚵
 ޕ(10)ࠆߡߒሽࠄ߇ߥߒࠍߤߥㇱ㐷⛔วޔ߇❰⚵Ꮢ↸ߪߚ߹❰⚵ᣇޔߪߦਅߩ❰
ฦ⚵❱ޔߪߦℂળ(conseil)ߣോዪ(directeur)߇ሽޔߒℂળ߇ᗧᕁቯޔࠍോዪ

ㅪޔ߇ߚߡࠇߐㆇ༡ߢหቯߩഭߣ߽ߣ߽ޔߪℂળޕࠆߡߒᜂᒰࠍㆀⴕߩߘ߇

ว⚵❱ޔߪࠄ߆ߡߞߥߦഭઍޔઁߩฦ⡯ၞઍ߿ᐭઍ⠪╬߇ෳടޕࠆߡߒ 
ℂળᮭߩ㒢ߩ❰⚵ޔߪౝㇱⷙೣߩቯࠆࠁࠄޔ⚵❱ᣇ㊎ߩᱛ੍ޔ▚ክ⼏ޔ⋡ᮡ▤

ℂද⚂ޔ⚿✦ߩ࿖ߩหᗧࠍᓧߚߩߢോዪ㐳⚊㐳ോዪ㐳ߩછޔോዪ㐳ߩ

⛔╬ޕࠆߢോዪ㐳ᮭߩ㒢ޔߪℂળߩቯ㗄ߩḰߣㆀⴕޔ߮ࠃ߅ᡰߩᜰ

ើ⋙〈ޔዪౝߩߩᜰើੱޔ ▤ℂޔℂળ߳ߩᐕᰴႎ๔ߩᤨ⸨⸷ޔ⚵❱ઍޕ(11)ࠆߢ 
 ઁᣇޔᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ޔߪߢℂ㐳ߪෘ↢ഭᄢ⤿߇છޕࠆߔℂળޔߪၫⴕ⽿છ⠪ߩ

ℂ㐳㧔ߩࠬࡦࡈോዪ㐳ߦ⋧ᒰ㧕ߣℂ㐳Ᏹൕℂ߇ℂળࠍ᭴ᚑߦࠇߎޔߒ㕖

Ᏹൕℂ߇ടޕࠆࠊℂળ߫ࠇߌߥ⚻ࠍ⼏ߩᚑߥࠄ㗄ޔߪෘ↢ഭᄢ⤿ߩน߿ᛚ

⁛ߩℂ㐳ࠆߔ㑐ߦ㗄ߩࠄࠇߘޔߪⷙቯߩߎޕࠆߢਥ߇㗄ߥࠄߥ߫ࠇߌߥߌฃࠍ

ᢿኾⴕࠍ㒐ߣߚߋᕁࠇߘޕࠆࠇࠊએᄖߩ㗄ޔߪߡߟߦ⚵❱ౝⷙೣࠆࠃߦઍℂᷣߪ

છߩℂ㐳ޔߦ߁ࠃߩࠬࡦࡈޔߡߞ߇ߚߒޕࠆ߃ⴕߢᢿ್ߩℂ㐳ޔߩߩ߽ࠆ߁ࠅ

ޔߚ߹ޔߊߥ߽ߢߌࠊࠆ߈ߢ㑐ਈ߇ℂળࠆߔෳട߇࠳࡞ࡎࠢ࠹ࠬߥޘ᭽ߩᄖ❰⚵ߦ

ᗧะߩ⋬ෘ↢ഭࠄ߬ߞ߽ޔߪℂ㐳ޕߥ߽ߢߌࠊࠆ߈ߢⴕࠍ㒢ᮭߥޘ᭽ߩએᄖࠇߘ

ᯏࠢ࠶ࠚ࠴ࠆࠃߦਃ⠪╙ޔ߆ߚࠆߔ✭ࠍะߩߘޕ߁ࠈߛࠆ߃⠨ߣࠍߣߎ߁ᷝߦ

㑐ޔߪࠇߘޕࠆߡࠇࠄߌ⸳߇ㆇ༡⹏⼏ળࠆࠇ߫ࠃߣᯏ㑐ޔߪߢߎߘޕࠆߢⵍ㒾⠪
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ᬺਥ╬ࠍઍࠆߔᆔຬࠍℂ㐳߇ᆔབྷߩߘޔߒᗧࠍ⡞ޔߒ߆ߒޕࠆߡࠇߐߣߣߎߊ

⊑ᢔޔࠅ㒢⺒ࠍ㍳⼏ޔߚ߹ޕ(12)ߥߪߢߌࠊࠆ߇ജ᧤᜔ࠄޔߪᗧࠆߌ߅ߦߎߘ
 ޕ(13)ࠆߡߞߥߣ⼏ળᒝߩᓀ⦡߁ߣࠆߔࠍ⾰ޔࠅߚߴㅀࠍ⸂ੱ⊛߇ฦᆔຬߦ⊛
 એߩࠬࡦࡈޔߦ߁ࠃߚ␠ળ㒾ᯏ᭴ޔߪᣣᧄ߽ࠅࠃࠇߘߩ⥄ᓞᕈ߇㜞ޕࠆ߃⸒ߣ

 ޕࠆߔໂ␜ࠍߣߎࠆ߃ࠆᝄࠍⵙ㊂ߩᏆ⥄ߊ߈ᄢࠅࠃ߽ߡ߅ߦ༡⚻ޔߪߣߎߩߘ
ോޔ߫ࠇߔ⥶㔍߇ᢛ⺞ߩᗧߩ᭴ᚑຬ㑆ߩߘޔߊᒝ߇㒢ᮭߩℂળޔߦหᤨޔߒ߆ߒ

ዪ߇ᯏേ⊛ߦേߡߞ߃߆ޔߕߌ⚻༡߽ߣߎ߁ߥ៊ࠍ⠨ߩߎޔߒ߆ߒޕࠆࠇࠄ߃ὐࡈޔߪ

ળ␠ࠆߔߣᄾᯏࠍ⒢ᛩޔ߽ߩ߁ߣޕࠆߟߟࠇߐᄌᦝߡߞࠃߦળ㓚ᡷ㕟␠ߩࠬࡦ

㓚ᯏ㑐߳ߩ࿖ኅᐲߩᒝൻޔߪ␠ળ㓚ᯏ㑐ޔߜ߁ߩോዪޔߊߥߪߢਥߡߒߣℂળ

࿖ߡߞࠃߦᛩߩ⒢ࠆߌ߅ߦḮ⽷ޔߪߣߎߩߎޕࠆߢࠄ߆ߛߩ߽ࠆ߃ടࠍ⚂ߦ㒢ᮭߩ

ኅߩᐲ߇Ⴧ߁⸒ߣߚߒℂ↱ޔߊߥߢߌߛ␠ળ㓚ᯏ㑐ߩ⚻༡ߦ․ޔ߇ක≮㑐ଥ߅ߦ

 ޕ(14)ࠆߡࠇࠊ⸒߽ߣߚߚߓ↢߇ᘒࠆߦᢿ್ߩℂળޔߒჇࠍኾ㐷ᕈޔߡ
ޔࠍࠇߘޕ߆߁ࠈߢߩࠆߡߒߥࠍ༡⚻ߦ߁ࠃߩߤޔߪળ㓚ᯏ㑐␠ߩࠬࡦࡈޔߪߢ 

ᐕ㊄ၮ㊄ߩ⋡ᮡ▤ℂද⚂ࠍᚻߦࠅ߆߇⠨ኤޕࠆߺߡߒ 
߇╷ᐕ㊄ߩᐭࠬࡦࡈߩㄭᐕޔߕ߹ޔߪߦࠆߔ⸂ℂࠍౝኈߩ⚂ᮡ▤ℂද⋠ޔߒ߆ߒ 

 ޕࠆ߇ᔅⷐࠆ⍮ࠍ߆ࠆߢߩ߽ߥ߁ࠃߩߤ
 
㧠㧚ࠬࡦࡈᐭߩᐕ㊄╷ 
 
 ᐕ㊄ߦ㑐ࠆߔ⋡ᮡ▤ℂද⚂ޔߣ⺒ࠍ౨㗡ޟࠄ߆ᐕ㊄ᡷ㕟ߩޠ߇ޕࠆߊߡᐕ㊄ᡷ㕟

߽ߥ߁ࠃߩߤߪߣᐕ㊄ᡷ㕟ߩߎޔߪߢޕࠆߡࠇߐߣ㗴⺖ߩ⇟৻ޔ߇߆ࠆߔ㆐ᚑߦᅤࠍ

ߘޔߢߎߘޕߔᜰࠍᐕ㊄ᡷ㕟ߩ2003ᐕޔ߇ࠆߊߡ߽ߦද⚂ᢥਛޔߪࠇߘޕ߆ߩߔᜰࠍߩ
 ޕ(15)߁ࠃߺߡߦએਅࠍౝኈߩ
 2003ᐕߩᐕ㊄ᡷ㕟2020ޔߪᐕ߹ߦߢ⽷ဋⴧࠍ࿁ᓳߩ৻╙ࠍߣߎࠆߔ⋡ᮡߦឝޔߍⴕࠊ
ਥⷐߩ⿒ሼ⽷ޔ߇ߣߎࠆߡᑧ߮߇ᐔဋኼߣᐕ㊄ฃ⛎㐿ᆎߩઍࡓࡉࡆࡌޕߚࠇ

࿃ޕࠆࠇߐߣ 
㧠ߦਥߪߦߎߘޕߥߪߢߩࠆߦߌߛဋⴧ࿁ᓳ⽷ޔߪၮᧄᣇ㊎ߩᐕ㊄ᡷ㕟ޔߒ߆ߒ 

Ԛᨵエޔ⼔ߩ⟵ળ⊛ᱜ␠ߣԙᱜޔ㓚ߩᐕ㊄᳓ḰԘ㜞ޕߚࠇࠄߍឝ߇╷ᣇ㊎ߩߟ

ᕈߣㆬᛯߩ↱⥄ߩઃਈޔԛᐕ㊄⽷ߩ㓚ޕࠆߢ 
 ޕ߁ߎ߅ߡߴㅀࠍ㗄ᷓߩ㑐ଥߦ⚂ᮡ▤ℂද⋠ޔߜ߁ߩߎ 
 Ԙߩ㜞ᐕ㊄᳓Ḱࠍ㓚ޔߦߚࠆߔหᤨޔߦḩ㗵ฃ⛎ߩߚߩ㒾ടᦼ㑆߇ᑧ㐳ߐ

 ޕߚߓ↢߇ᔅⷐࠆߔ⸛ᬌౣࠍ߆ㆡಾ߇ߩߊߢ߹ᱦޔߪߡߞࠃߦੱޔߚߩߎޕߚࠇ
ԙߩᱜߣ␠ળ⊛ᱜ⟵ߩ⼔ޔߪߢ᭽ߥޘ⊛ࠤ 㧔ࠬޔ߫߃ⶄᢙᐲട⚻ᱧ⠪ޔ

㕖ⵍ↪⠪ޔૐ㗵ᚲᓧ⠪17ޔᱦએ೨ዞഭ㐿ᆎ⠪╬㧕ߦ㑐ࠆߔ⛎ઃ㗵ߩᡷቯ߇ⴕޔߚ߹ޕߚࠇࠊ
⡯ᬺߡߞࠃߦ⡺ߦਈ߇ࠇߎޔࠅߥ⇣߇⩄⽶ࠆ߃ᐔဋߦᓇ㗀ޔߚࠆߔ⡺⊛⽶⩄ߩ

ᐲวޔߡߞࠃߦฃ⛎㐿ᆎᐕ㦂߿ḩ㗵ฃ⛎ߩߚߩ㒾ടᦼ㑆ࠍ⺞ᢛࠅ⋓߇ߣߎࠆߔㄟ

 ޕࠆ߇ᔅⷐࠆߔ⸛ᬌౣࠍࠬࠤߩಽ⥄ޔߪੱࠆߔᒰߦࠄࠇߘޕߚࠇ߹
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Ԛߩᨵエᕈߣㆬᛯߩ↱⥄ߩઃਈޔߪߢᐕ㊄ฃ⛎㐿ᆎᐕ㦂ޔࠍੱߩㆬᛯࠅࠃߢᐢㆬᛯ

⢇ߩਛࠄ߆ㆬౕ߱ޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎ⊛ࠅ➅ޔߪߦࠅ➅ߍਅߍฃ⛎ᤨߩჇ

ฃ⛎㐿ᆎᐕߚߞߦᏗᦸߩੱޔࠇࠊⴕ߇ߤߥⷙ✭ߩ⛎⡯⠧㦂ᐕ㊄ฃޔᡷቯߩ₸ᷫ

㦂߇ㆬᛯޔࠅߥߦ߁ࠃࠆ߈ߢⵍ㒾⠪ޔߪዞഭߣᐕ㊄ฃ⛎ߺ⚵ߩวߩߖࠊㆬᛯ⢇߇Ⴧޕߚ߃ 
 ԛߩ⽷ဋⴧ࿁ᓳޔߪߢ᧪ߩ㒾ᢱᒁ߈߇ߍⷞ㊁ߦߩߎޕߚߞߥߣߣߎࠆࠇࠄࠇ

႐วޔᦨ߽㊀ⷞ߇ߩࠆࠇߐ㒾ᢙℂߩߎޕࠆߢ㒾ᢙℂ⸘▚ޔߪᐕ㊄⽷ోߦኻߡߒ

╬㧔⛎ઃኻ⛎ઃဋߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇߐ↪ㆡ߽ߦੱޘޔේೣ㧕ߩ╬⋦㧔ᡰߊߥߢࠅ߆߫

 ޕࠆߢࠄ߆ߥࠄߥߦน⢻߇ㆬᛯߩᐕ㊄㐿ᆎᐕ㦂ޔ߫ࠇߌߥߒ߁ߘޕේೣ㧕ߩ
 એߩᡷ㕟ࠍ೨ឭޔߡߒߦᐕ㊄ᯏ᭴ޔߪᐕ㊄⽷ࠍဋⴧߦะߣࠆߖࠊ߆หᤨޔߦⵍ㒾

⠪৻ੱ৻ੱߦᏗᦸߚߞߦᐕ㊄ࠬࠠࠍࡓㆬᛯࠍߣߎࠆߖߐޕߚߞߥߣߣߎࠆߔߣ 
 ޕ߁ߎߡߦࠅ߆߇ᚻࠍ⚂ᮡ▤ℂද⋠ޔࠍᣇߒߚᨐߩળ⊛⽿ോ␠ߩߘޔߪߢ 
 
㧡㧚࿖ኅߣᐕ㊄ၮ㊄ߩ⋡ᮡ▤ℂද⚂ 
 
 એਅోޔߪߢ࿖⠧㦂㒾ၮ㊄ (CNAV)߇࿖ኅߣ2008-2005ޔߚߒࠊ ᐕߩද⚂ޔߣ
2009-2013ᐕߩද⚂ࠍ⠨ኤኻ⽎ޕ(16)ࠆߔߣ 
ޘޔࠅࠃߦߣߎߚേߦᣇะߔ߿Ⴧࠍㆬᛯ⢇ߩੱޔߦ߁ࠃߩએޔ߇ᐕ㊄ᡷ㕟ޔߡߐ

߆ߒޕߚߞߥߊߥ߫ࠇߌߥࠄ⍮ࠍ߆ࠆߢߩ߽ߥ߁ࠃߩߤ߇ㆬᛯ⢇ߩಽ⥄ޔߪⵍ㒾⠪ߩ

ࠆߦᚻߪߢⵍ㒾⠪ߩㅢᏱޔߣࠆߥߣ▚⸘ߩฃ⛎㗵ߩಽ⥄ޔࠅߢⶄ㔀ߪᐕ㊄ᐲޔߒ

ᮡ▤ℂද⋠ߩ࿖ኅߣᐕ㊄ᯏ᭴ޕࠆߊߡ߇ᔅⷐࠆߔ⺣⋦ߦኾ㐷ኅޔߚߩߘޕࠆߥߣߣߎ

 ޕߚࠇߐ⚿✦ߡߒߦ⢛᥊ࠍᖱߚߒ߁ߎޔߪ⚂
㧝ޕࠆࠇࠄ⺆ߡߒߣၮᧄᣇ㊎߇ߟ㧞ߩᰴޔߪߦᐨᢥߩ⚂දߩߟ㧞ߩ⸤ޔ߃߹〯ࠍࠇߘ 

࿁ߩဋⴧ⽷ޔߪߟ㧝߁߽ޔࠅߢ㊀ⷞߩ⺣⋦ߣ㓚ߩᮭࠬࠢࠕᖱႎߩⵍ㒾⠪ޔߪߟ

ᓳޕࠆߢ 
⸤ߡߒൻ⇛◲ޔߦએਅࠍ᭴ᚑߩ⚂දޔߪߕ߹ޔߡߞߚߦࠆߔ⠨ኤࠍౝኈߩ⚂දޔߪߢ 

 ޕ߁ߎ߅ߡߒ
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

2005-2008ᐕߩද⚂ 
ᐨᢥ 
㧝┨ ᐕ㊄ᡷ㕟ࠍᚑഞࠆߖߐ 
㧞┨ ฃ⛎↳⺧ߩ◲⇛ൻ߳ࠬࡆࠨߩឭଏ 
㧟┨ ડᬺߩⴕᚻ⛯ߩ߈◲⇛ൻߣᖱႎឭଏߩᡷༀ 
㧠┨ ല₸ൻ࠻࠶ࡠࠗࡄᬺߩᡷༀ 
㧡┨ ᐕ㊄ฃ⛎↢ᵴ⠪ߩ⥄┙↢ᵴេഥ 
㧢┨ ⹏ଔୃߣᱜߩᚻ⛯߈ 
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 ද⚂ߩౝኈޔߪߢߎߎޔߪߡߟߦᣣᧄߣࠬࠤߩᲧセࠬࡦࡈޔࠄ߬ߞ߽ޔࠄ߇ߥߒ

 ޕࠆߔ⸛ᬌߡߍࠅขࠍࠄ߇ߣߎߥ⊛ᓽ․ߦᐕ㊄ၮ㊄ߩ
2008-2005ޔߪࠇߎޕࠆࠇࠄߍ߇⏕ൻߩᮭࠬࠢࠕᖱႎޔߦ৻╙ ᐕߩද⚂߽ߦ

2009-2013 ᐕߩද⚂2003ޔߌࠊࠅߣޔ߇ࠆߡࠇࠊ⻭߽ߦ ᐕߩᡷ㕟߇ቯߚࠇߐ⋥ᓟߩ
2005-2008 ᐕߩද⚂ߢᒝ⺞ޕࠆߡࠇߐหද⚂╙㧝┨ߩ౨㗡ㄭޔߪߢߊᰴࠇߐ⸤ߦ߁ࠃߩ
 ޕࠆߡ
2003ޔߪ࿖⠧㦂㒾ၮ㊄ోߣ࿖ኅޟ ᐕ 8  21 ᣣߩᴺᓞߩ᧦ᢥߌࠊࠅߣޔߜ߁ߩᖱႎࠕ
ߩ㈩ᘦߩ߳⩄⽶⊛⡺ߩഭߡߒߘޔ⡯⠧㦂ᐕ㊄ޔᣧᦼㅌ⡯ޔㆮᣖᐕ㊄ޔᮭࠬࠢ

㗄߇ㆮṳߊߥታᣉࠍߣߎࠆࠇߐᦨఝవ㗄ߡߒߣቯޠޕࠆߢߩ߽ࠆ 
ߩࠆࠇࠄߍឝߦᮡ⋠߇లታߩ⺣⋦ޔߡߒߣᚻᲑࠆߔታࠍᮭࠬࠢࠕᖱႎߩߎޔߡߒߘ

ߟ⡯⠧㦂ᐕ㊄㧔ߣᣧᦼㅌ⡯ޔㆮᣖᐕ㊄ޔߡߞࠃߦᐕ㊄ᡷ㕟ߩ2003ᐕޔࠄߥߗߥޕࠆߢ
╬ᐕ㊄㗵⺞ᢛ߁ߦ⩄⽶⊛⡺ߩഭޔ㧞ᒻᘒ㧕ߩߖࠊวߺ⚵ߩ⛯⛮ዞഭߣ⛎ᐕ㊄ฃޔࠅ߹

ኾ㐷ኅޔߪߦߚࠆߔㆬᛯࠍᣇᴺߣᦼᤨߩᐕ㊄ขᓧߩࠄ⥄߇ⵍ㒾⠪ޔߢߩߚࠇߐᡷቯ߇

 ޕࠆߢࠄ߆ߚߞߥߦਇนᰳ߇ߣߎࠆߔ⺣⋦ߦ
ឝ߽ߦ↹⸘ਛᦼਛᦼ⋡ᮡߩᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ޔߪޠ㗄ࠆߔ㑐ߦ╬ᖱႎឭଏޔ⺣⋦ޟߩߎ

ߣ᳃㑆ડᬺޔߊߥߪߢߩࠆࠇߐ⏕ൻ߇ᮭߩⵍ㒾⠪ߪߢߎߘޔߒ߆ߒޕࠆߡࠇࠄߍ

㘃ૃ߅ޟޔߚߒቴ᭽߇࠭࠾ߩޠḩߩߚࠆࠇߐߚᣇᴺߢߩࠆߡࠇࠄ⺆߇ࠇߘޔߡߒߣ

ߥ⇣߇ࠬࡠࡊᕁ⠨ߊ⌕ࠅߤߚߦߎߘޔ߇ߛߓหߪߡߒߣᮡ⋠߈ߴߔߚᨐ߇ᐕ㊄ᯏ᭴ޕࠆ

ߊߦߒޔߪᲧセߥ⚐නޔߢߩࠆߥ⇣߇ᢥൻ⊛ᢥ⣂⊛ᴦߚࠇ߆⟎߇ᐕ㊄ᯏ᭴ߩᣣޕࠆ

ࠍᮭࠬࠢࠕᖱႎߩᏒ᳃ޔߪߡߒߣ༡ᣇ㊎⚻ߩ⊛ㇱ㐷ߊߥߪߢ᳃㑆ㇱ㐷ޔࠅߪ߿ޔ߇

␜ࠆߔᆫߩᣇߩߘޔ߇ᓎഀޕ߁ࠃ߃⸒ߣߒࠊߐ߰ߦ 

2009-2013ᐕߩද⚂ 
ᐨᢥ 
㧝┨ ⠧㦂㒾ㇱ㐷ߩ೨ᓟߩ⺞ᩏ߮ࠃ߅ᵴേࠍㅢߩߡߓᡷ㕟ㆀⴕ 
㧞┨ ࠬࡆࠨల 
Ԙ⡯ᬺ↢ᵴࠍㅢޔ⺣⋦ߚߓԙ⋧⺣ࠍㅢߚߓ㜞ᐕ㦂⠪ዞᬺ₸ߩะޔԚᐕ㊄ᮭ㓚㧦ᒁㅌ

 ኻᔕߩ࿖㓙ൻ߳ԜEUൻޔൻ⇛◲߈⛯ⴕᚻߩԛડᬺޔㆮᣖᐕ㊄ߣᤨ
㧟┨ ࠬࡆࠨឭଏߩఝవ㗄㧦⥄┙↢ᵴ༚ᄬ੍㒐ߩࠬࡆࠨలታޔᄙ᭽ߥ⛎ઃߩ⍮ޔ

ᐔߥขࠅᛒߩߚߩភ⟎㧔⛎ઃߣߩᄙ᭽ߺ⚵ߥวߖࠊ㧕ߩ೨⼂ 
㧠┨ ࠢࠬ▤ℂߩᒝൻߣ㕟ᣂ 
 ੍㒐ߣਇᱜ㒐ᱛ㧦ో࿖⛔৻ෳᾖၮḰߣㇱ㐷㑆ᖱႎࠪࠬࡓ࠹᭴▽ 
㧡┨ ᬺോߩല₸ൻ 
 Ԙੱ⊛⾗Ḯ▤ℂޔԙⅣႺోផㅴޔԚ⾼ߩวℂൻޔԛਇേ↥▤ℂߩวℂൻޔ↢↥ᕈ

ะߣ⾌↪ᷫޔԜᖱႎࠪࠬߩࡓ࠹㕟ᣂ 
㧢┨ ⹏ଔୃߣᱜߩᚻ⛯߈ 
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ߦ․ޔߦੑ╙  2009-2013 ᐕߩද⚂ߦޔ߇ࠆߢࠈߎߣࠆߡࠇߐ⸤ߊߒ⡯ᬺ↢ᵴࠍ
ㅢ߇⺣⋦ߚߓ㊀ⷞ55ޔߪࠇߎޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇߐ ᱦએਅߩഭ⠪ࠍኻ⽎ߎޕࠆߡߒߣ
ߩᐕ㦂ጀߩࠄࠇߎޔߕ߹ޕࠆ߇↱ℂߩ߆ߟߊޔߪߦߩߚߒߣ⽎ኻ⺣⋦ࠍᐕ㦂ጀߚߒ߁

ᢥൻ⊛␠ળ⊛ଔ୯ၮḰߪᄌേࠅࠃߦ⺣⋦ޔࠄ߆ࠆߡߒᄙ᭽ߥㆬᛯ⢇ߩౝኈࠍ⼂ߚߒ

ߩࠇߙࠇߘޔߢੱ⊛ㆬᛯ߁ࠄ߽ߡߒࠍᔅⷐߩߎޔߦࠄߐޕࠆߢࠄ߆ࠆ߇ᐕ㦂ጀޔߪ

㧞ߦߟᄢޕࠆࠇߐ⡯ᤨࠄ߆ 34ᱦ߹ߣߢ 35ᱦࠄ߆ 55ᱦޕࠆߢ೨⠪ߦ㑐ޔߪߡߒᐕ㊄
ၮ㊄ߩߣା㗬㑐ଥࠍ᭴▽ߦߚࠆߔᣧ߇ߣߎࠆߣࠍ࠻ࠢ࠲ࡦࠦࠄ߆ߊਥޕࠆߢ⊛⋠ߥᓟ

⠪ߩࠕࡖࠠޔߪㅪ⛯ᕈࠍ⛽ᜬߦ⺣⋦ޔߦߚࠆߔਸ਼߇ߣߎࠆਥޕࠆࠇߐߣ⊛⋠ߥᐕ㊄ฃ

⛎⠪߹ߪߚᐕ㊄ฃ⛎↳⺧ࠍ㑆ㄭߦបࠆߡ߃⠪߳ߩߘޔߊߥߢࠅ߆߫⺣⋦ߩ೨ߩઍࠍኻ

㑐ߦઍࠆߩะࠆ߆ߑ㆙ߦ⊛ᔃℂࠄ߆⊛ᐕ㊄ᐲޔߪዷ㐿ߩࠬࡆࠨ⺣⋦ߚߒߣ⽎

ᔃࠍᜬࠆߖߚߢലࠕࡖࠠޔࠅߢᒻᚑࠍᐕ㊄ߣ㑐ߡߖࠄࠊ⠨ࠆߖߐ߃߽ߢലߣ

 ޕ߁ࠃ߃⸒
ࠊᕁߣࠆߡᛴࠍਇାᗵߥᒝ࿕ߒ߆ߒޔߚߒߣṼὼߦᐕ㊄ᐲ⥄ޔߪ⚵ขߚߒ߁ߎ

 ޕࠆࠇࠊᕁߣߩ߽߈ߴࠆࠇࠊⴕ߽ߡߌะߦᐕጀ⧯ߩᣣᧄࠆࠇ
 ╙ਃ߽ࠇߎޔߦ 2009-2013 ᐕߩද⚂ߦࠄ⥄ޔ߇ࠆߢࠈߎߣࠆߡࠇߐ⸤ߊߒ೨
ᓟߩ⺞ᩏ⎇ⓥࠍ╬ࡦ࡚ࠪࡘࡒࠪⴕߩߘޔ⚿ᨐࠢࠬࠍ▤ℂߦᓎ┙ߔߣ߁ࠃߡ

ޔ▚⸘⊛㒾ᢙℂޔᚻᴺ⊛⸘⛔ޔߪߦᩏ⎇ⓥ⺞ߥ߁ࠃߩߎޕࠆ߇ߣߎࠆߡߒࠍᔒะࠆ

ޕ߽ࠆࠇࠄ↪߇╬ࡦ࡚ࠪࡘࡒࠪ ޕ߁ࠈ߽ߣߎࠆࠇߐ⸥ᆔߦᄖㇱߪᩏ⎇ⓥ⺞ޔࠎࠈߜ

ߟޕࠆߢߣߎ߁ⴕ߇ᐕ㊄ၮ㊄ޔߪ㒢ቯߩ⽎ኻቯ⸳⊛⋠ߩᩏ⺞ޔߪߣߎߥᄢޔߒ߆ߒ

ᓎߦ⊛⋠ߩቯ․ࠄ߆ᆎޔߊߥߪߢߩࠆࠇࠊⴕࠄ߆⍮⊛ᅢᄸᔃࠆߥනޔߪᩏ⎇ⓥ⺞ޔࠅ߹

ߢߩߊߡߒⓍ⫾߇ၮ㊄ޔࠍ࠲࠺ߩߘޔߡߒߘޕࠆߢߩࠆࠇࠊⴕߡߞ߽ࠍᗧ࿑ࠆߡ┙

 ޕࠆ
⊛ᐕ㊄ၮ㊄߇ᛒߪߩ߁ᒝടߩ␠ળ㒾ߩߘޔࠄ߆ࠆߢ࠲࠺⛔⸘ಣℂ⚿ᨐߩା

㗬ᕈߪ㜞ߩߘޔߡߞ߇ߚߒޕ⚿ᨐࠍታ㓙ᬺߩോޔߪߣߎߔ߆↢ߦචಽน⢻ߣޕࠆߢ

࡚ࠪࡌࡁࠗߩຠޔࠅ߹ߟޕ߁ࠈߥߦኈᤃࠅࠃ߽ߣߎࠆߔ⊑㐿ࠍᣂ㒾ຠޔߪߣߎ߁

 ޕ߁ࠃ߃⸒ߣࠆߡߞ߽ࠍ⧙⪙ࠆߔߦน⢻ࠍࡦ
ߣޕ߁ࠈߥߦߩ߽ߚߞߥ⇣ߪߣ㒾ຠߩ␠᳃㑆㒾ળޔߪᣂ㒾ຠߩߎޔ߽߆ߒ 

㊀ࠍේೣ㧕ߩ╬ઃኻ⛎ઃဋ⛎ޔߦߊߣ㒾ᢙℂ⸘▚㧔߃ߣߚޔߪ⊛ᐕ㊄㒾ޔ߽ߩ߁

ⷞޔ߽ߡߒ㒾ㆇ༡ߩේℂߩਛޟߦᱜߣ␠ળ⊛ᱜ⟵ߩ⼔ߚߞߣޠⷐ⚛ࠍߢߩࠆࠇ

 ޕࠆߢࠄ߆ߥ߃ࠍࠆߑߡ┙ࠍઃ⸘▚ᑼ⛎ޔߥߪߦ᳃㑆㒾ޔ߫ࠇ
ㄭᐕߩࠬࡦࡈߩᐕ㊄ᡷ㕟ⷰࠍኤࠆߔ⠪ߩਛޔߪߦ㒾ᢙℂߩ㊀ⷞ㧔ߣ⛎ઃߩ෩ኒ

᭴ߢේℂߓหߣ⫾⾂ࠄ߆ߩ߽ࠆࠇߐᒻᚑࠄ߆ේℂߩㅪᏪޔࠍᐕ㊄ޔߡߞ߽ࠍኻᔕ㑐ଥ㧕ߥ

ᚑߦߩ߽ࠆࠇߐᄌ⾰߁ߣࠆߔෂᗋߟ߽ࠍ⠪߽ߚߒ߁ߘߦ߆⏕ޕ(17)ࠆෂ㒾ߣߥߊో߇
ߥߦ⊛ળ␠ޔߪߦߎߘޔࠅ߉߆ࠆߔሽ߇ේೣߩޠ⟵ળ⊛ᱜ␠ߣᱜޟޔ߇ߥ߃⸒ߪ

⟎ࠆߦ⠪ࠄ߆ਇߥ⟎ࠆߦ⠪߳ߩᚲᓧౣಽ㈩ޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߓ↢߇᳃㑆ߩ㒾

 ޕߡߞ⸒ߣߥේℂޔߪߣߎ߁ߣࠆߥߦߩ߽ߓหߣ⫾⾂߿
એࠍߣߎߩ⠨ޔߣࠆ߃⊛ㇱ㐷ߩߣߎࠆߖߚ߽ࠍ⧙⪙ߩࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗߦᗧ⟵ޔߪᄢ

 ޕ߁ࠈߛࠆ߃⸒ߣ߈
ᐕ㊄⸥㍳ޔࠅߢߩ߽ߥಾ৻ߪߦਛߩ↹⸘ਛᦼਛᦼ⋡ᮡߩᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ޔߪὐߩߎ

㗴ࠍߤߥಣℂߚߒᓟޔߪߦᣣᧄ߽ߡ߅ߦᬌ⸛ࠃߡࠇߐ⺰ὐߣᕁޕࠆࠇࠊ 
╙྾ޔߦᐕ㊄ၮ㊄ޔ߇シᐲߩ㓚ኂߟ߽ࠍ㜞㦂⠪ߦࠍࠬࡆࠨឭଏޔ߇ߣߎࠆߡߒ
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ᵈ⋡ߦ୯ޕࠆߔ 
ޔߪࠇߘޕࠆ߇ࡓ࠹ࠬࠪߚߒ㘃ૃߣⷐ⼔ቯߩ⼔㒾ࠆߌ߅ߦᣣᧄޔߪߢࠬࡦࡈ

⥄┙↢ᵴ༚ᄬᐲ(GIR)ޔߪߢߎߘޕࠆߢߩ߽ࠆࠇ߫ࠃߣ㜞㦂⠪ߩ⥄┙↢ᵴߩ༚ᄬᐲޔ߇㧝
㧡ߜ߁ߩߎޕ(18)ࠆࠇߐߣᦨ߽シᐲ߇⚖㧢ߢᦨ߽㊀ᐲ߇⚖㧝ޕࠆࠇߐಽ㘃ߦߢ߹⚖㧢ࠄ߆⚖
 ޕࠆߢߩࠆߌฃࠍឭଏߩࠬࡆࠨࠄ߆ᐕ㊄ၮ㊄ޔ߇⠪ߩ⚖㧢ߣ⚖
㧡⚖ߣ㧢⚖ޔߪએਅߩ⠪ߣቯ⟵ޕࠆࠇߐ 
 
 
 
 
 

 
 
ࠨߚߖࠊวߦ࠭࠾ߩޔឭଏߩࠬࡆࠨᵴ༚ᄬ੍㒐↢┙⥄ޔߡߒኻߦޘੱߩࠄࠇߎ 

᧪ߩੱޘޔߡߒߘޔࡦ࡚ࠪࡀࠖ࠺ࠦߩળ⊛⾗Ḯ␠ߥޘ᭽ߩߚࠆߔឭଏࠍࠬࡆ

⚖㧡ޔᢛ⺞ߩ⛘ᢿߩࠬࡆࠨᚲߣࠬࡆࠨዬቛޔ㒐ᱛߩᓙ⯦ޔߚ߹ޕ߁ⴕࠍߤߥ੍᷹ߩ

㧔ක≮㒾ၮ㊄╬㧕❰⚵ߩઁޔߚߩߎޕࠆߔឭଏ߽ࠍࠬࡆࠨߩ╬⒖ⴕખߩ߳⚖㧠ࠄ߆

 ޕࠆߡࠇߐߣᔅⷐ߇ㅪ៤ߩߣ
ޔߒ߆ߒޕߥࠄ߆ಽߪߢᢱ⾗ߩᚻరޔߪ߆ߩࠆߡߒᯏ⢻ߊ߹߁⒟ᐲߩߤޔ߇ࠄࠇߎ 

หߥ߁ࠃߓᯏ⢻ߟ߽ࠍᣣᧄߩ⊛⼔㒾ᐲߣᲧޔߣࠆߴ㧝㨪㧠⚖ߣ㧡⚖㧢⚖ߪߢߣ

ᜂᒰ⚵❱ߩࠬࡆࠨޔߢߩࠆߥ⇣߇⛔วᕈㅪ៤ᕈ߁ߣὐޔߪߢᣣᧄߩ⼔㒾ࠅࠃᯏ

േᕈߣ߆ߥߪߢߩࠆߌᰳߦផኤޕ(19)ࠆࠇߐ 
 એޔᣣᧄߣࠬࠤߩᲧセޔࠄ߇ߥߒ࿖ኅߩߣ⋡ᮡ▤ℂද⚂ߦࠬࡦࡈߚࠇߐᐕ㊄ၮ

㊄ߩ⚻༡ᣇ㊎ߩ․ᓽޕߚߺࠍ 
 ᦨᓟߚߒ߁ߎޔߦ࿖ኅߩߣ⋡ᮡ▤ℂද⚂ޔ߇⊛ㇱ㐷ߩ⚻༡ߥ߁ࠃߩߤߦᓇ㗀ࠍਈࠆ߃

 ޕ߁ࠃߒ⠨ኤࠍ߆ߩ
 
㧢㧚⹏ଔߣ⚻༡ߩኻᔕ㑐ଥ 
 
 వߦޔߦ߁ࠃߚ⋡ᮡ▤ℂද⚂ޔߪᦨ⚳⊛ߩߘߪߦ㆐ᚑᐲࠍ⋙ⷞ⹏⼏ળࠅࠃߦ⹏ଔࠇߐ

 ޕࠆ⚻ࠍࠬࡠࡊߩ߆ߟߊޔߪߦࠆ⥋ߦߎߘޔߒ߆ߒޕࠆ
 ද⚂ߩ߆ߟߊߪߦઃዻᢥᦠߩߘޕߊߟ߇ਛߩ㧝ޔߦߟᐕ㊄ၮ㊄߇ᚑߚߒᢙ୯⋡ᮡ

ޠḮ⾗⊛ੱޟޠℂ▤ࠢࠬޟޠ༡⚻ޟޠ⛎ଏࠬࡆࠨޟޔߪߢ⚂දߩ2013ᐕ-2009ޕࠆ߇࠻ࠬ
⸘วߢ㧠ಽ㊁ߩ ߩߎޕ(20)ࠆߡࠇߐタ⸤ߦߣߏᐕᐲ߇ᮡ୯⋠ߩߘޔࠇߐᚑ߇ᜰᮡߩ27
ᢙ୯⋡ᮡࠍߤߥ࠻ࠬෳ⠨ޔࠄ߇ߥߒߦ࿖ኅߣᐕ㊄ၮ㊄ޔߪታ❣⹏ଔ(tableau de bord de 
suivi)ࠍᚑ߽ࠇߎޕࠆߔઃዻᢥᦠߡߒߣઃߩߎޕࠆߡታ❣⹏ଔޔߪᣣᧄߩ⁛┙ⴕ
ᴺੱ߇ߤߥ⥄Ꮖ⹏ଔࠍᚑޔߣߩ߽ࠆߡ↪ߦ߈ߣࠆߔ߶߷หޕࠆߢߓߩᦨᏀ⠢

㧡⚖ 
⥄ಽߢ㘩ޔ⌕ᦧ⒖ޔ߃േޔࠗ࠻ޔߒߛߚޕࠆ߈ߢߢੱ৻߇㘩ߩ↪ᗧޔ㒰ߦ㑐

 ޕࠆߔߣᔅⷐࠍഥޔߪߡߒ
㧢⚖ 
ᣣᏱ↢ᵴ್ߩⴕേߦ㑐ޔߡߒ⥄┙ᕈࠍᄬޕߥߡߞ 
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ޠᚻᲑ⏕ޟޠ㑐ㅪᜰᮡޟޠᦼ㑆ޟޠታᣉᣇᴺޟޠਛ㑆⋡ᮡޟޔએਅޔࠅ߇ᰣޠᦨ⚳⋡ᮡޟߪߦ

 ޕߊ⛯ߣ
Ꮏ⒟ޟߢหޔߜ߽ࠍળวޔᲤᐕޔߪ࿖ኅߣᐕ㊄ၮ㊄ޔ߇ࠆߚࠊߦⶄᢙᐕߪ⚂දޔߡߐ

ࠍޠᚑߕ߹ޔ߇ࠇߎޕࠆߔᐕ㊄ၮ㊄ߩℂળߢክ⼏ߡ⛯ޕࠆࠇߐ⠉ᐕߩ㧢㧝ᣣ߹

 ޕࠆࠇࠄㅍߦⷞ⹏⼏ળ⋘ߦߢ
Ფᐕߩળวᤨޔߪߦද⚂ߩ᧦ᢥޔᜰᮡౣ߇ߤߥ▚੍ޔᬌ⸛ߩߘޕࠆ߽ߣߎࠆࠇߐ⚿

ᨐޔᔅⷐߣୃ߫ࠇࠇࠄᱜߦࠄߐޕࠆ߽ߣߎࠆࠇߐ㑐ㅪ⻉ᯏ㑐ࠆߌ߅ߦᄢߥ߈ᛛⴚ⊛

␠ળ⊛ⅣႺᄌൻ߇ޔ߈⚻༡⁁ᴫߦᄢߥ߈ᓇ㗀ߔࠄߚ߽ࠍ႐วୃޔ߽ߦᱜ߇ⴕޕࠆࠇࠊ 
ߎޕ߁วߒࠍታ❣⹏ଔߦ⋦ޔߪᐕ㊄ၮ㊄ߣ࿖ኅߦද⚂ᦨ⚳ᐕޔߡ⚻ࠍㆊ⒟ߚߒ߁ߎ

ಽࠍේ࿃ߩਵ㔌ߩታߣᮡ⋠ޔߦ߽ߣߣࠆ᷹ࠍ߆ߩߚࠇߐ⒟ᐲ㆐ᚑߩߤ߇ᮡ⋠ޔߪଔ⹏ߩ

ᨆߩߎޕࠆߢߩ߽ࠆߔ⹏ଔޔߦߣ߽ࠍᐕ㊄ၮ㊄ߩℂળߣ⋙ⷞ⹏⼏ળߦႎ๔ᦠ߇ឭߐ

 ޕࠆࠇ
 ޕࠆߔቢੌ߇ࠬࡠࡊଔ⹏ޔࠇߐឭߦળ⼏߇ᗧᦠߡߓㅢࠍⷞ⹏⼏ળ⋘ޔߡߒߘ
ද⚂ࠄ߆⹏ଔ߹ࠍࠬࡠࡊߩߢㅢޔߡߓᐕ㊄ၮ㊄߇ߦ߁ࠃߩߤࠍⴕޔ߇߆ߚߞ⚵❱ᄖ

߇ㅘᕈߩ༡⚻ޔߪࠅ߹ߟޕࠆߥߦ߆ࠄޔ⒟ᐲߩࠅߥ߆ޔߡߞߣߦ㑆㧔৻⥸Ꮢ᳃㧕ੱߩ

⏕ߩߘޔߦࠄߐޕࠆࠇߐ⚻༡ᵴേ߇৻ቯߩၮḰߡߞ߇ߚߒߦ⹏ଔޕࠆࠇߐ㜞⹏ଔ߽ૐ

ࠍછ⥄ߩℂ㐳߿ㆬߩℂޔߪ࿖ኅޔ႐วߚࠇߐߥ߇ଔ⹏ૐޕࠆ߁ࠅଔ߽⹏

ⴕޔ߇ߥߪߢߌࠊࠆ߃ૐ⹏ଔޔߪᒰὼޔℂ㐳ℂળᓎຬോዪ㐳╬ߩ⽿છࠍ

 ޕ߁ࠈߥߦߣߎ߁
 ᐕ㊄ၮ㊄ߩㆊߩ⹏ଔޔߪ߆ߚߞߢ߁ߤ߇⾗ᢱߩ⚂ޔ⏕ޔߡߒ߹ޕߥߡ߈ߢ

ޕߒ㔍ߡࠊ߈ޔߪߣߎࠆߔቯ⏕ࠍ߆ߚߒ߷ࠍᓇ㗀ߥ߁ࠃߩߤߦ༡⚻ߩᐕ㊄ၮ㊄߇ࠇߘ

ޔߪࠇߘޕࠆߢน⢻ߪߣߎࠆߔផቯࠍࠇߘ⒟ᐲࠆޔ߫ࠇ↪ࠍᣇᴺࠆޔߒ߆ߒ

2005-2008 ᐕߩද⚂ߣ 2009-2013 ᐕߩද⚂ࠍᲧセޔߢߣߎࠆߔ⋡ᮡ▤ℂද⚂ߩ⚻༡߳ߩᓇ
㗀ࠍផቯࠆߔᣇᴺޕࠆߢએਅࠍࠇߘޔ⹜ޕ߁ࠃߺߡߺ 
 ਔද⚂ࠍᲧセߕ߹ޔߣࠆߔ᳇ޔߪߣߎߊߠਔ⠪ߩಽ㊂ߩ㆑ߩ࠻ࡦࠜࡈޕࠆߢᄢߐ߈

ᧄޔ߇ߥ߈ߢᲧセߪߦ⏕ᱜߢߩࠆߡߞߥ⇣߇࠻࠶ࡑࠜࡈߩᢥᦠޔߤߥ߁㆑ߦᓸᅱ߇

ᢥߢ⚂㧞ోޔߢ⚂㧠߶ޔߤᓟ⠪ߩᣇ߇೨⠪ࠅࠃᄙޔࠅ߹ߟޕᓟࠄ߆ߚࠇߐࠊද

 ޕࠆߢߩࠆߡࠇࠄቯ߇ද⚂ౝኈߦ✺♖ࠅࠃߩ߽ߩ೨ޔߪ⚂
2008-2005ޕࠆࠇࠄ߇ᄌൻ߽ߦౝኈߦࠄߐ  ᐕߩද⚂ޔߪߢⵍ㒾⠪ߩᖱႎᮭࠬࠢࠕ
2013-2009ޔ߇ߚߡࠇߐ⼂ߣ㗴⺖ߩᦨᄢ߇ߣߎࠆߔታࠍ ᐕߩද⚂ޔߪߢ⽷ဋⴧߩ
࿁ᓳࠢࠬߩߚߩߘߣ▤ℂߩᔀᐩ߇೨⠪ߦᢜࠆߔ⺖㗴ߡߒߣขࠅᛒޔߚ߹ޕࠆߡࠇࠊ

⚦⋡㗄ޟޔߪߡߒߣ⡯ᬺ↢ᵴࠍㅢߩ⺣⋦ߚߓ㊀ⷞࠍ⺣⋦ޟ߿ޠㅢߚߓ㜞ᐕ㦂⠪ዞᬺ₸ߩะ

ޟޠ೨ᓟߩ⺞ᩏ߿ᵴേࠍㅢߩߡߓᡷ㕟ㆀⴕ߇ߤߥޠᣂߦߚ⋡ᮡߡߒߣടޕߚߞࠊ 
ߚࠇߐ⒟ᐲ㆐ᚑࠆ߇ද⚂ౝኈࠆߌ߅ߦ೨ᦼޔߪᮡ⸳ቯ⋠ߥߚᣂࠆߌ߅ߦ⚂දߚߒ߁ߎ 

ਛߩળวߩߣ࿖ኅߪࠆᣣᏱᬺോޔߚ߹ޕࠆࠇࠊᕁߣߥ߃ߒߥޔߪߦߒߥ⼂߁ߣ

߽ࠍᄌൻߦ༡⚻ޔ߽ߡߒߦࠇߕޕ߁ࠃ߃ࠅ߽ߣߎ߁ߣߚࠇߐ⼂ᗧ߇㗴⺖ߥߚᣂޔߢ

ߥߪߊߥน⢻ᕈ߽߁ߣᢥߩߛߚޔࠎࠈߜ߽ޕࠆࠇขߌฃߣࠇߩᗧᕁ߁ߣ߁ߘࠄߚ
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ߥ߫ࠇߌߥߒⷙቯߊ߆⚦ࠅߥ߆ࠍᣇᴺߩߚࠆߔታࠍࠇߘߣᮡ⋠ޔߪߢࠬࡦࡈޔ߇

ߥ߈ߢߪߣߎࠆߔࠍᢥߦᤃޔߢߩࠆࠇࠄᢙ୯⋡ᮡ߽᳞ߪߡߞࠃߦ႐วߚ߹ޔߕࠄ

 ޕ߁ࠈߢ
༡⚻ߣ༡㕟ᣂ⚻ޔߡߞߣߦᐕ㊄ၮ㊄ޔߪߦౝኈᒻᑼߩ⚂ᮡ▤ℂද⋠ޔߣࠆߺߡߒ߁ߎ 

ౝኈߩ⺑⽿છㆀⴕࠍଦߔⷐ࿃ߺ⚵߇ㄟ߹ߦ߁ࠃࠆߡࠇޕࠆ߃ 
⺖㗴ࠍࠅߪ߿ޔ߫ࠇߔߣࠆߍ⹏ଔߩ♖ᐲࠍࠬࡦࡈޕ߁ࠈߢߣߎࠆߍᐕ㊄ၮ㊄ߩ

⋡ᮡ▤ℂද⚂ࠍᎼࠆ⹏ଔޔߣࠆߺࠍࠬࡠࡊ࿖ኅߣᐕ㊄ၮ㊄ߩળวࠅߣࠅ߿ߚߞ߁ߤߢ

ክࠆࠃߦᦠ㘃ޕࠆ߇ⷰࠆߡභࠍਥᵹ߇ᦠ㘃ክᩏޔ߇ࠆߢਇߪ߆ࠆߡࠇߐߥ߇

ᩏߦ߈ߣޔߪᄢߥታࠍㅏߔෂ㒾ᕈࠍࠇߘޕࠆ߇✭ߩ╷ࠆߔ㧝ޔߡߒߣߟᛮ߈ᛂ

ޔࠅࠃߦߣߎࠆࠇࠍᬌᩏߜᛂ߈ᛮࠆࠃߦࡓ࠴ኾ㐷ኅߦਛߩࠬࡠࡊଔ⹏ޕࠆ߇ᬌᩏߜ

⹏ଔߩ♖ᐲࠍޕ߁ࠃ߈ߢ߇ߣߎࠆߍ 
 

ޕߚ߈ߡߒ⸛ᬌࠍᣇࠅߩ༡⚻ߩ⊛ㇱ㐷ޔࠅขߦࠍᐕ㊄ၮ㊄ߩࠬࡦࡈޔߢ߹ߎߎ 

ਥߩ༡ᡷ㕟⚻ߩ⊛ㇱ㐷ޔ߇ᄾ⚂ൻ(contractualisation)ࠆߌ߅ߦ⊛ㇱ㐷㑆ߪߢࠬࡦࡈ
ⷐߥ৻ᚻᲑޕ(21)ࠆߡ߈ߡࠇߐߣᐕ㊄ၮ㊄ߩߩߘޔࠅ߉߆ࠆߺࠍᚑᨐޔߪ৻ᔕࠆࠇࠄ
 ޕߡߞ⸒ߣ
⠡ޔߡߞᣣᧄߩᐕ㊄ᐲߩ⚻༡ࠪࠬࠍࡓ࠹ޔߣࠆߺߡ․ᱶᴺੱࠆߚᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ߩౝ

ㇱ⚵❱ޔߪ⥄ᓞᕈߩૐޔߟ߆ޔࠅ߅ߡߞ߹ߤߣߦߩ߽หᯏ᭴ࠆߡ┙߇ਛᦼ⸘↹߽ߩߘޔ

ಽ㊂߇ዋޔߊߥౝኈ߽ߛ߹Ṽὼޕࠆߡߞ߹ߤߣߦߩ߽ߚߒߣᣣᧄ߇ࡓ࠹ࠬࠪߩᚑᨐࠍ

ޔߪߦࠆߍᐕ㊄ᯏ᭴ߩ⥄ᓞᕈࠍ㜞ߩ↹⸘ޔࠄ߇ߥਛりౕߌߛࠆ߈ߢࠍൻ߆ߣߎࠆߔ

 ޕ߁ࠈߢ⢄ⷐޔ߇ߣߎࠆᆎࠄ
 
 

ᵈ㧕 
ޔ߽ߪࠬࡒࠬࡓ࠳ࠕ(1) ޕߚߡߒߣ⽎ቇኻࠍᓼᒻᚑߩળ␠ޔࠅߢᓼືቇ⠪ߣ߽ߣ

 ޕࠆߡߓ⺰ࠍᓎഀߩㄭઍ࿖ኅߢ✬㧡╙ߩߘޔߪߡ߅ߦޢ⺰࿖ኅޡޔߚ߹
(2)ᐕ㊄ߥ☴⚐ߪ⽷ߩߘޔ߇ߥߪߢଏ⛎ߦ࿖ኅో߇㕙⊛ߦ㑐ਈޔߢߩࠆߡߒ⊛ㇱ
㐷ߩ৻ߡߒߣขࠅޕࠆߡߍ 
(3)ᐲ⸳⸘ߣᐲㆇ༡ߩ㑐ଥޔࠅߚߒߐޔߪ⊛ㇱ㐷ߦࠆࠇ㗴ޔ߇ࠆߢ⑳⊛ㇱ㐷
 ޕࠆߢ㗴ࠆࠇߦห᭽ߪߦᐲᄌ㕟ᦼ߽ߡ߅ߦ
(4)⊛ㇱ㐷ߦߚࠄࠍ⚻༡߁ߣⷞὐࠄ߆⠨ኤࠆߔᣇᴺࡔࠫࡀࡑࠢ࠶ࡉࡄࡘ࠾ޔߪ
ᄢޕࠆߡᆎࠇߐ↪ㆡߦ⊛ㇱ㐷ㆇ༡ߦ⊛⇇ޔߪᣇᴺߩߎޔㄭᐕޕࠆࠇ߫ࠃߣ࠻ࡦ

⨿྾㇢(1999)ߩߘޔ߫ࠇࠃߦᣇᴺޔߪᐢ▸ߥ᳃༡ൻᚻᴺࠍขࠅޟࠆࠇ⧷࿖ࠫࡘ࠾

 ޕࠆ߇ߣޠർ᰷ဳޟࠆߔߣ߁ࠃߒᄌ㕟ࠍ❰⚵ౝㇱࠅࠃߦᄾ⚂ဳขᒁߣޠဳ࠼ࡦ

(5)␠ળ㓚ߩ࿖㓙Ყセࠆߔࠍ႐วဳࠬࠡࠗޔ㧔ဳࠫ࠶ࡃࡌߪࠆ㧕ဳ࠷ࠗ࠼ߣ㧔
ߡߒ㑐ߦὐߩߎޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇࠄߣߊᐢޔߪᣇ߃⠨ࠆߔࠍ㧕ဳࠢ࡞ࡑࠬࡆߪࠆ

߿ᐢ⦟ౖ(1999)ޔߪ Barbier,Jean-Claude & Théret,Bruno(2004)ࠍෳᾖޕߚࠇߐ 
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 ޕෳᾖࠍદᄹᎹ(2000)ߪߡߟߦ✲⚻ߩࠄࠇߎ(6)
 ޕෳᾖࠍGrandguillot,Dominique(2005)ޔߪὐߩߎ(7)
 ޕෳᾖࠍGrandguillot,Dominique(2005)ޔߪὐߩߎ (8)
 ޕෳᾖࠍෘ↢ഭ⋭(2010ab)ޔߪߡߟߦὐߩߎ(9)
(10)ઍߩࠬࡦࡈ␠ળ㓚ᯏ᭴ߩ⚵❱㑐ଥ㈩⟎ޔߪߡߟߦદᄹᎹ ޔ(2000)
Grandguillot,Dominique(2005)ࠍෳᾖޕ 
 ޕෳᾖࠍGrandguillot,Dominique(2005)ޔߪߡߟߦ❰⚵ౝㇱߩળ㒾ᯏ᭴␠ࠬࡦࡈ(11)
(12)ᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴ߩౝㇱ⚵❱ޔߪߡߟߦෘ↢ഭ⋭(2010c)ࠍෳᾖޕ 
(13)ㆇ༡⹏⼏ળ⼏㍳ޔߪᣣᧄᐕ㊄ᯏ᭴(2010)ߦឝタޕࠆߡࠇߐ 
 ޕෳᾖࠍદᄹᎹ(2000)ޔߪߡߟߦὐߩߎ(14)
(15)એਅࠬࡦࡈߩᐕ㊄ᡷ㕟ߩേะࠄ߬ߞ߽ޔߪߡߟߦޕࠆߡߞࠃߦ(2007)߆߿ߐ 
(16) ో࿖⠧㦂㒾ၮ㊄(CNAV)߇࿖ኅߣ2008-2005ޔߚߒࠊ ᐕߩද⚂ߣ 2009-2013 ᐕߩ
ද⚂ޔߪCaisse Nationale d·Assurance Viellesse(2010ab)ߦឝタޕࠆߡࠇߐ 
 ޕෳᾖࠍ(2007)߆߿ߐޔߪߡߟߦ⚫ߩ⺑ߩ⠪⺰ߚߒ߁ߎ(17)
(18) ⥄┙↢ᵴ༚ᄬᐲ(GIR)ޔߪߡߟߦPortail de la Sécurité Sociale(2010)ࠍෳᾖޕ 
2005ޔߪߡ߅ߦ⼔㒾ᐲߩᣣᧄޔߒߛߚ(19) ᐕߦⷐ⼔ᐲ╬⚖ߩᡷቯ߇ⴕޔࠇࠊᣂ
ࠕࠤࠆߔᚑࠍࡦࡊࠕࠤߩੱޔߡ߅ߦߎߎޕߚࠇߐቯ⸳߇⚖╬߁ߣⷐᡰេߦߚ

ⷐ⼔⠪ᜂᒰޔࠇᄖࠄ߆ᜂᒰߩㇱ㧕৻ߩⷐᡰេ⠪㧔ᣥⷐ⼔㧝ޔ߫ߒ߫ߒޔߪࡖࠫࡀࡑ

ߩࠬࡦࡈޔᣣᧄ߽ޔߣࠆߔࠄ߆ὐߩߎޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇࠄ߇ะ߁ߣࠆߔൻ․ߦ

⁁ᴫߦㄭޕࠆ߃⸒ߣߚߠ 
(20)ޔ߫߃↪⠪ḩ⿷ᐲߚߞߣ㗄⋡ޔࠅ߇⋡ᮡᢙ୯ޔߪฦᐕ 90㧑ޕࠆߡࠇߐߣ
ࠆභߦ⡯႐ㆡᔕ⸠✵ណ↪⠪߮ࠃ߅Ᏹ↪㓹↪ណ↪⠪ޔߪࠆ 50ᱦએߩ⠪ഀߩวߚߞߣ
㗄⋡ޔߪߢ⋡ᮡ୯߇ฦᐕ㧡㧑ޕࠆߡࠇߐߣ 
ޕߚߡߒ㆐⊑߇ᚻᴺߩⴕᄾ⚂(contrat administratif)ࠄ߆᧪ᓥޔߪߡ߅ߦࠬࡦࡈ(21)
1990ᐕઍߦޔࠄ߆ߡߞ࿖ኅᡷ㕟ߩߎߦᚻᴺ߇ᄙ↪ࡘ࠾ޔߪࠇߎޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇߐ
ࡄࡘ࠾ࠆࠃߦᄢ⨿྾㇢(1999)ޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߢᣇᴺ৻ߩ࠻ࡦࡔࠫࡀࡑࠢ࠶ࡉࡄ

ࡘ࠾࿖⧷ޟޔߪᚻᴺߩᄾ⚂ൻߩࠬࡦࡈޔ߫ࠇߔ↪ㆡࠍ㘃ဳൻߩ࠻ࡦࡔࠫࡀࡑࠢ࠶ࡉ

 ޕ߁ࠈߥߦޠർ᰷ဳޟߊߥߪߢޠဳ࠼ࡦࠪ
 
 

ෳ⠨ᢥ₂ 
 
Barbier,Jean-Claude & Théret,Bruno(2004) Le nouveau système français de protection 
sociale,Editions La Découverte,ߩࠬࡦࡈޡ␠ળ㓚ࠪࠬޢࡓ࠹ਛේ㓉ᐘઁ⸶ࠪ࠾ࠞ࠽ޔ
  ࡗ
Caisse Nationale d·Assurance Viellesse(2010a)  
http://www.securite-sociale.fr/chiffres/cog/cnav/cog_cnav_2009-2013.pdf 
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᧚ੱߒࠊߐ߰ߦࠇߘޔⴕࠍޠ⡯⒳⡯ോಽᨆޟࠆߔಽ㘃ߊ߆⚦ߡߞࠃߦ㔍ᤃᐲߩ

㧔ࠬ࠻ࠬࡖࠪࡍ㧕ࡦ࡚ࠪࡊࠢࠬࠖ࠺ޔߪ࠻࠶ࡔߩߎޕࠆߦߣߎࠆߔ↪⊓ࠍ

ߦ⡯ຬޔߊߥዋ߇ߣߎࠆࠇࠄߡᒰࠅഀ߇⡯ോߢᒻߥ࡞ࡑࠜࡈࡦࠗޔࠅߢ⏕߇

 ޕࠆߦὐࠆߢᲧセ⊛ኈᤃ߇ߣߎࠆߡ┙ࠍᮡ⋠ߩോᬺߡߞߣ

ᐲߩߎޔ߫ࠇߌߥࠇࠊⴕߦ࠭ࡓࠬ߇᳓ᐔ⒖േߩഭജߢ㑆ߩቭ᳃ޔ߇ࠈߎߣ

                                                   
╙ࠅࠃߦᡷᱜߩ߈ߣߩߎ  1 ߩ᧦18  ޕߚࠇߐ⟵ቯߦ߁ࠃߩᰴ߇ޠ⹏ଔੱޟߢ2

ࠆߔㆀⴕࠍ⡯ോߩߘ߇⡯ຬޔߦߚࠆߔߣ␆ၮߩ▤ℂੱߩઁߩߘಽ㒢ޔਈ⛎ޔ↪છޟ  

 ޠ߁ࠍଔ⹏ߩ❣ൕോᚑࠆࠇࠊⴕߢߚߒᛠីࠍ❣ᬺߚߍ⢻ജ߮ߚߒើ⊑ࠅߚᒰߦ
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ޔ߫ࠇߌߥߒᄌᦝࠍ⡯㓏ߦᨵエߡߖࠊวߦᄌൻߩળᖱ␠ޔߚ߹ޕߥߒᯏ⢻ߪ

ᐲߣㆇ↪ޔߚߩߎޕ߁߹ߒߡߓ↢߇ࡊ࠶ࡖࠡߦ㜞ᐲ⚻ᷣᚑ㐳ᦼߩᣣᧄޔߪߢᐲ

ᡷ㕟߇㗫❥ߦᔅⷐࠆߥߣน⢻ᕈ߇㜞ޕߚߞ߆ 

߇り㓹↪⚳ߣ↪ᣂⷙቇත৻ណ߽ߡ߅ߦ᳃㑆ડᬺߪߢᣣᧄߩᚢᓟޔᣇ৻ߩߘ

ቯ⌕ޔߣߎߚߒ⡯႐ౝㇱߩߢ OJTߡߞࠃߦ⡯ຬࠍ⢒ᚑ߁ߣߊߡߒᓥ᧪ߩᣇᴺ߇

⡯㓏ᐲߪߢㅢ↪ੱޔߣߎߥߒᐲߩၮḰޟߊߥߪߢޠੱޟ߇ߎࠆߥߦޠ

ࠍ㐿ဳછ↪߇ߺߩⴕᯏ㑐ޔߡߞࠃߦ↱ℂߩߤߥߣߎߚࠍਇḩߩᐡ⋬߇ߣ

ណ↪߇ߣߎࠆߔήᗧޔࠅߥߣભ⌁ൻޔߒߛߚޕߚߡߒ⡯㓏ᴺߣหᤨߦቯࠇߐ

⥌วߦ⡯㓏ᐲޔߪޠਈᴺ⛎ޟࠆࠁࠊޔޠᴺᓞࠆߔ㑐ߦ╬ਈ⛎ߩ⡯ຬߩ⡯⥸৻ޟߚ

ߣ⡯⒳ߩਈᴺ⛎ߩߎޕߚࠇߐዉߡߒߣ⟎ᥳቯភߩߢ߹ࠆߔታ߇ਈḰೣ⛎ߚߒ

 ޕࠆ߃ߣߚ߈ߡߞᜂࠍᯏ⢻ߥ⊛ઍᦧߩ⡯㓏ᐲޔ߇⚖╬

࠽࡚ࠪࠢޔࠍᓙㆄߡߞࠃߦ❣ታߣ⢻ജߡߒߦ⏕ࠍ㒢ᮭߣછ⽿ޔߒ߆ߒ

⺰ޔ߫ࠇߢߩߔߑࠍߣߎࠆߔߦࠎ⋓ࠍ᧚ᵹੱߩቭ᳃ߦߚߩߘޔߒᑄࠍࡓ࠭

ℂ⊛ߪߦ㐿ဳછ↪ࠅ߹ߟޔ⡯㓏ᐲޕࠆߥߦߣߎߒࠊߐ߰߇ 

Ԙ⡯㓏ޔߪ↱ℂߩߘޕߚߞ߹߇⡯㓏ᐲᑄᱛߪߢോຬᐲᡷ㕟ޔ߇ࠈߎߣ

ᐲߩ೨ឭࠆߥߣቭ᳃ࠗࠦߩ࡞ഭᏒ႐߇ሽޔߥߒԙߡߞࠃߦᄖㇱࠄ߆

⢻ੱߥ᧚ࠍޔߩߩ߽ࠆߔߪߣߎࠆࠇၮᧄߪౝㇱㅴဳੱߩᐲޔࠆߔ⛯⛮ࠍ

Ԛᓥ᧪ࠍࡓ࠹ࠬࠪࠕࡖࠠߩ⋥ޔߩߩ߽ߔญណ↪ޕࠆߢߚࠆߔ⛯⛮ߪ 

࠻ࠬࠦߥᄢ⤘ߣࠆߔᚑࠍၮḰᦠߡߞ߇ߚߒߦಽ㘃ᴺߩㅪ㇌ᐭޔߪߢࠞࡔࠕ

ޔߡᒰࠅഀ߿ᓎഀߩ⡯ോ߇⠪〉⋘ℂ▤ߡߒኻᔕߦᄌൻߩⴕⅣႺޔࠅ߆߆߇ᚻੱߣ

ߩޘ⛎ਈ╬⚖ࠍᄌޔߪߦ߈ߣࠆ߃⡯ౣߩಽ㘃߇ᔅⷐޔࠅߥߣ⤘ᄢߥ⾗ᢱᬺߣോߩ

ㆃᑧߦߣㄊᤃޔߦࠄߐޕ߁ߣࠆߔ⡯ຬᢙ߇ ⚂ޔ႐วߩ࡛ࠢࡘ࠾ߩ23ਁੱ 3,300

ᐕ㑆ߪ⹜㛎┹ߩ㐿ޔࠅ߇⡯⒳ߩ 400࿁߽ߦࠇߘޔߢࠎએߩ⹜㛎ߪ⽷

࿎㔍ޔ߽߆ߒޕ߁ߣߚߞߥߦ❥㔀ߥᚻ⛯ߢ߈ฃઃࠄ߆ណ↪߹ᤨߦߢ㑆ߚࠆ߆߆߇

 ޕ2߁ߣᄙ߽ߣߎࠆߡߒዞ⡯ߦ❰⚵ߩઁߦߢߔߪวᩰ⠪ޔ

 

㧔㧟㧕 ࡓ࠴↢↥ᣇᑼ 

ᣣᧄߩⴕᯏ㑐ޟࠆࠁࠊޔߪᄢㇱደਥ⟵ߡߞࠃߦޠࠅഀ߇ᒰޔߚࠆࠇࠄߡ

ߩࡃࡦࡔߩ⡯⽿ᮭ߿㒢ߪߡߟߦ⚦ߥⷙቯ߇ዋޔߪࠇߎޕߥⶄ㔀ᬺߥോ

ޔߡ߃ടޕߟᜬࠍὐ߁ߣࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⏕ࠍᨵエᕈߩḮ㈩ಽ⾗⊛ੱࠆߔኻߦ

น߇᧚⢒ᚑੱߚߓㅢࠍOJTޔജะ↥↢ࠆࠃߦߣߎࠆߚᒰߦછോߡߒදജ߇ࡓ࠴

⢻߇╬ߣߎࠆߥߦᦼᓙޔ߇ߛޕࠆࠇߐฦߩࡃࡦࡔദജ᳓Ḱ߇ᱜ⏕ࠇߐ࠲࠾ࡕߦ

߇น⢻ᕈࠆߓ↢߇ੂᷙߣࠆࠇߐዉ߇㊄ᐲ⾓ߚߒ㊀ⷞࠍ❣ᬺߩੱޔߚߊߦ

 ޕࠆ

ਇ߇ࠣࡦ࠲࠾ࡕࠆࠃߦࡖࠫࡀࡑޔߪߩࠆߔߣ㗴߇࠴ࡠࡊࠕ↥↢ࡓ࠴

                                                   
2   Ⓑ⛮ᤘޡᣣᧄߩቭੱࠪࠬޔޢࡓ࠹᧲ᵗ⚻ᷣᣂႎ␠1996ޔᐕ90ޔ㨪91ޕࠫࡍ 
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ቢో߆ߒߦⴕߥࠇࠊ⁁ᴫߩ࠻ࠬࡌ࠼ࡦࠞ߇࠳ࡓ࠴ޔߢᚢ⇛ࠄߣࠍ

ቯ᷹ߪ㒢⇇↢↥ᕈߩࡃࡦࡔࡓ࠴ޔߪߢ↥↢ࡓ࠴ޕࠆߢ߈ߣߥᓧࠍࠆߑ

ਇน⢻᷹ޔ߆ቯߪߦߚߩᄢ߇↪⾌ߥ߈ᔅⷐߣࠆߥߦ⠨᷹ޟ߈ߣߩߎޕࠆࠇࠄ߃ቯ

ᦼᓙ߇ᚑᨐߩഭߚߞวߦ↪⾌ޕࠆߔ↢⊑߇㧔Monitoring cost㧕ޠ↪⾌ߩߚߩ

ߔ߁ߘ߇ߛޕࠆߥߣ⊛วℂ߇ᣇߊ߅ߡߒ㒢ቯߦቯ᳓Ḱ৻ࠍ࠲࠾ࡕޔ႐วߥ߈ߢ

ߔߣ߁ࠃߌߟ߮⚿ߦ⋊Ꮖ⥄ࠍᚑᨐߩੱઁޔ㧔Shirk㧕ޠߌᕃޟࠍദജߩಽ⥄ޔߣࠆ

 ޕࠆߔ↢⊑߇ࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗߩ߳࠼ࠗࡈࠆ

⏕ᱜ߇ദജ᳓Ḱߩࡃࡦࡔฦޔ߽ߡߒߣࠆ߈ߢኤⷰ߇㗵↥↢ߩోࡓ࠴߃ߣߚ

⛎ഭଏߩታ㓙ޔ႐วߚߒᢿ್߇ࡃࡦࡔߣޠദജ㧪ႎ㈽ޟߦ߈ߣߥࠇߐቯ᷹ߦ

ദߩታ㓙ߡߞⴕࠍࠅߔࡑࠧߦมޔߪࠆޕࠆ߇น⢻ᕈࠆߥߣႎ㈽᳓Ḱએਅߪ

ജએߩ⹏ଔࠍฃ߇ࡃࡦࡔࠆߔߣ߁ࠃߌߥ߁ࠃߩߎޕߥࠇߒ߽߆ࠆࠇ႐วߪ

↢ߢනࡓ࠴ޔߦㅒޕࠆߔ↢⊑߇㧔Influence Cost㧕ޠ↪⾌ߩߚࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ޟ

↥㗵ߦᲧߚߒႎ㈽߇⸽ޔ߽ߡߒߣࠆߡࠇߐ⥄ಽߩദജ᳓Ḱࠍᒁ߈ਅ࠴߽ߡߍ

 ޕࠆ߇ࠇߘ߅ࠆߔ↢⊑߇ޠߌᕃޟࠅߪ߿ޔ႐วߥ߇ᄌൻߦ㗵↥↢ߩࡓ

ߪߣߎࠆߔ࠲࠾ࡕࠍࠅ߱ߩ߇ห჻ࡃࡦࡔߢౝࡓ࠴ޔߪߦታ㓙߇ߛ

น⢻ޔߚࠆߢฦߩߡߟߦࡃࡦࡔቴⷰ⊛ߥ⹏ଔ߇ቯ߹ߣߊߡߞ⠨ޕࠆࠇࠄ߃

࿖ኅോຬᴺߢ⏕ߦⷙቯޔ߇ߥߪߣߎߚࠇߐታ360ޟߩ ᐲ⹏ଔ߇ޠⴕࠇࠊ

 ޕ߁ࠃ߃ߣߚ߈ߡ

 

㧔㧠㧕 ⁛⥄ੱߩ▤ℂࠪࠬࡓ࠹ 

ࠠࡦࡁߪ࠼ࡇࠬߩߩቭࠕࡖࠠޔߪߢࡓ࠹ࠬࠪࠕࡖࠠߩߢ߹ࠇߎ

1ޔߊㅦߦ㕖ᏱߡߒᲧセߣࠕࡖ ᐕࠄ߆ 3 ᐕ⒟ᐲߢ⇣േࠄ߇ߥߒฦ⋭ᐡߩ⺖㐳⚖ߦ

ߢછߚߚߞߥߊߥዋ߇࠻ࠬࡐޔ㧔ㄭᐕߚߡ߈ߢછߦ⊛േ⥄߇ຬో߷߶ߢ߹

ߩหޟߪߦછߩ߳ߩߤߥክ⼏ቭ߿ዪ㐳ࠄ߆ߎߘޔߛߚޕ㧕ࠆ႐ว߽ߥ߈

⹏ଔ߇ޠᄢߥ߈ᓇ㗀ࠍᜬޔ߈ߣߩߎ߇ߛޕߟ࿖᳃↢ᵴߩ⋉ߦኻ₂⽸ࠆߔᐲߩઁ߿

⋭ᐡߩࠄ߆⹏ଔ߽ࠅࠃ⋭⋉ఝవߩ⹏ଔ߇ⴕޕߚߞ߇ߣߎࠆࠇࠊ 

ᄢ߇ࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗࠆߔኻߦ⡯ോޔߪቭߚߞߥߊߥዋ߇น⢻ᕈߩછޔߚ߹

ࠄ⼑ࠍ࠻ࠬࡐߩಽ⥄ߦᓟヘࠆߊߡߞ߇ࠄ߆ਅޔ߽߆ߒޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߔૐਅߦ

⡯႐ߊߥߣߎߟᓙࠍቯᐕޔࠇࠊⴕ߇ޠ߈ߚߚ⢋ޟޔߚ߁߹ߒߡߞṛ߇ੱ߫ࠇߌߥ

 ޕࠆߥߦߣߎࠆࠇ㔌ࠍ

ኾ㐷ߥ߁ࠃࠆߔ↪ㅢ߽ߢഭᏒ႐ߩ⥸৻ޔߚߔࠅ➅ࠍേ⇣ߢ⍴ᦼ㑆ޔߒ߆ߒ

ࠃߦޠࠅᄤਅޟࠆࠁࠊޔߕࠄࠊ߆߆߽ߦޕߒ㔍߇ߣߎࠆߌߟߦりࠍ࡞ࠠࠬߥ⊛

ߥㆊߡߒኻߦ❰⚵ࠆߔᚲዻߡߒߣᨐ⚿ޔࠅ߇ߣߎࠆߌฃࠍᓙㆄߩ⢻ജએߡߞ

ᔘ⺈ᔃࠍᜬޟߩߎޕࠆߥߦߣߎߟᄤਅޔߪޠࠅቯᐕ೨ߦ⡯႐ࠍ㔌ࠆࠇቭߡߞߣߦ

ߒࠅ➅ࠄ߆ߤߥ⺰߿࿖ળߢ߹ࠇߎޔࠅ߅ߡߞߥߣࡉࠖ࠹ࡦࡦઍᦧࠗߥ߈ᄢߪ

ᛕ್߽ߡࠇߐᐲᡷ㕟߇ㅴ߹ߩߤࠎߣ߶ޕߚߞ߆ߥቭߪߦ㜞⡯ᬺ୶ℂߣࠆ߇
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ᕁߩߢ߹ࠇߎޔ߇ࠆࠇࠊᘠⴕ㧔⋭ᐡߩછ↪ᐲࠪࠕࡖࠠߥ࡞ࡑࠜࡈࡦࠗߣ

 ޕࠆߡߞߥߣߟ৻ߩේ࿃ߔߺ↢ࠍࡦ࠲ࡄⴕേߩఝవ⋊⋬߇㧕ࡓ࠹ࠬ

Ⓑ⛮ᤘ᳁ޔߣࠆࠃߦ㐳ᤨ㑆ߡߌ߆⹏ଔࠍⴕޟ߁ㆃㆬᛮࠪࠬޟߣޠࡓ࠹Ⓧߺ

ࠛߩᣣᧄޔߣࠆࠃߦⒷ⛮᳁ޕ3߁ߣߛᓽ․ߩࡓ࠹▤ℂࠪࠬੱߩᣣᧄ߇ޠ⾨ⶋဳߍ

ߞߥߦ40ᱦઍޔߊᲧセ⊛ㆃߡߴᲧߣᄖ࿖⻉ߪߩࠆߥߣ࠻ࠛߦ⌀߇ോຬ࠻

ࠆߚࠊߦ㐳ᦼޟޔߊߥߪߢߌࠊߥߡߒ㊀ⷞࠍ❣ታ߿⢻ജߪࠇߎޔ߇ࠆߢࠄ߆ߡ

ታ❣ਥ⟵ޔࠅߢߩߥޠᄙߩߊോຬߦ㐳ᦼ㑆ᬺߡߞߚࠊߦോ߳ࠍ࡞ࡕߩ⛽ᜬ

ߩ߽ߊߡߒߦ߽ߣߣᐕ㦂ߪਈ⛎ޔߚ߹ޕ߁ߣߛߩߥߺߊߒߥ⊛₸ലࠆߖߐ

❣ታߩ㐳ᦼ㑆ߪࠇߎޕࠆߡߞߥ⇣߇วഀࠆߔߡߞࠃߦ⒟ᐲߩㅴ߿ᩰޔߩ

 ޕࠆߢߩߥޠࡓ࠹ࠬࠪ⾨ⶋဳߍߺⓍޟࠆࠍ⾨ⶋߩኻ⽎⠪ߡࠇࠄߨ㊀ߺⓍ߇

 

㧔㧡㧕 ᒻᑼ⊛ੱߥ⹏ଔࠪࠬࡓ࠹ 

࿖ኅോຬߩછ↪ߣ⛎ਈߩᩮੱ߇ߩࠆߥߦ⹏ଔޔ߇ࠆߢ࿖ኅോຬᐲߦ

ੱޔ߈ߠၮߦ࿖ኅോຬᴺߪ㒮ੱޕߚߞߢᩇ߇ޠൕോ⹏ቯޟߪ⹏ଔੱࠆߌ߅

㒮ⷙೣ 10㧙2ࠍᰴߦ߁ࠃߩቯޕࠆߡ 

 

╙ 2᧦  ൕോ⹏ቯޔߪ⡯ຬࠅഀ߇ᒰߚࠇࠄߡ⡯ോߣ⽿છࠍㆀⴕߚߒታ❣㧔એਅޡൕ

ോታ❣ޕ߁ߣޢ㧕ࠍᒰቭ⡯ߩ⡯ോㆀⴕߩၮḰߦᾖߡߒࠄ⹏ቯޔߒਗ߮ߦၫോߦ㑐

ㅪߡߒߚࠇࠄ⡯ຬߩᕈᩰޔ⢻ജ߮ㆡᕈࠍᱜޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߢߩ߽ߔ␜ߦ 

2  ൕോ⹏ቯߓ߆ࠄޔߪ⹜㛎⊛ߥታᣉߩઁߩߘ⺞ᩏࠍⴕޔߡߞ⹏ቯߩ⚿ᨐߦ⼂

ജޔା㗬ᕈ߮ᅷᒰᕈޔࠅ߇ޔߟኈᤃߦታᣉ߆⏕ࠍߣߎࠆߢߩ߽ࠆ߈ߢ

 ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߢߩ߽ߚ

3  ൕോታ❣ߩ⹏ቯᣇᴺޔߪᰴߩฦภߦቯࠆၮḰߦᒰࠄߥ߫ࠇߌߥߢߩ߽ࠆߔ

  ޕߥ

㧔㧝㧕⡯ຬߩൕോታ❣ࠍಽᨆ⊛ߦ⹏ଔߡߒ⸥㍳ޔߒౕߪ⊛ߦ⸥ㅀߦࠇߎޔߒၮߠ

 ޕߣߎࠆߢߩ߽ࠆߔଔ⹏ߦ⊛ว✚ߡ

㧔㧞㧕2એߩ⠪ࠆࠃߦ⹏ଔࠍ╬․ቯߩ⠪ߩኾᢿࠍ㒐ߋᚻ⛯ౕࠍࠆߢߩ߽ࠆߔ

 ޕߣߎ

㧔㧟㧕⹏ቯࠍฃࠆߌ⡯ຬߩᢙਗ߮ߦ⡯ോߩ⒳㘃߮ⶄ㔀ߣ⽿છߩᐲࠍ⠨ᘦߡߒ৻ߔ

ᐔဋὐᢙߪޔቯࠍಽᏓߩὐ⹏ޔߡߟߦ㓸࿅ߩ⡯ຬࠆࠇࠄߣㆡᒰ߇ߣߎࠆ

ౕࠍ⛯ᚻࠆߔߦኈᤃࠍᤚᱜߩਇဋⴧߩߘޔߟޔߒჇࠍജ⼂ߩቯ⹏╬ࠆߔⷙࠍ

ޕߣߎࠆߢߩ߽ࠆߔ 

 

╙ 4᧦  ᚲロᐡߩ㐳ޔߪൕോ⹏ቯߩ⚿ᨐߦᔕߚߓភ⟎ޔߡߞߚߦࠆߕ⻠ࠍൕോᚑ

ൕޔദߦ߁ࠃࠆ߆ߚࠍᔒ᳇ߩ⡯ຬߡߒఝㆄࠍࠇߎޔߪߡߟߦ⡯ຬߥᅢ⦟ߩ❣

                                                   
3  Ⓑ⛮ޔหᦠޕ 
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ോᚑ❣ߩਇ⦟ߥ⡯ຬޔߪߡߟߦၫോߩᜰዉߩୃ⎇ޔታᣉ߮⡯ോഀߩᒰߩᄌᦝ

ߥࠄߥ߫ࠇߌߥദߦ߁ࠃࠆߕ⻠ࠍ⟎ភࠆߣㆡᒰઁߩߘ឵⟎㈩ߪޔⴕࠍ╬

 ޕ

 

ታޔ߇ߚߡߞߥߦߣߎࠆࠇࠊⴕ߇⹏ଔੱߊߠၮߦൕോ⹏ቯߪᴺᐲޔߦ߁ࠃߩߎ

㓙ߪߦ㧔㧝㧕߇⹏ଔߩၮḰ߇߆ߩߥਇ⏕ޔࠅߢ㧔㧞㧕ណ↪⹜㛎ߩ⒳㘃ߩߘߡߞࠃߦᓟ

ߦ↪ㆇߣᐲޔ╬ࠆߡߞߥߦߺߊߒߥ⊛ᐕഞᐨߪ㧔㧟㧕⛎ޔࠇࠄ߇ࠕࡖࠠߩ

ᄢ߇ࡊ࠶ࡖࠡߥ߈ሽޕߚߡߒ 

 

㧞㧙㧞 ᡷ㕟ߩᔅⷐᕈ 

 

వߦㅀޟߚߴㆃㆬᛮࠪࠬޔߪ࠻࠶ࡔߩޠࡓ࠹㐳ᦼ㑆ߩ┹߇ⴕޔߚࠆࠇࠊߦ

ኻ߿ࡦ࡚ࠪࡌ࠴ࡕࠆߔ⢻ജะ߳ߩദജ߇㐳ᦼߡߞߚࠊߦᜬ⛯ࠄߐޕࠆߦߣߎࠆࠇߐ

ߥߊߥ߇Ꮕ⺋ߥ⊛⍴ᦼޔߚࠆߥߦߣߎࠆߌฃࠍଔ⹏ࠄ߆ห߿มߩⶄᢙߦ㑆ߩߘޔߦ

 ޕ߁ࠈߢὐ߽㊀ⷐߔ߿ࠇߐᒻᚑ߇ଔ⹏ߥ⊛ቴⷰޔࠅ

ޔߣߎࠆߡࠇߐᗧ↪߇࠻ࠬࡐߩቯᢙ৻ߦԘᏱޔߪߦߚߟ┙ࠅᚑ߇ࡓ࠹ࠬࠪߚߒ߁ߎ

ԙ৻ቯഀวߪߦࡃࡦࡔߩㅴߩᯏળ߇ዋޔߣߎߥԚ᳃㑆ડᬺߩߤߥᄖㇱഭᏒ႐ࠄ߆

ណ↪߇ࡃࡦࡔࠆࠇߐዋޔߣߎߥԛ߇ࡃࡦࡔဋ⾰⊛ߢ⢻ജࠍᲧセޔߣߎߔ߿ߒԜ⚵

ࠃߩᰴޔߡߟߦࠄࠇߎޕࠆߢᔅⷐ߇ઙ᧦ߚߞߣޔߣߎࠆߢ⏕߇ࡦ࡚ࠪ࠶ࡒߩ❰

 ޕ߁ࠈߛࠆ߃ߦ߁

Ԙ ࠍࠇߎታߩ❰⚵ޔߪߦߚࠆߔᣂ㒸ઍ⻢߇ਇนᰳ߇ࡃࡦࡔߩߤࠎߣ߶ޕࠆߥߣቯ

ᐕ߹ߦ❰⚵ߢᱷ࠻ࠬࡐߣࠆߥߦߣߎࠆਇ⿷ᷓߪೞޟ߇ࠇߎޕࠆߥߦᄤਅߺ↢ࠍޠࠅ

 ޕࠆߡߞߥߦߟ৻ߩේ࿃ߔ

ԙ ߇ࠕࡖࠠࡦࡁ⺖㐳⚖એߦㆬᛮޔߚ߹ޕࠆߢ⒘ߡࠊ߈ߪߣߎࠆࠇߐᦨㄭ߹ߪߢ

ᅚᕈ⡯ຬ߇ㅴࠆߔᯏળ߽ᄙޕߚߞ߆ߥߊ 

Ԛ ৻ㇱߦ․⡯ޔߢߺߩࠆ߇ౝㇱㅴ߇ᄢේೣޕߚߞߛ 

ԛ ណ↪⹜㛎߇෩ᩰߦⴕޔࠅ߅ߡࠇࠊ৻ቯߩቇᱧߣ⢻ജࠍࠆߔ⠪߫ࠇߌߥߢߡߒណ↪

 ޕߥࠇߐ

Ԝ ᣣᧄߩⴕᯏ㑐߇ࡦ࡚ࠪ࠶ࡒߩ❰⚵ߪਇ⏕߁ߣᛕ್࡚ࠪ࠶ࡒ߁ߢߎߎޕࠆ߇

 ޕ4ࠆߢߩ߽ߚߒ⸤ࠍౝኈᦸߦⴕ߇࿖᳃ࠆߢ㘈ቴޔߪߣࡦ

 

 ޕߚ߈ߡߞߥߊߥߒ┙ᚑ߇ઙ᧦ߚߒ߁ߎㄭᐕޔ߇ࠈߎߣ 

╙ 1 ࠻ࠬࡐߦਛᔃࠍਛ㑆▤ℂ⡯ޔࠅ߅ߢࠎㅴ߇ൻ࠻࠶ࡈߩ❰⚵ߡߞࠃߦⴕᡷ㕟ޔߦ

ߡ߈ߢㅴߢ߹ߦ⚖㐳⺖߇ຬో߷߶ߪߡߟ߆ޔ႐วߩቭࠕࡖࠠޕࠆߡ߈ߡߒ⿷ਇ߇

 ޕࠆ߽ࠕࡖࠠࠆߡߞ߹ᱛߢ㐳⺖ߪߢޔ߇ߚ
                                                   
4  ጊਛବਯޡോຬੱߩ⎇ⓥޔޢ᧲ᵗ⚻ᷣᣂႎ␠2006ޔᐕ34ޔ㨪35ޕࠫࡍ 
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╙ 2 ᅚᕈ⡯ޔߚࠆߡߒߑࠍታߩޠᅚෳ↹ဳ␠ળ↵ޟߡߒߣ╷⋡ᮡߩㄭᐕޔߦ

ຬ߽ߦㅴߩᯏળ߇ᐢߩઁޕࠆߡߞ߇వㅴ࿖ߣᲧセ߽ߡߒᅚᕈ▤ℂ⡯߇ዋޔߚߥ

ᓟߪჇടߣߊߡߒ⠨ޕࠆࠇࠄ߃ 

╙ 3 ㅴߩណ↪ᓟޔߊߥ߇ᩰᏅߩߤ߶ߐߦ⢻ജߩΤ⒳วᩰ⠪ߣណ↪⹜㛎Σ⒳วᩰ⠪ޔߦ

ࠢࠬߩᤨ↪ណޔߚ߹ޕߚ߈ߡߞߥߦ߁ࠃࠆࠇࠄ߃⠨ߣਇวℂ߇ߩࠆ߇⇣Ꮕߥ⏕ߦ

 ޕߚ߈ߡߞ߹ᒝ߇ᛕ್ࠄ߆ౝᄖ❰⚵ߡߒኻߦᣇᴺ߁ߣߺߩࠣࡦ࠾

╙ ޕࠆߡߞ߹㜞߇ޠᔒะ࠻ࠬࡖࠪࡍࠬޟߪߦ⡯ຬࠆࠇߐ↪ណߡߒߣㄭᐕോຬޔߦ4

ฦⴕᯏ㑐ౝㇱߩ࠻ࠬࡖࠪࡍ߽ࠬࠄ߆ᔅⷐᕈ߇ᒝߊਥᒛࡖࠠޔߚߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇߐ

 ޕߚ߈ߡߞߥߦᴫ⁁ߥࠇࠄߌㆱ߇ߒ⋤ߩࡓ࠹ࠬࠪࠕ

╙ 5 ോຬᐲߩ㐽㎮ဳޔߢᔅⷐ߇⏕ߩ᧚ੱߚࠇఝߪߦߚࠆ࿑ࠍല₸ൻߩⴕޔߦ

ߦޔ㓙ߩߎޕߔ߿Ⴧࠍ↪ਛㅜណߩࠄ߆᳃㑆ޔࠅࠃߦߣߎࠆߔォ឵ߦᐲߩ㐿ဳࠄ߆

 ޕࠆߥߣน⢻߇ߣߎࠆᡷࠍᘠⴕߩఝవ⋊⋬߫ࠇߔ↪ណࠍᐙㇱ⡯ຬߡߞࠃ

╙ 6 ⴕߪߦߚߩะߩ࠻ࡦࡔࡢࡄࡦࠛ߿ല₸ൻߩⴕޔਅߩ⁁ᴫ⽷ߒ෩ޔߦ

 ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ⸛ᬌౣࠍࡦ࡚ࠪ࠶ࡒߩ❰⚵ޔᓎഀߩ

╙ߡߒߘ ࠄ߆ὐⷰ߁ߣല₸ൻߩ▚੍ߚ߹ޔߊᒝߪᛕ್ߩ⺰ࠆߔኻߦޠࠅᄤਅޟޔߦ7

߽ᄤਅࠅవࠆߢ․ᱶᴺੱ߿⋉ᴺੱ╬ߩᷫߪਇนᰳޕࠆߢ 

એޔࠄ߆ߣߎߩ࿖ኅോຬᐲᡷ㕟ߪ༛✕ߩ⺖㗴ޔࠅ߅ߡߞߥߣหᦼណ↪⠪ࠍ߶߷ห

ࠅߥߦ࿎㔍߇⛯ሽޔߪᣇᴺߊߡߖߐ┹ࠄ߇ߥߖߐㅴߦ࠻ࠬࡐߩቯ৻ߢࠣࡦࡒࠗ࠲ߓ

 ޕࠆߟߟ

 

 

㧟㧚ᣂੱߒ⹏ଔࠪࠬࡓ࠹ 
 

㧟㧙㧝 ⹏ଔߩᣇะᕈ 

 

 ᐔᚑ 22ᐕߩㅢᏱ࿖ળߢᚑ┙੍ࠆߔቯߚߞߛ࿖ኅോຬᴺᡷᱜ᩺ޔߪߢ⋭ᐡᮮᢿ⊛ੱߥ

ޔክ⼏ቭࠄ߆ㇱ㐳ޔߚ߹ޔᚑࠍ★ฬߦ⥄⁛ޔࠇߐ⟎⸳߇ౝ㑑ੱዪߦߚࠆߔߣน⢻ࠍ

ോᰴቭ߹ࠍߢหᩰࠅ⋓߇ߤߥߣߎࠆߔߣㄟ߹ޕߚߡࠇ⛎ਈᴺߩᡷᱜ߇ߩߥߡߞ

ࠍ㒠ᩰੱ߿ᛮᠾੱߡ߃ࠍ၂ᩮߩᐡ⋬ޔ߫ࠇߔታ߇ᡷᱜ᩺ߩߎޔ߇ࠆߢਇ⥄ὼߪ

ⴕ߇ߣߎ߁น⢻ߦࠄߐޕߚߞߛߕߪࠆߥߣ᳃ਥౄౝ㑑ޔߪോຬഭ⚵วߩഭၮᧄᮭઃ

ਈࠍᓟߩᣇะᕈߡߒߣᛂߜޔߚࠆߡߒ࿖ߣഭ⚵߇ߒว߁႐ᚲࠆߔ⟎⸳ߦߎߤࠍ

  ޕ㧕ߚߞ߹ߓߪ߇Ḱࠆߔ⟎⸳ࠍޠോຬᐡޟߪߡߟߦࠇߎ㧔ߥࠄߥߪߡߊߥࠍ߆

ᐔᚑޔߡߒߘ 23ᐕߩㅢᏱ࿖ળޔߪߢԘ⛎ਈᴺߪᡷᱜޔ߆ߩࠃ߽ߡߊߥߒԙ㒠ᩰੱ߿ಽ

㒢ಣಽߪࠍၮḰޔ߆ߩࠆߔߣԚౝ㑑ੱዪߩዪ㐳ߪ࠻ࠬࡐ࿖ോᄢ⤿ޔ߆ุ߆ߩࠆߔߣ߹

ࠆߖߐ⛯ᓟ߽ሽߪ㒮ੱ߽ߘ߽ߘԛޔ߆ߩࠆߔ▤⒟ᐲ⒖ߩߤࠍ㒢ᮭߩ⋬ോ✚㒮ੱߚ

ᔅⷐߥ߁ࠃߩߤޔ߫ࠇߔߣࠆޔ߆ߩࠆ߇ᓎഀࠍᜬޔ߆ߩߥ߈ߴࠆߖߚԜഭ⚵߳ߩഭ
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ၮᧄᮭઃਈޔߦ߆ߥߩ᧦ઙઃࠅ⋓ࠍᮭࠠࠗ࠻߽ࠬߡߞߪߢ߈ㄟߚߞߣޔ߆߈ߴὐ

ߩ᳃ਥౄޔ߇ߚࠇߐߜᛂ߇ᣇ㊎ޠߥߒઃਈޟߪߡߟߦᮭ࠻㧔ࠬ߁ࠈߛࠆߥߣὐ߇

৻ㇱߩ⼏ຬ߿ഭ⚵ࠄ߆ỗߒ⊒߇ޔࠅ߅ߡ߈ߡᓟᦛ᛬੍߇ᗐࠆࠇߐ㧕ޕ 

ᐔᚑ 22ᐕߦឭޟߚࠇߐ࿖ኅോຬᴺ╬ߩᡷᱜ᩺ߪޠෳ⼏㒮ㆬࠆࠃߦᦼ㒢ಾޔࠇᑄ᩺

ᐔᚑޔߚߚߞߥߣ 19ᐕߦᡷᱜߚࠇߐ࿖ኅോຬᴺ߇ޟࠈߎߣߩᦨㄭޠߩᐲޕࠆߢ

ੱߩߚࠆߔᔀᐩࠍ❣ታ⢻ജޔߢߚߒ⸤ࠍᑄᱛߩ⡯㓏ᐲߪߢᡷᱜ᩺ߩ߈ߣߩߎ

⹏ଔᐲࠍዉޔߒടߡ߃ฦ⋭ᐡౣࠆࠃߦዞ⡯ߩࠎߖߞᱛޔቭ᳃ੱ᧚ᵹߣ࠲ࡦ

ౣዞ⡯╬⋙ⷞᆔຬળࠅ⋓ࠍߤߥ⟎⸳ߩㄟ߇ߣߎߛࠎᵈ⋡ޕߚࠇߐ 

 ޕ5ࠆߢὐߩએਅߪᓽ․ߥਥߩߘ

 

㧔㧝㧕 ࿖ኅോຬੱߩ▤ℂߩේೣޔߡߒߣ⡯ຬߩណ↪ᓟߩછ↪ޔ⛎ਈੱߩઁߩߘ▤ℂ

ࠄࠇߎޕߥࠄߥߪߡࠇࠊࠄߣߦ⒳㘃ߩណ↪⹜㛎ߚߒណ↪ᐕᰴ߮วᩰߩ⡯ຬޔߪ

╙ߦߚᣂߪߢᡷᱜᴺޔߚߩߎޕࠆࠇࠊⴕߡߞࠃߦ⹏ଔੱߥᱜߪ 27 ߩ᧦ 2 ߦ

㧔ੱ▤ℂߩේೣ㧕ޔߦࠄߐޕߚࠇࠄߌ⸳߇╙ 70 ߩ᧦ 3 ታᣉ㧕ߩ㧔ੱ⹏ଔߪߢ

ࠊⴕࠍ⹏ଔੱߦ⊛ቯᦼޔߪ㐳ߩᚲロᐡߩߘޔߪߡߟߦၫോߩ⡯ຬޟޔࠇߐ⸳ᣂ߇

 ޕߚࠇߐ⸤ߣޠߥࠄߥ߫ࠇߌߥ

㧔㧞㧕 ⢻ജᧄߩછ↪ᐲޔߚࠆߔ┙⏕ࠍౝ㑑✚ℂᄢ⤿ޔ߇⡯ߩᲑ㓏ߩᮡḰ⊛ߥቭ

⡯ߩ⡯ോࠍㆀⴕࠆߔߢ⊒ើࠆࠇࠄ᳞߇ߣߎࠆߔ⢻ജޔߡߒߣᮡḰ⡯ോㆀⴕ⢻ജ

ߔߣᢿၮḰ್ߩ╬ォછߪછޔࠍᮡḰ⡯ോㆀⴕ⢻ജ߮ㆡᕈޔߦ߽ߣߣࠆቯࠍ

㑑⼏ߡߒᚑࠍ᩺ߩណ↪છ╬ၮᧄᣇ㊎ޔߪ⤿ౝ㑑✚ℂᄢޔߚ߹ޕߚߒߣߣߎࠆ

ቯޕߚߒߣߣߎࠆ᳞ࠍ 

㧔㧟㧕 ⡯㓏ᐲߪ߹ߢታᣉޔߊߥ߇ߣߎߚࠇߐᣂੱߒ߽ࠪࠬߣࡓ࠹ㆡวߚߥߒ

⡯㓏ᴺߪᑄᱛޕߚߞߥߣ 

 

ੱ⹏ଔߦ㑐ࠆߔᡷ㕟ߡߞࠃߦౝ㑑✚ℂᄢ⤿ޟ߇ᮡḰ⡯ോㆀⴕ⢻ജࠍࠇߎޔߒ␜ࠍޠၮ

Ḱߦ⡯ຬߩ⢻ജࠍ⹏ଔߩߢ߹ࠇߎޕߚߞߥߦߣߎࠆߔᣣᧄߩⴕᯏ㑐ߪߢ Position ᔨߩ

 ޕߚߡࠇࠊߣߚߡߞߥߦޠၮḰੱޟ߁ᡰᛄߦੱߡߒଔ⹏ࠍੱ߇ੱޔߊᒙ߇

ߎޕߚߞ߹ߒߡߒ⌕ቯ߇ᐕഞ⊛ੱޔࠇߐቯ߇㊄⾓ߢၮḰࠆߥ⇣ߪߣᏒ႐ޔᨐ⚿ߩߘ

ࠍࡦ࡚ࠪ࠶ࡒߩ❰⚵ޔ႐วߩߎ㧔ࠆߢޠၮḰޟߪޠᮡḰ⡯ോㆀⴕ⢻ജޟߡߒኻߦࠇ

⏕ቯߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߆߅ߡߒ㧕ޕ 

 

 

                                                   
ኻ⽎ᄖߪߡߟߦ⡯ຬߩએਅޔ߇ࠆߡߒߦ⽎ኻࠍ⡯ຬߩ⡯⥸৻ߪࡓ࠹⹏ଔࠪࠬੱߩߎ  5

છᦼઃ⍴߁ߦԘ㕖Ᏹൕ⡯ຬ㧔ౣછ↪⍴ᤨ㑆ൕോ⡯ຬ߮⢒ఽ⍴ᤨ㑆ൕോޕࠆߡߒߣ

ᤨ㑆ൕോ⡯ຬࠍ㒰ߊ㧕ޔԙ⥃ᤨ⊛છ↪⡯ຬੱߜ߁ߩ⹏ଔߩ⚿ᨐࠍ⛎ਈ╬߳ᤋࠆߔ

 ޕᬌ㐳߮ࠃ߅ᰴ㐳ᬌޔԚᬌ✚㐳ޔ⡯ຬߥ߇
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 Positionߩଔ୯ࠍᢙ୯ൻߡߒߣߩ߽ߚߒ PVI㧔Position Value Index 㧦⡯ോଔ୯ᜰᢙ㧕

 ޕࠆߔߣ᭴ᚑౝኈࠍߐ࿎㔍ߩԚޔߐ߈ᄢߩԙ⽿છޔᓇ㗀ᐲߩ߳❰⚵Ԙߪࠇߎޕࠆ߇

 

    ⛎ 

    ਈ 

 

 

 

 

 

 

                                PVI 

 

ߦᮮゲߪ࿑ߩߎ PVIޔ❑ゲߦ⛎ਈޕ6ࠆߡߞߣࠍ 

Positionߩଔ୯߇⏕ቯޔੱߕࠇߐ ၮḰߢ⛎ਈࠍ⠨ߩࡈࠣߣࠆ߃ㇱࠅࠃ₂⽸ޟ⛎ਈ߇ᄢޠ

 ޕߥ߈ߢᓮ߽ߡߞะ߳ࠈߎߣߩ

Ⴧട߇⡯ຬߩਅߩࡈࠣߣࠆߔࠅߚߍਅ߈ᒁࠍਈ⛎ߩ⡯ຬ㜞ߩ₂ᐲ⽸ޔߦหᤨߚ߹

⛎ߥ߁ࠃ߁ߣޠ࠻࠶٤㧑ࠞ⾌ઙੱޟߦ․ߪࠇߎޕࠆߔૐਅߪࡦ࡚ࠪࡌ࠴ࡕߩ⡯ຬޔߒ

ਈߩ৻ᓞᒁ߈ਅޕߔ߿ߓ↢߈ߣߩߍ⛎ਈߩᒁ߈ޔߍᒁ߈ਅߪߍߩޘߡߞࠃߦⴕ

 ޕߔࠄߚ߽ࠍਵ㔌ߩࠄ߆ࡈࠣߩߎޔߪჇᷫߩᓞ৻ޔߢ߈ߴࠆࠇࠊ

࿖ኅോຬᐲᡷ㕟ߩߎߢ PVAߪ࡞࠺ࡕዉޔߒ߆ߒޕߥߡࠇߐᡷ㕟ߩᣇะᕈߎߪ

 ޕࠆߦ߆ߊឬߦ⏕ᱜߡߒߦ߆ࠍࡈࠣߩߎޔߪߣߎߥ㊀ⷐޕࠆߡߒ⥌৻ߣ࡞࠺ࡕߩ

 

㧟㧙㧞 ⹏ଔߩᣇᴺ 

 

ᐔᚑޔߪ㒮ੱߣ⋬ോ✚ޔߜ┙వߦࠇߎ 18ᐕ 1ࠄ߆ᧄ⋭⺖㐳㨪ଥຬޔᣇᯏ㑐ޔኾ㐷

⡯⒳ߦኻ࡞ࠨࡂޟߡߒ⹜ⴕࠍޠታᣉߩߎޔߡߒߘޕ7ߚߒ⚿ᨐࠍฃޔߡߌ✚ോ⋭ੱ

                                                   
 ޕᚑࠅࠃHPߩⓥᚲ㧔IHCS㧕⎇ࡦ࡚ࠪࡘ࠰࡞࠲ࡇࡖࠠࡦࡑࡘࡅ  6
7 ၮᧄ⊛ߥ⚵ޟޔߪߺ⢻ജ⹏ଔᬺޟߣޠ❣⹏ଔߩޠ 2ᧄ┙߽ࠇߕޕࠆߡߞߥߣߡ⛘ኻ
⹏ଔᣇᑼߡߞࠃߦ⹏ଔޔߪ࠻ࡦࠗࡐޕߚࠇߐ⹏ଔ⠪ߩශ⽎߿ᕈᩰ߽ߥ߹ߚߞߣ

ߦߣߎߚߒቯ್ࠍ㆐ᚑ⁁ᴫߩോᬺ߿ⴕേߚࠇࠄߣߦታ㓙ࠅߚᒰߦ⡯ോㆀⴕޔߊߥߪߢߩ

⚿ଔ⹏ߡߓㅢࠍߣߎࠆߔ⺣㕙ߣมޔᏆ↳๔߽ⴕ⥄ޔߪ⠪ࠆߌฃࠍଔ⹏ޔߚ߹ޕࠆ

ᨐࠍቯޕߚߞߡ⹏ଔ⠪ߪ ߪⵍ⹏ଔ⠪ޔ5,662ੱ ࠆࠍᨐ⚿ߥਥޕߚߞߢ20,428ੱ
ߩଔ⠪⹏ޠߡߟߦലᕈߩଔ⹏❣ᬺޟޔߣ 76㧑ޔⵍ⹏ଔ⠪ߩ 72㧑ޟ߇ലޠߚߞߢ
ߩଔ⠪⹏ޠߡߟߦലᕈߩ⢻ജ⹏ଔޟޔߚ߹ޕࠆߡߒ╵࿁ߣ 74㧑ޔⵍ⹏ଔ⠪ߩ 74㧑
⋬㧔✚ോޕࠆߡߒ╵࿁ߣޠߚߞߢലޟ߇ HP,ੱޟ⹏ଔߩ⹜ⴕࠅࠃޠ㧕ࠇߎޔߛߚޕ
ߔᗧ⇐ߦߣߎߚߞ߆ߥࠇߐᤋߦਈ⛎ߩታ㓙ޔࠅߢޠ⹜ⴕ࡞ࠨࡂޟ߽ߢ߹ߊߪ

 ޕࠆ߇ᔅⷐࠆ

 ࠅࠃ₂⽸

⛎ਈ߇ᄢ 

 

⡯ോߩଔ

୯㧩⛎ਈ 

⛎ਈࠅࠃ

 ᄢ߇₂⽸
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ᕲ⛎ዪޔߪᐔᚑ 20ᐕ 7ੱޟޔ⹏ଔᐲߩⷐࠍޠᚑࠆ߈ߢޟޔߒ㒢ࠅᧄ⇟ߦㄭᒻޠߢ

หᐕ 8 ోࠄ߆⡯ຬࠍኻ⽎࡞ࠨࡂޟߚߒߦ⹜ⴕߩޠᐲࠍቯߚߒ㧔ੱ⹏ଔᐲ㛽

ሶޔౝ㑑ቭᚱ✚ോ⋭7ޔ  3 ᣣ㧕ޕᐔᚑ 21 ᐕ 3ੱޟߪߦ⹏ଔߩၮḰޔᣇᴺ╬ߦ㑐ߔ

4ޔࠇߐ㑑⼏ቯ߇ޠࠆ 1ᣣࠄ߆ᣂੱߒ⹏ଔࠪࠬ߇ࡓ࠹ᣉⴕޕߚࠇߐ 

ੱ㒮ߩߎޔߪᣉⴕޔߡߖࠊߦ⹏ଔ⚿ᨐߩછޔ⛎ਈ╬߳ߩᵴ↪ߦ㑐ࠆߔᐲߩᢛ

ޔߚࠆߖߐะࠍଔ⢻ജ⹏ߩଔ⠪⹏ޔߡ߃ടޕߚߒᏓࠍ㑐ଥੱ㒮ⷙೣޔߚࠆ࿑ࠍ

2,837ฬࠍኻ⽎ߦ⹏ଔ⢻ജะ⎇ୃࠍታᣉޕߚߒ 

ᨐ㧗ᡷᱜ࿖ኅോຬᴺ㧗⚿ߩ⹜ⴕߩߢ߹ࠇߎޟޔߚ߁ⴕࠍੱߩ⟏ା⾨ᔅޔߪᐲߩߎ

࿖ኅോຬᐲᡷ㕟ၮᧄᴺߩⷙቯࠍޠ〯߹ޕࠆߡࠇߐߣߩ߽ߚ߃ᄢߥ߈․ᓽޔߪ⢻ജ⹏

ଔᬺߣ❣⹏ଔ߇⏕ߦⷙቯޔࠇߐᚑ❣ߩ⠪ࠄ߆ㆬᛮޔ⛎╬߇ⴕޔࠇࠊૐ⹏ଔ⠪ߦኻ

 ޕࠆߦὐࠆࠇࠊಽ㒢ಣಽ߽ⴕߪߡߞࠃߦ႐วޔߌോઃ⟵ࠍୃ⎇ߪߡߒ

⹏ଔߩᣇᴺޔߪ⢻ജ⹏ଔ߇ 10 1ᣣࠄ߆⠉ᐕ 9 30ᣣ߹ߩߢ㑆ޔߦ⡯ຬߩߘ߇⡯ോࠍ

ㆀⴕߦࠆߔᒰࠅߚ⊒ើߚߒ⢻ജࠍ⹏ଔࠆߔ㧔ࠍࠇߎቯᦼ⹏ଔ߁ߣ㧕ᬺޕ❣⹏ଔߪᐕ 2࿁ⴕ

߇ᦨೋޕࠆࠇࠊ 10 1ᣣࠄ߆⠉ᐕߩ 3 31ᣣ߹ޔߢᰴ߇ 4 1ᣣࠄ߆ 9 30ᣣ߹ߩߢ

ᦼ㑆ޔߢ⡯ຬߩߘ߇⡯ോࠍㆀⴕࠍ❣ᬺߚߒ⹏ଔޕࠆߔ 

⡯႐ߩม߇ណὐ⠪ޔ߇ࠆߥߣ৻ᣇ⊛ߥណὐࠍ࿁ㆱޔߒⵍ⹏ଔ⠪߽ߦ⚊ᓧߚ߁ࠄ߽ߡߒ

ߡߞᓥߦ⋠ฦ㗄ߩ࠻ଔࠪ⹏ޔߪណὐᣇᴺޕࠆࠇࠊⴕ߇⺣㕙ߪߦᦼᧃߣᦼ㚂ޔߦ 5 Ბ㓏

ᣇᑼ㧔S,A,B,C,D㧕ޔࠅߢBࠍਛޔߒߣC߹ߪߚ D⹏ଔࠆ߇⡯ຬࠍୃ⎇ߪฃߤߥࠆߌ

 ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߖߐะࠍᛛ⢻ޔߡߒ

⋠ޟߪߣ❣ᬺޔߢޠ⢻ജߚߒើ⊑߇⡯ຬߡ߅ߦଔᦼ㑆⹏ޟޔߪߣ⢻ജ߁ߢߎߎޔ߅ߥ

ᮡߦኻࠆߔ㆐ᚑᐲޔടޔߡ߃⋡ᮡએᄖᬺߩോߩ㆐ᚑ⁁ᴫࠍޠᗧޕࠆߔ 

 

 

⢻ജ⹏ଔోߩᮡ⺆㧔⺖㐳⚖એਅ㧕 

㧿㧔ਛ

 㧕ࠅࠃ

⢻ജ⊒ើ⁁ᴫߥ⑲ఝߦ․ߡߒߣᒰ⡯ޔࠅ߅ߡࠇࠄߣߦታ⏕߇ⴕേࠆࠇࠄ᳞

 ޕࠆߢ

㧭㧔ਛ

 㧕ࠅࠃ

ߢ⢻ജ⊒ើ⁁ᴫߥ⑲ఝߡߒߣᒰ⡯ޔࠅ߅ߡࠇࠄߣߦචಽ߇ⴕേࠆࠇࠄ᳞

 ޕࠆ

㧮 

㧔ਛ㧕 

߅߅߇⢻ജࠆࠇࠄ᳞ߡߒߣᒰ⡯ޔࠅ߅ߡࠇࠄߣߨ߅߅߇ⴕേࠆࠇࠄ᳞

 㧔ㅢᏱ㧕ޕࠆߢᴫ⁁ࠆߡࠇߐើ⊑ߨ

㧯 

㧔ਛ

 ਅ㧕ࠅࠃ

⢻ജ⊒ើ⁁ᴫߥචಽߡߒߣᒰ⡯ޔߕࠄ߅ߡࠇࠄߣ߆ߒㇱ৻߇ⴕേࠆࠇࠄ᳞

ߡߒើ⊑ࠍ⢻ജࠆࠇࠄ᳞ߦߚࠆߔㆀⴕࠍ⡯ോߩ㧔ᒰ⡯ޕߥ߃ߪߣ

 㧕ߥ߃ߪߢ߹ߣߥ

㧰 

㧔ਛ

 ਅ㧕ࠅࠃ

ߥߢ⢻ജ⊒ើ⁁ᴫߥᔅⷐߦᒰ⡯ޔߕࠄ߅ߡࠇࠄߣߤࠎߣ߶߇ⴕേࠆࠇࠄ᳞

ߡߒ㆐ߦ⒟ᐲߩើ⊑ߩ⢻ജࠆࠇࠄ᳞ߦߚࠆߔㆀⴕࠍ⡯ോߩ㧔ᒰ⡯ޕ

 㧕ޕߥ
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ᮡ⺆㧔⺖㐳⚖એਅ㧕 

s: ᳞ࠆࠇࠄⴕേ߇⏕ታޔࠅ߅ߡࠇࠄߣߦઃടଔ୯ޔઁ↢ࠍ ߩߤߥࠆߥߣ▸ᮨߩ⡯ຬߩ

⡯ോㆀⴕ⁁ᴫޕࠆߢ 

a: ᳞ࠆࠇࠄⴕേ߇⏕ታޕߚߡࠇࠄߣߦ 

b: ᳞ࠆࠇࠄⴕേޕߚߡࠇࠄߣߨ߅߅߇㧔ㅢᏱ㧕 

c: ᳞ࠆࠇࠄⴕേ߇ᦨૐ㒢ޕߚߡࠇࠄߣߪ㧔ߚ߈ߢ႐ว߽ߣߎߚߞ߆ߥ߈ߢޔ߇ߚߞ

 㧕ޕߚߞ߆ߥࠅ⿷‛߇ⴕേߚߡࠇࠄߣޔ߫ࠇߔᢿ್ߡߓ✚ޔߤߥᄙ߇ᣇߩ

d: ᳞ࠆࠇࠄⴕേޕߚߞ߆ߥߡࠇࠄߣߊో߇ 

 

ᬺ❣⹏ଔోߩᮡ⺆㧔⺖㐳⚖એਅ㧕 

㧿㧔ਛ

 㧕ࠅࠃ

ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐ᳓Ḱߦ߆ࠆߪࠍ࿁ࠆᓎഀࠍᨐޕߚߒߚ 

㧭㧔ਛ

 㧕ࠅࠃ

ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐએߩᓎഀࠍᨐޕߚߒߚ 

㧮 

㧔ਛ㧕 

ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐᓎഀߨ߅߅ࠍᨐޕߚߒߚ㧔ㅢᏱ㧕 

㧯㧔ਛ

 ਅ㧕ࠅࠃ

ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐᓎഀࠍ৻ㇱ߆ߒᨐޕߚߞ߆ߥߡߒߚ 

㧰㧔ਛ

 ਅ㧕ࠅࠃ

ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐᓎഀߤࠎߣ߶ࠍᨐޕߚߞ߆ߥߡߒߚ 

 

 

ᮡ⺆㧔⺖㐳⚖એਅ㧕 

s: 㗴ߊߥ⋡ᮡࠍ㆐ᚑޔߒᦼᓙߦ߆ࠆߪࠍ࿁ࠆᚑᨐޕߚߍࠍ 

a: 㗴ߊߥ⋡ᮡࠍ㆐ᚑޔߒᦼᓙߚࠇߐએߩᚑᨐޕߚߍࠍ 

b: એਅ㧔㧖㧕ߦឝࠬ࠽ࠗࡑߥ߁ࠃࠆߍⷐ࿃ߊߥߤࠎߣ߶߇⋡ᮡࠍ㆐ᚑޔߒᦼᓙߚࠇߐᚑᨐ

 㧔ㅢᏱ㧕ޕߚߍࠍ

c: એਅ㧔㧖㧕ߦឝࠬ࠽ࠗࡑߥ߁ࠃࠆߍⷐ࿃߇ޔߤߥࠆࠇࠄ⋡ᮡߩ㆐ᚑ߇ਇචಽޔࠅߢ

ᦼᓙߚࠇߐᚑᨐ᳓Ḱߦ߫ޕߚߞ߆ߥ 

d: ᧄੱߩ⽿છޔࠅࠃߦᦼ㒢᳓Ḱ߽ߣ⋡ᮡࠍ㆐ᚑޔߕ߈ߢㅢᏱߩദജߡߞࠃߦᓧߪࠆࠇࠄ

 ޕߚߞ߆ߥ߫ߦ߆ࠆߪߦᚑᨐ᳓Ḱߩߕ

㧔㧖㧕มߪหࠍࡃࠞࠆࠃߦⷐᬺߩઁߚߚߒോߦᓇ㗀߇ޕߛࠎ 

 ޕߚߒᱷࠍࠅߎߒߢ㑆ߩߣ㑐ଥ⠪ޔߚߚᰳࠍኻᔕߥታ⺈ߪߕ߹〯ࠍᚻᲑߥᔅⷐ  
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 ⹏ଔ⠪ޔߪⵍ⹏ଔ⠪ߩ⋙〈⠪ࠄ߆߆ߥߩታᣉᮭ⠪߇ᜰቯޕࠆߔ⹏ଔ⠪ߩᜰቯޔߪߡߟߦ

ቶ㐳⚖એߩ⠪ࠍၮᧄޔ߇ࠆߔߣ⡯႐ߩታᘒ╬ߡߞࠃߦ⺖㐳⚖߽ߢ᭴ޕߥࠊ 

⹏ଔߩᵹߪࠇᰴޕ8ࠆߥߦ߁ࠃߩ 

Ԙ ᦼ㚂㕙⺣㨪⹏ଔ⠪ߣⵍ⹏ଔ⠪߇ߒวޔ⋡ᮡ⸳ቯࠍࠢ࠶ࡃ࠼ࠖࡈ߿ⴕߘޕ߁

 ޕࠆߦߣߎࠆ࿑ࠍൻߩ⼂ߢ㑆ߩߣⵍ⹏ଔ⠪ߣଔ⠪⹏ޔߪ⊛⋠ߩ

ԙ ᬺോㆀⴕ 

Ԛ ⥄Ꮖ↳๔㨪ⵍ⹏ଔ⠪ᬺߩࠄ⥄߇ോㆀⴕ⁁ᴫࠍᝄࠅࠅ⥄Ꮖ↳๔ࠍⴕޕ߁↳๔ߩౝ

ኈޔߪ⢻ജ⹏ଔߪߡߟߦ⹏ଔᦼ㑆ਛߦⵍ⹏ଔ⠪߇⊒ើߚߒ⢻ജᬺޔߡߟߦ❣

⹏ଔޔߪߡߟߦ⹏ଔᦼ㑆ਛߦⵍ⹏ଔ⠪ߩߦ❣ᬺߚߍ㑐ޕߡߒ 

ԛ ⹏ଔ⺞ᢛ⏕㨪ⵍ⹏ଔ⠪ᬺߩോታᘒߩ⋙〈⠪ࠆߢ⠪㧔⺖㐳⚖એߣ

ᮡోߩଔ⹏ߚߞⴕߩଔ⠪⹏ޔ߇ࠆߔߣଔ⠪⹏ࠍ㧕ࠆߔߣၮᧄࠍቶ㐳⚖એޔߒ

〉⋘ߩോታᘒᬺߩⵍ⹏ଔ⠪ޔࠄ߆ὐⷰ߁ߣ߆߁ߤ߆ࠆ߇ਇဋⴧߡߟߦ⺆

⠪ࠆߢ⠪߇⺞ᢛࠍⴕߩߎޔߚ߹ޕ߁ᣇᴺޔߕࠄࠃߦ⺞ᢛ⠪߇⹏ଔ⠪ౣߦ⹏ଔࠍ

ⴕޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆߖࠊ 

Ԝ ⹏ଔ⚿ᨐߩ㐿␜㨪㐿␜ࠆߔౝኈޔߪᦨૐ㒢ޔ⢻ജ⹏ଔ߮ᬺ❣⹏ଔోߩࠇߙࠇߘ

ᮡ⺆ࠍోޔߒߛߚޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߢߩ߽ᮡ⺆ߩ㐿␜ࠍᏗᦸߥߒ⡯

ຬޔ⼊ኤ⡯ຬޔᶏᐡ⡯ຬޔೃᣉ⸳ߡ߅ߦൕോࠆߔ⡯ຬోޔߜ߁ߩᮡ

 ޕࠃ߽ߡߊߥߒ␜㐿ߪ႐วࠆߓ↢߇ᡰ㓚ߒ⪺ߦㆀⴕߩോᬺߡߞࠃߦ␜㐿ߩ⺆

ԝ ᦼᧃ㕙⺣㧔ᜰዉഥ⸒㧕㨪⚵❱ߩᗧ⼂ߩൻᬺ߿ോᡷༀ╬ߦ⚿߮ઃޔߌ⡯ຬޘ

⊛⋠߇ߣߎࠆߖߐะࠍࠬࡦࡑࠜࡈࡄߩో❰⚵ޔߒଦࠍ⊑⢻ജ㐿ߥ⊛⊑⥄ߩ

ᦼࠆߔቯ⏕ࠍᓎഀ߈ߴߔߚᨐࠆଥߦᰴᦼޔߦหᤨߣ⺣ᦼᧃ㕙ߩߎޔ߅ߥޕࠆߢ

㚂㕙⺣ࠍⴕߪߣߎ߁Ꮕߒᡰޕߥ߃ 

 

ᐙㇱ⡯ຬߩ⹏ଔߪᰴޕࠆߡߞߥߦ߁ࠃߩ 

Ԙ ዪ㐳ޔㇱ㐳ክ⼏ቭ⚖㧦⹏ଔ⠪ߪዪ㐳⚖߇ᰴቭ╬ޔㇱ㐳ክ⼏ቭ⚖ߪዪ㐳⚖߇ 3

Ბ㓏㧔2⇟⋡߇ᮡḰ㧕ߢ⹏ଔࠍⴕޕ߁ 

 

⢻ജ⹏ଔోߩᮡ⺆ 

ਛࠅࠃ 㧭㧦ᒰ⡯ߡߒߣఝ⑲ߥ⢻ജ⊒ើ⁁ᴫޕࠆߢ 

ਛ 㧮㧦ᒰ⡯ࠆࠇࠄ᳞ߡߒߣ⢻ജߨ߅߅߇⊒ើࠆߡࠇߐ⁁

ᴫޕࠆߢ㧔ㅢᏱ㧕 

ਛࠅࠃਅ 㧯㧦ᒰ⡯ࠆࠇࠄ᳞ߩ⢻ജ߇৻ㇱޔ߆ߒߤࠎߣ߶ޔߪ⊒ើ

 ޕࠆߢᴫ⁁ߥߡࠇߐ

 

                                                   
8  ✚ോ⋭ੱᕲ⛎ዪ HPࠅࠃᚑޕ 



 
14 

 

ᬺ❣⹏ଔోߩᮡ⺆ 

ਛࠅࠃ 㧭㧦ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐએߩᓎഀࠍᨐޕߚߒߚ 

ਛ 㧮㧦ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐᓎഀߨ߅߅ࠍᨐޕߚߒߚ㧔ㅢᏱ㧕 

ਛࠅࠃਅ 㧯㧦ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐᓎഀࠍ৻ㇱޔ߆ߒࠎߣ߶ޔߪ

 ޕߚߞ߆ߥߡߒߚᨐߤ

 

ԙ ᰴቭ⚖㧔ㆡቱߩ᭽ᑼ㧕㧦⹏ଔ⠪ߪᄢ⤿2ޔߢ Ბ㓏ߢ⹏ଔߩߎޕࠆߔ㓙ޔ⹏ଔ

㗄⋡ޔ⋡ᮡߩߣߏ⹏ଔߪⴕޔߕࠊ⺞ᢛ߽ޕߥߒ 

 

⢻ജ⹏ଔోߩᮡ⺆ 

 ↲㧦ᒰ⡯ࠆࠇࠄ᳞ߡߒߣ⢻ജ߇⊒ើࠆߡࠇߐ⁁ᴫޕࠆߢ

㧔ㅢᏱ㧕 

ਅ ਸ㧦ᒰ⡯ࠆࠇࠄ᳞ߩ⢻ജ߇৻ㇱޔ߆ߒߤࠎߣ߶ޔߪ⊒ើ

 ޕࠆߢᴫ⁁ߥߡࠇߐ

 

ᬺ❣⹏ଔోߩᮡ⺆ 

 ↲㧦ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐᓎഀࠍᨐޕߚߒߚ㧔ㅢᏱ㧕 

ਅ ਸ㧦ᦼᒰߚࠇࠄ᳞ߦ࠻ࠬࡐᓎഀࠍ৻ㇱޔ߆ߒࠎߣ߶ޔߪ

 ޕߚߞ߆ߥߡߒߚᨐߤ

 

㧔㧖㧕ᰴߩ⡯ຬޔߪ⥄Ꮖ↳๔ޔᮡ⺆ߩઃਈ߮ᦼ㚂㕙⺣ᦼᧃ㕙⺣ޕࠆ߈ߢ⇛⋬ࠍ 

   ੱ⹏ଔ 19᧦㧔ቯᦼ⹏ଔߩߡߟߦ․㧕 

Ԙോᰴቭޔᧄ⋭ዪ㐳ㇱ㐳⚖ߩᐙㇱ⡯ຬ 

ԙᢥᢎ⎇ୃᣉ⸳╬ߡ߅ߦ㐳ᦼ㑆ࠍୃ⎇ߩฃࠆߡߌ⡯ຬ 

Ԛ⇐ቇߦࠇߎઁߩߘ㘃ࠆߔ㐳ᦼ㑆ࠍୃ⎇ߩฃࠆߡߌ⡯ຬ 

 

  એੱߩߎޔࠄ߆ߣߎߩ⹏ଔࠪࠬߪࡓ࠹ᰴߥ߁ࠃߩ․ᓽ߇ᜰ៰ޕࠆ߈ߢ 

㧔㧝㧕 ⹏ଔߩᦼ㚂ߣᦼᧃߦมߣㇱਅ߇ߒว߁ᯏળޔࠇࠄߌ⸳߇⚵❱ోߩ⋡ᮡ߿ฦ⡯

ຬߩ⋡ᮡߡߟߦㅢߩ⼂ࠍᜬ߇ߣߎߟน⢻࡞ࠨࡂޟߪࠇߎޕߚߞߥߣ⹜ⴕޠ

ߢ߹ࠇߎޔ߇ߛߟ৻ߩᣇᴺߚߞ߆㜞ߩḩ⿷ᐲ߽ߣߞ߽߇ଔ⹏ߩࠄ߆ኻ⽎⠪ޔ㓙ߩ

ߩౝኈߡߟߦมߣ⋥ធߒว߁ᯏળ߇ዋߣߎߚߞ߆ߥ⥄߇㗴ޕࠆߢ 

㧔㧞㧕 ม߇ㇱਅࠍ⹏ଔࠆߔ↢⊑߇࠻ࠬࠦࠬࡦࠛࡘࡈࡦࠗޔߣߛߺߩࠆߔน⢻ᕈ߇

ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߔૐਅ߇₸⏕↢⊑ߩ࠻ࠬࠦߚߒ߁ߘޔߢߣߎࠆ߇ᢛ⠪⺞ޔ߇ࠆ

࠲࠾ࡕࠍม߁ⴕࠍଔ⹏ޔߊߥߢߌߛࠆࠊ߆߆ߦଔ⹏ߩㇱਅߪᢛ⠪⺞ߩߎޔߚ߹

 ޕࠆࠇࠊᕁߣࠆߡࠇߐᓎഀ߽ᦼᓙࠆߔ

㧔㧟㧕 ޟㆃㆬᛮࠪࠬߩޠࡓ࠹ਅߢታⴕߣߚ߈ߡࠇࠊ⠨ࠆࠇࠄ߃ 360ᐲ⹏ଔߪዉߐ
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᳃㑆ડᬺޕ߁ࠈߛߚߚߞ߇ߐᛛⴚ⊛࿎㔍ߩߢࠆߔታᣉߊࠄߘ߅ޕߚߞ߆ߥࠇ

ࠆߔᓟㅀޕࠆߡߒࠅ➅ࠍ⺋⹜ⴕ㍲ߪߡߟߦᢙੱ߁ⴕࠍଔ⹏ޔ߽ߢ 360ᐲ⹏ଔ

ᢙ߇❣ᬺޔߛߚޕߥ߆ߊ߹߁߽ߡ߉ߔߥዋ߽ߡ߉ߔᄙ߇ࡃࡦࡔࠆߔෳടޔߪ

୯ൻߊߦߒോഭߩ႐วߪࠇߎޔലߥ⹏ଔᣇᴺߣߛᕁޕࠆࠇࠊ 

㧔㧠㧕 ᧄ⋭ዪ㐳ㇱ㐳એߩᐙㇱ⡯ຬߪታੱޔ⹏ଔࠍ㒰ޕࠆߡࠇߐ 

 

㑐ߦଔ⹏ߚࠇߐ␜㐿ߪታᣉᮭ⠪ޔࠄ߆ὐⷰࠆߔ⏕ࠍㅘᕈᱜᕈߩ⹏ଔੱޔߚ߹ 

೨ޕࠆ߇ޠᖱಣℂ⧰ޟߣޠ⺣⋦ᖱ⧰ޟߪߦࠇߎޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒኻᔕߦ╬ᖱ⧰ࠆߔ

⠪ੱߪ⹏ଔߦ㑐ࠆߔ⧰ᖱࠍᐢߊฃߌઃޔߌ◲ᤃߢㄦㅦߥಣℂࠍⴕޕ߁ᓟ⠪ޔߪ⧰ᖱ⋧

 ޕ߁ⴕࠍ߈⛯ᚻߩᚲቯޔߌઃߌฃࠍߺߩᖱ⧰ߚߞ߆ߥࠇߐ⸂ߪߢ⺣

 

㧟㧙㧟 ޟㆃㆬᛮޟࠄ߆ޠᣧㆬᛮ߳ޠ 

 

ߦኻࠆߔႎ㈽ޔߪߦԘ㐳ᦼ㑆ࠆߚࠊߦⓍߺ㊀ࠍߨ㊀ⷞࠆߔᣇᴺߣԙ⋥ㄭߩታ❣ࠍ㊀

ⷞࠆߔᣇᴺޕࠆ߇೨ㅀޔߦ߁ࠃߚߒᣣᧄߩോຬᐲޟߪㆃㆬᛮࠪࠬޟߣޠࡓ࠹Ⓧߺ

ဳߍⶋ⾨ੱ߇ޠࠪࠬߩࡓ࠹․ᓽޕߚߞߛ 

ᐔᚑޔ߫߃ߣߚޕࠆߟߟࠅ⒖ߦԙߪᐲᡷ㕟ߩㄭᐕޔߒ߆ߒ 17ᐕੱߦ㒮߇൘๔ߚߒ

ޔߦ߁ࠃߚߒ␜ߢ㧟㧙㧞ޕ9ߚߒ߷ࠍᓇ㗀ߢ߹ߦ♽ਈ⛎ߩᣇ⥄ᴦߪޠᩏቯ⛎ᐲޟ

࿖ኅോຬߩᣂੱߒ⹏ଔࠪࠬߚ߹߽ࡓ࠹⍴ᦼ⊛ߥታ❣ࠍ㊀ⷞࠇߎޔ߇ࠆߢߩ߽ࠆߔ

 ޕࠆࠇࠊᕁߣߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߃ࠅਸ਼ࠍ㗴⺖ߩ߆ߟߊߪߦߚࠆߔ⌕ቯ߇

㧔㧝㧕 ✚ℂᄢ⤿ޟ߇ᮡḰ⡯ോㆀⴕ⢻ജࠍࠇߎޔߒ␜ࠍޠၮḰߦ⡯ຬߩ⢻ജࠍ⹏ଔߣߎࠆߔ

ޕ߆ߩࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ␜ࠍࠇߘߦታ㓙ߢߜߚ߆ࠆߔᓧ⚊߇⡯ຬޔ߇ࠆߡߞߥߦ

ᣣޔⴕࠆߡࠇࠄ᳞ߦᓎഀޟߦߟ৻ߩⴕޕࠆ߇ޠ࠼ࡇࠬߩᣣޘೞߣޘᄌ

ൻࠆߔⅣႺߦࡓࠗ࠲ߦᔕ߇߆ࠆࠇࠄ߃㊀ⷐޟߩߎޔ߇ࠆߢᮡḰ⡯ോㆀⴕ⢻ജޠ

ᚻߩቭߧࠄ߆ߥዋޔ߇ࠆߢ⑳ޕ߆ࠆߔ⏕ߦ߁ࠃߩߤࠍ࠼ࡇࠬࠆߔቯ╷ࠍ

ഥ߇ߌᔅⷐߣᕁޕࠆࠇࠊ 

㧔㧞㧕 ോຬߩഭ⚵วߦഭၮᧄᮭࠍਈޔ߈ߣࠆ߃⢻ജᬺ❣⹏ଔߩၮḰߪഭᷤߩ

ኻ⽎ࠆߥޕ߆ߩࠆߥߣ႐วޔᷤࠅߥ߆ߪ㔍⥶੍߇ߣߎࠆߔᗐޕࠆࠇߐ 

㧔㧟㧕 ࡓ࠴↢↥ᣇᑼ․ߩ㗴ࠍ࿁ㆱࡓ࠴ޕ߆ߩࠆ߈ߢනߢ⡯ോࠍㆀⴕࠆߔ႐วޔ

߇ࠣࡦ࠲࠾ࡕޔ߇ߛޕߥ߈ߢߪߣߎࠆߔㆶరߦ⡯ຬߩࠍᚑᨐߩోࡓ࠴

ਇචಽߪߢ߹ࠇߎޕߔ߿ߓ↢߇ࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗߩ߳࠼ࠗࡈߪ߈ߣߥ㐳ᦼ

                                                   
9 ਥߥౝኈߪએਅޕࠆߢߩ߽ߥ߁ࠃߩԘၞනߢ᳃㑆ડᬺߩ⛎ਈ᳓Ḱࠍෳ⠨ޕࠆߔߦԙ
⛎ਈࠞߩߘޔߒߦ࠻࠶ࡈࠍࡉઍߦࠅࠊ╬⚖නߢᩰᏅޕࠆߌߟࠍԚੱ⹏ଔߩ⚿ᨐ

 ޕࠆߔዉࠍᩏቯ⛎ᐲޔߚࠆߖߐᤋߦਈ⛎ࠍ
ࠅߚߞߛਇචಽ߇ୃ⎇ࠆߔኻߦଔ⠪⹏ޔࠅߚߞ߆ߥߡࠇߐ⸂ℂ߇ᐲߦ⡯ຬޔߒ߆ߒ 

ߢ߹߹ߩ⁁ޟߪᄢ㒋Ꮢ⡯ຬഭ⚵ว߫߃ߣߚޔߊᒝ߇⊑ߪߢᣇ⥄ᴦޔߚߚߒ

 ޕࠆߡߒᛕ್ߣޠࠆߡߒࠎߚ⎕ߪ⹏ଔᐲੱߩᄢ㒋Ꮢߪ
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㑆ߚߒ߁ߎߡߞࠃߦࠣࡦ࠲࠾ࡕߩ㗴ࠍ✭ޔ߇ߚ߈ߡߒ⍴ᦼ㑆ߢᱜ⏕࠲࠾ࡕߥ

 ޕ߆ߩߥน⢻ߪࠣࡦ

㧔㧠㧕 ࠗࡉࠖ࠹ࡦࡦᒝᐲේℂ㧔Incentive Intensity Principle㧕ޔߣࠆࠃߦԘႎ㈽ߩ

Ⴧട㊂ޔԙࠢࠬ⸵ኈᐲޔԚᬺ❣⹏ଔߩᱜ⏕ᕈޔԛ⥄↱ⵙ㊂ᐲᬺ߇ޔ❣⹏ଔᚑഞߩ

߇⡯ຬޔߊⵙ㊂ᐲ߽㜞↱⥄ޔߊ㜞߇ኈᐲ⸵ࠢࠬߩ⡯ຬޔ႐วߩߎޕࠆߥߦࠡࠞ

ߩ⹏ଔߡߞࠃߦ㜞ႎ㈽ߩߘޔߪ߈ߣࠆ᳞ࠍኻ⽎ᬺോߦᔅⷐߥദജࠍᗂߥ߹ߒ

ߥࠊⴕߦหᤨࠍോᬺߊߦࠅߥߦ⽎ኻߩଔ⹏߽ߟߟߓᗵࠍ㊀ⷐᕈߩޔ߇ߛޕ

 ޕࠆ߇น⢻ᕈࠆ㒱ߦޠࡑࡦࠫߩߌಽࠅᝄࠡ࡞ࡀࠛޟߪ߈ߣߥࠄߥ߫ࠇߌ

㧔㧡㧕 ታ❣ࠍ⹏ଔޟߪ߈ߣࠆߔ⋡ᮡ▤ℂᐲ߇ߣߎࠆߣࠍޠᄙޔ߇⋡ᮡߩ㔍ᤃᐲ߿ఝవ

㗅ߥ߁ࠃߩߤߦวℂᕈࠍᜬࠍࠢࡢࡓ࠴߃ߣߚޕ߆ߩࠆߖߚ㊀ⷞޔ߽ߡߒߣࠆߔ

⥄ಽߌߛߦ❣ᬺߩࡓ࠴ߩ⋡ᮡ߇㓸ਛߦࡓ࠭࠽࡚ࠪࠢߣࠆߔ㒱ࠆน⢻ᕈޕࠆ߇

⋡ᮡߩ⚵❱㑆⺞ᢛ߇ᔅⷐߩߎޕ߁ࠈߛࠆߥߦ႐วޔᦨ⚳⊛ߪߦౝ㑑ߩ▤ℂ⢻ജ߇

⏕ߡߒ㑐ߦࠢࡢࡓ࠴ߣ࡞ࠠࠬߩᐙㇱോຬ߇ౝ㑑ੱዪޕࠆߥߦߣߎࠆࠇࠊ

 ޕ߁ࠈߛࠆ߇ᔅⷐࠆߌ⸳ࠍၮḰߥ

㧔㧢㧕 ᳃㑆ߣ㆑ޔߡߞോഭߩታ❣ߪᢙ୯ൻ߁ߣޔߥ߈ߢਥᒛߪ߽ߢᩮᒝޕ

ଔ߽⹏ࠪࡦ࠹ࡇࡦࠦߢߚߒࠍ⡯ോ⹏ଔޔߊߥߢߌߛᚑᨐߩޔߡߒ㑐ߦࠇߎ

ലߣ߆ߥߪߢ⠨ߪࠪࡦ࠹ࡇࡦࠦޕ10ࠆࠇࠄ߃ߩᚑᨐࠍᒁ߈ߩߚߔⴕ

േޔ߇ࠆߢࡦ࠲ࡄߩᚑᨐߩߣ㑐ଥࠍ⏕ࠍࠇߎޔߊߔ߿ߒߦㇱ⟑ౕߦߣߏ

ൻޔ߫ࠇߔ⡯ຬߦ৻ቯߩⴕേ㧔ޔ߫߃ߣߚᏱߦฦ⒳ߩീᒝળߦ࠽ࡒ߿ෳടߒ

ᣂߪࠇߎޔߛߚޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߔଦࠍ㧕╬߆ࠆߡߒ⛯⛮ࠍീᒝߩቇ⺆ޔ߆ࠆߡ

ޔࠅ߇ᔅⷐߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒࠍⴕേޠߥߩ೨ޟߪ߈ߣߚࠇߐᦼᓙࠍᓎഀߥߚ

 ޕ11ߥߪߢචಽߪߢଔၮḰ⹏ߩߎ

㧔㧣㧕 ੱߩߎ⹏ଔࠪࠬޔߪߢࡓ࠹⺖㐳⚖એਅߩ႐วߪ 5Ბ㓏ߢ⢻ജታ❣߇⹏ଔࠆࠇߐ

⚵ޔߒ߆ߒޕߚߞߛߺⵙ㊂ᮭ߇ᄢࠆߥߊ߈⚖⡯ߣࠆߥߦ 3Ბ㓏ࠄ߆ 2Ბ㓏ߦ◲

⚛ൻߢࠇߎޕߊߡࠇߐቴⷰ⊛߆ߩࠆ߈ߢ߇࠻ࡦࡔࠫࡀࡑߥ╩⠪ߪ⇼ޕࠆߢ߹

⏕ਇ߇ᣇ߈߈ߴߔߣᮡ⋠߽ߡߞߣߦㇱਅޔߡߒࠄ߆ὐⷰߩࠪࡦ࠹ࡇࡦࠦޔߚ

㜞ޔߚࠆߡ߈ߡᛮߜൎࠍ┹ߒ෩ߪ⚖ᐙㇱޕ߆߁ࠈߛߥߪߢߩࠆߥߦ

ᐲߥ⢻ജࠍりߪߣߎࠆߡߌߟߦ㑆㆑5ޔߊߥ Ბ㓏ߩ⹏ଔၮḰߜ߁ߩਅߩ 2 ߪߟ

ⵙߥ߈ᄢޔ߇ߛޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆ߃⠨ߣߥᏆ↳๔߽㕙⺣߽ᔅⷐ⥄ޔߒߥᓧࠅ

㊂ᮭࠍᜬޔߜ␠ળߦኻࠆߔᓇ㗀ജ߇ᄢ߈ᐙㇱ⡯ᆔຬࠅࠃޔߪ෩ޔߊߒ⚦ߦ⹏ଔ

߇ౝ㑑ੱዪߩቯ੍ࠆࠇߐ⟎⸳᧪ޔ߫߃ߦࠄߐޕ߆߁ࠈߛߥߪߢ߈ߴࠆࠇߐ

৻ర⊛ߦᐙㇱ⡯ຬࠍ▤ℂࠆߔ㓙2ޔ߽ߦ㨪3Ბ㓏ߩ⹏ଔၮḰ್ߦ߁ࠃߩߤߢᢿߩࠆߔ

 ޕࠆ߃ⷡࠍᔨ⇼ߣࠆ߃⠨ࠍ࡞ࡕߩㇱਅ߿છ⽿ߩߡߒߣᐙㇱޕ߆߁ࠈߛ

                                                   
10 ጊਛޔหᦠ59ޔ㨪68ޕࠫࡍ 
11 ㄭᐕߩ⟵⁜ޔᗧߩߢ⢻ജޔߊߥߢߌߛ࿖㓙ᗵⷡޔ␠ળᕈޔߦኻࠆߔേᯏ߿ᆫޔ
ข⚵ߺᣇࠍ⠨ᘦ߇ޠࠪࡦ࠹ࡇࡦࠦࠕࠦޟߚߒᵈ⋡ޕࠆߡࠇߐ 
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㧠㧚ᓟߩ⺖㗴 
 

೨ㅀޔߦ߁ࠃߚߒ⢻ജࠍ❣ᬺ㊀ⷞࠆߔᣂੱ⹏ଔᐲޔߪมߣㇱਅߩ㕙⺣ࠍਛᔃߦ

ⴕޔ߇ࠆߥߦߣߎߊߡࠇࠊၮᧄ⊛ߪߦหߓ⋭ᐡౝߩߢ⹏ଔ࠭࠽࡚ࠪࠢޔߚࠆߥߣ

ౝ㑑ੱߡߞ㒢ߦᐙㇱ⡯ຬޕࠆߥߣ㗴⺖߇߆ࠆߔ⏕ߡߒߦ߆ࠍቴⷰᕈߩଔ⹏߿ឃ㒰ߩࡓ

ዪ߇৻ర⊛ߦ▤ℂߪߩࠆߔ⋭⋉ఝవੱߩࠍ㒐ᱛ߇ࠇߘ߃ߣߚޔ߇ࠆߢߚࠆߔታ

⚵ޔߚߊะ߇㑐ᔃߦଔ⹏ߩߢౝㇱߩߘޔ႐วߚࠇߐ㈩ዻߦᐡ⋬ߩቯ․߮ߚߣ߭ޔ߽ߡߒ

❱ౝ⹏ଔߩᑷኂࠍቢోߦឃ㒰ޕߥߪߢߌࠊࠆ߈ߢ 

ߢߌߛࠆ㓸ࠍ᧚ੱߥ⑲ఝࠄ߆᳃㑆ޔߡࠇߟߦࠆߥߦࠎ߆ߐ߇᧚ᵹੱߩቭ᳃ޔߦࠄߐ

 ޕࠆߢ㗴⺖ߥ㊀ⷐ߽⸘⸳ࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗߩߚߋ㒐ࠍᵹߩ᧚ੱߥ⑲ఝޔߊߥ

ੱޕᄙ߇ߣߎࠆߡߞߥߣߌవ㚟߇ᐲੱߩᣇ⥄ᴦߪߡߟߦὐߩࠄࠇߎ

ᐲߩᡷ㕟ߪ⥄ᴦ᷷ߩࠅߥ߆ߡߞࠃߦᐲᏅߦߢߔޔߩߩ߽ࠆ߇᳃㑆ߤࠎߣ߶ߣห߁ࠃߓ

ෳߡߞߚߦࠆㅴࠍ࿖ኅോຬᐲᡷ㕟ࠄ߆ࠇߎޕࠆ߽ࠈߎߣࠆߡߒዉࠍᐲߥ

ᾖ߈ߴߔᐲࠍขࠅޕߚ߈߅ߡߍ 

 

㧠㧙㧝 ᐡౝ㧲㧭ᐲ 

 

ᣣᧄߩോຬᐲߩ․ᓽޟࠆࠁࠊޔߡߒߣญណ↪ޔߪࠇߎޕߚߞ߇ޠ⡯㓏ᐲߣ

ߒߣ࠻ࠬࡀߪᒰೋޔߊߥߪߢߩࠆߔ↪ណߡߒߣ࠻ࠬࡖࠪࡍࠬࠄ߆ߓߪޔࠅߥ⇣

ߡߞߚࠊߦ㐳ᦼ㑆ࠄ߇ߥߒേ⇣ࠍ⟑ㇱߥ߹ߑ߹ߐߩౝ⋬ޔᛒߡ OJTࠆࠃߦ⢻ജะߣㆬ

߇ⴕߊߡࠇࠊ⚵ߥ߁ࠃߩߤޔߛߚޕߚߞߢߺ⡯ຬߦߎߤࠍ㈩⟎ޔߪ߆ࠆߔዋߊߥ

࿖ኅോຬࠆߡࠇࠄߔߔޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߢ⋊ᦼᓙߔࠄߚ߽߇⡯ຬߩߘ߽ߣ

ᐲᡷ㕟ߩߎޔߪᦼᓙ⋉ࠍ㜞ߡߒߘޔߣߎࠆᦼᓙ⋉ࠍᱜ⏕ߣߎࠆߥߦ߁ࠃࠆࠇ᷹ߦ

 ޕࠆߡࠇ߹ߦ⊛⋠߇

❰⚵ޔ߇ࠆߢߩࠆࠇࠄߺ⹜ߢ❰⚵ࠆࠁࠄޔߕࠊቭ᳃ߪޠ⟎᧚㈩ੱߩㆡ᧚ㆡᚲޟ

ੱߊߠၮߦ❣ታ⢻ജޔߚ߹ޕࠆ߇ߣߎߥߒ⥌ว߇Ꮧᦸㆡᕈߩᧄੱߣᦨᄢൻߩ⋊

⹏ଔࠍⴕߡߞࠃߦࠇߘޔ⛎ਈ᳓Ḱ߇߹ᷓߣࠆೞߥ㗴ޕࠆ߇ߣߎࠆߖߐߓ↢ࠍ 

 

ౕߡߍࠍᬌ⸛ߢ❰⚵ࠆޔ߫߃ߣߚޕߚߒ Xߣ Yߩ 2⒳㘃ߩࠍ 2ฬߩ⡯ຬ

⡯ຬޔ߈ߣߩߎޕࠆߔߣࠆ߇ᔅⷐࠆᝄࠅഀߦ A ߩ X ߪ⋊ᦼᓙࠆߔኻߦ 15 ޔߢ

 Y߇ ⡯ຬޕࠆߢ10 Bߩ Xߦኻࠆߔᦼᓙ⋉ߪ ޔߢ12 Yߪ  ޕࠆߢ5

 

  X  Y 

⡯ຬ A       15 10 
⡯ຬ B       12       5 
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 ⡯ຬ Aߣ BࠍᲧセޔߣࠆߔA㧦15㧗12㧩27ޔB:12㧗5㧩17ޔࠅߢߦ߆ࠄ Aߩᣇ߇ఝ

᧚ੱߥ⑲ఝޔߪ❰⚵ߩߎޕࠆߢ᧚ੱߥ⑲ A ޔߚࠄ߽ߡߒើ⊑ߦሽಽࠍ⢻ജߩߘߦ

Aޔߡߒߘޕ߁ࠈߛ߁㗿ߣߒ߶ߢߥߒ☋⒖ߦ❰⚵ߩઁߪࠆ ⥄りߪ X ᜬࠍ㑐ᔃߦ

 ޕ߁ࠃߒߣࠆߢࠎᦸߣߚߒ₂⽸ߦ❰⚵ޔߜ

߇Aޔ႐วߩߎޔߪߢ XޔࠍB߇ Yࠍછޟ߫ࠇࠇߐㆡ᧚ㆡᚲޕ߆߁ࠈߛߩߥޠ

߇AޔࠄߥߗߥޕࠆߢޠNoޟߪ߃╵ XޔࠍB߇ YߩࠍᜂᒰޔߣࠆߔA:15㧗B:5㧩20

߇Aޔ߇ࠆߢ Yࠍ B ߇ XࠍᜂᒰޔߣࠆߔA:10㧗B:12㧩22ޔࠅߥߣ⚵❱⋉ߩᦨᄢൻߣ

᧚ੱߥ⑲ఝޔߪࠄ߆ὐⷰ߁ Aߪߦ Yߩޕࠆߢߩߥ߆ߒ߁ࠄ߽ߡߞ߿ࠍ 

Aޔߣࠆߔߣࠆࠇࠊᡰᛄߡߒߣਈ⛎߹߹ߩߘ߇ᨐ⚿ߩߎޔ߇ߛ ߪ B ߥߣਈ⛎ૐ߽ࠅࠃ

ߒᚻࠄ⥄ࠍ᧚ੱߥ⑲ఝߪߡߞߣߦ❰⚵ޕߥࠇߒ߽߆ࠆߔߣ߁ࠃㄉࠍ❰⚵ߩߎߪAޔࠅ

ߡߞࠃߦᚻᲑߩ߆ࠄޔߚࠆߥߦߣߎ߁߹ߒߡ Aࠍᒁޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߣ߈ 

 ޕ߁ࠈߛࠆ߇ᣇᴺߥ߁ࠃߩᰴޔߪࠇߘ

㧔㧝㧕ఝ⑲ੱߥ᧚ Aࠍᒁࠍߣߎࠆߣ߈ᦨఝవޔߒ⚵❱⋉ߩᦨᄢൻߩੑߪᰴޕࠆߔߣ 

㧔㧞㧕Bߦኻߡߒ Yߩ⢻ജࠍะߦ߁ࠃࠆߖߐଦߩߎޕߔߣߛ B߇ Yߩߟߦ

ߡ 7એߩ⢻ജࠍ⊒ើޔ߫ࠇ߈ߢA ߇ Xࠍᜂᒰޔߚߩߘޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⚵❱

ߪ B ࠊࠆ᳞ࠍ⢻ജะߡߒߤߥࠆߖߐߌฃࠍୃ⎇ޔ߃ਈࠍ₈੍ᦼ㑆ߩቯ৻ޔߒኻߦ

߽ߢࠇߘޔߒ߽ޕࠆߢߌ 7 ߥ߃ࠍࠆߑࠊⴕࠍಽ㒢ಣಽ߿㒠ᩰಣಽߪ߈ߣߥߒ㆐ߦ

 ޕ߁ࠈߛ

㧔㧟㧕Aߦኻߡߒ᧪ߩ⇣േవࠆࠍ⒟ᐲ⸽ߚߒޔߢYߩࠍᜂᒰߚޕ߁ࠄ߽ߡߒ

 ޕ߁ࠈߛࠆߥߦෳ⠨߇ޠᐡౝ㧲㧭ᐲޟࠆߢࠎߔߔ߇ዉߢᣇ⥄ᴦޔ߫߃ߣ

ᄹᎹ⋵ߩ႐วޔਥᩏ⚖߹ߪߚਥᩏ⚖ߢᚲዻ 3 ᐕޔߤߥ৻ቯߩⷐઙࠍḩߚߒߚ

⡯ຬੱޔ߇⇣േࠍᏗᦸࠆߔᚲዻߩᚲዻ㐳ߦߡ⋥ធㅢ๔㧔↳ߒㄟߺ㧕ࠍⴕ߇ߣߎ߁

ߦㇺวߩ❰⚵ޔ߇ߛޕߥߪߢߌࠊࠆߔ⸂ߊ߹߁ߡߴߔߢࠇߎޔࠎࠈߜ߽ޕࠆ߈ߢ

߆߅ߡߒᗧ↪ࠍᐲࠆߣ߈ᒁࠍ᧚ੱߥ⑲ఝߚߞ߆ߥࠇߐ㈩ዻߦ⟑ㇱࠆߔᏗᦸߡߞࠃ

 ޕ߁ࠈߛࠆߔォߦ᳃㑆ߦኈᤃߪAޔ႐วߚߞߥߦࠎ߆ߐ߇᧚ᵹੱߩቭ᳃ޔߣߥ

 

ታ⊛ߪߦ㧔㧞㧕ߣ㧔㧟㧕ࠍหᤨߦⴕޕ߆ߥߪߢߩࠃ߇ߩ߁ㄭᐕߩോຬᐲᡷ

㕟᩺ޔߪߢߡߞࠃߦ᳃㑆ࠄ߆ఝ⑲ੱߥ᧚ࠍߪߣߎࠆࠇ⸥ޔ߇ࠆߡߒఝ⑲ੱߥ

᧚߇ᵹᄬߡߒߦ߆ࠍߣߎࠆߔ㒐ᱛⷰ߁ߣ߆ࠆߔὐߪᒙߦ߁ࠃᕁޕࠆࠇࠊ 

 

㧠㧙㧞 ቴⷰ⊛ߥ⋡ᮡ▤ℂᐲ12 

 

 ฬฎደᏒߢዉޟࠆߡࠇߐ⥄Ꮖ↳๔⋡ᮡ⹏ଔᐲᬺޔߪޠ❣⹏ଔᐲߩታലᕈࠍߍ

ޕࠆߢߩ߽ߚࠇࠅขࠍᚻᴺߩᮡ▤ℂ㧔MBO : Management By Objectives㧕⋠ޔߦߚࠆ

                                                   
12 ᣇോຬੱ⹏ଔᐲ⎇ⓥળ✬㓸ੱޡ⹏ଔ߳ߩข⚵2003ޔߖ߁ࠂ߉ޔޢߺᐕޔ
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 ޕࠆࠇߐ↪ㆡߦ⚖㐳⺖ࠆߥߣ࠳ߩ⡯႐ߪᐲߩߎ

 ⋡ᮡߩ⸳ቯޔߪม㧔ㇱ㐳⚖㧕ߣㇱਅ㧔ଥ㐳⚖ޔଥຬ㧕ߩߣද⼏ࠍⴕߦ⊛⊑⥄ߡߞ⋡ᮡ

 ޕࠆߔଔ⹏߇มߪߦ⊛⚳ᦨߢ߃߁ߚߞⴕࠍᏆ⹏ଔ⥄ߪߡߟߦ㆐ᚑᐲߩᮡ⋠ޕࠆߔቯ⸳ࠍ

ᮡ⋠߮ࠃ߅ᮡ⋠ޔߪὐߥࠢ࠾࡙ߩฬฎደᏒޔ߇ߥᄢᏅߣ࿖ኅോຬᐲߪߢ߹ߎߎ 

㆐ᚑߦะߩߡߌ⺖㗴ࠍ⸳ቯࠆߔ㓙ޔ㔍ᤃᐲࠍ࠻ࠗࠛ࠙ߣ⥄Ꮖ↳๔ࠆߔὐޕࠆߢ㔍ᤃᐲߪ

10 Ბ㓏ߩ⛘ኻ⹏ଔߪ࠻ࠗࠛ࠙ޔฦ⋡ᮡߦኻߩߡߴߔߩ࠻ࠗࠛ࠙ࠆߔว⸘߇ 100㧑ࠃࠆߥߣ

ޔ㧴㧔㔍㧕ࠍ㔍ᤃᐲߢ߃߁ߚߞⴕࠍࠣࡦࠕࡅࠄ߆ⵍ⹏ଔ⠪ޔߪଔ⠪㧔ㇱ㐳⚖㧕⹏ޕࠆߔߦ߁

㧹㧔᥉ㅢ㧕ޔ㧸㧔ᤃ㧕ߩ 3 Ბ㓏ߢቯߩߘޕࠆߔᓟޔ⺞ᢛ⠪㧔ዪ㐳⚖㧕߳ߩ⺑ࠍⴕޔߡߞ

⋡ᮡ߿㔍ᤃᐲୃࠍᱜޕࠆ߽ߣߎࠆߔ 

 ⋡ᮡ㆐ᚑᐲߩ⹏ଔޔߪⵍ⹏ଔ⠪߇ 10Ბ㓏ߩ⛘ኻ⹏ଔࠍ⥄Ꮖ↳๔ߩߘޔߒᓟޔ⹏ଔ⠪ࡅ߇

ޔᚑᨐ㧕ߩࠅߥ߆㧹㧔ޔ㧴㧔චಽ㆐ᚑ㧕ޔᚑᨐ㧕ࠆ࿁ࠍ㧿㧔੍ᗐࠍ㆐ᚑᐲߢ߃߁ߩࠣࡦࠕ

㧸㧔ਇචಽߥᚑᨐ㧕ߩ 4 Ბ㓏ߢቯޔߡߒߘޕࠆߔ㔍ᤃᐲߣ㆐ᚑᐲߢࠬࠢ࠶࠻ࡑߩὐᢙ

 ޕࠆࠇࠄ߇

ਅߩޔߪߢᮮゲߦ㆐ᚑᐲޔ❑ゲߦ㔍ᤃᐲࠍขޕࠆߡߞ 

 

   㧿   㧴   㧹   㧸 

  㧴 10   8   7   6 

  㧹    8   6   5   4 

  㧸    6   4   3   1 

 

㆐ᚑߪ߈ߣ㜞߇㔍ᤃᐲޔߚࠆߔ༐ࠍ♖ࠫࡦࡖ࠴ޔߪᓽ․ߩࠬࠢ࠶࠻ࡑߩߎ

ᐲ߇ૐ߽ߡߊᓧὐ߇㜞ޕࠆߦࠈߎߣ 

ᦨᓟߡߌ߆ࠍ࠻ࠗࠛ࠙ޔߦว⸘ὐ߇▚ޕࠆࠇߐ 

 

 㔍ᤃᐲ ㆐ᚑᐲ  ὐ ࠙ࠛࠗ࠻㧔㧑㧕 ᓧὐ 

⋡ᮡ㧭  H  M  7 40 2.8 

⋡ᮡ㧮  M  S  8 30 2.4 

⋡ᮡ㧯  M  L  4 20 0.8 

⋡ᮡ㧰  L  M  3 10 0.3 

✚วᓧὐ    (100) 6.3 

 

㧹㧮㧻ߩ⹏ଔߦടޔ߃⋡ᮡ㆐ᚑ߳ޟࠍࠬࡠࡊߩⴕേ⹏ଔߡߒߣޠ⹏ଔޕࠆߔ 

⹏ଔߩၮḰޔߪᣉ╷ߦ᩺┙ߩะߡߌ⊒ើߚߒડ↹ജ್ᢿജᗧᕁቯജ⍮⼂ᡷༀᗧ

᰼ޟߩߤߥᣉ╷ߩᒻᚑߦะߩߡߌⴕേޠ㧔PLAN㧕ޔߣᣉ╷ߩታߦะߡߌ⊒ើߚߒⴕേജ

ᷤജᜰዉജⓍᭂᕈ⽿છᗵޟߩߤߥᣉ╷ߩታᣉߦะߩߡߌⴕേޠ㧔DO㧕ߩ 2⒳㘃ޔߢ

5Ბ㓏ߩ⛘ኻ⹏ଔޕࠆߥߣ 
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㧹㧮㧻ߩᚑᨐߣⴕേ⹏ଔߩ㑐ଥߪᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ 

㧔㜞⹏ଔ㧦ޔ٤ૐ⹏ଔ㧦�㧕 

 㧹㧮㧻ߩᚑᨐ ⴕേ⹏ଔ 

ᚑᨐޔⴕേߦ߽ߣఝߚߡࠇ႐ว    ٤   ٤ 

ᚑᨐޔ߇ߚߞ߇ߪⴕേߦ㗴ߚߞ߇႐ว    ٤   � 

ᚑᨐޔ߇ߚߞ߆ߥࠄ߇߇ⴕേߚߡࠇߋߔ߇႐ว    �   ٤ 

ᚑᨐ߽ޔߕࠄ߇ⴕേ߽ߦ㗴ߚߞ߇႐ว    �   � 

 

 ⹏ଔ⠪ߩߎߪว⸘ὐࠍ 2 ߚߒߦὐᢙޟߣⴕേ⹏ଔߩޠὐᢙࠍട▚ޔߒ✚ว⹏ଔࠍቯ

ߪวഀߩ㧿⠪ࠆߔቯ߇ଔ⠪⹏ޕࠆߔ 4 ߩోߪᢛ⠪⺞ޔߢഀ 2 ഀએౝߩ▸࿐ߢ㧿⹏

ଔ⠪ࠍቯߩߎޕࠆߔ㓙ޔ㧿⹏ଔߚߞ߆ߥࠄߥߦ⠪ߪ㧭⹏ଔޔࠅߥߣ㧿⠪ߥࠄ߇ߦ

 ޕࠆߥߣ㧮⹏ଔߪ⠪ߚߞ߆

 ⺞ᢛ⠪ߪᦨ⚳⊛ޟߦ㧿㧦2ഀޔ㧭㧦3ഀޔ㧮㧦5ഀߩޠ▸࿐ߢ㧿⠪ߚߞ߆ߥࠄߥߣ⠪

ߎޕ㧕ߺߩൕോᚑ❣ਇ⦟⠪ߪ㧔㧯⹏ଔࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃ਈࠍଔ⹏ߩ㧭ߪߚ߹㧿ޔ߽ࠄ߆ਛߩ

ޔ႐วߩ⚖㐳⺖ߥ⊛ᮡḰޔ߫߃ߣߚޕࠆࠇߐᤋߦൕീᚻᒰᦼᧃߩ⠉ᐕޔߪଔ⚿ᨐ⹏ߩ

㧿⹏ଔߣ㧭⹏ଔߢ⚂ 12ਁޔ㧿⹏ଔߣ㧮⹏ଔߢ⚂ 16ਁߩᏅޕࠆߥߣ 

ߦ⡯ോߩಽ⥄ߦฦ⡯ຬޔߢߣߎ߁ⴕߢኻ⹏ଔ⛘ࠍⴕേ⹏ଔߣ㧹㧮㧻ޔߪᓽ․ߩᐲߩߎ 

ኻࠆߔⓍᭂᕈ߿⽿છᗵࠍଦޔߦ߽ߣߣߔ⚵❱ోߩ✚ว⹏ቯએ㒠ߪ⋧ኻ⹏ଔߡߞࠃߦ⥄Ꮖ

ḩ⿷ߦ㒱ޔߊߥߣߎࠆ┹ᗧ⼂ࠍᜬࠆߖߚὐޔߚ߹ޕ߁ࠈߢᦨ⚳⊛ߦ⋧ኻ⹏ଔࠍขࠅ

 ޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆ࿑ࠍᛥߩ⾌ઙੱ✚ߡߞࠃߦߣߎࠆࠇ

 

㧠㧙㧟 360ᐲ⹏ଔ13 

 

⋭ᐡౝߢม߇ㇱਅࠍ⹏ଔޔ߈ߣࠆߔ⹏ଔߩၮḰ߇࿖⋉ࠆߥߦ⋊⋬ޔߊߥߪߢน⢻ᕈ߇

ᄬߩ⟵⢻ജਥޟࠅߥߊߔ߿ߒㆬᛯࠍⴕേߩఝవ⋊⋬ߪㇱਅᦸࠍㅴޔߣࠆߔ߁ߘޕࠆ

ᢌޕߔࠄߚ߽ࠍޠౝ㑑ੱዪ߇ᐙㇱ⡯ຬࠍ৻ర▤ℂޔߒ⋭ᐡߩ၂ᩮࠍੱߚ߃ࠍᢿⴕߔ

ߪߣߎࠆߔ㒰ࠍᑷኂߩౝ⹏ଔ❰⚵ޔࠄ߆ߛߌࠊࠆࠇࠊ߇❣ᬺߩߢ㈩ዻవޔ߽ߡߒߣࠆ

 ޕߥ߈ߢ

ߦߟ৻ߩᣇᴺࠆߔ⸂ࠍ㗴ߩߎ 360 ᐲ⹏ଔޕࠆ߇ᄢ㒋ᐭߩኢደᎹᏒޟߪมࠆࠃߦ

⹏ଔޔߦ߆߶ߩޠㇱਅ߇มࠍ⹏ଔޟࠆߔㇱਅࠆࠃߦ⹏ଔޔޠㇱ㐳એߩ⡯ຬห჻߇⹏ଔߔ

╬⚵ขߩ╬ⴕ⽷ᡷ㕟ߩ⡯ຬߩฦㇱ㐳એ߇༡ផㅴቶ㐳⚻ߦࠄߐޔޠଔ⹏ࠆࠃߦหᩰ⠪ޟࠆ

ߪଔᦼ㑆⹏ޕࠆߡߞⴕࠍޠᴦ⚻༡⹏ଔ⥄ޟࠆߔଔ⹏ࠍ 4 1ᣣࠄ߆⠉ᐕ 3 31ᣣ߹ޔߢ

⹏ଔၮḰᣣߪ 1 1ᣣޕࠆߡߒߣ 

                                                   
13 หᦠ179ޔ㨪195ࠫࡍෳᾖޕ 
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Ԙ มࠆࠃߦ⹏ଔ 

⠨ޔᣇ㊎ޔᮡ⋠ߪ೨⠪ޕࠆࠇߐ᭴ᚑࠄ߆ޠᚑᨐ⹏ଔޟߣޠᗧ᰼⹏ଔ⢻ജޟߪߦࠇߎ

ታޔߊߥߪߢ߆ࠆߡߞᜬࠍ⢻ജޔޠ࡞ࡇࠕޟࠆߖߐᓧ⚊ࠍᚻ⋦ߡߒߦ⏕ࠍᣇ߃

㓙ߩⴕേജޔޠࡦ࡚ࠪࠢࠕޟࠆߢᣂߒ⺖㗴ࠄߊߩߤߦⓍᭂ⊛ߦⴕേߣ߆ߩࠆߔ

ߩޠࠫࡦࡖ࠴ޟ߁ ታᣉߦ߁ࠃߩߤޔߦߢ߹ߟޔࠍޔߪᓟ⠪ޕࠆࠇ߆ಽߦߟ3

ߩޠ᧚⢒ᚑ⋡ᮡੱޟߣޠ㗴⋡ᮡ⺖ޟࠆߢᮡ⋠ߩߡߟߦ߆ࠆߔ  ޕࠆࠇ߆ಽߦߟ2

╙৻ᰴ⹏ଔ⠪ޔߪේೣߡߒߣ⋥ㄭߩมޔ╙ੑᰴ⹏ଔ⠪ޔේೣߪߡߒߣ╙৻ᰴ⹏ଔ⠪

ᰴߪᰴ⹏ଔ⠪৻╙ޔ߫ࠇߢ㐳⺖ෳ߇ᛕ⹏ଔ⠪ޔ߫߃ߣߚޕࠆߥߣมߩㄭ⋤ߩ

㐳ޔ╙ੑᰴ⹏ଔ⠪ߪㇱ㐳ޕࠆߥߣ 

 

ԙ ㇱਅࠆࠃߦ⹏ଔ 

ㇱਅߥ⋤₸ߩᕁࠍ⹏ଔߦᤋߩ2ੱޔߚࠆߖߐㇱਅ߇ߒวߢ߃߁ߚߞ⹏ଔ㗄⋡

 ޕߔਅࠍଔ⹏ߩߟ৻ߦߣߏ

 

ಽ㊁ ⹏ଔ㗄⋡߮⌕⌒ὐ ⹏ଔ 

 ޕࠆߢ⊛⸳ᑪߢ߈೨ะ߇ᣇ߃⠨߿ᗧ ࡞ࡇࠕ

 ޕࠆߖߐߓᗵࠍቯᗵߣା⥄߇േ⸒ޔᘒᐲߡߒߣℂ⡯▤

 ޕࠆ߇⢻ജޔߜᜬࠍᗧߩಽ⥄

 

 

 

ߥߢࠅ߆છ࿁ㆱ߫⽿߿⸶⸒ޔߤߥ႐วߚߒછᗵ㨪ᄬᢌ⽿ ࡦ࡚ࠪࠢࠕ

ኻಣߦ⏕⊛ޔߒߦ߆ࠄࠍᚲߩછ⽿ߡಽ߽⥄ߦ⌀ߊ

 ޕࠆߡദߣ߁ࠃߒ

ߣࠆߔᜰዉߊ߹߁ࠍㇱਅޔߦߚࠆߔ㆐ᚑࠍ⊛⋠ജ㨪₸⛔

 ޕࠆߡ₸ߣ߹ޔߦ߽ߣ

ߒኻߦᮡ⋠ߩ❰⚵ޔߕߖ࿕ၫߦㇺว߿႐┙ߩද⺞ᕈ㨪⥄Ꮖ

 ޕࠆߡദߦߣߎࠆߔදജߦ߽ߣߣหㇱਅޔߡ

ᣇߩߚࠆߔ⸂ࠍࠄࠇߘޔߒᛠីࠍ㨪㗴ὐ↹⸘ޔ↹ડ

 ޕࠆߡߡ┙ߺ⚵ࠍࠅᲑขߩߚߩታޔߒࠍ╷

߈ዉࠍ⺰⚿߿ⴕേߚߒᦨ߽ㆡޔߒ੍᷹ߦ⏕⊛ࠍᄌൻߩᴫ⁁

ޕࠆߡߒ 

⋠ߩ❰⚵ޔߦߚࠆߔታࠍᚑᨐࠆࠇߐ᛬ⴣ㨪ᦼᓙޔᷤ

ᮡ߿⥄ಽߩᗧᔒࠍ⋧ᚻߦචಽߦવ㆐ޔ⺑ᓧߩ❰⚵ޔߒᣇ㊎߿

ੱ㑆㑐ଥޔߊߥߣߎ߁ߥ៊ࠍലᨐ⊛ߦℂ⸃ޔ߁ࠃࠆߖߐ⺞ᢛ

 ޕࠆߡߞ࿑ࠍ

߇ߥߒߦ⏕ࠍᣇ㊎⊛⋠ޔㇱਅ⢒ᚑ㨪⡯ോㆀⴕޔᜰዉ

ߡߒߦ߁ࠃࠆߖߐើ⊑ࠍ⢻ജߩߘޔⴕࠍᡰᜬޔࠄ

 ޕࠆ
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 ޕࠆߡߒឭଏޔߒ㓸ߦ⏕⊛ࠍᖱႎߥᔅⷐߦᖱႎ㨪

ޔ᳞ߢⷞὐߩⷞὐ㨪Ꮢ᳃ߩᏒ᳃ ߇ࠬࡆࠨࠆߡࠇࠄ

 ޕࠆߡߒឭଏޔ߃⠨ߦᏱࠍ߆

 

 

ദജߩᦨༀߦᏱޔߢߣ߽ߩⅣႺߚࠇࠄ߃ਈߤߥ▚੍߿᧚ੱ ࠫࡦࡖ࠴

 ޕࠆߡߒߣ߁ࠃߒࠍ

એࠅࠃޔߊߥߢߌߛࠅ߅ߣߚࠇࠊ⸒ޔߒኻߦ␜ᜰߩม

 ޕࠆߡദߣ߁ߘࠍᨐ⚿ߩ

ᜬࠍߩ߽ߩ⡯⽿એߩಽ⥄ߩߦᏱޔߪ⼂㗴ᗧ߿ᣇ߃⠨

 ޕࠆߡߒߣ߁ߣᜬߪࠆޔࠆߡߞ

⥄ޔߦߕߖࠍߣߎࠆࠇㅏ߿⸶⸒ޔ߽ߦ㗴߿႐㕙ߥ࿎㔍

ಽߩ⡯⽿ޔߒⷡ⥄ࠍⴕേߡߒ⸃ߦദޕࠆߡ 

ޔߒㆡᔕߡߞᜬࠍ㑐ᔃޔ߽ߡߟߦߣߎߒᣂ߿ᄌൻߩⅣႺ

ኻᔕޕࠆߡߒߣ߁ࠃߒ 

↪ᵴ߽ߦޔߜᜬࠍᣇ߃ᗐ߮⠨⊑ߥࠇࠊࠄߣߦ೨

 ޕࠆߡߒ

 ޕࠆߡߞᜬࠍ⼂⍮ߣ㑐ᔃᐢޔߦߤߥേะߩળᖱ␠

㑐ᔃߣ⼂⍮ߦIT,OAᛛⴚޔߤߥࡦࠦ࠰ࡄ߿࠻࠶ࡀ࠲ࡦࠗ

 ޕࠆߡߒ↪ᵴߜᜬࠍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⹏ଔߪ 5 Ბ㓏ߢⴕߒ↳ޟޔࠇࠊಽ߇ޠߚ߈ߢߊߥ 5ὐ4ޠߚ߈ߢߊࠃޟޔ ὐޟޔ߶߷

 ޕࠆߥߣޔ1ὐޠߚߞ߆ߥ߈ߢޟޔ2ὐޠߚߞ߆ߥ߈ߢࠅ߹ޟޔ3ὐޠߚ߈ߢ

ଔ⚿ᨐ⹏ࠄࠇߎޔ߇ࠆߔ⇛⋬ߪߡߟߦޠᴦ⚻༡⹏ଔ⥄ޟߣޠଔ⹏ࠆࠃߦหᩰ⠪ޟ

ᰴᐕᐲޔᩰછߣᰴᐕᐲቯᦼੱ⇣േޔߪ 6 12 ߩൕീᚻᒰߩᚑ❣₸߳

ᤋޕࠆࠇߐ 

  

ൕോᚑ❣ ⡯ോߩߣߏㆡ↪⠪ഀว ᚑ❣₸㧔6㧕 ᚑ❣₸㧔12㧕 

A㧔㧕 10㧑 65㧛100 60㧛100 

B㧔ਛ㧕 80㧑 60㧛100 55㧛100 

C㧔ਅ㧕 10㧑 55㧛100 50㧛100 

 

ኢደᎹᏒߩߎޔߪߢᐲࠍ▤ℂ⡯ోߊߥߪߢߌߛ⡯ຬߦᄢ੍ࠆߔቯޔߒ߆ߒޕࠆߢ

৻⥸⡯ຬᬺߩോߡᭂߪᄙ᭽ߩࠇߙࠇߘޔࠅߢ⹏ଔၮḰ╷ቯߪߦᄙᄢߥഭജ߇ᔅⷐߥߣ

߇߆ߩࠆߖߚᜬࠍᅷᒰᕈߦᢙ୯ൻࠆߔኻߦോᬺߥᄙ᭽ߡߒߦ߁ࠃߩߤޔ߽߆ߒޕ߁ࠈߛࠆ

ᓟߩᄢߥ߈⺖㗴ޕࠆߡߞߥߣ 
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ᴫߩਛߢ⊒ޟߚߒ࿖ኅߩෂᯏޠᷢᨗߩࠡ࡞ࡀࠛ⊛ࠕࡇ࠻࡙ߣ⺰ᢥ㧔1985 ᐕ㧕ޔߢ

 ޕߚߒ᭴ᗐࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩߎ
␠ળ࿖ኅࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩታߦߚࠆߔⴕߚࠇߐᴺ⊛ⴕ⊛ᚻᲑޟޔߪߦ⋙ⷞࠆߔ

ࠇߐᓮࠇߐ⸂ಽࠇߐⷙޟ߇⇇ᵴ↢ޔߡߞࠃߦࠇߎޔࠅ߅ߡࠇߐౝ൮߇ޠታ〣߁ߣ

▤ℂޠࠆࠇߐ⇇߳ߣᄌᒻޔߪࠬࡑࡃࡂޔߣߚߒ␜ࠍߣߎࠆࠇߐᰴߦ߁ࠃߩㅀߡߴ

 ޕࠆ
ޕߥߪߢߩߚ⸒ߣޔߚߞߢᱶൻ․ߚߞ㑆㆑߇ዷ⊑ߩળ࿖ኅ␠ޔߡߞࠃߦࠇߘޟ

⊑ߩࡓ࠹ᴦࠪࠬޔߕࠄഠߦ⟎ⵝ⻉ߩ᳃ਥ⊛ᴺᴦ࿖ኅޔߪᐲ⻉ߩળ࿖ኅ␠ޔߦኻߩߘ

ዷផജࠍߣߎࠆߢ␜ߦࠇߎޔߡߞߢߩࠆߡߒઍߩࠇࠊࠇࠊޔߪߩ߽ࠆࠊ␠ળ

ߡߒߚḩ߇ળ࿖ኅ␠ޔ߽ߢὐ߁ߣᯏ⢻ࠆߔ⿷ల߇ળ࿖ኅ␠ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߪߦ

 ޠޕ߽ߡ߅ߦὐ߁ߣⷐ᳞ߚࠇߐᱜᒰൻߦ⊛▸ⷙࠆ
නࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊળ࿖ኅ␠ߦ߁ࠃߩળ᳃ਥਥ⟵⠪␠ߥ⊛⛔ᱜޔߪࠬࡑࡃࡂޔߡߒߘ

ߢߩࠆߔߣ߁ࠃߖߐਛᱛࠍࠇߘߦ߁ࠃߩᣂਥ⟵⠪ޔߪࠆޔߊߥ߽ߢߩࠆߔᛚߦ

ߎޕࠆߔਥᒛޔࠍߣߎࠆߖߐផㅴߣ߳ޠ⋭Ბ㓏㜞ࠅࠃޟࠍ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩߎޔߊߥ߽

࿖ኅޔߡߒኻߦߩߚߒߑࠍᓮߩᷣ⚻⊛⟵ᧄਥ⾗߇ળ࿖ኅ␠ޔߪ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߥߚᣂߩ

⊛᳃ਥߥ࡞ࠞࠖ࠺ޔߡߒ⊑ࠄ߆ᆎḮ߁ߣㅪᏪޔߜࠊߥߔޕߔߑࠍᓮߩߩ߽ߩߘ

ᗧᕁᒻᚑߢ߹ߦㅴޔߡߞࠃߦߣߎߩߘޔߺ↢ᵴ⇇ߩߣࡓ࠹ࠬࠪߣ឵ޔߡ߅ߦ↢ᵴ

ઁ߁ߣⴕᮭജ߮ࠃ߅ᐊ⽻ߣജߩߎޔߡߒᒝൻࠍޠജߥ⊛ળ⛔ว␠ߩㅪᏪޟߔߑᩮߦ⇇

ޔߪߡ߅ߦ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩߎޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߔߣ߁ࠃߒ┙⏕ࠍ┙ಽߩജߦ㑆ߩߣജߩ

 ޕߥ߃ࠅߥߣޠਛᔃ⊛Ḱὐޟߪഭ߿ߪ߽
ߡߒࠍޠࠕࡇ࠻࡙ߩഭ␠ળޟߪળ࿖ኅ␠ߣ⟵ળਥ␠ޔ߫ࠇࠃߦࠬࡑࡃࡂ

ࠆߔߦน⢻ࠍᵴ↢ߥ⊛⸂ߢ⊛㑆ੱ߇ߣߎࠆߔᏆഭ߳ォ឵⥄ࠍᓞ⊛ഭઁޔߪࠇߘޕࠆ

ߩ߽ࠆߔታⴕߦធ⋤ࠍォ឵ߩߎޔߡߞߥߣߎߣ⟵ળਥ␠ޔߪળ࿖ኅ␠ޕࠆߢਥᒛ߁ߣ

ࠬࡑࡃࡂޕࠆߡߌߠ⟎ߡߒߣਛᔃ⊛⺖㗴ࠍᡷ㕟ߩ㓹↪㑐ଥ߽ߢࠇߘޔ߇ߥߪߢ

ࠦࠄ߆ഭ␠ળࠍᒝ⺞ὐߩࠕࡇ࠻࡙ޔߪޠ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊળ࿖ኅ␠ߥ⊛⋬ޟࠆߔਥᒛߩ

ࠤ࠾ࡘࡒࠦߩߎޔߪߦ⊛┵ޔߪޢᅷᒰᕈߣታᕈޡޕࠆߖߐ⒖േߣળ߳␠ࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒ

ޔߡߒߘޕߚߞߢߺ⹜ࠆߔንൻ⼾ߦ⊛ᔨࠍ᭴ᗐ߈ߴ߁⸒߽ߣࠕࡇ࠻࡙ߩળ␠ࡦ࡚ࠪ

᧲᰷␠ળਥ⟵㧔ߪࠬࡑࡃࡂ࿖ኅ␠ળਥ⟵ߣࠆߔ㧕ߩ፣უࠍฃޟߚࠇߐ⪺ߡߌㆃ



ᢥ㧔1990⺰ޠ㕟ߩߖ߫ࠇ ᐕ㧕߇ࠬࡑࡃࡂߢᚢࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦޔ߇ߩߚߒ␠ળ

 ޕߚߞߢߣߎ߁ߣࠆߔ⚿ㅪࠍߣน⢻ᕈߩᏀ⠢ߣࠕࡇ࠻࡙ߩ
ળਥ␠ࠆߔሽޟߪޠ⟵ਥࠬࠢ࡞ࡑߩߡߒߣᛕ್ޟޔߪࠬࡑࡃࡂޔߡ߅ߦᢥ⺰ߩߎ

ߥߪߢᮡ⋠߿ߪ߽ߪ⟵ળਥ␠ޔ߆߁ࠈߢߩߚߞ߹ߒߡߞߥߦߺᷣ↪ᓮޔߦ߽ߣߣޠ⟵

ޔ߁ߣ߹ߦりࠍޠࠕࡇ࠻࡙ߩഭ␠ળޟޔߡߒߘޕ߁ߣޔ߆߁ࠈߛߩߥ߃ࠍࠆߑࠊ⸒ߣ

␠ળਥ⟵ߩ 19 ♿⊛ߥᔨ᭴ᚑߩߎޔߒ߆ߒޕࠆ߃╵ߣޔࠆߢ߁ߘޔ߫ࠄߥ 19 ♿⊛

ᱜᒰൻߢ⊛↢⊑ὼ⥄ޟޔߡߒߣ⾰ᧄߩߘߪߦ⟵ળਥ␠ޔ߫ࠄߥࠆࠅขࠍ⊹ᄖߩᔨ᭴ᚑߥ

ࡑࡃࡂޕࠆߔሽ߇ޠᛕ್ࠆߔኻߦ⭁㓝ߩળ⊛ജ␠ޟޔޠᛕ್ߩᡰ㈩߳ߥߡࠇߐ

ޔߪߩࠆߦᩮᐩߩߘޔᤨࠆߔਥᒛࠍ⋭ൻߩળ࿖ኅ␠ޔ߇ᓐޕࠆߔߦᄢಾࠍᛕ್ߩߎߪࠬ

 ޕࠆߢᛕ್ߩߎ
␠ળ࿖ኅߩ⋭ൻޟޔߪߦㅪᏪ߁ߣ␠ળ⛔วߩജޔߘߎᐢ᳢ߦಽ▵ൻߥ߹ߑ߹ߐߚࠇߐ

᳃ਥ⊛ᕈߣᐲࠍㅢߩߟੑߩઁޔߡߓജߜࠊߥߔޔ⽻ᐊߣⴕᮭജߦኻߡߒ⥄Ꮖਥᒛ

ߥ߁ࠃߩߎޕࠆߔሽ߇ᡷ㕟ᔒะߥ࡞ࠞࠖ࠺ޔ߁ߣޠߥࠄߥ߫ߨࠄߥߣߩ߽ࠆ߈ߢ

ᔒะޟߟ߽ࠍᕆㅴ᳃ਥਥ⟵ౕ߇ࠇࠊࠇࠊޟޔߪޠ⊛ߥ↢ᵴ⁁ᴫߢ⍮ࠆߡߞ⋧ᛚ߽߇

ߟ߽ߩᗧᕁᒻᚑㆊ⒟ߥ⊛᳃ਥ߮ࠃ߅ᗧᒻᚑㆊ⒟ߧࠄ⍮ࠍឃ㒰ޔࠍ᭴ㅧ⻉㜞ߩⷐ᳞ᐲߟ

ߣળ㑐ଥ߳␠ߚࠇߐᇦߡߞࠃߦⴕ߮ࠃ߅ᴺޔߡߓㅢࠍ೨ឭ⻉ߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦ

ォ⒖ޕޠࠆߖߐ↢ᵴ⇇ࠆߌ߅ߦ␠ળ⊛ㅪᏪ߁ߣḮᴰࠄ߆㙃ಽޟ᳹ࠍᕆㅴ᳃ਥਥ⟵⊛ߥ

ᗧᒻᚑࠍޠᇦᮭޔߡߒߦജߩኻ⊛ߥഃࡂޔߘߎߣߎߩߎޔߣߎ߁ߣߔߑࠍ

ޔߡߟߦน⢻ᕈߩ⟵ળਥ␠ޔߪᓐޕࠆߢߩ߁⸒ߣޔߛߩߥޠ⊛⟵ળਥ␠ޟߪࠬࡑࡃ

એਅߦ߁ࠃߩㅀޕࠆߡߴ 
21ޟ ♿ߩᚢ߇᰷ߩ␠ળߦⷐ᳞ࠆߔ╵ޔߪኂߩ᥉ㆉൻࠆ߆ߪࠍᕆㅴ᳃ਥਥ

ߣߚߞ߆ߟߦࠅ߆ޔ߫ࠇߌߥ߽ߣߎࠆ߆ߟߪߡߒߦ߈ᛮࠍᗧᕁᒻᚑᗧᒻᚑߥ⊛⟵

ળਥ⟵⊛Ꮐ␠ޔߘߎߦ႐ߩᚢߩߎޕ߁ࠈߢߩ߽ߥ߁ࠃߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔታⴕ߽ߡߒ

⠢ߩߘߪᵴേߩ႐ߩߘޔߒࠆ߇ᴦ⊛ᓎഀࠍޠޕ߁ࠈߢߔ 
1990 ᐕ߁ߎߦᦠߦࠬࡑࡃࡂߚߒ⸤߈ኻ21ޔߡߒ ♿ߥ߁ࠃߩߤߪᚢߌߟ߈ߟࠍ

 ޕ߆߁ࠈߛߩࠆߡ
         



        ઍߩ࠷ࠗ࠼␠ળ࿖ኅᡷ㕟ߣ␠ળ᳃ਥౄߩᄌኈ 

                            ㄭ⮮Ảਃ(ᗲ⍮ᢎ⢒ᄢቇ) 

 

 ߦߓߪ

 ╙ਃᏢ࿖ߩ፣უᓟޔ᧲ߦಽౣߡࠇ߆⊒ߪ࠷ࠗ࠼ߩߟੑߚߒᐢᗧߢ␠ળ࿖ኅߣ

ળ㓚ᐲ␠ࠆߔࡃࠞࠍࠢࠬߥޘ᭽ޔ߽ߡߞ㆑ߪࡓ࠹ࠬࠪߩᷣ⚻ߣᴦޕࠆߡࠇ߫

ޘ⒳߿ᴦෳടߦ⟵ቯߩળ࿖ኅ␠ޔߚ߹ޕࠆߢࠄ߆ߚߒ㆐ᚑࠍቯߩ࿖᳃↢ᵴޔߒᢛࠍ

ળ࿖ኅ␠߇ߌߛ࠷ࠗ࠼ޔࠇߐ㒰ᄖߪ࠷ࠗ࠼᧲ޔ߫ࠄߥࠆ߃ടࠍ⏕ߥ⊛⾰ታߩᮭ↱⥄ߩ

ߦ࠷ࠗ࠼ߩᓟ৻⛔ࠆߦᑧ㐳ߩߘߣ࠷ࠗ࠼ߢᗧߩᓟ⠪ߪߢએਅޕࠆߥߦߣߎ߁ߣ

߿ᐕ㊄ᡷ㕟ߩ1957ᐕޔߣࠆࠅᝄࠄ߆ὐⷰߩߘޔ߇ࠆ⛉ࠍ⊛ 1976ᐕߩᄢหቯᴺߥ

ಽࠍᦼᤨߕ߹ߣ߭ߦ1980ᐕઍએ㒠ߣߢ߹1970ᐕઍߚࠇࠄߺ߇ల߿ዷ⊑ߩળ࿖ኅ␠ߤ

2ޔߪߩ߁ߣޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ ᐲࠍࠢ࠶࡚ࠪ࡞ࠗࠝߩฃߡߌవㅴ࿖⚻ᷣ߇イਗߺૐ

ᚑ㐳ߦォࠆߓਛߢ߽ߢ࠷ࠗ࠼ 1970 ᐕઍᧃࠄ߆␠ળ࿖ኅߩෂᯏߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇࠄ⺆߇

ߪᡷ㕟ߩળ࿖ኅ␠ޔߕࠄࠊ߆߆߽ߦࠅ߹㜞ߩ⺞⺰ࠆߔ⺞ᒝࠍෂᯏޔ߽ߤࠇߌޕࠆߢࠄ߆

৻ㅴ৻ㅌޔߌ⛯ࠍᩮᧄ⊛ߥ⋥ߦߒ⌕ᚻޕߚߞ߆ߥߪߣߎࠆࠇߐᡷ㕟߇ᧄᩰൻޔߪߩࠆߔ

♿ߚߒᄢ߇⿒ሼ⽷ߦߚߩᜂ⽶߁ߦ৻⛔ߢᣇઁޔߒỗൻ߇┹࡞ࡃࡠࠣߩᷣ⚻

ォ឵ᦼߩ㗃ߩߘޔߪߢޕࠃߡߞߣߛࠄ߆ᡷ㕟ߥ߁ࠃߩߤߪᴦജቇߦၮߡߠㅴⴕߒ

 ޕ߆߁ࠈߛߩߚ

 

 ળ࿖ኅౄ␠ߩߟੑ.1

 ᚢᓟࠆߌ߅ߦ࠷ࠗ࠼␠ળ࿖ኅߩ⊒ዷࠍᝄࠅߩߘޔߣࠆᜂᚻߚߞߥߣᴦജߩሽ

ߡߒฬߣޠળ࿖ኅౄ␠ޟࠍౄߚߓṶࠍᓎഀߩߘߪ࠻࠶ࡒࡘࠪ.M.Gޕࠆ߇߮߆ᶋ߇

ߩࠆ߃⠨ߣߛળ᳃ਥౄ(SPD)␠ߪߩࠆߡࠇࠄߴ߆ᶋߦᔨ㗡ޔ߈ߣ߁ߦ߁ࠃߩߎޕࠆ

ߩߚ߈ߡߒᜰ⋠ࠍታߩળ⊛ᱜ␠߿⟵ળਥ␠ߡߓㅢࠍᱧผ㐳߇SPDޕ߁ࠈߢὼ⥄߇

ળ࿖ኅ␠߁ߩ࠻࠶ࡒࡘࠪޔߪߩࠆߔⷐࠍᵈᗧߦߌߛࠇߘޕࠆߢࠄ߆ߛታߩ⍮ߪ

ౄ߇ߡߒ SPD ળห␠ᢎ᳃ਥห⋖(CDU)࠻ࠬࠠߪᓐޕࠆߢὐߥߪߡࠇࠄ㒢ߦ

⋖(CSU)߽␠ળ࿖ኅౄߦߦ⥸৻ޔࠅ߅ߡ࿖᳃ౄߣ߫ࠆߡࠇਔౄ߇␠ળ࿖ኅߩ

 (1)ޕࠆߢߩࠆߡ߃ᝒߣߚ߈ߡߒផㅴࠍዷ⊑ߣ┙⏕

߫ࠇࠅᝄࠍผ࠷ࠗ࠼ઍޔߒ߆ߒޕߥࠇߒ߽߆ࠆ߃ߎ⡞ߦ⇣ᄸ߆ߐߐߪߣߎߩߎ 

⚊ᓧޔࠄߥߗߥޕ߁ࠈߢߊ߇ㅪ㇌࿖ࠄ߆⿷⊑ߩᣣ߹ߩߢ 60ᐕߢߜ߁ߩ SPDߦ

ᚲዻࠆߔ㚂⋧߇⛔ᴦߩߢ߹࠻࠶ࡒࡘࠪࠄ߆࠻ࡦࡉߪߩߚߒ 13 ᐕߩ࠳ࡘࠪߣ 7 ᐕ

ޔోࠅߢߌߛ 3ߩಽߩ ޕࠆߢࠄ߆ߚߡߞ┙ߦ㗂ὐߩജᮭ߇⋦㚂ߩCDUߪᦼ㑆ߩ2

ࠆߔኻߦዷ⊑ߩળ࿖ኅ␠ޔ߫ߖࠄᾖߦታߩߘ CDUCSU߇₂⽸ߩᄢߪߣߎߚߞ߆߈⥄

ߒ߽ޕ߁ࠈߢࠃߡߞߣ CDUCSU߇Ꮢ႐ᔒะߩᒝౄޔࠄߥߚߞߢᐭߩ

␠ળᡰߩⷙᮨ߇ᄢޔߊ߈వㅴ࿖ߩਛ߽ߢ㜞ߢ⍮ߚࠇࠄ␠ળ࿖ኅߩ߆ߥ߃ࠅߪ

ߩ࡞࠺ࡕ⟵ਥߦ⥸৻߇࠷ࠗ࠼ߡ߅ߦ⺰⼏ߩ⺰Ყセ࿖ኅޔᣇઁޕࠆߢࠄ߆ߚߞ

ઍߣߪߩࠆߡࠇߐ⍮ߩᨩߦዻࠢ࠶࠻ࠞޔߚ߹߽ߣߎߩߎޔߒ߆ߒޕࠆߔ

␠ળℂ⺰ߩᵹߊࠍࠇ CDUCSUߩ┙႐࠷ࠗ࠼߇␠ળ࿖ኅߦೞශࠍߣߎࠆߡࠇߐ⠨߃

ࠆޔࠅ߅ߡߒߦਛᔃࠍᕈⒿᓧ⠪↵߇ળ㓚␠ߩฦ⒳ޕߥߪߢߣߎߊߦߒ⸂ℂޔ߫ࠇ

 ޕࠆߡߒ࿃ߦߎߘߪߩ㜞߇ળ⊛㓏ጀൻലᨐ␠ߪ



ߣCSUCDUޔߢࠈߎߣ  SPD߽ࠇߕߪ࿖᳃ౄߣ߫ࠇߘߪߣߎߩߘޔ߇ࠆߡࠇ

ޔߪߣߎߩߎޕࠆߡߒࠍߣߎࠆߡࠇߐ൮៨߇㓸࿅ࠆߔࠍኂߥᄙ᭽ߦౄౝߩࠇߙ

ౝߪߡߞࠃߦࡑ࠹ޔߊߥߪߢ⾰ဋߢ㕙ߩળ⚻ᷣ⊛ኂ␠߽ࠇߕߩਔౄޔࠄߥࠆߔ⸒឵

ㇱߢỗߊߒኻ┙ࠆ߁ࠅ߇ߣߎࠆߔ৻ᣇޔౄߩᨒࠍߡ߃┙႐ߩ㘃ૃߚߒ㓸࿅߇ሽߔ

CSUCDUޔ߫߃ߡߒ㑐ㅪߦળ࿖ኅ␠ޔታޕࠆߡߒᗧࠍߣߎࠆ ࠍᷣ⚻Ꮢ႐ߪߦ

㊀ⷞࠆߔ⚻ᷣᵷߣ␠ળᆔຬળᵷߣ߫ࠆࠇࠍ㊀߇ࡊ࡞ࠣࠆߓࠎหዬޔࠅ߅ߡߒᓟ⠪

ߣ SPD ߦ⊛ၮᧄߪળ࿖ኅ␠ߩ࠷ࠗ࠼ߡߒߘޕߚߞߛ႐┙Ყセ⊛ㄭߪ CDUCSU ␠ߩ

ળᆔຬળᵷߣ SPD ߐផㅴߡߞࠃߦജ߈ߴ߽߱ߣޠᔒะㅪวޟߊߠၮߦදജߩߣ

ᣇะߩᡷ㕟ߣᓽ․ߩળ࿖ኅ␠߇ᄌൻߩᣇࠅߩㅪวߩߎߛ〘ࠍౄޔࠅߢߩߚ߈ߡࠇ

 (2)ޕࠆߢߩࠆߥߦ㎛ߩ㓙ࠆߔ⠨ኤࠍ

ᔒะㅪޟޔߪળ࿖ኅᡷ㕟␠ߚߒᧄᩰൻࠄ߆♿ォ឵ᦼޔߣࠆ⌑ࠄ߆ὐⷰߥ߁ࠃߩߎ 

วߩޠᒙൻߡߞࠃߦ⺑߇ߣߎࠆߔน⢻ޕ߁ࠈߢࠆߥߦCDUCSU ࠆߢਥᵹߪߦ

⚻ᷣᵷߦઍޔߦ߁ࠃࠆࠇߐᓥ᧪ࠄ߆ᔒะߩᏗ⭯ߥജ߇ሽߎޔߒ߆ߒޕߚߡߒ

ࠆߥߦ⊕߇ㅌߩ࠷ࠗ࠼ߩߡߒߣ┙ᬺ↥ޔߒỗൻ߇┹࡞ࡃࡠࠣߩᷣ⚻ޔ߃ടߦࠇ

߇ࡊ࡞ࠣࠆߔ㊀ⷞࠍᏒ႐ޔߒᜰ⋠ࠍ࿁ᓳߩ࿖㓙┹ജߩᬺ↥࠷ࠗ࠼ޔߣ SPD ߢౝㇱߩ

บ㗡ߪࠇߎޕߚߒഭ⚵วߦኒ⌕ߚߒવ⛔ਥ⟵ᵷߦኻߡߒ SPDߣࠩࠗ࠽࠳ࡕ߫ޕࠆࠇ

ߡߞࠃߦ႐⊓ߩߘ SPD ౝㇱߦⵚࠆߓ↢߇৻ᣇޔ␠ળ࿖ኅࠍᎼࠆജ㈩⟎ߦᄢߥ߈ᄌൻ

ߩFDPޔࠩࠗ࠽࠳ࡕSPDޔCSU⚻ᷣᵷCDUޕߚߓ↢߇ 3⠪ߩදജߦၮޟߊߠᏒ႐ᔒ

ะㅪวޠᒻᚑ߳ߩ߇㐿ޕࠆߢࠄ߆ߚࠇ߆ 

 ␠ળ࿖ኅߩᡷ㕟ߦ㑐ޔߒ♿ォ឵ᦼࠄ߆㗼⪺ޟߚߒ߁ߘޔߪߩߚߞߥߦᔒะㅪวޠ

࿅߿ഭ⚵วߪ㑵ߩߎߡߒߘޕߚߞߛ㑵ࠆᎼࠍਥዉᮭߩߣޠᏒ႐ᔒะㅪวޟߣ

ᮭਅ࠳ࡘࠪߌࠊࠅߣޕߚߞߥߦߣߎࠆࠇߐዷ㐿ߢᒻ൮ࠍળో␠ޔߺㄟ߈Ꮞࠍ

ޔࠇߐ߇Ὕශ߁ߣߛߩ߽ࠆߔ⸂ࠍળ࿖ኅ␠ޔߪᡷ㕟࠷࡞ࡂߚࠇߐ㐿ᆎࠄ߆2002ᐕߢ

ỗߒ㒐߇Ṷޔߪߩ߁ߣޕߚࠇࠄߓૐ⾓㊄㓹↪߿ਇቯ㓹↪ࠍᄢߡߒߩ߳ߣߎߊ

ೝỗࠍᒝޔታዞഭࠍᒝߣࠆߔหᤨޔߦᄬᬺߚߒ႐วߩߤߥ↢ᵴ㓚ࠍಾࠅਅࠆߍ

࠷࡞ࡂࠆߢਛᩭߦߊߣޕࠆߢࠄ߆ߚߡࠇߐ↹⸘߇ߣߎ 4ᴺޔߪߡߟߦᓥ᧪ߩᄬᬺ

ᛔഥࠍᑄᱛޔߒᄬᬺᚻᒰ ߐቯ੍߇ߣߎࠆߍਅ߈ᒁߦ᳓Ḱߩ⼔ᵴ↢ࠍࠇߘߢฬ⒓߁ߣ2

ᒰὼߪߩߚߓ↢߇⊑ᒝߪߢᴫ⁁ߚߡߞ߇ᐢ߇㓹↪ਇߢૐㅅߩᷣ⚻ޔࠄ߆ߚߡࠇ

2004ᐕޕߚߞߛ 34ภ߇ޢ࡞ࠥࡇࡘࠪޡߩ․㓸ߡߒߣ࡞࠻ࠗ࠲ߩ⚕ޟߦ⽺࿎߳ߩਇޠ

ࠪߩ࿎㗴⽺ޔߒࠊ⾟ࠍ㕙⚕ߩᣂ⡞߇ߩߤߥޠ⪬ォߩ߳⪬ᄹޟޔ߿ߣߎߚߡߒᄢᦠߣ

 ޕߥࠄߥ߆߶ߦࠇߩߘߪߩߚࠇ߹⚵ߢ⚕ฦ߇ߤߥ࠭

ߢᴫ⁁ߚߒ߁ߘ 2004 ᐕߦᵄ⁁⊛ߥኻㆇേࠅ⋓߇ߩࡦ࡞ࡌ߇ࠇߘޔ߇ߚߞ߇ოࠍ

፣უߦዉߚㆇേߦ୮ޟߡߞᦐޔߪߩߚߡߒ⒓ߣޠࡕ࠺․ቯߩ㓸࿅ߩኂޔߊߥߪߢ

ᚢᓟߩ࠷ࠗ࠼บ߆ࠅ߆߫ࠆߢၮᧄᴺߚࠇࠊ⻭ߦᙗᴺ⊛ℂᔨࠆ߽ߢ␠ળ࿖ኅߩሽุ߇

߁ߣࠆߡࠇࠊ⼂ߦၮޕߚߡߠหᤨޔߦᓥ᧪ߪ৻ߡߒߣ␠ળ࿖ኅߩ⊒ዷߣ

లߦዧജߚ߈ߡߒ SPD ࠄ߆⠪ߊޔࠅⵣಾࠍᱧผߩᏆ⥄ߢߣ߽ߩᮭ࠳ࡘࠪޔ߇

㔌߁ߣࠆߡߒᣇ߇␠ળߦᶐㅘޕߚߒ⺰⺞ᩏߢ SPD ࡌᎺޔߒૐਅ߇₸ᡰᜬߩ

ߚ߹ޕࠆߢ⚿Ꮻߩߘߪߩߚ⛯߇ᢌർߢㆬߩ࡞ SPD ࡞ࠣࠆߔኻߦࠇߎ߽ߢ߆ߥߩ

ળ␠ߣഭޟޕߚߍߜ┙ࠍ❰⚵ᴦߥߚᣂߡߒ⣕ౄߪㇱ৻ߩߘޔߒ⠡ࠍᣛߣὼ߇ࡊ

⊛ᱜߩߚߩㆬࠝࡉࠖ࠹࠽࠲࡞(WASG)ߦࠄߐޕࠆߢࠇߘ߇ޠ 2002ᐕߩㅪ㇌⼏ળㆬ



ߢᗌᢌߚߒ᳃ਥ␠ળౄ(PDS)ߩߎ߇ኻㆇേߦวᵹߩߘޔߒㆊ⒟ߢᕷ߈็ࠍߥޕߚߒ

SPDޔࠄߥߗ SPDޔࠅࠃߦߣߎߚߓォߦዊ❗ߩળ࿖ኅ␠ޔ߈ߦᏒ႐㊀ⷞ߇ ⓨ⌀ߦᏀߩ

 (3)ޕࠆߢࠄ߆ߚࠇ߹↢߇ᴦ⊛ⓨ㑆ߥ߈ᄢߩ

ߦߟ৻ޔߪߩߚߞ⥋ߦታޔߕߖᱛ߇ᡷ㕟࠷࡞ࡂޔߕࠄࠊ߆߆߽ߦኻㆇേߚߒ߁ߘ

ߪ SPD ࠳ࡕߒ߆ߒޕࠆߢࠄ߆ߚࠇߐᜬ⛽ߡߓ߁ࠈ߆߇ਥዉᮭߩࠩࠗ࠽࠳ࡕߢౄౝߩ

ޔߢᗧߩߘޕߚߞߛਇน⢻ߪᡷ㕟ߩળ࿖ኅ␠ߚߞ߹࿕ߢᣢᓧᮭߪߢߌߛఝߩࠩࠗ࠽

ࠆߢ㊁ౄޔߪ⿲Ꮻߩᡷ㕟࠷࡞ࡂ CDUCSUߩදജࠍᓧߣߚߡߞ߆߆ߦ߆ุ߆ࠆࠇࠄ

ߡߞߥߦ⣀ᒙ߇ജߩળᆔຬળᵷ␠߽ߢหౄޔߣࠆߺࠄ߆ὐⷰߩߎޕߥࠄߥ߫ߨࠊ

ߌࠊࠅߣޕࠆߥߦ㊀ⷐ߇ߣߎߚ 2003 ᐕߦ㐿ߚࠇߐ CDU ߥߐߪౄᄢળࡅࠖ࠷ࡊࠗߩ

CSUCDUޔߪᮭ࠳ࡘࠪߡߒ߁ߎޕߚߞߛߩ߽ࠆߔ⸽⏕ࠍఝߩᵷᷣ⚻ࠄ߇ ߆

એߔᜰ⋠ࠍᅓㆶߩᮭ߇㊁ౄޔࠎࠈߜ߽ޕࠆߢߩߚ߈ߢ߇ߣߎࠆᓧࠍදജߥ⊛⾰ታߩࠄ

ޔ◲නߦදജ߇ⴕߩߘޕߚߞ߆ߥ߃ࠅߪߣߎࠆࠇࠊᗧޔߢਔౄߩදജޟߪᡷ㕟ࡐ

ߦᨐ⚿ࠆᒝࠍਇାᗵ߽ߢὐߩߎޔߜ┙⋠߇߈ᒁߌᴦ⊛㚟ޔߦ߁ࠃߚࠇߐៃឦߣޠࠞ

ߚߞߦᐳߩᮭޔߪߣߎߩߘޕߚߞߥ SPDߩਇੱ᳇ޔߊߥߪߢߌߛหᤨߦ CDUCSU

ࠇߘޔ߇ߥߪߢන◲ߪߌᕈᩰઃߩᡷ㕟࠷࡞ࡂޕࠆߡࠇߐ␜ߦߣߎߚߒᡰᜬ₸߽ૐㅅߩ

ߎߚߒផㅴࠍࠇߘޔࠅߢ߆⏕ߪߣߎߚߡߒᗧࠍ✬ౣߒߥዊ❗ߩળ࿖ኅ␠ߩᣢሽ߇

ߥ߫ࠇߌߥࠊᡰᛄࠍઍఘ㊀߁ߣ㔌ߩᮭ⠪߽ࠇߕߪ࿖᳃ౄߩߟੑޔߡߞࠃߦߣ

ࠍᡷ㕟࠷࡞ࡂޔ߇ࠆߢ࠼ࡦ࠻ࠆߡࠇߐ⏕ࠄ߆એ೨ߪㅌߩ࿖᳃ౄޕߚߞ߆ߥࠄ

߇ㅪ㇌⼏ળㆬߩ2005ᐕޕߚߒടㅦߣᲑ৻ߡ⚻ CDUCSUߣ SPDߩᣇߩᢌർߐ⹏ߣ

ታߩᡷ㕟࠷࡞ࡂޔ߫ࠇߺࠄ߆ⷞὐߩޔߒ߆ߒޕࠆߦߎߘߪ↱ℂߚߞࠊ⚳ߦᨐ⚿ࠆࠇ

ఝ߇ޠᏒ႐ᔒะㅪวޟߡߞࠊઍޔߒᒙൻ߇ޠᔒะㅪวޟߚߞߛᚻᜂߩળ࿖ኅ␠ߪ

ޔࠅ߅ߡߞ⺆‛ࠍߣߎߚߞߥߦหᤨ࡞ࠤ࡞ࡔޔߦᄢㅪ┙ᮭߩ೨Ბ㓏ߩߘޔߡߒߣㆊ⒟

 (4)ޕ߁ࠃ߃ߣࠆߡߒࠍߣߎߚߡࠇߐᒻᚑ߇ޠ┙ᄢㅪߩ㕖ᑼޟߦߢߔߢ

 

2.SPDౄຬߩ␠ળ⊛᭴ᚑ 

ߛߩߚߞߥߦน⢻ߡߒ߁ߤߪఝߩޠᏒ႐ᔒะㅪวޟߚߒផㅴࠍળ࿖ኅᡷ㕟␠ߪߢࠇߘ 

ߪߢߎߎޕ߆߁ࠈ SPDߩࠩࠗ࠽࠳ࡕࠆߌ߅ߦบ㗡ߦὶὐߡߞ⛉ࠍ⠨ޕ߁ࠃ߃ 

 㐳ߊ SPD ౄߚߒ߁ߘ߽ߦ⊛ળ␠ߚ߹ޔߒࠍ⼂Ꮖ⥄߁ߣޠౄߩޘੱߒ⽺ޟ߇

✁ࠢ࡞ࡌࠬ࠺ࠧߪ႐┙ߩߎޕࠆߢࠅ߅ߣࠆߡࠇࠄ⍮ߊࠃߪߩߚ߈ߡࠇߐ⍮ߡߒߣ

㗔ࠬࠢ࡞ࡑߢਥ⟵ޔߒ✼⛘ߣᏒ႐⚻ᷣߩᨒౝߢࠍలታࠆߔ␠ળ࿖ኅౄࠄ߆ߡߞߥߣ

ߖ߆ᛴࠍਇߩ⪬ォߩ࿎߳⽺ߦޘੱߩߊᄙߢㆊ⒟ߩᡷ㕟࠷࡞ࡂޔߒ߆ߒޕߚߡߒ⽾৻߽

ߡߞࠃߦߣߎࠆ SPD ߇㗴߁ߣ߆ุ߆ߩࠆߢޠౄߩޘੱߒ⽺ޟߦᧄᒰߡߒߚᨐߪ

ᶋߩߘޔߒ⌀ଔ߇ߚߒ߁ߎޕߚߞߥߦߣߎࠆࠇࠊ㗴ࠍᔨ㗡ߕ߹ߣ߭ޔ߈⟎ߦ SPD

ౄຬߩ␠ળ⊛᭴ᚑࠍ⠨ኤޕ߁ࠃߒ 

 ⍮ߩ࠷ࠗ࠼ޔߦ߁ࠃߩ↥ᬺൻߩਛߢᚑ┙ޔߒᚑ㐳ߚ߈ߡߒ SPD ߚ߈ߡߞߥߦ⋛ၮߩ

⺆߇᧪ߩળ␠ᬺ↥࠻ࠬࡐޕߚߞߛࡘࡒࠆߡߒᒻᚑ߇ࠄᓐޔࠅߢഭ⠪ጀޔߪߩ

ߚࠇࠄ 1980ᐕઍ߹ߢ SPDߪ⚿ౄએ᧪ߡߒ⽾৻ޔഭ⠪ߩ⚻ᷣ⊛ኂޔߊߥߪߢߌߛഭ

⠪ߩ↢ᵴ⇇ࠍߒ߆ߒޕࠆߢߩߚ߈ߡߒ㜞ᐲᚑ㐳ߦ⋛⚳߇ㄭߚߡߠ 1960 ᐕઍ

ᧃࠆ₸߇࠻ࡦࡉߦ␠᳃࡞ࡌᮭ߇ᚑ┙ࠅࠃޟޔߒᄙߩߊ᳃ਥਥ⟵ࠟࡠࠬߩޠࠍ

᳹ࠍࠇᵹߩㆇേߩળᄖኻᵷ(APO)⼏ޔߣࠆߍឝࠍࡦ 1968 ᐕઍߩ㕍ᐕ߇ߜߚᄢ㊂ߦ



ౄࠅࠃߦࠇߎޕߚߞ⥋ߦࠆߔ SPDߩౄຬߪ 1960ᐕߩ ࠄ߆65ਁੱ 1975ᐕߦ 100ਁੱ

ߦᣂⷙޔࠄߥߗߥޕߚߒ㜞ቇᱧൻޔߦหᤨߣࠆ⧯ߦ⊛ᐕ㦂ޔߒჇᄢߢ߹ߦ᳓Ḱࠆ߃ࠍ

ౄߚߒ㕍ᐕߪߦ߆ߥߩᄢቇ↢߿ᄢቇතᬺ⠪߇ᄙߊ߹ޕࠆߢࠄ߆ߚߡࠇหߓ㗃68ޔ

ᐕઍߩᓇ㗀ࠍฃߩࡓ࠭࠾ࡒࠚࡈߡߌㆇേ߽㜞߹ࠍࠅ๒߽ߢ߆ߥޕߚߡߞߥߦ߁ࠃࠆߔ

ೃᴺߚߡࠇߐ㗴ⷞࠄ߆ߡߨ߆ ࠆߩၿ⢝⚻㛎ޔࠅߥߦὶὐ߇᠗ᑄߩၿ⢝ᱛߩ᧦218

400 ੱㄭᅚᕈ߇ㅪฬߢㅳೀࠍ࡞ࡇࠕߦࠍࠕࠖ࠺ࡔߤߥࠆߔ↪ߚߒ೨ߥߩ

ㆇേࠍዷ㐿ߩߘޔߒᵹߢࠇ SPDߦടࠆߔᅚᕈ߇ᄙᢙߦߦ߁ࠃߩߎޕߚߞ SPDߩ␠ળ

⊛㐿ߪᄢߥ߈ᄌൻߢ߹ࠇߘޔߒࠄߚ߽ࠍഭ⠪ߦࡘࡒଐߚߡߒౄߩ␠ળ⊛ၮ⋚

ᓇ㗀ജߡߒߦਛᔃࠍ(JUSO)࠱࡙ࠆߢ❰⚵ౄౝߪ㕍ᐕጀߩ㜞ቇᱧޕߚߒଦㅴࠍᢔߩ

ߪᅚᕈޔᣇ৻ޔᒝࠍ 1973ᐕߦౄౝߦഃ⸳ߚࠇߐ␠ળ᳃ਥਥ⟵ᅚᕈᵴേㅪ⋖(ASF)ߦ⚿㓸

ߡߒߦบࠍࡘࡒഭ⠪ޔࠇߐ⊑⸄ߦ߈േߚߒ߁ߎߩSPDౝㇱޕߚᒝࠍജ⸒⊑ߡߒ

ⵍ↪⠪㗴ᵴേㅪ⋖(AfA)߇หߓᐕߦ࠻ࡦࡉߦਗ߱ታജ⠪ߩ࠽ࠚࡧਥዉࠇߐ┙⸳ߢ

ߎߚߞߦᔨ ߁ߣࠆࠇߐ߆⢿߇ਥゲ⊛ߩഭ⠪ࠆߌ߅ߦౄౝޔ߇േᯏߩߘޔ߇ߚ

ߪఝߩࡘࡒഭ⠪ޔታ㓙(5)ޕ߁ࠈߢࠈߎߣߔ߿ߪߣ 1970 ᐕઍߩ SPD ߪߢ

ߩࠄ߆⚖ഭ⠪㓏ޟޔࠅߢߩߚߞߥߊߥߪߢ⥄߿ߪ߽ SPD ࠨޟޔߺㅴ߇ޠㆆ㔌ߩ

ߩߢ߹࠻ࡦࡉࠄ߆࡞ SPDߡߞߣߦ᭴ᚑ⊛ߩߩ߽ߚߞߢᄙ߿ߪ߽߇ߊᒰޠߥࠄ߹ߪߡ

ᤨઍࠍㄫ(6)ޕࠆߢߩߚ߃ 

ߚߒ߁ߎ  SPDߩᄌൻޟߪ࠲࡞ࠔࡧࠍਇဋ⾰ൻߣޠⷙቯ1970ޔߒᐕઍએ㒠 3Ბ㓏ࠍ⚻

ൻࠕ࠲ࡠࡊ⣕ޔࠅߥߊ⧯ޟ߇SPDޔߪࡦ࡞ࡋߢᣇઁޔ߇ࠆߡߒ៰ᜰߣߚߒㅴⴕߡ

1966ޔߦ߁ࠃߩ⍮(7)ޕࠆߡߴㅀߣޠߚߒൻࠡࡠࠝ࠺ࠗޔߒ㜞ቇᱧൻޔߒ ᐕߩᄢㅪ

1969ޔߒᮭෳടߢ┙ ᐕࠄ߆㚂⋧ߩᐳࠍᓧߚ SPD 1972ޔߒᵴᕈൻࠅࠃߦࠇߎߪ ᐕߩㅪ

㇌⼏ળㆬߪߢ CDUCSUࠍ࿁ࠆᓧࠍ₪ᓧߩߘޔߒ߆ߒޕߚߞ⥋ߦࠆߔⵣޔߪߢ

␠ળ⊛ၮ⋚ߩᢔ߇ㅴⴕߌࠊࠅߣޔߒታਥ⟵⠪߇࠻࠶ࡒࡘࠪߩᮭߦዞߪࠄ߆ߡౄౝ

߇ᓐߦ1982ᐕޕߚߒ㗼ൻ߇┙ኻߩ FDPߩ㔌ޔߊߥߪߢߌߛౄౝജߦ⿷రࠊߊߔࠍ

ߦߋ⋤ߣࠆߥߦ㊁ౄޔࠅߢᨐ⚿ߩߘߪߩߚߒ⪬ォࠄ߆ᐳߩᮭߡࠇ SPD ߩᮭᒰᤨ߇

╷ࠍᄢߦᄌᦝߪߩߚߒኻ┙ࠍߣߎߚߞ߆ᷓߌߛࠇߘ߇2(8)ޕࠆߡߒᐲ࡞ࠗࠝߩ

ߚ⚻ࠍࠢ࠶࡚ࠪ 1980 ᐕઍߪߢ࠷ࠗ࠼ߩᄬᬺ㗴߇ᄢࠆߥߊ߈৻ᣇ࠻ࠬࡐޔ↥ᬺ␠ળൻߩ

ㅴዷߦޔ⣕‛⾰ਥ⟵ൻ߿ᣂߒᴦߩầᵹ߇บ㗡ޔ߇ߚߒSPDߩౝㇱߪߢഭ⠪ߪ⚻

ᷣᚑ㐳ߣ㓹↪㗴ࠍ㊀ⷞߦߩߚߒޔߒ㜞ቇᱧጀߪᅚᕈ㗴߿ⅣႺ㗴ߦ㑐ᔃࠍะޔߌห

ߢߩߚߒఝవࠍᵴ᭽ᑼ↢߿ଔ୯ⷰߥ⊛⟵ੱਥޔ߽ࠅࠃⷙᓞ߿᧤⚿ࠆߓࠎ㊀߇೨⠪ߦᤨ

1989(9)ޕߚߞ ᐕߦ╷ቯࡦ࡞ࡌߚࠇߐ✁㗔߇ਔ⠪ߩ᛬ⴲޔࠇࠊߣ⏕ࠍ࠻ࡊࡦࠦߥ

࠺ࠧߩ1959ᐕޕߥࠄߥ߆߶ߦࠄ߆ࠆ߇⢛᥊ߚߒ߁ߎޔߪߩࠆࠇߐ⹏ߣࠆߡߒ⪬ᰳ

ߪ㗔✁ࠢ࡞ࡌࠬ SPD ผ㊀ⷐߥ↹ᦼߦࠇߘޔ߇ߚߞߥߦઍࡦ࡞ࡌߚߞࠊ✁㗔ߩᗧ⟵߇

ૐߩߎ߽ߣߎߚߞࠊ⚳ߦ߹߹ὐࠄ߆⺑ޕ߁ࠃࠇߐ 

 1970ᐕઍߦ㗼ൻߚߒ SPDߩ␠ળ⊛ၮ⋚ߩᢔ࠻ࠬࡐޔߪ↥ᬺ␠ળߩ᭽⋧߇Ớෘߥߦ

ߛࠎㅴߦᕆㅦ߇ൻ࡞ࡃࡠࠣߩᷣ⚻ߢᣇઁޔࠅ 1990 ᐕઍޔߣࠆߥߦౄౝᷓߦೞߥゟࠍ

Ꮏᬺഭߡߖߐォ឵ࠍ᭴ㅧᬺ↥ߦᖱႎൻ߿ൻࠬࡆࠨߪ೨⠪ޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆߖߐߓ↢

⠪ߩⷙᮨࠍߩ߽ߩߘ❗ዊޔߖߐઍߡߞࠊᣂਛ㑆ጀࠍᄢઁޕߚߒᣇޔᓟ⠪ߪ࿖ౝᄖࠍ

ߚߒ߁ߎޕࠆߢࠄ߆ߚᒝࠍ࡞ࡕߩᏆ⽿છ⥄ߣഥ⥄ߪࠅࠃㅪᏪޔߒߊߒỗࠍ┹ߕࠊ

ࠄߥࠆߔߣ߁ࠈ߹ߤߣߦ࿖᳃ౄߟ┙ߦᡰᜬᐢ߇SPDޔߌฃࠍ᭴ㅧᄌേߩળ␠ߣᷣ⚻



߫ഭ⠪ߦࡘࡒߪߩߚߞߥߊߥ߹ᷣߪߢߌߛࠆߡߒᒰὼߩᬺ↥࠷ࠗ࠼ޕߚߞߛ

࿖㓙┹ജߩ࿁ᓳࠍ⋡ᜰ߇࠳ࡘࠪޔߒᣂߒਛࠍᮡ᭙ޔߒᱜߊߥߪߢߌߛ㕟ᣂ

ߡߒߜᛂࠍᆫࠆߔ㊀ⷞ߽ࠍ 1998ᐕߩㅪ㇌⼏ળㆬޔߪߩߛࠎ⥃ߦSPDߩ㊀ᔃࠍᄢ

ᄢߪ⇛ㆬᚢߩߘߪߢὐᤨߩߎޔ߇ߚߡߠၮߦ⇛ᚢࠆߔ࠻ࡈࠪߦᣂਛ㑆ጀࠆߟߟߒ

SPDޕߚࠍᚑഞߥ߈ ߪ CDUCSU ߡߒኻߦ 1972 ᐕ߇࠻ࡦࡉߦ㆐ᚑߚߒ ࠍ0.9%

࿁ࠆ 5.8㧑ߩᓧᏅߡߌߟࠍൎߩߎޕࠆߢߩߚߒᚢ⇛ߪᮭ⠪ߪߢ࡞ࡌഭ⠪ߣ

ᣂਛ㑆ጀߩߟੑߩᄢߥ߈㓸࿅ࠍᒁ߈ነࠍߣߎߚߖᗧޔ߇ࠆߔౄౝ⊛ߩߟੑߪࠇߘߪߦ

ജߩᓸᅱߢਇ⏕ታߥឭ៤ߦଐޟޔߜࠊߥߔޕߚߡߒਛ⊛ᚲᓧ㓏ጀߥࠩࠗ࠽࠳ࡕߩ

ߘ(10)ޕࠆߢࠇߘ߇ޠ⋗หߥ⾰ਇဋߩߣળ࿖ኅ⼔⠪␠ߩਅጀਛ㑆ጀߣᡷ㕟ᠩ⼔⠪ߒ

࠳ࡦࠚࠫࠕߣᡷ㕟࠷࡞ࡂ߇࠳ࡘࠪߦߚࠆߔᛂ㐿ࠍૐㅅߩᷣ⚻ߡߒ 2010 ᡷ㕟ߢ

 ޕࠆߢߩߚߓ↢߇┙ኻߒỗޔߒ፣უ߇⋗หߩߎߩౄౝޔ߈ߣߚߖߐᧄᩰൻࠍ╷

߁ߣޠౄߩޘੱߒ⽺ޟߡߞߦ┙ኻߩߎ  SPD ߎߚߒᦌᤒൻ߇ࠖ࠹ࠖ࠹ࡦ࠺ࠗࠕߩ

ࠇߐᤋ߇ᄌൻߩળ⊛᭴ᚑ␠ߩౄຬߪߦߎߘޔࠍ፣უߩ⋗หߥᓸᅱޔ߇ߚߒㅀߪߣ

ߣ࿖᳃ోޔߪߢ㓏ጀᚲዻߕ߹(11)ޔߣࠆࠃߦᩏ⺞ߩߜߚࡅࡦࠗࡂ.Rޕߚߡ SPDౄຬ

ਛ㑆ޔߩߩ߽ࠆߢ₸หߪౄຬߣ࿖᳃ߪߢਛਛ㑆ጀޕࠆߥߦ⊕߇ਵ㔌ߩߣࠇߘߩ

ጀߪߢ ߣ8% ߢਅਛ㑆ጀޔᣇ৻ࠆߥߣ22% ߣ32% ోޔߦ߁ࠃࠆࠇࠄߦߣߎࠆߢ20%

ߡߒߣౄຬߩ㓏ጀ⊛᭴ᚑߩ㊀ᔃߪ࿖᳃ࠅࠃࠇߘߩ㜞ޕࠆߦࠈߎߣ 

 ⡯ᬺ㕙ࠄ߆ߚ SPDౄຬߩ᭴ᚑ߽ߡߟߦห᭽ߩ․ᓽ߇ᜰ៰ޕࠆ߈ߢ࿖᳃ోߣ SPD

ౄຬߩ⡯ᬺ㕙ߩಽᏓޔߣࠆߺߢSPDౄຬߪߢഭ⠪ߪߦ߆ ౄޔࠅߢߌߛࠆභࠍ8%

ౝߢዋᢙᵷޔߊߥߢߌߛࠆߢ࿖᳃ߩߢᲧ₸ߦᲧ߽ߡߴዊߦࠇߎޕߟ┙⋠߇ߩߐኻޔߒ

࿖᳃ߢ ߇ോຬቭฮߥ߆ߒߢ6% SPDߪߢ ࠅߣౄຬߪࠚࠪ࠶ޕࠆߡߒ㆐߽ߦ23%

߇ᘒᐲߣቭ⊛ⴕേ᭽ᑼޟߡߞࠃߦ₸Ყ㜞ߩോຬߩߢᵴേኅߌࠊ SPD ࠇߐ࿕ቯൻߢ

߈ᄢ߇ᐕ㊄↢ᵴ⠪ߢࠎਗߣോຬޔ߇ࠆߡߒ⋠ᵈߦ㕙ࠬ࠽ࠗࡑߩߘߡߒ៰ᜰߣޠࠆߡ

߽ߡߒߦࠇߕޔࠄߥࠆ߃߹〯ࠍߣߎࠆߡභࠍ₸Ყߥ SPD ഭ⠪ߦ߁ࠃߩߡߟ߆ߪ

ߣࠆߡߞࠊᄌߦౄߩᐕ㊄↢ᵴ⠪ߣോຬࠈߒޔߊߥߪߢౄࠆߓᗵߣᴦ⊛ㇹ߇

 (12)ޕ߁ࠈߢ߈ߴ߁

ߩߢਛߩᚢᓟผޔߪߣߎߩߎ  SPD ࠆߨ㊀ߦ៰ᜰߩࡦࠚࡈࡎࡦࠚࠪࠆߔ㑐ߦߺᱠߩ

ߚߒᕆჇ߇ౄຬޔ߫ࠇࠃߦᓐޕߔჇ߇㊀ⷐᕈߣᲑ৻ߣ 1960 ᐕઍᧃࠄ߆ 1970 ᐕઍೋᦼߦ

SPDޟߩ࿖᳃ౄ߳ߩᧄᩰ⊛⓭⎕߇ޠᤨߦ߽ߣߣࠇߘޔࠅߎઍߦㆡวޟߚߒౄࡈࡠࡊߩ

ߔㅴⴕ߇ߩߣޠ࠻ࠕ࠲ࡠࡊޟߦᦼᤨߩߎޔߪߩ߁ߣޕߚߓ↢߽ޠᄌൻߩ࡞ࠖ

ߩ⡯ᬺ᭴ㅧ߳ߩ࿖᳃ߩㅪ㇌࿖ޟޔᣇ৻ࠆ SPDౄຬߩ␠ળ⊛ㄭૃ߇ޠߥߦ߁ࠃࠆࠇࠄ

⊛⛯ㅪߩ₸Ყߩഭ⠪ߩߢౄౝޔ߇ߩߔ␜ߦ⊛┵ࠍߣߎߩߘ߽ࠅࠃߦߥޕࠆߢࠄ߆ߚߞ

ૐਅߣਗ߮ޔᓥ᧪ߪૐߚߞ߆ቭฮߩߤߥᲧ₸ߩߩߎ(13)ޕߚߞߛὐߦᾖޔ߈ߣߔࠄㄭ

ᐕߩ SPDߢോຬߩᲧ₸߇ㆊᄢࠆߡߞߥߦታ1970ޔߪᐕ೨ᓟᤨߩᦼߦታޟߚߒ␠

ળ⊛ㄭૃ߮ౣ߇ޠᄬޕ߁ࠃ߃ߣߩ߽ࠆ⺆‛ࠍߣߎࠆߟߟࠇࠊ 

ߩ㜞ޔߊߥ߽ߢ߹ࠆߔ៰ᜰߡᡷޕࠆߡߒㅪേ߽ߣቇᱧߪ㆑⋦ߩࠄࠇߎޔߢࠈߎߣ

㓏ጀᚲዻ߿ቭฮോຬߩ㜞Ყ₸ߪ㜞ቇᱧߩߣ⋧㑐߇ᄢޕࠆߢࠄ߆߈ᦨ⚳ቇᱧ߇ᄢቇ

ߪߢ࿖᳃ోޔߪߩࠆߢ ߪߢSPDޔ߇ࠆ߹ߤߣߦ9% ޔߒኻߦࠇߎޕࠆߡߒ㆐߽ߦ33%

ၮᐙቇᩞߪߩࠆߡߞࠊ⚳ߢ࿖᳃ߪߢ SPDޔ߇߱ߦ50% ౄຬߪߢ ߶ᄢቇޔࠅߢ37%

ߩᣣޔࠅ߹ߟ(14)ޕߥࠄߥ߫ߨࠊߣ߈ᄢߪᏅ⪬ࠅߪ߿߽ߡߊߥߪߢߤ SPDߪߢ㜞



ቇᱧ⠪߇ਥᵹࠆߥߣะ߇ޔࠅߢߩࠆࠇߐ㓏ጀᚲዻ߽߃ߣߚޔ߫ࠇ SPDޟ߇⽺

ߢߩߥߡߒዻߪߦޠޘੱߒ⽺ޟ߇ᄢㇱಽߪౄຬ⥄りޔ߽ߡߒᮡ᭙ࠍޠౄߩޘੱߒ

ߡߞਗ਼ߦ㧝♿એޔߢᗧߩߎޕࠆ SPD ߢࠎ൮߇ࠝ߁ߣޠౄߩ㕖․ᮭጀޟࠍ

ࠎߣ߶ߣ㧝ߩ㧟ಽߩਅߩળ␠ߪౄຬߩSPDޔࠅߢޠౄߩᚑഞ⠪ޟߪታޔ߇ߚ߈

ߩ⥌ਇวߩߎޔታ㓙(15)ޕࠆߢ㊀ⷐߪ៰ᜰߩ࠲࡞ࠔࡧ߁ߣߥߡߞᜬࠍ㑐ଥߤ

ታޔߪSPDࠆߟߟࠅ⚦ߖ߿߇ഭ⠪߿ߪ߽ߦࡘࡒၒㄟ߹ࠍߣߎߥߪߡࠇ␜

࠹ࠖ࠹ࡦ࠺ࠗࠕߊߠၮߦࠇߘ߿ࠫࡔᏆࠗ⥄߁ߣޠౄߩޘੱߒ⽺ޟޔࠅߢߩࠆߡߒ

ߩߡߒߣౄߣࠖ SPD ߡߒ␜ࠍߣߎࠆߡߒ㆐ߦὐߥ㓝⭁ਇน⢻߇ਵ㔌ߩߣታߩ

ౄߚߒỗൻࠄ߆♿ォ឵೨ᓟޔߒ㗼ൻߦ1990ᐕઍޔߢᗧߩߘޕߥࠄߥ߫ߨࠊߣࠆ

ౝኻ┙ߪౄຬߩ␠ળ⊛᭴ᚑߩᄌൻߡࠇߟߦ⫾ⓍߚࠇߐⓍᐕߩ⍦⋫ྃߩߡߒߣℂ⸃ࠆ߁ߒ

 ޕࠆߢߩ

 

 ߦࠅ⚳

 એ࠷࡞ࡂߢᡷ㕟߁ߣฬߩ␠ળ࿖ኅᡷ㕟ࠍᚻដޔߡߒߦࠅ߆ㄭᐕߩ SPD ߟߦෂᯏߩ

╙ߕ߹ޔߜࠊߥߔޕߚ߈ߡߒ⸛ᬌߡ ߇ᄌൻߥ߈ᄢߦ⟎ᴦ⊛ജ㈩ߢ࠷ࠗ࠼ઍޔߦ1

ޔߣߎߚߞ⒖߇ਥዉᮭߦޠᏒ႐ᔒะㅪวޟࠄ߆ޠᔒะㅪวޟޔߒ៰ᜰࠍߣߎࠆߡߓ↢

ࠍᓟ⠪ߡߒߘ CDUޔFDPߣਗߢࠎ SPDౝ߇ࠩࠗ࠽࠳ࡕߩᡰࠍߣߎࠆߡ߃ޕߚ߈ߡ

╙ߡ⛯ 2 ߡߒߣ⢛᥊ߩบ㗡ࠩࠗ࠽࠳ࡕޔߦ SPD ౄຬߩ␠ળ⊛᭴ᚑࠍᬌ⸛߿ߪ߽ޔߒ

SPD߇ഭ⠪ߦࡘࡒၒㄟ߹ࠍߣߎߥߪߡࠇ⏕ޕߚߒ␠ળ࿖ኅᡷ㕟߁ߣ㊀ᄢ

ߩㄭᐕޔߡߒ㕙⋤ߦ✵⹜ߥ SPD ߎߪߦ⢛᥊ߩߘޔ߇ࠆߡߞߎ߇┙ኻ✢〝ߥೞᷓߪߢ

 ޕࠆߢߩࠆࠇߐ߇㐳ᦼ⊛ᄌേߥ߁ࠃߩ

ࠈߎߣߩߎ SPDߪߢౄຬᷫߩዋ2008ޔߊߒ⪺߇ᐕߦߟߪߦ CDUߦㅊࠆࠇߐ

ᘒߪࠇߎޕߚߞ⥋ߦᱧผ⊛߽ߣᒻኈ߈ߴߔ᧪ޔ߇ߛ⺕੍߽ᗐߚߒ߁ߘߚߞ߆ߥߒㅒォ

SPDޔߪߩߚߓ↢߇ 2009ޔߪߣߎߩߎޕࠆߡߒ␜ࠍߣߎᷓߌߛࠇߘ߇ෂᯏߩ ᐕㅪ㇌

⼏ળㆬࠍ೨ߡߒߦ 6 8ᣣઃߢޢ࠻ࠗࠔ࠷ޡ C.ࠩࠗ߇ࠬ࡞ SPDߚߓ⺰ࠍ㓙ߩߟ৻ޟߦ

࿖᳃ౄߩⲢ⸃߁ߣޠࠍߒઃޔߌหߊߓ 9 6ᣣࡑࠥ࡞ࠕ࠲࡞ࡈࠢࡦࡈޡߦ

ߢޢࡀࠗ V.ޟ߇࠙ࡠ࠻ࠬࠔ࠷SPDߪዊౄޔߟߟߓ⺰ߣޠࠆߟߟࠅߥߦߟ৻ޟࠍߒ

ᡰᜬߩSPDޔታ㓙ޕ߁ࠃ߃┍߽ࠄ߆ߤߥߣߎࠆߡߒߣޠࡓࠛࠗࠢߩߚߩ࿖᳃ౄߩ

ߪߢㅪ㇌⼏ળㆬޔߌ⛯ࠍૐㅅ߇₸ ߞߥߦᨐ⚿ࠆߔ༛ࠍᱧผ⊛ᄢᢌࠅࠊ⚳ߦ₸ᓧߩ23%

ߩㆬᓟޔߕࠄࠊ߆߆߽ߦޕࠆߡߌⵣઃࠍㅌߩౄߩSPDޔߪߩߚ SPDߪ㕙ߪ

ዊᐽ⁁ᘒࠍ࠻ࠬࡐޔ߇ࠆߡߞ↥ᬺ␠ળൻ࡞ࡃࡠࠣߣൻߦ߁␠ળᄌേࠍࠇߘޔ߿

ᤋࠆߔౄຬߩ␠ળ⊛᭴ᚑߩᄌൻ߇ਇนㅒ⊛ߩࠩࠗ࠽࠳ࡕޔࠅߢบ㗡ߦ࿃ࠆߔ␠ળ࿖

ኅᡷ㕟ࠍᎼࠆ〝✢ኻ┙ߦ⌕ߥߡߟ߇એޔᓟ߽ౄౝ㑵ࠅ➅߇ߪߩࠆࠇߐ⏕

ታߣߛ⠨ߩߘޕࠆࠇࠄ߃ᗧޔߪߢSPDߛ߹ߪ⌕ὐࠍᷙޔߕࠄ߅ߡߒㅅ⁁ᘒߊ⛯߇

ߩ᧪ᓥ߽ߡߒߦࠇߕޔ߇ࠆࠇࠊᕁߣ SPD ⥄߁ߣޠౄߩޘੱߒ⽺ޟߚߌߠᓽ․ࠍ
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╙㧝㧡࿁ ㅴൻ⚻ᷣቇળో࿖ᄢળႎ๔⺰ᢥ 

⚻ᷣⴕേޔᘠ⠌ߡߒߘޔᐲߦ㑐ࠆߔ⎇ⓥേะ̆⍮⺰ޔᚢ⇛ߣ⚵❱⢻ജ⺰ࡐࠦߡߒߘޔ

 ߡߞߋࠍ⺰ࠬࡦ࠽ࡃࠟ࠻

 

                         ᳓ญ 㓷ᄦ㧔Ꮊ↥ᬺᄢቇ㧕 

 

㧝㧚ߦߓߪ 

 ߩ㊄Ⲣෂᯏࠍਛᔃߚߒߦ⚻ᷣ⁁ᴫޔߢߣ߽ߩㅴൻ⚻ᷣቇߦኻޔߪߩࠆߡࠇࠄ᳞ߡߒ

㊄Ⲣෂᯏߣታ⚻ᷣ߳ߩߘߩᓇ㗀ޟߚߞ⥋ߜ┙ߦㆊ⒟ߩޠ〝⚻ޟ߮ࠃ߅ޠ⎇ⓥ߇ᷣ⚻ޔߣ

ᓟߥ߁ࠃߩߤᄌൻޕࠆߢߣߎ߁ߣ߆ࠆߤߚࠍ 

 ᧄ⎇ⓥߪᐲ⎇ⓥߩዷ㐿ߩߘޕࠆߢ㛽ሶࠍㅀޔߪߩࠆߍࠅߣߕ߹ޕࠆߴⴕേߣᐲߩ

㑐ଥ߁ߢߎߎޕࠆߢᐲޔߪߣᴦᐲ߇Ꮢ႐ࠍᒻᚑߩߘޔߢߩ߽߁ߣࠆߔᐲߣᏒ

႐ࠍᇦޔ߇ߩ߽ࠆߔ⚻ᷣⴕേ߁ߣℂ⸃ߩߎޕࠆߢⷞⷺߦ․ߪᦨㄭᢙᄙߩߊಽ㊁ߢᵈ⋡

ߠၮߦዷ㐿ߩᦨㄭߚߒߦ␆ၮࠍ⸂ℂߩࡃࠚ࠙ߣࠬࠢ࡞ࡑޔߪߢᧄ⎇ⓥޔ߇ࠆߡࠇߐ

 ޕࠆߡ

 ⍮⺰ࠆޔߪಽ㘃ޔ߫ࠇࠃߦᢥൻߩᐲ⊛ޔ࠴ࡠࡊࠕ␠ળผ⊛ߞࠃߦߤߥ࠴ࡠࡊࠕ

⠨ߣߔߺ↢ࠍ㆑⋦ߩⴕേᷣ⚻ޔߪߩᷓ⥝ߡߞߣߦᧄ⎇ⓥޕࠆߡࠇߐⓥ⎇ߦ⚦ޔߡ

ߥߪߢߌߛࠆࠇߐᨆ߇ࡦ࠲ࡄߩߣߏᷣ⚻࿖᳃ࠆࠁࠊߪޠଔ୯ⷰޟ߿ޠᘠ⠌ޟࠆࠇࠄ߃

ޔߡߒߘޔߣߎ߁ߣࠆࠇߐኤⷰ߇ಽᢔߩߣߏⴕὑ⠪ߩޘࠆߌ߅ߦᷣ⚻࿖᳃ߩࠇߙࠇߘޔߊ

ߩᐲᷣ⚻ޔߦߎߎޕࠆߢߣߎ߁ߣޔࠆߔᄌൻߪޠଔ୯ⷰޟޔ߇ߥߒᄌൻߪޠᘠ⠌ޟ

 ޕࠆ߇น⢻ᕈࠆ߃ᝒࠍࡓ࠭ࡒ࠽ࠗ࠳ߩߎߦ⸂ℂߥ߁ࠃߩߘޔࠅ߇Ḯᴰߩࡓ࠭ࡒ࠽ࠗ࠳

ⷙࠆߔኻߦ㊄Ⲣᯏ㑐ߦਥޔߪߢ⺰⼏ߩ㊄Ⲣෂᯏᓟޔߪ㆑⋦ߩᐲߩߣߏᷣ⚻࿖᳃ޔߡߐ 

ᒝൻߩ▸࿐ᷓߩߘߣᐲޔࠇࠄߓ⺰ߡߒߣ࿖㓙ᯏ㑐ߩ⺰⼏ߩߢਛᔃߢࠞࡔࠕޕࠆߡߞߥߦ

࡛߿ᣣᧄޔࠇࠄ᳞߇㧕࡞࡞ࠞ࡞ࡏⷙ㧔ᒝޔ߆ߡߒᤋࠍᴦ⊛⁁ᴫߩޔߪ

ၮᧄ⊛ේߩ㊄Ⲣෂᯏߩ࿁ޔᣇ৻ߥዋߪะࠆߔ⺞หߦᣇะᕈߩࠞࡔࠕޔߪߢࡄ࠶ࡠ

࿃ߩᷣ⚻ߥ࡞ࡃࡠࠣ߇ߟ৻ߩਇဋⴧࠆࠇࠄ᳞ߦએޔⷙࠍฦ࿖ߦછޔߪߩߊ߅ߡߖ

ᔅ߽ߒߕ⺑ᓧ⊛ޔߚ߹ޕࠆ߃⸒ߣߥߪߢ㊄Ⲣෂᯏߦ߁ࠃߩߤࠍ࡞ࡉࡃޔߪ⺰⼏ߩᛥࠆߔ

ߒߣ㛎⊛⎇ⓥ⚻ߥ⊛⺰⍮ߪߤߥߩ߽ߚߓ⺰ࠍޠ⺰ޟߩᦼ࡞ࡉࡃޔ߇߁ᛒࠅขࠍ㗴⺖ߩ߆

 ޕᷓ⥝ߡ

ࠟ࠻ࡐࠦߪὐߩࠄࠇߎ  ޔߡߞ⸒ߦ⊛┵ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߓ⺰ࠄ߆႐┙ߩ⺰ࠬࡦ࠽ࡃ

ߘޔߣߩ߽ߊ߅ߦ೨ឭࠍ㗴ߩᣂฎౖᵷࠆࠁࠊޔታޔߪ⺰⼏ߚߒߦࡑ࠹ࠍ㗴ߩߎ

Ꮢߪὐߩߎߚ߹ޕߥߒᏅߦኈᤃߪ⺰⼏ߩਔ⠪ޔ߇ࠆ߈ߢಽੑߊ߈ᄢߦߩ߽ࠆߔᛕ್ࠍࠇ

႐ߩℂ⸃߽ߦ㑐ࠬࡦ࠽ࡃࠟ࠻ࡐࠦޕࠆࠊ⎇ⓥࠆޔߪᗧޔߪߢᏒ႐ࠍ೨ឭ߅ߦ

ߩߎޕࠆߢ⸂ℂ߁ߣࠆߢᏒ႐ߪߩࠆߔቯࠍᒻᘒࠬࡦ࠽ࡃࠟߥᦨㆡޔࠅ߹ߟޕࠆߡ

ߢࠄ߆ߥߢࠎㄟࠅಾߦ⺰Ꮢ႐߇⺰ᐲℂޔߪࠇߘޕߥ߃ࠍ߿ߪߢ⁁ߪ⼂ߥ߁ࠃ

ߪ⺰⼏ߩ᧪ᓥޔࠄ߆ߛߩࠆߦᲑ㓏ࠆߓ⺰ࠍᷣ⚻ߩᓟߩߘߣ㊄Ⲣෂᯏޔࠃߖߦࠇߕޕࠆ

ㅴൻ⚻ᷣቇ⊛ౣߦ᭴ᚑࠆࠇߐᔅⷐౣߩߘޕࠆ߇᭴ᚑޔࠅߚߒߐޔߪߣᣂฎౖᵷߣᛕ್ᵷ

ౝㇱߣᄖㇱߩᴦ⛔ᷣ⚻ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎ߁ߣࠆߢߩ߽ࠆㅴߦ⊛Ꮕࠍ⺰⼏⊛ಽᴺੑߩ
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ℂ❰⚵ߡߒޔߪ㧕ߤߥᒻᚑ࡞࡞㧔⺰⼏ࠆߔ㑐ߦౝㇱޕࠆߢߟ৻ߩߘ߽⺰⼏ߚߒᑯࠍ

1960ޔߢߩ߽ߊߠၮߦ⺰ ᐕઍ⚳ࠄ߆ࠅࠊ 70 ᐕઍ߇⺰⼏ߩߎޔߡߌ߆ߦᆎ߆߈ߣߚࠇࠄ

ޔߚߴㅀߦᦨೋޔߪߦߎߘޕࠆߢ᭴ᚑౣޔࠅߢᓳᵴߩ⺰⼏ߚࠇࠄㄟߦߜ߁ߩᥧ㤩ޔࠄ

⍮⊛⎇ⓥ߇ነਈࠆߔ߇ޕࠆࠇࠄ 

 એߥ߁ࠃߩ⎇ⓥޔߪ㊄Ⲣෂᯏߩࠞࡔࠕࠆ⥋ߦ㊄Ⲣ㕟ᣂࠍవዉߚߒ㊄ⲢᎿቇߩߘߣㆡᔕ

ߩⷙߩࠞࡔࠕߩ⢛᥊ߩߘߡߒߘޔಽᨆߩ 1980ᐕઍᧃߩᄌൻߣ┹╷ߩᄌᦝߘޔ

ߒ߁ߎޕࠆߢߩ߽ࠆߓㅢ߽ߦⓥ⎇ߩㅪធ㑐ଥߩⓥ⎇ࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗߩ⟵ᐢࠆࠁࠊޔߡߒ

ߩ߽ࠆ߈ߢឭଏࠍ␆ၮߩߚߩ⸂ߩࠬࠢ࠶ࡒ╷ߥ⊛ᄙ㕙ࠆࠇߐߣᔅⷐߦ㊄Ⲣෂᯏᓟޔߡ

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ

 

 

㧞㧚วℂᕈ㒢ቯวℂᕈᔨߣ㊄Ⲣෂᯏ㗴 

 ߩᲑ㓏ߩߢฦ࿖⚻ᷣ߿⇇⚻ᷣࠍ┆Ⴚߦ㒱ߩ⊑ࠞࡔࠕࠆߡࠇ㊄Ⲣෂᯏࠁࠊޔ߇

ߩ↢⊑ࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑࠆ 2009ᐕޔߊߥߪߢෂᯏ⊒↢ߩၮ␆ߡߒߣቛࡦࡠᜂ⸽㑐

ㅪߩ㊄Ⲣຠ㧔CDO㧗CDS㧕ߩଔᩰ፣უ߇ 2006 ᐕߦߢߔߦᆎ߹߿߹ޔߪߣߎߚߡߞ

⥄ߩࠇࠄߎޕࠆߢℂ⸃ߦኻޔߡߒ㊄Ⲣෂᯏ߇ࠢࠬޔߪಽᢔߩߘޔߢߩߚߡࠇߐㆊ⒟

ᣂฎౖᵷޔߪᣇ߃⠨ߩߎޕࠆࠇࠄߌฃߦ߁ࠃࠆߡߒᑧ⬧߇⺑߁ߣߚߞ߆ߥ߈ߢ⼂ߪ

ߦߩߢ⇇ߩޠቢోวℂᕈޟޔࠄ߇ߥ⊛⺑ㅒ߿߿ޔ߫ߡ┙ߦᣇߩㅴൻ⚻ᷣቇࠆߔᛕ್ࠍ

ޕࠆ߃ 

 ㅴൻ⚻ᷣቇߩℂ⺰⊛⊒ޟޔߪߟߣ߭ߩ㒢ቯวℂᕈߩޠᔨߩߎޕࠆߦᔨࠊޔߪ

ᣣޟޔߪߦ⥸৻ޔߪᔨߩቢోวℂᕈ߁⸒ߢߎߎޕࠆߡࠇߐ⸂ℂߣቯุߩቢోวℂᕈࠆࠁ

Ᏹ↢ᵴߩ⚻㛎ߪߣޠ╓วޔߡߒߣߥߒᛕ್ޟߩߎޔߪߣߎߩߎޕߚ߈ߡࠇߐᣣᏱ↢ᵴߩ⚻

㛎ߦޠ╓วߥߒේℂ߿ᔨߦၮߚࠇࠄߊߟߡߠ╷߳ߩᛕ್ߦㅢࠆߡߓdޕ ࠆࠇߐ⋠

ߪ߆߁ߤߪߡ߅ߦㅴൻ⚻ᷣቇޔߦ㓙ߩ⺑ߩ㊄Ⲣෂᯏޔ߇ᔨߩቢోวℂᕈߩߎޔߪ߈ߴ

ߢฦᲑ㓏ߩ㊄Ⲣෂᯏޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆ߇ᗵࠆߡࠇߐኒャߪߚ߹ߒᓳᵴޔߊ߆߽ߣ

ᚲߩࠢࠬޔᨐ⚿ߩಽᢔࠢࠬߩㆊᐲޔߦ߆⏕ޔߦ߁ࠃࠆࠇ⸄߽ߦᓟޔߪߡߟߦᘒ⁁ߩ

߇ℂ▤߿༡⚻ߥㆡಾޔߒᄬᢌߦᛠីࠢࠬޔ╷ᒰዪ߽ߡߒߘޔ㊄Ⲣᯏ㑐߽ޔࠅߥߦਇ߇

ޔࠎࠈߜ߽ޕߥߪߣߎߥ߇㕙ࠆࠇߐߣߚߒ⟎ࠍᄢߩ㊄Ⲣෂᯏ߇ࠇߘޔࠅߥߊߥ߈ߢ

ᓟㅀߥ߁ࠃߩߘޔߦ߁ࠃߩℂ⸃ޔߪ㊄Ⲣෂᯏ⺰ࠢࠬޔߪߢߎߎޔ߇ࠆߡߞ⺋߽ߡߒߣಽ

ᢔߩ⚿ᨐߩࠢࠬᛠី߇ਇน⢻߁ߣߚߞߥߦℂ⸃ߣޔࠆߡߞ⺋߇ߩ߽ߩߘᜰ៰ޕߚߒ 

࠴ࠢ࠹ࡦࠗࠆߔ㑐ߦ㒢ቯวℂᕈޔߊߴߟ┙ߦ⣉ὐ┙ߩ᧪ᧄߩㅴൻ⚻ᷣቇޔࠃߖߦࠇߕ 

ᴺߡߒߘޔቇᷣ⚻ࠄ߆⣖⑼ቇޔߪߢޔߪⓥ⎇ߩࠄࠇߎޕࠃߡࠇߐ⠨ౣ߇␆ၮߥ࡞ࠕࡘ

ቇࠄ߆␠ળቇࠆߚߦᐢ▸ߥኾ㐷㗔ၞߢㅴࠅ߅ߡࠇࠄ㧔Parisi and Smith[2005]㧕ߩߎޔ

ὐޟࠆࠁࠊ߇㒢ቯวℂᕈޠᔨߡߞࠃߦࡦࡕࠗࠨ߇ឭߚࠇߐᲑ㓏ߣ⎇ⓥߩㅴዷߩ⒟ᐲߦ

 ޕࠆߢߩࠆߡߞߥ⇣ޔߡ߅

ࡦࡕࠗࠨޔߪ㗴ߩߎޕ㑐ଥߩ⍮ߣᖱേޕขᒁᴺ⸽ߣᄾ⚂ᴺޔ߫߃ߡߞߜ┙߿߿ 

 ޕ߆߁ࠈߛߩߚߞ⸒ࠍߪࡦࡕࠗࠨޕࠆߡߒ⊑ࠄ߆㒢ቯวℂᕈߩ
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 ᭴࿑ోߩ㒢ቯวℂᕈᔨࡦࡕࠗࠨ       

 

      ψ                     ψ 

ਇቢోᖱႎ   ᖱႎ㓸࠻ࠬࠦߩ⽶ᜂ   ᖱႎടᎿ⢻ജߩ㒢⇇ 

         φ            φ 

 

       ౖ㧦Parisi and Smith[2005] 

 

 વ⛔⊛ߢ࡞࠺ࡕߥឬߚࠇ߆⒳㘃ޔߩቢోᖱႎߩߢߣ߽ߩᗧᕁቯޔߪߣߎࠆߔࠍޔวℂ⊛

ޔߪߣߎߊ߅ࠍ೨ឭߩቢోᖱႎޔ߫߃⸒ߦ⊛⺑ㅒޕ㧔Parisi and Smith[2005]㧕ߥ߽߃ߐߢ

ታ⊛ߪߦ㕖วℂ⊛ࠍߣߎࠆߢᗧߥ߁ࠃߩߎޕࠆߔ⁁ᘒࠍㆱޔࠨ߫ࠇߔߣ߁ࠃߌ ࡦࡕࠗ

ࠆߔ↪ណࠍ߃⠨߁ߣޔࠆߢḩ⿷ൻޔߊߥߪߢᦨᄢൻޔߪߩ߁ⴕ߇ࠇࠊࠇࠊޔߪߢ⺆↪ߩ

 ޕࠆߢߣߎ

ઍޕࠆߢ⊛ઍᦧߪንޕࠆ߇㕙ߩޔߪߦࡦࡕࠗࠨޕߥߪߢߡߴߔߩࡦࡕࠗࠨ߇ࠇߎ 

ᦧᕈ߇ᗧࠍߩ߽߁⾈߇ࠇࠊࠇࠊޔߪߩࠆߔቯޔߪߩࠆߔߦ࠻ࡦ࠙ࠞࠕߩޘᜬࠆߡߞ

ᓽ․ࠆߥߣ㗴ߩቇᷣ⚻ߣᴺߥ⊛⛔વޟޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆߢንߩోޔߊߥߪߢߩ߽

߆ࠆߔ߽ࠄ߇ߥㆮᙝ߇ޘੱࠍ⥰ࠆᝄߥ߁ࠃࠆߢน⢻੍᷹ߦቢోࠄ߆ᦨೋ߇ᨐ⚿ߩߘޔߪ

 㧔Parisi andޠࠆߢߣߎ߁ߣࠆ߃ߦ߁ࠃࠆߡߒឃ㒰ޔࠍน⢻ᕈߥࠇߒ߽

Smith[2005]㧕ޕ 

 એޔߣࠆߣ߹ߦ⊛࡞࠺ࡕࠍᰴ߇࡞࠺ࡕߥ߁ࠃߩ⠨ࠆࠇࠄ߃㧔Parisi and Smith[2005]㧕ޕ 

Ԙ ⥄Ꮖ⋉࡞࠺ࡕ㧔self-interest models㧕 

ԙ ⋡⊛࡞࠺ࡕ㧔present-aim model㧕 

Ԛ ㆡᔕ⊛วℂᕈၮḰ㧔adaptive rationality standard㧕 

ԘߪNޔ ⊛㗴ࠍߦขޔ߫߃⸒ߡߞ್೨ߩᷤߢ⸃߁ߣࠆ⥋ߦ⠨ࠊ⸒ߣࠆߢ߃

ޔ߫ࠇࠃߦⓥ⎇ߚߒ⸛ᬌࠍ㧔㧞㧜ઙ㧕್ߩᵴᅹኂ㗴↢ޔߪ⸂ߥ߁ࠃߩߘޔߒ߆ߒޕࠆࠇ
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ᖱ㧔animosityޔvindictiveness㧕ࠍ⠨ᘦߦޕࠆߢ࡞࠺ࡕࠆࠇᗵᖱޔߪⴣേࠦࡠ࠻ࡦ

㗴ߩᜂ⽶ߩᄬ㧔welfare losses㧕៊ࠆߔ↢ᵷࠄ߆ࠇߘޕߔߎ߅߈ᒁࠍࠅ⺋⊛⍮߿㗴࡞

 ޕ㧔Parisi and Smith[2005]㧕ࠆߥ߽ߦ

 ⴣേࠦ࡞ࡠ࠻ࡦ㗴ౕߩߡߒߣ⠨ߦ࠻࠶ࠛࠗ࠳ޔߪߩࠆߡࠇࠄ߃߁∛᳇㧔ㆊᐲ
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 ޕ㧔Parisi and Smith[2005]㧕ࠆߢߤ
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ࠇߐ⸂ℂߣޔࠆߔዋᷫߦ⊛ኻ⋦ޔߪߢᴫ⁁ߩࡓࠥߒࠅ➅ࠆࠁࠊޔߪࠇߘޔ߇ࠆߢࠅ
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A Consideration on the Compilation of Interregional Input-Output Table by 
the Non-Survey Method: Analytical Issues and Policy Implications  
 

Michiya Nozaki 
 

Abstract 
The aim of this paper is to regard interregional Input-Output table as 

the descriptive devise to analyze the regional industrial relations and the 
impact studies, such as the industrial classification in the largely regional 
area and the economic effects of developing of the social infrastructure, to 
explore the historical process to compile the interregional Input-Output 
table in Japan, and to make a presentation of analytical issues and policy 
implications about the estimates of interregional Input-Output table by 
means of Non-survey methods. 

 
Key Words: Interregional Input-Output Table, the Non-Survey Method, 

Location Quotient, Industrial Classification, Regional Breakdown 
 
Σ㧚Introduction 

The aim of this paper is to regard interregional Input-Output table as 
the descriptive devise to analyze the regional industrial relations and the 
impact studies, such as the industrial classification and regional 
breakdown in the largely regional area and the economic effects of 
developing of the social infrastructure, to explore the historical process to 
compile the interregional Input-Output table in Japan, and to make a 
presentation of analytical issues and policy implications about the 
estimates of interregional Input-Output table by means of Non-survey 
methods. 

   In economics, an input-output table is a statistical device of a nation's 
(or a region's) economy to explain the transaction between industries by 
consumers, government, and foreign suppliers on the economy. 
   However, Input-Output tables, which are compiled by all prefectures in 
Japan, are the intraregional Input-2XWSXW� WDEOH�� WKHUHIRUH� ZH� FDQ·W�
analyze the interregional trade. 

                                                   
 Chubu Industrial and Regional Advancement Center, Nittochi Nagoya Building 15F, 
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  Recently, many people and firms in local area have been collaborated in 
WKH�ORFDO�JRYHUQPHQWV·�DQG�SULYDWH�VHFWRUV· levels. Therefore, it is necessary 
for us to apply an Interregional Input-Output Analysis to the regional 
economic policy as the analytical framework. 

The most important thing for compiling an Interregional Input-Output 
table is to estimate the interregional trade coefficient in the compilation of 
Interregional Input-Output table. We can estimate it by the survey method 
to utilize data, by Official Questionnaire, and the Non-survey method such 
as Location Quotient. So, we will present analytical issues and policy 
implications about the estimates of an Interregional Input-Output table by 
means of Non-survey methods. 
 
Τ㧚Basic Structure of Interregional Input-Output Models 
   A critical problem in many-regional Input-Output approach is to estimate 
the transactions between regions. One approach is the Interregional 
Input-Output model. 
  For the purpose of explanation, we will consider a two-region economy. 
Using r and s, for the regions, let there be two producing sectors(1,2) in 
region r, and two producing sectors(1,2) in region s. Suppose that one has 
information for region r on both intraregional flows, z୧୨

୰୰, and interregional 
flows, z୧୨

ୱ୰. 
  Suppose, further that the same kind of information is available the use of 
inputs by firms located in region s, z୧୨

୰ୱ and z୧୨
ୱୱ.1 

  This complete table of interregional data can be represented as 

𝐙 = ቂz୰୰ z୰ୱ

zୱ୰ zୱୱቃ 

 
Table 1 Inter-industry, Interregional Flows of Goods 
 Purchasing Sector 

Region r Region s 
Selling Sector 1 2 1 2 

Region 
r 

1 zଵଵ
୰୰  zଵଶ

୰୰  zଵଵ
୰ୱ  zଵଶ

୰ୱ  
2 zଶଵ

୰୰  zଶଶ
୰୰  zଶଵ 

୰ୱ  zଶଶ 
୰ୱ  

Region 
s 

1 zଵଵ
ୱ୰  zଵଶ

ୱ୰  zଵଵ
ୱୱ  zଵଶ

ୱୱ  
2 zଶଵ

ୱ୰  zଶଶ
ୱ୰  zଶଵ

ୱୱ  zଶଶ
ୱୱ  

Source: See Miller and Blair (2009), p.77, Table 3.1 
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  In the regional model as above, we used intraregional information only. We 
would like to incorporate much more explicitly the interregional linkages, as 
represented by information in z୰ୱ andzୱ୰. 
  These off-diagonal matrices need not be square. The on-diagonal matrices 
are always square. While the elements in Z୰ୱ represent exports from region 
r and simultaneously imports to region s, it is usual in regional input-output 
work to refer to these as interregional trade flows and to use the terms 
export and import when dealing with foreign trade that crosses national, not 
just regional, boundaries. 
  Let us consider the basic equation for the distribution of sector i·s product. 
In the two-region interregional input-output model, that part of f୧  that 
represents sales of sector i·s product to the productive sectors in the other 
region is removed from the final-demand category and specified 
explicitly(Miller and Blair (2009), pp.77-79). According to Miller and Blair ·s 
work(2009), we can make the model as follows: 
 

xଵ
୰ = zଵଵ

୰୰ +  zଵଶ
୰୰  +  zଵଵ

୰ୱ +  zଵଶ
୰ୱ +  fଵ

୰       (2-1) 
 
There will be similar equations for xଶ

୰ , and also for  xଵ
ୱ and xଶ.

ୱ . The regional 
input coefficients for region r and region s represent as follows: 

a୧୨
୰୰ =

ౠ
౨౨

୶ౠ
౨  and a୧୨

ୱୱ =
ౠ

౩౩

୶ౠ
౩                    (2-2) 

Interregional trade coefficients are found in the same manner, where the 
dominations are gross outputs of sectors in the receiving region. These are as 
follows: 

a୧୨
୰ୱ =

ౠ
౨౩

୶ౠ
౩  and a୧୨

ୱ୰ =
ౠ

౩౨

୶ౠ
౨                     (2-3) 

Using these regional coefficients and trade coefficients, (2-1) can be rewrite 
as follows: 

xଵ
୰ = aଵଵ

୰୰ xଵ
୰ + aଵଶ

୰୰ xଶ
୰ + aଶଵ

୰ୱ xଵ
ୱ + aଶଶ

୰ୱ xଶ
ୱ + fଵ

୰     (2-4) 
There will be similar expressions for xଶ,

୰ xଵ
ୱ, and xଶ

ୱ. We also can be rewrite 
(2-4) as follows: 

(1 − aଵଵ
୰୰ )xଵ

୰ − aଵଶ
୰୰ xଶ

୰ − aଶଵ
୰ୱ xଵ

ୱ − aଶଶ
୰ୱ xଶ

ୱ = fଵ
୰     (2-5) 

There also will be expressed for fଶ,
୰ fଵ

ୱ, and fଶ
ୱ. 



4 
 

𝐀𝐫𝐫 = aଵଵ
୰୰ aଵଶ

୰୰

aଶଵ
୰୰ aଶଶ

୰୰ ൨ 

𝐀𝐬𝐬 = 𝐙𝐬𝐬(𝐱ො𝐬)ି𝟏, and two trade coefficients matrices are 
𝐀𝐫𝐬 = 𝐙𝐫𝐬(𝐱ො𝐬)ି𝟏 and 𝐀𝐬𝐫 = 𝐙𝐬𝐫(𝐱ො𝐫)ି𝟏. Using these four matrices, the four 
equation of which (2-5) is the first can be represented compactly as   

(𝟏 − 𝐀𝐫𝐫)𝐱𝐫 − 𝐀𝐫𝐬𝐱𝐬 = 𝐟𝐫                                           
−𝐀𝐬𝐫𝐱𝐫 + (𝟏 − 𝐀𝐬𝐬)𝐱𝐬 = 𝐟𝐬                 (2-6) 

where 𝐟𝐫 and 𝐟𝐬 are the two-element vectors of demand for region r and 
region s. 
 We define the complete coefficients matrix for a two-region interregional 
model as consisting of the four submatrices 

𝐀 = ቂ𝐀𝐫𝐫 𝐀𝐫𝐬

𝐀𝐬𝐫 𝐀𝐬𝐬ቃ 

Then, (6) can be expressed as2 
൫𝟏 − 𝐀 ൯𝐱 =  𝐟                         (2-7) 

 
Υ㧚Nonsurvey Method for Compiling an Interregional Input-Output Table 

The most important thing is to estimate the interregional trade coefficient 
in the compilation of Interregional Input-Output table. We can estimate it by 
the survey method to utilize data, by Official Questionnaire, and the 
Non-survey method such as Location Quotient.  

(1) Simple Location Quotient 
Let 𝑥

 and 𝑥 denote gross output of sector i in region r and total output of 
all sectors in region r, respectively, and let 𝑥

 and  𝑥 denote total gross 
output of sector i in region r and total output of all sectors in national level. 
Therefore, the simple location quotient for sector I in region r is defined as 
following formula. 
 

𝐿𝑄
 =

⎝

⎜
⎛

௫
ೝ

௫ೝ൘

௫


 ௫൘

⎠

⎟
⎞

         (3-1) 

 
Note that simple algebra generates an alternative form, namely, 
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𝐿𝑄
 =

⎝

⎜
⎛

𝑥


𝑥
൘

𝑥
 𝑥ൗ

⎠

⎟
⎞

 

The interpretation is as follows: if 𝐿𝑄
 > 1, it indicates a commodity whose 

production is relatively localized in region r. And if industry i is less 
concentrated in the region than in the nation (𝐿𝑄

 < 1), it is seen as less 
compatible of satisfying regional demand for its output, and its regional 
direct input coefficients, 𝑎

(𝑗 = 1, … , 𝑛) are created by reducing the 
national coefficients, 𝑎

 , by multiplying them by 𝐿𝑄
(Miller and Blair ,2009 ∶

pp. 349- 350). 

𝑎
 = ൜൫ொ

ೝ൯ೕ
    ொ

ೝழଵ ௧ି௧ௗ
ೕ

                ொ
ೝஹଵ ௫௧ି௧ௗ

ൠ  (3-2) 

 
(2)Purchases-Only Location Quotients(PLQ) 
  The Purchases-Only Location Quotient for sector i in region r is as follows: 
 

𝑃𝐿𝑄
 =

⎝

⎜
⎛

௫
ೝ

௫∗ೝ൘

௫


 ௫∗൘

⎠

⎟
⎞

            (3-3) 

where 𝑥
 and 𝑥

 are regional and national output of goods i, and 𝑥∗ are 
total regional and national output of only those sectors that use i as an 
input(Miller and Blair ,2009 ∶ p. 353). 
 
(3) Cross-Industry Location Quotients(CILQ) 
  Another variant of the Location Quotient is the Cross-Industry Quotient. 
The CILQ are expressed in terms of gross outputs of regional and national 
sectors( Miller and Blair ,2009 ∶ p. 353). Output levels are preferable as a 
measure of sector size since this avoids problems of assuming constant 
productivity across region(Round(1978), p.181). 
 

𝐶𝐼𝐿𝑄
 =

⎝

⎜
⎛

௫
ೝ

௫
൘

௫ೕ
ೝ

௫ೕ
൘

⎠

⎟
⎞

             (3-4) 
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Then, 

𝑎
 = ൜ቀூொೕ

ೝ ቁೕ
    ூொೕ

ೝ ழଵ 

ೕ
                ூொೕ

ೝ ஹଵ 
ൠ    (3-5)  

 
(4) The Semi-Logarithmic Quotient, FLQ and AFLQ 
 Round(1978)pointed out that an appropriate approach should include all 
three measures(Miller and Blair ,2009 ∶ p. 354). He proposed ´semi-logarithmic 
quotientµ as simply accounting for all three ratios in a way which 
maintaining the basic properties of both LQ and CILQ(Round(1978), p.182). 

SLQ୧୨
୰ = 𝐿𝑄



logଶ
൘ (1 + 𝐿𝑄

) 

  And we can rewrite SLQ୧୨
୰  as 

SLQ୧୨
୰ =

[(𝑥


𝑥
൘ ) ÷ (𝑥

 𝑥ൗ )]

logଶ{1 + [(𝑥


𝑥
൘ ) ÷ (𝑥

 𝑥ൗ )]}
൚  (3-6) 

  Applications using this SLQ generally cannot demonstrate any particular 

improvement over simpler measures like LQ or CILQ. One approach was 

developed in several articles by Flegg and others̆ hence the acronym 

FLQ(See, for example, Flegg, Webber and Elliott, 1995; Flegg and Webber, 

1997, 2000; Miller and Blair ,2009 ∶ pp. 354- 355). 

FLQ୧୨
୰ = CILQ୧୨

୰ǳ
∗
    (3-7) 

Whereǳ
∗

= {logଶ[1 + (x
୰

x
୬൘ )]}ஔ, 0 ≤ δ < 1. Then 

𝑎
 = ൜ቀிொೕ

ೝ ቁೕ
    ிொೕ

ೝ ழଵ 

ೕ
                ୕ೕ

ೝ ஹଵ 
ൠ (3-8) 

For i=j, CILQ୧୨
୰  is replaced by SLQ. x

୰

x
୬൘  is the ratio of regional to national 

output. The smaller the assumed value of Ǭ, the greater the degree of 
upward convexity of the function and the larger is ǳ* for any given 

 x
୰

x
୬൘ .(Flegg and Webber, 2000,p.564) 
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Another modified version of FLQ has been included to allow for the effects of 
regional specialization(Flegg and Webber,2000, p.566). 

AFLQ
 = ൜[୪୭మ(ଵାୗ୕ౠ

౨)]ೕ
    ிொೕ

ೝ வଵ 
୕ೕ

౨                ୕ೕ
ೝ ஸଵ 

ൠ  (3-9) 

and so 

𝑎
 = ൜ ቀிொೕ

ೝ ቁೕ
    ொೕ

ೝ வଵ 

(୕)ೕ
                ୕ೕ

ೝ ஸଵ 
ൠ (3-10) 

If we allow this term logଶ(1 + SLQ୨
୰) to be operative only for SLQ୨

୰ >1, then 
AFLQ

 > FLQ
  for SLQ୨

୰  >1, and AFLQ
 = FLQ

  for SLQ୨
୰  ҇1(Flegg and 

Webber,2000, p.566). 
 
Φ. Policy Implications about Compiling of Interregional Input-Output Table  

Historically, there are various instances of the compilation of interregional 
Input-Output tables in Japan. The first trial of an interregional 
Input-Output table in Japan was compiled for Kinki and Other Region by the 
Kansai Keizai Federation in 1957. Thereafter, an interregional Input-Output 
table was compiled by Ministry of Economy ,Trade and Industry(METI) et al. 
for the years 1960²1995, as well as in 2005. 
 Hokuriku Industrial and Advancement Center(HIAC) (1993) compiled 
¶Hokuriku Regional Input-Output Table, 1985·, and compared and analyzed 
with Hokuriku Intraregional and Interregional Tables therein. HIAC(1993) 
analyzed the economic structure of Hokuriku regional economy and applied 
to the economic propagational effect of the public investment on the 
Hokuriku region. 
 Central Research Institute of Electric Power Industry(CREPI)(2002) 
developed ¶ National 10 Interregional Input-Output Table, 1995· in 2002, and 
they analyzed the industrial structure and interregional trade structure. 
Miyagi, Ishikawa,Yuri,and Tsuchiya(2003) presented a method for use in 

construction of 47 region-interregional input-output table at the prefecture 
level in Japan using intraregional input-output tables. And CREPI(2008) 
also developed 47 region-interregional input-output table at the prefecture 
level in Japan using intraregional input-output tables. 
Sendai Urban Research Forum (SURF)(2003) developed ¶Tohoku Regional 

Input-Output System(TIRIOS)·. SURF(2003) compiled and utilized the 
TIRIOS for estimating economic foresight of the public investment around 
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Tohoku region in Japan. 
Kansai Institute of Social and Economic Research(KISER)(2008,2010) 

compiled and utilized Kansai Interregional Input-Output Tables, for 
example in big projects about private and public investments and 
sightseeing project around Kansai area. 
Tohoku Regional Development Research Center(2009) compiled̈Tohoku 

inter-prefectural Input-Output Table.̉They applied it to the graphical 
analysis of the regional economy³the skyline analysis. 
 Hokkaido Regional Development Bureau(2007) developed ¶Hokkaido 
Intra-Interregional Input-Output Table,2003·, and analyze the economic 
structure in Hokkaido intraregional blocks and the economic effect of social 
influstructure. 
 And Chubu Industrial and Regional Advancement Center(CIRAC)(2010) 
compiled an Interregional Input-Output Table for Chubu region. 
CIRAC(2010) would like to plan to compile and utilized an Interregional I-O 
table as an analytical tool of the Chubu regional economy, and analyze the 
simultaneous advance of the localization and globalization quantitatively. 
 
V㧚Concluding Remarks 
 We present a basic structure of Interregional Input-Output Model. And we 
also surveyed the Nonsurvey Method for compiling an Interregional 
Input-Output table. 
Interregional Input-Output Table could be regarded as the most useful 

framework to grasp the economic structure in a very simple way and also to 
draw some meaningful policy implications. 
  Therefore, we have to rethink the significance and role of compiling an 
Interregional Input-Output Table for Chubu region from the point of 
Policy-oriented view, and enter into the possibilities of new 
policy-applications. 
 We can analyze the regional industrial and Input-Output structures, and 
estimate the economic impact of various projects, such as social 
infrastructure, private and public investment, etc. For example, We are 
required to carry out Impact Studies, such as economic effects of developing 
the Hokuriku Super-Express, and/or economic effects of developing the 
Linear-Motor Central Line on Chubu region3. 
 Recent significantly, we can analyze empirically various prefectures of 
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Chubu region, and we will estimate and evaluate the regional policies and 
their changes in the context of decentralization. 

 The following Issues are to be carefully taken into accounts, especially in 
coming empirical studies: 
  The first is how to deal with Economic Activities of Transport Sector, in a 
Interregional I-O Table. 
  The conventional Input-Output Model is the simplest, and the most naive 
model in terms of assumptions and limitations. The first assumption is the 
fixed input coefficient. The second assumption on linearity of production 
system is a critical point in many cases. The third assumption is an infinitely 
elastic supply on inputs, including labor, into the production process4. 
  And the last, but not least, is how to cope with the simultaneously 
occurring trend of both Globalization and Localization. In fact, we have to 
link an Interregional I-O table with the Eastern Asia International I-O 
table.5 
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5 See Ihara,Nozaki and Thitipongtrakul(2010b),p.64. 
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1946ޔߪ᧪రߪ࠼ࠠࡑ ᐕࠄ߆ 1964 ᐕࠞࡔࠕߢ߹ࠆߚߦධㇱㄘᬺ

ࡓࠣࡠࡊࡠࡉߚߡߒࠅㅍࠍቄ▵ഭ⠪ࠄ߆ࠦࠪࠠࡔߦㄘ❥ᦼߩ

߇ࠇߘޕߚߞߢࡓࠣࡠࡊߚࠇߐታᣉࠄ߆1965ᐕޔࠇߐ⠨᩺ߡߌฃࠍᑄᱛߩ
ᗧ࿑ޔߪߩߚߡߒቄ▵ഭ⠪ࠍㅍࠅߚߡߒർㇱ⻉Ꮊߦ☨࿖ߩ⾗ᧄࠍㄫ߃

ߡࠇᎿ႐ޔߢߣߎࠆߖ߆⟎ࠍ࿖Ⴚၞߦ㓹↪ߣᚲᓧߺ↢ࠍߩߎޔߒၞࠍ

ቯޔߪࠇߘޕߚߞߢߣߎࠆߖߐ㧝㧥㧝㧜ᐕߩ㕟એ᧪ߡߞߣ߇ࠦࠪࠠࡔ

ߢ╷ࠆߔㅺ⣕ࠄ߆╷ߩᎿᬺൻߥ⊛ャઍᦧࠆࠃߦࡓ࠭࠽࡚ࠪ࠽ᷣ⚻ߚ

ޕߚߞߥߦߌవ㚟ߩਥ⟵⊛╷ォ឵↱⥄ߩ㧝㧥㧣㧜ᐕઍએ㒠ߪࠇߘޔታޔࠅ

ࠣࡠࡊ࠼ࠠࡑޔߕߖሽߪ⼂ߥ߁ࠃߩߘߪߢᲑ㓏ߩ㐿ᆎޔߒ߆ߒ

ർޔߢߣߎࠆߔኈ⸵ߦ⊛ዪᚲࠍሽߩ࿖⾗ᧄ☨ޔߦߒߥ⾗ᛩߩᄙ㗵ߩᐭߪࡓ

ㇱ⻉Ꮊߩ㓹↪ߣ⽺࿎ࠍ⸃ࠆߔߣ߁ࠃߒㄝ⊛ޕߚߞ߆ߥ߉ߔߦࡓࠣࡠࡊߥ

ߒ⒖߇ഭ⠪ዬޔࠇࠄ߉߆ߦએౝ࡞࠻ࡔࡠ㧡㧜ࠠࠄ߆࿖Ⴚߪ┙ߩߘ

ߊߏߪᡰេߣ〉⋘ߩᴦ⥄߿ᐭޔߦ߁ࠃߚࠇߐᒻᚑߢᚻߩഭ⠪⥄りߚ߈ߡ

ᒻᑼ⊛߇⑳ޕߚߞߢߩ߽ߥߚߞߢቇ↢ߩߜߚ⺑࠼ࠠࡑޟޔ߫ࠇࠃߦ

ߩߎޕߚߞߢޠડᬺᬀ᳃ޟߒߥޠડᬺ₺࿖ޟߥߒ㑐ਈߩⴕߪޠ

࿖Ⴚࠄ߆ධߦ㧡㧜ࠠߩߢ߹ࡠᏪࠞࡔࠞࠪࠠࡔߪMexicamericaࡔࠕ߫ࠊޔ
 1ޕߚߞߢࠦࠪࠠࡔߚࠇߐᷰࠅᄁߦࠞ
⒢ߩࠕࠫࠕ᧲ޔ߇ߚߡࠇߐߦෳ⠨߇⒢ടᎿߩ㖧࿖ޔบḧޔߪߓߪ

ടᎿ․ߦ߁ࠃߩਛዊડᬺ߇ਛᔃ1980ޕߚߞ߆ߥࠄߥߪߦᐕઍࠦࠪࠠࡔߦᐭ
                                                   
1 Morelos (2009) 



2 
 

࿖☨ߚߡߌ⛯ࠍ┹ߢ࿖Ꮢ႐☨ߥᏂᄢޔߣࠆߔᧄᩰൻ߇ォ឵ߩ߳⟵ਥ↱⥄ߩ

↢ߩᄢ㒽ⷙᮨޔߒ⋠ᵈߦ࿖Ⴚၞߩࠦࠪࠠࡔ߇ᄢડᬺߩ♽Ꮊ᰷ޔ♽ᣣߪࠆ

ߢᰴ⋦ࠍὐ↥↢ࠆ߈ߢ↪ࠍૐ⾓㊄ഭߩࠦࠪࠠࡔߦਛߩࠢࡢ࠻࠶ࡀ↥

ᑪ⸳ޕߚߒᓐߪࠄഭ㓸⚂⊛ߥ⚵┙Ꮏ⒟ࠦࠪࠠࡔࠍ࿖ႺᏪߦ㓸ਛߡߖߐૐ⾓

㊄ߕࠄߥߺߩᄢⷙᮨ↢↥ߩ⋉ࠍታޕࠆߢߩߚߒߣ߁ࠃߒ 
1990ᐕઍࠦࠪࠠࡔߣࠆߥߦᐭߪ╷ࠍ⥄↱ਥ⟵ోߦ㕙⊛ߦォ឵ޔߒ☨࿖Ꮢ

႐ߩߣ⚿วࠍ࿕ޔ☨࿖⾗ᧄోࠦࠪࠠࡔࠍߢฃߌࠍߣߎࠆࠇᗧ࿑߁ࠃࠆߔ

ടߦᤃදቯ⾏↱⥄ߚߡࠇߐ⚿✦ߦ㑆ߩ࠳࠽ࠞߣ࿖☨ޔߪߦ1994ᐕޕߚߞߥߦ
․ߢᤃ⾏ߩട⋖࿖㑆ޕߚߖߐ┙ᚑࠍߩർ☨⥄↱⾏ᤃදቯ㧔NAFTA㧕ߡߞࠊ
ߥャఝㆄភ⟎ࠍᱛࠆߔ NAFTA ․ߩޠ⒢ടᎿャޟߩა㑆☨ߡߞࠃߦ
↢߇࠼ࠠࡑޔߪߩ߁ߣޕߚߒ⛯ሽߪ࠼ࠠࡑޔ߇ߚࠇߐᑄᱛߪౖ

⟎ᚢ⇛⊛ఝㆄភޟ߇ߊᄙߩ⒳ᬺߚߡߞߥߎ߅ࠍ↥ PROSECߩޠኻ⽎ߚߞߥߦ
ౖ߽․ޠ⒢ടᎿャޟߚ߹ޔߒ NAFTA ട⋖࿖એᄖ߇⋧ᚻ߫ࠇߢሽ⛯ߚߒ
ࠆߌ߅ߦャߩ࿖߳☨ߣャߩࠄ߆࿖☨ߡߞࠃߦNAFTAޔࠈߒޕࠆߢࠄ߆
㑐⒢㓚ო߇ታ⾰⊛ߦ᠗ᑄోࠦࠪࠠࡔޔߚߚࠇߐ߇☨࿖ࠍਛᔃ↥↢ߚߒߣ

ᵹㅢߩࡓ࠹ࠬࠪߩਛߦ⛔วޕߚߞߥߦߣߎࠆࠇߐ㑐⒢ࠍᛄߦߕࠊේ᧚ᢱㇱຠ

ޠဳ࠼ࠠࡑޟ߁ߣࠆߔャߦ࿖ᄖߥߎ߅ࠍ↥↢ߡߒャࠍ ޔߪ↥↢ߩ

NAFTAߩਅࠦࠪࠠࡔޔߪߢㅧᬺోߩ㗔ၞోࠦࠪࠠࡔޔ࿖ߢน⢻ࡑޕߚߞߥߦ
ߢߌߛߚߞߥߦ߁ࠃࠆߔ┙߽ߦౝ㒽ߊߥߢߌߛ࿖Ⴚၞޔ߇ડᬺ࠼ࠠ

 2ޕߚࠇ߹↢߇น⢻ᕈࠆߔޠൻ࠼ࠠࡑޟ߇ోߩㅧᬺߩࠦࠪࠠࡔޔߊߥ
ታޔ㧝㧥㧥㧜ᐕઍߡߒ⽾৻ߪ࠼ࠠࡑߪߦᚑ㐳ߌ⛯ࠍ 2000ᐕߦߓߪ

⚂ߩャャߩࠦࠪࠠࡔߪ ߢ࿖☨ޔߒ߆ߒޕߚߞߚߦࠆභࠍ4ഀ ITࡉ
ࡑޔߒᓟㅌ߽ߡ߅ߦ㓹↪ᢙ߽ߡ߅ߦ㗵↥↢ޔᢙᐕ㑆ޔߣࠆ߈߅߇േߩࡓ

ߚߦෂᯏᷣ⚻ߩᐲࠄ߆2004ᐕޔᓟߩߘޕߚࠇࠊ⸒߇ޠㅌޟߩ࠼ࠠ
ࠃჇടߩડᬺ࠼ࠠࡑߪߦᦼᤨߩߎޕߚߖࠍ⋦᭽ߩޠᓳᵴޟᐲౣߢ߹ࠆ

ࠔࡈ࠳࠙ࠪ߇⑳ޕߚࠇࠄߺ߇ⷙᮨᄢޔຠォ឵ޔൻࠢ࠹ࠗࡂߩߘޔ߽ࠅ

ࠢ࠹ࠗࡂߚߒᣂⵝൻߡߒߦ߁ࠃߩߘޔߪߤࠎߣ߶ߩ⟲Ꮏ႐ߚߞࠊ߹ߡߺߢࠬ

ࠇߐࠄߐߦ✵⹜ߩ⋠㧞ᐲߪޔ߇ࠄࠇߘ3ޕࠆߢߕߪߚߞߢ࠼ࠠࡑ

 ޕࠆߡ
2006 ᐕߪ࠼ࠠࡑߩઃടଔ୯ 2652 ంߺ↢ࠍ࠰ࡍߪࠇߎޔ߇ࠆߡߒ

หᐕోࠦࠪࠠࡔߩߩฬ⋡ GDPߩ 10ళ 3798ంߩ࠰ࡍ ߉ߔߦᒝ࠻ࡦࡄ2
ዞᬺ⠪ޔߕ ዞᬺ⠪ߩోࠦࠪࠠࡔ117ਁੱ߽ ㇱಽߥ߆ߦห᭽߷߶ߩ4300ਁੱ
                                                   
NAFTAޔᶆ(2000)⼱ޔߡߟߦᓇ㗀ߩNAFTAޔᬺ↥⻉ޔᎿᬺൻߩࠦࠪࠠࡔߩᦼᤨߩߎ 2
⎇ⓥળ(1998)ޔᚲ(2009ࠍෳᾖޕߚࠇߐ) 
3 ↰(2007)ߩ࠼ࠠࡑߩ࠽ࠔࡈࠖ࠹ߣࠬࠔࡈ࠳࠙ࠪޕኻᲧޔౝ㒽ဳߣ࿖Ⴚဳߩኻ
Ყޟޔᣂⵝޔ࠼ࠠࡑࠢ࠹ࠗࡂޠਛ࿖ᷓၞߩߣኻᲧޔർ☨ߩ⥄േゞ↢↥ࠪࠬࡓ࠹

 ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆᓧࠍໂ␜ߥን⼾ࠄ߆ᢥ⺰ߩߎޔߤߥ࠼ࠠࡑߩ߆ߥߩ
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ャ✚㗵ߩ2006ᐕޔߣࠆߺߢᤃ㕙⾏ޔߒ߆ߒ㧔╙㧠㧕ޕߥ߉ㆊߦ 2499ం☨
ߪャࠆࠃߦ࠼ࠠࡑߜ߁ߩ࡞࠼ 1118ం☨ߩߘߣࠎߥޔߢ࡞࠼ 44.7㧑ࠍභ
ߩャ✚㗵ߩࠦࠪࠠࡔޔ߽ߡ߅ߦャޕࠆߡ 39.5㧑ࠍභޕࠆߡ㧔╙㧡
㧕Ꮏ႐ᢙ߆ߕࠊߡߞߢ 㧠ഀߩᤃ⾏ߩࠦࠪࠠࡔ߇࠼ࠠࡑߩߕࠄ⿷3000
એࠍᜂߩࠦࠪࠠࡔޕࠆߢߩࠆߡߞ⍹ᴤャ߇ᴤ↰ᷫߡߞࠃߦᷢᨗߩዋ

ะࠍߢ߆ߥࠆߡߖャㆊߩ࠼ࠠࡑࠆߢ࠲ࠢ㊀ⷐᕈࠈߒߪ

Ⴧᄢޕࠆߡߒ 
࿖Ⴚ┙ဳߚߒ┙⁛ޔߪ࠼ࠠࡑߩડᬺޔߊߥߪߢ☨࿖ࠆߦᧄ␠ߩ⛔

ਅޔࠅߦ☨࿖ౝߦ߆ߥߩࠢࡢ࠻࠶ࡀ↥↢ߩ☨࿖ߣ࠻ࡦࡊࡦࠗ࠷ߩ

ߡߒᲧߣ࿖☨ޔߪὐߩߘޕࠆߢౝಽᎿ႐ࠦࠪࠠࡔࠆߡࠇ߹ㄟߺ⚵ߦ✜৻

߈ߢㅊ᳞ࠍ⋊ߩⷙᮨࠆߌ߅ߦᬺ↥┙⚵ߡ↪ߦᄢ㊂ࠍഭജߥଔߦ߆ࠆߪ

ߪ㔛ⷐߩߢ࿖☨ߢຠߚߞ⢒ߢ࿖☨ߪࡆ࠹ࠞޔ߫߃ߣߚޕࠆߢߣߎࠆ

Ꮒᄢ߿ߪ߽ޔ߇ࠆߢ☨࿖ޕߥߡࠇߐ↥↢ߪߢᏂᄢߥ☨࿖Ꮢ႐ߩߢ߆ߥߩ

┹ߩᾷὓޔ߇ߐ⾓㊄ߩ㜞☨࿖ࠍ↥↢ߩߢਇน⢻ޕࠆߢࠄ߆ߚߒߦGE߽᧲
࠼ࠠࡑߩ࠼ࡏࠛޔࠬࠔࡈ࠳࠙ࠪޔ࠽ࠔࡈࠖ࠹ࠍㅧὐߩߘ߽⦼

 ޕߚߒ⚂㓸ߦᎿ႐
ౝ㒽┙ဳߩઍߪ⥄േゞ↥ᬺޔߪߦࠦࠪࠠࡔޕࠆߢ☨࿖ߩ GMࠜࡈޔ

VWޔ↥ᣣޔߊߥߢߌߛࠬࠗࠢޔ࠼ ࠄߐޔߒࠍᎿ႐ߥᄢⷙᮨ߇␠㧡ߩ

ߢోߪߦ2008ᐕޔߒㅴ߽࠲࡛࠻ޔ࠳ࡦࡎߦ 210ਁบߩߎޕࠆߡߒ↥↢ࠍ
ᐕߩ⥄േゞャ166ਁߪบޔߢ࿖ౝะߌ⽼ᄁ44ਁߩบߦ߆ࠆߪࠍ࿁ޕࠆߡߞ
㧔࿖ౝ⾼⾈ޔߪャゞࠍടߡ߃ 102ਁบޕ㧕ャవߪ㧤ഀㄭ߇ߊർ☨㧔☨࿖ࠞ
ߩᬺ↥േゞㇱຠ⥄ޔߚ߹ޕࠆߢ☨ධߣᎺ᰷߇ࠅᱷޔߢߌ㧕ะ࠳࠽ FDI߽ᄙޔߊ
ଢߦ⛎ଏߩ߳↥↢േゞ⥄ߩ࿖ౝ☨ޔߊߥߢߌߛ↥↢േゞ⥄ߩౝࠦࠪࠠࡔߪࠇߎ

ߥർㇱ࿖ႺᎺߦ┙߇ߣߎࠆߔᄙޕ⥄േゞ⚵ߡ┙ߺᎿ႐ࡈ࠳࠙ࠪߥߩ

 ޕߚߡߒ┙߇ㅧડᬺߩേゞㇱຠ⥄߽ߦࠬࠔ
㧔ේ᧚ߣ㧕ャߩ㧔ቢᚑຠޔߦ৻╙ޔߪߡߒߣὐᰳߩᎿᬺൻߩဳ࠼ࠠࡑ

ᢱޔㇱຠޔਛ㑆↢↥‛ߩ㧕ャߩㅪേᕈ߇㜞ޔߊ⾓㊄એᄖߩઃടଔ୯↢↥߇ዊ

ߒਲ߇ലᨐࡃࠝ࡞ࡇࠬޔߢᒙ⽺߇ㅪ㑐ߩߣᬺ↥ߩ᧪ޔߦੑ╙ޔߣߎߐ

ଔߩߘޔߡߟߦઍ⊛ᬺ⒳ߩ࠼ࠠࡑޔߪ㧢╙ޕࠆࠇࠄߍ߇ߣߎ

୯㧔⾌↪㧕᭴ᚑੱߣຬ᭴ᚑߣࠆߺࠍࠇߎޕࠆߡߒ␜ࠍ⾓㊄એᄖߩઃടଔ୯ߪ

ਛ㑆ᛩࠍ↪⾌ߩวߚߖࠊ✚↢↥‛ଔ୯ߩ 15 ޕߥ߉ߔߦࠆභࠍ࠻ࡦࡄ
߆ߕࠊߪ↥࿖ߊᄙ߇ャߦ⊛ୟߪਛ㑆ᛩޔߚ߹ 4 ߥ߉ߔߦ⒟ᐲ࠻ࡦࡄ
 ޕࠆߡߒ⛯ᜬߪᕈ․ߩߎ߽ߡ߅ߦ࠼ࠠࡑᣂઍߩᣂⵝဳࠢ࠹ࠗࡂޕ
ਛ㑆ᛩߡߒࠎ߆ߦ࿖ౝ↥ᬺ߳ߩᵄലᨐ߇ਲޔ߫ࠇߔߣߒᱷ࡞ߚࠇߐ

ቇ⠪ᷣ⚻ߩࠦࠪࠠࡔޕߥ߆ߒᵄߚߓㅢࠍഭࠆߔ↪㓹߇࠼ࠠࡑߪ࠻
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߇ FDIߩᛛ⢻ᒻᚑലᨐޔߒ߆ߒ4ޕ߁ࠈߢߚߩߘߪߩࠆ⺆ߡߟߦ☨࿖ߩ᥊

᳇ᄌേ߇ჇߡߒޔࠇᎿ႐ߩሽᑄ߿㓹↪⺞ᢛ߇㗫❥ޔ߫ࠇߔߣࠆࠇࠊߥߎ߅ߦ

ᛛ⢻ᒻᚑߩ᧦ઙ߽⦟ߩဳ࠼ࠠࡑޕߥ߃ߪߣᎿᬺൻߩߘޔ߇ᓥዻᕈ

 ޕࠆߢ࿎㔍ߪߣߎࠆߔ⣕ࠍ
 
㧟㧚㓝ߚࠇᮮᢿഭᏒ႐ 
 
ߦ৻╙ޔߪ␆ၮߩᬺ↥ࠦࠪࠠࡔߩဳ࠼ࠠࡑߪࠆޔ࠼ࠠࡑ

ଔߥഭߪߦੑ╙ޔ☨࿖ߩᏂᄢᏒ႐ߦኻࠆߔㄭធᕈ㧔ㆇㅍ⾌↪ᤨ߮ࠃ߅㑆߅ߦ

 ޕࠆߢ㧕ߐࠆߌ
2007ᐕࠆߌ߅ߦㅧᬺഭ⠪ߩࠦࠪࠠࡔޔߣࠆߺߢ⛎ᤨߩᐔဋᤨ⛎ߪ ࠼2.9

ߩ࿖☨ߢ࡞ ࠃࠕࠪࡑޔࠗ࠲ޔਛ࿖ޔߪࠇߎޕࠆߢ㧝ߩ㧥ಽ⚂ߩ࡞࠼24.8
ߦࠇߎޕૐ߽ࠅࠃ࠴ޔࡦ࠴ࡦ࡞ࠕޔ࡞ࠫࡉޔࠕࡆࡦࡠࠦޔ߇㜞߽ࠅ

☨࿖ᤨߩߣᏅޔߊߥ߇㈩ㅍᤨߣ↪⾌ߩ㑆߇ዋ߁ߣᷣߡߊߥℂ⊛ㄭធᕈߩ

ὐߩࠞࡔࠕޕࠆ߇ᛩ⾗ࠦࠣࡦࠖ࠹࡞ࠨࡦળ␠࠽࠻ࡄࠬࠢ࠶ࠕ␠

ࡌޟߩ㓙ߟ߽ࠍᆔ⸤ㅧὐ߇࿖ડᬺ☨ޔࠍࠦࠪࠠࡔޔߢ߆ߥߩႎ๔ᦠߩߘߪ

 5ޕࠆߡߒߣޠ࿖࠻ࠬࠦ࠻ࠬ
ർㇱ࿖Ⴚߩ⻉Ꮊࠅߚੱ৻ߩᚲᓧߩࠦࠪࠠࡔߪᐔဋ߽ࠅࠃ㜞ޔߊർㇱ࿖Ⴚ

Ꮺߩ࠼ࠠࡑߩ⾓㊄߽ౝ㒽ㇱߩᎿ႐ߩ⾓㊄ࠅࠃ㜞ޔߒ߆ߒޕ࿖Ⴚࠍ߃

ߩࠕ࠾࡞ࠜࡈࠞࡂࡃ߿ࡢࡢ࠴ޔߪߣߎࠆ߇ߨߪ߇ᚲᓧ߫ࠇߌߟࠍ⡯ߡ

ߊߥࠄ߆ࠊ߇⺆⧷ޕࠆߢታ⌀߅ߥ߹ޔ߽ߡߞߣߦੱߩർㇱ࿖ႺᎺߥ߁ࠃ

ࠆࠢ࠶࠾ࡄࠬࡅࠆߔ↪ㅢߢߌߛ⺆ࡦࠗࡍࠬޔ߫ࠇߔ߃ߐߒ࿖ߦ࿖☨ޔ߽ߡ

࿖Ⴚߥ߁ࠃߩࠬࠔࡈ࠳࠙ࠪޕࠆߡߞᓙࠍႺ⠪߇ળ␠ߩࡁࠖ࠹ߪ

ㇺᏒߩੱ⥄りߩߘޔㆊඨ߇ᏒᄖઁߪࠆޔᎺࠄ߆ᵹߢߜߚੱߚ߈ߡߒ

 ޕࠆ
☨࿖⒖ߦੱࠦࠪࠠࡔࠆߔ☨࿖ߩࠬࠨࠠ࠹ޔ߽ߢᎺࠕ࠾࡞ࠜࡈࠞޔᎺޔ

⥄ࠄᓐޔߜ߽ࠍ࠷࡞ߦࠦࠪࠠࡔ߇ᄢㇱಽߩߘߢ♽ࠢ࠶࠾ࡄࠬࡅߣᎺ࠽࠱ࠕ

りㆊߡ߅ߦႺ߿ή⸵นṛߣή㑐ଥ6ޕߥߢᓐߩࠄ߆ࠦࠪࠠࡔߪࠄႺ

                                                   
4 ᚲ(2009)ޕ 
5 ਛ⇌(2010)ޔAmerican Chamber Mexico (2010). 
6 ☨࿖ߪ 1980ᐕઍߩ㕖น⒖᳃ߩჇടߦኻಣ1986ޔߚࠆߔᐕ⒖ߦ᳃ᡷ㕟⛔ᴺࠍቯ
ߣ߁ࠃߒ㒖ᱛࠍ㕖น⒖᳃ߩᣂⷙޔߢߚߒ⍮ߦ⊛ࠍ⒖᳃ࠆߡߒ㧡ᐕએṛޔߒ

⚂ޔ㓙ߩߎޕߚߒ ߽ߦ1991ᐕޕߚᓧࠍ⸵น᳗ߩ࿖߳☨ߡߞࠃߦࠇߘ߇160ਁੱ 180ਁੱ
߫ࠇߡߌ⛯ࠍṛߦ㐳ᦼ߽ߢ㕖นޔߪ⟎ភߩࠄࠇߎޕߚࠇࠊߥߎ߅߇วᴺൻߩ⒖᳃ߩ

㕖นߦりㄭޔߪࠇߘޕߥ߈ߢቯุ߽ߣߎߚߒߺ↢ࠍᦼᓙ߁ߣࠆࠇߐนߪ߆ߟ

⒖᳃ࠆ߇ᄙࠦࠪࠠࡔߩߊ♽Ꮢ᳃㧔ࡁࠞ࠴㧕ߩᔨ㗿ޔߦ߽ߣߣࠆߢઍࠦࠪࠠࡔߩޘ

ᐭߩਥᒛߩߘޕࠆ߽ߢᓟ⒖ޔ᳃ࠆࠃߦ⽶ᜂߩჇᄢ߳ߩᛕ್߇㜞߹ޔࠅ㕖น⒖᳃߇

␠ળ⊛ࠍࠬࡆࠨฃᮭࠆߌุࠍቯࠆߔᴺߣวᴺ⒖᳃߽ߡߟߦߩࠬࡆࠨฃ⛎ᮭࠍ
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⠪ߩߘࠍ␠ળߦ߆ߥߩฃߌࠍࠄࠇ߆ޔࠇ‽⟋ੱᛒߦߣߎࠆߔኻޕࠆߡߒ

ਇޟࠍߣߎࠆߔṛߦ࿖☨ߡߒႺߦߕࠄߣࠍ߈⛯࿖ᚻߩᱜⷙޔߡߞ߇ߚߒ

ᴺ illegalߣޠ߱ߣߎ⥄߇⺰⊛ߩ♽ࠢ࠶࠾ࡄࠬࡅޕࠆߢᡰᜬࠍᓧߣ߁ࠃ
ߌㆱࠍ߁ߣṛ⠪ޠਇᴺޟߦ⥸৻ߪⴕᜂᒰ⠪߿ᴦኅߩ♽᳃ਥౄࠆߔ

 ޕࠆߢࠎߣޠ㕖⊓㍳⒖⠪ undocumented, unauthorized immigrantޟޔߡ
☨࿖࿖Ⴚޟߪ࿖ႺᎼⷞ㓌߇ޠ⼊ߡߡߒႺ⠪ࠍ⊒߫ࠇߔりᨩ᜔ࠍ᧤

ޠ⟍‽ޟߪኒ࿖ޕࠆߔㅍㆶ߆ߔㅊߦධߩ࿖Ⴚ߫ࠇߢੱࠦࠪࠠࡔޔߡߒ

ࠕ࠴࠶ࡖࠠ߁⸒ߦଶޕߥߪߢߌࠊࠆߌฃࠍ⟏ೃޔߢߩߥߡࠇߐߥߺߣ

ࠇࠄߍᅹ߇ߺ⹜ߩႺߩᐲౣޔߕ߉ㆊߦ㧕ࠆߔ㉼ߡ߃߹㧔ࠬ࠼ࡦ

㧔1990ᤨ৻ޕߥߪߣߎࠆ ᐕ㧕ޔႺߩ㒐ᱛߦߚߩวⴐ࿖㒽ァࠍ㈩ߎߚߒ
߁ߣߔଚࠍᴦ⥄ߩᎺߪߣߎࠆߔࠍᴦᵴേ߇วⴐ࿖ァߢ࿖ౝޔ߇ߚߞ߇ߣ

ℂ↱ޕߚߞ߆ߥߒ⛯⛮ߢႺ⠪߇Ⴧടޔߣࠆߔ᳃߇ߜߚ⥄⼊࿅ޔࠅߚߒ❰⚵ࠍ

’႐ߦߣߎࠆࠇߐࠄ⨹߇ᙍỗߚߒ’႐ਥ߇ߜߚᱞⵝޔߡߒࠅߚߒႺ⠪ࠍߜߚ

ㅊ߽ߣߎࠆߡߚჇߦࠇߘޕߚ߈ߡ߃ኻߩ♽ࠦࠪࠠࡔޔߡߒ᳃߇ߜߚ᛫⼏ߩ

ჿ7ޕࠆߍࠍ 
☨࿖⒖᳃⛔⸘ዪߩ⎇ⓥࠣߚߞߥߎ߅߇ࡊ࡞ផ⸘2009ޔߪߢᐕ 1ߦ☨࿖ߦ

ߪ ߩߜ߁ߩߘޔࠅ߅ߢࠎ߇㕖น⒖᳃ߩ1075ਁੱ ࠇ߹↢ࠦࠪࠠࡔ߇665ਁੱ
ߪᢙሼߩࠇߙࠇߘߪߦ2000ᐕޕࠆߢ ߣ846ਁੱ ߩჇടಽޕߚߞߢ468ਁੱ
85 Ფ߫ࠇߣࠍᐔဋߩᦼᤨߩߎޔߢߩ߽ࠆࠃߦᵹߩࠄ߆ࠦࠪࠠࡔ߇࠻ࡦࡄ
ᐕ ޔࠞߪᎺᄙ߇㕖น⒖᳃ޕࠆߥߦߣߎߚߒჇട߇22ਁੱ Ꮊࠕ࠾࡞ࠜࡈ 260
Ꮊࠬࠨࠠ࠹ޔੱਁ 168 ࠪ߿࡛ࠢࡘ࠾ޔ߇ࠆߢა࿖Ⴚ㓞ធᎺ☨ߩߤߥੱਁ
ࠇߙࠇߘ߽ߦᄢㇺળߚࠇ㔌ࠄ߆࿖Ⴚߥ߁ࠃߩࠧࠞ 50ਁੱㄭ㕖น⒖᳃߇ዬ
 ޕࠆߡࠇߐផቯߣࠆߡߒ
วᴺ⒖ߩ᳃ฃߌޔ߽ߡߟߦࠇㄭᐕ߇ࠦࠪࠠࡔߪߢᦨᄢ⒖ߩ᳃ㅍࠅߒ࿖

ᄖ࿖ੱߚᓧࠍ㧕࠼ࠞࡦ࿖᳗⾗ᩰ㧔ࠣ☨ߦߚᣂߦ2009ᐕޕࠆߡߞߥߦ
113 ߪੱࠦࠪࠠࡔߜ߁ߩੱਁ 16 ਁ 5 ජੱ㧔14.6㧑㧕ߢ 6 ਁੱบߩ╙㧞ਛ࿖ޔ
╙㧟ࠍࡦࡇࠖࡈߩᄢߊ߈ᒁ߈㔌8ޕࠆߡߒ  
                                                                                                                                                     
㒢ࠆߔᴺᓞ߇ᚑ┙߽ࠇߘޔߒ߆ߒޕߚߒ㕖น⒖᳃ߩᵹᷫࠍዋޕߚߞ߆ߥߪߣߎࠆߖߐ 

ࠇ߇⇼ህߩṛޠ㕖นޟޔߡߒኻߦኤቭ⼊ޔߪὐࠆࠇ߆ಽ߇⺰⼏⇟৻ߢ࿖☨߹ 7
߫ᒰߦ‛ੱߩኻߡߒ⡯ോ⾰ޟߥߎ߅ࠍนߚࠇߐޠṛ⠪ᮭࠆߔ⇐᜔߫ࠇߌߥߢ㒢

ߎߪᛕ್⠪ޕࠆߢὐࠆߋࠍߣߎߚߒฬ⟑߇ౄ⍮ߩᎺ࠽࠱ࠕߦᎺᴺࠆࠍ

ㅪ㇌ᐭޔߒਥᒛߣࠆߢᙗᴺ㆑ࠅߢᴺࠆߔᱜᒰൻࠍᛒࠅขߥ⊛⒳ᏅੱߪᎺᴺߩ

ࠄ⤘߽↪⾌⊛ળ␠ߔߎ߅߈߭ߩ㕖นṛ⠪ߩᢙߥᄢ⤘ޔߒ߆ߒޕࠆߡߒ⺞หߦࠇߘ߽

⚂ࠍߣߎࠆߣࠍ╷ኻࠆߩታലᕈߡߒኻߦ⒖᳃ޠ㕖นޟᄢ⛔㗔߽ࡑࡃࠝޔߢߩࠆߢࠎ

 ޕࠆߡߒ᧤
8☨࿖᳗ޔߪน⢻ޔߪߡߟߦ⛎⊑ߩࠩࡆኅᣖࠩࡆߖࠃ߮ࠃ㧔ᐕ㑆ᨒ 48ਁੱ㧕ޔ㓹↪㑐ㅪ
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Ფᐕޔߪߣߎߚߺߡ߃⠨ߢߎߎ 20-30 ߚߒߣਥࠍήᢿႺ⠪ࠆߔ㆐ߦੱਁ

ߛߩࠆߡߒ␜ࠍሽߩഭᏒ႐ߚ߃ࠍ࿖Ⴚޔߪ⒖ߩ࿖߳☨ߩੱࠦࠪࠠࡔ

 ޕࠆߢߣߎ߁ߣޔ߆߁ࠈ
ޔ߇ࠆߦะߩჇടߪᢙߩႺ⒖⠪ߩ࿖߳☨ޔߪߣߎࠆ߃⸒ߕ߹

2001-2003ᐕ9-2007ޔᐕᷫߤߥዋߚߒᐕߪࠇߘޔࠅ߇☨࿖⚻ᷣߩਇᴫᦼߣว
ߥߪߢෂ㒾ߤ߶Ⴚ࿖ߩ࿖߳☨ޔߪ࿖ߩࠄ߆࿖☨ޕࠆߢߣߎࠆߡߒ⥌

ࠈߢߩࠆߔሽ߽ੱࠦࠪࠠࡔࠆߔᏫ࿖ߡߞᄬࠍ⡯ߢਇᴫޔߢߩࠆࠇࠊᕁߣ

2005ޔߦ߁ࠃࠆࠇขߺ⺒ࠄ߆ ╙ޔታ㓙ޕ߁ ᐕࠄ߆ 2007 ᐕߩႺ⒖⠪✚
ᢙߩჇട2008ޔ ᐕࠄ߆ 2009 ᐕࠆߌ߅ߦห✚ᢙᷫߩዋߩᄢㇱಽࠄ߆ࠦࠪࠠࡔߪ
ߚߒዋᷫ߇ᢙ✚ߩ㕖น⒖᳃ޔߚ߹ޕࠆߢน⢻⺑ߢᄌേߩႺ⒖᳃ߩ 2008
ᐕࠄ߆ 2009ᐕߩേߦ߈Ꮊዬᢙߢᦨ߽ߊࠃኻᔕޔࠞߪߩࠆߡߒ ࠾࡞ࠜࡈ

ߣ࿖☨ߣࠦࠪࠠࡔޔߪߣߎߩߎ 9ޕࠆߢ㓞ធᎺࠦࠪࠠࡔ߁ߣ࠽࠱ࠕߣࠕ

⊛࿖Ⴚޔߒሽ߇〝ᵹࠆߔࠅ߇ഭ⠪ߦߛߩߣ࿖ධㇱၞ☨ߌࠊࠅ

 ޕࠆߔໂ␜ࠍߣߎࠆߡߞ߇ᐢ߇ㅪേᯏ᭴ߩ⛎ଏഭ㔛ⷐߥ
Ⴚ⒖⠪ߩᕈᐕ㦂᭴ᚑޔߣࠆߺࠍ↵ᕈ߇ 58㧑ߣᄙߚ߹ޔߊ↵ᕈਛޔ

37㧑߇ 25-34ᚽ26ޔ㧑߇ 35-44ᚽߩߩࠅ⋓߈㕍ᐕჽᐕጀߦዻޕࠆߡߒᅚ
ᕈߩ႐วߩߎޔߪᐕ㦂ጀࠇߙࠇߘߪ 30㧑ߣ 29㧑ߢ㕍ᐕጀ߳ߩ㓸ਛᐲࠅࠃ߇ዋߥ
ࠍ⡯ߢ࿖☨ޔ߽ࠅࠃ↱ળ⊛ℂ␠ߥ߁ࠃ߁ߣߖࠃ߮ࠃߩኅᣖ߇Ⴚߪࠇߎޕ

ᓧߡᚲᓧࠍ߁ߣࠆߖߐ⚻ᷣ⊛ℂ↱ࠍߣߎߊߠߣ߽ߦ␜ໂޔࠆߔ  
Ⴚ⒖⠪߇ዞߡߒߣࠆߡ⡯⒳ޔߪㄘᬺߪߪߢዋޔࠅߥߊߥᢛ

ᷡᬺ⠪ޔ㘩ຠ⺞ᢛᬺ⠪ޔ㐷⇟㐷ⴡޔዊဳᄢဳࠢ࠶࠻ߩㆇォᚻޔ⛎ޔ

ޔߢࠇ߹ߪ↪㓹ߩߢᄢᐫᄢᎿ႐ޕᄙ߇ㇺᏒ㔀ᬺᬺࠬࡆࠨ✵ૐᾫߩߤߥ

☨࿖ੱߥࠄ߇ߚ߈ߟ߇ਇቯߢૐ⾓㊄ߩ⡯⒳߇ᄙޔߊഭ⚵วߩ⚵❱ൻ߅߇

࿖ഭ☨߇ሽߩ㕖น⒖⠪ޔߚߩߘޕᄙ߇ߣߎߥߪߢ㗔ၞࠆࠇࠊߥߎ

⠪ߩ⾓㊄᳓Ḱߦᓇ㗀ࠆߔ⒟ᐲߪシᓸޔ߇ࠆߡࠇࠊ⸒ߣࠆߢන⚐ഭ⡯⒳

 10ޕࠆߔᓇ㗀ߊ߈ᄢߪߦ࿖ੱഭ⠪☨ࠆߡߟߦ
㕖น⒖⠪ߩቇᱧޔߪߡߟߦᄢቇතᬺ⠪ޔ߇ߥࠅ߹ߪᄢቇ㒮තߩ

ోੱࠦࠪࠠࡔߪߡߒߣᐔဋޔ߇ࠆߡߒಽᭂൻߦૐቇᱧጀߣ㜞ቇᱧ⠪ߥ߁ࠃ

㜞ቇᱧጀޕࠆߡࠇࠊߥߎ߅߇ផ᷹ߚߒಽⵚ߆ߐߐ߁ߣ㜞߽ࠅࠃ᳓Ḱߩ

㜞ቇᱧ⠪ޔߊࠄߘ߅ޕ11߁ࠈߢߩࠆߡߞࠄߨࠍᵴേߩߢኾ㐷⡯⒳ߩ㜞ᚲᓧߪ

                                                                                                                                                     
㧔ᐕ㑆ᨒࠩࡆ 14ਁੱ㧕⒖ޔ᳃Ḯᄙ᭽ൻࡓࠣࡠࡊ㧔ᐕ㑆ᨒ 5.5ਁੱ㧕ߣᐕ㑆ᨒߡߌ⸳ࠍㆇ
ᣂޔߚߚߒჇട߇り⠪ࠦࠪࠠࡔߚᓧࠍ⾗ᩰ᳗߿Ꮢ᳃ᮭߩ࿖☨ߦߢߔޔ߇ࠆߡߒ↪

ⷙ᳗ߩഀߩੱࠦࠪࠠࡔ߽ߡߟߦࠩࡆว߇ᄙޕࠆߡߞߥߊ 
 ޕߥߡߒㅪേߣ࿖᥊᳇☨ߪ㕖น⒖᳃ᢙߩᎺࠬࠨࠠ࠹ߪߢ⸘ផߩߎޔߒߛߚ 9
10 Latapi and Martin (2006). 
11 NAFTAߩቢදቯޔߪߢ☨ടაߩ㧟࿖ߢ㕖⒖᳃ߩኾ㐷⡯߇ߣߎࠆߔ⛎⊑ࠍࠩࡆቯࠄ
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ࡃࠝߣߚߒ࿖ߦ࿖☨ߢᩰ⾗ߩ߆ࠄࠅࠃ߁ߣߚߒႺߢᓤᱠߪ႐วߩ

 ޕ߆߁ࠈߛߥߪߢߩᄙ߇ࠬࠤࠆߔࠗ࠹ࠬ
ࠆߡߒ⚫߇ႎ๔ᦠޢ⊑࿖ㅪੱ㑆㐿ޡޔߣࠆߢߔࠅㅍࠍ⒖⠪ޔߚ߹

ߪߣࠆߡߒ⒖߇ૐᚲᓧ⠪ޔ႐วߩࠦࠪࠠࡔޔߪߢⓥ⎇ߩ࠾࠴࡞࠺ࡍ㧩ࠩࡔ

㒢ޔߕࠄᐕ㑆ᚲᓧ߇㧝ਁ㧡ජ⒖ޔߪߢ߹ࠆߥߦ࡞࠼߇₸⏕ࠆߔᚲᓧߡࠇߟߦ

㜞߹ޕࠆߡߞᚲᓧ߇㜞߹⒖ޔߡࠇߟߦࠆേߩߚߩ⾗㊄⊛ၮ␆ߦ߽ߣߣ㜞ᚲ

ᓧߔߑࠍ㗿ᦸࠩࡔߒ߽ޕ߁ࠈߢߩࠆࠇ߹↢߇㧩ߩ࠾࠴࡞࠺ࡍ⺞ᩏ⚿ᨐ߇

ޔ߫ࠇߢߩࠆ߹ߪߡ߽ߢߩࠦࠪࠠࡔߩ㧝ੱࠅߚᐔဋ GDP 㧝ਁߪ
⊑ᷣ⚻ߦ⺞㗅߇ࠦࠪࠠࡔߪᓟ㧝㧜ᐕ⒟ᐲޔࠄ߆ࠆߢ㧔2008ᐕ㧕࡞࠼☨200
ዷ߽ߡߒߣߚߌ⛯ࠍႺ⒖߳ߩേߪ߈ᒝ߹ࡇ࠲ޕࠆߥߦߣߎࠆߌ⛯ࠅ㧩ࡑ

ߪߩࠆߓォߦዋᷫ߇⒖ജޔ߫ࠇࠃߦ㧔2006㧕ࡦ࠴ 2020ᐕࠄ߆ 2030ᐕ㗃
 12ޕࠆߢ

 
㧠㧚⚻ᷣ⛔วߩ㧔㕖㧕ᐲൻ 

 
 NAFTAߦవⴕߚߒ⚻ᷣ⛔วߩࠆߢ EU ߇ᮡ⋠ߩว⛔ᷣ⚻ޔߪߡ߅ߦ

ߘޕࠆߡࠇ߆߅ߦታߩౝ⥄↱⒖േၞߩޠ࠻ࡅޟޠࠬࡆࠨޟޠᧄ⾗ޟޠຠޟ

ࡅޟޔ߇ࠆߪߡߞᛒࠅขࠍޠࠬࡆࠨޟޠᧄ⾗ޟޠຠޟߪNAFTAޔߡߒኻߦࠇ
ߩ࿖☨ޔ߇᭴ᗐ⥄ߩ࠼ࠠࡑޔߒ߆ߒޕߥߢࠎߪ⒖േ↱⥄ߩޠ࠻

ቄ▵ഭ⠪㧔ࡠࡉ㧕ฃߌࠇᑄᱛ߳ߩኻᔕ╷ߣߎߚࠇ߹↢ߡߒߣ⥄߇

␜ໂޔߦ߁ࠃࠆߔ࿖Ⴚߚ߃ߎࠍഭ⒖േߩ㗴ޔߪᑼߥࠇࠄߍࠅߣߪߦ

 ޕࠆߢ㗴ߥᦨ㊀ⷐߟ߆ᦨᄢߩർ☨ၞ⚻ᷣ⛔วޔߕࠄࠊ߆߆߽ߦ
NAFTAޟߪFTA⥄↱⾏ᤃදቯޔߡߞߢޠEUޟߥ߁ࠃߔߑ߇หߢޠ

ޔ߇ࠆߡࠇ߫⚿߇ቢදቯߦ߽ߣߣⅣႺදቯߪߡߟߦ⼔ഭ⠪ޕߥߪ

࿖ഭ☨ࠆߔᔨ ࠍ㓹↪༚ᄬࠆࠃߦᎿ႐⒖ォߩ߳ࠦࠪࠠࡔૐߩഭ᧦ઙߪࠇߎ

⇇㧔AFL-CIO㧕ࠍᘨߩߚࠆߔදቯޔߡߞߢഭᏒ႐ߩ⛔วࠆࠊ߆߆ߦ
දቯޕߥߪߢ☨࿖⒖ޟߪ᳃ߩ࿖ޔ߇ࠆࠇࠊ⸒ߣޠฦᐕߩฃߌࠇ⸵นߩ㒢

ᨒߢ߆ߥߩߘޔߌ⸳ࠍฦ࿖ࠅഀߦᒰߩߘޕࠆߡߞߥߎ߅ࠍߡේೣޔߪฃߌ

ߡߞߣࠄ߆ࠆߢ㓞࿖߇࠳࠽ࠞ߿ࠦࠪࠠࡔޔߡߞߢߣߎࠆߔߦ╬ᐔࠍవࠇ

⒖⸵นࠅഀߩᒰ߇ߡᄙߦߊߣޕߥߪߢߌࠊࠆߥߊ㧥㧚㧝㧝ઙએ㒠ޔ☨࿖

ߩၞ⚻ᷣ⛔วޔߡߞߢ㗴ߩޠోޟߩ࿖ኅߪ࿖Ⴚ㗴⒖᳃㗴ޔߪ

㗴ߪߣߩ㗔ၞ߁ߣࠆߢ┙႐ޕࠆߡߞߣࠍ 

                                                                                                                                                     
ߪ࿖☨ޔ߇ࠆߡࠇ 2004ᐕ߹ߩߘߪߡߟߦੱࠦࠪࠠࡔߢᨒࠍᐕ㑆 ߡߒ㒢ߦ5500ੱ
ޠ╷⒖᳃ߩࠞࡔࠕ:ᶏᄖഭᖱႎޟࠫࡍࡓࡎᯏ᭴ୃ⎇㧔ഭ╷⎇ⓥޕߚ
http://www.jil.go.jp/foreign/labor_system/2004_11/america_01.htm accsess2010/09/28㧕 
12 Latapi and Martin (2006), p. 18. 

http://www.jil.go.jp/foreign/labor_system/2004_11/america_01.htm
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ߚ⛯ߊ㐳ޔߪᐭࠦࠪࠠࡔ PRI㧔ᐲ㕟ౄ㧕ߩᮭߚߞࠊ߆ߡߞߣߦ
PAN(࿖᳃ⴕേౄ)ࠬࠢ࠶ࠜࡈ࠻ࡦࡦࠖࡧᮭޔߦᤨߩNAFTAߦㅊടߡߒഭ
⒖േߩ㗴ޟࠆߍࠅߣࠍNAFTAߩޠࠬࡊ╷ࠍㅊ᳞ࠠࡔޕߚߒߣ߁ࠃߒ
ࠪࠦᐭߪ☨࿖ߦኻߡߒ☨࿖ߦࠆߡߒᒰᤨ 350 ⒖ࠦࠪࠠࡔ㕖นߩੱਁ
᳃ߩวᴺൻࠍⷐ⺧ߩߘޔߒ⒖ߡߞߚߦ᳃ߩᵹࠍࠇⷙޕߚߌ߆߮ࠃࠍߣߎࠆߔ

⚂ࠅߚᐕޔߚ߹ 40 ޕߚߒឭ᩺ࠍࡓࠣࡠࡊࠆߔᵷ㆜ࠍഭ⠪߈ᦼ㒢ઃߩੱਁ
ᒰᤨߪ☨࿖⚻߽ᷣᅢ⺞ߩࠄ߆ࠦࠪࠠࡔޔߢᦼഭ⠪ߩฃߌ߿ࠇഭ⠪⒖

╷ߩᮭࠬࠢ࠶ࠜࡈޔߪࠇߎޕࠆߢࠄ߆ߚࠇࠊᕁߣࠆߢน⢻߇ᐲൻߩ

ߪᓐޔߢߩ߽ࠆߥߦ᩺⊑ߩ࠳ࡀ࠲ࠬࠞࡋ࡞ࡎߚߞߢࠩࠗࡃ࠼ࠕ NAFTA
ߡߒ᭴ᗐࠍหൻߩർ☨ၞߡߞࠃߦߣߎࠆ߃ടࠍᲑ㓏⊛⛔วߩഭᏒ႐ߦ

ࠍNAFTAޕߚ EUဳߩ⚻ᷣ⛔วߦㄭ13ޕ߁ࠈߛࠆ߃⸒ߣߚߒߣ߁ࠃߌߠ 
9.11ޔߒ߆ߒ ઙߦ߽ߣߣ᥊᳇ᓟㅌ߇ޔߣࠆߎ☨࿖ߩࠦࠪࠠࡔߪᗧะࠍቢ

ࠆߢో㗴ߩ࿖ኅߦએࠆߢ㗴ᷣ⚻ࠍ࿖Ⴚ㗴ߪ࿖☨ޕߚߒήⷞߦో

ޔ߈▽ࠍ㓚ოߦ࿖Ⴚߥਥⷐޔ߃ᄌߣޠ࿖ኅోዪޟࠍฬ೨ߩ⒖᳃ዪޔߡ߃⠨ߣ

࿖Ⴚ⼊㓌ࠍჇຬޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆߔ࿖Ⴚࠍߚ߃ഭ⒖േࠍਔ࿖ߢ▤ℂࠆߔ

߇ޠ࿖Ⴚߚࠇߐൻ࠼ࠤࡃޟߦࠅࠊ߆ޔࠇߐߦߒࠄߑߥߚߪ᭴ᗐ߁ߣ

 ޕߚߒ
ߪߢ߁ߘޕ߆߁ࠈߛߩࠆ߃⸒ߣࠆߡࠇߐಽᢿ߇ഭᏒ႐ߢ࿖Ⴚޔߪߢࠇߘ

ࠪࠠࡔޔߕࠄࠊ߆߆߽ߦദജߩ࿖☨ࠆߔߣ߁ࠃߖߐಽᢔࠍり࿖ߩ⒖᳃ޕߥ

Ꮢ᳃ߩ࿖☨ߦߢߔޕࠆߡߌ⛯භࠍᦨᄢㇱಽߩ⒖⠪ߥ⊛วᴺߩ࿖߳☨ߪࠦ

ࠍߣߎࠆߖࠃ߮ࠃࠍᣖⷫߢ↱ኅᣖ⊛ℂߥ㊀ᄢ߇Ꮢ᳃ߩ♽ࠦࠪࠠࡔࠆߡᓧࠍᮭ

☨࿖ߩᙗᴺߪᜎ⛘ޕࠆߢࠄ߆ߥ߈ߢ 
ߦ࿖ౝ☨ߡߒᑧ㐳ࠍṛߪࠆޔႺߦߕᓧࠍน⸵ޔߦએࠇߘޔߡߒߘ

ዬࠆߡߒᄖ࿖ੱ߇ 1100ਁੱㄭߊሽ߇ੱࠦࠪࠠࡔߜ߁ޔߒ 600ਁੱએ
ߚߞ߹ࠍᮭߩߡߒߣวᴺዬ⠪ߪࠆᏒ᳃ޔߪࠄᓐޕࠆߡࠇߐផ᷹ߣࠆ

ޕߥಾ৻߇ᜂ⽶ߩ⾌⚻⊛ળ␠ߪਥ㓹ޔ႐วࠆߖ߆ࠍࠄᓐޔߢߩߥߚ߽ߊ

ࡔޕࠆߡߢᦨૐ⾓㊄એਅޔߦߒߥߣߎࠆ߃⸷߽ߦ࿅ᷤ߿ࠠࠗ࠻ࠬ

ߚߒ߁ߎޔߪߊᄙߩਛዊડᬺߦߣߎᬺ↥ߩၞߩߘޔߪߢၞᄙߩੱࠦࠪࠠ

 ޕࠆߡࠇࠄ߃ᡰߡߞࠃߦήᮭૐ⾓㊄ഭߩੱࠦࠪࠠࡔ
ߡߒߣ⥄ࠇߘࠍߣߎࠆߔṛߒႺߡߒߥน⸵ޔߪᴺߩࠞࡔࠕޔߒ߆ߒ

ਇᴺޟߪߢᦨㄭޕߥߡߒߪߣࠆߢ⟍‽ illegal߁ߣޠࠍㆱޟߡߌਇ
นṛ⠪ unauthorizedߣޠߦߣߎߩߎߤ߶ࠆߡߒኻߪߡߒᘕ㊀ޕࠆߢ
ኒ࿖⠪ߚߌߟߺࠍ࿖Ⴚ⼊㓌߽ㅱߡߒಣ⟏ࠦࠪࠠࡔޔߊߥߪߢߩࠆߔࠍ㗔

ౝߦㅊޔ߆ߔりᨩࠍ⼔ߡߒㅍㆶߩࠆߡߒ߆߅ࠍ⟍‽ޔߡߞߢߩࠆߔ

ᄙߩੱࠦࠪࠠࡔߚߒᄬᢌߦኒ࿖ޕߥߪߢߌࠊ߁ߥߎ߅ࠍ⟏ಣࠅ߉߆ߥߢ

                                                   
13 Morales (2008), pp. 122-25. 
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ߢᚲએࠆࠇࠊ⸒ߣCatch and Release ߦଶޕ߁ࠈߢࠆߺ⹜ࠍႺ߮ౣޔߪߊ
 ޕࠆ

EUޔߪߡ߅ߦട⋖࿖ߩᏒ᳃ߪ EUౝ⒖ߩߢേ᳞ߣ⡯ߣߎ߁ߥߎ߅ߦ↱⥄ࠍ
ߚߒޕߥߪߣߎࠆࠇߐᏅߣᏒ᳃ߩᒰ࿖߽ߡᓧࠍ⡯ߢട⋖࿖ߩߤޔ߈ߢ߇

ࠆߍᅹࠍߣߎ߁ߥߎ߅ࠍ⡯ᵴേ᳞ߡߒ⒖ߦ㜞⾓㊄࿖߇Ꮢ᳃ߩૐ⾓㊄࿖ߡߞ߇

ഭ⠪ߩౝၞ߇ოߩഭ⠌ᘠޔᢥൻ߿⺆⸒ޔߕࠄࠊ߆߆߽ߦޕߥ߈ߢߪߣߎ

ޕࠆߡ߈߇ߣߎߩኻߣࠇߘޔߪߢർ☨ධㇱޔߒ߆ߒޕࠆߡߍᅹࠍ⒖േߩ

ዞߢήᮭ⁁ᘒߪߢ࿖ౝ☨ޔߒႺ⒖ߦ㕖วᴺߦ࿖☨߇ഭ⠪ߩੱࠦࠪࠠࡔ

ᶐߩᢥൻ߿⺆⸒ߩߘޔࠅ߇߇ળ␠ߩ♽ࠦࠪࠠࡔߪߦ࿖ౝ☨ޔߒ߆ߒޕࠆߔᬺ

ㅘޕࠆߡߞ߹ߓߪ߇ 
࿖Ⴚࠦࠪࠠࡔߚ߃ߎࠍ㗔ࠆࠃߦ࠼ࠠࡑߩߢૐ⾓㊄ഭߩ↪ޔߣ☨࿖

ౝߩߢႺ⒖᳃ߩήᮭૐ⾓㊄ഭߩ↪ߪർ☨ࠆߌ߅ߦ⚻ᷣ⛔วߢ߆ߥߩኻ

߆ߥ߃ߚߎߦឭ᩺ࠦࠪࠠࡔߩޠࠬࡊNAFTAޟ߇࿖☨ޕ߁ࠈߢ⽎ߚߞߥߦ
9.11ޔߪߩߚߞ ઙޟࠆࠃߦ࿖ߩోޠᗧ⼂ߩ㜞឴ޔߊߥߪߢߩ߽ࠆࠃߦߌߛ
☨࿖⚻ᷣ߇⁁ߩ⛽ᜬࠄ߆⋉ࠍᓧޕࠆ߽ߢߚߚߡNAFTA߇ EU߁ࠃߩ
ߩṛਛߦ☨࿖ޔ߫ࠄߥࠆࠍ⒖േ↱⥄ߩഭߢა㑆☨ޔߡߞߥߦ 600
ㄝㇱಽ✼ߩഭᏒ႐ߩ࿖☨߇ഭ⠪ੱࠦࠪࠠࡔߩੱਁ⊖ᢙߦࠄߐߡ߃ടߦੱਁ

ޕ߁ࠈߛࠆߔߦਇน⢻ࠍ㜞⾓㊄ߩ࿖ੱഭ⠪☨ޔߒㅴ߽ߦㇱಽࠕࠦߊߥߢߌߛ

☨࿖ߩഭ⚵วࠍࠇߘߪ⛘ኻߦฃߌߥ߁ࠃߩߘ14ޕ߁ࠈߢߥࠇഭᏒ႐ߩ

⛔วߪߡ߅ߦࠦࠪࠠࡔߪ⾓㊄ߩ࠼ࠠࡑޔߢߩߔࠄߚ߽ࠍሽℂ↱

ა࿖☨ࠆߡߒኈ⸵ࠍႺߪߦታ㓙߇ߚࠇߐൻޠ࠼ࠤࡃޟޕ߁ࠈߛߔ߆⢿ࠍ

Ⴚߩ⁁ޔߪ☨࿖ߩഭᏒ႐ߩ✼ㄝㇱಽߦૐ⾓㊄ഭജࠍଏ⛎ࠍߣߎࠆߔน⢻

ߔሽߦታޔߒ㒰ᄖࠍ⒖േ↱⥄ߩഭ߇NAFTAޔ߫ࠇ߃߆ޕࠆߡߒߦ
߇ᷣ⚻࿖☨ޔߪߩࠆߡߒ㧕ޠ㕖ᐲൻޟᜎุ㧔ࠍޠᐲൻޟߩ⒖േߩഭ⠪ࠆ

 ޕࠆߢࠇࠊࠄߩࠆߔ↪ࠍૐ⾓㊄ഭജߩࠦࠪࠠࡔ

                                                   
14 NAFTAߩⷙቯߩޠࠬࡆࠨޟࠆߔ⥄↱ൻޔߡߒࠎ߆ߦ☨აߩࠢ࠶࠻⋧ਸ਼ࠅࠍࠇ
ߔታࠍធャㅍ⋤ߩა㑆☨ޔ߈⋬ࠍᚻ㑆ࠆ߃ᦧࠍࠢ࠶࠻ߢა࿖Ⴚ☨ޕࠆ߇⚗ࠆߋ

2009ޕߚߞ߆ߥߡߒታߡߞኻ߽ߩࡦࠝ࠾࡙࠭࠲ࠬࡓ࠴ߩ࿖☨ߢ߹ࠇߎߪߣߎࠆ
ᐕ߇ࠢ࠶࠻ߩࠦࠪࠠࡔޔߪߦ☨࿖ࠍࠆߔߣࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆNAFTAߩⵙቯߦ☨࿖߇ᓥ
ߥ߹ߪ⚗ߩߎޔߡߌ߆ࠍႎᓳ㑐⒢ࠆߔኻߦ࿖☨ߪࠦࠪࠠࡔޔߡߒኻߦߣߎߚߞ߆ߥࠊ

ߡ߅ߦNAFTAޔߦห᭽ߣ♾⚗ߩ㓙ߩޠൻ↱⥄ࠬࡆࠨޟߩEUޕߥߡߟ߇⌕߅
 ޕࠆߢࠄ߆ࠆߡߒ⛯ㅪߣޠൻ↱⥄ߩഭޟߪޠൻ↱⥄ߩࠬࡆࠨޟ߽
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㧖ෳᾖᢥ₂㧖 
↰ ᘢ㧔2007㧕࡞ࡃࡠࠣࠆߋࠍ࠼ࠠࡑࠦࠪࠠࡔޟ┹㧦࠼ࠠࡑ
 ޕ(1)9ޢࡘࡆࠬࡀࠫࡆ࠼ࠗࡢ࠼࡞ࡢหᔒ␠ᄢቇޡޠ⸽ᬌߩ⺑ㅌ
࠰ࡄ㧔ੳ⌀ሶ⸶㧕ޢޘੱࠆߺ⹜ࠍਇᴺႺޡ(2006)࠼࠶࠙ࠣࡦࠛࡦࠤ
 㧔Ken Ellingwood, Hard Line, Pantheon Books, 2004㧕ޕ ㇱࠕࠤ࡞࠽
ᄢᴰశ৻‐ፉਁ✬ࠢ࠶࠾ࡄࠬࡅߩࠞࡔࠕޡ㧩ࡁࠖ࠹␠ળࠍ⍮ߩߚࠆ

㧡㧡┨ޢ⍹ᦠᐫ2005ޔᐕޕ 
࿖ㅪੱ㑆㐿⊒㧔UNDP㧕(2010)ੱޡ㑆㐿⊒ႎ๔ᦠ 2009 㓚ოࠍਸ਼ࠅߡ߃㧙ੱ
 ޕ࠭ࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒ㧕㒋ᕆࠦୃ⋘߆߶㧔ᮮ↰ᵗਃޢ⊑㐿ߣ⒖േߩ
⼱ᶆ ᅱሶ(2000)ߩࠦࠪࠠࡔޡ↥ᬺ⊒ዷ㧦┙╷ࠕࠫࠕޢ❰⚵⚻ᷣ⎇ⓥᚲޕ 
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⇇㊄Ⲣෂᯏߣ⾗ᧄਥ⟵ߩേᘒ 
 

ጊ↰㍈ᄦ㧔Ꮊ↥ᬺᄢቇ㧕 

 

㧝 ⇇㊄Ⲣෂᯏ߇ឭߚߒ 

 

⇇⚻ᷣෂࠍߤߥㅧᬺߦࠄߐޔߪ⇇㊄Ⲣෂᯏࠆߔߣᄾᯏࠍࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑ 

ᯏߦ⊒ዷߡߒߘޔߒ㓹↪߿↢ᵴߩᖡൻߦࠆࠇࠄ␠ળෂᯏޕߚߒࠄߚ߽ࠍᣣࠢ࠶࡚ࠪޔ

╬ਇဋߟ߆ߊ㊀ߪࠅߤ⿷ߩ࿁ᓳ߳ޔ߇ߥࠇߒ߽߆ߚߒ⣕ߪᕟᘓ⁁ᘒߩᤨ৻ޔ㧞ᐕඨࠄ߆

ߪෂᯏޕࠆߦᘒ⁁ߥ⊛ෂᯏߡߒߣଐὼߪᷣ⚻ળ␠ߪߡ߅ߦవㅴ⻉࿖ߌࠊࠅߣޔࠅߢ

␠ળ⚻ᷣߦ⥸ోߩޔ߇ࠆߢࠎએਅߪߢ⊒Ἣὐࠆߚ㊄Ⲣޟߡߒ⋠⌕ߦ⇇㊄Ⲣෂᯏޔߣޠ

2008ޟߡߒ⠨ᘦࠍᐕߚߞߎߩࠢ࠶ᄢ࡚ࠪߪࠆ ᐕෂᯏߣޠ߱ޕࠆߔߦߣߎ 

100ޟ  ᐕߦ 1 ᐲߩߎࠆࠇࠊߣޠෂᯏޔ߆ߥߩᛩ⾗㌁ⴕࠍਥᓎߩဳࠞࡔࠕߚߒߣ㊄Ⲣ⾗

ᧄਥ⟵ߪ࡞࠺ࡕᝂ᛬ޔߒ߆ߒ߇ߛޕߚߒ፣უߚߒ㊄Ⲣ⾗ᧄਥ⟵ߒߥ㊄Ⲣਥዉဳᚑ㐳ޔߪߣ

㊄Ⲣਥዉဳ⾗ᧄਥࠄ߆ߟߪࠞࡔࠕޔࠅ߹ߟޕ߆ߩߚߞߢ⟵ᧄਥ⾗߁߁ߤ߽ߘ߽ߘ

㊄Ⲣਥዉဳ⾗ᧄਥߚߒ፣უޔ᧪ߦㅒޕ߆ߩߚߞߢ⟵ᧄਥ⾗ߥࠎߤߪ೨ߩߘޔࠅߥߦ⟵

ᧄਥ⾗ࠞࡔࠕߓหޔߪߚߒ߁ߎޕ߆ߩࠆࠇߐᗐ੍߇ળ␠ᷣ⚻ߥࠎߤޔߦవߩߘߩ⟵

ߩ⟵ᧄਥ⾗ޟޕࠆߖߐᗐ੍ࠍߣߎࠆߢߩ߽ߊߡߒᄌൻߦ⊛ᱧผߪᆫߩߘޔ߽ߡߞߣ⟵

ᱧผ⊛ᄌൻߩ߳ޠޟߪࠅ߹ߟޔࠅߢ⾗ᧄਥ⟵ᤨߩ㑆⊛േᘒ㧛ᤨ㑆⊛ᄙ᭽ᕈߩ߳ޠ

 ޕࠆߢ

 ઁᣇࠞࡔࠕޔએᄖߩ⻉࿖ޕ߆ߩߥ߁ߤߪᣣᧄ߽࠷ࠗ࠼߿㊄Ⲣෂᯏߩᓇ㗀ߦࠈ߽ࠍฃߌ

ߥャਥዉဳࠈߒޔߊߥߢߌࠊߚߞߢ㊄Ⲣਥዉဳߩߺߥࠞࡔࠕޔߪਔ࿖ߒ߆ߒޕߚ

⊛ਥዉ߇ડᬺ߿࿖ኅޔߊߥߢᏒ႐ਥዉဳߥ⊛ࠞࡔࠕߪࠆޕߚߞߢਥዉဳᬺ↥ߒ

ߡߒߘޔ࿖⻉ࠕࠫࠕ᧲ޔධ᰷⻉࿖ޔർ᰷⻉࿖ߦࠄߐޕߚߡߞᜂࠍᓎഀߥ BRICs ⻉࿖ߤߪ

ࠕ߇࿖⻉ࠄࠇߎޔ߽ߡࠇต߫ߦߥࠎߤ߇⇇⊛ဋ৻ൻ߿ࡦ࡚ࠪࡃࡠࠣޕ߆ߩߥ߁

ߩ⟵ᧄਥ⾗ޟߒߥޠ࿖᳃⊛⒳Ꮕߩ⟵ᧄਥ⾗ޟࠄ߆ߎߘޕߥ߆⡞ߪߣߚߞߥߦဳࠞࡔ

ⓨ㑆⊛േᘒ㧛ⓨ㑆⊛ᄙ᭽ᕈ߁ߣޠ㗴߇ᶋޕࠆ߇߮߆ 

 ⾗ᧄਥ⟵ᤨߪ㑆⊛߽ߦⓨ㑆⊛߽ߦนᄌ⊛ࠅߢᄙ᭽ޕࠆߢ⇇㊄Ⲣෂᯏ߁ߣ࿁ߩ

᧪ߡߚࠄޔߪ⾗ᧄਥ⟵ᤨޟߩ㑆⊛ⓨ㑆⊛นᄌᕈᤨޟߒߥޠ㑆⊛ⓨ㑆⊛േᘒޠ

࠺ࡕᚑ㐳ߦ⊛ᱧผߡߒㅢࠍ᭴ㅧ⊛ෂᯏޔߪ⟵ᧄਥ⾗ޕߚߞߥߦߣߎࠆߔឭࠍ㗴߁ߣ

ߣ࡞࠺ࡕᚑ㐳ߥᄙ᭽ࠆߥ⇣⋦ޔߪฦ࿖ߡߞߦ߆ߥߩหᤨઍޔᣇ৻ࠆߖߐᦧߦᄙ᭽ࠍ࡞

 ޕߊࠁߡߒᒻᚑࠍࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ߥߚᣂ߮ౣߢ߆ߥߩߘޔߒኻ᛫ߒሽߡߒ

2008 ᐕෂᯏޟߪࠆޔߦߢߔߪߡߞߋࠍᱧผߩォ឵ὐ੍ߩ߳ޠᗵࠆޔࠇࠄ⺆߇

ᄢޔߡ߅ߦᣇߩⓨ㑆ゲߣ㑆ゲᤨࠅ߹ߟޕࠆࠇߐߦ㗴߇ޠ᭴ㅧᄌൻߩᷣ⚻⇇ޟߪ
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ޔߡߒ⣉┙ߦⓥᚑᨐ⎇ߩቇᵷࡦࠝࠪࡘࠡޔߪ㗴⺖ߩᧄႎ๔ޕࠆߡࠇߐᗵ⋤߇ᄌൻࠆߥ

ߩⓨ㑆ゲ㧔╙㧟▵㧕ߣ㑆ゲ㧔╙㧞▵㧕ᤨޔ߆ߥߩᱧผ⊛↹ᦼߩߎ߁ߣޠ⇇㊄Ⲣෂᯏޟ

ਔ㕙ޟࠄ߆⾗ᧄਥ⟵ߩേᘒࠍޠ⚛ឬޕࠆߦߣߎࠆߺߡߒ 

 

㧞 ᭴ㅧ⊛ෂᯏߩ⇇ผ 

 

2.1 ᭴ㅧ⊛ෂᯏ߁ߣᔨ 

 ࿁ߩ 2008 ᐕෂᯏᤨࠍ㑆ゲߦ߆ߥߩ⟎ࠆߔߣ߁ࠃߌߠ႐วޟޔ᭴ㅧ⊛ෂᯏ߁ߣޠ

ᔨࠍ⸳ቯ߽ߡߒ߁ߤ߇ߣߎߊ߅ߡߒᔅⷐޕࠆߢ 

ߦෂᯏޔߡߞࠃߦ⒟ᐲ߿ᕈᩰߩߘޔ߫ࠇߔߣߔ␜ߢ⺆ߩޠෂᯏޟࠍ㔍ዪߩ߆ࠄߩᷣ⚻

ᒰ⋦ߦ⼱ߩᓴⅣࠣࡘࠫ߿ᓴⅣࡦ࠴ࠠޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⸂ℂߣࠆ߇ࡊࠗ࠲ߩฦ⒳ߪ

ࡃࡦࠕ߿ᒛ✕ߚߒⓍ⚥ߦᒛᤨߩᷣ⚻ߪࠇߎޔࠅߢޠᓴⅣᕈෂᯏޟߪෂᯏߩㅢࠆߔ

ౣ࿁ᓳߦ⊛ᓞ⥄ߪᷣ⚻߫ࠇࠊ⚳߇▚ᷡޕࠆߢߺㄟߜ⪬ߥ⊛ᤨ৻ߩߚࠆߔ▚ᷡࠍࠬࡦ

 ޕࠆࠇߐᗐ੍߇ߣߎࠆ߃ㄫࠍᅢᴫዪ㕙߮ౣޔߡߒ↢

ߒᣂޔߒ⌕ㅩߦ࿎㔍ߡ߅ߦᩮᧄ᭴ㅧߩߘ߇ᷣ⚻ޔߪߣޠ᭴ㅧ⊛ෂᯏޟߡߒኻߦࠇߎ

᭴ㅧߦ⣕⊹ࠅ߉߆ߥߒᜬ⛯⊛ᚑ㐳ޟߦߐ߹ޔ߁ߣߥ߃ࠅߪ᭴ㅧᄌൻࠍޠㄼ߁ࠃࠆ

ᯏ߇㧔⺞ᢛ᭽ᑼ㧕✚ߩቢ⊛⻉ᐲ߿㛽ᩰ㧔ᚑ㐳㧕⊛ࡠࠢࡑߩᷣ⚻ޕࠆߢෂᯏߥ

⢻ਇోߦ㒱ࠆࠁࠊޔࠅߢࠬࠤࠆᏒ႐ߩ⺰ℂߡߞࠃߦ⥄ᓞ⊛ߦ࿁ᓳ߃ࠅߪߣߎࠆߔ

ߢ᭴ㅧ⊛ෂᯏ߇ࠇߘޕࠆߥߣᔅⷐ߇ᡷ㕟ߥᄢ⢙ߩ╷ᷣ⚻߿ฦ⒳ᐲߪߦߚߩ↢ౣޔߕ

20㨪30ޔߪߡߞߦᱧผߩ⟵ᧄਥ⾗ߡߒߘޕࠆ ᐕߩᜬ⛯⊛ᚑ㐳10ޔߜߩߩ㨪20 ᐕߩ᭴ㅧ

⊛ෂᯏߦ㒱ⷰ߫ߒ߫ߒ߇ߣߎࠆኤޕࠆࠇߐ 

ઃ⸒ߒߥᷣ⚻ޔ߫ࠄߥࠆߔ⚻ᷣ␠ળޔߟߣ߭߁߽ޔߪߦᡰ㈩⊛↢↥᭽ᑼޟߩᦨ⚳⊛ෂ

ᯏ߁ߣޠෂᯏ㘃ဳ߇ሽޕࠆߔ߫߃ઍߩవㅴ⾗ᧄਥ⟵⻉࿖ޔߪߢർ☨ᄢ㒽ߪߒߣ

᭽↥↢ߪߢㄭᐕޕ߁ࠈߢࠆߡߒ㛎⚻ࠍᦨ⚳⊛ෂᯏߩኽᑪߢὐᤨߩ߆ߎߤߩㆊޔߡ

ᑼߩߡߒߣ␠ળਥ⟵߇ᦨ⚳⊛ෂᯏߦ⥰ޕߚࠇࠊ⾗ᧄਥ⟵߇ࠇߎޔ߫߃ߡߟߦ᭴ㅧ⊛

ෂᯏࠅ➅ࠍࠄ߇ߥߒ᭴ㅧᄌൻࠍㆀߡߞߣ߆ޔ߇ࠆߢ߆⏕ߪߣߎߚ߈ߡߍߩߘޔ

ᦨ⚳⊛ෂᯏࠍࠆߔޘ᧚ᢱޕߥߪ 

ߚߞߣᦨ⚳⊛ෂᯏޔ᭴ㅧ⊛ෂᯏޔᓴⅣᕈෂᯏࠅߚߒߐޔ߽ߡߞߣෂᯏߦߜߊߣ߭

⻉㘃ဳ߇ሽޔߡߒߘޕࠆߔᒰ㕙ߩ⺖㗴ࠆߢ⾗ᧄਥ⟵ᤨߩ㑆⊛േᘒߩ⸃ߡߞߣߦ㊀ⷐ

ᚑ㐳ߩߘޔߡߒㅢࠍ᭴ㅧ⊛ෂᯏߪ⟵ᧄਥ⾗ޕࠆߢᔨߩޠ᭴ㅧ⊛ෂᯏޟߦߐ߹ޔߪߩߥ

߿⺞ᢛ᭽ᑼߩߘߡߞ߇ߚߒޔࠍ⊒ዷࠍ࡞࠺ࡕᄌൻޔࠅߢߩߚ߈ߡߖߐ᭴ㅧ⊛ෂᯏߎ

ᓴⅣޔߪߡߞߦቇᷣ⚻ߩ᧪ᓥߒ߆ߒޕࠆߢࠄ߆ࠆߔⷙቯࠍᱧผ⊛ᄌൻߩ⟵ᧄਥ⾗߇ߘ

ᕈෂᯏޔ߇ߚ߈ߡࠇࠄߓ⺰߫ߒ߫ߒߪ᭴ㅧ⊛ෂᯏޕߥߡࠇࠄߓ⺰ߤࠎߣ߶ߪߡߟߦ 

 

2.2 ᚑ㐳ߣෂᯏߩ⇇ผ 

 ࿁ߩ㊄Ⲣෂᯏߒ߫ߒߪ 100ޟ߫ ᐕߦ 1 ᐲߩޠෂᯏ100ޕࠆࠇࠊߣߛ ᐕߦ 1 ᐲ߆ࠆߎ 
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ޠ⊛ᄖޟߦߥࠎߘߪෂᯏߩߎޔߒ߆ߒޕ߁ࠈߢᗧ߁ߣߛෂᯏޠ⊛ᄖޟߩ߆߁ߤ

80ޔߪߩࠆࠇߐߦᒁวߊࠃߢᒻࠆߔኻᲧߣෂᯏߩ࿁ޕ߆ߣߎߥ ᐕ೨1930ޟߩ ᐕઍᄢ

ᕟᘓࠍࠇߘޕࠆߢޠᔨ㗡ޟ߫ߌ߅ߦᄖ⊛ޠෂᯏߪ 100 ᐕߦ 2 ᐲߒ߆ߒޕߛߌࠊߚ߈

⾗ᧄਥ⟵ߩߎߪ 100 ᐕޔߢ߆ߥߩታ߁߽ߪ৻ᐲޔᄢߥ߈ෂᯏࠍ⚻㛎1973ޕࠆߡߒ ᐕߩ⍹

ᴤ࡚ࠪࠢ࠶ᓟߦᆎ߹ࡦ࡚ࠪࡈࠣ࠲ࠬޟߚߞෂᯏ1930ޕࠆߢࠇߘ߇ޠ ᐕઍ1970ޔ ᐕઍޔ

⇇㊄Ⲣߩᣣޔߦ߆ߥߩ⛊ᱧผ⊛⣂߁ߣ⛮ߩ᭴ㅧ⊛ෂᯏޔߦ߁ࠃ߁ߣ࿁ߡߒߘ

ෂᯏࠍ⟎ߔ߅ߥߌߠᔅⷐߪࠆޕࠆ߇᭴ㅧ⊛ෂᯏߦవ┙ߟᜬ⛯⊛ᚑ㐳߽ࠍⷞ㊁ߦ

ߦࠇߘޕࠆ߇ᔅⷐߔ߃߆߃ᝒࠍߡߒߣᱧผߩᦧߩෂᯏߣᚑ㐳ࠍᧄਥ⟵⇇ผ⾗ޔߡࠇ

 ޕ߁ࠈߢࠆߊߡߞߥߦ߆ࠄ߇ᱧผ⊛േᘒߩ⟵ᧄਥ⾗ߡߞࠃ

 ࿑㧝ߪⷓᮭ࿖ࠍਛᔃߚߒߣ⾗ᧄਥ⟵ 200 ᐕߩേᘒࠍ 4 ߢߩ߽ߚߺߡߒᢛℂߦᦼᤨߩߟ

19ޔߪߣⷓᮭ࿖ޕ㧔ጊ↰ 2011㧕ࠆ ♿20ޔࠬࠡࠗߪ ♿ᓟඨએ㒠ߡߒߘޔࠞࡔࠕߪ

20 ♿೨ඨߩ☨⧷ߪⷓᮭᦧᦼࠍࠞࡔࠕࠅߚߒߐޔ߇ࠆߢᔨ㗡ߒߘޕࠆߡ߅ߦ

⊛᭴ㅧߣᜬ⛯⊛ᚑ㐳ᦼ㧔ᵄ㧕ߪฦᤨᦼޔ߫߃ߡߖૃߦ㐳ᦼᵄേߩࡈࠚ࠴࠼ࡦࠦߡ

ෂᯏᦼ㧔ਅ㒠ᵄ㧕4ޕߟ߽ࠍ ࠻ࠢࠖࡧޟߦ㗅ޔ߫߃ߢㅢ⒓ߩᱧผޔߪᜬ⛯⊛ᚑ㐳ᦼߩߟ

㧔19ޠᩕ❥ߩᦺࠕ ♿ਛ⪲ࠬࠡࠗߩ㧕ޟޔີߩ 20 ᐕઍ㧛⋧ኻ⊛ቯᦼޠ㧔ᚢ㑆ᦼࡔࠕ

ࠞ㧕ޟޔ⾗ᧄਥ⟵ߩ㤛㊄ᤨઍޠ㧔ᚢᓟ࠭ࡦࠗࠤਥ⟵㧕ޠࡒࡁࠦࠛࡘ࠾ޟߡߒߘޔ㧔1990㨪2000

ᐕઍߩࠞࡔࠕߩᓳᵴ㧕ޕࠆߢኻߦࠆߔ᭴ㅧ⊛ෂᯏᦼ19ޟߪ ♿ᧃᄢਇᴫ1930ޟޠ ᐕઍ

ᄢᕟᘓ1970ޟޠ㨪80 ᐕઍࠬߡߒߘޔޠࡦ࡚ࠪࡈࠣ࠲࿁ޟߩ⇇㊄Ⲣෂᯏޠ㧔2008 ᐕෂ

ᯏ㧕ޕࠆߢ 

4ޔ߫ࠇߔᢛℂࠄ߆ὐⷰߩ⺰ℂࡦࠝࠪࡘࠡࠍࠇߎ  ߪᦼᤨߩߟ 4 ⊑ߒߥዷ᭽ᑼ⊑ߩߟ

ዷ࡞࠺ࡕ㧔ᚑ㐳㧛⺞ᢛ᭽ᑼ㧕ࠍᗧޔߒᵄߣਅ㒠ᵄߩࠇߙࠇߘߪ⊒ዷߩ࡞࠺ࡕ⥝

㓉ᦼߣㅌᦼࠍᗧ4ޕࠆߔ ࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޟޠㆊᷰᦼޟޠဳࠬࠡࠗޟߦ㗅ߪዷ᭽ᑼ⊑ߩߟ

ဳ㧔↥ᬺਥዉဳ㧕ޟޠ㊄Ⲣਥዉဳߣޠฬࠅ߹ߟޕࠆ߁ࠇߐ⾗ᧄਥ⟵ߦ߁ࠃߩߎޔߪᢙචᐕ

 ߢߩߚ߈ߡߒዷ㐿ࠄ߇ߥߖߐᦧߖߐᄌൻࠍዷ᭽ᑼ㧔ᚑ㐳㧛⺞ᢛ᭽ᑼ㧕⊑ߩߘߦߣߏ
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ᘙᾁ ἧỻὊἙỵἌἲஜɼ፯ίὉෞᝲɼݰὺі̅ᡲӳᛦૢὸ

↢↥ᕈ ⾓㊄ ᶖ⾌

ᛩ⾗

↢↥䋨䋽㔛ⷐ䋩

ഭㅪวဳ⺞ᢛ䋨࿅ᷤ䋩

 
 ޕࠆߊߠᒻࠍᩮᐙߩᱧผ⊛േᘒߩ⟵ᧄਥ⾗߇ࠇߘޔߡߞ

 19 ♿ဳࠬࠡࠗߩ⊒ዷ᭽ᑼ㧔Ảᛩ⾗ਥዉဳᚑ㐳㧛Ꮢ႐┹ဳ⺞ᢛ᭽ᑼ㧕ࠃ߅ޔ

߮ 20♿೨ඨߩㆊᷰᦼ㧔ᄢ㊂ᶖ⾌߈ߥౝ൮ဳᚑ㐳㧛Ꮢ႐┹ဳ⺞ᢛ᭽ᑼ㧕ޔߪߡߟߦ

20ޔߪߢએਅޕ㧔ጊ↰ 2011㧕ࠆߔ⇛⋬ࠍ⺰⼏ ♿ᓟඨએ㒠ߩⷓᮭ࿖ࠍࠞࡔࠕਛᔃޔߦ⾗

ᧄਥ⟵ߩᚑ㐳ߣෂᯏߩ᭴ㅧޕߚߒࡠࠜࡈࠍ 

 ᚢᓟޟߪߦࠞࡔࠕ⾓㊄ᶖ⾌ਥዉဳߩᚑ㐳ޟߣޠഭㅪวဳߩ⺞ᢛ᭽ᑼޔߣ߽ߩޠ

ߩߎޕ㧔࿑㧞㧕ߚࠇߐᒻᚑ߇ᷣ⚻ߩဳ⾌ᄢ㊂↢↥㧙ᄢ㊂ᶖࠆࠇ߫ߣޠࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޟ

ᣂߒᚑ㐳ޔߪߡߞߦ࿑㧞ߩᷣ⚻ࡠࠢࡑޔߦ߁ࠃࠆߺߦേജ߇ㅧᬺㇱ㐷߅ߦ

ታ߇ࠇߘߪߦ⊛ቯޔ߇ߚߒ߽ߖߐࠍẢߪᕈ↥↢ߩߎޕࠆߦᕈ↥↢㜞ࠆߌ

⾰⾓㊄ߩߦಽ㈩ߩߎޕࠆߢߣߎ߁ߣߚߞߡࠇߐ⾓㊄߇ኅ㔚ޔ⥄േゞޔቛ

ᕈ↥↢ߪ⾗ᛩߩߘޕߔࠄߚ߽ࠍჇᄢߩ⾗ᛩߪჇᄢߩ⾌ᶖޕࠆߔೝỗࠍ⾌ੱᶖߩߤߥ

ࠅ߹ߟ㔛ⷐ✚ߡߞ߹⋦ߣ⾌ᶖޔߦหᤨߣࠆߔነਈߦ GDP ャ߽✚㔛߿ᐭ⽷ޕࠆ㜞ࠍ

ⷐߡߒߘޕࠆߔ₂⽸ߦ GDP ߩᕈ↥↢ߚ߹߮ౣޔߡߓㅢࠍലᨐޠᷣ⚻ߩⷙᮨޟߪᚑ㐳ߩ

ᅢᓴ⊛ࡠࠢࡑ߁ߣ<ᕈψ⾓㊄ψᶖ⾌ψᛩ⾗ψ㔛ⷐψ↢↥ᕈ↥↢>ߦ߁ࠃߩߎޕߔࠄߚ߽ࠍ

Ⅳߩ࿃ᨐ㑐ଥ߇ᚑ┙ߩߘޔߒ⚿ᨐߡߒߣᄢ㊂↢↥㧙ᄢ㊂ᶖ⾌ߩ߇᧪ޕߚߞ߇⾗ᧄ

ਥ⟵ߩᱧผޔߡߓߪẢᛩ⾗ޔߊߥߢ⾓㊄ᶖ⾌߇ਥዉࠆߔᚑ㐳ߩߚߒ┙⏕߇

߷߶ߢࠞࡔࠕ߇࡞࠺ࡕᚑ㐳ߩߎߡߒߘޕߚߞߢ 30 ᐕߡߞߚࠊߦᜬ⛯ޔߊߥߢߺߩߚߒ

㤛㊄ᤨߩ⟵ᧄਥ⾗ޟ߇ࠇߘޕߚߞߡߒᵄࠇ߆ߥዋࠇ߆ᄙ߽ߦవㅴ⻉࿖ߩએᄖࠞࡔࠕ

ઍߣޠ߫ࠆࠇᚢᓟ㜞ᐲᚑ㐳ߩ᭴࿑ࠆߢ㧔ጊ↰ 1994㧕ޕ 

ᢛ᭽ᑼ⺞ߒᣂޔᐲߒᣂޕ߆ߩߚ߃ߒ⛯ᜬߡߒ߁ߤߪᚑ㐳ߩߎޔ߽ߡߒߦࠇߘ 

ળ␠ޔᦨૐ⾓㊄ᐲޔ࿅ᷤᐲߩഭޔߩഭ⚵วޕࠆߢࠄ߆ߚࠇߐᒻᚑ߇
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㓚ᐲޔ▤ℂㅢ⽻ᐲޔᶖ⾌⠪ା↪ᐲޔቯߚߒ࿖㓙⚻ᷣᐲ㧔IMFޔGATT㧕ޔߤߥᚢ

ᓟߪߦᣂߒᐲ߇ᄙᢙ↢߹ߢ߆ߥߩߘޕߚࠇᦨ߽ቯ⊛ޔߪߩߥ࿅ᷤࠍㅢࠆߡߒ

⒳ߩഭᅷද߇ᚑ┙ޕࠆߢߣߎߚߒഭ࠹ࠆࠃߦਥ⟵⊛ഭߩฃኈޔߣ⚻༡

ㅪߢὐ৻ߩߎ߽ߟߟߒ┙ኻߪഭޕࠆߢᅷදߩߣឭଏߩ㊄⾓ࠬࠢ࠶࠺ࡦᕈࠗ↥↢ࠆࠃߦ

วޕߚߒഭ࠹ߪਥ⟵⊛න⚐ഭࠍฃߌ࠼ࠜࡈߡࠇ⊛ᄢ㊂↢↥ᣇᑼ㧔↢↥ᕈ

㧕ߦදജޔߒઍߦࠅࠊ⚻༡ߪ↢↥ᕈߩᚑᨐࠍẢߡߒߣ⁛භޔߊߥߢߩࠆߔ⾓

㊄߽ߦᝄࠅะߩߘޕߚߌ⚿ᨐ߇ᄢ㊂ᶖ⾌ߣ㜞ᐲᚑ㐳࠹>ޕߚߞ߇ߥߟߦਥ⟵ฃኈ

㧙↢↥ᕈࠗࠬࠢ࠶࠺ࡦ⾓㊄>ߩഭㅪวޔ߇↢↥ᕈࠍേജޔߒߣ⾓㊄ᶖ⾌߇ਥዉࠆߔ⚻

 ޕߚߞߢ࡞࠺ࡕዷ⊑ߩޠࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޟ߇ࠇߘޕߚߞߢߩߚߒ᩺ౝޔߒᢛ⺞ࠍᷣ

1970ޕࠆ㒱ߦ᭴ㅧ⊛ෂᯏ߇ࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈߩߘ  ᐕઍޔࠢ࠶࡚ࠪࡦ࠰ࠢ࠾ߪߦ⍹ᴤ࡚ࠪ

ߡ߇߿ޔࠅߎ߇ࡦ࡚ࠪࡈࠣ࠲ࠬߡߒߘޔࠢ࠶ 1980 ᐕઍߣࠆߥߦᣂ⥄↱ਥ⟵⊛╷߇

ណ↪ߚߞ߁ߘޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇߐ⽎ߩ⢛ᓟߩࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޔߡߞߦ᭴ㅧ⊛ෂᯏ

ߢ⸂ⅽߩᢛ᭽ᑼ⺞ߣᚑ㐳ߥ⊛ࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈࠎࠈߜ߽ޔߪߩߚߡߒⷙቯߢㇱᷓࠍ

ߥࠍᩮᐩߩ↥↢ᄢ㊂ޔߦ৻╙ߜࠊߥߔޕࠆ㒱ߦෂᯏߦ߃ࠁᚑഞߩߘߪࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޕࠆ

ഭ߿ߪ߽ޔࠅߢߩ߽ࠆᒝߦഭ⠪ࠍᒝൻߣᢿ ൻߩ߁ߘߞߩഭߪ⟵ਥ࠹ߔ

⠪ߩฃኈޕߚߞ߆ߥߪߢࠈߎߣࠆߔടޔߡ߃ᄢ㊂↢↥⽷ߚߞߥߦ߆ߚࠁߡߞࠃߦᄢⴐޔߪ

ᰴߪߦᄙ᭽ߟ߆ᕈ⊛ߥᶖ⾌⽷ߥ⊛࠼ࠜࡈߪࠇߎޔ߇ߚ᳞ࠍࠬࡆࠨ߿නຠ⒳ᄢ㊂↢

↥ᛛⴚߪߢኻᔕޕߚߞ߆ߥ߈ߢ↢↥ᕈߩⵝ⟎߇㤗∽࠺ࠜࡈޔߦੑ╙ޕࠆߢߩߚߒ

⠧ᓟ≯කᢎ⢒ޔߕࠄߥߺߩߩធ⾓㊄⋤ޔߪㇺᏒൻߚߒㅴዷߡߞࠃߦᚑഞߩࡓ࠭ࠖ

⼔ࠆߋࠍ⛎ઃࠍࠬࡆࠨ߿ᔅⷐޔ߇ߚߒߣ↢↥ᕈࠗࠬࠢ࠶࠺ࡦ⾓㊄ߦࠇߎߪߢኻᔕߢ

↢ਥ⟵ฃኈ㧙࠹>ߦߎߎޕߚߞ㒱ߦಽ㈩ⵝ⟎߽ᯏ⢻ਇోߩᕈ↥↢ࠅ߹ߟޕߚߞ߆ߥ߈

↥ᕈࠗࠬࠢ࠶࠺ࡦ⾓㊄>ߩഭㅪว⊛⺞ᢛߪ፣უߚ߹ߡߞ߇ߚߒޔߒ⾓㊄ᶖ⾌ਥዉဳߩᚑ

㐳߽ⅽ⸃ޕߚߒ 

  

2.3 ㊄Ⲣਥዉဳߩ࡞࠺ࡕᚑ㐳ߣෂᯏ 

ࠍ࿖㓙┹ജߩડᬺޔࠅߣࠍ⇛࿖㓙ൻᚢߕ߹ߪࠞࡔࠕޔ߆ߥߩෂᯏߩࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈ 

ఝవࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈࠄ߆ߎߘޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆߔ⊛ഭᅷදߦઍޔߡߞࠊ⾓㊄ᛥߣ㓹↪

ഠൻ߇ㅴዷઁޔ߇ߚߒᣇߩߘߩࠞࡔࠕޔߡߒߣࠅᶖ⾌⠪ߪ࿖㓙Ꮢ႐ࠄ߆ૐଔᩰߩᶖ

ߞߥߦ߁ࠃࠆභࠍఝ⊛߇㊄Ⲣޔߺㅴ߇㊄Ⲣ⥄↱ൻߦหᤨߣࠇߘޕߚߒ੨ฃࠍ⽷⾌

ޕߚߒൻ⥸৻߽ߡ߅ߦഭ⠪ౝㇱߡ߇߿ߪఝᕈߩ㊄Ⲣޔߡߓㅢࠍߤߥㅌ⡯ᐕ㊄ၮ㊄ޕߚ

߽ࠆߔઍᦧߦળ㓚ᐲ␠ޔߪߢߣ߽ߩ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ⊛⟵ᣂ⥄↱ਥޔߪ㊄Ⲣ߆ࠈߎߤࠇߘ

㝷ࠆߔṌ⛘ࠍ࿎⽺ߡߒ߁ߎޔߒߦน⢻ࠍࠬࠢࠕߩቛ߳≯කᢎ⢒ߩᐼ᳃ޔߡߒߣߩ

ᴺߩߡߒߣ᧟ߩᓎഀࠍਈߚࠇࠄ߃㧔Boyer 2009㧕ߩࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޕෂᯏࠞࡔࠕޔ߆ߥߩ

ޕࠆߢߩߚߞ߆ߪࠍෂᯏ⣕ޔߡߞࠃߦ㊄Ⲣൻߪߦ⊛ቯߡߒߘޔ࿖㓙ൻߪߕ߹ߪᷣ⚻

1990 ᐕઍޟޔᓳᵴ߿ߪ߽ޔߪࠞࡔࠕߚߒޠᚢᓟ⊛ߥ↥ᬺਥዉဳ⚻ᷣޔߊߥߢ㊄Ⲣਥዉဳ⚻

 ޕߚߡߒᄌりߣ߳ᷣ
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 ᘙ ᾂ ᗡ ɼ ݰ   ஜ ɼ ፯ί  ᗡ Ὁ ෞ ᝲ ɼ ݰ  ὺ ఇ ɼ ɼ ೌ  ᛦ ૢ ὸ

⾗ ↥ ଔ ᩰ ㊄ Ⲣ  ⋉ ᶖ ⾌

ᛩ ⾗

↢ ↥ 䋨 䋽 㔛 ⷐ 䋩 Ả

䋨 䋭 䋩

ఇ ɼ ɼ ೌ  ᛦ ૢ ί ἅ Ὂ Ἧ Ἶ Ὂ Ἒ Ὁ Ỿ ἢ Ἔ ὅ Ἃ ὸ

 

ᓧࠍ࿑㧟ޔ߫ࠇߔ೬⸂ࠄ߆ὐⷰ߁ߣᢛ᭽ᑼ⺞߮ࠃ߅ᚑ㐳ࠍᷣ⚻㊄Ⲣਥዉဳߩߘ 

ߩቛଔᩰ㧕ଔᩰ㧔ᩣଔ↥⾗߽ࠅࠃޔ߫ࠇߺߡߟߦᚑ㐳ߕ߹ޕ㧔ጊ↰ 2008㧕ࠆ

ߩᷣ⚻ో߇േജࠄ߆ߎߘޔࠅߥߣ㊄Ⲣ⋉㧔ࠠࡦࠗࠥࡓࠞࡦࠗࡦࠗࠥ࡞࠲ࡇࡖ㧕

ߣ㧕ߤߥࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨ㧔ࠬࠢࠕߥኈᤃߩ߳↪ାࠆࠃߦ⸘ኅ߇ࠇߎޕࠆߔ߇

ડߪૐਅߩ࠻㊄⺞㆐ࠦࠬ⾗ࠆࠃߦᩣଔޔߚ߹ޕ㧔⾗↥ലᨐ㧕ࠆߔೝỗࠍ⾌ᶖޔߡߞ߹⋦

ߎޕ㧕ࠆߥߣᛩ⾗ᛥⷐ࿃ߪ⋉ⷐ᳞㜞ߩࠄ߆⇇㊄Ⲣޔߒߛߚ㧔ࠆߔଦㅴࠍ⾗ᛩࠆࠃߦᬺ

㜞ߦડᬺ߇ࠇߘޔߒᚑ㐳߇ᷣ⚻ߡߒᄢ߇㔛ⷐ✚ࠆߥࠄ߆⾗ᛩߣ⾌ᶖࠅߚߒߐޔߡߒ߁

Ảߩߘޕߔࠄߚ߽ࠍ㜞Ảߦࠄߐ߇㜞Ảᦼᓙ߮ౣޔߢࠎ↢ࠍ⾗↥ଔᩰ߇ޕࠆߔ 

࡞ᅢᓴⅣ߁ߣ<ଔᩰψ㊄Ⲣ⋉㧛ᛩ⾗ψᶖ⾌ψ㔛ⷐψẢψ⾗↥ଔᩰ↥⾗>ߦ߁ࠃߩߎ

ߩ♿ォ឵ᦼޔߡࠇߐᒻᚑ߇ࡊ 20 ᐕᒙޟߪᷣ⚻ࠞࡔࠕޔᓳᵴߟ߆ޕߚߞߢߩߚߒޠ

ᕈ↥↢ߪേജߩᓴⅣޔߪߡߞߦ㊄Ⲣਥዉဳߩߎޔ߈ߣࠆߔኻᲧߣࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈߩߡ

ࠄ߆⾗↥ଔᩰ㧔ࠍ࡞ࡉࡃ㧕߳ߣᄌኈޟޔߒ⾓㊄ᶖ⾌ޠਥዉޟࠄ߆㊄Ⲣ⋉

ᶖ⾌ޠਥዉߣ߳ᷣ⚻ߩォ឵ޕߚߒ 

ߢᔅⷐ߇ᢛ᭽ᑼ⺞ߥ⥄⁛ࠆ߃ᡰࠍࠇߘޔߪߦߚߩ┙ᚑߩ〝࿁ࡠࠢࡑߚߒ߁ߘޔߒ߆ߒ

ࠟ࠻ࡐࠦޟ߁ߦޕࠆߡߒ⸤ߣޠᩣਥਥᮭဳ⺞ᢛޟࠍࠇߘߪߦ࿑㧟ޕࠆ

ଔᩰ↥⾗ޔߣ߽ߩ⪲⸒วߩߎޕࠆߢડᬺ⛔ᴦ㧕ࠆࠃߦᩣਥ߽߆ߒޔ㧔ડᬺ⛔ᴦޠࠬࡦ࠽ࡃ

㊄Ⲣߪࠅ߹ߟޕߚߞ߇᧪߇⟎ᐲⵝࠆߖߐㅪേߣ߳ߩ⋊㊄Ⲣ߽ࠅࠃࠍߩ

ࠆࠇࠄߺߦࡦ࡚ࠪࡊࠝࠢ࠶࠻ࠬߪߦࠄߐޔࠅߢ༡ᡰ㈩㧕⚻ࠆࠃߦડᬺᡰ㈩㧔ᩣਥࠆࠃߦ

ߡߟ߆ޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆභࠍ⟎ߩ⚖ᦨ߇ࠇߎޔߒ┙ᚑ߇ᅷදߩ༡⚻ߣ㊄Ⲣޔߦ߁ࠃ

㊄ߡߞࠊઍߦഭᅷද⊛ࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈޔ߇ᩣਥਥᮭဳ⺞ᢛߡߞࠊઍߦഭㅪวဳ⺞ᢛߩ
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Ⲣ㧙⚻༡ᅷදޔ߇␠ળ⚻ᷣߩਛᔃ⊛⟎ࠍභࠆߢߩߚߞ⥋ߦࠆ㧔ጊ↰ 2008㧕ޕ 

ߜࠊߥߔޕࠆߔߣᓽ․ࠍਇቯᕈߣ㕖᥉ㆉᕈޔߪ㊄Ⲣਥዉဳߡߞߥ⇣ߣࡓ࠭ࠖ࠺ࠜࡈ

㊄Ⲣਥዉဳ߆ߒߦࠬࠡࠗ߮ࠃ߅ࠞࡔࠕߗߖޔߪᚑ┙ߚߞ߆ߥߒᚑ㐳ޔࠅߢ

ߡߌฃࠍജߩ㊄Ⲣਥዉဳߦ߆ߒߚޔߪ㧕ޘ╬ޔࡦ࠺ࠚ࠙ࠬޔ࠷ࠗ࠼ޔ࿖㧔ᣣᧄ⻉ߩઁ

㊄Ⲣ⥄↱ൻߩޠ࠼࠳ࡦ࠲ࠬ࡞ࡃࡠࠣޟ߿ណ↪ࠍ߆ߒޔ߇ࠆߪߢߩߚࠇߐߊߥ

㕖᥉ߚߒ߁ߎޕߥߪߢߩࠆߦ㊄Ⲣߪേജߩᷣ⚻ߩ࿖⻉ࠄࠇߎޔߡߞ߇ߜߪߣ⧷☨ߒ

ㆉᕈߦടޔߡ߃㊄Ⲣਥዉဳߪᧄ⾰⊛ߦਇቯᕈߦḩޟ߇ࠇߘޔߜࠊߥߔޕࠆߡߜ⾗↥ଔ

ᩰߩࠍޠ⚻ᷣ⊛േജߦߣߎࠆߔߣ⽎ᓽߩ࡞ࡉࡃߪࠇߎޔߦ߁ࠃࠆࠇߐᒻᚑߣਇนಽ

ᩣᑼෂᯏ㧕ޔὑᦧෂᯏޔ㊄Ⲣෂᯏ㧔㌁ⴕෂᯏޔߒ፣უߕᔅߡߒߣᏱߩ࡞ࡉࡃߡߒߘޔࠅߢ

㊄Ⲣޔ߇ߚ߈ߡߒ⊑⛯ߢࠈߎߣࠆ⥋ߩ⇇ߪ࡞ࡉࡃޔઍᤨߩ㊄Ⲣ࡞ࡃࡠࠣޕࠆߔ᧪ࠍ

ਥዉဳߩᧄޔ߽ߢࠞࡔࠕIT ㊄ߦ߁ࠃߩߘޕߚߺࠍ፣უߣ↢⊑ߩ࡞ࡉࡃቛޔ࡞ࡉࡃ

Ⲣਥዉဳߣᷣ⚻࡞ࡉࡃߪਇนಽޔࠅߢᚑ㐳ߩߡߒߣਇቯᕈࠍㆇޕࠆߡࠇࠄߌߠ 

ࡑߒ߆ߒޔߪ㊄Ⲣਥዉဳߚ߈ߡߒᚑ㐳ߦࠅߥࠇߘ߽ࠄ߇ߥ߃߆߆ࠍਇቯᕈޔߡߐ

ࠆߌ߅ߦ㧔࿑㧝ߚߒ⓭ߦ᭴ㅧ⊛ෂᯏߦߟޔߦ߽ߣߣࠢ࠶࡚ࠪࡦ 2008 ᐕߩࠄ߆ਅ㒠

ᵄ㧕ޕ㊄Ⲣਥዉဳߪ 1990 ᐕઍࠅࠃ⚂ 20 ᐕ㑆ߩᜬ⛯⊛ᚑ㐳2008ޔߜߩߩ ᐕએ㒠ޔ᭴ㅧ⊛ෂ

ᯏᤨߩઍࠍㄫޕߚ߃࿑㧟ߦහߡߒ᭴ㅧ⊛ෂᯏߩ᭴࿑ࠍឬߩߡߟ߆ޔ߫ߌᅢᓴⅣ߇ㅒ࿁ォ

⪬߇ଔᩰ↥⾗ࠆߚേജޔߜࠊߥߔޕࠆ߈ߢឬ౮ߡߒߣߩ߽ߚߒォൻߦᖡᓴⅣߡᆎࠍ

ฦ⒳㊄Ⲣᯏ㑐ߪࠇߘޕࠆߖߐỗჇࠍ㊄Ⲣ⊛៊ᄬߪߦࠄߐޔߖߐỗᷫࠍ⋊㊄Ⲣ߇ࠇߘޔߒ

ㆊߣㆊௌോߚߡࠇࠄ߃ᡰߦߩଔᩰ↥⾗ޕࠆߔ∼㤗߇ࡓ࠹㊄Ⲣࠪࠬޔ߈ࠍ✋⎕ߩ

ᶖ⾌߽፣უ߇ࠇߘޕࠆߔ⇇ਛߩᛩ⾗ࠍ❗ޕࠆߖߐᶖ⾌ߣᛩ⾗ߩ಄߃ㄟߪߺ㔛ⷐࠍ

ᜉߦૐਅߩଔᩰ↥⾗߮ౣޔߡߖߐૐਅࠍẢᦼᓙߦࠄߐޔߖߐૐਅࠍẢߪࠇߘޔߖߐ❗

ゞޕࠆ߆߆߇ 

ⷐߪߡߟ߆ޔߦࠆߔࠬࡊߦലᨐࠍ߷ࡠࠢࡑߚߡߞߒ⻉ᄌᢙߦߖߞޔ߇

ᢥሼޔߊߥߪߺㄟࠆߔ࿁ᓳߦ⊛ᓞ⥄ࠄ߆ߎߘߪᷣ⚻ޕࠆߢߩߚߓォߦㅪ㎮ߩࠬ࠽ࠗࡑ

ㅢޟࠅᄖ⊛ߥޠ⚻ᷣኻ╷ోߡߞࠃߦ㕙⊛፣უ߇㒖ᱛ߇ߩࠆߡࠇߐ⁁ޕࠆߢෂᯏ߆

߃ࠅ߆ߒߡߒㅢࠍ᭴ㅧォ឵ࠆࠃߦᚑ㐳ߒᣂޔᢛ᭽ᑼ⺞ߒᣂޔߪᧄᩰ⊛⣕ߩࠄ

࿁ߚߺࠄ߆ゲߩ㑆⊛േᘒ㧔ᱧผ⊛ᄌൻ㧕ᤨ߇ࠇߘޕࠆߢޠ᭴ㅧ⊛ෂᯏޟߦߐ߹ޕߥ

 ޕࠆߢ⋦ߩ⇇㊄Ⲣෂᯏߩ

 

㧟 ⇇⚻ᷣߩᄙ᭽ᕈߣኻ᛫ቢ 

 

3.1 Ყセ߁ߣ࠴ࡠࡊࠕᣇᴺ 

ߨࠊࠍⓨ㑆⊛᭴࿑ࠆߌ߅ߦઍᤨߩ⟵㊄Ⲣਥዉဳ⾗ᧄਥߒߥ⇇㊄Ⲣෂᯏޔߦᰴߡߐ 

ᡰ㈩⊛ᓇ㗀ߩߘޔߒߣၮゲࠍ㊄Ⲣਥዉဳ⚻ᷣ㧔☨⧷㧕ߒߥࠞࡔࠕⷓᮭ࿖ޕߥࠄߥ߫

߆ࠈߎߤࠇߘޕߚߞ߆ߥߒߪߒᢢߦ࡞࠺ࡕ⧷☨ߡߒߪ⇇ࠅᱷߒ߆ߒޔ߽ߟߟߌฃࠍ

หᤨઍޔߡߞߦฦ࿖ߩ⥄⁛ࠇߙࠇߘߪ⾗ᧄਥ⟵ࠍ࡞࠺ࡕ⊒ዷޟߦࠅߥࠇߘޔߖߐᚑഞޠ
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వㅴ⻉࿖㧔ਥⷐࠆࠁࠊޕߥߊߥ࿖߽ዋ⻉ߚߒ OECD ⻉࿖㧕ޔߕࠄߥߺߩਛᓟㅴ⻉࿖ࠍ

ޔߡ⾗ᧄਥ⟵ߪᄙ᭽ߦߜ߁ߩ࡞࠺ࡕߥዷ㐿ޔߒ⋧ߦ↪ࠍ߷ߢߩࠆߡߞߒ

 ޕߥࠄߥ߫ߨࠇࠊ߇ⓨ㑆⊛േᘒߩ⟵ઍ⾗ᧄਥߡߒߣߩ߽߁߁ߘޔࠅ

 หᤨઍߚߒ߁ߎࠆߌ߅ߦⓨ㑆⊛᭴࿑߳ߩ㑐ᔃޔߪታߪ⚻ᷣቇߩᱧผߦ߽ߣߣฎߢߩ߽

ޔᣣߒ߆ߒޕߚ߈ߡߺ⹜ࠍ㘃ဳൻ߿ฦ࿖Ყセࠄ߆ᤄߩࠬࡒࠬࡓ࠳ࠕߪቇᷣ⚻ޔߡߞ

18, 19 ♿ߚ߹ޔߡߴࠄߊߣ 20 ♿ඨ߫ޔ߃ߐߡߴࠄߊߣ⾗ᧄਥ⟵࿖ߪᩰᲑߩߘߦᢙࠍჇ

ߣᣣᧄߡߒߘޔᎺ᰷ޔ☨ർ߇⟵ᧄਥ⾗ߚߒ㆐⊑ޕࠆߡߒᄢߦᩰᲑߪᧄਥ⟵⾗ޔߒ߿

ߚߡࠇߐ㒢ቯߦࠈߎߣߚߞ 20 ♿ඨ߫ޔߡߴࠄߊߣߪߢ NIES ⻉࿖ޔASEAN ⻉

࿖ߡߒߘޔᣥ␠ળਥ⟵⻉࿖߽⾗ᧄਥ⟵ൻߚߒ㧔ਛධ☨ޔ⽕Ꮊޔ৻ㇱߩࠞࡈࠕ⻉࿖߽ᔓࠇ

ߡߒߣ⟵ᣂ⥝⾗ᧄਥߒߥᣂ⥝⚻ᷣ⻉࿖ࠆߩ᧪ᕈޔߡߒߘޕ㧕ߥߢ߈ߴࠆ BRICs ߇

ᄢߦᵈ⋡ߦ߁ࠃߩߎޕࠆߡࠇߐ⾗ᧄਥ⟵ൻߚߒ⻉࿖ߩჇᄢޔߦ߽ߣߣ⾗ᧄਥ⟵ߩᄙ᭽

ᕈߔ߹ߔ߹ߪ㗼⪺ޕߚ߈ߡߞߥߦ 

ߡࠇߐ↪ណ߫ߒ߫ߒ᧪ᓥޔߪߦߚߩಽᨆߩ⇇ᧄਥ⟵⾗ޔᣣࠆߦᴫ⁁ߚߒ߁ߎ

ᦨߢ߆ߥߩหᤨઍޔߪߣ࠴ࡠࡊࠕ࿖ဳౖޕߥߢචోߪߢߺߩޠ࠴ࡠࡊࠕ࿖ဳౖޟߚ

߽వㅴ⊛ߒߥᡰ㈩⊛ߥᒝ࿖ࠍขࠅࠍࠇߎޔߍ⾗ᧄਥ⟵ߡߒߣဳౖߩ⟎ߡߌߠಽᨆߔ

ޔ߽ߡߊߥߒᲧセࠍࠄࠇߘߪࠆޔ߽ߡߊߥߒಽᨆࠍ࿖⻉ߩߊᄙޕࠆߢᚻᴺ߁ߣࠆ

ߣࠆ߁ߒ㆐ߦ⸂ᧄ⾰⊛ℂߩ⟵ᧄਥ⾗ޔ߫ࠇߔಽᨆߡߍࠅขࠍవㅴ࿖⊛ဳౖߩߟߣ߭

ޕౖࠆߢᣇ߃⠨ߚߞ ဳ࿖ߩ࠴ࡠࡊࠕ⢛ᓟޔߪߦฦ࿖ߩ⋧㆑ߪ⊒ዷᲑ㓏ߩ⋧㆑ޔߡߞߢ

ߒߥ⊛⺰Ბ㓏ޔ߁ߣ߁ࠈߛࠆߥߦߩ߽ߓหߣవㅴ࿖⊛ဳౖߡ߇߿ਛᓟㅴ⻉࿖߽ߩ߹

ᢢ⺰⊛⊒ᗐ߇ᮮ߇ߣߎࠆߡߞࠊߚᄙ19ޕ ♿ဳౖߩ࿖20ޔ߇ࠬࠡࠗߪߡߒߣ ♿

 ޕߚߞ߆ᄙ߇ߣߎࠆࠇㆬ߫߇ࠞࡔࠕߪߡߒߣ࿖ဳౖߩ

ࡔࠕ߫߃ޔᣣߒ߆ߒޔ߇ߥߪߢߩ߽ࠆߔቯุࠍ⟵ᗧߟ߽߇࠴ࡠࡊࠕ࿖ဳౖߩߘ

߿ߪ߽ޔߪߣߎ߁ߣࠆ߈ߢ⸂ℂ߇⊛േᘒ✚ߩ⟵ᧄਥ⾗߿᧪ߩ࿖ઁ߫ࠇߔಽᨆࠍࠞ

ߣ߭߁߽ޔߪߦߚࠆߔ⸂ℂࠍ⇇ᧄਥ⟵⾗ߚߒᄙ᭽ൻߒᄙᢙൻߦߤ߶ࠇߎޕߥ߃ࠅ

࠹ࠬࠪᷣ⚻Ყセࠄ߆ߎߘޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇࠄߣㆬ߮ߦ⊛ⷡ⥄߇ޠ࠴ࡠࡊࠕᲧセޟߟ

ฦ࿖⾗ᧄਥߚߒᄙ᭽ൻޕߚ߈ߡࠇߐቇಽ㊁߽㐿ᜏߚߞߣᲧセ⾗ᧄਥ⟵ಽᨆߒߥ⺰ࡓ

ᒻࠍ᭴ㅧ⊛ࠠ࡞ࠛࡅߩ⒳ࠆߡߒߣో߽߆ߒޔߒቢ߽ߟߟߒኻ᛫ߦ⋦ߪ⟵

ᚑߩߘޕࠆߔ㍲⛱ߚߒⓨ㑆⊛േᘒࠍ✚ߡߒߣ⸃ߪߩࠆߔ⥋㔍ޔ߇ࠆߢᬺߩዋߣߊߥ

ฦ⒳㘃ߡߒߘޔࠅߢߣߎࠆߔ㘃ဳൻߦ߆ߟߊࠍ⟵࿖⾗ᧄਥ⻉ޔߪᱠ৻╙ߩߚߩߘ߽

ࡊࠕᲧセ߇ࠇߘޕࠆߢߣߎࠆߔᨆࠍౝታࠆߡߒㅢࠍᲧセޕࠆߢߣߎࠆߔᲧセࠍဳ

వㅴ⻉࿖㧔ਥⷐߩㄭᐕߪߕ߹ޔߟߟࠅࠃߦࠇߎޔએਅޕࠆߢ࠴ࡠ OECD ⻉࿖㧕ߟߦ

 ޕߚߺߡߞㅊࠍࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳⊛ⓨ㑆ߩߘޔߡߟߦᷣ⚻⇇ߩ㊄Ⲣෂᯏᓟߢᰴޔߡ

 

3.2 వㅴ⾗ᧄਥ⟵ߩ㧡㘃ဳ 

 20 ♿ᧃࠆߌ߅ߦਥⷐ OECD ⻉࿖ߩᲧセ⾗ᧄਥ⟵ಽᨆޔߪߡߒߣHall and Soskice eds. 

ߩ (2001) VOC㧔Varieties of Capitalism㧕ߊࠃ߇࠴ࡠࡊࠕ⍮ࠕޔߪࠄࠇ߆ޕࠆߡࠇࠄ 
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ࠦޟߣ㧔LMEs㧕ޠᷣ⚻Ꮢ႐ߥ↱⥄ޟࠍవㅴ⻉࿖ޔߡߒᛕ್ࠍ⺰ᢢߩ߳࡞࠺ࡕࠞࡔ

LMEsޕߚߒಽ㘃ߦ㧞㘃ဳߩ㧔CMEs㧕ޠᷣ⚻Ꮢ႐ߚࠇߐ࠻ࡀࠖ࠺ ߓߪࠍࠞࡔࠕߪߦ

CMEsޔߒዻ߇࿖⻉ࡦ࠰ࠢࠨࡠࠣࡦࠕߡߒߣ ⻉ᄢ㒽᰷Ꮊߩߊᄙޔߡߒߣ㗡╩ࠍ࠷ࠗ࠼ߪߦ

࿖ޔർ᰷ߦࠇߘޔࡦ࠺ࠚ࠙ࠬߩᣣᧄ߇ᢙߡߒߘޕࠆࠇࠄ߃ CMEs ߽ LMEs ⚻ߥࠄഠߦ

ߘߦ߃ࠁ߇ࠆߔߦ⇣ࠍᬺ↥Ყセఝߪਔ㘃ဳޔߊߥߢߌߛࠆߡߒᱷࠍࠬࡦࡑࠜࡈࡄᷣ

 ޕߚߌߠ⺰⚿ߣߥࠇࠄߪᢢߩ߳࡞࠺ࡕࠞࡔࠕޔߡߒߣࠆߔࠍሽ┙ᩮߦࠇߙࠇ

⾗ߢᒻߥẖ◲߁ߣ⺰㧞㘃ဳޔߡߒ⣉┙ߦ࠴ࡠࡊࠕᲧセޔߪ⺰⼏ߩࠬࠠࠬ࠰㧛࡞ࡎ 

ᧄਥ⟵ߩⓨ㑆⊛േᘒࠍឭ␜ߒὐߡࠊ߈ߢ㞲ὓߪࠇߎߦ߃ࠁࠇߘޕߚߞߢᤃߥᢢ⺰

ޔߦ৻╙ޕ㗴ὐ߽ᄙޔߒ߆ߒ߇ߛޕߚࠇࠄࠇߌฃߊᐢߡߒߣᛕ್ߚࠇߋߔࠆߔኻߦ

CMEs ࠲ߓหߪࠄࠇߎߡߒߚߪޔ߇ߚߡࠇ߹߇ᣣᧄޔࡦ࠺ࠚ࠙ࠬޔ࠷ࠗ࠼ߦߜ߁ߩ

ࠄߜߤߡߒߣࠬࠤ⊛ਛ㑆ߪࠕ࠲ࠗ߿ࠬࡦࡈޔߦੑ╙ޕ߆ߩࠆ߃⸒ߣ⟵ᧄਥ⾗ߩࡊࠗ

OCEDޔ߇ߥߡࠇߐಽ㘃߽ߦ㘃ဳߩ චಽߪ㘃ဳൻߥ߁ࠃࠆߔᄖⷞࠍਔᄢ࿖ࠄࠇߎߩ

ߩቇᵷ╙㧞ઍࡦࠝࠪࡘࠡޔߊߴࠆ߃╵ߦ㗴ὐߚߒ߁ߎޕ߆ߩࠆ߃⸒ߣߩ߽ߥ

Amable (2003)ࠄ߆ᣂߒᧄᩰ⊛ಽᨆ߇ឭޕߚࠇߐ 

ߪᓐޕ߁ߎ߅ߡߒ⏕ߺߩਥᒛ⊛⺰⚿ߩߘ  1990 ᐕઍᧃߩਥⷐ OECD ⻉࿖ޟޔߡߟߦᏒ

႐ޟޠဳࠕࠫࠕޟޠဳࠬࡌᄢ㒽᰷Ꮊဳޟޠ␠ળ᳃ਥਥ⟵ဳޟޠਛᶏဳ㧔ධ᰷ဳ㧕߁ߣޠ㧡

ࡌᏒ႐ޟ߫߃ޕࠆߡࠇߐ␜ߦ࿑㧠ߪቯᕈ⊛․ᓽߩߘޕࠆߔᨆࠍᧄਥ⟵㘃ဳ⾗ߩߟ

ߩߢຠᏒ႐ߪߢߎߎޕࠆߔዻ߇࿖⻉ࡦ࠰ࠢࠨࡠࠣࡦࠕߓߪࠍࠞࡔࠕޔߪߦޠဳࠬ

┹ജ߇ᒝࠄ߆ߎߘޔߊഭᏒ႐߽ฦ⒳ⷙ߇✭࡞ࡉࠪࠠࡈߡࠇߐൻߟޕࠆߡߒ

ߡߒኻᔕޕࠆߢኈᤃ߇ዞ⡯ౣߢ⊛⍴ᦼߪᄬᬺޔ߇ᄙ߇↪ਇቯ㓹⍴ᦼૐ⾓㊄ࠅ߹

ડᬺ㊄ⲢߪᩣᑼᏒ႐߇ਛᔃޔߒߥࠍᔋ⠴ᒝ߇ߥߪߊㄦㅦߥ⾗㊄ࠍឭଏޕࠆߡߒ⍴ᦼዞ

ޔߢߩ߈ᄢߪࠢࠬࠆߔ⾗ᛩߦᱶ⊛ᛛ⢻․߇ੱޔࠅ߅ߡࠇㆃ߇⊛ᐲߡ߃ടߦᬺ

ᖱޔࠝࠗࡃޕࠆߥߣਛᔃ߇ᒻᚑߩᛛ⢻⊛⥸৻ߚߒㅢࠍࡓ࠹⊛ᢎ⢒ࠪࠬ┹ߪᢎ⢒߅߈

ႎޔ⥶ⓨቝቮࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗߢߤߥ⢻ജ߇㜞ޕ 

એਅޟޠဳࠕࠫࠕޟޔᄢ㒽᰷Ꮊဳ߽ߡߟߦޘ╬ޠ࿑㧠ߩߤޕࠆߢࠅ߅ߣࠆߺߦ㘃ဳ

ߞߢߩࠆߡߒᒻᚑࠍࡓ࠹ࠬࠪߩቯ․ߡߞߒቢߦ⋦ߪᐲߩ㧡㗔ၞޔ߽ߡߞߦ

 ޕ߁ߣߥߪߢߩ߽ࠆࠇࠄ߃ᦧࠅขߦછᗧޔߡ

 એߩቯᕈ⊛ಽᨆߦടߦࠄߐߪ࡞ࡉࡑࠕޔߡ߃ቯ㊂⊛ಽᨆߦㅴޕOECD ⾗ᢱߣ߽ࠍ

ⷙ⊛Ꮢ߆Ꮢ႐ゲ㧔⥄↱ൻᏒ႐ࠍฦ࿖ޔߒൻࠕࠦࠬߡߞᓥߦၮḰߩቯ৻ࠍฦ⒳ᐲߡߒߦ

႐߆㧕ߣゲ㧔㜞࿖ኅ߆ૐ࿖ኅ߆㧕ࠆߥࠄ߆ᐔ㕙ߩߘޕࠆߔ࠻࠶ࡠࡊߦ⚿ᨐ

ߐᏅࠍゲߦࠇߎޔߕࠄߥߺߩᏒ႐ゲޕࠆߢ࿑㧡߇ߩߚߒ␜ߡ߃ടࠍᱜୃ߿߿ࠍ

ߓหߪߢᏒ႐ゲߡߞࠃߦࠇߎޔࠅߢ㊀ⷐ߇ὐࠆߡߒಽ㘃ࠍ⟵ᧄਥ⾗ߦ⊛⌒ⶄߡߖ

 ޕࠆߔ್߇ߣߎࠆߥ⇣ߊ߈ᄢߣࠆߺࠄ߆ゲޔ࿖߽⻉ࠆߔዻߦ⟎
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 ࣉႎཎܭỉέᡶஜɼ፯ḘḘᘙᾄ  ᾄ  

 
ౖ㧦Amable (2003)  ᒁ↪⠪ୃࠆࠃߦᱜࠅ 

 

࿑㧡ޔࠅࠃVOC ߐ߈ዉ߇ὐ⻉ߩએਅޔߡߒߣᛕ್ὐߣቢὐࠆߔኻߦ⺰㧞㘃ဳߥ⊛

 ޕࠆࠇ

 

(1) 㧞㘃ဳ⺰߁ߦ LMEs ࡌᏒ႐߽ߡߞߦ࡞ࡉࡑࠕޔߊ㜞߇ห⾰ᕈߦ߆⏕ߪ࿖⻉ߩ

 ޕࠆࠇߐߣࠅ߈ߞߪߪߣ࡞࠺ࡕߩઁߡߒߣဳࠬ

ߡߒኻߦࠇߎ (2) CMEs ߒ߆ߒޔ߇ࠆߔㅢߪߢὐ߁ߣᏒ႐⥄↱ൻߩਛ⒟ᐲޔߪ࿖⻉ߩ

⊛㧔ᐢ߫߃ߊᏒ႐ࠍቢᢛࠆߔ␠ળ⊛ㅪᏪ㧕ߩ⊒ዷᐲ߁ߣὐߪߢᄢߊ߈

ࡦ࡚ࠪࠛࠔࡧߥ߹ߑ߹ߐޔߢ߹࿖⻉ࠕࠫࠕߩૐࠄ߆ർ᰷⻉࿖ߩ㜞ޕࠆߥ⇣

 ޕߥ߃⸒ߪߣ⟵ᧄਥ⾗ߩ৻หࠅߪ߿ߪࡦ࠺ࠚ࠙ࠬޔ࠷ࠗ࠼ޔᣣᧄޔࠅ߇

(3) 㧞㘃ဳ⺰߫ߒ߫ߒߪߢ⁛☨ኻᲧ߇ਛᔃޔ߇ࠆߡߞߥߣਔ⠪ߥ⊛ဳౖߪᗧߢኻᲧ⊛ߥ

⟎ߩࠞࡔࠕޕߥߪߢߩࠆߦኻᭂࠈߒߪਛᶏဳ㧔ⷙ⊛Ꮢ႐㧕ߚ߹ޔࠅߢ

ޔᏒ႐⥄↱ൻᐲߩ⟎㧔ਛ⒟ᐲㄭߦේὐߪߢ߆ߥߩ࿑㧡ߪᄢ㒽᰷Ꮊဳࠍ࠷ࠗ࠼

ਛ㜞⒟ᐲߩ⊛㧕ޔࠅߦ⋧ኻ⊛ߦਛᐾߚ߃ࠍ⟎ޕࠆߦ 

ߙࠇߘޔߪࠕ࠲ࠗߣࠬࡦࡈߚߡࠇ߆⟎ߦ⟎ਛ㑆⊛ߪߢ⺰⼏ߩࠬࠠࠬ࠰㧛࡞ࡎ (4)

 ޕࠆߡࠇࠄ߃ߚࠍ⟎㘃ဳ⊛ߡߒߣਛᶏဳߣᄢ㒽᰷Ꮊဳࠇ

 

ᦨᓟߩߎޔߪ࡞ࡉࡑࠕߦ㧡㘃ဳޔߪዋ߽ߣߊߥ 20 ♿ᧃߩ 10 ᐕ㑆ߩޔ߈ߣࠆߺߢ
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 ᐲࠆߔታࠍࠬࡦࡑࠜࡈࡄᷣ⚻߈ࠃޔ߮ࠃ߅ޔߣߎߥߡߒߪᄌൻߊ߈ᄢߤ߶ࠇߘ

ቢᕈࠅߩᣇޔߪߡߒߣᏒ႐ဳࠬࡌએᄖࠍߣߎࠆ߁ࠅ߽ߦᜰ៰ࡔࠕޔࠅ߹ߟޕࠆߔ

 ޕ߁ߣߥࠄ㒢ߪߣߛᧄਥ⟵㘃ဳ⾗ࠆߩ᧪ᕈ߇ߺߩဳࠞ

 

3.3 ⇇⚻ᷣߩ㧣㘃ဳ 

 એࠆࠁࠊߪవㅴ⾗ᧄਥ⟵⻉࿖ߦ㒢ቯߚߒ㘃ဳൻ߽߆ߒޔࠅߢ⇇㊄Ⲣෂᯏߩએ೨

߫߃ߢ⺰㧞㘃ဳޔߪෂᯏޕࠆߢ᭴࿑ߩᄙ᭽ᕈߚߡߒሽࠄ߆ LMEs ߡߒߣ㔡Ḯࠍ

CMEs ᄢ㒽᰷ဳࠕࠫࠕߡߒߣ㔡ḮࠍဳࠬࡌᏒ႐߫߃ߢ⺰㧡㘃ဳߪࠆޔߒᵄߦ

Ꮊဳ␠ળ᳃ਥਥ⟵ဳਛᶏဳߦᵄޔߒᢥሼㅢᷣ⚻ࠅ␠ળෂᯏ߳ߣ⊒ዷޕߚߒෂᯏ

ߦએࠇߘ߫ࠇࠃߦ႐ว̆̆ߕࠄ߹ߤߣߦࠇߘޔ߇ࠆߢߩߚߒવߦߡߴߔవㅴ⻉࿖ߪ

̆̆ਛᓟㅴ⾗ᧄਥ⟵ߦવޔߒ⇇ߦᵄޕߚߒ 

ෂᯏࠍㅢߡߒ⇇ߩ᭴࿑ޔߪߦዋߧࠄ߆ߥᄌൻߩళ߇ߒߦ৻╙ޕࠆࠇࠄ㔡Ḯࡔࠕ

ߪࠇߎ㊄Ⲣਥዉဳ⾗ᧄਥ⟵㧔ߩ᧪ᓥޔߪߢࠞ LMEs ᄌ⒳⊛ࠞࡔࠕߩဳࠬࡌᏒ႐ߒߥ

߆㊄Ⲣ⥄↱ൻޔߒ┙ᚑ߇ޠ㊄Ⲣⷙᡷ㕟ᴺޟߣ߽ߩᮭࡑࡃࠝޔߡߌฃࠍᄬᢌߩ㧕ࠆߢ

ߩ⟵ਛᶏဳ⾗ᧄਥߪ㧔ධ᰷㧕ෂᯏࡖࠪࠡߩᦨㄭ ߦੑ╙ޕߚࠇࠄಾ߇⥽ߣ㊄Ⲣⷙ߳ࠄ

⣀ࠍߐ㔺๒ޔ߇ࠆߢߩ߽ࠆߔᄙᄢߥᄖ⽻ᑪߡௌോࠍ⢛⽶ߚߞਛ᧲᰷⻉࿖ޔ࠼ࡦࠬࠗࠕޔ

ኻ⋦ߩవㅴ⾗ᧄਥ⟵࿖ࠆࠁࠊ ޔߡߒߣਃ╙ޕߚߞ㒱ߦෂᯏߥೞᷓߊߓห߽࠼ࡦ࡞ࠗࠕ

⊛߇ૐਅޔߒઍߡߞࠊ BRICs ෂᷣ⚻ߪߡߒߦ߈ᛮࠍਥⷐ↥ᴤ⻉࿖߿ᣂ⥝⚻ᷣ⻉࿖ߤߥ

ᯏߦኻಣޕߚߞߥߊߥ߈ߢG7 ࠄ߆ G20 ߡߒᓽ⽎ࠍࠇߘߪᄢߺ⚵ᨒߩ⇇㚂⣖ળวߩ߳

 ޕࠆ

ޕࠆ߇ⷰߩ߆ࠆߡߒᄙ᭽ൻߔ߹ߔ߹ߪᷣ⚻⇇ޔᣣޔ߽ߟߟߺࠄߪࠍᄌൻߚߒ߁ߘ

߫߃ᦨᣂޡߩㅢ⊕ᦠޢ㧔⚻ᷣ↥ᬺ⋭ 2010㧕ߡߞࠃߦฦ࿖ߩᚑ㐳ߌߛࠆߔⷩ৻ࠍ࡞࠺ࡕ

 ޕ㧔࿑㧢㧕ࠆࠇߐផ᷹߇ߣߎࠆߢᄙ᭽ߡࠊ߈ߪ⇛ᚑ㐳ᚢߩฦ࿖ޔ߽ߢ

ߡࠍਛᓟㅴ⾗ᧄਥ⟵⻉࿖ޔߟߟࠇߦⷞ㊁ࠍ⇇⊛⁁ᴫߩ㊄Ⲣෂᯏᓟߥ߁ࠃߩߎ 

ߎࠆߔ㘃ဳൻߦߟ㧣ߩએਅࠍᷣ⚻⇇ޔߡߒߣ৻ޔ߈ߣࠆߺߡߒᢛℂࠍᄙ᭽ᕈߩᷣ⚻⇇

ߩࡗࡊߩߟ㧣ߪ⇇ઍޔ߇ߥ߃ࠍၞߩಽ㘃ߥ⊛ᗵ⋤ߛ߹ޕ߁ࠈߢน⢻߽ߣ

┹วߣቢࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃ᝒߣࠆߡߞߥࠄ߆㧔Boyer 2009㧕ޕ 

 

(1) ᡰ㈩㊄Ⲣဳ㧔☨⧷㧕 

㊄Ⲣࠗߡߞࠃߦࡦ࡚ࠪࡌࡁᚑ㐳ࠍଦㅴࠆߔ㊄Ⲣਥዉဳ⚻ᷣߚ߹ޔࠅߢ⇇⊛㊄Ⲣ

ખࠍᜂߦࠄߐߪࠞࡔࠕޕ߁⇇ޟࠆߌ߅ߦᦨᓟߩᶖ⾌⠪ߚߞ߽ߢޠ㧔ࠆ㧕ޕᏒ

႐ဳࠬࡌ㧔Ꮢ႐ਥዉဳ㧕⻉࿖ޔߪ⧷☨߽ߢ߆ߥߩหᤨߦ㊄Ⲣਥዉဳ⚻ᷣޔߡߒߣଐ

ὼߡߒߣ⇇⚻ᷣߦำ⥃ޕࠆߡߒ 

(2) ᓥዻ㊄Ⲣဳ㧔࠼ࡦ࡞ࠗࠕ࠼ࡦࠬࠗࠕࠟࡦࡂ㧕 

ᄖ⽻ᑪߩߡᄢ㊂ௌോߦଐሽߡߒᚑ㐳ޔ߇ߚߒ⾗ᧄㅏㆱߦ߽ߣߣ⥄࿖ㅢ⽻ߩ⋧႐߽፣⪭

 ᷣ⚻⒖ⴕߩ᰷᧲ޔߓߪࠍ㧟࿖࠻࡞ࡃޕࠆߡߒ㛎⚻ࠍෂᯏᷣ⚻ߥೞᷓߡࠊ߈ޔߒ
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⻉࿖ߣࠟࡦࡂߨ߅߅ߪหߓ⁁ᴫޕࠆߦ 

 ỉኺฎᧈἴἙἽᘙᾅ ɼᙲ

࿖ ฬ ⚻ ᷣ ᚑ 㐳 ࡞ ࠺ ࡕ 

 ࠞࡔࠕ

 

 

 ࠬࠡࠗ

 

 ࠷ࠗ࠼

 

 ࠬࡦࡈ

 

 ࡦ࠺ࠚ࠙ࠬ

 

ਛ࿖ 

 

㖧࿖ 

 

 ࡞ࡐࠟࡦࠪ

 

 ࠼ࡦࠗ

 

 ࡞ࠫࡉ

߽Ⴧടੱࠆߌ⛯ߒญߦਅᡰߚࠇߐ߃ੱᶖ⾌ࠆࠃߦౝ㔛߇ਥዉ

ߐᵴᕈൻࠍࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗߡ㓸ࠄ߆⇇ࠍࡀࠞ࠻ࡅ㧘ߢᷣ⚻ࠆߔ

 㧘ᚑ㐳ߖ

㜞ᐲߦ⊒㆐ߚߒ㊄Ⲣࠪࠬߺ↢߇ࡓ࠹ߔઃടଔ୯ࠍ⢛᥊ߦ㧘ડᬺࠞ

 ᚑ㐳ࠄ߇ߥ㓸ࠄ߆⇇ࠍ࠻ࡅࡀ

ਛ᧲᰷⻉࿖ߩ EU ട⋖ࠍ⢛᥊ߦಽᬺࠍㅴ㧘ഭࠦࠬ࠻ૐਅ߿↢

↥ᕈะࠍㅢߓ㧘EU Ꮢ႐ࠍขࠅㄟࠄ߇ߥߺャਥዉߢᚑ㐳 

ੱᶖ⾌ࠍਛᔃߚߒߣၷ⺞ߥౝ㔛ߦᡰࠇࠄ߃㧘ဳࠬࡦࡃ↥ᬺ᭴ㅧߦ

 ᚑ㐳ࠅࠃ

㜞ᢎ⢒᳓Ḱߣᴦ⊛ㅘᐲ߇ታࠆߔ㜞㜞⽶ᜂ␠ળ㧘ᨵエߥഭ

Ꮢ႐㧘↥ቭቇㅪ៤ࠆࠃߦᛛⴚ㕟ᣂ㧘ᄖ㔛ࠆࠃߦᚑ㐳 

㜞ࠆࠃߦ₸⫾⾂ᛩ⾗㧘Ბ㓏⊛ߥኻᄖ㐿╷ࠆࠃߦᄖ⾗ߩዉࠃߦ

 ᚑ㐳ࠆߔਥዉ߇ᄢߩᤃ⾏ߣᛛⴚ⒖ォߚࠇߐࠄߚ߽ߡߞ

IT, ⥄േゞ㧘㋕㍑↥ᬺࠍਛᔃߚߒߣ㧘ᶏᄖᔒะߩ㓸ਛ⊛ߥᛛⴚ㐿⊒ߣ

 ャਥዉဳᚑ㐳ࠆࠃߦࠣࡦࠖ࠹ࠤࡑ

ోᣇ⊛ߥ⥄↱⾏ᤃࠅࠃߦ⇇⚻ᷣࠍࠅ߇ߥߟߩߣᐢߊ⏕ߒ㧘

ടᎿ⾏ᤃࠆࠃߦᄖ㔛ࠅࠃߦᚑ㐳 

Ꮒᄢੱญࠆࠃߦၷ⺞ߥౝ㔛㧘㜞ᢎ⢒᳓Ḱ߇ᡰࠆ߃ IT ↥ࠬࡆࠨ╬

 ᚑ㐳ࠆࠃߦャߩᬺ

ㄘ↥ຠャౝ㔛㧘⾗Ḯߥ⺞ᅢࠆࠃߦนಣಽᚲᓧߣᛥࡈࡦࠗ

᭴ㅧᬺ↥ࠆߩᄙ᭽ᕈߢ╬⾗ᛩߩಽ㊁߳ᐢࠍᬺࠬࡆࠨ߿

 ᚑ㐳ߟߟߜᜬࠍ

ౖ㧦⚻ᷣ↥ᬺ⋭(2010) 

 

(3) ャਥዉဳ㧔ᣣࡦ࠺ࠚ࠙ࠬ⯗⁛㧕 

ᛛⴚ㕟ᣂߊߠߣ߽ߦ㜞ຠ⾰⽷ߩャߡߞࠃߦᚑ㐳ࠍ⛽ᜬޔ߇ߚߡߒ⇇⾏ᤃߩ❗

ߡߞߣߦᧄਥ⟵㘃ဳ⾗ߩߎࠆߡߒߣ✢↢ࠍャ㧔⾏ᤃ㧕ޕߚߞ㒱ߦෂᯏߦ߽ߣߣ

ᱫᵴ㗴ޔߪὑᦧ⋧႐ߩቯᕈ㧛੍ᕈߣ⇇⚻ᷣߩ㗅⺞ߥᚑ㐳ߩߎޕࠆߢὐߢᣣ

ਛᔃ㧕ߩᄢ㒽⚻ᷣဳ⻉࿖㧔ᣂ⥝⚻ᷣ⻉࿖ߚߞߥߣේേജߩ⇇⚻ᷣᚑ㐳߿߹ޔߪ⁛

 ޕߥ߃ࠍࠆߑ߆ߡᒝࠍ߈ߟ߮⚿ߩߣ

(4) ઍ⚻ᷣဳ㧔ࠛ࠭ࡀࡌࠕࠪࡠࠕࡆࠕࠫ࠙ࠨ㧕 

⍹ᴤ߿ᄤὼࠟࠬߩᄁߍ㧔ઍ㧕ߦଐሽޔࠅߢᷣ⚻ࠆߔ⚻ᷣᚑ㐳ߪᄙಽߦ☨ਛ

ޔ߆ะߣ߳ࠞࡔࠕߦ⊛⚳ᦨߪߊᄙߩઍ㧔⾂⫾㧕ޕࠆࠇߐᏀฝߦᓳᵴߩᷣ⚻
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 ޕࠆߖࠊวၒࠍᏱ⿒ሼ⚻ߩࠞࡔࠕ

 ᧙̞ܦ৴Ὁᙀݣಮࣱểٶᘙᾆ  ɭမኺฎỉ

 

 

(5) ᄢ㒽⚻ᷣဳ㧔ਛ࿖࡞ࠫࡉ࠼ࡦࠗ㧕 

ࠆࠁࠊ BRICs ᷣ⚻ߟ߽ࠍ㧕ߡࠍᏂᄢ࿖ౝᏒ႐㧔᧪⊛น⢻ᕈޔߒߥࠍਛᔃߩ

ޔ߆ࠈߎߤࠇߘޕࠆ߇ࠆߔଦㅴࠍᚑ㐳ߡߞࠃߦォ឵ߩ߳ᷣ⚻ౝ㔛ਥዉޔࠅߢ

᧲ޕࠆߡࠇࠄㄼࠍォ឵ߩౝ㔛ਥዉ߳ޔߪᷣ⚻ਛ࿖ߚ߈ߡߒᚑ㐳ߢャਥዉߢ߹ࠇߎ

᰷⻉࿖㧔ᓥዻ㊄Ⲣဳ㧕ޔߪဳߩߎߡߞ߇ߜߣ⾗ᧄᏒ႐ߩήේೣߥኻᄖ㐿ߦᘕ㊀ߢ

 ޕߚࠇࠄᱛ㘩ߦᦨዊ㒢ߪᓇ㗀ߩ⇇㊄Ⲣෂᯏޔߦ߃ࠁ߇ߚߞ

(6) ⣕⥓⚻ᷣဳ㧔ᄙࠞࡔࠕࡦ࠹ߩߊ⻉࿖ޔࡦ࠴ࡦ࡞ࠕࠦࠪࠠࡔ߫߃㧕 

ャઍᦧᎿᬺൻߩ࡞࠺ࡕᄬᢌޔߜߩߩਇߥ࿖㓙⊛✬ޔ࿖ኅ⎕↥ෂᯏޔਇᐔ╬ỗൻ

▽᭴ߩㄭઍ⊛ャㇱ㐷ࠆߔଦㅴࠍ࿖᳃⊛ᚑ㐳ޕߊߠߟ߇ળ⊛⣕⥓⁁ᘒ␠ߡߞࠃߦߤߥ

ߒߡߞߥߊᒙ߇ቯᕈ߿ᓞᕈ⥄ߥ⊛࿖ౝߡߞࠃߦ✬ߩ߳߆ߥߩᷣ⚻࿖㓙ޔߒᄬᢌߦ

 ޕߚߞ߹

 ᗡޓࢼ

ࠬࠗࠕ ࠟࡦࡂ

 ࠼ࡦ࡞ࠗࠕ ࠼ࡦ

ૅᣐᗡ 

 

 ࠬࠡࠗ ࠞࡔࠕ

Јɼݰ 

 ᣣᧄ ࠷ࠗ࠼

 ࡦ࠺ࠚ࠙ࠬ

 ᨕኺฎٻ

ਛ࿖ ࠗ࠼ࡦ 

 ࡞ࠫࡉ

 ኺฎˊע

 ࠛ࠭ࡀࡌ ࠕࠪࡠ

 ࠕࡆࠕࠫ࠙ࠨ

Ꮾᐵኺฎ 

  ࡦ࠴ࡦ࡞ࠕ

 ࠦࠪࠠࡔ

Џૺኺฎ 

 

 ࠞࡈࠕ

⾗ᧄ 

⾗ᧄ 

㩂㩨㩥㨺㩔㩨㩣⽷ 

⾏ᤃ 

ේ᧚ᢱ 

ේ᧚ᢱ 

⾂⫾ 

┹ 

⾏ᤃ 

㜞ຠ⾰⽷⾏ᤃ 

┹ 

⾗ᧄ 

⾏ᤃ 
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(7) ಾᢿ⚻ᷣဳ㧔ධࠍࠞࡈࠕᄖߡߒߣᄙࠞࡈࠕߩߊ⻉࿖㧕 

⾗ᧄਥ⟵ߩߡߞߣߦၮ␆⊛ߥᐲࠗޔߊߥ߇ࡈࡦ⽺࿎ߣਇᐔ╬ޔߡߢ߃ߦ࿖

㓙⾗ᧄߦߎߎߪ⥝ޕߥߐ␜ࠍടߡ߃ᴦ᭴ㅧߪડᬺኅ♖߿ੱ㓏⚖ߩべㅴࠍᅹ

 ޕࠆߡߍ

   

એߩ㧣㘃ဳ߇⾏ᤃ㊄Ⲣഭ⒖േࠍߤߥㅢߡߓ⋧ߦኒធ߈ߟ߮⚿ߦቢߡߞߒ

ߩ࿕ࠇߘޔߪ㘃ဳᷣ⚻ߩࠇߙࠇߘߦหᤨޕ㧔࿑㧣㧕߁ࠈߢ᭴࿑ߩ⇇ઍޔ߇ߩࠆ

╷⋡ᮡߣ㑐ᔃޔߜ߽ࠍኂ㑐ଥߒߦ⇣ࠍኻ┙ߢ߆ߥߩߎޕࠆߡߒᡰ㈩㊄Ⲣဳޔߪ

⋊ߦὐࠆߔផㅴࠍᓞൻ⥄ߣൻ↱⥄ߩ㊄Ⲣޔߒឭଏࠍ⽷㧕࡞ࡃࡠ㊄Ⲣખ㧔ࠣߦ⇇

᳞ࠍ㊄Ⲣ⊛ቯߣ㐿⚻ᷣൻߩ⇇ޔߒឭଏࠍ㜞ຠ⾰Ꮏᬺຠߪャਥዉဳޕߔࠍ

ࠆߡߒ⾗ᛩߡߒߣᧄ⾗ࠍઍ㧔⾂⫾㧕ޔߒឭଏࠍේ᧚ᢱ㧔⍹ᴤ㧕ߪဳᷣ⚻ઍޕࠆ

ࡕࠦߪဳᷣ⚻ᄢ㒽ޕࠆߢ㊀ⷐߪቯᕈߩ㊄Ⲣࠅߪ߿߽ߡߞߦ⟵ᧄਥ⾗ߩဳߩߎޔ߇

ᦨ㊀ⷐߡߞߣߦဳߩߎޔ߇ࠆߡߒࠊ߹ߦ⾗ኻᄖᛩࠅߪ߿ࠍ⫾⾂ޔߒឭଏࠍຠࠖ࠹ࠖ࠺

⺖㗴ߪ࿖ౝ⊛ᚑ㐳ߣ↥ᬺ⊛․ൻޕࠆߢ 

G7 ⻉࿖ߩᄙߩߎޔߪߊ࿑㧣ޟޔߪߡߞߦᡰ㈩㊄Ⲣဳޟߣޠャਥዉဳߩޠ㧞㘃ဳߩ

ᄢޟߣޠဳᷣ⚻ઍޟߦࠇߎޔߒߣਛᔃࠍਔ㘃ဳߩߎޔߪ⇇ߡߒߘޕࠆࠇߐ⚂㓸ߦߜ߁

㒽⚻ᷣဳ߇ޠᄢߥ߈ሽᗵߺ⚵ߡߞ߽ࠍวޔߡߒߘޕࠆߡߞߐࠊᡰ㈩㊄Ⲣဳޔャਥዉ

G20ޔ߇ߟ㧠ߩဳᷣ⚻ઍޔဳᷣ⚻ᄢ㒽ޔဳ ࠠߩᗧᐢߩᷣ⚻⇇ߦ߁ࠃࠆߦߤߥ

ߩޠဳᷣ⚻ಾᢿޟޠဳᷣ⚻⥓⣕ޟޠᓥዻ㊄Ⲣဳޟߦ㑆㓗ߒߥㄝߩߘޔߒߥࠍࡗࡊ

㧟߇ࡗࡊߩߟ↢ሽ߇ࠇߎޕࠆߡࠇߐ⸵ࠍ⇇⚻ᷣߩᄙ᭽ᕈߩߢ߆ߥߩߘߣኻ᛫

ቢᕈޕࠆߢࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ߩઍ⇇⚻ᷣޔߪᄙ᭽ߥ⚻ᷣ㘃ဳߩએߥ߁ࠃߩ㓏ጀᕈߣ

ቢᕈߦߜ߁ߩሽޕࠆߢߩࠆߡߒ 

 

㧠 ᭴ㅧᄌൻᄙ᭽ᕈ⿲ォ឵ 

 

 એޔઍ⾗ᧄਥ⟵ߩേᘒᤨࠍ㑆ゲߣⓨ㑆ゲߩਔ㕙ࠄ߆৻⍊ޕߚ߈ߡߒ⾗ᧄਥ⟵ࠗ࠳ߩ

ࠆࠃߦ࠴ࡠࡊࠕᲧセޔߣޠ᭴ㅧᄌൻޟߩળ␠ᷣ⚻ࠆߔߣᦼ↹ࠍ᭴ㅧ⊛ෂᯏޔࠍࠬࠢࡒ࠽

⇇ޟߩᄙ᭽ᕈޠ⼂̆̆߮ࠃ߅㘃ဳ㑆ߩኻ᛫ቢ㑐ଥ̆̆ߩߣ✚วߦ߃߁ߩᛠីࠃߒ

ⓨ⊛㑆ᤨߩળ⊛േᘒ␠⊛ᷣ⚻ޟޔࠄ߆ߊᣧߪቇᵷࡦࠝࠪࡘࠡޕࠆߢߺ⹜߁ߣ߁

㑆⊛นᄌᕈޠ㧔Boyer 1986㧕߈ߴߊ⸂ࠍᩭᔃ㗴ߦᝪޔࠅߚߒߐߪࠇߘޔ߇ߚߡ߃એ

 ޕࠆࠇߐൻౕߡߒߣߣߎࠆߔಽᨆࠍળ␠ᷣ⚻ߡ߅ߦޠᄙ᭽ᕈޟߣޠ᭴ㅧᄌൻޟߦ߁ࠃߩ

ߦࠆߔ⸂ℂࠍᄢߩ⇇ผޔߪߢߌߛ㧞ゲ߁ߣޠᄙ᭽ᕈޟߣޠ᭴ㅧᄌൻޟޔߒ߆ߒ߇ߛ

චಽޟޕߥߢ᭴ㅧᄌൻߩޠಽᨆޔߪᚑ㐳߿⊒ዷ᭽ᑼߩᄌൻߩಽᨆߒߐޔࠅ߉߆ࠆߢ

㘃ࠅߚߒߐޔߪಽᨆޠᄙ᭽ᕈޟޕࠆߢࠄ߆ߛߜ߇ࠅ߹ߤߣߦࠇߘߩߢ࡞ࡌ࿖৻ࠅߚ

ဳൻࠅߢ㘃ဳ㑆Ყセߛ߹ޔࠅ߉߆ࠆߢ㘃ဳ㑆ജቇ㧔ⷓᮭ࿖㧙ᚢ࿖㑐ଥޔਛᔃㇱ㧙

ㄝㇱ㑐ଥޔฦ⒳㘃ဳ㑆ߩኻ᛫ቢ㑐ଥ㧕߇⌒ߪߢ߹ߦዯޕߥߡ 
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․ޔߦઍᤨߩࠇߙࠇߘߩ⇇ผߪ✚ߩ㘃ဳ㑆ജቇߣ᭴ㅧᄌൻޔߪ߈ߴߔ⋠ᵈ߈ߣߩߎ

ቯᣇะ߳ߩᓞേࠍਈߜࠊߥߔޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆ߃⇇ผޔߪߡߞߦ᭴ㅧᄌൻߣ㘃ဳ

㑆ജቇࠍᇦޔߡߒߦ⚻ᷣ╷ᕁᗐࠡࡠࠝ࠺ࠗ߿⊛ầᵹࠍࠆޔߡ⒳ޟߩ⿲㧔࠻

߫߃ޕࠆߓ↢߇ޠ㧕ォ឵࠼ࡦ 19 ♿㨪20 ♿ೋ㗡ޔߪ⚻ᷣ⊛⥄↱ਥ⟵ߣ߽ߩᏒ႐ൻߩ

⿲߇ఝࠆࠁࠊޕߚߒߥࠍ⥄↱┹ᤨߩઍޟޔࠅߢ⥄Ꮖ⺞ᢛ⊛Ꮢ႐ᤨߩޠઍޕࠆߢ

ߋᰴߦࠇߎ 1930㨪60 ᐕઍޔߪᏒ႐ࠍᓮߊߴߔ␠ળൻߒߥᐲൻ߇࠼ࡦ࠻ߩᡰ㈩⊛ߣ

1930ޕߚߞߥ ᐕઍ߿࡞ࠖ࠺ࡘ࠾ߩ╙㧞ᰴᄢᚢᓟ࠭ࡦࠗࠤߩਥ⟵߇ᗐ1970ޕ߁ࠃࠇߐ

ᐕઍ࠭ࡦࠗࠤߩߘޔਥ⟵߇ᝂ᛬ޔߦ߽ߣߣࠆߔᣂ⥄↱ਥ⟵߁ߣฬߩᏒ႐ൻߩ⿲߇ᓳᵴ

Ꮢߚߒ߁ߘޔߡߒߘޕࠆߢᓽ⊛⽎ߩߘߪ㊄Ⲣ⥄↱ൻ߿ࡦ࡚ࠪࡃࡠࠣޕߚߒ

႐ൻ⊛⿲ߩⴕ߇ࠈߎߣߚߟ߈ 2008 ᐕ㊄Ⲣෂᯏޕߚߞߢ㊄Ⲣෂᯏᓟߩᣣޔ⇇ౣߪ

߮␠ળᐲൻߩᣇะ߳ࠍ⥽ߣಾߡߟ߆ޕ߆߁ࠈߢߩࠆ Polanyi (1944) 19ޔߪ ♿⊛ޟߥ⚻

ᷣ⊛⥄↱ਥ⟵ࠄ߆ޠ 1930 ᐕઍޟߩ␠ળߩ㒐ⴡᤨߩ߳ޠઍ⊛ᢥ⣂ߩᄌൻޟࠍᄢォ឵ߣޠࠎ

 ޕ߆߁ࠈߢߩࠆߡߞળߜ┙ߦޠᄢォ឵ߩੑ╙ޟߡߒߣߞࠂ߭ޔߪࠇࠊࠇࠊᣣޔ߇ߛ

ޠ᭴ㅧᄌൻޟߦ߁ࠃߩߎޔߪߦߚࠆߔ⸂ℂࠍࠬࠢࡒ࠽ࠗ࠳ߩ⟵ᧄਥ⾗߽ߡߒߦࠇߕ

ߣޠォ឵㧕ߩߘߣ㧔⿲ޟߩߡߒߣࠅߨ߁ㄟߺ൮ߊ߈ᄢࠍࠄࠇߘޔߡߨ㊀ߦޠᄙ᭽ᕈޟߣ

ߣ᭴ㅧᄌൻޟߪേᘒߩ⟵ᧄਥ⾗ޕࠆࠇࠊᕁߦ߁ࠃߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒㅊടࠍ⟎ᔨⵝ߁

ᄙ᭽ᕈࠍౝ⬿ߚߒ⿲ォ឵߁ߣޠⷞⷺࠄ߆ᛠីޕ߆߁ࠈ߆ߥߪߢߩ߽߈ߴࠆࠇߐ 
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*'/ɻ*-D�� � �ʪő4ĕÆ3ˣǁK�ĕÆ3MOkM.º"GƩ˦Bˣ�

Ö�Ğ�-�G��H4�1ǘȒǏ.�GʧǏ/ 3ǘȒǏ.�GĸǦ�D6ˤˣ��ȏ
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/FĕĘʵƙ�ɏûȩȵa�e�

http://www.tottori-torc.or.jp/torc_report/report23_pdf/sand.pdf˸ 2011ő 1ƺ 24ƬȪ
ʅ 

xii ǲɶɝ� ×Ư�ǺǿÍȖ�Ƕǥĕ2��GQY���^M�3ɚ�Ƨ-�ņȔǶǥ
ʚƤ˦3ʀ>-	
ƬǀɹÉȩȵĭ®Ëđĥ®ĭɮʏƣ˖�ƬǀɹÉȩȵĭ®, 
Vol.23,pp.277-280 (2008) 
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Ꮉਛㇱⷰశቴߩേ✢ಽᨆΣ㧙ᄢ㔐ࠞߦࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓၮߊߠ㧙 

 

ᣩᎹᄢቇ⚻ᷣቇㇱ ศ ᦸ 1

 

 

 ಽᨆ㧘␠ળታ㛎㧘ⷰశ㧘ၞ⚻ᷣ㧘ᐢၞㅪ៤ࠢࡢ࠻࠶ࡀ㧦࠼ࡢࠠ

 

 ߦߓߪ

 
ㄭᐕⷰశ⛔⸘ߩᢛ߇ㅴޔߺਥⷐⷰߥశⷰߪߢశὐേะ⺞ᩏߩߤߥ⚦ⷰߥశᖱႎ

ᖱႎ߁ߣ߆ࠆߡߒࠍశⷰߢ〝⚻ߥ߁ࠃߩߤ߇శቴⷰߒ߆ߒޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇࠄᓧ߇

ዉߩߘᓟ߽ߚ߹ޔߕࠄ߅ߡࠇߐᢛߪ⸘⛔ߩߚࠆ⍮ࠍ✢శേⷰޕߒ㔍ߪߣߎࠆᓧࠍ

ࠦࠬߩ࠻ᄢࠄ߆ߐ߈⺞ᩏኻ⽎ߡߒߣណ↪ࠆࠇߐน⢻ᕈߪૐޕ 

ࠍർᶏޕߥ߈ߢߪߣߎࠆߔήⷞࠍ✢శേⷰޔߦ႐วࠆߡ┙ࠍ⇛ᚢߩ⥝శᝄⷰߒ߆ߒ

శⷰߥ߁ࠃߩߎޕࠆߡߒߣ⊛⋠ࠍߣߎࠆߔㆆࠍၞߥޘ᭽ߩർᶏޔߪశቴⷰࠆࠇ⸰

ߪᤨ৻ޔࠅ߽ߣߎߚߒඳࠍ᳇ੱ߇ᣩጊേ‛ߪᣩᎹᏒޕ߱ߣㅪᴱ⒖േဳࠍ࡞ࠗ࠲ࠬ 700

ࠆߢࠎિ߮ᖠߪኋᴱ⠪ᢙߕࠄࠊ߆߆߽ߦޕߚߞ߇శㄟᢙⷰࠆ߃ࠍੱਁ 2

╩⠪ࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓࠞߪᬺߩ⹏ଔࠍଐ㗬ߩߘޔࠇߐਛߚߒߦ⋠ߢශ

ߢ↪ߡߒߣၮ␆ᖱႎߩ✢శേⷰޔࠄ߆ߣߎ߁㆑ߦߣߏ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲ࠬ߇ࡊࡦ࠲ࠬ

࠺ߥ⚦߇ታⴕᆔຬળࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓࠞࠄ߆એ೨ޕߚߟ߇᳇ߦߣߎࠆ߈

⺰ᧄޕߚߞߥߣน⢻߇ಽᨆࠢࡢ࠻࠶ࡀߊߠၮߦࡊࡦ࠲ශࠬޔߚߚߡߒሽࠍ࠲

ᢥߦ࠲࠺ࡊࡦ࠲ࠬޔߪၮ߈ߠᎹਛㇱၞ㧔৻Ꮢ↸㧕ⷰߩశേ✢ᖱႎࠍࠄ

ⷰߩࠄ߆႐┙ߩࠇߙࠇߘⴕޔ༡⠪⚻ߡߠၮߦᨐ⚿ߩಽᨆޕࠆߔߣ⊛⋠ࠍߣߎࠆߔߦ߆

శᝄ⥝ᚢ⇛ߩ╷ቯ߇น⢻߇ߣߎࠆߥߦᦼᓙߦ․ޕࠆࠇߐᐢၞㅪ៤ߪߡߞߣߦ⋉ߥᖱႎߦ

 ޕ߈ᄢ߇ᦼᓙߣࠆߥ

ṛޔߚ

ᤨ㑆߿ኋᴱᢙࠍჇߒ߿ၞ⚻ᷣߦၞᄖ㔛ࠍขࠅㄟ߁ߣߚߺᏗᦸ߇ᒝߦߚߩߘޕ

ಽᨆࠍ߆ࠆߡߞᜬࠍ✢శേⷰߩㅪᴱ⒖േဳߥ߁ࠃߩߤ߇శቴⷰࠆࠇ⸰ࠍᣩጊേ‛ޔߪ

ߩએᄖࠇߘޔశቴⷰߩࠄ߆ㄭ㓞Ꮢ↸ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߡ┙ࠍ⇛శᚢⷰߥ⊛ലᨐޔߒ

ౝⷰశቴޔᄖⷰశቴⷰࠆߥ⇣ࠇߙࠇߘߪశേ✢ࠍᜬޕߟኋᴱࠍᦼᓙ߫ࠇߢߩࠆߔౝ

ⷰశቴߣᄖⷰశቴߩಽᨆ߇ਇนᰳߦࠄߐޕࠆߥߣᣩᎹᏒౝߩേࠍߌߛ߈ಽᨆ߽ߡߒᗧ

ߒޕࠆߥߣᔅⷐ߇ᖱႎ㓸ߩᐢၞࠅࠃޔߚᄙ߇⒖േㅪᴱဳߪశቴⷰࠆߔኋᴱޔߊߥ߇

 ޕࠆ߇ታߒ㔍߇ዉߦߚ߈ᄢߪ࠻ࠬࠦߩߘߒ߆

 ╙৻┨䈪䈲䇮Ꮉⷰశ䈱ታᘒ䈫⺖㗴䈮䈧䈇䈩䉌䈎䈮䈚䇮╙ੑ┨䈪䈲Ꮉਛㇱⷰశ䈱ᛴ䈋䉎⺖

㗴䉕⸃䈜䉎䈢䉄䈮ዉ䈘䉏䈢䉦䊛䊚䊮䉺䊤䊶䉴䉺䊮䊒䊤䊥䊷䈱⚵䉂䈮䈧䈇䈩⺑䈜䉎䇯╙ਃ┨䈪

䈲䉝䊮䉬䊷䊃⚿ᨐ䈮ၮ䈨䈐䇮䉴䉺䊮䊒䊤䊥䊷ෳട⠪䈱ዬ䉇⒖േᚻᲑ䈮䈧䈇䈩ಽᨆ䉕ട䈋䉎䇯╙

                                                   
1 ർᶏᄢቇቴຬಎᢎ㧔ർᶏᄢቇࠫࡠࡐ࠻ℂᎿቇᢎ⢒⎇ⓥ࠲ࡦ㧕 
2 ᄐቄߩኋᴱᣉ⸳ߪ߶߷ḩቶ⁁ᘒޔߢᄐቄએᄖߩቴቶⒿ₸߇⺖㗴ޕࠆߢ 
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྾┨䈪䈲䉝䊮䉬䊷䊃䈱⾰䈮ၮ䈨䈇䈩 7 䈧䈱ⷰశ㑆䈏䈬䈱䉋䈉䈭䊌䉺䊷䊮䈪ㆆ䈘䉏䈩䈇䉎䈎

⋧㑐ଥᢙ䉕↪䈇䈩ಽᨆ䈜䉎䇯╙┨䈪䈲◲න䈭䊈䉾䊃䊪䊷䉪ಽᨆ䉕ⴕ䈇ၮ␆⊛䈭⛔⸘㊂䈎䉌ዬ

⠪䈱ⷰశേ✢䊈䉾䊃䊪䊷䉪䉕ಽ㘃䈜䉎䇯䈍䉒䉍䈪䈲䇮䉴䉺䊮䊒䊤䊥䊷䈮ၮ䈨䈇䈩ⷰశേ✢䉕䉌䈎

䈮䈜䉎䈖䈫䈱ᗧ⟵䉕⚻༡⠪䇮ⷰశⴕ䈮៤䉒䉎ੱ䇱䈱㕙䈎䉌⺰䈛䈩䈇䉎䇯 

   

╙৻┨ Ꮉⷰశߩታᘒߣ⺖㗴 

 

ർᶏోߪ࿖ߩ⋠⇟ੑߢኋᴱᢙࠍࠆᣣᧄᢙⷰߩశޕࠆߢᧅᏻᏒࠆߔߣࡉࡂࠍᄙ

᭽ߥㆆࠦੱ߇ࠬ᳇ࠍඳ⒖ޔࠅ߅ߡߒേဳㅪᴱߩߘࠍ․ᓽޕࠆߔߣ 

ᧄ⺰ᢥޔߪർᶏߩਛᔃㇱߦ⟎ࠆߔᎹၞⷰߩశߦὶὐࠍᒰޕࠆߡᎹၞޔߪߣ

ർᶏᐡߩవᯏ㑐ࠆߢᎹ✚วᝄ⥝ዪ㧔ᣥᎹᡰᐡ㧕ߩ▤ロࠆߔၞޕߔߐࠍ▤ౝੱ

ญ 3

ޔߪᏒ↸৻ࠆߔታᣉࠍࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓᄢ㔐ࠞࠆߔᓟㅀ߽ߢਛߩߘ

Ꮉਛㇱၞߣ߫ޔࠇᣩᎹᏒޔ᧲Ꮉ↸ޔ᧲ᭉ↸ޔ⟤ℭ↸ޔᒰ㤗↸ޔ㣔ᩘ↸ޔᲧᏓ↸ޔᗲ

↸ޔᎹ↸ޕࠆߥࠄ߆ၞౝੱญߪ⚂ ᱠⴕ⠪ᄤ࿖ߥ⊛ᕡਭޔᣩጊേ‛ޕࠆߢ42ਁੱ

ߢਛߩᄢ㔐࿖┙ޔ↸ℭ⟥ࠆߔࠍਐߩࠢࡢ࠴࠶ࡄޔᣩᎹᏒࠆߔ‛⾈ࠆߢ

߽ᐢߊ⍮ߚࠇࠄጀ㔕ጽࠍࠆߔᎹ↸ోߪ࿖⊛߽ߦ⍮ޔࠅ߅ߡࠇࠄฬⷰߥశ߇㓸Ⓧߒ

 ޕ߁ࠃ߃⸒ߣၞߚ

ߪ 526,989 ⚂ޔߪวഀࠆභߦർᶏోߢੱ ንޔฬነޔ჻ᏒޔᣩᎹᏒޕࠆߢ9.5%

⦟㊁Ꮢࠍวੱߚߖࠊญ43ޔߪ ਁੱᒙߢᄢඨࠍභߦ․ޕࠆᣩᎹᏒੱߩญߪ⚂ ޔߢ35ਁੱ

Ꮉၞߩὐ⊛ᓎഀࠍᜂޕࠆߡߞ 

࿑ ᐔᚑࠄ߆1 20 ᐕᐲߣᐔᚑ 21ᐕᐲߩᎹ▤ౝ߮ࠃ߅Ꮉਛㇱⷰశߩㄟቴᢙ 4

                                                   
3 ᳃ၮᧄบᏭੱญ㧔ᐔᚑ 22 ᐕ 12  31 ᣣᤨὐ㧕 

㧔ᑧੱߴ

ᢙ㧕ޔߣࠆߺࠍᐔᚑ 20 ᐕ9ޔߪ ࡦ࠰ࠟߣࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑߩଔᩰ㜞㛛ߩᓇ㗀ࠍฃޔߌ

▤ౝోၞߢ೨ᐕᐲᲧ ߪߢਛㇱၞޔ4.7%ᷫ ᐔᚑޕߚߖࠍߺㄟߜ⪬ߥ߈ᄢߣ7.6%ᷫ 21 ᐕ

ߪᎹ▤ౝߣࠆߦ ߪਛㇱၞޔ߇ߚߒᓸჇߣ1.3% Ꮉޕߥࠄ߹ᱛ߇ߺㄟߜ⪬ߣ4.7%ᷫ

▤ౝ߇ᓸჇߚߒℂ↱ߪ 〝㜞ㅦߪߟ৻߁߽ޔലᨐ㧔ን⦟㊁㧕ࡑ࠼ࡆ࠹ߪߟ৻ޕࠆߟ2

ࠩࡦࠛ࡞ࡈࡦᣂဳࠗޕࠆࠃߦⶄว⊛ⷐ࿃ޔߪߺㄟߜ⪬ߩᣇਛㇱၞ৻ޕࠆߢᒁലᨐഀߩ

ᦨ߽ᄙ߇శቴⷰޔ᥊᳇ૐㅅߩએ㒠ࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑޔਛᱛߩ࠻ࡦࡌฦ⒳ࠗࠆࠃߦᵹⴕߩ

ᄐቄߩᄤਇ㗅ޕࠆࠇࠄߍ߇ 

4 ർᶏⷰశㄟቴᢙ⺞ᩏႎ๔ᦠ [1] [2] 
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࿑ 1 Ꮉ▤ౝਛㇱⷰశㄟቴᢙ [1] [2]ࠅࠃᚑ 

 એࠅࠃᐔᚑ 20 ᐕᐲࠄ߆ 21 ᐕᐲߩߡߌ߆ߦᎹਛㇱⷰశޔߪ᭴ㅧ⊛ℂ↱ⷰߢశㄟቴ

ᢙᷫ߇ዋޔߪࠅࠃ߁ߣࠆߡߒ᥊᳇ᓴⅣ߿․ᱶᖱⷰࠅࠃߦశㄟቴᢙᷫ߇ዋߺߣߚߒ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ

 ᰴߦᎹਛㇱⷰశ߇ᛴࠆ߃᭴ㅧ⊛㗴ࠍ⠨ኤޕࠆߔ࿑ 2 శㄟቴᢙⷰߩർᶏోࠄ߆

⚂߇₸ኋᴱᲧߩ 70㧑ߦߩࠆߢኻޔߡߒᎹਛㇱߪߢ ޕࠆ߈ߢ⏕߇ߣߎ㜞ࠅߥ߆ߣ85%

 ޕࠆߔᗧࠍߣߎߥߒᲧ߇ኋᴱቴᢙߣశቴᢙⷰࠆࠇ⸰ࠍᎹਛㇱޔߪߣߎߩߎ

 

࿑ 2 ᎹਛㇱߩᣣᏫࠅኋᴱ₸ [1] [2]ࠅࠃᚑ 
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࿑ 3 ᎹਛㇱⷰߩశㄟቴߩౝᄖᲧ₸ [1] [2]ࠅࠃᚑ 

 ࿑ 3 ᐔᚑޔߣࠆߺࠍ₸ᄖᲧౝߩశㄟቴⷰߩᎹਛㇱࠅࠃ 20 ᐕᐲߪ⚂ ᐔᚑޔ50%

21 ᐕᐲߪ⚂ ޕߒ╬߷߶ߪ₸ᄖቴᲧߣౝቴߢߌߛᄙ߇ౝቴߦ߆ߕࠊߩࠎ߶ߢ51%

₸ౝቴᲧߩർᶏోޔߪ₸Ყߩߎ 87㧑ߣᲧޔߣࠆߴᎹਛㇱߦ߆ߡ߅ߦᄖቴ߇

ᄙޕࠆߡߒ␜ࠍߣߎ߁ߣ߆ 

ߩᄖ࿖ੱⷰశቴࠆࠇ⸰ߦർᶏోၞޕߊߡࠍᄖ࿖ੱኋᴱ⠪ᢙߩᎹਛㇱޔߡ⛯  30%

ᒙ߇Ꮉਛㇱ߇ߣߎࠆߡࠇ⸰ࠍ 1 ࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑߩᎹਛㇱၞޕࠆࠇขߺ⺒ࠅࠃ

એ㒠ߜ⪬ߩㄟޔߪߺർᶏోၞ߽ࠅࠃᄢޕ߈Ꮉਛㇱၞߩᄖ࿖ੱኋᴱ⠪ᢙߩᓟߩࠈ

ᒐౝᢙ୯ޔߪᎹਛㇱⷰࠆࠇ⸰ࠍశㄟቴᢙߦභࠆᄖ࿖ੱኋᴱ⠪ᢙഀߩวޕࠆߡߒ␜ࠍ

ᐔဋ߽ߡߒ 2㧑ߦዯోޔߕ߆࿖ᐔဋ 7%⒟ᐲ [3]ࠆߡࠇࠊ⸒ߣਛࠅߥ߆ߪߢૐᲧ₸ߣ⸒

ߒ␜ࠍߣߎࠆ߇ࠆߔჇടߛ߹ߛ߹ߪᄖ࿖ੱኋᴱ⠪ᢙߩᎹਛㇱޔߪߣߎߩߎޕࠆ߃

 ޕࠆߡ

 ᄖ࿖ⷰశቴߩ࿖㗅1ޔߪ ࠄ߆㗅ߦบḧޔ㚅᷼ޔਛ࿖ޔ㖧࿖ޔ߇ࠆߥߦบḧޔ㚅᷼߆

ߪߊࠄ߫ߒޔࠅ߅ߡߒᕆჇ߇శቴᢙⷰߩࠄ߆ਛ࿖ޔߢᣇ৻ࠆߦዋะᷫߪశቴⷰߩࠄ

ะ੍߇ߣߎߊ⛯߇ᗐޕࠆࠇߐ 
 1 ᄖ࿖ੱኋᴱ⠪ᢙ [1] [2] [4] [5]ࠅࠃᚑ 

 ࠰ᾁᾀ ࠰ᾁ ؏ע

҅ෙᢊμ؏ ᾅᾈɢʴ ᾅᾇɢʴ 

ɥ߷ɶᢿע؏ ᾁώᾂɢʴ(1.92%) ᾀᾆώᾈɢʴ(1.62%) 

 
એࠍ〯߹ޔߣࠆ߃Ꮉਛㇱⷰశߩ⺖㗴ޔߪኋᴱࠍᔅⷐࠆߔߣᄖቴߩᲧ₸ઁ߇ၞߦ

Ყߴ㜞߽ߦ㑐ޔߕࠄࠊኋᴱ₸߇ૐޕࠆߦߣߎ࿑ 4 ࠆߔߣਛᔃࠍᎹၞ߫ࠇࠍ

ർޔߪㄟቴᢙߪർᶏోၞߩ 17㧑ࠍභ߽ߦࠆ㑐ޔߕࠄࠊኋᴱᢙߪ 13.3㧑ࠍභߦࠆ

߇ㄟቴᢙޔߪධߦㅒޕߥ߉ߔ ߪኋᴱᢙޔߕࠄࠊ㑐߽ߦࠆߡߞ߹ߤߣߦ8.2% 15.5㧑

ࠆߢᓽ․ߩశⷰߩർᶏోޔߪߦߚࠆߔ⸂ࠍ㗴⺖ߩߎޕࠆߡߞ࿁ࠍർߣ



5 
 

ᧅᏻߚߒߣࡉࡂࠍㅪᴱ⒖േဳࠍ〯߹ޔߡ߃Ꮉਛㇱ⒖ࠆߌ߅ߦേဳㅪᴱࠍჇ߇ߣߎߔ߿ᔅ

ⷐ⒖ޕࠆߥߣേဳㅪᴱࠍჇޔߪߦߔ߿Ꮉ▤ౝߩᏒ↸ߩ⋧දജ߇㊀ⷐޕࠆߥߦ 

㖸߇Ꮢ↸৻ߣᎹᡰᐡ㧔Ꮉ✚วᝄ⥝ዪ㧕ޔߢਛࠆࠇߐߣᔅⷐ߇දജߥ߁ࠃߩߎ

㗡࠲ࡦࡒࠗࡓࠞߡߞߣࠍት⸒ࠍⴕޔ⋧දജࠍⴕࠍߣߎ߁ޕߚᰴ┨ࡒࠗࡓࠞߪߢ

 ޕࠆߍࠅขߡߟߦࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓࠞߚࠇߐታᣉߡߠၮߦ⸒ት࠲ࡦ

 

 
 

࿑ 4 ർᶏߩၞⷰశㄟቴᢙߣኋᴱቴ㧔ᑧੱߴᢙ㧕 [4]ࠅࠃᚑ 

 

╙ੑ┨ ᄢ㔐ࠞߪߣࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓ 

 
ᐔᚑ 16 ᐕ(2004 ᐕ)ߦⴕߚࠇࠊᎹਛㇱᐢၞᏒ↸ᝄ⥝ද⼏ળߦෳടࠆߔᣩᎹᏒޔ

㣔ᩘ↸ޔ᧲ᭉ↸ޔᒰ㤗↸ޔᲧᏓ↸ޔᗲ↸ޔᎹ↸ޔ᧲Ꮉ↸ޔ⟤ℭ↸ޔᎹᡰᐡߞࠃߦ

ᄢ㔐ጊߛࠎߣㆆ߮ᐸߩޘ߇ߜߚੱߩࠗࠕޟޔߪߣ⸒ት࠲ࡦࡒࠗࡓᄢ㔐ࠞߚࠇࠊⴕߡ

⼾߇ߥࠎߺߡߒߦᄢಾ߽ߢ߹ߟࠍὼ⥄ߥߩ߃߇ߌ߆ߩߎߪߜߚ⑳ࠆ߈↢ߡࠇ߆ߛߦ

ᱠߡߖࠊวࠍജߦ߁ࠃࠆ߃ߜ߆ࠊࠍߺᕺߩߘ߇߽ࠇߛߡ⢒ࠍၞࠆ㝯ജࠆߖࠄߦ߆

 ޕࠆߢߩ߽߁ߣޠޕߔ߹ߒ⸒ትࠍߣߎߊߢࠎ

㝯ജࠆၞࠍ⢒ߩߘޔߡᕺࠍߺಽߜ߆วޔߪߣ߁⥄ὼࠍోⷰޔߒశ⾗Ḯߩߡߒߣଔ

୯ࠍ㜞ߩߘޔ㝯ജߢᄙⷰߩߊశቴࠍ㓸ࠍࠫࡔࠗ࠼ࡦࡉߩ࠲ࡦࡒࠗࡒࠞޔᒻᚑߒ

⼾߽ߡ߅ߦ㕙ᬺ↥ᷣ⚻߇ၞ࠲ࡦࡒࡓࠞޔߢߣߎࠆߔା⊑ࠍຠߚߌߟࠍࠧࡠߩߘ

 ޕࠆ߈ߢ㉼⸂ߣߩ߽ߚߒ⸒ትࠍߣߎࠆߔᐢၞㅪ៤߇Ꮢ↸৻ߦߚࠆߥߦ߆

ᐔᚑ 18ᐕߦᄢ㔐ࠞ߇ࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓ㐿ᆎޕߚࠇߐዉޔߪ⊛⋠ߩԘၞ

㧔ᄢ㔐㧕ߩ㝯ജౣ⊒ԙၞ㑆ㆆࠍଦㅴ࡞࠺ࡕࠆߔᬺ㧔ㆆဳⷰశࠍ࠭࠾ߩ⍮ࠆ㧕ޔ

Ԛਛ㐳ᦼ⊛ޟߪߦ㘩ⷰޟߣޠశߋߥߟࠍޠၞᝄ⥝╷ߡߒߣᯏ⢻ߢߩ߽߁ߣޔࠆߖߐ

 ޕࠆ
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ࠍࡊࡦ࠲ࠬߢ႐ᚲߩߘ㧘ࠅߋࠍ႐ᚲߟᜬࠍࡑ࠹ߩቯ৻ߪߣࡊࡦ࠲߽ࠬߘ߽ߘ 

㓸ࠆડ↹ޕࠆߢ৻ቯࠍࡑ࠹ߩᜬߟ႐ᚲߪ㧘㋕ߩ㚞㧘ߩ㚞㧘ⷰశ㧘৻ቯ࠹ߩ

ޕࠆ߈ߢᦼᓙ߇ߤߥ㧘㓸ቴലᨐ㧘ㅍቴലᨐߪࠆߔታᣉޕࠆߢޘ᭽ߤߥᐫ߅ࠆߔห⾥ߦࡑ

ෳടࠆߔߪ㧘ࠬࠍࡊࡦ࠲㓸ߣߎࠆߔ⥄ߩᭉߣߐߒ㧘᭽ߥޘ႐ᚲࠆߋࠍᭉ߇ߐߒ

߇᭽ሶࠆߡ㓸ࠍࡊࡦ࠲ࠬߦᄞਛ߇ሶଏߪߢࡊࡦ࠲ࠬߩߌሶଏะߪߢ㧶㧾㚞ޕࠆ

ᢔޕࠆࠇߐ㓸ߦࡊࡦ࠲ࠬߚᔕࠆ߇ౖ․ࠆ߃ࠄ߽ࠍ࠻ࡦࡊߡߓᬺ߽ᄙߊ㧘ߩߘ

ࠆߢ࠻ࡦࡌࠗߥ⊛ઍޕࠆߡߞ߇ߥߟߦߣߎࠆ㜞ࠍࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗࠆߔෳട߇ߣߎ

␠ኹߩࡑ࠹ቯ․ޔߩቯၞ․ߪࠆ࿖ోࠄ߆ߊฎߪߢᣣᧄޔ߇ࠆ߽߈ะࠆߔ⸂ℂߣ

 ޕࠆߢߩ߽ࠆߦ࠷࡞ߩߘ߇ାઔⴕὑࠆࠊ߹ߡߞࠄ߽ࠍᓮᧇශߡߞᎼࠍ

ࡐࠅነߜ┙߅Ԙࠆߢ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲ࠬޔ႐วߩࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓࠞ 

⬿㧘㈬࠻ࡦࠗࡐ࠷㧘ࠬࠗ࠻ࡦࠗࡐ㘶㘩ᐫࡦ࠻ࠬ㧔࠻ࡦࠗࡐࡔ࡞㧘ԙࠣ࠻ࡦࠗ

ࡎ㧘Ԝ࠻ࡦࠗࡐ㧘ԛ᷷ᴰ࠻ࡦࠗࡐ⸳Ꮏ⧓ᣉ㧕㧘Ԛᢥൻ࠻ࡦࠗࡐߍ߿ߺ߅㧘࠻ࡦࠗࡐ࡞ࡆ

ࡦ࠲ࠬࠆߡߒ⟎⸳ߢ࠻ࡦࠗࡐ࠻ࡦࡌ㧕㧘ԝࠗ࠻ࡦࠗࡐᣏ㙚࡞࠹ࡎࠖ࠹㧔ࠪ࠻ࡦࠗࡐ࡞࠹

ຠߢㆬߣࠆߔᔕߡߒ╵࿁ߦ࠻ࠤࡦࠕߩࠠࠟࡂ㧘߫ࠇ߃ឥࠍᢙߩ㧘ᚲቯߡߒࠍࡊ

 ޕࠆߡߞߥߦߺ⚵߁ߣࠆ߃ࠄ߽߇

 2009 ᐕࠍߡߟߦ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲ࠬޔߡߞߣߦ⺑ޕࠆߔ 2 ࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲ࠬߪ

⦡㤛ޔ࠻ࡦࠗࡐࠅነߜ┙߅-⦡⿒ޔએਅޕߚߒࠍ࠻ࡦࠗࡐࠅࠃߦ⦡ޕࠆߢⷩ৻࠻ࡦࠗ

㕍ޔ࠻ࡦࠗࡐ࡞ࡆⓨ⦡-㈬ㅧޔ࠻ࡦࠗࡐ࠷ࠗࠬ-⦡✛ޔ࠻ࡦࠗࡐ㘶㘩ࡦ࠻ࠬ-

ࠖ࠹ࠪ-⦡⨥ޔ࠻ࡦࠗࡐᴰ᷷-⦡᩶ޔ࠻ࡦࠗࡐ⸳Ꮏ⧓ᣉᢥൻ-⦡⚡ޔ࠻ࡦࠗࡐߍ߿ߺ߅-⦡

 ޕࠆߡߒࠍޔ࠻ࡦࠗࡐ࠻ࡦࡌࠗ-⦡ᯍޔ࠻ࡦࠗࡐᣏ㙚࡞࠹ࡎ

ߣߎߔࠍࡊࡦ࠲ࠬߢߌߛࠆߔ⸰߽ߡߊߥߒࠍ‛⾈ߦ․ޔߪߢ࠻ࡦࠗࡐࠅነߜ┙߅ 

ߡೋߢߣߎࠆߔ⾼ࠍࠬࡆࠨ߿ຠޔߢవߚࠇ⸰ޔߪ࠻ࡦࠗࡐߩએᄖࠇߘޕࠆ߈ߢ߇

ߢߺ⚵ߚߒᦼᓙࠍ㓸ቴലᨐࠆࠃߦࡊࡦ࠲ࠬߪࠇߎޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߔࠍࡊࡦ࠲ࠬ

 ޕࠆߢߺ⚵ߚߒᦼᓙࠍㅍቴലᨐޔߪߩߥ߈ߢᔕ߫ࠇߌߥߐࠍᢙߩᚲቯޕࠆ

 ᔕ᧦ઙࠍ࠻ࠤࡦࠕߡߒߣߟ৻ߩታᣉ࠻ࠤࡦࠕޕࠆߡߒ㧔࿑ 5 ෳᾖ㧕ߪᔕࠟࡂ

ⵣ㧔࿑ߩ㕙ࡊࡦ࠲ࠬߩࠠ 6 ෳᾖ㧕ߦ⸥タޔࠅ߅ߡࠇߐᔕ⠪ߩ᳁ฬޔᐕ㦂ޔᕈޔᚲ╬

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߡ┙ᓎߦಽᨆߩశേะⷰߩෳട⠪ࡊࡦ࠲ࠬޔߚࠆߥߦ߆ࠄ߇
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 2 2009 ᐕ ࠞ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲ࠬࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓ৻ 㧔ⷩർᶏᣂ⡞ᐢ

๔․㓸 ᄢ㔐ࠞ2009 ࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓ  ᚑ㧕ࠅࠃ
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࿑ 5 2009 ᐕ ᔕ࠻ࠤࡦࠕߩࠠࠟࡂ 

㧔⾰ౝኈ 1ߩࠧࡠޔ⍮ᐲ⒖ 2ޔേᚻᲑߢߎߤࠍࡊࡦ࠲ࠬ 3ޔ⍮4ޔ߆ߚߞ ෳട

⚻㛎ߩή7 6 ޔ߆ࡊ࡞ࠣߥ߁ࠃߩߤ 5ޔ  ޔṛᣣᢙ 7 ,߆ߚߨ⸰ࠍశⷰߥਥⷐߩߟ

8 ኋᴱฬ9 ޔ ᄖ⒖ߩࠄ߆േᚻᲑ10ޔ ↪ߚߒⓨ᷼㧕 

 

 

࿑ 6 ࠬࡊࡦ࠲ᔕࠠࠟࡂ㧔Ꮐ 2008, ฝ 2009 ᐕ㧕 
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 ╩⠪2009ޔߪ ᐕߦᎹᡰᐡ㧔Ꮉ✚วᝄ⥝ዪ㧕ࠄ߆ᄢ㔐ࠞࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓ

ߥߡࠇߐಽᨆ߇ߚࠇߐ⸘㓸ߡߞࠃߦ࠻ࠤࡦࠕߢਛߩߘޔࠇߐଐ㗬ࠍଔ⹏ߩᬺ

⾆㊀ߥᖱႎߦߣߎࠆ߇᳇ޕߚߟ߇⾆㊀ߥᖱႎߪ 2 Ԙ2009ޕࠆߟ ᐕߩᔕ↪ࠠࠟࡂߩ

ߥਥⷐߚࠇߐ⸤ߦ 7 ࠇߐߢὐ࠻ࡦࠗࡐԙޔᖱႎߩ߆߁ߤ߆ߚߞነߜ┙ߦశⷰߩߟ

ߦߣߎࠆߔߦ߆ࠄࠍ㑐㑐ଥ⋦ߩశ㑆ⷰߩߟ7ޔߪߡߒ㑐ߦԘޕࠆߢޔᖱႎࡊࡦ࠲ࠬߚ

ߐߢὐ࠻ࡦࠗࡐޔߪߡߒ㑐ߦԙޕ߁ᛒࠅขߊߒߢ┨྾ߪߡߒ㑐ߦࠇߎޕࠆࠇࠄ↪

㧘ᤨߚߔࠍࡊࡦ࠲ࠬߢ⇟㗅ߩᐫߚߞࠊ߹㧘ࠅ߅ߡߞߥ⇣ߡߞࠃߦᐫ߅ߪࡊࡦ࠲ࠬߚࠇ

♽⊛⒖ߦേⷰࠅ߹ߟޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߴ⺞ࠍ〝⚻ߚߒశቴߩേ✢ࠍࠢࡢ࠻࠶ࡀ᭴▽ޔߒ

ಽᨆ߇ߣߎࠆߔน⢻ߦࠇߎޕࠆߥߦ㑐ߪߡߒ┨ߢߊߒขࠅᛒޕ߁ 

 

╙ਃ┨ ዬ⒖ߣേᚻᲑ 

 
ߪࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓࠞ  2006 ᐕࠄ߆㐿2010ޔࠇߐ ᐕߢ⸘ 5 ࿁ࠍᢙޕࠆ߃

2010 ᐕߛ߹ߪ㓸⸘߇ቢੌ2009ޔߚߥߡߒ ᐕ߹ߣࠆߺࠍ࠲࠺ߩߢ 2008 ᐕ߹ߪߢ㗅

ߡߌ߁ࠍᓇ㗀ߦ᥊᳇ᓟㅌࠆߔߣ࿃ࠍࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑޔ߇ߚ߈ߡ߃Ⴧ߇ᔕߦ⺞ 2009 ᐕ

㧔 3ࠆߡߒዋᷫ߇ᔕ⠪ᢙࠅࠃ೨ᐕߪ ෳᾖ㧕ޕ 

ޔߊ㜞߇₸Ყߩᐓᅚᕈ⧯ߣᅚᕈ58%ߪᕈߩᔕ⠪ߩ2009ᐕޕߊߡࠍᔕ⠪ߡ⛯

ᐕ㦂ߣࠆߺߢᦨ߽ᄙ߇ߩ 30 ઍߩ ߡ⛯ޔ20% 40 ઍ-19%50ޔ ઍ-15%60ޔ ઍ-14%ߣ⛯

 ޕߊ

  4 ߣࠆߺߢዬࠍᔕ⠪ ࠅࠃ 2007 ᐕߪᄖᲧ₸߇ 60%ᒙޔ߇ߚߞߢᐕᷫޘዋ

2009ޔߒ ᐕߪ 31.2㧑ޕࠆߡߞ߹ߤߣߦᣂဳࠗࡦ࠰ࠟ߿ࠩࡦࠛ࡞ࡈࡦଔᩰߩ㜞㛛߅ߩ

ะߩߎޕࠆࠇࠄߍߡߒߣⷐ࿃߇ߣߎߚߞ߹ᒝ߇ะߩޠㄭ⍴ޟߩᣏⴕ⠪ޔߌฃࠍࠅ

ߪ᭴ᚑᲧߩౝዬ⠪ࠕࠛߡߒᤋࠍ  ޕࠆߡߒߢ߹45.1%

੩᧲ߪߢᄖޔභࠍඨᢙ߇ᧅᏻᏒߪߢౝޔᣩᎹᏒߪߩᄙ߇ᦨ߽ᔕ⠪ߢౝࠕࠛ 

ㇺޔᄹᎹޔජ⪲ޔၯ₹߇ 100 ฬࠍߡ⛯ޔ߃ᄢ㒋߁ߣ㗅ޕࠆߡߞߥߦ 

ኅᣖޔߪߡߒኻߦ⾰߁ߣ߆ߚߞᑫࠍࡊࡦ࠲ࠬߣ⺕  ੱޔ85% ⁛නޔ8% ޔ5%

࿅ᣏⴕ ࠆߡߞߥߣ1% 5

߇↪ⓨᯏ⥶ޔߪᄖⷰశቴߚ߹  ߇ࠚࡈޔ74% JRޔ23% ߇ ⓨ᷼ޔࠅ߅ߡߞߥߣ2%

ߪߢᣩᎹⓨ᷼↪߇ 52㧑ࠍභޔᣂජᱦߪ శⷰࠆࠇ⸰ࠍർᶏޕࠆߡߞ߹ߤߣߦ41%

ቴߩ᧪ᚻᲑߩᲧ₸ߣᲧߣࠆߴᔕ⠪ࠚࡈߩ↪Ყ₸߇㜞ޔߣߣߎᣩᎹⓨ᷼ߩ↪

 ޕࠆ߃⸒ߣᓽ․߇ὐ㜞߇₸

 ޕ

 ⒖േᚻᲑޔߪ⥄ኅ↪ゞ߇ ߇ࠞ࠲ࡦޔ77% JRޔ16% ߇ ォ⥄ޔࠗࡃ࠻ࠝઁߩߘޔ3%

ゞޔᓤᱠ╬ࠕࠛߦࠄߐޕࠆߢ߆ߕࠊߪ⒖ߢേᚻᲑࠕࠛߣࠆߺࠍౝߪ 90%⒟ᐲߪ⥄

                                                   
5 ᧄࠬࠍࡊࡦ࠲↪ⷰߩߡߒశಽᨆࠍⴕ߁႐วޔ⥄േゞ↪⠪߇࡞ࡊࡦࠨߩჇߚࠆ߃

ጀ㔕ࠆߦ↸Ꮉߦ․ޕ㜞߇น⢻ᕈࠆࠇ߇ะ߁߹ߒߡߒㆊዊ⹏ଔࠍ࿅ᣏⴕቴޔ

ጽߪߢᄙߩߊ࿅ᣏⴕࠍฃߌޔߚࠆߡࠇขᛒߦᵈᗧ߇ᔅⷐޕࠆߢ 
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ኅ↪ゞޔౝ߽ห᭽ߩᲧ₸ޕࠆߢᄖߪ⥄േゞ߇ 80%⒟ᐲࠍභޔ⥄ኅ↪ゞ↪߽ࠅࠃ

᧪ߢࠚࡈࠄ߆ᄖޔߪ႐วߩኅ↪ゞ⥄ޔߪᄖⷰశቴޕ㜞߇₸Ყߩ↪ࠞ࠲ࡦ

߁ߣࠄ߆ᣂජᱦⓨ᷼ޔߪ႐วߩ↪ࠞ࠲ࡦޔߊᄙ߇ࡦ࠲ࡄࠆߔㆆࠍർᶏޔߡ

ࠆߔㆆߡࠅ߅ߦᣩᎹⓨ᷼ޔߣࠆߺߡߞ㒢ߦ႐วߩᎹਛㇱⷰశޔ߇ߚߞ߆ᒝ߇ࠫࡔࠗ

࠲ࡄࠆߔㆆࠍർᶏߢኅ↪ゞ⥄ߡߒ↪ࠍࠚࡈޕࠆࠇขߺ⺒߇ߣߎᄙ߇ࡦ࠲ࡄ

 ޕࠆ߇น⢻ᕈࠆߔᓟ߽Ⴧടߡߞࠃߦᒁഀήᢱൻߩ〝㜞ㅦޔߪࡦ

 
 3 ᔕ⁁ᴫ䈱ផ⒖䋨 [6]䉋䉍ᚑ䋩 

㐿ᐕ 2006 ᐕ(H18) 2007 ᐕ(H19) 2008 ᐕ(H20) 2009 ᐕ(H21) 

ᔕ⠪ᢙ 584 ੱ 2376 ੱ 5652 ੱ 4062 ੱ 

 

 

 

 
 4 ᔕ⠪䈱ዬ䋨 [6]䉋䉍ᚑ䋩 

 2007 ᐕ ᭴ᚑᲧ 2008 ᐕ ᭴ᚑᲧ 2009 ᐕ ᭴ᚑᲧ 

 ౝ 456 20.0% 1776 31.4% 1830 45.1%ࠕࠛ

ౝ 491 21.5% 1614 28.6% 949 23.4% 

ᄖ 1337 58.5% 2262 40.0% 1266 31.2% 

ਇ     17 0.4% 

ว⸘ 2284 100.0% 5652 100.0% 4062 100% 

 

╙྾┨ ⷰశ㑆ߩ⋧㑐㑐ଥ 

 
 ࿑ 6 ⾰ߩ 6 ㊄㧔᷷⊕ޔᄤੱጽޔጀ㔕ጽޔᣩጪޔን⦟㊁ޔℭ⟥ޔᣩጊേ‛ޔߡߠၮߦ

ᴰ㧕ߩ⋧㑐ଥᢙޕߚߴ⺞ࠍ 
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 5 2009 ᐕߦ࠻ࠤࡦࠕၮߊߠਥⷐ㧣ⷰశ㑆ߩ⋧㑐ଥᢙ 

 

 
  3 ޔዏޕࠆߡߒ␜ࠍߣߎᒙ߇㑐⋦ߪ⦡㕍ޕߩ߽ߟᜬࠍ㑐ଥᢙ⋦ߩᱜߪᢙሼߩ⦡⿒ߩ

⋧㑐ଥᢙߪߡߟߦǿੑਸ਼ᬌቯࠍⴕ⋧㑐߇ᗧࠍߣߎࠆߢ⏕ޕߚߒߦၮޔ߫ߌߠ

ะࠆነߜ┙ߦን⦟㊁߿ℭ⟥ޔߪశቴⷰߚࠇ⸰ࠍᣩጊേ‛ޔߚߟᜬࠍ㑐⋦ߩᱜߪ⦡⿒

ߎࠆ߇ะᒝࠆነߜ┙ߦን⦟㊁ޔߪశቴⷰߚࠇ⸰ࠍℭ⟥ޕࠆߡࠇߐ␜߇ߣߎࠆ߇

ߡߒ␜ࠍߣߎࠆ߇ะࠆነߜ┙߽ߦ㊄᷷ᴰ⊕ߚ߹ޕࠆߡࠇߦߐ߈ᄢߩ㑐ଥᢙ⋦߇ߣ

ߩઁߪጀ㔕ጽߢᣇ৻ޕࠆ 6 ࠆขߺ⺒ࠅࠃᢙ୯ߩ⦡㕍ޔ߇ߣߎᒙ߇㑐⋦ߩߣశⷰߩߟ

  ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎ

એߩ⋧㑐㑐ଥߪℂᖱႎࠍടߡߒ⠨ߣࠆ߃ℂ⸃ޕߔ߿ߒ࿑ 7 ࿑ߩᎹਛㇱၞߪ

⊕ᣩጊ́⟤ℭ́ን⦟㊁́ޕࠆߢၞ㜞ߩ㑐ଥᢙ⋦ߪၞߚࠇ߹࿐ߢᨒߩ⦡⿒ޕࠆߢ

㊄ޔᣩጪ́ᄤੱጽߩ⋧㑐߇㜞ߺ⚵วޔߪߖࠊℂ⊛߽ߡߺߦ㓞ធ⒖ࠅ߅ߡߒേߔ߿ߒ

ޔߕࠄ߅ߡߒ㓞ធ߽ߣၞߩߎߤޔߪጀ㔕ጽߚࠇ߹࿐ߢᨒߩ⦡㤛ߒ߆ߒޕࠆ߈ߢ⏕߇ߣߎ

Ꮉਛㇱၞߦ⟎߽ࠆߔᄢ㔐ጊ♽ߦಽᢿࠆࠇߐ㑐ଥޔࠅ߅ߡߞߥߦၞ㑆⒖ߢേᤨߦ㑆

ޕࠆߡߞߥߦߩ߽ૐߪ㑐ଥᢙ⋦ߩၞઁߣጀ㔕ጽߡߞ߇ߚߒޕࠆ߆ࠊ߇ߣߎࠆ߆߆߇

ߦߣߎࠆߊߡߞᚯߦን⦟㊁߿ℭ⟥ߣ߁߹ߒߡߌᛮߦᐲጀ㔕ጽ৻ࠄ߆ℂ⊛᧦ઙߥ߁ࠃߩߎ

ߒߡߌᛮߦ✂߿ർ߹߹ߩߘޔߪ႐วߩశⷰߩㅪᴱ⒖േဳޔߚࠆ߆߆߇㑆ᤨߩߊᄙߪ

 ޕࠆߡߞߥߦࠢ࠶ࡀߩߢߔિ߫ࠍኋᴱቴᢙߡ߅ߦᎹਛㇱޔߊᄙ߇ࠬࠤ߁߹

એߩಽᨆ⚿ᨐޔߪరੱߩ㑆ࠆߪ⒟ᐲ⍮ߦ߁ࠃߩߎޔ߇ࠆߢߩ߽ࠆߡߞ⏕ߥᢙ

୯ߪߣߎߚࠇߐ␜ߢᗧ⟵ᷓߣߣߎᕁޕࠆࠇࠊ 
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࿑ 7 Ꮉਛㇱၞ࿑㧔ౖ @2011 google ↹ @2011 TerraMetrics ࿑࠲࠺ 

@2010 ZENRIN㧕 

㧔A ᣩጊേ‛ޔB ⟤ℭޔC ን⦟㊁ޔD ᣩጪޔ E ጀ㔕ጽޔ F ᄤੱጽޔG ⊕㊄ޔ

H ᣩᎹᏒߩ㚞㧕 

 

╙྾┨ ⷰశቴߩേ✢ߩนⷞൻ 

 
೨ㅀ߅ߪࡊࡦ࠲ࠬߦ߁ࠃߚߒᐫࠅߥ⇣ߦߣߏ㧘ⷰశቴޔߪᑫߚߞᐫߩ㗅⇟ࠍࡊࡦ࠲ࠬߢ

ߚߔ㧘ᤨ♽⊛⒖ߦേ߅ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߴ⺞ࠍ〝⚻ߚߒᐫ࠼ࡁߩࠢࡢ࠻࠶ࡀࠍ

ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔᚑࠍ࿑ࠢࡢ࠻࠶ࡀߣࠆ߃⠨ߣ〝⚻ߚߒ⒖േ߇శቴⷰߪࠢࡦߡߒߣ

㧘ߊߠၮߦ㘈ቴಽᨆߩశ⠪ⷰޔ߫ࠇߔนⷞൻࠍ✢േߩ㧘ⷰశቴߡߠၮߦ࿑ࠢࡢ࠻࠶ࡀ

ຠ㐿⊒߿ᐫ⥩㐿⊒ߦᓎ┙߇ߣߎ߁ࠄ߽ߡߡน⢻ޕ߁ࠈߛࠆߥߣ 

ⷩ৻࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲㧘ࠬࠍ㧔⚿▵ὐ㧕⇟ภ࠼ࡁߩࠢࡢ࠻࠶ࡀޔߕ߹ 6

                                                   
6 ࿑

⇟ߩ

ภ㧔ർᶏᣂ⡞ߩᐢ๔․㓸㧕ߦኻᔕߜ┙߅ޕࠆߖߐነߩ⦡⿒ߪ࠻ࡦࠗࡐࠅ᭽ߏ࠻ࡦࠗࡐߦ

 2 2009 ᐕ ࠞ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲ࠬࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓ৻ⷩ㧔ർᶏᣂ

⡞ᐢ๔․㓸 ᄢ㔐ࠞ2009 ࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓ  ᚑ㧕ࠅࠃ
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 ޕࠆࠇߐߌಽ⦡ߦߣ

 

࿑ 8 ࠞⷰߩࠕࠛ࠲ࡦࡒࠗࡓశቴߩേ✢ࠢࡢ࠻࠶ࡀ࿑ 2009 ᐕ 

 

 

࿑ 9 ౝⷰశቴ㧔ࠛࠕౝ㒰ߊ㧕ߩേ✢ࠢࡢ࠻࠶ࡀ࿑ 2009 ᐕ 
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࿑ 10 ᄖⷰశቴߩേ✢ࠢࡢ࠻࠶ࡀ࿑ 2009 ᐕ 

 
ޔࠬߪ࿑ࠢࡢ࠻࠶ࡀ  ޕࠬࠆߡߒนⷞൻߡߒ↪ណࠍ࡞࠺ࡕࠣࡦࡊ ޔߪ࡞࠺ࡕࠣࡦࡊ

ߦ㑆࠼ࡁࠆߔ㓞ធޔߢߩ߽ߚߒߥߺߣ㧕ߨ㧔߫ࠣࡦࡊࠬࠍࠢࡦޔࠣࡦࠍ࠼ࡁ

ޕࠆߢᚻᴺࠆߔนⷞൻߡߒ↪ࠍ⊒ജߊߦ㑆࠼ࡁߥߒ㓞ធޔߣജߩࠣࡦࡊࠬߊ

ࡁࠆߩ㑐ଥߚ߹ޔߊߔ߿ߦ⊛ⷞⷡޔߚࠆࠇߐ⟎㈩ߦ߁ࠃߥࠄߥ㊀ߦ߇࠼ࡁ

ࠅ߹ߟޕࠆ߈ߢ⸂ℂߦ⊛ⷞⷡࠍߐᒝߩ㑐ଥᕈޔߚࠆߊߡߞ߹㓸ߦ㗔ၞ⁜⊛Ყセ߇࠼

ᄙⷰߩߊశቴ߇ㆆ߇࠼ࡁࠆߦ〝⚻ߚߒ․ቯ㗔ၞߦ㓸߹ߡߞޕࠆߢ࡞࠺ࡕࠆ߃

ߠߒ⏕ߪߦ⊛ⷞⷡޕࠆߔᗧࠍߣߎߚߞ߆ߥࠇ⸰߇శቴⷰߪ࠼ࡁߚߒ┙⁛ߥ߇ࠢࡦ

ߢ〝⚻ߚߒ⒖േ߇శቴⷰߩዋᢙޔߪࠢࡦࠆߢ〝⚻ߚߒ⒖േ߇శቴⷰߩᄙᢙޔ߇ࠄ

 ޕࠆߡࠇߐ␜ߊᄥ߽ࠅࠃࠢࡦࠆ

࿑ 8 ޕࠞߊߡࠄ߆ ޔ⦡⿒ߦਛᔃㇱಽޔߪ✢శേⷰߩੱࠆߔዬߦࠕࠛ࠲ࡦࡒࠗࡓ

႐ࠆߔ⒖േߢゞޔߢ࠻ࡦࠗࡐࠅነߜ┙߅ߪ⦡⿒ޕࠆ߆ࠊ߇ߣߎࠆߡߞ߹㓸߇⦡ⓨޔ⦡✛

วⷰߩశቴޔߪ㜞⏕₸ޟߢߩ㚞ࡦࠗࡐ࠷ࠗࠬߪ⦡✛ޕࠆߡࠇߐ␜߇ߣߎࠆࠇ⸰ࠍޠ

ኾ㐷ࡓࠢࠬࠗࠕࠆߔ㓞ធߦᣩᎹⓨ᷼ߪߟ৻߁߽ޔߢᵗ⩻ሶᐫࠆߦᄖ㇠ߪߟ৻ޔߢ࠻

ᐫޕࠆߢേ✢ᣩᎹⓨ᷼ࠄ߆⟤ℭޔን⦟㊁ᣇ㕙ߦⴕߊ㓙ߪߦㅢޔߦߚࠆߢ〝⚻ࠆᄙ

㜞߿ጊ㈬ㅧ↵ߢ࠻ࡦࠗࡐ࡞ࡆ㈬ㅧޔߪ⦡ⓨޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߚߞነߜ┙߇శቴⷰߩߊ

⍾㈬ㅧߚߞߣ⠧⥩㈬ㅧੱޔࠅߢࠞࠗࡔ᳇ⷰశࠬޕࠆߢ࠻࠶ࡐ㤛⦡߽৻ߌߛߟਛᔃ

ㇱߦㄭ߇࠼ࡁሽޟߪࠇߎޕࠆߔᣩᎹࡦࡔߢޠᣩጊേ‛ߦㄭੱ᳇ⷰశࠬࡐ

 ޕࠆߢ࠻࠶

ᰴߦ࿑ 9 ࿑ޕࠆߢ✢శേⷰߩࠄ߆ർᶏౝޔߪ 8 ߇࠼ࡁߩࠢࡢ࠻࠶ࡀߣࠆߴᲧߣ

ਛᔃㇱಽߦ㓸ਛޕࠆߢࠄ⇹߽ࠢࡦޔߕࠄ߅ߡߒਛᔃㇱಽࠅߥ߆ߪ࠼ࡁ⦡⿒ߩᄥ
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ޔޠ⨲㙚́ࠊ߆ߒ߇㚞߭ߩޟޔޠࠊ߆߭ߐ㚞ߩޟ߫ࠇࠍ⚦ޔࠅ߅ߡࠇ߫⚿ߢࠢࡦ

ࠆߡߞߥߦ✢ၮᐙേߩశⷰ߇ޠ࠲ࡦᣩᎹⷰశᖱႎޟߣޠࠄߊߩਐ߃㚞́߮ߩޟ

ߥ߈ᄢ߇ޠ㚞ߩޟޔߡߞߣߦౝⷰశቴࠆߔశⷰߢേゞ⥄߇ߊㄭ%90ޕࠆ߈ߢ⏕߇ߣߎ

ᓎഀࠍᨐౣ߇ߣߎࠆߡߒߚ⏕ޕߚ߈ߢਛᔃㇱಽࠕࠛߪߦౝߣหޔ࠼ࡁ⦡✛ߦ߁ࠃߓ

㤛⦡ޔ࠼ࡁⓨ⦡ߪࠄࠇߎޕࠆ߇࠼ࡁ೨ㅀੱߦ߁ࠃߚߒ᳇ⷰశࠬޕࠆߢ࠻࠶ࡐ࿑ 9

࿑ࠍ 8 ޕࠆߢߣߎߥዋ߇ᢙߩࠢࡦߋߥߟࠍ࠼ࡁߣ࠼ࡁޔߪᓽ․ߩ႐วߚߴᲧߣ

ޕࠆߔᗧࠍߣߎߥዋ߇ࡦ࡚ࠪࠛࡃߩ⒖േߩ߳࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࠄ߆࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࠅ߹ߟ

ౝⷰశቴⷰࠄ߇ߥࠅߣࠍ〝⚻ߥ߁ࠃߚૃ߽ࠇߕߪశࠆߡߒࠍታᘒ߇ߎޕࠆߊߡ߃

 ޕࠆࠇߐ␜ߦ⊛ᢙ୯ޔߢಽᨆࠢࡢ࠻࠶ࡀߩ┨ᰴߪߣߎߩ

 ᦨᓟߦ࿑ 10 ߎࠆߡߞߥߦኒߴᲧߣౝⷰశቴޔߪ〝⚻⒖േߩᄖⷰశቴޕߊߡࠍ

ߞ߆ߥߒᐲ߽⸰৻߇శቴⷰࠄ߆ߣߎࠆࠇࠄߺᄙᢙ߇࠼ࡁߚߒ┙⁛ޕࠆߢ⊛ᓽ․߇ߣ

↱ℂߩߘޕᄙ߽ࠅࠃౝⷰశቴߪ〝⚻⒖േߩ㑆࠻ࡦࠗࡐߚߒ⸰ޔ߇ᄙ߽࠻ࡦࠗࡐߚ

ߟ߮⚿ߦኒߣ࠻ࡦࠗࡐߩઁߡߴᲧߦౝⷰశቴ߇࠻ࡦࠗࡐኋᴱ㑐ㅪߩ⦡⨥ޔ⦡᩶ޔߡߒߣ

ޔࠍ߆ࠆߡߒㆆߥ߁ࠃߩߤ߇ᄖⷰశቴߪᣏ㙚ޔᴰ᷷ޔ࡞࠹ࡎޕࠆߢࠄ߆ࠆߡ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆขߺ⺒ࠄ߆࿑ࠢࡢ࠻࠶ࡀߩߎ

 ⚦ߦࠕࠛߩઁߣߊߡห᭽߇࠼ࡁ⦡⿒ߦਛᔃㇱಽߦ㓸߹ߥߪߦઁޕࠆߡߞ

․ᓽޔߡߒߣ⟤ℭ↸ࠆߦᜏ⌀㙚߇ਛᔃㇱಽޔࠅߦᄖⷰశቴੱߩࠄ߆᳇ޕࠆ߃߇߆߁߇

߽ߦઁ JA ੱߚߺߡࠇ⸰ߪ↸ℭ⟥ߡߞߣߦᄖⷰశቴޔࠅ߅ߡ᧪ߦℭㆬᨐ߽ਛᔃㇱಽ⟥ߩ

᳇ࠬౣ߇ߣߎࠆߢ࠻࠶ࡐ⼂ޕࠆ߈ߢ㕍⦡߇࠼ࡁ⦡⚡ޔਛᔃㇱಽߦ㓸߹ߣߎࠆߡߞ

〝⚻ㆆࠆߔ↪ߦ❥㗫߇ᄖⷰశቴߪ࠻ࡦࠗࡐ⸳Ꮏ⧓ᣉᢥൻޔ࠻ࡦࠗࡐߍ߿ߺ߅ࠄ߆

 ޕࠆ߃⸒ߣ

 ᰴޔߦℂᖱႎߣวࠢࡢ࠻࠶ࡀߚߖࠊ࿑ࠍޕߊߡ࿑ 11 ࠍ〝⚻శⷰߩᄖⷰశቴߪ

࿑ޕࠆߢߩ߽ߚߒนⷞൻߡߒ⠨ᘦࠍᚲߩ࠻ࡦࠗࡐ 7 ߇㑐ଥᕈߣࠆߔᲧセߣ࿑ᖱႎߩ

ℂ⸃ޕߔߒ⋥ᗵ⊛߫߃ߣߚޔߪߩࠆ߆ࠊߦฝߩᗲ↸ߩߎߩ߈ޟߩ㉿ޠ࡞ࡃࠖ࠹ࠬࠚࡈ

ޔߪߣߎ߁ߣ⚦߇ࠢࡦޕࠆߢߣߎࠆߡ᧪ࠄ߆࡞࠹ࡎࠆߦᣩጪߪੱߚࠇ⸰ߦ

ᄖⷰశቴߩ࡞ࡃࠖ࠹ࠬࠚࡈޕࠆߢߚߥߡࠇ⸰ࠅ߹᧪႐⠪ᢙࠍჇޔߪߦߔ߿ᣩጪ

ߦ࡞ࡃࠖ࠹ࠬࠚࡈߦ೨߇ᄖⷰశቴࠆࠇ⸰ࠍ࡞࠹ࡎߩᣩጪޔ߿ߣߎࠆߔትવߢ࡞࠹ࡎߩ

㑐ࠆߔᖱႎࠍᚻߦ߁ࠃࠆ߈ߢਥ⠪ߦ࡞࠹ࡎ߇߽ߣߎࠆߌ߆߈น⢻ߡߴߔޕ߁ࠈߢ

ߔ↪ࠍⷞⷡᖱႎߩࠢࡢ࠻࠶ࡀߦ߁ࠃߩߎޔ߇ߒ㔍ߪߣߎࠆߔࠍߌ߆߈ߦ࡞࠹ࡎߩ

 ޕࠆߥߣน⢻߇ትવᵴേߥ⊛₸ലࠅࠃޔ߫ࠇ

 ᰴ࡞࠹ࡎߦ߅߇ቴߩࠎߐേะߦ㑐ࠆߔᖱႎߒ߶߇႐ว࡞࠹ࡎޔߪߦਛᔃࡀࠧࠛߩ

࿑ޕࠆߢน⢻߽ߣߎߔࠅขࠍ✢శേⷰߩኋᴱ⠪ߡߞࠃߦߣߎࠆߔᚑࠍࠢࡢ࠻࠶ 12

 ޕࠆߢ࿑ࠢࡢ࠻࠶ࡀߩ࡞࠹ࡎࠆߦጀ㔕ጽߣ࡞࠹ࡎࠖ࠹ࠪߩᣩᎹ߇
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࿑ 11 ᚲᖱႎࠍ⠨ᘦࠢࡢ࠻࠶ࡀߩࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓࠞߚߒ࿑ 

 

 

࿑ 12 ࠛࠧࡈࠣࠢࡢ࠻࠶ࡀ㧔Ꮐ ᣩᎹ࡞࠹ࡎߩ ฝ Ꮉ↸ጀ㔕ጽ࡞࠹ࡎߩ㧕 

 ࿑ 12 Ꮐ࿑ࠅࠃᣩᎹᏒਛᔃㇱߩ࡞࠹ࡎࠆߦኋᴱቴޔߪᣩᎹޔ⟤ℭޔ᧲Ꮉߩߩ㚞ࠍਛᔃ

᳇ੱߩᜏ⌀㙚ޔᣩጊേ‛ޔࠞࠗࡔ㈬ㅧޕࠆ߆ࠊ߇ߣߎࠆߡߒ⒖േߊᐢࠍᎹ▤ౝߦ

 ޕࠆࠇขߺ⺒߽ߣߎᄙ߇ࠬࠤࠆነߜ┙ߦએᄖ߽᷷ᴰࠇߎޕ㜞߇

 ࿑ 12ฝ࿑ࠅࠃጀ㔕ጽߩ࡞࠹ࡎߩᄖኋᴱ⠪ߪ㤥ጪߣࠗࠚ࠙ࡊࡠṚߩ࠲ࡦࡒ㑆ߢᦨ߽

ᄥࠍࠢࡦᜬޔߜᣩጊേ‛ߣᣩᎹࡦࡔޔ⟤ℭ߹ࠍ⿷ߢᑧ߫ߡߒߩ㚞́ਐߊߩ

 ޕࠆ߆ࠊ߇ߣߎࠆߡߞᑫࠍࠄ

߈ߢ߇ߣߎࠆߊߒࠍ✢శേⷰߩኋᴱቴޔ߫ࠇߺߦ⚦ࠍ࿑ࠢࡢ࠻࠶ࡀߦ߁ࠃߩߎ 

ߥߦน⢻߇ᗧᕁቯᡰេߩ⾗ᛩ߿ឭଏߩࠬࡆࠨߚߒ߆↢ࠍᖱႎߩࠄࠇߎޔࠅߥߦ߁ࠃࠆ

 ޕࠆ
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╙┨ ࠢࡢ࠻࠶ࡀಽᨆ 

 
ᧄ┨ࠢࡢ࠻࠶ࡀޔߪߢಽᨆޔߡ↪ࠍᣢ࠶ࡀߩࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓࠞߩ

 ޕࠆߔಽᨆࠍࠢࡢ࠻

 ᧄ⺰ᢥߢਥߦขࠅ࠲࠺ߪߩߚ߈ߡߍ⚂2009ᐕߩࡊࡦ࠲ࠬߩ⚿ᨐޔ߇ࠆߢ

2008 ᐕߪߣ࠲࠺ߩ৻ㇱߩᲧセ߇น⢻ߩࠢࡢ࠻࠶ࡀߚࠆߢ․ᕈࠍᲧセޕߚߒ 6 ࠃ

ߪ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲ࠬߚࠇߐ↪ߦታ㓙ࠅ 2008 ᐕࠄ߆ 2009 ᐕߡߌ߆ߦߚ߹ޕߚߒ

㑐ߦᐔဋᐲᢙߔࠍ߆ߚߒ⒖േߦ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ߩߟߊߡߒᐔဋࠄ߆࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ߩߟ৻

߽ߡߒ 2009 ᐕߪߩ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ޕࠆߡߒᢙ߇㧺ࠆ႐ว⒖ޔേ⚻〝ᢙߪᦨᄢ N×

(N-1)×0.5 ᧄޔߢታ㓙ߦ↪ߚࠇߐ⚻〝ᢙߩߣᲧ₸ࠢࡢ࠻࠶ࡀ߇ߩ߽ߚߒ▚⸘ࠍኒᐲߣ

߫ߩߎޕࠆߢߩ߽ࠆࠇᢙ୯ߦ㑐߽ߡߒ 2009 ᐕߩᣇ߇㜞ߩࠄࠇߎޕ⚿ᨐ߇ᗧߎࠆߔ

2009ޔߪߣ ᐕߩᣇⷰ߇శቴⷰߩశ⚻〝߇ᄙ᭽ൻࡊࡦ࠲ࠬޕࠆߢߣߎ߁ߣߚߒ㐿

ߚߒࠄߚ߽߇ലᨐߣ⠨2008ޔߒߛߚޕࠆࠇࠄ߃ ᐕߣ 2009 ᐕߩᲧセߪߦᵈᗧ߇ᔅⷐߢ

߇ශᢙߩࡊࡦ࠲ࠬߥᔅⷐߦߚߩᔕޔߪࠇߘޕࠆ 2008 ᐕߪ 3 ߦߩࠆߢኻ2009ޔߡߒ

ᐕ 6 ߁ߣࠆ㆑ࠆߢߚࠆ߇㧔࿑ 6 ෳᾖ㧕ޕዋޔ߽ߣߊߥශᢙࠍߚߒߦ⚿ᨐ

ߚߒࠍ₂⽸ߩ߆ߊᐞ߫ߦㆆⷰశ߇ࡊࡦ࠲ࠬޔߪߣߎ߁ߣߚߞ߹㜞߇ኒᐲߡߒߣ

 ޕ߁ࠈߛࠆ߃⸒ߣ
 6 2008-2009 ᐕࠢࡢ࠻࠶ࡀߩ․ᕈᲧセ㧔ోࠛࠕ㧕 

 

 7 2009 ᐕࠕࠛߩࠢࡢ࠻࠶ࡀߩ․ᕈ 

 

 ᰴߦ ࠅࠃ7 2009ᐕࠕࠛߩࠢࡢ࠻࠶ࡀߩ․ᕈࠍޕߊߡᐔဋᐲᢙߣࠆߺࠍർᶏ

ౝ߽ࠅࠃർᶏᄖߩᣇ߇㜞એᄖߥ⚿ᨐޔߪࠇߎޕࠆߡߞߥߦ೨┨߽ߢ⏕߇ߚߒർ
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ᶏᄖቴ᷷ߪᴰ߿ኋᴱᣉ⸳ࠍⶄᢙ࿁ᑫߩߎ߇ߣߎࠆᢙ୯ߦޕࠆߡࠇ 

ᜰߚߞߣᐔဋ⚻〝㐳߿ଥᢙ࠲ࠬࠢޔߪߩࠆࠇߐ↪ߦߚࠆߔಽ㘃ࠍࠢࡢ࠻࠶ࡀ 

ᮡⷰޕࠆߢశേ✢ߩࠢࡢ࠻࠶ࡀ႐วࠍ࠼ࡁߦࡓ࠳ࡦޔ↢ᚑߚߒ 7

ࠢࡢ࠻࠶ࡀߥ⊛ᗵ⋤ޔߪ࠻࠶ࡔߩߣߎࠆ↪ߦಽᨆߩ✢శേⷰࠍಽᨆࠢࡢ࠻࠶ࡀ 

᭴ㅧߩℂ⸃ࠍᢙ୯ൻߡߒ⏕ࠆ߈ߢὐߦ․ޕࠆߦᄢⷙᮨߚߞߥߦࠢࡢ࠻࠶ࡀ႐วߪߦ

ⷞⷡ⊛ߥℂ⸃߇㔍߇ߣߎࠆߥߊߒᄙߩࠢࡢ࠻࠶ࡀޔߚนⷞൻᬺߣหᤨߦᢙ୯ൻߪ

ਇนᰳޕࠆߥߣ࿁ޔߪߢࠬࠤߩนⷞൻࠆࠃߦ⋥ᗵ⊛ℂ⸃ߩࠢࡢ࠻࠶ࡀࠍၮ␆⊛⛔⸘

㊂߇ⵣઃࠆߌᒻޕߚߞߥߣ 

ߣࠆߴᲧߣࡈࠣ

ࡢ࠻࠶ࡀޕߚࠇߐ␜߇ߣߎࠆߡߞᜬࠍᓽ․㐳ߪᐔဋ⚻〝㐳ޔߊ߈ᄢߪଥᢙ࠲ࠬࠢ

ߐ␜߇ߣߎߥߡߞᜬߪᕈࡈ࡞ࠤࠬ߿ᕈ࠼࡞ࡢ࡞ࡕࠬࠆߡࠇߐ⋠ᵈߢ⺰ࠢ

 ޕߚࠇ

 

 ߦࠅࠊ߅

 ᓥ᧪ⷰޔశㄟቴᢙࠄ߆ߤߥὐߣὐⷰߢశቴߩേะࠆ߃ᝒࠍ⹜ߪߺⴕ߇ߚ߈ߡࠇࠊ㧘ὐ

⺰ᧄޕߚߞ߆ߥઁࠆ㗬ߦൊߊߠၮߦ㛎⚻ߪ߆ࠆߡߞߥߦ߁ࠃߩߤ߇〝⚻శⷰ߱⚿ࠍὐߣ

ᢥޔࠬߪߢ 㧘ⷰߡߞࠃߦߣߎࠆ↪ࠍ࠲࠺ࡊࡦ࠲ශࠬߩࡊࡦ࠲ శ⚻〝ࠍⷞⷡ⊛

ᢙ୯⊛ߦⷰߪߣߎߩߎޕߚߒ␜ࠍߣߎࠆ߈ߢߦ߆ࠄశᝄ⥝ߩᚢ⇛ࠍ╷ቯߩߚࠆߔ⚦

ࠄ߹⇐ߦ࿐▸ߩ↸߿Ꮢ߇ಽᨆ▸࿐ߩߘߚ߹ޕࠆߔᗧࠍߣߎߚߞߥߦน⢻߇ᚻߩᖱႎߥ

ᖱߥ⋊߽ߦᣇࠅߩᐢၞㅪ៤ߩ↸㧘㧝Ꮢ㧤ߚࠆߡߞߚࠊߦᐢၞ߁ߣ㧘Ꮉਛㇱߕ

ႎ߇ᓧޕࠆ߇࠻࠶ࡔࠆࠇࠄ 

ᓟⷰޔశേ✢ࠢࡢ࠻࠶ࡀߩಽᨆߦᦼᓙࠆ߈ߢᓎഀࠍਃߟޕࠆߍ 

⾥දޕࠆߢὐࠆ߈ߢ↪ߦ㘈ቴಽᨆߡ↪ࠍᖱႎߩ✢శേⷰ߇༡⠪⚻ޔߪ⋠ߟ৻

ຠ╬ࠍឭଏࠆߡߛߚߡߒෳടᐫ⥩㧔ࠬ࠻ࡦࠗࡐ⟎⸳ࡊࡦ࠲╬㧕ߦኻޔߡߒታⴕᆔຬ

ળ߇ಽᨆᖱႎࠍⓍᭂ⊛ߦෳടᐫ⥩ߦឭଏ㧔ࠛࠧߩࠢࡢ࠻࠶ࡀឭଏ㧕ߞࠃߦߣߎߦࠆߔ

 ޕࠆߥߦน⢻߇ߣߎࠆ✵ࠍ⇛శᚢⷰߩߚߞߣትવᵴേߥ⊛₸ലߡ

ߥߦน⢻߇ቯ╷ߩၞᵴᕈൻ᩺ߥ⊛㧘ౕࠅࠃߦߣߎࠆ⍮ࠍ✢శേⷰ߇ⴕޔߪ⋠ߟੑ

ߪߦ⊛ౕࠅࠃޕࠆߢὐࠆ A)ၞౝߩ⚻ᷣലᨐࠍ㜞ࠆᣇ╷ޔB) ၞㅪ៤ࠆ߇❭ߦޔᖱ

ႎ߇ᓧߦ․ޕࠆࠇࠄ〝ᑪ⸳߇㓸ቴߦᄢߥ߈ᓇ㗀ࠍߣߎߔࠄߚ߽ࠍᒝߊ⍮ߩߢ߃߁ߚߒ

ല₸⊛ߥၞ╷ߩ╷ቯ߇น⢻ޕ߁ࠈߥߣᎹਛㇱⷰߩ࡞ࡌశᚢ⇛ߩ╷ቯ߳ࠆߍߥߟน

⢻ᕈ߇ᐢޕࠆ߇ 

ਃޔߪ⋠ߟવ⛔⊛ⷰశ⚻ᷣᵄലᨐಽᨆߩቢ⊛ᓎഀࠍᨐ߁ߣߔߚὐߩߎޕࠆߢὐ

 ޕߚߒߣߣߎࠆߕ⺰ߢᢥ⺰ߩߪߡߟߦ

㧘߫ࠇߔታᣉࠍಽᨆࠢࡢ࠻࠶ࡀ߈ߠၮߦᖱႎߩߘ㧘ߒታᣉߦ⊛⛯⛮ࠍࡊࡦ࠲ࠬ  

                                                   
7  7 ౝߩᒐߪታ㓙ߣࡈࠣߩห࠼ࡁߓᢙߣᐔဋᐲᢙߢ↢ᚑࡢ࠻࠶ࡀࡓ࠳ࡦߚߒ

 ޕࠆߡߒ␜ࠍᢙ୯ߩ႐วߩࠢ
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Ꮉਛㇱⷰశߩേᘒߦ㑐ޔࠆߔ⾆㊀ߥᖱႎࠍ⫾Ⓧޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔᖱႎࡊࡦ࠲ࠬޔ߇

㝯ߥ߈ὐ߽ᄢߥ߇ᔅⷐࠆߌ߆ࠍ࠻ࠬࠦߥ߈ᄢޔߚࠆ߈ߢᚻߡߒߣ‛↥⊛ᰴߩ

ജߩઁޕࠆߢၞ߽ߢห᭽ࠍ࠻ࡦࡌࠗߩⴕޔ߫ࠇߢߩࠆߡߞ◲නࠍ࠻ࠤࡦࠕߥᔕ

ߡߞࠃߦߣߎࠆߌߟߦࠠࠟࡂଔߢ♖ᐲߩ㜞ⷰశേ✢ᖱႎࠍᓧࠃࠆᯏળޕ߁ࠈߢ 

 ࠞޔߪࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓᎹ✚วᝄ⥝ዪ߇ਛᔃ⊛ᓎഀࠍᜂ৻Ꮢ↸

߇දജࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦࡒࠗࡓࠞߡߒታⴕᆔຬળޔߡߒ❰⚵ࠍㆇ༡ޕࠆߡࠇߐ

ഥ㊄╬ߩ㑐ଥ߽ࠅᢙᐕᓟࠍ࠻ࡦࡌࠗߦ⛮⛯㐿ߪߦࠆߔ᭽ߥޘ࿎㔍߇੍߇ߣߎ߁ᗐ

Ꮉਛㇱⷰశᚢޔ߫ㅴ߇Ⓧ⫾ߩᖱႎߦ⊛⛯⛮ޔߡ⒖ⴕ߽ߥṖߩ❰⚵ㆇ༡ޕࠆࠇߐ

 ޕࠆ߈ߢᦼᓙߣࠆߥߦߩ߽ߥ߈ߢߩߣߎߔ߆ᰳߡߞߣߦቯ╷ߩ⇛

࿅ᣏⴕቴߕ߹ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߽ߣߎࠆ߇⇇㒢ߪߦಽᨆߩᧄ⺰ᢥߢᣇ৻ߩߘ 

߇ઍᦧ⊛ᚻᴺߩ╬ࡘࡆ࠲ࡦࠗޔߚߒ㔍߇ߣߎࠆߔ⿷ࠄ߆࠲࠺ࡊࡦ࠲ࠬߪേะߩ

ᔅⷐࠆߥߦὐߪࡊࡦ࠲ࠬޕᣣᧄੱะޔߚࠆߢߌᓟߩർᶏᎹⷰశߞߣߦ

࠲ࡦ߽ࠗߡߒ㑐ߦὐߩߎޕࠆߢὐߥ߈ߢᛠីࠍ✢శേⷰߩᄖ࿖ੱᣏⴕ⠪ߔߥࠍ߈㊀ߡ

శቴⷰߩർᶏౝᄖޔ߇ࠆߪ⇇㒢ߥ߁ࠃߩએޕࠆ߇ᔅⷐࠆߔᛠីࠍታᘒߢ╬ࡘࡆ

 ޕࠆࠇࠊᕁߣᷓ⟵චಽᗧ߽ߢߌߛߣߎࠆ⍮ࠍ✢శേⷰߩ

 ᧄ⺰ᢥޔߪᎹਛㇱၞⷰߩశᵴᕈൻౕߩ⊛ឭ᩺ࡊࡦ࠲ࠬޔ߇ߥࠄ⥋ߪߢ߹ߦ

╷ߩ⇛శᚢⷰ߇ᖱႎߩࠄࠇߎޕߚߞⴕࠍᢙ୯ൻนⷞൻߩ✢శേⷰߊߠၮߦශᖱႎߩ

ቯߩ৻ഥࠍߣߎࠆߥߣᦼᓙޕߚߒߣ߮⚿ߡߒ 

 

⻢ㄉ 

ᧄ⺰ᢥࠍၫ╩ߦࠆߔᒰࠅߚർᶏᐡᎹ✚วᝄ⥝ዪၞ╷ㇱၞ╷⺖ࡒࠗࡓࠞ߮ࠄߥ

ࠊߦᄙጘߚ߹ޕߚߛߚߡߒឭଏࠍᖱႎߥޘ᭽ࠄ߆ታⴕᆔຬળࡊࡦ࠲ࠬ࠲ࡦ

ࠍᗧ⻢ߦߎߎޕߚߛߚᡰេߏ߽ߦ࠲ࡦℂᎿቇᢎ⢒⎇ⓥࠫࡠࡐ࠻ർᶏᄢቇࠅߚ

ޕߔ߹ߒ 
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 (1)報告の題目  「観光のサービス・リテラシー－長野県諏訪地域のとりくみ－」 

 (2)氏名   八巻 惠子 

 (3)所属機関と連絡先  東京国際大学 yamaki-b-value@eva.hi-ho.ne.jp 

 (4)キーワード（3～5個） サービス・リテラシー，諏訪地域，着地型観光 

 (5)報告要旨（1600字以内） 

  

 本報告は，長野県諏訪地域の着地型観光のとりくみをめぐるサービス・リテラシーにつ

いての人類学的研究である。サービス・リテラシーとは，サービスに関する情報を読み解

く力やそれを伝達する力であり，サービス提供者とサービスの受け手がサービス価値を理

解する際に共有する規範のようなものとも言い換えられる。 
着地型観光とは，観光客を受け入れる観光地に住んでいる人たちが，旅行商品を企画・

プロデュースして販売するという旅行形態のことを指す。これに対して，都市部の旅行会

社が観光地に送客するために，商品を組み合わせてパッケージ旅行として販売する方法は，

発地型と呼ばれている。マスツーリズムは主にこの種の商品を中心に消費者に提供してき

た。 
近年の着地型観光のとりくみについて，特筆すべきことは，地域の一般住人が参加して

いるという点である。例えば非営利団体（NPO）や地域のボランティアの人びとが自主的

に集まって，観光を創出し観光者に提供するプロセスにさまざまに関わっている。着地型

観光のとりくみがさかんな地域の多くは，特に過疎化が進んでいたり，経済状況が深刻な

状態にあり，観光産業の促進によって地域経済の向上を目指している。諏訪地域もそのよ

うな一つである。 
またこのとりくみは経済効果を向上させる以外の効果をもたらしている。地域住人は観

光者のまなざしを意識しながら改めて地域を見直し，観光の商品化のプロセスにおいて，

身の回りにある資源を再発見することで地域の魅力を再確認し，地縁を再編成し，強化す

るのである。その結果，「よそ者」が観たい観光地を演出するのではなく，自分たちが本当

に住みたいと思うような町を作る活動なのだという主体的な意識が芽生えてくる。 
本研究では，岡谷，下諏訪，上諏訪におけるいくつかの事例をとりあげて検討する。観

光はサービス産業であり，ホストとゲスト（Smith 1989）がサービス・リテラシーを共有
することで客は観光（あるいは商品）の価値を経験することが可能になる。マスを対象と

する一元的な観光商品は，大量生産と大量消費を対にする製造業モデルに則って，品質管

理が計られ，安価なパッケージツアーがたくさん市場に提供されている。しかしグローバ

ル化と脱工業化社会の中で人びとの生活感や価値観は変容し，観光者が旅の体験にもとめ

る期待は多様になった。着地型観光のとりくみは，これまでに地域の人さえ気づかなかっ

た価値を掘り起こして商品化するというような，新たな観光の経験のされ方の機会も提供

しているのである。 
また着地型観光についての聞き取り調査を進めると，諏訪地域内部の地縁共同体は複数
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あり，互いに自立した活動を展開していることに気づく。長い歴史の中で成立してきた地

縁による差異は，お互いに尊重されると同時に，地域における多様性をも生み出し，観光

商品の多様性にもつながっている。さらに，Iターン（他地域から移り住み働く人たち）や
産学官連携によるさまざまな活動，インターネット社会の影響は，新たなサービス・リテ

ラシーを生みだし，地縁共同体の線引きを社縁に結びつけ，観光という活動に結びつけな

がらネットワークを再編成させている。観光産業によるまちづくりという同じ目的のため

に，地域を緩やかに結びつけるためのサービス・リテラシーが必要とされている。 
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࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ផ⸘ࠪࠬߩࡓ࠹ AADL߮ AADLࠆࠃߦࡠࠢࡑᡷༀലᨐߡߟߦ 

╳ᵄᄢቇ ಎᢎ ᄢ⽾ੑ 

㧝㧚ߦߓߪ 

ᐔᚑ 19ᐕ㧡ߦᏓߚࠇߐᣂ⛔⸘ᴺޔࠅࠃߦ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ߪ࿖⺞ᩏߦ߽ߣߣၮᐙ⛔⸘ߦ⟎ޕߚࠇࠄߌߠ

╙2008ᐕ㧞ޔߚ߹ 39࿁࿖ㅪ⛔⸘ᆔຬળߩߢ߹ࠇߎޔߪ 1993SNAߦᄌ2008ޔࠅࠊSNAࠍᣂߥߚ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚

 ޕ[United Nations Statistics Division, 2008]ߚߒ൘๔ߡߒߣၮḰ⸘⛔ߩ

 ╩⠪ߪࠄ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ផ⸘ࠪࠬߦࡦ࡚ࠪࡌࡁߩࡓ࠹ข⚵ޔߺ㧭㧭㧰㧸߮㧭㧭㧰㧸ࠕߚ↪ࠍࡠࠢࡑ

 ޕߚ߈ߡߒឭ᩺ߡߟߦ▽᭴ߩࡖ࠴ࠢ࠹ࠠ

 ᧄⓂޔߪߢ㧭㧭㧰㧸߮㧭㧭㧰㧸ߩࡓ࠹ࠬࠪࠆࠃߦࡠࠢࡑ㓏ጀൻߩലᨐޔߡߟߦනଔᜰᢙផ⸘ࠪࠬࡓ࠹

 ޕࠆߔಽᨆߦ⊛ቯ㊂ޔߍࠅขࠍߩ

 

㧞㧚ᣣᧄߩ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ߩߘߣផ⸘ࠪࠬߩࡓ࠹⺖㗴 

 ᣣᧄߩ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ߩផ⸘ߪౝ㑑ᐭ⚻ᷣ␠ળ✚ว⎇ⓥᚲ߇ᚲ▤ޕࠆߡߒ 

 ৻ᣇޔᐭᬺߪോߩࡓ࠹ࠬࠪᦨㆡൻࠍ࿑ࠆߡߒߣߣߎࠆ [ฦᐭ⋭ᖱႎൻ⛔⽿છ⠪㧔㧯㧵㧻㧕ㅪ⛊ળ

ࠍޠ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚㧔SNA㧕ᬺോޟࠆߔᚑࠍᖱႎ⸘⛔ࠆߔ㑐ㅪߦࠇߘౝ㑑ᐭ߽࿖᳃⚻ᷣ⸘▚߮ޕ [2004,⼏

ޟߚ⚻ᷣ⽷╷㑐ଥᬺോ╬ߦᔅⷐޔߡߟߦޠࡓ࠹ࠬࠪߥᣂน⢻ᕈ⺞ᩏࠍታᣉߚߒ [ౝ㑑ᐭ,2004] ޕ

ᄢဳޔ(⇛ਛ)ޔߪߡߞߚߦᦨㆡൻߩࡓ࠹ࠬࠪോᬺࠆࠊଥߦࡓ࠹ࠬࠪߥᔅⷐߦ╬╷㑐ଥᬺോ⽷ᷣ⚻ޟ

㔚ሶ⸘▚ᯏࠍਛᔃ⒖ߩ߳ࡓ࠹ࠬࠪࡦࡊࠝࠄ߆ࡓ࠹ࠬࠪࠆߔߣⴕࠍⴕᬺޔോߩ․ᕈࠍ⠨ᘦᬺޔߟߟߒോ

㧔㧟㧕ޔะߩଢᕈߩ㧔㧞㧕࿖᳃ޔะߩวℂᕈല₸ᕈߩ㧔㧝㧕ᬺോޔࠅࠃߦߣߎࠆ࿑ࠍߒ⋤ߩࡓ࠹ࠬࠪ

ቯᕈା㗬ᕈోᕈߩ⏕ޔ㧔㧠㧕⚻⾌ߩᷫࠍታࠍߣߎࠆߔၮᧄℂᔨࠆߡߒߣޠޕࠆߔߣ [ౝ㑑

ᐭᧄᐭᖱႎൻផㅴᆔຬળ,2008] ޕ 

 ᰞᧄޟޔߪᣣᧄߪ㧘2015ᐕߩዉㄟߣߺOECD⻉࿖ਛᦨ߽ㆃዉ߇ㄟ߹ߊߥߢߌߛࠆߡࠇ㧘ዉߦะ

ߡߒਥዉࠍᡷቯߩSNAޟߪᰞᧄࠍ↱ℂߩߘޕࠆߡߒ៰ᜰߣޠޕߥߡ߈ߢࠍ࡞ࡘࠫࠤࠬߥ⏕ߚߌ

⊛ੱߣޠޕߥᓧࠍࠆߑ߆ᛴࠍෂᯏᗵߦᴫ⁁ࠆߡߒߣᱧὼ߇Ꮕߩߣ࿖ήߣ࿖ࠆߩࠬ࠰⊛ੱߚ߈

 ޕ [ᰞᧄ,2008] ࠆߡ᳞ߦࠬ࠰

 ৻ᣇޔផ⸘ࠪࠬߤߥߥ߇࠻ࡦࡔࡘࠠ࠼ߪߦ╬↥⾗ࡓࠣࡠࡊޟ߽ߡߟߦࡓ࠹ౝኈߩਇ⏕߇↥⾗ߥᄙ

 ޕ[ౝ㑑ᐭᧄᐭᖱႎൻផㅴᆔຬળ,2008]ࠆߡߓ↢߇㗴ޠ

▚⸘ᄢဳ㔚ሶޕࠆߢߩ߽ߚ߈ߡߒᓟ㗅ᰴᒛߩߘޔߒዉߦᤘ35 ᐕ߇ᣥ⚻ᷣડ↹ᐡޔߪࡓ࠹ᧄࠪࠬޟ 

ᯏࠍਛᔃߦ᭴ᚑࠬࡌ࠲࠺ޔࠇߐᓮᬺޔോߩߡోߩ╬ࡦ࡚ࠪࠤࡊࠕᯏ⢻߇㓸ਛޕࠆߡߒᧄࠪࠬ࠹

ࠤࡊࠕޔࠅ߇ࠬࡌ࠲࠺♽ᤨߩ╬ޢࠬࡌ࠲࠺ᷣ⚻⇇ޡޔޢࠬࡌ࠲࠺ᷣ⚻ᣣᧄޡߪߦࡓ

ߐⓍ⫾ࠅߚࠊߦᐕએ 30ޔߪࠬࡌ࠲࠺♽ᤨߩࠄࠇߎޕࠆߡࠇࠊⴕ߇ಣℂߚߒൻ৻ߣࡦ࡚ࠪ

ޔࠪ߇ߣߎޠࠆߢᄢ⤘ߪᖱႎ㊂ࠆߔޔࠅ߅ߡࠇ ޔߚߩߘޕࠆߡߞߥߣࠢ࠶ࡀ࡞࠻ࡏߩᡷༀࡓ࠹ࠬ

ࠆ߃ⴕߦㄦㅦࠍᡷༀߩផ⸘ᣇᴺߩ⸘⛔ᣢሽ߿ㅊടߩᣂᯏ⢻ޔㅴࠍ㧔ㇱຠ㧕ൻ࡞ࡘࠫࡕߩࡓ࠹ࠬࠪ⸘⛔ޟ

 ޕ[ౝ㑑ᐭᧄᐭᖱႎൻផㅴᆔຬળ,2008]ࠆߡࠇ߹ㄟࠅ⋓ߦ↹⸘߇ߣߎޠࠆߔ⟎ភ߁ࠃ

 

㧟㧚ᣂࡦࠗࠩ࠺ߩࡖ࠴ࠢ࠹ࠠࠕߥߚ 

3.1 ផ⸘ࠪࠬߩࡓ࠹⺖㗴⸃ߦะߚߌ㧭㧭㧰㧸ߩ㐿⊒ 

 ౝ㑑ᐭ2007ߪᐕ␠ળળ⸘ࠪࠬޟߪ⊛⋠ߩߘޕߚߒ⿷⊑ࠍࡓࠕࠪ࠰ࡦࠦࡦࡊࠝࡓ࠹࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ࠍ

ߚ␠ળળ⸘ߦ㑐ࠍ⺰⼏ߥ↱⥄ߡߟߦࡓࠣࡠࡊ߿⸘⸳ߡߟߦࡓ࠹ࠬࠪࠆߔⴕޔ␠ળળ⸘ࠪࠬࡓ࠹

ᷣ⚻ౝ㑑ᐭ]ࠆߢߣߎࠆߔޠ᥉ߩ࿖ౝᄖ߳ߣⷙᩰൻߥ⊛࿖㓙ߩࠕࠚ࠙࠻ࡈ࠰ࠬ࠰ࡦࡊࠝࠆߔ㑐ߦ



␠ળ✚ว⎇ⓥᚲ,2007]ޕ 

╩⠪ޟߪࠄSNAផ⸘ࠪࠬߩࡓ࠹⺰ℂ᭴ㅧ࡞ࡘࠫࡕࠍ᭴ㅧౣߡߞࠃߦ᭴ᚑޔࠅࠃߦߣߎޠࠆߔ⸘⸳ޔߒㅀ

 ޕ[,et al.,2008]ߚߺ⹜ࠍ⸂ߩ㗴ὐߩ

ޔࠇࠊⴕ߇ಣℂ࠲࠺ߡߒ⽾৻ࠄ߆࠲࠺ᵹߩߡߒߣ⸘⛔␆ၮޔߪᖱႎಣℂߩ㧿㧺㧭ߩߡߒߣ⸘⛔㧞ᰴޟ 

ࡘࠫࡕߡߌಽࠅಾࠍㇱಽࠆߔᄌൻߦ߽ߣߣઍᤨߣㇱಽߥ࠻ࠬࡃࡠޔߡߒൻ࡞ࡘࠫࡕߦㆡಾߦᅤࠍࠇߘ

ߦ⊛⸒ትࠍ࠲ࡔࡄߥ߹ߑ߹ߐ╬⋠⑼ൊቯޔߢᔨ᳓Ḱߩ႐ޟޔࠅߢ࠻ࡦࠗࡐߥ㊀ⷐ߇߆ޠࠆߔൻ࡞

ᄌൻࠍ࡞ࡘࠫࡕߢߣߎࠆߖߐᡷᄌࠍߣߎޠࠆߔታࠍࡦࠗࠩ࠺ࡖ࠴ࠢ࠹ࠠࠕߩߚࠆߔⴕߚߞ[,et 

al.,2008]ޕ 

ޠ♽ઍᢙߩߚࠆߔㅀ⸤ࠍ឵ᷣ⚻ޟߪญޕߚߒ↪ណࠍ♽ℂߩ឵ઍᢙࠆࠃߦญޔߡߒߣ⋛ၮߩߘ 

឵ࠅࠃߦߣߎޠࠆߔዉࠍ㒢ߩ߆ߟߊߦ⊛ℂߦࠄߐߦၮᐩߩ౬㐳ઍᢙޟߦࠄߐޔߣ౬㐳ઍᢙߡߒߣ

ઍᢙࠍዉޟޔߒᓥ᧪ᦌᤒߚ߈ߡࠇߐߦ߹߹ߥขᒁߩ⸥ㅀߩߡߒߣ឵ߩߩ߽߁ߣᜬࠆߡߞᢙℂ⊛㕙ࠍ

ߚߒޠߦ߆ࠄ[ญ,2000]ޕ 

ઍᢙ⊛⸥ㅀ⸒⺆㧭㧭㧰㧸㧔Algebraic Accounting Discription Language㧕߈ߠၮߦ♽ℂߩ឵ઍᢙߩߎ 

 ޕ[,et al.,2008]ߚߒ⊑㐿ߡߒߣ⺆⸒㗔ၞ࿕ࠍ

 

3.2 㧭㧭㧰㧸࡞ࡘࠫࡕࡠࠢࠗࡑࠆࠃߦൻ 

 㧭㧭㧰㧸ࠆࠃߦ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ࠪࠬౣߩࡓ࠹᭴▽ࠍⴕ߁ᬺߩਛޔߢ㘃ૃߩಣℂࠍⴕ߆ߕࠊ߇࡞ࡘࠫࡕ߁

ࡔࡄߥ߹ߑ߹ߐޟޔߪࡦࠗࠩ࠺ࡖ࠴ࠢ࠹ࠠࠕߚߒ␜ߦ㧠㧚ޕߚߒߒࠅ➅ߢᒻࠆߥ⇣߇ಣℂౝኈߦ

↪ࠍߩ߽ߩߘ㧭㧭㧰㧸ޔ߇ߚߡߒᜰ⋠ࠍ⸘⸳ޠࠆߔᡷᄌࠍ࡞ࡘࠫࡕߢߣߎࠆߖߐᄌൻߦ⊛⸒ትࠍ࠲

 ޕߚߞ߇⇇㒢ߪߦߚࠆߔ⸘⸳ࠍ࡞ࡘࠫࡕߥ↪น⢻ౣߥ⊛↪᳢ߪߢߌߛࠆߔ

ߚߒታᗵࠍߣߎࠆ߇ലᨐߦ⊛㛎⚻ޔߢਛࠆߨ㊀ࠍㅀ⸤ࡓࠣࡠࡊࠆࠃߦ㧭㧭㧰㧸߇⠪╩ޔߡߒኻߦࠇߎ 

ࠫࡕࠆߔㅀ⸤ߢㅢᏱ㧭㧭㧰㧸ޕࠆߢߣߎࠆߔಽഀߦߩ߽ߥනᯏ⢻ޔዊⷙᮨࠅ㒢ࠆ߈ߢࠍ࡞ࡘࠫࡕޔ߇ߩ

ࠆ߈ߢޔࠍࠇߎޕࠆߔജࠍ࡞ࠗࠔࡈߩⶄᢙޔߒ㗅ᰴᣉࠍಣℂߥޘ᭽ߡߒኻߦ࡞ࠗࠔࡈജߩᄙᢙߪ࡞ࡘ

㒢ࠅዊⷙᮨޔනᯏ⢻ߺ⚵ߩ࡞ࡘࠫࡕߥวߡߒߣߖࠊታޔࠅࠃߦߣߎࠆߔജߩᢙߪ㒢ቯޔࠇߐฦࡕ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ㜞ࠍᕈ↪᳢ߩ࡞ࡘࠫ

ޕ᳢߱ߣޠ࡞ࡘࠫࡕࡠࠢࠗࡑޟࠍ࡞ࡘࠫࡕ߁ⴕࠍಣℂߥዊⷙᮨߩࠄࠇߎ ↪ᕈߩ㜞ᯏ⢻ࠍᜬ᳢ޟߟ

ߥ߈ߢታߢࠄࠇߎޔߒߣߣߎࠆߔታࠅ㒢ࠆ߈ߢࠍᯏ⢻ߥᔅⷐߡߖࠊวߺ⚵ߩޠ࡞ࡘࠫࡕࡠࠢࠗࡑ↪

 ޕߚߒߣߣߎࠆߔ⊑㐿ߡߒߣޠ࡞ࡘࠫࡕࡠࠢࠗࡑᱶ․ޟࠍߺߩᯏ⢻

ᧄᣇ㊎ណ↪೨ޔߪ࡞ࡘࠫࡕߩᒰಣℂߌߛߦߚߩ↪ࠆࠇߐኾ↪ߡߒߣ࡞ࡘࠫࡕ㐿⊒ޔ߇ߚ߈ߡࠇߐ

ᧄᣇ㊎ߩណ↪ޔࠅࠃߦᄢඨߩಣℂߪᣢሽߩ࡞ࡘࠫࡕ↪᳢ߩᯏ⢻ߺ⚵ߩวࠅࠃߦߖࠊታޟޔࠇߐ․ᱶࠢࠗࡑ

₸㐿⊒ലࠅࠃߦࠇߎޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⊑㐿ߡߒߣ࡞ࡘࠫࡕߥߚᣂࠍߺߩޠ࡞ࡘࠫࡕࡠ

 ޕߚߞ߹㜞ߊ߈ᄢߪ

 

3.3 㧭㧭㧰㧸ߩࡠࠢࡑ㐿⊒ 

ޕߚߒ⊑㐿ࠍࡠࠢࡑ㧭㧭㧰㧸ߡߒߣߺ⚵ࠆߔว⚿ࠍജߩ㑆࡞ࡘࠫࡕޔߪࠄ⠪╩ޔ߈ߠၮߦ⸘⸳ߩߎ

㧭㧭㧰㧸ޔߪߦࡠࠢࡑ↪ߣ࡞ࡘࠫࡕࠆߔฦࠍ࠲ࡔࡄߩ࡞ࡘࠫࡕߚജࠍ⸥ㅀ࠲࠺ޔߒ

 ޕ[ᄢ⽾ et al. ,2010]ࠆࠇࠊⴕ߇ಣℂߩㅪ৻ߡߓㅢࠍㅪ㎮ߩജߪ

࠻ࠢࠖ࠺ޔࠅࠃߦࠇߎޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔታⴕࠍᯏ⢻ࠆߔឭଏߩOSޔઁߩ࡞ࡘࠫࡕޔߪࠄ߆ࡠࠢࡑ

ౝࠍⷩ৻ߩ࡞ࠗࠔࡈߩขᓧߦࠄࠇߘޔߒኻߡߒಣℂࠍⴕࡑࠄ߆ࡠࠢࡑޔߚ߹ޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎ߁

ߦน⢻߇ߣߎࠆߔ᭴ᚑߡߒߣ᭴ㅧߩᄙ㓏ጀࠍࡓ࠹ࠬࠪޔߚࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ߮ߡߒߣ࡞ࡘࠫࡕࠍࡠࠢ



᭴ㅧߩ⸘ฦផޔߚࠆߢ᭴ㅧߩᄙ㓏ጀߪࡓ࠹ࠬࠪ⸘ផߩ▚⸘ᷣ⚻࿖᳃ޕ[2010,ࠢࠤࠗࡄ␠ᩣᑼળ]ߚߞߥ

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔߣ᭴ㅧߔ߿ߒ⸂ℂߡߞߣߦ↪⠪ޔߢߣߎࠆߔ᭴ᚑࠍࡠࠢࡑ㧭㧭㧰㧸ߡߒኻᔕߦ

㧭㧭㧰㧸ޔߪߢࡠࠢࡑ႐ߩផ⸘ᜂᒰ⠪߇⼂ࠆߡߒᬺߩᔨߩߢ࡞ࡌ⸥ㅀ߇น⢻ࠆޕࠆߢផ

⸘ಣℂߦᔅⷐߥജߦࡠࠢࡑࠄ߆⸥タߚࠇߐᯏ⢻ࠍᣉߚߒജߩߘޔࠇߐߥ߇ജ߇ᰴߩផ⸘ಣℂߩജߣ

 ޕࠆߥ

ផ⸘ᜂߩ႐ߥߚᜬࠍ⼂⍮ࠆߔ㑐ߦ㧭㧭㧰㧸⸥ㅀޔࠅࠃߦߣߎࠆߔ↪ណࠍࡠࠢࡑ㧭㧭㧰㧸ޔߦ߁ࠃߩߎ

ᒰ⠪ޔ߇ផ⸘ታോߦ㑐ࠆߔ⍮⼂ߦၮߺ⚵ࠍࡓ࠹ࠬࠪࠄ⥄߈ߠ߇ߣߎࠆߍน⢻ޕߚߞߥߦ 

 

 ലᨐࠆࠃߦ㓏ጀൻࡓ࠹ࠬࠪ 3.4

 ޕߚߞߥߣߣߎࠆࠇߐಽ㔌ߦ㧟ጀߩએਅߪࡓ࠹ࠬࠪ⸘ផޔࠅࠃߦ⸘⸳ߩߎ

㧝㧕᳢↪ࠪࠬߩߡߒߣࡓ࠹ AADLࠛޔࠗࡄࡦࠦޔ࠲ࠖ࠺ታⴕⅣႺ 

㧞㧕㧭㧭㧰㧸ߩ⸥ㅀ࡞ࡘࠫࡕࠆࠃߦ㐿⊒ 

㧟㧕㧭㧭㧰㧸ߩࡠࠢࡑ⸥ㅀࠆࠃߦផ⸘ࠪࠬࡓ࠹㐿⊒ 

ߔ㑐ߦ⊑㐿ࠗࡄࡦࠦޕࠆߢ㧝㧕ޔߪߩࠆߥߣᔅⷐ߇ᛛ㊂ߩࠕ࠾ࠫࡦࠛࡓ࠹ࠬࠪߥ⊛ኾ㐷ޔߜ߁ߩߎ 

 ޕࠆߢਇⷐߪ⼂⍮ࠆߔ㑐ߦ▚⸘ᷣ⚻࿖᳃ޔᣇ৻ࠆߢᔅⷐ߇ᛛⴚߥ㜞ᐲࠆ

 㧞㧕ߩ㧭㧭㧰㧸ߩ⸥ㅀ࡞ࡘࠫࡕࠆࠃߦ㐿⊒ޔߪ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ߦ㑐ࠆߔ⍮⼂ޔߚߞ߽ࠍផ⸘ᜂᒰ⠪߆ޔߢ

ߩ⒟ᐲࠆޔߟ java ߢౝㇱߪ㧭㧭㧰㧸ޕࠆߢጀ߈ߴߔᜂᒰ߇⠪ࠆߩ⼂⍮ࠆߔ㑐ߦ java ⸵ࠍㅀ⸤ࠆࠃߦ

ኈޔࠅ߅ߡߒ⚦ㇱࠆߚࠊߦಣℂߪߡߟߦ javaߦ㑐ࠆߔ◲නߥ⍮⼂ࠍ߇ߣߎࠆߔᦸ߹ޕߒ৻ᣇޔ㧭㧭㧰

㧸ޔ࡞ࠗࡄࡦࠦߩታⴕⅣႺߪ㧝㧕ߩၮ⋚ߥ࠻ࠬࡃࡠߡߒߣᒻߢᢛޔߚࠆߡࠇߐjavaࡓࠣࡠࡊ㐿⊒ߦ

ㅢᏱᔅⷐࠆߥߣ ECLIPSE╬ߩ㐿⊒ⅣႺߩ↪ߦᔅⷐߥ⍮⼂ޕߥࠇࠄ᳞ߪ 

 㧟㧕ࡓ࠹ࠬࠪޔߪ㐿⊒ߦ㑐ࠆߔ⍮⼂ߩή࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ߩផ⸘ᜂᒰ⠪߇ᜂ߁ᬺޕࠆߢ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ߩ

ផ⸘ᬺޔߪᡰޔ↢↥ޔಽ㈩ࠢ࠶࠻ࠬޔផ⸘࠲ࡈ࠺ޔផ⸘╬⚦ߊ߆ᜂᒰ߇ಽഀޔࠅ߅ߡࠇߐ

ផ⸘ߩ⚦ㇱߩࠇߙࠇߘߪߡߟߦᜂᒰ⠪߇⚦ߦᛠីߩࠄࠇߎޕࠆߡߒ⚦ࠍᛠីࠆߡߒᜂᒰ⠪ޔ߇ᣢ

ሽߩ㧭㧭㧰㧸ߩ࡞ࡘࠫࡕᯏ⢻ࠍᛠីߩߘޔߒᯏ⢻ߺ⚵ߩวࠅࠃߦߖࠊ⋥ធ㜞ᐲߥផ⸘ࠪࠬߡ┙ߺ⚵ࠍࡓ࠹

 ޕࠆߥߣߣߎࠆ

 ᣢሽߩ㧭㧭㧰㧸ߢ࡞ࡘࠫࡕਇ⿷ࠆߔᯏ⢻ޔߪߡߟߦ㧞㧕࡞ࡘࠫࡕߩ㐿⊒⠪ߦᔅⷐߥᯏ⢻࠲࠺ߣ

 ޕࠆߔ⊑㐿߇㐿⊒⠪࡞ࡘࠫࡕߩ㧞㧕ࠅࠃߦߣߎࠆ߃વࠍ

 

㧠㧚ᡷༀലᨐߩߘߣᬌ⸽ 

 ߆ߚࠇߐ⸂ߦ߁ࠃߩߤࠅࠃߦࡖ࠴ࠢ࠹ࠠࠕᣂߪ㗴⺖ߩ㐿⊒ࡓ࠹ࠬࠪ 4.1

 ᓥ᧪ࡓ࠹ࠬࠪߩ㐿⊒ߩ⺖㗴ޔߪߡߒߣ 

㧝㧕ᤘ 50ᐕઍߦ㐿⊒ߚࠇߐ FORTRANࠬࠢ࠶ࡏࠢ࠶ࡉ߇ࡓ࠹ࠬࠪࠆࠃߦൻޔߒ᭽⸥ㅀߦ㑐ࡔࡘࠠ࠼ࠆߔ

ߒߣࠬࠢ࠶ࡏࠢ࠶ࡉߩ⒳৻ޔࠇ߇⛮߈ᒁ߇ߺߩᣇᴺߩࡦ࡚ࠪࡍࠝޔߦߚߥߡࠇߐචಽᱷ߇࠻ࡦ

 ߣߎߚ߈ߡࠇࠊⴕ߇ಣℂ࠲࠺ߩߡ

㧞㧕ฎ᭽ߩ FORTRAN ߩࡓ࠹ࠬࠪ▚⸘ᷣ⚻࿖᳃ޔࠅߥߊߥߤࠎߣ߶߇⠪ᬺࠆ߈ߢฃᵈࠍᡷୃߩࡓࠣࡠࡊ

ౝኈࠍᛠីߥ߆ߕࠊߊߏࠆߡߒ․ᱶߥᛛⴚ⠪ߩࡓ࠹ࠬࠪߦᡷୃࠍଐሽࠆߔߣߎߚߞߥߣ 

㧟㧕ᛛⴚ⠪ߊߏ߇ࠬ࠰ߩ㒢ޔߚࠆߡࠇࠄၮ␆⛔⸘ߩᡷᄌ߿ 2008㧿㧺㧭ߩណ↪ޔߤߥᄙࡓ࠹ࠬࠪߩߊ

ᡷୃ⺖㗴ߦኻࠆߔ㔛ⷐࡓ࠹ࠬࠪߦᡷୃߩᛛⴚ⠪ߩଏ⛎߇ㅊޔߕ߆ߟᲤᐕᄙߩߊⓍߺᱷߒ⺖㗴߇⚥Ⓧߡߒ

 ߣߎߚߞ

㧠㧕ၮᐙᖱႎࠪࠬߩࡓ࠹ᡷୃ߇ㅊࠆࠃߦ࡙ࠩ࠼ࡦࠛޔߚߥ߆ߟ EXCEL ࠪޔࠅ߇߇ಣℂࠆࠃߦ



 ߣߎߚߒჇᄢ߇ⶄ㔀ᕈߩࡓ࠹ࠬ

㧡㧕⸘▚ᑼߦ࡞ࠍ⸥ㅀߊߡߒ㧱㨄㧯㧱㧸ߩ⸥ᴺ࠲࠺ޔ߇ᦝᣂ࡞ޔߊߔ߿ߺ↢ࠍࠬࡒ▸࿐ߥࡇࠦߩ

 ߣߎࠆߡߞߥߊߔ߿ࠅߎ߇ࠬࡒࠆࠃߦࠅ⺋ߩᠲߩߤ

㧢㧕㧞㨪㧟ᐕࠍනੱࠆߔߣߩ߮ߚߩࡦ࡚ࠪ࠹ࡠ㧱㨄㧯㧱㧸ࠆࠃߦផ⸘ᴺߩᒁ⛮߇߉චಽޔߕࠇߐߥߦ

㧱㨄㧯㧱㧸ࠆࠃߦಣℂ߽ࠬࠢ࠶ࡏࠢ࠶ࡉൻ߇ㅴߣߎࠆߢࠎ 

 ޕࠆࠇࠄߍ߇

 㧭㧭㧰㧸ࠛ࠲ࠖ࠺߮㧭㧭㧰㧸ࠍࡠࠢࡑ↪ߚߒᣂޔߪࡖ࠴ࠢ࠹ࠠࠕߒ㧢㧚ߢㅀ࠹ࠬࠪޔࠅ߅ߣߚߴ

ߒᶖ⸂ࠍ㗴ߩ㧞㧕ޔࠅࠃߦࠇߎޕߥߒⷐ᳞ࠍ⠌ᓧߩ⼂⍮ࠆߔ㑐ߦ⸘ផߩ▚⸘ᷣ⚻࿖᳃ߦࠕ࠾ࠫࡦࠛࡓ

㗴⺖ߩ㧟㧕߮㧠㧕ޕࠆࠇߐ⸂ࠅࠃߦℂ⊛᥋ᕈ⺰ߩ⺆⸒㧭㧭㧰㧸ޔߪ㗴⺖ߩ㧡㧕߮㧢㧕ޔ㧝㧕ޕࠆߡ

 ޕࠆߢน⢻⸂ࠅࠃߦߣߎࠆ߁ߒ▽᭴ࠍࡓ࠹ࠬࠪࠄ⥄߇ផ⸘ᜂᒰ⠪ߚߴㅀߢ3.4ޔ߽

 

4.2 නଔᜰᢙ⸘▚ߩࠬࡠࡊ 

⹜ࠅࠃߦAADLޔߍࠅขࠍࠬࡠࡊ▚⸘ߩޠනଔᜰᢙޟߡߒߣㇱ৻ߩࡓ࠹ࠬࠪߩ᧪ᓥߦታ㓙ޔߪߢߎߎ 

 ޕࠆߔᲧセߣࡓ࠹ࠬࠪߚߒ

㧔㧝㧕නଔᜰᢙߩⷐ 

 ᣣᧄߩ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ޔߪߡ߅ߦ✚ോ⋭⛔⸘ዪᶖ⾌⠪‛ଔᜰᢙ(CPI)ޔᣣᧄ㌁ⴕડᬺ‛ଔᜰᢙ(CGPI)ߩߤߥ

‛ଔ⛔⸘ߦၮޟ߈ߠේೣࡕࠦߡߒߣᴺ㧢ᩴຠ⋡ޠಽ㘃ޟߢၮᧄනࠍޠ࠲ࡈ࠺ᚑࠆߡߒ [⚻ᷣ␠

ળ✚ว⎇ⓥᚲ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ㇱ,2007] ޕනଔᜰᢙޔߪߣᣢሽߩ‛ଔ⛔⸘ߥߡࠇߐ᷹⸘ߢຠ⋡ߩଔᩰᜰᢙޔࠍ

ขᒁ㊄㗵߿ขᒁᢙ㊂ߦ㑐ࠄ߆⸘⛔ࠆߔᐔဋනଔࠍ▚ࠅࠃߦߣߎࠆߔ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ㇱߩ߽ࠆߔ▚⸘ߦ⥄⁛߇

 ޕࠆߢ

 ߫߃⡺↪‐ߩャ‛ଔߪ⽷ോ⋭⾏ᤃ⛔⸘ߩ‐ߩャ㗵ߣャᢙ㊂ࠄ߆නଔᜰᢙߩ৻ㇱޕࠆࠇߐ▚⸘ߡߒߣ 

 නଔᜰᢙޔߪߢᶖ⾌⠪‛ଔᜰᢙ߿ડᬺ‛ଔᜰᢙޔࠅߥ⇣ߣ⺞ᩏຠ⋡ߩຠ⾰ߦ㑐ࠆߔ▤ℂߥߡࠇߐߥ߇

ቄ▵ᄌേޔߤߥࠆ߇▵ቄߣ▵ቄ㜞ߩනଔޕࠆߔਅߦᄢߡߴᲧߦᜰᢙߩࠄࠇߎߪᐔဋනଔޔߚ

ᄢ߇୯ࠇߕߪߩࠄ߆ᐔဋޔࠆߣࠍᓟᣇ⒖േᐔဋࡩ12ޔߚࠆߔ㒰ࠍᓇ㗀ߩࠄࠇߎޕߔ߿ߌᓇ㗀߽ฃߩ

ߩࠄ߆࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ㇱ]ࠆߡߞⴕࠍಣℂߩߤߥࠆ߃឵߈⟎ߢ୯ߩቯᢙߩᮡḰᏅࠄ߆ᐔဋߪ࠲࠺ߥ߈

 ޕ[ࠆࠃߦᨐ⚿ࠣࡦࠕࡅ

㧔㧞㧕ᓥ᧪ߩࡓ࠹ࠬࠪߩ᭴ᚑ 

 ᓥ᧪ޟߩනଔᜰᢙߪࠬࡠࡊ▚⸘ޠ ෳ⠨⾗ᢱ]ߚߡࠇߐ᭴ᚑߡߞࠃߦࡓࠣࡠࡊߩ11  ޕ[ෳᾖࠍ1

 ᦨೋߪࡓࠣࡠࡊߩ COBOLࠅࠃߦ⾏ᤃ⛔⸘ߩ⏛᳇ࠍࡊ࠹ಣℂࠅࠃࡊ࠶࠹323ࠬޔߢߩ߽ࠆߔᚑޕࠆ 

 ᰴߦ PL/I ࠆࠃߦ 30 COBOLޔࠅࠃߦࡓࠣࡠࡊߩࡊ࠶࠹ࠬ ᒻᑼߩ࠲࠺ FORTRAN ᒻᑼ߳ߩᄌ឵߇ⴕߡࠇࠊ

 ޕࠆ

ߦࠄߐ  SAS ࠆࠃߦ 11 ޔߪࠇߎޕࠆߡߞⴕࠍᄌ឵ߩ࠻࠶ࡑࠜࡈ࠲࠺ᐲౣޔߢࡓࠣࡠࡊߩࡊ࠶࠹ࠬ

ߚ߈ߡߒ↪ࠄ߆᧪ᓥޔߡߒኻߦᄌᦝߩ࠻࠶ࡑࠜࡈឭଏ࠲࠺ FORTRAN ᄌ឵ಣߦജᒻᑼߩࡓࠣࡠࡊߩ

ℂߦߚࠆߔᚑߣߚࠇߐ⠨ޕࠆࠇࠄ߃ 

 ߪ⽷ോ⋭ߩࠄ߆⾏ᤃ⛔⸘ߩᚻޔߪ⏛᳇࠲࠺ࠆࠃߦࡦࠗࡦࠝࠄ߆ࡊ࠹ᚻߦಾࠅᦧޔࠅ߅ߡߞࠊ

એ㧟ߪࡓࠣࡠࡊߩߟᔅⷐޕߥ 

 ⛯  ߡ ޔ FORTRAN ߢ ⸥ ㅀ ߐ ࠇ ߚ 㧣 ߟ ߩ ࡊ ࡠ ࠣ  ࡓ ߇ ሽ  ߔ ࠆ ޕ ࠬ ࠹ ࠶ ࡊ ᢙ ߪ 㗅 ߦ ޔ

⸘วޔߢ988,6643,717,317,1435,229,52 ߩߎޕࠆߢࡊ࠶࠹10381ࠬ FORTRANޔ߇⟲ࡓࠣࡠࡊනଔᜰᢙ

ᚑߩਛᔃࠆߥߣಣℂࠍ᭴ᚑޕࠆߡߒ 

 ᦨᓟߔᷰߦࡓ࠹ࠬࠪઁࠍ࠲࠺ޔߦᒻᑼߦᄌ឵ޔߦߚࠆߔSASࠆࠃߦ 34ⴕࠆࠃߦࡓࠣࡠࡊߩಣℂ߇ⴕ



 ޕࠆࠇࠊ

㧔㧟㧕ᣂࠪࠬߩࡓ࠹᭴ᚑ 

ߩߟ㧞ޔߪࡓ࠹ᣂࠪࠬߚߒ⹜ߦߚࠆߔឭଏࠍᯏ⢻ߩ╬หޔߡߒኻߦࠇߎ  AADLࠄ߆ࡠࠢࡑ᭴ᚑࠆࠇߐ[ෳ

⠨⾗ᢱ㧞߮ෳ⠨⾗ᢱ㧟ࠍෳᾖ]ࠇߙࠇߘޕ 233ⴕ151ޔⴕࠍࡠࠢࡑޔߜ߁ߩߎޕࠆߢߩߚࠆߔߊߔ߿

ࠇߙࠇߘ߇ജ߮ⓨⴕߩ࠻ࡦࡔࠦ 41ⴕ45ޔⴕࠍභޕࠆ 

ߪᢙ✚ߩ࡞ࡘࠫࡕࠆߡߒ↪ߢࡠࠢࡑ  30 ⒳㘃ޟޔࠅߢනଔᜰᢙߩޠ․ᱶߜ߁ߩߎߪ࡞ࡘࠫࡕ 4 ⒳

㘃ޕࠆߢᦨ߽↪㗫ᐲߩ㜞ޔߪ࡞ࡘࠫࡕ឵ઍᢙߩߢ 57 ⴕޔᰴߦၮᐩߩ୯ࠆࠃߦ߇ 36 ⴕࠍභ

 ޕࠆ

ᦨዊޔߪㅀ⸤ߩ࡞ࡘࠫࡕ  13ⴕޔᦨᄢ 644ⴕޔᐔဋ 168ⴕޔ✚ⴕᢙߪ 5027ⴕޕࠆߢ 

߇࡞ࡘࠫࡕ16 100ⴕᧂḩ100ޔⴕบ200ޔⴕบ300ޔⴕบ,400ⴕบ,500ⴕบ600ޔⴕบࠇߙࠇߘ߇ 4,4,2,2,1

280ޔߪ࡞ࡘࠫࡕᱶ․ޕࠆߢ࡞ࡘࠫࡕ ⴕ,377 ⴕ,388 ⴕ,584 ⴕ,644 ⴕߣᲧセ⊛⸥ㅀⴕᢙ߇ᄙࠇߎޕ

ޔ᳢ߪ ޕࠆߢߚࠆߡߒታߡߣ߹ߡߒߣᯏ⢻ߩߟ৻ࠍߩ߽ߥ߈ߢಣℂߢߖࠊวߺ⚵ߩ࡞ࡘࠫࡕ↪

ࡦࠛޔࠅߢߩ߽ߚߒઃടࠍಣℂ࠲ࡔࡄߦߚߩൻ↪᳢ޔߪߩ߽ᄙ߇Ყセ⊛ⴕᢙߢ࡞ࡘࠫࡕ↪᳢

 ޕήߪᔅⷐࠆߔ⸂ℂࠍౝኈߥ⚦ߪ࡙ࠩ࠼

 ᣥࠪࠬߩࡓ࠹ਛᩭㇱಽࠆߢ FORTRAN ߨࠍⴕᢙޔߪߢࡓ࠹ᣂࠪࠬߡߴᲧߣࡓࠣࡠࡊ 50%ᷫߎߚ߈ߢ

ߪⷙᮨࡓࠣࡠࡊޔߚ߹ޕ߈ᄢ߇ലᨐߚߒߣ࡞ࡘࠫࡕࠍಣℂࠆࠇߒࠅ➅ޔߪࠇߎޕࠆߥߦߣ FORTRAN

ᦨᄢߩ 6643 ߨࠄ߆ࡊ࠶࠹ࠬ 10 ಽߩ㧝ߩࡓ࠹ࠬࠪޔࠅ߅ߡߞߥߣౝኈࠍℂ⸃ߩߚࠆߔⶄ㔀ߪߐᄢߊ߈ૐ

 ޕࠆߡߒᷫ

ෳ⠨⾗ᢱ㧠ߩ࡞ࡘࠫࡕߦ⸥ㅀࠍޕࠆߍAADLࠆࠃߦ㓸ว⸥ᴺࠅࠃߦ⺰ℂ⊛ߥ㑐ଥ߇⏕ޕࠆߡߞߥߦ 

 

㧡㧚⚿⺰ 

 5.1 ⚿⺰ 

 ᧄⓂޔߪߢᣣᧄߩ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ផ⸘ࠪࠬߩࡓ࠹ᡷༀࡓ࠹ࠬࠪޔߡߟߦ㐿⊒ߩၮ⋚ߩߡߒߣ㧭㧭㧰㧸ࠛ࠺

 ޕߚߞⴕࠍᲧセߥ⊛ቯ㊂ߩࡓ࠹ᣂᣥࠪࠬޔߦࠍޠනଔᜰᢙޟߡߟߦᴫ⁁ߩᢛߩ࠲ࠖ

ᣥࠪࠬࡓ࠹ࠬࠪߪߢࡓ࠹㐿⊒⠪߆ߒߦℂ⸃ߥ߈ߢ FORTRAN ߞߢㅀ⸤ߥᄢⷙᮨߩࡊ࠶࠹㧝ਁࠬࠆࠃߦ

ߪߢࡠࠢࡑ߈ߴߔㅀ⸤ߩ࡙ࠩ࠼ࡦࠛߩ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ㇱޔ߇ߚ ߚߒ↪ࠍ࡞ࡘࠫࡕߩ30 384ⴕ߳ߣᄢ

ޕߚߒᷫ❗ߦ 

ߪ࡞ࡘࠫࡕ߈ߴߔㅀ⸤ߩਛ㑆ጀࠆߩߺߓߥ⒟ᐲࠆߦ⺆⸒ࡓࠣࡠࡊ AADL ⴕᢙ✚ߢㅀ⸤ࠆࠃߦ 5027

ⴕޔߣᣥࠪࠬߩࡓ࠹㧞ಽߩ㧝ߦૐᷫޕߚߒ 

ᦨᄢ࡞ࡘࠫࡕߩⷙᮨߪᣥࠪࠬߩࡓ࠹ 6643 ⴕࠄ߆ߨ 10 ಽߩ㧝ޔߒᷫ❗ߦౝኈࠍℂ⸃ߩߚࠆߔⶄ㔀ߐ

 ޕߚߒૐᷫߦᄢ߇

 

5.2 ᓟߩ⺖㗴 

ౝ㑑ᐭޔߪᐔᚑ 22 ᐕᐲᓟඨߦ㧭㧭㧰㧸߮ AADL ߈ߢታᣉߦࠬࡓࠬ߇⊑㐿ࡓ࠹ࠬࠪࠆࠃߦㅀ⸤ߩࡠࠢࡑ

ޔߦ⽎ኻࠍ⸘ផ࠲ࡈ࠺ޔߜ߁ߩࡓ࠹ࠬࠪ⸘࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ផߩޕࠆߡߞⴕࠍᬌ⸽ᬺߡߟߦ߆ࠆ

ታ㓙ࠍ࠲࠺ߩ↪ߩࡓ࠹ࠬࠪߡߒᡷୃᬺࠍⴕߩߘޔߢߣߎࠆߺߡߞታോߩታലᕈࠍᬌ⸽ޔߒ⺖㗴ࠍᵞ

 ޕࠆߢቯ੍ߔ

 ᓟߩߘޔߪᬌ⸽⚿ᨐߦၮޔ߈ߠ㐿⊒ⅣႺߦࠄߐࠍᢛ߇ߣߎߊߡߒᔅⷐޕࠆߢ㧭㧭㧰㧸ࠛ࠲ࠖ࠺

లࠍᯏ⢻ߊߡߒ㗅ᰴታⴕࠍಣℂࠄ߇ߥߒࠢ࠶ࠚ࠴߇࡙ࠩ࠼ࡦࠛࠍ࠲࠺ࠆࠇߐടᎿޔߪߡߟߦ

 ޕࠆ߇ᔅⷐࠆߔ



 

ෳ⠨ᢥ₂ 

United Nations, Statistics Division, ̌System of National Accounts 2008̍,2008, 

http://unstats.un.org/unsd/nationalaccount/sna2008.asp 

ᄢ⽾ੑޔବ๋ޔญᒄޟ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚㧔SNA㧕ផ⸘࡚ࠪࠬࠪࡌࡁࠆࠃߦ࡞ࡘࠫࡕࡠࠢࠗࡑߩࡓ࠹

 ,2010,67㧙70㗁,ޢቇળ╙29࿁ᄢળ ႎ๔ⷐᣦ㓸ࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ળ␠ޡޠࡦ

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jasess/conference/2010/jasess29.pdf 

ฦᐭ⋭ᖱႎൻ⛔⽿છ⠪㧔㧯㧵㧻㧕ㅪ⛊ળ⼏ޟ㔚ሶᐭ᭴▽⸘↹(ᡷቯ)2004,ޠ, 

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/cio/dai9/9siryou2.pdf 

⚻ᷣ␠ળ✚ว⎇ⓥᚲ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ㇱޟផ⸘ౣߩࠬࡒ⊒㒐ᱛ╷2005,ޠߡߟߦ, 

http://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/050428/missbousi.html 

⚻ᷣ␠ળ✚ว⎇ⓥᚲ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ㇱޟSNAផ⸘ᚻᴺ⸃⺑ᦠ㧔ᐔᚑ19ᐕᡷ⸓ 㧕2007,ޠ, 

http://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/071011/suikei.html 

ବ๋ޔᄢ⽾ੑޔญᒄޟ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚(SNA)ផ⸘ࠪࠬߩࡓ࠹␠ળᖱႎ ޡޠࡦࠗࠩ࠺ࡖ࠴ࠢ࠹ࠠࠕ␠

ળ29╙ޢࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ภ,2008,101-110㗁 

ᰞᧄஜ2008ޟSNAߩ․ᓽߣᣣᧄ߳ዉࠆߔ㓙ߩᵈᗧὐޡޠ⛔⸘ቇ95╙ޢภ,2008,32-35㗁 

ญᒄޟⶄ㔀♽ߩߡߒߣ⚻ᷣቇ ⥄ᓞ⊛ࠛ࠻ࡦࠚࠫ㓸࿅ߩ⑼ቇߩߡߒߣ⚻ᷣቇࠍ⋡ᜰߡߒ㨭ᣣ⑼⼏ㅪ,2000 

ౝ㑑ᐭޟౝ㑑ᐭᧄᐭࡓ࠹ࠬࠪࠪࠟ⋥ߩߚߩߒⴕേ⸘↹㧔ࡓࠣࡠࡊࡦ࡚ࠪࠢࠕ㧕2004,ޠ 

ౝ㑑ᐭ⚻ᷣ␠ળ✚ว⎇ⓥᚲޟ␠ળળ⸘ࠪࠬ2007,ޠߡߟߦ⿷⊑ߩࡓࠕࠪ࠰ࡦࠦࡦࡊࠝࡓ࠹, 

http://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/070524/hossoku.pdf 

ౝ㑑ᐭᧄᐭᖱႎൻផㅴᆔຬળޟ⚻ᷣ⽷╷㑐ଥᬺോ╬ߦᔅⷐߦࡓ࠹ࠬࠪߥଥᬺࠆࠊോࡓ࠹ࠬࠪᦨㆡൻ⸘

↹(2008ᐕ822ᣣᡷቯ)2008,ޠ, 
http://www.cao.go.jp/others/kichou/it/saitekika/080822/saitekika.pdf 

ᩣᑼળ␠ޟࠢࠤࠗࡄAADL(Algebraic Accounting Discription Language ) ↪2010,ޠ࡞ࠕࡘ࠾ࡑ, 

http://www.cabsss.titech.ac.jp/aadl/AADL_UserManual.pdf 



㧔ෳ⠨⾗ᢱ㧝㧕ᣥࠪࠬࡓࠣࡠࡊߩࡓ࠹৻ⷩ 

No. ࡓࠣࡠࡊฬ ࡊ࠶࠹ࠬ ⺆⸒ࡓࠣࡠࡊᢙ 

1 TRDPRM01 COBOL 323 

2 TRD02 PLI 30 

3 TUKANA SAS 11 

4 STEPB2 FORTRAN 988 

5 PRGC1 FORTRAN 6643 

6 PRGD2 FORTRAN 717 

7 PRGD3 FORTRAN 317 

8 PRGD4 FORTRAN 1435 

9 PRGD5 FORTRAN 229 

10 CHOSEI FORTRAN 52 

11 STEPE SAS 34 

㧔ᚲ㧕ౝ㑑ᐭ⚻ᷣ␠ળ✚ว⎇ⓥᚲ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ㇱࠆࠃߦ 

 

㧔ෳ⠨⾗ᢱ2㧕ᣂࠪࠬ࡞ࡘࠫࡕߩࡓ࠹৻ⷩ 

 ⴕᢙ ࡞ࡘࠫࡕฬ ᯏ⢻ⷐ 

1 25 Add  

2 130 CalcBackwardMovingAverage ᓟᣇ⒖േᐔဋ 

3 101 CalcConsumerTaxMarkupRatio ᶖ⾌⒢₸ 

4 67 CalcYearAverage ᐕᰴᐔဋ 

5 644 ChainedFisherFromPQReferenceYear ㅪ㎮ࡖࠪ࠶ࠖࡈᜰᢙ 

6 74 CheckKey ၮᐩ㓸วߩജ 

7 13 CreateOneItemFile 㧝ߩߟᢥሼ࡞ࠗࠔࡈࠆߥࠅࠃᚑ 

8 21 difference Ꮕಽ 

9 48 DivideByExalgeNorm ⛘ኻ୯ࠆࠃߦ 

10 58 DivideWithNameTimeSubject name,time,subjectၮᐩ߇หߓⷐ⚛ߩ 

11 473 ExtendedOperation ᳢↪Ṷ▚ 

12 22 ExtendRatio ഀว 

13 26 ExtractByCharacters ᜰቯᢥሼࠆࠃߦ 

14 112 ExtractByKey ᜰቯߚߒၮᐩߩᜰቯߚߒᢥሼ㓸วߩⷐ⚛ߩ 

15 113 ExtractByKeyString ᜰቯߚߒၮᐩߩᜰቯߚߒᢥሼߩⷐ⚛ߩ 

16 16 Inverse ㅒᢙ 

17 238 KeepAndGetMonthlyWithTimeKeyList ᰳ៊୯ࠍ timeၮᐩߩ㓸วߦၮ߈ߠᰴߢ㑆 

18 21 MultiplyConstant ቯᢙࠍਸ਼ࠆߓ 

19 59 MultiplyWithNameTimeSubject name,time,subjectၮᐩ߇หߓⷐ⚛ߩⓍ 

20 31 OverwriteRefactored ᦠ߈ 

21 277 ReadCSV CSVߺ⺒↪᳢ߩ࡞ࠗࠔࡈㄟߺ 



22 584 ReplaceIrregularValue ࠇߕߪ୯߃឵߈⟎ߩ㧔․ᱶ࡞ࡘࠫࡕ㧕 

23 202 SetBases ၮᐩౝኈߩࠇᦧ߃ 

24 94 TextToCSV ࠍࡑࡦࠞߦ࡞ࠗࠔࡈ࠻ࠬࠠ࠹ᝌ 

25 463 ToCSVFile CSVߩ߳࡞ࠗࠔࡈᦠ߈ߒ 

26 24 unionOfStringList ᢥሼ㓸วߩ㓸ว 

27 46 YearMonthSeries ᐕᤨߩ♽ࠍ↢ᚑ 

28 388 ProcessPriceIndexForUPI නଔᜰᢙߩߚߩ‛ଔᜰᢙടᎿ㧔․ᱶ࡞ࡘࠫࡕ㧕 

29 280 readA1 A1ߺ⺒ߩ࡞ࠗࠔࡈㄟߺ㧔․ᱶ࡞ࡘࠫࡕ㧕 

30 377 readUPIC5 C5ߺ⺒ߩ࡞ࠗࠔࡈㄟߺ㧔․ᱶ࡞ࡘࠫࡕ㧕 

㧔ᚲ㧦╩⠪ᚑ㧕 

 

㧔ෳ⠨⾗ᢱ㧟㧕AADLࡠࠢࡑ⸥ㅀ࡞ࡘࠫࡕࠆߌ߅ߦ↪ⴕᢙ╬ 

NO. 



↪

ⴕ

ᢙ 

 ฬ ᯏ⢻ⷐ࡞ࡘࠫࡕ

1 57 Add  

2 6 CalcBackwardMovingAverage ᓟᣇ⒖േᐔဋ 

3 2 CalcConsumerTaxMarkupRatio ᶖ⾌⒢₸ 

4 2 CalcYearAverage ᐕᰴᐔဋ 

5 10 ChainedFisherFromPQReferenceYear ㅪ㎮ࡖࠪ࠶ࠖࡈᜰᢙ 

6 2 CheckKey ၮᐩࠢ࠶ࠚ࠴ 

7 3 CreateOneItemFile 㧝ߩߟᢥሼ࡞ࠗࠔࡈࠆߥࠅࠃᚑ 

8 22 difference Ꮕಽ 

9 2 DivideByExalgeNorm ⛘ኻ୯ࠆࠃߦ 

10 34 DivideWithNameTimeSubject name,time,subjectၮᐩ߇หߓⷐ⚛ߩ 

11 2 ExtendedOperation ᳢↪Ṷ▚ 

12 7 ExtendRatio ഀว 

13 8 ExtractByCharacters ᜰቯᢥሼࠆࠃߦ 

14 36 ExtractByKey ᜰቯߚߒၮᐩߩᜰቯߚߒᢥሼ㓸วߩⷐ⚛ߩ 

15 2 ExtractByKeyString ᜰቯߚߒၮᐩߩᜰቯߚߒᢥሼߩⷐ⚛ߩ 

16 1 Inverse ㅒᢙ 

17 2 KeepAndGetMonthlyWithTimeKeyList ᰳ៊୯ࠍ timeၮᐩߩ㓸วߦၮ߈ߠᰴߢ㑆 

18 2 MultiplyConstant ቯᢙࠍਸ਼ࠆߓ 

19 7 MultiplyWithNameTimeSubject name,time,subjectၮᐩ߇หߓⷐ⚛ߩⓍ 

20 6 OverwriteRefactored ᦠ߈ 

21 1 ReadCSV CSVߺ⺒↪᳢ߩ࡞ࠗࠔࡈㄟߺ 

22 4 ReplaceIrregularValue ࠇߕߪ୯߃឵߈⟎ߩ㧔․ᱶ࡞ࡘࠫࡕ㧕 

23 4 SetBases ၮᐩౝኈߩࠇᦧ߃ 



24 8 TextToCSV ࠍࡑࡦࠞߦ࡞ࠗࠔࡈ࠻ࠬࠠ࠹ᝌ 

25 25 ToCSVFile CSVߩ߳࡞ࠗࠔࡈᦠ߈ߒ 

26 5 unionOfStringList ᢥሼ㓸วߩ㓸ว 

27 2 YearMonthSeries ᐕᤨߩ♽ࠍ↢ᚑ 

28 21 ProcessPriceIndexForUPI නଔᜰᢙߩߚߩ‛ଔᜰᢙടᎿ㧔․ᱶ࡞ࡘࠫࡕ㧕 

29 5 readA1 A1ߺ⺒ߩ࡞ࠗࠔࡈㄟߺ㧔․ᱶ࡞ࡘࠫࡕ㧕 

30 7 readUPIC5 C5ߺ⺒ߩ࡞ࠗࠔࡈㄟߺ㧔․ᱶ࡞ࡘࠫࡕ㧕 

⸘ 295   

    

  ㅀ⸤ߩ↪એᄖ࡞ࡘࠫࡕ

 82 echo ࠦ࠻ࡦࡔᢥሼജ 

 2 #AADLMacro ࡠࠢࡑ㐿ᆎⴕ㧔࠼ࡢࠢ࠶ࠫࡑ㧕 

 5 ⓨⴕ  

✚

⸘ 
384   

㧔ᚲ㧦╩⠪ᚑ㧕 

 

㧔ෳ⠨⾗ᢱ㧠㧕࡞ࡘࠫࡕ⸥ㅀ㧦CalcBackwardMovingAverageߩ⸥ㅀౝኈ 

package ssac.aadl; 

@header{ 

 import exalge2.util.ExMonthTimeKey; 

}@ 

 

// ⷐ 

// nࡩᓟᣇ⒖േᐔဋޕࠆ᳞ࠍ 

// $1:ജexalge 

// $2:n 

// $3:ജexalge 

 

program CalcBackwardMovingAverage{ 

 

 var exalge:Exalge 

  <<- csvFile( $1 ); 

 

 var n:Decimal 

  = toDecimal( $2 ); 

 

 var movingAverage:Exalge 

  = calcMovingAverage( exalge, n ); 

 



 movingAverage 

  ->> csvFile( $3 ); 

} 

 

// ᓟᣇ⒖േᐔဋ 

function calcMovingAverage( exalge:Exalge, n:Decimal ):Exalge{ 

 

 if ( n != 0 ){ 

  var exbaseSet:ExBaseSet 

   = getBases( exalge ); 

 

  var decimalList:DecimalList 

   = generateDecimalList( 0, n - 1); 

 

  // lagߩ♽ࠍᚑޕࠆߔ 

  var exalgeSetLag:ExAlgeSet 

   = { 

     alge 

   | decimal <- decimalList 

   , alge = lag( exalge, decimal ) 

   }; 

 

  exbaseSet 

   = removeHat( exbaseSet ); 

 

  var exalgeSet:ExAlgeSet 

   = { 

     value 

   / abs( n ) 

   @ exbase 

   | exbase <- exbaseSet 

   , alge = getFromSet( exalgeSetLag, n - 1) 

   , ! isEmpty( proj[exbase]( alge ) + proj[^exbase]( alge ) ) 

   , decimal <- decimalList 

   , algeA = getFromSet( exalgeSetLag, decimal ) 

   , value = norm ( proj[exbase]( algeA ) ) - norm( proj[^exbase]( algeA ) ) 

   }; 

 

  exalge 

   = sum( exalgeSet ); 



 }; 

 return exalge; 

} 

 

// ExAlgeSet ߩ n⇟⋡ߩⷐ⚛ࠍขࠅޕߔ 

function getFromSet( exalgeSetLag:ExAlgeSet, n:Decimal ):Exalge{ 

 var exalge:Exalge; 

@{ 

 exalge = exalgeSetLag.get(n.intValue()); 

}@; 

 return exalge; 

} 

 

// from ࠄ߆ to ߹ߟߠ 1 ߢჇടᷫዋࠆߔdecimalListࠍޕߔ߹ߒ 

function generateDecimalList( from:Decimal, to:Decimal ):DecimalList{ 

 

 var decimalList:DecimalList; 

@{ 

 if ( from.intValue() <= to.intValue() ){ 

  for ( int i = from.intValue(); i <= to.intValue(); i++ ){ 

   decimalList.add( new java.math.BigDecimal( i )); 

  } 

 } else { 

  for ( int i = from.intValue(); i <= to.intValue(); i-- ){ 

   decimalList.add( new java.math.BigDecimal( i )); 

  } 

 }; 

}@; 

 return decimalList; 

} 

 

// timeၮᐩࠍnߚߒࠄߕexalgeࠍޕߔ߹ߒ 

function lag( exalge:Exalge, n:Decimal):Exalge{ 

 

 var exbaseSet:ExBaseSet 

  = getBases( exalge ); 

 

 var exalgeSet:ExAlgeSet 

  = { 

    value @ < name, unit, time, subject > 



  | exbase <- exbaseSet 

  , name = getNameKey( exbase ) 

  , unit = getUnitKey( exbase ) 

  , time = lag( getTimeKey( exbase ), n ) 

  , subject = getSubjectKey( exbase ) 

  , value = norm( proj[exbase](exalge) ) 

  }; 

 

 exalge 

  = sum( exalgeSet ); 

 

 return exalge; 

} 

 

// timeၮᐩࠍnߚߒࠄߕStringࠍޕߔ߹ߒ 

function lag( timeString:String, n:Decimal ):String{ 

@{ 

 ExMonthTimeKey timeKey = new ExMonthTimeKey(); 

 if ( timeKey.isSupported( timeString ) ){ 

  timeKey = new ExMonthTimeKey( timeString ); 

  timeKey.addUnit( n.intValue() ); 

  timeString = timeKey.toString(); 

 } else { 

  System.out.println("illegal TimeKey detected:" + timeString ); 

 }; 

}@; 

 return timeString; 

} 
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ࠦ࠹ࡦࡍ㧘ߪߟ৻ߩߘޕࠆߡࠇߐߥߊਥᒛ߽ᄙ߁ߣߚߒዉࠍᢥൻ㧘ⴕേ᭽ᑼߒ㧘ᣂߊߥߪߢߌ

 㧔Brisonࠆߢ⺰⼏߁ߣߚߒዉࠍ⟵ੱਥࠄ߇ߥߒ㊀ⷞࠍଔ୯ⷰߥ⊛หߩ㧘వ᳃߇ᵷ࠹ࠬ

2007a㧕ߪ⺰⼏ߩࠄࠇߎޕ㧘ᓟㅀߥ߁ࠃࠆߔ㧘ࠫࠖࡈ․ߩᢥൻࠆߢᑼࡃࠞߩ㧔kava㧕㧘વ⛔⊛ߥ

ⷙߩߚߩ⌕ᐲࡉࡦ࠲ࠆߢ(tabu)ߦߺߩవ᳃♽ߩੱࠫࠖࡈⴕേ᭽ᑼࠍᏫ⚿ࠅߚߖߐ㧘વ⛔

⊛㧘หߦ․ޕࠆࠇߊߡߒ⸂ࠍࠇࠊࠇࠊࠄ߆ߜㆊߥ߁ࠃࠆߔࠅߚߒ⪬ࠍታ߁ߣᄌൻߩౝኈߩ

                                                   

1 ᧄ⎇ⓥߪ㧘ᐔᚑ 17㧙19 ᐕᐲ⑼ቇ⎇ⓥ⾌㧔⎇ⓥઍ⠪㧘㣮ఽፉᄢቇ ᴡวᷧ㧕ᐔᚑ 18-19 ᐕᐲޔᣩ⎣

ሶ⎇ⓥഥᚑ㊄㧔⎇ⓥઍ⠪ ⍮㧕ߩഥᚑࠍฃޕࠆߡߌ 
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ᚲᐲࠆߌ߅ߦ␠ળ⚻ᷣߪ㧘หਥ⟵ߣੱਥ⟵߇㊀ߡߞࠅߥ᭴ᚑ߁ߣࠆߡࠇߐਥᒛߪ

㊀ⷐࠆߢ㧔Tanner 2007㧕ޕੱߣ␠ળߩߣ㑐ଥ࠻ࠬࠠ߿ࡃࠞ߇ᢎࠆࠇ߫⚿ߢ㑐ଥ߇ጀ⁁ߡߞߥߣ᭴

ᚑࠆߢߩࠆߡࠇߐ㧔Brison 2007b㧕ߚ߹ޕ㧘หߣหߩߦ㑐ㅪࠆߔ㑐ଥᕈ߽ᄢߊ߈ᄌൻ

ቯߢਅߩ㧘ห⊛ᚲᐲߪߊᄙߩੱࠫࠖࡈ♽㧘వ᳃ޕࠆߢ߈ߴߔ⋠ᵈ߽ߣߎࠆߡߒ

ൻ߇ࠆߡߒ㧘ᬀ᳃ൻࠆࠇߐએ೨ߪ㧘ฦㇱᣖ⦟ࠅࠃߪ⒖ߕ߃⛘ߡ᳞ࠍേߒ㧘ੱߩޘ↢ᵴߦ

ߥ߆⼾ߩ♽ᨐ㧘↢ᘒ⚿ߩߘޕߚߡ߈ߦ❥㗫߇ߩㇱᣖ㑆ߪߡ߅ߦߥ߆⼾ߩ♽ᘒ↢ߡߞߣ

ߢߥࠇ߹ᕺߤ߶ࠇߘ߇♽㧘↢ᘒ߇ߚߞߢ⊛┙ኻߪߣㇱᣖߩ㧘ㄭ㓞ߊߐዊ߇㕙Ⓧߪߢၞ

⒖േ߇ᣖ৻ߡ᳞ࠍ⦟ࠅࠃޕ㧔Field 2005㧕ߚߞߢ⊛දജߪ㧘ㇱᣖ㑆ߊ߈ᄢ߇㧘㕙Ⓧߪ

 ޕߚߞߢߩߚߒᶖṌߡߞࠃߦᚲᐲࠆߌ߅ߦ᳃ਅᬀߪᢥൻߚߞߣࠆߔ⓭ᱞജⴣߪᤨࠆ㧘ߒ

 ᰴߦ㧘⽻ᐊ⚻ᷣൻ㧘ࠣ ޕ߁ࠃߺߡߺߡߟߦⓥ⎇ࠆߔ㑐ߦ㑐ଥߩߣㄘࠫࠖࡈ♽వ᳃ߣൻ࡞ࡃࡠ

೨ㅀߥ߁ࠃߩ㧘ᄖㇱߩᓇ㗀ࠍฃߡߌᄌൻࠆߔવ⛔߁ߣⷞὐߪ㊀ⷐߣࠆߢ⠨ࠅ߹ߟޕࠆࠇࠄ߃㧘ࠖࡈ

 㧔Powellࠆߡߒዷ㐿ߢᒻߚߒࠬࠢ࠶ࡒ߇↥⾗ᢥൻߣᷣ⚻㧘⽻ᐊߪᷣ⚻ㄘ␠ળߩవ♽ㄘ᳃ࠫ

1998㧕ޕPowell ޕࠆߔߣࠆߢ߈ߴߔ⠨ኤࠄ߆ὐⷰߥ߁ࠃߩߎߪࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ߚࠇߣߩࠬࡦࡃߩㄘߪ

ㄘ߳ߩ⽻ᐊ⚻ᷣߩᶐㅘߪ㧘⚻ᷣߩၞ㑆ᩰᏅࠍേ࿃ࠆߔߣ࿖ౝഭ⒖േߩᓇ㗀߇ᄢ߈㧔Sofer 1993㧕ޕ 

ࠄ߆ㇺᏒߦߦ߈ߪޘੱߚ㧘ㇺᏒߦዬࠄ߇ߥߒ㧘ㄘ߳ߩㅍ㊄ߡߞࠃߦ㧘ߪࠆ㧘ᇕ⫋⑂߿

ߩⴕࠍߤߥਛᔃߦ߳Ꮻㇹߒ㧘㊄ߦ߽ߣߣ‛⾰ਥ⟵ࠍᜬߜㄟߚ߹ޕ㧘ㄘࠍ৻ᐲߪ㔌ߚࠇㇺᏒ

↢ᵴ⠪߇⠧ᓟߪߦᚯߡߞ↢ᵴ߁ߣࠆߔ㧘ޟߩ⠧ᓟߩኅޠൻ߁ߣᓐߩࠄⴕേ᭽ᑼ߽⽻ᐊ⚻ᷣߣߣ

㑐ଥߩߣᷣ⚻ㄘ␠ળߣᐊ⚻ᷣൻ⽻ޕ㧔Overton 1993㧕ࠆߢࠎㄟߜᜬࠍ࡞ࠗ࠲ࠬࡈࠗߥ⊛ㄭઍߦ߽

㧘ࠞߪᓐޕᷓ⥝߇ⓥ⎇ߩ㧘Sofer(2009)ߪߡߒ㑐ߦ ߩߢፉࡉ࠳ࡦࠞߥฬߢ↥↢ߩࡃ 1980 ᐕઍߣ 2000

ᐕઍߩㇺᏒㇱߣፉߩߣਛᔃ̆ㄝ㑐ଥߩᄌൻߡߟߦ⺞ᩏߦၮߚߠ⎇ⓥࠍⴕޕࠆߡߞᓐߪ㧘ㄝㇱ

ߡߒ㓸ਛ߇㧘ㇺᏒ߳ഭᏒ႐ߣߎ߁ߣࠆߡߒଐሽߦ⩄ߩㇺᏒㇱ߳ߩࡃࠞ߇ᷣ⚻ߩࡉ࠳ࡦࠞࠆߢ

ߪᕈᩰߥ⊛ၮᧄ߁ߣ㧘ਛᔃ̆ㄝ㑐ଥࠅ߅ߡߞ߹ᒝߪᴫ⁁ࠆ 20 ᐕ㑆ᄌߕࠄ߅ߡߞࠊ㧘ࠈߒᒝൻ

ᒙࠍᓇ㗀ߩࠬ࠽ࠗࡑߩㄝൻ߇ળ᭴ㅧ␠ߩࠆߔኻ᛫ߦᷣ⚻Ꮢ႐ߩ㧘ߒ߆ߒޕࠆߴㅀߣࠆߡࠇߐ

ࡠࠣࠆࠃߦᤃ⥄↱ൻ⾏ߥ⊛⟵㧘ᣂ⥄↱ਥߪߡߒ㑐ߦㄘߣൻ࡞ࡃࡠࠣޕࠆߡߒ⺰⼏߽ߣߎࠆߡ

⚻ߩ㧘ၞᄖ߫ࠇߌߥߍࠅࠍᛶ᛫ജߥ⊛หߩ㧘ၞౝߡ┙ࠅ㚟ߦ┹ߥ⿔ኈࠍ㧘ฦ࿖ߪൻ࡞ࡃ

ᷣᄢ࿖ߡߞࠃߦ㧘ᣇߩ␠ળ⚻ᷣ⊛߇࠻ࠬࠦߥ⠨ᘦߦߕࠇߐ㧘ޠߥࠢ࠶࠴࠱ࠠࠛޟ⥄ὼ⾗Ḯ߇៦ขࠇߐ

ㄘߚߒຠൻ࡞ࡃࡠࠣߥ߁ࠃߩߎߪߢᩏ⺞ߩ⠪⪺ޕ㧔Murray 2000㧕ࠆ߇ⓥ⎇ࠆߔෂᗋࠍߣߎࠆ

ᷣ⚻ߩࠄᓐޕࠆߢᓇ㗀ߩᶏᄖഭߚߒߣਛᔃࠍ࿖ㅪァߩੱߪⷐ࿃ߥ࡞ࡃࡠࠣޕߥࠇࠄߺߪ‛↥

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ߈ᄢࠅߥ߆ߪᓇ㗀ࠆ߃ᢥൻ߳ਈ⾰‛߿

 એࠫࠖࡈߦ߁ࠃߩవ᳃ߩㄘࠆߌ߅ߦ⌕ߩ␠ળ⚻ᷣ㧘ᢥൻᬀߪ᳃ᤨઍ⒖ߦߚࠇߐⷐ࿃ߩ

ਅౣߢ✬ᚑߡߒߘޕࠆߡࠇߐ㧘ߩߘ᧦ઙߢߣ߽ߩ⽻ᐊ⚻ᷣൻ㧘ࠣ ޕࠆߢߩࠆߡߒᶐㅘ߇ൻ࡞ࡃࡠ

 ޕ߁ࠃߒಽᨆߡߡᒰࠍὶὐߦࠍታᘒߩ↪Ḯ⾗ߩవ᳃ߩ㧘ታ㓙ࠄ߆ὐⷰߥ߁ࠃߩߎ

 

1 ⺞ᩏߩ␠ળ⚻ᷣ᭴ㅧ 

 

 ᴫߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ 1-1

 

2006ޔߪࠫࠖࡈ  ᐕੱߢญ߇⚂ 80 ߇♽ࠫࠖࡈవ᳃ޔߢੱਁ ߇♽࠼ࡦࠗޔ54.3% ߢ38.6%

1874ޕ2ࠆ ᐕߦ⧷࿖ᬀߩ᳃1970ޔࠅߥߣ ᐕޕߚߒ┙⁛ߦߦࠫࠖࡈޔߩ♽࠼ࡦࠗ᳃ߩవ

ޔⷰߪᬺ↥ߥਥߩޕߚߞᷰߦࠫࠖࡈߡߒߣഭ⠪ߩ⇌ࡆࠠ♧⍾ߦ࿖ᬀ᳃ᦼ⧷ߪߊᄙߩ శޔ♧⍾ޔ

ᢱ↢↥ߩ♽࠼ࡦࠗߣ♽ࠫࠖࡈޔߡ߅ߦᷣ⚻ߩࠫࠖࡈޕࠆߢ᳃ߪኻᾖ⊛ࠫࠖࡈޕࠆߢ♽

᳃ߩᄙߪߊㄘㇱߦޔߺ⥄⛎⥄⿷⊛ᕈᩰߩᒝߦᷣ⚻ߩࠫࠖࡈޕࠆߡߒࠄᐭ⛔⸘ޔߣࠆࠃߦ

2002 ᐕߩㄘᬺ↢↥㗵ߩ ߩṪᬺޔ35.5%  Fiji Islands Bureau of Statistics)ࠆߢ↥↢⿷⥄⛎⥄߇34%

ߡ߅ߦㄘᬺޔߪ᳃♽࠼ࡦࠗޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߥߊ㜞ߦࠄߐߪᢙሼߩߎߪߢߺߩ♽ࠫࠖࡈޕ(2005

㚂ޔࠅߢ⊛ᡰ㈩ߡ߅ߦᬺᵴേߚ߹ޕࠆߡߞߥߎ߅ࠍ↥↢‛ຠߩߤߥ⪀㊁߿⇌ࡆࠠ♧⍾ޔߪ

ㇺࡃࠬߩᏒ㧔Suva㧕߿ᄖ࿖ੱⷰశቴߩᄙࠖ࠺ࡦ࠽Ꮢ㧔Nadi㧕ߩߤߥᏒⴝࠍᱠߩߤࠎߣ߶ޔߣߊ

ᐫ࠼ࡦࠗߪ♽ᚲޕࠆߢ 

ࠇ߆ಽߦ(㧦yavusaࠨࡉࡗ)ޔ㧦tikina㧕࠽ࠠࠖ࠹㧔ޔ㧦yasana㧕࠽ࠨࡗᎺ㧔ޔߪⴕߩࠫࠖࡈ

ߩ࿖ޕࠆߡ ߡߞࠃߦ㧔mataqali㧕ࠟࡦ࠲ࡑޔࡊ࡞ࠣ✼ⴊޔߪߩవ᳃ߩࠫࠖࡈߩ83%

หᚲޕࠆߡࠇߐవ᳃ߩߪᄁ⾈߇ᷰ⼑ޔᴺ⊛ߦߩࠟࡦ࠲ࡑޕߥߡࠇࠄ᭴ᚑຬ߇

㑐ߦ↪ㆇޔℂ▤ࠆߔ㑐ߦߩࠄࠇߎޔߪߢ࡞ࡌ࿖ޕࠆ߇ᔅⷐ߱⚿ࠍ⚂ᄾࠬߪ႐วࠆߔ↪ࠍ

                                                   

2 ᄖോ⋭ࠫࡍࡓࡎ㧔http:www.mofa.go.jp/mofaj/area/fiji/data.html㧕 
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ᄁߣ࿖㧔crown land㧕ޔߪߩࠅᱷޕࠆߢᯏ㑐ߩᦨ㜞߇వ᳃ᆔຬળ㧔NLTB㧕ߪߡߒ

⾈น⢻ߥ⥄↱㧔freehold land㧕ࠫࠖࡈޕࠆߢవ᳃ߩޔߪⶄᢙߡߞࠃߦࠟࡦ࠲ࡑߩ᭴ᚑ

࠲ࡑߪߢ㕙ߩ↪ㆇߩታ㓙ޔ߇ࠆߔቯߡߒ㑐ߦ↪ߩㄘߥ⊛ၮᧄ߇᭴ᚑຬߩࠟࡦ࠲ࡑޕࠆߡࠇߐ

วᗧߩޕࠆߡߞߥߦන߇㧔i tokatoka㧕ࠞ࠻ࠞ࠻ࠗࠆߢࡊ࡞ࠣ✼ⴊߩਅߦࠄߐߩౝࠟࡦ

ᒻᚑߩㆊ⒟ޔ߽ߢ ࠟࡦ࠘࠻ⴕቭ㧔ߩᓎࡊࠗࡄߩߣⴕߩᐭޕ3ࠆߢ㚂㐳ޔ߇ߩߟᜬࠍജᮭ߽ߣߞ

ᨐࠍᓎഀߥ㊀ⷐ߁ߣࠆ߃વߦᐭࠍჿߩੱޔ߃વߦੱࠍ╷ߩᐭߪturaga ni koro㧕 :ࡠࠦ࠾

 ޕࠆߡߒߚ

 ⺞ᩏࡉࠗ࠲ߩᎺࡑ࠽ޔࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ޔࠫࠖࡈޔߪᦨᄢߩ㕙Ⓧੱޔญࠍࡉࠗ࠲ࠆߔፉ

㧔࿑ࠆߔ⟎ߦർ᧲ㇱߩ 1 ෳᾖ㧕ޕㄭ㓞ߪߦ㚂ㇺࡃࠬߩᏒ߿ⓨ᷼࠰࠙࠽ࠆߩ㧔Nausoli㧕Ꮢޕࠆ߇

ߪߩߎ 3 ࠽ࠤ࠙ࠞ࠽ޔ㧔Nailago㧕ࠧࡦࠗ࠽ޔ㧔Nailoverua㧕ࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ޔࠟࡦ࠲ࡑߩߟ

㧔Nakaukena㧕ࠄ߆᭴ᚑࠆߡࠇߐ㧔࿑ 2 ෳᾖ㧕ߩߎߪࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ޕߩਛᔃ⊛ሽੱޔࠅߢญ߇

ᦨ߽ᄙޔߊ㚂㐳߽ⴕቭ߽ߩߎߦዬੱߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ޕࠆߔญ2006ޔߪ ᐕߩߩⴕቭߩ⺞ᩏ

⚂ߣࠆࠃߦ 190 ߪᏪᢙޔੱ 33 ⼾ߦหᤨߣࠆߔ㕙ߦᨋࡉࡠࠣࡦࡑߥᐢᄢߪࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ޕࠆߢ

ߢౝㇱߩޔߪ♳㘩ߥ⊛ၮᧄޕࠆߡߌฃࠍߺᕺߩὼ⥄ࠆࠇࠄᓧࠄ߆㒽ߣᶏߪੱޔߒࠍߥ߆

ⓠޕࠆߢߩ߽ߚࠇߐ 

 

 

࿑ 1 ⺞ᩏߩ⟎ 

 

 

 

 

                                                   

3 ⺞ᩏߪߢ㧘࠘࠻㧔ratu㧕ߣ߫߇ߚߡࠇ㧘৻⥸⊛ߪ࠘࠻ߪߦ㧘ᐢၞߩⶄᢙࠍࠨࡉࡗߩᡰ㈩ߔ

ߣ㐳㧔turaga ni yavusa㧕ߩࠨࡉࡗ㧘ߪࠆ㧔komai㧕ࠗࡑ㧘ࠦߪߢၞߩઁߩߘޕࠆߔᗧࠍ㐳ࠆ

 ޕࠆࠇߐ⒓



 4 

 

 

 ⪬㓸ߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑㧞 ߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽࿑㧔╩⠪ᚑ㧕 

                

 

 ᷣ⚻ߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ 1-2

 

ߥߎ߅ࠍṪᬺߪߚ߹ㄘᬺߩߢౝㇱߩߪᄢඨޔࠅߢ⊛ᄖߪߩ߽ߊߢᄖޔߪߢࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ 

࠶࠽ࠗࡄޔࠧࡦࡑޔ࠽࠽ࡃޔታߩࡦࡄޔᩮ⩿㘃ߩߤߥࡓࡗޔࡕࠗࡠ࠲ޔࡃࠨ࠶ࡖࠠޔߪㄘᬺޕࠆߡߞ

ޕࠆߡߞⴕࠍᩱၭߩߤߥ⪀㊁ߩߤߥ⪀㕍᪪߿ࡌޔᨐታߩߤߥታߩࠪࡗޔ࠼ࠟࡏࠕޔ࡞ࡊ 1 ࠽ޔߪ

ߥࡏޔߪṪᬺޕࠆߡߒ␜ࠍ╬ଔᩰߩ႐วࠆߔᄁ⽼ߢᏒ႐ߣ‛↥ㄘߥ߽߅ࠆࠇߐ↥↢ߢࠟࡦࡢࠞࠗ

ਛࠍࠦࡑ࠽ޔߚ߹ޕࠆߡߒណ㓸ࠍᶏ⨲㘃ޔ㝼㘃ߩߤߥ⽴ࠆࠇ߫ߣ㧔kaikoso㧕࠰ࠦࠗࠞ߿㝼ߩߤ

࿖ੱੱߦ⽼ᄁ߽ߩ߽ࠆߔᄙߊሽࡉࡠࠣࡦࡑߦઁߩߎޕࠆߔᨋߓߪࠍౝߩᧁ᧚ߩબណࠍⴕߡߞ

ޕࠆ 2 㧕߽ߩ߽ߥߢ㧔ᴺ⊛ᚲ⠪ޘੱߦ㧕ࠟࡦ࠲ࡑⴊ✼㓸࿅㧔ߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ߪ

ࠆߔ㑐ߦ 27 Ꮺߩ⺞ᩏ⚿ᨐޕࠆߢߪߢฦᏪ߇ⴊ✼㑐ଥࠍၮḰߦ AޔBޔCޔDޔ㧱ޔ㨄࡞ࠣߩ

䊅䉦䉡䉬䊅
䊙䉺䊮䉧䊥

䊅䉟䊤䊮䉯
䊙䉺䊮䉧䊥

䊅䉟䊨䊔䊦䉝
䊙䉺䊮䉧䊥

䉮䊨

䊯䊪䉟
㓸⪭

䊅䉦䉡
䉬䊅
㓸⪭

N

S

EW

࿖



500䌭

䉲䉞䉲䉞䊥Ꮉ

䊅䉟䉦䊪䊮䉧Ꮉ

䊅䉟䉦䊪䊮䉧䊯䉧䊧䉟
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Aޕࠆߡࠇߐಽ㘃ߦࡊ 㚂㐳ޔߪࡊ࡞㧮ࠣޕࠆߢᏪߩᕷሶ㆐ߩߘ߮ࠃ߅Ꮺߩ㚂㐳ޔߪࡊ࡞ࠣ

ࠃࠦ࠻ࠗޔ߇ࠆߦⴊ✼㑐ଥߣ㚂㐳ޔߪC㧔ᅚᕈ㧕ޕࠆߢࡊ࡞ࠣߩᕷሶ㆐ߩߘߣᆄߩఱ㧔ᱫ㧕ߩ

Dޕࠆߢ㆙⇹ߦࠄߐ߽ࠅ ߪ C Eޕࠆߢࡊ࡞ఱᒉࠣߩ↧ߩ ޔAޔ߇ࠆߢ᭴ᚑຬߩࠟࡦ࠲ࡑޔߪ

BޔC XޕࠆߢᏪߩએᄖࡊ࡞ࠣ ⠹ߩౝࠟࡦ࠲ࡑޔ߇ߥߪߢ᭴ᚑຬߩࠟࡦ࠲ࡑߪࡊ࡞ࠣ

AޕࠆߢᏪࠆߡߡ┙ࠍ⸘↢ߢṪᬺߪߊߒ߽߆ࠆߔ⠹ࠍ ߩᐢ႐ޔ㓸ળ႐߿ᢎળߪߊᄙߩࡊ࡞ࠣ

߫ߣ㧔Vuwai㧕ࠗࡢࡉޔߪߣ߮ੱߩࡊ࡞㧮ࠣޕࠆߡߒዬߦ㧦koro㧕ઃㄭࡠਛᔃ㧔ࠦߩࠆ

ߒὐߦ႐ᚲㄭߦ⇌ࠆߔ⠹ߪߚ߹ߊㄭߩࡠࠦޔߪዬߩߣ߮ੱߩ߆߶ߩߘޕࠆߢࠎߦ⪬㓸ࠆࠇ

 ޕࠆߡߌ⛯ࠍᵴ↢ߥ⚛⾰ߪޘੱޔߕࠄ߅ߡߞㅢߛ߹ߪ᳓ޔ㔚᳇ޕࠆߡ

 2 Ṫᬺޔ߇ࠆߡߞⴕߦਛᔃࠍㄘᬺ߇ߤࠎߣ߶႐วߩᕈ↵ߪᏪਥޔࠅ߅ߣߔ␜߇Ꮺ⺞ᩏ⚿ᨐߩ

ޕࠆߡߞⴕࠍᄁ⽼ߩ‛↥ㄘ᳓ࠆߌ߅ߦᏒ႐ޔṪᬺ߿ណ㓸ߩ⽴ޔߦਥߪᅚᕈޕࠆߔᄙᢙሽ߽ߩ߽߁ⴕࠍ

Ꮺᢙޔߪᐔဋ 5.8 ߢੱ 7ޔ6 ฬߩᏪޕࠆߢ⊛ဳౖ߇Ꮺਥߩᄙߊ㧔13 ฬ㧕ߪߩᄖߩߢഭ⚻㛎

ߢ࠰ࡦࠚ࠴↪ᨋᬺ߮ࠃ߅࠻ࡏࠆ↪ߦṪᬺޔߪᚻᲑ↥↢ߥ㊀ⷐߡ߅ߦࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ޕࠆ߇

Bޕࠆ Ꮺ⇟ภࠆߔዻߦࡊ࡞ࠣ 10 ߥ߆⼾߽ߣߞ߽ߪߢࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ޔࠅ߅ߡߒᚲࠍਔ⠪ߩߎߪ

᳃ߩࠄࠇߎޕࠆߢੱ৻ߩ↢↥ᚻᲑޔߪB ⊛ᷣ⚻ߦࠄᓐޔࠅ߅ߡࠇߐޔߪߢ⪬㓸ࠗࡢࡉߩࡊ࡞ࠣ

ޘ᭽ޔ߇ࠆߢ↪⾌ኅᶖ⥄ߩੱߪߦ⊛ၮᧄߪ‛↥ߩߩࠄࠇߎޕࠆߡ߃ਈࠍᄾᯏߔߺ↢ࠍߐ߆⼾

ᄁ⽼ߢᏒࡃࠬ߿Ꮢ࠰࠙࠽ޔߪᶏ⮺㘃ޔ⽴ࠆࠇ߫ߣ㧔kaikoso㧕࠰ࠦࠗࠞߢฬޔ‛↥ㄘߩ⒳㘃ߥ

৻ޔ߇ᄙ߇ߣߎࠆࠇࠄ↪ߡߒߣ↪⸳ᑪߩዬߩᧁ᧚߽ੱޕࠆߡߞߥߣ㊄ߥਥⷐޔߡࠇߐ

ㇱߪߩᄖߩ⠪߽ߦ⽼ᄁߥ߁ࠃߩߎޕࠆߡࠇߐߩ⾗Ḯࠍၮ␆ߚߒߣ৻ᰴ↥ᬺએᄖࠃ߅ੱ࠼ࡦࠗޔߦ

৻ߩዬޔߦߚߚ߃Ⴧ߇㔛ⷐߩ㘩᧚ޔ㘩ຠߥ߈ߢᚻߪߢౝޔᨐ⚿ߩᶐㅘߩ㘩ߩੱࡄ࠶ࡠ࡛߮

ㇱߚ↪ࠍ㔀⽻ᐫ߇ޕࠆߡ߈ߡࠇߩਛᔃ3ޔߪߦࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ߩ ޕࠆߔሽ߇㔀⽻ᐫߩߟ 3

ޔᏒࠬ࠰࠙࠽ߣޕࠆߢߩ߽ߚߒ␜ࠍᄁຠ⽼ߩ㔀⽻ᐫߩᦨᄢߢ߆ߥߩߎߪ ޔߪㅢᯏ㑐߱⚿ࠍᏒࡃ

ߊߥߒ⒖േߢᓤᱠߢ߹ᐙ✢ࠍ〝ߥߡࠇߐⵝ⥩ࠄ߆ߪ႐วߩࠬࡃޕࠆߢࠪࠢ࠲ߪߚ߹ࠬࡃ

ߞࠍᄥ㓁㔚ᳰޔ߇ߥߡߞㅢߪ㔚᳇ޔߪߦޕ߱ߡߞࠍ㔚ࠄ߆ߪࠪࠢ࠲ޕߥࠄߥߪߡ

߇ߣߎ߁ߦ↱⥄߇ੱߡߞࠃߦߣߎࠆߔ⾼ࠍ࠼ࠞࡦࠜࡈ࠹ޔࠅ߅ߡࠇߐ⟎⸳ߦ㓸ળ႐߇㔚ߚ

ߦᰴ↥ᬺએᄖ৻⊛⛎⥄ࠆߌ߅ߦޕࠆߔੱ߽ሽࠆߔਥࠍ៤Ꮺ㔚߇ࠆߪߢዋᢙޔߚ߹ޕࠆ߈ߢ

ߩᄖߢ߽ߩ߽ߊሽߩߟ৻ߩߘޕࠆߔᒻᘒ߇ⴊ✼㑐ଥߩઁࠆߩߡ߅ߦㄘᬺࠆߔࠍ႐วޕࠆߢ

㚂㐳ߩᕷሶߓߪࠍᢙੱߩੱࡉ࠳ࡦࠞߪ㧔Kadavu㧕ፉ࠽ࠧࡦࡗߢ㧔yanqona㧕ᩱၭߦᓥޕࠆߡߒ

ޕࠆߔ⠪߽ሽࠆߔᓥߦ⊛ᤨ৻ߦ㕖ㄘᬺߡߒߣኅᇚޔᎿ႐ഭ⠪ޔᑪ⸳ഭߡ߅ߦㇺᏒߦઁߩߎ

ޔߪߢᦐᣣߦ㓸ળ߇ਇቯᦼߢ㐿ޔߪ⊛⋠ߩߎޕࠆߡࠇ߆ߩߢ㗴⸃ߩߚߩߒว߿ߦ

ᔅⷐߥ‛ຠ߿⸳ޔᣉ⸳ᑪ⸳₂ߚߒߣ⊛⋠ࠍ㊄ޕࠆߢߤߥߪߦ㔚᳇ࠍᒁߩߚߊ㔚✢⾼⚻⾌

ᝳ߇ᄢߥ߈⺖㗴ޕࠆߡߞߥߣ 

 

㧝 

 

╩⠪ᚑ㧔2006 ᐕ 8 㧕 ᵈ㧦1 ⚂ߪ࡞࠼ࠫࠖࡈ 70 ޕ 
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㧞 ߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽Ꮺ⺞ᩏ 

 

╩⠪ᚑ 

 

 

  㧕࡞࠼ࠫࠖࡈ㧔න㧦࠻ࠬ㔀⽻ᐫ⽼ᄁຠߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ 3

 

㔀⽻ᐫ䈪䈱⸥ᣣᧄ⺆⸶ ⾼ଔᩰ ⽼ᄁଔᩰ
1 t/fish 䉿䊅➧ 1.6 ➧ 2 ➧
2 tuna(small) 䉿䊅➧䋨ዊ䋩 0.89 ➧ 1.2 ➧
3 t/meat big ‐䈱➧䋨ᄢ䋩 2.59 ➧ 3 ➧
4 t/meat small ‐䈱➧䋨ዊ䋩 2 ➧ 2.5 ➧
5 noodle හᏨ䊤䊷䊜䊮 1.89 㪍 0.6 
6 biscuit 䉪䊤䉾䉦䊷 0.96 ⴼ 1.2 ⴼ
7 sugar ⍾♧ 0.88 kg 1 kg

8 dhol 䊧䊮䉵⼺ 1.35 kg 1.6 kg

9 egg ෆ 7.53 㪊㪇 0.4 
10 yeast 䉟䊷䉴䊃 3.85 ⴼ 0.2 ዊ䈘䈛
11 onion ₹䈰䈑 㪇㪅㪊㪇䌾㪇㪅㪌㪇  1.6 kg

12 b/powder 䊔䊷䉨䊮䉫䊌䉡䉻䊷 2.79 ➧ 0.2 ዊ䈘䈛
13 spounge 㘩ེᵞ䈇↪䉴䊘䊮䉳 1.25 㪍 0.5 
14 w/soap ࿕ᒻᵞữ↪ᵞ 2.99 ᧄ 0.8 㪈㪆㪋ᧄ
15 m/coil Ⰶข䉍✢㚅 0.92 㪌 0.3 
16 match 䊙䉾䉼 1.45 㪈㪉▫ 0.25 ▫
17 tea ⚃⨥ 0.89 ▫ 1.4 
18 garlic 䈮䉖䈮䈒 1.87 㫂㪾䋨㪍㪄㪏 䋩 0.5  
19 f/gear ㊒䉍㊎ 4.95 ⴼ䋨㪏㪇㪄㪈㪇㪇ᧄ䋩 0.15 ᧄ
20 suki ⪲䉺䊋䉮 2 㪍ᨎ 0.5 ᨎ
21 b/mental 䊤䊮䊒↪䊙䊮䊃䊦 0.95  1.5 
22 roll 䉺䊋䉮䋨⚕Ꮞ䋩 2.25 ▫䋨㪈㪇ᧄ䋩 0.3 ᧄ
23 salt Ⴎ 0.67 kg 1 kg

ຠฬ

 

╩⠪ᚑ 

 

 

 

 

 

ⴊ

✼ 䉫 䊦 䊷

䊒 
ᕈ ᐕ㦂 

ᢎ⢒ 
ᐕᢙ ⡯ᬺ 

䈱ᄖ䈪 
䈱 
ഭ⚻㛎 

䈪䈱ᓎ⡯ ↢ (ᐕ) 

1 ↵ 68 7 ή⡯䋨రㄘ䋩 䂾 䊤䊃䉠 䊅 3 
2 ↵ 50 8 ㄘ䊶Ṫ ਇ రⴕቭ 䊅 7 2 䈱ᕷሶ 
3 ↵ 44 8 ㄘ䊶Ṫ ਇ 䊷 䊅 7 2 䈱ᕷሶ 

4 ↵ 38 8 ㄘ䊶Ṫ 䂾 䊷 䊅 5 2 䈱ᕷሶ 
৻ᤨ⊛䈮䊅䉦䊤䊪䉱䈮䉃 

5 ↵ 34 7 ㄘ 㬍 䊷 䊅 2 䋲䈱ᕷሶ 
6 ᅚ 76 8 ή⡯ 㬍 䊷 ᄖ 10 ৻ᤨ⊛䈮 2 Ꮺ䈏หዬ䇯 
7 ↵ 47 10 ㄘ䊶Ṫ 䂾 䊷 䊅 5 
8 ↵ 44 8 ㄘ䊶Ṫ 䂾 䊷 䊅 6 

9 ↵ 43 8 ㄘ䊶Ṫ 䂾 䊷 ᄖ (2003) 5 䂾 䉦䊮䉻䊑ፉ䈮䊟䊮䉯䊅ᩱၭ䈱䈢䉄⒖ 
.り⠪䈱ኅ䈮䉃䇯 

10 ↵ 41 7 ㄘ䊶Ṫ䊶ᨋ 䂾 䊷 䊅 4 䂾 䂾 䂾 䊤䉡䊃䉦Ꮢ䈪䈱䉻䉟䊎䊮䉫䉟䊮䉴䊃䊤䉪 
䉺䊷⚻㛎䈅䉍䇯 

11 ↵ 26 9 ㄘ䊶Ṫ 䂾 䊷 䊅 3 11 䈱ᕷሶ 
12 C ᅚ 59 ਇ Ṫᬺ 㬍 䊷 䊅 5 ᄦ(䊅り)䈲ᱫ 
13 ↵ 36 ㄘ䊶Ṫ 䂾 䊷 䊅 2 䂾 
14 ↵ ਇ ਇ ਇ ਇ 䊷 䊅 ਇ 13 䈱䉨䊢䉡䉻䉟 
15 ↵ 32 11 ㄘ䊶Ṫ ਇ 䊷 䊅 5 13 䈱䉨䊢䉡䉻䉟 
16 ↵ 53 ਇ ਇ ਇ 䊷 䊅 9 
17 ↵ 43 2 ㄘ䊶㔀⽻⽼ᄁ 㬍 䊷 䊅 2 䂾 16 䈱䉨䊢䉡䉻䉟 

18 ᅚ 62 ਇ 
Ꮢ႐䈪䈱ㄘ᳓ 
↥ 
‛⽼ᄁ 

㬍 䊷 䊅 5 ᄦ䋨䊅り䋩䈲ᱫ 

19 ↵ 38 ਇ ਇ ਇ ਇ 䊅 8 18 䈱ᕷሶ 
20 ↵ 54 8 ㄘ 䂾 䊷 䊅 7 䂾 䂾䋨2䋩 
21 ↵ 47 6 ㄘ 䂾 ⴕቭ 䊅 7 

22 ↵ 30 8 ㄘ䊶Ṫ 㬍 䊷 䊅 2 
23 ↵ ਇ ਇ ਇ ਇ ਇ 䊅 7 22 䈱䉨䊢䉡䉻䉟 

24 ↵ 35 10 ㄘ 䂾 ᄖ (2000) 6 2000 ᐕ䈮৻ᤨ⊛䈮⒖䇯NZ䈮⇐ቇ 
ਛ䈱ᆄ䈱䉨䊢䉡䉻䉟䈱ኅ䈮䉃䇯 

25 ᅚ 48 8 Ṫᬺ 䂾 䊷 ᄖ (2003) 3 䊅䉟䊤䊮䉯䈱ੱ䈶䈫䈫ⴊ✼㑐ଥ 

26 ↵ 45 7 ㄘ 㬍 䊷 䊅 1 ῳⷫ䈲䊅䉦䊤䊪䉱䈱り 

27 ↵ 47 6 ㄘ䊶Ṫ 䂾 䊷 ᄖ (1960) 8 26 䈱䉨䊢䉡䉻䉟 

A 

B 

D 

E 

X 

Ꮺਥ 
Ꮺ 
⇟ภ 

Ꮺ 
ຬᢙ ⠨ 

㔀 
⽻ 
⽼ 
ᄁ 

⊒㔚ᯏ 䉼 䉢

䊷 䊮 䉸

䊷 

䊗䊷 
䊃 
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ߦߩޔ߇వࠄ߆࠾ࡉ࠘࠼ߩ࠲ࡌߩㄭ㓞ޔߪᱧผߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽  1908 ᐕߦᶏ〝ࠍ

⒖ߡߞࠄ߆ᤨߚߒᆎ߹ࠆ㧔࿑㧟,࿑㧠ࠍෳᾖ㧕ޕޔ⧯⠪ߩࡆࠣ߇ߜߚ✵⠌ߡߒߣߤߥ↪

2ޔߒ߆ߒޕߚߌ⸳ࠍ㧕ࡠਛᔃ㧔ࠦߩߦ㧔Buretu㧕࠻ࡉޔߚߒ㕙ߦᨋࡉࡠࠣࡦࡑࠆߡߒ

ᐕᓟߩ 1910ᐕࠗࠟࡦࡉߪߦ㧔Vugalei㧕ߩㇱᣖߩࠄ߆ⷅ᠄ࠍฃޔߌዬߪ⎕უࠅߪ߿ޔࠇߐᶏ〝ࠍ

࠲ࡌޔ㧔Verata㧕ࠕࠢ࠳ࡦࠕࡉࡦ࠽ߩ㧔Nabuadakua㧕㧔ࡒࠢߩ㧔Kumi㧕㧕ߦㅏޕࠆࠇ

ޕߚߒ⒖േߡߌฃࠍ⺃ߩࠄ߆ㇱᣖߩ㧔Nakalawaca㧕ࠩࡢࠞ࠽ߩ㓞ߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ޔᢙᐕᓟߩߘ

⸳ߦ⟎ߩࠍࡠࠦߡߒߘޕߚߞᚯߦࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ޔ߮ౣޔᓟߚߒዬߦࠩࡢࠞ࠽ޔߊࠄ߫ߒ

⥄⊛Ყセ߇ㇱᣖߪߡߟ߆ޔߪߣߎࠆ߃ࠄ߆ࠄ߆ᱧผߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ߩߎޕߚߌߠฬߣࠩࡢࠞ࠽ޔߌ

ߪ࿕ቯߩᚲᮭࠆࠃߦవ᳃ᆔຬળޕࠆߢߣߎߚߞ߆ᄙ߽ᚢߩㇱᣖ㑆ޔߣߎߚߡߒ⒖േߦ↱

ቯൻࠍଦㅴޕࠆߢߣߎ߁ߣߚߒ 

 

࿑㧟 ߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ᱧผ 

 

1908                    1910 

Dravuni(Verata) Ј Buretu         Ј   Nabuadakua 

                     *Naikawaga ߩχ        * ࡠᣥࠦߩ Kumi(Verata) 

                (Vugalei)ߩㇱᣖࠆࠃߦⷅ᠄                     

                         㧔ኅ߇⎕უޔࠇߐㅊࠆࠇߐ㧕 

 

ЈNakalawaca    Ј Naikawaga 

  (Namara)         㧔Namara㧕 

  *Nakalawaca  ߦߣ߮ੱߩ

  ⒖ࠍ൘ࠆࠇࠄ 

 

ᵈ ߩ⸥ࠨࡉࡗޔߪ㧩㧔࠽ࠠࠖ࠹㧩㧕࠽ࠨࡗޕ㧩Ꮊߡߴߔߪ Tailevuޕ 

 

 

࿑  ⒖േߩㇱᣖࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ 4
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 ᭴ㅧ↥↢ࡃࠨ࠶ࡖࠠࠆߌ߅ߦࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ 2

 

2-1 ਥ㘩ޔ㊄Ḯࡃࠨ࠶ࡖࠠߩߡߒߣ 

 

ࠟࡦࡢࠞࠗ࠽߽ߡ߅ߦ㊂↥↢ޕࠆߢਗ߱ਥ㘩ߣࡕࠗࡠ࠲ߡߞߣߦవ᳃ࠫࠖࡈޔߪࡃࠨ࠶ࡖࠠ 

ޔߪߡ߅ߦ㘩ථߦ߶߷Ფ㘩⊓႐߽ߣߞ߽ࠆߔ㊀ⷐߥਥ㘩ޕࠆߢ㧠ߦ߁ࠃࠆࠇߐ␜ߢ㧘ࠫࠖࡈ

ᐭޔ߫ࠇࠃߦ࠻ࡐߩਛධ☨ࠍේ↥ࡃࠨ࠶ࡖࠠࠆߔߣ 19 ♿ߦࠫࠖࡈߦዉ1968ޔࠇߐ ᐕߪߦ

ోᩮ⩿㘃ߩઃ㕙Ⓧ50ޔ㧑೨ᓟ1990ޔࠅߥߣᐕઍඨ߫ߦ60%ߦࠆߡߒ(Government of Fiji 1998)ޕ

Ꮢ႐ߪᄢඨ߇࿖ౝะߩߘޔࠅߢߌ↢↥㊂ߪหߊߓਥ㘩ߩࡕࠗࡠ࠲ߩャჇടߦᔕߡߒᄢޕࠆߡߒ

ᐭ⛔⸘ߩࡠ࠲ߣࠆࠃߦ 2000 ᐕߩ↢↥㧔35,828.4 ޔࠠߪ㧕ࡦ࠻ 㧔29,839.9ࡃࠨ࠶ࡖ ޔ߇ࠆ࿁ࠍ㧕ࡦ࠻

ߦหᐕߪࡠ࠲ 9,587 26,241.4ޔߪ࿖ౝᶖ⾌㊂ࠅ߅ߡߒャࠍࡦ࠻ ߥߡࠇߐャߤࠎߣ߶ޔࠅߥߣࡦ࠻

 ޕ(Fiji Bureau of Statistics 2005)ࠆߥߊ㜞߇ᢙ୯ߩᶖ⾌㊂㧔29,839.9㧕ߩࡃࠨ࠶ࡖࠠ

 

  ࡦ࠻න㧦 ↥↢ߩᩮ⩿㘃ߩࠫࠖࡈ 4

‛ ↢↥㧔ࡦ࠻㧕
ࡃࠨ࠶ࡖࠠ 29,839.9
ࡕࠗࡠ࠲ 35,828.4
ࡑࠢ 6,494.6
ࡓࡗ 4,776.2
���������ࡠ࠲ 2,356.6

 

 

㧔⾗ᢱ㧕ࠫࠖࡈᐭ㧔2005㧕 

 

 

 ⠹⠪ߣ↥↢ߩࡃࠨ࠶ࡖࠠ 2-2

 

࿑߇ߩ߽ߚߒ␜ࠍ࿑ߌઃߩࡃࠨ࠶ࡖࠠࠆߌ߅ߦߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽  4 42.29ޔߪઃ㕙Ⓧోޕࠆߢ

ࠅߚᒰ࡞࠲ࠢࡋࠍᐔဋ㊂ޔࠍઃ㕙Ⓧߩ࠲࠺ᩏ⺞ޕࠆߢ࡞࠲ࠢࡋ 20 ᐕ㑆ⓠ࿁ޔࡦ࠻

ᢙࠍ 1.25 ࿁ߣቯߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ޔ4ߣࠆߔᐕ㑆↢↥㊂ߪ 105.7 ߇⠪╩ޕࠆߥߣࡦ࠻ 2006 ᐕߦⴕߚߞ

Ꮢ႐⺞ᩏޔߪߢࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ޔߣࠆߔߦߣ߽ࠍ৻ㅳ㑆ᒰ814ޔߡߒߦࠅߚkg ᄁ⽼ߢᏒ႐ࠍࡃࠨ࠶ࡖࠠߩ

ᢙ㧕㧩44,037.4kgߩㅳߩ814�54.1㧔ᐕ㑆ޔߣࠆߔ▚឵ߦᐕ㑆ࠍࠇߎޕࠆߥߦߣߎࠆߡߒ ⚂ޔࠅ߹ߟ

44 ߩࠅᱷޔࠇߐຠൻ߇ࡦ࠻ 61.7 ࠽ޔߣ߁ࠍᢙሼߩߎޕࠆߥߣߣߎࠆߡࠇߐ⾌ᶖߢਛߩ߇ࡦ࠻

ᩏ⺞ߩᲑ㓏ޔߪࠈߎߣࠆߔᗧ߇ᢙሼߩߎޕࠆߢ%41.6ޔߪ₸ຠൻߩࡃࠨ࠶ࡖࠠߩߢࠕ࡞ࡌࡠࠗ

⎇ⓥߪߢචಽߦࡃࠨ࠶ࡖࠠߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ޔ߇ߥ߈ߢߪߣߎࠆߔߦ߆ࠄᩱၭᤨࠍ♽ߦㅊߦߣߎ߁

 ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔߦࠅᓂ߈ᶋ߇㑐ଥߩߣ↥↢ㄘᬺߣᶐㅘߩᷣ⚻ᐊ⽻߿ญੱߡߞࠃ

࿑㧡ߪ㧘Ꮺߩߣߏ⠹ࠍⴊ✼ࠣߢࡊ࡞⦡ಽޕࠆߢߩ߽ߚߒߌㄘߩ⠹㕙Ⓧޔߪ೨ㅀߩᏪ

⇟ภ 10 Ꮺ⇟ภߚ߹ޕࠆࠇขߡ߇ߣߎ߈ᒰᄢ⋦߇㕙Ⓧࠆߔዬߩ 7 ࠟࡦ࠲ࡑߩ㓞ߪᆄߩᏪਥߩ

ⴊޔߩ߽ߥ߆⼾ߦ⊛ᷣ⚻ޕࠆߡߒ⠹ߡߞ߇ߚ߹ߦࠟࡦ࠲ࡑߩߟੑߪᏪߩߎޔࠅߢ᭴ᚑຬߩ

✼㑐ଥࠍၮ⋚ߡߒߣߥ↪᧦ઙࠆߦ⠪㆐ࠍޔߒ৻㓸⪭ߦⴊ✼ࠣߩࠟࡦ࠲ࡑ߇ࡊ࡞

ߔ⸽ታࠍὐߩߎޔߒ߆ߒޕࠆࠇߐផ᷹߇ߣߎࠆߡߞ࿑ࠍᄢߩ⠹㕙Ⓧޔ↪ࠍᴦജߥ߈ᄢߢ߆ߥ

 ޕࠆߢᔅⷐ߇ᩏ⺞ࠆߥࠄߐߪߦߚࠆ

ᰴߦᵈ⋡ޔߪ߈ߴߔᴺ⊛ߪߦหᚲ⠪ߥߪߢᏪ߇ㄘࠍ⠹ࠆߡߒὐޕࠆߢᏪ⇟ภ

26, 27 ࠗ࠽ߪᒉ߇ߚࠇ߹↢ߢߩῳⷫߪఱޕߚߒ⒖ࠄ߆ࠩࡢࠞ࠽ߩㄭ㓞߇ῳⷫޔߪࠗ࠳࡚࠙ࠠߩ

᭴ᚑࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽߇ߥߪߢหᚲ⠪ߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ߪߦ⊛ᴺߪࠄᓐޕࠆߡࠇ߹↢ߢࠕ࡞ࡌࡠ

ຬࠄ߆⠹ࠍࡃࠨ࠶ࡖࠠޔߒ߆ߒޕࠆߡࠇࠄઃߌߢᲧセߩઁߣࠆߔᏪࠅߥ߆߽ࠅࠃዊⷙᮨ

Ꮺ⇟ภޕࠆߢ 24 ࡘ࠾߇⠹⠪ߩㄘࠆߔ⠹߇ᓐޔ߇ࠆߢり⠪ߩߩઁߪᏪਥޔߪ

߿ߒ߆ߒޕࠆߡࠇࠄ߇ߣߎࠆߔ⠹ࠍㇱ৻ߩߓหߦߚࠆߡߒዬߦ⊛ᤨ৻ߦ࠼ࡦࠫ

ޕࠆߢዊⷙᮨߪ⠹㕙Ⓧߩࡃࠨ࠶ࡖࠠࠅߪ 5 ߪ 27 Ꮺࠄ߆࠲࠺ߩ߇ࠆߢߩ߽ߚߒ㧘࠲ࡑ

                                                   

4 Government of Fiji, ibid. ߩࡃࠨ࠶ࡖࠠߩࠫࠖࡈ߫ࠇࠃߦ↢⢒ᦼ㑆ߪ 8 ࠄ߆ࡩ 12 ࠲ࠢࡋޔࡩ

㊂ߩࠅߚᒰ࡞ 20 ᐕ㑆ޕࠆߢࡦ࠻ 1㨪1.5 ࿁ⓠޔ߇ࠆߥߦߣߎࠆࠇߐᧄⓂߩߘߪߢᐔဋ୯ߩ 1.25

࿁ࠍផቯ୯ޕߚ↪ߡߒߣ  
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㧘3000ߪઃ㕙Ⓧߩ᭴ᚑ⠪ߩࠟࡦ ট೨ᓟߩᏪ߇ᄙ߇㧘㕖᭴ᚑຬᏪ߽ࠇߕߪ 1000 টએਅߢ

̆ࠕࠚࠪߩ╬หߣ㧘หᚲ⠪߇ࠆߡࠇߐ⸵ߪ⠹ߩ㧘ㄘߪ⠪ߥߢหᚲ⠪ߩࠟࡦ࠲ࡑޕࠆ

 ޕࠆߢߩߥߡ߈ߢ੨ฃߪ

 

࿑  ࿑ߌઃࡃࠨ࠶ࡖࠠߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ 4

 

╩⠪ᚑ 

 

࿑㧡 ࡃࠨ࠶ࡖࠠߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ઃߌ࿑㧔ⴊ✼㓸࿅ߣߏ⦡ಽߌ㧕 

 

╩⠪ᚑ 
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   ╩⠪ᚑ 

 

 

 ↢ߩὼ⥄ߣੱࠆߌ߅ߦવ⛔⊛ㄘߩࠫࠖࡈ 3

 

ㄘߩหᚲᐲߣᐲߩนᄌ⊛ᶐㅘᕈ 

 

NLTBޔߪᓽ․ߩ৻╙ߩ↪ߩㄘߩࠕ࡞ࡌࡠࠗ࠽ࠟࡦࡢࠞࠗ࠽  ޔᨐ⚿ߩߘߒ↪ㆇߦᨵエࠍᐲߩ

ᩰᏅ᭴ㅧߪሽߩߩ߽ࠆߔੱ߇㘩♳ਇ⿷ߩ㗴ࠍᛴߦߕ߃↢ᵴࠆߡߒὐޕࠆߢNLTB ᐲߩ

ࠟࡦ࠲ࡑޔࡊ࡞ࠣߚߒߣࠬࡌࠍⴊ✼㑐ଥߦవ᳃ߚߢࠎߦߩߘߢὐᤨߚߞ߹ᆎ߇ᐲߪ

ߦߩ߽ࠆࠄ߆ߡߞࠃߦ⒖േߩవ᳃ࠫࠖࡈޔߒ߆ߒޕߚߞߢߩ߽ࠆߔ⏕ࠍᚲᮭߩㄘߦ

߇ߩ߽ࠆߊߡߞሽޕࠆߔߦ⊛ᤨ৻ࠄ߆㔌ߚࠇ⠪ߪࠆޔᏫߩᗧᔒߩઁߪߩ߽ࠆߩߦዬ

ᚲ✭ߚߒߣࠬࡌࠍⴊ✼㑐ଥޕࠆߡߖߐ⛯⛮ࠍ⠹ߢᒻ߁ߣࠆߖ߮ነࠍ᭴ᚑຬࠟࡦ࠲ࡑࠆߔ

㑐ଥߪഭജ⒖ߩേࠍᲧセ⊛ኈᤃᷫߩ↥↢ޔߒߦዋࠍ㘩ᱛޔߚ߹ޕࠆߡ߈ߢ߇ߣߎࠆᐲࠍ෩

ኒߦㆡ↪߽ߩߥߡߒ․ᓽ⊛ޕࠆߢῳⷫߩࠟࡦ࠲ࡑ߇ᚑຬߩࠟࡦ࠲ࡑߚߥߪߢᚑຬߥߪߢ

ࠆߡߌ⛯ࠍ⠹ߚߒቯޔ߇ߥߚᜬߪหᚲᮭߥ⊛ᴺߪߩ߽ࠆߔ㐳ᦼ㑆ዬޔࠇ߹↢ߢޔ߇

ኻߦ⒖േߩޘੱޔߒ↪ㆇࠄ߇ߥߒ࠭ࠗࡑ࠲ࠬࠞࠍᐲޔߪੱߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ߦ߁ࠃߩߎޕࠆ߽ߩ߽

ᔕߩ↥↢ߚߒቯൻࠍ࿑ߥ߁ࠃߩߎޕࠆߢߩࠆߡߞ⁁ᴫޟ߫ࠊޔߪᐲߩนᄌ⊛ᶐㅘᕈߣޠ߱

 ޕ5߁ࠃ߈ߢ߇ߣߎ

 ߩౝㇱߩߢᐲߦ㑐ޔߪߡߒಽ㈩㕙ߢᯏ⢻ߩߘޕࠆߡߒࡦ࠲ޔ߇ߩࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߍߡߒߣ

ੱޕࠆߢᗧ߁ߣޠታߩᬔሶߚࠇߐᱛޟߣࠆߔ⸶⋤ߪࠇߎޕࠆߢ㧔tabu na niu㧕ࡘ࠾࠽ࡉ

ᬔߣ߬ߞ⪲ߩᬔሶޔߦ೨ߩޘᧁߩᬔሶࠆߔℂ▤߇ಽ⥄ޔߦᤨߥᔅⷐ߇㊄⾗ߚߞ߹ߣ߹ߩߤߥᇕᑼ⚿ޔߪ

ሶߩታߢߚߞᮡ⼂ࠆߡ┙ࠍ㧔࿑ 7㧕ߩߎޕᮡ⼂ࠆߡࠇࠄߡ┙߇႐วޔੱߩߘߪ▤ℂ⠪ߩᬔሶߩታࠍ

ⓠ߇ߣߎࠆߔᱛߩߎޔߚ߹ޕࠆߡࠇߐᬔሶߩታߚࠇ⸄ࠍ⠪ߪߦἴߣࠆࠇߐࠄߚ߽߇ାߡࠇࠄߓ

ߺߏޔߚ߹ޕࠆࠇߐㆡᔕߡ߃ᄌࠍᒻߩ⼂ᮡ߽ߦ‛ߩઁޔߪ⼂ᮡߩ㧕ޠᱛޟ㧔㧩ޠࡉࡦ࠲ޟߩߎޕࠆ

ᝥࠍߡᱛߩޠࡉࡦ࠲ޟࠆߔᮡ⼂߽ሽߪࡉࡦ࠲ޕࠆߔᣣᧄߦ⊛⥸৻߽ߢࡉ࠲ߩ⺆⧷ࠆࠇࠊ㧔taboo㧕

ߥ߇⼂ᮡߣࠆ߃ᄌࠍᣇޔ߇ࠆߢߩ߽ࠆߔਥᒛࠍᚲᮭߪ⼂ᮡߩߎޕࠆ߽⺑߁ߣࠆߢḮ⺆ߩ

႐วࠅ߹ߟޔ᥉Ბߤ߶ࠇߘߪ෩ኒߦᚲᮭ߇⏕ࠍߣߎߥߡࠇߐᗧޕࠆߔ╩⠪ߪ⺞ᩏߩㅜਛޔห

                                                   

ᐔᚑޔߪᔨߩޠᶐㅘᕈߩนᄌ⊛ᐲޟ 5 16-18 ᐕᐲ⑼⎇⾌ࠆࠃߦ⎇ⓥᤨ࡞ࡃࡠࠣޟઍࠖࡈࠆߌ߅ߦ

 ޕࠆߢߩ߽ߚࠇ߹↢ࠄ߆㧔⎇ⓥઍ⠪ ⍮㧕ޠᐲߣᣇ␠ળࡦࡇ

䉨䊞䉾䉰䊋
ઃ䈔㕙
Ⓧ
䋨䋛䋩

Ꮺᢙ

A B

A 1732 3 577

A 2314 7 331

A 2525 7 361

B 4812 5 962

B 3656 5 731

B 3039 6 507

B 1416 5 283

B 2362 4 591

C 5132 5 1026

C 3385 ਇ -

E 3410 5 682

X 751 8 94

X 454 1 454

X 150 6 25

䊙䉺䊮䉧䊥
᭴ᚑຬ

㕖䊙䉺䊮䉧䊥
᭴ᚑຬ

࿑㪌㩷䉨䊞䉾䉰䊋ઃ㕙Ⓧ䈱Ყセ

ⴊ✼
䉫䊦䊷䊒

A/B
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ⴕߚߒੱ໊߿ࡃࠨ࠶ࡖࠠ߇ㄆሶߩታࠍήᢿߢⓠࠆߔ႐㕙ߦޔࠎࠈߜ߽ޕߚߒࠊߊᐲ߇ߚߒ႐ว

㧔Fiji Times㧕㧔2007࠭ࡓࠗ࠲ࠫࠖࡈޔᣂ⡞ߩరޔታ㓙ޕࠆߢ߁ࠃࠆߥߣේ࿃ߩਇߩޔߪ ᐕ

5  29 ᣣ㧕ߩࡃࠨ࠶ࡖࠠߢήᢿⓠ߇ේ࿃ߚߞߥߣᲕ்ઙ߇ขࠅޔߚ߹ޕ6ࠆߡࠇࠄߍᐲߪߣ

ⷙቯࠍޠߣ߮ੱߒ⽺ޟޔ߇ߚ߇ߒฃߌࠆࠇࠄࠇᢥൻ⊛⚛߇ሽࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ޕࠆߔߩߤߪߢ

ᧂߥߒዻߦࠟࡦ࠲ࡑ 㧔ੱᏪ⇟ภ 24㧕߇ਥߦṪᬺߡߞࠃߦ↢ᵴޔ߇ࠆߡߒࠍㄘ↥‛ߩឭଏߤߥ

 ޕࠆߡࠇࠊⴕߡߞࠃߦੱߩઁ߇

႐ޠ⊛ޟࠆࠇࠊⴕ߇ߣߏߥ㊀ⷐߡߞߣߦੱߓߪࠍಽ㈩ޔ↥↢ࠆߌ߅ߦㄘᬺߩࠄࠇߎߡߒߘ 

ߒỹߢᏓߡߗᷙߣ᳓߈⎈ࠍ⨍߿ᩮߩ‛ᬀ߁ߣ㧔yaqona㧕࠽ࠧࡦࡗߩ⑼⢫ᬅޕࠆߢ㧔kava㧕ࡃࠞ߇

ޔੱߊߥߪߢᅢຠ༵ࠆߥනߪ‛ߺ㘶ߩߎޕࠆߢ‛ߺ㘶ߚ ޔࠟࡦ࠲ࡑޕࠆߔឭଏࠍ႐ࠆߌߟ߮⚿ࠍߣ߮

ߩߢ࡞ࡌߩᖱႎឭଏޔวᗧᒻᚑߩ㓙ߩߎޕࠆߢߩ߽ߥߖ߆ᰳߪߦሽࠍߣ߮ੱ߇⥄ὼߟ߈߭ߦ

 ޕࠆߢߩࠆߥߣߌ߆ߞ߈ࠆߔ⸂ࠍ㗴ߥ⊛ၮᧄࠆߌ߅ߦ߇ࠇߘޔߌ

 

 

 

࿑  ⼂ᮡߩࡘ࠾࠽ࡉࡦ࠲ 6

 

                                                   

6 http://www.fijitimes.com/story.aspx?id=63514 
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࿑  ੱߒᭉࠍࡃࠞ 7

 

 

㕖ဋ⾰⊛ౣߩࠖ࠹࠾࠳ࡕᏫ⊛↢ᚑㆊ⒟ 

 

 వ᳃♽߇ੱࠫࠖࡈ㧘ᬀ᳃ᦼߦዉ߁ߣࠟࡦ࠲ࡑߚࠇߐหᚲᐲߩࡃࠞߢߣ߽ߩ

ᑼ㧘ߩࡉࡦ࠲ᘠ⠌ߡ↪ࠍ߿⾗Ḯࠍᜬ⛯⊛ߦ↪ᓟ߽ⴕࠍ߆߁ߤ߆ߊߡߞℂ⸃ߪߦߚࠆߔ㧘

ㄭઍൻ㧘ࠣࠆࠃߦࡦ࡚ࠪࡃࡠ⪭หߩ␠ળ⚻ᷣ᭴ㅧߩᄌൻࠍ⠨ᘦޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ

ߩߢ㧘ᶏᄖߪߦਛߩੱޕࠆߔㆬᛯࠍዞഭ㧘ዬߩߢ㧘ㇺᏒߦߕࠊⴕߪṪᬺ߿ㄘᬺߢߪߊᄙߩ⠪⧯ߩ

ዞഭࠍⴕ߁⠪߽ޕࠆవ♽ߪߢࠫࠖࡈ㧘࿖ㅪァߩ჻ߦᓥࠆߔ⠪߽ᄙߩߘޕ⚿ᨐ㧘ࠟࡦ࠲ࡑ

ߢ↱⥄ࠄ߆ߦ㧘ᄖߒ߆ߒޕࠆ߃Ⴧ߇り⠪ߩਇߪߦࠄ߇ߥࠅߢหᚲ⠪ߩ

߹ޕࠆࠇ⸰ߦ❥㧘㗫ߊߥߪߣߎߟᢿࠍ㑐ଥߩߣ㧘ߪࠄᓐࠆࠇ߫ߣ㧔galala㧕ࠟߩᗧ߁ߣࠆ

ࠃߦ㧘ㇺᏒ↢ᵴ⠪ߪߦᨐ㧘⚿ߩߘޕᄙ߽ߩ߽ࠆᚯߦߪ㧘ㅌ⡯ᓟ߽ߩ߽ߚߒ㐳ᦼ㑆ዬߦ㧘ㇺᏒߚ

ⴕേᷣ⚻ߩ㧘ੱߪߩߥ㊀ⷐߡ߅ߦ㧘⾗Ḯ▤ℂߢߎߎޕࠆࠇߐࠄߚ߽߇ᵴ↢ߥ⊛ㄭઍ߇ᷣ⚻ᐊ⽻ߡߞ

㧘߆ߩࠆߔ⸂ࠍࡓ࠹ࠬࠪߩห⊛⾗Ḯ▤ℂ߇ㄭઍൻߩᐊ⚻ᷣൻ㧘↢ᵴ⽻ޕࠆߢ߆߁ߤ߆ࠆߔᄌൻ߇

 ޕࠆߢ㊀ⷐ߇߆ุ߆ࠆߔ✬ౣߪࠆ

 ࿑㧤ߪ㧘ߩߎㆊ⒟ࠍℂ⸃ߩߚࠆߔᔨ࿑ߩࠫࠖࡈޕࠆߢߩ߽ߚߒ␜ࠍ␠ળ⚻ᷣߪ㧘ᬀ᳃ᦼࠍ

㧘⑳ߣᷣ⚻⿷⥄⛎⥄⊛หࠆߔߣනࠍࠟࡦ࠲ࡑޕࠆߡࠇߐ▽᭴߇ࠖ࠹࠾࠳ࡕߥ⊛⾰㕖ဋߡ⚻

ᄁ⾈߇น⢻ߥᏒ႐⚻ᷣ⊛ߥ⥄↱ᷙ߇ޕߚߞߥߣߣߎࠆߔਔ⠪ߪ㧘ߦㅪ㑐ߦࠄߐࠄ߇ߥߒ㧘

㕖ဋ⾰⊛ߺ↢ࠍࠖ࠹࠾࠳ࡕߥࠆߡߒ㧔ԘψԙψԚψԘ㧘ԘψԚψԜψԘ㧕ߩߎޕㆊ⒟ߢ㧘ࠫࠖࡈ

వ♽ㄘ␠ળߪߡ߅ߦ㧘ㅪ⛯ᕈߣᄌൻౣ߇Ꮻ⊛ޕࠆࠇ߹↢ߦหᤨߦ㧘⾗Ḯ▤ℂࡓ࠭࠾ࠞࡔࠆߌ߅ߦ

߽ౣᏫ⊛ߦ᭴ᚑޕࠆࠇߐ 

㊀ࠍᚑㆊ⒟↢ߩࡓ࠭࠾ࠞࡔḮ▤ℂ⾗ߣࠇߘ㧘ߒቯ․ࠍⷐ࿃ࠆߔㅪ⛯⊛ⷐ࿃㧘ᄌൻߩㄘ␠ળࠫࠖࡈ 

߹ޕ㧔ԝ㧕ࠆ߈ߢផ᷹߇ዷᦸߥ⊛㐳ᦼਛߩḮ▤ℂ⾗ߥ⊛หߩࠫࠖࡈ㧘ߡߞࠃߦߣߎࠆߖࠊวߨ

ឭࠆߔ㑐ߦḮ▤ℂ⾗ߩߢㄘ␠ળߩߢᄖ࿖߿ၞߩ㧘ઁߡߞࠃߦߣߎࠆߔൻ⥸৻ࠍⷐ࿃ߩࠇߙࠇߘ㧘ߚ

 ޠޕࠆߥߣน⢻߇⸒

㧔2001㧕࠭ࡦ࠺ࠡޕ7ࠆ߈ߢ߇ߣߎቇ߱ࠍߊᄙࠄ߆࠭ࡦ࠺ࠡ࠾࠰ࡦࠕ㧘ߪ࠴ࡠࡊࠕߥ߁ࠃߩߎ 

ߚࠆߖߐ┙ሽࠍળ␠ߪሽߩ⛔વޟ㧘ޠࠆࠇࠄࠇ߇ᓳᕈߣ㧘ᑼᕈߪߡߒߣᔅⷐ᧦ઙߩ⛔વޟ㧘ߪ

                                                   

ߣㄭઍޡ㧔1993㧕࠭ࡦ࠺ࠡ࠾࠰ࡦࠕ㧘ߪߡߟߦ࠴ࡠࡊࠕߥ߁ࠃߩߎߩ࠭ࡦ࠺ࠡ࠾࠰ࡦࠕ 7

ࠣ ⇇ࠆߔޡ(2001)࠭ࡦ࠺ࠡ࠾࠰ࡦࠕ⠰┙ᦠᚱ㧘ޢ⚿Ꮻߩࠖ࠹࠾࠳ࡕ 㧫߆ઍᤨࠆߥ߆ߪ

 ޕߣߎߩෳᾖࠍ␠࠼ࡦࡕࡗࠗ࠳ޢ߆ߩࠆ߃ᄌ߁ߤࠍߪࡦ࡚ࠪࡃࡠ
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⪬ߩవ᳃ࠫࠖࡈ㧘ߒ߽ޕ߁ߣࠆߔᄌൻ߽ࠇߐㅧ߽ߪ⛔㧘વߚ߹ޕ߁ߣޠࠆߢᔅⷐ᧦ઙߩ

␠ળ߇ࡉࡦ࠲ߣࡃࠞࠆߌ߅ߦࠟࡦ࠲ࡑࠆߌ߅ߦ⾗Ḯ▤ℂߩߚ߁ߥߎ߅ࠍવ⛔ߪࠆᘠ⠌ߔߣߛ

⾰ታࠄ߇ߥߒ㧘ᄌൻߊߥߣߎࠆߔᒻ㜈ൻࠇߐㅧߡ߅ߦઍࠆߔൻ࡞ࡃࡠㄭઍൻ㧘ࠣ߇ࠇߘ㧘߫ࠇ

 ޕࠆ߃ߣࠆߢ㗴ߥ㊀ⷐߡ߅ߦ⥸৻㧘ઍ␠ળߕࠄߥߺߩࠫࠖࡈ㧘ߪ߆߁ߤ߆ࠆ߁ߒ⛯ᜬߦ⊛

 

 

࿑㧤 వ᳃♽ߩࠫࠖࡈ⾗Ḯ▤ℂߣ␠ળ⚻ᷣᄌൻߩᔨ࿑ 

 

                      A  㕖ဋ⾰ᕈߩࠖ࠹࠾࠳ࡕ

                      㧔ߩ↢ᚑㆊ⒟㧕 

                          

                         Ԙ 

               ԛ              Ԝ 

                   ԙ       Ԛ 

             B ⾗Ḯ▤ℂࡓ࠭࠾ࠞࡔ     C వ᳃ࠫࠖࡈ␠ળߩ 

                  ㅪ⛯ᕈߣᄌൻ  

 

                        

                        ԝ 

               ╩⠪ᚑ 

 

 ̆߆ቇ߱ࠍࠄ߆ㄘߩࠫࠖࡈ-ߦࠅࠊ߅

 

 ᧄⓂߪߟ৻ߩ⊛⋠ߩ⥄ὼߊࠃࠬࡦࡃ߇ߣ߮ੱߣ⺞ߩࠫࠖࡈࠆߔ⥄⛎⥄⿷⊛ᕈᩰߩᒝવ⛔⊛

ㄘޔ↥↢ߩࡃࠨ࠶ࡖࠠࠆߌ߅ߦಽ㈩ߩ⁁ࠍ⚫ޔߡߞࠃߦߣߎࠆߔຠ⚻ᷣൻߚࠇߐ␠ળߦࠊ

NLTBޔߪߢࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ޕࠆߢߣߎࠆቇ߮ขࠍ߆ߡߒኻߦߚ߆ࠅߩ↢ߩὼ⥄ߣੱ߇ࠇࠊࠇ ߩ

ᐲࠍนᄌ⊛ߦㆇ↪ߡߞࠃߦߣߎࠆߔ⥄ὼ⾗Ḯࠍੱ߇ലߦ↪ߚ߈ߡߒ㧔ᄖㇱ⠪ߩฃߌࡦ࠲ޔࠇ

ߣࡃࠞߥߖ߆ᰳߢ႐ߩᵴ↢ߥޘ᭽߇ߩߚߒߣน⢻ࠍนᄌ⊛ᶐㅘᕈ8ߩᐲߩߎߡߒߘޕ㧕ࡘ࠾࠽ࡉ

 ޕߚߞߢᢥൻߩ․ࠫࠖࡈ߁

 ઍੱߣੱ߇⥄ὼߩߣ↢ߦ㑐ࠄ߆ࠟࡦࡢࠞࠗ࠽ޔࠫࠖࡈߡߒቇ߱ߪߩࠆ߈ߢ߇ߣߎ✼ࠍၮ␆ߣ

ଔޔ⡯ᬺޔઍߥޘ᭽ޕ߁ࠈߢᒻᚑߩ႐ߩวᗧߣ▽᭴ߩᐲࠆߔߣน⢻ࠍนᄌ⊛ᶐㅘᕈߩߣ߮ੱߚߒ

୯ⷰࠍᜬࠍޘੱߟ৻ቯߩᣇะ㧔ⴕേ㧕ߦዉߩߚߊᐲߩߘߚ߹ޔᐲ߇ㆇ↪ߩߚࠆࠇߐ႐ޕࠆߢ

႐㧔ࠆ߹㓸߇ߣ߮ੱߩߊᄙߩ᥉ㅢߚߞߣ߽ߣ߽ߦၞߩߘߪࠆߩ߽߈ߴࠆߊߒᣂߪޠ႐ޟߩߎ

 ޕ߁ࠈߢࠆߊߡࠇ߹↢ߡߞࠃߦൻ↢ౣޔᵴᕈൻߩ㧕⑂ޔㆇേળޔ᳃㙚߫߃

 ⶄᢙࠆߥ⇣ߩሽ߅߇ࡊ࡞ࠣޔߩᜬࠍߐ߆⼾ߟ⋧ߦჇߪߣߎߊߡߖߐኈᤃߒޕߥߪߢ

ࠍᵴ↢ߩࠄ⥄ޔ߇ၞ᳃ࠆߔޠߦὼ⥄ޟࠍὼ⾗Ḯ⥄ߩߤߥⓨ᳇ޔ᳓ޔߥりㄭߚࠇࠄ㒢ޔߒ߆

ߦߚࠆหޔߩㅢࠍࡦ࡚ࠪࠢࠕߩߊߏߒߪߣߎߥ߃ࠍࠆߑߖ߁ߘߪࠆޔߔߎᒰὼߣߎߩ

႐ߩวᗧᒻᚑߣᐲߪߦߚࠆߖࠊ߆ะߦᣇะߩቯ৻ࠍޘੱߊߡߖߐㅴൻࠍᄙ᭽ᕈޔߒ߆ߒޕࠆߢ

ޔ⒖ⴕޔߩᕈ⇣․ߡߒ㑐ߩหޔߢਛߩ9ޢหߩήὑޡޔߪ(2003)ࠪࡦ࠽ޕ߁ࠈߥߣᔅⷐ߇

ಽࠆࠇߐㆊ⒟ࠍߢߎߎޔࠅߪ߿ޕࠆߡߒߦ߆ࠄ㊀ⷐ⒖ޔߪߩߥⴕߣಽߩㆊ⒟ޕ߁ࠈߢ 

  

⻢ㄉ 

 

࡞ห⎇ⓥࠣߩ㣮ఽፉᄢቇߚߒߣߓߪࠍℂ⸃㧘දജ㧘ᴡวᷧಎᢎߩᩏ߳⺞ߩޘੱߩࠟࡦࡢࠞࠗ࠽

ᒰᤨ㧘ߦ․ޕߚߞߢਇน⢻ߪᚑߩᧄⓂߪߦߒߥ㧘ᡰេࠬࠗࡃ࠼ࠕࠆߔ㑐ߦⓥ⺞ᩏ⎇ߩࡃࡦࡔࡊ

ඳ჻⺖⒟ߩቇ↢ߚߞߢዊᎹ㗔৻᳁ߪߦ㧘ࠠࡃࠨ࠶ࡖઃߌߩ⺞ᩏ㧘࿑ߩᚑߡ߅ߦᄙᄢߩഭജ

 ޕߚߒࠍᗧ⻢ࠄᔃߦޘᣇߩࠄࠇߎޕߚߛߚߡഀࠍ

 

                                                   

8 ᐲߩนᄌ⊛ᶐㅘᕈޔ⺆↪߁ߣᔨߪᐔᚑ 16-18 ᐕᐲ⑼ቇ⎇ⓥ⾌ഥ㊄ࠍฃߚߌ⎇ⓥ࡞ࡃࡠࠣޟ

ᤨઍࠆߌ߅ߦᣇߣᐲޕߚࠇ߹↢ࠄ߆⺰⼏ߩޠ 
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環境適合的な経済発展 ―「エコロジー的近代化」論を中⼼に―  

梅澤⼀晴  

報告者希望により不掲載  
 



ㅴൻ⚻ᷣቇળ╙ 15࿁ฬฎደ㧔ో࿖㧕ᄢળႎ๔੍Ⓜ㓸ේⓂ 

 

 ᯏ⢻ߩᐲߥ࡞ࡑࠜࡈࡦࠗࠆߦታᘒߩኅ⸘㑆ㅍ㊄ࠆߌ߅ߦ࿖₺ࠗ࠲

㧦ࠢࠦࡦࡃㇺࡠࠢࠗࡑߩߢ⺞ᩏߦၮߡߠ 

 

ႎ๔⠪㧦̪㗅ਇห 

Sinudom Arissara 

                           㧨ฬฎደᄢቇᄢቇ㒮⚻ᷣቇ⎇ⓥ⑼㧪 

                           ᳯญ ᦶ 

                           㧨ᴺᄢቇ⚻ᷣቇㇱ㧪 

 

̪↪ࠆߔਥⷐ⛔⸘࠲࠺߮ࡠࠢࠗࡑ⺞ᩏ⸃ᨆ⚿ᨐߪ㧘ႎ๔ᤨߦㅜ㈩Ꮣޕࠆߔ 

 

 

㧨Key Word㧪 

 㐿⊒ㅜ࿖㧘ࠗߥ࡞ࡑࠜࡈࡦᐲ㧘ᚲᓧౣಽ㈩㧘ߩࠗ࠲ၞ㑆ᩰᏅ㧘ᐲࡠࠢࡒߩ⊛ၮ␆ 

 

1㧚㗴⸳ቯ⢛᥊ 

⚻ᷣቇో⥸ߡ߅ߦ㧘1970 ᐕઍએ㒠ߦ⥝㓉ߚ߈ߡߒᣣߩઍ⊛ߥᐲ⻉࠴ࡠࡊࠕ(e.g., ᣂ

ᐲቇᵷ㧘Ყセᐲಽᨆ㧘ࡦࠝࠪࡘࠡቇᵷ㧘ઍᐲቇᵷ)ߪ㧘┵⊛߫߃⸒ߦ㧘Ԙߌࠊࠅߣ 1970ᐕ

ઍએ㒠㧘ਥߦ╙ 2ᰴ⇇ᄢᚢᓟ᰷ߩ☨⾗ᧄਥ⟵⻉࿖ߩ␠ળ⚻ᷣࠪࠬߩࡓ࠹ᚑ㐳ߩࠄࠇߘߣ㑆ߩߢ⋧㆑㧘

㧘ᴦࠪߕࠄߥߺߩ㧘Ꮢ႐ขᒁߢࠆ߃ᝒࠍᓽ․ߩࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ὐ㧘ԙ␠ળࠆߔ⺑ࠍᄙ᭽ᕈߡߒߘ

ὐ㧘ࠆ߃ᝪߦ⒟ߩಽᨆߊᐢߢᒻㄟ߈Ꮞ߽ࠍቬᢎ߿ᕁᗐߩ࿕ߪࠆ㧘␠ળᘠ⠌㧘ᢥൻ㧘ࡓ࠹ࠬ

ߩࠄࠇߎ 2ὐߢఝᕈ߿⁛⥄ᕈࠍ⊒ើޕߚ߈ߡߒ 

వㅴ☨᰷ࠍ⽎ಽᨆኻߩߘ㧘ߪ㧘↳⺧⠪ߢߚ߃߹〯ࠍ⦡․ߩߘᱧผ⊛ዷ㐿߮ߩ⺰ᐲℂߚߒ߁ߎ

⻉࿖ߕࠄߥߺߩ㧘㐿⊒ㅜ࿖߳ߣᐢ߇ߣߎࠆߍ㧘ᐲ࠴ࡠࡊࠕ⥄りߩಽᨆߣዷ㐿ᷓߩൻߡߞߣߦ

ߞขࠍ႐┙߁ߣࠆ߁ߒ₂⽸߽ߡߒኻߦዷ㐿ߩ⺰㧘㐿⊒⚻ᷣℂ߫߃㧘ߩ㧘ઁಽ㊁ߦ㧘หᤨࠅߢ⋊

 ޕ1ߚ߈ߡ

 એߩ᭽ߥ㧘⢛᥊ߦ߮ࠄߥႎ๔⠪ߩ㑐ᔃߦၮ߈ߠ㧘ಽᨆኻ⽎ߪߡߒߣ㧘ࠗ࠲₺࿖ߩ㧘․ߦኅ⸘ⴕേ

ߦᢥ⣂ߩⓥ⎇ࠗ࠲ߦ․㧘ߡߒ㑐ߦࠇߎޕࠆߺߡߒ⋠⌕ߦታᘒߩኅ⸘㑆ㅍ㊄㧔ㇺᏒㇱψᣇ㧕ࠆߌ߅ߦ

හ߫߃⸒ߡߒ㧘ࠆߌ߅ߦࠗ࠲ၞ㑆ᩰᏅ߿ࠔࡈ࠶ࡃߩᚲᓧᩰᏅᤚᱜⵝ⟎ߡߒߣ㧘ኅ⸘㑆ㅍ㊄߇⁛⥄

ߩ㧘⇇㌁ⴕߡߟߦน⢻ᕈࠆߡߞᜂࠍᓎഀߩ 1997ᐕࠕࠫࠕߩㅢ⽻ෂᯏߦ㑐ࠆߔႎ๔ᦠ߿㧘ߩࠗ࠲

╷ᚲᓧౣಽ㈩ߦ㑐ࠆߔ⎇ⓥߢ␜ໂࠆߡࠇߐᖱࠆ߇㧔e.g.㧘㊁ፒ㧘2007㧕ߪࠆޕ㧘ᐲࠕ

࿕ᕈ߿ᓽ․ߩߢ࡞ࡌࡓ࠹ࠬࠪࠆ㧘ߪߢ࠴ࡠࡊࠕᐲߩ᧪㧘ᓥ߫߃⸒ߡߒහߦᢥ⣂ߩ࠴ࡠࡊ

ࡌ࠲ࠢࠕߩࡠࠢࡒ㧘߇ᐲߥޠ࡞ࡑࠜࡈࡦࠗޟߦ․㧘ߚ߈ߡࠇߐ㊀ⷞߡߒߣߩ߽ࠆߌߠ␆ၮࠍ

߿ᣇᴺߩߚߊߡߒᨆߦ⊛⸽㧘ታࠍߣߎ߁ߣ߆ߩࠆߡ߃ਈࠍ㧘ᓇ㗀ߒ↪ߢᒻࠆߥ߆ߢ࡞

น⢻ᕈࠍታߦၮߟߟ߈ߠ␜ໂࠆߔᗧࠍᜬޕ2ߟ 

                            
1 㐿⊒ℂ⺰ߦኻߡߒᐲ߇࠴ࡠࡊࠕነਈࠆ߁ߒ⺰ὐ㧘㆐ὐ㧘ߡߒߘℂ⺰⊛ߥᦝࠆߥ⺖㗴ߩ⚦ߦ

 ޕෳᾖࠍ㧘ᳯญ㧔2009a㧕ߪߡߟ
ઍ⊛⺰⠪ߩ㧘ᣂᐲቇᵷߪᐲߥޠ࡞ࡑࠜࡈࡦࠗޟ 2 North㧔1990㧕ߩቯ⟵ߦၮߦ⊛┵ޕߊߠ⸒

㧘ᢥൻ㧘ᕁᗐ㧘ࠅߢߩ߽ࠆࠇߐ⟎ኻߦᐲߥޠ࡞ࡑࠜࡈޟࠆߔᗧࠍ╷߿㧘ᴺᓞߪࠇߘ㧘߫߃



㧘ߟߟ߈⟎ߦᔨ㗡ࠍߣߎࠆߔነਈߡߒኻߦᢥ⣂ߩࠇߙࠇߘߩ࠴ࡠࡊࠕᐲߣⓥ⎇ࠗ࠲㧘ߚߒ߁ߎ 

ᧄႎ๔ߪߢ㧘․ߦ㧘2009 ᐕ 8 ࠗ࠲ߦ₺࿖ࠢࠦࡦࡃㇺߩᏒਛߡ߅ߦ㧘⺞ᩏࠦ࠲ࡀࠖ࠺

㧔Kanyapht Jarusirirot᳁㧦ࠢࠦࡦࡃ㧕ߩࠄදജࠍᓧߡታᣉ࿁ߚߒ 1000ㇱᒙߩኅ⸘㑆ㅍ㊄㧔ㇺ

Ꮢㇱψᣇ㧕ߩታᘒߦ㑐ࡠࠢࠗࡑߩ⥄⁛ࠆߔ⺞ᩏ⚿ᨐߦၮ߈ߠ㧘ㇺᏒㇱࠄ߆ᣇ߳ߩኅ⸘㑆ㅍ㊄

߆ߥዋ߇ᕁᗐ⊛ᓇ㗀⊛ᢥൻߩ⥄⁛ࠗ࠲ߦⴕേߩᚻᜂߩㅍ㊄ߩߎ㧘ߡߒߘޕߔ␜ࠍᓽ․ߩᚻᜂߩ
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概要
従来のゲーム理論的制度研究では, 制度変化はゲーム形式の外生的変化 (North, 1990;

Hurwicz, 1996) か，外生的ショックによるゲームの均衡の変化 (Lewis, 1969; Aoki, 1996;

Young, 1998) とみなされてきた。これらの制度観はいずれも静的で,実際の社会で見られる内
生的制度変化を取り扱うことはできない。後者のアプローチは，制度的補完性により複数の制
度システムが安定的に維持されることを記述しているが，その変化はこの補完性を覆すほど大
きな外生的ショックがあることにより生じるのであり，内生的変化を通じて複数制度が相対的
度数を変化させながら競争・共存する様態を記述できていない。本研究は，このような個体群
（ポピュレーション）の構成＝遺伝子（複製子としてのルール）プールの変化を伴う系統発生的
進化の特性を持つ制度システムを記述できるよう, 進化ゲーム理論の拡張として制度生態系を
モデル化する。制度生態系の数理モデル (Rule Ecology Dynamics, RED) では, 複数ルール
が行為主体に評価されながら重みを変えていくルールダイナミクスが表現される。モデルには
ルール評価の「メタルール=主体の価値意識」が導入されており, メタルールの設定により実
現されるルールダイナミクスと主体の行動ダイナミクスが変わる。こうすることで，制度を制
度間相互作用,制度-戦略間相互作用により内生的に変化するものと捉えることができる。これ
まで, 主体は最も利得の高い戦略を選択できる合理的主体を考えるなどその認知枠や価値は与
件だったが, メタルールとして主体の認知枠や価値を表現される内部ダイナミクスを持つ主体
を想定し, メゾレベルの制度とミクロレベルの主体の価値意識の動的相互作用を分析する点に
独創性がある。このモデルでは，制度変化は，ゲームの均衡，すなわち，ゲームにおけるプレ
イヤーによる戦略の選択（淘汰）として生じるのではなく，メタルールに基づくマルチゲーム
における多様なルールとしてのゲーム形式自体の消長（淘汰）として生じると見ている。これ
は，経済社会進化を個体やその戦略の淘汰よりも一段上のレベルのルールや制度の淘汰と見な
す進化的アプローチを基盤としている (Hayek, 1967; 江頭進他, 2010)．本報告では，このよ
うな制度生態系のモデルが経済社会の様態の記述やそれに基づく制度設計などの政策展開にお
いて，いかなる経済学的インプリケーションを持ちうるかを論じる．
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1 はじめに
制度は，意識的・無意識的にかかわらず我々の振る舞いや思考をなんらかの形で統制・調節し，
社会生活を可能にする．そのような制度の多くはアプリオリに与えられるわけではなく，われわれ
の行動から自発的・自生的に現れる．制度の変化は，制度と，制度に統制された個々人の行動の相
互作用を通じて起きる，ルールダイナミクスである．
この制度に対して，ゲーム論的観点から「ゲーム形式としてのルール」(North, 1990; Hurwicz,

1996)と「均衡としてのルール」(Lewis, 1969; Aoki, 1996; Young, 1998)という２つの立場があ
る．前者の立場では，制度は相互作用のルールであり，プレイヤー，選択肢，帰結関数（利得行列）
という「ゲーム形式」によって記述され，個人の行動はゲームにおける選択肢として表現される．
この場合，ゲームの外側からゲーム形式を変更しない限り，制度の変化は起きないことになる．
一方，後者の立場では，制度とはあるゲームのナッシュ均衡であり，個人の行動はゲームにおい
て戦略 (strategy)に基づいて選択された手 (move) である．そして，成立している制度は均衡点に
おける戦略の組み合わせにより特徴付けられる．この静学的枠組みを動学化するために進化ゲーム
を導入すると，制度がない状態（非均衡）における戦略の組から制度のある状態（均衡）への戦略
の組への時間発展として，制度の成立を扱うことができる．しかし，一度制度が成立すると，均衡
であるがゆえに，そこから大きく外すような外生的ショックがないかぎり制度の変化は生じない．
したがって，どちらの立場においても成立したルールは外生的な攪乱がないならば静的であり，
内生的変化を取り扱えない．そこで，制度に対する２つのゲーム論的な見方を統合し，ルールダイ
ナミクスを明示的に扱うための数理モデルを導入する．制度は主体の認識・思考・行動（ミクロ）
および社会的帰結（マクロ）との間（メゾ）で相互作用することで生成，維持，変化，消滅し，その
過程で代替・補完関係を形成する．こうした制度は if-then ルール（複製子）の束として表現でき，
主体（相互作用子）は外なる制度（明示的に共有化されたルールである法，規則，規制など）と内
なる制度（暗黙的に共有化されている認知枠，規範，倫理，集合的意識など）に基づいて定型的に
認識・思考・行動する．したがって，このような主体は，最適化を追求し，実行する合理的主体で
はなく，認知・計算・実行の各面で能力に限界がありながら現実の変化に適応していくような実在
的な主体である．制度生態系とは，ミクロ・メゾ・マクロループが絶えず作動することによって，
複数の制度が共存・生滅する過程において，制度の多様性が継続的に持続されるようなシステムを
意味する．このような，制度の生態系を記述できる数理モデル「ルール生態系ダイナミクス（Rule

Ecology Dynamics, RED）」の構築をめざす．
本稿で述べるモデルは，進化ゲーム理論でよく用いられるレプリケータ・ダイナミクスの拡張
である．まず，制度は相互作用のルールと考えゲーム形式 (利得行列)で，そして，個人の行動は
ゲームの戦略で表される．そして，複数の制度（ルール）が相互作用する状況を表すために，重み
を伴った複数のゲームを導入する．ここで重みはルールの重要性を表現するものである．個々のプ
レイヤーはすべてのゲームをプレイし，各ゲームにおいて重みがかかった利得を得る．戦略分布は
利得に応じて時間的に変化する (進化ゲーム)．戦略分布とともに，ゲームの重みも時間的に変化す
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る．この変化は，利得と戦略分布に応じたものである．
ルールの重み変化の仕方を決めるため，新たに「メタルール」を導入する．メタルールは，ルー
ル（ゲーム）を評価するルールであり，変化を見る対象としているルールよりも基本的だと考えら
れるレベルのものである．こうしたメタルールは，一般には，ルール（ゲーム）のように陽表的に
表現されるとは限らない，むしろ，ゲームの参加者によるルール（ゲーム）に対する評価から構成
された集合的表象として陰伏的に存在していると考えるべきであろう．ただし，こうした評価は帰
結主義に基づくものの，ゲームの帰結として獲得される自己の利得や効用に対する評価ではなく，
ルール（ゲーム）自体に対する評価であることに注意すべきである．この点で，ここでのメタルー
ルは，社会全体にとっての満足を功利主義的観点から評価するために各構成員の効用から構成され
る社会的厚生関数や，各構成員の選好から社会的選好を導き出すための何らかの集計的規則とは異
なるものであるということを確認しておこう．またここでは，メタルールは外生的に所与としてお
り，ルール（ゲーム）やその帰結から構成されるものとは考えていないことも確認しておこう．
メタルールの例として，市場経済という大きな原理の下で，市場の全取引高によって各市場が評
価されるという考えがあるとすれば，全体としてより大きな利益を参加者に与える市場ほど高く評
価されて，その重みが増していくのに対して，そうではない市場は低く評価され，その重みが減少
する．このため，そこでの取引は減少し，やがてそのような市場は消滅することも余儀なくされる
だろう．あるいは，功利主義や平等主義といった倫理のベースとなるような規範・価値意識もメタ
ルールを表現する．前者では，最大多数の最大幸福にもっとも近いルールが評価を高める．後者で
は，人々の間でできるだけ格差がないようなルールが評価される．
ここで導入するルール生態系ダイナミクスでは，メタルールは変化しないものとして外生的に設
定される．したがって，どのようなメタルールが妥当であるかは，実証的に導かれるべきである．
というのも，まずは，どのようなメタルールが規範的に最も望ましいかを先験的に論じることは困
難ないし不可能なことである（アローの不可能性定理の場合のように）と予想できるからである．
また，メタルールは，ゲーム参加者がルール（ゲーム）について形成する規範や価値が集合的表象
として構成されるものであり，容易に明示化されないものと考えているからである．つまり，それ
は実証的研究を通じて見いだしていくべきものである．
また，個々のゲームの形式は変化しないが，ゲームに対する重みの変化を通じて，集計された
ゲームとしての社会全体のルールは変化すると措定する．これは，ルールの可塑性（変化しやすさ）
は程度の問題であり，ルール可塑性の階層性を想定していることになる．たとえば法体系を考えて
みよう．そこでは，憲法，刑法，民法，条例，· · ·といった様々な種類のルールがある．これらは
条例や民法のように変わりわりやすいものと刑法のように変わりにくいもの，そして，憲法のよう
に，刑法や民法よりも上位に位置し，大変変わりにくいルールがある．このような可塑性の階層の
中で，メタルールとは，焦点をあてているレベルのルールよりも、普遍的で変わりにくいものとみ
なす．たとえば，民法のレベルの変化に興味があるならば，憲法は所与で変化しないものと扱う．
この枠組みでは，戦略分布とゲームの重み分布の両方が変化する．また，ある均衡にとどまった
り，あるいは，準安定状態としてある程度の期間続く定常状態が現れたりするだろう． 準安定状態
でとどまれば，均衡という意味での制度が暫定的に成立している状態と考えられる．本稿では，以
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下でレプリケータ・ダイナミクスからルール生態系ダイナミクスを導出し，その簡単なシミュレー
ション解析を示す．そして，実際の制度生態系やメタルールの例を検討し，今後の方向性と経済学
的インプリケーションを議論する．

2 ルール生態系ダイナミクスの導入
ルール生態系ダイナミクスは，レプリケータ・ダイナミクスの拡張として定義される．ここで
は，基礎となるレプリケータ・ダイナミクス，それを複数ゲームでの相互作用に拡張したマルチ
ゲーム・ダイナミクス，さらに，ゲーム自体のダイナミクスを導入したルール生態系ダイナミクス
へと拡張の順に説明する．

2.1 レプリケータ・ダイナミクス

社会における多くの日常的な認知・思考・行動について，人々はある種の型を持っている．この
型は，家庭や学校における教育を通じて形成されるし，メディアや直接的相互作用を通じた模倣に
より広まっていく．このように，認知・指向・行動の仕方は，家庭，コミュニティ，学校，会社等
の人の集まりの中で，伝播して行くものである．そこでこのような「型」を複製子と考える．
一般に，複製子の伝播ダイナミクスはレプリケータ・ダイナミクスで記述される．これは，複製
子の頻度（個体数比）の変化を記述する，

ẋi = xi(ui − ū) (1)

という形の微分方程式である．ここでは，N 種の複製子がゲーム的相互作用をしていると考える．
xi は i番目の複製子の頻度で，

N∑

i=1

xi = 1, (i = 1 ∼ N) (2)

を満たすとする．ui は i番目の複製子が得る利得である．E(i, j)を複製子 iが複製子 j との相互
作用の結果獲得する利得とすると，

ui =
N∑

j=1

E(i, j)xj (3)

である．ūは平均利得で，

ū =
N∑

i=1

xiui =
N∑

i=1

N∑

j=1

E(i, j)xixj (4)

である．
ここでは次のような単純化をしていることになる．まず，各主体はある種のゲーム的相互作用，
すなわち，自分の行動の結果が他者の行動に依存するという状況で相互作用を行っている．通常，
人は様々なゲームの中で他者と相互作用をするのであるが，ここでは，１つのゲームをプレイして
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いる状況だけを取り上げる．そして，各主体はそのゲームでの思考・行動の型を 1つだけ持つとす
る．したがって，主体は複製子により表現されることになる．この主体は，プレイしているゲーム
において他者がうまく振る舞っている，すなわち，ゲームでのの利得が高いならば，その他者が採
用している複製子を模倣するようになる．したがって，個々の主体は一つの複製子により特徴づけ
られるが，同じ複製子は複数の主体によっても採用される．このようにして，成功している複製子
の頻度は増えていく．レプリケータ・ダイナミクスでは，成功の度合いに応じて模倣される度合い
が増えると考える．より具体的には，平均よりも高い利得を持つ複製子は高い分だけ増え，平均よ
り低い利得をもたらす複製子は減っていく．
なお，通常，レプリケータ・ダイナミクスの説明では，上記の「複製子」は「戦略」と書かれる．
戦略 (strategy) とゲームにおける手 (move)を混同しやすいので注意が必要である．戦略とは手を
選ぶための方法のことを指す．個人の場合は，複製子が戦略，行動が手に対応する．戦略（複製子）
が異なっても同じ手を出す（行動をする）こともある．たとえば，繰り返し囚人のジレンマゲーム
における Tit for Tatという戦略は，「if 相手が前回協力 then 今回は協力，else if 相手が前回裏切
り then 今回は裏切り」という if-thenルール＝主体の持つ複製子である．具体的な手は「協力」か
「裏切り」である．All-Cという戦略は「if * then 今回は協力」と書くことができる．ここで * は
ワイルドカードで何が入っても良い．すなわち，相手や自分のこれまでの経緯にかかわらず「常に
協力する」という戦略である．この二つの戦略は，前回協力した相手に対しては同じ「手」を出す．
本稿の説明では，利得を決める関数（ゲームの帰結関数）E(i, j)については特に指定はしない．
ただ２人がそれぞれの複製子に基づいて行動し相互作用した結果として，なんらかの帰結が得点と
して得られるとしているだけである．上記の例のように繰り返しゲームでもいいし，ゲーム以外の
状況が前件部に入ることを許すような相互作用でもよい．例えば相手と一緒に活動すれば利得が高
いというゲームがあり，「if 晴れ then 遊園地，else if 雨 then 部屋でテレビゲーム」という複製子
を主体が持っていてもよい．晴れか雨かは相手の行動に依存しない自然が決めることである．しか
し，一緒に遊園地に行くかテレビゲームをするかは，相手の戦略に基づいた行動に依るので，自分
の行動の結果は相手の行動に依存する．

2.2 マルチゲームダイナミクス

制度生態系は，制度が単独で存在するのではなく複数の制度が存在し相互作用していると，現実
社会を概念化する．すなわち，制度生態系においては，各主体はただ 1つのゲームをプレイしてい
るのではなく，同時に他者とさまざまなゲーム的相互作用をする存在である．このように，主体が
複数のゲームを同時にプレイする状況を記述するようにレプリケータ・ダイナミクスを拡張したも
のが，マルチゲーム・ダイナミクスである．
ここでは，説明を分かりやすくするため，まずは２つのゲームをプレイしている状況を例示し，
後にそれを一般化した形式を示す．２つのゲームの利得行列を A, B で表す．これらのゲームで
は，それぞれで取り得る手の数（＝行列の rank）が違っても良い．戦略を複製子の束（個々のゲー
ムで採用している複製子をまとめたもの）と考え次のように書く．
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戦略 (i, j) : ゲーム Aで複製子 iを用い，ゲーム B で複製子 j を用いる*1

そして，xij をこの戦略 (i, j)を取る主体の頻度（人口比）とし（
∑

i,j xij = 1），戦略 (i, j)と戦略
(k, l)の対戦で戦略 (i, j)を取る主体が得る利得を E[(i, j), (k, l)]とする．すなわち，

E[(i, j), (k, l)] = Aik +Bjl (5)

である．ここでは，2つのゲームは独立で，各ゲームでの利得がプレイヤーの総利得に独立に寄与
すると仮定している．
これらを用いて，戦略 (i, j)を取る主体の頻度変化は

ẋij = xij





∑

k,l

(Aik +Bjl)xkl −
∑

i′,j′

∑

k,l

xi′j′(Ai′k +Bj′l)xkl




 (6)

と書くことができる．これを整理すると，

ẋij = xij





∑

k,l

Aikxkl +
∑

k,l

Bjlxkl −
∑

i′,j′

∑

k,l

xi′j′Ai′kxkl −
∑

i′,j′

∑

k,l

xi′j′Bj′lxkl






= xij









∑

k,l

Aikxkl −
∑

i′,j′

∑

k,l

xi′j′Ai′kxkl



+




∑

k,l

Bjlxkl −
∑

i′,j′

∑

k,l

xi′j′Bj′lxkl










= xij

2∑

g=1

(ug
ij − ūg) (7)

となる．ここで，ug
ij は戦略 (i, j)がゲーム g で得る利得

u1
ij =

∑

k,l

Aikxkl, u2
ij =

∑

k,l

Bjlxkl (8)

であり，ūg はゲーム g における平均利得

ū1 =
∑

i′,j′

∑

k,l

xi′j′Ai′kxkl, ū2 =
∑

i′,j′

∑

k,l

xi′j′Bj′lxkl (9)

である．
２ゲームの場合のマルチゲームダイナミクスが式 (7) のようにシンプルに書けることから，M

個のゲームをプレイしている場合には次のように一般化できることがわかるだろう．

ẋi1···iM = xi1···iM

M∑

g=1

(ug
i1···iM − ūg) (10)

*1 これは戦略プロファイルとは異なることに注意．戦略プロファイルは，各プレイヤが選んだ戦略の組のことであり，
社会全体の状態を表す．ここでは戦略 (i, j)は１主体の行動の決め方を表現している．
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ここで，戦略 (i1, i2, · · · , iM )は「ゲーム 1で複製子 i1 を, …, ゲーム g で複製子 ig,…,ゲームM

で複製子 iM」をプレイする戦略＝複製子の束であり，その頻度を xi1···iM としている．ここでも

r1∑

i1=1

r2∑

i2=1

· · ·
rM∑

iM=1

xi1···iM = 1 (11)

を満たすとする．ここで，rg はゲーム g における選択肢の数（行列表現の場合は利得行列 Ag の
rank）である．ug

i1···iM は戦略 (i1, i2, · · · , iM )のゲーム g における利得，

ug
i1···iM =

∑

k1,···,kM

Ag
igkg

xk1···kM (12)

ūg はゲーム g における平均利得

ūg =
∑

j1,···,jM

∑

k1,···,kM

xj1···jMAg
igkg

xk1···kM (13)

である．

2.3 ルール生態系ダイナミクス

マルチゲーム・ダイナミクスでは，主体は複製子の束で表され，複数のゲームをプレイしている．
この点でゲームを制度と考える立場をとると，複数制度の中で平均利得以上の戦略（複製子の束）
を取る個体の頻度が増え，そうでない戦略が衰退していく複製子群のダイナミクスを，この枠組み
で見ることができるだろう．しかし，ここでは制度自体は静的に取らえられている．
一方，上で述べたように，制度生態系において制度はスタティックな存在ではなく，主体の認
識・思考・行動と社会的帰結との間で相互作用することで変化し，制度間の代替・補完関係という
生態系も変化するものと捉える．このミクロ・メゾ・マクロループのダイナミクスを表現可能にす
るように，マルチゲーム・ダイナミクスをさらに拡張しよう．
その方法として，まずマルチゲームにおいて各ゲームが重みを持つとし，その重みが戦略分布の
時間発展とともに変化するというモデル化を行う．マルチゲーム・ダイナミクスの式（10）はゲー
ム g の重み wg を導入して

ẋi1···iM = xi1···iM

M∑

g=1

wg(ug
i1···iM − ūg) (14)

のように書き換えられる．これは，戦略分布のダイナミクスである．
このゲームの重みもダイナミクスを持つ．その変化は，各主体がそれぞれのゲーム（制度）をど
のように評価しているかによるとする．平均より評価が高いゲームはその重みを増加させ，平均よ
り低い評価のゲームを重みを下げる．すなわち，ゲームの重みのダイナミクスも，評価を通してレ
プリケータ系と同じように変化すると考える．このダイナミクスは

τ ẇg = wg(λg − λ̄) (15)
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と書くことができる．ここで，λg がゲーム g の評価で，

λ̄ =
M∑

g=1

wgλg (16)

は評価の重みつき平均である．τ はゲームの変化速度を決める時定数であり，個々の複製子の変化
速度と全体としての制度の変化速度の比を決めるものである．なお，ゲーム g の重みは

M∑

g=1

wg = 1 (17)

を満たすとする．
さて，ここでゲームの評価をどのように決めるかが問題となる．これをわれわれは先述の「メタ
ルール」と考える．すなわち，メタルールとは制度自体を評価する価値意識であり，ルール生態系
ダイナミクスにおいてはゲームの評価関数として導入することになる．制度の評価は，その制度の
中である戦略を取って（複製子の組に従って）認知・思考・行動した結果として生じるであろう．
したがって，ゲーム評価関数は戦略プロファイルと利得プロファイルの関数となっているべきであ
る．すなわち，

λg = λg(x,ug) (18)

という形式をとる．ここで，x = (x1,1,···1, x1,1···2, · · · , xr1,r2,···rM )は戦略プロファイル（各戦略の
人口比のベクトル）で，ug(x) = (ug

1,1,···1(x), u
g
1,1,···2(x), · · · , u

g
r1,r2,···rM (x)) はゲーム g におけ

る利得プロファイル（各戦略の利得のベクトル）である．
以上をまとめると，ルール生態系ダイナミクス（Rule Ecology Dynamics: RED）は次の 3つ
の式で定義される．

ẋi1···iM = xi1···iM

M∑

g=1

wg(ug
i1···iM − ūg) (19)

τ ẇg = wg(λg − λ̄) (20)

λg = λg(x,ug) (21)

式 (19)が主体の複製子変化（戦略分布の変化）のダイナミクス，式 (20)がゲームの重み変化のダ
イナミクス，式 (21)がゲーム評価を決める式である．この枠組み特徴は，以下のようにまとめら
れる．主体は複製子の組で表される，主体は複数のゲームを同時にプレイする，各ゲームは重みを
持つ，主体は重みつきの利得を得る，ゲームはメタルールによって評価される，評価は戦略分布と
得点分布による．
進化ダイナミクスにおける複製子（リプリケータ）をリプリケータ・ダイナミクスと同じく主体
が選択する戦略＝個体の持つ複製子（行動の型）の組ととらえつつも，リプリケータ・ダイナミク
スとは異なり，制度＝ルール（ゲーム）自体もマルチゲームにおいて複製子（リプリケータ）に相
当するものと考え，その淘汰のダイナミクスを導入したのが，ルール生態系ダイナミクスである．
式 (19)と (20)に見られるように，複製子が戦略（の組）のミクロレベルとルール（ゲーム）のメ
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ゾレベルの二つのレベルに同時に存在していることを表現している．ルール（ゲーム）という複製
子の消長を決めるのが，式 (21)のメタルールである．そして，ここでは，各主体は戦略やルール
（ゲーム）の乗り物にすぎないと考えられている．

3 ルール生態系ダイナミクスの例
前章で導入したルール生態系ダイナミクスが，実際にどのような動きを示すのかを見るため，具
体的なゲームの評価関数（メタルール）としてできるだけ単純なものを 2 つ紹介し，そのシミュ
レーション解析の例を示す．

3.1 メタルールの例

ひとつは平均利得型メタルールで，

λg
A(x,u) =

∑

i1,···,iM

xi1···iMug
i1···iM (22)

と定義される．得られる平均利得が高いゲームほど高く評価するということである．これは，個々
の主体の利得や個々の戦略の組の利得ではなく，全体の利得の合計である．例えば，平均的に高い
利益を生み出す市場を重要視するというような金融市場が想定される．あるいは，基数的効用を前
提し，各主体の効用関数の合計で社会的厚生を表す場合もこの場合に近い．
もうひとつは逆分散型メタルールで，

λg
IV(x,u) =

∑

i1,···,iM

{
xi1···iM

(
ug
i1···iM − ūg

)2}−1
(23)

と定義される．これは，主体が得る利得の分散が大きいゲームほど評価を低くする．すなわち，平
等主義的なメタルールである．

3.2 簡単化

ルール生態系ダイナミクスは戦略の種類とゲームの種類があるので，非常に高次元の力学系とな
る．ここでは上記２タイプのメタルールにおける基本的な振る舞いを見るため，枠組みにいくつか
制限を設けて簡単化を行う．まず，全てのゲームにおいて選択肢数は同じ数であるとする．ここで
はそれを N で表す．

rg = N (g = 1 ∼ M) (24)

すなわち思考・行動を決める複製子を「if-then」ルールで表した際の後件部で選び得る具体的思
考・行動の種類は，主体が相互作用する場，すなわち，同時にプレイされるすべての要素ゲームに
おいて同数だとする．
さらに，各主体の複製子の選び方も制限し，すべてのゲームにおいて同一の戦略番号（行・列が
同じ位置の戦略）を選ぶこととする．

xi1···iM = xi (25)
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すなわち，ゲーム１で戦略１を選んでいる主体はゲーム２でも戦略１を選ぶ．戦略の番号付けは任
意であり，行列の行と列の同時置換に対してゲーム構造は変化しないので，「戦略番号」という点
においては一般性は低下していない*2．しかし，「ゲーム１で戦略１，ゲーム２で戦略１」を取る主
体と，「ゲーム１で戦略１，ゲーム２で戦略２」を取ような主体，すなわち，あるゲームでは同じ
戦略でも異なるゲームでは異なる戦略という主体の組み合わせが共存できないという制約を課す．
この制約は，企業の戦略は各市場で調整はできるが基本戦略は同じであることや，人の性格は異な
る制度でまったく異なる振る舞いをするほど自由ではなく制度間を貫く基本的性格があるという想
定となる．このように，存在可能な複製子の多様性を部分空間だけに制限することになるのである
が，ルール生態系ダイナミクスの基本的ダイナミクスの性質を知る最初のステップとしては，この
部分空間でも見られるものがあるだろう．

3.3 シミュレーション結果

各ゲームの戦略数 N，総ゲーム数M を決め，要素ゲームをランダムに発生させる．要素ゲーム
の利得は，平均 0，分散 1となるようにする．時定数は τ = 1000で，各個体の初期個体数は同一
である．
このような設定で，まず平均利得型メタルール（式 (22)）の典型例をしめす．図 1は，戦略数が

N = 5，ゲーム数がM = 7の場合の，戦略の頻度分布 (a)と，ゲームの重みの分布 (b)の時間変
化である．この場合，すぐにある一つの戦略が支配的になっている．そして，それに追随するよう
に，独占的戦略が最も利得を得ることができるゲーム（ルール）が、最も成長する（重みが高くな
る）．これは一種のグローバリゼーションのような現象である．
ある戦略が成功し頻度が増すことで，その戦略が得点を稼ぐことができるゲーム（ルール）が評
価を高め相対的に重要視されるようになり，すると，そのゲーム（ルール）において成功するその
戦略が頻度を増し…，というポジティブフィードバックが生じて，このような独占にいたる．ゲー
ムの独占化がどの程度の速度で戦略の独占化に追随するかは，時定数を決めるパラメータ τ に依存
するが，戦略，ゲームのどちらもで独占状態が生じるという結果は，平均利得型メタルールの場合
にいつも起きる現象である．
次に，逆分散型メタルール（式 (23)の例を図 2に示す．これは，N = 3，M = 10の場合であ
る．ある戦略が支配的になる期間が生じるものの，平均利得型とまったく異なり，その期間は長く
は続かず，次々に支配的戦略が入れ替わる．それと同様に，ゲームもある一つが支配的になる期間
があり，支配的ゲームが交代して行く．ここでは，レプリケータ・ダイナミクスの特徴であるサド
ル・ネットワークが形成され，交代までの期間は長くなっては行くものの，この交代現象は永続す
る．また，同様にこのメタルールの特徴として，社会構造の革命的変化のように支配的なゲームが
突然変わることが挙げられる．
逆分散型メタルールの場合，あるゲームである戦略が他よりも相対的に高得点を得ると，その

*2 ゲーム１で戦略１を，ゲーム２で戦略２を取る個体がいる場合，ゲーム２の行列で１行１列と２行２列を入れ替える
ことで，ゲーム２で戦略１を選ぶ個体へと変換可能
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(a)

(b)

図 1 平均利得型メタルールにおける戦略 (a)とゲームの重み (b)のダイナミクスの典型例（5

戦略, 7 ゲーム）．

ゲームにおける得点の分散は大きくなり，ゲームの評価が下がる．したがって，多くの戦略がまん
べんなく点を取れるようなゲームが重みを増すことになる．そのような「平等主義的」ゲームが支
配的になり平等主義的社会が確立するかと思いきや，どのようなゲームでも戦略ごとの得点の差
は必ず存在する．そして，平均より高得点の戦略が増え低得点の戦略が減るというレプリケータ・
ダイナミクスの特徴により，得点分布の格差が拡大する．そうすると，もはやそのゲームでは分散
が小さいということはなく，評価が下がる．そしてその時点での戦略の分布に対して分散が小さい
ルールの重みが増すことになるのであるが，同じ事が繰り返される．
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(a)

(b)

図 2 逆分散型メタルールにおける戦略 (a)とゲーム (b)のダイナミクスの典型例（3 戦略, 10ゲーム）．

4 インプリケーション
4.1 複製子集団と制度集団の相互作用系としての貨幣制度生態系

ルール生態系ダイナミクスは，複数集団レプリケータ系の形に書くことができる．集団 x と y

の２集団レプリケータ系は，一般に，次にような方程式系となる．

ẋi = [u(xi;y)− ū(xi;y)]xi (26)

ẏj = [u(yj ;x)− ū(yj ;x)] yj (27)

ここで，u(xi;y)は，集団 x中の i番目の主体が，集団 y との対戦で得る利得，ū(xi;y) はその集
団 x中での平均である．同様に，u(yj ;x)は，集団 y 中の j 番目の主体が，集団 xとの対戦で得
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る利得，ū(yj ;x) はその集団 y 中での平均である．すなわち，ゲームの対戦は２集団間で行われ，
その対戦の結果が自集団内で比較されて，平均よりも高いものは増え，低いものは減るというもの
である．集団 xが集団 y と相互作用する際の相互作用行列行列を A，集団 y が集団 xに対する相
互作用行列行列を B として行列形式で書くと，

ẋi = [(Ay)i − x ·Ay]xi (28)

ẏj = [(Bx)i − y ·Bx] yj (29)

と表現される．
ルール生態系ダイナミクスの場合について考えてみよう．まず，戦略 xi1···iM が要素ゲー
ム g で得る得点 ug

i1···iM は要素ゲーム g を表す行列 Ag とすると (Agx)i1···iM と書け，これを
(i1 · · · iM , g) 成分とする行列 A を定義する．また，重みを表すベクトル（重みプロファイル）
w = (w1, · · · , wg, · · · , wM ) を導入することで，重みを勘案した場合の戦略 xi1···iM の得点が，
(Aw)i1···iM，その集団 x内の平均が x · Aw となる．結果，以下のように式 (19)～(21)を次式の
ように書き直すことができる．

ẋi1···iM = [(Aw)i1···iM − x ·Aw]xi1···iM (30)

τ ẇg =
[
λg(x,ug)− λ̄(x,ug)

]
wg (31)

このような形式より，ルール生態系ダイナミクスが，戦略群とゲーム（制度）群の相互作用である
複数集団レプリケータ・ダイナミクスとなっていることが見て取れる．すなわち，各戦略はゲーム
群と相互作用し戦略群の中で競争をし，各ゲームは戦略群と相互作用しゲーム群中で競争をし，そ
れぞれ頻度と重みを増減させる．
では，複数のゲーム（制度）が補完性や代替性といった関係を持ち，相互作用しながら，主体の
戦略の変化と相まって変化していくという制度生態系は，具体的にはどのようなものがあるだろう
か．その例として考えられるのは，1990年代アルゼンチンの貨幣制度である．当時のアルゼンチ
ンは，当時のアルゼンチンでは，政府のデフォルトにより国家通貨ペソの信用が失墜し，基軸通貨
（ドル），国家通貨（ペソ），債券通貨（パタコン・レコップ），そして，地域通貨（RGT等）といっ
た複数の貨幣が併存する時期があった．これら複数種貨幣は，その使用ドメインに違いがあり，各
貨幣を使用する階層や各貨幣で購入（支払い）できるもの，使える市場が異なるものであった．
このように，複数の貨幣があり，それぞれがその使用域を拡大しようとしている系を考えると，
貨幣という制度と，複数種の貨幣に関するポートフォリオミックスを戦略として採用する使用者
という２集団が相互作用する生態系として，貨幣制度生態系を見ることができる．ここでは，貨幣
という制度にとって使用者は資源であり，より多くの人に使ってもらうことを志向する．使用者に
とって貨幣は資源であり，，より多くの貨幣を獲得したいという欲望の対象となる．これはまさに，
式 (30)(31)の形をした，制度生態系における戦略とゲームという二つの異なるレベルにある複製
子の相互作用ダイナミクスすなわち共進化となっているだろう．
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4.2 貨幣制度生態系におけるメタルール

アルゼンチンを代表例とするような貨幣制度生態系において，使用者の戦略（内部ルール）とと
もに貨幣の使用域や使用量は変化し，貨幣制度そのものが変化していく．ここで，戦略に相当する
内部ルールとは，主体の認知・思考・行動を決定するような習慣，性癖，ルーティン，規範，価値
などからなるルールである．そして，こうした貨幣制度を変化させていく根底には，人々の価値意
識があるのではないだろうか．その価値意識は，貨幣制度を評価するルール，すなわち，ルール生
態系ダイナミクスにおけるメタルールの役割を担うものと考えられる．それは，各主体は，自己の
内部ルール（戦略プロファイル）やそうした内部ルールから得られる利得（貨幣所得だけとは限ら
ず，社会的，文化的価値も含まれる）を参照して，貨幣制度（ゲーム）に対する評価をどの貨幣を
どの程度使用するか（どのゲームに相対的に参加するか）という重みの形式で表現しているであろ
う．そうした重みを決定するための基準であるメタルールはどのようなものだろうか．このような
問題意識のもと，貨幣意識調査が行われた (小林他, 2010).

この調査では，地域通貨の運営者・発行者および参加者・利用者，金融機関に従事している者・
していた者，その他（社会人・学部生・大学院生）（計 164名）を対象にして，貨幣意識に関する全
27 の質問をランダムな順番で回答者に提示し，５つの選択肢（強い肯定・弱い肯定・中立的・弱
い否定・強い否定）から当てはまるものを選択してもらう，というものである．回答の因子分析よ
り，「多様性」「公正」「利益志向」という３つの因子が浮かび上がった．
「多様性」は，「国民通貨と異なる他のお金を利用できるのが良いか」，「人々が自由にお金を創
造・発行できる方がよいと思うか」，「お金の発行権を中央銀行や商業銀行だけでなく人々やコミュ
ニティも持つべきだと思うか」といった項目が高い負荷量を示すものであり，これが第一因子で
あった．「公正」は，「政府が所定の年齢を超える全成人に最低限の生活のための基礎所得を一律給
付すべきだと思うか」，「お金を人々の間で融通し合うことは良いことだと思うか」，「お金の貸し手
は商業銀行などの金融機関でなく、政府であるべきだと思うか」など，主にお金の公平的な配分に
関わる項目が高い負荷量を示したものである（第二因子）．そして，「利益志向」は，「お金で何で
も買える方がよいと思うか」，「お金は儲ければ儲けるほどよいと思いますか」「お金は営利目的で
発行した方がよいと思うか」といった項目について高い負荷量を示した．
第 3章の例で示したメタルールとの関係を見ると，「公正」は公平な配分を高く評価するという
ことから結果としての平等を志向する「逆分散型メタルール」に，「利益志向」はよりお金を増や
し便利に使うことに重きを置いているので，平均所得の増大を志向する経済成長主義に近い「平均
利得型メタルール」に対応するものと考えられる．
上記のシミュレーション解析の結果から考えると，もし「利益志向」のメタルールを持つ人々ば
かりだとすると，お金を儲けられる，なんでも購入できる一つの貨幣へと収束していくことになる
だろう．これは，プラットフォーム制度である貨幣は一つの「事実上の標準」へロックインするこ
とを示唆する，収穫逓増とネットワーク外部性に基づく標準化競争に関する議論 (Arthur, 1994)

と同様の予測である．もし結果としての平等を求め「公正」を志向する貨幣制度が施行されたとし
ても，やはりその貨幣を用いて経済活動が行われるのであれば所得の格差はどうしても生じるもの
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であり，上記シミュレーションの結果からは，その貨幣制度は真なる公正を求めて改正され続ける
こととなるだろう．
では，貨幣意識調査 (小林他, 2010)で第一因子であった「多様性」は，ルール生態系ダイナミク
スの枠組みにおけるメタルール（ゲームの評価関数）としてどのように定式化されるだろうか．た
とえば，多様性を得点分布の幅広さと考えると，分散を用いる関数が考えられる（利得分散型メタ
ルール）．

λg
V(x,u) =

∑

i1,···,iM

xi1···iM
(
ug
i1···iM − ūg

)2
(32)

貨幣意識調査から３つのメタルールが見いだされたということは，実際にはどれか一つが存在する
のではなく，３つが合わさって存在していると思われる．またその配分は各個人での違いがあるだ
ろう．実際，小林他 (2010)は，地域通貨関係者と金融関係者とで重点が異なることを示した．だ
とするならば，ルール生態系ダイナミクスにおいては，

λg
A(x,u) = αλg

A + βλg
IV + γλg

V (α+ β + γ = 1) (33)

のように，複数のメタルールを結合させたもので分析を進めなくてはならない．これらのメタルー
ルは，分散型と逆分散型のように全く逆の関数のように，振る舞いの異なる関数の結合であり，そ
のダイナミクスは複雑なものとなるだろう．
また，利得分散型メタルールは相互作用の結果として生じる各戦略の利得プロファイルが多様で
あることを評価するものとなっている．一方，実際にアンケートで訊かれているのは，むしろ制度
そのものが多様であることを評価するかどうかであると思われる．利得プロファイルが多様である
ことはゲーム（制度）が多様であることの間接的な結果であるという０次近似として利得分散型メ
タルールを用いることも考えられるが，ゲームの多様性を直接評価するように制度生態系の枠組み
を拡張して近似精度を上げる必要もあるだろう．そのためには，重みプロファイル w をメタルー
ルの評価関数に入れるように，式 (21) を次のように定義しなおさなくてはならない．

λg = λg(x,ug,w) (34)

その上で，ルールの多様性を重みの分散や平均からの距離などを勘案してルールの評価を決定する
関数（メタルール）を導入することは，貨幣意識調査から明らかになった実証的知見に基づいてメ
タルールを設定するための今後の課題である．

4.3 ミクロ・メゾ・マクロ・ループとしてのルール生態系ダイナミクス

動的な社会は，主体の認識・思考・行動（ミクロ）および社会的帰結（マクロ）を繋ぐメゾに制
度が位置し，相互作用を通して生成，維持，変化，消滅し，その過程で制度が代替・補完関係を形
成する，ミクロ・メゾ・マクロ・ループとなっている (西部忠, 2006) ．この観点から，もう一度
ルール生態系を考察してみよう．
まず，元となるレプリケータ系がどうなっていると考えられるかを，図 3にしめす．ミクロに位
置づけられる主体が持つ戦略群がゲーム（ルール）を介して相互作用し，そのマクロの社会的帰結
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として得点分布が形成される．レプリケータ・ダイナミクスはこの得点分布に応じて戦略群の分布
が変わるというものであり，ここでマクロからミクロへと相互作用ループが形成される．このよう
に，ゲーム（ルール）は，ミクロとマクロを繋ぐ位置（メゾ）にあると考えられる．ゲーム形式を
外部ルールとしての外なる制度と考える立場からは，ミクロ：メゾ：マクロ＝戦略（内部ルール）：
ゲーム（外部ルール）：社会的帰結という対比が成り立っている．しかし，マクロからメゾへの相
互作用はなく，通常のレプリケータ系ではゲームの変化は生じない．したがって，ミクロ・メゾ・
マクロ・ループを通して制度が生成・変化するダイナミクスは記述・分析しえない．

得点分布

戦略 戦略
戦略

ゲーム

図 3 レプリケータ系のミクロ・メゾ・マクロ・ループ．点線は入力，実線は作用を表す．網掛
け部分は動的，白抜きは静的．

一方，均衡を制度と考える立場 (Lewis, 1969; Aoki, 1996; Young, 1998) では，均衡にある戦略
分布は共有信念としてメゾに位置づけられることで制度となる（図 4）．そして，この立場では，ミ
クロ，メゾ，マクロの全てが静的に維持され，マクロからミクロへの相互作用は制度の安定化・自
己維持に働くことになる．

均衡戦略分布

均衡得点分布

戦略 戦略
戦略

ゲーム

図 4 均衡状態にあるレプリケータ系のミクロ・メゾ・マクロ・ループ．点線は入力，実線は作
用を表す．白抜きは静的．
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つぎに，ルール生態系のミクロ・メゾ・マクロ・ループのあり方を考える（図 5）．ここではメタ
ルールを導入しており，ミクロの状態とマクロの状態がメタルールを介してゲームへと作用する．
したがって，マクロからメゾへの影響があり，ミクロからメゾへの影響もゲームへと入力されるパ
スと，マクロ状態と相まってゲームの評価に影響するというパスが追加されることになる．この結
果として，ゲームが動的なものとなる．

メタルール

得点分布

戦略 戦略
戦略

ゲーム

図 5 ルール生態系のミクロ・メゾ・マクロ・ループ．点線は入力，実線は作用を表す．網掛け
は動的，白抜きは静的．

ルール生態系の枠組みが時間変化するゲームを持つレプリケータ系という特徴を持つことは，次
のように見るとわかりやすい．複数のゲームをプレイしている主体たちが作る社会の状態を，各要
素ゲームの重みつき平均で特徴づけしょう．これをトータルゲームと呼び，

GT =
M∑

g=1

wgAg (35)

を導入する．ここで，Ag (g = 1, · · · ,M) は要素ゲーム g の利得行列である．この形から明らかな
ように，wg = wg(t)と時間変化するので，Gt も時間に依存する関数となる．このトータルゲーム
を用いて，ルール生態系における戦略個体数分布のダイナミクス（19）を行列形式で表すと，

ẋ = (GT(t)x− x ·GT(t)x)x (36)

となる．すなわち，この系は時間変化する相互作用行列 Gt(t)を通じて相互作用し時間発展する戦
略群とゲーム群という二重の複製子群を扱う，拡張されたレプリケータ方程式というかたちをして
いる．
戦略の均衡分布と同様に，ゲームの均衡を考えることもできる．ある戦略プロファイル x の下
で，ゲーム g (トータルゲームでもよい) が、任意のゲーム g′ に対し，

λg(x,ug) > λg′
(x,ug′

) (37)

を満たすとき，ゲーム g はあらゆるゲームの進入に対し安定である．さらに，その戦略プロファイ
ル xが進化的安定戦略であるならば，ゲームと戦略の両方で変化の誘因がない．よって，その系は
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ゲームと戦略の両方に関して均衡状態にある．このゲーム g と戦略プロファイル xを進化的安定
ゲーム (evolutionary stable game, ESG)と呼ぶ．
このように，進化的安定ゲーム，進化的安定戦略が存在し，系全体に均衡状態が実現されている
ならば，ミクロ・メゾ・マクロ・ループは図 6のようになり，ミクロ，メゾ，マクロが静的な状態
となる．平均型メタルールのように単純なメタルールの場合はこのような均衡状態が実現されるで
あろうが，逆分散型のように常に他のゲームに侵入されるようなメタルールもある．前節で述べた
ように，実際の社会ではこのようなメタルールの複合が常態であり，あらゆるゲーム g′ に対して
λg(x,ug) > λg′

(x,ug′
)となるような進化的安定ゲームが存在することは難しいであろう．

メタルール

均衡得点分布

戦略 戦略
戦略

図 6 均衡状態にあるルール生態系のミクロ・メゾ・マクロ・ループ．点線は入力，実線は作用
を表す．白抜きは静的．

5 結論
レプリケータ・ダイナミクスの拡張としてルール生態系ダイナミクスを導入し，戦略プロファイ
ルとゲームの両方における動的な変化が実現されることを見た．戦略とゲームが準安定状態の間を
断続的に変化するというダイナミクスから，ルールに対するゲーム論的な 2つの見方がうまく統合
されていると考えられる．
ルール生態系は複数集団レプリケータ系という見方ができることから，ゲームも個々人の戦略と
の相互作用を通じて複製されていく複製子＝外部ルールと考えられる．そして，共有化された戦
略＝内部ルールとの複製子の二重性を扱うためには，ミクロとマクロに加えて，その間に存在しミ
クロとマクロを繋ぐメゾレベルを導入した，ミクロ・メゾ・マクロ・ループという概念が必要で
ある．
貨幣制度生態系と貨幣意識の調査結果からの考察より，「多様性」を表すメタルールを定式化し，
多様性，公正，利益志向が複合したような系に対する解析をする必要があることが示された．さら
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に，制度の多様性を直接評価するように，ルール生態系ダイナミクスの枠組み自体の拡張も検討し
なくてはならない．
メタルールは人々のゲームへの評価が重み付けとして集合的に表現されるものであり，うまく操
作することは難しいだろう．また，ミクロレベルの複製子である戦略は，新古典派経済学のように
合理性をアプリオリの前提としないならば，個々人の認知枠，習慣，ルーティン，価値により決ま
る内部ルールと考えることになり，それが共有化されると，内なる制度である文化，伝統，規範，
社会意識（貨幣意識）になる．しかし，こうした内部ルールや内なる制度はやはり直接操作するこ
とはできず，直接の設計も困難である．したがって，外部ルールであるゲーム＝外なる制度，特に
貨幣制度や会計制度などのプラットフォーム制度の制度設計を通じて，こうした複製子に対しても
間接的な影響を与えるのが，進化主義的制度設計 (西部忠, 2006; 江頭進他, 2010)である．ルール
生態系ダイナミクスの枠組みとその実証性を発展させ，進化主義的制度設計を行い効果を予測する
シミュレーション・モデルを作っていくことが，今後の課題である．
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  4㧚(ㇱ, 2002, 2004, 2006, 2007)߁ߣޠࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒޟࠍ᭴ㅧ߁ߣ߁วߒ

ߢߌߛࡓ࠭࠾ࠞࡔߩ↥↢ౣ㧘⥄Ꮖᜬߪࡊ࡞ࡠࠢࡑࡠࠢࡒ㧘ߦ߁ࠃߚߦߢߔ 

ࠍ㧘ᐲߪࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒ㧚ࠆߡ߃ࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩ㧘⥄Ꮖ⚵❱ൻߊߥ

ߚߒቯ⸳ߦ࡞ࡌߩ࠱ࡔࠆߥ⇣ߪߣ᭴ㅧ߿⒎ᐨߩળ␠ᷣ⚻ߩࡠࠢࡑ߿ⴕേߩਥߩࡠࠢࡒ

                                                   
4 ᐲࠍᇦࡠࠢࡒߡߒߣਥࡠࠢࡑߣ᭴ㅧࠆߌ߅ߦⅣ⊛⋧ⷙቯ㑐ଥࠍ⠨ߪߡߒߣߩ߽ࠆ߃㧘ᬀࠄ

ᕁ⠨⠌ߩቯ․ࠍޘੱޟࠍ㧘ᐲߪ (1998)ࠄ㧚ᬀࠆ߇ࡊ࡞ࡠࠢࡑࡠࠢࡒޠ⊛⺰ᐲޟߩ (1988)

ᘠⴕേߦ⺃ᒁࠆߔ␠ળ⊛ޡⵝ⟎ߣޠޢቯ⟵ߒ㧘ੱޟ߇ޘਥࠅ➅ߡߒߣޠߒⴕേߡߞࠃߦߣߎࠆߔ

ⴕേߩޘ㧘ੱߪᐲߩߡߒߣޠ⟎ળ⊛ⵝ␠ޟ㧚ࠆߡߒߣࠆࠇࠄഃ߇ޠ႐ࠆࠇߐ↥↢ౣߒᚑ↢߇ᐲޟ

⟎ⵝࠆߖߐᄌ឵ߣੱ߳ࠍਥࠄ߆⾰ᕈߩਔ㕙߁ߣࠆߔ⸽ࠍⴕേߥ⊛ᓞ⥄ߦޘੱߦߣࠆߔ⚂ࠍ

㧘ᐲߪⅣ⊛ⷙቯ㑐ଥߩࡠࠢࡑߣࡠࠢࡒࠆߌ߅ߦ࡞࠺ࡕޠ⊛⺰ᐲޟ㧚ࠆߢߩࠆߡߞᜂࠍᓎഀߩ

ࠢࡑߣᐲ∋ഭߦ㧘ㅒࠇߐߺ↢߇ࠬࡦࡑࠜࡈࡄߩࡠࠢࡑࠄ߆ቢᕈߩᐲߣ᭴ㅧ⊛㑐ଥߩߣਥߣ

 㧚ࠆߢߩࠆࠇߐߺ↢߇᭴ㅧᄌൻߩᐲߣࡠࠢࡒࠄ߆ᄌൻࠬࡦࡑࠜࡈࡄߩࡠ
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ߣߎߟᜬࠍᓞᕈ⥄ߥ⊛ኻ⋦ࠄ߆ࡠࠢࡑ߿ࡠࠢࡒ߇ᐲߩߡߒߣ᧤ߩ㧘ⶄሶߡߞࠃߦߣߎ

᭴ㅧߥ⊛㕒ߚࠇߐ࿕ቯൻ߇㧘ᐲߡߞࠃߦࠇߘ㧘ߡߞ߇ߚߒ㧚ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔߦ⏕ࠍ

ߒߣᄾᯏࠍᄌൻߩ⚿ળ⊛Ꮻ␠߁ߦࠇߘ߿⇣ᄌߩⴕേ߿⼂ߩޘ㧘ੱߊߥߪߢࡦ࠲ࡄ߿

ੱ߿ᄌൻ⊛⊑⥄ߩ㧘ᐲߢᣇ৻ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃ᝒߡߒߣߩ߽ࠆߔᄌൻߦࠢ࠶ࡒ࠽ࠗ࠳ߡ

ὑ⊛ᄌᦝࡠࠢࡒ߇ਥߩⴕേߩᣇߩࡠࠢࡑ߿⚻ᷣ␠ળࠅߩᣇ߳߷ߔᓇ㗀߽ࠍ⠨ኤߔ

㧘ߊߥߢߌߛࠆߔ⺑ࠍࠬࡠࡊ⊛േߩᄌൻ߿ᚑ↢ߩ㧘ᐲߦ߁ࠃߩߎ㧚ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ

ᗧ࿑ࠆߑߖᐲᄌൻ߿╷⊛ߥᐲᄌᦝࡠࠢࡒ߇ਥࡠࠢࡑ߿⚻ᷣ␠ળߦኻߡߒਈࠆ߃ᓇ

㗀ࠍਥ㗴ൻߒ㧘ㅴൻਥ⟵⊛ߥᐲ⸳⸘ࠍዷᦸߦࠈߎߣࠆ߈ߢ㧘࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒ

 㧚(.ㇱ, ibid)ࠆ߇ὐߩߺ⚵ᨒߩࡊ

㧔ⶄሶ㧕࡞࡞㧘ߦ߽ߣߣળ␠ᷣ⚻ߩࡠࠢࡑ߿❰⚵ੱߩࡠࠢࡒ㧘ߪߢߺ⚵ᨒߩߎ

࿖ኅ㧘ߪߦ㧚␠ળࠆߡࠇࠄ߃⠨ߣࠆߢታࠆࠇࠄߌߠ⟎ߦ࠱ࡔᐲ߽ߩߡߒߣ᧤ߩ

ᴺ㧘⽻ᐊ㧘Ꮢ႐ࠆߥ⇣ߚߞߣᐲ߇หᤨߦሽࠆߡߒ㧚ߚߒ߁ߎ⻉ᐲߪ㧘ߣࠇߘ㑐

ଥߩޘੱࠆߡߒ⼂߿ⴕേߩ⋧↪ߩ⚿ᨐߡߒߣ┹ว⊛ቢ⊛㑐ଥࠍᒻᚑࠄ߇ߥߒ㧘

ߛࠆߔⷙቯࠍⴕേ߿⼂ߩਥ߇ᐲ⻉ߚߒ߁ߎ㧚ߊߡߖߐᄌൻࠍⷙᮨ߿ሽ▸࿐ߩߘ

ⴕߩޘ㧘ੱߚ߹㧚ࠆߖߐᚑ㧘⛽ᜬ㧘ᄌൻ㧘ᶖṌ↢ࠍᐲ⻉߇ⴕേ߿⼂ߩ㧘ਥߊߥߢߌ

േ߿⼂ߩ㓸Ⓧߩ࡞ࡌࡠࠢࡑߪ␠ળ⊛Ꮻ⚿ߒࠄߚ߽ࠍ㧘ߩ࡞ࡌ࠱ࡔ߇ࠇߘᐲ߳ᓇ㗀

 㧚ࠆ߃ਈࠍ

 

 
࿑ 1 ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒ㑆ߩ⋧ⷙቯ㑐ଥ 

ౖ㧦ዊᨋㇱ(2010) 

 

⊛ળ␠ߣ㧘ᐲߊߥߢߌߛ㑆ߩ⼂߿ⴕേߩ㑆ੱߣᐲߪࡊ࡞ߥ⊛㧘⋧ⷙቯࠅ߹ߟ

Ꮻ⚿ߩߣ㑆߽ߦሽࠆߔ㧚ߚߒ߁ߎᣇะߩࠢࡢ࠻࠶ࡀߩࡊ࡞ਛߢ㧘⻉ᐲߪਥߩ

ⴕേ⼂㧔ࡠࠢࡒ㧕߮ࠃ߅␠ળ⊛Ꮻ⚿㧔ࡠࠢࡑ㧕ߩߣ㑆ߢ⋧↪ߢߣߎࠆߔ↢ᚑ㧘⛽

ᜬ㧘ᄌൻ㧘ᶖṌߒ㧘ߩߘㆊ⒟ߢઍᦧቢ㑐ଥࠍᒻᚑࠆߔ㧚Hashimoto and Nishibe (2005)ߪ㧘

↢ᘒ♽ߦ߁ࠃߩⶄᢙߩᐲ߇ሽߟߟߒ↢Ṍోߩࡓ࠹ࠬࠪࠆߔޟࠍߣߎߩᐲ↢ᘒ♽ޠ

  㧚ࠆߢࠎߣ

 ᧄⓂߪ⊛⋠ߩ㧘ߩߢ߹ࠇߎ৻ㅪߩ⺰⠨ߢ⺑⊛ߡߒߣ࡞࠺ࡕߥឭ␜ࡔࡠࠢࡒߚ߈ߡߒ
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┙ᚑߦ࡞ࡌ࠱ࡔ㧘ߌࠊࠅߣ㧘ߡߟߦ߆ࠆߡߒᯏ⢻ߦ߁ࠃߩߤ߇ࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱

ᨐ⚿ߩߘ㧘߃ਈࠍᓇ㗀ߥ߁ࠃߩߤߦ㧕࡞࡞ᣇ㧔ߩ⼂߿ⴕേߩਥࡠࠢࡒ߇ᐲࠆߔ

ߔ㧘ߡߟߦ߆ࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߥ߁ࠃߩߤߦ㧕࡞࡞࠲ࡔᐊᗧ⼂㧔⽻ߩ࡞ࡌ࠱ࡔ㧘ߡߒߣ

 㧚ࠆߦߣߎࠆߔ⠨ኤࠍ㑐ଥߩ࠱ࡔߣ࠱ࡔ㧘ࡠࠢࡒߣ࠱ࡔ㧘ߜࠊߥ
 
 ⼂ᐊᗧ⽻ࠆߌ߅ߦࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒ .2

ᐲ↢ᘒ♽ߪߢ㧘ੱߩޘଔ୯ⷙ▸ߦኻࠆߔ⋧ኻ㗫ᐲ߇ᐲߩᄙ᭽ᕈߺ↢ࠍߣߔ⠨ߡ߃

㧘ᖱߢߩࠆߡࠇߐ᭴ᚑߢ᧤ߩⶄሶࠆߔવߪ㧚ᐲࠆߣࠍ႐┙ߓห߽ߢ㧘ᧄ⎇ⓥࠅ߅

ႎࠍਸ਼ࠆߢߩ߽ߥ߁ࠃߩ࡞ࠢࡆࠆߡߖหᤨߦ㧘ߩߘᖱႎߡߞࠃߦ⋧↪ሶ߇⼂

㧚ࠆࠇࠄ߃⠨߽ߣߩ߽ߊߡߒߣ㧔ෳᾖᨒ㧕ࡓࡈࠬࡦࠔࡈ㧘߫ࠇߔᢛ⺞ࠍⴕേ߿

ߎࠆࠇߐᡷᄌ߇ᖱႎࠆߡߞਸ਼ߦ࡞ࠢࡆߡߞࠃߦⴕേ߿⼂ߩ↪ሶ⋦ߦㅒߪߣࠇߘ

ࠍ⽻ၞㅢߦߚࠆᒝࠍ߈ߟ߮⚿ߩ᳃ห჻ࠆߌ߅ߦ㧘ㆊ⇹ၞ߫߃㧚ࠆ߁ࠅ߽ߣ

ዉࠆߔߣ߁ࠃߒേߪߤߥ߈㧘ᧄ᧪⚻ᷣขᒁࠍᚑ┙ࠆߖߐㅢ⽻ᐲߦᣂߥߚੱߩଔ୯ⷙ

ଔ୯ޟߩߢߎߎ㧚ࠆߢߩ߽ߊ߽ߡߒߣࠕࠖ࠺ࡔ㧘ߪߡ߅ߦᗧ߁ߣߚߒౝ൮ࠍ▸

ⷙ▸ߪߣޠ㧘⚻ᷣ⊛ߥ⋉߿ല↪ߦㆶరߥ߈ߢ㧘୶ℂ⊛ⷙ▸ᕈࠍ࡞࡞ߔ㧔ⶄሶ㧕

߆ⷞὐߩ▸ଔ୯ⷙࠍᐲߦ߁ࠃߩߎ㧚ࠆࠇߐᤋߦⴕേ߿⼂ߩੱߪࠇߘ㧘ࠅߢߣߎߩ

ߩ㧘⥄Ꮖߒ㉼⸂ࠍ⚿ળ⊛Ꮻ␠ࠆߓ↢ߢ࡞ࡌࡠࠢࡑ߇ਥࡠࠢࡒߪߣ㧘ᐲߣࠆ߃⠨ࠄ

㧚(ㇱઁ㧘2010ዊᨋ)ࠆ߃ࠅߥ߽ߣޠࠕࠖ࠺ࡔޟ߿ޠࡓࡈޟߩߚࠆߔᢛ⺞ࠍⴕേ߿⼂

ࡑ㧘ߊߥߪߢߩ߽ࠆߔଐሽߺߩߦⴕേ߿⼂ߩਥࡠࠢࡒߪ㧘ᐲߣߟ┙ߦⷞὐߩࠄࠇߎ

㧘ߚ߹㧚ࠆߢߩ߽ࠆߔⷙቯࠍⴕേ߿⼂ߩਥߢߣߎࠆߔౝ൮ࠍᓇ㗀ߩࠄ߆࡞ࡌࡠࠢ

ࡌࡠࠢࡒ㧘ߊߥߪߢߩ߽ࠆߔଐሽߺߩߦ⚿ળ⊛Ꮻ␠ߩࡠࠢࡑߪ㧚ᐲߟ┙ࠅㅒ߽ᚑߩߘ

࡞࡞ࠆߥනߪ㧚ᐲࠆߢߩ߽ࠆߔⷙቯࠍ⚿ળ⊛Ꮻ␠ߢߣߎࠆߔౝ൮߽ࠍᓇ㗀ߩࠄ߆࡞

↪⋦ߢ㑆ߩࠇߙࠇߘࡠࠢࡒߣࡠࠢࡑ㧘ߊߥߪߢߌߛࠇߘ㧘߇ࠆ߃ߦ߁ࠃߩ㓸วߩ

ㄟߒߪߦߌߛࡠࠢࡑ߿ࡠࠢࡒࠍᐲߦߎߎ㧚ࠆߡߒᯏ⢻߽ߡߒߣޠ႐ޟߔߺ↢ࠍ

ߪߦቢోߪ㧘ᐲߜࠊߥߔ㧚ࠆ߇↱ℂߩߟ৻߁߽ࠆߌߠ⟎ߡߒߣ࠱ࡔ㧘ߕ߈ߢ߇ߣߎ

࠱ࡔࠆߔᇦࠍ↪⋦⊛ࡊ࡞ߩਔ⠪ߥߒሽ߽ߦ࡞ࡌࡠࠢࡒ߽ߦ࡞ࡌࡠࠢࡑ

 㧚ࠆ߃ߣߩ߽ࠆߔሽߦ࡞ࡌ

ࡠࠢࡒߣ㧘ᐲࠄ߇ߥߒ߆ߒ㧚ࠆߢߩ߽ࠆߔߦޘ߇ਥࡠࠢࡒߪ▸ଔ୯ⷙߩޘੱ

ਥߩߣ⋧↪߇ሽ߫ࠄߥࠆߔ㧘ੱߩᜬߟଔ୯ⷙ▸ߦኻ߽ߡߒᐲߩߣ⋧ᓇ㗀߇

㧘ߪ᳃ߩၞࠆߡߒᔀᐩࠍ࡞ࠢࠗࠨ߿ಽߩࡒ㧘ࠧ߫߃㧚߆߁ࠈ߆ߥߪߢߩࠆ

߇ߣߎ߁ߣ㜞߇㑐ᔃ߿⼂ᗧࠆߔኻߦࠦࠛߡߴᲧߦ᳃ߩၞߥߡߒታᣉࠍࠇߘ

ࠆߔ㑐ߦ࡞ࠢࠗࠨ߿ಽߩࡒࠧߡߒኻᔕߦ⼂ଔ୯ᗧߩ႐ว㧘᳃ߩߎ㧚ߥࠇߒ߽߆ࠆ

᭽ߥޘⷙ߿ᴺ߇↢ᚑࠆࠇߐ㧚ߡߒߘ㧘ߥ߁ࠃߩߘⷙ߿ᴺ߇᳃ߩଔ୯ᗧ⼂ࠍⷙቯࠆߔ㧚

ਅߩᐊᐲ⽻ߓห߿▸ଔ୯ⷙߩߜߚੱߊዞߦ⡯ᬺߓ㧘ห߫ࠄߥࠆ߃⠨ߢߺ⚵ᨒᐢߦࠄߐ

ߦᄙಽߡ߅ߦࡦࠗࡔ࠼߱߇ᓇ㗀ߩᐲߩࠇߙࠇߘ㧘ߪ▸ଔ୯ⷙߩߜߚੱ༡ࠍᵴ↢ߢ

ห⺞ࠆߡߒน⢻ᕈࠆ߇㧚߽ߒ㧘ࠆ․ቯߩଔ୯ⷙ▸߇ᐢߊ␠ળߢߔߣࠆߡࠇߐ
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ߪ▸㧚ଔ୯ⷙࠆ߃ߣࠆߢⶄሶࠆߌ߅ߦળ␠ࠅߢଔ୯ⷙ▸߽ᐲߩߘ㧘߫ࠄߥࠆ

␜ൻߚࠇߐᴺߥ߁ࠃߩ࡞࡞߿ᐲߩߩ߽ߥߪߢ㧘⻉ੱߩౝ㕙ߦሽߒᕁ⠨߿ⴕേࠍ

ⷙቯࠆߔ㧚ᴺ߇࡞࡞߿⻉ੱߩᄖㇱߦሽޟࠆߔᄖࠆߥᐲ߫ࠇߔߣޠ㧘ଔ୯ⷙ▸ߪ⻉

ੱߩౝㇱߦሽޟࠆߔౝࠆߥᐲߣޠࠆߢߩ߽ࠆߴ(ㇱ㧘2010)㧚ߜࠊߥߔଔ୯ⷙ▸

ᣇߣⴕേ߿⼂ߩਥߩࡠࠢࡒ㧘ࠅߢߩ߽ࠆߔዻߦ࡞ࡌ࠱ࡔߓหߣᐲ߽ߡߞߢ

ะ⊛ߦⷙቯߒวߩ࠱ࡔ߁ᐲߩࡠࠢࡑ߿␠ળ⊛Ꮻ⚿ߦኻߡߒ㑆ធ⊛ߦᓇ㗀ࠍਈ߃㧘ਈࠄ߃

ࠆߔ␜࿑ࠍ㑐ଥߩࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒߚࠍ▸㧚ଔ୯ⷙࠆߦ㑐ଥࠆߡࠇ

࿑ߣ 1 ࿑ߪ 2 ߁ࠃߩߤߡߒߣᓇ㗀ߩᐲ߳ࠄ߆▸㧘ଔ୯ⷙߪߢ㧚ࠆࠇࠄ߃ᦧ߈ᦠߦ߁ࠃߩ

 㧚߆߁ࠈߛࠆࠇࠄ߃⠨߇ߩ߽ߥ

 
࿑ 2 ଔ୯ⷙ▸ࠍࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒߚ㑆ߩ⋧ⷙቯ㑐ଥ 

ౖ㧦ዊᨋㇱઁ(2010) 

 
ᄙ᭽ߥଔ୯ⷙ▸ߺ↢ߡߞࠃߦߚࠇߐน⢻ᕈࠆߩᐲߡߒߣߟߣ߭ߩၞㅢ⽻߇⠨߃

ᐲ߇ᐊᐲ⽻ߡߍߦࠍᐊᐲ⽻ࠆߌ߅ߦࡦ࠴ࡦ࡞ࠕߪㇱઁ(2010)㧚ዊᨋࠆࠇࠄ

↢ᘒ♽ࠍᒻᚑࠍߣߎࠆߡߒᜰ៰ࠆߡߒ㧚ߪߢࡦ࠴ࡦ࡞ࠕ 2001 ᐕߦਛᄩᐭ࠺ࠆࠃߦ

⽻ା↪㧘⽻ᐊᐲ㧘࿖ኅㅢࠆߔኻߦ⽻ㅢߩޘ㧘ੱߒ⪬߇࠰ࡍ⽻࿖ኅㅢߡߞࠃߦ࠻࡞ࠜࡈ

ᨐ㧘⚿ߚߓ↢߇⿷ਇ࠰ࡍߥ⊛㧚⛘ኻߚߒᄌൻ߇ߤߥ⼂ᗧࠆߔኻߦ⽻ㅢߩ㑐ଥ㧘↪⠪ߩߣ

⽻ᐊᐲߩᄌኈߡߒߣએਅߥ߁ࠃߩਃߩߟᄢߥ߈ᵹߚߓ↢߇ࠇ㧚1) ࠰ࡍЈ࡞࠼㧔ၮゲㅢ⽻㧕

 (ௌㅢ⽻㧕3ࠆߔⴕ⊑߇ਛᄩᐭ߿Ꮊᐭߩࡦ࠴ࡦ࡞ࠕ㧔ࡊ࠶ࠦ߿ࡦࠦ࠲ࡄЈ࠰ࡍ (2

㧔RGT࠻ࠖ࠺Јࠢ࠰ࡍ ࠕ㧘ߡߒ߁ߎၞㅢ⽻㧕㧚ࠆߔⴕ⊑߇ࠢࡢ࠻࠶ࡀㅢ⽻឵߁ߣ

⚿ߩߘ㧚ߚߒᚑ㐳߇ᐊᐲ⽻ߥ⊛ઍᦧࠆߔኻߦ࠰ࡍᓟᢙᐕ㑆㧘࠻࡞ࠜࡈ࠺ߪߢࡦ࠴ࡦ࡞

ᨐ㧘ၮゲㅢ⽻㧘࿖ኅㅢ⽻㧘ௌㅢ⽻㧘ၞㅢ⽻ߩ 4 ⒳㘃߇࿖ౝߢᵹㅢߒ㧘⋧ߦઍᦧ

ቢ߁ߒⶄ㔀ࠍࡓ࠹ࠬࠪߥᒻᚑߚߒ㧚ⶄᢙߩઍᦧ⊛ߥㅢ⽻߇᭴▽ߣࠆࠇߐ㧘න৻ㅢ⽻ࠃߦ

ขᒁߩߚࠆߔ↪ߢᏒ႐ࠍᐊ⽻ࠆߥ⇣㧘ߕ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ੨ฃࠍᄖㇱᕈࠢࡢ࠻࠶ࡀࠆ

ᒁ⾌↪߇㜞ࠆ߇࠻࠶ࡔ࠺߁ߣࠆߥߊ㧚ࠅ߹ߟ㧘ߥ߁ࠃߩࡦ࠴ࡦ࡞ࠕⶄᢙߩ⽻ᐊ߇
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ሽࠆߔ⁁ᴫߪ㧘ଢᕈ߿ല₸ᕈߚߞߣ⚻ᷣวℂᕈߢߺߩ⺑ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ㧚ߎ

߃⠨ߣࠆ߽ߢߩ߽ߚߒᤋࠍ▸ଔ୯ⷙࠆߡߞᜬߩޘੱ߇㧘⽻ᐊᐲߪޘᚒߡߒኻߦࠇ

 㧚ࠆ

ߕᔅ߇ળᐲ␠ߥᄙ᭽ߚߒኻᔕߦ㆑ߩ▸ଔ୯ⷙߪߡ߅ߦળ␠ߩ㧘ታࠄ߇ߥߒ߆ߒ

ዊߡߒߣ↱ℂߥࠇߐኤⷰ߇ળᐲ␠ߥᄙ᭽ߚߒ߁ߘ㧚ߥࠄ㒢ߪߣࠆߡߒሽ߽ߒ

ᨋㇱઁ(2010) ߪᰴߩ 3 ߡߒ⼂ᗧࠍᄙ᭽ᕈߩ▸ଔ୯ⷙ߇ޘੱ (㧚1ࠆߡߍࠍ↱ℂߩߟ

ዋᢙߒߥ৻නࠆߔኻᔕߦ㧘⚻ᷣ⊛ല₸ᕈ㧕߫߃ଔ୯ⷙ▸㧔ߥ⊛ᡰ㈩ߢ㧘␠ળ߇ࠆߪ

ࠄ߅ߡߒᗧ⼂ൻߦචಽࠍᄙ᭽ᕈߩ▸ଔ୯ⷙߩࠄ⥄߇ޘੱ (㧘2ࠆߡߒࡦࠗࠢ࠶ࡠߦᐲߩ

ߦታ㓙ߜࠊߥߔ㧚ߥߪᄙ᭽ᕈߩ▸㧘3) ଔ୯ⷙࠆߡߒሽߺߩߦ⊛⼂ඨᗧ߇ࠇߘ㧘ߕ

߅ߦ㧘␠ળࠇߐߊᐢߢ㑆ߩޘੱ߇▸ଔ୯ⷙߩ⒳ࠆ㧘ߪߣߎ߁ߣࠆߔ┙ᚑ߇ᐲࠆ

ߔ⠨ᘦࠍᄌൻ߿㧘ᐲ↢ᚑߡ߅ߦὐⷰߥ߁ࠃߩߎ㧚㜞߇น⢻ᕈࠆߡࠇߐ㗼ൻߡ

ߦ࠱ࡔ㧘ߊߥߪߢߩ߽ࠆࠇࠄ⺆ߢߺߩ㑐ଥߩ⚿Ꮻ⊛ᷣ⚻߿⼂ᗧߟᜬ߇ਥ⥄りߪߦ㓙ࠆ

⠨ߡࠍ㑐ଥߩߣࡠࠢࡑࡠࠢࡒߣ▸ଔ୯ⷙࠆߡࠇߐߊᐢߢߛߩޘੱࠆߔ⟎

  㧚ࠆ߃⠨ߣࠆ߇ᔅⷐࠆ߃

ᧄ⺰ᢥࠍ৻ㅪߩ⎇ⓥ(ዊᨋㇱઁ㧘2010㧘ዊᨋᩙ↰ઁ㧘2010)ߢขࠅࠆߍ⽻ᐊᗧ

ᯏ᭴㨯ߩ㧘⽻ᐊᐲ㧔⽻ᐊࠅߢߟߣ߭ߩ▸ଔ୯ⷙࠆࠇߐߌ⟎ઃߦ࠱ࡔߥ߁ࠃߩߎ㧘ߪ⼂

ㆇ༡㨯↪࡞࡞ߩ㧕ߦኻࠆߔੱߩଔ୯್ᢿߡߞࠃߦ᭴ᚑࠆࠇߐ㧚⽻ᐊߦኻࠆߔ᭽ߥޘଔ

୯ⷙ▸ࡠࠢࡒߪਥࠆߢੱ߇ᜬ߇ࠆߢߩ߽ࠆ߁ߜ㧘ᧄ⎇ⓥߪߢੱ㑆ߢߚࠇߐ

⽻ᐊߦኻࠆߔ㓸ว⊛ߥଔ୯ⷙ▸ޟࠍ⽻ᐊᗧ⼂ߡߒߣޠขࠅߍ㧘એ㒠ߦ․ߪߢ⺑ߥ߇

ߦ㧘⽻ᐊߪ⼂ᐊᗧ⽻ߩޘ㧚ੱ߁ᛒࠅขࠍ⼂ᐊᗧ⽻ߡߒߣߩ߽ࠆࠇࠄߌߠ⟎ߦ࠱ࡔࠅ߉߆

㑐ࠆߔ 27 㧘ߪ࠻ࠤࡦࠕߩߎ㧚ߚߴ⺞ߢߣߎࠆߔታᣉࠍ࠻ࠤࡦࠕࠆࠇߐ᭴ᚑࠄ߆⸳ߩ

ߢ㑆ߩᐊᐲ⽻ߥ㧘น⢻ߊߥߪߢߌߛ߆ࠆ߈ߢ߇ߣࠆߡߞᜬࠍ㊄߅ᣇ㧘ߩ㊄߅

ᐲㆬᛯࠍⴕࠆߔߣ߁႐วߦෳᾖ್ࠆࠇߐᢿၮḰ㧙⽻ᐊߩ⋡⊛㧘⊒ⴕ㧘ㆇ༡ᒻᘒ㧘ಽ㈩⁁ᴫ

ࠆߢߩ߽߁ࠍ▸ଔ୯ⷙߥ⊛ẜߢ▸ᐢࠅࠃ㧘ߚߞߣⷐ࿃㧙⻉ࠆࠊ㑐ߦᐊᐲ⽻ߤߥ

㧔ઃ㍳ෳᾖ㧕㧚ฦ⸳ࠆߌ߅ߦ࿁╵ߪ㧘⸳ౝኈߦኻࠆߔੱߩଔ୯್ᢿ್ࠍߦߩ߽ࠆߔ

ߔଔ⹏ࠍᯏ⢻߿⊛⋠ߩᐲߥޘ㧘᭽ߢߣߎࠆߔಽᨆߦ⊛ว✚ࠍ⸳ߩߡߴߔ㧘߇ߥ߉ߔ

⊛₸ലᷣ⚻ࠆߥනࠍᐊᐲ⽻߿㧘⽻ᐊ߫߃㧚ࠆ߈ߢ߇ߣߎߔࠍ࡞࡞࠲ࡔߩߚࠆ

ߩࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ߡߒኻߦޘੱ߇㧘⽻ᐊߢᣇ৻ࠆߔሽ߇࡞࡞࠲ࡔࠆ߃ᝒߡߒߣߩ߽ߥ

ቯᕈࠍ⛽ᜬߩߚࠆߔᔃ᧚ᢱࠍਈ߽࡞࡞࠲ࡔࠆ߃ᝒߣࠆߡ߃ሽ߁ࠈߛࠆߔ㧚ߩߎ

 㧚ࠆߢߩ߽ࠆߔኻᔕߦ⼂ᐊᗧ⽻߁⸒ߢߎߎ߇࡞࡞࠲ࡔ

వㅀߦ߁ࠃߚߒ㧘ᧄ⎇ⓥࠆߥ⇣ߪߢᐲਅߦዻߩޘੱࠆߔ㑆ߪߢ⽻ᐊᗧ⼂ߦ㆑ࠆ߇

ࡔᐲ㧔ߚ߹㧘ࡠࠢࡒߣ㧕࠱ࡔ㧘ᐲ㧔߫ࠄߥࠆ߇ᓽ․ߦᣇߩ㆑ߩߘ㧚ࠆߡ߃⠨ߣ

ޘ㧚ᚒ߁ࠈߢࠆߥߣ⸽ற߁ߣࠆ߇↪⋦ߩ߆ࠄߦ㑆ߩߣ㧕࠱ࡔᐊᗧ⼂㧔⽻ߣ㧕࠱

ၞㅢ⽻㑐ࠆࠇࠄ߃⠨ߣሽߥ⊛ኻᾖߡߒߣ㧘␠ળ㓸࿅ߦߚࠆߔ⸽ᬌࠍ⺑ߚߒ␜ឭߪ

ଥ⠪ߣ㊄Ⲣ㑐ଥ⠪ࠍኻ⽎ߦ␠ળᵴേߩ㆑ߣ⽻ᐊᗧ⼂ߩ㆑ߩߣ⋧㑐㑐ଥߚߴ⺞ࠍ(ዊᨋ

ㇱઁ㧘2010)㧚ਥࠆߚ⚿ᨐߡߒߣ㧘ޟᄙ᭽ᕈޟޠᱜޟޠ⋉ᔒะߩޠ 3 ߇࡞࡞࠲ࡔߩߟ
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ޟߣޠᄙ᭽ᕈޟߡߴᲧߦ㧘㊄Ⲣ㑐ଥ⠪ߪၞㅢ⽻㑐ଥ⠪ߜ߁ߩߘ㧚ߚߞ߆ࠊ߇ߣߎࠆ

ᱜᕈࠍޠ㊀ⷞࠆߔะࠅߦ㧘ޟ⋉ᔒะߪޠਔ⠪ߢᗧߥᏅߚߞ߆ࠊ߇ߣߎߥ߇㧚ߩߎ

ࠍ⇣Ꮕߩ⼂ᐊᗧ⽻ߩߢ㓸࿅ࠆߡߒᓥߦળᵴേ␠ࠆߥ⇣㧘ߪߢⓥ⎇ߩߢ߹ߦ߁ࠃ

ࠢࡒ㧘ࠄ߇ߥߒ߆ߒ㧚ߚ߈ߡߞតࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩᄌൻ߮ࠃ߅㧘ᐲᒻᚑߢߣߎࠆߔߦ߆ࠄ

࡞㧘ࠅߎߦ߁ࠃߩߤ߇ᄌൻߩ⼂ᐊᗧ⽻ߩ࡞ࡌ࠱ࡔߡ߅ߦࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠ

ߢ㧚ᧄⓂߚߞ߆ߒਲ߇⺰⼏ߪߡߟߦ߆ߩࠆߡߒ߷ࠍᓇ㗀ߥ߁ࠃߩߤߦ㑐ଥߩౝࡊ

㧘ߒᯏ⢻ߦ߁ࠃߩߤ߇ࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒߚ߈ߡߒ␜ឭߡߒߣ࡞࠺ࡕ⊛⺑㧘ߪ

⽻ᐊᗧ⼂ߣ⋧↪ߡߟߦߣߎ߁ߣ߆ࠆߡߒᬌ⸛ࠆߢߩ߽ࠆߔ㧚ߌࠊࠅߣ㧘ၞ

ㅢ⽻ߥ߁ࠃߩᣂߥߚᐲߦ࡞ࡌ࠱ࡔ߇ഃ⸳ࡠࠢࡒߢߣߎࠆࠇߐਥߩⴕേ߿⼂ߩᣇ

㧔࡞࡞㧕߁ߤ߇ᄌൻ߆ࠆߔ㧘ߡߒߘ㧘߇ߣߎߩߘ⽻ᐊᗧ⼂㧔࡞࡞࠲ࡔ㧕ߥ߁ࠃߩߤߦ

ᓇ㗀ࠍਈ߁ߣ߆ߩࠆ߃㗴ࠍតࠆߔߦߣߎࠆ㧚 
ߡߦ㧘᧲੩ㇺᱞ⬿㊁Ꮢߚ߁ⴕࠍ⸛ᬌߥ߁ࠃߩߎ 9 ࡘ࠴ޟ⽻ၞㅢߚࠇߐ㑆ታᣉࡩ

ࠇߎ㧚ࠆߔಽᨆࠍ࠻ࠤࡦࠕ⼂ᐊᗧ⽻ߚߒታᣉߦ⽎ኻࠍၞ᳃ߢ೨ᓟߩᵹㅢታ㛎ߩޠ

ߐᄌൻߦ߁ࠃߩߤࠍ⼂ᐊᗧ⽻ߩޘੱ߇㧕࠱ࡔዉ㧔ߩᐊᐲ⽻ߥ߁ࠃߩ⽻㧘ၞㅢࠅࠃߦ

߇㧘⽻ᐊᗧ⼂⺞ᩏߚ߹㧚ߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߴ⺞߆ߩࠆߖ 2008 ᐕ 10 ࠪࡦࡑߚߒ↢⊑ߦ

߇ 㧕ࡠࠢࡑᄌൻ㧔ߥᄢⷙᮨߩⅣႺᷣ⚻ߥ߁ࠃߩ㧘㊄Ⲣෂᯏࠄ߆ߣߎߚߢߚ߹ࠍࠢ࠶࡚

ࠃߦዉߩ⽻㧚ၞㅢߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߴ⺞ࠍ߆ߩߚߖߐᄌൻߦ߁ࠃߩߤࠍ⼂ᐊᗧ⽻ߩޘੱ

ࡒ߇㧔⽻ᐊᐲ㧕࠱ࡔ㧘㧝㧕ߒ⋠⌕߽ߦᄌൻߩ⼂ᐊᗧ⽻ࠆࠃߦ㛎⚻߿ⴕേߩਥࡠࠢࡒࠆ

ࠢࡑ㧘㧞㧕߆ߩࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߥ߁ࠃߩߤߦ㧔⽻ᐊᗧ⼂㧕࠱ࡔ߿㧔ଔ୯ⷙ▸㧘ℂ⸃ᐲ㧕ࡠࠢ

ࠃߩߤߦ㧔⽻ᐊᗧ⼂㧕࠱ࡔ߿㧔ଔ୯ⷙ▸㧘ℂ⸃ᐲ㧕ࡠࠢࡒ߇ᄌേ㧕ᷣ⚻ߥ߁ࠃߩ㧔ਇᴫࡠ

ᐊᗧ⼂㗄⽻ߚߞߩᄌൻߡ߅ߦ〝⚻ߩࠇߙࠇߘ㧘ߚ߹㧚ࠆ߃⠨ࠍ߆ߩࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߥ߁

⋡㧘ߡߒߘᄌൻߩᄢࠆࠃߦߐ߈㆑ߢߣߎࠆ߃ᝒࠍ㧘⽻ᐊᐲ↢ᘒ♽ਅࡠࠢࡒࠆߌ߅ߦ

 㧚ࠆߔ⺑ࠍ᭴ㅧߩࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔ
 

3. ၞㅢ⽻ߩዉࡠࠢࡒࠆࠃߦ㧘࠱ࡔ㧘ߩࡠࠢࡑᄌൻ 
ၞㅢ⽻ߩዉߩޘੱߡߞࠃߦ⽻ᐊᗧ⼂ߩᄌኈߦߚࠆߴ⺞ࠍ㧘ၞㅢ⽻ᵹㅢታ㛎೨ߣ

⚳ੌᓟߦታᣉߚࠇߐၞ᳃߳ߩ࠻ࠤࡦࠕߩ⚿ᨐࠍᲧセ5ࠆߔ㧚Ყセߦߚߩᵹㅢታ㛎೨

ᓟߢหߓ⾰㗄⋡ߡߴߔߦ࿁╵ߚߒၞ᳃ࠍߺߩ࠲࠺ߩಽᨆኻ⽎ߚߒߣ㧚⽻ᐊᗧ⼂ߩ

⺞ᩏߪ㧘ߦߢ߹ࠇߎታᣉߚࠇߐ 27 㗄⋡࠻ࠤࡦࠕࠆߥࠄ߆⚿ᨐࠄ߆ߚࠇߐ 3 ਅߩߟ

ዤᐲࠄ߆ᚑࠆ 18 ߚߞࠄ߽ߡߒ╵࿁ߦ᳃ࠆߔዬߦ㧘ၞㅢ⽻ᵹㅢߒᗧ↪ࠍ⋠㗄⾰ߩ
6㧚  

ᱞ⬿㊁Ꮢߩߢၞㅢ⽻ᵹㅢታ㛎ߪ㧘2008 ᐕ 7 ࠄ߆ 2009 ᐕ 3 ᧃ߹ߢ 9 ߚࠇࠊ㑆ⴕࡩ

                                                   
5 ᧄߪߢ࠻ࠤࡦࠕ㧘⽻ᐊᗧ⼂એᄖߦ㧘ၞ᳃ߩᐘᐲ㧘↢ᵴḩ⿷ᐲ㧘ၞࠦࠖ࠹࠾ࡘࡒᗵⷡ㧘ႎ㈽ߦ

ኻࠆߔᗧ⼂㧘ᐫⴝߦኻࠆߔᗧ⼂߿↪㗫ᐲ߽ߡߟߦߤߥ⾰ࠆߡߒ㧚ߪ࠻ࠤࡦࠕၞㅢ⽻࠴

ߦߚࠆߔ⸽ᬌ߆߁ߤ߆ߚࠇࠄ߇ᄌኈߢ㕙ߥޘ᭽ߤߥⴕേ߿ଔ୯⼂ᗧߩዉᓟ㧘ၞ᳃ߩࡘ

ታᣉߚࠇߐ㧚⽻ᐊᗧ⼂એᄖߩ⾰ౝኈߪߡߟߦ㧘ᩙ↰(2010)ࠍෳᾖߚࠇߐ㧚 
6 ౕ⊛ߥ⾰㗄⋡ߪߡߟߦ㧘ઃ㍳ࠍෳᾖߚࠇߐ㧚 
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7㧚ࡘ࠴ᵹㅢታ㛎೨ߦታᣉߩ࠻ࠤࡦࠕߚߒ࿁╵⠪ᢙߪ 120 ฬ߇ߚߞߢ㧘ታ㛎⚳ੌᓟ

ߪ࿁╵⠪ᢙߩ࠻ࠤࡦࠕߚߒታᣉߦ 85 ฬߚߞߢ㧚ታ㛎ߩ೨ߣᓟࠍ࠲࠺ߩᲧセࠆߔ

ߦ㧘ታ㛎೨ᓟߪߦߚ 2 ࿁ታᣉߩ࠻ࠤࡦࠕߚࠇߐ⺞ᩏ㗄⋡ߦ࿁╵ߚߒ᳃ߺߩ࠲࠺ߩ

ෳࠍ㧘ᩙ↰(2010)ߪߡߟߦ⺑ߩޠࡘ࠴ޟ⽻ၞㅢ߿߈⛯ᚻߩ㧚ᵹㅢታ㛎ߚߒ↪ࠍ

ᾖߚࠇߐ㧚߅ߥ㧘ᵹㅢታ㛎೨ᓟࠆߌ߅ߦ⽻ᐊᗧ⼂ߩᄌኈߪߡߟߦ㧘ዊᨋ(2010)ઁ↰ᩙ

࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒࠆࠃߦၞㅢ⽻ዉߪߢ㧘ᧄⓂࠅ߅ߡߞⴕࠍ⠨ኤߥ⚦ߡߦ

 㧚ࠆߢߩ߽ࠆߔ⸛ᬌߡߞ⛉ࠍὶὐߦᄌൻߩࡊ

 

3.1. ታ㛎⚿ᨐߩಽᨆ 
ઁ↰ᩙ㧘ዊᨋߡߟߦ߆ߩߚߞߎ߇ᄌൻߥ߁ࠃߩߤߦ⼂ᐊᗧ⽻ߢᵹㅢታ㛎೨ᓟߕ߹

ࡔ㧘ࠄ߆ᗧ⼂⺞ᩏࠆߔ㑐ߦᐊ⽻ߚߒታᣉߦߢ߹ࠇߎ㧚ࠆߔߦߣߎࠆߔ⺑ߦන◲ࠅࠃ(2010)

ߩޠ⋉ᔒะޟޠᱜޟޠᄙ᭽ᕈޟߡߒߣ࡞࡞࠲ 3 㧘߇ࠆߡࠇࠄᓧߡߞࠃߦ࿃ሶಽᨆ߇ߟ

ᧄᵹㅢታ㛎೨ᓟߩࠄࠇߎߪߢਅዤᐲᓧὐߦᗧߥᏅ߇ߚߞ߆ߥࠇࠄ㧚ࠄ߇ߥߒ߆ߒ㧘

ၞ᳃ߩၞㅢ⽻ߦኻࠆߔℂ⸃ᐲߩᄌൻ㧔ࡠࠢࡒ㧕ߣ⽻ᐊᗧ⼂㧔࠱ࡔ㧕ߩ㑐ଥߡߟߦ

ߦᗧࠅࠃߦᵹㅢታ㛎߇ߺߩޠᄙ᭽ᕈޟߢ⟲ߚߖߐᡷༀࠍℂ⸃ᐲߩ⽻㧘ၞㅢࠅࠃಽᨆߩ

⢐ቯࠍᄙ᭽ᕈߩ㧘⽻ᐊߪ⟲ߚߖߐᡷༀࠍℂ⸃ᐲߩߎ㧚ߚࠇࠄ߇ߣߎࠆߔᄌൻߦࠬࡊ

ℂᔨߩ⽻㧘ၞㅢࠅ߹ߟ㧚ࠆߡଔ߽ᒝ⹏ߥ⊛⢐ቯࠆߔኻߦ㧘ሶߢᣇ৻ࠆߔଔ⹏ߦ⊛

ࠆ߁ߒߺ↢ࠍਔᣇߩቯุߣ㧘⢐ቯߡߒߣଔ⹏ࠆߔኻߦࠄࠇߘ㧘ߪߣߎࠆߔ⸂ℂࠍᕈ․߿

 㧚ࠆߢߩ
 

 3.2. ⽻ᐊᗧ⼂ߩ߳ࡠࠢࡒࠄ߆ࡠࠢࡑߣ࠱ࡔࠆߺߦ࠻ࠤࡦࠕᓇ㗀 
ታ㛎೨ᓟߦታᣉࠆߌ߅ߦ࠻ࠤࡦࠕߚߒ 18 ࠆߩኻᔕߢᓧὐߩ⋠㗄⾰ߩ t ᬌቯࠍⴕߞ

ߜ߁ߩߘ㧘߇ߚ 16 ᗧߦ㧚ᓧὐߚߞ߆ߥࠇࠄ߇Ꮕߥᗧߦᓧὐߩታ㛎೨ᓟߢ⋠㗄⾰ߩ

Ꮕ߇ߪߩߚࠇࠄᰴߩ 2 㧔ࠅߢߌߛ⋠㗄⾰ߩߟ 1㧕㧘৻ߪߟ㧘ޟᣣᧄᐭ߇৻⥸ᚑੱో

ຬߦኻߒ㧘ή᧦ઙߢ↢ᵴߦᔅⷐߥᦨૐ㒢ߩᚲᓧࠍਈߣߛ߈ߴࠆ߃ᕁޠ߆ߔ߹㧔t(81)=㧙2.99㧘
p㧨.01㧕ߢ㧘ታ㛎೨߽ࠅࠃታ㛎ᓟ߇߁߶ߩᗧߦ㜞ᓧὐߚߡߒ␜ࠍ㧚߽߅ޟߪߟ৻߁㊄

ታ㛎ᓟߦㅒߪࠄߜߎ㧘ߢ㧔t(80)=2.50㧘p㧨.05㧕ޠ߆ߔ߹ᕁߣࠃ߇߁߶ࠆ߃⾈߽ߢߢ

 㧚ߚߡߒ␜ࠍᓧὐ㜞ߦᗧ߇߁߶ߩታ㛎೨߽ࠅࠃ
 

                                                   
7 ᱞ⬿㊁Ꮢߩၞㅢ⽻ߪ╙ 2 ᰴᵹㅢߒੌ⚳߇㧘2011 ᐕ 1㧘╙ 3 ᰴᵹㅢ߇ⴕࠆߡࠇࠊ㧚╙ 2 ᰴᵹㅢ

㧘2009ߪߡߟߦ ᐕ 7㗃ߦ㐿ᆎࠇߐ㧘2010 ᐕ 3 ᧃߚߒੌ⚳ߢ㧚╙ 3 ᰴᵹㅢߪ㧘2010 ᐕ 7㗃㐿ᆎ

 㧚ߚࠇߐ
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 1 ታ㛎೨ᓟߢᗧߥᏅߚߞ߇⾰㗄⋡ 

ᐔဋ SD ᐔဋ SD

䈍㊄䈪䈪䉅⾈䈋䉎䈾䈉䈏䉋䈇䈫ᕁ䈇䉁䈜䈎 2.99 1.13 2.73 1.09 2.50 *

* p 㪓㪅㪇㪌䇭㪁㪁㩷p <.01

⽻ᐊᗧ⼂⾰㗄⋡
ታ㛎೨ ታ㛎ᓟ

ᣣᧄᐭ䈏৻⥸ᚑੱోຬ䈮ኻ䈚䋬ή᧦ઙ䈪
↢ᵴ䈮ᔅⷐ䈭ᦨૐ㒢䈱ᚲᓧ䉕ਈ䈋䉎䈼䈐䈣

2.06 1.01 2.47 1.20 -2.99

t୯

**

 
ౖ㧦ዊᨋ(2010)ઁ↰ᩙ 

 
ߩߎ 2 ߆ߩ߽ࠆࠃߦᓇ㗀ߩࡘ࠴㧘߇↱ℂߚߒᄌൻߢታ㛎೨ᓟ߇ᓧὐߩ⋠㗄⾰ߩߟ

߇㧘ᵹㅢታ㛎ࠄߥߗߥ㧚ߥ߃⸒ߪߣߎߥ⏕ߡߟߦ߆߁ߤ 2008 ᐕ 10 ߚߒ↢⊑ߦ

ࠃߦᓇ㗀ߩߎ㧘ࠄ߆ߣߎࠆߢߚ߹ࠍ㊄Ⲣෂᯏߥ⊛⇇ࠆࠃߦ✋⎕ߩ࠭ࠩࡉࡦࡑ

ࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑᄌൻ߽ߩࠇߕ㧚ߛࠄ߆ࠆ߇น⢻ᕈߚߒᄌኈߊ߈ᄢ߇ଔ୯ⷰߩޘੱࠅ

ᓟߩޘੱߦᛕ್ߚࠇߐࠄߐߦᣂ⥄↱ਥ⟵ุࠍቯࠆߔ㗄⋡ࠅߢ㧘㊄Ⲣෂᯏ߇ਈߚ߃ᓇ㗀ߢ

Ⴧᄢ㧘ߩਇᗵߩᵴ߳↢ߩり⥄ࠄ߆ߺㄟ߃಄ߩᵴേᷣ⚻ࠆࠃߦ㧚㊄Ⲣෂᯏ㜞߇น⢻ᕈࠆ

ߘ㧚߆߁ࠈ߆ߥߪߢߩߚߞ߹ᒝ߇ะࠆߔ⋠ߦ⟵㊄ਥࠆߔߣߩ߽ߩήࠍ㊄㌛ߡߒߘ

ᐲ߇㧕ࡓࠞࡦࠗࠢ࠶ࠪࡌ㧔ޠᦨૐ↢ᵴ㓚ޟߦᵹㅢታ㛎ਛߡߒߣᄌൻߩᨐ㧘ታ⚿ߩ

ߩ⽻ၞㅢࠆߔ⟎ߦ࠱ࡔ㧘ࠅ߹ߟ㧚ࠆࠇࠄ߃⠨ߣߚߞ߹㜞߇᳇ㆇࠆࠇߐ⸛ዉᬌߡߒߣ

ዉߦࡠࠢࡒ߇⟎ࠆߔ᳃ߩଔ୯ⷰࠍᄌൻߊߥߪߢߩߚߖߐ㧘ߦࡠࠢࡑ⟎ࠆߔ␠ળ

ߢࡠࠢࡑ႐ว㧘ߩߎ㧚߁ࠃ߃⸒ߣߚߌ߆߈ߦଔ୯ⷰߩធၞ᳃⋤߇⚿Ꮻ⊛ᷣ⚻⊛

ࠍ㧕ࡓࡈᐲ㧔ߩߚࠆߔ▚⸘ࠍ⸘⛔ࡠࠢࡑߩߤߥ᥊᳇ᄌേ߿㧘ᩣଔߪ⚿ળ⊛Ꮻ␠ࠆ

߳ࡠࠢࡒߡߒᓇ㗀ࠍਈߢߩࠆߡ߃㧘෩ኒߩ߳ࡠࠢࡒࠄ߆ࡠࠢࡑߪߦ⋥ធ⊛ߥᓇ㗀ߌߛ

࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒࠆࠃߦၞㅢ⽻ዉߪߢ㧘ᧄⓂߒ߆ߒ㧚ߥ߃⸒ߪߣࠆ߇

ࠍᄌൻߦ⼂ଔ୯ᗧ߇⥄ࡓࡈߩߚߩ▚⸘㧘ᜰᮡߢߩߥߩ߽ࠆ⛉ࠍὶὐߦࠇᵹߩࡊ

 㧚ࠆߔߦߣߎߥߒ⠨ᘦߪߣߎߔߎ

 

3.3. ⽻ᐊᗧ⼂ߩ࠱ࡔࠄ߆ࡠࠢࡒࠆߺߦ࠻ࠤࡦࠕᓇ㗀 
వㅀߦ߁ࠃߚߒ㧘ᧄᵹㅢታ㛎೨ᓟߪߢᄙ᭽ᕈ㧘ᱜ㧘⋉ᔒะߩࠇߕߩਅዤᐲߟߦ

㧔ࠄ߆ߣߎߚߞ߆ߥࠇࠄ߇Ꮕߥᗧ߽ߡ 2㧕㧘ၞㅢ⽻ዉߩߢ߹ࠇߎߡߞࠃߦ⎇

ⓥߢߚߡࠇߐ⽻ᐊᗧ⼂߇㉯ᚑߊߥߪߣߎࠆࠇߐ㧘ߩߎ⚿ᨐࠍߌߛࠄ߆ࡠࠢࡒߣࠆ

 㧚ࠆࠇࠄ߃⠨ߣ⭯ᓇ㗀߽ߩ߳࠱ࡔ
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 2 ታ㛎೨ᓟߩၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲࠆߌ߅ߦ⽻ᐊᗧ⼂ߩਅዤᐲᓧὐ 

ታ㛎㐿ᆎ೨ ታ㛎㐿ᆎᓟ
ᐔဋ୯ ᐔဋ୯

ᄌൻ䈭䈚㩷㩿n =37) 2.68 2.6 -0.08 .37

ᡷༀ㩷㩿n =31) 2.34 2.56 0.22 .05*

ᄌൻ䈭䈚㩷㩿n =37) 3.18 3.18 0 1.00

ᡷༀ㩷㩿n =32) 2.9 2.92 0.02 .78

ᄌൻ䈭䈚㩷㩿n =37) 2.36 2.36 0 1.00

ᡷༀ㩷㩿n =33) 2.42 2.29 -0.13 .30

* p<.1

⋉ᔒะ

ၞㅢ⽻䈱ℂ⸃ᐲ ೨ᓟᏅ 䌰୯

ᄙ᭽ᕈ

ᱜ

 
ౖ㧦ዊᨋᩙ↰ઁ㧔2010㧕 

 

᳃ਥߩࡠࠢࡒ߇ၞㅢ⽻ዉߦ㧘ઁߊߥߪߢߌߛ࠻ࠤࡦࠕ⼂㧘⽻ᐊᗧࠄ߇ߥߒ߆ߒ

߳ਈߚ߃ᓇ㗀ߢߣߎࠆߴ⺞ࠍ㧘ߩߘᓇ㗀ࠍฃߚߌၞ᳃ߩ࠱ࡔࠄ߆⽻ᐊᗧ⼂߳߆ࠄ

ߩࡠࠢࡒߡߞࠃߦዉߩ⽻ၞㅢߪޘ㧘ᚒߢߎߘ㧚ࠆߪน⢻ᕈࠆߔ↢⊑߇ᓇ㗀ߩࠄߒ

᳃ਥ߇ᓇ㗀ࠍฃߡߒߣߩ߽ࠆߌၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲߚߒ⋠⌕ߦ㧚ࠍࡘ࠴නࠆߥ㊄ߦ

Ḱࠆߓຠߡߒߣߩ߽ߥ߁ࠃߩ↪߫ࠄߥࠆߔ㧘ࠍࡘ࠴ᴺቯㅢ⽻ߣᄌߩ߽ߥࠄࠊ

ᗧࠆߔኻߦ⥸㧘⽻ᐊో߫ࠇߔ⸂ℂࠍ⊛⋠߿ℂᔨߩ⽻㧘ၞㅢ߇㜞߇น⢻ᕈߔߥߡߒߣ

⼂߽ᄌൻߣ߆ߥߪߢߩࠆߔ⠨ߚ߃㧚 
 3 ⺞ߡߞࠃߦ࠻ࠤࡦࠕࠆߔ㑐ߦ⽻ၞㅢߚߒታᣉߦหᤨߣ࠻ࠤࡦࠕ⼂㧘⽻ᐊᗧߪ

㧚ታ㛎㐿ᆎ೨ࠆߢߩ߽ߚߒࠍℂ⸃ᐲߩ⽻ၞㅢࠆߌ߅ߦታ㛎⚳ੌᓟߣታ㛎㐿ᆎ೨ߚߴ

㧘߇ߊᄙߩੱߚߒ╵࿁ߣޠߥߡߒ⸂ℂࠅ߹߆ߩ߽߁߁ߤ㧘߇ࠆߡߞ⍮ߪฬ೨ޟߪ

ታ㛎ᓟޟߪߦዋߒℂ⸃ߊࠃޟߪߊߒ߽ޠࠆߡߒℂ⸃ߣޠࠆߡߒ࿁╵ࠄ߆ߣߎࠆߡߒ㧘

㧔ࠆ߆ࠊ߇ߣߎߚߞ߹㜞߇ℂ⸃ᐲߩ߳⽻ၞㅢߩၞ᳃ߪߢᵹㅢᓟߩࡘ࠴ 3㧕㧚ߟ

␜ࠍߣߎ߁ߣࠆ߇ᓇ㗀ߩ߳ࡠࠢࡒࠄ߆࠱ࡔߪࠄ߆ὐⷰ߁ߣℂ⸃ᐲߩ⽻㧘ၞㅢࠅ߹

 㧚ࠆߡߒ

 

 3 ታ㛎೨ᓟࠆࠃߦၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲ 

㪤㪺㪥㪼㫄㪸㫉䈱ᒛᬌቯ

ో䈒ℂ⸃䈚䈩䈇
䈭䈇

ฬ೨䈲⍮䈦䈩䈇
䉎䈏䋬䈬䈉䈇䈉䉅
䈱䈎䈅䉁䉍ℂ⸃

ዋ䈚ℂ⸃䈚䈩䈇
䉎䈫ᕁ䈉

䉋䈒ℂ⸃䈚䈩䈇䉎
䈫ᕁ䈉

p

ో䈒ℂ⸃䈚䈩䈇䈭䈇 1 3 3 0

ฬ೨䈲⍮䈦䈩䈇䉎䈏䋬䈬䈉䈇䈉
䉅䈱䈎䈅䉁䉍ℂ⸃䈚䈩䈇䈭䈇

0 4 14 2 0.00

ዋ䈚ℂ⸃䈚䈩䈇䉎䈫ᕁ䈉 0 5 30 13

䉋䈒ℂ⸃䈚䈩䈇䉎䈫ᕁ䈉 0 0 1 8

ၞㅢ⽻䈱ℂ⸃ᐲ
䋨ታ㛎㐿ᆎ೨䋩

ၞㅢ⽻䈱ℂ⸃ᐲ䋨ታ㛎⚳ੌᓟ䋩

 
ౖ㧦ዊᨋ(2010)ઁ↰ᩙ 
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㧘ၞ߃߹〯ࠍߣߎߚࠇࠄ߇ะߩ⸂ℂߥ⊛⥸ోࠆߔኻߦ⽻ၞㅢ߇ዉߩࡘ࠴

ㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲ߇ᄌൻߚߞ߆ߥߒ⟲㧔ᄌൻߒߥ㧕ߣℂ⸃ᐲ߇ะߚߒ⟲㧔ᡷༀ㧕ߦಽߌ㧘ታ

㛎೨ᓟࠆߌ߅ߦ⽻ᐊᗧ⼂ߦ߁ࠃߩߤ߇࡞࡞࠲ࡔߩᄌൻߚߴ⺞ࠍ߆ߚߒ㧚 4 㧘ታ㛎೨ߪ

ᓟߩၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲࠆߌ߅ߦ⽻ᐊᗧ⼂ߩਅዤᐲᓧὐߩᄌൻࠍࠆߢߩ߽ߚߒ㧚ᱜ

㧘߇ߚߞ߆ߥࠇࠄ߇ᗧᏅ߽ߡ߅ߦࠇߕߩޠᡷༀޟߣޠߒߥᄌൻޟߪߢ⋉ᔒะߣ

ᄙ᭽ᕈޟߪߢᡷༀߡ߅ߦ⟲ߚߒޠታ㛎ᓟߩਅዤᐲᓧὐ߇߁߶ߩ㜞ߚߞߥߊ㧚ၞㅢ⽻

ࠆߥߦߣߎ߁ߣߚࠇࠄ߇ᗧᏅߡߞ㒢ߦᄙ᭽ᕈߡߟߦ⟲ߚߒᡷༀ߇ℂ⸃ᐲߩ

㧔t(31)=㧙2.01㧘p㧨.1㧕㧚 
 

 4 ታ㛎೨ᓟߩၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲࠆߌ߅ߦ⽻ᐊᗧ⼂ߩਅዤᐲᓧὐ 

ታ㛎㐿ᆎ೨ ታ㛎㐿ᆎᓟ
ᐔဋ୯ ᐔဋ୯

ᄌൻ䈭䈚㩷㩿n =37) 2.68 2.6 -0.08 .37

ᡷༀ㩷㩿n =31) 2.34 2.56 0.22 .05*

ᄌൻ䈭䈚㩷㩿n =37) 3.18 3.18 0 1.00

ᡷༀ㩷㩿n =32) 2.9 2.92 0.02 .78

ᄌൻ䈭䈚㩷㩿n =37) 2.36 2.36 0 1.00

ᡷༀ㩷㩿n =33) 2.42 2.29 -0.13 .30

* p<.1

⋉ᔒะ

ၞㅢ⽻䈱ℂ⸃ᐲ ೨ᓟᏅ 䌰୯

ᄙ᭽ᕈ

ᱜ

 
ౖ㧦ዊᨋ(2010)ઁ↰ᩙ 

 
㧘⽻ᐊߡߓㅢࠍะߩℂ⸃ᐲࠆߔ㑐ߦ⽻ၞㅢߩၞ᳃ࠆߌ߅ߦࡠࠢࡒࠄ߆ᨐ⚿ߩߎ

㧚ࠆࠇࠄ߃⠨ߣߚߞߎ߇ᄌൻߩ⼂ᐊᗧ⽻ࠆߢ࡞ࡌ࠱ࡔߚߞߣࠆࠍᄙ᭽ᕈߩ

ၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲߡߒߣߩ߽ࠆߥ⇣ߪߣ㧘ၞㅢ⽻ߩ↪࿁ᢙ߿↪㊄㗵ߩᄙ߇ߐ⽻ᐊᗧ⼂

⋠ਅዤᐲ㗄ߩࠇߕߩޠ⋉ᔒะޟޠᱜޟޠᄙ᭽ᕈޟ㧘ࠈߎߣߚߒ⸛ᬌ߆ࠆ߃ਈࠍᓇ㗀ߦ

ߥߖߛߪᨐ⚿⊛⸘⛔߁ߣࠆߡߒᐊᗧ⼂߳ᓇ㗀⽻߇ߐን⼾ߩ㧘↪㛎߽ߡ߅ߦ

 㧚ߚߞ߆
 

 5 ၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲߩᄌኈߩޠࡘ࠴ޟࠆߌ߅ߦ↪࿁ᢙߣ↪㊄㗵ߩᐔဋ୯ 

ᄌൻ䈭䈚䋨n 㪔㪊㪍䋩䋬ᡷༀ䋺↪࿁ᢙ㩿n 㪔㪉㪌䋩䋬ᡷༀ䋺↪㊄㗵㩿n 㪔㪉㪐䋩

ᄌൻ䈭䈚 ᡷༀ ᄌൻ䈭䈚 ᡷༀ
↪࿁ᢙ 3.06 3.00 2.64 2.19 .93
↪㊄㗵 2311.11 2128.00 4652.16 4603.96 .88

ᐔဋ ᮡḰᏅ
ᗧ⏕₸

 

ౖ㧦ዊᨋ(2010)ઁ↰ᩙ 

 
ࠃߦ↪⚻㛎ߩ⽻ၞㅢ߇ᄌኈߩℂ⸃ᐲߩ⽻ၞㅢߚߒࠄߚ߽ࠍᄌൻߦ⼂㧘⽻ᐊᗧߚ߹

߇ᄌൻߦℂ⸃ᐲߩ⽻ၞㅢߢ㧘ᵹㅢታ㛎೨ᓟߦߚࠆߔ⸛ᬌࠍ߆ߩࠆߡࠇߐߺ↢ߡߞ
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ߚߒᲧセࠍᐔဋ୯ߩ↪㊄㗵ߣ↪࿁ᢙߩޠࡘ࠴ޟࠆߌ߅ߦ⟲ߚߒᡷༀߣ⟲ߚߞ߆ߥ

㧔 5㧕㧚⚿ᨐࠄ߆㧘ၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲߦᄌൻߣ⟲ߚߞ߆ߥ߇ᡷༀߪߢ⟲ߚߒ↪࿁ᢙߣ

↪㊄㗵ߦᗧߥᏅ߇ߚߞ߆ߥࠇࠄ㧚ߩߎ⚿ᨐߪߢߌߛ࿃ᨐ㑐ଥ߹ࠍߢ⺑ߣߎࠆߔ

นߚߒߺ↢ࠍᄌኈߩℂ⸃ᐲߩ⽻ၞㅢ߇↪㊄㗵߿↪࿁ᢙߩࡘ࠴㧘߇ߥ߈ߢߪ

⢻ᕈߪૐࠆߢ߁ߘ㧚ߩࡘ࠴ᵹㅢᦼ㑆߇ 9 ߩ⽻㧘ၞㅢ߇ߚߞ߽ߣߎ⍴ߣࡩ

↪⚻㛎ࠆߢ࠱ࡔߪߢߌߛ⽻ᐊᗧ⼂ߩᄌኈߦᓇ㗀ࠍਈߚߞ߆ߥߪߣߎࠆ߃㧚ߩࡘ࠴ᄙ

ຠ߇ࡘ࠴㧘ߚߚࠇߐ↪ߢߤߥࠬࡃࠖ࠹࠾ࡘࡒࠦ߿ᐫⴝߊߥߪߢᛔഥ⋦߇ߊ

ߥ߁ࠃߩ㊄ߡߒߣℂ⸃߹ߒߡࠇߐ㧘᳃ߩ⍮ᨒ㧘ଔ୯߿ⷙ▸ߩߤߥౝㇱߦ࡞࡞

ᄌൻߚߞ߆ߥߐࠄߚ߽ࠍน⢻ᕈ߇㜞߽ߣߎ㧘ߥ߁ࠃߩߎ⚿ᨐ߇ߚℂ↱ߡߒߣߟ৻ߩ

ⴕ߿⼂ߩਥ߇ߘߎቇ⠌ߚߞߣߩℂ⸃ᐲߩ⽻㧘ၞㅢࠅࠃ㧚એ߁ࠈߛࠆࠇࠄߍ

േࠍ࡞࡞ߩᄌൻߖߐ㧘߇ࠇߘൻ߫ࠇࠇߐ⽻ᐊᗧ⼂ߩᄌኈߺ↢ࠍߔⷐ⚛ߣߎࠆߢ

 㧚ߚߞ߆ࠊ߇
ะࠍℂ⸃ᐲࠆߔ㑐ߦ⽻ၞㅢߩߢ࡞ࡌࡠࠢࡒ㧘ߪዉߩ⽻ၞㅢࠆߌ߅ߦ࡞ࡌ࠱ࡔ

ߖߐ㧘ࡠࠢࡒߦࠄߐ߇ࠇߘਥߩౝㇱߡ߅ߦ࡞࡞⽻ᐊߩᄙ᭽ᕈࠍ⢐ቯࠆߔᐲวࠍᒝ

㑆ߩ㧘ၞ᳃ߪᄌൻߥ߁ࠃߩߎ㧘ࠄ߇ߥߒ߆ߒ㧚ࠆߡߒᵄ߇ᓇ㗀ߦ߁ࠃ߁ߣߚ

⽻㧘ၞㅢߕࠄ߅ߡߞ⥋ߪߢ߹ߦᄌൻߩᐲ㧕ࠆߥᐊᗧ⼂㧔ౝ⽻ߥ߁ࠃࠆࠇߐߊᐢߢ

㧚ߥ߉ߔߦᄌൻߩ࡞࡞ౝㇱߥ⊛ዪᚲࠆࠇࠄߦߌߛߜߚ᳃ߚߞ߹ᷓ߇⸂ℂߡߟߦ

ᒁࠍᄌኈߩ⼂ᐊᗧ⽻ߩၞ᳃ోߦ⊛ធ⋤߇ዉߩ⽻ၞㅢࠆߌ߅ߦၞࠆ㧘ߦ߃ࠁ

࡞ౝㇱߩߤߥ▸ⷙ߿ⶄሶ㧔⍮ᨒ㧘ଔ୯ߩၞ᳃ࠆߢࡠࠢࡒ㧘ߊߥߪߢߩߔߎ߈

߇ᐲ㧕ࠆߥᐊᗧ⼂㧔ౝ⽻ߩࠈߎߣࠆߢ࠱ࡔߡೋߢߣߎࠆ߇ᐢߦ▸ᐢ߇ᄌൻߩ㧕࡞

ᄌኈࠍⵍߣߩ߽ࠆ⠨ࠆࠇࠄ߃㧚 

 

4. ⼏⺰ 
೨┨߹ߦߢ⠨ኤߚߒၞㅢ⽻ዉߩࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒࠆࠃߦᵹࠍࠇᢛℂߔ

࿑ߣࠆ 3 ၞࠆߢਥࡠࠢࡒߪዉߩࡘ࠴⽻㧚ၞㅢࠆ߈ߢ߇ߣߎߊឬߦ߁ࠃߩ

᳃ߩ⼂߿ⴕേߩᄌൻ߇ߔࠄߚ߽ࠍ㧘ߪࠇߘ⼂߿ⴕേࠍቯࠆߔౝㇱ࡞࡞㧔⍮ᨒ㧘

ଔ୯ⷙ▸㧕ߩᄌൻߥߪߢ㧚ࠈߒ㧘ၞㅢ⽻ߩℂ⸃ᐲߩࡠࠢࡒ߇ਥߩౝㇱ࡞

ᤚࠍᄙ᭽ᕈߩᐊ⽻ࠆߌ߅ߦ⼂ᐊᗧ⽻ࠆߦ࠱ࡔߥ߁ࠃߩԚ߇ࠇߘ㧘ߒࠄߚ߽ࠍᄌൻߩ࡞

ࠍᄙ᭽ᕈߩᐊ⽻ߦ㧘߇ࠆߢ⺑ߩߟ৻ߪࠄ߆ߎߎ㧚ߚߞ߆ࠊ߇ߣߎࠆᒝࠍะࠆߔ

ᤚࠆߔะ߇ᒝ߹ߡߞ㧘ߚߒ߁ߘะߦ㑐ࠆߔᖱႎ߇⋥ធࡠࠢࡒਥ߳ࠢ࠶ࡃ࠻ࠖࡈ

߆߆߇ࠢ࠶ࡃ࠼ࠖࡈࡉࠖ࠹ࠫࡐࠆߔ↪ᐊᗧ⼂߳⽻ߦࠄߐ㧘߫ࠇࠇߐ᷹ⷰ߇⽎ࠆࠇߐ

ߥࠇߒ߽߆ࠆࠇࠄ߇ߌ߆߈ߥ߁ࠃߩԜࠆߔࠅߚߒ⋤ࠍၞㅢ⽻ᐲߩ⁁㧘ࠅߚߞ

ࠆߎ߇߈േࠆߔ↪߳ࡠࠢࡑࠄ߆࠱ࡔ㧘ࡠࠢࡑࠄ߆ࡠࠢࡒធ⋤ߦߪߣࠇߘ㧘ߚ߹㧚

ߚߒឭ໒߇ޘ㧘ᚒ߫ࠇࠇߐ᷹ⷰ߇߈േߩࡊ࡞ߥߡ߈ߢಽᨆߪߢ㧚Ბ㓏ߥࠇߒ߆

 㧚߁ࠈߢࠆߖ␜߇ߣߎࠆߡߒᯏ⢻ߡ߅ߦᷣ⚻ળ␠߇ࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒ
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࿑ 3 ᧄታ㛎ߩࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒࠆߌ߅ߦᵹࠇ 

 
࿑ 3 ߥߡߞ⥋ߪߦߢ߹ࠆߔ⺑ࠍࠇᵹߩࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒߥ⊛㧘Ⅳߪߢ

㧘࿑߫ߖࠍ㧘ⵣ߇ 3 ߩ⼂ᐊᗧ⽻ߩ࡞ࡌ࠱ࡔ㧘ߊߥߣߎࠆߔ⠨ᘦࠍᄌൻߩࡠࠢࡑࠅࠃ

ᄌൻߣᐲߩᄌൻࠍ⺑߇ߣߎࠆߔน⢻ࠆߡߒ␜ࠍߣߎࠆߢ㧚ߦԜࠆߌ߅ߦᐲߩ

⋥߇ߒߚߞߎ㓙ߪߦ㧘ߩࡠࠢࡑᄌൻࠍࠍࡊ࡞ߚ⠨ᘦ߽ߡߊߥߒᐲᄌൻߩℂ↱

⸘⸳ᐲߚࠍᗧ⼂ᄌൻߩ᳃ߥ߁ࠃߩ⽻㧚ၞㅢࠆߥߦߣߎࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⺑ࠍ

ߩ⽻㧘ၞㅢߢߣߎࠆ↪ࠍߺ⚵ᨒߩࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒ㧘ߪߦ႐วࠆ߃⠨ࠍ

ዉ߇ၞߩਛߥ߁ࠃߩߤߦ࡞ࡌߩߤߩᵄലᨐࠍ߷ࠍ߆ߩߔ⠨ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃㧚

ߦㇱಽߩߤߩਥࡠࠢࡒ㧘ߪߦ႐วࠆ߃⠨ࠍ⸘⸳ᐲߚࠇߦ⠨ᘦࠍᄌൻߩࡠࠢࡑߦ߃ࠁ

ᓇ㗀ࠍਈࠍ࠱ࡔ߫ࠇߔߦ߁ࠃࠆ߃߽߳ࡠࠢࡑߡߒᓇ㗀ࠍਈ߆ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃⺑ࠆߔ

 㧚߁ࠈߢࠆߥߦኈᤃ߇ߣߎ
 ᧪⊛ߪߦ㧘ᐲ↢ᘒ♽ߩᔨߡ↪ࠍ㧘ၞㅢ⽻࠱ࡔߋߥߟࠍࡠࠢࡒߣࡠࠢࡑࠍ㧔ࡔ

ߡࠇࠄ߃ᝒߡߒߣߩ߽ߥ⊛㕒ߪߢ㧘ਥᵹᵷ⚻ᷣቇߢߣߎࠆ߃⠨ߡߒߣ㧕ࡓࡈ㧘ࠕࠖ࠺

ߩోࡓ࠹ࠬࠪ߁ߦߣߎࠆߔ⸘⸳ߦ⊛ᗧ࿑ࠍ㧘ᐲ߃ᝒߡߒߣߩ߽ߥ⊛േࠍᐲߚ߈

Ⅳ⊛ᄌൻࠅࠃࠍℂ⸃߇ߣߎࠆߔน⢻ߥࠇߒ߽߆ࠆߥߣ㧚 
 
5. ⚿⺰ 

ᧄⓂߪߢ㧘ឭ᩺ߦ࠱ࡔߡ߅ߦࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒߚߒ⟎ࠆࠇࠄߌߠ⽻ᐊ

ᗧ⼂ߩᄌൻߦ߁ࠃߩߤ߇ࠅߎ㧘ࡊ࡞ߡߒߘౝߩ㑐ଥߥ߁ࠃߩߤߦᓇ㗀ࠍਈߟߦ߆ࠆ߃

ߢ㧚᧲੩ㇺᱞ⬿㊁Ꮢߚ߈ߡߒ⸛ᬌߡߒߦၮࠍ࠲࠺ߩၞㅢ⽻ᵹㅢታ㛎ߩታߡ 9 ࡩ

㑆ታᣉߚࠇߐၞㅢ⽻ߩޠࡘ࠴ޟᵹㅢታ㛎ߪߢ㧘ၞㅢ⽻ߩዉ㧔࠱ࡔ㧕ߪߢߌߛ

ߞ߆ߥࠇࠄߊߚߞ߹ߪᓇ㗀ߩߤ߶ߔߎ߈ᒁࠍᄌൻߩ㧕ࡠࠢࡒ㧔࡞࡞ౝㇱࠆߔ߇ੱ

߇ᄌൻߦ⼂ଔ୯ᗧߩᄙ᭽ᕈߩᐊ⽻ߡߞࠃߦะߩℂ⸃ᐲߩ߳⽻㧘ၞㅢࠄ߇ߥߒ߆ߒ㧚ߚ

߇ߣߎࠆߔߦ߆ࠄࠍߣߎࠆ߇น⢻ᕈࠆߔ↪ߦ⼂ᐊᗧ⽻ߩࠈߎߣࠆߢ࠱ࡔ㧘ࠇ߹↢

࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒߡߒߣ࡞࠷ࠆߔಽᨆࠍ↪⋦ߩ㑆ࡠࠢࡒߣ࠱ࡔ㧚ߚ߈ߢ
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ߩၞㅢ⽻ዉᓟߒ㓸ࠍ࠲࠺ߦ⊛ቯᦼߪ㧚ᓟࠆ߃⠨ߣࠆߢലߪߺ⚵ᨒ߁ߣࡊ

ᗧ⼂ᄌኈࠍ⍴ᦼ㧔1 ᐕ㧕ਛᦼ㧔3 ᐕ㧕㐳ᦼ㧔5 ᐕ㧕߁ߣᨒ⚵ߢߺಽᨆߒ㧘࠱ࡔࡠࠢࡒ

 8㧚ࠆ߇ᔅⷐߊߡߒ⺑ߦ⚦ࠍ᭽ᘒߩࡊ࡞ࡠࠢࡑ

 

 

                                                   
8 2011 ᐕ 3  31 ᣣߢ㧘╙ 3 ᰴᵹㅢታ㛎ࠆߔੌ⚳߇㧚ᚒߪޘታ㛎⚳ੌᓟࠍ࠲࠺ขᓧ੍ࠆߔቯࠆߢ㧚࠺

㧘ၞㅢ⽻ዉᓟࠅࠃߦߣߎࠆࠇࠄᓧ߇࠲ 3 ᐕ㑆ߢ㧘⽻ᐊᗧ⼂ߥ߁ࠃߩߤߦᄌኈ߇߆ߩߚߞߎಽᨆࠆߔ

ࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⺑ߦ⚦ࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩࡊ࡞ࡠࠢࡑ࠱ࡔࡠࠢࡒᨐ㧘⚿ߩߘ㧚ࠆ߈ߢ߇ߣߎ

 㧚ࠆߥߦ߁
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ෳ⠨ᢥ₂ 

Hashimoto, T. & Nishibe, M.㧔2005㧕“Rule ecology dynamics for studying dynamical and 

interactional nature of social institutions,” In M. Sugisaka & H. Tanaka (Eds.), Proceedings of 

the Tenth International Symposium on Artificial Life and Robotics (AROB05) , CD-ROM.  

⾫৻㊄ሶ㇚ኈ㧔1988㧕ޢ⺰❰⚵ࠢࡢ࠻࠶ࡀޡ㧘ጤᵄᦠᐫ㧚 

ᬀ ඳᕶ㧘⏷⼱ ᓼ㧘ᶏ⠧Ⴆ 㧔1998㧕 ޡ␠ળ⚻ᷣࠪࠬߩࡓ࠹ᐲಽᨆ㧛ߣࠬࠢ࡞ࡑ

 㧘ฬฎደᄢቇ ળ㧚ޢߡ߃ࠍ࠭ࡦࠗࠤ

ዊᨋ ㊀ੱ*㧘ㇱ ᔘ*㧘ᩙ↰ ஜ৻㧘ᯅᧄ ᢘ㧔2010㧕ޟ␠ળᵴേࠆࠃߦ⽻ᐊᗧ⼂ߩᏅ⇣㧙

ၞㅢ⽻㑐ଥ⠪ߣ㊄Ⲣ㑐ଥ⠪ߩᲧセࠄ߆㧙ޠ㧘ޡડᬺ⎇ⓥޢ㧘ਛᄩᄢቇડᬺ⎇ⓥᚲ㧘

╙17ภ㧘73–91㗁㧚 

ዊᨋ ㊀ੱ*㧘ᩙ↰ ஜ৻*㧘ㇱ ᔘ㧘ᯅᧄ ᢘ㧔2010㧕ޟၞㅢ⽻ᵹㅢታ㛎೨ᓟࠆߌ߅ߦ⽻

ᐊᗧ⼂ߩᄌൻߦ㑐ࠆߔ⠨ኤ㧙᧲੩ㇺᱞ⬿㊁Ꮢࠬࠤߩ㧙ޠ㧘ർᶏᄢቇ␠ળ⑼ቇታ㛎

⎇ⓥ࠲ࡦ(CERSS) ࠭ࠪࡄࡍࠣࡦࠠࡢ㧘No. 118. (*equal contribution) 

ᩙ↰ ஜ৻㧔2010㧕ޟၞㅢ⽻ߩ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊലᨐߣ⺖㗴㧙ቇ㓙⊛ߦ࠴ࡠࡊࠕၮߊߠၞ 

 㧘ർᶏᄢቇᄢቇ㒮⚻ᷣቇ⎇ⓥ⑼ ඳ჻⺰ᢥ㧚ޠ⠨ኤ㧙ߣଔ⹏ߩᵴᕈൻࠖ࠹࠾ࡘࡒࠦ

Ⴎᴛ ↱ౖ㧔1997a㧕ޡⶄ㔀ߩߐᏫ⚿ ⶄ㔀♽⚻ᷣቇ⹜⺰ޢ㧘NTT  . 

Ⴎᴛ ↱ౖ㧔1997b㧕ޡⶄ㔀♽⚻ᷣቇ㐷ޢ㧘↢↥ᕈ . 

Ⴎᴛ ↱ౖ㧔1999㧕ޠߡߟߦࡊ࡞ࡠࠢࡑࡠࠢࡒޟ㧘ޡ⚻ᷣ⺰ฌ(੩ㇺᄢቇ)ޢ㧘╙ 164 Ꮞ㧘

╙ 5 ภ㧘1–73 㗁㧚 

ㇱ ᔘ㧔2002㧕ޟㅴൻਥ⟵⊛ߥᐲ⸳⸘ޠ㧘ޡ␠ળ⚻ᷣࠪࠬޢࡓ࠹㧔␠ળ⚻ᷣࠪࠬࡓ࠹ቇ

ળ㧕㧘╙ 23 ภ, 66-72 㗁㧚 

ㇱ ᔘ㧔2004㧕ޟㅴൻਥ⟵⊛ߥᐲ⸳⸘ޠ㧘ㇱᔘ✬⪺ޡㅴൻ⚻ᷣቇޢࠕࠖ࠹ࡦࡠࡈߩ㧘ᣣ

ᧄ⹏⺰␠㧚 

ㇱ ᔘ㧔2006㧕ޟㅴൻਥ⟵⊛ᐲ⸳⸘ߣ࡞࡞ࠆߌ߅ߦᐲޠ㧘ޡ⚻ᷣቇ⎇ⓥ㧔ർᶏᄢ 

ቇ㧕ޢ㧘╙ 56 Ꮞ㧘╙ 2 ภ㧚 

ㇱ ᔘ㧔2007㧕ޟㅴൻਥ⟵⊛ᐲ⸳⸘ߣ࡞࡞ࠆߌ߅ߦᐲߩᗧޠ㧘ޡ⚻ᷣ␠ળቇળᐕႎ

╙ 29 Ꮞ㧘86−94 㗁㧚 

ㇱ ᔘ㧔2010㧕7.2ޟ ྾ߩߟ╷㧦ౝࠆߥᐲߣᄖࠆߥᐲࠆࠃߦಽ㘃ޠ㧘ޡㅴൻ⚻ᷣቇ ၮ

 㧘ᣣᧄ⚻ᷣ⹏⺰␠㧚ޢ␆

ᯅᧄ ᢘዊᨋ ㊀ੱㇱ ᔘ㧔2010㧕4.4ޟ ᐲޠ㧘ޡㅴൻ⚻ᷣቇ ၮ␆ޢ㧘ᣣᧄ⚻ᷣ⹏⺰␠.  
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ઃ㍳ ⽻ᐊᗧ⼂࠻ࠤࡦࠕߩ↪⚕ 
㧚ߐߛߊߡߌߟࠍ٤ߦภ⇟ࠆ߹ߪߡߡߟߦᘒᐲ߿⼂ᗧࠆߔኻߦ⥸৻㊄߅ߩߚߥ

㧝߁ߘޟࠍᕁޠߥࠊ㧘㧡߁ߘޟࠍᕁߚߒߣޠ߁㧡Ბ㓏ߢ㧘ߊ߃╵߅ߡߟߦࠇߙࠇߘ

 ٤ශ㧕㧚ߌߛߟ㧝ࠇߙࠇߘ㧚㧔ߐߛ

 

ᕁߣࠃ߇ߩࠆ߈ߢ↪ࠍ㊄߅ߩઁ߁㆑ߪߣ㧘ߦߚߊߡ߈↢1
 ߆ߔ߹

㧝 㧞 㧟 㧠 㧡 

㧝 ߆ߔ߹ᕁߣࠃ߇ᣇࠆ߈ߢⴕ⊑ഃㅧࠍ㊄߅ߦ↱⥄߇ޘ2ੱ 㧞 㧟 㧠 㧡 

࠹࠾ࡘࡒࠦ߿ޘ㧘ੱߊߥߢߌߛᬺ㌁ⴕ߿ᣣᧄ㌁ⴕࠍⴕᮭ⊑ߩ㊄߅3
߽ࠖᜬߣߛ߈ߴߟᕁ߆ߔ߹ 

㧝 㧞 㧟 㧠 㧡 

ߴߟ㧘ᣣᧄᐭ߽ᜬߊߥߢߌߛᬺ㌁ⴕ߿ᣣᧄ㌁ⴕࠍⴕᮭ⊑ߩ㊄߅4
 ߆ߔ߹ᕁߣߛ߈

㧝 㧞 㧟 㧠 㧡 

㧝 ߆ߔ߹ᕁߣࠃ߇ߩࠆߢ⒳㘃৻ߪ㊄߅5 㧞 㧟 㧠 㧡 

㧝 ߆ߔ߹ᕁߣࠃ߫ࠇߢߩ߽ࠆߌߟ߮⚿ࠍߣੱߣੱߪ㊄߅6 㧞 㧟 㧠 㧡 

ࠇ߈ߢ߇ߣߎࠆߔㆬᛯࠍߩ߽ߒ߹㧘ᅢࠄ߆㊄߅ߩ⒳㘃ߥࠈࠈ7
 ߆ߔ߹ᕁߣࠃ߫

㧝 㧞 㧟 㧠 㧡 

㧝 ߆ߔ߹ᕁߣߛᒰὼߪߩߊߟ߇ሶߦ㊄߅8 㧞 㧟 㧠 㧡 
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1. 6!C3  

� ȊńĦ5ɿɼ6Q�x�in���b��ΉAlfred Marshall, 1842-1924Ί3GJQ��Y5

ɯȤɥƾ3͢"Jˎũ�Ƥ5ʵɐǂ͞ɬ̘3Ū .ʵΆɼ¦šNǛÈ .�J�0NǹH�

3"J�0/�JΌ��b��5ʵɐǂ͞ɬ̘6ɮɣś5ƢNŌí3ě�.�J�0�H

�ȅȯɼǂ̘͞ΉOrganic Growth TheoryΊ0ĩ7K.�JΌ&K6͡0ʵɐʏº5ʁ͢ɼ

2͇ȴN�Țɼ2�Ype�0"JΌ 

� ��b��3GJQ��Y5ɯȤíȒ6�ɯȤ0įȤΉIndustry and TradeΊ�Ή1923ƍðɢ

1919ƍΊ3ȃDǹʅ3˰K.�JΌ&5˨Ä6�ʵɐśēɬΉPrinciples of EconomicsΊ�Ή\

���ɢ 1961ƍNɰ�JΌðɢ 1890ƍΌ´��ēɬ�0˰̅Ί5ʽƆ/�J�0�ƑǬ3�

�.ǹʎ�K.�IɯȤ5ǌ˭ɼ͇ȴNˎũ5Ū̢0"JΌ&5G�2ǌ˭ɼ͇ȴ�ǵƊɮ

ɉEǵ�5°¦3��JƢD@(ȣ̃�KJΌ��b��6�Ġʘ5�˷2ɯȤ3͢ .

�,�J�6&K´�5³˰ɼ2ƂŅN̆İ"J�03G+.ɯȤİ5ɈũNɏCJþù

Nʓ�ŕC.�H>?Ď�ʫ3̼�ƍȄ�ʵ͊ .�JΉMarshall 1923, p.viiΊ0̾=.�

Išͭ3˛H5̲N͉O/̕ȗ"JŖĆN͗˻ (Ό 

� �ɯȤ0įȤ�6ƠǾ5ɯȤɥƾ3͢"JåÂɼ2¦Ç�ɬ̘ɼ2˾ɚN¼+.ŷ͠�K

.�JΌ(0�7��b��5Ʀʼˏ/�I_�y�icōś5ǦǗː3�+( A.C.w^

�6��b����Øō2ȧͅēɬ(the great architectonic principle)0 .�ȩɔĉ5͗˷

ƷN̒�.�(�0NǕǞ"JȂ̊N Economic Journal̏3ť$.�JΉPigou 1919, p.444ΊΌ

W.S.cU�W�e5Ƹŗ/�J H.S.cU�W�e6�ɯȤ0įȤ���ēɬ�5G�2ɬ̘

ɼÚͷ0ɫ³Ǭǹ5ʵɐɼȧͅ3͢"JɫšɼÚͷ5�ˏNǋ�ǰ(2˨Ä/�J�0N̾=

(Ȃ̊N Indian Journal of Economics̏3ť$.�JΉJevons [1920] 1982, p.17ΊΌ  � 2�H

ɬ̘ɼÚͷ6Ư# D�ɯȤ0įȤ�3��.čí3ŷ͠�K.�J06��2�Ό��3

�ēɬ�5ʽƆ0 .5ƷȜN˹ì"�0�/�JΌGI̎ʲ36�ēɬ�/ŷ͠�K(ɯȤ

ʴˇ3͢"Jˎũ��ɯȤ0įȤ�5ɬ̘ɼÚͷN˳Ş"J5/�JΌ 

� ��b��´Ʀ5ʊʚˏ3G+.Ƥ5ɯȤʴˇ3͢"J̞̘6ʘ�5˻Ɣ�Hȣ̃�K.

�JΌ"2M*&5̞̘6ɫ³5ɯȤʴˇ̘ʵɐļɬś0�+(Ʊɰʵɐś)�/2�

ΉKrugman 1991, Asheim 2000, źȊ 200021Ίʵĳś3��J]�dg�ΉɯȤͰʙΊ5ʊ

ʚ3��.DƯ#0�+.��>1́ė�K.�JΉʉƀ 1998, ͚ª 2003, ţſ 2005, ůȓ 

2010 21ΊΌ̼ƍ/6��b��3GJʔśɼʣɬ3͢"Jȣ̃D@(Ɇɿ�K.�J 

ΉWhitaker 1999, ʒȼ 2004, Caldari 200721ΊΌ 

� à5ƛɰǬ3ǹʋ/�JG�3Ƥ5ʵΆ3D0-�ɯȤíȒ6 1870ƍ³3͠ŕ�K.�JΌ
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ȃD@0@+(�(*/ȃð3ʎ�K(5�1875ƍ5Q��YʊʚǳˬƦ5̚ɖ�Q��Y

ɯȤ5̙ɤƭΉSome Features of American IndustryΊ/�JΌ&5ƦDƤ5ɯȤİ3Ū"J

͢Ʈ6ʻ�J�02�1877ƍ3y�dm�5�p�P�bkR�Y�ic5ś͞ű·ɖ̒/

6�ɫ³ɼ2ɯȤɮɉ5̙ÚͷΉSome Aspects of Modern Industrial LifeΊ3,�.̌ .�I

ˌƍ 1Ȅ 15ǵ²�5 Bristol Mercury and Dairy Postʮ36�Q��Y5ʵɐɥƾΉThe Economic 

Condition of AmericaΊ0��̚ɖ͜�ǚ̸�K(Ό�H31879ƍ3�Q��ŏ05˨Ä

�ɯȤʵɐś�N�ȟ 1892ƍ36�ɯȤʵɐś˷ Ή̘Elements of Economics of IndustryΊ�ΉǄ

ɱ̈/6���b��ʵɐśâ͟�Ί0���ēɬ�5Vif�dN@0C(â͟ȂNì"21

��b��6�̦ .ɯȤNƼ̜ (ʊʚNˬ+(ΌƤ6Ʀ͇ĹEǰ˞Ĺ5ʵɐɺŷNɬ̘

ɼŢ˾ɼ3ˎũ"J�0N̓!.S\�d5ɯȤ�5ǕŮɼļ¿5ƫ˞NɿǕ (Ό��

b���ɤ3ō�2͢ƮNť$(5�̨ HɕĻ (ʵΆ5�JQ��Y5ɯȤɥƾ/�+(Ό 

� S\�d5ê˦0ǰ˞Ĺ5ʵɐɺŷ5Ƅɸ6ʁƠ3ō�2D5/�+(ΌMaddionΉ2010Ί

5̕ȗ3D0-�. 1870 ƍ0 1924 ƍNȸ̷ (ŅġĜ5Ňí6S\�d�ʬ 1.4 Ô

Q��Y�ʬ 2.5 Ô/�JΌGDP 5Ňí3��.6S\�d�ʬ 2.2 Ô/�J53Ū .

Q��Y6ʬ 7.2Ô/�I�Ơ(I GDP5Ňí6S\�d�ʬ 1.5ÔQ��Y�ʬ 2.5

Ô/�JΌ�H3��b���Q��YN̆K(ƠǾQ��Y5 GDP6S\�d5&K5

ʬ 1.04Ô)+(53Ū .�ɯȤ0įȤ�Nîˬ"Jͻ36ʬ 2.6Ô32+.�(ΌƤ�ʵ

ɐś5ʊʚ3Ʃ¦ (ʬ 55ƍ Ή͡�G& 1869ƍ�H 1924ƍΊ3S\�d0Q��Y5ʵɐ

ù5Ƅ6Ə�J�Ǳ/�+(Ό1870ƍ´ƦS\�d�ō�Ƀ3ͨJ�Ǳ/Q��Y6ɯ

Ȥ�5˕ɪNōƋ3ǢĲ"J�03G+.ƶ̈́2ʵɐɺŷN͈�(Ό&5(CS\�d5ɯ

Ȥ5ǕŮɼļ¿5ĴƫNɿǕ (��b��6�S\�d6ĭ�5
ΌΌΌ

ǕŮˏ362J�06/

�2��ǕŮˏ580I
ΌΌΌΌ

362I�J�D K2�ΉMarshall [1903] 1926, p.404Ûɚ6ƛ

ɰˏē˨ˏ6Sg�i]Ί0̟ȴ$�JNƪ2�+(Ό&KF�Ƥ6S\�d�ƶ̈́2

ʵɐɺŷNšɫ (ǰ˞ĹE�,.5͂�Ĺ�Hś;Ư˷��J0ˎ�.�(5/�JΌ)�

ưK.2H2�56��b��5ʵɐś�ŧ3͢"Jʊʚ/�J0ĢǾ3͡ʊʚ/�J

0���0/�JΌ�ēɬ�/6B LƦˏ5͗˷Ʒ�Ɵ̕�K.�IΉMarshall 1961, p.1Ί

��J�@@5͡NĚIǋ�Ήibid., p.27ΊΌ 

� ´�GIȊńĦ/6��b��5ˎ�JĄƾɼ2ʵɐ5ɺŷɫ̢&5D5/62�&

5G�2ɺŷND(H"ēĄù3,�.ʵΆɼ¦š3˱²�HK(��b��5Q��Yʊ

ʚ5ȣ̃N̓!.ǹH�3"JΌȊńĦ5ȧǂ6ȱ50�I/�JΌʞ 2ʤ/6àˬʊʚN

̳@�2�H��b��ʵɐś3��JQ��Yʊʚ5§,5ÚͷNȣ̃3"JΌ,-�ʞ

3ʤ/6õʤ/Ůì�K(�ʕĄƷ5ȦƳNˎǀ .�ɯȤ5ųļĉ�G9�ʔśɼʣ

ɬ3͢"J��b��5̞̘Nȣ̃"JΌ& .ʞ 4ʤ3��.ãÂ5@0CNˬ�®

Ʀ5̔N̾=JΌ 
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2. ��b��3��JQ��Yʊʚ  

� ��b��3GJɯȤʴˇ3͢"Jʊʚ5Ŭʖ6Əʥķ3ė;Ό&5G�2ʊʚ5�*Ȋ

ńĦ/6Q��Y5ɯȤ3͢"JƤ5ȣ̃3ɝɚNʷJΌȊʤ/6��b��5Q��Yʊ

ʚN§,5Úͷ3,�.àˬʊʚN̳@�.̞̘Nŷ͠"JΌ 

 

2-1. Q��Yʊʚǳˬ  

� ʞ�5Úͷ6��b��5Q��Yʊʚǳˬ3͢"JD5/�JΌŌ�5àˬʊʚ�̐C

.�JG�3��b��30+. 1875ƍ5Q��Yʊʚǳˬ6͗˷2ƼĨND,D5/�J

ΉKeynes [1933] 1972, McWilliams Tullberg 1972, Groenewegen 199521ΊΌ&KF�Q��Y

ʊʚǳˬ6��b��5ʵɐś3Ū .��,�5͗˷2̘ɚNǛÈ .�JΌÇ�7ż

�Ή2008, 13ͺΊ6��b���Q��Y˻ũNőȯ0 .ȊȜɼ3ʵΆɼš̉ɼ2¦š

NGI͗˻"JG�32+(�0NǕǞ"JΌ˶ŻΉ2009, 35ͺΊ6m]�R�5�Q��

Y5ȹ�ǤɁ����b��5ƴƻơǂ3͗˷2ƼĨND,D5/�J0��ΌʌƀΉ1989, 

148 ͺΊ6��b��5͋Ƭɼʩʑ3͢"J˛ƅ0±ˏ5˺ş�{�`�ɼ/�J0̾=

^��q�U�`�6��b���Q��Y3��J�5×ɬɼǂ͞N{�`�5��

˾ɼ˛ɲ0�Ţ˾ɼ˛ɲ3ɂ��(*/Čñ .�(0ˎ�JΉGroenewegen 1995, p.200ΊΌ 

� �KH5àˬʊʚN̳@�(��/Q��Yʊʚǳˬ3G+.��b���ƪ(ʆ˹6

ȱ5:(,5ɚ3Ͱʬ"J�0�/�JG�3ƴMKJΌ&K6�Q��Y5ɯȤɥƾ��

5�ʕĄƷΉmobilityΊ3G+.ǡ͕�K.�J�0�Q��Y/6śșǦ˒EːȤ̄˃

0�+(Ǧ˒bdk��ßš .�J�05§,/�JΌ&K'K3,�.ȣ̃"JΌ 

� ʞ�3��b��6Q��Y5�5ƷȜ3Ɇɿ (Ό&5ʶȔQ��Y5�36

�EI�I5ƃœ�E�ō˓2˛Ð0��ɤƭ�AHK(ΉMarshall 1875, p.361ΊΌƤH6

ːȤEŴÁļŁN;ˆ3ʕĄ"JˍƿND*&5ʕĄƷ6ʆ̜5ŊĉNɮAì (Ήibid., 

p.358ΊΌʆ̜5Ŋĉ6Ʀ̾5Ǧ˒EːȤ̄˃0͆͢"JΌ���iu3Dː�˘NA��(

C3ĠļNɑIȴ�»ʺ��J���b��5ǕǞ"JQ��Yʏº5D,ʕĄƷGIDͥ

ş�KJΌ��b��5ʺ̬̂Ǯ̕ȗ3GK7Ċ͓5 12Ɓ5şÁˏ5Ďí´��&K'K

5Ɓŋ�H5ʕÁˏ/�J0��ΌXsSXƁS�lRQoƁTRda�b�Ɓ/6Ĝ

5 3í5 1�S�rSƁ�e��Ɓ�bZ�Ɓ/6Ĝ5Ďǩ�QSX�Ɓ/6Ĝ

5Ďǩ´��±5Ɓ�Hɋâ .�(�/�+(Ήibid., pp.358-359ΊΌ 

� ʞ§3��b��6�ʓ6˛í5Ǿ͡5>0O1N&K[ÄȤŅ5˾ũ]3̨E (Ήibid., 

p.357[ ]ç6ƛɰˏΊ0̾=.�IwQrƂŅΉ�dm�Ί���ƂŅΉwijt�^Ί

Z�dƂŅΉ}�b��UpQƁt���Z�Ί21Q��Y5�HFJ˴ͅȤ�Ͱ�"J

�˴ͅȤļƈ/̕ȗNˬ+(Ό&5ͭƤ6ɮɯƂʖ)�/2��ɉùΉenergyΊEɉȺ

ΉactivityΊ/A(�K.�JΉMarshall 1878, p.64ΊQ��Y5ˢ�ĀÞˏ(*3ɆƼNģ�

(ΌMarshallΉ1875Ί�̞̘5Ėˎ0 .ĚI��(m]�R�3GK7Q��Y/6a�

���Ή��b��5́˧/6gT�bizΊ3��JśșǦ˒�Ʉ3G+.şCHK.�
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(0��ΉTocqueville [1835] 1951, p.40ΊΌåÂɼ36a����3��Jśș5̇ˈ�G9

Áȹ3GJśș5ʾǔ�ˋą-�HK.�(�00˽�ŗÈNśș<̓M$J�0Dˋą-

�HKŝH2�Ņġ36ˉ͚ï�̔�KJ0���0/�+(Ό�5G�2śșǦ˒óƓ5

ŞÜ3û�.��b��6Q��Y3��JːȤ̄˃5͗˷ƷN̐C.�JΌÇ�7Ȣ

Ή1996Ί3GK7ƠǾ5Q��Y/6śșǦ˒Ně�(Ʀ3Ύƍ�HΏƍ5ƨƜȉ͡�

̇�HK.�(0��Ό�H3ːȤ̄˃ȉ͡Nʳ�(ˢˏ(*6ĠļNȴ�.˘NA��

.�(Ήibid., 119 ͺΊΌ&5(CQ��Y5ˢˏ(*6ɤş5ʏº3şÁ ͮEː

µ͡(*0͢ÌNǔ,3"JɮɉNǑBÝģ3�+(ΉMarshall 1875, p.313ΊΌ��b��6@

(�˛í5ɮ5"=.N80,5°¦3
ΌΌΌΌΌΌΌ

̨E"�06Q��Y5�ˠɼ2���/62�

ΉMarshall 1878, p.63Ûɚ6ƛɰˏΊ�0NǕǞ (Ό�5G�3Q��Y5ˢˏ(*6

˘5��ɟ˃Ƃ5Ͱ@JĠļ5a����NʕĄ 2�H̨ H5˘NA��.�(5/�JΌ  

� �H3��b��6ȺÕ215˛ɞɼȎ¶�ʵɐ3��JƢDˎǀ"JΌÇ�7��£

ŚΉheated termΊ�5͡�i[�ź˖5ȐÚ5>0O15ˮ/6Ō�5¦Ȥ��ɉɺ/�JΌ

& .ŎƌɇŽ5ÝǯļNͧ�cy��g�0Ģ!˂Ɠ5Q��YĊ͓/6�HFJʘ

5ŶŋĀÞ�Ɨȉ�KJ>1͓íɼ2� 6ãÂɼ3é5>0O15ȉ͡6ͶƊ3Ĕ 

�Ũ�3˹˟MKJΉMarshall 1875, p.362Ί0̾=.�JΌ�5G�2�0�HƨƜȉ͡

Nʳ�(ˢ�ː(*6˛ɞɼȎ¶�͊Ɠ3Ĕ �2�ɟ˃5˽Ǳː5Ͱ@JĺļNɿ

Ǖ .ʕĄ .�(0ˎ�HKJΌ 

� ��b��6Q��Yʵɐ5ƶ̈́2ɺŷ0Q��Y5ɤ̮a����3��JǦ˒E

ːȤ̄˃˛ɞ5Ƣ�ɏ�͢Ì .�J0ˎ�(Ό�KH6�#KDƤ5ʵΆɼ¦š3D0

-�ˎũ5ʶȔ0 .Ůì�K(Ό 

 

2-2. �ɯȤ0įȤ�3��JQ��Y  

� ʞ§5Úͷ6�ɯȤ0įȤ�3��J�ȩɔĉE�ʔśɼʣɬ215Q��YĿ5ɮɯ

Ȩƚ3͢"J��b��5ˎũ/�JΌ 

� H.S.cU�W�e�ǕǞ .�(G�3�ɯȤ0įȤ�6ʵɐɼȧͅ3͢"J¦š0ɬ̘

5�ˏNǛÈ"J˨Ä/�JΌ&KF�1875ƍ3˰ǹ�K(��b��5Q��Y3͢"J

̞̘6Ȁƍ5˨Ä�ɯȤ0įȤ�3Ū .ÃH�5̥ɧN .�JG�3ƴMKJΌʞ�5

Úͷ0ĢȨ3ʞ§5Úͷ3,�.DàˬʊʚN̳@�2�Hȣ̃N͇C.��Ό  

� ǻ®5��b��ʊʚ/6��b��3GJɯȤ�5ǌ˭3͢"Jˎũ3ɝɚNƠ.JÝ

ģ3�JΌÇ�7ż�Ή2008, 203-204ͺΊ6��b���Q��YEnSj5ʵɐɼƢ

ù5ǓōN˔ȁ3 .ʵɐEɯȤNɺŷ�$J˷ĵNʴˇ5íĉ0ÄȤƂʖ5ȩɔĉ3˹

ì .�(�0NǕǞ"JΌ˩ªΉ1996, 81ͺΊ6�ȩɔĉ�ʵɐʏºN�ş5���/˸

�óƓ<5͏ƱˬĄ3G+.ɮAì�KJ0ˎ�&5G�2ȩɔĉN�óƓ3GJȩɔĉ

0şˋ (Ό�H3��b��5���ȩɔĉȦƳ36ƿˍɼ2D50óƓɼ2D5�

�J0��Ό˩ªΉ2003, 17ͺΊ6�ȩɔĉ0�ŋ͓ʵɐΉexternal economyΊ5͢ÌNˎ
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ũ"J�03G+.Q��Y5ɯȤ�5ǕŮɼļ¿5ʋʜ��ȩɔĉ5ʵɐ�Hɮ!(�

0NǕǞ"JΌ�5G�3��b��6Q��YEnSj3��Jʵɐɺŷ5ēĄùNȩ

ɔĉ3ȽC.�(Ό)�&K)�/62�Ό 

� ~SkRY�6��b����19�ʫ5ō͓íN̓!.¦ȤʴˇE¸Ȥʵĳ3ƢN��

.�(�5[ƠǾɋˬ .�(ʔśɼʣɬ5]ĄģN͇ĉɼ2Ąģ5˛ɞɼ2ǂIˬ�0

 .A.�(ΉWhitaker 1999, p.255, [ ]ç6ƛɰˏΊ0̾=JΌ�H3ʒȼΉ2004, 106ͺΊ6

��b��3GJ�ʔśɼʣɬ5ɬ˿�kS��5�ƞ3Ȳʋ3ɂ�D5/�J0��Όš

ͭ3��b��6�ɯȤ0įȤ�3��.Q��Y5ʵɐǂ͞5ēĵ0 .�ʔśɼʣɬ

3Ɇɿ .�JΌG�ʆHK.�JG�3ʔśɼʣɬ6F.W.kS���b�|�5ĺ͉9

E|Q��^5ȣīÄȤ215íȒN̓!.ˎȝ (Ǿ͡�ĄÄʊʚ3D0-�āɪĉ5ǈɄ

/�JΌkS��6�ʔśɼʣɬ5ɤƭ580,0 .�°¦/ÆMKJ"=.5ƂåE͋

å& .@(ÄȤ5Ġȷͫ3��JːƂ(*5ˬɛEĄÄ5ȩɔĉΉTaylor [1911] 1947, 

p.129ΊNǕǞ"JΌ��b��6�ʕĄƷ3û�.�5G�2�ȩɔĉE�ʔśɼʣ

ɬ�Q��Y5ƶ̈́2ʵɐɺŷ5ēĄù/�J0ˎ�(Ό 

� 0�L���b���ʔśɼʣɬ3GJʣɬ�ˋɼ2ɾʄȧͅΉOrwellian supervisory 

structureΊ�ƂŅç/5ĀÞˏ5ˬɛNĔ �óͥ"J(CĀÞˏ5͡ɼɺŷEĀÞˏ͡5

͢͡Ì3ƹƢNė?"đͩƷNǁƳ .�(0��ΉWhitaker 1999, p.266ΊΌ (�+.

��b��6ʵɐǂ͞5ēĄùNɮɯƂʖ3��JʔśɼǈɄNɆ˻ ,,Ǧ˒3G+.

ǂ͞"JG�2�Ȗ̵2͡ȊƷNȅ"Jʵɐ�Â5řĻNưK.�2�Ό��b��3�

�.ʵɐɺŷ6͡0ʵɐʏº5ʁ͢ɼ2͇ȴNł̕0"Jɫ̢25/�JΌ 

� ƠǾ5S\�d/6�˺Ȫ�J�6ů˺Ȫ5¸Ȥ��JɤşļŁ3Ͱ@I¨�3ʝ¥ 

2�HʵĳNĳO/�(Ό��b��6Q��YʊʚǳˬƦ3Q��Y0S\�d5űȤȧ

ͅNȸ̷ .�JΌQ��Y�ʕĄƷ3G+.ːȤ͡ʕĄNʙȥɼ3ˬ+.�J53Ū .

S\�d/6��˽���.�K(įŉNƤ[�˽5Ƹŗ]�Şã3ǣȡ"J0���06C+

(32�ΉMarshall 1875, p.363ΊɥɃ3�+(ΌŌ�5S\�d5ˢˏ(*6şƊɼ2ɥƾ

3�Jʏº5ç͓/Ƥ5ͮEµ͡5ː05͢ÌND*,-�JɮNě�âK.�(Ό

�5G�2S\�d5ĹȹƷ3Ū"J��b��5̜̐6Ʀƍ32J0�H3Ĕ �2JΌ

Ƥ6ȱ5G�3̾=JΌ�1890 ƍ³36´�5ɚ66+�I .�(Ό"2M*ŭȏɼ3

6S\�d6&5ʐɡE@(ɫĻQ��YEnSj3�Jʝ¥ʁǈ0Ģ!�H�ɠƮ3

°¦3̴NâK2�K72H2��0S\�d6°¦5̄˃5ɚ/2 �³õ5Đʭ2�

ɵ/2H̓ɰ (Đ3ʵΆ3D0-�(EIǱ)�/6"@#ǰ �ʝ¥ʁǈ0Ģ!�ʴˇ

ɼ/2�K72H2��0& .ȃƦ3S\�d�()ŋĹ3Ǧ�()�/�̽ 

3ʁǈ�Hś=2�G�2Ǿ³6͊�ĕ+(�0´�/�JΉMarshall [1903] 1926, p.406Ί

0Ό��b��6ƶ̈́2ʵɐɺŷN͈�(ǰ˞ĹEƦ͇Ĺ�Hś;Ư˷��J0ˎ�(Ό 

� ��b��6Q��YʊʚǳˬNʵJ�0/ʵɐɺŷ3ʕĄƷ�͗˷2ƣ÷NȔ( .

�J�0NƟ�̜̐ .�(Ό�5ŖĆ6�ēɬ�3��.D̦�K.�JΌŰ�͞��͗
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˷2̞̘/�J(C�̅3ƛɰ"JΌ 

 

ǂ��,5ːʘ�H±5ːʘ<�,5ʠʯ�H±5ʠʯ<�H3�,5ŅǇ�H±

5ŅǇ<ʕĄ"J�03G+.ĀÞ5ʹ˷3Ū"JÈʹ5̕Ǫ�ˬMKJ¦3DɆƼ

NƵ+.62H2�Ό�Ή�ɷΊ�ΌǾ36Çŋɼ2ȯº�ɺɮ"J�03G+.À

�ʠʯ3Ÿ"J�5ǔ+.�JɗĻɼ2ǉ˕�ƶ̈́3ɺŷ"J¦��IƪJ�06¦

š/�JΌÇ�7ǰ �Ĺ5ƶə2͠ɺEQ��Yɦʜǃ¥5G�2¦¶6ĀÞˏ

5�Źͫʯ�HĶͳ/̧·�J·ąNʜɊ3Ȕ("�05/�JŌ�5ȌNǷ͇�$

J/�L�Ό � ǂ5ĀÞ�ːʘ�Hːʘ<ŅǇ�HŅǇ<ʕĄ"J�06�

JŅġ36ōƋ�,ƶ̈́3̰�I�J(C3ĀÞ5ʹ˷3Ū .ÈʹN͏Ʊ�$J(

C3Ư˷0�KJȉ͡N�MC.ʇ�ʥķ3˄ů"J�0�/�JΌɯȤ5�J͓͟3

ɤȶĉ�K(ǈƂɼɟ˃0ǌ˭ɼʆ̜3ȸ=.�,5ːʘ�H±5ːʘ3ŤǺ3ʕ̶/

�J�ˠɼ2ǉ˕5D,͗˷Ʒ�ƍ�Ňō ,,�+.&KF�ʵɐɼ͇ȴ6�ͷ

3��.6ɯȤ5ǱɄ5ŊĉNʻ�#Ňō�$ (�+.·Ƽ5ʘ5ĀÞ3Ū"J

ʹ˷N��³õ3¤ɒ"JĶͳNʻ�#Ňō�$.6�J�Ōͷ3��.6ɺɮ (

̕Ǫ5̛̑NƟó"JùNĢǾ3Ňō�$,,�JΌ 

ΉMarshall 1961, pp.572-573Ί 

 

� ʕĄƷ6Q��Y5ɤƷ0 .Ǵ3ǕǞ (�&5šͭɼ2āȔ0 .ĀÞ5ʹʹ

3̥ɧ"J)�/2�ĀÞˏͫʯ5˕ù�ɺ͌"Jĝ˕Ʒ3DÞ���JΌ�5ɚNʂ͊ 

.62H2�Ό)��H3͗˷/�J56ʕĄƷ�ȩɔĉ0ʁ@+.ɮɯ͙5Ňû3¼

+.Ňō"JĀÞʹ˷3Ū .ʇȉɼ2̕ǪÄɰ�Þ�0��ɚ/�JΌ��b��6ʵɐ

ɺŷ5ēĄù/�JʕĄƷ3G+.ɟ˃ɼǌ˭E&5ʆ̜5͗˷Ʒ�̶ɰĝ˕2ȩɔĉ�

K(ǌ˭Eʆ̜3Ě+.³MJ�03Ɇɿ (Ό�5�06S\�dĿɮɯȨƚ3Q��Y

ĿɮɯȨƚNŀC̻B�0NƼĨ"J5/�L��Ό&�/62�Όš6ʔśɼʣɬ5ǈɄ

&5D56kS��´õ3S\�d5ʔśˏ C. t|ic3G+.ˎȝ�K.�I�5

�0N��b��6ȸ̷ɼǶ�Ǿȉ�H̜̐ .�(5/�JΌ�5ɚ3,�.6Ʀ̾"JΌ 

�  � 2�HS\�d/6ʵɐɺŷ3�ĝȰ2ʕĄƷ5˷ʰ�čí/62�Όǌ˭Eʆ

̜ɮɯƂʖ3ȩɔĉND(H"ʕĄƷ�2�K7S\�dʵɐ5ƫ˞6ȈC2�Ό&5G

�22�/��b���Ɇɿ (56¬̓S�x�5ǪÜN¯"J�0/ʱʙɼ3ɺŷ"

JőȯNƪJ�ɯȤ5ųļĉΉthe localization of industryΊ0��ɫ̢/�+(Ό¬̓S�x�

5ǪÜ6Ƃɼ3ʕĄƷND(H"D50 .˿͖"J�0�/�J�¬̓ǈȷ�ƖÊ3

2J�0/͎ͬļ05Eɣ5ʕĄ)�/2�ƺń¬ǜ5;Ɠ�Ňû"JΌ�5G�3 

.ͶƊ3ɮɯƷ5·�ɯȤȧͅ�ơǂ�KJΌ 
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3. ɯȤ5ųļĉ0ʔśɼʣɬ  

� ��b��5�ɯȤ5ųļĉ�J�6�ųļĉ�K(ɯȤΉa localized economyΊ6�ē

ɬ�3��JȃD͗˷2ȦƳ5�*580,/�JΌ)�&5ʃƻ6"/3�ɯȤʵɐś�

3ʎ�K.�JΌȊʤ/6�5ɚNˎǀ ,,S\�d5ɯȤȧͅNƳͽ3ˈ���b�

��ʔśɼʣɬEȩɔĉ0�+(Q��YĿ5ɮɯȨƚN15G�3ǖ�@(ĚIâKG

�0 (5�NǹH�3"JΌ 

 

3-1. ɯȤ5ųļĉ  

� �ɯȤ5ųļĉ3͢"J̞̘�ðC.ŷ͠�K(56�Q��ŏ05ä˨�ɯȤʵɐ

ś�Ήðɢ 1879ƍΊ3��./�JΌ&52�/�ɯȤ5ųļĉ6Ǧ˒�G9ǌ˭ʆ̜5

ǓǧNÍ͇"JD50 .ˎ�HK.�JΌō˺Ȫ¸Ȥ3��JíȤ5òɽ6ů˺ȪƂŅ2

13��.DĢ�Ȥʘ3&5G�2ƂŅ�(��OřĻ .�K7ɨƪ �J0�K(

ΉMarshall and Marshall 1879, pp.52-53ΊΌ�5G�2Ȼƌɼ2¸Ȥ͢͡Ì6"/3 1850ƍ³3

t���Z�ΉS\�dΊ5͚ŸûƂȤ3��.˾ũ�K.�JΉʉƀ 1998, 266ͺΊΌ&5Ʀ

Ƨ�3Q��YĿ5ɮɯȨƚ�S\�d5ɯȤ3Ůâ�K.���032JΌ& .�ɯȤʵ

ɐś�/6Ȼƌɼ2¸Ȥ͢͡Ì)�/2�ō˺Ȫ¸Ȥ0�˺Ȫ2� ů˺Ȫ¸Ȥ05ľʀ

ɼ2¸Ȥ͢͡Ì�ˎǀ�KJΌ�H3��b��6�ɯȤ5ųļĉ��5̬̮Nģ��$

J0ˎ�.�(Ό"2M* 

 

�5Ō��Ģ!Ȥʘ/Þ�.�K7�6¨�3Ǧ˒ ��Ό&5°¦3˷Ƚ�KJ

ǌ˕0ʩ͛��ʛȺ5G�3Ə@IŗÈ(*6ǂ͞3,K.&KNĥ�Ě+.��Ό�

Ή�ɷΊ�Ό�H3��6ͮ(*5ɺƻ�HòɽNƪJΌ6ǰ �̋A3

˛í0Ģ!G�3͢ƮND+.�Jˏ0¬ͭ"J�03GIôəNě�JΌ& .ǰ 

�ɺǹ6&K'K&K�ǰ �ȯȠ/�Kǰ �Ƃʖ/�K¦Ȥʴˇ5ǰ �Ǳ

Ʉ/�K�+(OŕCHKJ0Ə@+.��ǢĲ�û�HKJΌ[&KF�]�,5ɯ

Ȥ�ųļĉ�K.�JļŁ3��.ɟ˃Ƃ6˛í3�+(ːNA,�E"�2JΌ 

ΉMarshall and Marshall 1879, p.53, [ ]ç6ƛɰˏΊ 

 

� �5G�3�6ǵƊɮɉNĚIƆ�ɭņ3G+.Ƣ�KJ0�L�ō/�JΌ�H

3ɯȤ�ųļĉ�K(ļŁ/6ǰ(2ǌ˭EɮɯƂʖ�̈́E�3»ǟ"JΌõ̾5ʕĄƷ

�ĀÞʹ˷NŇō�$J�Ǳ�ɯȤ5ųļĉ6ĀÞÈʹNÍ͇"JΌ͓ īEɮɯƂʖ3��

.ȩɔĉ�͇B�0Nˎ�J2H7�ʕĄƷ0�ɯȤ5ųļĉ5§,5˷ĵ3G+.Ā

Þù5ʹʹĽ˯��Ǿɼ3D(H�KJ�032JΌ)�ɯȤ6şƊɥƾ3ɶ@J�02�

,43ŊĄ .�JΌ&KF�ʕĄƷ0ɯȤ5ųļĉ�¨�3Äɰ"J�03G+.Ơ̍

ɯȤ5ɺŷNɮAì"5/�JΌ&�/�ēɬ�/6GIĔŦ3̞̘N͇CJ(C3�ŋ͓

ʵɐΉexternal economyΊ�G9�ç͓ʵɐΉinternal economyΊ5ȦƳ�Ůâ�K(Όõˏ6
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ɯȤ5�ˠɼ2ɺŷ3Éř"Jʵɐ/�JΌƦˏ6ɯȤ5ɺŷ3ť�"JÓ�5¸Ȥ3��

J̬ɓʴˇ�G9ʵĳ5˕ɪ3Éř"Jʵɐ/�JΉMarshall 1961, p.266ΊΌ�KH5ā

Ȕ�ɤ3ŋ͓ʵɐ05͢Ì/ɺǝ�KJ5��ųļĉ�K(ɯȤ/�JΌ 

� ��b��6�ēɬ�3��.�ɯȤ5ųļĉ0Q��YĿ5ɮɯȨƚ05͢ÌNǋ�Ό

ō˺Ȫ¸ȤE&5ħķ/ǠȤ"Jů˺Ȫ¸Ȥ0��ɯȤȧͅ�ƻş�K.�JΌÇ�7dS

d3��JǾ̂ɯȤ3��b��6Ɇɿ ðȉ5�ųļĉ�K(ɯȤ3,�.ˎũ"JΌ

Ήibid., p257ΊΌ&5ɯȤ/6	50ʘ´�5ÄȤƂʖNĠ�5ů¸Ȥ�̗�̣+.�I�5

G�2íȤ5ʲíĉ�͞Ǿ͡��.͇ˬ (ΌĠ�5ɟ˃Ƃ(*6À̫͚5�/ͶƊ3ū͟

ĉ�K(ǌ˭3G+.˴īNÄI��.�(Ό)�Q��Yƚ5ȯȠ3GJɮɯȨƚ�Ůâ

�K(�03G+.ȩɔĉ�͇ˬ ɟ˃N˷"JÄȤ�ȃůĉ"JÝģ�˹HK(Ό�ēɬ�

ʞ 5 ɢΉ1907 ƍΊ´ͤ/6�ȩɔĉΉStandardizationΊ6±5̤0ʶġ�K(˵Ͳ2ȯȠ

ȭƙʦɣ3°��HKJ̤3͢ .ɤ3ȅɰ/�JΉibid., p.257Ί0���Ǭ�û�HK.

�JΌ�ųļĉ�K(ɯȤ/6íȤ5ʲíĉ0ȯȠĉ3GIȩɔĉ�ɍ́ (ʶȔɸ2J

Ȥʘ͡5ņɵ5Ō��ƝCHK(0��Ό�5�06à3ǕǞ (�ɟ˃3GJǌ˭Eʆ̜

��ˠɼ2ǌ˭Eʆ̜3Ě+.³MJ�0NƼĨ"J/�L�Ό&5(Cɟ˃ĀÞˏ/

2�0DĀÞˏ(*6±5Ȥʘ5ÄȤƂʖ3ŤǺ3ʕJ�0�ĝ˕32+(5/�JΌ 

� ��b��6ųļĉ�K(ɯȤ�ɮ#Jēĵ�˛ɞȎ¶ţƘ5Ɛ̠Ή�J�6ɟ˃

Ƃ5Ͱ�0˒ǂΊ213�J0 (Ήibid., pp.268-269ΊΌ�H3¬̓ǈȷ5ƖÊ3G+.͎

ͬļ05˛ɲ2ƺń¬ǜ͢ʗ5ƛ���̨̹̀5À�21�ĝ˕02JΌ¬̓S�x�5

ǪÜ3GJƂɼ2ʕĄƷ5øì3G+.D(H�KJʘ�5ËŠ��+&��ɯȤ5ųļ

ĉN͇ˬ�$JΌ�5͇ˬ3G+.GIō�2ɯȤļŁ�ơǂ�KĐ�5ɯȤ/ͨI�*

2ɮɯɣ3Ū"Jʹ˷5˄ůEēȌǮ5�̲215�ɃNōƋ3Ĵ͑"J�0�ĝ˕02J

0ˎ�(Ήibid., p.273ΊΌ&KF���b��6�͞�ƍȄ3M(+.ɯȤ�5ǕŮɼļ

¿6�5G�2ŋ͓ʵɐ�̡�3ƪHKJɤȶĉ�K(ɟ˃5�Ʈļ5ǩ0Ə�3�0 .

Éř .�(ΉMarshall 1923, p.167Ί0̾=JΌō˺Ȫ¸Ȥ0�˺Ȫ2� ů˺Ȫ2¸Ȥ6

ȩɔĉEíȤNǏ ͇CJ�03G+.ďÞɼ2͢ÌNơǂ ǰ(2ƇŅ͠ǒNĝ˕3"J

5/�JΌ 

� ´�GI��b��5�ɯȤ5ųļĉ6ȱ5G�2ɤƭNȅ"JD50ˎ�HKJ

ΉMarshall 1961, pp.271-273ΊΌ�ɤş5ļŁ3Ͱ� (ɯȤ6ǔʽ"JΌ�ȯȠĉ5͇ŷ3G+

.ɮɯ͙NŇō�$JΌ�¬̓S�x�5ǪÜ213G+.ɟ˃ĀÞˏ�Ͱ@JΌ�ųļĉ�

K(ɯȤç/6˳ ýɯȤ�ǂ͞"JΌ�˳ýɯȤ5ɺ͌3G+.�Ƀ<5Ūë�ĝ˕02JΌ

)��ɯȤ5ųļĉ�ơǂ�K.Dȿ .şƊɥƾ3ɶ@J�062�Ό��b��6�¸

Ȥ5ǂ͞Nĝ˕3 (Çŋɼ2ʩùNŐ+(¸Ȥ6>12�ƶ̈́3ê˦"JG�3�DMK

JΉibid., p.287Ί0ǕǞ .�I�HFJ¸Ȥ�ʝ¥ɼ2ɭņ52�3�J�0NƟ̕"J

5/�JΌ 
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3-2. ʔśɼʣɬ  

� ��b��5Q��Yʊʚ6§,5ÚͷNȅ"JD5/�+(Ό80,6 1875ƍ5Q��Y

ʊʚǳˬ/�I�@80,6�ɯȤ0įȤ�3��.̎̾�K(�ʔśɼʣɬΉscientific 

managementΊ/�JΌ��b��5�ɯȤ5ųļĉ3͢"J̞̘6õˏ5̞̘/ǋMK

JʕĄƷNłʍ3 .ŷ͠�K.�(Ό��/6Ʀˏ5�ʔśɼʣɬ3,�.̎ʲ3ȣ̃

"JΌ 

� �ɯȤ0įȤ�3��.��b��6�ʔśɼʣɬNȱ5G�3ˎ�.�(ΌQ��Y

/6�ēǮ0ĀÞ5Ɏ̨5�HFJʲ͓3M(JâƳ2̅͜N0J�0�ȅò2ǱɄ/�J

0 �H3�Q��Y/6�Ĵɴ��2I5˺Ȫ/Ǵ3šǲ�K.�I�5̂ɴ3G

K7&5G�2̎ʲ2̅͜�ʡˑÄȤ5ʿġɼ2˕ɪN˨ �Ňō�$(ĀÞ5ȥƓ5í

÷0ū͟ĉ0���ˠɼ2ǱɄN¸Ȥ5ʆɼÄȤ3͏ɰ"J͉Ą5öɯɣ0 .ɨƪ/�J

�0��ƞ�K(0ǕǞ"JΉMarshall 1923, p.368ΊΌ�5G�2̅̾�H��b��5Ƴ

ͽ3ˈ�K.�JD5��ʔśɼʣɬ/�J�06ǹɻ/�JΌ 

� �ʔśɼʣɬ5ǛĮˏ/�JkS��6�ͱɰ�5ͥI2�ˆȘ0ĀÞˏ5ȃōͥ5̡

��5šɫ0��˛H5ʵĳĬśŃǹ (�/̞̘NŕCJΉTaylor [1911] 1947, p.7ΊΌƤ

5Ǿ͡�ĄÄʊʚ3D0-�ʔśɼʣɬ5ɤƭ6´�5©,3Ͱʬ�KJΌ"2M*�[1]ʵ

Άɼ�ƞ/62�ʔśΌ[2]µ͍�/62�̕ĪΌ[3]Ó�ˋ/62�ďùΌ[4]óͥ�K

(ìȏ·3³MIȃōͥ5ìȏ·Ό[5]��5°¦5āɪQiz0̡��5̿Ƚ/�J

Ήibid., p.140, [ ]ç6ƛɰˏΊΌ�H3kS��6ĀÞˏ�ÄȤƂʖ�/ǢĲ"=�ɚNƴ�

,�(ͭ36ʙȥɼ3�ğ3Ǜȝ"J�0NĈC.�JΌ 

� ��b��6�5G�2ʔśɼʣɬ�Q��Yʵɐ3Ōō2ƢNė? .�(�0Nč

í̜̐ .�(Ό"2M* 

 

Ĺͭ͡5ȸ̷ʺ̂/6�ˠ3Q��Y6ȯȠƂȤ5�Ơ(I5ɯì͙3��.

±515ĹGID6J�3·��06�5�0[ʔśɼʣɬ5Ůâ]0ɜ͢Ì/62�Ό

D+0D&5G�2ʁ͍5Ō�6Q��Y5ȩɔĉ�K(Ƃśĉ5͊ʖ�Ə�ǘɰ�

K.�J�03GJD5/�JΌ 

ΉMarshall 1923, p.374Ί 

 

� �5G�3Q��Y5ɯȤ�ȃDŌ�5ɯì͙Nɨƪ ƪ(ēĵ�ɮɯƂʖ�3ȩɔĉ

NŮâ (�03�J0��b��6ˎ�(ΌǾ̂ɯȤ5¦Ç3A(G�3ĀÞ5ʲíĉ0

ä3ȯȠĉ�G9ȩɔĉ5͇ŷ3G+.ɮɯ͙5ŇōN͌ǂ &K3¼+.�ųļĉ�K

(ɯȤ5ʥķ�Ǔō"JΌ&K/62%��b��6S\�dΉųļĉ�K(ɯȤΊĿ

5ɮɯȨƚ06ɸ2JQ��YΉō˺Ȫ˴ͅȤΊĿ5ɮɯȨƚ5ʔśɼʣɬN˛H5̞̘5ʥ

ɹ3ĚI̻B�0�/�(5/�L��Ό80,6t|ic5Ƣ/�I�@80,6

S\�dʵɐNʜ.ʀ"(C36S\�d�Q��Y�Hś;Ư˷��+((C/�JΌ 
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� ��b��5ʔśɼʣɬ3Ū"J͢Ʈ6t|ic5̞̘3ɲȏ"JD5/�JΌ��b�

�6ʘ�5ɮɯƂʖ3͏ (ǌ˕0ù͙Nǔ+(ĀÞˏN÷IƠ.J�03G+.˕ɪ5ģ

�NĸJt|ic5̞̘3Ɇɿ Ƥ���0 .Q��Y5ͱɰˏ(*�ĀÞˏ(*5ø

ͅɼ2ƴˎNŒÿ .�JΉMarshall and Marshall 1879, p.50Ί�0NƟ̕ (Ό�5ɚ6kS

��5�ƞ0D�˝ .�JΌšͭ36kS��˛̴Dt|ic5ú˅3̀K.�JΉTaylor 

[1911] 1947, p.128ΊΌ��b��6�ɯȤʵɐś�E�ēɬ�3��.t|ic3GJʔś

ɼʣɬ5˥ˡɼ2çŤN̅̾ .�JΌ0IM��ɯȤ0įȤ�/6On The Economy Of 

Machinery And ManufacturesΉ1832Ί3��Jt|ic5ɮɯƂʖ3͢"J̞̘NĚI��.�

IΉBabbage [1832] 2006, p.119ΊkS��3ŕ@Jʔśɼʣɬ5à΄ɼ2D5/�+(�0N

ǕǞ .�JΉMarshall 1923, pp.224-225ΊΌ 

� kS��5�ʔśɼʣɬɄ�îˬ´õ3��b��6t|icN¯"J�(*/ɮɯ͊

ʖ5ǢĲ3͢"JĀÞˏ5ǛȝNě�âKJ�0N͗˻ (Ό�H3t|ic5̞̘3D0

-�·�ɮɯƷNšɫ"Jʵɐ6Q��Y5ō˺Ȫ¸Ȥ3͢"J¦ÇíȒ3G+.š̉�K

JΌQ��Y/6ʔśɼʣɬ3D0-�ō˺Ȫɮɯ�ƋƏ�ˬMK.�(ΌxW�n5ɮɯ

bdk�Ή͆ʽɼ3íĉ�K(ɮɯƂʖΊ�&5æĿ/�I�ɤñ2ɟ˃ĀÞˏ/62�3

D��MH#�MC.·�̫͚�ǡǊMKJĀÞˏ�͊Ā3ͨJ�02 3ÄȤNƶ�

�KJ�0D2�ʃš3ĀÞ"J�03G+.·ʯ2˴ī5ɮɯ�À�ɮɯ̨/ĝ˕32

JΉibid., pp.237-238Ί0��D5/�+(Ό͓īEɮɯƂʖ5ȩɔĉNšǲ"Jʔśɼʣɬ5

Ůâ3G+.Q��Y5ō˺Ȫ˴ͅȤ6ō͙ɮɯNĝ˕3 ɮɯɣ3Ū"Jƶ̈́2ʹ˷5

ŇōNɮAì"�03ǂú"JΌ&5ʶȔĀÞˏ(*6ȿCHK(Ǿ͡ç/5ĀÞ3Ʃ¦

 ·�̫͚NƪJ�0�/�(Ό 

� KrugmanΉ1991Ί�ǕǞ .�JG�319 �ʫƦĎ�H 20 �ʫðͽ3��.ļɬśˏ

5͡/6Q��Y5^���|Sf�m��Sd��kR�Q��m��n0��͔

Ƈ͡5ç͓3��.ɯȤ5Ͱ��"/3šǲ�K.�(0��Ήibid., p.11ΊΌ�K@/̞̘

 .�(��b��5�ųļĉ�K(ɯȤ3ȸ=.ļɬɼʥķ6ȸ̷ɼƏ�Ό&K6@(

ō˺Ȫ¸ȤN�Ʈ3 .�˺ȪEů˺Ȫ5¸Ȥ�±5˴ͅȤˏ5̼�3�J�0�ɯȤ�5

˕ɪ3��.ȅò)+((C˴ͅȤãˠ��ĸ 1 Q��Yġ˫Ĺ5�˴ͅȤļƈ�5͞Ǳ

ơ5ȕç3��.äř (Ό�5G�2˴ͅȤ5Ͱ�6ͶƊ3͞�ȉ͡3M(+.ʽ�(

Ήibid., pp.11-13ΊΌ�5̞̘6õ̾5��b��3GJ�ɯȤ5ųļĉ5ɤƭ0ͶƊ3¾

 (̞̘/�JG�3ƴMKJΌ 

� Ȧ .��b��5ɯȤíȒ3��J�ɯȤ5ųļĉ�ʔśɼʣɬ�ȩɔĉ6�

HFJ¸Ȥ5íȤ5ʲíĉ0ȯȠĉ͓īEɮɯƂʖ5ȩɔĉȩɔĉ3¼�ɮɯ͙5Ňō

& .ƂȤĉ3GJō˺Ȫɮɯ0�+(ʵɐɺŷNšɫ"J(C5͊ʖNˎȝ"J(C3Ư˷

2͝ȦƳ/�J0ˎ�HKJΌ�ųļĉ�K(ɯȤ5ʥķǓō6ɮɯɣ3Ū"Jʹ˷5Ňō

NɮAì"00D3ĀÞÈʹDŇō�$J�06"/3ǕǞ (Ό�5ɚ3��.DQ�

�Yʏº6ͶƊ3ȅò2Ȏ¶NÜ�.�(Ό��b��6ȱ5G�3̾=JΌ 
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ĸ� Q��Yġ˫Ĺ5�˴ͅȤļƈ 

 
ìǇΐʟˏÄǂΌ KrugmanΉ1991Ί5ǕǞ"J 19 �ʫƦĎ�H 20 �ʫðͽ5�˴ͅȤļƈ6§͗

ˀ/ķMK(͞Ǳơ5ç͓3Ĥ@KJΌ��b��� 1875 ƍ3ƂŅ̕ȗ5(C3̆K(͔ƇΉwijt

�^Et���Z�21ΊD�5ȕç3¿ˈ"JΌ 

 

 

ĊQ��Y5ɮɉ6ǩ�ʫ͡6�0 .˶���iu5��,�5Ĺ5ɮɉ5ʼʽ/

�+(Ό � X��hd}S��G9x��d6Ƨ�3S�^��n3ŵȆ (Ό

1760 ƍ�H 1850 ƍͻ@/ĊQ��Y5ɮɉ6S\�d5&K�ǡ͕ɼ/�+(Ό&

5ƦnSj�G9dY�covQ�H5ʕȹ�˨32I5*36Sg�Q0Ȑ�

��iu5̙Ĺ�ʽ�(Ό 

ΉMarshall 1923, p.158Ί 

 

� "2M*Q��Y/6ɗĻɼ2ĀÞÈʹ0 .ō͙5ʕȹĀÞˏ5řĻ��+(5/�

JΌ�5ʕȹĀÞˏ5ĀÞÈʹ3G+.Q��Y5ō˺Ȫ˴ͅȤ6ǡ�HK.�(Ό�5G

�2�0�H�Q��Y�ǔ+.�JĹȹɼ2̬ɓ5Əō�0Q��Y5˙ō2Ĝ�D,

ȯǥ�5ĘǱ3��.ċǫ/�JĹ/2���I�#K5Ĺ�HDȉƥ/�2�ΉMarshall 

1923, p.158Ί0��b��6ˎ�(ΌƤ6@(�ɯȤ0įȤ�N˨"´õ3�ȩɔɼ2ÄȤƂ

ʖNćă3šǲ"J)�/6S\�d6±5Ĺ�3ŪǍ/�2�2J)L�Όȩɔɼ2ÄȤ

Ƃʖ6S\�d˛̴5Ƃŏ3G+.ȿ@I�+(ȯȠɼǠÄ3Ŋ�HK,,�J @(Q

��Y5ɺǹ5ǉ6&KN�+&�͇C,,�J�H�� (ÄȤƂʖ/5�5S\�d

5ĀÞ�GIƦ͇ɼ2Ĺ5Ģʠ5ɉĄùND,͡5ĀÞGID6J�3·�̊Ê�KJ

0��˛Â6͞�6ʽ�2�)L�ΉMarshall [1903] 1926, p.404Ί0��G�3S\�d5

ɯȤ3Ū .đȯƽNǎ��00ƴˎN̶ǜ�$JƯ˷��J�0NǕǞ (Ό&�/S
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\�d3ɯȤ�5�ŮȫNè9ɨƪ�$J(C3��b��6t|ic5̞̘3Ɇɿ"J

�0�H�&K[Q��YĿ5ɮɯȨƚ]6@(�@80,5˾ɚ�H"K7S\�dɋ5

EIǱ0ĩO/G�˔ȁND+.�JΉMarshall 1923, p.224Ί0ˎ�(5/�I�ˏN˪ġ

�$J�(*/�ɯȤ5ųļĉ3͢"J̞̘Nŷ͠ (5/�JΌ 

 

 

5. �MI3  

� 19 �ʫƦĎ�H 20 �ʫðͽ5S\�d5�Ƀȉ3ɮ�(��b��6ʹʹ5ǩ͙̕Ǫ3

͢"J͵ƾɼ2ʭʨɬ̘NǙʚ"J�Ǳ/1870ƍ³3ŕ@JʵΆɼ¦š3D0-�Ąƾɼ2

ʵɐǂ͞ɬ̘5ȧʦN̋A(ΌȊńĦ/6��b��5Q��Y5ɯȤɥƾ3͢"JˎũN

ȣ̃ &5ˎũ3G+.Ƥ5ʵɐǂ͞ɬ̘5ʵΆɼ¦š�ǛÈ�K.�J�0Nǹʎ G�

0þC.�(ΌȊńĦ5̞̘6´�G�3@0CJ�0�/�JΌ 

� ʞ�3��b��6 1875ƍ5Q��Y̕ȗǳˬN̓!.ɻ ɐEʏº5ɺŷ36ʕĄƷ

ΉmobilityΊ��ĝȰ/�J�0N˹ì (Ό&5ʕĄƷ6Q��Y5ɤ̮/�+(Ό�M�

.Q��Y5Ġļ36a����Ή�J�6gT�bizΊ0��ȃů˺Ȫ5ˬǤĐ¿��

I&52�/śșǦ˒�Ʉ3G+.óƓĉ�K.�(Ό�H3śșǦ˒Nʳ�(ƦDƤH

6ƨƜȉ͡0 .˽Ǳ5D0/ǌ˭NśO)Ό&5ƦDQ��Y5ˢˏ(*6˛H5˘NA�

�(C3˘ò�5ːNȽC.ĠļNɑIȴ�(Ό 

� ʞ§3��b��5Q��Yʊʚ6�ɯȤ0įȤ�3��J�ȩɔĉΉstandardizationΊ

�G9�ʔśɼʣɬΉscientific managementΊ3˹ì"�0�/�(Ό˴ͅȤ3��.ȩɔĉ

6ēȌǮɮɯƂʖ213͏ɰ�KǾ͡�ĄÄʊʚ3D0-�ʔśɼʣɬ3G+.ō˺Ȫ

2ɮɯȨƚNĝ˕3 (Ό��b��6S\�d�ɯȤ�5ǕŮɼļ¿NĚIǅ"(C3

ƶ̈́2ʵɐɺŷN͌ǂ (ǰ˞Ĺ3ś;Ư˷��J0ˎ�(Ό�H3�Jɤş5ļŁ3ɟ˃

¸Ȥ�Ͱ�"J�0& .¬̓S�x��Ǫ��0/Ƃɼ3ʕĄƷNɉɰ"JʵɐEɯ

ȤN��b��6ȣ̃ (Ό&K�Ƥ5���ɯȤ5ųļĉ/�JΌ 

� ʞ�3ō˺Ȫ¸ȤN�Ʈ3&5ħ̺3�˺Ȫ¸ȤEů˺Ȫ¸Ȥ�Åř"J�ųļĉ�K

(ɯȤΉa localized industryΊ3͢"J̞̘6�ɯȤʵɐś�3ŕ@JD5/�+(Ό�ēɬ�

3˜J0ŋ͓ʵɐEç͓ʵɐ�ˎǀ�Kȩɔĉ05͢Ì�ǹʋ3ʎ�K(Ό�H3�ɯȤ

5ųļĉ�ɮ!JȎ¶0 .̨ ɞɼȎ¶�G9ţƘ5Ɛ̠21�ǕǞ�K(Ό�ųļĉ�K

(ɯȤ�ɮ!J0&5ɯȤ3ʘ�5¸Ȥ�Ͱ�"JÝģ�ǔʽ ȯȠĉ3GIɮɯ͙�

Ňō"JΌ¬̓S�x�5ǪÜ3G+.Eɣ)�/2�ƺńN¬ǜ"J;ƓDŇû 

ɟ˃ĀÞˏ�Ͱ@JΌ@(&5ɯȤç36˳ýɯȤ�ɮ!J�032JΌ�5˳ýɯȤ5

ɺ͌3GIĐ�¸Ȥ�ͨJG�2�ɃNĴ͑"J�0�ĝ˕02J5/�JΌ@(ʕĄƷ

0ɯȤ5ųļĉ3G+.ɻ ɐɺŷ3�ĝȰ2ĀÞù5ʹʹ̕Ǫ�ˬMK(Ό&KF��ųļ

ĉ�K(ɯȤ5ʥķǓō�ĝ˕/�+(Ό 

� &5ʔśɼʣɬ3Ū"J��b��5͢Ʈ6kS��5�ʔśɼʣɬɄ�́ õ�H˹HK
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&K6t|ic3GJ0�L�ō/�+(Ό&KF���b��6Q��YĿ5ɮɯȨƚ

3Ū .˹ ǱNŊ�K7S\�dĿ5ɮɯȨƚ0 .ǖ�J�0�/�J0ǕǞ (Ό@(

19 �ʫƦĎ�H 20 �ʫðͽ3��.5Q��Y/6��b���ƂŅ̕ȗ5(C3̆K(

͔ƇNĤBͼŁ�˴ͅȤ5Ͱ�"J�˴ͅȤļƈ/�+(Ό�K6Ʀ3��b��5ŷ

͠"J�ųļĉ�K(ɯȤ0ĢȨ5ɯȤȧͅND+.�(Ό�5G�3 .��b��6
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 ᕁᗐầᵹߩࠞࡔࠕ㧝㧥♿ᧃߣᕁᗐᷣ⚻ߩࡦࡉࠚࡧ
 ̪̆ޢ⺰ℂߩ⚖㑄㓏ޡߣᕁᗐࠕࡇ࠻࡙ߩࡒࡌ̆
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߿ᕁᗐࠕࡇ࠻࡙ߩࡒࡌޔ⺰ㅴൻߩࡦ IWWࠍࡓ࠭ࠞࠖ࠺ࡦࠨࠦ࡞࠽ࠕߩࡔࠕ
ࠞ␠ળਥ⟵ࠬࠡࠗޔ␠ળਥ⟵ߩࠬࡦࡈޔⓨᗐ⊛␠ળਥ⟵ߩ࠼ࡦ࠻࠶ࠦࠬޔᴦ⚻ᷣ

ቇ࠲࡞ߩࠚ࠙࡞ࡁޔਥ⟵ޔᔃℂቇޔᢥൻੱ㘃ቇޕࠆߢᄙಽ㊁ߡߞߚࠊߦ⪺ߒ⪺ࠍ

߇ᕁᗐߥ߹ߑ߹ߐࠄ߆㆑ߩὐ⌒⌕ߡߞࠃߦⓥ⠪⎇ޔࠄ߆ࠆߢᕁᗐߩࡦࡉࠚࡧࠆߡ

Ḯᵹߪߩࠆࠇࠄߍߡߒߣᒰὼޕࠆ߃ߣ⸥ߦࡦࡉࠚࡧࠇߙࠇߘ߇ߩ߽ߚࠇࠄߍߦ

ᓇ㗀ࠍਈߪߣߎࠆߡ߃ታޕ߁ࠈߢ㗴ࠅࠃߪᧄ⾰⊛ߥᓇ㗀߈ߢ߇ߣߎࠆߺߦߎߤߪ

 ޕࠆߢὐ߁ߣ߆ࠆ
ߛࠈߎߣࠆࠇࠄߺ߇⥌৻ߩ⸂ޔߪߣߎ߁ࠈߢߩ߽ߩᦨᄢߩߘ߇⺰ㅴൻߩࡦࠖ࠙࠳

ᛚ⛮ࠍ⟵ㅴൻਥߦ⊛⺰ᣇᴺޔࠄ߆ࠆߢߩࠆߡߒ⺞ᒝߒࠅ➅߇り⥄ࡦࡉࠚࡧޕ߁ࠈ

ࠍ㑐ଥߥ⊛␜߆ߥ߆ߥޔߣࠆߥߣળᕁᗐ␠߿ᴦᕁᗐޔߒ߆ߒޕࠆߢ⊕ߪߣߎߚߒ

߇ࠇߘޔ߽ߡߺࠍዷᦸߩળᡷ㕟␠߿ᧄਥ⟵ಽᨆ⾗ߩࡦࡉࠚࡧޕߒ㔍ߪߣߎࠆߌߟߺ

ޕࠆߢࠄ߆ߛ߈ߴ߁ߣࠆߡߒᒻᚑࠍᕁᗐߩ․⁛ޔߪࠅࠃ߁ߣᛚ⊒ዷ⛮ߩᕁᗐߩ߆ࠄ

ᦠࠍᛕ್⺰ᢥ߇ࡦࡉࠚࡧޔߪߡߒߣḮᵹߩᕁᗐߩࡦࡉࠚࡧߩߢಽ㊁ߩߎޔߡߞ߇ߚߒ

ߩߊᄙߦࠈߎߣ߁ߣ߆ߩߚߒ៨ขߦ⊛ᛕ್ࠍࠄ߆ᱧผቇᵷ࠷ࠗ࠼߿ࠬࠢ࡞ࡑࠆߡ



⎇ⓥ߇ะࠅࠃޔߒ߆ߒޕࠆ߃ߣߚߡⓍᭂ⊛ߦฃኈߚߒᕁᗐ߁ߣ߆ߩߚߞ߆ߥߪὐ

߽ㅊ᳞ߩࠄࡦࡑ࡞ࠖ࠹߇ߩߚߒ⋠⌕ߦߎߎޕ߁ࠈߛ߈ߴࠆ߆ߒߡࠇߐ⎇ⓥޕࠆߢ 
ߦⓥ⎇ࡦࡉࠚࡧࠍᣇߒᣂࠆߔ⺞ᒝࠍ㑐ଥߩߣࡒࡌߣࡦࡉࠚࡧߪࡦࡑ࡞ࠖ࠹

ਈߦࡒࡌߪࡦࡉࠚࡧޕߚ߃㑐ߡߒ߆ᦠޔߊߥߪߢߌࠊࠆߡ⋥ធ⊛ߩߘߦ㑐ଥ

ᕈߪޕߥߪߢ߆ࠄਔ⠪ߩࡦࡉࠚࡧߩࡦࡑࡈ࠼ޔ߫߃ߣߩ߽ߋߥߟࠍવ⸥߅ߦ

ߣߚߒ⒖ࠍ㑐ᔃߦቇᷣ⚻ࠄ߆ቇືߢߌ߆ߞ߈߇ࠇߘޔߺ⺒ࠍࡒࡌ߇ࡦࡉࠚࡧޔߡ

ࠚࡧޔ߇ߥߪߢ߆ቯߪன⌀ߩߎޕ(Dorfman[1934])ࠆߢࠄߊߣߎࠆ߇࠼࠰ࡇࠛ߁
ߩߣᕁᗐߩࡒࡌߣᕁᗐߩࡦࡉࠚࡧޔ߫ࠇߔߣߚߌฃࠍᓇ㗀ࠄ߆ࡒࡌ߇ࡦࡉ

ㅢὐࠍតߢߣߎࠆߩࡦࡑ࡞ࠖ࠹ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒߦ߆ࠄ⎇ⓥߩߎߪ⺖㗴ߦขࠎ⚵ࠅ

 ޕࠆߢߩ߽ߛ
ߪ(Tilman[1985])ࡦࡑ࡞ࠖ࠹ 5ὐߩࡦࡉࠚࡧߣࡒࡌߡߞߚࠊߦㅢὐࠍᜰ៰ޕࠆߔ

ࠇ⋦ߪߣᢎᓼ࠻ࠬࠠߪੱ⊛ᚲߪࡦࡉࠚࡧޕࠆߢߡߟߦᓼߣቬᢎߪߕ߹

㕖㔍ߩ߳⟵Ꮖਥߩห᭽߽ߦࡒࡌޔ߇ࠆߔ㕖㔍ࠍᧄਥ⟵␠ળ⾗ߦ⊛ᓼޔߡߒߣߥ

ߦ㕙ߥ㊁ⱄߢ⊛␠ળߩ㑆ᧄᕈੱߪળ␠ߚߠၮߦ⋊Ꮖ⥄ߩனߥ⊛Ꮖޕࠆࠇࠄߺ߇

㜞ẖߢ⊛ળ␠ߩᧄ⢻ߩ㑆ੱߪળ␠ߚߠၮߦ⋊Ꮖ⥄ߩ⌀ߥ⊛㕖Ꮖߢ⊛ℂᕈޔ߇ࠆ߃⸷

ߊߔ߿ࠇߡߞࠃߦⅣႺ߇㕙ߥ⊛ᓼࠅࠃߩ㑆ᧄᕈੱߪࡒࡌޔߴㅀߣࠆ߃⸷ߦ㕙ߥ

ࠇߘޔߒᗐቯߦ㑆ੱࠍᧄ⢻ߥ⊛⟵ઁਥޔߡߒߣᕈᕈะⷫ߇ࡦࡉࠚࡧޕࠆߔਥᒛߣࠆߥ

 ޕࠆߡߒ㘃ૃߣߩࠆߡߒਥᒛߣࠆߡߞߥߊߊߦࠇߪߢ⁁߇
ᰴߦ⚻ᷣቇߦ߽ߣߪࡒࡌߣࡦࡉࠚࡧޔ߇ࠆߢߡߟߦ⥄↱ਥ⟵ߩḰุࠍቯߔ

߳⋊ߩ⋊⑳ࠆࠃߦᚻࠆߑ߃ޔ⺞ߩኂߩഭޔߪߣḰߩߘޕࠆߡߒㅢߢὐࠆ

ቯุࠍࠄࠇߎޕࠆߢᡂߩߣὼ⥄ߣ㑆ੱޔ࿖ኅߩߡߒߣᢛᓎ⺞ޔല₸ᕈߩ┹ޔォൻߩ

ߥ߉ㆊߦౕߩ⼔ᧄਥ⟵ᠩ⾗ߪᣂฎౖᵷޔߒ⛘ᜎࠍᣂฎౖᵷ⚻ᷣቇߪਔ⠪ߢߣߎࠆߔ

ߪߩߥ⊛ᓽ․ߢᧄਥ⟵⾗ߚߒ␜ឭ߇ࡦࡉࠚࡧޕࠆߢߩࠆߔ㕖㔍ߣࠆߢ㕖⑼ቇૃ

ᤚࠍᵴേ↥↢ޔߢᗐ⊑ߚߞߦߢߔߦࡒࡌߪࠇߎޕࠆߢߣߎߚߒࠍᄁߣᬺ↥

㊄㌛ߪࠕࡇ࠻࡙ߩࡒࡌޕࠆߡߒቯุߡߒߣߩ߽ߩਇⷐࠍ㊄㌛⊛ᵴേߢᣇ৻ࠆߔߣ

⊛┹ࠍ↥↢ޔߊߥߣߎࠆߔࠍ㓸ਛߡߒല₸ߊࠃⴕࠍߐ߆⼾ߢߣߎ߁ታࠆߔ␠ળޕࠆߢ

ߩߣࡦࡉࠚࡧࠆߔߣߛ߈ߴߔൻ❰⚵ࠍ↥↢ߦߣ߽ߩᜰዉߩᛛⴚ⠪ߡߒ㓸ਛࠍᬺ↥ߪࠇߎ

㘃ૃࠍޕ߁ࠈߛߥ߃ࠍࠆߑ᥊᳇ᓴⅣߩ⺑߽ߡߟߦਔ⠪ߪ㘃ૃߦ߽ߣޕࠆߡߒ

ᕟᘓࠍା↪ߩ⤘ᒛߩߘߣ፣უߡߞࠃߦ⺑ߣࠇߘޔࠅ߅ߡߒㆊዋᶖ⾌߿ㆊ↢↥ࠆࠃߦᘟ

ᕈਇᴫߩℂ⺰ࠍᜬޔߚ߹ޕࠆߡߞ↥ᬺߪή㚝ࠄ߆ߣߎ߁ߣߊ⋬ࠍ⹏ଔߡࠇߐ

ޔߦࠄߐޕࠆߢࠄ߆ࠆ߈ߢឃ㒰ࠍ⚛ⷐߥή㚝ߦ⊛ળ␠ߚߞߣࠬ࡞߿ᐢ๔ߪࠇߘޕࠆ

␠ળߩᄌ㕟ߩᜂᚻޔ߽ߡߟߦㅢὐߪࠇߘޕࠆ߇ਔ⠪߽ߣഭ⚵วߩߘࠍᜂᚻߣ

ޔߡߒߣߥ߈ߢߪᄌ㕟ߪߢ❰⚵ߩߌߛ⚖ഭ⠪㓏ߪࡒࡌޕࠆߢὐߚߞ߆ߥߡߒ

⊑ߩᧄ⢻ߦഭ⚵วߪߦೋᦼߪࡦࡉࠚࡧޕߚߒᗐቯࠍᄌ㕟ࠆࠃߦㅪᏪߩᐢ▸࿐ࠅࠃ

ើࠍᦼᓙߒᄌ㕟ߩᜂᚻߡߒߣ⠨ޔ߇ߛ߁ࠃߚߡ߃ᓟߦഭ⚵วߦኻߡߒᛕ್⊛ޕࠆߥߦ

ᓐߚ߹߽ࠄᣢᓧᮭࠍㅊ᳞ߩߌߛࠆߔሽߡߒ߁ߎޕࠆߢߩ߁ߣߚߞ߹ߒߡߞߥߦ᥅ᐕ



ߥߣߎߪߡ߅ߦ⺑Ⓧᭂߪߣࡒࡌޕࠆߥߦߣߎࠆ߃໒ࠍ⺰ᛛⴚ⠪㕟ߪࡦࡉࠚࡧߩ

⥝ߪߩࠆߡߒ⥌৻߇ࠈߎߣ߁ߣߥ߃⠨ߣᚻᜂߩᄌ㕟ࠍഭ⚵วߦ߽ߣޔߩߩ߽ࠆ

ᷓޔઁߩߘޕℂᗐ␠ળ߆ߟߊߪߡߟߦ㆑ߩᬺ↥ޕࠆࠇࠄߺߪ␠ળൻ߁ߣὐ

ߘߪࡦࡉࠚࡧޔߒኻߦߩࠆߔਥᒛࠍ࿖ൻߩᬺ↥߇ࡒࡌޔߩߩ߽ࠆߡߒㅢߪߢ

 ޕࠆߢὐߚߞߣࠆߔਥᒛࠍ⛔ߥ⊛ࡓ࠭ࠞࠖ࠺ࡦࠨࠦ࡞࠽ࠕޔߕࠊ⸒ߪߢ߹ߎ
߁ߣࠆߡߞߥߦઍᑯ⠪ߩንጀߪᐭޔ߽ߣਔ⠪ޔߣࠆߺߡߺߡߟߦᴦߡ⛯

ାᔨࠍޕࠆߡߒ⑳⽷↥ࠍ⛽ᜬߩߚࠆߔᡰ߇ᐭߩਥⷐߥᡰࠇߘޔࠅߢ

ᓟㅴޔߪࠅࠊ㑐ߩߣᄖ࿖ߩᧄਥ⟵࿖⾗ߢᑧ㐳ߩߘޔߚ߹ޕࠆߢߩࠆ߃⠨ߣࠆߢή㚝ߪ

࿖ߩ៦ข߿Ꮢ႐ࠆߋࠍᚢࠍᒁ߈ߣߔߎห᭽ߦㅀޕࠆߡߴ 
એࠍ✚วߡߒ␠ળߩߡߟߦ⸃ޔߣࠆߣ߹ࠍਔ⠪ߩㅢὐߪੱਥ⟵⊛ߥᣂฎౖ

ᵷ⚻ᷣቇࠍᩮᧄ⊛ߦᛕ್ޕࠆ߃߇ߣߎ߁ߣࠆߡߒ␠ળߪේሶ⊛ߥੱ߇㓸߹ߡߞ

␠ߡߒㆶరߦੱޔߡߞߢߩࠆߡߟ߮⚿ߢࠅ߇ߥߟߥ⊛㑆⊛ⓨ㑆ᤨޔߊߥߪߢߩࠆ

ળࠆߔߣ߁ࠃ߃ᝒࠍᣇᴺߦᩮᧄ⊛ߦኻ┙ޕࠆߡߒޔ߫߃ᛛⴚߪ␠ળ⊛ߥㆮ↥߆ࠆߢ

ࠃ߃ߣߛߩ߽ࠆߊߡࠄ߆ߎߎߪߤߥ⸂߁ߣߛ߈ߴࠆࠇߐಽ㈩ߦ╬ᐔߪᚑᨐߩߘࠄ

 ޕ߁
ᦨᓟߣߛߩ߽ߩ․⁛ߦࡦࡉࠚࡧߦᕁߥߜ߇ࠇࠊ㗼␜⊛ᶖ⾌ߩߤߥߩ┹ߡߟߦ

߫ࠇߥߊߥ߇ᐲߥ⊛㊄㌛ߪࡒࡌޕࠆࠇߐ៰ᜰ߇ὐ߁ߣࠆ߇ߺߥ⊛ࡒࡌ߽

ޕࠆߡߞߥߦਥᒛߩห᭽ߣࡦࡉࠚࡧޔࠅ߅ߡߴㅀߣࠆߥߊߥ߽วࠅᒛߥ߁ࠃߩߘ

ࠈߎߣࠆߡ߃⠨ߣߩ߽ߥή㚝ޔߕ߆߅ࠍଔ୯ߦ‛↥ߥ⊛ᢥൻ߁ߥ߽ߣߦวࠅᒛ߽ࠇߕ

ߦࡒࡌޕߥߪߢߩࠆߡࠇߐߣ㗴߇ᔃ⥄┹ߪߢߎߎޔߛߚޕࠆߡߒㅢߪ

ࠇࠊ┹ߢ⢻ജߩᬺ↥ޔࠅߢߩߥ⊛ᛕ್ߦߣߎࠆࠇࠊߢࠈߎߣߥ⊛㊄㌛߇ࠇߘޔ߽ߡߒ

ࡧߚߞߛ⊛ᅢᗧߦ┹ࠆߋࠍᕈ↥↢ߩේᆎᧂ㐿␠ળߪࠇߎޕߥߪߢή㚝߫ࠇߢߩࠆ

 ޕࠆߢࠈߎߣࠆߡૃߊࠃߣᛒߩᔃ┹ߩࡦࡉࠚ
એߩࡦࡉࠚࡧߣࡒࡌޔ㘃ૃὐࠍਛᔃߦࠍࠇߎߪ⺰⚿ߩࡦࡑ࡞ࠖ࠹ޔ߇ߚ߈ߡ

߅ߡ߽㆑ߩਔ⠪ޕࠆߢߩ߽߁ߣߥࠇ߈ߪߣߚߞ߇ᛚ㑐ଥ⛮ߦਔ⠪ߡߞ߽

ࡧޔߡߒኻߦߩࠆߡߒߣℂᗐࠍᛛⴚ⠪⛔ᴦߣ㐳⠧ᴦߪࡒࡌޕߥࠄߥߪߡߊߥ߆

ߣߎࠆࠊ㑐ߦ㗴ߥ⊛⺰ᣇᴺޔߚ߹ޕࠆ߇ะߥ⊛⟵ήᐭਥߢ⊛⟵ᐔ╬ਥߪࡦࡉࠚ

⊛േᘒߪࡦࡉࠚࡧޔߒኻߦߩߚឬࠍࠕࡇ࠻࡙ߩဋⴧ⁁ᘒߢ⊛㕒ᘒ߇ࡒࡌޔߪߢ

ߌߥߺߣ⥌৻ਇߥ⊛ၮᧄࠅߥ߆ߪ㆑⋦ߩࠈߎߣߥ߁ࠃߩߎޕߊឬࠍ᧪ߊߡߒㅴൻߦ

ߡߌฃࠍᓇ㗀ߥ߹ߑ߹ߐ߽ࠄ߆ᕁᗐߩઁߪࡦࡉࠚࡧޔ߽ߣߞ߽ޕ߁ࠈߛߥࠄߥ߫ࠇ

ਔ⠪ߪߢޕࠆߢᒰὼߪߩߥߢ߈ߴߔଔ⹏ߦ㗴⺖ࠍߌߛᓇ㗀ߩࡒࡌࠄ߆ࠆߢߩࠆ

߃⠨ࠍઍ⁁ᴫᤨߩߘߪߦࠆ߃╵ߦࠇߘޕ߆߁ࠈߛߩࠃ߫ࠇߔଔ⹏ߦ߁ࠃߩߤߪㅢὐߩ

ߚߞߛ㘑ầߚߡߒ᥉ߪᕁᗐߥ߁ࠃߩࠄᓐޔਛߩỗേߩઍᤨ߆㊄߯ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥ

ߓหߢਛߩⓨ᳇ߩઍᤨߓหޔߊߥߪߢߌࠊ߁ߣߚߡߒࠍᕁᗐߥᱶ․ߪਔ⠪ޕߛߩ

 ޕࠆߢߩࠆࠇࠄ߃⠨߽ߣߥ߉ߔߦߚߒዷ㐿ࠍᕁᗐߥ߁ࠃ
߹ߌߟ߮⚿ߦ₸シߦࡒࡌࠍᕁᗐߩࡦࡉࠚࡧޔߡߞߥߦᲑߔਅࠍ⺰⚿ߪࡦࡑ࡞ࠖ࠹



߆ߒ㔍ߪߩࠆࠍᛚ㑐ଥ⛮ߥ⊛ធ⋤ߦ߆⏕ޕࠆ߇ࠄ߈ࠆߡ߉ߔࠅߥߦᘕ㊀ߣ

ᕁߩห᭽߇ࡦࡉࠚࡧޔߡߞߦઍᤨߚࠇࠄࠇߌฃߦ⊛⁆ᾲ߇ࡒࡌޔ߇ߥࠇߒ߽

ᗐࠍߦߎߘޔ߫ࠇߡߒ㑐ଥ߇ߩࠆߣߡߺࠍ⥄ὼ߽ࡦࡑ࡞ࠖ࠹ޕ߁ࠈߢᓟࠚࡧߪߦ

ߎߘޕ(Edgell,Tilman[1989])ࠆߡߞࠊᄌߦ߁ࠃࠆߔଔ⹏ࠅࠃࠍฃኈߩࡒࡌߩࡦࡉ
ㅴൻޔߪߩߚߞ߆߈ᄢ߽ߢ߆ߥޔ߇ࠆࠎߐߊߚߪᕁᗐߚ߃ਈࠍᓇ㗀ߦࡦࡉࠚࡧޔߪߢ

ਥ⟵ߣ␠ળਥ⟵߁ߣߚߞߛ⹏ଔޕࠆߡࠇߐߥ߇ㅴൻਥ⟵ߩࠨࡦࡍ߽ࠬߡߞߣ␠ળ

⟵ળਥ␠ޔࠅߢߣߎߩ⺰ቇ⊛ㅴൻ‛↢ߩߩ߽ߩߘࡦࠖ࠙࠳ޔߊߥߪߢࡓ࠭࠾ࠖ࠙࠳

ળ␠ࠕࡇ࠻࡙ߩߤߥࡒࡌޔߊߥߪߢ⟵ળਥ␠ࡄ࠶ࡠ࡛ߩߤߥࠬࠢ࡞ࡑ߽ߡߞߣ
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「文明論としてのハイエク進化思想 

-今西錦司との対談を手がかりに-」 

吉野 裕介1 

 

1. はじめに 

経済学者・社会哲学者 F.A.ハイエク(1899-1992)は，日本の生態学，文化人類学の泰
斗で「棲み分け理論」の提唱で知られる今西錦司（1902-1992)と日本で対談したことが
ある（以下「対談」と表記）。この「対談」は計三度行われ，後に NHK ブックスより
『自然・人類・文明』（1979）として発刊された。20世紀のほぼ同じ時代を生き，時代
を代表する学者であった両者の邂逅は大変に興味深いが，1万部発刊されたという記録
が残っている1以外は，この対談が当時どのように受け止められたのかを知ることは現
在では難しい。 

ただこの「対談」について，これまで双方の学問の研究者から十分に検討されてきた
とは言い難い2。看過されてきた理由はいくつか考えられよう。まずかれらの議論にす
れ違いが多く，結論の出ないやりとりのため，有用な含意が見出しにくいこと。次にか
れらの議論を収めたただひとつの文献が日本語であるため，英語圏の学者からは無視さ
れてきたこと。最後に，もっとも有効な理由だと考えられるのが，かれらの理論自体に
批判が多く，その主張がいわば「時代遅れの理論」とみなされ，今日では取り上げられ
ることがほとんどなくなったからである。 

しかしながら本稿においては，単なる進化論よりもより広い射程を持った「文明論」
としてかれらの主張を捉え直すことで，現代でのかれらの理論の有用性や説明可能性を
越えて，なお有用性を示すことができると考える。社会科学においては，一度否定され
忘れ去られた理論が，時を経て再び脚光を浴びることはままある。 

このためには，かれらが一番意見を戦わせた「ダーウィニズム」をめぐる問題につい
て，再度検討する必要がある。2009年はダーウィン生誕 200周年であり，各地でイベ
ントが行われた3。生物学のみならず，社会科学においても，進化論をめぐっては，ダ
ーウィンをどのように評価するかは今日まで大きなテーマであり続けており，ハイエク
や今西錦司もそれは同様である。 

例えば「対談」の最後に今西は，ハイエクに対して次のような言葉を投げかける。「私
はハイエクさんに物足りなんだところは，ダーウィニズムを精算できていないところに

                                            
1 日本学術振興会特別研究員 PD・スタンフォード大学フーバー研究所客員研究員。 
Email: yusuke-y@ijk.com 



 

 2

ある。…人文学者や社会科学者たちは，生物学の方で定説化されているのだから，これ
をそのままうのみにしても間違いないだろうというので，ダーウィニズムにさわりたが
らないところがあるのではないか」(ハイエク・今西, 1979, 101-02頁)。一方でハイエク
は，後に詳しく検討するように，ダーウィンの功績には一定の評価を与えつつも，自ら
の進化論がそれに源流を持つものではないとする。このやりとりを一例として，かれら
の「対談」において一番応酬があったのは，ダーウィニズムをめぐってのことであった。
そこでこの「対談」を，ダーウィン進化論の是非だけではなく，より広い文明論的視点
から検討すればどうなるだろうか。果たしてハイエクと今西は何を論争したのか。以下
ではこの問題を中心に考察してみたい。 

本稿の構成は以下である。2 節では「対談」にまつわる背景を整理する。3 節ではハ
イエクの進化論について，「対談」および同時代のかれの仕事，具体的には最後の著作
である『致命的な思い上がり』を中心に当時の主張を整理する。4節では今西錦司の進
化論を，三つの点で整理し，特徴付ける。5節では対談におけるやりとりを検討し，両
者の主張の差異を検討する。最後に 6 節においてハイエクと今西錦司の対談の意義を，
かれらの主張の相違点を示し，本稿の主張としたい。 

 

2. 「対談」当時のハイエクと今西 

かれらの対談は 1978 年 9月 21 日，25日，27 日と三度にわたって行われた4。八十
歳近いハイエクは大著『法と立法と自由』の三部作を渾身の力を振りしぼって書き上げ
たところであり，集大成の仕事を成し遂げた時期にあった。当時のハイエクは加齢によ
る体力の低下やひどい抑鬱症状，それに対処するための間違った投薬が原因の下痢など
にたびたび悩まされていた(Cubitt, 2006, Ch.1~4.)。しかし一方で八十歳を越えてもな
お精力的に世界中に講演や旅行などに出かけていた。これはハイエクの類まれなる知的
好奇心の表れであろうが，一方で時代がハイエクに舞台を用意したとも言える。 

30 年代ケインズとの論争に破れ，ケインズ主義が世界を席捲した時代には，ハイエ
クという名前は完全に論壇からも，人々の記憶からもほとんど忘れ去られていたと言っ
てよいだろう。しかし 76年にミュルダールと共にノーベル賞経済学部門賞を受賞した
ハイエクは，一躍脚光を浴びる存在となった。イギリスのサッチャー(1979），アメリカ
のレーガン(1981)，日本の中曽根(1982）と相次いで新自由主義を掲げた政権の誕生は，
ハイエクに隠居することを許さなかった。かれは世界を旅することを好み，求められれ
ばどこへでも出かけて自分の主張を披瀝した。70年代後半から 80年代前半の頻繁な海
外渡航は，そのことを示している(Hayek Papers, Box 135)。さらに，『法と立法と自由』
(1973-79)を上梓した後も，それにとどまらず，ハイエクはさらになおより広い見地に
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たった社会哲学的な本を出すことを企てていた5。 

今西錦司は，京都大学理学部 (1936)，ついで京都大学人文科学研究所(1950)に所属
し活躍した生態学者，文化人類学者である。かれの理論は後に詳しく検討するが，「棲
み分け理論」の提唱者で知られる，当時の日本を代表する大家のひとりであった。かれ
の研究の特徴は実地での観察に基づいていることであり，カゲロウの生態やニホンザル
の群れの観察でめざましい業績をあげた。 

かれの仕事のうち，とりわけ進化論に関する分野の業績は，今日ではあまり評価され
ないことが多い6。しかしながら，「対談」の行われた時期における今西の思想は，まさ
に集大成と呼べるにふさわしい時期にあり，かれ自身も自らの業績をまとめあげる時期
であると感じていた7。また日本国内での話であるが，ある本の企画で対談を持ちかけ
られた時も，「進化と歴史とを結びつけてみたい」という希望から，対談の相手として
「歴史学者を要求した」そうである。かれもまた，より広い見地から自らの理論を位置
付けられるような学者を望んでいた(今西, 1976, 174頁)。このように，双方ともがすで
に円熟期を迎え，集大成の思想をまとめあげている時期に，この「対談」は行われたの
であった。 

この対談が行われるにあたっては，今西はハイエクの『法と立法と自由』の最終章「人
間的価値の三つの起源」を読んで臨んだ。また今西は，ハイエクに自著『ダーウィン論』
のエッセンスを英訳し，あらかじめ送っていたようである(Hayek Papers, Box 90)。し
かしながら対談時ハイエクはその原稿の書き手と，眼前の今西を同じ人物であると思っ
ていたかはなお疑わしい。ただ日本で活動する独創的な思想家としてその前から既知で
あったことは事実である(ハイエク・今西, 前出, 183-4 頁)。こうした事情が，二人の大
家の邂逅の背景である。 

 

3. ハイエク晩年における進化論的主張 

ハイエクは 1930年代以降徐々に理論経済学的から社会哲学的考察へと関心を移して
いるが，その進化論的な主張は早くから伺うことができる8。1960年に上梓した『自由
の条件』においては，社会進化論的な言明がある。また 1959年にはシカゴ大学で行わ
れた『種の起源』１００周年記念シンポジウムに参加した記録が残っている(Hayek 

Papers, Box 60)。これは当代の高名な進化学者9が一同に介した会議であり，いわば最
先端の進化論にまつわる議論を聞くことができたであろう。なかでもハイエクは最終日
に行われた「文化的・社会的進化論」のセッションを興味深く聞いたようであり，この
時期の進化論への傾倒はのちの著作へと確かに反映されている。結局かれは最後の著作
まで，自らの社会哲学を進化論という概念で説明するというアプローチを捨て去ること
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はなかった。かれの進化論の要点は，以下の三点にまとめることができよう。すなわち
1)反合理主義，2)ルールのセレクション，3)文化的進化，の三点である。 

 

(1)「反合理主義」 

ハイエク社会哲学における出発点は，無知なる個人という前提である。ひとりの人間
が知りうるのは，「時と場所に関連した特定の知識」のみであって，普遍的かつ合理的
な知識，ここでは，どこにいても状況を確実に理解し， そこから導きだされるであろ
う結果を正確に予想したうえで 経済計算を誤りなく実行するという意味での完全な知
識を単一の人間が持つことはない。人間は合理的な存在ではないから誤りを犯すし，時
として非合理な選択をすることがある。しかしだからこそ，人間はそうした無知に対処
する方法をうまく編み出してきた，とハイエクは考える。 

原始社会ではないある程度発展した社会においては，そこに存在する社会的ルールに
従うことによって，うまくいくすべを有している。伝統や慣習のかたちで社会に埋め込
まれ，必ずしもいつも明示化されているわけではないルールは，人々の行動の不確実性
を減ずることに貢献している。だから，文明が発展した社会においては，人々はルール
を学習することを知っている。同時に，そのルールには，過去の人間の成功や失敗に関
する知識がつまっている。「対談」におけるハイエクの言葉を借りれば，「学習されたル
ールと言うのは，みんなが正しいということがわかって使っているというわけではなく
して，いままでそのルールでうまくいっている」(ハイエク・今西, 前出, 93頁)のである。 

集団の大きさとの関わりで，さらに敷衍しよう。ハイエクが考えるところ，小さな集
団においては，人々は共通の明確な目的のために協同している。こうしたフェイス・ト
ゥ・フェイスの社会においては，知人や隣人を助けたいという隣人愛が生まれ，こうし
た観念が支配的な行動原理となる。かれが述べるところ，「連帯と同様，協同は目的追
求にもちいられる手段のみならずその目的についての大規模な合意をも前提としてい
る。それは，そのメンバーが可能性についての特定の習慣，知識，そして信念を共有し
ているグループにおいて意味を持つ」(Hayek, 1988, p.19, 邦訳 23頁)のである。 

一方で市場が発展した比較的大きな文明においては，人々は他人に直接影響をもたら
すように行動するのではないし，自分がもたらす行動の影響を正確に知り得ることはで
きない。そこでは，一般的なルールや法を作り，ただそれに従うことを学習することで
行動の指針を得ることができる。そのルールは，そこからもたらされる結果をすべて知
らなくとも，ただそれに従うことを覚えればそれでよい。内容は知らずとも，それに従
うことはできる。これらのルールに従うことを学習することで，人々は知らず知らずの
うちに，うまく回っている市場社会に行動している。ハイエクの言葉を引用しよう。「わ
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れわれのだれもが，面識の無い人々，その存在についてさえ知らない人々の役に立って
おり，ひるがえって，まったく知らない他の人々のサービスのうえに生きているのであ
る。…そこでは自ら作ったのではない，また制作した事物がどう機能するのかを理解し
ているという意味ではけっして理解していなかった一定の行為のルールに従うことに
よって，われわれは適合しているのである」（Hayek, 1988, p14, 邦訳 17頁）。 

こうした集団の大小によって決まる行動原理には二つがあるが，それらは互いに相反
するものである。ハイエクは，隣人愛のような本能と獲得されたルールとの対比でそれ
を描いている。「学習されたルール」(learnt rule)に従うことで，遠くの人々との交易
が可能になり，人びとはかれらの持つ知識を利用することができるし，同時に歴史的に
醸成されて残ってきた知識を利用することができるので，高度に文明が発展した今日の
ような社会では，むしろ目の前の隣人を助けることから人々を遠ざける。「隣人愛のよ
うな本能を，学習するルールは抑圧する」(ハイエク・今西, 前出, 92頁)のである。 

しかしながら，ハイエクが生きた時代の人々の行動は，それに逆らうものになってき
ているとかれは主張する。人々は，ルールを学習することを拒み，なぜこのようなルー
ルに従わなければならないのか，その効果はいかほどなのか，疑問を抱くようになる。
こうした近代特有の懐疑主義・合理主義を学習されたルールに対してなぜそのルールに
従わねばならないかということを尋ねる」。こうした「合理主義の態度が未開の本能の
再生を助けてい」（ハイエク・今西, 前出, 93頁）るとかれは考えていた。そうした態度
では，身近な人間に対する情愛は生まれるが，伝統や習慣に歴史的に埋め込まれた知識
を重視し，活用しようとする態度は薄れる。こうした人間観が，ハイエクの反合理主義
の論拠である。人間観や社会におけるルールの機能など，ハイエクの社会哲学をつらぬ
く徹底的な反合理主義は，こうして晩年の著作や「対談」での発言にも明らかである。 

 

(2)ルールのセレクション 

 上述の「学習されたルール」は，上述のハイエクの人間観からすれば，人間の知性が
発明したものではない。それは長年時間を経る中でセレクションを受けて残ってきたも
のである。あるルールを偶然採用した集団が，たまたまうまくいったことで，それが効
率的であるとみなされ，そのルールが残ってきた。「文化伝統というものは人びとがル
ールに従うこと，そしてこのルールとは人びとが選んだものでも，理解したものでもな
い，と思うのです。ルールは教え込まれるものであって，理解されるものではない。し
かもたえず反発され続けるものです」（ハイエク・今西, 前出, p.20。）。そしてルールが
残り，伝達されることによって，そこに埋め込まれた知識が伝達される。ルールに従っ
ている人びとは，その知識をすべて理解することはできない。しかし，ただルールに従
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うことによって，その知識は利用可能となる。 

ルールは世代間でも集団間でも伝達される。ルールの存在を他の集団が学習し，模倣
し，そのルールを採用するというようにルールが伝播する。こうしたルールの持つ知識
の伝達機能は，世代や集団を越えて，知識の蓄積や，より多くの人間にとって知識を利
用可能にした。こうしたルールの通時的伝達および共時的伝達がなされることで，ルー
ルは淘汰の過程を経る。これをハイエクは以前から「文明の過程の二つの側面」として
論じている。「すなわち，蓄積された知識の貯蔵分を次世代に伝達することと，同時代
人がその行動の基礎としている情報を相互で交流することである。同時代人の交流の道
具は，人が目的追求のためにたえず使用する文化的遺産の一部分であるから，これら二
つは明確に切り離せるものではない」（Hayek, 1960, p.27, 邦訳 60頁）。 

ルールは，効率的でうまくいくとあらかじめ結果がわかっているから採用されるので
はない。人びとはその時々でたまたまルールを変えてきたに過ぎないが，それが積み重
なって，ルールの進化がおこる。それゆえ新しい制度を発達させていく時には，時間を
かけたルールの選択過程が必要になる。それをかれは以下のように説明している。「ル
ールが漸次よく調整され秩序を生み出すようになるのは，人びとがその機能をいっそう
よく理解したからでなく，偶然ルールを変え，自らをますます適応的たらしめたグルー
プが反映したからである。この進化は直線的ではなく，さまざまな秩序が競い合うアリ
ーナでの連続的な試行錯誤，不断の「実験」の結果であった」(Hayek, 1988, p.20, 邦訳
24頁)。 

かくしてハイエクからすれば，人間の文明が有し，かつ人間がその文明をうまくやっ
ていくために存続している制度，例えば道徳や法律は，けっして発明されたものではな
い。それは生き残ったものである。「対談」でのハイエクの言を引いておこう。「私の関
心は，行動規範の獲得ということであります。…それは道徳とか法律，そういったもの
の進化というものです。…道徳とか法律というものは知能が発明したものではない。私
たちはなおそれらの機能がどのように形成されたかということはわかっていないわけ
です。わからなかったものを発達させていくというときには，そのような長い過程にお
いてより効果的なルールが残っていく」(ハイエク・今西, 1979, 76頁)。 

 

(3)文化的進化 

 ハイエクは自らの進化的主張を，どのように歴史的な進化論の系譜に位置づけてい
たのか。なぜハイエクは自らの進化論を，生物学的進化論とも，社会ダーウィニズム
とも違うと主張するために，わざわざ「文化的進化」というのか。その根拠は第一に，
文化的進化という概念が，生物学における進化論とは明確に区別された歴史を持ち，
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逆に生物学的進化に影響を与えたことにある。「文化的進化という考えは生物学的な進
化概念よりも明らかに古い。もし同時代の法および言語の歴史学派から直接的に影響
を受けたのでないとすれば，かれの祖父エラスムス・ダーウィンを通じて，バーナー
ド・マンデビルやデヴィッド・ヒュームの文化的進化の概念から引き出された」(Hayek, 

1979, p.154, 邦訳 210 頁)。これら二つの一番大きな違いは，獲得形質の遺伝を想定す
るかしないか，である。文化的進化論は上述のように，行為の蓄積によって獲得され
た知識が，次世代や同時代の人びとに伝達する。こうした特徴は，個体が滅びるとと
もに後天的に獲得された知識が消えると想定する生物学的進化には見られない。 

第二に，社会ダーウィニズムと文化的進化論が，本質的に異なる想定を置いていると
かれは考える。すなわち，進化法則をどのように考えるか，である。進化とは，生物
学的なものであれ文化的なものであれ，本来，規則的に観測されるものではない。そ
の時々の環境に対する不断の変化の積み重ねである。進化および進化論を法則的なも
のと捉え，これを社会理論に安直に適用するような社会ダーウィニズムとは，ハイエ
クの文化的進化論は一線を画す。「すべての進化は，生物学的のみならず文化的なもの
も，予見不可能な出来事，また予見すべくもない偶然の環境への連続的な適応の過程
である。このことは，進化論によってはけっして将来の進化を合理的に予測・管理で
きないことのもうひとつの理由である」(Hayek, 1988, p.25, 邦訳 31頁)とハイエクが述
べるとき，社会ダーウィニズムへの反駁を念頭に置いていると考えるのは自然であろ
う。さらにハイエクは続ける。「われわれの研究は将来の不可避的な発展の予測を和に
する進化の法則に通じうる，と主張したマルクスやオーギュスト・コントのような哲
学者は間違っている」(Hayek, 1988, p.26, 邦訳 32頁)。ハイエクは，マルクスやコント
の社会理論が，社会ダーウィニズムの一種であると断じ，これを否定するのである。 
ハイエクは，かれらのような誤った理解が，社会ダーウィニストによる進化論が，個
体発生と系統発生との差異をよく理解していなかったことに起因する，と指摘する。
具体的には，個人の淘汰のみに注意を払い，文化的進化が重視するようなルール概念
に注目しなかったのである。「ダーウィン以降，自分自身の学問のために，より古い伝
統であったものを学ぶためにダーウィンを必要とした「社会的ダーウィニスト」が，
先天的により適した個人の淘汰に問題意識を集中することによって，また同時に，ル
ールや慣行の決定的に重要な淘汰的進化を軽視することによって，この命題を多少と
も損なってしまった」(Hayek, 1979, p.154, 邦訳 211頁)。 

文化的進化は，ルールの進化を出発点とする。ルールはすでに指摘したように，常に
集団に共有される性質を持つ。それゆえ，この場合の進化論は系統発生的であると理
解できるが，社会ダーウィニズムによる進化論は，個体発生的で予定された遺伝的発
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達が，系統発生と同様のメカニズムで予定的に働くと誤解しているのである。「一般に
生物学者は，その教育を通じてこれら二つ（筆者注：個体発生と系統発生）の混同か
ら守られてきたのであるが，生物学と縁遠い問題の研究者はしばしばその無知の犠牲
となり，系統発生が個体発生と同じ仕方で働くことをほのめかす「歴史主義的」信念
に導かれるのである」(Hayek, 1988, p.26, 邦訳 32頁)。 

かくして，ハイエクは自らの進化論を文化的進化論と形容し，生物学とも，社会ダー
ウィニズムとも違うと主張する。進化論の社会理論への拙速な適用は，道徳的にも問
題のある学説を生み出してしまい，批判を多く受けることがあった。特にハイエクが
生きた時代の 20世紀初頭のヨーロッパにおいて，そうした事態をかれは目の当たりに
してきた。かれが進化論を自分の社会哲学の枢要に据えようとする際には，そうした
類の社会理論とは異なる視座を持っていることを明確にする必要があったであろう。 

 

4. 今西進化論の概要 

以下では，今西錦司の主張における論点を吟味しつつ，「対談」におけるハイエクと
のやりとりについて，その齟齬を中心に検討したい。そのエッセンスは，晩年に書かれ
た『進化とはなにか』(1976)，『ダーウィン論』(1977)や，対談の後に前作の続編と位
置づけて書かれた『主体性の進化論』(1980)に凝縮されている。また近年カナダ人の文
化人類学者アスキスが，今西の著作を英訳し，その独特の概念，理論を英語圏に紹介し
ている。 

前述のように今西は，「対談」の前に『ダーウィン論』の要約をハイエクに送ってお
り，その内容は前の二作をまとめたものであり，「対談」においてもそれは変わりはな
い。それらの著作におけるかれの主張の要点として，1)棲み分け理論，2)自然選択の否
定，3)「変わるべくして変わる」，の三つを挙げることができよう。 

 

(1)棲み分け理論 

 今西は，京都市内を流れる鴨川に住むカゲロウの生態を観察し，場所が異なるカゲロ
ウが，隣接しながらもお互いの住む場所に立ち入らずに別々に「棲み分け」ているとい
う事実から，「棲み分け理論」を提唱した。「類縁の非常に近い二つの種というものは，
同じところに分布しておらないで，ひとつの境を持って相接しながら，お互いに住む場
所をずらして，それがなるたけ重ならないようにしている」(今西, 1976, 76頁)。徹底的
な現場主義に基づいた観察から生まれたこうした主張は，かれの仕事の初期，1930 年
代の生態学における大きな功績の一つであり，終生にわたってかれの思想の基礎となっ
た10。 
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今西におけるこの洞察は，かれの生態学，進化論に重要な特徴を与えている。それは，
種と種は棲み分けており，基本的に縄張りを守って生きていることで，生物ひとつひと
つにも社会があるという考え方である。生物の社会は，独立しながらも全体としてひと
つの自然，生物的自然を形成している。「それぞれの生物の社会とは，この全体社会の
部分社会として，一応それぞれに独立した社会である。…みんなどこかでつながってい
て，全体としてひとつの生物全体社会，…あるいは生物的自然というひとつのまとまり
のある構築物を作っている」(ハイエク・今西, 前出, 15頁)。 

こうした生物の社会が，生物が互いに棲み分けることによって存在し，種と社会をひ
とつとみなす考え方を，今西は「種社会」(specia)と名付けている(ハイエク・今西, 前
出, 18頁)。この概念は棲み分け理論と対になっている。種社会において生きる個体は，
ひとつひとつは独立しているが，本質的な差はない。そしてそうした同様の個体が集ま
って，ひとつの生物社会を形成している。こうしてすべての個体が何らかの関係を全体
と持ちながら，そうした個体の働きを通じて，種社会は生活の場として成り立っている。
そしてそれぞれの種に固有な遺伝的な特徴によって，生活の場を棲み分けており，地球
上の生物全体から見れば，種社会の全体として生物社会全体を形成している。こうして
種が増え，生活の場を広げ，地球上において高密度に棲み分けていく過程こそが，今西
における「進化」なのである。 

「三十五億年前に，はじめて生物がこの地上に出現して以来，今日までに生物の種は
百五十万種におよぶほどふえた。ここに生物の進化が見られると言ったが，生物はこの
三十五億年の間に，たえずまだ他の生物によって利用されていない生活の話を開拓する
ことを続け」た。「これを棲み分けという立場から言えば，開拓が進み，種の数がふえ
るとともに，棲み分けの密度がしだいに高められていった，といってもよいであろう」
（今西, 1976, 124頁）。  

こうして種社会が並存する棲み分けによって，地球上の生物は存在しうるが，今西に
よれば，個体と種は同時に成立していることになり，一方が進化によって変化を遂げる
ときは，もう一方も変化すると考える。「生物がそもそも発生した時から，個体と種と
いうものは同時にできていて，二にして一のものである。それゆえ種が変わるときには，
やはり種を構成している個体もみな同じように変わらなければおかしい」(ハイエク・今
西, 1979, 18頁)。西洋的な見方では個体が先行し，そして種があると今西は考えるのだ
が，どちらが優先するのでもなく種が変わるときには個体も変わり個体が変わるときに
も種も変わるという独自の見方が，今西進化論の基礎となっていると言えよう。 

 

(2) 反・自然選択 
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今西は，はっきりとダーウィン流の進化論を「ダーウィニアン・ドクトリン」と名付
けて論敵と定める11。通常ダーウィニズムとは，変異・選択・遺伝で特徴付けられる進
化論のことを指す。なかでも自然選択説は，その根幹とも言える思想であろう。有名な
キリンの例を挙げれば，キリンは初めから首が長かったわけではなく，低いキリンと高
いキリンがいた。そして，高いところにある葉っぱを食べられるだけ首の長い個体だけ
が生き残り，結果的にキリンは種として首の長いものとなった，という主張である。ダ
ーウィン自身は，『種の起源』第 4 章「自然選択」において，以下のようにまとめてい
る。「もしもある生物にとって有用な変異がおこるとすれば，このような形質を持つ個
体はたしかに，生活のための闘争において保存される最良の機会を持つことになろう。
そして，遺伝の強力な原理に基づき，それらは同様な形質を持つ子孫を生ずる傾向を示
すであろう。このような保存の原理を，簡単にいうため，私は＜自然選択＞と呼んだ (ダ
ーウィン, 1859 (1990), p.102-103, 邦訳 170頁)。 

今西の主張は，このような個体に差があり，そこに生存競争が起こり，その結果セレ
クションが働くという思想に厳しく対立する。種と個体は常に二にして一であるから，
もし種が変わるときには個体も一斉に変わる。個体が変わるときには種も変わらなくて
はならない。だから，その場合に突然変異が起こるならば，どの個体にも一斉に突然変
異が起こらなければならない。もし突然変異が一斉に起こるとするなら，自然淘汰の働
く余地がなくなってしまう(今西, 1977, 43頁)。それゆえに，現存する動物がすべて生存
競争を勝ち抜いたのだという適者生存の思想と合わせて，自然選択が自然界に起こると
は考えられないのである。 

かれの考えからすれば，同種の個体はもともとほとんど差が無いので，生き残った個
体は，たまたま生き残っただけにすぎず，それが優れていたので生存競争で勝ち得た，
つまり適者生存が起こった，とは言えないのである。かれはそれを，人間を中心に据え
た考え方であるとする。「生存競争においてなにか有利な条件をそなえたものが生き残
るという考え方は，きわめて人間社会的な功利主義的な考え方なんですね。実際に生物
がたくさん子供を産んでも，一握りの子供しか生き残らないんですけれども，生き残っ
たものははたして何か有利な条件をそなえていたかというと，そんなことはだれも観察
したものはない」(ハイエク・今西, 前出, p.28)。 

 

(3) 「変わるべくして変わる」 

 今西はなぜ上記のように，ダーウィニズムの根幹である自然選択を否定するのか。そ
れは進化のプロセスをどのように説明するか，という問題に関わっている。かれは進化
が起こる時の様子を生物は「変わるべくして変わる」，と形容し，その表現を幾度も使
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っている。 

まず上記のダーウィン批判からすれば，進化のプロセスは，自然選択論や個体の突然
変異によって進化は説明できず，そのようなプロセスを経ないで進化は起こると考えら
れよう。同じような遺伝的システムを多くの個体が共有し，そして変化が起きる時が来
たならばいっせいに変わる。次に，かれの主張する種と個体が二にして一，一にして二
として存在し，たがいに種が社会を作っているという「種社会」という考え方からすれ
ば，個体が先に変わり，後から種が変わるのではなく，個体間を通じて同様に変化が起
きるのである。このように，「多くの個体が共有する遺伝的システム」(沢口, 1989，369

頁)が前提とされていて，それが自然選択とは独立にいっせいに変化し，種の個体のす
べてが変化するというのがかれは言う「変わるべくして変わる」進化プロセスである。
このプロセスは，環境に対する適応や，自然選択というメカニズムとは別個に起きると
かれは考えているので，ダーウィニズムの前提するような無目的性とは一線を画する。
個体が変わっていく方向性を持って変わっていく，これがかれの言う「主体性を持った
進化論」なのである。 

「対談」においても次のように言う。「やっぱり化石を証拠にしている限りは，猿人
から今日のホモ・サピエンスまである方向に向かって，たとえば頭が大きくなるような
方向に向かって順次変わっているのであって，なにも適応とか自然選択とかいうものを
もってこんでも，変わっていったというのは事実やないか。そこら辺から私は進化とい
うものは，変わるべくして変わっていく，というのです」(ハイエク・今西, 前出, 57頁)。
また，「同じものは同じ刺激に対して同じ反応を表すのだから，変わるべき時にはみな
同じように変わるはずなんだということであって，また言うたら，進化というものはあ
る程度まで種自身の自己運動があらわれているんやないか，というふうに私は考えてい
るんです」(ハイエク・今西, 前出, 59頁)。 

 

5. 今西進化論に対するハイエクの応答 

 すでに，ハイエクおよび今西の進化論的主張の特徴を概観した。「対談」は基本的
に，今西の主張が自説を展開し，それにハイエクが応えるかたちで進んでいく。以下で
は，ハイエクがどのように今西の投げかけに応答したかを検討し，いくつかの点で，か
れらの主張の相違点や共通点を明らかにしよう。 

 まず今西の棲み分け理論および「種社会」概念については，ハイエクは一定の理解
を示している。生物が，種ごとに社会を持ち，それが併存，共存しうるという概念は，
今西によれば東洋の森羅万象に神が宿るという考え，「ヤオロズの神」という思考習慣
に起因すると考えられている。多神教もしくは汎神論的な考え方にかれは影響を受けて
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いると述べる(ハイエク・今西, 1979, 18頁)。一方でハイエクもそれに同意し，西洋に
おいても植物に社会（この場合「アソシエーション」）があることが，科学的な見方に
よって説明されてきたと返している。ただし，人間社会においては，それは別である，
とハイエクは付け加える。人間は生得的な反応だけでは社会をつくることができなかっ
たのであり，こうした本能を抑圧する存在としてルールや法を人間は発達させてきたの
だと言う。 

あまり指摘されることは少ないが，ハイエクは，キリスト教やその他の宗教も色濃く
根付いたウィーンという都市に生まれながらも，あまり宗教的な考えを強く持った人間
ではないし，宗教についてなにか考えを述べることもあまり多くなかった。晩年のハイ
エクは，多神教の考え，もしくは汎神論的な考え方を受け入れることができたと言えよ
う。『ハイエク，ハイエクを語る』に収められているインタビューでかれは以下のよう
に述べている。「…私は最近，多神教である仏教の方が，西洋の一神教よりも私には魅
力的だ，ということを発見しました。…私が宗教に敵意を感じる場合，それは様々な一
神教に対するものです。それらは恐ろしいほど不寛容だからです。…ちょうど日本の立
場を少し研究していたのですが，日本では，ひとつの宗教に属さねばならないというこ
とすらないのです。…これはすばらしいあり方だ，と私は思います」(Hayek, 1994, p.42, 

邦訳 9 頁)。この発言が今西との「対談」に影響を受けたものであるかどうか確かめる
ことは難しい。しかしながら，ハイエクが今西の文明観，すなわち生物にも社会がある
ことや，こうした社会（今西の言葉で言えば「種社会」）が多様に共存しうるという知
見には，賛同することができたと考えてよいだろう。 

ここで，筆者の見解について敷衍したい。これまでに検討したハイエクの進化的主張
は，かれのキーコンセプトのひとつである「自生的秩序」を今日のわれわれが発展的に
捉える際にも，異なる見方を提供する。それは，異なる文明の共存，共栄という観点で
ある。通常自生的秩序は「自然でもない，人工でもない，人間行為の意図せざる結果の
総体」を形容する。法，言語，ルール，貨幣など，人間が意図せずして発展させてきた
産物は，本来的に存在したものでも，誰かが設計したものでもないのである。ハイエク
はこの用語を後期の著作以降に繰り返し用い，その「反設計主義」「反合理主義」，市場
擁護の主張の中心的概念としたのである。そして，もうひとつの重要な概念は，「文化
的進化」であり，それをハイエク自らが「一対の概念」として重視したのである。 

ならば，進化過程を経るなかで生き残ってきた自生的秩序の最たるものである市場社
会は，地球上にひとつしか存在しえないであろうか。様々な地域に，異なる形態のそれ
が並立する可能性はないのだろうか。言うなれば，市場社会同士に生存競争は起こるの
であろうか。 



 

 13

今日ハイエクを資本主義対社会主義という枠組みだけで捉えるのではなく，現代的な
含意を求めて文明論として捉え直す際には，反共産主義，反設計主義の文脈でハイエク
理論を理解するだけでは不十分である。かれの社会理論を積極的に肯定するためには，
どのような自由主義・資本主義が望ましいのかを議論せねばならない。言い換えると，
ここで筆者の関心から言えば，ハイエクの思想を発展的に捉えるためには，異なるあり
方の市場秩序が存在する可能性を探る必要があるだろう。 

上に見たように，今西は「棲み分け理論」によって，生物が決してお互いのなわばり
をおかさずに共存，共栄している様を描いた。そしてその点はハイエクも「対談」にお
いて首肯した点である。今日われわれが両者の主張の歩み寄れる点を見出すならば，ハ
イエク理論を以下のように解釈することが可能ではないだろうか。つまり，ハイエクの
文化的進化論は，今西の棲み分け理論のように，異なる秩序が共存することを示してい
ると言えるのではないか。 

次に反・自然選択は，今西がかれの言うところの「ダーウィン的進化論」の一番否定
されるべき点であり，同時にハイエクを一番激しく攻撃した点でもある。ハイエクの文
化的進化論における自然選択とは，上述のように，集団で共有されるルールが，選択プ
ロセスを経て進化することである。「対談」においては，「選択の過程は，グループのル
ールの優劣によってきまります。より適応的なルールをもったグループが，より多く生
きのびる可能性をもっていると思います。この文化の進化を考えた場合には，このグル
ープ間の選択がはるかに重要な原因であると思います」（ハイエク・今西, 前出, 30頁），
と説明している。 

これに対し今西は，以下のように返す。「（筆者注：過去の）文明は滅びたかもしれな
いけど，人間はかならずしも滅びていませんね。生き残ったものはすべてセレクション
で生き残り，滅びたものはすべてセレクションで滅びた，というようにいうのは，いい
やすいかもしらないけれど，事実の説明にはなっていない。あるいはこれをダーウィニ
ズムの採用にしてしかも誤用であるといえるかもしれない。私に言わせるならば…諸文
明は，いずれもみな文明同士の生存競争でやぶれて滅びたのではなく，滅びるべくして
滅びたのである」(ハイエク・今西, 前出, 30頁)。 

つまりハイエクは，ダーウィン流の進化論から採用して残るルールもあれば，廃れる
ルールもある，ということを言いたかったのであるが，今西からすれば，そもそもそう
したセレクションによって何かを説明しようとすること自体が，生物学では検証不可能
な内容であり，ダーウィニズムの一番の欠陥なのである。これは，今西が終始生物を対
象とした進化論を念頭に置いている一方で，ハイエクの考える進化は社会を対象にした
集団選択であることも，両者のアプローチのそもそもの違いでもある。 
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今西のダーウィンの批判のなかでも最も激しい批判の対象とされているのは，生存競
争，もしくは（最）適者生存という概念である。今西の棲み分け理論によれば，生物は
互いに直接的に影響を及ぼさない，つまりその土地を荒らさないよう，いわば「なわば
り」を守って生きているのであって，同じ場所で暮らす生物同士に生存をかけた競争が
起こり，より環境に適応していた生物が生き残るのではない。これは今西のダーウィン
批判の根幹部分であり，終生持ち続けた主張である。ただこの主張は今西のダーウィン
に対する過度な攻撃であるとも言えるため，妥当性については注意が必要であろう。 

一方でハイエクは，ルールのセレクションを生物学とは違う社会科学的な進化論にお
ける集団選択であるとして主張し，その点をハイエクも断りを入れている。「生物学的
進化において，グループ選択の特徴をめぐる大きい論争がありますが，その点を別とし
て，いま，学習された習慣ということになれば，それは，個体の選択ではなく，制度，
あるいはルールの選択です。そこではグループ選択がより重要になって，表面に出てく
ることになります12」。 

こうした点が今西とハイエクのすれ違いを生んでいるが，しかしながら，ハイエクか
らすれば，そもそも進化的アプローチは社会科学において始まり，生物学にそうしたア
プローチが持ち込まれたのである(Hayek,1979, p.154, 邦訳 210 頁)。またダーウィン
の進化論自体が，マルサスの人口論の影響下にあったという主張はハイエクも同じ箇所
でしており，アダム・スミスの道徳感情論が，ダーウィンの主張に強い影響を与えてい
るという最近の研究13もある。少なくともここでわれわれが言えることは，進化論とは，
どちらかが先にあってもう一方にアナロジーが一方的に持ち込まれたのではなく，生物
学と社会科学が相互に影響を与えて発展してきたことである。 

それにもかかわらず，「対談」にすれ違いを残したのは，ハイエク研究の立場から言
えば，かれが十分に説明しきれなかった点を指摘したい。それは，知識の模倣の重要性
である。論文「経済学と知識」(1936)以来，ハイエクの社会理論においては知識の存在
は常に重要な位置を占めてきた。ルールは，単に採用したり廃れたりするだけものでは
なく，そこに知識が模倣され，そしてルールを通じて伝播していくのである。それに加
え，社会主義経済計算論争に参戦したことで，40 年代以降のハイエクの社会哲学的な
論考は，常に社会における「知識」の役割や存在の仕方に関する洞察がベースにあった
と言ってよいだろう。ここで両者の誤解の原因のひとつを，生物学と社会科学における
進化論的説明の違いであるとの仮説にたち，さらにハイエクがそれを十分に説明しきれ
なかったとするなら，かれは社会科学におけるルールや制度に存在する知識の役割につ
いて，より詳細に説明する必要があった。 

実際に，ハイエクの社会理論におけるルール進化を考える際，その変異・選択・遺伝
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というダーウィニズム的な特徴は有用なアナロジーとなっている。それに加えて，「知
識論的な社会理論を考えることで，「対談」においても生物学的進化論と社会科学的な
進化論の違いをさらに明確にすることができたのではないだろうか。 

 

6. おわりに：「対談」の意義 

本稿では，近年あまり議論されることにないハイエクと今西の「対談」を取り上げ，
かれらの進化論の内容を検討し，かつかれらのすれ違いがどのような点であったのかを
まとめた。その内容を以下にかんたんにまとめておきたい。まずハイエクの進化論は，
1)反合理主義，2)ルールのセレクション，3)文化的進化といったキーワードから特徴付
けることができる。次に今西錦司の進化論は，1)棲み分け理論，2)自然選択の否定，3)

「変わるべくして変わる」といった特色を持っていた。さらに対談におけるかれらの議
論を通して，ハイエクの社会理論は,1)進化的に発展してきた秩序が並立しうる可能性
や，2) ルール進化を基礎とした知識の模倣や伝播の重要性といった論点を本稿に提供
した。 

かれらは，本来は進化学の研究者ではなく，今西は生態学，ハイエクは理論経済学か
ら研究をスタートさせたが，共に研究が進むにつれて，徐々に視野を広げ，進化論的な
主張を展開し，最終的には文明論ともいえる広範な対象を定め，自らのグランドセオリ
ーを産み出そうとした。この「対談」がかれらの後の主張に与えた影響は，なお限定的
であると言わざるをえない。なぜなら，かれらはその時すでにそれぞれの分野で大家と
なっていたし，80歳近くの老齢でもあったからである。 

しかしながら本稿に見たように，両者の議論を個々の分野に限定せずにより広い視野
を持った文明論的な観点から評価するとき，この対談は特にハイエクの社会哲学に対し
て広い見地を与える可能性を有していたと評価できよう。 

また本稿で検討したように，筆者が考えるところ， ハイエクの著作群はかってのよ
うに資本主義か社会主義かという体制選択の問題に対してのみ含意を持つのではない。
それらはルールや制度といった概念を用いた進化的な社会理論として今日的に再評価
できる。八木(2007)がウェーバーの仕事に対して試みたように，ハイエク経済学の「進
化論的転回」を考えるならば，かれらの「対談」があぶりだしたズレや，上述の論点に
ヒントがあるのかもしれない。 

 

（了） 
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Fear of Coordination Failure and Aggregated
Dynamics in an Agent Based Macroeconomic Model

Oscar Alonso, Deguchi Hiroshi
Tokyo Institute of Technology

Abstract

Fear of coordination failure has been reported as a crucial element
in the price adjustment behavior of firms [3]. However, it have been
very di�cult to incorporate into analytical models of price adjustment,
and it’s impact on aggregated inflation dynamics di�cult to under-
stand. In this paper we build and agent based model which incorpo-
rates fear of coordination failure in agents price setting process, and
analyze the e↵ect in the aggregated behavior of inflation and output.
Experimentation is performed on the model in order to analyze how
equilibrium is a↵ected by fear of coordination failure, and the response
of the economy to monetary policy changes. Results show that fear of
coordination failure makes reaction of the economy to shocks stronger.
However, our results does not show a qualitative di↵erence between
the model with and without fear of coordination failure.

1 Introduction

Inflation is an important macroeconomic phenomena, closely related to mon-
etary policy and aggregated production of the economy. It is rooted in the
price updating decisions of individual firms. The response of the economy to
changes in monetary policy, the aggregated dynamics of inflation and its re-
lation with aggregated output are closely related to the firms price updating
behavior.

Di↵erent assumptions about price updating behavior by firms may have
radically di↵erent results on the aggregated dynamics of the economy: from
monetary neutrality, as in [7] model, to changes in output as a result of
monetary innovations as in [8].

Empirical research, such as the one conducted by Alan Blinder [3], has
shown the importance that firms give to cost shocks (cost based pricing) and
the reluctance of being the first firm to update prices (fear of coordination
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failure). This findings have been very di�cult to incorporate into analytical
models. Analytical models usually feature over simplified price updating
mechanisms, which may produce biased analyses and misleading policies.

This papers aims to understand the influence of fear of coordination
failure in aggregated economic dynamics. We do this by using an agent based
approach. We do so by simulating an economy which follows traditional
analytical guidelines regarding most aspects of the economy, but use the
agent based modeling approach flexibility to define a price updating process
which models fear of coordination failure. Simulations are performed in
order to evaluate the response of aggregated product and inflation to changes
in monetary policy.

This paper is structured as follows. Section 2 introduces the theoretical
background regarding price updating and its relation to aggregated product
and inflation. Section 3 describes the modeling methodology used. Section 4
shows the economic model. Section 5 shows experimental setup and results.
Finally, section 6 presents conclusions and discusses future work.

2 Theoretical background

2.1 Inflation persistence and monetary non-neutrality

Macroeconomic research shows that in the long run, inflation is almost com-
pletely determined by money supply [18]. However, in the short run inflation
presents persistence, which means that a change in money supply is not re-
flected immediately in inflation. Instead, in the short run, a change in money
supply a↵ects the level of production of goods and services of the economy.

One element that explains the persistence of inflation, is the existence
of menu cost, which are cost associated with the adjustment of the nominal
price. Such cost make that under certain circumstances, it is better for a
firm to keep a price unchanged than to incur the menu cost. These cost
includes the printing of new menus, advertisement, psychological cost to the
customer, etc. [11]. The existence of this cost prevent firms from continually
updating prices.

Additionally, the rate at which the price changes (the inflation rate) is
also persistent: it responds slowly to changes in monetary policy. This leads
to problems such as recessions when the monetary authority implements
disinflationary policies [6].

One of the elements that have a big impact on the aggregated dynamics
of inflation and output is the price updating mechanism. We describe the
most relevant models next.
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2.2 Models of price adjustment

Inflation persistence is usually introduced in macroeconomic models through
staggered price adjustment. The most popular of such approaches are the
Taylor model and the Calvo model.

In the Taylor model [17], wage contracts that last several periods of time
prevent wages to react immediately to innovations in prices. In the Calvo
model [17], only a fraction of firms is allowed to adjust prices in each period.

These models are called time-based price adjustment models. These
approaches have been criticized on the base of the exogeneity of the price
updating mechanism [16, 13, 14]. Specially, because this strategies are not
the result of an optimization process of the firm, but an external parameter.

Another mechanism for introduction of inflation persistence is the sticky
information model, which assumes that some agents in the economy make
decisions using outdated information [12]. These model is called Sticky
Information. We do not make any considerations about using outdated
information in this paper.

Another approach to model price adjustment by firms is the so called
state-based pricing models, in which firms decide at each period whether to
update prices or not, based on the state of the economy. These mechanisms
have been harder to incorporate in macroeconomic models [9], and have
not been able to reproduce the observed inflation persistence. One of such
mechanisms are the (s, S) strategies. These strategies where studied by
Sheshinski and Seiss [15], who developed optimality conditions for them.
(s,S) strategies postulate that under optimal behavior of the firm, the real
price of the product should fluctuate between the values s and S. In this
model, given that the nominal price is constant, inflation continually reduces
the real price until it reaches s. When the real price falls to s, the firm update
its nominal price to the upper bound S.

One example of aggregation of (s, S) strategies is the Caplin and Spulber
[7] model. This model showed that staggered price setting at the level of the
firm does not imply persistence of inflation at the aggregate level. In such
model, firms follow (s, S) pricing strategies, and have a uniform distribution
of real log-prices between s and S. The distribution is shown to be stationary
and there are no fluctuation in output generated by an increase of money in
the economy.

Caballero and Engel introduced generalized (s,S) strategies [4], which
have a hazard function which assigns a higher probability the more distant
the current price is from the optimal one. It is shown to be an intermediate
approach between Calvo pricing and pure (s,S) strategies [5].
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2.3 Empirical findings about price adjustment

Alan Blinder [3] conducted a field research, interviewing decision makers
at firms, asking about what motivates them to change prices in order to
contrast his answers with several theories of price updating.

Findings showed that firms pay special attention to explicit and implicit
price contracts, they change prices in response to changes in the cost of
theirs inputs (cost based pricing) and fear of updating prices while other
firms do not (fear of coordination failure). Fear of coordination failure was
the theory with the higher score.

2.4 Expectations Modeling

In several situations agents have to anticipate the state of the economy in
order to make decisions, and behavior of the economy depends on how such
expectations are formed. In analytical models expectations are modeled as
rational: they are correct in average (xt = E[xt]+✏, where ✏ is an error with
mean 0), and agents process information optimally. This approach is very
useful analytically, but does not address the question of how such expecta-
tions are formed.

Recently, the study of the behavior of explicit forecasting rules has gained
attention. Research has focused on four aspects: stability of rational expec-
tations equilibrium under learning, equilibrium selection, transition dynam-
ics, and dynamics out of equilibrium [1]. In this paper, we study the stability
of [7] results in a discrete setup. We build an agent-based model as close as
possible to the continuous version. We replace the assumption of Rational
Expectations, for an implementation of Adaptive Learning.

Adaptive Learning assumes that agents behave like econometricians, and
they know the structure of the model, but must learn the parameters from
the data. Then, the regression model used by the agents has the following
form:

xt = ⇥
0
txt�1 + ✏,

and the parameters matrix ⇥t evolves according to

⇥t = ⇥t�1 + �R
�1
t�1xt�2(xt�1 �⇥

0
txt�2)

0

Rt = Rt�1 + �(xt�1x
0
t�1 �Rt�1).

� is called the gain parameter, and expresses the relative weight of new
observations. When � = 1/t, the algorithm is equivalent to recursive least

4



squares. Also, when the regressor is just a constant, Adaptive Learning is
equivalent to the Adaptive Expectations model, which has the form

E[xt] = E[xt�1] + �(xt�1 � E[xt�1]).

3 Modeling approach

We use agent based modeling. However, most of the behavior is described by
standard economic theory. We take advantage of the agent based modeling
approach to specify price updating behavior in a flexible way. An agent
based approach is used to allow the programmatic definition of price rules
and expectations, while results from optimization are used to determine
other aspects of the model, such as quantities demanded, money holdings,
etc.

The economic model used is discrete: we have discrete time, a finite
number of firms and households. The model features monopolistic compe-
tition on the goods and labor market, based on the model of Blanchard
and Kiyotaki [2]. This allows each firm to decide its own price and satisfy
all the demand generated at that price, instead of having to choose a price
“given by the market”. Monetary policy is modeled as transfers from the
government to households.

This work focuses in the introduction of price setting mechanisms men-
tioned by Blinder [3]. Particularly, we focus on fear of coordination failure.
The price updating mechanism takes the form of a generalized (s,S) strat-
egy, based on the work by Caballero an hengel [4]. Concretely, we define a
hazard function that incorporates fear of coordination failure.

The evaluation of the dynamics is undertaken using simulation.

4 Economic model

The economy modeled in this paper is a dynamic version of [2]. It has n

households, indexed by h and m firms indexed by i. Firm i produces good
i and house h provides labor kind h. It features monopolistic competition
in the goods market and labor market, and output is demand determined.

4.1 Household Behavior

At each period of time t, household h sets wage Wh,t and consumption
budget Bh,t maximizing the myopic utility function

Uh,t = (Ch,t)�(Mh,t/Pt)1�� �H
�

h,t
,
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Ch,t =

"
mX

i=1

✓
1
m

◆ 1
✓

Ci,h,t

✓�1
✓

# ✓
✓�1

,

with budget constraint
Mh,t + Bh,t = Ih,t,

Ih,t = Mh,t�1 + Tt +
mX

i=1

Wh,tHi,h,t + Vt.

Basically, households receive utility from consumption Ch,t and real
money holdings Mh,t/Pt, and su↵er disutility from providing labor Hh,t.
Also, they receive money transfers Tt from the government, and a share of
profits Vt from firms. Tt and Vt are the same for all agents. Income Ih,t is
distributed between consumption and money holdings.

Regarding notation: � is a weighting parameter, Mh,t is money holdings,
Pt is the price index which satisfies PtCh,t =

P
m

i=1 Pi,tCi,h,t, and � � 1 is
the elasticity of the marginal disutility of labor. Ch,t is a CES aggregate
of the consumption of individual goods Ci,h,t, where ✓ is the elasticity of
substitution between goods. Hi,h,t is the amount of labor kind h required
by firm i.

4.2 Firms Behavior

Firms’ production function has returns to scale 1
↵

< 1, and is given by

Qi,t = L

1
↵
i,t

,

Li,t =

"
nX

h=1

✓
1
n

◆ 1
�

H

��1
�

i,h,t

# �
��1

,

where Qi,t is quantity of goods and Li,t is a CES aggregate of labor, with
elasticity of substitution �. Firms maximize current period’s profit Vi,t given
by

Vi,t = Pi,tQi,t �WtLi,t,

where Wt is a wage index satisfying WtLi,t =
P

n

h=1 Wh,tHi,h,t.
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4.3 Optimal Pricing

Optimization leads to the following expressions for optimal prices and wages:

P
⇤
i,t = E Pt

"
↵

✓

✓ � 1
Wt

Pt

✓
Yt

m

◆
↵�1

# 1
1+✓(↵�1)

W
⇤
h,t

= E Wt

"
�

µ

�

� � 1
Pt

Wt

✓
Lt

n

◆
��1

# 1
1+�(��1)

where Yt is total product, Lt is total labor demand, and µ = �
�(1��)1�� . m

and n are assumed to be large enough to consider the e↵ects of an individual
price or wage on Pt and Wt negligible.

4.4 Expectations specification

Agents require a forecast of P , W , Y , L and I in order to be able to calculate
optimal price for the next period. Expectations are homogeneous. Agents
will forecast the value of inflation for the next period. The model analysis
behavior under constant inflation. Therefore, the form of the perceived law
of motion is a constant, and the adaptive learning model is equivalent to
adaptive expectations of the form

E[⇡t] = E[⇡t�1] + �(⇡t�1 � E[⇡t�1]).

Then, nominal variables are assumed to increase based on the estimation
of inflation

E[Pt] = Pt�1e
E[⇡t]

E[Wt] = Wt�1e
E[⇡t]

E[It] = It�1e
E[⇡t]

Considering the approximate relation between product, price index and
money

YtPt ⇡
�

1� �
Mt

the change in product is related to the changes in price index and money

E[�yt] = ⇡̄ � E[⇡t]
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where ⇡̄ is the rate of growth of money and �yt is the rate of change of
product. Therefore expectations of product and labor are given by

E[Yt] = Yt�1e
⇡̄�E[⇡t]

E[Lt] = Lt�1e
⇡̄�E[⇡t]

4.5 Price updating modeling

Caballero and Engel devised generalized (s,S) strategies. In these pricing
strategies, there is a hazard function, which defines the probability of up-
dating a price given the di↵erence between the current price with the optimal
price. They proposed a quadratic form for the hazard function, where the
probability of price updating increases monotonically with the di↵erence
between current price and optimal price, and is 1 outside the range (s,S) [5].

We define a hazard function which incorporates fear of coordination fail-
ure in the following way

Hazard(�p, d) =
1

(1 + �coord(1� d))2S2
(�p)2

where �p is the deviation from optimal the price, d is Share of firms
updating price in the previous period, � is the upper limit of e↵ects of d, S

is the maximum allowed deviation from optimal price,

5 Simulation and results

5.1 Parameter Values

Parameters used in the simulation are shown in Table 1. Value of � is based
on [10]. Values of ↵, �, ✓ and � where taken from [2]. Values of m, n, and
M are arbitrary. ⇡̄ is calibrated to represent moderate inflation (3%). Each
time period is considered as a week. Value of sF is calibrated to approximate
a frequency of 3 price changes a year. Then, SF /sF will be close to 1%.

we initialize the model with the symmetric static equilibrium, and then
let the model stabilize (for 500 periods) to reach its dynamic equilibrium.
After that we evaluate the e↵ects of di↵erent shocks. Each experiment is
performed 1000 times and graphs report the average value of the results.
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Table 1: Parameter Values Used in the Simulation

Parameter Value Parameter Value
� 0.05 m 20
↵ 1.2 n 100
� 1.4 M0 100
✓ 5 ⇡̄ 1.03

1
56 � 1

� 5 sF , sH 0.995
� 0.01 �coord 5

5.2 Static and Dynamic Equilibrium

We initialize the model with the symmetric static equilibrium, and let it
iterate for several periods of time under constant inflation.

Results show that higher fear of coordination failure is associated with
higher output, as can be seen in figure 1(a). Also, fear of coordination
failure is associated with slowly convergence to the equilibrium value of
output. Figure 1(b) shows that the inflation rate also takes longer to reach
the equilibrium value.

5.3 Response to a permanent positive change in rate of money
growth

Here we let the model iterated until it reaches stability and then increase
the rate of growth of money by 1%.

Results show that the model response of output is hump shaped, as can
be seen in figure 2(a). Initially, output increases as a result of having more
money in the economy. Then, it decreases later, as inflation catch up with
the new rate of growth of money. However, after the output stabilizes, the
output level is higher that the original.

We consider that change in the equilibrium level of output happens be-
cause we consider a fixed (s,S) strategy with symmetric bands, while in
reality the optimal value of the (s,S) bands is a function of inflation and the
bands are symmetric only when average inflation is 0.

Results show that fear of coordination is associated with a higher change
in the equilibrium level of output, and also with a longer period between
the time of the change monetary policy, and the peak of output.
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Figure 2(b) shows that inflation reacts more slowly to the change in
monetary policy in the presence of fear of coordination output.

Figure 2(c) shows that fear of coordination failure is associated with
lower rates firms changing prices. Although we expected it to raise strongly
after the change of monetary policy, results shows that the change is milder
in the presence fear of coordination failure.

5.4 Response to a permanent negative change in rate of
money growth

We want to analyze if the model produces a di↵erence response when the
change in inflation is positive or negative. Here we change the rate of growth
of money, decreasing it by 1%.

Figures 3(a), 3(b) and 3(c) show the results for output gap, inflation
rate and rate of firms changing prices. Although the change in output and
the time from change in monetary policy to output minimum are a little
bit higher, results show that the dynamics for the positive and the negative
change in the rate of growth money are very similar. The responses are not
qualitatively similar.

5.5 Response to a temporary change in rate of money growth

Here we simulate a change in the rate of growth of money for one quarter
(13 weeks). Results show a lump shaped response of output 4(a). Fear of
coordination failure is associated with a higher response of output and a
longer period of time from shock to peak of output. Also, it is associated
with a slower response of inflation, as can be seen in figure 4(b). Figure 4(c)
shows that the rate of firms changing prices presents the same pattern of
previous experiments: fear of coordination failure is associated with lower
rates and milder responses to changes in monetary policy.

6 Conclusions

This model presented a model of fear of coordination failure in the price-
updating behavior of firms and analyzed its e↵ect in the aggregated output
and inflation dynamics of the economy. The model used an agent-based
approach in order to introduce information about other firms updating prices
as an element of the price updating rule.

In general, results showed a stronger response of output and a slower
response of inflation to changes in monetary policy. However introduction
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of fear of coordination failure does not results in a qualitatively di↵erent
response. The dynamics with and without fear of coordination failure are
not qualitatively di↵erent.

Further research includes the use of a model with inter-temporal opti-
mization from the households and endogenous values for the boundaries of
the (s,S) strategy.
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Abstract

Application of learning models to the problem of cooperation in social
dilemmas has been used to analyses the convergence of cooperative solu-
tion. The reinforcement-learning model such as Bush-Mosteller predicts
stochastic collusion as a backward-looking solution to the problems based
on random walk. However, lock-in a cooperative equilibrium solution de-
pends heavily on learning rate and aspiration level. This research exam-
ines dependence of learning rate and aspiration level by agent-based sim-
ulation approach. We modify the model to handle heterogeneous agents,
i.e., different initial learning rate, initial aspiration level, and habituation
parameter, and elaborate the model as an N-way Prisoners Dilemma. We
also consider the structure of interaction among the players. By varying
the learning rate, the model overcomes heterogeneity of agents and leads
to cooperative solution.
Keywords: Stochastic Collusion, Aspiration Level, Learning Rate, Het-
erogeneous Agents

1 Introduction

Consider a game in which the player has limited information about the environ-
ment and receives little information with each action. In this situation, a simple
behavior of the player is to select an action based on past experience by playing
the same game. This process will develop, consciously or unconsciously, a stan-
dard pattern of response. Specifically, the player will learn during sequences of
the game. Experimental studies have been conducted to investigate the learning
process in the incomplete information case [2, 3].

To develop a standard pattern of response, the players adapt their behav-
ior through simple trial-and-error learning. A well-knownmodel is reinforcement
learning such as Bush and Mosteller (BM) model [9]. In this model, a success-
ful action is more likely to be repeated, while unsuccessful ones are less likely.
Each player has an aspiration level to evaluate his/her outcomes. Based on cur-
rent probabilities of players, each player makes a decision and plays the game.
Each of player receives an outcome and evaluates the outcome as satisfactory
or unsatisfactory relative to their aspiration level. Satisfactory choices become
more likely to be repeated and increase the probability of the associated choice,
while unsatisfactory choices become less likely and decrease the probability of
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the associated choice. This process is also known as The Law of Effect. Through
the learning process, each individual has a learning rate, which is interpreted
as a magnitude to the individual to perceive his/her experienced such as inter-
est in the outcome. Low learning rate means the individual perceive his/her
experienced slowly through the learning process, and vice versa.

Flache and Macy [4, 6, 7] have investigated reinforcement-learning model
in social dilemma games. They also define two learning-theoretic equilibriums
in the Prisoner’s Dilemma (PD), i.e., self-reinforcing equilibrium (SRE) and
self-correcting equilibrium (SCE). On the other hand, the SRE obtains when a
strategy pair yields payoffs that are mutually regarding. The SCE is character-
ized by dissatisfying behavior. Dissatisfying means that both players will try to
avoid an outcome that is better than their worst possible payoff.

Macy and Flache argue that the BM model identifies stochastic collusion
as a backward looking solution for social dilemma games such as Prisoners
Dilemma Game, Chicken Dilemma Game, and Stag Hunt Game. However,
this solution depends on the aspiration level of players. The individual may not
learn completely to reach the solution if his/her aspiration level is too low or too
high from all the available outcomes. Moreover, lock-in a mutually cooperative
equilibrium is also depends on the learning rate. The lower the learning rate, the
larger the number of steps that must be needed to lock-in a mutually cooperative
equilibrium. It is clear that the learning rate must be same to all players so
that the players can be synchronized they move.

There are some interesting questions that may arise in reinforcement
learning model. This research considers two of them. The first one is how the
model should be modified to overcome the effect of learning rate. Consider a
social dilemma in a certain society. Each individual may come with different
capacity to perceive the problem. Some of them come with low capacity (low
learning rate) and others with medium or high capacity (medium or high learn-
ing level). According to the model, learning rate must be the same and thus
providing synchronizes moves to reach desirable result. However, in the begin-
ning of the problem, individual may have different learning rate and hence learn
how to synchronize the learning rate. The second one is how the model should
be modified in order to overcome the effect of aspiration level. Again, individual
may come with different aspiration level and may change over time. Macy and
Flache model focuses most of their analysis on the case of constant aspiration
level. In the case of dynamic aspiration level, they have found that habituation
destabilizes stochastic collusion. Moreover, in [1, 5, 8, 12] the parameter of ha-
bituation is assumed same to all players and the value is set to sufficient small
to guarantee the convergence of the model.

With these considerations, we try to construct an environment with het-
erogeneous agents. By heterogeneous agents, we refer to the agents with differ-
ent initial learning rate, initial aspiration level and parameter of habituation.
The model we propose in this research is based on the capability of the agents
to use the strength of reinforcement to update their probability of an action.
During the game, the agent accumulates the stimulus (the difference between
receives payoff and aspiration) for an action that has been selected. The aver-
age of the accumulate stimulus for each action will determine the strength of
reinforcement via a response function. Output of the response function will be
used to update probability of the associated action.
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2 The Bush-Mosteller Reinforcement Learning
Model

In this paper, we focus on the Prisoner’s Dilemma (PD) game. Structure of
payoffs in this game is described as in Table 1, where T = 4 > R = 3 > P =
1 > S = 0.

Table 1: Prisoner’s Dilemma Payoff Structure

P1/P2 C D
C R,R S,T
D T,S P,P

In general, the Bush-Mosteller model implements a stochastic decision
process. In this model, individuals are modeled as stimulus-response mechanism
shaped by learning forces. A player takes an action based on the propensity
(probability) of the action. Aspiration and reward will generate stimulus of the
action. Positive outcomes increase the probability that the associated action
will be repeated, while negative outcomes reduce it.

Let P be a set of players, P = {1, 2}, ρi(t) be the aspiration level for
player i at time t, pri(a, t) be probability of an action a ∈ A = {C,D} for player
i at time t, and Ri(t) be a payoff for player i at time t. A stimulus associated
with payoff Ri(t) and aspiration level ρi(t) for taken an action a ∈ A for player
i is Si(a, t) = Ri(t)− ρi(t). The stimuli for players i is defines as follows:

Si(a, t) =
Ri(t)− ρi(t)

Z
, a ∈ A = {C,D} (1)

where Z = sup[|Ri(t) − ρi(t)|], represent the upper value of the set of possible
differences between payoff and aspiration. This scaling factor will make the
stimulus in the range |Si(a, t)| < 1.

The BM model updates probabilities after an action (cooperation or de-
fection) as follows:

pri(a, t+ 1) =

{
pri(a, t) + LSi(a, t)(t)(1 − pri(a, t)) if Si(a, t) ≥ 0
pri(a, t) + LSi(a, t)(t)pri(a, t) if Si(a, t) < 0

(2)

L =, 0 < L < 1 is the learning rate.
The updated aspiration level ρi(t + 1) is a weighted mean at the prior

aspiration level at time t and the payoff Ri(t) receives at t.

ρi(t+ 1) = (1− h)ρi(t) + hRi(t) (3)

where h indicated habituation, i.e., the degree to which aspiration level of floats
toward the payoff. If h = 0, the aspiration is constant, that is, recent payoffs
are ignored and the initial aspiration level ρio is preserved throughout the game.
If h = 1, aspirations float immediately to the payoff that was received in the
previous iteration.

By introducing the strength of reinforcement, we modify updating rule
for probability in Eq. (2) as follows: Let βi(a, t) be the strength of reinforcement
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Figure 1: Same value of beta

of an action a ∈ A for player i at time t,

pri(a, t+ 1) =

{
pri(a, t) + βi(a, t)(1 − pri(a, t)) if Si(a, t) ≥ 0
pri(a, t)− βi(a, t)pri(a, t) if Si(a, t) < 0

(4)

In this equation, the strength of reinforcement is interpreted as how much in-
terest of an player to the stimulus he/she receives by playing action a. We
assume the value of this strength lies on interval (0,1]. This value has a role as
learning rate, however, the updating rule of probability in Eq.(4) has a condi-
tion depending on the stimulus the agents receive. One interesting result here
related to dynamics of the PD game can be explained by Eq.(4). If both players
use only their stimulus to perceive positive or negative reinforcement and apply
Eq.(4) to update their probability of an action, the dynamic of the PD game
will change drastically.

Figure 1 shows the dynamic of the PD game by using Eq.(4). In this
simulation, we use only the stimulus Si(a, t) to perceive positive or negative
reinforcement and set the same value of β for both players, i.e., βi(a, t) =
[0.1, 0.3, 0.5, 0.7, 0.9] for all i ∈ P = 1, 2 and all t. We use ρ1(0) = ρ2(0) = 2 and
habituation level h = 0.1 for both players. In this figure, the x − axis is the
number of iterations, 100 iteration, and y − axis is the average of cooperative
action of both players in 1000 running.

As we can see, the dynamics of cooperative action depends on the value
of β. Cooperative behavior can be maintained if both players have high value of
β. However, Figure 2 shows the dynamics of the game by using different value of
β for each player. We set β1(t) = [0.1, 0.2, 0.3, 0.4] and β2 = [0.5, 0.6, 0.7, 0.8] for
all t. In this figure, only one combination of β that yield full cooperative pattern,
i.e., 0.4 Vs 0.8. In other cases, cooperative behavior cannot be maintained. The
first player has relatively low value of β. He failed to adjust his probability of
cooperation against an player who has relatively high value of β.

From the above results, we have found that the strength of reinforcement
is important to improve cooperative behavior in PD game. In contrast with
Eq.(2), Flachey and Macy have shown that the cooperative behavior also de-
pends on the learning rate. The players should have the same and sufficient high
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Figure 2: Different value of beta

level of learning rate in order to establish cooperative result. The initial value
of aspiration level must lie on the range between maximin and the payoff of
mutual cooperation (R) to produce optimal results in PD game. Moreover, by
using habituation in term of parameter h, the habituation destabilized mutual
cooperation.

The difference between updating probability in Eq.(2) and Eq.(4) can be
explained as follows. In Eq.(2), the value of stimulus Si(a, t) is used both in
perceiving the reinforcement effects (condition of updating probability) and in
updating probability. However, in Eq.(4), the value of stimulus is only used
in perceiving the reinforcement effects (condition of updating probability). Be-
cause the stimulus is used in updating probability in Eq.(2), the strength of
reinforcement in term of LSi(a, t) is effected by the learning rate L. Suppose
at time t player i payoff Ri(t) = 3 by playing action a = C and ρi(t) = 2,
the stimulus Si(C, t) = 0.5 after scaled this values. Therefore, the strength of
reinforcement is 0.5L. We can see this strength relatively small (weak) except
for L close to 1. Moreover, this strength evolves over time depend on Ri and
ρi. This causes the value of the probability fluctuate over time. On the other
hand, Eq.(4) do not use Ri and ρi to update the probability.

However, as we have already shown in Figure 1 and Figure 2, the dy-
namics of cooperative behavior is not guaranteed mutual cooperation regarding
to the value of β. Moreover, Eq.(4) uses only Ri and ρi to determine updating
condition. In our proposes model, we want to define β as a function of Ri and
ρi.
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3 The Model

As we have explained, the value of β is considered as learning rate with respect
to updating probability in Eq.(4). By using Eq.(4), we have shown the con-
vergence to cooperative behavior can be completely established if both players
have the highest value of the learning rate or β. However, in the situation in
which the players have low and high value of beta, the cooperative behavior can-
not completely establishes. This is caused by a constant value of the learning
rate (β), so that the players updated their probability with the same strength.
Because the effect of reinforcement in term of stimulus is used only in the condi-
tion of updating probability, the highest value of the learning rate will strongly
increases the probability of an action and vice versa. In this case, both players
are failed to synchronize their updating process of probability.

Our proposes model can be described as follows: during the game each
player will accumulates the value of stimulus his/her receives by playing an
action a ∈ A = {C,D}. This accumulate value will be averaged by time. After
that, the average value of stimulus will pass a response function to determine
the value of β or learning rate to update the probability (Figure 3).

Let ωi(t, a) be the total average of stimulus of action a at time t for player
i:

ωi(a, t) =

{
1
t
[ωi(a, t− 1) + Si(a, t)] if a is chosen

ωi(a, t− 1) otherwise
(5)

The value of β will be updated according to:

βi(a, t) =
eωi(a,t)

∑
a−∈A eωi(a−,t)

if a is chosen (6)

pri(a, t) !Choice !Ri(t) !Si(a, t)=Ri(t)− ρi(t)
"

prj(a, t)

"

ρi(t)

#ωi(a, t)= 1
t
[ωi(a, t− 1) + Si(a, t)]#βi(a, t) = eωi(a,t)

∑
a−∈A eωi(a

−,t)

$

Figure 3: Schematic of the model

By using the above updating function for β, the value of β can be guaran-
teed in (0,1]. An action, which played frequently, will lead β to zero if the action
has negative reinforcement, i.e., e−x as a numerator. Therefore, the learning
rate (strength of reinforcement) will be weak, so that the probability of the
action has a small change. Conversely, an action, which played frequently, will
lead β to one if the action has positive reinforcement, i.e., ex as a numerator.
Therefore, the learning rate (strength of reinforcement) will be sufficient strong,
so that the probability of the action has a big change. However, the total aver-
age of stimulus will tend to zero as t increase, therefore, beta will tends to 0.5.
In this process, the players should give more interest to positive stimulus and
synchronize their learning rate to 0.5. We use Eq.(4) to update the probability.
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4 Simulation and Results

In order to include heterogeneity of agents, we simulate the model based on
several scenarios as follows:

4.1 The first scenario

In this simulation we want to show the effect of different value of initial aspira-
tion and parameter of habituation. Initial aspiration level will be set differently
and one player has initial aspiration below the maximin, i.e., ρ1(0) = 0.8 and
ρ2(0) = 2. Parameter of the habituation h will be set differently, i.e., h1 = 0.1
and h2 = 0.3 (Figure 4). We also compare the propose model with BM model
and Eq.(4) by using constant learning rate, i.e., 0.1 for the first player and 0.5
for the second player. The iteration time will be set 100 and the simulation will
be replicate 1000 time under the same condition. The initial value of ωi(0) = 0
and pri(C, 0) = pri(D, 0) = 0.5 ∀i for each simulation.

!P1
ρ1(0) = 0.8

h1 = 0.1

ρ1(0) = 0.8

h1 = 0.1

!#for each iterationfor each iteration

updateupdate

!P2
ρ2(0) = 2

h2 = 0.3

ρ2(0) = 2

h2 = 0.3

Figure 4: Structure of interaction of the first scenario

Figure 5: Two-person PD Game: Dynamics of model

Figure 5 shows the two-person PD game. The model improves and main-
tains cooperative behavior even in the situation in which the players have differ-
ent initial aspiration level and parameter of habituation. The initial aspiration
level of the first player is below the maximin value (0.8 < 1.0), therefore, he/she
receives positive reinforcement in case of DD, DC, or CC outcome and nega-
tive reinforcement in case of CD. For the second player, he/she receive positive
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reinforcement in case of CC or CD outcome and negative reinforcement in case
of DC or DD outcome.

Table 2 shows the action taken for both players of one running of the
simulation. As we can see, the first outcome is CD, therefore, the first player
receives negative reinforcement (decreasing β value), while the second player
receives positive reinforcement (increasing β value). Both players tend to play
D in the next iteration because the probability of action C for the first player
decreases, while the probability of action D increases for the second player. The
outcome DD for the second iteration gives positive reinforcement for the first
player but negative reinforcement for the second player. The first player keeps
the action D until his/her aspiration level exceeded the payoff of DD outcome
(the sixth iteration, Figure 6).

Table 2: Actions taken for both players

Player/Iteration 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 . . . 100

FirstP layer C D D D D D C D C C . . . C

SecondPlayer D D C C C D D D C C . . . C

Figure 6: Dynamics of aspiration level

Through this situation, the aspiration level of the second player decreases
as long as the first player played D. After that, the outcome DD is unfavorable
for both players, they try to play C to make their aspiration level above the DD
outcome. At this point, the outcome CC increases their aspiration level and
gives positive reinforcement to the value of beta. The dynamics of beta value
can be seen in Figure 7. As we can see, the beta value of the second player
decreases as he/she receives negative reinforcement, while increases for the first
player as he/she receives positive reinforcement. After that, they synchronize
the value close to 0.5.
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Figure 7: Dynamics of beta value

4.2 The second scenario

We varying initial aspiration level for the first player, i.e., ρ1(0) = [0...4] =
0.1 ∗ inc, where ∈ inc = {0, 1, 2, ..., 40} and ρ2(0) ∈ CR = {0.1, 0.5, 1.0, 2.5}.
Parameter of the habituation h will be set differently, i.e., h = 0.1 for the first
player and h = 0.3 for the second player (Figure 9). We want to determine the
range of initial aspiration level that exhibit cooperative behavior in two-player
case. The iteration time will be set 100 and the simulation will be replicate 1000
time under the same condition. The initial value of ωi(0) = 0 and pri(C, 0) =
pri(D, 0) = 0.5 ∀i for each simulation.

Figure 8: Varying the initial aspiration level

Figure 8 shows the range for which the cooperative behavior can be
achieved. In this figure, the x − axis is the initial value of aspiration level
for the first player which vary between zero and four. The y − axis is the per-
centage of lock-in mutual cooperation. As we can see, the range depends on
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the initial aspiration level of the second player. The highest the initial aspi-
ration level of the second player, the larger the range that exhibit cooperative
behavior. The second player with ρ2(0) = 2.5 exhibited the larger range for the
initial aspiration level of the first player. The initial aspiration level for the first
player can be made in the range between 0.1 and 4.0 and performed full mutual
cooperation.

!P1
ρ1(0) = 0.0

h1 = 0.1

ρ1(0) = 0.0

h1 = 0.1

!#for each iterationfor each iteration

updateupdate
!P2

ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.3

ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.3

!
ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.1

ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.1

!#for each iterationfor each iteration

updateupdate

!
ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.3

ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.3

"""
!

ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.1

ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.1

!#for each iterationfor each iteration

updateupdate

!
ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.3

ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.3

" " "
!P1

ρ1(0) = 0.0

h1 = 0.1

ρ1(0) = 0.0

h1 = 0.1

!#for each iterationfor each iteration

updateupdate
!P2

ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.3

ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.3

" " "
!

ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.1

ρ1(0) = 0.1

h1 = 0.1

!#for each iterationfor each iteration

updateupdate

!
ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.3

ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.3

" " " """
!

ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.1

ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.1

!#for each iterationfor each iteration

updateupdate

!
ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.3

ρ1(0) = 4.0

h1 = 0.3" " "

Figure 9: Structure of interaction of the second scenario
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4.3 The third scenario

In this simulation we want to observe the capability of the model by increasing
the number of players. We set the number of players N = {9, 16, 25, 36} and for
each iteration two players will be selected randomly to play the PD game for
three times (Figure 10). For each game, selected players update their aspiration
and probabilities, while not selected players will set previous value of their
aspiration and probabilities. Initial aspiration level for each player ρi(0) =
1.0 + ∆A with ∆A = i ∗ 0.1, i ∈ {1, 2, ..., N} and habituation for each player
hi = 0.01 + ∆H with ∆H = i ∗ 0.01, i ∈ {1, 2, ..., N}. The iteration time
will be set 5000 and the simulation will be replicate 1000 time under the same
condition. The initial value of ωi(0) = 0 and pri(C, 0) = pri(D, 0) = 0.5 ∀i for
each simulation.

#$
%&Pi

ρi(0) = 1.0 + ∆A with ∆A = i ∗ 0.1, i ∈ {1, 2, ..., N}ρi(0) = 1.0 + ∆A with ∆A = i ∗ 0.1, i ∈ {1, 2, ..., N}

hi = 0.01 + ∆H with ∆H = i ∗ 0.01, i ∈ {1, 2, ..., N}hi = 0.01 + ∆H with ∆H = i ∗ 0.01, i ∈ {1, 2, ..., N}

random=j random=k!
ρj(0)

hj

ρj(0)

hj

!#for each gamefor each game

updateupdate

!
ρk(0)

hk

ρk(0)

hk

!# for each iterationfor each iteration

Figure 10: Structure of interaction of the third scenario

In random matching structure of interaction, the more players involve in
the game, the hardest cooperative behavior can be achieved. As we can see in
Figure 11, as the number of players increase, it is difficult for the players to
synchronize their heterogeneity. The players interact randomly, therefore, it is
difficult for them to synchronize their learning process.
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Figure 11: Random matching

4.4 The forth scenario

In contrast to the third scenario, in this simulation each player has regular
interaction between his/her neighbor. We set a rectangular regular grid with
torus. We set 3x3, 4x4, 5x5, and 6x6 dimension and use Von-Neumann 4-
Neighborhood. For each iteration, we select one player randomly and one neigh-
bor will be selected randomly from the selected player to play the PD game for
three times (Figure 12). Initial aspiration level ρi and habituation hi for each
player will be set as in (3). The iteration time will be set 5000 and the simulation
will be replicate 1000 time under the same condition.

Besides that, we change the structure of interaction. We set a circle
with N = {9, 16, 25, 36} players or nodes and 4-Neighborhood for each player.
For each iteration, we select one player randomly and one neighbor will be
selected randomly from the selected player to play the PD game for three times
(Figure 13). Initial aspiration level ρi and habituation hi for each player will
be set as in (3). The iteration time will be set 5000 and the simulation will be
replicate 1000 time under the same condition. The initial value of ωi(0) = 0
and pri(C, 0) = pri(D, 0) = 0.5 ∀i for each simulation.
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! ! !
! ! !
! ! !

""
First player (random)First player (random) Neighbor of the first player (random)Neighbor of the first player (random)!

ρ5(0)

h5

ρ5(0)

h5

!#for each gamefor each game

updateupdate

!
ρ3(0)

h3

ρ3(0)

h3

!# for each iterationfor each iteration

Figure 12: Structure of interaction, (rectangular 3x3)

"
"

First player (random)First player (random)

Neighbor of the firstNeighbor of the first

player (random)player (random)!
ρ1(0)

h1

ρ1(0)

h1

!#for each gamefor each game

updateupdate

!
ρ3(0)

h3

ρ3(0)

h3

!# for each iterationfor each iteration

Figure 13: Structure of interaction, (circle N = 9)

In contrast to regular interaction, i.e., rectangular grid and circle, the
cooperative behavior can be achieved by increasing the number of players until
25 (Figure 14 and 15). The circle structure of interaction perform well in term
of speed of convergence. Moreover, in case of the number of players increase
until 36, the circle structure can achieve about 0.91 of cooperative probability.
The model do better to establish full cooperative behavior if the players can
interact regularly. The model can also handle variety of initial aspiration and
parameter habituation in regular interaction.
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Figure 14: Rectangular Structure

Figure 15: Circle Structure

5 Conclusion

We have shown the model improve and maintain cooperative behavior in het-
erogeneous agents. Varying the learning rate can eliminate the heterogeneity of
agents. In this model, the stimulus is used for condition to update the proba-
bility of an action, therefore, the effect of aspiration level not directly involve in
updating process. This situation makes the value of probability not fluctuate
in case of the players (agents) have habituation in term of the parameter h.
Besides that, the model uses the aggregate value of the stimulus to vary the
learning rate. This process makes proportional updating value of probability
regarding to the aggregate value of the stimulus received by players (agents).

The model also describes a characteristic of learning to reach an optimal
outcome. The agents should slowly increase their learning rate after they re-
ceive negative stimulus and slowly decrease their learning rate after they receive
positive stimulus. Therefore, the process of exploration and exploitation of the
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available actions can be made balanced until they found an optimal action.
The structure of interaction can effects dynamic of cooperative behavior

by using the model. The model successfully establishes cooperative behavior in
regular interaction in which all players continuously interact with others. How-
ever, the more agents involve in the game, the more difficult to reach cooperative
result. In the simulation, we select one player randomly and one neighbor will be
selected randomly from the selected player to play the PD game for three times.
Therefore, there is a chance for the players will not be selected if the number
of players increases. This is only one possibility based on our simulation. The
future work will be investigated the other possibilities.

6 Explanation of Simulation Using SOARS

SOARS (Spot Oriented Agent Role Simulator) is the language for social simu-
lation model construction that is being developed since 2003 by major SOARS
Project members, Deguchi Laboratory at Tokyo Institute of Technology, and
PieCake, Inc [7, 15]. Although it was initially meant to be a language only for a
social simulation, in the process of its development, it has grown as a language
that is also applicable to gaming or accountancy. It may be more appropriate to
refer to the present SOARS as a language for simulations. However, it is more
than a language for social simulations and includes many tools for building the
simulation model using agent-based modeling.

In this explanation we simulate the model in two-players case. The
structure of the simulation is described in Figure 16. The red circle represents
the agent and the small red rectangle represent the role of the agent. The blue
rectangle represents the spot and the small blue rectangle represent the role of
the spot.

Figure 16: SOARS’s environment

The red rectangle with curve represent the plot of the output. In this case,
the spot is used to save the data through the simulation. Each player has a
number of variables as follows (Figure 17):

1. probC: the probability of action C
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Figure 17: Agent’s variables

2. probD: the probability of action D

3. omegaC: the average stimulus of action C

4. omegaD: the average stimulus of action D

5. rho: the aspiration level

6. beta: the learning rate

7. S: the stimulus

8. h: the parameter of habituation

9. action: the choice

10. reward: the reward receive

11. tempIt: to store the simulation time

At the spot (data) also has a number of variables as follows (Figure 18):

1. R: reward for outcome CC

2. T: reward for outcome DC

3. S: reward for outcome CD

4. P: reward for outcome DD

5. AvgPC: the average of probability C of both players

6. iteration: the simulation time

7. tempP1C: to store the value of probability for the first player

8. tempP2C: to store the value of probability for the second player

9. tempR1: to store the reward for the first player
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Figure 18: Spot’s variables

10. tempR2: to store the reward for the second player

To simulate the model, we define the stages as follows (Figure 19):

1. Init: to initialize the variables

2. SentIter: to send simulation time

3. MakeChoice: to make a choice

4. SendChoice: to send the choice to spot (data)

5. EvaluateReward: to determine the reward from the players’s choice

6. CountStimulus: to count the stimulus

7. CountBeta: to count beta value

8. Updating: to update the probability and aspiration

9. SentVar: to sent variable probability to spot (data)

10. CountOut: to count the output of the simulation (AvgPC)

These stages running for each iteration, except the Init stage. From these
stages, we define which stages belongs to the role of agents and the role of spot
(data). In the agent’s role the stages describe as follows:

1. MakeChoice: to make a choice

2. SendChoice: to send the choice to spot (Data)

3. CountStimulus: to count the stimulus

4. CountBeta: to count beta value

5. Updating: to update the probability and aspiration
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Figure 19: Simulation stage

6. SentVar: to sent variable probability to spot (data)

In the spot’s role the stages describe as follows:

1. SentIter: to send simulation time

2. EvaluateReward: to determine the reward from the players’s choice

3. CountOut: to count the output of the simulation (AvgPC)

We also define the formulation to updating some variables as follows (Figure
20):

1. ASP: to update aspiration level

2. Avg: to calculate average of two variables

3. Beta: to update value of beta

4. PRpos: to update the probability of positive reinforcement

5. PRneg: to update the probability of negative reinforcement

6. rand: to generate random number between 0 and 1

Finally, we plot the output and configure the simulation time as describe in
Figure 21 and Figure 22.
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Figure 20: Formulation

Figure 21: Output

Figure 22: Simulation time
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ᬺℂᔨޔ⚻༡⾗Ḯࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦޔ⢻ജޔ⚵❱㘑ⷰߩὐޔߦ․ޕߚߒ␜ࠄ߆ෳടଦ

ㅴߩߚߩ⺑ᓧࠦࠍࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒⴕࠅࠃߦߣߎ߁ෳട₸ࠍะޕߚߡߖߐ 

ⅣႺߤߥ╷ⅣႺኻޔⅣႺᵴേޔⅣႺ㗴ޟߪ⟵ቯߩ⟵⁜ߩޠࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒⅣႺࠦޟ

Ⅳߩᚻߌฃޔߪߦ⟵ᐢޔ߇ࠆߢޠㆊ⒟ࠆߔࠅߚࠇࠄ߃વࠅߚ߃વࠍࠫ࠶ࡔࠆߔ㑐ߦ

Ⴚ㈩ᘦࠍଦㅴޟࠆ߁ߒ␠ળᔃℂޔߣޠࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩߡߒߣ⋧ⴕὑࠍㅢߡߓ␠ળ

ޕ㧝㧕ࠆߢࠎࠍᗧ߁ޠࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߩߡߒߣળㆊ⒟␠ޟࠆ߁ߒଦㅴࠍⅣႺ㈩ᘦߩ

ᓥᬺຬෳടဳ CO2ᷫᵴേޔߪߢⓍᭂ⊛ߦᓥᬺຬࠍ⺑ᓧߡߒෳടࠍᐢޔࠅ߅ߡⅣႺ㈩ᘦ

ⴕേࠍଦߔⅣႺࠦߡߒߣࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒᦼᓙޔࠇߐ␠ળ⊛ࠫࡑࡦ⸃ߩⴕേ⊛ᣇ⇛㧔⮮

(2003)㧕ߩߡߒߣᗧ⟵߽ᜬޕࠆ߁ߜ 

ᧄ⺰ᢥޔߪ⊛⋠ߩAxelrod(1997)߇KISS(Keep It Simple and Stupid)ේℂޔߦ߁ࠃ߁⸒ߣ

㕖Ᏹߦන⚐ޔߡ↪ࠍ࡞࠺ࡕࠬࡌ࠻ࡦࠚࠫࠛߥⅣႺ㈩ᘦⴕേ߇᥉ߣࡓ࠭࠾ࠞࡔࠆߔ

ⅣႺࠦߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒലᨐ߿㒢⇇ࠍ⠨ኤޕࠆߢߣߎࠆߔ 

 

 

㧞㧚ၮᧄ࡞࠺ࡕ 

㧔㧝㧕ߩޘᗧᕁቯ 

㑆(2010)ߢขࠅࠆߡߍ B ౝ␠ޔ߇ડ↹ᜂᒰ⠪ߩᓥᬺຬෳടဳᵴേޔߪߢߩ␠

⚂ߩ㓏ጀࠆߩ 100 ߚߒଐ㗬ߢ࡞ࡔߦ߁ࠃࠆࠇߊߡߒࠍ⸒ትࠫࡦࡖ࠴ߩ⋬ⅣႺޔߦੱ

⚂ޔߪੱߚߌߟࠍ★⸘ⅣႺኅޔࠅߚߒ⸒ትߦታ㓙ޔ߈ߣ ᣣޟߪᜂᒰ⠪ߩ␠Bޕߚߞߢ15%

ᧄߩਛߣࠬࡂࡠߢ߫ߪߜߚੱࠆࠇ㧞ഀࠄ߆㧟ഀ੍ޔߢߩߚߞߪ࠲࠺߁ߣᗐߡߒ



ߢߌߛߚߍᛩߣࡦࡐߢ࡞ࡔޔߢߥߒࠍߌ߆߈߽ޕߔߢᨐ⚿ߚ ࠍޔࠄ߆ߛ15%

ⅣႺኅߢ␠Dޔߚ߹ޕߚߡߒߣޠޕߚߒ߹ߓᗵߢ⡼ࠍߣߎ߁ߣߣߥ߹⚵ࠅขߢࠎ⚵

2008ᐕޕࠆߡߒ࿁ࠍ★⸘ⅣႺኅࠄ߆ੱߚߞⴕࠍߺ⚵ࠅขߦታ㓙ޔߒታᣉࠍ㈩Ꮣߩ★⸘

ᐲޔߪߢⅣႺኅ⸘★ߦታ㓙ߦขੱߛࠎ⚵ࠅᢙޔߪ㈩Ꮣᢙߩ ⚂ߩ2ഀ  ޕߚߞߢ1ਁੱ

 ᧄ⺰ᢥޔߪߢ࡞࠺ࡕߩฦࠛ࠻ࡦࠚࠫ i ⅣႺ㈩ᘦⴕേޔߪ Ai ߩޠߥߒޟޠࠆߔޟࠍ 2

⠪ᛯ৻㗴ߦ⋥㕙ࠍޠࠆߔޟޕࠆߡߒ Ai=1ࠍޠߥߒޟޔ Ai=0 ⅣႺ㈩ᘦⴕޕࠆߔቯ⸳ߣ

േߩᗧᕁቯ࠻ࡦࠚࠫࠛޔߡߟߦ iߪⅣႺᗧ⼂ Ei (0<Ei<1)ߦᓥߡߞㆬᛯޕࠆߔB␠߿

D Ei=0.2ޔߣࠆ߃߹〯ࠍߩ␠ ߩ߽ࠆߔㆬᛯࠍޠࠆߔޟⅣႺ㈩ᘦⴕേߢ₸⏕ߩߎޔߒߣ

 ޕࠆ߈ߢߡߒߣ

 100 ޔߦ߁ࠃߩ࿑㧝ߩએਅޔࠄ߇ߥᒰὼޔ႐ว߁ⴕࠍᗧᕁቯߦޘߪ࠻ࡦࠚࠫࠛߩੱ

ⅣႺ㈩ᘦⴕേߩ࠻ࡦࠚࠫࠛࠆߔࠍว⸘ᢙ20ޔߪઃㄭޕࠆߥߦ 
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ᤨ㑆

ⅣႺ㈩ᘦⴕേ䈱᥉₸

 

࿑㧝 Ei=0ߢㆬᛯࠆߔ႐ว 

 

㧔㧞㧕㓸࿅ࠆߌ߅ߦߩޘᗧᕁቯ 

 ડᬺߤߥ❰⚵߿㓸࿅ࠆߌ߅ߦੱߩᗧᕁቯઁޔߪߢ⠪ߩෳᾖⴕേߩߎޕࠆߔ↢⊑߇ෳ

ᾖⴕേߪ㧞ࠄ߆ࠆߔ߇ߥࠎߺޟޔࠅߟ⥄ಽ߽߁ߣޠⴕേࠄߥࠆߡߒ߇ߥࠎߺޟߣ⥄ಽ

ⅣႺ㈩ᘦⴕേߔ␜߇ᐢἑ(1995)ޔߪ೨⠪ޔߪߢⅣႺ㈩ᘦⴕേޕࠆߢⴕേ߁ߣޠߪࠄߊ

៰ᜰ߇ጊጯ(1990)ޔߪߡߟߦᓟ⠪ޕࠆߢ▸ળⷙ␠ߩⴕേᗧ࿑ᒻᚑ߳ߩ࡞࠺ࡕળᔃℂ␠ߩ

 ޕࠆߡߒ

࠻ࡦࠚࠫฦࠛޔߪߢ࡞࠺ࡕޕࠆ߈ߢߢߣߎࠆߔቯ⸳ࠍ㑣୯ޔߪෳᾖⴕേߩࠄࠇߎ

ߣRiޔߪ Diߩ㧞ߩߟ㑣୯㧔Ri㧨Di, 0< Ri,Di<1㧕ࠍᜬࡦࠚࠫࠛోߩ❰⚵ޕࠆߔߣߩ߽ߟ

ࠍวഀߩⅣႺ㈩ᘦⴕേㆬᛯ⠪ߩਛ࠻ Tޕࠆߔߣฦࠛޔߪ࠻ࡦࠚࠫEi=0.2ߢᗧᕁቯࠍޘ

ㆬᛯⴕേޔ߇߁ⴕߦ Ai=0ߩ႐ว߽ߢ Ri<T߫ࠇߢ Ai=㧝ߦᄌᦝޔߒAi=1ߩ႐ว߽ߢ Di<T

߫ࠇߢ Ai=0 ޕࠆߢ᭴ㅧߓหߣ㧞㧕࡞࠺ࡕߩ⽎ᵹⴕޔߪࠇߎޕࠆߔߣߩ߽ࠆߔᄌᦝߦ

Ri߮ࠃ߅ Diߦࡓ࠳ࡦࠍਈߚ߃႐วޔ࿑㧞ޕࠆߥߦ߁ࠃߔ␜ߦ࿑㧝ߩ႐ว߽ࠅࠃዋߒⅣႺ



㈩ᘦⴕേ߇ᐢ߹ޕࠆߥߦߣߎࠆ 
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ⅣႺ㈩ᘦⴕേ䈱᥉₸

Ei=0.2䈪ㆬᛯ

㑣୯Ri,Di䉕⠨ᘦ

 

࿑㧞 㑣୯ߩ࡞࠺ࡕ႐ว 

 

㧔㧟㧕ⅣႺ㈩ᘦⴕേ߇᥉ࠆߔ᧦ઙ 

 㑣୯ޔࠛߢ࡞࠺ࡕ ޔߪ႐ว߁ⴕࠍⴕേㆬᛯߢ㑣୯ߩߺߩᣇ৻ߩDiߪߚ߹Ri߇࠻ࡦࠚࠫ

࿑㧟ޕࠆߥߦ߁ࠃߔ␜ߦ 
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ⅣႺ㈩ᘦⴕേ䈱᥉₸

㑣୯Di䉕⠨ᘦ

㑣୯Ri,Di䉕⠨ᘦ

㑣୯Ri䉕⠨ᘦ

 

࿑㧟 㑣୯ߩ⠨ᘦߩᲧセ 

 

 ࿑㧟ઁޔߦ߁ࠃߔ␜ߦ⠪ᮨߩ୮ߢⴕേ㐿ᆎࠍⴕ߁㑣୯ Riࠍߺߩ⠨ᘦࠆߔ႐วࠛోߪߦ

߇࠻ࡦࠚࠫ ޔઁߒ᧤ߦ1 ⠪ࠄ߆ࠆ߇⥄ಽࠆ߿ߪ㑣୯ Diࠍߺߩ⠨ᘦࠆߔ႐วߪߦⅣႺ

ᗧ⼂  ޕࠆߔ᧤ߦ႐ว߁ⴕࠍㆬᛯⴕേߢ0.2

ߣߥߪߣߎࠆᚯߦޠ㧜ޟࠄߚߒㆬᛯࠍޠ㧝ޟࠎߚߞ߇࠻ࡦࠚࠫฦࠛޔߦ߁ࠃߩߎ

⠪⪺ޕࠆߥߦ߁ࠃࠆߔㆬᛯࠍⅣႺ㈩ᘦⴕേ߇࠻ࡦࠚࠫࠛోޔߦ႐วࠆ߇ઙ᧦ᒝ߁

ߩਛዊડᬺߚߒࡘࡆ࠲ࡦࠗ߇ C ⅣႺ㕙ߩࠬࡊߩࡓ࠹ࠬࠪ࠻ࡦࡔࠫࡀࡑⅣႺޔߪߢ␠

ᢱᣣ⛎ߩᲤߪᓥᬺຬޕࠆߡߒෳട߇ຬో߷߶ޔߺ⚵ࠅขߦᓥᬺຬෳടဳᵴേޔߡߒߣ



ߊߦ߿ࠍෳടⴕേߢዊ㓸࿅ޔߦ߁ࠃߩ␠Cޕࠆߔႎ๔ࠍ₸㆐ᚑߩⅣႺ㈩ᘦⴕേߚߒ⸒ትߦ

㑣୯ޔ߇႐ว Riߢߺߩⴕേߢ࡞࠺ࡕࠆߔޕࠆ߈ߢታߩߦᄙߩߊ႐วߥ߁ࠃߩߘߪ

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߢᅷᒰ߇࡞࠺ࡕߟ߽ࠍ㑣୯ߩߟ㧞ޔߢߩߥߪߣߎ

 

 

㧟㧚ⅣႺࠦߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒലᨐߣ㒢⇇ 

 㑆(2010)ߢขࠅߚߍ B ࠻࠶ࡀ࠻ࡦࠗޔߪߢ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩᓥᬺຬෳടဳᵴേߩ␠

߿࠲࠺ޔߪᜂᒰㇱ㐷࠻ࠢࠚࠫࡠࡊޔߒෳട⊓㍳ߢ࠲ࡘࡇࡦࠦ߇ෳട⠪ߢ e-࠾

ޕࠆ߈ߢᛠីࠍ࠲࠺⸘ᷫ㓸߿₸ෳടߩߢන❰⚵߁ߣᬺᚲ⡯႐ޔήߩታᣉࠣࡦ

߹〯ࠍߩࠄࠇߘޔߪߢ▵ᧄޕࠆߡߞⴕࠍߌ߆߈ߪᜂᒰ⠪ޔߦߣ߽ࠍᖱႎߩࠄࠇߘ

 ޕ߁ⴕࠍ⸛ᬌߢൻ࡞࠺ࡕߥන◲ߡߟߦലᨐߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒⅣႺࠦޔߡ߃

 

㧔㧝㧕ෳട₸ߩߩലᨐ 

 B␠ߩᓥᬺຬෳടဳᵴേޔߪߢෳട₸߇ޔࠍࠇߎޕࠆߡࠇߐฦࠛ߇࠻ࡦࠚࠫⴕേ

ㆬᛯޔࠍⅣႺᗧ⼂ Ei=0.2ޔߊߥߢෳട₸ Tࠍ⠨ᘦޔߒEi=Tߡߒߣⴕേㆬᛯࠍⴕߣߩ߽߁

⸳ቯߩߎޔߒߛߚޕࠆߔ႐ว߽ߪ࠻ࡦࠚࠫࠛޔ㧞ߩߟ㑣୯ߪ⠨ᘦߒⴕേᄌᦝࠍⴕޕ߁ 
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ⅣႺ㈩ᘦⴕേ䈱᥉₸

Ei=0.2

㑣୯䊝䊂䊦

Ei=ෳട₸

 

࿑㧠 ෳട₸ࠆࠃߦᗧᕁቯ 

 

࿑㧠60ޔߦ߁ࠃߔ␜ߦ ઃㄭߢ᥉₸߇ផ⒖ޕࠆߥߦ߁ࠃࠆߔ㑆(2010)ߢ⚫ࠆࠇߐ A

߿␠ B␠ޔߪߢࠬࠤߩෳട₸ߘࠃ߅߇ ࡕࠆߡߒౣࠍᴫ⁁ߥ߁ࠃߩߎޕߚߞߢ60%

 ޕࠆ߃⸒ߣࠆߢߟ৻ߩ࡞࠺

 

㧔㧞㧕⺑ᓧࠦߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒലᨐ 

 ⅣႺ㈩ᘦⴕേࠍㆬᛯޔߡߌ߆߈ࠄߚߪߦੱߥߡߒⅣႺ㈩ᘦⴕേߦ߁ࠃࠆߔࠍଦߔ⺑

ᓧࠦߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒലᨐࠍᬌ⸛ޕࠆߔB␠ߩޔߪߢⅣႺㇱ㐷ߩᜂᒰ⠪߇ෳടߩή

 ޕࠆ႐ว߽ࠆߌ߆߈ߦੱߥߡߒෳടޔࠅ߅ߡߞߥߦ߁ࠃࠆ߈ߢࠣࡦ࠲࠾ࡕࠍ



࠻ࡦࠚࠫࠛߩAi=0ޔߪߢ࡞࠺ࡕ ߚޕࠆߔߣߩ߽ࠆߖߐㆬᛯࠍAi=1ޔߡߌ߆߈ߦ1ੱ

ߪߢὐᤨߚߌฃࠍߌ߆߈ޔ߽࠻ࡦࠚࠫࠛߩߎޔߒߛ Ai=1ࠍት⸒ޔ߇ࠆߔ㑣୯ࠍ⠨ᘦߒ

 ޕࠆߔㆬᛯࠍⴕേߩታ㓙ߡ

 ࿑㧡ޔߦ߁ࠃߔ␜ߦⅣႺ㈩ᘦⴕേߩ᥉₸ߪ⚂ ࡦࠚࠫࠛࠆߌฃࠍᓧ⺑ޕࠆߔ᧤ߦ50

ߟ㧞ޔߪߢ࡞࠺ࡕߩߎޔߪࠇߎޕߚߞ߆ߥߪᄌൻޔ߽ߡߖߐᄌൻߦ㧞㧘㧡㧘㧝㧜ޔࠍᢙ࠻

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߢߚࠆߡ߃ਈߦࡓ࠳ࡦࠍ㑣୯ߩ

ߺޟޔዪ⚿߇࠻ࡦࠚࠫࠛޔߩߩ߽ࠆߪലᨐߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒᓧࠦ⺑ޔࠄ߆ᨐ⚿ߩߎ 

 ޕࠆ߆ࠊ߇ߣߎࠆࠇߐ㒢ቯߪലᨐߩ᥉ߢ㑣୯ߩߘޔ߫ࠇߔⴕേߢේℂ߁ߣޠ߇ߥࠎ
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ⅣႺ㈩ᘦⴕേ䈱᥉₸

Ei=0.2

㑣୯䊝䊂䊦

⺑ᓧ䊝䊂䊦

 

࿑㧡 ⺑ᓧࠦߩࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒലᨐ 

 

 

㧔㧟㧕ࠛࠦખ㑆ߩࠅലᨐ 

B␠ޔߪߢᜂᒰ⠪࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ߇㐿ᆎߩ㓙ޔߦฦ⚵❱ࠍࡃࡦࡔࠕࠦ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩߢㆬ

ᷫᵴേߩߢኅᐸޔ߿⼂㗴ᗧޔߒኻߦࡃࡦࡔ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊߩࠄࠇߘޔߪᜂᒰ⠪ޕߛࠎ

ޔߒ⺑ߡߟߦߤߥౝኈ⚵ࠅขޔၮᧄℂᔨߩ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊޔ⟵ᗧㄟߺ〯ߢ߹ߦ

ᗧ⼂ߩᒻᚑߦദޟޕߚฦὐߦખ㑆ߣޠޕߔߢߩߚߞߡߞߊߟࠍᜂᒰ⠪ߪᝄࠅߡߞ

ࡦ࠰ࡄࠠߩෳടଦㅴߢ❰⚵ฦޔ߇ޠખ㑆ޟߩࠄࠇߘޔߪߢᓥᬺຬෳടဳᵴേߩ␠Bޕࠆ

 ޕࠆߡߞߥߣ

ߜ߁ߩ࠻ࡦࠚࠫ100ࠛޔߪߢ࡞࠺ࡕ ߣࠍⴕേߩޠ㧝ޟߦᏱޔߢ࠻ࡦࠚࠫࠛࠦࠛ߇1ੱ

 ޕࠆߔቯ⸳ߣߩ߽ࠆ

࿑㧢ޔߦ߁ࠃߔ␜ߦㅀߩ 1 ߔะߪ₸᥉ߩⅣႺ㈩ᘦⴕേޔ߽ࠅࠃ႐วࠆߔᓧ⺑ࠍੱ

㧝ߦᏱޔߪߢ▵ᧄޔ߇ࠆߔⴕേߡߒ⠨ᘦࠍ㑣୯߮ౣ߽ߡࠇߐᓧ⺑ޔߪߢ࡞࠺ࡕߩ▵೨ޕࠆ

࿑ޔࠅ߇㆑߁ߣࠆߣࠍ  ޕࠆߢߩ߽ࠆࠃߦᴫ⁁ߩߎޔߪᨐ⚿ߩ6
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自動車組立職場の環境変動への進化適応プロセス：Y工場の事例 
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1．はじめに 

生産現場の競争力の主要な源泉の一つは、問題や変化への進化適応能力である。日本

の自動車企業の強みの源泉として、「トヨタ生産方式」や「リーン生産方式」に関する

研究がこれまで多く行われてきた（e.g., 大野, 1978; Womack, Jones and Roos, 1990; 
MacDuffie, Sethuraman and Fisher, 1996）。日本企業は、長い年月をかけて、フレキシビリ
ティ、生産性、品質を高いレベルで両立する生産システムを構築してきた（藤本, 1997）。
そして、それを支えているのが、「知的熟練」（小池ほか, 2001; 小池, 2005）を持つ労
働者であると考えられてきた。 
一般的な作業組織の編成原理によれば、意思決定のタイプに即して垂直的な分業を行

うという側面がある（March and Simon, 1958）。生産現場の仕事が、（1）標準作業の実
施、（2）問題対応、（3）変化対応、におおまかに分けることができるならば、それぞれ
に対応するのが（1）作業者、（2）チームリーダー、（3）グループリーダーであると考
えられる。グループリーダーは最も知的熟練の能力が高く、生産システムの進化に大き

な役割を果たすと考えられる。 
本研究では、このような組織の編成原理を念頭におきながら、生産現場の作業組織が、

2008 年の金融危機後の厳しい環境変動に対して、どのように進化適応しているのかを
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考察した。対象とするのは自動車メーカーX社の Y工場α組（シャシー工程）であり、
調査期間は 2010年 2月から 6月である。グループリーダーの行動はビデオに撮り、時
間分析を行った。時間分析の他、作業者の作業観察、関係者へのインタビュー、帳票類、

社内データなどを総合的に組み合わせて、詳細な事例研究を行った。  
調査先の工場では、厳しい経営環境においても、グループリーダーと作業組織の能力

が高いがゆえに、職制の壁を越える形で能力を発揮し成果目標を達成していた。通常は、

作業組織の能力向上が成果目標に影響を与えるが、本事例からは、制約条件が厳しい環

境では、逆に、成果目標が優先され、作業組織に変容を起こすことが示唆された。 
 

2．分析の枠組み 

生産現場の競争力の源泉は、いかに問題や変化に対応できるのかということである。

日本の自動車企業の強みの源泉として、「トヨタ生産方式」や「リーン生産方式」に関

する研究がこれまで多く行われてきた（e.g., 大野, 1978; Womack, Jones and Roos, 1990; 
MacDuffie, Sethuraman and Fisher, 1996; 藤本, 1997）。1980年代の日本企業は、フレキシ
ビリティや生産性、品質、スピードを高いレベルで両立していた。これが、いわゆるリ

ーン生産方式であり、「多能工化」やフレキシビリティの向上が実現されている。 
このようなリーン生産方式が成り立つのは、「知的熟練」（小池ほか, 2001; 小池, 2005）

を持つ労働者が製造現場を支えているからではないかと考えられてきた。小池（2005）
によれば、「ふだんの作業」と「ふだんと違った作業」の2つが製造現場では観察され
るという。「ふだんと違った作業」の対応に必要となる技能や知識のことを「知的熟練」

と呼ぶ。そして、日本の製造業では、生産労働者が「ふだんと違った作業」を担い、さ

らに長期雇用・幅広いOJTを通じて「知的熟練」を分厚く蓄積しているため、高い競争
力を発揮してきたのだという1)。 
 小池（2005）の「ふだんの作業」と「ふだんと違った作業」は、「ルーチン的意思決
定」と「非ルーチン的意思決定」（March and Simon, 1958）に対応していると考えられ
るだろう。March and Simon（1958）によれば、このような意思決定タイプに即して垂
直的に分業をするように組織は設計されるという側面がある。同様にして、生産現場の

作業組織も、おおまかに次のような3つの意思決定（仕事・タスク）のタイプとそれに
伴う3つの階層構造があると考えられるだろう（図1）。（1）標準作業を繰り返し行う、
（2）生産ラインにおける異常や停止、作業遅れの対応という問題解決活動を行う、（3）
生産量や生産性、要員数などの変動に対応するために、作業標準の見直しや生産設備・

作業の改善といった生産現場の変化対応能力を高める仕事を行う、の3つの意思決定タ
イプである。そして、それぞれにほぼ対応しているのが、（1）作業者、（2）チームリ
ーダー、（3）グループリーダーだと考えられるだろう。 
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図 1：仕事のタイプと作業組織の階層 

 

 

事実、藤本（1997）によれば、自動車生産現場の班長は、平均5人の作業者の班から
なるチームリーダーであり、年休等で組立ラインから抜けた作業者に代わって直接作業

を行うリリーフ要員としての役割を果たしながら、ラインストップその他の不具合の処

理、改善活動の主導、そして一定の管理的な作業など現場チームリーダーとしての仕事

を果たす。それに対し、組長は、通常4班程度の班をまとめるグループリーダーであり、
ラインの直接作業に入らず管理業務に専念する。その主な仕事は、生産現場における日

常的な管理、生産上のトラブルへの対応、作業標準の改訂、改善活動の総括等となって

いる2)。 
「知的熟練」に関する議論では、その担い手を生産労働者というように一括りにして

しまっているきらいがあるが、本研究では、意思決定タイプによる垂直的な分業がなさ

れるという組織の編成原理を改めて念頭におきながら、生産現場がいかにして問題や変

化に対応しているのかを見ていくことにしたい。 
現在、自動車産業の生産現場では、組織体制をどうするのかが大きな問題となってい

る。加えて、2008 年以降の世界金融危機以降、生産現場を取り巻く環境は大きく変動
している。これらの現代的な問題も本研究の背景にある3）。 
本研究では、ある自動車組立職場で5ヶ月間にわたり現場観察を行った。特に、グル

ープリーダーに密着し、その動きを克明に記録することで、現場の作業組織がどのよう

にして厳しい環境変動に適応しているかを分析した。 

 

3．調査概要 

3.1 自動車製造メーカーX社・Y工場の概要 
本研究が対象とするのは自動車製造メーカーX社の Y工場である。これまで Y工場

では、多いときには 1ラインあたり 5車種を混合して生産する「多車種一本ライン」体



4 
 

制が多く、生産が比較的困難とされる車種を生産してきた。2007年頃からは、3車種を
1本のラインで生産する体制を取っている。 

Y 工場の生産台数は、2000 年頃には年産 7 万台程度であったが、それ以降はほぼ一
貫して生産を伸ばし、2007年頃には年産 12万台を超えるほどとなった。この間、生産
体制を 1直から 2直体制へと変更している。ところが 2008年 9月に起こった世界金融
危機以降、大幅に生産台数が減少することになる。2008年 10月に月産 14,000台だった
ものが、2009年 1月には月産 7,000台に、2月、3月にはさらに 3,000台へと落ち込ん
だ。ここで生産体制を 2直から 1 直へと戻すこととなった。けれども、2009 年 4 月の
月産 3,000台で底を打ち、それ以降は少しずつ回復していく。2009年 9月には月産 7,500
台となり、その後は 5,000から 7,000台の間で推移している。2010年 3月の生産台数は
約 6,000台であった。 

Y 工場では、2000 年代半ばの 2 直化時に人員が不足したため、多くの派遣社員を雇
い入れていた。その数は多い時で技能系の作業者の 4割を占めることもあった。製造部
門では 1人のチームリーダーが 6名の作業者をまとめるという体制を基本的にとってい
たが、チームリーダーによっては部下が全て派遣社員という状況も起こっていたほどだ

った。けれども、2007年以降は派遣社員数を徐々に抑え、2009年 3月には生産台数の
大幅な減少ということもあり、派遣社員数はゼロとなった。一方で、2009 年 7 月から
は正社員を数百人規模で応援に出すようになった。 

 

3.2 調査日程・調査体制 
本研究の調査期間は 2010年 2月 23日から 2010年 6月 14日である。調査概要の説明

を 1月 26日に、プレ調査を 2月 16日に行った。その後、現場調査を 2月 23日、3月 1
日、3月 9日、3月 17日、4月 2日、4月 9日、4月 16日、4月 26日、4月 27日、5月
11日、5月 21日、6月 14日の計 12 回行った。 
現場調査時のスケジュールは、7 時 55 分のラジオ体操から調査開始、途中で昼食を

挟み、16時 45分のライン操業停止で調査終了というものだった。一日あたり、のべ 8
時間の調査時間を確保している。調査方法は、作業者の作業観察、ビデオ撮影、関係者

へのインタビュー、帳票類、社内データなどを総合的に組み合わせて、詳細な事例記述

を行った。 
本研究の調査を行うに当たって、15 名程度のプロジェクトチームを編成し、一回あ

たり 5名ほど参加した。Y工場の関係者との調整および調査チームの編成、調査日程の
確定、調査の実施を管理した。 

  
3.3．Y工場組立部第 1組立課α組の概要 

Y 工場は車体部、塗装・成形部、組立部にそれぞれ建屋が分かれている。このうち、
組立部には、メインラインを担当する第 1組立課と、サブライン（部品セットやエンジ
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ン準備など）を担当する第 2組立課がある。生産車種は 3モデルで、組立部のメインラ
インでは、これらが一本のラインで生産される（「多車種一本ライン」生産）。車種によ

っては 4WD仕様のものがあり、平準化生産を考慮しながら一定の割合でこれらの 4WD
車も生産している。 

Y工場では、ひとまとまりの工程を「組」単位で分けて管理しており、それをまとめ
るのが「グループリーダー」である。さらに、組の中を、作業者 6名を基本としたまと
まりに分けており、「チームリーダー」がそれぞれをまとめることになっている。本調

査が対象とするのは、第 1組立課でシャシー工程を担当するα組である。 
α組は 12 の工程からなり、それらは 2 つのゾーンに分かれている。a ゾーンは「チ

ューブ取り付け」、「タンク搭載」、「エンジン搭載」、「マフラー取り付け」からなってい

る。bゾーンは「バンパー取り付け）、「右ライナー取り付け」、「足払い取付け」、「左ラ
イナー取り付け」、「定積締付け」、「右タイヤ取付け」、「左タイヤ取付け」からなってい

る。2人のチームリーダーが各ゾーンをまとめており、彼らは自分の受け持つゾーンで
問題が発生したときには、それに対応する責任を負っている（どのように対応するかは

第 3節参照のこと）。よって、グループリーダーは、2人のチームリーダーと 12人の作
業者をとりまとめていることになる。なお、4WD 対応工程として、更に 2 工程が追加
される4)。たとえば、2010 年 3 月では α 組の工程は正社員の作業者 12 名によって担わ
れていた。 

α組において各人が担当する作業はかなり多い。ほとんどの工程の標準作業書を確認
したところ、わずか 100秒ほどの間に 30から 40の作業を行わなくてはならないことが
見て取れた5)。また、3 車種の生産を行っているので、車種によって異なる作業が要求
される。加えて、車種によっては 4WD車もあるので、工程によっては作業数がかなり
増えたりもする。このことからも、ラインで作業する作業者がかなりの熟練を持った人

たちであることが分かる。ただ、彼らは確かに多くの作業に熟練した「多作業持ち」で

あるが、多くの作業者が必ずしもα組の複数工程の作業に習熟しているとは言えない6）。 
複数の工程に習熟するいわゆる多能工化が進んでいない背景にはジョブローテーシ

ョンがここ数年ほどできていなかったことが挙げられる。ジョブローテーションができ

なかった原因は時期によって異なるようだ。まず、2000 年代半ば、生産台数の急増に
より二直化したのだが、それに伴って大量の派遣社員がラインに入ることとなった。派

遣社員は派遣会社と雇用契約を交わしているので、Y工場側でその派遣社員に指示でき
る人は一人に限定されてしまう。そのため、作業内容の変更が容易ではなく、ジョブロ

ーテーションに参加させることができない。さらに、派遣社員の担当する工程に正社員

が入ることはできず、その工程の作業を習熟する機会を逸してしまう結果になった。一

方、2008年 10月以降の世界的金融不況の影響で生産が急減すると、余裕人員が出るよ
うな状況になってしまったのだが、余裕人員の有効活用のため、多くの正社員を応援に

出すことになった。そして、ぎりぎりの人数でシフトを組んだ結果、ラインから浮いて
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いる人がいなくなってしまい、ジョブローテーションで多工程に習熟させていくことが

難しい状況になってしまった。また、残業が制限されてしまったこともあり、訓練に時

間を取ることも難しくなってしまった。事実、調査期間中、特に 3月の段階ではジョブ
ローテーションはほとんど観察されなかった7)。以上の状況は、4 月以降になると、作
業者の異動や新人作業者のライン入りなどにより多少変化した。 

 

4.  組立課におけるグループリーダーの実際の仕事 

これまで調査対象となるα組の置かれた状況について説明してきた。本研究では、α

組の作業組織全体のあり方に問題関心があるが、そのあり方を端的に表すのがグループ

リーダーだと考えられる。そこで、グループリーダーの仕事について簡単に一通り見て

いくことにしよう。 
 

4.1 グループリーダーの基本的な仕事 
グループリーダーの基本的な仕事は、毎日行う仕事、週 1回行う仕事、月 1回行う仕

事に分かれている。毎日行うべき仕事は、不具合発生状況推移表の作成、ラインストッ

プ実績表の作成、加工不良件数の推移の分析、出勤管理である。週１回行う仕事として

は、X-R管理図、トルクレンチ日常点検チェックシート、トルクインパクト日常点検チ
ェックシート、ポカヨケ装備点検シート、日常点検チェックシートなどの作成がある。

月 1度でまとめる仕事としては、作業標準書の見直しや作業者の能力管理や改善提案の
整理がある。その日のグループリーダーの仕事は、組のホワイトボードに書かれ、いつ

どのような仕事をしているか、組のメンバーや上司が分かるようになっている。 

 
4.2 ライン進行の仕事 
通常、ライン進行はチームリーダーの仕事である。しかし、作業者が年休を取る8)、

または、出張、応援によって作業者に欠員が生じた場合、チームリーダーが作業者の代

わりにラインに入る。作業者として作業するチームリーダーは他の工程で起こった異常

には対応できないので、その際は、グループリーダーは先述の基本的な仕事を行いつつ

もライン進行の仕事をすることになる。ライン進行の仕事が無い場合は、グループリー

ダーは基本的な仕事に専念できることになる。 
Y工場組立課では、グループリーダー、チームリーダーがライン進行の仕事をする際、

どのようにライン進行をすればよいのかについて明確なルールが決まっている。ライン

進行者が、定められた作業者以外の作業を行うことをリリーフと呼んでいる。リリーフ

には、年休者の代行、異常対応、定常対応の 3種類がある。年休者の代行の場合は、年
休者の代わりに終日ライン入りし、その工程の作業を行う。異常対応と定常対応は次の

とおりである。 
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4.2.1 異常対応 
Y工場における「異常」とは、①いつもは出ない不良が出た場合、②寿命ではないの

に壊れてしまった場合、③不良品が後工程に 1個でも流れてしまった場合、④おかしい、
いつもと違うと気付いた場合、と定義されている。そして、異常時の作業者の行動の原

則は、①まず作業を止める、②異常をライン進行者に知らせる、③ライン進行者の指示

を待つ、というものである。工程で直接作業を行っている作業者は、作業をしていて何

か異常があった場合、呼出しランプを点灯させて職制に異常発生を知らせる。 
一方、呼出しランプ点灯時におけるライン進行者の一般的なルールは、①呼び出しラ

ンプ確認→②呼出し内容の確認→「③作業ミスの処置 or ④作業遅れの処置」→⑤処置
内容の確認という流れになっており、それぞれに注意事項が定められている。 
 
4.2.2 定常対応 
定常対応には大きく分けて 2種類ある。一つめは、例えば α組における 4WD車にお

けるリアスタビライザー取付作業のように、工数が増加してしまうものの当該車種が流

れて来る頻度が非常に低いため、ライン進行者が行うことになっている作業である。 
二つめは、ライン作業を行っている作業者の能力が十分でないことから、特別にライ

ン進行者が担当することが決められている作業である。 
 

4.3 本研究の発見事実 
2010 年 3 月から 6 月におけるα組グループリーダーの実際の仕事等について詳細に

観察した結果、本研究における主要な発見事実は、以下 4点にまとめることができる。 
 

（1） α組のグループリーダーの基本的な仕事は作業標準の改訂などである。ただし、

ライン進行に加え、ラインでの作業も十分に行えることも望まれる。 
（2） α組の作業員は一見単能工に見える。しかし、本当は多作業持ちである。年休

者代行でリーダーが入っても遅れが出てしまう。裏を返せば、それだけ多くの

作業を作業員は、短い時間の中で行い、なおかつそれを継続的にできている。 
（3） チームリーダーが頻繁に作業者としてライン入りしていた。チームリーダーは

複数の工程にある程度習熟していて、生産品種の変化（4WD対応）と作業員の
変化（年休者・欠員対応）への対応を担保する存在であった。 

（4） 調査期間中、人の変化点（リーダーによる代行や新人工程）で問題が多く発生

したため、問題対応でグループリーダーが飛び回っていた。 
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5．ディスカッションと結論 

一般的な作業組織の編成原理によれば、意思決定のタイプに即して垂直的な分業を行

うという側面がある。生産現場の仕事が、（1）標準作業を行う、（2）問題対応、（3）変
化対応、におおまかに分けることができるとするならば、それぞれに対応するのが（1）
作業者、（2）チームリーダー、（3）グループリーダーであると考えられるだろう（図 1）。 
ここで Y工場のグループリーダーを見てみると、標準的な姿として、3つの仕事の階

層をまたがるような能力を求められており、実際にグループリーダーはそのような能力

を蓄えてきたようだ。実際の作業は、作業標準票の見直しや生産設備・作業の改善など

だが、それを行うためには現場の作業を熟知していなくてはならないし、日々どのよう

な問題が実際に起こっているのかを常に把握しておく必要がある。つまり、実際に担当

する仕事を遂行するには、その仕事を越えた範囲の幅広い能力を身につけ、発揮できる

ようにしておかなくてはならないと考えられる。また、Y工場の作業者を見ると、多く
の作業を担当できるような能力を蓄えてきていたと考えられた。 
こうした中、生産激減ともない、作業組織を取り巻く環境が 2つの意味で大きく変わ

った。第 1に、大幅な減産により余剰人員が出たため、X社全体の方針として応援に出
すことを決めたが、生産が回復して結果として生産現場では人の足らない状況になって

しまった。第 3 節で述べたとおり、生産台数が 3,000 台で底を打ったのが 2009年 4月
で、応援に出し始めたのが 2009 年 7 月、生産が回復して 7,000 台の水準に戻ったのが
2009年 9月である。第 2に、大幅な減産は、自動車製造メーカーである X社の経営状
況を当然のことながら苦しくする。そのため、残業を極力しない・させないことが X
社全体の方針として出された。その結果、生産現場では、計画生産台数を達成するため

にラインをなるべくストップさせずに生産しなければならないというプレッシャーが

強まることとなった。 
作業組織においてよどみなく生産できている程度を表す一つの指標として可動率が

ある。人が減れば可動率は下がるし、可動率を維持しようとすればある程度人が必要で

ある。もちろん、（1）可動率が 100％であれば生産ラインから人を減らし、（2）可動率
が低下するので生産ラインの改善などを行い、（3）可動率を 100％まで戻す、というサ
イクルを通じて能力構築を行っていくのがトヨタ生産方式ではある。けれども、2010
年 3月から 6月にかけて X社の Y工場が直面していたのはより大きな環境の変化であ
り、より厳しい労働生産性と可動率の同時の達成であったといえる。 
 このような厳しい環境に置かれた Y 工場（α組）だったが、これまでに培ってきた
能力を遺憾なく発揮して対応してみせたと考えられるだろう。対応の仕方は、やや繰り

返しになるが、次の通りである。（1）作業員：多くの作業に習熟しているので、1工程
の作業量を極限まで増やした多作業持ちをさせる。その結果として、生産ラインにかか

る人数を少なくすることができる。ただし、余裕はあまりないので、作業員同士で「助
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け合い」を行って作業遅れを未然に防ぐといったことはほとんどできない。（2）チーム
リーダー：ラインから浮いている人が少ないので、年休や欠員といった「人の変化」に

対応することが基本的な仕事となる。（3）グループリーダー：チームリーダーが（2）
のような仕事をすることになるので、代わりにライン進行を担当する。また、（1）のよ
うにぎりぎりのライン編成をしているため、チームリーダーが入った工程では問題が起

こりやすく（毎日同じ工程で仕事をするわけではないので、習熟度 100％とはいえ慣れ
が必要である）、その対応を行うことが必要となる。さらに、新人社員の増大により、

その問題対応も増える。ただ、このような体制が可能になったのも、グループリーダー

が 3階層にまたがった能力を培っており、チームリーダーや作業者も多くの作業に習熟
していたからである。これにより、作業組織のあり方を変容させつつ、ある種のトレー

ドオフ（労働生産性と可動率）に Y工場（α組）は対応できていたと考えられる。 
本来であれば、可動率といった指標は作業組織の能力を示すものであり、能力構築の

ための目標である。しかしながら、近年の環境変動により、その指標は厳しい制約条件

として X 社・Y 工場に課せられるものとなっていた。その結果、能力構築を通じて長
期的に達成していく目標というよりも、標準的な組織体制を変容させてでも、既存の能

力を最大限に生かして、短期的にでも何とか達成しなくてはならない目標へと転化して

しまったと言える。 
意思決定のタイプとそれに伴う垂直的な分業を説いた March and Simon（1958）は、

「計画のグレシャムの法則」を指摘している。「悪貨は良貨を駆逐する」で有名な「グ

レシャムの法則」と同様に、日常的な業務に忙殺されていると戦略的な決定の機会を失

ってしまうというものである。Y工場は厳しい環境変動に対して、標準的な組織体制を変

容させて、既存の能力を最大限に発揮して適応していたが、長期的な適応については、現

有の高い組織能力を維持しつつも、新たな方策を探る必要があると考える。 
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1) このような小池の議論には、産業社会学・労働社会学分野から批判が寄せられてきた。
これらの批判研究には、研究者自らが期間工として生産現場に入り込んで行う参与観察の

アプローチを取っているものが多い（e.g., 伊原, 2003； 大野, 2003）。そしてこれらの研究
は、豊富な観察事実を丹念に積み上げることで、生産ラインで作業する労働者が「知的熟

練」を発揮し、蓄積していくには限界があることを示している。 
2) しかし、完全に垂直的な分業がなされているわけではない。たとえば、①作業員が、前
後工程に習熟することで「助け合い」をして作業遅れを未然に防ぐことや、②緊急時には

チームリーダーが作業者として入ったり、③グループリーダーも一定程度は問題対応する

こともある。 
3) トヨタ自動車における職場組織は、グループリーダー・チームリーダー・作業者からなる

組織であったが、1999年からチームリーダーの制度を辞め組織をフラット化した(辻, 2002)。
しかし、2007年に現場の再強化を図るためにチームリーダーの制度を復活させている（猿
田, 2007)。すなわち、グループリーダー・チームリーダー・作業者の組みあわせが生産を行
う上で重要であるということである。 
4) この 2つの工程は、aゾーンのチームリーダーが基本的に対応することになっている。
4WDは、10台程度に 1台流れてくるので、かつては専門の作業者をつけていたが、2008
年末に省人化した。 
5) これはかなり多いようだ。係長やグループリーダーへのヒアリング結果によれば、α組の
作業に慣れていると、応援で他の工場に行っても、そこでの作業がかなり楽で余裕を感じ

るのだという。 
6) 「多工程持ち（複数工程に習熟）」であるかどうかは相対的なものである。例えば、ある
作業者が 30作業に習熟しているとしよう。生産ラインが 10作業ずつの工程から編成され
ていれば、その作業者は 3つの工程に習熟した多工程持ちということになる。一方、30作
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業ずつの工程から編成されていると、1つの工程にしか習熟していないことになる。1つの
工程にしか習熟していないことは、必ずしも（複数作業を遅れることなく継続的にできる

という意味での）熟練が低いことを示しているわけではなく、その作業者の高い熟練を最

大限発揮させるライン構成になっていると見ることも可能である。 
7) 係長（元 α組のグループリーダー）によれば、1990年代半ばには α組もジョブローテー
ションをやっていた。数時間で持ち場を交替しながら、作業者同士で作業のやりにくさを

教えあったり、逆にライバル心をかき立てられたりしていたそうである。現在に比べると、

作業者間のコミュニケーションも活発だった感触があるという。 
8) 会社の中で、作業者の年休取得率の目標が決まっている。 
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日本的企業単位での雇用調整システムの限界分析 

―Flexicurity の視点に基づいて― 

厳 成男+ 

 

 

Ⅰ はじめに 

 

2008 年以降の世界金融危機は、輸出依存度を高めながら回復基調にあった日本経済に大

きな打撃を与えた。輸出需要の急激な低下と円/ドルレートの急上昇は、この間の好況を支

えた輸出部門の企業業績を悪化させ、輸出主導型成長体制の脆弱性を再認識させた。さら

に、これらの企業業績の悪化に伴う雇用調整―主に非正規雇用の雇い止めと派遣切り、お

よび新規採用の抑制―は、長期安定雇用、年功序列、企業内教育訓練および労使協議によ

って特徴づけられ、長らく日本の経済成長と日本的経営を支えてきた日本的雇用システム1

の限界性を露呈させた。とりわけ、グローバル化、IT 化、少子高齢化の進行に伴う世界市

場での競争激化、産業構造の変化、労働力需給構造の変化など、日本的雇用システムを取

り巻く環境が大きく変化し、その周辺部(非正規雇用2)の拡張によって支えられている日本

的雇用システムに対する修正圧力が日増しに大きくなっている。 

もちろん、日本的雇用システムは崩壊したわけではない。依然として 6 割以上3の被雇用

者は契約期間の定めがない雇用関係(いわゆる終身雇用)にあるし、昇進や給与決定における

年功序列的性格は大きく変わっていない。そして、日本のイノベーション活力を支える企

業内教育訓練(OJT)は、少なくとも正規雇用を中心に行われており、企業別労働組合を代替

するような産業別、地域別の労働組合も現れていない。2008 年以降における日本企業の雇

用調整は、第一に派遣社員などの非正規雇用者の雇い止め(契約更新を行わず)と派遣切り、

第二に新規採用を抑制し、第三に希望退職者を募る、などの順番で行われた。とりわけ、

正規雇用に対する調整は最後の止むを得ない場合を除いてはほとんど行われていない。日

                                                   
+ 京都大学大学院経済学研究科付属プロジェクトセンター特任研究員(E-mail:chn20028@hotmail.com)。 

1 久本(2010)は、「日本的雇用システム」とは 1960 年代以降の高度経済成長期を通じて本格的に形成され、

その後、変容しつつも、現在でも確固として存在している「日本の雇用システム」のコアシステムのこと

である、としている(p.37)。 

2 「非正規雇用」の定義やその集計範囲の違いはよく指摘されている。本論文では、総務省統計局「労働

力調査」の雇用形態分類から、「正規の職員・従業員」を除く、「パート」、｢アルバイト｣、「派遣社員」、「契

約社員・嘱託」、および「その他」を非正規雇用としている。 

3 総務省統計局(2010)「労働力調査」に基づく。 

mailto:chn20028@hotmail.com
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本的雇用システムは、今回のような世界的金融危機の衝撃の下でもその頑強性を示してい

る。 

このような日本的雇用システムの頑強性を支えているのが、日本的企業単位での雇用調

整がもつ内的柔軟性(internal flexibility)である。とりわけ、終身雇用を前提に企業内教育

訓練を通じて養成した多能工による職務間の頻繁な移動による労働編成の柔軟性に基づく

内的機能的柔軟性と、労働時間の調整(結果的に賃金も調整される)を通じた内的数量的柔軟

性である。そして、このような内的柔軟性は「準垂直的統合4」とも呼ばれる日本的企業間

分業構造の中で、大企業と中小企業間における雇用形態の違い(すなわち、企業規模が小さ

いほど非正規雇用の割合が高い)と賃金格差に基づく外的柔軟性の拡大にも大きく依存して

いた。しかし、日本的雇用システムをコアとする雇用システム全体を見渡すと、コアに対

する周辺部の拡張、コアと周辺部間の格差拡大5、若年層の就職難などの問題は、企業単位

で行われる雇用、賃金、労働時間、労働編成などの調整に基づく内的柔軟性のカバー範囲

は縮小している。一方、組合員ではなく、企業内技能形成の範囲にも含まれていない短期

雇用の非正規労働者の増加によって、外的柔軟性はますます拡大している。 

このような雇用システムにおける柔軟性形態の変化は、雇用制度と他の諸制度の間に存

在した制度的補完性を弱体化させている。その中でも深刻であるのが、基本的には企業内

の長期安定雇用を前提に創られてきた社会保障システム、および企業内 OJT を中心に行わ

れてきた技能形成システムの間の補完性である6。しかし、政府による構造改革は高齢化に

伴う社会保障費の財源確保に追われ、労働市場の変容に対応しうる雇用政策やセーフティ

ーネットの改革は取り残されてきた。その結果、雇用システムにおける外的柔軟性の拡大

は、社会保障システムの保護による安全性の拡大を伴わず、「ワーキングプア」や「所得格

差」などの雇用システムの根幹を揺るがす社会問題を引き起こしている。さらに、企業内

教育訓練システムによる技能形成から疎外された非正規雇用の増加は、日本企業が有する

競争力の源泉を弱体化させ、個人の雇用可能性(Employability)の低下をもたらす、などの

問題を生み出している。 

 本論文では、上記のような柔軟性と安全性の変化、とりわけ、安全性の拡大を伴わない

柔軟性の一方的拡大の原因とその弊害が、日本的企業単位での雇用調整システムの限界性

                                                   
4 「準垂直的統合」の概念とその展開については宇仁(2009、pp.113-119)を参照せよ。 

5 2009 年の非正規雇用の平均月額賃金額は、正規雇用のそれの約 6 割程度であるが、賞与における格差ま

で含めると、平均年収は 5 割的となる(厚生労働省 2010、「賃金構造基本統計調査」)。 

6 宇仁(2004)は、雇用制度と金融制度間の制度的補完性と、それがマクロ経済の安定性に及ぼす影響につ

いて説明している。 
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に由来していることを説明する。具体的に、日本と同じく雇用システムにおける柔軟性と

安全性の変化に直面しながら、両者の同時拡大に成功したフレキシキュリティ(Flexicurity)

の枠組みを参考にしながら、日本の雇用システムにおける柔軟性と安全性の変化を分析し、

経済成長のみならず、持続可能な発展のためにも、企業単位での調整を超えた社会単位で

の調整が必要であることを説明する。 

 本論文の構成は以下のとおりである。まず第Ⅱ節では、雇用システムの改革に関する分

析においてなぜフレキシキュリティの視点が必要であるかについて説明する。そして、第

Ⅲ節では、日本的企業単位での雇用調整システムに基づく柔軟性と安全性の変化の実態を

詳しく分析し、最後の第Ⅳ節では、本論文の主な主張をまとめ、経済成長と持続可能な発

展の視点からもフレキシキュリティの視点に基づく雇用システムの改革が必要であること

を説明する。 

 

Ⅱ なぜフレキシキュリティなのか 

 

2.1 フレキシキュリティの概念 

フレキシキュリティとは、柔軟性(Flexibility)と保障・安全性(Security)の結合による造語

であり、柔軟性と安全性の単なる結合ではなく、両者の適切な組み合わせ、もしくは調和

を意味している。論者によって統合的政策、政策戦略、政策パッケージなど、多様な形で

使用されているが、労働市場において一般的に対立しがちな柔軟性と安全性を同時に高め

る統合的な政策戦略として理解することができる(Wilthagan and Tros, 2004)。ここで、柔

軟性は労働市場の環境および需要の変化に対応して雇用および労働時間、作業工程や組織

の編成、賃金の四つの要素を弾力的に調整することを指し、安全性は同職、雇用、所得の

安全性、およびワーク・ライフバランスを促す諸施策、という四つの要素から構成されて

いる7。 

Flexicurity という用語には、「柔軟安定性」と「柔軟安全性」という二つの翻訳が存在し

る。とりわけ、Security は安全性とも安定性にも翻訳されているが、本書で取り上げてい

                                                   
7 四つの柔軟性には、雇用と解雇を通じた外部的数量的柔軟性(External Numerical Flexibility)、労働時

間の調整に基づいた内部的数量的柔軟性(Internal Numerical Flexibility)、作業工程や作業チーム編成の調

整に基づいた機能的柔軟性(Functional Flexibility)、および賃金コストの調整に基づいた賃金柔軟性(Wage 

Flexibility)が含まれる。一方、四つの安全性には、同職安全性(Job Security)、雇用安全性(Employment 

Security)、失業時の失業手当や社会的扶助による所得の安全性(Income Security)、および仕事と家庭生活

の調和が可能なワーク・ライフバランスを促す諸施策を指す組み合わせ安全性(Combination Security：退

職制度、出産・育児休暇制度、仕事と家事両立のための労働者の自発的な労働時間調整制度などの組合せ)

から構成されている。 
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る日本の諸研究の中では一般的に「柔軟安定性」として使用されている8。しかし、雇用と

所得における安定性と安全性というのは異なる状態である。一般的に、安定性とは解雇さ

れる可能性が低く、賃金変動が少ないことからもたらされる雇用と所得に対する不安が少

ない状態を指す。しかし、労働市場の柔軟性が拡大すると、安定性は低下する可能性が大

きい。例えば、外部的数量的柔軟性が拡大することにより、職の安定性(雇用の安定性の一

側面)は低下する可能性が高くなる。また、賃金柔軟性が拡大すると、所得の安定性は低下

する。 

一方、雇用と所得の安全性とは、労働者が失業しても失業給付や職業訓練を通じた雇用

可能性(再就職可能性)の向上などによって、所得に対する不安がない状態で職業訓練に参加

し、迅速に新しい職を見つけることができる状態を指す。つまり、安全性は勤労者の雇用

と生活が生涯を通じて、労働市場の中で安全であることを意味する。このような安定性と

安全性の違いは、従来の日本の雇用システムにおける雇用の安定性が高いにも関わらず、

労働者の雇用安全性に対する満足度が低い(Auer and Casez, 2003)ことからも証明されて

いる。さらに、企業による経営環境の変化に対応すべく行われる雇用・賃金調整が柔軟性

を拡大させた時、安定性は低下せざるを得ないが、安全性は社会保障制度や積極的な労働

市場政策を講じることによって、維持もしくは向上することができる9。 

 また、安定性とは雇用と所得という経済的要素の安定を強調しているが、安全性は雇用

と所得の安定を通じた労働者のライフサイクルの安全、という社会的側面も合わせもつと

ころに大きな違いがある。よって、日本の雇用システムにおける現在のような柔軟性の拡

大に伴う労働市場の不安定と労働者の生活に対する不安は、安定性を拡大させる政策より、

安全性の向上を目指す政策を通じて達成すべきであろう。とりわけ、フレキシキュリティ

という政策戦略は、それが持つ意味合いや目指すべき目標からみて、「柔軟安全性」と訳さ

れるのが正しいと考えられる。 

そして、柔軟性と安全性の各要素は、さまざまな異なる組合せが可能であり、各国は自

                                                   
8 韓国においても二つの訳語はあまり区別されず、主に「柔軟安定性」として使われている。一方、全ビ

ョンユウ他(2009)では、「安全性」と「安定性」の区別について言及しているが、「最初から韓国では「柔

軟安定性」が使われていたことから、混乱を避けるために「柔軟安全性」という表現を使わない」として

いる。 

9 もちろん、柔軟性の拡大に伴う安定性の低下に際して、同職の安定性と賃金所得の安定性が低下しても、

積極的な労働市場政策と社会保障システム(主に失業給付)により、労働者が流動的な労働市場においてキャ

リアと所得の損失がなく、短時間で新しい職を見つけることが可能であれば、雇用と所得における変動が

少なく、安定性は確保されると言える。しかし、このような現象は実際には見られないので、柔軟性の拡

大は労働者の不安を高めるのが一般的であろう。そして、上記のような不安を和らげるための諸政策は、

雇用と所得の安全性を高める要素であり、安定性ではなく安全性と言うべきである。 
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国の労働市場状態、労働市場の諸制度における経路依存性(path dependency) や社会的な

インフラ、マクロ経済状況などに応じて最適な組み合わせを選択することが可能である

(Wilthgen, 2008)。一方で、柔軟性と安全性の形態の組み合わせの間には、相互促進・補完

的な関係だけではなく、同職安全性が高くなると外部的、内部的数量柔軟性は低下するな

どのトレードオフ関係も多く存在し、柔軟性と安全性の相互作用はかなり複雑である(若森

2008)。このようなトレードオフ関係やそれに伴う悪循環の可能性は、次項で詳しく説明す

るが、フレキシキュリティの導入や実施に成功するためには、ある一つの柔軟性形態と一

つの安全性形態の組み合わせだけではなく、その組み合わせと補完関係にある他の柔軟性

形態、若しくは安全性形態によるサポートが必要であることを強調している。 

 

2.2 フレキシキュリティの成功例―デンマークとオランダ 

フレキシキュリティは、1990 年代のデンマークとオランダの労働市場における、アング

ロサクソン型の市場的調整とは異なる調整方式に基づいた成功(高い労働参加率と雇用率、

低い失業率と体感雇用不安度10)をもとに世界の注目を集めるようになった11。その背景には、

戦後資本主義の黄金期をもたらしたフォーディズム体制の崩壊、ケインズ主義財政拡大政

策の限界、福祉国家モデルの限界、および硬直的な雇用システムに対する修正の結果とし

て現れた新自由主義の氾濫と労働市場における行き過ぎた規制緩和と柔軟化への反省があ

った。 

フレキシキュリティに関する議論は、1990 年代半ば以降において EU を中心に活発に行

われているが、フレキシキュリティのもっとも基本的なモデルが、柔軟な労働市場、広範

かつ寛大な社会保障、および積極的労働市場政策の結合からなるデンマークのゴールデン

トライアングル・モデル(Golden Triangle)である。図 1 に示されている矢印は人々の流れ

に比例しているが、相対的に低い水準の雇用保護12のもと、デンマークの経営者は経営環境

                                                   
10 体感雇用不安度とは、被用者が現在所属されている企業の業績、現在の職に引き続き留まる可能性など

に心配している状態を指標化したものである。一般的に勤続期間が長いと体感雇用不安度が低いとイメー

ジされているが、日本やギリシャ、ポルトガルなど長期勤続労働者の割合が高い国々における体感雇用不

安度は高いことが OECD(International Survey Research, 2001)の研究によって示されている(Auer and 

Casez, 2003)。 

11 その他にも先進国の平均水準を上回る経済成長率、労働生産性上昇率、教育水準と国民幸福度の達成な

どの成果が挙げられる。 

12 1899 年のゼネストの結果としての労使合意は、社会的な差別(性別、宗教、妊娠など)を除く経営上の都

合、労働者の行為などのすべてに基づく経営者の解雇権を認めている。さらに解雇の予告期間も短く(ホワ

イトカラー/ブルーカラー、勤続年数などによって異なるが、最大で 6 カ月、採用 9 カ月以内のブルーカラ

ーは予告なしでも可能)、法制度によるデンマークの雇用保護水準は、OECD 諸国の中でアングロサクソン

諸国を除いては一番低いと言われている。 
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の変化に応じて、余剰労働者を容易に解雇できる。企業から解雇された労働者は広範かつ

寛大な社会保障システムの保護を受けることができ、所得は維持される13。さらに、積極的

労働市場政策を通じて、従来のような寛大な所得保障制度(失業給付期間が長く、失業手当

の所得代替率が高い)による弊害(就労・求職意欲の阻害、財政負担)を改め、失業給付の受

給者が就労の意志をもち、積極的に就職活動を行うことを促している。 

 

図 1 デンマークのゴールデントライアングル・モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所: Madsen(2006)に基づいて作成。 

 

 同時に、政労使の共同参加による職業訓練と生涯教育を通じた様々な技能向上プログラ

ムは、より高い技能をもつ労働者を労働市場に還流させる。すなわち、失業給付の受給者

から雇用へと直接に移動するケースは少なく、教育訓練を通じて能力を高めてから、再び

労働市場に移動するケースが中心となっている。このような社会保障システムと積極的労

働市場政策の組み合わせは、所得の安全性を若干低下させるが(失業給付の受給資格の厳格

化、受給期間の短縮：1994 年の 7 年から 2006 年の 4 年へ)、機能的柔軟性と雇用の安全性

を高めることで、デンマークのフレキシキュリティ・モデルは良好なパフォーマンスを示

してきた。 

                                                   
13 デンマークの失業手当の純所得代替率(net replacement rate)は、OECD 諸国の中でも一番高い水準で

あり、平均的なブルーカラー労働者が約 70%、低所得労働者(平均所得水準の 3 分の 2 程度の収入しか得て

ない労働者)に関しては約 90%に達する。そして、最長 4 年という給付期間も世界で最も長い水準である。 
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一方、同じく良好なパフォーマンス14を示しているオランダのポルダー・モデル(Polder)15

は、デンマークのそれとやや異なる。特に、デンマーク労働市場のフレキシキュリティが、

歴史的な制度諸形態の経路依存性の影響を大きく受けているとは異なり、オランダ労働市

場の柔軟性と安全性の結合＝フレキシキュリティは、意図的な政府立法によって形成され

た。それは、両国の歴史的、社会的、経済的諸条件、特に労働市場が有する構造の違いに

由来する。 

デンマークとは異なり、オランダの就業者全体に占めるパートタイム労働者などの短期

雇用(臨時職、派遣職、家内労働者などの flex-worker)の比率はかなり高い(2004 年におけ

るその比率は、全体で 46%、女性労働者では 75%であった。さらに、パートタイム労働者

比率を見ると、2006 年時点で就業者全体の約 36%を占め、デンマークにおける 9%の 4 倍

の水準である)。しかし、正規労働者に対しては厳しい雇用保護が行われているが、これら

の非正規労働者に対する労働法、社会法制上の保護は脆弱であり、労働市場の分断化が進

んでいた。 

結果、これらの非正規労働者に対する保護が喫緊の課題となり、オランダのフレキシキ

ュリティは、正規労働者に対する厳しい雇用保護の緩和と非正規労働者に対する雇用保護

を強化する方向で進められてきた16。すなわち、デンマークのフレキシキュリティにおける

数量的柔軟性が、正規労働者の解雇規制を緩和するという外部的数量的柔軟性の拡大とし

て進められたのに対し、オランダの数量的柔軟性は、内部的数量的柔軟性の拡大に重点を

おいており、非正規雇用者に対する保護(雇用、訓練機会、所得における正規雇用との差別

をなくす)を強化し、正規と非正規労働者間の格差を縮小させ、労働市場全体の柔軟性を拡

大させていた。 

このような両国における労働市場の数量的柔軟性の達成における異なるアプローチは、

フレキシキュリティ全体における柔軟性形態と安全性形態の異なる組み合わせをもたらし

た。つまり、デンマークのフレキシキュリティにおいては、外部的数量柔軟性が所得安全

性と機能的柔軟性によって補完されているのに対し、オランダのフレキシキュリティは、

内部的数量的柔軟性と組合せ安全性の補完関係を特徴としている。このような両国におけ

                                                   
14 90 年代後半以降、両国における GDP 成長率は EU 平均より 1~2%高く、失業率は約半分以下の 4%前

後と低く、雇用率は約 10%ポイント高い。さらに、一人当たりの労働生産性は、EU 平均に比べ、オラン

ダが約 15%、デンマークが約 10%高いと推定されている(朴ソンジュン・辺ヤンギュウ・鄭ヒョンヨン, 2008)。 

15 Polder とは、もともとオランダにおける海抜が海より低い埋め立て干拓地のことであるが、国土の四分

の一を占める干拓地を開拓するための国を挙げた協力を意味している。 

16 1997 年末の「柔軟性と安全性法(Flexibility and Security Act：1999 年から実施)」によって立法化され、

2003 年の「雇用条件政策に関する宣言」において再び強調されることになった。 
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るフレキシキュリティの基本的違いを示したのが、図 2 である。 

とりわけ、両国におけるフレキシキュリティは、アプローチにおける違いはあったが、

共に労働市場における柔軟性と安全性の同時拡大を達成している。オランダにおいては、

デンマークのような「ゴールデントライアングル」の構造は描けないが、実態として、従

来からの高い社会保障水準や労使協調によって行われている持続的な職業訓練制度17の伝

統は、オランダがデンマークと同じく労働市場の柔軟性と安定性目標を同時に達成できた

重要な条件であった。 

 

図 2 異なるデンマークとオランダのフレキシキュリティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

       デンマーク                 オランダ 

 出所：朴ソンジュン・辺ヤンギュウ・鄭ヒョンヨン(2008)に基づいて作成。 

 

デンマークとオランダは、Esping-Andersen(1990)が提示したスカンディナビアの福祉国

家モデルに属し、Amable(2003)やボワイエ(2004)などの資本主義の多様性分析において、

スウェーデンと同じく社会民主主義モデルに分類される。両国における充実した社会保障

システムと労使協調の伝統が、これらの国でフレキシキュリティ戦略が成功した制度的必

要条件であったことは否定できない。また、両国が有する人口、経済規模、経済構造、政

治制度などの諸要因がフレキシキュリティの成功に大きく影響していることも否定できな

い。 

しかし、両国のフレキシキュリティの導入における前提条件の違い、および柔軟性と安

全性の成功的な両立の達成における異なるアプローチが説明しているように、フレキシキ

                                                   
17 デンマークの職業訓練が、国家主導の財政支出によって行われているのに対し、オランダの職業訓練は、

労使間の団体交渉に基づく民間主導的訓練(market-led, workplace-focus)が中心である。政府による一部の

職業訓練プログラムや財政支援もあるが、職業訓練を強制する法律は制定されていない。 
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ュリティは他の国々においても十分導入可能であり、成功できると考えられる。もっとも、

先に言及したように、柔軟性と安全性の構成要因の多様な組み合わせ可能性は、フレキシ

キュリティ戦略の多様性、開放性を示唆しており、EU をはじめ多くの国や地域において導

入、検討が始まっている。 

まず、EU においては、フレキシキュリティは労働市場改革と雇用戦略の中心的概念とし

て位置つけられている。高い失業率と高福祉政策による財政圧迫に悩まされていた EU 諸

国にとって、フレキシキュリティは魅力的な成長戦略であると同時に、新しい社会経済シ

ステムへの転換条件として注目を集めている。2007 年に、EU レベルでのコンセンサス形

成に向けた「フレキシキュリティ共通原則」(6 月)が欧州委員会によって発表された。この

共通原則は、後に社会的パートナーとの公聴会(同年 9 月)、欧州議会での議論(同年 11 月)

を経て、欧州閣僚理事会(同年 12 月 5 日)で採択されている18。 

現在では、各国レベルの労働市場政策としてどのように具体化されるのかが焦点となっ

ている。一方における対立的理解や批判に伴う論争19の激化にもかかわらず、フレキシキュ

リティ戦略は既に EU レベルでの労働市場改革と雇用戦略の基本的枠組みとなっている。

これからは異なる出発点を持つ EU 諸国において、如何に運用され、同一な目標を達成で

きるかが政策課題となっている(Wilthagen and Tros, 2008)。 

そして、EU 以外の国々でもフレキシキュリティに対する注目度は高い。たとえば、韓国

ではノムヒョン政権時代に雇用の安全性と柔軟性目標の同時達成を目指し、デンマーク・

モデルの他国への導入可能性を分析検討して以来、学界や KEI(韓国経済研究院)、KLI(韓

国労働研究院)などにおいてフレキシキュリティの成功例の比較分析、韓国への導入可能性、

および韓国版フレキシキュリティの構築に向けての政策提案研究が活発に行われている20。 

 

2.3 日本の雇用システム改革への示唆 

近年、日本においても学会や研究機関などにおいてデンマーク・モデルを中心にフレキ

シキュリティが紹介されてはいるが(磯谷 2004、若森 2008、JRI 2007、財務総合政策研究

所 2008、RIETI 2009 など)、日本の雇用システム改革への導入に関する議論はまだ少ない。

とりわけ、日本の社会経済システムにおいても、前述したフレキシキュリティ導入の背景

となった諸弊害が見られることから、フレキシキュリティの有効性を認めつつも、その導

                                                   
18 詳しくは、European Commission (2007),Toward Common Principles of Flexicurity: More and Better 

Jobs through Flexibility and Security, COM (2007)359 Final を参照せよ。 

19 フレキシキュリティに関する理解対立や批判、論争に関しては、若森(2008)が詳しく説明している。 

20 韓国におけるフレキシキュリティの代表的研究の詳細に関しては、厳(2010)を参照せよ。 
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入に関する具体的な議論は避けてきた21。 

その背景には、日本的企業単位での雇用調整システムの根幹をなす日本的雇用慣行(長期

安定雇用)、労働者の技能形成システム(企業内 OJT が中心、脆弱な社会的職業訓練システ

ム)、労使関係(企業別労働組合)、社会保障システム(企業別、雇用形態別の分断化)などがあ

る。そして、福祉国家モデルを支える高い税率に基づく財源の確保に関する国民的な合意

形成に関する悲観的な見通しがある。 

しかし、近年の雇用システムが直面するマクロ経済環境の変化、正規と非正規雇用間の

格差拡大、ワーキングプアの増加、および女性就業者や高齢就業者の増加、などの実態を

勘案すると、労働市場の柔軟性と安全性の両立、および勤労者の仕事と家事、就労と余暇

などにおけるバランスが実現できるフレキシキュリティは魅力のある政策戦略である。特

に、現在の日本の雇用システムにおける変化や成熟社会への移行の実態を勘案すると、非

正規雇用の保護に関する法制の強化を通じて格差を修正し、労働市場の柔軟性を高め、就

労と家庭生活の両立可能性を高めたオランダのポルダー・モデルによる日本の雇用システ

ム改革に対する示唆は大きい。具体的に、以下のような五つの側面から、日本の雇用シス

テム改革に対するフレキシキュリティの必要性が確認される。 

第一は、日本の企業を取り巻く国際環境の変化である。グローバル化の進行に伴う国際

競争の激化、特に近隣アジア諸経済の追い込みに直面し、日本企業の国際比較優位構造が

大きく変化した。とりわけ、国際比較優位を喪失した産業部門が増加し、競争力の失った

産業部門の一部企業は生産拠点の海外移転に活路を見出している。結果、依然として革新

型輸出産業において競争力をもっているか、海外進出によって競争力を維持できた企業と、

海外進出の余力がなく、コスト競争力も持たない多くの中小企業の間の労働生産性、およ

び業績の格差が拡大し、それが雇用調整パターンの違いや賃金の格差につながっている。 

第二は、IT 化に代表される製造業内部の産業構造の高度化と「サービス産業化」と呼ば

れる、二つの産業構造の変化である。一方における製造業内部の産業構造の高度化は、国

際競争力を持たない労働集約型産業の縮小と淘汰をもたらし、構造的失業者を増加させて

いる。そして、サービス産業化は、雇用全体に占める雇用弾力性の増加をもたらすことか

ら、日本における雇用の不安定性を拡大させている。 

第三に、バブル崩壊以降における「構造改革か景気対策か」という二元論的政策論争が

                                                   
21 磯谷(2004)は、日本におけるこれまでの「企業と企業グループを単位とするコーディネーションの限界」

が明らかになり、産業レベルでの、さらにはより社会化されたシステムを作りあげることが求められてい

る現状であるからこそ、フレキシキュリティ戦略を日本の雇用政策の将来像を考える際の一つの選択肢と

して考慮する必要があると主張している(pp.242-243)。 
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展開されている間に、雇用制度と賃金制度に対する修正が何度か行われ、日本の雇用シス

テムにおける外的柔軟性(外的数量的柔軟性、賃金柔軟性)は拡大した。その代表的な例が、

1990 年代半ば以降における度重なる「労働者派遣法」の改正であり、成果主義賃金制度の

導入であった。近年、大きな社会問題となった「偽装請負」や「違法派遣」などは、日本

の雇用システムにおける周辺部の実質的な拡大の裏返しであるし、成果主義賃金制度の導

入は日本の所得格差拡大の大きな原因となった。 

第四に、急速に進む少子高齢化社会に対応しうる社会保障システム改革の問題である。

最近の政府による社会保障システムの改革は、主に財源確保の見通しの悪さやずさんな管

理によって信頼を失いつつある医療保険制度と年金制度の改革を中心に行われており、雇

用形態の多様化に対応しうる雇用保険制度の改革は後れをとっている。しかし、冒頭で言

及したように、各々の企業における内的柔軟性が低下し、労働市場全体における外的柔軟

性が増加するなか、失業者を増加させないために事業所毎に支給する「雇用調整助成金」

制度や事後的な緊急雇用対策は、短期的には効果があるにしても、長期的には労働市場の

構造変化に対応しきれない。とりわけ、外的柔軟性の拡大を阻止し、内的柔軟性を維持す

ることで、労働市場における雇用安定を維持しようとする取り組みには限界がある。 

第五に、長期安定雇用を前提とした企業内教育訓練システムの限界である。とりわけ、

企業内教育訓練の対象に含まれない非正規雇用の拡大と、人員削減による余裕の喪失や「成

果主義」の導入による個人指向の強まりによって、企業内 OJT の弱体化が進んでいる(久本

2010)。結果、これまでの日本企業の競争力の源泉―職場での集団的な学習を通じた改善能

力の高さ―が掘り崩される、という副作用が出ている(宇仁 2009)。企業内教育訓練システ

ムを代替しうる社会レベルでの教育訓練システムの構築が急務となっている。 

上記のような日本の雇用システム内部、およびそれを取り巻く環境の変化に対応できず、

また新しいビジョンや改革の方向性が示されていないことが、日本の労働市場における不

安定性の拡大、働く人々の将来に対する不安の増幅、および国民全体に広がる閉塞感の根

源であると言っても過言ではない。このような視点から、労働市場における柔軟性と安全

性の両立が可能なフレキシキュリティの導入は、企業が競争力を維持し、労働者は就労と

家庭生活の両立ができ、明るい将来が展望できる社会経済システムへの転換に向けた正し

い方向であると考えられる。もちろん、先述したようなさまざまな障碍から、フレキシキ

ュリティの導入は簡単ではない。フレキシキュリティの成功例とその導入が進んでいる EU

諸国に比べると、日本には広範かつ寛大な社会保障システムが整備されていないこと、経

営者の力に拮抗しうる労働組合の力の不足、社会的合意形成の伝統と仕組みの脆弱さなど、
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乗り越えなければならない課題も多い。 

しかし、フレキシキュリティを導入することは、成功したフレキシキュリティのモデル

をそのまま移植することを意味していない。その理念を受入れ、開かれた組合せの中から

日本の社会経済システムの実態に適切な、日本独自の柔軟性と安全性要素の組合せを探っ

ていくべきであろう。近年の労働市場における柔軟性の拡大に伴う安全性の低下、という

事実に関して異論はないだろうが、日本における企業単位での雇用調整を中心とする雇用

システムの伝統とは異なること、その導入に多くの障碍があるから否定されるべきではな

い。なぜならば、次節で述べるように、日本における企業単位での雇用調整システムは、

すでに限界に達しており、転換に迫られているからである。 

 

Ⅲ 日本的企業単位での雇用調整システムの変化 

 

日本的雇用システムの基本的特徴、およびその頑強性については冒頭で言及した。その

頑強性を支えているのが、企業内(ないし企業グループ内)での雇用調整を可能にする内的柔

軟性である。とりわけ、新卒一括採用によって長期安定雇用を保障し、企業内 OJT とジョ

ブローテーションを通じて企業別特殊技能を身につけた「多能工」を養成することによっ

て、他の職場への応援、配置転換が可能となり、企業内労働編成の柔軟性―内的機能的柔

軟性、ならびに企業内雇用調整の内的数量的柔軟性が維持されてきた。そして、正規雇用

の所定外労働(残業)時間の調整と労働時間の柔軟な調整がしやすい非正規雇用の使用を通

じて、企業単位での総労働時間の調整を可能にしているが、これは内的数量的柔軟性の一

側面である。結果として、このような労働時間の柔軟な調整は、賃金総額の調整を可能に

し、日本的雇用システムにおける賃金コストの硬直性を一部修正する役割を果たした。 

上記のような日本的雇用システムにおける柔軟性構造をフレキシキュリティにおけるそ

れと比較したのが表 1 である。 

表 1 に示されているような柔軟性形態とその経路の違いは、各々の雇用システムおよび

それを取り巻く社会経済システムの違いに由来していることは言うまでもない。さらに、

戦後日本における長期に渡る高い経済パフォーマンスが、日本的雇用システムが有する内

的柔軟性に支えられてきたことを勘案すると、どちらの柔軟性構造がより優越であると判

断することもはきない。しかし、前節において詳しく説明したように、近年、これらの内

的柔軟性を取り巻く環境は大きく変化し、実態として日本の雇用システムにおける柔軟性

構造が変化し、企業単位での雇用調整の限界が徐々に明らかになってきた。以下では、ま
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ずその変化を整理しながら、フレキシキュリティの視点に基づくとどのような問題を抱え

ているのかについて説明する。 

 

表 1 柔軟性の状態とそれをもたらす主な要因の比較 

 日本的雇用システム フレキシキュリティ 

外的数量的柔軟性 低い(日本的雇用慣行) 高い(雇用規制の緩和) 

内的数量的柔軟性 高い(正規雇用の頻繁な配置転換、労働時間

調整) 

高い(非正規雇用の積極的使用) 

機能的柔軟性 高い(企業内 OJT による多能工の養成二基

づく労働編成の柔軟性) 

高い(積極的な労働市場政策を通じた雇

用者全体の技能向上) 

賃金柔軟性 個人レベルでの賃金硬直性、 

企業単位での賃金総額の柔軟性 

個人レベルでの賃金決定の柔軟性 

出所：筆者作成。 

 

3.1 雇用システムの柔軟性構造の変化 

 日本の雇用システムにおける柔軟性構造の変化の中で、一番大きな変化は外的数量的柔

軟性の拡大である。バブル経済崩壊以降の約 20 年間、成長率の低下と国際競争の激化に対

応するため、日本の企業は労働コストが低く、雇用調整が比較的しやすい非正規雇用を増

やしてきた。図 3 は、1990 年代以降の労働市場における雇用の流動性の推移を示している。

労働移動率は景気変動の影響も強く受けるが、全体として緩やかな上昇傾向にある上、非

正規職(パート)の移動率が常用労働者(主に正規職)の移動率よりはるかに高いことが分かる。 

 

 図 3 就業形態別、および平均延べ労働移動率の推移 

 

注：2004 年より調査産業の範囲が一部変更されている。 

出所：厚生労働省『雇用動向調査』2001 年と 2008 年に基づいて作成。 
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 図 4 雇用形態別労働者数の推移 

 

出所：総務省(2010)『労働力調査 長期時系列データ―雇用形態別雇用者数』に基づいて作成。 

 

図 4 は、1990 年代以降の雇用形態別労働者数の推移である。正規雇用の割合は 90 年代

はじめの 82%から 2009 年の 69%へ低下した。一方、非正規雇用は、約 900 万人から 1700

万人に増加し、2009 年では雇用全体の 3 割超を占めている。特に、2000 年代以降におけ

る、正規雇用と代替的関係22にある派遣、請負、および契約社員の著しい増加は、日本の雇

用システムを一層不安定にすると同時に、働いている人々の将来の雇用に対する不安を拡

大させた。 

 その背景には、非正規雇用の賃金コストが安い(正規雇用の賃金総額に占める賞与―ボー

ナスと残業代の割合が 3 割以上を占めていることから、それが適応されない非正規雇用の

賃金コストは約半分程度となる)以外に、図 5 に示しているような、非正規雇用に対する雇

用保護規制の緩和がある。 

もともと日本の雇用保護法制の厳格度は、アメリカなどの市場主導型経済を除いては

OECD 諸国のなかでも低いが、1990 年代後半以降において一層低下した。特に、正規雇用

に対する保護水準が変化していないのに対し、非正規雇用の保護法制は大幅に緩和された

(主に労働者派遣法改正の影響)。同じ時期に、ヨーロッパ諸国においても雇用保護法制の緩

和が行われたが、その規制緩和は失業保障と積極的労働市場政策との組合せの中での労働

市場の柔軟性―フレキシキュリティであり、日本の非正規雇用だけに対する規制緩和とは

大きく異なる。 

                                                   
22 非正規雇用と正規雇用との代替性と補完性に関しては議論が分かれており、『労働経済白書』や多くの

研究においては、その補完性が主張されている。一方、宇仁(2009)では、非正規雇用の形態従業員規模別

の企業に関する詳細な統計分析から、1990 年代以降において、間接雇用型派遣、請負労働という非正規雇

用が正規雇用を代替する形で、特に大企業を中心に増加したことを証明している。 
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図 5 雇用保護法制の厳格度(EPL 指数、バージョンⅠ)の推移 

 

注：EPL 指数：OECD が開発した雇用保護に関する法律や制度と総括して計算された一種の加重平均値で、

正規職の解雇に関する手続き、解雇補償金水準、期間雇用と派遣雇用を含む臨時職の使用に関する規制、

集団解雇の容易性などを反映している。OECD の毎年公表する『Employment Outlook』(Paris)におい

て各国の指数が公表されている。0 から 6 までの値で表される EPL 指数は、値が高いほど雇用保護が強

いことを意味し、労働市場の柔軟性が欠如していると判断する。しかし、単に法律的条項があるかどう

かによって雇用保護の程度を示す EPL 指数は、社会的な慣習や伝統などの影響も受ける雇用保護(例え

ば日本)の実態との乖離が指摘されている。さらに、各要素の指標化には、テクニカルな問題もあること

が指摘されている。 

出所：OECD, Employment Outlook, 2010 に基づいて作成。 

 

 上記のような雇用全体に占める非正規雇用の拡大、という外的数量的柔軟性の拡大は、

日本的雇用システムの機能的柔軟性の低下をもたらす。とりわけ、企業内 OJT およびジョ

ブローテーションは、企業内構成員を多能工化し、職務と労働編成の柔軟性を可能にし、

それによって保障される内的機能的柔軟性は、日本的雇用システムの頑強性の源泉であっ

た。しかし、非正規雇用の増加は、その雇用形態の短期性および代替性により、企業と正

規労働者側には、非正規雇用に対して企業内教育訓練を行うインセンティブが低く、その

余力も大きく低下した。 

そして、派遣や請負などの間接雇用型の非正規雇用の増加は、パートタイマ労働のよう

な直接雇用型の非正規雇用と共通する雇用の短期性や不安定性という問題に加えて、直接

雇用主による教育訓練の欠如、正規労働者との密接な情報交換、およびそれを通じた共有

知の蓄積を困難にしている(宇仁 2009)。これらの問題は、企業の革新能力の低下、非正規

雇用の技能向上可能性の低下、正規雇用の雇用と所得の維持に関する不安を拡大させてい

る。特に、教育訓練への参加機会における格差は、現行の雇用形態の違いによる所得格差

の永久化につながる可能性がある。これらのさまざまな社会経済問題は、単一企業の調整
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範囲を超え、社会単位での調整の必要性を強調している。 

 一方、成果主義的賃金制度の導入などの賃金制度の改革や非正規雇用の増加による労働

時間の調整可能性の拡大により、賃金柔軟性は著しく上昇した。第Ⅱ節でも言及したが、

企業を取り巻く国際的・国内的環境の変化に対応する形で、従来の長期安定雇用の下での

年功賃金制度に対するさまざまな改革がおこなわれたが、その代表的な例が成果主義的賃

金制度の導入である。結果、賃金決定における年功的性格が弱まり23、賃金は労働者個人の

短期的な成果にリンクする形で賃金決定パターンの修正が行われ、個人レベルでの賃金柔

軟性は拡大した。さらに、雇用全体に占める非正規雇用の増加により、企業単位での総労

働時間の調整能力が高まり、企業レベルでの総賃金コストの調整における柔軟性も高まっ

た。 

 3.2 日本の雇用システムおける安全性の変化 

 日本的雇用システムにおける内的柔軟性を支える長期雇用制度、企業内 OJT、および柔

軟な生産組織(労働編成)の間には、強い制度的補完性が存在する(宇仁 2009)。さらに、これ

らの企業単位での雇用制度と社会単位での職業訓練制度、および社会保障制度の間にも制

度的補完性が存在する。つまり、日本の雇用システム全体においては、企業単位での長期

安定雇用と企業内教育訓練制度と、貧弱な企業以外での職業訓練システム、および限定さ

れた社会保障システムの間の制度的補完性を意味している。その結果、前節で説明した日

本の雇用システムにおける柔軟性の変化によって、既存の制度的補完性の限界も明らにか

なり、日本の労働市場における安全性は著しく低下した。 

表 2 は、日本的雇用システムにおける安全性をフレキシキュリティのそれと比較したも

のである。日本的雇用システムにおける安全性状態、およびその達成径路は、上記の雇用

制度、職業訓練システム、および社会保障システムの間に存在する制度的補完性と密接に

関わっている。とりわけ、長期安定雇用慣行による同職安全性の存在が、雇用安全性と所

得安全性につながり、日本的雇用システムにおける長期安定雇用が維持される限りにおい

ては、上記のような安全性構造には大きな軋轢 (3.2.4 で詳しく説明するが、長い労働時間

は働く者の肉体的精神的疲弊が軽視されるか、「日本人は勤勉である」という評価でまとめ

られる限りでは)は見られなかった。 

 

 

                                                   
23 しかし、他の先進国に比べると日本の賃金における年功給の性格は極めて高い。例えば、生産職新規雇

用に対する勤続年数が 20 年以上の労働者の賃金は、イギリスでは約 1.2 倍、ドイツでは約 1.3 倍、フラン

スでは約 1.5 倍であるが、日本では約 2.2 倍である(金デファン 2009、p.43)。 
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 表 2 労働市場の安全性状態とそれをもたらす要因の比較 

 日本的雇用システム フレキシキュリティ 

同職安全性 高い(長期安定雇用慣行) 低い(低い雇用保護規制) 

雇用安全性 企業単位では高い 

労働市場全体では低い 

高い(積極的労働市場政策を通じた、労働市

場における雇用可能性の保障) 

所得安全性 高い(雇用安定が賃金所得を保障する) 高い(広範かつ寛大な社会保障システムの

サポートによる保障) 

組合せ安全性 低い(長い労働時間、頻繁な転勤) 高い(ワーク・ライフバランスを促す政策) 

出所：筆者作成。 

 

 しかし、雇用全体に占める非正規雇用の割合の増加、および正規/非正規間格差の広がり

は、労働市場全体における流動性を高め、正規雇用を含む働く人々の不安を増幅させてい

る。特に、労働市場の実態、および雇用システムの変容に対応しうる教育訓練システムと

社会保障システムの改革が遅れていることは、日本の労働市場における安全性を低下させ

ている。以下では、フレキシキュリティを構成する四つの安全性要素が、近年どのように

変化しているのかを説明する。 

 

3.2.1 同職安全性の変化 

表 2 で示しているとおり、日本の長期安定雇用システムの下では、同職安全性は高い。

それを示す一つの重要な指標が、OECD 諸国の中でも最高水準にある勤続年数である。も

ちろん、人口高齢化による雇用全体に占める相対的に年齢の高い労働者の割合が増加した

影響もあるが、雇用法制による保護よりも社会的慣行によって保障される日本の同職安全

性は、正規雇用に限ってみると維持されていると言える。しかし、正規雇用が享受する同

職安全性は、その安全性を提供する日本的雇用システムの周辺部の拡大によって支えられ

ている側面が強い。とりわけ、日本の雇用システム全体では、同職安全性が保障されてい

る労働者が減少している。 

さらに、正規雇用と非正規雇用の間における格差(雇用保障、教育訓練に参加できる機会、

賃金所得、社会保障等)の拡大は、同職安全性の将来に対する不安を増加させる。実際、日

本の労働者は相対的に高い同職安全性を享受しているにもかかわらず、雇用の将来に対し

ては悲観的である。とりわけ、1990 年代以降、日本の労働者の体感雇用安全性(Perception 

of security、主に会社の将来と自分の職に不安を感じない)は低下しているのみならず、

OECD 諸国の中で一番低い水準にある(Auer and Casez, 2003)。もちろん、このような日本
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の労働者が感じる雇用の将来に対する不安が、労働市場の状態だけではなく、長期不況や

新しいビジョンの欠如などの影響があることは言うまでもない。 

 

3.2.2 雇用安全性の変化 

  日本的雇用システムにおける雇用安全性は、同職安全性が保障されている正規雇用を中

心に企業単位では高いと言える。しかし、フレキシキュリティの概念からすると、日本的

長期安定雇用システムが保護してきたのは、同職安全性であり、雇用安全性とは言えない。

とりわけ、日本の労働市場全体における雇用安全性は低い。フレキシキュリティで言う雇

用安全性とは、積極的な労働市場政策を通じた雇用可能性の向上に基づく労働市場内での

活発な移動の保護によってもたらさる安全性である。 

日本の雇用システムにおける労働力移動は、企業規模間格差や年功的賃金(さらに退職金

制度)のもと、所得損失が大きいことから制限される。さらに、移動に関する否定的な評判

なども労働者の転職を妨げる要因である。そして、企業内 OJT による企業特殊技能を中心

とする技能形成システムは労働者の転職可能性を大きく制約し、失業後の雇用可能性を低

下させる側面も合わせてもつ24。結果、日本の雇用システムでは、同一企業内での雇用安全

性は高いが、労働市場全体における、労働者個人の生涯を通じての雇用安全性は低い。 

 一般的に雇用安全性の代理変数として、積極的労働市場政策に関する評価が使われてい

る。ここで、積極的労働市場政策とは、主に政府によって行われるが、企業(使用者団体)

も含む社会単位における労働者の技能形成と雇用促進に関する諸政策の総体をさす。一方、

日本では「労働市場政策」という概念はあまり使われておらず、それと類似した概念とし

て雇用政策(一時的な緊急雇用対策も含めて)が使われている。近年、日本の雇用政策も従来

の失業者に対する対策から、その予防、さらには雇用環境の改善のための政策へと多面化

している(久本 2010)が、依然として企業単位での雇用維持を促進する政策が中心であり、

フレキシキュリティを構成する積極的労働市場政策との距離は大きい。なかでも、長期安

定雇用制度や企業内技能形成システムとの制度的補完性の結果として、積極的労働市場政

策による汎社会的職業訓練システムの構築は遅れている。 

 しかし、非正規雇用が被雇用者全体の約三分の一を占め、労働市場における流動性が大

きく拡大している、という日本の雇用システムの現状を考慮すると、雇用維持のための政

策と共に、雇用の移動を保護する政策が必要である。とりわけ、企業レベルでの雇用保護

                                                   
24 その中で、大企業から中小企業への転職は比較的にしやすいがその逆のパターンは非常に少ない。もち

ろん、近年においては新規採用より即戦力になりうる中途採用を選好する企業も増加しているので、一概

には言えないことも確かである。 
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の政策より、労働市場レベルでの雇用保護を強化する必要がある。そのためには、現在も

なお企業単位での雇用安定を促進する政策を中心とする(事業主に交付する雇用調整助成金

制度など)雇用政策から、社会単位での教育訓練システムと公的職業サービスの拡充を中心

とする積極的労働市場政策へ転換しなければならない。 

 図 6 は、OECD 諸国における積極的労働市場政策に関する比較である。先に言及したよ

うに、労働市場政策と雇用システムの間に存在する制度的補完性から、各国が必要とする

政策の内容や支出の内訳が異なるが、日本(0.2%)はアメリカと韓国(0.1%)よりは高いが、

OECD の平均やフレキシキュリティを構築しているデンマークやオランダに比べ、その低

さが目立つ。さらに、2000 年以降、その値は低下傾向にあり(1.4 兆円から 8340 億円へ)、

日本の雇用システムと労働市場の変化に逆行しているように見える。そして、日本の公共

職業サービスの実態を他の先進国と比較すると、日本の公共職業安定所(ハローワーク)の一

機構あたり経済活動人口(11.3 万人)、および職員一人あたりの失業者数(288 人)は、フラン

スの同 3.6 万人と 117 人、ドイツの同 4.8 万人と 57 人、などに比べてかなり大きく25、積

極的な雇用促進政策としての役割が十分でないことが分かる。 

 

図 6 労働市場政策支出の国際比較 (対 GDP 比、2007 年) 

 

出所：OECD“Employment Outlook, 2009µ、“Social Expenditure Database, 2008µに基づいて作成。 

 

3.2.3 所得安全性の変化 

現在、勤労者のほとんどは被雇用者であり、賃金所得が主な収入源である。長期安定雇

用の時代には、賃金収入が保障され、所得の安全性は高かった。よって、日本の社会福祉

は、そこから疎外された人々に対する安全網として整備されてきた(ヨーロッパに比べると

                                                   
25 日本のデータは 2005 年、フランスとドイツはいずれも 2002 年のデータである。さらに詳しい実態に

関しては久本(2010、pp.94)を参照せよ。 
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低いが、比較的に完備されてきた)。しかし、最近の雇用システムにおける柔軟性、特に非

正規雇用の増加に伴う外的数量的柔軟性の拡大は、企業単位での雇用調整のサブシステム

としての機能(補完的)をはたしてきた日本の社会保障システムの限界性を徐々に露出させ

ている。 

 フレキシキュリティにおける所得安全性は、雇用安全性と共に柔軟性を拡大するための

必須要件である。柔軟性の拡大に伴う失業の危険は、積極的労働市場政策を通じて雇用安

全性を高めると同時に、失職期間または就活期間における所得の保証によって解消される。 

図 1 で示したデンマークのゴールデントライアングル・モデルで見られるように、柔軟な

労働市場からの排出された労働力は、まず寛大な社会保障システムへ移動し、そこから積

極的な労働市場政策に移動し、技能的に向上した労働者が再び柔軟な労働市場へ再進入す

る。成功したフレキシキュリティにおいて失業者は、公平かつ寛大な社会保障システムか

ら失業による所得損失に対する補償を受けながら、職業訓練に参加し、就職活動をしてい

る。  

よって、一般的に所得安全性を測る指標として、失業保険26のカバー率、所得代替率が使

われている。 

 まず、前項の図 6 に示しているとおり、日本の失業給付総額は OECD 諸国の中で最も少

ない水準にある。これは、他の諸国に比べて相対的に低い失業率によるところが大きい。

しかし、それだけではない。日本の失業給付は加入率、給付条件、給付期間、給付額など

においても他の先進国との格差が大きく、日本における失業による所得損失のリスクは極

めて高い。 

そして、図 7 は、日本の雇用保険の加入率(雇用保険加入者数/被雇用者数)と失業給付の

受給率(実際に失業給付を受けた人数/失業者数)の推移を表している。雇用保険の加入率は緩

やかな上昇傾向にあるが、2009 年現在においても被雇用者全体の四分の一は雇用保険に加

入しておらず、職を失っても失業給付を受けられない状態である。特に、パート・アルバ

イトなど27の非正規雇用の加入率は 6 割以下であるとも言われており、これらの労働者の所

得安全性は極めて低い。そして、失業給付の受給率はかなり低く、低下傾向にある。これ

                                                   
26 日本においても失業保険は「雇用保険」と呼ばれている。少なくとも正規職の雇用においては、長期安

定雇用の慣行に基づき、企業内雇用調整を中心としてきた日本において、失業者個人に対する事後的な援

助よりも、失業者を排出しないように、企業の雇用維持対策に援助してきたことを現わしている。これは

単なる雇用保険の適応範囲の問題だけではなく、最近では正規・非正規間格差の主な要因ともなりつつあ

る。 

27 一部派遣・請負業者は、雇用保険への加入が義務付けられているのも関わらず、コスト削減のために、

雇用保険に加入しなかったり、加入手続きを遅らせたりする違法行為が多く指摘されている。 
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には、前節でも言及したが、雇用の安定を選好する日本的雇用システムにおいて、正規雇

用から失業者に転落することは抑制され、失業者の多くが非正規雇用であることの影響が

大きい。とりわけ、失業給付の受給条件が比較的に厳しく28、長期的かつ安定的な雇用を通

じて失業保険金を積み立てることができない非正規雇用が増加した結果であると考えられ

る。 

 

 図 7 日本の雇用保険加入率と失業給付の受給率 

 

 出所：総務省『労働力統計』、厚生労働省『社会保険事業年報』に基づいて作成。 

 

 また、失業保険の受給期間は年齢や保険加入期間において細かく設定されているが、最

低 3 カ月から最長 12 カ月までであり、オランダの 24 カ月やデンマークの 48 カ月に比べる

とかなり短い。とりわけ、約一年間で再就職ができなければ失業保険の対象から外れ、所

得は保障されない。また、失業給付の所得代替率は 50~80%であり、北欧諸国の 70~90%に

近づいているが、総賃金所得に占める賞与(約 25%)と残業代(約 7%)の割合が大きいことか

ら、失業給付による所得安全性の保障程度は決して高くない(6 割程度)。それに、日本の労

働者の生涯賃金所得に占める退職金の割合まで考慮すると、雇用システムの柔軟化による

失業可能性の増加は、日本の雇用システムにおける所得安全性を大きく低下させている。 

 

3.2.4 組合せ安全性(ワーク・ライフバランス)の変化 

近年、ワーク・ライフバランスに関する議論や研究が増えている。成長社会から成熟社

会に移行しつつある先進国において、就労と家庭生活の両立に対する指向が拡大し、日本

においても、長時間労働による弊害の克服、少子化、男女共同参画など、さまざまな側面

からワーク・ライフバランスが追求されるようになった。しかし、日本のワーク・ライフ

                                                   
28 原則として、離職前の 2 年間において 12 カ月以上の雇用保険に加入していることが必要である。 
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バランス問題は提起されて久しく、さまざまな取り組みがあるにも関わらず、大きな改善

は見られなく、成功したフレキシキュリティとの距離がもっとも大きい安全性である。 

日本の労働時間は世界一長い(労働時間以外の残業、通勤時間を含め)とされてきた。90

年代の労働基準法改正により、週間労働時間は 40 時間に短縮されたが、実質的労働時間は

最近増加傾向にある。そして、週間労働時間が 50 時間以上の労働者割合は 28%であり、そ

の比率が比較的に高いアメリカやオーストラリアなどの 20%に比べても大きい(久本 2010)。

その背景には、正規雇用においては、雇用全体に占める正規雇用の低下により残業時間が

増加し、非正規雇用においては、時間当たり賃金の低下を補うために労働時間を延長せざ

るを得ない、という二つの要素があると考えられる。このような長時間労働は、労働市場

における柔軟性や格差の拡大と相まって、日本の労働者の雇用に対する満足度を低下させ

ている。さらに、企業内 OJT の役割が低下している中、長時間労働の増加は Off-JT に参

加する機会を低下させる。 

組合せ安全性(ワーク・ライフバランス)は、オランダのポルダー・モデルで見られ、EU

のフレキシキュリティの構築はそれを一般的な目標としている。働く人々の仕事と家庭生

活の両立は、社会の豊かさを評価する基準であると同時に、ゆとりのある社会になる為の

条件でもある。そして、労働者個人にとっては、生涯を通じての仕事と家事、就労と老後

生活のバランスを設計し、実行できることが追求される。しかし、表 3 に示している残業

時間や育児に関わる時間、および家族との時間に関する調査結果は、日本の労働者のワー

ク・ライフバランスの実態が、アメリカやフランスに比べると相当な距離があること表し

ている。また、その距離は、男性の方がより著しく、日本の男性労働者は育児と家庭生活

への参加度合いが低く、仕事と生活の両立とは程遠い日常を過ごしていることが分かる。 

 

表 3 ワーク・ライフバランスに関する国際比較(2007 年) 

 

残業時間(一日当たり、分) 育児に関わる時間(一日あたり、分) 家族との外出頻度 

 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 

日本 92.3 22.8 44 198 3.3 4.4 

韓国 46.7 21.3 55 162 6.8 8.8 

アメリカ 34.7 15.8 121 211 19 19.5 

フランス 31.9 15.2 74 155 8.2 11.2 

注：家族との外出頻度は、「週に 3~4 回以上、家族と共に外出している」と答えた者の割合(%)である。 

出所：連合総研、『生活時間の国際比較―日・米・仏・韓のカップル調査』(2007 年)に基づいて作成。 
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第Ⅱ節で言及したように、フレキシキュリティは労働市場における柔軟性と安全性の同

時拡大を目指す政策戦略である。この政策戦略の完成形は、労働者が生涯にわたり、社会

保障システムによる所得安全性が保障されながら、積極的な労働市場政策によって雇用の

安全性を維持できる柔軟な雇用システムの構築である。そこで、企業は経営環境の変化に

迅速に対応できる雇用柔軟性をもち、労働者は自分の意思と能力に基づいて働く場所、働

く時間、働く形態を柔軟に選択することがイメージされている。このような政策戦略の完

成形から見て、現在の日本における労働市場、および働く人々の状態はどのようなもので

あるかを確認し、改善すべき課題を提示し、実行に向けて努力する過程がフレキシキュリ

ティの構築過程である。 

これまでに、日本の雇用システムにおける柔軟性と安全性の諸要素の韓国労働以上にお

ける実態を見てきた。概括すると、1990 年以降の「失われた 20 年」間で、日本の雇用シ

ステムにおける柔軟性は外的数量的柔軟性を中心に拡大され、既存の日本的雇用システム

が依存する内的数量的柔軟性、および機能的柔軟性の側面は弱体化したように見える。そ

して、経営環境の変化や賃金制度の改革により賃金柔軟性も大幅に拡大した。一方で、安

全性の側面では、同職の安全性は外的数量的柔軟性の拡大に伴い低下しているが、既存の

長期安定雇用慣行を中心とする企業単位での雇用調整システムと制度的補完性をもつ社会

的な職業訓練、および雇用保険制度の改革は遅れており、雇用安全性と所得安全性は低下

した。そして、上記のような柔軟性と安全性の諸要素における変化の結果として、組合せ

安全性は意識されてはいるが、実態としてはより低下している。 

もともと、これらの雇用システムの安全性に関する諸事項は企業単位での調整によって

は解決し難い事柄である。しかし、企業レベルでの安全性の保障を前提に構築されている

日本の雇用政策や社会保障システムにおける改革は後れ、雇用システムの変容に対応でき

ずにいる。とりわけ、日本の雇用システムを取り巻く環境、および外的数量的柔軟性を拡

大させつつある労働市場の実態は、企業単位での雇用調整システムからフレキシキュリテ

ィ(戦略、ビジョン)に基づく社会単位での雇用調整システムへの転換を要求している。 

  

Ⅳ 結びにかえて 

  

本論文では、従来の日本的雇用システムにおける企業単位での雇用調整を支えてきた柔

軟性と安全性における変化を、フレキシキュリティの枠組みを参考にしながら説明した。

バブル崩壊以降、日本の企業は雇用システムを取り巻く国際的・国内的環境の変化に対応
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するために、コストが低く、雇用調整がしやすい非正規雇用を増加してきた。結果、日本

の雇用システムにおける、主に正規雇用(コア)を対象とする企業単位での雇用調整システム

に含まれない周辺部(非正規雇用)が徐々に拡大した。さらに、正規雇用と非正規雇用の間の

格差(雇用・賃金・教育訓練・社会福祉など)が広がったことにより雇用不安が拡大し、さま

ざまな社会問題を引き起こしている。 

上記のような変化をフレキシキュリティの枠組みで捉えると、内的柔軟性(内的数量的柔

軟性と機能的柔軟性)の弱体化と外的柔軟性(外的数量的柔軟性と賃金柔軟性)の拡大、とい

う柔軟性構造の変化は、日本的企業単位での雇用調整システムの限界によるところが多い

が、現在のところ、それに代わる社会単位での雇用調整システムは構築されておらず、労

働市場の不安定性は高まっている。さらに、同職安全性が低下しているなか、雇用安全性

や所得安全性、および組合せ安全性を高めるための政策的取り組みが不十分で、日本の雇

用システムにおける安全性は低下し、格差拡大やワーキングプアの増加をもたらしている。 

このような柔軟性と安全性の変化は、日本企業の競争力源泉を掘り崩し、国内消費需要

の拡大を妨げ(結果として輸出需要に過度に依存せざるを得ない)、安定的経済成長の阻害と

なりうる。また、勤労者の自由かつ安全なワーク・ライフバランスの達成を妨げ、日本社

会の持続可能な発展を制約する。とりわけ、経済成長の視点からも、持続可能な発展

(Daily,1996)というパラダイム転換の視点からも、安全性が保障される状態での柔軟性拡大

が必要であると考えられる。 

 本論文では、これらのさまざまな問題の解決策として、フレキシキュリティを提案して

いる。もちろん、第Ⅱ節で述べたように日本の雇用システムを構成する諸制度間の補完性

や経路依存性は、フレキシキュリティの導入を難しくしていることは否定できない。しか

し、フレキシキュリティは単に成功した国々の政策パッケージ、そのものを意味しない。

フレキシキュリティはビジョンであり、戦略である。そして、なによりもその開かれた可

能性から、日本の雇用システムに適応する柔軟性と安全性の組合せを探すことができるだ

ろう。 
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ంరએߩ⾗㊄ࠍᛩ੍ࠆߔቯޕᡷ㕟ߩኻ⽎ߪߩࠆߥߣ༡ቛߩᑪ⸳ޔዊਛቇᩞ߳ߩ

⼊ቭᎼ࿁ᚲޔ┙⸳ߩ㙃⠧㒾ߩ⸳┙╬㧝㧜㗄⋡ߩߘޔ߇ࠆߢਛߩᚭ☋ᡷ㕟ࠞࡠࠢࠗࡑߣ

ߞࠊ㑐ߊ߈ᄢߦ․߇࿖ડᬺߩ▤㊀ᘮᏒᚲߦ㧝ਁరჇߩㄘ᳃ޠਔ⠢ޟޔഃᬺᡰេ࠾ࡄࡦ

 ޕ22ࠆߡ

a. ᚭ☋ᡷ㕟 

                                                   
15 ፕਯరޟ㊀ᘮ࿖⾗㧦╙ਃ⽷ߩታ〣ᷡޠ⪇ᄢቇ▤ℂቇ㒮㧴㧼
㧔http://www.sppm.tsinghua.edu.cn/ggjj/26efe48928186e3901282e362dab0013.html㧕ޕࠅࠃ 
16 Ꮏ㌁ⴕޔߪߡߞߣߦߒ⾉߃ୟ߽ߡߞߥߣࠇᐭߩࠄ߆Ⴏࠍᦼᓙࠆ߈ߢ৻ᣇޔᷣ߇ᦼ
ᓙߥ߈ߢਇ⦟ௌᮭࠍࠆߔℂ↱߽ޔߚߥૐଔᩰߩߢᄁළߦᛶ᛫ߣߚߞ߆ߥߪ⠨ޕࠆࠇࠄ߃ 
17 ၔᏒᑪ⸳ᛩ⾗ม㧔ㇺᏒࠗߩࡈࡦ⾗㊄⺞㆐㧕ޔㅢ㐿⊒ᛩ⾗㒢ม㧔゠ㅢ߮ㇺᏒࠗ
㜞ㅦ〝⊒ዷ㒢มޔ᳓ോប⢆㓸࿅㧔ਅ᳓߮ᳪ᳓ಣℂ㧕ޔ↥㓸࿅㧔ਇേ↥㧕ޔ㧕ࡈࡦ

㧔㜞ㅦ〝ᑪ⸳㧕ޔㅢᣏ᷿㓸࿅㧔ⷰశᣉ⸳ᑪ⸳㧕ޔ᳓ᛩ⾗㓸࿅㧔᳓ജ⊒㔚╬㧕ޔ㊀ᘮᷬን㧔ௌ

ോᢛℂ㧕ޕࠆߥࠄ߆ 
18 ᄢᛩߪߦ✚㗵㧝㧡㧜㧜ంరߩ⾗㊄߇ᛩߩߘޔ߇ߚࠇߐᄙߪߊ⼑ᷰ⋉߿એ೨ߦฦ⋵
 ޕࠆߢߩ߽ߚ㓸ࠍ࿖ௌߚࠇߐᛩߦ
19 ⍴ᦼ⊛ߪࠬࡦࡃߥ㊀ⷞޔ߇ࠆߔ㐳ᦼ⊛ߥ⽶ௌࠆߪ⒟ᐲ⸵ኈ߁ߣࠆߔ┙႐ࠆߢ㧔⽶ௌ
㧛⾗↥Ყ₸߇㧢㧜㧑ࠍߥ߃㧕ޕ 
20 㧞㧜㧜㧥ᐕࠆߌ߅ߦᄢᛩࠍ㊀ᘮᏒᚲ▤࿖ડᬺ߇Ꮢᐭߦ⚊ߚߒ㊄㗵ߪ㧤㧚㧥ంర
ߪ⋊ߩࠄ߆࿖⾗ᧄߚࠇߐ↪ߦ╬⸳ᑪࡈࡦࠗߣࠆࠃߦ㊀ᘮᏒ⽷ዪ㐳ഏஉޔ߇ࠆࠇߐߣ

ᐕᐔဋ㧠㧜㧜ంరߦࠆ㧔㧞㧜㧝㧜ᐕ㧣㧠ᣣઃ㊀ᘮႎ╙㧟㕙㧕ޕ 
21 ਥߥ⽷Ḯߪ࿖⾗↥ޕࠆߢࡦࠗࠥ࡞࠲ࡇࡖࠠߩࠄ߆ 
ၔᏒߣ↥㓸࿅ߩ㧝㧜㧜㧜ంరᔅⷐ㧕߽ᄢᛩ⚂ߦ⸳༡ቛᑪ⸳㧔㧞㧜㧜㧜ᐔᣇ㨙ᑪߦઁ 22
ᑪ⸳ᛩ⾗ม߇⽶ᜂࠆߡߒ㧔㧞㧜㧝㧜ᐕ㧤㧠ᣣઃ㧞㧝♿⚻ᷣႎ╙㧢㕙㧕ޕ 



㊀ᘮᏒߪᚭ☋ᐲࠆࠃߦㇺᏒߣㄘߩಽᢿࠍ⸃ޔߚࠆߔ㧞㧜㧝㧜ᐕ㧣ᧃࠅࠃᚭ☋

ᡷ㕟ߦ⌕ᚻޔߒ㧞㧜㧝㧜ᐕߣ㧝㧝ᐕߩ㧞ᐕ㑆ߢ㧟㧜㧜ਁੱߩㄘᚭ☋ࠄ߆ㇺᏒᚭ☋߳⒖ߩ

ォࠍታ੍ࠆߔቯޕ23ࠆߢㄘᚭ☋⠪ࠆࠃߦㇺᏒᚭ☋ߩขᓧ⥄ోߪ࿖⊛ߦೋߩ߽ߩߡ

ԙㄘޔ⒖േߥ↱⥄⊛ᲧセߥߒଐሽߦԘ⡯⒳߮ቇᱧߪᚭ☋ᡷ㕟ߩ㊀ᘮᏒޔ߇ߥߪߢ

ో߁ߣળ㓚␠ߩห᭽ߣㇺᏒᚭ☋᳃ߩ᧪Ԛᓥޔ㧟ᐕ㑆⇐ࠍᮭ↪⠹߮ቛߩ

࿖⊛ߦߥߩ⹜ࠍߺዉࠆߡߒὐߢ․ᓽઃޕࠆࠇࠄߌᧄᡷ㕟ߩታᣉޔࠅࠃߦᄙᢙߩㇺ

Ꮢ᳃ߣࠆߓ↢߇ᗐቯߩߘޔ߇ࠆࠇߐዞᬺవߡߒߣ㊀ᘮᏒᚲ▤ߩ࿖ડᬺߪㄘߩࠄ߆ォ

⠪ࠍఝవ⊛ߦ㓹↪߇ߣߎࠆߔ⟵ോઃޔࠅ߅ߡࠇࠄߌ࿖⾗ᆔߪᧄᐕߡ߅ߦ㧞㧜ਁੱߩ㓹

 ޕ24ࠆߡߞߥߦߣߎߟᜬࠍછ⽿ߦ↪

b. ࠾ࡄࡦࠞࡠࠢࠗࡑഃᬺᡰេ25߮ਛዊડᬺᡰេ 

 ㊀ᘮᏒߩࠬࡀࠫࡆࡖ࠴ࡦࡌߪᬺࠍଦㅴޔߢߣߎࠆߔ᳃㑆⚻ᷣߩ⊒ዷࠆࠃߦࠇߘߣ㓹

↪ჇᚲᓧჇࠍหᤨߦ㆐ᚑࠍ⁓ࠆߔᜬߩߚߩߘޕࠆߡߞ৻Ⅳࡦࠞࡠࠢࠗࡑޟߡߒߣ

㧡㧜㧑એౝߩᧄ㊄⾗⸤⊓ࠅߚߦᬺߪᒰᴺޕ26ߚࠇߐቯ߇ޠഃᬺᡰេ▤ℂᑯᴺ࠾ࡄ

ቯ੍ࠍഥ㊄ߩᓟ㧡ᐕ㑆Ფᐕ㧟ంరߪ㊀ᘮᏒ⽷ޔ27ࠅ߅ߡቯࠍߣߎࠆ߃ਈࠍഥ㊄ߩ

ޕ28ࠆߡߞߥߦߣߎࠆߔᜂ⽶߇࿖ડᬺߪ㧝㧔Ფᐕ㧝ంర㧕ߩ㧟ಽ⚂ߩౝߩߘޕࠆߡߒ

භ߇ਛዊડᬺࠍ㧟㧤㧠ਁੱ㧕ߪᓥᬺຬᢙޔ㧠ഀ㧔㧞㧢㧞㧤ంర⚂ߩ㧳㧰㧼ߩ㊀ᘮᏒޔߚ߹

ਛዊޔࠅ߅ߡࠇߐ⚂ࠍᯏળࠆߌฃࠍ⾗Ⲣߚߩ࡞ࡌ↪ା߿ᜂ⢻ജૐޔ29߇ࠆߡ

ડᬺߩᬺᄢޕࠆߡߞߥߣࠢ࠶ࡀ࡞࠻ࡏࠆߌ߅ߦਛዊડᬺᡰេ╷ߡߒߣ࿖ડᬺߪ㧠

㧜㧜㨪㧡㧜㧜ంరߩᜂ⢻ജࠍࠆߔᜂળ␠ޕ30ࠆߡߒ┙⸳ࠍ 

c. ޟਔ⠢ޠㄘ᳃ߩ㧝ਁరჇ 
㧕ࠍ㧕߮ධ᧲ㇱ㧔ዋᢙ᳃ᣖࠍࡓ࠳ർ᧲ㇱ㧔ਃጽߩ㊀ᘮᏒߪߣޠਔ⠢ޟ 

㧤㧜㧑ߩ࿎ੱญ⽺ࠆߌ߅ߦ㊀ᘮᏒޕࠆߢၞߚࠇㆃߩዷ⊑ߦ⊛ኻ⋦ޔߒᜰࠍ⋵㧝㧣ߩ

ޕࠆ߃ߣⷐὐࠆីࠍᚑุߩㇺᏒㄘ✚วᡷ㕟ߔᜰ⋠߇㊀ᘮᏒޔࠅ߽ߢၞࠆߔ㓸ਛ߇

                                                   
㧔㧞㧜㧝㧜ᐕ㧣㧞㧥ᣣઃ㊀ࠆߡࠇߐቯ੍߇⒖ォߩ㧣㧜㧜ਁੱߪߦߢ߹㧞㧜㧞㧜ᐕޔߚ߹ 23
ᘮᣣႎ╙㧝㕙㧕ޕ 
24 ᑪ⸳Ꮏᬺ㓸࿅ޔ⢻Ḯ㓸࿅ޔ␠㓸࿅╬ߩᄢဳ࿖ડᬺ߇ਛᔃࠆߡߞߥߣ㧔㧞㧜㧝㧜ᐕ㧥
㧝㧜ᣣઃ㊀ᘮᣣႎ╙㧭㧝㧜㕙㧕߅ߥޕᑪ⸳Ꮏᬺ㓸࿅ߪᄢᚻァડᬺޕࠆߢ 
ߣડᬺߩᧄ㊄㧝㧜ਁరએਅ⾗ޔᓥᬺຬ㧞㧜ੱએਅߪ㧕ޠᓸဳડᬺޟ㧔ේᢥ࠾ࡄࡦࠞࡠࠢࠗࡑ 25
ቯ⟵ࠆࠇߐ㧔ᷬᐭ⊒㧢㧢ภޟᓸဳડᬺ⊒ዷߦ㑐ࠆߔ⧯ᐓߩᗧޠ㧕ޕ 
 ޕᓔ㔚╙㧡㧞㧝ภෳᾖߪ⚦ߩ╷ᡰេ࠾ࡄࡦࠞࡠࠢࠗࡑ 26
ᓸဳޟ㧔ᷬᐭ⊒㧢㧢ภࠆߡࠇࠄߌ⸳߇⟎ఝㆄភߢὐߚߞߣᬺᢎ⢒ޔઃ⾉ޔ⒢ᷫߦઁ 27
ડᬺ⊒ዷߦ㑐ࠆߔ⧯ᐓߩᗧޠ㧕ޕ 
28 㧞㧜㧝㧜ᐕ㧤㧠ᣣઃ㧞㧝♿⚻ᷣႎ㧔╙㧢㕙㧕ޕࠅࠃ 
29 㧞㧜㧝㧜ᐕ㧥㧝㧡ᣣઃ㊀ᘮႎ㧔╙㧟㧢㕙㧕ޕࠅࠃ 
30 㧞㧜㧝㧜ᐕ㧝㧜㧢ᣣߦ㊀ᘮᏒߢ㐿ޟߚࠇߐ⑼ቇ⊛⊒ዷ࿖ડᬺߩ⽿છߦޠࡓࠜࡈ
 ޕ㧔㧞㧜㧝㧜ᐕ㧤㧣ᣣઃ㊀ᘮႎ╙㧞㕙㧕ࠅࠃ⸒⊑ߩ㤛ᄸᏔᏒ㐳ࠆߌ߅



㊀ᘮᏒߪ㧞㧜㧝㧜ᐕࠄ߆㧞㧜㧝㧞ᐕߩ㑆ߦਔ⠢ၞࠆߌ߅ߦฦㄘኅ31ߩᚲᓧࠍ㧝ਁరჇട

ߣࠆߦຠൻߩ‛↥ㄘߣᷫߩㄘੱญߪᣇᴺߥਥⷐߩߘޔ32߇ࠆߢቯ੍ࠆߖߐ

ㄘ↥ຠޟߪ㊀ᘮᏒޔ߇ࠆߥߦߣߎࠆࠇߐๆࠅࠃߦᚭ☋ᐲᡷ㕟ߩㅀߪੱญޕ33ࠆ߃

㓸࿅ࠍ34ޠᆎࠆߔߣ࿖ડᬺߦㄘ↥‛ടᎿၮޔ⾂⬿ၮޔ㓸ᢔ╬ߩᑪ⸳ࠍᡰេߡߒ

 ޕࠆߡߒㅴ߽ଦߥ⊛Ⓧᭂߩ࿖ડᬺߩਔ⠢ၞ߳ޔ35ߤߥࠆ

㧔㧞㧕᳃↢ᬺᡰេߣ࿖ડᬺ⊒ዷߩᅢᓴⅣ 

a. ↢↥ⷐ⚛ߩ⏕ 

ㅀߩ࿖ડᬺࠆࠃߦ᳃↢ᬺᡰេᵴേߪනߦ␠ળ⊛ޔߊߥߢߌߛ߁ߣ₂⽸ߥ࿖ડ

ߩ↪㓹ࠆߌ߅ߦᚭ☋ᡷ㕟ޔߦ৻╙ޕߚ߈߅ߡߒ៰ᜰ߽ߣߎࠆ߇ὐߥ߽ߡߞߣߦᬺ

ฃޔߪߣߎࠆߥߣ⋁ߌ࿖ડᬺ߽ߡߞߣߦૐᑇߥഭജߩ⏕ޕࠆ߇❭ߦ㧞㧜㧝㧜ᐕᤐ߆

ߦᐕߪ㊀ᘮᏒޔߢ㧞㧜㧝㧜ᐕ㧝㧜ᤨὐޔ߇ߚࠇߐ⊑߇ߩᦨૐ⾓㊄ߦ⊛࿖ోࠄ

ߞࠃߦᚭ☋ᡷ㕟ߪࠇߎᒰೋޕߚߞߢၞߩ৻࿖໑ోߥߡߞⴕࠍᄌᦝߩᦨૐ⾓㊄ߡߞ

㧞㧜㧝㧜ᐕ㧝㧝㧞ޔ߇ߚࠇࠄ߃⠨߽ߣ⟎ភߩߡߒࠍߣߎࠆߔᵹ߇ഭജߩㄘߡ

㧟ᣣઃ㊀ᘮᣣႎ╙㧝㕙ߢ㧞㧜㧝㧝ᐕ㧝㧝ᣣࠅࠃᦨૐ⾓㊄߇ࠆߔᣦ߇⓭ὼߡߒߣႎߓ

 ࠍߣߎࠆ߃បࠍ↪㓹߇ડᬺࠅࠃߦ㊄⾓ޔ߇ࠆߢਇ⥄ὼߪታᣉߥᕈᕆߩߎޕ36ߚࠇࠄ

ᔨߡߒᒁ߈િ߫ߚߡߒᏒᐭޔߣᄢᗧ᰼߇ᣰ⋓ߢഭജࠍ᰼ߚߡߒ࿖ડᬺ߇㓹↪

ߌ߇ਇേ↥㐿⊒߽ᚻߪᄢᛩޔߦੑ╙ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߚߚߒวᗧߢߣߎࠆߥߣ⋁ߌฃߩ

ߦ⊛㐳ᦼޔߩߩ߽ࠆߪᦼ㑆⇐ߩㄘࠆࠃߦ⒖⠪ޔߪ⒖ߩㇺᏒ߳ࠄ߆ㄘޕࠆߡ

߽ࠍ᧦₹⑼㊄߁ߣߔߊߥࠍᏅޔߚ߹ޕࠆߡߒᗧࠍߣߎࠆ߃Ⴧ߇ࠆ߈ߢขᓧߪ

ᓧࠍวᗧߩㄘ᳃߽ߡߒ㑐ߦ߈ㅌߜ┙ࠆߡࠇߐ㗴ⷞߢㄭᐕਛ࿖ޔߪߣߎࠆࠇ߃ㄫߡߞ

Ⓧᭂ⊛ㅴߩㄘၞ߳ࠆߔߣᆎࠍਔ⠢ࠆࠃߦ࿖ડᬺޔࠄ߆↱ℂߚߒ߁ߎޕࠆߥߊߔ߿

ߪഭߩ⏕ߣℂ⸃ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ 

b. ࿖ડᬺߩ⁛භߣ┹วߥߒ᳃㑆ડᬺ 

᳃㑆ߩਛዊડᬺ߮ߩ߳࠾ࡄࡦࠞࡠࠢࠗࡑᡰេޔߪ࿖ડᬺߡߞߣߦ᧪⊛ࡃࠗߥ

                                                   
31 ᱜ⏕ߪߦഭ⢻ജࠆߩኅᐸࠍᜰޔߒᒰၞੱญߩ⚂㧥㧡㧑߇ኻ⽎ޕ 
32 ㊀ᘮᏒߪᧄᐕ㧞㧜ంరߩ⽷⾗㊄ࠍᛩޕࠆߡߓ 
33 ᦨ⚳⊛ߥ⋡ᮡߪ㧞㧜㧞㧜ᐕ߹ߦߢ৻ੱᒰࠅߚ㧳㧰㧼ࠍർ᧲ㇱߢ㧠㧟㧜㧜㧜రޔධ᧲ㇱߢ㧠㧡
㧜㧜㧜ర߹ߢᒁ߈ޕࠆߢߣߎࠆߍ㊀ᘮᏒㄘᬺᆔຬળ㧴㧼

㧔http://www.cqagri.gov.cn/detail.asp?pubID=439655㧕ޕࠅࠃ 
34 ㊀ᘮᏒᐭਥዉߚࠇߐ❰⚵ߢ⽼ᄁදห⚵วޟ㊀ᘮᏒଏ㌟ว✚␠߇ޠ㧞㧜㧝㧜ᐕ㧥ߦ⚂㧝
㧠ంరࠍᛩޔߚࠇߐ┙⸳ߡߓ㊀ᘮᏒᦨᄢߩㄘ↥‛ᵹㅢડᬺޕࠆߢ 
35 㧞㧜㧝㧜ᐕ㧠㧝㧡ᣣ㊀ᘮᣣႎ╙㧭㧠㕙ޔߚ߹ޕࠅࠃ㊀ᘮᏒർ᧲ㇱߦ⟎ࠆߔᏄᷧ⋵ߪߢ
ᄢᛩࠍਛᔃߚߒߣ࿖ડᬺࠆࠃߦ㧝㧟ઙߩᄢⷙᮨ߇࠻ࠢࠚࠫࡠࡊㅴߩߘޔࠅ߅ߡࠇࠄᛩ⾗✚㗵

ޕઁࠆߦ㧝㧝㧡ంరߪ ㊀ᘮᏒ࿖ޕࠆߡߌ⸳ࠍ႐ߩวߒߣ⋵ߩߊᄙߪ㊀ᘮᏒ࿖Ꮢᆔ߽ߦ

Ꮢᆔ㧴㧼㧔http://www.sasaccq.gov.cn/news/show_content.asp?id=4442&class=000100040004㧕ޕࠅࠃ 
36ၞࠍߕࠊᦨૐ⾓㊄ࠍ৻ᓞ㗵㧝㧥㧜ర㧔ਛᔃㇱߪߢ㧢㧤㧜ర㧛ĺ㧤㧣㧜ర㧛ޔㄘㇱ
 ޕࠆߍ߈㧡㧞㧜ర㧛ĺ㧣㧝㧜ర㧛㧕ᒁߪߢ



ࠢࠚࠫࡠࡊᄢⷙᮨߥ߁ࠃߩ⸳ᑪࡈࡦࠗߪߢ⁁ޔ߇ࠆน⢻ᕈ߽ࠆߥߦߣߎࠆߡ⢒ࠍ࡞

ߣߌ᧪ਅฃࠈߒޕߥߡߓ↢ߪว┹ߚߥߒሽߤࠎߣ߶߇❰⚵᳃㑆ࠆ߃ᜂࠍ࠻

߁ߘޔߒ߆ߒޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆ߃⠨ߣ⾗వⴕᛩߩ⒳৻ޔ߫ࠇ߃⠨ࠍน⢻ᕈࠆ߈ߢ↪ߡߒ

৻ߢߎߎޕࠆߢ⇼ߪ߆ࠆߢ⒟ᐲലߩߤߡߒߣࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗ߇ߩ߽ߥਇ⏕ታߚߒ

⊛භ⁛ߩ߇ߣߎࠆߔදജߦ⊛Ⓧᭂߦ╷ߩ㊀ᘮᏒᐭߒ߽ޕߚߺߡߌ⸳ࠍቯߩߟ

ߩ⛽ᜬ߮ࠃ߅᧪⊛ߦ⛯⛮ߩߘߥߥ᧦ઙࠆߥߦ㧔ߩߘኻߦ㕖දജ⊛߫ࠇߢਇ

⋉ࠆ⊫ࠍน⢻ᕈࠆ߇㧕ߣ࿖ડᬺ್߇ᢿޔࠄߥࠆߔޕࠆߓ↢߇ࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗߩ

ߩᡷ㕟ߡ߅ߦ࿖ડᬺߪ⁛භ⊛ߦㇺᏒ㐿⊒ࠍᜂޔࠅ߅ߡߞ࿖ડᬺߡߞߣߦਛዊડᬺ

ะߌᜂળ␠ߩ࠾ࡄࡦࠞࡠࠢࠗࡑ߿┙⸳ߩഃᬺᡰេߪ⍴ᦼ⊛ޔ߇ࠆߢ࠻ࠬࠦߪߦ㧔ㄘ

ᡷ㕟߁ߣਛᄩߩᗧะ߽߈㧕ࠗ ߇37࠻ࡦභ⁛ߡ߅ߦ㊀ᘮᏒ߈ᄢ߇ߩ⊑㐿ࡈࡦ

⏕ޔࠄߥࠆ߈ߢ㐳ᦼ⊛ߪߦචಽޕ߁ࠈߥߣࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗߥ 

c. ߩࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦᓮ 

 ޔਛ࿖ߪߢᕈᕆߥ㐿⊒ߜ┙ߩߚߩㅌޔ߈࿖ડᬺߩఝᕈߦ࿃ࠆߔᚲᓧᩰᏅߩ

ᄢޔฦ⒳ᚻ⛯ࠍ߈▤ℂࠆߔᓎੱߩᳪ⡯ߚߞߣᣇ㕙ߢᄙߩߊਇḩ߇⫾Ⓧޕࠆߡࠇߐ㊀

ᘮᏒࠆߌ߅ߦ᳃↢ᡷ㕟ߚߒ߁ߎߪਇḩᷫࠍዋࠆߖߐᣉ╷ޕࠆࠇࠄ߃ᝒ߽ߡߒߣᓥ᧪ޔਛ࿖

⒢ߪ࿖ડᬺߡߞߣߦ᳃ߩߊᄙޔࠅߢߩ߽ࠆࠇࠊⴕߡߞࠃߦᐭߪࠬࡆࠨ↢᳃ߪߢ

㊄ࠆࠇߐ߿⾌߇⽶ᜂޕ38ߚߞ߆ߥ߆ߒߢㄭᐕߪᏂ㗵ߩ⽷േߩߘޔ39ࠅ߇ᄙ߇ߊ࿖ડ

ޔߢᣇ৻ߒ߆ߒޕ40ࠆߡߞ߹㜞ߤ߶ߥߡߟ߆ߪẢߩ࿖ડᬺޔߚߚࠇࠄ↪ߦᬺ

ẢߩჇട߇㕖┹⊛ߥⅣႺߦଐሽޔߚࠆߡߒㅀߩ⁛භࠠࠪ࠻ࡦࠆߋࠍ࠻ࡦ

ࡦߚߒ߁ߎߪߺ⹜ߩ㊀ᘮᏒޕࠆߡߞߥߣේ࿃ߩਇḩߩ᳃㑆ડᬺޔߊ߈ᄢ߇ߩࠣࡦ

ߌ߅ߦ㊀ᘮᏒޔߕ߹ޕࠆࠇࠊᕁߣࠆߥߦ⏕߇ోߢߣߎࠆ߃⠨ߡߖ૬ߣࠣࡦࠠࠪ࠻

 ޕࠆߔ␜࿑ߦએਅࠍ㑐ଥߩ࿖ડᬺߣ᳃↢ᡷ㕟ߩవㅀࠆ

 

 

 

                                                   
ࠄ߆ࠬࡆࠨ⽷ࠆߡࠇߐ࿕ቯ߇ଏ⛎㊂ߤߥߡߓォޔ߇ߔᜰࠍޠઍޟ᧪ᧄߪ࠻ࡦ 37
ᓧࠆࠇࠄㆊẢ㧔ߣᯏળ⾌↪ߩᏅ㧕߽ ᗧޕࠆߔ⁛භߪ࠻ࡦᣂⷙෳ߇ᅹࠆߡࠇࠄߍ

භ⁛ߪࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦޕࠆߢ⋊ࠆ࿁ࠍẢߩߕߪߚࠇࠄᓧߢ⊛Ꮢ႐┹ޔߓ↢ࠄ߆ߣߎ

 ޕߔᜰࠍᵴേߥ⊛㧕ᴦߦ㧔ਥࠆߔߣ߁ࠃߒ㒖ᱛࠍෳߩડᬺઁߦߚࠆߔᜬ⛽ࠍ࠻ࡦ
38 ᄙߩߊᣇᐭᚲ▤࿖ડᬺ੍ߥ࠻ࡈ࠰ߪ▚⚂ਅࠅߦ㕖ല₸⊛ޔߚ߹ޕߚߞߢਛᄩߢ
࠻ࡦߪẢޔࠅߢߩ߽ࠆࠃߦභ⊛⁛ߪߊᄙߩߘޔ߇ࠆߔ࿖ડᬺ߽ሽࠆߍࠍ⋊ߪ

ࡦࠠࠪ 㧔ࠣ⾔⾒㧕ߦ࿁߁ߣࠆࠇߐㅪ㎮ࠅ➅߇ޔࠅߥߦߣߎࠆࠇߐ␠ળ⊛ࠅߪ߿ߪߦ㕖ല₸

ߦ߁ࠃߩవㅀޔ߇ߥࠇߒ߽߆ߚߞߪᗧߩቯ৻ߡߒߣ㓹↪వ߽ߢ㊀ᘮᏒޕࠆ߃ߣࠆߢ⊛

ᄙ㗵ߩ⽶ௌࠍᛴޔࠅ߅ߡ߃ᐭ߽ߡߞߣߦᖠߩߺ⒳ߣߚߞߢ⠨ޕࠆࠇࠄ߃ 
39 㧞㧜㧜㧤ᐕ㧝㧝ߦ⊒ߚࠇߐ㧠ళరߩ᥊᳇ೝỗ╷ߦઍޕࠆࠇߐ 
40 㧞㧜㧜㧣ᐕࠄ߆㧞㧜㧜㧥ᐕࠆߌ߅ߦਛᄩᚲ▤࿖ડᬺߩẢ✚㗵ߪ㧞ళ㧠㧣㧣㧞ంరࠇߐߣ
㧔㧞㧜ࠆߡࠇߐ㗴ⷞ߽ߣߎߥ߉ㆊߦ㧝㧡㧣㧞㧚㧞ంరߪ㗵ߚߒ⚊ߦᒰᦼ㑆ޔ߇ࠆߡ

㧝㧜ᐕ㧝㧝㧡ᣣઃ㧞㧝♿⚻ᷣႎ╙㧡㕙㧕ޕ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ౝㇱߪࠅ߇ߥߟࠆࠇߐ␜ߢࡦࠗ⚦ߩࠆߡࠇߐ᳃↢ᡷ㕟ߣ⚻ᷣ⊒ዷߩ㑐ଥߔ␜ࠍ

߽ߥࠍၞߩቯޔ41ߊߥߪߢߩ߽ߚࠇߐߦ⊛␜ߪࡦࠗᄥߩᄖޔࠅߢߩ߽

ࠆߢߩ߽ࠆߥߣࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗࠆߔᡰេࠍ᳃↢ᡷ㕟߇࿖ડᬺߪㇱಽߩߎޕࠆߪߢߩ

ㅢ߇ࠬࠤߩ㊀ᘮᏒޕࠆࠇߐ⸂ℂߦ⊛ቯุߡߒߣࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦߪࡦࠗߩߎㅢᏱޔ߇

Ᏹߔ↹ࠍ✢৻ߣࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦߩὐ࠻ࡦߩߘߪ↥‛㧔rent products㧕ࡦޕ42ࠆߦ

ଏ⛎นߢ⊛Ꮢ႐┹ߪ‛↥ߩߘޔߪߢࠬࠤࠆࠇࠊᛒߢਥᒛࠆߔߣኂࠍࠣࡦࠠࠪ࠻

                                                   
41 ഭജߩ⏕ߪㄘ᳃Ꮏߩ㓹↪⟵ോઃ߽ࠄ߆ߌ⏕ޔ߇ࠆ߈ߢᒰὼࠄ߇ߥ߮⁛භ࠻ࡦ
 ޕߥ߈ߢᚻߪ㐿ᢥ₂ߔ␜ࠍ⏕ߩ
ߪ႐┙ࠆ߃ᝒࠍᵴേࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦࠄ߆ࠄ߆ὐⷰߩ‛↥࠻ࡦ 42 Kahn, M. H. & Sundaram, 
J. K. (2002), Rent, Rent-Seeking and Economic Development, UNI Agency, Inc, 㧔ਛᢥ㓉ᱞ↰Ꮑ
ၳ㊄↱⟤⋙⸶ޔࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦޔ࠻ࡦޡ⚻ᷣ㐿⊒㧙ᣂߒᴦ⚻ᷣቇߩⷞὐࠄ߆㧙ੱޢ㑆

 ޕଐߦቇᣂ␠ 2007ᐕ㧕⑼ߩ

᳃↢ᬺߩᄢ 
㧔ਛ࿖⽷ߩਃ╙⚊Ả 

ౝߢᳯ⯃ޔㆯካߦᰴߢ╙㧟

㧕 
ฃߩ↪㓹ࠆߌ߅ߦᚭ☋ᡷ㕟 

 ⋁ߌ
 ㅴߥ⊛Ⓧᭂߩਔ⠢ၞ߳ 

ᩰᏅߩ❗ዊ 

ᶖ⾌ᄢࠆࠃߦ⚻ᷣᚑ㐳 

࿖ડᬺߩ⋉Ⴧ 

ਛዊડᬺߩᜂ⸽㧔ᜂળ␠

ࠍᜂߩᐕ㧡㧜㧜ంరߒ┙⸳ࠍ

ឭଏ㧕 

ഃᬺᡰេߩ࠾ࡄࡦࠞࡠࠢࠗࡑ

㧔ᡰេ੍▚ోߩ⚂㧟ಽߩ㧝㧕 

᳃㑆⚻ᷣ⢒ᚑ 

 ߍ߈ᒁߩૐᚲᓧጀ
 ቯߩ⋛ᵴၮ↢

 

␠ߚߞ߆ߥ߈ߢෳടߦᓥ᧪Ꮢ႐ 

ળጀߩ⚻ᷣᵴേࠍଦㅴ 
 ᵴᕈൻߩᷣ⚻᳃㑆 

⁛භ⊛ߩ⛽ᜬ ↢↥ⷐ⚛㧔ഭ㧕ߩ⏕ 



⢻ޕ43ࠆߢ⽷ߥ৻ᣇޔ㊀ᘮᏒߢࠬࠤߩ࿖ડᬺ߇ឭଏߪߩࠆߔ⽷ߣ⋴ߢ߇ߣߎߔ

࠻ࡦߪߢߎߎޔ߇ࠆߢߩ߽ߚߓㅢࠍ⒢⺖ࠆࠃߦᐭߪᚻᲑ⊛⥸৻ߩ⛎⽷ଏޕࠆ߈

߇ᴺᐲޕߚߺߡ߃⠨ߣࠆߡߖࠊⴕࠍ⛎⽷ଏߦ࿖ડᬺߡߒߣࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗࠍ

ᧂᢛߢㆩᴺᗧ⼂ߩᒙᒰၞߡ߅ߦᱜߦ⺖⒢ߪߣߎࠆߔ࿎㔍ߟ㜞ࠦࠬࠆߢ࠻

ߔ᰼߽ߡߞᡰᛄࠍ⾒⾔ߪᓧ₪ߩ࠻ࡦභ⁛ߡߞߣߦ࿖ડᬺࠆߔㅊ᳞ࠍ⋊Ꮖ⥄ޔᣇ৻ޕ44

⸒ޕߥߪᏅߣ߁ࠈߢ᳃↢ᡰេߣ߁ࠈߢ⾒⾔߇ᒻᑼߩᡰߩߚߩߘޔࠅߢߩ߽ࠆ

ߐ⾌ᶖߦ㧕ή㚝ߤߥᴛ⿃ߩ㧔ᓎੱߪᡰࠆࠇߐ߿⾌ߦࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦㅢᏱޔ߫ࠇ߃឵

ᡰࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦߪࠬࠤߩ㊀ᘮᏒޔ߫߃ᓥߦቯߩᧄⓂޔ߇ࠆࠇߐᗐቯ߇ߣߎࠆࠇ

 ޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆߡࠇࠊߦ⛎ଏߩ⽷ߥ߈ߢឭଏߪߢ᳃㑆ડᬺߩᒰ߁ߣ↢᳃߇
ਛ࿖ߩ࿖᳃߁ߣࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦߡߞߣߦᵴേࠇߘ⥄ุߪߦቯ⊛ߪࠫࡔࠗߥዋߥ

ࠆߓᗵࠍਇḩޕࠆ߽ߢᘠ⠌ߩᣣᏱߪߩ߁ࠄ߽ߡߞ࿑ࠍଢቱࠅࠃߦ㑆㑐ଥੱ߿‛ࠅ⿅ޕ

ડߚᓧࠍଢቱߣᐭ㑐ଥ⠪ߪ㑆㧔ㅢᏱੱߩㇱ৻ޔࠅߥߣరߩ⣣ᢌ߇ࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦߪߩ

ᬺ㧕߇ߺߩਇᒰߦ㜞ᚲᓧࠍᓧ߅ߦࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦߩߢߎߎߒ߆ߒޕࠆߢࠄ߆ࠆߡ

ᄢ⟵ฬ߁ߣ࿖ડᬺ߽␠ળ⊛⽸₂ߚߌฃࠍଢቱޔߕࠄขߌฃࠍ㊄㌛ߪᐭ㑐ଥ⠪ޔߡ

ಽࠄ߆㕖㔍ࠍฃޕߊߦߌᐢ᧲⋭ߦ߁ࠃߩ᳃㑆ડᬺ߇┹วࠆߡߒ⁁ᴫ߫ࠇߢㆱ㔍߽↢

࠻ࡦߡߞ߽ࠍᨐ⚿ߩࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦޕߥᔃ㈩߽ዋߩߘߪߢ㊀ᘮᏒޔ߇߁ࠈߢࠆߓ

 ޕ߁ࠃ߃⸒ߣߺ⹜ᷓ⥝ߡᭂޔߪߢᗧ߁ߣ߁ࠃߒ✭ࠍਇḩࠆߔ࿃ߦ

 

㧟㧚ዷᦸߣ⺖㗴 

ਛ࿖࿖ౝߪߢ࿖ડᬺߩⴕേޟࠍડᬺߩ␠ળ⊛⽸₂㧔Corporate Social Responsibility㧕ޠ

⁛㧔߇࿖ડᬺߩ㊀ᘮᏒޕߥࠄណߪᣇߩߘߪߢ▵ᧄޔ߇ࠆ߽߈ะࠆ߃⠨ߡߌઃ߮⚿ߣ

භ㧕ߩ࠻ࡦ₪ᓧࠍ⺃ᒁߡߒߣ᳃↢ᬺࠍᡰᜬߢ߹ࠇߎޔ߫ࠇߢߩࠆߡߒㅀࡔߚߴ

 ޕߔ␜ࠍߣߎࠆߥߦߣߎߔᱷࠍ⚛ਇⷐߥ⊛᧪ߦหᤨߣ࠻࠶

㧔㧝㧕࿖ડᬺߩ㧯㧿㧾߆  

㊀ᘮᏒߩᚭ☋ᡷ㕟ߪታᣉᓟ㧝߆ᒙߢ㧢ਁ㧢㧢㧡㧠ฬߩォ⠪ࠍ㆐ᚑޔ45ࠅ߅ߡߒ㗅⺞ߥ

Ṗࠅࠍߒߩ࠾ࡄࡦࠞࡠࠢࠗࡑޕߚߖഃᬺ߮ࠃ߅ਔ⠢ၞߩ㐿⊒߽⌕ታߦᚑᨐࠍߍ

߽ߣߎࠆ߃ᝒߣࠆߡߒߚᨐࠍળ⊛⽿છ␠߇ડᬺޔ߫ࠇࠄ߆ߺߩ⽎ߩࠄࠇߎޕࠆߡ

⊑⥄ߩߡߒߣᚑຬߩળ␠ߪߩࠆߡߒᗧ߇㧯㧿㧾ߩ᧪ᧄޔߒ߆ߒޕߥࠇߒ߽߆ࠆ߈ߢ

                                                   
43 චಽߦ᳃㑆ડᬺ߇⊒ዷࠆߡߒⅣႺ߫ࠇߢ⽷ߩߩ߽ࠆࠇߐߥ߽ߣዋ߽ߣߊߥ৻ㇱߪᏒ
႐ߢଏ⛎น⢻ޕߥࠇߒ߽߆ࠆߢ 
44 ᢛߚࠇߐળ⸘⋙ᩏᐲ߿ᓽ⒢ᐲߪߦߚࠆߔ┙⏕ࠍ⾗㊄ੱࠅࠃߣ߽ߪ᧚ᤨޔ㑆╬ᄙߊ
ޔࠦߕࠄ߆߆߇రᚻߪ㈩ಽߩ࠻ࡦߢᣇ৻ޕࠆ߇ᔅⷐࠆࠇߐ߿⾌ ኂ㑐ଥ⠪ߪߩࠆߴߣ࠻ࠬ

㑆ߩ⺞ᢛࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦޔ߇ࠆߢ⥄߇┹⊛ߩߘ߫ࠇߢᔅⷐ߽ࠍᬺ↥ࠆޕࠆߥߊߥ

นߚߒߣ႐วޔᐭ߇นᦼ㑆ࠍᐕߣ⸳ቯޔߒߛߚޕߥࠄ߆߆ߪ↪⾌߽ߣ߁ࠃߒᏒ႐ߩᱡ

 ޕߥࠄߥ߫ߨࠇࠄ߃ᝒߡߒߣᄬ៊ߪ↪⾌ᯏળ߁ߥ߽ߣߦߺ
45 㧞㧜㧝㧜ᐕ㧥㧝㧠ᣣ㊀ᘮႎ㧔╙㧝㧜㕙㧕ޔ߅ߥޕࠅࠃታᣉߪ㧤㧝㧡ᣣޕࠆߢ 



࿖ડᬺߡߒ㑐ߦ᳃↢ᡰេᵴേߩㇱ৻ߪ㊀ᘮᏒᐭߢᲑ㓏ޕࠆߢߩ߽ߔᜰࠍⴕേߥ⊛

߃⸒ߣߩ߽ࠆߥ⇣ߪߣ㧯㧿㧾ࠆࠇߐ⸂ℂߦ⥸৻ߪߢᗧߩߘޔ46ࠅ߅ߡߒ⺖ࠍോ⊛ᜰᮡ⟵ߦ

ࠆߔ⊑ࠍ┵ߦߣߎߚࠇߐⷞ⇼߇Ảㅊ᳞ߥ↱⥄ߩ᳃㑆ડᬺߪᔨߩ㧯㧿㧾߽ߘ߽ߘޕࠆ

ޕ߁ࠈߢߥߪߢᔨࠆ߈ߢ↪ㆡ߹߹ߩߘߦ࿖ડᬺࠆ߽ߢᯏ㑐ߩᐭޔࠅߢߩ߽

ߎࠆ߃⠨ߦ߈ᛮࠍⷐᦸߩࠄ߆࠳࡞ࡎࠢ࠹ࠬၞ᳃╬ᐢ߿ᶖ⾌⠪ߪ㧯㧿㧾ޔߚ߹

ߥߊ㜞ߪ⍮ࠆߔ㑐ߦ㧯㧿㧾ߩ࿖᳃⥸৻ߡ߅ߦਛ࿖ߩࠄ߇ߥᱷᔨޔ߇ߥ߈ߢߪߣ

⊛⥸৻ޔࠅߢⅣ৻ߩ᳃↢ᡰេᵴേߩߡߒߣ╷ߪߩࠆߡߞⴕ߇࿖ડᬺߩ㊀ᘮᏒޕ

ߦቯᦼ㑆৻߽ߡߞߢળ⊛⽸₂␠ߚࠇߐോൻ⟵ޔߒ߆ߒޕ47ߥߪߢߩ߽ࠆߴߣ㧯㧿㧾ߦ

ߩ࠳࡞ࡎࠢ࠹ࠬߚߒ߁ߘߦ㓙ࠆࠇߐൻ⑳߇࿖ડᬺߦ⊛᧪ޔ႐วߚࠇߐታᣉࠅᷰ

ᗧࠍήⷞߪߣߎࠆߔ㔍ޔߚ߹ޕ߁ࠈߢࠆߥߊߒਛ࿖߽␠ળߩᷣ⚻⊒ዷߥ߽ߣߦ⾈

ߦ߁ࠃࠆߔ⸂ߡߒߣᗧࠍㆬᛯ߁ߣޠߥࠊ⾈ޟ࿖᳃߽ޔࠅ߅ߡߒᄌൻߦᚻᏒ႐

 ޕ48ࠆߟߟࠅߥ

㧔㧞㧕⚻ᷣᚑ㐳ߣ᳃↢ᡷ㕟ߩਔ┙߮᧪⊛ߥਇⷐ⚛ 

a. ⸥╙㧞▵ߢㅀޔߦ߁ࠃߚߴ࿖ડᬺࠆࠃߦ᳃↢ᡷ㕟ᡰេ߇᳃ߦଢ⋉ߩ߽ߔࠄߚ߽ࠍ

ዊ߇น⢻ᕈߩว┹ߪߣ᳃㑆ડᬺߥߐዊߩⷙᮨޔߚ߹ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ߈ᄢߪน⢻ᕈࠆߢ

ޕ߁ࠈߢߥߒਥᒛ߽ᒰߩ㘃߁ߣޠ߁ᅓࠍᵴജߩ᳃㑆߇ᵴേߩ࿖ડᬺޟޔߚߐ

ߩ⒟ᐲࠆ߽ߣߊߥዋߪ┙ਔߩ᳃↢ᡷ㕟ߣᚑ㐳ᷣ⚻ࠆߍឝ߇㊀ᘮᏒᐭޔࠄ߆ὐߩࠄࠇߎ

ᦼ㑆49น⢻੍ߣࠆߢᗐޕࠆࠇߐ࿖ડᬺߡߞߣߦᡰេࠍⴕߪࡉࠖ࠹ࡦࡦࠗ߁㧔㐿ᢥ₂

ࡦ߇ਛᄩᐭߦ߁ࠃߩ⺑ߚߡ┙ߢ▵⸥╙㧞ޔ߇ߥ߃⸒ߪߣචಽ߽ߒߕ㧕ᔅߪࠄ߆

ࠗޔࠇࠄ߃⠨ߣࠆߔᓥߦ᳃↢ᡰេᵴേߢࠎㅴߪ࿖ડᬺޔࠄߥࠆߡߒߣౕࠍ㈩ಽ࠻

 ޕࠆ߃ߣࡦࠗࠩ࠺ߚࠇขߩᢛวᕈߡߒߣ⸘⸳ᐲߪࠄ߆㕙ߩࡉࠖ࠹ࡦࡦ

b. ߽ߢ߹ߊߪࠇߎޔߒߛߚ⚻ᷣᚑ㐳ߣ․ቯߩ᳃↢ಽ㊁ߦ㒢ቯߩߡߒޕࠆߢㄘᚭ☋

⠪ߩㇺᏒ߳⒖ߩߪᄙߩߊㄘ᳃ߡߞߣߦ㝯ജ⊛ߥᣉ╷ޟޔ߇ࠆߢߣᒁߦ߃឵߈ㇺᏒᚭ

⒖ォᓟ߿⇐ߩㄘߪ㊀ᘮᏒޕࠆ߈ߢ⸂ℂ߽ߣขᒁߥ⊛⢿ㄼࠄߥࠆࠇߐ⸂ߣޠࠆ߃ਈࠍ☋

ߡߒ⺞ᒝࠍߣߎߥߪߢ࡞࠺ࡕߩޠ߃឵߈ᒁߣޟޔߒ࡞ࡇࠕࠍߤߥలታߩળ㓚␠ߩ

                                                   
46 వㅀߩㄘ᳃Ꮏ㓹↪ߦ㑐ࠆߔ⟵ോ╬ޕ 
47᧡ァޔ༜ᧁ㧔㧞㧜㧝㧜㧕ޟਛ࿖࿖ડᬺߩ␠ળ⊛⽿છߩㅴൻߩ⎇ⓥޡޠ࿖⚻ᷣ⹏⺰ޢVol.2, No.2
ᓎߚ߈ߡߞᜂ߇࿖ડᬺߢਛ࿖ߡߓㅢࠍᦼᷣ⚻↹⸘ޔߤߥ 㧔ഀഭ⠪ߩߘ߿ኅᣖ߳ߩෘ↢ߥ

ߒߚᨐߦචಽࠍᓎഀߩߘ߇࿖ડᬺߩ߽ࠄᓐޔ߇ࠆ߽⸂߁ߣࠆߔᒰ⋦ߦ㧯㧿㧾߇㧕ߤ

 ޕࠆߡߪߣߎߥߡ
48 ᘟᕈ⊛ޟߥਇ⿷߇ޠᏱᘒൻߚߡߒ⸘↹⚻ᷣਅ߁ߣޠߥࠊ⾈ޟߪߡߞߦㆬᛯ߃⾈ޟߪ
ߪᶖ⾌⠪ޔߦ߁ࠃࠆߡࠇߦਇ⾈ㆇേࠆߔኻߦᣣᧄຠߩᤓޔ߇ߚߞߢ⟵ห߷߶ߣޠߥ

 ޕࠆߡߒ⸂ℂߣᚻᲑߩᗧࠍ⾈⾼
ߩߪߤ߶ᓟචᐕࠆࠇߐߣ⊑ᦼㇱᄢ㐿ੑ╙ޔ߫ࠇߌߥߓ↢߇㗴ߥ⪺㗼ߢ㧝~㧞ᐕߩߎ 49
ᣇ㊎߇⛽ᜬࠆࠇߐน⢻ᕈ߇㜞ޕ 



ߦᧄⓂޔߚ߹ޕ51ߥߡ߃ჿ߽ᶖࠆߔⷞ⇼ߡߒߦว߈ᒁࠍߩߢၞઁޔ50߇ࠆ

ᗧࠍߣߎࠆࠇߐᜬ⛽߇භ⊛⁛ߩ࿖ડᬺޔࠄߥ߁ᓥߦ⺑ࠣࡦࠠࠪ࠻ࡦࠆߌ߅

᳃㑆ߣ࿖ડᬺޕࠆߊߡߓ↢ߪน⢻ᕈࠆߔว┹ߣ᳃㑆ડᬺߥ߽ߣߦㆊ⚻ߩ㑆ᤨޔ߇ࠆߔ

ડᬺߩ㑆ߢ┹⊛ࡈࡦࠗߦᑪ⸳╬߫ࠇߢߩࠆ߃⽶ߌ⺧ࠍ㗴ޔ߇ߥߪല₸ߢഠࠆ࿖

ડᬺ߇ᡰ㈩⊛ޔࠄߥࠆߌ⛯ࠅߢ␠ળߩߡߞߣߦᯏળ⾌↪߇⫾Ⓧ߁ߣࠆࠇߐ㕙߽ޕࠆ

‶ࠍߩ᧪ޔࠅ߽ߢਛᄩᴦዪຬߪ⸤ᦠ᧪ᾨ⭯ࠆߢࡊ࠶࠻ߩ㊀ᘮᏒޔߚ߹

ᚯߦਛᄩߪߦᢙᐕᓟޔ߇ߥࠇߒ߽߆ߐዊߪേᯏ߁ⴕࠍᳪ⡯ߥ⊛⌒ㄭⷞߥߨ߆ߒߦ†

ߩߚߋ㒐ࠍჇടߩᳪ⡯ߪߢ㑆ߩ࿖ડᬺߣᐭࠆߔቯࠍ㈩ಽ࠻ࡦޔߊ㜞߇น⢻ᕈࠆ

ᐲ⊛ߥߡࠇߐ┙⏕߇ࡓ࠭࠾ࠞࡔએ52ޔᓟછ⠪߇ห᭽ߩᘒᐲࠍ⛽ᜬࠆߔ⸽߽ޕ53ߥ

㊀ᘮᏒߩ᳃↢ᡷ㕟ޔ߇ࠆߪߡࠇߐࡦࠗࠩ࠺ߊࠃߪએߩਇⷐ⚛ࠍసߪߦߚࠆߔ

ᐭ߁ߘߞࠍ〉⋘ࠆࠃߦᒝൻࠆߔᔅⷐޔ߇ࠆ߇ㆊᐲߩᐭߩᒝᄢൻߪ᳃ਥ⊛ߥ㕙ߩࠄ߆

ᛕ್ࠍߊน⢻ᕈ߽ޕ߁ࠈ 
 

                                                   
50 㤛ᄸᏔ㊀ᘮᏒ㐳ޟߪߩߟᱛࠍޠឝޔߡߍㄘ᳃߇ᒝ⊛ߜ┙ߥㅌߩ╬߈ਇ⋉ࠍⵍߥࠄ
 ޕ㧔㧞㧜㧝㧜ᐕ㧝㧝㧠ᣣઃ㊀ᘮᣣႎ╙㧝㕙㧕ࠆߡߒ␜ࠍߣߎ
51 ੱ᳃ᄢቇߩ₺ᄥరߪ㊀ᘮᏒߡ⛯ߦዉߚࠇߐ㒪⋭ߩࠄ߆ᚭ☋߇⋉㑐ଥߩౕߣࠊ
ౄ࿖ߩਛ࿖␠ળ⑼ቇ㒮ޔ㧔㧞㧜㧝㧜ᐕ㧥㧣ᣣઃ㧞㧝♿⚻ᷣႎ╙㧢㕙㧕ߒ៰ᜰࠍෂ㒾ࠆ߁ࠇ

㧔㧞㧜㧝㧜ᐕ㧤㧝㧝ࠆߡߒෂᗋࠍߣߎࠆߓ↢߇ర᭴ㅧੑߢ㑆ߩㇺᏒ᳃ߩ᧪ᓥߣォ⠪ߪ⧷

ᣣઃ㧞㧝♿⚻ᷣႎ╙㧢㕙㧕ޕ 
52 వㅀޔࠅ߅ߣߩડᬺ࠻ࡦߪߡߞߣߦ₪ᓧߩߚߩᡰ㊄㗵߇㑐ᔃ߁ࠈߢ⾒⾔ޔࠅߢ
 ޕ߁ࠈߢ߁ᡰᛄࠍᣇᅢ߇ᓎੱߣ߁ࠈߢ᳃↢ᡰេߣ
53 ਛ࿖ߪߢᓎੱ㑆߇╵⿅߽ߢᘠ⠌ޔࠅߢਅ⚖ቭฮߪ⚖ቭฮࠍ⾒⾔ߩߚࠆ⿅ߦᓧࠆᔅⷐ߇
ߔⷐ᳞ࠍ⾒⾔ߡߞߥߣᐭ৻߫ᦸ߇ޔ߇ࠆᷫ߇ᔅⷐࠆਅ߽ข߫ࠇߌߥࠄขߌฃ߇ޕࠆ

 ޕࠆߥߦߣߎࠆ



特別講演�� 

 
Innovation systems and innovation policy 

 

Charles Edquist* 

*Holder of the Ruben Rausing Chair in Innovation Studies Director of 

CIRCLE, Lund University� 

 

 

     'Activities' in innovation systems are the determinants of the 

development and diffusion of innovations. Examples are R&D, provision of 

organizations and institutions, financing of innovations, incubation, etc. 

These activities are partly performed by private organizations and partly by 

public organizations, the latter performing tasks that constitute innovation 

policy. As a basis for innovation policy, the problems (failures) in the systems 

must be identified. These 'systemic problems' or 'policy problems' can be 

identified only by means of comparing existing innovation systems with each 

other - over time and space. It is on this basis that the division of labor 

between public and private organizations must be analyzed, a division of 

labor that varies from country to country and over time. Determining this 

division of labor is a matter of strategic choices in innovation policy-making. 

The lecture focuses upon the design of innovation policy. through diagnostic 

analysis; it provides a framework for identification of systemic problems (or 

failures) in innovation systems.  
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The Nature of the Economic Growth of Chile 1986-2003. 

 
Mauricio Mora 

 

Abstract. 

Based on Passinetti·V concept of a vertically integrated labour inputs coefficient 

and on KDOGRU·V�LGHDV�RI�FXPXODWLYH�FDXVDWLRQ, this paper clarifies the nature of 

economic growth of Chile by developing an empirical analysis through the 

decomposition of labour and capital productivity using different factors.   

Chile was the first country in the world to apply neoliberal economic policies 

after the military coup in 1973 and a paradox seemed to emerge about the 

extraordinary Chilean growth performance during the period 1986-1997; 

nevertheless, the nature of the economic growth of Chile is still under 

discussion.  

According to the analysis three outcomes were obtained. Firstly, productivity 

growth was led by investment while output growth changed from investment-

biased to export-biased output growth. Secondly, the correlation between 

demand growth and productivity growth was found to be 0.5096 in the 

manufacturing sector during the period 1980-1997. Thirdly, economic growth 

was balanced across all sectors; nevertheless a second stage towards a more 

diversified industrial sector has not been reached yet. The continued deficit of 

the current account can be seen as one of the most important reasons for the 

latter outcome. 

Keyword: Industrialization, productivity growth, technological change, 
economic development. 
JEL: O14, O16, O33, J24,  
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1. Introduction  

Present-day Chile is considered as one of the most successful Latin-American 
economies, and over the last three decades the Chilean economy has been a 
source of interest for economists, political scientists and development analyses. 
Fuentes and Mies (2005) advocated that macroeconomic stability, institutional 
transparence, commercial and finance integration as well as the development 
of capital markets represents some of the more remarkable indicators RI�&KLOH·s 
good relative performance during the last twenty years. However, it is well 
known that there are still many problems especially with regards to the quality 
of education, quality and quantity of infrastructure, and industrial 
diversification among others. There is a huge amount of literature which 
DWWULEXWHV� WKH� ´VXFFHVVµ� RI� WKH� &KLOHDQ� PDFURHFRQRPLF� SHUIRUPDQFH� WR� WKH�
second stage of the liberalization process in Chile after the financial crisis of 
1981-1982 with the most remarkable result being eleven years of sustained 
economic growth1; nevertheless the nature of economic growth of Chile is still 
under discussion.   
 
This paper addresses issues related to the process of restructuring the Chilean 
economy and its nature of economic growth through the utilization of input-
output analysis (IOA). The core of IOA is a matrix of technical coefficients that 
summarizes the interdependence between the sectors of production. To produce 
output, sectors require each other´s input. What matters is the net output of an 
economy, which is the final demand. Firstly, using a Leontief inverse matrix 
derived from input-output tables from the Chilean Central Bank and based on 
Pasinetti´s concept of a vertically integrated labor and capital input coefficient, 
the productivity growth of both labour and capital was measured by different 
decomposition factors. Secondly, based on kaldor (1966, 1970) the correlation 
between demand growth and productivity growth was estimated.  
 
Kaldor (1970) cumulative causation theories in the line of Myrdal (1957) have 
emphasized that economic development is a result of a process of interaction 
between supply and demand sides. This interaction refers to a statistical 
relationship between the long-run rate of growth of labour productivity and the 
rate of growth of output.  

Results show that the economic growth of the Chilean economy has not been 
led exclusively by export, but by investment. The pattern of technological 
change has also been led by investment. However, the industrial sector did not 
develop toward diversification containing more technological contents, but 
toward a trade structure sustained on primary products and semi-
manufactured products based on natural resources.     

                                                           
1
 The Chilean golden period from 1986-1997: eleven years of growth averaging 7%.   
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The paper is organized as follows. In Section 2 the Chilean historical 
background is presented. Section 3 discusses three stylized facts regarding 
technological progress based on several sources of labour productivity 
decomposition. In Section 4 the statistical correlation between demand growth 
and productivity growth is estimated. Section 5 presents industry based 
analyses and in Section 6 conclusions and final remarks are summarized.  
 

2. The Chilean case background. 

If we date back to the beginning of the liberalization process in Chile, it could 
be argued that it was a harmful experiment, especially in the period 1973 -1981. 
Ffrech-Davis (1982)2 labeled the Chilean case as an monetarist experiment 
since Chile was pioneer country in the world applying neo-liberal policies after 
the military coup in 1973, moving from a regime with significant protectionist 
policies to one with a very open economy embracing free trade reforms 
liberalizing current and capital account. Within the first period of liberalization 
there is no doubt that the undertaken reforms were deep and drastic and there 
are various indicator and research which has shown how drastic the 
implementation of the liberalization in Chile was3. In less than 6 years almost 
all trade restrictions were lifted. By June 1979 all the non-tariff barriers were 
eliminated and across the board 10% tariffs were imposed (Ffrench-Davis and 
Saez (1995)). It is worthwhile to say that the real exchange rate (RER) and 
interest rate have always played an important role. Regarding the former, 
there was RER depreciation (1974-77, 1982-89 and 1997-2003) and RER 
appreciation (1977-81, 1991-1997 and 2004 to the present). With respect to the 
latter, until the first half of 1982 the free interest rate was the only adjustment 
mechanism utilized. This mechanism was raised by 45.8% in the second 
quarter of 1982 and it was expected that through interest rate differentials it 
would be possible to increase international capital inflows. The results are well 
known: imports decreased by more than 50% and domestic expenditure were 
reduced by 20%. The consequence; a productive sector harmfully damaged 
(Corbo and Sanchez (1992)). 
 
1982 and 1983 was the worst economic recession experienced in Chile since 
1930. The GDP shrank 15% during 1982-1983. Only by 1987 did GDP recover 
to the level which was ascribed in 1981. The depth of the crisis was the bottom 

                                                           
2
 He argued that the balance of the period 1973-1981 was definitely negative: deficient production and significant increase and 

decrease of concentration and investment respectively.  

 
3
 Aedo and Lagos (1984) developed an effective rate of protection and argued that the manufacturing sector shifted between 1974 and 

1979 from 156.5 to 13.5 while agriculture and mining moved from 30 to 10 and from 7 to 14 respectively. The non trade sector shifted 

from -30 in 1974 to -3 in 1979. The depth and rapidity of the liberalization within a Latin-American context could be seen in Morley 

(1999) who developed a reform index, which their overall result is a composite of five areas of reform: trade, financial, capital account, 

privatization and tax.  
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stage toward change, and a new consensus among experts was that it would 
not be achieved easily.  
 
According to Meller (1990) there was chaos between 1982-1983 among Chicago 
Boys policy makers4; they did not know what to do. The exchange rate policy 
was changed four times in four months (between June and September 1982). 
The promotion of exports became the focus of policy makers and the current 
account deficit was reduced from 4.733 million US dollars in 1981 (25.5% of 
GDP) to 167 million US dollars in 1988 (less than 3% of GDP). In 1988 imports 
were reduced 50% if we compare to the levels of 1981 and exports increased 
GDP relative participation from 19.4% in 1982 to 37.3% in 1988. The 
adjustment was undertaken simultaneously under the support of two 
International Monetary Fund (IMF) stabilization programs: in 1983-84 and 
1985-87 as well as World Bank (WB) recommendations for stabilization and 
structural adjustment. The RER devaluation and fiscal policy restrictions were 
the main recipes of the period. Restrictions required by IMF and WB did not 
allow to the Chilean government to focus on actual social problems (Meller 
(1992)). 
 
Despite this, the Chilean economy experienced its golden ages from 1986, the 
military regime finished in December 1989 and the 1990s decade can be named 
DV� ´WKH� UH-GHPRFUDWL]DWLRQ� SHULRGµ� ZKHQ� WKH� QHZ� VRFLDO-democratic 
governments have maintained most of the institutions created by the military 
regime and proceeded to achieve some administrative and institutional reforms 
continuing with the implementation of outward orientated policies while 
achieving noteworthy growth rate until the so called Asia Crisis started. 
Criticism was based on the idea that the model has been pushing the economy 
towards become primarily export product based. 
 
Economic growth has been accompanied by many economic policies orientated 
to increase foreign investment (FI) as well as to increase foreign trade.  Some of 
these policies are to be understood as inducers of capital accumulation. The 
policy response could lead to structural changes which in turn produced a 
change in the expenditure composition and therefore in the income distribution.  
 
Regarding FI the change of the composition of capital inflows towards foreign 
direct investment (FDI) has played an important role. Capital inflows (CI) have 
been large since the 1980s; however its composition has changed considerably 

                                                           
4
 The Chicago Boys were a group of about 25 young Chilean economists who trained at the University of Chicago under Milton 

Friedman and Arnold Harberger, occupying important public working places  during the military regime. Most of them received their 

basic economic education from the School of Economy in Universidad Católica. In 1956 they later signed a three-year program of 

intensive collaboration with University of Chicago. The program was renewed three times under the leadership of Theodore Schultz.  

  

http://en.wikipedia.org/wiki/Chile
http://en.wikipedia.org/wiki/Economics
http://en.wikipedia.org/wiki/University_of_Chicago
http://en.wikipedia.org/wiki/Milton_Friedman
http://en.wikipedia.org/wiki/Milton_Friedman
http://en.wikipedia.org/wiki/Arnold_Harberger
http://en.wikipedia.org/wiki/Pontificia_Universidad_Cat%C3%B3lica_de_Chile
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through time. Since the 1990s the main component of CI has been FDI. The 
average levels of CI of the first half of the 1990s in relation to GDP were 
marginally larger than the level of the 1960s and early 1970s where the main 
component was public funds. On the other hand bank lending was the main 
component of the late 1970s and early 1980s, in particular the period 1977-
1981 ascribed an even bigger capital inflows average than the average of the 
1990s (Ffrench-Davis et al (1998)5). According to Ffrench-Davis (2001) the great 
Chilean 1990s performance should be attributed to the policy response of both 
discouraging speculative round tripping favoring FDI and keeping a very low 
current account deficit, helping to prevent a Mexican style crisis (referring to 
the Tequila Mexican Crisis of 1995). It could be argued that there were two 
main stages regarding relevant policies related to FI which led to a change 
within the CI structure and consequently an increase in investment. The first 
stage was the DL (decree law) No 600 (1974) defined as the FI statute which 
creates the legal framework for FI embodying principles of non discriminatory 
and nondiscretionary treatment of foreign investors. Bank lending as the main 
component of investment described above could be attributed to this stage 
which evidently presented higher volatility and risk. The second stage began 
with the law No 18.657 (1987) which authorized the creation of a foreign capital 
investment fund. Law 18.657 had not had a rapid impact until 1993 when 
various modifications regarding FI and CI were undertaken6 and especially 
DFL( decree by law force) No 523 in which it was fixed and refunded the text of 
DL No 600.  
 
In regards to foreign trade, an adjustment to the trade reform was undertaken 
in 1992 and consisted of a change of trade policy and establishing of a new 
calculus based on an exchange money package of US Dollar-day-month-year 
including a duty of 5%. This duty would soon change to 10% then 12.5% and 
increased up to 25%. After all the increases, a new tariff reduction was 
obtained reaching a final average of this duty of 11% in June 1993. Moreover, 
many integration agreements were signed: An EU agreement regarding the 
generalized system of preferences (GSP)7; a free trade agreement with Canada, 
México, Venezuela, Colombia, Bolivia and Argentina; an agreement with 
MERCOSUR8 which focused on the establishing a free trade zone; a frame 

                                                           
5
 In particular see chapter V written by Manuel Agosin in Ffrench-Davis (1998): “Capital Inflows and investment Performance in Chile in 

the 1990s. He showed how capital inflows have certainly been a positive factor in making possible the increase in investment in Chile 

especially since 1990s when exceeded their 1960s level only since 1992. Moreover he showed how FDI has more favorable effects on 

investment than other kinds of capital inflows, which behave as a transitory variable. 
6
 Other important modifications related to DL600 (1974) were Law 19301(Mar-1994) relative to capital market, D291 (Ap-1994) relative 

to protection of foreign investment, D146 (AGO-1994) and D152 (AGO-1994) relative to CODELCO among others.  
7
 The GSP is a trade arrangement through which the EU provides preferential access to the EU markets to 176 developing countries and 

territories, in the form of reduced tariffs for their goods when entering the EU market.  

 
8
 Regional trade agreement among Argentina, Brazil, Paraguay and Uruguay founded in 1991. 
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agreement with the CEE  and the affiliation of Chile to APEC. During the 
2000s many other FTAs have also been signed9 ; nevertheless it seems to 
constitute an incentive to continue exporting primary products and semi-
manufactured products based on natural resources.   
 
Historically the resource-rich Chilean economy has long depended on primary 
product exports and even though the dominance of mining has lessened since 
1973, natural resource-based products overall still account for an important 
portion of the total exports. In 1960, mining exports accounted for 86.6% while 
the manufacturing sector and agriculture sector represented 5.1% and 8.3% 
respectively. The figures until 1973 did not change much, however in 1973 the 
mining sector increase its relative importance ascribing 89.8% and the 
manufacturing sector decrease its target to a modest 1.9%. The most drastic 
structural changes took place between 1973 and 1981 where each sector 
presented enormous overall changes especially in the period of RER sharp 
appreciation between 1977 and 1981 which have hurt many exporters and the 
crises in 1982 finished in a collapse of trade where all exports except primary 
products were interrupted.  
 
After that episode, the trade trend evolutions have been led by the discovery of 
new export opportunities which have arisen almost entirely in the food and 
forestry sector. Primary products, fresh fruit and rough wood had emerged as 
leading exports during the 1970s and early 1980s. These products have 
generated positive spillover toward diversification especially toward fishmeal, 
wood pulp, paper and shaped wood10. During the mid-1980s and 1990s new 
export leaders arose, in particular wine, blueberries and pork. Wine began to 
export in significant amounts since mid-1980s as did blueberries and pork in 
the mid-1990s11. Over time the trend of the trade structure seemed not to 
evolve toward a more diversified trade structure including products with 
higher technological contents. The same opinion has been argued including 
different nuances by Lipsey and Meller et al (1997); Agosin (1999); Ffrech-
Davis (1999); Ffrench-Davis (2001); Agosin and Bravo (2009) and many others 
authors. All of them argued that the Chilean export process has been led by 
primary products while manufacturing has been practically absent from the 
Chilean process. The former advocates that manufacturing exports should be 
preferred from other types of exports and suggest that the unilateral trade 
strategy must be moved to an strategy trying to become member of a 

                                                           
9
 Including South Korea, China, Japan, USA, Central America, EFTA, Canada, Australia and México among others.  

10
Fruit and vegetables, fishmeal, other ocean products, cultivated salmon, poultry and milk products are some of the product which 

have a relative high importance, however note that their participation is less than 1.5% to the total export.  It worth to mentioning that 

the two biggest Chilean forestry companies, CMPC and Arauco Forestry, are the second and fourth largest companies in the world 

respectively.      
11

 Wine and pork exported 10 and 6 million of US dollars in its beginning of this new category, exceeding 1 billion 300 millions of US 

dollars by 2008 while blueberries has increased its participation from zero in 1992 to 100 millions of US dollars by 2008. 
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preferential trade group.  Agosin (1999) argues that export growth led overall 
growth only when both RER depreciation and reasonable interest rates came 
into light. Ffrench-davis (1999) contests the relevance of reforms distinguishing 
at least three episodes and suggests a deep evaluation of them. In his book 
written in 2001 he showed that the diversification process has not been as deep 
as it was expected. Agosin and Bravo (2009) argue that the explicitly 
announced objective (1984-1997) toward development of new exports have 
disappeared from the pronouncements of policy makers and in addition 
emphasized the importance of managing the RER to assist structural change 
toward a second stage of export development.  
 
If we extend the approach to Latin American economies, Chile has not been an 
exception in these terms. Cimoli, Porcile and Rovira (2009) demonstrated that 
evolution of exports and the income elasticity of demand for exports and 
imports in Latin American countries  between 1960 and 2004 was affected by 
structural change particularly favoring sectors with higher Schumpeterian and 
Keynesian efficiency 12 . Results show that there was an upward trend for 
income elasticity of the demand for imports which was not matched by exports 
leading to a sort of hysteresis phenomena13. Porcile and Lima (2009) through 
the interaction of the RER and the elasticity of labour supply, different 
trajectories of growth and income were defined. Their results suggest that not 
only is labour supply elasticity a key influence on the determination of the RER 
and the growth rate, but that it may also have on the industrial and 
technological policies in developing countries. Also the elasticity of labour 
supply with respect to the real wage gap between the modern and the 
subsistence sectors it is critical in defining the long run rate of growth. A more 
radical opinion could be found in Cimoli and Di Maio (2002). Through the 
construction of a stylized Ricardian evolutionary model, they argue that Chile 
has suffered a process of de-industrialization since middle 1970s.     
 
To conclude this Section, the income distribution schedule in Chile has been 
marked by two clear trends. There was a clear trend toward rise of profit share 
from 49% in 1974 to its maximum historical level in 1988 by 69% in 198814. 
During the 1990s it showed a moderate trend in the opposite direction until 
2003 where the wage share accounted for 41%. Paradoxically, all the effort 
achieved during the 20 years of social-democratic government seems to be 
darkening. The poverty rate was reduced from 39.9% in 1990 to 13.7% in 2006, 

                                                           
12

 In simple terms the Keynessian and Shumpeterian efficiency can be understood as  a sector which contributes to develop an 

integrated national input-output system.  
13

 Rapid trade liberalization and overvaluation of domestic currency had a significant impact on income elasticity of demand for 

imports.  
14

 Notice that these figures show as well the same trend of GINI coefficient which could be interpreted as one more indicator of the 

drastic structural changes originated by the liberalization process experiment undertaken by the economic Pinochet´s team. The 

highest level of Gini coefficient was 0.6 in 1987.   
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however the CASEN survey in 2009 revealed a reverse trend showing that the 
poverty rate and income distribution has worsened to 15% of the population 
while the 10% richest of the population gained 46-fold compared to the poorest 
10% of the population (See CASEN survey: www.mideplan.cl).  
 
There is a clear relation among investment, trade structure, income 
distribution and technological change. The patterns of technological change in 
a capitalist economy are a combination of growing labour productivity declining 
capital productivity15.  
 
In the following section three stylized facts are presented regarding the 
technological progress in Chile since 1986. It is assumed that technological 
change is reflected by the rate of growth of labour productivity which is 
demand determined and hence endogenous to the growth process16 . In easy 
words if the production exhibit increasing return to scale, the average 
productivity would rise as a result of the deepening of the division of labour 
due to expansion of the market (See young (1928), Verdoor (1949) or Kaldor 
(1966) as well.).  
 

3. Labour and capital productivity decomposition by different factors. 
 
This section describes the main characteristics of Chilean economic growth 
between 1986 and 2003 through the understanding of several annual average 
labour productivity growth decompositions. The decomposition method was 
developed by Uni (1995) based on Pasinetti·s concept (1973) of vertical 
integrator labour input coefficient. 
 
We define the necessary direct labour and capital input to produce 1 unit of 
product in the respective sectors as ),( 21 lll   and ),( 21 BBB   respectively, with  

nI  as the identity matrix and A  accounting for the technical structure of the 
Chilean economy (Input Output Matrix). Thus the vertically integrated labour 
and capital input coefficient is obtained as follows: 1)( �� AIlv n ; 

1)( �� AIBH n .  

),....,( 1 nvvv   and ),....,( ,1 nhhH  are the Pasinetti´s vertically integrated labour 

and capital input coefficients respectively 17 .  n  represents the number of 
industrial sectors in the total economy or the number of factors of a specific 
decomposition. v  and H represent the amount of labour and capital directly 
and indirectly required to produce one physical unit of each commodity as final 

                                                           
15

 if we observe the technological change evolution of the post war period in advanced countries, it was marked by an increase in both 

labour and capital productivity 
16

 Here and after we refer indistinctly to technological progress or labour productivity.   
17

 Vector B  represents the necessary amount of private business capital stock directly required to produce 1 unit of each commodity. 

H was called by Pasinetti as “Vertical Integrated Productive Capacity”.  

http://www.mideplan.cl/
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demand. From these variables the rate of decreasing labour and capital 
productivity growth is calculated and represented by ),.....( 1

L
n

L UU  and 

),.....( 1
K
n

K UU  respectively. By defining the share of various items within a 
particular final demand category, it becomes possible to derive the labour 
productivity of the composition ratios of the selected category and its respective 
reciprocal categories as well. Following this methodology five decompositions of 
labour and capital productivity were undertaken. The labour productivity 
decomposition results are displayed in graph 1.  
 

The first decomposition is calculated by demand factors: consumption, 
investment and export. From the results the first stylized fact is as follows: The 
technological progress of the Chilean economy has been led by investment. 
 
The Chilean economy is an investment-biased productivity growth. This means 
that the technological progress has been led by investment in the periods 1986-
1996 and 1996-2003. Conversely to what could be expected, the Chilean 
economy changed from investment-biased output growth to export- biased 
output growth18. In others words the output growth was led by investment 
1986-1996 and by export in 1996-2003.   

 

                                                           
18

 I said conversely because the idea that the Chilean golden period was led by export has been widely argued.   
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The second decomposition was calculated by trade and non-trade sector. The 
trade sector is defined from final demand as the export vector of the whole 
economy including goods and services19. All other components of final demand 
are defined as the non-trade sector including householder and government 
consumption and gross fix capital formation (GFCF). A third source of 
decomposition was obtained by moving the construction sector to the first 
group and including all demand factors within each industry. It was possible to 
decompose labour productivity by primary and secondary industry versus 
tertiary industry.  
 
The second and third decomposition results confirm the first stylized fact as 
follows: technological progress was led by the non-trade sector in the period 
1986-1996. The figures of primary and secondary industry show a greater 
increase of productivity growth compared to the tertiary industry; however it 
could be argued that the outcome was induced by the outstanding performance 
of the construction sector leading the growth, especially until 1993 when it 
peaked at 23.5% of the growth rate compared to previous years. (See Table 2 of 
appendix). 
    
The fourth decomposition was calculated by machinery manufacturing and 
construction sector versus others sectors. The former sector has always been 
marked by net export deficit. On the other hand the latter includes the totality 
of the most representative export commodities. Results show that the 
differential in productivity growth between sectors is small. This leads to the 
second stylized fact as follows: The manufacturing sector in Chile does not 
present important differentials in productivity growth.  
 
The fifth decomposition was calculated by industry. With the exception of the 
finance, insurance and real estate (FIRE) sector, the whole economy has 
ascribed relatively balanced technological progress. When decomposing the 
FIRE sector in finance, insurance and business sector versus real estate it 
becomes clear that the disproportionately productivity growth was led by 
property estate sector.  
 
Observing each decomposition outcome, the performance of the period 1996-
2003 shows moderate figures in all cases. In fact, the period was marked by 
internationally unfavorable conditions and evidently the results show the 
external dependence of the Chilean economy.  
 
Considering all that has been described above the third stylized fact could be 
proposed as follows: Economic growth of the Chilean economy has been 
balanced across sectors; however since technological progress has not been 
                                                           
19

 Note that for this reason trade sector decomposition results are identical to exports results of decomposition by demand factors.  
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induced in the trade sector, its structure toward a more diversified model 
which includes products with technological contents has not been reached yet. 
  
The decomposition of capital productivity can be seen in Graph 2. Capital 
productivity decomposition was made up from the same previous categories. To 
calculate capital productivity, the stock of capital is required and literature in 
Chile on this subject is narrow compared to the rest of the world. Henríquez 
(2008) was selected among various studies as a base to calculate the capital 
stock by industrial sector. She calculated the series of capital stock from 1985 
to 2003. Between 1996 and 2003 she calculated by industry, considering the 
nine principal sectors of the economy. The research used the Harberger 
methodology and the Perpetual Inventory Method (PIM). To derive capital 
stock in the different categories, basic assumptions were made on different 
patterns of retirement, survival and depreciation functions. By assuming that 
within an industry category the structure of capital stock is similar, it can be 
assumed that the output of a sector within the same industry could be used as 
weighted average to calculate its respective capital stock for each of the 73 
industrial sectors of the Chilean economy.  
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Considering Graph 1 and 2, it could be argued that the Chilean economy shows 
a reduction of labour input and increases of capital input across all categories. 
However, only the machinery manufacturing sector, the construction sector 
and the community, social and personal service sector ascribed increases in 
capital productivity in the period 1996-2003.  It is worthwhile to note that the 
most negative results in capital productivity were ascribed in sectors related to 
exports. The outcome of the machinery manufacturing sector could be seen as 
an expected result since this sector does not belong to the export sector and net 
exports have always been negative. The non-trade sector presents a 
comparatively lower range of negative capital productivity than the trade 
sector. This outcome could be ascribed again to the real state sector, which by 
itself represented 40.36% of the total capital stock in 1996, decreasing its 
relative importance over time to 35.99% in 2003 (Table 4 of Henriquez (2008)). 
Moreover if we observe the results of Graph 1 the trade sector in the period 
1996-2003 led the technological progress in the period 1996-2003.   
 
The capital productivity outcomes reflect the change from investment biased 
output growth to export biased output growth. The accumulation of capital 
stock was higher in trade sectors than in non trade sectors in the period 1996-
2003 despites the international unfavorable conditions. 
 
The period 1996-2003 did not present big structural changes such as the ones 
related the previous period. Moreover the output growth changed from 
investment led to export led. The latter fact is reflected in the technological 
change pattern where the opposite trend arose compared to the period 1986-
1996. That means increased in capital input where led by trade sector in the 
period 1996-2003. Nevertheless, the induced technological progress on the 
trade sector has not been enough to lead the trade structure toward a more 
diversified industry with higher technological contents.   
 
 

4. ² The correlation between demand growth and productivity growth. . 
 

Kaldor´s laws refer to the interaction between the long-run rate of growth of 
labour productivity and the rate of growth of output. Further research has been 
undertaken in the developed world to prove kaldor´s law since this relationship 
was proved by him in 196620.  

As Kaldor suggested, the productivity growth is likely to respond to output 
growth as follows.  

                                                           
20

 He proved its theory in the U.K. Verdoorn (1949) as well had proved within the Dutch economy. The 

understanding of the role of increasing return to scale is fundamental to understand how output growth 

rates and productivity growth rates differ among countries, regions and industries.     
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Equation (1) and (2) has constituted the basis to correlate demand growth and 
productivity growth. 

yp bgag � (1) 

nyp ggg �  (2) 

Where pg is the rate of growth of labour productivity and yg is the 

corresponding rate of growth of output. The parameter a  stands for the 
autonomous exogenous technical progress and b represents the nature of size of 
return to scale. Equation (2) only tells us that the productivity growth is equal 
to the growth of the output discounting the growth of the respective labour, 
then ng  is the corresponding rate of growth of employment.  

Substituting (1) into (2) it is obtained a similar relation for kaldor-verdoorn law 
considering as relevant variables output and employment in equation (3)21. 

yn gbag )1( ���  (3) 

To understand the importance of returns to scale, equation (1) and (2) could be 
linked to a Cobb-Douglas production function including increasing return to 
scale22.   

EDNKAeY gt  

Where g represents the exogenous rate of growth of Total Factor Productivity 

)(A  while D  and E defines the nature and size of return to scale. 

Taking logs of both sides of the production function it is obtain: 

nkgtAy ED ��� log  

Differentiating with respect to time yields to the following equation (4). 

nky gggg ED ��  (4) 

Rearranging to formulate the value of ng  it is obtained equation (5)  

kyn gggg )/()/1()/1( EDEE ���  (5) Calling for simplicity c , d and e   

                                                           
21

 Output considered exogenous and determined by aggregate demand and employment as a relevant decision variable of the firms. 

This relation also avoids spurious correlation between productivity and output and enables the estimation of long-run Kaldor-Verdoorn 

coefficient.  
22

 Note that inversely to mainstream analysis, the exponential coefficients not necessarily sum zero. This is completely consistent with 

reality.  
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kyn egdgcg ���  (5.1) 

Deepening on the specific country (cross-country) context it makes possible to 
relate it with K-V relation obtained in equation (3).  

Three stylized fact have been widely investigated worldwide. The first 
considers that in the long-run, the ratio between output and capital is constant. 
The second considers the dynamics of capital stock as exogenous. The third fact 
considers the relative growth rate of capital and the relative growth rate of 
employment as constant. Depending on the assumption of the country context a 
new form of the K-V law could be derived. 

In this Section we seek to provide an empirical analysis in a simpler form.  We 
took data from the Industrial Statistics of United Nations to obtain the 
correlation between demand growth and productivity growth in the 
manufacturing industry within the Chilean economy. In this way the statistical 
correlation was tested for equation (1). 

 Graph 3 shows results for the whole manufacturing sector in the period 1980-
1997. Productivity regime refers to the statistical relationship of how 
variations in demand induce variations in productivity. Kaldor has shown that 
the relationship is around 0.5 for developed countries. Our results indicate 
0.5096 what is not far from kaldor´s outcomes.    

Graph 3 : Correlation between demand growth and productivity growth. 

 
Source: Author´s calculation based on international yearbook of industrial statistic 1995-UNIDO. 
 

In table 1 of the appendix the detail of results could be observed. The stronger 
increasing return to scale was shown by the steel and iron industry (1.0601) 
follows by plastic products (0.9081) and glass products (0.7664).  
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5 Industrial based analyses.  
5.1 Industrial based analyses 1986-1996.  
 
As mentioned in section 2, the Chilean economy did not recover to the 1981 
levels of production until 1987 when it accounted for 6.6% of the annual growth 
rate. 1988 and 1989 was ascribed an excellent performance 7.3% and 10.2% of 
growth rate respectively. The new social democratic government took power in 
March of 1990, decreasing drastically the rhythm of growth to a modest 3.7%. 
After that, economic growth was outstanding until the Chilean economy was 
hit by the Asia crisis in 1998.  
 
The GDP growth rate between 1986 and 1996 was on average 7.81%, the 
income increased considerably, and the average surplus of the capital account 
increased especially during the period 1990-1996 where it reached 6.1% of the 
GDP. The direct investment which at first was one billion dollars, increased 
four times during 1996-1997. The investment rate was recovered after fifteen 
years of stagnation. The gross fix capital formation rate increased from 2.4% in 
1986 to 11.8% in 1996 ascribing its peak in 1989, 1992 and 1995 by 30%, 24% 
and 23.5% respectively. The gross investment rate increased as well especially 
between 1990 and 1996 from 26% to 32% respectively. The latter increases 
were mainly focused in mining, infrastructure and construction. Note that most 
of the remarkable indicators took place after 1990.  
 
If we look at table 2 of the appendix it could be clearly understood that the 
economic growth was balance across all sectors. However the most remarkable 
performance could be attributed to construction and finance, insurance and 
business sector.  
 
The mining sector and the manufacturing sector made great contributions to 
the GDP growth as well obtaining an average rate during the period of 6.5% 
and 5.7% respectively. Regarding the mining sector performance, it can be said 
that it obtained growth despite the low international copper prices mentioned 
above and the carbon and petroleum production reduction of 42% and 61% 
respectively. This result was reached mainly by the physical expansion of 
copper production by 112% in the period. 
 
If we consider the productive performance of the farming-agriculture sector, its 
annual average growth rate was 5.25% in the period 1990-1996; this 
performance is similar when compared with the last decade, obtaining 
outstanding performance on export products and stagnation in products linked 
to the domestic market23. 

                                                           
23

 It is interesting to note that Chile acquired second place in world fish farming production and export of salmon as well at that time.  
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It is important to mention that if we compare 1995 with the average results of 
the period 1980-198124  the expansion of exports was much greater than import. 
This can lead us to conclude that during the last two decades many 
technological and productive transformations were achieved increasing labour 
productivity in many sectors. However, the target of this transformation was 
not focused on the trade sector at least until 1993 when huge amount of capital 
inflows entered into the country as FDI to the mining sector. 
 
Graph 3 shows a picture of the economic structure in 1996 considering 
employment, and total gross value add. The manufacturing sector which 
represented 14.83% of the employment and was generating 18.69% of the total 
produced gross value add. Only the 1.91% of the employment worked in the 
mining and quarrying sector at that time producing a 7.14% of the total value 
added. On the other hand the agriculture sector, which represented the 14.94% 
of the employment, can be viewed as being one of the three most important 
sectors in terms of the generation of working places; it could be argued that it 
is of even more relative importance than the manufacturing sector in these 
terms. However in terms of production represented only a 5.83% of the total 
gross domestic product. Even though the manufacturing sector obtained an 
annual average growth rate of 5.7% it could be said that it was continually 
loosing participation in GDP, varying negatively from 19.2% in 1989 to 17.8% 
in 1996.  
 
Graph 4: Economic structure by SECTOR 1996 in composition of the total economy. 

 
Source: Constructed-using data from SNA Chilean Central Bank and CASEN survey-MIDEPLAN-Chilean Government. 

The value added of the finance, insurance and real estate sector is 
comparatively high in proportion to its respective employment. To clarify this, 
Graph 5 presents the evolution of the IPSA index. The IPSA Index is a Total 
Return Index and is composed of the 40 stocks with the highest average annual 

                                                           
24

 Highest import level in the military regimen 
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trading volume in the Santiago Stock Exchange (Bolsa de Comercio de 
Santiago). The IPSA index varies more than 1000 point until 1996; conversely, 
from 1996 to 2003 the variation of the index was minimum. As explained in 
Section 2, capital inflows before 1990 were more volatile compared with the 
acquired composition since the mid-1990s (Toward FDI).  The value added as 
well as the labour productivity of real estate showed in Graph 1 could be 
interpreted as an increase in productivity due to changes in asset prices, which 
induces large capital gain but not labour efficiency25.   
Graph 5: Evolution of IPSA index. 

 
Source: SNA of the Chilean Central Bank. 

 
As a conclusion of the industry based analysis of this period, it could be said 
that economic growth was balanced across all sectors; however the 
technological progress focused on neither on trade nor domestic industry. 
Though the technological progress was focused on services, its increase in 
labour productivity did not represent labour efficiency but capital gains of asset 
price increments.  
 
 
 
5.2 Industrial based analyses 1996-2003.  
 
This period was marked by unfavorable conditions and it could be said that the 
Chilean economy faced difficult external conditions throughout the whole of 
this period with exception of the two first years of the period where the 
                                                           
25

 One interesting point regarding financial market in Chile was pointed by Aranda and Jaramillo (2010). Through the 
utilization of smooth transition autoregressive (STAR) demonstrated that the Efficient Market Hypothesis (EMH) do 
not work in Chile. The Chilean Stock Market is characterized by the presence of nonlinear patterns implying that the 
Chilean stock market could be highly inefficiently.    
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economic performance reached a 6.6% growth rate of GDP in 1997 (please see 
table 3 of the appendix) 
 
Despite the facts mentioned in the above paragraph, the mining sector was 
leading the growth during the first 5 years of this period obtaining an average 
growth rate of 8.1% between 1997 and 2001 and reaching an average rate of 
6.02% for the whole period. Transport, storage and communication achieved 
good performance as well, with an average growth rate of 6.2% in the period26. 
On the other hand the construction sector and the manufacturing sector were 
the two most affected sectors reaching a modest average growth rate of the 
period of 0.79% and 1.83% respectively.   
 
,Q� ������ WKH�ZRUOG� HFRQRP\� JUHZ� E\� DERXW� ������ZKLOH�&KLOH·V�PDLQ� WUDGLQJ�
SDUWQHUV��ZKR�KDYH�D�SULRULW\�LPSRUWDQFH�RQ�WKH�VKDUH�RI�&KLOH·V�H[SRUWV��JUHZ�
2.7%, up from 2.0% in 2002 (Chilean Central Bank, Annual Report 2003, page 
13). Domestically, in 2003 indicators for activity and expenditure posted 
modest performance. Nonetheless, uncertainty persisted throughout most of 
WKH� \HDU�� 2QO\� WRZDUG� WKH� \HDU·V� HQG� GLG� WKH� EHWWHU� FRQGLWLons abroad, 
combined with strong monetary impulse and more optimistic domestic 
expectations make it possible to consolidate an outlook for greater domestic 
growth for the approaching quarters. The year 2003 closed with growth in 
economic activity reaching 3.3%. The best performing sector in terms of activity 
growth were mining (5.4%), agriculture (4.3%), wholesale and retail trade 
(4.1%) and Energy (4.1%) while the only sector posting a negative figure was 
fishing (-9.2%).  
 

Manufacturing grew 2.4% in 2003 and sectors associated with natural 
resources posted higher rates than the average GDP growth rate mainly 
because of the recovery in copper production levels, driven in part by new 
projects coming on stream from private and public projects because of the 
increase in demand Asian countries (Chilean Central Bank, Annual Report 
2003, page 28). Other sectors grew 3% on average, with the wholesale and 
retail trade also driving growth.  
 
Foreign trade rose significantly in 2003. Total exports grew 7.8%, with all 
components posting increases over the previous year. Total imports also rose, 
8.8% over 2002, mainly reflecting consumer and capital goods imports, which 
rose 16.8% and 7.2%, respectively. 

                                                           
26

 In the case of Chile the transport storage and communication sector highly correlated to export sector. During depreciated currency 

period export products good performance effected positively to the transport sector.  Though the transport sector includes services 

related to tourism and travel which are related to export sector, they also ascribes good performance when RER is depreciated by the 

effect of the relative increases in purchasing power abroad.  
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The structural change of the period was small, however in order to quantify the 
variations related to produced gross value add and employment the following 
graph 5 shows a picture of the Chilean economic structure in those terms. 
Graph 6: Economic structure by SECTOR in composition of the total economy-2003.  

 
Source: Constructed-using data from SNA Chilean Central Bank and CASEN survey-MIDEPLAN-Chilean Government. 
 
In 2003 the highest relative weight rate of produced gross value add continued 
being ascribed to the finance, insurance, real estate and the business service 
sector with a rate of 21.87% of the total gross value add of the economy 
utilizing only a 6.88% of the total employment. From second place, the order is 
as follows: manufacturing sector (17.28%), the community, social and personal 
services sector (16.72%), wholesale, retail trade, restaurant and hotels sector 
(10.19%), the transport, storage and communication sector (9.69%), the mining 
sector (8.89%), the construction sector  (7.27%), the agriculture sector (5.08%) 
and in the last position we find the electricity, gas and water sector which 
represented only a (3.01%) of the total produced gross value add of the Chilean 
economy in 2003. Compared to the structure of 1996, the construction sector 
was in fifth position with a rate of 9.95% decreasing its relative importance by 
two positions. On the other hand the transport, storage and communication 
sector which was in the seventh position with a rate of 6.85% increased its 
relative importance by two positions and obtained a relative rate of 9.69% of 
the total produced gross value add of the Chilean economy. 
 
The following graph shows the variation of the structural changes of the period 
1996-2003.  
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 Graph 7: Economic structure variation of the Chilean economy during 1996-2003  

 

Source: Constructed-using data from SNA Chilean Central Bank and CASEN survey-MIDEPLAN.  
 

The most remarkable facts based on this comparison are as follows: the mining 
sector (-13.38%), the energy sector (-5.48%) and the agriculture sector (-1.41%) 
reflected negative variations in terms of employment. The technological 
progress in this sector was comparatively higher in the period 1996-2003 than 
in the previous period as it was clearly shown in graph 1 (the transport shows a 
better performance in the period 1996-2003) .   
 
 In terms of gross value add they registered no negative variations. The highest 
two positive variations in these terms it is ascribed to the transport, storage 
and communication sector as well as the mining sector with a total variation of 
(136%) and (107%) respectively.  
 
Despite both unfavorable international conditions and a comparatively lower 
level of technological progress compared to the levels of the previous period, 
output growth was led by export and technological progress was led by the 
trade sector. Graph 8 shows the BOP evolution of the Chilean economy. 
 
Graph 8:  BoP evolution of the Chilean economy. 

 
Source: SNA- Chilean Central Bank.  
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As was explained in Section 2, after the second wave of liberalization reforms 
through RER depreciation and policy restrictions, the main focus of the policy 
makers was to reduce the current account deficit, and they achieved the 
proposed goal. Afterwards the current account deficit increased during the 
1990s and was kept in deficit until 2003 (with the exception of 1999). However 
thirty years of current account deficit certainly had to have serious 
consequences on the economy. 
 
6. - Conclusions and final remarks.  
 
The process of restructuring the Chilean economy has been accompanied by 
many structural economic policies orientated to increase investment as well as 
to increase foreign trade through FTA. After the crisis of 1981-1982 the policy 
response was based on RER depreciation and fiscal policy restrictions which 
did not allow to the military government to focus on the real social problems. 
The economic growth has been influenced by such policies and its nature has 
change over time. 
 
The changes in the composition of capital inflows toward FDI arrived during 
the first half of the 1990s and had a great impact on economic performance 
until Chile was hit by the Asia crisis in 1998. The liberalization of direct 
investment to some sectors which had been kept closed, such as the copper 
mining sector, infrastructure, and some others was the point at which some 
structural changes started to occur towards improvement of the trade sector 
led by copper mining.  
 
Our results lead us to conclude that the technological progress has been led by 
investment in the period 1986-1996 and 1996-2003. The output growth 
changed from investment-biased output growth to export- biased output growth 
instead of the unfavorable international conditions of the second period. This 
implies that induced technological progress became closely related to the export 
sector during the second period but not in the former. 
 
The role of cumulative causation in investment biased productivity growth 
could be interpreted as follows: The investment in technology, human capital 
and machinery increases wages, which in turn are distributed as a benefit of 
productivity growth. The increase in wages facilitates growing consumer 
demand. The growing consumer demand brings about an increase in output, 
which in turn gives rise to productivity growth through dynamic increasing in 
returns due to factors such as learning by doing etc. The route from 
productivity growth to demand growth is mediated by income distribution. In 
general, the range of income distribution is limited within the national 
economy. Therefore, under investment-led growth, cumulative causation plays 
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its role domestically and internationally since investment could be either 
national or international investment.  
 
Though the manufacturing sector presents increasing return to scale, Chile 
had not experienced the benefits of cumulative causation yet because the trade 
structure is still sustained in primary products and semi-manufactured 
products based on natural resources. If the technological change in the period 
1986-1996 had focused on the trade sector, the cumulative causation process 
would have played an important role in the total economy, under certain 
conditions such as proportional rises of wages relatives to increases in labour 
productivity among others. 

The structure of the capital inflows of the period 1986-1996 resulted in a 
manufactured sector highly dependent on imports. Moreover the continued 
current account deficit did not induce changes in the relation between income 
elasticity of demand for imports and exports, which in turn did not let the 
country develop an industrial structure based on Keynesian-Schumpeterian 
efficiency (See foot note 12).   

What follows for policy makers in this regard? First, to become aware of this 
fact.  Second to search innovative ideas to develop new industries based on 
human capital accumulation and so on. This paper contributes only to the first 
stage, to support policy makers to become aware of some of the implications of 
that is not diversified trade structure. The latter is not new, has been 
advocated by thousands of scholars around the world especially during the 
Keynesian era where under the Breton Good agreement the countries which 
are now developed followed all these ideas. The macroeconomics for the 21st 
century does not require that to become a developed country follow the same 
strategies. What is required today is to respect ourselves and our future 
generation not only as human beings but as living beings. This implications in 
the case of Chile must consider the develop of high value added products base 
on our comparative advantage. In this way the well known three supporters of 
the development should become four.  

Moving forward with the process of structural change and productivity growth 
by combining economic and social policies based on the four pillars of technical 
progress, productive employment, accumulation of human capital and above  
everything respect for the environment would allow the country to  grow with 
equity and to develop without a damaging economic growth.  
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Appendix. 

Table 1: Correlation between demand growth and productivity growth. 

Sector  Sector Name m n R2 

311 Food Products 0.6577 -0.0274 0.2288 

313 Beverage 0.5281 -0.0061 0.3431 

314 Tabbaco 0.2403 0.0544 0.0162 

321 Textile 0.1587 0.0164 0.0638 

322 Wearing  Apparel Ex 0.4089 -0.0075 0.1823 

323 Leather Products 0.6786 -0.0053 0.3082 

324 Footwear except rubber or plastic 0.5421 -0.0251 0.2602 

331 Wood Products 0.1729 -0.0351 0.0195 

332 Furniture Except Metals 0.4234 -0.0246 0.5481 

341 Paper and Products 0.2088 -0.0045 0.0795 

342 Printing and Publishing 0.7101 0.0055 0.703 

351 Industrial Chemicals 0.3091 -0.0218 0.0545 

352 Other Chemicals 0.5755 -0.0127 0.2982 

353 Petroleum Refineries 0.681 0.0343 0.4982 

354 Misc. Petroleum and Coal Products 0.8293 -0.0292 0.2209 

355 Rubber Products 0.6376 -0.0011 0.5821 

356 Plastic Products 0.9081 -0.0785 0.6064 

361 Pottery, China, Earthenware 0.4809 0.0259 0.715 
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362 Glass Products 0.7664 -0.0024 0.6089 

369 Other non methalic minerals products 0.6974 -0.0186 0.5803 

371 Iron and Steel 1.0601 0.0123 0.7866 

372 Non Ferrous Metal 1.0585 -0.0115 0.2743 

381 Fabricated Metal Products 0.4307 -0.0024 0.1042 

382 Machinery Except Electrical 0.7192 -0.0107 0.6396 

383 Machinery Electric 0.3821 0.0325 0.2951 

384 Transport Equipment 0.175 -0.0358 0.0537 

385 Proffesional & Scientific and Equipment 0.3653 -0.0008 0.0565 

390 Others Manufactured Products 0.0489 -0.0289 0.0012 
6RXUFH��$XWKRU·V�FDOFXODWLRQ�EDVHG�RQ�,27�RI�WKH�&KLOHDQ�&HQWUDO�%DQN�DQG�&$6(1�VXUYH\-
MIDEPLAN- Chilean government.   

Tabla 2: GDP Evolution by economic activity, constants prices, 1987-1996 (Base year 1986) 
   Especification 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 

Agriculture, hunting and forestry  9.5 12.3 5.4 9.3 1.2 11.2 2.7 5.9 5.2 1.3 
Fishing 9.2 4.4 12.2 8.0 10.2 16.7 5.6 16.3 16.0 9.7 

Mining and quarrying -0.3 7.8 7.8 0.9 12.4 -1.4 -0.2 8.9 9.3 15.8 

Manufacturing 5.3 8.8 11.0 1.0 5.3 11.4 7.3 4.1 7.5 3.2 

Electricity, gas and wáter 5.5 5.6 -7.8 -8.7 27.0 27.6 4.9 6.2 7.6 -3.8 

Construction 9.1 8.6 11.1 10.0 -1.5 13.7 23.5 -1.1 9.9 8.6 

Wholesale and retail trade and restaurants and hotels 7.6 3.5 -4.4 4.4 2.1 1.7 4.1 7.6 3.5 -4.4 

Transport, storage and communication 10.9 5.3 15.8 4.6 9.6 17.6 7.3 5.1 14.2 9.5 

Financing, insurance and business services 8.0 9.1 13.4 1.9 14.7 11.3 6.9 7.1 9.8 6.9 

Real estate 0.9 1.3 1.7 2.6 2.0 1.8 3.1 3.1 3.0 3.1 

Community, social and personal services 2.6 3.9 3.1 2.4 4.2 6.8 3.6 3.9 3.2 5.8 

Public Administration -1.7 0.5 -0.3 1.2 1.7 2.9 1.9 1.1 1.4 1.4 

Subtotal 5.9 7.1 9.3 3.4 7.6 11.1 6.2 5.1 9.2 6.8 

Minus  :   Banking Rights 6.5 9.4 10.1 3.6 7.4 10.1 6.3 4.5 8.5 7.4 

Plus      :  VAT  8.0 8.5 13.5 4.7 9.9 14.9 8.9 7.3 10.6 9.8 
Plus       :   Import tax 22.9 12.9 32.7 7.3 10.9 27.3 15.6 10.6 28.5 11.6 
GDP 6.6 7.3 10.6 3.7 8.0 12.3 7.0 5.7 10.6 7.4 

 

 

   Tabla 3: GDP Evolution by economic activity, constants prices,               
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1997-2003 (Base year 1996) 
Especification 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 
                
Agriculture, hunting and forestry  1.7 5.0 -0.8 6.0 6.2 4.3 4.3 
Fishing 9.5 -6.2 6.4 8.5 12.3 10.3 -9.2 
Mining and quarrying 11.3 8.3 10.6 3.2 7.3 -3.9 5.4 
Manufacturing 4.7 -2.3 -0.5 4.9 0.9 2.7 2.4 
Electricity, gas and wáter 8.3 4.4 -4.7 9.5 1.1 2.2 4.1 
Construction 6.3 1.9 -9.9 -0.7 2.7 1.7 3.6 
Wholesale and retail trade and restaurants and hotels 7.6 3.5 -4.4 4.4 2.1 1.7 4.1 
Transport, storage and communication 10.9 6.6 0.8 8.6 7.3 6.0 3.4 
Financing, insurance and business services 7.1 6.0 -1.0 5.0 3.8 2.4 3.0 
Property Estate 3.9 3.4 3.0 2.3 2.2 2.3 2.0 
Community, social and personal services 6.1 3.2 1.9 3.5 3.3 2.7 2.7 
Public Administration 1.5 1.5 1.5 1.5 1.7 1.9 1.8 

        Subtotal 6.4 3.0 -0.4 4.2 3.4 2.3 3.1 

        Minus  :   Banking  7.4 3.8 -1.2 3.5 3.1 2.1 2.8 
Plus      :   Net VAT  7.8 4.9 -1.2 4.5 3.0 1.8 4.1 

Plus       : Net Import tax 12.8 7.1 
-

12.7 15.0 2.8 1.9 8.7 

        GDP 6.6 3.2 -0.8 4.5 3.4 2.2 3.3 
Source: Chilean Central bank Year-book 1996-2003. 
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�-3� «þĖÇĢ¶9�l���¿LFO%�Ġ  

� ��Į?OH;%đ�[ĚğLFO%�Ġ$���¿æ�X9Ą-5%&ĮđÄĚğ$��

5«þĖÇ9¹äà$�l��n��y�5!�	Õ �5�8686đÄĚğ%«þĖÇ$

Íâ�5Ûß&[��5� 

� �%ëT&Įsì /Ē+�2	$Į?OH;øĐïÐ§Ğ9ö
5Ħ$ĮđÄĚğ%§Ğ

%Ĝÿ¤$Ă{�����! �5��%Z�&Į���N?SH=çØÀc%²�$2��

çØ%øßċº9ą��ćĆ, ę5�! �5�7	�N?SH=%ćĆ&Į`¨¡Èĥ%

ïÐhÓ��đÄ9��
�,,�Äy9°�Ė.���	!�5Ħ%�ĪÕ9���/% 

�512����ĮN?SH=%Āā&kĖ�Ä�%é�$���/% ���ĮđÄĚğ&�Ä

Ěğ%č¿üè%��$���Ü�ó¯ÊÒ%`Čĝ xj9dñ�5�u98�6��5$

Ę�#������ĮxjdñÂÏ��!�$ČĝU¸��59
�Į�6�ÄĚğ%

č¿üè$!���Ī!#5@SD, ö¦�6�/% &#���� ĮN?SH=^ģĮ�

%�Ī9ö
5	
 đÄĚğ$��5č¿üè$���ćĆ��Ć÷!��CMSQRPIQ

EQ%Āā9-���	� 

 

� � /�xjWďÜ�5i~���#�#3'Įěõ±
�65\�&Į»p%ġ& 

� � �Ä��.365�/�¬č�%ĕ�9&0.Į���Į�ĎČĝÚVû�5# 

� � 3'Įxj%¬čĚğ*%�|!Įma!��%ïÐ$��5«þ%Ĉ%ÅÃy!% 

� � Y÷9Ĕ��Įú�%µÐ���5Į���Į� $-�2	$Įxj%ĘtĮ 

� � �%2	#·Ì Įø3āË�65eă&#�Į/�!/�4	5/%&Ğ¾à�Ä�  

� �  �5�Í¥9ÿ�5�!3&Į�%ðÁÜ�5ôÎĊ%ÑēĮÝoī%Ñ�9 

� � /�3�Į(��&Į�]%Vû9�8.��º#3�.Į����Į��¨¼÷ 

� � &Įüè$��5ý������bÞàgf�3&#:3%qá/Ù¡�#�Į!� 

� � 	�! �5�ĬRobinson(1969/1977) , 354JSCĭ 

 

� � ïÐaí�mħÞ9/��ėý��1��.$&Įwĕ�à#üèÚ¢ÿ �4Į 

� � ���Į/�üèwĕ�6#�6'Įý86���5�´��%�T%ðÁ&Įm 

� � ùà#ĉ�%�� �5�ĬIbid., 354JSCĭ 

 

� � �%å%¬č[Ýoī 1z_��4%xj9Ñ����$Į1>S?S��4%Ýoī 

� � 9����5]&Į Ėà#ïÐ$���&Įĩ�$½,��/% �5�!�	%&Į 

� � �6&Į¨X%¬čÊÒ$×£���ĎČĝÊÒ9U¸��.5�!$2��Į<Q 

                                                   
12 Ricardo(1817/1951/1972)%ë 5ê�2)ë 6ê$®��ĮN?SH=%ćĆ9©ã$ÿî�

5!Æ%!�4 �5�N?SH=$!��ïÐ§Ğ%>QCQ&�Ä$��5č¿üè �5�

�� N?SH=%č¿!&Įxj÷$³ª	Čĝ�ĝ �5% Įč¿�w�6'xjĨÿ

&Écà$�w�5�ã¾$���xjdñ&T� �5% Į¬č$2��Čĝ&U¸�5�

!$#5��� Čĝ%U¸Ü�Čĝ9U�6'ĮKOBDà\}Ìr$����\}&�

��Į����xjdñ&���5�!$#5��%2	#�!�3ĮĞ¾$���xjdñ

&ÖĤ�và �4ĮČĝ&Ü�Čĝ$!",5% �ÄĚğ%ČĝADG&����Įč¿%

�w$Éc��qÔ&���ò�5�!$#5� 



10 
 

� � <@C5>B#¹d"°¯�.� !�"¾t©�#D{1X�!,�).�,�	 

� � .�¼Ibid.¾355=C6½ 
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�s�®�"v,!�/%!,!
 «&

�
.��!0�¾'�"_`���!s�®�#n o1£
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.#�	.��/$3?:

2#ª�³µ#q´"���.¥¤"�!�.*#�	.� 

� �G#��$¾3?:2#s�®�¶z"¶�.¥¤ #¶1Z�� �	.�3?:2#

s�®�¶z"¶�.¥¤$ Kaldor(1978/1989)#� 1�"	.����3?:2$¾�K�i�

U"a���,/��t©¶z�#jN�n ��	. 

¾�/$��#Jg"+���(
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� 0/0/$¾ª�³µ#����K�i��1�y��jN�.s�®� ��¾�#3?:

2�x���s�®�¶z1L��¾ª�³µ#q´�#eV1jQ�.��/��^ 4��	

.��G¦·"���#�¾3?:2#w���t©¶z�	.�PM"5<9�. t©T�
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�XÀ�$į68}Êç(µĄĞÑ�ğ³�:9�ïWĒĨ,įē£�=Ôð�9�ąÈb&�

$+¶ė&ĕĂ+ħk=Ć<��3+%�9�ï�ĒĨ,įĕĂ&`ÂÈb+ħk=í�$�9�

ęÎĠĤ+ĕĂ,į̀ ÂÈb�XÀ�9į�(< ęÎĠĤ)&!$Zv)hä�9&×��9�

�:7=õ1�<�$ïVĒĨ)í��+�ęÎĠĤ+³ģà&`ÂÈb&+ħk=Ć<��į

Çñï 2 ī+�ÇMHQ&��¨+BOK=�s�9�&�%�9�µĄĞÑ�68}Êç(3

+(:-ĭ�+ë�ĮįęÎĠĤ+³ģà=Ć<�Åú,�¿)DKI�9�&)(9� 

�$į��%ęÎĠĤ)µĄĞÑ��p�:���+³ģà&`ÂÈb&+ħk,į�¦ç)

, Targetti �Íċ��	� 3
&��ĎÁ��$,09�&)(9����(�7į�+MHQ

+Æ(9¼�Ú,įÏ+Ú)�9��@QJ>+µĄĞÑħ½=3!&qfç)�¦��9�&

)6!$įBOK+n�4��©+¹~)«�� gaÅú=�s�9�&��¢ÎĠĤ+µĄĞÑ

3�Ã)ý²�9�&��+Ī+¢ÎĠĤ+µĄĞÑ+�&�$,įöÖ³ģ+Ğ )&3(!

$ęÎĠĤ�7+|oj÷+ÌÕ�į�:)6!$ĖĢXÀ�{���8į¢ÎĠĤ+vÙ=�

ě�96)(9�&�7įöÖ³ģ+LRGF+[%|oñóç(3+�VĀç)(!$��

3+&ý�7:9��+6(]®=ý²�$į�ÛxĨ|oj÷+yº�ĝ[%Û})(8į

�Î�æã�96)(!���+µĄĞÑ+�&öÖ³ģà�6.`ÂÈb+�~=tÉ�9

�&%�9�<:<:,ĠĤrĠ+¶ėă~�7�s�:9µĄĞÑħ½=�p�$į�:&+

ħk�7 gaÅú=�s���įX%¹����"�+¬�§�9lÐÚ)"�$Íċ=ġ*į�

:0%+ďþ+���¸»�9)&'2$��ęÎĠĤ&¢ÎĠĤ�¿)��9ĭÝ)ęÎĠĤ

+¿��+MHQ+Ýā=Ó��9Ġt��ĮµĄĞÑ+ġĉ)"�$į�7)qfç)ý�

=Ğ2$��\�%�9� 

 

�-4� ĭĈďĮ� Q?FTMHQ�7+?SLPCUDNS  

� &�;%@QJ>+ę¢^ĠĤMHQ)ħ�$įöÖ¬¯X+eû#�4âďMHQ&�$+

°ü)"�$,įyñ�6.Çñï 1 ī%Ĝ/�&�8%�9�į@QJ>4?APF+mØ4

>E>4�òĐ�+áÞ=Ę0�$�'8ê��æ¯%�9&�ÿÄ4į�0�0(öÖçÈ

b+å(9�İ��Ħ+é_hä=âďMHQ&�$ºí�9&��<-ĥæöÖ�ç(âď

çËõ1)êè��&�į<:<:,ĥæöÖ�+z�þ&Č�:9 W. A. Q?F13)69�Û

xĨ|oj÷Y+öÖæ MHQ�ĭ�<59�Q?FTMHQ�Į&+é_�č+ªĉ=±�

�9=�(��Q?FTMHQ,į@QJ>�ę¢^ĠĤMHQ=ê¯�9)w968ay+

Lewis(1954)=îù&�$į�+© Fei and Ranis(1964)('=ö$đď�Ğ �įá� 50¥=

ö$ø·�:9Òĩ)0%w!$�914��:5�įĥæöÖ�+âďç(�ÇMHQ&�$é

§(đď�ġ*7:$��³Ê=į@QJ>+ę¢^ĠĤMHQ)3�8p:9/�3+��9

                                                   
13 @QJ>�ę¢^ĠĤMHQ+ê¯)w!�ÿÄ&+Ĭd=19�2)į��%�7�2$
Q?F+Čc)3Ċ:9ô¤+gć,(��į¡(2006)%´ì)0&27:$�9+%�Ü�:

��� 
14 §uMHQ�7 50¥=Ě��Q?FTMHQ)ħ�9�:0%+đď=ø·��ď¾,įđ

ď+Ğ )���Ĕß�� G. Ranis)693+('��"����9�įi�- Kirkpatrick 
and Barrientos(2004)=�Ü+�&� 
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15�:GA8%ģ�QĮĵF@G G9=HF@G 6ëR#ô�z5��Éē&łmñ6Øb

���2%�ł���&łģÊĮĵ%ČīÎ#ÜÚ6��2 ��Áñ%êè ëħ�2Įl

#þ��Ēv��	���������ł���%Ęė#&�čė� ��Xă��6M���

2� 

� �3)�%dċìó6Ġ)��łG9=HF@G%¨Ą6ďù�3'łÍ% 	1��216�

G9=% 1954 �ė¹��Ě ��%&ĶĳüÖ��2����ģ�QĮĵ6ĸĪ��2,%�

ģÊĮĵ
0á�ā°ÐØ%YĜĲ�ÛpĹ#�ÊĮĵ#\ÿ�32scr��217��Êt#

o2Ĭï��%YĜĲ�ÇÕ�2)�\ÿ�32sc%	
���ÊĮĵ&¥Ĩ#ĝÁĊò6	

���ĝÁĊò%À#sc\ÿ�ÇÕ�3'ł�ÊĮĵ�&©ąè"YĜĲVK%ĜĲ6µ¬5

"�3'ĝÁĊò��Ļ#"2��%ĜĲK»��)2Ú6G9=&�ġ´Ú turning point� 

�7���%/�"i�è"Ĭï6ü�ç�ĦK�%�Êt�Å��32%��2� 

� �
�łG9=&łYĜĲ%sc\ÿ×��2ģÊĮĵ6łüÖç�Ń�Êt# ��LyÌ

"ďú ��ā°�(�� Ć���2%�&"ł+�4łģÊĮĵ�%òËè"áâ¦|K

6Ė��2/�"fèUe%£ď¦6ĕ�2��%È¯ ��G9=&ł�ĝÁOĄĮĵ#	�2

ľ÷ļď%��#,

50�łĈÿĮĵ%ģÊáâ¦��ċ��|K�"��z#&łS¼Â

W�ĈÿĮĵ#¿n#�t�ĜĲě%��¦�Ŀ)2� #"2�;I=%��6³í���2

18��%/�"ģÊĮĵ^ę�2�&ģÊİĐ%ĐÚ&łqö�ĥ(�/�#:GA8�ģ�Q

ĮĵF@G#���®����Á¨ )��Jĉ�2 �4��2� 

� ��3#�/łG9=HF@G#ĸ�2�3)�%Ęė
05353�Ñ*w��}¨&łs

c\ÿ#	�2ĜĲ ČīÎ %?9BD>Eł 15��ÊĮĵ`İ�&"ģÊĮĵ%

ČīÎ6 ,"��üÖç��ÁĞ��2 ��� ��1ł�3.�ł:GA8%QĮĵF@

G%ÁÃ%¨� êè6g¿���2�Áñ�&łLewis(1954)V¢%�ķ·üÖ�F@G#ĸ�

�&łÁñ%êè %ĸĪ�±Ě���łT¢ł:GA8%ģ�QĮĵF@G#	�2S¼ÂW

                                                   
15 ,�475���,G9=HF@G#���ł�3)�ë "Ęė�İ$03��2�[�'

Áñ�uÝ��,% ��łÁ�(1982)-ÏĢèĤ�%,% ���ı�(1996)ł�(2006)"!6
uÝ%� �)�ł¸î¾è"ķçüÖ�%N�%G9=HF@G%Xă��#���&Ā«

(1997)6uÝ���)�łG9=%üÖç�F@G6ºxhÔüÖ�%Æû*���t��,%

 ��ðäH�Ò(1972)��2�ł���%đį&G9=%ÁÃ%¨� &æ"2êè���t
�3��2/�#¤532� 
16 ���&G9=HF@G�%,%%��t&±Ě���2�G9=HF@G&J�%F@GZ

ø ���ý��¡�í�3�,%�&"�������ł���&G9=HF@G6àßlÄ

#ĭã��ĺ%¨Ą#ĸ��ĥ(�	� #�2� 
17 ©ąè"á�ā°ÐØ%YĜĲ�ÛpĹ#sc\ÿ�"�32 %§�#ĸ��&łç�ĦK

�%ģÊĮĵ#	��,ºxhÔè"Ĺåáâ¦ĜĲ�ĭãyć��2 �2Ęė,�1ł!�

0%õ�6 2
#
7�2��"ėP��2ŀĨÐ 1986ł44CI<Ł� 
18 �(2006), 215-216CI<6uÝ%� ����% Lewis(1954)
0Ĕk�3��ã¹&łÞ#
Óê#_�2 ¤532%�ł���j²��	� #�2���Êt�ģÊ%¶�#]��2

 ��%#&ł�%/�"¨~,�2�ģÊáâ�{½#ªĴ�"�Ĺ1łĎĩÊâ�����

�,né#"0"���3&łâÊĽ� ģÊĽ���#JĂ#ğ�2%&"�
łģÊ%aÙ

6 ,"�üÖ��Ê%ç�6í�"�%&"�
ł ��� �,�2�ŀLewis(1954), 
pp.171-176Ń�(2006), 216CI<Ł 
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'�k&¹·6�"�ðî196û-"���#ĎK9@OHBK$'�ê(×�"�%�4

)%1%� 

 

�-5� �VýĂHBK	$Ôµ�Ï—ÚáÁ'yĆÄbÞ$Vþ¸£j�  

� :KC8(Ď1968�ZąTÂÄ&¿��9NELP>IN$¢³�÷�t¡&õ�3�@A<

ELP>IN	&��3e�Ð$�"ĎÎQ±ýĂ'Q±Àu'_«'��6Èa�3�Q±À

u&Ą�3ÚáÁ'yĆÄbÞČbuffer stocks of raw materialč	6�v��ČKaldor 1976č�

�Uå%Q±Àu'�+"&�7�"ÚáÁ'yĆÄbÞ6lé�3�,��'0�%ÚáÁb

Þ'�-'ôÿ&�7�"(Ď�$�)Ċ�ĎÛØ�0*ÿ��1%3Uå%ď±Àu&0�"

âY�14Ď�41ď±Àu$Å�X�#�3ĎyĆùñ~ÿ'¼h��f�¯$ĉ\'yĆù

ñ6Ãß�"Ď�4$Å�Ä&Ąú!�"ôÿíü6��%�	ČKaldor 1978, 309FP?č��

'@A<ELP>IN�Ã¿�3=P@(ĎÎďĈ'~§HBK6Á"ì��3�$�rÜ#

�3���#.�46x�Ä&Ê�%1Ď
x 5�'0�&%3� 

 


x 5� 

 

� :KC8(Ďù�'G;MÔµg©#ì��4"3ïðî���ñ�^Ö'�nĎ�w]X

¶'Õª&03dTÂæ®'óÁ{mĎ�ā¦';JPDN<O9NELP>IN��(ë2#

�3$�ĎTÂÔµ6ÎQ±ýĂ$ÎVýĂĎ��"ÎR±ýĂ&g��S#Ď�41'ýĂ�

Ù]Ä&ÆWã�Ä#�3�$6þç�+�#�3Ď$î���%�%1ĎÎQ±ýĂ�Ċ�Ď

º�Ď~Ép�$�~ÉÄ%^Ö»6�^�ĎÎV±ýĂ�p�6n��"�ô,�(´ó'

�-'¤Ó»6�^�ĎÎR±ýĂ�½Ý'Á�$ãoÄ%sÌÁ�6�^�"3�Ď�41

�+"'ýĂ'Àfċ'�ā�ÆW&�å%Ą`6a �å��3�1#�3��ö�0*Ā

'ò�rÜ%Àfċ'�ā�ćå'�ā$²í6�5�Ďćå'�ā.ø&ÎV±Č�0*ÎR

±čýĂ'�ā6q �%�4)%1%	ČIbid., 297FP?č� 

� ÎQ±ýĂ'�ā¾(�z|ÑÒ}�àû²	&0�"�û�43�Ď�4�ÎV±OÎR±

ýĂ'¿À$��'�ā¾$t¾#�Ë�3&(ĎQ±Àu$�äu'�X�¨[	'°Ü�

þå#�3�$�'(�ö/Ā&$�"X�¨[�¥i&%4)Ď��ô6 ��"¤�

                                                   
19 ă�ÔµHBK$�":KC8'ö�VýĂHBK6¬è��cßÇÍ$�"ĎBhaduri and 
Skarstein(2003)��3� 

p1 

p0  

g0 

gi ga 

 ga, gi 

g�i 

p  

g2 g1 

g�a 
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'¸ĀğÓtß�763	&%5Ĺ,�ÞqĶ'µĩ0³Ĝ&%6�0�êQÑĢĪ'ÝÞ'

µĩħÎ& �6įą'µĩ:�'�3	#�7)Ĺ[ÄÈ^(£Î&$ "Çt%Â�&}

���%9�ĹQÑÞ�'ÝÞ'µĩ¹u�76g4#Ĺ£Î'µĩvØ�7Ĺ�7&3 

"QÑÞ�& �6įąvØ�76��4#�6ķIbid., 298FP?ĸ� 

� �[ÄÈ^�&!�"Ĺ��cË'Sþ(i�ã&êQÑĢĪ'ÝÞú&$ "Tt%Â�*

[ÄÈ^:.�9�6Ç|%·Ô$%6QÂ#Ĺ��cËRÃ�"0�[ÄÈ^�®4&$

 "�ĕ�6�$(�5
%��%�%4Ĺ��cË(įąÕ�ã#�6QÂĹ£ÎcË(đß

Õ�ã#�6$�	�$Ĺ�72
��cË'RÃ(đßı&¬�<NDM�>IN:0�4�

�4#�6�êQÑÞ�'cËRÃ(Ĺ�,�,%ÝÞÔĭ:ñ6Ġè#�'|Ê:�¦�%

4ÆïcË&`96�/Ĺ�Ôĭ']zrķt�1ĴĸXąđß&z95ü«�6�{jð�

'¬��#(ĹēR��y:ª�Ĕ��Çy%ą�&%6��72
ĹêQÑÝÞú&Çt%}

�(�[ÄÈ^�&��"ĩ�ºô��Ĺ<NDMP>IN&3 "£ÎĄ�& �6Ç|įą

�ø�6�8	ķIbid., 300-301FP?ĸ��� "=LC;(�÷āß'�Įhÿu©�:

xĉ�+�#�6$Č�620� 

� �4&=LC;(ĹRę$ĬĞ�"Ĺ1971¨&JANO;GK=_č&��"JANO;GK

=#³Ø%<NDMP>INÝ��Üà:ĹĐ§bòĤ'�z#(%�ĹÝÞÏĝ'�~#�

6$�Ĺ�YģÙÅu©�:¾���ķKaldor 1974ĸ�<NDMP>IN(�,�,%ñ×ĢĪīĹ

$59�ēĥď$İēĥď&��6ÝÞ'µĩ'Ħ5��Ðþ�"���$&36ķIbid., 

193-194FP?ĸ��' p$�"ù
476�fĎĬé�¿ë(ĹVá'ÚcÏĝ$ĬĞ�"�

o&��6cËÏĝ'�~:a	�/ĹQÑÞ�ÝÞú'¶°$cË:Ġ©&RÃ���&£Î

�Ėq'eğ�476�QÙÅä�:¼�"0¯{&ï96��72
Ĺâ¢ĚR�&(ĹÛ

�'ÙÅä�`óã%Ėq�1ĵÁ1£Î�Á$ć ��æãĖm�ķQÑÞ�ĸ&ġß�7Ĺ

\ÂĄĝÎĄ�'Ėqm& �"s'ÙÅä�»ß�76$�	�YģÙÅu©���ĹVá
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R�����ࠍෳᾖޕ�
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mK 㧘ࠅߢᒢജᕈߩ₸Ảࠆߔ㑐ߦ㧘⾗ᧄ㓸⚂ᐲᲧmߪ kK ࠲ࡔࡄ㔛ⷐ᭴ㅧߪ kߦ㑐ࠆߔ

Ả₸ߩᒢജᕈޕࠆߢቝੳ
㧘0ߦ߁ࠃࠆߔ⸽ߢ����� 1� �Km 㧘ߚ߹㧘ࠅߢ 1m � ߈ߣߩ 0kK !


ޕ�ࠆߢ���ᑼߣࠆࠃߦ㧘 1m � ߮ࠃ߅ 1 2U U! ࠲ࡔࡄ㧘㔛ⷐ᭴ㅧ߈ߣߩ k߇Ⴧടࠆߔዪ㕙ߢ

Ả₸ᤨߪ㑆ࠍㅢߡߓޕࠆߔ 

 

�
��
��ᑼࠄ߆㧘⾗ᧄࠬߩࠢ࠶࠻ᄌൻ₸ߜࠊߥߔ⾗ᧄ⫾Ⓧ₸ߪᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ�

ˆ ( / ) / ( ) / ( / )(1 / ) (1 )I I IK dK dt K I F K I K F I sr G  �  �  � ������
����


���ᑼࠄ߆㧘╙㧝ຠ㔛ⷐ㊂ߪ㧘 1C F I E krK� � � ₸ᚑ㐳ߩߘ㧘ࠅߢ  1g �ޕࠆߥߦ߁ࠃߩᰴߪ

1
ˆ ˆˆg k r K � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
����

�
���ᑼߦ
���
���ᑼࠍઍߡߒᢛℂߣࠆߔ㧘�

1 1 2
ˆ(1 ) ( ) ( 1)I m kg sr kG K U U K � � � � � � � � � � � � � � 
����

ฝㄝ╙ � 㗄ߪ㧘ࠫ࠶ࡉࡦࠤᣇ⒟ᑼߦ⋧ᒰࠆߔㇱಽࠅߢ㧘⾗ᧄ⫾Ⓧߩലᨐޕߔࠊࠄࠍవߦ

ㅀߦ߁ࠃߚߴ 1IG ! � ᄖㇱߩડᬺㇱ㐷ޕࠆߢᱜߦߨߟߪޠᧄ⫾Ⓧലᨐ⾗ޟߩߎ႐ว㧘ߚߒቯߣ

⾗㊄ଐሽ₸ IG ₸ᄖㇱ⾗㊄ଐሽߩᐭㇱ㐷⸘ᣇ㧘ኅઁޕࠆߔჇടߪലᨐߩߎߣࠆߔჇട߇ CG 㧘ߪ

⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐߪߣή㑐ଥޕࠆߢ�

ฝㄝ╙ �㗄ߪ㧘╓ภࠍㅒߚߒߦ⋧ኻଔᩰᄌൻ₸ߦᲧࠅ߅ߡߒ�㧘⋧ኻଔᩰᄌൻߩലᨐࠊࠄࠍ

0ߦ߁ࠃߚߴㅀߦవޕߔ 1� �Km 㧘ࠄ߆ࠆߢ 1 2U U! �ޕࠆߢᱜߪലᨐߩߎ㧘ߪ႐วߩ

ฝㄝ╙ �㗄ߪ㧘㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻߩലᨐޕߔࠊࠄࠍవߦㅀߦ߁ࠃߚߴ 1kK ! � 㧘㔛ⷐ᭴ࠄ߆ࠆߢ

ㅧ࠲ࡔࡄ k߇Ⴧടࠆߔዪ㕙ߪߢ㧘ޟߩߎ㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐߪޠᱜࠅߢ㧘 kᷫ߇ዋࠆߔዪ㕙

�ޕࠆߢ⽶ߪߢ

�


���ᑼߪ㧘╙㧝ຠߩഭ↢↥ᕈ₸ߣ㔛ⷐᚑ㐳₸ߩߣ㑐ଥߔ␜ࠍ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙߡߒߣ

                                                  

��ቝੳ
㧘ߦ߁ࠃࠆߔ⸽ߢ����� 1m ! ߈ߣߩ 1 0kK� � � ߦታ㓙ޕࠆߢ ���� ᐕ࠺ߩࠞࡔࠕߩ

⚂ߪߢ▚⸘ߚ㒰ࠍࠢ࠶࠻ᧄࠬ⾗ߩ㧘ᐭㇱ㐷ߪ୯ߩ㧘⾗ᧄ㓸⚂ᐲᲧmߣࠆߔ▚⸘ߡߞࠍ࠲

���� ╙㧘ࠅ߹ߟޕߐዊߦࠄߐߪߢ▚⸘ߚࠍࠢ࠶࠻ᧄࠬ⾗ߩ㧘ᐭㇱ㐷ࠅߢ �ຠߩ⾗ᧄ

㓸⚂ᐲߪ╙ �ຠ߿߿ࠅࠃዊߊߐ㧘 1m � ⾗߽ࠅࠃᶖ⾌⽷↢↥ㇱ㐷߇ᣇߩᛩ⾗⽷↢↥ㇱ㐷ޕࠆߢ

ᧄ㓸⚂⊛ߩߎ߁ߣࠆߢ⚿ᨐߦⷰ⋤ߪ߇ࠆߔ㧘6CMCJCUJK��GV�CN�
�����߽㧘����㨪�� ᐕઍ

ഭᛩߥᔅⷐߦ⊛ធ⋤ߦ↥↢ޕࠆߡዉࠍᨐ⚿ߩ㧘ห᭽ߡߟߦ࠷ࠗ࠼㧘ࠞࡔࠕᣣᧄ㧘ߩ

㊂ߣ⾗ᧄᛩ㊂ߊߥߪߢߌߛ㧘㑆ធ⊛ߦᔅⷐߥഭᛩ㊂ߣ⾗ᧄᛩ㊂߽㧘ု⋥⊛⛔ว߁ߣಣ

ℂࠍㅢࠅ❰ߡߓㄟ߹ߩߎ߇ߣߎࠆߡࠇ⚿ᨐߦᓇ㗀ߣࠆߡߒ⠨ޕࠆࠇࠄ߃�

��⋧ኻଔᩰ pߩᄌൻ₸ߪᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ 1 2ˆ (1 ) ( )mp \ K U U � � � � 㧘ߢߎߎ

1/(1/ ) 0r h r\  � ! �ޕࠆߢ
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ゲ❑ࠍ₸ഭ↢↥ᕈߩ㧘╙㧝ຠߒߣᮮゲࠍ₸㔛ⷐᚑ㐳ߩ㧝ຠ╙ޕࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆ߃ࠄߣ

㧘࿑ߣߊឬࠍ㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐߩߎ㧘ߦᐔ㕙ࠆߔߣ 㧘ὐࠅㅢߔ␜ߦ� 2
ˆ( , (1 ) ( 1) )I ksr kU G K� � � ࠍ

ㅢࠅ㧘1߈/ mK �ޕࠆߥߣ✢⋤ߩࠅ߇ฝߟ߽ࠍ

�

࿑ �� 㔛ⷐߣࡓࠫ↢↥ᕈࡓࠫ�

�

� � ഭ↢↥ᕈ₸�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ╙㧝ຠ㔛ⷐࡓࠫ�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ╙㧝ຠ↢↥ᕈࡓࠫ�

� � 1U � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 1P �

� � �

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ╙㧞ຠ↢↥ᕈࡓࠫ�

� � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � ╙㧞ຠ�

㔛ⷐࡓࠫ�

� � � � � � � � � � 2P � � � � � � 1Q �

� � 2U �

� � � � � � � � � � � � 2g � � � � � � � � � � � 1g � � � � � � � � 㔛ⷐᚑ㐳₸�

(1 )Isr G� � � ˆ(1 )k kK� � � 1 2( )mK U U� � � � �

�

� � � � � ⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐ� 㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐ� ⋧ኻଔᩰᄌൻലᨐ�

 
ᵈ 1: ↢↥ᕈࠍࡓࠫⷙቯࠆߔਥߥⷐ࿃ߪ㧘ᛛⴚ⊛߹ߪߚᐲ⊛ⷐ࿃ߩࠄࠇߎޕࠆߢⷐ࿃ߪ㧘
ડᬺߡߞࠃߦᬺ↥߿ᄙ᭽߇ࠆߢ㧘᥊᳇ᓴⅣߩᓇ㗀ߪዊߊߐ㧘↢↥ᕈߪࡓࠫ⍴ᦼ⊛ߥ߆ߪߦ
േߡߓᔕߦ᭴ㅧᄌൻ߿㧘᥊᳇ᓴⅣߪࡓࠫ㔛ⷐߩ㧘ታ㓙ߒ߆ߒޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߢ⊛ቯࠅ
ࠫࡐ⊛ᐔဋߩቯᦼ㑆ౝ৻ߩ㑐ᢙࡓࠫ㧘㔛ⷐߪߩࠆߡߒ␜࿑ߦߎߎޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߡ
 ޕࠆߢࡦ࡚ࠪ
ᵈ 2: ╙㧝ຠߩ㔛ⷐߣࡓࠫ↢↥ᕈߦࡓࠫ㑐ߪߡߒ㧘ᮮゲߪ╙㧝ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳₸ࠅߢ㧘
❑ゲߪ╙㧝ຠߩഭ↢↥ᕈ₸ޕࠆߢ╙㧞ຠߦ㑐ߪߡߒ㧘ゲࠇߙࠇߘߪ╙㧞ຠߩ㔛ⷐ
ᚑ㐳₸ߣ╙㧞ຠߩ↢↥ᕈ₸ޕࠆߢ╙㧞ຠߩ㔛ⷐߣࡓࠫ↢↥ᕈߪࡓࠫ㧘ቝੳ
࿑ߩ (1998) 2-1(p.36)ߦ߁ࠃߩ㧘╙㧟⽎㒢ߦឬ߇ࠆߢ߈ߴߊ㧘⚕ߩ⚂ࠅࠃߦ㧘ଢቱ⊛ߦห
৻⽎㒢ߦ㊀ߡߨ␜ޕࠆߡߒ 
�

ઁᣇ㧘
��
���ᑼࠄ߆㧘╙㧞ຠ㔛ⷐ㊂ߪᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ�

2 1 1 2 1 2( ) { ( )}/ (1 ) /C p E F K h C F I E h K h rk h� �  � � � �  � �

₸ᚑ㐳ߩ㧞ຠ㔛ⷐ㊂╙ߡߞ߇ߚߒ 2g 
㧘ߪ���ᑼ߫ࠇ↪ࠍ㧘ᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ�

1 1
2 1 2

1 1

ˆ ˆˆ(1 ) ( ) (1 ) { ( ) (1 ) }
1 1I I m k
h rk h rkg sr r k sr k
h rk h rk

G G K U U K � � �  � � � � �
� �

� � � 
����
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ߩߎ���ᑼߩฝㄝߦ߁ࠃࠆ߆ࠊ߫ࠇߺࠍ㧘╙㧞ຠ㔛ⷐ㊂ߩᚑ㐳₸ 2g ߽㧘⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐ㧘⋧ኻଔ

ᩰᄌൻലᨐ㧘㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐߩߒߛߚޕࠆߡߞߥߣ㧘 1 2U U! 㧘⋧ኻଔᩰᄌൻലᨐߪ႐วߩ

࠲ࡔࡄ㧘㔛ⷐ᭴ㅧߚ߹ޕࠆߢ⽶ߪ k߇Ⴧടࠆߔዪ㕙ߪߢ㧘㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐޕࠆߢ⽶ߪ

1
1

1

( )
( / )

p C F I Eh rk
p K h
� � �

ࡔࠕޕࠆߢ୯ㄭߦวഀߩ㧝ຠ㔛ⷐ㗵╙ࠆභߦᦨ⚳㔛ⷐ㗵✚ߪ 

㧘ߢߩࠆߢ�������㨪⚂ߪታ㓙୯ߩวഀߩߎࠆߌ߅ߦࠞ 1 1/(1 )h rk h rk� ��������㨪⚂ߪߐ߈ᄢߩ

㔛ⷐ᭴ߣኻଔᩰᄌൻലᨐ⋦ࠆߔ㑐ߦ㧘╙㧞ຠ߫ࠇߴᲧߣ㧘╙㧝ຠߡߞ߇ߚߒޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ

ㅧᄌൻലᨐߩ⛘ኻ୯ࠅߥ߆ߪዊߣߐ⠨ޕࠆࠇࠄ߃╙㧞ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳₸ࠍᮮゲߒߣ㧘╙㧞ຠ

ߢࠅ߇㧘ฝߣߊឬࠍ㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐߩ㧘╙㧞ຠߦᐔ㕙ࠆߔߣゲ❑ࠍ₸ഭ↢↥ᕈߩ

�ޕࠆߥߣ✢⋤ㄭߦ⋤ု߇ࠆ

�

�

��↢↥ᕈߩࡓࠫቯᑼൻ�

�

ᰴߦ㔛ⷐᚑ㐳ࠄ߆ഭ↢↥ᕈߡߟߦ〝⚻ࠆ⥋ߦᬌ⸛ࠆޕ߁ࠃߒຠߩ㔛ⷐ߇Ⴧടߚߒ

ߩߚࠆߖߐჇടࠍ㧘↥㊂ߪડᬺࠆߔ↥↢ࠍຠߩߎ㧘ߊߴߔኻᔕߦ㔛ⷐჇടߩߎޕ߁ࠃߒߣ

ភ⟎ޕࠆߕ⻠ࠍਥߥភ⟎ߪ↢↥⸳ߩ⺞ᢛߣ㓹↪ߩ⺞ᢛߦ⥸৻ޕࠆߢ㧘↢↥⸳ߩ⺞ᢛߩᣇ߇

ᤨ㑆⊛ߦవⴕߢߩࠆߔ㧘㔛ⷐᚑ㐳ࠄ߆ഭ↢↥ᕈߩ〝⚻ࠆ⥋ߦ╙ 1 Ბ㓏ࠍ↢↥⸳ߩ⺞ᢛ㧘

╙ 2 Ბ㓏ࠍ㓹↪⺞ᢛߣ⠨ޕ߁ࠃ߃ 

↢↥⸳ߩ⺞ᢛߪߣ㧘ࠍࠇߘჇ⸳ࠅߚߒ㧘ᣢሽ⸳ߩⒿ₸ࠍ㜞ޕࠆߢߣߎࠆߔࠅߚᓟ⠪

ࠇߦ⊛㐳ᦼޕߥ߉ߔߦ⟎ភߥലߦ⊛ᤨ৻ࠆ߈ߢ↪ណߦ႐วࠆߢૐ᳓Ḱ߇₸Ⓙߪᣇᴺߩ

߫㧘೨⠪ߩᣇᴺࠅ߹ߟ⸳ᛩ⾗߇ਥⷐߥ⺞ᢛᚻᲑࠅߢ㧘ߪߢ࡞ࡌࡠࠢࡑ↥㊂ߩჇടߣหߓ

㧘⾗ᧄଥᢙߦ߁ࠃߚߴㅀߦᨐ㧘వ⚿ߩߘޕᄙ߇ߣߎߊߡߒჇᄢߪ㊂⸳↥↢ߢࡐࡦ࠹ߥ߁ࠃ

 ޕߐዊߪᄌൻߩ

↢↥⸳㊂ߣ↥㊂ߩᲧࠆߢ⾗ᧄଥᢙ߇ᄌൻߥߒ႐ว߽ߢ㧘⸳ᛩ⾗ߡߞߥ߽ߣߦ㧘↢↥

⸳߇ߩ߽ߩߘ⾰⊛ᄌൻߒ߽ޕߊߡߒ㧘↢↥⸳ߩ⾰⊛ᄌൻߦߒߥ㧘↥ᚑ㐳₸ߣหߢ₸ߓ㧘

ᣢሽߩ↢↥⸳ߩᢙ߇Ⴧߊߡ߃႐วߪ㧘↥ᚑ㐳₸ gߣหߢ₸ߓ㧘ᔅⷐഭ㊂ nL ߽Ⴧടߡߒ

ߪᒢജᕈߩᔅⷐഭ㊂ࠆߔኻߦ㧘↥㊂ߪߢࠬࠤߩߎߡߞ߇ߚߒޕߊ 1 㧘ㅢᏱߒ߆ߒޕࠆߢ

⇣ߦ⊛⾰ߪߣ㧘ᣢሽ⸳ࠅ߅ߡߒ↪ណࠍᛛⴚߥߚᣂߪᣂⷙ⸳ࠆࠇߐዉߡߞࠃߦ⾗㧘⸳ᛩߪ

Ⴧടߩ㧘ᔅⷐഭ㊂߇Ⴧടߩ⸳↥↢ߦ߁ࠃߩߎޕࠆߔߣน⢻ࠍ⚂▵ߩ㧘ᔅⷐഭ㊂ࠅ߅ߡߞߥ

ᒢജᕈߩᔅⷐഭ㊂ࠆߔኻߦ㧘↥㊂ߦ߁ࠃߩ㧘ᰴߪ႐วߟᜬࠍലᨐࠆߍਅ߈ᒁࠍ₸ nK ߪ 1 ࠅࠃ

ዊޕߐ 

ˆ
n n nL gK I � � � � � (0 1, 0)n nK I� � !      (18) 

0nI ! ߫ࠇߌߥࠊⴕߪᦝᣂߩ⸳ߚ߈ዧߩ㧘ኼ߽ߢ႐วߩࡠ߇₸㧘↥ᚑ㐳ߪ↱ℂࠆߥߣ

 ޕࠆߢࠄ߆ࠆ߈ߢ⚂▵߇㧘ᔅⷐഭߡߓㅢࠍ⾗ᦝᣂᛩ⸳ߩߎ㧘ߢߩߥࠄߥ

ᰴߦ㧘↢↥ᕈߩࡓࠫ╙ 2 Ბ㓏ࠆߚߦ㓹↪⺞ᢛߡߟߦ⠨(18)ޕ߁ࠃ߃ᑼࠆࠇߐ␜ߦᔅⷐ

ഭ㊂Ⴧട₸ࠍ೨ឭߡߒߦ㧘㓹↪㊂ߣഭᤨ㑆㊂ߩ⺞ᢛ߇ⴕޕࠆࠇࠊഭᤨ㑆㊂ߩ⺞ᢛߪߦᒰὼ
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㒢⇇ࠅ߇㧘৻ᤨ⊛ߦലߥភ⟎ߢߩߥ߉ߔߦ㧘એਅߪߢᝥ⽎ߡߞ߇ߚߒޕࠆߔ㓹↪㊂ߩ⺞ᢛ

ⵙ㊂ߩ㧘⚻༡⠪ߦ߃ࠁ߇ࠆߡߟ߮⚿ធ⋤ߣᵴ↢ߩഭ⠪ߪ↪㧘㓹߇ࠆߥߣᢛᚻᲑ⺞ߥਥⷐ߇

ᴺࠆࠊ㑐ߦ⸽㧘㓹↪ߪ߆ࠆߔᄌൻߦ⒟ᐲᨵエߩߤ߇㓹↪㊂ޕߥߪߢᄌᢙࠆࠇࠄ߃ᄌߦ↱⥄ߢ

ᐲ߿㧘ഭ⠪ߩᷤജߡߞࠃߦ㧘⇣ߪߦ⊛⥸৻ޕࠆߥ㧘ᣣᧄߦ߁ࠃߩᱜⷙഭ⠪ߩ⸃㓹߇ᐲ

㧘ࠅߢᘕ㊀߽ߦ↪ណߪ㧘ડᬺߪ႐วߐዊ߇ዋᷫߩ㓹↪㊂߽ߡߒዋᷫ߇㧘↥㊂ࠅߢ࿎㔍ߦ⊛

↥㊂߇Ⴧട߽ߡߒ㓹↪㊂ߩჇടߪዊߥ߁ࠃߩߎޕ5ߐ㓹↪⺞ᢛߦ㑐ࠆߔᐲߩᓇ㗀ࠍ⠨ᘦࠆߔ

႐วࠆߌ߅ߦ㧘↥㊂ߦኻࠆߔ㓹↪㊂ߩᒢജᕈKߪ㧘(18)ᑼࠆߌ߅ߦᒢജᕈ nK ޕࠆߥߊߐዊ߽ࠅࠃ

㧘ࠅ߹ߟޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߢࡠᄌൻᛥലᨐ߽ࠆࠃߦᐲߪ႐วߩࡠ߇₸㧘㓹↪ᄌൻߚ߹

㓹↪ᄌൻ₸ߩ߈ߣߩࡠ߇↥㊂Ⴧട₸ 0g ୯ߩ႐วߥߒ⠨ᘦࠍ㧘ᐲ⊛ᓇ㗀ߪ 0 /n ng I K ߦ╬

ߐ␜ߢᑼߩᰴߪ₸႐ว㧘㓹↪㊂ᄌൻࠆߔ⠨ᘦࠍᐲ⊛ᓇ㗀ࠆߔ㑐ߦ㧘㓹↪⺞ᢛߡߞ߇ߚߒޕߒ

 ޕࠆࠇ

ˆ /n nL gK KI K � � � � � (0 1)nK K� � �     (19) 

ഭ↢↥ᕈ₸ࠍ U ࠅࠃߦ⟵㧘ቯߣࠆߔߣ ˆg LU  � � 㧘ߣࠆߔઍߦ㧘(19)ᑼࠍࠇߎޕࠆߢ

ഭ↢↥ᕈ₸ߣ↥ᚑ㐳₸ߩߣ㑐ଥߪ㧘ᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ 
(1 ) /n ngU K KI K � � � � � � (0 1 1)K� � �     (20)  

ߪ߈ߩ㑐ᢙࡓࠫᕈ↥↢ޕࠆߢޠ㑐ᢙࡓࠫᕈ↥↢ޟ߇ࠇߎ (1 )K� ߢ㧘ᱜ୯ࠅߢ

߇ࠆ 1  ಾߚ߹ޕߥߪߣߎࠆ߃ࠍ /n nKI K ⚻ࡠࠢࡑ㧘ߪߡ߅ߦࡓࠫ㔛ⷐޕࠆߢᱜ୯ߪ

ᷣ♽ߣ⾓㊄ᐲ߇ᄢߥ߈ᓎഀࠍᨐߦߩߚߡߒߚኻߒ㧘↢↥ᕈߪߡ߅ߦࡓࠫ↢↥⸳ߩ

⾰⊛ᄌൻߔࠄߚ߽߇ഭ▵⚂ലᨐߣ㧘↥㊂ߩᄌേߦᔕߚߓ㓹↪ᄌേࠍᛥࠆߔ⻉ᐲ߇㊀ⷐߢ

ജ⸒⊑ߩഭ⚵วࠆߌ߅ߦഭදቯ㧘ഭᷤ߿ᴺᐲࠆࠊ㑐ߦ㧘㓹↪㓚ߪߦ⊛ౕޕࠆ

ⷙቯߢળో␠ߪߤߥᴺᐲޕߔ߷ࠍᓇ㗀ߦߐ߈ᄢߩ ಾ߿߈ߩ㑐ᢙࡓࠫᕈ↥↢߇ߤߥ

ⷙቯߢડᬺන߿㧘↥ᬺනߪߤߥᷤജߩഭ⚵ว߿㧘ഭදቯ߿⾰ᕈߩ㧘↢↥⸳߇ࠆࠇߐ

⚂㑐ଥߩ㑆ߩߣ₸ᚑ㐳↥ߣ₸㧘ഭ↢↥ᕈߔ߇ࡓࠫ㧘↢↥ᕈߡߞ߇ߚߒޕࠆࠇߐ

㧘1ߪ  ޕ߁ࠈߛࠃ߇ᣇࠆ߃⠨ߣࠆߥ⇣ߡߞࠃߦડᬺ߿ᬺ↥߽ߢ߆ߥߩᷣ⚻࿖᳃ߩߟ

╙ �ຠߦ㑐ࠆߔ↢↥ᕈߣࡓࠫ╙ �ຠߦ㑐ࠆߔ↢↥ᕈࠍࡓࠫᰴޕߔࠊࠄߦ߁ࠃߩ�

� � 1 1 1 1a g bU  � � � � 1 1(0 1, 0)a b� � ! � �����
����

���� 2 2 2 2a g bU  � ����� 2 2(0 1, 0)a b� � ! ������
����

�

��+6 ൻߣ࿖㓙⾗ᧄ⒖േ߇⚥Ⓧ⊛࿃ᨐㅪ㑐ߦ߷ߔലᨐ�

�

� 
���
���ᑼߩߟੑࠆࠇߐ␜ߢ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙߣ㧘
���
���ᑼߩߟੑࠆࠇߐ␜ߢ↢↥ᕈࠫ

                                                  
⚂㧘ߊૐߪߢᣣᧄߪᒢജᕈߩ㓹↪㊂ࠆߔኻߦ㊂↥ࠆߌ߅ߦㅧᬺ߫߃ߣߚ�� ��� ኻߦߩࠆߢ

⚂ߪߢ㧘☨࿖ߒ ��� 
ࠆߢቝੳ
╙ߩ����� �┨ෳᾖ�ޕ�
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₸㔛ⷐᚑ㐳ߩ㧘ฦຠߡߞࠃߦ㑐ᢙࡓ 1 2,g g ₸ഭ↢↥ᕈߣ 1 2,U U ߩߎޕ�ࠆߔቯ߇ � ᧄߩ

ㅪ┙ᣇ⒟ᑼࠍ⸂ߩᑼߢ␜߇ࠆ߈ߢ߽ߣߎࠆߔ㧘ⶄ㔀ߥᑼ߇㉼⸂⊛ⷰ⋤ࠅߥߣ㔍ߢߩߒ㧘એਅ

㧘࿑ߡߟߦ⸂ࠆࠇࠄ߃ߡߒㄭૃߢ✢⋤ߥ⋤ုࠍ㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐߩ㧘╙㧞ຠߪߢ � ߡ↪ࠍ

⺑ޕࠆߔ�

� 
ߪ㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐߩ㧘╙㧞ຠࠅ߹ߟ���ᑼ߇ࠆߢ㧘ߦߢߔ⺑ߦ߁ࠃߚߒ
���ᑼฝㄝߩ

╙ � 㗄એਅࠆࠇߐ␜ߢ⋧ኻଔᩰᄌൻലᨐߣ㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐߩ⛘ኻ୯ࠅߥ߆ߪዊߣߐ⠨ࠇࠄ߃

ߪ㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐߩᨐ㧘╙㧞ຠ⚿ߩߘޕࠆߔ⽎ᝥࠍㇱಽߩߎߪߢ⺑ߩ㧘એਅߢߩࠆ

2 (1 )Ig sr G � ↥↢ߩ㧞ຠ╙ߣ✢⋤ߥ⋤ုߩߎ㧘ߡߒߘޕࠆߥߣ✢⋤ߥ⋤㧘ုߪߢ㧘࿑ࠅߥߣ

ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩߣὐ 2P ₸ഭ↢↥ᕈߩ㧘╙㧞ຠ߇ᐳᮡ❑ߩ 2U �ޕߔ␜ࠍ

� ὐߩߎ 2P 㧘߽ࠅࠃ ˆ( 1)k kK � ὐࠆߔ⟎ߦฝߌߛ 1Q 2
ˆ( , (1 ) ( 1) )I ksr kU G K� � � ߈㧘ࠅㅢࠍ

1/ mK 㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐߩ㧝ຠ╙ޕࠆߢ㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐߩ㧝ຠ╙߇✢⋤ߩࠅ߇ฝߟ߽ࠍ

ὐߩߣࡓࠫᕈ↥↢ߩ㧝ຠ╙ߣ 1Pߩ❑ᐳᮡ߇㧘╙㧝ຠߩഭ↢↥ᕈ₸ 1U 㧘ᮮߒ␜ࠍ

ᐳᮡ߇㧘╙㧝ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳₸ 1g �ޕߔ␜ࠍ

㧘+6ߪߢ▵ߩߎ ൻߩ � ࠆභߦ⾗㧘✚ᛩߡߒߣౕߩߟ +6 㑐ㅪ⸳ᛩ⾗ഀߩวߩჇടߣ㧘

㕖 +6 㑐ㅪ⸳ߩఘළ೨ࠆߌ߅ߦ +6 㑐ㅪ⸳ߩዉߍࠅߣࠍ㧘߇ࠄࠇߘ⚥Ⓧ⊛࿃ᨐㅪ㑐ߦ߷

�ޕࠆߔ⠨ኤߡߟߦലᨐߔ

╙ � ຠߪ㧘ਥߡߒߣᑪ‛᭴▽‛ߣᯏ᪾⸳6+ޕࠆߥࠄ߆ ൻߡߞࠃߦ㧘✚ᛩ⾗ߦභࠆ +6

㑐ㅪ⸳ᛩ⾗ഀߩว߇Ⴧടߪߣߎࠆߔㄭᐕࠆࠇࠄߺߊࠃ⽎ߚ߹ޕࠆߢᑪ‛᭴▽‛ߣᯏ᪾⸳

ߦ߽ߣߪߣᛩ⾗⽷߇ࠆߢ㧘ߩߘ↢↥ᛛⴚߩ․ᕈߩ㆑ࠅࠃߦ㧘ഭ↢↥ᕈ₸ࠅߥ߆ߪ⇣

㧘ᄙߊૐࠅߥ߆߇₸ታ⾰㔛ⷐᚑ㐳₸߽ഭ↢↥ᕈߪߡߟߦ‛▽᭴‛ᑪߡߞ߇ߚߒޕࠆߥ

߅ߦ⸘ផߩࡓࠫ㧘↢↥ᕈߪ႐วߥ߁ࠃߩߎޕᄙ߇୯ㄭߦࡠߦ߽ߣㄭᐕ㧘ߪߢ࿖ߩߊ

╙ᧄⓂޕߥࠇࠄ߃߇ផ⸘୯ߥᗧߡߞࠃߦᦨዊੑਸ਼ᴺߪߡߟߦ‛▽᭴‛㧘ᑪߡ 6 ߒߢ▵

╙㧘ߦ߁ࠃࠆߔ⺑ߊ 1 ຠߩ↢↥ᕈߪࡓࠫ㧘ᯏ᪾⸳ߩ↥㊂ᚑ㐳₸ߣഭ↢↥ᕈ₸

ଥᢙផ⸘୯ߚߞࠍ࠲࠺ߩ ,M Ma b ߢ߇ߣߎࠆ᳞ߡߠၮߦ㑐ଥᑼߥ߁ࠃߔ␜ߦ㧘ᰴߡ↪ࠍ

Dߢߎߎޕࠆ߈ ╙ߪ 1 ຠߩ↥㊂ว⸘ߦභࠆᯏ᪾⸳ഀߩวޕࠆߢ 

1 1M Ma g bU D �  

㧘ଥᢙߚࠇࠄ߃ߢផቯߚߞࠍ࠲࠺ߩ₸㊂ᚑ㐳↥ߣ₸ഭ↢↥ᕈߩ㧘ᯏ᪾⸳ࠅ߹ߟ

ផቯ୯ Ma ╙㧘ߪ 1 ຠోߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩଥᢙࠅߥߣ㧘╙ 1 Ბ㓏ߩಾ ផቯ୯ Mb Dࠍ
߇ߩ߽ߚߒ╙ 1 ຠోߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩಾ 6+ޕࠆߥߣ ൻߡߞࠃߦ㧘✚ᛩ⾗ߦභࠆ

+6 㑐ㅪ⸳ᛩ⾗ഀߩว߇Ⴧടߣࠆߔ㧘D ╙㧘ߡߞ߇ߚߒޕࠆߔ୯߽Ⴧടߩ 1 ຠߩ↢↥ᕈࠫ

୯ߩ ಾߩ㑐ᢙࡓ MbD 㧘+6ߪ ൻߡߞࠃߦ㧘ᄢޕࠆߥߊ߈࿑ ╙ߪߢ� 1 ຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙ

 ޕߔࠄߚ߽ࠍ࠻ࡈᣇࠪߩ

㧘ITߚ߹ 㧘㕖ߢߩߥᕆㅦߪㅴᱠߩ +6 㑐ㅪ⸳߿ᣥᑼߩ +6 㑐ㅪ⸳ߩఘළ೨ߦ㧘ᣂߥߚ +6 㑐

                                                  
��&KZQP�CPF�6JKTNYCNN�
ߦᄌᢙ⺑ߩ㑐ᢙࡓࠫ㧘↢↥ᕈߦ߁ࠃߩቯᑼൻߩ����� �ᦼࠣߩ

�ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ␜ߦ⊛␜ࠍࠬࡠࡊߩ㧘⚥Ⓧ⊛࿃ᨐㅪ㑐ߣࠆߌߟࠍ
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ㅪ⸳߇ዉࠆߊࠃ߽ߣߎࠆࠇߐ⽎ߩߎޕࠆߢ႐ว㧘
���ᑼߩ nI 㧘߽ࠇߎޕࠆߥߊ߈ᄢ߇

(20)ᑼߦ߁ࠃߔ␜ߦ㧘↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩಾ  /n nKI K ࠆߌ߅ߦఘළ೨ޕࠆ߇ߥߟߦჇടߩ +6

㑐ㅪ⸳ߩዉߪ㧘╙�ຠߩ↢↥ㆊ⒟ߊߥߢߌߛ╙�ຠߩ↢↥ㆊ⒟߽ߡ߅ߦⴕߢߩࠆࠇࠊ㧘

ਔ⠪ߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩᣇࠪޕߔࠄߚ߽ࠍ࠻ࡈ�

�

࿖㓙⾗ᧄ⒖േߪ⚥Ⓧ⊛࿃ᨐㅪ㑐ߥ߁ࠃߩߤߦലᨐࠍ߷ߩߎޕ߆߁ࠈߛߔലᨐߪ㧘৻࿖ౝߌߛ

㧘ߪߢߎߎޕࠆߔ⺑ࠍᓽ․ߩߘ㧘ߡߒ㒢ቯߦవㅴ࿖ౝߪߢએਅޔ�߇ࠆߔᵄ߽ߦ⊛㧘࿖㓙ߊߥߢ

᳃㑆ડᬺߩᄖㇱ⾗㊄ଐሽ₸ IG ₸ᄖㇱ⾗㊄ଐሽߩᐭㇱ㐷⸘㧘ኅߣ CG ߔ⠨ኤࠍ႐วߩห╓ภ߇ߣ

�ޕࠆߔ⠨ኤࠍ႐วߒ╬ߦ₸ᄖ࿖⾗㊄ଐሽ߇₸㧘ᄖㇱ⾗㊄ଐሽࠅ߹ߟޕࠆ

�
���
���ᑼ߿࿑ � ₸ᄖㇱ⾗㊄ଐሽߩ㧘᳃㑆ડᬺㇱ㐷ߦ߁ࠃߔ␜ߦ IG ࠇߘ㧘ߪ႐วߩᱜ߇୯ߩ

╙㧘ࠅߥߊ߈ᄢ߇ᧄ⫾Ⓧലᨐ⾗ߡߴᲧߣ႐วߩࡠ߇ � ຠߣ╙ � ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳₸߽ᄢߥߊ߈

㧘ߦㅒޕࠆߔടㅦࠍ㧘㔛ⷐᚑ㐳ߪᵹߩᄖ࿖⾗ᧄߩ㧘᳃㑆ડᬺㇱ㐷߳ࠅ߹ߟޕࠆ IG ߔ႐วߩ⽶߇

ߥߊߐዊ߇₸ಽ㧘㔛ⷐᚑ㐳ߩߘ㧘ߪ႐วߩᷣ⚻ࠆߡ߈߇ᧄᵹ⾗⚐ࠄ߆᳃㑆ડᬺㇱ㐷ߜࠊߥ

�ޕߥߚ߽ࠍᧄ⫾Ⓧലᨐ⾗ߥ߁ࠃߩߎ㧘ߪᧄᵹ⾗ߩᐭㇱ㐷߳⸘ᣇ㧘ኅઁޕࠆ

���� ᐕࠕࠫࠕࠆߌ߅ߦㅢ⽻ෂᯏߩߟߣ߭ߩේ࿃߇㧘ࠕࠫࠕ⻉࿖ߩࠄ߆ᕆỗߥᄖ࿖⾗ᧄᵹߢ

߹ߟࠖ࠹ࠖ࠹ࡏߩߎޕࠆߢ࡞ࠗ࠲ࡏߡᭂߪ㧘ᄖ࿖⾗ᧄߦ߁ࠃࠆߡࠇߐ␜ߦߣߎߚߞ

₸Ყߩᧄᵹ㗵⾗⚐ࠅ ,I CG G 㧘ઁߪૐਅ߿ߩ ࡔࡄ㧘㔛ⷐ᭴ㅧ߫ࠇߔߣቯ৻ࠍ࠲ࡔࡄߩ

࠲ kߩ߿ૐਅߩߎޕߔࠄߚ߽ࠍ kߩዪ㕙ߪߢ㧘
���ᑼߦ߁ࠃߔ␜ߦ㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐ߇

ᱜߡߞ߇ߚߒޕࠆߥߣ㧘ᄖ࿖⾗ᧄߩᵹჇടዪ㕙ߪߢ㧘㔛ⷐ߇ࡓࠫฝᣇߒ࠻ࡈࠪߦ㧘╙ � 

ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳߇ടㅦޕࠆߔㅒߦ ,I CG G ಽ㧘ߩߘޕࠆߥߣ⽶ߪ㧘㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐߪߢૐਅዪ㕙ߩ

╙ �ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳ᷫߪㅦߡߒߘޕࠆߔ㧘ߩߎടㅦᷫߣㅦߪ㧘 ,I CG G ࠍᓇ㗀ߩㅦᐲߩૐਅ߿ߩ

ฃࠅ߹ߟޕࠆߌ㧘ᄖ࿖⾗ᧄߩᵹ߿ᵹ߇ᕆỗߤ߶ࠆ߫ࠇߢ㧘╙ � ຠࠅ߹ߟᛩ⾗⽷ߩ↢↥

㊂ߩᄌേߪᄢߩߎޕ߈ᄢߥ߈ᄌേࠍᛥߩߚࠆߔ৻ᚻᲑߪ㧘ᄖ࿖⾗ᧄߩᕆỗߥᵹߩⷙ

�ޕࠆߢ

� ડᬺㇱ㐷߳ߩ⾗ᧄᵹߣᲧセߣࠆߔ㧘ߩࠖ࠹ࠖ࠹ࡏߩߎ㗴ߪኅ⸘ᐭㇱ㐷߳ߩ⾗ᧄᵹ

ߩᣇᷓ߇ೞߣࠆߢ⠨ޕࠆࠇࠄ߃ኅ⸘ᐭㇱ㐷߳ߩᄖ࿖⾗ᧄᵹߪ㧘ኅ⸘߿ᐭߩ⽶ௌߩჇ

ടߡߞ߇ߚߒޕࠆߔ⚿⋤߷߶ߦ㧘ኅ⸘ᐭㇱ㐷߳ߩ⾗ᧄᵹ᳗ߩ⛯⊛Ⴧടߕ߃ࠅߪ㧘Ⴧടዪ

㕙ߩᓟߪߦ㧘ㆃࠇ߆ᣧᷫࠇ߆ዋዪ㕙߇ᔅߚ߹ޕࠆߊߕవߦㅀߦ߁ࠃߚߴડᬺㇱ㐷߳ߩ⾗ᧄᵹߣ

㆑ߡߞ㧘ኅ⸘ᐭㇱ㐷߳ߩ⾗ᧄᵹߪ㧘⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐޕߥߚ߽ࠍડᬺㇱ㐷߳ߩ⾗ᧄᵹߩ႐

ว㧘⾗ᧄ⫾ⓍലᨐߪᏱߦᱜࠅߢ㧘⾗ᧄᵹᷫዋዪ㕙ߩ⽶ࠆߔ↢⊑ߢ㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐࠍ⋧Ვߔ

�ޕߥߒ↪㧘ߪߡߒ㑐ߦᧄᵹ⾗ߩᐭㇱ㐷߳⸘㧘ኅߪᲕ⋦ߩߎޕࠆ

�
���ᑼߦ߁ࠃࠆ߆ࠊ߫ࠇߺࠍᛩ⾗㗵ߦኻࠆߔ╙㧝ຠߩ⚐ャ㗵ߩᲧ₸J ౝㇱߩ㧘ડᬺㇱ㐷ߣ

⾗㊄ᛩ⾗㗵ߦኻࠆߔ⚐⾗ᧄᵹ㗵ߩᲧ₸ IG ࠲ࡔࡄ㧘㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻߪߣ kߩߣ㑐ଥߦ㑐ߪߡߒ

ቢ⊛ߩ߆ࠄߜߤߜ߁ߩ࠲ࡔࡄߩߟੑࠄࠇߎޕࠆߢߪ㧘ઁࠍ࠲ࡔࡄߩ৻ቯࠇߔߣ

߫ kߩߒࠄߚ߽ࠍ㧘㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻࠍㅢߡߓ㧘╙ �ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳₸ࠍ㜞ࠆ㧔ߪዊ߇ߐ㧘

                                                  
��࿖㓙⚻ᷣᩰᏅᄢߤߥ࿖㓙⊛ߥᓇ㗀ߪߡߟߦቝੳ
�ޕࠆߡߒ⺑ߢ�����
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╙ �ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳₸ࠍૐࠆ㧕ߡߒߘޕ㧘߇࠲ࡔࡄߩߟੑߩߎหᤨߦࠆߔ႐วߪߦ㧘ߎ

�ޕࠆࠇࠄᒝ߁ߘߞߪലᨐߩࠄࠇ

㧘ߚ߹ IG 㧘J߽ߡߒߣߚߒჇട߇ ࠲ࡔࡄ㧘㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻߪ႐วࠆߔዋᷫߢ₸ห߇ kߪᄌൻ

⾏ߩߎ㧘߇ࠆ߈ߡߒኻᔕߦᄢߩᤃ⿒ሼ⾏ߩߢోᷣ⚻ߪჇടߩ㧘⚐⾗ᧄᵹࠅ߹ߟޕߥߒ

ᤃᡰߩᖡൻ߇╙�ຠߦ㓸ਛߊߥߪߢߩࠆߡߒ㧘╙�ຠࠆߡߒ↢⊑߽ߡ߅ߦ႐วߪߦ㧘

�ޕࠆࠇߐᲕᷫߪಽ㧘㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻߩߘ

�

�

�� ���� ᐕઍએ㒠ߩࠞࡔࠕߩ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙߩផ⸘�

�

� 1990 ᐕઍߪࠞࡔࠕߩ᳃㑆ડᬺ⸳ᛩ⾗ߩ㜞ᚑ㐳ߦਥዉޔߢߜߚ߆ߚࠇߐᐕ₸⚂ ᚑᷣ⚻ߩ3%

㐳ޕߚߌ⛯ࠍᰴߥ߁ࠃߩ⢛᥊90ޕߚߞ߇ ᐕઍޔ࠻࠶ࡀ࠲ࡦࠗޔࡦࠦ࠰ࡄޔߪߦ៤Ꮺ㔚߇ᧄ

ᩰ⊛ߦ᥉ޔߒIT 㑐ㅪᛩ⾗ߩᕆჇ߿ IT 㑐ㅪડᬺߩᩣଔߩᕆޟࠆࠁࠊߤߥIT ߇ޠࡓࡉ

ߪ៤Ꮺ㔚Ꮢ႐߿ࡦࠦ࠰ࡄޔߒ߆ߒޕߚ߈ 90 ᐕઍᧃߪߦ㘻߿ࡦࠦ࠰ࡄޕߚߒ៤Ꮺ㔚┵ᧃߩㆊ

ᐶޔߦ߽ߣߣࠆߔ↢⊑߇ඨዉ㔛ⷐᷫ߇ㅌߡߒߘޕߚߒඨዉଔᩰ߇ૐਅޔߒඨዉࠞࡔ

2001ޔߒᓇ㗀߽ߦᩣᑼᏒ႐ߪࠄࠇߎޕߚ߈߇ዋᷫߩ⾗ᛩޔዋᷫߩ⋊ߩ ᐕߪߦ IT 㑐ㅪડᬺ

ࠆࠁࠊޕߚ߈߇ᕆૐਅߩᩣଔߩ IT ߦࠄߐޕࠆߢ፣უߩ࡞ࡉࡃ 2001 ᐕ 9 ߩ☨࿖หᤨᄙ⊒

2001ޔߒߦߩ߽ߥ⊛ቯࠍㅌᷫߩ⾗ᛩߣ⾌ᶖߥ⊛⥸ోޔߪࡠ࠹ ᐕߩ IT ਇᴫᷓߪೞߞߥߣߩ߽ߥ

 ޕߚ

� ☨ㅪ㇌Ḱℂળ㧔FRB㧕ޔߪ╷㊄ࠍ 1%บߦᒁ߈ਅ2004ޔߍ ᐕ߹ߢૐ㊄╷ޕߚߌ⛯ࠍ

ߩᴺ࡞ࠟࠖ࠹ࠬࠬࠣߚቯࠍ၂ᩮߩ⸽ߣ㌁ⴕޔߚ߹ޕߚߞߥߣ࿃⺃ߩ࡞ࡉࡃቛ߇ࠇߎ

᠗ᑄߩߤߥⷙ✭ߣ⸽ൻᛛⴚߩ⊒ዷ߇หᤨㅴⴕޔߡߞࠃߦࠇߎޕߚߒ⸽ળ␠߇ቛࡦࡠ

ળ␠ࠍ⚻༡ޔߒⲢ⾗ߚߒቛࠍࡦࡠ⸽ൻ߽ߣߎࠆߔน⢻ߚߞ߁ߎޕߚߞߥߦ⸽ൻຠߩ

ਛߣࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨޔߪߦ߫ޔࠆࠇା↪ജߩૐੱะߩߌቛߺ⚵߽ࡦࡠㄟ߹ߡࠇ

࠼ࡦࠔࡈߩਅߥ߫߇ⷙߩ㊄Ⲣ⋙〈ቭᐡޔ߃ᦧߺ⚵ߦࡉࠖ࠹ࡃ࠺㊄Ⲣࠍࠇߘߦࠄߐޕߚ

ߞߢߺ⚵ߥ⸂㔍ߢⶄ㔀ߪൻຠ⸽ߥ߁ࠃߩߎޕߚࠇࠊⴕ߽ߣߎࠆߔขᒁߢ࡞ࠢࡆ⾗ᛩ߿

ࠍ༡ஜోᕈ⚻ߩ㊄Ⲣᯏ㑐ޔߚ߹ޕߚߒㆊዊ⹏ଔࠍࠢࠬߩߘߪ㊄Ⲣᯏ㑐߿ᛩ⾗ኅޔࠅ߽ߣߎߚ

⋙ⷞࠆߔᓎഀࠍᨐߔߚ㊄Ⲣ⋙〈ቭᐡߩ߽ߦਇ2006ޕߚߞ߇ ᐕߦࠢࡇࠍቛଔᩰߪਅ⪭

ߦᄾᯏࠍࠇߎޔߣࠆᆎߒ↢⊑߇߈ߟߍὶߩࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨޔߓォߦ 2007 ᐕߪߦቛࡠ

2008ޔࠅ߹ᆎ߇✋⎕ߩ␠ળࡦ ᐕߣࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑޔߪߦ߫ࠆࠇᄢᚻ⸽ળ␠߿㌁ⴕߩ⚻༡

ෂᯏ߇㗼ൻޕߚߒ⸥ߩ⸽ൻຠߪ࿖ᄖ߽ߦ⽼ᄁߩࠞࡔࠕޔߢߩߚࠇߐ㊄Ⲣෂᯏߪ⇇ฦ

࿖ߦᵄઁޕߚߒᣇߩߎޔ⸽ൻຠߩᶏᄖ⽼ᄁߩ߳ࠞࡔࠕޔߪᄖ࿖⾗ᧄᵹޕߚߒ₂⽸ߦ 

� ޔߪᴫ⁁ߩᷣ⚻ࡠࠢࡑߩࠞࡔࠕߥ߁ࠃߩߎ 1 ޕߟᜬࠍ㑐ㅪߣᴫ⁁ߩㇱ㐷ߔ␜ߦ 1 ␜ߦ

⾗㕖ቛᛩޕࠆߡߞ࿁ࠍࠇߘߩቛ߿⽷⾌ᶖߪ₸ഭ↢↥ᕈߩ⽷⾗㕖ቛᛩޔߦ߁ࠃߔ

㜞߇₸ഭ↢↥ᕈޔ߇ߥߡࠇߐ␜ߪߦߩߎޕࠆࠇߐ᭴ᚑߢ⾗ᑪ⸳ᛩߣ⾗ᯏ᪾ᛩޔߪ

ߪࠇߎޕࠆߢ࠲ࡘࡇࡦࠦߦߊߣޔࠅߢᯏ᪾ㇱ㐷ߪߩ 1990 ᐕઍએ㒠ߦᕆㅦߦㅴⴕࠆߡߒ

IT ൻ㧔IT ߣㅴᱠߩ IT ຠߩ㔛ⷐᄢ㧕ߩᓇ㗀ޕࠆࠇࠄߺߣ 

㔛ⷐᚑ㐳₸ߪㇱ㐷ᤨߣઍߡߞࠃߦᄢ1987ޕࠆߥ⇣ߊ߈㫣97 ᐕߪߡ߅ߦ㕖ቛᛩ⾗⽷㔛ⷐߩᚑ
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㐳߇㗼⪺1998ޔ߇ߚߞߢ㫣2005 ᐕߪߦቛߩ㔛ⷐᚑ㐳߇㗼⪺1987ޔࠅ߹ߟޕߚߞߥߦ㫣97 ᐕߦ

ޔߊ㜞ߦ߽ߣ߇₸㔛ⷐᚑ㐳ߣ₸ഭ↢↥ᕈޔߡ߅ߦ⽷⾗㕖ቛᛩߦߊߣ⽷⾗ᛩޔߪߡ߅

ᅢᓴⅣ߇ᚑ┙1998ޔߒ߆ߒޕࠆߡߒ㫣2005 ᐕޔߪߡ߅ߦ㔛ⷐᚑ㐳߇㊰ൻޕߚߒ 

ฬ⋡⾓㊄₸ᄌൻ₸ޔߪ㕖ቛᛩ⾗⽷ߩഭ↢↥ᕈ₸ߦㄭ୯ߩߘޕࠆߡߞߥߣ⚿ᨐޔ⾓

㊄₸ᄌൻ₸ߣഭ↢↥ᕈ₸ߩߣᏅ߇ዊߐ㕖ቛᛩ⾗⽷ߩଔᩰࠅ߹ߪᄌൻߩߘޔߕߖᏅ߇

ᄢ߈ቛ߿ᶖ⾌⽷ߩଔᩰ߇ޕࠆߡߒਔ⠪ࠍ✚วߚߒ✚ว‛ଔᜰᢙߪޔߒ⚻ᷣోߣ

 ޕࠆࠇࠄߺ߇ࡦ࡚ࠪࡈࡦࠗߥ߆߿ࠆࠁߪߡߒ

 

 1� ㇱ㐷ߩേᘒ㧔ᐕ₸ޔන:%㧕 
 1987㫣1997ψ1998㫣2005 
 㕖ቛᛩ⾗⽷+ቛ (㕖ቛᛩ⾗⽷) (ቛ) ᳃㑆ᶖ⾌+ᐭᡰ 
ഭ↢↥ᕈ₸ 2.5㸢2.7 3.4㸢5.1 1.0㸢㫣0.1 1.2㸢2.0 
ᦨ⚳㔛ⷐታ⾰ᚑ㐳₸ 4.5㸢3.3 5.2ψ2.4 1.3ψ5.2 2.5ψ3.3 
ଔᩰᄌൻ₸ 1.1㸢1.8 0.5㸢0.3 2.7㸢4.9 2.9㸢2.5 
ฬ⋡⾓㊄₸ᄌൻ₸ 3.7㸢3.5 
ᵈ: 19872005ޔ1997ޔ ᐕޔ߽ࠇߕߪ᥊᳇ᓴⅣߩࠢࡇߩ⚂ 2㨪3 ᐕ೨ߦᒰޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߚ
+⽷⾗㕖ቛᛩޟޔߚ߹ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߥዋߪࠬࠕࠗࡃࠆࠃߦ᥊᳇ᓴⅣޔߪᦼಽᤨߥ߁ࠃߩߎ
ቛߪޠᧄⓂޟߩ╙㧝ຠࠅߥ߆ߦޠ㊀ޟޔࠅߥ᳃㑆ᶖ⾌+ᐭᡰߪޠᧄⓂޟߩ╙ 2 ຠ߆ߦޠ
 ޕࠆߢ⇵▸ࠆߥ㊀ࠅߥ
� ฦ⽷ߩഭ↢↥ᕈ₸ߪᰴߥ߁ࠃߩᚻ⛯ߢ߈▚ޕߚߒ↥ᬺㅪ㑐ࡈࠚ࠴ࡦࠝߩㅒⴕߣ
↥ᬺഭᛩଥᢙࠍߣਸ਼ߡߓ㧘ฦຠ 1 නߦߩࠆߔ↥↢ࠍ⋥ធ⊛㑆ធ⊛ߦᔅⷐߥഭ㊂㧘ߔ
ߣߚߦࠄߐޕ(Pasinetti, 1973)ࠆߔ▚ࠍޠวഭᛩଥᢙ⛔⊛⋤ုޟ߁ߩࠖ࠹࠶ࡀࠪࡄߜࠊߥ
ຠု⋥⊛⛔วഭᛩߡߒട㊀ߢ᭴ᚑᲧߩຠ⻉ࠆߔ᭴ᚑࠍᶖ⾌ᡰޔߪ႐วߩ⽷⾌ᶖ߫߃
ଥᢙߩᐔဋ୯ߩߎޕࠆ᳞ࠍ୯ߩૐਅ₸ࠍ㧘ᶖ⾌⽷ߩഭ↢↥ᕈ₸ޕࠆߔߣ 
ᚲ: ☨࿖ߩ↥ᬺㅪ㑐ߪߡߟߦ U.S. Department of Commerce, Bureau of Economic 
Analysis ߢࠫࡍࡓࡎߩ㐿ࠆߡࠇߐ the U.S. Input-Output Tables in 1987, 1997, 1998, 
2007 NIPAޔߪߡߟߦഭᛩଥᢙߩ࿖☨ޕߚߒ↪ࠍ ߩ Persons Engaged in Production by 
Industry ߪ₸ฬ⋡⾓㊄ᄌൻߣ₸ଔᩰᄌൻޔ₸ᦨ⚳㔛ⷐታ⾰ᚑ㐳ߩ⽷ฦޕߚߒ▚ࠄ߆ NIPA ࠄ߆
 ޕߚ᳞
�

�

� వߦ⚻ᷣోߩᄖ࿖⾗ᧄଐሽ₸ࠍ࿑㧝ޔ߇ߚߒ␜ߦ⚻ᷣਥߦ⚐ᄖㇱ⾗㊄୫㗵
0GV�

$QTTQYKPI�ߣࠆߺࠍ࿑ ߪኅ⸘ㇱ㐷ޔߦ߁ࠃߔ␜ߦ࿑ߩߎޕࠆߥߦ߁ࠃߩ� ���� ᐕ߹ߪߢ㤥ሼਥ

����ޔ߇ߚߞߢ ᐕએ㒠ޔ⿒ሼਥߪࠇߎޕߚߞߥߦቛߩࡦࡠჇᄢޕࠆࠃߦડᬺㇱ㐷ߩ⚐ᄖ

ㇱ⾗㊄୫ޔ߇ࠆߢࡠߤࠎߣ߶ߪ����㨪����ᐕߣ ����㨪��ᐕߡ߅ߦᱜߩ୯ޕࠆߡߞߥߣ

೨⠪ߪ +6 ��������㨪ޔߪᐭㇱ㐷ޕࠆߡߒᤋࠍᵴ⊒ൻߩ⾗᳃㑆ડᬺ⸳ᛩࠆߌ߅ߦᦼࡓࡉ

ᐕࠍ㒰ߡߒ⽾৻ޔ߈⿒ሼਥߦߊߣޔࠅߢ ���� ᐕߩ㊄Ⲣෂᯏᓟߦᐭ⿒ሼߪᕆᄢޕࠆߡߒ

ડᬺㇱ㐷ߩᄖㇱ⾗㊄ଐሽ₸ࠍ IG ₸ᄖㇱ⾗㊄ଐሽߩᐭㇱ㐷⸘ኅߣ CG ࿑ߪផ⒖ߩ 4 ߢࠅㅢߩ

ᄖ࿖ޔߣࠆߔޕࠆߢᄖ࿖⾗㊄ߪߣᄖㇱ⾗㊄ߩߎޔߢߩࠆߢ୯ߩᱜ߽ߣਔ⠪ߨ߅߅ޕࠆ

⾗ᧄޔߪ���� ᐕએ೨ߪߡ߅ߦਥߦᐭㇱ㐷ߦᵹޔߒ����㨪���� ᐕߪߦડᬺㇱ㐷ߦᵹޕߚߒ

���� ᐕએ㒠ᤨߩᦼߪߦኅ⸘ㇱ㐷ߣᐭㇱ㐷ߦᵹޕࠆߡߒ�

 

�
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࿑㪊䇭ㇱ㐷⚐୫㩿㪥㪼㫋㩷㪹㫆㫉㫉㫆㫎㫀㫅㪾㪀
䋨න㪑㩷㪈㪇ం䊄䊦䋩

㪄㪍㪇㪇

㪄㪋㪇㪇

㪄㪉㪇㪇

㪇

㪉㪇㪇

㪋㪇㪇

㪍㪇㪇

㪏㪇㪇

㪈㪇㪇㪇

㪈㪉㪇㪇

㪈㪋㪇㪇

㪈㪍㪇㪇
㪈
㪐
㪏
㪌

㪈
㪐
㪐
㪇

㪈
㪐
㪐
㪌

㪉
㪇
㪇
㪇

㪉
㪇
㪇
㪌

ว⸘

ኅ⸘

ડᬺ

ᐭ

ᚲ: FRB, Flow of Funds Accounts 2010 June. 

ߪߡߟߦડᬺㇱ㐷ޔ߫߃ߣߚ  Net borrowing=investment(Table F101-Line 4)㩷 㫣saving(Table 

F101-Line 2)ޕߚߒ▚⸘ߢ 

��

࿑㪋䇭ㇱ㐷ᄖㇱ⾗㊄ଐሽ₸

㪄㪋㪇㩼

㪄㪉㪇㩼

㪇㩼

㪉㪇㩼

㪋㪇㩼

㪍㪇㩼

㪏㪇㩼

㪈㪇㪇㩼

㪈㪉㪇㩼

㪈㪋㪇㩼

㪈㪍㪇㩼

㪈
㪐
㪏
㪌

㪈
㪐
㪐
㪇

㪈
㪐
㪐
㪌

㪉
㪇
㪇
㪇

㪉
㪇
㪇
㪌

ኅ⸘䊶ᐭㇱ㐷㱐㪺

ડᬺㇱ㐷㱐㫀

ᚲ: FRB, Flow of Funds Accounts 2010 June. 
ߪߡߟߦડᬺㇱ㐷ޔ߫߃ߣߚ  IG  = Net borrowing / (Investment(Table F101-Line 4)㩷 㫣Net 

borrowing)ޕߚߒ▚⸘ߢ 

�
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࿑㪌䇭㔛ⷐ᭴ㅧ䊌䊤䊜䊷䉺䈫䈠䈱᭴ᚑⷐ⚛䈱ផ⒖

㪄㪇㪅㪋

㪄㪇㪅㪉

㪇㪅㪇

㪇㪅㪉

㪇㪅㪋

㪇㪅㪍

㪇㪅㪏

㪈㪅㪇
㪈
㪐
㪎
㪎

㪈
㪐
㪏
㪉

㪈
㪐
㪏
㪎

㪈
㪐
㪐
㪉

㪈
㪐
㪐
㪎

㪈
㪐
㪐
㪏

㪉
㪇
㪇
㪈

㪉
㪇
㪇
㪊

㪉
㪇
㪇
㪌

㪉
㪇
㪇
㪎

㫂

㫊

㫊㩿㪈㪂㱐㫀㪀

㫊㩿㪈㪂㱐㪠㪀㩿㪈㪂㱏㪀

㱏

ᚲ: ਥߦ BEA, the U.S. Input-Output Tables ߛߚ㧔ߚߒ▚⸘ߡߒ↪ࠍ࠲࠺ߩᦨ⚳㔛ⷐᰣߩ

ߪ࠲࠺ߩ⾓Ꮻዻኅ߮ࠃ߅ቛᛩ⾗㗵ޔẢ㗵ޕ㧕ߚ㒰ࠄ߆ᦨ⚳㔛ⷐߪ⾓Ꮻዻኅߒ BEA, NIPA
1997ޕߚ߃ࠄ߆ ᐕߣ 98 ᐕߩߣ㑆ߪߦᰴߥ߁ࠃߩ↥ᬺಽ㘃߇ SIC ࠄ߆ NAICS ߦߣߎߚߞࠊᄌߦ

╙ޕࠆ߇⛯ਇㅪߩ࠲࠺߁ߥ߽ߣ 1 ຠߪ 1997 ᐕએ೨ޔߪߡߟߦ<Construction>, 

<Industrial machinery and equipment>, <Electronic and other electric equipment>, <Motor 

vehicles and equipment>, <Other transportation equipment>1998ޕࠆߥࠄ߆ ᐕએ㒠ߩ╙ 1 

ຠ ߪ <Construction>, <Machinery>, <Computer and electronic products>,<Electrical 

equipment, appliances, and components>, <Motor vehicles, bodies and trailers, and parts>, 

<Other transportation equipment>, <Computer systems design and related services>ޕࠆߥࠄ߆ 

 

�

� ࿑ � ࠲ࡔࡄ㔛ⷐ᭴ㅧߪ kߩߘ߮ࠃ߅᭴ᚑⷐ⚛ߩផ⒖ޕࠆߡߒ␜ࠍ㔛ⷐ᭴ㅧߪ࠲ࡔࡄ

���� ᐕઍߥ߆߿ࠆࠁߡ߅ߦૐਅะޕࠆߡߒ␜ࠍᄥὐ✢ߪ
���ᑼฝㄝߩ╙㧝㗄

(1 ) (1 )I sG J� � 
߇ࠅߚ㓒ߩߣ✢ᄥὐߩߎߣ✢ᄥታޕࠆߡߒ␜ࠍߐ߈ᄢߩ���ᑼฝㄝߩ╙ � 㗄ߩ

ᄢޕߔ␜ࠍߐ߈���� ᐕઍߩ㔛ⷐ᭴ㅧߩ࠲ࡔࡄૐਅޔߪਥߡߒߣ╙㧝㗄ߩᄢߩߐ߈❗ዊߞࠃߦ

ᕈะ⫾⾂ߦਥޔࠅ߹ߟޕࠆߡߓ↢ߡ sޔᄖㇱ⾗㊄ଐሽ₸ IG ╙߿ 1 ຠߩャᲧ₸J ߣૐਅߩ

࠲ࡔࡄ㔛ⷐ᭴ㅧ߇ᄌൻߩⴕേߩડᬺߚߞ kߩૐਅࠍᒁ߈ޕߚߒߎ࿑ � ߁ࠃࠆߡࠇߐ␜ߦ

╙ߌࠊࠅߣޔߦ 1 ຠߩャᲧ₸J ╙ޔߪߣߎࠆߢ୯⽶߇୯ߩߎޕ߈ᄢ߇ૐਅߩ � ຠߊߣ

ᒙߩ࿖㓙┹ജߩᯏ᪾ຠߩࠞࡔࠕޕࠆߡߒ␜ࠍߣߎࠆߡߞߥߣャㆊ߇ᯏ᪾ຠߦ

ൻߪ ���� ᐕઍߦ㗼ൻޕߚߒ���� ᐕࠩࡊߩวᗧ࡞࠼ࠆࠃߦ⺃ዉߡߞࠃߦᒙൻߪ৻ᤨᱛ߹

࿑ޔߒ߆ߒޕߚߞ � ����ޔߥ߁ࠃࠆߡࠇߐ␜ߦ ᐕઍࠆߌ߅ߦ╙ 1 ຠߩャᲧ₸J ޔߪૐਅߩ

�ޕࠆߡߒໂ␜ࠍߣߎߚᆎߒᒙൻ߮ౣߪ࿖㓙┹ജߩᯏ᪾ຠߩࠞࡔࠕ

� ࿑ � ����ޔߦ߁ࠃߔ␜ߦ ᐕઍޔߪߦኅ⸘ᐭㇱ㐷߳ߩᄖ࿖⾗ᧄᵹ߇ᕆჇߩߎޕߚߒჇടޔߪ


���ᑼฝㄝߩ╙ �㗄ࠍჇടޔߖߐ㔛ⷐ᭴ㅧ࠲ࡔࡄ kࠍჇടࠆߖߐᣇะߦ↪ޕࠆߢߕߪࠆߔ


ޔࠅ߽ߖߩૐਅߩ࠲ࡔࡄߩઁޔߪ↪ߩߘޔߒ߆ߒ���ᑼฝㄝߩ╙ � 㗄ߩ㗼⪺ߥჇടߦ

�ޕߚߞ߆ߥࠄ߇ߥߟߪ
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� ࠲ࡔࡄ㔛ⷐ᭴ㅧߩߎ k߮ࠃ߅ߦ▚ߚߒ⾗ᧄ㓸⚂ᐲᲧmߣ⾓㊄ẢᲧ₸Oޔߡ↪ࠍ

Ả₸ߩ ,m kߦኻࠆߔᒢജᕈ ,m kK K ޔߚ߹ޕࠆ߈ߢ▚⸘߇ ,m kK K 
ޔߡߞࠍߤߥ୯ߩ���ᑼ߿࿑ �

ࠍផ⒖ߩ୯ߩࠄࠇߎޕࠆ߈ߢ▚⸘ࠍߐ߈ᄢߩ㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐߣᧄ⫾Ⓧലᨐ⾗ߔ␜ߦ �ޕߔ␜ߦ�

�

㧞� Ả₸ߩᒢജᕈޔ⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐޔ㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐߩផ⒖�

㩷 㩷 㱓㫄㩷 㱓㫂㩷 㫂 ᄌൻ₸ ⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐ 㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐ㩷 㪉 䈧䈱ലᨐ䈱

㪈㪐㪏㪎㩷 㪇㪅㪋㪎㪎㩷 㪇㪅㪇㪉㪌㩷 㪄㪇㪅㪇㪇㪐㩷 㪊㪅㪌㩼㩷 㪄㪇㪅㪐㩼㩷 㪉㪅㪍㩼㩷
㪈㪐㪐㪉㩷 㪇㪅㪌㪊㪈㩷 㪇㪅㪇㪈㪎㩷 㪄㪇㪅㪇㪇㪐㩷 㪉㪅㪎㩼㩷 㪄㪇㪅㪐㩼㩷 㪈㪅㪏㩼㩷
㪈㪐㪐㪎㩷 㪇㪅㪋㪎㪈㩷 㪇㪅㪇㪉㪇㩷 㪄㪇㪅㪇㪇㪐㩷 㪋㪅㪍㩼㩷 㪄㪇㪅㪐㩼㩷 㪊㪅㪍㩼㩷
㪈㪐㪐㪏㩷 㪇㪅㪌㪇㪊㩷 㪇㪅㪇㪈㪈㩷 㪄㪇㪅㪇㪉㪈㩷 㪋㪅㪎㩼㩷 㪄㪉㪅㪈㩼㩷 㪉㪅㪍㩼㩷
㪉㪇㪇㪈㩷 㪇㪅㪌㪉㪏㩷 㪇㪅㪇㪇㪏㩷 㪄㪇㪅㪇㪉㪈㩷 㪊㪅㪐㩼㩷 㪄㪉㪅㪈㩼㩷 㪈㪅㪏㩼㩷
㪉㪇㪇㪊㩷 㪇㪅㪌㪊㪇㩷 㪇㪅㪇㪈㪊㩷 㪄㪇㪅㪇㪉㪈㩷 㪊㪅㪌㩼㩷 㪄㪉㪅㪈㩼㩷 㪈㪅㪋㩼㩷
㪉㪇㪇㪌㩷 㪇㪅㪌㪈㪈㩷 㪇㪅㪇㪇㪏㩷 㪄㪇㪅㪇㪉㪈㩷 㪊㪅㪏㩼㩷 㪄㪉㪅㪈㩼㩷 㪈㪅㪎㩼㩷
㪉㪇㪇㪎㩷 㪇㪅㪌㪈㪍㩷 㪇㪅㪇㪇㪉㩷 㪄㪇㪅㪇㪉㪈㩷 㪋㪅㪊㩼㩷 㪄㪉㪅㪈㩼㩷 㪉㪅㪊㩼㩷

ᚲ�� ,m kK K 
ޔߪ���
���ᑼߦၮޔߡߠᰴߔ␜ߦ , ,k m Oߩ୯ޕߚߒ▚⸘ߡ↪ࠍ kߪ࿑ ␜ߦ�

ޕߚ↪ࠍ୯ߔ 1 2 2 1/ ( )m h v h v ုޔ߇ࠆߢ⋥⊛⛔วഭᛩଥᢙ 1 2,v v ߪ � ␜ߦᚲߣᵈߩ

ᧄଥᢙ⾗ߚࠇߐว⛔⊛⋤ုߚ߹ޕߚߒ▚⸘ߢᣇᴺߔ 1 2,h h BEA, Fixed Assetsޔߪ ߩ Table 3.1ES. 
Current-Cost Net Stock of Private Fixed Assets by Industry ߣ Table 3.2ES. Chain-Type 
Quantity Indexes for Net Stock of Private Fixed Assets by Industry ⾗⾰ታᬺ↥ߚߒ▚⸘ࠄ߆

ᧄࠬࠢ࠶࠻㗵ߦߣ߽ࠍ BEA, the U.S. Input-Output Tables ୯ߚ߃ߡߞⴕࠍว⛔⊛⋤ုߡߞࠍ

㧔1997ࠆߢ ᐕએ೨ߪߡߟߦ BEA, Fixed Reproducible Tangible Wealth in the United States 
SURVEY OF CURRENT BUSINESS September 1998㧕ޕOߪ NIPA ᴺߚ߃ߡߒߦ߁ࠃߩᰴࠄ߆

ੱડᬺߩ⾓㊄ᚲᓧẢᚲᓧᲧޕߚ↪ࠍTable 1.14 ߩ Net operating surplus ߣ Consumption of 
fixed capital Compensation of employeesޔߒߣẢᚲᓧࠍߩ  ޕߚߒ▚ޔߡߒߣ㊄ᚲᓧ⾓ࠍ
 

 
� ⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐߪ (1 )Isr G� ����ޔ߇ࠆߢ ᐕઍߩ⾂⫾ᕈะ sߣᄖㇱ⾗㊄ଐሽ₸ IG ߚߩૐਅߩ

2000ޔߦ ᐕઍߩ⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐߪ 1998 ᐕߣᲧߡߴ⚂ ߚ߹ޕߐዊ࠻ࡦࠗࡐ1% ���� ᐕઍࠆߌ߅ߦ

㔛ⷐ᭴ㅧ࠲ࡔࡄ kߪૐਅߩߘޔߦߚࠆߡߒᄌൻ₸ޔࠅߢ⽶ߪ ˆ(1 )k kK� 㔛ⷐࠆࠇߐ␜ߢ

᭴ㅧᄌൻലᨐߪ⽶୯ޔߚ߹ޕࠆߢ⋧ኻଔᩰᄌൻലᨐߦ㑐ࠆࠊᒢജᕈ mK ߢਇᄌ߷߶ޔߪߐ߈ᄢߩ

�ޕࠆ

㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐ߇⽶୯ޔߢߩࠆߢ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙߦ㑐ޔߪߡߒ࿑ � ߥ⇣ߪߣ᭴࿑ߔ␜ߦ

࿑ޕࠆߡߞ ὐߪߡ߅ߦ� 1Q ὐߪ 2P ὐޔߪߡߒ㑐ߦࠞࡔࠕޔ߇ࠆߦฝᣇ߽ࠅࠃ 1Q ὐߪ 2P ࠃ

ࠫᕈ↥↢ޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߔ⟎ߦᏀᣇࠅߥ߆ߪ㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐࠅ߹ߟޕࠆߦᏀᣇ߽ࠅ

1
߈ߩ㑐ᢙࡓࠫ㔛ⷐߣ⟎ߩ㑐ᢙࡓ/ mK ࿑ߪ� ࿑ޔ႐วߚߒቯߣߓหߣ� ᭴࿑ߥ߁ࠃߩ�

�ޕߐዊࠅߥ߆ߪߐ߈ᄢߩኻଔᩰᄌൻലᨐ⋦ࠆߌ߅ߦ᭴࿑ߥ߁ࠃߩࠞࡔࠕޔߣࠆߴᲧߣ

����ޔ߫߃ߣߚ ᐕߣ ���� ᐕࠆߌ߅ߦ╙ �ຠߩ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙߪᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ�

���� ᐕ� 1 1 22.6% 0.503( )g U U � � � �㧔 2 2%U �႐วߚߒቯߣ  � 1 11.6% 0.503g U � 㧕�

���� ᐕ� 1 1 21.7% 0.511( )g U U � � � �㧔 2 2%U �႐วߚߒቯߣ  � 1 10.7% 0.511g U � 㧕�

࿑ ����ޔߦ߁ࠃߔ␜ߦ� ᐕઍߣᲧޔߡߴ���� ᐕઍߩ╙ �ຠߩ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙߪᏀᣇะࠪߦ

�ޕߚߒ࠻ࡈ
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    ࿑  ᚑ㐳ߩࠞࡔࠕ 6

 

↢↥ᕈ � � � 㔛ⷐ(2005)ࡓࠫ�   g1=0.7% + 0.51U1 

₸U1                  㔛ⷐ(1998)ࡓࠫ  g1=1.6% + 0.51U1          

            �                  ↢↥ᕈࡓࠫ(1999㫣2005)       

� � � � �    U 1=2.1% + 0.69g1 
                       ↢↥ᕈࡓࠫ(1988㫣98)  �  

                             U 1= 1.3% + 0.69g1       

   

   2.07       �   

  1.3   �    � � �  

     0.7� � 1.6� � � �             㔛ⷐᚑ㐳₸ g1 
�

�

�

�� ���� ᐕઍએ㒠ߩࠞࡔࠕߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩផ⸘�

�

↢↥ᕈߪࡓࠫ㔛ⷐᚑ㐳ࠄ߆ഭ↢↥ᕈࠍ〝⚻ࠆ⥋ߦࠍࠇߘޔ߇ࠆߢߩ߽ߚߒᇦ

ޔߪߩࠆߔ㔛ⷐᚑ㐳߁ߥ߽ߣߦ↢↥⸳ߩ⺞ᢛߣ㓹↪ߩ⺞ᢛߡߒߘޕࠆߢഭ↢↥ᕈࠍ

ⷙቯࠆߔⷐ࿃ߦߊߣߡߒߣ㊀ⷐޔߪߩߥ↢↥⸳ߩ⾰⊛ᄌൻߔࠄߚ߽߇ഭ▵⚂ലᨐ߁ߣᛛⴚ

⊛ⷐ࿃ޔߣ↥㊂ߩᄌേߦᔕߚߓ㓹↪ᄌേࠍᛥࠆߔ⻉ᐲ߁ߣᐲ⊛ⷐ࿃ߩࠄࠇߎޕࠆߢ

ⷐ࿃ޔߪડᬺߡߞࠃߦᬺ↥߿ᄙ᭽ޔ߇ࠆߢ᥊᳇ᓴⅣߩᓇ㗀ߪዊߣߐ⠨ޔߡߞ߇ߚߒޕࠆࠇࠄ߃

↢↥ᕈߪࡓࠫ⍴ᦼ⊛ࠅߥ߆ߪߦቯ⊛ߣࠆߢ⠨ޕࠆࠇࠄ߃వߦㅀޔߦ߁ࠃߚߴታ㓙ߩ㔛ⷐ

ߦฝߪߚ߹Ꮐޔߡߓᔕߦ᭴ㅧᄌൻ߿᥊᳇ᓴⅣߦߚߩᓴⅣ⊛ᄌേߥ߈ᄢߩᛩ⾗㔛ⷐޔߪࡓࠫ

േߣࠆߡ⠨ޕࠆࠇࠄ߃⍴ᦼ⊛ߪߦቯߥ↢↥ᕈߣࡓࠫ⍴ᦼ⊛ߦᄌേࠆߔ㔛ⷐߣࡓࠫ

⺑ࠍ₸㔛ⷐᚑ㐳ޔⵍ⺑ᄌᢙࠍ₸ഭ↢↥ᕈޔࠍ᷹ⷰ୯♽ᤨޔߣࠆ߃⠨ߡߒߦ೨ឭࠍ

ᄌᢙࠆߔߣ࿁Ꮻಽᨆߡߞࠃߦᓧࠆࠇࠄ࿁Ꮻ⋥✢ޔ߇↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙࠍޕࠆ߃ߣߔ�

� ╙ޔߒߛߚ � ຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩផ⸘ޔߪߦએਅߢ⺑ੑࠆߔᲑ㓏ߩᚻ㗅߇ᔅⷐߢ

╙ޕࠆ � ຠޔߪਥߡߒߣᑪ‛᭴▽‛ߣᯏ᪾⸳ޔߒ߆ߒޕࠆߥࠄ߆ᑪ‛᭴▽‛ߪߡߟߦ

ታ⾰㔛ⷐᚑ㐳₸߽ഭ↢↥ᕈ₸ࠅߥ߆߇ૐ1988ޔߊ㨪2005 ᐕߦࡠߦ߽ߣߪߡߟߦㄭ

୯߇ᄙߥ߁ࠃߩߎޕ႐วޔߪᦨዊੑਸ਼ᴺߡߞࠃߦᗧߥផ⸘୯ޔߡߞ߇ߚߒޕߥࠇࠄ߃߇╙

1 Ბ㓏ޔߡߒߣᯏ᪾⸳ߩ↥㊂ᚑ㐳₸ߣഭ↢↥ᕈ₸ࠍ࠲࠺ߩߚߞផ⸘ࠍⴕߩߘޕ߁

⚿ᨐߪ 3 ╙ޔߦᰴޕࠆߢࠅㅢߔ␜ߦ 2 Ბ㓏ޔߡߒߣ╙ 1 Ბ㓏ߩ⚿ᨐޔߡ↪ࠍᑪ‛᭴▽‛

�ޕࠆ᳞ߡߠၮߦ���
㑐ଥᑼߥ߁ࠃߔ␜ߦᰴޔࠍផ⸘୯ߚࠍ

�

�



 
 

18 

 3� ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩផ⸘⚿ᨐ 
 ╙ 1 ຠ ╙ 2 ຠ 
 1988㫣98 1999㫣2007 1988㫣98 1999㫣2007 
ቯᢙ㗄㧔ಾ ߩᄢߐ߈ Mb :%㧕 2.16(3.11) 3.14(4.83) 㫣0.12(㫣0.42) 㫣0.64(㫣2.13) 
㔛ⷐᚑ㐳₸ߩଥᢙ㧔߈ Ma 㧕 0.690(11.1) 0.694(10.7) 0.437(5.33) 0.791(9.25) 
⥄↱ᐲୃᱜᷣߺቯଥᢙ 0.782 0.617 0.009 0.392 
ᑪ⸳ࠍ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙ

) ಾߩ MbD ) 1.30 2.07   
ᵈ: ⺑ᄌᢙߪ↥ᬺታ⾰↥㗵Ⴧട₸ޔࠅߢⵍ⺑ᄌᢙߪ↥ᬺഭ↢↥ᕈ㧔↥ᬺታ⾰

↥㗵¸↥ᬺዞᬺ⠪ᢙ㧕ߩ₸ޕࠆߢᒐౝߩᢙ୯ߪ t ୯ޕࠆߢ࿁Ꮻಽᨆߩᚻᴺޔߪዞ
ᬺ⠪ᢙޔࠆߔߣ࠻ࠗࠚ࠙ࠍWeighted Least Squares  ޕߚ↪ࠍ

ᚲ: 1988㫣98 ᐕߪߡߟߦ 1987SIC1999ޔ㫣2007 ᐕߪߡߟߦ NAICS ߊߠၮߦ GDP by 
Industry ߩ⸘⛔ Chain-type quantity indexes for gross output ߣ Persons engaged in 
production 1999ޕߚߒ▚⸘ࠄ߆㫣2007 ᐕޔߪߡߟߦ╙ 1 ຠޔߪ<Machinery>, <Computer 
and electronic products>,<Electrical equipment, appliances, and components>, <Motor 
vehicles, bodies and trailers, and parts>, <Other transportation equipment>, <Computer 
systems design and related services>ߩ 6 ╙ޕߚߞⴕࠍ࿁Ꮻಽᨆߡߒ࡞ࡊࠍ࠲࠺ߩᬺ↥ߩߟ
2ຠߪߡߟߦ 2005ᐕߩ↥ᬺㅪ㑐ߩᦨ⚳㔛ⷐߡߺߢᄢߥ߈㗅ߦᰴߩ ࡊࠍ࠲࠺ߩᬺ↥ߩߟ7
 ,<State and local government and enterprises>, <Retail trade>ޕߚߞⴕࠍ࿁Ꮻಽᨆߡߒ࡞
<Federal government and enterprises>, <Hospitals and nursing and residential care 
facilities>, <Ambulatory health care services>, <Other services, except government>, <Food 
and beverage and tobacco products>ߩߎޕࠆߢ 7 ╙ߢᬺ↥ߩߟ 2 ຠ↥㗵ߩ⚂ඨಽࠍභ
<Wholesale trade>ޔߚ߹ޕߚߒ㒰ᄖߦߚࠍ⾓Ꮻዻኅޔ߇ࠆߦߪ<Real estate>ߚ߹ޕࠆ
1988㫣98ޕߚߒ㒰ᄖߦߚࠍ୯ࠇᄖ߇ࠆߦFood services and drinking places>߽>ߣ
ᐕޔߪߡߟߦ╙ 1 ຠߪ<Industrial machinery and equipment>, <Electronic and other 
electric equipment>, <Motor vehicles and equipment>ߩ 3 ╙ޔᬺ↥ߩߟ 2 ຠޔߪߡߟߦ
<State and local government and enterprises>, <Retail trade>, <Federal government and 
enterprises>, <Health services>, <Other services>, <Food and kindred products>ߩ 6 ᬺ↥ߩߟ
 ޕߚߒ↪ࠍ࠲࠺ߩ
�

�

ᯏ᪾⸳ࠬࠢ࠶ࠖࡈࠨࠍ M ࠬࠢ࠶ࠖࡈࠨࠍ‛▽᭴‛ᑪޔߢ C ޕࠨߔࠊࠄߢ ࠬࠢ࠶ࠖࡈ M+C
╙ߪ 1 ຠోޕߔ␜ࠍഭ㊂ࠍ Lޔ↥㊂ࠍY ࠍ₸ഭ↢↥ᕈޔ U ࠍ₸㊂ᚑ㐳↥ޔ gߢ
╙ߚ߹ޕߔࠊࠄ 1 ຠߩ↥㊂ว⸘ߦභࠆᯏ᪾⸳ഀߩวࠍD ╙ޔߒߣ 1 ຠߦ↥↢ߩ㑐ࠊ

Pࠍวഀߩഭ㊂ߩᯏ᪾⸳↢↥㑐ㅪࠆභߦ⸘ഭ㊂วࠆ ╙ޕࠆߔߣ 1 ຠోߩഭ↢↥ᕈ

 ޕࠆ߈ߢ⸂ಽߦ߁ࠃߩᰴߪ

M C C CM M

M C M C M M C C

Y Y L YL Y
L L L L L L L L

�
 � � �

� � �
 

╙ޔߡߞ߇ߚߒ 1 ຠోߩഭ↢↥ᕈ₸ߪᰴߦ߁ࠃߩಽ⸃ޕࠆ߈ߢ 

n n n n
(1 ) C CM M

M C
M C M M C C

L YL Y
L L L L L L

U D D�

 ½  ½§ · § · § ·§ ·° ° ° ° � � � �® ¾ ® ¾¨ ¸ ¨ ¸ ¨ ¸¨ ¸� �© ¹© ¹ © ¹ © ¹° ° ° °¯ ¿ ¯ ¿
 

nˆ ˆ( ) (1 ){(1 ) } (1 )
1M C M C
D PD P U D P U P DU D U

P
�

 � � � � �  � � �
�

 

� ታ㓙ߪߦᯏ᪾⸳߇╙ 1 ຠߩ↥㊂ว⸘ߦභഀࠆวD วഀࠆභߦ⸘ഭ㊂วߣߐ߈ᄢߩ

P ޔߢߩߥࠊ㆑ߊ߈ᄢߤ߶ࠇߘߪߐ߈ᄢߩ
1
D P

P
�
�

ޔߦࠄߐޕߐዊߪߐ߈ᄢߩ P̂ ዊ߽ߐ߈ᄢߩ
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ߩࠞࡔࠕޕߐ 1987㨪97 ᐕߩᐔဋ୯ޔߢD ߪ Pޔ58% ߪ P̂ޔࠅߢ41% ޕࠆߢᐕ₸㫣0.5%ߪ

ޔߡ߅ߦᑼߩ⸤ޔߡߞ߇ߚߒ ˆ
1
D P P

P
�
�

 ޔ႐วߩߘޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⽎ᝥߪ㗄ߩ

� � (1 )M C M CU DU D U�  � � � � � � � � � � � � � � � (23) 

╙ޔߚ߹ 1 ຠߩ↥㊂ᚑ㐳₸ M Cg �  ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎߔࠊࠄߦ߁ࠃߩᰴߪ

n (1 )M C M C M Cg Y Y g gD D�  �  � � � � � � � � � � (24) 

ᯏ᪾⸳ߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙࠍᰴߩᑼޕߔࠊࠄߢ 

M M M Ma g bU  � � � � � � � � � � � � � � � (25) 

(25)ᑼ(24)(23)ޔߦᑼࠍઍߡߒᢛℂ1╙ޔߣࠆߔຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߪᰴޕࠆߥߦ߁ࠃߩ 
(1 ) (1 )M C M M C M C M Ca g b a gU D D U D� � � � � � � � � � (26) 

₸ഭ↢↥ᕈߩ‛▽᭴‛ᑪޔߣࠆࠃߦᑼߩߎ CU ₸㊂ᚑ㐳↥ߣ Cg ㄭߦࡠߦ߽ߣ߇ߣ

ߩᦨᓟߩฝㄝߩᑼ(26)ޔߪߦ႐ว 2  ޕࠆߥߦ߁ࠃߩᰴޔ߈ߢ⽎ᝥߪ㗄ߩߟ

M C M M C Ma g bU D� � � � � � � � � � � � � � (27) 

⚿ዪޔᯏ᪾⸳ߩഭ↢↥ᕈ₸ߣ↥㊂ᚑ㐳₸ࠍ࠲࠺ߩߚߞ╙ 1 Ბ㓏ߩផቯࠇࠄ߃ߢ

ଥᢙផቯ୯ޔߚ Ma ╙ޔߪ 1 ຠోߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩଥᢙޔࠅߥߣ╙ 1 Ბ㓏ߩಾ ផቯ

୯ Mb Dࠍ ߇ߩ߽ߚߒ╙ 1 ຠోߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩಾ ߩߎޕࠆߥߣಾ ߩ୯ MbD ޔߪ

 3  ޕࠆߢࠅㅢߔ␜ߦᦨਅᰣߩ

2005ޔߒߛߚ ᐕએ㒠ޔߪߡ߅ߦࠞࡔࠕߩቛߩ࡞ࡉࡃ፣უߡߞࠃߦᑪ⸳ㇱ㐷ߩᕆㅦߥ❗ዊ

2005㨪07ޕߚ߈߇ ᐕߩᐕ₸ޔߪߢഭ↢↥ᕈ₸ CU ₸㊂ᚑ㐳↥ޔ㫣4.8%ߪ Cg ߢ㫣3.1%ߪ

ߩᦨᓟߩᑼ(26)ޔ႐วߥ߁ࠃߩߎޕ8ࠆ 2 㫣0.9ߣࠆߔ▚⸘ࠍ୯ߩㇱಽߩߘޔߕ߈ߢ⽎ᝥߪ㗄ߩߟ
ߊߥߪᄌൻߦᒢജᕈߩ↪㧔㓹ࠆߥߣ Ma 2005㨪07ޔߡߞ߇ߚߒޕ㧕ޕߚߒቯߣߥߪᄌൻߦ ᐕߦ

 ޕࠆߥߦߣߎࠆߔ࠻ࡈࠪߦਅᣇߪࡓࠫᕈ↥↢ߌߛಽߩߘߪߡߟ

�  3 ╙ߔ␜ߦ 1 ຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩផ⸘⚿ᨐ1990ޔߣࠆߺࠍ ᐕઍߣᲧߡߴ 2000 ᐕઍ

භߦ⾗ᛩ✚ޔߦ߁ࠃߚߴㅀߢ▵㧠╙ޔࠅ߹ߟޕߚߞߥߊ߈ᄢߪ ಾޔ߇ߥ߇ᄌൻߪߦ߈ߩ

ࠆ +6 㑐ㅪ⸳ᛩ⾗ഀߩวߩჇട߿ᣂᛛⴚࠍⵝߚߒ +6 㑐ㅪ⸳ߩዉ߇ಾ ߩ୯ߩჇടߚ߽ࠍ

╙ߚ߹ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߚߒࠄ 2 ຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩផ⸘⚿ᨐ1990ޔߣࠆߺࠍ ᐕઍ߅ߦ

ޔߒ߆ߒޕߚߞ߆ߥߪߢ㞲ߪ↪േቇ⊛ⓠㅛჇޔߢߩߐቯଥᢙ߽ዊޔߊߐዊ߽߈ߪߡ

2000 ᐕઍߩߪ߈ᄢߚ߹ޔࠅߥߊ߈ቯଥᢙ߽ᄢࠅ߹ߟޕߚߞߥߊ߈ 2000 ᐕઍߪߦ╙ 2 ຠߦ

╙ޕߚߞߥߦ⪺㗼߇↪േቇ⊛ⓠㅛჇ߽ߡߟ 2 ຠߪߦㅧᬺຠ߽ࠬࡆࠨߊߥߢߌߛᄙ

േቇ⊛ⓠㅛޔ߇᥉ߩࡦࠦ࠰ࡄ߿࠻࠶ࡀ࠲ࡦࠗࠆߌ߅ߦಽ㊁↥↢ࠬࡆࠨޕࠆߡࠇ߹ߊ

Ⴧ↪ߩჇᄢߣߚߒࠄߚ߽ࠍ⠨2000ޔࠄ߇ߥߒ߆ߒޕࠆࠇࠄ߃ ᐕઍޔ߽ߡ߅ߦ╙ 1 ຠߩ↢↥

ᕈࡓࠫ㑐ᢙߣᲧޔߣࠆߴ╙ 2 ຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩಾ ߪዊޕߐ 

એޔㅀޔߦ߁ࠃߚߴ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߦ㑐ߨ߅߅ߪߡߒ࿑ 2 ߒ┙ᚑ߇᭴࿑ߥ߁ࠃߔ␜ߦ

╙ࠆߌ߅ߦࠞࡔࠕޕࠆߡ 1 ຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙޔߪ࿑ 6 1990ޕࠆߡࠇߐ␜ߦ ᐕઍߣ

Ყߡߴ 2000 ᐕઍߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߪᣇߥ߁ࠃߩߎޕߚߒ࠻ࡈࠪߦ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߩ

ᣇࠪޔߪ࠻ࡈ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙߦᄌൻߩߟੑࠄࠇߎޔ߫ࠇߌߥ߇㑐ᢙߩὐߩᐳᮡߔ␜߇㔛ⷐ

                                                  
ޔߪࠬ࠰࠲࠺�� �ޕࠆߢߓหߣߩ߽ߚߒタ⸤ߦᚲߩ�
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ᚑ㐳₸ߣ↢↥ᕈ₸ߦ߽ߣࠍᄢޔߒ߆ߒޕࠆߔߊ߈వߦㅀޔߦ߁ࠃߚߴ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙߪᏀ

ᣇޔߢߩߚߒ࠻ࡈࠪߦ࿑ 6 2000ޔᨐ⚿ߩߘޕߚߒ࠻ࡈࠪߦᏀᣇߪὐޔߦ߁ࠃߔ␜ߦ ᐕઍߌ߅ߦ

╙ࠆ 1 ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳₸ߪዊޕߚߞߥߊߐ 

 

 

7 ⚿⺰ 

�

� 1990 ᐕઍએ㒠ߩࠞࡔࠕߩᚑ㐳ޟޔߪߡߟߦ㊄Ⲣਥዉဳᚑ㐳ߡߒߣޠಽᨆߎࠆࠇߐ

ޕࠆߡߒߣਛᔃࠍ࿃ᨐㅪ㑐ߥ߁ࠃߩᰴޔߪ㊄Ⲣਥዉဳᚑ㐳ޔߣࠆࠃߦBoyer(2000)ޕᄙ߇ߣ

ᩣଔߩψା↪ߩࠬࠢࠕኈᤃൻψᶖ⾌ߣᛩ⾗ߩჇടψ↢↥ჇടψẢჇടψ㈩ᒰߣᐕ㊄ၮ㊄

1990ޔߒ߆ߒޕߩჇടψᩣଔߩ ᐕઍએ㒠ߩ↥↢ߪߡߟߦࠞࡔࠕߩჇട₸ߪᩣଔߩ₸

ߚ߹ޕࠆਅ࿁ߊ߈ᄢࠍ 1990 ᐕઍߣᲧߡߴ 2000 ᐕઍߪߦታ⚻ᷣߩᚑ㐳ߪ㊰ൻޔߒ㊄Ⲣ㕙ߩᚑ㐳

�ޕߚߞ߹㜞ߪᕈᩰ⊛࡞ࡉࡃߩ

ᧄⓂߩಽᨆߩߎޔߣࠆࠃߦ 2000 ᐕઍࠆߌ߅ߦታ⚻ᷣߩᚑ㐳㊰ൻޔߪ↢↥ᕈߩࡓࠫᄌൻ

6+ޕࠆࠃߦ࠻ࡈᏀᣇࠪߩࡓࠫ㔛ⷐߊߥߪߢߩࠆࠃߦ ൻߩᓇ㗀ࠅࠃߦ↢↥ᕈߪࡓࠫᣇߦ

ࠫ㔛ⷐޕࠆߢࠄ߆ߚߞߢߕߪࠆߖߐടㅦࠍᚑ㐳߫ࠄߥਇᄌ߇ࡓࠫ㔛ⷐߒ߽ޔߒ࠻ࡈࠪ

ߩᤃ⿒ሼ⾏ߩᯏ᪾ຠޔૐਅߩᕈะ⫾⾂ߩᧄኅ⾗ޔߪߡߒߣⷐ࿃ߚߒࠄߚ߽ࠍ࠻ࡈᏀᣇࠪߩࡓ

ᄢ߮ࠃ߅ᄖ࿖⾗ᧄߩᵹవߩᄌൻޕࠆࠇࠄߍ߇�

એਅߪߢᄖ࿖⾗ᧄᵹ߇⚥Ⓧ⊛࿃ᨐㅪ㑐ߦ߷ߔലᨐߡߟߦᧄⓂޕࠆߣ߹ࠍ⺰⚿ߩડᬺㇱ

㐷߳ߩᄖ࿖⾗ᧄᵹޔߪ⾗ᧄ⫾Ⓧ₸ࠍ㜞ࠍߣߎࠆㅢޔߡߓ╙ � ຠߣ╙ � ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳₸ߣ

↢↥ᕈ₸ࠍᄢޔߒߛߚޕࠆߔߊ߈ኅ⸘ᐭㇱ㐷߳ᄖ࿖⾗ᧄᵹߥ߁ࠃߩߎޔߪ⾗ᧄ⫾Ⓧല

ᨐ2002ޔ߫߃ߣߚޕߥߚ߽ࠍ ᐕએ㒠ߩ߳ࠞࡔࠕߩᄖ࿖⾗ᧄᵹޔߪኅ⸘ᐭㇱ㐷ߦะߞ߆

�ޕߚߞ߆ߥߒነਈߪߦᧄ⫾Ⓧലᨐ⾗ޔߢߩߚ

� ߦߣኻଔᩰᄌൻലᨐ⋦ߣ㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐߪᄖ࿖⾗ᧄᵹޔߪߢࠬࠤߥ߁ࠃߩᰴޔ߃ߪߣ

ነਈޕࠆߔᄖ࿖⾗ᧄߩ⚐ᵹߩჇടޔߪ⾏ᤃ⿒ሼߩᄢߩኻᔕ‛ޕࠆߢડᬺㇱ㐷߳ࠇߢኅ⸘

ᐭㇱ㐷߳ࠇߢ⾗ᧄᵹߪ╙ � ຠߩ㔛ⷐჇടޔߡߞ߇ߚߒޕߔࠄߚ߽ࠍਥߦ╙ � ຠߢ⾏ᤃ

⿒ሼ߇ᄢޔߪߢࠬࠤࠆߔᦨ⚳㔛ⷐోߦභࠆ╙ � ຠഀߩว߇Ⴧടߥ߁ࠃߩߎޕࠆߔᣇะ

╙ޔࠅߥߣᱜ߇㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐޔߪߢዪ㕙ࠆߔᄌൻ߇ᦨ⚳㔛ⷐ᭴ㅧߦ � ຠߩ㔛ⷐࡓࠫ㑐

ᢙ߇ฝᣇޕࠆߔ࠻ࡈࠪߦ�

� ᛛⴚ⊛․ᕈޔߦߚߩേቇ⊛ⓠㅛჇ↪ޔߪ╙ � ຠߦ߹ࠆࠇᯏ᪾߅ߦࠬࡠࡊ↥↢ߩ

╙ޔߣߊឬߦᐔ㕙ࠆߔߣᮮゲࠍ₸㔛ⷐᚑ㐳ޔゲ❑ࠍ₸ᕈ↥↢ߡߞ߇ߚߒޕࠆߢ⪺㗼ߡ 1 

ຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙߪฝޔࠅߢࠅ߇╙ 2 ຠߩ↢↥ᕈࡓࠫ㑐ᢙ߽ࠅࠃᣇߦ⟎ߔ

ޔߪߢዪ㕙ࠆߔᄌൻ߇ᦨ⚳㔛ⷐ᭴ㅧߦᣇะࠆߔჇട߇วഀߩ㧝ຠ╙ߦ߁ࠃߩ⸤ޔߡߒߘޕࠆ

╙ �ຠߩ↢↥ᕈ₸ߦᄌൻޔ߫ࠇߔߣߥ߇⋧ኻଔᩰᄌൻലᨐ߽ᱜߢᄢޕ߈�

╙ߦ߁ࠃߩߎ � ຠߩ⾏ᤃ⿒ሼߦኻᔕࠆߔᄖ࿖⾗ᧄᵹߦ࿃ࠆߔᦨ⚳㔛ⷐ᭴ㅧߩᄌൻޔߪ⚥

Ⓧ⊛࿃ᨐㅪ㑐ࠍޔߡߒ╙ � ຠߩ㜞↢↥ᕈ₸ߣ㔛ⷐᚑ㐳₸↢↥ᕈࠊߥߔޕߔࠄߚ߽ࠍߣ

�ޕࠆߔታ߇ᅢᓴⅣߜ

╙ޔߒ߆ߒ �ຠޔߊߥߢߌߛᯏ᪾ຠߤߥ╙ �ຠ߽ߢ⾏ᤃ⿒ሼ߇ᄢޔߪߢࠬࠤߊߡߒ
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㔛ⷐ᭴ㅧᄌൻലᨐޔࠅߥߣ⽶߇╙ � ຠߩ㔛ⷐࡓࠫ㑐ᢙ߇Ꮐᣇߎޕࠆ߇ߣߎࠆߔ࠻ࡈࠪߦ

╙ޔ႐วߩ � ຠߩ↢↥ᕈ₸ߦᄌൻޔ߫ࠇߔߣߥ߇⋧ኻଔᩰᄌൻലᨐ߽ዊߣߚޕࠆߥߊߐ

ߚߞߡߒૐਅ߇࿖㓙┹ജߩᯏ᪾ຠߡߒߣߓߪࠍേゞ⥄ޔ߫߃ ���� ᐕઍߩߎߪࠞࡔࠕߩ

⁁ᘒߦㄭޔߦࠄߐޕ���� ᐕએ㒠ߩߤࠎߣ߶ޔߪߢࠞࡔࠕߩᄖ࿖⾗ᧄߪડᬺㇱ㐷߳ޔߊߥߪߢ

ኅ⸘ᐭㇱ㐷ߦᵹޔߢߩߚߒ⾗ᧄ⫾Ⓧലᨐߪዊޕߚߞߥߊߐએߩ⚿ᨐޔߡߒߣ���� ᐕઍࠕ

����ޔ߇ߚߒỗჇߪᄖ࿖⾗ᧄᵹߩ߳ࠞࡔ ᐕઍߣᲧߡߴ ���� ᐕઍߩ╙ � ຠߩ㔛ⷐᚑ㐳ߪ㊰

ൻޔࠅ߹ߟޕߚߒ���� ᐕઍߩ߳ࠞࡔࠕ⤘ᄢߥᄖ࿖⾗ᧄᵹߪታ⚻ᷣࠆߌ߅ߦᅢᓴⅣࠄߚ߽ࠍ

�ޕߚߞ߆ߥߐ

�

�
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ߊᄙߩࠬࡆࠨኻ㕙ߦߊߣޕࠆࠇߐ㒢ቯ߇వ⾈⾼ࠅࠃߦ╬ℂ⊛ㄭធᕈޔߪຠߩ⒳ࠆ
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ᒻߢޕߚ߈ߡࠇߐߦ߆ࠄႎ๔ߥ߁ࠃߩߎޔߪ㔛ⷐಽᏓࠍ೨ឭޔ߈ߣߚߒߦㇺᏒⷙᮨߣ⚻

ᷣᚑ㐳ߦߣኒធߥ㑐ଥޕߔ␜ࠍߣߎࠆࠇ߹↢߇ 
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㧝. ⚻ᷣᚑ㐳ࠆߥ߆ߪߣㆊ⒟߆ 

⚻ᷣᚑ㐳⺰ޔߪ⚻ᷣቇߩᚑ┙એ᧪߽ߣߞ߽ޔ㊀ⷐߥਥ㗴ޔߒ߆ߒޕߚߞߢߟ৻ߩ⚻ᷣቇ

ߦන◲ޕࠆࠇࠄ߇ࠅߩ․ߪߦᱧผ⎇ⓥޔታ⸽⎇ⓥ߿⺰ℂߩߘޔ߈ߣࠆࠍ⁁ߩ

ᬺ↥ᄢߩᰴޔࠅߦᚑᾫᦼ߇ࠇߘޔࠇ߹↢߇ᬺ↥ᄢߒᣂޔߪߦዷ⊑ᷣ⚻ߥ߈ᄢޔࠄߥ߁

ߥ߁ࠃߩߎޕࠆߢᣇ߃⠨߁ߣߥ߃ࠍࠆߑߖṛߨ߅߅ߪᷣ⚻ޔߣߥࠇߐᗧ↪߇

⠨߃ᣇࠬࠢ࡞ࡑޔߪ⚻ᷣቇޔ߽ߦᣂฎౖᵷ⚻ᷣቇ߽ߦㅢߡߒߩߎޕࠆࠇࠄ⠨߃ᣇޔߪ

ᮡ⺆ࠅ⾍ࠍઃޟޔࠄߥࠆߌᄢ↥ᬺਥ⟵ޕ߁ࠃ߈ߢ߇ߣߎ߁߽ߣޠ 

 

ᄢ↥ᬺਥ⟵ޔߪߦήℂ߽ߥ㕙߫߃ߣߚޔ߽ߡߞߣᬺ↥ޕࠆ߇ᣣᧄᮡḰ↥ᬺಽ㘃ߦ

ߤߥߣߎߔߊߟߴ⺞߇ⓥ⠪⎇ߩੱ৻ࠍߟ৻ߟ৻ߩߘޕࠆߡࠇߐ߇ᬺ↥ߩ㧟ਁએߪ

ޔߚ߹ޕ߁ࠈߢήℂߤࠎߣ߶ޔ߽ߡߒߣߚߒ❰⚵ࠍ⟲ⓥ⠪⎇ޔ߃ߣߚޕߥ߈ߢߡ߁ߣ

ฦᤨઍߩ․ᓽࠍᶋ߈ᓂޔߦߩࠆߔߦࠅ↢↥㗵ߡߞࠄ߆㧟ਁ⇟⋡ߣߎߩᬺ↥ߥ߁ࠃࠆߦ

ߩઍᤨઍᤨޕߥߪ↱ℂߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠄ߆ಽ߇ 10 ߓߔ߅߅ߩᬺ↥ߥ߁ࠃࠆߦ⇟

⺒ࠍࠇᵹߥ߈ᄢߩઍᤨޔ߫ࠇ߈ߢ⸂ℂ߇ᓽ․(ߚߞ߆ߥߪߦઍᤨߩઁ)ߩࠄࠇߘޔࠅ߆ಽ߇



 ޕ߁ࠃ߈ߢ߇ߣߎ

 

ߒߡࠇߐߣ⪬ߪߢ⟵ᄢ↥ᬺਥߥ߁ࠃߩߎޔ߈ߣࠆߺߡࠍᱧผ㐳ߩዷ⊑ᷣ⚻ޔߒ߆ߒ

ࠆࠃߦ㕟ᬺ↥ߪߡߟ߆ޔߪߡߟߦㄭઍ⊛⚻ᷣᚑ㐳ޔ߫߃ߣߚޕࠆᯏ᭴߽߿ታ߁߹

㋕ޔ⥝ഺߩᎿᬺ✎ߪࠇߘޔߪߡ߅ߦࠬࠡࠗޔࠇߐ⋠ᵈ߇ᧄਥ⟵ൻ⾗ᯏ᪾ൻߩᷣ⚻

㋕㍑ᶏㆇߩߤߥ⥝㓉ߣห৻ⷞޕߚ߈ߡࠇߐൻቇᎿᬺ߿㔚᳇Ꮏᬺߩ⊒㆐߇╙㧞ᰴ↥ᬺ㕟

ࠃ߇ᚑ㐳ᷣ⚻ߩㄭઍޔߢࠈߎߣޕ߁ࠈߢߩ߽ߟ┙ߦὐⷰߩห᭽ޔ߽ߩߚࠇߐ⋠ᵈߡߒߣ

ᄙޔߥࠇ߈ߒᢛℂߪߢߌߛ߁ߣޠᚑഞߩ㕟ᬺ↥ޟޔߣࠆߥߦ߁ࠃࠆࠇࠄߴ⺞ߊߒࠅ

ߡࠇ߹↢߇ߤߥޠ⺰Ꮏᬺൻ࠻ࡠࡊޟ߿ޠ⟵ᱜਥୃޟ(ࠆߌ߅ߦผᷣ⚻)ޔࠇߐႎ๔߇ታߩߊ

ࡦࡗޕߚߒឭ໒߇ࠕ࠺ࠗࠕ߁ߣޠൕീ㕟ޟࠆࠊઍߦᎿᬺൻ߇ㅦ᳓Ⲣޔߪߢᣣᧄޕߚ߈

ࠬࡈ࠼  (J. De Vries 2008) ޡߢ⛮ࠍࠕ࠺ࠗࠕߩߎޔߪൕീ㕟ޢ(Industrial 

revolution)ߣᄢ⪺ࠍߩߣ߮ੱߪࠇߎޔ߇ߚߒ㑆ߦൕീߩᘠ⠌߇ᐢ߁ߣߚߞ߇⺰ὐߦ

ຠߚߒߣ߹ߏ߹ߎߩߊᄙޔߦ㑆ߩޘੱߡࠍᐔ᳃ޔࠄ߆㕟ᦼએ೨ᬺ↥ޔߕࠄ߹ߤߣ

ߡߒ៰ᜰߣߚߞߥߣ࿃⺃ᒝߩഭൻߩޘੱޔ߃ᄌࠍኅ⸘ⴕേ߇㔛ⷐߩߘޔߺߎࠅ߇

ࡦ࡚ࠝࠫޔߪߡߟߦߣߎߛࠎㅴ߇᥉ߩຠߚߒߣ߹ߏ߹ߎޔߡߞ┙వߦ㕟ᬺ↥ޕࠆ

⸶Thirsk, 1978; ᣣ)ޢ↢⺀ߩᶖ⾌␠ળޡ⪺ฬߩࠢࠬࠨ ߚߒᗧ↪ࠍ㕟ᬺ↥ޕࠆ߇(1984

 ޕࠆߢߩߥߪߢߌߛ߁ߣߚߞߥߦน⢻߇Ꮏᬺ✎ߡ߅ߦ࿖㓙ⅣႺ㕙ᛛⴚ㕙ޔߪߩ

 

ࠆߡߒ㕙⋤߇ᣣᧄޔߪߩߥᔅⷐ߇⋬ߥ߁ࠃߩߎ 20 ᐕ᧪ߩṛࠍ⠨ࠆ߃߽ߢ㊀ⷐ

ߚࠇࠊᄬޟޕࠆߢࠄ߆ߛ 20 ᐕࠍޠ⣕ළߥࠈࠈޔߦߚࠆߔ╷ឭ᩺ޔ߇ࠆߡࠇߐ߇

ଏ⛎ߦ࠼ࠗࠨߚߞᡷ㕟⺰ޔ߆વ⛔⊛࠭ࡦࠗࠤߥ╷(⽷േࠆࠃߦᛩ⾗᳓Ḱߩ࿁ᓳ)߆㊄

Ⲣ╷(ౖဳ⊛ࡦ࡚ࠪࡈޔߪߦ╷)߇ᄢᣇࠍභޔߒ߆ߒޕ1ࠆߡᣣᧄ߇⋥㕙ߡߒ

߽ࠆߔ⸽ߣࠆࠇࠄ߃ࠅਸ਼ߡߞࠃߦ╷ߚߞߛലߦㆊㄭߥ߁ࠃߩߎޔ߇㗴ࠆ

ࠈߒޕߥ߽ߦߥߪߩ 20 ᐕߩ⚻ᷣㆇ༡ߩ⚻㛎(90 ᐕઍ࠭ࡦࠗࠤߩ╷00ޔ ᐕઍߩ⚻ᷣᡷ

㕟〝✢)ޔߪᓥ᧪ߩᏱ⼂ߊ߹߁߇ߥ߆⁁ᴫࠍ␜ໂޔࠎࠈߜ߽ޕࠆߡߒᣣᧄ⚻ᷣߩṛ

ߣ߭߇ᣇ߃⠨߁ߣޠ㔛ⷐ㘻ޟߪႎ๔⠪ޔ߇ࠆߢน⢻߇⠨ኤߥ߹ߑ߹ߐޔߪߡߟߦ

 ޕࠆߡ߃⠨ߣࠆ߁ࠅߥߣᣇߥ㊀ⷐߩߟ

 

㔛ⷐ㘻ࠈߒޔߪᱜ⏕ޟߪߦᶖ⾌㘻ߚߞߣޠᣇޕࠃ߇৻ᤨᦼޔᶖ⾌㘻⺰ࡑ߇

ޕߚߞߢ⊛ቯุߦࠇߘߨ߅߅ߪቇᷣ⚻ޔ߇ߚࠇߐ៰ᜰߦࠎ⋓ߪߢᣇ㕙ࠣࡦࠖ࠹࠶ࠤ

ࠃߩߘޔߪߩߚߞቯ⊛ᘒᐲขุߦᶖ⾌㘻߇ቇ⠪ᷣ⚻ޔ߇ߚߞ߇⸽ታ⸽⊛ᬌߩ߆ࠄߊ

ޕࠆࠇࠊᕁߣߚߞ߇↱ℂߦߩ߽ߩߘߺ⚵ℂ⺰ᨒߩቇᷣ⚻ޔߊߥߪߢᨐ⚿ߩታ⸽⎇ⓥߥ߁

ਥᵹߩ⚻ᷣቇࠆߢᣂฎౖᵷߩ⚻ᷣቇޔߪߢല↪㑐ᢙߪᦨೋࠄ߆㘻ߣߥߒቯߡࠇߐ

ߒߦቇᷣ⚻࠭ࡦࠗࠤߚߞߥߣዋᢙᵷߪޕࠆߡߒሽߡߒߣℂ߫ࠊߪࠇߘޕࠆ

                                                   
1 ᐭ߇ឭ໒ࠆߡߒᚑ㐳ᚢ⇛ߩߡߒߣ↥ᬺ⢒ᚑ⺰߽ߦࠎ߱ߚޔᄢ↥ᬺ⺰⊛⊒ᗐࠆߢ

 ޕ߁ࠃ߃ߣ



ߩᚲᓧߪߡߟߦᶖ⾌⠪ޔߪ࠭ࡦࠗࠤޕߥ߃ᕁߪߣࠆߡࠇߐਥ㗴ൻ߇ᶖ⾌㘻ޔ߽ߡ

৻ቯᲧ₸ࠍᶖ⾌ߡࠊ߈߁ߣࠆߔ◲නߥᶖ⾌ᘒᐲࠍቯ߇࠭ࡦࠗࠤޕߚߞߢߌߛߚߒ

⋥㕙ᤨߚߡߒઍޔߪ࠭ࡦࠗࠤޕ߁ࠈߢߚߞ߆ࠃߢࠇߘޔߪߦቛ㔛ⷐࠍਛᔃߦᣰ⋓ߥ

㔛ⷐߢ߆ߥࠆ߇᥊᳇ᓟㅌࠅࠃߦᛩ⾗߇ㅴ߹ߥ⁁ᴫߡߒߣဳౖࠍ⠨ߥ߁ࠃߩߘޕߚ߃႐

วޔ⽷േߩ߮᳓ലᨐޔࠅࠃߦᛩ⾗ߣ᥊᳇ࠍ࿁ᓳߪߣߎࠆߖߐലߥ╷ޕߚߞߢ

ߥߒᚑ㐳߇ᶖ⾌㔛ⷐޔࠅߢṛߩᶖ⾌⥄ޔߪߩࠆߡߒ㕙⋤߇ᣣᧄޔޔߒ߆ߒ

 ޕࠆߢᴫ⁁߁ߣߥᓧࠍࠆߑߖߐዊ❗ߒߥ㒢ࠍኈ㊂↥↢ߩ࿖ౝޔߦߚ߇

 

ߡߒ㛎ޔࠇߪᏅߩᒝᐲޔ߽ߢ࿖⻉ࡄ࠶ࡠ࡛߿วⴐ࿖ࠞࡔࠕޔߪᴫ⁁ߥ߁ࠃߩߎ

ࠃߦ╷ቛ㊄Ⲣ߁ߣࡦࡠࡓࠗࡊࡉࠨޔߪวⴐ࿖ࠞࡔࠕ߫߃ߣߚޕࠆߢߩ߽ࠆ

ޕߒᣂߦᙘ⸤ߪߣߎߚߞ߇ߥߟߦࠢ࠶࡚ࠪࡦࡑߩ2008ᐕ߇ࠇߘޕߚߒᜬ⛽ࠍ᥊᳇ߡߞ

ߥߡࠇߐ៰ᜰߪߣ╷㔛ⷐ༐ߪㅢᏱޔࠅࠃߦߤߥ╷ᢥൻ߿ળ㓚␠ޔ߽ߢࡄ࠶ࡠ࡛

ߊᄙޔߡߞࠃߦദജߥ߁ࠃߩߎޕࠆߡߒታᣉߣࠈࠈࠍ╷ࠆߩ㔛ⷐೝỗലᨐޔ߇

ߡߒ㕙⋤߇ᣣᧄޔ߇ߥߡߖࠍᣇࠇߥ⊛ဳౖ߇㔛ⷐ㘻ᶖ⾌㘻ߪߢၞ࿖ߩ

 ޕࠆߢ㗴ߩฦ࿖ㅢߪߦ⊛ẜޔߪ㗴ࠆ

 

␠ળᐲ⚻ᷣᐲ߇චಽߦᢛߚࠇߐవㅴ⚻ᷣޔߪߡ߅ߦㅜ࿖ߣ㆑߁ᚑ㐳㗴ߦ⋥

㕙ޕࠆߔ㧞㧜♿ᓟඨߩ㐿⊒⚻ᷣቇޔߪ⾗ᧄ⫾Ⓧߩ㗴(࿖᳃⫾Ⓧ₸ࠍ 3㧑ࠄ߆ 15㧑ߦᒁ߈

߿(ߣߎࠆߍ⚻ᷣᵴേࠍⷙߥ߹ߑ߹ߐࠆߔᐲ⊛⚂ࠍขࠅᛄ߁ᔅⷐࠍᜰ៰ޕߚ߈ߡߒ

ߩ߽߁߁ߘޔߪߦ⊛ㇱಽ)߽ߢߩ߽ߊߠၮߦߌߛ⚂ᐲ⊛ޔߪṛߩᷣ⚻వㅴޔߒ߆ߒ

20ޕߥ߽ߢߩ߽ߊߠၮߦ⿷ᧄ⫾Ⓧਇ⾗ߡߒ߹ޔ(߇ߥ߈ߢቯุߪߣߎࠆ߽ ♿ᓟඨߩ

ᣣᧄߩ⚻㛎ߦၮޔ߫ߌߠᜬ⛯ࠆߔᚑ㐳ࠍ⸽ࠆߔⷐ࿃ޕ߁ࠃ߈ߢ߇ߣߎࠆ⛉ߦߟੑޔߪԘ

↢↥ᕈߩߣԙ㔛ⷐߩഃㅧޕ2ࠆߢ 

 

↢↥ᕈߩ߇⚻ᷣᚑ㐳㧛⊒ዷߩᔅⷐ᧦ઙߪߣߎࠆߢኈᤃߦಽޕࠆ߆⚻ᷣᚑ㐳ࠍ࿖᳃⚻

ޔߪߡߒߊߥߩഭ↢↥ᕈޔࠅ߉߆ࠆ᷹ߢᚲᓧࠅߚᒰੱ৻ޔߊߥߪߢߡߞࠃߦ㊂✚ߩᷣ

ᜬ⛯⊛ߥታ⾰ᚲᓧߩᚑ㐳࡞ࡃࡠࠣޕߥ߃ࠅߪൻޔࠅࠃߦ࿖㓙ಽᬺ߇ㅴߩߎޔ߈ߣ

⌀ℂࠅࠃߪᒝᒻߢࠍࠆߑࠇᓧޔࠄߥߗߥޕߥ⮮ᧄ㓉ብႮᴛ↱ౖ(2011), Fujimoto and 

Shiozawa (2011)ߦޔߦ߁ࠃࠆߩ㜞↢ᵴ᳓Ḱࠍ⛽ᜬࠄ߇ߥߒ࿖㓙┹߈↢ߦᱷߚࠆ

ߟߦᔅⷐᕈߩ㔛ⷐഃㅧޕࠆߢࠄ߆ࠆࠇߐߣᔅⷐ߽ߣ߭ߗ߇ഭ↢↥ᕈ㜞ࠅࠃޔߪߦ

ޔߪߊᄙߩ⺰㔛ⷐഃㅧޔߒ߆ߒޕࠆߡࠇߐ៰ᜰߢฦᣇ㕙ߪߡߒߣ⪲⸒ࠎࠈߜ߽ޔߪߡ

ㆊߦ໒ߚࠇࠄ߃㔛ⷐೝỗ⺰ߩᄌᒻߦㆊޔߕ߉㔛ⷐഃㅧ߁ߣ⺖㗴ߟ߽ߩᣂߣߐߒ㊀ᄢᕈ

 ޕߥࠇࠊᕁߪߣࠆߡࠇߐ⸂චಽℂ߇

 

㔛ⷐഃㅧޔߪ↹ᦼ⊛ߥᄢຠ(20 ♿ᦨᓟߩ 10 ᐕ㑆߿࠻࠶ࡀ࠲ࡦࠗࠆߌ߅ߦ 20 ♿೨ඨ

                                                   
2 Ⴎᴛ↱ౖ(2010)ౝ✬╙㧝┨╙㧞┨ 



↥ᄢߥ߁ࠃߩߘޔࠎ߁ߣޕߥߪߢߌࠊࠆࠇߐ㆐ᚑߺߩߡߞࠃߦ(ߩኅᐸ㔚ൻຠߩ

㕟એ೨ᬺ↥ޕߥ߽ߢߌࠊߥ߆ߒࠆߡߨ߹ߎࠍᚻޔࠄ߆ߥ߈ߢᦼᓙ߇ߩᬺ

߹ߎߥߐዊޔ3ߦ߁ࠃߚߞߎߡ߅ߦᣣᧄߩᳯᚭᤨઍߪߦ⊛ㇱಽߡߒߘޔߢࡄ࠶ࡠ࡛ߩ

߇น⢻ᕈࠆߖߐߦน⢻ࠍߣᚑ㐳ᷣ⚻ߣჇᄢߩ㔛ⷐߚߒ⛯ᜬ߇ߩຠߥᄙ᭽ߚߒߣ߹ߏ

ߔ⋠ᵈߦᬺ↥ዊዊຠޔࠆߦኻᭂߪߣ⟵ᄢ↥ᬺਥޔ߈ߣߟ┙ߦὐⷰߥ߁ࠃߩߎޕࠆ

ߞ߆ߥߎߡ߃⠨ߤࠎߣ߶ߪߡߟߦ㔛ⷐ㘻ޔߪቇᷣ⚻ޔߒ߆ߒޕࠆ߇ߣ⟵ᗧߣᔅⷐࠆ

ߞ߆ߥߤࠎߣ߶ߪߣߎࠆߔ⠨ኤߡߟߦຠ(ߩᄁ㊄㗵✚ᢙ㊂)ߥߐዊޔߦ߁ࠃߓหߣߚ

 ޕߥ߃ࠍࠆߑࠊߣࠆߢℂ⺰᭴ᚑᣇߚߞߡࠊ߈ߪࠇߎޕߚ

 

✚ว⊛್ߦᢿޔߡߒ㔛ⷐ㘻ߩ⚻ᷣቇ߇ᔅⷐߣࠆࠇߐߣႎ๔⠪ߪ⠨ޕࠆߡ߃㔛ⷐ㘻ߩ

⚻ᷣቇޔߪ㔛ⷐ㘻߁ߣ⽎߁ߣ߆ߩࠆߔ↢⊑ߗߥ߇ේ࿃⺰ޔ㔛ⷐ㘻⚻ᷣߥ߆߇

ࠆ࿑ࠍォ឵ߩ߳〝⚻ᜬ⛯⊛ᚑ㐳ࠄ߆ᷣ⚻㔛ⷐ㘻ޔ⺰⽎߁ߣ߆ߩߔߺ↢ࠍᘒࠆ

ߩߔ␜ࠍోߩߘޕࠆࠇߐߣᔅⷐ߇ߺ⚵ᨒߩቇᷣ⚻ߥߦߢ߹ࠇߎޔߺࠍߟ㧟ߩ⺰╷

ಽᨆนߩߟ৻ߦᔅⷐߩ╷ℂ⺰ߥ߁ࠃߩߎޔߪᧄႎ๔ޕߥߪߢ㗴⺖ߩᧄႎ๔ޔߪ

⢻ᕈࠍឭ␜ޔߒ߆ߒޕߥ߉ߔߦࠆߔ㔛ⷐ㘻߁ߣᘒߺ↢ࠍߦߥ߇ⷰ߁ߣ߆ߔὐ

ߥ㊀ᄢߡߞߚߦࠆ߃⠨ࠍᷣ⚻వㅴ࿖ᷣ⚻ᣣᧄߩᓟޔߪᘒ߁ߣ㔛ⷐ㘻ޔߪࠄ߆

㗴ࠍឭޕࠆߡߒㄭᐕ⼏⺰ޔ߅߅߇ߣߎࠆࠇߐᄬᬺߩჇᄢਇቯ㓹↪ૐ⾓㊄ൻ

ࡦࡑޕ4ߥ߈ߢߪಽᨆߒᱜߡߒήⷞࠍᖱ߁ߣṛᷣ⚻߁ߦ㔛ⷐ㘻ޔߪߤߥ

ߣߎࠆ᳞ࠍේ࿃ߩߘߦߺߩ㆐⊑ߩ㊄Ⲣᛛⴚޔ⢈ᄢൻ߽ߩᷣ⚻㊄Ⲣࠆࠇߐᓽ⽎ߦࠢ࠶࡚ࠪ

⢛ࠆߡߒߣߩ߽ߥ⊛ᔅὼࠍჇᄢߩ↥⾗㊄Ⲣޔ߇ࠆߪߢᛛⴚ⊛᧦ઙߪࠇߘޕߥ߈ߢߪ

᥊ޔߦ㔛ⷐ㘻ߦߩ⫾⾂߁㊄ⲢᏒ႐߳ᵹჇᄢ߽ߣߎࠆ߇⠨ᘦߦࠈߢ߈ߴࠆࠇ

ㅴൻߪ▽᭴ߩߘޔ߇ࠆߡߞ߽ࠍ⒟ߥ߈ᄢߦ㕖Ᏹߦ߁ࠃߩߎޔߪቇᷣ⚻ߩ㔛ⷐ㘻ޕ߁

⚻ᷣቇߩ৻ㇱߣߘ߷ߘ߶ߦᆎ߹ߦࠆߡߞㆊޕߥ߉㔛ⷐ㘻ߩ⚻ᷣቇోߩࠍ᭴▽ߔ

 ޕࠆ߇ᔅⷐߊߡߖߐൻᷓ⊑㐿ࠍಽᨆߩޘࠆߔ㑐ߦ㔛ⷐ㘻ޔߦ߽ߣߣࠆ

 

 

㧞. ⚻ᷣ‛ℂቇߩ⍮ߣ౹ಽᏓ 

⚻ᷣቇޔߪᓥ᧪ߪߩ߽ࠆࠁࠄߤࠎߣ߶ޔᱜⷙಽᏓࠍߣߎࠆߔᒰὼߒޕߚ߈ߡߒߣߣߎߩ

ሽ߇ߩ߽߁߹ߒߡߞ⺋ࠍଔ⹏ߩߘߊ߈ᄢޔߪߡ߃⠨ߣᱜⷙಽᏓޔߪߦਛߩ⽎ᷣ⚻ޔߒ߆

߇ߣߎࠆߔਥߡߒߣ⚻ᷣ‛ℂቇ⠪ߩߜߚദജޔ߫߃ߣߚޕߚ߈ߡߞ߆ࠊߡߞࠃߦᩣଔߩ

ᄌേ߇ᱜⷙಽᏓߦᓥߣࠆߡߞ⠨5ޔ߈ߣࠆࠇࠄ߃ǻ(ǻޔߪᩣଔᄌേߩᮡḰᏅ)એߩ

ᄌേ߇ޔߪ₸⏕ࠆߎ♿ߦ৻ᐲ5ޔߒ߆ߒޕߥ߆ߒߢߩ߽ߚߞߣǻ⒟ᐲߩᄌേޔߪ

ߪߦᤨޔࠅߢߩ߽ࠆࠇࠄߊ⦟ߪߢᏒ႐ߚࠇ⨹ߒߎߔ 10ǻߦ㆐ߥ߁ࠃࠆߔᄌേ߽ࠇࠄ

                                                   
3 Hanley, Susan B. (1997;ᣣ⸶ 1990) 
4 Ⴎᴛ(2010)ౝ✬╙㧝┨╙㧡▵ෳᾖ 



 ޕ5ࠆߡߒࠍଔ⹏ߥㆊዋߡߟߦ⽎ߚࠇᄖߊ߈ᄢࠄ߆ᐔဋޔߪᱜⷙಽᏓޕࠆ

 

ߩߘޕߥߪߢߌࠊ߁ߣߚߞ߆ߥߡࠇࠄ⍮ߦቇᷣ⚻߇ಽᏓߩᱜⷙಽᏓએᄖޔࠎࠈߜ߽

㊀ⷐߩ࠻ࡄޔ߇ߟ৻ߩ₂⽸ߥ⊒ߚߒᚲᓧಽᏓޔߪࠇߎޕࠆߢ㜞ᚲᓧጀޔߪߡ߅ߦ

ᒰᚲᓧ㓏ጀ x ߇ᢙߩੱࠆߔዻߦ x㧙ǩߦᲧ߁ߣࠆߔ⊒ޔߪ࠻ࡄޕߚߞߛǩ߇

ᄙߩߊ࿖ߢ 1.5 ᐔဋ߽ޔ߇ࠆߢ㒢ߪ(࿖᳃✚ᚲᓧ)⸘✚ޔߪಽᏓߩߎޕߚߒ៰ᜰߣㄭߦ

ಽᢔ߽ᜬߥ߁ࠃߩߎޕߥߚಽᏓޔߪᚲᓧಽᏓએᄖߥ߹ߑ߹ߐ߽ߦ⚻ᷣ⽎ޕࠆࠇࠄߺߢ

ㇺᏒੱߩญಽᏓߪᜰᢙ 1 ߩᦨೋߩ࠻ࡠࡉ࡞࠺ࡦࡑߥฬߢ࡞࠲ࠢࡈޕ6ߔߥࠍಽᏓ౹ߩ

ߩ⧎✎ޔߪଔᩰᄌേࠍ 100 ᐕනߩ㐳ᦼ࡞࠺ࡦࡑޔ߇ߚߞߢߣߎࠆߴ⺞ߡߞߚࠊߦ

ߩⓥ⎇ߩᓐࠍ࡞࠲ࠢࡈ߇ࠇߘޔߒ⊑ࠍߣߎߣࠆߥߣಽᏓ౹߇ᄌേޔߪ࠻ࡠࡉ

ၮ⺞ߥ߁ࠃߩߎޔߒ߆ߒޕ7ߚߞߥߣಽᏓޔߪવ⛔⊛ߥ⛔⸘ቇߤࠎߣ߶ߪߢᛒ߈ߢ߇ߣߎ߁

ߎࠆߔ⼂ࠍ㊀ⷐᕈߩߘޔ߽ߡߒߣߛ⽎ߟ߽ࠍ᥉ㆉᕈߩࠅߥ߆߃ߣߚޔߚߩߘޕߥ

ಽߥ߁ࠃߩߎޔߪߦ⠨ኤߩ㔛ⷐ㘻ޔߪႎ๔⠪ޕߚ߈ߡࠇࠄߌㆱߦ⊛⼂ήᗧ⊛⼂ᗧߪߣ

Ꮣߜ┙ߢ߹ߦߡߞ⠨ኤ߇ߣߎࠆߔᔅⷐߣ߆ߥߪߢ⠨ޕࠆߡ߃ 

 

Amazonޕ߁ࠃᆎࠍࠄ߆ࠈߎߣࠆ߈ߢ߇ಽᨆߥ⊛⸘⛔ޔߕ߹ ߩࡊ࠶࡚ࠪ࠻࠶ࡀߩߤߥ

⊒㆐ޔࠅࠃߦห৻⒳ᄙຠ⋡ߩ㔛ⷐߊߏ߇ዋ㊂ߢ߹ࠆ⥋ߦ⽼ᄁࠃߩߘޕߚߞߥߦ߁ࠃࠆࠇߐ

ޔࠅ߇ᣂೀߩᐕ㑆㧣ਁౠ⒟ᐲޔ႐วߩᣣᧄ߫߃ߣߚޔߪᧄޕࠆߢᧄ߇ઍߩຠߥ߁

ᣢೀᧄ߽ޔߣࠆ㧞㧜ਁౠࠍࠆ߃ຠ߇⽼ᄁޕࠆߡࠇߐߪߢ Amazon  ⛘ޔߪ

࠲ߩᧄߥᚻน⢻ߢᏒ႐ޔࠅ߅ߡߒฎᧄ߽ખ⽼ᄁߥߡࠇߐᄁ⽼ߡߒߣᣂຠߡߞߥߦ

㖸ޔ߽ߦᧄએᄖޔ߇ࠆߢߥ⊛ઍߩᄙຠ⋡ຠޔߪᧄޕࠆ߇ߦߩ߽ߥᄢ⤘ߪ࡞࠻ࠗ

ᭉޔᤋຠࡦ࡚ࠪ࠶ࠔࡈޔຠޔߤߥౝኈ߿ᗧඅ߫ࠇߥ⇣߇㆑ࠆߖߥߺߣߩ߽߁ห৻⒳

ᄁㇱ⽼ߣ㗅ޔߌߟࠍ㗅ߦ㗅ᄙߩᄁᢙ⽼ޔߦߣ߽ࠍ❣ᄁታ⽼ߩࠄࠇߎޕࠆ߇ຠߩ

ᢙࠍਔኻᢙࠣޔߣࠆߔ࠻࠶ࡠࡊߦࡈዋᢙߩ✢ಽߦಽࡊ࠶࡚ࠪ࠻࠶ࡀޔ߫߃ߣߚޕࠆࠇ߆

ࠢߚߒ␜ឭࠍ࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆߒᣂߩ  ;Anderson, 2006)ޢ࡞࠹ࠣࡦࡠޡߩࡦ࠰࠳ࡦࠕࠬ

ᣣ⸶ ߦࠇ߈ޔߣࠆߔ࠻࠶ࡠࡊࠍࡈࠣߦߣ߽ࠍᢱ⾗ߩ(2006 2 ߎޕ8ࠆࠇ߆ಽߦಽ✢ߩߟ

㗅ᄁᢙ⚂৻ਁౠ⽼ޕࠆߔᗧࠍߣߎࠆߡࠇ߆ಽߦಽᏓ౹ߩߟੑ߇߈ⴕࠇᄁߩᧄߪࠇ

⚂㧝ਁ⇟߹ߪߢ౹ಽᏓߩᜰᢙǩߪ 0.64 1ޔࠅߢ ਁౠએਅ㗅ߢ⚂㧝ਁ⇟ࠄ߆ 100 ਁ⇟

ߪᜰᢙߩߢ߹ 1.94 ߣ⇟ਁ৻ౠਁ৻ޔ߇ࠆߥߦផ᷹ߪߣޔࠅࠃߦ⚂ߩᢱ⾗ޕࠆߥߣ 1

ਁౠએਅޔߪ߶߷ᣂೀߣᣢೀߩᏅ⇣ߣ⠨ޕ߁ࠃ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃ 

 

                                                   
5 ᱜⷙಽᏓߦᄌޔߡ߃౹ಽᏓࠍ⠨ኤߦޔ߈ߣࠆࠇ⇇ߩᣇߦ߆ࠍᄌߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߃

⸶Taleb 200 5; ᣣ)ޢࡦࡢࠬ࠶ࡉޡߩࡉ࠲ࡓࠪ࠽߇⺑⸂ߩߡߟߦ߆ߥ  ޕࠆߢ(2009
߫ߒ߫ߒߪࠇߎ 6 Zipf ಽᏓߪࠆ Zipf  ޕࠆߡࠇ߫ߣᴺೣߩ
7 Mandelbrot, 1963࠻࠶ࡠࡊߩ࠻ࡠࡉ࡞࠺ࡦࡑޔߒߛߚޕ࿑ߢߩ߽ߥߟ߮ࠅߥ߆ߪ

 ޕࠆ߇⌒ᘢߩࠇ߆ߦ⥄ߣߎߚ߈ߢା⏕ߣಽᏓ౹ࠍࠇߎޔࠅ
8 Ⴎᴛ↱ౖ(2010)p.132 ࿑ 2-4. 



౹ᜰᢙǩ߇ 1 એਅޔ߈ߣࠆߢᱜߩ৻ቯ୯એߩ㑆ࠆߌ߅ߦ౹ಽᏓߩⓍಽࠍ⠨ޔߣࠆ߃

Ⓧಽߪή㒢ᄢߦ⊒ᢔޔߪߣߎߩߎޕࠆߔ⽼ᄁ࡞࠻ࠗ࠲ࠆߔᢙࠍჇޔߣߊߡߒ߿✚⽼ᄁᢙ

߃ࠍᐕ㑆⽼ᄁᢙ⚂৻ਁౠޔߪߢᢱ⾗ߩࡦ࠰࠳ࡦࠕޕࠆߔᗧࠍߣߎࠆߔჇᄢߦή㒢߇

ߪᜰᢙǩ౹ޔߣࠆ 1 㒢ߪߦᄁᢙ⽼✚ޔ߽ߡߒ߿Ⴧࠍᢙ࡞࠻ࠗ࠲ޔࠅ߅ߡߞߥߊ߈ᄢࠅࠃ

ޕࠆߊߡ߃߇╷ᣇ߈ߴࠆߣߡߒߣ⇛ᚢޔ߈ߣࠆ߆ࠊ߇ಽᏓߥ߁ࠃߩߎޔߒ߆ߒޕࠆ߇

ᚢ⇛ᬺߪ⒳ޔ߇ࠆߥ⇣ࠎߗ߁ߣߡߞࠃߦዮ᛬ὐࠍฝ⒖ߦേޔ߆ߣߚࠆߖߐᜰᢙࠅࠃࠍ

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨߇╷ᣇߥ߹ߑ߹ߐޔ߆ߣߚࠆߔߦߩ߽ߐዊࠅࠃ

 

㔛ⷐ㘻ࠍ⠨ޔߪߦ߈ߣࠆߔߣ߁ࠃ߃ߩຠߩ⽼ᄁಽᏓࠍ⍮ߪߦߌࠊߔ߹ᷣߢߌߛࠆ

߹ޔߪಽᏓߥ߁ࠃߩߎޔߒ߆ߒޕࠆߥߣᔅⷐ߇ಽᏓᴺೣߔߛࠅ߇ຠోޕߥ߆

ᣣᧄޔߪႎ๔⠪ޕߥࠇࠊᕁߪߣ㗴ࠆࠇߐ⸂ߦන◲߽ߦ⊛᧪ޔߕࠄ߅ߡࠇߐ᷹⸘ߛ

⚂ޔ߇ߚߺߡߒ࠻࠶ࡠࡊࠍᄁ㗵⽼ߩߣߏಽ㘃ᬺ↥ߩ 500 㗄⋡ࠆ↥ᬺዊಽ㘃ߡߞࠃߦߡ

ߔߦෳ⠨ࠍᵴേ↥↢߿⒳㘃ߩຠޔߪಽ㘃ᬺ↥ޕߚߞ߆ߥࠇߥߐኤⷰߪಽᏓߥࠇ߈ޔ߽

߈ߣࠆࠍಽ㘃ᬺ↥ߒᣂޔߢᆔຬળ⸘⛔ޕࠆ߇ㇱಽߥ⊛ὑੱߡࠊ߈ޔ߃ߪߣࠆ

⋠ಽ㘃㗄ߩࠅᱷޔ߹ߒߡࠇߐಽ㘃৻ߦ⋠㗄ޠઁߩߘޟߪߩ߽ߥߐዊ߇ⷙᮨ↥↢ޔ߽ߦ

߈ޔߪߢዊಽ㘃᳓Ḱޔࠅᖱ߽ߥ߁ࠃߩߎޕࠆࠇߐㆬᛯ߇ߩ߽Ყセ⊛㜞ߩ㊀ⷐᐲޔߪ

 ޕࠆࠇࠊᕁߣߛߩߥࠇߐኤⷰ߇ಽᏓ౹ߥࠇ

 

ⷰኤߚࠇߐታߚ߹ޔߊߥ߇ㄭ᧪ⷰޔ߽ߦኤ߈ߴߔ᷹⸘ߒߥᣇᴺ߇㐿⊒ߣࠆࠇߐᦼ

ᓙ⊛ޔ߈ߣߥ߈ߢ⠨ኤޕ߆߁ࠈߢ߈ߴࠆ߿ࠍႎ๔⠪߃ߣߚޔߪᄢ⢙ߥ⺑ߡߞߢ

ࠇࠄ߃⠨ߣઍߩ෩ኒ⑼ቇޕࠆߡ߃⠨ߣࠆ߇⟵ᗧߦߣߎࠆߺߡㅴࠍ⺰ផߥน⢻ޔ߽

ߥ߁ࠃߩߘޕࠆߡࠇࠊⴕ߫ߒ߫ߒߪ㘧べߥᄢ⢙ߥ߁ࠃߩߎޔ߽ߡ߅ߦℂቇ‛ࠆߡ

ߣߒᱜߦߜߩޔ߇ࠆߦㆇࠆࠇߐ⎕᫈ࠇߐ⸽ߡߞࠃߦታ᷹ⷰߦߜߩޔߪߊᄙߩ⺑

ᛚࠆࠇߐ⺑߽ߥ߁ࠃߓߥ߅ޔᄢ⢙ߥ㘧べߦၮޕࠆߡߠ‛ℂቇࠃߩߎޔߪߡ߅ߦ

⓭ߩߣኤታⷰޔ߽ߡ߅ߦቇᷣ⚻ޕࠆߡභࠍ㊀ⷐㇱಽߩℂ⺰⊛ಽᨆ߇⺑ᒻᚑߥ߁

ว߇ᣧᕆߪߦᦼᓙߥ߈ߢ⺑ߣࠈࠈߦߣ߽ࠍផ⺰ߢ߈ߴࠆࠇߐ⸵ߪߣߎࠆߺߡߒ

ࠊ߆߆ߦᵴ↢ޔߕࠄ㒢ߦ࡞࠻ࠗ࠲ߩ(♽࠷ࡦ࠹ࡦࠦ)♽ౝኈޔߪ⺑ࠆߔឭ᩺߇ႎ๔⠪ޕ߁ࠈ

ߪߣ㜞ࠅᄁߣ㗅ߩߘޔ߈ߣߊߡߒಽ⚦ߊ߆⚦ࠅ߉߆ࠆ߈ߢ⼂߇ᚻ⾈ࠍຠోࠆ

ᜰᢙǩߩ౹ಽᏓޕࠆߢߩ߽߁ߣࠆߥߣǩޔߪߡߒߣ৻ቯࠍ߈ߟࠄ߫ߩᗐቯޔ߇ࠃߡߒ

1ޔ႐วߩߊ߅߅ ߢᱜ߇ᜰᢙǩޕࠆ߃⠨ߣࠆ߈ߢቯߣࠆߣߣ୯ㄭߦ 2 ᧂḩߩ႐วߩߎޔ

ಽᏓߪ(߽ߒή㒢ߦዷ㐿߫ࠄߥࠆࠇߐ)ᐔဋ߽ಽᢔ߽߽ޕߥߚຠߩᄙ᭽ᕈ500ޔ߽ߡߟߦ

߆ߣ 1000 1ޔߊߥߪߢ ජਁࠄ߆ 1 ం߁ߣᄢࠍߐ߈⠨ޕ9ࠆ߃ 

 

ޕࠆ߈ߢ߇⠨ኤߥ߹ߑ߹ߐޔ߽ߡߟߦ㘻ߩ㔛ⷐޔ߫ࠄߥࠆࠇߐ⸵߇⺑ߥ߁ࠃߩߎߒ߽

                                                   
9 ຠߩ⒳㘃ߩផቯޔߪߡߟߦ⸘↹⚻ᷣᤨઍ࠰ߩㅪޔߡ߅ߦଔᩰ߇ 1 ජਁ㗄⋡એࠍ

ផቯߩਅ㒢ޕࠆߡߒߣ 



߇ǩߒ߽ޔߦߜߛߕ߹ 1 એਅޔࠄߥߚߞߢଏ⛎ࠅ߉߆ࠆ߈ߢ㔛ⷐࠆߊߥࠅ߉߆ߪ

߇ᜰᢙǩޕࠆߥߦߣߎ 1 ߡߒߣ╷ޔ႐ว߽ߩߎޕࠆߥߣ㒢ߪ㔛ⷐ✚ޔ߈ߣ߈ᄢࠅࠃ

ᄌൻߥߐዊߩǩޔ߫ࠄߥน⢻߇ࠇߘߒ߽ޕࠆࠇࠄ߃⠨߇ߤߥߣߎࠆ߃ᄌࠍ୯ߩᜰᢙǩޔߪ

 ޕߥࠇߒ߽߆ߔࠄߚ߽ࠍჇടߥ߈ᄢߩ㔛ⷐ✚ޔ߽

 

 

㧟. Ꮢ႐ⷙᮨߣຠߩᄙ᭽ᕈ 

1 ජਁ⒳એߩຠ(⽷ࠍࠬࡆࠨߣ)ࠍ⠨⵿ߩߘޔ߈ߣࠆ߃㊁ࠍ᭴ᚑࠊ߈ޔߪߩࠆߔ

ᷣ⚻ߩⷙᮨࠆߌ߅ߦ↥↢ޔߪߡߟߦຠߥ߁ࠃߩߎޕࠆߥߣຠߥ߆ߒ㔛ⷐߩዋ㊂ߡ

ߣߥߒ┙ᚑߡߒߣࠬࡀࠫࡆޔߪߦ߈ߣߥ߇㔛ⷐߩቯ㊂એ৻ޔߜࠊߥߔޕߊߦㅒ߇

ߣߊ⟎ߣቯ৻ࠅࠃߦઁߩߘ┹(ߩߣߤߥຠߩ⒳㘃ߩઁ)߇ଔᩰߩຠޕࠆߎ߇ߣߎ߁

↪⾌࿕ቯޔ߈ F ↪⾌⊛Ყߣ c x ߪಽጘὐ⋊៊ޔ႐วߩ‛↥↢ࠆߥࠄ߆ߣ B=F/(p㧙c)ߥߣ

 ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߇㔛ⷐࠆ߃ࠍಽጘὐ⋊៊ߩߎޔߪߡߒߣࠬࡀࠫࡆޕࠆ

 

ߦቯᦼ㑆৻ޔ߫ࠇߔߣቯ৻߇ᚲᓧߣଔᩰޔ߈ߣࠆߢቯ৻߇ᅢ༵߿࡞ࠗ࠲ࠬࡈࠗߩޘੱ

⾼߇ੱߩߡߴߔߦᦼ㑆ਛߪࠇߎޕࠃߡ߃⠨ߣࠆߔᲧߦญੱߪ㔛ⷐߩຠࠆࠆߌ߅

߇ੱ৻ߦੱ⊖ߦᦼ㑆ਛޔߊߥߪߢᗧ߁ߣࠆߔ 1 ࿁⾼߽ߡߞߢߩ߽߁ߣࠆߔ᭴

ญੱޔ߫߃ߣߚޕߥࠊ 100 ࠆߌ߆ߦⷰࠍ㧝࿁⦼ዬߦᐕ߇ࠅߣ߭ߦජੱޔߢㇺᏒߩੱਁ

ߣߎᦸߡߒߣቴࠍੱߩජੱߦᐕ(߫ࠇߔߣߥ߇ቴ⸰ߩࠄ߆ᄖ)ߪߢㇺᏒߩߎޔߣࠆߔߣ

 ޕࠆ߈ߢ߇

 

ߔࠅ߿ߪߩᵹⴕޔߢຠߥ⊛⠴ਭޕࠆߥߣ㗴߇࠴ߩຠޔߡ߅ߦ⠨ኤߥ߁ࠃߩߎ

߇ߣߎࠆᄁߦ⇇ਛߢଔᩰߥࠄࠊᄌࠅ߹ޔߪߢຠߥߐዊ߇↪⾌ャㅍޔߊߥዋ߇ࠅߚ

ޔ߇ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔߣ〝⽼ࠍ⇇Ꮢ႐ోޔߪߢຠ㐳ߩ࠴ߦ߁ࠃߩߎޕࠆ߈ߢ

┹⋧ᚻ߽ᄙߚ߹ޔߊૐ⾓㊄ߩ࿖ߩޘ┹วຠߣ┹ߦࠇߎޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒኻޔߒ

ⴕߦࠈߎߣߩ㔛ⷐ⠪߇ଏ⛎⠪ޔߪߢࠬࡆࠨߩߊᄙߊ㒰ࠍߩ߽ࠆߔ↪ࠍ࠻࠶ࡀ࠲ࡦࠗ

ޔߪએᄖੱߟ߽ࠍንߥ߽ߟߡߣޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߆ⴕߦࠈߎߣߩଏ⛎⠪߇㔛ⷐ⠪ޔ߆ߊ

⒖േ⾌↪⒖߿േᤨ㑆ࠍή㒢ߦᄢޕߥ߈ߢߪߣߎࠆߔ⾼߈ߴߔຠߩ⒳㘃ߣଔᩰᏪߦ

  ޕࠆࠇߐ⺧ⷐ߇ㄭធᕈߩቯ৻ߩ㔛ⷐ⠪ߣଏ⛎⠪ޔ߇ࠆࠃ߽

 

ᣣᧄੱ߇ญ 1 ం 3 ජਁੱߩ࿖ߟ߆ޔࠅߢᲧセ⊛ห⾰ߩᢥൻੱߟ߽ࠍญࠄ߆᭴ᚑߡࠇߐ

ߥࠄ㒢ߪߣࠆ߈ߢ⛎ଏߡߞࠃߦឭଏ⠪ߩ৻න߇(ࠬࡆࠨ⽷)ຠߩߡߴߔޔߡߞߣ߆ࠆ

ࠍㇺᏒ=৻ᣣᵹߦߚߩ⾼ࠬࡆࠨߪࠆ‛⾈ޔࠅ߉߆ߥ߇ᖱߩ․ޕ

⒖ߡ߃േߩߘޕߥߪߣߎࠆߔᗧޔߪߢᣣᧄޔߪᄙߩߊ⚻ᷣߦ⥄ὼ⊛ߦಽᢿߡࠇߐ

ᜬࠍᚲᓧࠅߚᒰੱ৻ߣญⷙᮨੱߩࠄߊߩߤ߇ᷣ⚻ߩߟߣ߭ޔߣࠆߔߣ߁ߘߒ߽ޕࠆ



 ޕࠆߥߣઙ᧦ߥ㊀ⷐߩ߆ุ߆ࠆਸ਼ߦࠬࡀࠫࡆ߇ឭଏߩຠࠆޔ߇߆ߟ

 

ߟ৻ޔ߫߃ߣߚޕ߁ࠃߺߡ߃⠨ߺߩ⟲ຠߩએਅ࠴ߩቯ৻ޔߡ߃ᄌߒዋࠍⷞὐߢߎߘ

ߩቯ৻ߦຠߩߟߣ߭ޕ10߁ࠃߒߣࠆ߆ដ߇↪⾌⒖േߣ⒖േᤨ㑆ߩቯએਅ৻ޔߪߢㇺᏒߩ

⽼ᄁଔᩰ៊ߣ⋉ಽጘὐࠍቯੱޔ߈ߣࠆߔญ 1 ߣᄙ᭽ᕈߩຠࠆ߈ߢᜬ⛽߇ㇺᏒߩੱਁ

ੱญ 1 ජਁੱߩㇺᏒ߇⛽ᜬࠆ߈ߢຠߩᄙ᭽ᕈޔߪߦߣᄢߥ߈㆑ޕࠆߕ↢߇⏕₸ᐔဋ

1ޕ߁ࠃߒߣࠆߣࠍⴕേ⾈⾼ߓੱ߽หߩㇺᏒߩߤޔߡߒߣ XޔߪߢㇺᏒߩੱਁ ຠߩ⋠⇟

߇㔛ⷐߩ A X㧙ǩޔ߈ߣࠆߔߣ ੱญ Y ߪ㔛ⷐޔߪߢㇺᏒߩੱਁ A Y X㧙ǩߩߎޔߒ߽ޕࠆ

߇ಽጘὐ⋊៊ߩᬺ↥ B ญੱޔߣࠆߔߣߛ Y ߇㔛ⷐߢㇺᏒߩੱਁߪ B ߪߦߚࠆ߃ࠍ A 

Y X㧙ǩ > B. ߽ੱߒญ㧝ਁੱߩㇺᏒ߇ XMAX⇟⋡ߩຠ߹ࠬࡀࠫࡆߢൻน⢻ޔߣࠆߔߣ

ੱญ Y  ޕࠆߥߦߣߎࠆਸ਼ߦណ▚ὐ߇ຠߩߢ߹⇟Y1/ǩ XMAXޔߪߢㇺᏒߩੱਁ

 

ㇺᏒߟ߽ࠍ࠴ߩቯ৻ޔߊߥߣߎࠆ⍮ࠍಽጘὐ⋊៊ߦ⊛ౕޔߪࠈߎߣ⦟ߩଔ⹏ߩߎ

ੱࠆߌ߅ߦญᲧޔߡߞࠃߦߺߩߩ㗅⇟߹ߢណ▚ߦਸ਼߆ࠆផቯޕࠆߦࠈߎߣࠆ߈ߢ

ࠃߦ▚⸘ޔ߫ࠇ߆ࠊ߇ߐ߈ᄢߩㇺᏒߣฦǩޔ߇ࠆߥ⇣ߡߞࠃߦǩࠎࠈߜ߽ޔߪ₸ߩߎ

ࠍࠇߘޕࠆߦߣߎࠆ߈ߢ߇ߣߎߔ␜ߡߒߣࠅ 1  ޕ11ࠆߍឝߦ

 

 ᦨᄢ㗅(ੱญߩຠࠆߔ┙ᚑߡߒߣࠬࡀࠫࡆ  1 1  (₸ࠆߔኻߦㇺᏒߩੱਁ

ǩ ੱญ  1 ਁੱ   10 ਁੱ  100 ਁੱ  1000 ਁੱ 

0.7        1     26.8     719.8       19307.0 

0.8         1      17.7     316.2        5623.4 

0.9         1      12.9     166.8        2154.4 

1.1         1       8.1      65.7         533.6 

1.3     1       5.8      34.5         203.0 

1.5         1       4.6      21.5         100.0 

 

 

ߓหޔ߽ߡߞߢ⟲৻ߟ߽ࠍᅢ༵ޔᵴ⠌ᘠ↢߿࡞ࠗ࠲ࠬࡈࠗߩቯ৻ߩޘੱߦ߁ࠃߩߎ

߈ᄢߪߦ₸߁ߣ߆ࠆਸ਼ߦណ▚ὐ߇ຠߩߢ߹⋠⇟ޔ߫߃㆑߇ญⷙᮨੱߦౝ࠴

 ޕࠆߕ↢߇㆑ߥ

 

ੱญⷙᮨߩᄢߥ߈ㇺᏒ߶ޔߤᄙ᭽ߥຠߪߣߎࠆࠇࠄߺ߇ࠬࡆࠨ᥉ㆉ⊛ⷰߦኤࠇߐ

                                                   
10 ㇺᏒߩઍߦࠅࠊㇺᏒޟߢߎߎޔ߇ࠃ߽ߡߞߣㇺᏒޔߪߩࠆ↪ࠍ⺆↪߁ߣޠ

ⴕߩߡߒߣㇺᏒߣޔߒ৻ቯࠅࠃߦ࠴ߩቯ⟵ࠆࠇߐㇺᏒ▸࿐ࠍߣߎࠆߢ⏕

 ޕࠆߢߚࠆߔߦ
11 Ⴎᴛ 2010, p.134,  2-3. 



㔛ⷐߩຠޕߚߞ߆ߥߎߡࠇߐ⺑ߪߦ⊛⺰ℂߢ߹ࠇߎޔߪߣߎߥ߁ࠃߩߎޔߒ߆ߒޕࠆ

㊂߇ຠ⒳㘃ᢙߩ౹ಽᏓ߁ߣࠆߥߣ⺑ߢ߹ࠇߎޔߪᬌ⸽ߥߡࠇߐ㘧べߚߒ⺑ߢ

ޔߪߢ߹ࠆࠇߐ⸽ࠅࠃߦታߩޔ߆ࠆߔ߇⺑⺑ߥᅷᒰࠅࠃߩޔ߇ࠆߪ

ᬺ⺑ߡߒߣណ↪ޕ߁ࠈߢࠃߡߒ 

 

㔛ࠅߚ㧝ੱࠆ߁ߒൻࠬࡀࠫࡆߦߣߏㇺᏒⷙᮨ߫߃ߣߚޔߣࠆߔ↪ណࠍ⺑ߥ߁ࠃߩߎ

ⷐߩ᳓Ḱ߇Ყセน⢻ޕࠆߥߣㇺᏒⷙᮨ߇ᄢࠬࡀࠫࡅޔߣࠆߥߊ߈ൻࠆ߈ߢຠߩᦨᄢ㗅

ߪ㕖Ᏹߦᄢߩߎߎޔ߇ࠆߥߊ߈ຠߩ㔛ⷐⷙᮨߪዊੱޔߢߩࠆߥߊߐญ 1 ታߩࠅߚੱ

น⢻㔛ⷐ㊂ޔߪᦨᄢຠ㗅߶ߪߦߤᄢޕߥࠄߥߊ߈╙㧞ߩߘߦ⸘▚⚿ᨐࠍឝޕ12ࠆߍ 

 

 

 㔛ⷐ(ੱญࠅߚ㧝ੱᒰࠆ߁ߒൻࠬࡀࠫࡆ 2 1  (₸ࠆߔኻߦㇺᏒߩੱਁ

ǩ ੱญ  1 ਁੱ   10 ਁੱ  100 ਁੱ  1000 ਁੱ  㒢 

0.7        1     2.69    7.19   19.30    п 

0.8         1      1.77    3.16    5.62       п 

0.9         1      1.29        1.66    2.15       п 

1.1         1      1.36    1.65    1.89      2.92 

1.3     1      1.21        1.34       1.42       1.46 

1.5         1      1.14        1.21       1.24       1.26 

 

ᵈ:  ห৻ੱߩญⷙᮨޔߪߢǩ߇ᄢߤ߶ࠆߥߊ߈㔛ⷐ㗵߽ᄢੱޕࠆߥߊ߈ญ 10 ੱㇺᏒߢ

0.9 ߣ 1.1  ޕࠆࠃߦᏅ⺋▚⸘ޔߪߩࠆߡ߈߇ήㅒォߦ㑆ߩ

 

 

⫾Ⓧ߇ਲޔߊߒ㔛ⷐࠎ߱߁ࠀߓࠍࠇߘ߽ߡߞ߇ḩߪߦᷣ⚻ߥ߈ߢ߇ߣߎߔߚ 2 ㆡߪ

ޕߥ߈ߢ↪ 2 ᦼᓙࠅࠃߦ࡞ࠗ࠲ࠬࡈࠗ߿⼂ᛛⴚ⍮ߩ)ޔࠅචಽ߇ᧄ⫾Ⓧ⾗ޔߪ

ߎޕࠆߡߞ┙ߦ೨ឭ߁ߣࠆߡࠇߐൻࠬࡀࠫࡆߡߴߔߪ㔛ⷐߥൻน⢻ࠬࡀࠫࡆ(ࠆ߈ߢ

ޔߤ߶ㇺᏒߥ߈ᄢߩญⷙᮨੱޔ߽ߡ߅ߦᣣᧄߓߥ߅ޔ߇ࠆߢ⺑ߥᄢ⢙ࠅߥ߆߽ࠇ

ߪߦ⥸৻ 1 ផ᷹ߩǩߢ߹ࠇߎޕࠆࠇࠄߡߒߣะߪߣߎ߈ᄢ߇ᚲᓧߣ㔛ⷐࠅߚੱ

ᣇᴺ߽ߦߥߪߡߟߦ⸒ޔ߇ߚߞ߆ߥߎߡߒㇺᏒߩ 1 ផቯߦ⏕ᱜ߇ᚲᓧ᳓Ḱࠅߚੱ

㒰ࠍᴺੱᚲᓧߪߦࠇߎޔߛߚޕߥࠇߒ߽߆ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ᳞ࠍផቯ୯ߩǩޔ߫ࠇ߈ߢ

ߔផቯࠍㇺᏒੱญޔߣߣߎࠆ᳞ࠍ(㗵⾈⾼ߪࠆ)ᐔဋᚲᓧ㗵ߩߣߏㇺᏒޔߢ߃߁ߚ

 ޕࠆߔߣᔅⷐࠍᬺߥᄢ⤘߁ߣࠆ

 

 2 ࠆࠇߐኤⷰߦ⊛⥸৻ߦᷣ⚻ᣣᧄޔ߇ࠆߢߩ߽ߚࠇࠄᓧߡ߅ࠍ⺑ߥᄢ⢙ߩߊᄙߪ

                                                   
12 ዉߪߡߟߦႮᴛ 2010, p.135-7  ޕࠃߺࠍ



ะߊࠃࠍޕࠆߡߒᄢⷙᮨߥㇺᏒ߶ޔߤឭଏ߇ࠬࡆࠨࠆߡࠇߐᄙ᭽ޔࠅߢ৻⥸

ߦ 1 ੱᒰߩࠅߚᚲᓧ߽㜞ߩߎߒ߽ޕะ߇ᄙ⒳㘃ߩ㔛ⷐߟ߽߇㊂⊛᭴ㅧߣណ▚ὐߩߣ㑐

ㅪߪࠇߎޔࠄߥߩ߽ࠆߡࠇ߹↢ߢ⚻ᷣᴺೣߡߒߣߥࠇߒ߽߆ߩ߽ߥࠄߥ߫ࠇߌߥ

߃⠨ߣࠆߦߣ߽ߩ↪ߩᴺೣߥ߁ࠃߩߎޔ߽ߡߟߦᩰᏅߩㇺᏒ㑆ޔߣࠆߔߣ߁ߘޕ

 ޕࠆߥߣᔅⷐ߇ߣߎࠆߔኻಣߢ߃߁ߚ

 

ㄭᐕੱޔߪߢญᷫߩዋߣ㜞㦂ൻߦޔㇺᏒ࠻ࠢࡄࡦࠦߩൻߪࠇߎޕࠆߡࠇߐ⺰⼏߇ਥ

ߩㇺᏒޔ߇ࠆߡࠇࠄߓ⺰ࠄ߆㕙↪⾌ߊߡߒᜬㆇ༡⛽ࠍㇺᏒߚߒᢔߦᐢ▸࿐ߡߒߣ

ߥᔅⷐ߽ߦߚࠆߔ⛎ଏߦᄙ᭽ߦ⊛ᬺࠍຠ⍴ߩ࠴ޔߪ㓸ਛዬൻ࠻ࠢࡄࡦࠦ

ࠍᓇ㗀ߥ߁ࠃߩߤߦญേᘒੱ߇ࠇߘޔࠅߢࠎߥ߇㝯ജߩᄢⷙᮨㇺᏒޔߦㅒޕࠆߢߣߎ

߷ޔ߽ߡߟߦ߆ࠆߡߒએߪ⺰⼏ߩ৻ቯߩ␜ໂߣࠆߡ߃ߚࠍᕁޕࠆࠇࠊ 

 

㜞ᐲᚑ㐳ᤨઍޔᣣᧄੱߩญേᘒࠍޔߪߩߚߡᎿ႐┙ޔࠅߢડᬺ┙ޕߚߞߢ

ߪࠄࠇߘޔ߽ߢ㊀ⷐߥⷐ࿃ޔ߇ࠆߡߌߠߟࠅߢᄢㇺᏒ߳ੱߩญ㓸ਛߩࠄࠇߘޔߪ

ᓇ㗀ޕߥߪߢߩ߽ࠆࠃࠅ߆߫ߦᄢㇺᏒߩࠬࡆࠨߟ߽ߩᄙ᭽ߦࠄߐࠍޘੱ߇ߐᄢㇺᏒ߳

ࠗߒߩߊᄙߥ߈ߢ㛎ߪߢᣇㇺᏒޔߪߦ੩᧲ޕࠆߢታ߽ߣߎࠆߡߒᒁ⺃ߣ

ޔోߒ᭴ᚑࠍ㔛ⷐߥᄙ᭽߇ࠄࠇߘޕࠆ߇࠻ࡦࡌ ߡߒߣ 1 ੱᒰߩࠅߚᚲᓧࠍޕࠆߡߍ

ᄢ㒋ޔ㜞ᐲᚑ㐳ᤨઍએ㒠ޕߥ߈ߢߪߣߎࠆ߃⠨ࠍ╷ㇺᏒߡߞ߱ߟࠍ⋠ߦታߚߒ߁ߎ

ዋ(330ᷫߥᄢߩㇺᏒੱญߪ ࠄ߆ੱਁ 250 ߣ߭ߩⷐ࿃ߩߘޕߚ߈ߡߒ⟎ࠍ(ዋᷫߩ߳ੱਁ

߇ߣߎߚߞ߆ߥߐ⸵ࠍჇᄢߩቛኈⓍ߁ߦ㜞ᐲൻߩᷣ⚻ޔࠅࠃߦᢳ✢㒢ߟ߈ޔߦߟ

߈ߞߌߪࠇߘޔ߇ߚ߈ߡߞߣࠍ╷ࠆߔᛥࠍญੱޔࠄ߆⚂ߩ᳓⾗ḮޔߪᚭᏒޕࠆ

ᛥലᨐߩ᳓⾗Ḯࠆߌ߅ߦᶰᎹᵹၞޔࠅߢߌߛࠆߖߐჇᄢᢔࠍญੱߦㄝㇺᏒߊࠂ

ߡࠇߐᛥ߇㝯ജߩㇺᏒߩᚭ߿ᄢ㒋ޔᨐ⚿ߩ╷ߥ߁ࠃߩߎޔߒ߆ߒޕߚߞ߆ߥߚ߽ࠍ

 ޕߥߡߠ᳇ߪᜂᒰ⠪↹⸘ߩߊᄙߦߣߎߚ߈

 

᧲੩ㇺᏒޔߪᣣᧄߩਛߡߌߧ߮ߣߢᄢⷙᮨߥㇺᏒߪࠇߘޔ߇ࠆߢ⇇ߩਛੱ߽ߢญ

ⷙᮨ㔛ⷐⷙᮨߢ⇇ᦨᄢ(ߪࠆ╙ 2 )߁ߣ⟎ࠍභޕࠆߡ᧲੩ߦࠇߘޔߪߦ

ว߁㝯ജ߇ࠇߘޔࠅ߇ᣣᧄߩ⧯⠪ᢥൻߦ⇇߇ᵈ⋡ࠆߔⷐ࿃ઁޔ߇ࠆߡߞߥ߽ߦᣇᄢ

ⷙᮨ࡞ࡠࡊࠬߦൻߚߒㇺᏒ᭴ㅧޔߪㅢൕᤨ㑆ߩ㐳ߦߤߥߐ⽎ᓽߩ⽶ࠆࠇߐ㕙ࠍౝ൮ߒ

㔛ⷐ㘻ޔߦ߁ࠃࠆߔ៰ᜰ߇(Ian Steedman 2001, 2007)ࡦࡑ࠼ࠖ࠹ࠬࡦࠕࠗޕࠆߡ

੩᧲ޕࠆ߇႐วࠆߥߣ⚂ⷐ࿃ߥਥⷐߩ㔛ⷐ߇⚂㑆ᤨޔߊߥߪߢ⚂▚੍ޔߪߢᷣ⚻

ㇺᏒߩ㔛ⷐ߇ᄢߥߒⷐ࿃ޔߦߟߣ߭ߩ㐳ᤨ㑆ഭߣ㐳ᤨ㑆ㅢൕޔࠅࠃߦⒿᓧ㓏ጀ߇

ᶖ⾌ᤨࠆߔ㑆߁ߣߥ߇㗴ߣࠆ߇ᕁޕࠆࠇࠊᣣᧄߩ㔛ⷐ㘻ߦኻಣޔߪߦࠆߔㇺᏒ

╷ࠆߌ߅ߦ⊒ᗐߩォ឵ޕࠆࠇࠄ᳞߇ 

 

ᄢㇺᏒߊ߆߽ߣߪᣇߩዊㇺᏒߪࠆޔߛߩࠄߚߒ߁ߤߪㆊ⇹ߥ߁ࠃࠆࠇࠊߣ



ࠆߢࠎߦߩߘޕࠆ߁ࠅࠎߗ߁ߣ߽⇼߁ߣ߆ߩࠃࠄߚ߃⠨߁ߤࠍ㗴ߩၞ

ߘޔߡߞߣߦⓥ⠪⎇߿ၞᵴേኅࠆߡ߃⠨ߦ✜৻ߣߜߚੱߩߩߘߪࠆޔߜߚੱ

ޔߒ߆ߒޕ߁ࠈߢࠄߠߜ߽߆ߥ߆ߥߪᗐ⊑߁ߣࠆㅴߦ⊛╷ࠍญᷫዋੱߩߩ

ᣣᧄߩ⁁ⷰࠍኤޔߣࠆߔ㐳ᦼߪߦ⛽ᜬੱߥ߈ߢญߦ⥢↰ࠍᛴ߃ㄟࠆߢࠎ㕙ࠆ߇

ޕੱࠆࠇࠊᕁߣ ญᷫࠍⓍᭂ⊛ߦㅴޔߟߟ࿖ో߿ⅣႺ᥊ⷰోߩߚߩᛩ⾗ࠍㅴޔ

߁ࠃࠆߡᜬࠍᵴ᳓Ḱ↢ࠆ߈ߢᢜߦᄢㇺᏒޔࠅࠃߦ↥↢ߩ‛↥․߿శⷰ߇ޘੱߔߦ⥢↰

⋛ળၮ␠ᚲᓧ⒖ォߥ⊛ㇱಽ(ࠆࠃߦ㈩ಽߣ⒢)ޕ߆߁ࠈߛߥߪߢᔅⷐ߇╷ߣᕁ⠨ࠆߔߦ

⾗ᧄᛩ⾗ࠅࠃߦ⛽ᜬߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ↢ᵴ⒖ޔ߇ࠆ߇ォߩⷙᮨߪߦ⚂ࠇߔߣࠆ߇

 ޕߥ߈ߢߪߣߎࠆߔᜬ⛽ࠍ᳓Ḱ㜞ޔߊߥߣߎߔࠄᷫࠍᢙੱߩฃ⋉⠪ޔ߫

 

 

㧠. ⚻ᷣ࡞ࡃࡠࠣߩൻߣ⚻ᷣ╷ 

ޔߒ߆ߒޕࠆߡࠇࠄߌะ߇ᵈᗧߦᜬ⛽ߩജ┹ߥ⊛࿖㓙ޔߥ߽ߣߦㅴⴕߩൻ࡞ࡄࡠࠣ

⇇ోࠆߔߣ〝⽼ࠍຠߪ㔛ⷐోߩࠄ߆߫ࠇ৻ㇱಽޕߥ߉ߔߦᄢቇᢎ⢒߿㒮ᴦ

ࠃߩߎޔ߇ࠆ߇߈ߣࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߖࠃ߮ࠍ㔛ⷐ⠪ߦឭଏὐߩࠬࡆࠨߪߢߤߥ≯

ޕࠗߥߊᄙ߁ߘߪ(㒮∛ߚߒൻ․ߦ≯వ┵ක߿ฬᄢቇߥ⊛⇇)ߩ߽ߩ⒳㘃ߥ߁ ࡀ࠲ࡦ

ߢᄢߦࠬࡆࠨߩߡߴߔ߽ࠇߎޔ߇ࠆ߽ࠬࡆࠨ╵ᔕߥߩ㔌ᗵ〒ࠆߔߣᇦࠍ࠻࠶

ޕ߁ࠈߢࠆ߹㜞ࠄߐߪ⺧ⷐߩㄭធᕈޔ߈ߣㅴ߇ൻࠬࡆࠨߩᷣ⚻ޕߥߪߢߩ߽ࠆ߈

ࠍ₸Ყߥ߈ᄢߪߡ߅ߦ㗵✚߇(ࠬࡆࠨߦ․)ຠ⍴ߩ࠴ޔ߽ࠅࠃຠ㐳ߩ࠴

 ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߃⠨ࠍᗧߩߣߎߟ߽

 

ᣣᧄ㜞ߩ₸ᚲᓧ=⾓㊄ޔߡ߅᭴ㅧᷣ⚻ߩ⇇ࠆߩᚲᓧᩰᏅ=⾓㊄₸ᩰᏅߥ߈ᄢߛ߹

ޕߥ߃ࠍࠆߑߚᜬࠍഭ↢↥ᕈ㜞ߦ⊛ᔅὼߪᬺ↥ߩߘޔ߫ࠇߔߣ߁ࠃߒᜬ⛽ࠍജ┹߇

߇㊄⾓ߡߒᲧセߦᣣᧄޔ߫߃ߣߚ 10 ಽߩ 1 ߩᣣᧄޔ߫ࠇߔߣ߁ࠃߒ┹ߣห৻ຠߩ࿖ߩ

࿖ౝᎿ႐ޔߪ⋧ᚻ࿖ߩ 10 એߩഭ↢↥ᕈࠍᜬޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߚ┹ว⋧ᚻߩᛛⴚ᳓

Ḱࡦࠗࠩ࠺ജ߇ࠆߡߒ⁁ޔߪߢഭ↢↥ᕈߦߨߟߪᒁ߈ߥ߫ࠇߌߥ߆ߡߍ

ᄬᬺߪ࿖ౝޔ߫ࠇߔߣ߁ࠃߒᜬ⛽ࠍⷙᮨᷣ⚻ߡߞࠃߚߦߺߩຠߥ߁ࠃߩߎߒ߽ޕߥࠄ

⠪ޔࠎࠈߜ߽ޕࠆߥߦߣߎࠆࠇ߰ߦャߦ߁⾔ࠍᔅⷐߩߌߛߥャߪᔅⷐߘޔ߇ࠆߢ

ߣᜬ⛽ߩᕈ↥↢ߩᬺ↥ャߩዋᢙߥ߁ࠃߩߘޕࠆߡ߈ߢࡃࠞߢᬺ↥ߩᲧセ⊛ዋᢙߪࠇ

ࠄߥߪߡ߃⠨ߢᗐ⊑ߒߥ߅ࠍຠᬺ↥ߩᄙᢙߩએᄖࠇߘޔ߇ࠆߢᔅⷐߪะࠆߥࠄߐ

 ޕ߁ࠈߛߥ

 

ߦߢߔ 20 ᐕㄭ߽ߊᣣᧄ⚻ᷣߪṛߩߎޕࠆߡߒ㑆ߩᣣᧄ⚻ᷣߩࠅ߆߫߆ߕࠊߩᚑ㐳ࠍᡰ

ャߦࠄߐޔߡߺࠍ⁁ߥ߁ࠃߩߎޕߚߞߢャߜࠊߥߔᄖ㔛ߡߒߣਥޔߪߩߚ߈ߡ߃

ᄢࠍ⋡ᜰࠆߔߣ߁ߘ╷ឭ⸒߇ዋޔߒ߆ߒޕߥߊߥᣣᧄ⚻ᷣߩ⁁ߣߦ⺑ߚߒ



ᖱࠍ⠨ߪࠄࠇߘޔ߈ߣࠆ߃╷ߩᣇะࠍ㑆㆑ࠆߡ߃น⢻ᕈޕࠆ߇ᐕߩᤐ㑵ߡ߅ߦ

ਥᒛߣޠߥ߃ࠍࠆߑߖᜬ⛽ࠍ㊄⾓ޔߣࠆߔߣ߁ࠃߒᜬ⛽ࠍャ┹ജޟޔߪ↪⠪ޔ߽

ߣ߁ࠃߍਅࠍ₸⒢ߩᴺੱ⒢ޔߦߚࠆߔᜬ⛽ࠍ࿖㓙┹ജޔ߽ߡߒߣ╷ߩ࿖ޕࠆߡߒ

ߥ߁ࠃߩߘޔ߇ߥࠇߒ߽߆╷ߥᔅⷐߪߦᬺ↥ャߩዋᢙޕࠆߡߒᵴ⊒ൻ߇߈േ߁

╷ࠍ࿖ౝߦᬺ↥ߩߡߴߔߩߒઃޔ߈ߣࠆߌ࿖ౝ㔛ⷐࠍᛥޔߒṛᷓߦࠄߐࠍೞൻߐ

ᵴᕈൻߩᷣ⚻࿖ౝޔߡ߅ߦᷣ⚻ࠆߡߞߥߊ߈ᄢ߇₸Ყߩࠬࡆࠨޕࠆ߇น⢻ᕈࠆߖ

ߥ߃ࠍࠆߑࠊ⸒ߣ╷ᔒะߥෂ㒾ࠎ߳ߚޔߪߣߎࠆ߃⠨ࠍ╷ߩߺߩߛᄖ㔛ޔߕࠄ࿑ࠍ

߁ߘޕࠆ߇น⢻ᕈࠆߔᛥࠍߣ㔛ⷐഃㅧߣ㔛ⷐᄢߩߌ࿖ౝะޔߪ╷ߥ߁ࠃߩߘޕ

 ޕࠆ߇น⢻ᕈࠆߖߐᖡൻߦࠄߐߪᷣ⚻ޔ߫ࠇߥ

 

࿖㓙┹ജߦᵈ⋡ߩ࠴ޔߪߣߎࠆߔ㐳ຠߦᵈ⋡ࠃߩߘޔߒ߆ߒޕࠆߢߣߎࠆߔ

ం߅ߩᬺ↥ࠆߔዻߦ࡞࠹ࠣࡦࡠߢᐨᬺ↥ޔᬺ↥ߩߊᄙޕࠆߡࠇࠄ㒢߇ᢙߪຠߥ߁

ߦ⊛ធ⋤(߈ߙߩࠍߤߥዷ㐿ࡦࠚ࠴)ޔߪຠ⍴ߩ࠴ޕࠆߢຠ⍴ߩ࠴ޔߪ

࿖㓙┹ߪຠߩࠄࠇߘޔ㕙ߩߘޕࠆߢຠߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߢߡߞᛂߦ࿖㓙Ꮢ႐ߪ

ᣇ߃⠨ޔߪߣ╷ࠆߔኻߦᬺ↥⍴ߩ࠴ߣ╷ࠆߔኻߦᬺ↥ャޕࠆߡࠇࠄࠄ߆

 ޕࠆ߇ᔅⷐࠆ߃ᄌࠍ

 

ᴦ߇ჿߩዊડᬺޕᄙ߇ߣߎࠆߡࠇߐឭଏߡߞࠃߦડᬺߥߐዊޔߪຠ⍴ߩ࠴

ࡦࠗࡉޔߜᜬࠍࠢࡦ࠲ࠢࡦࠪߡߴᲧߦᬺ↥ᄢᄢડᬺޔ߇ߥࠊ⸒ߪߣߊߦߒᤋߦ

ߦᬺ↥ᄢᄢડᬺޔߪㅪวߩዊડᬺޔߚߩߘޕߥߡࠇࠄߌะ߇ജߦߣߎㄟ߃ᛴࠍ

ᖱ߽ߥ߁ࠃߩߎޕߥ߃ߪߣࠆߡࠇఝߦߣℂ⺰᭴▽⢻ജߣ⁁ಽᨆ⢻ജޔߡߴࠄߊ

ᚻવޔߡߞャ↥ᬺਛᔃߩ⚻ᷣ╷ޔߣࠆߔߣࠆࠇࠄߣ߇࿖ౝ⚻ᷣߩṛߪᒝൻߒߡࠇߐ

ߔᜰ⋠ࠍᄢᬺ↥ߩㇱಽ࡞࠹ࠣࡦࡠߪߕ߹ޔࠄߥࠆߔ⼂ࠍᘒ߁ߣ㔛ⷐ㘻ޕ߁߹

 ޕ߁ࠈߢ߈ߴ

 

 

㧡. ⚿⺰ߣᦼᓙⷐᦸ 

㔛ⷐ㘻ߩ⚻ᷣቇޔߪ㔛ⷐ߇㘻߅ޟࠄ߆ࠆߡߒᚻߣޠߛߍ⠨ࠆ߃⚻ᷣቇޕߥߪߢ

ߢߩ߽ߩߚࠆ߃⠨ࠍ╷ኻޔߒⷞ⋤ࠍ㗴ᷣ⚻ߥ߹ߑ߹ߐ߁ߦ⽎㘻ߩ㔛ⷐޔߪࠇߘ

ࠆߔ⋠ᵈߦ(ຠࠆߦ࡞࠹ࠣࡦࡠ)ຠߥᄙ᭽ߐዊߩ࠴ߣⷙᮨޔߪߢᧄႎ๔ޕࠆ

ࠆߔ⋠ᵈߦ⟲ຠߥ߁ࠃߩߎޕߚߒ␜ࠍ߆น⢻߇⠨ኤࠆߥ߆ߒ㑐ߦ⽎㘻ޔߢߣߎ

ߒᣂߤߥᓎഀߩ㔛ⷐߩߣߏㇺᏒޔߥߎߡߪࠄ߆ᄢ↥ᬺဳ⊒ᗐߩࠄ߁ࠀߓޔ߈ߣ

ⷞὐࠫࡦࠚࠫߪࠇߘޕߚࠇ߹↢߇ ⸶Jacobs 1969;ᣣ)ޠቇᷣ⚻ߩㇺᏒޟ߇࠭ࡉࠦࠗࠚ 1986,  

1984;ᣣ⸶ ⚻ㅴൻߚ߹ޕࠆߢߩ߽ࠆߔߦ৻ࠍ゠ߣኤⷰߥ߹ߑ߹ߐߚ߈ߡߒ␜ߡߒߣ(1986

ᷣቇߩ৻ㇱߢขࠆߡࠇ߹⚵ࠅㅴൻᚑ㐳ℂ⺰ޔߦᣂߒ⼏㗴ࠍઃടޕࠆ߽ߢߩ߽ࠆߔ 



 

㔛ⷐ㘻ߩ⚻ᷣቇߛ߹ޔߪᆎ߹ߩࠅ߆߫ߚߞ⚻ᷣቇޔࠅߢᧂ㐿ᜏߩಽ㊁߇ᄙ⧯ޕ⎇

ⓥ⠪ߩߎ߇ࠎߐߥߺߩಽ㊁ߩ㐿ᜏߦᵴべࠍߣߎࠆࠇߐᦼᓙޕߚߒ 

 

ᦨᓟ⇇ᷣ⚻ߦታᬺ⇇ߩᣇޕߚ߃⸷ߦޘ㔛ⷐ㘻ߩ⚻ᷣቇߩ⎇ⓥࡑߩࠄ߁ࠀߓޔߪߦ

ડᬺ⒁ኒߢ߹ࠇߎޔߤߥ࠲࠺ߍࠅᄁߩߣߏ⋠ຠޕߥߢࠎ߱߁ࠀߓߪߢ⸘⛔ᷣ⚻ࡠࠢ

࠺ࠆߔ㑐ଥߦ┹ߩᣣᣣޕࠆ߇㕙ߥ߹ㅴ߇ⓥ⎇ߣߥ߇࠲࠺ߚ߈ߡࠇߐߣ

2ޔߪߦߚߩⓥ⎇ޕߥߪᔅⷐࠆߔ㐿ߢ߹࠲ ᐕ೨ߪࠆᢙᐕ೨߽ߢ࠲࠺ߩ᭴ߥࠊ

ࠇࠊᕁߣߩ߽ߥߒነਈ߽ࠃߦ⽶߽ߦᱜߦ┹ߦߢߔޔߪ࠲࠺ߥ߁ࠃߩߘޕࠆ߇ߣߎ

ߢ⁁߇ߩࠆߡࠇߐ㒢ߦ㕖Ᏹ߇ߣߎࠆߔ↪ߦ⊛⋠ⓥ⎇ޔ߽ߢ࠲࠺ߥ߁ࠃߩߘޕࠆ

ߗߢ࿐▸ߥน⢻ޔߦߚࠆߖߐᵴᕈൻౣࠍᷣ⚻ᣣᧄޔߖߐㅴዷࠍቇᷣ⚻ߩ㔛ⷐ㘻ޕࠆ

ߥߪᔅⷐࠆߢή㒢ޔࠎࠈߜ߽ޔ߽ߡߞߣ㐿ޕߒ߶ߡߞಾߺ〯ߦ㐿ߩ࠲࠺߭

ャޔߪṛߩᷣ⚻ᣣᧄޕࠃߢߌߛࠆࠇߊߡࠍߣߎࠆߔ↪ߢ࿐ౝ▸ߩ⊛⋠ⓥ⎇ޕ

ቇࠍㆡ↪߫ࠇߔ⸃ࠆ߈ߢ▸࿐ࠍᷓߡ߃ೞࠍߣߎࠆߢߩ߽ߥ⼂ޔߒቇߩ⊒ዷ

 ޕߒ߶ߡߞᜬࠍⷞὐࠆߔ₂⽸߽ߡߒߣ⇇ᬺડᬺߦߚߩ
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ࠃߩ࿑㧞߇ᢙ୯ߩ⋉᭴ㅧߥ⊛ဳౖߩ࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞࠹ࠣࡦࡠ㧘ߪߢ

࠹ࠗࠕߩ࡞࠹ߥࠇߐᄁ⽼߆ߒߢࡦࠗࡦ㧘ࠝߜࠊߥߔޕࠆߡࠇ߆ឬߦ߁

ߩోߪߡߒߣᢙࡓ࠹ࠗࠕ㧘ߪࡓ ߪߢ㧘߇߱ߦ90% 25%㧘⋉ߪߢ 33%

 ޕߥ߉ߔߦࠆභࠍ

 

࿑㧞 ߩ࡞࠹ࠣࡦࡠ⋉᭴ㅧ㧔ᗐ⊛ဳౖߥ㧕 

Brynjolfsson, Hu and Smith (2003)ߩផ⸘߫ࠇࠃߦ㧘ߩࡦ࠱ࡑࠕᄁߩ ߪ60%

 ࠅ߹ߟ㧘ࡓ࠹ࠗࠕ10ਁ Barnes & Nobleߩࡦࠗࡈࠝߥ߁ࠃߩᄢⷙᮨᦠᐫߣห

ߢࡦ࠱ࡑࠕࠆ߃ߣዊᄁᬺ࡞࠹ࠣࡦࡠߩ⇇ᦨᄢޕࠆࠇࠄᓧࠄ߆߃ຠឥߩ╬



ߚߒޕࠆ߇ᔅⷐߊ߅ߡ߃߹〯ࠍታࠆߡᓧࠄ߆࠼࠶ࡋߪᄁߩ㧘ㆊඨ߃ߐ

ࠄ߆࡞࠹ࠣࡦࡠ㧘߇ߘߎࠝࠜࡈ࠻ࡐߥㆡಾߩ࡞࠹ߣ࠼࠶ࡋ㧘ߡߞ߇

 ޕࠃߡߞߣߛ࠻ࡦࠗࡐߩ㓙ࠆߍࠍ⋊

࠹ߣ࠼࠶ࡋ㧘ߪ࿃৻ࠆࠇ߹↢߇⸂⺋ߡߟߦ࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞࠹ࠣࡦࡠ

ℂߣࠎߜ߈㧘ߡߟߦ߆ߒ߹ᦸߗߥ߇߃ຠឥߚߖࠊวߺ⚵ࠍࡓ࠹ࠗࠕߩ࡞

࠹ࠣࡦࡠߦ㧘ᦨೋߪߢᧄ⺰ᢥߢߎߘޕࠆࠇࠊᕁߣߛߖߥߡࠇߐ߇ߌߠ↱

ޕࠆߔ⺰⼏ࠄ߆ਔ㕙ߩ㔛ⷐߣଏ⛎ࠍⷐઙࠆߔ┙ᚑ߇࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞

ࡠ㧘ߒ⋠ᵈߦ㊀ⷐⷐ࿃ߚߞ߆ߥߎߡࠇࠄߡᒰ߇ὶὐߤ߶ߐ᧪ᓥߦ․㧘ߡߒߘ

ޕࠆߺ⹜ࠍ⸽ᬌߚߞࠍ࠲࠺ታߡߟߦⷐઙߩ࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞࠹ࠣࡦ

ޕࠆޘᄙߪⓥ⺖㗴⎇ߚࠇߐ㧘ᱷߚࠆ߇⚂ߦ࠲࠺ߥ㧘↪น⢻ߒߛߚ

ᤨὐߩߢ⎇ⓥߩ㒢⇇ߣᓟߩᣇะߡߟߦᦨᓟޕࠆߔ⺰⼏ߦ 
 

㧞㧚ߩ࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞࠹ࠣࡦࡠⷐઙ 
ᧄ⎇ⓥߪߢ㧘ߪߣ࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞࠹ࠣࡦࡠ㧘߽ࠝߢࡦࠗࡈ⽼ᄁߡࠇߐ

ߥᄁน⢻⽼ߺߩߢࡦࠗࡦ㧘ࠝࠄ߆㧕࠼࠶ࡋ㧔ࡓ࠹ࠗࠕ߈ᄢ߇ᄁⷙᮨࠆ

නߪߢᄁⷙᮨ߇㕖Ᏹߦዊࡓ࠹ࠗࠕߐ㧔࡞࠹㧕߹ߢᐢߊขࠅឥߎࠆ߃

ࡀࠫࡆߥ߁ࠃߩߎޕࠆߔ⟵ቯߣࠆߢ࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆࠆߍࠍ⋊ߡߞࠃߦߣ

 ޕ߁ࠃߺߡߞតߡߒ㑐ߦᣇߩ㔛ⷐߣ㧘ଏ⛎ࠍⷐઙࠆߔ┙ᚑ߇࡞࠺ࡕࠬ

 

2.1 ଏ⛎ߩⷐ࿃㧦ᵹㅢᐶ⾌↪ 
ߦ߁ࠃߚߴㅀߦߢߔ㧘ߪଏ⛎ⷐઙߟ┙ࠅᚑ߇࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞࠹ࠣࡦࡠ

ߣߐዊߡࠊ߈߇↪⾌⇇㒢ߩߣߎࠆߔᄁ⽼ᵹㅢߢ࡞ࡀࡖ࠴ߩࡦࠗࡦࠝ

ߍࠍࠬࡆࠨ࠼ࡠࡦ࠙࠳ߩ㧘ᭉᦛߡߒߣߥ⊛ᦨౖ߽ဳޕࠆߢߣߎ߁

ㅊߦߚᣂߦࡃࠨ㧘ߢߩࠆߡࠇߐൻ࡞࠲ࠫ࠺ߪߩ߽ߩߘ⽷ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ

ടߪ↪⾌ࠆ߆߆ߦ߈ߣࠆߔ㕖Ᏹߦዊߦ߁ࠃߩࡦ࠱ࡑࠕޕߐᦠ☋߁ߣ‛ℂ⊛

ߥ㧘ዊⷙᮨࠅߚߖߐ㓸ਛࠍᐶߦ࠲ࡦ㈩ㅍߥ㧘ᄢⷙᮨ߽ߢ႐ว߁ᛒࠍ⽷ߥ

ฎᦠᐫߦࠢࡢ࠻࠶ࡀࠍടߢߣߎࠆߔࠅߚ߃㧘ࠍࡓ࠹ࠗࠕߩ࡞࠹ଔߦଏ⛎

⾌⛎ଏ↥↢ࠍ࠷ࡦ࠹ࡦ㧘ࠦࠅࠃߦൻ࡞࠲ࠫ࠺ߩ☋ᦠ߿ᭉᦛߦࠄߐޕࠆߡߒ

↪⥄߇ૐਅߊߥߢߌߛߚߒ㧘ήఘࠍࠇߘߢឭଏߩ⨲߁ߣࠃ߽ߡߒᩮߩଏ

⛎੍ァ߇߽ߣߎࠆߡࠇઃߌടߊ߅ߡ߃ᔅⷐࠆ߇㧔Anderson 2006㧕ޕ 

 



2.2 㔛ⷐߩⷐ࿃㧦㘈ቴ↢ᶦଔ୯ 
ߪⷐઙߚࠄ߆㔛ⷐߩߚࠆߔ┙ᚑ߇࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞࠹ࠣࡦࡠ㧘ߪߢ

ߩߎޕ߆߁ࠈߢὐߪᱷᔨࠄ߇ߥ㧘Anderson (2006)ߢචಽ⼏⺰ޕߥߡࠇߐ

ࠆ㧘ࠣࡦࠖ࠹ࠤࡑߩ㧘ᦨㄭ߇ߩࠆߥߦ♻ߩ߈ዉߢ߃߁ࠆ߃⠨ࠍ㗴ߩߎ

ߪ CRM㧔Customer Relationship Management㧕ߢ㑐ᔃࠍ㓸ޟࠆߡ㘈ቴ↢ᶦଔ

୯߁ߣޠᔨߪࠇߎޕࠆߢ㧘ߩޘ㘈ቴࠄ߆㐳ᦼߡߞߚࠊߦ₪ᓧࠆࠇߐ

㧘ߪߦࠆߔቯ᷹ࠍ㧘㘈ቴଔ୯߅ߥޕࠆࠇߐ▚⸘ߡߒߣଔ୯ߩᵹߩ⋊

චಽ㐳ᦼ㑆ߩ⾼⾈ጁᱧߣ࠲࠺☻⋉₸ߩᖱႎ߇ᔅⷐޕࠆߢታߪߦ㧘৻

ቯᦼ㑆ౝߩ⾼㊄㗵߿⾼㗫ᐲ߆ߒ࠲࠺ߩᚻߥ߈ߢ႐ว߽ᄙޕ 

㘈ቴ↢ᶦଔ୯ⷰߩὐߣࠆߔࠄ߆㧘ߩ࡞࠹⾼ࠆࠇߐࠄߚ߽ࠄ߆⋉ߐ߇߶

ߦᜬ⛽ᓧ₪ߩ㘈ቴ㜞ߩ㘈ቴ↢ᶦଔ୯߇߃ຠឥߩ࡞࠹㧘߽ߡߊߥߊ߈ᄢߤ

߿ቇⴚᦠߪߦ࡞࠹㧘ߣ߁ߢߩ☋ᦠޕࠆ߇චಽᗧ߫ࠄߥࠆߡߒ₂⽸

⒘ዋᧄߤߥ㧘㜞ଔߢ⽼ᄁᢙߩዋ߇ࡓ࠹ࠗࠕߥᄙߚߒ߁ߎޕᧄޘੱ߁⾈ࠍ㧘

㧘ߕࠄ㒢ߦ࡞࠹㧘߫ࠇ߈ߢߦ㘈ቴࠍࠕ࠾ࡑߩಽ㊁ࠆ߿ⓥ⠪⎇ߩᄢቇ߫߃ߣߚ

 ޕߥࠇߒ߽߆ࠆࠇߊߡߞ⾈ࠄ߆࡞ࡀࡖ࠴ߩಽ⥄ࠍᧄࠆࠁࠄ

ߡߞ߆ߟߪ⸽ࠆߌߠⵣࠍน⢻ᕈߚߒ߁ߎ㧘ࠈߎߣߩߢ߹ࠇߎ㧘ߒ߆ߒ

㧘ߒಽᨆࠍ࠲࠺࡞ࡀࡄࠆߔ㑐ߦ࠷ࡦ࠹ࡦࠦࡦࠗࡦࠝߪElberse (2008)ޕߥ

⾼㊄㗵ߩᄢ߈㘈ቴ߶ߤ㧘߁⾈ࠍࡓ࠹ࠗࠕߩ࠼࠶ࡋࠅࠃ࡞࠹ะ߇ᒝߎ

ߦઍᤨߚߞ߆ߥߒሽ߇ዊᄁᬺࡦࠗࡦ㧘ࠝߪࠇߎޕߚߒߛࠍߣ Ehrenberg 

ߣ㧔double jeopardy㧕ޠ⧰㊀ੑޟߚߒ⊑ࠄ߆ⴕേ⾈⾼ߩᣣ↪ຠ㘩ຠ߇(1988)

₸⾈⾼ౣߪࡓ࠹ࠗࠕૐߩࠕࠚࠪ࠻࠶ࠤࡑ㧘ߪࠇߘޕࠆߡૃߣ⽎ࠆࠇ߫

ᶖߟᜬࠍࠖ࠹࡞ࡗࠗࡠᒝߦࡓ࠹ࠗࠕߩ࠴࠶࠾㧘ࠅߢ㑐ଥ߁ߣૐߚ߹߽

⾌⠪ࠍߣߎߥࠅ߹ߪ␜ໂࡦࠗࡦࠝޕࠆߡߒዊᄁᬺࠆ߃߇ࠇߘ߽ߢ

൮ޕ߁ࠈߛߥߪߣߎࠆߥߦఝ⦟㘈ቴߩ࡞ࡀࡖ࠴ߩߘ߇⠪⾼ߩ࡞࠹㧘ࠄߥ

⊛ߥታ⸽⎇ⓥ߇ᓙޕࠆߢࡑ࠹ࠆࠇߚ 
 

2.3 㔛ⷐߩⷐ࿃㧦 ࠢࠣࡦࠬࡠ 

㘈ቴ↢ᶦଔ୯ࠍ㜞ߪߦࠆ㧘㘈ቴߩߣขᒁߊߥߢߌߛࠆߔ⛯⛮ࠍ㧘ߥ߹ߑ߹ߐ

 ,㧔Blattbergࠆߥߦ㊀ⷐ߇ࠣࡦࠬࡠࠢࠆࠁࠊ㧘߁ࠄ߽ߡߒ⾼ࠍࡓ࠹ࠗࠕ

Getz & Thomas 2001㧕ߩࡦࠗࡦࠝޕዊᄁᬺߪᐢຠឥ߇߃น⢻ߢߩߥ㧘Ⓧᭂ

ߥࠄߦᚻ߆ߒߢࡦࠗࡦࠝޕࠆߡߞឥ߇ઙ᧦߁ⴕࠍࠣࡦࠬࡠࠢߦ⊛

࠹ࠗࠕ╭ࠇᄁࠆߦᚻ߽ߢࡦࠗࡈ㧘ࠝ߇㘈ቴࠆߔ⾼ࠍࡓ࠹ࠗࠕߥ࠴࠶࠾



᧪ߦ⾈ࠍࡓ࠹ࠗࠕߩ࡞࠹߇ࠄᓐޕ㜞ߪน⢻ᕈࠆߡߒ⾼ߢ߆ߎߤࠍࡓ

ᐫ߈ߣߚߒ㧘߽ࡓ࠹ࠗࠕߩ࠼࠶ࡋหᤨߦ⾼ߦߣߎࠆߖߐᚑഞ߫ࠇߔ㧘⚿ᨐߣ

࠻ࠬࡦࡢ㧘߽ߡߞߣߦᶖ⾌⠪ޕࠆߥߊ㜞ߪ㘈ቴ↢ᶦଔ୯ߩߢ࡞ࡀࡖ࠴ߩߘߡߒ

 ޕࠆߥߦ⋊ߢὐ߁ߣࠆߥߦ⚂▵ߩᚻ㑆߿㑆ᤨߩ‛⾈ߪࠣࡦࡇ࠶࡚ࠪࡊ࠶

ታ㓙㧘ᄙࡦࠗࡦࠝߩߊዊᄁᬺ⠪࠻ࠗࠨࠍࡦࠫࡦࠛࡦ࡚ࠪ࠺ࡦࡔࠦߪ

ߒផᅑߦ㘈ቴࠍࡓ࠹ࠗࠕߥ߁ߘ㜞߇น⢻ᕈߡࠄ߆ጁᱧ⾈⾼ߩ㧘ㆊߒタߦ

㓸ߦࡓ࠹ࠗࠕߩ࠼࠶ࡋࠍ⾈⾼ߪࡦ࡚ࠪ࠺ࡦࡔࠦ㧘ߪߢⓥ⎇ߩᦨㄭޕࠆߡ

ਛࠆߖߐലᨐߣࠆ߇ᜰ៰ࠆߡࠇߐ㧔Fleder and Hosanagar 2009㧕ࠗࡦࠝޕ

ߥ߃ᛒ߆ߒࡓ࠹ࠗࠕ╭ࠇ㧘ᄁߪࡦ࡚ࠪ࠺ࡦࡔࠦࠆࠇࠊⴕߢ࡞ࡀࡖ࠴ࡦ

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆ߇ߥߟߦߣߎ߁ᅓࠍ㘈ቴࠄ߆ࡦࠗࡈࠝ

 

2.4㔛ⷐߩⷐ࿃㧦 㜞ઃടଔ୯ᕈ 

Anderson (2006)ߩᨒ⚵ࠍߺㅺ⣕߇ࠆߔ㧘ߊߒ⪺߇ࡓ࠹ࠗࠕߩ࡞࠹㜞ઃടଔ୯ߢ㧘

㘈ቴߩᡰᛄᗧะଔᩰ㧔willingness-to-pay price㧕߇㕖Ᏹߦ㜞႐ว㧘ࠍ࡞࠹ຠឥ

ࡓ࠹ࠗࠕૐߩઃടଔ୯ߦ⊛㧘⋧ኻߒߛߚޕࠆߔ₂⽸ߦ⋊ߪߣߎࠆ߃ടߦ߃

ߥࠇࠄ߃⠨ߪߦಽᢔએᄖߩࠢࠬ㧘ߪലᨐࠫ࠽ࠪߩߣߎࠆߔᄁ⽼ߡߖࠊวߣ

 ޕࠆߥߦߣߎࠆߔ₂⽸ߦ⋊ߢ⁛㧘නߊߥߪߢࠫ࠽㧘ࠪࠅ߹ߟޕ
 

㧟㧚ࠍ࡞࠹ࠣࡦࡠዉߊᶖ⾌⠪ⴕേ 
೨▵߇࡞࠺ࡕࠬࡀࠫࡆ࡞࠹ࠣࡦࡠߪߢᚑߟ┙ࠅⷐઙࠍਥߦ㔛ⷐߦᵈ⋡ߒ

ᰴࠍ߆߁ߘࠅ߇ⴕേේℂߩᶖ⾌⠪ߥࠎߤߦᩮᐩߩ⺰⼏ߩߢߎߘޕߚߒ⸛ᬌߡ

ᄢᄙᢙߢ㧘Ꮢ႐ߪߣߎ߁ߣ߁߇ߚߒߦಽᏓ࡞࠹ࠣࡦࡠ߇㔛ⷐޕࠆߔ⠨ኤߦ

࠹ࠗࠕߩဳ࠴࠶࠾ߟᜬࠍዻᕈࠆߥ⇣ߪߣࡓ࠹ࠗࠕߥ⊛ᮡḰࠆߔㆬᅢ߇ᶖ⾌⠪ߩ

ߎߥࠄߥߦࡠߡߒ㧕ߢ࿐ౝ▸ߥ⊛㧔ታߪ㔛ⷐߩߘ㧘ߒሽߦή㒢߇ࡓ

ߥ߁ࠃߩߤ㧘ߪߣᶖ⾌⠪ⴕേߥ߁ࠃߊዉࠍ㔛ⷐ᭴ㅧߥ߁ࠃߩߘޕࠆߔᗧࠍߣ

․ᓽࠍᜬޕ߆߁ࠈߛߟ 

 

 ᥉ㆉᕈߩ࡞࠹ࠣࡦࡠ 3.1
㔛ⷐߩಽᏓ߇ᦠ☋߿㖸ᭉ╬࠷ࡦ࠹ࡦࠦߩᏒ႐࡞࠹ࠣࡦࡠߢൻߪߣߎࠆߔ㧘Ყ

セ⊛⚊ᓧ߇ᓧࠄߥߗߥޕߔ߿ࠇࠄ㧘ߚߒ߁ߘಽ㊁༵ߪߣੱ⥸৻ߪߢᅢߥ⇣߇

ߩห᭽ޕࠆߢࠄ߆ࠆߡࠇࠄ⍮ߊࠃ߇ሽߩࠕ࠾ࡑߟᜬࠍജ⾈⾼ߥ⋓㧘ᣰࠅ

༵ߚࠇߐಽൻ⚦ߩᶖ⾌⠪ߩㇱ৻ޕࠆ߃߽ߡߟߦᏒ႐ߩਸ਼↪ゞ߿㧘PC߇ߣߎ



ᅢߦᔕࠆ߃㧘ࠝࡓ࠲ࠬࠞࠆࠃߦࡦࠗࡦൻߚߒᵈᢥࠪࠬ߇ࡓ࠹᥉ޕࠆߡߒ 

࠭࠶ࠣࠫࠤ࠶ࡄߩᣣ↪ຠ߿㘩ຠࠆߡࠇࠄᄁߢ࠻࠶ࠤࡑࡄ㧘ࠬߪߢ

ੱᏅߤ߶ߐߦㆬᅢߩ߳⽷ߚߒ߁ߎ㧘ߣࠆ߃⠨ߦ߁ߟ߰ޕ߆߁ࠈߢ߁ߤߪߢ

ߌ߅ߦࡄࠬߪ Kumakura (1999)ޕࠆ߃ᕁߦ߁ࠃߥߒሽߪࠕ࠾ࡑ㧘ߊߥߪ

ㆡวߦಽᏓࡊ࠶ࠫ߇ᄁ㗅ಽᏓߩࡓ࠹ࠗࠕ㧘ߒಽᨆࠍ࠲࠺⾈⾼ߩᣣ↪ຠࠆ

 㧦ࠆࠇߐቯᑼൻߦ߁ࠃߩએਅߪಽᏓࡊ࠶ࠫߦ߁ࠃߩ⍮ޕߚߒ␜ࠍߣߎࠆߔ

� �

xr  c� r
�a , r t1, a ! 0, c ! 0  (1) 

r ߢߎߎ ᄁ㗅㧘ߩࡓ࠹ࠗࠕߪ

� �

xrߪ r ৻ޕࠆߢᄁⷙᮨߩࡓ࠹ࠗࠕߩ⋠⇟

ߩಽᏓࡊ࠶ࠫߦ⥸ aߪ㧝߇ߣߎࠆߥߣᄙ߇㧘Kumakura (1999)߇ផቯߚߒ୯ߪ

ޕࠆߡߒ␜ࠍะࠆߔ㓸ਛߦࡓ࠹ࠗࠕߩ߇㧘ᄁࠅ߅ߡߞᄙዋ࿁ࠍࠇߘ

ࠗࠕߥዋߩᄁߥ⊛㧘ẜࠅ߇⚂ߩ╬ᐫ⥩㕙Ⓧߪߢ࠻࠶ࠤࡑࡄࠬ
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Abstract 

Using the uniform most powerful unbiased test, we observed the sales distribution of 

consumer electronics in Japan on a daily basis and report that it follows both a lognormal 

distribution and a power-law distribution and depends on the state of the market. We show that these 

periods switch scales every 2 to 3 months. The underlying sales dynamics found between both 

periods nicely matched a multiplicative process. However, even though the multiplicative term in the 

process displays a size-dependent relationship when a steady lognormal distribution holds, it shows a 

size-independent relationship when the power-law distribution holds. This difference in the 

underlying dynamics is responsible for the difference in the two observed distributions. 
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1. Introduction 

Since Pareto pointed out in 1896 that the distribution of income exhibits a heavy-tailed 

structure [1], many papers has argued that such distributions can be found in a wide range of 

empirical data that describe not only economic phenomena but also biological, physical, ecological, 

sociological, and various man-made phenomena [2]. The list of the measurements of quantities 

whose distributions have been conjectured to obey such distributions includes firm sizes [3], city 

populations [4], frequency of unique words in a given novel [5-6], the biological genera by number 

of species [7], scientists by number of published papers [8], web files transmitted over the internet 

[9], book sales [10], and product market shares [11]. Along with these reports the argument over the 

exact distribution, whether these heavy-tailed distributions obey a lognormal distribution or a 

power-law distribution, has been repeated over many years as well [2]. In this paper we use the 

statistical techniques developed in this literature to clarify the sales distribution of consumer 

electronics. 

To illustrate the heavy-tailed distribution’s appearance, random growth processes are 

widely used as the approximation of its underlying dynamics. Gibrat, who built upon Kapteyn and 

Uven’s work, was the first to propose the simplest form of this type of model, usually known as the 



multiplicative process, to describe the appearance of heavy-tailed distributions in firm size 

distributions [12]. His work is significant in market structure literature [13]. Even 70 years after 

Gibrat’s book, more and more measures of quantities are found that are conjectured to obey this type 

of process. 

Among recent works, Fu et al. [14] is crucial because it was perhaps the first work to 

consider the hierarchical structure of institutions. No one denies that firms grow in size and scope 

and that such growth is heavily influenced by the successful launch of new products. Fu et al. 

modeled products as elementary sales units assuming that they evolve based on a random 

multiplicative process. They extended the usual model of proportional growth to illustrate the size 

variance relationship found in growth distributions at different levels of aggregation in the economy 

by considering hierarchical structure.  

 Many studies have analyzed product sales. Sornette et al. [10] used a book sales database 

from Amazon.com and performed a time series analysis of book sales by classifying endogenous and 

exogenous shocks. With a database of newspaper and magazine circulation, Picolli et al. [15] used 

the multiplicative process to illustrate the link between tent-shaped log growth distributions and the 

power-law distributions found in the growth of newspaper and magazine sales. However the exact 

dynamics of product sales remains an open question. 

In this paper we clarify the distribution and the dynamics of the sales of consumer 

electronics using a unique database of product sales from the Japanese consumer electronics market. 

The data were recorded daily, making it possible to track the actual sales volume of each product in 

a more detailed manner and to model the dynamics from a more empirically driven approach. We 

numerically analyzed more than 1200 sales distributions recorded on a daily basis from 2004.10.1 to 

2008.2.29. Using the uniform most powerful test, we statistically show that sale distributions differ 

among different periods and occasionally exhibit a power-law behavior. We also show with the 

multiplicative process that the underlying ingredients of stochastic growth itself are different among 

these periods. Moreover our findings are compatible with the mathematical results reported by 

Ishikawa et al. [16]. 

The paper is organized as follows. Section 2 provides an overview of our data set. Section 

3 introduces the sales distribution of consumer electronics, and Section 4 illustrates our statistical 

technique regarding the verification of a true power-law distribution. Using this statistical technique, 

in Section 5, we show why the power-law behavior found in Section 3 can be considered a genuine 

power-law behavior. Section 6 reports how sales distribution changes over time. Sales distribution 

exhibits both power-law and lognormal distributions. Section 7 focuses on the underlying dynamics 

of sales, providing another source of evidence that the dynamics of sales differs among different 

periods. Section 8 provides further discussion and a conclusion. 

 



2. Sales data of consumer electronics  

Consumer electronics chains sell TVs, personal computers, audio devices, refrigerators, 

digital cameras, air conditioners, and DVD recorders. Their annual revenue amounts to 5.9 trillion 

yen in Japan. In this paper we investigate distribution using the sales data of digital cameras from 23 

different consumer electronics chains in Japan collected by a private company called BCN Inc. This 

dataset covers about 45% of all consumer electronics chains in Japan including over 1,400 retail 

stores [17]. The data were recorded daily covering the period from 2004.10.1 to 2008.4.30. 

  

3. Sales distribution of consumer electronics 

We focused on the top selling products using cumulative distribution )(SP!  defined as 

³
f

!  t 
x

dxxfxXxP ')'(]Pr[:)( ,            (1) 

where )(xf  describes the probability density function. The cumulative distribution of the sales 

volume of digital cameras on 2005.4.1 is shown on a double logarithmic scale (Fig. 1). It exhibits a 

heavy-tailed structure. To investigate the exact characteristic of its distribution, we also depict the 

maximum likelihood estimate of a lognormal distribution, assuming that all values above 1 obeyed a 

lognormal distribution and the maximum likelihood estimate of a power-law distribution, assuming 

that all values above 16 obeyed a power-law distribution. A lognormal distribution fits nicely for 

almost all points except the last three. For the points above 16 including these last three points, at 

first glance it seems that a power-law distribution fits better. In this paper we numerically judge 

whether a simple lognormal distribution or a lognormal distribution with a power-law tail displays a 

better fit using the statistical technique developed by Malvergne et al. [18]. The importance of 

distinguishing between these two distributions lies in the fact that not only does the tail describe the 

top selling products but these products account for about 40% of all sales; identifying the dynamics 

of these top selling products is important. 
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Fig. 1. Cumulative distribution of sales volume of digital cameras sold on 2005.4.1. Slashed line 

shows fitted maximum likelihood estimate assuming all points above 1 obeyed a lognormal 

distribution, and continuous line shows fitted maximum likelihood estimate assuming all points 

above 16 obeyed a power-law distribution. Parameters of both distributions are depicted as well. 

 

4. Testing a power-law distribution at the tail 

To judge whether a power-law distribution or a lognormal distribution displays a better fit 

for values over a threshold, one natural way is using a model selection technique between a 

power-law distribution and a singly truncated lognormal distribution that puts the truncation point 

identically as the lower bound of a power-law distribution (for instance, see Clauset et al. [19]). The 

basic change of the variables shows that a logarithm of a random variable, which obeys a power-law 

distribution, is an exponential distribution, but a logarithm of a singly truncated lognormal 

distribution is a singly truncated normal distribution. Hence the test of a power law against a singly 

truncated lognormal is equivalent to testing an exponential distribution against a singly truncated 

normal distribution in the log-size distribution of the original measure of quantity.  

Next, as shown by Castillo [20], an exponential distribution and a singly truncated normal 

distribution have the following relationship: 

AxSTN xAxf t��o 1)exp(),,;( OOED  as  )0,(),( OED o ,                         (4) 

where A  denotes the truncation point and D  and E are the parameters of a singly truncated 

normal distribution with the following relationship:  

2:
V
PD   22

1:
V

E  ,                                                           (5) 

where P  is the usual mean, V  is the standard deviation, and O  is the parameter of the 

exponential distribution. This implies that an exponential distribution is in the boundary line of a 

singly truncated normal distribution. This relationship illustrates why a singly truncated normal 

distribution (singly truncated lognormal distribution) so closely resembles an exponential 



distribution (power-law distribution) if one takes E  close to 0. Fig. 2 shows the maximum 

likelihood estimate assuming an exponential distribution and a singly truncated normal distribution 

for the log-size distribution of digital camera sales on 2005.4.1, setting the truncation point as A=log 

(16). Observe from the maximum likelihood estimate that a singly truncated normal distribution with 

sufficiently small E  closely resembles an exponential distribution. This feature shows that a 

power-law test can only be done as a stress test unless one has an extremely large data set. 
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Fig. 2 Log-size distribution of DC.2005.4.1 for values over A=log (16). Maximum likelihood 

estimates of both exponential and singly truncated normal distributions are depicted along with their 

parameters. 

 

 Considering this relationship, a natural test to distinguish an exponential distribution from 

a singly truncated normal alternative is to test the departure from the exponential form (null 

hypothesis) against the singly truncated normal alternative (alternative hypothesis) using the 

likelihood ratio test that evaluates statistic  

))~()ˆ((2 TT LLW � ,                                                           (6) 

where L denotes log-likelihood function )ˆ,ˆ(ˆ EDT  , which is the maximum likelihood estimate 

under the full model, and )0,1()0,~(~
x

  OT  in its exponential form. Castillo and Puig [21] 

showed the following: 1) the likelihood ratio test is the uniform most powerful unbiased test; 2) the 

likelihood ratio test could easily be performed using the clipped coefficient of variation (i.e., 

},1min{ cc  , where c  is the empirical coefficient of variation); and 3) the critical region of the 

test could be approximated with a high degree of accuracy even for small samples using saddle point 

approximation. Malevergne et al. [18], who discussed whether a lognormal suffices or a power-law 

distribution shows a better fit for the upper tail of the size distribution of US city size data, 



concluded that the upper tail of the size distribution of US cities is in fact a power law.  

 Figure 3 shows the test using DC.2005.4.1. Starting from the top 10 products we 

recursively calculated the p-value of the test using Castillo and Puig’s method. We then calculated 

the point where the p-value of the test first falls within the critical region (in this paper, D =0.1) 

minus 1. For DC.2005.4.1 this point is 68. This implies that for the 68 points above this threshold the 

power-law distribution is not rejected and shows that the upper tail of the distribution of sales found 

in DC.2005.4.1 was well fit by a power-law distribution.  
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Fig. 3 Right panel depicts p-value of test of null hypothesis where distribution’s upper tail is power 

against alternative singly truncated lognormal distribution as a function of rank threshold.  

 

5. Distribution analysis of sales 

In a small sample data set, we often observe power-law behavior even if it were actually 

sampled from a theoretical lognormal distribution. Fig. 4 shows two cases that plot the cumulative 

distribution of synthetic data sets randomly sampled from a theoretical lognormal distribution with 

the same parameters as the sales distribution of digital cameras on 2005.4.1 (Fig. 1). In the one case, 

note that the tail follows a lognormal distribution. However, in the other, even if we used the 

statistical technique explained in Section 4, the lower bound estimated from the procedure returns a 

value of 77 for the distribution denoted in circles, confirming a power-law behavior at the tail. 
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Fig. 4 Two examples of randomly sampling from a lognormal distribution with parameters  



97.1 P  36.1 V . There are 250 points in both distributions. Note the power-law behavior at 

the distribution’s tail denoted by circles. Estimated lower bound for crosses is 9 and 77 for circles.  

 

Hence to judge whether distributions found in a certain period are well described by a 

power-law distribution we must consider all the distributions found during that period. The left panel 

of Fig. 5 shows the estimated lower bound from the 107 dates during 2005.1.22 to 5.8 and the right 

panel shows the estimated lower bound of the first 107 synthetic data sets randomly sampling from a 

theoretical lognormal distribution with the same parameter as 2005.4.1. The lower bound from the 

real data is clearly quite stable, which proves that the power-law behavior found in the sales 

distribution of 2005.4.1 reflected a generating process that produces a genuine power-law behavior 

and not the result of a process that generates a lognormal distribution. Fig. 6 also shows their 

probability density, confirming that the behaviors found in Fig. 5 are also quite statistically different. 

Fig. 7 shows the time evolution of the power-law exponent during 2005.1.22-5.8. The power-law 

exponent is stable and fluctuates around value 1.03.1 r P . The period when the power-law 

behavior becomes stable was repeatedly found and shows that the lognormal distribution does not 

sufficiently describe the sales distribution of digital cameras on a daily basis. 
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Fig. 5 Left panel shows estimated rank threshold from distribution of sales volume from 2005.1.22 

to 2005.5.8. Right panel shows estimated rank threshold for first 107 synthetic data sets 

( )107(),...,2(),1( LNLNLN ) obtained in experiment. Estimated rank threshold of 7th and 22nd 

data sets denoted as A and B are used to depict Fig. 4. 
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Fig. 6 Histogram comparison of estimated rank threshold. Circles denote histogram from synthetic 

data sets, and diamonds denote histogram from real data. 

 

 

Fig. 7 Time evolution of power-law exponent found during period 2005.1.22-5.8 

 

6. How distribution changes over time 

 Next we focus on all the other dates in our data set. Fig. 8 shows their estimated rank 

thresholds from 2004.10.1 to 2008.2.29. The period at which we successively observed high 

estimated rank thresholds is not only 2005.1.22-5.8 but is also found in other parts of the data. 

However, there is a period when the estimated rank threshold does not behave as if a power-law 

behavior really exists at its distribution tail: period 2006.1.16-8.8 (Fig. 8). Fig. 9 shows a typical 

cumulative distribution observed during this period. The lognormal distribution adequately explains 

the sales distribution for all points. Fig. 10 also shows the histogram of the estimated rank threshold 

of this period. For this period a simple lognormal distribution adequately describes the distribution 

of sales. Therefore we conclude that sales distribution reflects when they were observed. 
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Fig. 8 Time evolution of estimated rank threshold for entire period (2004.10.1-2008.2.29) 
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Fig. 9 Cumulative distribution of sales volume of digital cameras sold on 2006.3.27. Continuous line 

shows fitted maximum likelihood estimate assuming that all points above 1 obeyed a lognormal 

distribution. Maximum likelihood estimate of parameters is written inside parentheses.  
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Fig. 10 Histogram of estimated rank threshold from real data (2006.1.16-8.8) 

 

7. Sales dynamics of consumer electronics 

 Motivated by the similarities in the dynamics of product sales and firm sizes [14] we use 



the multiplicative process  

|)()()(|)1( ttStbtS H� �       ),0(~)( VH Gaussiant                             (7) 

to describe the underlying dynamics of sales. If multiplicative noise b is independent of the former 

size of S , then S  leads to a steady power-law distribution [22]. However if it is size dependent, 

S  departs from a power-law distribution [23]. In this section, we show that sales dynamics follow 

this multiplicative process and use it to reexamine the differences in the sales distribution found in 

Section 6 from the usually assumed elements of a stochastic growth process. 

 

Fig. 11 Cutting scatter plots into equal logarithmic bins. Left panel depicts sales of successive weeks 

from period 2005.1.22-5.8, and right panel depicts sales of successive weeks from period 

2006.1.16-8.8.  

 

 When BCN Inc. collected this dataset, they made new contracts with other stores to offer 

sales data and generated an apparent change of product sales. To cope with this problem, we 

introduce normalized sales, 

¦
 

 n

i
i

ii

tS
n

tStS

1
)(1

)()( , instead of actual sales to compare two 

distant periods. Here, n is number of products in the market. All the results in this section can also be 

reproduced using market share, 
)(
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1
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 , because n slowly changes on the scale of 

some months. To begin our empirical investigation we cut the scatter plots of both periods into equal 

logarithmic bins: 217584.6175.27.0 �d�d�d highmidlow SSS  (Fig. 11). The basic idea is 

to observe whether the distribution of sales growth for one week, 
)(

)1(
tS

tS
i

i �
, depends on )(tS i . 

We saw in Section 6 that the tail property of the sales distribution follows a power law for 



2005.1.22-5.8 and a lognormal for 2006.1.16-8.8 (Fig. 8). Hence, as shown in Fig. 12, we compare 

the distribution of log sales growth for 1 week, 
)(

)1(log
tS

tS
i

i �
, observed during periods 

2005.1.22-5.8 and 2006.1.16-8.8. Note that while the positive values of the middle and high areas 

are quite different during 2006.1.16-2006.8.8, they seem to coincide for the log growth distributions 

observed during 2005.1.22-5.8. Note also that log growth distribution could be well described as a 

double exponential distribution and that for the negative log growth rates, the probability density 

coincides. This suggests that while the multiplicative term for the high and middle areas is size 

independent during 2005.1.22-5.8, it is size dependent during 2006.1.16-8.8 and shows different 

behaviors.  

 

 
Fig. 12 Left panel shows distribution of log growth for one week for period 2005.1.22-5.8. Right 

panel shows distribution for 2006.1.16-8.8. Although right panel clearly seems size dependent, 

between the middle and high areas, the left seems to coincide. 

 

 The same observation can also be made using the two sample Kormogorv-Smirnov tests. 

Table 1 shows the p-value from the test for two pairs, “high vs middle” and “middle vs low”, for two 

periods, 2005.1.22-5.8 and 2006.1.16-8.8, respectively. The only pair for which the test does not 

reject the null hypothesis is the “high and middle” pair found in 2005.1.22-5.8. 

 

KS Test �  �  

�  2005.1.22-5.8 2006.1.16-8.8 

Low vs Mid 2.10E-13 2.58E-14

Mid vs High 0.324 1.00E-05

Table 1 Result of two sample Kormogorv-Smirnov tests. Numbers inside show p-values. Rows 

represents pairs and columns denote period. Null hypothesis states that two distributions are identical, 

and the alternative states that they are different. 

 

 From these observations, the sales dynamics can be described by the multiplicative 



process: 
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where t  describes the time during 2005.1.22-5.8 and 
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where t  describes the time during 2006.1.16-8.8. Here, ),0(~)( VH Gaussiant .  

 

 Where )(tS i  is large, the log growth distribution displays a size-independent 

relationship with )(tS i  during 2005.1.22-5.8, but it displays a size-dependent relationship with 

)(tS i  during 2006.1.16-8.8. As shown by Ishikawa et al. [16], if the log growth distribution is well 

described by a double exponential distribution and the probability density coincides for negative log 

growth rates, then the multiplicative process described in Eq. (7) will generate a steady lognormal 

distribution. Recall that during period 2006.1.16-8.8 this condition is satisfied. On the other hand, as 

shown by Takayasu et al. [22], Eq. (7) theoretically generates a power-law distribution when the 

growth distribution is independent of )(tS i . Therefore while Eq. (8) generates a distribution with a 

power-law tail, Eq. (9) generates a simple lognormal distribution that explains the difference in the 

underlying dynamics for the two periods in which we observed different distributions. 

 

8. Conclusion and further discussions 

 This paper showed how the sales distributions of products evolves when we observed them 

daily. We showed that the distribution of the top ranking products switches between lognormal and 

power-law distributions depending on the timing, suggesting that the underlying dynamics among 

these periods differs. This structural difference in the underlying dynamics was well established 

from the usually assumed ingredients of the growth process as well providing another source of 



evidence that the dynamics between these two periods differ. Our result is mathematically 

compatible with Ishikawa et al. [16], who illustrated the appearance of both power-law and 

lognormal distributions under a multiplicative process. We only investigated digital cameras in this 

paper; however such findings can be established with many other products in consumer electronics 

markets as well. 

An interesting question to ponder is why the switch behavior found in Section 6 occurred. 

In our case the main source of the switch can probably be explained by the sudden increase in 

product competition when many products are released simultaneously. Since the top selling products 

are mainly new, their dynamics are wilder when many products are released simultaneously. Such 

intuitive thinking seems to hold true when we compare the time evolution of the number of products 

and the lower bound (Fig. 13). As denoted in the figure, the periods coincide when we observed a 

steady power-law behavior and a rapid increase in the number of products, explaining the sudden 

switch behavior from a lognormal to a power law. When a large number of new products are born 

simultaneously, sales distributions are generated by a mixture of old and new products. A power law 

was empirically found when such mixed behavior exists [24]. An empirical study of such a 

viewpoint for consumer electronics is future work. 
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Fig. 13 Estimated rank threshold for all dates with time evolution of number of products on market  

 

 Since researchers are equipped with more detailed data from actual markets we can 

investigate actual market coordination in a more detailed sense. These studies are important not only 

for economics literature but also for physics because such social systems as the market are one 

natural laboratory for investigating coordination under complex systems. We hope this line of studies 

continues to be fruitful for both physics and economics. 
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Ꮢ႐ડᬺޟ㧘ߕࠄࠊ߆߆߽ߦࠇߘޕߥߡࠇࠊᄬ߽ߢߪ߈ノࠆߔߩᢥ⺰ޕࠆߢ❣ᬺ⊛

ᴺ(1988)ޠᚲߢ┨৻╙ߩ㧘ߩ⑳ޟ⸃ߪᄢᣇߩหᗧࠍᓧߕࠄ߅ߡߞߚߪߦࠆ㧘߹ߚ㧘⑳ߪ⺰⼏ߩ
㧘ᱜ⛔ᵷࠍഃᕈ⁛ߩࠬࠦߤ߶ࠆߥޕߚߞ✄ࠍ⸂ߥ⊛ᖤⷰߣޠࠆߢ߹߹ߥࠇߐ⸂ℂ߇ᄢඨߩߘ

ޢ⾰ᧄߩડᬺޡࠄ߇ߥߒ߆ߒޕߥࠇߒ߽߆ࠆኋ߇ቅᓇߛ߹㧘ࠄߥࠆߣ┙ኻߥ⊛࠻ࠢࠆߔኻߦ

߆ߢࠢ࠶ࡃࡄࠗࡍߪ 23㗁ࠄ߇ߥ㧘ࡠࠢࡒ⚻ᷣቇߩᨒ⚵ߩ❰⚵ߢߺℂ⺰⊛⠨ኤࠍน⢻ߚߒߦഃㅧ
ᕈߪ㜞ߊ⹏ଔߩߘߚ߹ޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇߐᩮᐩߪߦ㧘ታ⸽ਥ⟵ߩ♖߇ᵹޕࠆߡࠇ⚵❱⚻ᷣ㑐

ㅪߩᢥ₂⎇ⓥࠍㅢߡߓ㧘ࠦߩࠬᕁ⠨ߩᐢ߇ࠅ߇ᐞಽ߽ߣࠅߥ੶ߦ߁ࠃߚ߈ߡ߃ᕁޕ߁ 
ߩคㅀߩࠬࠦߩ㧘⺰ᢥၫ╩ᒰᤨࠄ߆ญࠅಾߩߟ྾ߥࠄߤߚࠍ㗅ᐨߩคㅀߩ㧘⺰ᢥߪߢ✬ዊߩߎ

⢛ᓟࠆߦᩮᧄ⊛ᕈᩰߡߟߦ╩⠪ߩ⸃ࠍㅀ߇ߣߎࠆߴ㧘ߩࠅߚߒߐ⺖㗴1ޕࠆߢ) 

 

Σ㧚Ꮢ႐ߣડᬺߪห⾰߆㧫̆̆ࠦੑߩࠬ㕙ᕈࠍ೨ឭߡߒߣ 
 
⺰ᢥߪߢ㧘ߩࠄ(1933)ࠢࠛࠗࡂ␠ળਥ⟵⸘▚㗴⺰ࠍⷞ㊁ߦߟߟࠇ㧘ࠅߣ߭ߪࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ޟ
ߟߦሽߩ㧘ડᬺߡߒߣޠࠆߔሽߪ↹⸘ࠆࠃߦੱ߽ߦࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻㧘߇ߛ߁ࠃࠆߡߒᯏ⢻ߦߢ

߇ⷞὐߩߟੑߩ[B][A]ߦ߁ࠃߔ␜ߦ㧘࿑ߪ⺑ߩ↱ᚑ┙ߩડᬺߩࠬࠦޕࠆߡߒ㗴ឭߡ
㧘ߪߢ࠴ࡠࡊࠕߩ↪⾌Ყセߩ೨⠪ޕࠆߢߜ߇߈ࠍੂᷙߩ⺰⼏㧘ߚߥ࡞ࠞࠫࡠ࠻࠻㧘ὼ߽ࠅ

ડᬺߩߪᏒ႐ߩߣᲧセ⾌↪ࠄ߆ઍᦧ㑐ଥߡߒߣዉߚ߹ޕࠆࠇ߆ᓟ⠪ߩᄾ⚂ߪߢ࠴ࡠࡊࠕ㧘ଔᩰ

ᜬࠍේℂ⊛⋧㆑ߣᏒ႐ߪ㧘ડᬺࠄ߆⇣Ꮕߩ㈩ಽߊߠၮߦᜰߚߓㅢࠍ㓏ጀ⒎ᐨߣ㈩ಽࠆࠃߦ࡞࠽ࠣࠪ

ޕࠆߡࠇߐ៰ᜰߡߒߣޠ㕙ᕈੑߩࠬࠦޟࠅࠃߦࠄ↸ᄢߪⷞὐߩߟੑߩߎޕߚࠇߐឬߡߒߣߩ߽ߟ

2)એਅ㧘ੑ㕙ᕈߩ⺰ὐࠍ೨ឭߡߒߣ㧘Ꮢ႐ߩ❰⚵ߣේℂ⊛⋧㆑ߦὶὐࠍᒰޕࠆߓ⺰ߡ 
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[A] ⾌↪Ყセ࠴ࡠࡊࠕ 

ᐲ ࠴ࡠࡊࠕᣇᴺ ᯏ⢻ 
ડᬺ ઍᦧ⊛㑐ଥ ⾗Ḯ㈩ಽ 
Ꮢ႐ 

 
[B] ᄾ⚂࠴ࡠࡊࠕ 

ᐲ ࠴ࡠࡊࠕᣇᴺ ᯏ⢻ 
ડᬺ 㓹↪ᄾ⚂ ᜰࠆࠃߦ㓸ᮭ⊛㈩ಽ 

㧔ଔᩰࡓ࠭࠾ࠞࡔ�㧘឵�㧕 
Ꮢ႐ ᄁ⾈ᄾ⚂ ଔᩰࠆࠃߦಽᮭ⊛㈩ಽ 

㧔ଔᩰ٤ࡓ࠭࠾ࠞࡔ㧘឵٤㧕 
  

࿑.ࠦੑߩࠬ㕙ᕈ 

 
㧝㧚Ყセ⾌↪࠴ࡠࡊࠕ 
Ყセ⾌↪ߪߢ࠴ࡠࡊࠕ㧘ડᬺߪ⾗Ḯ㈩ಽߩ⚵ࠅߢߟ৻ߩߺ㧘ߩߎⷞὐߪߢᏒ႐ߣઍᦧ㑐ଥߦ

ߔ↪ࠍᏒ႐ޟ㧘ߪ߃╵ߩり⥄ࠬࠦޕ߆ߩߥᔅⷐ߇ડᬺߦ߆߶ߩᏒ႐ߗߥ㧘ߪߢޕߚߡߣࠆ

↢߇㧘ડᬺ߫ߌߟߊ㜞ࠅࠃ(costs of organizing)ޠ↪⾌ࠆߔ↪ࠍડᬺޟ߇(marketing costs)ޠ↪⾌ࠆ

ᚑޕߚߞߛߩ߽߁ߣࠆࠇߐ([A] ⾌↪Ყセ࠴ࡠࡊࠕ) 
ขߩߢᏒ႐ޟߡߒߘ㧘ޠ↪⾌ߩߚࠆߌߟࠍଔᩰߥㆡಾޟߪߣޠ↪⾌ࠆߔ↪ࠍᏒ႐ޟߩߢߎߎ

ᒁߩᷤࠍⴕ㧘ᄾ⚂ޟޕࠆߢޠ↪⾌ߩߚࠆߔ⚿✦ࠍ⍴ᦼᄾ⚂ࠍᓳߪޠ↪⾌ࠆߔᓟ⠪ߦ൮ߢ

 ޕ߁ࠃ߈
Ყセ⾌↪ߪߢ࠴ࡠࡊࠕ㧘Ꮢ႐ߣડᬺߪઍᦧ⊛ޕࠆߢහߜ㧘Ꮢ႐ߣડᬺߪขᒁߩ↪⾌ߩᏅ⇣ࠃߦ

 ޕࠆߔቯุߪ㧘ห⾰ᕈ߇ߚߒߣห᭽ߪߢઍᦧᯏ⢻ߪડᬺߣᏒ႐ߪࠬࠦޕࠆࠇ߆ᒁ߇✢⇇Ⴚࠅ

ࠊߊߚߞ߹㧘ߡߟߦㅊ᳞ߩ⋊ડᬺߩߡߒߣડᬺ⛯⛮ߪ㧘ડᬺߪߢ࠴ࡠࡊࠕ↪⾌Ყセߢߎߘ

ડᬺߦᩮࠍᏅ㗵Ảߩ↪⾌㧘߽ߢ߹ߊޕࠆߢਇ߽ߡߟߦ࠻ࠬࠦࠣࡦ࠾ࡦද߽ޕߥࠇ

ㅩߦว⛔⋤ုߣࠆߔᄢ߇ࠬࡊߩ㧘Ꮕ㗵Ảߣߊߡߟߓᾇࠍᣇ߃⠨ߩᏅ㗵Ả(3ޕࠆߔߪ

㧘㓹ߪḮᴰߩᏅ㗵Ảޕࠆߥ߽ߦ↱ℂ⺑ߩⓠㅛᷫߩⷙᮨߩ㧘ડᬺߣࠆࠇᝄߦࠬ࠽ࠗ࠽ߚ߹㧘ߒ⌕

↪⠪ߣᓐ߇↪ࠆߔഭߩࠬࡆࠨᚲ⠪ߩߣ㑆ߩขᒁޕࠦࠆߓ↢ࠄ߆  ޕࠆߡߒ⸤ߦ߁ࠃߩᰴߪࠬ
ද(co-operation)ߩߎ㧘ߪߦ႐วࠆߔදߢ߆ߥߩડᬺߓ㧘หߪ (ᚲ⠪ߩߘߪࠆ)⚛ⷐ↥↢ޟ
↢ߩ㧘ઁࠍ⚂ᄾߩㅪ৻ࠆߥߣᔅⷐߦᒰὼߦ႐วࠆࠇߐߥߡߒߣᨐ⚿ߩធ⋤ߩേߩࡓ࠭࠾ࠞࡔଔᩰ߇

↥ⷐ⚛ߩߣ㑆ߦ⚿߱ᔅⷐޠߥߪ 
⸥ᒁ↪ߩ↢↥ⷐ⚛ߩදߪᒰὼࠄ߇ߥ㧘ߩࠬࡊᚑᨐޕ↢ࠍ㚍႐(2003)ޟߪડᬺߣࠆߔ❰⚵ࠍ
ߦ㓸วߩഭࠆߥනߢߣߎࠆߔᚑ✬ࠍදᬺࠆࠃߦ㧘ಽᬺߩഭജߚࠇ⾈㧘ߕ߹߽ࠅࠃ㧘ߪ

ᲧߡߒᩰᲑߦ㜞↢↥ᕈࠍታߣޠࠆࠇߐࠬ࠽ࠗࡑࠄ߆ࠬࡊߩߘߪ↪⾌❰⚵ޕ߁ࠈߢߣߎࠆߔ⸥

 (4ޕߚߒ

ડᬺѳᏒ႐ 

Ꮢ႐ 
(␠ળ⊛ಽᬺ) 

ଔᩰࠆࠃߦಽᮭ⊛㈩ಽ 

 
(ଔᩰ٤ࡓ࠭࠾ࠞࡔ㧘឵٤) 

⚵❱ 
(ડᬺౝಽᬺ) 

ᜰࠃߦ

⊛㓸ᮭࠆ

㈩ಽ 

 
(ଔᩰࠞࡔ
�㧘ࡓ࠭࠾

឵�) 
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ᣂฎౖᵷޕߚߞ߆ߥߪߢߣߎࠆߓ⺰ࠍߩ㧘දᬺ✬ᚑߪᗧ࿑ߩ࠴ࡠࡊࠕ↪⾌Ყセߩᢥ⺰ߒ߆ߒ

ℂ⺰ߩਛᩭⷐઙุߩቯޕߚߞߦଔᩰߣ߽ߩࡓ࠭࠾ࠞࡔ㧘߇ߡߴߔቢోᖱႎߦၮߊߠቢో┹ࠆߢ

ᒻ߇ડᬺߦߚߩߘ㧘ࠅ߆߆߇↪⾌ߣࠆߔ↪ࠍᏒ႐ޕߥ߃ߓ↢ߪ⋊ࠆ߃ᡰࠍ⛯ሽߩ㧘ડᬺࠄߥ

ᚑߪߩ߁ߣࠆࠇߐ㧘ડᬺߩሽ߇ߩ߽ߩߘᣂฎౖᵷߩℂ⺰♽ߪߣਔ┙ࠍߣߎߥߒ␜ໂࠦޕࠆߔ

ߚߞ߆ߥ߃⠨߇߽⺕ࠍ㒱ᰳࠆߔౝߦࡓࠗ࠳ࡄ㧘ᣂฎౖᵷߊߥߪߢᄖᝌⷐ࿃ߥ߁ࠃߩᄖㇱᕈߪࠬ

ࠍ↪⾌ߩ㧘⚵❱ൻߡߖߐኻᔕߣ↪⾌ࠆߔ↪ࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔଔᩰߩᏒ႐ޕߚߒ⊑ࠄ߆ᐲⷺߥࠢ࠾࡙

ߡߞࠃߦߣߎ߁㧘Ꮢ႐㧔␠ળ⊛ಽᬺ㧕ߣ⚵❱㧔ડᬺౝಽᬺ㧕ߩ߇⏕ޕߚߞߥߦડᬺߩౝߣ

㧘ߪߩડᬺߡߒߊ߆ޕߚߞߛ㗴ߥ⊛ቯߪߩߎ㧘ߡߞߣߦࠬࠦޕ߆ߪߣ㧘ᄖ߆ߪ

Ꮢ႐ࠍ↪ࠆߔ⚂▵ࠍࠬ࠽ࠗࡑߩ↪⾌ࠆߔᏅ㗵Ảࠍᩮޕࠆࠇߐ⸽⺰ߡߒߣ 
⾗Ḯ㈩ಽߪ㧘Ꮢ႐ߣડᬺߩᣇ߇⋧ߦቢࠅࠃߦߣߎ߁ߒ㆐ᚑ߇ࠆࠇߐ㧘Ꮢ႐ߊߪ❰⚵ߣ߹

ኒធਇนಽߣ⼂߁ߣߛਇቢో߇ᯏ⢻ߩᏒ႐ߥ߹ߑ߹ߐߪࠇߘ㧘ࠅߢߩࠆࠇߐ᭴ᚑߦ⊛రੑ߽ߢ

ਇᔅߦ⊛ℂ⺰ࠍሽߩ㧘ડᬺߪ⺰⼏ࠆߔㆶరߦ⺰ర৻ߩߌߛᏒ႐ߦߚࠆߔ⺑ࠍḮ㈩ಽ⾗ޕࠆߢ

ⷐߊߥߢߌߛࠆߔߦਇน⢻ࠅ߹ߟ(5ޕࠆߔ߽ߦ㧘Ꮢ႐৻ర⺰ߪᏒ႐ࠍ❰⚵ߣห৻ⷞߒ㧘ડᬺౝㇱᮭߩ

ᆭ⊛ߥ㑐ଥࠍᶖᄬߖߐ㧘ޟߊࠄ߆ߴߔᏒ႐ࠄ߆ޠߚᱡߛࠎశ᥊ࠍឬ౮ޕࠆߥߦߣߎࠆߔ 

 
㧞㧚ᄾ⚂࠴ࡠࡊࠕ 
ᄾ⚂ߪߢ࠴ࡠࡊࠕᏒ႐ߣડᬺߩᏅ⇣ࠍ㧘ᐔ╬ߥ㑐ଥࠍ೨ឭߚߒᄁ⾈ᄾ⚂ᮭߣᆭ㑐ଥ੍ࠍቯߚߒ㓹

↪ᄾ⚂ߦޕߚߡ([B] ᄾ⚂࠴ࡠࡊࠕ) 
Ყセ⾌↪ߩ⠨߃ᣇߪߢ㧘ޟ⍴ᦼ⊛ᄾ⚂߫ࠇߢߚࠆߔ⚂▵ࠍޠ࠻ࠬࠦߩߣߎߔ߃߆ࠅߊࠍ㧘㐳ᦼ

ᄾ⚂ࠍ৻࿁⚿߱ߣ㧘ߩߘㇺᐲ㧘⍴ᦼ⊛ᄾ⚂ࠅ➅ࠍ⚿✦ߩߩߎޕࠆࠇߐ⚂▵ߪ↪⾌ߔᲑ㓏ߪ㧘Ꮢ႐ࠍ

↪ߚߒ৻࿁ߩ㐳ᦼᄾ⚂ߩߌߛߚ߃឵߈⟎ߦవ‛ขᒁߪࠬࠦߡߒߣ6ޕߚߡ)ᓥߡߞ㧘߹ߛᏒ႐

ర᧪㧘ޕࠆߊߡߓ↢⒳ߪ↪⾌ࠆߔ↪ࠍᏒ႐ߩઁߩߘ㧘ߡߒߣ㧘ଐὼࠅߢᘒ⁁ࠆߡߒ↪ࠍ

ߚߒ┙⁛ߦਥ߇㐳ᦼ⊛ᄾ⚂߫ࠇߔ⚿✦ࠍ㧘߇❰⚵ߪߡ߇߿↢ᚑ߁ߣࠆࠇߐℂޕߥߤߥ 
ࠍ↥↢߇㧘ଔᩰᄌേߪߢᏒ႐ޟ㧘ߪ߃╵ߩߟ৻߁߽ߩࠬࠦޕ߆ߩߥᔅⷐ߇ડᬺߦ߆߶ߩᏒ႐ߗߥ

ᣇะߌߠ㧘឵ขᒁࠍㅢߡߓ⺞ᢛޕࠆࠇߐડᬺߩౝㇱߪߢ㧘Ꮢ႐ขᒁߪឃ㒰ࠇߐ㧘឵ขᒁߥ߽ߣࠍ

ડᬺޕߚߞߛߣߎ߁ߣޠࠆߌߠᣇะࠍ↥↢߇ડᬺኅߩߡߒߣ㧘⺞ᢛ⠪ߡߞࠊઍߦᏒ႐᭴ㅧߥⶄ㔀߁

ᶖṌ߇ⷐઙߩߎ㧘ߦ㧘ㅒࠅߢᨐ⚿ߚࠇߐ⛘ᑄ߇ࡓ࠭࠾ࠞࡔଔᩰߣ឵ࠄ߆㧘ડᬺౝߪߩࠆߔሽ߇

ߘޕࠆߓ↢߇࠻ࠬࠦࠆߔ↪ࠍᏒ႐߽ߢਅߩ⚂㐳ᦼᄾޕ߁߆ะߣ߳⸂ߪડᬺߦᤨࠆߔૐᷫߪߊߒ߽

ቯൻ․ߓ߆ࠄߡߟߦ↪ᣇᴺߩ᧪ߥ㧘ਇ⏕ታߣ߱⚿ࠍ⚂㐳ᦼᄾߦ႐วߩࠬࡆࠨ㧘ഭߪࠇ

ߦᜰើߥ⊛ᆭᮭߡߞࠃߦ⚂㧘㓹↪ᄾߚࠆߔ࿁ㆱࠍ࠻ࠬࠦߩߎޕࠆߢ࠻ࠬࠦߥ࿎㔍߇ߣߎߊ߅ߡߒ

ᓥ߁ડᬺ⚵❱⊛㑐ଥ߇✬ᚑ߇ߣߎࠆࠇߐ㧘ડᬺኅߪߦࠅ߹ߟޕࠆߥߦ㐳ᦼᄾ⚂߇ડᬺࠍᚑ┙ߒߖ

㧘ቝߦ߆ࠄߪࠬࠦޕࠆߢߣߎߩߡࠇߐ㒢ቯߦຠߥᱶ․߁ߣࠬࡆࠨ㧘ഭߪߩ߁ߣࠆ

㊁ߩഭജຠߩ․ᱶᕈߣห᭽߇ࠬࠦޕߚߡ߃ᝒࠍߣߎߩ㗴ߪߣ❰⚵ࠆߡߒߦ㧘ડᬺኅᮭߩ

ᆭ⊛ᜰߡߞࠃߦ✬ᚑߦߎߘ(7ޕࠆߢߩ߽ࠆߡࠇߐ㧘ડᬺߩᧄ⾰ࠍޕߚ 
ડᬺౝಽߣ㧘␠ળ⊛ಽᬺߢਛߩޢ⺰ᧄ⾗ޡߚ߹߽ࠬࠢ࡞ࡑ㧘ߦ߁ࠃࠆߔፋࠍᏒ႐ߣડᬺ߇ࠬࠦ

㧘ડࠇߐᇦߡߞࠃߦຠ឵ߩಽ㊁ᬺ↥ߥ߹ߑ߹ߐߪળ⊛ಽᬺ␠ޕࠆߡߒㅀ⸤ߦห᭽ߡߟߦᬺ
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ᬺౝಽᬺߪഭ⠪ߩߜߚห↢↥‛߇ߺߩຠߦォߓ㧘ߥ߹ߑ߹ߐഭജࠍหߓ⾗ᧄኅߦᄁߎࠆ

 (8ޕߚߒߣࠆߔᛩߡߒߣഭജ߁ߒ⺞දࠍഭ߇㧘⾗ᧄኅߡߞࠃߣ

คߪࠬࠦߦ߁ࠃߩᏒ႐ߪ❰⚵ߣઍᦧ㑐ଥࠅߦ㧘⋧ߩࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻߇ᐲ⊛᭴ㅧࠍ᭴ᚑࠆߔ

ડᬺౝಽߣ㧘␠ળ⊛ಽᬺ߽ࠬࠢ࡞ࡑߚ߹ޕߚߞ߆ߥߪߣ⾰หࠍડᬺߣᏒ႐߽ߤࠇߌ㧘ࠄ߇ߥ߃ᝒߣ

ߢߌߛࠆߥ⇣߇⒟ᐲߛߚߪਔ⠪ߩߎ㧘ߕࠄࠊ߆߆߽ߦࠆ߇ㅪ㑐⻉߮ࠃ߅㘃ૃߩߊᢙᄙޔߪߦ㑆ߩᬺ

 ޕߚߒߣࠆߥ⇣߽ߦ⊛⾰㧘ᧄߊߥ
㧘ࠇߐ⛘ᑄ߇ࡓ࠭࠾ࠞࡔଔᩰߣ឵ߪߢౝㇱߩ㧘ડᬺࠄ߆ᢥ⣂ࠆߥ⇣ߊߚߞ߹ߪࠬࠢ࡞ࡑߣࠬࠦ

ડᬺߩᧄ⾰ߪഭ⠪ߣડᬺߩ㑆ߩ㓹↪ᄾ⚂ߣࠆߦߦߚ߹(9ޕߚߡ⺰ᢥߪߢ㧘ഭㆊ⒟߽ߣߦ

ߩ⚛ᚻ㧔↢↥ⷐࠅ㧘ᄁߢ࿐▸ߩ⚂㓹↪ᄾߩᒻߥࠇߐቯ․ߦ⚦ߦ㧘೨ߡߒߣ⢛᥊ࠍਇ⏕ታᕈ߁ߥ

ឭଏ⠪㧕߇⾼⠪㧔ડᬺኅ㧕ߦଐሽߦ߈ߣࠆߔ㧘߇⑳ޟડᬺߣ߱㑐ଥ߇ᚑ┙ޕߚߌߠ⺰⚿ߣޠࠆߔ

ߢ㊀ⷐ߇ߘߎᚑ✬❰⚵ߩߘ㧘ࠅߢ⾰ᧄߩડᬺ߇ታ߁ߣ〉⋘ߩડᬺኅࠅߪ߿㧘ߪߡߞߣߦࠬࠦ

 ޕߚߞ
⾗ޡߪߣ㧘ⵍ㓹↪⠪ࠅ߹ߟߩߤߣ㧘ߪᣇ߃ᝒߩ㑐ଥߩⵍ㓹↪⠪(master-servant)ߣ㓹↪ਥߩࠬࠦ
ᧄ⺰ߩߢޢ⾗ᧄኅߦዻోࠆߔᯏ᭴ࠆߥࠎߚߩᚻ⿷ߕ߉ߔ߆ߒߦ㧘⾗ᧄኅߩή㒢ᮭߩᆭ߇೨ឭߐߦ

 ޕߟ┙ߦᐔߓหߣคㅀ߁ߣࠆߡࠇ

 

Τ㧚ࠦߩࠬቯℂࠆߋࠍ⼏⺰ 
 

1960ᐕޟߩ␠ળ⊛⾌↪ߩ㗴ߩࠬࠦޟߩޠቯℂߦޠ⸒ߟߟߒ㧘㆚ޟߡߒડᬺߩᧄ⾰ࠍޠᒁᾖ
㕖ലࠍߩᏒ႐߳ߩ㧘ᐭߪߩࠆࠇߐ␜ߡߒߣ(1959)ޠቯℂߩࠬࠦޟ㧘ߪߢ⸂ℂߥ⥸৻ޕߚߒ
ࠇߐߣߛߣߎߔࠄߚ߽ࠍଔ୯‛↥↢ߥ߈ᄢࠅࠃ㧘߇ߣߎࠆߔᏒ႐ขᒁࠍᮭߢ㧘ᒰ⠪㑆߃⠨ߣߛ₸

 ޕࠆ
ࠆߢ࠻ࠬࠦ⊛ⅣႺߟળ⊛␠ߤߥㅢ㛍㖸߿㧘ᄢ᳇ᳪᨴߪߢ㉼⸂⊛ᣂฎౖᵷߩޠቯℂߩࠬࠦޟ

ᄖㇱᕈ(externality)ߩሽߪ㧘ࠣࡇ⊛⺖⒢ഥ㊄࠴ࡠࡊࠕ㧔Ꮢ႐ߩᄬᢌ࠴ࡠࡊࠕ㧕ߩㇱಽဋ
ⴧಽᨆߦၮߚߠ╷ᚻᲑࠈߒߪ⾗Ḯ㈩ಽࠍᱡᦛޕࠆࠇߐߣࠆߔᄖㇱᕈߩ㗴ߪ⾗Ḯ߿ⅣႺ߽ߦᚲ

ᮭࠍഃߒ㧘Ꮢ႐߿ᔅⷐ߫ࠄߥ㧘ⵙ್ᚲ߽ߦᒰ㗴ࠍขࠅᛒࠅ߹ߟޕࠆߔߣࠃ߫ࠇߖࠊᏒ႐ߩ

ᄬᢌߩߡߒߣᄖㇱᕈ߇ሽߡߒߘޕࠆߔ㧘ᄖㇱᕈߩ㗴ࠍ✭ߊߴࠆߖߐᐭ߇ขࠆࠁࠄࠆ߁ࠅ

╷ᚻᲑߪ㧘ၮᧄ⊛ߪߦᄾ⚂㑐ଥߦၮߊߠขᒁ߁ߣࠆࠇߐ឵⟎ߡోߦ೨ឭߒ⬄ޕߟ┙ߦᣂฎౖᵷࠅࠃ

߽㧘ࠅࠃᣂฎౖᵷ⊛ߣࠆߢᜰ៰ࠆࠇߐᚲએߚ߹ޕࠆߢ㧘ᄖㇱᕈߡߴߔࠍౝㇱൻᝒߡߒߣ⊛⋠ࠆߔ

ࠎㄟߜᜬߦᄖㇱᕈࠍࡑࠣ࠼⊛㧘ฎౖ߫⺒ߣޠߔਅࠍᢿ್ߩᦨༀߦߩಽ⥄り⥄߇ߘߎੱޟ㧘߃

 ޕࠆߥ߽ߦߣߎߛ

࠻ࠗ࠲߁ߣ(1959)ޠㅪ㇌ㅢାᆔຬળޟߩ೨ᐕߩߘ㧘ߪේဳߩ(1960)ޠ⺰ℂߩ↪⾌⊛ળ␠ޟ㧘ߡߐ
߇Aޕࠆߦᢥ⺰ߩ࡞ Bߦኻ៊ߡߒኂࠍਈࠆߡ߃⁁ᴫࠇࠄߍࠅߣ߇㧘ߡߒߦ߆ Aߩⴕേࠍᛥ
ߪ㧘ᐲࠄߥߚࠇࠄ߃ᛥ߇ኂ៊ࠆߔኻߦ㧘Bߦ߈ߣࠆߔቯࠍ߆߈ߴࠆߔ A៊߇ኂࠍฃߥߦߣߎࠆߌ
ࠆࠃߦߣߎࠆߔᛥࠍᓇ㗀ߥኂߩ㧘Aߪߢὐⷰߩޠෘ↢⚻ᷣቇޟࠣࡇ.A.Cޕࠆ Aߩߡߞߣߦኂ
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߁ࠍ(the reciprocal nature of the relationship)ޠ⾰⊛ᕈ⋦ߩ㑐ଥޟߩߎޕߥࠇࠄߓ⺰ߪᓇ㗀ߥ
 ޕߚࠇߐ߈ዉߪޠ㗴ߩ↪⾌⊛ળ␠ޟࠄ߆ߣߎ
ᐭࠆࠃߦⷙࠍ↪ࠆߔ(1959)߽ߩ߆ߟߊޕࠆᎿ႐߇ᾓᾍࠅ߅ߡߒ⊑ࠍ㧘ᄙߦޘੱߩߊᾍ
ኂߩⵍኂ߇߱႐ว㧘Ꮢ႐ขᒁߪߢḩ⿷ߊߩ⸃ޕߥࠇࠄ߃߇ℂ↱ޕࠆߡࠇߐ␜ߟੑߪ╙㧝ߦ㧘

ߌߥࠊⴕࠍᏒ႐ขᒁߦ✜৻߇❰⚵ߣޘੱߩߊ㧘ᄙ߇ߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒᷤߢ㑆ߩߣᎿ႐ߩ߆ߟߊ

ߡߞߢน⢻߇⸂ߚ߹㧘ࠇߐᗐ੍߇⥶㔍ߪߦ⊛㧘ታߪࠬࡠࡊߩᷤߥ߁ࠃߩߎޕߥࠄߥ߫ࠇ

߽㐳ᤨ㑆ߔ߿⾌ࠍน⢻ᕈ߇㜞ޕ╙㧞ߦ㧘ⵙ್ᚲࠍㅢᮭߚߓߩⴕ߽ߡ߅ߦ㧘ߩߤᎿ႐ߩࠄ߆

ᾓᾍ߇ᾍኂߩේ࿃߈⓭ࠍ߆ᱛߪߩࠆ㔍ߊߒ㧘⸷⸩ࠆࠃߦ⸃ߪหⴕേࠆߔᄙߣޘੱߩߊวᗧᒻᚑ

ߦࠅ߹ߪߦߚࠆߔᯏ⢻߇㧘Ꮢ႐ߡߒߣታ㗴ߡߊ߆ޕࠆߥߦ㓚ኂ㜞ߦࠄߐ㧘ࠅ߇ᔅⷐࠆߔ

 ޕߒ߹ᦸ߇ߣߎߔ⺖ࠍⷙߥ․ࠆࠃߦ㧘ⴕߡߞᓥޕࠆߥߦߣߎ߇↪⾌
ᦨㆡ㊂ޕࠆߢߣߎࠆ᳞ࠍᦨㆡ㊂ߩ㧘ᾍኂߊߥߪߢߣߎࠆߔ㒰ࠍᾍኂߪ⊛⋠ߩⷙߥ߁ࠃߩߎ

ߢߣߎߩ㊂ࠆߔ⥌৻߇ߣᄬ៊ߩ↥↢ࠆⵍࠅࠃߦ㒢ߩᣇᴺ↥↢ߣ⋊ߩ߈ߣߚߒዋᷫࠍ㧘ᾍኂߪߣ

 ޕࠆ
⺰ᢥߜ┙ߦᚯ߫ࠇ㧘⊛ߩᤚ㕖ߪᐭߩ⾌↪(bureaucratic costs)߇Ꮢ႐↪ࠍ↪⾌ߩਅ࿁߫ࠇ㧘
⊛╷ߪᗧࠅߢ㧘ㅒߦ㜞߫ߌߟߊ㧘Ꮢ႐ߦછ߫ࠇࠃߦࠬࠦޕࠃ߫ࠇߖᐭߪડᬺ(a 
supperfirm)ࠅߢ㧘ᔅⷐߦᤨߥᏒ႐ขᒁࠍቢోߦ࿁ㆱߒ㧘ᚲᮭߩႺ⇇↹ቯࠍᄌᦝࠆߔⷙ߿ᴺᡷ
ᱜ߽㧘ડᬺ߽ࠅࠃዊߢ࠻ࠬࠦߥߐขᒁࠍታⴕࠆߔജࠍᜬޕߟ৻ᣇ㧘ᐭߪߦડᬺ㑆┹ߥ߁ࠃߩ

߽ߣߎࠆߥߦᄙ㗵ߦ┵ᭂߪ↪⾌ߪߦ߈ߣޕࠆ߇ะࠆߥߣ㜞ഀ߽࠻㧘▤ℂࠦࠬߕ߆߇ࠢ࠶ࠚ࠴

 ޕࠆ
ߥߦน⢻߇⺑ߩߡߟߦ⚂▵ߩ↪⾌㧘Ყセ߽ߡ߃ᦧࠇࠍ⪲⸒߁ߣ࿖ኅߣડᬺߪ႐วߩࠬࠦ

సࠍ⇇㒢ߩߘ㧘ߒ␜ࠍ⇇㒢ߩࡓ࠭࠾ࠞࡔ㧘ଔᩰⷞᐳ߽ࠆߔಽᨆࠍᄬᢌߩᐭࠅ߹ߟޕࠆߡߞ

ࠆߔᣇᴺ߇ߩࠆߔ⚝ᮨߡߟߦၮᧄ⊛㗴⼂ޕߚߞߢ 
ߢߩ߽ࠆߔໂ␜ࠍ↪㒢ቯ⊛ㆡߩޠቯℂߩࠬࠦޟߪታߚߍࠅណ߇㧘S.G.Medema(1994)ߚ߹
ޕࠆߢߩߚߖࠊ⽶ࠍ㊀்ߦㆆ߱ዋᅚߢᐸߡߒ⓭ߦ᳃ኅ߇㧘ゞߦᓟߩㆇォࠄ߬ߞ㈮ޕࠆ

Aߣ Bޟߩ㑐ଥߩ⋧⊛ᕈ⾰ߡ↪ࠍޠ A߳ߩኂߥᓇ㗀ߡߒߣ㧘ᐸߢㆆ߫߫ࠇߌߥⵍኂ߆ߥࠊߦ
Ⅳޕࠆߢ߈ߴࠆ߆ߒߡߞ߇᨟ߥ⊛ᓼ߽ߦޠቯℂߩࠬࠦޟޕࠆߢਇㆡಾߪߩࠆߔߣߚߞ

Ⴚ㗴߿ේ⊒ࠆࠃߦᳪᨴੱߩ߳ᷓߩೞߥⵍኂ߽ߤߥ㧘ⴕ߿ᴺߩ㗴(1960)ࠬࠦޕࠆߢ⥄
り߽ F.ࠍ࠻ࠗ࠽ᒁᾖߡߒ㧘ⓥᭂߩ㗴ߪክ⟤ߣᓼߩ⠨ኤ߳߆ߥߩ⊒ዷ⊛ߦ⸃ᶖߥࠄߥ߫ࠇߌߥࠇߐ
⾌ߩ㧘ขᒁߪࡑ࠹ߩᧄᒰߩޠቯℂߩࠬࠦޟ㧘ߦ߁ࠃࠆߔ៰ᜰ߇ࡦ࠰࠻࡞ࠥ࠶ࠛޕߚߌߟ߈ᦠߣ

 ޕ߁ࠈߛ߈ߴࠆߔ⸂ℂߣࠆߢ㊀ⷐ߇ᚲߩછ⽿ߩ߈ߣ㜞߇↪

 

Υ㧚ޟᏒ႐ߗߥߪ㧘ోߩߡડᬺࠍ๘ߺㄟ߹ߦߓߪޟߣޠ߆ߩߥᏒ႐ޠߚߞ߇

 ᛕ್ߩࡦ࠰ࠫࡎ̆̆
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㧘ᄢ㔀ߒ␜ឭࠍᛕ್ࠬࠦࠆࠃߦ(1988)ࡦ࠰ࠫࡎߩઍᐲቇᵷߟ┙ߦ⺰⼔ᠩࠬࠦߡߓ✚㧘ߕ߹
ᛠߥᢛℂࠍⴕޕ߁⺰ᢥߩࡦ࠰ࠫࡎߩߡߟߦ⹏ଔߪᄢࠅߟੑߊ߈㧘৻ߢߟ㜞ߊ⹏ଔߒ㧘ੑࠍߟ

ᛕ್ޕࠆߔએਅߩࡦ࠰ࠫࡎߦᜰ៰ޕ߁ߘ␜ࠍ 
(1)╙㧝ߦ㧘ࠦߪࠬ⺰ᢥߢડᬺߩ⾌↪ᷫ߇ࡓ࠭࠾ࠞࡔ㧘ࠆࠁࠄߗߥขᒁߦࠅ߇㧘Ꮢ႐ࠇߘ⥄
㧘ࠅ߇ⓠㅛᷫࠆߔ㑐ߦⷙᮨߪߦડᬺޕߚߡߒឭ߽ߊߒᱜࠍ߁ߣ߆ߥࠄࠊ߆ߡߞߣߦ

ሽ߇㧘Ꮢ႐ขᒁࠄ߆એޕߚߞߢߩ߽߁ߣࠆߔ↹ࠍ⇇㒢ߡߒኻߦᄢߩᡰ㈩ߣᚑ㐳ߩડᬺ߇ࠇߘ

 ޕߚߞߥߦ⺑ߩቯ৻ߩߣߎࠆߔ⛯
(2)ห᭽ߡߒߦ㧘Ꮢ႐ߩߡߴߔߗߥ߇឵ࠍ๘ߦߢ߹ߎߺᚑ㐳߁ߣ߆ߩߥߒࠍឭ߈ߴࠆߔ

ߥࠇߐ❰⚵ߦౝㇱߩᏒ႐᭴ㅧߩߟ৻߇឵ߩߡߴߔߗߥ㧘ࠄߥࠆߔᷫࠍ↪⾌߇Ꮢ႐ߒ߽ޕࠆߢ

ߔ߿ࠅ߆ಽߢ⊕ߥ߁ࠃ߁ߣࠆߔሽ߇ⓠㅛᷫࠆߔ㑐ߦⷙᮨߪߦ㧘ડᬺߪߦ႐วߩ㧫Ꮢ႐߆ߩ

 ޕߥߒሽߪ⺰⼏
ߒሽ߽ߘ߽ߘ߇㧘Ꮢ႐ขᒁߗߥ㧘ߚߞޟߩ㧝╙ߢߎߘޕࠆߡ⓭ࠍᩭᔃߪ៰ᜰߩࡦ࠰ࠫࡎ

ࠬࠦ߁ߣޠ߆߁ࠈߛߩߥࠊ߹ߒߡࠇࠊⴕߡߞࠃߦડᬺߩߟ৻ߥ㧘Ꮒᄢߗߥޕ߆߁ࠈߛߩࠆߡ

㕖ലࠆࠃߦჇᄢߩ㧘ㅊട⊛ขᒁߪ߃╵ߩ㧝╙ޕ߁ࠈߛߩ߽ߚߒᗐ⊑ࠄ߆ᄢᎿ႐ߩࡦ࠾㧘ߪߩ

₸㧘ડᬺኅࠆࠃߦ⾗Ḯ㈩ಽߩᄬᢌ㧘↢↥ⷐ⚛ߩଔᩰࠍߤߥⷐ࿃ߚߒߣડᬺⷙᮨߦ㑐ࠆߔⓠㅛᷫ

 ޕ߁ࠈߛߥ⺰⇣ߢ⺑ߩ
╙㧞ߪᜰ៰ߩㅢޕࠆߢࠅ◲න߽ߣࠅߥ⺰ᢥࠍⷰߩࠬࠦޕ߁ߎ߅ߡߒ⺰ℂ᭴ᚑߪߢᦨೋߗߥߦ

ડᬺ߇ሽࠍ߆ࠆߡߒ㧘ડᬺߩߪᏒ႐ࠍ↪ߦ⚂▵ߩ↪⾌ࠆߔޕߚᰴߪߢࠇߘߢ㧘ߥ

ߢޠⓠㅛᷫߩડᬺⷙᮨޟߩ㧝╙߇╵⸂ߩߘޕߚ߁ߣ߆ߩߥߐߊዧⷒࠍขᒁߩߡో߇㧘ડᬺߗ

㧘ήߪߢᢥ⺰ޕࠆ߇ᐢߡߒߣᱷ㗔ၞߩߡߒߣᨐ⚿ߩⓠㅛᷫߩ㧘ડᬺߪሽߩᏒ႐ߡߒߘޕߚߞ

ᗧ⼂ߩหᬺߩᶏߩߡߒߣᏒ႐ޕߚߒߣߩ߽ߥࠝࡊࠕࠍ㕖Ꮢ႐⊛឵ߩሽ⛯ߩℂ↱ߪߡߟߦ㧘

㧘Ꮢ႐ᒻᘒࠬࠤࠆࠇߐᛥ߇㧘ᣂⷙෳࠬࠤ߇↪⾌ߩ⸳Ꮢ႐ഃߚߩ⾈ዊⷙᮨᄁߪࡦ࠰ࠫࡎ

ߡߍࠍߤߥࠬࠤࠆ߇น⢻ᕈࠆࠊട߇⚛ⷐߩઁߡࠇᄖࠄ߆ቯဳ⊛ⴕὑߟ㧘ߒ㓸ਛߦቯ㗔ၞ․߇

 ޕࠆ
ߣޠࠆߔቯࠍߣߎޢߚߞ߇Ꮢ႐ߦߓߪޡଢቱ㧘ߩ㧘⺑ߪ⑳ޟ㧘ߪ(1975)ࡦ࠰ࡓࠕࠖ࠙
ࠖ࠙ߪ㧘Ꮢ႐ߪ(1988)ࡦ࠰ࠫࡎޕࠆߔឭࠍࡘࠪࠗߩߟ৻ߪᗐቯߥ߁ࠃߩߣߎߩᒰὼߩߎޕߚߒ⸤
ડޟߡߒߘޕࠆߔᛕ್ߣࠆߢળᐲ␠ߩߟ৻㧘ߊߥߪߢޠὼ⁁ᘒ⥄ޟߥ߁ࠃ߁ߦᄖ⸒߇ࡦ࠰ࡓࠕ

ቇ⠪ᷣ⚻ߩߊᄙ߇ߩࠆߔ⊑ࠄ߆ޢᄬᢌޡߩ㧘┹⊛Ꮢ႐ߦߚࠆߔ⺑ࠍሽߩᐲߩઁߩߘ߿ᬺ

ߒ⺑ߕ߹ࠍᐲ⊛᧦ઙߥᔅⷐߦߩࠆߔቯ⸳ࠍᏒ႐⥄ߥ⊛┹߽ߘ߽ߘߪࠇߘ㧘߇ࠆߢᣇࠅ߿ߩ

 ޕߚߌ⛯ߣޠߥࠄߥߪߡߊߥ
ડᬺ߇వ߆㧘Ꮢ႐߇వ߁ߣ߆⊒↢ผ⊛ߥߪߌ߆㧘ߦ߆ࠄ⸥ߓߪޟߩࡦ࠰ࡓࠕࠖ࠙ߩ

߆ᘒ⁁ߩߌߛᏒ႐ߥߒ߽ሽ߽ࠬࠦޕࠆࠇࠊᕁߣࠆߡߒ࿃ߦᗐቯ߁ߣޠߚߞ߇Ꮢ႐ߦ

ߩ߆ࠆߡߒሽ߇ડᬺߗߥޕߚߞߢ㗴᭴ᚑ߁ߣ߆ߩࠆߔ߇❰⚵ߡߒߦ߆㧘ࠅ߹ᆎࠄ

 .F.C.㨢.Nޕࠆߢߩ߽ߚࠇߐ᭴ᚑߦߩ೨ឭ߁ߣޠߛߕߪࠆࠇ߹༡ߢߌߛᏒ႐߫ࠇߢ᧪ᧄޟ㧘ߪ
ࠅ߹ߟޕࠆߡߞⴕࠍ㗴⸳ቯߚ⓭ࠍὐ⋥߁ߣޠߥߒ↥↢߽ߦߥߪᏒ႐ޟߪ(1993)ࡈ
ࠇߌߥߢߩ߽ߟ┙వ߇ડᬺ߿ޘੱࠆߔ↥↢ߪߦ⊛ℂ⺰ޕߥߒ↥↢ߪ㧘Ꮢ႐߇ࠆߔߣ೨ឭࠍ↥↢ߪ឵
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ὼ⁁ᘒ̉⥄̈߇ࠬࡉ࠶ࡎ㧘ߪ࠭ࡈߩࡦ࠰ࡓࠕࠖ࠙߁ߣޠߚߞ߇Ꮢ႐ߦߓߪޟޕߥࠄߥ߫

ߥ⊛Ꮢ႐⺞ᢛࠆߥࠄ߆ੱ߿⠪↥↢ߩ㧘⥄༡ߡૃߦߩࠆߔߣࠆ⒖ߦ࿖ኅ⁁ᘒߡߞࠃߦ⚂ળᄾ␠ࠄ߆

หߩవᕈࠍ೨ឭߡߣࠬࠦޕࠆߡߒߦ㧘ᱜ⛔ᵷߦ߁ࠃߩ㧘Ꮢ႐ߪ⻉ੱߩขᒁߩ㓸วࠆߥࠄ߆

⥄ὼ⁁ᘒ㧘⋧↪ࠆߔ⥄ὼᇦߪߣ⋴߇ߚߞ߆ߥߐ㧘Ꮢ႐⺞ᢛ⊛ߥหߩవᕈ࠙ߪߡߟߦ

߇ડᬺߦߚࠆߔ⚂▵ࠍޠ↪⾌ࠆߔ↪ࠍᏒ႐ޟ㧘߫ࠇߌߥߢ߁ߘޕߚߞߢห᭽ߣࡦ࠰ࡓࠕࠖ

ߪࠢ࠶ࠫࡠ߁ߣࠆߔᚑ┙ޕߥߒ 
ࠆߔήⷞࠍᩭᔃㇱಽߩડᬺ⊛ࠬ㧘ࠦߪߩࠆࠍડᬺߡߒߣሽߩߌߛ↪ઍߩ㧘Ꮢ႐ࠄ߇ߥߒ߆ߒ

߇ࠄߜߤޕߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߓ⺰ࠍᧄ⾰⊛․ᕈߩડᬺ߁ߣ㒢㑐ଥᮭߣ⚂㓹↪ᄾࠅ߹ߟޕࠆߥߦߣߎ

ᦨೋ߆㧫߁ߣᐕઍ⸥⊛ߢ㧘ੑߡߒߘ⠪ᛯ৻⊛ߥ⊒↢㗅߳ߩ߽߆ࠆߥߦ࠼ࠬࡒߩߊߚߞ߹ߪ

ࠅࠃߪ⽎ߩ❰⚵߿ᐲߌࠊࠅߣޕߥߪߢߩࠆߔㅴዷߦ⊛✢⋤ߪ㑐ଥߥᄙ᭽ߩ⽎ળ␠ޕߥࠇߒ

ⶄ㔀ߥᒻᘒ߳ߣᄌൻࠍㆀࠄ߇ߥߍ㧘ಽൻߣ⊒ዷࠆߥ⇣ߩᲑ㓏߳ߣㅴዷޕࠆߔታߪߢ⋦⻉ߩ㧘ડᬺߣ

Ꮢ႐ੑߪర⊛ߦ᭴ᚑߟߟࠇߐ㧘ᣇߩࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ߡߞߥߦ✜৻߇ᐲ⊛᭴ㅧࠍ᭴ᚑޕࠆߡߒ 
ߩߘ㧘ߒ┙ᚑߪડᬺࠅࠃߦᏅ㗵Ảߩ↪⾌Ყセޕࠆ߇ห⺆ᓳߥ㧘ා߇ߛ⺰⼏㜞ߩଔ୯ߚ߹

Ꮕ㗵Ả߇ォߣࠆߔ㧘Ꮢ႐ขᒁ㧔ડᬺߩⓠㅛᷫѳᏒ႐ߩሽ㧕ࠅ߹ߟޕࠆߥߦห৻ߩ⺰ℂߢડᬺ

ޕࠦߥࠄߥ߆߶ߦห⺆ᓳߪߩࠆߥߣⓠㅛᷫߩⷙᮨߩ㧘ડᬺߣࠆߔ㧘ォߒ┙ᚑߪ り(1988)⥄ࠬ
߽㧘⸥⸒ߣࠫࡠ࠻࠻ߪߡߟߦ߫ߒ⸤ߣߚ߈ߡࠇ㧘⊕ߢᱜߒ㗴ࠍዉ߈ߩߚߔᛕ

 ޕࠆߡߒฃኈߡߒߣߛ್
߹ߟޕࠆᛕ್߽߁ߣࠆߡߒᗐቯߓ߆ࠄࠍߣߎࠆߔሽ߇㧘ડᬺኅߪߢ⟵ቯߩડᬺߦࠄߐ

ߒߣࡓ࠹ࠬࠪޠࠆߌߠᣇะࠍ↥↢߇ડᬺኅ(entrepreneur-co-ordinator)ߩߡߒߣᢛ⠪⺞ޟߪࠬࠦࠅ
ડᬺኅޕߚߒࠍ⟵ቯߩ㧘ડᬺߡ

㧚㧚㧚
ࠍ
㧚
ਥ⺆ߡߒߣ
㧚㧚㧚㧚㧚

㧘ଔᩰߦࡓ࠭࠾ࠞࡔઍߡߞࠊ⾗Ḯ㈩ಽߩᣇะߐߥ߇ߌߠ

 ޕࠆߥߦห⺆ᓳߚ߹߽ࠇߎ㧘ߣ߁߹ߒߡߒᗐቯࠍߣߎࠆߔሽߓ߆ࠄ߇㧘ડᬺኅࠄߥࠆࠇ

 

Φ㧚ⵍ㓹↪⠪ߣ⥄༡ᬺ̆̆ޟߩࡈᏒ႐ߡߞߋࠍޠߥߒ↥↢߽ߦߥߪ 
 

F.C.㨢.N.ߪ(1993)ࡈขᒁ⾌↪ߦข⚵ࠅ⚻ᷣቇ⠪ߩਛߪߢ㧘ࠦ ႐┙ࠆߔଔ⹏ߊ㜞⇟৻ࠍࠬ

೨ߩ⺰⼏ߩߘޕࠆߡߞⴕࠍᛕ್ࠬ㧘ࠦࠄ߆ⷞὐߩవ߁ߣޠߥߒ↥↢ߪᏒ႐ޟߒ߆ߒޕࠆߢ

Ბߦ㧘⺰ᢥߩߢ⥄༡⁛┙ߩ೨ឭߡߟߦ⸒ࠆߔᔅⷐޕࠆ߇ 
⺰ᢥߪߢ㧘ഭ⠪ߊߒ╬ߪᾫ✵ߥ߁ࠃߩᛛⴚߩᚲ⠪߇ᗐቯࠇߐ㧘⺕߽߇⾗ᧄኅࠍ┙⁛ߩࠄ߆ᔒะ

 ޕࠆࠇߐ␜߇ὐੑߩᰴޕࠆࠇ߆ឬߡߒߣሽࠆߔ
㧝㧚ߩࡖࠪࠞࡦ✎Ꮏ႐ߪߢ㧘❱Ꮏߪേജߣᬺ႐ࠍ୫ߡࠅ㧘⥄↱ߦ❱ᯏࠍ♻ߣା↪ࠅࠃߦᚻߢ

 ޕ(1928ᐕ㧘ᐭ⺞ᩏળႎ๔㧘UK)ޕࠆࠇߐ៰ᜰ߇ߣߎࠆ߈

㧞㧚㋕㍑ᬺߩഭജߩᵹേᕈߩߡߟߦH.࠭࠼⺰ᢥߩࠄ߆ᒁ↪ߢ㧘ޟᾫ✵ࠍߒ㧘㜞⛎ࠍᓧࠆߡ
㒾߿㧘ᐫਥ߃ࠁࠇߘ㧘ࠅ߅ߡߞ߽ࠍ̍⊛⋠ߩⓥᭂߩ⸘⸳↢ੱ߫ߒ߫ߒ̌߁ߣߚߒ┙⁛ߪޘੱ

 ޠࠆߔォ⡯ߦߩ



 8 

ᥳᤨ㧘ࠦߪࠬഭ⠪ੱߩ⥄༡⁛┙߿⥄ഥ⥄┙ߩ㕙ࠍᒝ⺞ߒㆊࠅ߅ߡ߉㧘⥄༡ᬺߩᄬᢌ߿ᄬᬺ

ࠍડᬺߩੱ৻ߚߞߚޕߚߒᒰᖺ߃⠨ߦ߁ࠃࠆߡߒシⷞ߽ߡߟߦᖡൻߩഭ᧦ઙߪࠆᕟᔺ㧘ߩ

ߚߓ⺰ F.C.㨢.N.ߩ(1993)ࡈ⺰ᢥߺ⺒ࠍ㧘⥄༡⁛┙᜔߳ߩᵆߦᓧᔃޕߚߒ 
 ޕࠆࠇߐ⚂ⷐߦߟਃߩએਅߘࠃ߅߅㧘ߪਥᒛߚߒ㑐ㅪߦࠬࠦߩࡈ

 
(1)Ꮢ႐ߢߩߥߒ↥↢߽ߦߥߪ㧘ડᬺߪᏒ႐ߩઍᦧ⊛ߥ߃ࠅߥߪߦ࡞࠺ࡕ 
ᵹㅢㆊߪߊߒ߽↥↢㧘߇ߥߡࠇߐߥߪวᗧߥ⏕ᱜߡߟߦ߆ߪߣડᬺޟ㧘ߪ(1989)ࡈ

⒟ߩ▤ℂߪડᬺߩਛᔃߦࠄ߇ߥߒ߆ߒޕࠆࠇ㧘ડᬺߣ㆑Ꮢ႐ޕߚߒ⸤ߣޠߥߒ↥↢ߪડᬺߪᏒ

႐߽ߡߊߥ߇ሽ߇ࠆߔ㧘Ꮢ႐ࠄ߆ࠆߢߩߥߒ↥↢߽ߦߥߪ㧘⥄༡ᬺ↢↥⠪ࠍᗐቯ߫ࠇߌߥߒ㧘

Ꮢ႐㑐ଥߪᣢߦሽࠆߔડᬺห჻㧔ߩߘߪࠆᣢሽડᬺߣ㘈ቴߩߣ㑆㧕ߩ㑐ଥߪߦߒߥᚑ┙ޕߥߒ

↢↥නߩߡߒߣડᬺߪߦߒߥ㧘Ꮢ႐឵⒖ߡߞࠃߦォߒ㈩ಽࠆࠇߐຠߪሽ߃ࠁࠇߘޕߥߒ㧘

Ꮢ႐ߣડᬺߩ↥↢ߪઍᦧ⊛ߊߥߪߢ࡞࠺ࡕ㧘↢ᓧ⊛ߦ㧘ߡߒߘᧄ⾰⊛ޕࠆߢߩ߽ࠆߥ⇣߽ߦᓥߡߞ

ડᬺߪ㧘Ꮢ႐㧔ߡߞߣߪࠆઍߩߡߒߣߩ߽ࠆࠊᏒ႐㧕ࠄ߆㧘ᧄ⾰⊛ߥᕈ⾰ࠍ߈ߢߪߣߎࠆߔ

 ޕߥ
 ࠆߥߦਇน⢻⺑ߪડᬺ⊛ࠬ㧘ࠦߣࠆߔሽ߇ડᬺ(one-person firms)ߩߌߛੱ৻ߛߚ (2)
⥄ߚߒ┙⁛㧘߇ࠆߡࠇߐߣࠆߔࠍᢛ⺞ߥᄙ᭽߇ડᬺኅߚ߹㧘ߒᗧࠍ❰⚵߽ߟߪડᬺ⊛ࠬࠦ

༡ᬺ↢↥⠪ߩ႐วߪߢ㧘↢↥ߪડᬺኅߩᜰ␜߫߃ߣߚޕߥࠇߐ❰⚵ߢߣ߽ߩᦨዊ↢↥නߡߒߣ৻

ߡߞߣ߽ߢߌߛ↥↢㧘ߡߒߣߩ߽ࠆߔሽߦᣢ߇ડᬺߒ㧘߽ߣࠆߔᗐቯࠍᾫ✵Ꮏߪࠆ⠪↥↢ߩੱ

ઍࠄߥࠆࠇࠊ㧘৻ੱߩ↢↥⠪㧔ᾫ✵Ꮏ㧕߇ડᬺߡߞߣߦઍޕࠆࠊහߜ㧘ߩߌߛੱ৻ߛߚડᬺ(one-person 
firms)ߩߘޕࠆߥߦ႐วߪߦ㧘ડᬺߪᏒ႐ࠆࠇߐ឵⟎ߦᐲߪߡߒߣޕߥ߃ߒᏒ႐ขᒁࠄ߆ડ
ߛߚ㧘ࠄߥߗߥޕߥࠇࠄ߃ႊߜᜬߪߦ⺑ߩߎ㧘ߪ⺑ߣ⟵ቯߩࠬࠦ߁ߣߔ߈ᒁࠍߩᬺ

߽ࠆࠊઍߡߞߣߦࡓ࠭࠾ࠞࡔଔᩰߪ㧘ડᬺࠅߥߦߣߎࠆߔଐሽߦᏒ႐ขᒁࠍߡߴߔߪડᬺߩߌߛੱ৻

 ޕࠆߥߊߥ߈ߢ߇ߌߠᕈᩰߩߡߒߣߩ
 㧫ߪߣડᬺ⊛ࡈ(3)
ߦਛߩ(a solidary whole)ోߥ⊛ㅪᏪ߇㧘ᚑຬߪߣડᬺޟ㧘ߪߢߩ߽߈ߒࠄ⟵ቯߩડᬺߩࡈ
ߕࠄࠊ߆߆߽ߦᄌൻߩᚑຬߪోߥ⊛㧘ㅪᏪࠅߢᐲߥ⊛⛯⛮ߚߞ߽ࠍಝ㓸ᕈࠆߡࠇࠄߌߟ߮⚿

ሽ߁ߣߊߡߒ⛯⛮߇ᕈ⾰ઁޕࠆࠇߐߣޠߩ߽ߚߞ߽ࠍᣇߢ㧘ߚߒ┙⁛ߪࡈ⥄༡ᬺ↢↥⠪

㧘ਔ⠪ߪࡈޕߚߡߣߛන߽ડᬺ↥↢ߩߤࠍડᬺ(one-person firms)ߩߌߛੱ৻ߛߚ߿
ߩߥ㧘ᚑຬ߽ࠅߥߊߥߪߢ⊛⛯⛮㧘߫ࠇߔᱫ߇ੱߪડᬺߩߌߛੱ৻ߛߚޕࠆߔߣߥߒ⋪⍦ߪ

ࠆߔ⛯ㅪࠅࠃߦ⒖ォߩᚲߩੱ߳ߦ߁ࠃߩ㧘ᴺੱડᬺߪߢ႐วߩᱫߪࡈޕߥಝ㓸ᕈ߽ߢ

ਥᒛߣߛߣߎ߁㓹ࠍᓐ⥄り߇ੱߩߘ㧘ߪߡߟߦಝ㓸ᕈࠆߔ⚿࿅ߦ✜৻ߣᚑຬߩ㧘ઁߚ߹ޕࠆ߃ᝒߣ

ߟ৻ߚ߹ડᬺ߽ߩߌߛੱ৻ߛߚ㧘߫ࠇࠇߐߥ߇ߌߠ㧘ᣇะࠇߐᒻᚑ߇ࠬࡠࡊ↥↢ᚲ㧘ࠆ߹ޕࠆߔ

หߩߜߚ㧘⥄༡ᬺ↢↥⠪ࠄߥߩ߁ᓥߦࠫࡔࠗ⊛⟵㓸วਥߩᓐߡ߃ޕࠆࠇߐភቯߡߒߣ❰⚵ߩ

 ޕ߆߁ࠃ߈ߢᗐቯ߇
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ߒᒁᾖࠍ⺰ߩ߳ࡈߩ(1993)ࡦ࠰ࠫࡎޕࠆߡ⓭ࠍ࠻ࡦࠗࡐ㧘߇ߛ┵⇣ߪᗐ⌕ߩࡈ
 ޕߊ߅ߡߞⴕࠍὐᢛℂ⺰ߢߩࠆਥᒛ߽ߥߊߒᱜ߆ߟߊ㧘ߟߟ
㧘ࠄߥࠆࠇߐᢛ⺞ߢᄌേߩଔᩰ߇↥↢ޟޕߥߡߓ⺰ߪߣࠆߢ⊛↥↢߇㧘Ꮢ႐ߪࠬࠦߡߟ(1)
ޕࠆߡߒ⸂⺋ߪࡈࠍࠅߛߊߩޠታ߁ߣ߁ࠈߢࠆࠇߐㆀⴕ߽ߢߒߥ❰⚵ࠆߥ߆ߪ↥↢

ࠍ឵ขᒁߩㅪ৻ࠆߌ߅ߦᏒ႐ߪࠇߘ㧘ߌߠᣇะࠍ↥↢߇ᄌേߩ㧘ଔᩰߪߢᄖㇱߩડᬺޟ㧘ߪࠬࠦ

ㅢߡߓ⺞ᢛߦ↥↢ߚ߹ޕࠆߢߩߚߒ⸤ߣޠࠆࠇߐ៤ߣੱࠆߡߞࠊᄾ⚂ޕߚߒ⸤߽ߣࠃ߫ߴ⚿ࠍ

ᄾ⚂⠪ߪ৻ቯߩⴕേࠍߣߎࠆߔࠍ᧦ઙߦ㧘৻ቯߩႎ㈽ࠍ⸽ࠇߐ㧘ߦࠇߘޕߥࠇߐߥߪ〉⋘ࠄࠎߥ

Ꮢޕߚߒߣࠆࠇߐߥ߇ࠅขߥߚᣂߪߡߟߦ⚛㧘↢↥ⷐࠇࠄߺ߇ᄌൻߦ㧘⋧ኻଔᩰߕࠄࠊ߆߆߽

႐ߪߩޘ⥄༡ᬺ↢↥⠪ߩഭࠍ⺞ᢛߩߟ৻߁߽ࠆߔᣇᴺߣࠆߢ㧘ࠦߪࠬਥᒛޕߚߞߛߩߚߒ 
ߥᦌᤒ߿߿߁ߣޠડᬺኅߩߡߒߣᢛ⠪⺞߁㓹ࠍ⚛㧘↢↥ⷐߌߠᣇะࠍ↥↢ޟ㧘ߪࠬࠦߡߟߦ(2)
ࠍḮ㈩ಽ⾗ߡߞࠊઍߦࡓ࠭࠾ࠞࡔ㧘ଔᩰࠍ⪲⸒߁ߣડᬺኅߪ(1988)ࠬࠦޕߚߒឬ౮ࠍડᬺߢ⪲⸒
߹㧘ߒᗧࠍ❰⚵ߦߨߟߪડᬺޕࠆߡߴㅀߣߚߞߢᗧ߁ߣ㒢ਥᮭߩડᬺౝߪࠆੱࠆߔ

ℂ▤ߩ↥↢㧘ߡߞߣߦࠬࠦޕߚߡࠍ⾰ᧄߩડᬺࠄ߆ὐⷰߩᢛ⺞⊛❰⚵ߩߜߚᒰ⠪ߥ㧘ᄙ᭽ߚ

ࡈߦ⊛ኻᾖޕߚߞ߆ߥߪߢߩ߽ࠆߔᗧࠍડᬺ⊛߽ࠬࠦߒߕᔅ߇↥↢㧘߇ߔߥࠍਛᩭߩડᬺߪ

ડᬺ߽ߟߪ↥↢㧘ߡߞߣߦࡈޕߚߡߡߒߣන߽ડᬺ↥↢ߩߤࠍ༡ᬺ↢↥⠪⥄ߪ

㆑߈ⴕߪ⺰⼏ߩࠄᨐ㧘ᓐ⚿ߩߘޕߚߒ⸂ℂࠍડᬺߡߒߣ❰⚵߁㓹ࠍੱ৻߽ߣߊߥዋߪࠬ㧘ࠦߺࠍ

ࠆߔ᧪↱ߦ⟵ቯߩડᬺߥߪߢ⊛⥸৻ࠅ߹ߩࡈ㧘ߪᩮᧄߩᛕ್ࠬࠦߩࡈޕࠆߥߦ

ߢߩ߽ߛࠎߣᧄਥ⟵ડᬺ⾗߇ࠬࠢ࡞ࡑߪߣડᬺ⊛ࠬ㧘ࠦ߫ࠇࠃߦ(1993)ࡦ࠰ࠫࡎޕࠆߢߩ߽
⁛ޕߚߒߣ೨ឭࠍડᬺࠆߔᡰ㈩㓹ࠍഭജࠅࠃߦ⚂㧘㓹↪ᄾߒᚲࠍᚻᲑ↥↢ߩࠄ⥄߇ᧄኅ⾗ޕࠆ
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㧘߇ߛߩߊࠍੂᷙߢᦌᤒ߇ࠫࡔࠗߩડᬺߥ⊛⟵㓸วਥޕࠆߡߒ߆ߩ߶ߦᥧߣߥ߈ߢ߇ߣߎߟ

ห߇ࠄ⥄㧘ഭ⠪ߪߢⷞὐࠆ߃⠨ߣޠડᬺޟ߽ߢන↥↢ߥ߁ࠃߩߤ㧘ࠍ༡ᬺ↢↥⠪⥄ߩੱ৻
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⺰ᢥߪߢ㧘㓹↪ᄾ⚂߇ડᬺᔨߩਛᩭޕࠦࠆߢߩ߽ߔߥࠍ 㧘ߪߩߚߒᵆ᜔ߦߩ┙⁛༡⥄߇ࠬ

㓹↪ᄾ⚂ߩᓥᬺຬߣ⥄༡ᬺࠍፋߒ߽ޕߚߞߢߚࠆߔᓥᬺຬߣ⥄༡ᬺ߇ࠄߥߥ߈ߢ㧘ડᬺ

㧘ࠎࠈߜ߽ޕ߁߹ߒߡࠇߐ፣ࠅជࠄ߆㧘ᩮᐩߪᄢඨߩ⺑ߩࠬࠦࠆߔߣࠅߦ⚂㓹↪ᄾߪ⾰ᧄߩ

ਛᩭⷐߩ⟵ቯߥ⊛⥸৻ߩડᬺߪ⚂㧘㓹↪ᄾࠄߥࠆࠇߐߥ߇⟵ቯߊᐢߦ߁ࠃࠆߣડᬺࠍදห⚵วߩ⸤

ઙߪࠬࠦޕࠆߥߊߥߪߢ⥄༡ᬺ↢↥⠪߇ડᬺࠍ᭴ᚑߪߣࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ㧘߽ߦߎߤឭ᩺ࠄ߅ߡߒ

 ޕࠆߢㆡᒰ߇ߩࠆߔ⸂ℂߣߚߞߦ㧘⾗ᧄਥ⟵ડᬺߪ㑐ᔃߩࠬࠦޕߥ߽ߡߒ߆੶ߚ߹㧘ߕ
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 ߦࠅࠊ߅
 
ේဳޕࠆߡࠇࠄ☜߇ᔃⴊߩ߽ࠬࠦߤ߃ߣ㧘৻ሼ৻ฏ߇ࠆߢ࿐▸ߩ⺰ዊߪޠ⾰ᧄߩડᬺޟ

ߦᢥឝタ(Economica)ㄥ⺰ࠄ߆ᢥ⺰ߩ 22ᱦࠄ߆ 27ᱦࠆ⥋ߦ 6ᐕߩᱦ߇ᵹߦ߆ޕࠆߡࠇߥ
↪ᗧߢߣ߽ߩᦠ┍߆ߩߚࠇ߆⍮ޕ߁ࠃࠇ 
⍴✬ࠄ߇ߥࠅߢ㧘⊖ᐕߩᱧผ⊛ផ⒖ߩ৻㚤ࠅߢ㧘ߩߎዊ✬ࠍਥ࡞ࡌࡁߡߒߣ⚻ᷣቇ⾨ߦᚬ

 ޕߚߞ߆ߥߪߢߩߚࠇߐଔ⹏ߦ⊛ᓳฎ߽߆ߒޕߚߒ႐㕙߽ߥࠣࡦࠠࡔࠢ࠶ࡐࠛ߁ߣࠆߌฃࠍ
৻ᐕߩࠅ߆߇ᕁ᩺ߩߢ㧘ౣีߣߚߒᕁޕ߁ 
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᧦ࢆ௬ᐃࡢື⾜᭱ࡢ㸪⤒῭యࡣ㆟ㄽࡢࣥࣕࢳࣝ㸪ࡤࡋࡤࡋࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ▱ࡾࡲ

ㆤࡿࡍ㆟ㄽࡔᢈุࡀࡿࢀࡉ㸪ࢆࢀࡑࡣ࠸≻ࡢࡑࢁࡋࡴᨺᲠࡓࡲࠋࡓࡗ࠶ࡇࡿࡍ㸪ࢥ

 ࠋࡿ࡞␗ࡣぢゎࡿࡍᑐ㐍ㄽࡢ⪅㸪୧ࡀࡿ࠸࡚࠼ၐࢆ㆟␗௬ᐃࡢື⾜᭱ࡶࢫ࣮

ᮏ✏ࡣ㸪௨ୖ࡞࠺ࡼࡢ⫼ᬒ࠼ࡲࡩࢆ㸪ࡢࣥࣕࢳࣝࢫ࣮ࢥㅖㄝࢆ㍈࡚ࡋ㸪᪂ไᗘὴ

ᴗ⌮ㄽ㐍ㄽࡢ㛵ಀࢆぢࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡍࡔ࠸᪂ไᗘὴ⤒῭Ꮫࡣ㸪ᚑ᮶ࡢ᪂ྂὴ⤒῭

Ꮫࡢᯟ⤌ࢆࡳ᪂࡞ࡓᴫᛕ࡛ᣑᙇࡾࡼࡇࡿࡍ㸪ㅖไᗘࡢᶵ⬟ࢆศᯒࡢᑕ⛬࠺ࡼࡵ

ࡿࡅ࠾᪂ไᗘὴ⤒῭Ꮫࠋࡢࡿ࠺ࡋࡓᯝࢆᙺࡿ࡞࠸ࡣ㐍ㄽ㝿ࡢࡑ㸪ࡀࡓࡁ࡚ࡋ

௦⾲ⓗ࡞ㄽ⪅ࡢぢゎࡢ᳨ウࢆ㏻ࢆࢀࡇ࡚ࡌ᫂ࡀࡇࡿࡍࡽᮏ✏ࡢ┠ⓗ࡛ࠋࡿ࠶ 

௨ୗ㸪ϩ⠇࡛ࡣ㸪⤒῭⌮ㄽࡢ㐍ㄽࡢ⏝㛵ࡿࡍ㆟ㄽࢆ᳨ウࡎࡲࠋࡿࡍ㸪ࢳࣝ

ࠋࡿࡍࡽ᫂ࢆ㐪Ⅼ┦ࡢぢゎࡢ⪅㸪୧ࡾ㏉ࡾࢆㄽதࡓࢀࢃ⾜㛫࡛ࡢࢬ࣮ࣟࣥ࣌ࣥࣕ

㸪ࡅ࡙⨨ࢆぢゎࡢࢫ࣮ࢥࡿࡍ㛵㛵ಀࡢᏛ≀⏕㸪⤒῭Ꮫ࡚࠸࠾㛵㐃ࡢࢀࡑ㸪ࡽࡉ

ࡓࢀࡉ♧㸪ϩ⠇࡛ࡣϪ⠇࡛ࠋࡿࡌㄽࢆࡇࡓ࠸࡚ࡗᣢࢆᵓࡢᏛ῭⤒࡞㐍ㄽⓗࡀࢫ࣮ࢥ

ㄽⅬࡢ㛵ಀ࡚࠸࠾㸪ࢫ࣮ࢥ㸪ࣥࣕࢳࣝ㸪ࡢࢶࢵࢮ࣒ࢹᴗ⌮ㄽ᳨ࢆウࡋ㸪ᴗീࡢ

㐪ࡶࡍ♧ࢆ࠸㸪ไᗘࡿࡅ࠾ࣥࢨࢹࡢᴗᐙࡢ㔜せ࡞ᙺࢆᣦࠋࡿࡍϫ⠇࡛ࡣ㸪

௨ୖࡢ㆟ㄽࢆ⥲ᣓ࡛ୖࡓࡋ㸪㐍⤒῭Ꮫᑐྵࡿࡍព࡚࠸ࡘ㏙㸪⤖ㄽࠋࡿࡍ 
                                                        
1 ᪂ไᗘὴ⤒῭Ꮫ㐍ㄽⓗࡢࢳ࣮ࣟࣉ㛵ಀࢆㄽࡓࡌඛ⾜◊✲࡚ࡋ㸪Vromen(1995)㸪ἑ

 ࠋࡿࡍ┠ὀ㆟ㄽࡢࢫ࣮ࢥ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡌㄽ࡛ࡲࢀࡇ㸪ࡣ࡛✏ᮏࠋࡿ࠶ࡀ࡞(2000)
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ϩ㸬⤒῭⌮ㄽࡢ㐍ㄽࡢ⏝ 

�ඛ㥑ⓗ㆟ㄽࡿࡼࣥࣕࢳࣝ����

� 㐍ㄽ㸪⤒῭⌮ㄽࡣ☜ᐇᛶ㸪㐍㸪⤒῭⌮ㄽࠖ(1950)ࠕࡢ(.Alchian, A. A)ࣥࣕࢳࣝ

௬࠺࠸ື⾜᭱ࡢయ῭⤒ࡣࢀࡑ㸪ࡤࡋࡤࡋ㸪ࡀࡔ᭷ྡ࡚ࡋඛ㥑ⓗ㆟ㄽࡓࡋ⏝ࢆ

ᐃࢆ᧦ㆤࡿࡍ㆟ㄽ࡛ࡿ࠶ᢈุࡓࡁ࡚ࢀࡉ(Hodgson 1988, ヂ 81-83 㡫; Hodgson 1993, ヂ

309-310 㡫)ࡋࡋࠋ㸪ࡢ࣐ࣥࢻ࣮ࣜࣇ㆟ㄽ(Friedman 1953)ࡁ࠾࡚ࡉࡣ㸪ࡢࣥࣕࢳࣝ㆟ㄽ

⾜࡚᭱ࡋᯝ⤖ࡢ㸪➇தࡋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡵㄆ࡚ࡋ௬ᐃࡣ㸪₶᭱ࡾ㝈ࡿࡍ㛵

㸪࡚㏙࠺ࡼࡢෑ㢌࡛ḟࡣࣥࣕࢳࣝ㸪ࢁࡋࡴࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᐃࡶࡿࡍᬑཬࡀື

₶᭱࠺࠸௬ᐃࢆᨺᲠࡃࡍ㆟ㄽࢆጞࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

ಟṇࢆศᯒ῭⤒࠺ࡼࡴ㎸ࡳ⤌࡚ࡋ⌮බࢆணぢ࡞☜ᐇሗࡣ࡛ࡇࡇࠕ

㸪㏻㸪ᶆ‽ⓗࡋせࢆ₶᭱࠘ࠗࡣࢳ࣮ࣟࣉࡢࡇࠋࡿࢀࡉᥦࡀࡇࡿࡍ

➨࡚࠸࠾ᩍ⛉᭩࡞ 1 ḟ㏆ఝ࡚ࡋ௬ᐃࡿࢀࡉண ྍ⬟࡞ಶே⾜ື౫ᣐ͐ࠋ࠸࡞ࡋ

͐ᥦࡣࢳ࣮ࣟࣉࡿࢀࡉ㸪ࠗ ᡂຌ࠘ࠗࡣࡓࡲ₶࠘ࡢ㐺ᛂⓗ㏣ồࡳ⏕࡚ࡗࡼฟࡉ

ࡢࠝ⏝᥇ࡪ㑅ࡽ୰ࡢ᥈⣴ⓗㅖ⾜Ⅽࡿࢀ adoptive࣓ࠞ ゎࢆ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒࡚ࡋ࣒ࢬࢽ࢝

㔘ࡾࡼࡇࡿࡍ㸪⏕≀㐍⮬↛㑅ᢥࡢཎ⌮ࡾྲྀࢆධࠋࠖࡿࢀ (Alchian 1950, p. 211) 

ⓗ⌮ྜࡿࡍ㏣ồࢆἣ≦࡞㐺᭱㸪ࡣㄽ⌮῭⤒࡞㸪ᶆ‽ⓗ࠺ࡼࡿࡍᣦࡀࣥࣕࢳࣝ

యࡢពᛮỴᐃⴭࡃࡋ౫ᣐࡀࡿ࠸࡚ࡋ㸪ணぢࡀ☜ᐇ࡞ሙྜࡣ₶᭱ຠ⏝᭱

ࡣ⾜Ⅽࡢᣦ㔪࡚ࡋ↓ព࡛ࡿ࠶(Ibid., pp. 211-212)ࡀࣥࣕࢳ࡛ࣝࡇࡑ ࠋヨࡣࡢࡓࡳ㸪

⤒῭యࣝ࣋ࣞࡢ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒ࡃ࡞ࡣ࡛ື⾜ࡢㄝ᫂ࡢ㔜ࠋࡓࡗ࠶࡛ࢳ࣮ࣟࣉࡓ࠸࠾ࢆࡁ 

࣒ࢸࢫࢩ῭⤒ࠕ
㸬㸬㸬㸬

ࡶࡿࢀࡉ࡞࡚ࡗࡼㅖಶேࡢ୰ࡢࡑ㸪ࢆ‽ᇶỴᐃࡓࢀࡉつᐃ࡚ࡗࡼ

㐺᭱ࡿࡼ༢ࡢࠎಶ——ࠎᮌࠋࡿ࠶ࡀ᪉ἲ࡞௦᭰ⓗࡍ࡞ࡳࡿ࠶㔜せ࡛ࡶࡾࡼࡢ

ィ⟬——ࡽ㏥ࡾࡼࡇࡃ㸪ᡃࡣࠎ㠀ே᱁ⓗ࡞ᕷሙࡢㅖຊ࠺࠸᳃ࡃࡲ࠺ࡾࡼࢆ㆑

✀ࡿࡍᬑཬ࡚ࡌ㏻ࢆ⛬㐣ࡢ㸪⤒῭ⓗ⮬↛㑅ᢥࡣࢳ࣮ࣟࣉࡢࡇࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍู

㢮ື⾜῭⤒ࡢ⎔ቃࡢ┦㛵ಀὀពࠋࠖࡿࡅྥࢆ (Ibid., p. 213, ᙉㄪࡣཎⴭ⪅) 

ࡍỴᐃࢆᴗࡿṧࡁ⏕࡚ࡋᡂຌࡀࡑࡇ⌧ᐇࡢ₶㸪ࡣ࡚࠸࠾ⓗ⮬↛㑅ᢥ῭⤒࡞࠺ࡼࡢࡑ

❧⊃ࡣࡽពᛮỴᐃ㐣⛬㸪ືᶵ㸪⬟ຊࡢಶேࡿ⮳ࡇࡑࡣ‽ᇶࡢࡑ㸪ࡾ࠶࡛‽ᇶࡿ

ࡓࢀࡉ᭱ࡣ௳せࡢࡵࡓࡢᏑ⏕ࡢ㸪ᴗࡽ࡞ࡐ࡞ࠋ(Ibid., p. 213)ࡿࢀࡉࡿ࠶࡛
㸬㸬㸬㸬㸬㸬

₶࡛

ࡢṇࡃ࡞ࡣ
㸬㸬

₶࡛ࡾ࠶㸪ࡣࢀࡑᕷሙࡢཧຍ⪅ࡀ࠺ࢁ࠶࡛▱↓ࡀ㈼ࡀ࠺ࢁ㸪⤖ᯝ࡚ࡋ

ࡢ➇த┦ᡭࡶࡾࡼ┦ᑐⓗඃࡀ⪅ࡓࢀᡭࡿ࠶࡛ࡽࡿࡍ(Ibid., p. 213)ࠋ 

↛അࡢࡃ㸪ࡣせ⣲࡞ᐇ㉁ⓗࡿࡍᕥྑࢆᯝ⤖ࡢ㑅ᢥ࡞࠺ࡼࡢࡑ㸪ࡤࢀࡼࣥࣕࢳࣝ

⤒῭యࡢ㐺ᛂⓗ⾜ືࡢ 2 㐺ᛂព㆑ⓗࡀయ῭⤒࠼ࡓ㸪ࡀࡿ࠶࡛ࡘ
㸬㸬

(adapt)ࡶ࡚ࡃ࡞ࡋ

⎔ቃࡀ㐺ษ࡞⏕Ꮡ⪅ࢆ᥇⏝
㸬㸬

(adopt)ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ(Ibid., p. 214)ࠋ௬ಶே࡞࣒ࢲࣥࣛࡀ⾜

㐺ᛂࢆࡽ⮬ቃ⎔ࡣ⪅Ꮡ⏕ࡿࢀࡉほᐹሙྜ㸪ᚋⓗࡓࡋᐃࢆሙྜ࡞➃ᴟࡿࢆື
㸬㸬

ࡏࡉ
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ࡼቃ⎔ࡀ⪅ࡓࡗࡲࡿࡩ㐺ษ࡚ࡋᑐቃ⎔ࡢᐃ≉ࡶ↛അࡣ㸪ᐇ㝿ࡀࡿ࠼ぢ࠺ࡼࡓ

⏝᥇࡚ࡗ
㸬㸬

㸪⤒῭ⓗ⎔ቃࡣ⪅Ꮫ῭⤒ࡿ࠶࡛⪅ሙྜ㸪ศᯒࡢࡑࠋ(Ibid., p. 214)ࡿ࠶࡛ࡢࡓࢀࡉ

ࡀ⋠☜Ꮡ⏕ࡾࡼ㸪ࡁ࡛ࡀࡇࡿ▱ࢆ㢮✀ࡢᴗ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࡍᡂຌࡢࡑ࡚ࡌᛂኚࡢ

 ࠋ(Ibid., pp. 215-216)ࡿࡍᙇࡣࣥࣕࢳࣝࡿࡁ࡛ࡶࡇࡿࡍデ᩿ࢆ௳᮲ࡿ࡞ࡃࡁ

≉ࡢࡑࡎᚲࡀᴗ——ࡢࢀࡎ࠸㸪ࡤ࠼ゝࡽࡉࡣ࠸ࡿ࠶——ࡢ࡚ࡍ㸪ࡣ ணࡢࡑࠕ

ᚩࢆኚࢆࡇ࠺࠸ࡿࡏࡉᙇࡢࡑࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡋ௦ࡀࢀࡑࡾࢃᙇࡣࡢࡿࡍ㸪

ㅖᴗࡢ᪂࡞ࡓ㞟ྜ㸪ࡿࡼࡇࡣ࠸ࡿ࠶᪂࡞ࡓㅖᴗࡿ࡞ࡽ㞟ྜࡀኚࡔࡿࡍ

ࡗࡼᴫᛕ͐͐ࡢィୖ⤫⣧⢋࠺࠸௦⾲ⓗᴗ࠘ࠗࡣࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡇ࠺࠸࠺ࢁ

࡚≉ᚩ࡙ࠋࠗࡿࢀࡽࡅ ௦⾲ⓗᴗ࠘ࡣ㸪ࡢ⪅⏘⏕୍ࡿ࡞࠸≉ᚩࡀ࠸࡞࠸࡚ࡋ♧ࡶ㸪

ಶయ⩌ࡢᵝࠗ࡞ࠎᵝែୖ࠘ࡢ≉ᚩࢆせ⣙ࡿࡍ⤫ィ್ࡢ㞟ྜ࡛ࠋࠖࡿ࠶ (Ibid., pp. 216-217) 

௨ୖ࡞࠺ࡼࡢ⤫ィᏛⓗ࡞ぢ᪉࡛ୖࡓࡋ♧ࢆ㸪ࡿ࠶ࡣࣥࣕࢳࣝ⛬ᗘࡢணぢ┠ⓗⓗືᶵࢆ

క࠺ㅖಶேࡢ㐺ᛂⓗ⾜ືࢆ㆟ㄽᑟධࡿࡍ(Ibid., p. 217)ࠋព㆑ⓗ࡞㐺ᛂⓗ⾜ືࡣ 2 ࡢࡘ

ᙧែࡾ࠶ࡀ㸪ࡢࡑ➨ 1  ࠋࡿ࠶࡛ࠖᶍೌ(imitation)ࠕࡢᴗࡢࡣࡢࡶࡢ

ᡂຌࡀせ⣲ࡢඹ㏻ᡂຌ࡞⬟ほᐹྍࡢࡽࢀࡑ㸪ࡣ࡛ࢁࡇࡿࢀࡉほᐹࡀᴗࡓࡋᡂຌࠕ

㸪ᐇࡣᶍೌ͐͐ࠋࡿࢀࡉ୰࡛ᶍೌࡿࡍ㏣ồࢆᡂຌࡣࡓࡲ₶ࡀ⪅㸪ࢀࡽࡅ㛵㐃࡙

㝿ࡢពᛮỴᐃࡸ㸪ࡋࡶㄗࡓࡗሙྜࠗチࡋ㞴࡞࠺ࡼࡿ࡞ࡢࡶ࠘࠸ព㆑ⓗ࣮࣋ࣀ࡞

࣮ࣝࣝࡓࡋኚࡀ௳㸪᮲ࡣᡂຌࡸ㸪ኻᩋࡶᖾࠋࡿࡍ㍍ῶࢆᚲせᛶࡢࣥࣙࢩ

ື⾜㸪ᶍೌⓗࡣࡢࡿ࡞㔜せࡢࡑࠋࡿࡍᫎࡤࡋࡤࡋࡶࡇ࠺࠸ࡿࡀࡓࡋฟⓎࡽ

㸪ࠗࡃ࡞࡛ࡅࡔ ṇ࠸ࡋ ࠘㛫≧ἣࢆࢀࡑ࡚࠸࠾ᨺᲠࠋࠖࡿ࠶࡛ࡉ₩ࡿࡍ (Ibid., p. 218) 

ࣀព㆑ⓗࠋࡿࢀࡉㄝ࡚᫂ࡗࡼᶍೌࡶࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ㸪ࡤࢀࡼࣥࣕࢳࣝ㸪ࡽࡉ

ࡋ୰㸪ணᮇࡢࡳヨ࡞ࡿࡍ࠺ࡼࡋᶍೌࢆ⪅᪉࡛㸪୍ࡿ࠸ࡀ⪅ࡍࡇ㉳ࢆࣥࣙࢩ࣮࣋

ࡿ࠶࡛ࡽࡿ࠸ࡶ⪅ࡍࡇ㉳ࢆࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ㸪↓ព㆑ⓗࡋᚓ⋓ࢆᒓᛶ࡞␗≉ࡓࡗ࡞

(Ibid., pp. 218-219)ࡿࡍࠋ㸪ࡢࡑࡀ⪅ࡢ≉␗ᛶࢆ」〇࠺ࡼࡋヨࡳ㸪ᶍೌࢩ࣮࣋ࣀ

ᣦࡀࣥࣕࢳࣝࡶᶍೌ࡞࠺ࡼࡢࡑࠋ(Ibid., p. 218)ࡿ࠶࡛ࡢࡃ࠸࡚࠸⥆ࡀ⛬㐣ࡢࣥࣙ

ࡓࡋ➨ 2  ࠋࡓࡗ࠶࡛ࠖヨ⾜㘒ㄗ(trial and error)ࠕࡣື⾜㐺ᛂⓗࡢ㢮✀ࡢ

㸪ࠗࡣヨ⾜㘒ㄗࠞࠝࢀࡇࠕ ₶᭱࠘ࡣ࡛ࡇࡑࠋࡓࡁ࡚ࢀࡽ࠸⏝ࡶ㸪ࠗ ₶᭱

࠘ᆒ⾮࠺࠸ᴟ㝈ᩡࡓࢀࡉ࡞ࡳࡿࡍ㐣⛬ࡢ୰࡛㸪ヨ⾜ࡢࡑᚋࡢᡂຌࡲ

㸪ࠞࡋࡋࠝ͐͐ࠋࡿࢀࡉ㑅ᢥࡀⅭ⾜࡞㐺ษࡾࡼ㸪࡚ࡗࡼኻᩋࡣࡓ ⤖ᯝ࡚ࡋ⏕

ᯝ㸪チ⤖ࡢࡑࠋࡿࢀࢃ࡞ᦆ࡚ࡗࡼቃ⎔ࡃ࠸࡚ࡋ㸪ኚࡣẚ㍑ྍ⬟ᛶࡢἣ㛫≦ࡿࡌ

ᐜ࡛࠺࠸ྰࡿࡁព௨እࡿ࡞࠸ࡢ⾜Ⅽࡢ㐺ษࡢࡉᑻᗘࡶኻࢀࢃ㸪ಶேࡀヨ

⾜㘒ㄗ㐣⛬ࢆ㏻࡚᭱ࡌ㐺࡞άືᩡྍࡃ࠸࡚ࡋ⬟ᛶࡣᾘ⁛ࠋࠖࡿࡍ (Ibid., p. 219) 

ࡲࡃ࠶㸪ࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀࡉⓎぢࡾࡼಶே࡚ࡌ㏻ࢆ᥈⣴ࡿ⮳㸪ᩡࡣ㸪ᡂຌ࡚ࡗࡀࡓࡋ



 - 4 -

 ࠋ(Ibid., p, 219)ࡿ࠶࡛ࡢࡿࢀࡉⓎぢ࡚ࡗࡼ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒ࡶ࡛

� ῭⤒࡞㸪㏻㸪ᶆ‽ⓗࡣⅬࡢࢳ࣮ࣟࣉ㐍ㄽⓗ࡞࠺ࡼࡢ㸪௨ୖࡤࢀࡼࣥࣕࢳࣝ

࡞☜ṇࡿࡼ㸪⤒῭యࡾࡲࡣᙜ࡚ࡃᗈࡶⅭ⾜࡞࠺ࡼࡓࡁ࡚ࢀࡉ࡞ࡳ⬺㐓ࡢࡽື⾜

ணኚࡢ▱㆑≧ែ࠺࠸㠀⌧ᐇⓗ࡞ㅖ௬ᐃࡾྲྀࢆ㝖ࡿ࠶ࡇ࠺࠸ࡿࡅ(Ibid., p. 

㸪ᶍೌⓗ㸪ෑ㝤ⓗ㸪㠉᪂ⓗ㸪ヨ⾜㘒ㄗⓗ⪅ཧຍ῭⤒ࡢࠎ㸪ಶࡣయ῭⤒ࡢࠎಶࠋ(211

ࡍᏛୖᑐᛂ῭⤒㑇ఏ㸪ኚ␗㸪⮬↛㑅ᢥࡿࡅ࠾㸪⏕≀㐍ࢀࡉṧࡀవᆅࡢື⾜㐺ᛂⓗ࡞

ࡑࠋ(Ibid., pp, 219-220)ࡿࢀࡽࡅ࡙⨨ࡀ₶ࡢ㸪ṇࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ㸪ᶍೌ㸪࡚ࡋࡢࡶࡿ

ᴗࡿṧࡁ⏕࡚ࡌᛂኚࡢ㸪⎔ቃ࡚࠸⏝ࢆᴫᛕࡢᏛ῭⤒࡞ఏ⤫ⓗࡣ⪅㸪⤒῭Ꮫࡾࡼࢀ

 ࠋࡿࡍᙇࡣࣥࣕࢳࣝࡿࡁ࡛ ண㛵ಀ↓ࡣ࠸⯙ࡿࡢᴗ⮬యࢆ㢮✀ࡢ

 ணࢆᙳ㡪ࡢቃኚ⎔ࡿࡍᑐ㢮✀ࡢ᭷ᶵయࡿṧࡁ⏕ࡣ⪅㸪⤒῭Ꮫ࠺ࡼࡢ⪅Ꮫ≀⏕ࠕ

㸪ࡿ࠸࡚࠸Ẽ࡙ἣ≦ࡢ㟂せࡧࡼ࠾⏝㈝ࡢࡽ⮬ࡀ⪅㸪ྛཧຍࡣ⪅Ꮫ῭⤒ࠋࡿࡁ࡛

࠸⏝ࡀ⪅Ꮫ῭⤒ࡣࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡣᚲせࡿࡍᐃࢆࡇ࠺࠸ࡿࡍື⾜࡚ࡗᚑࢀࡑ

ࡢࠎಶࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡢࡵࡓࡿ࠸⏝ࡀ⪅ཧຍࡢࠎಶࡶࡋࡎ㸪ᚲ࡚ࡗ࠶ᴫᛕ࡛ࡢࡵࡓࡿ

ཧຍ⪅ࡣ㸪ࡢศᯒⓗ័ࡣࡓࡲ⩦ⓗ࡞ᡭẁࢆᣢࡎࢀࡋࡶࡿ࠸࡚ࡗ㸪ࡣࡽࢀࡑ⤒῭Ꮫ

࠸࡞ࡓ❧ᙺࡣ࡚ࡋศᯒᡭἲࡶ࡚ࡗ❧ᙺࡣ࡚ࡋࢱ࣮ࢹ㸪ࡀ࠸࡞ࢀࡋࡶ㛵ᚰࡢ⪅

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡢ (Ibid., pp. 221-222) 

ࡓ࠸࡚࠼⪄⬟ྍ⏝࡛ࡲࡇࢆㄽ⌮῭⤒࡞ୗ࡛ఏ⤫ⓗࡢゎ㔘࡞㐍ㄽⓗࡀࣥࣕࢳࣝ

ࡿ࠸࡚ࡋື⾜࡚࠸ᇶ࡙㆑▱࡞࠺ࡼࡢࡀ㸪⤒῭యࡣ㸪ᙼࡀ࠸࡞ࡣ࡛ࡽ᫂ࡶࡋࡎᚲࡣ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓ࠸࡚࠼⪄ࡔࡢࡶ࡞ศᯒୖᚲせࡣ࡚ࡗ⪅㸪⤒῭Ꮫࡣ௬ᐃ࠺࠸

࠺ࡼࡢḟࢆᚩ≉ࡢⴭసࡢ୰࡛㸪ᙼࡢᗎᩥࡢㄽᩥ㞟ࡢࣥࣕࢳࣝ㸪ࡣࢫ࣮ࢥࡶࡃࡌࡳ࠸

 ࠋࡿࢀࢃᛮ࠺ࡼࡿ࠸ᙜ࡚࡚࠸ゝࢆᚩ≉ࡢ㆟ㄽࡢୖ≉ࡣࢀࡇ㸪ࡀࡿ࠸࡚ࡋᣦ

ⓗ≧ἣ♫࡞ከᵝࡿ࡞␗ࡃࡿࡍ㸪୍ぢࡅࢃࡾ㸪͐͐ࡣⴭసࡢࠞࣥࣕࢳࣝᙼࠝࠕ

㝿࡚ࡗࡼ⬟ᢏࡢᙼࡍ♧ࢆࡿ࠸࡚࠸ാࡀⓗㅖຊ῭⤒࡞ᇶᮏⓗࡢ୍ྠ࠸㸪୰ࡢ

㸪ࡋࡽࡓࡶࢆᯝ⤖ࡃࡺࡢ㊊‶ࡣ㸪ࡀ⏝సࡢㅖຊࡢࡽࢀࡇ㸪࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧

࡛࠸ࡏࡢࡋᝏࡋⰋࡢㅖಶேࡿࡍ㛵ಀࡣࢀࡑሙྜ㸪ࡍࡽࡓࡶࢆᯝ⤖࠸࡞ࡺࡢ㊊‶ࡣ

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡽ࠸࡞୍࡛ྠࡀቃ⎔ࡢ㝿ࡿࡍࢆ㑅ᢥࡀࡽ㸪ᙼࡃ࡞ࡣ (Coase 1977, pp. 9-10) 

㸪ࡣせᅉ࡞ࡿࡍỴᐃࢆἲ๎῭⤒ࡿࢀࡽぢ㸪➇தᕷሙࡣࢳ࣮ࣟࣉ㐍ㄽⓗࡢࣥࣕࢳࣝ

⤒῭యࡢព㆑ⓗ࡞ㄆ▱࣭⾜ືࡃ࡞ࡣ࡛ࣝ࣋ࣞࡢ㸪ࡢࡑ⎔ቃ࡛ࣝ࣋ࣞࡢ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒ࡿ࠶

⌮ࡢ⛬㐣⋠☜ࡣࡿࡍᐃᘧࢆࢳ࣮ࣟࣉࡢ㸪ᙼࡣࣥࣕࢳࣝࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓ࠼⪄ࡿ࠶

ㄽ⤒῭Ꮫࡀྜ⼥ࡢᚲせࡀࡓ࠸࡚࠼⪄ࡔ(Alchian 1950, p. 221)㸪ලయⓗ࡞㐍ࢽ࣓࢝ࡢ

ᐃࡢࣝࢹ㐍ㄽⓗࣔ࡞࠺ࡼࡓࡋ၀♧࡚ࡋ㛵ᵝᘧື⾜ࡢᴗࡀᙼࠋࡓࡗ࡞ࡋ♧ᥦࢆ࣒ࢬ

ᘧࡣ㸪ᴗࡢ⤌⧊ⓗグ᠈ࣥࢸ࣮ࣝࡿࡓ(routine)ࢆศᯒࡢᇶ♏ࣥ࢘ࣥࢯࣝࢿࡃ࠾

 ࠋࡓࡗ࡞ࡽ࡞ࡤࡡࡓᚅࢆⴭస (Nelson and Winter 1982)ࡢ࣮ࢱ
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�ᢈุࡿࡼࢬ࣮ࣟࣥ࣌����

� ࣟࣥ࣌ࠋࡓࡗ࠶࡛(.Penrose, E. T)ࢬ࣮ࣟࣥ࣌㸪ࡣࡢࡓࡋᢈุඛࡗ┿ࢆ㆟ㄽࡢࣥࣕࢳࣝ

㸪ࣛࢆ࣮ࢪࣟࢼᏛⓗ≀⏕ࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸⏝࡚࠸࠾㸪⤒῭Ꮫࡣࢬ࣮ ࣇ࣭ 㸪(life cycle)ࣝࢡࢧ

⏕Ꮡྍ⬟ᛶศᯒ(viability analysis)㸪ࢫࢩࢱࢫ࣓࢜࣍(homeostasis)ࡢ 3 ࡑ㸪࡛ୖࡓࡋศ㢮ࡘ

 ࠋ(Penrose 1952, p. 804)ࡿ࠸࡚࠼ၐࢆ㆟␗࡞㠃ⓗ࡚ࡋᑐ࡚ࡍࡽࢀ

࡞ࡋ⮴ྜ㢮᥎ⓗ᥎ㄽࡢ㢮✀ࡢᐃ≉ࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸⏝ሙྜ㸪ࡢ࠸࡚࠸ࡓ㸪ࡣࡽࢀࡑ͐͐ࠕ

㸪ࡣ࣮ࢪࣟࢼᏛⓗ≀⏕͐͐ࠋࡿࡀ࡞ࡘࡇࡿࡍど↓้῝ࢆㅖഃ㠃࡞㔜せࡢၥ㢟࠸

౯᱁⌮ㄽࡶᴗࡢᡂ㛗ࡧࡼ࠾Ⓨᒎࡢ⌮ㄽࢇࡶ㈉⊩ࡎࡏ㸪ᴫ࡚ࡋ㸪㔜せ࡞ㅖ

ၥ㢟ࡢᮏ㉁ࢆΰࡿࡏࡉഴྥࠋࠖࡿ࠶ࡀ (Ibid., p. 804) 

ព㆑ⓗ࡛ពᚿࡢ㸪ே㛫ࡣᚩ≉ࡢ࣮ࢪࣟࢼᏛⓗ≀⏕ࡿࡅ࠾㸪⤒῭Ꮫࡤࢀࡼࢬ࣮ࣟࣥ࣌

࠺ࡼࡢࡑࠋ(Ibid., p. 808)ࡿ࠶ࡇ࠺࠸ࡿࡍ၀♧ࢆㄝ᫂ࡢ㇟࠸࡞ࡋ౫ᏑỴᐃࡿ࠶ࡢ

 ࠋ࠺࠸ࡿࢀࡽぢࡶ࡚࠸࠾Ꮡྍ⬟ᛶศᯒࠖ⏕ࠕࡢࣥࣕࢳࣝ࠺ࡼࡢ㸪௨ୗࡣᚩ≉࡞

㇟ே㛫࠸࡞ࡋ౫Ꮡᶵືࡢ㸪ே㛫ࡀᚩ≉ࡢ࣮ࢪࣟࢼࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸⏝㸪ࡣࠎᡃ͐͐ࠕ

ࡣᯝ⤖ࡢࡑ㸪ࢀ࠶ఱ࡛ࡀᶵືࡢே㛫͐͐ࠋࡃẼ࡙ࡇ࠺࠸ࡔࡇࡿ࠼ࢆㄝ᫂ࡢ

ಶࡢࠎཧຍ⪅ࡃ࡞ࡣ࡛࡚ࡗࡼ㸪ᙼࡢࡽไᚚࢆ㉺ࡓ࠼⎔ቃ࡚ࡗࡼỴᐃࠋࡿࢀࡉ⏕≀

Ꮫ࡚࠸࠾⮬↛㑅ᢥࡢ✀࡞ู≉ࡀ㐀࠺࠸ᴫᛕ࡚ࡗྲྀ௦࠺ࡼࡓࡗࢃ㸪⮬↛㑅ᢥ

ࠋࠖࡿࢀࡉࡾࢃ௦ࡢື⾜₶᭱࡞ⓗⓗ┠ࡀ (Ibid., pp. 811-812) 

ࡾ㝈࡞⬟ྍࡀᴗᐙࡣࡢࡶࡿࡍㄝ᫂ࢆத➇࡚࠸࠾㇟㸪⤒῭ࡣࢬ࣮࡚ࣟࣥ࣌ࡋᑐࢀࡇ

ඈ࠺࠸ࡿࡍ࠺ࡼࡅᚰ⌮Ꮫⓗ௬ᐃ࡛࡚ࡗ࠶㸪ື࠺ࡼࡢࣥࣕࢳࣝᶵ㛵ࡿࡍ௬ᐃࢆᨺ

Რࡾࡓࡋ㸪༢ṇࡢ₶ࡢ㏣ồࢆ௬ᐃࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍࡾࡓࡋ㸪㐺ᛂᡂຌࡓࡋᴗࡀࡳࡢ⏕

 ࠋ2(Ibid., pp. 812-813)ࡿࡍᣦ࠸࡞ࡁㄝ࡛᫂ࢆᏑᅾࡢத➇࠸ࡋ⃭ࡿṧࡁ

₶㸪ࡿࢀࡽࡵㄆ࡚ࡋᵓᡂせ⣲࡞㔜せࡢἣ≦ࡀᶵືࡢே㛫ពᚿࡢே㛫ࡧࡓࡦࠕ

㌟⮬ࢆቃ⎔㸪ព㆑ⓗࡣࡿࡏࡉ㐺ᛂቃ⎔ࢆ㌟⮬ࡀ୰࡛㸪ᴗࡢ㜚தࡿࡵồࢆ

⤖ࠋ࠸࡞ࡃࡣ⏤⌮࡞ඛ㦂ⓗࡿࡍᐃ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡳヨࡣ࠺ࡼࡏࡉ㐺ᛂⓗ┠ࡢ

ᒁ㸪ே㛫ࢆࡽ≀⏕ࡢ༊ูࡿࡍ࡞≉ᚩࡢ 1 㸪⎔ቃࡾࡓࡋᨵኚࢆቃ⎔ࡢࡽ⮬㸪ࡣࡘ

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡇ࠸ᗈࡃࡋⴭࡀ⠊ᅖࡢຊ⬟ࡿࡍࡾࡓࡗ࡞❧⊃ࡽ (Ibid., pp. 813-814) 

☜ᐇᛶࠋࡿࡍᙉㄪࢆᙺࡢື⾜ព㆑ⓗࡢయ῭⤒ࡿࡅ࠾த➇࠺ࡼࡢࡇࡣࢬ࣮ࣟࣥ࣌

ࡢᙳ㡪࡞ᙉຊࡢ 1 ࡍ๐ῶࢆࢀࡑ࡚ࡗࡼࡇࡿࡅࡁാ᥋ⓗ┤௳ቃ᮲⎔ࡀ㸪ᴗࡣࡘ

ࡿࡏࡉኚព㆑ⓗࢆቃ⎔ࡢࡽ⮬ࡶࡾࡼ≀⏕ࡿ࡞࠸ࡢࡣ㸪ே㛫ࡾ࠶࡛ࡇࡍಁ࠺ࡼࡿ

࡞ࡁຊࢆᣢࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ(Ibid., pp. 815-816)࡚ࡗࡀࡓࡋࠋ㸪ࡋࡶ⤒῭Ꮫ⪅ࡀ⎔ቃኚ

                                                        
ㄝࡢத➇࠸ࡋ㸪⃭ࡾ㝈࠸࡞ࢀࡉ࡞ࡀ௬ᐃࡢ➼ྠື⾜₶᭱ࠕ㸪ࡣࢬ࣮ࣟࣥ࣌㸪ࡕࢃ࡞ࡍ 2

᫂ࢆ‶㊊ࠖ࠸࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿࡍ(Penrose 1953, p. 605n)ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓ࠸࡚࠼⪄ 
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ࡔ⬟ྍ⥆Ꮡࡾࡼ㛗ᮇⓗࡀ㛵ಀ┦ࡢ㢮✀ࡢᐃ≉ࡣࢀࡑ㸪ࡤࢀࡍࡿࡁ࡛ ணࢆᯝ⤖ࡢ

 ࠋ(Ibid., p. 815)ࡿ࡞ࡇ࠺࠸ࡔࡽࡿ࠸࡚ࡗ▱ࢆ᪉࠸ࡲࡿࡩࡢࠎேࡀ㸪ᙼࡃ࡞ࡣ࡛ࡽ

� ࢪࣟࢼ㸪ࡣㄽத(Alchian 1950, 1953; Penrose 1952, 1953)ࡢ㛫ࡢࢬ࣮ࣟࣥ࣌ࣥࣕࢳࣝ

ࡓࢆ⥺⾜㸪ᖹ࠸㐪ࢀࡍⅬ࡛࡞ࠎᵝ࡚ࡗࡄࡵࢆពࡢື⾜᭱ࡸࡉཝᐦࡢᑐᛂ㛵ಀࡢ࣮

 ࠋࡿࢀぢ࡚Ⅼࡢ௨ୗࢀࡒࢀࡑࡣせⅬࡢᙇࡢ⪅㸪୧ࡀࡿ࠼ぢ࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡗ

⤒ࡣࢀࡑࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࡞ㄽ⌮ࡢ࡚࠸ࡘື⾜ࡢㅖಶே㸪༢࡚ࡗࡀࡓࡋ㸪ࡣศᯒ῭⤒ࠕ

࡞እ⏕ⓗࡧࡼ࠾ෆ⏕ⓗࡍࡰཬࢆᙳ㡪῭⤒㸪ࡾ࠶ㄽ࡛⌮ࡢ࡚࠸ࡘసືࡢ࣒ࢸࢫࢩ῭

せᅉࡢ୧᪉ࡿࡅ࠾≉ᐃࡢኚࡢᙳ㡪࡚࠸ࡘண ࡳ⏕ࢆฟࢆࢀࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢࡍಶே

≀⏕㸪ࡣㄽ⌮ࡓࡋ♧ᥦࡀ⚾͐͐ࠋࡿ࠶ⓗ࡛⮴ࡣࡇࡍ࡞ࡳㄽ⌮ࡢ࡚࠸ࡘື⾜ࡢ

Ꮫⓗ❧⊃ࡣ࣮ࢪࣟࢼᡂࠋࠖࡘ❧ࡾ (Alchian 1953, p. 601) 

ࢆಖドࡢᙼ࠺࠸ࡔࡢࡓࢀࡽ࠸⏝࡚ࡋ⨨ࡢㄝ᫂༢ࡣ࣮ࢪࣟࢼ㸪⏕≀Ꮫⓗࡣ⚾ࠕ

႐ࡅཷ࡛ࢇᐜ࠾࡞ࡶ࡛ࢀࡑࠋࡿࢀ㸪⏕≀Ꮫⓗࡣ࣮ࢪࣟࢼၥ㢟యࢆㄗࡾᑟࡃ‽ᣐᯟ

ࡢඖ᮶ࡢ⚾ࡢ࡚࠸ࡘᏑྍ⬟ᛶ࠘ศᯒ⏕ࠗ͐ࠋࡿṧࡀᢈุ࠺࠸࠺ࡲࡋ࡚ࢀධ୰ࡢ

ᢈุࡣ㸪༢㸪ࡀࢀࡑ⤒῭㇟ࡿࡅ࠾ே㛫ືࡢᶵࡢ㔜せᛶ࡚࠸ࡘ༑ศ୍ࡘ㈏

ᛶ࠸࡞ࡢㄝ᫂ࢆࠋࠖࡓࡗ࠶࡛ࡇ࠺࠸ࡿ࠼ (Penrose 1953, p. 604) 

࠸ാࣝ࣋ࣞࡢ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒㸪࡚ࡋ㇟ᤞࢆグ㏙ࡢ࡚࠸ࡘᶵືࡢ㸪⤒῭యࡣࣥࣕࢳࣝ

࠺ࡼࡿࡍᣦࡀࢬ࣮ࣟࣥ࣌㸪᪉࡛ࡋࡋࠋࡓࡳヨ࠺ࡼ࠼ᤊࢆἲ๎῭⤒࡞ⓗື⮬ࡿ࠸࡚

ᐇࠖ࠺࠸ࡿ࠶ไᗘ࡛ࡓࢀࡽస࡚ࡗࡼே㛫ࡵࡓࡿࡍ㈨ⓗ┠ࡢே㛫ࡣᴗࠕ㸪

(Penrose 1952, p. 809)㸪ࡕࢃ࡞ࡍ㸪⤒῭యࡢពᛮỴᐃືࡸᶵࡀ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒࡚ࡗࡼᵓ⠏

ࡢ㐍ㄽࡢ㸪⤒῭⌮ㄽࡣㄽதࡢ㛫ࡢ⪅୧ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡁࡍ㐣┳ࡶഃ㠃࠺࠸ࡿ࠸࡚ࢀࡉ

⏝㝿࡚ࡋ␃ព࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ㔜せ࡞ㄽⅬࡢ 1  ࠋࡿࢀࢃᛮ࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪ࢆࡘ

 

�ᵓࡢ㐍⤒῭Ꮫࡿࡼࢫ࣮ࢥ����

� ௨ୖࣥࣕࢳࣝࡢ㸻ࢬ࣮ࣟࣥ࣌ㄽதࡀࡿ࠶ࡣ࡛࡚࠸࠾⬦ᩥࡢูࡣ㸪ࢫ࣮ࢥ(Coase, R. 

H.)ࡢࢬ࣮ࣟࣥ࣌ࡣぢゎ㏻ࡿࡌഃ㠃ࡽ㸪㐍ㄽ⤒῭Ꮫࡢ㛵ಀࢆㄽࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡌ㆟ㄽ

୰࡛ᒎࡢᢈホࡢ(-Ghiselin, M. T., 1939)ࣥࣜࢫ࣮ࢠ⪅㸪⏕≀Ꮫࡀ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ▱ࡾࡲ࠶ࡣ

㛤ࡣࣥࣜࢫ࣮ࢠࠋࡓࢀࡉ㸪௨ୗ࠺ࡼࡢ㏙࡚㸪⤒῭Ꮫ⏕≀Ꮫࢆ 1 ྜ⤫Ꮫၥศ㔝ࡢࡘ

 ࠋࡿ࠶࡛≀ேࡓࡋᥦၐࢆࡇࡿࡍ

❧࠺࠸࠸࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿ࠸࡚ࡋඹ᭷ࢆ㛵ᚰࡢඹ㏻㸪༢ࡣᏛ≀⏕㸪⤒῭Ꮫࡣ⚾͐͐ࠕ

ሙࢁࡋࡴ͐͐ࠋࡿࢆ㸪ࡣࡽࢀࡑ༢୍ࡢᏛၥศ㔝ࢆᵓᡂࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡍ⏕≀Ꮫ᳜ࡀ≀

῭⤒ࡎࡽࢃྰࡢࡶ࡞㸪ேⅭⓗᵝྠࡢ࠺ᢅࢆ୧᪉ࡢែ⏕ࡢ≀ືែ⏕ࡢ

ⓗ㐣⛬࠸ᢅࢆ㸪῭⤒ࡿࡺࡽ࠶ඹ㏻ࡢ➇தࡿࢃ㇟⌧࡞࠺ࡼࡢᏛၥ୍ࡢศ㔝ࡀㄆ

㆑࡚ࡃࠋࡿ࠶࡛ࡁࡿࢀࡉ㸪ᨻ⤒῭Ꮫ
㸬㸬㸬㸬㸬

㸦⤒῭Ꮫ㸧ࠝ political economy (economics)ࠞ
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Ꮫ῭⤒↛⮬࡚ࡋࡢࡶࡢྠ
㸬㸬㸬㸬㸬

㸦⏕≀Ꮫ㸧ࠝ natural economy (biology)ࠞ࠺࠸▱㆑య⣔

Ꮫ῭⤒⯡୍ඹࡀࡽࢀࡑ㸪ࡾ࠶࡛ࡁࡍㄆ㆑ࢆ
㸬㸬㸬㸬㸬

ࠝgeneral economyࠞࡁࡪ▱㆑య

⣔ࢆᙧᡂࡣ⚾ࢆࡇ࠺࠸ࡿࡍᥦၐࠋࠖࡿࡍ (Ghiselin 1978, p. 233, ᙉㄪࡣཎⴭ⪅) 

ྜ⤫ࡢᏛ≀⏕Ꮫ῭⤒࡞࠺ࡼࡢࡇ
㸬㸬

㏙࠸࡞ࡉࡔ࠸ぢࢆⅬࢇࡣࢫ࣮ࢥ㸪ࡋᑐ

㸪 ᚲせࡾ࠶࡛ࡢࡿࡂࡍⓗ⯡୍᪤࡚ࡗⓗ┠ࡢ࠸࡚࠸ࡓࡣ㸪⤒῭⌮ㄽࡽ࡞ࡐ࡞ࠋࡿ࠸࡚

ࡓ࠸࡚࠼⪄ࡔㄽ⌮ࡿࡍㄝ᫂ࢆࡁാࡢ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒ࡢ㸪ᐇ㝿ࡃ࡞ࡣㄽ࡛⌮࡞ⓗ⯡୍ࡣࡢ࡞

⏝ࡢᏛ≀⏕ࡢ㸪⤒῭Ꮫ㏙࠺ࡼࡢḟࡣࢫ࣮ࢥࡽࡉࠋ(Coase 1978, p. 244)ࡿ࠶࡛ࡽ
㸬㸬

 ࠋࡿࡍᣦࢆࡇࡿ࠶ࡀၥ㢟ࡶ

࠺ࡼࡋᨵၿࢆ᪉ࡌㄽࡢ㢟ࠞࡓࡗ࠸㐣⛬㸪㈈⏘ᶒࡢᴗ㸪ᕷሙ㸪ዎ⣙ࠝ࡞࠺ࡼࡢࡑࠕ

ᴗ㸪ࠋࡿ࠺ࡾ࡞ࡢࡶ࠸࡞ࡡࡁᣍࢆㄗゎ㠀ᖖࡣ࣮ࢪࣟࢼሙྜ㸪⏕≀Ꮫⓗࡿࡍ

ᕷሙ㸪ἲࡣ࣒ࢸࢫࢩ㸪࡚ࡍ♫ⓗไᗘ࡛ࡾ࠶㸪┠ⓗࡿ࠶ࡢே㛫άືࡢ⤖ᯝ࡛ࠋࡿ࠶

ࢆ㸪⮬↛㑅ᢥࡣࣥࣜࢫ࣮ࢠ IQ ࠋࠝࡿ࠸࡚ࡋㄝ࡚᫂ࡋࡢࡶࡢࣟࢮࡀ 㸪ࠞࡋࡋ ᴗᐙ

ࡢᨻᐙࡸ IQ 㸪㛗ࡣ㑅ᢥ↛⮬ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࣟࢮࡣࢀࡑ㸪ࡀ࠸࡞ࢀࡋࡶ࠸࡞ࡣࡃ㧗ࡣ

ᮇࡿࡓࢃヨ⾜㘒ㄗࡢࡑ࡚ࡗࡼ⤖ᯝࠋࠝࡍࡽࡓࡶࢆ 㸪ࠞࡋࡋ ⏘ᴗࡢᵓ㐀࡞࠺ࡼࡢ⤒

ࠋࠖ࠸࡞ࢀࡋࡶࡿࢀࡉୡ௦ෆ࡛㌿ࡢ㸪༢୍ࡣ࣒ࢸࢫࢩ῭ (Ibid., p. 244) 

2 ࡣࢫ࣮ࢥ࡛ࡇࡇ ࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋᑐ⏝ࡢ࣮ࢪࣟࢼ㸪⏕≀Ꮫⓗ࡚࠸ᇶ࡙᰿ᣐࡢࡘ

ぢ࡚1ࠋࡿࢀ 㸪⤒῭ไࡾ࠶ၥ㢟࡛ࡢពᅗࡢయ῭⤒ࡓࡋᣦࡶࢬ࣮ࣟࣥ࣌ࡉࡲ㸪ࡣࡘ

ᗘࡣពᅗⓗ࡞ே㛫άືࡢ⤖ᯝ࡛ࡇ࠺࠸ࡿ࠶㸪࠺ࡶ࡚ࡋࡑ 1 ➇῭⤒㸪࠼ࡺࢀࡑ㸪ࡣࡘ

தࡢ⏺≀⏕ࡣ⮬↛㑅ᢥࡣ㛫ᑻᗘࠋࡓࡗ࠶࡛ࡇ࠺࠸ࡿ࡞␗ࡀ 

࡞ࡣ࡛࡚࠸࠾ศᯒࡢ㸪➇தࡤࢀࡍࡿ࠺ࡋ⫣㈉Ꮫ῭⤒ࡀ㸪⏕≀Ꮫࡣࢫ࣮ࢥ㸪࡛ࡇࡑ

㸪ࡕࢃ࡞ࡍࠋ(Ibid., p. 244)ࡿࡍᣦࡿ࠶࡛࡚࠸࠾ຠ⏝⌮ㄽࡿࢃ㛵య῭⤒ࢁࡋࡴ㸪ࡃ

௨ୗ࠺ࡼࡢ♫⏕≀Ꮫࡀே㛫ᮏᛶࡢయീࢆゎ᫂ࡇࡿࡍᮇᚅࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ே㛫ࡣ㸪㒊ศࡀࡿࡍศᯒࢆᙳ㡪ࡍࡰཬື⾜῭⤒ࡀ㑅ዲࡢ㸪ே㛫ࡣຠ⏝⌮ㄽࡢ௦⌧ࠕ

ࡘㅖ┠ⓗࡿ࡚❧ࡾ㥑Ⅽ⾜ࢆே㛫ࡣࢀࡑࠋࡍ࡞ࡳࡿ࠶࡛⪅ຠ⏝᭱࡞ⓗ⌮ྜࢆ

ࠋ͐࠸࡞࠼ᩍࠎᡃࡶఱࢇ㸪࡚࠸ ͐ே㛫ࡢᮏᛶࡢ࡚࠸ࡘໟᣓⓗ࡞ぢ᪉ࡋ࡞㸪

ᡃࡀࠎ࠸㐍Ṍࡣ࠺ࡼࡿ࠺ࡋᛮࠋ࠸࡞ࢀࢃ♫⏕≀Ꮫࡢ୰ぢࡣࡢࡿࢀࡉࡔ࠸㸪

ࡿ࠶࡛≀⏘ࡢ㐍ࡿࡓࢃ㸪㛗ᮇ㛫ࡣᮏᛶࡢே㛫ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠶ぢ᪉࡛࡞࠺ࡼࡢࡑ

῭⤒㸪࡚ࡋࡑ㸪⩦Ꮫࡢ㸪࣮ࣝࣝࡣᵓ㐀ࡢே㛫ᮏᛶࠋࡿࢀࡉỴᐃ㸪㑇ఏⓗࢀࡉ࡞ࡳ

Ꮫ≉࡚࠸࠾㔜せࡀࡔࡢࡶ࡞㸪⤒㦂ࢆᮇᚅ⩻ヂࡿࡍ᪉ἲࡢࡇ͐͐ࠋࡴྵࢆ

ࠋࠖࡿࡍ㍍どࢆⓗせ⣲⌮ྜࡿࡅ࠾ື⾜㸪ே㛫ࡣࢳ࣮ࣟࣉ (Ibid., p. 244) 

ᯝ࡛⤖ࡢື⾜ពᅗⓗࡢయ῭⤒ࡣ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒ᵝྠࢬ࣮ࣟࣥ࣌㸪ࡣࢫ࣮ࢥ࠺ࡼࡢࡇ

ぢ▱ࡢ㸪᪉࡛㐍ㄽࡀࡓ࠼ၐࢆ㆟␗தศᯒ➇ࡃᇶ࡙㐍ㄽ࡚ࡗࡼᐇ࠺࠸ࡿ࠶
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࣮ࢥࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓ࠸࡚࠼⪄ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍๅ᪂ࢆయീ῭⤒ࡢὶὴ⤒῭Ꮫ࡚࠸ᇶ࡙

 Coase 1984, p. 231; Coase)ࡀࡿࡍᙇࢆᚲせᛶࡢయീ῭⤒࡞㸪⌧ᐇⓗࠎᗘࡶᚋࡢࡑ㸪ࡣࢫ

1988, ヂ 5-7 㡫)㸪ࡋࡋࠕ㸪ᙜศࡢ㛫ࡣ㸪ఱࡀேࡢ㑅ᢥࢆỴᐃࡼࡏࡿ࠸࡚ࡋ㸪͐͐ே㛫

㸪ࡿࡀ࡞ࡘῶᑡࡢ㟂せ㔞ࡣ㸦┦ᑐ㸧౯᱁࠸㧗ࡾࡼࡶ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࡞࠸㸪ࡣ࡚ࡗ

Coase 1988, ヂ)ࠖ࠸࡞ࡣࡃ࠾࡚ࡋ㆑࡛‶㊊▱࠺࠸ 6 㡫)ࡋࡋࠋࡓࡗࡲࡿ࠼⪄

࣮ࢥࡿࡍࡔᯝ⤖ࡢே㛫άືࡿ࠶ࡢⓗ┠ࡣไᗘࡿࡺࡽ࠶㸪࠺ࡼࡿࡍ㸪௨ୗ᳨࡛ウࡽࡀ࡞

࡚ࢀ⾲㢧ⴭࡶ୰ࡢࢳ࣮ࣟࣉࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢᙼࡿࡍㄝ᫂ࢆ⬟ᶵࡢ㸪⤒῭ไᗘࡣどⅬࡢࢫ

 ࠋ࠺ࡼ࠼ゝࡓࡗ࠶࡛ࡢࡶࡿࡅᚩ࡙≉ࢆᘬ㈝⏝⌮ㄽྲྀࡢࢫ࣮ࢥ㸪ࡾ࠾

 

Ϫ㸬ࢫ࣮ࢥ㸪ࣥࣕࢳࣝ㸪ࡢࢶࢵࢮ࣒ࢹᴗീ�

�ᴗീࡿࡅ࠾ᘬ㈝⏝⌮ㄽྲྀࡢࢫ࣮ࢥ����

� ᘬ㈝⏝⤒῭Ꮫྲྀࡢ㸪᪥࠸ၥࢆ⏤⌮Ꮡᅾࡢ⧊⤌㸪ᴗࡣᮏ㉁ࠖ(1937)ࡢᴗࠕࡢࢫ࣮ࢥ

 ࠋࡓࡗ࠶࡛ࡢࡶࡿࡼၥ㢟ᥦ㉳࡞࠺ࡼࡢḟࡣࢀࡑ㸪ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉࡓ࠸⠏ࢆ♏ᇶࡢ

ࡽᐇ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡌ㏻ᖖㄽࡿࢀࡉ࡞࡚ࡗࡼ࣒ࢬࢽ࢝౯᱁࣓ࡣㄪᩚ͐͐ࠕ

ព㆑ࠗࡢࡽࢀࡇ㸪࠼ࡺ࡞ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢ࡞ᚲせࡀ⧊⤌࡞࠺ࡼࡢࡑ㸪ࡐ࡞㸪ࡿࡳ

ⓗ࡞ຊ࠺࠸ᓥࡀ࠘ࠎᏑᅾࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡿࡍᴗࡢእ㒊࡛ࡣ㸪౯᱁ࡢኚືࢆ⏘⏕ࡀ

᪉ྥ࡙ࡅ㸪ࡣࢀࡑᕷሙ୍ࡿࡅ࠾㐃ࡢྲྀᘬࢆ㏻࡚ࡌㄪᩚࠋࡿࢀࡉᴗࡢෆ㒊࡛ࡣ㸪

㸪ㄪ࡚ࡗࢃ௦ᕷሙᵓ㐀࡞㞧「࠺࡞ࡶࢆ㸪ྲྀᘬࢀࡉ㝖ࡣᕷሙྲྀᘬ࡞࠺ࡼࡢࡇ

ࠋࠖࡿࡅ᪉ྥ࡙ࢆ⏘⏕ࡀᴗᐙ(entrepreneur)ࡢ࡚ࡋ⪅ᩚ (Coase 1937, ヂ 41 㡫) 

Ibid., ヂ)ࠖࡿ࠶ࡇࡿࢃ௦࡚ࡗ࣒ࢬࢽ࢝㸪౯᱁࣓ࡣ㉁≉ࡢᴗࠕࡀࢫ࣮ࢥ 42 㡫)

㏙ࡿ㸪ࡢࡑᴗࡢ୰࡛ㄪᩚᶵ⬟ࢆᯝࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋࡓᴗᐙ࠺࠸ព㆑ⓗ࡞⤒῭య࡛

ࢆ࣒ࢬࢽ࢝㸪౯᱁࣓ࡣ⏤⌮࡞せ࠺࠸᭷ࡐ࡞ࡀࡇࡿࡍ❧タࢆᴗࠕ㸪࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶

⏝ࡀ⏝㈝ࡢࡵࡓࡿࡍᏑᅾࡿࡍ㸪ࠖࡿ࠶ࡇ࠺࠸(Ibid., ヂ 44 㡫)࠺࠸㸪࠺ࡼࡢࡑ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡀ࡞ࡘ❧タࡢᴗࡑࡇࡽࡿࢀࡉࡔ࠸ぢព㆑ⓗ࡚ࡗࡼᴗᐙࡣ⏝㈝࡞

♧ᣦࡢ※㸪㈨ࡋᙧᡂࢆ⧊⤌࡚ࡋࡑࠋࡿࡍ⏕Ⓨࡀ⏝㈝ࡢࡽࢇ࡞㸪ࡣࡿࡍ⬟ᶵࡀᕷሙࠕ

ே㸦ࠗࡘࡶࢆᶒ㝈ࡿ࠶㸪ࢆ╩┘ ᴗᐙ 㸧࡚࠘ࡗࡼࡇࡿ࠼㸪ᕷሙ⏝࡞ࢆ⏝㈝ࡢ

ࡾࡼ㸪͐͐ࡣ࡚ࡗࡓ࠶ࡍࡓᯝࢆ⬟ᶵࡢࡑࡀᴗᐙࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ⠇⣙

పࡢࡑ࡛⏝㈝࠸ᶵ⬟ࢆᯝࠋࠖ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࡡࡉࡓ (Ibid., ヂ 45 㡫) 

ྲྀᘬ㈝⏝ࠕࡢ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒ࢆᦶ᧿  ᘬ㈝⏝⤒῭Ꮫ (Williamsonྲྀࡢࣥࢯ࣒ࣜ࢘ࡿ࠼ᤊࠖ

1986, ヂ 219-220 㡫)ࡢຊᏛⓗ࡞༳㇟ࡾ࡞␗ࡣ㸪ࡢࢫ࣮ࢥ㆟ㄽࡣ㸪ᴗᐙࡢព㆑ⓗ࡞⾜ື

ࡗࡼᴗᐙࡣ㸪ᴗࡤࢀࡼぢ᪉ࡢࢫ࣮ࢥࠋࡿࢃࡀࡇࡓ࠸࡚ࡌࢇ㔜㠀ᖖࢆᙺࡢ

࡚タ❧ࢀࡉ㸪ᴗෆ࡛㞠⏝ࡿࢀࡉ⏕⏘せ⣲ࡣ㸪ࡿ࠶ࠕ⠊ᅖ࡛࡞ࡢ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

㸪ࡿ࠶ሗ㓘ࡢᑐ౯࡚ࡋ

͐͐ᴗᐙࡢᣦ♧ᚑྠࡇ࠺ពࠖࡿࡍ(Ibid., ヂ 44 㡫, ᙉㄪࡣཎⴭ⪅)ࠋࡿ࡞ࡇ 
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� ࡣᙺࡢ㸪ᴗᐙ(entrepreneur)ࡣࢫ࣮ࢥ 2 㸪ࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦࡿ࠶ࡀഃ㠃ࡢࡘ

ᑗ᮶ࡢḧồࢆண ࡚ࡋ᪂࡞ࡓዎ⣙ࡾࡼࡇࡪ⤖ࢆ┦ᑐ౯᱁ࡢయ⣔ᙳ㡪ࢆࠕࡿ࠼ព

(enterprise)ࠖ㸪┦ᑐ౯᱁ࡢయ⣔ࢆᡤࡢࡽ⮬࡚ࡋᨭ㓄ୗࡿ࠶⏕⏘せ⣲ࢆ⦅ᡂࡿࡍ

Ibid., ヂ)ࡿ࠸࡚ࢀࢃᢸ࡚ࡗࡼ≀ேࡢ㏻ᖖ㸪ྠ୍ࡣࡽࢀࡑ㸪ࡾ࠶࡛ࠖ(management)⌮⟶ࠕ

58, 64 㡫)ࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋ㸪᪉࡛ᴗᐙࡢ⬟ຊࡣ㝈⏺ࡵࡓࡿ࠶ࡀ㸪ண ࡢ㝿ࡣ☜ᐇ

ᛶ┤㠃3ࡋࡿࡍ㸪ᴗ⤌⧊ࡢᣑక࡚ࡗ⤒Ⴀ⟶⌮ᶵ⬟ࡶ✭㏴ῶࡀാࡁ㸪ᴗෆ⤌

⧊ࡀ⏝㈝ࡢࡵࡓࡿࡍቑࡃ࠸࡚ࡋᐃࡿ࠸࡚ࢀࡉ(Ibid., ヂ 48 㡫)ࠋᴗࡢᣑᙇࡣ㸪㏣

ຍⓗྲྀ࡞ᘬࢆᴗෆ⤌⧊⏝㈝ࡢࡵࡓࡿࡍᕷሙ࡛⾜࠺ሙྜࢁࡇࡿ࡞ࡃࡋ➼ࡀ⏝㈝ࡢ

࡛Ṇࡵࡓࡿࡲ㸪ᴗࡢᡂ❧ࡢࡑࡎࡽ࡞ࡳࡢつᶍࡢỴᐃࡶᴗᐙ౫Ꮡࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡍ 

� ᮏ㉁ࡢᴗࠕ ィኈ⧊⤌Ⴀ⤒ࠕࡓࢀ᭩ᮇྠࡰ(1937ࠖ) ᐇົᐙ࠺࠸(1938ࠖ)

㸪௦࠼ᶵ㈝⏝࡛ᤊࢆ⏝㈝ࡿࡺࡽ࠶ࡣ㸪ᐇᴗᐙ(business man)ࡣࢫ࣮ࢥ୰࡛㸪ࡢ㐃㍕ࡢࡅྥ

᭰ⓗ࡞⾜ື᪉㔪ࢆព㆑ࡿࡍᚲせᛶࡿ࠶ࡀㄽࠋ4ࡿ࠸࡚ࡌ 

㸪ࠗࡣほᛕࡢ⏝㈝ࡿࢀࢃグ࡛ࡢࡇࠕ ᶵ࠘㈝⏝ࠗࡸ௦᭰࠘㈝⏝ࡢほᛕ࡛ࡢࠋࡿ࠶

࡞ࢀࡉ࡞ࡀពᛮỴᐃࡢᐃ≉ࡢࡑ㸪ࡣࡢ࠺࠸⏝㈝ࡢࡇ࠺⾜ࢆఱࢀ࠶࡛ࡇ࡞࠺ࡼ

㸪⤒Ⴀၥࡣᴫᛕ⏝㈝ࡢᐃ≉ࡢࡇ͐͐ࠋࡿ࡞ࡽ㡿㢠ཷ࠺ࢁ࠶࡛ࡓࢀࡽᚓሙྜࡓࡗ

㢟ࢆゎỴࡾࡓ࠶ࡿࡍ၏୍ᙺ❧ࡢࡶࡘᛮࡽ࡞ࡐ࡞ࠋࡿࢀࢃ㸪ࡢࡑࡣࢀࡑᐇᴗᐙ㛤

ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡽࡿࡏࡉ㞟୰ࢆὀព᪉㔪ື⾜࡞௦᭰ⓗࡓࢀ (Coase [1938] 1952, p. 123) 

ࡉ⬟ྍ⏝ෆ㒊࡛ࡢ⧊⤌Ⴀ⤒ࡀሗࡿࡍ⬟ྍࢆ᥎ᐃࡢኚ⏝㈝ࡣࡵࡓࡢࡑ㸪ࡋࡔࡓ

᥎㈌ᖯⓗࢆ㡿㢠ཷ⏝㈝ࡢ᪉㔪ື⾜ࡀ㸪ᐇᴗᐙࡵࡓࡢ㸪☜ᐇᛶࡋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢀ

ᐃࡣࡇࡿࡍᅔ㞴ࡀక࠺(Ibid., p. 116)ࠕࡀࢫ࣮ࢥࠋィᴗ⌮ㄽࠖ(1990)ࡢ୰࡛ᣦࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗᢸࢆᙺࡿࡍ㍍ῶࢆᅔ㞴ࡢࡑࡀ࣒ࢸࢫࢩィࡣ࡚࠸࠾⧊⤌㸪ᴗ࠺ࡼࡿ࠸࡚

㸦㈐ࡋࡿࡍࢆពᛮỴᐃࡶ❧⊃ࡽពᛮỴᐃࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀ⪅ࡢࡣ㸪ேࡣ୰࡛ࡢᴗࠕ

ࡀࠎேࡢ㸧㸪ᴗෆ࠸࡞ࡣ࡛≀⏘ࡢ⬻㢌ࡢ༢୍ࡀពᛮỴᐃࡢ࡚ࡍ㸪ࡾ࠶ࡀጤㆡࡢ௵

ࡽఱࡍ♧ࢆ⏝㈝ࡢࡽࢀࡑ㸪࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀẚ㍑ࡢ㸪ཷ㡿㢠ࡣ࠺ࢆ※㈨ࡢࡑ

ࡢࡢࡑ㸪ࡣࡇࡿࡍ⏝ࢆ※㈨ࡿ࠶ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࢀࡽ࠼ࡤࡋࡤࡋࢆᏐᩘࡢ

ࡢࡶ࠺ࢁ࠶࡛ࡍฟࡳ⏕ᡤ࡛ࡢࡢᴗෆࡀࢀࡑࡣᏐᩘࡍ♧ࢆ⏝㈝㸪࡛ࡢࡿࡍᣄྰࢆ⏝

ࡁാࡢᕷሙ࡚ࡋᴫࡣ⏝㈝㸪ࡣ୰࡛ࡢᴗࡿࡓ♫ࡓࢀࡉ⏬ィࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡁࡍ⾲ࢆ

                                                        
ࡀࡿ࠸࡚࠼ၐࢆ㆟␗ぢゎࡢ(.Knight, F)ࢺࢼࡿࡍ᰿ᣐࡢ⌧ᴗฟࢆ㸪☜ᐇᛶࡣࢫ࣮ࢥ 3

(Coase 1937㸪ヂ 51-55 㡫)㸪ࡀࢫ࣮ࢥࡣࢀࡑ☜ᐇᛶࡢ㔜せᛶྰࢆᐃࡶࡾࡼ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡋ㸪

ࡳࡢពࠖࠕࡢ☜ᐇᛶୗࡽࡥࡗࡶࡀࢺࢼ
㸬㸬

ᴗࡢᏑᅾ⌮⏤ࢆぢࡋࡔ࠸㸪᪥ᖖⓗࠕ࡞⟶⌮ࠖ

 ࠋࡿࢀࢃᛮ࠺ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅྥⅬࡿ࠸࡚ࡋ㍍どࢆ⬟ᶵࡢ
ࡿࡌㄽࢆႠၥ㢟⤒ࡢྜ⤫ᆶ┤ⓗ࠺࠸እ㒊ㄪ㐩㸪ෆ〇ࡣ㐃㍕ࡢࡇ㸪ᙜึࡤࢀࡼࢫ࣮ࢥ 4

༨ࢆయࡢグࡀᑟධⓗㄝ᫂ࡢ࡚࠸ࡘ⏝㈝ࡿࡅᚩ࡙≉ࢆࢳ࣮ࣟࣉࡢࡑ㸪ࡀࡓࡗ࠶࡛ࡎࡣ

௦࠺࠸ᴗ㸪ᕷሙࡣ⏝㈝⧊⤌⏝㈝ᘬྲྀࡢࢫ࣮ࢥࠋ(Coase 1990, p. 7)ࡓࡗ࡞ᯝ⤖ࡿࡵ

᭰ⓗ࡞ไᗘ㛵ࡿࢃ㈝⏝ᴫᛕ࡛࡛ࡢࡿ࠶㸪ᮏ㉁ⓗᶵ㈝⏝࡛ࡇࡿ࠶␃ពࠋ࠸ࡓࢀࡉ 
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ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡢࡿࢀࡉᥦ౪ࢀࡉ⟭ィࡾࡼ࣒ࢸࢫࢩ㸪ィࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡌ⏕᥋┤ࡽ

(Coase 1990, p. 11) 

ࡀᕷሙྲྀᘬࡢ࠸࡚࠸ࡓ㸪ࢀࢃ⾜ෆ㒊࡛ࡢᴗࡀ⏘⏕ࡢ࠸࡚࠸ࡓ㸪୍ᗘ㸪ࡤࢀࡼࢫ࣮ࢥ

ᴗ㛫ྲྀࡢᘬࡿ࡞㸪⏕⏘ࡢไᗘⓗᵓ㐀ࢆỴᐃࡿࡍᨭ㓄ⓗ࡞せᅉࡣ㸪ྲྀࡸࡣࡶᘬ㈝⏝࡛ࡣ

ࠋ(Ibid., p. 11)ࡿ࡞⏝㈝࡞ᑐⓗ┦ࡢ㝿ࡿࡍ⧊⤌ෆ㒊ࢆάືࡢᐃ≉ࡀㅖᴗࡿ࡞␗㸪ࡃ࡞

⏝ࡀ㸪ᴗෆ㒊࡛ᴗᐙࡣࡉࡁࡢ⏝㈝⧊⤌ࡿࡃ࡚ࡗ࡞␗㸪ᴗ㛫࡛┦ᑐⓗ࡚ࡋࡑ

 ࠋ(Ibid., p. 11)ࡿ࠶࡛ࡢࡿࢀࡉᕥྑࡃࡁຠ⋡ᛶࡢ࣒ࢸࢫࢩィࡿࡍ

ゝཬࡶၥ㢟ࡢἲࡸᕷሙࡎࡽ࡞ࡳࡢ㸪ᴗ࡚࠸࠾ᴗ࣭ᕷሙ࣭ἲ࠘(1988)ࠗࡣࢫ࣮ࢥ

ࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧☜᫂ࡾࡼࢆሙ❧ࡍ࡞ࡳ≀ពᅗⓗᵓ⠏ࡢయ῭⤒ࢆ㸪♫ⓗㅖไᗘࡋ

ࡶ࡚࠸࠾㸪⌧௦ࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡼື⾜ࡢᴗᐙࡣ❧ᡂࡢᕷሙࡿぢ㸪Ṕྐⓗࡤࢀࡼ

ၟရྲྀᘬᡤࡸᰴᘧᕷሙࡓࡗ࠸ᕷሙࡣ㸪ྲྀࡢࡑᘬࡿࢀࢃ⾜ࡀタࢆᡤ᭷ྲྀࡿࡍᘬᴗ⪅ࢢࡢ

Coase 1988, ヂ)ࡿ࠶࡛ࡢࡓࡁ࡚ࢀࡉ⧊⤌࡚ࡗࡼࣉ࣮ࣝ 11 㡫)ࠋ 

⾜ࢆつ๎ࡃ⣽࡚࠸ࡘάືࡢࠎேࡿࡍཧຍᘬྲྀࡢᕷሙ࡛ࡇࡑ㸪ࡀᘬᡤྲྀࡢ࡚ࡍࠕ

᮲௳㸪ࡢ῭㈐௵㸪Ỵࡢ⪅ᑐ㇟㸪ཧຍࡿࢀࡉ㛫㸪ྲྀᘬࡿࢀࢃ࡞⾜ࡀ㸦ྲྀᘬࡿ࠸࡚ࡗ࡞

㐪つ๎ࡢ㸪ྲྀᘬᡤࡕࡶࢆᶵ㛵ࡿࡍᐃࢆ⣮தࡀᘬᡤྲྀࡢ࡚ࡍ࡚ࡋ࠺ࡑࠋ㸧࡞

ᕷሙ࡞ࡤࡋࡤࡋ࡚ࡗࡼ⪅㸪⤒῭Ꮫࡣᘬᡤྲྀࡢࡽࢀࡑࠋࡍㄢࢆ⨩ฎࡢࡶࡓࡋ

➇தࡢࡀࡿࢀࡽ࠸⏝࡚ࡋ㸪ࡋࡋ㔜せࢆࡉኻࡣࡢ࠸࡞ࢃ㸪ᐇࡢ࡛࡞ࡢࡑࡣ

ྲྀᘬࡀ㧗ᗘつไࡿ࠸࡚ࢀࡉᕷሙ࡛ࡃࡋࡉࡲ͐͐ࡿ࠶㸪➇த㏆ࡀࡢࡶ࠸Ꮡᅾࡋ

Ibid., ヂ)ࠖࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀయ⣔ࡢつไࡸつ๎ࡔࢇ⤌ࡾ㸪㏻ᖖ㸪ධࡣࡿ࠺ 11 㡫) 

ࢀࡉᣢ⥔࡚ࡵึ࡚ࡗ࠶ࡀື⾜ព㆑ⓗࡢయ῭⤒ࡶத➇ࡢ㸪ᕷሙ࡚㏙࠺ࡼࡢࡇࡣࢫ࣮ࢥ

ㄆࡀᙺ࡞㔜せࡶ㸪ἲไᗘࡾࡼ⏤⌮ࡢ㸪ྠᵝࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋᙇࢆࡇࡿ࠶ᗎ࡛⛛ࡿ

ࡀタ࡞ⓗ⌮≀࠺ࡼࡢᴗ༻ࡸ㸪ᑠᴗࡾ࡞␗ࡣᕷሙ࡞࠺ࡼࡢရྲྀᘬᡤၟࠋࡿࢀࡽࡵ

ศᩓࡿ࠸࡚ࡋሙྜࡣ㸪ᶒࢆົ⩏ࡸᚊࡿࡍ⚾ⓗྖ࡞ἲయ⣔ࢆไᐃࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋ⌮⟶ࡋ

ᅔ㞴࡛ࡵࡓࡿ࠶㸪ᅜᐙྖࡢἲయ⣔౫Ꮡࢆࡿࡊࡏᚓࡿ࠶࡛ࡽ࠸࡞(Ibid., ヂ 12-13 㡫)ࠋ 

� ௨ୖ࠺ࡼࡢ㸪ྲྀࡢࢫ࣮ࢥᘬ㈝⏝⌮ㄽ࡛ࡣ㸪ᴗ㸪ᕷሙ㸪ἲࡓࡗ࠸♫ⓗㅖไᗘࡣ㸪

⤒῭యࡢពᅗⓗ⾜ືࡿࡼᵓ⠏≀ࡔᤊࡾ࠾࡚ࢀࡽ࠼㸪ྲྀᘬ㈝⏝⤌⧊㈝⏝ࡢᏑᅾࡀ

ၥ㢟ࡣࡢࡿ࡞㸪ࡀࢀࡑ⤒῭యᐇ㝿ㄆ▱ࢆື⾜ࢀࡉᑟࡽࡃࡀࡓࡋࠋ࠸࡞ࡽ࡞

ࡀࡇࡿࡍศᯒࢆ⏝㈝ᘬྲྀࡢไᗘࡢ㸪ᐇ㝿ࡣሙྜࡿࡍウ᳨ࢆ⟇ᨻ῭⤒ࡀ⪅㸪⤒῭Ꮫ࡚ࡗ

ྍḞࡣࢫ࣮ࢥࡔᙉㄪࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡍ 

ࢫࢩ῭⤒㸪ࡣࡢ࠺࠸ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞ᚲせࡀࡇࡿࢀ࠸ࡾࢆ⏝㈝㸪ྲྀᘬ࡞ࡢศᯒࠕ

ࡢᏑᅾࡢ⏝㈝ᘬྲྀࡣ࠸ࡿ࠶㸪ࢀࡉᕤኵࡵࡓࡍࡽῶࢆ⏝㈝㸪ྲྀᘬࡀ㒊ศࡢࡃከࡢ࣒ࢸ

࡛ࡽࡔࡢࡶࡓࢀࡉࣥࢨࢹࡵࡓࡿࡏࡉ⌧ᐇࢆࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆጉࡀ⌧ᐇࡵࡓ

ࡼࡢᐇ㝿ࡀάື῭⤒͐͐ࠋࡿ࡞ࡃࡋ㈋ࡣㄽ⌮࠸࡞ࢀ࠸៖⪄ࢆ⏝㈝ᘬྲྀࠋࡿ࠶
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࠸࡞ࡉࡸቑࡽࡉࢆ㆑▱ࡿ࠸࡚ࡋᡤ᭷ࡀࢀࢃࢀࢃ⌧㸪࡚࠸ࡘࡿ࠸࡚ࢀࡉ࡞࠺

ࠋࠖ࠸࡞ࡣᐜ࡛᫆ࡣࡇࡿࡍᨵⰋࢆ㸪ศᯒࡣࡇ (Ibid., ヂ 33 㡫) 

ྲྀᘬ㈝⏝⤌⧊㈝⏝ࡣ㸪༢≉ᐃࡢ㈨※㓄ศ࣓ࡢ࣒ࢬࢽ࢝㠀ຠ⋡ᛶࢆᚋⓗࡢࡶࡍ⾲

㸪ࡾ࠶࡛ࡢࡿ࡞ዎᶵࡃᑟࢆື⾜ពᅗⓗࡢࡑ࡚ࡗࡼࡇࡿࢀࡉ▱ㄆ㸪⤒῭యࡃ࡞ࡣ࡛

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠺ࡾ࡞ᣦ㔪ࡢ㝿ࡿࡍࣥࢨࢹࢆ࣒ࢸࢫࢩ῭⤒㸪࠼ࡺࢀࡑ

�

�ᴗീࡢࢶࢵࢮ࣒ࢹ㸻ࣥࣕࢳࣝ����

� ᘬྲྀࡢࢫ࣮ࢥ୰࡛㸪ࡢ㸪ሗ㈝⏝㸪⤒῭⤌⧊ࠖ(1972)⏘⏕ࠕࡣࢶࢵࢮ࣒ࢹࣥࣕࢳࣝ

㈝⏝⌮ㄽࡿ࡞␗ࡣ᪉ྥࡽᴗࡢᡂ❧ࢆㄝ᫂࠺ࡼࡋヨࠋࡓࡳᙼࡣࡽ㸪⤒῭⤌⧊࠸ࡘ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵጞࢆ㆟ㄽࡾࡼࡇࡿࡍᣦ࠺ࡼࡢḟࢆၥ㢟ࡁࡴ⤌ࡾྲྀࡀㄽ⌮ࡢ࡚

ࡣㄽ⌮ࡢ⧊⤌῭⤒ࠕ 2 ⏘⏕༠ᴗⓗ㸪ᑓ㛛ࡕࢃ࡞ࡍ——ࡿࡍ㠃┤ၥ㢟࡞㔜せࡢࡘ

ࡀ᪉ࡢࡽࡕ㸪࡛ሙྜࡢ࡚ࡌ㏻ࢆᕷሙሙྜࡢෆ㒊⧊⤌࡞࠺ࡼࡢ㸪ᴗࡀ┈ࡢࡽ

ࡇࡿࡍㄝ᫂ࢆᵓ㐀ࡢ⧊⤌㸪࡚ࡋࡑ㸪ࡇࡿࡍㄝ᫂ࢆ௳᮲ࡿࡍỴᐃࢆࡿࢀࡽᚓࡃࡲ࠺

㸪ఏ⤫ⓗࡀᶒຊࡿࡍゎỴࢆၥ㢟ࡾࡼ㸪௧㸪ᶒጾ㸪ᠬᡄฎศࡣᴗ͐͐ࠋࡿ࠶࡛

ᕷሙࡶࡾࡼඃࡿ࠶Ⅼࡀ≉ᚩ୍ࡀࡢࡍ࡞ࡳ⯡ⓗ࡛ࠋࠝࡿ࠶ 㸪ࠞࡋࡋ 㘒ぬ࡛ࡣࢀࡇ

ࡢ㸪௵ព࡚࠸ࡘ௧㸪ᶒጾ㸪ᠬᡄฎศࡣࢀࡑ͐͐ࠋࡿ࠶ 2 ⪅㛫ࡢ㏻ᖖࡢᕷሙዎ⣙

ࠋࠖ࠸࡞ࡓᣢࡃࡣᶒຊ࡞࠺ࡼࡿ࡞␗ࡶ࡛ࡎࢃ (Alchian and Demsetz 1972, p. 777) 

ࡢᴗᐙࡢ࡚ࡋ⪅ㄪᩚ࡞࠺ࡼࡓࡋᣦࡀࢫ࣮ࢥ㸪ࡣࢶࢵࢮ࣒ࢹࣥࣕࢳࣝ࠺ࡼࡢࡇ

ᶒ㝈ࢆㄆࡎࡵ㸪ᴗෆࡢ㞠⏝ዎ⣙ᕷሙࡿࡅ࠾㈙ዎ⣙ࢆ༊ูࠋ࠸࡞ࡋᙼࡤࢀࡼࡽ㸪

ປാ⪅ࢆ⟶⌮㸪ᣦ♧ࡾࡓࡋ㸪ᵝ࡞ࠎࡾᙜ࡚ࡣࡇࡿࡍࡾࡓ㸪୧ᙜ⪅ཷࡀㅙ࠺ࡋ

 ࠋ(Ibid., p. 777)ࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࡽ࡞ࡇ࠺࠸ࡿࡍ΅᮲௳࡛⥅⥆ⓗࡿ

⚾㸪ࡣࡇ࠺ゝ࠺ࡼࡿࡍࣉࢱࢆᡭ⣬ࡢࡇࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ⟶ಖࢆ᭩ᩥࡢ࠶ᚑᴗဨࠕ

ࡇ࠺ゝ࠺ࡼࡿ⚾ࢆ⨁ࢼࢶࡢ㖭ࡢࡇࡃ࡞ࡣ࡛ࣥࣃࡢ㖭ࡢ࠶㣗ᩱရᗑࡀ

㢳ࡢࡑ㸪㣗ᩱရᗑࡣ㛵ಀࡢᚑᴗဨࡢࡑ㸪㣗ᩱရᗑࡿࡍ͐͐ࠋࡿ࠸ఝ࡚

ᐈࡢ㛵ಀ࡞࠺ࡼࡢⅬ࡛␗ࡣࢀࡑࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡿ࡞㸪ᢞධ࣒࣮ࢳࡢ
㸬㸬㸬

ⓗ
㸬
⏝࠺࠸

Ⅼ㸪࡚ࡋࡑ㸪ࡿ࠶ᙜ⪅ࡀࡢ࡚ࡍࡢ
㸬㸬㸬㸬

ᢞධࡢዎ⣙ୖࡾྲྀࡢỴࡢࡵ୰࡛୰ኸ㞟ᶒⓗ࡞

⨨ࡿ࠸Ⅼ࡛ࡣࢀࡑࠋࡿ࠶㸪࣒࣮ࢳ⏕⏘㐣⛬
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

ࡿࡅ࠾
㸬㸬㸬㸬

୰ኸ㞟ᶒࡓࢀࡉዎ⣙ୖࡢ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

య
㸬
ࠋࠖࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࡣᶒຊ࡛ࡢつᚊୖࡸᶒጾ⩏ⓗᣦ௧࡞ඃࡾࡼࡢࡽ㸪ఱࡾ࠶࡛

(Ibid., pp.777-778) 

(team production)⏘⏕࣒࣮ࢳࠕࡿ࠸࡚ࢀࡽ㏙࡛ࡇࡇ  ࠋ࠺࠸ࡿ࠶ሙྜ࡛࡞࠺ࡼࡢ௨ୗࡣࠖ

2ࠕ ேࡢே㛫⥴୍ࡀ㔜࠸Ⲵ≀ࡳ✚ࢡࢵࣛࢺࢆ㎸1ࠋ࠺ࡼࡋࡴ ᪥ࡢࡾࡓ࠶⥲✚㍕㔞

⏘⏕࣒࣮ࢳࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡣࡇࡿࡍỴᐃࢆ㝈⏺⏕⏘ᛶࡢ㸪ྛேࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍほᐹࢆ
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ྛ࡚࠸ࡘᢞධࡿ࠸࡚ࡋ㸪༠ᴗࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍほᐹࢆฟ㔞⏘⥲ሙྜ㸪༢ࡢ
㸬
ಶேࡢࡇࡢ

⏘ฟ㔞ᑐࡿࡍ㈉⊩ᗘࢆᐃ⩏ࡶࡇࡿࡍỴᐃࡶࡇࡿࡍ㞴ࠋ࠸ࡋᐃ⩏ࡾࡼ㸪ࡢࡑ⏘

ฟ㔞ࡾ࠾࡚ࢀࡉࡽࡓࡶ࡚ࡗࡼ࣒࣮ࢳࡣ㸪ࡢࠎྛࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡢࡑࡣࢀࡑศ㞳ྍ⬟࡞⏘

ฟ㔞ྜࡢィ
㸬㸬

ࠋࠖ࠸࡞ࡣ࡛ (Ibid., p. 779, ᙉㄪࡣཎⴭ⪅) 

ᛰᴗࡢ࣮ࣂ㸪࣓ࣥࡾ࡞ᅔ㞴ࡣࡇࡿࡍᐃ ࢆᛶ⏘⏕ࡢ࣮ࣂ㸪ྛ࣓ࣥࡣሙྜ࡞࠺ࡼࡢࡇ

(shirking)ࢆ㜵ࡣࡵࡓࡄ⏕⏘ᛶሗ㓘ࡀ㛵㐃࡙࠺ࡼࡢࡑࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠸࡚ࢀࡽࡅ

ࡢ㸪⏕⏘ᛶࡾ࠶࡛⏤⌮ࡿࢀࡉᚲせࡀ⧊⤌῭⤒ࡀࡑࡇᐃ(metering) ࡢሗ㓘ᢞධ⏕⏘ᛶ࡞

㧗ࡿࡅ࠾⧊⤌῭⤒ࡣࡉ ᐃࡢඃຎ౫Ꮡࡿࡍᙼࡣࡽᙇࡿ࠶࡛ࡢࡿࡍ(Ibid., p. 779)ࠋ

 ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࡡࢀࡓಖࡀᛶ⏘⏕࡚ࡋ࠺ࡼࡢ㸪௨ୗࡣ࡛ࡢ㸪ୖ࡛ࡤ࠼ࡓ

ࢆࡁ⥆ᡭ⧊⤌࡞ࡓ㸪᪂ࡣ⏝㈝ࡿࡍㄆ☜ࡣࡓࡲᐃ ࢆ≀⏘⏕⏺㝈ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ࣒࣮ࢳࠕ

ື⾜ࡢᢞධࡢࠎ㸪ಶࡣᛶ⏘⏕ࡢᢞධྛࠋࡿࡏࡉࡌ⏕
㸬㸬

ࢀࡉಖ☜࡚ࡗࡼࡇࡿࡍほᐹࢆ

࠸ࡢࡶࡁࡴ㎸ࡳ✚ḟࡀேࡿ࠶㸪ࡿ࠸࡛ࢇ㎸ࡳ✚ࢆ≀Ⲵࢡࢵࣛࢺࠋࡿ࠺

ഴ᪉ࡢᙼࡀ≀ရࡿ࠸࡚ࢀࡲ㎸ࡳ✚㸪ࡿࢆ᠁ఇࡇࡤࡓ㸪ఱᅇࡿࡍື⛣ࡃ㏿

ࠋࠖࡿ࠸࡚࠸ (Ibid., p. 780, ᙉㄪࡣཎⴭ⪅) 

㸪ṧవㄳࡾ࡞ᚲせࡀᑓ㛛ᐙࡿࡍど(monitor)┘ࢆື⾜ࡢ࣮ࣂ࣓ࣥ࡞࠺ࡼࡢࡇ㸪࡚ࡗࡀࡓࡋ

ồᶒࢆࣈࢸࣥࢭ࡚ࣥࡗࡼࡓࢀࡽ࠼┘ど⪅ࡀ㸪ྛ࣓ࣥࡢ࣮ࣂዎ⣙᮲௳ࢩ࣮ࣂ࣓ࣥࡸ

㸪ࡣయ࡞୰ᚰⓗࡢࡑࠋ(Ibid., pp. 782-783) ࡿ࡞୰ᚰࡢᚓ࡚㸪ዎ⣙ࢆᶒࡿࡍኚ᭦ࢆࣉࢵ

ᴗࡢᡤ᭷⪅ࡧࡼ࠾㞠⏝⪅ࡀࡿࢀࡤ㸪ࡿ࡞࠸ࡣࡢࡿ࠶ࡇࡑᶒጾ⩏ⓗ࡞⤫ไ࡛ࡶ

 ࠋ(Ibid., p. 794)ࡿ࠶࡛ࡢ࡞ዎ⣙ᵓ㐀ࡓࢀࡉࡽࡉ΅࡞ⓗ⥆⥅ࡢ㸪୰ᚰⓗయࡃ࡞

ࢆᚩ≉ࡢຠ⋡ⓗᕷሙࡣ㸪ᴗ࡚ࡋᯝ⤖ࡢὶධࡢሗࡢᙜ⪅㸦㞠⏝⪅㸧࡞୰ᚰⓗࠕ

ᖏࡧ㸪ࡢࡑ୰࡛ࡣ㸪ከࡢࡃ≉ᐃࡢᢞධ≀⏘⏕ࡢ㛵ࡿࡍ≉ᚩࡀࡾࡼࡸᏳ౯⏝ྍ

᥈⣴ࡢᚑ᮶ࡓࡌ㏻ࢆ㸪୍⯡ᕷሙࡀ⏝᪉ἲ࡞ࡓ᪂ࡸྜ⤖࠸Ⰻࡾࡼࡢ※㈨ࠋࡿ࠶࡛⬟

ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄㸪ᚑ᮶ࡣ≀㸪ᢞධ࡚࠸࠾ពࡢࡇࠋࡿ࠺ࢀࡉㄆ☜ຠ⋡ⓗࡶࡾࡼ

த➇࠸࡚ࡌ㏻ࢆ㸪ᴗࡓࡲෆ㒊࡛㸪ࡢ㸪ᴗࡃ࡞ࡣ࡛࡚ࡌ㏻ࢆᕷሙࡽࡥࡗࡶ࠺

ࠋࠖࡿ࡞᭕ࡀத➇ࡢᢞධ㛫ࡢ㸪ᴗෆࡿࡍᙉㄪࢆத➇ࡢᴗ㛫ࠋࡿࡍ (Ibid., p. 795) 

࡞࠺ࡼࡓࡋᣦࡀࢫ࣮ࢥ㸪ࡣ࡚࠸࠾ㄽ⌮ࡢࢶࢵࢮ࣒ࢹࣥࣕࢳࣝ㸪࡚ࡋ࠺ࡼࡢࡇ

ᴗᕷሙࡢ㐪ࡣ࠸ㄆࡾ࡞ࡃ࡞ࢀࡽࡵ㸪ᴗࡶᕷሙࡿ࠶࡛✀୍ࡢぢࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࡉ࡞ 

� ㆟ࡢࡽ㸪᪉࡛㸪ᙼࡶࡽࡀ࡞ࡋᙇࢆඃᛶࡢㄽ⌮ࡢࡽ⮬㸪ࡣࢶࢵࢮ࣒ࢹࣥࣕࢳࣝ

ㄽࡢࢫ࣮ࢥࡀ㆟ㄽᚲ࠸࡞ࡋ┪▩ࡶࡋࡎᙇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

Ὕᐹࡓࡋ㏱ᚭࡢࢫ࣮ࢥ͐͐࠸࡞ࡋ┪▩ࡢࡶࡢࢫ࣮ࢥࡶࡋࡎᚲࡣぢ᪉ࡢᴗࡢࠎᡃࠕ

㸪ࡾ࠶࡛ࡇ࠺࠸ࡿࡍ㔜どࡗࡶࢆᐇ࠺࠸࠸࡞ࡋ⬟ᶵࡣࡋ࡞⏝㈝ࡣ㸪ᕷሙࡣ

ᙼࡣᴗࡢᏑᅾࡢᇶᮏⓗㄝ࡚᫂ࡋ㸪ዎ⣙ࢆᙧᡂ
㸬㸬

ࡋ౫ᣐ⏝㈝ࡢ⏝ᕷሙࡢࡵࡓࡿࡍ
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ࡇࡿࡍពྠㄽ⌮ࡢᴗࡃᇶ࡙⏝㈝ࡢ⌮⟶㸪ᐜ᫆࠸ࡽࡃࡌ㸪ྠࡣࠎᡃ͐͐ࠋࡓ

㸪ࡾ▱ࢆࡿࢀࡉពࡀఱ࡚ࡗࡼ㸪ᴗࡣࡿࡵ㐍ඛࢆㄽ⌮ࡢࡑ͐͐࠺ࡼࡁ࡛ࡀ

㈨※ࡀ⏝㈝ࡢࡇࡿࡍ࠘⌮⟶ࠗࢆ㸪ᕷሙྲྀᘬࢆ㏻ࡓࡌ㈨※㓄ศ⏝㈝ࡢẚ࡚ప࡞ࡃ

ࠋࠖ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋㄝ᫂ࢆἣ≦ࡿ (Ibid., pp. 783-784, ᙉㄪࡣཎⴭ⪅) 

࠸࡞ࡣᛶྜᩚ࡞࠺ࡼࡿࡍᙇࡀࡽ㸪ᙼࡣ㛫ࡢ㆟ㄽࡢࢫ࣮ࢥ㆟ㄽࡢࡽ㸪ᙼࡽࡀ࡞ࡋࡋ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡽࡿ࠸࡚࠼ᤊ࠺ࡼࡢ௨ୗࢆᕷሙࡣࡽ㸪ᙼࡽ࡞ࡐ࡞ࠋ࠸࡞ᚓࢆࡿࡊࢃゝ

࣒࣮ࢳ᪤ࡣࢀࡑ㸦ࠋࡿࡁど࡛┘ࢆ⏘⏕࣒࣮ࢳࡢࡽࡃ࠸㸪࡚ࡋ㸪ཎ๎ࡣᕷሙ➇தࠕ

⧊⤌ࢆ
㸬㸬㸬

ࡢሗ㓘ࡢ࣒࣮ࢳࡢࡑ㸪ࡣ⪅ᡤ᭷ࡢ≀ᢞධ࠸࡞࡛࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳ㸧ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᑡࡢࡋศࡅ๓ᘬ࠼᭰ࡁ㸪㐣ᗘ㸦ࡕࢃ࡞ࡍ㸪㐣ᡶࡢ࠸㸧ᛰᴗࡗྲྀ࣮ࣂ࣓ࣥࡿࡍ

࡚௦ࡋ⏦ࢆࡇࡿࢃฟࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ₯ᅾⓗ࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳ࡞㛫ࡢᕷሙ➇தࡀ㸪ࢳ

㸪࣮ࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳ㸪ࡣࡇࡑࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࡍỴᐃࢆሗ㓘ࡢಶேࣉࢵࢩ࣮ࣂ࣓ࣥࡢ࣒࣮

⤒Ⴀ⪅㸪⤌⧊⪅㸪ᡤ᭷⪅㸪㞠⏝⪅ࠋࠖ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞࠸ࡶࢀࡎ࠸ࡢ (Ibid., p. 781) 

⤒࡞ࠎᵝࡿࢀࡉㄝ࡚᫂ࡋ㸪ዎ⣙ᵓ㐀ࡤࢀࡼㄽ⌮ࡢࢶࢵࢮ࣒ࢹࣥࣕࢳࣝ㸪ࡕࢃ࡞ࡍ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉỴᐃ࡚ࡌ㏻ࢆத➇ࡿࡅ࠾ᕷሙ㸪ᖖࡣ⧊⤌῭

� ሗ࡞ᚲせࡵࡓࡄ㜵ࢆᛰᴗࡢ࣮ࣂ࣓࣒࣮ࣥࢳ㸪ࡣㄽ⌮ࡢࢶࢵࢮ࣒ࢹࣥࣕࢳࣝ

ࢆไᗘࡽື⾜ពᅗⓗࡢయ῭⤒ࡿࡍ㸪୍ぢ࡚࠸࠾Ⅼࡿ࠸࡚ࡋၥ㢟ࢆࣈࢸࣥࢭࣥ

ㄝ᫂ࡿࡍ㆟ㄽ࡛࠺ࡼࡿ࠶ぢࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿ࠼㸪ࡢࡑ⤒῭యࡢࡽ⮬ࡣᚓࢆ㏣ồࡘࡋ

⤌῭⤒㸪⥅⥆ⓗࡾ࠶࡛ࡅࡔࡿ࠸࡚ࡋᛂࣈࢸࣥࢭࣥࡿࢀࡽ࠼࡚ࡗࡼ㸪ዎ⣙ࡘ

ዎ⣙᮲ࡀయ῭⤒ࡢࠎಶࡣ࡛ࡇࡑࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆពᅗࡿࡍ࠺ࡼࡋᣢ⥔ࢆ⧊

ࡿࡍத➇ࡎ࠼⤯య῭⤒ࡢ࡚ࡗࡄࡵࢆ௳
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

⤖ᯝ
㸬㸬

࡚ࡋ
㸬㸬㸬

㸪㈨※ࢆຠ⋡ⓗ⏝࡛ࡿࡁ⤒῭

ࣥࣕࢳࣝ㸪࡚ࡋ↛㸪౫ࡣࡇࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ᤊࡿࢀࡉᣢ⥔ࡋ❧ᡂࡀ⧊⤌

 ࠋࡿࢀࡽぢࡀ⌮ㄽࡢᵝྠࡢࡓࡋᐃ࡚࠸࠾☜ᐇᛶ㸪㐍㸪⤒῭⌮ㄽࠖ(1950)ࠕࡀ

ไᗘࢆㄽࡿࡌ㸪ࡐ࡞ᕷሙࡿࡅ࠾༑ศ࡞➇தࢆ๓ᥦ࡛ࡀࢫ࣮ࢥࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡿࡁ

ᣦࡣࡢࡓࡋ㸪ᕷሙࡓࡲࡶไᗘࡾ࠶㸪➇தᕷሙ㏆ࡀࡢࡶ࠸ᡂ❧ࡣࡿࡍධࡔࢇ⤌ࡾつไ

࡚ࡗయ῭⤒ࡢࠎಶࡀไᗘ࡞࠺ࡼࡢࡑ㸪࡚ࡋࡑࠋࡓࡗ࠶࡛ࡇ࠺࠸ࡔᚲせࡀつ๎ࡸ

௳࡛ࡃ࡞ࡣ㑅ᢥࡢᑐ㇟ࡀࡑࡇࡇ࠺࠸ࡔ㸪ࡀࢫ࣮ࢥ᫂ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞ࡇࡓࡋࡽᐇ

㝿ࡢ⤒῭ไᗘࡣ㸪ࡢࡑ୰ࡢ⤒῭య⮬㌟ࡶ࡚ࡗࡼㄆ▱ࢀࡉ㸪ពᅗⓗᵓ⠏ࡿࡍヨ࡞ࡀࡳ

៖⪄ࢆ᪉ࢀࡉࡢ▱ㄆࡢไᗘࡿࡼయ῭⤒ࡢᐇ⌧࡞࠺ࡼࡢࡑࡣࠎ㸪ᡃࡾ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࢆไᗘኚ࠸ࡋࡲ㸪ᮃࡶࡇࡿࡍㄝ᫂༑ศࢆࢫࢭࣟࣉࡢኚࡢ㸪ㅖไᗘࡤࢀࡅ࡞ࢀධ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࡁ࡛ࡶࡇࡿᚓࢆᣦ㔪ࡢࡵࡓࡍಁ

�
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ϫ㸬ࡾࢃ࠾�

� ᮏ✏ࡢࡿࡓ┠ⓗࡣ㸪ࢫ࣮ࢥ㸪ࣥࣕࢳࣝ㸪ࡢࢶࢵࢮ࣒ࢹ㆟ㄽࡢ᳨ウࢆ㏻࡚ࡌ㸪᪂ไ

ᗘὴᴗ⌮ㄽ㐍ㄽࡢ㛵ಀࢆ᫂ࠋࡓࡗ࠶࡛ࡇࡽ�

ϩ⠇࡛ࡣ㸪⤒῭⌮ㄽࡢ㐍ㄽࡢ⏝㛵ࣥࣕࢳࣝࡿࡍ㸻ࢬ࣮ࣟࣥ࣌ㄽதࢆࡾ㏉ࡗ

࣌㸪ࡀࡓࡗ࠶࡛ࡳヨࡃ㝖ࡾྲྀࢆ௬ᐃ࡞㠀⌧ᐇⓗࡿࡍ㛵య῭⤒ࡣ㆟ㄽࡢࣥࣕࢳࣝࠋࡓ

ၐࢆ㆟␗㆟ㄽࡢࣥࣕࢳ࡚ࣝࡋᙉㄪࢆ㔜せᛶࡢᶵືࡢே㛫ࡿࡅ࠾㇟῭⤒ࡣࢬ࣮ࣟࣥ
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1 はじめに
我々は様々なシナリオによるマクロ環境
の変動を適応する企業モデルを構築した。
本研究の産業モデルでは、お茶を生産・
販売する複数の企業エージェントが存在
し、各々の行動指針に基づき、強化学習に
よって妥当な意思決定を行えるようにな
る。行動指針は株式市場に使われている
ROE(return on equity、株主資本利益率)志
向、ROA(return on assets、総資本利益率)
志向、売上高純利益率志向、総資産回転率
志向、財務レバレッジ志向の五種類を想定
する。
企業エージェントが行う意思決定は以下
のようになっている。原資を金融・資本市
場から調達する。原料のお茶の葉を市場か
ら購入し、生産・販売・管理の人材を雇用
し、更にお茶を生産するための機械設備で
ある製茶器も購入する。企業エージェント
はこれらの経営資源を利用し、お茶を生
産・販売することによって利益を得ること
が出来る。
産業モデルでは、モデルの内部に行われ
る企業間の市場競争によるダイナミックス

だけではなく、外生的要素も想定する。産
業モデルには外生的要素として、機械設備
の価格変動、生産原料の価格変動、労働力
の賃金の変動、政府の法人税率変動、銀行
の利子率変動などのマクロ環境変動を想定
する。
本研究では、我々は様々な外生的要素や
その外生的要素の組み合わせに対し、どの
ような行動指針が最もマクロ環境の変化に
適応出来るかを検証する。

2 企業モデル
本研究では、人工知能エージェントは意思
決定を行う企業経営者として想定し、シン
プルなモデルを想定した。原料、機械設
備、製品とも一種類のみで成り立ちうるこ
とから、企業モデルをお茶を製造する製造
業メーカーをもとに設計した。
企業エージェントは、原資を金融・資本市
場から調達する。原料のお茶の葉を市場か
ら購入し、生産・販売・管理の人材を雇用
し、更にお茶を生産するための機械設備で
ある製茶器も購入する。企業エージェント
はこれらの経営資源を利用し、お茶を生



産・販売することによって利益を得ること
が出来る。
商品市場であるお茶市場の消費者は独占
的競争市場の需要関数として表現する。原
料市場・労働市場・金融市場は完全競争市
場と仮定し、企業エージェントの購入・雇
用・融資活動による価格・労賃・利子率の
などのマクロ環境はシナリオに応じて変化
する。
企業エージェントの諸活動と会計システム
モデルは、国民経済計算のバーチャルエコ
ノミーの製造業[出口 2000]を元に構築した
[李 2008]の企業モデルを前提に、各シナリ
オに対応できる企業モデルの企業活動プロ
セスを再構築した。再構築した企業モデル
及び企業活動プロセスは後述のように仮定
した。
2.1 単位
　 このモデルは以下の単位で諸計算を行
う。
• 通貨：百万円
• お茶（製品）、お茶の葉（原料）：1㌧
• 製茶器（生産設備）：1個
• 労働力：1人
2.2 マクロデータ
　 企業活動は様々な外部マクロデータに影
響される。マクロパラメータは、シナリオ
に応じて変化する。マクロデータの初期状
態は以下のようになっている。
• 法人税率：５０％
• 銀行利子率：１０％
• 標準賃金（労働力の価格）：２百万円
• 製茶器価格（生産設備の価格）：１００
百万円

• お茶の葉価格（原料の価格）：1百万
2.3 製品市場
製品市場は一般的な左肩下がりの需要関
数で構成される。独占的競争市場の需要関
数は式(1)のように定義した。

 ……(1)

Ｉは企業の集合。Piは企業iの商品の価格
を表し、Qi は企業iの最大販売量を表す。
c,d,eはパラメータである。これらのパラ
メータはシナリオによって変動する。本研
究 で は 、 パ ラメ ー タ の 初 期 状 態 を
c=250,d=1,e=0.1とした。
2.4 財務諸表
　 本研究では、必要最小限の貸借対照表、
損益計算書のデータを構成するためのモデ
ル設計を行った。この企業モデルで、下記
のような損益計算書と貸借対照表が計算さ
れる。
　 表1は損益計算書の一例であり、表2は貸
借対照表の一例である。
表 1 企業エージェントの損益計算書

売上高 75
製品売上高 75

売上原価 36
製品売上原価 36

売上総利益 39
販売管理費 10
管理費 8
販売費 6

営業利益 25
営業外収益と費用 0
支払利息 5

経常利益 20
税金支出 10
法人税 10

当期純利益 10

表 2　企業エージェントの貸借対照表

借方借方 貸方貸方
固定資産 0負債 0
　　生産設備 0　　銀行借入金 0
流動資産 200 　　
　　現金預金 200資本 200
　　原料在庫 0　　資本金 200
　　製品在庫 0　　内部留保 0
資産合計 200資本負債合計 200



2.5 資金繰り
　 企業エージェントは下記の二種類の方法
で会社の運営資金を得る。
1. 銀行からの借入：

• 銀行から有利子の融資を受ける。所
定の利子率に基づいて、利子を支払
う義務が発生する。融資の限度額
は、「100+前期の売上高/2」とす
る。

• 銀行からの借入金を返却不可能に
なった場合、企業は倒産する。

2. 資本構造の調整
• 増資や減資で資本構造を調整するこ
とが出来る。調達可能な資本金の総
額は、企業が定めた配当性向率＊
500と仮定した。

• 企業は毎期の期末に、当期純利益の
中から配当性向率の分だけの配当を
配分する。

2.6 生産活動
　 このモデルでは、お茶を生産のために下
記のような生産要素を利用すると仮定す
る。製造されたお茶の在庫は企業の流動資
産に含まれる。
1. 原料：お茶を造るために、お茶の葉を
利用する。1単位のお茶を作るために、
2単位のお茶の葉が必要となる

2. 機械設備：お茶を作るための機械設備
として、製茶器を利用する。1単位の機
械で1期の間、5単位のお茶を生産でき
る。

3. 労働力：製茶器を動かすために、労働
力が必要である。1単位の製茶器を操作
するために4単位の労働力が必要であ
る。

2.7 雇用活動
　 企業活動を円滑に遂行するために、以下
の3種類の労働力を雇用する必要がある。
1. 生産の労働力：お茶を生産するため
に、製茶器を稼動させるための労働力

である。1単位の製茶器を稼動させるた
めに4単位の労働力が必要である。

2. 販売の労働力：商品を販売するため
に、販売人員は必要である。1単位の販
売労働力で3単位のお茶を販売すること
が出来る。

3. 管理の労働力：以上の二種類の労働者
を管理するために、管理職の労働力も
必要である。1単位の管理労働力で2単
位の生産労働者や販売労働者を管理す
ることが出来る。

2.8 減価償却
企業エージェントが利用する生産設備は会
計上に減価償却が行われる。生産設備であ
る製茶器の償却期間を5年、残存価額は
10％と仮定した。プレイヤーは定額法と定
率法から一つ選ぶことができる。なお、残
存価額は償却が終了後、スクラップとして
処分する際に得られる金額である。減価償
却費は製品売上原価で計上する。
1. 定額法の場合： 

• 毎年の償却額は、購入価格の18％
2. 定率法の場合

• 毎年の償却は、当期残存価額の36。
9％

2.9 キャッシュの計算
企業活動により、企業エージェントは以下
のようなキャッシュフローが発生する。こ
のモデルは売掛金、買掛金、未払い金など
を扱わない。
1. 現金流出

• 設備購買：製茶器の購入代金
• 原料購入：お茶の葉の購入代金
• 雇用：管理、生産、販売の人件費支
払

• 減資：資本買戻しに伴う出資者への
支払

• 配当支出：出資者に対する配当支払
• 融資返却：銀行借入の返却
• 利子支出：融資の利子支払



• 税金支出：法人税の支払
2. 現金流入

• 販売：売上に伴う現金流入
• 増資：資本増加に伴う現金流入
• 融資借入：銀行借入に伴う現金流入
• 廃棄機材処分：購入価額の10％を得
られる

2.10 原価計算
　 本研究では、実際原価計算を採用し、原
価計算は式(2)のように定義する。
 ……(2)

　 t期目の製品一つあたりの製造原価PCt
は、t期目の原料費Mt、生産労働者の人件費
Wtとt期目の減価償却費Dtの合計をｔ期目の
量Qtで割ることで計算する。
　 複数期に渡り、調達・生産活動を行うた
め、コストが異なる原料や商品が混在する
ことが生じる。この際の原価計算は加重平
均法で計算する。原価の計算式は式(3)のよ
うに定義する。
 ……(3)

　 現在の原価Ctは、t期目の生産・購買原価
PCtとｔ期目の生産量Qt、ｔ－１期目の在庫
原価Ct-1、ｔ－１期目の在庫St-1によって計
算される。

3 マクロ環境モデル
本研究では、人工知能エージェントはマ
クロ環境の変化に適応できる企業戦略を学
習する。マクロ環境の変化は、様々なシナ
リオによって実現される。本研究では、表3
のようなシナリオがある。
表 3 マクロ環境変動シナリオ
シナリオ マクロ環境への影響

景気の変動 需要関数の式(1)のパラメータc,d,eが
変動する。景気が良い時、需要量
増、景気が低迷の際、需要量減。

原料価格の高騰 生産のための原料価格は基本価格の
５倍になる。効果は一期限り。

技術革新 技術革新により、機械設備の価格が
半減する。この効果は永続する。

人件費の高騰 労働市場の需要増大により、雇用コ
ストが倍増する。効果は永続する。

ゼロ金利政策 銀行融資の利率が０％になる。政策
が解除されるまで効果が継続する。

法人税減税 法人税の税率が半減する。政策が解
除されるまで効果が継続する。

4 マルチエージェントシミュレー
ションモデル
本研究はシミュレーションエンジンとし
てSOARS (Spot Oriented Agent Role 
Simulator)iを採用した。SORASはスクリプ
ト型の社会シミュレーション専用のシミュ
レーターである。並列計算用のグリッドエ
ンジンや人間参加型ゲーミングを支援する
ためのゲーミングユーザインタフェースが備
えられており、本研究のような財務諸表の
計算に基づくモデル構築との親和性も高
い。
SOARSはJAVAベースで構築されており、
SOARS外部のJAVAクラス・オブジェクトを
機能オブジェクトとして容易に導入するこ
とが可能である。本研究では、著者が今ま
で製作した強化学習のためのJAVAクラスを
導入し、企業エージェントの意思決定エン
ジンとして活用した。強化学習の詳細につ
いては[2003 李　出口]で詳しく述べられて
いる。
4.1 ゲーミングシミュレーションによるモ
デル検証
モデルとパラメータの妥当性を検証する
ために、本研究のモデルを基づき、スプ

i http://www.soars.jp/ja/index.html

http://www.soars.jp/ja/index.html
http://www.soars.jp/ja/index.html


レッドシート及びGoogle App Engineのク
ラウド環境で人間参加型のゲーミングツー
ルを開発した。ゲーミングシミュレーショ
ンによるモデル検証の有効性については[李 
出口 2005]と[Lee et.al 2006]に詳しく述べ
られている。
このツールを利用し、著者が所属してい
る専門職大学院で開講されている経営学特
論の受講者、及び専修学校の経営情報学科
を対象とした経営学の受講者に、2009年6
月、2010年1月、2010年6月、合計三回の
ゲーミングシミュレーションを行った。
ゲーミングシミュレーションの詳細は[李 
2010]に述べられている。

4.2意思決定項目
人工知能によるエージェントベースシミュ
レーションの場合、意思決定項目数が増える
と、学習が複雑になり、チューニングなども
困難になるため、強化学習エージェントの実
装のために、資本と利益処分の意思決定など
を省略し、表4のような3種類の意思決定のみ
を行うエージェントを想定した。省略された
意思決定項目は、表5のようなルールで算出さ
れる。

表 4　強化学習エージェントの意思決定項目

融資の意思決定 融資借入・返却
購買の意思決定 機械設備購入数
販売の意思決定 製品価格
表 5 簡略化された意思決定の算出方法

減価償却法定額法か定率
法

定額法に固定

資本と利益
処分の意思
決定

配当性向率 50％に固定資本と利益
処分の意思
決定

増資額 変更不可
資本と利益
処分の意思
決定 減資額 変更不可

購買の意思
決定

原料購入数 機械設備をフル稼
働する前提に、必
要な原料購入数を
算出する

雇用の意思
決定

生産者雇用数機械設備をフル稼
働する前提に、必
要な生産労働力を
算出する

雇用の意思
決定

販売者雇用数製品在庫を全て販
売する前提に、必
要な販売労働力を
算出

生産の意思
決定

製品生産数 所有している生産
要素を全て投入す
る前提に、生産す
る製品数を算出す
る

4.3 強化学習のルール
強化学習のルールは、表6、表7と表8のよう
な方式で生成される。1セットの条件部に対
し、20パターンの行動部がランダムに生成さ
れ、20種類のルールが作成される。以上の設
定によって、実際では、各強化学習エージェ
ントは約3、000個前後のルールを持つ。

表 6 強化学習の条件部

基準 計算式 範囲
貸借対照表の
現金c

0~9

貸借対照表の
負債d

0~9

機械設備の数
m

0~9

前期の販売価
格p

0~9

表 7 強化学習の行動部

意思決定 範囲 計算式
t期の融資額
ft

Af

1~5



t期の機械設
備購買数bt

Ab

1~5

t期の製品価
格pt

Ap

1~5

表 8 強化学習の評価

投資尺度 評価
ＲＯＥ志向

ＲＯＡ志向

売上高純利
益率志向
総資産回転
率志向
財 務 レ バ
レッジ志向
4.4 SOARSスクリプト
図1のようなSOARSオブジェクトと表9のよ
うな20ステージを定義し、SORAS上で企業モ
デルを構築した。図1では、teaFactoryは企業
エージェントであり、TeaFactoryは企業エー
ジェントロールである。生産・販売の関連パ
ラメータはparametersスポット、その他マク
ロデータはmacroDataで集中管理。製品取引
の市場はmarketスポットである、Marketは
需要関数を定義したスポットロールである。

図 1 エージェントとロール

表 9 SOARSのステージ

期首処理
条件部生成

行動部生成
意思決定
融資活動
購買活動
機械設備関連計算
雇用活動
生産活動
減価償却計算
原料計算
原価計算
販売活動
廃棄処理
資本関連処理
キャッシュフロー計算
PL計算
BS計算
行動評価・学習
期末処理
4.4 シミュレーション結果
我々はSOARS上で構築した企業モデルを人

工知能エージェントによる学習およびシミュ
レーションを行った。
企業エージェントは1期に表9で定義した20

ステージを実行する。1サイクルを24期と
し、サイクルごとにエージェントの財務状況
などは初期化される。本番実行の前に企業
エージェントは200サイクルの学習を行う。
学習のサイクル数について、ROA志向エー

ジェントを20体用意し、100、200、400、
800サイクルを学習した際の平均内部留保を
比較した結果、200サイクル以上では有意な
差が見られなかった。その中でもっとも学習
回数の少ない200サイクルを採用した。
表8で定義された5種類の投資尺度以外に、

比較対象としてランダムに意思決定を行うラ
ンダムエージェントも用意した。各種類の
エージェントを100個作成し、シミュレー
ションを行った。
シミュレーションの結果は、学会当日で詳

しく説明する。

5 おわりに
我々は機械設備の価格変動、生産原料の



価格変動、労働力の賃金の変動、政府の法
人税率変動、銀行の利子率変動などのマク
ロ環境変動などマクロ環境の変動を適応す
る企業モデルを構築し、株式市場に使われ
ているROE(return on equity、株主資本利
益率)志向、ROA(return on assets、総資本
利益率)志向、売上高純利益率志向、総資産
回転率志向、財務レバレッジ志向を基づい
て意思決定を行う企業エージェントを設計
した。
これらのマクロ環境変動やマクロ環境変
動の組み合わせに対し、どのような行動指
針が最もマクロ環境の変化に適応出来るか
を検証した。
このシミュレーションモデルはマルチ
エージェントシミュレーションだけではな
く、表計算ソフト及びクラウド環境上のビ
ジネスゲーム用にも開発した。これからは
人工知能エージェントによるコンピュータ
シミュレーションと人間参加型のゲーミン
グの連動を目指し、より妥当性の高いシ
ミュレーションを目指す。
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概要
金融市場における伸縮的価格決定は，ワルラスが『純粋経済学要論』にて証券取引所を例に

取り上げたこともあって，新古典派的市場の典型であるように思われている。東京証券市場で行
われている株価決定の方式には，板寄せ方式とザラバ方式があり，板寄せ方式はこれに似ている
が厳密には異なるものである。また，ザラバ市場は新古典派的市場の枠組みではとらえきれな
い。本稿は，これらの株価決定の方式を考察し，またザラバ市場に関しては，U-Mart人工市場
実験による知見をもとに，価格がどのように形成されるのか追跡し，新オーストリア学派の市場
過程論からこれを考察する。

1 板寄せ方式と需給の一致
1.1 東京証券取引所の株価決定：板寄せ方式とザラバ方式
東京証券取引所で行われている株価決定の方式には二通りある。「板寄せ」と「ザラバ」である。
板寄せ方式は次の (1)～(3)の売買を行う際に使われる。(1)前場と後場のそれぞれの始値と終値
を決定する売買，(2)一時的に売買を停止した時に再開に際して，最初に成立する値段を決定する
売買，(3)特別気配を出しているときに成立する値段を決定する売買，である。板寄せで行われる
∗本稿は科学研究費補助金 (課題番号 22530191) の助成を受けたものである。
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売買の仕組は一般的に行われている競 (せり)と同じ仕組みで，これを東京証券取引所では「価格
優先の原則」と呼んでいる1。次のようなものである。

• 価格優先の原則：

– 買い注文については，値段の高い注文が，値段の安い注文に優先する。
– 売り注文については，値段の安い注文が，値段の高い注文に優先する。

実際に行われるている仕組に即して述べると，次の 3つの条件が満たされるようにして売買されて
いる。

• 成行の売り注文と，成行の買い注文のすべてについて約定する。

• 約定値段より高い買い注文，約定値段より低い売り注文は，すべて約定する。

• 約定値段において，売り注文または買い注文のいずれか一方すべてについて約定し，他方は
売買単位以上が約定する。

ザラバ方式は板寄せ方式によって売買が成立した後に，売り注文と買い注文が価格に関して交錯
していない状態で，売買を行うときに使われる。すなわち，既に受け付けている売買注文に対して
新たに注文を受け付けて，値段が合致すれば売買を成立させる方式である。証券取引所では通常，
始値が決まった後から，終値が決まるまでの間に行われる。ザラバ取引では板寄せにおける「価格
優先の原則」に加えて，次の「時間優先の原則」が加わる。

• 時間優先の原則：同じ値段の注文の場合，取引所で受け付けた時間が早い注文が遅い注文に
優先する。

板寄せ方式は価格優先の原則のみで，時間優先の原則はない。即ち，注文の到着した時の「早い・
遅い」に優劣はなく，注文はまとめて合わせられるから時間概念はない。そのような時間概念は不
必要である。

1.2 森嶋による説明
森嶋 [5]は市場で価格がどのように決定するかを説明している2。売買の方式に，相対売買，入
札売買，競売買のあることを示し，競売買の例としては東京米穀商品取引所での取引を紹介してい
る。この東京米穀商品取引所の取引は板寄せ方式である。そこでは，撃柝係りが「出来申さず」と
宣言する均衡価格の存在しない場合もあることや，複数の均衡価格が存在する場合も述べている。
森嶋は，この取引所の例から，経済学者が需要曲線と供給曲線をどのように描くか示している。

このような供給状況は，価格を縦軸にとり，数量を横軸にとった図の黒丸の系列で表
される。価格は 1円きざみでとびとびに変化するから，黒丸を線で結んでも，隣接す
る黒丸のあいだの中間に意味はない。われわれの場合，とびとびの黒丸の系列が供給
曲線を形成するが，経済学では通常，価格は連続的に変化すると考えて，供給曲線を
連続曲線で表している。(森嶋 [5]，pp.25-6.)

1東京証券取引所『取引の手引き』 [1]p.34.
2森嶋 [5] 第 部。
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森嶋は供給曲線に続いて需要曲線を導き出す。森嶋の描いた図ではないが，同様の手続きにした
がって東京証券取引所の『取引の手引き』 [1]に記載された板寄せの例の供給曲線と需要曲線を描
いてみよう3。まず記載された板寄せの板は，表 1のようなものであり，これを図にすると図 1に
なる。実際の市場でおこなわれる取引では図のように価格と数量ともに不連続であり，この場合の

表 1: 板寄せ開始前の板

約定価格は 500円となる。

図 1: 東京証券取引所の板寄せ例から作成　横軸;価格 (円)，縦軸;数量 (枚数)

森嶋は，さらに経済学者による競売買の説明として次のように続ける。

経済学者は競売買による価格決定のからくりを次のように説明する。米の総需要を D，
総供給を S，価格を pとする。Dおよび S は pに依存するから，D = F(p)，S = G(p)
である。pの変化に応じた Dの動きが需要曲線を描き，S の動きが供給曲線を与える。
均衡価格 p0 は両曲線の交点できまる。すなわち，

F(p0) = G(p0)

である。与えられた価格 p0 のとき，超過需要 (F(p) > G(p))なら価格は騰貴 (ṗ > 0)
し，超過供給 (F(p) < G(p))なら，価格は下落 ( ṗ < 0)する。ここに ṗは

、
　競
、
　売
、
　買
、
　の
、
　進

3英訳版の Guide to TSE Trading Methodology [1]p.22-3. に記載されたものを示した。なお通常，経済学では横軸に数量，
縦軸に価格を取るが，ここではワルラスの『純粋経済学要論』の図に従って横軸に価格，縦軸に数量とした。
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、
　行
、
　に
、
　応
、
　じ
、
　て
、
　の
、
　価
、
　格
、
　変
、
　化度を表す。(一層詳しくいえば，競売買の進行を表わすパラメー

ターを tとするとき， ṗは価格 pの tに関する変化率 dp/dtを表す。）需給が一致する
(F(p) = G(p))とき，価格は変化しなくなる ( ṗ = 0)。(森嶋 [5]p.27. 傍点は筆者による。)

板寄せ方式では時間概念がない。例えば東京証券取引所では，前場の立会は午前 9時 00分から
始まるが，注文受け付けは午前 8時 00分から始まる。この午前 8時 00分から午前 9時 00分まで
の 1時間の間に受け付けた注文はまとめて午前 9時 00分に，「価格優先の原則」に従って取引がな
される。よって，「競売買の進行に応じての価格変化」はない。もし，板寄せ方式における売買注
文の到着を観察することができれば，刻々と需要曲線と供給曲線の形状は変化し，その結果，両曲
線の交点の変化を見ることができる4。しかし，その交点は約定価格ではない。売買注文を実際に
約定させるのでなく，仮にその注文量で売買を執行すれば，いくらの価格になるのかという仮の価
格である。模索過程に似ているが，需要曲線と供給曲線の変化しない模索過程と異なり，この間は
需要曲線と供給曲線の形状は変化している。森嶋の紹介した競売買の例は，間違いなく板寄せ方式
によるものであるが，森嶋の行った「経済学者の説明」は，厳密には板寄せ方式とは異なるもので
ある。

1.3 ワルラスによる説明
ワルラスは『純粋経済学要論』でパリの証券市場でみられる取引を紹介している。紹介される例
は「3分利付フランス国債」の取引である。この取引相場を 60フランとして需要・供給を均等と
不均等の場合に分けて，次のように説明する。

買手である仲買人がその反対売買を見出し得ない場合。それは 60フランの価格で需要
せられる 3分利の量がこの価格で供給せられる量より大であることを示す。理論的に
は交換は中止されなければならない。60.05フランまたはそれ以上の価格で買い注文を
受けた仲買人がこの価格で受容する。彼らは相場をせり上げる。このせり上げは二つ
の結果をもたらす。(1)60フランでの買手は 60.05フランでは買手となり得ないで

、
　退
、
　く。

(2)60フランで売手となり得なかった，60.05フランでの売手が参加する。………この
ようにして，二つの動機によって有効需要と有効供給との間の隔差は縮小する。両者
の均等が再び実現すれば，価格の騰貴はそこで停止する。(ワルラス [14]久松訳 p.46.
傍点は筆者による。)

反対に，供給が需要を上回っているときには，相場はせりさがり同じことがおこる。例えば，60フ
ランでの売手は 59.95フランでは売手となり得ないで

、
　退
、
　く。60フランでは買手となり得なかった

59.95フランの買手が参加する。供給と需要の隔差が縮小し，供給と需要の均等が実現する。ワル
ラスの紹介した例は，板寄せ方式と類似している。
だが，ワルラスがこの交換の例を述べたのちに自身のモデルを作るときには貨幣は登場しない5。
ワルラスは次のように述べる。

交換の現象と競争のメカニズムの基本概念を与えるために，私は証券市場において金
銀貨幣と交換せられる証券の売買を例にとった。けれども，これらの証券は全く特殊
な種類の商品であり，交換に貨幣が介在するのもまた，交換の特殊の場合である。後に

4塩沢他 [7] 第 4 章参照。U-Mart システムを用いた人工市場実験では観察が可能である。
5ワルラス [14] 第 5 章，第 6 章。
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貨幣の介在する交換の研究を行うが，最初から，これを交換価値の一般的事実の研究
と混同すべきではない。そこで，しばらくわれわれの本道に立ち帰り，そしてわれわれ
の観察に科学的性質を与えるために，任意の二商品を取ることにする。(ワルラス [14]
久武訳 p.48.)

このように，ワルラスはモデル化するに当たっては物々交換の世界から始めている。ワルラスに
とって，ここでの価格は交換価値の比すなわち相対的交換価値のことであり，一般的通用交換手段
との交換比率ではない。ワルラスは 2財の交換から始めて交換される財の種類を増やし，多数商
品の交換にモデルを展開する。しかる後に，ある商品に価値尺度としての機能をもたせることで，
貨幣が登場する。

一商品を価値尺度財として採用することは，その結果として，多数商品の交換の場合
をある点まで二商品の間の交換の場合に帰せしめることによって，一般均衡の市場価
格の決定を簡単にすることができるということである。(ワルラス [14]，久武訳 p172.)

そして，ワルラス自身は次のように述べている。

そこでわれわれは，いま二商品相互の間の交換における有効需要の法則または均衡価
格成立の法則を次のように表現することができる。二商品が与えられるとき，それらに
ついて市場の均衡，すなわちそれぞれ一方の商品で表した他方の価格の定常状態があ
り得るためには，二商品のそれぞれの有効需要がその有効供給に等しいことが必要か
つ十分な条件である。この均衡が存在しないときは，均衡価格に達するためには，有効
需要が有効供給より大きい商品の価格は騰貴しなければならないし，有効供給が有効
需要より大きい商品の価格は下落しなければならない。(ワルラス [14]，久武訳 p66-7.
訳文の傍点は省略)

森嶋の「経済学者の説明」は，厳密には板寄せ方式ではない。また，ワルラスのモデルは，2財
の物々交換であり貨幣は登場しない。両者とも，東京証券取引所で行われている板寄せ方式とは，
類似しているが厳密には異なる。

両者のモデルに共通するのは，超過需要と超過供給のある場合には，それらがなくなるまで，パ
ラメータとしての価格 (交換の相対比率)が変化するということである。その結果，需要量と供給量
が一致する点で取引される価格と数量が決まるとされている。それ以上の分析は無い。おそらく，
標準的なテキストでは，証券市場での価格決定の方法をこのようなものとして理解し，さらにこれ
が証券市場に限らず市場の典型的な価格決定方式とされている。証券取引所における取引から，需
要と供給の一致する点で価格と数量が決まるとする市場が着想され，それが市場の典型であるとす
る新古典派の市場観である。図 1で言えば，不連続点を結んだ曲線が需要曲線と供給曲線であり，
その交点で価格と取引数量が確定するというものである。

1.4 需給の一致の後に残るもの
需給の一致が含意することについて考えたい。需給の一致とは，売買 (交換)対象の財の量が過
不足なく交換されるということで，その時の価格は均衡価格といわれる。ワルラスは次のように述
べる。
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有効需要と有効供給は一定の価格における一定量の需要と供給である。ゆえに paの価
格において (A)の Da 量の需要があるということは，まさにそのことによってそれは
Dapa に等しい Ob 量の (B)が供給せられるということである。(ワルラス [14]久武訳
p.58.))

これが需給の一致の意味であろう。しかし，「有効」とはならない需要と供給については何も語ら
ない。ワルラスは，市場参加者は「市場に到着するまでは，………pa がどれだけになるのか知ら
ない。しかし，そこに到着すればこれを知り，………ただちに daの値を定めることができ (ワルラ
ス [14]久武訳 p.57.)」るとする。しかし，取引できない者が市場から

、
　退
、
　くというのはどういうこと

なのだろうか。均衡価格では購入できない買手 (もっと安い値段で買いたい者)と販売できない売
手 (もっと高い値段で売りたい者)は取引に参加しない。よって，市場から「退く」という意味は，
取引に参加せずに市場を去るという意味であろうか。森嶋も均衡価格において，「超過需要や超過
供給がなくなる」というが，その無くなった超過需要や超過供給については何も語らない。「無く
なる」とはどのような状態なのであろうか。
本稿の例では図 1に示したように，約定価格の 500円で需要と供給の枚数は一致し交換が実行
される。だが，交換が実行された後には表 2に示したような注文が残っている。即ち，需給の一致
した後も，501円以上で 2800枚の供給が残り，500円以下では 4400枚の需要が残っている。つま
り交換を実行できない需要 (買手)と供給 (売手)は，市場から無くなるのではなく行き場を失って
市場に残っている (存在している)。

表 2: 板寄せ終了後の板

ワルラスの模索過程では，均衡価格が発見されるまで繰り返し板が合わせられる。市場から退く
という意味が，市場から去るという意味であれば，この図 1の状態はワルラスの想定した状態では
ない。つまり，

、
　模
、
　索
、
　の
、
　結
、
　果
、
　と
、
　し
、
　て
、
　実
、
　現
、
　し
、
　た
、
　需
、
　要
、
　曲
、
　線
、
　と
、
　供
、
　給
、
　曲
、
　線
、
　で
、
　は
、
　な
、
　い。模索の行われる市場では

そのような者はそもそも市場に存在しないし，交換を実現できないと知った者はあらかじめ市場か
ら去っている。模索が行われて取引が実行される売買は，その均衡価格で取引が実現できない者に
とっては意味がなく，よってその者は初めから市場にはいない。だとすれば，図 1は模索過程の後
に実現する需要と供給の曲線ではない。確かに図 1によって，その交点から均衡価格と取引数量
を決定することはできる。しかし，模索の後にできる需要曲線と供給曲線は，表 1の状態から表 2
の状態を差し引いた板である表 3を元に作成しなければならない。すなわち図 2である。

一般的に需給の一致した後に残るもの，すなわち，交換に参加できなかった買手 (需要)と売手
(供給)はどのようになるのであろうか。ワルラスが例としてあげたパリの証券取引所で，市場から、
　退
、
　くことをやむなくされた者である。取引に参加できなかった売買人は，あきらめて市場から去
るのであろうか。可能性はあるがこれはいかにも変である。市場から立ち去るものは，むしろ売
買 (交換)の実現できた者であろう。実現した者は満足できたから交換の場である市場から去って
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表 3: 取引に参加できない者がいない板

図 2: 取引に参加できない者がいない板の図　横軸;価格 (円)，縦軸;数量 (枚数)
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いく。そもそも
、
　交
、
　換
、
　の
、
　希
、
　望
、
　が
、
　満
、
　た
、
　さ
、
　れ
、
　た
、
　に
、
　も
、
　か
、
　か
、
　わ
、
　ら
、
　ず
、
　，
、
　ど
、
　う
、
　し
、
　て
、
　市
、
　場
、
　に
、
　留
、
　ま
、
　る
、
　必
、
　要
、
　が
、
　あ
、
　る
、
　の
、
　か。

交換のできなかった場合は，中にはあきらめて市場を立ち去る者もいるであろうが，希望をかなえ
るべく交換の機会をうかがって市場に留まる者もいる。すなわち

、
　均
、
　衡
、
　価
、
　格
、
　で
、
　自
、
　分
、
　の
、
　希
、
　望
、
　を
、
　実
、
　現
、
　で
、
　き、

　な
、
　か
、
　っ
、
　た
、
　者
、
　は
、
　，
、
　市
、
　場
、
　か
、
　ら
、
　退
、
　く
、
　の
、
　で
、
　は
、
　な
、
　く
、
　市
、
　場
、
　に
、
　残
、
　る のである。手ぶらで帰ることもできず，また

売れ残りの品を携えては帰ることもできずに，やむなく市場に留まらざるを得ない。
そして重要なことは，実現されなかった需要と供給が市場に留まっていることによって，市場が
存続するということである。もし均衡価格で取引が実現されて，取引に満足した者が市場から去
り，かつ取引に参加できなかった者があきらめて市場から去るならば，そこには市場は存在しな
い。均衡価格で取引が実行された瞬間に市場そのものが消え失せることになる。売れ残りや買い不
足のない状態はそこに売買人が留まる理由もなく，誰もいなくなった市場はもはや市場ではない。
市場には，需給の一致から取り残された者が残っている。この者達こそ市場を形成する。この者達
が市場の外的変化を待つか，あるいは自分の力で市場に変化を起こすことで，利得を得ようとして
いる。市場取引の問題の焦点はここにある。これが明白な形で現れるのは次に述べるザラバでの取
引である。それが東京証券取引所の前場の商いの始まりである。

2 ザラバ市場と市場過程論
2.1 時間優先の原則と人工市場実験の意義
証券取引所で同じように行われる取引であるにもかかわらず，ザラバに関してふれられることは
あまりない。なぜであろうか。理由は大きく二つ考えられるが，その一つは「時間優先の原則」で
ある。この時間概念の存在が新古典派的な分析の枠組みに馴染まないのであろう6。
実際，時間優先の原則が働くために，ザラバ取引の市場では次のようなことが起こる。まずザラ
バでは需要曲線と供給曲線を描くことはできても，その交点は市場にあらわれた瞬間に，その時点
で取引が実行されるから消えてしまう。例えば東京証券取引所の『取引の手引き』 [1]には，表 4
のようなザラバ取引の例が示されている。この需要と供給の状況を不連続点の系列にしたものが，
図 3と図 4である7。まず図 3の状態が時間を通して継続しているから，価格が決まっていない。
つまり，市場には売買を望む者はいるがその希望は満たされず，市場に取り残されている。この状
態で，成行の 200枚の買い (図では 501円)注文が市場に現れる。すると新しい価格が図 4にした
がって決定されて約定する。約定するとその売買注文は，約定した瞬間に市場から消えてしまう。
その結果，市場では再び売りと買いの一致しない，したがって現在価格の決まっていない状態が現
れて継続する。現在の市場では需要曲線と供給曲線による交点は常に存在しない。ザラバ市場では
いつも約定できたなかった注文が残されている。それだけが眼前にあって市場参加者はこれを見て
いる。ザラバでは市場には均衡から取り残された (切り捨てられた)需要と供給だけが残っている
のである。
ザラバの分析が進まなかったもう一つの理由は，この問題を調査・分析するのに必要な取引デー
タが，現実の証券市場から入手することが困難であるという点であろう。金融市場には流動性に加
えて透明性の確保が必須であるが，取引所や証券会社は逐次に実行される取引の詳細なデータを公
開していない。トレーダーとして自分の行った注文は知ることが出来ても市場全体の情報は入手で

6あるいは，ザラバ取引が世界の証券市場で支配的に行われるのは，新古典派的市場観に近い競売買 (オークション) を，
進化的に駆逐したといえるかもしれない。

7谷口 [10] 第 8 章に掲載したものを転載した。
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表 4: 左：ザラバの板 (はじめ)，右：ザラバの板 (200枚の買い注文が入る)

図 3: ザラバの板の図 (はじめ)　横軸;価格 (円)，縦軸;数量 (枚数)

図 4: ザラバの板の図 (200枚の買い注文が入る)　横軸;価格 (円)，縦軸;数量 (枚数)
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きない。このため，仮に経済学者がザラバの特性に気付いたとしても，分析が及ばなかったのでは
ないだろうか。
近年，人工市場による実験が可能になってきた。筆者は人工市場研究の草分けともいえるU-Mart
プロジェクトに開発当初から加わってきた。U-Martシステムは，コンピュータ・ネットワーク上
に仮想の先物取引所を構築し，外生的に与えられた現物の株価指数を参照して先物の指数を取引す
る人工市場システムである8。このプロジェクトは 1998年に始まり 10年以上が経過したが，この
間に改良も進み様々な研究と教育のテストベッドとして利用されている。ザラバと板寄せの比較
は，既に Taniguchi, Ono, and Mori [11]にて報告されているが9，2010年になってより詳細なザラ
バ実験が可能な U-Martシステムが稼働し始めた。そこで新しい U-Martシステムを使った実験に
よって，ザラバによる価格決定を市場参加者の逐次行動から見てみよう。

2.2 2010年U-Mart実験によるザラバ取引
ここで述べるU-Mart実験は筆者が勤務する近畿大学経済学部の演習において行ったものである。

2010年にはザラバ実験と板寄せ実験を並行して行った。初めに予備実験を行い引き続いて本実験
をザラバと板寄せでそれぞれ 6回行った。実験参加者は筆者のゼミナールに所属する学生 13名だ
が，時にはコンピュータ・プログラム・マシンエージェント (以下マシンエージェント)も参加した。
マシンエージェントはあらかじめ取引戦略がプログラムされたトレーダーである。ヒューマンの取
引参加者が少ないときに，マシンエージェントの参加は流動性を高める。また人間にとっては，マ
シンエージェントを相手に取引方法や戦略を実践的に学ぶこともでき，U-Martシステムの端末の
操作方法の練習などもできる等の利便性は高い。
実験は 5日間の先物市場とし，1日は前場と後場の 2回のセッションとした。また 1セッション
は前場を 120ut後場を 150utとし，1utは 1秒とした。現物価格の系列としては，現実の日経先物
を加工した価格系列を使った。なおマシンエージェントの参加した実験も行ったが，ここで報告す
る 2010年 6月 25日の実験ではマシンエージェントは参加しなかった。取引者は 13人の人間だけ
で取引量は少ない。取引を成立させること自体が難しいという市場環境のなかで，トレーダーは戦
略を立てて売買取引しなければならなかった。
2010年 6月 25日に行った市場実験の全体の価格変化を図 5に，その内の 1日目の前場の価格変
化だけを図 6に示した。図 6に従ってどのような取引が行われたか詳細に見てみよう。

立会の前：板寄せ 東京証券取引所では前場立会開始の 1時間前から注文が受け付けられる。U-Mart
システムのザラバ版ではこれを 30秒前からとしている (設定で変更可能)。この 30秒間に表 5に示
したような注文が出された。h01～h13はヒューマン取引者の識別番号 (ID)である。表 5の結果を
板にすると表 6のようになる。この板では交点が存在するから，前場立会開始時点の約定価格は
1,500円となる。約定した注文は市場から消えるから，その直後には表 7のような板になる。
この表 7からザラバ取引が始まる。以下はすべてザラバ取引である。

ザラバ：37utの価格決定 立会開始後から 34utまで，取消しもあわせて 13本の注文が出るが約
定には至らなかった。よって立会開始直後についた 1500円の約定価格が継続した。34utで h13が

8塩沢他 [7]，喜多他 [4]，Shiozawa [8]，Taniguchi, Ono and Mori [11]，Taniguchi [9] など多数の報告がある。
9市場参加者から見て市場の特性は異なるが，市場全体としても約定率など異なる特徴を示す。例えば，板寄せ方式は瞬

間を撮影した静的な写真の連続であり，取引者には事前に価格の予想は難しい。これに対してザラバ方式は，動的で連続的
であり約定価格は板よせと比べるとある程度の予想がつく。
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図 5: 現物価格と先物価格 2010年 6月 25日実験 (全 5日間)

図 6: 価格と先物価格 2010年 6月 25日実験 (1日目の前場)
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表 5: 前場開始前の取引者の注文　 2010年 6月 25日実験

表 6: 前場開始直前の板　 2010年 6月 25日実験

表 7: 前場の開始直後約定価格　 2010年 6月 25日実験
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1,460円 100枚の買い注文を出した。それを見た h11が 1,460円 200枚の売り注文を出し，37utで
この両者の注文がマッチングして 1,460円 100枚の約定が成立した。

ザラバ：47utの価格決定 その後 2本の取消し注文が出た。46utで h12の 1,455円 50枚の売り注
文が出された。34utで出された h11の 1,460円 100枚の売り注文が残っていたので，これを見た
h08が 47utで，成行 100枚の買い注文を出した。その結果 h11の 50枚 1460円と h12の 50枚 1455
円とが h08の 100枚と約定した。約定価格はそれぞれ 1460円と 1455円である。このときの h08
の成行注文は巧みで，もし 100枚を超えて買い注文したとすればもっと高い値がついていた。47ut
で h11は残りの 50枚を取り消した。

ザラバ：87utの価格決定 その後 85utまで 9本の注文が出るが約定には至らなかった。87utで h02
が 1,460円 200枚の買い注文を出し，74utで h03の出した 1,459円 300枚の売りと 1,459円で約定
した。

ザラバ：106utの約定 その後 7本の注文が出るが約定には至らなかった。103utにて h01の 1,455
円 100枚の買い注文が出され，106utで h02の 1,455円 200枚の売り注文と約定し約定価格は 1,455
円となった。

さてここで述べた U-Mart実験では，1日目の前場では 4回の値がついた。これらの値のつき方
を詳細に見れば，相手の注文に合わせるときは，その注文をよく見て発注している。あるいは相手
の注文を受けるために待つときは，自分の意志で価格と数量を決定して注文している。過去の価格
は参照することはあっても，今の板にある注文や新たに出された注文に反応して，取引参加者は自
身の予想と戦略にもとづいて売買注文を出している。図 7は，この U-Mart実験での 5日目前場の
板を図にしたものである。横軸に価格，縦軸に数量，奥行きに時間を取ったものである。約定価格
は ut=1の時に出現するが，その後，図 3と同じような価格の決まらない状態が継続する。

2.3 新オーストリア学派の市場過程論について
均衡価格より高い値をつけた売手，低い値をつけた買手は市場にとどまらざるを得ない。ザラバ
市場はそのような取引が実現できなかった者が，そして取引が実現できた者であっても，さらなる
利潤機会をねらって明確な意志をもって取引を行っている。このようなザラバ市場での取引とその
価格決定をうまく説明できる理論はないのであろうか。新古典派的市場観には期待できないが，新
オーストリア学派の市場理論を見てみよう。
まずはミーゼスである。ミーゼスは価値評価に関して，次のように述べている。

いずれの当事者も，手放す財よりも，受け取る財を高く評価する。その交換比率，す
なわち価格は，価値評価が等しいから生じたのではなく，価値評価に懸隔があるから
こそ，生じたものである。(ミーゼス [13]，村田稔雄訳　 p.367.)

ごく当たり前ともいえるミーゼスのこの見解はザラバ取引をうまく説明している。多様な多くの主
体がそれぞれが異なる考えを持っていてこそ，取引は実現できる。価格が生じるのは売買を決定
する価値評価が，主体によって異なるからである。つまり，同じ価格に売り手と買い手がついて，
そこで売買が成立するのは，ある者はその価格の評価を低く見積もり，ある者はその価格を高く評
価するからである。市場を代表する代表的取引者ではなく，異なる複数の取引者が相違なる意図を
持っていなければ，価格は形成されない。また，ミーゼスは次のようにも述べる。
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図 7: U-Mart実験によるザラバの板

需要曲線と供給曲線という二曲線を描くことにによって，この相互作用を視覚化する
ことができる。………　このような曲線を描くのは，学部学生に問題を視覚化させる
には，役立つかするかもしれないが，カタラクティクスの現実的任務にとっては，脇
道にすぎない。(ミーゼス [13]，村田稔雄訳 p.368.)

ミーゼスは，二曲線を描くことは脇道にすぎないと述べるが，ザラバでは需要曲線と供給曲線を描
くことができたとしても，交点は市場から消えてしまっている。二曲線からは，残っている注文が
どのようなものであるかが分かるだけである。

さて，ミーゼスの考えを推し進めたのがカーズナーとされている。そこで，その考えをカーズ
ナー [2] [3]から見てみよう。すぐに気が付くことであるが，カーズナーのいう「市場過程」では
企業家的発見に焦点を合わせ，そこに重点がおかれている。市場過程は競争過程であり，競争の本
質は，ある状態ではなく時間を通して生起する連続的過程である。その連続的過程において企業家
は事業をおこし投機を行う。市場に登場するのは，消費者・企業家 (生産者)・資源所有者である。
カーズナーの企業家の具体的な想定は，生産物市場に財を供給する企業家を想定している。した
がって，例えば，競争の動態的性格は，価格だけではなく，生産物の品質や生産技術に対しても強
力な力を発揮する。生産性の低い産業から高い産業へ資源を転換させることもある。このように生
産物の品質や生産技術に関する議論は生産物市場に提供される財やサービスに関するものである。
金融市場の商品にもあてはめることもできるが，企業家として第一義的に金融市場で投機を行う相
場師などを思い浮かべるのは難しい。カーズナーの市場観は企業家による発見機能も重視している
が，その活動は生産物市場において行われるものであろう。消費者行動に議論が行くのはその例証
であろう。
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尾近・橋本 [6]の橋本氏による「市場プロセス論」10も見てみよう。カーズナーはミーゼスの考
え方を発展させたとし，企業家精神の「俊敏性」が語られる。この俊敏性とは，鞘取り (裁定)・投
機・革新から成り立つとする。鞘取りは，値段や利率の差をねらって売買によって利益を得るもの
であり，商品価格や商品需要の地域差を利用する取引として説明される。また，投機は，異時点間
において利益を得るものとされている。鞘取りや投機は金融先物市場でも行われるものであり，む
しろ金融先物市場の特性を表現するものであるいえるが，ここでの企業家は必ずしも金融市場とは
限らない。続いて，革新について説明されるが，それは新たな商品を販売し，また新たな流通経路
を創造するものとして紹介される。このような説明から少なくとも，鞘取り (裁定)・投機・革新か
らなる俊敏性の働く場を，一貫性をもって理解するには，まずは生産物市場を念頭に置いていると
した方がよいであろう。この「俊敏性」という能力は，企業家だけではなく，すべての人間がある
程度まで持ちわせている能力であるとしている。

このようにカーズナーの着想は生産物市場における企業家活動からであろう。また，その分析例
もカーズナー自身が次に述べるように，生産物市場が多い。

以上で総括された考え方は，どちらかというと，むしろ一般的なものといえよう。それ
は，いかなる生産も全く不可能な世界－つまり純粋交換経済－にあてはまるし，また，
天然の原料と労働力が，生産を通じて，消費財に変形される世界にも等しくあてはま
る。しかし，· · ·　市場プロセスが，生産の行われる世界でどのように働くかを，ここ
で少しばかり詳細に説明しておいた方がよいかもしれない。(カーズナー [2]田島監訳
p.18.)

だがカーズナーの言説は，金融市場に当てはまる点も非常に多い。例えば，カーズナー [2]の「市
場プロセスにおける企業家精神」では，「企業家的利潤を獲得できる機会を感知しうるアウトサイ
ダーのグループ」を導入する。このグループの活動の「場」は空間的であるが時間的に考えれば，
ザラバ市場にそのまま当てはまる。カーズナーは，まず市場経験からは学ぶことができない市場
参加者を想定する。市場から学べなかったので，買うことができずに手ぶらで家路につく買手や，
財や資源を携えて家路につく売手が存在するのである。市場から学ぶことができたのであれば買
手はもっと高い値をつけ，売手はもっと低い値をつけているであろう。また学習ができないので，
すでに高い価格を払った買手はもっと低い価格で入手できたことに気付かないし，低い価格で売っ
た売手はより高い価格でも売れたであろうことを気付かない。ここにカーズナーは，「企業家的利
潤を獲得できる機会を感知しうるアウトサイダーのグループ」を導入する。初めにいた市場参加者
は市場に関して無知であり，かつ，経験から学ぶことをできなかったのであるが，このグループは
問題としている財が購入できる価格よりも高い価格で販売できる

、
　場
、
　所を知っている。カーズナーは

このアウト・サイダーの導入に際して，異なる場所で開かれる複数の市場を想定している。同じ財
を別の異なる市場で取引しているのである。よって，アウトサイダーの企業家グループは，

、
　場
、
　所を

移動して「買手の幾人かは，より高い価格でも購入する」という事実に気づかなかった売手から，
より低い価格で購入できる。その後そのグループは，「売手の幾人かはより低い価格でも販売する」
という事実を知らなかった買手へ販売できるのである。
この場所とは，市場の開かれる場所が異なることを意味する。場所を空間の意味で使っているの
であろうが，時間の意味とすればザラバ市場にまったく該当する。なぜならば，ザラバには時間優
先の原則があるから，時刻が異なると異なる市場とみなしうるからである。時間優先の原則に従っ
て，異なる市場がどんどん登場する。
10尾近・橋本 [6] 第 9 章「市場プロセス論」
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3 まとめにかえて
新オーストリア学派の市場観は新古典派の市場観と異なる。当然に価格の果たす役割や意義に関
しても異なる観点を持っている。新オーストリア学派にとって，市場は企業家的発見の場であり価
格が発見される場でもある。価格が，複雑な現象の認識コストを節約するための指標としての機能
を有していることも強調される。とりわけ特徴的な点は，価格が企業家の発見と結びついているこ
とである。価格が競争的な発見過程を牽引するのである11。
しかし価格が認識コストを引き下げ，また発見や探索を牽引するものであるとしても，それは価
格の機能に関する議論であって，価格がどのように決定されるのかに関するものではない。また，
価格が何であるかという議論でもない。新古典派の市場観には期待できないが，新オーストリア学
派の市場過程論ですら，金融市場での価格形成の微細な過程にあまり分析が及んでいないのが実情
なのかもしれない。それは金融市場の価格形成が，需要関数と供給関数の交点によって決まる (競
売買による価格形成)という紋切型の理解が，新古典派市場観に不満をもつ者の中にすら無意識的
にあるのかもしれない。本稿の図 1と図 2の違いに気付かない程度の市場理解であるのかもしれ
ない。
企業家的発見において重要な役割を果たす「俊敏性」は一般人にもあるわけだから，当然に相場
師のような投機家にもあてはまる。よって，その市場観や価格形成の議論はザラバ取引をうまく説
明できる可能性がある。人工市場という分析のツールも誕生した。ザラバ市場は分析の及んでいな
い空白の領域，探索されるべき処女地である。

(以上)
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Some Essential Attributes of Complex Network Reciprocities and Their 
Effects on a Local Currency System 
 
We mainly argue the complex network system with the use of two ideas, which are mutually connected. One 
is the scale free property of network. The other idea is a practical prescription for a local currency networking. 
The recent development of network analysis since Barabási and Albert(1999) can successfully focus on how 
a network could generate a scale-free property. As the complex network analysis showed, a huge network 
system must be too vulnerable to collapse due to a certain strategic aggression. This kind of vulnerability has 
seen to be closely connected with the scale free property. The property to generate any size as you like should 
then be reproached in view of egalitarianism. It is quite familiar that econophysics was successful to examine 
the scale-free property of the modern economic system in various fields of the society. Thus the management 
of this property will be our important subject. In this article we introduce a preferential attachment into a 
random network to examine whether the network evolve as a scale free system or not. Here we employ the 
idea of assortative/dissortative mixing to foresee the result. Reciprocity is one of the important features of 
networking. A type choice of preferential attachment may dominate such a feature. This analysis suggests a 
management of complex network. Thus this kind of analysis will be applied to a local currency network. It is 
noted that our network modeling has an essentially equivalent system of Polya urn process, which may also 
generate the increasing return or winner-take-almost process of the modern production system. It is also 
interesting to learn that the organizers of local money often adhere to the principle of “Small is beautiful” at 
variance of the contemporary globalism. As well known, Her majesty the Queen, the UK, in November 2008 
asked LSE scholars for the reason why economics failed to catch up with the approaching great recession, in 
particular the timing of it. LSE scholars said to the Queen that they (those who should take responsibility for 
conducting economic or financial activity either publicly or privately) merely have missed the timing of a vast 
systemic risk. On the contrary, either the organizers of local money or the author believe that we should 
design a subsidiary system to protect us against such a vast systemic risk. It deserves mentioning that our idea 
has already been developed almost everywhere over the world long before the great economic wizard has 
arrived. 
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䈘䈩หᤨ䈮ᔓ䉏䈩䈲䈭䉌䈭䈇䈖䈫䈲䇮ᳯᚭᤨઍ䈲᧲䈪⇣䈭䉎⽻ᐊᮡḰ䈏↪䈘䉏䈩䈇䉎㊄㌁ⶄᧄ

䈏ᡰ㈩䈚䈩䈇䈢䈖䈫䈪䈅䉎䇯䈚䈢䈏䈦䈩䇮ᳯᚭᤨઍ䈱⽻ᐊ⚻ᷣ䈲䇮ฦ⮲䈪䈱⮲ᧅ䈱⊒ⴕ䈱䈾䈎䈮䇮

᧲䈪⇣䈭䉎⽻ᐊᮡḰ䋨᐀ᐭ⽻ᐊ䋩䈏ሽ䈜䉎ⶄ㔀䈭⚻ᷣ䈪䈅䈦䈢䇯ᳯᚭᤨઍ䈱㊄㌁ⶄᧄ䈲䇮᧲

䈲㊄㆜䈇䇮䈲㌁㆜䈇䈪䇮㊄㌁䈏ၮᧄ⊛䈮䉍ᷙ䈛䉌䈭䈇䉋䈉䈮෩ኒ䈮䈎䈧㜞ᐲ䈮⚵❱⊛䈮㊄㌁ὑ

ᦧ䈏ข䉍䉒䈘䉏䈩䈇䈢䇯䈖䉏䈲ᣣᧄ࿖ౝ䈪 2࿖㑆⾏ᤃ䈏䈅䈦䈢䈫䈖䈫ห䈛䈪䈅䉎䇯2 

ᄢဈ䈫ᳯᚭ䈱ຠ  ឵ એਅ䇮ᄢဈ䋨䈱ᄢ㒋䋩䈫ᳯᚭ䈏䈇䈮ਇ⿷䈜䉎⽷䉕ฦ 1 ⽷䈝䈧ャ䈚
䈩䈇䉎䇸න⚐䈭⚻ᷣ䇹䉕ᗐቯ䈜䉎䇯ᄢဈ䈪䈲ᳯᚭ䈮☨䉕ャ䇮⛚䉕ᳯᚭ䈎䉌ャ䈜䉎䇯ᳯᚭ䈪䈲ᄢဈ䈮

⛚❱‛䉕ャ䇮☨䉕ᄢဈ䈎䉌ャ䈜䉎䇯 
ᄢဈ䈫ᳯᚭ䈱ຠ䈫⽻ᐊ䈱  ឵

ᄢဈߩ⽼ᄁ ㊄1000ਔߩฃข

� �

rice1000unit�� o������� ㊄ 1000ਔߩᡰᛄ ᳯᚭߩ⾼ 
 
ᄢဈߩ⾼ ㌁5400൫ߩฃข

� �

silk500unitm� �������� ㌁ 5400൫ߩᡰᛄ ᳯᚭߩ⽼ᄁ 

 

ᄢဈ䈲㌁㆜䈇⚻ᷣ䇮ᳯᚭ䈲㊄㆜䈇⚻ᷣ䈪䈅䉎䇯ຠขᒁ䈲䇸㊄ 1ਔ=㌁ 60൫䇹䈪ⴕ䉒䉏䉎䇯䈧䉁䉍䇮ᳯ
ᚭ䈪䈲ᄢဈ䈱 60000൫䉕 1000ਔ䈫⹏ଔ䈚䈩䈇䉎䇯ᄢဈ䈲☨ 1000⍹⽼ᄁઍ㊄䈫䈚䈩ᳯᚭ䈎䉌㊄ 1000
ਔ䉕ฃ䈔ข䉎䇯ᄢဈ䈲⛚❱‛ 500䈱⾼ઍ㊄䈫䈚䈩㊄ 900ਔ䉕ᡰᛄ䈉䇯䈖䈱䈫䈐䇮ᄢဈ䈲㊄⽻䈮䈚䈩
100ਔ䈱ฃข䉍ㆊ䈪䈅䉎䇯৻ᣇ䇮ᳯᚭ䈲㌁⽻䈮䈚䈩 6000൫䈱ᡰᛄㆊ䈪䈅䉎䇯㊄ 1ਔ=㌁ 60൫䈱䈫
䈐䇮 
㊄␜  ฃข㗵 1000ਔ > ᡰᛄ㗵900ਔ  
㌁␜  ฃข㗵 60000൫ > ᡰᛄ㗵54000൫  

䈖䈱䈫䈐䇮ᡰ䉕ဋ╬䈮䈜䉎䈢䉄䈮䈲㊄ 1ਔ䋽㌁ 54൫䈫䈜䉏䈳ᡰဋ╬䈜䉎䇯  
1.2. ㊄䊶㌁឵Ყ₸䈱⍍㑆⊛⺞ᢛ ᄢဈ䈲䇮㊄ 1ਔ䉕㌁ 60 ൫䈪឵▚䈜䉎䈫䈐䇮ฃขㆊ䈫䈭䉎䇯㊄䊶
㌁䈱឵䈏㊄ 1ਔ䈮䈢䈇䈚䈩㌁ 54൫䈪ᷣ䉃䈖䈫䈮䈭䉏䈳䇮឵䈘䉏䉎ຠ䈱ᢙ㊂䈮ᓇ㗀䉕ਈ䈋䈝䈮䇮
ᄢဈ䈱ฃขㆊ䈲⸃ᶖ䈜䉎䇯䈚䈢䈏䈦䈩䇮ᄢဈ䈏ฃขㆊ䈪䈅䉎䈭䉌䈳䇮㊄ 1ਔ䉕ᓥ᧪䈱㊂䋨60൫䋩䉋
䉍ዋ䈭䈇㊂䈱㌁䋨54 ൫䋩䈪឵䈪䈐䉎䈖䈫䈮䈭䉎䇯䈖䈱ᗧ䈪䇮㊄䈱ଔ୯䈲ਅ䈏䉍䇮㌁䈱ଔ୯䈲⋧ኻ⊛
䈮Ⴧട䈜䉎䇯䈧䉁䉍䇮㊄䇮㌁㜞䈮䈭䉎ะ䈏ሽ䈜䉎䇯䈚䈎䈚䇮ᄢဈ䈲ฃขㆊ㗵䈱 100ਔ䉕↪䈇䈩
䈘䉌䈮⛚❱‛䉕㔛ⷐ䈚䈢䈫䈖䉐䇮1 1.8ਔ䈪䈅䈦䈢⛚❱‛䈱ଔᩰ䈏⍍㑆⊛䈮୯䈏䉍䈚䈩 2ਔ䈮䈭䈦
䈩䈚䉁䈋䈳䇮ᄢဈ䈱ฃขㆊ㗵䈲ᶖᄬ䈜䉎䇯 䈖䈉䈚䈩䇮⽻ᐊ䇸㊄䇹䉕ᇦ䈫䈚䈢ຠ឵Ყ₸䈲䈧䈑䈱
䉋䈉䈮䈭䉎䇯 

ᣥᲧ₸  ☨1⍹Ҫ㊄1ਔҪ⛚❱‛5/9㧔=500/900ਔ㧕  

 

� �

o price  1, psilk  
5
9
 0.46  

  ᣂᲧ₸  ☨1⍹Ҫ㊄1ਔҪ⛚❱‛1/2㧔=500/1000ਔ㧕  

 

� �

o price  1, psilk  
1
2
 0.5  

                                                   
1 ⾐(2008, 5-6)ࠍޕࠃ  

2 Ꮉବ(1985,48)ࠍෳ⠨ޔߒߛߚޕ⺑⸂ߦᢙ୯ߪ⪺⠪߇ㆡᒰߦᄌᦝޕࠆߡߒ 
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⸥䈱⸥ภ䉕↪䈜䉏䈳䇮  
 ᣥଔᩰߩߢᄢဈߩຠขᒁ߈ᡰ  

� �

�psilky � pricex  1000 
  ᣂଔᩰߩߢᄢဈߩຠขᒁ߈ᡰ  

� �

�p'silk y � pricex  0㨇ဋⴧ㨉  
એ䈱⸘▚䈲ၮゲ⽻ᐊ䈫䈚䈩䇸㊄⽻䇹䉕ណ↪䈚䈩䈇䉎䇯ห䈛䈖䈫䈪䈅䉎䈏䇮㌁䋱൫䈮䈢䈇䈚䈩ห䈛࿑䉕

ᚑ䈜䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯 
1.3. ⽻ᐊ䈱⾉୫㑐ଥ 䈫䈖䉐䈪䇮ᳯᚭ䈱䈪䈲ᡰᛄㆊ䈪䈅䉎䇯ᳯᚭ䈱䈪䇮㌁䈮䈚䈩6000൫䋨㊄
␜䈪100ਔ䋩䈱ਇ⿷䈏↢䈛䉎䇯䈠䈖䈪㌁䈱⺞㆐䉕ⴕ䈉䈮䈲䇮䈢䈫䈋䈳䇮ᳯᚭ䈲ᄢဈ䈎䉌㊄1ਔ䈪54൫䈱
㌁䉕୫䉍䉎䈖䈫䈮䈜䉏䈳䉋䈇䇯  
ቯ  ⽻ᐊᏒ႐䈏ဋⴧ䈮䈭䉎䉁䈪ታ㓙䈱ᷣ䉕ⴕ䉒䈭䈇䈫䈜䉎䇯  

䈖䈱䈫䈐䇮㊄ 1ਔ䈲ᣂ䈢䈮䈜䈼䈩䈱ຠขᒁ䈪㌁54൫䉕␜䈜䉎䇯 
ဋⴧଔᩰ  

☨䈱ଔᩰ  1⍹ = 1ਔ = 54൫  
⛚❱‛䈱ଔᩰ  5/9 = 60൫ → 1/2 = 54൫  
ဋⴧଔᩰ  ☨1⍹ = 1ਔ = ⛚❱‛1/2  

 

  ㊄ 1ਔㅍ㊄䈮䈧䈐ㅍ㊄⾌↪䈏 2൫䈪䈅䉎䈫䈚䉋䈉䇯ᄢဈ䈱ੱ䈲䇮䈲䈛䉄䈱឵䈪㌁ 60൫䈫឵䈚
䈩ᓧ䈢1ਔ䉕2൫䈱⾌↪䈪ᳯᚭ䈮ㅍ㊄䈚䈩䇮 ㊄(60-2)/(54+2)ਔ䋨1ਔએ䋩 ᓧ䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯䈚䈎䈚䇮
4 ൫䈱⾌↪䈪䈲 ㊄(60-4)/(54+4)ਔ 䈚䈎ᓧ䉎䈖䈫䈏䈪䈐䈭䈇䇯c 䉕㊄ 1ਔ䈅䈢䉍䈱㊄㌁䈱ㅍ⾌↪䈫䈜
䉏䈳  

  

� �

p � c  p'�c  

䈱䈫䈐䇮䇸㊄㌁឵䈱ဋⴧ䇹䈏↢䈛䉎䇯䈖䈱᧦ઙ䈲䇮ᦠ䈐឵䈋䉏䈳䇮  

  2p p cc_ � _    

䈧䉁䉍䇮ὑᦧ䈱ᄌേ

� �

| p� p'|䈲ㅍ⾌↪䈱 2䉕䈋䉎䈖䈫䈏䈭䈇䇯䈚䈢䈏䈦䈩䇮ὑᦧ䈱ᄌേ䈏㌁ 6

൫䈪䈅䉏䈳ㅍ⾌↪䈲 3൫એ䈪䈭䈔䉏䈳䈭䉌䈭䈇䇯 

1.4. ᄢဈ䈫ᳯᚭ㑆䈱ὑᦧขᒁ ౨㗡䈪ㅀ䈼䈢䉋䈉䈮᧲䈲㊄㆜䈇䇮䈲㌁㆜䈇䈪䇮㊄㌁䈏ၮᧄ⊛䈮䉍

ᷙ䈛䉌䈭䈇䉋䈉䈮෩ኒ䈮䈎䈧㜞ᐲ䈮⚵❱⊛䈮㊄㌁ὑᦧ䈏ข䉍䉒䈘䉏䈩䈇䈭䈔䉏䈳䈭䉌䈭䈇䇯3ᄢဈ

䈱☨ደ䇸㔍ᵄደ䇹䈏ᳯᚭ䈱☨ደ䇸↰ደ䇹䈮☨1000⍹䉕ᄁ䉎䇯䈖䈱ઍ㊄1000ਔ࿁䈱䈢䉄䈮㗵㕙
1000 ਔ䈱ὑᦧᚻᒻ䋨ャᚻᒻ䋩䉕ᝄ䈚䈩䇮ᄢဈ䈱ਔᦧ䋨ᬺ㌁ⴕ䋩䇸ᄢဈደ䇹䈮ὑᦧᚻᒻ䉕⾼䈚
䈩䉅䉌䈉䈫䈜䉎䇯䈖䈖䈪㔍ᵄደ䋨ደੱ䋩䈏䇸ὑᦧข⚵ੱ䇹䇮ᄢဈደ䋨ਔᦧ䋩䈏䇸ὑᦧขᛒੱ䇹䈪䈅䉎䇯

ὑᦧขᛒੱ䈲䇸ὑᦧ䊑䊨䊷䉦䊷䇹䈪䈅䉍䇮䈖䈱㗴䈪䈲䇮䇸㊄⺧᳞䈪䈐䉎ὑᦧᚻᒻ䇹䉕ᄁ䈦䈩䇸㌁⺧᳞䈪

䈐䉎ὑᦧᚻᒻ䇹䉕⾼䈜䉎䇯㊄ 1ਔ䈱୯Ბ䈏㌁ 60൫䈎䉌 58൫䈮ਅ⪭䈜䉎䈭䉌䈳䇮ᄢဈደ䈲 1ਔ䈱⽼
ᄁ䈮䈧䈐䋲൫䈱៊ᄬ䈫䈭䉎䇯䈖䈱䈫䈐䇮ደੱ䈲 1ਔ䈮䈧䈐䇸ὑᦧᛂ㌁ 䇹2൫䉕ਔᦧ䈮ᡰᛄ䈉䇯䉅䈤
䉐䉖䇮ਔᦧ䈲ᚻᢙᢱ䉕⺧᳞䈜䉎䈎䉌䇮ደੱ䈲ὑᦧ⋧႐䈱ૐ⪭એ䈱ᡰᛄ䉕ⴕ䈉䇯  

ᧄᛂ  ደ 䇸ੱὑᦧᛂ㌁ 䇹ᡰᛄ 㸢 ਔᦧ    

ㅒᛂ䈤  ᄢဈደ䈏ὑᦧᄁ⾈䈪㊄ 1 ਔ䈱୯Ბ䈏䈚Ꮕ⋉䉕ᓧ䉎䈭䉌䈳䇮ደੱ䈮䈢䈇䈚䈩ᛂ㌁

䉕ᡰᛄ䈉  

ਔᦧ䇸ᄢဈደ䇹䈲䇮䈖䈱 1000ਔ䈱ᚻᒻ䉕ᳯᚭ䈱ਔᦧ䇸ᳯᚭደ䇹䈮ㅍ䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯ᳯᚭደ䈲䇮䈖䈱
ᚻᒻ䉕ᓧ䉎䉍䈫䈚䈩䇮ᄢဈደ䈮ᄢဈ䈪 1000 ਔ䈮⋧ᒰ䈜䉎㌁䈱ข┙䈩䈏䈪䈐䉎ᚻᒻ䉕ㅍ䉎䈖䈫䈏䈪

                                                   
3 Ꮉବ(1985, 65)ࠍෳ⠨ޔߒߛߚޕ⺑⸂ߦ⸳ߪ⪺⠪߇ㆡᒰߦᄌᦝޕࠆߡߒ 
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䈐䈭䈔䉏䈳䈭䉌䈭䈇䇯䈠䈉䈪䈭䈔䉏䈳䇮ᳯᚭደ䈲න䈮ᄢဈደ䈱ઍ㊄ᓽᬺ⠪䈪䈅䈦䈩ਔᦧ䋨ᬺ㌁

ⴕ䋩䈪䈲䈭䈇䇯䋨ᳯᚭደ䈏ᄢဈደ䈱ᳯᚭᡰᐫ䈪䈅䉏䈳䇮䈖䈱ᠲ䈲䈇䉒䉉䉎䇸␠ౝ䇹䈱ᠲ䈪䈅䉎䇯䋩䈖

䈉䈚䈩䇮ᄢဈደ䈱䈜䉎ᚻᒻ䉕䇸ᚻᒻ䈱ᄁ⾈䇹䈮䉋䉍ขᓧ䈚䈢ᳯᚭደ䈲䇮䈖䈱ᚻᒻ䉕␜䈚䈩ᳯᚭ䈱☨

ደ䇸↰ደ䇹䈎䉌 1000 ਔ䉕ข䉍┙䈩䉎䇯 ᳯᚭ䈫ᄢဈ䈱ᚻᒻ឵䈏Ṗ䈮ㅴⴕ䈜䉎䈢䉄䈮એਅ䈱䉋䈉䈮

ขᒁ䈏ㅴⴕ䈜䉎䇯  

 

 ᄢဈ    ᳯᚭ  

 㔍ᵄደ ☨䈱⽼ᄁ  ↰ደ ☨䈱⾼  

㌁ᡰᛄ   㗵㕙 1000 ਔ䈱

ᚻᒻ 

 ᚻᒻ  ᷣ  ㊄ᡰᛄ  

ਔᦧ  ᄢဈደ   ਔᦧ ᳯᚭደ  

㌁ᡰᛄ   ᚻᒻ  ᷣ  ㊄ᡰᛄ  㗵㕙㌁5400൫䈱ᚻᒻ   

 ᶰደ ๓⾼  ๓⽼ᄁ ᧲ደ  

 1.1 ᄢဈ䈫ᳯᚭ䈱ຠ䊶ὑᦧขᒁ 

 

䈖䈱⚿ᨐ䇮‛↥ደ䈱㑆䈪䇮ᄢဈ䈎䉌ᳯᚭ䈻䈱ຠ䈱⒖േ䈮䈇䇮ኻᔕ䈜䉎䋨ኻᣇะ䈻䈱䋩㊄䈱ᵹ

䉏䈲ሽ䈚䈭䈇䇯䉁䈢䇮ਔᦧ䈱㑆䈪䉅䇮㊄䈫㌁䈱ታ㓙䈱⒖േ䈲ሽ䈚䈭䈇䇯⒖േ䈜䉎䈱䈲ᚻᒻ䈣䈔

䈪䈅䉎䇯  

1.5. ⽻ᐊ⚻ᷣ䈱ၮᧄ⊛․ᓽ ઍ䈪䈲ᡰᛄ䈇ᚻᲑ䈫䈚䈩㔚ሶ䊙䊈䊷䇮䉪䊧䉳䉾䊃䉦䊷䊄䈏ᶐㅘ䈚䇮৻

⥸䈱ੱ䉅㗍㊄ㅢ⽻䉕ᡰᛄ䈇ᚻᲑ䈫䈚䈩䈇䉎䇯⋡䈮䈋䉎⽻ᐊ䈲ഥ⽻ᐊ䈒䉌䈇䈪䈅䉎䇯⽻ᐊ䈮䈲ᧄ

᧪䇮ዤᐲ䇮ᡰᛄᚻᲑ䇮឵䈱ᇦ䇮⾂⬿䈱ᯏ⢻䈏䈅䉎䈫⸒䉒䉏䉎䇯䈚䈎䈚䇮䈠䉏䈣䈔䈮䈫䈬䉁䉌䈭䈇䇯ᳯ

ᚭᤨઍ䈱⚻ᷣ䉕䈩䉅䇮ᧄ⽻ᐊ䈏䈅䉍䇮䈎䈧ⶄᢙ૬ሽ䈜䉎䈭䉌䈳䇮ὑᦧขᒁ䈱ᔅⷐᕈ䈏↢䈛䉎䇯䈧

䉁䉍䇮ర᧪䈱⋡⊛䈏㊄Ⲣขᒁ䈪䈲䈭䈒ຠ឵䈏⋡⊛䈪䈅䉎႐ว䈮䈍䈇䈩䈘䈋䉅䇮ຠขᒁ䈮ᡰᛄ䈇

䈎ਇ⿷䈏↢䈛䉎䈭䉌䈳䇮䇸⽻ᐊ䈱⾉୫㑐ଥ䇹䈏⊒↢䈜䉎䇯એ䇮න⚐䈭⸳䈪䈢ㅢ䉍䇮䈖䉏䉕Ṗ䈮

⸃ᶖ䈚䈩䈇䈒䈮䈲䇮䇸ὑᦧขᒁ䊑䊨䊷䉦䊷䇹䈫䈱䇸ὑᦧขᒁᯏ᭴䇹䈏ᔅⷐ䈮䈭䈦䈩䈒䉎䇯ታ㓙䇮⽻ᐊᐲ

䈱ᱧผ䈪䉂䉎䈫䇮⽻ᐊ䈫ᚻᒻ䈲䈪䈐䈭䈇䇯1610 ᐕ䈮દੱ䈏⊒ⴕ䈚䈢䇸ጊ↰⠀ᦠ䇹䈱䉋䈉䈭䉮䊙
䊷䉲䊞䊦䊕䊷䊌䊷䈱䉋䈉䈮䇮ᚻᒻ䈪䈅䉎䈏⚕ᐊ䈫䈚䈩హ឵ജ䉕ᜬ䈦䈢䉅䈱䉅䉇䈲䉍⽻ᐊ䈪䈅䉎䇯⽻ᐊ⚻

ᷣ䈪䈲䇮⽻ᐊ䈱⾉୫㑐ଥ䈏⊒↢䈜䉎䇯䈠䉏䉉䈋䇮ኈᤃ䈮䇸ὑᦧ䊶ᚻᒻ䈱ขᒁ䇹䉅⊒↢䈚䇮ὑᦧ䊶ᚻᒻ䉅⚕

ᐊ䈫䈚䈩ᓎഀ䉅ᨐ䈢䈜䈖䈫䈮䈭䉎䇯 

 䈭䈍䇮ᧄ▵䈱ಽᨆ䈲䇸ขᒁ䉣䊷䉳䉢䊮䊃䈱⇣⾰ᕈ䇹䈲৻ಾ⠨ᘦ䈘䉏䈩䈇䈭䈇䇯ઍ⊛ขᒁ䈱䉂⠨ኤ䈚

䈩⚿⺰䈏ᒁ䈐䈘䉏䈢䇯એਅ䈮䈍䈇䈩䈲䇮⇣⾰⊛䉣䊷䉳䉢䊮䊃䈏⠨ᘦ䈘䉏䉎䈪䈅䉐䈉䇯 

 

䋲. ၞㅢ⽻䈱䈫䈠䈱ၮᧄ⊛․ᓽ 

2.1. 䉭䉷䊦䈱䉴䉺䊮䊮䊒⽻ᐊ 䉲䊦䊯䉞䉥䊶䉭䉷䊦䋨Silvio Gesell 1862-1930䋩䈲⥄⪺䇺⥄↱⽻ᐊ䇻
(1916)䈪㊄↢ᵴ⠪䉕ᛕ್䈚䇮⽻ᐊ䈏ሶ䉕↢䉂䈣䈜䈖䈫䉕ᱛ䉄䉏䈳ን䈱䈏⸃ᶖ䈘䉏䉎䈫⠨䈋䇮
ᷫଔ䈜䉎⽻ᐊ䇸⥄↱⽻ᐊ䇹䉕⠨᩺䈚䈢䇯4䈖䉏䈲⾼䈚䈢䉴䉺䊮䊒䉕৻ቯᦼ㑆䈗䈫䈮⾍䉌䈭䈇䈫ㅢ↪䈚䈭

                                                   
4 ࠥ  .Gesammelte Werke, 18 Bde. + Registerband, Gauke Verlag für Sozialökonomie, Kielޕࠆ߇㓸ోࠆߥࠄ߆18Ꮞߪߦ࡞
ሽਛߦߢߔߦ⪺ฬߢJ. M. Keynseߤߥᄙߩߊ⚻ᷣቇ⠪߇ᵈ⋡ޕߚߒ 

�

np np

��

np np
�
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䈇䇸䉴䉺䊮䊒⽻ᐊ䇹䈪䈅䉎䇯䈧䉁䉍䇮䉴䉺䊮䊒⽻ᐊ䈲䇸⽶䈱ሶ₸䇹䈫⚵䉂ว䉒䈞䈦䈩䈇䉎䇯5䉴䉺䊮䊒䉕⾍

䈦䈩䈲䈛䉄䈩ㅢ↪ജ䉕ᜬ䈧䈱䈪䇮ຠ䈅䉎䈇䈲䉰䊷䊎䉴䈫឵䉕వ䈮ᑧ䈳䈞䈳ᑧ䈳䈜䈾䈬䇮䉴䉺䊮䊒

⽻ᐊ⥄り䈲䇸ᷫଔ䇹䈚䈩䈇䈒䈱䈪䈅䉍䇮৻ᣇ䇮䉴䉺䊮䊒⽻ᐊ䈲⊝䈏ᚻ䈠䈉䈫䈜䉎䈱䈪࿁ォ₸䈏㜞䈒䈭䉎䇯

⽻ᐊ䈱ଔ୯⬿ᯏ⢻䉕ᶖᄬ䈜䉎৻ᣇ䇮⽻ᐊᵹㅢ䈱࿁ォ₸䈏䈚䇮⚻ᷣᓴⅣ䈏ᡷༀ䈘䉏䉎䇯䈠䈱⚿

ᨐ䇮⽻ᐊ䈱⫾Ⓧ䈮䉋䈦䈩㊄↢ᵴ⠪䈏䉁䈜䉁䈜ን䉃䈫䈇䈉୦䉕⸃ᶖ䈜䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯 

2.2. ሶ₸ᔨ䈱ᄌㆫ ሶ₸䈮䈧䈇䈩⧯ᐓ䈱ᵈᗧ䉕ਈ䈋䈩䈍䈐䈢䈇䇯ሶ䈱⠨䈋ᣇ䈲ᤨઍ䇮ၞ䇮

ಽ㊁䈮䉋䈦䈩⇣䈭䉎䇯ㄭઍ⾗ᧄਥ⟵⚻ᷣ䈮䈭䈦䈩ⶄ compound rate of interest䈏ᒰὼ䈱䉋䈉䈮ฃ䈔
䉏䉌䉏䈩䈇䉎䈏䇮ὑᦧขᒁ䈱䉋䈉䈮ᣣᱠන䈱ᕷ䈏ᡰ㈩⊛䈪䈅䉏䈳ᒰὼ䇮න䈏ଢቱ⊛䈪䈅䉎䇯䉁

䈢 19♿䈱䉥䊷䉴䊃䊥䊷ቇᵷ䈲න䉕ᒰὼⷞ䈚䈩䈇䈢䈏䇮䉒䈏࿖䈱ᳯᚭᤨઍ䈪䈲୫㊄䈱ᄙኦ䈮䈎䈎
䉒䉌䈝ᕷ䈲න䉕䊔䊷䉴䈮䈚䈩䈇䈢䇯䉁䈢䇮ቬᢎ⊛䈮䉅ሶ䈱⠨䈋ᣇ䈲⇣䈭䉎䉋䈉䈮䈋䉎䇯ታ㓙䇮

䉟䉴䊤䊛ᢎ䈪䈲ሶ䉕ቬᢎᱛ䈚䈩䈇䉎࿖䇱䈏ᄙ䈇䇯䈚䈎䈚䈭䈏䉌䇮䉟䉴䊤䊛䈢䈔䈎ሶ䈮ุቯ⊛䈪

䈅䈦䈢䈱䈪䈲䈭䈇䇯䊃䊷䊆䊷⪺䇸ቬᢎ䈫⾗ᧄਥ⟵䈱⥝㓉䇹䈏䉨䊥䉴䊃ᢎ䈫⾗ᧄਥ⟵䈱㑐ଥ䉕䈚䈒ㅀ䈼䈩

䈇䉎䈏䇮6ਛ䈱ሶ䈮ኻ䈜䉎⠨䈋ᣇ䈮䈲䉨䊥䉴䊃ᢎ䈪䉅ੑ䈧䈱⠨䈋ᣇ䈎䈅䈦䈢䈪䈅䉎䇯䈧䉁䉍䇮䇸ሶ

䉕ᱛ䈜䉎䉬䊷䉴䇹䈫䇸㜞䉕ᱛ䈜䉎䉬䊷䉴䇹䈱䋲䈧䈏䈅䈦䈢䇯䈖䈱ᖱ䈲䉟䉴䊤䊛䈪䉅ห᭽䈪䈅䉎䇯7 

 ሶ₸ᔨ⥄䈲ਇᄌ⊛䈭䉅䈱䈪䈲䈭䈇䇯䈖䈉䈚䈩䉂䉎䈫䇮⽶䈱ሶ₸䈫䈇䈉䈱䉅䈔䈦䈚䈩ਇᕁ⼏䈭䈖

䈫䈪䈲䈭䈇䇯 

2.3. ၞㅢ⽻䈱ၮᧄ⊛․ᓽ 䇮ၞㅢ⽻䈲⇇ਛ䈮ᄢ䈚䈩䈇䉎䇯ၞㅢ⽻ో䊥䉴䊃䈫䈇䈉䉰䉟䊃8

䈮䉋䉏䈳䇮ၞㅢ⽻䈲ᣣᧄ࿖ౝ䈣䈔䈪䉅653䋨2009ᐕ䋱䋱4ᣣ䋩䈅䉎䈫䈇䈉䇯䊄䉟䉿䈪䈲ഥㅢ⽻䈫
䈚䈩චಽ䈭ᯏ⢻䉕ᜬ䈤䇮Rheingoldregio 䈱䉋䈉䈮䊡䊷䊨䈫䈱హ឵䉕ት⸒䈜䉎ಎㅢ⽻䈱䉋䈉䈭䉅䈱䈏ሽ
䈜䉎䇯䈚䈎䈚䇮ഥㅢ⽻䈪ಎㅢ⽻ਗ䉂䈪䈅䈦䈩䉅䇮ᴺቯㅢ⽻䈫䈱హ឵䈏ᐢ䈒䉄䉌䉏䉏䈳䇮㑆ធ⊛䈮䇮

ㅀ䈚䈢⽻ᐊ䈱⾉୫㑐ଥ䈏↢䈛ᱜ䈱ሶ⊒↢䈱น⢻ᕈ䉕㒰䈪䈐䈭䈇䇯䈚䈢䈏䈦䈩䇮䇸ၞㅢ⽻䇹䈱

ᵹㅢ․ᕈ䈲ᧄ⽻ᐊ䈫䈱ή㒢䈭హ឵䈲䈭䈇䉅䈱䈫ᗐቯ䈘䉏䉎䈫⠨䈋䈙䉎䉕䈋䈭䈇䇯䈖䈉䈚䈩ၞㅢ⽻

䈲ේೣ䇮䇸⽻ᐊ䈱⾉୫㑐ଥ䇹䈱น⢻ᕈ䉕㒰ᄖ䈘䉏䇮⾉୫㑐ଥ䈮䈇⊒↢䈜䉎ᱜ䈱ሶ䉅↢䈛䈭䈇䇯

䈠䉏䈬䈖䉐䈎䇮䉲䊦䊎䉥䊶䉭䉷䊦䈱䇸䉴䉺䊮䊒⽻ᐊ䇹䈏ዉ䈘䉏䈩↪䈱㓙䈮ශ⚕䉕⾍䉎ᔅⷐ䈏䈅䉏䈳

ㅢ⽻↪ᢱ䈏⊒↢䈜䉎䇯9䈖䉏䈲䇸⽶䈱ሶ₸䇹䈪䈅䉎䇯䉅䈦䈫䉅䇮䉭䉷䊦⥄り䈲ၞㅢ⽻䉕ᡰᜬ䈚䈩䈇

䈢䉒䈔䈪䈭䈇䇯䈚䈎䈚䇮ၞㅢ⽻䈏䉴䉺䊮䊒⽻ᐊ䈪䈅䉎႐ว䈮䈲䇮ၞㅢ⽻ห჻䈱⾉୫㑐ଥ䈲⽶䈱㑐

ଥ䈫䈭䉎䈱䈪䇮ၞㅢ⽻䈪䈲⾉୫㑐ଥ䈏ᦸ䉁䉏䉎䈖䈫䈏䈭䈇䈪䈅䉐䈉䇯䈖䈱ⷰὐ䈎䉌䇮ၞㅢ⽻䈲ᧄ

⽻ᐊ䈫⁛┙䈱䉕ਈ䈋䉌䉏䉎䇯 

2.4. ၞㅢ⽻䈱 ᦨዊ㒢䈪䈅䉎䈏䇮䈖䈖䈪ၞㅢ⽻䈱ౕ⊛䈫䈚䈩ਃ䈧䉕⚫䈚䈢䈇䇯10 

                                                   
5 ഀ ᒁ₸߇rߢሶ₸ߣห୯ߣߣࠆࠇߐߥ↪ޕ㈩ᒰߩᵹ{D1,D2,D3,} ߇ਈޔ߈ߣࠆࠇࠄ߃ડᬺߩଔ୯[=

ᩣଔ✚㗵] ߪ V=Σt=1
∞ Dt/(1+r)tޔߢߎߎޕࠆࠇߐ▚⸘ߢr1-߇<r<0ߩ▸࿐ߩ⽶ߢ୯ޔ߈ߣߩߎޕࠆߔߣࠆߢห৻ߩ

⛘ኻ୯ࠍᜬߟᱜߩr>0ߩ⽶ޔ߽ࠅࠃ߈ߣߩሶ₸ߢડᬺଔ୯ߪᱜߟ߆߅ߥޔߢᱜߩሶ₸ߢ⹏ଔ߽ࠅࠃ߈ߣࠆࠇߐ

㜞ޔߡߞࠃޕ߁߹ߒߡߞߥߊᏒ႐⚻ᷣߩ⹏ଔߢr<0ޕߥߪߣߎࠆࠇࠄ↪߇ 

6 Tawney(1926)ࠍޕࠃ 

7 ട⮮(2008)ߦ߮ࠄߥᧁ♿৻㇢✬ޟ㕖᰷ߩ⚻ᷣቇޠ㧔ᧁ2008㧕ࠍޕࠃ 

8 http://www.cc-pr.net/list/ 
9 ࠥ ޕߒߦޠⓥቶ⎇࡞ࠥࠝࡆ࡞ࠪޟ࠻ࠗࠨᷓ⥝ߩᑝ↰ਯ᳁ߪߡߒࠎ߆ߦ࡞
http://www3.plala.or.jp/mig/gesell/nwo-jp.html 
ߪ㧝ੱߩ⠪⸶ޔ߅ߥޕࠆߡࠇߐ㐿߇⸶⠡ߩޠὼ⚻ᷣ⒎ᐨ⥄ޟ⸶ᑝ↰ਯጤ↰ᙗ⪺࡞ࠥࠝࡆ࡞ࠪߦߎߎ

ᑝ↰ (2005)ߩ⪺⠪ޕࠆߢ 

ߩቯ․ޟޕߟᜬࠍᓽ․ߩએਅߪ⽻ၞㅢޔ߫ࠇࠃߦㇱޕߥߒ⚫ߪߩ⽻ၞㅢࠆߌ߅ߦᣣᧄߪߢߎߎ 10

ၞౝ(Ꮢ↸ߤߥ)࠹࠾ࡘࡒࠦߪࠆޔ (ࠖᐫⴝޔ↸ౝળޔNPO)ߩߤߥ ਛߺߩߡ߅ߦᵹㅢޕࠆߔᏒ᳃ߒߥᏒ

᳃࿅(ᐫⴝ߿NPOߤߥ)ࠅࠃߦ⊒ⴕޕࠆࠇߐήሶ߹ࠬ࠽ࠗࡑߪߚሶ߉ߥߟࠍੱߣੱޕࠆߢ⋧ᵹᷓࠍ

ࠍ㕙ߩߡߒߣࠕࠖ࠺ࡔߊߡ߃વࠍࠇߘޔߒࠍ㑐ᔃ㗄ߩቯ․ࠆ߿ଔ୯ⷰޕߟᜬࠍᓎഀߩߡߒߣࠣࡦࠆ

http://www3.plala.or.jp/mig/gesell/nwo-jp.html
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2.4.1. LETS(Local Exchange Trading System) :ၞㅢ⽻䈱ઍฬ⹖䈫䉅⸒䈉䈼䈐ሽ䈪䉅䈅䉍䇮

LETSystems, the Home Page11䈮䈲ታⴕ䊙䊆䊠䉝䊦䈏⚫䈘䉏䈩䈇䉎䇯1983ᐕ䈮 䉦䊅䉻䊶䊑䊥䊁䉞䉾䉲
䊠䉮䊨䊮䊎䉝䈱Commox Valley䈪Michael Linton䈏ဒ㐽㎮䈪ㅌ䈜䉎ၞ⚻ᷣ䈪ᴺቯㅢ⽻䈏ਇ⿷
䈜䉎䈱䉕⸃ᶖ䈚䉋䈉䈫䈚䈩䊂䉱䉟䊮䈘䉏䈢䇯ᓐ䈱ㅢ⽻䉲䉴䊁䊛䈮䈲એਅ䈱䋵䈧䈱․ᓽ䈏䈅䉎䇯12 
LETS䈱․ᓽ 

1. ▤ℂ⾌䈲ขᒁ㗵䈮ᔕ䈛䈩࿁䈘䉏䉎䇯 

2. ขᒁ⟵ോ䈲䈭䈇䈏䇮ญᐳ䈲ੱ▤ℂ䈫䈜䉎䇯 

3. 䇱䈱ญᐳ䈲䊜䊮䊋䊷䈮䈢䈇䈚䈩㐿␜䈱⟵ോ䈏䈅䉍䇮䊜䊮䊋䊷䈲ẜ⊛䈭ขᒁ⠪䈱䉮䊚䉾䊃䊜䊮

䊃䇮⽸₂䇮ᵴേ䈱⒟ᐲ䉕್ቯ䈪䈐䉎䇯 

4. ሶ䈲⺖䈘䉏䈭䈇䇯 

5. ၞㅢ⽻䈲ᄙ䈒䈱䈪࿖䈱ᴺቯㅢ⽻䈫╬ଔ䈫䈚䈩␜䈘䉏䉎䇯 

 

䈖䈖䈪䋳䈏৻⥸䈱Ꮢ႐឵䈫ᄢ䈇䈮⇣䈭䉎ὐ䈪䈅䉎䈖䈫䈮ᵈ⋡䈚䈢䈇䇯䈭䈟䈭䉌䇮ᐢ⟵䈱⚻ᷣ䈲䉃䈚䉐

឵䈱ඞฬᕈ䉕ਥᒛ䈚䈩䈇䉎䈎䉌䈪䈅䉎䇯䈖䈱ඞฬᕈ䈮䈲ੑ㊀䈱ᗧ䈏䈅䉎䇯ඞฬ䈪䈅䉎䈏䉉䈋䈮䇮

㔛⛎ᣇ䈫䉅䈮⋧ᚻ䉕䈧䈔䉇䈜䈇䇯䈚䈎䈚䇮ඞฬ䈪䈅䉎䈢䉄䈮឵䈮䊥䉴䉪䈏䈉䇯৻ᣇ䇮LETS䈪䈲
឵䈮䊥䉴䉪䈏䈭䈇䇯䈠䈚䈩䇮ၞౝ䈪⥄⿷䈪䈐䉎ຠ䈮䈎䈑䉏䈳䇮឵⋧ᚻ䉕䈧䈔䉇䈜䈇䇯䈖䈱䉋

䈉䈭ⷰὐ䈎䉌䇮LETS 䈲ᕆㅦ䈮࿖㓙⊛䈭᥉䈜䉎䈖䈫䈮䈭䈦䈢䇯䈭䈍䇮LETS 䉕ല₸⊛䈮ㆇ༡䈜䉎䈢䉄
䈱䊥䉸䊷䉴㐿⊒䉅⋓䉖䈮䇸ⴕ䉒䉏䈩䈇䉎䇯13 

2.4.2. ᣇㅢ⽻(Regiogeld or Reginonal currency): Ꮒᄢ䈮䈭䉎䈖䈫䈲৻⒳䈱䉦䊦䊃ᗵⷡ䉕↢䉂䈜䈖
䈫䉕ᜰ៰䈚ઍ⚻ᷣ䉕ᛕ್䈚䈢䉥䊷䉴䊃䊥䉝↢䉁䉏䈱⚻ᷣቇ⠪䈲 Leopold Kohr(1909-1994)䈪䈅䉎䇯14䉝

䊷䉰䊷䈱䇸⋉ㅛჇ䈫⚻〝ଐሽ䇹Arthur(1994)15䇮䊐䊤䊮䉪=䉪䉾䉪䈱䇸䉡䉞䊅䊷䊁䉟䉪䉥䊷䊦䇹Frank and 
Cook(1995)䉅ห䈛䈒⊝䇮Ꮒᄢ䉲䉴䊁䊛䈏ᒻᚑ䈘䉏䉎ਇㅘᕈ䉕ᜰ៰䈚䈢䉅䈱䈫䈩䉋䈇䇯16Ꮒᄢ䈭⚵❱

䈮䈭䉍䈭䈏䉌Ꮢ႐⚻ᷣ䈏ඞฬᕈ䉕ᒝ⺞䈜䉏䈳䈜䉎䈾䈬ขᒁ䈱ਇㅘᕈ䈲䉃䈚䉐Ꮒᄢ䈮䈭䉎䈱䈪䈅䉎䇯

LETS 䈪䉅ขᒁ䈱ㅘᕈ䈏㊀ⷐ䈭⺖㗴䈪䈅䈦䈢䈏䇮䈖䈱ὐ䈪䇸ᣇㅢ⽻䇹䉅䉁䈦䈢䈒ห᭽䈱ⷰὐ䈮┙䈦
䈩䈇䉎䇯䊄䉟䉿⺆ Wikipedia䈱Regiogeld䈱㗄䈪䉅䇸ၞᕈ䇮ⓨ㑆ᒻᚑ䇮ᱜ䈭ขᒁ䇹ߢ࠼ࡁߩห⒳

䈱ᜰ៰䈏ⴕ䉒䉏䈩䈇䉎䇯17 

                                                                                                                                                
ᜬޕߟේೣ⊛ߦᴺቯㅢ⽻ߪߣ឵ޠޕߥ߈ߢㇱ(2002, 3-4). 
11 http://www.gmlets.u-net.com/ 
12 Local Exchange Trading System(Don McNair 2003)ࠍෳᾖߪࠇߎޕCanadian Centre for Community Renewal 
(http://www.cedworks.com/)ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎ⺒ࠄ߆ 
13 LETSߡߒߣࠬ࠰ߩᦸࠍ࡞࠷ߥ㧝ߟޕߚߍ᧲੩Ꮏᬺᄢቇࠛࠬࡌ࠻ࡦࠚࠫ␠ળࠪࠬࡓ࠹⑼ቇ⎇ⓥ

ࠆ߈ߢߩߣߎࠆߔㅀ⸤ߦኈᤃࠍ⸘⛔ળ␠߿⸘ળળ␠ߢหߣળ✚ว⎇ⓥᚲ␠ᷣ⚻ߩౝ㑑ᐭߪญᒄᢎߩ࠲ࡦ

㗔ၞ࿕⸒⺆AADL (Algebraic Accounting Description Language)ࠍ㐿⊒ޕࠆߡߒ⚦ߪ␠ળળ⸘ࠪࠬࡊࠝࡓ࠹

ޕࠅ߅ߣߩએਅߪURLߩ࠻ࠗࠨޕࠃࠍ࡞ࠕࡘ࠾ࡑ↪ߩ(2010)ࡓࠕࠪ࠰ࡦࠦࡦ
http://www.cabsss.titech.ac.jp/aadl/index.html 
 AADLߩ⥄⁛ߪ౬㐳឵ઍᢙࠍࠇߎޕࠆߢ↪ޔ߫ࠇߔ࿖᳃⚻ᷣ⸘▚ߩࡠࠢࡒޔߪડᬺߩ⽷ോࠄ߆ࠬࡌฦ㓸

⸘ㆊ⒟ߦߣߏᄌ឵ㅒᄌ឵น⢻ᕈࠍሽߢ߹߹ߚߒዉޕࠆ߈ߢAADLߪLETSߩല₸⊛▤ℂߡߒߣ࡞࠷↪ߢ

  ޕ߁ࠈߢࠆ߈
14 ࠝ ᴚߢ࠲ࠬࠚ࠴࠙ࡠ1994ᐕ⧷࿖ࠣޔ߇ࠆߔ⒖ߦ࿖☨ࠇ㔌ࠍࠕ࠻ࠬ1938ᐕࠝ߇ࠆࠇ߹↢ߦࡈ࡞࠼ࡦࡌ

 ޕࠆ߇Kohr(1995)ߦ㓸⪺ޕߚോࠍᢎߢᄢቇࠦ࠻࡞ࠛࡊߪ20ᐕ㑆ߩᐕ᥅ޕࠆߔ
ߪࠢࡢ࠻࠶ࡀArthur, Ermoliev, and Kaniovski(1983). ⶄ㔀ޕߚߒห৻ⷞߣᄅㆊ⒟ߩࡖࡐࠍ⋉ㅛჇߪࠨࠕ 15

 ޕࠃߖෳᾖࠍᵈ56ߩᧄⓂޔ߅ߥޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ߃ᝒߢᄅㆊ⒟ߩࡖࡐࠅߪ߿
16 ᓟ▵࡞ࠤࠬޟߢਇᄌᕈߡߟߦޠㅀޔ߇ࠆߴ⋉ㅛჇߣ⚻〝ଐሽ࡞ࠤࠬߪਇᄌᕈߩᤋޕࠆߢ⾐(2002)ޔ
⾐(2004, ╙12┨)ࠍޕࠃ 
17 http://de.wikipedia.org/wiki/RegiogeldߩRegionalität / Raumbildung / Fair Tradeࠍࠃ 
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  Leopold Kohr䉕Ꮷ䈫ઔ䈓Ernst Friedrich Schumacher(1911-1977)ޔߪKohr  Small”ࠆߢߟ㧝ߩේℂߩ

is beautiful”䉕ᦠฬ䈫䈚䈩⪺ᦠ Schumacher(1973)䉕⪺䈚䈢䈏䇮䈖䉏䈏⇇⊛䊔䉴䊃䉶䊤䊷䈫䈭䈦䈢䇯䈖
䈱”Small is beautiful”䉕䉴䊨䊷䉧䊮䈮䈚䈩䇮ਥ䈫䈚䈩䊄䉟䉿䈪⊒ዷ䈚䈢ၞㅢ⽻䈪䈅䉎䇯2001ᐕ䊑䊧䊷䊜
䊮䈮⊓႐䈚䈩䈎䉌2010ᐕ3䉟䉿⺆䋨䉴䉟䉴䇮䉥䊷䉴䊃䊥䉝䉕䉃䋩䈪䊡䊷䊨ዉએ㒠䇮ᕆㅦ䈮ዷ
㐿䈚䈩䈇䉎䇯ᵴേ䈱⚦䈲(␠࿅ᴺ )ੱᣇㅢ⽻ㅪวRegiogeld e. V.ෳട䈱ၞㅢ⽻䈣䈔䈪䉅䋲䋷ၞ䈏
ᵴേਛ䈪䈅䉍䇮䈘䉌䈮 40 ၞ䈏Ḱਛ䈪䈅䉎䇯䈖䈱䊂䊷䉺䈲䊖䊷䊛䊕䊷䉳 Regiogeld. Der neue 
Herzschlag der Region䈪⚫䈘䉏䈩䈇䉎䇯18 䈖䈱䊕䊷䉳䈮⚫䈘䉏䈩䈇䈭䈇ᣇㅢ⽻䉅ሽ䈜䉎䇯䈢䈫

䈋䈳䇮䊂䊠䉾䉶䊦䊄䊦䊐䈮ὐ䉕䈍䈒 Rheingoldregio 䉅䈠䈱৻䈧䈪䈅䉎䇯19LETS 䈫Ყセ䈜䉎䈫䇮ㅢ⽻ᵹ
ㅢ䈱ၞ䈱ⷙᮨ䈲䈎䈭䉍ᐢ䈇䇯䈢䈫䈋䈳䇮䊄䉟䉿䈲䊡䊷䊨䈭䈚䈪ၞㅢ⽻䈣䈔䈪䉇䈦䈩䈇䈔䉎䈱䈪䈲

䈭䈇䈎䈫⸒䉒䉏䉎䈾䈬䈪䈅䉎䇯LETS 䈫ห䈛䈒ၞ䈱㔛ⷐഃ䉕⋡⊛䈫䈚䈩䈇䉎䈏䇮䈫䉍䉒䈔䇮䊋䉟䉣䊦
䊮Ꮊർㇱ䈱䉨䊷䊛䉧䉡䉝䊷Chiemgauer䈱䈪䈲හᤨᷣ䉦䊷䊄 debit card䉅⊒ⴕ䈘䉏䈩䈍䉍䇮䈠䈱ᣇ
䈱ㅢ⽻䈫⸒䈦䈩䉅Ꮕ䈚ᡰ䈋䈭䈇ⷙᮨ䈪䈅䉎䇯䊄䉟䉿䈪䈲ᣇ䈗䈫䈱⥄⛎⥄⿷₸䈏㜞䈒ၞ䈣䈔䈪ᣇ

䊔䊷䉴䈪 50䊌䊷䉶䊮䊃䈱ଔ୯ഃ䈏น⢻䈫ផቯ䈘䉏䈩䈇䉎䇯 

 
 

࿑ 2.1 䊄䉟䉿⺆䈮䈍䈔䉎ᣇㅢ⽻䈍䉋䈶 LETS䈱ᄢ(2009ᐕ 11)20 

 

2.4.2.1. 䉨䊷䊛䉧䉡䉝䈱ᣇㅢ⽻: ౕ䉕⚦䈮䈩䈍䈐䈢䈇䇯Der Chiemgauer - ein eurogedeckter 
Regio 䋨䊡䊷䊨⸽ઃ䈐䉨䊷䊛䉧䉡䉝ㅢ⽻䋩䈫㗴䈜䉎䉡䉢䉾䊑䊕䊷䉳䈎䉌ᒁ↪䈜䉎䇯䊄䉟䉿⺆䊕䊷䉳䈪䈅
䉎䈱䈪⠡⸶䈚䈩䈍䈒䇯21 

                                                   
 Dieࠄ߆LETS䈫䉂䈭䈘䉏䉎Tauschring䉕䉄䈩䈇䉎䇯http://www.regiogeld.de/initiativen.htmlߪᢙሼߩߎ 18
Mitglieds-Initiativen des Regiogeld e.V.ߦޔࠅDetaillisteߣࠆߔࠢ࠶ࠢࠍฦၞߩߣߏၞㅢ⽻ߩ⚦߇࠲࠺⚫

 ޕࠆߡࠇߐ
19 http://www.rheingoldregio.de/ 
20 http://www.regiogeld.de/initiativen.htmlࠅࠃᒁ↪ޕ 
21 http://www.regiogeld.de/chiemgauer.html. 
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࿑ 2.2  䉨䊷䊛䉧䉡䉝ᣇㅢ⽻  
http://www.regiogeld.de/chiemgauer.html 
 

䉨䊷䊛䉧䉡䉝䈱ᣇㅢ⽻䈲䊄䉟䉿䈪ᄢᄌฬ䈭䈦䈩䈇䉎䈏ᦨೋ䈱ᣇㅢ⽻䈪䈅䉎䉨䊷䊛䉧䉡䉝ㅢ⽻䈲

2003ᐕ䋱䈮 Prien䈱ᢎ⢒ᯏ㑐Waldorfschcule22䈱ቇౝᬺ䈫䈚䈩⚻ᷣቇᢎᏧChristian Gelleri䈱ᜰዉ

䈱ਅ䈮㐿ᆎ䈘䉏䈢䇯䈖䈱䉲䉴䊁䊛䈱ᦨೋ䈱↪⠪䈢䈤䈲䈖䈱ቇᩞ㑐ଥ䈱ੱ䇱䈪䈅䈦䈢䇯 

 

 <䈬䈱䉋䈉䈮ᯏ⢻䈜䉎䈎> ᣣ䈪䈲䉨䊷䊛䉧䉡䉝䈱 550એ䈱ᬺ䈪䉪䊷䊘䊮䈏↪䈘䉏䈩䈇䉎䇯

⚵❱䈲䇮ଐὼ䈫䈚䈩ฬ⡯⊛䈭䉮䊚䉾䊃䊜䊮䊃䈮䉋䈦䈩䈇䉎䈏䇮ኾ㐷ൻ䈘䉏䈩䈇䉎䇯㐿ᆎᒰೋ䈲䈗䈫䈱ቯ

ᦼ⾼䈏น⢻䈪䈅䈦䈢䈏䇮ᣣ䈪䈲䉨䊷䊛䉧䉡䉝ㅢ⽻䈲᭽䇱䈭⊒ᚲ䋨ၞౝ䈱䈠䉏䈡䉏䈱ᬺᚲ

[ડ ]ᬺ䈫㌁ⴕ䋩䈪⺞㆐䈪䈐䉎䇯 

  100䊡䊷䊨䈮䈢䈇䈚䈩100䉨䊷䊛䉧䉡䉝䉕⾃䈉䇯䊜䊮䊋䊷䈲䈠䉏䉌䉕䈦䈩ෳടᬺ⠪䈪⾼⾈䈪䈐䉎䇯
䈖䉏䉌䈱ᬺᚲ[ડ ]ᬺ䈲䉨䊷䊛䉧䉡䉝䉕䈘䉌䈮ၞౝ䈱ઁ䈱ᬺᚲ䈮ኻ䈚䈩ᡰ䈚䈢䉍ᡰᛄ䈇䉕ฃ䈔䈢
䉍䈜䉎䇯 䉨䊷䊛䉧䉡䉝ㅢ⽻䈲ᵹㅢଦㅴ䋨ᵹേᕈᚻᢙᢱ䈫䉅䈳䉏䉎䋩䈮䉋䈦䈩ଏ⛎䈘䉏䉎䇯䈧䉁䉍䇮䈠

䉏䈲3䊱䈪2䊌䊷䉶䊮䊃ᷫଔ䈜䉎䇯䈠䈉䈇䈉䉒䈔䈪䇮ෳട⠪䈲⥄ಽ䈢䈤䈱䉨䊷䊛䉧䉡䉝䉕䈪䈐䉎䈣䈔ᣧ
䈒ᚻᷰ䈜䈎䇮䈅䉎䈇䈲䉁䈢ḩᦼ䈱⚳ੌ೨䈮ఘㆶ䈚䈩䉅䉌䈉䉋䈉䈮䈅䉎䇯 
 䈖䈱ᦼ㒢䉕ㆊ䈑䉎䈫䇮ଔ୯៊ᄬ䈲ಾᚻ䈱⾼䈫⾍ઃ䈔䈮䉋䈦䈩࿁ᓳ䈘䉏䉎䇯12 䊱ᓟ䈮䉪䊷䊘䊮䈲ή

ଔ୯䈮䈭䉎䇮න䈮ㆶ䈘䉏䉎䈣䈔䈮䈭䉎䇯  
 ㆶ䈮㓙䈚䈩䉪䊷䊘䊮䈲䋵䊌䊷䉶䊮䊃䈱ᚻᢙᢱ䈪⸘▚䈘䉏䉎䇯䈧䉁䉍䇮100 䉨䊷䊛䉧䉡䉝䈮䈧䈐⊒ડ
ᬺ䈲95䊡䊷䊨䉕⾃䈉䇯2䊡䊷䊨䈲䉨䊷䊛䉧䉡䉝䉰䊷䊎䉴䈮䉍䇮ㆇ༡ᯏ㑐䈱⽷↥䈮䈭䉍䇮䈖䉏䈮䉋䈦䈩䉨

䊷䊛䉧䉡䉝ශ䈱ᬺോ䈭䈬䈱⾗㊄⺞㆐䈏น⢻䈮䈭䉎䇯3䊡䊷䊨䈲ၞ䈱NPOᯏ㑐䈮㈩ಽ䈘䉏䉎䇯䈬䈱
࿅䈏䈍㊄䉕⾃䈉䈎䈱ቯ䈲⥄ಽ䈱䊡䊷䊨䉕䉨䊷䊛䉧䉡䉝ㅢ⽻䈮឵䈜䉎㘈ቴ䈮ᆔ䈰䉌䉏䉎䇯 
  䈖䈱䉲䉴䊁䊛䈲䈜䈼䈩䈱ෳട⠪䈮⋉䉕ឭଏ䈜䉎䇯㘈ቴ䈲䉨䊷䊛䉧䉡䉝䉕䈦䈩⥄り䈱⾼⾈ജ䉕

ᄬ䈉䈖䈫䈭䈚䈮⥄ಽ䈏ㆬ䈹࿅䈮㑆ធ⊛䈮ᡰ䈚䇮䈠䈱࿅䈲ㅊട⊛䈭㊄ⲢᚻᲑ䉕ᓧ䉎䇯ᬺᚲ䈲ኈ

ᤃ䈮ᣂ䈢䈭㘈ቴ䉕₪ᓧ䈪䈐䉎䈖䈫䈮䈭䉍䇮䉁䈢㘈ቴ䉕❬䈑䈫䉄䉎䈢䉄䈮⋧ኻ⊛䈮⾌↪䊉䊷䊄⚂⊛䈭ᚻᲑ

䉅₪ᓧ䈪䈐䉎䇯䈘䉌䈮䉁䈢䇮⻉ᬺᚲ䈏ၞౝ䈪⥄ಽ䈢䈤䈱⽻ᐊ䉕ᡰ䈜䉎䈭䉌䈳䇮ౣ䈶⥄ಽ䈢䈤䈱䈫

䈖䉐䈮ㆶᵹ䈚䈩䈒䉎⏕₸䉅䈜䉎䇯⽻ᐊ䈱ᵹㅢㅦᐲ䈱Ⴧᄢ䈮䉋䈦䈩䇮ભ⠹ਛ䈱ᧂ㐿ᜏ䈱⢻ജ䈏ᦨㆡ

䈮↪䈘䉏䉎䈱䈪䈅䉎䇯 

                                                   
22 ࠝ  ޕቇᩞࠆߡࠇߐዷ㐿ߦ⊛࿖㓙ߢ㕍ዋᐕᢎ⢒ᯏ㑐ࠆߔታ〣ࠍቇືߩቇ⠪Rudolf Steinerືߩࠕ࠻ࠬ
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2.4.3. 䉺䉟䊛䊄䊦䋨ഭ⸽䋩䋺 䈫䈚䈩䈲 Ithaca hours 䈏ฬ䈪䈅䉎䇯ෳട⠪䈱⋧ା↪䈮ၮ䈨䈒
ขᒁ䈪䈅䉍䇮ฦขᒁ䈗䈫䈮⾉ᣇ䈫୫ᣇ䈏⸥㍳䈘䉏䉎䉲䉴䊁䊛䈪䈅䉎䈖䈫䈪䈲ઁ䈱ၞㅢ⽻䈫ᄌ䉒䉌䈭䈇䇯

䈚䈎䈚䇮䈖䈱឵䈱ᮡḰ䈏ഭᤨ㑆䉕䊔䊷䉴䈫䈚䈩䈇䉎䈖䈫䈖䉐䈏䉺䉟䊛䊄䊦䈅䉎䈇䈲ഭ⸽䈫䈳

䉏䉎ᚲએ䈪䈅䉎䇯䈧䉁䉍䇮ഭᤨ㑆䉕䊔䊷䉴䈫䈚䈩䉮䊚䊠䊆䊁䉞ౝ䈱䊜䊮䊋䊷⋧䈱឵䉕឵▚䈜䉎

Community currency䈪䈅䉎䇯 
  䉪䊨䊷䊊䊥䉶䉲䊢䊮䈲⇇ฦ䈪ㆊ⇹䉕↢䉂䈚䇮⚻ᷣ⊛䈮ㅌ䉕䈭䈒䈘䉏䈢ၞ䈏ᄙᢙ⺀↢

䈚䈩䈇䈦䈢䇯1987ᐕ䈱䊑䊤䉾䉪䊙䊮䊂䊷એ㒠䇮䊆䊠䊷䊣䊷䉪䈪䈲 20ਁੱ䉅䈱ᄬᬺ䉕ᛴ䈋䉎䈖䈫䈮䈭䈦䈢䇯
䉮䊷䊈䊦ᄢቇ䈱䈅䉎䉟䉰䉦 Ithaca 䈮䈍䈇䈩䉅⚻ᷣㅌ䈏㊀ᄢ㗴䈫䈭䈦䈢䇯↸䈱ᔒ䈎㓸䉁䈦䈩
1991 ᐕ䉋䉍 Ithaca Hours 䈫䈇䈉䉺䉟䊛䊃䊦(ഭ⸽) 䉕ᵹㅢ䈘䈞䉎䈖䈫䈮䈭䉍䇮ర䈱↢ද Green Star 
Coop䈫ㅪ៤䈚䈩䈭䈍ஜ䈪䈅䉎䇯23䉺䉟䊛䊄䊦䈲න⚐䇮ⶄ㔀ഭ䉕䉒䈝 1ഭᤨOne HOUR = 
one hour basic labor, or $10.00 䈫䈇䈉䈱䈏ᮡḰ䈪䈅䉎䇯䈖䈱ഭ⹏ଔ䈲ᾫ✵䇮ੱ⒳䇮ᕈ䉕䉒䈭䈇ਇ
ᄌ⊛䈭ᮡḰ䈪䈅䉍䇮ᒙ⠪ᢇᷣ䈱ᯏ⢻䉕ᨐ䈢䈜䇯ઁ䈮ၞ↪䈱䉦䊅䉺䊶䊃䊨䊮䊃Ꮢ䈱䊃䊨䊮 䊃䊶䊄䊦䉅
⪺ฬ䈪䈅䉎䇯䈖䉏䉌䈲䊃䊦⚕ᐊ䈮ૃ䈢䇸⚕䈱ᒻ䉕ข䈦䈢⽻ ᐊ䇹䈫䈚䈩ၞౝ䈪హ឵ജ䈎䈅䉎䇯 

2.5. ㅢ⽻ዪᚲൻ䈱⚻ᷣቇ⊛ᗧ⟵ એ䈱◲න䈭⠨ኤ䈎䉌䉅䈉৻ᐲ䇮ၞㅢ⽻䈱․ᓽ䉕⚻ᷣቇ⊛䈮䉁

䈫䉄䈩䈍䈖䈉䇯⇇⊛䈭㊄Ⲣෂᯏ䈫ၞ䈪䈱ᴺቯㅢ⽻䉇㗍㊄㊂䈱⋧ኻ⊛䈭ਇ⿷䈏ၞㅢ⽻䈱⚵❱ൻ

䉕ଦㅴ䈚䈢䇯䉁䈢䇮䊣䊷䊨䉾䊌䈪䈲䊡䊷䊨ዉ䈫ኻᔕ⊛䈮ᕆㅦ䈭ዷ㐿䈏䈅䈦䈢䈖䈫䈲䈜䈪䈮ᜰ៰䈚䈢䇯

䈖䈱ㆊ⒟䈪ၞㅢ⽻䈱⚵❱⠪䈢䈤䈏ᔨ㗡䈮⟎䈇䈢䈖䈫䈲䇮⚻ᷣ䈫Ꮢ႐䈱ᄢ䈮䉋䈦䈩ขᒁ䈏ਇㅘ

䈮䈭䈦䈢䈖䈫䇮ขᒁ䉕ၞන䈪ㅘൻ䈜䉎䈖䈫䈪䈅䈦䈢䇯䉁䈢䇮↪䉕․ቯ䈱ၞ䈮ዪᚲൻ䈜䉎䈖䈫

䈮䉋䈦䈩䇮ඞฬᕈ䈱䉕❗ዊ䈜䉎䈖䈫䈪䉅䈅䈦䈢䇯䊄䉟䉿䈱䈲䇮ၞ⚻ᷣ䈏ᄢၞ⊛⚻ᷣ䈱ਇㅘ

ᕈ䊶ඞฬᕈ䈮㘶䉂ㄟ䉁䉏䈭䈇⹜䉂䈪䈅䉍䇮⚵❱⠪䈲䉅䈫䉅䈫㊄Ⲣ⚻ᷣ䈱Ꮒᄢ䈭䊥䉴䉪䈎䉌ㅏ䉏䉎ᚻᲑ䈫

䈚䈩ၞㅢ⽻䉕䈭䈚䈩䈇䉎䇮䊋䉟䉣䊦䊮䊶䉨䊷䊛䉧䉡䉝䊷䈱䉋䈉䈮ၞ䈱⚻ᷣ䈱䋵䋰䊌䊷䉶䊮䊃䈏ၞ

ౝขᒁ䈪ⴕ䈋䉎䈒䉌䈇䈱ㅢ䈚䈏䈅䉎䈱䈪䈅䉎䇯䈖䈉䈚䈩䉎䈫䇮㊄Ⲣขᒁ䈱㙄㘩䈮䈭䉎ᔅⷐ䈱䈭䈇ข

ᒁ䉕ో䈚䇮ஜో䈭ขᒁ䉕᭴ᗐ䈜䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䈫䈇䈉ᗧ䈪䈲䇮ၞㅢ⽻䈲వ䈮ㅀ䈼䈢䉲䊦䊎䉥䊶䉭

䉷䊦䈱ሶ䉕↢䉁䈭䈇⽻ᐊ䈪䈅䉎ᔅⷐ䈏䈅䉎䇯䈖䈱䉋䈉䈮䉎䈫䇮ၞㅢ⽻䈱ቯ⟵䈲એਅ䈱䋲ὐ䈮⛉䉌

䉏䉎䈪䈅䉐䈉䇯 

ၞㅢ⽻䈱ၮᧄ⊛․ᓽ 

z ⊒ⴕਥ䈲᳃㑆䈱ੱ䈅䉎䈇䈲ᬺ⚵❱䈪䈅䉎䇯䋨ⴕᒰዪ䈏ᡰេ䈜䉎䈖䈫䉕ᅹ䈕䈭䈇䇯䋩 

z 䉴䉺䊮䊒⽻ᐊ䈱䈢䉄ലᦼ㑆䉕䈋䉎䈫ᄬല䈚ήଔ୯䈮䈭䉎䇯䋨ේೣ䈫䈚䈩ᴺቯㅢ⽻䈫䈱హ

឵䈲䈭䈇䇯䋩 

z ㅢ⽻䈱⾉୫㑐ଥ䈲ሽ䈚䈭䈇䇯ലᦼ㑆ౝ䈪䉅ᚻᢙᢱ䉕ᛄ䉒䈭䈇䈫ଔ୯䉕ᦝᣂ䈪䈐䈭䈇䇯

䉁䈢䊂䊎䉾䊄䉦䊷䊄䈏⊒ⴕ䈘䉏䉎႐ว䇮⊒ⴕ⾌↪䈏䈎䈎䉎䇯䋨⽶䈱ሶ䈱ሽ䋩 

 

 ᧄⓂ䈪䈲㵱Small is beautiful㵱એᄖ䈮䈲⸅䉏䈭䈎䈦䈢䈏䇮ၞㅢ⽻䈱⸳⸘䈮䈲䈇䉐䈇䉐䈭ℂᔨ䈏ၒ䉄
ㄟ䉁䉏䈩ᒰὼ䈪䈅䉎䇯ᧄ▵䉕⚳䈋䉎䈮䈅䈢䈦䈩䉬䉟䊮䉵 John Maynard Keynse(1883-1946)䈱䇸৻⥸ℂ⺰䇹
╙ 23┨䈎䉌䉭䉷䊦䈮䈧䈇䈩䈱⺰ㅀ䉕ᒁ↪䈜䉎䈱䈏䉋䈇䈪䈅䉐䈉䇯24 

                                                   
23
 Ithaca Hoursߪߡߟߦhttp://www.ithacahours.com/ࠍෳᾖޕࠃߖ࿖ߪߢ⽺᳃ጀޔㅌᓎァੱߤߥ⠧㦂⠪ߩ⋧ᛔഥߩ

ᚻᲑߡߒߣ᥉ޕࠆߡߒᒰೋޔၞ߳ߩᄺᵴേࠍขᒁኻ⽎ߚߚߒߣන⚐ᤨߥ㑆឵ࠍ▚න࠶ࡠ࡛ޕߚߒߣ

㑆㌁ⴕᤨߪߢࡄ time bank߁ߣห⒳ߩ⸽ޕࠆ߇ 
24
 Keynse,(1936) Book IV: Notes on Mercantilism, the Usury Laws, Stamped Money and Theories of Under-Consumption. 
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⑳䈏ା䈝䉎䈫䈖䉐䇮ᧂ᧪䈲䊙䊦䉪䉴䉋䉍䉅䉭䉷䊦䈱♖䈎䉌ᄙ䈒䉕ᢎ䈋䉌䉏䉎䈖䈫䈮䈭䉎䈪䈅䉐䈉䇯䇺⥄ὼ

⚻ᷣ⒎ᐨ䇻䈱ᐨᢥ䈲䇮⺒⠪䈏䈠䉏䉕ᒁ䈐ว䈇䈮䈜䈖䈫䉕ᦸ䉃䈭䉌䇮ᓼ⊛⾗⾰䈱㜞䈘䉕ᢎ䈋䈩䈇䉎䇯

䊙䊦䉪䉴䈻䈱╵䈋䉕䈖䈱ᐨᢥ䈮ᴪ䈦䈩䈞䉎䈱䈪䈅䉐䈉䈫⑳䈲ᕁ䈉䈱䈪䈅䉎䇯 

 

䋳. 䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈮䉋䉎ᕺ䈫ห㘃⊛䊶⇣ဳ⊛ᷙว 

3.1 䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈮䉋䉎ᕺ 䊈䉾䊃䊪䊷䉪ᕺ network reciprocity 䈱䊂䉞䊧䊮䊙✭⸃䍃⸃ᶖ䊒䊨䊃䉮䊦⎇
ⓥ䈏䈅䉎䇯䊈䉾䊃䊪䊷䉪ᕺ䈮⌕⋡䈚ኻᚢ⋧ᚻ䈱ඞฬᕈ䉕ᷫᲕ䈜䉎䊂䉞䊧䊮䊙✭⸃䍃⸃ᶖ䊒䊨䊃䉮䊦䉕⎇

ⓥ䈚⇣⾰⊛䈭䇸ⶄ㔀䊈䉾䊃䊪䊷䉪䇹25䈪䇸ද⺞䈱䉰䊘䊷䊃ലᨐ䇹䉕ᬌ⸽䈚䇮䊂䉞䊧䊮䊙✭⸃䍃⸃ᶖ䊒䊨䊃䉮䊦

⎇ⓥ䈚䉋䈉䈫䈜䉎䉅䈱䈪䈅䉎䇯ታ␠ળ䈪䈲䇮⋧ᚻ䈫䈬䈱䉋䈉䈮䈧䈐䈅䈉䈎䋨䉭䊷䊛ᚢ⇛䋩䈮ട䈋䇮䈧䈐䈅䈉

⋧ᚻ䈱ㆬ䈶ᣇ䋨䊈䉾䊃䊪䊷䉪ᡷᄌᚢ⇛䋩䉅ฦੱ䈪᭽䇱䈪䈅䉍䇮หᤨ䈮ㅴൻ䈜䉎䇯䈧䉁䉍䇮䉭䊷䊛ᚢ⇛䈫

䊈䉾䊃䊪䊷䉪ᡷᄌᚢ⇛䈱ㅴൻㆊ⒟䉕ಽᨆ䈜䉎䈖䈫䈮䈭䉎䇯␠ળ䈱䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈪䈲䇮ห⾰⊛䈭䊤䊮䉻䊛

䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈫䈲⇣䈭䉍䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱䊥䊮䉪䈱ᒛ䉍ᣇ䈮䇸ᒝജ䈭ᕺ䇹䉕ഃ䈚䈩䊂䉞䊧䊮䊙䉕⸃ᶖ䈜䉎

䈖䈫䈏น⢻䈪䈅䉎䇯26␠ળ䉲䉴䊁䊛䈲ฦ⒳䈱䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈎䉌᭴ᚑ䈘䉏䈩䈇䉎䇯䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱䊂䉱䉟䊮䈲

㊀ⷐ䈭⺖㗴䈭䈱䈪䈅䉎䇯27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑ 3.1 ⽻ᐊ䈱䊈䉾䊃䊪䊷䉪28 

                                                   
⟵ቯߡߞࠃߦߟ㧟ߩᕈ࠲ࠬࠢޔᕈ࠼࡞ࡢ࡞ࡕࠬޔਇᄌᕈ࡞ࠤࠬߪޠࠢࡢ࠻࠶ࡀⶄ㔀ޟ 25

↰ޠ࠻ࡁ⟵⻠ቇᩞߩ51࿁ ‛ᕈ⧯ᚻᄐ╙ޟޔ߇ࠆߔ⸒ߢ⺰⼏ߩએਅߪߡߟߦࠄࠇߎޕࠆࠇߐ

 ޕࠆߥߦᄢᄌෳ⠨ߢ⊛⟜✂ߪ(2007)
 Tanimoto and Sagara (2007)䇮⼱ᧄ䊶⋧⦟(2008)䉕䉋䇯߫߃ߣߚ 26
27 ၞㅢ⽻ߩ⎇ⓥࠢࡢ࠻࠶ࡀߦಽᨆࠍㆡ↪ߦߩ߽ߚߒKichiji and Nishibe(2008)ޕࠆ߇ർᶏᄢቇ

ㇱᔘ⎇ⓥቶ߇ᜰዉߚߒർᶏ⧴☨↸ߩၞㅢ⽻ታ㛎ࠢࡢ࠻࠶ࡀࠍ࠲࠺ߩಽᨆࠅࠃߦ⸃ᨆޕߚߒ 
28 "Social Networking" from The Wolfram Demonstrations Project: http://demonstrations.wolfram.com/SocialNetworking/. 
Contributed by: Michael Trott. 
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3.2. Ꮢ႐ขᒁ䈱ା㗬ᐲ䈻䈱⇼ ขᒁᚲ䈱Ꮢ႐䉭䊷䊛䈲䇮ฦ䊍䊠䊷䊙䊮䉣䊷䉳䉢䊮䊃䈮䉋䉎ଔᩰᒻᚑ

䈱⚿ᨐ䈱䇸⸥ᙘ䇹䉕ㅢ䈛䈩䇸䊍䊠䊷䊙䊮䉣䊷䉳䉢䊮䊃䈱ಽᏓ䇹䈏ขᒁ䈱⚿ᨐ䈮ᓇ㗀䉕ਈ䈋䈩䈇䈒䇯䈚䈎䈚䇮

ᱜ䈭䉭䊷䊛䈱䈢䉄䈮䈲ขᒁ⚂ቯ䈱ฦ䊤䉡䊮䊄䈲⋧䈮⁛┙⊛䈪䈭䈔䉏䈳䈭䉌䈝䇮ฦ䊤䉡䊮䊄䈱⚿ᨐ

䈏䈢䈣䈤䈮೨䈱ಽᏓ䈮ᓇ㗀䉕ਈ䈋䉎䇸䊐䉞䊷䊄䊋䉾䉪䇹䈏ᒙ䈇䈖䈫䈏䇸ᐔᕈ⏕䇹䈱᧦ઙ䈪䈅䉎䇯29Ꮢ

႐ขᒁ䈲䇮ขᒁᚲขᒁ䈱䉋䈉䈭⚵❱ൻ䈘䉏䈢ขᒁ䈳䈎䉍䈪䈭䈒䇮৻⥸䈮䇮ඞฬᕈ䈏䈭䈇䈫ᐔᕈ䈲

䈢䉏䈭䈇䈫⠨䈋䉌䉏䈩䈇䉎䇯Ꮒ㗵䈭ขᒁ䈱䉪䊤䉴䉺䊷䈏ᡰ㈩䈚䈩䈇䉏䈳䇮ᐔᕈ䈏ᚑ䉍┙䈦䈩䈇䉎䈎䈲

⇼䉒䈚䈇䈏䇮䈜䈓䈮䉎䉋䈉䈮䇮ઍ⚻ᷣ䉲䉴䊁䊛䈱․ᓽ䈮䈲䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ scale free 䈫䈇䈉․ᓽ䈏

䈅䉍䇮䈇䈒䉌䈪䉅Ꮒ㗵䈭ขᒁ䈏⸵䈘䉏䉎䇯Ꮢ႐䈱ା㗬ᐲ䈮㒢⇇䈏䈅䉎䈫䈇䈉䈐䉒䉄䈩㊀ⷐ䈭㗴䈮䈹䈧

䈎䉎䇯 

  䈖䉏䈮䈚䈩䇮ㅀ䈚䈢䉋䈉䈮䇮ၞㅢ⽻䈮䈲⥝ᷓ䈇⺰ὐ䈏䈅䉎䇯ඞฬᕈ䈲ᭂജ㒰ᄖ䈘䉏䈰䈳䈭

䉌䈭䈇䇯䈭䈟䈭䉌䇮ၞㅢ⽻䈱ᵴേ䈲䇮ዪᚲ⊛䈭䊈䉾䊃䊪䊷䉪䉕⛽ᜬ䈚䈭䈏䉌䇮⋧䈱ᕺ䉕ታ䈚䉋䈉

䈫䈇䈉⹜䉂䈪䈅䉎䈎䉌䈪䈅䉎䇯䈧䉁䉍䇮ၞㅢ⽻䈮䈲Ꮢ႐䉕ⓨ㑆⊛䈮㒢䈜䉎䈖䈫䈮䉋䈦䈩䇸ขᒁ䈱นⷞ

ൻ䇹䉕ታ䈚䇮ඞฬ䈱╙䋳⠪䈮䉋䈦䈩ⵍ䉎䊥䉴䉪䉕ᭂജシᷫ䈚䉋䈉䈫䈜䉎⹜䉂䈪䈅䉎䇯䈖䈱䉋䈉䈭䈖䈫䈏ታ

㓙น⢻䈪䈅䉎䈎䈬䈉䈎䉕ี䈜䉎䈢䉄䈮䇮ၞㅢ⽻䈱ෳട⠪䈱ขᒁ᭴ㅧ䈭䉌䈶䈮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱ᒻᚑ

䈱ಽᨆ䈏㊀ⷐ䈮䈭䉎䇯 

3.3. 䊔䉨ಽᏓ䈫䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ 䈜䈓䈮䉎䉋䈉䈮䇮䊔䉨ಽᏓ䈲䈅䉎⽎䈱⊒↢䈱ಽᏓ f(x)䈏䈧䈑䈱
䉋䈉䈮䊔䉨ೣ䈮ᓥ䈦䈩䈇䉎䇯 

  f(x)=x-α           (3-1) 
䊔䉨ಽᏓ䈲䈲䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䈫䈇䈉ᕈ⾰䉕ᜬ䈤䇮䈇䈒䉌䈪䉅ᄢ䈐䈭⽎䈱⊒↢䉕⸵ኈ䈜䉎䇯30䈖䈱ಽᏓ

䈮䈲ಽᏓ䈱䉍䉕․ᓽઃ䈔䉎ᐔဋ⊛䈭ዤᐲ䋨䉴䉬䊷䊦䋩䈫䈭䈇䈱䈪䈅䉎䇯䇸䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱ᰴᢙಽᏓ䈱䉴

䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䇹䉕ㅀ䈼䉎೨䈮䇮䊔䉨ಽᏓ䈱䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䉕ㅀ䈼䉎䇯䊔䉨ਸ਼䈪䈞䉎⁁ᘒ䈏䈲䊐䊤䉪

䉺䊦䋨⥄Ꮖ⋧ 䋩ૃ䈪䈅䉎䇯ታ㓙䇮α>0 䈫䈚䈩 f(x)=x-α䈮 x/b䉕ઍ䈜䉏䈳䇮 

  f(x/b) = (x/b)-α = (bα)(x-α)          (3-2)                          
䈏ᚑ䉍┙䈤䇮䉴䉬䊷䊦䈏⇣䈭䈦䈩䉅 x-α䈫䈇䈉 xଐሽᕈ䈲ᄌ䉒䉌䈭䈇䇯31 

3.4. Ꮢ႐⚻ᷣ䉲䉴䊁䊛䈱䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ Eugene Stanley╬䈱⚻ᷣ‛ℂቇ⠪䈢䈤䈲䇸ଔᩰᄌേ䈱䊐䊤
䉪䉺䊦ᕈ䋨䈅䉎䈇䈲䉦䉥䉴ᕈ䋩䇹䈮⌕⌒䈚䈩䇮ᄢ䈐䈭ଔᩰᄌേ䈱ಽᏓ䈏ᱜⷙಽᏓ䈪䈲⿷䈪䈐䈝䊌䊧䊷

䊃-䊧䊯䉞 Pareto-LévyಽᏓ䋨䂦x-α, 0<α<2䋩䈮䉋䉍ㄭૃ䈪䈐䉎䈖䈫䇮⵿㊁䈱┵䈮䈅䈢䉎ᄢᏅ䈮䈢䈇䈚䈩䈲
䋨䂦x-3䋩䈱ᒰ䈩䈲䉁䉍䈏䉋䈇䈖䈫䈭䈬䉕⊒䈚䈢䇯32䉴䉺䊮䊧䊷䈲䉁䈢ડᬺ⾗↥ᚑ㐳₸䈱ಽᏓ䈱ᮡḰᏅ

䈏ડᬺ⾗↥䈱୯ K 䈗䈫䈮 K-0.15 䈫䉴䉬䊷䊦䈘䉏䉎䈖䈫䉕⸘᷹䈚䈢䇯৻ᣇ䇮Okuyama, Takayasu, and 
Takayasu(1997)䈲䇮ડᬺ䈱ᚲᓧಽᏓ䈪䉳䉾䊒䈱ᴺೣZipf law䈏ᚑ䉍┙䈧䈖䈫䉕␜䈚䈢䇯䈢䈫䈋䈳ᣣᧄ䈱
                                                   
29 ᢌ⠪ᓳᵴߩ߇ᱷޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߡߞ 
߁ߣexp(−βx)ߪߢ⇇ὼ⥄ޕߥ߈ߢ⊑ߪߡߒߣ⽎ὼ⥄ߪಽᏓߥ߁ࠃߩߎޕࠆߢή㒢ߪಽᢔߩಽᏓࠠࡌ 30

ߥߪੱ߈ᄢ߽ߢࠄߊߡߒࠎ߆ߦり㐳ߩ㑆ੱ߫߃ߣߚޕࠆߢ⊛⥸৻߇ᣇߩ⽎ࠆࠇߐㅀ⸤ߢᜰᢙ㑐ᢙࠆࠁࠊ

ಽ߈ߴޔ߇ߚߞߥߦฬߪಽᏓߩᩣଔᄌേޔᣇ৻ޕࠆߢߩࠆ߇࡞ࠤࠬߥ⊛ᓽ․ࠆߪߦᐔဋり㐳ߩ㑆ੱޕ

Ꮣ߇␠ળ⚻ᷣࠪࠬߩࡓ࠹⻉⽎ߩਛߢ㗫❥ߦޕࠆࠇߐAmazonߩᄁࠅࠠࡌߪ࠲࠺ߍಽᏓߦㄭߩߎޕߢ

߹ߟޔࠆ߈߇⋉ะߢߣߎࠆߔߦ࠻࠶ࠥ࠲ࠍ㘈ቴߥࠢ࠶ࠕ࠾ࡑ߇ࠆߪߢዋᢙߊߥߪߢᐔဋ⊛ઍ⊛㘈ቴߪ

 ޕࠆࠇߐ᧤⚂߇⋊ߥ߈ᄢߢߣߎࠆߔࠣࡦࠖ࠹ࠤࡑߦ⊛⛯⛮߽ߢ⽎ߐዊߦ⊛₸⏕ޔࠅ
ߢߣߎߩ࿑ᒻߥ߁ࠃࠆߢ㧔⋧ૃ㧕ߓหߣో߽ߡߒࠅߚߒዊ❗ࠅߚߒᄢࠍㇱಽ৻ߩߘޔߪߣ࿑ᒻ࡞࠲ࠢࡈ 31

࡞ࠤࠬࠆ᷹ࠍߐ㐳ߩ‛ߦࠆߔⷐߪߩ߽ߚߞߣ߆ߣᄢ߆ߣዊ❗ޔ߇ࠆߢߩ߽ߥ⊛ᐞቇߪ⾰ᕈߩߎޕߚߞ

ߣߎ߁ߣਸ਼ೣࠠࡌޔߜࠊߥߔޔਇᄌᕈ࡞ࠤࠬߩ㑐ᢙ߇ߩߚߒߦ⊛ᨆ⸂ࠍᕈ࡞࠲ࠢࡈޔߢߩߥߣߎࠆ߃ᄌࠍ

 .㚅ข(1997, ╙2,3┨)ޕࠆ߈ߢ߇
32 Mantegna and Stanley(2000)ߦޕߒᧄᦠߪೋߩ⚻ᷣ‛ℂቇߩᢎ⑼ᦠޕߚߞߥߣᦨᣂߩᚑᨐ߹ߚߣ߹ߢᧄᩰ⊛ߥ

⚻ᷣ‛ℂቇᢎ⑼ᦠߡߒߣ㕍ጊ䊶ኅን䊶ᳰ↰䊶⋧㚍䊶⮮ේ (2008)䈏䈅䉎䇯 
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4000ਁએ䈱ᚲᓧI䉕↳๔䈚䈩䈇䉎⚂8ਁ␠䈱䊂䊷䉺(1997ᐕᐲ)䉕⸃ᨆ䈜䉎䈫⚥ⓍಽᏓ䈪 log P(㻢

I) 䌾I-1䈏ᚑ䉍┙䈧䇯 䈘䉌䈮䇮䈖䉏䉌䈲ㆊ 30ᐕ䉕䈧䈉䈛䈩䉅ᚑ䉍┙䈧䈖䈫䈏䉒䈎䉎䇯ⷐ䈜䉎䈮䇮ઍ䈱

⚻ᷣ䉲䉴䊁䊛䈮䈲䈇䈒䉌䈪䉅ᄢ䈐䈭ડᬺ䉇ଔᩰᄌേ䈏䈐䉎น⢻ᕈ䈮ข䉍࿐䉁䉏䈩䈇䉎䇯33 

  䈭䈍䇮䊔䉨ಽᏓ䈱ಽᢔ䈲ᢙቇή㒢ᄢ䈪䈅䉎䈏䇮䉒䉏䉒䉏䈲㒢䈱䊂䊷䉺䈚䈎ᜬ䈢䈭䈇䇯ㆡᒰ䈭

䉲䊚䊠䊧䊷䉲䊢䊮䈮䉋䉍䇮䈬䈱䉋䈉䈭ᐔဋ䈫ᮡḰᏅ䈱䈫䈐䈮䊔䉨ಽᏓ䈮ㄭ䈇ಽᏓ䈏ᒻᚑ䈘䉏䉎䈎䉕⺞䈼

䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯䈖䉏䉕 ZipfಽᏓ䈱䉬䊷䉴䈪␜䈜䇯34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑ 3.2 䉳䉾䊒䈱ᴺೣ䉲䊚䊠䊧䊷䉲䊢䊮 

 

3.5. ⶄ㔀♽䈱ၮᧄ⊛․ᓽ 䊔䉨ಽᏓ䉕⊒↢䈘䈞䉎ᯏ᭴䈏⥄Ꮖ⚵❱ൻㆊ⒟䈮䈅䉎䈖䈫䈲䊔䉨ಽᏓ䈏䊐

䊤䉪䉺䊦౮䈮䉋䈦䈩↢䉂䈘䉏䉎䈖䈫䈎䉌䉒䈎䉎䇯䈠䈚䈩䉋䉍㊀ⷐ䈭ὐ䈲䇮㒢ᤨ㑆ౝ䈮․⇣䈭⽎

䈮┙䈤⥋䉎น⢻ᕈ䈏䈅䉎䈖䈫䈪䈅䉎䇯ታ㓙䇮ᩣଔᄌേߪ㑣୯ࠍߥ┵ᭂࠆ߃ᱜࠍࠢ࠶ࡃ࠼ࠖࡈߩ

ᜬޔ߈ߣߥ߁ࠃߩߎޔ߇ߟ㒢ᤨ㑆ౝߦᒝേࠍ߁ఘ⊛߇ࠬࡠࡊหޕࠆߔ䈖䈱ⷰὐ䈎

䉌 Erdi(2007)䈲ⶄ㔀♽䈱․ᓽ䉕䈧䈑䈱䉋䈉䈮ቯ⟵䈚䈩䈇䉎䇯35 

ⶄ㔀♽䈱․ᓽ 

z ᓴⅣ⊛䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈫࿃ᨐᕈ䉕ᜬ䈧䇯 

z 㒢ᤨ㑆ౝ䈮․⇣ᕈ⊒↢䈫䈇䈉․ᓽ䉕ᜬ䈧䇯36  

z 䊔䉨ಽᏓ䉕⊒↢䈘䈞䉎⥄Ꮖ⚵❱ൻㆊ⒟䈫䈇䈉․ᓽ䉕ᜬ䈧䇯37 

                                                   
33 ᦨㄭߩડᬺߩ࠲࠺ಽᨆߪߡߒࠎ߆ߦ㕍ጊኅንᳰ↰⋧㚍⮮ේ (2007)߇ޕߒ 
34 ᐔဋ8ޔᮡḰᏅ2.5ࠍࡦ࡚ࠪࡘࡒࠪߢ࠲࠺ߩⴕޔߣ߁5ߢ࠲࠺ߩ࠻ࡦࡄZipfߩᴺೣ߇ᚑࠅ┙

 :Power Law Tails in Log Normal Data" from The Wolfram Demonstrations Project"ޕࠆߡߞ
http://demonstrations.wolfram.com/PowerLawTailsInLogNormalData/ 
Contributed by: Fiona Maclachlan. 
35 ⶄ㔀♽ߩ⸃⺑ᦠߡߒߣKlaus Mainzer⪺ޟⶄ㔀♽ᕁ⠨ޠMainzer(2007)1994ޕࠆ⮈ࠍᐕߩೋ ೀએ᧪ߪޔ⇇

ਛ2007ޔࠅ߅ߡࠇ߹⺒ߢᐕࠍ 5╙ߢೀޕߚߞ⥋ߦࠆߔ 
ࠍേᒝߦ㒢ᤨ㑆ౝߢࠬࠤߟᜬࠍࠢ࠶ࡃ࠼ࠖࡈߩᱜߥ┵ᭂࠆ߃ࠍ㑣୯ߦ߁ࠃߩᩣଔᄌേޔ߫߃ߣߚ 36

 ޕࠆߔห߇ࠬࡠࡊ⊛ఘ߁
37 ኻᢙᱜⷙಽᏓߢᮡḰᏅࠅߥ߆ࠍዊߡߞߣߊߐಽᏓᒻࠍឬࠬ࠙ࠟߤࠎߣ߶ߣߊಽᏓߣಽޕߥ߆ߟ߇ߌ৻ᣇޔ

ኻᢙᱜⷙಽᏓߢᮡḰᏅࠍᄢߣࠆߣߊ߈ಽᏓᒻࠠࡌߪಽᏓߦẋㄭޕࠆߔኻᢙᱜⷙಽᏓߪಽᢔ࠙ࠟߡߞࠃߦ࠭ࠗࠨߩ

ࠬಽᏓࠠࡌߣಽᏓߤ߁ࠂߜߩਛ㑆ߦ⟎ޕࠆߔખ᧻ਅ(2009, 1148)ࠍޕੱࠃ ญ߿Ꮢ↸ߩಽᏓߒߕࠄߥ߆ߪߦ
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3.6. ᰴᢙಽᏓ䈱䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ ၞㅢ⽻䈱⼏⺰䈪䈲䈘䈚䈅䈢䉍╙䋱䈱䇸ᓴⅣ⊛䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈫࿃ᨐᕈ䇹

䈮ὶὐ䉕ᒰ䈩䉎䈖䈫䈮䈚䈢䈇䇯䈜䈪䈮䊔䉨ಽᏓ䈱䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䉕䈢䈏䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪ಽᨆ䈏㊀ⷐ䈭

䈱䈲䇸ᰴᢙಽᏓ䇹䈱䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䈪䈅䉎䇯 

  ᰴᢙಽᏓ䉕ቯ⟵䈜䉎䈢䉄䈮⧯ᐓ䈱ၮᧄ⊛ቯ⟵䉕Ḱ䈚䈢䈇䇯䉁䈝䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈫䈲䇮㗂ὐvertex䈫
䋨㗂ὐ䈫㗂ὐ䉕⚿䈹䋩ㄝ edge䈎䉌᭴ᚑ䈘䉏䉎䇸䊈䉾䊃䊪䊷䉪䇹䈎䉌ᒻᚑ䈘䉏䉎䉲䉴䊁䊛䉕⠨䈋䉎䇯㗂ὐห჻
䈱䇸䊥䊮䉪䇹䉕㗴䈫䈜䉎䈱䈪䇸ㄝ䉕䉅䈦䈩䈇䉎㗂ὐ䇹䈲䊉䊷䊄 node 䈫䈳䉏䇸䊉䊷䊄䈱⚿วᰴᢙ䇹䈏⎇ⓥ
ኻ⽎䈫䈭䉎䇯 
ᰴᢙಽᏓ 

z ᰴᢙ: 䊉䊷䊄䈮⚿䈲䉏䈩䈇䉎ㄝ䈱ᧄᢙ 
z ᰴᢙಽᏓ: 䈅䉎䊉䊷䊄䈮 kᧄ䈱ㄝ䈏⚿䈲䉏䈩䈇䉎⏕₸䈍䉋䈶䈠䈱ಽᏓ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

࿑ 3.3 ട㊀䊤䊮䉻䊛䉫䊤䊐䈫ᰴᢙಽᏓ38 

  䊔䉨ಽᏓ䈫䈱⣂⛊䈪⸒䈋䈳䇮䉇䈲䉍䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱䊥䊮䉪᭴ㅧ䈮䈲⚿วᰴᢙ k 䈮䈎䉖䈚䈩䈚䈳䈚䈳

䊔䉨ಽᏓ䈏䈘䉏䉎䈱䈪䈅䉎䇯39 

  P(k) 㺷 k−ν          (3-3) 
䈅䉎㗂ὐ䈏৻⇟ㄭ䈇㗂ὐ䈫䊤䊮䉻䊛䈮⚿䈳䉏䉎䉬䊷䉴䈲 nearest neighbor graph䈪䈘䉏䉎䇯䈖䈖䈪䈲䊉
䊷䊄㑆䈲䇸ᦨ⍴〒㔌䇹䈪ቯ⟵䈘䉏䈩䈇䉎䇯 

                                                                                                                                                
ၒ߇᭴ㅧ࡞࠲ࠢࡈߪߦಽᏓࠠࡌޔ߈߇ਸ਼▚ㆊ⒟ߪߢኻᢙᱜⷙಽᏓޔ߅ߥޕߥߪߢ⸶ࠆࠇࠄ߇ಽᏓࠠࡌ߽

ㄟ߹ޕࠆߡࠇ 
 Weighted Random Graph" from The Wolfram Demonstrations"ޕࠬࠤߩp=0.5₸⏕ޔᢙ10࠼ࡁ 38
Project: http://demonstrations.wolfram.com/WeightedRandomGraph/. Contributed by: Tiziano Squartini; After 
work by: Diego Garlaschelli. 
39 ᦨೋߦฬߚߞߥߦߪAlbert, Jeong, and Barabási (1999)ߢᛒࡦࡂࠗࡂߩࠫࡍࡉ࠶ࠚ࠙ߚࠇࠊ

ࠢ᭴ㅧࠢࡦޕࠆߢᢙߪౝะޔ߈ᄖะ߈ᣇࠠࡌߢಽᏓࠆߥߦะޕࠆ߇ 
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࿑ 3.4  2ᰴరᦨㄭធ䊈䉾䊃䊪䊷䉪 Random 2D Nearest Neighbor Networks40 

 

ฦ䊉䊷䊄䈲䊤䊮䉻䊛䈮ᦨ䉅ㄭ䈇䊉䊷䊄䋨ᦨ⍴〒㔌䈱䊉䊷䊄䋩䈫䊥䊮䉪䉕ㆬ䈹䈫䈜䉎䇯䊤䊮䉺䊛䈮䊥䊮䉪䉕ㆬ䈹

䈫䈐䇮┵䈮䈅䉎䊉䊷䊄䈲ᰴᢙ䈏ᄢ䈐䈇䈾䈬ㆬ䈳䉏䉎น⢻ᕈ䈏㜞䈇䈱䈪䇮䊤䊮䉻䊛䈮ㆬ䈳䉏䉎䊉䊷䊄䈱⚿

วᰴᢙ䈱ಽᏓ䈲 

  Plink(k) = kP(k)/⟨ k⟩           (3-4)  
䈪䈅䉎䇯䈢䈣䈚䇮䈖䈱ಽᏓ䈲䈜䈼䈩䈱䊉䊷䊄䈱ᰴᢙᐔဋ<k>䉕ข䈦䈩ⷙᩰൻ䈚䈩䈅䉎䇯 
3.7. 䊥䊮䉪䈱ᐔဋᰴᢙ䈫ᰴᢙ⋧㑐 ᰴᢙ k䈱䊉䊷䊄䈏䊥䊮䉪䉕ㆬ䈹䊉䊷䊄䈏ห䈛ᰴᢙ䉕ᜬ䈦䈩䈇䉎䈫䈲䈎
䈑䉌䈭䈇䇯P (k’|k) 䉕ᰴᢙ k䈱䊉䊷䊄䈫䊥䊮䉪䈜䉎䊉䊷䊄䈱ᰴᢙಽᏓ䈫䈜䉎䇯䈖䈱䈫䈐䇮ᰴᢙ k䈱䊉䊷䊄䈫䊥
䊮䉪䈜䉎䊉䊷䊄䈱ᐔဋᰴᢙ (average nearest neighbor degree)䈲ᰴᑼ䈪ቯ⟵䈘䉏䉎䇯 

  Σk’ k’ P(k’|k)          (3-5) 
䈇䉁䊥䊮䉪䈏ㆬ䈳䉏䉎䊉䊷䊄ห჻䈱ᰴᢙ䈮⌕⋡䈜䉎䈫એਅ䈱䋲䈧䈱⋧㑐䈏⠨䈋䉌䉏䉎䇯 

ห㘃⊛䊶⇣ဳ⊛ᷙว Assortative/Dissortative Mixing  

z ห㘃⊛ᷙว䋺ห㘃䈱䋨䉰䉟䉵䈏ૃ䈩䈇䉎䋩ᰴᢙ䈱䊉䊷䊄ห჻䈏䊥䊮䉪䈘䉏䉎ะ 㹢 ᰴᢙ⋧㑐䈏ᱜ 

z ⇣ဳ⊛ᷙว䋺ᄢ䈐䈇ᰴᢙ䈱䊉䊷䊄䈫ዊ䈘䈇ᰴᢙ䈱䊉䊷䊄䈏䊥䊮䉪䈘䉏䉎ะ 㹢ᰴᢙ⋧㑐䈏⽶ 

 

  䊉䊷䊄ห჻䈮ᰴᢙ⋧㑐䈏䈭䈇႐ว䈪䈲䇮ᰴᢙಽᏓ䈲 

  Plink(k)= P(k’|k)          (3-6) 
 䈫䈭䉍䇮ᐔဋᰴᢙ䈲 
  Σk’ k’ P(k’|k)=<k2>/<k>          (3-7) 
䈫䈭䉍䇮䈖䈱႐ว䈲 k䈱䉰䉟䉵䈫ή㑐ଥ䈮ᐔဋᰴᢙ䈏䉁䉎䇯 

3.8. 䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱ห㘃ᐲ 䉰䉟䉵䈏ㄭ䈇ᰴᢙ㑆䈱⋧㑐䈏␠ળ䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈪䈲䉋䈒ⷰኤ䈘䉏䉎䈖䈫䈪

䈅䉎䇯㜞䈇ᰴᢙ䈱䊉䊷䊄䈲䉇䈲䉍ห᭽䈮㜞䈇ᰴᢙ䈱䊉䊷䊄䈫⚿䈶䈧䈒ะ䈏䉌䉏䉎䇯䈖䈱ะ䉕ห㘃

⊛ᷙว assortative mixing䉁䈢䈲න䈮 assortativity 䈫䈹䇯䈖䉏䈮ኻ䈚䈩䇮Ꮏቇ䉇↢‛ቇ䈱䊈䉾䊃䊪䊷䉪
䈪䈲⇣ဳ⊛ᷙว disassortative mixing 䉁䈢䈲න䈮 dissortativity 䈫䈳䉏䉎ะ䈏ⷰኤ䈘䉏䉎䇯䈧䉁䉍䇮

                                                   
 ᢙ10. "Random 2D Nearest Neighbor Networks" from The Wolframࠢࡦࠆߔ㓞ធࠆࠇ߫⚿ޔᢙ100ߩ࠼ࡁ 40
Demonstrations Project: http://demonstrations.wolfram.com/Random2DNearestNeighborNetworks/. Contributed by: Yifan Hu 
and Stephen Wolfram. 
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㜞䈇ᰴᢙ䉕ᜬ䈧䊉䊷䊄䈲ૐ䈇ᰴᢙ䉕ᜬ䈧䊉䊷䊄䈫⚿䈶䈧䈒ะ䉕ᜬ䈧䇯41䈚䈢䈏䈦䈩䇮ห䈛ᰴᢙಽᏓ․

ᕈ䉕䈜䉎䉴䉬䊷䊦ਇᄌ䈭䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈪䈅䈦䈩䉅 Assortative Mixing䈏⇣䈭䉏䈳ో䈒․ᕈ䈱⇣䈭䉎䊈
䉾䊃䊪䊷䉪䈫䈭䉎䇯䇸ห㘃ᐲ Assortativity䇹䈮䉋䈦䈩ੱ㑆␠ળ䉲䉴䊁䊛䈪䈲䈭䈟ᱜ䈱ᰴᢙ⋧㑐䉕ᜬ䈧ⶄ㔀
䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈏ㅴൻ䈚䈩䈐䈢䈎䉕⎇ⓥ䈜䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯એਅ䇮Xulvi-Brunet and Sokolov(2005)ߦḰߒ

 ޕࠆߔ⺑⸂ࠍⷐὐߡ

 Eij䉕ᰴᢙ i䈱䊉䊷䊄䈫ᰴᢙ j䈱䊉䊷䊄䈫䉕⚿䈹䊥䊮䉪ᢙ䈫䈜䉎䇯䉁䈢䈠䈱䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈮䈍䈔䉎䊥䊮䉪ᢙ䈱
✚ᢙ䉕 L䈫䈜䉎䇯䈖䈱䈫䈐䇮 

 εij = Eij/L42          (3-8) 
䈖䈖䈪䇮εij䉕䊤䊮䉻䊛ㆬ䉖䈣䋲䈧䈱䊉䊷䊄䉕⚿䈹ㄝ䈏ᰴᢙi䈫ᰴᢙj䈱䊉䊷䊄䉕⚿䈹⏕₸䈪䈅䉎䇯䉁䈦䈢
ᰴᢙ䉕ᜬ䈧䊉䊷䊄䉕⚿䈹䊥䊮䉪䈏䈭䉖䉌䈎䈱ะ䉕ᜬ䈧ᰴᢙ䈫⚿䈳䉏䉎䈖䈫䈏䈭䈇䈫䈐䇮䈠䈱䊈䉾䊃䊪䊷

䉪䈲ή⋧㑐䈪䈅䉎䈫⸒䈉䇯䈧䉁䉍䇮ή⋧㑐䈪䈅䉎䈫䈐䇮䈖䈱⏕₸䈲ᰴᑼ䈪䈞䉎䇯 

 Hij
r  (2 �Gij )

iP(i)
� i !

jP( j)
� j !

       (3-9) 

৻ᣇޔή⋧㑐ߩធ⛯⏕₸ߣᲧセࠅࠃޔߡߒᄢߢ₸⏕ߥ߈㘃ૃߩᰴᢙࠍᜬࠆࠇ߫⚿߇࠼ࡁߟะ

 ޕߟ┙ࠅᚑ߇ਇ╬ᑼߩએਅޔ߫ࠄߥࠆ߇

 Hii ! Hii
r        (3-10) 

䈚䈢䈏䈦䈩䇮ห㘃ᐲ䈲䈧䈑䈱䉋䈉䈮ቯ⟵䈪䈐䉎䇯43 

 A  
Hii � Hii

r

i
¦

i
¦

1� Hii
r

i
¦

        (3-11)  

  䈇䉁Eij䉕↪䈇䈩䈧䈑䈱ᄌᢙF䉕ቯ⟵䈜䉎䇯  

  Fln  Ers
s r
¦

r l
¦  for r d s,l d n          (3-12) 

ౣ⚿วᚻ⛯䈐䈏ㆡ↪䈘䉏䉎䈢䈶䈮䇮Fln䈲䋱䈝䈧Ⴧ䈋䉎䈎䇮ᷫ䉎䈎䇮ᄌ䉒䉌䈭䈇䈎䈱䈇䈝䉏䈎䈪䈅䉎䇯

䈜䈭䉒䈤䇮䈠䉏䈡䉏䈱ㆫ⒖⏕₸䈲䈧䈑䈱䈫䈍䉍䇯 

(Xl n � fl n )� p(Xl n � fln � fln )2   for  Fl n o Fl n �1
fl n[(1� p)(1� 2Xln ) � p(X1,l�1 � fl,l�1 � fln )� fl n ]  for  Fl n o Fl n �1

 (3.13) 

䈖䈖䈪䇮 

  fl n  
Fl n
L

        (3-14) 

䈫䈜䉎䇯䈇䉁䇮⚿วᰴᢙ䈱ಽᏓPlink(k) = kP(k)/⟨ k⟩䈱ᐔဋ䉕ᰴᑼX䈪䈜䇯 
  X =Σk=l

n kP(k)/⟨ k⟩            
䉁䈢䇮䊌䊤䊜䊷䉺 p䉕↪䈇䈩䇮 

                                                   
41 Newman(2002).  
42
 ᧄⓂߪߢะࠣߪߡߟߦࡈ⠨ޔߡߞ߇ߚߒޕߥߡ߃Eij = Ejiޔߢߩࠆߢ৻⥸ᕈࠍᄬߊߥߣߎ߁ i ≤ j ࠍ

ቯޕࠆߔ 
43 Xulvi-Brunet and Sokolov(2005) 



ਛᄩᄢቇડᬺ⎇ⓥᚲޡડᬺ⎇ⓥ17╙ޢภ 㧔2010ᐕ8⊒ⴕ㧕ޣ․㓸ޟޤၞㅢ⽻࠹ࡐߩ

  ޠ⽻ၞㅢߣᕺࠢࡢ࠻࠶ࡀޟᏎ㗡⺰ᢥޠ࡞ࡖࠪࡦ

 16 

Bn  pX1n �
(1� p)

4
§
©̈

·
¹̧

2

� pX1n
2 � 1� p

2
§
©̈

·
¹̧

 

䈫⟎䈒䇯䈖䈱䈫䈐䇮䈧䈑䈱⸃ fln䉕ᓧ䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯44 

 fl n  
Xl n

2 � (Bn � Bn�1)2

1� p
2

� pXl n � Bn � Bn�1

 for  l d n      (3-15) 

䉉䈋䈮䇮ᰴᑼ䈏䈚䈢䈏䈉䇯  

  Hij  = fij  � fij�1 � fi�1 j � fi�1 j�1
           (3-16) 

䈖䉏䈮䉋䉍䇮⸥䈱ห㘃ᐲA䈱ቯ⟵䈎䉌䇮A䈲 f 䈫䊌䊤䊜䊷䉺 p䈱㑐ᢙ䈪䈅䉎䈖䈫䈏䉒䈎䉎䇯䈧䉁䉍䇮 
 A=A(f, p).          (3-17) 
p=0 A=0ޔ߈ߣߩߎޔ߇ࠆߥߦή⋧㑐ߢࡓ࠳ࡦߦቢో߈ߣߩ ߚ߹ޕࠆߢ p=1 หߦቢో߈ߣߩ

㘃⊛㧔߹ߪߚ⇣ဳ⊛㧕ޔ߇ࠆߥߦAࠆߪ㒢୯(A < 1)ߦ㆐ޕࠆߔ 
 䊋䊤䊋䉲䋽䉝䊦䊋䊷䊃䊝䊂䊦䋨BA 䊝䊂䊦䋩䈲䉴䉬䊷䊦ਇᄌ䈭䊈䉾䊃䊪䊷䉪䉕↢䉂䈜䈏䇮

Xulvi-Brunet and Sokolov(2005)࠲ࡔࡄޔߪpࠍേߡߒ߆A䈱୯䉕Ⴧട䈘䈞䈩䈇䈒䈫䈐䇮䊈䉾䊃䊪䊷

䉪䈱ᰴᢙ䈏ᷫዋ䈜䉎䈖䈫䈲䈭䈇䈖䈫䉕⏕䈚䈢䇯45 
 
3.9.䊌䊤䊜䊷䉺 p䈮䉋䉎ห㘃⊛䊶⇣ဳ⊛ᷙว એ䈱Xulvi-Brunet and Sokolov(2005)߇ឭ᩺ࠧ࡞ࠕߚߒ

ห㘃⊛ᷙวassortative mixing䈳䈎䉍䈪䈭䈒⇣ဳ⊛ᷙวdissortative mixing䈮䉅ㆡ↪䈪䈐䉎ὐߪࡓ࠭
䈏䈅䉎䇯䈖䈱䉝䊦䉯䊥䉵䊛䈲䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱ᰴᢙಽᏓ䉕ᄌ䈋䉎䈖䈫䈏䈭䈇䇯ᄙ㊀⚿ว䉇⥄Ꮖ⚿ว䈱ഃ

䉅࿁ㆱ䈪䈐䈩䈇䉎䇯න৻䈱䊌䊤䊜䊷䉺䉕ᄌ䈋䉎䈣䈔䈪䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈮䈍䈔䉎ห㘃⊛䉁䈢䈲⇣ဳ⊛ᷙว

䈱ᰴᢙ䉕ᄌ䈋䈩ᚲᦸ䈱୯䈮䈜䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯឵⸒䈜䉏䈳䇮䊌䊤䊜䊷䉺 p 䈱ᄌᦝ䈮䉋䉍䇮ᰴᢙಽᏓ䉕ᄌ
ᦝ䈞䈝䈮䇮ᷙว䈱ᣇ䈮ᔕ䈛䈩䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱⋧㑐䉕ᄌᦝ䈪䈐䉎䇯 
 

4. 䉲䉴䊁䊚䉾䉪䊥䉴䉪䈱࿁ㆱ䈫ၞㅢ⽻䈱⸳⸘ 

4.1. 䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䈱ᰳ㒱䈫ᛥ 䇸䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䇹䈏䈅䉎䈭䉌䈳䇮䊉䊷䊄䈱ᰴᢙ䈱Ꮒᄢ䈭䉪䊤䉴䉺

䊷䈏ሽ䈜䉎㕙䇮ᰴᢙ䈱ዊ䈘䈇䉪䊤䉴䉺䊷䈏ᢙᄙ䈒ሽ䈜䉎䈪䈅䉐䈉䇯䈖䉏䉕 WWW(World wide 
Web)䈱䈪䉎䈫䇮ᰴᢙ䈱ዊ䈘䈇䉪䊤䉴䉺䊷䈏㓚䈚䈩䉅䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪ో䈮䈠䉏䈾䈬ᄢ䈐䈭ᓇ㗀
䈲↢䈛䈭䈇䇯㓚䈚䈢䉪䊤䉴䉺䊷䉕ข䉍㒰䈇䈩䉅䇮ઍᦧ⚻〝䉕ኈᤃ䈮ត⚝䈜䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䈚䇮ᄢ䈐䈭⚿

วᰴᢙ䉕ᜬ䈧䉪䊤䉴䉺䊷䈱ㅪ⚿ᕈ䈏ᄌ䉒䉎䉒䈔䈪䈭䈇䇯 

  䈖䈉䈚䈩♽ో䈱ᐔဋ⚻〝㐳䋨ᐔဋᦨ⍴〒㔌䋩䈲䈾䈿ᄌൻ䈚䈭䈇䇯䈧䉁䉍䇮䈖䈱ᗧ䈪䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪

䈲䇸㗎ஜ䇹䈪䈅䉎䇯䈚䈎䈚䈭䈏䉌䇮䈇䈒䈧䈎䈅䉎⚿วᰴᢙ䈏ᄢ䈐䈇䉪䊤䉴䉺䊷䋨WWW䈱䈪䈲䊊䊑 hub䋩

䈱৻䈧䈏᠄䈘䉏䈢䈣䈔䈪㓚䈚䈢႐ว䈮䈲䇮䈠䉏䈣䈔䈪䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈲⸃䈘䉏䈩䈚䉁䈉น⢻ᕈ䈮

ᤴ䈘䉏䈩䈇䉎䇯ᓟ⠪䈱ᗧ䈪䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈲䇸⣀ᒙ䇹䈪䉅䈅䉎䇯䈚䈢䈏䈦䈩䇮䉴䉬䊷䊦ਇᄌ䈭䊈䉾䊃䊪䊷

䉪䈲㗎ஜᕈ䈫⣀ᒙᕈ䉕หᤨ䈮૬䈞ᜬ䈦䈩䈇䉎䇯એ䈲䉴䉬䊷䊦ਇᄌ䈭䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱ਔ⟵⊛䈭․ᓽ䈪

                                                   
44 Ibid., pp.1434-1435. 
45 Xulvi-Brunet and Sokolov(2005)ߩFig.1ߪA = 0 (uncorrelated network), A = 0.26, A = 0.43, A = 0.62 
(maximal assortativity).ߢࠬࠤߩᬌ⸽ޕࠆߡߒ 
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䈅䉎䇯46䉉䈋䈮䇮䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱⚿วᰴᢙಽᏓ䈏䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䉕ḩ䈢䈜䈭䉌䈳䇮䈖䈱䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈮䈅

䉎⒳䈱䇸䉲䉴䊁䊚䉾䉪䊥䉴䉪䇹䈏⊒↢䈜䉎䈖䈫䈏⍮䉌䉏䈩䈇䉎䇯 

  Ꮢ႐ේℂਥ⟵䈫䉫䊨䊷䊋䊥䉵䊛䈏Ꮒᄢ䈭䇸䉲䉴䊁䊚䉾䉪䊥䉴䉪䇹䉕ౝ൮䈜䉎䈖䈫䈲♿ೋ㗡䈱⚻ᷣ䉲

䉴䊁䊛䈏ᒝὓ䈮⚻㛎䈚䈢䈫䈖䉐䈪䈅䉎䇯ታ㓙䇮ⶄ㔀䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱⼏⺰䈮䉋䈦䈩䈲䇮䉫䊨䊷䊋䊥䉵䊛䈱䉲

䉴䊁䊚䉾䉪䊥䉴䉪䉕ಽᨆ䈪䈐䉎䈳䈎䉍䈪䈭䈒䇮䊥䉴䉪࿁ㆱ䈱䉲䉴䊁䊛⸳⸘䈮䈧䈇䈩䉅⍮䉕ឭଏ䈪䈐䉎䈪䈅

䉐䈉䇯 

  䉁䈝⍮⼂䈱䈭䈇⺒⠪䈱䈢䉄䈮䇸ⶄ㔀䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱 stylized facts䇹䉕ᦨዊ㒢ㅀ䈼䇮䊋䊤䊋䉲䋽䉝䊦䊋
䊷䊃䊝䊂䊦䋨BA 䊝䊂䊦䋩䈏䉴䊝䊷䊦䊪䊷䊦䊄ᕈ䈫䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䉕↢䉂䈜䈖䈫䉕⏕䈜䉎䇯䈚䈎䈚䇮
䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䈲䈇䈒䉌䈪䉅ᄢ䈐䈭ᰴᢙ䉕↢䉂䈞䉎䇯䈖䈱䉋䈉䈭䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䈲ᢙᄙ䈒䈱ዊ䈘䈭ᰴ

ᢙ䈫ዋᢙ䈱Ꮒᄢ䈭ᰴᢙ䈱䉪䊤䉴䉺䊷䉕↢䉂䈜䇯䈖䈱䉋䈉䈭⁁ᴫ䈲ၞㅢ⽻䈱ℂᔨ䈮䈜䉎䈪䈅䉐䈉䇯

BA䊝䊂䊦䈲ᣂⷙ䈱䊉䊷䊄䉕Ⴧ䉇䈚䈩ⴕ䈒䉲䉴䊁䊛䈱ᚑ㐳䉕䈉 assortative mixing䊝䊂䊦䈪䈅䈦䈢䇯䈖
䉏䈮䈢䈇䈚䈩Ohkubo and Yasuda(2005)䈮䈚䈢䈏䈇䇮ᚑ㐳䈱䈭䈇 assortative mixing䈪䈲䉴䉬䊷䊦ਇᄌ
ᕈ䈏ᛥ䈘䉏䉎䈖䈫䉕༐䈚䈢䈇䇯 

4.2. 6 ᰴ䈱㓒䈢䉍(six degrees of separation)  䇸䉝䉟䊍䊙䊮ታ㛎䇹䈪⪺ฬ䈮䈭䈦䈢䉴䉺䊮䊥䊷䊶䊚䊦䉫䊤䊛
Milgram(1967)䈲䇮1967ᐕ䈮䇮䉦䊮䉱䉴䊶䉡䉞䉼䉺䈮䉃 60ੱ䉕ㆬ䉖䈪䇸㆐䈱ベ䇹䉕ㅢ䈛䈩ᓐ䉌䈏ో䈒
⍮䉌䈭䈇䊙䉰䉼䊠䊷䉶䉾䉿䊶䉬䊮䊑䊥䉾䉳䈱ቇ↢䈱ᆄ䈮ᚻ⚕䉕ㅍ䉎䉋䈉䈮ଐ㗬䈚䈢䇯ታ㓙䈮㆐䈚䈢

䈱䈲䉒䈝䈎䋳ㅢ䈱䉂䈪䈅䈦䈢䈏䇮ᦨ⍴ 4 ᣣ䈪ዯ䈇䈢䉅䈱䈏䈅䈦䈢䈫䈇䈉䇯ೋ࿁䈱ታ㛎䈱ᚑഞ₸䈲ᭂ┵
䈮ૐ䈎䈦䈢䈏䇮䈠䈱ᓟ䈱⹜ⴕ䉕Ⓧ䉂㊀䈰䉎䈖䈫䈮䉋䈦䈩ᚑഞ₸䈲 35 䊌䊷䉶䊮䊃䈫䈭䈦䈢䇯ᓟ⛯䈱⎇ⓥ
⠪䈪䈲ᚑഞ₸ 97 䊌䊷䉶䊮䊃䉁䈪㜞䉄䈢䈏䈅䉎䈫䈇䈉䇯䊚䊦䉫䊤䊛䈱⺞ᩏ䈲䇮⊒ὐ䈎䉌ᦨ⚳㆐ὐ
䈮⥋䉎䉁䈪䈮⚻↱䈜䉎㆐䈱ੱᢙ䈲ᐔဋ䋶ੱ䈪䈅䈦䈢䇯䈖䈱ખ⠪䈱ᐔဋᢙ䋶ฬ䉕䇸6 ᰴ䈱㓒䈢䉍 six 
degrees of separation䇹䈫䉖䈣䇯47 

4.1.1 䉴䊝䊷䊦䊪䊷䊦䊄ᕈ  䇸6 ᰴ䈱㓒䈢䉍䇹䈏ታ䈘䉏䉎䈫䈐䇮䇸⇇䈲⁜䈇䇹䈫䈇䈉䈖䈫䈮䈭䉎䇯䈖䈱ᗧ

䈪䈱䇸䉴䊝䊷䊦䊪䊷䊦䊄ᕈ䇹䈲ᐔဋᦨ⍴〒㔌䈫䉪䊤䉴䉺䊷ଥᢙ䈎䉖䈜䉎䋲䈧䈱᧦ઙ䈮䉋䈦䈩䈲䈛䉄䈩

⸽䈘䉏䉎䇯 

4.1.1.1 ᐔဋᦨ⍴〒㔌 䊉䊷䊄㑆䈏ᦨ⍴〒㔌䈪❬䈏䈦䈩䈇䉎䈫䈚䈩䈠䉏䉕〒㔌䋱䈫䈍䈐䇮䈠䉏䉌䈱〒㔌

䈪❬䈏䈦䈩䈇䉎䊉䊷䊄ห჻䈱䊕䉝䈱䈜䈼䈩䈮䈧䈇䈩ᐔဋ䈚䈢〒㔌䉕ᐔဋᦨ⍴〒㔌 average nearest(or 
shortest) path length䈫䈹䇯䈖䈱䉲䉴䊁䊛䈱ᐔဋᦨ⍴〒㔌䈲䉲䉴䊁䊛ౝ䈱䊉䊷䊄䈱✚ᢙN䈮ኻ䈚䈩⋧ኻ
⊛䈮⍴䈇䇯䈧䉁䉍䇮N䈱Ⴧട䈮Ყ䈚䈩 L 䈏Ꮒᄢ䈮䈭䉎䈖䈫䈲䈭䈇䇯 

L о log N 

឵⸒䈜䉏䈳䇮䈖䈱᧦ઙ䈲ᐔဋ⚿วᰴᢙ<k>䈏䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱䊉䊷䊄✚ᢙN䈮ኻ䈚䈩ዊ䈘䈇䈫䈇䈉䈖䈫䈪䈅
䉎䇯 

<k> 㻥 N 

䈖䉏䈲න䈮ᄙ䈒䈱䊉䊷䊄䈲䈏৻ㇱ䈱䊉䊷䊄䈫❬䈏䈦䈩䈇䉎䈖䈫䉕␜䈚䈩䈇䉎䈣䈔䈪䈅䉎䇯䈚䈢䈏䈦䈩䇮䈖

䈱᧦ઙ䈣䈔䈪․ቯ⋡ᮡ䈻䈱ᦨ⚳⊛㆐䈏⸽䈘䉏䉎䉒䈔䈪䈲䈭䈇䇯 

4.1.1.2 䉪䊤䉴䉺䊷ଥᢙ kߩㄝߩઁࠆ߇❭ߢ kࠍ࠼ࡁߩᜬߟ㗂ὐࠍ⠨ኤߩߎޕࠆߔㆬ߫ߚࠇ

ߣߩߎࠆߔߣࠆߔᒻᚑࠍ࠲ࠬࠢߚߒ⚿ㅪߦቢో߇㗂ὐห჻ߪ࠼ࡁࠆߦᦨ⍴〒㔌ߩ࠼ࡁ

                                                   
ߩ࠻ࡦࡄ5ޕߥߓ↢ߪߦ⥸৻߫ࠄߥࠆߥ⇣߇ࠫࡠࡐ࠻߇ࠆߢߓห߇ㄝᢙߣᢙ࠼ࡁߪਔ⟵ᕈߩߎ 46

⚿วᰴᢙޔߣࠆߔࡦ࠙࠳߇࠼ࡁߩ߆ࠇߕߩ♽ోߩᐔဋ⚻〝㐳2⚂ߪߢ߹ߦჇᄢޕ߁߹ߒߡߒAlbert, Jeong and 
Barabási (2000). 
47 ታ㛎ㆊ⒟ߢᄙ߇ੱߩߊ⚻↱ὐߡߒߣ↪ࠆࠆߔ․ቯ߫ߒ߫ߒ߇▵ߩ⊓႐ߦࡉࡂߩߎޕࠆߔ⋧ᒰࠍ▵ࠆߔ䊚䊦䉫䊤

䊛䈲 funnelingലᨐ䈫䉖䈣䇯 
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ߪᢙߩㄝߩ㑆࠼ࡁޔ߈ k(k − 1)/2ߩߎޕㄝߩᢙ߇ᦨᄢᢙߩࠄࠇߎޕࠆߢ kߩ㗂ὐߦታ㓙ߦሽ

ࠆߔㄝߩᢙߣᦨᄢᢙ k(k − 1)/2ߩߣᲧ࠲ࠬࠢߩ࠼ࡁߩߎ߇ଥᢙޔߡߒߚߦࠇߎޕࠆߢ

 48ޕࠆࠇߐ⟵ቯߡߒߣᐔဋߩଥᢙ࠲ࠬࠢߩ㗂ὐోߪଥᢙ࠲ࠬࠢߩࠢࡢ࠻࠶ࡀో
  C(k)=Σk’Σk”{(k’-1)(k”-1)/<k>N} p(k)p(k”)          (4-1) 
䉪䊤䉴䉺䊷ଥᢙ䈲ታ䈱ฦ⒳䈱䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈪 0.1䈎䉌 0.7⒟ᐲ䈫⸒䉒䉏䉎䇯49 

ߦࠆߔჇട߇ᢙ✚࠼ࡁߪଥᢙ࠲ࠬࠢߪߢࡈࠣࡓ࠳ࡦࠆࠇㆬ߫ߦࡓ࠳ࡦ߇ㄝޔߒ߆ߒ

 ޕࠆߔẋㄭߦ㧜ߡࠇߟ
น⢻ᕈࠆ߈ߢ⚝តࠍ〝⚻ࠆ⥋ߦᦨ⚳㆐⋡ᮡߡߓߪߦ߈ߣ߈ᄢ߇ଥᢙ࠲ࠬࠢޔߦ߃ࠁ 

  50ޕࠆߔታࠍޠᕈ࠼࡞ࡢ࡞ࡕࠬޟߪ㧞᧦ઙߩએਅޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߔჇᄢ߇
 ᕈ࠼࡞ࡢ࡞ࡕࠬ

z ࠼ࡁ㑆ߩᐔဋᦨ⍴〒㔌L߇ዊޕߐ 
z ࠲ࠬࠢߩࠢࡢ࠻࠶ࡀଥᢙC߇ᄢޕ߈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑ 4.1 䉴䊝䊷䊦䊪䊷䊦䊄䊈䉾䊃䊪䊷䉪 Small World Networks51 

 

4.2. ᚑ㐳䈜䉎ఝవ⊛⚿ว䊝䊁䊦: 䊤䊮䉻䊛ᕈ䉕䈉䉁䈒ሽ䈚䈩䉴䉬䊷䊦ਇᄌ䈭䊔䉨ಽᏓ䉕ዉ䈜䉎䈖

䈫䈏䈪䈐䉎䇯䈖䉏Barabási and Albert(1999)ࠍ࡞࠺ࡕߩߎޕߚࠇߐ␜ߡߞࠃߦ䇸䊋䊤䊋䉲䋽䉝䊦䊋䊷䊃

䊝䊂䊦䇹䋨BA䊝䊂䊦䋩䈫䈹䇯52䈚䈎䈚䇮䈜䈓䈮ᵈᗧ䈜䉎䉋䈉䈮䇮BA䊝䊂䊦䈪䈲䇸䉴䊝䊷䊦䊪䊷䊦䊄ᕈ䇹
䈲ḩ䈢䈘䉏䈭䈇䇯 
BA䊝䊂䊦 

䉴䊁䉾䊒 0. ೋᦼ᧦ઙ䉕m ࠍ࠼ࡁߩᜬߟቢోࠣࡈ Kmޕࠆߔߣ 
䉴䊁䉾䊒 1. ᣂ䈢䈭䊉䊷䊄䉕ㅊട䈚䇮䈜䈪䈮䈅䉎 m 䈱䊉䊷䊄䈮䈢䈇䈚䈩䈠䈱ᤨὐ䈱䊉䊷䊄䈱ᰴᢙ
䈮Ყ䈜䉎⏕₸π(ki)=ki/Σiki䈪ᣂ䈢䈭䊉䊷䊄䈫䊥䊮䉪䉕ᒛ䉎䇯 
䉴䊁䉾䊒 2. 䉴䊁䉾䊒 1䉕䊉䊷䊄䈱ᢙ䈏ᚲቯ䈱ᢙ䈮䈭䉎䉁䈪ᓳ䈜䉎䇯 

 
 䉴䊁䉾䊒 1䈱ᚻ⛯䈐䈱䊥䊮䉪䈱ᒛ䉍ᣇ䈲ᰴᢙߩᄢߥ߈ᣢሽߦ࠼ࡁߩޔࠅߢᄢ߈ᰴᢙࡁߩ

                                                   
 .k>N>/(k’-1)(k-1)ߪ₸⏕ઙઃ᧦ࠆࠇߐ᭴ᚑ߇ਃⷺᒻ߈ߣߋ❭ࠍ▵ߟ2ߩ ′k ߣ k ߇ᰴᢙࠄ߆࠼ࡁࠆߔ⋠⌕ 48
49 Albert and Barabási (2002). 
50 Watts and Strogatz (1998). 
ߦ⊛㑆ធ߇ߥߪࠢࡦߩធ⋤ߪ14࠼ࡁߣ2࠼ࡁޕࠬࠤߩว⏕₸0.5⚿ౣޔᢙ3ࠢࡦޔᢙ20࠼ࡁ 51

ޕߊߟ߮⚿ߢᢙ㧟ࠢࡦߢ8<-2<-4<-3ߢห᭽߽ߡߟߦ14࠼ࡁߣ3࠼ࡁޕߊߟ߮⚿ߢᢙ㧟ࠢࡦߢ4-<-1<-20<-2
"Small World Networks" from The Wolfram Demonstrations Project: http://demonstrations.wolfram.com/SmallWorldNetworks/. 
Contributed by: Felipe Dimer de Oliveira. 
52 ᵈ31ࠍෳᾖޕࠃߖ 
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ߩ࠼ࡁߩ࡞࠺ࡕBAޕࠆߔᒝൻࠍน⢻ᕈࠆߥߣrich gets richer ߟᜬࠍᰴᢙ߈ᄢ߁ߘߞ߇࠼

⚿วᰴᢙಽᏓߪ  
 p(k) = 2m(m+1) / [k(k+1)(k+2)] о k -3          (4-2) 
 ޕࠆ߈ߢ⏕ࠍਇᄌᕈ࡞ࠤࠬߩ γ = -3ޔߡߞࠃ
ޕߥߐߚḩࠍᕈ࠲ࠬࠢ߈ߡߞߥߊㄭߦ0߇ଥᢙ࠲ࠬࠢߪ࡞࠺ࡕBAޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ  

ࡢ࠻࠶ࡀࠆࠃߦఝవ⊛ౣ⚿ว preferential attachmentߩࠢࡦߣᚑ㐳ߩࠢࡢ࠻࠶ࡀޔߡߞ߇ߚߒ

 ޕߚߞߢߩߥߒ⸽ࠍޠᕈ࠼࡞ࡢ࡞ࡕࠬޟߪ࡞࠺ࡕᒻᚑࠢ
4.3. ᚑ㐳䈚䈭䈇䊈䉾䊃䊪䊷䉪↢ᚑ䊝䊁䊦 Ohkubo and Yasuda(2005)53䈲䇮䈖䉏䉁䈪䈫ห᭽䇮㕖ะ䉫䊤䊐

䈪䇮ఝవ⊛ౣ⚿ว preferential attachmentޔ߇ߔ⺖ࠍᣂ䈢䈭䊉䊷䊄䉕ઃ䈔ട䈋䈭䈇䇸ᚑ㐳䈱䈭䈇䊈䉾䊃䊪

䊷䉪ᒻᚑ䊝䊂䊦䇹䉕⠨᩺䈚䈢䇯䈖䈱䉬䊷䉴䈪䈲䈎䈭䉌䈝䈚䉅䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䈲⊒↢䈚䈭䈇䇯 

ᚑ㐳䈚䈭䈇䊈䉾䊃䊪䊷䉪↢ᚑ 

 ޕࠆߔߣࠢࡢ࠻࠶ࡀࡓ࠳ࡦߟᜬࠍㄝߩMߣ࠼ࡁߩN  .0ࡊ࠶࠹ࠬ
 ޕㆬ߱ࠍㄝlijߦࡓ࠳ࡦ  .1ࡊ࠶࠹ࠬ
ࠄ߆ಽᏓǾ(Ǫ)ߩ{Ǫi}࠲ࡔࡄㆡวᐲޔߡߒߣ࠲ࡔࡄㆡวᐲߩi࠼ࡁࠍǪi .2ࡊ࠶࠹ࠬ

ฦ㗂ὐߦㆡวᐲǪmࠅഀࠍᒰ54ޕࠆߡ 
 ₸⏕ߪm࠼ࡁޔߒߛߚޕ឵⟎ߣㄝlimࠍㄝlij .3ࡊ࠶࠹ࠬ

 pmо�(�km + 1)Ǫm  
ߢߎߎޕࠆߔว⚿ౣߡߞ߇ߚߒߦ km ࠼ࡁߪmߩᰴᢙޕࠆߢ 
ࡊ࠶࠹ࠬ  ޕࠆߔᓳߢ߹ߊ⌕ߜ⪬ߦᐔⴧ⁁ᘒࠍ3ࡊ࠶࠹ࠬ  .4

 
 

࿑ 4.2 ᚑ㐳ߩࠢࡢ࠻࠶ࡀߥߒఝవ⊛ౣ⚿ว55 
 

Ohkubo and Yasuda(2005)䈮䉋䉏䈳䇮ห㘃⊛ᷙว䈪䈅䈦䈩䉅䇮䊤䊮䉻䊛ᕈ䈏ૐ䈔䉏䈳䇮䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ

䈲䉅䈲䉇䉏䈭䈇䇯ࠍࠢࡢ࠻࠶ࡀޔߡߞ߇ߚߒᚑ㐳ࡓ࠳ࡦޔߕߖߐᕈࠍૐౣࠆ⚿วࠩ࠺ࠍ

                                                   
53 Ohkubo and Yasuda(2005). 
ࠆߢ┙⁛㑆ᤨߪ࠲ࡔࡄㆡวᐲޔ߅ߥޕߔ␜ࠍߣߎࠆ߇น⢻ᕈߥޘ᭽ߦߩ߱⚿ࠍㄝ߇࠼ࡁ 54

 ޕࠆߔߣߩ߽
55 Ohkubo and Yasuda(2005)ߩFig.1ࠍෳ⠨ߡߒߦ╩⠪ᚑޕ 
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 56ޕ߁ࠈߢࠆߥߦน⢻߇ߣߎࠆߔ㒰ࠍਇᄌᕈ࡞ࠤࠬޔ߫ࠄߥࠆߔࡦࠗ

4.5. ⇣ဳ⊛ᷙว䈱䈭䈎䈱ห㘃⊛⚿ว䈱⊒ ߦߢߔㅀޔߦ߁ࠃߚߴ⇣ဳ⊛ᷙวޔߪߣ㜞ᰴᢙࠍ

ᜬޔ߇࠼ࡁߟή⋧㑐߁ߘߞ߽ࠅࠃ߈ߣߩࠢࡢ࠻࠶ࡀߩ㜞ޔߢ₸⏕ૐᰴᢙߣ࠼ࡁߩ⚿

วࠆߔะࠍᗧޔߒ߆ߒޕࠆߔㅒ⺑⊛࡞ࠤࠬޟߌࠊࠅߣޔ߇ࠆߪߢਇᄌޔߪߢޠࠬࠤߥ

⇣ဳ⊛䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈮䈍䈔䉎⇣ဳ⊛ᷙว䈱ᒝൻ䈲䇮ਛ䉰䉟䉵䈱ᰴᢙ䉕ᜬ䈧䊉䊷䊄䈱㑆䈪ห㘃⊛⋧㑐䉕

↢䉂䈜䇯䈖䈱⋥ⷰ⊛⸽䈫䉲䊚䊠䊧䊷䉲䊢䊮䈲Xulvi-Brunet and Sokolov(2005,1446-1448)߇ਈޕߚ߃

⥝ࠆ⺰ὐߢߩߥᄙዋ㐳߇ࠆߥߊએਅߩߘ߹߹⠡⸶ߡߒᒁ↪ޕࠆߔ 

 
㕖ะޔߪߢࠢࡢ࠻࠶ࡀૐᰴᢙߢ⚿วߪ࠼ࡁࠆߔ㜞ᰴᢙߢ⚿วࠆߔ㗂ὐߣఝవ⊛ߦ⚿ว

⇣ᒝޕࠆߥߦะࠆߔว⚿ߢห჻ࠄࠇߘߪ࠼ࡁߟᜬࠍᰴᢙߩਛ⒟ᐲޔߢߌࠊ߁߁ߎޕࠆߔ

ߔߣࠆߢࠢࡢ࠻࠶ࡀߥਇᄌ࡞ࠤࠬ߹ޕࠆߥߊᒝߦ㕖Ᏹߪะߩߎߪߢࠢࡢ࠻࠶ࡀ⊛ဳ

ߪࠆߔว⚿ߣ࠼ࡁߟᜬࠍᰴᢙߩᦨዊߪߡߴߔ࠼ࡁߟᜬࠍᰴᢙߩᦨ㜞ޔߣࠆ߃⠨ߦ⊛ᗵ⋤ޕࠆ

ᰴߩᦨૐ߇࠼ࡁߟᜬࠍᰴᢙߩᰴߩᦨ㜞ޔߣࠆ߈ዧ߇ߡߴߔ࠼ࡁߟᜬࠍᰴᢙߩᦨ㜞ޕࠆߢߕ

ᢙࠍᜬ߽ߣ࠼ࡁߟ⚿วޕࠆߢߕߪࠆߔ㧔ࠬ࡞ࠤਇᄌߪ࠼ࡁࠆߦࠢࡢ࠻࠶ࡀߥୟ⊛ߦ

ᒙ⚿ว߇ߣߎߩߎޔߦߚࠆߢ࠼ࡁߩน⢻ޕࠆߢ㧕ᦨ㜞ߩᰴߩᰴߩߘߚ߹ޔᰴߩᰴᢙࠍᜬ

⚿ߥߺߪ࠼ࡁߟᜬࠍᦨૐᰴᢙޔᨐ⚿ߩߘޕ߁ࠈߢࠆ߈ߢว⚿ߣ࠼ࡁߩᦨዊᰴᢙ߇࠼ࡁߟ

วޕࠆߥߦߣߎࠆࠇߐએ䈏⚳⚿䈜䉎䈫䇮ᦨૐ䈱ᰴ䈮ૐ䈇ᰴᢙ䉕ᜬ䈧䊉䊷䊄䈲䇮䉁䈣⚿ว䈘䉏䈩䈇䈭

䈇㜞䈇ᰴᢙ䉕ᜬ䈧䉋䈉䈭㗂ὐ䈫⚿ว䈘䉏䉎䈲䈝䈪䈅䉎䇯ᰴᢙಽᏓ P(k)䈮ଐሽ䈜䉎䈏䇮ఝవ⊛䈭⇣ဳ⊛

䊈䉾䊃䊪䊷䉪䉕⚵䉂┙䈩䉎䈖䈉䈚䈢⋥ⷰ⊛ᚻ⛯䈐䉕↪䈇䉎䈫䇮ᢙ䈲ዋ䈭䈇䈏ਛ⒟ᐲ䈱䉰䉟䉵䈱k䈱୯䈪䈲䇮

ታ㓙䈲䇮ᒝജ䈭ห㘃⊛ᷙว䈏⊒↢䈜䉎䇯⇣ဳ⊛䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈪⊒↢䈜䉎䈖䈱․䈭ᘒ䈲 p=1䈱䈫䈐

䉲䊚䊠䊧䊷䉲䊢䊮䈪⊕䈮⊒↢䈜䉎䇯 

 

ታ㓙䇮⇣ဳ⊛䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈪䇮ਛ䉰䉟䉵䈱ᰴᢙ䉕ᜬ䈧䊉䊷䊄䈱㑆䈪ห㘃⊛⋧㑐䈏⊒↢䈜䉎䇯ε4k䈲⇣ဳ⊛

䈭⋧㑐䉕ᜬ䈧䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈪 k䈱ᰴᢙ䈫⚿䈶䈧䈒䈖䈫䉕䈜䇯䉲䊚䊠䊧䊷䉲䊢䊮䈪 ε45 ߣε46䈲⇣ဳ⊛ᷙว

䈏Ⴧട䈜䉎䈮䈧䉏䈩 

 ε45  >εr
45,  ε46  >εr

46
       

䈫䈭䉍䇮Ⴧട䈚䈢䇯57䈖䈱䈫䈲䇮ᰴᢙk=4䉕ᜬ䈧䊉䊷䊄䈲ᰴᢙk䋽䋵䈫 k䋽䋶䉕ᜬ䈧䊉䊷䊄䈫ఝవ⊛䈮⚿ว䈜

䉎䈖䈫䉕␜䈜䇯58 

 

䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱⇣ဳ⊛ᷙว䈏Ⴧᄢ䈜䉎䈫䇮ᐔဋ⚻〝㐳 l䈲䈧䈰䈮Ⴧട䈜䉎䇯ห㘃⊛ᷙว䈱䉬䊷䉴䈫䈲㘩

䈇㆑䈇䇮l 䈱Ⴧട䈲ᕆỗ䈮䈭䉎䈖䈫䈲䈭䈒䇮䈠䈱ᦨᄢ୯䈲ή⋧㑐䈱䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈫Ყセ䈚䈩䈠䉏䈾䈬ᄢ䈐

䈒䈭䉎䈖䈫䈲䈭䈇䇯59 

 

                                                   
56 Ohkubo and Yasuda(2005)ޔࠪߪ ␜ࠍߣߎࠆ߃ਈࠍࠣࡦ࠺ࡕߥ⊛ᨆ⸂ޔߊߥߢࠅ߆߫ࡦ࡚ࠪࡘࡒ

ᄢߪ₂⽸ߩߎޕߚࠇߐߦ⏕߇ኻᔕ㑐ଥߩߣᄅㆊ⒟ߩࡖࡐߣᒻᚑߩࠢࡢ࠻࠶ࡀⶄ㔀ߢߎߎޕߚߒ

ᄌ㊀ⷐߦࠄߐޕࠆߢOhkubo, J., Yasuda, M., and K. Tanaka(2006)䈪䈚䈒ዷ㐿䈘䉏䈩䈇䉎䇯৻ᣇ䇮Aruka and 
Akiyama(2009)ޟߪ⪇෩ࠥࠆߥ⇣ߩ࠭ࠗࠨޔߢޠࡓᓧ㑐ᢙߣᣂߥߚᓧ㑐ᢙ߇᧪ޔߢࠬࠤࠆߔ

ߢࠆࠇߐ⸂ߊߒ߁ߘߞߪ㑐ଥߩࠢࡢ࠻࠶ࡀⶄ㔀ߣࡓࠥޔᓟޕߚߓ⺰ࠍᄅㆊ⒟ߩࡖࡐ

 ޕࠆߢAruka(2002)ߪᢥ⺰ߚߒ↪ㆡࠍᄅㆊ⒟ߩࡖࡐߦޠࡓ෩ࠥ⪇ޟߦᦨೋޕ߁ࠈ
57 (3-10)ᑼࠍෳᾖޕࠃߖ 
58 Xulvi-Brunet and Sokolov(2005)Fig.10ࠍෳᾖޕࠃߖ 
59 Ibid., p.1448-9߮ࠃ߅Fig.11 
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4.6. ⶄ㔀䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈫ၞㅢ⽻䈱⸳⸘䈱ᵈᗧὐ 䈖䉏䉁䈪ⶄ㔀䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈮䈧䈇䈩ᄙዋᛛⴚ⊛

䈭⼏⺰䉕⛯䈔䈩᧪䈢䇯䈖䉏䉁䈪䈱⼏⺰䉕એਅ䇮◲න䈮䉁䈫䉄䈩䈍䈖䈉䇯 

 

ห㘃⊛ᷙว 

                  䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ      䉴䊝䊷䊦䊪䊷䊦䊄ᕈ 

BA䊈䉾䊃䊪䊷䉪        ⊒䈜䉎           ⊒䈚䈭䈇  

Barabási and Albert(1999)                        䋨䉪䊤䉴䉺䊷ଥᢙ䈏䋰䈮ẋㄭ䋩 

OM䊈䉾䊃䊪䊷䉪        ⊒䈚䈭䈇 

Ohkubo and Yasuda(2005)  䋨䊤䊮䉻䊛ᕈ䈏ૐ䈇䈫䈐䋩 

 

⇣ဳ⊛ᷙว 

                  䊈䉾䊃䊪䊷䉪䈱ㅴൻ      ᐔဋ⚻〝㐳     

XS䊈䉾䊃䊪䊷䉪           ห㘃⊛ᷙว䈱⊒↢60     Ⓩ䉇䈎䈭Ⴧᄢ 

Xulvi-Brunet and Sokolov (2005)䋨ਛ䉰䉟䉵䈱ᰴᢙ䈱࿐䋩 

 4.1 ห㘃⊛ᷙว䈫⇣ဳ⊛ᷙว 

 

 䈘䈩䇮ၞㅢ⽻䈪䈲ห㘃⊛ᷙว䈲ᅢ䉁䈚䈒䈭䈇䇯ห㘃⊛ᷙว䈱ਅ䈪䈲䇮ᄢ䈐䈭䊊䊑䈏⥄Ꮖᒝൻ⊛䈮

Ⴧᄢ䈚䈩䇮ขᒁ䈱ᄙ䈒䈲䈖䈱䊊䊑䉕⚻↱䈜䉎䉋䈉䈮䈭䉎䇯䈖䈱䈫䈐䇮ෳട⠪㑆䈱⋥ធ⊛䈭ขᒁᢙ䈲ỗᷫ

䈜䉎䈪䈅䉐䈉䇯䈚䈢䈏䈦䈩䇮ห㘃⊛ᷙว䉕ή㒢䈮ଦㅴ䈜䉎䉋䈉䈭⸳⸘䈮䈲ᵈᗧ䉕ⷐ䈜䉎䇯ઁᣇ䈮䈍䈇

䈩䇮⇣ဳ⊛ᷙว䈲ర᧪䇮⥄ὼ⇇䈱䉲䉴䊁䊛䈪↢ᚑ䈘䉏䉎䇯䈠䈚䈩䇮䈅䉎႐ว䈮䈲䇮⚿ᨐ䈏ਛ䉰䉟䉵䈱ᰴ

ᢙ䈱䉪䊤䉴䉺䊷ห჻䈱⚿ว䉕ଦㅴ䈚䇮Ꮒᄢ䈭䊊䊑䈱䉕ㆃ䉌䈞䉎䇯䈖䉏䈲ၞㅢ⽻䈱⸳⸘䈮䈲ᄢ䈇

䈮ෳ⠨䈫䈭䉎䈪䈅䉐䈉䇯䉁䈢䇮ၞㅢ⽻䈪䈲ᐔဋ⚻〝㐳䈏䈅䉁䉍㐳䈒䈭䉎䈱䉅ᅢ䉁䈚䈒䈭䈇䇯឵䈱⚻〝

䉕․ቯ䈚䈮䈒䈒䈜䉎䈎䉌䈪䈅䉎䇯⇣ဳ⊛ᷙว䈲䈖䈱䉋䈉䈭ᘒ䈮䈢䈇䈚䈩䈲ᛥ⊛䈪䈅䉎䇯䈖䈱䉋䈉䈮⠨

䈋䉎䈭䉌䈳䇮䋲䈧䈱ឭ᩺䈏น⢻䈪䈅䉎䇯 

ၞㅢ⽻䈱⸳⸘䈱ᵈᗧὐ 

z 䉴䉬䊷䊦ਇᄌᕈ䉕ᛥ䈜䉎䈢䉄䈮䇮BA䊈䉾䊃䊪䊷䉪᭴ㅧ䈲ណ↪䈚䈭䈇䇯 

z ᰴᢙ䈱㜞䈇䊊䊑䈫䈭䉎ᬺᚲ䈲䇮⇣ဳ⊛ᷙว䉕⠨ᘦ䈚䈩䇮ขᒁ⋧ᚻ䈫䈚䈩ૐ䈇ᰴᢙ䈱㘈ቴ

䉕ㆬ䈹䇯 

 

4.7. 䉲䉴䊁䊚䉾䉪䊥䉴䉪䈱࿁ㆱ䈫ၞㅢ⽻⏕┙䈱㊀ⷐᕈ ᦨㄭ䇮⧷࿖ᅚ₺䈱⚻ᷣቇ䈻䈱₸⋥䈭⇼䈫ਥ

ᵹᵷ⚻ᷣቇ䈎䉌䈱࿁╵䈫䈇䈉⥝䈅䉎㆜䉍ข䉍䈏䈅䈦䈢䇯 ߗߥ⚻ᷣቇ߇ᤓߩ㊄Ⲣෂᯏ߈ߢ੍᷹ࠍ

ޕߚߞ߆ߥߢᄖ߽߃ߐ₺࿖ᅚ⧷ߪ⇼ߩߎޔ߇߁ࠈߢߚ߇ߒ⸂ℂߪߦੱ⥸৻ߪ߆ߩߚߞ߆ߥ

⧷࿖ᅚ₺ߪ 2008 ᐕ 11 ߦᤓߩ㊄Ⲣෂᯏߗߥࠍ⚻ᷣቇࠍ߆ߚߞ߆ߥ߈ߢ੍᷹߇ਇᕁ⼏ߦᕁ

London School of Economicsߩ⚻ᷣቇ⠪ߩߘߦߜߚේ࿃ࠍ2009ޕࠆߢ߁ߘߚߨ ᐕ72ੱޔ

⍴ߩᢙ㗁 61ޕߚߒࠍߩߘߡߒઍ߇ቇ⠪Professors Tim Besley and Peter Hennessyᷣ⚻ߩ

                                                   
60 ࠬ  ޕࠆߔ↢⊑ߢᒻᒝߢዉߩਇᄌᕈ࡞ࠤ
ᷣ⚻ㅴൻߩ10ੱߡߞߥߣᓎߣ߹ࠅข߇Geoffrey Hodgson(University of Hertfordshire, UK)ޔߦ㐿⋥ᓟߩ⚕ᚻߩߎ 61

ቇ߿ᐲᵷ⚻ᷣቇ⠪ࠍࡦࠝ࠾ࡇࠝ࠼ࡦࠦࠆࠁࠊߪᚑ2009ޔߒᐕ810ᣣઃߢߌᗧᦠࠍᅚ₺߳ㅍߎޕߚߞ

ߺߩߦ⟥ᢙቇ⊛ክ߇ቇᷣ⚻ߪⷐὐޕߚ᧪ߡࠇࠄㅍߦធ╩⠪⋤ߡߓㅢࠍ࠻ࠬࠣࡦࡔߩG.M. Hodgsonߪᗧᦠߩ

⡓ṃߩߎޕࠆߡߒߣࠆߢࠅ⺋߇ߣߎߚߒᚻ⚕ࠄ߆ࠬࡦ࠹ࡦߩ߉ߟߪᆎ߹ޕࠆ”We are writing both in response to 
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 ޕߚߒ↪ᒁࠍߌߛㇱ⺰⚿ߩᦨᓟޔ߇ࠆߢߩ߽

 
ᨐߡߒߚ㗴ߩᚲ߆߁ࠂߒ߹ࠅߢߩߚߞߦࠇߕߪ㧫⊝ታജࠅ߅ߤ⥄ಽߩߜߚ⡯⽿ࠍᱜߒ

߈ߡߍㆀߒᚑߊࠃᚻ㓙߫ߒ߫ߒ⊝ޔ߫ࠇߔᢿ್ߦ᥉ㅢࠍᚑุޕߔ߹ߓሽߣࠃߡߣߚߒߚᨐߊ

߇ߣߎߊᛮࠍ㑐ㅪߦ⋦ߩਇဋⴧߩㅪ৻ߦ߈ߣߚߍߺⓍߦ⊛㓸วޔߪᄬᢌޕߔ߹ࠅߢߩߚ

ߢߩ߽ߥߩᒰዪ⠪߽▤ロᮭ㒢ߩߤޔߪߡߟߦ㑐ㅪߩߎޔ߇ߔߢߩࠆߦߣߎߚߞ߆ߥ߈ߢ

ࠪߥෂ㒾ޔߣߔ߹ࠅߐࠊว⚵߇ߣ⺑ᜬߩߜߚ࡞ࠣߩ╷㊄Ⲣߣⴐᔃℂ⟲ޔߦࠇߎޕߚߒ߹ࠅ

ߒߣోޔ߇ߔߢߩߒᱜߪᢿ್߁ߣߐዊ߇࠭ࠗࠨߪࠢࠬߩޘޕߔ߹߹ߒߡ᧪߇ࡇ

 ޕߚߒ߹ࠅߢᏂᄢߪࠢࠬࠆߔࠎ߆ߦࡓ࠹ࠬࠪߩߡ
 

ᜬࠍⴚࠆߔᝒࠍޠࠢࠬࠢ࠶ࡒ࠹ࠬࠪޟߪਥᵹᵷ⚻ᷣቇޔߦනޔߪߣߎࠆߡࠇࠄߴㅀߢߎߎ

ߞ߿ߪෂᯏᷣ⚻ޔߦή㑐ଥߪߣ⇇㒢ߩਥᵹᵷ⚻ᷣቇޔߪ㗴ޕߥࠄߥ߆߶ߦߣߎ߁ߣߥߚ

 62ޕࠆߢߣߎ߁ߣࠆߊߡ
 ᄙߩߊၞㅢ⽻ߩ⚵❱⠪߇ߜߚㅀޔߦ߁ࠃࠆߡߴၞㅢ⽻߈ߴࠆ᧪ߪ⚻ᷣෂᯏߩ↢ᵴ㒐ⴡᚻ

ᲑߡߒߣḰߩࡓ࠭ࡃࡠࠣޕࠆߡࠇߐਅߢᏂᄢޔ߫ࠇߔ↢⊑߇߉ࠄࠁߩᷣ⚻ߥᢌ⠪ߩ࿖ޘ

ߦߚߋ㒐ࠍᘒߩᦨᖡޕࠆߢߩ߁߹ߒߡࠇࠄขࠅಾߦㆊߡߞࠃߦജߩ࿖ᄖߪ⋛ᵴၮ↢ߩ

ޕࠆߢߣߎࠆߔଦㅴࠍ࡞ࠢࠗࠨߩၞߡߞࠃߦ⽻ၞㅢޔ㜞ࠍ₸⿷⥄ߩᷣ⚻ߩၞߕ߹ߪ

ᄢߪߣߎࠆߔ↪ᵴࠍ⼂⍮ߩࠢࡢ࠻࠶ࡀⶄ㔀ޔ߈ߣߩߎޕࠆ߇㊀ⷐᕈߩ┙⏕⽻ၞㅢߦߎߎ

 63ޕ߁ࠈߥߣ⋊ߦ
 

 
࿑4.3 ⧷࿖ᅚ₺߳ߩᚻ⚕ 

                                                                                                                                                
the question you posed at the London School of Economics last November – concerning why few economists had foreseen the 
credit crunch – and the answer to you from Professors Tim Besley and Peter Hennessy dated 22 July.”(10 Leading British 
Economists Write to the Queen) 
62 વ⛔⊛ࡠࠢࡑޔࡠࠢࡒߥ⚻ᷣቇౣߩ᭴▽߇ឭ໒ߡࠇߐਭࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ޕߒ⥄ߩⶄ㔀ᐲ߇㜞ߪߢߌߛߚߞߥߊ

ޕࠆߡߞߥߊ߈ᄢߤ߶ߔᶖߜᛂࠍ㔛⛎⺞ᢛᯏ⢻ߩ᧪ᧄߪ࠭ࠗࡁߩᩣᑼᏒ႐ޔ߫ࠇࠃߦⓥ⎇⻉ߩℂቇ‛ᷣ⚻ޕߥ

ታ㓙ߔ߹ߔ߹ߪࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻ޔᄙߩߊ㕖⚻ᷣ⊛ⷐ⚛ߦขࠅ࿐߹ޕࠆߢߩࠆߡ߈ߡࠇಽᨆᣇᴺߦ㒢ߡߞ⠨ߺߡ߃

ߩታޕࠆ߇ታ߁ߣߥߒᅷᒰ߿ߪ߽߇ಽᨆߩ⟵ᣇᴺ⺰⊛ੱਥߩ᧪ᓥߥߒߦᚻ⋦߆ߒⷐ࿃⊛ᷣ⚻ޔ߽ߡ

ߩࠆߡߒㅴൻߢ߆ߥࠆߔ↪⋦ߣⅣႺ⻉ߥᏂᄢߩએᄖᷣ⚻ߦ߽ߣߣ࠻ࡦࠚࠫࠛ⊛⾰⇣ߥޘ᭽ߪࡓ࠹ࠬࠪᷣ⚻

 ޕߥߒ⸂߿ߪ߽ߢߌߛ߆ߥߩቇᷣ⚻ߪ㗴ޕࠆߢ
ߪߦࠆᓧࠍ♽ߥቯޕࠆߡࠇߐ៰ᜰࠄ߆ὐⷰߩߊᄙߪߣߎߥ߃ⴕࠍℂ▤ࡓ࠹ࠬࠪߥ⊛ቯ߇ࡓ࠭ࡃࡠࠣ 63

ၞㅢޕࠆ߇Schweitzer and Behera(2009)ߡߒߣߩ߽ߚߓ⺰ࠍ㗴ߩߎߢ࡞࠺ࡕᛩޕࠃ߇ߩࠆߔಽഀ߆ߟߊ

 ޕ߁ࠈߢ㊀ⷐ߽ߣߎࠆߓ⺰ࠄ߆ὐⷰߩቯᕈᒝൻߩߚࠆߔ࿁ㆱࠍࠢࠬࠢ࠶ࡒ࠹ࠬࠪߥᏂᄢࠍ⽻
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⚵วߦㄭ߁ߣࠆߡߠᜰ៰߽ޕ5ࠆ 

ᧄ⺰ᢥߪߢડᬺౝߣഭ⚗ಣℂ߮㓸࿅ഭ⼏ࠆߌ߅ߦᎿળᯏ⢻ࠍಽᨆޕࠆߔ 
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╙1┨ ᱧผࠄ߆ࠆਛ࿖ഭ㑐ଥߩᴫߣᎿળᯏ⢻ 

 

1.1 ᡷ㕟㐿೨ߩഭ㑐ଥ 

 㧔1㧕ᴫ  

ᑪ࿖ᒰೋߩᄬᬺ⠪ߩ㗴ࠍㄦㅦߦ⸃1950ޔߚࠆߔ ᐕ 7ޔോ㒮㧔࿖ോ㒮㧕ޡߪഭ

ዞᬺ㗴ߦ㑐ࠆߔቯࠍޢ⊒ᏓޕߚߒฦᣇᐭߪᏒ↸ߢ࡞ࡌ⡯ᬺ⚫ᚲߒ⟎⸳ࠍ

1955ޔߒ⊑ࠍቯࠆߔ㑐ߦዞᬺ㗴ߦޘᰴޔᓟߩߘޕߚ ᐕߦㆡ↪▸࿐ߪ࿖ડᬺోࠄ߆

ᓥᬺߩߢડᬺࠆࠁࠄߡߞߥߣખᯏ᭴ߩ৻໑߇ഭ⚫ᚲޕߚࠇࠄߍᐢߢ߹ߦડᬺߩߡ

ຬ㓸ߢߎߘ߇ⴕޕߚࠇࠊ 

 ഭ⚫ᚲߪ␠ળߦะߌ㓸ࠍⴕߦ⊛↹⸘ߡߞડᬺߦะߡߌഭജࠍ⚫ࠆߔ⚵ߢߺ

⏕ߛ߹ߪ6ޠ൮⛔㈩⛔ޟޔࠅᒰ⒟ᐲ⋦߇↱⥄ࠆߔ㑐ߦ㓹↪⸃㓹ߩᒰᤨડᬺޔߒ߆ߒޕߚߞ

 ޕߚߞ߆ߥߡߒ┙

 1953 ᐕએ㒠ޔ╙ 1 ᰴ 5 ⸳ᑪࡈࡦࠗޕߚߒჇടߦᄢ߇㔛ⷐߩഭജࠅ߹ᆎ߇↹⸘ᐕࡨ

1955ޔߚࠆߔ⏕ࠍഭജߥᔅⷐߦ ᐕഭㇱޟߪ⛔৻▤ℂޔಽᜂߩޠේೣߜ┙ࠍ

ഭㇱ㐷ߩᚲߡߟߦ㓸ߩഭജߪડᬺޕߚߒ㓸ਛߦ࿖ࠍ㓸ᮭ㒢ߩഭജߡߍ

ޕߚߞ߹ᒝ߇ਇḩߒኻߦߣߎߚࠇࠊᅓࠍ㓸ᮭ㒢ߪડᬺޕࠆ߈ߢ߇㓸ߢߚᓧࠍน⸵ࠄ߆

56ޔߪߡߒߣᨐ⚿ޕߚ✭ࠍ㒢ࠆߔኻߦડᬺߪ⠉ᐕᐭޔߚߩߘ ᐕߪߦ 230 ࠍੱਁ

ߩ↹⸘ߩᒰೋߪࠇߎޕߚࠇࠊ㓹ߦડᬺ߇ഭജࠆ߃ 84 ߦታࠅࠃੱਁ ߩߚߞ࿁ࠍ146ਁੱ

ߪᐭߚߞ߹ᒝ߇ෂᯏᗵߡߒኻߦࠇߎޕࠆߢ 1957 ᐕౣ߮㓸ᮭ㒢ࠍડᬺࠄ߆ขߍࠅഭ

ㇱ㐷ߦ㓸ਛޕߚߖߐડᬺߪ࿖ߩ㓸⸘↹ߦၮߡߠഭ⠪ࠍ㓹↪ޔߒ࿖ߦ৻⛔ߢ↹⸘ߪ

ഭജࠍડᬺߦ㈩ዻࠅ߹ߟޕࠆߔਛ࿖ߩᷣ⚻↹⸘ߪਅޟߦ⛔൮⛔㈩ߩޠᣇᑼࠍᚑ┙ߚߖߐ

 ޕࠆߢߩ

⛔൮⛔㈩ߩᣇᑼߦ߽ߣߣࠆࠇߐ┙⏕߇ഭ⠪߇ේೣ⊛ߦォ⡯ޕߚߞߥߦ߁ࠃߥ߈ߢᒰ

ߪߤࠎߣ߶߇ߚߞ߆ߥߪߢߌࠊߥ߇Ꮏᤨ⥃ࠆࠇߐ↪ណߺߩᔔᦼ❥ߪߦਛߩഭ⠪ޔᤨ

りಽ߇ቯࠆߡߒ࿕ቯᎿ1971ޕ7ߚߞߢᐕ࿖ോ㒮ޟߪ⥃ᤨᎿߩ↪ߣ▤ℂߩᡷༀߦ㑐ߔ

ᦼ㓹↪ഭ⠪ޔᎿᤨ⥃ࠆߌ߅ߦᬺන߿ડᬺߡߞࠃߦࠇߎޕߚߒᏓ⊑ࠍޠᥳቯⷙቯࠆ

ߣ࿕ቯᎿ߇㕖࿕ቯᎿߩᄢ㊂ޔ߈ߢ߇ߣߎࠆࠊᄌߦ࿕ቯᎿߡߓᔕߦᴫ⁁ߩੱߣഭ㔛ⷐߪ

ਛ࿖ߩᒰᤨ߇ഭ㑐ଥߩޠり⚳ޟࠆࠁࠊޔߕ߈ߢߪߣߎࠆ⒖ࠍ␠ળߪ࿕ቯᎿޕߚߞߥ

 ޕߚߒ┙⏕ߢ

㐿೨ߩᲑ㓏ࠆߌ߅ߦഭ㑐ଥߩ․ᓽޟ߫߃⸒ߢ⸒৻ߪන৻㑐ଥޕ߁ࠃ߃ߣޠ␠ળਥ

⟵ᡷㅧߡߞࠃߦ 1956ᐕએ㒠ޔ⑳༡ડᬺߩ↢↥㗵ߦࡠߪㄭޔߊ࿖᳃⚻ᷣߩਥߪ␠ળਥ⟵

ޕࠆߡߞߥߦડᬺߣഭ⠪ߪ࿖ߩ↹⸘ߩਅߦ↢↥ᵴേࠍⴕડᬺߩᐙㇱߣഭ⠪

ഭޔࠅߢޠᄢ㍿㘵ޟߩ⟵ᐔဋਥߪ㊄ᐲ⾓ޔߊߥߪ㓹ᮭ⸂ߦડᬺޕࠆߔ⥌৻ߪ⋊ߩ

㒾߿ෘ↢ోߪ㗵ߢ࿖ߣડᬺ߇⽶ᜂࠄ߆ߣߎࠆߔഭ㑐ଥߩᒰ⠪ߪડᬺߣഭ⠪ߣ

ߩഭ⠪ޔࠇߐℂ▤ߡߞࠃߦ࿖ߪ⇣േੱߩഭ⠪ޕߚߞߥߦഭ⠪ߣ࿖߽ࠅࠃ߁

߽࿖ߦ⊛↹⸘ࠄ߆㈩ಽߚࠆࠇߐታ㓙ߪߦഭ⠪ߪ࿖ߦᓥዻޕߚߡߒഭ⠪ߩઍ⚵❱

ഭߦߣᒻᚑߩᷣ⚻↹⸘ޔߚ߹ޕߚߡߒᯏ⢻ߡߒߣᯏ㑐ߩડᬺⴕߦනߪᎿળࠆߢ

㑐ଥߪන৻ൻޔࠅߟߟߒഭ㨯ࠆߌ߅ߦ⋉㑐ଥޕߚߞߥߊ⭯ߪ 

 

㧔2㧕 ഭ╷ߣഭ┙ᴺ 

ഭ╷߮ഭ┙ᴺߩౝኈߡߟߦ╙ 1 

 ޕߚߺߡߣ߹ߦ
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╙ 1 ᡷ㕟㐿೨ߩഭ╷ߣഭ┙ᴺ 

ഭ㑐ଥ ഭዞᬺߣഭജ▤ℂ ഭၮḰഭ⼔

ഭ㒾 

ഭ⼏ખⵙ 

ਛ࿖ੱ᳃ᴦදޟ

ળ⼏ห✁㗔ޠ

㧔1949㧕 

ߩฦㆇ៝ᬺޟ

ኽᑪ⊛ⷫߥᣇᐲ

ᥳᤨಣࠆߔᑄ㒰ࠍ

ℂᑯᴺޠ㧔1950㧕 

ⷫߩ࿖ฦ㋶ోޟ

ᣇᐲࠍᑄ㒰ࠆߔ

ㅢޠ㧔1950㧕 

ࠍりᬌᩏᐲޟ

ᑄ 㒰 ߔ ࠆ  ⼏ ޠ

㧔1950㧕 

ᜰࠆߔᢇᷣࠍᄬᬺ⠪ޟ

 㧔1950㧕ޠ␜

ࠆߔ㑐ߦᢇᷣߩᄬᬺ⠪ޟ

ᥳᤨᑯᴺޠ㧔1950㧕 

ޠᄬᬺᛛⴚຬ⊓㍳ᑯᴺޟ

㧔1950㧕 

ޠഭ⚫ᚲ⚵❱᧦ޟ

㧔1950㧕 

ޠ␜ᜰ߁ⴕࠍᥜᢎ⢒8ޟ

㧔1950㧕 

ޠቯߩഭዞᬺ㗴ޟ

㧔1950㧕 

࿖༡ડᬺౝㇱഭⷙೣޟ

✁ⷐޠ㧔1954㧕 

ᔨᣣ⸤ߣ࿖ᱜోޟ

 㧔1949㧕ޠભᥜᣇᴺߩ

ਛ⪇ੱ᳃࿖ഭޟ

㒾᧦ޠ㧔1953㧕 

ޠᎿ෧ోⴡ↢ⷙ⒟ޟ

㧔1956㧕 

⡯ຬቯᐕಣޔഭ⠪ޟ

ℂᥳᤨⷙቯޠ㧔1958㧕 

 

ഭ⼏⸃ᚻ㗅ޟ

 㧔1950㧕ޠⷙቯߩ

Ꮢഭ⼏ખⵙᆔޟ

ຬળ⚵❱߮ⷙ

 㧔1950㧕ޠೣ

⚵Ꮢഭዪᥳᤨޔ⋬ޟ

❱ㅢೣޠ㧔1950㧕 

ᚲ㧦㜞⠅ᆍ㧔2008㧕153㨪158ࠅࠃࠫࡍ╩⠪ᚑޕ 

 

1949 ᐕࠄ߆ 1978 ᐕ߹ߩߢ 30 ᐕ㑆ޔഭ╷ഭ┙ᴺߪᚑᾫޔߒṛޕߚߡߒᑪ࿖

ᒰೋޔ⑳㘈ߪߣ࿖ኅ߿㓸࿅ߩ⋉ࠍਔᣇ߽ߣ㈩ᘦޕߣߎࠆߔഭ⾗ਔߪߣഭ⠪㓏⚖

ߠၮߦේೣߩ╷ഭߩޠഭ⾗ਔ㧕ޔ㧔⑳㘈ޕߣߎࠆ᳞ࠍ⋊ߦᧄኅ㓏⚖⾗ߣ

1960ޔߒ߆ߒޕߚߒߜᛂޘ⛯ᒰೋߪᐭࠍ╷߿ഭᴺⷙߥ⊛⟵ળਥ␠ߡ ᐕએ㒠ᭂᏀᕁ

ầߣ౨㒾ะ9߇ޔࠇഭ┙ᴺߪ⟎ޟޔࠇߐᢥൻᄢ㕟ߢ߹ࠆࠊ⚳߇ޠഭߦ㑐ࠆߔേ߈

 ޕߚߡߒಾṛ৻ߪ

 

㧔3㧕 Ꮏળ 

ᑪ࿖೨ਛ⪇ో࿖✚Ꮏળߪ❰⚵ࠆ߇❭ߦ┙⸳ߩ 1920 ᐕ 11 ߦᶏ↥ਥ⟵ዊ⚵ߩេഥߩ

ࠍഭㆇേߩߊᢙᄙޔࠇߐ┙⸳߇⠉ᐕਛ࿖↥ౄޕࠆߢᶏᯏེᎿળߚࠇߐ┙⸳ߢߣ߽

ᜰዉޕߚߒหᐕ 8 11ᣣߦ↥ౄ߇ഭㆇേߩᜰዉᯏ㑐ߡߒߣਛ࿖ഭ⚵วᦠ⸥ㇱࠍᶏ

1922ޔᓟߩߘޕߚߒ┙⸳ߢ ᐕ 5  1 ᣣࠄ߆ 6 ᣣ߹ޔߢ╙ 1 ࿁ో࿖ഭᄢળ߇ᐢᎺߢ㐿ߐ

ߚߒෳടޔᒰᤨޕߚࠇ 162ฬߩઍߪ 100 ߩഭ⠪⚵❱ߣ 23ਁੱߩ⚵วຬࠍઍߒ⸥

ᔨࠍ࠺ࡔⴕޕߚߞᄢળߩቯ㗄ߡߒߣ✚Ꮏળ⸳┙೨ޔਛ࿖ഭ⚵วᦠ⸥ㇱࠍ✚ㅪ⛊

ᯏ㑐ߡߒߣᯏ⢻ޔߦࠄߐޔߣߎࠆߔᄢળࠠࠗ࠻ࠬޡߢេഥ᩺8ޡޔޢ ᤨ㑆ዞᬺ᩺ޢ╬ 10

╙ߚ߹ޕ10ߚࠇߐឭ߇᩺⼏ߩ 2࿁ో࿖ഭᄢળ߹ߢ↥ౄߩᜰዉࠆࠃߦഭㆇേߩ㜞឴

1923ޔߡߒߣ৻ޕߚࠇߐផㅴ߇ ᐕ 2 ߇ޠ࠻ࠬ৾ੑޟߩ1925ޕ11ࠆࠇࠄߍ ᐕ 5  1

ᣣࠄ߆ 7 ᣣ߹ޔߢหߓᐢᎺߢ╙ 2 ࿁ో࿖ഭᄢળ߇ถ㓸166ޕߚࠇߐ ߣ❰⚵Ꮏળߩ 54 ਁ

ઍ⠪ࠄ߆ળຬߩ 281 ฬ߇ෳടޕߚߒᒰᄢળߪߢਛ⪇ో࿖✚Ꮏળోߣ✚ၫⴕᆔຬળ߇⸳┙

╬ޢ᩺⼏ߩᴦ㑵ߣ⚖ഭ⠪㓏ޡޔޢ┨✚ਛ⪇ో࿖✚Ꮏળޡޔࠇߐ ޕߚࠇߐណᛯ߇᩺ߩ30

 ޕߚࠇࠊⴕ߇ᵴേߩߊᢙᄙߢਅߩ↥ౄᜰዉࠅࠃߦഭ⠪ߚ߹

ᑪ࿖એ᧪ޔ✚Ꮏળઍᄢળ߇㐿ࠆࠇߐᐲߦᎿળᜰዉᣇ㊎ߪቯࠇߐ⋤ߒᄌൻߞߡߒ

╙ߡߟߦᄌൻߩߘޕߚ 2ޕߔ␜ߢ 

╙ 2 Ꮏળᜰዉᣇ㊎ᄌൻ 
Ꮏળ 6ᄢ12 ⊒ዷ↢↥ޔ❥ᩕ⚻ᷣޔ⑳㘈ޔഭ⾗ਔ 

Ꮏળ 7ᄢ ↢↥ޔ↢ᵴޔᢎ⢒ 

Ꮏળ 8ᄢ ൕᑪ࿖ޔൕᑯડᬺޔൕᑯ৻ಾᬺ13 
ᚲ㧦http://www.acftu.net/template/10004/file.jsp?cid=107&aid=2536 

 ޕ⠪ᚑ╩ࠅࠃ

 

http://www.acftu.net/template/10004/file.jsp?cid=107&aid=2536
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Ꮏળ 6 ᄢޔߡߞߚߦᣂޟߒਛ⪇ో࿖✚Ꮏળⷙ⚂߇ޠቯޕߚࠇߐೋߡડᬺ᳃ਥ▤

ℂߦ㑐ࠆߔᢥᦠޟ࿖༡༡ડᬺࠆߌ߅ߦᎿ෧▤ℂᆔຬળߣᎿ෧ᓥᬺຬઍળ⼏ߩ⸳⟎

Ꮏળߡ⛯ޕߚࠇߐน߇ޠ᩺⨲㓸࿅ഭᄾ⚂✁ⷐޟߣޠታᣉ᧦ޟޔޠ⼏ࠆߔ㑐ߦ 7 ᄢ

╙ߢ 1 ᰴ 5 ࠆߔߣਃ৻ࠍᢎ⢒ᵴ↢↥↢ߒߣਛᔃࠍ↥↢ߪᎿળޔߡߓᔕߦ↹⸘ᐕࡨ

ᣇ㊎ࠍᛂߜޟߥ߁ࠃߩߎޕߚߒᄢ↢↥ߦޠㆡᔕ৾ޔߚࠆߔᄢᄢળޟߢਛ⪇ో࿖✚Ꮏળ

ⷙ⚂ࠍޠᡷᱜޟߒਛ⪇ੱ᳃࿖Ꮏળⷙ⚂ޕߚߒߣޠᣥⷙ⚂ߦᲧߴᣂⷙ⚂ߪᎿળߩᕈ⾰ޔ

છോޔᯏ⢻߮ળ᧦ઙޔળຬᮭߩ⟵ോ╬ߡߟߦᄢୃߊ߈ᱜ߿⿷ޕߚࠇߐߥ߇ 

Ꮏળߡߟߦ⺰Ꮏળℂޔߚ߹ 6 ᄢࠄ߆ℂ⺰㑵߽ᆎޕߚࠇࠄᒰᤨో࿖✚Ꮏળߩᦠ⸥ࠍ

ൕߚߡ᧘┙ਃࠍᆎޔᎿળᵴേߩታࠍ⊒ὐߡߒߣ␠ળਥ⟵ડᬺߩਛߦ⑳⍦⋫

ߔ⥌৻ߪߡߟߦ႐┙ߥ⊛ၮᧄߪⴕߣᎿળޕߚࠇࠄߓ⺰߇ᕁᗐࠆࠍࠇߘޔߒሽ߇

ᛕߥỗὓߪࠄ㜞ቫߩ↥ౄᏀᵷޔߒኻߦᕁᗐߩߎޕࠆߥ⇣߇႐┙ߪߢ႐㕙ߥ⊛ౕޔ߇ࠆ

༡ડᬺౝࠅߢߺߩ㑐ଥࠆߌ߅ߦ༡ડᬺ⑳ߣ༡ડᬺߪ㑐ଥ⑳ߪ㜞ቫޕߚߞⴕࠍ್

ㇱߦ⑳㑐ଥ߿⑳⍦⋫߇ሽ߽߆ߒޔߕ߃ߒᎿળߣⴕߩ┙႐ߪቢోߣࠆߔ⥌৻ߦ

ਥᒛޕߚߒᒰᤨੱޟ᳃ᣣႎޟ߿ޠᎿੱᣣႎߩߎߪޠ⺰ߩ⥰บޔࠅߥߣ᧘ᵷߣ㜞ᵷޘੱߩ

1951ޔߦหᤨߣ⺰ߩߎޕߚߍᐢࠅ➅ࠍᚢ⺰ߦߪ ᐕᧃࠄ߆ 1958 ᐕ 5߹ޔߢᎿળߪਥ

Ꮸߩ㗬⧯ᗱߩᜰዉਅߢᵴേޕߚߞߢࠎ⋓߇㗬⧯ᗱߪታ〣ߦၮߡߠᎿળߩᯏ⢻ࠍએਅߩ

 ޕߚߒᢛℂߦ߁ࠃ

Ԙ ᠩ⼔ᯏ⢻㧦ഭ⠪ߩ⋉ߣ᳃ਥᮭࠍ⼔ߪࠇߎޕߣߎࠆߔᎿળ߽ߣߞ߽ߡߞߣߦ

ၮᧄ⊛ߥᯏ⢻ޕࠆߢ 

ԙ ᑪ⸳ᯏ⢻㧦↢↥ࠍ⊒ዷߖߐ␠ળਥ⟵ᑪ⸳ࠍㅴޕߣߎࠆ 

Ԛ ᢎ⢒ᯏ⢻㧦ᴦޔᛛⴚޔᢥൻߦ㑐ߡߒഭ⠪ࠍᢎ⢒ޕߣߎࠆߔ 

ԛ ⺞▵ᯏ⢻㧦Ꮏળߪᄢⴐߩ㐳ᦼ⊛ߥ⋉ࠍઍࠄ߇ߥߒ␠ળਥ⟵ડᬺౝㇱࠆߔ↢⊑ߢ

⍦⋫ࠍಣℂޕߣߎࠆߔ 

 ਛ࿖ᑪ࿖ᒰᤨ✚Ꮏળߩਥߥછോߪഭ⠪㓏⚖ߒ❰⚵ࠍ↥ᬺᎿળࠍᛂߢߣߎࠆߡ┙ߜ

1950ޕߚߞ ᐕᧃ߹ోޔߢ࿖ߢ 85 Ꮏળ߮ᬺ↥ߩ࡞ࡌᄢⴕߩ 73 ࡞ࡌ㧔Ꮢ㧕⋬ߩ

✚ߪ࿖↥ᬺᎿળోߣᣇᎿળޔߒዷ㐿ߦ࿖ోߪ❰⚵ߩᎿળޕߚࠇߐ┙⸳߇Ꮏળᬺ↥ߩ

Ꮏળߦዻ߽߆ߒޔߒᣇᎿળߣ↥ᬺᎿળࠆߥ⇣ߪၮᧄ⚵❱♽ޕߚߞߥߦᣇᎿળߣ↥

ᬺᎿળߩ㑐ଥߡߟߦ 1951ᐕߩ✚Ꮏળળ⼏ߚࠇߐ⺰⸛ߢ⚿ᨐޔ↥ᬺᎿળࠍ㓸ਛᐲ߿

⁁ᴫߡߞࠃߦਃߦߟಽߩࠇߙࠇߘߌᣇᎿળߩߣಽᬺߣਅ㑐ଥࠍ⏕ൻޕߚߒ 

1958ޕߚ߃ߦᕆㅦߡߞࠃߦޠᄢべㅴޟߪᎿળ❥ᩕޔߒ߆ߒ  ᐕߩ✚Ꮏળળ⼏ߢ㗬ਥᏨߩ

Ꮏળᕁᗐ߇ᛕ್ޔࠇߐਥᏨࠍᄙߩߊఝ⑲ߥᎿળᐙㇱߪಣಽޟޕߚࠇߐᏀޠ⠢⊛〝✢ߩᓇ

㗀ߢᎿળౝㇱޟߦᎿળߪਇⷐ߁ߣޠࠆߢ㘑ầ߇ᒝ߹ޕߚߞᒰᤨޟߪᎿળߚߔߊߥࠍ

㑵ߢ߹ࡦࠟࡠࠬ߁ߣޠࠃߖ1962ޕߚࠇࠄߍ ᐕએ㒠Ꮏળߦ㑐ߩߎߚߞ⺋ࠆߔᕁᗐߪ

ਛᄩߩᜰዉਅߦߋߔߢᱜ1966ޔ߇ߚࠇߐ ᐕࠄ߆ᆎ߹ޟߚߞᢥൻᄢ㕟߮ౣߢޠᎿળߪㅌ

10ޔࠅߥߦߣߎ߁߆ะߦ ᐕోࠆߚࠊ߽ߦ㕙ṛߦ㒱ޕߚߞ 

 

 㧔4㧕 ഭ⠪ 

 ਛ࿖ࠆߌ߅ߦഭ⠪ߩᔨੑߪߦ⒳㘃ޟޕࠆ㓏⚖ߩഭ⠪ޟߣޠ⡯ᬺߩഭ⠪ޕࠆߢޠ

ߖᚲࠍᚻᲑ↥↢ޟߢߓหߣᔨߩ⚖ഭ⠪㓏ߩࠬࠢ࡞ࡑߪᔨ߁ߣޠഭ⠪ߩ⚖㓏ޟ

⡯ޟޕࠆߢߣߎߩ14ޠ⚖㓏ࠆߡ┙ࠍ⸘↢ߡߞࠃߦߣߎࠆᓧࠍ㊄⾓ߒᄁ⽼ࠍഭജߦᧄኅ⾗ߕ

 ޕࠆࠇ߆ಽߦℂ⠪▤ߣੱ⼂⍮ޔഭ⠪⥸৻ޔߡߞࠃߦᣇߩഭߪޠഭ⠪ߩᬺ

 ᡷ㕟㐿೨ޟߪ㓏⚖ߩഭ⠪߁ߣޠᔨ߇ਛ࿖ߩቇ⇇ߢਥዉ⊛ߥࠍභޕߚߡ

ࠃࠆࠇߐⷞ⇼ߦ╙ᰴ߇߆ࠆߢ✜৻ߪ⚖ή↥㓏ߣ⚖ഭ⠪㓏ߢਛ࿖ߩ⟵ળਥ␠ޔߒ߆ߒ

ࠄቯߣࠆߢᚲ⠪ߩડᬺߪഭ⠪ߩᴺᓞਛ࿖߽ߣߊߥߊߔߪࠇߘޕߚ߈ߡߞߥߦ߁

ߢߎߘޕࠆߢࠄ߆ߚ߈ߡᣇ߽ߥࠈࠈߡߟߦੱ⼂⍮ߚ߹ޔࠇ 1950ᐕઍޔ↥ౄ

ߡභߢਛߩળ⚻ᷣ᭴ㅧ␠߇ഭ⠪ߪߣ㓏⚖ᚑಽޕߚߒࠅࠍᔨ߁ߣ㓏⚖ᚑಽߪ

ޔഭ⠪⥸৻ޕࠆߢ᭴ᚑߩߩഭ⠪ߪၮḰࠆߔ⏕ࠍ㓏⚖ᚑಽޕࠆߢߣߎߩࠆ

⍮⼂ੱ߿▤ℂ⠪ߥߺߪ㓹ޔࠇࠊ⾓㊄߇ߩਥߥㇱಽࠍභߢߩࠆ㓏⚖ᚑಽⷰߩὐࠄ߆ᓐ
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ޔᣇઁޕߚߒᄢߪᔨߩ⚖ഭ⠪㓏ࠆߌ߅ߦਛ࿖ޔࠇߐߣ߈ߴߔዻߦ⚖ഭ⠪㓏ߪࠄ

ౝኈߩ㆑ߦၮߩߎߡߠᐢ⟵ߩഭ⠪㓏⚖ࠍ↢↥ഭ⠪ޔ㕖↢↥ഭ⠪㧔ࠍࠬࡆࠨ

ឭଏࠆߔഭ⠪㧕ޔ⍮⼂ੱߣ▤ℂ⠪ߩ྾ߩߟ㓏ጀߦಽޕߚߒኻ┙⊛߇ߥ߃ߪߣ⍮⼂ੱ

ޕࠆࠇߐߣ㕖↢↥ഭ⠪㧕ߣഭ⠪㧔↢↥ഭ⠪⥸৻ߡߒߣりಽޠᐙㇱޟߪℂ⠪▤ߣ

ഭ⠪㓏⚖ౝㇱߩߎޔߪߢᐙㇱߣ৻⥸ഭ⠪ߩߣ㑐ଥߦ㑐ᔃ߇㓸ਛޔࠅ߹ߟޕߚߡߒ▤

ℂࠆߔߣ▤ℂࠆࠇߐߩ㑐ଥޕ߁ࠃ߃ߣ߇ਥࠆߢਛ࿖ߡ߅ߦ৻⥸ഭ⠪

߆ߥߒሽߪ┙ኻഭޔߚߩߘޕࠆߔ⥌৻ߪ⋊ޔߒᚲዻߦ⚖ഭ⠪㓏ߦߪᐙㇱߣ

ℂ߁ߣޔࠆߢഭ⠪ߪਥੱߩ࿖ኅࠆߢ↪⠪ߪߢߣ߽ߩ⟵ળਥ␠ޔࠄߥߗߥޕߚߞ

 ޕߛࠄ߆ߚߒሽ߇⺰

 

1.2 ᡷ㕟㐿એ㒠ߩഭ㑐ଥ 

㧔1㧕ᴫ 

 ᡷ㕟㐿એᓟޔഭ㑐ଥߩਥߪ㐿೨ߩ࿖ኅߣഭ⠪ߊߥߪߢડᬺߣഭ⠪ޕߚߞߥߦ

ߦᚲޕߚߞࠊᄌߣ㑆ធ㑐ਈ߳ࠆࠃߦᴺⷙ߿ᴺᓞࠄ߆ធ㑐ਈ⋤ߪᓎഀߩ࿖ኅޔߚߩߘ

࿖ߪޔߦᦝޕࠆࠇࠄߌಽߦߣ㕖ߣߪᚲߩ᧪ᡷ㕟એޔߣࠆߺߡߟ

ߣ㓸࿅ᚲߦ⚦ಽޕࠆ߈ߢ㕖ߪߣᄖ⾗♽ડᬺ߿᳃㑆ડᬺߩߤߥᚲ㑐ଥࠍᜰޕߔ

ߩ᳃㑆ડᬺ߿ഭ㑐ଥߩ࿖ડᬺࠅ߹ߟޠഭ㑐ଥߥᄙ᭽ޟࠄ߆ᚲᒻᑼߥᄙ᭽ߚߒ߁ߎ

ഭ㑐ଥޔᄖ⾗♽ડᬺߩഭ㑐ଥߢߎߎޕߚࠇ߹↢߇ߤߥ࿖ડᬺߪߣ࿖⁛⾗ડᬺߣ╩

㗡ᩣਥ߇࿖ࠆߢᩣᑼળ␠ࠍߣߎߩᜰޕ15ߔᱷߚࠇߐ࿖ડᬺߪ࿖ડᬺᡷ㕟ਛ߅ߦ

ࠃࠆߔᓟㅀޔߒ߆ߒޕߚ▽ࠍഭ㑐ଥߥ⊛▸ᮨ⊛Ყセࠇߐⷙߊᒝߦ࿖ߪഭ㑐ଥ߽ߡ

ޕࠆභࠍߥ⊛ᡰ㈩ߡ߅ߦഭ㑐ଥޔࠇࠄ߃ਈࠍജᮭߥᄙᄢߪ༡⠪⚻ߩ࿖ડᬺߦ߁

߇ߣߎࠆ߇ᡰ㓚ߡ߅ߦ╬ℂ▤ߥ⊛᳃ਥߩડᬺ߿ើ⊑ߩᎿળᯏ⢻ߪߢ࿖ડᬺߚߩߘ

⠨ઁޕࠆࠇࠄ߃ᣇޔᄖ⾗♽ડᬺߪߣ㚅᷼ߣࠝࠞࡑޔบḧࠍᄖ࿖߇ࡀࠞੱࡁࡕߩ

 ޕ16ࠆ߇⾗⁛ߣวޔ⾗วߦ⊛ౕޕࠆߢડᬺࠆߡߞ

 

㧔2㧕 ഭ╷ߣഭ┙ᴺ 

 ഭ╷ߦ㑐ߡߒਥߦ㓹↪ᐲޔ⾓㊄ᐲޔ␠ળ㒾␠ળߡߟߦᐭ߇╷ࠍ

ᛂߜޕߚߒઍ⊛ߥ╷ߪ╙ 3ޕߚߣ߹ߢ 

╙ 3  ഭ╷ 

㓹↪ ⾓㊄ 㒾 

ㅢ⍮ࠆߔ⹜ⴕࠍ⚂ഭᄾޟ

㧔݇⿃᧽䆩ⴕࡼࢇวห

⊛ㅢ⍮㧕ޠ㧔1983㧕 

ߔ⹜ⴕࠍຬഭᄾ⚂ోޟ

ߩ㗴ಣℂࠆߌ߅ߦㆊ⒟ࠆ

ㅢ⍮㧔݇䆩ⴕోਬࡼࢇวห

݇䯂乬໘ℂᗧ㾕⊛ㅢ

⍮㧕ޠ㧔1992㧕 

ߩࠆߔ⹜ⴕࠍ⛎⡯⢻ޟ

ㅢ⍮㧔݇䖯ⴕቫᛛ⢻Ꮏ䌘

䆩ὐᎿ⊛ㅢ⍮㧕ޠ㧔1992㧕 

ࠆߢ⚂㓸࿅දࠍ㊄⾓ޟ

ᣇᴺ㧔Ꮏ䌘㓸ण䆩ⴕࡲ

ᴺ㧕ޠ㧔2000㧕 

ડᬺᓥᬺຬቯᐕ㒾ᐲޟ

ᡷ㕟ߩቯ㧔݇ડϮ㘠Ꮏݏ

⠧䰽ᐲᡷ㕟⊛ಀቯ㧕ޠ

㧔1991㧕 

᧦ᄬᬺ㒾᧦㧔ᄬϮ䰽ޟ

㧕ޠ㧔1999㧕 

 

ᚲ㧦ห 1  247㨪259  ޕ⠪ᚑ╩ࠅࠃࠫࡍ

 

1992 ᐕ⸘↹⚻ᷣᦼߩ࿕ቯᎿᐲࠍᑄᱛޔࠇߐഭᄾ⚂ߜ߁߇ߡߒߘޕߚࠇߐഭ⠪

ᚑࠄ߆ޠᄢ㍿㘵ޟߩᤄߪ㊄⾓ޕߚߒᵴᕈൻߪഭᏒ႐ޔࠅߥߦ߁ࠃࠆ߈ߢ߇⒖േߦ↱⥄ߪ

ᨐ߿⢻ജߦᔕޟࠆߓ⡯⢻⛎㧗⡯ോ⛎㧔ቫᛛ⢻Ꮏ䌘㧕ߦޠォ឵ߚ߹ޕߚߒ 1994 ᐕޟߩഭ

ᴺߪߢޠ࿖ડᬺߩ⾓㊄ߪഭද⚂㧔ഭ㨯ද㧕ߩਅߢડᬺߣᎿળ߇㓸࿅ഭᄾ⚂ࠍ⚿߱

ഭද⚂㧔ഭ㨯දࠄ߆ߣߎߚߡߌᰳ߇ᕈ┙⁛ߩᎿળߦ߁ࠃࠆߔᓟㅀޔߒ߆ߒޕߚࠇߐߣ

㧕ߪᒻ㜈ൻޕߚߡߒ 

␠ળ㒾߽ᡷ㕟೨ߩડᬺ⽶ᜂࠄ߆࿖ડᬺᧄੱߩਃ⠪⽶ᜂߦ․ޕߚߞߥߦᐕ㊄㒾ߩ

⽶ᜂߪ࿖ߣᧄੱ߇৻ㇱ⽶ᜂߒડᬺ⽶ᜂ߇シᷫߚ߹ޕߚࠇߐᄬᬺ⠪ߦߚᄬᬺ㒾ᐲ߇ዉ
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ޕߚࠇߐ 

 ഭ┙ᴺޟޔߪߡߟߦਛ⪇ੱ᳃࿖ഭᴺࠍޠᆎዞᬺޔഭᄾ⚂㓸࿅ഭᄾ⚂ޔ

ਃ⠪㧔ౄᎿ㧕දޔࡓ࠭࠾ࠞࡔഭᮡḰޔഭ⼏ಣℂޔഭ⋙ኤ17ߩฦᣇ㕙ߢᴺᓞ

 ޕߚߒዷ⊑ߦ⊛♽ࠇߐቯ߇

 

㧔3㧕 Ꮏળ 

 1978 ᐕߩᎿળᄢࠄ߆Ꮏળޟߪᢥൻᄢ㕟ᤨޠᦼߩഭㆇേߣᜰዉℂ⺰ࠍࠅ⺋ߩᤚᱜߒ

Ꮏળᯏ⢻߿ᣇ㊎ୃߡߟߦᱜޕߚߒ㐿એ᧪ߩᎿળߩᴫߪએਅߩㅢޕࠆߢࠅ 

╙ 1࿑ Ꮏળ⚵❱࿑ 

 
ᚲ㧦http://english.acftu.org/template/10002/file.jsp?cid=64&aid=213   ⠪ᚑ╩ࠅࠃ

 

ਛ࿖Ꮏળߩᦨ㜞ᮭജᯏ᭴ߪᎿળో࿖ઍᄢળ߮ߩߘၫⴕᯏ㑐ࠆߚਛ⪇ో࿖✚Ꮏળၫⴕ

ᆔຬળోޕࠆߢ࿖ઍᄢળߪᐕޔߦߣߏၫⴕᆔຬળߡߞࠃߦ㐿ޕࠆࠇߐᄢળ⼏ߦ

ᓥߡߞᣣᏱᬺോߪၫⴕᆔຬળߡߞࠃߦታⴕޔߚ߹ޕࠆࠇߐၫⴕᆔຬળߩㆬߢਥᏨ࿅߇ㆬ

ߔᓥߦᣣᏱᵴേߩᎿળ✚ߦਅߩᜰዉߩਥᏨ࿅ޔࠇߐ⟎⸳ߦਅߩਥᏨ࿅ߪᦠ⸥ዪޕࠆࠇ߫

ߪߦౝㇱߩᎿળ✚ޕࠆ 15 ⓥ⎇ޔትવᢎ⢒ㇱޔㇱ❰⚵ޔᑯᐡࠇߙࠇߘޕࠆ߇ⴕㇱ㐷ߩ

ቶޔ㓸࿅ഭᄾ⚂ㇱޔၮ␆⚵❱ᑪ⸳ㇱޔ᳃ਥ▤ℂㇱޔ㓚Ꮏㇱޔഭ⼔ㇱޔ⚻ᷣᛛⴚ

ㇱޔᴺᓞᎿㇱޔᅚ⡯Ꮏㇱޔ⽷ോㇱޔ࿖㓙ㅪ⛊ㇱోޔ࿖✚Ꮏળ⚻⾌ክᩏᆔຬળᑯቶߢ

ߚࠇߐ┙⸳ߡߞࠃߦᎿળ✚ߪߣડᬺㇱ㐷ޕࠆડᬺㇱ㐷߽ߦᎿળ✚ߢࠎਗߣⴕㇱ㐷ޕࠆ

ડᬺ18ޕࠆߢડᬺㇱ㐷ߪਛ࿖Ꮏੱᢥൻ࿅ޔਛ࿖⡯Ꮏኻᄖᵹޔ࠲ࡦਛ࿖Ꮏㆇቇ㒮ޔ

Ꮏੱᣣႎ␠ޔਛ࿖⡯Ꮏਯኅ㧔࡞࠹ࡎ㧕ޔ⡯Ꮏᛛⴚදળޔ⡯Ꮏᣏⴕ✚␠ޔᎿੱ ␠╬ 11 ߩ

ડᬺ2000ޕࠆߥࠄ߆ᐕᤨߩὐోޔߪߢ࿖㋕〝✚Ꮏળࠍೋోߡߒߣㇱߢ ߩ࿖ⷙᮨోߩ16

↥ᬺᎿળ߇ᵴേߒ߆ߒޕߚߡߒ WTO ട⋖ࠍⷞ㊁ߦߚࠇ࿖ડᬺ߿ᐭᯏ᭴ᡷ㕟߇ⴕ

ࠆߡࠇߐ⟎⸳ߦਅߩᎿળ✚ߪߢޔࠇࠄㅴ߇ᑄว⛔ߩᎿળ↥ޔߦߣߎߚࠇࠊ

ో࿖ⷙᮨߩ↥Ꮏળߩᢙߪ ਛ࿖ޔਛ࿖ᢎ⢒⑼ቇᢥൻⴡ↢Ꮏળో࿖ᆔຬળޕࠆߡߞߥߣ10

ᶏຬᑪ⸳Ꮏળో࿖ᆔຬળޔਛ࿖ࠛࠡ࡞ࡀൻቇᎿળో࿖ᆔຬળޔਛ࿖ᯏ᪾ಃ㊄ᑪ᧚Ꮏળో

࿖ᆔຬળޔਛ࿖࿖㒐ㇷ㔚Ꮏળో࿖ᆔຬળޔਛ࿖⽷⾏シ⚜ᾍ⨲Ꮏળో࿖ᆔຬળޔਛ࿖ㄘᨋ᳓

Ꮏળో࿖ᆔຬળోޔ࿖㋕〝✚Ꮏળޔਛ࿖᳃⥶Ꮏળޔਛ࿖㊄ⲢᎿળߩߎޕࠆߢ ᬺ↥ߩ10

Ꮏળߪ ᓥޕࠆߌฃࠍᜰዉߩធ✚Ꮏળ⋤ޔࠅ߅ߡߞ┙ࠅᚑࠄ߆Ꮏળᬺ↥ߩ࡞ࡌ⋬ߩ31

ߪᎿળᬺ↥ߩ࡞ࡌ⋬ޔߡߞ ╙߽ߣᎿળᬺ↥ߩ10 1࿑ߢߦ߁ࠃߚߒ✚Ꮏળߩਅߦ⸳

ߌฃࠍᜰዉߩᎿળߩ࡞ࡌ⋬ߪၮጀᎿળߣᎿળᬺ↥࡞ࡌၞޔߡߒߘޕࠆߡࠇߐ⟎

Ꮏળో࿖ઍᄢળ 

ਛ⪇ో࿖✚Ꮏળၫⴕᆔຬળ 

ᦠ⸥ዪ 

ਥᏨ࿅ 

ⴕㇱ㐷 ડᬺㇱ㐷 

 Ꮏળ ↥ᬺᎿળᬺ↥ߩ࡞ࡌ⋬

ၞ࡞ࡌ↥Ꮏળ 

ၮጀᎿળ 

http://english.acftu.org/template/10002/file.jsp?cid=64&aid=213
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 ޕࠆߡߞߥߦߣߎࠆ

Ꮏળⷙ⚂ޔᎿળߪߦએਅߥ߁ࠃߩ྾ߩߟ␠ળ⊛ᯏ⢻ޕࠆ߇ 

Ԙ ᠩ⼔㧦ഭ⠪ߩวᴺ⊛ᮭࠍᠩ⼔ࠆߔᯏ⢻ 

ԙ ᑪ⸳㧦ഭ⠪ߡߒ❰⚵ࠍ␠ળᑪ⸳ߦෳടࠆߖߐᯏ⢻ 

Ԛ ෳട㧦࿖ኅ␠ળߩㆇ༡ߣડᬺߩ᳃ਥ▤ℂߦෳടࠆߔᯏ⢻ 

ԛ ᢎ⢒㧦ഭ⠪ࠍᢎ⢒ޔߒᕁᗐᴦߣᢥൻᛛ⢻ߩ⚛㙃ࠍ㜞ࠆᯏ⢻ 

╙ߪ߆ࠆࠇߐើ⊑ߡߓㅢࠍᒻᑼߥ߁ࠃߩߤߢડᬺౝ߇ᯏ⢻ߩࠄࠇߎ   ޕࠆߓ⺰ߢ┨2

╙ޢᎿળᴺޡ  ޕࠆߡߞߥߦ߁ࠃߩએਅߪḮ⽷ߩᎿળޔ߫ࠇࠃߦ᧦42

Ꮏળຬࠆ⚊ߩળ⾌ 

Ԙ Ꮏળࠆߡࠇߐ┙⸳߇ડᬺޔᬺනޔᯏ㑐ߪᲤోޔᓥᬺຬߩ⾓㊄✚㗵ߩ Ꮏࠍ2%

ળ⚻⾌ߡߒߣᎿળࠆ⚊ߦ 

ԙ Ꮏળ߇⚻༡ࠆߔડᬺᬺනࠄ߆⚊ࠆࠇߐ 

Ԛ ᐭߩࠄ߆ഥ 

ԛ ߩઁߩߘ 

ᣣᧄߣᲧߚߴ႐วਛ࿖Ꮏળߪએਅߩ․ᓽࠍᜬޕߟ 

 ޕߟᜬࠍᄙ㊀ᓥዻᕈ߇Ꮏળߩਛ࿖ߴᲧߣഭ⚵ว㜞߇ᕈ┙⁛ߩᣣᧄߕ߹

╙19㧔2001㧕ޢᎿળᴺޡ 35 ߢോᯏ᭴ᬺߩᓥᬺຬઍᄢળޔߪᎿળᆔຬળߩ࿖ડᬺޟ᧦

ޔᬌᩏࠍၫⴕߩ⼏ߩᓥᬺຬઍᄢળޔ⽶ࠍછ⽿ߦᣣᏱᵴേߩᓥᬺຬઍᄢળޔࠅ

߮〈ଦߣޠޕࠆߔቯోޡޔߚ߹ޕࠆߡࠇࠄ᳃ᚲᎿᬺડᬺᓥᬺຬઍᄢળ᧦ޢ㧔1986㧕

㧔એਅޟߪ᧦߁ߣޠ㧕╙ 4 ၮጀౄᆔຬળ㧔ၮጀᆔຬߩડᬺߪᓥᬺຬઍᄢળޟߪߢ᧦

ળߥߡߒ⟎⸳ࠍౄ✚ᡰㇱᆔຬળޔᡰㇱᆔຬળ߽㧕ߩᕁᗐ߮ᴦࠆߌ߅ߦᜰዉࠍ

ฃޕࠆߌౄߣ࿖ኅߩᣇ㊎ޔ╷ࠍᔀᐩ⊛ߦၫⴕߒ࿖ኅޔડᬺߣᓥᬺຬਃ⠪ߩ⋉㑐ଥࠍㆡ

ಾߦಣℂޕࠆߔᓥᬺຬઍᄢળߪᴺߢቯߚ▸࿐ౝߢ⡯ᮭࠍⴕߣޠޕࠆߔⷙቯߡࠇߐ

╙㧔ࠆߥߦߣߎࠆ߇ડᬺౄᆔຬળߣᓥᬺຬઍᄢળߦߩၮጀᎿળޔߡߞ߇ߚߒޕࠆ 2

࿑ෳᾖ㧕ޕ 

ၮጀᎿળߪᓥᬺຬઍᄢળߩᜰዉߩߘ߿ߟ┙ߦጀᎿળߩᜰዉ߮ࠃ߅↥ౄᆔຬળߩ

㑆ធᜰዉࠍฃޕࠆߡߞߥߦߣߎࠆߌ 

 

╙ 2࿑ Ꮏળߩᜰዉ㑐ଥ࿑ 

  㧔࿖ኅ㧕↥ౄਛᄩᆔຬળ   ψ   ਛ⪇ో࿖✚Ꮏળ㧔NC㧕 

          ω               ω 

     㧔ᣇ㧕ᣇ↥ౄᆔຬળ   ψ   ᣇ↥Ꮏળ 

          ω               ω 

   㧔ડᬺ㧕ડᬺౝ↥ౄᆔຬળ ψᓥᬺຬઍᄢળψၮጀᎿળ 
      ᚲ㧦ฎᴛਯ㧔1999㧕ࠍෳᾖߒ╩⠪ᚑޕ 

ᵈ㧦⍫ශߪᜰዉ㑐ଥޕߔߐࠍ 

 

╙ 2 ߪߦᎿળߩਛ࿖ߡߒኻߦߣߎߥߌߪߡߒട߇༡ጀ⚻ߪߦഭ⚵วߩᣣᧄޔߦ

ᓥᬺຬߩ⡯ࠍߕࠊ⊝ടޕࠆ߈ߢ 

╙ޢᎿળᴺޡ ࠍ㊄⾓ߡ߅ߦᬺන20߮ᯏ㑐ડᬺࠆߌ߅ߦਛ࿖࿖ౝޟߪߢ᧦3

ਥࠆߚ↢ᵴḮᴰࠆߔߣ⡺ഭ⠪߮㗡⣖ഭ⠪ޔߪ᳃ᣖੱޔ⒳ޔᕈޔ⡯ᬺޔቬᢎାઔ

߮ᢎ⢒⒟ᐲࠍ߽ࠇߕޔߕࠊᴺࠅࠃߦᎿળߦෳടޔߒ߮ᮭࠆߔ❰⚵ࠍࠇߎࠍߔ

߅ߡࠇߐ⸤ߣޠޕߥࠄߥߪߡߒ߮㒢ޔߒ㒖ኂࠍࠇߎޔ߮ੱ߽❰⚵ࠆߥ߆ޕࠆ

╙หᴺޔߚ߹ޔࠅ 9 ㆬߦ⊛᳃ਥ߇ળຬઍᄢળߪળຬᄢળޔߪᎿળᆔຬળߩ⚖ฦޟߢ᧦

ޕࠆߔડᬺߩਥࠆߚ⽿છ⠪ߩㄭⷫᣖޔߪᒰડᬺߩၮጀᎿળᆔຬળߩᚑຬߡߞߥߣ

 ޕࠆߡࠇߐ߈ᦠߒૉࠍߣߎޠޕߥࠄߥߪ

╙ 3  ޕߥߡࠇߐ㓚߇ᮭࠠࠗ࠻ࠬࠆࠃߦᎿળߦ

ਛ࿖ᚑ┙ᓟ4ޔ ᰴࠆߚࠊߦᙗᴺᡷᱜ߮ 4 ࿁ߩᙗᴺୃᱜ߇ⴕ1975ޕߚࠇࠊ ᐕߩᙗᴺ╙ 28



 8 

ߣޠޕࠆߔࠍ↱⥄ߩࠠࠗ࠻ࠬޔࡕ࠺ޔ␠⚿ޔ㓸ળޔ ޔㅢାޔ⺰⸒ߪ᳃ޟߪߢ᧦

⸥ߪࠇߎޕߚࠇߐਛ⪇ੱ᳃࿖ᙗᴺߡ߅ߦೋ߇↱⥄ߩࠠࠗ࠻ࠬߡ᳃ᮭߩߣ

ࠆߥߣᙗᴺరߩⴕޔߒ߆ߒޕࠆߢߩ߽ߚࠇߐⷙቯߡߒ 1982 ᐕᙗᴺߪߢ╙ 35 ਛޟ߇᧦

⪇ੱ᳃࿖᳃ޔ⺰⸒ߪ ޔ㓸ળࠍ↱⥄ߩࡕ࠺ޔ␠⚿ޔߟޕࠆߡࠇߐ⸤ߣޠࠆߔ

ࠆߔ៦ขࠍੱ߇ੱޟߦᐨᢥߩᙗᴺޔࠄߥߗߥޕߚࠇߐ㒰ࠍ⸒ᢥࠆߔ㑐ߦࠠࠗ࠻ࠬࠅ߹

ᐲߪᣢߦᶖṌޔߒ␠ળਥ⟵ᐲߣޠߚߒ┙⏕ߦߢߔ߇ᦠޔࠇ߆ਛ࿖ߡ߅ߦഭኻ┙ߪ

ࠠࠗ࠻ࠬࠆࠃߦᎿળߦ⊛⥸৻ޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߢࠄ߆ߚߞߥߦߣߎߥߒሽ߿ߪ߽

ㆊߪᓥᬺຬޟߪߦ21࠻ࠬࠠ࠹ߩᓥᬺຬઍ⢒ᚑޔߚ߹ޕߥ㓚߽ߩᙗᴺޔߕࠇࠄߪ

ỗߥⴕὑߣޠߥࠄߥߪߡߒࠍઃߌടߪࠠࠗ࠻ࠬ߿ࡘࠫ࠲ࡏࠨޔࠄߥߗߥޕߚࠇࠄ߃

㑵ᚻᲑߡߒߣᱛ߇ߥߡࠇߐ⚻ᷣ⊛៊ᄬޔߚߔࠄߚ߽ࠍ࿖ኅᑪ⸳߮␠ળ⊒ዷߦ

ኻߡߒᖤ⊛ߥⴕὑޕࠆߢࠄ߆ߛหᦠࠆߡࠇߐ␜ߢㆊỗߥⴕὑߪߣഭ⠪ߩࠄ߆ᱜᒰ

ᠲᬺߥ⊛ႎᓳߩࠄ߆ડᬺޔ߮ᯏ᪾⎕უⴕὑࡘࠫ࠲ࡏࠨ߿ࠠࠗ࠻ࠬߥࠄࠃߦ↱ℂߥ

ᱛ߮⸃㓹ޕࠆߢߣߎߩ 

 

㧔4㧕 ഭ⠪ 

ᡷ㕟೨ߩਛ࿖⚻ᷣߪᎿᬺࠍㇺᏒㇱߢ⊒ዷޔߖߐㄘㇱߪߢㄘᬺߥ߈ߢ߆ߒ⁁ᘒߞߢ

ߥᄙ⒳ᄙ᭽ޔߒߣਥࠍ㐿એ᧪ޕߚߞ߆ߥࠅ߹ߪ⒖േߩഭജߦ߃ࠁࠇߘޕߚ

ᚲᒻᘒ߇ሽߣߣߎࠆߔޟߦㇹ㎾ડᬺߊߒ⪺߇22ޠ⊒ዷޔߒᄙߩߊㄘੱญߢߎߘ߇ዞ

1978ޕࠆߢߩߚ߈ߡߞߥߦᒝᄢޘᣣ߇ജߩㄘ᳃Ꮏࠆࠁࠊޕߚߒᬺ ᐕో࿖ㇹ㎾ડᬺߩ

ഭ⠪ᢙߪ 2,827 ߩోߢੱਁ 1998ޔߒኻߦߩߚߚභࠍ22.94% ᐕߪ ߒჇടߢ߹47.63%

ߪߡߒ㑐ߦ₸ዞᬺੱญᲧޕ23ߚ 1978 ᐕࠄ߆ 97ᐕ߹ߩߢ㑆ޔߦ╙ 1ᰴ↥ᬺ߇ ࠄ߆70.5% 49.9%

╙ޔߒ⪬ਅߦ 2 ᰴ↥ᬺߪ ࠄ߆17.4% ╙ޔߦ23.7% 3 ᰴ↥ᬺ߇ ࠄ߆12.1% ࠇߙࠇߘߦ26.4%

ޕ24ߚߒ 

↥ᬺ᭴ㅧߩᄌൻߦߡߞਛ࿖ߩഭ⠪㓏⚖ౝㇱࠆߌ߅ߦ㓏ጀ᭴ㅧ߽ᰴ╙ߦᄌൻޕߚߒഭ

⠪㓏⚖ߪએ೨ߩ 4 ಽ㘃ࠄ߆ോຬ㓏ጀޔડᬺ⚻༡▤ℂ⠪㓏ጀޔኾ㐷ᛛⴚຬ㓏ጀޔ

ડᬺ৻⥸ഭ⠪㓏ጀߣᄬᬺ࠻ࠬഭ⠪㓏ጀߩಽ㘃ߦ⚦ಽൻ1998ޕ25ߚࠇߐ ᐕߩ㊄Ⲣ

ෂᯏߦߌ߆ߞ߈ࠍ࿖ડᬺࠍᆎਛ࿖ߢᄢⷙᮨޟߥਅቫޠ㧔࠻ࠬ㧕ߒ↢⊑߇ 2003 ᐕ߹

ߪഭ⠪ᢙ࠻ࠬߩ࿖ડᬺߢ 2,818 ഭߩડᬺૐߣડᬺ㜞ߩജ┹ޕ26ߚߞߦੱਁ

⠪ߩ⾓㊄߿␠ળߦ㑐ࠆߔᩰᏅ߇ᐢࠅ߇ኻ┙߇ޕߚߞߎหߓડᬺ߽ߢ▤ℂ⠪ᛛⴚ

ຬߣ৻⥸ഭ⠪ߩᩰᏅ߇ሽߒ⋉ߩኻ┙߽ޕߚߞ 

ޕߚߞߥߦ⋉㑐ଥ߽ⶄ㔀ߩౝㇱࠅߥߦᄙ᭽ൻߪ⚖ഭ⠪㓏ߩᡷ㕟㐿એ᧪ਛ࿖ޔࠅ߹ߟ 

ߢߎߘޕߚ߈ߡߒᯏ⢻߽ᄌൻߩᎿળߡߓᔕߦ⋉㑐ଥߩഭ⠪㓏⚖ౝㇱߚߒᄌൻߡߒߘ

ߩᎿળߩᯏ⢻ߪ৻ߩߘޔ߆ߩࠆߡߞߥ߁ߤᯏ⢻ߪᧄᒰߦᨐߩߎޕ߆ߩࠆߡࠇߐߚ

⇼ޔߚࠆ߃╵ߦ╙ 2  ޕࠆߔಽᨆߦᦝߡ߃߹〯ࠍߩᄢဳ࿖ડᬺߢ┨
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╙2┨ ਛ࿖࿖ડᬺࠆߺߦࡘࡆ࠲ࡦࠗߩᎿળߩᯏ⢻ 

 

2.1 ၮጀᎿળߩᯏ⢻ߣ࿖ડᬺߩᴫ 

㧔1㧕 ၮጀᎿળߩᯏ⢻ 

2008ᐕ 10 21ᣣߩਛ࿖ᎿળචᄢߢᎿળౝㇱോߩಣℂߦ㑐ࠆߔၮᧄḰೣޡࠆࠁࠊਛ

࿖Ꮏળⷙ⚂㧔ਛ࿖Ꮏળ┨⒟㧕ޢ㧔એਅⷙ⚂߁ߣ㧕߇ㅢㆊߩߎޕߚߒⷙ⚂ޔ߫ࠇࠃߦᙗᴺ߇

ᎿળᵴേߩၮḰޕࠆߢᎿળޡߪᎿળᴺߣޢⷙ⚂ߦᾖߡߒࠄ⥄ਥ⊛ߦᵴേࠍዷ㐿ߣߎࠆߔ

 ޕࠆࠇࠄ➙ߦએਅߡߟߦᯏ⢻ߩၮጀᎿળޔߜ߁ߩ⚂ⷙޕࠆߡߞߥߦ

Ԙ ᓥᬺຬઍᄢળ߹ߪߚળຬᄢળ27ߩ⼏ߣ⚖ᎿળߩቯࠍၫⴕޔߒၮጀᎿળߩᣣᏱ

ᵴേࠍⴕ߁ 

ԙ ᓥᬺຬઍߡߒߣᓥᬺຬޔߒ❰⚵ࠍᓥᬺຬઍᄢળ߿ᑚോ㐿28╬ߩᒻᑼࠍㅢߡߓડ

ଦ〉ᬌᩏࠍၫⴕߩ⼏ᓥᬺຬઍᄢળߚ߹ޕࠆߔෳടߦ〉⋘᳃ਥߣ᳃ਥ▤ℂߩᬺ

 ࠆߔ

Ԛ ഭ㑐ଥߩද⺞߿ഭ⼏ߩ⺞╬ߦ㑐ਈޕࠆߔᓥᬺຬߣડᬺ߇ഭᄾ⚂ࠍ⚿߱㓙ޔ

ᓥᬺຬࠍഥߡߌᜰዉޕࠆߔᓥᬺຬߩઍߡߒߣડᬺߣ㓸࿅ഭᄾ⚂╬ߩኾ㐷⊛ߥද

ቯޕ߱⚿ࠍഭᄾ⚂ߣ㓸࿅ഭᄾ⚂ߩጁⴕࠆߔ〉⋘ࠍ 

ԛ ᓥᬺຬߡߒ❰⚵ࠍഭࠦ߿࠻ࠬ࠹ࡦวℂൻޔࠬࠗࡃ࠼ࠕᛛⴚ㕟ᣂ╬ߩᵴേࠍዷ㐿ߔ

 ࠆ

Ԝ ⡯ᬺ⸠✵ߦ㑐ࠆߔᵴേ߿ஜᐽ⊛ߥᢥൻ⢒ᵴേࠍⴕ߁ 

ԝ ഭోⴡ↢ߩ⺞ᩏߣಣℂߦ㑐ਈޕࠆߔડᬺߦදജޔߒഭႎ㈽ޔഭోⴡ

 ࠆߔ〉⋘ࠍၫⴕߩᴺⷙޔᴺᓞࠆߔ㑐ㅪޔળ㒾␠ߣ↢

Ԟ ᅚᕈᓥᬺຬࠍᏅ߿⯦ᓙ╬ࠄ߆⼔ޕࠆߔᓐᅚߩߜߚ․ᱶ⋉ࠍᠩ⼔ࠆߔ 

ԟ Ꮏળߩ⚵❱ᑪ⸳ߣળຬ▤ℂࠍᒝൻޔߡߒᎿળࠍࡃࡦࡔჇߔ߿ 

Ԡ Ꮏળࠍ⾌⚻ߩലߦ▤ℂࠆߔ 

 

㧔2㧕 ࠗߚߒࡘࡆ࠲ࡦ࿖ડᬺߩᴫ 

ታ㓙ߩၮጀᎿળߩᵴേޔ߆ߩߥߩ߽ߥ߁ࠃߩߤߪ╩⠪ࠆߪ࿖ડᬺޔࠇ⸰ࠍᒰડᬺߩ

ᡰ␠ߟ৻ߩ㧔એਅ A29␠߁ߣ㧕ߩᎿળਥᏨޕ30ߚߒࡘࡆ࠲ࡦࠗߦ 

ߪ೨りߩડᬺߩߎ 1983 ᐕ 5ߦᚑ┙ߚߒർ੩Ꮢ Bቛᑪ⸳㓸࿅ડᬺ1996ޕࠆߢ ᐕർ੩

Ꮢᐭߩหᗧࠍᓧޔߡ࿖⁛⾗ડᬺߦᄌߡߞࠊฬ⒓߇ർ੩ B 㓸࿅㒢⽿છડᬺ㧔એਅ B ␠

ߡ⚻ࠍㆊ⒟ߩㅪ৻ޕߚߞߥߣ㧕߁ߣ 1999 ᐕ 5ೋߡᴺੱൻޕߚࠇߐ⾗ᧄ㊄ߪ 100ంర

Bޕࠆߢࠬࡆࠨቛޔ⸳ㇺᏒㅢᑪޔ⸳ቛᑪޔ⊑ਇേ↥㐿ߪോᬺߥਥⷐߢ ߪߢ␠ 30

␠એߩሶળ␠31߮ว⾗วડᬺࠍᛴޔࠅ߅ߡ߃ᓥᬺຬߪ 1ਁੱએޕࠆ╩⠪ࡦࠗ߇

ߪߩߚߒࡘࡆ࠲ B ർ੩Ꮢߩ␠ሶળࠆࠆߔዻߦ␠ A ‛ᬺോડᬺࠆߢ㧔એਅ A ߣ␠

Aޕ㧕߁ ߩ╬ୃᎿᷡߩቛ߿ㆇ༡ߩ㚢ゞ႐ߦਥߢࠬࡆࠨ↥ਇേߪോౝኈᬺߩ32␠

ਇേ↥▤ℂߩޕࠆߢA ߪᓥᬺຬᢙߩ␠ 460ੱ⒟ᐲߚ߹ޔ㕖ᱜⷙᓥᬺຬࠆࠁࠊᵷ㆜␠

ຬ33ߪ  ޕࠆߢ500ੱ

╙ࠍ࿑❰⚵ߩ␠Aޔߕ߹ 3 ࿑ޕߔ␜ߢ 
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╙ 3 ࿑ A␠⚵❱࿑ 

 
ᚲ㧦A␠⾗ᢱࠅࠃ╩⠪ᚑޕ 

 

╙ 3 ࿑ߩࡊ࠶࠻⇟৻ޔߦ߁ࠃߔ␜ߢ⚻༡㒯ߪ✚⚻ℂ৻ੱޔࠕ࠾ࠫࡦࠛ✚ߣ✚ળ⸘჻ߣ✚⚻

ᷣᏧߩਃੱ߮ੑੱߩ✚⚻ℂࠄ߆ᚑޕߟ┙ࠅ 

A ␠ᚑ┙ߣߦ⚖Ꮏળ㧔ߜࠊߥߔ B␠ߩᎿળ㧕߇ੱߩ߆Ꮏળᆔຬࠍ A␠Ꮏળߦᵷ㆜ޔߒ

ᎿળᆔຬળߩߘޕߚߞߊߟࠍᓟޔᓥᬺຬߪߜߚᎿળળޔߒࠍ⺧↳ߩᎿળᆔຬળ߇↳⺧ᦠ

ߪታోᓥᬺຬߢᒻᑼߢ߹ߊߪ⺧↳ޕࠆߥߦᎿળળຬߣࠆߔㅢㆊࠍክᩏߩߘߒክᩏࠍ

ળຬޕࠆߢડᬺోࠆߌ߅ߦᎿળ⚵❱ࠍ╙ 4࿑ޕߔ␜ߢ 

 

╙ 4 ࿑ B␠Ꮏળ⚵❱ 

 
ᚲ㧦A␠⾗ᢱࠅࠃ╩⠪ᚑޕ 

 

 B ␠✚Ꮏળߩਅߪ Bޕࠆߡࠇߐ⟎⸳߇ᡰ␠Ꮏળᆔຬળߢਛߩࠇߙࠇߘޔࠅ߇␠ᡰߩ22

␠✚ᎿળߩᆔຬળߩਛߢਥᏨߣਥᏨߪฦ৻ੱߢਥᏨߪߌߛኾᓥޕࠆߢᡰ␠ߩᎿળᆔຬ

ળߪડᬺⷙᮨޔߡߞࠃߦᎿળਥᏨޔࠅߚߒ⟎⸳ࠍߌߛਥᏨߣਥᏨࠆޔࠅߚߒ⟎⸳ࠍ

Ꮏޔ႐วߩ␠Aޕࠆߡߞߥߦߣߎࠆߔ❰⚵ࠍᡰ␠Ꮏળᆔຬળߦ✜৻ߣᎿળᐙㇱߩ߆ੱߪ

ળᆔຬળߪᎿળਥᏨߣਥᏨࠄ߆ᚑޕࠆߡߞ┙ࠅ 

A ␠ਥᏨߩߣࠆࠃߦᒰ␠ࠆߌ߅ߦᎿળߩᵴേߪԘᵷ㆜ߩߤߥዞഭᒻᘒࠍߕࠊડᬺߢ

ߥࠅߣࠍਛ┙⊛┙႐ޔ߈ߣߥ߈ߢ⸂ޕ⺞ߩ႐วࠆ߇⋪⍦ߦ㑆ߩડᬺߣഭ⠪ࠆߡ

✚⚻ℂ 
㧔㧝ੱ㧕 

⚻
ℂ

ോ
ቶ 

䐳3

䐾5

ੱ
䐴 

⾗
↥
ㇱ 

䐳3

䐾4

ੱ
䐴 

✚
⽷
ോ 

(12

ੱ) 

 ࠕ࠾ࠫࡦࠛ✚
✚ળ⸘჻ 
✚⚻ᷣᏧ 

㧔ฦ 1 ੱ㧕 
 

ੱ
⊛
⾗
Ḯ
ㇱ 

䐳5

ੱ
䐴 

✚⚻ℂ 
㧔2 ੱ㧕 

ਇ
േ
↥
ㆇ
༡
ㇱ 

䐳4

䐾5

ੱ
䐴 

▤
ℂ
ㇱ 

䐳5
ੱ
䐴 

ࠛ
ࡦ
ࠫ
࠾
ࠕ
ㇱ 

䐳6

ੱ
䐴 

Ꮢ
႐
ㇱ 

䐳3

ੱ
䐴 

 
ᧄ␠Ꮏળᆔຬળ 

 
ߩߟᑪ⸳ㇱᎿળᆔຬ 

ળ 

 
ᏒડᬺᎿળᆔຬળ 

 
‛⾗ડᬺᎿળᆔຬળ 

 
ઁ 19 Ꮏળᆔߩ␠ᡰߩ

ຬળ 
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ઍߩԙᓥᬺຬޕߣߎࠆ᳞ࠍⵙቯߩખⵙߡߠၮߦㅀ⸤ߩߎޔߒㅀ⸤ߦᔘታࠍㆊ⒟⚗ࠄ߇

㐿ߩ࠻ࡦࡌࠗޔ❰⚵ߩ✵⸡⡯ᬺޔᘨഭ߿Ԛᓥᬺຬ⸰ޕߣߎ߱⚿ࠍ⚂㓸࿅ഭᄾߣ␠ળߡߒߣ

ޕԛળຬߩᄢߩࠄࠇߎޕࠆߢᯏ⢻ߦᔕߡߓ A␠ߩᎿળߪ⚵❱▤ℂㇱޔᢎ⢒⸠✵ㇱޔᢥൻ

ᇅᭉㇱߣ⢒ㇱޔ↢ᵴㇱ߮⽷ോㇱߦಽޟޕࠆߡࠇࠄߌㇱ߽ߡߞߣޠኾછ⠪ߌࠊࠆߪ

ౄᆔߪℂോቶ⚻ޔ߫߃ޕߥ߉ߔߦࠆߡߞ߿ߢ⡯߇ޘੱࠆߔᚲዻߦㇱ㐷ޔߊߥߪߢ

ຬળോࠍޔࠅ߅ߢࠎ⒁ᦠޔോޔትવޔ❰⚵ޔౄߩᵴേࠣࡦࠖ࠹ࠤࡑߣ߮Ꮏળߩ⚵❱

▤ℂࠍછޕࠆߡߒ✚⽷ോߪળ␠ߩ⽷ോ▤ℂߣ⛎ᢱߩᡰ⛎એᄖߩᎿળߩ⽷ോㇱߩࠍછ

▤ޕࠆߔછࠍᢎ⢒⸠✵ㇱߩᎿળޔォൕォ⡯ޔ↪㓹ޔ✵⸡⡯ᬺߪḮㇱ㧔ੱㇱ㧕⾗⊛ੱޕࠆߔ

ℂㇱߪળ␠ߦዻߩ↥⾗ࠆߔ▤ℂޕࠆߢਥߥౝኈߪ ISO9000 ࡦࠦߩ▚੍࠻ࠢࠚࠫࡠࡊޔ⺧↳ߩ

 ޕ߁ᓽ߽ⴕߩ⾌Ꮏળળޔ࡞ࡠ࠻

 ౕ⊛ޔ߫߃⸒ߦᐕ 2 ᣥᥲߩᣂᐕޔߡߞߚߦᓥᬺຬߦડᬺߩฬ೨ߢᘨຠࠍ㈩4ޕߚߞ

ߦޔߣࠆᎿળߡߞߣߦ ਅḰߩᓥᬺຬઍᄢળࠆߢ࠻ࡦࡌࠗߩᦨᄢߩ㐿੍ቯߦᓟࡩ2

ߦౕޕߚߞ⊛ߪߦ A␠ߩᓥᬺຬઍㆬ߿ડᬺᬺߩ❣ႎ๔ᦠᚑ10ޕࠆߢߤߥᣨ

ޕߚ߇ᅑബ㊄ߡߦ⾌Ꮏળળߪߦఝൎ⠪ޕߚߞⴕࠍ࠻ࠬ࠹ࡦࠦ⼂⍮ࠆߔ㑐ଥߦോᬺߩᓥᬺຬޔߦ

Aޔߚ߹ ߢ࿅ߩᚲロߡߞߚࠊߦᢙ࿁ߪᎿળળຬߩ߆ੱߣᎿળਥᏨޔߦߚߩትવߩ␠

 ޕߚߒ⸰ࠍኅߩ㜞㦂⠪ࠆߢࠎ

ᓥߩޘࠆߦౝ␠ޔߊߥߪߢߩࠆࠇࠊⴕߒ⟎⸳ࠍㇱ㐷ߥ⊛ኾ㐷ߪᵴേߩᎿળߩࠄࠇߎ 

᧪ㇱ㐷ߦଐሽޕࠆߡߞߥߦߣߎࠆߔ᥉ᲑߩᎿળߩᵴേࠍޔߣࠆෘ↢㑐ଥߩᵴേ߫

 ޕߚࠇࠄ߽߈ࠆߍࠄࠍ┙ኻߩഭߊߥߪߢࠅ߆

 

2.2 ડᬺౝᎿળߩಽᨆ 

㧔1㧕 Ꮏળߣౄᆔຬળ 

ᡷቯᓟޡߩᎿળᴺޢ㧔2001 ᐕ㧕╙ ╙ߣ᧦2 ഭߦਅߩᜰዉߩ↥ౄߪᎿળޔ߫ࠇࠃߦ᧦4

⠪߇⥄ਥ⊛ߦ⚿วߗߥޕࠆߡࠇߐߣ❰⚵ߚߒ↥ౄ߇ᜰዉߪߡߟߦ߆ߩࠆߔᱧผࠍᝄ

ᰴ࿖ౝ㕟ᚢᦼ㧔1927㨪37ੑ╙ޔߕ߹ޕࠆ߇ᔅⷐࠆߺߡߞࠅ ᐕ㧕ߦᣧᦼߩᓥᬺຬ᳃

ਥ▤ℂᐲޕߚߞ߇ઍ⊛ޟߪߩߥਃੱ࿅ޕࠆߢޠ㕟ᩮ34ࠆߌ߅ߦᎿ႐ߢᎿ႐㐳ޔ

ౄᡰㇱᦠ⸥ޔᎿળᆔຬ㐳ߩਃ⠪ޟࠆߥࠄ߆ਃੱ࿅߁ߣޠડᬺ▤ℂ߇ណ↪ޕߚࠇߐ↢

↥ㆊ⒟ࠆߌ߅ߦ⻉㗴ޟࠍਃੱ࿅ޠળ⼏ߢหቯޕࠆߔᎿੱޔડᬺᄖߩੱ⥸৻ߩડᬺ▤

ℂෳਈߪᎿળࠆࠃߦᎿੱᄢળࠍㅢߡߓᰴᐕᐲࠍ↹⸘↥↢ߩክ⼏ߒᧄᐕᐲߩ↢↥છോߩቢᚑ

ᐲߩߘޔߒ⺰⸛ࠍ⚿ᨐߪᎿળᆔຬ㐳ࠄ߆ਃੱ࿅ળ⼏ߦવޔߚ߹ޕࠆࠇࠄ߃ᑪ࿖೨ᓟᤨߩᦼ

ߞߢᓥᬺຬઍળ⼏ᐲߣᎿ႐▤ℂᆔຬળߦਥߪ᳃ਥ▤ℂᐲࠆߌ߅ߦ࿖༡Ꮏ႐ޔߪߢ

ޔᎿ႐㐳ߩਥᏨޕࠆߔቯߒ⺰⸛ࠍ㗴ࠆߌ߅ߦㆊ⒟↥↢߿ડᬺ▤ℂߪᎿ႐▤ℂᆔຬળޕߚ

ߐㆬߡߓㅢࠍᓥᬺຬᄢળࠆߔਥߡߞࠃߦᎿળߣછ⠪⽿↥↢ߩઁߩߘߚ߹ޔࠕ࠾ࠫࡦࠛ

ߎߢߤࠎߣ߶ߩ࿖༡Ꮏ႐ߪᒰᤨޕࠆߊߟࠍᎿ႐▤ℂᆔຬળ߇ࠄઍߚࠇߐㆬߩߘޕࠆࠇ

1953ޔߒ߆ߒޕߚߡߒ↪ណࠍ᳃ਥ▤ℂᐲߥ߁ࠃߩ ᐕࠄ߆ 55ᐕޔߡߌ߆ߦᣥ࠰ㅪޟ৻㐳

ޠ㧔ડᬺ㐳න⁛⽿છ㧕ߩ⹜ⴕࠅࠃߦᓥᬺຬ᳃ਥ▤ℂᐲߪ৻ᐲਛᢿ1956ޕߚࠇߐᐕ 9

᳃ߩഭ⠪ߪޠ㐳৻ޟߛࠎቇࠄ߆ㅪ࠰ᣥޔߢਛ࿖↥ౄ╙࿁ో࿖ઍᄢળߚࠇ߆㐿ߦ

ਥ⊛ᮭߥࠍᒻ㜈ൻߡߒߣߩ߽ߚߖߐᛕ್ޔࠇߐਛ࿖․ߩౄᆔຬળᜰዉਅߩડᬺ㐳㧔✚

⚻ℂ㧕⽿છߩዉ߇ቯޕߚࠇߐડᬺ㐳⽿છߥ⊛▸ᮨߪߣഭ⠪ࠆߥࠄ߆ౄ⚵❱ߦ▤

ℂᮭߩ㒢ࠍᆔߩߎޕߚߞߢߣߎࠆߨ▤ℂߪ 80ᐕઍ߹ߢሽ⛯ߩߘޕߚߒᓟ1981ޔ ᐕ߆

ࠄ 82 ᐕᏓߩਃ᧦35ޔߪߢౄᆔຬળࠆࠃߦᜰዉޔᓥᬺຬࠆࠃߦ᳃ਥ▤ℂޔડᬺ㐳ࠆࠃߦ

⚻༡ᜰើ߁ߣၮᧄේೣߦၮޔ߈ߠౄᆔຬળᜰዉਅߩડᬺ㐳⽿છߣౄᆔຬળᜰዉਅߩᓥ

ᬺຬઍᄢળ߮ౣ߇ᒝ⺞ޕߚࠇߐᨐޔߡߒߚ࿖ડᬺᡷ㕟એ㒠߽ౄᆔຬળߩᎿળߦኻࠆߔ

ᓇ㗀ߛ߹ߪᱷޔ߆ߩࠆߡߞᱷߥ߁ࠃߩߤ߫ࠇߔߣࠆߡߞᒻޔ߆ߩߥA␠ߩߡߺࠍ

 ޕߚ߈

ߦ߁ࠃߚߒㅀޕࠆߺߡࠄ߆⁁ߩᎿળᐙㇱߩ␠Aޔߕ߹ A␠ߩᎿળᆔຬળߪਥᏨߣ

ਥᏨࠄ߆ᚑޕࠆߡߞ┙ࠅᎿળਥᏨߪኾᓥ56ޔࠅߢ ᱦޔߢᄢቇතᬺࠄ߆ߡߒ␠ߡߒ

ߢ߹ 30 ᐕߩൕ⛯ᐕᢙࠍޕࠆߔᎿળߩਥᏨߪ㕖ኾᓥߢᎿળߩᵴേએᄖޔ✚⚻ℂޔࡊ
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ᐕޔߢ⍴ᄢතᬺߪਥᏨޕࠆߡߒࠍᜂᒰߩㇱ㐷࠻ࠢࠚࠫࡠ 54ᱦߢ␠ 34ᐕ⋡ޕࠆߢ

ߪᎿળᐙㇱߩ␠ฦᡰޔߚ߹ ߪᐔဋᐕ㦂ޔࠅߢ㕖ኾᓥ߇ߤ߶80% 30 ᱦࠄ߆ 40ᱦ߹ޔߢኾ㐷

ቇᩞත߆ᄢቇතޔࠄ߆ߣߎߩߎޕࠆߢᎿળᐙㇱ߳ߩછߪੱߩ⢻ജߦ㜞ߊଐሽޔߒᐙ

ㇱੱߩᐕ㦂߿⡯ᱧ߮りಽ㧔ౄຬ߆߁ߤ߆㧕ߩߣ㑐ଥߪዋߣߥ⠨ޕࠆࠇࠄ߃ 

ᰴߪ A␠ߩౄᆔຬળߩߘޔߡߟߦ᭴ᚑࠍ╙ 5࿑ޕߔ␜ߢ 

 

╙ 5࿑ A␠ߩౄᆔຬળ᭴ᚑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᚲ㧦ࠗࠅࠃߦࡘࡆ࠲ࡦ╩⠪ᚑޕ 

 

ౄ⚵❱ߪߦౄᆔຬળޕࠆ߇ᆔຬળߪࡃࡦࡔߩ 6 ੱ೨ᓟޔᦠ⸥ߣᦠ⸥ߢߟߕੱ৻߇

⟎⸳߇ോቶߦਅߩౄᆔຬળޔߡߒߘޕࠆߡࠇߐℂ▤߇⇣േੱߩౄຬߦਅߩᜰዉߩߘ

ౄຬߪછോߥਥޔߒሽߦ⊛ਗⴕߣോቶߪㇱ❰⚵ޕࠆߡߒዻߦⴕ⚻ℂോቶࠇߐ

 ޕࠆߢࠇߌฃߩ

ౄᆔຬળߩᵴേߣᎿળߩᵴേࠅ߹ߪ㊀ߡߞߥήߦ߁ࠃޔ߇ࠆ߃A␠ߩ✚⚻ℂߣౄᆔ

ຬળᦠ⸥ߪᏅൕ߁ߣᒻᑼߢળ␠ࠍ▤ℂߣࠆߔ⡞ߒ߽ࠅ߹ߟޕߚ✚⚻ℂ߇ౄຬࠄߥ

߫ᓐ߇ౄᆔຬળᦠ⸥߽છޔߒᒰὼࠄ߇ߥౄᆔຬળᦠ⸥ߪ✚⚻ℂࠍછߥߦߣߎࠆߔ

ߣࠆߢ⊛⥸৻߇Ꮕൕߪ⸤ౄᆔຬળᦠߣℂ⚻✚ߢ࿖ડᬺޔߚ߹ޕࠆ A Ꮏળਥߩ␠

Ꮸࠎࠈߜ߽ޕߚߞ⸒ߪ✚⚻ℂ߇ౄຬࠄߥߥߢછ߽ߣߎߥߒ࿖ડᬺߩㅢ⼂ߢ

ߪᎿળਥᏨޔ႐วߩ␠Aޕࠆ A␠ౄ⚵❱ߩᦠ⸥ޔ✚⚻ℂ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊޔㇱᜂᒰ߽ߢછ

 ޕࠆߡߒ

એߩౝኈޔࠄ߆A␠ߩડᬺ⛔ᴦߩᒻߪࠆᜰዉᒻᘒ߇╙ 6࿑ߢޕࠆࠇߐਥᏨߩ

╙ޔߢߩߥ߁ࠃࠆߢ⊛⥸৻߇႐ว߽Ꮕછߩ࿖ડᬺ⥸৻ߣࠆࠃߦ 6 ࿑ߪડᬺ⛔ᴦߩ

৻⥸⊛ᒻᘒ࿑ޕ߁ࠈߛࠆ߃ߣ 

 

╙ 6࿑ A␠ߩડᬺ⛔ᴦ 

 
  ᚲ㧦⡞߈ขࠅࠃߦࠅ╩⠪ᚑޕ 

ᵈ㧦⍫ශߪᜰዉ㑐ଥࠍᜰޕߔ 

 

࿖ડᬺߪᎿળߣౄ⚵❱ࠍᛂޔߡ┙ߜ⚻ℂᑯળ⼏36ߪᎿળߣౄ⚵❱ߩᜰዉࠍฃߣߎࠆߌ

 ޕࠆߔߦℂ⚻✚ߢߚߒ⠨ᘦࠍ⋊ߩ❰⚵ડᬺౝฦߪ⼏ℂᑯળ⚻ޕࠆߡߞߥߦ

A ߔႎ๔ࠍ╬ᖱ⧰߿ᗧߩᓥᬺຬޔභࠍᏨ৻ߩ⼏ℂᑯળ⚻ߪᎿળਥᏨޔߚ߹ߪߢ␠

⚻ℂᑯળ⼏ 

✚⚻ℂ 

ડᬺౝౄ⚵❱ ડᬺౝᎿળ 

⚵❱ㇱ ౄᆔຬળോቶ 

ౄᆔຬળ 

ౄᦠ⸥ߣᦠ⸥ 
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ߡߒߘ⸤ᦠޔℂ⚻✚ߪਥᏨࠆߢౄຬޔߦ߁ࠃߚߒㅀޕࠆࠇ㗴߽ޔߢߎߘޕࠆ

ᄙߩᎿળᐙㇱߡߒߘޕࠆߢੱߟ߽ࠍᄙ㊀⡯ോࠆࠁࠊߡߡൕߦㇱᜂᒰ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ

㊀⡯ോൻߡߞࠃߦචಽߦᓥᬺຬߩ⋉ߦ㈩ᘦࠈߒޔߕ߈ߢ⥄ಽߩࠄߜߤ߇ઍ߆ߩߥ

ߛᎿળᐙㇱޔߚ߹ޕࠆࠇߐᗐ੍ߦචಽ߇ߣߎ߁߹ߒߡߞ㒱ߦᴫ⁁ߥ߃ࠅ߈ߞߪ߽ࠄ⥄

߇႐┙ߩಽ⥄ޔߢߩߥᄙ㊀⡯ോߊߓℂጀᓥᬺຬ߽ห▤ߟ߽ࠍりಽߩᎿળળຬޔߊߥߪߢߌ

ౄઍࠆߌ߅ߦડᬺౝߣᓥᬺຬઍᄢળࠅࠃߦᄙ㊀⡯ോൻߩߎޕߥ߈ߢ⼂߆ࠆߦߎߤ

ળ37㧔ౄຬઍᄢળ㧕ߩౝኈ߇㊀੍߇ߣߎࠆߡߞߥᗐޕࠆ߈ߢ 

 

㧔2㧕 Ꮏળߣᓥᬺຬઍᄢળ 

1986 ᐕ 9 ޔᐭో߇᳃ᚲᎿᬺડᬺᜰዉᐲߩਃߩߟ᧦߇⊒Ꮣߞࠃߦߣߎߚࠇߐ

ᓥᬺຬઍᄢળᐲߦหᤨߣࠇߘޔߒ᥉߇ડᬺ㐳⽿છߪ㓸࿅ᚲડᬺޔ࿖࿖ోޔߡ

ᓥߡߞࠃߦ㧕㧔1986㧕ޠ᳃ᚲᎿᬺડᬺᓥᬺຬઍᄢળ᧦ੱోޟ㧔ޠ᧦ޟޕߚࠇࠄߌ⸳߇

ᬺຬઍᄢળޔߪᓥᬺຬ߇᳃ਥ⊛▤ℂࠍታⴕᮭߩߚࠆߔജᯏ᭴ޕߚߞߥߣડᬺߩᎿળᆔ

ຬળߪᓥᬺຬઍᄢળߩᬺᯏ᭴ޔࠅߢᓥᬺຬઍᄢળߩᣣᏱᵴേࠍᜂᒰޕࠆߔએਅߦ

ᓥᬺຬઍᄢળߩᴫࠍ⚫ޕࠆߔ 

ޔ↹⸘ᐕᐲޔ↹⸘㐳ᦼޔ༡ᣇ㊎⚻ߩԘડᬺ ޕࠆߟߦਥߪ㒢ᮭߩᓥᬺຬઍᄢળޔߕ߹

ၮᧄᑪ⸳᩺ޔ㊀ᄢߥᛛⴚ㕟ᣂ᩺ޔᓥᬺຬ⸠✵⸘↹ޔડᬺౝ⾗㊄ߩ㈩ಽߣ↪߮⺧⽶᩺ߥ

㈩ࠬ࠽ࡏޔ㊄⺞ᢛ⾓ߩԙડᬺޔࠆߔឭࠍ⼏ᑪߣᗧߒ⡬ขࠍႎ๔ߩ༡⠪⚻ࠆߔ㑐ߦߤ

ಽޔഭ⼔ភ⟎ޔⶋ⾨ߣᙼ⟏ߩᣇᴺ߮ߩઁߩߘ㊀ⷐߥⷙೣᐲߦኻߡߒክᩏࠍⴕห

ᗧุ߽ߪߊߒޔࠆߔԚᓥᬺຬߩၮ㊄↪ޔᓥᬺຬߩቛ㈩ಽ߮ઁߩߘᓥᬺຬߩ↢

ᵴߦ㑐ࠆߔ㊀ᄢ㗄ࠍክ⼏ߒቯޔࠆߔԛડᬺߩฦ⚖ᐙㇱޔߒ〉⋘⼏⹏ࠍⶋ⾨߿ᙼ⟏

߮છߩᑪ⼏ࠍឭޔࠆߔԜᐭਥ▤ㇱ㐷ߩቯߦၮ߈ߠ⚻༡⠪ࠍㆬޔߒᛕಎࠍᓧࠆ

 ޕࠆߔႎ๔ߦᐭਥ▤ㇱ㐷ߚ

ᰴߦᓥᬺຬઍᲧߩⷙቯޔߪߡߟߦਛዊડᬺߩᓥᬺຬઍߪᓥᬺຬ✚ᢙߩ 5㧑ࠄ߆

20㧑ޔᄢᚻߩ႐ว 20%એਅߣቯޕࠆߡࠇࠄ᭴ᚑߪߡߒߣᛛⴚ♽ޔ▤ℂ♽ޕࠆߢ♽⥸৻ޔ

৻⥸ઍߪ✚ઍᢙߩඨಽએࠍභޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥᓥᬺຬઍࠍㆬ߱ᚻ⛯ߪ߈྾ߟ

ࠍԙትવേຬޕࠆࠍቯຬߩઍߡߓᔕߦᖱᴫߩ㧧ડᬺࠆߔቯࠍԘㆬⷙቯޕࠆߢ

ⴕ߁㧧Ꮏળ߇ᓥᬺຬઍᄢળߡߟߦߣߎߩᓥᬺຬߦߜߚવޕࠆ߃Ԛᓥᬺຬઍߩ┙

⠪ࠍផ⮈ࠆߔ㧧ㆬ㧔߿ࡦࠗㇱ㐷㧕ࠍනߒߣ┙⠪ࠍផ⮈ޕࠆߔԛ⋥ធᓥᬺຬઍ

ࠍㆬࠆߔ㧧ฦㆬߪಽ㈩ߚࠇߐઍቯຬߦၮ߈ߠᓥᬺຬઍࠍㆬޔߚ߹ޕࠆߔᓥ

ᬺຬઍߩછᦼੑߪᐕޔߒߣઍౣߪㆬౣછޕࠆ߈ߢ 

ᦨᓟޔߦᓥᬺຬઍᄢળߪዋ߽ߡߊߥඨᐕߦ৻࿁ࠍ㐿ޔߒߦߣߎߊᲤ࿁ਃಽੑߩએߩ

ઍ߇Ꮸޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ 

એޔ߇ᓥᬺຬઍᄢળߩⷙೣޕࠆߢB␠ߩ႐วߪߡߟߦᰴޕࠆߡߞߥߦ߁ࠃߩ 

߹ޔߦߢB ߪ㑆㓒ߩᄢળߩ࿁ੑޕߚࠇ߆㐿߇ᓥᬺຬઍᄢળߡߞߚࠊߦ࿁ੑߪߢ␠ 8ᐕ

㑆߽ߣߞ߽ޕᦨㄭߩ╙ 2 ࿁ᄢળߪᐕ 6  11 ᣣࠄ߆ 12 ᣣߡߌ߆ߦ 200 ฬߩઍࠍ㓸ޔ

ർ੩ߢ㐿ޕߚࠇߐᄢળߢⴕߚࠇࠊႎ๔ߪ⋠ߟ৻ޕߚߞߢߟੑߪ╙ 1 ࿁ࠄ߆╙ 2 ࿁ઍ

ᄢળ߹ߢડᬺߦ❣ᬺߩ㑐ࠆߔႎ๔ߪ⋠ߟੑޔਥߦᎿળ⾌߿ౄ⾌ߩ߮ડᬺࠆߌ߅ߦ

Ꮏળߣౄᆔຬળߦ₂⽸ߩ㑐ࠆߔႎ๔ޕࠆߢ 

ᄢળߩෳടฬ★ࠍߊߒ80ޔߣࠆ㧑߇ౄຬ㧔160ฬ㧕߇ߣߎࠆߢޕߚߞߥߦ߆ࠄ߹

ᓥᬺຬઍᄢޔࠅ߹ߟޕࠆߡߞਔᣇ߇ᵴേߩౄᆔຬળߣᎿળߪߡߟߦౝኈߩᄢળߚ

ળߪౄઍળߣ৻ൻ߇ߣߎߚߡߒಽޕߚߞ߆↥ౄߪᓥᬺຬߩ⋉ࠍઍߣࠆߡߒ

ߑࠊߡߡૃࠅߥ߆ߪౝኈߩᓥᬺຬઍᄢળߣౝኈߩౄઍળߚߴㅀߤ߶వޕࠆ߇⺰ℂ߁

ߚߩߘޕߥ߇ᔅⷐࠆߔ㐿ߡߌಽߦߟੑߑࠊ B␠ߦ✜৻ߪⴕޕߚߞ৻ޔB ߇߁߶ߩ␠

ല₸⊛߽ߘ߽ߘޔߒ߆ߒޕࠆߢߩߥౄߣᓥᬺຬߩ⋉߇ᔅޔߚߥߪߢߣߎࠆߔ⥌৻ߕ

ਔળ㧔ౄઍળߣᓥᬺຬઍᄢળ㧕ߪ৻ൻߢߣߎࠆߔᓥᬺຬߦኻࠆߔ㊀ⷞ߽ᰳߛࠆߊߡߌ

ߒኻߦߩࠆߡࠇ߆࿁㐿৻ߦඨᐕ߽ߣߊߥዋ߇ᓥᬺຬઍᄢળߚߴㅀߤ߶వޔߦᦝޕ߁ࠈ B

ࠄ߆ߡࠇߐ┙⸳߇ડᬺߚߩᷫ⾌⚻ߪߢ␠ 2࿁߆ߒᓥᬺຬઍᄢળ߇㐿ޕߥߡࠇߐ
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ౝኈߩᄢળߩ⋠2࿁ޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߡⓨ߇㑆㓒ߩᐕ߽ߪߦ㑆ߩᄢળߩ2࿁ޔ߽߆ߒ

ߣࠆࠍ 8ᐕ㑆ࠍߣ߹ߩႎ๔ޔߡߡߞࠊ⚳ߌߛߣߎࠆߔౝኈޕ⭯߇ 

ਔળߩ৻ൻ߿ႎ๔ౝኈޔࠄ߆ߐ⭯ߩB ࠆߢࠎㅴ߇ᒻ㜈ൻߩᓥᬺຬઍᄢળࠆߌ߅ߦ␠

 ޕ߁ࠃ߃ߣ

 

㧔3㧕 Ꮏળߣ㓸࿅ഭᄾ⚂ 

╙ޢഭᴺޡ ࠄߥ߫ࠇߌߥߒ⚿✦ࠍ⚂ഭᄾޔߪ㓙ࠆߔ┙⏕ࠍഭ㑐ଥޔߣࠆࠃߦ᧦16

╙ޔߦᦝޕߥ ഭోⴡޔભᣣભᥜޔൕോᤨ㑆ޔഭႎ㈽ߪડᬺᓥᬺຬߣࠆࠃߦ᧦33

ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ⚿✦ࠍ⚂㓸࿅ഭᄾޔߡߟߦ㗄ߩߤߥ㒾ޔ↢
㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚㧚

ޕࠆߡࠇߐߣ

㓸࿅ᄾ⚂ޔߪᎿળ߇ᓥᬺຬࠍઍޔߡߒડᬺߩߣ㑆ޕࠆߔ⚿✦ߢᎿળߥߡߒ⟎⸳ࠍડ

⚂㓸࿅ഭᄾޔߪߡ߅ߦᴺᓞޕࠆߔ⚿✦ߢ㑆ߩߣડᬺ߇ઍߚߒㆬ߇ᓥᬺຬޔߪߢᬺ

⦟߽ߡߊߥߒ⚿✦ࠍ⚂㓸࿅ഭᄾߚߩߘޕࠆࠇࠄߣૐ߇ജ᧤᜔ࠅࠃ⚂ഭᄾߪ

⚂㓸࿅ഭᄾߣડᬺ߇Ꮏળࠆߢઍߩᓥᬺຬޕᄙߛ߹ߪᢙߩડᬺࠆߡߒ⸂ℂߣ

 ޕߥࠄߥߦડᬺ߽ᴺᓞ㆑ޔߒࠆᓧࠅචಽߪߣߎࠆࠇߐළਅߡߒߣ߁߷⚿ࠍ

␠ో߷߶ߡ߅ߦ࿖ડᬺࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߡߍࠅࠍഭ㑐ଥߥ⊛▸ᮨޔ߃ߪߣ

ߡߒߣޕࠆߡߒ⚿✦ࠍ⚂㓸࿅ഭᄾ߇ A ╙ߩ⚂㓸࿅ഭᄾߩ␠ 4ޔ3 ߮ 47 Ꮏળߪ᧦

 ޕߔ⸤ߦએਅߚࠆߢౝኈࠆߔ㑐ߦ

╙ 3 ᧦㧦Ꮏળߪᓥᬺຬߩวᴺᮭߩઍޔߢᴺᓞߦᾖޔ⊛┙⁛ߡߒࠄ⥄ਥ⊛ߦᵴേࠍⴕ

ࠃߦᢎ⢒ߩᎿળޕࠆߔછࠍ〉⋘᳃ਥߣડᬺ᳃ਥ▤ℂߪᓥᬺຬઍࠇߐ❰⚵߇ᓥᬺຬޕ߁

ዷ㐿ߩഭ┹ߪᎿળޕߔᗲࠍ⡯ോ߮⡯႐ߡߞࠍ⡯ᬺ୶ℂߣഭⷙᓞߪᓥᬺຬޔߡߞ

ഭ㑐ߪᎿળޔߚ߹ޕࠆߔദജߚߩછോቢᚑߩߣ↥↢ޔߖߐേຬࠍᓥᬺຬߡߓㅢࠍ

ଥࠍ⺞ߒഭ⼏ࠍㆡಾߦಣℂޕࠆߔ 

╙ 4 ᧦㧦ડᬺߪ࿖ߩᴺᓞޔᴺⷙࠍޔࠅ㓸࿅ഭᄾ⚂ߣഭᄾ⚂ߦၮߊߠฦ⟵ോࠍጁⴕ

ߪડᬺޔߚ߹ޕࠆߔᡰᜬߟዅ㊀ࠍᵴേߩᎿળߒታⴕࠍ᳃ਥ▤ℂߣᑚോ㐿ߪડᬺޕࠆߔ

ᓥᬺຬߩวᴺᮭࠍ㓚ࠆߔ 

╙ 47 ᧦㧦ᓥᬺຬߪડᬺߣഭ⼏ޔ߈ߣࠆߔ↢⊑߇⺞ޔખⵙߪߡ߭ޔ߈ߢ⺧↳ࠍ⸷

 ࠆߌഥߒᡰᜬࠍࠇߎߪᎿળޕࠆ߈ߢ߇ߣߎ߁ⴕߢ߹⸨

 એߩ㓸࿅ഭᄾ⚂ߩ᧦㗄ࠍࠆ㒢ޔࠅᎿળࠆߪ⒟ᐲഭ⠪ࠍઍࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ

ࠍഭ⠪ߢ߹ߎߤߪᎿળߡߞߣߦડᬺޕߥߡቯࠍೣ⟏ߩߚࠆߔ⼔ࠍᎿળޔ߇

ડߡߓㅢࠍᎿળߌߛࠆ߈ߢߣࠆߔ↢⊑߇ഭ⚗ޕߥ߽ቯߥ⏕ߡߟߦ߆ࠆ߈ߢ⼔

ᬺౝㇱߢ⸃ࠆߔߣ߁ࠃߖߐᗧ᰼߇ᒝޔࠅ߹ߟޕᎿળߪഭ㑐ଥࠍṖࠆߔߦᯏ⢻ࠍᜬ

 ޕࠆ߃ߣࠆߢ❰⚵ߩડᬺౝㇱߟ

 

 2.3 ዊ 

એޔᣢሽⷙೣ߿ᐲ߮ B 㓸࿅ޔᓥᬺຬઍᄢળޔౄᆔຬળࠄ߇ߥߒ⸛ᬌࠍߩ␠

ഭᄾ⚂ࠄ߆Ꮏળߩᯏ⢻ౕࠍ⊛ߦޕߚ߈ߡ࿖ડᬺࠆߌ߅ߦᎿળળຬ߇ᄙ㊀⡯ോ

 ޕࠆߡࠇࠄߍᅹ߇ើ⊑ߩᎿળᯏ⢻ޔߢߣߎߟᜬࠍ

వ߶߽ߤㅀޔߦ߁ࠃߚߴᎿળߪഭ㑐ଥࠍṖࠆߔߦડᬺౝㇱޕࠆߢ❰⚵ߩᎿળᐙㇱ

ߎޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߢߜ߇ࠅߦડᬺ߇႐┙ߩᎿળޔߚࠆߔℂ⡯߽છ▤ߩડᬺߪ

ߢߎߎޕࠆߥߣ㊀ⷐ߇ߣߎࠆߣࠍࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦߣᓥᬺຬߪߦࠆߔ⸂ࠍ㗴ߩ

ෘ↢㑐ଥޕࠆߢߣߎߩഭ⚗㑐ଥߣෘ↢㑐ଥߪߣࡦ࡚ࠪࠤ࠾ࡘࡒࠦ߁

ഭ⚗㑐ଥޔࠅߢߣߎࠆߖߐలታࠍᵴ↢ߩᓥᬺຬߒ↪ߦ⊛วℂࠍ⾌Ꮏળળߪߣ

╙ޕࠆߢߣߎ߁ߣ߆ߩࠆࠍ⋊ߩᓥᬺຬߦ߁ࠃߩߤ߇Ꮏળ߈ߣߩ⚗ߪߣ 3 ߪߢ┨

 ޕࠆߔಽᨆߡߟߦഭ⚗㑐ଥߩߎ
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╙3┨ ഭ⚗ࠆߌ߅ߦᎿળߩᯏ⢻ 

 

3.1 ഭ⚗ߩᴫ 

 ਛ࿖ࠆߌ߅ߦഭ⚗ߩᔨߪᣣᧄߣᲧߡߴᐢޕ㓸࿅⊛ߥഭ⼏ߣഭ⚗ߪ

ਛ࿖⺆ࡼࢇޟߡߣ߹ߪߢ䆂߁ߣޠหߢ⪲⸒ߓޡޕࠆࠇߐਛ⪇ੱ᳃࿖ഭ⚗⺞

ખⵙᴺ38ޢ㧔એਅખⵙᴺ㧕╙ 2 ᧦39߮ᧄᢥᐨ┨ߢ⺑ߚߒഭ㑐ଥޔߡߞࠃߦਛ࿖ߩഭ

⚗ߪߣਛ࿖࿖ౝߩഭ⠪ߣഭ⠪߇ᚲዻࠆߔડᬺ㑆ߢഭ㑐ଥߩ⏕ޔഭᄾ⚂ߩ✦

⚿ጁⴕ߮ᄌᦝ⸃㒰ޔ⸃㓹ޔൕോᤨ㑆ޔભᙑભᥜޔ␠ળ㒾ޔ╬ߦޘ㑐ࠆߔ⚗ߎߩ

 ޕࠆߡࠇ߹߽⚗ߩᵴ㓚ಽ㊁↢ߢ࿖ડᬺߩਛ࿖ߦ․ߡߞ㆑ߣᣣᧄޕࠆߢߣ

 ᰴޔߦਛ࿖ߩഭ⚗⁁ᴫߡߟߦ 2000 ᐕࠄ߆ 2008 ᐕ߹ࠍ࠲࠺ߩߢ╙ 4ޕߔ␜ߢ 

 

╙ 4 ખⵙᆔຬળߦ↳⺧߮⸃ߚࠇߐഭ⚗ 

න㧦ઙ % 

 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 

 ᢙ✚ࠬࠤ

135,206 154,621 184,116 226,391 260,471 313,773 317,162 350,182 693,465 

⸃ࠬࠤߚߒ✚ᢙ 
130,688 150,279 178,744 223,503 258,678 306,027 310,780 340,030 622,719 

ખⵙ⸃ 41,877 

 

32㧑 

42,933 

 

28.6㧑 

50,925 

 

28.5㧑 

67,765 

 

30.3㧑 

83,400 

 

32.2㧑 

104,308 

 

34.1㧑 

104,435 

 

33.6㧑 

119,436 

 

35.1㧑 

221,284 

 

35.5㧑 

 

 

ખⵙⵙ 54,142 

 

41.4㧑 

72,250 

 

48.1㧑 

77,340 

 

43.3㧑 

95,774 

 

42.9㧑 

110,708 

 

42.8㧑 

131,745 

 

43.1㧑 

141,465 

 

45.5㧑 

149,013 

 

43.8㧑 

274,543 

 

44.1㧑 

 

 

 ᣇᴺ 34,669ߩઁ

 

26.6㧑 

35,096 

 

23.3㧑 

50,479 

 

28.2㧑 

59,954 

 

26.8㧑 

64,550 

 

25㧑 

69,974 

 

22.8㧑 

64,880 

 

20.9㧑 

71,581 

 

21.1㧑 

126,892 

 

20.4㧑 

ᚲ㧦ฦᐕޟਛ࿖⛔⸘ᐕ㐓ࠅࠃޠ╩⠪ᚑޕ 

ᵈ㧦ߪࠫ࠹ࡦࡄฦ㗄⋡ޟ߇⸃ࠬࠤߚߒ✚ᢙࠍޠභࠆᲧ₸ޕ 

 

╙ 4 ࠍߣࠆਛ࿖ߩഭ⚗ߪᐕޘჇടࠬࠤޕࠆߡߒ✚ᢙߣ⸃ࠬࠤߚߒ✚ᢙ

ਇ߇ᒰ⠪ޔࠅߚࠇߐ⸂ߡߞߥߦᐕ᧪߇ഭ⚗ߚߒ⺧↳ߦᐕᧃޔߪߩࠆ߇Ꮕߦ㑆ߩ

ߢ⸷ޔࠅߚߒ⸃ߥ߈ߢ߹߹⟎ߣߣߎࠆߔࠅߚࠇߐ⠨ߚ߹ޕࠆࠇࠄ߃ഭ⚗ᄙ

ᣉߩ㧔એਅᄾ⚂ᴺ㧕ޢਛ⪇ੱ᳃࿖ഭᄾ⚂ᴺޡ߇ߟ৻ߩߘޔ߇ࠆߚࠊߦᄙጘߪේ࿃ߩ⊑

ⴕޕࠆߢ߹ޔߢഭ㑐ଥࠍ▤ℂࠆߔᴺᓞߪਥߦഭᴺ2008ޕߚߞߢ ᐕߦᣉⴕߚࠇߐ

ᄾ⚂ᴺߪߢᎿળᮭߩ⊒⸒ജߩᄢ߇࿑ޔࠅ߅ߡࠇࠄ㐳ᦼ㓹↪ߩะ߇ߥߦ߁ࠃࠆࠇ

ࠇߌߥߒ⚿✦ࠍ⚂ഭᄾࠆࠃߦᦠ㕙ߪߦࠆߔ┙⏕ࠍഭ㑐ଥޔߡߞࠃߦᄾ⚂ᴺޕ40ߚ߈ߡߞ

✦ࠍ⚂ഭᄾࠆࠃߦᦠ㕙ߣഭ⠪ޔḩ৻ᐕ㑆ࠅࠃᣣߚߒ↪㓹߇❰⚵↪㓹ߚ߹ޕߥࠄߥ߫

ޕࠆࠇߐߥߺߣߩ߽ߚߒ⚿✦ࠍ⚂ഭᄾߩߒߥᦼ㒢ߣഭ⠪߇❰⚵↪㓹ߪߦ߈ߣߥߒ⚿

ഭᄾ⚂ߪ⚿✦ߩ⚕㕙ߣ⚿✦ޔߊߥߪߢߌߛหᤨߦഭ⠪߇␠ળ㒾߿ߩ੨ฃᮭ

ߊᄙޔߦߚߩ㗄᧦ࠆߔ⼔ࠍഭ⠪ߥ߁ࠃߩߎޕࠆߥߦߣߎࠆࠇࠄߢᴺᓞߡߟߦ╬

ޔᨐ⚿ߩߘޕߚߞⴕࠍ㓹⸂ߩᄢ㊂ߦ೨ࠆࠇߐᣉⴕ߇ᄾ⚂ᴺߡߒᔨ ࠍ㜞㛛ߩ⾌ઙੱߪડᬺߩ

╙ 4 ߢߦ߁ࠃࠆࠇࠄ 2008ᐕࠆߌ߅ߦഭ⚗ઙᢙ߇એ೨ߩޕߚߞߥߦ 

ഭ⚗ߩ⒳㘃ౕࠍ⊛ߦߣࠆߺߡਥߦഭႎ㈽ޔഭᄾ⚂ߩᄌᦝ⸃㒰㓹ᱛߣ

㒾ߩਃ⒳㘃ߩ㗴ߦ㑐ࠆߔ⚗ࠬࠤߩࠇߙࠇߘޕࠆߢᢙߪ╙ 5 ޕߔ␜ߢᄢᄙ

ᢙߩഭ⚗ߪഭᄾ⚂ߣഭႎ㈽ߦ㑐2000ޔࠅߢߩ߽ࠆߔᐕࠄ߆ 2008 ᐕ߹ࠤ✚ߩߢ

ࠬᢙߦභࠆഭႎ㈽ߦ㑐ࠆߔ⚗ᢙߣࠆߔ▚⸘ࠍ⚂ ഭࠆභߦᢙࠬࠤ✚ߦห᭽ޔ32.2%

ᄾ⚂ߦ㑐ࠆߔ⚗ߣࠆߔ▚⸘ࠍ⚂ ഭߪඨಽએߩഭ⚗ࠅ߹ߟޕࠆߡߞߥߣ24.7%
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ႎ㈽ߣഭᄾ⚂ߦ㑐ޔߦߺߥߜޕࠆߢߩ߽ࠆߔ╩⠪ߚߒࡘࡆ࠲ࡦࠗ߇࿖ડᬺߩ႐วޔ

ഭႎ㈽ߣ㒾ߦ㑐ࠆߔഭ⚗߇ᄙޕߚߞ߆ 

 

╙ 5 ഭ⚗ಽ㘃ઙᢙ 

න㧦ઙ % 

⚗ේ࿃ 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 

 ᢙ 135,206 154,621 184,116 226,391 260,471 313,773 317,162 350,182 693,465ࠬࠤ

ഭႎ㈽ 41,671 45,172 59,144 76,774 85,132 103,183 103,887 108,953 225,061 

㒾 31,350 31,158 32,622 44,434 88,119 97,519 100,342 97,731  

ᄌᦝᄾ⚂ 3,829 4,254 3,765 5,494 4,465 7,567 3,456 4,695  

⸃㒰ᄾ⚂ 21,149 29,038 30,940 40,017 42,881 54,858 55,502 67,565 139,702 

⚳ᱛᄾ⚂ 10,816 10,298 15,077 13,583 14,140 14,015 12,366 12,696  

ႎ㈽⚗Ყ 30.8% 29.2% 32.1% 33.9% 32.7% 32.9% 32.8% 31.1% 32.5% 

ᄾ⚂⚗ 

Ყ 26.5% 28.2% 27.0% 26.1% 23.6% 23.6% 22.5% 24.3% 20.1% 

ᚲ㧦ฦᐕޡਛ࿖⛔⸘ᐕ㐓ࠄ߆ޢ╩⠪ᚑޕ 

ᵈ㧦ᄾ⚂ߪഭᄾ⚂ࠬࠤޕ⇛ߩᢙߪഭἴኂ⚗╬ࠍోㇱߩഭ⚗ࠬࠤᢙ2008ޕࠆߢᐕഭᄾ⚂⚗ߩᲧ

ߪ⸃㒰ഭᄾ⚂ߦ㑐ࠆߔ⚗߇භࠆᲧޕࠆߢߌߛ 

 

ഭ⚗ޔߣࠆߔ↢⊑߇ഭᣇߊߴࠆߥ߇ᣧߊ⸃ߣߚߒ⠨ࠍ⺰ߪߣߎࠆ߃ᓙߥߚ

ᓎഀߥ⊛ਛᔃ߇ഭੱ⚗ખⵙᆔຬળߦ߁ࠃࠆߔᓟㅀޔߡ߅ߦࡓ࠹ಣℂࠪࠬ⚗ޕ

ߥߒሽߪⴕᯏ㑐ߥ߁ࠃߩ㓹↪ᯏળဋ╬ᆔຬળࠆࠇࠄߢ࿖☨߿࿖⧷ޕࠆߡߒߚᨐࠍ

ഭⵙ್ᚲߩߡߒߣมᴺᯏ㑐ࠆߢࡓ࠹⊛⸃ࠪࠬߩ࠷ࠗ࠼ߪࠇߎޕ

㧔Arbeitsgericht㧕ߩᓎഀޕࠆߡૃߣ 

ਛ࿖ഭᴺ╙ 77 ࡞ߩߟ྾ߩ41⸨⸷ߣખⵙޔ⺞ޔ⸂ߪߦ⸂ߩഭ⚗߈ߠၮߦ᧦

એਅޕࠆߡࠇࠊ⸒ߣේೣࠆߔಣℂࠍഭ⚗ߪ⸨⸷ߣખⵙޔ⺞ޔߜ߁ߩߘޕࠆ߇࠻

ߪߢㅀ⺰ߩ A ⚗ഭߩߢਛ࿖ࠄ߇ߥߍࠍߥ⊛㊀ⷐߩઁߣഭ⚗ߩ␠

ߩ⸃ߩ․ᓽ߮Ꮏળߩᓎഀࠍಽᨆޕࠆߔ 

 

3.2 ഭ⚗ߩࠆߌ߅ߦᎿળߩᓎഀ 

⚗⸃ߩ․ᓽޕࠆߟੑߪ 

ⵙޔ߫ࠇߌߥ⚻ࠍખⵙߩഭੱ⚗ખⵙᆔຬળ42ߡߒ㑐ߦ᩺ઙ⚗ޔߡߒߣᓽ․ߩ৻╙

್ᚲࠍߣߎߩߎޕࠆࠇࠄߍ߇ߣߎߥ߈ߢ⸨⸷ߢખⵙ೨⟎ޔࠅ߹ߟޕ߁ߣഭੱ⚗

ખⵙᆔຬળߪ⚗⸃ޕࠆߢࡉࡂߩ㊀ⷐࠢ࠶࠴ࠬࡊࠆޔߡߒߣᎿ႐ߒ↢⊑ߢ

 ޕ43ࠆߍߦએਅࠍഭ⚗ߚ

 

1987 ᐕޔ㜞ߪᑪ㒻႟ᢱຠ㧔ࠢ࠶࠴ࠬࡊㅧᎿ႐㧕ߢᚑᒻᎿߡߒߣዞ⡯ޕߚߒ

1989 ᐕ 4 ޔᓐᅚߪᚻࠍᚑᒻᯏ᪾ߦޔࠇߐ߱ߟߒᄢᕋᚒޕߚߞ߹ߒߡߒࠍㅌ㒮ᓟޔડᬺ

ߩഭἴኂഥ㊄ߩวᗧ᧦㗄ޔߒ߆ߒޕߚߒวᗧߡߟߦ╬ഥ㊄߿⾌≯කߒᢷᣓߪ㜞ߣ

⛎ઃߪߡߟߦᤨ߹ߢᓙ߽ߡߞታⴕ1993ޕߚߞ߆ߥࠇߐ ᐕ 8 ޔ㜞ߪ㆙ᣇߩᄦߣળߚ߁

ࠬޕߚࠇߐ࠻ࠬߢ↱ℂߩⷙᓞ㆑ߦมޔ߈ߣߚ߈ߡߞᏫߦડᬺޕߚߞขࠍભᥜ
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ߚࠇߐ࠻ 1994 ᐕ 3ࠄ߆ 7߹ޔߢ㜞ߪߦዞߦߚߊ࿁߽ડᬺߣᷤ߇ߚߒᢿࠄ

1994ޕߚࠇ ᐕ 8 ޔᑪ㒻႟ᢱຠߪढਞ႟ᢱ᪾㒢ડᬺߦว૬ߩߘࠇߐሶળ␠ߞߥߣ

หᐕޕߚ 9 ޔ㜞ߣᑪ㒻႟ᢱຠߩ⚗߇ቯ10ޔࠇߐ ޔ㜞ߪഭ⚗ખⵙᆔຬળߦ

ખⵙޕߚߒ⺧↳ࠍᒰᤨ㜞ޔߢੱ⺧↳ߪⵍ↳⺧ੱߪढਞ႟ᢱ᪾㒢ડᬺߣᑪ㒻႟ᢱຠ

ᣇ11ޕߚߞߢ ޔખⵙᆔຬળߪढਞ႟ᢱ᪾㒢ડᬺⷫ߇ળ␠ޔߚࠆߢ㜞ߡోߩ

⸨⸷ߢⵙ್ᚲߩᚲロߪ㜞ߚߓᗵߦਇࠍⵙߩߎޕߚߒⵙߣࠆߔᜂ⽶߇␠ળⷫࠍᄬ៊ߩ

ήലࠍⵙߩખⵙߪߢⵙ್ޔߚࠆߢ⏕߇㓹↪㑐ଥߩᑪ㒻႟ᢱຠߣ㜞ޕߚߒࠍ

㜞ߪढਞ႟ᢱ᪾㒢ડᬺޔᣇ৻ޕߚߒਅࠍ್߁ߣࠆ߇છ⽿ߦᑪ㒻႟ᢱຠߖߐ

⸷ߣࠆߢ㆑ᴺߪߩߊⴕߦធⵙ್⋤߇㜞ߕ⚻ࠍ⺧↳ખⵙޔߡߟߦ⚗ࠆߔ㑐ߦ␠⥄ߣ

 ޕߚࠇߐ᠗࿁ߪⵙ್್ޔᨐ⚿ߩߘޕߚߒ

ߩഭ⚗ߚߒ⸂ߢⵙ್್ߣഭ⚗ᒰ⠪ߚߒ⸂ߢഭખⵙⵙߪߢߩߎ

ᒰ⠪ࠅ߹ߟޕߥߒ⥌৻߇ખⵙߣⵙ್ߢᛒ᩺ࠆߡࠇࠊઙޔࠅ߅ߡߞߥ⇣߇ખⵙ೨⟎ߩ

ේೣߦ㆑ߢߩࠆߡߒⵙ್ᚲ್ߩ߇᠗࿁ޕࠆߢߩߚࠇߐ 

ㅀߩߪഭ⚗ߚߒ↢⊑߇႐วޔ⸃ߩᚻ㗅߇ቯޡޕࠆߡࠇࠄਛ⪇ੱ᳃

࿖ડᬺഭ⚗ಣℂ᧦ߣޢખⵙᴺࠆࠃߦ⚗⸃ߩᚻ㗅ࠍ╙ 7 ࿑ޕߔ␜ߢ 

 

╙ 7 ࿑ ഭ⚗⸃ᚻ㗅 

ᒰ⠪ߩ⺣⋦ߪ⸃Ԙψ⺞ᆔຬળߩ⺞ߢ⸃ 

㧔⚗⊒↢ࠄ߆ߡߒ 60ᣣએౝߦખⵙߣߎࠆߔ⺧↳ࠍ㧕 

ડᬺౝ 

ડᬺᄖ 

        ԙω         ԙω 

ഭੱ⚗ખⵙᆔຬળࠆࠃߦ⹏ଔޔ⺞߮ⵙ 

㧔ⵙࠍฃࠄ߆ߡߌ 15ᣣએౝⵙ್ᚲߦⴕߣߎߊ㧕 

Ԛω 

ᚲロⵙ್ᚲࠍ⸨⸷ߢߔ 
ᚲ㧦ખⵙᴺ╬ߡߞࠃߦ╩⠪ᚑ 

        ᵈ㧦ωߪᒰ⠪߇ਇᚗߪ⚊ᓧߥ߈ߢ႐ว 

 

ߢ⸂ޕࠆ࿑ࠍ⸂ߢᒰ⠪ห჻ߪߜߚᒰ⠪ޔߪߢᲑ㓏৻╙ߦ߁ࠃࠆ߆ࠊࠄ߆࿑ߩߎ 

ሽߦડᬺౝߪᆔຬળ⺞ޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ᳞ࠍ⺞ߦડᬺ⺞ᆔຬળߩԘޔ႐วߥ߈

ߒഭ⚗ࠍ⸃ࠆߔ㕖࿕ቯ⚵❱ߩࡃࡦࡔޕࠆߢ᭴ᚑߪਃಽੑߩએ߇ᓥᬺຬઍ

ᆔ⺞ߢߩࠆડᬺ߽ߥ߇Ꮏળޔޕࠆߢડᬺઍ߇એਅ৻ߩਃಽޔߢᎿળઍߣ

ຬળߪᔅߕሽޔߛߚޕߥߪߢ⸶߁ߣࠆߔᄢဳ࿖ડᬺߪߢᄢޔ⺞ᆔຬળ߇⸳⟎

ડᬺഭ⚗⺞ᆔຬળ⚵❱߮ޡޔߪߩࠆߡߒߊਣߢ✢ὐࠍࠈߎߣߩԘߩ࿑ޕࠆࠇߐ

ⷙೣޔߪߢޢᒰ⠪ߪԘߩߟ৻ࠍㆬᛯ⢇ߡߒߣㆬᛯ߇ࠆ߈ߢㆬᛯߪߩࠆߔᔅ㗇ߚߥߢ

߽ߤ߶వߪታޕࠆ߃ߦ߁ࠃߥߡࠇߐචಽ⊒ើ߇ᯏ⢻ߩᎿળޔߣࠆߔ৻ޕࠆߢ

ㅀߦ߁ࠃߚߴ⚗߇ડᬺౝㇱߢ⸃ޔߪߦ߈ߣߥ߈ߢԙߩખⵙᆔຬળࠍㅢߦߕߐⵙ್ߪ

ޡޕߥߖഭੱ⚗ખⵙ⚵❱ⷙೣޢ╙ ⴕㇱ㐷ޔᎿળઍߪખⵙᆔຬળ߫ࠇࠃߦ᧦6

ઍ╬ࠄ߆᭴ᚑࠆࠇߐኾ㐷ᯏ᭴ޕࠆߢᎿળઍߦ⊛⥸৻ߪᒰ⠪ᚲડᬺߩᎿળࠄ߆ㆬ

ޕࠆࠇߐખⵙޟߪ৻᩺৻ᑨߩޠේೣߩਅߢⴕޕ߁ഭ⚗ࠍฃℂޔ߈ߣࠆߔખⵙᆔຬળ

ߩฬੑߣਥᏨખⵙຬߩฬ৻ߪߦખⵙᑨޕࠆࠇࠊⴕ߇ክℂߒ❰⚵ࠍખⵙᑨߩߌߛᒰ⚗ࠄ߆

৻⥸ખⵙຬޕ44ࠆ߇ⵙߪᄙᢙߩේೣޔߢખⵙຬߩᗧߪ߈ߣߥߒ⥌৻߇ਥᏨખⵙຬ

 ޕ45ࠆߔߣၮḰࠍᗧߩ

╙ഭᴺߡߒߣᓽ․ߩੑ╙ Ꮏޔ႐วߔࠍ⸨⸷ߪ⺧↳ࠍખⵙ߇ഭ⠪ޔߡߞࠃߦ᧦30

ળߪᴺࠅࠃߦᡰᜬ߮ࠃ߅ᡰេߦ߁ࠃߩߎޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒᡰᜬ߮ᡰេ߽߁߁ߤ߇

ߪߢએਅޔߦߚࠆ⍮ࠍ߆ࠆߢߩ A ⺑ߡߍࠍ⚗ࠆߔ㑐ߦഭႎ㈽ߚߒ↢⊑ߢ␠

ޕ46ࠆߔߦߣߎࠆߔ 
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ᒛߪ 2008 ᐕ 1  1 ᣣࠄ߆ 2009 ᐕ 4  1 ᣣ߹ߢർ੩ࠆߦഭോᵷ㆜ળ␠ E ߡߒዞ⡯ߦ␠

ߪᓐᅚޕߚ E ߡߞࠃߦ㈩ዻߩ␠ A ߩᷡߢᴡർ⋭ᶯᎺᏒⷕ༈㎾ࠆߡࠇߐロ▤ߦ␠

2008ᐕޕߚߡߒࠍ 1 1ᣣࠄ߆ 2008 ᐕ 8߹ߩߢ⛎ߪ 624 రߢ 2008 ᐕ 9ࠄ߆ 2009

ᐕ 4  1 ᣣ߹ߩߢ⛎ߪ 680 రߩߎޕߚߞߢ㊄㗵ߪർ੩Ꮢᦨૐ⾓㊄ᮡḰߩ 800 రߣᲧ

߽߆ߒޕૐߦ߆㆝ߴ 2008ᐕ 1  1ᣣࠄ߆ 2008 ᐕ 8  11ᣣ߹ߢᒛߪ E␠ߣഭᄾ⚂ࠍ⚿

2008ޕߚߞ߆ߥ߈ߢട߽ߦળ㒾␠ޔߕ߫ ᐕ 9 ߩ⛎ᢱߪඨಽޕߚߞ߆ߥ߆ߒᒛߪർ

੩Ꮢᦨૐ⾓㊄᳓ḰߩߣᏅ㗵߮ 9 ߩඨಽ⛎ᢱࠍᡰᛄ߁ࠃ߁ⷐ᳞2009ޔߚ߹ޕߚߒ ᐕ 3

 19 ᣣߦᒛߪℂ↱߽ߊߥ⸃㓹߇ߚࠇߐหᐕ 3  23 ᣣߦߩ⡯႐ߢ߁ߣߊ᧦ઙઃߢ

߮ᚯޔߒ߆ߒޕߚࠇߐᒛߪหᗧޕߚߞ߆ߥߒߦ㑐ޔߡߒᒛߪ⡯⽿ߣࠎߜ߈ࠍᨐߡߒߚ A

ߪᒛޔᓟߩߘޕߚߞ߆ߥߒಾ৻ࠍⷙೣ㆑ⴕὑߩ␠ 2009 ᐕ 4 3ᣣߦ⸃㓹ޕߚࠇߐ 

ᒛߪഭᴺߩ⍮⼂ޔߚߥ߇⥄ಽߩ⋉ࠄߔߣߎߚࠇࠊߥ៊߇⍮ޕߚߞ߆ߥࠄᒰᤨޔA

␠Ꮏળ߇ੱ৻ߩࡃࡦࡔᓐᅚߩ⁁ᴫࠍᛠីߩߘޔߒળຬߩഥߢߌ 2009 ᐕ 4  5 ᣣޔᒛߣ A

ߥࠄ⥋ߪߦ㗴⸃߇ߚࠇࠊⴕ߇ญ㗡⺞ࠆࠃߦᎿળਥᏨ߮ળ␠ੱᜂᒰ⠪ਃ⠪ߩ␠

วߩᘨ⻢ᢱ߮⛎ᢱలࠆࠃߦ៊ᄬ♖ޔఘ⾩ࠆࠃߦᄾ⚂⸃㒰ߢⷐ᳞ߩᒛߪේ࿃ޕߚߞ߆

⸘㊄㗵߇㧞ਁరߩߎޔ߇ߚߞߢ㊄㗵ߡߟߦ A ␠ઍ߇ߎߘޕࠆߢࠄ߆ߚߞ߆ߥ

4ޔߡߒߘޕߚߒࠬࠗࡃ࠼ࠕࠍว⸘㊄㗵ߩ߇ຬ⺞ߩᎿળޔߢ 6ᣣᎿળਥᏨߣᎿળᚑ

ຬੑੱߪᒛࠍߡ A ࠍᜰዉߩᴺᓞ߿ᣇ߈ᦠߩᖱ⡬ข߮ખⵙ↳⺧ᦠ߮ౣߢળ⼏ቶߩ␠

ⴕߩ⺣⋦ޕߚߞޔᒛߪർ੩Ꮢ C ഭ⚗ખⵙᆔຬળ㧔ർ੩Ꮢ C ഭੱ⚗ખ

ⵙᆔຬળ㧕ߦખⵙޕߚߒࠍ⺧↳ߩᒰᤨߩ⺧᳞㗄ߪએਅߩ྾㗄ޕࠆߢ 

Ԙഭᄾ⚂ߚߞ߆ߥߢࠎ⚿ࠍ 2008.2.1㨪2008.8.11ߩᦼ㑆ޔ⛎ᢱߩ 2ߩ 5,600రࠍᡰᛄ߁

 ߣߎ

ԙ2008.1.1㨪2009.4.1ߩᧂᛄ⛎ᢱ 2,368ర߮⾩ఘ㊄ 592రว⸘ 2,960రࠍᡰᛄߣߎ߁ 

Ԛ2008.9ߩᧂᛄ⛎ᢱ 400ర߮⾩ఘ㊄ 100రว⸘ 500రࠍᡰᛄߣߎ߁ 

ԛഭᄾ⚂ߩ㆑ᴺ⸃㒰ߡߟߦ 2,400రߩ⾩ఘ㊄ࠍᡰᛄߣߎ߁ 

A␠ߩᎿળਥᏨߣਥᏨੑੱ߮ Cഭⴕㇱ㐷ߩઍ৻ੱࠆߥࠄ߆ખⵙᑨ߇ 4ਛᣨ

ߩੱ⺧↳ⵍߣᒛߩੱ⺧↳ޕߚ߈ߢࠈߏ E␠ઍ৻ੱ߮ A␠ઍ৻ੱߪખⵙᑨߩߢᑯ⺰ޔ߿

⸽ߩឭଏࠍⴕ8ޕߚߞ  21ᣣߦખⵙⵙ߇એਅߩㅢࠅਅޕߚࠇߐ 

ᧄᆔຬળࠆߌ߅ߦ⺞ߡ⚻ࠍᒰ⠪ਃ⠪ߪ⥄↱ᗧᔒߢએਅߩὐߢวᗧޕߚߒ 

Ԙ2009.4.1ઃߢߌᒛߣ E␠߮ A␠ߩ㓹↪㑐ଥࠍ⸃㒰ࠆߔ 

ԙA␠ߪ ߦ2009.8.25 1࿁㒢ߢࠅᒛߦ⾓㊄ޔ㓹↪㑐ଥ⸃㒰⾩ఘ㊄ว⸘ 2,500రࠍᡰᛄ߁ 

ԚE␠ߪ╙ԙ㗄ߡߟߦㅪᏪ⽿છࠍᜬߟ 

ԛਃ⠪ߩᧄ᩺ߦኻߪߡ┙ߒ↳⼏⇣ࠆߔ߽ࠄ߆ࠇߎޔߕࠇࠄഭ㑐ଥߡߟߦᮭߦਥ

ᒛߣߎߥߒࠍ 

Ꮏળ߇ᒛߦኻߒᔅⷐߥᴺᓞ⍮⼂ࠍឭଏߒᎿળᜰዉਅߢᒛ߇వ߶ߩߤખⵙ↳⺧ᦠࠍᦠޕߚ

ⵙߩ⚿ᨐߪ⺧᳞㗄ߣᲧޔߡߴᄢޕߚߞߥ⇣ߊ߈৻ᣇߢ A ␠ᎿળਥᏨߩޔߡߞࠃߦ

ญ㗡⺞ߚߒ㓙ޔߦᎿળߪᒛߩ┙႐ߢᓐᅚࠍ⼔ߡߒડᬺߣᚢޔߥࠊᒰ⠪ᣇߩ⸽

ឭଏ߽ߦᚻࠍޔߪߢߎߎޕߚߞ߆ߥߡߒᎿળߪᒰߡ߅ߦਛ┙ߩ┙႐ࠄ߆⚗

ࠆ߃ߣߚߒߚᨐࠍᓎഀߥ߁ࠃߩડᬺౝⵙ್ຬߪᎿળࠅ߹ߟޕࠆߡߒߣ߁ࠃߖߐ߿ࠍ

 ޕ߁ࠈߛ

 

 ߩઁ 3.3 

ખⵙᆔຬળߩ᭴ᚑߣ A ್ߣߟᜬࠍṖᯏ⢻ߪᎿળࠆߌ߅ߦડᬺߩਛ࿖ࠄ߆ߺߩߩ␠

ᢿߪߩࠆߔචಽޔߒ߆ߒޕߥߪߢA ␠ోߪߢ 1 ᄢᚻࠆߡ߃ᛴࠍᓥᬺຬߩࠄߋੱਁ

࿖ડᬺޔߢߩࠆߢઍ⊛ߥޔߚ߹ޕࠆ߃߽ߣㄭᐕ⊒↢ߚߒޔߡߒߣਛ࿖࠙

 ޕ47ࠆߔ⸽ࠍߩ㓹ઙ⸂ߩධ৻ᐢ႐ᐫ㧔એਅ৻ᐫ㧕࠻ࡑ࡞ࠜ

৻ᐫߩ⸃㓹ઙࠆޔߪߣᓥᬺຬ߇㘩ຠ⽼ᄁଦㅴຬߩหᗧࠍᓧߡ⹜㘩↪ߩ㘩ຠࠍ㘩ߴ

৻ᐫᎿળਥᏨߩᒰᤨޕࠆߢߚࠇߐ㓹⸂ߦߜ⋤ࠇߐ⊑ߦℂᐙㇱ▤ߩᐫޔࠈߎߣߚ

ߒߥ๔⍮ޔࠅߢ߈ߴߔ๔⍮ߦᎿળߪߡߟߦᓥᬺຬ⸃㓹߫ࠇࠃߦޢᎿળᴺޡߪ㜞ᶏứߩ
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ߣ⾒⾔ߩࠄ߆వߜහ߇⹜㘩ⴕὑࠆࠃߦᒰᓥᬺຬޔߡߒߘޕߚߒߣࠆߢ㆑ᴺߪ㓹⸂ߩ

⺧↳ߦഭખⵙߪ㜞ޕߚߒᷤ߁ࠃࠆߍਅࠅขࠍ㓹ቯ⸂ߦㇱੱޔߒᢿ್ߣߥ߃ߪ

↪ᗧ߽ߣࠆવޕߚߡ߃⚿ዪੱޔㇱߪ⸃㓹ㅢ⍮ࠍ᠗࿁ޕߚߒ㜞ᶏứߦߣߏߺߪᓥᬺຬ

 ޕߚߞࠍᮭߩ

2010ޔߚ߹ ᐕ 1 ޔ╩⠪߇㔚ࠗߚߒࡘࡆ࠲ࡦᄢㅪࠆߦ᧻ਅᴁゞ㔚ሶ♽⛔㒢ડᬺ

ࠆߔ㑐ߦᎿળޔࠅߢછ߽ߣਔ⠪ޔߢੱੑߪᎿળᐙㇱߩ␠ᒰޕࠆߔ⸽߽ߡߟߦߩ

ᵴേߪ▵ฏࠍㄫ߈ߣࠆ߃ᓥᬺຬߦᘨຠࠍ㈩ࠆߩߎޕࠆߢᵴേએᄖߪߣߎߩᱴߤή

 ޕ

 

3.4 ዊ 

ోޔߣࠆߺࠄ߆ડᬺߩᚲࠍߕࠊᎿળᐙㇱߩડᬺߦኻࠆߔଐሽᐲߡߞࠃߦᎿળߪ

ᓥᬺຬߩ⋉ߣࠎߜ߈ࠍ߇߆߁ߤ߆ࠆಽޕࠆ߆ડᬺଐሽᐲ߇㜞߫ࠇߌᎿળߪᓥᬺຬߩ

⋊ߩᓥᬺຬߢ࡞ࡌᲧセ⊛㜞ߪᎿળ߫ࠇߌૐ߇ડᬺଐሽᐲޔࠅ߇ࠇᕟߥࠇࠍ⋊

⒟ߩᄙ㊀⡯ോߩᎿળᐙㇱߪᢿ᳓Ḱ್ߩડᬺଐሽᐲߩߎޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆࠍ

ᐲ੍ߣࠆߢᗐࠅࠃޕࠆ߈ߢᄙߩߊ⡯ߦዞߢߣߎߊᄙ㊀⡯ോߩ⒟ᐲ߇㜞್ߣᢿߎࠆࠇߐ

㓹⸂ߩ৻ᐫޕࠆࠇࠊᕁߣૐߪડᬺଐሽᐲޔ႐วߩㅒޕ㜞ߪડᬺଐሽᐲޔߡߞࠃߦߣ

ઙޔߡ߅ߦᎿળਥᏨߪ᥉ㅢߩᓥᬺຬߢડᬺଐሽᐲ߇ૐࠅࠃߡߞ߇ߚߒޔ㜞࡞ࡌ

Aޕߚߞࠍ⋊ߩᓥᬺຬߢ ߩᎿળᐙㇱޔߡߊᄙ߇છ߽ߡࠍߌߛᎿળਥᏨޔ႐วߩ␠

ડᬺଐሽᐲ߇㜞ޕ⚗߇ߣߔߎᎿળߪਛ┙ߩ┙႐ޕࠆߢߩߥࠄߣ߆ߒ 

ઁᣇޔ╙ 7࿑ߩࡉࡂߦ߁ࠃࠆߡߒ␜ߢሽࠆߢഭੱ⚗ખⵙᆔຬળޔߪߡ߅ߦ

Ꮏળຬ߽ߩߘ৻ຬߚ߹ޕࠆߢ╙ 3 Ꮏળޔߣࠆࠄ߆ోߡ߃߹߽〯ߩઁࠆߌ߅ߦ▵

ߔᓧ⺑ߦ߁ࠃߥࠄߎ߇⓭⋉ⴣߢ㑆ߩᓥᬺຬߣડᬺࠅࠃ߁ߣࠆࠍ⋊ߩᓥᬺຬߪ

 ޕ߁ࠃ߃ߣࠆߡߒߚᨐࠍṖ⊛ᯏ⢻ࠆ
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╙4┨ 㓸࿅ഭ⼏ࠆߌ߅ߦᎿળߩᯏ⢻ 

 

4.1 ਛ࿖ࠆߌ߅ߦ㓸࿅ഭ⼏ߩᴫ 

 ೋޔߦਛ࿖ࠆߌ߅ߦ㓸࿅ഭ⼏ߪߣߡߟߦ߆ࠆߢᢛℂ1993ޕࠆߔ ᐕޡߩਛ⪇

ੱ᳃࿖ડᬺഭ⚗ಣℂ᧦48ޢ╙ 5 ߦᓥᬺຬߚߒ↢⊑߇ഭ⚗ޟߪߦ᧦ 3ੱએ

ផࠍઍߩߚࠆߔෳടߦખⵙᵴേߪ⺞ߪߦ႐วࠆߔࠍ↱ℂߩㅢߟޔࠅ߅߇

ߚ߹ޕࠆߡࠇߐ⸤ߣޠޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒ 2008 ᐕߩખⵙᴺ╙ 7 ഭߚߒ↢⊑ޟߪߢ᧦

⚗ߦ㑐ࠆߔഭ⠪߇ 10 ੱએߟ߆ޔߢหࠆߔࠍ⺧↳ߢ႐วߩߘޔਛࠄ߆ઍ⠪ࠍㆬቯ

ޔࠅ߹ߟޕࠆߡࠇߐ⸤ߣޠޕࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߖߐෳടߦᵴേ⸨⸷ߪખⵙᚗޔ⺞ޔߡߒ

㓸࿅ഭ⼏ࠆߪߣ৻ቯੱᢙ߇㓸߹ޔߊߥߪߢߌߛࠆ⼏ෳട⠪ߩ㑆ߢ⼏ℂ↱߇৻⥌

ഭ⚗⊛⥸৻ߡߒ㑐ߦᴺ⸂ߩ⼏㓸࿅ഭޔߚ߹ޕࠆߢߣߎߩ⼏ߩ႐วࠆߔ

╙ޢഭᴺޡޔߛߚޕߥࠇߐߪߣᴺ⸂ߩ 81 ߒෳട߇ઍߩᎿળߩ⚖หߡߞࠃߦ᧦

 ޕ49ࠆߡࠇࠄቯߣࠆߢ㆑ᴺߪખⵙߥ

 ㄭᐕޔ⍮ߦ߁ࠃߩਛ࿖ߡᭂ߇ࡘࠫ࠲ࡏࠨ߿ࠠࠗ࠻ࠬߚߒ↢⊑ߢᄙౕޕ⊛ߦ

2000 ᐕࠄ߆ 2008 ᐕ߹ߩߢ㓸࿅ഭ⼏ߩ⁁ᴫࠍ╙ 6ޕߔ␜ߦవ߶ߤㅀߚߴ㓸࿅ഭ⼏

2007ޔߡߒ㑐ߦෳടੱᢙߩ ᐕએ೨ߩ 3 ੱએࠄ߆ 2008 ᐕߩ 10 ੱએ߳ߣᄌߎࠆߡߞࠊ

3ޔࠄ߆ߣ ੱએߩၮḰߦᾖߒࠄวߡߖࠊ⠨߫ࠇ߃ 2008 ᐕߩ⼏ઙᢙߣߞ߽ߪჇࠆߡ߃

╙ޕ߁ࠈߛࠆߥߦߣߎ 6 ߽ߢಽޔߦ߁ࠃࠆ߆ਛ࿖ࠆߌ߅ߦ㓸࿅ഭ⼏ߪᐕޘჇ߈ߡ߃

 ޕࠆߡ

 

╙ 6㓸࿅⊛ഭ⼏ߩ⁁ᴫ 

න㧦ઙ                                               

ᐕ 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 

 ᢙ 8,247 9,847 11,024 10,823 19,241 16,217 13,977 12,784 21,880ࠬࠤ

ᚲ㧦ฦᐕޡਛ࿖ഭ⛔⸘ᐕ㐓ޡߣޢਛ࿖⛔⸘ᐕ㐓ߡߞࠃߦޢᚑޕ 

 

╙ 3 ╙ߩ┨ 5 ߣวߡߖࠊޔߣࠆ㓸࿅⼏ޔࠃߖߦ⚗ޔࠃߖߦഭ⚗ߩਥߥ

ේ࿃ߪഭᄾ⚂ߣഭႎ㈽ޕࠆߢഭᄾ⚂ߦ㑐ޔߚࠆߢࠇߙࠇߘੱߪߡߒഭᄾ⚂

⾓ߪේ࿃ߥਥߩ⼏㓸࿅ഭޔߡߞ߇ߚߒޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߥዋߪ⼏㓸࿅ഭࠆߔ㑐ߦ

㊄ߩૐߣ߁ࠈߛߐᕁޕࠆࠇࠊታ㓙2010ޔ ᐕߦᄢߚߞߥߣࠬࡘ࠾ߥ߈ OEM ࠆߢࠞࡔ

บḧ㡨ᶏ♖ኒᎿᬺߩਛ࿖ߩᎿ႐ޔߪߢ⾓㊄ߦ┵ᭂ߇ૐߦߚ⥄Ვ⠪߇⋧ᰴޔ߉หᐕ 5

⊒↢50ߚߒᧄ↰ਛ࿖Ꮏ႐ߩ⾓߽ࠠࠗ࠻ࠬߍૐ⾓߇ේ࿃ߩࠄࠇߎޔߒ߆ߒޕߚߞߢ

ߩᧄ⾰⊛ߥේ࿃ߪૐ⾓㊄ޔߊߥߪߢߣߎࠆߢᎿળߩ⾓㊄ᷤᯏ⢻ߣࠎߜ߈߇ᨐࠇߐߚ

 ޕ߆߁ࠈߛߥߪߢߩߥߣߎߥߡ

߽⽎ශࠆߔኻߦᎿળޔߚࠆߡߒㅴߦਛ࿖᳞ࠍഭജߪડᬺߩᄖ࿖߽ߘ߽ߘ

ᡷޔߚ߹ޕࠆ߈ߢᗐ੍ߣߒ㔍ߡᭂߪ㊄ᷤ⾓ࠆߌ߅ߦ♽⾗ᄖޔߡߞ߇ߚߒޕߥߊࠃ

㕟㐿એ᧪ᐭߪ࿖ડᬺߦኻߒ⾓㊄ߦ㑐ࠆߔⵙ㊂ᮭࠍޔࠅߥߦ߁ࠃࠆ࿖ߩ▤ℂࡌ

ࠆߍࠍ❣ᬺ߽ߢ࿖ડᬺޔߡߞ߇ߚߒޕࠆߡߞ߹ߤߣߦ࡞ࡌࡠࠢࡑߩ㊂▤ℂ✚ߪ࡞

᧪ᓥ᳞ࠍ㊄⾓ࠃࠅࠃޔߡߒߘޕࠆ߈ߢᗐ੍߇ߣߎࠆ߃បࠍ㊄⾓ߒᷫࠍ࠻ࠬࠦޔߚ

ߥߊߒ෩ߔ߹ߔ߹߇㗴ࠆߔᵹߦ᳃㑆ડᬺ߿ᄖ⾗♽ડᬺ߇᧚ੱߩ࿖ડᬺࠆߔሽࠄ߆

ࠄ߃⠨ߣᄙߛ߹ߴᲧߦ♽⾗ᄖߪ㗴ὐߩ࿖ડᬺࠆߔ㑐ߦ㊄ᷤ⾓ޔࠅ߹ߟޕࠆߊߡߞ

ߊߥ㑐ଥߣ㗄᧦ߩ⚂㓸࿅ഭᄾ߆ࠈߎߤᷤޔߣࠆߺߡ⡞ࠍᣇߩ㊄⾓ߩ␠ Bޕࠆࠇ

⡯ോ⛎ࠍၮᧄߪࠔࡈ࡞ࠕࠬࡊߒߣᧄੱߩ⢻ജ⛎ޕߚߞߢ␠ᤨߩ⛎ᢱޔᚲ⻐ೋછ⛎ߪ

ቇᱧߦߌߛၮޕߊߠ㊄㗵ߪၮᧄ⊛ߦᚲၞߩ‛ଔߣᦨ⾓ࠍ⠨ᘦߒડᬺᬺ❣ߦၮߡߠ⚻

ℂᑯળ⼏ߢޕࠆࠇࠄ 

㊄⾓ߩᎿળޔߊߥߪߢߐૐߩ㊄⾓ߪේ࿃ߥਥߩ⼏㓸࿅ഭࠆߌ߅ߦਛ࿖ޔߡߞ߇ߚߒ
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 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߦߣߎ߁߹ߒߡߞߥߦ⾓ૐߚߥߡࠇߐߚᨐ߇ᷤᯏ⢻ࠆߔ㑐ߦ

 

4.2 ᧄ↰ࠬࠆߌ߅ߦࠠࠗ࠻Ꮏળᯏ⢻ 

 㓸࿅ഭ⼏ޔ߈ߣࠆߔ↢⊑߇Ꮏળߩᯏ⢻ߪޔߡߟߦ߆ࠆߢᧄ▵ߢᧄ↰ࠬࠗ࠻

 ޕ51ࠆߔಽᨆ߃߹〯ࠍߩࠠ

 2010 ᐕ 5 17 ᣣޔࠄ߆ਛ࿖ධᶏᧄ↰⥄േゞㇱຠㅧ㒢ળ␠㧔એਅධᶏᧄ↰㧕ߩᓥᬺຬ

 ޕߚߞⴕࠍࠠࠗ࠻ࠬޔ᳞ࠍᓙㆄᡷༀޔߪ

 એਅߪ╩⠪߇㓸ߚߒ⾗ᢱ߮Ᏹಫ52㧔߇߁ࠂߓ㧕ߩᦠޡߚධᶏᧄ↰ࠬ࠻႐ߩࠄ߆

ႎ๔ޔߡߞࠃߦޢᣣ㗅ߩࠠࠗ࠻ࠬߢㅴⴕࠍᢛℂޕࠆߢߩ߽ߚߒ 

 5  17ᣣ  

࠲ࡏࠨߦ⊛❰⚵ߦߟޔࠅ߅ߡᛴࠍਇḩߒኻߦᢱ⛎ૐࠄ߆એ೨ߪᓥᬺຬߩ40ੱޔ3

ߪෳട⠪ߚߚߞ߇ᅹኂߩᐙㇱޔߪᤨߩߎޕߚߞⴕࠍࡘࠫ 150 ฬ⒟ᐲޕߚߞߢᓐߪࠄ

Ꮏ႐ߢ࠼ࡦ࠙ࠣࠆߦᒰᣣൕᓟࠄ߆ඦᓟ ߪⷐ᳞ߩࠄᓐޕߚߞⴕࠍߺㄟࠅᐳߢ߹1ᤨ 800

రࠄ߆ 1000ర߳ߩ⾓ޕߚߞߢߍᓥᬺຬߩߜߚ 1ᣣࠅࠃߦࡘࠫ࠲ࡏࠨળ␠ߪᓐࠍࠄ

 ޕߚߒ᧤⚂ߣࠆߔ╵ߦ1ㅳ㑆એౝޔᓟߚ⡞ࠍᗧߡߌಽߦ⃰

5  22ᣣ  

ᤤޔࠈߏળ␠ㅍߩੱੑ࠳ߩࡘࠫ࠲ࡏࠨߢฬ೨߇߮ߦੱੑޕߚࠇߐߦޘ

ዯߚᦠ㕙ㅢ⍮߇ߚߥޟߪߦ㓸࿅ߦࡘࠫ࠲ࡏࠨෳടޔߒᱜᒰߥℂ↱߽ߊߥડᬺߩ

ዞᬺⷙೣޔߚࠆߔߦડᬺዞᬺⷙೣߪߣߎߚߞ߆ߥࠊᓥߦ ߚߡߖߐ㓹⸂ߡߞࠃߦ᧦73

ߩᢱએᄖ⛎ߩߪߦੱੑޔߪߡߞߚᒰߦ㓹⸂ޕߚߡࠇ߆ᦠߣޠޕߔ߹ࠅߥߦߣߎߊߛ

ఘ㊄ߪߤߥ৻ಾޕߚߞ߆ߥඦᓟ 2 ߒᓳᏫߦ⡯႐߇ᓥᬺຬోຬߚߞⴕࠍࡘࠫ࠲ࡏࠨࠈߏᤨ

 ޕߚߞวߒߣᎿળߪળ␠ઍޔᣣߩߘޕߚ

5  23ᣣ㨪5  30ᣣ  

ዊⷙᮨߪࡘࠫ࠲ࡏࠨߚߞߢᄢⷙᮨోߪ↥↢ޕߚߞ⥋ߦࠠࠗ࠻ࠬߩ㕙⊛ߦᱛޕߚߒ 

5  31ᣣ  

ඦ೨ਛޔߦ㘩ၴߢᓥᬺຬߦߣߏ⃰߇ಽޔߡࠇࠄߌߦޘද⼏߇ⴕޕߚࠇࠊ৻ㇱ߇ࡦࠗߩ

ᜎޔ߇ߚߨࠍ߆߁ߤ߆ࠆߔᠲᬺౣ㐿ߦᓥᬺຬ߇⺖㐳ߢ⃰ߩࡦࠗ┙⚵ޕߚߒ㐿ౣࠍ↥↢

৻ޕߚ᳞ࠍߣߎࠆߔ⺣⋦ߣₑጊᎿળࠆߢ⚖Ꮏળߦᓥᬺຬߪ⺖㐳ޔߢߎߘޕߚࠇߐุ

ㇱߩᓥᬺຬ߇㘩ၴࠄ߆ޔ߈ߣࠆଥ㐳ߪߒ߽ޟߡࠇࠊળ␠ߩ㐷ࠄ߆ޔ߽ࠄߥࠆ ߡߞᏫ߁

ᓥ߇ࠇߘ߇ߚߒ↹㍳ࠍੱࠆߔ⼏᛫ߡߞߜ┙߇ᐙㇱߩ␠ળޔᒰᤨޕߚߞ⸒ߣޠࠃߡߊߥߎ

ᬺຬߩ⊒ޔߺ↢ࠍᣇߩ㑆ߢⴣ⓭7,8ޕߚߒ↢⊑߇ ߒ↹㍳ޕߚߒࠍᕋᚒシ߇ᓥᬺຬߩੱ

 ޕߚߞߢᎿળળຬߪᐙㇱߚߡ

6  1ᣣ  

ඦ೨ 9ᤨඨࠄ߆ഭᣇᷤޔ߈⛯ࠍᓥᬺຬߪ 31 ᣣߦജࠍᝄߚߞࠆᎿળળຬߗߥߦ

ળ␠ߩ┙႐ߡߟߦ߆ߩߚߞߣࠍ⺑ޔ߇ߚ᳞ࠍᎿળߚߒࠅ߈ߞߪߪ⺑ࠍߒ

ᓥᬺࠄ߆ₑጊ㎾✚Ꮏળࠅࠃߦᓧ⺑ߩᓐޔࠅߦ႐࠻ࠬޔᒰᣣߪℂᦦᘮᵩ⚻✚ޕߚߞ߆ߥ

ຬ߅ߦ߮ߩᚻ⚕߇ޕߚࠇߐ 

6  2ᣣ㨪6 3ᣣ 

ᓥᬺຬߪߜߚᢿ⛯⊛ߦᷤޕߚߒࠅߚߒࡘࠫ࠲ࡏࠨޔࠅߚߒ 

6  4ᣣ  

ᓥᬺຬ㆐߇Ᏹಫ㧔߇߁ࠂߓ㧕ࠍޔߡᷤޕߛࠎ⥃ߦᓐߪᷤઍޔߊߥߪߢᓥᬺ

ຬߩᴺᓞ㘈ޟߡߒߣCHAM53⾓㊄㓸࿅ද⼏ળ⼏ߦޠෳടޕߚߒᷤળ႐ߪߢᐭഭㇱ㐷

╙ߪᓐޕߚߡߞᐳߦਛᄩ߇ᧇዪ㐳ߩጊᏒධᶏੱജ⾗Ḯ␠ળ㓚ዪޔߡߒߣઍߩ 3

⠪ޔߡߒߣળ⼏ߩㅴⴕᓎࠍോޕߚߡߞߥߦߣߎࠆᧇએᄖߪߦળ␠ߣᓥᬺຬߩઍ

ࠇߙࠇߘ߇ 5 ฬޕࠆߢળ␠ߩਥᏨઍߪධᶏᧄ↰ᣣᧄઍߩጊ↰৻Ⓞ␠㐳ߘޕࠆߢ

ߩઁߩ 4 ฬߪ▤ℂ⺖㐳ޔ⽷ോ⺖㐳╬ޕࠆߢᓥᬺຬߩઍߪਥᏨઍએᄖోຬ↢↥ࠗ

ℂ▤ߩ↰ධᶏᧄߢឭ᩺ߩᐭഭㇱ㐷ߪਥᏨઍߩᓥᬺຬޕࠆߢߜߚഭ⠪ߊߢࡦ

ਥછᎿળਥᏨߩ๓ߦછޕߚࠇߐᓥᬺຬߪᎿળߩᡷ㕟ޔ߇ߚߡ᳞ࠍᷤᚻ⛯ߘߣ߈
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߆ߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒߦઍߩᷤࠍᎿળਥᏨߩ⡯ޔߪߦߚࠆߔ⸽ࠍวᴺᕈߩᨐ⚿ߩ

ߪᓥᬺຬޔߚ߹ޕߚߞ 26ฬߩᏨ⠪ޕߚ߇Ᏹߩᜰዉߦၮߡߠᗧߚߞߛࡃࡃ߇

ᓥᬺຬߪᷤᣇ㊎ߩ࠼ࡦ࠙3ޔߣ߹ࠍᷤߡ⚻ࠍᒰᣣߩᄛ ߦวᗧߊ߿߁ࠃޔࠈߏ9ᤨ

㆐ޕߚߒวᗧߩౝኈߪ 1,544 ర㧔రߩ⾓㊄㧕㧗300 ర㧔ၮᧄ⛎㧕㧗66 ర㧔ࠬ࠽ࡏᚻᒰ㧕

㧗134 ర㧔ᐕᧃࠬ࠽ࡏ㧕ޕࠆߢరߩ⾓㊄ࠅࠃ 500ర࠻ࠬޔߚ߹ޕߚߒࡊ࠶ࠕෳട⠪ߩ⽿

છࠍㅊ߽ߦߣߎߥߒวᗧޕߚߒ⾓㊄એᄖߦᓥᬺຬߪ⡯ോᐕ㦂⛎ߩ㗴ߣᎿળᡷ✬ߩ

㗴߽ឭߦࠄࠇߎޔ߇ߚߒ㑐ߪߡߒᬌ⸛ޕߚߞ߆ߥࠇߐ 

 એߦ߁ࠃߩᧄ↰ࠬޟߪࠠࠗ࠻࿅ᷤߩᚑഞޕߚߒ⚿⚳ߡߒߣޠ 

 ᓥᬺຬઍߩߜߚᄢㇱಽߪ 1990 ᐕઍ↢߹ޔࠇኾ㐷ቇᩞතޕࠆߢᏱߩႎ๔ޔ߫ࠇࠃߦ

ධᶏߚ߹ޕࠆࠇߐߣߚࠇࠄ߇㕖ኻ⒓ᕈߥ߆ࠄ߇╬ᖱႎ߿⼂ኾ㐷⍮ࠆߔ߇ᣇࠆߔᷤ

ᧄ↰ߩᎿળਥᏨߪ▤ℂਥછޔࠅߢᎿળߩᵴേࠄߋߩߤࠍⴕߪ߆ߩߚߡߞ⇼ޕࠆߢ

ᓥᬺຬߪߜߚᎿળߦኻࠆߔਇḩ್ࠄ߆ᢿࠆߔ㒢ޔࠅධᶏᧄ↰ߩᎿળߪฬήታߩሽߢ

 ޕࠆࠇࠊᕁߣߩ߽ߚߞ

 

 4.3 ዊ 

 ή⺰ޔᧄ↰ࠬ2005ޔߊߥߪߢߌߛ࠻ ᐕ 4 ᐢ᧲⋭ࠆߦᣣᧄߩㅢା࠾࡙ࠆߢࠞࡔ

⚂ഭ⠪ߢᎿ႐ߩࡦ࠺ 1 ਁ 6 ජੱ߇ෳട߿࠻ࠬߚߒᧄ┨ߩᦨೋߦ⸒ߚߒบḧߢࠞࡔ

ᷤᯏߩᎿળࠆߌ߅ߦഭ㑆ࠄ߆ߤߥ⼏㓸࿅ഭߚߒ↢⊑ߢㄭᐕਛ࿖ޔ㓸࿅⥄Ვઙߩ

⢻߇ޕࠆߡࠇࠊዋߚߡߒ↢⊑߇╬ࡘࠫ࠲ࡏࠨ߿࠻ࠬޔ߽ߣߊߥഭ㑐ଥ߇㗅⺞ߢ

ᚗޔߥߡߒߚᨐࠅ߆ߞߒࠍᯏ⢻ߩߎޔ߽ߡߡࠇߐ⟎⸳߇Ꮏળߪߡ߅ߦડᬺߥߪ

ડᬺޔߡߟߦ߆ߩߥߖߚᨐࠍᷤᯏ⢻ߪᎿળߗߥޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣࠆߡߒᒻ㜈ൻߪ

⚻ߩડᬺ߇ਥᏨߩᎿળޔࠄ߆ߩ࠻ࠬ↰ᧄޔߒ߆ߒޕࠆߢޘ᭽߇ේ࿃ߡߞࠃߦᴫ⁁ߩ

༡ᐙㇱ߽ߦછߚ߹ޔߒᓥᬺຬߪߜߚᎿળߩᡷ✬ޔߢߣߎߚ᳞ࠍᧄ↰Ꮏળߩ┙႐ߪડᬺ

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ߁ࠈߛߚߞ߹ߒߡߞߥߦ✜৻ߣ

 

 

 ߦࠅࠊ߅ 

 એޔᧄ⺰ᢥߪഭ㑐ଥߩᄌൻߦၮߡߠ߹ࠅ߹ߢಽᨆߚߞ߆ߥߎߡࠇߐਛ࿖ߩᎿ

ળߩᯏ⢻ࠍ࿖ડᬺߩߣഭ⚗߮㓸࿅ഭ⼏ߩࠄ߆ಽᨆޕߚ߈ߡߒ╙ 3

ߣ┨ 4 ߡࠇߐើ⊑ߣࠎߜ߈߇ᯏ⢻ߩᎿળߡൕ߽ߦℂᐙㇱ▤ߩડᬺߪᎿળᐙㇱޔࠄ߆┨

Ꮏޔߡߒߣ⺰⚿ޕỚ߇ว⦡ߩ↢ෘߪᯏ⢻ߩᎿળߩߚ߹ޕߚߞ߆ಽ߇ߣߎߥ

ળߪߣṖᯏ⢻ࠍᨐࠄ߇ߥߒߚડᬺഭ㑐ଥࠍ▤ℂޕࠆ߃ߣࠆߢ❰⚵ࠆߔ 

╙ߦߢߔ  1 ᄙߪഭ㑐ଥߩਛ࿖ࠅࠃߦᄙ᭽ൻߩᡷ㕟㐿એ᧪ડᬺᚲޔ߇ߚߴㅀߢ┨

᭽ൻޔߒ߆ߒޕߚ߈ߡߒᎿળߩᯏ⢻ߪഭ㑐ଥߩᄌൻߣߦᄌൻޔߊߥߪߢߣߎ߁ߣߚߒ

ߢࠆ߹ޕࠆߡߞࠄ߽ࠄ߆ડᬺߪ⾌ᵴ↢ޟߪᎿળਥᏨߩ␠Aޕࠆߦะࠆߔㅌࠈߒ

㚂ࠄ߇ߥࠇࠄ⛉ࠍᎿળߩᵴേޕ߁ߣޠߥ߽߁ࠃߒ߁ߤߢߩ߽ߥ߁ࠃࠆߔࠍ 

วᴺ߇ߺߩᎿળࠆߔᚲዻߦਛ⪇ో࿖✚Ꮏળߪߢᴺᓞߕ߹ޔߣࠆࠄ߆ޠഭਃᮭޟޔߚ߹ 

ࠆࠍ⋊ߩಽ⥄߇ഭ⠪ߩㇱ৻ߢਛ࿖ߪߢㄭᐕޕࠆߡࠇࠄߣޠ❰⚵ഭ⠪ޟߥ⊛

Ꮏળޔߒ߆ߒޕࠆߡߒᒻᚑࠍ❰⚵ߥ⊛⊑⥄ߚߞߣޠหㇹળޟ߿ޠ↪⠪දળޟߦߚ

߱⚿ࠍ⚂㓸࿅ഭᄾޔߦᰴޕߚߞ߆ߥࠊⴕࠍᢎ⢒ޔᜰዉߦ⊛Ⓧᭂߡߒኻߦᵴേߩࠄࠇߎߪ

ડᬺߩߘޔߪߢ㓸࿅ഭᄾ⚂ߩౝኈߦ㑐ߪߡߒᑪ೨߇ᄙޔߊഭද⼏߽ήޕA 㓸࿅ഭߩ␠

ᄾ⚂ߪᎿળ߇ቯౕޔ߇ߚߒ⊛ߥౝኈߪߡߟߦᣢᚑߩᴺᓞ᧦㗄߇ߩ߽ߚߞೣߦᄙޕ

A ␠ਥᏨߩޔ߫ࠇࠃߦA ␠ડᬺౝㇱߢ㓸࿅ഭᄾ⚂ߩౝኈߦ㑐ߡߒᛩ߇ⴕޔ߇ߚࠇࠊ

ࠆߢߡߟߦᮭࠠࠗ࠻ࠬߩഭ⠪ߪᦨᓟޕࠆߢ߁ߘࠆߡߞ߹߇ߣߎή߇⼏⇣

ߩ೨ㅀޕࠆߢᦌᤒߦߛᧂߊή߇ቯߥ⏕ᴺᓞޔ߇ A ᢱ⛎ߩߜߚᎿળᐙㇱߦ߁ࠃߩ␠

ߐ㓹⸂ߦࠅࠊઍߩߘޔ߇ࠆ߈ߢ߽ߣߎߔࠍࠠࠗ࠻ࠬޔߚࠆߡࠇࠊᡰᛄࠄ߆␠ળߪ

ࠄ߅ߡࠇࠄᴺᓞߪഭਃᮭߢਛ࿖ޔߦ߁ࠃߩߎޕߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒᖗⷡࠍߣߎࠆࠇ

ߡߒߣ߁ࠈࠍᮭߩഭ⠪߇Ꮏળࠅ߹ߟޕߥߒሽ߽ೣ⟏ࠆࠃߦଚኂߩഭਃᮭޔߕ
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߽ᴺ⊛ߥⵣઃޕࠆߢߩߥ߇ߌ 

⺽␠ળߩᑪ⸳ࠍ໒ࠆ߃ਛ࿖ߪߢṖߦㅴ߹ߥഭ㑐ଥ߇⚻ᷣ⊒ዷࠍᅹߥߦߩ߽ࠆߍ

ޔ߆ࠆߔ⼔ࠍ⺕ޔ߆ࠆߔើ⊑ߦᅤࠍ⼔ᯏ⢻ߩഭ⠪ޔᓟޕࠆ߇ࠇᕟ߁߹ߒߡߞ

Ꮏળߡߞߣߦᄢߥ߈⺖㗴ޕ߁ࠈߛࠆߥߦਛ࿖ߩ␠ળቇ⠪ߪߩਛ࿖ߩ␠ળ㓏ጀࠍᴦޔ

5ޔߢߚߒಽᨆߦ⊛ว✚ࠍߤߥࠆߌ߅ߦᢥൻߣᷣ⚻ ᄢ␠ળ╬⚖ߣ 10 ᄢ㓏ጀߡ➙ߦ

ਛߩޔߒߣၮḰࠍਅߩ⡯ߣήߩℂᮭജ▤ߪ⠪╩ޔߡߒߦෳ⠨ࠍ⺰ℂߩߎޕ54ࠆ

࿖ࠆߌ߅ߦડᬺౝㇱߩ㓏ጀࡊ࠶࠻ࠍ▤ℂጀޔਛ㑆▤ℂጀ߮ⵍ▤ℂጀߦಽ߈ߢ߇ߣߎࠆߌ

ޔߡߞࠃߦಽᨆߩᧄᢥޕࠆߢ㊄ഭ⠪⾓ߥߺߪੱߩℂጀએᄖ▤ࡊ࠶࠻ޕࠆߡ߃⠨ߣࠆ

ਛ࿖ޔߪߢᎿળߩਛ㑆▤ℂጀߣⵍ▤ℂጀࠍ⼔ࠆߔᯏ⢻߇ᒙ߇ߣߎಽߩߎޕߚߞ߆ේ࿃

ߚߒޕࠆߢߣߎࠆߌᰳ߇ᕈ┙⁛ޔߢߣߎࠆߌฃࠍᜰዉߩ⚖Ꮏળ߿❰⚵ౄ߇ၮጀᎿળߪ

ᔅ߇ߣߎࠆߔ┙⁛ࠄ⥄߇Ꮏળߕ߹ޔߪߦߚࠆߖߐะࠍഭ⠪⼔ᯏ⢻ߩᎿળޔߡߞ߇

ⷐޕ߁ࠈߛ߫߃Ꮏળ⾌ߩડᬺ⽶ᜂߡߴߔߒߊߥࠍળຬ⽶ᜂߪߚ߹ޕࠆߔߣળࠆߔᓥᬺ

ຬߦኻߡߒ⡯ࠍ㒢ࡊ࠶࠻ࠅ߹ߟޕߣߎࠆߔ▤ℂጀߪળߦࠇߎޕࠆߔߦߣߎߥ߈ߢ

ߡ߃⠨ߪ⠪╩ߣ߆ߥߪߢߩ⦟߇ߩࠆ߃ᢛࠍࠅⅣႺࠆ߈ߢᵴേߦ↱⥄߇Ꮏળޔߡߞࠃ

ᴺޔ߇ࠆߢߟ৻ߩㆬᛯ⢇߽ߣߎࠆࠍ❰⚵ߩ㊄ഭ⠪⾓ߡߞࠊઍߦᎿળࠎࠈߜ߽ޕࠆ

ᓞߩᛚߡᭂ߇㔍ࠄ߆ߣߎߒᣢሽᎿળߩᡷ㕟ߦ㗬߇ߩࠆวℂ⊛ޕ߁ࠈߛ 

                                                   
 ޕࠆߔߣޠડᬺౝᎿળޟޔޠᎿળޟߪၮጀᎿળࠆߌ߅ߦᧄᢥޔࠅ㒢ߥࠄᢿߦ․1
2ᚬ⑺ᆻ㧔2009㧕17ࠫࡍ 
3ቶᙗ৻✬㧔1999㧕55ࠫࡍ 
4ᩅ㓉㧔2007㧕 
5ฎᴛਯ㧔1999㧕50ࠫࡍ  

 ජ᎑㧔2003㧕4ࠫࡍ  
 ޕߣߎࠆࠇࠊⴕߦ⊛৻⛔ߡߞࠃߦ࿖߇㈩ዻߣ㓸ߩᓥᬺຬߪߣޠ൮⛔㈩⛔ޟ6
ߣࠆࠃߦ㧔1949㨪1987㧕ޢਛ࿖ഭੱᐕ㐓ޡ7 1956ᐕో࿖ᓥᬺຬᢙߪ 3500 ਛߩߘޔߢੱਁ

ߪ࿕ቯᎿᢙߩ 3200 ਁੱ✚ᢙߩ  ޕࠆභࠍ91%
8ᥜᢎ⢒ߪߣߩᥜࠍ↪ߡߒ⡯ᬺ⸠✵߇ⴕޕߣߎ߁ 
9౨㒾ะߪߣᒰᤨߩ⚻ᷣ⁁ᴫࠍޔߕήℂࠍᷣ⚻ߦ⊒ዷࠆߔߣ߁ࠃߖߐᕁᗐޕ 
10ਛ⪇ో࿖✚Ꮏળߩ HPޟߢग़ዯో࿖ઍᄢળㅔࠍޠෳᾖޕߚߒ 
ߪ࠻ࠬ৾11ੑ 1923ᐕ 2 4ᣣࠄ߆ 7ᣣ߹ߢ 2ਁੱએ߱ᄢⷙᮨ㋕ᓥᬺຬࠬࠠࠗ࠻

ߢ 52 ࠇߐᲕ߇ੱ 300ੱએ߇ᕋᚒޕߚߒࠍᦨᓟޕߚߒ⚿⚳ࠅࠃߦ†‶ߩ࠳ߪ 
12╙࿁ో࿖ഭᄢળޕ⇛⋬ߩ╙৾࿁ޟࠄ߆ਛ࿖Ꮏળ╙㧖࿁ో࿖ઍᄢળߣޠฬޕߚࠇߐߌߠ 
13ൕീࠄ߇ߥߒ⚂▵ߦ࿖ࠍᑪޔߡડᬺࠍഃ┙ޔߒᬺࠍޕߣߎߔߎ 
1980ޔ✬Ⴎ↰ᐣⴡޔޢഭ↪⺆ㄉౖޡ14 ᐕ223ޔ  ࠫࡍ
15↢↥⾗ᢱ߿↢↥ᚻᲑࠍ৻ㇱߩഭ⠪߇භࠆߔ㓸࿅ᚲડᬺ߁ߣᔨ߽ޔ߇ࠆ࿖߇

ഭ⠪ߩઍߩࠡࡠࠝ࠺ࠗ߁ߣਅߢ␠ળਥ⟵ᄙ᭽ൻࠆߢ‛↥ߩ㓸࿅ᚲડ

 ޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣߩ߽ࠆߦ࿐▸ߩ࿖ડᬺߪᬺ
162001 ᐕޡߩᄖ⾗ડᬺᴺታᣉ⚦ೣޢ╙ 25 ⾗ߢ⽻ᄖࠆ߈ߢ឵ߦ↱⥄ޔߪᄖ࿖ᛩ⾗ኅޟ᧦
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Abstract 
  This paper aims to verify empirically the relation between advertising and firm value based on quarterly data. Prior 

research based on annual data suggested that advertising expenditure affects significantly positive on firm value. However, 
when we assess subjects empirically more in detail, the analysis using quarterly data is more suitable than the analysis using 

annual data. In this research, the authors verify the impact of advertising on firm value based on the data from the 1st quarter 

in 2008 to the 2nd quarter in 2010, across the affair, Lehman Shock. The result suggests that Lehman Shock could 
structurally change the relation between advertising and firm value. 
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ħȻ;ȦĦƏɣPZ��d�Siw'8�JĢȰÎƖPȞ�9ãÎ8`�w�ŸPǥ·ÍƔL$6�Ŭų&M4�LʁÂ�ʀ

Ǩċ�őƯɾ1983ɿ9IM=ǢƏɣ;ÎƖ5<ľƥk�gIKĂåƏk�g�ɗ'4�L6&MLʁ6KO"��z��a�

iZ6���Ǔǘ8ƆƭĖÞ£ɦ;Þø9ǁƿPň4Lđõ9<ʀÎƖ9Ǐ�Lk�g6'4ľƥk�gIKĂåƏk�g�

ɗ'4�L6ȩ�LʁC.ʀ2008ľ4Ƌ1ƀIKƀƓ;�đ¥ƛ9Ȍß¡"JM.ĂåƏĐúÕń9Ď3�ʀŁú6¥ƛ³

¼;ɤµPĠɟǘ9ÎƖ'.ǣǮ<ʀǴȏJ;ǡLɧKƀƓ9��4<C/ȞOM4�8�ʁ 

,$5ƓǣǮ5<ʀ�đ¥ƛ;ĞǸȷŹƹĂåƏk�gPǏ�4Łú6¥ƛ³¼;ɤµ92�4Ġɟǘ9ÎƖ)L$69I

Kʀ��z��a�iZŌ;Łú;ÝƗ;ÞøPȳȁ9ȦĦ)Lʁ  
Ɠȸź<ʀ£�ʀƥ;I�9Ɵţ&MLʁǳ2Ǹ5<�ƓǣǮ;ȑƆ6'4ɋľ;ƀƓ¥ƛ;ŁúPĲLǆƳPȵƃ)L�

ǳ3Ǹ5<�ƓǣǮ�ŧ�Łú6¥ƛ³¼9ɤ)LÃȞǣǮPŹǋ'4�ƓǣǮ;ğĀǘ8ªȋ3"PƃJ�9)L�ǳ4Ǹ

5<�ĢȰÎƖ9Ǐ�Lk�g92�4ȵƃ)L�ǳ5Ǹ5<�ĂåƏk�gPǏ�4�Łú6¥ƛ³¼;ɤµPĠɟǘ9ƚ

Ȱ)L�ƊŌ9�ǳ6Ǹ5�ƓǣǮ;Ȅȸ6�Ō;ǣǮȶɷ92�4ȸ(L� 

 

�� �[&bd@g&\K*Y)mj�
�����\KgR>�&^t�

� ƓǸ5<ć19Ď3�4ɋľ;ƀƓ;Łúƛĕ�ɽ92�4Źǋ'ʀƀƓ;Łúƛ�é'�ǆƳ9ȋ�M4�L$6PǦ

)ʁć1<ʀ2000ľǳ1ĂåƏ�J2010ľǳ1ĂåƏC5;Łúƛĕ�ɽʀƬɣȮ¾ŨɁʀGDPP2000ľôĂåƏ5100

9Ďƽá'ʀôĖŸ;ĂåƏƪ;ħØƏƫ;ůǪPȟ'.G;5�Lʁ÷ć<ȃƹǎƛǝ;ǅĠ`�tcǎƛÞŠȆȪȷƘɾŁ

úƛɿʀ�>9ÉɥŃ;ĉƬȃƹȪǷɾƬɣȮ¾ŨɁì>GDPɿ9Ď3�¯ţ'.ʁ 
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� ć1PȤL6ʀŁúƛĕ�ɽ<2008ľØåC5GDP;Ʉà�Ję� �ɭ)L$68 ůǪ'4�.�ʀ2008ľǳ4Ă

åƏ�Ję� ĕ�ɽ�«�'<(F4�LʁŁúƛĕ�ɽ<,;Ō;2009ľǳ2ĂåƏ5łP2�ʀ,M£ɦʀ2010ľ¢

C5ABƣ=�5ůǪ'4�Lʁ2002ľɵ9Ƀ�. ITrv�;ıĔ6ƫɆ'4Gʀ��z��a�iZŌ;2008ľŌå�J

2009ľØå9�"4;Łúƛĕ�ɽ;Ș0ɊD<ę��$6�O�LʁC.ʀË�ɊD�é'�6&MLƬɣȮ¾ŨɁ�2000

ľƮƽ;95%ØŌ967C14�L;6ƫɆ'4GʀŁúƛĕ�ɽ;Ș0ɊD�ɪǰ14�L$6�O�Lʁ 

 
O ���\KgR>�&^t�

 
� C.Tanaka et al.ɾ2010ɿ9IM=ʀƀƓ;Łú�<2000ľ£ɦʀ^clXil;.F9Łúģ§ɀP×ƺ'4�L$6�

Ŭų&M4�Lʁǅ9��z��a�iZ�Ƀ$1.ȍľ;2009ľ9<ʀŁú�<ǢƏǘ8ÔǙǥ·;.F9Łúģ§ɀP

×ƺ'.6;Đɕ�Ę 8&M4�L$6�Ǧ&M4�Lʁ 

$;I�9ʀɋľ;ƀƓ;Łúƛ<�OF4é'�ǆƳ9ȋ�M4�L$6�O�LʁŁúƛĕ�ɽ�Ș0ɊDĜF.2008

ľPùEľƥx�c5;Łú6¥ƛ³¼;ɤµ;ĢȰÎƖPȞ1.ǐ�Jɾ2010ɿ5<ʀ2008ľ5GŁúģ§ɀ;ăĹµŸ

<5%Ʈƽ5ƌŞ8¼PŎ4�L$6PǦ'.�ʀ2008ľ£ɦʀŁú�¥ƛ³¼9ħ'4ÝƗPìB&8 814�L�,M
��Lʁ 

 

���� 402@g&\KVA_E�

$;Ǹ5<ʀØǸ5Ǧ'.Łúƛĕ�ɽ;Ș0ɊD9í'ʀqil¥ƛ�Łúģ§ŵÍPēÛ&+4�L$692�4Ⱥȸ

)L 1ʁɋľʀf�a���qil��Y�[�`�tcɾSNSɿPĭɢ)LmixiHGREEʀDeNA87;ę¥ƛP<(F6

'4ʀqil¥ƛ�Łúģ§ŵÍPēÛ&+ʀĕ�P©='4�L6;Đɕ�ǜƥ�5�Lʁ±�=2008ľ5Ƌ9<ʀGREE
�¦ýŸ;ēÛPǇ1.j�tCM?;ŁúŨɁPȞ1.$692�4Đ(JM.ɾƀȃMJʀ2008ɿʁ,;Ǿ1ľŌ;2009

ľ4Ƌ9<ʀGREE;¦ýŸ�2008ľ5ƋƄƿ;Ǿ500���J�»;1000��PǯǤ'.$6�Đ(JM4�Lɾƀȃǎ

ƛŽȐʀ2009ɿʁ 9GGREE6ǲõ)LDeNAɾƀƓȃƹŽȐʀ2010bɿHɻ@�[ǵ;`�tcPĭɢ)LXXZ^|ɾƀ

ƓȃƹŽȐʀ2010aɿʀɳƜɜ¸PȞ�MTIɾƀȃɐĐo��cʀ2010ɿǵ�Łúģ§ŵÍPēÛ&+ʀĕ�P©='4�L6

��Đɕ�8&M4�Lʁ 

ƥ9ʀƓǣǮ;ÎƖħȻ¥ƛ;Łúģ§ɀk�gPǏ�4ʀØɌ;Đɕ7�Kqil¥ƛ�Łúģ§ŵÍPēÛ&+4�L

$6PǦ)ʁć2<ʀ2005ľ�J2009ľC5;qil¥ƛ6ɯƭƤā�âȚüƛ;Łúģ§ŵÍPʀ2005ľń51009Ďƽ

á'.G;;ůǪPȟ'4�Lʁ8�ʀqil¥ƛʀɯƭƤā�âȚüƛ;�*MGʀǳ4Ǹ5ȵƃ)LƓǣǮ;ÎƖħȻ6

814�L`�w�¥ƛ;õȪ¼5�Lʁ  

ć2PȤL6ʀɯƭƤā�âȚüƛ5<ʀŁúƛĕ�ɽ�ƺī)L2008ľ�JŁúģ§ŵÍ�ƺī'4�L$6�O�Lʁ
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,M9ħ'ʀqil¥ƛ5<Łúƛĕ�ɽ�ƺī'ĜFL2008ľ�JŁúģ§ŵÍPęĻ9ēÛ&+4�Kʀ2009ľ9Ä1

4G$;Àø<ȉ�4�Lʁ 

$;I�9ʀŁúƛĕ�ɽ�2008ľŌå£ɦƺī'4�L;9ħ'ʀqil¥ƛ5<ŁúŨɁPęĻ9ēÛ&+4�Lʁ

2.1Ǹ5<ʀŁúƛĕ�ɽ�ƺī'ʀĐɕ5GŁú��Łúģ§ŵÍP×ƺ'4�LƁPȺȸ'ʀ2008ľ£ɦʀŁú�¥ƛ³

¼9ÝƗPìB&8 814�LñȒř92�4ȨM.ʁ6$N�ʀqil¥ƛôǧ<ęĻ9Łúģ§ŵÍPēÛ&+4�Kʀ

qil¥ƛ5<Łú6¥ƛ³¼;ɤµ� ;ƛǬ6<Ǖ8LñȒř��Lʁ£�;I�9ʀŁú92�4ǜɖ)LǆƳPƝȦ

'4�.�ʀ2008ľ£ɦʀŁú�¥ƛ³¼9ħ'4ìB)Ŋɴ<7�814�L;/N�ʁ 

 

O ����402@g&\KVA_E&^t ��

 
 

ƓǣǮ5<ʀŁú9ɤ)L$;I�8ǆƳPɅC�ʀŁú�¥ƛ³¼9ħ'4ƌ)LÝƗPȳȁ9ȦĦ)L.F9ʀ5�L

/"Ǜɋ;ÞøPÎƖ)LʁÆǘ9<ʀ2008ľ4Ƌ1ƀIKƀƓ;�đ¥ƛ9Ȍß¡"JM.ĂåƏĐúÕń9Ď3�ʀ

2008ľǳ1ĂåƏ�J2010ľǳ2ĂåƏC5P`�w�Əɣ6'.ʁǅ9ʀľƥx�c;k�g�J5<ŭ�JM8�Łú

;ÝƗPʀĂåƏk�gPǏ�L$65ȳȁ9ȦĦ'ʀ2008ľ£ɦ;Łú6¥ƛ³¼;ɤµ92�4ȳ' ÎƖ)LʁC.ʀ
Ǐ�L`�w�PʀŁúģ§ŵÍP×ƺ'4�LɯƭƤā�âȚüƛ6Łúģ§ŵÍPęĻ9ēÛ&+4�Lqil¥ƛ9ȅ

L$65ʀ��z��a�iZ9I14G.J&M.ǊĊ;Łú;Ėá9ɤ'4Ž.8ǡȤPŎJMLñȒř��Lʁ  

 

	� �� )D|su�
	����\K$68;3BC�

ƓǱ5<ɤɒ)LÃȞǣǮ92�4ʀ£�;32;Ǹ9Î"4Źǋ)Lʁ3.1Ǹ5<ʀŁú6v��m³¼92�4ƝȦ'ʀ
3.2Ǹ5Łú6l�t�;q92�4C6FLʁ3.3Ǹ5ƀƓ9�"LŁú6¥ƛ³¼9ɤ)LÃȞǣǮPŹǋ'ʀƓǣǮ;ª

ȋ3"PƃJ�9)Lʁ 

C*ʀƓǸ5<Łú6v��m³¼92�4ȸ(.ÃȞǣǮ92�4C6FLʁSimon and Sullivanɾ1993ɿ<ʀv��m³

¼PʀĨƔ¥ƛ�ǍDÍ)Y�ia�u��Pʀ,M�ǀ�đõIKGēę&+LG;6ĠȌ'ʀl�t�;qPǏ�4v�

�m³¼;ÝƗPƼ1.ʁ,;ȄƗʀŁúŨɁ�v��m³¼;ŉţ9ĥ�)L$6PǦ'.ʁ$$5ʀ¥ƛ³¼�ʀĨƔ9

ƻ14¥ƛ�ǍDÍ)Y�ia�u��;ÙņǊĊ³¼;õȪ9I14ƲĠ&ML$6PȎš)L6ɾƎįʀ2006ʀpp.80-82ɿʀ
ŁúŨɁ<v��m³¼;ŉţPɏ(4¥ƛ³¼;ø�9Ⱦǉ)L$668LʁC.ʀRao et al.ɾ2004ɿ<ʀŁúŨɁPùF

.z�\jT�[ŦƴPĴD9°�$8)$65¥ƛ;v��m³¼Pŉţ5�L$6PĢȰǘ9Ǧ'ʀWang et al.ɾ2009ɿ

5<ŁúŨɁ�Ưȉǘ8v��mPŉţ)L$6PǦ'.ʁ$;I�9ʀŁú<v��m³¼Pŉţ)L$69I14¥ƛ;

ĨƔ;Y�ia�u��Pēę&+ʀ¥ƛ³¼;ø�9Ⱦǉ)Lʁ 
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	����+;/;-69.$2=5;& ��

� ƥ9ʀƓǣǮ9��4¥ƛ³¼;¢ǋĖŸ6'4Ǐ�Ll�t�;q6Łú6;ɤµ92�4ȸ(.ÃȞǣǮPC6FLʁ

l�t�;q6<ʀ¥ƛ;Ķđ³¼ɾƙŅ³¼+ȼ¿³¼ɿPɁǎ;ÊïŎɀǏɾɁǎ;³ɸ;$6ʁƓǣǮ5<Ɂǎ;Ǻ³

Ȋɸ6'.ɿ5ɩ'.G;5�Lɾl�t�ʀ2003ʀpp.189-202ɿʁTobinɾ1969ɿ9��4ʀl�t�;q<¥ƛ;ŨɁŤǔ

PƲĠ)LŬơ6'4ȵƃ&M4�Lʁ2CKʀɡƏǘ9<¥ƛ;Ķđ³¼<Ǻ³Ɂǎɸ9ǵ'��ʀǢƏǘ9Ȥ4ʀl�t

�;q�1IKę��Ƅʀ¥ƛ<Ķđ5Ǻ³Ɂǎ£�9ȱ³&M4�L$6PǦ'ʀ¥ƛ9Ʀ;ŨɁP)LU�e�jTv�

Á ʁɍ9l�t�;q�1IKĪ&�Ƅʀ¥ƛ9<ȼ;ŨɁP)LU�e�jTv�Á ʁl�t�;qPǏ�4¥ƛ; IT

ŨɁ92�4ȸ(.Bharadwaj et al.ɾ1999ɿ<ʀITŨɁP)L$65ƌŞ9¥ƛ³¼;ø�9ĥ�)L$6PǦ'.ʁ�  

ŸĘ ;ÃȞǣǮ9��4ʀl�t�;q<¥ƛ;U�g�bv�dPȪƼ)LŬơ6'4GǏ�JM4�.ʁ ¥ƛ;U

�g�bv�d6<ʀĺǺ9ȭ&M.ǚ9Ȥ�LɁǎʀç0ƌŉɁǎ9ħ'ʀv��m³¼87;ǚ9Ȥ�8�ɁǎʀǀŉɁ

ǎ;$6PŬ)ʁl�t�;q<ʀØɌ'.v��m³¼;ȪƼPȞ1.Simon and Sullivanɾ1993ɿP<(FʀU�g�bv
�dPŉţ)LȣȀ6'4;ǣǮɢǗɀHsj�l6¥ƛ³¼6;ɤµ;ĢȰǣǮɾMegna and Klockʀ1993ɿ9GǏ�JM.ʁ 

l�t�;q9I14¥ƛ;U�g�bv�dPȪƼ5�L$6PɅC�ʀHirscheyɾ1982ɿ�ŁúP¥ƛ;U�g�bv

�dPŉţ)LȣȀ6'4ïK�#ʀŁú�ƌŞ9Ʀ9¥ƛ³¼Pø�&+L$6PĢȰǘ9Ǧ'ʀ÷Ƅ9ŁúŨɁ;�5G

j�tŁú;ÝƗ�ę��$6PǦ'.ʁHirschey and Weygandtɾ1985ɿ5<Łú;ÝƗ�Ȉȉ)L$6�Ǧþ&MʀChauvin 

and Hirscheyɾ1993ɿ<Łú�;¥ƛȥƢ�ę��A7Łú;ÝƗ�ēę)L$6PǦ'.ʁA�9GʀŁú<3ľɣ¥ƛ;

ĕ�9Ⱦǉ)L$6ɾRogerʀKristinaʀ2000ɿHʀŁú;ÝƗ�ȡɑƛʀɱȡɑƛ5Ǖ8L$6ɾYew et al. ʀ2005ɿ�Ǧ&M
4�Lʁ 

 

	�	��bd%��)\K$@gBC&su�

ƓǸ5<ƀƓ9�"LŁú6¥ƛ³¼;ǣǮ92�4Źǋ)LʁƀƓ5<ʀl�t�;qPǏ�.ǐ��ɼƻɾ2009ɿ�ʀ

ƌ³ȰÖĐúƉ£ė;Łúɀ;k�gPǏ�4Łú6¥ƛ³¼9ƌŞ9Ʀ;ǜɤ��L$6�Ǧ'.A�ʀľƥx�c;ƌ³

ȰÖĐúƉ;Łúģ§ɀPǏ�.ǐ�Jɾ2010ɿ5GʀŁú�¥ƛ³¼9ƌŞ9Ʀ;ǜɤPū2$6PǦ'4�LʁC.ʀǐ
�J(2010)5<ʀŁú;ÝƗ�ŁúŨɁ;ȍƏ�J2ľȈȉ)LñȒř;�L$6PǦ'.ʁC.ʀTanaka et al.ɾ2010ɿ5<ʀ

ľƥk�gPǏ�4Łú6¥ƛ³¼92�4sq�k�gÎƖPȞ�ʀƆƭśáƄ9Łú;ÝƗ�ēę)LñȒř��L$6

PƃJ�9'.ʁ'�'ʀǴȏJ;ǡLɧKʀ2008ľ4Ƌ1ƀIKƀƓ;�đ¥ƛ9Ȍß¡"JM.ĂåƏĐúÕń9Ď3

�ʀ÷k�gPǏ�4Łú6¥ƛ³¼;ɤµPÎƖ'.ǣǮ<ƀƓ9��4<C/8�ʁ,$5ƓǣǮ5<ʀ�đ¥ƛ;ĞǸ

ȷŹƹĂåƏk�gPǏ�4Łú6¥ƛ³¼;ɤµ92�4ÎƖ)L$65ʀŁúŨɁ6¥ƛ³¼;ĢȰÎƖ9ɤɒ)LǣǮ

?;ğĀǘ8ȾǉPćLʁ  

�


� 1=/�
ƓǣǮ5Ǐ�.k�g92�4ȵƃ)Lʁk�g;ÍÇ<ƥ;225�Lʁǳ�9ʀɠȝŀ�ű²)L`�tc;EDINETʀ

ǳ�9Yahoo!uRUn�c5�Lʁ EDINET;ĂåƏĐúƉʀƲǷǢ¸�J<ʀŁúģ§ɀʀǣǮɢǗɀʀȊɁǎPïŎ'ʀ

Yahoo!uRUn�c�J<ʀôƏƒ;Ȃ¼;ƙ³PïŎ'.ʁƓǣǮ5<ƀƓ;�đ¥ƛ9ĂåƏĐúÕń�Ȍß¡"JM.

2008ľ4Ƌ1ƀPɃƿ6'ʀ`�w�Əɣ<2008ľǳ1ĂåƏ�J2010ľǳ2ĂåƏC5P61.ʁ`�w�6'4ïK
�#.ƛǬ<ƕȰ33Ǭ9Ď3�ʀɯƭƤāƛì>âȚüƛPɘũ'.ʁC.ʀƕȰ33ƛǬ6'4<Xj_�Ud&M4�8

��ʀ2.2Ǹ5ȵƃ'.6�Kʀqil¥ƛPħȻ6'.ʁ 

$MJ;ƛǬPɘũ'.ǋǑPȵƃ)LʁɯƭƤāƛì>âȚüƛ92�4<ʀ2Ǹ5ȎĦ'.I�92008ľ£ɦŁúģ

§ŵÍP×ƺ'4�LƛǬ5�KʀÅǎƛ;Àø9ɋ�G;6'4ɘQ/ʁ ž5ʀqil¥ƛ92�4<ʀÅǎƛ;Àø6

<Ǖ8KʀŁúģ§ŵÍPēÛ&+4�LƛǬ6'4ïK�#.ʁ 

ƓǣǮ5<ʀ¥ƛ³¼;¢ǋĖŸ6'4l�t�;qPǏ�LʁƓǣǮ5Ǐ�Ll�t�;q<ʀChun and Pruitɾ1994ɿ9
Ď3�ʀq=(EV+DEBT)/KPǏ�.ʁ./'ʀEV<¥ƛ;ǗȞƹDƙŅŸPôƏȂ¼ƒ;ƙ³5�(.G;ʀDEB T<Ǻ³

ȼ¿ɸʀK<Ǻ³ȊɁǎPȟ'4�LʁHirscheyɾ1982ɿ87;ÃȞǣǮ<Łúģ§ɀ6ǣǮɢǗɀ�l�t�;q6ȆȪǘ

9ƌŞ8ǜɤɤµPƌ)L$6PƃJ�9'4�LʁɯƭƤāƛì>âȚüƛ<Łúģ§ɀ6ǣǮɢǗɀPĘ ŵÍ'4�L

ƛǬ5�Kʀl�t�;q?;ŊɴPƚȰ)L�5ɗň8G;6Òż'.ʁ 
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ƥǸ£ɦ;ÎƖ9��4ôĖŸ;ĽČ¼�ơƽ½ĵ*4�JėMLG;PėM¼6'4ɩė'ʀĂåƏƪ9Łúģ§ɀ6ǣ

ǮɢǗɀPɢǦ'4�8�¥ƛPɩė'.ʁƊȂǘ8`�w�¥ƛŸ<ʀâȚüƛ�J10ǧʀɯƭƤāƛ�J11ǧʀU�g

�qilɤɒ¥ƛ�J8ǧ5ʀõȪ29ǧ5�LʁɯƭƤāƛì>âȚüƛ<)@4;Ə5÷�;¥ƛ5Ɵţ&M4�Lbalanced

k�g5�Lʁ,M9ħ'4ʀqil¥ƛ<ʀ̀ �w�Əɣ�Ƒ�đ/1.¥ƛ�ĝĊ'ʀ,;¥ƛ92�4<k�gPŦ9

ÄML$6�ÍƔ8�1..FʀôƏ5`�w�Ÿ�ĖÞ)LUnbalancedk�g6814�Lʁ 

ƊŌ9ʀƓǣǮ5Ǐ�LĂåƏk�g;�0Łúģ§ɀ6ǣǮɢǗɀ92�4<ʀĞǸȷŹ;Ŕȣ��L�7��Pƚȫ'ʀ

�œáǪÞĽČƴ9ILĞǸȷŹƹĂåƏk�gPǏ�L$69'.ʁ$;ǋǑ92�4<Appendix 15ȎĦ'4�Lʁ 

 

�� Fe$zW�
��� �Fe ��
������Fe ��� wf$zW�

C*ʀ̀ �w�¥ƛÅPħȻ6'4ʀ(1)Ņ9Ď3 ɝăĹÎƖ9I14ʀŁúģ§ɀ6¥ƛ³¼;ɤµPôĂåƏ9Î"
4ƚȰ)Lʁ 

 

Qi=�0+�1AD/Ki +�2RD/Ki +�3LNKi +�i  ʁʁʁ(1) 

 

$$5ʀi<ô¥ƛPǦ)(3ƛǬÅPħȻ6)Lđõʀi=1,2,3…29)ʁȵƃĖŸ6'4AD/KPǏ�ʀ$M<ȊɁǎ9ħ)L

Łúģ§ɀ;ÙõPȟ)ʁÕŏĖŸ6'4RD/KʀLNKPǏ�ʀ$MJ<,M-MǣǮɢǗɀ;ȊɁǎ9ħ)LÙõʀȊɁǎ

;ȓǂŸ¼Pȟ)'ʀØȏ<AD/K66G9l�t�;qPȵƃ)LĖŸ6'4ʀŌȏ<¥ƛȥƢPÕŏ)L.F9Ǐ�.ʁ

�i<Ŵ�ɶPǦ'4�KʀIIDʇ(0, �2)9ō�G;6)Lʁ 

  

������Fe ��� wf$zW�

ôĂåƏ9Î".ƚȰ5<ʀɯƭƤāƛʀâȚüƛì>qil¥ƛ;3ƛǬ9Į)L`�w�)@4PõO+.G;PǏ�

.ʁ8�ʀôÎƖ;ĎƓȆȪɟ<Appendix 29¡)ʁɾʂɿŅ9Ď3 ɝăĹÎƖPȞ�ʀȟ1;ȄƗPŎ.ʁ 
 

} ������]&wf�402@g<�ihM<G{L��

 
 

Łúģ§ɀ6¥ƛ³¼;ɤµ<�15Ǧ&ML�ʀ2009/	ì> 2010/�; 2 Ə5;DȆȪǘ9ƌŞ9Ʀ;¼681.ʁħȻ

; 10Əɣ;�0 2Əɣ;D'�ƌŞ8ǜɤɤµ�Ǧ&M8�6��$6<ʀÃȞǣǮ�Ǧ'4�.G;6<Ǖ8KʀŁúģ

§ɀ�¥ƛ³¼9ìB)Ŋɴ<ƺī'.$6PŞû)L;5�N��ʁ 

$$5ʀqil¥ƛ;D�Åǎƛ;Ʉà6<Ǖ8KŁúģ§ɀPēÛ&+4�L$69Ǡǚ'ʀ¥ƛ³¼Pȟ)l�t�;

q92�4ʀqil¥ƛ� ƛǬ6Ǖ8LÀø9�L�7��Pǥȴ'.ʁć3<ʀ̀ �w�Əɣ�;qil¥ƛʀɯƭƤā�

âȚüƛ;l�t�; q;ĽČPʀ2008ľǳ 1ĂåƏ5 19Ďƽá'.G;;ůǪPȟ'4�Lʁ$MPȤL6ʀl�t�

; q;ĽČ<ɯƭƤā�âȚüƛ5Gqil¥ƛ5G«�Àø9�Lʁć 25Ǧ'.I�9ʀɯƭƤā�âȚüƛ� 2008ľ

�JŁúŨɁPƺī&+4�L;9ħ'ʀqil¥ƛ<ŁúŨɁPęĻ9ēÛ&+4�Lʁ,M9G��OJ*ʀć3PȤL

&� '� 	�'� '� 	�'� '� !#$"�

�����( ���� ���� ���� ������ ����� ���� �����
�����) ���� ���� ���� ����� ����� ���� �����
�����* ���� ���� ���� ����� ���� ����� �����
�����+ ���� ���� ��� ������ ����� ���� ����
�����( ���� ����� ���� ������ ����� ����� ����
�����) ���� ������� ������ ������ ����� ���� ����
�����* ������ ���� ���� ���� ���� ����� ����
�����+ ������ ���� ���� ������ ����� ����� ����
�����( ������� ������ ������ �������� ������� ������� ����
�����) ���� ���� ���� ����� ����� ���� �����

�������0��

2
3%�,���� 0/-���4���� 0/-��5��0��.1��5
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6qil¥ƛ;ž�l�t�;q;ƺīĻ�ę��ʁ 

£�PɅC�L6ʀŁúŨɁ;ÝƗ9Ǡǟ'.6�ʀqil¥ƛ<ɯƭƤā�âȚüƛ6<Ǖ8LřɂPƌ)LƛǬ5�L

ñȒř�Ȏ�JMLʁ$;ƿPƚȰ)L9<qil¥ƛPæǈ5ÎƖ)L$6�ƍC'��ʀƓǣǮ;qil¥ƛ;`�w�

Ÿ�ī8�.F9ʀæǈƛǬ51ĂåƏƪ;ɝăĹÎƖPȞ14GŞû;�LȄƗPŎL$6<Ćɮ5�Lʁ,$5ʀqil

¥ƛPɩė'.ɯƭƤā�âȚüƛ;`�w�PǏ�.ÎƖPȞ�$665ʀqil¥ƛ;Łú6¥ƛ³¼;ɤµ92�4®

J�;ǡȤ�ŎJMLñȒř��Lʁ,$5ʀƥǸ5<ʀɯƭƤā�âȚüƛ;`�w�PǏ�.ÎƖPȞ�ʁ

 

O 	��402@g$�ihM<G{Lg&2=5;& � &ZP&^t 	�

�

����	� Fe ����

ØǸ5;ȎĦPɅC�ʀ`�w�PɯƭƤāì>âȚüƛ; 2ƛǬ9ɧĠ'4ʀ (1)Ņ9Ď3 ɝăĹÎƖPȞ1.ʁ$M

9I14qil¥ƛʀç0 2008ľ£ɦŁúģ§ŵÍPēÛ&+4�LƛǬPɩė'ʀŁúģ§ŵÍP×ƺ'4�LƛǬ;D

P`�w�9Ǐ�4Łú6¥ƛ³¼;ɤµ92�4ȦĦ)L$6�ñȒ68LʁĎƓȆȪɟ<Appendix 29¡)ʁ 

 

} ������]&wf��ihM<G{L��

 
 

ɯƭƤāì>âȚüƛ;2ƛǬPħȻ6'.ÎƖPȞ1.6$Nʀȟ29Ǧ)ȄƗ�ŎJM.ʁÎƖ1-16<Ǖ8Kʀ 

2009ľǳ 1ĂåƏ6 2009ľǳ 4ĂåƏ£ɦ£ė5<ʀ�1<Ʀ9ƌŞ8¼PŎ4�L$6�O�LʁƌŞ8¼PŎJM.;

<ʀÅ`�w�10Əɣ�6Əɣ5ʀÃȞǣǮ�Ǧ);6÷Ơ9ʀŁú<Ɲ:¥ƛ³¼6ƌŞ8Ʀ;ǜɤɤµ��Lʁ 

� ÎƖ 1-16ÎƖ 1-2;ȄƗPƫɆ)L6ʀqil¥ƛ;Łúģ§ɀ6¥ƛ³¼;ɤµ� ;ƛǬ6<Ǖ814�LñȒř�

Ǧþ&MLʁ$MC5;22;ÎƖȄƗ/"5<ʀ$M£�;ȎĦ<Ćɮ5�L$6�JʀƥǸ£ɦ;sq�k�gÎƖ5G

qil¥ƛ�Ǖɂ�7��92�4;ȎĦPɓFLʁ 

0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1 

1.2 

Mean_qɯƭ�âȚü�

Mean_qqil¥ƛ�

2008/�=1�

� �� ���� �� ���� �� �����

���� ��� �����			 ���			 ���		 ��		 �� ���
���� ����			 ����			 ���			 ����			 ���			 
��			 ���
���� ��� ����			 ���			 �����		 ���		 �� ���
��� ���		 �����		 ��		 ���� ��� 
�� ���
���� ���		 ���� ��� ��� �� 
�� ��
���� ���		 �����		 ���		 ���� ��� �� ���
���� �� �����		 ���		 ���� ��� �� ���
��� ��� ���� ��� ��� ��� �� ��
���� ���		 ���� ��� ���� �� � 
��
���� ���		 ��� ��� ���� ��� �� ��

��!����"��
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6$N5ʀȟ2;ȷŹƹDƲĠµŸ(AdjR2)PDL6ʀ��z��a�iZ;�1.ȍƏ;2008ľ IVƏ�JęĻ9«�'4

�Lʁ$M<ʀōƔƌÝ5�1.AD/K, RD/Kì>LNK�l�t�;qPȵƃ)L;9<ãÎ58 81.$6ʀ)8O0ʀ

 ;ȣĄ9¥ƛ³¼�ĳó&MLI�981.ñȒř��L$6PǦ'4�Lʁ ;ȣĄ6'4<ʀC*ʀ�Ǔǘ8ȃƹa�

iZ9ILƙ³;�Ș�Ȏ�JMLʁºÓ¥ƛ5<ħÌ�Ćɮ8ȣĄ5<�L�ʀŊɴ��Ƅǘ967CLñȒřGƏŋ&M

LʁG��2;ȣĄ<ʀ��z��a�iZ�ȃƹƟɑ;ĖĤPÛɐ'ʀŁúģ§ɀHǣǮɢǗɀ6��ʀōƔʀ¥ƛ;U�

g�bv�dPŉţ'4�.ȣĄ�¥ƛ³¼Ɵɑ9Ȅ>2�8 81.ñȒř5�LʁŌȏ;đõʀĖá;Ŋɴ<�ŌGȉ 

ñȒř�ɽ 8Lʁ 

ƓǣǮ5<ʀſĝk�g5�Lǫń;ƚȰ�ñȒ8Øȏ;ƿ92�4Ȗļ;ȎĦPȞ1.ʁÆǘ9<ʀl�t�;q6ʀ

,;ƟţȣȀ5�LȊɁǎ6¥ƛ³¼;ôĽČ¼;ƄǽÑůǪPǥȴ)L66G9ʀ$MJ;ĖŸ6�1;ǜɤɤµPƚȰ'

.ʁ 

ć4<ôƏ;l�t�;qʀȊɁǎʀ¥ƛ³¼;ĽČPʀ2008ľǳ1ĂåƏ519Ďƽá'ʀ,;ůǪPȟ'.G;5�Lʁ

l�t�;q<2008ľ IVƏC5��K23".�ʀ2009ľ IƏ£ɦ<ăŐ'ʀȷŹƹDƲĠµŸ;¼�ƫɆǘɽ�1.2008
ľ IIƏì> IIƏ9ɋ�ʀë<ʀ,MP�ăLG;6814�LʁƲĠµŸ;«�;èĄPʀȠȵƃĖŸ5�Ll�t�;q

;�Ș9Ȅ>2"L$6<Ćɮ8k�g5�Lʁ$;ȄƗ/"5Ȅȸ3"L$6<5�8��ʀȷŹƹDƲĠµŸ;«�<ʀ

ƙ³�Ș9¨�l�t�;q9èĄPưFL$6<ɮ' ʀE'NʀŁúģ§ɀ6¥ƛ³¼;ɤµ;ƟɑǘĖá�èĄ681

4�LñȒř�ƨ&MLG;681.ʁ 

�

O 
��Jc&2=5;& ��y�o�@gBC&ZP&^t��i<G{L�

�

 

���� Fe ��

������ 719�

ƓǸ5<ʀqil¥ƛ�ɯƭƤā�âȚüƛ;3ƛǬPħȻ6'.sq�k�gÎƖPȞ�$69IKʀØǸ;Ⱥȸ�J;

Āɷʀ2CK��z��a�iZ�U�g�bv�d;ȣȀ5�LŁú;ÝƗ9ƟɑĖáPG.J'.6��ñȒř92�4

ƚȫ)LʁC.ʀ2Ǳ5Ⱥȸ'.I�9ʀqil¥ƛ�2008ľ£ɦŁúģ§ŵÍPēÛ&+4�L9GɤOJ*ʀ1ĂåƏƪ

;ɝăĹÎƖ5<qil¥ƛ9�"LŁú;¥ƛ³¼9ħ)LÝƗ;ɽ&PȦĦ5�8�1.ʁƓǸ5<ʀsq�k�gÎƖ

PȞ�$69IKʀqil¥ƛ�ƌ)LŁú;¥ƛ³¼9ħ)LÝƗ92�4Ê>ȦĦ)Lʁ¤9ʀsq�k�gÎƖ5Gq

il¥ƛ9�"L¥ƛ³¼9ħ)LŁú;ÝƗ;ɽ&�ȦĦ5�8"M=ʀØǸ5ȎĦ'.I�9ʀ��z��a�iZ�Ł

ú6¥ƛ³¼;ɤµ9ƟɑĖáPG.J'4�LñȒř��Lʁ 

$$5ʀsq�k�gÎƖ;ŞȌ92�4ǹæ9ȨM4� ʁ1ĂåƏƪ;ɝăĹÎƖ5<1ĂåƏ9�"L¥ƛƪ;Łú
�Îķ&ML�ʀsq�k�gÎƖ5<¥ƛʀƄǽÑ;ÕǾPŮ'.ʀ̀ �w�;ǿǼ8Łú6¥ƛ³¼;ɤµPȦĦ5�Lʁ

Û�4ʀh{�ĖŸPĩÄ)L$69IKʀƣżɲʀƄǽÑžø5;Ïǃ;ĵǕPȎš'4;ȎĦGñȒ98Lʁ£�PɅC

�L6ʀsq�k�gÎƖPȞ�$65ʀ1ĂåƏƪ;ɝăĹÎƖ5<ȤJM8�1.qil¥ƛ;ŁúŨɁ�ū2¥ƛ³¼

9ħ)LÝƗPȦĦ5�LñȒř��Lʁ 

0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1 

1.2 

Mean_K 

Mean_q 

Mean_EV 

2008/�=1�
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ƓǸ5<ʀ5.1.1Ǹ;ɝăĹÎƖ6÷Ơ;ĖŸPǏ�4ʀ(2)Ņ9IKsq�k�gÎƖPȞ�ʁ 

 

Qit=�1AD/Kit+�2RD/Kit+�3LNKit+�i+�t+�it���ɾ2ɿ 

 

t<`�w�ôƏPȟ',ɾt=2008/�ʀʁʁʀ2010/	ɿʀi<`�w�ô¥ƛPȟ)ʁ(2)Ņ9ùCML�tʀ�i<sq�k�gÎƖ9

¨�h{�ĖŸ5ʀ,M-M`�w�¥ƛ;ĈĠÝƗʀ̀ �w�Əɣ�5;ƄɣÝƗȟ'4�LʁC.ʀ�it<Ŵ�ɶ5�Kʀ

�itʇIIDɾ0ʀ��2ɿ9ō�G;6)Lʁ8�ʀƓǣǮ5Ȟ�sq�k�gÎƖ5<Å4 Fixed-Effect ModelPǏ�ʀ�2�Č

�Îŷ;ăə;.FʀƣżɲʀƄǽÑžø6G9White¹ƦPȞ1.ʁ 

� ƓǣǮ;sq�k�gÎƖ5<ʀØǸ5Ⱥȸ'.��z��a�iZ;Ŋɴ92�4ƚȫ)L.Fʀ̀ �w�P42;Əɣ

9O"4ÎƖPȞ1.ʁ£�9`�w�ÎÙ;ƏɣPǦ)ʁFullʆÅƏɣ;`�w�ɾ2008/�ʇ2010/	ɿʀ�ʆ2008/�ʇ2008/


ʀʆ2008/�ʇ2009/	ʀ�ʆ2009/
ʇ2010/	5�LʁFull5`�w�ƏɣÅ;Łú6¥ƛ³¼;ɤµPȦĦ'ʀ�5�

�z��a�iZØʀ5��z��a�iZǛŌ;ǆƳʀ�5��z��a�iZ;Ŋɴ�Ƅɣ;ȃɔ5ƸĚ'4�L�7

��PȦĦ)Lʁ 

 

������ Fe ��� wf$zW�

� C*ʀ5.1.2Ǹ;ÎƖ1-16÷Ơ9qil¥ƛʀɯƭƤāì>âȚüƛ;ʄƛǬP)@4õO+.`�w�PħȻ9(2)Ņ9Ď

3 sq�k�gÎƖPȞ�ɾĎƓȆȪɟ<Appendix 2ɿʁ,;ȄƗ<ʀȟ39Ǧ)6�K5ʀŁúģ§ɀ;µŸ5�L�1<ʀ

Əɣ�;D5ȆȪǘ9ƌŞ9Ʀ;¼681.ʁÎƖ 1-1 5<ʀ�;Əɣ�;ĂåƏ<�*MGŁúģ§ɀ;µŸ5�L�1<

ȆȪǘ9ƌŞ8¼68J8�1.�ʀºÓ¥ƛ;ǅŒPĈĠÝƗ6'4ïKɩ $6�5�Lsq�k�gÎƖ9I14ʀq

il¥ƛPùQ/`�w�9��4G��z��a�iZC5<ʀŁúģ§ɀ�¥ƛ³¼PɽFLñȒřPǦþ)LȄƗ�Ŏ

JM.ʁ

�

0B7 9A:�}-�7 7 �������6$ ���/
����yz�����7

�47 S7 m?7 n@7 nA7 nB7 o7 J[`TA7 KgdhhU\Zi_dcM]]\Zi7

Njaa7 AFB7 H=BD;;;7 <?=HA7 A=A@7 <?=EF;;;7 ?=BB;7 ?=HB7 <A=CBlC=BD7

v7 FF7 G=HD;;;7 ?=HB;;7 <@B=F@7 <?=E@;;;7 p7 ?=HF7 <A=BFlE=?D7

w7 GB7 G=DD;7 E=?E7 <D@=?A;7 <?=DF7 p7 ?=HG7 <A=B@lC=?D7

x7 @@B7 C=BE;;;7 <D=FA7 B=C?;;;7 <?=AD;;7 p7 ?=HF7 <@=A@lB=GE7

�%�����4�	{�|W _̂i\�!&��7

OXjhbXc��|�� N_k\[<M]]\Zi7Rd[\a}���*2&��7

V_b\U\g_\hM]]\Zi7 7 7 7 A??G>r�?=@C�A??G>s�<?=?H�A??G>t�?=??�A??G>u�<?=?E�7

A??H>r�?=?C�A??H>s�?=@?�A??H>t�<?=?G�A??H>u�?=?D�A?@?>r�<?=?E�A?@?>s�<?=?C7
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����	� Fe ��� wf$zW�

� ƥ9ʀ5.1.3Ǹ;ÎƖ1-29�O+4ʀɯƭƤāì>âȚüƛ;2ƛǬ5Ɵţ&ML`�w�PħȻ9ʀ(2)Ņ5sq�k�g

ÎƖPȞ1.ɾĎƓȆȪɟ<Appendix 2ɿʁ,;ȄƗ<ʀȟ49Ǧ)6�K5ʀ3ƛǬPħȻ6'.đõ6÷( ʀŁúģ§ɀ

;µŸ5�L�1<ʀƏɣ�;D5ȆȪǘ9ƌŞ9Ʀ;¼681.ʁÎƖ 1-2 5<ʀƏɣ�£ė;ĂåƏ5G÷µŸ�ȆȪǘ

9ƌŞ9Ʀ68LG;6<Ǖ8LȄƗ5�1.ʁ 
�

0C7 9A:�}-�96$ ���/
�:7

7 7 S7 m?7 n@7 nA7 nB7 o7 J[`TA7 KgdhhU\Zi_dcM]]\Zi7

Njaa7UXbea\7 A@?7 D=@A;;7 <@=AB7 <C=AG;7 <?=BA;7 ?=C?;;;7 ?=GE7 <@=AGl@=?@7

v7 EB7 <D=D?;7 H=GF;;7 <A=G?7 7 ?=DB;7 p7 ?=HB7 <@=ADl@=D@7

w7 EB7 B=H@7 <?=C@7 F=FB7 <?=AC7 p7 ?=H@7 <?=HHl?=E@7

x7 GC7 @=AG7 <@?=?@7 <C=DB;7 ?=??7 7 p7 ?=GH7 <?=ECl?=DE7

�%�����4�	{�|W _̂i\�!&��7

OXjhbXc��|�� N_k\[<M]]\Zi7Rd[\a}���*2&��7

V_b\U\g_\hM]]\Zi7 7 7 7 A??G>r�?=?H�A??G>s�<?=?@�A??G>t�<?=?G�A??G>u�<?=?F�7

A??H>r�?=?A�A??H>s�?=?D�A??H>t�<?=?@�A??H>u�?=?C�A?@?>r�?=??�A?@?>s�<?=?B7

 

����
� Fe ��	�

� $MC5<ʀÎƖ1-1ë<ÎƖ1-26ħƫ)L.F9ʀȢŸƛǬP�O+.`�w�5ÎƖPȞ1.ʁƓǸ;ÎƖ2-35<ʀ

`�w�ŸPǥ·5�L6��sq�k�gÎƖ;ǅŒPÔǏ'4ʀôƛǬPǈǰ'4(2)Ņ9Ď3�ÎƖ)LɾĎƓȆȪɟ<

Appendix 2ɿʁȄƗ<ʀȟ5�Ǧ)6�K5ʀÎƖ2-1ì>ÎƖ2-26÷( ʀƏɣ�5<ʀ)@4;ƛǬ9��4ʀŁúģ§
ɀ;µŸ5�L�1�ȆȪǘ9ƌŞ9Ʀ;¼681.ɾȳȁ8ȄƗ<Appendix 2ɿʁÛ�4ʀâȚüƛ92�4<ʀÅƏɣPħ

Ȼ6'.đõ5G÷µŸ�ȆȪǘ9ƌŞ9Ʀ;¼681.ʁ 

��

0D7 7 9A:�}-���,#�7 n@}�}�0+7 7

7 Njaa7 v7 w7 x7

�����7 <?=HF7 ?=HA;;;7 ?=??7 7 ?=??7 7

�/
�7 @G=D@;;7 @D=AF;;7 <BB=DE7 H=?G7

6$ ��7 <F=GF7 GG=H?;;7 H@=AD7 <CF=DD7

�%�����4�	{�|W _̂i\�!&��7 7

OXjhbXc��|��N_k\[<M]]\Zi7Rd[\a}�(�*2&��7

�

��	 �zW�
� ƓǣǮ5<ʀŁúģ§ɀ6ǣǮɢǗɀ;�žPÈ:¾�.ƛǬ6'4ɯƭƤāì>âȚüƛPħȻ6)L66G9ʀɋľ;

Łúģ§ɀ;©>�ș'�qil¥ƛPħȻ6'4ʀ��z��a�iZǛØ�JǊĊ9ȔLǛɋ;ĂåƏk�g9Ď3�ʀ

Łú6¥ƛ³¼;ɤµPƚȰ'.ʁ 

� ĂåƏ%69Î"4Ȟ1.ÎƖ5<ʀʄƛǬ)@4PõO+.`�w�6qil¥ƛPɩ�.2ƛǬ;`�w�5<ʀŁú

6¥ƛ³¼;ɤµ9ĵǕ��LñȒř�Ǧ&M.ʁ$;.FʀÅǎƛ;Þø6<ɭM4Łúģ§ɀPēÛ'4�Lqil¥ƛ

� ;2ƛǬ6ƫɆ'4Ǖɂ5�L$6�ǖOM.ʁC.ʀɯƭƤāì>âȚüƛ;ōƔč;2ƛǬ5DM=ʀ��z��a

�iZŌGŁú6¥ƛ³¼9<Ʀ;ɤµ�ƨ&M4�LñȒř�Ǧþ&M.ʁ&J9ʀ��z��a�iZ;Ŋɴ6'4<ʀ

(1)ƙ³�ȘPɏ(4¥ƛ³¼,;G;�«�'..F9ʀŁú6¥ƛ³¼;ɤµ�ǥȴ5�8 814�L6��IKGʀ(2)

��z��a�iZ£ɦ9Łú6¥ƛ³¼;�ȏ;ɤµ9Ɵɑǘ8Ėá��1.ñȒř�ƨ&M.ʁ 

� ,$5ʀsq�k�gÎƖ9I14ʀƛǬPõO+.`�w�6ôƛǬ5ǈǰ'.`�w�PħȻ9ʀŁú6¥ƛ³¼;ɤ

µPƚȰ'.ʁ,;ȄƗʀƛǬ%6;`�w�;\�c5Gʀ��z��a�iZǛØ9<�ȏ;ɤµ�ȆȪǘ9ƌŞ5�1
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.9G��OJ*ʀ,M£ɦ9<ȆȪǘ9ƌŞ8ɤµ�ǥȴ5�8�1.ʁ 

� $MJ;ȄƗ�Jʀƥ;$6�Ȏ�JMLʁǳ1<ʀqil¥ƛ;ǅƧř;ƌǀ5�LʁŁúģ§ɀ�Řē)L�ž5¥ƛ

³¼<Ŕ*'Gø�'4�8�`�w�5<�1.�ʀsq�k�gÎƖ;ȄƗ< ;ʃƛǬ6÷Ơ9��z��a�iZØ

C5<Łú6¥ƛ³¼;ɣ9<ȆȪǘ9ƌŞ9Ʀ;ɤµ�ȴFJM.ʁŁú6¥ƛ³¼;ɤµ92�4DM=ʀqil¥ƛ<

 ;ʃƛǬ6ƫɆ'4ǅƧɾǕɂɿ6<ȩ�8�$6�Ǧþ&M.ʁǳ2<ʀ��z��a�iZ9ILƟɑĖá;ñȒř5

�LʁÎƖ1-2�J<ʀ��z��a�iZŌGŁú6¥ƛ³¼9<Ʀ;ɤµ�ƨ&M4�LñȒř<�L�ʀȷŹƹDƲĠ
µŸ;ɽ�sq�k�gÎƖ;ȄƗ5<��z��a�iZØ;D9ȆȪǘ9ƌŞ9Ʀ;ɤµ�ȴFJML$6PɅC�L6ʀ

Łú6¥ƛ³¼;ɤµ<��z��a�iZŌ;ɋľ5Ėá'4�LñȒř�Ȏ�JMLʁ 

 

����w��

ƓǣǮ5<ʀ2008 ľ£ɦ;Łúƛĕ�ɽ;ƺī6qil¥ƛ; 2008 ľ£ɦ;Łúģ§ŵÍ;ēÛ9Ǡǚ'ʀɯƭƤāƛʀ

âȚüƛʀqil¥ƛP`�w�6'4ïK�#ʀ2008ľ 4Ƌ 1ƀIKƀƓ;�đ¥ƛ9Ȍß¡"JM.ĂåƏĐúÕń9
Ď3�4ʀĞǸȷŹƹĂåƏk�gPǏ�4��z��a�iZŌ;Łú6¥ƛ³¼;ɤµ92�4ƚȰ'.ʁ1ĂåƏƪ;

ɝăĹÎƖ;ȄƗ�Jʀqil¥ƛ�Łúģ§ŵÍP×ƺ'4�LɯƭƤā�âȚüƛ9ħ'4Ǖɂ8řɂPƌ)LñȒř�

Ǧþ&M.�ʀsq�k�gÎƖ5<Łú6¥ƛ³¼;ƌŞ8Ʀ;ǜɤɤµ<��z��a�iZØC59'�DJM*ʀƛ

Ǭɣ;Ǖɂř<ȤJM8�1.ʁ,'4ʀ3ƛǬP,M-Mæǈ5sq�k�gÎƖ'.ȄƗʀ��z��a�iZ�Łú6

¥ƛ³¼;ɤµ9ħ'4ƟɑĖáPG.J'.ñȒř�Ǧþ&M.ʁ 

ƓǣǮ<ʀŁú6¥ƛ³¼;ɤµ9ɤ)LǣǮÎɞ9��4ʀ�9ƥ;ʄƿ5ğĀǘ9Ⱦǉ)LG;5�Lʁǳ1<ʀĂå
Ək�g9Ď3 ÎƖ;ƌǏřPǦ'.ƿ5�LʁǴȏJ;ǡLɧKʀŁú6¥ƛ³¼ɾǅ9l�t�;qɿ;ɤµ9ɤ'4

<ľƥx�c;k�g5ƚȰ�ȞOM4�.ʁĂåƏk�gPǏ�L$65ʀľƥx�cIKGɋ�Əɣ;ÎƖ�ñȒ5�L

$6PǦ'.ʁǳ2<ʀ��z��a�iZŌ;Łú6¥ƛ³¼;ɤµ;ƟɑĖĤ;ñȒřPǦ'.$65�LʁŌɌ)L6

�Kʀ&J8LƚȰ<ưFJML�ʀĂåƏx�c;k�gPǏ�L$65ƂƏ9ʀ�2ʀľńɎ�;ĖáPƚȰ)L$6�

5�.ʁǳ3<ʀqil¥ƛ;ǅŒ;ƌǀPƚȰ'.ƿ5�LʁɋľʀŁúģ§ɀPŘɐ9©='4�Lqil¥ƛ5<ʀŁ

ú6¥ƛ³¼;ɤµ� ;ƛǬ6Ǖ8LñȒřGȎ�JM.ʁ'�'8�Jʀ�ă;ÎƖ�J<ʀŔ*'G ;ƛǬ6Ǖ8L

G;5<8�ñȒř��L$6�Ǧ&M.ʁ 

� �Ō;ǣǮȶɷ6'4<ʀ�9ʃƿ�Lʁǳ1<ʀŁú6¥ƛ³¼;ɤµ9Ɵɑǘ8ĖĤ�Ǎ(4�L�7��;&J8

LƚȰ5�Lʁ$MC5GʀƆƭ;Ƶ9ŕ(4Łú6¥ƛ³¼;ɤµ�Ėá)L$6<�1.ʁƓǣǮ;ÎƖ<ʀÎƖƏɣì

>ħȻ¥ƛ�ƛǬ�ɧĠ&M4�L6��ɧǓ��Lʁ�Ō<ʀľƥk�gGǏ�8�Jʀ��z��a�iZØŌ5Łú6

¥ƛ³¼;ɤµ9Ɵɑǘ8Ėá�Ǎ(4�L�7��92�4ʀ&J9ƚȰ)L$6�ưFJMLʁǳ2<ʀĂåƏk�g;

ħȻƏɣ;&J8Lǥ·5�Lʁ�ŌʀɢǦ&MLĂåƏk�g�ǭDɝ8L$6PɅC�ʀIKɡ�Əɣ;`�w�Pǥ·

'4ʀĂåƏk�g9Ď3 ÎƖ;ñȒřPƚȰ)L$6�ɝȣ5�Lʁ 

 

~k�
1 ƓǣǮ;qil¥ƛ<ʀ´ġǘ9ʀU�g�qil�9�L`Ul�qilƙ³ŜĐ�ɾhttp://netindex.jp/ɿ9Űɇ&M4�L¥ƛɾʅʂǧɿ

;�5ʀŁúģ§ɀì>ǣǮɢǗɀPɢǦ'4�L¥ƛPħȻ6'4�Lʁ 
2 qil¥ƛ9ɤ'4ʀ2005ľʀ2006ľ5k�gPŎJM8�1.¥ƛ� 1ǧ�Kʀ�ľ92�4< 1ǧÎī8�Łúģ§ŵÍ;ĽČ;ůǪ

Pȟ'4�LʁC.ʀâȚüƛ9ɤ'4Gʀ3ǧ�`�w�Əɣ;Ɏ�9Łúģ§ɀ�ȿĕ¶ɓɀ6;õȪ5Ȫ�&MLƠŅ9Ėƈ&M4�Kʀ

$MPùFL6¼�ę� ĖÞ)L.Fʀ$;3ǧ92�4<ÅƏɣ9ƻ14ɩė'4ćP¯ţ'4�Lʁ 
3 $;ć92�4<ʀƙ³�ŎJM8�qil¥ƛ�1ǧ�Kʀ`�w�Ÿ7ǧ5Ÿ¼PǦ'4�Lʁ 

 

�� 
� $;ǣǮ;�ɛ<ʀȽąƴ�öǐǩɫȭŖ�ƛȽą;ÜţPŎ4Ȟ1..$$9ȭ'4şȹǒ'�#Lʁ 
 

Izan�

BharadwajʀAnandhi SʁʀSundar G. Bharadwajʀand Benn R. Konsynskiɾ1999ɿʀ�Information Technology Effects on Firm Performance 
as Measured by Tobin’s qʀ�Management Scienceʀ vol. 45ʀNo.6ʀpp. 1008- 1024. 
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Mark Hirschey and Jerry J. Weygrandtɾ1985ɿʀ�Amortization Policy for Advertising and Research and Development Expendituresʀ�
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Positively Influence Firm Value?ʀ�Japan Economic Policy Associationʀthe 9th International ConferenceʀWaseda UniversityʀTokyoʀ
Japanʀ27-28 Novemberʀ2010. 

Tobin ʀJamesɾ1969ɿʀ�A General Equilibrium Approach To Monetary Theoryʀ �Journal of MoneyʀCredit and Bankingʀvol.1ʀ
No.1ʀpp.15-29. 

Vithala R. RaoʀManoj K. AgarwalʀDenise Dahlhoffɾ2004ɿʀ �How is Manifest Branding Strategy Related to the Intangible Valueof a 
Corporation?ʀ�Journal of Marketingʀvol.68ʀpp. 126-141. 

WangʀʀFangʀ Xiao-Ping(Steven) ZhangʀMingʀ Ouyangɾ2009ɿʀ�Does advertising create sustained firm value? The capitalization of 
brand intangibleʀ�Journal of the Academy of Marketing Scienceʀvol.37ʀno.2ʀpp. 130-143. 

Yew Kee HooʀHean Tat KehʀJin Mei Ongɾ2005ɿʀ�The Effects of R&D and Advertising on Firm Value: An Examination of 
Manufacturing and Nonmanufacturing Firmsʀ�IEEE Transactions on Engineering Managementʀvol.52ʀNo.1ʀpp. 3-14. 

ɰƐȗɫɾ1992ɿʀ�ǻĉĂåƏĐúƉ9IL¥ƛȽß;ĢȰǣǮʀ��ƕ�ĉɪęğ� ÿğɛȸźɬ�Vol. 45ʀpp. 1-22. 
ƎįęɈɾ2006ɿ�Ťǔǘ^�y��luRUn�c�¥ƛ³¼6ȽßÒż�ƕ�ʆNTTÍǄ. 
ǐ�ǩĿɾ2010ɿʀ�Łú�¥ƛ³¼9��LŊɴ�Łú;ŨɁǘÝƗ9ɤ)LȪɟǘĢȰÎƖʀ��ƀȃŁúǣǮťĐ�ʀNo.249ʀ

pp. 14-22. 
ǐ�ǩĿʀƞèǋŚʀ¬țȬʀɡɞƅ�ʀ�ÍƇƃʀɼƻ�Ʒɾ2010ɿʀ2010ľƀƓǧ¦ŜĐğ¦(JASI&JSIS)õ÷ǣǮę¦ǣ

ǮǗȟȸźɬ, pp.427-430. 
ǐ�ǩĿʀɼƻ�Ʒɾ2009ɿʀ�Łú6¥ƛ³¼9ɤ)LĢȰǣǮʀ��2009ľƀƓǧ¦ŜĐğ¦ɾJSIS&JASIɿõ÷ǣǮę¦ǣ

ǮǗȟȸźɬ�ʀpp. 284-289. 
l�t��bV�|d/ Ȝ�òɚA�ȯɾ2003ɿʀ�l�t�� ɠȝȸ�ƕ�ʆƕƶȃƹŽĐǧ. 
ǨċİǍʀőƯƾŢɾ1983ɿʀǻƩɉÍĉɢǗŶǶ;ȪɟÎƖɾ�ɿ�gUȃƹĂåƏ~k�9ILa{���a��ÎƖ�ʀ

�SbSȃƹ�ʀvol.24ʀNo.1ʀpp. 33-46. 

 

ɾŽȐȭ�ɿ 

ƀȃMJɾ2008ɿʀ�[���j�tCMʀ�Ȗȏ£ė�ɢŪǇ��ʀ2008ľ5Ƌ19ƀʀǳ9ɲ 

ƀȃǎƛŽȐɾ2009ɿʀ�SNS�[���ʀ¦ý1000��ǯǤʀj�tCM87ěÚ�ʀ2009ľ4Ƌ7ƀʀǳ4ɲ 
ƀȃɐĐo��cɾ2010ɿʀ�Ųĸø"ɜ¸ʀǜƥ�ƊɽǙ�ɳƜH]�|ʀƌŻ¦ý©>L�ʀ2010ľ12Ƌ11ƀʀ12:30 

ƀƓȃƹŽȐɾ2010aɿʀ�îǙƊɽ¥ƛǅɬ��Ƴ�5GƊɽǙǜƥ!ʀ\�cɾ2ɿXXZ^|�ʀ2010ľ7Ƌ20ƀʀƎÐʀ

ǳ11ɲ 

ƀƓȃƹŽȐɾ2010bɿʀ�j�t CM 9ŝĠė;Žɹ�Ųĸ]�|ʀ[��ʀkT��Wp�W�ɾĶđÎƖɿ�ʀ2010 ľ 12

Ƌ7ƀʀƎÐʀǳ15ɲ 

 
  



 12 

�

����������� Sv�`%"�#�

�

� $$5<Ɠź;4Ǳ5ȨM.ĞǸȷŹ92�4Ⱥȸ'ʀƓǣǮ5Ǐ�.AD/K;ĞǸȷŹ�Ŕȣ�7��Pƚȫ)Lʁć1

<ʀ2000ľǳ1ĂåƏ�J2010ľǳ2ĂåƏC5;ƀƓ;Łúƛĕ�ɽ;ȇħɸ;ůǪPȟ'.G;5�Lʁ÷ć<ȃƹǎ

ƛǝǅĠ`�tcǎƛÞŠȆȪȷƘɾŁúƛɿ9Ď3�¯ţ'.G;5�Lʁ 
Łúƛ�ƆƭĖÞ;ŊɴPð"H)�6&ML;<�ȕǘ8Ȥȧ/�ʀ$M9Û�ʀĂåƏæª5Łúƛĕ�ɽPȦĦ)L

6ʀŁúƛ�£�;I�8l��mPƌ)L$6�O�Lʁ,M<ʀǳ1ʀ2ĂåƏ9��4ĕ�ɽ�ƺī'ʀǳ3ʀ4ĂåƏ

9��4ĕ�ɽ�ēÛ)L6��ĞǸǘ8ĖÞ5�LʁS}�X; ITrv�;��KPð".2002ľØŌ5$;ĖÞPȦĦ

)L$6<Ćɮ5�L�ʀ$M£ɦ<ɺș9ĞǸĖÞPȦĦ5�Lʁ2008ľ9Ƌ9Ƀ�.��z��a�iZŌ9��4Gʀ

2009ľǳ1ĂåƏ9ę� ĕ�ɽPȘ6'ʀÊ>ǳ3ʀ4ĂåƏ5ĕ�ɽ�ēÛʀ2010ľ;ǳ1ʀǳ2ĂåƏ5ĕ�ɽ�ƺī

'4�L$6�O�LʁŁúƛ;$�'.ĞǸĖÞPɅC�L6ʀęĬǘ9Ȥ4ʀƀƓ;Ƭɣ¥ƛ;Łúģ§ɀ<ǳ1ʀ2Ă
åƏ9ƺī'ʀǳ3ʀ4ĂåƏ9ēÛ)L6ůƼ5�Lʁ  

� ƥ9ʀƛǬƪ;Łúģ§ɀ;l��mPȦĦ'ʀ,M-M;Łúģ§ɀ�ĞǸǘ8ĖÞP'4�L�Pǥȴ)Lʁ¡ć2<

âȚüƛ;ȊɁǎ9ħ)LŁúģ§ŵÍ;ůǪPȟ'.G;5�Lʁ ÷ćPȤL6ʀǳ1ĂåƏ�Jǳ2ĂåƏ9�"4Ł

úģ§ŵÍ;Ùõ�ēÛ'ʀǳ3ĂåƏ�Jǳ4ĂåƏʀǳ4ĂåƏ�Jȍľ;ǳ1ĂåƏ9�"4ƺī'4�L6ȩ�Lʁ

¡ć3<ɯƭƤāƛ;ȊɁǎ9ħ)LŁúģ§ŵÍ;ůǪPȟ'.G;5�LʁɯƭƤāƛ5<ʀǳ3ĂåƏ�Jǳ4ĂåƏ

9�"4Łúģ§ŵÍ;Ùõ�ƺī)LÀø9�Lʁ¡ć4<qil¥ƛ;ȊɁǎ9ħ)LŁúäŵÍ;Ùõ;ůǪPȟ'.
G;5�Lʁqil¥ƛ5<ǳ1ĂåƏ�Jǳ3ĂåƏC5Łúģ§ŵÍ;Ùõ�ēÛ)LÀø�ȤJMLʁC.ʀǳ4Ăå

Ə�Jȍľ;ǳ1ĂåƏ9�"4<ƺīÀø9�Lʁ

�
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$MJPC6FL6ʀȊɁǎ9ħ)LŁúģ§ŵÍ;Ùõ<ʀâȚüƛʀqil¥ƛ5<ʀɯƭƤāƛ6ƫɆ)L6Ùõ<

1�K6'.ĞǸĖÞP'4�LI�9ȤJML�ʀ7;ľ5GȊɁǎ9ħ)LŁúģ§ŵÍ�÷(l��m5ůǪ'4�L

O"5<8�1.ʁ,;ǋǑ<ʀ¥ƛ�ƆƭĖÞ87;ȣĄ9ILėɛǌĒ;Ŋɴ6ʀŽȡü;���c87;ÉɛǌĒ;Ŋ

ɴ9ɗŕ)L.FʀŨɁŤǔPĖ�L.F5�L6ůƼ5�Lʁ$MPɅC�L6ʀâȚüƛʀqil¥ƛ5<ƪľ÷(I�

9Łúģ§ŵÍP'4�LO"5<8��ʀAD/K<ĞǸǘ8l��mPƌ)LI�9ȤJML.FʀAD/K9ħ'4ĞǸȷ

ŹPȞ�$69Āɷ<8�6ȩ�Lʁ�ž5ʀɯƭƤāƛ;AD/K<ʀ$$C5;ȎĦ5<ĞǸǘ8ĖÞP'4�L6<ȩ�
8�ʁō14ʀɯƭƤāƛ5<ĞǸȷŹPȞ�$69I14÷ƛǬ9�"LŁúģ§ŵÍ9ɤ)Lɝȣ8ȣĄPɩê'4'C

�ŗM��Lʁ'�'ʀƓǣǮ5<âȚüƛʀqil¥ƛ;AD/K9ħ'4ĞǸȷŹPȞ�$69&A7;Āɷ<8�I�9

Ȥ�L.FʀɯƭƤāƛ;AD/K9ħ'4GĞǸȷŹƹPȞ�$69'.ʁ 

� 8�ʀl�t�;qPȵƃ)LĖŸ6'4Łúģ§ŵÍ6<Ó9ïK�#.ǣǮɢǗɀ;ȊɁǎ9ħ)LÙõGĞǸȷŹP

Ȟ1.ʁ

 

  



 15 

 

����������� Qdx���

�

� $$5<Ɠź9ɇ+L$6�5�8�1.ʀ5Ǹ;ÎƖ5Ǐ�.ĎƓȆȪɟPȭɇ)LʁC.ʀ5.2.45;ôƛǬ;sq�k

�gÎƖ;ȄƗ92�4G$$9ȭɇ)Lʁ 

� ¡ȟ1-1ʇ1-11<ʀ5.1.25Ȟ1.3ƛǬPõO+.`�w�PǏ�.ÎƖ;ĎƓȆȪɟPǦ'4�Lʁ¡ȟ1-1<ôƏ;`
�w�Ÿ6ĖŸ;ĎƓȆȪɟʀ¡ȟ1-2ʇ1-11<ôƏ;ǜɤȟ5�Lʁ 

 

?} ����������� v&Qdx���402@g<�ihM<G{Lg��

0@79@:�}�.13�B�,�7

7 7
VdY_c8h7f7 JL>P7 TL>P7 QSP7

7 7
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SIAC7 @=CC7 ?=?@7 ?=?@7 @=H@7

A??G>s7 @=BE7 ?=?A7 ?=?@7 @@=HG7

SIAE7 @=?G7 ?=?F7 ?=?@7 @=HC7

A??G>t7 @=B?7 7 ?=?@7 ?=?@7 @A=??7 7

SIAF7 @=@H7 ?=?A7 ?=?@7 @=FF7

A??G>u7 @=AG7 ?=?@7 ?=?@7 @@=GG7 7

SIAF7 ?=GF7 ?=?B7 ?=?@7 @=H?7 7
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